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新聞にみる主なできごと

琉球新報　1958年(昭和33）１月５日(夕刊)

琉球新報　1958年(昭和33）８月24日(朝刊)

琉球新報　1959年(昭和34）４月１日(朝刊)

沖
縄
タ
イ
ム
ス
　
一
九
五
八
年(

昭
和
33
）
９
月
23
日(
朝
刊)



沖縄タイムス　1959年(昭和34）６月30日(朝刊)

琉球新報　1960年(昭和35）12月28日(朝刊)

琉球新報　1961年(昭和36）１月11日(朝刊)

琉球新報　1961年(昭和36）12月８日(夕刊)



沖縄タイムス　1963年(昭和38）５月２日(夕刊)

沖縄タイムス　1963年(昭和38）６月２日(朝刊)沖縄タイムス　1964年(昭和39）３月17日(朝刊)

沖
縄
タ
イ
ム
ス
　
一
九
六
二
年(

昭
和
37
）
１
月
27
日(

朝
刊)



沖縄タイムス　1965年(昭和40）９月18日(夕刊)

沖縄タイムス　1967年(昭和42）５月23日(夕刊)

琉球新報　1966年(昭和41）１月25日(夕刊)

琉球新報　1969年(昭和44）１月30日(夕刊)

琉球新報　1968年(昭和43）６月22日(朝刊)



沖縄タイムス　1969年(昭和44）３月18日(朝刊)

沖縄タイムス　1969年(昭和44）11月22日(号外)

沖縄タイムス　1971年(昭和46）８月12日(朝刊)

琉球新報　1969年(昭和44）９月20日(夕刊)

沖
縄
タ
イ
ム
ス
　
一
九
七
〇
年(

昭
和
45
）
６
月
11
日(

夕
刊)



琉球新報　1972年(昭和47）１月８日(号外)

琉球新報　1972年(昭和47）５月15日(朝刊)

沖縄タイムス　1972年(昭和47）４月17日(夕刊)

沖縄タイムス　1972年(昭和47）５月13日(朝刊)

沖縄タイムス　1972年(昭和47）４月16日(朝刊)



　

平
成
四
年
度
よ
り
議
会
史
の
編
さ
ん
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
『
第
四
巻 

資
料
編
３ 

新
聞
に
み
る
議
会 

ア
メ
リ

カ
統
治
期
（
合
併
後
）
』
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
巻
は
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）
一
月
か
ら
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
年
）
五
月
ま
で
の
間
、
県
内
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
か

ら
那
覇
市
の
議
会
や
行
政
に
係
わ
る
記
事
を
中
心
に
収
録
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
、
長
年
の
念
願
だ
っ
た
那
覇
市
と
真
和
志
市
が
合
併
し
、
人
口
十
八
万
六
千
余
人
、
市
域
面
積
三
〇
・
三
平
方
キ
ロ

を
擁
す
る
県
都
に
ふ
さ
わ
し
い
「
大
那
覇
市
」
の
誕
生
後
か
ら
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
す
る
激
動
の
時
期
ま
で
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
大
戦
で
、
那
覇
市
の
約
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
焦
土
と
化
し
た
戦
後
の
出
発
か
ら
考
え
ま
す
と
、
都
市
計
画
事
業
が
積
極
的
に
推
進
さ

れ
、
ま
た
、
議
会
の
制
度
や
市
の
機
構
改
革
が
進
み
、
政
治
に
対
す
る
市
民
の
意
識
が
最
も
高
揚
し
、
那
覇
市
が
大
き
く
躍
進
し
た
時
期
で

あ
る
こ
と
が
本
巻
の
収
録
記
事
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

　

当
議
会
史
編
さ
ん
事
業
は
、
今
後
も
年
次
発
刊
計
画
に
よ
り
発
刊
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
広
く
一
般
の
皆
様
に
活
用
さ
れ
、
市
政
発

展
の
一
助
に
な
れ
ば
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
議
会
史
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
巻
を
と
お
し
て
多
く
の
皆
様
方
が
本
市
議
会
活
動
へ
の
ご
理
解
を
深
め
ら
れ
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
発
刊
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
一
月

発
刊
に
あ
た
っ
て

那
覇
市
議
会
議
長　

安
慶
田　

光
男
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那
覇
市
議
会
議
長　

安
慶
田　

光
男
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�
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昭
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史
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収
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１

那
覇
市
議
会
史　
　

第
四
巻　

資
料
編
３　

新
聞
に
み
る
議
会　

ア
メ
リ
カ
統
治
期
（
合
併
後
）

目　
　

次



（
�
）

�　

本
巻
は
、
『
那
覇
市
議
会
史　

第
四
巻　

資
料
編
３　

新
聞
に
み
る
議
会　

ア
メ
リ
カ
統
治
期
（
合
併
後
）
』
と
す
る
。

�　

本
巻
の
収
録
期
間
は
、
�
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
�
月
～
�
九
七
�
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
五
月
ま
で
と
す
る
。

三　

本
巻
の
収
録
新
聞
は
、
次
の
�
紙
と
し
た
。
ま
た
、
新
聞
名
を
（　

）
内
の
様
に
略
称
し
た
。

　
　
　

▽　

沖
縄
タ
イ
ム
ス　
　

（
沖
タ
）

　
　
　

▽　

琉
球
新
報　
　
　
　

（
琉
新
）

四　

本
巻
に
収
録
し
た
新
聞
は
、
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
及
び
そ
の
複
製
本
に
よ
っ
た
。

五　

新
聞
抽
出
記
事
七
、
�
八
七
件
か
ら
�
、
�
�
九
件
に
絞
り
込
み
、
収
録
し
た
。
記
事
の
絞
り
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
留
意
し
た
。

　
　
　

▽　

議
会
に
対
し
て
、
市
民
の
展
望
、
意
見
が
見
え
る
記
事
を
採
用
す
る
。

　
　
　

▽　

議
会
の
活
動
が
見
え
る
記
事
を
採
用
す
る
。

　
　
　

▽　

那
覇
市
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
記
事
を
採
用
す
る
。

　
　
　

▽　

重
複
す
る
内
容
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
�
つ
を
採
用
す
る
。

六　

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
配
慮
を
し
た
。

　

１　

記
事
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
年
月
日
、
朝
・
夕
刊
順
の
時
系
列
で
掲
載
し
、
同
日
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
ペ
ー
ジ
順
と
し
た
。

　

２　

巻
末
に
「
索
引
」
「
未
収
録
記
事
見
出
し
�
覧
」
を
掲
載
し
た
。

　

３　

記
事
目
次
、
本
文
の
題
名
は
新
聞
記
事
の
見
出
し
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。
行
替
え
は
原
則
と
し
て
斜
線
で
区
切
っ
た
。

　

４　

記
事
目
次
、
未
収
録
記
事
見
出
し
�
覧
に
お
い
て
「
金
口
木
舌
」
「
大
弦
小
弦
」
等
の
よ
う
に
、
そ
れ
だ
け
で
は
内
容
を
把
握
し
に
く
い
題
名
に
つ

　
　
　

い
て
は
〔　

〕
の
中
に
副
題
を
付
し
、
そ
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
し
た
。

凡　

例



（
三
）

　

５　

記
事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
住
所
や
姓
名
の
�
部
を
字
数
分
だ
け
〇
○
で
表
し
た
。
但
し
、
公
的
立
場
に
あ
る
人
及
び

そ
の　
　
　

業
務
と
の
関
わ
り
で
登
場
す
る
人
名
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

　

６　

本
文
中
に
今
日
で
は
適
切
で
な
い
表
現
も
あ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

　

７　

記
事
中
で
省
略
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、〔
前
略
〕
、〔
中
略
〕
、〔
後
略
〕
と
し
た
。
ま
た
、
議
員
選
挙
の
公
約
の
記
事
は
、
当
選
者
の
み
を
収
録
し
た
。

　

８　

送
り
仮
名
、
句
読
点
、
用
語
、
文
体
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
次
の
点
に
考
慮
し
た
。

　
　

・　

旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。
但
し
、
会
社
名
、
人
名
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　

・　

算
用
数
字
の
�
部
を
漢
数
字
に
改
め
た
。

　
　

・　

ル
ビ
、
傍
点
、
写
真
、
地
図
、
グ
ラ
フ
等
は
省
略
し
た
。

　
　

・　

明
ら
か
な
誤
字
、
誤
植
、
脱
字
と
推
知
で
き
る
字
句
は
補
正
し
た
。
但
し
、
当
時
頻
出
す
る
用
事
用
語
で
、
慣
用
的
に
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　

字
句
は
、
誤
字
で
あ
っ
て
も
、
容
易
に
そ
の
意
味
が
理
解
で
き
る
も
の
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　

・　

不
鮮
明
な
判
読
不
明
文
字
は
、
そ
の
字
数
分
だ
け
□
□
で
表
し
た
。

※　

本
巻
編
集
に
あ
た
っ
て
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
琉
球
新
報
社
、
沖
縄
県
公
文
書
館
、
沖
縄
県
立
図
書
館
、
沖
縄
県
議
会
図
書
室
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 



（
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城　

剛
助

　

は
じ
め
に

　　

本
巻
は
「
新
聞
に
み
る
議
会　

ア
メ
リ
カ
統
治
期
（
合
併
後
）
」
の
「
沖
縄

タ
イ
ム
ス
」
及
び
「
琉
球
新
報
」
に
報
道
掲
載
さ
れ
た
那
覇
市
議
会
に
関
連

す
る
社
説
、
コ
ラ
ム
等
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

期
間
は
、
高
等
弁
務
官
の
強
硬
な
権
限
で
追
放
さ
れ
た
瀬
長
市
長
後
の
、
選

挙
で
当
選
し
た
兼
次
市
長
の
就
任
し
た
�
九
五
八
年
か
ら
主
席
公
選
制
を
め

ぐ
る
自
治
権
拡
大
闘
争
、
復
帰
運
動
、
国
政
参
加
選
挙
、
施
政
権
返
還
に
至

る
�
九
七
�
年
五
月
ま
で
の
約
十
五
年
間
の
新
聞
集
成
で
あ
る
。

な
お
、
�
九
六
七
年
八
月
に
創
刊
さ
れ
た
保
守
系
が
支
持
す
る
「
沖
縄
時
報
」

か
ら
の
記
事
収
録
は
事
情
に
よ
り
割
愛
さ
れ
た
。

施
政
権
返
還
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
が
逐
次
明
ら
か
に
な
る
と
、
復
帰
尚
早
論
、

現
状
肯
定
を
主
張
す
る
�
部
の
保
守
層
や
、「
日
本
は
祖
国
に
非
ず
」
と
喝
破

し
た
山
里
永
吉
（
元
琉
球
政
府
博
物
館
長
）
な
ど
が
い
た
。
「
コ
ザ
生
活
を
守

る
会
」
は
、
基
地
関
係
従
事
者
等
が
主
会
員
と
な
っ
て
即
時
復
帰
に
反
対
す

る
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
り
し
た
。

か
よ
う
な
世
情
を
反
映
し
て
「
沖
縄
時
報
」
は
保
守
系
財
界
人
の
財
政
支
援

を
得
て
、「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
と
「
琉
球
新
報
」
に
割
っ
て
入
り
、
第
三
の
新

聞
と
し
て
参
画
し
た
。
�
九
六
八
年
の
三
大
選
挙
後
は
財
政
的
基
盤
の
窮
乏
、

長
引
く
労
使
間
の
紛
争
か
ら
読
者
の
支
持
が
得
ら
れ
ず
自
然
休
刊
に
追
い
込

ま
れ
た
。（
社
長
は
崎
間
敏
勝
。
琉
球
政
府
の
要
職
に
あ
っ
た
。
復
帰
尚
早
論

者
）

瀬
長
追
放
と
天
願
事
件

�
九
五
六
年
十
月
、
軍
用
地
問
題
に
端
を
発
し
た
島
ぐ
る
み
闘
争
の
最
中
、
比

嘉
秀
平
行
政
主
席
が
急
逝
す
る
に
伴
い
、
同
年
十
�
月
に
は
那
覇
市
長
の
当

間
重
剛
が
主
席
に
任
命
さ
れ
た
。

当
間
の
辞
任
に
伴
い
十
�
月
�
十
五
日
に
執
行
さ
れ
た
市
長
選
挙
で
は
、
人

民
党
の
瀬
長
亀
次
郎
が
当
選
す
る
と
、
米
国
民
政
府
は
正
当
に
選
出
さ
れ
た

瀬
長
市
長
を
追
放
す
る
暴
挙
と
策
動
が
露
骨
な
ま
で
に
展
開
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
大
統
領
行
政
命
令
第
�
〇
七
�
三
号
第
十
�
節
「
高
等
弁
務
官
に

附
与
さ
れ
た
権
限
」
に
基
き
布
令
発
布
に
よ
り
琉
球
政
府
立
法
院
が
制
定
し

た
民
立
法
ま
で
も
改
正
す
る
生
殺
与
奪
の
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
統

治
方
針
に
抗
う
住
民
運
動
の
沈
静
化
に
つ
と
め
た
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｅ
・
モ
ー
ア
民
政
副
長
官
は
、
（
米
極
東
軍
司
令
部
の
廃
止
後

は
初
代
高
等
弁
務
官
）
立
法
院
本
会
議
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
琉
球
に
お
け

る
共
産
主
義
勢
力
を
抹
殺
す
る
法
案
を
立
法
化
」
を
勧
告
し
「
反
共
の
砦
」
構

築
に
躍
起
と
な
る
。

�
九
五
〇
年
公
布
・
米
国
軍
政
府
布
令
第
十
七
号
「
改
正
市
町
村
長
及
び
議

会
議
員
選
挙
法
」
改
正
第
七
号
（
�
九
五
七
年
十
�
月
�
十
三
日
公
布
）
に

よ
っ
て
、
不
信
任
議
決
が
「
議
員
総
数
の
過
半
数
が
出
席
し
て
同
意
」
す
る

単
純
多
数
決
制
に
改
め
ら
れ
た
。

�
九
五
�
年
公
布
・
米
国
民
政
府
布
令
第
六
八
号
「
琉
球
政
府
章
典
」
改
正

第
八
号
（
�
九
五
七
年
十
�
月
�
十
三
日
公
布
）
の
改
正
は
破
廉
恥
罪
条
項

を
挿
入
し
た
。



（
五
）

　

�
九
五
七
年
十
�
月
、
高
等
弁
務
官
布
令
第
�
号
「
市
町
村
自
治
法
」

が
公
布
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
�
九
五
三
年
琉
球
政
府
立
法
第
四
九
号

及
び
�
九
五
七
年
立
法
第
九
四
号
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
市
町
村
自
治
法
、

�
九
五
三
年
立
法
第
�
号
を
大
統
領
行
政
命
令
第
�
〇
七
�
三
号
の
第
十
�

節
に
よ
り
改
正
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
那
覇
市
議
会
の
�
回
目
の
市
長
不
信
任
が
単
純
な
多
数
決
で

可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
破
廉
恥
に
係
る
罪
で
被
選
挙
権
を
剥
奪
し
鉄
槌
を
下

す
か
の
ご
と
く
に
瀬
長
を
追
放
し
た
。

　

類
似
す
る
よ
う
な
事
件
に
、
第
�
回
琉
球
政
府
立
法
院
選
挙
（
�
九
五
�
年

三
月
�
日
執
行
）
後
の
補
欠
選
挙
の
事
例
が
あ
る
。
当
時
は
、
奄
美
大
島
を
含

め
て
の
定
数
三
十
�
名
の
中
選
挙
区
制
度
（
八
選
挙
区
）
が
採
用
さ
れ
た
。

　

沖
縄
本
島
中
部
を
選
挙
区
と
す
る
第
四
選
挙
区
で
保
守
系
議
員
の
死
去
の

た
め
�
名
の
欠
員
が
生
じ
、
社
大
党
・
人
民
党
は
野
党
連
合
を
結
成
し
て
五

項
目
の
綱
領
を
掲
げ
て
補
欠
選
挙
に
臨
ん
だ
。
米
国
民
政
府
は
自
治
権
拡
大
、

植
民
地
化
反
対
、
即
事
日
本
復
帰
、
主
席
公
選
等
の
テ
ー
ゼ
が
共
産
主
義
運

動
で
あ
る
と
み
な
し
た
。

　

�
九
五
三
年
四
月
実
施
の
補
欠
選
挙
で
は
社
大
党
候
補
の
天
願
朝
行
が
当

選
し
た
が
、
米
国
民
政
府
は
天
願
の
当
選
無
効
を
宣
し
た
。
民
政
府
の
選
挙

干
渉
事
件
が
「
天
願
事
件
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
群
島
政
府
選
挙
管

理
委
員
会
は
天
願
の
当
選
を
告
示
し
た
が
、
米
国
民
政
府
は
当
選
人
の
破
廉

恥
罪
を
主
張
し
、
該
選
挙
は
無
効
と
指
令
（
ル
イ
ス
書
簡
）
を
発
し
、
再
選

挙
を
公
示
し
た
。

　

社
大
党
・
人
民
党
は
「
植
民
地
化
反
対
共
同
闘
争
委
員
会
」
を
結
成
し
て

米
国
民
政
府
の
選
挙
干
渉
を
批
判
し
た
。
民
政
府
は
闘
争
委
員
会
を
反
米
的

だ
と
し
て
即
時
解
散
命
令
を
発
し
た
。
沖
縄
民
衆
の
最
初
の
組
織
的
な
民
政

府
批
判
運
動
で
あ
っ
た
が
、
�
九
六
〇
年
代
の
復
帰
運
動
、
島
ぐ
る
み
闘
争

の
熾
火
と
な
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
が
、
統
治
者
の
飽
く
こ
と
の
な
い

共
産
主
義
政
党
潰
し
と
そ
の
排
除
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

兼
次
市
政
（
�
九
五
八
年
�
月
～
�
九
六
�
年
�
月
）

　

布
令
改
正
に
よ
る
瀬
長
追
放
後
の
市
長
選
挙
は
、
�
九
五
八
年
�
月
十
�
日
に

執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。社
大
党
は
中
央
執
行
委
員
会
に
お
い
て
候
補
者
を
初

代
群
島
知
事
で
あ
っ
た
平
良
辰
雄
を
復
党
・
立
候
補
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同

党
那
覇
支
部
は
支
部
長
の
兼
次
佐
�
を
民
連
（
民
主
主
義
擁
護
連
絡
協
議
会
）
の
統

�
候
補
に
擁
立
す
る
内
輪
も
め
の
状
態
で
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
。

　

保
守
は
分
裂
騒
動
で
独
自
の
候
補
者
を
擁
立
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
社
大
党

公
認
の
平
良
辰
雄
に
市
政
奪
還
の
�
縷
の
希
望
を
託
す
る
他
な
か
っ
た
。

　

米
国
民
政
府
は
立
法
院
で
三
た
び
可
決
採
決
し
た
教
育
四
法
案
を
そ
の
つ

ど
立
法
公
布
を
拒
否
し
た
。
と
こ
ろ
が
市
長
選
挙
の
五
日
前
に｢

教
育
四
法

｣

（
教
育
基
本
法
、
教
育
委
員
会
法
、
学
校
教
育
法
、
社
会
教
育
法
）
を
承
認

し
た
。

　

民
衆
の
反
米
感
情
を
和
ら
げ
那
覇
市
長
選
を
有
利
に
展
開
し
よ
う
と
す
る

意
図
が
伺
え
る
。

　

選
挙
結
果
は
民
連
が
擁
立
し
た
兼
次
佐
�
が
当
選
す
る
。
選
挙
は
「
容
共
派

と
反
容
共
派
の
闘
い
」（
新
報
１
９
５
８
・
１･

１
）
で
あ
る
と
表
現
す
る
。
ま

た
、「
共
闘
し
て
き
た
社
大
党
と
人
民
党
が
袂
を
分
か
つ
」
（
タ
イ
ム
ス
・
社
説

１
９
５
８
・
１
・1

4

）
、
選
挙
戦
を
振
返
っ
た
平
良
辰
雄
は
「
私
は
�
度
と
政

界
に
は
出
な
い
」
と
骨
肉
相
食
む
選
挙
戦
を
反
省
す
る
（
新
報
１
９
５
８
・
１

･
1
4

）
。
対
沖
政
策
は
現
状
維
持
、
兼
次
氏
の
当
選
に
米
国
は
失
望
（
新
報

１
９
５
８
・
１･

1
4

）
、「
勝
敗
は
土
地
問
題
」
に
あ
っ
た
と
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は

分
析
し
て
い
る
。



（
六
）

　

兼
次
は
、
�
月
十
七
日
付
新
報
で
「
わ
れ
わ
れ
が
社
大
党
か
ら
脱
党
し
た
理

由
は
、
同
党
が
革
新
政
党
ら
し
き
行
動
が
な
く
、
最
近
で
は
保
守
か
革
新
か
の

分
別
す
ら
な
い
」
と
日
本
社
会
党
の
沖
縄
県
支
部
結
成
で
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　

瀬
長
市
長
を
追
放
し
た
モ
ー
ア
初
代
高
等
弁
務
官
は
強
硬
政
策
で
民
衆
の

反
発
を
招
い
た
が
、
彼
の
後
を
継
い
だ
第
�
代
高
等
弁
務
官
・
ド
ナ
ル
ド
・
Ｐ
・

ブ
ー
ス
は
�
九
五
八
年
五
月
に
着
任
し
た
。
前
任
者
の
強
硬
政
策
の
再
検
討
と

統
治
政
策
の
軟
化
い
わ
ゆ
る
宥
和
政
策
で
も
っ
て
施
政
を
す
す
め
た
。

　

着
任
し
て
ま
も
な
い
ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
は
「
ブ
ラ
ッ
カ
ー
米
陸
軍
長
官
か

ら
の
土
地
問
題
解
決
渡
米
団
を
招
待
」
す
る
旨
の
書
簡
を
行
政
主
席
へ
届
け

た
。
（
土
地
問
題
解
決
渡
米
団
六
月
十
日
出
発
。
団
員
・
当
間
重
剛
行
政
主
席
、

立
法
院
議
長
・
安
里
積
千
代
、
民
主
党
総
裁
・
与
儀
達
敏
、
地
主
代
表　

桑
江

朝
幸
・
土
地
連
合
会
長
、
渡
慶
次
賀
善
・
市
町
村
会
副
会
長
、
赤
嶺
義
信
・
法

務
局
長
、
具
志
堅
雄
義
・
主
席
専
属
秘
書
）
。

七
月
七
日
、
土
地
問
題
に
関
す
る
米
琉
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
、
土
地
の
�
括

払
方
式
を
放
棄
し
、
地
代
の
毎
年
払
い
の
主
旨
の
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
た
。

（
新
報
１
９
５
８
・
８
・2

4

）

　

ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
は
、
琉
球
経
済
に
お
け
る
通
貨
を
単
�
化
す
る
た
め
Ｂ

円
を
米
国
ド
ル
通
貨
に
切
替
え
る
こ
と
を
発
表
。
（
第
四
次
通
貨
交
換
）
�
ド

ル
対
�
�
〇
Ｂ
円
の
交
換
比
率
。
（
新
報
１
９
５
８
・
８
・2

4

）

区
長
制
の
復
活

　

兼
次
市
長
は
、
三
月
�
十
四
日
に
就
任
後
の
初
議
会
で
施
政
方
針
を
披
瀝

し
、
新
年
度
の
新
事
業
の
�
つ
に
「
区
長
制
の
復
活
」
を
す
る
と
の
基
本
態
度

を
発
表
し
た
。

　

区
長
制
は
、
終
戦
後
、
各
地
の
難
民
収
容
所
の
混
乱
し
た
地
区
で
避
難
民
の

秩
序
を
確
立
す
る
た
め
に
、
米
軍
が
沖
縄
諮
詢
会
に
諮
問
し
、
統
治
下
の
初

の
地
方
行
政
自
治
に
関
す
る
法
令
と
し
て
�
九
四
五
年
九
月
に
制
定
さ
れ
た

の
が
「
地
方
行
政
緊
急
措
置
要
綱
」
で
あ
る
。
本
要
綱
は
大
雑
把
で
選
挙
法

に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
女
性
に
も
選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
与
え
た
記
念
碑

的
な
内
容
で
あ
る
。

　

そ
の
頃
か
ら
、
収
容
所
か
ら
郷
村
へ
の
再
定
住
の
移
動
が
は
じ
ま
る
の
で
、

要
綱
は
限
定
さ
れ
た
地
域
の
み
で
運
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
米
国
軍
政
本
部
指
令
第
�
六
号
「
市
町
村
制
」
（
�
九
四
八
年
七

月
�
十
�
日
公
布
）
が
施
行
さ
れ
、
琉
球
政
府
立
法
院
の
制
定
し
た
「
立
法
」

と
し
て
�
九
五
三
年
�
月
十
�
日
に
公
布
さ
れ
た
「
市
町
村
自
治
法
」
に
と
っ

て
か
わ
る
が
、
要
綱
以
来
の
区
長
制
は
継
続
さ
れ
た
。

　

な
お
、
�
九
六
�
年
八
月
�
十
�
日
付
の
同
自
治
法
の
改
正
で
区
長
条
項

が
廃
止
さ
れ
た
。
（
注
・
改
正
後
の
立
法
施
行
の
際
に
そ
の
職
に
あ
る
区
長
は

そ
の
任
期
中
に
限
り
な
お
、
従
前
の
例
に
よ
り
在
職
す
る
と
の
経
過
措
置
が

施
さ
れ
た
。
）

　

当
市
に
お
け
る
区
長
制
は
、
当
間
重
民
市
長
時
代
（
在
任
期
間
・
�
九
四
九

年
十
�
月
六
日―

�
九
五
�
年
�
月
七
日
）
に
財
政
負
担
の
過
重
か
ら
廃
止
さ

れ
た
の
を
、
瀬
長
市
長
時
代
に
強
引
に
復
活
上
程
し
た
が
審
議
未
了
と
な
っ
た
。

　

兼
次
市
長
も
ま
た
策
定
を
目
論
ん
で
き
た
が
、
区
長
制
に
か
わ
る
「
那
覇

市
自
治
会
」
が
制
定
さ
れ
、
�
九
六
〇
年
九
月
�
日
発
足
し
た
。
自
治
会
は

五
十
九
ヵ
所
、
未
組
織
三
十
六
ヵ
所
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
自
治
会
の
主

旨
は
、
市
政
の
浸
透
を
は
か
る
末
端
組
織
と
し
て
「
徴
税
令
書
の
配
布
、
出

張
徴
収
、
広
報
紙
の
配
布
な
ど
専
ら
市
の
行
政
上
の
協
力
機
関
、
伝
達
機
関

の
性
格
を
有
す
る
も
の
」
で
暫
定
的
措
置
と
し
て
会
長
は
既
存
の
町
内
会
長

が
継
続
委
嘱
さ
れ
た
。
（
新
報
・
社
説
１
９
６
０
・
９･

1
4

）



（
七
）

戦
災
都
市
復
興
・
凍
結
資
金
の
解
除
、
高
圧
線
撤
去
問
題

第
�
次
大
戦
に
お
い
て
、
戦
災
を
受
け
た
都
市
は
�
百
十
五
都
市
、
罹
災
人

口
約
九
百
七
十
万
人
規
模
に
達
す
国
土
が
焦
土
と
化
し
た
と
い
わ
れ
て
来
た
。

（
沖
縄
を
除
く
）

日
本
政
府
は
、
灰
燼
に
帰
し
た
戦
災
都
市
の
復
興
を
策
定
・
実
施
す
る
機
構
と

し
て
内
閣
に
「
戦
災
復
興
院
」
（
�
九
四
五
年
十
�
月
五
日
発
足
）
を
立
ち
上

げ
、
「
戦
災
復
興
都
市
基
本
方
針
」
に
則
し
て
都
市
の
復
興
・
整
備
す
る
法
的

指
針
が
示
さ
れ
た
。

�
九
四
四
年
十
月
十
日
、
沖
縄
は
米
機
動
部
隊
に
よ
る
大
空
襲
を
受
け
主
要
市

町
村
は
焼
き
尽
く
さ
れ
た
。
俗
に
い
う
「
十
・
十
空
襲
」
で
、
旧
那
覇
市
街
は

約
九
〇
％
の
家
屋
等
の
焼
失
、
市
民
の
約
五
万
人
が
焼
き
出
さ
れ
て
本
島
北
部

地
域
へ
と
避
難
疎
開
し
た
。
空
襲
に
よ
っ
て
那
覇
は
完
膚
な
き
ま
で
に
破
壊
さ

れ
た
。
戦
後
は
、
米
軍
駐
留
の
た
め
開
放
が
遅
れ
た
。
本
土
決
戦
の
兵
站
基
地

と
し
て
確
保
さ
れ
物
資
が
集
積
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
那
覇
市
民
の
疎
開
地
か

ら
の
引
き
揚
げ
が
遅
滞
し
、
都
市
開
発
の
ネ
ッ
ク
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

那
覇
市
の
戦
災
復
興
事
業
に
対
す
る
日
本
政
府
へ
の
要
請
決
議
案
は
三
月
定

例
議
会
に
民
連
議
員
か
ら
、
総
務
財
政
委
員
会
に
上
程
さ
れ
委
員
会
修
正
案
が

共
同
提
案
さ
れ
、
六
月
十
七
日
の
本
会
議
で
全
会
�
致
で
採
決
さ
れ
た
（
タ
イ

ム
ス
・
社
説
１
９
５
８
・
７
・
６
）
。
高
良
議
長
は
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
民
政
官
に
採

択
さ
れ
た
決
議
の
戦
災
復
興
へ
の
援
助
協
力
を
要
請
し
た
。

首
都
論
と
都
市
計
画

　
�
九
四
五
年
八
月
、
米
軍
政
府
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
石
川
の
難
民
収
容
地
区

で
「
沖
縄
諮
詢
会
」
が
設
置
さ
れ
、
業
務
は
専
ら
軍
政
府
の
諮
問
事
項
に
応
じ

る
こ
と
で
あ
り
、
戦
後
最
初
の
中
央
政
府
と
し
て
機
能
し
た
。

委
員
会
は
米
軍
か
ら
沖
縄
の
「
首
都
」
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
、
そ
の
際
、
那

覇
市
を
避
け
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
様
子
が
議
事
録
に
見
え
る
。

　

そ
の
後
、
軍
政
府
は
東
恩
納
か
ら
知
念
の
高
台
に
あ
る
親
ヶ
原
に
移
動
、
戦

後
最
大
の
災
害
を
も
た
ら
し
た
グ
ロ
リ
ア
台
風
襲
来
で
建
造
物
は
破
壊
さ
れ
、

職
務
不
能
に
陥
る
と
那
覇
（
元
の
上
山
小
学
校
）
へ
移
転
す
る
。

　

�
九
五
�
年
�
月
「
琉
球
政
府
章
典
」（
米
国
民
政
府
布
令
第
六
八
号
）
が

公
布
さ
れ
、
第
�
条
（
首
都
の
位
置
）
を
定
め
「
琉
球
政
府
の
首
都
と
は
、
沖

縄
島
の
那
覇
市
と
し
、
住
民
投
票
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
こ
れ
を
他
の
如
何

な
る
場
所
に
も
変
更
で
き
な
い
」
と
定
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
都
市
計
画
の
法
典
と
も
い
え
る
「
首
都
建
設
法
」
が
制
定
さ
れ

た
の
が
�
九
五
六
年
�
月
の
琉
球
政
府
立
法
第
�
号
で
あ
る
。
本
条
の
第
�

条
（
目
的
）
は
章
典
の
主
旨
を
踏
襲
し
「
那
覇
市
を
琉
球
の
首
都
と
し
て
充

分
に
そ
の
政
治
、
経
済
、
文
化
等
に
つ
い
て
の
機
能
を
発
揮
し
得
る
よ
う
計

画
、
建
設
す
る
」
と
謳
う
。
本
則
に
よ
っ
て
「
首
都
建
設
委
員
会
」
が
置
か

れ
、
首
都
建
設
の
財
源
措
置
及
び
推
進
機
関
と
し
て
機
能
し
た
。

　

�
九
五
九
年
�
月
九
日
、
ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
か
ら
首
都
建
設
委
員
長
の
大

田
政
作
副
主
席
宛
書
簡
が
送
付
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ー
ス
書
簡
」
で
あ
る
。

　

�
九
五
八
年
十
�
月
�
十
�
日
付
で
首
都
建
設
委
員
会
か
ら
高
等
弁
務
官

宛
て
に
送
付
さ
れ
た
九
つ
の
優
先
事
業
に
対
す
る
回
答
の
書
簡
で
あ
る
。

　

久
茂
地
川
の
橋
梁
工
事
（
五
万
㌦
）
、
又
吉
道
路
の
歩
道
工
事
（
三
万
㌦
）
、

奥
武
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
�
十
�
万
㌦
）
の
合
計
三
十
万
㌦
が
民
政
府
補

助
、
給
水
施
設
拡
張
（
九
万
五
百
㌦
）
、
国
場
川
埋
立
工
事
（
�
十
�
万
七
千

㌦
）
、
ガ
ー
ブ
川
沿
岸
の
道
路
拡
張
（
三
万
四
千
七
百
㌦
）
、
区
画
整
理
事
業

（
�
十
四
万
七
千
八
百
㌦
）
計
六
十
万
㌦
を
復
興
金
融
融
資
を
行
う
こ
と
な
ど
を

明
ら
か
に
し
た
。（
新
報
１
９
５
９
・
１
・
10
及
び
タ
イ
ム
ス
１
９
５
９
・
３
・
27
）



（
八
）

　

瀬
長
当
選
で
米
民
政
府
は
、
那
覇
市
の
銀
行
預
金
の
凍
結
、
都
市
計
画
融

資
・
補
助
を
中
止
し
た
。
閉
塞
状
態
に
お
か
れ
た
財
源
問
題
は
�
ヵ
年
ぶ
り
に

や
っ
と
曙
光
が
見
え
始
め
た
。

　

�
月
�
十
九
日
の
第
�
十
九
回
臨
時
議
会
で
は
、
ブ
ー
ス
書
簡
に
よ
り
凍
結

資
金
の
封
鎖
解
除
の
報
に
接
し
、
「
民
政
府
補
助
金
交
付
並
び
に
復
金
融
資
の

再
開
に
対
す
る
感
謝
要
請
決
議
」
を
高
等
弁
務
官
、
民
政
官
及
び
首
都
建
設
委

員
会
委
員
長
（
大
田
副
主
席
）
宛
て
決
議
す
る
こ
と
に
よ
り
首
都
建
設
事
業
へ

の
期
待
感
を
表
明
し
た
。
（
タ
イ
ム
ス
１
９
５
９
・
２
・
５
）

　

�
九
五
九
年
六
月
�
十
九
日
、
首
都
建
設
委
員
会
（
委
員
長
行
政
副
主
席
）

は
「
首
都
建
設
基
本
計
画
」
を
制
定
し
、
那
覇
市
の
五
地
区
に
分
け
て
順
次
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
タ
イ
ム
ス
１
９
５
９
・
６
・3

0

）

　

�
九
五
〇
年
代
の
旧
市
街
（
泊
、
前
島
、
久
茂
地
方
面
）
を
南
北
に
走
る
�

号
線
の
周
辺
�
帯
の
写
真
を
見
る
と
荒
涼
と
し
た
空
地
で
あ
る
。
沿
線
に
そ
っ

て
高
圧
線
鉄
塔
（
六
万
九
千
ボ
ル
ト
）
が
都
市
計
画
の
阻
害
要
因
だ
と
し
て

�
九
五
四
年
に
久
茂
地
町
復
興
期
成
会
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
那
覇
市
に
撤

去
陳
情
し
て
き
た
。

　

�
九
六
〇
年
�
月
、
ア
ン
ド
リ
ッ
ク
民
政
官
は
「
送
電
線
を
移
転
す
る
た
め

五
八
四
エ
ー
カ
ー
に
対
し
て
強
制
立
入
測
量
を
す
る
」
旨
の
あ
ら
た
な
課
題
含

み
の
通
知
書
を
那
覇
市
長
宛
て
発
送
し
た
。
ル
ー
ト
は
安
謝
、
上
之
屋
、
安
里
、

大
道
、
寄
宮
、
国
場
、
真
玉
橋
、
小
緑
変
電
所
を
経
由
す
る
線
の
内
容
で
あ
る
。

電
力
公
社
（
民
政
府
所
管
）
は
、
�
九
六
四
年
五
月
ご
ろ
か
ら
撤
去
作
業
を
始

め
る
と
そ
の
見
通
し
を
表
明
し
た
。
（
タ
イ
ム
ス
・
社
説
１
９
６
３
・1

1

・2
8

）

　

市
長
不
信
任
案
、
除
名
・
処
分

　

反
米
組
織
の
旗
印
を
鮮
明
に
し
た
民
連
は
、
騎
虎
の
勢
い
で
那
覇
市
長
に
兼

次
を
当
選
さ
せ
た
。

　

人
民
党
、
社
大
党
、
社
会
党
を
渡
り
歩
い
た
兼
次
は
、
内
外
各
方
面
か
ら
注

目
さ
れ
、
市
政
運
営
の
困
難
性
を
ど
う
乗
り
切
る
か
が
衆
目
の
�
致
し
た
見
方

で
あ
っ
た
。

公
約
実
現
の
た
め
に
先
立
つ
も
の
は
、
財
政
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
前

市
政
時
代
に
米
民
政
府
軍
補
助
金
の
停
止
、
銀
行
預
金
の
凍
結
及
び
都
市
計
画

融
資
補
助
の
中
止
は
市
政
運
営
に
と
っ
て
は
致
命
的
で
あ
る
。

現
実
的
な
路
線
実
現
に
は
柔
軟
な
市
政
運
営
が
必
要
で
あ
り
、
市
政
の
基
本
方

針
で
は
「
超
党
派
的
な
立
場
を
堅
持
し
て
、
議
会
と
市
当
局
の
共
同
責
任
の
も

と
に
市
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
」
と
述
べ
、
モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
の
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
発
表
を
捉
え
、「
市
長
は
民
主
主
義
の
同
じ
理
念
に
基
づ
き
責
任
を
も
っ

て
そ
の
職
責
を
果
た
す
」
こ
と
で
あ
り
、
凍
結
融
資
再
開
を
確
信
し
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
。

人
民
党
は
民
連
主
催
の
「
兼
次
市
政
、
当
間
税
制
抗
議
市
民
大
会
」
で
「
民
連

�
十
の
政
策
を
し
て
当
選
し
た
が
、
就
任
六
カ
月
に
し
て
当
間
任
命
主
席
に
つ

な
が
る
月
曜
会
派
議
員
へ
の
屈
従
と
媚
」
の
市
政
で
あ
る
と
、
兼
次
打
倒
を
打

ち
出
す
。
（
新
報
１
９
５
８
・
７･

1
6

）

民
連
は
拡
大
中
央
執
行
委
員
会
を
開
き
兼
次
市
長
の
除
名
退
陣
要
求
決
議
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

人
民
党
は
十
月
十
日
の
、
本
会
議
劈
頭
か
ら
市
長
の
超
党
派
政
策
を
不
満
と

し
て
、
兼
次
市
長
の
不
信
任
案
の
動
議
を
提
出
し
、
人
民
党
の
賛
成
、
月
曜
会

派
の
反
対
討
論
後
の
採
決
で
不
信
任
賛
成
七
名
、
反
対
�
十
八
名
で
否
決
さ
れ

「
傍
聴
席
は
超
満
員
で
外
に
マ
イ
ク
を
と
り
つ
け
場
外
ま
で
、
は
み
だ
し
婦
人
の

声
も
入
り
乱
れ
」
て
の
野
次
、
罵
声
を
浴
び
せ
た
審
議
風
景
の
賑
わ
い
で
あ
る
。

（
タ
イ
ム
ス
１
９
５
８･

1
0

・1
2

）

　

�
方
、
沖
縄
社
会
党
は
中
央
執
行
委
員
会
で
党
の
基
本
路
線
逸
脱
が
あ
る
と



（
九
）

し
て
兼
次
（
党
中
執
委
・
那
覇
市
長
）
を
除
名
処
分
し
た
。
（
新
報
１
９
５
９

･
1
2
･
7

）

「
沖
縄
市
」
改
称
問
題

�
九
五
八
年
十
月
、
市
長
の
諮
問
機
関
「
那
覇
市
行
政
区
画
整
理
調
査
研
究
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
委
員
長
に
仲
本
為
美
を
選
出
し
た
。

諮
問
に
応
じ
て
、
「
那
覇
市
」
を
「
沖
縄
市
」
に
改
称
す
る
第
�
回
の
公
聴
会

を
開
催
し
、
学
識
経
験
者
（
東
恩
納
寛
惇
、
仲
宗
根
政
善
、
翁
長
助
静
、
山
里

栄
吉
、
宮
里
栄
輝
、
真
栄
田
義
見
、
渡
口
麗
秀
等
）
及
び
報
道
機
関
の
意
見
を

聴
衆
し
た
。
（
タ
イ
ム
ス
１
９
５
８
・1

1
・2

4

）

三
市
�
村
の
合
併
後
、
那
覇
市
は
急
速
に
人
口
が
増
え
、
約
�
十
万
余
に
達
し
、

「
首
都
」
に
相
応
し
い
名
称
は
時
代
の
要
請
と
し
て
俎
上
に
あ
が
り
市
民
の
好

奇
の
的
に
も
な
っ
た
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
新
報
の
調
査
で
も
圧
倒
的
に
「
沖
縄
市
」

賛
成
の
意
見
で
あ
る
。
（
タ
イ
ム
ス
・
社
説
１
９
５
８
・1

1
・2

5
／1

1

・3
0

）
、

（
新
報
・
社
説
１
９
５
９
・
２
・1

8

）

市
長
は
、
行
政
区
画
整
理
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
第
三
十
回
定
例
議
会
の
総

務
財
政
委
員
会
に
上
程
し
、
「
市
の
名
称
を
変
更
す
る
条
例
」
案
の
提
案
理
由

を
開
陳
し
、
全
員
の
賛
同
を
得
た
。

最
終
本
会
議
に
変
更
条
例
案
を
諮
り
、
採
決
は
公
聴
会
等
の
感
触
か
ら
大
方
の

賛
同
で
可
決
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
た
が
意
外
に
も
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ

た
。
か
く
し
て
大
那
覇
市
を
視
野
に
し
た
「
沖
縄
市
」
構
想
の
市
名
改
称
は
潰

え
た
。
（
新
報
１
９
５
９
・
４
・
３
）

琉
球
新
報
は
四
月
�
日
の
夕
刊
で
、
沖
縄
市
名
称
問
題
を
（
ニ
ュ
ー
ス
の
底
辺
）

で
取
り
上
げ
、
産
婆
の
誤
診
で
流
産
し
た
と
そ
の
経
緯
を
扱
っ
た
。

　

ガ
ー
ブ
川
・
水
上
店
舗
問
題

　

台
風
の
度
に
氾
濫
し
、
ガ
ー
ブ
川
に
架
か
る
店
舗
周
辺
は
年
中
行
事
の
よ
う

に
浸
水
を
繰
り
返
し
新
聞
は
「
泥
ま
み
れ
の
那
覇
市
」
と
表
現
し
た
。

戦
後
の
混
乱
期
に
自
然
発
生
的
に
立
地
し
、
無
秩
序
に
形
成
さ
れ
た
「
市
」
で

あ
り
、
庶
民
の
生
活
に
密
着
し
た
地
域
で
も
あ
る
。

那
覇
市
第
十
三
代
市
長
・
当
間
重
民
が
、
〈
国
場
川
へ
の
分
水
案
を
提
唱
〉
し
、

当
時
か
ら
、
市
政
の
重
要
施
策
で
あ
っ
た
。

�
九
五
九
年
十
月
の
琉
球
新
報
の
記
事
に
よ
る
と
、
建
設
省
計
画
局
課
長
の
岩

井
四
郎
（
工
学
博
士
）
が
招
聘
さ
れ
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
に
係
る
意
見
書
が
当
局

に
提
出
さ
れ
た
。
「
排
水
基
本
と
な
る
安
里
川
系
、
ガ
ー
ブ
久
茂
地
川
系
の
、
雨

水
排
水
機
能
を
完
全
な
ら
し
め
る
こ
と
が
先
決
問
題
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

即
ち
、
ガ
ー
ブ
川
、
農
事
試
験
場
（
現
在
の
与
儀
公
園
�
帯
）
付
近
に
お
い
て

水
路
を
築
造
、
旧
県
鉄
道
敷
線
跡
に
沿
っ
て
国
場
川
に
至
ら
し
め
る
計
画
で
あ

る
。
（
新
報
１
９
５
９
・1

0

・1
8

）

　

那
覇
市
ガ
ー
ブ
川
水
上
店
舗
撤
去
委
員
会
（
災
害
特
別
委
員
会
と
改
称
）
の

意
向
は
撤
去
で
あ
る
が
、
店
舗
の
撤
去
費
に
は
多
大
な
移
転
費
が
伴
う
こ
と
か

ら
、
当
時
の
財
政
事
情
で
は
市
当
局
を
し
て
不
可
能
と
い
わ
し
め
た
難
題
の
事

業
で
あ
っ
た
。

　

瀬
長
市
政
を
継
い
だ
兼
次
市
政
の
当
初
は
、
米
民
政
府
の
資
金
凍
結
で
八
方

ふ
さ
が
り
の
状
況
で
は
事
業
も
ま
ま
な
ら
な
い
事
情
に
あ
っ
た
。

議
会
で
の
質
疑
、
市
民
か
ら
の
陳
情
等
々
か
ら
毎
年
く
り
返
さ
れ
る
水
害
問
題

は
進
展
の
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
�
九
五
九
年
�
月
の
米
民
政
府
首
席
民
政
官

に
よ
っ
て
、
軍
政
府
補
助
並
び
に
銀
行
融
資
再
開
許
可
が
兼
次
市
長
あ
て
通
達

が
な
さ
れ
た
が
、
首
都
建
設
委
員
会
の
所
管
業
務
と
し
て
、
瀬
長
副
主
席
か
ら

「
政
府
直
営
で
施
工
」
す
る
と
の
政
府
見
解
が
発
表
さ
れ
た
。



（
�
〇
）

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
更
迭
を
受
け
て
、
就
任
間
も
な
い
ワ
ト
ソ
ン
新
高
等
弁
務
官

は
、
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
、
公
設
市
場
、
ス
ラ
ム
街
な
ど
を
視
察
、
市
当
局
の
説

明
を
熱
心
に
見
聞
し
た
。
歴
代
市
政
の
難
事
業
は
西
銘
市
政
を
も
っ
て
完
結
す

る
。
（
新
報
１
９
６
４
・1

1

・2
5

）

（
�
九
六
五
年
三
月
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
完
成
。
日
米
琉
政
府
の
財
政
援
助

総
事
業
費
六
十
七
万
㌦
）

西
銘
市
政
（
第
一
期 
一
九
六
二
年
一
月
～
一
九
六
六
年
一
月
）

（
第
二
期 

一
九
六
六
年
一
月
～
一
九
六
八
年
十
月
）

　

こ
の
よ
う
な
、
政
情
の
最
中
に
西
銘
順
治
は
第
十
八
代
那
覇
市
長
に
就
任
し

た
。

　

�
九
六
�
年
六
月
に
は
、
初
の
市
政
大
綱
を
発
表
。
基
本
行
政
の
目
標
を

「
日
米
琉
政
府
の
共
同
責
任
で
都
市
計
画
を
促
進
し
、
市
街
地
改
造
計
画
を
年

次
的
に
実
施
」
す
る
体
制
を
確
立
し
て
施
策
を
進
め
る
と
表
明
し
た
。

　

大
田
行
政
主
席
の
退
任
を
受
け
て
、
招
集
さ
れ
た
第
�
十
六
回
臨
時
立
法
院

議
会
（
�
九
六
四
年
十
月
�
十
九
日
～
三
十
�
日
）
は
、
行
政
主
席
指
名
で
議

場
は
混
乱
し
た
。
当
日
は
主
席
指
名
制
に
反
対
し
主
席
公
選
制
を
要
請
す
る
労

組
団
体
が
、
指
名
阻
止
の
た
め
立
法
院
を
包
囲
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
混
乱
議
会
の
中
で
松
岡
政
保
が
指
名
を
受
け
た
。

　

松
岡
は
就
任
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
最
後
の
任
命
主
席
で
あ
り
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。
�
九
六
五
年
十
�
月
に
は
大
統
領
行
政
命
令
が
改
正
さ
れ
、
立
法
院
全
議

員
の
過
半
数
に
よ
る
選
挙
（
間
接
選
挙
方
式
）
に
改
め
ら
れ
た
。
（
�
九
六
六

年
三
月
十
六
日
、
初
め
て
の
行
政
主
席
の
間
接
選
挙
で
立
法
院
与
党
単
独
で
松

岡
を
選
出
し
た
。
）

　

�
九
六
五
年
十
�
月
、
那
覇
市
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
が
施
行
さ
れ
、

西
銘
順
治
は
�
期
目
の
施
政
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。（
就
任
は
�
九
六
六
年

�
月
十
�
日
）

市
長
選
挙
に
先
立
っ
て
、
七
月
十
八
日
に
は
市
議
会
議
員
選
挙
が
挙
行
。
八

月
五
日
招
集
の
第
七
十
五
回
臨
時
議
会
に
お
い
て
議
長
に
高
良
�
、
副
議
長

は
辺
野
喜
英
興
が
選
出
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
員
も
選
任
さ
れ
た
。

第
七
十
六
回
定
例
議
会
（
九
月
�
十
日
）
は
、
新
庁
舎
（
現
庁
舎
）
で
の
初

議
会
と
な
り
、「
行
政
主
席
の
公
選
を
要
求
す
る
決
議
」
が
全
会
�
致
で
も
っ

て
採
決
さ
れ
た
。
（
新
報
１
９
６
５
・
９
・3

0

）

　

市
議
会
の
復
帰
決
議

　

�
九
六
四
年
十
月
の
、
第
六
十
�
回
臨
時
議
会
（
議
長　

高
良
�
）
は
、
復

帰
協
（
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
）
の
要
請
に
こ
た
え
て
「
祖
国
復
帰
に
関

す
る
要
請
決
議
」
を
全
会
�
致
で
採
決
し
た
。

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
の
「
専
制
支
配
が
露
骨
化
、
琉
銀
を
は
じ
め
各

金
融
機
関
へ
の
介
入
、
農
連
の
抜
き
打
ち
検
査
、
布
令
の
改
悪
、
開
発
公
社

の
株
式
取
得
な
ど
に
よ
り
経
済
的
植
民
地
化
の
傾
向
が
濃
厚
と
な
り
自
治
権

は
皆
無
」
の
状
態
で
あ
る
と
謳
い
、
日
米
両
政
府
、
全
国
五
百
五
十
九
市
町

村
議
会
宛
て
発
送
し
た
。
（
タ
イ
ム
ス
１
９
６
４
・
４
・2

5

）

（
�
九
六
四
年
四
月
三
十
日
現
在
で
�
�
〇
市
議
会
が
日
本
政
府
宛
て
要
請

決
議
し
た
回
答
が
議
会
事
務
局
に
連
絡
あ
り
）

翌
六
五
年
四
月
の
第
七
十
�
回
臨
時
議
会
で
は
、
緊
急
全
体
協
議
会
を
開
催

し
、
復
帰
協
加
盟
と
「
沖
縄
の
祖
国
復
帰
に
関
す
る
要
請
決
議
」
を
討
論
抜

き
で
全
会
�
致
を
も
っ
て
採
決
さ
れ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
武
力
介
入
、
沖
縄
統
治
が
国
連
憲
章
に

違
反
し
、
植
民
地
廃
止
宣
言
や
世
界
人
権
宣
言
に
違
背
す
る
と
宣
言
。
（
タ
イ



（
�
�
）

ム
ス
１
９
６
５
・
４
・22

）
（
那
覇
市
議
会
は
、
毎
年
四
月
の
復
帰
月
間
に
復
帰

決
議
す
る
の
が
慣
例
の
よ
う
に
な
っ
た
。
立
法
院
で
は
、
復
帰
ま
で
に
�
八
件

の
決
議
が
な
さ
れ
た
。
）

　

�
九
六
五
年
四
月
�
十
八
日
の
祖
国
復
帰
要
求
県
民
総
決
起
中
央
大
会
に

は
、
約
八
万
人
が
参
加
す
る
戦
後
最
大
の
集
会
と
な
っ
た
。

　

�
九
六
七
年
十
�
月
�
日
の
第
九
十
七
回
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
佐
藤
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
会
談
に
向
け
て
訪
米
す
る
に
あ
た
り
、
通
算
�
〇
回
目
と

な
る
復
帰
決
議
を
採
択
し
た
。
「
沖
縄
の
祖
国
復
帰
に
関
し
、
強
力
な
対
米
折

衝
を
要
請
す
る
決
議
」
（
新
報
１
９
６
７
・1

1

・
２
）

些
細
な
こ
と
だ
が
、
�
九
六
五
年
十
�
月
�
十
八
日
付
新
報
に
�
十
�
日
に
来

沖
し
た
全
国
議
長
会
代
表
�
行
が
携
え
て
き
た
住
民
及
び
弁
務
官
へ
の
全
国

百
六
十
ヵ
市
議
会
が
決
議
し
た
〈
沖
縄
の
祖
国
復
帰
要
求
決
議
文
〉
を
高
良
議

長
が
決
議
文
の
手
渡
し
を
見
合
わ
せ
、
口
頭
で
弁
務
官
へ
要
請
さ
せ
た
件
に
つ

い
て
、
握
り
つ
ぶ
し
だ
と
与
党
議
員
に
追
及
さ
れ
る
記
事
が
あ
る
。
議
決
機
関

の
総
意
で
も
っ
て
決
議
し
た
復
帰
要
請
を
本
土
五
百
五
十
九
市
宛
て
送
付
し

た
熱
意
が
白
々
し
い
も
の
と
な
る
。

　

高
等
弁
務
官
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
更
迭
、
大
田
行
政
主
席
の
退
陣

　

統
治
政
策
を
柔
軟
に
対
応
し
た
、
ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
に
代
わ
っ
て
、
ポ
ー

ル
・
Ｗ
・
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
中
将
が
着
任
し
た
。
（
第
三
代　

在
任
期
間　

�
九
六
�
・
�
～
�
九
六
四
・
七
）

�
九
六
�
年
三
月
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
声
明
を
発
表
し
た
。
俗
に
「
沖
縄
新
政

策
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
池
田
・
ケ
ネ
デ
イ
会
談
の
沖
縄
統

治
に
関
す
る
日
米
協
調
・
協
力
路
線
を
具
体
化
し
た
も
の
で
、
ケ
イ
セ
ン
報
告

書
に
盛
ら
れ
た
内
容
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

沖
縄
新
政
策
発
表
後
、
急
速
に
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
の
直
接
統
治
、

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
と
称
さ
れ
る
強
権
が
発
動
さ
れ
た
。

　

�
九
六
�
年
�
月
�
日
、
立
法
院
は
第
十
五
回
国
連
総
会
に
お
い
て
「
あ
ら

ゆ
る
形
の
植
民
地
主
義
を
す
み
や
か
に
、
か
つ
無
条
件
に
終
止
さ
せ
る
こ
と
の

必
要
を
厳
か
に
宣
言
す
る
」
旨
を
引
用
し
た
「
施
政
権
返
還
に
関
す
る
要
請
決

議
」
を
採
択
し
国
連
と
そ
の
加
盟
国
に
要
請
し
た
。
い
わ
ゆ
る
�
・
�
決
議
と
通

称
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
米
合
衆
国
議
会
に
送
っ
た
予
算
教
書
の
中
で

「
極
東
で
の
脅
威
と
緊
張
」
が
持
続
す
る
限
り
沖
縄
管
理
の
責
任
を
引
き
続
き
負

う
と
述
べ
、
施
政
権
返
還
に
触
れ
て
い
な
い
の
に
業
を
煮
や
し
た
立
法
院
が
即

時
施
政
権
返
還
を
全
会
�
致
で
採
択
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

�
九
六
四
年
三
月
、
沖
縄
自
民
党
は
「
ケ
ネ
デ
ィ
新
政
策
の
評
価
と
将
来
の

展
望
と
課
題
」
を
発
表
。
こ
れ
は
、
反
主
流
派
が
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官

の
施
政
と
強
硬
措
置
を
批
判
し
た
。

　

「
自
治
神
話
説
」
に
象
徴
さ
れ
る
彼
の
強
烈
な
個
性
は
、
極
端
な
日
本
嫌
い
と

い
わ
れ
る
離
日
政
策
、
合
理
主
義
者
で
�
日
十
四
時
間
も
執
務
す
る
と
い
わ
れ

た
仕
事
師
は
、
財
界
・
政
界
、
銀
行
の
首
脳
陣
の
更
迭
、
立
法
案
に
関
す
る
事

前
事
後
調
整
及
び
拒
否
権
の
執
行
な
ど
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
と
俗
称
さ
れ
自
治

の
後
退
を
強
く
印
象
づ
け
た
。

　

�
九
六
四
年
六
月
、
第
�
十
五
回
立
法
院
議
会
で
「
現
実
の
沖
縄
政
治
の
実

態
は
、
法
案
の
事
前
、
事
後
の
調
整
及
び
布
令
、
指
令
の
頻
発
等
に
よ
っ
て
立

法
、
予
算
の
執
行
等
各
面
に
お
い
て
琉
球
政
府
の
自
主
運
営
を
阻
害
し
、
高
等

弁
務
官
の
直
接
統
治
が
露
呈
」
し
て
い
る
と
し
て
、
米
国
政
府
宛
て
「
自
治
の

拡
大
に
関
す
る
要
請
決
議
」
を
採
決
し
た
。

　

同
年
六
月
大
田
主
席
の
対
米
従
属
的
対
応
と
そ
の
政
治
責
任
を
め
ぐ
り
自
民

党
は
分
裂
し
脱
党
派
は
民
政
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
た
。
西
銘
市
長
も
自
民
党
を
脱



（
�
�
）

退
し
た
。

　

六
月
十
六
日
に
大
田
主
席
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
に
辞
表
を
提
出

し
た
。

　

七
月
�
十
七
日
、
大
田
主
席
は
、
住
民
の
心
を
心
と
し
て
行
政
に
当
た
る
べ

く
約
束
し
た
が
「
相
次
ぐ
布
令
、
書
簡
の
頻
発
、
金
融
機
関
、
農
連
、
教
育
行

政
等
へ
の
民
政
府
の
直
接
介
入
等
に
よ
り
自
治
が
後
退
し
、
い
ま
な
お
民
政
府

の
許
可
が
な
い
と
の
理
由
で
執
務
を
継
続
し
て
い
る
が
、
全
住
民
の
願
望
で
あ

る
自
治
権
を
拡
大
す
る
た
め
即
時
退
任
を
要
求
」
す
る
旨
の
「
行
政
主
席
大
田

政
作
君
の
即
時
退
任
要
求
決
議
」
が
全
会
�
致
で
採
決
さ
れ
た
。
自
民
党
が
多

数
を
占
め
る
立
法
院
で
、
こ
う
し
た
決
議
が
上
程
さ
れ
る
の
は
異
例
な
こ
と

で
、
自
民
党
の
分
裂
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

強
烈
な
専
制
統
治
を
行
っ
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
は
�
九
六
四
年

八
月
に
更
迭
さ
れ
、
後
任
に
は
日
米
強
調
路
線
の
柔
軟
政
策
の
ア
ル
バ
ー
ト
・

ワ
ト
ソ
ン
中
将
が
着
任
し
た
。
（
第
四
代　

在
任
期
間　

�
九
六
四
・
八
～

�
九
六
六
・
十
）

　

名
誉
市
民
条
例

　

�
九
六
三
年
十
�
月
の
定
例
議
会
で
「
那
覇
市
民
憲
章
」
が
大
多
数
の
賛
成

で
承
認
さ
れ
、
「
那
覇
市
名
誉
市
民
条
例
」
制
定
は
多
数
決
で
原
案
が
可
決
さ

れ
た
。
（
タ
イ
ム
ス
１
９
６
３
・1

2

・1
9

）

　

翌
六
四
年
三
月
、
名
誉
市
民
称
号
議
案
で
、
当
間
重
剛
と
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高

等
弁
務
官
贈
呈
が
決
定
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
選
定
理
由
は
「
那
覇
市
の
復
興
、

都
市
計
画
事
業
の
推
進
に
関
心
を
寄
せ
、
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
工
事
、
上
水
道
の

基
本
施
設
を
は
じ
め
、
公
営
住
宅
の
建
設
補
助
等
市
民
生
活
の
安
定
向
上
に
尽

力
し
、
本
市
の
発
展
に
貢
献
し
た
」
。
六
月
四
日
贈
呈
。
当
間
は
五
月
�
十
五

日
贈
呈
。

市
政
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
で
は
、
神
山
政
良
が
名
誉
市
民
の
顕
彰
を
う

け
た
。
（
タ
イ
ム
ス
１
９
７
１
・
５
・
21
）

友
利
・
サ
ン
マ
裁
判
移
送
問
題

沖
縄
統
治
の
最
高
法
規
は
、
占
領
初
期
の
「
ミ
ニ
ッ
ツ
布
告
」
米
国
海
軍
軍

政
府
布
告
第
�
号
（
�
九
四
五
年
発
布
）
か
ら
�
九
五
〇
年
十
�
月
の
Ｆ
Ｅ
Ｃ

指
令
「
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
に
関
す
る
指
令
」
を
経
て
、
�
九
五
七
年
六
月

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が
署
名
発
布
し
た
「
琉
球
列
島
の
管
理
に
関
す
る
行

政
命
令
」
第
�
〇
七
�
三
号
（
大
統
領
行
政
命
令
と
略
称
）
と
変
遷
し
た
。

友
利
・
サ
ン
マ
裁
判
と
は
琉
球
上
訴
裁
判
所
に
係
属
中
の
民
事
事
件
を
、
ワ

ト
ソ
ン
高
等
弁
務
官
が
「
大
統
領
行
政
命
令
」
で
与
え
ら
れ
た
権
限
を
行
使
す

る
こ
と
に
よ
り
、
同
裁
判
所
の
裁
判
権
を
取
り
消
し
て
米
国
民
政
府
裁
判
所
に

移
送
を
命
じ
た
事
件
で
あ
る
。
日
米
協
調
路
線
を
と
り
柔
軟
な
施
政
で
対
応
し

て
き
た
弁
務
官
が
採
っ
た
唯
�
の
強
権
発
動
と
い
わ
れ
た
。

立
法
院
は
第
三
十
�
回
（
定
例
会
）
に
お
い
て
、
「
琉
球
上
訴
裁
判
所
に
対

す
る
訴
訟
事
件
移
送
命
令
に
抗
議
し
そ
の
撤
回
を
要
求
す
る
決
議
」
を
採
択

し
、
高
等
弁
務
官
、
米
国
合
衆
国
大
統
領
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
衆
参
両

院
議
長
宛
て
発
送
し
た
。

立
法
院
の
決
議
文
は
「
裁
判
移
送
命
令
は
民
主
主
義
に
反
し
、
県
民
の
裁
判

権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
司
法
制
度
を
自
ら
の
統
治
目
的
に
利
用

し
よ
う
と
す
る
不
当
な
干
渉
で
あ
り
、
琉
球
政
府
裁
判
所
の
権
威
を
無
視
」
す

る
も
の
で
あ
る
と
抗
議
し
た
。

那
覇
市
議
会
は
�
九
六
六
年
六
月
の
第
八
十
三
回
定
例
議
会
に
お
い
て
、
同

裁
判
移
送
は
、
国
連
憲
章
に
反
す
る
と
し
て
撤
回
抗
議
（
「
選
挙
訴
訟
裁
判
及



（
�
三
）

び
サ
ン
マ
課
税
裁
判
の
民
政
府
裁
判
所
へ
の
移
送
命
令
に
抗
議
し
、
そ
の
撤
回

を
要
求
す
る
決
議
」
）
を
採
択
し
た
。
（
新
報
１
９
６
６
・
６
・
21
）

司
法
の
危
機
が
懸
念
さ
れ
、
裁
判
移
送
の
撤
回
要
求
は
や
が
て
政
治
問
題
化

す
る
と
抗
議
行
動
の
波
紋
は
拡
が
り
を
見
せ
始
め
た
。

�
九
六
六
年
十
�
月
、
民
政
府
裁
判
所
は
「
琉
球
政
府
裁
判
所
の
布
令
審
査

権
を
認
め
る
」
旨
の
判
断
を
下
し
た
。
友
利
隆
彪
の
立
法
院
議
員
当
選
は
十
�

月
八
日
付
で
当
選
が
確
定
し
、
サ
ン
マ
課
税
事
件
で
は
琉
球
政
府
の
勝
訴
と

な
っ
た
。

教
公
二
法

�
九
六
〇
年
代
か
ら
高
揚
す
る
大
衆
運
動
の
先
導
集
団
と
し
て
果
た
す
教

職
員
の
政
治
活
動
に
危
機
感
を
も
っ
た
保
守
勢
力
は
、
そ
の
活
動
を
制
約
す
る

措
置
と
し
て
、
教
職
員
の
政
治
行
為
の
全
面
禁
止
、
争
議
行
為
の
禁
止
、
勤
務

評
定
等
の
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
「
教
公
�
法
」
を
立
法
制
定
す
る
こ
と
を
最
重

要
施
策
と
し
た
。
（
教
公
�
法
と
は
「
地
方
教
育
区
公
務
員
法
」
、
「
教
育
公
務

員
特
例
法
」
）

�
九
六
七
年
�
月
�
十
四
日
の
立
法
院
本
会
議
に
「
教
公
�
法
」
が
上
程
さ

れ
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
教
公
�
法
阻
止
共
闘
会
議
に
加
盟
す
る
諸
団

体
が
早
朝
か
ら
立
法
院
を
包
囲
し
、
警
官
隊
と
激
突
し
大
混
乱
に
陥
り
議
会
は

開
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。

教
職
員
組
合
は
、
十
割
年
休
行
使
し
て
教
公
�
法
の
廃
案
に
身
を
挺
し
て
阻

止
行
動
に
あ
た
っ
た
。

�
月
七
日
、
那
覇
市
議
会
（
臨
時
）
で
は
、
「
教
公
�
法
早
期
立
法
に
関

す
る
要
請
決
議
」
を
与
党
多
数
の
賛
成
で
決
議
を
採
択
し
た
。
（
タ
イ
ム
ス

１
９
６
７
・
２
・
８
）

�
月
�
十
四
日
の
、
立
法
院
で
の
教
公
�
法
阻
止
会
場
に
、
市
の
消
防
車
が

デ
モ
鎮
圧
の
た
め
出
動
し
た
問
題
に
つ
い
て
野
党
議
員
は
厳
し
く
当
局
を
追

及
す
る
短
い
記
事
が
あ
る
。
（
タ
イ
ム
ス
１
９
６
７
・
３
・
16
）

五
月
九
日
、
長
嶺
秋
夫
議
長
は
「
九
十
七
日
間
に
わ
た
る
空
転
議
会
」
の
責

任
を
と
っ
て
辞
表
を
提
出
し
た
。

十
�
月
三
十
日
、
教
公
�
法
は
審
議
未
了
で
自
然
廃
案
と
な
っ
た
が
、
教
公

�
法
阻
止
共
闘
会
議
は
監
視
の
目
を
緩
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

三
大
選
挙
（
行
政
主
席
選
挙
、
立
法
院
議
員
選
挙
、
那
覇
市
長
選
挙
）

�
九
六
八
年
は
、
戦
後
沖
縄
の
変
転
極
ま
り
な
い
時
代
相
を
象
徴
す
る
政

治
、
経
済
等
の
激
動
の
�
年
と
い
え
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
声
明
（
�
九
六
�
年
三
月
）
で
確
約
さ
れ
た
沖
縄
新
政
策
に
基
づ

き
沖
縄
援
助
に
関
す
る
協
議
会
（
日
米
協
委
員
会
）
に
よ
り
、
�
九
六
九
年
度

の
日
本
政
府
の
対
沖
縄
援
助
四
千
�
百
七
十
万
㌦
（
約
百
五
十
三
億
円
）
と
決

定
し
た
。

日
米
財
政
の
対
沖
縄
援
助
が
初
め
て
逆
転
す
る
こ
と
で
、
日
本
政
府
が
表
舞

台
に
登
場
し
、
発
言
力
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。
日
米
協
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ

高
等
弁
務
官
の
執
拗
な
離
日
政
策
の
た
め
設
置
が
遅
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
�
九
六
四
年
四
月
発
足
）

�
月
�
日
に
招
集
さ
れ
た
立
法
院
の
第
三
十
六
回
立
法
院
定
例
議
会
初
日
、

恒
例
と
な
っ
て
い
た
弁
務
官
（
第
五
代　

フ
ェ
ル
デ
イ
ナ
ン
ド
・
Ｔ
・
ア
ン
ガ
ー

中
将　

在
任　

�
九
六
六
・
十
�
～
�
九
六
九
・
�
）
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
大
統
領

行
政
命
令
が
改
正
さ
れ
（
�
九
六
八
・
�
・
三
十
�
第
三
次
改
正
）
、
十
�
月
の

立
法
院
議
員
選
挙
と
同
時
に
主
席
公
選
を
す
る
と
発
表
し
た
。

五
月
十
日
、
松
岡
行
政
主
席
は
、
�
九
六
九
年
度
の
五
項
目
の
重
点
施
政
方



（
�
四
）

針
を
発
表
し
た
。
（
施
政
権
返
還
、
�
体
化
と
国
政
参
加
、
自
治
権
拡
大
、
経

済
政
策
、
暮
ら
し
と
社
会
）

�
九
六
七
年
十
�
月
、
佐
藤
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
脳
会
談
の
共
同
声
明
で
確
認

さ
れ
た
沖
縄
と
本
土
と
の
�
体
化
推
進
の
た
め
に
、
那
覇
に
高
等
弁
務
官
の
諮

問
機
関
を
設
置
す
る
と
さ
れ
た
。

日
米
琉
諮
問
機
関
委
員
会
は
、
米
国
・
ロ
ー
レ
ン
ス
・
Ｃ
・
バ
ー
ス
、
日

本
・
高
瀬
侍
郎
、
琉
球
・
瀬
長
浩
の
三
政
府
代
表
か
ら
な
る
。

�
九
六
八
年
五
月
�
十
七
日
、
ア
ン
ガ
ー
高
等
弁
務
官
に
対
す
る
日
米
琉
諮

問
委
員
会
勧
告
第
�
号
に
基
づ
い
て
、
本
土
、
沖
縄
�
体
化
調
査
団
（
団
長
総

理
府
特
連
局
長
山
野
幸
吉
）
�
行
�
十
�
名
が
来
沖
し
た
。
（
本
土
と
沖
縄
の

行
政
・
経
済
上
の
格
差
是
正
の
た
め
の
方
策
を
調
査
。
七
月
十
九
日
、
三
政
府

代
表
に
報
告
書
が
提
出
）

九
月
十
七
日
、
第
�
〇
五
回
那
覇
市
定
例
会
が
招
集
さ
れ
た
。
西
銘
市
長
が

主
席
公
選
に
出
馬
す
る
た
め
�
日
間
の
議
会
と
な
っ
た
。
�
日
間
の
定
例
会
は

ま
た
異
例
な
議
事
運
営
で
あ
る
。
（
タ
イ
ム
ス
１
９
６
８
・
９
・
19
）

　
『
続
那
覇
市
議
会
史
関
係
略
年
表
（
稿
）』
で
、「
こ
の
議
会
よ
り
日
の
丸
を

議
場
に
掲
揚
」
す
る
と
の
記
述
が
あ
る
。
当
時
の
立
法
院
の
議
場
に
は
掲
揚
さ

れ
た
と
い
う
記
録
が
な
い
。

池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
共
同
声
明
（
�
九
六
�
・
六
）
を
受
け
て
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ

イ
高
等
弁
務
官
は
「
祝
祭
日
に
公
共
建
築
物
に
日
本
国
旗
を
掲
揚
す
る
こ
と
を

許
可
」
の
速
報
を
発
表
し
た
。

従
前
は
「
集
成
刑
法
」
（
刑
法
並
び
に
訴
訟
手
続
法
典
）
で
厳
し
く
日
の
丸

掲
揚
の
自
由
が
拘
束
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
�
九
六
九
年
十
�
月
十
八
日
付

の
米
国
民
政
府
布
令
第
�
四
四
号
の
改
正
第
�
十
四
号
で
「
国
旗
の
掲
揚
に
関

す
る
規
定
」
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
日
の
丸
は
、
祖
国
復
帰
願
望
で
あ

り
占
領
統
治
へ
の
抵
抗
の
シ
ン
ボ
ル
旗
で
あ
っ
た
が
、
晴
れ
て
自
由
掲
揚
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
施
行
は
七
〇
年
十
�
月
十
八
日
）

十
月
十
�
日
、
第
�
〇
六
回
臨
時
那
覇
市
議
会
が
招
集
さ
れ
、
西
銘
市
長

は
「
�
身
上
の
都
合
」
に
よ
り
、
十
月
�
十
日
付
け
で
退
職
す
る
旨
表
明
し

た
。
後
任
の
市
長
選
挙
は
十
�
月
�
日
予
定
執
行
と
な
っ
た
。
（
タ
イ
ム
ス

１
９
６
８
・
10
・
11
）

戦
後
最
大
の
政
治
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
、
直
接
公
選
は
、
十
月
�
十
�
日
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
公
示
に
よ
っ
て
保
革
両
陣
営
が
十
�
月
十
�
日
の
投
票

日
に
向
け
て
激
突
す
る
構
図
が
確
定
し
た
。

革
新
共
闘
会
議
統
�
の
推
す
屋
良
朝
苗
候
補
と
自
由
民
主
党
公
認
の
西
銘

順
治
候
補
と
の
事
実
上
の
�
騎
打
ち
の
選
挙
戦
と
な
っ
た
。
同
時
に
第
八
回

立
法
院
選
挙
も
進
め
ら
れ
た
。
投
票
の
結
果
は
屋
良
朝
苗
�
三
七
、
六
四
三

票
、
西
銘
順
治
�
�
六
、
�
〇
九
票
で
あ
る
。

立
法
院
議
員
は
自
民
党
が
過
半
数
を
制
し
た
。

�
九
六
八
年
十
�
月
十
�
日
付
、
琉
球
新
報
・
社
説
は
、
初
の
主
席
公
選

の
意
義
は
「
両
候
補
者
の
勝
利
の
弁
、
敗
北
の
弁
に
、
新
し
い
時
代
と
と
も

に
新
し
い
沖
縄
の
誕
生
の
息
吹
」
を
感
じ
る
と
評
論
す
る
。

三
大
選
挙
の
し
ん
が
り
に
控
え
た
の
が
、
十
�
月
�
日
執
行
さ
れ
た
那
覇

市
長
選
挙
で
あ
る
。

結
果
は
、
社
大
党
公
認
・
革
新
統
�
候
補
の
平
良
良
松
が
、
自
民
党
公
認

の
古
堅
宗
徳
を
三
万
四
千
五
十
三
票
引
き
離
し
圧
勝
し
た
。
八
年
ぶ
り
に
革

新
市
長
が
誕
生
し
た
。

十
�
月
三
日
付
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
は
、
平
良
候
補
の
勝
因
は
「
革
新
共
闘

会
議
に
結
集
さ
れ
た
組
織
力
と
Ｂ
52
墜
落
事
故
、
那
覇
港
の
放
射
能
汚
染
な

ど
有
利
な
状
況
が
あ
っ
た
。
」
と
解
説
し
た
。



（
�
五
）

　

平
良
市
政
（
一
九
六
八
年
十
二
月
～
一
九
七
二
年
十
一
月
）

　

第
�
〇
七
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
�
九
六
八
年
十
�
月
十
八
日
に
開
会

さ
れ
た
。
三
大
選
挙
の
掉
尾
を
飾
っ
て
当
選
し
た
第
�
十
代
市
長
平
良
良
松
の

初
の
議
会
は
、
助
役
人
事
案
件
を
上
程
す
る
こ
と
か
ら
始
動
し
た
。
第
�
助
役

に
稲
嶺
成
珍
、
第
�
助
役
は
前
田
武
行
が
全
会
�
致
で
承
認
さ
れ
た
。
（
新
報

１
９
６
８
・
12
・
19
）
翌
十
九
日
の
議
会
で
は
、
Ｂ
52
戦
略
爆
撃
の
即
時
撤
去

決
議
案
を
採
択
し
た
。

第
�
�
三
回
定
例
議
会
は
、
平
良
市
長
就
任
初
の
施
政
方
針
演
説
で
市
民
の

た
め
の
市
政
運
営
を
強
調
し
た
。
当
面
の
具
体
的
施
策
に
職
員
採
用
は
試
験
制

度
を
導
入
す
る
と
表
明
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
理
事
者
当
局
の
暗
黙
の
了
解
の

も
と
で
情
実
採
用
が
慣
例
化
し
て
い
た
の
か
。（
タ
イ
ム
ス
１
９
６
９
・
５
・
29
）

�
九
六
九
年
七
月
�
十
日
に
市
会
議
員
選
挙
を
控
え
て
の
、
議
場
点
描
の
記

事
「
選
挙
が
臭
う
議
会
、
各
議
員
質
疑
に
ハ
ッ
ス
ル
」
（
タ
イ
ム
ス
６
・
12
）
、

�
方
で
は
「
ま
か
り
通
る
無
責
任
議
会
、
審
議
も
上
の
空
、
票
集
め
に
退
場
者

続
出
」
（
タ
イ
ム
ス
６
・
14
）
と
何
処
も
同
じ
議
場
情
景
で
あ
る
。

八
月
七
日
、
第
�
�
四
回
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
辺
野
喜
英
興
、
副

議
長
に
は
仲
本
安
�
が
選
任
さ
れ
、
各
常
任
委
員
も
選
出
さ
れ
た
。

市
政
運
営
に
は
、
財
源
の
確
保
は
至
上
の
命
題
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
つ
ま

で
も
な
い
。
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
説
は
「
革
新
市
政
と
新
予
算
、
や
は
り
財
源
の

拡
充
が
課
題
」
と
施
策
の
裏
づ
け
の
必
要
性
を
評
論
す
る
。
（
タ
イ
ム
ス
・
社

説
１
９
６
９
・
６
・
16
）

ゼ
ネ
ス
ト
、
総
合
労
働
布
令

�
九
六
八
年
十
�
月
十
九
日
に
、
墜
落
爆
発
炎
上
し
た
Ｂ
52
事
故
が
契
機
と

な
っ
て
<
Ｂ
52
撤
去
・
原
潜
寄
港
阻
止
県
民
共
闘
会
議
>
が
百
三
十
九
団
体
で

も
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
戦
後
史
上
最
大
の
島
ぐ
る
み
の
共
闘
組
織
が
立
ち
上
が

り
「
命
を
守
る
県
民
共
闘
会
議
」
と
通
称
さ
れ
、
�
九
六
九
年
�
月
六
日
共
闘

会
議
を
開
催
し
て
「
�
・
四
ゼ
ネ
ス
ト
」
を
決
行
す
る
こ
と
を
構
築
し
た
。

ゼ
ネ
ス
ト
へ
向
け
て
各
単
�
組
織
は
着
実
に
始
動
し
、
�
万
人
の
組
合
員

を
擁
す
る
全
軍
労
は
臨
時
大
会
で
ゼ
ネ
ス
ト
参
加
を
決
定
し
た
。

Ｂ
52
戦
略
爆
撃
機
の
撤
去
と
原
子
力
潜
水
艦
の
寄
港
中
止
を
要
求
し
て
行

わ
れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
政
治
ゼ
ネ
ス
ト
の
様
相
を
帯
び
、
屋
良
主
席
は
上

京
し
て
佐
藤
総
理
に
ゼ
ネ
ス
ト
に
つ
い
て
沖
縄
の
情
況
を
報
告
し
た
。
屋
良

は
�
月
三
十
�
日
、「
命
を
守
る
県
民
共
闘
会
議
」
に
対
し
文
書
で
ゼ
ネ
ス
ト

回
避
を
要
請
し
、
共
闘
会
議
は
中
止
を
決
定
し
た
。

那
覇
市
臨
時
議
会
最
終
日
の
�
九
六
九
年
�
月
三
十
日
、
保
守
系
議
員
に

よ
り
「
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
決
議
案
」
提
案
の
動
き
が
あ
る
こ
と
を
察
知
し
た
県

民
共
闘
会
議
メ
ン
バ
ー
が
傍
聴
に
押
し
掛
け
た
が
、
上
程
が
避
け
ら
れ
事
無

き
を
得
た
。「
総
合
労
働
布
令
の
撤
回
と
労
働
基
本
権
確
立
に
関
す
る
要
請
決

議
案
」
は
全
会
�
致
で
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。
（
新
報
１
９
６
９
・
１
・
31
）

�
月
十
�
日
、
高
等
弁
務
官
は
布
令
第
六
三
号
「
総
合
労
働
布
令
」
を
公

布
し
た
。
こ
れ
は
「
琉
球
人
被
用
者
に
対
す
る
労
働
基
準
及
び
労
働
関
係
法
」

（
民
政
府
布
令
第
�
�
六
号
）
を
全
面
改
正
す
る
も
の
で
、
大
衆
運
動
の
中
核

部
隊
に
成
長
し
た
全
軍
労
の
組
織
基
盤
の
弱
体
化
を
狙
っ
た
�
種
の
治
安
立

法
的
な
性
格
を
帯
び
た
も
の
と
い
わ
れ
た
。

立
法
院
は
第
三
十
九
回
臨
時
議
会
（
�
九
六
�
年
�
月
）
で
、軍
関
係
労
働

者
の
労
働
基
本
権
を
剥
奪
し
、
軍
事
基
地
維
持
の
た
め
の
治
安
維
持
法
的
性

格
を
強
く
う
ち
だ
し
て
、
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言
に
も
悖
る
と
し
て
「
総

合
労
働
布
令
の
撤
回
と
労
働
基
本
権
の
確
立
に
関
す
る
要
請
決
議
」
を
、
米

国
大
統
領
ほ
か
、
日
本
政
府
宛
て
要
請
し
た
。



（
�
六
）

民
衆
の
波
状
的
な
抗
議
行
動
に
米
国
民
政
府
は
施
行
を
無
期
延
長
す
る
と

発
表
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
社
会
相
を
象
徴
す
る
事
象
に
、
「
七
�
年
返
還
は
、
沖
縄
の
大

衆
生
活
を
破
壊
す
る
の
で
経
済
基
盤
を
確
立
し
て
か
ら
」
復
帰
す
べ
き
で
、
復

帰
尚
早
論
を
主
張
す
る
保
守
政
界
、
経
済
人
が
立
ち
上
げ
た
「
沖
縄
人
の
沖
縄

を
つ
く
る
会
」
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
派
の
�
群
が
あ
っ
た
。
代
表
に
元
琉
球
行

政
主
席
の
当
間
重
剛
、
そ
の
他
、
山
里
永
吉
、
真
栄
田
義
見
、
崎
間
敏
勝
な
ど

が
い
た
。
七
〇
年
の
参
議
院
選
挙
に
自
主
独
立
を
主
張
す
る
崎
間
を
擁
立
し
た

が
、
組
織
は
自
然
消
滅
し
た
。

七
二
年
返
還
合
意
か
ら
復
帰
へ

�
九
六
七
年
十
�
月
の
第
�
次
佐
藤
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
の
共
同
声
明
は

「
日
米
両
国
政
府
が
こ
こ
両
三
年
内
に
双
方
の
満
足
し
う
る
返
還
の
時
期
に

つ
き
合
意
」
を
見
る
事
に
よ
り
、
沖
縄
返
還
が
近
い
将
来
現
実
の
も
の
と
な
っ

た
。�

九
六
九
年
十
�
月
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
会
談
に
よ
り
「
�
九
七
�
年
返
還
」

が
合
意
さ
れ
、
法
律
、
経
済
、
財
政
そ
の
他
の
制
度
を
本
土
と
の
�
体
化
等
に

万
端
に
わ
た
っ
て
準
備
し
、
復
帰
の
際
に
無
用
の
摩
擦
と
混
乱
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

施
政
権
返
還
時
ま
で
の
法
制
面
で
は
、
復
帰
対
策
等
の
閣
議
決
定
を
み
た
措

置
が
指
針
と
し
て
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
時
系
列
に
見
る
と
次
の
も
の
が
あ
る
。

「
沖
縄
復
帰
対
策
の
基
本
方
針
」
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
�
日
閣
議
決
定

「
沖
縄
復
帰
対
策
要
綱
（
第
�
次
分
）
」
昭
和
四
十
五
年
十
�
月
�
十
日
閣
議

決
定

「
沖
縄
復
帰
対
策
要
綱
（
第
�
次
分
）
」
昭
和
四
十
六
年
三
月
�
十
三
日
閣
議

決
定

「
沖
縄
復
帰
対
策
要
綱
（
第
三
次
分
）
」
昭
和
四
十
六
年
九
月
三
日
閣
議
決

定
こ
れ
ら
の
、
要
綱
等
は
、
第
六
十
七
回
臨
時
国
会
（
昭
和
四
十
六
年
十
月

十
六
日
～
十
�
月
�
十
七
日
）
で
制
定
審
議
さ
れ
る
沖
縄
復
帰
関
連
法
案
等

に
盛
り
込
ま
れ
る
多
様
な
事
項
が
網
羅
さ
れ
、
本
土
法
令
の
適
応
準
備
で
沖

縄
の
経
済
・
社
会
の
実
態
の
特
殊
性
を
考
慮
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
暫
定

特
例
措
置
を
講
じ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
第
六
十
七
国
会
は
「
沖
縄
国

会
」
と
称
さ
れ
た
。

な
お
、
沖
縄
返
還
を
取
り
決
め
た
「
琉
球
諸
島
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
」
は
�
九
七
�
年
六
月
十
七
日
に
調
印
さ
れ
、
国

会
の
承
認
を
受
け
る
段
取
り
と
な
る
。
（
新
報
・
社
説
１
９
７
１
・
６
・
18
）

返
還
協
定
の
批
准
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
衆
議
院
沖
縄
返
還

協
定
特
別
委
員
会
」（
以
下
「
返
還
協
定
特
別
委
」
と
略
称
）
で
審
議
さ
れ
る
。

�
九
七
�
年
十
月
�
十
�
日
招
集
の
第
�
三
三
回
那
覇
市
臨
時
議
会
は
、

返
還
協
定
特
別
委
の
実
質
審
議
を
前
に
し
て
、
返
還
協
定
に
不
満
を
表
明

し
「
沖
縄
返
還
に
関
す
る
決
議
」
を
全
会
�
致
で
採
択
し
た
。
（
タ
イ
ム
ス

１
９
７
１
・
10
・
22
）

十
�
月
十
七
日
、
返
還
協
定
は
自
民
党
議
員
の
抜
き
打
ち
強
行
採
決
で
承

認
さ
れ
た
。
怒
号
と
混
乱
の
渦
巻
く
議
場
で
満
を
持
し
て
待
機
し
て
い
た
安

里
積
千
代
、
瀬
長
亀
次
郎
両
議
員
の
質
疑
が
封
じ
ら
れ
た
。

そ
の
時
、
屋
良
朝
苗
行
政
主
席
は
建
議
書
（
「
復
帰
措
置
に
関
す
る
建
議

書
」
）
を
携
え
て
羽
田
空
港
に
降
り
立
っ
た
。
建
議
書
を
政
府
要
路
に
手
渡
し

て
関
係
法
令
の
審
議
に
資
す
る
よ
う
に
と
要
請
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
沖
縄

最
後
の
「
告
発
の
書
」
は
審
議
の
場
に
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

返
還
協
定
は
十
�
月
十
四
日
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
承
認
を
受
け
、
参
議



（
�
七
）

院
に
送
付
さ
れ
た
。

「
衆
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
（
以
下
「
沖
特
委
」

と
略
称
）
で
は
、
沖
縄
関
連
七
法
案
の
制
定
を
審
議
し
た
。
復
帰
対
策
要
綱
に

盛
ら
れ
た
多
く
の
事
項
が
折
り
込
み
済
み
の
法
案
が
制
定
さ
れ
た
。

十
�
月
十
四
日
に
沖
縄
関
係
四
法
案
が
可
決
さ
れ
、
参
議
院
へ
送
付
後
、
可

決
成
立
し
た
。
（
四
法
案
と
は
、
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
、
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
関
係
法
令
の
改
廃
に
関
す
る
法
律
、
沖
縄
振
興
開
発

特
別
措
置
法
、
沖
縄
の
置
け
る
公
用
地
等
の
暫
定
使
用
に
関
す
る
法
律
を
い

う
）そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
名
が
紛
ら
わ
し
く
「
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
」
は
（
復
帰
特
別
措
置
法
と
略
称
）
は
本
土
と
の
�
体
化
の
た
め

の
主
軸
と
な
る
法
律
で
①
沖
縄
県
、
市
町
村
が
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
る

県
、
市
町
村
と
し
て
存
続
②
沖
縄
の
現
行
法
令
は
復
帰
後
三
ヵ
月
ま
で
有
効
③

教
育
委
員
の
任
期
な
ど
、
そ
の
他
法
人
の
権
利
義
務
の
継
承
な
ど
が
規
定
さ
れ

た
。
（
新
報
１
９
７
１
・
12
・
31
）

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
「
み
な
す
知
事
、
み
な
す
議
員
」
と
称
さ
れ
、

法
律
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
選
挙
ま
で
用
い
ら
れ
る
こ
と

な
ど
細
部
に
わ
た
り
特
別
の
措
置
が
な
さ
れ
た
。
（
施
行
は
昭
和
四
十
七
年
五

月
十
五
日
）

�
九
七
�
年
�
月
八
日
、
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
で
第
�
次
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
会

談
が
行
わ
れ
、
沖
縄
返
還
の
日
（
五
月
十
五
日
）
が
確
定
し
た
。
（
新
報
号
外

１
９
７
２
・
１
・
８
）

首
脳
会
談
に
先
立
っ
て
福
田
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
会
談
が
行
わ
れ
返
還
日
は
米
国

は
七
月
�
日
を
、
日
本
は
四
月
�
日
と
主
張
し
た
が
、
「
両
方
を
足
し
て
�
で

割
る
」
日
を
返
還
日
と
定
め
、
共
同
声
明
に
明
記
さ
れ
た
。

翌
日
の
琉
球
新
報
社
説
<
胸
を
張
っ
て
祖
国
復
帰
を
>
は
、
「
沖
縄
県
消
滅

の
�
九
四
五
年
か
ら
�
十
七
ヵ
年
。
沖
縄
戦
の
終
結
、
米
軍
占
領
下
に
な
っ

て
�
十
六
ヵ
年
余
、
対
日
平
和
条
約
の
発
効
し
た
�
九
五
�
年
か
ら
�
十
ヶ

年
余
」
や
っ
と
祖
国
の
懐
へ
抱
か
れ
た
と
万
感
の
思
い
を
述
べ
、「
五
月
十
五

日
ま
で
の
百
�
十
七
日
間
、
事
実
上
の
秒
読
み
に
入
り
復
帰
作
業
は
準
備
か

ら
本
番
」
へ
入
っ
た
と
伝
え
た
。
（
新
報
１
９
７
２
・
１
・
９
）

�
九
七
�
年
三
月
十
五
日
に
返
還
協
定
の
批
准
書
が
日
米
両
政
府
間
で
交

換
さ
れ
｢
七
十
�
年
返
還
｣
が
確
定
し
た
。
「
核
抜
き
」
、「
本
土
並
み
」
の
�

点
に
つ
い
て
は
、
協
定
書
に
明
文
化
さ
れ
て
な
い
。
そ
の
経
緯
を
琉
球
新
報

社
説
は
論
説
し
た
。
（
新
報
・
社
説
１
９
７
２
・
３
・
16
）

四
月
十
八
日
、
第
�
四
〇
回
那
覇
市
臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
「
復
帰
議
会
」

に
向
け
て
条
例
の
改
廃
等
審
議
と
次
年
度
の
予
算
審
議
が
復
帰
の
日
を
挟
ん

で
五
月
三
十
日
ま
で
開
か
れ
た
。
（
タ
イ
ム
ス
１
９
７
２
・
４
・
19
）

�
九
七
�
年
五
月
十
五
日
午
前
零
時
を
期
し
て
、
復
帰
を
告
げ
る
消
防
署

の
サ
イ
レ
ン
と
船
舶
の
汽
笛
が
�
斉
に
�
分
間
鳴
り
響
い
た
。
新
生
「
沖

縄
県
」
の
発
足
で
あ
る
。
琉
球
新
報
は
そ
の
様
子
を
紹
介
す
る
。
（
新
報

１
９
７
２
・
５
・
15
）

那
覇
市
議
会
は
当
日
の
本
会
議
を
、
午
前
零
時
に
招
集
し
、「
那
覇
市
議
会

事
務
局
設
置
条
例
」
等
を
制
定
、「
祖
国
復
帰
宣
言
」
を
全
会
�
致
で
採
択
し

た
。
事
務
局
体
制
は
�
十
�
人
か
ら
�
十
三
人
と
な
っ
て
、
新
生
那
覇
市
議

会
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
那
覇
市
議
会
史
」
第
四
巻
小
委
員
会
委
員
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に
回
答 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

九

豪
雨
で
浸
水
騒
ぎ
／
満
潮
と
か
ち
合
い
泥
海
／

　

平
和
通
り
／
商
品
損
害
が
約
三
千
万
円･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇

｜
社
説
｜
水
害
対
策
を
怠
る
な･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一

那
覇
市
、
水
害
対
策
へ
動
く
／
水
上
店
舗
撤

去
へ
／
被
災
者
は
市
税
・
使
用
料
の
減･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一

浸
水
千
八
百
戸
／
損
害
八
千
万
円
／
那
覇
市･

･
･
･
･
･
･
･
･

一
二

｜
社
説
｜
泥
ま
み
れ
の
那
覇
市･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二

更
生
資
金
の
貸
付
な
ど
／
水
害
救
済
を
政
府

に
陳
情 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三

水
上
店
舗
の
撤
去
陳
情
／
那
覇
各
通
り
会
で

水
害
対
策 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三

現
職
や
め
さ
す
な
／
反
民
連
新
議
員
が
要
望･

･
･
･
･
･
･
･
･

一
三

〝
科
学
的
に
調
査
せ
よ
〟
／
水
上
店
舗
業
者
が

協
議･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三

水
上
店
舗
が
最
大
原
因
／
那
覇
都
心
の
水
害

／
市
当
局
の
調
査
終
る･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
四

沖
縄
社
会
党
結
成
さ
る
／
当
分
集
団
指
導
制

を
採
用 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
四

民
連
手
入
れ
第
二
段
階
へ
／
兼
次
市
長
ら
を

取
調
べ
／
関
係
者
き
ょ
う
あ
す
一
挙
に･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
五

正
副
議
長
が
辞
意
表
明
／
け
さ
兼
次
市
長
就

任
初
市
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
六

那
覇
市
会
／
正
副
議
長
の
辞
表
撤
回
／
常
任

委
の
割
ふ
り
決
ま
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
六

那
覇
市
長
／
水
上
店
舗
撤
去
の
意
志
な
し
／

58
年
度
予
算
め
ぐ
り
論
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
六

〝
水
害
阻
止
に
協
力
す
る
〟
／
水
上
店
舗
代
表

が
意
見
述
べ
る
／
那
覇
市
建
設
委
員
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
七

那
覇
市
会
／
水
上
店
舗
撤
去
せ
よ
／
建
設
委

が
市
当
局
へ
要
望 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
八

水
上
店
舗
／
三
ヵ
月
以
内
に
撤
去
／
那
覇
市

会
が
け
さ
決
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
八

｜
社
説
｜
水
上
店
舗
を
取
り
除
け 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
九

見
舞
金
で
ガ
ー
ブ
川
浚
渫
工
事 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
九

尾
を
ひ
く
水
上
店
舗
問
題
／
問
題
は
撤
去
の

時
期
／
対
策
の
万
全
を
望
む
業
者
側 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
九

水
上
店
舗
／
撤
去
に
よ
る
問
題
／
対
策
委
つ

く
っ
て
検
討 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
〇

ガ
ー
ブ
川
浚
渫
工
事
始
ま
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
〇

ガ
ー
ブ
川
沿
い
店
舗
／
市
建
設
委
が
調
査 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一

区
長
制
を
復
活
／
那
覇
市
会
／
兼
次
市
長
施

政
演
説 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一

那
覇
市
会
／
行
政
区
画
を
再
検
討 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二

〝
市
政
運
営
は
超
党
派
で
〟
／
助
役
選
任
、
野

党
が
撤
回
要
求
／
那
覇
市
会
／
兼
次
市
長

に
一
般
質
問 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二

那
覇
市
会
／
助
役
人
事
は
保
留 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三

｜
社
説
｜
政
治
的
弾
圧
と
違
法
容
疑 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三

降
社
説
｜
〝
資
金
凍
結
〟
の
解
除
に
も
超
党

派
で
あ
た
れ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
四

三
年
掛
り
で
漸
く
完
成
／
近
代
的
な
泊
港
タ

ー
ミ
ナ
ル 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
五

業
者
の
意
見
聞
く
／
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
問
題 

･
･
･
･
･
･

二
五

道
路
舗
装
補
助
金
／
兼
次
市
長
が
支
出
申
請 

･
･
･
･
･
･
･
･

二
六

泊
港
ご
っ
た
が
え
す
／
上
間
選
手
ら
に
ぎ
や

か
に
出
発 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
六

地
主
た
ち
で
初
の
区
画
整
理
／
高
級
住
宅
街

記 
 

事 
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目
次　

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）

（
一
九
）

の
モ
デ
ル
／
市
の
手
借
り
ず
に
立
ち
上
る 

･
･
･
･
･
･
･
･

二
六

兼
次
市
長
／
選
挙
違
反
で
起
訴･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
七

高
圧
線
の
移
転
／
那
覇
市
が
要
請･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
八

一
号
線
に
架
橋
を
／
水
害
防
止
、
那
覇
市
が

申
請 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
八

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
円
覚
寺
跡
保
存
問
題
／
急
転

直
下
円
満
解
決
／
文
化
財
保
護
委
／
琉
大

の
申
請
を
条
件
付
で
承
認 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
八

全
議
員
の
共
同
提
案
で
／
戦
災
復
興
援
助
決

議
／
那
覇
市
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
八

那
覇
市
／
新
予
算
案
を
内
示
／
自
己
財
源
で

経
常
費
一
億
余
円
ま
か
な
う
／
政
策
的
な

事
業
は
補
助
金
で 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
九

小
作
人
に
も
坪
当
り
15
円
の
補
償
／
農
研
所

用
地
問
題
／
候
補
地
『
首
里
』
は
変
え
な

い
／
基
本
方
針
示
し
地
主
と
話
し
合
う･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
〇

雨
季
の
那
覇
市
に
朗
報
舞
い
こ
む
／
政
府
が

ガ
ー
ブ
川
浚
え
る
／
一
年
半
ぶ
り
に
工
事
再
開 
･
･
･
･

三
〇

反
対
陳
情
は
却
下
／
那
覇
市
会
財
政
委
が
／
移

転
を
適
当
と
決
定 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
〇

水
上
店
舗
の
撤
去
へ
／
那
覇
市
の
対
策
委
員

会
発
足 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一

那
覇
市
の
予
算
市
会
開
く
／
市
長
超
党
派
を

打
ち
出
す
／
ど
う
動
く
人
民
党
系
議
員 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一

那
覇
市
会
に
大
荒
れ
の
返
し
台
風
／
市
長
を

総
攻
撃
／
人
民
党
反
兼
次
の
線
を
踏
切
る 

･
･
･
･
･
･
･
･

三
二

金
口
木
舌
〔
那
覇
市
議
会
〕･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三

人
民
党
と
の
関
係
追
及
／
那
覇
市
会
／
今
度

は
野
党
の
質
問
戦 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三

那
覇
市
会
／
事
業
予
算
は
〝
ハ
ッ
タ
リ
〟
／

人
民
党
／
代
表
質
問
で
市
長
攻
撃 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
四

日
本
の
援
助
を
要
請
／
那
覇
市
会
、
全
会
一

致
で
決
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
五

大
弦
小
弦
〔
議
員
報
酬
引
上
げ
〕･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
五

お
手
盛
り
歳
費
可
決
／
六
対
四
で
／
那
覇
市

会
総
務
財
政
委 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
六

那
覇
市
会
／
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
／
全
員
一

致
で
民
営
を
承
認 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
七

那
覇
市
会
／
お
手
盛
り
増
俸
成
立
／
20
対
17

の
僅
差
で
押
切
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
七

遅
刻
多
く
て
ひ
と
も
め
／
那
覇
市
会
／
あ
す

か
ら
定
刻
開
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八

那
覇
市
会
／
全
期
十
日
ま
で
延
長･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八

｜
社
説
｜
市
会
は
市
政
に
も
っ
と
責
任
を
も

と
う 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八

｜
社
説
｜
本
土
へ
の
援
助
要
請
と
那
覇
市
政･

･
･
･
･
･
･
･
･

三
九

世
持
神
社
の
敷
地
／
譲
渡
不
採
択
と
決
定
／

那
覇
市
総
財
委 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九

那
覇
市
の
戦
災
復
興
援
助
要
請
／
民
府
も
好

意
的
／
高
良
議
長
が
協
力
求
む 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇

那
覇
市
会
幕
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
九

水
き
き
ん
に
朗
報
／
軍
が
要
所
に
タ
ン
ク
据
え

　

／
本
格
的
給
水
実
施 
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
九

水
き
き
ん
対
策
費
の
一
部
に
／
報
酬
返
上
積
立

　

金
／
那
覇
市
会
民
連
議
員 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

七
〇

水
き
き
ん
緊
急
対
策
を
／
施
設
補
助
／
那
覇
市

　

会
が
要
請 
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七
〇
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九
五
九
年
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昭
和
三
十
四
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｜
社
説
｜
あ
け
て
や
る
べ
き
那
覇
市
再
建
の
道 

･
･
･
･
･
･

七
二

兼
次
市
長
の
辞
意
を
ど
う
み
る
／
市
会
各
派
議
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･
･
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弁
務
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首
都
建
設
委
に
書
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／
那
覇
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計

　

の
推
進
に
朗
報
／
優
先
事
業
案
を
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可
／
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融
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／
五
日
会
が
立
法
院

　

へ 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

七
五

二
万
ド
ル
の
損
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／
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／
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／
一
括
払
い
を
全
面
廃
止 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

七
五

那
覇
市
議
会
開
く 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

七
六
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／
議
長
と
や
り
と
り
漫
才
／
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／
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／
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･
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／
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／
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･
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／
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／
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／
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／
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／
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縄
市
へ
の
改
称
に
望
む ･
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･
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縄
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／
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／
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／
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八
一
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沖
縄
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／
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八
一

分
裂
し
た
五
日
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／
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の
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･
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／
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／
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縄
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／
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／
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を
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縄
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八
四

ニ
ュ
ー
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の
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辺
⑯
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産
婆
の
誤
診
で
流
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／

　

沖
縄
市
改
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問
題
／
市
長
の
独
走
が
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因
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／
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め
ら
れ
た
議
会
は
分
裂
騒
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八
五

か
く
て
沖
縄
市
お
流
れ
／
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主
義
の
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も
何
の
そ
の
／
世
に
も
奇
妙
な
る
物
語
り 

･
･
･
･
･
･
･
･

八
六

那
覇
市
庁
舎
建
設
／
資
金
交
付
方
を
陳
情･
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･
･
･
･
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･
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八
八

委
員
長
に
比
嘉
議
員
／
那
覇
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行
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特
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委 
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･
･
･
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八
八

旅
券
の
交
付
要
請
／
那
覇
市
臨
時
議
会
／
全
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一
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で
決
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八
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｜
社
説
｜
市
内
を
走
る
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圧
線
対
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を
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･
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八
九

放
生
池
埋
立
を
許
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／
琉
大
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の
要
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通
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／

　

け
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文
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採
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で
決
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八
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那
覇
市
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議
会
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問
／
総
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九
〇

那
覇
市
定
例
議
会
け
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開
幕
／
百
の
理
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よ
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／
兼
次
市
長
が
施
政
方
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九
〇

大
弦
小
弦
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助
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任
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･
･
･
･
･
･
･
･
･

九
一

60
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度
予
算
案
な
ど
／
期
末
手
当
の
増
額
も
、

　

市
会
に
提
案 
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･
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･
･
･
･
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･
･
･
･
･
･
･
･
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九
一

水
道
料
金
の
引
下
げ
を
／
那
覇
市
会
／
施
政
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針
に
質
問
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中 
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･
･
･
･
･
･

九
一

奥
武
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
問
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討
議
／
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覇

市
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九
二

〝
報
償
金
〟
は
適
法
か
／
問
題
の
真
和
志
市
の

　

決
算
書
／
総
務
財
政
委
、
結
論
も
ち
越
す･

･
･
･
･
･
･
･
･

九
二

六
対
五
で
不
承
認
／
那
覇
市
総
財
委
／
真
和

志
市
議
の
報
償
金 
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･
･
･
･
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
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九
三

立
退
補
償
費
は
削
れ
／
旭
が
丘
公
園
予
定
地
内

　

の
建
物
は
不
法
／
建
設
委
が
要
求
／
那
覇
市

　

会 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
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･
･
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･
･
･
･
･
･
･
･

九
三

沖
縄
市
会
議
長
加
入
承
認
さ
る
／
全
国
市
会
議

長
会
に 
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･
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

九
三

首
都
建
設
基
本
計
画
／
五
地
区
に
分
け
て
首
都

づ
く
り 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

九
三

庶
民
ア
パ
ー
ト
立
往
生
／
市
債
六
万
ド
ル
削
る

／
那
覇
市
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

九
五

被
災
者
に
見
舞
金
／
那
覇
市
会
も
要
請
決
議 

･
･
･
･
･
･
･
･

九
五

｜
社
説
｜
那
覇
市
会
は
市
民
の
福
祉
を
守
れ
… 

･
･
･
･
･
･

九
六

一
票
差
で
原
案
承
認
／
問
題
の
報
償
金
決
算
／

　

那
覇
市
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

…･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

九
六

助
役
選
任
、
21
対
19
で
同
意
／
討
論
は
ぶ
い
て

採
決
／
旭
が
丘
立
退
き
／
補
償
な
し
で
は

忍
び
な
い
／
兼
次
市
長 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
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･

九
六

大
弦
小
弦
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覇
市
議
会
助
役
選
任
〕･

･
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

九
七

笑
い
と
ま
ら
ぬ
兼
次
市
長
／
多
数
の
与
党
議
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抱
込
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／
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覇
市
会
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新
分
野 
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･
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･
･
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九
八

五
市
議
長
会
結
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／
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長
に
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覇
市
議
長 
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･
･
･
･
･

九
九

那
覇
市
／
近
く
大
幅
な
人
事
異
動
／
市
長
の
帰
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追
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／
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／
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
二

新
庁
舎
建
設
、
具
体
的
計
画
練
る
／
那
覇
市

会
全
体
協
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
二

塵
芥
処
理
場
移
転
で
き
ぬ
／
那
覇
市
当
局
が

説
明 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
三

海
に
沈
ん
だ
土
地
／
那
覇
市
の
垣
花
／
米
軍

が
地
料
支
払
い
始
め
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
三

与
儀
小
前
映
画
館
問
題
／
建
築
に
幾
多
の
疑

問
点
／
場
合
に
よ
っ
て
は
補
償
問
題
も･

･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
三

那
覇
市
会
／
文
教
地
区
指
定
で
解
決
か
／
与

儀
小
校
前
映
画
館
問
題 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
四

行
政
機
構
に
そ
っ
て
／
那
覇
市
会
／
常
任
委

改
め
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
六

那
覇
市
会
、
29
日
に
開
会
／
追
加
更
正
予
算

案
を
提
出 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
六

那
覇
市
／
真
地
原
の
火
葬
場
反
対
陳
情
を
採
択 

･
･
･
･

一
〇
六

議
長
の
辞
表
め
ぐ
り
茶
番
劇
／
那
覇
市
定
例

議
会
／
与
党
派
の
目
算
外
れ
／
渡
口
副
議

長
追
い
出
し
失
敗 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
七

那
覇
市
の
税
収
ふ
え
る
／
60
年
度
／
市
町
村

税
法
の
改
正
で 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
七

那
覇
市
会
常
任
委
顔
ぶ
れ
き
ま
る･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
八

注
目
の
旭
ヵ
丘
立
退
補
償
／
き
ょ
う
開
く
那

覇
市
本
会
議
で
審
議
／
無
理
が
通
れ
ば
道

理
ひ
っ
こ
む 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
八

さ
よ
な
ら
「
断
水
の
街
」
／
水
道
公
社
が
き

ょ
う
か
ら
送
水
／
那
覇
市
会
会
期
延
長･

･
･
･
･
･
･
･
･

一
〇
九

て
ん
や
わ
ん
や
の
那
覇
市
会
／
議
案
の
否
決

撤
回
続
出
の
悲
喜
劇･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
〇

人
災
？
那
覇
市
の
水
害
／
市
民
の
い
か
り
高

ま
る
／
も
う
我
慢
は
で
き
な
い･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
二

国
場
川
へ
の
分
水
案
／
岩
井
博
士
が
意
見
書

提
出 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
三

那
覇
市
議
会
／
水
害
対
策
を
積
極
的
に
／
災
害

　

特
別
委
で
根
本
対
策
練
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
三

市
当
局
に
対
策
要
請
／
那
覇
市
会
、
災
害
地
を

　

調
査 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
四

那
覇
市
／
被
害
額
72
万
ド
ル
／
台
風
被
害
調
査

　

ま
と
ま
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
五

職
員
の
怠
慢
を
追
及
／
災
害
調
査
で
瀬
名
波
議

　

員
が 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
五

台
風
被
害
の
援
助
／
高
良
那
覇
市
議
長
／
九
州

　

市
議
長
会
に 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
六

く
す
ぶ
る
水
上
店
舗
問
題
／
市
会
の
意
向
は
撤

去
に
／
兼
次
市
長
政
府
に
ゲ
タ
あ
ず
け
る 

･
･
･
･
･
･
･

一
一
六

那
覇
市
の
災
害
対
策
／
市
会
が
軍
民
政
府
に

工
事
陳
情 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
七

大
弦
小
弦
〔
市
長
・
議
員
の
報
酬
大
幅
減
額

更
正
予
算
案
〕･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
七

私
の
意
見
／
那
覇
市
の
軍
用
地
問
題
／
基
本

契
約
締
結
に
つ
い
て
（
上
）
／
浦
崎
康
華･

･
･
･
･
･
･

一
一
八

建
築
確
認
を
取
消
す
／
与
儀
小
前
の
映
画
館

新
築 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
九

那
覇
市
会
波
乱
の
大
詰
め
に
／
保
守
合
同
へ
の

き
ざ
し
／
注
目
の
災
害
予
算
審
議
始
ま
る 

･
･
･
･
･
･
･

一
一
九

｜
社
説
｜
市
長
提
案
に
ま
ず
い
点
は
な
か
っ

た
か
… 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
一
九

災
害
報
告
で
大
荒
れ
／
那
覇
市
議
会
／
深
夜

ま
で
論
戦
続
く
／
「
最
低
市
会
」
の
ヤ
ジ

も
飛
ぶ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二
〇

私
の
意
見
／
那
覇
市
の
軍
用
地
問
題
／
基
本

契
約
締
結
に
つ
い
て
（
下
）
／
浦
崎
康
華･

･
･
･
･
･
･

一
二
二

那
覇
市
災
害
時
別
委
／
最
初
か
ら
荒
れ
る
／

渡
口
派
月
給
35
㌦
引
下
げ
案
に
賛
成･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二
三

抜
打
提
案
は
議
会
へ
の
挑
戦
／
那
覇
市
会
災

害
特
別
委
／
立
退
き
補
償
費
削
除
／
二
日

が
か
り
で
追
加
予
算
を
修
正
可
決･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二
三

災
害
予
算
を
修
正
可
決
／
那
覇
市
会
／
波
乱
劇

の
幕
閉
じ
る
／
軍
用
地
問
題
で
激
し
い
応
酬 

･
･
･
･
･

一
二
五

ど
う
な
る
軍
用
地
契
約
／
那
覇
市
有
管
理
土
地

　

／
微
妙
な
市
長
の
立
場
／
市
会
決
議
と
政

策
の
板
挟
み
に 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二
六

自
民
党
の
支
部
づ
く
り
難
航
予
想
／
複
雑
な

那
覇
市
会
派
閥
／
保
守
系
の
一
本
化
は
不

可
能
か 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二
六

治
水
対
策
委
を
設
置
／
那
覇
市
が
水
害
に
対

処
？ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二
七
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一
九
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三
十
四
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一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）

（
二
三
）

兼
次
那
覇
市
長
を
除
名
／
社
会
党
〝
党
の
基

本
精
神
逸
脱
〟 ･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二
八

那
覇
市
の
治
水
対
策
／
本
格
的
に
乗
り
出
す
／

　

ガ
ー
ブ
川
上
流
を
分
水
／
国
場
川
埋
立
て

も
ラ
ッ
パ
型
に 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二
八

問
題
の
与
儀
映
画
館
／
建
築
許
可
を
取
消
す
／

　

政
府
建
築
審
査
会
が
決
定･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
二
九

公
設
市
場
の
改
築
を
審
議
／
那
覇
市
会
民
生
委 

･
･
･
･
･

一
三
〇

那
覇
市
議
会
／
議
員
報
酬
も
と
に
戻
せ
／
実
現

　

ま
で
は
欠
席
／
退
場
し
た
高
良
議
長 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
〇

那
覇
市
議
会
／
会
期
九
日
と
決
定
／
渡
口
副
議

長
が
議
事
運
営 
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
〇

那
覇
市
場
の
改
築
に
反
対
／
ア
ン
マ
ー
達
が

大
挙
市
会
に
陳
情
／
議
場
で
赤
い
気
炎
／

死
活
問
題
と
訴
え
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
一

補
助
金
く
れ
な
け
れ
ば
／
市
会
も
市
長
も
総

辞
職
／
兼
次
市
長
が
議
会
で
答
弁･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
一

那
覇
市
議
会
／
被
災
者
の
救
済
／
市
税
減
税

な
ど
可
決
／
議
長
の
退
場
を
鋭
く
批
判･

･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
一

ス
ム
ー
ズ
に
閉
幕
／
那
覇
市
会･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
二

　
　
　

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）

高
圧
線
移
転
／
強
制
立
入
測
量
の
通
知
／
那

覇
市
の
約
七
十
一
万
坪
に･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
三

那
覇
米
琉
親
善
委
員
会
九
日
発
足･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
三

市
当
局
は
上
訴
か
／
那
覇
／
繁
多
川
火
葬
場

設
置
事
件 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
三

三
年
ぶ
り
に
統
一
組
合
／
那
覇
市
二
つ
の
労
組

　

合
併 

･
･
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
四

ガ
ー
ブ
川
の
幅
を
拡
張
／
水
上
店
舗
は
全
部
新

　

築 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
四

那
覇
市
へ
の
合
併
促
進
／
南
風
原
村
議
会
協
議

　

会
が 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
五

｜
社
説
｜
区
長
制
復
活
に
慎
重
期
せ･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
五

「
風
致
地
区
」
の
変
更
で
も
む
／
那
覇
市
議
会

　

四
議
案
を
可
決 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
六

那
覇
を
姉
妹
都
市
に
／
ホ
ノ
ル
ル
市
会
で
も
議

　

決 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

一
三
六

土
地
貸
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／
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収
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／
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／
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／
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立
ち
の
き
補
償
費
を
負
担
／
那
覇
市
議
会
／

ガ
ー
ブ
川
改
修
で
論
戦 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
〇
四

〝
補
償
は
那
覇
市
で
〟
／
ガ
ー
ブ
川
問
題
／
市

議
が
主
席
ら
と
懇
談 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
〇
五

人
民
党
か
ら
両
氏
脱
党
／
那
覇
市
議
選
挙
に

出
馬 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
〇
五

行
政
府
の
措
置
は
妥
当
／
ガ
ー
ブ
川
問
題
、

副
主
席
語
る･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
〇
六

国
場
川
埋
立
地
を
売
却
／
那
覇
市
議
会
本
会
議

　

／
水
道
給
水
条
例
を
可
決 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
〇
六

さ
あ
選
挙
だ
／
那
覇
市
議
会
終
わ
る
／
〝
ホ

タ
ル
の
光
〟
に
感
無
量
／
各
議
員
、
選
挙

区
に
走
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
〇
七

ガ
ー
ブ
川
は
完
全
改
修
／
立
法
院
、
政
府
が

那
覇
市
に
確
約 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
〇
八

那
覇
市
議
選
／
私
の
重
要
政
策

／
ト
ッ
プ

は
水
道
問
題
／
都
計
の
推
進
叫
ぶ
候
補
も 

･
･
･
･
･
･

二
〇
八

那
覇
市
議
選
／
私
の
重
要
政
策

／
感
情
市
政

　

の
打
破
を
／
水
源
開
発
で
完
全
給
水
へ 

･
･
･
･
･
･
･
･

二
〇
九

那
覇
市
議
選
／
私
の
重
要
政
策

／
ほ
と
ん
ど

　

が
水
道
問
題
／
市
営
住
宅
や
塵
芥
処
理
も･

･
･
･
･
･
･

二
一
〇

　

那
覇
市
議
選
／
私
の
重
要
政
策

／
上
下
水
道

　

の
完
備
を
／
道
路
の
整
備
、
住
宅
問
題
も 

･
･
･
･
･
･

二
一
一

那
覇
市
議
選
／
私
の
重
要
政
策

／
水
道
は

全
市
民
の
問
題
／
高
度
の
政
治
力
で
解
決
を 

･
･
･
･

二
一
一

水
・
水
・
水
・
陳
情
合
戦
政
府
に
一
斉
攻
撃
／

　

立
法
院
議
員
も
窮
状
訴
え
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一
一

給
水
対
策
本
部
を
拡
大
／
那
覇
市
役
所
／
全
機

　

能
を
あ
げ
て
水
対
策 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一
二

新
勢
力
分
野
決
ま
る
／
那
覇
市
議
会
／
依
然
無

　

所
属
が
多
数
／
市
長
選
に
革
新
結
集
の
動
き 

･
･
･
･

二
一
三

那
覇
市
議
候
補
得
票
数 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一
三

｜
社
説
｜
那
覇
市
議
選
を
か
え
り
み
て
… 

･
･
･
･
･
･
･
･

二
一
三

深
夜
ま
で
一
本
化
工
作
／
自
民
調
整
で
き
ず
物

　

別
れ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一
四

議
長
に
高
良
氏
決
ま
る
／
那
覇
市
会
け
さ
開
く

　

／
大
山
派
折
れ
満
場
一
致
／
副
議
長
…
あ
す

　

に
も
ち
こ
す 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一
四

那
覇
正
副
議
長
誕
生
の
舞
台
裏
（
上
）
／
難
産

　

だ
っ
た
議
長
誕
生
／
裏
面
で
高
良
氏
も
積
極

　

工
作 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一
六

大
山
、
渡
口
の
決
選
か
／
那
覇
市
会
／
き
ょ
う

　

副
議
長
選
出 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一
七

副
議
長
に
大
山
氏
／
那
覇
市
議
会
、
渡
口
氏
が

　

譲
歩 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一
七

那
覇
正
副
議
長
誕
生
の
舞
台
裏
（
中
）
／
疑
心

暗
鬼
の
統
一
行
動
／
議
長
譲
歩
で
大
山
株
上

　

が
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
一
八

那
覇
正
副
議
長
誕
生
の
舞
台
裏
（
下
）
／
渡
口

　

氏
つ
い
に
折
れ
る
／
終
始
猛
烈
な
カ
ケ
引
き 

･
･
･
･

二
一
九

那
覇
市
会
／
水
道
問
題
に
質
問
集
中
／
水
道
料

　

値
下
げ
せ
ぬ
／
市
長
答
弁
／
市
長
選
ひ
か
え

質
問
活
発 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
〇

ガ
ー
ブ
川
改
修
に
質
問
集
中
／
那
覇
市
議
会
／

　

一
般
質
問
を
続
行 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
一

立
体
ア
パ
ー
ト
来
月
着
工
／
那
覇
市
会
／
け
さ

　

本
会
議
再
開 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
二

那
覇
市
会
／
浄
水
場
問
題
な
ど
つ
く
／
監
査
員

選
出
で
勢
力
争
い 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
二

大
弦
小
弦
〔
台
風
被
害
救
援
費
〕･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
三

ど
う
な
る
玉
陵
問
題
／
「
文
化
を
守
る
会
」
聖

　

公
会
に
反
対 

／
注
目
さ
れ
る
市
会
の
結
論 

･
･
･
･
･

二
二
三

核
実
験
再
開
に
抗
議
文
／
那
覇
市
会
が
米
、
ソ

　

大
使
館
へ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
四

水
源
地
の
移
譲
／
高
圧
線
の
地
下
埋
没
も
米
調

　

査
団
へ
要
請
／
那
覇
市
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
五

市
有
地
売
却
で
も
む
／
総
務
委
で
災
害
対
策
費

　

審
議
／
那
覇
市
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
五

那
覇
市
会
／
終
幕
で
荒
れ
る
／
市
有
地
売
却
案

　

を
否
決
／
救
援
費
案
出
に
夜
間
審
議
／
本

土
視
察
と
り
や
め 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
五

首
都
建
設
委
／
62
年
度
事
業
計
画
決
ま
る
／
又

　

吉
道
路
に
歩
道
／
ガ
ー
ブ
川
改
修
／
陸
上

競
技
場
完
成 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
六

三
つ
ど
も
え
で
紛
糾
／
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
／

動
か
ぬ
川
沿
い
の
二
百
軒
／
水
上
店
舗
組

合
割
り
込
み
断
わ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
七

玉
陵
内
の
学
生
セ
ン
タ
ー
／
建
築
確
認
延
ば
す

　

か 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
七

今
月
中
旬
、
着
工
の
見
通
し
／
ガ
ー
ブ
川
改
修

　

／
二
㍍
道
路
に
縮
小
／
立
ち
の
き
犠
牲
者
を

最
小
限
に 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
八



目
次　

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）―

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）

（
二
七
）

新
水
上
店
舗
へ
収
容
を
／
ガ
ー
ブ
川
改
修
／
小

　

売
り
業
者
、
政
府
に
訴
え
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
八

各
派
、
裏
面
戦
を
展
開
／
那
覇
市
長
選
挙
／
自

民
、
活
発
に
多
数
派
工
作 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
九

ま
た
こ
じ
れ
る
／
花
屋
と
水
上
店
舗
が
対
立
／

 
 

ガ
ー
ブ
川
改
修 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
二
九

兼
次
支
持
に
ふ
み
切
る
／
那
覇
市
副
議
長
大
山

　

氏
自
民
党
を
脱
党 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
〇

那
覇
市
長
選
、
言
論
戦
始
ま
る
／
積
極
的
な

下
部
浸
透
へ
／
〝
都
計
〟
最
大
の
争
点
に

／
全
政
党
が
介
入
、
特
異
な
様
相
／
水
道
、

住
宅
政
策
が
カ
ギ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
〇

ガ
ー
ブ
川
改
修
／
分
割
施
工
に
賛
成
／
水
上

店
舗
組
合
が
条
件
付
で 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
一

〝
工
事
お
く
ら
せ
る
な
〟
／
ガ
ー
ブ
川
店
舗
組

合
が
デ
モ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
一

｜
社
説
｜
新
那
覇
市
長
に
期
待
し
た
い
こ
と･

･
･
･
･
･
･

二
三
二

西
銘
那
覇
市
長
誕
生
／
こ
ん
ご
の
政
局
に
大
き

な
影
響
／
市
政
に
一
応
安
定
期
／
西
銘
個
人

の
魅
力
が
勝
因 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
二

期
待
さ
れ
る
都
計
の
推
進
／
新
年
度
か
ら
計

画
的
に
／
政
府
・
那
覇
市
の
一
体
化
で･

･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
三

サ
大
佐
に
名
誉
市
民
／
兼
次
市
政
、
最
後
の

議
会
終
わ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
四

　
　
　

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）

サ
大
佐
に
名
誉
市
民
称
号
／
那
覇
市
／
つ
め

か
け
た
教
育
関
係
者 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
六

助
役
と
全
部
長
に
辞
職
を
勧
告
／
西
銘
市
長

の
初
仕
事 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
六

西
銘
市
政
、
初
議
会
開
く
／
浄
水
場
問
題
鋭

く
追
及
／
野
党
に
回
っ
た
兼
次
派 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
六

当
局
案
ど
お
り
可
決
／
送
水
管
取
り
替
え
近

く
着
工
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

二
三
七

建
設
部
長
に
花
城
氏
／
西
銘
新
人
事
／
企
画

室
長
は
新
里
氏 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
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／
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縄
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／
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／
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潭
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／
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／
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／
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／
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出 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
四

ス
ト
に
備
え
て
対
策
／
那
覇
市
会
／
〝
黙
と

　

う
〟
で
採
決
騒
ぎ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
四

公
営
住
宅
問
題
な
ど
追
及
／
那
覇
市
会
／
即
決

　

処
分
な
ど
承
認 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
四

市
民
憲
章
を
承
認
／
那
覇
市
議
会
／
人
民
党
の

　

反
対
押
し
切
り 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
四

バ
ス
路
線
の
変
更
反
対
／
那
覇
市
会
建
設
委
で

　

決
定 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
五

｜
社
説
｜
広
域
都
市
の
建
設
と
研
究
委
員
会 

･
･
･
･
･
･

三
一
五

立
ち
退
き
補
償
で
訴
え
／
樋
川
火
災
の
被
災
者

　

／
市
は
〝
で
き
な
い
〟
と
回
答 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
六

名
誉
市
民
条
例
な
ど
可
決
／
那
覇
市
議
会
／
人

　

民
党
の
反
対
を
押
し
切
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
六

交
通
緩
和
の
対
策
に
／
那
覇
市
会
が
協
議
会
を

　

設
置 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
七

　
　
　

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）

市
民
憲
章
を
宣
言
／
明
る
い
町
づ
く
り
へ
／

那
覇
市 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
八

ち
か
く
撤
去
を
命
令
／
那
覇
市
／
旭
が
丘
周
辺

　

の
不
法
建
物 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
八

那
覇
市
案
統
一
で
き
ず
／
〝
市
案
〟〝
議
会 

　

案
〟
の
二
本
立
て
で
／
市
外
バ
ス
路
線
変
更 

　

で
協
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
九

〝
不
良
住
宅
街
化
〟
を
防
ぐ
／
寄
宮
地
区
区
画

　

整
理
事
業
認
可 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
一
九

市
町
村
合
併
で
話
し
合
い
／
那
覇
市
会
と
九
州

市
議
長
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
〇

〝
都
市
づ
く
り
〟
協
力
を
要
請
／
西
銘
那
覇

市
長
が
高
等
弁
務
官
に
／
道
路
幅
員
の
拡

張
な
ど
／
港
湾
新
設
に
も
善
処
約
す 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
〇

｜
社
説
｜
市
民
憲
章
の
日
常
化
を
は
か
る
運
動 

･
･
･
･

三
二
一

開
南―

平
和
橋
、
タ
イ
ム
ス―

建
運
局
線
道
路

　

な
ど
新
設
／
政
府
補
助
一
次
査
定
百
二
万
八

　

千
㌦
／
六
五
年
度
の
那
覇
市
都
計 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
一

あ
す
か
ら
工
事
開
始
／
那
覇
／
寄
宮
、
壺
川
の

　

区
画
整
理 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
二

｜
社
説
｜
具
体
化
す
る
那
覇
市
の
新
港
湾
計
画 

･
･
･
･

三
二
二

｜
社
説
｜
市
会
と
個
々
の
議
員
の
責
任 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
三

荒
れ
た
〝
名
誉
市
民
称
号
〟
／
那
覇
市
会
／

退
場
騒
ぎ
、
採
決
で
通
す
／
野
党
、
弁
務

官
迎
合
と
怒
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
四

読
者
か
ら
／
名
誉
市
民
称
号
贈
呈
に
思
う 

･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
四

｜
社
説
｜
都
計
事
業
の
進
展
を
は
か
る
対
策 

･
･
･
･
･
･

三
二
五

荒
れ
た
那
覇
市
会
／
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
の
陳
情
め

　

ぐ
り
／
会
期
あ
す
ま
で
延
ぶ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

・
･
三
二
五

多
数
の
反
対
で
不
採
決
／
那
覇
市
議
会
／
プ

ラ
イ
ウ
ッ
ド
労
組
の
陳
情 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
六

「
国
政
参
加
」
な
ど
継
続
審
査
／
那
覇
市
議
会

　

／
与
党
側
が
慎
重
審
議
主
張 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
六

那
覇
市
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
社
に
原
状
回
復
勧
告
書

　

／
国
場
川
不
法
埋
め
立
て
／
道
路
に
レ
ー
ル
、

　

交
通
妨
害 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
六

宙
に
う
く
那
覇
市
の
下
水
道 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
七

全
会
一
致
で
復
帰
決
議
／
祖
国
の
主
権
回
復
を

　

／
那
覇
市
会
／
議
場
に
盛
ん
な
拍
手･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
七



目
次　

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）

（
三
二
）

い
こ
い
の
場
づ
く
り
に
暗
い
影
／
那
覇
市
の

公
園
縮
小
／
財
政
難
と
用
地
難
か
ら 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
八

七
万
八
千
平
方
㍍
埋
立
／
那
覇
市
／
安
謝
の

第
二
次
事
業 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
九

那
覇
市
の
新
庁
舎
／
来
年
七
月
に
は
完
成
／
二

　

十
七
日
に
起
工
式
／
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
モ

ッ
ト
ー 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
二
九

初
の
名
誉
市
民
称
号
／
那
覇
市
／
け
さ
当
間

重
剛
氏
へ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
〇

名
誉
市
民
称
号
を
贈
る
／
那
覇
市
／
キ
ャ
ラ

ウ
ェ
イ
弁
務
官
に 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
〇

那
覇
市
予
算
議
会
開
く
／
〝
都
計
促
進
に
重 

点
〟
／
西
銘
市
長
が
施
政
方
針
演
説 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
〇

｜
社
説
｜
首
都
建
設
へ
積
極
的
な
姿
勢
を
望
む 

･
･
･
･

三
三
一

那
覇
市
会
／
〝
名
誉
市
民
称
号
〟
で
論
議
／

弁
務
官
へ
の
贈
呈
場
所
め
ぐ
り 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
二

都
市
計
画
な
ど
質
疑
／
那
覇
市
議
会
／
当
局
の

　

修
正
を
追
及 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
二

衛
生
問
題
を
追
及
／
那
覇
市
会
／
65
年
度
施

政
方
針
で
質
疑 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
二

〝
政
府
税
の
大
幅
移
管
を
〟
／
財
政
計
画
で
当

　

局
が
答
弁
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
三

年
額
五
㌦
を
支
給
／
那
覇
市
／
次
年
度
か
ら

敬
老
年
金
制
度
を
実
施 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
三

那
覇
市
の
八
百
万
㌦
予
算
を
さ
ぐ
る
／
都
計

に
明
る
い
見
通
し
／
自
己
財
源
、
大
幅
に

ふ
え
る 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
三

複
雑
な
ポ
ン
プ
場
用
地
／
市
会
へ
／
関
係
地
主

　

が
反
対
陳
情 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
五

十
七
万
二
千
㌦
が
未
納
／
総
務
委
／
土
地
売
却

　

問
題
を
追
及 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
六

西
銘
市
長
の
脱
党
支
持
／
那
覇
市
議
会
、
賛
意

　

を
表
す 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
六

琉
球
航
空
の
免
許
処
理
／
会
期
延
長
し
て
決
議

　

／
那
覇
市
会
も
事
態
を
重
視 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
六

那
覇
市
会
／
西
銘
市
長
苦
し
い
答
弁
／
弁
務
官

　

へ
の
名
誉
称
号
贈
呈 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
七

主
席
公
選
を
要
請
／
那
覇
市
会
／
全
会
一
致

で
議
決 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
七

エ
ア
・
ア
メ
リ
カ
の
進
出
を
阻
止
／
外
資
免
許

　

の
撤
回
を
／
那
覇
市
会
／
全
会
一
致
で
決
議 

･
･
･
･

三
三
八

敷
地
返
還
を
要
求
／
牧
志
公
設
市
場
／
会
社

組
織
の
計
画 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
九

〝
大
那
覇
市
構
想
〟
実
現
へ
／
市
議
会
で
強

力
推
進
／
七
カ
市
町
村
を
合
併
／
近
く
合

同
協
議
会
開
く 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
三
九

話
の
卵
／
大
那
覇
市
構
想
の
未
来
図 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
四
〇

｜
社
説
｜
新
時
代
に
応
ず
る
市
場
の
改
造
計
画 

･
･
･
･

三
四
〇

初
の
市
営
保
育
所
／
重
民
町
に
完
成
、
50
人

　

を
収
容 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
四
一

与
儀
公
園
用
地
を
確
保
／
那
覇
市
議
会
で
要
請

決
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
四
一

｜
社
説
｜
都
計
事
業
に
対
す
る
本
土
政
府
の

援
助 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
四
一

難
航
す
る
公
設
市
場
計
画
／
那
覇
市
／
業
者
側

　

が
ご
ね
る
／
市
当
局
／
議
会
提
出
実
施
に

強
気 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
四
二

那
覇
公
設
市
場
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
構
想
／
ね
り
に

　

ね
っ
て
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が
市
会
に
要
請･

･
･
･
･
･
･

三
七
三



目
次　

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）

（
三
四
）

審
査
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
／
市
議
会
、
与
党
の
出

席
悪
く 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
七
三

よ
う
や
く
実
施
へ
／
那
覇
市
の
下
水
道
計
画
／

　

今
月
中
に
工
事
発
注 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
七
四

さ
あ
！
本
番
だ
／
議
員
さ
ん
そ
わ
そ
わ
／
那

覇
市
／
お
別
れ
議
会
開
く
／
あ
す
か
ら
立

候
補
届
け
出 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
七
四

那
覇
市
議
選
届
け
出
快
調
／
午
前
中
に
四
十
九

　

人
／
30
の
議
席
目
ざ
し
激
戦 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
七
五

選
良
を
待
つ
新
議
場
／
那
覇
市
議
選
／
デ
ラ

ッ
ク
ス
ず
く
め
／
急
ピ
ッ
チ
で
設
備
工
事 

･
･
･
･
･
･

三
七
五

那
覇
市
議
選
、
終
盤
戦
へ
突
入
／
51
人
が
激

し
い
攻
防
／
炎
天
下
、
か
け
回
る
候
補
者･

･
･
･
･
･
･

三
七
六

那
覇
市
議
選
／
終
盤
戦
を
み
る

／
組
織
固
め

に
け
ん
命
／
当
確
情
報
に
も
神
経
つ
か
う 

･
･
･
･
･
･
･

三
七
七

那
覇
市
議
選
／
終
盤
戦
を
み
る

／
「
あ
と

一
息
」
が
合
言
葉
／
那
覇
、
23
候
補
で
混

戦
つ
づ
く 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
七
八

〝
さ
ぁ
追
い
込
み
だ
〟
／
那
覇
市
議
選
締
め

切
る
／
30
議
席
に
51
人
た
つ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
七
九

｜
社
説
｜
市
議
選
の
背
後
の
動
向 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
七
九

那
覇
市
会
、
新
分
野
決
ま
る
／
西
銘
市
政
ま
ず

　

安
泰
／
与
党
、
無
所
属
含
め
が
っ
ち
り 

･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
〇

議
長
高
良
、
副
議
長
辺
野
喜
氏
／
那
覇
市
議
民

主
、
無
所
属
が
内
定 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
二

高
良
氏
議
長
に
当
選
／
那
覇
議
会
、
副
議
長
は

　

辺
野
喜
氏 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
二

〝
奄
美
出
身
者
に
永
住
権
を
〟
／
那
覇
市
会
で

決
議 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
二

市
場
改
築
、
問
題
に
／
ガ
ー
ブ
川
浸
水
／
議
会

で
取
り
上
げ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
三

｜
社
説
｜
戦
後
完
結
の
努
力
を
望
む 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
三

西
銘
与
党
ま
ず
安
定
／
市
政
ク
ラ
ブ
、
14
人
で

　

発
足 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
四

国
場
川
の
浸
水
防
止
対
策
／
建
設
局
／
水
路
、

　

大
幅
に
拡
張
／
年
度
内
に
完
成
急
ぐ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
五

那
覇
市
の
古
き
よ
き
時
代
／
新
庁
舎
落
成
座

談
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
五

那
覇
市
発
展
の
カ
ナ
メ
／
新
庁
舎
落
成
／
盛
大

　

に
記
念
式
典 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
七

那
覇
市
の
今
後
の
町
づ
く
り
／
高
良
、
中
山
氏

　

に
聞
く 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
八
七

ど
う
な
る
天
妃
校
／
那
覇
市
役
所
庁
舎
／
市

当
局
ま
だ
手
放
せ
な
い
／
戦
後
20
年
政
治
・

文
化
の
中
核
／
〝
学
校
復
帰
〟
は
当
分
お

あ
ず
け 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
〇

新
庁
舎
で
初
の
那
覇
市
議
会
／
主
席
公
選
を

決
議
／
会
期
は
来
月
11
日
ま
で 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
一

区
教
育
員
会
が
決
議
／
天
妃
小
の
再
出
発
め

ざ
す
／
那
覇
市
旧
庁
舎
を
明
け
渡
せ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
二

水
道
料
金
値
下
げ
考
慮
／
西
銘
市
長
答
う
／

主
席
指
名
は
受
け
る
べ
き
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･

三
九
二

議
場
で
の
服
装
を
統
一
／
那
覇
市
議
会
事
務

局
が
反
省
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
三

日
米
援
助
で
財
政
確
立
／
那
覇
市
会
／
天
妃
校

　

の
返
還
当
分
ム
リ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
三

市
は
気
乗
り
薄
／
旧
庁
舎
明
け
渡
し
／
教
育

委
員
会
が
陳
情 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
四

で
た
ら
め
な
〝
し
尿
処
理
場
〟
／
穴
を
あ
け
川

　

に
流
す
／
那
覇
市
会
、
当
局
を
追
及 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
四

公
園
建
設
の
遅
れ
、
追
及
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
五

旧
天
妃
校
の
返
還
を
／
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
ら
が
訴
え

　

／
那
覇
市 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
六

水
源
地
め
ぐ
り
対
立
／
那
覇―

宜
野
湾
／
配
管

　

工
事
に
待
っ
た
／
上
水
道
計
画
に
法
的
疑
義 

･
･
･
･

三
九
六

本
土
行
政
視
察
に
10
人
を
派
遣 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
七

市
長
の
姿
勢
を
追
及
／
那
覇
市
議
会
最
終
本

会
議
／
主
席
公
選
で
論
議
活
発 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
七

下
水
道
問
題
な
ど
可
決
／
那
覇
市
議
会
き
の
う

　

終
わ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
八

首
里
支
所
建
設
決
め
る
／
那
覇
市
議
会
／
全

日
程
終
わ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
八

与
野
党
／
基
本
政
策
を
決
定
／
那
覇
市
長
選
／

　

財
政
確
立
を
重
点
に
／
五
項
目
／
市
民
生
活

　

の
向
上
も
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

三
九
九

市
長
選
挙
／
西
銘
、
平
良
両
氏
地
固
め
へ
／
届

け
出
ま
で
あ
と
四
日
／
市
議
会
の
各
派
／

支
持
態
度
を
表
明 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇
〇

革
新
共
闘
会
議
を
結
成
／
那
覇
市
長
選
／
「

即
時
復
帰
」
を
旗
印
に
／
総
選
挙
に
つ
ぐ

大
同
団
結 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇
一

野
党
／
那
覇
市
議
長
を
追
及
／
メ
ッ
セ
ー
ジ

握
り
つ
ぶ
し
／
〝
許
さ
れ
ぬ
行
為
だ
〟
／
本

会
議
で
も
追
及
の
構
え 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇
二

平
良
、
西
銘
両
氏
届
け
出
る
／
那
覇
市
長
選
／

　

与
野
党
が
正
面
対
決
／
本
土
政
界
も
テ
コ

入
れ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇
三



目
次　

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）―

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）

（
三
五
）

那
覇
市
長
選
／
総
力
あ
げ
て
戦
う
／
民
主
党

合
同
委
／
選
対
本
部
長
に
長
嶺
氏 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇
四

あ
く
ま
で
直
接
選
挙
／
昨
夜
主
席
公
選
要
求

県
民
大
会
／
八
千
人
が
参
加 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇
四

那
覇
市
長
選
／
与
野
党
の
見
解
／
民
主
、
都
市

　

で
新
た
な
自
信
／
革
新
、
野
党
政
策
の
反
映

　

を 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇
五

｜
社
説
｜
那
覇
市
長
選
挙
の
結
果 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇
六

西
銘
氏
の
勝
因
を
探
る
／
四
ヵ
年
の
実
績
が

奏 
 

功
／
貴
重
な
旧
那
覇
地
区
の
五
千
票･

･
･
･
･
･
･

四
〇
七

｜
社
説
｜
那
覇
市
政
の
谷
間 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇
八

進
ま
ぬ
区
画
整
理
／
那
覇
市
、
地
主
説
得
に

全
力 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
〇
九

那
覇
市
議
会
、
同
意
せ
ず
／
奥
武
山
競
技
場

べ 
 

り
／
公
有
水
面
埋
め
立
て･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
一
〇

〝
主
席
公
選
〟
を
決
議
／
那
覇
市
定
例
議
会
／

 
 

全
会
一
致 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
一
〇

　
　
　

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）

旧
庁
舎
跡
を
無
償
貸
与
／
那
覇
市
会
、
全
会

一
致
で
可
決 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
一
二

大
弦
小
弦
〔
刑
務
所
移
転
〕･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
一
二

物
価
値
下
げ
要
請
決
議
／
那
覇
市
議
会
終
わ
る ･

･
･
･
･

四
一
二

｜
社
説
｜
新
発
足
し
た
西
銘
市
政 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
一
三

組
合
幹
部
10
人
に
解
雇
予
告
／
西
銘
市
政
へ
の

　

非
協
力
を
理
由
に 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
一
四

〝
解
雇
は
撤
回
し
な
い
〟
／
強
硬
な
西
銘
市
長

　

／
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
四

陳
情
案
件
な
ど
処
理
／
那
覇
市
会
／
ぶ
じ
幕

閉
じ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
四

那
覇
市
／
き
ょ
う
臨
時
議
会
／
寄
宮
区
の
区

画
整
理
／
打
開
策
を
話
し
合
う 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
五

仮
処
分
申
請
を
決
定
／
寄
宮
区
画
整
理
／
人

民
党
の
反
対
押
し
き
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
五

「
暴
力
追
放
都
市
宣
言
」
を
決
議
／
那
覇
市
議

会 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
五

着
工
停
止
の
仮
処
分
決
定
／
中
央
巡
裁 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
五

新
陣
容
で
ス
タ
ー
ト
／
那
覇
市
／
大
幅
人
事

異
動
を
発
表 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
六

画
期
的
な
建
設
工
事
／
那
覇
市
／
下
水
道
浄

化
場
の
起
工
式 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
七

那
覇
市
臨
時
議
会
開
く
／
コ
ン
ポ
ス
ト
工
場

用
地
な
ど
視
察 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
七

臨
時
議
会
／
「
牧
志
公
設
市
場
」
を
可
決
／

市
政
ク
が
即
決
動
議
／
人
民
、
社
大
討
論

要
求
し
大
荒
れ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
七

断
水
問
題
で
追
及
／
那
覇
市
議
会
／
若
松
市
場

　

工
事
契
約
な
ど
採
決 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
八

移
転
促
進
委
を
設
置
／
那
覇
市
議
会
／
沖
縄

刑
務
所
問
題
促
進
で 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
九

若
狭
町
人
工
ビ
ー
チ
造
成
／
市
は
条
件
付
き
で

　

許
可
／
那
覇
市
議
会
経
民
委
／
地
元
の
反
対

　

陳
情
審
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
九

十
日
ま
で
に
土
地
選
定
／
那
覇
市
議
会
運
営

委
員
会
／
高
校
新
設
問
題
で
質
疑 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
四
九

焦
点
は
高
校
敷
き
地
購
入
／
あ
す
か
ら
定
例

議
会
／
し
尿
、
ゴ
ミ
料
金
値
上
げ
も 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
〇

〝
都
計
法
は
無
効
〟
／
寄
宮
区
画
整
理
事
業
／

　

初
回
公
判
開
く 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
〇

高
校
敷
地
／
買
い
上
げ
で
論
議
／
那
覇
市
会
本



目
次　

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）―

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）

（
三
七
）

　

会
議
／
当
局
を
追
及 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
一

高
校
用
地
費
な
ど
可
決
／
那
覇
市
議
会
／
陳
情

　

案
件
16
件
も
処
理
／
67
年
度
歳
入
歳
出
追 

加
予
算
案 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
一

区
域
の
変
更
認
め
る
／
奥
武
山
公
園
計
画
／

政
府
案
通
り
答
申
／
都
計
審 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
二

ゴ
ミ
処
理
場
の
起
工
式
／
南
風
原
村
字
新
川
で 

･
･
･
･

四
五
二

異
議
制
度
を
明
確
に
／
寄
宮
区
画
整
理
問
題
／

　

那
覇
市
長
、
主
席
に
要
請 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
二

高
校
敷
地
な
ど
視
察
／
那
覇
市
会
け
さ
開
会 

･
･
･
･
･
･

四
五
三

〝
職
員
の
質
が
低
下
〟
／
那
覇
市
議
会
／
野
党
、

　

西
銘
市
長
を
追
及 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
三

那
覇
市
役
所
で
ま
た
汚
職
職
員
／
税
金
八
百
余

　

㌦
を
着
服
／
市
議
会
／
野
党
側
が
追
及
、
荒

　

れ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
三

安
謝
に
舟
着
き
場
作
る
／
那
覇
市
議
会
／
水

面
埋
め
立
て
で
追
及 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
四

那
覇
市
／
久
茂
地
横
断
橋
は
失
敗
／
建
設
委
が

　

市
当
局
を
追
及 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
四

政
府
庁
舎
を
市
が
建
設
／
那
覇
市
議
会
／
予
算

　

案
を
突
っ
返
す 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
四

大
弦
小
弦
〔
上
間
貯
水
タ
ン
ク
完
成
〕･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
五

議
事
／
原
案
通
り
可
決
／
那
覇
定
例
議
会
お

わ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
五

　
　
　

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）

議
長
派
遣
を
決
め
る
／
ホ
ノ
ル
ル
で
の
美
化
国

　

際
会
議
／
野
党
〝
不
必
要
〟
と
反
対
／
市

議
会
全
体
会
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
七

免
税
要
請
を
採
択
／
講
和
前
補
償
へ
の
課
税

問　

題
／
市
議
会
総
務
委
員
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
七

く
さ
い
国
場
川
上
流
／
那
覇
市
が
し
尿
処
理
／

　

悲
鳴
あ
げ
る
付
近
の
住
民 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
七

那
覇
市
臨
時
議
会
開
く
／
宇
栄
原
団
地
建
設

工
事
な
ど
討
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
八

幕
切
れ
に
議
場
騒
然
／
教
公
二
法
早
期
立
法
促

進
決
議
／
野
党
の
反
対
無
視
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･

四
五
八

敷
地
内
に
と
殺
場
／
問
題
ふ
く
み
の
愛
生
寮

建
設 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
八

ス
ム
ー
ズ
な
議
会
の
運
営
／
高
良
議
長
が
帰
任

　

報
告 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
九

｜
社
説
｜
沖
縄
特
別
委
へ
の
期
待 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
五
九

一
号
線
の
交
通
難
を
緩
和
／
政
府
／
明
年
度

バ
イ
パ
ス
敷
設
／
安
里―

内
間―

大
謝
名

／
民
政
府
、
計
画
に
同
意 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
〇

水
道
料
金
値
下
げ
に
努
力
／
那
覇
市
議
会
で
／

　

玉
城
部
長
が
答
え
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
一

消
防
車
出
動
を
追
及
／
那
覇
市
会
／
教
公
二
法

　

デ
モ
鎮
圧
で 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
一

反
対
陳
情
を
否
決
／
那
覇
市
議
会
／
若
狭
海

水
浴
場
の
設
置 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
一

全
会
一
致
で
復
帰
決
議
／
那
覇
市
議
会
／
全

議
員
カ
ン
パ
も
申
し
出 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
一

免
職
処
分
取
り
消
す
／
西
銘
那
覇
市
長
／
岸
本

　

委
員
長
ら
12
人 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
二

会
長
に
高
良
氏
を
選
出
／
沖
縄
市
議
会
議
長
会

　

開
く 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
二

７
月
１
日
か
ら
日
の
丸
掲
揚
／
布
令
57
号
を

改
正
／
全
沖
縄
船
舶
に
実
施
／
民
政
府
、
世

界
各
国
に
通
告 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
二

き
ょ
う
か
ら
本
格
審
議
／
市
議
会
／
施
政
方
針
、

　

給
与
改
正
な
ど 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
三

水
道
・
交
通
問
題
に
質
問
集
中
／
横
断
歩
道
橋

　

ふ
や
す
／
水
不
足
解
消
／
政
府
に
協
力
を

要
請
／
定
例
市
議
会
／
市
長
答
弁 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
五

〝
合
併
考
え
て
い
な
い
〟
／
西
銘
市
長
都
市

計
画
で
答
弁
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
五

市
職
員
が
収
賄
行
為
／
那
覇
／
衛
生
業
者
の

不
正
も
み
消
す 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
六

市
長
給
与
六
百
㌦
に
／
那
覇
／
三
役
た
っ
ぷ
り

　

と
お
手
盛
り 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
六

〝
告
発
も
辞
さ
な
い
〟
／
那
覇
市
職
員
汚
職
問

　

題
／
野
党
側
が
強
い
態
度 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
六

市
の
税
外
収
入
／
大
所
は
港
の
24
万
㌦
／
市
営

　

住
宅
が
こ
れ
に
つ
ぐ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
七

ゴ
ミ
処
理
場
が
完
成
／
南
風
原
村
字
新
川
に
／

　

工
費
三
十
五
万
㌦
で 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
七

一
〇
〇
〇
万
㌦
の
超
大
型
予
算
／
三
役
、
議
員

　

が
お
手
盛
り
／
那
覇
市
予
算
議
会
お
わ
る 

･
･
･
･
･
･

四
六
七

水
道
局
に
昇
格
／
真
和
志
の
庁
舎
へ
移
転 

･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
八

本
土
援
助
を
直
接
に
／
高
良
議
長
、
全
国
市
議

長
会
へ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
八

水
道
事
情
、
今
夏
最
悪
に
／
市
議
会
／
水
源
開

発
を
要
請
決
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
九

〝
土
地
買
収
に
反
対
〟
／
地
主
が
陳
情
／
上
間

　

発
電
所
建
設
で 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
九



目
次　

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）―

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）

（
三
八
）

市
営
畜
殺
場
を
廃
止
／
那
覇
市
臨
時
議
会
／

全
会
一
致
で
承
認 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
九

広
域
都
市
を
考
え
る
／
座
談
会
／
迫
ら
れ
る

合
併
推
進
／
政
府
が
お
ん
ど
と
り 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
六
九

建
設
、
変
更
で
き
ぬ
／
上
間
発
電
所
／
屋
田

総
裁
が
説
明
／
那
覇
議
会
総
務
委 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
二

総
務
委
が
現
地
検
分
／
上
間
の
発
電
所
設
置

反
対
陳
情
で 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
二

住
宅
難
の
現
状
と
対
策
を
み
る
／
四
〇
％
が

仮
住
ま
い
／
行
政
区
域
の
壁
に
は
ば
ま
る 

･
･
･
･
･
･

四
七
二

新
メ
ン
バ
ー
で
職
員
給
与
な
ど
審
議
開
始
／

那
覇
市
議
会
各
委
員
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
四

首
里
に
公
営
住
宅
建
設
／
那
覇
市
議
会
／
土

地
購
入
問
題
で
質
疑 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
四

市
議
会
だ
よ
り
／
議
員
さ
ん
の
名
札 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
四

陳
情
団
百
人
が
見
守
る
／
市
議
会
総
務
委
員
会

　

／
「
発
電
所
設
置
」
を
審
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
五

対
策
特
別
委
を
設
置
／
上
間
発
電
所
設
置
／

問
題
解
決
へ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
五

ど
う
な
る
上
間
発
電
所
設
置
問
題
／
立
法
院
で

　

決
着
の
噂
も
／
地
元
住
民
は
公
害
を
恐
れ
る

　

／
注
目
さ
れ
る
対
策
委
処
理 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
五

｜
社
説
｜
公
害
対
策
を
急
げ 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
六

〝
土
地
奪
わ
れ
た
く
な
い
〟
／
上
間
発
電
所
問

　

題
／
地
元
代
表
が
訴
え
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
七

声
／
那
覇
市
当
局
に
訴
え
る･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
七

上
間
発
電
所
問
題
で
騒
ぎ
／
特
別
委
も
お
流
れ

　

／
地
主
と
促
進
側
が
も
み
合
う 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
八

難
航
す
る
上
間
発
電
所
問
題
／
地
元
住
民
は
強

　

気
／
市
議
会
特
別
委
／
継
続
審
議
に
持
ち
込

　

む 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
八

上
間
発
電
所
問
題
で
中
間
報
告
／
那
覇
市
臨

時
議
会
開
く
／
地
元
民
40
人
が
傍
聴
／
高

圧
線
反
対
陳
情
／
特
別
委
へ
付
託 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
七
九

上
間
発
電
所
／
亜
硫
酸
ガ
ス
が
問
題
／
公
害

問
題
へ
／
市
会
腰
上
げ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
〇

那
覇
市
議
会
が
復
帰
決
議
／
「
一
日
も
早
く
」

　

を
主
張
／
首
相
訪
米
向
け
全
会
一
致 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
〇

希
望
ヶ
丘
の
公
園
化
／
桜
坂
通
り
会
な
ど
が

陳
情 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
一

市
議
に
も
30
割
の
ボ
ー
ナ
ス
／
議
会
で
の
可

決
必
至
／
夏
季
も
十
四
割
／
人
民
党
以
外

は
賛
成 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
一

バ
ス
路
線
な
ど
追
及
／
那
覇
市
議
会
の
一
般

質
問 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
二

バ
ス
路
線
変
更
に
反
対
／
那
覇
／
通
り
会
が

対
策
を
協
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
二

建
設
計
画
を
変
更
／
上
間
発
電
所
／
軍
用
地
内

　

に
移
す
／
送
電
線
路
貸
与
が
条
件
／
地
主
側

　

強
く
反
対
／
電
力
公
社 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
二

議
員
ボ
ー
ナ
ス
可
決
／
原
案
ど
お
り
三
十
割
／

　

人
民
党
だ
け
は
反
対
／
市
議
会
総
務
委 

･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
三

議
員
ボ
ー
ナ
ス
可
決
／
主
席
公
選
の
要
求
も

決
議
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
三

ボ
ー
ナ
ス
を
寄
付
／
那
覇
市
の
人
民
党
議
員
ら 

･
･
･
･

四
八
三

　
　
　

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）

井
戸
水
枯
れ
る
／
安
謝
一
帯
／
那
覇
市
会
で

問
題
に･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
五

安
謝
の
井
戸
水
問
題
を
否
決
／
那
覇
市
臨
時

議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
五

〝
早
く
水
道
敷
設
を
〟
／
安
謝
区
民
／
西
銘
市

長
と
ヒ
ザ
詰
め
談
判 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
五

〝
戦
争
の
危
機
つ
の
る
〟
／
那
覇
市
議
会
／

　

Ｂ
52
撤
去
要
求
を
決
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
五

二
千
㌦
ア
ッ
プ
／
市
交
際
費
を
追
加
計
上
／

今
年
度
予
算
／
選
挙
運
動
費
と
追
及
／
野

党
／
那
覇
市
議
会
／
西
銘
市
長
は
否
定 

･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
六

交
際
費
ア
ッ
プ
／
総
務
委
員
会
に
付
託
／
那

覇
市
議
会
／
野
党
、
追
及
続
け
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
六

〝
予
想
以
上
の
被
害
だ
〟
／
那
覇
市
議
会
／

工
事
中
の
沖
映
通
り
視
察 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
七

条
例
一
部
改
正
で
紛
糾
／
那
覇
市
会
／
議
長

採
決
に
持
ち
込
む 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
七

二
千
㌦
交
際
費
追
加
で
／
激
し
く
や
り
と
り

／
早
く
も
選
挙
の
前
衛
戦
／
那
覇
市
議
与

野
党
が 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
八

ふ
ろ
屋
が
補
償
訴
え
／
下
水
道
工
事
で
井
戸
水

　

枯
れ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
八

三
十
七
万
㌦
を
要
求
／
下
水
道
工
事
の
損
害

賠
償
／
沖
映
通
り
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
八

〝
設
計
に
ミ
ス
が
あ
る
〟
／
沖
映
通
り
の
道

路
工
事
／
宮
城
氏
が
証
言
／
那
覇
市
議
会



目
次　

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）

（
三
九
）

建
設
委
員
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
九

全
会
一
致
で
復
帰
決
議
／
市
営
住
宅
の
家
賃
も

　

採
決
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
九

地
主
た
ち
が
座
り
込
み
／
送
電
線
増
設
に
反
対

　

／
公
社
の
要
請
で
警
官
出
動 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
八
九

石
嶺
市
営
住
宅
敷
地
購
入
計
画
案
な
ど
可
決
／

　

市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
〇

ま
た
警
官
隊
が
出
動
／
上
間
土
地
を
守
る
会
／

　

座
り
込
み
を
排
除 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
〇

地
主
を
立
ち
入
り
禁
止
／
那
覇
地
裁
／
会
社
の

　

仮
処
分
認
め
る
／
送
電
線
工
事 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
一

｜
社
説
｜
激
突
し
た
二
つ
の
労
組 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
二

ば
声
の
中
、
団
交
お
わ
る
／
那
覇
市
職
労
13
・

　

３
％
で
打
ち
切
り
／
あ
わ
や
乱
闘
寸
前
／

第
一
と
第
二
組
合
が
対
立 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
二

｜
社
説
｜
下
水
道
工
事
と
交
通
難 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
三

明
る
い
都
市
つ
く
る
／
西
銘
那
覇
市
長
が
施

政
方
針
演
説
／
都
計
事
業
を
推
進
／
市
民

生
活
の
向
上
も 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
四

鋭
く
質
疑
応
答
／
故
ケ
ネ
デ
ィ
に
対
す
る
弔
意

　

／
一
分
間
の
黙
と
う
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
五

都
計
事
業
な
ど
を
追
及
／
施
政
方
針
の
質
疑
始

　

ま
る
／
那
覇
市
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
五

那
覇
／
市
民
の
税
金
む
だ
使
い
／
団
地
用
地

買
収
め
ぐ
り
／
野
党
側
が
真
相
究
明
へ
／

市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
六

〝
汚
職
吏
員
が
昇
任
〟
／
人
民
党
黒
潮
議
員
が

　

追
及
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
六

市
営
住
宅
建
設
用
地
め
ぐ
り
／
現
職
市
議
が

か
ら
む
？
／
〝
売
買
に
は
関
係
な
い
〟
／

八
万
㌦
は
貸
し
た
／
赤
嶺
議
員
が
釈
明
／

那
覇
市
議 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
七

石
嶺
町
の
団
地
用
地
／
〝
モ
グ
リ
業
者
か
ら

買
収
〟
／
赤
嶺
市
議
発
言
に
疑
問
／
野
党

議
員
／
徹
底
的
な
真
相
究
明
へ 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
八

〝
生
活
を
ど
う
し
て
く
れ
る
〟
／
沖
映
通
り

損
害
賠
償
陳
情
団
／
市
当
局
に
つ
め
寄
る

／
新
垣
助
役
／
八
万
三
千
㌦
は
妥
当 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

四
九
九

〝
赤
嶺
議
員
を
通
じ
買
収
〟
／
石
嶺
団
地
用

地
買
い
占
め
問
題
／
比
嘉
氏
、
取
り
調
べ

で
供
述 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
〇

会
期
、
28
日
ま
で
延
長
／
石
嶺
団
地
用
地
問
題

も
審
議
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
〇

「
石
嶺
団
地
問
題
」
で
大
荒
れ
／
那
覇
市
議

会　

／
当
局
も
疑
わ
し
い
／
仲
本
議
員
／

〝
贈
収
賄
、
無
実
な
ら
責
任
と
れ
〟
／
市

長
カ
ン
カ
ン 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
〇

〝
市
と
は
関
係
な
い
〟
／
花
城
建
設
部
長
／

石
嶺
団
地
問
題
で
答
弁
／
那
覇
市
議
会
・

建
設
委 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
一

沖
映
通
り
の
補
償
／
原
案
通
り
採
択
／
那
覇
市

　

建
設
委 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
一

疑
惑
残
し
着
工
へ
／
石
嶺
団
地
／
那
覇
市
議
会

　

で
議
決 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
一

沖
映
通
り
の
補
償
可
決
／
那
覇
市
定
例
議
会
終

　

わ
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
二

〝
背
後
関
係
も
追
及
せ
よ
〟
／
那
覇
市
野
党

議
員
団
／
那
覇
署
に
申
し
入
れ
／
団
地
買

収
問
題 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
二

特
別
損
失
補
償
班
を
編
成
／
市
建
設
部
／
沖

映
通
り
補
償
問
題
の
早
急
解
決
へ･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
二

｜
社
説
｜
心
配
な
い
と
い
う
が
…
／
放
射
能

コ
バ
ル
ト
60
の
検
出 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
三

那
覇
市
建
設
五
カ
年
計
画
（
上
）
／
文
化
的

都
市
建
設
へ
／
産
業
基
盤
、
市
街
地
を
整
備 

･
･
･
･

五
〇
四

那
覇
市
建
設
五
カ
年
計
画
（
下
）
／
〝
那
覇

新
港
〟
72
年
度
に
完
成
／
町
界
町
名
も
徐

々
に
整
理 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
五

〝
対
話
で
明
る
い
町
づ
く
り
〟
／
那
覇
市
政

革
新
共
闘
／
25
日
に
結
成
大
会
／
準
備
会

が
基
本
方
針
発
表･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
七

低
調
に
終
わ
る
最
後
の
議
会
／
西
銘
市
政
に

質
問
集
中
／
都
計
、
財
政
強
化
な
ど･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
七

西
銘
市
長
20
日
に
退
職
／
11
日
に
臨
議
会
を

招
集 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
〇
九

西
銘
氏
の
辞
任
承
認
／
那
覇
市
議
会
／
市
長

選
は
十
二
月
一
日･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
〇

｜
社
説
｜
公
選
主
席
と
新
し
い
沖
縄･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
〇

保
守
・
革
新
／
那
覇
市
長
選
も
対
決
／
主
席

選
と
は
違
う
、
古
堅
氏
／
楽
観
ム
ー
ド
警

戒
、
平
良
氏 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
一

保
守
か
革
新
か
！
再
度
の
決
戦
／
那
覇
市
長

選
、
序
盤
の
形
勢 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
二

那
覇
市
長
に
平
良
良
松
氏
〔
革
新
〕
／
古
堅

氏
に
三
万
票
差
／
平
良
良
七
万
二
千
、
古
堅

三
万
八
千
票
／
正
午
現
在 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
四

｜
社
説
｜
市
政
に
清
新
な
創
意
を
／
圧
勝
の



目
次　

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）―

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）

（
四
〇
）

革
新
市
長
に
期
待
す
る
も
の･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
五

市
長
選
の
勝
因
と
敗
因
／
強
固
な
組
織
力
駆

使
、
平
良
／
古
堅
、
足
並
み
の
乱
れ
た
た
る 

･
･
･
･

五
一
六

案
分
票
は
影
響
せ
ず
／
投
票
率
は
七
八
・
五
四

㌫ 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
七

｜
社
説
｜
平
良
市
政
の
進
発
に
望
む･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
七

〝
市
政
の
正
常
化
に
努
力
〟
／
平
良
市
長
が

所
信
表
明
／
助
役
に
稲
嶺
、
前
田
氏
／
那

覇
市
議
会
全
会
一
致
で
承
認 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
八

Ｂ
52
撤
去
を
決
議
／
那
覇
市
議
会
／
区
画
整
理

な
ど
で
質
問 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
九

｜
社
説
｜
那
覇
市
政
今
後
の
課
題 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
一
九

政
治
は
市
民
本
位
で
／
日
・
米
に
折
衝
し
財

源
確
保
／
平
良
市
長
答
弁
／
当
面
、
較
差
是

正
に
全
力
／
一
般
質
問 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
一

総
務
部
長
に
親
泊
氏
／
平
良
那
覇
市
長
／
五

人
の
部
長
人
事
発
表 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
一

平
良
清
安
氏
／
市
長
公
室
長
に･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
一

　
　
　

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）

市
長
室
は
〝
千
客
万
来
〟
／
テ
ン
テ
コ
舞
い

の
秘
書
課
職
員
／
ス
タ
ー
ト
し
た
市
民
と

の
対
話 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
三

夏
季
手
当
て
支
給
条
例
を
一
部
改
正
／
那
覇

市
議
会
総
務
委 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
三

七
千
㌦
減
額
を
承
認
／
石
嶺
団
地
建
設
費
／

地
盤
堅
く
少
額
で
済
む
／
那
覇
市
議
会
建

設
委
員
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
三

道
路
修
繕
費
／
半
年
で
九
割
執
行
／
那
覇
市

議
会
建
設
委
／
〝
選
挙
道
路
〟
が
問
題
に･

･
･
･
･
･
･

五
二
四

〝
こ
れ
は
ひ
ど
い
〟
／
那
覇
市
議
会
／
地
盤

沈
下
現
場
を
視
察
／
安
謝
埋
め
立
て
地 

･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
四

水
道
局
総
合
庁
舎
が
完
成
／
那
覇
市･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
四

ゼ
ネ
ス
ト
回
避
決
議
も
め
る
／
那
覇
市
議
会

／
県
民
共
闘
押
し
か
け
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
四

回
避
決
議
と
り
や
め
／
那
覇
市
議
会･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
五

早
く
も
財
政
ピ
ン
チ
に
／
那
覇
市
／
政
府
の

税
収
落
ち
込
み
で 
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
五

〝
ガ
ラ
ス
張
り
の
入
札
〟
／
那
覇
市
／
ま
ず

公
会
堂
を
分
割
指
名
競
争
に
／
改
善
に
ま

だ
時
間
か
か
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
五

〝
前
途
多
難
〟
な
平
良
市
政
／
人
事
で
早
く

も
つ
ま
ず
く
／
市
労
組
が
抗
議
／
11
人
の

懲
戒
を
保
留 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
六

「
市
民
相
談
室
」
を
常
設
／
苦
情
、
要
望
の
早

期
解
決
へ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
七

〝
や
る
べ
き
こ
と
は
や
る
〟
／
団
交
決
裂
／
人

事
異
動
を
発
令
／
平
良
那
覇
市
長･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
七

再
燃
す
る
人
事
異
動
問
題
／
徹
底
抗
戦
の
構

え
／
市
労
／
泥
沼
化
の
様
相
／
共
闘
も
決
へ 

･
･
･
･

五
二
八

公
設
市
場
／
移
転
問
題
が
再
燃
／
西
市
場
組

合
員
／
新
施
設
へ
の
移
転
に
反
対･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
八

那
覇
新
港
き
の
う
着
工
／
四
年
計
画
で
完
成

へ
／
五
万
㌧
級
も
接
岸
可
能
／
安
謝 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
二
九

那
覇
市
三
月
定
例
議
会
始
ま
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
〇

打
開
策
は
明
示
せ
ず
／
平
良
市
長
／
公
設
市

場
の
移
転
問
題 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
〇

十
六
対
六
で
可
決
／
不
当
人
事
撤
回
要
求
め

ぐ
り
紛
糾
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
〇

下
水
道
条
例
を
承
認
／
七
月
か
ら
料
金
の
徴

収
へ
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
一

〝
三
角
同
盟
が
発
足
〟
／
那
覇
、
佐
世
保
、
横

須
賀
／
き
ょ
う
三
市
長
が
初
会
合 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
一

那
覇
市
議
会
が
返
還
決
議･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
一

両
市
の
発
展
を
願
い
／
那
覇
市
日
南
市
／
姉

妹
都
市
の
契
り
結
ぶ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
二

市
場
の
人
た
ち
が
抗
議
デ
モ
／
新
市
場
へ
の

移
転
に
反
対 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
二

〝
声
〟
を
市
政
に
反
映
／
那
覇
／
き
ょ
う
か

ら
青
空
対
話 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
二

政
治
問
題
化
し
そ
う
／
対
立
す
る
英
語
セ
ン

タ
ー
拡
張
工
事
問
題
／
都
計
法
、
建
築
基

準
法
に
違
反
／
民
政
府
に
反
省
求
め
る 

･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
二

那
覇
下
水
道
処
理
場
／
あ
す
か
ら
運
転
開
始

／
一
日
十
六
万
立
方
㍍
を
処
理･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
三

那
覇
を
優
良
議
会
に
／
返
還
、
国
政
参
加
を

決
議
／
市
町
村
議
会
議
長
会
総
会 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
三

基
地
問
題
を
調
査
／
佐
世
保
市
か
ら
視
察
団

来
島 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
四

那
覇
市
会
も
空
転
／
安
謝
埋
め
立
て
工
事
／

琉
銀
融
資
の
利
率
め
ぐ
り 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
四

安
謝
は
近
く
閉
鎖
／
那
覇
市
／
ゴ
ミ
焼
却
所

が
完
成 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
四

職
員
採
用
に
試
験
制
／
市
役
所
、
七
月
一
日

か
ら
実
施
／
情
実
人
事
を
排
除
／
職
員
の

　

資
質
向
上
め
ざ
す 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
五
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一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）

（
四
一
）

那
覇
市
議
会
本
会
議
／
ま
た
会
期
延
長
／
埋

め
立
て
工
事
の
琉
銀
融
資
め
ぐ
り
／
与
党

と
当
局
の
調
整
難
航 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
五

当
局
案
や
っ
と
採
択
／
琉
銀
融
資
／
与
野
党

が
全
会
一
致
／
那
覇
市
会
本
会
議･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
五

那
覇
市
／
定
例
議
会
始
ま
る
／
平
良
市
長
が

施
政
方
針
演
説
／
「
市
民
の
市
政
」
強
調 

･
･
･
･
･
･

五
三
六

選
挙
が
臭
う
議
会
／
各
議
員
質
疑
に
ハ
ッ
ス
ル

 

／
那
覇
市 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
六

市
場
の
移
転
決
ま
る
／
業
者
の 

〝
猛
反
対
〟
し

り
め
に
…
／
平
良
市
長
が
言
明
／
〝
予
定

ど
お
り
市
議
選
後
に
〟 ･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
七

ま
か
り
通
る
無
責
任
議
会
／
審
議
も
う
わ
の
空

　

／
票
集
め
に
退
場
者
続
出
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･

五
三
七

70
年
度
予
算
案
／
福
祉
、
都
計
費
ふ
え
る
／
減

　

る
産
業
経
済
関
係
／
市
民
本
位
で
革
新
色

打
ち
出
す 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
三
八

｜
社
説
｜
革
新
市
政
と
新
予
算
／
や
は
り
財
源

 

の
拡
充
が
課
題 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
〇

那
覇
市
の
予
算
編
成
／
不
手
ぎ
わ
認
め
る
／

議
会
／
市
有
地
売
買
で
大
荒
れ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
一

激
励
演
説
で
チ
ョ
ン
／
金
城
議
員
追
及
と
り
や

 

め
／
あ
す
本
会
議
／
那
覇
市
の
市
有
地
問
題 

･
･
･
･

五
四
一

水
道
事
業
費
計
上
せ
ず
／
那
覇
市
議
、
会
期

延
長
は
必
至 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
二

ズ
サ
ン
な
予
算
編
成
／
那
覇
市
議
会
／
四
日
間

　

も
会
期
延
長 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
二

株
の
民
間
譲
渡
認
め
る
／
首
里
バ
ス
の
市
有
株

　

／
那
覇
市
議
会
が
採
択 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
二

〝
公
設
市
場
、
移
転
し
な
い
〟
／
平
良
市
長
、

態
度
変
え
る
／
那
覇
市
会
／
業
者
押
し
か
け

大
荒
れ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
三

午
前
中
に
66
人
が
名
乗
り
／
那
覇
市
議
員
選

挙
・
届
け
出
開
始
／
定
員
30
人
／
二
倍
以

上
の
競
争
率 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
三

大
型
工
事
ラ
ッ
シ
ュ
／
活
気
取
り
戻
す
建
設

業
界 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
四

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市
議
選
候
補
に

聞
く
<１> 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
四

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市
議
選
候
補
の

公
約
<2> 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
五

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市
議
選
候
補
の

公
約
<3>･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
五

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市
議
選
候
補
の

公
約
<4>･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
五

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市
議
選
候
補
の

公
約
<5>･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
六

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市
議
選
候
補
の

公
約
<6>･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
六

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市
議
選
候
補
の

公
約
<7>･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
七

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市
議
選
候
補
の

公
約
<8>･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
七

那
覇
市
議
選
挙
／
届
け
出
締
め
切
る
／
結
局

69
人
が
立
つ
／
戦
後
二
番
目
の
競
争
率
に 

･
･
･
･
･
･

五
四
七

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市
議
選
候
補
の

公
約
<9>･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
八

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市
議
選
候
補
の

公
約
<10>･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
八

｜
社
説
｜
那
覇
新
市
会
に
望
む
／
公
約
の
実

現
は
財
政
確
立
か
ら
… 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
四
九

社
大
、
第
一
党
に
進
出
／
那
覇
市
議
選
／
〝
カ

ギ
〟
握
る
公
明
会
／
保
守
革
新
と
も
に
過

半
数
取
れ
ず 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
〇

大
弦
小
弦
〔
那
覇
市
議
選
挙
〕･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
一

各
候
補
者
の
得
票
数
／
那
覇
市
議
選･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
一

与
野
党
と
も
過
半
数
割
る
／
新
旧
議
員
大
幅

な
入
替
え 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
一

市
政
へ
の
姿
勢
と
政
策
／
新
議
会
／
各
派
の

議
員
に
き
く 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
三

新
議
員
に
当
選
証
書
交
付
／
那
覇
市･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
四

14
人
で
「
新
政
会
」
結
成
／
自
民
党
と
無
所
属

　

／
議
長
候
補
に
辺
野
喜
氏
／
那
覇
市
議
会 

･
･
･
･
･
･

五
五
四

公
設
市
場
問
題
／
賛
否
両
派
の
対
立
激
化
／
用

途
変
更
提
案
か
／
平
良
市
／
カ
ギ
握
る
公
明

会
の
動
き 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
四

議
長
に
辺
野
喜
氏
／
那
覇
市
議
会
、
副
議
長

で
は
紛
糾 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
五

毒
ガ
ス
の
即
時
撤
去
を
決
議
／
副
議
長
に
仲

本
氏
／
那
覇
市
臨
時
議
会
終
わ
る･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
六

国
・
県
有
地
の
返
還
運
動
へ
／
市
民
バ
ッ
ク

に
推
進
／
公
共
施
設
の
建
設
に
も
支
障･

･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
六

〝
三
つ
巴
〟
で
複
雑
化
／
西
市
場
地
主
は
敷

き
地
返
還
を
要
求
／
新
公
設
市
場
／
償
還

の
不
安
は
解
消 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
七

鉄
筋
課
税
廃
止
を
／
那
覇
市
が
行
政
府
に
要

請
／
公
共
工
事
に
ひ
び
く
／
鉄
筋
不
足
、
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市
民
に
不
利
益 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
七
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潮
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五
五
八

新
し
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課
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置
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備
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充
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那
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市 
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･
･
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五
五
八

建
設
部
が
実
情
調
査
／
鉄
筋
不
足
／
住
宅
建
築

に
も
影
響
／
公
共
用
／
市
の
直
接
輸
入
検
討 ･

･
･
･
･

五
五
八

ゴ
ミ
毎
日2

0
0

㌧
／
間
に
合
わ
ぬ
焼
却
炉 

･
･
･
･
･
･
･
･

五
五
九

那
覇
市
会
／
市
場
問
題
で
大
荒
れ
／
ヤ
ジ
、

怒
号
で
議
事
中
断
／
平
良
市
長
／
土
地
収

用
を
示
唆 
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五
五
九

〝
議
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
〟
／
公
設
市
場
問
題
／

　

市
長
答
弁
に
野
党
怒
る 
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･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
〇

〝
西
市
場
改
築
は
推
進
〟
／
市
当
局
が
見
解
を

表
明
／
那
覇
市
議
会･
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･
･
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･
･
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･

五
六
一

西
市
場
設
計
費
を
採
択
／
市
当
局
〝
地
主
説

得
に
自
信
〟
／
議
会
三
委
員
会 
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
一

軍
用
地
、
国
県
有
地
の
開
放
要
請
を
決
議
／

那
覇
市
議
会
閉
幕･
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･
･
･
･
･
･
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･
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･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
一

業
者
二
百
人
焼
け
出
さ
れ
る
／
35
む
ね
を
全

半
焼
／
移
転
問
題
か
ら
み
放
火
か
／
公
設

市
場
の
火
事 
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･
･
･
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･
･
･

五
六
二

開
南―

神
里
原
通
り
に
仮
市
場
／
那
覇
市
／

被　

災
者
対
策
協
議 
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
三

仮
市
場
予
算
を
可
決
／
那
覇
市
臨
時
議
会･

･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
三

公
設
市
場
建
築
禁
止
の
仮
処
分
／
〝
覚
え
書

き　

は
無
効
だ
〟
／
那
覇
市
／
地
裁
に
異

議
申
し
立
て 
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･
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･
･
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･
･

五
六
三

第
二
公
設
市
場
、
入
居
者
決
ま
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
四

地
主
側
の
仮
処
分
を
執
行
停
止
／
那
覇
地
裁
／

　

市
側
の
異
議
認
め
る
／
牧
志
公
設
市
場
問
題

　

／
覚
え
書
き
は
本
訴
訟
へ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
四

｜
社
説
｜
ゴ
ミ
に
負
け
て
な
ら
ぬ
／
真
剣
に

取
っ
組
も
う
ゴ
ミ
処
理 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
四

し
尿
処
理
に
ひ
と
い
き
つ
く
／
運
搬
量
も
二

倍
強
へ
／
近
く
新
し
い
し
尿
船
が
就
航 

･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
五

日
米
共
同
声
明
を
発
表
／
72
年
沖
縄
返
還
で

合
意
／
核
ぬ
き
表
現
に
微
妙
な
配
慮･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
六

〝
仮
設
市
場
移
転
待
っ
て
〟
／ 

牧
志
西
市
場

代
表
、
市
に
要
求･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
六

那
覇
市
議
会
／
一
般
質
問
始
ま
る
／
公
設
市

場
問
題
な
ど
で
論
戦 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
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･
･
･
･
･
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･

五
六
七

那
覇
市
議
会
／
も
う
一
基
建
設
を
検
討
／
市

当
局
／
ゴ
ミ
焼
却
炉
問
題
で
答
弁 

･
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
六
七

公
営
住
宅
用
地
め
ぐ
り
／
紛
糾
つ
づ
け
る
市

議
会
／
当
局
と
新
政
会
対
立
／
釈
明
求
め

話
し
合
い
平
行
線 
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五
六
七

市
場
使
用
料
の
値
下
げ
／
那
覇
市
会
、
業
者

の
陳
情
を
採
択 
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五
六
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那
覇
市
議
会
閉
幕
／
公
営
住
宅
用
地
契
約
を

否
決 
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五
六
八

　
　
　

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）

復
帰
対
策
協
を
設
置
／
総
合
的
に
調
査
・
研
究

　

／
対
応
し
て
〝
機
構
〟
改
革
も
… 
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
七
〇

那
覇
市
議
会
／
〝
撤
回
要
請
〟 

を
可
決
／
全

軍
労
の
解
雇
／
自
治
体
で
は
初
め
て･
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･
･
･
･
･
･
･
･

五
七
〇

沖
縄
を
正
会
員
に
／
九
州
市
議
長
会
が
推
せ
ん･

･
･
･
･

五
七
一

〝
三
地
域
の
合
併
推
進
を
…
〟
／
那
覇
・
豊
見

城
・
南
風
原
市
村
長
招
き
／
行
政
府
が
要
請･

･
･
･
･

五
七
一

前
途
多
難
な
市
場
改
築
／
仮
市
場
移
転
で
波

乱
含
み
／
市
民
も
計
画
性
の
な
さ
に
批
判･

･
･
･
･
･
･

五
七
一

「
新
五
カ
年
計
画
」
基
本
に
／
動
き
出
し
た
復

帰
対
策
協 
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五
七
二

〝
完
成
し
だ
い
移
転
〟
／
仮
設
市
場
／
三
者
の

話
し
合
い
つ
く 
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五
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二

〝
市
場
〟
で
論
議
／
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覇
市
議
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･
･
･
･
･
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五
七
三

市
職
員
が
公
金
流
用
／
那
覇
市
議
会
、
当
局

を
追
及 
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五
七
三

27
人
が
も
ぐ
り
業
／
那
覇
市
議
会
／
市
場
問

題
を
追
及･
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･
･
･
･
･
･
･

五
七
三

参
考
意
見
を
き
く
／
那
覇
市
議
、
仮
市
場
問

題
で 
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･
･
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･
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五
七
四

新
町
名
は
継
続
審
議
に
／
那
覇
市
定
例
議
会

終
わ
る 
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･

五
七
四

那
覇
市
と
の
合
併
は
時
期
尚
早
／
消
極
的
な

浦
添
村 
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五
七
四

那
覇
市
と
の
合
併
推
進
／
与
那
原
町
ア
ン
ケ

ー
ト
で
統
一
見
解 
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･
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･
･
･
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･

五
七
五

栄
町
自
治
会
／
長
い
工
事
で
大
損
害
／
各
種

税
金
の
減
免
訴
え
る･
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･
･
･
･
･
･
･

五
七
五

組
合
が
移
転
を
拒
否
／
仮
市
場
完
成
／
市
は

移
転
完
了
通
達 
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･
･
･
･
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･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
七
六

仮
市
場
移
転
で
激
論
／
那
覇
市
革
新
共
闘
／

業
者
と
の
討
論
会
開
く 
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･
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･
･
･
･
･
･
･
･

五
七
六

話
し
合
い
つ
い
に
決
裂
／
牧
志
第
一
公
設
市

場
の
移
転
問
題
／
市
側
、
立
ち
の
き
強
行
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め
る･
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･

五
七
七

仮
市
場
へ
の
移
転
に
強
く
反
対
／
市
当
局
仮

処
分
申
請
／
業
者
法
廷
に
押
し
か
け 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
七
七

当
局
案
ど
お
り
認
め
る
／
那
覇
市
議
会
総
務

委
員
会
／
新
町
界
町
名
を
全
会
一
致
で 

･
･
･
･
･
･
･
･

五
七
八

市
場
問
題
や
っ
と
解
決
／
全
業
者
が
仮
市
場

へ
移
転 
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･
･
･
･
･

五
七
八

市
内
の
軍
用
地
開
放
で
き
ぬ
／
〝
移
動
資
金

が
な
い
〟
／
民
政
府
／
那
覇
市
の
要
求
に
回
答 

･･
五
七
八

軍
用
地
の
開
放
推
進
／
那
覇
市
定
例
議
会
／

平
良
市
長
が
施
政
方
針 
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
七
九

幕
あ
け
た
定
例
議
会
／
那
覇
市
会
／
中
身
な

い
施
政
方
針
／
新
政
、
公
明
／
本
会
議
で

追
及
の
構
え 
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･
･
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･
･
･
･

五
八
〇

都
市
開
発
で
論
議
／
那
覇
市
会
／
ガ
ス
撤
去

要
求
を
決
議 
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五
八
一

那
覇
市
議
会
／
不
審
あ
れ
ば
た
だ
す
／
当
局

／
首
里
バ
ス
経
営
で
答
弁 
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

五
八
一

低
調
な
予
算
審
議
／
那
覇
市
６
月
議
会
／
政

策
論
争
み
ら
れ
ず 
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五
八
一

市
場
問
題
な
ど
追
及
／
那
覇
市
議
会
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全
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席 
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五
八
二

43
件
の
議
案
を
委
員
会
に
付
託
／
那
覇
市
定

例
議
会
／
一
般
質
問
は
終
わ
る 
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･
･
･
･
･
･
･

五
八
二

牧
志
市
場
問
題
や
っ
と
可
決
／
那
覇
市
議
会
／

　

ヤ
ジ
と
怒
号
の
中
で
／
用
地
の
買
収
が
焦
点 

･
･
･
･

五
八
三

降
社
説
｜
〝
市
民
の
声
〟
を
具
体
的
に
／
那

覇
市
が
訴
え
る
軍
用
地
の
開
放 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
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･
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･

五
八
三
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審
議
さ
ら
に
拒
否
／
那
覇
市
会
／
新
政
会
き

ょ
う
か
ら
街
頭
に･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
二

軍
用
地
返
還
を
決
議
／
那
覇
市
本
会
議
／
新

政
会
、
決
議
だ
け
出
席･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
三

声
／
公
害
へ
の
質
問･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
三

代
替
地
か
ら
み
微
妙
／
上
之
屋
外
人
住
宅
の

返
還 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
三

埋
め
立
て
地
に
移
転
／
西
本
町
の
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
建
設
／
一
年
ぶ
り
に
解
決･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
四

那
覇
市
制
施
行
五
十
周
年
／
激
変
の
時
代
ふ

ま
え
／
住
み
よ
い
文
化
都
市
目
ざ
す･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
四

基
地
返
還
リ
ス
ト
ま
と
ま
る
／
北
部
訓
練
地

域
な
ど
31
カ
所
／
那
覇
空
港
は
交
渉
中
／

天
久
住
宅
、
十
年
内
は
困
難･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
五

〝
発
展
策
考
え
よ
〟
／
牧
志
第
二
市
場
／
市

に
ね
じ
込
む 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
五

声
／
公
害
へ
の
質
問
に
対
す
る
回
答･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
六

那
覇
商
高
隣
の
米
人
住
宅
地
域
／
即
時
開
放

タ
ナ
上
げ
／
復
帰
後
改
め
て
協
議･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
六

汚
染
で
死
の
川
に
／
国
場
川
／
汚
物
投
棄
に

政
府
無
策 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
七

那
覇
市
／
定
例
議
会
き
ょ
う
か
ら
／
県

都
の
整
備
め
ざ
す
／
72
年
予
算
／
総
額

二
千
九
百
万
㌦ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
七

〝
自
治
の
拡
大
に
全
力
〟
／
平
良
市
長
が
施

政
方
針
／
那
覇
市
会
開
く･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
八

市
の
取
り
組
み
が
弱
い
／
那
覇
市
の
軍
用
地



目
次　

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）

（
四
五
）

開
放
問
題 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
八

那
覇
市
に
公
園
、
緑
地
／
都
計
審
が
政
府
案

を
了
承･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
九

水
利
権
め
ぐ
り
紛
糾
／
養
鰻
業
者
の
取
水
問
題

　

／
新
政
会
が
市
当
局
を
追
及
／
市
議
会･

･
･
･
･
･
･
･
･

六
一
九

｜
社
説
｜
返
還
協
定
は
調
印
し
た
が･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
〇

那
覇
市
／
大
幅
に
機
構
改
革
／
職
員
百
二
十

人
ふ
や
す
／
復
帰
の
業
務
に
備
え
／
新
た

に
企
画
、
保
健
衛
生
部･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
一

建
設
部
長
を
処
分
せ
よ
／
石
嶺
公
営
住
宅
問
題

　

／
新
政
会
が
市
長
に
抗
議･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
一

復
帰
協
補
助
金
や
め
よ
／
那
覇
市
議
会
／
新

政
会
が
当
局
を
追
及･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
二

〝
責
任
の
追
及
考
え
ぬ
〟
／
平
良
・
那
覇
市

長
／
新
政
会
に
態
度
表
明
／
公
営
住
宅
工

事
契
約
変
更
問
題 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
二

那
覇
市
議
会
／
市
当
局
案
を
可
決
／
72
年
度

予
算
／
総
額
で
二
千
九
百
万
㌦･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
二

那
覇
新
港
／
一
部
、
使
用
開
始
へ
／
五
千
㌧

級
も
接
岸
可
能 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
三

沖
縄
正
式
会
員
に
／
全
国
市
長
会
総
会
／
〝

格
差
是
正
実
現
〟
も
決
議･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
三

市
有
地
の
再
契
約
拒
否
／
平
良
市
長
／
自
衛

隊
配
備
に
も
反
対 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
四

〝
給
水
意
見
書
〟
な
ど
採
択
／
し
尿
料
金
の

値
上
げ
も
可
決
／
那
覇
市
会･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
四

｜
社
説
｜
基
地
と
同
居
の
水
問
題
／
水
き
き

ん
に
根
本
対
策
を･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
四

ア
ル
ミ
工
場
増
築
／
住
民
か
ら
〝
待
っ
た
〟
／

　

廃
液
・
騒
音―

死
活
問
題
／
建
築
許
可
す
れ

ば
実
力
阻
止
／
石
嶺
町･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
五

大
弦
小
弦
〔
那
覇
大
綱
引
き
復
活
〕･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
六

貨
物
の
搬
出
阻
止
へ
／
安
謝
ク
リ
舟
漁
業
会
／

　

ゲ
ー
ト
封
鎖
続
け
る
／
那
覇
新
港･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
六

〝
不
当
に
低
い
〟
資
産
査
定
／
バ
ス
五
社
合

併
問
題
／
那
覇
市
が
企
業
側
に
不
満･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
七

補
償
問
題
に
あ
ゆ
み
寄
り
／
安
謝
ク
リ
舟
漁

業
会―

市
当
局
／
生
活
の
実
態
調
査
へ
／

漁
業
会
、
実
力
阻
止
を
解
く･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
七

工
場
の
ば
い
煙
に
悲
鳴
／
安
謝
岡
野
区
／
た

め
水
に
も
ス
ス
／
改
善
策
を
訴
え
る
区
民･

･
･
･
･
･
･

六
二
八

も
う
我
慢
で
き
ぬ
／
那
覇
市
壺
川
／
ひ
ど
い

騒
音
・
ば
い
煙
／
怒
る
区
民
、
市
も
や
っ

と
本
腰 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
二
九

｜
社
説
｜
公
害
追
放
に
積
極
施
策
を･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
〇

お
手
盛
り
増
俸
〝
異
議
な
し
〟
／
市
三
役
・

議
員
の
報
酬
／
審
議
も
ス
イ
ス
イ
／
野
党

側
も
や
ん
わ
り
の
構
え
／
定
例
議
会･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
一

市
議
会
・
各
常
任
委
の
割
り
ふ
り
決
ま
る･

･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
一

騒
音
公
害
に
対
策
を
／
市
役
所
／
拓
南
製
鉄

に
勧
告 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
二

市
長
、
議
員
報
酬
を
増
額
／
来
年
一
月
か
ら
／

　

那
覇
市
会
が
可
決･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
二

首
里
の
石
畳
／
〝
文
化
財
指
定
は
迷
惑
〟
／

水
道
も
な
い
／
金
城
町
区
民
が
陳
情･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
二

声
／
那
覇
市
の
市
有
地
売
却
に
質
問･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
三

都
市
化
へ
協
力
体
制
／
那
覇
隣
接
市
町
村
が

協
議
会･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
三

工
場
の
95
％
は
処
理
施
設
な
い
／
国
場
川
流

域
の
環
境
状
況
調
査
／
豚
舎
か
ら
も
汚
水

／
対
策
室
「
汚
濁
防
止
法
」
制
定
へ･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
三

声
／
「
那
覇
市
の
公
害
対
策
」
／
知
花
清
氏

へ
の
回
答 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
四

生
ま
れ
変
わ
る
「
希
望
ヵ
丘
公
園
」
／
五
ヵ

年
計
画
で
整
備
／
予
算
20
万
㌦
用
地
買
収

も
始
ま
る 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
四

返
還
協
定
に
不
満
表
明
／
県
民
意
思
反
映
せ
よ

　

／
那
覇
市
議
が
決
議･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
五

「
那
覇
市
公
害
対
策
市
民
協
議
会
」
が
発
足･

･
･
･
･
･
･

六
三
五

那
覇
市
会
開
け
ず
／
「
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
質
問
」

め
ぐ
り
紛
糾 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
六

消
え
た
な
じ
み
の
町
名
／
崇
元
寺
町
、
高
橋
町
、

　

美
栄
橋
町
／
那
覇
市
が
15
日
か
ら
地
番
変
更 

･
･
･
･

六
三
六

〝
市
長
は
ゼ
ネ
ス
ト
を
せ
ん
動
〟
／
金
城
議

員
が
市
議
会
で
緊
急
質
問
／
平
良
市
長
／

「
さ
あ
復
帰
だ
」
精
神
に
反
論･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
六

平
良
市
長
、
ハ
ワ
イ
に
出
発
／
都
市
問
題
国

際
会
議
に
出
席 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
七

牧
志
公
設
市
場
問
題
が
解
決
／
那
覇
市
地
主
側

　

／
安
謝
に
代
替
地･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
七

公
害
防
止
条
例
最
終
案
成
る
／
議
会
通
過
後

直
ち
に
公
布 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
七

業
者
は
移
転
に
難
色
／
壺
屋
の
〝
カ
マ
公
害
〟･

･
･
･
･

六
三
八

｜
社
説
｜
通
貨
問
題
で
県
民
運
動
を･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
八

市
長
旅
費
ヤ
リ
玉
に
／
ペ
ル
ー
訪
問
で
千
㌦

余
分
に
予
算
／
金
城
議
員
追
及
／
当
局
、

お
ろ
お
ろ
削
減
／
那
覇
市
議
会･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
三
九



目
次　

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）―

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）

（
四
六
）

〝
給
与
換
算
は
旧
レ
ー
ト
で
〟
／
那
覇
市
議

会
が
保
障
を
要
望
／
（
東
京
事
務
所
）
ま

ず
出
先
手
当
て
か
ら
／
与
・
野
党
一
致
で

条
例
制
定
へ･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
〇

那
覇
、
公
害
条
例
を
制
定
／
具
体
的
に
公
害

を
規
制･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
〇

「
三
百
六
十
円
」
で
賃
金
を
保
障
／
那
覇
市

議
会
で
可
決
／
東
京
駐
在
職
員
の
給
与･

･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
一

沖
縄
公
用
地
法
案
／
来
年
一
月
か
ら
仮
契
約

へ
／
使
用
期
間
は
五
年
間
／
自
衛
隊
の
用

地
確
保
へ･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
一

　
　
　

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）

五
月
十
五
日
返
還
決
定
／
二
十
六
年
の
米
統

治
に
終
止
符･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
三

基
地
交
付
金
復
活
を
／
稲
嶺
那
覇
市
助
役
ら

陳
情･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
三

｜
社
説
｜
胸
を
張
っ
て
祖
国
復
帰
を･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
三

那
覇
新
港
を
封
鎖
／
安
謝
ク
リ
舟
漁
民
／
生

活
補
償
要
求
で･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
四

｜
社
説
｜
市
民
に
い
こ
い
の
場
を
／
与
儀
の

軍
用
地
開
放
を
機
に･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
四

封
鎖
解
き
話
し
合
い
へ
／
安
謝
の
漁
民
、
市

に
舟
着
き
場
要
求･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
五

小
禄
／
３
号
線
の
早
期
開
放
／
地
域
開
発
で

住
民
大
会
開
く･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
六

｜
社
説
｜
返
還
協
定
の
批
准
書
交
換･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
六

那
覇
市
会
、
深
夜
ま
で
空
転
／
安
謝
後
背
地

処
分
め
ぐ
り
／
新
政
会
が
退
場･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
七

那
覇
新
港
背
後
地
処
分
で
紛
糾
／
市
議
会
、

新
政
会
が
追
及･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
七

平
行
線
の
ま
ま
終
止
符
／
那
覇
市
議
会
／
背

後
地
の
処
分
で･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
八

公
害
対
策
協
を
設
置
／
市
当
局･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
八

3
6
0

円
読
み
か
え
を
採
択
／
汚
物
取
り
扱
い
手
数

　

料
／
市
議
会
／
業
者
の
主
張
を
受
け
入
れ
る･

･
･
･
･

六
四
八

那
覇
市
が
構
想
打
ち
出
す
／
モ
ノ
レ
ー
ル
／ 

　

「
都
市
交
通
」
解
決
の
決
め
手
に
／
75
年

（
海
洋
博
）
メ
ド
に
完
成
／
経
済
界
も
推

進
協
力
へ･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
九

自
衛
隊
／
年
内
に
二
、
九
〇
〇
人
配
備
／
国
防

会
議
で
正
式
に
決
定
／
事
前
に
準
備
員
百

人
／
ナ
イ
キ
・
ホ
ー
ク
隊
も
配
置･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
四
九

「
復
帰
議
会
」
始
ま
る
／
那
覇
市
、
条
例
改
廃

の
審
議
へ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
〇

町
名
を
変
更
／
安
謝
埋
め
立
て
地
／
港
町
、
曙

町
一―

三
丁
目
誕
生 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
〇

ば
い
煙
、
空
に
な
び
く
／
〝
け
し
か
ら
ん
〟
と

　

住
民
怒
る
／
ベ
ニ
ヤ
工
場･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
一

自
衛
隊
、
第
一
陣
沖
縄
入
り
／
ま
ず
準
備
要
員

　

20
人
／
県
民
の
反
発
を
考
慮
／
〝
さ
み
だ

れ
〟
移
駐･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
一

74
基
地
に
強
制
使
用
権
／
閣
議
、
沖
縄
軍
用

地
大
綱
と
公
地
法
施
行
令
を
決
定
／
期
間

は
大
半
が
五
年
／
防
衛
施
設
庁
／
土
地
リ

ス
ト
27
日
告
示･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
二

八
年
ぶ
り
に
和
解
／
那
覇
市
と
寄
宮
住
民
／

区
画
整
理
事
業
再
開･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
三

運
輸
省
／
重
要
港
湾
を
指
定
／
政
令
で
那
覇

な
ど
四
港 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
四

公
害
に
〝
目
付
け
役
〟
／
那
覇
市
に
「
対
策

審
」
発
足 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
四

加
熱
す
る
〝
軍
用
地
〟 ･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
五

民
間
、
自
衛
隊
、
米
軍
機
が
競
合
／
那
覇
空

港
／
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
危
険
性
も
…
／
民

間
機
エ
プ
ロ
ン
縮
小
／
〝
空
〟
の
管
理
権

は
米
空
軍
が 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
五

一
ド
ル
＝3

0
5

円
に
決
定
／
沖
縄
の
通
貨
交
換

レ
ー
ト
／
15
日
か
ら
交
換
開
始
／
給
付
金

支
給
／
22
日―

８
月
ま
で･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
六

い
ま
祖
国
に
帰
る
／
変
わ
ら
ぬ
基
地
続
く
苦
悩

　

／
沖
縄
県
き
び
し
い
前
途
／
な
お
残
る

「
核
」
の
不
安 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
六

｜
社
説
｜
新
生
沖
縄
県
民
の
誓
い
／
全
国
民
と

平
和
、
自
治
の
確
立
へ 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
五
九

三
○
八
円
読
み
替
え
／
那
覇
市
／
水
道
料
金

で
答
弁 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
六
〇

那
覇
市
福
祉
事
務
所
が
ス
タ
ー
ト･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
六
〇

〝
憲
法
都
市
を
目
標
に
〟
／
平
良
市
長
が
施

政
方
針
演
説
／
那
覇
市
臨
時
議
会･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
六
〇

那
覇
市
議
会
／
予
算
審
議
で
波
乱
／
野
党
の

新
政
会
議
員
が
退
場･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
六
一

返
還
の
内
容
に
は
不
満
／
議
会
／
祖
国
復
帰

宣
言
を
採
択･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

六
六
一



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
一
月

　
　

今
年
の
政
界
／
重
大
岐
路
に
直 

面
／
那
覇
市
長
選
挙
を
機
と 

し
て 〔

琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
１
・
１
〕

三
月
に
総
選
挙
を
控
え
た
政
界
は
、
来
る

十
二
日
に
実
施
さ
れ
る
那
覇
市
長
選
挙
の

渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
今
後
の
那

覇
市
長
選
挙
は
、
容
共
派
と
反
容
共
派
の

闘
い
と
言
わ
れ
、
そ
の
帰
す
う
は
、
琉
球

政
局
の
今
後
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
当
然
予
想
さ
れ
勢
い
様
相
も
深
刻
で

あ
る
。
特
に
同
選
挙
後
に
は
、
政
界
の
激

動
期
と
も
言
う
べ
き
立
法
院
議
員
総
選
挙

が
控
え
て
い
る
だ
け
に
、
容
共
派
と
言
わ

れ
る
民
連
側
は
、
勝
敗
の
如
何
を
問
わ
ず
、

総
選
挙
を
目
指
し
て
積
極
的
な
進
出
策
に

出
て
く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
こ
れ
に
ど

う
対
処
す
る
か
は
、
容
共
対
策
と
し
て
の

見
地
か
ら
、
密
接
な
連
係
を
保
ち
、
那
覇

市
長
選
挙
に
臨
ん
で
い
る
民
主
、
社
大
両

党
や
、
そ
の
他
の
政
派
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
那
覇
市
長
選
挙
を
機
に
琉
球
の

政
局
は
重
大
岐
路
に
直
面
し
て
い
る
こ
と

は
否
め
ず
、
今
年
の
動
き
が
注
目
さ
れ
よ

う
…
…
。

那
覇
市
政
問
題
解
決
を
ね
ら
っ
た
自
治
法
改

正
で
布
令
が
公
布
さ
れ
る
前
の
政
界
は
、
当

間
主
席
の
行
政
府
首
脳
人
事
更
迭
問
題
を
契

機
と
し
て
再
燃
し
た
新
党
工
作
を
め
ぐ
り
、

総
選
挙
へ
の
思
惑
と
絡
ん
で
動
揺
を
続
け
て

い
た
。

民
主
党
は
、
党
の
組
織
に
ク
サ
ビ
を
打
ち
こ

ま
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
、
新
党
工
作
抹
殺
の

態
度
を
と
っ
て
い
た
が
、
党
内
の
動
揺
は
お

お
え
な
く
、
平
良
市
長
選
挙
に
党
運
を
賭
け

る
と
い
う
事
態
に
ま
で
突
入
し
た
。
当
時
虎

キ
の
勢
に
あ
っ
た
新
党
工
作
派
は
、
和
解
策

と
し
て
①
平
良
市
長
は
新
党
工
作
派
か
ら
出

す
こ
と
②
三
月
総
選
挙
は
民
主
党
か
ら
出
す

こ
と
、
を
提
案
し
た
と
い
わ
れ
る
。

民
主
党
が
こ
の
提
案
を
は
っ
て
、
当
間
派
と

一
大
激
戦
を
演
じ
た
の
は
、「
党
内
の
動
揺
を

選
挙
戦
に
よ
っ
て
固
め
る
」
と
い
う
与
儀
総

裁
の
苦
肉
の
策
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
苦

肉
の
策
は
確
か
に
功
を
奏
し
、
平
良
市
長
選

挙
後
は
政
界
主
導
権
を
当
間
派
に
握
ら
れ
た

形
に
な
り
、
一
時
ひ
っ
塞
は
し
て
い
た
が
逆

に
党
内
の
空
気
は
強
固
な
団
結
へ
と
動
い
て

い
っ
た
。
し
か
し
党
首
脳
部
の
苦
悩
は
日
増

し
に
深
刻
さ
を
増
し
、
選
挙
対
策
も
殆
ど

　

〝
手
付
か
ず
〟
の
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

一
方
社
大
党
に
し
て
も
、
新
党
工
作
派
に
ク

サ
ビ
を
打
ち
こ
ま
れ
、
組
織
の
離
脱
と
い
う

事
態
に
直
面
、
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て

い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
に
、
那
覇
市
問

題
布
令
が
公
布
さ
れ
、
政
界
を
動
揺
さ
せ

て
い
た
〝
保
守
結
集
〟
も
〝
新
党
工
作
〟
も

那
覇
市
政
問
題
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た

が
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
各
派
の
「
同

布
令
の
示
唆
す
る
も
の
」
の
取
り
方
で
あ

ろ
う
。
民
主
党
で
は
同
布
令
が
公
布
さ
れ

る
直
前
、
モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
と
の
会
談

内
容
と
し
て
「
三
派
（
民
、
社
、
無
）
い

が
み
合
う
こ
と
な
く
、
政
治
力
を
結
集
し

て
時
局
収
拾
に
当
る
よ
う
」
示
唆
さ
れ
た

と
に
お
わ
し
、
無
所
属
で
は
、「
民
主
党
の

言
う
こ
と
は
全
然
空
気
が
違
う
」―

下
里

恵
良
氏
と
相
反
し
た
見
解
を
表
明
し
て
い

た
。
当
時
人
民
党
と
提
携
す
る
空
気
の
強

か
っ
た
社
大
党
は
、
そ
の
ど
っ
ち
と
も
つ

か
な
い
ヌ
エ
的
態
度
を
指
摘
さ
れ
た
と
い

わ
れ
、
そ
の
後
持
ち
上
っ
た
那
覇
市
長
選

挙
で
、
社
大
党
が
、
人
民
党
と
一
線
を
画

す
態
度
に
出
た
の
も
、
民
主
党
が
、
社
大

党
の
セ
ク
ト
主
義
に
対
し
党
独
自
の
候
補

擁
立
を
要
請
し
て
い
た
強
硬
な
大
部
党
員

を
何
と
か
ま
と
め
て
平
良
支
持
に
固
め
た

の
も
、
「
那
覇
市
布
令
の
示
唆
す
る
意
義
」

に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
ず
、
持
駒
決
定
に

至
る
ま
で
の
激
動
は
〝
陣
痛
〟
に
す
ぎ
な

か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
布
令
の
「
示
唆
す
る
も

の
」

が
、
単
に
那
覇
市
政
だ
け
を
限
定
し
て
対
象

と
し
て
い
る
の
か
、
中
央
政
局
を
も
包
含
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
各
派
そ
れ
ぞ
れ

異
っ
た
見
解
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
民
主

党
で
は
、「
那
覇
市
長
選
挙
を
保
守
結
集
の
足

掛
り
に
」
す
る
と
い
っ
た
空
気
も
一
時
台
頭

し
た
が
、
社
大
党
で
は
、
米
国
に
反
省
を
求

め
つ
つ
、
住
民
の
福
祉
も
考
え
る
…
つ
ま
り

或
る
程
度
の
抵
抗
の
必
要
性
を
主
張
し
て
お

り
、
無
所
属
と
し
て
は
「
民
主
党
の
言
い
分

と
は
違
う
」
と
し
て
い
る
の
で
、
那
覇
市
長

選
挙
後
の
政
界
は
、
特
定
地
区
で
の
候
補
者

調
整
は
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
線
を
進

む
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。
ま
た
現
在
住
民
の

間
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
当
間
主
席
不
信
の
声

が
ど
ん
な
形
で
表
面
化
す
る
か
も
、
今
年
の

政
界
の
一
つ
の
焦
点
と
な
ろ
う
。

那
覇
市
役
所
の
／
告
発
合
戦
に

ケ
リ
／
検
察
庁
が
最
終
態
度

発
表〔

琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
１
・
４
〕

那
覇
市
役
所
の
告
発
合
戦
、
な
ら
び
に
首
里

バ
ス
前
専
務
大
山
盛
幸
氏
の
タ
イ
ヤ
ー
リ
ベ

ー
ト
問
題
な
ど
の
告
発
事
件
に
つ
い
て
検
察

庁
で
は
こ
れ
ま
で
慎
重
に
検
討
を
行
っ
て
い

た
が
、
三
日
午
後
か
ら
比
嘉
検
事
長
は
記
者

会
見
を
行
い
「
検
察
庁
と
し
て
の
最
終
態

一
九
五
八
年

一



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
一
月

度
」
を
次
の
よ
う
に
発
表
し
た
。

(

１)
那
覇
市
役
所
前
神
山
総
務
部
長
か
ら
、

背
任
、
横
領
、
詐
欺
公
文
書
変
造
で
告
発
さ

れ
て
い
た
金
城
弘
円
＝
前
区
画
課
長
。
沢
井

邦
雄
＝
同
課
技
手
、
嘉
手
納
並
水
＝
前
助
役

の
三
氏
に
つ
い
て
は
、
全
然
犯
罪
が
成
立
せ

ず
「
罪
と
な
ら
ず
」
と
認
定
さ
れ
た
。(

事

件
は
一
九
五
六
年
八
月
初
旬
に
、
嘉
手
納
前

助
役
、
金
城
前
区
画
課
長
、
沢
井
同
技
手
の

三
氏
は
、
那
覇
市
内
若
狭
町
の
墓
地
の
売
買

問
題
に
か
ら
ん
で
不
正
が
あ
る
と
し
て
神
山

前
総
務
部
長
が
告
発
し
て
い
た
も
の)

(

２)

金
城
前
区
画
課
長
か
ら
名
誉
毀
損
、
ブ

コ
ク
罪
と
し
て
告
発
さ
れ
て
い
た
瀬
長
前
那

覇
市
長
、
上
原
〇
〇
他
一
名
に
対
し
て
も
「
罪

と
な
ら
ず
」
と
認
定
さ
れ
た
。(

事
件
は
上

原
〇
〇
さ
ん
が
金
城
氏
を
横
領
そ
の
他
で
告

発
し
た
の
で
金
城
氏
は
こ
れ
を
不
当
と
し
反

対
に
名
誉
毀
損
な
ど
で
告
発
し
た
も
の)

(

３)

金
城
弘
円
、
沢
井
邦
雄
両
氏
を
背
任
、

横
領
で
上
原
〇
〇
さ
ん
が
告
訴
し
て
い
た

が
、
同
様
「
罪
と
な
ら
ず
」
と
認
定
さ
れ
た
。

(

事
件
は
上
原
〇
〇
さ
ん
所
有
の
辻
町
の
墓

地
を
料
亭
左
馬
に
売
っ
て
い
る
が
、
そ
の
代

金
一
万
三
千
余
円
を
上
原
さ
ん
に
支
払
わ
ず
、

金
城
氏
ら
が
横
領
し
た
も
の
と
し
て
告
訴
さ

れ
て
い
た
も
の)

(

４)

神
山
氏
か
ら
公
文
書
偽
造
、
同
行
使
、

公
文
書
変
造
、
背
任
で
告
訴
さ
れ
て
い
た
嘉

手
納
並
水
、
金
城
弘
円
、
具
志
頭
得
助
の
三

氏
も
調
査
の
結
果
「
罪
と
な
ら
ず
」
と
認
定

さ
れ
た
。
事
件
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
千
坪
以
上
の
市
有
地
を
三
氏
が
共
謀
し

て
安
く
売
買
し
て
い
る
。
さ
ら
に
市
長
の
決

裁
を
受
け
ず
に
不
当
に
契
約
書
を
作
成
し
た

と
い
っ
て
告
訴
さ
れ
て
い
た
も
の
。

(

５)

労
基
法
違
反
で
告
発
さ
れ
て
い
た
当

間
前
市
長
、
瀬
長
前
市
長
の
両
氏
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
起
訴
猶
予
と
認
定
さ
れ
た
。

(

６)

首
里
バ
ス
前
専
務
大
山
盛
幸
氏
に
か

か
る
背
任
、
横
領
の
告
訴
に
つ
い
て
は
不
起

訴
処
分
と
決
定
し
た
。

調
査
の
結
果
、
大
山
氏
は
一
万
九
千
九
百
四

十
四
円
八
十
銭
を
会
社
の
交
際
費
と
し
て
使

用
し
て
い
る
。
他
八
万
円
を
会
社
の
職
員
の

た
め
に
使
用
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
会
社
の

た
め
に
使
用
し
た
と
は
い
え
、
刑
法
上
は
横

領
、
背
任
と
し
て
は
認
定
出
来
る
。
し
か
し

な
が
ら
個
人
と
し
て
着
服
し
て
な
い
点
、
会

社
の
交
際
費
に
使
用
し
た
一
万
九
千
余
円
に

つ
い
て
も
多
額
で
は
な
い
し
、
ま
た
本
人
も

弁
償
す
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
何
時
で
も
弁

償
す
る
と
い
う
誠
意
も
あ
る
し
現
に
払
い
戻

し
に
い
っ
た
事
実
も
あ
る
。

そ
の
た
め
不
起
訴
処
分
が
妥
当
と
の
見
地
か

ら
決
定
さ
れ
た
も
の
。

｜
社　

説
｜

那
覇
市
長
選
挙
の
意
義

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
１
・
５
〕

　

目
下
熾
烈
な
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る

那
覇
市
長
選
挙
の
投
票
は
い
よ
い
よ
来
る

十
二
日
に
行
わ
れ
る
が
、
今
度
の
選
挙
は
例

の
布
令
改
正
で
瀬
長
市
長
が
追
放
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
だ

け
に
内
外
か
ら
深
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
注

視
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
選
挙
の
意
義
に
つ
い
て

は
二
つ
の
見
方
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、こ
ん
ど
の
選
挙
が
、
ア

メ
リ
カ
の
非
民
主
的
布
令
改
正
に
よ
る
瀬

長
市
長
追
放
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
か

ら
、
民
主
主
義
を
守
る
立
場
か
ら
、
改
正
布

令
の
撤
廃
を
要
求
し
、
民
族
的
抵
抗
を
示
す

べ
き
選
挙
で
あ
る
と
の
見
方
と
、
他
の
一
つ

は
、
那
覇
市
長
も
那
覇
市
議
会
も
そ
れ
ぞ
れ

が
果
す
べ
き
政
治
責
任
を
果
さ
ず
、
市
政
を

混
乱
に
陥
れ
、
一
方
ア
メ
リ
カ
の
権
力
に
よ

る
直
接
介
入
も
あ
っ
て
行
わ
れ
る
選
挙
で

あ
る
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
強
い
反
省
を
も
と

め
つ
つ
、
市
民
福
祉
を
も
考
え
、
抵
抗
の
た

め
の
抵
抗
を
避
け
、
那
覇
市
政
収
拾
を
目
標

に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
一
応
筋
の
通
っ
た
見
解
で
あ

る
が
、
今
一
つ
深
く
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
ん
ど
の
選
挙

の
直
接
の
起
因
と
な
っ
た
布
令
改
正
が
な
ぜ

行
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
布
令
改

正
が
民
主
主
義
に
反
す
る
こ
と
は
、
モ
ー
ア

高
等
弁
務
官
が
改
正
布
令
公
布
に
際
し
て
〝

こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
は
極
め
て
遺

憾
で
あ
る
〟
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か

る
が
、〝
極
め
て
遺
憾
な
措
置
〟
を
な
ぜ
と
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
瀬
長
市
長
就
任
以

来
の
那
覇
市
政
、
那
覇
市
議
会
、
こ
れ
に
関

連
す
る
立
法
院
の
態
度
、
裁
判
所
の
決
定
な

ど
一
連
の
経
過
を
那
覇
市
民
は
よ
く
知
っ
て

い
る
筈
で
あ
る
。
布
令
改
正
と
い
う
一
事
の

み
を
み
れ
ば
非
民
主
的
権
力
の
行
使
と
い
え

る
が
、
そ
れ
が
行
使
さ
れ
る
ま
で
の
い
き
さ

つ
を
深
く
考
え
る
と
、
そ
の
ま
ま
片
づ
け
ら

れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
深
く
知
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
本
土
で
は
〝
布
令
改
正
〟
の
一
事
の

み
を
と
り
あ
げ
て
騒
い
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

事
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
那
覇
市
民
は
本
土

の
そ
う
い
っ
た
動
き
に
左
右
さ
れ
る
筈
は
な

い
と
思
う
が
、
投
票
ま
で
に
今
一
度
〝
布
令

改
正
〟
ま
で
の
経
験
を
静
か
に
ふ
り
か
え
り

慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

繰
展
げ
る
豪
華
行
事
／
大
那
覇

市
誕
生
喜
ぶ
18
万
市
民 

　
　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
８
・
１
・
５
〕

人
口
十
八
万
の
大
那
覇
市
た
ん
生
を
祝

二



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
一
月

う
那
覇
市―

真
和
志
市
合
併
祝
賀
会
は
、

け
さ
九
時
半
か
ら
那
覇
高
校
で
行
わ
れ

た
合
併
祝
賀
式
典
を
皮
切
り
に
小
、
中
校

生
の
旗
行
列
、
商
店
街
の
花
車
行
進
な
ど

盛
沢
山
な
行
事
で
賑
っ
た
。
な
お
き
ょ
う

午
後
六
時
か
ら
は
高
校
生
に
よ
る
戦
後

初
の
提
灯
行
列
が
行
わ
れ
、
合
併
祝
賀
行

事
の
最
後
を
か
ざ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

合
併
記
念
祝
賀
式
典

け
さ
九
時
半
か
ら
那
覇
高
校
校
庭
に
設
け

ら
れ
た
式
場
に
関
係
者
約
五
百
人
が
参
列

し
て
行
わ
れ
た
。
ま
ず
東
江
臨
時
市
長
、
高

良
市
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て

市
政
功
労
者
の
表
彰
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
、
当
間
主
席
、

与
儀
立
法
院
議
長
、
宮
原
商
工
会
議
所
会

頭
、
吉
元
市
町
村
長
会
長
、
西
平
那
覇
地
区

教
育
委
員
ら
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
合
併
お
め
で

と
う
」
の
祝
辞
が
あ
り
、
十
一
時
式
典
を
閉

じ
た
。
当
日
表
彰
さ
れ
た
市
政
功
労
者
は
つ

ぎ
の
通
り
。

▽
市
長
（
二
期
以
上
）
＝
当
間
重
剛
、
上
原

義
弘
、
長
嶺
秋
夫
、
故
兼
島
由
明

▽
収
入
役
＝
大
湾
政
順

▽
市
会
議
員
＝
儀
武
息
睦
、
城
間
雄
蔵
、
渡

嘉
敷
宗
賀
、
久
高
友
敏
、
大
山
盛
幸
、
玉
那

覇
有
義
、
上
間
長
和
、
備
瀬
知
良
、
喜
久
山

朝
重
、
渡
口
麗
秀
、
比
嘉
朝
四
郎
、
辺
野
喜

英
興
、
高
良
一
、
照
屋
正
徳
、
上
原
幸
栄
、
赤

嶺
謙
信

▽
市
職
員
＝
神
村
篤
烈
、
饒
平
名
知
謙
、
渡

口
政
憲
、
具
志
基
弘
、
友
寄
英
久
、
具
志
堅

永
佐
、
真
喜
志
康
明
、
平
田
弦
子
、
安
里
成

良
、
金
城
松
栄
、
比
嘉
政
謙
、
高
江
洲
康
次

郎
、
仲
田
朝
宏
、
高
良
芳
子
、
喜
屋
武
と
み
、

宮
城
普
喜

▽
一
般
＝
野
波
棟
次
郎
、
故
石
川
栄
よ
う
博

士▽
真
和
志
関
係
＝
翁
長
助
静
、
屋
富
祖
太
郎
、

高
良
正
文
、
金
城
貞
秀
、
泉
水
朝
吉
、
内
間

安
勝
、
阿
波
根
直
文

　

街
頭
パ
レ
ー
ド

〇
…
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
を
記
念
し
て
商

工
会
議
所
で
は
、
け
さ
九
時
半
か
ら
広
告
カ

ー
ニ
バ
ル
を
催
し
、
花
や
か
な
パ
レ
ー
ド
を

繰
り
ひ
ろ
げ
、
市
民
の
人
気
を
さ
ら
っ
て
い

た
。

〇
…
午
前
九
時
に
は
百
三
十
余
台
の
仮
装
車

両
が
勢
揃
い
、
市
役
所
南
側
道
路
を
出
発
し

て
辻
町
松
之
下
前
か
ら
商
工
会
議
所
前
を
通

り
抜
け
、
政
府―

那
覇
高
校―

開
南
通
り―

与
儀
試
験
場―

真
和
志
支
所―

栄
町
な
ど
那

覇
市
内
の
目
抜
き
通
り
を
ね
り
歩
き
、
折
か

ら
日
曜
日
の
沿
道
は
黒
山
の
よ
う
に
市
民
が

群
が
り
、
ビ
ル
の
窓
、
屋
上
か
ら
カ
メ
ラ
の

放
列
を
浴
び
た
。

〇
…
こ
の
日
は
う
っ
と
う
し
い
天
気
を
思

わ
し
た
空
も
よ
う
も
花
曇
の
行
楽
日
よ
り
、

群
衆
の
混
雑
を
予
想
し
て
那
覇
署
で
は
約

二
百
九
十
名
の
警
官
を
く
り
出
し
交
通
整

理
に
当
る
な
ど
緊
張
ぶ
り
を
み
せ
て
い
た
。

ま
た
市
内
各
小
、
中
校
生
に
よ
る
旗
行
列
も

み
ら
れ
祝
賀
気
分
を
盛
り
上
げ
た
。

　

祝
賀
ま
ん
頭
、
旗
行
列

市
内
各
小
学
校
、
幼
稚
園
児
童
に
祝
賀
ま
ん

頭
を
配
付
、
そ
の
後
小
学
校
五
年
生
以
上
、

中
校
生
全
員
が
那
覇
市
の
マ
ー
ク
入
り
旗

行
列
で
各
校
区
を
繰
り
回
っ
た
。

な
お
午
後
五
時
か
ら
は
合
併
祝
賀
祝
宴
が

那
覇
高
校
で
、
提
灯
行
列
が
午
後
六
時
か
ら

中
心
部
、
首
里
、
小
禄
の
三
地
区
で
行
わ
れ

る
。
提
灯
行
列
の
道
順
は
次
の
通
り
。

　

首
里
地
区

首
里
高
校―

支
所
前―

当
蔵
大
通―

赤
田―

愛
生
寮―

崎
山
大
通
り―

三
星
ク
ラ
ブ―

鳥

堀―

汀
良―

首
里
中
校―

水
揚―

久
場
川―

平
良―

儀
保―

桃
原―

山
川―

首
里
高
解
散
。

　

那
覇
、
真
和
志
地
区

那
覇
高―

与
儀―

真
和
志
小
校―

支
所
前

―

三
原―

松
川―

栄
町―

安
里
一
区―

安

里
二
区―

又
吉
道
路―

安
里
市
場―

蔡
温

橋―
安
里
三
差
路―

姫
百
合
橋―

神
里
原

―

楚
辺
中
央
線―

支
所
前
解
散
。

　

小
禄
地
区

那
覇
高―

ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
前―

ペ
リ
ー

区―

小
禄
中
道―

田
原―
新
部
落―

新
辻

町―

高
良
解
散
。

開
票
事
務
の
簡
素
化
を
図
る
／

分
会
場
の
設
置
認
む
／
市
町

村
選
挙
法
／
き
の
う
改
正
法

令
を
公
布

　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
１
・
７
〕

バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
は
六
日
、
布
令
第

十
七
号
の
「
市
町
村
選
挙
法
」
の
改
正
布
令
を

公
布
、
市
町
村
選
挙
に
お
け
る
開
票
事
務
の

簡
素
化
と
迅
速
を
図
っ
た
。
こ
れ
は
、
行
政

府
及
び
那
覇
選
挙
委
か
ら
、
か
ね
て
要
請
の

あ
っ
た
も
の
で
、
各
市
町
村
選
挙
長
に
開
票

分
会
場
の
増
設
権
限
を
認
め
て
い
る
。
こ
と

に
来
る
十
二
日
施
行
の
那
覇
市
長
選
挙
で
は
、

那
覇
・
真
和
志
の
合
併
実
現
で
六
万
二
千
名

の
有
権
者
が
九
万
九
千
名
に
増
え
た
こ
と
に

対
す
る
開
票
の
便
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
が
六
日
付
で
公
布

し
た
「
改
正
市
町
村
選
挙
法
」
は
次
の
通
り

で
あ
る
が
、
那
覇
市
選
管
委
は
、
早
速
六
日

あ
さ
委
員
会
を
開
き
開
票
本
会
場
を
那
覇
市

議
会
室
（
旧
那
覇
、
小
禄
）
に
、
分
会
場
を

旧
真
和
志
議
会
室
（
首
里
、
真
和
志
）
の
二

ヵ
所
の
開
票
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

一
、
一
九
五
〇
年
七
月
七
日
付
、
布
令
十
七

号
の
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
次

の
通
り
改
め
る
。

　

第
三
十
四
条　

本
条
以
外
の
規
定
に
か
か

三



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
一
月

わ
ら
ず
、
選
挙
長
は
選
挙
管
理
委
員
会
の
認

可
を
得
て
正
式
に
公
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、

開
票
を
迅
速
に
行
う
必
要
と
認
め
る
開
票
分

会
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
選
挙
長
は

開
票
分
会
場
毎
に
開
票
分
会
長
一
名
を
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
開
票
分
会
長
は
選
挙

権
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
こ
れ
を
選

任
し
、
開
票
分
会
場
に
お
い
て
開
票
に
つ
き

選
挙
会
場
に
お
け
る
選
挙
長
同
様
な
方
法
に

よ
り
、
ま
た
同
様
の
権
限
及
び
職
責
に
よ
り

開
票
に
か
か
る
事
務
を
所
掌
す
る
。
開
票
立

会
人
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
条
の
規
定
を
準

用
す
る
。

　

２
、
選
挙
長
及
び
開
票
分
会
長
は
投
票
日

又
は
そ
の
翌
日
に
立
会
人
の
立
会
の
上
各
投

票
箱
を
開
き
投
票
総
数
及
び
投
票
人
の
総
数

を
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
算
定

の
終
了
後
選
管
長
及
び
分
会
場
に
つ
い
て
は
、

そ
の
分
会
長
は
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第

四
項
に
規
定
す
る
投
票
を
審
査
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
投
票
の
受
理
の
可
否
に
つ
い
て

は
立
会
人
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。
選
挙
長
ま

た
は
分
会
長
は
必
要
と
認
め
る
時
は
、
立
会

人
と
共
に
投
票
を
審
査
し
可
否
同
数
の
場
合

は
、
当
該
投
票
の
受
理
の
結
果
決
定
す
る
。
開

票
分
会
長
は
開
票
の
記
録
を
作
製
し
、
開
票

の
詳
細
を
記
載
し
及
び
立
会
人
と
共
に
当
該

記
録
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
開
票

の
記
録
、
投
票
及
び
投
票
箱
は
選
挙
長
に
送

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

二
、
本
改
正
は
五
八
年
一
月
六
日
よ
り
施

行
す
る
。

｜
社　

説
｜

注
目
の
那
覇
市
長
選
挙
は
終
っ 

た

　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
１
・
14
〕

　

那
覇
市
長
選
挙
の
結
果
が
判
明
し
た
。

七
万
有
権
者
の
審
判
は
僅
か
な
差
な
が
ら
民

連
推
薦
の
兼
次
佐
一
氏
を
新
し
い
市
長
に
選

ん
だ
。
接
戦
と
い
う
予
想
に
狂
い
は
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
社
大
公
認
の
平
良
辰
雄
氏

に
幾
ら
か
の
分
が
あ
ろ
う
と
い
う
観
測
が
一

般
に
強
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
結
果
は

政
界
観
測
筋
の
予
期
を
裏
切
っ
た
も
の
と
も

い
え
よ
う
。

　

こ
ん
ど
の
選
挙
を
か
え
り
み
る
と
、
時
代

の
移
り
変
り
と
政
治
に
つ
い
て
の
市
民
の
考

え
方
と
い
う
点
か
ら
数
々
の
意
義
を
感
ず
る
。

こ
の
選
挙
は
真
和
志
市
を
合
併
し
た
大
那
覇

市
の
初
代
市
長
を
選
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
上
に
、

市
会
の
過
半
数
が
不
信
任
し
改
正
軍
布
令
に

よ
っ
て
追
放
に
な
っ
た
瀬
長
市
長
の
あ
と
を

選
ぶ
と
い
う
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
の
統
治
に

対
し
て
、
こ
れ
に
協
調
し
つ
つ
市
政
を
運
ぶ

か
、
あ
く
ま
で
も
抵
抗
を
示
す
べ
き
か
の
市

民
の
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
意
義
に
立
つ
も

の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
従
来
、
自
治
体

の
選
挙
に
直
接
介
入
を
避
け
て
い
た
人
民

党
以
外
の
各
政
党
や
政
派
も
進
ん
で
参
加

し
、
か
っ
て
な
い
大
選
挙
の
様
相
を
み
せ
た

も
の
だ
。

　

い
ま
一
つ
、
こ
の
選
挙
の
特
異
な
の
は
立

候
補
者
が
二
人
と
も
革
新
派
と
い
わ
れ
る
人

で
、
保
守
派
の
出
馬
が
な
か
っ
た
こ
と
、
政

党
対
政
党
で
闘
わ
れ
た
こ
と
、
選
挙
運
動
が

演
説
や
文
書
戦
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
こ
と

な
ど
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
と
く
に
注
目
さ
れ

た
の
は
保
守
勢
力
の
退
潮
を
余
儀
な
く
し
て

い
る
那
覇
市
の
情
勢
と
い
う
こ
と
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。
同
時
に
こ
の
選
挙
を
契
機

に
今
ま
で
「
共
闘
」
し
て
き
た
社
大
党
と
人

民
党
が
は
っ
き
り
袂
を
分
っ
た
こ
と
も
見
逃

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
追
放
に
よ
る
瀬
長

退
陣
を
さ
か
い
に
し
て
人
民
党
は
い
よ
い
よ

容
共
色
を
押
出
し
て
き
た
と
し
て
社
大
側
の

「
共
産
主
義
と
の
一
線
」
が
現
実
に
画
か
れ
た

と
み
ら
れ
た
し
、
半
面
、
そ
の
社
大
党
は
左

と
右
に
分
れ
、
主
体
が
民
主
党
や
当
間
勢
力

に
接
近
を
示
し
た
の
も
、
今
後
の
沖
縄
政
界

図
を
書
き
か
え
さ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
義
と
様
相
を
呈
し
た

市
長
選
挙
に
対
し
て
、
一
般
有
権
者
が
ど
の

程
度
の
関
心
を
も
っ
て
対
処
し
た
か
は
計

り
知
り
得
る
も
の
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く

結
果
は
〝
兼
次
当
選
〟
と
出
た
。
つ
ま
り
自

治
体
の
政
治
と
い
う
常
識
か
ら
み
れ
ば
、
市

政
を
犠
牲
に
し
て
も―

と
い
っ
た
気
持
が
投

票
者
の
過
半
数
に
あ
っ
た
と
う
け
と
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
選
別
が
過
渡
期
的
な
現
象
を

示
す
沖
縄
の
政
治
を
分
析
す
る
ま
え
の
モ
ノ

で
あ
る
と
か
、
市
民
の
政
治
的
自
覚
が
ど
う

の
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
、
ひ
と
し
く
こ
の
厳

粛
な
審
判
を
認
め
、
そ
こ
か
ら
今
後
に
処
す

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　

兼
次
氏
の
勝
利
は
立
ち
あ
が
り
が
早
か
っ

た
上
に
人
民
党
の
組
織
を
利
し
て
下
部
浸
透

が
徹
底
し
た
。
且
つ
瀬
長
追
放
に
対
す
る
反

発
と
い
う
か
、
同
情
が
集
っ
た
、
言
論
戦
に

お
け
る
「
布
令
反
対
」
が
効
い
た
な
ど
勝
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
平
良

敗
退
の
原
因
は
、
出
足
が
も
た
つ
き
、
ア
メ

リ
カ
の
援
助
と
か
、
都
計
事
業
が
市
の
繁
栄

や
市
民
の
福
祉
に
切
実
な
問
題
で
あ
り
、
ま

た
極
端
な
国
家
主
義
や
独
裁
的
な
共
産
主
義

が
の
さ
ば
る
こ
と
の
危
険
及
び
政
治
、
経
済

の
社
会
化
の
推
進
と
い
っ
た
積
極
策
を
下
部

に
徹
底
さ
せ
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。

尻
上
り
に
上
昇
を
み
せ
て
い
る
と
の
観
測
か

ら
し
て
も
「
時
間
」
が
足
ら
な
か
っ
た
と
い

え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
兼
次
派
が
選
挙
上

手
で
、
平
良
派
は
下
手
だ
と
い
う
に
尽
き
よ

う
。

　

さ
て
こ
ん
ど
の
選
挙
は
ア
メ
リ
カ
の
統
治

下
で
沖
縄
の
住
民
が
何
を
望
ん
で
い
る
か
と

四



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
一
月

の
課
題
に
関
連
す
る
も
の
と
あ
っ
て
、
選
挙

の
結
果
は
内
外
各
方
面
で
関
心
を
持
た
れ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
市
民
に
と
っ
て

〝
兼
次
市
政
〟
が
ど
う
進
め
ら
れ
る
か
が
現
実

の
問
題
で
あ
る
。
那
覇
の
市
政
は
真
和
志
の

合
併
で
規
模
も
大
き
く
な
っ
た
。
い
ま
ま
で

の
市
会
は
過
半
数
が
瀬
長
市
長
に
反
対
で
あ

り
、
兼
次
市
長
出
現
が
〝
第
二
の
瀬
長
〟
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
応
政
情
は
複
雑
な
も

の
と
思
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
次
い
で
行

わ
れ
る
真
和
志
地
区
の
市
議
補
選
の
結
果
に

よ
っ
て
は
或
い
は
兼
次
市
長
不
信
任
案
が
出

ぬ
と
も
限
ら
な
い
。
も
と
よ
り
再
々
市
長
不

信
任
を
め
ぐ
っ
て
、
よ
り
市
政
を
混
乱
さ
せ

る
が
如
き
は
許
さ
る
べ
き
こ
と
で
な
い
け
れ

ど
も
勢
い
の
お
も
む
く
と
こ
ろ
市
民
の
不
信

を
買
っ
て
も
政
争
を
展
開
す
る
の
が
政
治
家

た
ち
で
あ
る
。
し
か
も
今
回
の
得
票
に
大
差

が
な
い
こ
と
も
何
か
と
作
用
を
も
た
ら
す
の

で
は
な
い
か
と
み
れ
ば
対
内
的
に
も
決
し
て

平
穏
な
政
情
を
迎
え
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ

う
。
兼
次
市
長
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
民
政
府

や
琉
球
政
府
、
金
融
機
関
な
ど
の
協
力
が
ど

う
な
る
か
も
気
掛
り
で
あ
る
。
ま
さ
か
多
数

市
民
の
支
持
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
市
長
を

そ
れ
ら
の
機
関
が
無
視
す
る
こ
と
も
な
い
と

は
思
う
が
、
積
極
的
に
那
覇
市
へ
の
援
助
協

力
が
な
け
れ
ば
自
己
財
源
だ
け
で
は
市
の
発

展
は
望
め
な
い
。
そ
の
よ
う
に
思
え
ば
兼
次

市
政
の
運
営
は
相
当
困
難
を
き
わ
め
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
兼
次
氏
が
こ
の
断

層
に
つ
き
当
っ
た
市
の
政
局
に
ど
う
活
路
を

見
出
し
て
く
れ
る
か
、
混
乱
含
み
の
市
政
収

拾
に
い
か
な
る
手
腕
を
発
揮
す
る
か
、
大
い

に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
兼
次
氏
が
、
選
挙
後
は
人

民
党
と
一
線
を
画
し
「
沖
縄
社
会
党
」
を
結

成
す
る
準
備
が
あ
る
と
一
外
人
記
者
に
語
っ

た
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
い
す
る
。
市
長

と
も
あ
れ
ば
、
な
に
は
さ
て
お
い
て
も
、
市

の
実
情
に
適
し
た
政
策
を
実
行
し
て
貰
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
挙
で
掲
げ
た
政
策
が

多
数
有
権
者
の
支
持
を
う
け
た
こ
と
は
勿
論

だ
ろ
う
が
、
反
対
票
を
投
じ
た
有
権
者
も
市

民
で
あ
り
、
そ
の
間
の
調
整
に
も
関
心
し
市

政
の
安
定
に
努
力
が
要
請
さ
れ
よ
う
。

栄
冠
つ
い
に
兼
次
氏
へ
／
九
百

余
票
の
差
で
当
選
／
日
の
丸

か
ざ
し
て
当
選
御
礼 

　
　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
１
・
14
〕

内
外
の
注
目
を
あ
び
て
い
た
那
覇
市
長
選
挙

は
、
開
票
の
結
果
民
連
推
せ
ん
の
兼
次
佐
一

候
補
が
、
社
大
党
公
認
の
平
良
辰
雄
候
補
を

九
百
八
十
四
票
引
離
し
て
当
選
し
た
。
時
刻

は
ち
ょ
う
ど
二
時
四
十
ぷ
ん
…
…
当
選
確
定

の
報
に
神
里
原
の
兼
次
候
補
の
選
挙
事
務
所

は
手
の
舞
、
足
の
踏
む
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
と

い
っ
た
興
奮
ぶ
り
…
…
早
速
、
日
の
丸
を
か

ざ
し
た
当
選
御
礼
の
車
を
仕
立
て
て
市
内

に
く
り
出
し
た
。
四
十
八
歳
で
新
那
覇
市
長

に
当
選
し
た
兼
次
佐
一
氏
は
、
激
戦
の
疲
れ

も
み
せ
ず
、
満
面
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
〝

こ
の
選
挙
の
勝
利
は
、
市
民
が
布
令
で
も
っ

て
前
瀬
長
市
長
を
追
放
し
た
こ
と
に
対
し

反
対
の
意
思
表
示
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
反
抗
心
が
祖
国
九
千
万
同
胞
の
支
援
を

得
た
こ
と
が
勝
利
の
原
因
で
あ
る
。
私
は
民

連
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
政
策
と
し
て
遂
行
し

四
原
則
貫
徹
、
原
水
爆
基
地
化
に
反
対
し
つ

つ
明
朗
な
那
覇
市
政
を
建
設
す
る
〟
と
語
っ

た
。
一
方
、
敗
れ
去
っ
た
平
良
候
補
は
〝
私

は
反
抗
の
た
め
の
反
抗
は
よ
く
な
い
と
市

民
に
訴
え
た
が
、
大
多
数
の
市
民
は
「
反
抗

の
た
め
の
反
抗
」
を
支
持
し
た
。
私
の
役
目

は
こ
れ
で
終
っ
た
の
で
二
度
と
政
界
に
は

出
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
際
一
層
の
反
省

を
す
べ
き
だ
と
思
う
〟
と
語
っ
た
。

　

新
市
長
の
兼
次
氏
と
一
問
一
答
／
誠
実

　
　

を
も
っ
て
当
る
／
琉
銀
融
資
の
凍
結

　
　

考
え
ら
れ
ぬ

瀬
長
市
長
の
退
陣
に
伴
う
那
覇
市
長
選
挙

は
、
民
連
推
せ
ん
の
兼
次
佐
一
氏
が
社
大
党

の
公
認
候
補
平
良
辰
雄
氏
を
破
っ
て
新
市

長
に
当
選
、
建
設
途
上
に
あ
る
那
覇
市
の
都

市
計
画
そ
の
他
の
重
要
事
業
は
瀬
長
氏
か

ら
兼
次
氏
に
バ
ト
ン
が
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

そ
こ
で
新
市
長
に
就
任
す
る
兼
次
佐
一
氏
を

喜
び
に
沸
く
選
挙
事
務
所
に
訪
ね
施
政
方
針

や
議
会
対
策
そ
の
他
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

こ
の
記
者
と
の
一
問
一
答
で
兼
次
氏
は

①
施
政
方
針
の
基
調
は
奪
わ
れ
た
民
主
主
義

を
と
り
返
す
こ
と

②
真
和
志
の
市
議
補
選
で
十
名
を
獲
得
す
る

③
軍
や
琉
銀
の
融
資
ス
ト
ッ
プ
は
考
え
ら
れ

な
い

④
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
処
遇
は
考
え
て
い
な
い

⑤
直
ち
に
モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
と
バ
ー
ジ
ャ

ー
首
席
民
政
官
に
会
見
を
申
し
込
む―

こ
と

は
明
ら
か
に
し
た
。

　

＝　

対
議
会
工
作
、
都
計
、
人
事
な
ど
を

含
む
今
後
の
市
政
収
拾
に
当
る
基
本
的
態
度

は
。

　

兼
次
佐
一
氏　

公
約
し
た
政
策
の
実
践
に
、

誠
実
を
も
っ
て
取
っ
組
む
だ
け
で
あ
る
。
市

政
が
び
ん
乱
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た
の

は
、
議
会
活
動
で
前
瀬
長
市
政
に
対
す
る
野

党
議
員
十
七
名
が
、
反
瀬
長
の
線
に
立
っ
て

予
算
案
を
始
め
重
要
案
件
を
、
否
決
に
次
ぐ

否
決
に
持
込
ん
だ
こ
と
と
、
更
に
軍
補
助
金

の
打
切
り
、
琉
銀
に
よ
る
起
債
融
資
の
却
否

な
ど
で
、
事
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
の
を
〝
び

ん
乱
〟
と
呼
ん
で
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
市
政
収
拾
策
に
つ
い
て
は
、
第
一
に

対
議
会
問
題
が
先
決
問
題
と
な
る

　

＝　

そ
れ
で
対
議
会
工
作
を
う
ま
く
運
ぶ

五



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
一
月

自
信
が
あ
る
か
。

　

兼
次
氏　

現
在
の
議
会
分
野
は
、
瀬
長
前

市
長
に
対
す
る
信
任
、
不
信
任
を
そ
れ
ぞ
れ

基
調
と
し
て
、
十
七
対
十
三
の
分
野
を
画
い

て
い
た
も
の
で
あ
る
が
来
る
二
月
二
日
に
旧

真
和
志
地
区
で
行
わ
れ
る
市
議
十
五
人
の
補

欠
選
挙
で
、
こ
の
議
会
分
野
に
明
ら
か
に
変

化
が
起
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
議
員
諸
公

が
〝
反
対
せ
ん
が
た
め
の
反
対
〟
と
い
う
態

度
に
出
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
従
っ
て
対
議

会
問
題
は
う
ま
く
運
べ
る
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。

　

＝　

そ
れ
で
は
、
来
る
旧
真
和
志
地
区
で

の
補
選
で
は
絶
対
多
数
を
獲
得
で
き
る
自
信

が
あ
る
わ
け
か
。

　

兼
次
氏　

現
在
の
腹
づ
も
り
で
は
、
最
少

十
名
は
獲
得
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

＝　

軍
補
助
金
の
獲
得
と
、
琉
銀
融
資
の

解
除
に
つ
い
て
は
楽
観
視
し
て
い
る
の
か
。

　

兼
次
氏　

軍
補
助
金
と
琉
銀
融
資
は
す
で

に
凍
結
解
除
さ
れ
て
お
り
、
軍
が
再
び
こ
れ

を
打
切
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
琉
銀
は
国

立
銀
行
的
性
格
で
あ
り
融
資
を
再
ス
ト
ッ
プ

す
る
な
ど
と
そ
う
無
茶
苦
茶
な
出
方
を
示
す

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
私

は
那
覇
市
の
懸
案
で
あ
る
都
計
事
業
の
早
期

完
成
に
向
っ
て
精
一
杯
努
力
す
る
と
と
も
に
、

幾
多
の
懸
案
的
諸
問
題
の
解
決
に
力
を
つ
く

す
。

　

＝　

現
人
事
の
更
迭
な
ど
に
つ
い
て
何
か

腹
案
が
あ
る
か
。

　

兼
次
氏　

い
ま
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

た
だ
い
え
る
こ
と
は
、
信
賞
必
罰
を
明
ら
か

に
し
て
、
市
民
が
親
し
み
や
す
い
市
役
所
に

す
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。

　

＝　

あ
な
た
と
人
民
党
と
の
関
係
を
、
ど

う
処
理
す
る
つ
も
り
か
。

　

兼
次
氏　

人
民
党
と
の
関
係
は
、
将
来
の

問
題
で
あ
る
。
私
は
あ
く
ま
で
〝
民
連
〟
の

立
場
に
た
っ
て
市
政
収
拾
に
当
る
。　
　
　

　

＝　

軍
に
対
す
る
姿
勢
は
、
対
米
協
調
で

い
く
つ
も
り
か
。

　

兼
次
氏　

軍
に
対
し
て
は
率
直
に
、
正
直

に
、
い
う
べ
き
こ
と
は
い
い
、
話
す
べ
き
こ

と
は
話
し
て
、
互
い
に
理
解
し
て
い
く
と
い

う
方
向
に
努
力
す
る
。
就
任
す
れ
ば
直
ち
に

モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民

政
官
に
対
し
会
見
を
申
込
み
、
積
極
的
に
話

合
い
を
求
め
る
つ
も
り
で
い
る
。

　

＝ 

と
こ
ろ
で
、
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
〝
処

遇
〟
に
つ
い
て
、
何
か
腹
案
が
あ
る
か
。

　

兼
次
氏　

い
ま
の
と
こ
ろ
毛
頭
考
え
て
い

な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
、
条
件
付
で
選

挙
す
る
と
か
、
応
接
す
る
と
か
、
新
市
長
の

私
か
ら
瀬
長
前
市
長
が
何
ら
か
の
ポ
ス
ト
を

与
え
ら
れ
る
と
か
そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
が
保
守
と
革
新
の
違
う

と
こ
ろ
だ
。

　

＝　

施
政
方
針
の
基
調
は
。

　

兼
次
氏　

奪
わ
れ
た
民
主
主
義
を
取
返

す
と
い
う
基
本
態
度
で
、
今
後
市
政
を
運
営

す
る
。

　

＝　

今
度
の
選
挙
で
、
特
に
感
じ
た
こ
と

は
。

　

兼
次
氏　

私
が
勝
利
を
得
た
大
き
な
原

因
は
市
民
、
県
民
の
間
に
民
族
意
識
が
高
ま

っ
た
こ
と
と
、
祖
国
同
胞
の
支
援
、
こ
の
二

つ
に
あ
る
。
今
後
も
市
民
県
民
の
民
族
意
識

の
高
揚
と
、
祖
国
同
胞
の
な
お
一
層
の
ご
支

援
に
期
待
す
る
。

　

微
妙
な
議
会
の
動
き
／
口
つ
ぐ
む
月
曜

　
　

会
の
メ
ン
バ
ー

兼
次
氏
の
那
覇
市
長
当
選
に
よ
り
、
那
覇
市

会
の
勢
力
分
野
は
野
党
十
七
名
、
与
党
十
一

名
、
中
立
一
名
と
な
り
、
今
の
と
こ
ろ
野
党

勢
力
が
圧
倒
的
に
強
い
が
、
き
た
る
二
月
二

日
に
行
わ
れ
る
真
和
志
地
区
の
那
覇
市
会

議
員
特
別
選
挙
（
定
員
十
五
名
）
と
も
か
ら

ん
で
議
会
の
動
き
は
微
妙
を
極
め
て
い
る
。

那
覇
市
会
で
反
兼
次
の
立
場
を
と
る
と
見

ら
れ
て
い
る
月
曜
会
議
員
（
十
七
名
）
は
平

良
氏
の
当
選
に
全
力
を
つ
く
し
て
闘
っ
て

き
た
だ
け
に
、
平
良
落
選
の
結
果
を
見
て
気

抜
け
し
た
表
情
で
、
議
会
対
策
に
つ
い
て
は

一
様
に
口
を
つ
ぐ
ん
で
い
る
が
、
真
和
志
地

区
の
市
会
議
員
全
員
を
野
党
で
占
め
て
も

不
信
任
通
過
に
必
要
な
数
を
獲
得
で
き
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、
兼
次
市
長
不
信
任
案
の
提

出
は
一
応
断
念
し
、
兼
次
市
長
の
出
方
を
待

つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
も
よ
う
だ
。

　

両
候
補
の
得
票
数

　
　
　
　
　
　

（
午
後
七
時
選
管
委
発
表
）

　

兼
次　

佐
一　
　

三
五
、
四
九
一
票

　

平
良　

辰
雄　
　

三
四
、
五
〇
七
票

　
　
　
　
　
　
　
　

票
差　
　
　

九
八
四
票

投
票
総
数　
　
　
　

七
〇
、
四
四
二

無
効
票
数　
　
　
　
　
　
　

四
四
四

責
任
も
っ
て
職
責
果
せ
／
兼
次

氏
当
選
に
モ
弁
務
官
が
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト 

　
　
　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
８
・
１
・
14
〕

モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
は
、
那
覇
市
長
選
挙
に

兼
次
佐
一
氏
が
当
選
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

十
四
日
午
後
一
時
つ
ぎ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

を
発
表
し
た
。

那
覇
市
の
選
挙
は
、
自
由
世
界
に
お
い
て
の

み
知
ら
れ
て
い
る
民
主
的
方
法
に
基
い
て
行

わ
れ
た
自
由
選
挙
を
通
し
て
市
長
を
選
ん
だ
。

兼
次
氏
が
選
出
さ
れ
た
こ
の
民
主
主
義
の
同

じ
理
念
に
基
き
、
責
任
を
も
っ
て
そ
の
職
責

を
果
す
こ
と
が
、
市
長
当
選
者
兼
次
氏
の
責

任
で
あ
る
。

六



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
一―

二
月

対
沖
政
策
は
現
状
維
持
／
兼
次

氏
の
当
選
に
米
国
政
府
は
失

望

　
　
　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
８
・
１
・
14
〕

【
ワ
シ
ン
ト
ン
十
三
日
発
共
同
】
十
三
日
の
那

覇
市
長
選
挙
で
反
米
的
立
場
を
と
る
瀬
長
派

の
兼
次
佐
一
氏
が
当
選
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
米
政
府
当
局
は
公
式
言
明
を

避
け
て
い
る
が
、
非
公
式
な
反
響
は
い
ず
れ

も
政
府
当
局
者
が
失
望
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
〝
平
良
氏
が
勝
て
ば
よ
か
っ
た

〟
と
い
う
考
え
が
米
国
で
は
支
配
的
で
あ
る

が
、
そ
の
半
面
兼
次
氏
の
勝
利
は
共
産
主
義

国
で
は
到
底
実
現
し
得
な
い
よ
う
な
民
主
的

な
選
挙
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と

い
っ
た
弁
明
も
で
て
い
る
。
兼
次
氏
自
身
は

共
産
主
義
で
な
い
の
で
、
同
氏
の
当
選
は
厳

密
に
い
え
ば
共
産
主
義
の
勝
利
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
こ
と
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
も
認

識
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
と
は
別
に
共
産
党
が

兼
次
氏
を
支
持
し
た
と
い
う
事
実
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
実
際
問
題
と
し
て
兼
次
氏
も
対

抗
馬
の
平
良
氏
も
米
軍
の
即
時
撤
退
要
求
を

提
唱
し
て
い
な
い
の
で
、
今
回
の
選
挙
の
勝

敗
を
支
配
し
た
要
素
は
土
地
接
収
問
題
で
あ

っ
た
と
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
み
て
い
る
。
ま
た

兼
次
氏
の
勝
利
の
陰
に
は
同
派
の
選
挙
作
戦

が
巧
妙
だ
っ
た
こ
と
。
平
良
陣
営
の
結
束
が

欠
け
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
今
回
の
選
挙
に
よ
っ
て
米
政

府
の
対
沖
縄
方
針
が
変
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

沖
縄
の
米
軍
基
地
は
沖
縄
自
体
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
を
含
め
て
の
自
由
世
界
全
体
の
防
衛
に

と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
現
状
に
変
り
は

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
米
政
府
で
も
米
軍
の

基
地
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
住
民
が

こ
う
む
る
不
便
を
で
き
る
だ
け
取
り
除
く
よ

う
今
後
と
も
引
続
き
努
力
し
て
行
こ
う
と
い

う
動
き
は
み
せ
て
お
り
、
ま
た
そ
う
し
た
線

で
原
住
民
と
の
間
に
問
題
の
解
決
が
得
ら
れ

る
も
の
と
信
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
ソ
連
の
〝

ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
世
界
制
圧
〟
の
脅
威
が
去

ら
な
い
限
り
、
米
国
は
断
固
と
し
て
沖
縄
の

基
地
を
放
棄
し
な
い
と
い
う
立
場
を
押
し
通

す
だ
ろ
う
。

当
選
圏
は
七
百
票
？
／
那
覇
市

議
補
選
／
主
導
権
ね
ら
い
激

戦

　
　
　
　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
８
・
１
・
31
〕

二
月
二
日
に
行
わ
れ
る
那
覇
市
議
補
充
選
挙

は
、
昨
三
十
日
立
候
補
届
出
を
締
め
切
っ
た

が
、
定
員
の
二
倍
を
上
回
る
三
十
一
名
が
立

候
補
、
十
五
の
議
席
を
狙
っ
て
争
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
の
補
充
選
挙
は
、
真
和
志
の
編
入
合

併
に
伴
い
、
都
市
合
併
促
進
法
第
九
条
二

項
二
号
の
規
定
に
よ
り
旧
真
和
志
地
区
か

ら
、
十
五
名
の
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
だ
が
、
兼
次
氏
当
選
後
の
那
覇
市

会
二
十
九
議
席
の
勢
力
分
野
は
、
兼
次
市
長

の
与
党
と
な
る
民
連
派
十
一
、
野
党
と
な
る

月
曜
会
十
七
名
、
中
立
一
名
と
な
っ
て
お
り
、

補
充
選
挙
の
結
果
に
よ
っ
て
こ
の
勢
力
分
野

に
大
き
な
変
化
が
お
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

再
び
民
連
派
と
反
民
連
派
が
対
決
、
し
の
ぎ

を
け
ず
る
選
挙
戦
を
展
開
し
て
い
る
。

〇
…
真
和
志
区
域
の
有
権
者
数
は
、
市

長
選
挙
後
約
五
百
名
の
増
加
を
み
せ
、

三
万
五
千
八
百
六
十
八
名
と
な
っ
て
お
り
、一

般
に
市
長
選
挙
よ
り
市
議
選
挙
の
場
合
は
投

票
率
が
上
回
る
こ
と
か
ら
七
割
を
こ
す
も
の

と
み
ら
れ
て
お
り
、七
百
票
以
上
得
な
け
れ
ば

当
選
は
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。真
和
志

市
当
時
の
選
挙
で
は
、定
員
二
十
六
名
に
対
し

て
、三
十
数
名
の
候
補
者
し
か
出
な
か
っ
た
の

で
、三
百
票
台
で
当
選
し
て
い
た
も
の
が
今
回

は
定
員
が
半
数
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、各
候

補
者
と
も
苦
戦
を
続
け
て
い
る
。

〇
…
兼
次
市
長
の
与
党
と
な
る
民
連
で
は
、

先
の
市
長
選
挙
で
一
万
三
千
票
を
得
て
い
る

こ
と
か
ら
九
名
の
推
薦
候
補
を
出
し
、
全
員

当
選
を
は
か
っ
て
連
日
各
地
で
演
説
会
を
開

い
て
い
る
が
、
現
議
員
の
う
ち
、
島
袋
嘉
順
、

宮
城
清
三
郎
の
両
議
員
が
立
法
院
議
員
選
挙

に
出
馬
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
折

角
か
ち
と
っ
た
那
覇
市
政
の
運
営
を
円
滑
に

行
う
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
全
員
当
選
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
死
の
選
挙
戦
を
展
開
、

最
後
の
追
い
込
み
に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
反
民
連
派
の
民
主
、
社

大
、
無
所
属
と
、
中
立
を
表
明
す
る
各
派

は
、
反
民
連
の
線
で
は
一
致
し
て
い
る
と
は

い
え
、
共
闘
と
い
っ
た
線
は
な
く
乱
立
も

よ
う
だ
が
、
合
併
に
当
っ
て
那
覇
と
協
定
し

た
合
併
策
定
の
実
現
を
は
か
る
義
務
が
あ
り
、

多
数
を
制
し
て
、
議
会
運
営
を
有
利
に
導
こ

う
と
必
死
に
な
っ
て
お
り
、
懇
談
会
方
式
に

よ
る
追
い
込
み
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
反
民
連
派
は
当
選
後
の

議
会
で
は
、
民
連
に
も
月
曜
会
に
も
組
せ
ず
、

是
々
非
々
で
い
く
と
い
っ
た
態
度
を
と
っ
て

お
り
、
過
半
数
を
も
た
な
い
民
連
と
月
曜
会

の
間
に
立
っ
て
議
会
運
営
の
キ
ャ
ス
チ
ン
グ

ボ
ー
ト
を
に
ぎ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

最
後
の
審
判
下
る
／
真
和
志
地

域
の
那
覇
市
議
補
選
／
民
連

は
七
名
の
当
選
者
／
金
城

（
重
宜
）、
又
吉
両
氏
が
最
後

ま
で
接
戦 

　
　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
２
・
４
〕

那
覇
市
会
の
勢
力
分
野
に
ど
う
い
う
影
響
を

与
え
る
か
と
、
全
市
民
注
目
の
う
ち
に
行
な

わ
れ
た
那
覇
市
会
議
員
真
和
志
地
区
補
充
選

挙
は
、
三
日
開
票
の
結
果
、
民
連
が
市
長
選

七



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
二
月

挙
に
見
せ
た
強
み
を
そ
の
ま
ま
持
続
し
て
七

名
が
当
選
、
こ
れ
に
反
し
て
民
主
、
社
大
は

当
選
各
二
名
、
中
立
四
名
と
い
う
結
果
に
終

っ
た
。

〇
…
こ
の
選
挙
の
結
果
が
兼
次
市
長
の
議
会

対
策
に
も
大
き
く
ひ
び
く
と
あ
っ
て
、
市
民

の
関
心
も
こ
の
日
は
補
充
選
挙
の
一
点
に
し

ぼ
ら
れ
た
感
じ
。
大
宝
館
前
、
本
社
前
、
真

和
志
支
所
前
の
本
社
速
報
板
の
前
は
い
ず
れ

も
一
杯
の
人
だ
か
り
、
票
数
の
上
下
に
つ
れ

て
群
集
の
ど
よ
め
き
が
湧
き
上
る
と
い
う
盛

況
だ
っ
た
。

〇
…
旧
真
和
志
市
議
会
室
で
行
わ
れ
た
開
票

事
務
は
午
後
二
時
半
に
は
殆
ど
当
選
者
が
確

定
す
る
と
い
う
順
調
さ
だ
っ
た
が
、
民
連
の

金
城
重
宜
、
民
主
の
又
吉
久
正
の
両
氏
が
当

落
の
境
目
に
あ
っ
て
一
票
を
争
う
大
接
戦
と

な
り
、
開
票
結
果
を
見
よ
う
と
詰
め
か
け
た

群
集
を
始
め
、
立
会
人
ま
で
手
に
汗
を
握
る

シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

〇
…
午
後
三
時
現
在
で
は
金
城
重
宜
氏

七
百
四
十
票
、
又
吉
久
正
氏
七
百
四
十
票
と

全
く
の
同
点
。
続
い
て
両
候
補
の
得
票
数
を

検
票
の
結
果
、
金
城
氏
側
か
ら
六
票
減
っ
て

又
吉
氏
が
リ
ー
ド
。
だ
が
こ
れ
も
つ
か
の
間

で
疑
問
票
か
ら
金
城
氏
の
票
が
六
票
入
り
ま

た
も
同
点
、
つ
ぎ
に
又
吉
氏
が
二
票
ふ
え
る

と
、
今
度
は
ま
た
金
城
氏
が
三
票
ふ
え
て
リ

ー
ド
を
奪
う
と
い
っ
た
調
子
。

〇
…
結
局
最
終
検
票
に
持
込
ま
れ
た
と

き
は
金
城
氏
七
百
四
十
五
票
、
又
吉
氏

七
百
四
十
三
票
と
な
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
金

城
氏
が
二
票
、
又
吉
氏
が
一
票
と
そ
れ
ぞ
れ

無
効
投
票
が
出
て
金
城
氏
が
一
票
の
差
で
当

選
と
な
っ
た
。

　

ど
う
な
る
議
会
勢
力
／
民
主
、
社
大
は

　
　

野
党
に
？

真
和
志
地
区
市
議
補
充
選
挙
の
結
果
、
那
覇

市
会
は
新
た
に
民
連
七
名
、
民
主
二
名
、
社

大
二
名
、
中
立
四
名
の
計
十
五
名
の
議
員
を

む
か
え
る
に
至
っ
た
が
こ
れ
ら
の
新
議
員
を

迎
え
て
兼
次
市
長
と
い
う
震
源
地
を
抱
え
た

那
覇
市
会
が
今
後
ど
う
い
う
動
き
を
見
せ
る

か
注
目
さ
れ
て
い
る
。

今
度
の
選
挙
の
結
果
、
那
覇
市
会
の
各
派
の

勢
力
分
野
は
民
連
十
八
（
こ
の
う
ち
宮
城
清

三
郎
、
島
袋
嘉
順
の
両
議
員
は
立
法
院
議
員

選
出
馬
の
た
め
辞
職
が
確
定
）
中
立
五
、
民
主

二
、
社
大
二
、
月
曜
会
十
七
と
な
っ
た
。
こ

れ
で
民
連
は
一
応
那
覇
市
会
で
第
一
党
で
あ

る
月
曜
会
と
殆
ど
同
じ
勢
力
を
か
ち
と
る
こ

と
に
成
功
し
た
わ
け
だ
が
、
民
主
、
社
大
、

中
立
三
派
の
動
向
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
再
び

絶
対
多
数
を
野
党
に
握
ら
れ
、
議
会
運
営
に

苦
悩
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
三
派
が
今
後
ど
う
い
う
動
き
を
示
す

か
が
注
目
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
民
主
の
二
議

員
は
反
兼
次
と
い
う
点
で
月
曜
会
と
性
格
が

似
か
よ
っ
て
お
り
、
ま
た
月
曜
会
員
の
中
に

も
民
主
系
が
相
当
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
ず

月
曜
会
に
加
入
す
る
か
、
加
入
し
な
い
と
し

て
も
同
一
歩
調
を
と
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
社
大
党
も
一
月

の
市
長
選
挙
で
月
曜
会
、
民
主
党
と
共
闘
体

制
を
と
り
、
平
良
辰
雄
氏
を
か
つ
い
だ
こ
と

か
ら
、
月
曜
会
に
加
入
は
し
な
い
だ
ろ
う

が
、
常
に
気
脈
を
通
じ
合
う
と
い
う
こ
と
に

な
る
よ
う
だ
。

民
主
、
社
大
が
月
曜
会
と
同
一
歩
調
を
と
る

と
な
る
と
、
問
題
は
中
立
派
五
名
の
動
向
と

な
る
が
、
中
立
派
は
為
美
系
が
多
く
、
今
ま
で

為
美
系
の
平
良
議
員
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

民
連
に
同
情
的
な
立
場
に
あ
っ
た
関
係
か
ら
、

今
後
も
民
連
に
近
い
歩
調
を
と
る
も
の
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。　
　

　

民
連
の
得
票
七
千
／
社
大
民
主
と
ほ
ぼ

　
　

同
勢
力

今

度

の

補

充

選

挙

の

各

党

派

別

の

得

票

数

は

多

い

順

に

挙

げ

る

と

△

中

立

七

千

四

百

八

十

七

票

△

民

連

七

千

三

百

二

十

二

票

△

社

大

四
千
八
百
八
十
四
票
△
民
主
三
千
百
十
一

票
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
当
選
に

結
び
つ
い
た
票
数
は
民
連
六
千
五
十
三

票
、
中
立
三
千
四
百
八
十
五
票
、
社
大

二
千
三
百
三
十
二
票
、
民
主
千
七
百
五
十
九

票
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
民
連

は
七
千
票
の
う
ち
千
票
足
ら
ず
が
ム
ダ
に
な

っ
た
だ
け
で
残
り
は
当
選
に
結
び
つ
い
て
お

り
、
こ
れ
は
言
葉
を
か
え
て
い
う
と
〝
民
連

は
立
候
補
者
を
し
ぼ
っ
て
当
選
本
位
で
選
挙

戦
に
臨
ん
だ
〟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

民
連
と
対
照
的
な
の
が
中
立
、
社
大
、
民
主

で
、
三
派
を
合
わ
せ
て
七
千
票
も
ム
ダ
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
候
補
者
が
し
ぼ
れ
ず
、
乱

立
で
共
食
い
を
演
じ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
民
連
も
去
っ
た
市
長
選
挙
で
兼
次
市

長
の
と
っ
た
票
を
確
保
で
き
ず
、
民
主
、
社

大
、
中
立
三
派
の
総
得
票
数
の
二
分
の
一
弱

し
か
と
っ
て
な
い
の
で
き
た
る
三
月
の
立
法

院
議
員
選
挙
が
必
ず
し
も
民
連
優
勢
と
楽
観

す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

党
派
別
総
得
票
数

　

民
連　
　

九
名　
　
　

七
、
三
二
二
票

　

民
主　
　

四
名　
　
　

三
、
一
一
一

　

社
大　
　

六
名　
　
　

四
、
八
八
四

　

中
立 

 

一
二
名 

 

　
　

七
、
四
八
七

　
　
　
　

三
一
名　
　

二
二
、
八
〇
四

　

〝
承
服
出
来
ぬ
〟
／
次
点
の
又
吉
氏

今
度
の
那
覇
市
議
補
充
選
挙
で
第
十
五
位
当

選
の
金
城
重
宜
氏
（
民
連
）
に
わ
ず
か
三
票
の

差
で
敗
れ
た
又
吉
久
正
氏
（
民
主
）
は
、
三

日
自
宅
で
「
選
管
委
の
決
定
に
は
承
服
で
き

な
い
。
異
議
申
し
立
て
を
行
う
」
と
つ
ぎ
の

よ
う
に
語
っ
た
。

　

又
吉
氏
の
話　

立
会
人
は
民
連
側
が
多
く
、

八
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私
の
方
か
ら
は
立
会
人
が
で
て
い
な
い
の
で
、

当
然
私
の
票
で
あ
る
べ
き
の
が
無
効
に
さ
れ
、

そ
の
反
面
ど
う
判
読
し
て
も
金
城
重
宜
と
は

思
え
な
い
票
ま
で
金
城
氏
の
票
と
し
て
数
え

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
不
公
平
と
い
う
外
は

な
い
。
さ
ら
に
よ
く
調
査
し
て
資
料
を
整

え
、
異
議
申
し
立
て
を
行
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

那
覇
市
議
特
別
補
充
選
挙
得
票
数

　
　
　
　

【
選
管
委
午
後
４
時5

0

分
発
表
】

候
補
者
氏
名　
　
　

所
属　
　
　
　
　

得
票

森
田　

孟
松　
　

社
大
（
当
選
）　

一
、
三
二
〇

金
城　

幸
信　
　

社
大
（ 

〃 

）　

一
、
〇
一
二

儀
間　

真
祥　
　

民
連
（ 

〃 

）　
　

九
八
七

玉
城　

正
次　
　

民
主
（ 

〃 

）　
　

九
八
一

金
城　

賢
勇　
　

中
立
（ 

〃 

）　
　

九
六
〇

玉
井　

栄
次　
　

民
連
（ 

〃 

）　
　

九
四
五

普
久
原
朝
光　
　

中
立
（ 

〃 

）　
　

九
一
一

具
志　

清
裕　
　

民
連
（ 

〃 

）　
　

八
九
三

屋
慶
名
政
永　
　

民
連
（ 

〃 

）　
　

八
五
三

黒
潮　
　

隆　
　

民
連
（ 

〃 

）　
　

八
二
八

金
城　

武
一　
　

中
立
（ 

〃 

）　
　

八
二
〇

仲
尾
次
盛
夏　
　

民
連
（ 

〃 

）　
　

八
〇
五

大
城　

清
徳　
　

中
立
（ 

〃 

）　
　

七
九
四

久
場　

景
善　
　

民
主
（ 

〃 

）　
　

七
七
八

金
城　

重
宜　
　

民
連
（ 

〃 

）　
　

七
四
五

　
　

〔
後
略
〕

｜
社　

説
｜

那
覇
市
会
に
か
け
る
期
待 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
２
・
５
〕

　

那
覇
市
会
議
員
の
補
充
選
挙
は
、
規
模
が

小
さ
い
た
め
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
性
質
か

ら
か
、
と
に
か
く
そ
う
強
い
関
心
は
も
た
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
見
方
に
も
よ
る
だ
ろ
う

が
、
瀬
長
前
市
長
時
代
と
、
今
と
で
は
市
会

を
包
む
空
気
が
い
さ
さ
か
変
っ
て
き
た
こ
と

と
、
そ
れ
だ
け
事
態
の
推
移
と
と
も
に
、
那

覇
市
会
に
対
す
る
市
民
の
考
え
方
に
、
一
つ

の
修
正
が
行
わ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
う
い
っ
た
見
方
も
一
つ
の
見

方
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
は
こ
と
わ
る
ま
で

も
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
市
会
運
営
に
対
し

て
、
市
民
は
何
を
い
っ
た
い
望
ん
で
い
る
か

と
い
う
間
接
的
な
答
が
こ
れ
か
ら
推
し
て
も

う
か
が
え
そ
う
で
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
選

挙
の
結
果
は
な
る
ほ
ど
、
兼
次
市
長
に
と
っ

て
は
分
が
よ
く
、
こ
れ
ま
で
の
勢
力
分
野
は

一
変
し
た
し
（
反
民
連
派
八
名
に
対
し
て
、
民

連
七
名
が
当
選
、
し
た
が
っ
て
、
新
議
員
の

勢
力
分
布
図
は
塗
り
変
え
ら
れ
て
与
党
十
八

名
（
民
連
）
野
党
二
十
五
名
、
中
立
一
名
）

お
い
そ
れ
と
市
長
不
信
任
は
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
だ
け
市
長
は
安
泰
に
な
っ
た

と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
市
政
が
い
ま
ま
で
ど
お
り
で
あ

っ
て
は
、
市
の
繁
栄
は
望
め
ぬ
し
、
市
民
の

大
方
の
希
望
は
、
立
派
な
市
会
の
運
営
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

は
、
ご
く
自
然
で
あ
る
。
そ
こ
へ
も
っ
て
来

て
、
与
党
に
過
半
数
を
も
た
な
い
市
長
に
対

し
て
、
野
党
が
い
ま
ま
で
の
行
き
が
か
り

上
、
こ
と
ご
と
く
対
立
の
気
勢
で
市
会
に
臨

む
と
す
れ
ば
、
議
会
は
ま
た
も
混
乱
す
る

し
、
市
長
選
挙
の
尾
を
ひ
い
た
ま
ま
、
混
乱

市
会
へ
導
く
と
い
う
危
険
性
を
孕
ん
で
い

る
し
、
こ
れ
が
決
し
て
市
民
の
福
祉
に
な
る

と
は
誰
も
お
も
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

兼
次
市
長
に
し
て
も
、
市
議
会
の
勢
力
分

野
に
気
を
許
し
て
、
市
民
と
の
約
束
を
守
ら

な
い
勝
手
な
市
政
を
や
る
非
は
と
ら
な
い

に
し
て
も
、
と
に
か
く
民
連
勢
力
の
ふ
え
た

こ
と
を
バ
ッ
ク
に
し
て
市
会
で
物
を
い
う

こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

野
党
議
員
に
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
民
連
派

の
議
員
に
し
て
も
、
那
覇
市
の
発
展
の
た
め

に
は
、
超
党
派
の
結
束
が
望
ま
し
い
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
市
民
の
那
覇
市
政
観
と

い
う
も
の
が
、
民
連
勢
力
の
伸
長
に
よ
っ
て

市
会
の
動
き
が
ど
う
な
る
か
と
い
っ
た
興
味

だ
け
に
つ
な
が
ら
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

又
吉
氏
が
異
議
申
立
／
選
管
委

が
十
五
日
以
内
に
回
答 

　
　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
８
・
２
・
５
〕

去
る
二
日
施
行
の
那
覇
市
議
補
充
選
挙
で
第

十
五
位
当
選
の
金
城
重
宜
氏
（
民
連
）
に
わ

ず
か
三
票
の
差
で
敗
れ
た
又
吉
久
正
氏
（
民

主
）
は
五
日
、
代
理
弁
護
人
宮
良
長
辰
氏
を

伴
い
、
選
管
委
の
当
選
決
定
告
示
は
違
法
で

あ
る
と
異
議
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
開
票
の
結
果
、
金
城
重
宜

氏
の
有
効
票
を
七
四
五
票
、
申
立
人
の
有
効

得
票
を
七
四
二
票
と
算
定
し
金
城
氏
を
最
下

当
選
人
と
決
定
し
て
い
る
が
、
無
効
中
「
又

ヨ
シ
」
な
ど
と
八
票
は
明
ら
か
に
申
立
人
へ

の
も
の
で
、
意
思
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

で
当
然
申
立
人
の
有
効
得
票
に
算
入
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。

ま
た
金
城
氏
の
有
効
得
票
中
に
は
他
事
記
入

と
し
て
無
効
に
す
べ
き
投
票
三
票
「
ヨ
シ
ノ

ブ
」
と
記
載
さ
れ
候
補
者
の
誰
に
投
じ
た
か

不
明
の
た
め
無
効
と
す
べ
き
投
票
一
票
計
四

票
の
無
効
票
が
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
申
立
人
の
有
効
得
票
は
七
五
〇
票
と
な
り
、

金
城
氏
の
有
効
得
票
は
七
四
一
票
と
な
り
申

立
人
が
八
票
の
差
で
当
選
人
と
決
定
す
べ
き

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
選
挙
管
理
委
員
長
は
慎
重

に
再
検
討
す
る
と
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

大
城
選
管
委
員
長
の
話　

開
票
事
務
は
慎
重

九



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
二
月

に
進
め
、
厳
正
な
判
断
を
下
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
け
さ
次
点
の
又
吉
候
補
か
ら
異
議
申
し

出
が
あ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
し

て
十
五
日
以
内
に
は
回
答
す
る
つ
も
り
で
あ

る
。豪

雨
で
浸
水
騒
ぎ
／
満
潮
と
か

ち
合
い
泥
海
／
平
和
通
り
／

商
品
損
害
が
約
三
千
万
円 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
８
・
２
・
７
〕

七
日
午
前
一
時
ご
ろ
か
ら
降
り
出
し
た
豪

雨
の
た
め
各
地
で
浸
水
被
害
が
続
出
、
那

覇
市
内
な
ど
五
百
七
十
四
戸
が
濁
流
に
浸

さ
れ
警
本
警
ら
隊
、
那
覇
署
、
消
防
隊
、
パ

ト
カ
ー
が
出
動
し
て
各
罹
災
地
の
避
難
救

助
を
し
た
。
と
く
に
那
覇
の
平
和
通
り
や

神
里
原
通
り
商
店
街
の
被
害
は
甚
だ
し
く

人
間
の
首
筋
ま
で
く
る
濁
流
で
大
半
の
商

品
が
水
浸
し
、
損
害
総
額
約
三
千
万
円
と

い
わ
れ
旧
正
前
の
カ
キ
入
れ
時
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
て
い
る
。

ガ
ー
ブ
川
沿
い
の
商
店
街
、
住
宅
は
三
尺
か

ら
四
尺
の
浸
水
で
、
商
品
そ
の
他
に
甚
大
な

被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ー
ブ
川
は
七
日
午
前
零
時
ご
ろ
か
ら
ぐ
ん

ぐ
ん
水
量
を
増
し
、
し
か
も
満
潮
時
と
あ
っ

て
流
れ
は
ゆ
る
く
、
逆
に
は
ん
ら
ん
、
降
雨

も
加
わ
っ
て
、
繁
華
街
も
た
ち
ま
ち
ド
ブ
川

と
化
し
た
。

　

浸
水
は
け
さ
六
時
ご
ろ
か
ら
よ
う
や
く
ひ

き
は
じ
め
た
が
、
排
水
が
悪
く
家
族
総
出
で

必
死
の
く
み
出
し
作
業
が
行
わ
れ
た
。
い
ま

の
と
こ
ろ
人
命
の
被
害
は
な
い
よ
う
だ
が
、

商
品
だ
け
で
も
ざ
っ
と
三
千
万
円
の
損
傷
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
警
察
、
消
防
、
市
役

所
、
保
健
所
も
応
援
隊
を
く
り
出
し
、
被
害

調
査
に
乗
り
出
し
て
い
る
が
、
肉
市
場
を
は

じ
め
鮮
魚
、
野
菜
、
果
物
市
場
、
そ
の
他
食

品
店
な
ど
陳
列
棚
ま
で
浸
水
し
て
お
り
、
よ

ご
れ
た
ド
ブ
水
に
洗
わ
れ
た
食
料
品
の
販
売

で
、
今
後
の
伝
染
病
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
浸
水
騒
ぎ
は
戦
後
最
大
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
降
雨
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
排
水
施
設
の
不
備
が
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
お
り
、
河
川
の
拡
張
は
も
と
よ
り

都
市
計
画
の
基
本
的
な
再
検
討
が
望
ま

れ
て
い
る
。

　

〝
排
水
の
不
備
〟

　

平
和
通
り
会
会
長
国
吉
大
昌
氏
の
話　

こ

ん
な
こ
と
は
は
じ
め
て
で
、
大
丸
百
貨
店
だ

け
で
も
五
十
万
円
の
損
害
だ
。
最
近
ガ
ー
ブ

川
の
上
に
家
が
建
ち
は
じ
め
た
が
、
そ
の
支

柱
に
板
ぎ
が
か
か
っ
て
水
の
流
れ
が
ゆ
る
く

な
っ
た
の
も
原
因
の
一
つ
だ
と
思
う
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
前
々
か
ら
市
役
所
に
進
言

し
て
あ
る
が
、
建
築
を
許
可
し
て
い
る
。

　

神
里
原
通
り
会
会
長
平
良
真
次
郎
氏
の
話

浸
水
家
屋
は
約
五
割
、
今
ま
で
浸
水
し
な
か

っ
た
家
も
一
尺
か
ら
二
尺
の
浸
水
だ
。
満
潮

時
で
も
あ
り
、
降
雨
量
も
ひ
ど
か
っ
た
が
、

何
よ
り
も
排
水
施
設
の
不
完
備
が
た
た
っ

て
い
る
。
神
里
原
だ
け
で
も
損
害
は
五
百
万

円
を
上
回
る
で
し
ょ
う
。

　

新
栄
橋
通
り
会
副
会
長
長
嶺
義
詳
氏
の
話

む
つ
み
橋
付
近
の
川
の
上
に
で
き
た
建
物

の
影
響
だ
と
思
う
。
損
害
も
い
ま
の
と
こ
ろ

予
想
で
き
な
い
が
、
甚
大
な
額
だ
ろ
う
。
中

に
は
枕
が
ぬ
れ
て
い
る
の
で
は
じ
め
て
浸

水
に
気
づ
い
た
人
も
い
る
。
根
本
的
な
対
策

が
望
ま
し
い
。

　

通
り
前
交
番
所
Ｈ
巡
査
の
話 

三
時
四
時

頃
は
ま
る
で
海
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
さ
か

交
番
ま
で
浸
水
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

が
、
約
一
尺
位
の
浸
水
で
び
っ
く
り
し
た
。

い
ま
の
と
こ
ろ
人
命
の
被
害
は
な
い
。
拾
わ

れ
た
預
金
通
帳
な
ど
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。

荷
物
運
搬
の
た
め
車
馬
の
通
行
を
許
可
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。
ガ
ー
ブ
川
上
の

建
物
に
つ
い
て
は
警
察
と
し
て
も
市
役
所

に
警
告
し
て
お
い
た
。

　

記
録
的
な
春
先
の
豪
雨
／
坪
当
り
三
石

　
　

七
斗
六
升

六
日
あ
さ
九
時
か
ら
七
日
あ
さ
九
時
ま
で

の
雨
量
は
二
〇
五
・
六
ミ
リ
だ
っ
た
。
こ
れ

は
坪
当
り
三
石
七
斗
六
升
で
、
春
先
の
雨
と

し
て
は
琉
球
気
象
台
創
設
以
来
の
記
録
的

な
豪
雨
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
気
象
台
で
は
七
日
午
前
三
時
に

〝
豪
雨
注
意
報
〟
を
発
し
警
本
保
安
課
電
報
局

を
通
じ
て
「
低
地
の
浸
水
や
ガ
ケ
崩
れ
の
お

そ
れ
の
あ
る
こ
と
」
を
各
地
に
警
告
し
て
い

た
。

こ
の
雨
は
先
島
付
近
に
発
生
し
た
低
気
圧
が

沖
縄
付
近
を
通
過
し
た
さ
い
、
も
た
ら
し
た

も
の
。
き
ょ
う
（
七
日
）
は
と
き
ど
き
小
雨
、

あ
す
か
ら
回
復
す
る
見
込
み
だ
と
い
う
、
然

し
十
日
ご
ろ
は
ま
た
お
天
気
は
崩
れ
そ
う
だ

と
の
こ
と
。

　

各
地
の
被
害
状
況　

警
本
公
安
第
一
課
に
入
っ
た
各
地
の
被
害
状

況
つ
ぎ
の
通
り
。

（
那
覇
市
内
）

△
平
和
通
り
一
帯
、
公
設
市
場
を
中
心
と
す

る
ガ
ー
ブ
ー
川
沿
い
、
二
百
戸
が
床
上
四
尺

の
浸
水
。

△
安
里
付
近
、
安
里
川
沿
い
の
長
野
屋
ホ
テ

ル
一
帯
、
五
十
戸
が
床
上
浸
水
五
尺
、
△
開

南
大
洋
劇
場
周
辺
、
床
上
浸
水
一
尺―

百

戸
、
△
ひ
め
ゆ
り
橋
通
り
床
上
浸
水
三
尺―

五
十
戸
、
△
蔡
温
橋
付
近
、
床
上
浸
水
五
尺

―

百
戸
、
△
崇
元
寺
安
里
川
に
面
し
た
日
琉

館
一
帯
床
上
浸
水
五
尺
、
四
戸
、
床
上
浸
水

二
尺―

五
十
戸
、
床
下
浸
水
一
尺
、
二
十
戸

　
　

〔
後
略
〕

一
〇



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
二
月

｜
社　

説
｜

水
害
対
策
を
怠
る
な 
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五
日
以
来
降
り
続
い
た
雨
は
七
日
の
午
前

二
時
ご
ろ
か
ら
三
時
間
余
に
わ
た
っ
て
坪
当

り
三
石
六
斗
に
も
達
す
る
豪
雨
と
な
り
、
各

地
で
河
川
の
は
ん
ら
ん
騒
ぎ
を
惹
き
起
し
、

那
覇
の
都
心
の
如
き
、
千
五
百
戸
も
水
禍
に

見
舞
わ
れ
る
と
い
う
戦
後
最
大
の
水
害
を
被

っ
て
い
る
。
深
夜
の
豪
雨
来
襲
に
、
一
家
全

員
が
危
く
だ
く
流
に
呑
ま
れ
る
危
機
寸
前
を

救
い
だ
さ
れ
る
と
い
う
避
難
救
出
作
業
も
随

所
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
旧
正
目
当
て
に

仕
入
れ
た
品
物
を
水
浸
し
に
し
て
莫
大
な
損

害
を
被
っ
た
と
い
う
商
店
街
の
な
げ
き
も
深

刻
の
よ
う
だ
。

　

こ
の
浸
水
騒
ぎ
は
ガ
ー
ブ
川
の
岸
に
沿
う

て
軒
を
な
ら
べ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
屋
台
の

支
柱
が
川
底
に
う
ち
抜
か
れ
て
い
る
た
め
、

漂
流
物
が
こ
の
支
柱
に
か
ら
み
つ
い
て
沈
積
、

水
の
流
れ
を
せ
き
と
め
て
い
た
こ
と
に
因
る

よ
う
で
あ
る
。
刻
々
と
増
水
す
る
流
れ
は
屋

台
の
支
柱
と
漂
流
物
に
は
ば
ま
れ
て
は
ん
ら

ん
、
一
瞬
に
し
て
流
域
の
神
里
原
、
開
南
、
平

和
通
り
一
帯
に
あ
ふ
れ
で
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
ガ
ー
ブ
川
の
は
ん
ら
ん
浸
水
騒
ぎ

は
今
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ

ま
で
幾
度
び
と
な
く
繰
り
返
え
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
都
度
指
摘
さ
れ
て
い
た

の
が
屋
台
の
撤
去
と
浚
せ
つ
で
あ
っ
た
。

　

今
度
の
浸
水
原
因
も
ガ
ー
ブ
川
の
上
に

建
て
ら
れ
て
い
る
建
物
に
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
撤
去
さ
せ
る
法
律
が
な

い
た
め
、
危
険
だ
と
は
思
い
な
が
ら
も
、
手

を
こ
ま
ね
い
て
見
送
っ
て
い
た
と
な
る
と
、

こ
れ
は
ま
た
恐
る
べ
き
政
治
怠
ま
ん
で
あ

っ
た
と
も
い
え
る
。
今
度
の
場
合
は
、
そ
れ

こ
そ
不
意
を
つ
か
れ
た
格
好
で
、
浸
水
被
害

を
意
外
に
大
き
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
真
け
ん
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
豪
雨
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
た
結

果
と
し
て
の
浸
水
騒
ぎ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
は
ん
ら
ん
の
直
接
原
因
が
何
ん
で
あ
っ

た
か
、
こ
れ
を
未
然
に
知
り
得
た
か
ど
う
か

に
あ
る
。
浸
水
の
禍
根
が
ガ
ー
ブ
川
の
上
に

建
て
ら
れ
て
い
る
屋
台
の
支
柱
に
あ
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
る
は
ん
ら
ん

騒
ぎ
で
つ
き
と
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
撤

去
す
る
こ
と
に
よ
り
災
禍
が
防
げ
る
こ
と

を
知
り
尽
し
て
い
な
が
ら
何
ら
の
手
も
打

た
れ
ず
に
見
送
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は

結
局
政
治
的
な
怠
ま
ん
が
水
害
を
招
い
た

直
接
原
因
だ
と
も
い
え
よ
う
。

　

豪
雨
に
よ
る
水
害
ば
か
り
で
な
く
、
日
常

の
各
種
災
害
事
故
を
含
め
て
い
え
る
こ
と
で

あ
る
が
、
す
べ
て
人
類
の
被
る
災
禍
と
い
う

も
の
は
全
然
予
知
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
起

っ
て
、
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
惹
起
さ
れ
る

も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
厳
密
に

そ
の
因
果
関
係
を
ほ
り
下
げ
て
探
る
と
な

る
と
根
本
的
な
原
因
は
す
べ
て
不
注
意
と

か
怠
ま
ん
、
無
謀
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す

る
。
今
度
の
場
合
、
人
命
に
被
害
が
な
か
っ

た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
と
も
い

え
よ
う
が
、
降
雨
が
も
っ
と
長
時
間
に
及
ん

だ
と
し
た
ら
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い

た
こ
と
や
ら
思
う
だ
に
ゾ
ッ
と
す
る
。

　

河
川
法
が
ど
う
の
、
こ
う
の
と
、
ガ
ー
ブ

川
の
管
理
保
全
に
つ
い
て
は
所
管
も
琉
球

政
府
に
あ
る
の
か
、
那
覇
市
に
あ
る
の
か
、

ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、
そ

れ
に
は
お
か
ま
い
な
し
に
風
水
害
は
毎
年

お
そ
い
か
か
っ
て
く
る
。
危
険
を
知
り
つ

つ
、
こ
れ
を
放
任
し
て
き
た
責
任
は
琉
球
政

府
も
那
覇
市
も
と
も
ど
も
に
負
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
川
の
上
の
建
造
物
撤
去
も
法
的
根

拠
を
云
々
す
る
前
に
、
先
ず
人
命
尊
重
の
建

前
か
ら
い
っ
て
も
、
早
急
に
合
理
的
な
措
置

が
講
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

今
さ
ら
昔
の
為
政
者
の
治
水
治
山
政
策
を

も
ち
だ
す
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
風
水
害
対

策
の
確
立
こ
そ
沖
縄
の
経
済
発
展
の
基
礎
づ

く
り
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日

照
り
が
続
い
た
と
い
っ
て
は
干
ば
つ
被
害
、

雨
が
降
り
続
け
ば
浸
水
騒
ぎ
、
台
風
が
来
れ

ば
海
陸
と
も
根
こ
そ
ぎ
ひ
っ
か
き
ま
わ
さ
れ
、

そ
の
都
度
物
心
両
面
の
貧
し
さ
を
な
げ
い
て

い
る
が
、
経
済
発
展
に
大
き
な
足
か
せ
と
な

る
も
ろ
も
ろ
の
災
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
抜
か
り
の
な
い
構
え
を

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
事
後
の
救
援
よ

り
事
前
の
補
強
が
要
め
で
あ
る
。

那
覇
市
、
水
害
対
策
へ
動
く
／

水
上
店
舗
撤
去
へ
／
被
災

者
は
市
税
・
使
用
料
の
減
免 
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那
覇
市
議
会
で
は
八
日
ひ
る
三
時
か
ら
全

体
協
議
会
を
開
い
て
、
水
害
対
策
や
被
害
者

に
対
す
る
救
済
策
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ

の
結
果
、
十
日
正
副
議
長
と
市
長
が
行
政
府

に
救
済
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
特
に
被
害

の
大
き
い
公
設
市
場
の
使
用
者
に
対
し
て

は
、
市
場
使
用
料
税
金
の
減
免
措
置
を
講
ず

る
こ
と
を
決
議
、
ひ
る
四
時
半
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
根
本
的
な
治
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
当
局
で
腹
案
を
作
製
、
近
く
臨
時
議
会

を
招
集
し
て
検
討
す
る
。
協
議
会
の
討
論
要

旨
は
次
の
通
り
。

　

宮
城
（
実
）　

水
上
家
屋
の
認
可
や
で
き

た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い

た
い
。

　

松
根
建
設
部
長　

建
築
基
準
法
に
よ
っ

て
建
築
主
事
の
認
可
を
う
け
て
家
屋
は
建

て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
那
覇
に

は
主
事
が
い
な
い
の
で
、
直
接
政
府
の
主
事

一
一



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
二
月

が
認
可
し
て
い
る
。
ガ
ー
ブ
川
は
戦
後
つ
く

ら
れ
た
川
で
あ
り
私
有
地
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
地
主
と
賃
貸
借
を
結
ん
で
建
築
許
可
を

う
け
て
い
る
が
、
主
事
が
こ
れ
に
建
築
の
認

可
を
し
た
た
め
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

た
と
思
う
。

　

市
長　

市
と
し
て
は
、
こ
の
水
上
店
舗
は

好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
△
河
川
を

都
計
事
業
河
川
と
し
て
主
席
の
認
可
を
う
け

れ
ば
、
都
計
法
十
一
条
の
規
定
に
よ
っ
て
撤

去
す
る
△
河
川
法
に
よ
る
河
川
の
認
定
を
し

て
も
ら
い
、
そ
の
上
に
建
築
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
△
建
築
基
準
法
を
適
用
し
、
そ
の

三
十
五
条
に
よ
っ
て
災
害
危
険
地
域
を
指
定

し
て
撤
去
す
る
と
い
う
三
点
か
ら
こ
の
問
題

を
検
討
し
て
い
る
。

　

仲
宗
根　

被
害
者
の
救
済
に
つ
い
て
も
予

算
措
置
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
当
局
で
具
体

的
な
案
を
つ
く
っ
て
早
急
に
議
会
に
出
す
こ

と
を
要
望
し
、
具
体
案
が
で
き
て
か
ら
本
会

議
を
開
い
て
は
（
全
員
賛
成
）

　

市
長　

さ
し
当
っ
て
正
副
議
長
と
市
長
が

早
急
に
政
府
に
対
し
て
救
済
措
置
を
講
ず
る

よ
う
要
望
す
る
こ
と
を
決
め
て
も
ら
い
た
い
。

政
府
に
は
災
害
復
旧
費
八
千
万
円
あ
り
、
さ

ら
に
予
備
費
、
社
会
局
関
係
の
予
算
か
ら
の

流
用
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
出
し
て
も

ら
う
よ
う
に
要
望
す
る
。
と
と
も
に
、
諸
税

の
減
免
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て
も
要

望
し
た
い
。

さ
ら
に
こ
の
機
に
ガ
ー
ブ
川
の
公
有
河
川
の

認
定
も
お
願
い
し
た
い
の
で
月
曜
日
（
十
日
）

に
正
副
議
長
と
市
長
が
政
府
に
要
請
し
た
い

と
思
う
。
更
に
市
場
使
用
料
の
減
免
に
つ
い

て
は
、
市
場
使
用
料
徴
収
条
例
に
よ
っ
て
市

長
の
権
限
に
よ
っ
て
で
き
る
が
、
民
主
的
に

行
う
た
め
に
議
会
の
了
解
を
得
た
い
。
次
に

店
舗
の
改
修
は
当
然
市
の
予
算
で
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
早
急
に
予
算
措
置
を

講
じ
た
い
。
（
全
会
一
致
で
市
長
の
提
案
三

事
項
を
決
議
）

浸
水
千
八
百
戸
／
損
害
八
千
万

円
／
那
覇
市 
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那
覇
市
で
は
、
去
る
七
日
の
豪
雨
に
よ
る
浸

水
被
害
の
調
査
を
進
め
て
い
る
が
八
日
ま
で

に
判
明
し
た
被
害
状
況
次
の
通
り
。

　

浸
水
総
坪
数
＝
八
万
八
千
坪
で
、
床
上
浸

水
千
五
十
三
、
床
下
浸
水
八
百
二
十
六
、
計

千
八
百
七
十
九
戸
と
な
っ
て
お
り
、
被
害
額

は
八
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

被
害
内
訳　

△
公
設
市
場
、
丸
国
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
平
和
通
り
一
帯
、
平
和
橋
か
ら
千
歳

橋
の
川
沿
い
の
商
店
街―

床
上
＝
六
百
戸
、

床
下
＝
三
百
六
十
戸
△
久
茂
地
川
上
流
、
ガ

ー
ブ
川
下
流
沿
い―

床
上
＝
二
百
六
十
六

戸
、
床
下
＝
百
二
十
四
戸
△
神
里
原
一
帯―

床
上
＝
百
十
五
戸
、
床
下
＝
百
二
十
六
戸
△

日
琉
館
付
近―

床
上
＝
七
十
九
戸
、
床
下
＝

五
十
五
戸
△
蔡
温
橋
一
帯―

床
上
＝
三
十

戸
、
床
下
＝
二
十
八
戸
〇
そ
の
他
、
橋
梁
、
防

堤
五
。

　

被
害
額
＝
約
八
千
万
円
（
概
算
）
被
害

店
舗
約
二
千
軒
で
一
戸
当
り
約
四
万
円
と

見
積
る
。
△
農
作
物―

調
査
中
△
水
産

関
係
＝
な
し
△
水
道
関
係
＝
姫
百
合
橋

十
二
吋
送
水
管
破
損
（
修
復
費
二
万
五
千

円
、
損
失
水
量
費
八
千
五
百
四
十
四
円
、
計

三
万
三
千
五
百
四
十
四
円
）

｜
社　

説
｜

泥
ま
み
れ
の
那
覇
市 
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臭
気
鼻
を
つ
く
ガ
ー
ブ
ー
の
濠
（
ほ
り
）
は

那
覇
市
の
象
徴
だ
と
あ
る
旅
行
者
は
い
っ

た
。
こ
れ
は
そ
の
も
の
ぴ
し
ゃ
り
で
あ
る
。

表
通
り
は
ビ
ル
街
で
自
動
車
が
は
ん
ら
ん
、

町
々
を
行
く
人
々
も
着
飾
っ
て
い
る
が
、
裏

を
の
ぞ
く
ま
で
も
な
く
、
ち
ょ
っ
と
目
を
外

ら
す
だ
け
で
、
汚
れ
た
足
裏
が
の
ぞ
か
れ
る

と
い
う
格
好
で
あ
る
。

　

そ
の
那
覇
市
の
中
で
も
那
覇
市
場
は
経

済
の
心
臓
部
を
な
し
、
市
民
の
動
き
の
中
軸

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
肝
心
な
那
覇

市
場
が
元
々
住
む
に
絶
え
な
い
、
畑
に
も
な

ら
ぬ
捨
て
地
の
沼
地
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
混

乱
期
に
こ
こ
に
自
然
に
市
場
が
生
れ
た
わ

け
だ
が
、
こ
れ
を
放
任
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
大
き
い
政
策
上
の
過
失
と
な
っ
た
。
不

衛
生
で
浸
水
は
自
然
の
成
行
き
で
あ
る
場

所
に
定
着
さ
せ
た
方
も
、
定
着
し
た
市
民
た

ち
も
賢
明
と
は
い
え
な
い
が
、
今
と
な
っ
て

は
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
結
局
は
こ
の
不
自
然
な

市
場
の
発
生
に
対
す
る
善
後
処
置
は
、
自
然

の
改
造
以
外
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

当
間
重
民
市
長
時
代
に
ガ
ー
ブ
ー
上
流

の
雨
水
を
与
儀
・
古
波
蔵
を
経
て
那
覇
港
の

漫
湖
に
注
ぐ
計
画
を
し
た
が
、
そ
れ
が
ま
だ

実
現
し
な
い
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
ガ
ー
ブ

ー
へ
の
排
水
流
は
限
ら
れ
た
も
の
に
な
り
、

浸
水
騒
ぎ
も
完
全
に
阻
止
で
き
る
の
で
あ

る
。
市
場
の
商
人
た
ち
は
そ
れ
が
那
覇
市
政

の
最
大
の
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
き
た
。
市
当
局
が
こ
れ
を
果
す
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
常
住
浸
水
被
害
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
外
は
な
い
の
で

あ
る
。
十
年
前
の
浸
水
被
害
の
後
こ
の
こ
と

を
市
場
の
商
人
た
ち
は
忘
れ
て
い
た
。
水
上

に
杭
を
打
ち
込
ん
で
店
舗
を
作
ら
せ
た
こ

と
も
、
作
っ
た
こ
と
も
、
双
方
と
も
無
茶
と

い
う
外
は
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
市
場
の
浸
水
被
害
だ
け
で

な
く
、
那
覇
市
全
体
が
排
水
の
な
っ
て
い
な

い
泥
ま
み
れ
の
街
で
あ
る
こ
と
を
一
般
市

一
二



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
二
月

民
は
知
っ
て
い
な
い
。
泥
ま
み
れ
に
な
れ
た

た
め
か
、
あ
き
ら
め
た
た
め
か
わ
か
ら
な
い

が
、
排
水
に
つ
い
て
一
般
市
民
は
余
り
に
も

無
神
経
で
あ
る
。
排
水
が
わ
れ
わ
れ
の
生
活

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
も
十
分
に
認

識
、
莫
大
な
経
費
を
要
す
る
こ
の
仕
事
の
実

現
と
市
政
を
関
連
さ
し
て
考
え
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

更
生
資
金
の
貸
付
な
ど
／
水
害

救
済
を
政
府
に
陳
情 
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那
覇
市
兼
次
市
長
、
高
良
、
渡
口
正
副
議
長

ら
は
十
日
あ
さ
十
時
半
、
行
政
府
で
知
念
官

房
長
と
会
い
、
去
る
七
日
の
豪
雨
に
よ
る
浸

水
被
害
者
に
対
す
る
救
済
と
、
浸
水
防
止
に

対
す
る
根
本
的
な
対
策
に
つ
い
て
陳
情
し
た
。

こ
れ
は
八
日
の
市
議
会
全
体
協
議
会
の
議
決

を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
直
接
主
席
に
陳

情
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
主
席
が
不
在

の
た
め
、
知
念
官
房
長
と
あ
い
、
罹
災
者
に
対

す
る
食
料
品
の
特
配
、
所
得
税
の
減
免
、
金

融
機
関
に
対
す
る
更
生
資
金
貸
付
の
特
別
措

置
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
緊
急
措
置
と
、
根
本

的
な
浸
水
予
防
策
と
し
て
、
水
上
家
屋
を
撤

去
す
る
た
め
に
安
里
、
ガ
ー
ブ
両
川
を
河
川

法
準
用
河
川
と
し
て
認
可
す
る
よ
う
陳
情
し

た
。

こ
れ
に
対
し
て
知
念
官
房
長
は
「
主
席
と
も

は
か
り
、
社
会
局
、
工
交
局
に
連
絡
し
て
善

処
す
る
」
と
回
答
し
た
。

　

陳
情
書
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

　

救
急
措
置
に
つ
い
て　

七
日
の
豪
雨
に
よ

っ
て
平
和
通
り
一
帯
、
公
設
市
場
等
の
浸
水

面
積
は
八
万
八
千
坪
に
も
及
び
損
害
額
は
約

八
千
万
円
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
罹
災
者

の
中
に
は
倒
産
者
も
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
罹
災
者
に
対
し
て
、
政
府
で

も
早
急
に
調
査
検
討
の
上
△
食
料
品
等
の
特

配
、
△
更
生
資
金
の
貸
付
方
に
つ
い
て
、
特

別
措
置
を
講
ず
る
よ
う
金
融
機
関
に
あ
っ
せ

ん
し
て
も
ら
い
た
い
。
△
市
当
局
と
し
て
は

公
設
市
場
使
用
料
の
中
止
ま
た
は
減
免
を
考

慮
中
で
あ
る
が
、
政
府
で
も
所
得
税
の
減
免

措
置
を
考
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

河
川
法
の
準
用
に
つ
い
て　

安
里
川
（
安

里
橋
か
ら
久
茂
地
川
間
七
百
間
）と
ガ
ー
ブ
川

（
旧
鉄
道
路
線
か
ら
久
茂
地
川
間
約
八
百
七
十

間
）
は
河
川
法
の
準
用
河
川
と
し
て
の
認
定
が

な
い
た
め
に
、
行
政
上
多
大
の
困
難
を
き
た
し

て
い
る
が
、
両
河
川
は
公
共
の
利
害
に
重
大
な

関
係
が
あ
る
の
で
、
次
の
諸
状
況
に
よ
り
河
川

法
の
準
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
両
河
川
は
市
街
の
中
心
部
を
通
り
河
川

法
準
用
河
川
と
同
程
度
の
価
値
を
有
す
る
。

二
、
両
河
川
は
毎
年
大
雨
の
際
は
、
宅
地
浸

水
面
積
八
万
八
千
坪
に
も
及
び
、
去
る
七
日

の
豪
雨
の
際
に
は
床
上
浸
水
千
五
十
三
、
床

下
浸
水
八
百
二
十
六
戸
を
出
し
た
。

水
上
店
舗
の
撤
去
陳
情
／
那
覇

各
通
り
会
で
水
害
対
策 
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水
害
で
約
一
億
円
の
被
害
を
受
け
た
那
覇
市

商
店
街
は
、
九
日
平
和
通
り
会
を
始
め
九
通

り
会
で
「
水
害
対
策
連
合
委
員
会
」
を
組

織
、水
害
対
策
に
立
上
る
こ
と
に
な
っ
た
。
対

策
委
員
長
に
仲
井
真
元
楷
氏
を
選
び
、
十
日

あ
さ
十
一
時
早
速
業
者
代
表
約
三
十
名
が
市

役
所
を
訪
れ
、
今
度
の
水
害
の
大
き
な
原
因

を
な
し
た
と
い
う
水
上
店
舗
の
撤
去
と
ガ
ー

ブ
川
の
浚
渫
工
事
を
早
く
や
っ
て
貰
い
た
い
、

と
強
く
訴
え
た
。
こ
の
陳
情
に
対
し
、
市
役

所
で
は
、
ガ
ー
ブ
川
の
浚
渫
は
す
ぐ
着
工
し

た
い
が
、
水
上
店
舗
は
河
川
法
に
よ
る
準
用

河
川
の
認
定
が
な
い
た
め
に
市
で
撤
去
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
政
府
に
で
き
る
だ

け
早
く
準
用
河
川
に
認
定
し
て
貰
っ
た
上
で

撤
去
し
た
い
、
と
回
答
し
た
。

　

仲
井
真
対
策
委
員
長
の
話　

現
在
の
ガ

ー
ブ
川
は
、
最
大
降
雨
量
と
川
の
幅
員
と
深

さ
を
比
較
す
る
と
絶
対
に
は
ん
ら
ん
す
る

状
態
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
商

店
街
は
い
つ
も
水
害
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
委
員
会
と
し
て
は
今
後
は
関
係
団

体
と
も
協
力
し
て
絶
え
ず
当
局
と
折
衝
し

た
い
。
近
く
被
害
者
の
市
民
大
会
も
開
い
て

強
力
に
水
害
対
策
に
乗
出
す
意
向
で
あ
る
。

現
職
や
め
さ
す
な
／
反
民
連
新

議
員
が
要
望 
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去
る
二
日
に
行
わ
れ
た
真
和
志
地
区
の
那
覇

市
議
補
欠
選
挙
で
当
選
し
た
森
田
孟
松
氏
ら

反
民
連
八
名
の
新
議
員
は
、
十
日
あ
さ
十
時

す
ぎ
、
那
覇
市
役
所
を
訪
れ
、
同
真
和
志
支

所
の
職
員
人
事
に
つ
い
て
、
兼
次
市
長
と
話

し
合
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
編
入
合
併
に
よ
り
大
那
覇

市
民
と
し
て
出
発
し
た
真
和
志
地
区
が
あ

ら
ゆ
る
事
業
、
そ
の
他
事
務
面
な
ど
を
ス
ム

ー
ズ
に
運
ぶ
上
に
、
最
も
重
要
な
時
期
に
あ

る
の
で
、
そ
の
こ
と
に
最
も
詳
し
い
現
職
員

を
異
動
す
る
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
、

絶
対
に
人
事
異
動
を
し
な
い
よ
う
申
し
入
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
兼
次
市
長
は
、
同
支
所

の
職
員
異
動
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ

何
に
も
考
え
て
い
な
い
と
回
答
、
な
ご
や
か

な
話
し
合
い
で
あ
っ
た
。

〝
科
学
的
に
調
査
せ
よ
〟
／
水
上

店
舗
業
者
が
協
議 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
８
・
２
・1

2

〕

那
覇
市
内
平
和
通
り
一
帯
の
水
害
の
大
き
な

原
因
が
ガ
ー
ブ
川
に
出
来
た
水
上
店
舗
や
屋

台
の
た
め
に
水
流
が
さ
え
ぎ
ら
れ
た
た
め
だ

一
三



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
二
月

と
し
て
那
覇
市
水
害
対
策
連
合
会
（
委
員
長

仲
井
真
元
楷
氏
）
が
市
当
局
に
撤
去
を
陳
情

し
て
い
る
が
水
上
店
舗
業
者
は
事
実
を
無
視

し
た
一
方
的
な
行
為
だ
と
し
て
十
一
日
夜
八

時
半
か
ら
む
つ
み
通
り
会
（
会
長
宮
里
正
則

氏
）
の
会
員
十
五
名
が
む
つ
み
園
に
集
ま
り

撤
去
反
対
運
動
を
き
す
る
た
め
水
上
店
舗
組

合
を
結
成
す
べ
く
準
備
委
員
会
を
開
い
た
。

宮
里
正
則
氏
（
む
つ
み
通
会
々
長
）を
委
員
長

に
山
城
善
光
氏
（
む
つ
み
園
経
営
主
）
黒
潮

隆
氏
（
那
覇
市
議
員
）
ら
委
員
十
名
が
河
川

上
の
店
舗
が
水
害
の
原
因
で
あ
っ
た
か
を
農

連
市
場
前
か
ら
ガ
ー
ブ
川
下
流
ま
で
調
査
し

た
結
果
そ
の
事
実
の
な
い
事
を
確
か
め
、
平

和
通
り
一
帯
の
業
者
が
商
売
上
の
利
害
か
ら

誤
っ
た
世
論
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
と
し
同

業
者
に
呼
び
か
け
十
三
日
（
夕
七
時
か

ら
）
農
連
市
場
で
大
会
を
開
き
組
合
結
成
、
水

害
対
策
連
合
会
の
水
上
店
舗
撤
去
陳
情
に
対

し
て
反
対
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
申
し
合

せ
た
。

組
合
結
成
準
備
会
の
調
査
に
も
と
づ
く
水
害

の
原
因
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

△
ガ
ー
ブ
川
の
氾
濫
は
、
真
和
志
上
間
区
辺

り
か
ら
中
央
農
指
所―

市
内
ガ
ー
ブ
川
流
域

一
帯
に
わ
た
る
広
い
地
域
か
ら
流
れ
る
水
量

を
二
間
半
か
ら
四
間
の
狭
い
川
で
は
到
底
は

き
だ
せ
な
い
。
△
市
の
架
設
し
た
ガ
ー
ブ
川

上
の
橋
は
何
れ
も
水
上
店
舗
の
台
桁
よ
り
低

く
、
水
上
店
舗
の
台
桁
に
水
は
か
か
っ
て
い

な
い
。
△
河
川
の
い
た
る
所
に
土
砂
が
積
り
、

水
路
を
塞
ぎ
、
数
カ
所
に
三―

四
尺
の
土
砂

に
よ
る
土
が
出
来
て
い
る
。
△
川
に
ク
イ
が

放
置
さ
れ
て
い
る
。
公
設
市
場
や
平
和
通
り

一
帯
は
川
フ
チ
よ
り
地
盤
が
低
い
。
△
満
潮

時
に
は
公
設
市
場
付
近
は
川
の
水
面
が
僅
か

六
フ
ィ
ー
ト
し
か
な
い
。

水
上
店
舗
の
一
つ
も
な
い
ひ
め
ゆ
り
橋
通
り

で
も
か
つ
て
な
い
浸
水
騒
ぎ
を
起
し
た
の
は

短
時
間
に
降
雨
が
多
か
っ
た
事
が
最
大
の
原

因
で
、
当
局
は
も
っ
と
科
学
的
に
調
査
す
べ

き
だ
と
し
て
い
る
。

水
上
店
舗
、
屋
台
組
合
結
成
準
備
委
員
代
表

宮
里
正
則
氏
の
話　

わ
れ
わ
れ
も
被
害
者
で

あ
る
。
被
害
の
原
因
を
わ
れ
わ
れ
弱
い
水
上

店
舗
業
者
の
せ
い
に
し
て
根
本
的
な
原
因
を

究
明
し
て
い
な
い
の
は
遺
憾
だ
。

利
害
の
か
け
引
き
に
よ
っ
て
責
任
を
転
嫁
し

よ
う
と
す
る
一
部
の
人
々
の
態
度
に
は
不
満

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
都
市
形
成
の
た
め
に

は
す
す
ん
で
市
当
局
、
政
府
に
も
協
力
し
て

行
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
不
適
と
思
わ
れ

る
業
者
に
は
自
粛
的
に
改
善
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
た
い
。
し
か
し
不
当
な
強
制
に
は
絶

対
反
対
し
て
生
活
権
を
守
る
た
め
に
団
結
し

て
当
る
こ
と
に
す
る
。

水
上
店
舗
が
最
大
原
因
／
那
覇

都
心
の
水
害
／
市
当
局
の
調

査
終
る
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那
覇
市
役
所
土
木
課
で
は
七
日
の
豪
雨
に

よ
る
水
害
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
た

が
、
こ
れ
が
こ
の
程
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
こ

の
資
料
を
基
礎
に
今
後
の
水
害
対
策
を
練

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
調
査
に
よ
る
と
浸

水
の
最
大
原
因
は
水
上
店
舗
だ
と
さ
れ
て

お
り
、
水
上
店
舗
経
営
主
や
社
大
党
那
覇
支

部
が
、
水
上
店
舗
は
水
害
の
原
因
で
は
な
い

と
主
張
し
て
い
る
こ
と
と
反
対
の
結
果
が

で
て
お
り
注
目
さ
れ
て
い
る
。
調
査
書
の
内

容
は
つ
ぎ
の
通
り
。

ガ
ー
ブ
川
の
現
状　

ガ
ー
ブ
川
の
現
状
を

見
る
と
△
試
験
場
地
点
の
川
幅
が
三
米
、
川

の
高
さ
が
二
米
、
通
水
流
量
毎
秒
三
十
立

方
米
、
流
下
流
量
二
十
九
立
方
米
△
千
歳

橋
地
点
が
川
幅
六
米
、
川
の
高
さ
二
、
三

米
、
通
水
流
量
毎
秒
二
十
立
方
米
、
流
下
流

量
二
十
九
立
方
米
△
む
つ
み
橋
地
点
川
幅

七
、
五
米
、
川
の
高
さ
二
米
、
通
水
量
二
十
五

立
方
米
、
流
下
流
量
三
十
一
立
方
米
△
南
美

栄
橋
地
点
川
幅
八
米
、
川
の
高
さ
二
米
、
通

水
流
量
二
十
五
立
方
米
、
流
下
流
量
二
十
九

立
方
米
△
旭
橋
地
点
川
幅
十
五
米
、
川
の
高

さ
三
・
三
米
、
通
水
流
量
五
十
四
立
方
米
、
流

下
流
量
四
十
立
方
米
、
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
見
る
と
久
茂
地
川
の
通
水
流
量
は

流
下
流
量
を
十
分
に
排
除
で
き
る
能
力
が
あ

る
が
、
千
歳
橋
、
む
つ
み
橋
、
南
美
栄
橋
の

地
点
は
現
在
の
河
川
断
面
で
は
今
度
の
よ
う

な
豪
雨
は
排
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

今
度
の
浸
水
が
大
き
か
っ
た
原
因　

ま
ず

第
一
の
原
因
は
水
上
店
舗
及
び
屋
台
店
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
雨
が
降
り
始
め
て
か
ら
ガ

ー
ブ
川
の
各
地
点
に
雨
水
が
到
達
す
る
時

間
は
試
験
場
地
点
で
二
十
分
、
む
つ
み
橋
地

点
で
三
十
四
分
、
南
美
栄
橋
地
点
で
四
十
五

分
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
流
水
時
間
で
河
水

が
流
れ
て
い
る
と
千
歳
橋
付
近
や
市
場
で

は
例
年
に
比
べ
て
そ
う
被
害
が
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
水
上
店
舗
及
び
屋
台

の
支
柱
の
た
め
流
水
通
過
に
支
障
を
き
た

す
と
共
に
、
支
柱
に
塵
芥
、
板
ぎ
れ
が
ひ
っ

か
か
り
、
流
水
を
せ
き
止
め
て
お
り
、
水
上

店
舗
、
屋
台
店
の
水
害
の
影
響
は
大
き
く
、

こ
れ
ら
の
撤
去
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

沖
縄
社
会
党
結
成
さ
る
／
当

分
集
団
指
導
制
を
採
用 
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十
六
日
ひ
る
二
時
四
十
五
分
か
ら
遊
園
地

劇
場
で
〝
沖
縄
社
会
党
〟
の
結
党
大
会
が
行

わ
れ
た
。
小
雨
模
様
の
天
候
の
中
を
、
都
市

や
中
、
南
、
北
部
の
各
地
か
ら
百
余
名
の
同

志
が
参
加
し
、
予
定
通
り
議
事
を
進
行
さ

一
四



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
二
月

せ
、
五
時
過
ぎ
散
会
し
た
。

沖
縄
社
会
党
は
既
報
の
通
り
、
社
会
主
義
革

命
を
目
指
す
勤
労
階
級
の
結
合
体
と
し
て
、

本
土
の
社
会
党
の
県
連
支
部
的
な
性
格
の

も
の
に
育
成
し
て
行
く
こ
と
を
、
結
党
大
会

で
万
場
一
致
可
決
、
綱
領
お
よ
び
規
約
、
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
に
つ
い
て
も
、
準
備
委

員
の
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
他
役
員

人
事
に
つ
い
て
も
当
分
の
間
は
中
央
執
行

委
員
長
や
書
記
長
は
置
か
ず
、
政
策
審
議
委

員
、
財
政
委
員
、
統
制
委
員
、
会
計
監
査
委

員
の
集
団
指
導
制
で
党
運
営
に
当
る
こ
と

に
な
っ
た
。

同
党
は
党
本
部
を
那
覇
市
に
置
き
、
支
部
設

置
に
つ
い
て
は
、
同
一
市
町
村
を
単
位
と
し

て
党
員
三
十
名
以
上
を
以
て
組
織
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
中
央
執
行
委
員
は
二
十
名
で

都
市
地
区
か
ら
八
名
、
中
、
南
、
北
部
の
各

地
区
か
ら
各
々
四
名
で
、
中
央
委
員
は
都
市

お
よ
び
各
地
区
と
も
各
々
十
名
で
四
十
名

と
な
っ
て
い
る
。
役
員
名
は
次
の
と
お
り
。

政
策
審
議
委
員
長
＝
岸
本
利
実
、
財
政
委
員

長
＝
並
屋
徳
善
、
統
制
委
員
長
＝
吉
野
幸

一
、
会
計
監
査
委
員
＝
松
本
吉
次
郎
、
山
城

珍
重
。

【
中
央
執
行
委
員
】
与
那
嶺
豊
見
、
浦
崎
直
良
、

浦
崎
直
成
、
具
志
堅
興
和
、
花
城
清

光
、
松
田
豊
成
、
呉
屋
盛
興
、
新
垣
善
春
、
平

山
彰
夫
、
岸
本
利
実
、
兼
次
佐
一
、
黒
潮
武

秀
、
並
里
徳
善
、
宮
良
寛
才
、
浦
崎
直

英
、
仲
村
栄
、
新
垣
盛
信
、
仲
原
英
通
、
吉

野
幸
一
、
崎
浜
盛
敏
、
飯
田
忠
。

兼
次
氏
の
話　

か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
っ

た
日
本
社
会
党
の
県
連
支
部
的
な
性
質
を
持

つ
沖
縄
社
会
党
が
本
日
結
成
さ
れ
た
こ
と
を

心
か
ら
う
れ
し
く
思
う
。
わ
れ
わ
れ
が
社
大

党
か
ら
脱
党
し
た
理
由
は
、
同
党
が
革
新
政

党
ら
し
き
行
動
が
全
く
な
く
、
最
近
で
は
保

守
か
革
新
か
の
分
別
す
ら
つ
け
難
く
、
殆
ど

救
い
難
き
状
態
に
落
ち
入
っ
た
た
め
で
あ
っ

た
。
脱
党
と
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
新
党
を
結

成
す
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も

即
時
祖
国
復
帰
、
沖
縄
の
原
水
爆
基
地
化
反

対
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
趣
旨
に
基
く
革

新
政
党
結
成
を
宣
言
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
何

処
ま
で
も
理
論
と
行
動
を
両
立
さ
せ
、
住
民

の
た
め
の
よ
り
良
い
政
治
の
改
革
に
努
め
て

行
き
た
い
。

民
連
手
入
れ
第
二
段
階
へ
／
兼

次
市
長
ら
を
取
調
べ
／
関
係

者
き
ょ
う
あ
す
一
挙
に 
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十
四
日
い
ら
い
民
連
の
手
入
れ
を
進
め
て
い

る
巡
回
検
察
庁
特
捜
部
で
は
、
十
七
日
ま
で

に
池
原
担
当
検
事
の
下
で
ほ
と
ん
ど
の
物
的

証
拠
を
揃
え
た
の
で
十
八
日
午
後
か
ら
直
ち

に
関
係
者
調
べ
に
入
り
、
大
湾
喜
三
郎
氏
（
民

連
事
務
局
長
）
と
兼
次
佐
一
氏
（
同
執
行
委

員
）
の
両
幹
部
に
任
意
出
願
を
求
め
て
調
べ

を
行
っ
た
。

　

こ
の
関
係
者
調
べ
に
よ
っ
て
調
査
は
第

二
段
階
に
入
っ
た
わ
け
だ
が
、
民
連
の
場
合

は
問
題
の
違
反
事
実
（
無
届
政
治
活
動
）
が

明
ら
か
に
表
れ
て
い
る
と
す
る
検
察
庁
は
、

罪
状
構
成
の
裏
付
け
は
物
的
証
拠
に
よ
っ

て
十
分
だ
と
み
て
お
り
、
関
係
者
調
べ
は
短

期
間
に
切
り
上
げ
る
方
針
の
よ
う
で
、
幹
部

級
は
ひ
と
ま
ず
調
べ
た
の
で
、
他
の
関
係
者

は
十
九
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
一
挙
に

取
調
べ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。
従
っ
て
早

け
れ
ば
今
週
末
、
遅
く
と
も
来
週
半
ば
ま
で

に
は
い
ち
お
う
起
訴
、
不
起
訴
を
決
め
る
も

の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
十
八
日
午
後
任
意
出
頭
に
応
じ

た
大
湾
氏
は
四
時
半
カ
ッ
キ
リ
検
察
庁

に
入
っ
た
が
、
取
調
べ
は
五
分
て
い
ど
。

民
連
の
事
務
局
長
に
間
違
い
な
い
か
ど

う
か
確
め
ら
れ
た
だ
け
だ
と
同
氏
は
語

り
、「
今
後
の
対
策
と
い
っ
て
、
ど
う
し
よ

う
も
こ
う
し
よ
う
も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
っ
て
い
た
。

兼
次
氏
は
大
湾
氏
に
つ
づ
い
て
市
長
専

用
車
で
乗
り
つ
け
た
が
、
取
調
べ
内
容
に

つ
い
て
は
語
ら
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
瀬
長
亀
次
郎
氏
（
民
連
議
長
）

も
出
頭
を
求
め
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
同
氏

は
病
気
で
豊
見
城
村
の
島
医
院
に
入
院
中

の
た
め
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
病

院
で
の
取
調
べ
を
希
望
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。

　

〝
断
固
た
る
反
撃
を
う
け
よ
う
〟

検
察
庁
の
手
入
れ
に
対
し
民
連
本
部
で
は

十
八
日
午
後
、
次
の
声
明
を
発
表
し
た
。

　

【
声
明
要
旨
】

基
地
権
力
者
と
当
間
任
命
政
府
は
、
民
連
に

対
し
集
成
刑
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
新
し

い
弾
圧
に
乗
り
出
し
て
き
た
が
、
民
連
の
統

一
戦
線
と
し
て
の
行
動
は
、
民
主
主
義
社
会

に
お
け
る
公
明
な
る
政
治
活
動
の
原
則
に
て

ら
し
、
い
さ
さ
か
も
非
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は

な
い
。
民
連
弾
圧
の
意
図
は
原
水
爆
基
地
化

反
対
、
祖
国
復
帰
、
四
原
則
貫
徹
、
民
主
主

義
擁
護
の
た
め
に
闘
う
民
連
が
、
広
汎
な
県

民
大
衆
に
支
持
さ
れ
、
県
民
団
結
の
中
心
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
崩
し
那
覇
市
長

を
再
び
追
放
し
、
立
法
院
選
挙
で
反
動
売
国

勢
力
を
勝
た
せ
よ
う
と
言
う
陰
謀
に
根
ざ
し

て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
政
治
的
弾
圧
で

あ
り
県
民
の
民
主
主
義
破
壊
で
あ
り
、
こ
れ

を
許
す
な
ら
ば
原
水
爆
基
地
化
、
土
地
取
り

あ
げ
と
一
括
払
い
、
永
久
軍
事
支
配
を
許
す

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
露
骨
な
政
治
的

意
図
を
持
つ
弾
圧
は
、
祖
国
の
同
胞
は
勿
論
、

世
界
の
平
和
独
立
の
勢
力
か
ら
の
断
固
た
る

反
撃
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
弾

一
五
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圧
を
直
ち
に
止
め
、
全
県
民
に
世
界
人
権
宣

言
、
国
連
憲
章
に
従
い
、
政
治
活
動
の
自

由
、
結
社
の
自
由
を
保
証
す
る
こ
と
を
要
求

す
る
。

正
副
議
長
が
辞
意
表
明
／
け
さ

兼
次
市
長
就
任
初
市
会 
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兼
次
市
長
就
任
初
の
那
覇
市
臨
時
議
会
は
、

二
十
四
日
あ
さ
十
一
時
か
ら
旧
真
和
志
地
区

選
出
の
十
五
議
員
も
加
わ
り
四
十
名
が
出
席
、

（
欠
席
は
辺
野
喜
、
崎
山
両
議
員
）
し
て
開
か

れ
た
が
、
午
前
中
は
兼
次
市
長
の
議
会
招
集

の
挨
拶
と
、
新
議
席
の
決
定
を
み
た
だ
け
で
、

議
案
審
議
は
午
後
に
も
ち
こ
さ
れ
た
。

〇
…
議
会
は
、
ま
ず
高
良
議
長
か
ら
新
ら
た

に
迎
え
た
十
五
名
の
真
和
志
選
出
議
員
に
対

す
る
挨
拶
が
あ
っ
た
の
ち
、
来
る
三
月
十
六

日
に
行
わ
れ
る
立
法
院
議
員
選
挙
に
民
連
推

薦
で
立
候
補
出
馬
す
る
島
袋
嘉
順
、
宮
城
清

三
郎
の
両
議
員
か
ら
の
辞
表
提
出
の
報
告
、

両
議
員
の
辞
任
挨
拶
が
あ
っ
た
の
ち
議
事
に

入
っ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
兼
次
市
長
は
要

旨
次
の
よ
う
な
議
会
招
集
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

こ
の
臨
時
議
会
の
招
集
は
、
去
る
七
日
の

豪
雨
で
ガ
ー
ブ
川
一
帯
が
浸
水
そ
の
被
害
は

数
千
万
円
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
救
援
措
置
と

し
て
事
業
費
を
予
算
に
追
加
更
正
す
る
た
め

で
あ
る
。

公
有
河
川
に
認
定
さ
れ
る
ま
で
の
応
急

措
置
と
し
て
の
ガ
ー
ブ
川
の
浚
渫
費

八
十
一
万
六
千
円
、
安
里
川
の
浚
渫

二
十
万
四
千
円
、
金
城
、
寒
川
区
の
地
す
べ

り
改
修
費
な
ど
総
額
百
二
十
六
万
円
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
慎
重
審
議
し
、
す

み
や
か
に
事
業
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
は
か

ら
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
後
、
議
席
の
追
加
に
伴
っ
て
、
高
良
、
渡

口
（
麗
）
両
正
副
議
長
の
辞
職
許
可
願
い
が

出
さ
れ
た
が
、
仲
宗
根
議
員
か
ら
〝
こ
れ
は

重
大
な
問
題
で
あ
る
。
議
事
日
程
を
変
更
し

て
、
休
憩
し
こ
の
問
題
を
討
議
し
た
い
。
正

副
議
長
が
辞
表
を
出
し
た
の
は
、
前
の
三
十

名
の
議
会
構
成
で
あ
る
の
で
、
四
十
五
名
の

議
会
構
成
で
信
を
問
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
と

思
う
。
し
た
が
っ
て
休
会
し
て
協
議
し
た
い
〟

と
い
う
動
議
が
出
さ
れ
休
会
、
真
和
志
選
出

議
員
十
五
名
は
議
場
外
で
話
し
合
っ
た
。
そ

の
結
果
、
議
長
問
題
は
三
月
の
定
例
議
会
で

検
討
す
る
こ
と
を
決
定
、
午
前
中
の
会
議
を

お
え
た
。
な
お
、
ひ
き
つ
づ
き
ひ
る
一
時
か

ら
再
開
、
常
任
委
員
会
の
決
定
、
会
期
の
決

定
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

那
覇
市
会
／
正
副
議
長
の
辞
表

撤
回
／
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二
十
四
日
午
後
の
那
覇
市
会
は
午
後
一
時

半
再
開
さ
れ
た
が
、
正
副
議
長
の
辞
表
の
処

理
問
題
で
意
見
が
分
れ
、
休
憩
し
て
協
議
し

た
結
果
、
正
副
議
長
が
辞
表
を
撤
回
す
る
こ

と
に
な
り
、
正
副
議
長
の
辞
職
問
題
は
三
月

の
定
例
会
議
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
午
後
一
時

半
再
開
と
と
も
に
森
田
議
員
が
真
和
志
選

出
議
員
を
代
表
し
て
正
副
議
長
の
辞
表
処

理
に
つ
い
て
「
真
和
志
側
の
意
向
は
今
度
は

正
副
議
長
の
辞
職
を
保
留
し
て
貰
い
、
三
月

に
同
問
題
を
と
り
あ
げ
た
い
と
い
う
こ
と

に
ま
と
ま
っ
た
」
と
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
月
曜
会
議
員
か
ら
「
投
票
で
正
副
議

長
を
決
め
る
べ
き
だ
」
と
の
意
見
が
で
た
が

別
室
で
調
整
の
結
果
、
正
副
議
長
の
辞
表
を

撤
回
し
て
貰
い
、
今
回
は
辞
職
問
題
に
は
ふ

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

続
い
て
各
常
任
委
員
の
割
り
ふ
り
に
移
り

旧
議
員
は
従
来
通
り
、
真
和
志
選
出
の
新
議

員
の
割
り
ふ
り
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
め
た
。

総
務
財
政
委
員　

久
場
景
善
、
玉
城
正　

次
、
大
城
清
徳
、
黒
潮
隆
、
屋
慶
名
政

永
、
金
城
重
宜
、
儀
間
真
祥
。

建
設
委
員　

金
城
賢
勇
、
金
城
幸
信
、
金

城
武
一
、
具
志
清
裕
、
玉
井
栄
次
。

　

文
教
厚
生
委
員　

森
田
孟
松
、
普
久
原
朝

光
、
仲
尾
次
盛
夏
。

懲
罰
委
員　

久
場
景
善
、
金
城
武
一
、
金
城

幸
信
、
具
志
清
裕
、
玉
井
栄
次　

そ
の
後
会
期
に
つ
い
て
協
議
、
二
十
八
日
ま

で
の
五
日
間
が
会
期
と
決
っ
た
。
き
ょ
う
は

あ
さ
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
当
局
の
説

明
、
質
疑
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

那
覇
市
長
／
水
上
店
舗
撤
去
の

意
志
な
し
／
58
年
度
予
算
め

ぐ
り
論
議 

　
　
　

 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
２
・
26
〕

二
十
五
日
の
那
覇
市
会
は
午
後
一
時
再
開
さ

れ
た
が
五
八
年
度
予
算
そ
の
他
の
議
題
を
め

ぐ
っ
て
市
当
局
と
の
間
に
活
発
な
質
疑
が
交

わ
さ
れ
た
。

森
田
議
員　

ガ
ー
ブ
ー
川
の
浚
渫
工
事
は
相

当
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
安
里
川
上
流

は
護
岸
工
事
と
し
て
二
十
万
し
か
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。
工
事
の
個
所
は
ど
こ
か
。
安
里

川
は
浚
渫
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
。

土
木
課
長　

安
里
川
上
流
の
護
岸
工
事
と
い

う
の
は
昭
和
産
業
修
理
工
場
後
側
で
長
さ

三
十
米
、
高
さ
四
米
で
あ
る
。
浚
渫
を
行
わ

な
い
の
は
予
算
の
関
係
も
あ
る
が
、
安
里
川

は
将
来
曲
り
く
ね
っ
て
い
る
の
を
直
線
に
す

る
計
画
も
あ
り
、
ガ
ー
ブ
ー
川
ほ
ど
人
家
密

集
地
で
も
な
い
の
で
後
ま
わ
し
に
し
た
。

一
六



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
二
月

高
良
（
清
）
議
員　

緊
急
対
策
の
具
体
案
は

ま
だ
決
ま
っ
て
な
い
よ
う
だ
が
、
市
場
使
用

料
の
減
免
な
ど
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

四
百
五
十
五
名
の
被
害
者
を
対

象
に
一
カ
月
程
度
の
市
場
使
用
料
の
免
除
を

計
画
し
て
い
る
。

高
良　

資
金
カ
ン
パ
は
ど
う
い
う
よ
う
に
行

っ
て
い
る
か
。
そ
し
て
ど
う
処
理
す
る
か
。

兼
次
市
長　

一
市
民
と
い
う
立
場
か
ら
退
庁

後
や
っ
て
お
り
、
市
職
員
の
奉
仕
と
い
う
形

で
や
っ
て
い
る
。
カ
ン
パ
で
集
ま
っ
た
金
は

公
金
扱
い
は
し
な
い
。

辺
野
喜
議
員　

市
当
局
で
は
ガ
ー
ブ
ー
川
を

拡
張
す
れ
ば
水
害
を
防
げ
る
と
い
う
が
、
根

本
策
と
し
て
は
国
場
川
へ
の
分
流
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

土
木
課
長　

拡
張
工
事
だ
け
で
浸
水
は
防
げ

る
と
信
じ
て
い
る
。

平
良
議
員　

水
上
店
舗
問
題
の
解
決
が
な
け

れ
ば
水
害
は
防
げ
な
い
と
思
う
。
市
当
局
は

水
上
店
舗
を
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

建
築
課
長　

今
後
建
築
は
許
可
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
た
。
水
上
店
舗
に
は
不
法
建
築
物

と
合
法
建
築
物
が
あ
る
が
、
不
法
建
築
物
は

勿
論
だ
が
、
合
法
的
な
建
築
物
で
も
市
会
の

同
意
が
あ
れ
ば
建
築
基
準
法
に
よ
っ
て
撤
去

で
き
る
。

兼
次
市
長　

水
害
の
原
因
は
水
上
店
舗
だ
け

が
原
因
で
は
な
い
。
将
来
道
路
工
事
を
や
る

と
き
は
別
だ
が
、
現
在
は
撤
去
の
意
志
は
な

い
。

渡
口
（
麗
）
議
員　

資
金
カ
ン
パ
は
予
算
外

と
い
う
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
市
町
村
自
治

法
違
反
で
あ
る
。
自
治
法
に
は
歳
入
、
歳
出

は
す
べ
て
予
算
措
置
を
す
る
こ
と
を
規
定
し

て
あ
る
。

市
長　

退
庁
後
一
市
民
の
資
格
で
や
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
自
治
法
違
反
か
ど
う
か
は

検
討
す
る
。

渡
口　

市
民
は
い
つ
水
害
対
策
を
実
施
す
る

か
知
り
た
い
。
緊
急
対
策
は
い
つ
か
ら
始
め
、

恒
久
対
策
は
ま
た
い
つ
か
ら
始
め
る
か
明
確

に
答
弁
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

緊
急
対
策
は
議
会
が
予
算
承
認
次
第

直
に
着
工
し
、
三
カ
月
で
完
成
し
た
い
。
恒

久
策
に
つ
い
て
は
政
府
の
河
川
法
適
用
を
ま

た
ね
ば
な
ら
ず
、
適
用
の
実
現
に
全
力
を
つ

く
し
た
い
。

仲
松
議
員　

市
長
は
河
川
法
の
適
用
に
よ
り

恒
久
策
を
こ
う
ず
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
ガ

ー
ブ
ー
川
の
管
理
は
政
府
か
那
覇
市
か
は
っ

き
り
さ
せ
て
ほ
し
い
。

市
長　

ガ
ー
ブ
ー
川
の
管
理
に
つ
い
て
の
責

任
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
な
い
。
だ
が
河
川
法

が
適
用
さ
れ
る
ま
で
放
任
で
き
な
い
の
で
市

が
浚
渫
す
る
の
だ
。
（
こ
こ
で
久
場
議
員
か

ら
カ
ン
パ
は
公
金
扱
い
し
な
い
と
い
う
兼
次

市
長
の
発
言
に
対
し
再
び
追
及
、
兼
次
市
長

は
発
言
が
間
違
っ
て
い
た
ら
お
わ
び
し
た

い
か
ら
検
討
の
余
地
を
与
え
て
く
れ
と
答

弁
し
て
や
っ
と
追
及
を
切
り
抜
け
た
。
）

赤
嶺
議
員　

追
加
予
算
で
小
禄
新
部
落
の

道
路
工
事
が
組
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
削

除
し
た
わ
け
は
。

土
木
課
長　

政
府
か
ら
測
量
設
計
の
依
頼

が
あ
り
、
補
助
金
が
で
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
削
除
し
た
。

赤
嶺　

政
府
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
政

府
で
は
補
助
金
の
話
を
し
た
こ
と
は
な
く
、

市
が
独
断
で
削
除
し
た
と
い
っ
て
い
る
。
正

式
の
文
書
も
な
い
の
に
、
一
度
予
算
に
組
ま

れ
た
の
を
削
除
す
る
の
は
け
し
か
ら
ん
。

市
長　

課
長
の
言
い
分
を
信
じ
て
削
除
し

た
が
こ
の
点
率
直
に
お
わ
び
し
た
い
。

こ
れ
で
五
八
年
度
追
加
更
正
予
算
を
各
委

員
会
に
付
託
、
約
十
分
休
憩
の
後
市
職
員
定

数
条
例
を
総
務
財
政
委
に
付
託
、
マ
ン
湖
の

埋
立
問
題
は
二
十
八
日
の
本
会
議
に
持
ち

越
す
こ
と
に
な
り
、
四
時
半
散
会
し
た
。

〝
水
害
阻
止
に
協
力
す
る
〟
／
水

上
店
舗
代
表
が
意
見
述
べ
る

／
那
覇
市
建
設
委
員
会 
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水
上
店
舗
問
題
を
審
議
す
る
那
覇
市
会
建

設
委
員
会
（
委
員
長
新
垣
松
助
氏
）
は

二
十
六
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
開
か
れ
た
。

き
の
う
の
現
場
視
察
の
結
果
に
つ
い
て
各
委

員
か
ら
意
見
が
の
べ
ら
れ
た
が
、
幅
二
米
乃

至
三
米
の
浚
渫
で
は
効
果
う
す
く
、
同
浚
渫

費
と
し
て
追
加
更
正
さ
れ
た
八
十
万
円
は
も

っ
と
有
効
に
使
え
な
い
か
検
討
し
た
方
が
よ

い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

続
い
て
水
上
店
舗
代
表
者
の
意
見
を
聴
取
し

た
。

水
上
店
舗
山
城
相
談
役　

都
計
上
差
し
支
え

が
あ
っ
た
ら
立
退
く
こ
と
を
契
約
し
て
い
る
。

も
し
差
支
え
る
な
ら
進
ん
で
撤
去
す
る
。
で

き
る
か
ぎ
り
水
害
阻
止
に
協
力
す
る
。
川
の

中
の
支
柱
撤
去
、
土
堤
の
土
盛
り
に
も
進
ん

で
協
力
す
る
が
、
撤
去
の
場
合
そ
こ
に
生
活

す
る
人
達
の
こ
と
も
考
え
て
善
処
し
て
貰
い

た
い
。

水
上
店
舗
に
も
水
害
の
一
因
が
あ
る
が
、
都

計
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
土
砂
の
ス
イ
積
、
橋
ゲ

タ
の
低
さ
、
記
録
的
な
豪
雨
こ
れ
が
水
害
の

最
大
原
因
で
あ
る
。
こ
と
さ
ら
に
一
部
の
人

達
が
水
上
店
舗
生
活
者
に
す
べ
て
の
責
任
を

押
し
つ
け
て
い
る
。
我
々
と
し
て
は
市
当
局

に
反
対
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
支
柱
の
撤
去

な
ど
に
つ
い
て
は
協
力
は
お
し
ま
な
い
。

赤
嶺
委
員　

き
の
う
現
場
視
察
で
の
感
じ
で

は
水
上
店
舗
の
支
柱
が
流
れ
を
せ
き
と
め
た

た
め
と
思
う
。
現
在
で
も
そ
の
形
跡
が
残
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
思
う
か
、
水

上
店
舗
だ
け
が
原
因
と
は
い
わ
な
い
が
、
少

一
七



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
二
月

な
く
と
も
最
大
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
筈

だ
。

宮
里
組
合
長　

組
合
員
も
こ
の
点
は
認
め

て
い
る
。
そ
れ
で
市
当
局
に
協
力
し
て
改
善

す
べ
き
点
は
改
善
す
る
よ
う
協
力
は
お
し

ま
な
い
つ
も
り
だ

那
覇
市
会
／
水
上
店
舗
撤
去
せ

よ
／
建
設
委
が
市
当
局
へ
要

望
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那
覇
市
会
建
設
委
員
会
は
き
の
う
午
後
一
時

か
ら
再
開
さ
れ
、
午
前
中
に
引
続
き
水
上
店

舗
問
題
、
ガ
ー
ブ
ー
川
浚
渫
工
事
に
つ
い
て

審
議
し
た
が
、
委
員
会
と
し
て
は
水
上
店
舗

は
撤
去
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
、

市
当
局
に
も
で
き
る
だ
け
早
く
水
上
店
舗
を

撤
去
す
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

午
前
中
は
撤
去
反
対
の
立
場
に
立
つ
水
上
店

舗
組
合
代
表
宮
里
、
山
城
両
氏
の
意
見
を
聴

取
し
た
の
で
、
午
後
は
撤
去
促
進
の
立
場
に

あ
る
通
り
会
代
表
宜
保
為
楷
氏
ら
の
意
見
を

聴
取
し
た
。
宜
保
氏
の
意
見
は
つ
ぎ
の
通
り
。

　

宜
保
代
表
の
話　

今
度
の
水
害
で
ガ
ー
ブ

ー
川
流
域
の
商
店
街
は
約
一
億
円
の
損
害
を

受
け
た
が
、
こ
れ
に
は
か
つ
て
な
い
被
害
で

あ
る
。
こ
の
被
害
が
起
っ
た
最
大
の
原
因
は

水
上
店
舗
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
水

害
の
日
に
は
水
上
店
舗
の
支
柱
に
板
切
れ
そ

の
他
が
ひ
っ
か
か
り
、
流
れ
を
せ
き
と
め
、
川

を
逆
流
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
た
め
睦
橋
と
そ

の
下
流
の
差
は
三
尺
近
く
も
あ
っ
た
。
今
後

こ
う
い
う
水
害
を
な
く
す
る
た
め
、
水
上
店

舗
か
ら
河
中
に
張
り
出
し
た
支
脚
を
の
ぞ
き
、

ま
た
店
舗
の
床
を
高
く
す
る
よ
う
要
望
す
る

と
同
時
に
で
き
る
な
ら
保
安
上
の
見
地
か
ら

店
舗
の
撤
去
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

水
上
店
舗
撤
去
賛
成
派
代
表
の
意
見
を
聞
い

た
の
ち
、
兼
次
市
長
の
委
員
会
出
席
を
求
め
、

市
の
店
舗
に
対
す
る
考
え
方
そ
の
他
に
つ
い

て
質
疑
を
か
わ
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

赤
嶺
委
員　

市
長
は
前
に
は
水
上
店
舗
を

撤
去
す
る
と
い
い
な
が
ら
、
二
十
五
日
の
議

会
で
は
撤
去
の
意
思
は
な
い
と
い
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ
。

　

兼
次
市
長　

市
当
局
の
基
本
的
態
度
は
水

上
店
舗
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

従
っ
て
将
来
撤
去
す
る
意
思
は
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
た
だ
こ
れ
の
撤
去
に
つ
い
て
は
水

上
店
舗
の
撤
去
が
該
当
者
二
百
軒
と
そ
の
家

族
千
名
の
生
活
に
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る

の
で
直
ち
に
撤
去
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

宮
里
委
員　

今
度
の
水
害
は
水
上
店
舗
が

原
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
認
め

る
か
。　

　

兼
次
市
長　

市
と
し
て
は
水
上
店
舗
だ
け

が
原
因
と
は
考
え
て
な
い
。
今
度
の
水
害
の

最
大
の
原
因
は
五
十
年
ぶ
り
と
い
う
異
常
な

降
雨
量
が
最
大
の
原
因
で
あ
る
。

　

赤
嶺
委
員　

き
の
う
現
場
を
視
察
し
た

感
じ
で
は
一
浚
渫
は
大
し
た
効
果
は
な
い

と
思
う
が
。

　

土
木
課
長　

川
の
断
面
が
広
く
な
る
の

で
、
効
果
は
十
分
に
あ
る
。

　

金
城
（
武
）
委
員　

河
中
に
張
り
出
し
て

い
る
店
舗
の
支
脚
は
ど
う
す
る
か
。

　

兼
次
市
長　

市
と
し
て
は
建
物
を
認
め

な
い
方
針
だ
か
ら
、
改
築
を
さ
せ
た
ら
建
物

を
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
悩
ん
で
い
る
。

こ
の
辺
は
政
治
力
で
解
決
し
た
い
。

こ
れ
で
委
員
会
の
審
議
を
打
切
り
、
八
十
万

円
の
ガ
ー
ブ
ー
川
浚
渫
費
を
市
当
局
の
原

案
通
り
承
認
す
る
と
共
に
委
員
会
か
ら
市

当
局
に
▽
店
舗
の
支
脚
を
撤
去
さ
せ
る
こ

と
▽
水
害
対
策
の
恒
久
的
な
も
の
を
早
く

打
ち
出
す
こ
と
を
要
望
す
る
こ
と
に
な
り
、

二
時
半
散
会
し
た
。
な
お
き
ょ
う
は
午
前
十

時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
五
八
年
度
追
加
予

算
を
中
心
に
討
論
、
採
決
、
休
会
と
い
う
日

程
に
な
っ
て
い
る
。

水
上
店
舗
／
三
ヵ
月
以
内
に
撤

去
／
那
覇
市
会
が
け
さ
決
議 
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那
覇
市
会
本
会
議
は
二
十
八
日
午
前
十
一

時
二
十
五
分
開
会
さ
れ
た
。
こ
の
日
は

二
十
四
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時
市
会
の
最

終
日
と
な
る
も
の
だ
が
、
議
題
が
水
上
店
舗

問
題
に
ま
つ
わ
る
だ
け
に
、
こ
の
日
の
那
覇

市
会
は
水
上
店
舗
撤
去
賛
成
派
、
反
対
派
そ

れ
に
公
設
市
場
の
お
ば
さ
ん
達
な
ど
数
百
名

が
傍
聴
に
押
し
よ
せ
、
開
会
前
廊
下
で
議
員

を
捕
ま
え
て
は
自
分
の
陳
情
を
す
る
と
い
う

陳
情
合
戦
を
行
っ
て
い
た
。

開
会
と
同
時
に
渡
口
（
麗
）
議
員
が
緊
急
動

議
と
し
て
「
水
上
店
舗
の
早
期
撤
去
決
議

案
」
を
提
出
し
た
。

水
上
店
舗
撤
去
決
議
案　

二
月
七
日
の
豪
雨

で
ガ
ー
ブ
ー
川
周
辺
が
水
害
を
受
け
、
被
害

総
額
は
約
八
千
万
円
に
達
し
て
い
る
。
浸
水

を
二
度
と
く
り
返
さ
な
い
た
め
、
水
害
の
原

因
と
な
っ
た
水
上
店
舗
を
撤
去
す
べ
き
だ
と

い
う
結
論
を
市
会
は
得
た
。
十
八
万
市
民
の

生
命
財
産
を
守
る
た
め
一
、
お
そ
く
と
も
三

カ
月
以
内
に
水
上
店
舗
を
撤
去
す
べ
き
。

二
、
合
法
建
築
物
は
補
償
し
て
立
退
か
せ
る
。

三
、
公
設
市
場
使
用
料
の
免
除
市
税
の
減
免

を
行
う
。

瀬
名
波
議
員　

決
議
案
に
は
異
存
な
い
が
、

河
川
法
の
適
用
要
請
決
議
を
一
緒
に
行
っ
て

貰
い
た
い
。

瀬
名
波
議
員
の
発
言
に
対
し
て
日
程
外
と
い

っ
て
野
党
側
か
ら
異
論
が
出
た
が
、
新
垣
、
赤

嶺
、
大
山
各
議
員
が
賛
成
の
意
見
を
の
べ
、
採

決
の
結
果
、
万
場
一
致
で
こ
の
決
議
案
を
採

決
、
こ
れ
で
水
上
店
舗
は
三
カ
月
以
内
に
撤

一
八



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
三
月

去
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

｜
社　

説
｜

水
上
店
舗
を
取
り
除
け 
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那
覇
市
の
水
上
店
舗
（
ガ
ー
ブ
川
）
が
問

題
と
な
っ
て
ま
だ
解
決
の
メ
ド
は
つ
い
て
い

な
い
。
水
上
店
舗
が
い
ま
問
題
と
な
っ
て
い

る
わ
け
は
、
雨
で
川
が
あ
ふ
れ
、
じ
っ
さ
い

に
、
水
害
を
生
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
は
水
上
店
舗
だ
け
が
原
因
で
は

な
い
が
、
そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
は
争

え
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
法
規
は
ど

う
あ
ろ
う
と
、
現
に
実
害
を
及
ぼ
し
て
い
る

い
わ
ば
邪
魔
な
障
害
物
を
撤
去
す
る
こ
と
は

公
共
性
か
ら
い
っ
て
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
で

あ
る
。
（
市
会
は
決
定
）

　

そ
う
で
あ
る
の
に
、
い
ま
市
当
局
と
、
市

場
の
商
人
間
（
被
害
者
）
と
の
や
り
と
り
を

見
て
い
る
と
、
な
ぜ
か
モ
タ
モ
タ
し
て
、
意

図
が
あ
い
ま
い
の
よ
う
で
あ
る
。
支
当
局
と

し
て
は
浚
渫
工
事
費
の
予
算
を
組
ん
で
、
い

ち
お
う
応
急
措
置
を
と
ろ
う
と
い
う
こ
と
ま

で
は
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
が
、
ど
う
も
撤
去

す
べ
き
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象

を
受
け
る
。

　

あ
の
よ
う
な
場
所
に
、
ど
う
し
て
店
舗
建

設
を
許
し
た
の
か
、
市
当
局
の
こ
れ
ま
で
の

措
置
に
も
疑
問
は
あ
る
。
し
か
し
、
闇
市
時

代
の
ど
さ
く
さ
に
ま
ぎ
れ
て
当
分
の
間
と
い

う
、
考
え
方
か
ら
許
可
し
た
と
は
お
も
う

が
、
市
場
の
形
態
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
放

っ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
ま
た
そ

の
時
期
も
限
度
に
き
て
い
る
と
お
も
う
。

　

沖
縄
の
首
都
、
那
覇
市
の
市
場
と
し
て
、
衛

生
上
か
ら
も
、
見
た
目
の
気
持
か
ら
も
、
現

状
に
飽
き
た
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て

も
、
こ
れ
は
撤
去
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け

な
い
し
、
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
ま
水
上
店
舗
で
生
活
し
て
い
る
零
細
な
商

人
た
ち
に
は
、
公
共
上
は
ど
う
あ
っ
て
も
、

撤
去
と
な
れ
ば
、
痛
手
を
受
け
る
の
は
あ
た

り
ま
え
で
あ
る
。
だ
が
一
方
で
は
平
和
通
り

一
帯
の
商
店
の
損
失
も
大
き
い
。
あ
ち
ら
を

立
て
れ
ば
こ
ち
ら
は
立
た
ず
と
い
っ
た
こ
と

に
な
る
。
お
互
い
生
活
権
を
主
張
で
き
る
し
、

そ
れ
を
忍
ぶ
必
要
は
な
い
が
都
市
の
発
展
と

い
う
大
眼
目
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
部
分

の
話
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
市
当
局
に
望
み
た
い
こ
と
は
、
も

っ
と
根
本
的
な
市
場
設
計
を
打
ち
立
て
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
水
上
店
舗
の
撤
去
を
断
行
す
る
前
に
、

関
係
者
の
生
活
を
脅
か
さ
な
い
十
分
な
考
慮

を
は
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
ら
の
保

障
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ

に
は
、
も
っ
と
視
野
を
広
げ
る
こ
と
だ
。
水

害
対
策
の
一
環
と
し
て
、
川
底
の
浚
渫
を
す

る
と
同
時
に
、
店
舗
の
撤
去
ま
で
一
気
に
や

り
、
後
は
、
き
れ
い
な
貸
し
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

つ
く
る
こ
と
だ
。
先
だ
つ
も
の
は
金
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
市
は
そ
の
気
に
な
っ
て
市

債
を
起
せ
ば
、
こ
れ
は
あ
な
が
ち
不
可
能
と

は
い
え
ま
い
。
年
々
歳
々
雨
季
の
く
る
た
び

に
水
害
騒
ぎ
を
起
す
よ
り
は
、
い
っ
そ
お
も

い
切
っ
て
根
本
策
を
立
て
て
こ
と
を
運
ぶ

こ
と
で
あ
る
。

見
舞
金
で
ガ
ー
ブ
川
浚
渫
工
事 
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二
十
八
日
の
那
覇
市
臨
時
議
会
は
午
前
中
、

野
党
側
か
ら
出
さ
れ
た
、
ガ
ー
ブ
川
の
水
上

店
舗
撤
去
決
議
案
を
可
決
、
休
け
い
し
て
ひ

る
二
時
か
ら
再
開
。

民
連
十
七
議
員
が
出
し
た
久
茂
地
川
、
安
里

川
、
ガ
ー
ブ
川
の
河
川
法
準
用
河
川
認
定
要

請
決
議
案
を
可
決
し
た
の
ち
ガ
ー
ブ
川
の

浚
渫
工
事
費
な
ど
百
二
十
万
円
の
追
加
更

正
予
算
を
可
決
し
た
。
市
当
局
は
ガ
ー
ブ
川

浸
水
に
対
す
る
応
急
措
置
と
し
て
同
川
の

浚
渫
を
計
画
、
そ
の
事
業
費
百
二
十
余
万
円

の
財
源
を
港
湾
施
設
使
用
料
、
と
小
禄
一
帯

の
道
路
工
事
、
排
水
工
事
費
か
ら
流
用
し
て

あ
る
。
小
禄
の
土
木
工
事
を
流
用
し
た
こ
と

は
、
政
府
が
エ
マ
台
風
被
害
に
対
す
る
補
助

金
と
し
て
同
工
事
を
す
る
も
の
と
し
て
削

除
し
た
も
の
だ
が
、
総
務
財
政
委
員
会
で
追

及
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
は
那
覇
市
に
測

量
の
応
援
を
求
め
た
だ
け
で
ま
だ
具
体
的
に

工
事
の
計
画
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

つ
い
に
同
予
算
案
は
撤
回
す
る
こ
と
に
な

り
、
新
た
に
財
源
を
み
つ
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
総
務
財
政
委
員
会
で
は
、

市
有
地
に
対
す
る
講
和
発
効
前
の
見
舞
金

九
百
七
十
万
円
が
あ
る
の
を
、
財
源
に
当
て

る
べ
き
で
あ
る
と
要
求
、
再
び
予
算
案
は
組

み
か
え
ら
れ
、
見
舞
金
の
九
百
七
十
万
円
を

歳
入
に
組
み
入
れ
、
浚
渫
工
事
費
百
二
十
万

円
を
支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

尾
を
ひ
く
水
上
店
舗
問
題
／

問
題
は
撤
去
の
時
期
／
対
策

の
万
全
を
望
む
業
者
側 
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那
覇
市
会
は
二
十
八
日
水
上
店
舗
を
三

カ
月
以
内
に
撤
去
す
る
よ
う
、
市
当
局
に

要
請
す
る
決
議
案
を
採
択
、
こ
れ
で
水
上

店
舗
問
題
は
一
応
の
解
決
を
見
た
形
と

な
っ
た
が
、
問
題
の
進
展
は
こ
れ
か
ら

で
、
市
当
局
は
い
つ
、
い
か
な
る
方
法
で

撤
去
に
当
る
か
、
水
上
店
舗
経
営
者
は

果
し
て
市
当
局
の
撤
去
に
簡
単
に
応
ず

る
か
な
ど
、
幾
多
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。
水
上
店
舗
の
今
後
の
問
題
点
を
ひ
ろ

っ
て
み
た
。

今
度
の
那
覇
市
会
の
決
議
は
、
二
月
七
日
の

一
九



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
三
月

ガ
ー
ブ
ー
川
周
辺
の
水
害
は
水
上
店
舗
が
原

因
で
あ
る
と
し
、
そ
の
撤
去
を
三
カ
月
以
内

に
市
当
局
が
行
う
よ
う
要
請
し
た
も
の
で
あ

る
。
市
会
が
ど
う
し
て
撤
去
決
議
を
や
ら
ず
、

市
当
局
に
要
請
す
る
と
い
う
形
の
決
議
を
行

っ
た
か
と
い
え
ば
執
行
権
は
市
当
局
に
あ
り

市
会
に
は
執
行
権
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
の
市
会
の
決
議
に
対
し
、
市
当
局
は

政
治
道
徳
上
、
一
応
市
会
の
意
向
と
し
て
尊

重
は
す
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
の
決
議

通
り
に
は
執
行
し
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
わ

け
で
あ
る
。

従
っ
て
水
上
店
舗
問
題
が
ど
う
い
う
進
展
を

見
せ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
市
当
局
が
こ
の

問
題
を
ど
う
い
う
よ
う
に
解
決
す
る
か
と
い

う
点
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
兼
次

市
長
は
市
会
終
了
日
の
翌
日
に
当
る
一
日
、

市
長
室
に
関
係
部
課
長
を
集
め
て
水
上
店
舗

問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
水
上
店
舗
を

撤
去
す
る
こ
と
は
、
ガ
ー
ブ
ー
川
流
域
を
都

市
計
画
道
路
に
指
定
告
示
し
た
こ
と
に
よ
り

建
築
基
準
法
第
八
条
（
不
法
建
築
物
）
同
第

十
条
（
合
法
建
築
物
）
を
適
用
し
て
、
現
在

の
水
上
店
舗
を
合
法
非
合
法
を
問
わ
ず
撤
去

で
き
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
が
、
撤
去
の

時
期
、
方
法
に
つ
い
て
は
結
論
を
出
す
に
至

ら
な
か
っ
た
。

市
当
局
が
現
行
法
で
撤
去
で
き
る
と
の
見
解

に
立
ち
な
が
ら
、
撤
去
の
時
期
を
容
易
に
打

出
せ
な
い
の
は
、
撤
去
に
よ
っ
て
職
を
失
う

約
千
人
の
水
上
店
舗
関
係
者
の
生
活
権
問
題

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
水
上
店
舗
撤
去
に
よ

る
失
業
者
を
放
任
す
る
わ
け
に
は
い
け
な
い

し
、
と
い
っ
て
こ
れ
ら
の
人
々
に
立
退
補
償

費
を
出
す
だ
け
の
予
算
は
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
に
、
市
当
局
の
深
刻
な
悩
み
が
あ
る
わ
け

で
あ
る
。

一
方
水
上
店
舗
関
係
は
撤
去
問
題
に
対
し
て

ど
う
で
る
か
と
い
う
と
、
同
組
合
の
ス
ポ
ー

ク
ス
マ
ン
格
の
山
城
善
光
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

山
城
善
光
氏
の
話　

都
計
推
行
に
対
し
て
こ

れ
ま
で
も
協
力
す
る
と
い
う
基
本
的
な
態
度

は
失
わ
な
い
で
き
た
。
全
会
一
致
で
決
議
さ

れ
た
の
だ
か
ら
い
つ
で
も
撤
去
す
る
腹
で
あ

る
。
し
か
し
議
会
も
決
議
し
た
か
ら
に
は
そ

こ
で
細
々
と
日
々
の
糧
を
得
て
い
る
数
百
の

営
業
者
と
そ
の
家
族
の
こ
と
も
考
え
て
の
こ

と
だ
と
信
ず
る
。
大
き
な
社
会
問
題
だ
し
、
当

然
そ
れ
に
対
す
る
対
策
、
処
置
を
考
え
て
の

こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
前
提
の
う
え
に
具
体
的
な
対
策
を
ね
り

た
い
の
だ
が
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
な

い
。

こ
れ
に
よ
る
と
水
上
店
舗
業
者
は
、
立
退

き
に
は
従
う
と
い
う
腹
づ
も
り
の
よ
う
だ

が
、
こ
れ
も
適
当
な
補
償
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
、
那
覇
市
に
補
償
に
あ
て
る
予
算
が
な
い

こ
と
か
ら
、
立
退
き
実
施
に
当
っ
て
は
相
当

の
も
ん
ち
ゃ
く
が
予
想
さ
れ
、
万
一
こ
れ
ら

の
人
々
が
生
活
権
を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら

市
当
局
の
立
退
実
施
に
反
対
す
る
よ
う
な
こ

と
に
で
も
な
れ
ば
、
革
新
を
標
ぼ
う
し
て
い

る
だ
け
に
兼
次
市
長
と
し
て
も
大
き
な
悩
み

に
逢
着
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

水
上
店
舗
問
題
は
な
お
色
々
な
問
題
に
尾
を

引
い
て
い
る
が
、
那
覇
市
、
市
会
が
、
同
問

題
の
根
本
的
解
決
策
と
し
て
一
致
し
て
あ
げ

て
い
る
ガ
ー
ブ
ー
川
の
準
用
河
川
認
定
が
政

府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
那
覇
市

の
中
心
部
が
豪
雨
の
た
び
に
水
び
た
し
に
な

る
と
い
う
悲
劇
は
免
れ
な
い
よ
う
だ
。

水
上
店
舗
／
撤
去
に
よ
る
問
題

／
対
策
委
会
つ
く
っ
て
検
討 

　
　
　

〔
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１
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那
覇
市
で
は
六
日
午
前
十
時
か
ら
部
課
長

会
議
を
開
き
水
上
店
舗
撤
去
問
題
に
つ
い

て
協
議
し
た
結
果
、
市
当
局
、
議
会
利
害
関

係
者
の
三
者
か
ら
な
る
水
上
店
舗
対
策
委

員
会
を
結
成
、
撤
去
に
よ
っ
て
生
ず
る
諸
問

題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ガ

ー
ブ
ー
川
の
水
上
店
舗
は
そ
の
撤
去
を
め

ぐ
っ
て
市
民
の
世
論
が
沸
騰
し
て
い
た
も

の
で
、
去
っ
た
市
会
で
は
こ
れ
の
撤
去
を
議

決
し
た
も
の
の
、
補
償
そ
の
他
複
雑
な
問
題

が
か
ら
ん
で
い
る
の
で
市
当
局
の
出
方
が

注
目
さ
れ
て
い
た
も
の
。

部
課
長
会
議
で
は
補
償
そ
の
他
の
問
題
か
ら

市
会
の
議
決
通
り
に
三
カ
月
以
内
で
撤
去
す

る
の
は
無
理
だ
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
が
、

三
カ
月
以
内
に
撤
去
で
き
な
い
と
し
て
も
市

会
の
決
議
を
尊
重
し
て
で
き
る
だ
け
早
く
撤

去
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
ガ

ー
ブ
ー
川
の
水
害
防
止
緊
急
対
策
と
し
て
の

浚
渫
工
事
は
来
週
か
ら
着
工
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

ガ
ー
ブ
川
浚
渫
工
事
始
ま
る 
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那
覇
市
で
は
十
五
日
ひ
る
二
時
か
ら
南
美
栄

橋
横
で
ガ
ー
ブ
川
浚
渫
工
事
の
起
工
式
を
行

っ
た
。

ガ
ー
ブ
川
は
さ
る
二
月
七
日
の
豪
雨
の
際
に

は
ん
ら
ん
し
、
平
和
通
り
一
帯
を
水
浸
し
に

し
た
が
、
雨
季
を
控
え
て
応
急
措
置
と
し
て

浚
渫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
公
入
札

の
結
果
七
十
五
万
円
で
宇
良
組
（
代
表
宇
良

宗
四
郎
氏
）
が
落
札
、
同
工
事
に
当
る
。

起
工
式
は
兼
次
市
長
を
は
じ
め
関
係
各
課
長
、

宇
良
組
代
表
者
ら
が
出
席
し
て
お
こ
な
わ
れ

た
。
祈
祷
式
と
鍬
入
れ
式
は
さ
る
十
三
日
の

大
安
の
日
に
先
に
済
ま
し
て
い
る
。

こ
の
工
事
は
南
美
栄
橋
か
ら
農
連
市
場
横

ま
で
川
の
中
央
部
幅
二
・
五
米
、
水
深
二
米

を
浚
渫
す
る
も
の
だ
が
、
完
成
は
六
月
十
五

二
〇



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
三
月

日
の
予
定
。
な
お
。
市
土
木
課
で
は
こ
れ
だ

け
の
浚
渫
で
浸
水
は
十
分
防
げ
る
と
い
っ
て

い
る
。

ガ
ー
ブ
川
沿
い
店
舗
／
市
建
設

委
が
調
査 
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那
覇
市
会
建
設
委
員
会
は
、
二
十
日
ひ
る
二

時
か
ら
委
員
会
を
開
き
、
さ
き
に
ガ
ー
ブ
川

沿
い
に
あ
る
屋
台
店
の
人
た
ち
で
組
織
さ
れ

た
中
央
川
沿
店
舗
組
合
か
ら
陳
情
の
あ
っ
た

同
店
舗
の
存
置
方
の
陳
情
書
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

こ
の
陳
情
は
、
二
月
の
臨
時
議
会
で
市
会
が

水
上
店
舗
撤
去
の
要
請
決
議
を
し
た
の
に
対

し
川
沿
い
の
店
舗
は
市
の
道
路
使
用
条
例
に

よ
っ
て
許
可
を
う
け
て
営
業
し
、
五
六
年
ま

で
道
路
使
用
料
、
事
業
税
も
納
め
て
い
た
も

の
で
あ
り
、
水
上
店
舗
で
は
な
い
か
ら
存
置

し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

建
設
委
員
会
で
は
十
九
日
、
現
場
視
察
を
行

っ
た
が
、
こ
れ
を
水
上
店
舗
と
み
な
す
か
ど

う
か
結
論
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局

市
当
局
に
調
査
検
討
し
議
会
に
報
告
し
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
保
留
さ
れ
た
。

区
長
制
を
復
活
／
那
覇
市
会
／

兼
次
市
長
施
政
演
説 
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兼
次
市
長
就
任
後
、
初
の
定
例
議
会
と
し
て

注
目
さ
れ
た
那
覇
市
定
例
議
会
は
三
十
七
人

の
議
員
が
出
席
、
二
十
四
日
あ
さ
十
一
時
か

ら
開
か
れ
た
が
、
兼
次
市
長
の
施
政
方
針
が

発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
傍

聴
席
に
は
定
刻
前
か
ら
数
十
人
の
市
民
が
つ

め
か
け
た
。
議
会
は
、
議
長
か
ら
諸
般
の
報

告
が
あ
っ
た
の
ち
、
直
ち
に
兼
次
市
長
の
施

政
方
針
の
発
表
に
移
っ
た
が
、
兼
次
市
長
は
、

①
対
議
会
政
策
に
つ
い
て
、
②
一
括
払
い

反
対
に
つ
い
て
、
③
都
市
計
画
事
業
に
つ

い
て
、
④
市
財
政
計
画
に
つ
い
て
、
⑤
新

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
の
五
項
目
に
わ

た
る
基
本
態
度
を
発
表
し
た
。
新
事
業
と

し
て
、
区
長
制
の
復
活
、
水
道
料
金
の
値

下
げ
、
国
場
川
の
埋
立
事
業
計
画
を
の
べ

た
。

　

演
説
要
旨　

第
二
十
三
回
定
例
議
会
の
招

集
に
当
っ
て
施
政
方
針
の
基
本
的
な
点
に
つ

い
て
の
べ
た
い
。
ま
ず
日
本
民
族
と
し
て
誇

り
を
も
つ
大
那
覇
市
の
市
民
の
自
主
性
を
確

立
し
て
い
き
た
い
。
議
会
に
対
し
て
は
超
党

派
的
に
の
ぞ
み
執
行
、
議
決
両
機
関
の
共
同

責
任
に
お
い
て
市
民
福
祉
を
は
か
り
た
い
。

琉
球
政
府
章
典
に
も
、
ま
た
日
本
国
憲
法
で

も
自
治
体
の
自
主
性
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

市
民
の
た
め
の
市
政
の
確
立
は
我
々
の
当

然
の
義
務
で
あ
る
。

那
覇
市
民
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
全
県

民
の
宿
願
で
あ
る
一
括
払
い
阻
止
に
つ
い

て
、
限
定
付
保
有
権
の
取
得
を
ね
ら
っ

た
軍
用
地
料
の
一
括
払
い
に
つ
い
て
は
第

二
十
一
回
那
覇
市
会
で
そ
の
受
領
拒
否
の

決
議
を
行
い
、
さ
ら
に
立
法
院
で
も
そ
の
反

対
の
決
議
を
行
っ
た
。

し
か
る
に
軍
は
こ
れ
を
無
視
し
て
強
行
し

て
い
る
。
世
論
を
尊
重
し
、
日
本
の
領
土
を

守
る
た
め
に
、
私
は
あ
く
ま
で
も
適
正
地
料

の
毎
年
払
い
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

公
約
し
た
政
策
に
つ
い
て
は
全
力
を
注

い
で
忠
実
に
実
行
し
て
い
き
た
い
。
那
覇

市
に
は
当
間
市
長
時
代
に
で
き
た
都
計

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
あ
る
が
、
そ
の
後
瀬

長
、
東
江
市
長
に
よ
っ
て
う
け
つ
が
れ
、

実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。
私
も
こ
れ
を
ひ

き
つ
い
で
い
く
と
と
も
に
、
さ
ら
に
真
和

志
と
の
合
併
策
定
書
の
実
施
に
全
力
を

あ
げ
て
い
き
た
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
裏
づ

け
と
な
る
財
政
は
、
周
知
の
よ
う
に
莫
大

な
資
金
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
対
す
る
財
政
計
画
は
殆
ん
ど
依
存
財

源
に
頼
っ
て
い
る
た
め
に
、
い
た
っ
て
不

安
定
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

瀬
長
市
長
の
就
任
で
、
米
国
民
政
府
、
琉
球

政
府
は
那
覇
市
へ
の
補
助
を
打
ち
切
り
、
さ

ら
に
琉
銀
は
融
資
を
拒
否
し
た
。
そ
の
た
め

泊
の
ポ
ー
ト
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
霊
園
な
ど
の

工
事
は
自
己
財
源
で
や
っ
て
き
た
が
、
瀬
長

市
長
追
放
の
あ
と
を
う
け
た
東
江
臨
時
市
長

に
対
し
て
八
百
余
万
円
の
再
開
指
令
が
出
さ

れ
、
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
線
、
久
茂
地
校
横
線

牧
志
延
長
線
の
工
事
を
再
開
し
て
い
る
。
私

は
、
米
国
民
政
府
も
琉
球
政
府
も
補
助
を
再

開
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
と
い
う
の

は
、
私
の
当
選
に
当
っ
て
モ
ー
ア
弁
務
官
は

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
発
表
、
〝
那
覇
市
民

は
、
自
由
主
義
諸
国
で
の
み
許
さ
れ
る
自
由

選
挙
に
よ
っ
て
市
長
を
選
ん
だ
。
市
長
は
民

主
主
義
の
理
念
に
も
と
づ
い
て
そ
の
職
責
を

せ
〟
、
と
い
っ
て
い
る
。
私
の
市
長
と
し
て

の
使
命
は
公
約
し
た
政
策
を
実
行
す
る
こ
と

に
あ
る
。
も
し
、
米
国
が
、
市
長
個
人
の
好

き
嫌
い
か
ら
一
度
出
し
た
指
令
を
実
行
し
な

い
な
ら
ば
民
主
主
義
の
理
念
に
反
す
る
こ
と

に
な
る
。

最
後
に
、
新
年
度
予
算
で
実
行
し
た
い
事
業

と
し
て
、
①
区
長
制
の
復
活
、
②
水
道
料
金

の
値
下
げ
、
③
国
場
川
埋
立
事
業
の
三
つ
を

と
り
あ
げ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
が
、
議
会

の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

二
一



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
三
月

那
覇
市
会
／
行
政
区
画
を
再
検 

討
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二
十
四
日
あ
さ
十
一
時
か
ら
開
か
れ
た
第
二

十
三
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
午
前
中
兼
次

市
長
の
施
政
方
針
を
き
い
た
の
ち
、
会
期
を

二
十
九
日
ま
で
の
六
日
間
と
決
め
休
憩
、
ひ

る
一
時
か
ら
再
開
し
た
が
、
午
後
は
議
員
提

案
の
公
有
水
面
埋
立
免
許
申
請
手
続
に
つ
い

て
、
行
政
区
画
整
理
調
査
研
究
委
員
会
の
設

置
要
請
の
二
件
を
可
決
、
当
局
提
出
議
案
の

説
明
を
き
い
た
だ
け
で
散
会
し
た
。

　

行
政
区
画
整
理
調
査
研
究
委
員
会
設
置
に

つ
い
て　

旧
那
覇
市
、
首
里
、
真
和
志
、
小

禄
の
合
併
に
よ
っ
て
那
覇
市
は
広
大
な
地
域

に
ひ
ろ
が
っ
た
が
、
現
在
の
行
政
区
画
の
名

称
は
、
町
名
、
区
名
、
字
名
に
は
同
一
の
も

の
が
多
く
市
民
生
活
に
不
便
を
あ
た
え
て
い

る
。
例
え
ば
松
尾
区
、
ソ
ベ
区
は
旧
那

覇
、
真
和
志
の
両
方
に
あ
り
、
宮
城
区
が
真
和

志
と
小
禄
の
両
方
に
あ
る
と
い
っ
た
有
様
で
、

官
公
署
の
事
務
を
煩
雑
に
し
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
町
名
、
区
名
の
統
一
を
は
か
る
た
め

に
、
当
局
で
で
き
る
だ
け
早
く
議
員
、
一
般

学
識
経
験
者
、
所
管
部
、
当
局
職
員
で
組
織

す
る
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
解
決
を
は
か

っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

公
有
水
面
埋
立
免
許
申
請
手
続
に
つ
い
て

公
有
水
面
の
埋
立
許
可
申
請
は
布
令
百
六
号

の
規
定
に
よ
る
手
続
を
要
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
最
近
事
後
承
認
を
得
る
も
の
や
、
あ
る

い
は
申
請
中
に
工
事
を
す
る
も
の
が
あ
り
、

那
覇
市
の
都
市
計
画
に
支
障
を
き
た
す
お
そ

れ
が
あ
る
。
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

議
会
の
決
議
を
経
て
、
民
政
府
に
法
に
も
と

づ
い
た
埋
立
免
許
申
請
手
続
を
と
っ
た
の
ち

に
工
事
を
は
じ
め
さ
せ
る
よ
う
に
要
請
し
よ

う
と
い
う
も
の
。

　

な
お
、
市
会
は
二
十
五
日
は
議
案
研
究
の

た
め
休
会
し
、
二
十
六
日
あ
さ
十
時
か
ら
再

開
、
提
出
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
野
党
側
は
市
長
の
施
政

方
針
を
中
心
に
市
長
提
出
議
案
の
助
役
選
任

同
意
、
浸
水
被
害
者
に
対
す
る
事
業
税
の
軽

減
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
当
局
に
攻
撃
を
加
え
る

よ
う
だ
。

　

勢
力
分
野
に
変
化

こ
れ
ま
で
民
連
の
一
員
だ
っ
た
儀
武
議
員
は

今
議
会
か
ら
は
っ
き
り
野
党
側
に
回
っ
て
お

り
、
議
会
の
勢
力
分
野
は
反
民
連
（
野
党
）

二
十
六
、
民
連
（
与
党
）
十
六
、
中
立
一
と

な
っ
て
い
る
。
今
会
期
の
日
程
は
次
の
通

り
、

▽
二
十
六
日
＝
本
会
議
（
議
案
上
程
質
疑
委

員
会
付
託
）

▽
二
十
七
、
二
十
八
日
＝
委
員
会
（
付
託
事

件
の
審
査
）

▽
二
十
九
日
＝
本
会
議
（
議
案
上
程
、
委
員

会
審
査
報
告
、
討
論
、
表
決
）

〝
市
政
運
営
は
超
党
派
で
〟
／
助

役
選
任
、
野
党
が
撤
回
要
求

／
那
覇
市
会
／
兼
次
市
長
に

一
般
質
問 
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第
二
十
三
回
那
覇
市
定
例
議
会
二
十
六
日

の
本
会
議
は
、
三
十
七
人
の
議
員
が
出
席
し

て
あ
さ
十
一
時
か
ら
開
ら
か
れ
市
長
の
施

政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

野
党
側
は
、
都
市
計
画
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
、
軍
補
助
、
銀
行
融
資
の
再
開
と
か
ら

ん
で
市
長
と
民
連
、
人
民
党
と
の
関
係
、
凍

結
資
金
解
除
の
メ
ド
な
ど
に
つ
い
て
鋭
く

市
長
を
追
及
し
た
。

な
お
開
会
に
先
立
ち
、
野
党
側
の
渡
口
副
議

長
、
新
垣
、
比
嘉
（
佑
）
議
員
ら
は
市
長
室

で
兼
次
市
長
と
会
い
、
第
一
助
役
の
選
任
同

意
案
を
撤
回
し
て
も
ら
い
た
い
と
申
し
入

れ
た
。
兼
次
市
長
は
一
昨
年
十
二
月
以
来
空

席
に
な
っ
て
い
た
助
役
の
椅
子
に
仲
原
現

総
務
部
長
を
選
任
し
よ
う
と
、
今
議
会
に
そ

の
同
意
を
求
め
て
い
る
が
、
野
党
側
は
、
市

長
は
超
党
派
的
な
立
場
か
ら
市
政
運
営
に

当
る
と
い
い
な
が
ら
人
事
面
で
は
か
な
り

党
派
的
で
あ
る
。

助
役
選
任
に
当
っ
て
も
事
前
に
議
会
と
の

話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
こ
の

案
は
承
認
で
き
な
い
。

議
会
が
否
決
す
れ
ば
角
が
立
つ
の
で
そ
の
前

に
撤
回
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
。
会

談
は
秘
密
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
が
、
市
長
は

こ
れ
に
つ
い
て
の
確
答
は
し
な
か
っ
た
よ
う

だ
。

　

宮
城
（
実
）　

市
長
は
民
連
推
薦
で
当
選

し
た
が
、
民
連
は
人
民
党
を
中
核
と
す
る
政

治
団
体
で
あ
る
。
市
長
は
、
特
補
再
開
の
問

題
に
つ
い
て
、
弁
務
官
の
言
葉
を
引
用
し
て

確
信
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
あ
ま
り
に
も
我
田
引
水
的
だ
。
市
長

は
、
選
挙
後
人
民
党
と
は
一
線
を
画
し
、
民

連
の
支
持
は
う
け
な
い
と
言
明
し
な
が
ら
実

際
は
民
連
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
実
践
に
当
っ
て
い

る
。
弁
務
官
は
、
銀
行
融
資
、
補
助
再
開
は

市
長
の
言
動
に
よ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
人

民
党
と
一
線
を
画
し
す
っ
き
り
し
た
態
度
を

と
る
こ
と
が
、
問
題
解
決
の
方
法
だ
と
思
う
。

こ
れ
に
対
す
る
市
長
の
見
解
が
き
き
た
い
。

　

市
長　

弁
務
官
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
ひ

と
り
那
覇
市
長
の
み
な
ら
ず
全
世
界
の
市
政

担
当
者
と
し
て
の
態
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
選
挙
公
約
を
忠
実
に
実
施
す
る
と
い
う

点
で
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
公
約

を
実
施
し
て
は
じ
め
て
責
任
を
果
た
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
私
の
基
本
方
針

で
あ
る
。
市
民
福
祉
の
た
め
に
そ
の
責
を
果

た
そ
う
と
す
る
時
に
、
人
間
の
好
き
嫌
い
に

二
二



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
三―

四
月

よ
っ
て
補
助
を
出
し
た
り
打
ち
切
っ
た
り
す

る
こ
と
は
民
主
主
義
の
理
念
に
反
す
る
か
ら
、

再
び
打
ち
切
る
こ
と
は
な
い
と
確
信
す
る
。

市
町
村
自
治
体
で
は
、
議
会
と
当
局
と
が
協

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
年
度
予

算
の
編
成
に
当
っ
て
も
、
い
ち
早
く
そ
の
計

画
を
議
会
に
提
出
し
、
十
分
検
討
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
融
資
に
つ
い
て

は
、
琉
銀
は
国
立
銀
行
的
な
性
格
を
も
つ
も

の
で
な
い
。
市
町
村
は
議
会
の
議
決
を
得
て

融
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
融
資
は
そ
の
市

町
村
に
返
済
能
力
が
あ
れ
ば
当
然
融
資
す
べ

き
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
再
開
で
き
る
と
信

ず
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
市
政
運
営
に
当
っ
て
は
人
民
党
だ
け

で
は
な
く
、
如
何
な
る
政
党
と
も
関
係
し
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
も
っ
ぱ
ら
超

党
派
的
な
態
度
で
の
ぞ
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

民
連
の
政
策
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
と
、

人
民
党
と
一
線
を
画
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

矛
盾
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
民
連
の
政
策
は

選
挙
中
の
公
約
が
市
民
に
う
け
て
当
選
し
た

の
だ
か
ら
そ
の
実
施
に
努
力
す
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
を
実
施
す
る
に
当
っ
て
は
、

そ
の
政
策
の
全
部
を
予
算
に
組
ん
で
も
、
同

じ
市
民
代
表
の
議
会
の
審
議
を
経
て
や
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
議
会
の
問
題
に
な

る
も
の
だ
。

　

仲
松　

市
長
は
人
民
党
あ
る
い
は
民
連
で

あ
る
が
故
に
補
助
金
を
打
ち
切
る
こ
と
は
、

自
由
選
挙
、
自
由
結
社
に
対
す
る
圧
迫
と
思

う
が
市
長
は
ど
う
思
う
か
。
市
長
は
日
本
の

領
土
防
衛
の
た
め
に
、
適
正
地
料
の
毎
年
払

い
に
全
力
を
注
ぐ
と
い
う
が
、
さ
か
ん
に
一

括
払
い
が
強
行
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
先
頭

に
立
っ
て
こ
れ
に
反
対
運
動
を
す
る
計
画
が

あ
る
か
、
次
に
前
の
議
会
で
ガ
ー
ブ
川
の
公

有
水
面
認
用
の
決
議
を
し
た
が
ど
う
処
理
し

た
か
。

　

市
長　

個
人
の
好
き
嫌
い
に
よ
っ
て
市
民

に
対
す
る
補
助
や
融
資
を
打
ち
切
る
と
い
う

こ
と
は
、
自
治
体
に
対
す
る
不
当
な
圧
迫
で

あ
り
、
世
界
の
も
の
笑
い
に
な
る
と
思
う
。

次
に
、
さ
い
き
ん
さ
か
ん
に
一
括
払
い
が
強

行
さ
れ
て
い
る
が
、
単
に
国
土
防
衛
と
い
う

だ
け
で
は
な
し
に
、
原
水
爆
基
地
化
に
反
対

し
、
恒
久
平
和
を
確
立
す
る
た
め
に
、
市
長

と
し
て
で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し
た
い
。
市

町
村
長
会
に
対
し
て
、
米
国
の
上
下
両
院
、

大
統
領
に
対
す
る
反
対
決
議
案
を
出
し
て
い

る
。那

覇
市
会
／
助
役
人
事
は
保
留 
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第
二
十
三
回
那
覇
市
定
例
議
会
最
終
日
の
三

十
一
日
は
あ
さ
十
時
半
か
ら
本
会
議
が
ひ
ら

か
れ
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

に
対
す
る
委
員
長
の
審
査
報
告
が
あ
っ
た

の
ち
表
決
が
行
わ
れ
、
午
前
中
に
〝
水
害
に

伴
う
事
業
税
及
び
市
民
税
の
軽
減
に
つ
い

て
〟
な
ど
七
件
を
可
決
休
憩
に
入
り
、
ひ
る

一
時
か
ら
再
開
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

な
お
問
題
の
第
一
助
役
の
選
任
同
意
に

つ
い
て
は
、
野
党
側
か
ら
第
二
助
役
収
入
役

の
問
題
と
一
緒
に
検
討
し
た
い
の
で
次
の

議
会
ま
で
保
留
し
て
も
ら
い
た
い
と
市
長

に
要
望
し
て
い
た
が
、
市
長
は
こ
の
要
望
を

入
れ
三
十
一
日
議
案
を
撤
回
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
与
党
は
同
案
を
強
行
に
通
そ
う
と

い
う
動
き
も
あ
っ
た
が
、
市
長
と
の
調
整
の

結
果
、
保
留
に
同
意
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

▽
部
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正　

真
和

志
と
の
合
併
条
件
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
勧

業
課
を
廃
し
、
商
工
観
光
課
と
農
林
水
産

課
の
二
課
を
新
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ

が
、
総
務
財
政
委
員
会
で
は
総
務
部
の
分
掌

事
項
に
商
業
工
業
及
び
観
光
に
関
す
る
事

項
、
農
業
畜
産
及
び
水
産
に
関
す
る
事
項
を

行
う
と
い
う
二
項
を
加
え
る
と
修
正
、
こ
れ

を
可
決
し
た
。

　

△
水
害
に
伴
う
事
業
税
及
び
市
民
税
の

軽
減
に
つ
い
て　

さ
る
二
月
七
日
の
浸
水

被
害
者
に
対
す
る
救
済
措
置
と
し
て
当
局

で
は
は
じ
め
事
業
税
だ
け
の
軽
減
案
を
出

し
て
い
た
も
の
だ
が
、
委
員
会
と
市
長
と
の

再
三
に
わ
た
る
調
整
の
結
果
市
民
税
も
軽
減

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

｜
社　

説
｜

政
治
的
弾
圧
と
違
法
容
疑 
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「
民
連
」
が
起
訴
さ
れ
て
い
る
。
無
届
の
政

治
結
社
に
よ
る
政
治
活
動
は
違
法
で
あ
る
と

い
う
わ
け
だ
が
、
こ
の
事
件
に
対
し
民
連
側

は
革
新
勢
力
へ
の
弾
圧
で
あ
る
と
き
め
つ
け
、

日
本
の
社
会
党
や
左
翼
団
体
も
政
治
的
圧
迫

だ
と
抗
議
し
て
い
る
。

　

法
治
社
会
に
お
い
て
法
を
ま
も
る
の
は
当

然
で
あ
る
。
法
を
犯
す
者
は
そ
れ
相
当
の
処

罰
を
う
け
る
の
も
ま
た
言
う
を
要
し
な
い
。

社
会
の
安
寧
秩
序
は
そ
れ
に
よ
っ
て
確
保
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
民
連
の
政

治
活
動
が
法
の
定
め
に
違
反
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
相
応
の
罰
は
う
け
る
べ
き
で
あ
り
、
法

に
従
っ
た
か
否
か
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
検
察

当
局
に
よ
っ
て
「
疑
い
」
が
あ
る
と
さ
れ
る

な
ら
法
の
裁
き
を
俟
つ
の
が
常
識
で
あ
る
。

　

民
連
事
件
を
政
治
的
弾
圧
と
う
け
と
っ
て

い
る
人
た
ち
の
見
解
は
、
い
ま
ま
で
米
当
局

が
も
っ
て
い
た
政
治
活
動
に
関
す
る
裁
判
権

が
民
側
に
移
譲
さ
れ
、
そ
の
移
譲
と
同
時
に

〝
手
入
れ
〟
さ
れ
た
、
し
か
も
そ
の
時
期
が

立
法
院
総
選
挙
を
控
え
て
い
た
、
と
い
う
二

点
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
類
似
の
「
平
良
後
援

二
三



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
四
月

会
」
に
対
し
検
察
当
局
の
態
度
は
消
極
的
で

あ
る
と
し
て
、
一
方
的
弾
圧
と
み
な
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
米
当
局
の
コ
マ
切
れ
的
な
権
限

移
譲
の
や
り
方
は
、
何
か
不
明
瞭
な
政
治
的

意
図
を
印
象
さ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。
住
民

の
自
治
権
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
の
権
限
移
譲

な
ら
、
こ
の
場
合
も
集
成
刑
法
全
部
を
移
し

て
く
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
事
件
の
発
生
が

あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
関
連
し
た

ほ
ん
の
一
部
分
を
移
譲
す
る
が
如
き
は
、
そ

こ
に
何
か
の
含
み
が
あ
る
と
う
け
と
ら
れ
て

も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
住
民
側
は

で
き
る
だ
け
米
側
の
留
保
す
る
対
住
民
の
権

限
を
移
譲
し
て
も
ら
い
た
い
と
希
望
し
て
い

る
。
こ
れ
は
民
連
と
い
え
ど
も
同
様
だ
。
だ

か
ら
一
つ
一
つ
で
も
結
構
で
は
な
い
か
と
い

え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
誤
解
や
曲
解
を
も
た

ら
す
よ
う
で
は
甚
し
く
移
譲
の
意
義
を
減
殺

す
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
違
法
容
疑
が
あ
れ
ば

軍
だ
ろ
う
が
民
だ
ろ
う
が
こ
れ
を
黙
認
す
べ

き
で
は
な
い
。
そ
れ
に
時
期
の
問
題
や
今
回

の
手
入
れ
が
一
方
的
に
民
連
を
弾
圧
し
て
い

る
と
解
す
る
の
も
当
っ
て
い
な
い
。
法
を
守

る
と
い
う
こ
と
は
政
治
的
な
も
の
で
は
な
い
。

政
治
的
立
場
と
遵
法
の
立
場
は
別
で
あ
る
。

事
件
が
あ
り
、
違
法
行
為
の
疑
い
が
あ
れ
ば

厳
に
こ
れ
を
摘
発
す
る
の
は
検
察
当
局
の
義

務
で
あ
る
。
米
当
局
が
政
治
的
に
民
連
を
弾

圧
し
た
い
な
ら
、
そ
の
術
（
す
べ
）
は
い
く

ら
で
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
あ
え
て
民
連
へ
の
圧
迫
を
民
側
の
手
に
押

し
つ
け
た
の
だ
と
み
る
に
し
て
も
、
法
に
違

背
し
た
行
動
あ
る
い
は
容
疑
は
、
い
ず
れ
に

せ
よ
摘
発
さ
れ
裁
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
時
期
も
な
け
れ
ば
一
方
的
だ
か
ら

い
け
な
い
と
す
る
理
由
も
認
め
ら
れ
ぬ
の
が

常
道
で
あ
る
。
第
三
者
の
側
か
ら
い
え
ば
、

選
挙
中
だ
か
ら
取
調
べ
を
遠
慮
す
る
と
か
、

起
訴
し
な
か
っ
た
と
か
い
う
こ
と
自
体
が
政

治
的
配
慮
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
不
満
を

覚
ゆ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
も
あ
れ
い
か
な
る
違
法
事
件
乃
至
容
疑

事
件
も
こ
れ
を
政
治
的
に
取
扱
う
べ
き
で
は

な
い
。
民
連
側
が
、
全
然
事
実
無
根
で
、
ね

つ
造
し
た
容
疑
に
よ
る
〝
手
入
れ
〟
だ
と
い

う
な
ら
、
そ
の
後
、
な
ぜ
結
社
届
を
出
し
、

会
計
報
告
を
出
し
た
か
と
反
問
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
く
り
返
え
し
て
い
い
た
い
こ
と
は
誰

で
も
政
治
的
に
法
を
曲
げ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
軍
の
布
令
布
告
だ

か
ら
守
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
そ
れ
で
全
然
別
の
立
場
で
臨
む
べ
き
だ
ろ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

｜
社　

説
｜

〝
資
金
凍
結
〟
の
解
除
に
も
超　

　

党
派
で
あ
た
れ 
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さ
き
の
瀬
長
市
長
時
代
に
ス
ト
ッ
プ
さ

れ
た
那
覇
市
に
た
い
す
る
民
政
府
補
助
は
、

い
ま
な
お
凍
結
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
が
、
社
大
党
が
選
挙
の
直
後
真
ッ
さ
き
に

こ
れ
を
と
り
あ
げ
て
、
援
助
再
開
を
民
政
官

に
訴
え
て
い
る
の
は
、
問
題
の
解
決
に
糸
口

を
あ
た
え
て
く
れ
た
よ
う
に
お
も
う
。

　

も
と
も
と
、
こ
れ
は
那
覇
市
の
都
市
計
画

事
業
の
た
め
に
既
に
支
出
準
備
さ
れ
た
資

金
で
あ
っ
て
、
民
政
府
が
あ
ら
た
め
て
用
意

す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
い
う
と
、

行
政
府
が
目
下
折
衝
を
か
さ
ね
て
い
る
行

政
府
費
補
助
と
は
、
ま
っ
た
く
性
質
が
異
な

る
も
の
で
、
凍
結
の
セ
キ
を
払
い
の
け
さ
え

す
れ
ば
、
金
は
自
然
に
流
れ
だ
す
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
い
ワ
シ
ン
ト
ン
ま

で
掛
け
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
に
し
て

も
、
さ
し
て
困
難
さ
は
な
い
は
ず
で
、
解
決

は
も
っ
ぱ
ら
民
政
府
の
意
志
ひ
と
つ
に
か

か
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

そ
こ
で
、
資
金
が
凍
結
さ
れ
た
理
由
が
ど

こ
に
あ
っ
た
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
時
も

や
が
ま
し
く
論
議
さ
れ
た
よ
う
に
、
反
米
的

な
態
度
を
と
っ
て
い
る
市
長
に
、
補
助
金
を

出
し
て
や
る
必
要
は
な
い―

と
い
う
こ
と

に
つ
き
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
表
面
は
金
融

の
元
締
を
に
ぎ
っ
て
い
る
琉
銀
総
裁
が
、
市

の
財
政
を
あ
や
う
い
と
み
て
、
自
主
的
に
と

っ
た
措
置
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
り
し
た
け
れ

ど
も
、
前
後
の
い
き
さ
つ
か
ら
み
て
民
政
府

の
意
志
か
ら
で
た
こ
と
は
、
誰
も
疑
わ
な
い

だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
結
局
困
っ

た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
市
民
で
あ
る
。
都
市
が

単
に
そ
の
な
か
に
住
ん
で
い
る
市
民
だ
け
の

も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
ひ
ろ
い
意
味
で
沖

縄
の
全
住
民
が
困
っ
た
。
け
し
て
市
長
だ
け

が
不
利
に
た
た
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
は
じ
め
か
ら
わ
か
り
き
っ

た
話
だ
っ
た
。

　

民
政
府
の
意
図
の
な
か
に
は
、
反
米
的
と

み
た
市
長
を
民
心
か
ら
ひ
き
は
な
そ
う
と
い

う
考
え
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
一
方
で
は
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
市
長
を
選
ん
だ
市
民
に
た

い
し
て
、
こ
ら
し
め
の
意
味
を
ふ
く
め
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
想
像
す
れ
ば
、
い
ろ
い

ろ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
民
政
府
と
し
て
は
管
理
者
の
立
場
か
ら
、

そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
沖
縄
の
人
の
立
場
に
お
き
か
え
て

考
え
る
と
、
そ
れ
は
通
用
し
な
い
。

　

都
市
計
画
事
業
は
あ
く
ま
で
市
民
の
た
め

の
も
の
で
あ
っ
て
、
市
長
個
人
に
名
を
な
さ

し
め
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
選
挙
の
自
由

二
四



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
四
月

を
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
責
任
を
問
わ
れ
る
の

も
心
外
と
い
え
ば
心
外
で
あ
る
。
那
覇
市
に

対
す
る
資
金
の
凍
結
解
除
は
、
一
党
一
派
の

勢
力
に
テ
コ
入
れ
を
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど

の
考
え
を
抜
き
に
し
て
、
住
民
福
祉
の
た
め

一
致
し
て
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
。
凍
結
さ
れ
た
こ
と
を
、
い
い
戒
め
だ

と
か
、
や
む
を
得
な
い
仕
儀
だ
と
か
考
え
る

の
は
、
民
政
府
で
あ
っ
て
、
沖
縄
の
内
側
に

た
つ
人
々
ま
で
が
、
そ
れ
を
肯
定
し
て
は
、

は
き
違
え
も
は
な
は
だ
し
い
。

　

し
か
し
、
い
ま
ま
で
凍
結
の
解
除
に
つ
い

て
力
を
貸
し
て
く
れ
た
の
は
、
行
政
府
を
は

じ
め
、
ほ
か
の
ど
の
政
党
に
も
み
あ
た
ら
な

か
っ
た
。
あ
た
か
も
、
他
人
の
責
任
は
、
こ

っ
ち
の
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
態
度

に
さ
え
み
え
た
。
そ
こ
へ
、
は
じ
め
て
口
火

を
き
っ
た
の
が
社
大
党
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

選
挙
後
、
政
党
の
間
に
対
外
問
題
に
向
っ

て
は
、
一
本
に
か
た
ま
っ
て
い
こ
う
と
い
う
、

超
党
派
の
色
が
み
え
は
じ
め
て
い
る
。
那
覇

市
に
た
い
す
る
凍
結
資
金
の
解
除
も
、
民
政

府
と
の
折
衝
を
必
要
と
す
る
対
外
問
題
の
ひ

と
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
那
覇
市

だ
け
の
、
は
っ
き
り
言
え
ば
民
連
派
市
長
だ

け
の
責
任
と
は
せ
ず
に
超
党
派
の
線
に
の
せ

て
、
解
決
へ
力
を
あ
わ
せ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
四
囲
の
情
勢
を
思
い
あ
わ
せ
る
と
、

那
覇
市
長
に
と
っ
て
こ
れ
は
荷
が
重
す
ぎ
る
。

　

さ
い
わ
い
、
社
大
党
が
き
り
出
し
た
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
気
に
な
り
さ
え
す
れ

ば
、
超
党
派
折
衝
は
す
ぐ
実
現
で
き
る
こ
と

で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
機
も
ち
ょ
う
ど
い
ま

熟
し
て
い
る
。
民
政
府
を
動
か
す
に
は
、
も

っ
と
も
そ
れ
が
効
果
の
あ
る
手
段
で
あ
る
。

超
党
派
で
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
そ
ら
く
民
政
府
筋
が
も
っ
と
も
懸
念
し
て

い
る
一
方
的
な
「
抵
抗
の
勝
利
」
だ
と
思
わ

せ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

資
金
の
凍
結
に
あ
っ
て
既
に
一
年
余
に
な

る
。
こ
れ
以
上
都
市
計
画
事
業
を
お
く
ら
し

て
は
な
ら
な
い
。

三
年
掛
り
で
漸
く
完
成
／
近
代

的
な
泊
港
タ
ー
ミ
ナ
ル 

　
　
　

〔
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五
六
年
十
一
月
十
五
日
に
起
工
し
た
泊
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
・
ビ
ル
の
新
築
工
事
は
約
二
年
に

わ
た
る
長
い
工
事
日
数
を
か
け
て
四
月
十
五

日
よ
う
や
く
完
成
す
る
。
同
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
、
総
工
費
千
百
五
十
八
万
七
千
九
百
円
で

善
太
郎
組
（
新
垣
善
太
郎
氏
）
が
着
工
、
総

坪
数
三
百
十
八
坪
の
ス
マ
ー
ト
な
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
階
（
一
部
、
四
階
）
建
、
五
六

年
十
二
月
末
に
第
一
期
工
事
を
完
了
し
た
が

同
十
二
月
二
十
七
日
に
那
覇
市
市
長
選
挙
を

め
ぐ
っ
て
、
工
事
中
止
の
通
告
を
う
け
、
琉

銀
の
資
金
凍
結
に
あ
っ
て
の
び
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
た
め
政
府
か
ら
五
百
万
円
の
補
助
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

四
百
万
円
が
補
助
あ
と
の
百
万
円
は
工
事

が
す
ん
で
か
ら
交
付
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
複

雑
な
い
き
さ
つ
で
よ
う
や
く
完
成
す
る
。　

な
お
、
現
場
監
督
の
善
太
郎
組
平
良
清
一
氏

は
「
近
く
完
成
の
予
定
だ
が
近
代
的
な
総
グ

ラ
ス
ウ
イ
ン
ド
の
建
物
と
し
て
基
礎
工
事

に
苦
心
し
た
。
完
成
の
時
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
前

に
停
車
場
な
ど
設
け
て
多
く
の
人
々
に
利

益
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
語

っ
て
い
る
。

同
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
は
、
税
関
事
務
所
、
待
合

室
、
郵
便
局
、
検
疫
所
、
出
入
国
管
理
部
、

各
船
舶
会
社
が
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

業
者
の
意
見
聞
く
／
バ
ス
・
タ 

　
　

ー
ミ
ナ
ル
問
題 
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那
覇
市
会
総
務
財
政
、
建
設
両
委
員
会
の
合

同
委
員
会
が
九
日
午
後
三
時
か
ら
那
覇
市

会
議
室
で
開
か
れ
た
。
こ
の
合
同
委
員
会
は

民
営
か
公
営
か
結
論
を
得
ぬ
ま
ま
に
放
置

さ
れ
て
い
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
問
題
に
解

決
の
い
と
ぐ
ち
を
与
え
よ
う
と
開
か
れ
た

も
の
で
、
当
日
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
社
長
上

原
敬
和
氏
ら
の
出
頭
を
求
め
、
事
情
を
聴
取

し
た
。
委
員
会
の
も
よ
う
は
つ
ぎ
の
通
り
。

　

大
城
委
員　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
那
覇

市
が
建
設
す
る
と
五
六
年
四
月
に
市
会
が
決

議
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
建
設
さ
れ
て
い
な

い
理
由
は
な
に
か
。

　

仲
原
総
務
部
長　

い
き
さ
つ
は
よ
く
分
ら

な
い
が
今
の
那
覇
市
の
財
政
状
態
で
は
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
は
不
可
能
に
近
く
、
バ
ス

業
者
に
や
っ
て
貰
っ
た
方
が
実
現
が
早
く
な

る
と
思
う
。

　

宮
里
委
員　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
社
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　

上
原
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
社
長　

昨
年
七
月

十
一
日
に
資
本
金
二
千
万
円
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
会
社
を
組
織
、
総
株
数
の
四
分
の
一
に

当
る
五
百
万
円
を
払
い
込
ん
で
あ
る
。

　

高
良
委
員　

上
原
社
長
か
ら
い
ま
ま
で
の

い
き
さ
つ
を
く
わ
し
く
説
明
し
て
も
ら
い
た

い
。

　

上
原
社
長　

牧
志
、
開
南
、
神
里
原
の
各

地
に
散
っ
て
い
た
バ
ス
の
発
着
所
を
都
計
上

の
立
場
か
ら
と
い
う
那
覇
市
の
要
請
で
五
四

年
十
二
月
五
日
仮
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
移
転

し
た
。
こ
の
仮
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
あ
く
ま

で
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
し
、
五
六
年
四

月
に
那
覇
市
が
建
設
す
る
こ
と
を
決
着
し
た

に
も
拘
ら
ず
ま
だ
で
き
て
い
な
い
の
は
、
那

覇
市
の
設
計
に
民
政
府
が
ダ
メ
を
出
し
た
の

で
、
五
六
年
九
月
七
日
当
時
の
那
覇
市
建
設

部
長
安
次
富
長
昌
氏
か
ら
「
民
政
府
の
言
い

分
を
通
し
た
ら
那
覇
市
と
し
て
は
自
信
が
持

二
五



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
四
月

て
な
い
か
ら
、
業
者
で
建
設
を
や
っ
た
ら
ど

う
か
。
そ
の
と
き
市
有
地
は
買
い
と
っ
て
く

れ
」
と
い
う
話
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
当

間
市
長
の
意
思
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
上

で
九
月
七
日
「
そ
れ
で
は
業
者
自
体
で
や
り

ま
す
」
と
嘉
手
納
助
役
に
正
式
に
回
答
し

た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
同
年
十
月
十
五
日
に
開
か

れ
た
市
会
の
全
体
協
議
会
で
当
間
市
長
は

「
職
を
と
し
て
も
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設

は
市
が
や
る
」
と
態
度
が
変
り
、
今
に
至
る

ま
で
市
が
や
る
、
業
者
が
や
る
と
も
め
て
い

る
。

　

新
垣
委
員　

市
と
一
緒
に
経
営
す
る
意
思

は
な
い
か
。

　

上
原
社
長　

な
る
べ
く
な
ら
業
者
だ
け
で

や
り
た
い
。

　

高
良
委
員　

会
社
設
立
で
バ
ス
賃
を
値
上

げ
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

　

上
原
社
長　

そ
ん
こ
と
は
絶
対
に
さ
せ
な

い
。

こ
れ
で
合
同
委
員
会
を
打
切
り
、
六
月
の
議

会
ま
で
十
分
に
同
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
り
散
会
し
た
。

な
お
兼
次
市
長
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設

問
題
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。

　

兼
次
市
長
の
話　

現
在
の
那
覇
市
の
財
政

状
態
か
ら
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
那
覇
市
が

建
設
す
る
の
は
難
し
い
の
で
都
計
の
促
進
と

い
う
立
場
か
ら
業
者
に
こ
れ
を
ま
か
せ
、
実

現
を
早
め
た
い
。

道
路
舗
装
補
助
金
／
兼
次
市
長

が
支
出
申
請 
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兼
次
那
覇
市
長
は
十
日
、
民
政
府
へ
、
さ
き

に
琉
銀
総
裁
か
ら
東
江
臨
時
市
長
に
口
頭
で

再
開
指
示
の
あ
っ
た
特
別
補
助
金
の
一
部
を

出
し
て
も
ら
い
た
い
と
申
請
し
た
。

こ
れ
は
、
特
補
工
事
の
う
ち
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ

ー
線
、
久
茂
地
校
横
線
、
牧
志
延
長
線
の
三

本
の
道
路
と
久
茂
地
川
第
二
号
橋
の
工
費
六

百
十
一
万
六
千
余
円
の
う
ち
未
執
行
の
二
百

十
四
万
八
千
余
円
で
、
東
江
臨
時
市
長
へ
の

再
開
指
示
で
工
事
を
進
め
て
い
る
も
の
。
す

で
に
完
成
し
た
分
も
あ
る
が
、
琉
銀
で
は
軍

か
ら
の
指
示
が
な
い
た
め
金
が
出
せ
な
い
と

い
う
の
で
こ
の
申
請
と
な
っ
た
。

な
お
、
現
物
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
分
は
先
月
末
に
出
さ
れ
て

い
る
の
で
東
江
臨
時
市
長
に
再
開
指
示
の
あ

っ
た
分
に
つ
い
て
は
現
金
も
出
さ
れ
る
も
の

と
み
ら
れ
て
い
る
。
特
補
工
事
の
施
行
状
況

は
つ
ぎ
の
通
り
。

▽
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
線　

那
覇
高
校
前
か
ら

琉
球
政
府
裏
ま
で
は
す
で
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
を
完
了
し
、
政
府
裏
か
ら
四
十
四
号
線

間
は
目
下
工
事
中
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
は
さ
る
三
月
二
十
五
日
民
政

府
か
ら
特
補
と
し
て
現
物
支
給
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

▽
久
茂
地
校
横
線　

第
一
相
互
銀
行
横
か

ら
一
号
線
を
横
断
、
国
際
通
り
と
旧
市
街
地

を
結
ぶ
も
の
。
基
礎
工
事
は
さ
る
三
月
五
日

に
完
成
、
あ
と
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
残

す
だ
け
だ
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
民
政
府
か

ら
現
物
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

▽
牧
志
延
長
線　

那
覇
署
前
か
ら
バ
ス
セ

ン
タ
ー
に
通
ず
る
も
の
で
路
面
工
事
は
完

成
し
目
下
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事
中
。
な

お
、
こ
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
現
物
支
給
の
予

定
だ
が
工
事
を
急
ぐ
た
め
自
己
資
金
で
立

替
え
、
四
、
五
日
の
中
に
完
成
の
予
定
。

泊
港
ご
っ
た
が
え
す
／
上
間
選

手
ら
に
ぎ
や
か
に
出
発 
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十
二
日
ひ
る
す
ぎ
泊
を
出
港
し
た
沖
縄
丸
は

定
員
二
百
十
二
名
を
八
十
名
近
く
も
上
ま
わ

る
大
賑
わ
い
を
み
せ
出
港
を
ま
え
に
貨
物
の

積
込
み
作
業
と
見
送
り
人
で
ご
っ
た
が
え
し

て
い
た
が
、
同
船
で
熊
日
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

す
る
上
間
君
ら
三
選
手
、
運
転
講
習
生
、
那

覇
市
議
員
、
天
理
教
徒
な
ど
が
上
京
し
た
。

　
　

〔
中
略
〕

〇
…
那
覇
市
会
本
土
派
遣
議
員
は
高
良
議

長
以
下
大
山
盛
幸
、
高
良
清
二
、
宮
城
実
、
備

瀬
知
良
、
仲
尾
次
盛
夏
、
屋
慶
名
政
永
、
喜

久
山
朝
重
、
比
嘉
朝
四
郎
、
具
志
清
裕
の
十

議
員
と
新
垣
繁
（
事
務
局
員
）
の
十
一
名
だ

が
、
こ
の
日
渡
日
し
た
の
は
大
山
、
備
瀬
、

高
良
、
宮
城
、
仲
尾
次
、
屋
慶
名
の
六
議
員

だ
け
、
他
の
議
員
は
十
八
日
に
大
阪
で
落
合

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

大
山
団
長
の
話　

約
一
カ
月
の
予
定
で
本

土
各
地
を
視
察
す
る
が
、
今
決
定
し
て
い
る

の
は
長
崎
市
に
お
け
る
都
市
計
画
事
業
、
広

島
市
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
大
阪
市
の
河
川

法
、
水
上
店
舗
問
題
な
ど
で
、
十
八
日
全
員

が
大
阪
に
集
り
、
そ
の
後
の
視
察
日
程
に
つ

い
て
協
議
す
る
。

　
　

〔
後
略
〕

地
主
た
ち
で
初
の
区
画
整
理
／

高
級
住
宅
街
の
モ
デ
ル
／
市

の
手
借
り
ず
に
立
ち
上
る 
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那
覇
市
都
市
計
画
の
基
調
を
な
す
区
画
整
理

事
業
は
、
五
二
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
今
年

三
月
ま
で
に
約
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
了
し

て
い
る
が
、
市
の
手
を
借
り
ず
、
自
分
の
土

地
は
自
分
で
整
理
し
よ
う
と
自
主
的
に
組
合

を
つ
く
っ
て
区
画
整
理
事
業
を
や
ろ
う
と
い

う
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
上
泉
町
一
、
二
、
三
丁
目
、
楚
辺
原

二
六



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
四
月

一
帯
（
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
）
の
地
主
た
ち

九
十
一
人
で
組
織
す
る
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
付

近
土
地
区
画
整
理
組
合
（
組
合
長
岸
本
政
智

氏
）
、
去
る
一
月
二
十
五
日
主
席
の
認
可
を

受
け
、
六
月
か
ら
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
沖
縄
で
は
初
め
て
の
ケ
ー

ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

〇
…
都
計
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て

都
計
区
域
内
の
土
地
は
区
画
整
理
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
同
法
第
十

四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
市
町
村
が
こ
の
事
業

に
当
っ
て
い
た
。

行
政
庁
が
や
る
場
合
に
は
、
な
か
ば
強
制
的

に
行
わ
れ
、
換
地
に
つ
い
て
も
地
主
の
意
見

が
十
分
に
い
れ
ら
れ
な
い
場
合
が
多
く
地
主

の
不
満
が
絶
え
な
い
。
し
か
し
、
地
主
の
自

主
的
な
組
合
（
法
人
組
織
）
で
や
る
場
合
に

は
、
全
組
合
員
（
地
主
）
の
承
認
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
も
っ
と
も
理
想
的
な
区
画

整
理
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
組
合
は
、
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
一
帯
が

軍
の
接
収
か
ら
開
放
さ
れ
て
も
道
路
が
で

き
て
な
い
た
め
に
建
築
許
可
が
得
ら
れ
な

い
の
で
岸
本
氏
を
中
心
と
す
る
地
主
た
ち

が
、
自
分
の
手
で
区
画
整
理
を
し
よ
う
と

五
七
年
七
月
頃
か
ら
話
し
合
い
、
そ
の
間

数
回
に
わ
た
っ
て
地
主
会
を
開
い
て
協
議

し
た
結
果
、
組
合
組
織
の
運
び
と
な
り
、
去

る
二
月
二
十
二
日
設
立
総
会
を
開
い
て
会

長
、
副
会
長
、
評
議
員
を
選
任
、
規
約
を

制
定
し
て
正
式
に
発
足
し
た
。

組
合
事
業
地
区
は
総
面
積
二
万
四
千
六
百
四

十
五
坪
で
総
工
費
七
百
八
十
九
万
六
千
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
都
市
計
画
道
路
一

本
と
区
画
整
理
道
路
七
本
（
地
積
五
千
八
百

三
十
二
坪
）
事
業
費
と
し
て
売
る
替
費
地

（
二
千
三
百
五
坪
）
に
あ
て
る
の
で
整
理
後

の
地
積
は
一
万
六
千
五
百
八
坪
に
な
る
。
す

で
に
沖
縄
土
地
整
理
会
社
（
社
長
嘉
手
納
並

水
氏
）
の
手
で
測
量
を
始
め
六
月
か
ら
着
工
、

十
一
月
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
市
と
同
様
地
主
か
ら
三
割
を

提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
替
費
地
と
し
て

売
っ
て
工
事
費
に
当
て
る
が
地
主
に
と
っ
て

有
利
な
こ
と
は
換
地
は
全
地
主
の
同
意
を
得

て
行
わ
れ
、
組
合
の
事
業
地
区
内
で
行
わ
れ

る
こ
と
だ
と
い
う
。
市
の
や
る
よ
う
に
上
泉

町
の
土
地
が
前
島
町
に
移
さ
れ
る
と
い
っ
た

不
合
理
な
こ
と
は
お
こ
ら
な
い
と
い
っ
て
い

る
。

な
お
、
同
地
区
は
ゆ
る
い
傾
斜
を
も
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
い
か
し
て
本
土
に
お
け
る
関

西
の
芦
屋
、
関
東
の
熱
海
と
い
っ
た
高
級
住

宅
地
の
よ
う
な
立
派
な
街
に
し
よ
う
と
組
合

側
で
は
り
き
っ
て
い
る
。

　

岸
本
組
合
長
の
話　

ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
一

帯
は
軍
か
ら
開
放
に
な
っ
た
が
、
道
路
が
設

定
さ
れ
て
な
い
た
め
建
築
許
可
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
市
の
区
画
整
理
を
待
っ
て
い
て
は

お
そ
く
な
る
の
で
自
分
た
ち
の
手
で
や
ろ

う
と
組
合
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

区
画
整
理
組
合
は
、
全
琉
で
は
じ
め
て
の
も

の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
手
で
立
派
な
町
を

つ
く
り
あ
げ
た
い
と
思
う
。

成
功
す
れ
ば
、
あ
ち
こ
ち
に
こ
の
よ
う
な
組

合
が
で
き
て
都
市
計
画
事
業
も
促
進
さ
れ
る

と
思
う
の
で
一
生
懸
命
や
る
つ
も
り
で
す
。

な
お
、
政
府
に
対
し
て
は
す
で
に
補
助
を
申

請
し
て
い
る
が
、
那
覇
市
に
対
し
て
も
近
く

補
助
申
請
す
る
つ
も
り
だ
。

　

知
念
那
覇
市
計
画
課
長
の
話　

都
市
計

画
事
業
や
区
画
整
理
事
業
は
市
で
や
る
べ
き

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い

で
市
民
が
市
と
一
体
と
な
っ
て
こ
の
事
業
を

や
っ
て
は
じ
め
て
促
進
さ
れ
る
も
の
だ
。
そ

の
意
味
で
沖
縄
で
初
の
ケ
ー
ス
と
し
て
区
画

整
理
組
合
が
で
き
た
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
。

住
宅
問
題
に
つ
い
て
も
不
動
産
会
社
な
ど
が

団
地
計
画
を
た
て
住
宅
公
団
に
す
る
と
こ
ろ

ま
で
い
け
ば
結
構
な
こ
と
と
思
う
。
市
民
が

進
ん
で
都
市
計
画
に
協
力
し
て
い
く
と
い
う

体
制
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
平
和
通
り
の
よ
う

な
不
良
地
区
の
改
造
は
の
ぞ
め
な
い
。
さ
ら

に
金
融
機
関
も
こ
う
い
っ
た
法
人
や
個
人
に

は
長
期
融
資
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
援
助
す

る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。

兼
次
市
長
／
選
挙
違
反
で
起
訴 
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（
既
報
）
兼
次
那
覇
市
長
の
選
挙
運
動
を
追
及

し
て
い
る
検
察
庁
は
十
九
日
あ
さ
か
ら
首
脳

会
議
を
開
き
同
事
件
の
処
分
を
検
討
し
た
結

果
、
起
訴
す
る
こ
と
に
決
め
、
巡
回
与
那
嶺

検
事
の
担
当
で
同
日
午
後
中
央
巡
裁
に
起
訴

手
続
を
と
っ
た
。

　

公
訴
事
実
に
つ
い
て
は
発
表
を
ひ
か
え
て

い
る
が
、
兼
次
市
長
は
去
る
立
法
院
議
員
選

挙
の
さ
い
第
一
、
二
、
三
、
五
、
十
三
な
ど

の
選
挙
区
で
民
連
推
せ
ん
候
補
者
を
応
援
す

る
た
め
、
市
長
専
用
車
を
選
挙
運
動
の
た
め

使
用
し
て
立
法
院
議
員
選
挙
法
第
百
四
十
五

条
（
公
用
物
の
使
用
禁
止
＝
違
反
者
は
三
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
を

科
さ
れ
る
）
に
違
反
し
た
疑
い
。

こ
れ
ま
で
の
警
察
と
検
事
の
調
べ
に
よ
る
と

兼
次
市
長
は
、
前
記
各
選
挙
区
で
十
回
余
り

に
わ
た
り
専
用
車
を
使
っ
て
選
挙
演
説
を
し

た
と
疑
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
選
挙
演

説
を
し
た
こ
と
は
み
と
め
て
い
る
が
専
用
車

を
使
用
し
た
点
に
つ
い
て
は
第
二
、
第
三
選

挙
区
に
乗
っ
て
い
っ
た
こ
と
だ
け
を
み
と
め
、

他
の
選
挙
区
に
つ
い
て
は
全
部
否
認
し
て
い

る
と
い
わ
れ
、
ま
た
第
二
、
第
三
区
の
場
合

も
そ
れ
ぞ
れ
屋
我
地
へ
慰
問
に
行
っ
た
つ
い

で
と
か
郷
里
の
上
本
部
へ
焼
香
に
行
っ
た
つ

い
で
に
演
説
を
頼
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
選
挙

二
七



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
五
月

運
動
の
た
め
に
車
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
、

と
弁
明
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
検
察
庁
で
は
、
兼
次
市
長
が
各
選

挙
区
で
専
用
車
か
ら
乗
り
下
り
し
た
事
実
を

現
認
し
た
証
人
を
そ
ろ
え
て
お
り
、
ま
た
同

市
長
が
各
演
説
会
場
へ
連
続
的
に
車
を
乗
り

回
し
た
事
実
や
演
説
会
の
前
日
か
ら
ポ
ス
タ

ー
に
同
市
長
の
演
説
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
で
、
計
画
的
な
選
挙
運
動
に
専
用
車

を
使
っ
た
こ
と
を
立
証
で
き
る
と
し
て
い
る

よ
う
だ
。

高
圧
線
の
移
転
／
那
覇
市
が
要

請
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那
覇
市
で
は
ギ
ー
リ
ス
電
力
公
社
理
事
長
宛
、

市
内
一
号
線
に
そ
っ
て
た
て
ら
れ
た
高
圧
線

の
移
転
促
進
を
要
請
し
た
。
こ
の
高
圧
線
は

六
万
九
千
ボ
ル
ト
と
い
う
高
圧
線
で
、
こ
れ

が
市
内
を
貫
通
し
て
い
る
こ
と
は
危
険
で
あ

り
、
区
画
整
理
、
土
地
利
用
の
面
で
支
障
を

き
た
し
て
お
り
、
電
力
公
社
で
も
移
転
の
必

要
を
認
め
て
い
た
が
移
転
候
補
地
の
選
定
難

で
の
び
の
び
と
な
っ
て
い
た
も
の
。

一
号
線
に
架
橋
を
／
水
害
防
止
、

　
　

那
覇
市
が
申
請 
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那
覇
市
の
真
中
を
流
れ
る
ガ
ー
ブ
川
の
支
流

の
一
つ
で
あ
る
前
島
町
か
ら
一
号
線
を
通
り

市
営
住
宅
前
に
通
ず
る
排
水
路
は
、
一
号
線

で
た
ち
切
ら
れ
て
い
る
た
め
、
大
雨
の
た
び

に
付
近
に
浸
水
騒
ぎ
を
お
こ
さ
せ
て
い
る
が
、

那
覇
市
で
は
九
日
、
主
席
に
一
号
線
を
通
し

て
橋
を
か
け
る
よ
う
申
請
し
た
。

去
る
二
月
七
日
の
豪
雨
で
ガ
ー
ブ
川
を
は
ん

ら
ん
さ
せ
、
公
設
市
場
一
帯
に
一
億
円
の
損

害
を
あ
た
え
た
の
も
一
因
は
こ
の
排
水
路
の

水
の
は
け
口
が
な
い
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
一
号
線
の
工
事
は
技
術
的
に
も
困
難

だ
と
い
わ
れ
乏
し
い
那
覇
の
財
政
で
は
で
き

な
い
と
あ
っ
て
政
府
に
工
事
申
請
を
し
た
も

の
。
な
お
、
こ
れ
と
同
時
に
那
覇
市
で
は
、

都
計
道
路
の
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
線
は
じ
め
十

七
本
の
道
路
を
政
府
道
路
と
し
て
認
定
す
る

よ
う
申
請
し
た
。

こ
れ
ら
の
道
路
は
瀬
長
市
長
時
代
か
ら
再
三

に
わ
た
り
認
定
を
要
請
し
て
い
る
も
の
だ
が
、

ま
だ
実
現
し
な
い
。
政
府
道
認
定
の
申
請
を

し
た
道
路
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

泊
那
覇
港
線
、
波
之
上
久
米
線
、
牧
志
延
長

那
覇
港
線
、
牧
志
延
長
線
、
那
覇
港
線
、
ハ

ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
線
、
刑
務
所
前
通
り
、
真
和

志
郵
便
局
前
、
真
和
志
小
校
、
霊
園
、
三
原

教
会
線
、
三
原
中
央
線
、
首
里
一
号
線
、
首

里
崎
山
馬
場
線
、
小
禄
新
部
落
本
線
、
高
良

宇
栄
原
線
、
田
原
ペ
リ
ー
線
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
円
覚
寺
跡
保
存

問
題
／
急
転
直
下
円
満
解
決

／
文
化
財
保
護
委
／
琉
大
の

申
請
を
条
件
付
で
承
認 
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琉
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
円
覚
寺
跡
保
存
問
題

で
話
し
合
っ
た
文
化
財
保
護
委
員
会
、
山
里

委
員
長
他
五
名
は
、
博
物
館
に
午
前
十
一
時

半
か
ら
お
け
る
琉
大
側
と
の
話
し
合
い
の

あ
と
円
覚
寺
跡
の
実
地
見
分
を
行
な
っ
た

結
果
次
の
よ
う
な
条
件
で
琉
大
側
の
申
請

を
承
認
す
る
こ
と
に
な
り
紛
糾
す
る
の
で

は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
た
同
問
題
は
、
急

転
直
下
円
満
解
決
し
た
。
条
件
は
次
の
通
り
、

一
、
琉
大
は
、
円
覚
寺
復
元
が
具
体
的
に
な

っ
た
場
合
は
、
全
面
的
に
こ
れ
に
協
力
す
る
。

二
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
地
の
さ
い
円
覚
寺
周
辺

の
石
垣
は
、
崩
さ
な
い
こ
と
。

三
、
琉
大
側
の
新
申
請
線
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
ノ
リ
下
と
す
る
。

四
、
放
生
池
や
山
門
の
復
元
に
、
支
障
を
来

た
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

な
お
文
化
財
保
護
委
員
会
で
は
、
二
、
三
日

中
に
委
員
会
を
開
き
、
同
問
題
に
つ
い
て
協

定
書
を
作
せ
い
し
、
琉
大
側
と
交
換
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

全
議
員
の
共
同
提
案
で
／
戦
災

復
興
援
助
決
議
／
那
覇
市
会 

　
　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
５
・
24
〕

那
覇
市
会
は
、
二
十
三
日
ひ
る
三
時
か
ら

総
務
財
政
委
員
会
を
開
き
、
三
月
の
定
例

議
会
に
民
連
十
五
議
員
か
ら
出
さ
れ
、
同

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
戦
災
復
興
事
業
に

対
す
る
日
本
政
府
へ
の
援
助
要
請
決
議
案

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

こ
れ
は
さ
る
二
十
日
の
委
員
会
で
検
討
し
た

結
果
、
修
正
し
て
全
議
員
の
共
同
提
案
に
す

る
こ
と
に
な
り
、
二
十
二
日
与
野
党
双
方
か

ら
各
二
人
の
委
員
を
あ
げ
て
修
正
し
た
も
の

だ
が
、
二
十
三
日
の
委
員
会
で
は
、
こ
の
修

正
案
を
全
会
一
致
で
採
択
、
六
月
の
定
例
議

会
に
あ
ら
た
め
て
共
同
提
案
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

（
決
議
案
要
旨
）

太
平
洋
戦
争
で
激
戦
場
と
な
っ
た
沖
縄
は
、

講
和
条
約
第
三
条
に
よ
っ
て
今
な
お
米
軍
の

占
領
下
に
お
か
れ
て
い
る
。
そ
の
間
沖
縄
の

政
治
、
文
化
、
経
済
の
中
心
で
あ
る
那
覇
市

で
は
戦
災
復
興
の
努
力
を
続
け
て
い
る
が
、

ま
だ
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
完
成
し
て
い
な

い
。

沖
縄
で
も
五
六
年
に
都
計
法
が
立
法
さ
れ
た

が
、
政
府
の
負
担
額
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の

明
文
も
な
く
、
さ
ら
に
琉
球
政
府
の
財
政
規

模
で
は
補
助
金
の
支
出
に
多
く
を
期
待
で
き

二
八
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八
年
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三
十
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年
）
五
月

な
い
。

沖
縄
の
受
け
た
被
害
は
、
広
島
、
長
崎
以
上

の
も
の
で
あ
る
が
、
祖
国
政
府
は
沖
縄
の
戦

災
復
興
に
何
ら
財
政
的
援
助
を
あ
た
え
て
い

な
い
。
日
本
政
府
が
誠
意
を
示
せ
ば
施
政
権

者
で
あ
る
米
国
も
必
ず
了
解
す
る
こ
と
と
思

う
。

日
本
政
府
が
、
本
土
の
戦
災
復
興
諸
法
規
に

準
じ
て
で
き
る
限
り
の
財
政
的
援
助
を
与
え

る
よ
う
要
請
す
る
。

那
覇
市
／
新
予
算
案
を
内
示
／

自
己
財
源
で
経
常
費
一
億
余

円
ま
か
な
う
／
政
策
的
な
事

業
は
補
助
金
で 
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〇
…
…
五
九
年
度
予
算
案
を
中
心
議
題
と
す

る
那
覇
市
の
六
月
定
例
会
は
、
十
日
か
ら

開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
市
当

局
で
は
二
十
八
日
ひ
る
二
時
か
ら
市
会

議
室
で
各
議
員
に
予
算
案
を
内
示
し
た
。

那
覇
市
の
新
年
度
予
算
は
自
己
財
源
を

中
心
と
す
る
経
常
予
算
と
起
債
や
民
政

府
補
助
金
を
中
心
と
す
る
事
業
予
算
の

二
つ
に
分
け
て
編
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
二
十
八
日
内
示
さ
れ
た
も
の
は

自
己
財
源
の
経
常
予
算
で
事
業
予
算
に

つ
い
て
は
起
債
や
補
助
金
の
め
ど
が
は

っ
き
り
し
な
い
た
め
編
成
は
お
く
れ
る

も
よ
う
…
…
〇

内
示
さ
れ
た
経
常
予
算
案
の
歳
入
歳
出
総
額

は
一
億
二
千
四
百
十
八
万
四
千
円
で
五
八
年

度
の
当
初
予
算
一
億
三
千
四
百
八
万
二
千
円

に
く
ら
べ
る
と
九
百
八
十
九
万
八
千
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

五
九
年
度
予
算
案
の
特
長
は
、
自
己
財
源
と

依
存
財
源
を
そ
れ
ぞ
れ
別
に
編
成
し
て
い
る

こ
と
だ
が
、
事
業
予
算
と
は
別
に
約
二
億
の

ワ
ク
で
編
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

自
己
財
源
に
よ
る
経
常
予
算
を
歳
入
面
か
ら

み
る
と
、
市
税
が
四
百
余
万
円
、
使
用
料
お

よ
び
手
数
料
が
百
三
十
余
万
円
、
政
府
支
出

金
で
六
十
五
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

繰
越
金
が
千
五
百
五
十
余
万
円
も
減
っ
た
た

め
に
全
体
的
に
九
百
余
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
歳
出
の
面
で
は
、
議
会
費
の

二
百
四
十
一
万
二
千
円
の
増
額
を
筆
頭
に
役

所
費
五
十
七
万
円
、
社
会
お
よ
び
労
働
施
設

費
二
百
二
十
四
万
余
円
保
健
衛
生
費
四
十
五

万
余
円
、
公
債
費
二
百
三
十
六
万
余
円
が
増

え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
事
業
面
の
土
木
費

六
百
三
十
八
万
余
円
、
都
計
事
業
費
五
十
万
、

港
湾
費
千
三
十
九
万
余
円
な
ど
の
減
が
目
立

っ
て
い
る
。

結
局
、
自
己
財
源
に
よ
る
経
常
予
算
で
は
事

務
経
常
費
を
中
心
と
し
、
市
長
の
政
策
的
な

事
業
は
織
り
こ
ま
ず
、
起
債
や
民
政
府
援
助

金
を
中
心
と
す
る
事
業
予
算
で
市
長
の
政

策
や
選
挙
公
約
を
お
り
こ
ん
だ
事
を
や
る

方
針
を
と
っ
て
い
る
。
な
お
、
内
示
会
で
仲

原
総
務
部
長
は
、
さ
き
に
東
江
臨
時
市
長
時

代
に
再
開
指
示
を
う
け
て
着
工
し
た
特
補

工
事
で
す
で
に
竣
工
し
て
い
る
も
の
（
約

六
百
八
十
万
円
）
は
、
高
良
議
長
が
主
席
や

バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
と
会
っ
て
話
し

た
結
果
、
は
っ
き
り
出
る
こ
と
が
分
っ
た
の

で
、
議
会
開
会
ま
で
に
予
算
に
追
加
す
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
特
補
工
事
は
、
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー

線
、
一
銀
通
り
な
ど
五
本
の
道
路
工
事
で
、

す
で
に
市
の
自
己
財
源
で
立
て
替
え
て
支

払
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
部
は
土
木
関
係

の
新
規
事
業
に
当
て
一
部
は
首
都
建
設
審

議
委
員
会
と
並
行
し
て
都
市
計
画
事
業
を

推
進
す
る
那
覇
市
復
興
期
成
委
員
会
の
設

置
に
当
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
復
興
期
成
委
員
会
は
、
市
会
と
市
当
局

を
中
心
に
、
那
覇
市
出
身
の
立
法
院
議
員
、

政
府
各
局
長
、
そ
の
他
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
成
し
、
首
都
建
設
審
議
委
員
会
と
並
行
し

て
都
市
計
画
事
業
の
推
進
母
体
と
な
り
、
日

本
政
府
や
米
国
政
府
へ
の
補
助
要
求
の
権
限

も
与
え
る
と
い
っ
た
構
想
を
た
て
て
い
る
。

新
年
度
予
算
案
の
大
綱
は
つ
ぎ
の
通
り

（
歳
入
の
部
）
総
額
＝
一
億
二
千
四
百
十
八

万
四
千
円
（
九
百
八
十
九
万
八
千
円
の
減
）

▽
市
税
＝
五
千
五
百
八
十
万
三
千
円
（
四
百

七
万
九
千
円
増
）

▽
公
営
企
業
及
び
財
産
収
入
＝
九
百
十
八
万

九
千
円
（
百
九
十
五
万
二
千
円
の
減
）

▽
使
用
料
、
手
数
料
＝
二
千
百
六
万
五
千
円

（
百
三
十
三
万
二
千
円
の
減
）

▽
政
府
支
出
金
＝
八
百
六
十
六
万
円
（
六
十

五
万
円
二
千
円
の
増
）

▽
寄
付
金
＝
な
し
（
百
万
円
の
減
）

▽
繰
越
金
＝
一
千
万
円
（
千
五
百
五
十
万
円

の
減
）

▽
雑
収
入
＝
千
四
百
四
十
六
万
七
千
円　

（
五
十
四
万
八
千
円
の
増
）

（
歳
出
の
部
）
総
額
＝
一
億
二
千
四
百
十
八

万
四
千
円
（
九
百
八
十
九
万
八
千
円
の
減
）

▽
議
会
費
＝
七
百
九
十
五
万
円
（
二
百
四
十

一
万
二
千
円
の
増
）

▽
役
所
費
＝
四
千
四
百
九
十
八
万
四
千
円

（
五
十
七
万
三
千
円
の
増
）

▽
消
防
費
＝
五
百
六
十
七
万
二
千
円
（
二
十

六
万
八
千
円
の
増
）

▽
土
木
費
＝
一
千
八
百
三
十
五
万
円
（
六
百

三
十
八
万
七
千
円
の
減
）　

▽
都
計
事
業
費
＝
五
百
二
十
四
万
三
千
円

（
五
十
万
円
の
減
）

▽
港
湾
費
＝
百
九
十
七
万
三
千
円
（
千
三
十

九
万
七
千
円
の
減
）

▽
社
会
お
よ
び
労
働
施
設
費
＝
千
九
十
六
万

六
千
円
（
二
百
二
十
四
万
円
の
増
）二

九



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
五
月

▽
保
健
衛
生
費
＝
五
百
二
十
六
万
三
千
円

（
四
十
五
万
七
千
円
の
増
）

▽
産
業
経
済
費
＝
五
百
二
十
五
万
円
（
三
十

五
万
八
千
円
の
増
）

▽
選
挙
費
＝
百
万
円
（
二
万
六
千
円
の
増
）

▽
公
債
費
＝
千
二
百
五
十
九
万
九
千
円
（
二

百
三
十
六
万
円
の
増
）

▽
諸
支
出
金
＝
二
百
二
十
四
万
四
千
円
（
百

三
十
五
万
四
千
円
の
減
）

▽
戸
籍
整
備
費
＝
百
七
十
八
万
八
千
円
（
千

円
の
減
）

▽
予
備
費
＝
九
十
万
円
（
四
万
五
千
円
の
増
）

小
作
人
に
も
坪
当
り
15
円
の
補

償
／
農
研
所
用
地
問
題
／
候 

補
地
『
首
里
』
は
変
え
な
い

／
基
本
方
針
示
し
地
主
と
話 
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中
央
農
研
指
導
所
の
移
転
に
反
対
す
る
移

転
候
補
地
の
小
作
人
、
地
主
代
表
と
経
済

局
の
懇
談
会
は
、
三
十
日
経
済
局
の
局
長

室
で
政
府
側
か
ら
西
銘
経
済
局
長
、
金
城

同
次
長
、
下
地
中
央
農
研
所
長
、
同
多
和

田
係
員
、
小
作
人
地
主
代
表
側
か
ら
は
我

如
古
盛
仁
さ
ん
ら
九
人
が
出
席
し
て
開
か

れ
た
。
中
央
農
研
の
移
転
問
題
は
農
研
が

内
々
に
買
収
工
作
を
進
め
て
い
た
が
、
さ

る
二
十
一
日
こ
れ
に
対
す
る
小
作
人
、
一

部
地
主
の
間
に
反
対
の
声
が
再
燃
、
農
民

側
の
買
収
中
止
の
陳
情
に
対
し
て
「
ハ
ラ

を
わ
っ
て
話
し
合
え
ば
反
対
す
る
人
も
納

得
で
き
る
問
題
だ
」
と
経
済
局
は
回
答
、こ

の
懇
談
会
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
日
の
話
し
合
い
で
は
、
経
済
局
が
中
央

農
研
所
移
転
の
政
府
基
本
方
針
を
示
し
、
首

里
の
移
転
地
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
い
と
表

明
、
さ
ら
に
西
銘
局
長
は
農
民
代
表
の
質
問

に
答
え
て
次
年
度
か
ら
で
も
買
収
済
み
土

地
に
建
物
を
た
て
る
意
向
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
地
主
、
小
作
人
代
表
は

①
こ
れ
ま
で
に
政
府
が
買
収
し
た
と
い
う
土

地
四
万
坪
と
、
地
主
の
名
前
を
公
表
し
て
ほ

し
い
。
②
こ
れ
か
ら
の
買
収
工
作
は
小
作
人
、

地
主
代
表
も
立
会
っ
た
上
で
公
然
と
行
っ
て

ほ
し
い
ー
と
い
う
二
点
を
強
く
主
張
、
こ
の

二
点
を
め
ぐ
っ
て
双
方
の
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
が
、
結
局
政
府
の
基
本
方
針
を
確
認
し
た

だ
け
で
、
二
時
間
に
わ
た
る
懇
談
会
を
終
っ

た
。

　

中
央
農
研
所
移
転
に
関
す
る
政
府
の
基
本

方
針
。

　
　

（
基
本
方
針
）

　

一
、
用
地
の
買
収
に
は
補
償
地
付
近
の
地

価
、
売
買
例
、
そ
の
他
の
参
考
事
項
を
十
分

考
え
て
評
価
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
評
価
委
員

会
を
設
け
る
。

　

二
、
用
地
内
建
物
、
墓
地
な
ど
の
工
作
物

に
対
し
て
は
再
建
設
ま
た
は
再
取
得
で
き

る
よ
う
十
分
に
保
障
す
る
。

　

三
、
代
替
地
を
要
望
す
る
地
主
に
は
代
替

地
を
斡
旋
ま
た
は
代
替
の
方
法
を
講
ず
る
。

　

四
、
代
替
地
に
移
動
を
希
望
す
る
耕
作
者

（
小
作
人
を
含
む
）
に
対
し
て
は
家
屋
、
施

設
物
な
ど
の
移
動
を
援
助
し
移
動
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
た
も
の
は
補
償
す
る
。

　

五
、
用
地
内
の
小
作
人
に
は
坪
当
り
十
五

円
を
補
償
す
る
。

　

六
、
農
研
所
が
用
地
使
用
を
開
始
す
る
時

期
は
契
約
当
時
の
作
物
を
収
穫
し
た
あ
と

と
し
、
耕
作
者
の
生
活
を
十
分
考
慮
し
て
行

う
。

　

七
、
農
道
、
排
水
、
そ
の
他
の
施
設
の
た

め
栽
培
中
の
作
物
に
損
害
を
与
え
た
場
合

は
こ
れ
が
補
償
を
す
る
。

　

八
、
農
研
所
が
生
産
す
る
種
苗
類
を
配
布

す
る
時
、
又
は
施
設
を
利
用
さ
せ
る
場
合
は

用
地
内
耕
作
者
を
優
先
す
る
。

　

九
、
そ
の
他
の
事
項
は
関
係
者
の
要
望
に

応
じ
、
双
方
協
議
の
上
決
め
る
。

雨
季
の
那
覇
市
に
朗
報
舞
い
こ

む
／
政
府
が
ガ
ー
ブ
川
浚
え

る
／
一
年
半
ぶ
り
に
工
事
再

開

　
　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
５
・
31
〕

政
府
工
交
局
で
は
三
十
日
、
那
覇
市
に
対
し

て
安
里
川
、
久
茂
地
川
、
ガ
ー
ブ
川
の
改
修

工
事
を
政
府
の
手
で
や
る
と
連
絡
し
て
き
た
。

　

那
覇
市
内
を
流
れ
る
安
里
川
や
久
茂
地
川
、

ガ
ー
ブ
川
（
久
茂
地
川
の
支
流
）
は
五
六
年

軍
か
ら
の
特
別
補
助
金
で
護
岸
工
事
を
進
め

て
い
た
が
、
そ
の
後
瀬
長
市
長
の
就
任
で
補

助
金
が
打
ち
切
り
と
な
り
、
工
事
中
途
で
放

置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
川
の
真
中
に
ま
だ
土

の
塊
が
お
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
の
も

あ
り
、
豪
雨
の
た
び
に
は
ん
ら
ん
す
る
な
ど

市
民
を
不
安
に
お
と
し
入
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
同
河
川
の
工
事
に
つ
い
て
は
、

公
有
水
面
で
あ
る
か
ら
政
府
が
や
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
那
覇
市
と
、
市
が
や
る
べ
き
だ

と
い
う
工
交
局
と
の
間
で
長
い
間
水
か
け
論

を
や
っ
て
き
た
が
工
交
局
で
は
エ
マ
台
風
の

災
害
復
旧
資
金
か
ら
三
千
七
百
五
十
七
万
二

千
円
を
投
じ
て
工
事
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
。
こ
れ
で
雨
季
を
控
え
て
、
市
民
を
浸

水
の
不
安
に
お
と
し
い
れ
て
い
た
安
里
川
、

久
茂
地
川
、
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
工
事
は
、
一

年
半
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

反
対
陳
情
は
却
下
／
那
覇
市
会

財
政
委
が
／
移
転
を
適
当
と

決
定

　
　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
６
・
５
〕

那
覇
市
会
総
務
財
政
委
員
会
で
は
三
日
午
後

二
時
か
ら
委
員
会
を
開
き
、
中
央
農
指
所
の

三
〇



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
六
月

移
転
問
題
に
つ
い
て
審
議
、
地
主
代
表
か
ら

陳
情
の
あ
っ
た
農
指
所
の
移
転
反
対
は
却
下

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

委
員
会
で
は
農
指
所
移
転
問
題
を
審
議
す
る

前
に
関
係
人
と
し
て
地
主
代
表
、
農
指
所
代

表
を
呼
ん
で
事
情
を
聴
取
し
た
上
で
、
三
日

最
終
決
定
を
下
す
こ
と
に
な
っ
た
も
の
だ
が
、

民
連
側
委
員
が
「
政
府
、
農
指
所
は
地
主
の

反
対
に
も
拘
ら
ず
、
強
硬
に
買
収
を
進
め
て

い
る
が
、
こ
れ
は
さ
き
に
地
主
代
表
と
政
府

の
間
に
交
わ
さ
れ
た
協
定
に
も
ど
る
も
の
で

あ
り
、
農
指
所
の
移
転
に
は
反
対
で
あ
る
」

と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
野
党
側
は
「
都
市

上
の
立
場
か
ら
農
指
所
は
現
在
の
市
中
心
部

か
ら
早
急
に
移
転
さ
せ
る
べ
き
で
、
ま
た
候

補
地
も
土
質
、
水
利
、
交
通
な
ど
あ
ら
ゆ
る

点
か
ら
適
地
で
あ
る
と
専
門
家
も
い
っ
て
い

る
の
で
、
適
当
な
補
償
を
し
た
上
で
真
地
、

崎
山
に
移
転
さ
せ
た
方
が
よ
い
」
と
主
張
、

両
方
と
も
ゆ
ず
ら
な
い
た
め
採
決
に
入
り
、

結
局
七
対
五
で
野
党
側
の
主
張
通
り
、
移
転

を
さ
せ
る
こ
と
に
委
員
会
の
意
思
が
決
定
し

た
。水

上
店
舗
の
撤
去
へ
／
那
覇
市

の
対
策
委
員
会
発
足 

　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
６
・
７
〕

那
覇
市
水
上
家
屋
撤
去
対
策
委
員
会
で
は
、

六
日
議
会
室
で
委
員
会
規
則
を
審
議
採
択
し

て
本
格
的
な
委
員
会
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
の
対
策
委
員
に
は
議
会
か
ら
大
山
、
仲
尾

次
、
喜
久
山
、
高
良
清
二
、
新
垣
松
助
の
六

議
員
、
市
役
所
か
ら
建
設
、
財
政
両
部
長
、

都
計
、
建
築
、
土
木
、
総
務
各
課
長
、
学
識

経
験
者
に
工
交
局
山
里
建
築
課
長
、
同
宮
城

土
木
課
長
が
選
任
さ
れ
た
。

市
水
上
家
屋
撤
去
対
策
委
員
会
の
正
式
発
足

に
つ
い
て
兼
次
那
覇
市
長
は
「
慎
重
な
態
度

で
悔
い
の
な
い
措
置
を
講
じ
た
い
」
と
語
っ

た
。那

覇
市
の
予
算
市
会
開
く
／
市

長
超
党
派
を
打
ち
出
す
／
ど

う
動
く
人
民
党
系
議
員 

　
　
　
　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
８
・
６
・
10
〕

兼
次
市
長
の
政
策
を
反
映
す
る
初
の
予
算
案

を
中
心
議
題
と
す
る
第
二
十
四
回
那
覇
市
定

例
議
会
は
十
日
あ
さ
十
時
二
十
分
か
ら
三
十

四
議
員
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
午
前
中
は
、

会
期
を
二
十
八
日
ま
で
の
十
九
日
間
と
決
め

た
の
ち
、
市
長
の
施
政
方
針
を
き
い
た
だ
け

で
休
憩
、
ひ
る
一
時
か
ら
再
開
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
日
、
議
会
室
に
は
約
百
五
十
人
の
傍

聴
人
が
つ
め
か
け
た
が
、
午
前
中
は
平
穏

な
う
ち
に
議
事
は
進
め
ら
れ
た
。

な
お
、
こ
ん
ど
の
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
兼

次
市
長
の
与
党
と
な
っ
て
い
た
人
民
党

系
の
議
員
の
中
に
は
、
市
長
の
新
年
度

予
算
案
や
超
党
派
政
策
が
選
挙
公
約
と

し
て
民
連
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
な
い

点
が
あ
る
と
し
て
不
満
の
意
を
あ
ら
わ

し
、
施
政
方
針
を
き
い
た
上
で
態
度
を
決

め
る
と
い
っ
て
お
り
人
民
党
系
の
議
員

が
野
党
側
に
回
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
兼
次
市
長
と
し
て
は
難
関
に
ぶ
つ
か

る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

施
政
方
針
要
旨　

今
回
の
定
例
議
会
は

五
九
年
度
予
算
案
が
主
体
。
那
覇
、
真
和
志

合
併
の
統
一
予
算
で
あ
り
、
市
長
と
し
て
の

初
の
予
算
審
議
会
で
あ
る
。
去
る
三
月
の
定

例
議
会
で
、
日
本
民
族
と
し
て
の
誇
り
を
も

つ
那
覇
市
民
と
し
て
の
自
主
性
を
堅
持
す

る
よ
う
努
め
、
議
会
に
は
超
党
派
で
の
ぞ

み
、
両
機
関
の
協
力
で
市
民
福
祉
を
は
か
る

こ
と
を
の
べ
た
。
新
年
度
の
施
政
方
針
と
し

て
は
、
次
の
諸
点
を
あ
げ
た
い
。

　

市
民
の
た
め
の
施
政
に
つ
い
て　

対
外

的
に
は
自
治
法
の
本
旨
に
基
い
て
、
自
治
権

を
堅
持
し
な
が
ら
政
府
、
民
政
府
、
日
本
政

府
に
補
助
を
要
請
し
、
対
内
的
に
は
、
思
想

が
政
治
性
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
な
く
能
力

を
中
心
と
す
る
人
事
を
行
い
、
門
閥
や
政
党

政
派
の
た
め
の
市
政
や
、
一
党
一
派
の
人
事

に
な
ら
ぬ
よ
う
適
材
適
所
に
お
く
。

　

合
併
の
意
義　

財
政
の
健
全
性
を
確
定

す
る
こ
と
に
合
併
の
意
義
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
両
市
の
財
政
収
入
の
均
衡
を
は
か

る
こ
と
、
人
事
の
交
流
、
刷
新
を
は
か
り
た

い
。

　

都
計
事
業
に
つ
い
て　

首
都
建
設
事
業

に
移
さ
れ
全
琉
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

五
二
年
に
立
法
さ
れ
た
首
都
建
設
法
は
那
覇

市
を
沖
縄
の
首
都
と
し
て
指
定
さ
れ
、
五
九

年
度
予
算
を
き
っ
か
け
に
本
格
的
に
建
設
事

業
が
進
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、そ
の
骨
か
く
と

な
る
の
は
当
市
の
計
画
で
あ
り
、
当
市
と
し

て
は
合
併
に
よ
る
財
政
五
ヵ
年
計
画
に
よ
っ

て
お
し
進
め
た
い
。
そ
の
財
政
に
は
か
な
り

多
額
の
金
が
か
か
る
が
日
本
政
府
に
も
申
請

し
て
い
る
。
な
お
安
里
川
、
ガ
ー
ブ
川
、
久

茂
地
川
に
対
し
て
は
、
エ
マ
台
風
の
災
害
復

旧
事
業
費
か
ら
三
千
五
百
万
円
を
政
府
が
支

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

産
業
経
済
に
つ
い
て　

那
覇
市
の
商
工

業
は
戦
後
急
速
に
発
達
し
、
市
民
の
大
部
分

が
こ
れ
に
依
存
し
て
生
計
を
た
て
て
い
る
。

市
で
は
勧
業
課
を
商
工
観
光
課
と
農
林
水

産
課
の
二
課
に
分
け
、
重
点
的
に
そ
の
育
成

を
は
か
る
。
農
林
水
産
に
つ
い
て
も
、
合
併

に
よ
っ
て
そ
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
の

で
農
林
水
産
課
の
新
設
で
育
成
を
は
か
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て　

合
併
後
の
給
水

地
域
の
増
加
に
対
し
、
こ
れ
に
こ
た
え
う
る

三
一



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
六
月

だ
け
の
水
源
確
保
が
十
分
な
い
。
そ
の
原
因

は
琉
銀
の
起
債
中
止
に
あ
る
が
、
水
道
は
市

民
に
と
っ
て
命
の
綱
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

て
国
立
銀
行
的
な
性
格
を
も
つ
琉
銀
の
性
格

か
ら
遺
憾
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
再
三
銀
行
と
も
当
っ
て
き
た
が
、

今
後
も
市
会
の
協
力
を
得
て
さ
ら
に
折
衝
し
、

事
業
を
推
進
し
た
い
。

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
か
ら
家
庭

用
を
二
百
円
か
ら
百
五
十
円
に
、
工
業
用
二

百
四
十
円
か
ら
二
百
二
十
円
に
ひ
き
さ
げ
る
。

　

区
画
整
理
事
業　

五
〇
年
か
ら
開
始
さ
れ
、

約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
成
し
あ
と
の
二
十

パ
ー
セ
ン
ト
は
今
年
度
内
に
完
成
し
た
い
。

　

社
会
衛
生
面
に
つ
い
て　

不
十
分
な
が
ら

施
設
の
新
設
費
を
予
算
に
組
ん
で
あ
る
。

　

機
構
の
整
備　

さ
ら
に
そ
の
他
に
機
構
を

整
備
し
た
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
高
め
る
た

め
土
地
課
と
企
画
室
の
新
設
す
る
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　

予
算
に
つ
い
て　

従
来
の
編
成
方
針
を
あ

ら
た
め
て
自
己
財
源
を
中
心
と
す
る
経
常
予

算
と
、
起
債
と
政
府
補
助
を
中
心
と
す
る
事

業
予
算
の
二
種
に
わ
け
、
事
業
を
積
極
的
に

推
進
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

那
覇
市
会
に
大
荒
れ
の
返
し
台

風
／
市
長
を
総
攻
撃
／
人
民

党
反
兼
次
の
線
を
踏
切
る 
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那
覇
市
会
本
会
議
は
十
三
日
あ
さ
十
時
半
再

開
さ
れ
た
が
、
兼
次
市
長
の
施
政
方
針
を
め

ぐ
っ
て
人
民
党
議
員
が
激
し
く
食
い
さ
が
り
、

人
民
党
が
反
兼
次
の
線
に
踏
み
切
っ
た
こ
と

を
は
っ
き
り
し
め
し
、
今
後
の
市
会
は
大
荒

れ
を
予
想
さ
れ
る
の
に
至
っ
た
。

○
…
こ
の
日
の
那
覇
市
会
は
従
来
の
与
野
党

の
概
念
が
は
っ
き
り
と
形
を
変
え
兼
次
市
長

に
対
し
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
人
民
党
議
員
が
立
ち

総
攻
撃
を
か
け
れ
ば
、
兼
次
市
長
の
答
弁
に

対
し
て
従
来
の
野
党
で
あ
っ
た
月
曜
会
か
ら

声
援
が
お
く
ら
れ
る
な
ど
、
傍
聴
席
の
怒
号

と
相
ま
っ
て
、
午
前
中
の
那
覇
市
会
は
怒
号

と
失
笑
の
ウ
ズ
に
巻
か
れ
て
い
た
。
質
疑
の

主
な
も
の
は
次
の
通
り
。

仲
松
議
員
（
民
連
）　

議
会
に
対
し
て
超
党

派
的
立
場
を
堅
持
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
抽
象
的
で
、
兼
次
市
長
は
民
連
の
二

十
の
政
策
を
施
政
方
針
に
盛
り
込
ん
で
な
い
。

二
十
の
政
策
を
実
行
す
る
か
ど
う
か
答
弁
せ

よ
。

兼
次
市
長　

超
党
派
と
は
市
長
が
市
会
に
対

す
る
態
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
市
民
の
た
め
の

市
政
を
や
る
た
め
に
必
要
な
措
置
で
抽
象
的

で
あ
る
。
政
治
は
現
状
を
打
開
す
る
こ
と
で
、

市
当
局
と
議
会
が
対
立
す
る
と
打
開
で
き

な
い
。
施
政
方
針
に
二
十
の
政
策
が
盛
ら
れ

て
な
い
と
い
う
が
、
施
政
方
針
の
大
綱
は

二
十
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。
二
十
の
政
策

は
忠
実
に
実
行
す
る
。
一
々
か
か
げ
な
く
て

も
趣
旨
で
同
一
な
ら
よ
い
、
水
道
料
金
も
民

連
政
策
に
は
明
示
な
い
が
、
反
人
民
的
で
な

い
か
ら
よ
い
と
信
じ
て
い
る
。
も
し
そ
の
事

実
が
あ
っ
た
ら
具
体
的
に
指
摘
せ
よ
。

　

上
原
議
員
（
人
民
党
）　

民
連
の
政
策
を

忠
実
に
実
行
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
軍
用

地
対
策
は
一
言
も
ふ
れ
て
な
い
。
市
民
は
軍

用
地
問
題
に
重
大
な
関
心
を
も
っ
て
い
る
。

兼
次
市
長
は
契
約
方
式
が
よ
い
か
、
補
償
方

式
が
よ
い
か
答
え
よ
。

　

市
長　

市
町
村
会
に
一
括
払
い
阻
止
の

提
案
を
し
て
お
り
、
一
括
払
い
の
反
対
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
は
市
長
の
立
場
で
あ

る
。
一
括
払
い
を
受
取
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
予
算
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

真
栄
田
議
員
（
人
民
党
）　

土
地
問
題
の

現
状
は
契
約
方
式
と
補
償
方
式
の
二
つ
の
線

が
あ
る
が
、市
長
は
こ
れ
を
ど
う
思
う
か
。　

市
長　

土
地
問
題
は
全
住
民
の
深
刻
な
問

題
で
あ
る
、
個
人
と
し
て
は
社
会
党
の
声
明

通
り
で
市
長
と
し
て
も
補
償
方
式
を
正
し

い
と
信
じ
て
い
る
。

真
栄
田
議
員　

市
長
は
立
候
補
の
際
、
は
っ

き
り
と
二
十
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
努

力
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
お
ぼ
え

て
い
る
か
。

市
長　

お
ぼ
え
て
い
る
。
こ
の
線
で
や
っ
て

い
る
。
日
本
民
族
と
し
て
の
誇
り
で
市
民
の

た
め
の
市
政
を
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
や

る
。
ま
な
い
た
に
の
っ
て
も
や
る
が
、
ま
な

い
た
に
し
い
て
乗
れ
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は

間
違
い
で
あ
る
。
只
今
の
質
問
は
ま
な
い
た

に
乗
ら
な
い
で
フ
ト
ン
に
乗
っ
て
い
る
と
私

を
攻
撃
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
あ
え
て
マ
ナ

イ
タ
に
は
乗
ら
な
い
。

真
栄
田
議
員　

再
議
に
付
す
こ
と
も
で
き
る

が
、
民
連
の
数
を
知
っ
て
い
る
か
。

市
長　

計
算
す
れ
ば
わ
か
る
。

真
栄
田
議
員　

三
分
の
一
以
上
持
っ
て
い
る

場
合
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
政
策
が
実
現
で
き

る
。
超
党
派
の
必
要
は
な
い
筈
だ
。
市
長
の

超
党
派
は
少
数
の
民
連
が
ど
う
あ
ろ
う
と
両

方
の
意
見
の
一
ち
し
た
の
を
や
る
つ
も
り
か
。

市
長　

な
る
ほ
ど
市
長
の
提
案
が
通
ら
な
い

と
き
再
議
に
付
せ
る
が
、
こ
れ
は
最
悪
の
場

合
で
あ
る
。
市
会
と
協
力
し
て
や
る
の
が
当

然
。
賢
明
な
る
理
事
者
は
市
会
と
あ
え
て
衝

突
し
な
い
。
基
本
線
が
お
か
さ
れ
た
場
合
は

問
題
だ
が
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
基
本
線
が
お

か
さ
れ
て
な
い
。
再
議
が
あ
る
か
ら
与
党
の

い
う
こ
と
を
聞
け
と
い
う
が
、
波
乱
が
な
く

や
れ
れ
ば
実
行
す
べ
き
で
あ
る

真
栄
田
議
員　

九
千
円
の
歳
費
値
上
げ
に
対

三
二



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
六
月

し
琉
球
新
報
の
社
説
に
も
あ
る
通
り
市
民
の

批
判
を
受
け
て
い
る
。
歳
費
値
上
げ
は
民
連

か
ら
あ
っ
た
の
か
。

市
長　

議
会
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
が
、
議
会

の
要
求
通
り
は
出
せ
な
か
っ
た
の
で
妥
当
と

し
た
線
で
や
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

真

栄
田
議
員　

議
会
の
議
決
が
あ
っ
た
の
か
。

市
長　

正
副
議
長
、
正
副
委
員
長
か
ら
の
申

し
入
れ
だ
っ
た
。

真
栄
田
議
員　

わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
に
反
対
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
。

市
長　

民
連
か
ら
の
正
式
の
意
思
表
示
は
な

か
っ
た
。

真
栄
田
議
員　

民
連
が
一
ち
し
て
撤
回
要
求

す
れ
ば
撤
回
す
る
か
。

市
長　

市
長
は
超
党
派
で
や
る
。

真
栄
田
議
員　

こ
の
答
弁
か
ら
見
る
と
市
長

は
民
連
の
意
見
を
聞
か
ず
、
多
数
に
従
う
つ

も
り
か
。

市
長　

提
案
し
た
議
案
が
通
過
す
る
の
が
市

長
の
喜
び
で
あ
る
。

真
栄
田
議
員　

議
会
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
と

い
う
が
、
民
連
は
反
対
、
市
長
の
超
党
派
は

議
会
の
多
数
意
思
の
ま
ま
に
や
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

瀬
名
波
議
員
（
人
民
党
）　

市
長
は
提
案
し

た
議
案
が
そ
の
ま
ま
通
過
す
る
の
を
望
む
と

い
う
が
、
値
上
げ
は
市
長
の
望
み
か
。
正
し

い
議
案
で
な
い
な
ら
撤
回
す
る
か
。

市
長　

堤
案
し
た
議
案
が
市
民
の
意
思
に
そ

む
く
な
ら
考
え
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
撤
回
の

意
思
な
し
。

瀬
名
波
議
員　

市
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
と
い
う
が
、
担
当
員
に
つ
い
て
の
市
長

の
構
想
を
聞
き
た
い
。

市
長　

担
当
員
は
嘱
託
し
て
担
当
区
を
定
め
、

そ
こ
に
駐
在
さ
せ
、
市
民
に
直
接
サ
ー
ビ
ス

さ
せ
た
い
。

瀬
名
波
議
員　

担
当
員
は
自
治
法
と
ど
う
関

連
す
る
か
。

市
長　

身
分
は
嘱
託
で
任
命
は
区
民
の
推
せ

ん
に
よ
る
。

金
口
木
舌　
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こ
れ
ま
で
兼
次
市
長
派
で
あ
っ
た
人
民
党
議

員
が
目
下
開
会
中
の
那
覇
市
議
会
か
ら
反
兼

次
に
ま
わ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
▼
新
聞
報
道

に
よ
れ
ば
人
民
党
議
員
の
言
い
分
は
、
兼
次

市
長
は
民
連
の
二
十
の
政
策
を
掲
げ
、
民
連

の
強
力
な
支
援
に
よ
っ
て
当
選
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
市
長
と
し
て
の
政
策
は
民
連
の
そ

れ
を
と
り
い
れ
民
連
の
市
長
と
し
て
進
む
べ

き
で
あ
る
と
し
て
い
る
▼
一
方
兼
次
市
長
は

政
策
は
一
々
か
か
げ
な
く
と
も
趣
旨
が
同
一

で
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
か
ら
二
十
の
政
策
は
忠

実
に
実
行
す
る
が
、
市
長
と
し
て
議
会
に
対

し
て
は
超
党
派
で
臨
む
と
の
態
度
を
と
り
、

去
る
市
長
選
挙
以
来
の
仲
間
が
完
全
に
対
立

し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
▼
ど
ち
ら
の
言

い
分
も
一
応
理
屈
は
通
る
が
、
人
民
党
某
議

員
が
〝
市
長
は
議
会
に
対
し
て
超
党
派
の
必

要
は
な
い
〟
と
主
張
し
て
い
る
点
は
チ
ト
合

点
が
い
か
な
い
。
い
わ
ゆ
る
民
連
が
那
覇
市

議
会
で
過
半
数
も
し
く
は
絶
対
多
数
の
議
席

を
占
め
て
い
る
な
ら
そ
れ
で
も
よ
か
ろ
う
が
、

少
数
派
で
し
か
な
い
現
在
、
市
長
が
超
党
派

の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
は
当
然
の
行

き
方
で
は
な
い
か
▼
兼
次
市
長
の
〝
市
当
局

と
市
議
会
は
協
力
し
て
や
る
べ
き
で
あ
り
、

賢
明
な
る
理
事
者
は
市
議
会
と
あ
え
て
衝
突

は
し
な
い
〟
と
す
る
態
度
は
お
そ
ら
く
大
方

の
市
民
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
市

民
は
瀬
長
市
長
時
代
に
お
け
る
市
当
局
と
議

会
の
徹
底
的
な
対
立
で
大
き
な
迷
惑
を
こ
う

む
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
筈
だ
か
ら

で
あ
る
▼
市
長
も
市
議
員
も
何
は
さ
て
お
い

て
も
〝
市
民
福
祉
〟
を
第
一
に
す
べ
き
で
あ

り
、
党
派
に
と
ら
わ
れ
て
市
民
を
混
乱
に
陥

れ
た
場
合
良
識
あ
る
市
民
は
こ
ん
ど
こ
そ
承

知
す
ま
い
。
人
民
党
某
議
員
は
、
市
長
を
選

ん
だ
の
は
市
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
と
も

に
議
員
の
一
人
一
人
も
市
民
が
選
び
出
し
た

代
表
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

人
民
党
と
の
関
係
追
及
／
那
覇

市
会
／
今
度
は
野
党
の
質
問

戦
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十
四
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
、
あ
さ
十
時

半
か
ら
開
か
れ
、
十
三
日
に
続
い
て
兼
次
市

長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
っ

た
。

こ
の
日
は
、
野
党
側
〝
月
曜
会
〟
か
ら
質
問

の
矢
が
向
け
ら
れ
、
都
市
計
画
事
業
と
そ
の

裏
付
け
と
な
る
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
鋭
く

市
長
を
追
及
し
た
。
質
疑
応
答
要
旨
は
次
の

通
り
。

　

宮
里　

区
画
整
理
事
業
は
戦
災
復
旧
の
基

礎
事
業
と
し
て
五
〇
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、

六
〇
年
度
に
は
完
了
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
が
、
市
長
は
確
信
あ
る
か
。
な
お
国
有
地

の
無
償
貸
与
を
折
衝
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　

市
長　

い
ま
工
事
進
行
中
だ
が
、
六
〇
年

ま
で
に
完
了
す
る
予
定
。
日
本
政
府
に
は
文

書
で
折
衝
し
て
お
り
、
那
覇
市
で
整
理
し
て

も
よ
い
と
の
返
答
を
得
て
い
る
。

　

宮
里　

こ
の
事
業
は
地
主
か
ら
三
割
の
土

地
を
提
供
さ
せ
て
や
っ
て
い
る
が
現
在
の
人

員
だ
け
で
で
き
る
か
。

　

市
長　

で
き
る
。

　

森
田　

合
併
で
安
里
の
二
区
や
天
久
あ
た

り
に
家
が
た
ち
つ
つ
あ
る
が
、
同
地
区
に
も

都
市
計
画
を
た
て
て
い
か
ね
ば
奨
来
困
る
と

三
三



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
六
月

思
う
。
当
局
の
見
解
を
と
う
。

　

松
根
建
設
部
長　

合
併
の
際
に
財
政
五
ヵ

年
計
画
（
総
額
十
一
億
円
）
を
た
て
て
お

り
、
そ
の
中
で
区
画
整
理
事
業
費
と
し
て
七

億
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
事
業

は
地
主
の
負
担
で
や
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

戦
災
復
興
事
業
で
あ
り
、
当
然
国
庫
負
担
が

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
日
本
政
府
に
も
五
十

億
円
（
日
本
円
）
の
補
助
を
要
請
し
て
い

る
。
政
府
で
も
首
都
建
設
法
に
も
と
づ
く
財

政
援
助
の
計
画
を
た
て
て
い
る
の
で
、
当
然

真
和
志
も
区
画
整
理
を
や
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

久
場　

第
二
の
瀬
長
市
長
で
は
起
債
の
道

は
開
ら
か
れ
な
い
と
思
う
が
、
市
長
は
は
っ

き
り
人
民
党
と
一
線
を
画
す
る
考
え
は
な
い

か
。

都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
は
首
都
建
設
法
に

よ
っ
て
政
府
が
や
る
べ
き
だ
と
い
っ
て
い
る

が
、
主
体
は
あ
く
ま
で
も
市
当
局
で
あ
る
べ

き
と
思
う
。
市
長
の
見
解
を
と
う
。
政
府
補

助
や
起
債
に
よ
る
一
億
五
千
万
余
円
の
予
算

が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
政
府
と
は

っ
き
り
話
し
合
い
が
つ
い
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

市
長
は
立
候
補
の
際
の
公
約
を
実

施
す
る
義
務
が
あ
る
。
今
回
の
予
算
編
成
も

そ
の
線
に
そ
っ
て
組
ん
で
あ
る
。

市
政
運
営
、
対
議
会
対
策
と
し
て
は
超
党
派

で
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
さ
ら
人

民
党
と
分
れ
て
社
会
党
の
立
場
か
ら
市
政
を

運
営
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

都
計
は
依
存
財
源
に
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
市
当
局
だ
け
で
な
く
、
議
会
に
も
負
わ
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
政
府
は
首
都
建
設
に
補

助
す
る
義
務
が
あ
る
。
従
っ
て
市
が
そ
の
権

利
と
し
て
政
府
の
支
出
を
予
算
に
組
む
こ
と

は
当
然
の
措
置
で
あ
る
。

　

大
山　

依
存
財
源
の
獲
得
の
た
め
に
積
極

的
に
折
衝
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
そ
の
具
体

的
方
法
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
き
き
た
い
。

　

市
長　

日
本
政
府
に
対
し
て
は
、
す
で
に

建
設
部
長
が
折
衝
に
当
っ
た
が
、
さ
ら
に
市

会
で
も
補
助
の
要
請
決
議
を
し
て
い
る
。
民

政
府
に
対
し
て
は
、
さ
き
に
指
令
の
あ
っ
た

八
千
七
百
万
円
の
特
別
補
助
の
う
ち
ま
だ
交

付
さ
れ
て
い
な
い
分
は
必
ず
出
す
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
市
当
局
で

は
文
書
や
口
頭
で
折
衝
す
べ
き
で
あ
る
が
残

念
な
が
ら
私
は
直
接
弁
務
官
と
会
う
機
会
を

あ
た
え
ら
れ
て
い
な
い
。
議
会
も
積
極
的
に

働
き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。

　

大
山　

自
己
財
源
と
依
存
財
源
の
二
本
建

に
し
て
、
い
つ
い
か
な
る
場
合
で
も
支
障
の

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
片
足
は
い
つ
で
も
逃
げ
出
せ
る
よ
う

な
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
犬
に
な
っ
て
ま
で

も
補
助
金
を
も
ら
う
必
要
は
な
い
と
三
月
議

会
で
の
べ
た
方
針
と
関
連
す
る
の
か
。

　

市
長　

そ
う
い
う
印
象
を
う
け
た
と
い
う

が
、
そ
れ
が
犬
と
な
っ
て
ま
で
は
も
ら
わ
な

い
こ
と
と
関
係
す
る
か
と
い
う
な
ら
、
そ
う

だ
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　

大
山　

市
民
の
た
め
な
ら
市
長
個
人
は

犬
に
な
っ
て
乞
食
に
な
っ
て
も
い
い
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

　

市
長　

犬
に
な
っ
て
ま
で
と
い
う
が
何

故
に
市
長
に
そ
の
よ
う
に
い
わ
す
の
か
。
兼

次
佐
一
は
犬
の
よ
う
に
走
り
回
っ
て
市
民

の
た
め
に
な
る
な
ら
そ
う
な
る
。
し
か
し
補

助
金
は
一
個
人
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
な

く
、
十
九
万
市
民
に
あ
た
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
市
民
を
犬
に
し
て
ま
で
と
れ
と
い
う

の
は
一
人
も
い
な
い
と
思
う
。

那
覇
市
会
／
事
業
予
算
は
〝
ハ 

ッ
タ
リ
〟
／
人
民
党
／
代
表

質
問
で
市
長
攻
撃 
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十
六
日
の
那
覇
市
会
は
、
午
前
中
議
員
個
々

で
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問

を
行
な
っ
た
の
ち
い
っ
た
ん
休
憩
し
、
正
午

か
ら
各
派
代
表
に
よ
る
総
括
質
問
を
行
な

っ
た
。
代
表
質
問
で
人
民
党
は
、
起
債
や
民

政
府
補
助
金
を
中
心
と
す
る
追
加
予
算
は

は
っ
た
り
予
算
で
あ
る
と
し
て
鋭
く
当
局

を
追
及
し
た
が
、
月
曜
会
側
は
質
問
を
行
わ

ず
、
逆
に
質
問
打
ち
切
り
の
動
議
を
出
し
、

散
会
と
な
っ
た
。

き
ょ
う
十
七
日
か
ら
い
よ
い
よ
議
案
の
審
議

に
入
る
が
、
中
心
議
案
と
な
っ
て
い
る
予
算

案
を
め
ぐ
り
再
び
紛
糾
す
る
も
の
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。
代
表
質
問
に
対
す
る
市
長
の
答

弁
要
旨
次
の
通
り
。

大
城
（
中
立
）　

市
長
は
市
民
の
た
め
の
市

政
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
強
調
し
て
い
る
が
、

七
百
余
人
の
職
員
の
中
に
は
市
民
か
ら
疑
惑

を
も
た
れ
る
よ
う
な
行
動
を
し
た
り
損
害
を

あ
た
え
る
よ
う
な
の
も
あ
る
、
た
と
え
ば
都

計
課
の
あ
る
職
員
が
緑
地
計
画
も
な
い
の
に

緑
地
帯
に
す
る
と
い
い
ふ
ら
し
た
た
め
に
土

地
が
売
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
あ
っ
て

議
会
宛
に
地
主
か
ら
陳
情
が
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
す
る
市
長
の
見
解
を
問
う
。
次
に
合
併

に
よ
っ
て
農
家
の
数
が
ふ
え
こ
れ
に
対
し
市

が
農
林
水
産
課
を
新
設
し
て
い
る
こ
と
は
結

構
な
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
今
後
は
立
体

農
業
政
策
を
と
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

支
所
の
事
務
能
率
を
あ
げ
る
た
め
に
資
金
の

前
渡
金
制
度
を
と
っ
て
い
る
か
。
市
内
の
交

通
量
は
多
く
、
昨
年
の
交
通
事
故
千
五
百
四

十
二
件
の
う
ち
六
百
余
件
が
那
覇
市
内
で
起

っ
て
い
る
。
子
供
を
輪
禍
か
ら
守
る
た
め
に

子
供
の
あ
そ
び
場
や
緑
地
帯
を
多
く
つ
く
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

不
心
得
な
職
員
が
い
て
市
民
に
不
安

と
損
失
を
あ
た
え
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
の

よ
う
な
報
告
は
う
け
て
い
な
い
。
今
後
は
監

三
四



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
六
月

督
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。
子
供
の
あ
そ
び

場
の
設
置
は
都
計
上
か
ら
も
十
分
考
慮
を
は

ら
っ
て
お
り
五
八
年
度
予
算
で
も
二
、
三
ヵ

所
作
っ
て
い
る
。

渡
口
勧
業
課
長　

立
体
農
業
に
す
る
こ
と
に

同
感
で
あ
る
。
当
局
の
計
画
と
し
て
は
恒
久

野
菜
の
植
付
を
奨
励
し
て
い
き
た
い
。

義
永
財
政
部
長　

前
渡
金
制
度
に
つ
い
て
は

必
要
を
感
じ
て
い
る
が
、
支
所
設
置
条
例
と

も
関
連
し
て
お
り
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
検
討
し
て
善
処
し
た
い
。

真
栄
田
（
人
民
党
）　

議
員
の
歳
費
を
あ
げ

な
け
れ
ば
市
長
の
政
策
を
実
現
で
き
な
い
の

か
と
き
い
た
の
に
対
し
て
、
市
長
は
そ
う
で

は
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
市
長

は
、
他
の
議
員
に
対
し
て
報
酬
も
あ
げ
て
い

る
の
で
民
政
府
補
助
金
の
獲
得
の
た
め
に
協

力
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
っ
て
い
る
。
歳
費

値
上
げ
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

市
長　

議
員
報
酬
の
値
上
げ
は
今
議
会
の
問

題
点
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
長
独
断
で
あ
げ

た
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
報
酬
は
歳

費
四
千
円
、
通
信
費
二
千
円
と
歳
末
手
当
な

ど
で
六
千
五
百
円
と
な
っ
て
い
る
。
実
質
的

に
は
二
千
五
百
円
の
値
上
げ
で
あ
る
。
提
案

ま
で
に
は
議
会
の
意
思
を
と
り
入
れ
て
あ
る
。

歳
費
を
あ
げ
な
け
れ
ば
議
員
が
協
力
し
な
い

と
は
毛
頭
考
え
て
い
な
い
。

真
栄
田　

議
会
の
意
思
と
い
っ
て
い
る
が
そ

の
よ
う
な
議
決
は
し
て
い
な
い
。
正
副
議
長

と
正
副
委
員
長
か
ら
要
求
の
あ
っ
た
額
は
ど

れ
だ
け
か
。

義
永
部
長　

一
切
の
も
の
を
含
め
て
約

一
万
二
千
円
だ
っ
た
。

真
栄
田　

土
木
費
は
減
っ
て
な
い
と
い
っ
て

い
る
が
、
当
初
予
算
の
数
字
の
上
で
は
明
ら

か
に
減
っ
て
い
る
。

追
加
予
算
で
は
た
し
か
に
増
額
に
な
っ
て
は

い
る
が
、
追
加
予
算
編
成
当
時
に
は
っ
き
り

歳
入
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
も
の
が
、
そ
の

後
は
っ
き
り
見
通
し
の
つ
い
た
も
の
を
組
む

べ
き
だ
。
追
加
予
算
は
起
債
や
軍
補
助
で
大

部
分
を
し
め
て
い
る
が
そ
の
支
出
は
内
示
さ

れ
た
の
か
。

義
永
財
政
部
長　

は
っ
き
り
内
示
さ
れ
て
い

な
い
。

市
長　

こ
の
予
算
の
編
成
は
軍
か
ら
那
覇
市

に
出
さ
れ
た
特
別
補
助
金
八
千
五
百
万
円
の

う
ち
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
三
千
八
百
万
円

は
当
然
出
さ
れ
る
も
の
と
し
て
計
上
し
た
も

の
で
あ
る
。
起
債
に
つ
い
て
は
す
で
に
起
債

許
可
を
う
け
て
い
る
。

真
栄
田　

市
会
も
当
局
も
一
体
と
な
っ
て
獲

得
す
べ
き
で
あ
る
が
、
予
算
措
置
と
し
て
は

困
る
。
こ
ん
な
は
っ
た
り
予
算
を
組
ま
ず
に

率
直
に
苦
し
い
財
政
を
市
民
に
訴
え
、
政
府

の
義
務
を
追
及
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

追
加
予
算
の
事
業
は
那
覇
市
と
し
て

一
日
も
お
く
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
。
自
己
財
源
で
は
こ
れ
を
実
現
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、
政
府
に
補
助
金
を
要
求

す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

高
良
清
二
（
月
曜
会
）　

施
政
方
針
に
つ
い

て
の
質
問
は
こ
れ
で
打
ち
切
り
、
次
の
日
程

に
入
る
こ
と
を
動
議
と
し
て
提
出
し
ま
す
。

　
　

（
動
議
成
立
、
直
ち
に
散
会
）

日
本
の
援
助
を
要
請
／
那
覇
市

会
、
全
会
一
致
で
決
議 
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十
七
日
午
後
の
那
覇
市
会
は
ひ
る
一
時
か

ら
再
開
さ
れ
、
五
九
年
度
一
般
会
計
水
道
事

業
、
区
画
整
理
事
業
特
別
会
を
は
じ
め
三
十

余
件
の
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
っ
た
の

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
各
委
員
会
に
付
託
し
た
。

な
お
、
去
る
三
月
の
定
例
議
会
に
民
連
議
員

が
出
し
た
那
覇
市
の
戦
災
復
興
事
業
に
対

す
る
日
本
政
府
へ
の
援
助
要
請
決
議
案
は
、

総
務
財
政
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、
全
議

員
の
共
同
提
案
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
い
ち

お
う
真
栄
田
議
員
が
前
議
案
を
撤
回
、
あ
ら

た
に
決
議
案
を
出
し
全
会
一
致
で
こ
れ
を

可
決
し
た
。
ひ
き
続
き
瀬
名
波
議
員
か
ら
〝

こ
の
決
議
案
は
急
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
会
議
が
終
り
次
第
、
議
会
代
表
、
市
当
局

代
表
を
本
土
に
派
遣
し
、
世
論
の
喚
起
に
努

め
た
い
〟
と
い
う
動
議
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を

採
択
、
総
務
財
政
委
員
会
で
人
員
や
、
派
遣

の
日
程
な
ど
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
こ
の
日
、
琉
大
の
運
動
場
に
市
有
地
を

譲
渡
す
る
件
を
め
ぐ
っ
て
与
党
人
民
党
系
議

員
が
、
〝
市
の
財
政
に
大
き
く
影
響
す
る
の

で
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
て
か
ら
採
決
し

た
い
〟
と
の
反
対
を
お
し
切
っ
て
表
決
に
入

っ
た
が
、
表
決
に
当
っ
て
野
党
月
曜
会
は
与

党
の
社
会
党
系
議
員
の
具
志
、
屋
慶
名
議
員

の
抱
き
こ
み
工
作
を
す
る
な
ど
面
白
い
場
面

も
あ
っ
た
。
月
曜
会
側
は
、
与
党
が
市
長
提

案
に
反
対
す
る
の
は
お
か
し
い
と
同
意
を
促

し
、
ひ
と
も
め
し
た
が
結
局
社
会
党
系
の
具

志
、
屋
慶
名
両
氏
は
こ
れ
に
同
調
、
人
民
党

と
袂
を
分
け
て
賛
成
に
回
っ
た
。

十
八
日
は
各
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
の

審
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

大
弦
小
弦 
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議
員
の
歳
費
の
こ
と
で
、
那
覇
市
会
が
ち
ょ

っ
と
も
め
て
い
る
。
い
ま
ま
で
、
月
六
千
円

と
な
っ
て
い
る
の
を
九
千
円
に
ひ
き
上
げ
よ

う
と
い
う
案
を
当
局
が
出
し
た
ら
、
与
党
側

か
ら
〝
け
し
か
ら
ん
〟
の
声
が
あ
が
っ
て
き

た
▼
話
は
あ
べ
こ
べ
の
よ
う
だ
が
、
も
と
も

と
こ
の
「
引
上
げ
案
」
は
正
副
議
長
を
は
じ

め
正
副
委
員
長
な
ど
、
野
党
が
主
体
と
な
っ

て
い
る
市
会
の
代
表
者
が
市
長
へ
要
求
し
た

三
五



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
六
月

も
の
で
あ
る
か
ら
、
無
理
も
な
い
こ
と
。
市

長
を
め
ぐ
る
与
党
、
野
党
の
妙
な
三
角
関
係

が
、
こ
こ
で
も
ま
た
内
輪
ケ
ン
カ
の
タ
ネ
と

な
る
か
も
し
ら
な
い
▼
で
は
、
い
っ
た
い
議

員
の
歳
費
月
六
千
は
高
い
だ
ろ
う
か
、
安
い

だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
議
論
は
「
歳
費
」
だ
け

を
と
り
あ
げ
て
問
答
し
た
っ
て
は
じ
ま
ら
な

い
だ
ろ
う
。
出
せ
る
金
が
あ
る
な
ら
、
議
員

の
報
酬
と
し
て
九
千
円
で
も
ま
た
市
会
の
代

表
者
？
た
ち
が
申
し
入
れ
た
一
万
二
千
円
で

も
、
ベ
ラ
棒
に
高
い
と
は
、
け
っ
し
て
思
わ

な
い
▼
市
政
の
た
め
に
精
魂
を
つ
く
し
て
く

れ
る
議
員
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
三
千
円
や

そ
こ
ら
の
金
を
問
題
に
し
た
く
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
、
金
の
な
い
人
で
も
議
員
と
し

て
働
け
る
条
件
を
与
え
る
た
め
に
「
生
活

給
」
の
こ
と
も
一
応
頭
に
入
れ
て
お
い
て
よ

い
▼
と
こ
ろ
が
、
予
算
の
規
模
を
縮
小
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
破
目
に
お
い
こ
ま
れ
て
い

る
時
に
、
支
出
の
増
額
を
考
え
る
の
は
、
よ

っ
ぽ
ど
大
急
な
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

は
ず
で
あ
る
。
歳
費
を
引
上
げ
な
い
と
た
だ

ち
に
市
会
の
運
営
が
困
る
と
か
、
そ
れ
こ
そ

切
っ
ぱ
つ
ま
っ
た―

ど
う
に
も
な
ら
な
い
事

情
が
あ
れ
ば
と
も
か
く
だ
▼
そ
う
で
も
な
い

と
す
れ
ば
、
緊
急
な
こ
と
と
し
て
、
あ
わ
て

て
と
り
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
と
い
え
る
。
六

千
円
が
高
い
か
、
安
い
か
で
は
な
く
、
ほ
か

の
支
出
面
と
に
ら
み
あ
わ
せ
て
妥
当
か
ど
う

か
で
あ
る
。
財
政
の
困
パ
イ
そ
の
極
に
あ
る

際
、
こ
と
さ
ら
に
歳
費
増
額
を
も
ち
出
す
の

は
、
市
民
に
与
え
る
影
響
か
ら
い
っ
て
も
、

時
期
と
し
て
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
▼
こ
の

場
合
、
本
土
の
市
町
村
の
例
を
ひ
き
あ
い
に

出
す
の
も
実
は
お
か
し
い
の
で
あ
る
。
比
較

す
る
な
ら
、
ほ
か
の
事
業
費
や
公
共
施
設
な

ど
全
面
的
に
く
ら
べ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。｢

歳
費
」
だ
け
を
本
土
並
み
に

近
づ
け
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
ま
ず
試
み
な

い
が
よ
ろ
し
い
。
た
だ
で
さ
え
、
議
員
の
歳

費
引
上
げ
は
、
お
手
盛
り
案
だ
と
、
非
難
さ

れ
が
ち
で
あ
る
。
市
民
の
感
情
を
と
く
と
計

算
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
…
。

お
手
盛
り
歳
費
可
決
／
六
対
四

で
／
那
覇
市
会
総
務
財
政
委 
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二
十
四
日
午
後
の
那
覇
市
総
務
財
政
委
員
会

は
、
五
九
年
度
予
算
案
の
歳
出
に
つ
い
て
審

議
し
た
が
、
人
民
党
議
員
の
反
対
を
押
し
切

り
、
多
数
決
で
議
員
報
酬
を
六
千
円
か
ら
九

千
円
に
値
上
げ
す
る
案
を
可
決
し
た
。

議
員
報
酬
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

那
覇
市
の
貧
困
な
財
政
か
ら
妥
当
で
は
な
い

と
し
て
お
手
盛
り
増
俸
だ
と
市
民
か
ら
の
批

判
の
声
も
あ
り
、
議
会
内
部
で
も
人
民
党
議

員
を
は
じ
め
月
曜
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
強
く

反
対
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
月
曜
会
の
賛
成
派
は
あ
さ
か
ら

の
反
対
派
の
抱
き
こ
み
工
作
を
行
っ
た
結
果
、

つ
い
に
一
部
の
説
得
に
成
功
、
ひ
る
三
時
や

っ
と
委
員
会
を
開
い
た
が
、
月
曜
会
の
中
で

反
対
し
て
い
た
仲
宗
根
議
員
、
中
立
の
大
城

議
員
は
つ
い
に
午
後
か
ら
欠
席
し
た
。
裏
面

工
作
で
ほ
と
ん
ど
了
解
ず
み
と
な
っ
た
た
め

委
員
会
で
は
紛
糾
も
せ
ず
あ
っ
さ
り
表
決
と

な
り
、
六
対
四
で
原
案
可
決
と
な
っ
た
。
な

お
同
委
員
会
で
は
軍
補
助
金
や
起
債
で
組
ま

れ
た
追
加
予
算
は
架
空
予
算
で
審
議
で
き
な

い
と
い
う
結
論
を
出
し
、
二
十
五
日
正
副
議

長
、
各
正
副
委
員
長
が
市
長
と
あ
っ
て
撤
回

す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

（
討
論
要
旨
）

真
栄
田　

議
員
報
酬
値
上
げ
に
対
す
る
部

課
長
の
説
明
は
派
生
的
な
も
の
で
そ
の
根
本

は
市
長
が
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
で

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、〝
議
員
の
報
酬
を
あ

げ
て
補
助
金
の
獲
得
に
協
力
さ
せ
る
〟
と
い

う
こ
と
に
あ
る
。
俸
給
を
あ
げ
る
か
ら
協
力

せ
よ
と
い
う
こ
と
は
、
議
員
を
侮
辱
し
た
も

の
で
あ
り
、
全
員
反
対
す
べ
き
で
あ
る
。

玉
城　

職
員
の
歳
費
は
生
活
給
付
で
は
な

い
と
い
う
が
、
実
際
は
全
額
が
調
査
費
や
議

員
と
し
て
の
交
際
費
に
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。

首
都
と
し
て
の
那
覇
市
が
名
実
と
も
に
そ

な
わ
る
た
め
に
は
、
他
の
仕
事
を
兼
務
し

て
片
手
間
仕
事
と
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

し
た
が
っ
て
報
酬
も
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
に
議

員
活
動
の
ア
ル
フ
ァ
が
あ
る
べ
き
と
思
う
。

市
長
の
方
針
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
は
、
凍

結
資
金
の
解
除
に
よ
り
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
だ
が
、
市
民
も
議
会
闘
争
よ
り
建
設
事
業

を
心
配
し
て
い
る
。

儀
間　

市
長
は
選
挙
公
約
の
区
長
制
も
担
当

官
に
す
り
か
え
た
だ
け
で
あ
る
の
に
議
員
の

報
酬
の
み
を
あ
げ
る
の
は
、
議
員
の
機
嫌
と

り
に
す
ぎ
な
い
。
資
金
凍
結
の
解
除
に
努
力

す
る
こ
と
は
議
員
の
職
務
で
あ
り
、
報
酬
を

あ
げ
な
け
れ
ば
仕
事
が
で
き
な
い
と
い
う
理

論
は
な
り
た
た
な
い
。

渡
口
（
麗
）　

市
民
の
中
に
は
議
員
の
政
治

活
動
を
議
会
に
出
て
発
言
し
、
表
決
に
加
わ

る
だ
け
だ
と
み
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は

氷
山
の
一
角
で
あ
っ
て
、
議
員
は
世
論
の
調

査
、
資
料
の
収
集
な
ど
年
中
無
休
の
活
動
を

し
て
い
る
。

五
四
年
の
首
里
、
小
禄
の
合
併
、
昨
年
の
真

和
志
の
合
併
で
那
覇
市
は
人
口
十
八
万
五
千

を
も
つ
都
市
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
人
口
増

加
、
行
政
区
域
の
拡
大
は
議
員
の
活
動
範
囲

も
ひ
ろ
げ
て
い
る
が
調
査
費
用
が
数
年
前
と

同
じ
と
い
う
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
。
議
員

は
各
自
の
負
担
で
調
査
を
や
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
活
動
を
消
極
的
な
も
の
に
し
、
資

力
の
あ
る
も
の
だ
け
が
積
極
的
に
活
動
す
る

三
六



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
六―

七
月

こ
と
に
な
り
、
民
主
主
義
を
基
盤
と
す
る
地

方
自
治
を
ゆ
が
め
る
こ
と
に
な
る
。
瀬
長
市

長
の
出
現
で
資
金
が
凍
結
し
た
た
め
で
あ
り
、

兼
次
市
長
で
も
財
政
確
保
は
期
待
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
議
会
も
独
自
の
立
場
か
ら
健
全

財
政
の
建
て
直
し
の
た
め
に
努
力
す
べ
き
で

あ
り
、
議
会
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
報
酬

を
あ
げ
る
こ
と
は
時
期
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

那
覇
市
会
／
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
／
全
員
一
致
で
民
営
を
承

認
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那
覇
市
会
で
は
二
十
六
日
午
後
四
時
半
か
ら

全
員
協
議
会
を
開
き
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
問

題
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
全
員
一
致
で

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
民
営
を
承
認
、
当
間
市

長
時
代
か
ら
公
営
か
、
民
営
か
で
那
覇
市
と

バ
ス
業
者
の
対
立
が
続
け
ら
れ
て
い
た
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
問
題
も
三
年
ぶ
り
で
民
営
に
な

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
那
覇
市
が
都
計
上
の
必

要
上
か
ら
旧
那
覇
駅
あ
と
に
建
設
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
当
間
市
長
時
代
に
市
当

局
が
「
業
者
が
建
設
し
て
も
よ
い
」
と
い
っ

た
こ
と
か
ら
も
つ
れ
だ
し
、
那
覇
市
と
バ
ス

業
者
が
対
立
を
続
け
て
い
た
も
の
。

那
覇
市
と
の
折
衝
が
ラ
チ
が
あ
か
な
い
の
で

業
を
に
や
し
た
業
者
は
昨
年
一
月
に
上
原
敬

和
氏
を
社
長
と
す
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
社

を
設
立
、
建
設
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
二

十
六
日
の
全
員
協
議
会
で
建
設
委
員
長
新
垣

松
助
氏
か
ら
「
市
当
局
は
財
政
上
の
問
題
で

建
設
不
可
能
と
し
て
い
る
か
ら
業
者
に
建
設

し
た
方
が
よ
い
」
と
の
委
員
会
報
告
を
行
い
、

全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　

早
急
に
着
工
す
る

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
社
長
上
原
敬
和
氏
の
話

長
い
間
の
懸
案
が
一
気
に
解
決
で
き
て
嬉
し

い
。
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
工
事
費
一
億
円

で
、
本
館
（
地
下
一
階
、
地
上
三
階
、
延
べ

二
千
坪
）
別
館
（
二
階
、
四
百
坪
）
を
建
設

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
別
館
は
す
で

に
設
計
も
で
き
て
い
る
の
で
早
急
に
着
工
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

那
覇
市
会
／
お
手
盛
り
増
俸
成

立
／
20
対
17
の
僅
差
で
押
切

る
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那
覇
市
会
本
会
議
は
三
十
日
午
前
十
一
時
五

十
分
に
開
か
れ
、
激
論
の
末
野
党
側
は
〝
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
〟
（
お
手
盛
増

俸
案
）
を
二
十
対
十
七
と
い
う
僅
差
で
強
引

に
押
し
切
り
、
市
民
か
ら
総
ス
カ
ン
を
食
っ

た
お
手
盛
増
俸
は
つ
い
に
成
立
し
た
。

開
会
と
同
時
に
真
栄
田
議
員
（
民
連
）
か
ら

議
員
報
酬
を
六
千
円
に
据
え
お
く
修
正
案
が

出
さ
れ
、
こ
の
修
正
案
と
市
当
局
案
（
九
千

円
へ
の
増
俸
案
）
が
あ
わ
せ
て
審
議
さ
れ
た
。

　

黒
潮
議
員
（
民
連
・
反
対
）　

お
手
盛
に

賛
成
す
る
議
員
は
本
土
と
の
比
較
を
行
っ

て
い
る
が
、
予
算
規
模
に
大
き
な
差
が
あ
り
、

比
較
は
妥
当
で
は
な
い
。
世
論
に
耳
を
傾
け

お
手
盛
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

石
原
議
員
（
民
連
・
反
対
）　

現
在
我
々

は
六
千
円
の
外
に
委
員
会
手
当
て
一
日
に
付

二
百
円
を
支
給
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
手
当

が
五
月
、
六
月
と
も
に
二
千
円
に
達
し
、
現

在
で
も
す
で
に
八
千
円
以
上
の
収
入
が
あ
る
。

こ
れ
以
上
あ
げ
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。

　

渡
口
（
麗
）
議
員
（
月
曜
会
・
賛
成
）　

議
員
活
動
は
本
会
議
だ
け
に
限
ら
れ
て
な
い
。

議
員
の
活
動
は
本
会
議
だ
け
に
限
ら
れ
て
い

な
い
。
議
員
の
活
動
は
年
中
無
休
で
、
昼
夜

を
分
た
ず
市
民
の
声
を
聞
い
て
こ
れ
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
現
在

の
六
千
円
は
六
万
人
の
人
口
し
か
な
か
っ
た

と
き
に
決
め
た
も
の
、
だ
が
、
那
覇
市
は
現

在
十
八
万
の
大
都
市
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

た
め
議
員
の
仕
事
も
量
が
ぐ
っ
と
増
え
て
い

る
。
こ
う
考
え
る
と
議
員
報
酬
を
引
上
げ
る

こ
と
は
ぜ
ひ
必
要
で
、
時
期
的
に
見
て
も
兼

次
市
長
一
人
で
困
難
な
那
覇
市
政
を
乗
切
る

こ
と
は
不
可
能
で
、
議
会
の
補
佐
が
い
る
。

こ
の
意
味
か
ら
も
議
員
の
報
酬
を
あ
げ
て

議
会
活
動
に
専
念
さ
す
べ
き
で
あ
る
。

　

真
栄
田
議
員
（
民
連
・
反
対
）　

わ
れ
わ

れ
は
議
員
報
酬
だ
け
で
生
活
し
て
い
る
が
、

別
に
現
在
の
額
で
も
議
員
活
動
に
制
限
を
受

け
る
こ
と
は
な
い
。
渡
口
議
員
は
あ
げ
な
け

れ
ば
議
員
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
が
、
市

民
の
た
め
に
働
く
と
公
約
し
た
以
上
、
報
酬

を
あ
げ
な
く
て
も
や
る
べ
き
だ
。

　

仲
松
議
員
（
民
連
・
反
対
）　

私
も
議
員

報
酬
だ
け
で
生
活
し
て
い
る
が
報
酬
が
少
な

い
た
め
議
員
活
動
を
制
限
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
し
将
来
も
今
の
額
で
十
分
や
っ
て
い
け
る
。

値
上
げ
に
反
対
だ
。

　

平
良
議
員
（
中
立
・
反
対
）　

那
覇
市
の

財
政
は
極
度
の
貧
困
に
あ
り
、
こ
う
い
う
と

き
報
酬
を
値
上
げ
す
る
の
は
当
を
得
て
な
い
。

　

仲
宗
根
議
員
（
月
曜
会
・
反
対
）　

昨
年

度
に
比
べ
、
今
年
度
は
予
算
額
が
一
千
万
円

も
減
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
と
き
議
員

報
酬
だ
け
を
上
げ
る
べ
き
で
な
い
。
仕
事
を

や
る
か
ら
報
酬
を
上
げ
る
と
い
う
が
、
こ
れ

は
逆
で
仕
事
を
や
っ
て
か
ら
報
酬
も
上
げ
る

べ
き
だ
。

こ
こ
で
宮
城
議
員
か
ら
採
決
の
動
議
が
出
、

採
決
の
結
果
、
二
十
対
十
七
で
お
手
盛
増
俸

が
可
決
さ
れ
た
。

　

賛
成
議
員
（
20
名
）

久
場
景
善
、
普
久
原
朝
光
、
高
良
清
二
、
比

嘉
佑
直
、
渡
口
麗
秀
、
比
嘉
朝
四
郎
、
大
山

盛
幸
、
糸
数
昌
剛
、
宮
里
敏
慶
、
金
城
賢
勇
、

三
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金
城
幸
信
、
森
田
孟
松
、
具
志
清
裕
、
玉
那

覇
有
義
、
宮
城
実
、
備
瀬
知
良
、
喜
久
山
朝

重
、
玉
城
正
次
、
新
垣
松
助
、
儀
武
息
睦
。

　

反
対
議
員
（1

7

名
）

真
栄
田
義
晃
、
瀬
名
波
栄
、
黒
潮
隆
、
儀
間

真
祥
、
屋
慶
名
政
永
、
仲
尾
次
盛
夏
、
金
城

重
宜
、
上
原
文
吉
、
仲
松
庸
全
、
石
原
昌
進
、

浦
崎
康
華
、
平
良
真
次
郎
、
大
城
清
徳
、
仲

宗
根
梶
雄
、
久
高
友
敏
、
崎
山
喜
達
、
玉
井

栄
次
。

遅
刻
多
く
て
ひ
と
も
め
／
那
覇

市
会
／
あ
す
か
ら
定
刻
開
会 

　
　
　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
８
・
７
・
２
〕

二
日
の
那
覇
市
会
は
あ
さ
十
時
二
十
分
か
ら

開
か
れ
、
奥
武
山
市
民
の
移
転
に
伴
う
借
地

料
の
免
除
に
つ
い
て
の
市
長
提
出
議
案
ほ
か

十
件
の
議
案
を
可
決
、
い
っ
た
ん
休
憩
し
て

ひ
る
一
時
か
ら
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

奥
武
山
は
都
市
計
画
で
公
園
と
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
八
十
二
世

帯
が
移
転
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
移
転
に
際
し
て
は
一
世
帯
一
万
円
の
移
転

料
を
支
払
う
ほ
か
移
転
地
の
若
狭
の
市
有
地

を
無
償
で
貸
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
民
政
府
補
助
金
や
起
債
に
よ
っ
て

組
ま
れ
て
い
る
一
億
五
千
万
円
の
追
加
予
算

案
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
当
局
で
は

は
っ
き
り
し
た
歳
入
の
見
通
し
が
な
い
の
で
、

当
局
と
議
会
が
資
金
凍
結
解
除
に
努
力
し
、

は
っ
き
り
見
通
し
を
つ
け
る
ま
で
審
議
続
行

の
ま
ま
保
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〇
…
那
覇
市
会
は
議
員
報
酬
を
値
上
げ
し
な

が
ら
遅
刻
す
る
議
員
が
多
く
て
議
案
審
議
が

十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
市
民
の
批

判
が
あ
る
が
、
二
日
も
開
会
定
刻
の
十
時
ま

で
に
議
場
に
出
た
の
は
二
十
一
議
員
、
自
治

法
に
規
定
さ
れ
た
開
会
定
数
（
過
半
数
）
に

達
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
高
良
議
長
は
十

時
に
い
ち
お
う
開
会
し
直
ち
に
流
会
し
よ
う

と
し
た
こ
と
か
ら
こ
れ
を
め
ぐ
り
〝
議
員
に

時
間
厳
守
さ
せ
る
意
味
か
ら
流
会
す
べ
き

だ
〟
と
い
う
意
見
と
、
〝
議
案
が
沢
山
残
さ

れ
て
い
る
の
で
議
長
の
独
断
で
流
会
す
べ
き

で
は
な
い
〟
と
の
意
見
が
出
て
ひ
と
も
め
し

た
。
結
局
、
あ
す
か
ら
定
刻
通
り
開
会
す
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
二
日
は
定
足
数
に
達

す
る
ま
で
待
つ
と
い
う
こ
と
で
二
十
分
お
く

れ
て
開
会
と
な
っ
た
。

議
員
報
酬
の
値
上
げ
で
兼
職
の
議
員
た
ち
は

痛
し
か
ゆ
し
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

那
覇
市
会
／
全
期
十
日
ま
で
延

長

　
　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
７
・
３
〕

那
覇
市
会
本
会
議
は
一
日
午
前
十
一
時
す
ぎ

開
か
れ
、
野
党
議
員
二
十
五
名
提
出
の
米
国

大
統
領
上
下
院
、
国
防
省
、
高
等
弁
務
官
、

首
席
民
政
官
に
対
し
〝
那
覇
市
都
市
計
画
事

業
に
対
す
る
補
助
要
請
決
議
案
〟
を
送
付
す

る
こ
と
を
満
場
一
致
で
可
決
、
ま
た
宮
城
実

議
員
提
案
の
〝
区
画
整
理
事
業
の
刷
新
強
化

決
議
案
〟
を
可
決
し
た
。

十
件
の
議
案
を
処
理
後
大
山
議
員
か
ら
会
期

延
長
の
動
議
が
出
、
十
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

な
お
き
ょ
う
は
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
が

開
か
れ
る
。

｜
社　

説
｜

市
会
は
市
政
に
も
っ
と
責
任
を

　
　

も
と
う

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
７
・
４
〕

市
長
と
市
会
の
折
合
い
が
わ
る
く
、
そ
の

た
め
に
市
政
の
仕
事
が
う
ま
く
は
か
ど
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ
て
き
わ

め
て
不
幸
な
話
で
あ
る
。

　

那
覇
市
は
、
さ
い
き
ん
与
党
と
市
長
の
間

に
は
っ
き
り
ミ
ゾ
が
で
き
て
し
ま
い
、
野
党

・
与
党
・
市
長
を
め
ぐ
る
妙
な
三
角
関
係

が
、
市
会
の
審
議
に
複
雑
に
か
ら
み
つ
い
て
、

お
か
し
な
格
好
に
な
っ
て
い
る
。
議
員
歳
費

引
上
げ
の
問
題
で
は
、
市
の
提
案
に
た
い
し

て
、
与
党
側
が
真
ッ
向
う
か
ら
反
対
し
た
の

に
、
野
党
の
ほ
と
ん
ど
が
賛
成
に
ま
わ
り
、

数
の
力
で
押
し
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
と
思

う
と
、
区
長
制
復
活
を
前
提
に
し
て
い
る
と

い
う
「
担
当
員
設
置
」
は
、
与
・
野
党
が
ま

っ
た
く
相
反
す
る
理
由
で
こ
れ
を
け
っ
て
し

ま
っ
た
。
予
算
案
は
、
経
常
費
の
部
だ
け
を

可
決
し
、
起
債
と
軍
補
助
金
を
も
と
に
し
た

「
事
業
費
予
算
」
は
、
審
議
保
留
で
結
局
九

月
の
定
例
市
会
ま
で
お
あ
ず
け
の
か
た
ち
に

し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
市
民
に
し
て
は
、
そ
の
「
事

業
予
算
」
が
問
題
で
あ
る
。
と
く
に
那
覇
市

の
場
合
、
事
業
と
い
え
ば
「
都
計
」
が
主
な

る
も
の
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
市
民
の
福
祉
に

非
常
に
大
き
な
関
係
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
ん
ど
の
市
会
で
、
も
っ
と
も
関
心
を

よ
せ
て
い
る
問
題
だ
。

　

事
業
費
予
算
で
、
市
会
が
与
・
野
党
そ
ろ

っ
て
当
局
案
に
反
対
し
て
い
る
の
は
、
そ
の

財
政
に
難
点
が
あ
る
と
い
う
の
が
大
き
な
理

由
で
あ
る
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
軍
特
別
補
助

金
と
起
債
に
つ
い
て
は
市
長
は
自
信
が
あ
る

と
い
う
け
れ
ど
も
「
責
任
が
も
て
な
い
」

「
あ
て
に
な
る
金
で
は
な
い
」
と
き
め
つ
け

て
い
る
の
で
あ
る
。
問
題
の
財
源
に
ど
れ
ほ

ど
の
確
実
性
が
あ
る
か
、
ど
う
か
は
よ
く
知

ら
な
い
が
、
し
か
し
、
市
会
に
は
自
治
体
行

政
の
基
本
方
針
を
、
み
ず
か
ら
き
め
る
職
責

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
提
案
さ
れ
た
問
題

に
つ
い
て
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
を
判
断
す
る

の
み
で
は
い
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

い
ま
の
地
方
制
度
は
首
長
も
直
接
選
挙
に

な
っ
て
、
長
と
議
会
の
二
元
的
な
も
の
と
な

三
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っ
て
い
る
。
も
っ
と
議
会
自
体
の
な
か
に
自

主
性
と
い
っ
た
も
の
が
ほ
し
い
よ
う
に
思
う
。

財
源
の
問
題
が
責
任
の
も
て
な
い
不
確
実
な

も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
で
は
そ
れ
を
ど

う
す
る
か
。
市
当
局
に
責
任
を
な
す
り
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
市
会
も
自
ら
の
責
任
を
感

じ
て
努
力
し
、
解
決
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら

な
い
問
題
だ
ろ
う
。

地
方
議
会
の
活
動
を
も
っ
と
自
主
的
に
し
て

い
く
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
現
在
の
議
会
事

務
局
を
強
化
す
る
と
い
う
問
題
も
で
て
く
る

だ
ろ
う
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
根
本
的
に
は

議
員
の
考
え
か
た
そ
の
も
の
が
か
わ
っ
て
こ

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
う
。
議
会

が
積
極
的
に
調
査
し
、
研
究
し
、
み
ず
か
ら

す
す
ん
で
案
を
つ
く
る―

、
現
在
の
地
方
制

度
の
建
前
か
ら
い
う
と
、
そ
こ
ま
で
い
っ
て

ほ
し
い
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
那
覇
市
会
は
政
党
派
の
対
立
が
、

地
方
自
治
に
と
っ
て
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い

か
た
ち
で
入
り
こ
ん
で
い
る
た
め
、
市
会
の

空
気
を
異
常
に
し
て
い
る
面
も
あ
る
が
、
イ

エ
ス
か
ノ
ー
か
だ
け
に
お
わ
っ
て
い
る
地
方

議
会
は
、
ほ
か
に
も
ザ
ラ
に
あ
る
こ
と
だ
ろ

う
。

｜
社　

説
｜

本
土
へ
の
援
助
要
請
と
那
覇
市

政

　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
７
・
６
〕

　

本
土
政
府
か
ら
「
行
政
援
助
」
を
得
よ
う

と
、
那
覇
市
会
が
積
極
的
に
う
ご
き
だ
し
て

い
る
。

　

戦
災
都
市
復
興
事
業
費
と
し
て
、
政
府
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
自
治
体
へ
一
定
の
補
助
を

す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
を
那
覇
市
に
も
適
用
し
て
く
れ
と

い
う
も
の
で
、
瀬
長
前
市
長
の
時
代
か
ら
た

び
た
び
主
張
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
行
政
権

が
分
離
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
国
家
と
し

て
の
「
主
権
」
は
日
本
に
あ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
国
民
を
保
護
す
る
意
味
か

ら
、
こ
れ
は
当
然
主
張
し
て
よ
い
こ
と
で
あ

る
し
、
と
く
に
「
戦
災
」
と
い
う
悲
劇
は
、
沖

縄
の
場
合
、
日
本
全
体
の
犠
牲
に
な
っ
た
よ

う
な
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
要
求
は
な
お
さ
ら

の
こ
と
で
あ
る
。

　

那
覇
市
会
が
、
決
議
を
も
っ
て
陳
情
団
を

お
く
る
の
は
、
本
土
の
世
論
を
よ
び
お
こ
す

た
め
に
も
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
市
の
建
設
部
長
ら
が
た
び
た
び
陳

情
に
で
か
け
て
は
い
る
が
、
政
治
的
な
反
響

か
ら
い
う
と
、
市
会
と
し
て
正
式
代
表
を
送

る
方
が
、
よ
ほ
ど
力
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
問
題
は
「
戦
災
都
市
復

興
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
〝
点
〟
に
し
ぼ
っ
て

考
え
る
よ
り
、
も
っ
と
ひ
ろ
い
視
野
か
ら
沖

縄
全
体
に
た
い
す
る
政
府
と
し
て
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
要
請
す
る
〝
線
〟
を
ひ
き
出
し

て
、
根
本
的
な
態
度
で
の
ぞ
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
本
土
の
政
府
を
は
じ
め
政
党
や

各
団
体
、
そ
し
て
一
般
の
国
民
が
、
沖
縄
に

よ
せ
て
く
れ
る
同
情
は
よ
く
わ
か
る
し
、
事

実
い
ま
ま
で
に
貿
易
の
面
で
の
特
別
な
は

か
ら
い
や
、
恩
給
・
年
金
・
遺
族
援
護
関
係

な
ど
好
意
的
に
解
決
を
み
た
問
題
が
か
な

り
あ
っ
た
わ
け
だ
が
そ
れ
に
し
て
も
行
政

上
の
サ
ー
ビ
ス
を
直
接
沖
縄
へ
お
よ
ぼ
す

と
な
る
と
、
行
政
管
理
を
し
て
い
る
米
国
と

の
関
係
も
あ
っ
て
、
一
方
的
に
処
理
し
に
く

い
も
の
が
で
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

ば
か
り
で
は
な
く
現
行
法
の
ま
ま
な
ら
、
行

政
事
務
の
う
え
で
も
い
ろ
い
ろ
と
困
難
な

カ
ベ
に
阻
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

那
覇
市
側
の
再
三
の
陳
情
に
た
い
し
て
、

政
府
や
政
党
筋
が
熱
意
と
同
情
を
し
め
し

て
い
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
こ
の
問
題
に
解
決

の
メ
ド
が
み
つ
か
ら
な
い
の
は
、
裏
に
き
わ

め
て
複
雑
な
事
情
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。

日
本
と
米
国
の
間
に
な
ん
ら
か
の
形
で
、
沖

縄
に
た
い
す
る
共
同
責
任
を
も
つ
よ
う
な

体
制
が
つ
く
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い

行
政
援
助
関
係
の
立
法
が
で
き
あ
が
る
と

す
れ
ば
、
す
く
な
く
と
も
現
在
の
よ
う
な
宙

ぶ
ら
り
ん
の
「
沖
縄
の
地
位
」
に
や
や
明
確

の
姿
が
生
れ
て
、
本
土
か
ら
の
行
政
援
助
に

も
、
す
っ
き
り
し
た
道
が
ひ
ら
け
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

　

要
す
る
に
、
本
土
政
府
か
ら
行
政
援
助
を

仰
ご
う
と
す
る
に
は
、
こ
ん
な
根
本
的
な
問

題
を
計
算
に
入
れ
て
、
陳
情
運
動
を
す
す
め

な
け
れ
ば
、
い
つ
も
う
わ
す
べ
り
に
お
わ
る
。

那
覇
市
会
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
む
し
ろ

全
琉
的
な
も
の
と
し
て
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。

本
土
復
帰
が
実
現
す
る
日
ま
で
の
沖
縄
の
政

治
的
性
格
を
、
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ

は
ぜ
ひ
必
要
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

世
持
神
社
の
敷
地
／
譲
渡
不
採

択
と
決
定
／
那
覇
市
総
財
委 

　
　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
７
・
６
〕

　

那
覇
市
会
総
務
財
政
委
員
会
で
は
五
日
午

後
二
時
か
ら
委
員
会
を
開
き
、
世
持
神
社
譲

渡
問
題
、
市
臨
時
職
員
の
定
数
化
問
題
に
つ

い
て
の
陳
情
書
を
審
議
い
ず
れ
も
不
採
択
と

決
し
た
。

△
世
持
神
社
問
題　

同
神
社
宮
司
上
間

朝
久
氏
か
ら
戦
前
の
世
持
神
社
敷
地

二
千
百
八
十
一
坪
を
十
万
円
で
払
下
げ
て
貰

い
た
い
と
い
う
陳
情
で
、
審
議
の
結
果
、
地

方
自
治
体
が
神
社
仏
閣
な
ど
特
定
の
宗
教
団

体
に
補
助
を
与
え
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
と

の
結
論
に
達
し
、
こ
れ
を
不
採
択
に
し
た
。

三
九
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九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
七
月

△
臨
時
職
員
の
定
数
化　

市
臨
時
職
員
仲
松

傭
太
郎
氏
ほ
か
三
名
か
ら
「
臨
時
職
員
を
定

数
化
し
、
正
職
員
と
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

陳
情
が
あ
っ
た
も
の
で
審
議
の
結
果
、
臨
時

職
員
全
員
を
定
数
化
す
る
こ
と
は
市
財
政
に

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を
き
た
す
と
い
う
観
点
か

ら
、
職
員
採
用
の
場
合
は
臨
時
職
員
か
ら
優

先
的
に
採
用
す
る
と
い
う
要
望
を
付
し
、
不

採
択
と
な
っ
た
。

那
覇
市
の
戦
災
復
興
援
助
要
請

／
民
府
も
好
意
的
／
高
良
議

長
が
協
力
求
む 
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琉
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・
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那
覇
市
高
良
議
長
は
十
日
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
首

席
民
政
官
と
会
見
。
先
に
那
覇
市
会
で
決
議

さ
れ
た
「
那
覇
市
に
対
す
る
戦
災
都
市
復
興

援
助
に
つ
い
て
」
日
米
両
政
府
に
要
請
す
る

た
め
こ
れ
の
協
力
方
を
求
め
た
。

高
良
議
長
の
話
し
に
よ
る
と
、
同
問
題
は
国

際
的
に
も
相
当
注
目
さ
れ
て
お
り
そ
の
た
め

二
十
一
日
に
は
岸
首
相
を
は
じ
め
本
土
政
府

の
各
要
人
と
も
会
見
を
行
い
、
強
く
訴
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
民
政
官

や
弁
務
官
と
も
話
し
合
い
、
弁
務
官
か
ら
ア

メ
リ
カ
大
統
領
に
も
そ
の
旨
を
要
請
さ
せ
る

た
め
に
会
見
を
行
っ
た
も
の
。

こ
れ
に
た
い
し
バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
は
、

こ
の
問
題
は
わ
れ
わ
れ
も
検
討
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の
何
ん
ら
か
の
指

示
が
あ
れ
ば
直
ち
に
連
絡
す
る
と
回
答
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
本
土
で
は
去
る
三
月
十
五
日
の
参
議
院

予
算
委
員
会
で
、
内
田
議
員
か
ら
、
政
府
は

沖
縄
の
戦
災
都
市
復
興
に
つ
い
て
援
助
す
る

か
、
広
島
や
長
崎
同
様
な
援
助
を
す
べ
き
と

思
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解

を
も
っ
て
い
る
か
と
の
質
問
に
対
し
、
当
時

の
石
井
副
総
理
は
「
沖
縄
が
日
本
の
国
内
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
ら
、
当
然
同
様
な
扱
い
を

し
た
で
あ
ろ
う
」
と
答
弁
、
さ
ら
に
沖
縄
か

ら
の
陳
情
団
に
は
親
切
な
気
持
ち
で
同
問
題

を
取
上
げ
て
研
究
し
た
い
と
語
っ
て
い
る
。

従
っ
て
高
良
議
長
と
し
て
は
「
同
問
題
は
十

分
に
解
決
で
き
る
」
と
強
い
自
信
の
色
を
み

せ
て
い
る
。

な
お
高
良
議
長
と
し
て
は
岸
総
理
や
藤
山
外

相
な
ど
が
沖
縄
を
訪
れ
、
経
済
問
題
そ
の
他

の
諸
問
題
を
実
際
に
み
て
も
ら
う
よ
う
要
請

す
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
自
信
が
あ

る
と
語
っ
て
い
る
。

　

日
本
政
府
首
脳
に
沖
縄
見
て
も
ら
う

　

高
良
議
長
の
話　

那
覇
市
と
し
て
の
計
画

は
市
立
病
院
養
老
院
そ
の
他
市
長
庁
舎
な
ど

で
金
額
に
す
る
と
日
本
円
の
六
十
億
位
に
な

る
。
こ
の
問
題
は
非
常
に
大
き
な
そ
し
て
重

要
な
問
題
で
あ
る
が
自
信
を
も
っ
て
折
衝
し

た
い
。
ま
た
那
覇
空
港
は
日
本
の
羽
田
空
港

に
つ
い
で
大
き
な
国
際
貿
易
港
に
な
っ
て

い
る
。
港
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。

そ
の
た
め
本
土
と
し
て
は
外
貨
の
獲
得
な

ど
は
沖
縄
を
無
視
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い

情
況
に
あ
る
。
従
っ
て
岸
総
理
や
藤
山
外
相

な
ど
が
沖
縄
の
実
情
を
み
て
も
ら
っ
て
、
本

土
政
府
が
沖
縄
の
諸
問
題
に
つ
い
て
根
本

的
な
方
針
を
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
要
請

す
る
積
り
だ
。
以
上
の
こ
と
は
十
分
自
信
を

も
っ
て
折
衝
に
当
り
た
い
。

那
覇
市
会
幕
閉
ず
／
収
入
役
に

全
会
一
致
で
屋
富
祖
氏 
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那
覇
市
六
月
定
例
議
会
最
終
日
の
十
日
は
、

あ
さ
十
一
時
か
ら
開
か
れ
収
入
役
の
選
任

同
意
な
ど
二
十
四
件
の
議
案
を
処
理
し
て
、

ひ
る
四
時
半
散
会
、
一
ヵ
月
間
の
会
期
を
閉

じ
た
。
収
入
役
の
選
任
同
意
に
つ
い
て
は
、

市
長
が
現
副
収
入
役
の
屋
富
祖
太
郎
氏
を

推
薦
し
て
い
る
の
に
対
し
て
野
党
月
曜
会

側
に
は
前
財
政
部
長
の
長
嶺
良
松
氏
を
推

そ
う
と
い
う
動
き
も
あ
っ
て
最
終
日
ま
で

も
ち
こ
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
結
局
全
会
一
致

で
市
長
の
選
任
し
た
屋
富
祖
氏
を
承
認
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
ん
ど
の
定
例
議
会
は
、
兼
次
市
長
の
初
の

予
算
案
を
は
じ
め
七
十
余
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
市
長
は
超
党
派
政
策
を
打
ち
出

し
、
野
党
攻
勢
の
ほ
こ
さ
き
を
そ
ら
し
た
が
、

こ
の
た
め
に
民
連
側
人
民
党
系
か
ら
反
撃
を

う
け
て
兼
次
市
長
の
重
大
政
策
の
一
つ
と
な

っ
て
い
た
区
長
制
に
代
る
担
当
員
の
設
置
問

題
は
つ
い
に
全
会
一
致
で
否
決
さ
れ
る
と
い

っ
た
点
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
瀬
長
市
長
の
時

と
は
ち
が
っ
て
議
会
と
市
当
局
と
の
協
力
態

勢
が
幾
分
で
き
た
こ
と
は
兼
次
市
政
に
と
っ

て
は
一
つ
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
資
金
凍
結
の
責
任
を

市
長
の
み
に
負
わ
し
て
こ
れ
を
追
及
し
て
い

た
反
民
連
の
月
曜
会
側
が
急
速
に
市
長
と
近

づ
き
資
金
凍
結
の
解
除
に
協
力
態
勢
を
と
っ

て
お
り
今
後
の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。首

里
バ
ス
／
久
高
社
長
を
解
任

／
十
一
日
の
取
締
役
会
で
決

定
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社
長
と
専
務
が
告
発
合
戦
を
演
じ
、
一
時
ひ

と
さ
わ
ぎ
し
た
首
里
バ
ス
会
社
で
は
、
検
察

庁
の
取
調
べ
と
並
行
し
て
、
株
主
総
会
で
選

任
さ
れ
た
五
名
の
検
査
役
が
、
総
会
で
問
題

に
さ
れ
た
十
三
期
＝
五
七
年
十
月
一
日
か
ら

同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
＝
決
算
の
当
、
不

当
を
検
査
し
て
い
た
が
、
同
社
取
締
役
会
で

は
、
十
一
日
の
取
締
役
会
で
社
長
解
任
を
決

定
、
十
二
日
久
高
友
敏
社
長
に
そ
の
旨
通
告

四
〇
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す
る
と
同
時
に
、
登
記
所
に
登
記
手
続
き
を

取
っ
た
。

十
一
日
の
取
締
役
会
は
、
久
高
社
長
、
崎
山

喜
達
取
締
役
を
除
く
四
名
の
取
締
役
（
上

間
、
花
城
、
真
栄
城
、
当
真
の
各
取
締
役
、

一
名
は
欠
員
）
が
出
席
、
取
締
役
会
に
先
立

っ
て
検
査
役
か
ら
、
検
査
報
告
を
き
き
、
引

続
き
取
締
役
会
を
も
っ
て
、
社
の
運
営
正
常

化
を
協
議
し
た
結
果
、
①
十
二
、
十
三
期
の

事
業
計
画
が
未
執
行
②
新
路
線
の
増
車
（
十

台
）
許
可
が
行
き
づ
ま
っ
て
い
る
③
金
融
協

会
声
明
に
よ
り
銀
行
融
資
が
不
能
に
な
っ

て
い
る
④
法
に
基
い
て
選
任
さ
れ
た
取
締

役
三
名
を
、
そ
の
権
限
が
な
い
と
し
て
会
社

運
営
か
ら
除
外
し
、
独
断
運
営
を
行
っ
て
い

る
⑤
去
っ
た
株
主
総
会
で
、
決
算
承
認
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
事
実
上
、
不
信
任
さ

れ
た
の
と
同
様
で
あ
る
⑥
検
察
庁
の
取
調

べ
の
結
果
起
訴
猶
予
と
な
り
罪
状
は
明
白

従
っ
て
代
表
取
締
役
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
⑦
検
査
役
の
検
査
結
果
な
ら
び
に
意

見
は
、
代
表
取
締
役
と
し
て
は
不
適
任
で
あ

る
と
の
結
論
を
出
し
て
い
る
な
ど
十
項
目

か
ら
な
る
不
信
任
理
由
を
上
げ
、
久
高
氏
の

社
長
解
任
を
決
定
し
た
。

こ
の
取
締
役
会
の
決
定
に
対
し
、
久
高
社
長

は
「
同
役
員
会
は
、
社
長
で
あ
る
自
分
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
専
務
が
招
集
し
て
お
り
正

常
な
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
不
信
任
理
由

を
検
討
し
て
受
け
て
立
つ
つ
も
り
で
あ
る
」

と
語
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
取
締
役
会
側
で

は
「
役
員
会
招
集
は
平
取
締
役
で
も
こ
の
権

限
は
あ
る
。
違
法
で
は
な
い
。
そ
れ
に
久
高

社
長
は
、
定
例
役
員
会
も
招
集
せ
ず
さ
ら
に

検
査
役
か
ら
の
役
員
会
招
集
に
も
応
じ
な
か

っ
た
。
三
回
も
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
専
務
に

よ
っ
て
招
集
し
た
ま
で
で
あ
る
」
と
し
て
お

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
紛
糾
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

一
方
社
長
解
任
決
定
と
同
時
に
取
締
役
会
で

は
、
検
査
役
会
の
勧
告
に
基
き
、
決
算
書
の
再

作
製
に
と
り
か
か
り
、
今
月
末
ご
ろ
株
主
総

会
を
招
集
す
る
段
取
り
を
し
て
い
る
が
、
取

締
役
会
が
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る

「
タ
イ
ヤ
リ
ベ
ー
ト
の
回
収
」
＝
先
の
決
算

書
に
は
未
収
金
と
し
て
十
三
万
五
千
五
百
円

計
上
さ
れ
て
い
る
＝
な
ど
の
よ
う
な
問
題
が

残
さ
れ
て
お
り
、
数
字
訂
正
を
め
ぐ
っ
て
も
、

か
な
り
も
め
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

市
町
村
の
建
築
主
事
廃
止
／
那

覇
市
会
も
反
対
要
請 
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政
府
工
交
局
で
は
、
市
町
村
に
特
定
行
政
庁

と
し
て
建
築
主
事
を
お
き
建
築
行
政
の
運
営

に
当
っ
て
い
る
が
、
政
府
と
特
定
行
政
庁
と

の
間
の
調
整
が
円
滑
に
い
か
な
い
と
い
う
理

由
か
ら
特
定
行
政
庁
を
廃
止
す
る
建
築
基
準

法
の
一
部
改
正
を
立
法
院
に
勧
告
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
那
覇
市
で
は
、
特
定
行
政
庁

を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
建
築
行
政
を
中
央
集

権
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
方
自
治
を
育
成

す
る
と
い
う
法
の
精
神
に
反
す
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
各
市
町
村
の
独
自
性
を
失
っ
た

行
政
と
な
り
却
っ
て
混
乱
す
る
と
い
う
理

由
で
反
対
し
立
法
院
に
改
正
反
対
の
陳
情

を
し
た
が
市
会
で
も
こ
の
問
題
を
と
り
あ

げ
、
十
四
日
ひ
る
二
時
か
ら
建
設
委
員
会
を

開
い
て
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
特
定
行
政
庁
の
廃
止
は
都
計
事

業
の
推
進
に
も
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が

あ
る
と
し
て
立
法
院
に
改
正
反
対
の
要
請

文
を
お
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

要
請
文
要
旨　

那
覇
市
は
都
市
計
画
区
画

整
理
事
業
を
行
い
、
都
市
復
興
の
途
上
に
あ

り
、
建
築
基
準
法
も
都
市
計
画
事
業
と
相
ま

っ
て
運
営
し
た
方
が
円
滑
に
い
く
の
で
特
定

行
政
庁
の
廃
止
は
関
係
事
業
の
推
進
に
も
支

障
を
き
た
す
も
の
で
あ
る
。
万
一
特
定
行
政

庁
と
政
府
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
第
十
六
条

に
よ
っ
て
主
席
が
監
督
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
こ
れ
を
強
化
す
べ
き
で
あ
っ
て
特

定
行
政
庁
を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
。

人
民
党
兼
次
打
倒
打
出
す 

　
　

 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
８
・
７
・
16
〕

民
連
主
催
＝
兼
次
市
政
、
当
間
税
制
抗
議
市

民
大
会
は
十
五
日
午
後
八
時
か
ら
久
茂
地
広

場
で
開
か
れ
た
。
当
日
は
約
一
万
（
主
催
者

発
表
）
の
市
民
が
参
集
し
た
が
、
大
会
で
真

栄
田
義
晃
（
人
民
党
）
瀬
長
亀
次
郎
（
人
民

党
）
の
両
氏
は
兼
次
市
政
を
徹
底
的
に
攻
撃
、

兼
次
市
長
と
人
民
党
の
間
が
抜
き
さ
し
な
ら

ぬ
ま
で
に
対
立
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
な
お

こ
の
日
の
大
会
に
社
会
党
は
参
加
し
な
か
っ

た
。

大
会
で
最
初
の
弁
士
と
し
て
立
っ
た
真
栄
田

氏
は
△
兼
次
市
長
は
人
事
面
で
再
建
同
盟
派

の
義
永
氏
を
財
政
部
長
に
、
同
じ
く
阿
波
連

氏
を
総
務
課
長
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
、
人
事
、
財

政
と
い
う
重
要
な
面
を
再
建
同
盟
に
握
ら
せ

た
△
月
曜
会
派
の
機
嫌
を
取
る
た
め
議
員
報

酬
を
三
千
円
引
上
げ
た
△
区
長
制
を
実
施
し

な
い
で
こ
れ
と
似
も
つ
か
ぬ
担
当
員
制
で
お

茶
を
に
ご
そ
う
と
し
た
と
兼
次
市
政
を
攻
撃
、

わ
れ
わ
れ
は
野
党
と
し
て
兼
次
市
長
と
徹
底

的
に
闘
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
瀬
長
氏
は
△
兼
次
は
よ
ろ
め
き
の
段
階

を
通
り
越
し
、
完
全
に
当
間
陣
営
に
つ
い
た

こ
と
を
指
摘
、
今
後
那
覇
市
で
反
税
闘
争
を

お
こ
し
、
六
ヵ
月
後
に
は
兼
次
市
政
の
息
の

根
を
止
め
て
や
る
と
今
後
の
人
民
党
の
運
動

の
進
め
方
を
示
し
、
同
氏
の
演
舌
を
通
じ
て

人
民
党
は
打
倒
兼
次
市
長
の
線
を
始
め
て
明

ら
か
に
し
た
。

な
お
大
会
後
、
兼
次
市
長
に
対
し
つ
ぎ
の
よ

四
一



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
七
月

う
な
決
議
文
を
手
交
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

　
　

決　

議

兼
次
市
長
は
民
連
二
十
の
政
策
を
し
て
市

長
に
当
選
し
た
が
、
就
任
後
六
ヵ
月
の
那

覇
市
政
は
、
当
間
任
命
主
席
に
つ
な
が
る

月
曜
会
派
議
員
へ
の
屈
従
と
媚
び
へ
つ
ら

い
の
市
政
で
あ
っ
た
。

こ
と
に
五
九
年
度
予
算
の
編
成
に
当
っ

て
、
前
年
度
よ
り
一
千
万
円
の
予
算
縮
小

を
見
な
が
ら
議
員
報
酬
、
正
副
議
長
交
際

費
の
増
額
、
議
会
、
市
長
用
乗
用
車
二
台

の
購
入
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

公
約
を
裏
切
る
憎
む
べ
き
行
為
で
あ
り
、

こ
れ
を
市
職
員
が
批
判
し
た
か
ら
と
い

う
の
で
辞
め
て
貰
い
た
い
と
放
言
す
る

の
は
言
語
道
断
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
市

長
が
直
ち
に
臨
時
議
会
を
招
集
し
五
九

年
度
予
算
を
市
民
の
利
益
に
な
る
よ
う

組
替
え
、
さ
ら
に
市
職
員
の
政
治
活
動
の

自
由
を
保
証
す
る
こ
と
を
大
会
の
名
で

要
求
す
る
。

那
覇
都
計
／
ま
ず
首
都
建
設
委

の
発
足
を
／
い
つ
で
も
援
助

す
る
用
意
が
あ
る
／
ブ
弁
務

官
、
高
良
議
長
に
言
明 
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那
覇
市
会
の
高
良
議
長
は
十
六
日
朝
十

時
す
ぎ
か
ら
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
ブ

ー
ス
高
等
弁
務
官
と
ズ
ケ
ラ
ン
の
軍
司

令
部
で
会
見
、
首
都
那
覇
市
の
復
興
問
題

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
当
日
高
良
議
長

は
、
ま
ず
那
覇
市
会
で
議
決
さ
れ
た
那
覇

市
に
対
す
る
米
国
の
特
別
援
助
要
請
文

の
内
容
を
説
明
、
民
政
府
の
善
処
を
求
め

た
の
に
対
し
ブ
ー
ス
弁
務
官
は
そ
の
隘

路
が
現
在
立
法
院
で
審
議
さ
れ
て
い
る

首
都
建
設
委
員
会
（
委
員
の
承
認
）
の
発

足
が
お
く
れ
て
い
る
点
に
あ
る
こ
と
を

指
摘
。
民
政
府
と
し
て
は
「
こ
の
委
員
会

が
設
置
さ
れ
れ
ば
い
つ
で
も
援
助
す
る

用
意
が
あ
る
」
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
注
目
す

べ
き
回
答
を
行
っ
た
。

那
覇
市
か
ら
の
特
別
援
助
要
請
は
必
要
な
い

と
思
う
。
と
い
う
理
由
は
、
首
都
建
設
委
員
会

が
発
足
し
運
営
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
民

政
府
は
首
都
那
覇
市
に
た
い
し
援
助
を
与
え

得
る
立
場
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
琉
球
の
復

興
の
た
め
に
合
衆
国
が
援
助
を
つ
づ
け
て
い

く
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
首
都
建

設
委
員
会
が
構
成
さ
れ
れ
ば
こ
の
援
助
は
同

委
員
会
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

首
都
建
設
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
立

法
院
で
は
、
ま
だ
承
認
手
続
き
を
し
て
い
な

い
が
、
前
に
述
べ
た
趣
旨
か
ら
早
急
に
決
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
手
近
か
に
あ
る
援
助
を

は
や
く
受
け
る
た
め
に
も
、
ま
ず
立
法
院
が

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
決
定
す
る
措
置
を
す

み
や
か
に
と
る
こ
と
が
早
道
で
あ
る
。

高
良
議
長
の
話　

き
ょ
う
（
十
六
日
）
ブ
ー

ス
弁
務
官
と
あ
っ
て
那
覇
市
の
復
興
問
題
に

つ
い
て
懇
談
し
た
が
、
民
政
府
と
し
て
は
首

都
建
設
委
員
会
が
発
足
す
れ
ば
い
つ
で
も
援

助
で
き
る
態
勢
に
あ
る
と
い
う
好
意
的
な
回

答
が
あ
り
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。
弁
務
官
は
援

助
額
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は
話
さ
な
か
っ

た
が
、
き
ょ
う
の
態
度
か
ら
す
る
と
、
凍
結

資
金
の
解
除
あ
る
い
は
そ
の
外
に
特
別
に
援

助
金
が
出
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
首
都
建

設
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
二
ヵ
年
に
も
な
る

の
に
ま
だ
委
員
会
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
は

い
か
ん
で
あ
り
、
立
法
院
と
し
て
も
、
首
都

那
覇
市
の
建
設
の
た
め
に
早
く
適
切
な
措
置

を
と
る
よ
う
希
望
し
て
い
る
。

な
お
、
行
政
府
で
は
五
八
年
度
補
正
予
算
、

つ
づ
い
て
五
九
年
度
暫
定
予
算
に
首
都
建

設
委
員
会
の
運
営
費
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、
モ
ー
ア
前
弁
務
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ

る
勧
告
も
あ
っ
て
約
二
ヵ
月
前
に
委
員
九

人
の
承
認
手
続
き
を
取
っ
た
が
、
現
在
院
で

は
ま
だ
そ
の
同
意
を
あ
た
え
て
い
な
い
。
行

政
府
が
提
案
し
て
い
る
委
員
の
顔
ぶ
れ
は

次
の
と
お
り
。

大
田
副
主
席
、
新
里
工
交
局
長
、
山
内
内
政

局
長
、
兼
次
那
覇
市
長
、
（
以
上
職
責
上
の

委
員
）
神
村
孝
太
郎
、
古
波
倉
正
栄
、
中
山

良
輔
、
具
志
幸
昌
、
宮
里
栄
一
。

　

旧
市
内
中
心
の
都
計
で
は
ダ
メ

平
良
立
法
院
行
政
法
務
委
員
長
の
話　

委
員

会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
三
回
首
都
建
設
委

員
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
各
派
と
も
あ
る

て
い
ど
の
修
正
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
か
た

が
あ
る
。
つ
ま
り
旧
市
内
だ
け
を
中
心
に
し

た
こ
れ
ま
で
の
当
間
構
想
に
よ
る
都
市
計
画

の
線
か
ら
で
た
人
事
で
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
だ
、
同
委
員
会
は
、
は
や
く
発
足
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
の
は
当
然
だ
が
、
委
員
に
も

っ
と
ハ
ラ
を
も
た
せ
真
和
志
の
経
営
に
経
験

の
あ
る
人
も
加
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
公
正

な
人
事
だ
と
い
っ
て
も
立
法
院
と
行
政
府
の

あ
い
だ
に
こ
う
い
う
基
本
的
な
考
え
か
た
の

ち
が
い
が
あ
る
の
で
ち
か
く
大
田
副
主
席
と

も
じ
っ
く
り
話
し
合
っ
て
み
た
い
。

97
億
円
の
補
助
要
請
に
／
き
の

う
兼
次
市
長
ら
出
発 
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九
十
七
億
（
日
）
円
の
補
助
金
獲
得
を
目
標

に
那
覇
市
派
日
代
表
六
氏
は
十
七
日
午
後

一
時
半
那
覇
空
港
発
の
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
機

（
市
会
側
高
良
議
長
、
新
垣
、
平
良
、
久
場

議
員
）
同
じ
く
午
後
三
時
半
発
の
日
航
機

（
市
当
局
側
兼
次
市
長
、
知
念
都
計
課
長
）

で
そ
れ
ぞ
れ
本
土
に
向
か
っ
た
。
一
行
は

二
十
一
日
午
前
十
時
南
連
石
井
局
長
に
会
っ

て
か
ら
三
十
一
日
ま
で
本
土
関
係
各
省
、
各

四
二



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
七
月

政
党
を
訪
問
、
那
覇
市
の
復
興
に
対
す
る
本

土
政
府
の
援
助
を
要
請
す
る
が
、
こ
の
派
日

代
表
の
実
現
は
一
昨
年
十
二
月
瀬
長
市
長
の

出
現
以
来
政
治
闘
争
の
場
と
化
し
た
那
覇
市

に
復
興
へ
の
希
望
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
行
の
補
助
要
請
額
は
九
十
六
億
九
千
九
百

五
十
八
万
七
千
円
で
、
那
覇
市
戦
災
復
興
五

ヵ
年
計
画
が
そ
の
算
定
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
五
ヵ
年
計
画
は
五
九
年
度
か
ら
六
三
年

度
ま
で
に
那
覇
市
の
復
興
の
メ
ド
を
つ
け
よ

う
と
い
う
も
の
で
、
事
業
別
の
補
助
要
請
額

は
つ
ぎ
の
と
お
り
（
日
円
）
。

△
道
路
工
事　

六
億
三
千
三
百
五
十
二
万
八

千
円

△
霊
園　

一
億
五
千
六
百
六
十
五
万
七
千
円

△
公
園　

九
千
七
百
三
万
五
千
円

△
橋
梁　

一
億
六
千
百
四
万
円

△
河
川
及
排
水　

三
億
七
千
三
百
八
十
万
円

△
総
合
運
動
場　

一
億
三
千
五
百
十
八
万
六

千
円

△
埋
立　

五
億
八
千
五
百
七
十
六
万
八
千
円

△
海
岸
護
岸　

一
億
四
千
九
百
十
九
万
円

△
港
湾　

九
千
三
百
三
十
四
万
八
千
円

△
区
画
整
理　

七
億
七
千
四
百
二
万
四
千
円

△
上
水
道　

四
億
五
千
三
百
万
円

△
下
水
道　

十
二
億
円

△
市
庁
舎
、
公
会
堂　

二
億
三
千
百
万
円

△
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル　

一
億
一
千
三
百
六
十

七
万
円

△
住
宅　

三
十
六
億
二
千
二
百
四
十
万
円

△
厚
生
施
設
費　

四
千
三
百
七
十
四
万
四
千

円△
屎
尿
処
理
施
設　

六
千
四
百
六
十
万
六
千

円△
公
共
施
設　

七
千
八
百
万
円

△
公
衆
便
所　

三
千
七
百
七
十
二
万
五
千
円

△
産
業
施
設
費　

二
億
六
千
八
百
十
四
万
円

△
桟
橋
改
修
工
事　

一
億
二
千
六
百
七
十
三

万
円

△
小
型
船
舶
避
難
場
所　

一
億
七
千
七
百
一

万
五
千
円

△
学
校
敷
地
買
収
費　

一
億
三
千
三
百
九
十

八
万
一
千
円

高
良
議
長
の
話　

首
都
那
覇
市
の
復
興
は
首

都
建
設
法
に
基
い
て
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を

具
体
化
す
る
に
は
大
幅
の
援
助
が
必
要
で
、

こ
の
点
十
六
日
の
高
等
弁
務
官
の
言
明
は
心

強
い
も
の
が
あ
る
。
約
百
億
円
（
日
円
）
の

補
助
を
本
土
政
府
に
要
請
す
る
た
め
渡
日
す

る
が
、
こ
れ
は
講
和
発
効
前
に
受
け
た
損
失

を
政
府
に
直
接
補
助
し
て
貰
お
う
と
い
う
も

の
で
、
広
島
、
長
崎
両
市
の
例
か
ら
も
こ
れ

は
十
分
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
本
土
政
府
も

沖
縄
か
ら
陳
情
が
あ
れ
ば
真
剣
に
考
慮
す
る

と
語
っ
て
お
り
こ
れ
だ
け
に
ぜ
ひ
獲
得
で
き

る
と
い
う
自
信
の
も
と
に
強
力
に
折
衝
を
進

め
て
い
き
た
い
。

兼
次
市
長
の
話　

補
助
金
の
獲
得
は
難
し

い
と
い
う
話
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
那
覇
市
の

復
興
は
自
己
財
源
だ
け
で
は
不
可
能
で
、
援

助
が
ぜ
ひ
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
本
土

政
府
は
沖
縄
を
戦
争
に
ま
き
込
ん
だ
責
任

上
、
那
覇
市
の
復
興
に
は
当
然
努
力
す
べ
き

だ
と
思
う
。

き
ょ
う
バ
ー
ジ
ャ
ー
民
政
官
に
会
っ
た
と

き
、
米
も
那
覇
市
の
復
興
に
力
を
つ
く
す
と

い
っ
て
い
る
の
で
、
本
土
へ
の
援
助
要
請
に

際
し
て
折
衝
が
や
り
よ
く
な
っ
た
。
本
土
で

は
大
蔵
省
、
建
設
省
を
中
心
に
各
政
党
と
折

衝
し
、
沖
縄
問
題
は
超
党
派
で
ぜ
ひ
実
現
し

て
貰
う
よ
う
努
力
し
た
い
。

那
覇
市
／
67
名
の
異
動
を
発
表

／
左
派
主
要
ポ
ス
ト
か
ら
締 
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那
覇
市
で
は
十
八
日
午
後
一
時
か
ら
各
部
課

ご
と
に
異
動
職
員
の
辞
令
交
付
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
さ
き
に
兼
次
市
長
が
発
表
し
た
真
和

志
合
併
に
と
も
な
う
人
事
異
動
の
第
一
次
で
、

異
動
人
員
は
六
十
七
名
、
そ
の
う
ち
真
和
志

支
所
関
係
は
三
十
四
名
と
な
っ
て
い
る
。

今
度
の
異
動
で
目
立
つ
の
は
兼
次
市
長
に

批
判
的
な
傾
向
の
あ
る
市
職
労
第
一
組
合

の
活
動
家
が
総
務
、
財
政
な
ど
市
の
主
要
な

ポ
ス
ト
か
ら
税
務
、
戸
籍
な
ど
比
較
的
地
味

な
ポ
ス
ト
に
ま
わ
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
反

面
右
派
の
第
二
組
合
員
が
総
務
、
財
政
の
ポ

ス
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
兼
次
市
政

の
今
後
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
く

見
守
ら
れ
て
い
る
。

　

〝
組
合
弾
圧
の
人
事
だ
〟
／
市
職
労
辞

　
　

令
返
上
の
動
き

人
事
異
動
を
不
満
と
し
た
市
職
労
第
一
組
合

は
十
八
日
午
後
一
時
か
ら
仲
原
市
長
代
理

(

総
務
部
長
）
と
会
見
、
人
事
異
動
の
不
公

平
を
指
摘
、
兼
次
市
長
が
帰
任
し
て
か
ら
発

令
す
る
よ
う
団
交
し
た
が
仲
原
市
長
代
理
は

市
長
の
決
裁
を
う
け
た
以
上
、
私
一
存
で
発

令
延
期
は
で
き
な
い
と
こ
の
申
し
出
を
拒
絶

し
た
。
こ
れ
が
た
め
第
一
組
合
で
は
納
得
で

き
な
い
場
合
は
辞
令
を
返
上
す
る
と
の
態
度

を
と
っ
て
お
り
、
今
後
の
成
り
行
き
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
団
交
の
も
よ
う
つ
ぎ
の
と
お

り
。

組
合
側　

今
度
の
人
事
異
動
は
第
一
組
合
の

活
動
家
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

点
か
ら
組
合
の
弾
圧
を
意
図
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
…
。

仲
原　

第
一
組
合
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
真
和
志
合
併
に
よ
る
も
の

で
、
市
長
に
悪
意
は
な
い
。

組
合
側　

市
長
は
異
動
に
当
っ
て
は
本
人
の

意
思
を
聞
く
と
い
っ
て
い
る
が
、
辞
令
交
付

前
ま
で
本
人
に
何
の
連
絡
も
な
い
事
例
が
多

四
三



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
七
月

い
。
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
い
今
度
の
異

動
は
市
長
の
意
思
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
、

市
長
が
帰
る
ま
で
辞
令
交
付
を
延
ば
し
て
も

ら
い
た
い
。

仲
原　

こ
れ
は
す
で
に
市
長
の
決
裁
を
得
て

い
る
の
で
、
私
一
存
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
。

組
合
側　

今
度
の
異
動
を
公
平
と
思
う
か
。

仲
原　

私
と
し
て
は
公
平
と
思
っ
て
い
る
。

も
し
具
合
が
悪
い
点
が
あ
れ
ば
市
長
帰
任
後

第
二
次
（
技
術
関
係
）
第
三
次
（
部
課
長
級
）

の
人
事
異
動
を
予
定
し
て
い
る
の
で
そ
の
時

に
是
正
し
た
い
。
な
お
団
交
後
総
務
課
の
国

吉
、
安
田
、
大
浜
、
伊
仲
の
四
氏
は
異
動
を

不
満
と
し
て
、
仲
原
総
務
部
長
と
折
衝
を
行

い
、
検
討
の
た
め
二
十
一
日
ま
で
発
令
を
保

留
さ
れ
た
。

市
職
労
宮
里
代
議
員
議
長
の
話　

今
度
の
異

動
は
組
合
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
で
あ
り
、
組

合
の
活
動
家
を
中
心
に
異
動
さ
せ
て
い
る
。

し
か
も
本
人
の
意
思
も
聞
い
て
な
い
し
公
平

な
人
事
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ

が
議
員
報
酬
値
上
げ
に
対
し
、
予
算
の
組
替

え
要
求
を
行
っ
た
こ
と
を
根
に
も
ち
、
批
判

的
職
員
と
い
う
わ
け
で
弾
圧
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
組
合
と
約
束
し
た
こ
と
を
守
る
よ

う
市
長
に
要
求
す
る
た
め
、
市
長
が
帰
る
ま

で
辞
令
を
受
取
ら
な
い
つ
も
り
だ
。

恩
典
に
水
道
施
設
を
／
具
志
頭

村
長
が
民
政
府
へ
陳
情
／
軍

の
指
示
で
拒
否
し
た
／
那
覇

市
へ
の
水
源
地
貸
与 
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【
具
志
頭
】
具
志
頭
村
（
村
長
島
弘
氏
）
で

は
、
五
七
年
当
時
の
那
覇
市
長
当
間
重
剛
氏

が
、
同
村
俗
称
ギ
ー
ザ
バ
ン
タ
（
慶
座
原
）

の
水
源
地
の
貸
与
を
口
頭
で
契
約
し
て
い
た

が
、
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
那
覇
市
長
当
選
で

「
水
源
地
を
貸
与
し
て
は
な
ら
な
い
」
、
そ

の
代
り
恩
恵
を
与
え
る
…
と
い
う
軍
の
指
示

で
那
覇
市
へ
の
貸
与
を
拒
否
し
た
が
、
軍
の

恩
恵
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
軍

が
ギ
ー
ザ
の
水
源
を
利
用
す
る
の
で
あ
れ
具

志
頭
村
民
も
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
り
た
い
と
、

二
十
一
日
、
具
志
頭
村
長
島
弘
氏
は
、
バ
ー

ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
、
行
政
主
席
代
理
新
里

工
交
局
長
あ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
陳
情
を
行
っ

た
。

具
志
頭
村
は
、
那
覇
か
ら
南
東
十
四
キ
ロ
離

れ
た
と
こ
ろ
で
戸
数
千
二
百
七
十
戸
、
人
口

約
七
千
人
で
十
ヵ
部
落
の
純
農
村
で
あ
る
。

水
に
恵
ま
れ
な
い
村
で
あ
り
な
が
ら
役
所
南

西
側
の
俗
称
ギ
ー
ザ
バ
ン
タ
の
水
が
海
に
放

失
さ
れ
（
毎
日
六
十
万
ガ
ロ
ン
）
、
村
民
は

戦
前
か
ら
こ
の
水
源
地
の
利
用
を
待
望
し
て

い
る
が
、
村
の
経
済
力
で
は
水
道
施
設
さ
え

も
で
き
ず
傍
観
し
て
い
た
。

　

五
七
年
当
時
の
那
覇
市
長
当
間
重
剛
氏
が

ギ
ー
ザ
バ
ン
タ
の
水
源
地
を
貸
与
し
て
く
れ

と
の
こ
と
で
、
村
の
条
件
と
し
て
水
に
恵
れ

な
い
関
係
部
落
仲
座
、
与
座
、
安
里
、
玻
名

城
、
大
順
、
具
志
頭
小
中
校
、
役
所
ま
で
水

道
施
設
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
口
頭
契
約
を

結
ん
だ
。
そ
れ
で
地
元
住
民
は
も
ち
ろ
ん
村

民
は
ギ
ー
ザ
の
水
が
、
近
い
う
ち
に
使
用
で

き
る
と
期
待
し
て
い
た
が
、
瀬
長
亀
次
郎
氏

が
那
覇
市
長
に
当
選
し
た
の
で
五
七
年
一
月

二
十
三
日
付
軍
の
指
示
に
よ
り
、
人
民
党
公

認
那
覇
市
長
瀬
長
亀
次
郎
氏
に
水
源
地
を
貸

与
し
な
い
よ
う
に
と
い
わ
れ
た
。
水
源
地
を

貸
与
し
な
け
れ
ば
具
志
頭
村
に
対
し
て
は
軍

が
、
そ
れ
に
対
す
る
恩
恵
を
与
え
る
と
の
口

頭
約
束
で
五
七
年
一
月
二
十
七
日
ひ
る
一
時

村
議
会
を
招
集
、
人
民
党
那
覇
市
長
瀬
長
亀

次
郎
氏
に
水
源
地
を
貸
与
さ
せ
な
い
旨
議
会

で
議
決
、
そ
の
声
明
書
を
発
表
し
た
。

　

具
志
頭
村
は
、
軍
の
政
策
に
協
力
し
て
き

た
が
、
そ
の
恩
恵
に
恵
ま
れ
ず
住
民
に
は
そ

の
反
感
さ
え
も
た
れ
、
村
議
会
お
よ
び
村
当

局
は
そ
の
弁
解
に
困
っ
て
い
る
。
村
財
政
で

は
ギ
ー
ザ
か
ら
の
水
を
揚
げ
る
こ
と
は
不

可
能
で
政
府
当
局
の
協
力
を
得
て
水
道
施

設
計
画
を
し
て
い
る
が
、
こ
ん
ど
は
軍
が
こ

の
水
源
地
を
利
用
す
る
と
の
こ
と
で
、
村
民

や
当
局
は
戸
迷
っ
て
い
る
。
軍
が
使
用
す
る

と
な
れ
ば
そ
の
恩
恵
を
与
え
る
約
束
ま
で

し
た
の
だ
か
ら
実
情
を
調
査
し
た
上
、
な
ん

ら
か
の
善
処
方
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。

反
響
呼
ん
だ
兼
次
市
長
の
人
事

異
動
／
異
動
は
予
定
通
り
断

行
／
市
側
が
組
合
の
要
求
を

拒
絶 
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那
覇
市
の
人
事
異
動
を
め
ぐ
っ
て
民
連
系

の
第
一
組
合
員
が
異
動
に
不
満
を
も
つ
職

員
九
名
（
う
ち
二
名
は
受
領
）
の
辞
令
を

返
上
し
た
こ
と
に
つ
い
て
市
当
局
と
組
合

の
間
で
今
ま
で
数
回
に
わ
た
り
団
交
が
行

わ
れ
た
が
、
二
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
の

団
交
で
仲
原
市
長
代
理
は
「
異
動
は
予
定

通
り
行
い
、
市
長
帰
任
ま
で
保
留
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
組
合
側
の
要
求
を
拒

絶
、
辞
令
を
受
取
る
か
、
あ
く
ま
で
も
拒

否
す
る
か
二
十
三
日
ま
で
に
回
答
す
る
よ

う
最
後
通
告
を
発
し
た
。

二
十
二
日
、
第
一
組
合
側
で
は
部
課
長
へ
の

通
達
書
と
題
し
て
△
部
課
長
は
異
動
に
不
満

を
持
つ
職
員
を
説
得
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
不
当
労
働
行
為
の
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
つ
つ
し
む
よ
う
に
と
い
う
要
旨
の
は
り
紙

を
市
役
所
内
に
は
り
出
す
な
ど
、
市
当
局
と

第
一
組
合
側
の
対
立
が
一
段
と
激
し
く
な
っ

た
感
じ
の
ま
ま
、
午
後
一
時
か
ら
仲
原
市
長

代
理
ら
を
相
手
ど
っ
て
の
団
交
が
行
わ
れ
た

四
四



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
七―

八
月

が
、
団
交
の
場
に
月
曜
会
の
渡
口
副
議
長
、

仲
宗
根
議
員
ら
が
傍
聴
し
よ
う
と
し
た
こ
と

か
ら
労
組
側
は
「
市
当
局
と
労
組
が
自
由
に

話
す
雰
囲
気
を
作
る
た
め
議
員
は
傍
聴
を
遠

慮
し
て
ほ
し
い
」
と
議
員
の
退
場
を
要
求
、

こ
れ
に
対
し
て
渡
口
、
仲
宗
根
両
氏
は
「
議

員
と
し
て
聞
く
権
利
が
あ
る
」
と
主
張
、
こ

れ
に
人
民
党
の
瀬
名
波
、
儀
間
議
員
ら
が
加

わ
り
、
退
場
し
ろ
、
し
な
い
で
一
も
め
、
市

当
局
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
議
員
は
全
員
団

交
の
場
か
ら
引
き
揚
げ
た
が
、
開
始
前
に
雲

行
き
早
く
も
険
悪
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

団
交
で
は
組
合
側
が
今
ま
で
通
り
「
兼
次
市

長
帰
任
ま
で
発
令
保
留
」
を
主
張
し
た
の
に

対
し
、
仲
原
市
長
代
理
は
「
市
の
方
針
は
予

定
通
り
人
事
異
動
を
断
交
す
る
こ
と
に
決
ま

っ
て
い
る
。
職
員
の
中
に
は
職
場
を
放
棄
し

て
こ
の
問
題
だ
け
を
論
議
し
て
い
る
の
が
お

り
、
こ
れ
で
は
困
る
か
ら
辞
令
を
受
取
る

か
、
あ
く
ま
で
拒
否
す
る
か
組
合
の
態
度
を

二
十
三
日
ま
で
に
は
っ
き
り
し
て
く
れ
」
と

最
後
通
告
を
発
し
、
団
交
は
物
別
れ
と
な
っ

た
。

　

月
曜
会
が
方
針
た
だ
す

那
覇
市
会
月
曜
会
渡
口
（
麗
）
、
大
山
、
仲
宗

根
議
員
ら
は
二
十
二
日
午
後
四
時
半
仲
原
市

長
代
理
と
会
い
、
人
事
異
動
に
つ
い
て
市
当

局
の
態
度
を
た
だ
し
た
が
、
辞
令
返
上
に
つ

い
て
の
市
当
局
の
基
本
的
考
え
を
仲
原
市
長

代
理
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
た
。

一
、
多
数
は
異
動
を
納
得
し
て
お
り
、
辞
令

返
上
は
ご
く
一
部
で
あ
る
、
一
部
の
た
め
混

乱
を
招
く
の
は
困
る
か
ら
異
動
は
既
定
方
針

通
り
行
う
。
二
、
二
十
一
日
か
ら
異
動
問
題

の
た
め
職
場
放
棄
を
し
て
い
る
事
実
が
あ
る

の
で
調
査
し
て
善
処
し
た
い
。
三
、
人
事
権

は
市
長
に
属
す
る
も
の
で
、
組
合
は
勿
論
議

会
で
も
こ
れ
を
侵
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
、
団
交
は
二
十
三
日
で
打
切
り
、
組
合
が

異
動
を
受
け
る
か
ど
う
か
聞
く
だ
け
に
す
る
。

　

第
二
組
合
は
支
持
し
な
い

第
一
組
合
の
辞
令
返
上
に
つ
い
て
、
市
職
員

の
約
八
〇
％
を
組
合
員
と
す
る
第
二
組
合
で

は
二
十
二
日
、
第
一
組
合
側
の
辞
令
返
上
は

市
長
の
人
事
権
を
侵
す
も
の
で
支
持
で
き
な

い
と
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
、
今
度
の
異
動

問
題
に
つ
い
て
二
つ
の
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
異

っ
た
考
え
方
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

瀬
長
氏
ら
が
撤
回
を
要
請

民
連
議
長
瀬
長
亀
次
郎
氏
、
同
事
務
局
長
大

湾
喜
三
郎
氏
と
人
民
党
所
属
那
覇
市
議
数
名

は
二
十
二
日
午
後
三
時
か
ら
約
一
時
間
に
わ

た
っ
て
仲
原
市
長
代
理
と
会
見
し
た
。
会
見

の
内
容
は
記
者
団
が
し
め
出
さ
れ
た
た
め
明

ら
か
で
な
い
が
、
人
事
異
動
に
対
し
て
撤
回

を
要
請
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
仲
原
総
務
部

長
は
会
見
後
「
人
事
異
動
に
つ
い
て
再
考
を

求
め
ら
れ
た
が
、
私
と
し
て
は
市
長
の
決
定

通
り
や
る
以
外
は
な
い
と
答
え
た
」
と
語
っ

た
。

　

労
働
局
／
辞
令
返
上
は
疑
問

那
覇
市
の
人
事
異
動
に
伴
う
市
当
局
、
労
組

側
の
争
い
に
対
し
、
労
働
局
で
は
「
那
覇
市

職
労
の
第
一
組
合
は
法
外
組
合
な
の
で
、
労

組
法
に
基
く
救
済
の
方
法
は
な
い
と
思
う
。

ま
た
市
町
村
職
員
労
組
員
が
辞
令
を
返
上

し
て
人
事
権
を
争
っ
た
と
い
う
判
例
は
本

土
で
も
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
っ
て
い
る
。

条
件
付
で
辞
令
う
け
る
／
那
覇

市
の
人
事
／
今
後
は
本
人
の

意
思
尊
重 
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さ
る
十
八
日
以
来
も
み
ぬ
い
て
き
た
那
覇

市
の
人
事
異
動
問
題
は
二
十
六
日
辞
令
返

上
し
て
い
た
九
人
が
、
辞
令
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
終
止
符
を
う
っ
た
。
こ
ん
ど
の
人

事
異
動
は
六
十
七
人
に
及
ぶ
大
幅
な
も
の

だ
っ
た
が
職
員
労
組
第
一
組
合
で
は
さ
き

の
団
交
で
市
長
が
約
束
し
た
本
人
の
意
思

を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
に
反
し
て
い
る

と
九
人
が
辞
令
を
返
上
、
市
長
の
帰
任
ま
で

保
留
す
る
よ
う
団
交
し
て
い
た
も
の
。

こ
れ
に
対
し
市
当
局
で
は
市
長
の
決
裁
を

職
務
代
理
者
が
勝
手
に
変
更
で
き
な
い
と
、

も
の
わ
か
れ
に
な
っ
て
い
た
。
第
一
組
合
で

は
二
十
六
日
あ
さ
十
時
か
ら
仲
原
部
長
と

再
び
団
交―

、
一
、
今
後
の
人
事
異
動
は
事

前
に
本
人
の
希
望
を
聞
い
て
や
る
。
二
、
こ

ん
ど
の
異
動
に
不
満
の
あ
る
職
員
に
つ
い
て

は
部
長
権
限
で
調
整
す
る
、
と
い
う
二
つ
の

条
件
を
つ
け
、
辞
令
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
仲
原
部
長
は
今
後
は
あ

ら
か
じ
め
本
人
の
意
思
を
聞
い
た
上
で
異
動

さ
せ
る
。
不
満
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
市

長
帰
任
後
第
二
次
異
動
で
十
分
に
考
慮
す
る

と
返
答
、
十
日
目
に
円
満
解
決
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
ご
組
合
側
は
さ
き
に
第
一
組

合
に
は
団
交
権
が
な
い
と
い
っ
た
見
解
を
と

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
部
長
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

仲
原
部
長
は
団
交
権
を
認
め
る
と
答
え
た
。

〝
相
当
の
成
果
あ
げ
た
〟
／
都
計

陳
情
の
高
良
議
長
帰
る 
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那
覇
市
の
都
計
に
日
本
政
府
の
援
助
を
要
請

す
る
た
め
兼
次
市
長
ほ
か
市
会
議
員
三
氏
と

上
京
し
て
い
た
高
良
那
覇
市
会
議
長
は
二
日

夜
八
時
二
十
五
分
那
覇
空
港
着
ノ
ー
ス
ウ
エ

ス
ト
機
で
帰
任
、
渡
口
副
議
長
ら
市
議
多
数

の
出
迎
え
を
う
け
た
。

十
七
日
那
覇
を
出
発
、
東
京
で
は
初
め
の
数

日
を
兼
次
市
長
ら
と
行
動
を
と
も
に
、
そ
の

後
は
単
独
で
日
本
政
府
要
路
筋
や
民
主
、
社

会
両
党
首
脳
と
会
見
し
て
那
覇
市
に
対
す
る

戦
災
都
市
復
旧
特
別
援
助
の
適
用
を
訴
え
た
。

四
五
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九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
八
月

「
那
覇
市
の
特
別
事
情
を
認
識
さ
せ
る
の
に

大
い
に
役
立
ち
、
相
当
な
成
果
を
収
め
た
」

と
高
良
議
長
は
折
衝
の
経
過
を
次
の
よ
う
に

語
っ
た
。

　

日
本
政
府
／
那
覇
商
港
の
貿
易
価
値
重

　
　

視

〇
…
政
府
や
、
政
党
首
脳
部
は
那
覇
市
の

問
題
と
し
て
で
は
な
く
全
琉
的
な
援
助
と
し

て
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
戦
災
都

市
特
別
援
助
と
し
て
那
覇
市
を
別
に
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
に
対
し
て
帰
任
挨
拶
に
い
っ

た
さ
い
石
井
特
連
局
長
は
全
琉
、
那
覇
市
、
東

南
ア
ジ
ア
経
済
援
助
の
一
環
と
い
う
三
本
建

で
や
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。

石
井
局
長
は
経
済
援
助
と
い
う
だ
け
で
な
し

に
、
空
路
、
海
路
の
寄
港
が
、
日
本
と
東
南

ア
ジ
ア
を
結
ぶ
上
に
極
め
て
重
要
な
地
点
を

占
め
て
い
る
の
で
、
松
野
総
務
長
官
も
視
察

し
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
沖
縄
行

が
決
っ
た
と
い
っ
て
い
た
。

〇
…
今
回
日
本
政
府
の
援
助
を
要
請
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
去
る
三
月

十
五
日
の
参
院
予
算
委
員
会
で
内
田
議
員
の

質
問
に
対
し
石
井
副
総
理
が
「
現
地
か
ら
の

要
請
が
あ
れ
ば
沖
縄
に
対
す
る
財
政
援
助
も

す
る
」
と
答
弁
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
時
質
問
し
た
議
員
、
答
弁
し
た
副
総
理
と

も
選
挙
区
の
支
持
者
を
通
じ
て
要
請
し
た
。

ま
た
社
会
党
の
浅
沼
書
記
長
と
も
会
い
赤
城

官
房
長
官
に
は
九
月
の
臨
時
議
会
で
真
剣
に

と
り
あ
げ
て
も
ら
い
た
い
と
要
望
し
た
。
石

井
局
長
は
松
野
総
務
長
官
と
同
行
す
る
は
ず

だ
か
ら
現
地
で
話
し
合
い
た
い
と
語
り
、
具

体
的
な
援
加
方
法
と
し
て
は
資
材
の
援
助
、

技
術
援
助
に
な
る
よ
う
だ
。

〇
…
こ
れ
は
あ
く
ま
で
講
和
発
効
前
の

援
助
と
し
て
ほ
し
い
と
要
望
、
今
後
は
都
計

委
員
会
が
生
れ
る
の
で
十
分
検
討
、
民
政
官

に
も
協
議
し
た
い
。
当
間
主
席
は
帰
る
前
に

病
院
で
会
っ
た
、
早
く
て
八
日
、
お
そ
く
と

も
十
二
日
ま
で
に
は
帰
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。社

会
党
那
覇
支
部
結
成 
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沖
縄
社
会
党
那
覇
支
部
が
五
日
午
後
七
時
か

ら
同
党
本
部
で
結
成
さ
れ
、
支
部
長
に
宮
良

寛
才
氏
が
選
ば
れ
た
。

席
上
、
那
覇
市
政
問
題
に
つ
い
て
討
論
、
自

己
批
判
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
結
成
に
際
し

て
「
社
会
主
義
を
信
奉
す
る
同
士
を
結
集

し
、
信
義
と
友
愛
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
積
極

的
に
闘
う
こ
と
を
誓
う
」
と
の
声
明
を
発
表

し
た
。

役
員　

▽
支
部
長
宮
良
寛
才
▽
書
記
長
黒

潮
武
秀
▽
会
計
長
松
本
吉
郎
▽
組
織
部
長

嘉
手
川
重
興
。

民
連
議
員
／
増
俸
分
を
市
に
寄

付
／
尾
を
ひ
く
お
手
盛
り
増 
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那
覇
市
会
民
連
所
属
議
員
崎
山
喜
達
、
久
高

友
敏
、
瀬
名
波
栄
、
真
栄
田
義
晃
、
石
原
昌

進
、
仲
松
庸
全
、
儀
間
真
祥
、
黒
潮
隆
、
上

原
文
吉
、
金
城
重
宜
の
十
氏
は
七
日
那
覇
市

長
室
に
仲
原
市
長
代
理
を
訪
ね
、
二
万
四
千

五
百
四
十
五
円
を
寄
付
し
た
。

こ
の
寄
付
は
さ
き
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た

議
員
報
酬
引
上
げ
に
反
対
し
た
民
連
議
員

が
、
報
酬
引
上
げ
に
は
あ
く
ま
で
反
対
で
あ

る
と
い
う
意
思
表
示
の
た
め
増
額
分
を
市

に
寄
付
し
た
も
の
だ
が
、
十
氏
の
外
に
も
増

額
分
を
寄
付
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、

お
手
盛
増
俸
問
題
は
ま
だ
尾
を
引
い
て
お

り
、
今
後
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

民
連
瀬
名
波
議
員
の
話　

わ
れ
わ
れ
と

し
て
は
市
財
政
の
困
難
な
現
況
に
お
け

る
報
酬
引
上
げ
に
は
絶
対
反
対
で
あ
り
、

増
額
分
を
市
民
に
還
元
す
る
と
い
う
意

味
で
市
に
寄
付
し
た
。

娯
楽
セ
ン
タ
ー
埋
立
地
問
題
化

／
法
の
手
続
経
て
な
い
／
那

覇
市
会
が
政
府
に
抗
議
申
入

れ〔
琉
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・
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・
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・
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波
の
上
文
化
娯
楽
セ
ン
タ
ー
社
（
代
表

者
大
城
哲
夫
氏
）
の
埋
立
地
の
埋
立
申
請

が
〝
公
有
水
面
埋
立
免
許
申
請
手
続
法
〟

に
定
め
ら
れ
た
通
り
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
同
社
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
追
加
埋
立

地
の
う
ち
、
千
四
百
坪
が
那
覇
市
の
埋
立

計
画
に
ふ
く
ま
れ
、
す
で
に
市
会
で
議
決

さ
れ
て
い
る
と
し
て
政
府
に
抗
議
申
し
入

れ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

娯
楽
セ
ン
タ
ー
社
の
埋
立
は
昨
年
九
月
に
始

め
ら
れ
、
今
年
の
五
月
中
旬
一
応
完
成
し
た

も
の
だ
が
、
公
有
水
面
埋
立
免
許
手
続
に
よ

る
と
、
公
有
水
面
の
埋
立
申
請
が
あ
っ
た
場

合
、
工
交
局
長
は
関
係
市
町
村
の
議
会
の
意

見
を
聞
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
工
交
局
で
は
那
覇
市
に
同
公
有
水
面

（
波
の
上
下
方
水
面
）
の
埋
立
計
画
が
な
い

と
い
う
理
由
で
那
覇
市
会
の
意
見
を
聞
い
て

い
な
い
。

と
こ
ろ
が
波
の
上
一
帯
に
つ
い
て
那
覇
市
で

は
将
来
風
ち
地
区
に
指
定
し
、
公
園
化
し
よ

う
と
い
う
計
画
を
も
っ
て
お
り
、
同
水
面
の

埋
立
に
よ
り
、
か
つ
て
の
沖
縄
八
景
の
一
つ

〝
波
の
上
の
夕
映
え
〟
の
風
ち
が
阻
害
さ
れ

四
六
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る
と
埋
立
に
は
反
対
の
意
向
を
示
し
、
法
に

従
っ
て
那
覇
市
の
意
見
を
聞
い
て
い
た
ら
、

風
ち
を
そ
こ
ね
な
い
よ
う
に
埋
立
を
変
更
し

て
貰
う
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
と
イ
カ
ン
の
意

を
表
し
て
い
る
。

ま
た
同
社
で
は
当
初
一
万
五
千
三
百
四
十
二

坪
だ
っ
た
埋
立
計
画
を
一
万
八
千
七
百
八
十

八
坪
に
追
加
変
更
し
、
変
更
願
い
を
政
府
に

出
し
て
お
り
、
政
府
は
今
度
は
法
の
通
り
に

那
覇
市
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
が
、
追
加
分

の
う
ち
埋
立
前
の
海
岸
線
に
そ
っ
て
千
四
百

坪
の
埋
立
を
六
月
の
那
覇
市
会
で
可
決
し
て

い
る
の
で
、
都
市
計
画
の
た
め
に
必
要
だ
か

ら
と
い
う
理
由
で
追
加
分
に
つ
い
て
は
市
会

は
反
対
で
あ
る
こ
と
を
政
府
に
申
し
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

那
覇
市
会
赤
嶺
建
設
副
委
員
長
の
話　

市

会
の
意
見
も
聞
か
な
い
で
埋
立
を
許
可
し

た
政
府
の
態
度
は
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

政
府
に
厳
重
に
抗
議
申
し
入
れ
を
す
る
つ

も
り
だ
。
追
加
埋
立
に
つ
い
て
は
市
会
と

し
て
す
で
に
市
が
埋
立
て
る
こ
と
を
決
議

し
て
お
り
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

援
助
要
請
の
那
覇
市
議
ら
帰
る 
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さ
き
に
兼
次
那
覇
市
長
ら
と
と
も
に
渡
日
、

本
土
政
府
に
援
助
要
請
を
し
て
き
た
那
覇
市

会
議
員
平
良
真
次
郎
、
新
垣
松
助
、
同
建
設

課
長
知
念
朝
五
郎
氏
ら
は
、
兼
次
市
長
よ
り

一
足
先
に
十
日
ひ
る
三
時
泊
入
港
の
那
覇
丸

で
帰
っ
て
き
た
。

　

平
良
氏
の
話
に
よ
る
と
、
兼
次
市
長
ら
一

行
は
、
本
土
政
府
を
は
じ
め
、
自
民
、
社
会

党
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
ら
に
も
あ
い
、
沖

縄
の
実
情
を
訴
え
、
特
に
首
都
と
し
て
の
那

覇
市
の
建
設
に
対
す
る
援
助
要
請
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
本
土
政
府
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

大
使
も
、
那
覇
市
の
問
題
は
、
沖
縄
全
体
の

問
題
と
し
て
援
助
し
た
い
と
の
べ
、
好
意
的

だ
っ
た
。
更
に
日
本
政
府
と
し
て
は
、
さ
き

に
高
良
議
長
か
ら
、
那
覇
市
を
広
島
、
長
崎

な
ど
の
復
興
と
同
様
に
考
慮
し
て
く
れ
る
よ

う
要
請
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
相
当
に

関
心
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
、
た
だ
行
政
権

の
な
い
沖
縄
に
本
土
並
み
の
財
政
援
助
を
す

る
場
合
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
折
合
が
で
き

る
か
ど
う
か
に
苦
心
し
て
い
る
よ
う
だ
と
い

わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
が
財
政
援
助
と
し
て
行
わ
れ

な
け
れ
ば
、
見
舞
金
と
し
て
沖
縄
に
援
助
す

る
こ
と
も
可
能
だ
と
の
こ
と
で
今
後
こ
れ
が

実
現
す
る
か
ど
う
か
は
立
法
院
や
、
行
政
府

の
強
力
な
要
請
に
よ
る
も
の
と
思
う
と
語
っ

て
い
た
。

共
同
声
明
の
全
文
／
一
括
払
廃

止
を
再
強
調
／
賃
貸
料
の
長

期
前
払
い
も
考
慮 
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沖
縄
の
軍
用
地
問
題
を
相
互
に
納
得
の

い
く
よ
う
解
決
案
を
生
み
だ
す
こ
と
を
目

的
と
し
今
後
も
引
続
き
お
こ
な
わ
れ
る
公

式
な
琉
米
土
地
会
談
は
十
一
日
那
覇
市
在

ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ビ
ル
内
で
初
の
会
議
を

終
っ
た
。
こ
の
会
談
に
関
す
る
共
同
声
明

は
、
米
国
側
代
表
な
ら
び
に
琉
球
住
民
代
表

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。

現
地
の
土
地
折
衝
会
談
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で

再
検
討
中
の
土
地
政
策
の
一
部
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
か
つ
、
国
防
省
首
脳
者
な
ら
び

に
他
の
関
係
あ
る
米
国
首
脳
者
と
当
間
重

剛
主
席
を
は
じ
め
琉
球
側
代
表
者
と
の
間

に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
最
近
の
会
議

の
結
果
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

高
等
弁
務
官
ド
ナ
ル
ド
・
ｐ
・
ブ
ー
ス
中
将

は
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
の
べ
、
そ
の
な
か
で

七
月
三
十
日
付
の
声
明
、
す
な
わ
ち
「
も
っ

と
満
足
す
べ
き
解
決
案
が
見
出
さ
れ
る
こ
と

を
予
想
し
、
米
国
は
今
後
の
限
定
付
土
地
保

有
権
の
収
得
を
と
り
や
め
、
過
去
に
お
い
て

収
用
さ
れ
た
一
切
の
限
定
付
土
地
保
有
権
を

廃
棄
し
、
そ
れ
に
関
連
す
る
唯
一
の
方
式
で

あ
る
一
括
払
い
方
式
を
完
全
に
放
棄
し
、
か

つ
米
国
は
こ
れ
ら
の
土
地
を
使
用
す
る
た
め

に
、
地
代
の
毎
年
払
い
を
お
こ
な
う
準
備
を

し
て
い
る
」
点
を
ふ
た
た
び
強
調
し
た
。

　

そ
れ
に
引
続
き
当
間
主
席
が
琉
球
側
の
代

表
団
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
い
、

八
月
八
日
の
非
公
式
会
談
で
同
意
し
た
次
の

様
な
協
議
事
項
の
討
議
に
移
っ
た
。

①
不
定
期
賃
貸
借
並
び
に
五
年
以
下
の
有

期
賃
貸
借
契
約
様
式
の
案
出

②
農
地
、
住
宅
地
及
び
商
用
地
、
林
野
及

び
そ
の
他
適
切
な
る
種
別
の
土
地
の
年
間

賃
借
料
を
定
め
る
適
切
な
評
価
方
式
の
案

出　③
年
間
賃
借
料
の
定
期
的
再
評
価
計
画
案

の
案
出

④
賃
貸
借
終
結
の
際
、
米
国
の
土
地
原
状

回
復
の
義
務
又
は
そ
れ
に
か
わ
る
損
害
補

償
の
適
切
な
る
決
定
の
案
出

⑤
契
約
当
事
者
、
協
議
方
法
、
所
有
者
の

決
定
、
米
国
の
賃
借
権
の
登
記
並
び
に
協

議
に
よ
る
賃
貸
借
契
約
が
得
ら
れ
な
い

場
合
の
収
用
手
続
き
を
含
む
適
切
な
賃

貸
借
契
約
の
折
衝
及
び
実
施
方
法
の
案

出⑥
米
国
の
賃
借
料
の
適
切
な
る
支
払
方
法

の
案
出

⑦
琉
球
政
府
に
よ
る
地
価
の
安
定
を
効
果

的
に
計
る
適
切
な
立
法
の
制
定

⑧
限
定
付
土
地
保
有
権
の
賃
貸
借
へ
の
切

替
え
、
限
定
付
土
地
保
有
権
の
た
め
の
預

四
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一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
八
月

託
金
の
処
理
並
び
に
地
主
が
限
定
付
保
有

権
に
よ
る
支
払
い
を
受
理
し
た
場
合
の
取

扱
い
を
含
む
米
国
の
取
得
し
た
限
定
付
土

地
保
有
権
の
処
理
に
関
す
る
計
画
案
の
案

出⑨
地
主
が
長
期
の
賃
借
料
の
前
払
い
を
希

望
す
る
場
合
の
処
理
方
法
の
案
出

こ
れ
ら
の
討
議
に
引
続
き
協
議
事
項
を
そ
れ

ぞ
れ
専
門
委
員
会
に
委
託
し
今
後
の
全
体
会

議
に
か
け
て
承
認
を
得
る
種
種
の
案
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

高
等
弁
務
官
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
、

彼
は
「
琉
球
側
の
代
表
者
が
ワ
シ
ン
ト
ン
滞

在
中
限
定
付
土
地
保
有
権
に
と
も
な
う
一
括

払
い
方
式
が
廃
棄
さ
れ
れ
ば
、
毎
年
の
地
料

の
か
わ
り
に
ま
と
ま
っ
た
金
額
の
必
要
な
地

主
の
要
望
を
み
た
す
満
足
な
方
法
が
見
出
さ

れ
る
と
米
首
脳
者
に
示
唆
し
た
と
聞
い
て
い

る
」
と
の
べ
た
。

　

彼
は
「
こ
れ
に
関
し
、
適
当
な
今
後
の
会

談
で
み
な
さ
ま
の
案
を
う
か
が
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
私
は
ま
た
同
時
に
ワ
シ
ン
ト
ン

に
滞
在
し
た
み
な
さ
ん
が
琉
球
政
府
で
地
価

の
安
定
を
効
果
的
に
は
か
る
立
法
を
制
定
す

べ
き
で
あ
る
と
示
唆
し
た
と
も
う
か
が
っ
て

い
る
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
適
切
な
処
置

と
そ
の
履
行
面
を
綿
密
に
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
米
国
の
首
脳
者
が
も
っ
と
満

足
な
解
決
が
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
限
定
付
土

地
保
有
権
と
そ
れ
に
関
連
す
る
一
括
払
い
を

廃
止
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
の
は
疑
い
も
な

く
こ
れ
ら
の
陳
述
に
大
き
な
信
頼
が
か
け
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

琉
球
代
表
は
彼
ら
が
大
多
数
の
琉
球
住
民
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
代
表
団
の
構
成
に

当
っ
て
は
、
琉
球
政
府
行
政
府
並
び
に
立
法

院
の
承
認
を
得
て
い
る
と
述
べ
、
ワ
シ
ン
ト

ン
で
の
会
議
中
に
お
け
る
琉
球
代
表
団
は
相

互
に
満
足
の
い
く
よ
う
な
解
決
案
が
見
出
さ

れ
ば
、
土
地
問
題
に
か
ら
む
琉
球
の
政
治
問

題
は
解
消
す
る
と
表
明
し
た
見
解
を
再
び
確

認
し
た
。

な
お
、
彼
ら
は
相
互
の
理
解
と
善
意
に
よ
っ

て
住
民
の
利
益
に
基
き
公
平
か
つ
妥
当
な
結

論
を
得
る
こ
と
を
熱
望
す
る
旨
の
べ
た
。

〝
都
計
に
必
要
な
ら
使
わ
ぬ
〟
／

波
上
埋
立
地
、
那
覇
市
会
の

も
の
言
い
に
大
城
氏
釈
明 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
８
・
８
・
13
〕

那
覇
市
波
上
に
工
事
中
の
波
上
文
化
娯
楽
セ

ン
タ
ー
の
公
有
水
面
の
埋
立
を
め
ぐ
っ
て
那

覇
市
会
建
設
委
が
那
覇
市
の
都
計
に
含
ま
れ

て
い
る
千
四
百
坪
ま
で
市
会
の
諮
問
を
経
ず

に
政
府
工
交
局
が
許
可
し
た
と
指
摘
し
て
い

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
十
二
日
波
上
文
化
娯

楽
セ
ン
タ
ー
社
長
大
城
哲
夫
氏
は
千
四
百
坪

の
埋
立
地
は
民
政
府
か
ら
の
埋
立
許
可
に
当

っ
て
同
地
が
都
市
計
画
に
必
要
な
ら
那
覇
市

に
譲
渡
す
る
こ
と
を
条
件
に
し
て
お
り
所
有

権
の
譲
渡
は
那
覇
市
が
必
要
で
あ
る
か
不
必

要
と
す
る
か
明
ら
か
に
な
る
ま
で
保
留
す
る

―

と
あ
り
、
千
四
百
坪
ま
で
計
画
に
入
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
釈
明
し
た
。

同
娯
楽
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
民
政
府
の
許
可
を

得
一
万
六
千
二
百
八
十
八
・
二
坪
の
所
有
権

譲
渡
を
受
け
て
セ
ン
タ
ー
建
設
に
着
手
し
た

も
の
で
、
埋
立
工
事
は
全
部
終
っ
て
各
施
設

を
す
る
二
次
計
画
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
も

の
。
問
題
の
千
四
百
坪
は
那
覇
市
の
都
計
に

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
民
政

府
書
簡
に
も
都
計
に
必
要
な
場
合
は
同
地
を

那
覇
市
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お

り
、
那
覇
市
が
必
要
と
し
な
い
場
合
は
大
城

社
長
が
同
地
を
要
求
す
る
権
利
を
保
有
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
地
の
使
用

は
認
可
す
る
が
、
所
有
権
の
譲
渡
が
は
っ
き

り
す
る
ま
で
は
恒
久
建
物
の
建
築
は
許
さ
な

い
旨
う
た
っ
て
あ
り
、
こ
れ
ら
の
認
可
内
容

が
那
覇
市
会
建
設
委
に
不
明
な
た
め
に
と
り

あ
げ
た
問
題
の
よ
う
だ
。
那
覇
市
会
筋
で
も

こ
の
釈
明
で
問
題
は
な
い
と
み
て
い
る
。

物
言
い
つ
い
た
埋
立
工
事
／
松

川
の
授
産
場
敷
地
／
那
覇
市

会
が
調
査 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
８
・
23
〕

那
覇
市
会
建
設
委
員
会
（
委
員
長
・
新
垣
松

助
氏
）
で
は
二
十
二
日
那
覇
市
三
原
区
二
班

宮
城
徳
政
氏
、
石
橋
好
徳
氏
、
平
良
良
松
氏
、

屋
良
朝
苗
氏
ら
二
十
五
人
の
連
署
で
陳
情
の

あ
っ
た
松
川
ニ
ヌ
原
の
排
水
溝
一
部
埋
立
工

事
の
中
止
と
同
地
の
緑
地
帯
小
公
園
設
置
の

陳
情
を
検
討
、
現
場
視
察
を
行
っ
た
。

那
覇
市
松
川
ニ
ヌ
原
二
六
〇
番
地
は
旧
陸
軍

射
的
場
で
財
産
管
理
課
の
管
理
下
に
あ
る
が
、

那
覇
市
大
道
区
六
班
四
一
号
玉
城
長
盛
氏
ほ

か
三
人
が
授
産
事
業
を
す
る
目
的
で
賃
貸
契

約
を
結
び
、
排
水
溝
の
埋
立
を
行
っ
て
い
る
。

管
理
課
の
契
約
条
件
と
し
て
は
排
水
溝
の
原

形
上
幅
八
尺
を
七
尺
に
、
川
底
六
尺
五
寸
を

六
尺
に
深
さ
を
六
尺
に
保
持
し
て
護
岸
積
を

す
る
場
合
は
那
覇
市
係
員
立
会
い
の
も
と
に

行
う
と
い
う
那
覇
市
当
局
の
意
向
も
反
映
し

て
い
る
が
こ
の
排
水
溝
は
集
水
面
積
が
ひ
ろ

く
付
近
一
帯
の
住
宅
地
に
大
雨
の
さ
い
浸
水

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
松
川
小
学

校
、
大
道
小
学
校
、
真
和
志
中
学
校
の
三
校

を
控
え
て
文
教
地
区
を
形
勢
し
て
お
り
、
こ

の
一
帯
は
真
和
志
市
当
時
に
植
樹
地
帯
に
し

て
子
供
の
遊
び
場
と
す
る
計
画
が
あ
っ
た
。

と
く
に
付
近
の
住
宅
地
に
は
児
童
の
遊
び
場

四
八



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
八
月

が
な
く
、
こ
の
地
の
小
公
園
化
は
住
民
多
年

の
念
願
で
あ
り
、
こ
こ
を
是
非
子
供
の
遊
び

場
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

市
建
設
委
員
会
で
は
二
十
一
日
以
来
委
員
会

を
開
い
て
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
い
る
が
、

二
十
三
日
の
委
員
会
で
結
論
を
出
す
予
定
で

あ
る
。

政
犯
恩
赦
／
民
連
、
兼
次
裁
判

は
免
訴
／
該
当
者
の
調
査
に

着
手
／
検
察
庁
が 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
８
・
23
〕

ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
は
二
十
二
日
、
一
九
五

七
年
八
月
十
日
か
ら
一
九
五
八
年
八
月
二
十

二
日
ま
で
の
間
に
起
っ
た
立
法
院
議
員
選
挙

法
、
市
町
村
長
同
議
会
議
員
選
挙
法
、
並
び

に
布
令
百
四
十
四
号
二
、
二
、
三
二
項
（
無

届
政
治
活
動
制
限
）
違
反
の
す
べ
て
の
人
々

に
恩
赦
を
与
え
る
と
の
布
告
（
十
号
）
を
公

布
し
た
。
こ
れ
に
該
当
す
る
者
は
、
民
政
府

の
発
表
で
は
百
名
を
越
す
と
い
わ
れ
、
琉
球

政
府
法
務
局
と
検
察
庁
で
は
、
布
告
公
表
と

同
時
に
、
該
当
者
名
簿
の
作
成
に
手
を
つ
け

た
。
し
か
し
同
布
告
の
、
一
九
五
七
年
八
月

十
日
か
ら
こ
の
布
告
発
効
ま
で
の
…
…
と
い

う
点
が
、
八
月
十
日
以
降
に
発
生
し
た
事
実

を
指
し
て
い
る
の
か
、
八
月
十
日
を
境
い
と

し
て
継
続
し
た
事
件
、
す
な
わ
ち
八
月
十
日

以
前
に
発
生
、
八
月
十
日
以
後
に
起
訴
ま
た

は
判
決
さ
れ
た
法
違
反
も
含
ん
で
い
る
の
か

が
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
し
、
精
確
な
数
字
を

出
す
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
検
察
庁

で
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
が

結
論
を
二
十
三
日
に
持
ち
こ
し
、
さ
ら
に
布

告
全
文
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
早
急
に
該
当

者
の
救
済
を
は
か
る
方
針
で
あ
る
。

ま
た
法
務
局
で
は
、
布
告
公
布
と
同
時
に
、

受
刑
者
の
釈
放
手
続
き
を
と
っ
た
が
、
該
当

者
は
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
布
告
公
布
で
ど
う
い
う
人
々

が
救
済
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
目
立
つ
も

の
で
は
無
届
政
治
活
動
の
か
ど
で
公
判
中
の

民
連
裁
判
と
、
立
法
院
議
員
選
挙
法
違
反
に

と
わ
れ
て
い
る
那
覇
市
長
兼
次
佐
一
氏
の
裁

判
で
あ
る
。
民
連
裁
判
は
、
那
覇
市
長
選
挙

（
一
月
十
二
日
施
行
）
同
市
議
補
欠
選
挙
な

ど
に
、
政
治
結
社
届
を
し
て
い
な
い
民
主
主

義
擁
護
連
絡
会
議
が
、
布
令
百
四
十
四
号
二
、

二
、
三
二
項
に
違
反
し
て
政
治
活
動
を
行
っ

た
と
い
う
か
ど
に
よ
る
裁
判
で
あ
る
。

那
覇
市
長
選
挙
後
、
民
連
の
政
治
活
動
問
題

が
話
題
と
な
り
、
遂
に
検
察
庁
の
手
入
れ
と

な
っ
て
、
民
連
か
ら
政
治
弾
圧
だ
と
騒
が
れ

た
。

取
調
べ
の
結
果
、
民
連
議
長
瀬
長
亀
次
郎
と

同
事
務
局
長
大
湾
喜
三
郎
の
両
氏
は
、
三
月

二
十
七
日
起
訴
さ
れ
る
に
い
た
り
、
さ
る
七

月
二
十
三
日
、
中
巡
裁
、
宮
城
裁
判
長
係
り

で
第
一
回
公
判
が
開
か
れ
、
現
在
、
審
理
継

続
中
の
事
件
で
あ
る
。

第
二
回
公
判
は
来
る
二
十
五
日
に
開
廷
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
度
の
恩
赦
で
当
然

免
訴
と
な
る
。
二
十
五
日
に
は
公
判
を
開

き
、
免
訴
の
言
い
渡
し
を
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
兼
次
裁
判
は
、
さ
る
三
月
十
六
日
実
施

さ
れ
た
立
法
院
議
員
選
挙
に
、
立
法
院
議
員

選
挙
法
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
公
用
物
で
あ
る

市
長
専
用
車
を
利
用
し
て
、
民
連
候
補
の
応

援
を
行
っ
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
も

さ
る
六
月
三
十
日
に
第
一
回
公
判
が
あ
り
、

第
二
回
目
は
八
月
十
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
兼
次
市
長
の
本
土
出
張
で
延
期
と
な

っ
た
。
民
連
裁
判
同
様
、
公
判
を
開
い
て
免

訴
の
言
い
渡
し
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

の
他
こ
の
よ
う
な
公
訴
中
の
事
件
だ
け
で
な

く
、
現
在
取
調
べ
中
の
事
件
、
ま
た
は
違
反

の
疑
い
が
あ
っ
て
捜
査
を
予
定
さ
れ
て
い
る

も
の
、
す
で
に
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
、
刑
執

行
中
の
も
の
も
す
べ
て
こ
の
救
済
を
受
け
る
。

つ
い
に
来
た
ド
ル
切
替
え
／
一

ド
ル
対
百
二
十
円
／
交
換
は

九
月
一
日
か 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
８
・2

4

〕

Ｂ
円
の
米
ド
ル
切
替
え
に
つ
い
て
は
以

前
か
ら
巷
間
で
い
ろ
い
ろ
と
取
沙
汰
さ

れ
て
い
た
が
、
二
十
三
日
高
等
弁
務
官

か
ら
正
式
に
琉
球
に
お
け
る
単
一
通
貨

経
済
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
早
急
に

Ｂ
円
を
ド
ル
通
貨
に
切
替
え
る
こ
と
に

決
定
し
た
と
発
表
が
あ
り
、
こ
こ
に
ド
ル

切
替
え
は
確
実
と
な
っ
た
。
こ
の
発
表
で

弁
務
官
は
近
く
実
施
さ
れ
る
ド
ル
切
替

え
に
つ
い
て
単
一
通
貨
の
制
定
に
よ
り

琉
球
お
よ
び
そ
の
住
民
に
多
く
の
利
益

が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

前
置
き
し
、
①
切
替
え
は
琉
球
人
が
誰
も

損
害
を
こ
う
む
ら
な
い
よ
う
に
ま
た
不

便
な
ら
し
め
な
い
よ
う
に
す
る
。
②
通
貨

は
一
ド
ル
対
百
二
十
円
の
率
に
よ
っ
て

回
収
さ
れ
る
。
③
切
替
え
に
は
一
切
の
政

治
的
つ
な
が
り
は
な
く
、
琉
球
経
済
の
飛

躍
的
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
す
も
の

と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の

べ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
に
各
関
係
部
門

で
審
議
さ
れ
た
切
替
え
に
対
す
る
答
申

は
、
ほ
と
ん
ど
が
利
益
よ
り
も
損
失
弊
害

が
大
き
い
と
い
う
意
見
が
強
か
っ
た
た

め
、
切
替
え
実
施
決
定
の
発
表
は
各
業
界

始
め
、
一
般
住
民
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
て
い
る
。
な
お
切
替
え
の
時
期
に
つ

い
て
、
沖
縄
側
関
係
当
局
者
の
間
で
は
九

月
一
日
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

　

行
政
府
／
対
策
案
を
民
府
へ
提
出
／
弊

　
　

害
の
除
去
に
立
法
措
置

Ｂ
円
が
近
く
米
国
ド
ル
に
切
替
え
ら
れ
る
と

四
九



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
八
月

い
う
二
十
三
日
の
ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
声
明

は
各
面
に
大
き
な
波
紋
を
投
じ
て
い
る
が
、

行
政
府
は
す
で
に
こ
の
こ
と
を
予
期
し
て
い

た
と
み
え
、
当
間
主
席
な
ら
び
に
大
田
副
主

席
、
知
念
官
房
長
ら
の
政
府
首
脳
は
こ
れ
と

い
っ
た
動
揺
し
た
気
配
も
見
せ
ず
、
直
ち
に

ド
ル
切
替
え
か
ら
生
ず
る
諸
問
題
に
つ
い
て

万
全
な
る
措
置
を
講
ず
る
と
の
態
勢
で
の
ぞ

ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
新
た
な
立
法
処
置
を
考
慮
す
る
と

共
に
今
後
の
民
政
府
と
も
切
替
え
期
日
、
そ

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
し
合
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
行
政
府
と
し
て
は

「
も
し
ド
ル
に
切
替
え
ら
れ
た
ら
」
と
の
前

提
の
も
と
に
、
こ
れ
の
対
策
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
再
三
に
わ
た
っ
て
検
討
し
た
と
の
こ

と
で
す
で
に
腹
案
な
ど
を
準
備
し
て
お
り
、

こ
の
腹
案
に
よ
っ
て
民
政
府
と
も
さ
ら
に
折

衝
を
行
い
同
問
題
に
つ
い
て
は
万
全
を
き
し

た
い
と
の
意
向
で
あ
る
。

こ
の
行
政
府
案
は
詳
細
に
わ
た
っ
て
は
明
ら

か
に
さ
れ
な
い
が
、
骨
子
は
ド
ル
切
替
え
か

ら
生
ず
る
利
害
得
失
に
つ
い
て
各
面
か
ら
の

資
料
を
集
め
て
ま
と
め
て
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
行
政
府
と
し
て
は
ド
ル
切
替
え

に
よ
る
弊
害
と
し
て
は
ま
ず
①
外
国
資
本
が

押
し
よ
せ
民
族
資
本
が
圧
迫
さ
れ
る
②
琉
球

外
に
ド
ル
が
流
失
す
る―

と
い
っ
た
点
を
懸

念
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
つ
い
て
は
企
業
貿
易

の
強
化
、
外
人
企
業
に
対
す
る
外
資
導
入
の

規
制
、
そ
の
他
為
替
管
理
面
の
再
検
討
な
ど

に
よ
っ
て
対
策
を
講
ず
る
と
の
方
針
の
よ
う

で
あ
る
。
つ
ま
り
利
益
に
な
る
こ
と
は
そ
の

ま
ま
伸
ば
し
害
に
な
る
点
は
立
法
措
置
な
ど

の
方
法
で
防
止
す
る
と
い
う
の
が
基
本
方
針

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
行
政
府
案
は
二
十

三
日
大
田
副
主
席
か
ら
民
政
府
に
提
出
し
た
。

な
お
切
替
え
期
日
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
ら
か

で
な
い
が
、
九
月
一
日
を
き
し
て
行
わ
れ
る

も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
　

〔
中
略
〕

　

発
表
全
文
／
誰
に
も
損
害
与
え
ぬ
／　

　
　

琉
球
経
済
発
展
せ
ん

【
民
政
府
渉
外
報
道
局
】　

ブ
ー
ス
高
等
弁

務
官
は
二
十
三
日
、
琉
球
経
済
に
お
け
る
通

貨
を
単
一
化
す
る
た
め
に
早
急
に
Ｂ
円
を
米

ド
ル
紙
幣
並
び
に
硬
貨
に
切
り
替
え
る
こ
と

を
決
定
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
の
決
定
は
琉

球
経
済
を
助
長
す
る
た
め
の
計
画
の
一
つ
と

し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
の
各
政
府
関
係
当
局
に
よ

り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
検
討
さ
れ
た

結
果
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｂ
円
の
回
収
に
つ
い
て
は
す
で
に
事
前
措
置

は
と
ら
れ
て
お
り
、
最
終
的
措
置
を
と
る
準

備
が
完
了
し
だ
い
い
っ
さ
い
の
Ｂ
円
は
ド
ル

通
貨
に
交
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
は
こ
れ
に
つ
い
て
つ
ぎ

の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
通
貨
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
琉
球
お
よ

び
そ
の
住
民
に
多
く
の
利
益
が
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

軍
関
係
お
よ
び
外
国
貿
易
を
い
と
な
ん
で
い

る
琉
球
の
人
は
す
で
に
ド
ル
通
貨
を
つ
か
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
民
間
の
あ
ら
ゆ
る
社

会
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
は
琉
球
に
お
け
る
実

業
の
活
動
を
大
い
に
簡
素
化
す
る
も
の
で
あ

る
。
切
替
え
は
島
内
産
業
を
奨
励
す
る
ば
か

り
で
な
く
ド
ル
交
換
所
な
ど
を
無
用
な
ら
し

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
の
運
営
費
な
ど
も

あ
る
て
い
ど
少
な
く
な
る
。
さ
ら
に
琉
球
経

済
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
こ
の
切
替
え
に
よ

っ
て
遠
か
ら
ず
新
し
い
資
本
や
技
術
力
あ
る

い
は
新
し
い
産
業
に
対
す
る
知
識
を
有
す
る

外
国
企
業
は
さ
ら
に
奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
琉
球
に
も
っ
と
投
資
す
る
誘
因
を
つ
く

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
新
資
本
は
新
規
企
業

に
投
資
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仕
事
が
ふ

え
、
生
活
向
上
に
な
る
の
で
、
こ
れ
は
す
べ

て
の
琉
球
の
人
々
に
分
ち
合
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

島
内
企
業
に
資
す
る
外
に
国
際
取
引
も
ま
た

一
段
と
促
進
さ
れ
る
。
ド
ル
の
導
入
に
よ
っ

て
琉
球
の
金
融
界
は
初
め
て
外
国
取
引
銀
行

と
普
通
の
金
融
関
係
を
結
び
、
そ
し
て
一
方

に
は
琉
球
の
企
業
の
た
め
に
国
際
金
融
取
引

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

Ｂ
円
の
ド
ル
通
貨
へ
の
切
替
え
は
琉
球
の
人

が
誰
も
損
害
を
こ
う
む
ら
な
い
よ
う
、
ま
た

不
便
な
ら
し
め
な
い
よ
う
に
す
る
。

琉
球
政
府
と
金
融
業
者
と
の
最
終
案
が
打
出

さ
れ
る
と
同
時
に
広
く
こ
れ
を
一
般
の
人
々

に
知
ら
し
め
る
よ
う
に
す
る
。
通
貨
は
一
㌦

対
百
二
十
円
の
率
で
回
収
さ
れ
る
が
、
こ
の

交
換
率
は
八
年
間
も
現
に
通
用
さ
れ
て
い
る

の
で
、
琉
球
住
民
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
、
債
務
、
預
金
、
保
険
金
、
小
売
値

や
そ
の
他
の
財
務
取
引
に
余
り
支
障
を
与
え

る
も
の
で
は
な
い
。
通
貨
の
切
替
え
に
は
全

然
政
治
的
つ
な
が
り
は
な
く
、
琉
球
経
済
の

飛
躍
的
発
展
に
大
き
い
役
割
を
果
す
も
の
と

し
て
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

又
吉
氏
に
当
選
証
書
／
那
覇
市

会
民
連
は
九
名
に 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
８
・
８
・
24
〕

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
二
十
二
日
又

吉
久
正
氏
の
那
覇
市
会
議
員
当
選
証
書
交
付

式
を
行
っ
た
。

又
吉
氏
は
今
年
二
月
二
日
に
行
わ
れ
た
真
和

志
地
区
市
議
選
で
次
点
と
な
っ
た
が
選
管
委

を
相
手
取
っ
て
裁
判
に
持
ち
込
ん
だ
結
果
又

吉
氏
は
得
票
数
が
最
下
位
当
選
者
の
金
城
重

宜
氏
の
得
票
数
を
上
ま
わ
り
当
選
が
確
定
し

た
も
の
。

こ
れ
で
那
覇
市
会
の
勢
力
分
野
は
民
連
が
十

五
〇



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
八―

九
月

か
ら
九
名
に
月
曜
会
系
が
二
十
六
名
か
ら
二

十
七
名
に
な
っ
た
。

又
吉
氏
の
話　

大
那
覇
市
の
市
会
議
員
と

し
て
市
民
福
祉
の
た
め
全
力
を
つ
く
し
た

い
。

辻
町
の
公
有
水
面
／
那
覇
市
に

埋
立
を
許
可 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
８
・
28
〕

那
覇
市
（
申
請
者
兼
次
佐
一
氏
）
で
は
先
に

那
覇
市
辻
町
三
丁
目
地
先
（
娯
楽
セ
ン
タ
ー

隣
地
）
に
あ
る
一
、
四
三
・
二
五
坪
の
公
有

水
面
の
埋
立
許
可
を
申
請
し
て
い
た
が
二
十

五
日
付
民
政
府
か
ら
許
可
通
知
が
工
交
局
に

あ
っ
た
同
埋
立
て
計
画
地
の
内
訳
は
道
路
八

四
五
坪
九
合
五
勺
、
緑
地
四
四
〇
坪
七
合
宅

地
一
五
二
坪
六
合
で
宅
地
及
び
緑
地
と
し
市

民
の
安
息
の
場
所
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

那
覇
市
全
体
協
議
会
／
復
興
期

成
会
中
心
に
／
今
後
も
対
日

折
衝
続
け
る 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
９
・
６
〕

那
覇
市
会
は
二
日
午
後
一
時
す
ぎ
か
ら
全
体

協
議
会
を
開
き
、
兼
次
市
長
、
高
良
議
長
、

新
垣
、
平
良
、
久
場
各
議
員
の
派
日
代
表
か

ら
本
土
に
お
け
る
補
助
金
獲
得
の
た
め
の
折

衝
経
過
を
聞
き
、
那
覇
市
復
興
期
成
会
を
結

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ん
ご
も
継
続
的
に

本
土
と
の
折
衝
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

派
日
代
表
団
は
さ
る
七
月
十
八
日
に
渡
日
、

本
土
政
府
、
国
会
に
対
し
て
那
覇
市
の
復
興

資
金
と
し
て
九
十
七
億
日
円
の
補
助
金
交
付

を
要
請
し
て
き
た
も
の
で
、
兼
次
市
長
は
全

体
協
議
会
で
△
補
助
金
交
付
は
大
き
な
可
能

性
が
あ
る
△
こ
の
た
め
今
後
も
積
極
的
に
陳

情
団
を
本
土
に
派
遣
し
、
補
助
金
交
付
を
全

琉
的
首
都
の
復
興
と
い
う
立
場
か
ら
本
土
政

府
に
要
請
し
た
い
と
の
べ
た
。

派
日
代
表
の
経
過
報
告
に
続
い
て
高
良
議
長

か
ら
那
覇
市
復
興
期
成
会
の
結
成
に
つ
い
て

は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
市
会
側
か
ら
正
副
議
長
、

正
副
委
員
長
、
当
局
側
か
ら
総
務
部
長
、
同

課
長
が
準
備
委
員
と
な
り
、
本
土
か
ら
の
補

助
金
獲
得
を
復
興
期
成
会
が
中
心
と
な
っ
て

推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

那
覇
市
会
／
〝
こ
れ
以
上
提
供

で
き
ぬ
〟
／
行
詰
っ
た
学
校

敷
地
問
題 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
９
・
９
〕

那
覇
市
文
厚
労
委
員
会
で
は
八
日
午
後
二
時

か
ら
委
員
会
を
開
き
、
西
平
那
覇
区
教
育
委

員
長
、
阿
波
根
那
覇
教
育
長
、
、
同
伊
良
波
主

事
を
招
き
、
学
校
敷
地
問
題
に
つ
い
て
協
議

し
た
が
、
席
上
市
会
、
市
当
局
側
は
こ
れ
以

上
学
校
敷
地
を
提
供
で
き
な
い
こ
と
を
説
明
、

敷
地
提
供
陳
情
三
件
の
う
ち
一
件
の
撤
回
を

要
求
、
他
の
二
件
は
今
後
も
検
討
し
た
上

で
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
す
る
と
回
答
し

た
。

那
覇
市
の
学
校
敷
地
は
今
ま
で
那
覇
市
が
市

有
地
を
提
供
し
た
り
、
私
有
地
を
市
が
買
上

げ
て
学
校
に
提
供
し
た
り
で
す
べ
て
市
が
負

担
し
て
き
た
が
、
市
有
地
の
手
持
が
底
を
つ

い
た
の
と
市
財
政
の
貧
困
に
よ
り
、
市
当

局
、
市
会
で
は
こ
れ
以
上
学
校
敷
地
を
提
供

す
る
ゆ
と
り
は
な
い
と
い
う
態
度
を
と
っ
て

い
た
が
、
今
度
泊
幼
稚
園
（
四
百
坪
）
久
茂

地
小
校
拡
張
（
二
百
四
十
坪
）
小
禄
小
校
拡

張
（
四
百
坪
）
の
そ
れ
ぞ
れ
学
校
敷
地
譲
渡

申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
文
厚
労
委
員
会
が
学

校
関
係
者
を
招
き
、
那
覇
市
の
実
情
を
説
明
、

こ
れ
以
上
学
校
敷
地
の
提
供
は
不
可
能
で
あ

る
と
教
育
委
員
会
独
自
で
解
決
す
る
よ
う
要

望
し
た
も
の
。

こ
の
市
会
側
の
態
度
に
対
し
、
教
育
委
員
会

側
で
は
教
育
税
に
よ
る
収
入
は
年
間
二
千
万

円
程
度
で
、
こ
れ
で
は
と
て
も
学
校
敷
地
を

購
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
市
の
援

助
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
市
の
補
助

を
強
く
要
請
、
こ
れ
に
対
し
市
会
側
で
は
久

茂
地
小
校
の
敷
地
拡
張
は
民
家
立
退
も
含
ん

で
い
る
の
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら
と
陳

情
書
の
撤
回
を
要
求
、
泊
、
小
禄
両
校
の
分

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。那

覇
市
都
市
計
画
委
／
十
日
初

の
委
員
会
開
く 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
９
・
９
〕

那
覇
市
都
市
計
画
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
ど
委

員
十
五
名
の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
っ
た
の
で
十
日

午
後
二
時
か
ら
初
の
委
員
会
を
開
き
、
委
員

長
、
副
委
員
長
を
互
選
の
上
、
那
覇
市
計
画

を
今
後
ど
う
し
た
ら
促
進
で
き
る
か
に
つ
い

て
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

市
会
側
＝
新
垣
松
助
、
大
山
盛
幸
、
赤
嶺
一

男
、
金
城
賢
勇
、
瀬
名
波
栄

当
局
側
＝
松
根
建
設
部
長
、
義
永
財
政
部

長
、
知
念
都
市
課
長
、
安
里
土
木
課
長
、
水

間
都
計
課
長

学
識
経
験
者
＝
大
城
龍
太
郎
、
仲
本
為
美
、

嘉
数
昇
、
前
田
朝
信
、
新
里
清
篤

消
防
隊
長
を
不
信
任
／
那
覇
市

の
総
務
財
政
委 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
９
・
12
〕

十
一
日
開
か
れ
た
那
覇
市
議
会
総
務
財
政
委

員
会
は
那
覇
市
消
防
隊
長
、
具
志
清
一
氏
の

不
信
任
問
題
に
つ
い
て
審
議
、
具
志
隊
長
の

非
行
を
列
挙
し
て
不
信
任
を
求
め
て
い
る
消

防
隊
首
里
支
所
久
手
堅
憲
孝
氏
ら
四
人
の
連

署
に
よ
る
「
消
防
隊
人
事
刷
新
に
つ
い
て
」

五
一



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
九
月

の
陳
情
と
、
こ
れ
に
反
対
す
る
消
防
副
隊
長

宮
城
晋
善
氏
ら
二
十
六
人
の
連
名
に
よ
る
反

対
陳
情
の
採
択
を
め
ぐ
っ
て
民
連
議
員
と
他

の
議
員
と
の
間
に
論
議
の
や
り
と
り
が
あ
っ

た
が
、
結
局
八
対
三
で
「
人
事
刷
新
」
の
陳

情
が
採
択
さ
れ
、
同
委
員
会
と
し
て
は
現
消

防
隊
長
具
志
清
一
氏
不
信
任
に
踏
み
切
っ
た
。

具
志
隊
長
不
信
任
は
久
手
堅
氏
ら
四
人
の
現

職
隊
長
が
隊
長
専
用
電
話
の
濫
用
、
司
令
車

の
私
用
、
公
金
濫
用
な
ど
三
十
項
目
に
近
い

事
例
を
あ
げ
て
隊
長
が
適
格
で
な
い
と
陳
情
。

こ
れ
に
対
し
、
宮
城
副
隊
長
ら
二
十
六
人
の

隊
員
は
い
ち
い
ち
反
ば
く
し
て
何
ら
理
由
の

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
信
任
の
陳
情
を
行

っ
て
い
た
も
の
。
こ
の
日
の
委
員
会
は
同
日

提
出
さ
れ
た
反
対
陳
情
の
委
員
会
付
託
に
つ

い
て
民
連
側
議
員
が
事
務
局
に
食
っ
て
か
か

る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
討
論
の
あ
と
採
決
で

隊
長
不
信
任
と
決
ま
っ
た
。
不
信
任
の
理
由

は
陳
情
書
の
内
容
に
あ
る
非
行
は
二
義
的
な

も
の
と
し
て
具
志
隊
長
は
瀬
長
前
市
長
が
、

議
会
の
承
認
も
受
け
ず
に
専
決
処
分
で
任
命

し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
認
め
る
訳
に
は

い
か
な
い
と
い
う
の
が
主
軸
に
な
っ
て
い
る
。

（
討
論
要
旨
）
黒
潮
委
員
（
民
連―

信
任
）

不
信
任
の
陳
情
に
か
か
れ
て
い
る
こ
と
は
す

べ
て
が
信
憑
性
が
稀
弱
で
あ
る
。
ウ
ソ
八
百

で
固
め
た
も
の
で
あ
り
人
権
を
無
視
、
議
会

を
ぶ
辱
す
る
も
の
で
名
誉
毀
損
に
な
る
個
所

も
随
分
あ
る
。
こ
れ
を
議
会
が
採
択
す
る
の

は
権
威
に
か
か
わ
る
。
玉
城
委
員
（
月
曜
会

―

不
信
任
）
不
信
任
採
択
に
賛
成
、
隊
長
罷

免
に
つ
い
て
の
陳
情
が
あ
り
、
反
対
陳
情
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
部
下
に
不
平
が
出
る
の

は
統
率
力
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
隊
内
で
民
主
的
に
話
合
っ
て
や
る
べ
き
も

の
を
議
会
に
も
ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
遺
か
ん

で
あ
る
。
専
決
処
分
で
任
命
さ
れ
た
隊
長
で

あ
っ
た
が
た
め
に
派
閥
争
い
が
生
じ
、
政
治

臭
が
内
包
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
来
の

明
る
い
消
防
隊
に
か
え
す
た
め
人
事
の
刷
新

は
必
要
で
あ
る
。

学
校
敷
地
の
拡
張
／
那
覇
市
議

会
が
関
係
者
に
き
く 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
８
・
９
・
17
〕

那
覇
市
議
会
の
文
厚
労
委
員
会
（
委
員
長
平

良
真
次
郎
氏
）
で
は
、
こ
の
程
市
内
の
泊
幼

稚
園
、
小
禄
小
学
校
、
久
茂
地
小
学
校
の
学

校
敷
地
問
題
に
つ
い
て
那
覇
区
教
育
委
員
会

（
委
員
長
西
平
守
由
氏
）
と
那
覇
地
区
教
育

長
阿
波
根
朝
松
氏
ら
関
係
者
を
呼
ん
で
学
校

敷
地
の
拡
張
の
意
見
を
聴
き
、
協
議
し
た
。

泊
幼
稚
園
は
敷
地
四
百
坪
を
必
要
と
し
て
お

り
、
こ
の
斡
旋
を
市
に
要
求
、
小
禄
小
学
校

は
付
近
に
四
百
坪
が
あ
り
、
こ
れ
を
購
入
す

る
予
算
が
な
く
、
目
下
一
坪
七
円
年
額―

三

万
八
千
二
百
十
四
の
資
金
が
必
要
と
な
り
地

主
と
の
間
に
内
諾
も
得
て
い
る
の
で
、
こ
の

好
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、
市
が
補
助
し
て

ほ
し
い
。
久
茂
地
小
学
校
は
二
百
四
十
一
の

拡
張
し
た
ら
と
い
う
も
の
。

委
員
会
と
し
て
は
久
茂
地
は
拡
張
予
定
敷
地

に
永
久
建
築
が
あ
り
そ
れ
を
移
転
す
る
の
に

は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
の
で
同
校
の
拡
張

は
無
理
だ
と
し
て
お
り
、
泊
、
小
禄
の
二
ヵ

所
に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

話
の
卵
／
兼
次
市
長
の
大
名
旅

行〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
８
・
９
・
19
〕

　

沖
縄
は
日
本
で
あ
り
日
本
を
親
元
と
心
得

て
い
る
の
で
、
何
か
に
つ
け
て
日
本
政
府
へ

陳
情
の
お
百
度
ま
い
り
を
す
る
。
こ
の
秋
に

は
議
会
あ
け
の
立
法
院
議
員
諸
公
が
本
土
の

視
察
や
ら
陳
情
や
ら
を
か
ね
て
、
大
挙
渡
日

す
る
と
、
伝
え
ら
れ
て
お
り
そ
の
結
果
は
逐

一
住
民
に
報
告
し
、
ま
た
税
金
で
賄
う
旅
費

そ
の
他
の
費
用
を
使
う
だ
け
の
成
果
を
挙
げ

て
き
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

役
人
の
本
土
旅
行
に
つ
い
て
近
ご
ろ
奇
ッ

怪
至
極
な
う
わ
さ
が
流
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

兼
次
那
覇
市
長
、
高
良
那
覇
市
会
議
長
、
平

良
真
次
郎
、
久
場
景
善
、
新
垣
松
助
の
四
市

会
議
員
と
知
念
英
五
郎
都
計
課
長
、
市
長
秘

書
や
議
会
事
務
局
職
員
一
行
八
名
が
大
枚
七

十
五
万
Ｂ
円
の
旅
費
を
使
っ
て
、
約
一
ヵ
月

に
わ
た
る
大
名
旅
行
を
し
て
き
た
が
、
何
ら

こ
れ
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
さ
ず
に
戻
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

那
覇
市
役
所
の
交
際
費
の
総
額
は
六
十
五

万
Ｂ
円
。
こ
の
八
人
で
使
っ
た
旅
費
そ
の
他

の
交
際
費
が
七
十
五
万
円
と
い
う
か
ら
、
こ

の
八
人
の
旅
行
が
い
か
に
ゼ
イ
タ
ク
な
も
の

で
あ
る
か
が
う
か
が
え
る
し
、
市
会
で
は
歳

費
の
問
題
で
絶
え
ず
ご
た
ご
た
し
て
い
る
と

い
う
の
に
、
大
し
て
成
果
も
上
ら
な
か
っ
た

兼
次
市
長
や
高
良
議
長
ら
の
大
名
旅
行
に
大

金
を
ム
ダ
使
い
し
て
い
る
。

　

特
に
確
か
な
筋
か
ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
、

七
十
五
万
円
の
一
部
は
議
会
の
承
認
を
得
て

お
ら
ず
、
市
会
議
員
の
中
に
も
こ
の
旅
費
に

う
た
が
い
の
目
を
向
け
て
い
る
人
も
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
本
土
に

お
け
る
折
衝
用
に
、
関
係
筋
へ
の
お
み
や
げ

と
し
て
七
十
反
余
り
の
琉
球
織
物
を
携
え
て

い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
土
政
府
か
ら

那
覇
市
に
対
す
る
援
助
は
何
一
つ
の
確
約
も

得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
市
民
と
し
て
も
ぜ
ひ
市
会
で
は
っ

き
り
黒
白
を
つ
け
て
も
ら
わ
な
い
と
了
と
し

な
い
も
の
が
あ
り
、
野
党
議
員
は
も
ち
ろ
ん

こ
れ
を
追
及
す
べ
き
だ
が
、
与
党
議
員
と
い

え
ど
も
〝
臭
い
も
の
に
は
フ
タ
を
し
ろ
〟
と

ゴ
マ
か
し
て
は
市
民
が
承
知
す
ま
い
。
市
民

は
な
け
な
し
の
財
布
か
ら
税
金
を
払
っ
て
お

五
二



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
九
月

り
、
そ
れ
が
ム
ダ
使
い
を
さ
れ
た
と
あ
っ
て

は
黙
っ
て
み
て
お
る
わ
け
に
も
い
く
ま
い
。

　

兼
次
市
長
は
本
土
各
地
で
沖
縄
の
革
新
市

長
と
し
て
大
見
え
を
切
り
、
男
を
挙
げ
て
き

た
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
市
民
と
し
て
ね
が

う
こ
と
は
、
そ
れ
よ
り
も
市
民
の
福
祉
を
ど

う
す
れ
ば
向
上
さ
せ
る
か
で
あ
り
、
東
江
臨

時
市
長
時
代
に
民
政
府
か
ら
補
助
を
約
さ
れ

た
八
百
万
円
の
金
が
ま
だ
支
給
さ
れ
な
い
と

き
く
。
市
民
が
望
ん
で
い
る
の
は
地
元
の
両

政
府
を
動
か
し
て
市
民
福
祉
の
向
上
を
は
か

る
こ
と
で
あ
り
、
本
土
へ
の
折
衝
は
そ
れ
か

ら
で
も
遅
く
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

真
地
火
葬
場
に
／
建
築
停
止
処

分
／
建
築
基
準
法
違
反
で 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
９
・
20
〕

十
九
日
兼
次
市
長
は
記
者
会
見
を
行
い
、
真

地
、
繁
多
川
、
金
城
の
三
部
落
か
ら
反
対
陳

情
の
あ
っ
た
真
地
五
○
四
に
建
造
中
の
火
葬

場
に
つ
い
て
、
建
築
中
止
を
命
令
し
た
と
発

表
し
た
。

兼
次
市
長
の
発
表
に
よ
る
と
こ
の
火
葬
場
は

今
年
の
八
月
真
和
志
の
建
築
主
事
が
建
築
確

認
を
行
い
、
着
工
を
許
可
し
た
も
の
だ
が
、

建
築
基
準
法
に
よ
る
と
火
葬
場
な
ど
特
殊
建

築
物
の
建
造
は
特
定
行
政
庁
（
那
覇
市
）
の

許
可
を
受
け
さ
ら
に
公
聴
会
を
開
い
て
地
元

の
人
た
ち
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
調
査
の
結
果
、
こ
れ
ら
の

手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
判
明
し
た

の
で
、
十
九
日
付
で
火
葬
場
の
経
営
者
上
里

〇
〇
氏
に
対
し
、
工
事
停
止
の
命
令
を
出
し

た
も
の
。

〝
姉
妹
都
市
〟
の
縁
組
／
那
覇
市

議
会
が
計
画 

〔
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那
覇
市
は
海
外
の
都
市
と
姉
妹
関
係
を
結
び
、

経
済
文
化
の
交
流
を
図
っ
て
経
済
、
文
化
を

一
段
と
高
め
よ
う
と
市
議
会
事
務
局
で
計
画

を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
は
海
を
隔
て
た
都
市
と
あ
る
い
は
国

を
異
に
す
る
都
市
が
、
相
互
の
経
済
、
文
化

そ
の
他
市
民
生
活
に
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
の

交
流
を
約
束
し
て
相
互
に
姉
妹
関
係
を
結
ん

だ
こ
と
を
宣
言
し
て
都
市
と
都
市
が
友
愛
と

信
頼
の
精
神
に
も
と
づ
い
て
協
力
し
合
お
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

本
土
の
都
市
で
は
東
京
ほ
か
六
大
都
市
が

そ
れ
ぞ
れ
海
外
の
大
都
市
と
姉
妹
都
市
宣
言

を
行
な
っ
て
お
り
東
京
は
ワ
シ
ン
ト
ン
、
横

浜
が
シ
ア
ト
ル
、
大
阪―

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
、
神
戸
が
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
と
姉
妹
都
市

の
友
好
を
結
ん
で
い
る
。
那
覇
市
議
会
で
は

宮
城
実
議
員
が
発
案
し
て
事
務
局
が
こ
の
ほ

ど
大
阪
市
会
事
務
局
あ
て
に
姉
妹
宣
言
に
関

す
る
手
続
き
や
参
考
資
料
の
送
付
を
依
頼
し

た
。
那
覇
市
の
相
手
都
市
が
ど
こ
に
な
る
か

資
料
を
と
り
寄
せ
て
検
討
の
上
で
な
い
と
ハ

ッ
キ
リ
い
え
な
い
と
宮
城
議
員
は
語
っ
て
い

る
。生

活
給
の
復
元
要
求
／
那
覇
市

／
臨
時
雇
員
の
家
族
押
し
か 

　
　

け
る

〔
琉
新
・
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二
十
二
日
午
前
十
一
時
す
ぎ
、
那
覇
市
土
木

課
臨
時
雇
員
の
家
族
約
三
十
名
が
兼
次
市
長

に
面
会
、
臨
時
雇
員
の
生
活
給
の
復
元
要
求

を
行
っ
た
。

三
十
名
の
家
族
は
殆
ど
が
婦
人
で
乳
呑
児
を

あ
や
し
な
が
ら
涙
な
が
ら
に
生
活
の
苦
し
さ

を
説
明
、
七
月
か
ら
残
業
が
な
く
な
っ
た
た

め
手
取
が
平
均
千
円
も
少
な
く
な
り
か
け
売

り
で
や
っ
と
生
活
を
し
の
い
で
い
る
と
実
情

を
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
兼
次
市
長
は
検
討
す
る
と
答

え
た
が
、
臨
時
雇
員
の
家
族
た
ち
は
は
っ
き

り
し
た
答
え
が
得
ら
れ
る
ま
で
は
動
か
な
い

と
頑
張
り
、
市
従
労
大
浜
委
員
長
の
仲
介
で

市
長
か
ら
九
月
議
会
に
提
案
す
る
と
い
う
確

約
を
得
て
市
長
室
を
引
あ
げ
た
。

婦
人
た
ち
が
引
き
上
げ
る
と
同
時
に
今
度
は

民
連
代
表
喜
納
政
業
氏
、
又
吉
一
郎
氏
ら
が

兼
次
市
長
に
面
会
、
民
連
総
会
の
決
議
に
基

き
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
要
求
書
を
兼
次
市
長
に

つ
き
つ
け
た
。

　

那
覇
市
長
に
対
す
る
要
求
決
議

兼
次
市
長
は
民
連
の
二
十
の
政
策
を
公
約

し
、
市
長
に
当
選
し
た
が
、
超
党
派
を
理

由
に
民
連
の
組
織
を
無
視
し
、
当
間
主
席

に
つ
な
が
る
再
建
同
盟
派
議
員
と
の
妥
協

と
屈
従
に
終
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
議
員

報
酬
の
引
上
げ
、
人
事
異
動
に
よ
っ
て
は

っ
き
り
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
市
長
の
猛
省
を
促
し
、
民
連

総
会
の
名
で
つ
ぎ
の
と
お
り
要
求
す
る
。

▽
臨
時
雇
員
の
定
数
化
、
定
期
昇
給
の
実

施▽
人
事
異
動
に
職
員
の
意
思
尊
重　

▽
民
連
の
機
関
に
は
か
り
、
五
九
年
度
予

算
を
市
民
の
利
益
に
な
る
よ
う
組
み
替
え

る
。

▽
臨
時
雇
員
の
手
取
を
七
月
以
前
に
戻

せ▽
民
連
二
十
の
政
策
を
市
政
に
具
現
せ

よ市
政
報
告
演
説
会
大
あ
れ
／
昨

夜
／
椅
子
乱
れ
飛
ぶ
／
兼
次

市
長
警
官
が
救
出 
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兼
次
那
覇
市
長
の
就
任
初
の
市
政
報
告
市

民
集
会
は
二
十
二
日
よ
る
七
時
五
十
分
か

ら
市
内
久
茂
地
小
学
校
で
聴
衆
約
一
万
人

五
三



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
九
月

を
集
め
て
開
か
れ
た
。

同
夜
の
市
民
集
会
は
二
十
一
日
夜
牧
志
ウ
ガ

ン
で
開
か
れ
た
社
大
党
演
説
会
の
聴
衆
が
那

覇
署
に
押
し
か
け
て
荒
れ
た
こ
と
か
ら
相
当

の
騒
ぎ
が
起
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、

市
民
集
会
は
予
想
以
上
に
大
荒
れ
、
最
後
に

演
壇
に
立
っ
た
兼
次
市
長
は
市
民
集
会
の
終

了
を
告
げ
て
降
壇
す
る
と
同
時
に
一
部
群
衆

に
も
ま
れ
、｢

兼
次
を
帰
す
な
」
と
叫
ぶ
怒

号
と
椅
子
、
泥
な
ど
が
飛
び
か
う
中
を
出
動

し
た
那
覇
署
員
、
公
安
一
課
警
ら
隊
が
救
出
、

パ
ト
カ
ー
で
警
官
の
保
護
の
も
と
に
群
衆
の

手
を
の
が
れ
た
。
市
民
集
会
は
仲
原
総
務
部

長
、
義
永
財
政
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
門

に
つ
い
て
の
報
告
を
二
十
分
間
ず
つ
行
い
、

兼
次
市
長
が
し
ん
が
り
を
受
け
て
登
壇
し
た
。

兼
次
市
長
が
登
壇
す
る
や
、
そ
れ
ま
で
余
り

野
次
も
飛
ば
な
か
っ
た
聴
衆
の
中
か
ら
し
き

り
に
罵
倒
と
怒
号
が
飛
ん
だ
。

　

演
台
に
投
石
も
／
群
衆
、
那
覇
署
へ
デ

　
　

モ
る

　

九
時
十
五
分
兼
次
市
長
の
演
説
は
終
っ
た
。

こ
れ
か
ら
聴
衆
と
市
長
と
の
間
に
質
疑
応
答

が
あ
る
と
知
っ
た
群
衆
は
演
台
前
に
ど
っ
と

つ
め
か
け
て
「
ヤ
メ
ロ
ヤ
メ
ロ
」
と
野
次
を

飛
ば
し
た
。

質
問
は
書
面
で
提
出
、
い
ま
那
覇
市
役
所
で

問
題
化
し
て
い
る
臨
時
雇
員
の
実
質
賃
金
の

引
下
げ
、
市
議
員
報
酬
の
値
上
げ
、
民
連
に

対
す
る
市
長
の
見
解
な
ど
を
た
だ
す
も
の
で

あ
り
、
兼
次
市
長
は
こ
れ
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ

回
答
、
そ
の
間
も
野
次
が
ひ
ど
く
し
ば
し
ば

答
弁
す
る
市
長
の
声
が
消
さ
れ
た
。

十
時
半
ご
ろ
義
永
財
政
部
長
と
市
長
が
交
互

に
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
な
っ
た
が
演
台
前

に
陣
取
っ
た
一
部
の
群
衆
が
「
兼
次
を
帰
す

な
」
と
叫
び
な
が
ら
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
の
か
け
声
の
も
と
に
兼
次
市
長
を

と
り
ま
い
て
も
み
合
い
、
う
ず
ま
い
て
市
長

を
囲
む
群
衆
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

市
長
は
く
た
く
た
に
も
ま
れ
て
顔
面
蒼
白

と
な
り
な
が
ら
案
内
に
き
た
市
職
員
と
も
は

ぐ
れ
て
約
二
十
分
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
た
。

そ
の
間
に
演
台
に
灯
っ
て
い
た
電
灯
は
聴
衆

の
投
げ
た
石
で
消
え
、
騒
ぎ
は
指
ぶ
え
、
怒

号
入
り
乱
れ
て
次
第
に
大
き
く
な
っ
た
。

そ
の
と
き
や
っ
と
パ
ト
カ
ー
に
先
導
さ
れ
た

警
官
隊
約
五
十
人
が
到
着
、
兼
次
市
長
を
取

ま
く
群
衆
に
近
づ
こ
う
と
し
た
が
椅
子
、
泥

を
投
げ
つ
け
て
抵
抗
、
警
官
隊
と
の
間
に
こ

ぜ
り
合
い
が
行
わ
れ
た
。
な
か
ば
暴
徒
化
し

た
群
衆
の
中
を
や
っ
と
警
官
隊
が
兼
次
市
長

を
救
出
、
パ
ト
カ
ー
に
保
護
し
た
が
、
怒
っ

た
群
衆
が
同
パ
ト
カ
ー
め
が
け
て
投
げ
た
椅

子
が
車
の
ガ
ラ
ス
を
壊
す
な
ど
警
官
隊
も
一

時
は
立
往
生
し
た
が
、
パ
ト
カ
ー
は
無
事
脱

出
し
た
。
こ
の
騒
ぎ
で
群
衆
か
ら
女
一
人
を

含
む
四
人
の
検
挙
者
を
出
し
た
。

　

2
5

人
不
解
散
罪
で
逮
捕

「
兼
次
市
長
を
出
せ
」
と
押
し
か
け
た
群
衆
に

対
し
那
覇
署
は
布
令
一
四
四
号
の
不
解
散
罪

を
適
用
、
実
力
を
行
使
し
た
。
午
前
零
時
三
十

分
、
幸
地
署
長
が
「
全
員
退
去
せ
よ
」
と
の

警
告
を
く
り
返
し
た
あ
と
応
じ
な
い
も
の
に

対
し
一
せ
い
手
入
れ
を
し
た
。

那
覇
署
か
ら
政
府
前
広
場
に
か
け
て
陣
取
っ

た
数
百
の
群
衆
と
百
六
十
人
の
警
官
隊
が
力

で
も
み
合
い
現
場
は
大
荒
れ
二
十
五
人
を
現

行
犯
で
逮
捕
し
た
。

な
お
兼
次
市
長
宅
に
は
警
官
隊
を
派
遣
警
戒

に
当
っ
た
。

　

〝
厳
重
に
取
締
る
〟

　

大
嶺
警
察
局
長
談　

け
さ
（
二
十
二
日
）

も
ラ
ジ
オ
で
警
告
を
発
し
て
お
い
た
。
二
十

二
日
よ
る
の
事
情
か
ら
質
問
に
か
こ
つ
け
て

演
説
会
の
司
会
と
聴
衆
が
ト
ラ
ブ
ル
を
予
想

し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
治
安
上
ゆ
る
が
せ
に

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
晩
も
椅
子
を
投

げ
た
り
救
援
に
駆
け
つ
け
た
パ
ト
カ
ー
の
ガ

ラ
ス
を
こ
わ
す
な
ど
し
た
現
行
犯
を
逮
捕
し

た
。
そ
れ
に
多
数
の
力
で
抗
議
を
申
込
む
こ

と
は
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
を
は
き
ち
が
え
た

も
の
で
あ
り
、
解
散
を
命
じ
て
も
す
な
お
に

解
散
せ
ず
犠
牲
者
を
出
し
た
の
は
い
か
ん
に

思
う
。
こ
の
よ
う
な
そ
う
擾
事
件
に
な
り
か

ね
な
い
事
件
は
今
後
厳
重
に
取
締
る
。

　

午
前
一
時
ご
ろ
よ
う
や
く
解
散

一
部
リ
ー
ダ
ー
の
ア
ジ
で
労
働
歌
を
合
唱
、

気
勢
を
あ
げ
て
い
た
群
衆
は
、
検
挙
者
が
出

る
と
ほ
と
ん
ど
解
散
し
た
が
一
部
は
建
物
の

か
げ
に
隠
れ
て
投
石
す
る
の
も
あ
っ
た
。
午

前
一
時
ご
ろ
に
は
騒
ぎ
は
ま
っ
た
く
お
さ
ま

っ
た
が
、
警
官
隊
は
な
お
警
戒
を
続
け
て
い

た
。

　

誤
っ
た
民
主
主
義
／
兼
次
市
長
の
話

那
覇
署
に
救
出
さ
れ
た
兼
次
市
長
は
同

署
司
法
室
で
服
を
脱
ぎ
汗
を
ふ
き
な
が

ら
興
奮
の
色
も
さ
め
ぬ
う
ち
に
不
測
の

事
件
が
お
こ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
こ
う

語
っ
た
。

何
と
い
っ
て
い
い
か
見
当
も
つ
か
な
い
こ
の

事
件
は
沖
縄
の
民
主
主
義
が
あ
や
ま
っ
た
方

向
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
内
外
に
知
ら
せ
た

こ
と
に
な
る
と
思
う
。
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

し
か
も
質
問
に
は
答
え
、
十
分
話
合
い
の
場

を
も
っ
た
つ
も
り
で
い
た
と
こ
ろ
に
こ
ん
な

事
件
が
お
こ
っ
た
の
は
意
外
で
あ
り
残
念
で

あ
る
。

　

〝
軌
道
を
逸
脱
〟
／
日
本
社
会
党
／
永

　
　

井
氏
談

日
本
社
会
党
常
任
全
国
委
員
永
井
利
和
氏
は

沖
縄
社
会
党
の
組
織
強
化
の
た
め
来
島
中
、

ち
ょ
う
ど
事
件
当
日
、
兼
次
市
長
と
ず
っ
と

行
動
を
共
に
し
同
じ
車
で
那
覇
署
に
救
い
出

さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
現
地
で
み
て
き
た
労

働
運
動
の
実
態
や
こ
の
事
件
を
目
の
あ
た
り

五
四



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
九
月

に
み
た
感
想
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

沖
縄
の
労
働
運
動
は
階
級
闘
争
で
は
な
く

そ
れ
を
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
が
と
く
に
こ

の
事
件
で
露
骨
に
示
さ
れ
た
。
帰
っ
た
ら

早
速
、
日
本
社
会
党
総
評
声
明
を
発
表
す

る
。
と
に
か
く
沖
縄
の
労
働
運
動
は
労
働

争
議
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
も

軌
道
を
逸
脱
し
て
い
る
。
こ
の
実
態
を
本

土
労
組
や
社
会
党
に
く
わ
し
く
報
告
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。

今
朝
、
兼
次
市
長
に
抗
議
／
人

民
党
／
事
件
と
無
関
係
声
明 

〔
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人
民
党
は
二
十
四
日
午
後
、
党
本
部
で
中
央

常
任
委
員
会
を
開
き
、
さ
る
社
大
党
演
説
会

（
二
十
一
日
）
兼
次
那
覇
市
政
報
告
演
説
会

（
二
十
二
日
）
を
め
ぐ
る
〝
騒
乱
事
件
〟
へ

の
対
処
策
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
の
結
果

「
両
事
件
は
人
民
党
の
指
導
に
も
と
づ
く
」

と
述
べ
た
沖
縄
社
会
党
声
明
に
対
し
別
項
の

と
お
り
反
ば
く
声
明
を
発
表
、
き
ょ
う
二
十

五
日
午
前
那
覇
市
役
所
に
兼
次
市
長
（
沖
縄

社
会
党
執
行
委
員
会
議
長
）
を
訪
れ
、
強
く

抗
議
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

　
　

声　

明

さ
る
二
十
一
日
の
社
大
党
演
説
会
及
び
二
十

二
日
の
那
覇
市
政
報
告
市
民
集
会
に
お
け
る

二
つ
の
事
件
が
、
あ
た
か
も
人
民
党
の
組
織

的
指
導
に
よ
る
か
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
は
全
く
事
実
無
根
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
事
件
は
軍
用
地
問
題
、
ド

ル
切
替
え
問
題
、
労
働
問
題
な
ど
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
沖
縄
の
現
状
が
民
族
の
重

大
な
危
機
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来

革
新
的
政
党
と
自
称
し
て
い
た
社
大
党
や
兼

次
市
長
が
、
県
民
大
衆
の
要
求
に
こ
た
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
県
民
大
衆
の
正
し
い

批
判
を
素
直
に
受
入
れ
よ
う
と
せ
ず
、
自
分

た
ち
の
無
為
無
策
や
誤
り
を
正
当
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
態
度
に
対
す
る
市
民
の
不
信
と

憤
ま
ん
が
自
然
発
生
的
に
爆
発
し
た
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
軍
用
地
の
契
約
方
式
を
打

砕
き
、
通
貨
ド
ル
切
替
え
を
阻
止
し
、
さ
ら

に
労
働
運
動
に
対
す
る
官
憲
の
介
入
と
弾
圧

を
は
ね
か
え
し
、
市
民
の
生
活
と
利
益
と
を

守
る
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の
努
力
を
な
し
た

か
、
わ
が
党
を
含
め
て
各
政
党
は
い
ま
こ
そ

自
己
の
面
子
や
保
身
に
と
ら
わ
れ
ず
に
大
胆

に
自
己
反
省
す
べ
き
で
あ
る
。

　

兼
次
市
長
が
も
し
市
民
の
利
益
に
誠
実
に

仕
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
員
報
酬
の
値
上
げ

や
土
木
労
働
者
の
実
質
賃
金
の
切
下
げ
が
、

あ
た
か
も
議
会
の
責
任
で
あ
る
か
の
よ
う
な

い
い
の
が
れ
を
す
る
無
責
任
な
態
度
を
改
め
、

議
員
報
酬
値
上
げ
の
撤
回
や
土
木
労
働
者
の

賃
金
値
上
げ
の
実
行
な
ど
実
際
の
行
動
を
も

っ
て
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

人
民
大
衆
の
生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
の
、

こ
の
よ
う
な
具
体
的
行
動
な
し
に
は
人
民
の

信
頼
を
う
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
民
族
統
一

戦
線
の
結
成
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。

兼
次
市
長
や
社
会
党
が
真
に
民
族
統
一
戦
線

の
強
化
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
こ
の
よ

う
な
具
体
的
行
動
か
ら
な
す
べ
き
で
あ
る
。

労
働
運
動
に
お
い
て
も
、
ア
イ
ラ
ン
ド
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ス
社
、
我
那
覇
鉄
工
所
の
争

議
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
軍
や
官
憲
、
資
本
家

の
攻
撃
が
激
し
い
た
め
に
事
態
が
困
難
に
た

ち
い
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
社
会
党
の
声

明
で
は
人
民
党
を
非
難
中
傷
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
労
働
者
の
た
た
か
い

に
と
っ
て
少
し
も
利
益
に
な
ら
な
い
ば
か
り

か
、
労
働
者
を
弾
圧
す
る
も
の
の
立
場
を
正

当
化
す
る
だ
け
で
あ
る
。
も
し
社
会
党
が
真

に
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
気
持
が
あ

れ
ば
、
た
と
え
人
民
党
と
は
意
見
の
違
い
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
労
働
者

の
た
た
か
い
を
勝
利
さ
せ
る
た
め
に
、
身
を

も
っ
て
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

　

わ
が
党
は
、
い
か
な
る
非
難
中
傷
を
浴
び

せ
ら
れ
よ
う
と
も
、
あ
く
ま
で
県
民
大
衆
の

生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
に
た
た
か
い
、
反

動
化
し
た
那
覇
市
政
を
再
び
民
主
勢
力
の
手

に
返
し
、
全
県
民
の
力
を
平
和
と
民
族
独
立

と
、
民
主
主
義
と
を
か
ち
と
る
た
め
の
民
族

統
一
戦
線
に
結
集
す
る
た
め
に
奮
闘
す
る
こ

と
を
誓
う
。
右
声
明
す
る
。

識
名
の
火
葬
場
／
反
対
理
由
が

薄
弱
／
陳
情
や
り
直
し
勧
告 

　
　

／
那
覇
市
会
文
厚
労
委 

〔
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・
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那
覇
市
議
会
の
文
厚
労
委
員
会
（
委
員
長
平

良
真
次
郎
氏
）
は
二
十
五
日
あ
さ
十
時
か
ら

地
元
市
民
の
反
対
に
あ
り
、
問
題
化
し
て
い

る
識
名
霊
園
に
建
設
中
の
火
葬
場
の
現
場
視

察
を
行
な
っ
た
。

こ
の
あ
と
午
後
一
時
か
ら
委
員
会
を
開
き
、

市
当
局
の
関
係
部
課
長
を
呼
ん
で
法
的
な
見

解
を
聞
い
た
が
、
識
名
、
繁
多
川
、
真
地
の

市
民
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
陳
情
は
火
葬
場
建

設
中
止
の
理
由
が
薄
弱
で
あ
る
と
し
て
建
築

基
準
法
を
も
と
に
し
た
違
法
を
指
摘
し
て
あ

ら
た
め
て
建
設
委
員
会
に
陳
情
を
し
な
お
す

よ
う
勧
告
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

同
委
員
会
へ
の
陳
情
は
軍
向
蔬
菜
の
圃
場
が

あ
る
。
近
く
に
飲
料
水
が
あ
る
な
ど
を
建
設

反
対
の
理
由
に
あ
げ
て
い
る
が
、
蔬
菜
等
に

及
ぼ
す
影
響
を
科
学
的
に
裏
付
け
す
る
の
は

困
難
で
あ
り
、
建
築
基
準
法
の
違
反
、
特
定

行
政
庁
の
位
置
に
つ
い
て
の
許
可
を
持
っ
て

い
な
い
こ
と
、
公
聴
会
及
び
建
築
審
査
会
の

最
終
審
査
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
に
し
か
理

由
は
見
出
せ
な
い
と
い
う
も
の
。

こ
の
火
葬
場
の
設
置
問
題
に
つ
い
て
市
都
計

五
五



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
九
月

画
で
は
す
で
に
工
事
中
止
の
指
示
を
出
し
て

い
る
が
、
建
築
主
が
埋
葬
条
例
に
よ
っ
て
主

席
の
許
可
を
持
っ
て
お
り
中
止
の
損
害
補
償

を
政
府
が
行
う
の
か
那
覇
市
が
行
う
の
か
に

問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

総
額
で
約
八
億
円
／
那
覇
市
の

財
産
／
土
地
で
五
億
円
／
市

民
一
人
当
り
四
千
円 

〔
沖
タ
・
夕　
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那
覇
市
の
市
有
財
産
は
ど
れ
だ
け
あ
る

だ
ろ
う
か―

人
口
は
二
十
万
を
越
え
、

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
復
興
事
業
を
し

り
目
に
増
加
の
一
途
に
あ
り
、
本
土
の
中

都
並
み
の
発
展
ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
が
、

首
里
、
小
禄
、
真
和
志
の
合
併
で
市
の
財

産
も
ふ
え
、
現
在
市
有
財
産
の
評
価
総
額

は
七
億
八
千
二
百
十
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
市
財
政
課
が
ま
と
め
た
資
料
に
よ
っ

て
市
有
財
産
の
現
在
高
を
の
ぞ
い
て
み

た
。

〇
…
評
価
額
七
億
八
千
二
百
十
万
円
の
財
産

種
別
で
み
る
と
土
地
が
筆
頭
に
立
ち
総
坪
数

三
十
一
万
坪
、
評
価
額
五
億
八
百
万
円
を
占

め
、
水
道
諸
施
設
な
ど
に
関
係
す
る
構
築
物

が
評
価
額
一
億
七
千
万
円
、
建
物
総
坪
数
八

千
六
百
坪
（
評
価
九
千
百
万
円
）
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
市
民
一
人
当
り
の
平
均
保
有

高
に
す
る
と
三
千
九
百
三
十
五
円
（
五
七
年

十
二
月
末
の
人
口
一
八
七
、
二
五
六
人
と
し

て
）
と
な
る
。
財
産
種
別
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

　

奨
学
基
金
も
積
立
て
る

▽
特
別
基
本
財
産　

五
十
一
万
円
、
議
会
の

議
決
を
経
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
そ
の
収
益

で
特
定
の
事
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

那
覇
市
で
は
通
堂
復
興
期
成
会
か
ら
寄
付
の

あ
っ
た
五
十
一
万
円
が
同
財
産
と
な
っ
て
い

る
。
銀
行
に
預
金
し
、
こ
の
元
金
か
ら
生
れ

る
利
子
収
入
（
現
在
三
万
八
千
円
）
を
積
立

て
て
将
来
、
奨
学
資
金
の
財
源
に
当
て
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
投
資
も

▽
普
通
基
本
財
産　

八
百
十
八
万
円
、
こ
れ

も
議
会
の
議
決
の
も
と
に
設
置
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
と
く
に
指
定
は
さ
れ
な
い
、
企

業
へ
の
投
資
が
こ
の
種
目
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
投
資
は
沖
配
電
と
首
里
バ
ス
が
大
き

な
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
に
琉
糖
、
琉
球
肥

料
、
琉
球
ホ
テ
ル
、
琉
球
水
産
、
琉
球
石

油
、
沖
縄
食
糧
、
琉
球
銀
行
、
琉
球
海
運
な

ど
十
一
社
で
あ
り
、
毎
年
株
金
の
配
当
で
百

十
万
円
相
当
の
収
入
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ

は
一
般
予
算
に
計
上
さ
れ
る
。

▽
行
政
財
産　

三
億
四
千
六
百
三
十
七
万
円
、

公
用
ま
た
は
公
共
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
財

産
で
行
政
財
産
は
さ
ら
に
二
つ
に
わ
か
れ
て

い
る
。
一
つ
は
公
用
財
産
＝
市
の
庁
舎
を
始

め
そ
の
他
の
事
務
所
で
行
政
事
務
を
行
う
た

め
に
市
に
よ
っ
て
直
接
使
用
さ
れ
て
い
る
も

の
（
二
千
六
百
七
十
三
万
円
）
他
の
一
つ
は

公
共
財
産
＝
市
営
住
宅
、
被
救
済
者
の
救
護

施
設
で
あ
る
愛
生
寮
、
公
衆
便
所
、
首
里
、

波
上
の
水
泳
プ
ー
ル
な
ど
の
構
築
物
も
含
め

て
市
民
一
般
に
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
。
こ

れ
に
学
校
用
地
六
万
坪
、
港
湾
用
地
一
万
五

千
坪
、
公
園
、
道
路
な
ど
総
坪
数
（
推
定
）

十
四
万
三
千
坪
の
土
地
も
含
ま
れ
て
い
る
。

三
億
千
九
百
十
四
万
円
。

　

地
料
、
年
に
千
五
百
万
円

▽
企
業
用
財
産　

水
道
関
係
が
そ
れ
に
当
る
。

那
覇
市
の
水
道
関
係
財
産
は
評
価
総
額
は
土

地
一
万
七
千
坪
（
百
五
万
円
）
建
物
四
百
八

十
坪
（
五
百
二
十
四
万
円
）
原
水
、
配
水
の

施
設
構
築
物
が
千
七
百
万
円
と
そ
れ
ぞ
れ
な

っ
て
い
る
。

▽
普
通
財
産　

二
億
四
千
九
百
五
十
四
万
円
、

こ
れ
ま
で
あ
げ
た
以
外
の
財
産
で
市
が
一
般

私
人
の
立
場
で
管
理
処
分
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
主
な
も
の
は
総
坪
数
十
四
万
六
千
坪
の

土
地
。
そ
の
内
訳
は
現
在
賃
貸
し
て
い
る
土

地
が
四
万
二
千
坪
、
軍
用
地
二
万
五
千
坪
、

そ
の
ほ
か
に
七
万
九
千
坪
が
あ
る
。
土
地
の

賃
貸
料
六
百
万
円
、
軍
用
地
料
百
九
十
万
円

が
年
間
収
入
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
無
地

番
収
入
（
坪
数
十
二
万
六
千
坪―

金
額
七
百

三
十
万
円
）
を
加
え
る
と
総
額
千
五
百
二
十

万
円
と
な
り
、
市
財
政
の
主
要
な
財
源
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
市
民
平
均
一
人
当
り
の
財

産
保
有
高
の
内
訳
を
み
る
と
土
地―

二
千
五

百
五
十
七
円
。
構
造
物―

八
百
七
十
五
円
建

物
が
四
百
六
十
円
。
株
券
四
十
一
円
。
現
金

―

四
円
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ャ
モ
ジ
運
動
展
開
／
〝
高
い

店
で
は
買
わ
な
い
〟
／
き
ょ

う
物
対
協
が
主
婦
大
会 

〔
琉
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ド
ル
切
替
え
に
伴
う
物
価
の
値
上
り
に

反
対
す
る
沖
婦
連
、
沖
青
協
、
農
連
ら

九
団
体
か
ら
な
る
物
価
対
策
協
議
会
で

は
、
ド
ル
切
替
え
と
同
時
に
値
上
り
を
防

止
し
庶
民
経
済
の
安
定
を
図
ろ
う
と
製

パ
ン
組
合
、
風
呂
屋
、
理
美
容
業
、
産
婆
、

薬
業
、
飲
食
店
組
合
な
ど
各
業
者
に
〝
値

下
げ
運
動
〟
の
趣
旨
を
説
明
、
協
力
方
を

要
請
し
た
が
、
き
ょ
う
二
十
八
日
は
午
後

二
時
か
ら
市
内
牧
志
ウ
ガ
ン
で
全
琉
主

婦
大
会
を
開
き
台
所
を
あ
ず
か
る
主
婦

の
声
に
立
脚
し
て
今
後
の
運
動
強
化
を

図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
大
会
で
は
同
対
策
協
議
会
の
要
請
お
よ
び

琉
大
生
の
物
価
調
査
結
果
も
報
告
さ
れ
引
続

い
て
南
、
中
、
北
部
お
よ
び
那
覇
代
表
の
意

見
発
表
が
行
わ
れ
る
。

大
会
に
は
全
琉
各
市
町
村
か
ら
十
名
以
上
の

五
六



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
月

主
婦
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

会
場
入
口
に
は
投
書
箱
を
設
け
各
地
の
値
上

げ
し
た
商
店
名
、
商
品
名
、
価
格
ら
を
投
書

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
こ
れ
を
資
料
に
政

府
へ
善
処
方
を
強
く
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
後
文
教
局
社
会
教
育
課
嶺
井
主
事

の
司
会
で
懇
談
会
に
う
つ
り
「
わ
た
し
達
の

生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
ド
ル
切
替
え
に

よ
る
物
価
の
値
上
り
を
ど
う
す
る
か
」
に
つ

い
て
討
議
す
る
。
そ
の
あ
と
宣
言
決
議
に
次

い
で
〝
高
い
店
か
ら
は
な
に
も
買
わ
な
い
〟

と
同
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書
き
込
ん
だ
し

ゃ
も
じ
や
の
ぼ
り
を
先
頭
に
市
内
を
デ
モ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
牧
志
大
通
り―

浮
島
通
り

か
ら
開
南
を
経
て
那
覇
高
校
に
い
た
る
繁
華

街
を
ね
り
歩
い
て
一
般
住
民
に
協
力
を
呼
び

か
け
る
こ
と
に
な
り
各
方
面
か
ら
大
会
成
果

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

婦
連
照
屋
副
会
長
の
話　

ど
れ
だ
け
の

人
々
が
集
ま
る
か
で
物
価
問
題
に
対
す
る
住

民
の
関
心
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
本
来
な
ら
行

政
府
に
対
策
協
議
会
を
置
い
て
物
価
の
調
整

を
図
る
べ
き
で
民
間
団
体
だ
け
だ
と
営
業
妨

害
な
ど
と
誤
解
を
う
け
て
運
動
推
進
に
難
を

き
た
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
大
会
の
成

果
を
み
て
か
ら
具
体
的
に
考
慮
す
る
つ
も
り

で
す
。

｜
社　

説
｜

那
覇
定
例
市
会
に
寄
せ
て 
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二
十
九
日
か
ら
ふ
た
あ
け
た
那
覇
市
の
九
月

定
例
会
に
、
わ
れ
わ
れ
は
関
心
を
よ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
第
一
の
瀬
長
に
引
き
つ
づ
き
第

二
の
セ
ナ
ガ
兼
次
市
政
を
む
か
え
て
、
感
情

や
思
惑
の
取
引
き
で
、
鳴
物
入
り
に
お
わ
っ

た
へ
き
頭
市
会
の
後
、
う
や
む
や
に
過
ご
し

て
来
た
市
政
を
見
送
る
こ
と
、
や
が
て
一
年

に
も
な
ろ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
こ
こ
ら
で
市

民
も
、
当
局
も
、
ひ
と
つ
反
省
す
べ
き
秋
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
い
う
ま
で
も
な
く
、

第
一
の
セ
ナ
ガ
以
来
、
那
覇
市
政
の
現
実
は

全
く
の
迷
路
で
、
市
民
も
、
為
政
者
も
い
つ

と
は
な
し
に
、
自
律
と
建
設
を
忘
れ
は
て
た

の
で
は
な
い
か
と
う
た
が
う
の
で
あ
る
。
こ

う
い
っ
た
迷
路
に
追
い
こ
ん
だ
の
は
、
大
局

か
ら
見
て
は
片
手
落
ち
な
政
治
の
あ
い
ま
い

な
向
背
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る

が
、
那
覇
市
会
は
ま
ず
自
主
的
責
任
の
一
端

を
痛
感
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
る
二
十
二
日
の
市
民
集
会
の
暴
徒
化
は
、

直
接
の
原
因
が
人
民
党
と
社
会
党
の
相
こ
く

で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
は
て
は
、
選
挙
民

に
大
き
な
不
信
を
い
だ
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。

一
体
ど
う
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
市
政
に
対

し
て
、
市
民
が
や
り
き
れ
な
い
焦
燥
感
を
い

だ
く
こ
と
は
人
情
の
お
も
む
く
と
こ
ろ
で
、

市
会
は
こ
の
ケ
ン
カ
の
ベ
ー
ル
の
彼
方
に
自

治
へ
の
冒
と
く
の
責
任
が
示
唆
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
。

　

ま
ず
今
市
会
は
、
与
野
党
の
去
就
で
そ
の

本
質
が
の
ぞ
か
れ
る
だ
ろ
う
が
い
ま
ま
で
見

た
と
こ
ろ
、
こ
の
与
野
党
の
あ
り
方
だ
が
、

双
方
と
も
に
市
政
へ
の
見
解
と
信
念
が
確
立

し
て
お
ら
ず
、
月
曜
会
と
い
う
野
党
は
、
い

つ
も
寄
り
合
い
世
帯
の
へ
っ
ぴ
り
腰
で
、
た

だ
頭
か
ず
に
頼
っ
て
い
る
あ
り
さ
ま
で
市
議

の
質
の
低
下
を
う
ん
ぬ
ん
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で

あ
る
。
与
党
と
い
え
ば
、
直
参
の
社
会
党
の

三
名
を
擁
す
る
兼
次
市
長
が
、
〝
超
党
派
〟

と
い
う
読
み
づ
ら
い
看
板
を
か
か
げ
て
窮
余

の
妙
手
を
う
た
ん
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

政
治
な
か
ん
ず
く
市
政
と
い
う
技
術
的
な
行

政
に
は
、
実
質
的
な
施
策
の
裏
付
け
が
な
い

限
り
、
与
党
の
威
信
は
な
い
も
の
と
覚
悟
す

べ
き
で
あ
る
。

　

さ
て
新
聞
で
散
見
す
る
と
、
市
の
提
出
議

案
に
は
こ
れ
と
い
う
問
題
も
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
ひ
ら
き
な
お
っ
て
い
う

な
れ
ば
、
那
覇
市
政
は
、
実
は
、
根
本
問
題

や
市
政
の
方
向
が
ま
だ
ほ
お
か
む
り
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

民
連
は
、
社
会
、
人
民
両
党
の
に
ら
み
合

い
に
よ
る
瓦
解
の
責
任
を
選
挙
民
に
鮮
明
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
長
等
本
土
旅
行

の
事
後
承
認
を
市
民
に
鮮
明
す
べ
き
で
あ
る
。

ド
ル
経
済
後
の
商
工
産
業
政
策
は
な
い
も
の

か
等
、
市
民
が
推
測
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
の

楽
屋
裏
が
の
ぞ
か
れ
て
い
な
が
ら
、
市
会
が

な
お
も
ほ
お
か
む
り
を
つ
づ
け
る
な
ら
ば
、

自
治
能
力
は
う
た
が
わ
れ
、
市
政
腐
敗
の
そ

し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
数
年
来
、
那
覇
の
市
政

が
、
あ
ま
り
に
も
党
勢
拡
張
の
た
め
の
選
挙

の
具
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
、
地
方
行
政
と
し
て

の
本
分
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
感
じ
を
受
け
、
そ

の
は
げ
し
い
動
揺
の
割
に
は
、
市
政
の
影
が

う
す
れ
た
こ
と
を
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
去

る
六
月
に
は
那
覇
の
人
口
が
二
十
万
を
突
破

し
た
と
報
じ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
世
帯

が
ふ
く
ら
ん
で
い
く
の
に
、
市
政
の
拡
充
が

と
も
な
わ
な
け
れ
ば
、
こ
の
数
字
は
、
市
民

の
不
幸
を
倍
加
し
て
い
く
も
の
と
し
て
寒
心

に
た
え
な
い
。
市
民
の
頭
数
が
、
選
挙
の
票

読
み
や
担
税
勘
定
の
対
象
に
だ
け
さ
せ
ら
れ

た
ん
で
は
、
も
は
や
市
庁
も
市
会
も
無
用
の

長
物
（
ち
ょ
う
ぶ
つ
）
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

要
す
る
に
秋
冷
の
候
、
市
議
諸
公
に
は
、

い
ま
い
ち
ど
公
約
を
反
省
し
て
市
民
の
福
祉

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
市
会
が
直
接
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
証
明
し
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

五
七
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十
月

民
連
、
兼
次
市
長
を
除
名
／
き

ょ
う
退
陣
要
求
を
手
渡
す 
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民
連
は
去
る
五
日
那
覇
市
安
里
公
民
館
で
拡

大
中
執
委
会
を
開
き
最
近
に
わ
か
に
紛
き
ゅ

う
し
て
き
た
〝
兼
次
那
覇
市
長
問
題
〟
に
対

処
す
る
方
針
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
の
結

果
「
兼
次
市
長
の
反
動
化
に
対
し
て
市
民
と

全
県
民
に
対
す
る
民
連
の
責
任
を
明
ら
か
に

し
、
市
政
を
再
び
民
主
勢
力
の
手
に
と
り
も

ど
す
た
め
に
兼
次
市
長
の
退
陣
を
要
求
す

る
」
と
い
う
明
確
な
基
本
方
針
を
決
定
、
兼

次
市
長
を
民
連
か
ら
絶
縁
（
除
名
）
し
そ
の

退
陣
を
要
求
す
る
こ
と
を
同
中
執
委
会
の
名

で
決
議
＝
別
項
＝
し
た
。

　

そ
こ
で
民
連
は
き
ょ
う
八
日
午
前
十
時
ご

ろ
幹
部
が
那
覇
市
役
所
に
兼
次
市
長
を
訪
れ
、

こ
の
決
議
文
を
手
渡
し
て
退
陣
を
要
求
す
る

一
方
、
同
夜
那
覇
市
農
連
市
場
で
「
兼
次
市

長
退
陣
要
求
演
説
会
」
を
開
い
て
市
民
に
訴

え
る
段
取
り
で
あ
る
。

こ
の
兼
次
市
長
退
陣
要
求
の
成
行
き
に
つ
い

て
、
又
吉
一
郎
氏
は
七
日
院
内
民
連
控
室
で

「
こ
の
退
陣
要
求
決
議
を
う
け
て
民
連
所
属

市
会
議
員
は
、
こ
ん
ど
の
臨
時
議
会
で
兼
次

市
長
不
信
任
決
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
ま
た
こ
ん
ご
の
事
態
に
よ
っ
て
は
兼

次
市
長
の
〝
リ
コ
ー
ル
運
動
〟
を
展
開
す

る
」
と
所
信
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

退
陣
要
求
決
議
（
要
旨
）　

わ
れ
わ
れ
は

兼
次
市
長
就
任
い
ら
い
、
十
ヵ
月
に
わ
た
り

市
長
が
民
連
の
政
策
に
立
ち
戻
る
こ
と
を
期

待
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
つ
く
し
て
き
た

が
、
こ
の
努
力
が
無
意
味
で
あ
る
と
の
結
論

に
達
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
兼
次
氏
を
民
連
推
薦
と
し
て
市

長
に
当
選
さ
せ
た
以
上
、
市
長
の
か
か
る
裏

切
り
行
為
に
対
す
る
民
連
の
責
任
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
べ
き
時
に
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
、

反
動
化
し
た
兼
次
市
長
と
絶
縁
し
那
覇
市
政

を
再
び
民
主
勢
力
の
名
に
も
ど
す
た
め
断
固

た
た
か
う
決
意
を
固
め
た
。
兼
次
市
長
も
ま

た
自
ら
の
推
薦
母
体
か
ら
絶
縁
さ
れ
た
以
上
、

こ
れ
以
上
保
身
に
汲
々
と
せ
ず
、
い
さ
ぎ
よ

く
退
陣
し
て
、
あ
ら
た
め
て
自
ら
の
所
信
を

堂
々
と
表
明
し
信
を
市
民
に
問
う
の
が
民
主

政
治
の
当
然
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
、
第
二
回
民
連
執
行
委
員
会
の
名
で
市

長
の
即
時
退
陣
を
要
求
す
る
。（
兼
次
市
長
あ

て
）那

覇
市
会
／
市
長
不
信
任
案
を

否
決
／
７
対
28
人
民
党
の
主

張
一
蹴
／
傍
聴
人
騒
ぐ
、
発

言
順
で
波
乱 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
10
・
12
〕

那
覇
市
会
は
十
日
本
会
議
を
開
き
、
午
前
中

議
案
の
審
議
を
行
な
っ
た
。
午
後
二
時
再
開

の
本
会
議
で
、
開
会
冒
頭
に
人
民
党
が
兼
次

市
長
不
信
任
案
の
動
議
を
瀬
名
波
、
黒
潮
、

上
原
の
各
議
員
連
名
で
提
出
、
傍
聴
席
か
ら

飛
ぶ
野
次
、
罵
声
の
う
ち
に
人
民
党
賛
成
、

月
曜
会
反
対
の
討
論
を
行
い
、
不
信
任
案
は

賛
成
七
人
、
反
対
二
十
八
人
で
否
決
さ
れ

た
。
こ
の
直
後
、
真
栄
田
議
員
（
人
民
党
）

か
ら
「
議
員
報
酬
を
六
千
円
に
引
下
げ

（
つ
ま
り
去
る
六
月
市
会
で
増
額
に
な
っ
た

分
を
削
減
）
」
動
議
が
出
さ
れ
て
採
決
に
付

さ
れ
た
が
、
賛
成
十
七
、
反
対
十
八
の
一
票

の
差
で
こ
れ
も
否
決
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
は
人
民
党
の
不
信
任

提
案
の
予
告
も
あ
っ
て
午
前
の
開
会
前

か
ら
傍
聴
人
が
多
数
つ
め
か
け
て
議
会

の
成
行
を
見
守
っ
た
が
午
前
中
日
程
に

よ
る
議
案
の
審
議
に
終
始
し
て
緊
張
の

う
ち
に
日
程
の
十
一
日
ま
で
こ
ぎ
つ
け

た
。

昼
食
で
一
た
ん
休
憩
、
ひ
る
二
時
本
会
議
を

再
開
。
高
良
議
長
の
「
開
会
」
の
言
葉
と
同

時
に
瀬
名
波
議
員
が
立
上
っ
て
「
緊
急
動

議
」
と
叫
ん
だ
が
、
こ
れ
と
前
後
し
て
新
垣

（
松
助
）
議
員
か
ら
も
動
議
の
声
が
か
か

り
、
議
長
が
新
垣
氏
を
指
名
し
よ
う
と
し
た

た
め
に
人
民
党
議
員
が
怒
り
、
傍
聴
席
も
騒

然
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
高
良
議
長
は
事
態
の

収
拾
を
図
る
た
め
に
休
憩
を
宣
し
、
瀬
名
波

議
員
の
優
先
を
認
め
て
三
十
分
後
に
再
開
し

た
。
こ
の
と
き
、
議
場
に
出
席
の
兼
次
市
長

は
議
会
事
務
局
長
室
に
姿
を
消
し
、
閉
会
ま

で
ず
っ
と
姿
を
み
せ
な
か
っ
た
。
瀬
名
波
議

員
が
不
信
任
案
を
読
み
上
げ
た
あ
と
、
討
論

に
入
り
、
人
民
党
側
は
こ
れ
ま
で
の
本
会
議

で
追
及
し
て
き
た
議
員
報
酬
、
正
副
議
長
の

交
際
費
値
上
げ
、
専
用
車
購
入
費
用
な
ど
を

不
要
不
急
な
財
政
支
出
と
し
て
つ
き
、
さ
ら

に
民
連
の
政
策
を
掲
げ
て
当
選
し
な
が
ら
い

ま
に
な
っ
て
超
党
派
政
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
兼
次
市
政
を
強
く
非
難
、
信
を
市
民
に
問

う
べ
き
で
あ
る
と
真
向
う
か
ら
攻
撃
し
た
。

　

不
信
任
に
反
対
す
る
月
曜
会
派
は
「
兼
次

市
長
は
市
民
福
祉
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
一

党
一
派
の
政
策
を
実
施
し
な
い
か
ら
と
い
っ

て
就
任
間
も
な
い
市
長
に
退
陣
を
迫
る
の
は

酷
だ
。
ま
た
こ
れ
に
同
調
す
る
こ
と
は
月
曜

会
が
民
連
の
政
策
に
従
う
こ
と
に
な
る
」
と

の
理
由
を
の
べ
て
対
立
し
た
。

一
方
傍
聴
席
は
超
満
員
で
外
に
マ
イ
ク
を
と

り
つ
け
て
場
外
ま
で
は
み
出
し
、
婦
人
の
声

も
い
り
乱
れ
て
、
人
民
党
の
発
言
に
は
共
鳴

の
拍
手
を
送
り
、
不
信
任
反
対
に
は
「
バ
カ

ヤ
ロ
ー
」
「
ひ
っ
こ
め
」
な
ど
の
野
次
、
罵

声
を
浴
び
せ
立
往
生
さ
せ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

議
員
報
酬
値
下
げ
の
／
動
議
一
票
差
で

　
　

否
決

な
お
議
員
報
酬
値
下
げ
は
人
民
党
議
員
会
員

の
ほ
か
中
立
、
月
曜
会
派
か
ら
も
賛
成
に
回

五
八



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
月

っ
た
が
、
わ
ず
か
に
一
票
の
差
で
議
員
報
酬

は
そ
の
ま
ま
九
千
円
の
据
置
き
と
な
っ
た
。

未
審
議
議
案
が
多
数
の
た
め
会
期
を
二
日
延

期
し
た
。

　

否
…
自
治
の
後
退
招
く
／
賛
…
超
党
派

　
　

は
欺
瞞
政
策

　

「
市
長
不
信
任
を
め
ぐ
る
賛
否
の
論
議
要

　

旨
」

瀬
名
波
氏
（
人
民
）　

瀬
長
市
長
時
代
同
じ
議

席
に
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
て
断
腸
の
思
い

だ
。
兼
次
市
長
は
人
民
党
を
攻
撃
し
て
い
る

が
、
ド
ル
切
替
え
で
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て

い
る
現
在
、
不
要
不
急
の
支
出
で
市
民
は
怒

っ
て
い
る
。
不
信
任
に
反
対
す
る
議
員
は
農

民
、
労
働
者
の
指
弾
の
前
に
立
た
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

儀
武
氏
（
月
曜
会
）　

市
長
解
任
は
自
治
の

腐
敗
で
あ
り
、
良
識
あ
る
議
会
が
や
る
べ
き

こ
と
で
は
な
い
。
市
長
は
二
十
万
市
民
の
公

僕
で
あ
り
、
超
党
派
で
あ
る
べ
き
で
一
党
一

派
に
偏
す
る
こ
と
な
く
市
民
の
福
祉
増
進
を

図
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治

法
で
は
就
任
後
一
年
間
は
罷
免
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
瀬
長
市
長
以
来
、
一
年

有
半
補
助
が
な
く
都
計
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

る
今
日
、
補
助
金
獲
得
に
日
夜
奮
闘
し
て
お

り
、
不
信
任
の
理
由
が
な
い
。

儀
間
氏
（
人
民
）　

市
長
は
超
党
派
に
す
り

か
え
て
市
民
を
欺
ま
ん
し
た
。
ま
た
、
対
外

的
に
は
大
名
行
列
を
行
っ
て
六
千
余
ド
ル

（
七
十
五
万
円
）
も
使
い
果
し
た
。

仲
松
氏　

民
連
政
策
を
一
党
一
派
に
偏
す
る

と
い
う
が
大
多
数
の
市
民
の
支
持
を
得
た
も

の
で
あ
り
、
一
党
一
派
と
い
え
る
も
の
で
は

な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
再
三
民
連
政
策
に
立
ち

か
え
る
よ
う
に
い
っ
た
が
、
聞
か
な
い
。

フ
ア
ッ
シ
ス
ト
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
階
級
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
労
働
者
を
戦
争
へ
と
か

り
立
て
た
の
と
、
市
長
が
、
原
水
爆
基
地
化

反
対
、
祖
国
復
帰
を
叫
ぶ
の
は
共
通
す
る
も

の
が
あ
る
。
不
信
任
賛
成
。

仲
宗
根
氏
（
月
曜
会
）　

反
対
。
政
治
上
の

問
題
は
つ
ま
づ
く
こ
と
も
多
い
が
、
こ
う
い

う
些
細
な
こ
と
で
不
信
任
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

浦
崎
氏
（
社
会
）　

市
長
は
公
約
の
実
行
に

苦
心
し
、
直
線
コ
ー
ス
で
は
な
く
ジ
ク
ザ
ク

を
と
っ
て
誠
意
を
も
っ
て
当
っ
て
い
る
。
日

本
政
府
に
対
す
る
援
助
な
ど
も
要
請
し
て
お

り
、
現
段
階
で
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
。
反

対
。

真
栄
田
氏
（
人
民
）　

政
策
を
も
っ
て
当
選
し

た
か
ら
に
は
公
約
通
り
に
実
施
す
る
こ
と

が
、
多
数
の
市
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と

に
な
る
。
市
長
自
ら
身
を
ひ
く
こ
と
は
市
民

に
責
任
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
市
長
に
は
月

曜
会
が
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
魂
た
ん
が
あ

る
か
も
知
ら
な
い
が
、
月
曜
会
の
運
命
も
兼

次
市
長
と
一
蓮
托
生
で
あ
る
。
賛
成
。

大
山
氏
（
月
曜
会
）　

民
連
が
不
信
任
を
出

す
の
は
当
然
の
い
き
方
で
、
市
長
が
断
わ
る

の
も
ま
た
当
然
だ
。
都
計
工
事
再
開
の
朗
報

も
あ
り
、
こ
れ
は
労
働
者
の
た
め
に
も
喜
ぶ

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
こ
こ
で
、
選
挙
の

騒
ぎ
を
す
る
こ
と
は
良
識
な
る
市
民
の
の
ぞ

む
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
平
和
な
う
ち
に
首
都

建
設
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
お
り
、

も
っ
と
冷
静
に
処
す
べ
き
だ
。

（
こ
の
日
の
出
席
は
三
十
五
人
）

基
地
権
力
者
と
結
ぶ
／
不
信
任
案
要
旨

／
も
は
や
無
用
の
長
物

兼
次
市
長
は
民
連
の
政
策
を
か
か
げ
て
民
連

の
支
持
に
よ
っ
て
市
民
多
数
が
選
ん
だ
。
し

か
し
、
就
任
後
は
市
民
の
福
祉
と
称
し
て
超

党
派
を
打
ち
出
し
、
基
地
権
力
者
、
任
命
主

席
を
通
じ
る
月
曜
会
と
結
託
し
て
正
、
副
議

長
交
際
費
、
議
員
報
酬
の
値
上
げ
を
行
っ
て

三
百
万
円
の
血
税
を
費
い
、
遂
に
土
木
賃
金

を
千
円
引
下
げ
、
土
木
費
も
六
百
万
円
削
減

を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
市
民
の
怒
り
は

市
民
集
会
で
爆
究
し
た
が
、
こ
れ
を
人
民
党

の
扇
動
と
わ
め
き
、
労
働
者
、
市
民
の
反
撃

を
受
け
た
。
い
ま
や
民
主
統
一
戦
線
か
ら
脱

落
し
て
基
地
権
力
者
に
結
び
つ
く
戦
闘
的
な

尖
兵
に
な
り
さ
が
り
、
堤
案
権
が
議
決
に
先

ん
ず
る
も
の
も
知
ら
な
い
で
議
会
が
決
め
た

と
の
が
れ
て
お
り
市
長
と
し
て
無
用
の
長
物

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
市
長
の
不
信
任
を
提
出

す
る
。

都
計
を
阻
む
高
圧
線
／
都
市
の

心
臓
部
貫
き
／
建
て
ら
れ
ぬ

ビ
ル
／
関
係
者
が
撤
去
を
要

望〔
沖
タ
・
夕　
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９
５
８
・
10
・
13
〕

那
覇
都
計
は
、
首
都
建
設
委
員
会
の
発
足
、

首
都
建
設
に
対
す
る
ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
書

簡
な
ど
で
急
速
に
進
捗
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
る
が
、
旧
市
街
一
号
線
を
南
北
に
走

っ
て
い
る
六
万
九
千
ボ
ル
ト
の
架
空
高
圧
線

は
首
都
建
設
計
画
を
著
し
く
阻
害
し
て
い
る

と
し
て
そ
の
撤
去
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い

る
。
六
万
九
千
ボ
ル
ト
の
高
圧
線
が
都
市
の

心
臓
部
を
走
っ
て
い
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る

と
し
て
心
あ
る
人
々
は
そ
の
早
期
撤
去
を
切

望
し
て
い
る
。
危
険
度
の
高
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
せ
っ
か
く
区
画
整
理
を
終
え

受
入
態
勢
を
と
と
の
え
て
も
危
険
な
た
め
、

お
い
そ
れ
と
ビ
ル
の
建
設
も
で
き
ず
、
片
方

は
立
派
な
ビ
ル
が
立
並
ん
で
い
る
が
、
高
圧

線
下
一
帯
の
復
興
は
遅
々
と
し
て
進
捗
し
て

い
な
い
現
状
で
あ
る
。

ま
た
都
市
の
美
観
と
い
っ
た
点
か
ら
も
早
急

に
撤
去
し
て
ほ
し
い
と
一
般
市
民
も
訴
え
て

い
る
。

　

琉
球
放
送
を
中
心
と
し
た
関
係
地
主
で
は

五
九



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
月

連
名
で
、
早
期
撤
去
を
ブ
ー
ス
弁
務
官
、
ギ

ー
リ
ス
電
力
公
社
総
裁
あ
て
陳
情
す
る
準
備

も
進
め
て
い
る
。

一
号
線
沿
い
に
社
屋
建
設
用
地
は
確
保
し
た

も
の
の
、
高
圧
線
の
関
係
で
着
工
で
き
な
い

会
社
や
ま
た
は
不
格
好
な
設
計
に
な
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
見
逃
せ
な
い
。

同
高
圧
線
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
数
年
前

か
ら
の
要
望
で
あ
り
、
五
四
年
に
は
久
茂
地

町
復
興
期
成
会
（
当
時
の
会
長
真
栄
田
世
勲

氏
）
が
、
久
茂
地
町
の
復
興
、
ひ
い
て
は
那

覇
市
の
復
興
を
著
し
く
阻
害
す
る
と
の
理
由

で
陳
情
し
た
こ
と
が
あ
る
。

電
力
公
社
も
、
撤
去
の
必
要
を
認
め
、
さ
き

に
予
算
も
計
上
、
真
和
志
を
迂
回
さ
せ
る
計

画
だ
っ
た
が
、
真
和
志
側
の
強
硬
な
反
対
に

合
っ
て
お
じ
ゃ
ん
に
な
っ
た
ま
ま
、
現
在
ま

で
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
。

那
覇
市
の
都
市
計
画
指
導
の
た
め
来
島
し

た
石
川
博
士
も
、
高
圧
線
の
撤
去
を
指
摘

し
て
い
た
し
、
数
年
前
か
ら
の
世
論
と
な

っ
て
い
た
。
早
急
に
撤
去
し
て
地
下
ケ
ー

ブ
ル
に
す
る
か
ま
た
は
他
の
方
法
を
講
じ

て
も
ら
い
た
い
と
要
望
し
て
い
る
が
、
地

下
ケ
ー
ブ
ル
に
す
る
と
架
空
線
に
比
べ
約

十
倍
の
工
事
費
が
か
か
る
よ
う
で
資
金
面

に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
。
撤
去
問
題
に

つ
い
て
電
力
公
社
技
師
、
川
平
朝
雄
氏
は
、

〝
撤
去
の
必
要
は
十
分
認
め
て
い
る
が
、
予

算
の
関
係
も
あ
る
の
で
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
い
え
な
い
〟
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

　

〝
問
題
は
予
算
だ
〟

撤
去
す
る
か
、
地
下
ケ
ー
ブ
ル
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
問
題
は
予

算
で
あ
り
、
予
算
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
私
と

し
て
は
な
ん
と
も
い
え
な
い
。

　

つ
ぎ
は
撤
去
を
訴
え
る
市
民
の
声

真
栄
田
世
勲
氏
の
話　

現
在
の
高
圧
線
は
那

覇
市
の
人
口
が
疎
で
廃
虚
に
な
っ
て
い
た
と

き
住
民
の
声
も
聞
か
ず
に
建
て
た
も
の
だ
。

予
算
が
い
く
ら
か
か
ろ
う
が
早
急
に
地
下
ケ

ー
ブ
ル
に
し
て
ほ
し
い
。
首
都
建
設
法
と
相

ま
っ
て
政
府
首
都
建
設
委
員
会
で
も
撤
去
問

題
を
と
り
上
げ
、
一
日
も
早
く
撤
去
さ
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

山
里
Ｒ
Ｂ
Ｃ
業
務
部
長
の
話　

都
市
計
画
を

大
き
く
阻
害
し
て
い
る
こ
と
は
い
な
め
な
い
。

高
圧
線
の
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
那
覇
市
の

中
心
部
に
当
っ
て
お
り
、
将
来
は
ビ
ル
街
の

中
心
に
な
る
区
域
だ
。
だ
が
撤
去
さ
れ
な
い

と
急
速
な
発
展
は
期
待
で
き
な
い
。
〝
台
風

銀
座
〟
の
異
名
さ
え
あ
る
沖
縄
で
街
の
真
中

を
通
す
こ
と
は
き
わ
め
て
危
険
で
あ
り
、
ま

た
都
市
美
と
い
っ
た
点
か
ら
も
早
急
に
撤
去

し
て
ほ
し
い
。

　

年
内
に
は
メ
ド
つ
く
？
／
電
力
公
社
理

　
　

事
会
に
も
要
望

新
里
工
交
局
長
は
、
十
日
あ
さ
九
時
か
ら
開

か
れ
た
電
力
公
社
理
事
会
で
高
圧
線
撤
去
問

題
を
提
案
、
早
急
に
撤
去
し
て
も
ら
う
よ
う

強
く
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
ギ
ー
リ
ス
総
裁
は
〝
早
急
に
撤

去
す
る
よ
う
考
慮
し
た
い
。
ま
た
本
国
政
府

と
も
折
衝
を
進
め
た
い
〟
と
語
っ
た
と
い
わ

れ
、
年
内
に
は
撤
去
の
メ
ド
も
つ
け
ら
れ
る

も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

新
里
工
交
局
長
の
話　

都
計
の
石
川
博
士
も

撤
去
す
る
よ
う
指
摘
し
て
お
り
そ
の
当
時
か

ら
早
急
に
撤
去
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

住
民
の
声
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
聞

か
さ
れ
て
い
た
の
で
、
十
日
の
電
力
公
社
理

事
会
で
撤
去
問
題
を
提
案
し
た
。
撤
去
に
つ

い
て
は
ギ
ー
リ
ス
さ
ん
も
そ
の
必
要
を
認
め
、

早
急
に
撤
去
す
る
よ
う
考
慮
し
た
い
と
の
回

答
だ
っ
た
。
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
で
今
年

い
っ
ぱ
い
に
は
、
撤
去
の
メ
ド
が
つ
く
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

〝
一
事
不
再
議
〟
で
不
成
立
／
議

員
報
酬
引
下
げ
動
議
／
那
覇

市
会
、
幕
閉
じ
る 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
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８
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夕
刊
既
報―

十
三
日
ひ
ら
か
れ
た
那
覇
市
会

本
会
議
は
仲
宗
根
議
員
ほ
か
三
議
員
共
同
提

案
の
議
員
報
酬
引
下
げ
を
め
ぐ
り
一
事
不
再

議
の
原
則
か
ら
こ
の
動
議
は
審
議
す
べ
き
で

な
い
と
い
う
月
曜
会
主
流
派
の
意
見
が
出
て

対
立
、
午
前
中
で
各
派
の
調
整
が
つ
か
ず
午

後
ま
で
休
憩
を
延
長
し
て
も
ち
越
し
た
。

午
後
二
時
再
開
、
渡
口
議
長
（
副
議
長
）
が

「
私
は
一
事
不
再
議
の
原
則
に
反
す
る
も
の

と
思
う
」
と
所
感
を
明
ら
か
に
し
、
不
再
議

に
反
す
る
か
ど
う
か
の
賛
否
を
採
決
し
た
が
、

不
再
議
に
賛
成
十
九
、
反
対
十
五
で
議
員
報

酬
値
下
げ
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
あ

と
日
程
に
従
っ
て
議
事
の
審
議
に
入
り
、
三

十
九
の
議
事
を
全
部
処
理
し
た
。
こ
の
日
の

案
件
は
、
市
長
諮
問
と
陳
情
の
処
理
が
主
な

も
の
。
総
務
財
政
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
具

志
消
防
隊
長
不
信
任
の
陳
情
（
現
職
消
防
隊

員
四
人
の
連
名
に
よ
る
も
の
）
は
人
民
党
か

ら
「
同
陳
情
は
政
治
的
意
図
の
も
と
に
な
さ

れ
た
も
の
で
、
内
容
も
真
赤
な
嘘
で
あ
り
、

信
用
で
き
な
い
」
む
ね
の
不
採
択
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
が
、
採
決
に
よ
り
、
二
十
四
対
七

（
人
民
党
の
み
）
で
押
し
切
ら
れ
、
具
志
隊

長
に
対
す
る
市
会
の
態
度
は
不
信
任
と
決
ま

り
、
今
後
は
兼
次
市
長
が
ど
う
い
う
態
度
に

出
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。
よ
る
七
時
閉
会
、

な
お
今
会
期
は
全
部
終
了
し
た
。

六
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一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
月

仲
宗
根
氏
を
除
名
／
月
曜
会
が

十
三
日
に
決
定 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・1

0

・
16
〕

那
覇
市
会
月
曜
会
派
は
さ
る
十
三
日
市
内
某

所
で
集
ま
り
、
親
睦
会
を
か
ね
今
後
の
議
会

対
策
を
ね
っ
た
が
、
議
員
報
酬
引
下
げ
問
題

の
仲
宗
根
梶
雄
議
員
に
つ
い
て
は
統
一
を
乱

す
も
の
と
し
て
同
会
か
ら
除
名
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。
こ
れ
は
仲
宗
根
議
員
外
三
名
の

動
議
と
し
て
さ
る
十
三
日
の
最
終
市
会
で
準

備
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
動
議
案
は
月
曜
会

の
全
員
に
は
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
仲
宗
根
氏
の
み
こ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
除
名

さ
れ
た
も
の
。

な
お
こ
れ
に
対
し
仲
宗
根
議
員
は
「
政
党
組

織
で
も
な
い
も
の
が
除
名
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
」
と
述
べ
こ
ん
ご
は
独
自
の
方
針

を
歩
む
も
よ
う
で
あ
る
。

容
共
勢
力
の
排
除
／
月
曜
会
を

解
消
〝
五
日
会
〟
に 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
８
・
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・
21
〕

那
覇
市
会
の
月
曜
会
は
、
二
十
日
市
内
某
所

で
会
合
、
同
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
五
日

会
に
改
め
る
こ
と
に
決
定
。
旧
会
合
で
起
草

委
員
が
作
っ
た
会
則
を
審
議
、
全
員
一
致
で

承
認
、
五
日
会
は
二
十
日
か
ら
正
式
に
発
足

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
月
曜
会
は

一
、
人
民
党
市
長
の
打
倒
、
二
、
真
和
志
と

の
合
併
促
進
、
三
、
都
計
の
推
進
を
目
的
に

共
闘
の
場
と
し
て
結
成
、
旧
那
覇
市
会
で
同

方
針
に
の
っ
と
っ
て
活
動
し
た
が
、
瀬
長
市

長
失
格
、
真
和
志
の
合
併
な
ど
が
実
現
し
、

当
初
の
目
的
が
完
遂
し
た
の
で
、
こ
こ
に
改

め
て
五
日
会
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
。

　

会
則
に
よ
る
と
五
日
会
の
目
的
は
、
民
主

主
義
を
基
盤
と
す
る
議
会
政
治
の
本
義
に
則

り
、
厳
に
容
共
的
破
壊
勢
力
を
排
除
し
て
、

市
政
の
安
定
を
図
り
住
み
良
い
那
覇
市
を
建

設
し
、
市
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と―

を

打
ち
出
し
、
政
策
と
し
て
は
一
、
都
市
計
画

事
業
の
早
期
完
成
、
二
、
社
会
福
祉
及
び
保

健
衛
生
施
設
の
充
実
、
三
、
農
林
、
水
産
、

商
工
業
の
助
長
育
成
、
四
、
水
道
事
業
の
常

時
給
水
の
実
現
、
五
、
健
全
財
政
の
確
立
、

六
、
市
税
の
適
正
賦
課
と
徴
税
の
民
主
化
な

ど
を
掲
げ
て
い
る
。

　

同
会
は
議
会
活
動
を
基
に
し
て
お
り
会
員

も
市
会
議
員
だ
け
を
も
っ
て
組
織
す
る
も
の

で
、
政
治
結
社
で
は
な
い
の
で
届
け
出
の
必

要
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
な
お
執
行
機
関

と
し
て
は
、
幹
事
八
人
を
置
き
、
幹
事
で
会

長
、
副
会
長
を
き
め
い
ず
れ
も
任
期
は
一

年
、
総
会
を
毎
月
五
日
に
開
く
こ
と
か
ら
五

日
会
の
名
称
が
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
会
員

は
二
十
六
人
。

　

会
長
儀
武
息
睦
、
副
会
長
新
垣
松
助
、
会

計
大
山
盛
幸
。

　

幹
事
備
瀬
知
良
、
森
田
猛
松
、
渡
口
麗　

秀
、
高
良
一
、
比
嘉
佑
直
。

那
覇
市
文
教
委
／
壺
屋
地
区
視

察〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
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・
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〕

那
覇
市
会
の
文
教
厚
生
労
務
委
員
会
は
二
十

一
日
午
後
二
時
か
ら
約
二
時
間
に
わ
た
り
開

会
、
こ
の
日
は
議
題
検
討
の
後
壺
屋
文
教
地

区
の
現
場
視
察
を
行
っ
た
が
、
主
な
事
項
は

次
の
と
お
り
①
公
園
施
設
の
一
部
相
撲
場
建

設
に
つ
い
て
は
執
行
当
局
の
都
市
計
画
課
と

社
会
課
で
合
議
す
る
と
い
う
こ
と
で
保
留
②

小
禄
小
学
校
の
校
地
借
地
料
支
出
に
つ
い
て

は
現
地
視
察
の
上
さ
ら
に
審
議
を
重
ね
る
こ

と
に
な
っ
た
③
都
市
計
画
の
文
教
地
区
の
指

定
に
つ
い
て
は
（
Ａ
）
前
島
久
茂
地
校
地
域

（
五
万
二
千
三
百
坪
）
（
Ｂ
）
泊
文
教
地
域

（
一
万
五
千
七
百
二
十
坪
）
の
当
局
案
を
認

め
た
が
、
壺
屋
文
教
地
域
（
一
万
五
千
三
百

四
十
坪
）
に
つ
い
て
は
同
地
区
に
バ
ー
、
キ

ャ
バ
レ
ー
な
ど
が
あ
る
た
め
一
部
の
縮
小
を

希
望
し
て
い
る
よ
う
だ
。

委
員
長
に
仲
本
氏
／
那
覇
市
行

政
区
画
整
理
委 

〔
琉
新
・
朝　
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９
５
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・
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那
覇
市
の
行
政
区
画
整
理
調
査
研
究
委
員
会

は
昨
二
十
三
日
午
後
二
時
か
ら
市
会
会
議
室

で
開
か
れ
た
、
こ
の
日
は
兼
次
市
長
か
ら
区

画
整
理
は
行
政
運
営
の
基
礎
を
な
す
も
の
で

あ
る
か
ら
、
都
市
計
画
に
沿
っ
た
、
綿
密
周

到
な
検
討
を
行
い
、
百
年
の
大
計
を
樹
立
す

る
よ
う
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
次
に
委
員
長
並

び
に
副
委
員
長
の
互
選
に
入
っ
た
。

そ
の
結
果
委
員
長
に
は
仲
本
為
美
氏
が
副
委

員
長
に
は
儀
武
息
睦
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
、

次
に
今
後
の
問
題
点
を
検
討
し
た
。

区
画
を
制
定
す
る
上
に
お
い
て
は
、
首
里
、

那
覇
、
真
和
志
の
旧
名
を
区
と
し
て
残
し
、

区
の
な
か
に
町
名
を
考
慮
す
る
と
か
或
は
字

名
を
残
し
た
い
、
居
住
変
更
の
場
合
の
税
法

適
用
は
便
法
を
造
っ
て
の
ぞ
む
、
町
名
ま
た

は
場
所
の
選
定
は
感
情
を
ぬ
き
に
し
て
す
っ

き
り
し
た
も
の
に
す
る
。
な
ど
の
意
見
が
あ

っ
た
が
、
那
覇
市
の
戦
前
の
資
料
が
あ
る
の

で
そ
れ
を
参
考
に
当
局
で
大
体
の
案
を
練
り
、

そ
の
後
委
員
会
を
招
集
し
本
格
的
な
検
討
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
那
覇
市
行
政
区
画
整
理
調
査
研
究
委
員

会
設
置
条
例
は
「
戦
後
乱
れ
た
都
市
の
行
政

運
営
を
都
計
に
沿
っ
た
も
の
に
す
る
と
い
う

目
的
で
、
さ
る
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て

お
り
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
十
五
氏

で
あ
る
。

○―

市
会
側―

儀
武
息
睦
、
宮
里
敏
慶
、
真

栄
田
義
晃
、
高
良
清
二
、
普
久
原
朝
光
。

六
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八
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（
昭
和
三
十
三
年
）
十
月

○―

当
局
側―

仲
原
英
道
（
市
総
務
部

長
）
義
永
栄
善
（
同
財
政
部
長
）
松
根
稔

（
建
設
部
長
）
永
山
政
徳
（
区
画
整
理
課

長
）
水
間
平
（
都
計
課
長
）

○―

学
識
経
験
者
側―

国
吉
良
健
、
山
田

有
昂
、
仲
本
為
美
、
新
垣
恒
雄
、
護
得
久

朝
俊
。

私
の
意
見
／
一
事
不
再
議
の
原

則
／
那
覇
市
報
酬
条
例
の
改

正
に
関
し
て
／
玉
城
正
次 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
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・
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〕

　

第
二
十
五
回
那
覇
市
定
例
議
会
の
最
終
日

（
十
月
十
三
日
）
に
、
仲
宗
根
、
赤
嶺
、
普

久
原
、
玉
城
、
四
議
員
の
連
署
に
よ
っ
て
、

「
那
覇
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
案
を
動
議
に
よ
り
提
出

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
議
案
は
十
一
日
の
本
会

議
に
お
い
て
真
栄
田
議
員
の
提
出
し
た
議
案

と
内
容
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、

「
一
事
不
再
議
の
原
則
」
に
反
す
る
も
の
と

し
て
退
け
ら
れ
、
遂
に
議
題
と
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。

　

一
事
不
再
議
の
原
則
と
は
、
一
会
期
内
に

同
一
内
容
の
案
件
を
再
び
く
り
か
え
し
て
審

議
が
で
き
な
い
と
い
う
原
則
で
あ
る
。
真
栄

田
議
員
の
動
議
と
我
々
四
人
の
動
議
が
根
本

的
に
相
違
す
る
と
信
ず
る
の
で
、
少
し
く
見

解
を
述
べ
関
係
各
位
の
御
批
判
に
供
し
た
い
。

　

真
栄
田
議
員
の
発
議
は
「
議
員
報
酬
を
六

千
円
に
戻
す
た
め
条
例
改
正
案
と
こ
れ
に
伴

う
改
正
予
算
案
を
次
の
議
会
に
提
案
す
る
よ

う
議
会
か
ら
当
局
に
対
し
要
望
決
議
」
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
発
議
は
、

「
議
員
報
酬
の
月
額
九
千
円
（
七
五
㌦
）
を

五
十
㌦
に
改
正
し
よ
う
と
す
る
条
例
の
改
正

案
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
議
員
報
酬
を
九
千

円
か
ら
六
千
円
に
引
き
さ
げ
よ
う
と
い
う
点

で
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
こ
と
が
直
ち
に
、
両
議
案
が
全
く
同
一
な

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

思
う
。
即
ち
両
議
案
の
相
違
点
を
挙
げ
て
み

る
と

一
、
真
栄
田
議
員
の
も
の
は
、
市
長
に
対
す

る
議
会
の
要
望
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
四
名
の
も
の
は
、
条
例
を
改
正

し
、
公
布
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
前
者
は
可
決
し
て
も
直
ち
に
報

酬
の
引
き
さ
げ
が
実
現
す
る
の
で
は
な
く
、

後
者
は
、
可
決
に
よ
り
引
き
さ
げ
が
決
定
的

と
な
る
。

二
、
真
栄
田
議
員
の
も
の
は
、
議
会
の
意
志

を
決
め
る
も
の
（
意
見
提
出
な
ど
）
で
あ

り
、
四
名
の
も
の
は
、
市
の
意
志
を
決
め
る

も
の
（
条
例
・
予
算
な
ど
）
で
あ
っ
て
、
内

容
上
の
議
案
分
類
か
ら
見
て
明
ら
か
に
異
な

る
も
の
で
あ
る
。

三
、
真
栄
田
議
員
の
も
の
は
、「
条
例
の
改
正

案
を
次
の
議
会
に
出
し
て
く
れ
」
と
い
う
市

長
に
対
す
る
要
望
で
あ
る
の
で
市
長
の
提
案

に
対
す
る
意
志
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る

が
、
四
名
の
も
の
は
、
市
長
の
提
案
意
志
な

ど
全
然
問
題
外
で
、
条
例
そ
の
も
の
の
改
正

に
よ
り
自
ら
処
理
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

以
上
の
よ
う
に
両
議
案
は
、
明
ら
か
に
異

な
る
議
案
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
九

対
十
五
と
い
う
表
決
に
よ
り
同
一
議
案
な
り

と
速
断
さ
れ
た
こ
と
は
返
す
返
す
も
残
念
な

こ
と
で
あ
る
。

　

報
酬
を
引
き
さ
げ
よ
う
と
い
う
目
的
は
、

な
る
ほ
ど
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
目
的
は
似

て
い
て
も
、
手
段
、
方
法
が
全
く
異
な
る
場

合
に
は
、
必
ず
し
も
同
一
議
案
と
は
い
い
得

な
い
と
い
う
国
会
運
営
論
も
あ
る
こ
と
か
ら

み
て
も
、
今
回
の
二
つ
の
動
議
は
明
ら
か
に

相
違
す
る
と
信
ず
る
。

　

我
々
の
発
議
内
容
は
、

１　

条
例
を
改
正
す
る

２　

改
正
点
は
九
千
円
を
五
十
㌦
に
す
る
こ

と３　

改
正
条
例
は
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す

ると
い
っ
た
事
柄
で
あ
る
。
こ
の
発
議
に
対
し

て
、
原
則
違
反
だ
と
す
る
意
見
に
「
不
信
任

決
議
案
を
退
陣
要
求
決
議
案
と
し
た
よ
う
な

も
の
だ
」
と
評
し
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
不

信
任
決
議
案
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
先
に
出
た

決
議
案
の
理
由
と
後
に
出
さ
れ
た
決
議
案
の

理
由
が
全
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
な

ら
ば
、
敢
て
同
一
決
議
案
で
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
前
述
の
如

く
幾
多
の
相
違
点
を
持
つ
議
案
を
、
一
事
不

再
議
の
原
則
に
反
す
る
と
決
め
つ
け
る
こ
と

は
、
全
く
当
を
得
ぬ
話
で
あ
る
。

（
那
覇
市
議
会
議
員
）

仲
宗
根
市
議
ら
／
「
し
せ
い
会
」

結
成

〔
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那
覇
市
会
の
月
曜
会
（
現
五
日
会
か
ら
脱
退

し
た
仲
宗
根
、
玉
城
、
赤
嶺
、
普
久
原
の
四

議
員
は
議
会
で
統
一
行
動
を
と
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
ほ
ど
「
し
せ
い
会
」
を
つ
く
っ
て

活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
し
せ
い
会
」

は
四
人
の
議
員
を
表
わ
し
、
さ
ら
に
至
誠
、

市
政
、
四
政
、
市
声
、
四
聖
、
死
生
等
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
同
会

の
発
足
に
つ
い
て
仲
宗
根
氏
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
わ
れ
の
グ
ル
ー
プ
は
八
月
ご
ろ
か
ら
行

動
を
と
も
に
し
て
お
り
、
毎
月
五
の
日
、
つ

ま
り
五
、
十
五
、
二
十
五
に
会
合
を
開
い
て

十
日
間
の
反
省
と
活
動
を
検
討
し
て
き
た
。

月
曜
会
か
ら
私
が
除
名
に
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
私
自
身
は
何
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た

六
二



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
ー
十
一
月

が
、
共
同
提
案
し
た
三
君
が
同
一
行
動
を
と

っ
た
も
の
に
差
別
が
あ
る
は
ず
は
な
い
と
ず

っ
と
行
動
を
と
も
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
い

つ
ま
で
も
脱
退
者
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
の
も
お

か
し
い
の
で
新
し
い
会
を
つ
く
る
こ
と
に
四

人
の
意
見
が
一
致
し
た
の
で
「
し
せ
い
会
」

と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
は

し
せ
い
の
も
つ
意
義
を
尊
重
し
て
活
動
し
た

い
。資

金
の
メ
ド
つ
く
／
水
道
起
債 

九
万
ド
ル
／
バ
民
政
官
／
那 

　
　

覇
市
建
設
委
に
回
答 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
10
・
29
〕

那
覇
市
の
水
道
は
自
己
水
源
が
三
分
の
一
に

減
水
し
て
、
軍
の
給
水
を
あ
わ
せ
て
も
需
要

量
の
半
分
に
し
か
足
り
ず
、
底
を
つ
い
た
格

好
で
、
市
民
に
大
き
な
不
便
を
与
え
て
い

る
。
し
か
も
例
年
こ
れ
か
ら
が
渇
水
期
で
十

二
月
を
頂
点
に
し
て
水
量
は
増
し
て
い
る
が
、

今
後
は
ま
す
ま
す
水
道
事
情
は
悪
化
す
る
も

の
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。
那
覇
市
の
こ
の
水

道
事
情
を
改
善
す
る
に
は
新
た
な
水
源
の
開

発
が
急
務
と
さ
れ
て
お
り
、
水
道
事
業
債
の

解
除
を
関
係
筋
へ
要
請
し
て
い
る
が
、
こ
の

起
債
の
解
除
に
つ
い
て
、
二
十
八
日
新
垣
建

設
委
員
長
（
市
会
）
ら
が
バ
民
政
官
と
会
見
、

「
九
万
ド
ル
の
水
道
事
業
債
は
琉
銀
に
出
す

よ
う
に
通
知
し
て
あ
る
。
ま
た
久
茂
地
川
の

浚
渫
は
首
都
建
設
委
員
会
に
対
し
て
三
十
万

ド
ル
を
公
布
し
て
あ
る
」
旨
回
答
を
得
て
お

り
、
近
く
水
道
事
業
は
全
面
的
に
再
開
す
る

も
の
と
み
ら
れ
て
お
り
、
一
応
資
金
の
見
通

し
は
つ
い
た
と
関
係
者
を
喜
ば
せ
て
い
る
。

　

一
方
、
こ
の
日
兼
次
那
覇
市
長
は
建
設
委

員
会
（
市
会
）
の
比
嘉
、
金
城
、
宮
城
の
各

委
員
、
国
吉
水
道
課
長
ら
と
と
も
に
島
尻
方

面
の
水
源
地
視
察
を
行
い
具
志
頭
村
の
ギ
ー

ザ
バ
ン
タ
、
三
和
村
の
摩
文
仁
な
ど
を
回
っ

た
が
、
い
ず
れ
も
水
量
は
半
減
、
視
察
後
兼

次
市
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

新
し
い
水
源
を
求
め
る
た
め
に
水
源
地

の
視
察
を
し
た
が
、
ギ
ー
ザ
バ
ン
タ
は
す

で
に
軍
が
取
水
し
て
お
り
、
他
は
水
量
が

減
っ
て
那
覇
市
の
水
源
と
し
て
は
不
適

当
と
み
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
那
覇
市
の
水

道
を
維
持
す
る
に
は
、
や
は
り
、
比
謝
川

と
長
田
川
に
頼
る
こ
と
し
か
な
く
、
同
川

か
ら
の
取
水
を
計
画
通
り
進
め
る
以
外

に
道
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
軍
の
許
可
を

得
て
近
く
同
一
帯
の
視
察
を
し
た
い
と

思
う
。

九
つ
の
優
先
事
業
決
定
／
経
済

費
五
千
八
百
万
ド
ル
／
首
都

建
設
委

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
11
・
15
〕

首
都
建
設
委
員
会
は
十
四
日
、
早
急
に
実
施

す
べ
き
都
計
事
業
を
決
め
た
。
こ
の
日
の
委

員
会
は
、
ひ
る
一
時
か
ら
副
主
席
室
で
開
か

れ
、
那
覇
市
提
案
の
急
施
事
業
計
画
案
を
中

心
に
検
討
、
そ
の
結
果
、
将
来
の
基
本
計
画

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
も
の
か
ら
、
早
急
に

施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
優
先
事
業
を
決

定
し
た
。

当
日
の
委
員
会
で
優
先
事
業
に
決
定
さ
れ
た

の
は
①
水
源
地
開
発
②
ガ
ー
ブ
川
③
国
場
川

埋
立
④
久
茂
地
川
⑤
安
里
川
⑥
又
吉
道
路
歩

道
⑦
総
合
運
動
場
⑧
近
隣
公
園
⑨
区
画
整
理

の
九
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
九
工
事
の
経

費
は
五
千
八
百
八
十
七
万
七
千
三
百
二
十
㌦
。

当
初
委
員
会
と
し
て
は
都
計
順
位
を
決
定
し

た
う
え
で
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
い
ず
れ
も
緊
急

を
要
す
る
の
で
一
斉
に
着
手
す
る
方
針
で
の

ぞ
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
中
か

ら
順
位
を
決
定
せ
よ
と
の
各
面
か
ら
の
要
請

が
あ
れ
ば
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な

お
委
員
会
と
し
て
は
で
き
る
だ
け
早
目
に
委

員
会
案
を
ま
と
め
来
週
は
じ
め
に
ブ
ー
ス
高

等
弁
務
官
に
提
出
す
る
。

次
は
早
急
に
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
事
業

計
画
案
の
内
容
。

　

水
源
地
開
発　

那
覇
市
の
人
口
増
加
は
き

わ
め
て
い
ち
じ
る
し
い
も
の
が
あ
り
、
現
在

で
も
二
十
万
を
突
破
し
て
い
る
。
那
覇
市
の

必
要
と
す
る
水
量
は
現
在
、
一
日
三
十
二
万

立
方
メ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
十
四

万
立
方
メ
ー
タ
ー
し
か
な
く
必
要
量
の
七
十

五
㌫
と
い
う
実
情
で
あ
る
。

現
在
六
ヵ
所
の
水
源
を
使
用
し
て
い
る
が
、

水
量
は
直
接
降
雨
量
と
関
係
が
あ
り
、
ま
た

こ
の
水
源
は
保
水
能
力
に
も
乏
し
く
そ
の
た

め
「
断
水
」
「
時
間
給
水
」
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
立
場
に
あ
り
、
恒
久
水
源
の
確
保

は
急
務
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
水
源
開
発

を
第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次
と
年
次
計
画

を
立
て
、
第
一
年
次
事
業
と
し
て
五
十
二
万

三
千
百
七
十
一
㌦
で
嘉
手
納
村
比
謝
川
に
水

源
設
備
と
し
て
ポ
ン
プ
場
設
備
や
そ
の
他
の

水
送
水
設
備
を
行
う
。

第
二
年
次
事
業
は
七
十
九
万
八
千
六
百
㌦
で

美
里
村
長
田
川
に
水
源
設
備
を
完
成
す
る
。

第
三
年
次
事
業
と
し
て
二
十
一
万
千
五
十
㌦

で
浄
水
場
を
設
備
す
る
。
浄
水
場
設
備
は
▽

薬
品
注
入
機
械
室
▽
薬
品
混
和
池
▽
ろ
過
池

▽
配
水
池
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ガ
ー
ブ
川　

首
都
の
中
心
を
流
れ
て
い
る

川
と
し
て
の
性
格
を
お
び
て
い
る
が
、
河
川

と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
な
い
う
え
に
衛

生
的
お
よ
び
経
済
的
に
多
く
の
損
害
を
う
け

て
い
る
。
ま
た
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
工
事
と
関

連
し
て
両
脇
道
路
の
新
設
は
那
覇
都
心
部
の

都
計
事
業
の
大
半
に
値
し
、
こ
の
事
業
が
完

成
し
た
。
す
る
と
旧
市
街
と
区
画
整
理
地
域

が
必
然
的
に
統
合
さ
れ
都
市
の
経
済
的
発
展

六
三



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
一
月

は
い
ち
じ
る
し
く
促
進
さ
れ
る
。

ガ
ー
ブ
川
の
改
修
経
費
は
百
二
十
九
万
千
七

百
㌦
で
、
両
側
道
路
が
六
十
六
万
三
千
八
百

六
十
二
㌦
、
そ
の
他
新
栄
橋
、
千
歳
橋
他
五

本
の
橋
架
に
十
万
五
千
六
百
四
十
㌦
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。

　

国
場
川
埋
立　

二
十
五
万
五
千
㌦
の
費
用

で
国
場
川
北
側
公
有
水
面
千
六
百
五
十
万
平

方
㍍
を
埋
立
て
る
。
那
覇
市
は
宅
地
が
不
足

し
て
お
り
、
ま
た
各
種
事
業
の
進
行
と
と
も

に
障
害
家
屋
や
宅
地
が
相
当
出
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
そ
の
代
替
地
と
し
て

国
場
川
埋
立
地
を
当
て
る
。

　

久
茂
地
川　

改
修
工
事
費
と
し
て
十
万
四

千
五
百
六
十
四
㌦
、
両
側
道
路
費
に
十
五
万

九
千
二
百
㌦
と
な
っ
て
い
る
。
久
茂
地
川
は

さ
き
の
工
事
中
途
で
中
止
さ
れ
た
久
茂
地
川

を
浚
渫
し
、
ま
た
破
損
し
た
護
岸
の
修
理
お

よ
び
改
修
な
ど
を
施
す
。
両
側
道
路
は
泊
中

の
橋
か
ら
御
成
橋
を
経
て
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

ま
で
通
ず
る
道
路
で
政
府
を
中
心
と
す
る
放

射
状
路
線
の
ひ
と
つ
と
も
な
る
。

　

安
里
川　

十
三
万
三
千
三
百
三
十
三
㌦
で

大
道
、
松
川
お
よ
び
安
里
一
帯
を
浚
渫
す

る
。
こ
の
流
域
の
大
部
分
が
低
湿
地
で
あ
る

の
で
保
健
衛
生
の
う
え
か
ら
も
早
急
に
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

又
吉
道
路
歩
道　

三
十
四
万
五
百
六
十
㌦

で
崇
元
寺
か
ら
安
里
三
差
路
、
琉
銀
安
里
支

店
を
経
て
大
道
ま
で
の
歩
道
を
つ
く
る
。
こ

の
道
路
で
今
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
に
交
通

事
故
八
十
九
件
も
発
生
、
そ
の
う
ち
死
亡
し

た
の
が
四
名
、
重
傷
五
名
、
軽
傷
二
十
二
名

で
殺
人
道
路
と
の
異
名
も
あ
る
の
で
歩
道
を

早
急
に
つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
。

　

総
合
運
動
場　

五
十
万
四
千
二
百
二
十
四

㌦
で
奥
武
山
裏
の
埋
立
工
事
を
行
い
、
そ
こ

に
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
プ
ー
ル
、
庭
球

場
を
設
置
す
る
。
正
規
の
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
早
期
設
置
は
こ
れ
ま
で
各
面
か
ら
再
三
さ

け
ば
れ
て
い
る
。

　

近
隣
公
園　

五
十
四
万
九
千
百
㌦
で
希
望

ヶ
丘
と
旭
ヶ
丘
に
公
園
を
設
置
す
る
。
希
望

ヶ
丘
は
繁
華
街
に
囲
ま
れ
、
周
辺
一
帯
が
那

覇
市
の
中
心
街
と
な
り
、
こ
と
に
北
側
は
バ

ー
街
と
し
て
軒
伝
い
に
あ
る
の
で
公
園
は
早

急
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
旭
ヶ
丘

は
沖
縄
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
当
地
は
那
覇
唯
一
の
海
水
浴
場
で
も
あ
り
、

市
民
の
保
健
、
衛
生
、
保
安
、
防
災
の
う
え

か
ら
も
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

区
画
整
理　

二
十
四
万
七
千
八
百
四
㌦
で

全
地
域
に
わ
た
っ
て
区
画
整
理
を
行
う
。

　

那
覇
市
へ
の
融
資
解
除
を
要
請

首
都
建
設
委
員
会
で
は
近
く
ブ
ー
ス
高
等
弁

務
官
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
、
当
間
主

席
、
嵩
原
琉
銀
総
裁
あ
て
に
「
首
都
建
設
に

と
も
な
い
那
覇
市
へ
の
資
金
融
資
解
除
の
要

請
」
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
さ
き

に
瀬
長
市
長
時
代
に
資
金
凍
結
さ
れ
て
い
た

も
の
。

起
債
の
早
期
融
資
な
ど
／
那
覇

市
会
／
五
日
会
が
要
望 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
11
・
15
〕

那
覇
市
会
議
員
渡
口
麗
秀
氏
ほ
か
五
日
会
の

メ
ン
バ
ー
十
余
人
は
十
四
日
午
前
十
一
時
半
、

琉
銀
を
訪
れ
、
①
都
計
及
び
区
画
整
理
、
水

道
事
業
の
起
債
約
六
十
万
ド
ル
の
早
期
融
資

②
那
覇
市
の
高
額
借
地
に
対
す
る
買
入
費
約

三
百
万
ド
ル
の
融
資
に
つ
い
て
申
入
れ
た
。

①
に
つ
い
て
琉
銀
と
し
て
は
都
計
は
政
府
で

や
る
の
と
、
市
で
や
る
の
と
二
種
に
分
か

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
担
が
は
っ
き
り
し

な
く
て
は
融
資
で
き
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し

た
ほ
か
②
に
つ
い
て
は
現
在
、
那
覇
市
が

高
額
借
地
の
年
間
払
い
が
三
十
三
万
ド
ル

（
四
百
万
円
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

を
琉
銀
か
ら
の
融
資
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う

と
い
う
も
の
だ
が
、
琉
銀
と
し
て
は
資
金
難

で
あ
る
こ
と
と
、
借
入
条
件
と
し
て
出
さ
れ

た
年
間
借
地
料
四
百
万
円
を
返
済
に
当
て
た

場
合
十
年
も
か
か
る
関
係
か
ら
現
在
、
琉
銀

が
行
っ
て
い
る
最
高
融
資
期
間
（
五
ヵ
年
）
を

伸
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
理
由
で
拒
否

さ
れ
た
。

専
決
処
分
で
松
本
氏
任
命
／
具

志
前
隊
長
は
司
令
に
格
下
げ 

 　

 

／
那
覇
市
消
防
隊
長 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
11
・
19
〕

兼
次
那
覇
市
長
は
那
覇
市
消
防
隊
長
に
松
本

吉
英
氏
（
元
今
帰
仁
村
長
・
元
警
部
補
五
十

一
歳
）
を
十
八
日
付
で
発
令
し
、
専
決
処
分

措
置
を
と
っ
た
。

こ
れ
に
伴
い
現
隊
長
の
具
志
清
一
氏
は
司
令

に
任
命
替
え
と
な
っ
て
い
る
が
、
兼
次
市
長

は
「
現
隊
長
に
対
し
那
覇
市
議
会
は
消
防
隊

の
重
要
性
と
消
防
に
関
す
る
布
令
な
ど
か
ら

隊
長
の
更
迭
を
要
求
し
て
い
る
の
で
、
現
隊

長
を
司
令
に
任
命
替
え
し
た
。
隊
長
の
任
命

は
議
会
の
承
認
後
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
が
、
十
二
月
三
日
の
防
火
デ
ー
も
迫
っ
て

い
る
の
で
専
決
処
分
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
十
二
月
二
日
の
定
例
議
会
で
承
認
を
う
け

る
積
り
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

松
本
新
隊
長
の
話　

都
市
合
併
に
よ
っ
て
那

覇
市
は
そ
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
の
で
、
勢

い
消
防
の
任
務
も
重
要
性
を
加
え
て
き
た
、

今
後
の
方
向
と
し
て
は
那
覇
市
の
消
防
を
日

本
の
地
方
都
市
な
み
に
組
織
と
内
容
を
充
実

せ
し
め
て
い
き
た
い
。
従
っ
て
今
後
は
機
構

の
改
革
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
将
来
は
消

防
署
へ
の
昇
格
も
計
画
し
た
い
。

六
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法
律
相
談
所
の
利
用
／
那
覇
市 

  
が
市
民
に
よ
び
か
く 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
11
・
21
〕

那
覇
市
で
は
、
首
里
支
所
に
市
民
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
す
る
計
画
を
進
め

て
い
た
が
、
さ
る
六
日
か
ら
同
相
談
所
を
ひ

ら
き
、
毎
週
一
回
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い

る
。
法
律
相
談
所
の
相
談
相
手
に
は
、
琉
大

教
授
新
城
利
彦
、
同
講
師
仲
井
間
宗
成
、
同

講
師
砂
川
恵
伸
の
三
氏
を
委
嘱
、
そ
の
ほ
か

に
琉
大
法
政
学
科
の
学
生
が
勉
強
の
余
暇
を

さ
い
て
協
力
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
相
談

件
数
は
、
第
一
回
目
が
五
件
、
第
二
回
目
が

六
件
で
、
こ
ん
ど
同
相
談
所
の
利
用
者
は
多

く
な
っ
て
い
く
予
想
で
あ
る
。
相
談
内
容

は
、
民
事
関
係
の
事
件
が
多
く
、
土
地
の
賃

貸
借
、
貸
し
た
金
の
返
還
手
続
な
ど
の
問
題

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
首
里
支
所
で
は
、
同

相
談
所
を
ひ
ろ
く
市
民
に
利
用
さ
せ
る
た
め

に
宣
伝
し
て
い
る
が
、
那
覇
市
と
し
て
も
同

相
談
所
の
成
果
が
上
れ
ば
、
本
庁
ほ
か
各
支

所
に
も
開
設
す
る
意
向
で
い
る
。

な
お
、
法
律
相
談
は
毎
週
木
曜
日
ひ
る
三
時

か
ら
五
時
ま
で
行
っ
て
い
る
。

民
家
の
立
退
補
償
／
那
覇
市
が

負
担
／
安
里
川
工
事 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
８
・
11
・
22

〕

那
覇
市
の
都
計
事
業
の
一
部
で
あ
る
、
安
里

川
、
ガ
ー
ブ
川
、
久
茂
地
川
の
河
川
工
事
は

首
都
建
設
委
員
会
に
民
政
府
の
特
別
補
助
金

が
お
り
、
政
府
工
交
局
の
手
で
工
事
を
す
す

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
政

府
か
ら
那
覇
市
あ
て
に
安
里
川
の
工
事
に
さ

い
し
て
民
家
の
立
退
き
が
あ
り
、
こ
の
立
退

補
償
を
那
覇
市
が
負
担
す
る
よ
う
通
知
が
あ

っ
た
。

安
里
川
は
昨
年
の
特
補
ス
ト
ッ
プ
以
来
工
事

が
中
止
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
蔡

温
橋
下
流
の
方
を
直
線
に
す
る
た
め
、
同
一

帯
に
あ
る
民
家
約
十
軒
の
立
退
き
を
必
要
と

し
て
お
り
、
こ
れ
を
那
覇
市
で
負
担
さ
れ
た

い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
那
覇
市
で
は
同
工

事
が
早
急
に
実
現
す
る
た
め
に
は
止
む
を
得

な
い
と
し
て
財
源
を
見
つ
け
て
こ
れ
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
移
転
補
償
費
は

三
千
七
百
五
十
ド
ル
と
い
わ
れ
て
い
る
。

沖
縄
市
を
ど
う
み
る
／
各
界
の 

意
見
を
き
く
／ 

圧
倒
的
に

多
い
賛
成
意
見 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
11
・
24
〕

兼
次
那
覇
市
長
は
、
那
覇
市
を
沖
縄
市
に
改

称
す
べ
く
、
さ
る
二
十
一
日
、
那
覇
市
の
行

政
区
画
整
理
調
査
研
究
委
員
会
に
諮
問
事
項

と
し
て
提
案
し
た
。
改
称
す
る
ネ
ラ
イ
は
三

市
一
村
の
合
併
に
よ
っ
て
行
政
区
域
も
拡
大

し
、
人
口
も
二
十
一
万
に
な
っ
て
名
実
と
も

に
沖
縄
の
首
都
と
し
て
発
展
し
て
お
り
、
こ

の
際
、
全
琉
的
な
見
地
か
ら
改
称
し
た
上
、

長
年
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
首
里
、
小

禄
、
真
和
志
、
そ
れ
に
那
覇
の
地
名
を
後
世

に
語
り
伝
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
市

長
の
諮
問
を
受
け
た
委
員
会
（
委
員
長
仲
本

為
美
氏
）
の
第
一
回
目
の
会
合
で
は
ひ
ろ
く

一
般
の
世
論
を
き
い
て
、
さ
ら
に
学
識
経
験

者
や
報
道
機
関
の
協
力
を
得
て
慎
重
に
研
究

す
べ
き
問
題
だ
と
し
て
お
り
、
な
か
に
は
時

期
尚
早
と
い
う
も
の
、
区
制
の
施
行
に
つ
い

て
は
ま
た
区
画
整
理
事
業
が
全
面
的
に
す
ん

で
か
ら
で
も
お
そ
く
は
な
い
と
い
う
意
見
も

で
て
い
る
。
そ
こ
で
、
那
覇
市
は
沖
縄
市
に

改
称
す
べ
き
時
期
か
ど
う
か
各
面
か
ら
意
見

を
ひ
ろ
っ
て
み
た
。

　

新
し
い
発
展
へ
／
首
里
の
名
を
残
す
た

　
　

に
も
／
時
代
に
即
応
し
た
名
称
／
愛

　
　

着
は
残
る
が
歴
史
性
失
わ
ず
に
／

 
 
 
 

〝
那
覇
港
〟
な
ど
は
そ
の
ま
ま

東
恩
納
寛
惇
氏
談　

大
い
に
賛
成
だ
。
高
嶺

朝
教
氏
が
首
里
市
長
時
代
に
、
首
里
の
繁
栄

策
が
考
え
ら
れ
、
首
里
、
那
覇
を
合
併
し
て

沖
縄
市
を
つ
く
る
よ
う
提
案
し
た
こ
と
が
あ

る
。

首
里
を
山
の
手
と
し
て
住
宅
、
文
教
地
域
、

那
覇
を
下
の
手
と
し
て
商
業
地
域
に
し
よ
う

と
い
っ
た
構
想
だ
っ
た
。

し
か
し
当
時
は
だ
れ
も
ふ
り
む
か
な
か
っ
た
。

当
時
は
首
里
市
の
繁
栄
策
と
し
て
提
唱
し
た

が
、
現
在
は
別
の
観
点
か
ら
沖
縄
市
を
主
張

し
た
い
。
首
里
の
名
を
残
さ
ん
が
た
め
で
あ

る
。
過
去
の
文
化
を
語
る
に
は
首
里
な
く
し

て
は
語
れ
な
い
し
、
首
里
の
名
そ
の
も
の
が

無
形
文
化
財
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
〝
首

里
〟
に
非
常
な
愛
着
を
感
じ
て
い
る
。

沖
縄
市
と
し
て
首
里
区
、
那
覇
区
、
真
和
志

区
に
し
た
い
と
の
構
想
だ
。

熊
本
県
に
熊
本
市
、
福
岡
県
に
福
岡
市
が
あ

る
よ
う
に
、
沖
縄
に
も
当
然
沖
縄
市
の
名
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
。
那
覇
出
身
の
方
々

は
、
那
覇
区
と
な
る
の
で
昔
の
区
制
時
代
に

格
下
げ
に
な
る
と
い
や
が
る
か
も
知
ら
な
い

が
、
大
局
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
だ
れ
も
反
対

は
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

琉
大
教
授
仲
宗
根
政
善
氏
の
話　

大
賛
成

で
す
。
現
在
那
覇
市
は
、
た
だ
単
に
那
覇
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
全
琉
的
な
も
の
と
な

っ
て
き
て
い
る
し
、
こ
の
際
新
し
い
発
展
を

目
ざ
す
と
い
う
意
味
で
も
〝
沖
縄
市
〟
に
名

前
を
変
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
に
こ
れ
ま
で
の
首
里
市
、
真
和
志
市
、
小

禄
村
も
合
併
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
、
沖

縄
市
に
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
意
欲
も
高
ま
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

前
真
和
志
市
長
翁
長
助
静
氏
の
話　

合
併
当

時
も
名
称
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

議
論
さ
れ
た
が
、
一
応
沖
縄
県
の
首
都
と
し

六
五
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て
は
「
沖
縄
市
」
の
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。
本
土
の
各
県
の
場
合
を
み
て
も
県
庁
所

在
地
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
県
名
と
同
じ
で

あ
る
し
、
沖
縄
市
に
名
称
を
か
え
る
と
い
う

だ
け
で
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
う
。

た
だ
問
題
と
な
る
の
は
、
那
覇
空
港
と
か
那

覇
港
な
ど
も
名
前
を
か
え
る
べ
き
か
、
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
名
称
を
か
え
る
、
か

え
な
い
は
、
理
論
的
な
問
題
で
も
な
い
の

で
、
世
論
の
支
持
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も

沖
縄
市
に
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

文
化
財
保
護
委
員
長
山
里
永
吉
氏
の
話　

那

覇
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
現
在
の
ま
ま
で
よ
い

と
い
う
意
見
だ
と
思
う
が
、
現
在
の
那
覇
市

は
、
元
の
那
覇
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
私
は
沖
縄
市
に
し
た
方
が
よ
い
と
思
っ

て
い
る
。

こ
の
際
は
、
首
里
、
那
覇
、
小
禄
、
真
和
志

は
、
そ
れ
ぞ
れ
区
に
し
て
、
名
前
を
の
こ
す

の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

宮
里
栄
輝
氏
（
元
真
和
志
市
長
、
元
立
法
院

議
員
）　

名
前
を
か
え
る
こ
と
は
私
が
市
長

時
代
に
二
市
一
村
合
併
の
話
が
で
た
と
き
に

も
話
題
に
上
っ
た
。
対
等
合
併
を
す
る
上
か

ら
も
名
称
を
新
し
く
変
え
る
必
要
が
あ
る
と

説
い
た
が
当
時
の
当
間
市
長
は
主
導
権
を
那

覇
市
が
握
り
、
優
位
性
を
保
つ
上
に
譲
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
い
ま
沖
縄
市
に
す
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で
あ

り
、
新
し
い
名
前
に
す
る
こ
と
は
い
ま
か
ら

で
も
お
そ
く
は
な
い
。
真
和
志
が
市
に
昇
格

し
た
と
き
に
「
マ
ワ
シ
シ
」
で
は
語
呂
が
お

か
し
い
の
で
沖
縄
市
に
改
称
し
よ
う
で
は
な

い
か
と
真
剣
に
検
討
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
那

覇
市
と
の
合
併
が
あ
る
の
で
そ
の
と
き
ま
で

持
越
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
沖

縄
と
い
う
の
は
安
里
に
ウ
チ
ナ
ー
の
御
獄
と

い
う
の
が
あ
り
、
史
家
が
考
察
し
て
い
る
。

豊
見
城
に
は
豊
見
城
と
い
う
本
村
（
ド
ー
ム

ラ
）
が
あ
り
小
禄
に
も
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た

日
本
で
も
主
要
都
市
の
名
前
が
県
名
に
な
っ

て
い
る
の
が
多
く
、
沖
縄
と
い
う
の
も
元
名

が
あ
る
の
だ
か
ら
時
代
に
即
応
し
た
名
前
と

い
え
る
。
但
し
那
覇
港
の
場
合
な
ど
は
福
岡

県
に
博
多
港
が
あ
り
博
多
湾
が
あ
る
の
と
同

様
勿
論
存
置
す
べ
き
だ
。
一
方
区
制
を
旧
行

政
区
域
の
ま
ま
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
い

に
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。
日
本
で
は

人
口
二
十
万
ぐ
ら
い
の
都
市
で
区
制
を
敷
い

て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
れ
は
便
利
な
様

で
む
し
ろ
繁
雑
に
な
る
も
の
だ
。
い
ま
あ
る

三
つ
の
支
所
も
一
応
市
民
の
便
利
を
図
っ
て

い
る
と
は
い
え
、
市
民
の
立
場
か
ら
す
る
と

家
を
出
れ
ば
、
本
庁
へ
行
く
の
も
支
所
へ
行

く
の
も
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
。
慣
れ
て
し
ま

え
ば
何
で
も
な
い
こ
と
で
む
し
ろ
支
所
を
廃

止
す
る
方
向
に
い
く
べ
き
だ
。
住
民
に
親
し

ま
れ
た
地
名
を
残
す
こ
と
は
ほ
か
に
方
法
が

あ
る
。
例
え
ば
東
京
都
で
神
田
と
い
う
地
名

を
残
す
た
め
に
東
京
都
神
田
神
保
町
何
丁
目

と
す
る
よ
う
な
方
法
が
あ
り
、
沖
縄
市
首
里

寒
川
町
と
す
れ
ば
よ
い
わ
け
だ
。
と
に
か
く

区
制
は
慎
重
な
研
究
が
必
要
だ
。

花
城
清
用
氏
（
沖
製
粉
専
務
）　

沖
縄
の
首

都
と
い
う
点
か
ら
も
沖
縄
市
に
な
る
こ
と
は

結
構
だ
。
合
併
に
よ
っ
て
首
里
と
か
、
那
覇

と
か
は
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
沖
縄
市
に

す
る
の
は
妥
当
だ
と
思
う
。
も
と
も
と
首
里

は
王
府
と
し
て
栄
え
、
琉
球
文
化
の
繁
栄
し

た
土
地
で
あ
り
、
首
里
人
と
し
て
の
立
場
か

ら
い
え
ば
那
覇
市
の
下
に
首
里
が
つ
く
の
は

長
い
伝
統
の
誇
り
か
ら
い
っ
て
も
た
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
首
里
と
い
う

名
称
を
消
し
て
し
ま
う
の
は
し
の
び
な
い
の

で
、
沖
縄
市
首
里
区
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば

結
構
だ
。
日
本
の
各
県
も
そ
の
県
の
中
央
の

都
市
名
の
も
の
が
多
い
の
で
沖
縄
市
に
は
賛

成
で
あ
る
。

真
栄
田
義
見
氏
（
琉
球
育
英
会
副
会
長
）　

首
里
、
真
和
志
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
は
名

残
り
惜
し
さ
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に

那
覇
と
い
う
の
は
深
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る

の
で
愛
着
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
大
き
な

発
展
の
た
め
に
は
止
む
を
得
な
い
で
し
ょ
う

ね
、
沖
縄
全
体
の
気
持
か
ら
す
れ
ば
踏
み
切

り
た
い
…
ま
あ
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
気
持
で
す
。

だ
が
区
別
し
て
地
名
を
残
す
と
い
う
意
味
か

ら
は
歴
史
性
も
失
わ
な
い
の
で
踏
み
切
れ
る

で
し
ょ
う
。

　

親
し
ま
れ
た
那
覇
／
反
対
意
見
／
も
っ

　
　

と
慎
重
に
検
討
を

渡
口
麗
秀
氏
（
那
覇
市
副
議
長
）　

那
覇
市

の
改
称
に
つ
い
て
は
私
が
み
な
と
村
の
助
役

を
し
て
い
た
一
九
五
〇
年
に
も
問
題
と
な
っ

た
。
当
時
み
な
と
村
と
那
覇
市
が
真
和
志
も

含
め
て
合
併
し
よ
う
と
盛
ん
に
動
き
、
学
識

経
験
者
の
間
で
は
沖
縄
市
と
す
る
こ
と
に
猛

烈
に
反
対
し
た
。
と
く
に
今
は
亡
き
島
袋
全

発
さ
ん
が
反
対
し
た
い
き
さ
つ
も
あ
る
の
で
、

改
称
は
ど
う
か
と
思
う
。
慎
重
に
研
究
す
べ

き
で
あ
る
。

嘉
手
納
並
永
氏
（
沖
縄
土
地
整
理
社
長
・
元

那
覇
市
助
役
） 　

長
い
伝
統
が
あ
り
、
住
民

に
親
し
ま
れ
た
那
覇
市
を
改
称
す
る
こ
と
に

は
反
対
だ
。
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
し
、
新

し
い
名
前
を
覚
え
る
に
は
長
く
か
か
る
。
区

制
は
那
覇
市
の
下
に
首
里
、
小
禄
を
残
し
、

真
和
志
は
語
呂
が
悪
い
の
で
旧
那
覇
と
い
っ

し
ょ
に
し
中
央
東
、
西
、
南
、
北
に
区
分
し

た
ら
よ
い
と
思
う
。

｜
社　

説
｜

沖
縄
市
へ
の
改
称
は
／
時
代
に

即
し
て
い
る 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
11
・
25
〕

　

兼
次
那
覇
市
長
は
二
十
一
日
、
同
市
行
政

六
六



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
一
月

区
画
整
理
調
査
研
究
委
員
会
（
委
員
長
・
仲

本
為
美
氏
）
へ
、
那
覇
市
の
名
称
を
沖
縄
市

に
改
め
た
い
旨
諮
っ
て
い
る
。
戦
前
の
那
覇

市
な
ら
と
も
か
く
、
現
在
の
同
市
の
面
目
は

大
い
に
改
ま
っ
て
お
り
、
こ
と
に
三
市
一
村

を
合
併
後
は
急
速
に
人
口
（
二
十
一
万
）
も

増
え
、
さ
ら
に
首
都
建
設
に
よ
っ
て
将
来
首

都
と
し
て
の
性
格
は
ま
す
ま
す
強
調
さ
れ
る

の
で
、
那
覇
市
変
じ
て
沖
縄
市
と
な
る
の
は

新
し
い
発
展
を
策
す
る
意
味
か
ら
け
っ
こ
う

な
こ
と
で
あ
る
。

　

本
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
圧
倒
的

に
沖
縄
市
賛
成
の
意
見
が
見
ら
れ
る
の
も
そ

う
い
っ
た
趣
旨
か
ら
出
た
支
持
と
思
う
。

　

那
覇
市
を
沖
縄
市
と
改
め
た
い
と
い
っ
た

意
向
は
今
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
当
時
の
首
里

市
長
高
嶺
朝
教
氏
が
、
首
里
、
那
覇
を
合
併

し
て
沖
縄
市
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
構
想
が

あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
歴
史
的
な
宿
題
で
あ

り
、
三
十
四
年
ぶ
り
に
再
び
こ
の
こ
と
が
ら

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

東
恩
納
寛
惇
氏
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
当

時
は
首
里
市
の
発
展
策
と
し
て
提
唱
さ
れ
た

が
、
今
日
は
別
の
考
え
方
か
ら
沖
縄
市
へ
の

改
称
を
主
張
し
た
い
と
い
っ
て
い
る
。
そ
う

い
え
ば
現
在
の
那
覇
市
の
場
合
（
都
市
合
併
）

も
、
首
里
市
は
そ
の
文
化
史
的
な
意
義
か
ら

首
里
の
名
称
が
、
た
と
え
行
政
区
画
制
度
の

上
で
あ
っ
て
も
消
え
さ
る
こ
と
を
惜
し
ん
だ
。

こ
れ
は
那
覇
の
場
合
に
も
い
え
る
こ
と
と
思

う
が
、
地
名
に
つ
な
が
る
愛
着
は
別
と
し
て
、

一
つ
の
都
市
が
生
成
発
展
を
と
げ
る
に
は
那

覇
市
も
沖
縄
市
の
一
区
画
と
な
る
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　

都
市
は
人
工
的
に
発
展
す
る
と
は
い
え
、

時
代
や
時
の
流
れ
に
沿
う
て
発
展
す
る
こ
と

も
無
視
で
き
な
い
。
戦
前
、
今
日
の
那
覇
市

の
姿
を
予
想
で
き
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、

今
後
の
発
展
を
策
す
る
の
に
、
旧
態
を
守
り

つ
づ
け
る
こ
と
は
も
は
や
時
代
錯
誤
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

沖
縄
市
と
呼
ぶ
こ
と
自
体
は
単
な
る
名
前

の
つ
け
変
え
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
那
覇
市
を
捨
て
て
沖
縄
市
を
採
用
す
る

こ
と
は
実
は
名
称
の
問
題
以
上
に
、
当
然
そ

こ
に
は
内
容
上
の
変
化
を
伴
う
こ
と
で
あ
り
、

時
代
に
即
応
し
た
名
前
が
生
れ
る
こ
と
は
こ

の
際
リ
ク
ツ
に
か
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
改
称
の
時
期
な
ど
ひ

ろ
く
世
論
を
き
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
答
え

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
委
員
会

に
の
ぞ
み
た
い
こ
と
は
、
行
政
区
画
整
備
を

や
る
に
当
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
地
名

を
尊
重
し
、
慎
重
に
こ
と
を
運
ん
で
も
ら
い

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
、
首
都
建

設
も
す
べ
り
出
し
て
い
る
こ
と
だ
し
、
那
覇

市
の
区
画
整
備
と
い
う
範
囲
に
と
ど
め
ず
、

首
都
建
設
委
と
も
よ
く
は
か
っ
て
首
都
圏
の

立
場
か
ら
視
野
を
広
げ
て
こ
と
を
推
進
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

｜
社　

説
｜

名
実
と
も
な
う
沖
縄
市
へ 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
11
・
30
〕

　

那
覇
市
を
沖
縄
市
に
か
え
る
こ
と
に
つ
い

て
、
兼
次
市
長
の
諮
問
を
受
け
た
、
同
市
の

行
政
区
画
整
理
調
査
委
員
会
（
委
員
長
・
仲

本
為
美
氏
）
で
は
、
二
十
八
日
公
聴
会
を
も

っ
た
ら
、
出
席
者
の
全
員
が
〝
沖
縄
市
〟
に

改
称
す
る
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
。

　

さ
き
に
こ
の
欄
で
の
べ
た
と
お
り
、
那
覇

市
は
三
市
一
村
を
合
併
し
て
か
ら
人
口
も
ふ

え
、
地
域
も
広
く
な
っ
た
の
で
、
首
都
と
し

て
の
性
格
か
ら
も
沖
縄
市
と
改
め
た
方
が
よ

い
と
強
調
し
て
お
い
た
が
、
公
聴
会
の
結
果

は
そ
の
と
お
り
に
運
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、

世
論
が
い
ち
お
う
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
今
後

は
委
員
会
の
答
申
に
よ
っ
て
市
当
局
が
ど
う

実
行
す
る
か
で
あ
る
。

　

時
期
そ
の
他
、
手
続
き
上
の
こ
と
は
、
単

な
る
地
方
の
行
政
事
務
で
処
理
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
改
称
問
題
と

表
裏
を
な
す
、
首
都
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
今
後
に
ま
つ
こ
と
が
多
い
。
公
聴

会
席
上
、
「
市
民
生
活
と
切
っ
て
も
切
れ
な

い
町
名
や
区
画
を
整
理
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
意
見
が
出
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
同
委
員
会
で
は
「
那
覇
市
の
名
称
を

ど
う
す
る
か
の
公
聴
会
で
あ
る
の
で
、
こ
の

問
題
は
い
つ
か
検
討
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

問
題
と
し
て
見
送
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
む
し
ろ
、
市
の
名

称
を
変
え
る
こ
と
と
並
行
し
て
、
早
く
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
だ
い
い

ち
那
覇
市
の
場
合
、
旧
地
番
が
復
活
し
て
い

る
か
た
ち
な
の
に
、
一
方
で
は
戦
後
に
採
用

し
た
何
区
何
班
制
度
が
地
域
に
よ
っ
て
は
頑

固
に
消
え
ず
に
い
る
こ
と
で
、
と
こ
ろ
番
地

が
二
重
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
戸
籍
法

の
施
行
で
、
地
番
制
度
が
復
活
し
た
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
実
際
の
市
民
生
活
で

は
形
式
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
他
の

方
式
と
混
用
さ
れ
て
い
る
現
状
は
な
ん
と
い

っ
て
も
不
合
理
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
種
々
の

理
由
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
ま
ま
見
送
る
と

か
、
成
行
き
ま
か
せ
で
は
い
け
な
い
の
で
あ

る
。

　

番
地
だ
け
で
な
く
、
町
名
が
あ
っ
た
り
、

な
か
っ
た
り
、
通
り
も
名
称
が
あ
る
の
は
ご

く
限
ら
れ
て
お
り
、
地
図
で
も
描
い
て
や
ら

な
い
と
、
知
人
の
訪
問
も
む
ず
か
し
い
と
い

う
の
が
、
那
覇
市
の
姿
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
、
い
つ
も
外
国
の
街
が
反
対
の
例
と
し
て

お
手
本
に
持
ち
出
さ
れ
る
。
外
国
の
都
市
な

ら
指
定
の
街
に
出
れ
ば
か
ん
た
ん
に
人
も
訪

六
七



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
二
月

問
で
き
る
。
町
名
改
正
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

の
整
理
は
、
ぜ
ひ
市
の
事
業
と
し
て
今
か
ら

手
を
つ
け
て
お
か
ぬ
と
、
後
は
ま
す
ま
す
こ

と
が
め
ん
ど
う
に
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
幸

い
、
沖
縄
市
命
名
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え

て
、
市
民
の
欲
求
に
そ
い
、
そ
の
生
活
を
秩

序
立
て
る
た
め
に
は
、
合
理
的
な
対
策
を
立

て
実
行
に
移
す
こ
と
で
あ
る
。

　

那
覇
や
、
首
里
と
い
う
記
念
碑
的
な
地
名

を
残
す
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ

と
同
時
に
、
名
実
と
も
に
沖
縄
市
に
値
す
る

街
の
内
容
も
整
え
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

軍
給
水
の
増
配
を
陳
情 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
８
・
12
・
６
〕

那
覇
市
会
の
五
日
会
渡
口
麗
秀
、
大
山
盛
幸
、

備
瀬
知
良
、
比
嘉
佑
直
、
新
垣
松
助
の
五
氏

が
、
六
日
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
民
政
府
に
バ

ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
な
ら
び
に
当
間
主
席

を
お
と
ず
れ
、
軍
給
水
の
増
配
方
を
陳
情
し

た
。

陳
情
団
の
話
に
よ
る
と
「
現
在
那
覇
の
必
要

水
量
は
三
百
五
十
万
㌎
に
対
し
、
自
家
給
水

が
七
十
万
㌎
で
、
軍
か
ら
百
五
十
万
㌎
の
給

水
を
う
け
て
い
た
が
、
五
日
か
ら
六
十
万
㌎

に
へ
ら
さ
れ
、
従
っ
て
必
要
量
の
約
三
分
の

一
し
か
な
く
最
悪
の
立
場
に
あ
る
の
で
善
処

方
を
要
望
し
た
。

　

那
覇
市
会
／
議
員
報
酬
引
下

げ 

　
　

問
題
／
五
日
会
は

否
決
の
態
度

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
８
・1

2

・
９
〕

那
覇
市
の
第
二
十
七
回
定
例
市
会
は
去
る
五

日
よ
り
開
会
、
八
日
の
本
会
議
か
ら
本
格
的

な
議
会
活
動
に
入
っ
た
。
今
期
は
来
る
十
九

日
ま
で
（
十
五
日
間
）
と
さ
き
に
決
定
さ
れ

た
が
、
同
期
の
主
な
審
議
事
項
は
ド
ル
切
替

え
に
よ
る
予
算
措
置
、
那
覇
市
職
員
の
二
㌦

ベ
ー
ス
引
上
げ
に
よ
る
追
加
更
正
予
算
な
ら

び
に
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
、
水
道
な

ら
び
に
区
画
整
理
事
業
の
特
別
会
計
予
算
の

追
加
措
置
、
那
覇
市
消
防
隊
長
専
決
処
分
の

件
、
那
覇
市
職
員
の
年
末
手
当
支
給
条
例
、

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
他
に
議
員
の
報
酬
引
下
げ
（
Ｂ
円
九
千

円
か
ら
六
千
円
に
引
下
げ
る
）
に
つ
い
て
し

せ
い
会
（
仲
宗
根
議
員
ら
）
か
ら
提
案
さ

れ
、
こ
れ
に
は
民
連
議
員
も
参
加
す
る
も
の

と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
五
日
会
（
会
長
儀
武

息
睦
氏
）
で
は
さ
き
の
会
合
で
否
決
す
る
態

度
を
決
定
し
て
い
る
の
で
同
案
は
多
数
決
で

否
決
さ
れ
る
公
算
が
大
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
松
根
建
設
部
長
の
詐
欺
、
横
領
な
ど

に
か
か
わ
る
公
職
身
分
の
失
格
に
つ
い
て
は
、

当
初
五
日
会
で
も
事
情
が
ど
う
あ
ろ
う
と
条

例
違
反
は
許
し
難
い
と
強
硬
な
態
度
を
み
せ

て
い
た
が
、
松
根
部
長
は
近
く
身
を
引
く
と

い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

五
日
会
と
し
て
は
と
り
上
げ
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
し
せ
い
会
や
民
連

派
は
あ
く
ま
で
も
追
及
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
成
行
き
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
高
良
議
長
は
開
会
当
初
第
一
相
銀
頭

取
就
任
の
た
め
多
忙
で
議
長
の
職
は
長
続
き

し
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
辞
意
を
表
明
、
渡

口
副
議
長
に
辞
表
を
提
出
し
た
が
、
渡
口
副

議
長
は
受
け
つ
け
な
か
っ
た
。

こ
の
問
題
は
結
局
五
日
会
で
検
討
さ
れ
た
よ

う
だ
が
、
適
任
議
長
が
い
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
当
分
現
状
の
ま
ま
で
議
会
を
運
営
す
る

こ
と
に
決
め
た
。

安
里
川
の
埋
立
地
／
那
覇
市
に 

移
管

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
12
・
10
〕

　

民
政
府
は
、
九
日
那
覇
市
安
里
川
右
堤
の

埋
立
地
を
五
日
つ
き
で
市
当
局
に
移
管
し
た

と
発
表
し
た
。

こ
の
埋
立
地
の
面
積
は
三
千
四
百
五
十
一
・

二
九
坪
も
あ
り
那
覇
市
崇
元
寺
町
と
高
橋
町

を
流
れ
る
安
里
川
の
右
堤
に
広
が
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
民
政
府
布
令
百
六
号
に
よ
っ
て

那
覇
市
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
九
日
琉
球
政

府
に
正
式
に
通
達
さ
れ
た
。

　

な
お
安
里
川
両
堤
の
埋
立
て
許
可
は
五
五

年
七
月
二
十
日
市
当
局
に
下
り
て
お
り
左
堤

の
土
地
権
も
五
五
年
一
月
三
日
付
き
で
那
覇

市
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。

水
き
き
ん
対
策
に
乗
り
出
す
／

積
極
的
に
水
源
開
発
へ
／
那

覇
市
／
軍
も
協
力
態
勢
準
備 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
12
・
13
〕

那
覇
市
の
水
き
き
ん
は
新
正
月
と
い
う
水

の
最
大
需
要
期
を
控
え
い
よ
い
よ
そ
の
深

刻
さ
は
、
き
の
う
よ
り
き
ょ
う
と
そ
の
度

を
深
め
つ
つ
あ
る
が
、
市
当
局
で
は
こ
の

緊
急
事
態
に
対
処
し
、
十
二
日
は
活
発
に

活
動
を
開
始
、
兼
次
市
長
は
当
面
の
緊
急

対
策
要
項
を
決
定
し
た
後
、
た
だ
ち
に
民

政
府
や
政
府
を
訪
問
し
、
那
覇
市
の
事
情

を
訴
え
ボ
ー
リ
ン
グ
施
設
や
水
タ
ン
ク
な

ど
の
援
助
態
勢
を
確
め
た
。

一
方
市
会
で
も
き
ょ
う
全
体
協
議
会
を
開
き

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
具
体
策
を
急
ぐ
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
こ
の
日
那
覇
航
空
隊

基
地
内
の
古
井
戸
使
用
は
市
長
代
理
を
軍
と

折
衝
せ
し
め
、
部
落
ま
で
の
配
管
施
設
一
さ

い
を
軍
で
引
受
け
さ
せ
る
な
ど
急
ピ
ッ
チ
に

応
急
対
策
の
手
を
打
っ
た
。

水
き
き
ん
の
対
策
を
進
め
る
た
め
那
覇
市
当

局
で
は
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
市
長
を
は
じ

め
全
部
長
、
水
道
、
社
会
、
総
務
課
長
ら
が

集
り
次
の
と
お
り
、
積
極
的
に
水
源
開
発
に

乗
り
出
す
こ
と
を
決
定
し
、
た
だ
ち
に
そ
の

六
八



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
二
月

実
施
に
移
っ
た
。

決
定
事
項
は
…
…

①
市
内
の
古
井
戸
の
調
査
を
行
う
、
こ
れ
は

井
戸
の
リ
ス
ト
を
作
り
、
水
量
を
調
べ
修
理

を
要
す
る
も
の
は
市
で
修
理
し
て
飲
料
水
に

あ
て
し
め
る
。

②
風
呂
屋
共
同
施
設
に
対
し
て
は
燃
料
代
あ

る
い
は
補
助
金
を
与
え
、
広
く
一
般
用
に
も

使
え
る
よ
う
な
共
同
用
と
す
る
。

③
政
府
や
民
間
業
者
の
も
っ
て
い
る
機
械
に

よ
っ
て
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
出
来
る
か
ぎ

り
手
掘
り
な
ど
も
行
っ
て
地
下
水
を
く
み
上

げ
る
。
ま
た
軍
施
設
内
の
民
間
井
戸
の
使
用

を
申
請
す
る
。

④
役
所
、
政
府
、
出
来
れ
ば
民
間
の
ト
ラ
ッ

ク
も
動
員
せ
し
め
積
極
的
に
水
の
配
給
態
勢

を
進
め
る
。

⑤
政
府
に
対
し
水
タ
ン
ク
の
大
量
放
出
を
要

請
す
る
。

⑥
こ
の
た
め
予
算
は
莫
大
に
な
り
、
市
の
財

政
で
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
た
め
政
府
に
対

し
援
助
方
要
請
す
る
。

こ
の
日
兼
次
市
長
は
午
後
三
時
ご
ろ
ギ
ー
リ

ス
副
民
政
官
と
会
見
し
、
那
覇
市
の
水
道
事

情
を
訴
え
、
軍
の
援
助
方
を
要
請
し
た
。
こ

れ
に
対
し
ギ
ー
リ
ス
副
民
政
官
は
き
ょ
う
あ

す
中
に
具
体
的
な
援
助
方
針
を
知
ら
す
む
ね

回
答
し
、
さ
ら
に
都
市
事
業
な
ど
に
対
す
る

補
助
金
や
融
資
再
開
に
つ
い
て
も
近
日
中
に

明
ら
か
に
さ
れ
る
と
の
べ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。

次
に
兼
次
市
長
は
当
間
主
席
、
大
田
副
主
席

を
訪
ね
政
府
の
ボ
ー
リ
ン
グ
機
械
の
貸
与
や

補
助
金
な
ど
を
要
請
、
こ
れ
に
対
し
当
間
主

席
は
工
交
局
に
手
配
す
る
と
約
し
、
補
助
金

に
つ
い
て
は
十
分
に
考
慮
す
る
む
ね
の
べ
た
。

兼
次
市
長
の
話　

あ
る
人
の
話
に
よ
る
と

ボ
ー
リ
ン
グ
さ
え
積
極
的
に
行
え
ば
那
覇

市
の
需
要
は
十
分
に
み
た
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
際
積
極

的
な
地
下
水
の
開
発
を
行
う
。

こ
の
水
の
問
題
は
水
道
加
入
者
ば
か
り
で

な
く
未
加
入
者
も
加
え
た
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
水
の
配
給
を
行
う
場
合

は
切
符
制
度
で
水
の
配
給
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

水
は
豊
富
に
あ
る
／
財
政
委
が

現
地
調
査
で
確
認
／
那
覇
市 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・
12
・
15
〕

那
覇
市
会
の
総
務
財
政
委
員
会
は
十
四
日

（
日
曜
日
）
午
前
十
時
に
開
会
、
桑
江
氏
か

ら
水
の
問
題
を
き
い
た
後
水
源
地
の
現
地
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
水
量
は
豊
富
に
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
さ
き
に
兼
次

市
長
が
き
め
た
干
ば
つ
緊
急
対
策
実
施
要
綱

を
中
部
の
水
源
地
開
発
に
重
点
を
む
け
る
よ

う
変
更
さ
せ
、
き
ょ
う
は
兼
次
市
長
、
建
設

委
員
会
な
ら
び
に
桑
江
氏
が
現
地
調
査
を
す

る
よ
う
委
員
会
の
名
で
申
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

水
源
地
は
最
初
旧
那
覇
市
の
水
源
地
で
あ
る

浦
添
村
伊
祖
を
調
査
、
同
水
源
地
の
水
量
は

確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
現
在
は
掘
池
に
か
な

り
満
水
し
て
お
り
水
量
は
減
少
し
て
い
な
い
。

現
在
は
そ
の
伏
流
水
（
掘
池
の
下
部
）
を
コ

カ
コ
ー
ラ
ー
会
社
が
使
用
し
て
お
り
コ
ー
ラ

ー
会
社
で
は
一
日
八
時
間
の
吸
水
（
四
吋
パ

イ
プ
二
本
）
で
十
分
に
間
に
合
う
よ
う
だ
。

表
流
水
は
い
ま
の
と
こ
ろ
減
少
の
傾
向
は
み

ら
れ
な
い
が
川
上
か
ら
は
相
当
量
の
水
が
流

出
し
て
い
る
。
水
の
減
少
が
み
ら
れ
な
い
こ

と
に
つ
い
て
桑
江
氏
は
伏
流
水
と
し
て
周
囲

に
流
れ
大
半
は
海
に
流
れ
て
い
る
と
説
明
し

て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
表
流
水
は
現
在
の
施

設
を
さ
ら
に
深
く
掘
下
げ
た
場
合
は
お
よ
そ

百
万
㌎
（
一
日
平
均
）
の
水
量
が
供
給
で
き

る
と
の
べ
て
い
る
。

次
に
宜
野
湾
村
喜
友
名
部
落
付
近
の
水
源
地

を
調
査
、
現
在
同
水
源
地
は
軍
用
地
内
で
あ

る
た
め
カ
ナ
網
の
外
で
そ
の
周
辺
に
流
れ
て

い
る
水
の
調
査
を
行
っ
た
。

桑
江
氏
の
説
明
に
よ
る
と
同
水
源
地
の
水
量

は
増
水
期
に
は
百
万
㌎
以
上
渇
水
期
で
も
約

六
十
万
㌎
の
水
量
が
あ
る
と
の
べ
、
ま
た
同

地
よ
り
約
三
百
㍍
の
距
離
の
地
点
で
も
（
軍

用
地
内
）
多
量
の
水
源
地
が
あ
る
も
よ
う
。

喜
友
名
部
落
付
近
の
水
源
地
は
現
在
那
覇
市

の
泊
浄
水
場
へ
給
水
し
て
い
る
水
源
地
（
牧

港
の
先
端
）
か
ら
約
三
百
㍍
離
れ
て
い
る
。

従
っ
て
三
百
㍍
の
距
離
を
パ
イ
プ
（
大
型
）

で
通
ず
れ
ば
最
低
六
十
万
㌎
（
一
日
平
均
）

が
給
水
出
来
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
た
め

に
は
こ
れ
か
ら
軍
用
地
域
内
の
通
行
許
可
を

受
け
水
源
調
査
な
ど
も
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
今
後
は
民
政
府
に
折
衝
を
進
め
る
方
針
で

あ
る
。

桑
江
氏
の
話　

緊
急
対
策
と
し
て
古
井
戸
の

調
査
開
発
も
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
あ
る
水

を
引
く
よ
う
な
措
置
が
最
も
緊
急
で
あ
る
と

思
う
、
そ
の
方
が
ま
た
経
費
面
も
安
く
期
日

が
早
い
と
い
う
こ
と
で
も
か
な
り
適
切
と
思

う
、
従
っ
て
現
在
の
緊
急
対
策
は
旧
那
覇
市

の
水
源
開
発
と
軍
用
地
内
の
水
源
利
用
が
も

っ
と
も
緊
急
な
措
置
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

水
き
き
ん
に
朗
報
／
軍
が
要
所

に
タ
ン
ク
据
え
／
本
格
的
給

水
実
施

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
８
・1

2

・1
6

〕

ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
は
さ
し
当
っ
て
水
き
き

ん
を
和
ら
げ
る
方
法
と
し
て
軍
か
ら
水
タ
ン

ク
に
よ
る
給
水
を
指
示
し
て
あ
っ
た
が
、
十

五
日
、
民
政
府
で
琉
球
政
府
、
那
覇
市
、
陸

軍
工
兵
隊
代
表
が
集
ま
り
給
水
方
法
を
次
の

六
九



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
二
月

と
お
り
き
め
水
き
き
ん
が
な
く
な
る
ま
で
続

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
第
三
海
兵
師
団
で
は
四
百
㌎
入
り
の
ト

レ
ラ
ー
式
水
タ
ン
ク
を
五
十
台
出
動
さ
せ
、

水
不
足
を
訴
え
て
い
る
各
部
落
に
配
置
す
る
。

陸
軍
工
兵
隊
で
は
一
千
㌎
入
り
の
大
タ
ン
ク

を
二
十
台
那
覇
市
に
配
置
し
、
栓
が
開
い
て

な
い
た
め
那
覇
市
当
局
で
一
両
日
中
に
栓
を

開
け
、
市
内
に
給
水
す
る
。
こ
の
タ
ン
ク
配

置
に
当
っ
て
は
陸
軍
輸
送
隊
で
水
き
き
ん
が

な
く
な
る
ま
で
給
水
車
で
水
を
運
ぶ
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
な
お
溶
接
設
備
な
ど
も
っ
て

い
な
い
町
村
に
対
し
て
は
さ
ら
に
、
工
兵
隊

か
ら
千
㌎
入
り
大
タ
ン
ク
十
三
台
に
栓
を
開

け
、
各
部
落
に
給
水
す
る
。

軍
の
給
水
車
は
十
四
日
ま
で
五
台
で
各
地
区

を
回
り
十
五
日
は
三
和
、
北
谷
、
浦
添
、
豊

見
城
、
南
風
原
、
東
風
平
、
勝
連
、
宜
野
湾

に
給
水
し
た
が
、
き
ょ
う
か
ら
六
台
に
な
り

那
覇
に
給
水
す
る
。
ま
た
琉
球
政
府
の
話
に

よ
る
と
日
時
は
未
定
だ
が
給
水
予
定
地
は
宜

野
湾
、
嘉
手
納
、
コ
ザ
、
美
里
、
勝
連
、
具

志
川
、
北
中
城
、
東
風
平
、
玉
城
、
知
念
の

各
村
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
水
に
困
っ
て

い
る
市
町
村
に
も
給
水
さ
れ
る
も
よ
う
。

水
き
き
ん
対
策
費
の
一
部
に
／

報
酬
返
上
積
立
金
／
那
覇
市

会
民
連
議
員 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
12
・
17
〕

那
覇
市
会
の
民
連
所
属
議
員―

瀬
名
波
栄

議
員
ほ
か
八
人
は
、
議
員
報
酬
の
値
上
げ

を
返
上
、
積
立
て
て
き
た
八
百
二
十
三
ド

ル
二
十
一
セ
ン
ト
を
水
利
の
緊
急
対
策
に

つ
か
っ
て
ほ
し
い
と
十
五
日
、
文
書
で
兼

次
市
長
に
申
し
入
れ
た
。

那
覇
市
会
の
議
員
報
酬
は
さ
る
七
月
か
ら
二

十
五
ド
ル
値
上
げ
し
て
七
十
五
ド
ル
に
な
っ

た
が
議
員
報
酬
値
上
げ
に
対
し
、
終
始
一
貫

反
対
し
て
き
た
民
連
系
議
員
は
六
月
一
日
以

降
値
上
げ
に
な
っ
た
分
を
積
立
て
て
収
入
役

に
預
け
て
あ
っ
た
も
の
で
、
六
月―

十
一
月

ま
で
六
ヵ
月
分
と
な
っ
て
い
る
。
関
係
議
員

は
瀬
名
波
栄
、
真
栄
田
義
晃
、
仲
松
庸
全
、

石
原
昌
進
、
儀
間
真
祥
、
黒
潮
隆
、
上
原
文

吉
、
久
高
友
敏
、
崎
山
喜
達
、
そ
れ
に
九
月

の
裁
判
の
結
果
失
格
し
た
金
城
重
宜
氏
の
任

期
中
の
分
。

真
栄
田
議
員
の
話　

積
立
金
の
使
途
は
前
か

ら
検
討
し
て
い
た
が
、
い
ま
六
十
年
ぶ
り
の

干
害
と
い
わ
れ
、
気
象
台
の
見
通
し
で
は
来

年
二
月
ま
で
雨
が
降
ら
な
い
と
い
う
最
悪
の

事
態
に
き
て
お
り
、
水
き
き
ん
は
深
刻
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
面
に
使
う
こ
と

に
決
め
た
。
で
き
る
限
り
の
対
策
を
市
当
局

も
、
市
会
も
考
え
る
べ
き
で
、
要
請
す
べ
き

は
要
請
し
、
手
を
つ
く
し
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ
の
積
立
て
た
金
は
額
は
少
な
い
が
、
当
局

で
も
予
備
費
か
ら
三
千
三
百
ド
ル
余
（
四
十

万
Ｂ
円
）
を
流
用
し
て
緊
急
対
策
に
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
け
た
せ
ば
か

な
り
活
用
で
き
る
と
思
う
。
使
途
に
つ
い
て

は
別
に
指
示
は
し
な
い
。

水
き
き
ん
緊
急
対
策
を
／
施
設

補
助
／
那
覇
市
会
が
要
請 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
８
・
12
・
19
〕

那
覇
市
会
は
十
八
日
あ
さ
十
時
か
ら
本
会

議
を
開
き
、
各
委
員
会
で
審
議
し
た
議
案

に
対
す
る
質
疑
、
討
論
を
行
な
い
、
八
件

を
可
決
、
二
件
を
否
決
し
、
四
件
は
提
案

者
の
市
長
が
撤
回
し
た
。

午
後
は
「
水
飢
饉
克
服
の
た
め
の
緊
急
施
設

に
対
す
る
補
助
要
請
決
議
案
」
が
全
議
員
の

連
名
で
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
決
、
軍
民

両
政
府
へ
決
議
書
を
那
覇
市
の
水
源
開
発
計

画
書
も
添
え
て
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
水
飢
饉
に
関
連
、
市
当
局
の
緊
急
水
利

対
策
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

（
質
疑
要
旨
）

新
垣
松
助
氏　

市
長
は
緊
急
対
策
を
た
て
た

あ
と
軍
民
政
府
に
援
助
を
要
請
し
た
か
。

兼
次
市
長　

民
政
府
、
行
政
府
、
銀
行
関
係

に
折
衝
し
て
お
り
、
民
政
府
に
は
給
水
の
増

加
、
貯
水
タ
ン
ク
の
払
下
げ
な
ど
を
折
衝
、

行
政
府
に
は
給
水
車
の
配
車
を
交
渉
し
た
。

銀
行
に
は
市
長
、
財
政
部
長
が
話
し
合
い
、

単
に
水
道
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
凍
結
さ
れ

て
い
る
融
資
の
早
期
再
開
を
要
請
し
て
あ
る
。

新
垣
議
員　

桑
江
氏
ら
を
招
い
て
調
査
し
た

結
果
、
水
源
は
十
分
だ
と
い
う
が
す
す
め
る

意
思
が
あ
る
か
。

兼
次
市
長　

那
覇
市
の
需
要
は
牧
港
の
旧
水

源
で
十
分
に
間
に
合
う
と
い
う
当
初
の
予
想

は
水
道
課
の
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
ほ
ど
の
水

量
が
な
い
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
。
集
水
面

積
は
広
く
、
水
が
あ
る
こ
と
は
判
明
し
た
が
、

広
範
囲
な
地
域
、
し
か
も
た
ん
ぼ
か
ら
ど
う

し
て
一
ヵ
所
に
集
水
す
る
か
は
問
題
が
あ
り
、

何
時
か
ら
着
工
す
る
と
は
回
答
で
き
な
い
。

ま
た
新
た
な
水
源
は
い
ま
い
う
と
こ
ろ
の
対

策
に
は
考
え
て
い
な
い
。

比
嘉
朝
四
郎
氏　

補
助
金
要
請
の
決
議
を
し

て
、
補
助
金
を
く
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が

ど
の
個
所
に
ど
れ
だ
け
必
要
か
を
説
明
す
る

資
料
は
も
っ
て
い
る
か
。

国
吉
水
道
課
長　

那
覇
市
の
水
道
恒
久
対
策

は
長
田
川
、
比
謝
川
の
開
発
に
つ
き
る
。
暫

定
的
な
も
の
と
し
て
は
安
里
に
地
下
水
源―

現
在
七
万
ガ
ロ
ン
は
確
実
に
あ
る
と
判
り
、

パ
イ
プ
を
増
や
し
て
十
万
ガ
ロ
ン
は
可
能
だ

と
思
う
。
そ
の
ほ
か
崇
元
寺
か
ら
泊
一
帯
の

地
下
水
源
を
極
力
探
査
し
、
ま
た
安
謝
に
も

七
〇



一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
十
二
月

有
望
な
個
所
が
あ
り
、
採
水
し
よ
う
と
い
う

計
画
で
い
る
。
前
島
町
の
佐
久
川
朝
吉
氏
付

近
の
井
戸
か
ら
二
十
四
万
ガ
ロ
ン
を
と
る
こ

と
に
成
功
し
た
が
、
塩
分
が
多
い
の
で
採
水

す
る
か
ど
う
か
は
考
え
て
い
な
い
。

久
場
景
善
氏　

桑
江
氏
の
意
見
を
と
り
あ
げ

な
い
の
か
。

国
吉
課
長　

今
後
と
も
技
術
的
に
指
導
を
仰

い
で
や
っ
て
い
き
た
い
。
喜
友
名
部
落
の
水

源
は
数
年
前
、
部
落
と
同
部
落
が
必
要
と
す

る
簡
易
水
道
に
は
市
が
給
水
し
て
や
っ
て
い

い
と
い
う
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
が
、
宜

野
湾
の
村
当
局
が
将
来
普
天
間
に
水
道
を
引

く
計
画
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
実
現
で
き
な

い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

宮
里
敏
慶
氏　

桑
江
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
飲
料
水
と
工
業
用
水
を
区
別
す
る
考
え

は
な
い
か
。

国
吉
課
長　

二
ツ
に
分
け
た
場
合
は
施
設
費

資
本
が
膨
大
に
か
か
り
、
二
十
万
程
度
の
人

口
で
は
不
可
能
で
、
化
学
工
業
が
発
達
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
浄
水
を
確
保
し

て
つ
か
っ
た
方
が
良
く
、
将
来
、
大
規
模
な

工
業
が
起
こ
ら
な
い
限
り
む
ず
か
し
い
。
な

お
き
ょ
う
再
開
し
て
今
会
期
は
全
部
終
了
す

る
。

（
水
飢
饉
に
対
す
る
補
助
要
請
決
議
要
旨
）

（
高
等
弁
務
官
、
民
政
官
、
行
政
主
席
、
立
法

院
議
長
あ
て
）

五
十
余
年
ぶ
り
の
干
ば
つ
の
た
め
那
覇
市
の

飲
料
水
は
著
し
く
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
窮

状
に
民
政
府
で
は
米
軍
民
の
節
水
で
那
覇
市

の
給
水
量
を
増
し
、
給
水
車
を
配
し
て
い
る

こ
と
は
那
覇
市
が
等
し
く
感
謝
し
て
い
る
。

市
会
は
市
当
局
と
協
力
緊
急
対
策
と
し
て
①

車
両
給
水
②
古
井
戸
な
ど
の
浚
渫
改
修
③
ボ

ー
リ
ン
グ
に
よ
る
地
下
水
利
用
④
恒
久
水
源

の
開
発
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
が
、
市
財
政
で

は
不
可
能
に
近
く
、
軍
民
両
政
府
の
特
別
な

配
慮
に
よ
る
渇
水
対
策
補
助
金
を
交
付
さ
れ

る
こ
と
を
要
請
す
る
。

七
一



七
二

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
一
月

一
九
五
九
年
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け
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朝　
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１
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６
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兼
次
那
覇
市
長
が
辞
意
を
も
ら
し
た
と
い

う
の
で
新
年
早
々
政
界
の
話
題
と
な
っ
て
い

る
。
辞
意
と
い
っ
て
も
、
ブ
ー
ス
高
等
弁
務

官
に
会
見
し
て
、
ス
ト
ッ
プ
を
食
っ
て
い
る

補
助
金
や
融
資
の
解
除
を
要
請
し
、
な
お
こ

の
最
後
的
請
願
が
聞
き
届
け
ら
れ
な
い
場
合
、

し
か
も
「
兼
次
が
市
長
で
あ
る
た
め
」
と
あ

れ
ば
、
那
覇
市
の
復
興
、
市
民
の
福
祉
に
は

代
え
ら
れ
な
い
か
ら
や
め
る
ほ
か
は
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

　

那
覇
市
政
は
一
昨
年
人
民
党
市
長
の
出
現

で
軍
民
両
政
府
及
び
金
融
機
関
か
ら
ボ
イ
コ

ッ
ト
を
食
っ
て
円
滑
な
運
営
を
は
ば
ま
れ
た
。

兼
次
市
長
も
人
民
党
を
主
体
と
し
た

「
民
連
」
推
薦
で
出
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
就

任
と
同
時
に
超
党
派
の
態
度
を
表
明
、
市
政

を
常
道
へ
か
え
す
べ
く
努
力
し
て
き
た
。
そ

し
て
こ
れ
に
応
え
る
が
如
く
昨
年
九
月
首
都

建
設
委
員
会
の
発
足
、
建
設
資
金
支
出
に
関

す
る
ブ
ー
ス
書
簡
と
共
に
琉
銀
当
局
に
よ
る

融
資
再
開
も
伝
え
ら
れ
、
そ
の
一
部
交
付
を

み
る
な
ど
明
る
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
兼
次
市
長
の
決
意
表
明
は
、
補
助

金
が
首
都
建
設
委
員
会
を
通
じ
て
支
出
さ
れ

か
つ
同
委
員
会
の
事
業
計
画
に
よ
っ
て
都
計

事
業
が
推
し
進
め
ら
れ
る
方
式
が
と
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
だ
れ
が
市
長
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
面
は
既
に
解
決
し
て
い
る
け
れ
ど

も
、
金
融
つ
ま
り
市
独
自
の
事
業
を
行
う
た

め
の
起
債
が
、
ま
だ
目
鼻
が
つ
か
な
い
。
こ

れ
で
は
就
任
二
年
目
を
迎
え
、
本
格
的
に
市

政
を
進
め
る
べ
き
時
期
に
あ
り
な
が
ら
市
長

と
し
て
の
責
務
を
果
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ

る
と
い
う
こ
と
と
、
一
面
、
民
連
か
ら
脱
出

し
た
政
治
態
度
に
対
す
る
世
論
の
も
や
も
や

を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
と
の
意
向
か
ら
発
し

た
も
の
と
う
け
と
ら
れ
る
。

　

那
覇
市
へ
の
補
助
金
は
東
江
臨
時
市
長
時

代
に
三
百
万
Ｂ
円
の
交
付
指
令
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
百
八
十
万
円
が
交
付
さ
れ
た
が
、
残

額
は
事
務
的
処
理
を
理
由
に
実
際
交
付
に
至

っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
当
間
市
長
時
代
に
民

政
府
は
償
還
を
要
し
な
い
援
助
資
金
と
し
て

八
千
七
百
万
円
の
都
計
費
援
助
の
指
令
を
う

け
て
お
り
、
こ
れ
が
ど
う
措
置
さ
れ
る

か
、
瀬
長
市
長
時
代
に
支
出
中
止
と
な
っ
て

以
来
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
市
長
は
変

っ
て
も
市
そ
の
も
の
は
厳
存
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
当
然
そ
の
指
令
は
生
き
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
金
融
問
題
で
は
、
預
金

凍
結
の
解
禁
は
み
た
が
、
そ
の
後
の
市
債
の

道
は
開
か
れ
て
い
な
い
。
依
然
貸
借
関
係
の

こ
と
で
あ
り
な
が
ら
「
い
や
が
ら
せ
」
が
続

い
て
い
る
と
い
う
わ
け
。
し
た
が
っ
て
「
解

除
」
へ
の
見
通
し
が
つ
い
て
い
る
と
は
い
い

な
が
ら
瀬
長
市
長
時
代
と
さ
し
て
か
わ
ら
な

い
現
状
に
あ
る
。

　

兼
次
市
長
が
「
背
水
の
陣
」
を
も
っ
て
、
閉

ざ
さ
れ
た
と
び
ら
を
完
全
に
あ
け
よ
う
と
い

う
決
意
は
、
あ
る
い
は
英
雄
的
だ
と
み
ら
れ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
市
民
の
福
祉
を
考
え

て
の
上
か
ら
で
あ
る
限
り
、
す
な
お
に
歓
迎

さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
那
覇
市
は
、
と
か

く
市
長
問
題
で
貴
重
な
建
設
の
時
期
を
無
為

に
す
ご
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
ら
で
軍
民
政

府
も
、
そ
の
声
が
か
り
の
金
融
機
関
も
、
協

力
す
る
、
し
な
い
の
態
度
を
は
っ
き
り
示
し

て
も
ら
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
今
日
の
事
態
を

招
い
た
責
任
は
市
民
に
も
あ
ろ
う
。
だ
が
い

つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
で
は
た
ま
っ
た
も
の
で

は
な
い
。

　

兼
次
市
長
の
辞
意
を
ど
う
み
る 

　
　

／
市
会
各
派
議
員
の
反
響 

　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
１
・
９
〕

兼
次
那
覇
市
長
は
一
日
、
ホ
テ
ル
琉
球
で

催
さ
れ
た
新
年
名
刺
交
換
会
の
席
上
で

「
五
八
年
度
は
最
悪
の
年
で
あ
っ
た
。
市
民

福
祉
の
市
政
と
い
う
方
針
で
超
党
派
を
打

出
し
て
き
た
が
民
政
府
補
助
、
銀
行
融
資

の
再
開
も
い
ま
だ
な
く
、
今
年
は
重
大
な

決
意
を
す
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

こ
の
あ
と
で
七
日
ご
ろ
文
書
で
ブ
ー
ス
高

等
弁
務
官
あ
て
に
会
見
を
申
し
入
れ
、
補

助
、
及
び
融
資
再
開
に
つ
い
て
の
弁
務
官

の
意
向
を
た
だ
し
た
い
意
思
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

突
然
で
理
解
に
苦
し
む
／
軍
援
助
は
む

　

し
ろ
明
る
い
見
通
し
／
進
退
は
市
長

　

自
身
の
問
題

昨
年
九
月
、
大
田
副
主
席
あ
て
に
寄
せ
ら
れ

た
ブ
ー
ス
書
簡
で
那
覇
市
の
首
都
建
設
に
要

す
る
費
用
は
首
都
建
設
委
に
寄
託
す
る
か
ら

早
急
に
首
都
建
設
委
員
会
を
発
足
す
る
よ
う

に
と
勧
告
が
あ
り
、
さ
ら
に
琉
銀
理
事
者
に

よ
っ
て
融
資
の
早
期
再
開
の
実
現
も
伝
え
ら

れ
、
一
部
が
交
付
さ
れ
る
な
ど
、
那
覇
市
都

計
の
推
進
も
軌
道
に
乗
る
も
の
と
兼
次
市
長

は
じ
め
大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。

兼
次
市
長
は
四
日
「
な
ぜ
補
助
金
の
交
付
と

融
資
の
再
開
を
し
な
い
の
か
は
っ
き
り
さ
せ

た
い
。
私
が
市
長
で
あ
る
た
め
に
で
き
な
い

の
か
、
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
市
民
福
祉
の
た
め
に
や
る
な
ら
ば
辞
め

る
の
が
自
分
の
と
る
べ
き
道
だ
」
と
辞
意
を

表
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
兼
次
市
長
の
辞
意

に
つ
い
て
四
日
、
那
覇
市
会
各
派
の
意
見
を



七
三

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
一
月

き
い
て
み
た
。

仲
宗
根
梶
雄
氏
（
し
せ
い
会
）　

兼
次
市
長

が
退
く
べ
き
か
ど
う
か
は
現
在
の
市
会
の
段

階
で
は
何
と
も
い
え
な
い
。
彼
自
身
の
問
題

で
あ
り
、
こ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
い
ま
ま

で
話
合
っ
た
こ
と
は
な
く
、
辞
め
る
と
い
う

意
図
が
わ
か
ら
な
い
。
現
在
那
覇
市
で
は
都

計
事
業
が
も
っ
と
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
し
、

市
長
就
任
一
か
年
で
で
き
る
か
で
き
な
い
か

わ
か
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
地
位
を
退
く

の
は
ど
う
か
と
も
思
う
。

平
良
真
次
郎
氏
（
無
所
属
）　

市
長
自
体
堅
い

決
意
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
議
会
で
の
答
弁

で
、
幾
分
察
し
が
つ
く
。
し
か
し
市
長
と
し

て
も
市
民
の
立
場
に
お
い
て
も
、
都
計
と
い

う
も
の
が
一
番
大
事
で
あ
る
し
、
市
長
が
民

連
か
ら
離
れ
て
超
党
派
を
打
ち
出
し
た
の
も

よ
く
わ
か
る
。
融
資
の
再
開
、
援
助
を
得
て

早
急
に
都
計
を
進
め
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。

そ
の
た
め
に
や
め
る
と
か
や
め
な
い
と
か
い

う
こ
と
は
む
し
ろ
議
員
に
お
い
て
も
そ
う
で

あ
る
べ
き
で
、
こ
の
よ
う
な
熱
意
は
あ
っ
て

よ
い
と
思
う
。
市
長
は
体
当
り
の
議
会
活
動

を
し
て
お
り
、
日
本
に
い
っ
て
き
て
政
治
の

あ
り
方
と
政
党
に
対
す
る
気
持
が
ゆ
さ
ぶ
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
。

渡
口
麗
秀
氏
（
五
日
会
）　

那
覇
市
に
お
い

て
五
九
年
は
む
し
ろ
快
晴
に
め
ぐ
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
五
七
年
瀬
長

市
政
に
よ
っ
て
那
覇
市
は
暗
雲
が
た
れ
て
い

た
が
、
昨
年
兼
次
市
長
が
出
現
し
て
青
空
が

十
一
月
ご
ろ
か
ら
見
え
始
め
た
。
凍
結
し
た

資
金
も
解
除
に
な
る
見
通
し
で
、
首
都
建
設

委
員
会
に
よ
っ
て
久
茂
地
川
、
安
里
川
の
改

修
が
着
工
さ
れ
る
運
び
に
な
り
、
早
急
に
な

す
べ
き
十
種
目
の
工
事
も
今
年
は
着
工
さ
れ

る
年
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
融
資
に

よ
っ
て
国
場
川
の
埋
立
も
着
工
で
き
る
と
思

う
。
兼
次
氏
が
い
っ
た
こ
と
は
む
し
ろ
了
解

に
苦
し
む
。
た
だ
今
後
に
お
い
て
、
人
事
の

刷
新
と
と
も
に
助
役
人
事
を
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

瀬
名
波
栄
氏
（
人
民
党
）　

重
大
決
意
と
い

う
の
が
ど
う
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
。
補
助
金
の
再
開
は
い
や
し
く

も
民
政
府
の
責
任
者
と
那
覇
市
の
責
任
あ
る

者
の
間
で
語
ら
れ
た
こ
と
が
、
い
ま
だ
に
出

な
い
と
い
う
の
は
民
主
的
で
は
な
い
。
兼
次

派
が
ど
う
あ
ろ
う
と
民
政
府
の
責
任
で
あ
り
、

義
務
で
あ
る
。
兼
次
市
長
で
あ
る
が
故
に
出

さ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治

自
体
が
誤
っ
た
も
の
で
辞
め
る
辞
め
な
い
は

別
の
問
題
だ
。
む
し
ろ
市
長
は
市
民
と
と
も

に
要
求
運
動
を
起
す
べ
き
で
あ
る
。
い
か
な

る
人
が
市
長
に
な
ろ
う
と
民
政
府
は
出
す
べ

き
で
あ
っ
て
出
さ
な
い
の
は
民
主
主
義
の
理

念
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
。

も
し
以
前
に
議
員
報
酬
の
値
上
げ
な
ど
市
民

に
対
す
る
誤
り
を
認
め
て
退
陣
す
る
な
ら
ば

辞
め
て
も
よ
い
が
、
単
に
補
助
金
の
問
題
で

辞
め
る
と
い
う
な
ら
ば
市
民
と
と
も
に
要
求

す
べ
き
で
あ
る
。
い
ま
沖
縄
で
一
番
必
要
な

こ
と
は
民
主
主
義
を
守
る
運
動
で
あ
り
、
政

策
が
相
違
し
て
い
て
も
他
の
政
党
、
善
意
あ

る
人
た
ち
と
一
緒
に
戦
っ
て
い
き
た
い
。

　

弁
務
官
か
ら
首
都
建
設
委
に
書 

　
　

簡
／
那
覇
都
計
の
推
進
に
朗 

　
　

報
／
優
先
事
業
案
を
認
可
／ 

　
　

補
助
金
、
復
金
融
資
出
す 
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ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
は
、
九
日
首
都
建
設

委
員
長
の
大
田
副
主
席
に
書
簡
（
別
項
）
を

お
く
り
、
首
都
建
設
と
し
て
▽
久
茂
地
川
の

橋
梁
工
事
（
五
万
㌦
）
又
吉
道
路
の
歩
道
工

事
（
三
万
㌦
）
奥
武
山
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
工
事
（
二
十
二
万
㌦
）
計
三
十
万
㌦
を
民

政
府
で
補
助
す
る
一
方
、
那
覇　

市
の
給
水

施
設
の
拡
張
（
九
万
五
百
㌦
）
、
国
場
川
埋

立
工
事
（
二
十
二
万
七
百
㌦
）
、
ガ
ー
ブ
川

沿
岸
の
道
路
拡
張
（
三
万
四
千
七
百
㌦
）
区

画
整
理
事
業
（
二
十
四
万
七
千
八
百
㌦
）
計

六
十
万
㌦
の
復
金
融
資
を
行
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
れ
で
瀬
長
市
長
就
任
以
来
、

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
那
覇
市
の
都
計
事
業
も

民
政
府
の
補
助
金
交
付
を
は
じ
め
凍
結
さ
れ

て
い
た
復
金
融
資
が
現
実
に
再
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
今
後
は
本
格
的
な
都
計
の
実
現

に
拍
車
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
ブ
ー
ス
書
簡
は
、
さ
る
十
一
月
二
十
一

日
付
で
首
都
建
設
委
員
か
ら
弁
務
官
宛
に

送
付
さ
れ
た
九
つ
の
優
先
事
業
に
対
す
る

回
答
で
、
そ
の
九
事
業
の
う
ち
水
源
開
発
事

業
が
水
道
公
社
で
施
工
さ
れ
、
久
茂
地
川
お

よ
び
安
里
川
の
浚
渫
工
事
が
エ
マ
台
風
資

金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
他
ガ
ー
ブ
川
の
浚
渫
工
事
な
ら
び
に
希

望
ヶ
丘
、
旭
ヶ
丘
の
近
隣
公
園
は
土
地
の
買

収
、
人
家
の
立
退
き
に
と
も
な
う
補
償
問
題

と
も
か
ら
ん
で
、
相
当
慎
重
に
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
今
回
は
見
合
し

次
回
へ
も
ち
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
那
覇
都
計
に
対
す
る
補
助
は
今
回

の
三
十
万
㌦
に
、
さ
き
の
二
十
五
万
㌦
、
お

よ
び
十
二
万
二
千
㌦
を
含
め
昨
年
十
月
か
ら

今
年
に
か
け
て
全
部
で
六
十
七
万
二
千
㌦
が

補
助
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
ブ
ー
ス
書
簡
に
よ
る
と
今
回
の

三
十
万
㌦
の
補
助
金
の
う
ち
奥
武
山
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
業
は
全
琉
的
な
関
心
お

よ
び
利
用
価
値
そ
の
他
琉
球
政
府
が
資
金

の
大
部
分
を
負
担
す
る
と
い
う
点
か
ら
琉

球
政
府
が
行
い
、
ま
た
又
吉
道
路
歩
道
工
事

も
那
覇
市
か
ら
の
要
請
で
政
府
が
施
工
す

る
こ
と
に
な
り
久
茂
地
川
橋
梁
工
事
は
那

覇
市
で
直
接
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。



七
四

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
一
月

　
　

〔
中
略
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ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
30
万
㌦
補

　
　

助
／
国
場
川
埋
立
我
部
川
の
護
岸
に

　
　

60
万
㌦
融
資

ま
た
ブ
ー
ス
書
簡
に
も
と
づ
き
、
九
日
首
都

建
設
委
員
会
計
画
に
つ
い
て
那
覇
市
長
あ
て

民
政
府
ギ
ー
リ
ス
副
民
政
官
か
ら
次
の
書
簡

が
送
ら
れ
た
。

一
、
別
紙
の
那
覇
市
復
興
計
画
に
関
す
る

一
九
五
九
年
一
月
九
日
付
首
都
建
設
委
員
会

委
員
長
あ
て
高
等
弁
務
官
書
簡
を
参
照
さ
れ

た
い
。

二
、
左
記
事
業
は
融
資
に
よ
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
左
記
金
額
（
概
算
）

の
融
資
申
請
を
早
急
に
復
金
に
提
出
し
て
も

ら
い
た
い
。

給
水
配
管
施
設
九
万
五
百
㌦
、
国
場
川
埋
立

工
事
二
十
二
万
七
千
㌦
、
区
画
整
理
事
業

二
十
四
万
七
千
八
百
㌦
、
ガ
ー
ブ
川
沿
岸
道

路
三
万
四
千
七
百
㌦
。
計
六
十
万
㌦
。

三
、
左
記
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
左

記
の
金
額
の
一
部
ま
た
は
全
額
を
民
政
府
補

助
金
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

久
茂
地
川
橋
梁
五
万
㌦
、
又
吉
道
路
歩
道

三
万
㌦
、
奥
武
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

二
十
二
万
㌦
、
計
約
三
十
万
㌦
。

四
、
正
確
な
額
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
見
積

り
を
検
討
の
う
え
決
定
し
、
復
金
融
資
に
つ

い
て
は
通
常
行
わ
れ
て
い
る
復
金
の
評
価
手

続
き
に
よ
る
。

五
、
第
三
項
の
民
政
府
補
助
金
に
よ
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
奥
武
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

事
業
は
、
そ
の
全
琉
的
関
心
お
よ
び
利
用
価

値
の
見
地
か
ら
ま
た
琉
球
政
府
が
資
金
の
大

部
分
を
負
担
す
る
点
か
ら
琉
球
政
府
が
こ
れ

を
行
う
。
さ
ら
に
那
覇
市
側
の
意
も
あ
り
、
又

吉
道
路
歩
道
工
事
も
琉
球
政
府
が
こ
れ
を
行

う
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
資
金
計
画
の
調
整
お

よ
び
完
成
に
つ
い
て
は
、
貴
役
所
の
代
表
者

が
直
接
民
政
府
経
済
開
発
部
と
折
衝
し
て
も

ら
い
た
い
。

六
、
別
紙
高
等
弁
務
官
書
簡
に
も
あ
る
と
お

り
前
記
各
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
で
き
る
か

ぎ
り
の
援
助
を
お
し
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

首
席
民
政
官
に
代
っ
て
右
の
と
お
り
通
知
す

る
。

　

首
都
建
設
に
全
力
尽
す
／
早
ま
っ
た
決

　
　

意
表
明
の
感
も

兼
次
市
長
談

兼
次
市
長
九
日
夜
ギ
ー
リ
ス
書
簡
に
つ
い
て

の
見
解
を
次
の
よ
う
に
発
表
し
た
。

那
覇
の
復
興
を
公
約
し
て
一
年
、
そ
の
実
現

に
努
力
し
た
つ
も
り
だ
が
、
い
ま
だ
に
見
通

し
も
つ
か
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け

に
失
意
は
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
き
ょ
う

（
九
日
）
ギ
ー
リ
ス
民
政
官
の
正
式
の
文
書
に

よ
っ
て
私
が
の
ぞ
ん
で
い
た
銀
行
融
資
と
特

別
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
さ

れ
た
こ
と
は
市
民
と
と
も
に
喜
ん
で
い
る
次

第
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
資
金
が
果
し
て
い

つ
交
付
さ
れ
る
か
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、

し
か
し
融
資
に
つ
い
て
は
十
日
琉
銀
総
裁
と

復
金
局
長
と
あ
っ
て
話
し
あ
い
た
い
。
特
別

補
助
金
の
三
十
万
㌦
の
う
ち
又
吉
道
路
と
奥

武
山
公
園
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
二
十
五
万

㌦
は
政
府
で
な
す
べ
き
だ
と
文
書
に
あ
る
が

私
も
そ
れ
で
よ
い
と
思
う
。
正
月
の
あ
の
発

表
は
早
ま
っ
た
こ
と
を
し
た
と
も
思
っ
て
い

る
が
、
決
し
て
ゼ
ス
チ
ァ
で
は
な
か
っ
た
と

市
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。
首
都
建
設
法
に
基
い
て
政

府
は
当
然
那
覇
市
の
首
都
建
設
を
助
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
軍
の
多
額
の
補
助
を

し
て
い
る
以
上
政
府
も
実
質
的
に
那
覇
市
の

首
都
建
設
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
那
覇
の
首
都
建
設
に
全
力
を
尽
く
す
つ
も

り
だ
。

　

ブ
ー
ス
弁
務
官
書
簡

那
覇
市
復
興
計
画
の
中
で
優
先
的
に
実
施
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
委
員
会
が
認
め
る
事
業

の
リ
ス
ト
を
送
付
す
る
。
委
員
会
全
員
の
連

署
に
よ
る
一
九
五
八
年
十
一
月
二
十
一
日
付

書
簡
で
推
薦
さ
れ
た
中
で
数
件
の
事
業
は
す

で
に
他
の
計
画
に
お
り
込
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
那
覇
市
に
対
す
る
水
源
の
開
発
は
最

近
設
置
さ
れ
た
琉
球
水
道
公
社
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
久
茂
地
川
お
よ
び

安
里
川
の
治
水
工
事
は
す
で
に
割
当
の
行
わ

れ
た
エ
マ
台
風
復
興
資
金
に
よ
っ
て
琉
球
政

府
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

推
薦
の
あ
っ
た
残
余
の
事
業
の
う
ち
、
久
茂

地
川
の
橋
梁
工
事
（
五
万
㌦
）
、
又
吉
道
路
の

歩
道
工
事
（
三
万
㌦
）
、
奥
武
山
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
二
十
二
万
㌦
）
＝
計
三
十
万
㌦
は

民
政
府
補
助
金
を
う
け
る
資
格
が
あ
る
。

一
方
、那
覇
市
の
給
水
施
設
の
拡
張
（
九
万
五
百

㌦
）
国
場
川
埋
立
工
事
（
二
十
二
万
七
千
㌦
）

ガ
ー
ブ
川
沿
岸
の
道
路
拡
張
（
三
万
四
千
七
百

㌦
）
区
画
整
理
事
業
（
二
十
四
万
七
千
八
百
㌦
）

＝
計
六
十
万
㌦
は
復
金
か
ら
融
資
を
う
け
る
資

格
が
あ
る
。
前
記
事
業
の
資
金
計
画
に
つ
い
て

取
る
べ
き
今
後
の
処
置
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
者
な
ら
び
に
関
係
機
関
と
文
書
を
も
っ

て
連
絡
す
る
。

ま
た
そ
の
他
の
三
事
業
（
ガ
ー
ブ
川
の
浚
渫

事
業
、
希
望
ヶ
丘
お
よ
び
旭
ヶ
丘
公
園
建

設
）
は
次
年
度
に
お
い
て
資
金
を
考
慮
す
る

の
が
適
当
で
あ
る
と
思
う
。
各
委
員
に
そ
の

果
さ
れ
た
任
務
が
琉
球
の
首
都
と
し
て
那
覇

市
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
め
、
特
に
感
謝
の
意
を
伝
え
て
も

ら
い
た
い
。

本
官
は
本
事
業
に
つ
い
て
今
後
と
も
関
心
を

払
い
、
こ
れ
ら
の
優
先
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
民
政
府
は
で
き
る
限
り
の
援
助
を
お
し
ま

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
約
束
す
る
も
の
で



七
五

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
一
月

あ
り
ま
す
。

　

那
覇
都
計
へ
の
協
力
要
請
／
五 

　
　

日
会
が
立
法
院
へ 
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十
二
日
午
前
那
覇
市
議
会
の
「
五
日
会
」
を

代
表
し
て
儀
武
息
睦
、
渡
口
麗
秀
、
大
山
盛

幸
、
比
嘉
佑
直
、
森
田
猛
松
の
五
氏
は
五
日

会
総
会
の
決
議
に
も
と
づ
き
、
院
内
副
議
長

室
に
長
嶺
副
議
長
を
訪
れ
「
那
覇
市
都
計
へ

の
軍
補
助
、
琉
銀
融
資
の
再
開
」
に
関
す
る

立
法
院
の
協
力
に
感
謝
を
の
べ
、
さ
ら
に
次

の
よ
う
に
要
望
し
た
。

　

一
、
こ
ん
ど
の
都
計
上
の
幾
多
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
な
お
一
層
の
援
助
と
協
力
を
願

う
。
と
く
に
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
の
設
置

は
全
琉
住
民
の
要
望
で
あ
る
の
で
、
新
年
度

予
算
案
で
建
設
必
要
資
金
の
全
額
計
上
を
要

請
す
る
。

　

一
、
電
電
公
社
の
発
足
が
急
が
れ
る
の
で
、

来
る
定
例
会
開
会
は
じ
め
に
、
行
政
府
が
同

経
営
委
人
事
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
き
た
場

合
、
立
法
院
が
こ
れ
を
早
急
に
審
議
処
理
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　

二
万
ド
ル
の
損
害
賠
償
／
訴
え 

　
　

ら
れ
た
替
費
地
／
那
覇
市
相 

　
　

手
ど
り
／
具
志
頭
〇
〇
氏 
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久
米
町
一
帯
の
替
費
地
約
千
六
百
六
十
四
坪

を
那
覇
市
か
ら
買
受
け
た
牧
志
町
〇
丁
目

〇
〇
〇
〇
番
地
具
志
頭
〇
〇
氏
は
、
そ
の
後

そ
の
土
地
売
買
契
約
が
市
長
選
挙
な
ど
に
利

用
さ
れ
解
約
、
裁
判
な
ど
で
時
機
を
失
い

地
価
が
値
下
が
り
し
た
か
ら
損
害
賠
償
金

二
万
四
千
九
百
㌦
三
十
三
㌣
を
支
払
え
と
、

こ
の
ほ
ど
那
覇
市
を
相
手
ど
り
中
央
巡
裁
に

訴
訟
を
お
こ
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
久
米
工
事
区
替
費
地
は

さ
る
五
六
年
十
二
月
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
Ｋ
Ｋ
の
代
表
取
締
役
だ
っ
た
具
志
頭
氏
が

そ
の
売
却
方
を
申
請
、
許
可
に
な
っ
た
も
の

だ
が
、
代
金
一
千
三
十
万
七
千
五
百
円
は
分

割
払
い
と
し
て
売
買
契
約
を
締
結
し
保
証
金

と
し
て
二
十
五
万
七
千
五
百
円
を
支
払
っ
た
。

そ
の
後
こ
の
土
地
は
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
Ｋ
Ｋ
か
ら
具
志
頭
氏
個
人
が
譲
受
け
た
の

だ
が
、
五
七
年
七
月
六
日
突
然
、
市
は
代
金

支
払
不
履
行
を
理
由
に
契
約
の
解
除
を
通
知
、

驚
い
た
具
志
頭
氏
は
早
速
残
代
金
を
支
払
お

う
と
し
た
が
市
は
受
け
と
ら
ず
、
仕
方
な
く

そ
の
金
は
法
務
局
に
弁
済
供
託
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
そ
の
土
地
の
分
譲
を
計
画

し
、
内
三
十
坪
は
琉
球
映
画
貿
易
会
社
に
坪

六
千
五
百
円
で
分
譲
、
他
に
も
話
を
す
す
め

て
い
た
が
、
市
は
故
意
に
こ
の
分
譲
を
妨
害

し
た
の
で
そ
の
土
地
の
確
認
訴
訟
を
中
央
巡

裁
に
起
し
五
八
年
七
月
十
二
日
、
こ
れ
が
認

め
ら
れ
て
確
定
し
た
。
し
か
し
こ
の
土
地
は

五
七
年
五
月
当
時
処
分
す
れ
ば
少
な
く
と
も

坪
六
千
五
百
円
以
上
に
分
譲
で
き
た
の
で
あ

る
が
市
が
妨
害
し
た
た
め
訴
訟
を
お
こ
し
て

い
る
間
に
地
価
は
坪
四
千
五
百
円
な
い
し

四
千
円
に
値
下
が
り
し
た
た
め
莫
大
な
損
害

を
こ
う
む
っ
た
と
い
う
も
の
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
那
覇
市
の
仲
原
総
務
部
長

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
向
う
が
期
限
以
内
に
契
約
金

九
百
十
万
Ｂ
円
を
支
払
わ
な
か
っ
た
た
め
に

起
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
区
画
整
理
事
業
と
い

う
も
の
が
替
費
地
を
処
分
し
て
そ
れ
で
事
業

資
金
に
あ
て
る
こ
と
を
考
え
た
場
合
、
む
し

ろ
延
滞
し
た
向
う
に
こ
ち
ら
か
ら
損
害
賠
償

を
要
求
し
た
い
く
ら
い
だ
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
応
訴
す
る
か
ど
う
か
は
来
る
十
九
日
に

開
く
臨
時
議
会
の
承
認
を
求
め
た
上
で
な
け

れ
ば
出
来
な
く
、
こ
っ
ち
は
忙
し
い
の
で
ほ

っ
て
お
き
た
い
く
ら
い
で
あ
る
。

　

合
同
土
地
諮
問
会
を
設
置
／
す 

　
　

べ
り
出
す
新
土
地
計
画
／
一 

　
　

括
払
い
を
全
面
廃
止 
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ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
は
十
三
日
午
前
、
当
間

主
席
に
よ
る
「
土
地
借
貸
安
定
法
」
の
署

名
、
公
布
に
伴
い
布
令
第
十
八
号
「
暫
定
貸

借
権
の
取
得
」
を
公
布
、
即
日
施
行
に
移
し

た
。
こ
れ
は
、
さ
き
の
土
地
問
題
現
地
折
衝

で
米
琉
双
方
に
妥
結
を
み
た
「
新
土
地
計

画
」
実
施
の
第
一
段
階
と
い
え
、
土
地
問
題

の
争
点
だ
っ
た
「
一
括
払
い
制
度
」
を
布
令

十
八
号
に
よ
っ
て
全
面
的
に
廃
棄
。
布
令

百
六
十
四
号
「
米
合
衆
国
土
地
収
用
令
」
に

も
と
づ
き
〝
限
定
付
土
地
保
有
権
〟
が
設
定

さ
れ
な
が
ら
、
一
括
払
い
を
受
領
し
な
か
っ

た
地
主
に
対
し
て
は
、
い
ち
お
う
〝
暫
定
借

地
権
〟
に
切
り
か
え
、
収
用
告
知
の
日
か
ら

五
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
暫
定
借
地
料
を

く
る
二
十
日
か
ら
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
、

こ
の
措
置
は
旧
正
に
間
に
合
わ
せ
て
の
も
の

で
、
七
十
七
万
五
千
㌦
（
九
千
三
百
万
円
）
の

特
別
預
託
勘
定
と
な
っ
て
い
る
。
弁
務
官
は

さ
ら
に
布
令
十
八
号
に
よ
っ
て
、
米
琉
双
方

四
人
あ
て
の
正
委
員
（
沖
縄
側
は
正
委
員
の

ほ
か
四
人
の
委
員
代
理
も
任
命
さ
れ
た
）
か

ら
な
る
「
土
地
合
同
諮
問
委
員
会
」
を
設
置
、

恒
久
的
な
常
置
委
員
会
と
し
て
、
こ
ん
ご
土

地
問
題
に
付
随
し
て
発
生
す
る
、
い
ろ
い
ろ



七
六

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
一
月

損
失
補
償
問
題
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置
方

法
を
弁
務
官
に
勧
告
さ
せ
、
そ
れ
に
も
と
づ

き
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
の
問
題
解

決
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

暫
定
借
地
権
に
切
替
え
／
地
料
七
十
七

　
　

万
㌦
、
二
十
日
か
ら
支
払
い
／
米
琉

　
　

八
人
の
委
員
任
命
／
布
令
18
号
を
公

　
　

布
／
一
括
払
い
受
領
額
／
三
百
八
十

　
　

二
万
ド
ル

「
合
同
土
地
諮
問
委
員
会
」
の
委
員
構
成

は
、
行
政
府
一
、
土
地
連
一
、
市
町
村
長
会
長

お
よ
び
市
町
村
議
長
会
長
、
ア
メ
リ
カ
側
が

民
政
府
二
、
陸
軍
工
作
隊
二
計
八
人
で
の
構

成
で
、
当
間
主
席
に
よ
る
と
、
運
営
規
則
や

委
員
長
選
任
な
ど
を
議
題
に
来
週
早
々
諮
問

会
が
招
集
さ
れ
よ
う
…
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
「
土
地
借
貸
安
定
法
」
に
も
と
づ
き
行
政

主
席
は
、
土
地
の
適
正
な
年
間
最
高
借
貸
を

設
定
す
る
「
土
地
借
貸
評
価
委
員
会
」
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
間
主
席
は

「
近
く
各
地
区
の
市
町
村
会
長
お
よ
び
市
町

村
議
長
会
長
か
ら
の
委
員
推
せ
ん
（
地
主
お

よ
び
貸
借
人
）
も
出
揃
う
の
で
、
行
政
府
人

選
の
学
識
経
験
者
を
も
い
そ
ぎ
、
二
月
の
定

例
議
会
の
へ
き
頭
に
立
法
院
の
承
認
を
得
て

任
命
、
発
足
さ
せ
る
と
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
布
令
百
六
十
四
号
に
よ
っ
て

こ
れ
ま
で
設
定
さ
れ
た
一
括
払
い
（
限

定
付
土
地
保
有
権
）
の
供
託
金
総
額
は
、

一
千
三
百
二
十
八
万
二
千
百
四
十
六
㌦
十
六

㌣
（
十
六
億
五
百
八
十
七
万
三
千
六
百
九
円

六
十
銭
）
、
設
定
筆
数
約
二
二
、
〇
〇
〇
筆
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
十
三
日
午
前
十
一

時
半
ま
で
に
受
領
し
た
件
数
は
一
八
四
六
件

（
約
六
、
一
〇
〇
筆
）
、
一
括
払
い
受
領
総
額

は
三
百
八
十
二
万
四
千
九
十
七
㌦
九
十
六
㌣

（
四
億
五
千
八
百
八
十
九
万
一
千
七
百
五
十

五
円
二
十
銭
）
で
、
一
括
払
い
全
体
の
約
三

割
が
受
領
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

那
覇
市
議
会
開
く 
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今
年
初
の
那
覇
市
臨
時
議
会
は
十
九
日
午
前

十
一
時
市
議
室
で
開
か
れ
た
が
、
開
会
前
建

設
部
長
に
就
任
し
た
大
城
龍
太
郎
氏
が
「
那

覇
都
計
の
た
め
全
力
を
つ
く
す
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

ま
ず
今
期
議
会
の
会
議
録
署
名
人
の
選
挙
に

移
っ
た
が
、
慣
例
に
よ
り
高
良
議
長
よ
り
、

儀
武
息
睦
、
新
垣
松
助
両
議
員
に
決
定
、
引

続
き
今
期
議
会
を
一
日
間
と
き
め
、
議
員
数

増
加
に
よ
る
軍
用
地
問
題
の
処
理
に
関
す
る

特
別
委
員
会
の
選
任
に
つ
い
て
新
垣
議
員
が

「
特
別
委
員
会
の
定
員
八
名
は
真
和
志
合
併

前
の
委
員
で
あ
り
首
里
地
区
出
身
の
委
員
が

い
な
い
の
で
、
軍
用
地
問
題
の
重
要
性
か
ら

首
里
、
真
和
志
地
区
か
ら
二
名
ず
つ
四
名
を

つ
け
加
え
た
い
」
と
い
う
説
明
が
あ
り
、
高

良
議
長
指
名
で
首
里
か
ら
大
山
盛
幸
、
玉
那

覇
有
義
、
真
和
志
か
ら
森
田
孟
松
、
金
城
武

一
の
四
議
員
が
決
定
し
た
。

軍
用
地
問
題
の
処
理
に
関
し
て
特
別
委
員
会

新
垣
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
あ
り
、
一
た

ん
休
憩
、
午
前
十
一
時
半
開
会
、
昨
年
十
一

月
十
八
日
就
任
し
た
松
本
消
防
隊
長
の
紹
介

が
あ
り
、
軍
用
地
料
修
正
方
に
関
す
る
軍
用

地
特
別
委
員
会
の
陳
情
を
問
題
の
重
要
性
か

ら
全
議
員
の
形
に
修
正
し
て
現
地
折
衝
の
軍

民
両
委
員
長
、
高
等
弁
務
官
、
首
席
民
政

官
、
行
政
主
席
、
立
法
院
議
長
に
あ
て
決
議

文
を
提
出
す
る
。

那
覇
市
会
／
議
長
と
や
り
と
り 

漫
才
／
具
志
頭
氏
の
提
訴
問 

題
討
議 
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既
報
＝
十
九
日
の
那
覇
市
臨
時
議
会
は
軍
用

地
料
修
正
に
関
す
る
要
請
決
議
案
を
可
決
、

引
続
き
所
属
未
定
地
を
那
覇
市
の
行
政
区
域

に
編
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
議
案
を
可
決
、

損
害
賠
償
請
求
事
件
の
応
訴
に
つ
い
て
の
議

案
を
継
続
審
議
す
る
こ
と
と
し
午
後
零
時
十

分
ス
ピ
ー
ド
閉
会
し
た
。

所
属
未
定
地
を
那
覇
市
の
行
政
区
域
に
編
入

＝
一
九
五
八
年
十
二
月
十
五
日
付
民
政
府
書

簡
で
那
覇
市
に
譲
渡
さ
れ
た
安
里
川
北
岸
公

有
水
面
埋
立
地
三
千
四
百
五
十
一
・
二
九
坪

が
、
市
町
村
自
治
法
第
三
条
第
一
項
後
段
に

規
定
す
る
「
所
属
未
定
地
」
に
該
当
す
る
の

で
、
同
地
を
那
覇
市
の
行
政
区
域
に
編
入
し

た
い
と
議
案
提
出
、
可
決
さ
れ
た
も
の
。
損

害
賠
償
請
求
事
件
の
応
訴
＝
具
志
頭
〇
〇
氏

か
ら
那
覇
市
を
相
手
に
損
害
賠
償
請
求
事
件

を
提
訴
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
に
応
訴
し
て

よ
い
か
議
決
を
求
め
た
が
、
こ
の
問
題
で
は

市
会
は
一
た
ん
休
憩
に
入
り
、
討
論
の
形
で

市
会
は
荒
れ
も
よ
う
を
見
せ
た
が
、
高
良
議

長
と
議
員
と
の
か
け
あ
い
漫
才
の
よ
う
な
ヤ

リ
ト
リ
が
あ
っ
て
爆
笑
の
う
ち
に
無
事
？
継

続
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

高
良
議
長　

本
人
（
具
志
頭
氏
）
は
き
ょ

う
帰
任
す
る
が
、
弁
護
人
も
二
十
三
日
ま
で

の
ば
す
と
い
っ
て
い
る
の
で
継
続
審
議
に
す

れ
ば
よ
い
と
思
う
。

　

赤
嶺
議
員　

弁
護
人
三
名
は
多
い
の
で
経

費
を
節
約
し
て
一
人
に
し
て
ほ
し
い
。

　

兼
次
市
長　

き
ょ
う
提
出
し
た
議
案
は
訴

え
ら
れ
た
も
の
の
応
訴
で
、
例
え
訴
え
ら
れ

て
も
勝
訴
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。
赤
嶺

議
員
が
三
人
の
弁
護
士
を
一
人
に
せ
よ
と
い

う
発
言
は
十
分
考
慮
に
入
れ
勝
訴
を
確
信
す

る
た
め
形
式
的
に
弁
護
士
を
一
名
と
す
る
。

本
人
が
取
下
げ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
実

に
訴
え
ら
れ
て
お
り
、
応
訴
す
る
と
い
う
議

決
を
認
め
て
も
ら
っ
て
、
議
案
を
そ
の
ま
ま

議
決
し
て
も
ら
い
た
い
。



七
七

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
一
月

　

渡
口
（
麗
）
副
議
長　

議
長
は
こ
の
告
訴

は
取
下
げ
ら
れ
る
自
信
は
あ
る
か
。

　

高
良
議
長　

ぼ
く
に
は
そ
ん
な
自
信
は
な

い
ヨ
。

　

渡
口
（
麗
）
副
議
長　

自
信
は
な
い
の
に

継
続
審
議
と
す
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

　

高
良
議
長　

（
ム
ク
レ
ル
）
向
う
側
が
そ

う
い
う
こ
と
を
い
っ
て
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、

継
続
審
議
に
し
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
君
は

ケ
ン
カ
を
買
う
の
か
。
（
爆
笑
）
応
訴
を
き

め
る
と
向
う
も
仕
方
な
く
や
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
後
口
々
に
質
問
や
議
論
を
の
べ
た

が
、
休
憩
を
解
き
開
会
し
て
継
続
審
議
に
決

ま
っ
た
。
こ
の
後
又
吉
（
久
）
議
員
が
緊
急

動
議
で
古
仁
屋
救
援
の
賛
成
を
求
め
、
満
場

一
致
で
可
決
、
事
務
局
で
ま
と
め
て
救
援
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
〝
地
方
よ
り
も
安
い
〟
／
全
く 

　
　

不
合
理
な
地
料
／
那
覇
市
会 

　
　

改
定
折
衝
始
め
る 
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・
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那
覇
市
会
は
那
覇
市
軍
用
土
地
特
別
委
員
会

（
委
員
長―

仲
本
為
美
氏
）
か
ら
陳
情
の
あ
っ

た
軍
用
地
料
修
正
方
に
関
す
る
陳
情
を
採
択

十
九
日
臨
時
議
会
を
開
い
て
審
議
し
、
那
覇

市
の
軍
用
地
々
主
だ
け
で
な
く
、
全
地
主
に

及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
と
し
て
、
同
陳
情
に

も
と
づ
き
、
関
係
当
局
に
対
す
る
軍
用
地
料

修
正
方
に
関
す
る
要
請
決
議
を
行
い
、
二
十

日
、
折
衝
委
員
に
選
ば
れ
た
市
会
の
軍
用
土

地
特
別
委
員
が
軍
用
土
地
連
を
皮
切
り
に
折

衝
を
は
じ
め
た
。

同
要
請
決
議
は
別
項
の
通
り
で
あ
る
が
、

一
、
五
三
年
か
ら
五
八
年
ま
で
の
地
価
の

上
昇
倍
率
は
都
市
地
区
に
は
勘
案
さ
れ
て

な
く
、
不
合
理
で
あ
る
。

一
、
宅
地
の
最
低
が
他
市
町
村
の
場
合
、

具
志
川―

十
四
円
八
十
八
銭
（
Ｂ
円
）
か

ら
五
十
五
円
、
コ
ザ―

十
九
円
八
銭
か
ら

七
十
円
、
読
谷―

十
一
円
四
〇
銭
か
ら

五
十
五
円
、
嘉
手
納―

十
七
円
五
十
二
銭

か
ら
七
十
円
、
北
谷―

十
八
円
六
銭
か
ら

六
十
五
円
、
北
中
城―

十
四
円
十
銭
か
ら

五
十
円
、
宜
野
湾―

十
八
円
二
十
三
銭
か

ら
四
十
円
、
浦
添―
十
九
円
四
十
四
銭
か

ら
六
十
円
、
豊
見
城―
十
二
円
四
銭
か
ら

三
十
五
円
、
兼
城―

十
一
円
十
五
銭
か
ら

三
十
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
都
市
地
区
の

最
低
は
首
里―

十
七
・
六
四
銭
、
小
禄―

二
十
六
円
七
十
八
銭
、
真
和
志―

二
十
九

円
七
十
銭
と
な
っ
て
お
り
、
土
地
の
上
昇

倍
率
北
部
二
・
五
倍
、
中
部
二
・
九
倍
、
南

部
二
・
二
倍
か
ら
考
え
合
わ
せ
て
都
市
地

区
の
地
価
が
郡
部
の
地
価
よ
り
安
い
と
い

う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

と
い
う
の
が
修
正
理
由
の
骨
子
に
な
っ
て
お

り
、
二
十
二
日
法
務
局
の
主
催
で
開
か
れ
る

土
地
懇
談
会
に
市
会
お
よ
び
地
主
代
表
が
出

席
し
て
強
く
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

合
同
諮
問
会
に
提
案
／
ま
ず
資
料
集
め

　
　

て
／
桑
江
土
地
連
会
長

一
方
こ
れ
に
対
し
て
桑
江
土
地
連
合
会
長
は

「
修
正
の
理
論
組
立
を
裏
付
け
る
資
料
が
あ

れ
ば
地
主
の
擁
護
団
体
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は

米
琉
合
同
土
地
諮
問
会
に
対
し
強
力
に
修
正

を
要
請
す
る
が
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
」

と
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

地
料
の
評
価
は
地
目
制
の
土
地
台
帳
と

土
地
の
生
産
率
を
基
準
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
真
和
志
、
小
禄
の
場
合
、
宅
地

の
軍
用
地
面
積
に
占
め
る
割
合
は
少
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
農
地
（
真
和
志
六
十
万

坪
、
小
禄
百
五
十
万
坪
）
の
大
き
な
面
積

が
あ
り
、
総
額
に
お
い
て
地
主
に
地
料
を

多
く
渡
し
た
い
と
い
う
理
論
か
ら
、
い

ま
の
よ
う
な
格
好
に
な
っ
た
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
宅
地
と
農
地
を
別
々
の
基

準
で
評
価
し
た
場
合
に
は
宅
地
の
場
合

百
二
十
円
に
も
な
る
か
も
知
ら
な
い
が
、

総
額
に
お
い
て
真
和
志
が
八
百
万
円
、
小

禄
が
千
五
百
万
円
も
下
る
こ
と
に
な
る
。

話
し
合
い
の
余
地
の
あ
る
資
料
を
提
出

す
れ
ば
那
覇
の
不
満
を
是
正
す
る
努
力

が
な
さ
れ
る
。
わ
ず
か
二
か
月
で
全
琉
を

評
価
し
た
た
め
に
小
部
分
の
不
満
が
出

る
こ
と
は
最
初
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
が

十
一
月
二
十
六
日
の
ブ
声
明
に
も
あ
る
と

お
り
、
常
任
委
員
会
、
琉
米
合
同
土
地
諮

問
委
員
会
で
論
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
那
覇
の
不
満
も
十
分
に
汲
み
と
っ

て
い
き
た
い
。

那
覇
の
場
合
結
局
、
宅
地
の
二
等
以
下
が

馬
鹿
安
い
の
で
そ
れ
と
、
山
林
原
野
に
是

正
す
べ
き
点
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

 

（
那
覇
市
会
の
軍
用
地
料
修
正
に
関
す
る
要

請
決
議
要
旨
）　

五
八
年
十
一
月
現
地
折
衝

に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
都
市
地
域
に
対
す
る
軍

用
地
料
は
民
間
地
料
、
他
地
区
と
の
地
料
を

比
較
し
て
み
た
と
き
合
理
的
に
算
出
さ
れ
て

い
な
い
、
他
地
区
は
軍
用
土
地
連
か
ら
出
さ

れ
た
地
料
の
上
昇
倍
率
か
ら
み
て
お
お
む
ね

妥
当
と
み
ら
れ
る
が
、
都
市
地
区
は
こ
れ
を

勘
案
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
五
〇
％
と
八
〇

％
を
押
え
て
全
く
実
情
を
無
視
し
た
算
定
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
適
正
妥
当
な
地
料

に
修
正
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
今
後
の
軍

用
地
問
題
を
円
満
に
解
決
す
る
た
め
那
覇
地

区
か
ら
諮
問
委
員
会
へ
委
員
一
人
を
参
加
さ

せ
る
よ
う
あ
わ
せ
て
要
請
す
る
。



七
八

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
一―

二
月

　

埋
立
て
さ
せ
ろ
(
琉
大
側
)
／ 

　
　

い
や
、
法
度
々
々
（
文
化
財 

　
　

保
護
委
側
）
／
再
燃
す
る
円 

　
　

覚
寺
問
題 

　
　
　

 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
９
・
１
・
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〕

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
古
文
化
財
か
国
宝
放
生

池
の
埋
立
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
琉
大
と
文
保

委
会
と
の
対
立
は
遂
に
今
年
ま
で
持
越
さ

れ
、
二
十
一
日
琉
大
徳
元
理
事
長
、
安
里
学

長
の
名
で
「
現
在
の
敷
地
で
は
大
学
基
準
に

よ
る
最
低
限
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
属
施
設
と
し

て
の
体
育
館
と
球
技
場
な
ど
の
設
定
は
不
可

能
な
た
め
民
間
隣
接
地
の
購
入
に
奔
走
し
た

が
、
地
主
に
折
合
う
余
地
が
見
ら
れ
な
い
の

で
円
覚
寺
跡
の
全
面
的
な
使
用
を
願
い
た

い
」
と
文
保
委
員
会
（
委
員
長
山
里
永
吉
氏
）

あ
て
正
式
な
文
書
連
絡
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
文
保
委
会
で
も
強
硬
な
委
員
長
談
を

発
表
、
さ
ら
に
ワ
を
か
け
た
形
で
今
後
の
成

行
き
が
注
目
さ
れ
る
。
円
覚
寺
跡
は
五
五
年

七
月
、
尚
家
か
ら
琉
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
使
用

し
て
も
ら
い
た
い
と
譲
渡
さ
れ
同
年
十
一
月

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
で
琉
大
当
局
で
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
施
設
を
放
棄
し
た
が
周
辺
に

二
、
五
〇
〇
余
坪
の
土
地
を
獲
得
、
ま
た
五
八

年
五
月
に
文
保
委
会
か
ら
円
覚
寺
の
四
一
二

坪
の
使
用
許
可
を
得
て
施
設
を
着
々
進
め
て

い
る
も
の
。

と
こ
ろ
が
現
在
の
設
計
で
は
地
形
の
関
係
で

風
向
き
な
ど
の
条
件
が
悪
く
そ
の
た
め
ス
タ

ン
ド
に
並
行
し
て
ト
ラ
ッ
ク
を
設
置
す
る
ほ

か
に
方
法
が
な
く
、
ま
た
大
学
設
置
基
準
に

よ
る
最
低
限
の
設
備
で
あ
る
体
育
館
、
球
技

場
（
一
二
、
○
○
○
坪
）
の
建
設
に
支
障
が

あ
る
の
で
、
琉
大
施
設
計
画
の
一
環
で
あ
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
に
円
覚
寺
跡
を
全
面
的

に
開
放
、
協
力
を
願
い
た
い
と
い
う
も
の
。

山
里
文
保
委
員
長
の
話　

五
八
年
五
月
に
琉

大
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
の
用
地
と
し
て
円
覚
寺

跡
の
一
、
二
九
六
坪
の
う
ち
四
一
二
坪
を
割

譲
、
条
件
づ
け
で
埋
め
さ
せ
た
。
そ
の
条
件

の
一
つ
に
「
守
礼
門
の
山
門
の
跡
、
放
生
池

跡
は
手
を
ふ
れ
な
い
」
と
い
う
一
項
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
二
十
一
日
の
琉
大
当
局
側
か

ら
の
正
式
な
公
文
書
に
よ
れ
ば
山
門
跡
を
は

じ
め
放
生
池
跡
も
埋
め
た
い
と
現
状
変
更
の

願
い
が
あ
り
、
結
局
は
昨
年
五
月
に
取
り
交

わ
さ
れ
た
条
件
書
は
反
古
に
等
し
い
も
の
で
、

琉
大
当
局
は
史
跡
（
放
生
池
）
が
ど
う
い
う

理
由
で
保
護
さ
れ
て
い
る
か
ま
る
で
知
っ
て

い
な
い
。

円
覚
寺
は
鎌
倉
五
山
の
寺
院
の
規
模
を
模
し

て
作
ら
れ
た
も
の
で
現
在
、
日
本
の
鎌
倉
五

山
に
は
放
生
池
は
一
つ
も
な
く
、
残
っ
て
い

る
の
は
た
だ
首
里
円
覚
寺
跡
の
放
生
池
だ
け

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
放
生
池
は
日
本
の
寺

院
建
築
史
の
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
も
し
琉

大
当
局
が
放
生
池
を
埋
め
る
こ
と
に
な
る
な

ら
ば
、
学
術
専
攻
の
府
と
し
て
尊
厳
を
自
ら

放
棄
し
た
こ
と
に
も
等
し
い
。
戦
前
に
指
定

さ
れ
た
国
宝
は
い
ま
も
国
宝
で
あ
り
、
国
宝

と
は
国
家
が
法
を
も
っ
て
保
護
す
る
文
化
財

で
あ
っ
て
、
日
本
の
文
保
委
会
法
に
よ
れ
ば

国
宝
を
損
壊
し
た
も
の
は
五
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
禁
固
と
な
っ
て
い
る
。
琉
大
当
局

が
国
宝
を
損
壊
し
沖
縄
が
日
本
復
帰
し
た
場

合
、
当
局
の
責
任
者
で
あ
る
安
里
学
長
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
か
。
放
生
池
が
い
ま
な
お
国

宝
で
あ
る
こ
と
は
さ
き
に
日
本
の
文
化
財
保

護
委
員
会
で
も
明
言
し
て
い
る
。

　　

具
志
頭
氏
に
応
訴
／
那
覇
市
会 

　
　

総
務
財
政
委
が
決
議 
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那
覇
市
会
の
総
務
財
政
委
員
会
（
委
員
長
大

山
盛
幸
氏
）
は
二
十
六
日
委
員
会
を
開
き
、

那
覇
市
を
相
手
取
っ
て
具
志
頭
得
〇
〇
氏

が
中
央
巡
裁
に
提
訴
し
た
土
地
問
題
に
か

ら
む
損
害
賠
償
請
求
に
応
訴
す
る
こ
と
を

決
議
し
た
。

同
事
件
は
具
志
頭
氏
が
、
那
覇
市
か
ら
譲
渡

を
受
け
た
替
費
地
千
六
百
六
十
四
坪
が
、
瀬

長
市
長
時
代
に
政
治
的
な
問
題
に
か
ら
ん

で
代
金
支
払
不
履
行
を
理
由
に
解
約
の
通

知
が
あ
り
、
そ
の
間
に
坪
当
り
六
千
五
百

円
の
分
譲
の
話
を
す
す
め
て
い
た
の
が
で

き
な
く
な
り
、
損
害
を
こ
う
む
っ
た
と
い

う
も
の
。
そ
の
後
、
同
地
の
所
有
権
は
代
金

支
払
に
よ
っ
て
具
志
頭
氏
の
所
有
に
確
定
し

て
お
り
当
時
五
千
円
以
上
に
分
譲
で
き
た
土

地
が
四
千
五
百
円―

四
千
円
に
値
下
り
し
大

分
の
損
害
賠
償
と
し
て
二
万
四
千
九
百
八
㌦

三
十
三
㌣
を
請
求
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
那
覇
市
で
は
さ
る
十
二

月
の
定
例
議
会
に
同
事
件
応
訴
に
つ
い
て
の

議
案
を
当
局
提
案
で
出
し
た
が
具
志
頭
氏
の

方
か
ら
取
下
げ
の
様
子
が
あ
る
の
で
、
応
訴

の
議
決
を
控
え
て
継
続
審
議
に
し
た
い
と
説

明
が
あ
っ
て
総
務
財
政
委
員
会
に
付
託
に
な

っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
具
志
頭
氏
の
方
で
は
事
件
を
取
下

げ
ず
、
あ
く
ま
で
請
求
す
る
と
い
う
態
度
に

で
た
た
め
、
市
と
し
て
も
総
務
財
政
委
で
応

訴
の
決
議
を
し
た
も
の
。
二
十
九
日
に
開
か

れ
る
臨
時
市
会
の
議
決
を
経
て
正
式
に
手
続

き
を
と
る
こ
と
に
な
る
が
、
十
二
月
定
例
議

会
で
兼
次
市
長
は
「
那
覇
市
に
勝
算
が
あ
る

事
件
だ
」
と
答
弁
し
て
お
り
裁
判
の
結
果
が

注
目
さ
れ
る
。

　

感
謝
決
議
案
で
も
む
／
市
債
、 

　
　

原
案
通
り
可
決
／
那
覇
市
会 

〔
沖
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・
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・
２
・
５
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さ
る
二
十
九
日
開
会
し
た
那
覇
市
の
第

二
十
九
回
（
臨
時
市
会
）
は
四
日
、
本
会

議
を
開
い
て
提
案
さ
れ
た
議
案
を
全
部
可



七
九

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
二
月

決
、
七
日
間
に
わ
た
る
会
期
を
全
部
終
了

し
た
。
同
臨
時
議
会
は
一
月
九
日
ブ
高

等
弁
務
官
書
簡
に
よ
り
二
か
年
間
も
凍

結
さ
れ
て
い
た
都
計
事
業
に
対
す
る
民

政
府
特
補
、
復
金
融
資
に
と
も
な
う
資
金

を
五
九
年
度
予
算
に
追
加
更
正
す
る
こ

と
と
、
復
金
融
資
関
係
の
工
事
を
新
規
の

市
債
と
し
て
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
た
め
に
開
い
た

も
の
で
あ
る
。

四
日
の
本
会
議
で
は
水
道
配
管
工
事
に
関
す

る
「
市
債
を
起
す
こ
と
に
つ
い
て
」
関
連
す
る

質
問
と
し
て
当
局
に
対
し
水
道
加
入
栓
増
加

に
よ
る
水
源
確
保
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ

て
質
問
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
同
市
債
を
含
め

て
六
議
案
を
全
部
議
決
承
認
し
た
。
水
源
開

発
の
問
題
で
は
大
山
、
高
良
議
員
が
次
々
と

質
問
に
立
ち
牧
港
に
あ
る
市
水
源
の
採
水
量

の
拡
張
を
と
り
あ
げ
て
追
及
し
た
が
「
自
己

水
源
と
水
道
公
社
の
設
立
に
よ
っ
て
水
源
の

心
配
は
な
い
」
と
い
う
答
弁
で
落
着
、
原
案
通

り
議
決
し
た
。
ま
た
久
場
議
員
ほ
か
二
十
六

人
の
連
名
で
提
案
さ
れ
た
「
民
政
府
補
助
金

交
付
並
び
に
復
金
融
資
の
再
開
に
対
す
る
感

謝
決
議
案
」
は
決
議
文
中
の
「
瀬
長
市
長
の

出
現
に
よ
っ
て
那
覇
市
政
は
不
安
定
と
な
り

…
首
都
建
設
に
十
か
年
以
上
の
遅
延
を
招
来

し
た
こ
と
は
…
小
職
ら
と
し
て
ひ
と
し
く
そ

の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
米
琉
両
政
府

に
対
し
て
陳
謝
の
意
を
表
す
る
」
云
々
の
文

句
が
民
連
議
員
か
ら
こ
れ
を
削
除
す
べ
き
で

あ
る
と
反
対
さ
れ
、
論
議
と
な
っ
た
。

民
連
議
員
と
し
て
も
「
感
謝
決
議
に
対
し
て

は
別
に
不
賛
成
で
は
な
い
」
が
、「
融
資
特
補

の
再
開
は
ア
メ
リ
カ
が
当
然
な
す
べ
き
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
見
解
で
、
採
決
の
結
果
原

案
に
多
数
賛
成
。
二
十
六
人
に
新
た
に
二
人

を
加
え
る
こ
と
に
修
正
し
て
可
決
し
た
。

 

（
感
謝
決
議
の
内
容
）　

那
覇
市
の
都
計
事

業
は
瀬
長
市
長
出
現
に
よ
る
市
政
不
安
定
で

五
六
年
十
二
月
補
助
金
打
切
り
と
と
も
に
復

金
融
資
は
封
鎖
に
会
い
全
面
停
止
と
な
っ
た
。

か
く
て
二
か
年
の
空
白
は
首
都
建
設
十
か
年

以
上
の
遅
れ
を
招
い
て
お
り
、
市
政
に
参
与

す
る
小
職
ら
も
そ
の
責
任
を
痛
感
し
、
米
琉

両
政
府
に
対
し
陳
謝
の
意
を
表
す
る
。

幸
い
政
情
の
変
動
は
今
日
よ
う
や
く
容
認
さ

れ
、
特
補
、
復
金
融
資
の
再
開
と
な
っ
て
本

格
的
首
都
建
設
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
は
米
琉
両
政
府
の
理
解
に
よ
る

英
断
と
、
立
法
院
首
都
建
設
委
員
会
の
絶
大

な
助
言
に
よ
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。
こ
こ

に
市
会
の
決
議
に
よ
り
感
謝
の
意
を
表
明
す

る
。

あ
て
＝
ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
、
バ
ー
民
政
官
、

行
政
主
席
、
立
法
院
議
長
、
首
都
建
設
委
員

長
。

　

繁
多
川
／
〝
火
葬
場
設
置
待
っ 

　
　

た
〟
／
那
覇
市
が
風
致
そ
こ 

　
　

ね
る
と 
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昨
年
九
月
那
覇
市
繁
多
川
に
火
葬
場
を
設
置

す
る
こ
と
で
そ
の
建
築
申
請
を
め
ぐ
っ
て
申

請
者
と
地
元
側
の
意
見
が
対
立
し
た
が
、
政

府
で
は
建
築
基
準
法
四
十
九
条
第
一
項
に
よ

っ
て
火
葬
場
の
設
置
を
許
可
し
て
お
り
、
こ

れ
に
対
し
て
那
覇
市
で
は
都
市
計
画
に
支
障

が
く
る
の
で
同
法
四
十
九
条
第
二
項
（
特
定

行
政
庁
権
限
）
に
よ
り
中
止
命
令
を
出
し
、
火

葬
場
設
置
申
請
者
は
さ
ら
に
建
築
審
議
会
に

異
議
申
立
を
し
た
が
同
審
議
会
は
那
覇
市
の

建
築
中
止
を
認
め
な
い
と
裁
定
を
下
し
注
目

さ
れ
て
い
た
。
最
近
地
元
側
の
一
部
か
ら
火

葬
場
設
置
賛
成
の
陳
情
書
も
那
覇
市
長
に
出

さ
れ
て
い
る
が
那
覇
市
で
は
建
築
地
が
霊
園

の
近
く
に
あ
り
清
明
祭
な
ど
で
家
族
が
楽
し

む
憩
い
の
場
所
と
し
て
の
構
想
も
も
っ
て
お

り
、
火
葬
場
の
設
置
に
よ
っ
て
風
致
を
害
す

る
。
ま
た
市
の
認
可
を
得
ず
手
続
き
も
不
備

な
点
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
従
来
ど
お
り
特

定
行
政
庁
の
権
限
に
再
度
建
築
停
止
を
出
す

も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

｜
社　

説
｜

　

沖
縄
市
へ
の
改
称
に
望
む 
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那
覇
市
行
政
区
画
整
理
委
員
会
は
那
覇
市
を

沖
縄
市
に
改
称
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
で

決
定
し
た
が
、
沖
縄
市
構
想
は
多
年
の
懸
案

で
あ
り
、
去
年
十
一
月
に
開
か
れ
た
公
聴
会

で
も
出
席
全
員
が
賛
意
を
表
明
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
最
終
決
定
の
法
的
手

続
き
は
三
月
定
例
那
覇
市
議
会
の
議
決
と
行

政
主
席
の
認
可
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
那

覇
市
議
会
で
も
出
席
議
員
の
三
分
の
二
の
賛

成
を
得
る
こ
と
は
確
実
だ
と
み
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
嘗
つ
て
市
長
時
代
に
積
極
的
意
欲
を
み

せ
て
い
た
当
間
主
席
に
異
存
の
あ
ろ
う
筈
も

な
い
。
沖
縄
市
誕
生
は
大
き
な
奔
流
と
な
っ

て
目
前
に
迫
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

沖
縄
市
構
想
は
遠
く
三
十
四
年
前
に
さ
か
の

ぼ
り
当
時
の
首
里
市
長
高
嶺
朝
教
氏
に
は
じ

ま
り
、
次
い
で
当
間
主
席
の
那
覇
市
長
時
代

（
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
）
か
ら
の
宿
願
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
地
名
に
つ
な
が
る
歴
史
的
、

文
化
的
な
愛
着
や
郷
愁
か
ら
合
併
は
お
ろ
か
、

名
称
変
更
な
ど
決
然
と
ふ
み
き
れ
な
い
で
い

た
の
で
あ
る
が
沖
縄
市
へ
の
名
称
変
え
は
都

市
合
併
実
現
の
当
初
か
ら
そ
の
必
然
性
は
す

で
に
予
見
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
は
あ
り
、
時

流
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
だ
。
抗
し
よ
う
も

あ
る
ま
い
。



八
〇

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
二
月

那
覇
市
は
首
里
と
小
禄
を
抱
き
こ
ん
で
か
ら

す
で
に
四
年
余
、
次
い
で
真
和
志
を
合
併
、
人

口
二
十
一
万
を
擁
す
る
都
市
と
し

て
、
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
戦
前
の
那
覇
市
の
面
影
な
ど
、
と
っ
く

に
消
え
失
せ
て
い
る
、
今
日
の
那
覇
市
は
す

で
に
昔
日
の
那
覇
で
は
な
く
、
那
覇
人
の
那

覇
市
で
も
な
い
、
沖
縄
の
首
都
と
し
て
の
性

格
は
ま
す
ま
す
強
調
さ
れ
、
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
を
知
ら
ぬ
都
市
の
生
成
発
展
の
前
に
は
旧

態
を
守
り
続
け
よ
う
と
す
る
旧
地
域
意
識
や

旧
地
名
へ
の
愛
着
な
ど
、
か
ま
き
り
の
オ
ノ

に
も
等
し
い
か
細
い
抵
抗
で
あ
り
、
時
代
錯

誤
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
、
公
聴
会
や
区
画

整
理
委
員
会
で
全
員
が
沖
縄
市
へ
の
名
称
変

更
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
る
の
も
す
べ
て
は

大
乗
的
、
建
設
的
意
欲
か
ら
で
た
支
持
だ
と

も
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
沖
縄
市
へ
の
名
称
変
え
に
反
対

意
見
や
慎
重
論
も
一
部
に
は
あ
る
が
、
そ
の

立
論
は
大
か
た
消
極
的
で
あ
り
懸
念
す
る
点

も
地
名
へ
の
愛
着
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
だ
が
沖

縄
市
に
改
称
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
文
化
的
、

歴
史
的
意
義
を
も
つ
地
名
が
ま
っ
殺
さ
れ
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
区
制
を
採
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
称
は
存
置
さ
れ
る

の
だ
か
ら
、
こ
の
問
題
も
さ
し
た
る
障
害
に

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
旧
那
覇
が
そ
の
ま

ま
の
名
称
で
沖
縄
市
の
一
区
画
と
な
る
こ
と

に
は
何
ら
の
不
合
理
も
な
い
、
嘗
つ
て
首

里
、
小
禄
、
真
和
志
が
那
覇
市
へ
の
編
入
合

併
に
ふ
み
切
っ
た
と
同
様
な
襟
度
が
那
覇

市
を
固
執
す
る
人
々
に
も
切
望
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

二
市
一
村
を
併
合
、
今
日
の
那
覇
市
が
出

来
上
が
る
ま
で
に
も
幾
多
の
う
余
曲
折
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
と
い
う
の
も
関
係
当
局
が
余

り
に
も
旧
地
域
意
識
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
た

た
め
で
あ
り
、
沖
縄
市
へ
の
名
称
変
え
も
、
本

来
な
ら
真
和
志
と
の
合
併
当
初
に
お
い
て
実

現
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
お
よ
そ
都

市
と
い
う
も
の
は
生
き
も
の
で
あ
り
常
に
生

成
発
展
し
な
け
れ
ば
自
滅
し
て
し
ま
う
も
の

だ
、
古
い
も
の
、
新
し
い
も
の
、
さ
ま
ざ
ま

の
要
素
が
雑
然
と
入
り
交
り
、
互
い
に
相
克

し
合
い
な
が
ら
も
一
枚
一
枚
表
皮
を
は
い
で

生
長
し
て
い
く
の
が
都
市
で
あ
り
、
那
覇
市

も
ま
た
そ
の
過
程
を
歩
み
続
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
本
質
的
に
沖
縄
の
首
都
と
し
て
捕
捉

す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
不
安
定
な
状
態
で
あ
る

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
従
っ
て
こ
れ
か
ら

幾
段
階
か
の
脱
皮
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

首
里
、
小
禄
、
真
和
志
の
編
入
合
併
に
よ

り
那
覇
市
は
先
ず
第
一
段
階
の
脱
皮
を
遂
げ

た
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
そ
の
第
二
段
階
の

脱
皮
期
に
き
た
と
も
い
え
よ
う
、
そ
の
進
発

に
は
先
ず
名
実
と
も
に
沖
縄
の
首
都
に
ふ
さ

わ
し
い
沖
縄
市
誕
生
に
ふ
み
き
る
こ
と
で
あ

る
。
も
と
よ
り
単
な
る
名
称
変
え
だ
け
で
は

何
ら
の
意
義
も
な
い
、
改
名
す
る
以
上
は
そ

の
名
に
は
ず
か
し
く
な
い
内
容
が
備
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
命
名
を
祝
う
行
事
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
最
も
大
事
な
こ
と
、
内
容
の

備
整
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　

誕
生
す
る
か
「
沖
縄
市
」
／
市 

　
　

議
会
２
|
３
以
上
の
賛
成
が
カ 

　
　

ギ
／
反
対
を
唱
え
る
議
員
も 

　
　

／
注
目
さ
れ
る
〝
三
月
市 

　
　

会
〟
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・
夕　

１
９
５
９
・
２
・
19
〕

兼
次
那
覇
市
長
は
昨
年
十
一
月
末
、
那
覇

市
を
沖
縄
市
に
改
称
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
市
の
行
政
区
画
整
理
調
査
委
員
会

（
委
員
長
仲
本
為
美
氏
）
の
諮
問
に
か
け
て

い
た
が
、
同
委
員
会
で
は
公
聴
会
や
市
広

報
係
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
十
六
日
の

委
員
会
で
沖
縄
市
に
改
称
す
る
こ
と
を
全

会
一
致
で
決
定
、
そ
の
旨
、
兼
次
那
覇
市

長
に
答
申
し
た
。
市
町
村
の
名
称
を
変
更

す
る
と
き
に
は
「
市
町
村
自
治
法
」
に
よ

っ
て
〝
条
例
で
定
め
て
行
政
主
席
の
許
可

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〟
と
あ
り
、
さ

ら
に
そ
の
〝
条
例
を
制
定
し
、
ま
た
は
改

廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
市
町
村
の
議
会

に
お
い
て
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の

者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〟
特
別

多
数
議
決
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
那
覇

市
の
沖
縄
市
改
称
の
今
後
の
手
続
き
は

那
覇
市
会
の
賛
否
に
か
か
っ
て
く
る
わ

け
で
あ
る
が
、
市
議
会
の
中
に
は
異
論
を

唱
え
る
も
の
も
あ
り
、
「
沖
縄
市
」
が
す

ら
す
ら
誕
生
す
る
か
、
ま
だ
問
題
を
ふ
く

ん
で
い
る
。

兼
次
那
覇
市
長
は
行
政
区
画
整
理
委
員
会
の

答
申
に
対
し
「
来
る
三
月
の
定
例
市
会
で
条

例
を
定
め
て
主
席
に
許
可
の
手
続
き
を
と
り

た
い
」
と
語
り
、
四
月
中
旬
ま
で
に
実
現
さ
せ

る
見
通
し
を
た
て
て
い
る
が
、
沖
縄
市
改
称

に
踏
み
切
る
か
ど
う
か
は
三
月
市
会
の
同
意

を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
わ

け
で
、
も
し
反
対
が
あ
っ
て
採
決
に
も
ち
込

む
場
合
、
現
四
十
二
人
の
議
席
中
二
十
八
人

の
賛
成
を
要
す
る
わ
け
で
あ
り
、
逆
に
十
四

人
が
「
那
覇
市
」
を
固
執
す
れ
ば
、
「
沖
縄

市
」
は
お
流
れ
に
な
る
。
議
会
が
ど
う
反
応

を
示
す
か
、
各
派
の
主
だ
っ
た
人
々
の
意
見

を
き
い
て
み
た
。

　

平
良
真
次
郎
氏
（
無
）　

三
市
一
村
の
合
併

の
立
場
に
立
っ
て
名
実
と
も
に
改
称
す
る
こ

と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
沖
縄
は
ド
ル
地
域
に
も

な
っ
た
し
、
今
後
の
飛
躍
が
考
え
ら
れ
る
の

で
沖
縄
市
改
称
に
賛
成
で
あ
る
。

　

大
山
盛
幸
氏
（
五
日
会
）　

賛
成
、
行
政

区
画
整
理
調
査
研
究
会
が
と
り
あ
げ
た
さ



八
一

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
三
月

い
、
市
会
に
も
提
案
し
た
い
と
思
っ
た
ほ
ど

だ
。
旧
那
覇
出
身
議
員
に
異
論
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
大
乗
的
な
立
場
か
ら
賛
成
す
る
と
思

う
。
世
論
も
改
称
に
熟
し
き
っ
て
お
り
、
反

対
す
る
と
な
る
と
ど
う
理
論
づ
け
る
か
が
問

題
だ
。
私
個
人
と
し
て
い
え
ば
真
和
志
の
合

併
を
期
し
て
改
称
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ほ

ど
で
、
こ
の
さ
い
旧
那
覇
も
一
歩
譲
っ
て
大

き
く
発
展
し
て
い
き
た
い
。
な
お
沖
縄
市
改

称
後
の
末
端
行
政
区
に
は
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

備
瀬
知
良
氏
（
五
日
会
）　

改
称
は
時
期
尚

早
で
あ
る
。
沖
縄
市
に
な
る
か
ら
と
い
っ
て

ど
う
い
う
利
益
が
市
に
あ
る
と
い
う
の
か
。

対
外
的
に
は
沖
縄
は
沖
縄
で
よ
い
し
、
建
設

面
を
う
ん
と
よ
く
し
て
か
ら
も
お
そ
く
は
な

い
。
い
ま
は
改
称
す
べ
き
時
期
で
は
な
い
。

　

森
田
猛
松
氏
（
五
日
会
）　

大
賛
成
、　
　

小
さ
い
こ
と
に
と
ら
わ
れ
る
那
覇
市
会
で
は

な
い
と
思
う
の
で
、
来
る
三
月
市
会
で
も
満

場
一
致
通
る
も
の
と
楽
観
し
て
い
る
。
那
覇

市
は
内
容
的
に
も
か
つ
て
の
那
覇
と
は
違
っ

て
い
る
し
、
外
面
的
に
も
日
本
か
ら
施
政
権

が
離
れ
た
現
在
、
首
都
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
人
口
構
成
も
二
十
一
万
人
と

な
り
、
全
琉
的
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ

は
真
和
志
の
縮
小
自
体
に
よ
っ
て
那
覇
市
が

太
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
懐

古
趣
味
と
い
う
の
で
は
な
し
に
那
覇
、
小
禄
、

首
里
、
真
和
志
が
合
併
し
て
沖
縄
市
が
生
れ

た
の
だ
ー
と
後
世
に
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

崎
山
喜
達
（
民
連
）　

時
勢
の
要
求
と
あ
れ

ば
異
存
は
な
い
が
、
那
覇
市
に
は
ま
だ
や
る

べ
き
こ
と
が
沢
山
あ
る
。
衣
装
ば
か
り
立
派

に
し
て
も
中
身
が
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
お
か

し
い
。
市
民
福
祉
の
面
で
も
っ
と
真
剣
に
と

っ
く
む
べ
き
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
で
も

お
そ
く
は
な
い
。

　

渡
口
麗
秀
（
五
日
会
）　

賛
成
か
反
対
か
と

い
う
前
に
も
っ
と
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
兼
次
市
長
は
半
年
足
ら
ず
で
改
称
を
う

ち
出
し
て
い
る
が
、
私
は
み
な
と
村
時
代
か

ら
改
称
の
問
題
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
結

論
を
急
ぎ
す
ぎ
る
と
思
う
。
と
く
に
地
名
変

更
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
、
い
ま
の
場
合

賛
成
で
も
反
対
で
も
な
い
。

　

都
計
工
事
始
ま
る
／
那
覇
市
に 

　
　

建
設
の
ツ
チ
音 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
９
・
３
・
８
〕

都
計
融
資
再
開
後
、
い
よ
い
よ
九
日
か
ら
久

茂
地
川
第
一
号
橋
を
ト
ッ
プ
に
那
覇
市
施
工

の
都
計
工
事
が
開
始
す
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て
政
府
施
工
の
エ
マ
台

風
災
害
資
金
二
十
万
㌦
に
よ
る
安
里

川
、
久
茂
地
川
の
改
修
お
よ
び
主
要
都

計
道
路
の
舗
装
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り

那
覇
市
で
は
今
月
末
に
は
水
道
配
管
工
事

（
九
万
五
百
㌦
）
ガ
ー
ブ
川
沿
線
道
路
造

成
お
よ
び
舗
装
（
三
万
四
千
七
百
㌦
）
国

場
川
埋
立
（
二
十
五
万
㌦
）
区
画
整
理

（
二
十
四
万
七
千
八
百
㌦
）
の
起
債
工
事
に
一

斉
着
手
す
る
予
定
と
い
わ
れ
首
都
建
設
の
槌

音
も
高
く
、
都
計
ブ
ー
ム
は
や
っ
て
き
た
。

エ
マ
台
風
災
害
資
金
二
十
万
㌦
に
よ
る
政
府

施
工
の
都
計
工
事
は
那
覇
市
よ
り
一
足
先
に

開
始
、
完
成
を
い
そ
い
で
い
る
が
、
施
工
中

の
都
計
工
事
は
次
の
と
お
り
。

 

▽
安
里
川
改
修
工
事　

大
岩
組
（
大
城
岩

喜
氏
）
落
札
三
万
三
千
二
百
八
十
㌦
、
一
月

二
十
七
日
着
工
、
八
月
二
十
九
日
竣
工
予

定
、
こ
の
改
修
工
事
で
延
長
四
百
二
十
㍍
、
幅

十
三
㍍
。

　

久
茂
地
川
し
ゅ
ん
渫
工
事　

比
宮
組
（
比

嘉
柳
助
氏
）
落
札
一
万
八
千
四
百
五
十
㌦
、
二

月
二
十
五
日
着
工
、
八
月
二
十
二
日
竣

工
。

　

政
府
、那
覇
港
線
道
路
舗
装
工
事　

沖
工
務

社
（
岸
本
永
幸
氏
）
落
札
一
万
一
千
二
百
六
十

㌦
、
二
月
三
日
着
工
、
七
月
三
日
竣
工
。
延
長

二
百
五
十
四
㍍
、
幅
九
・
四
㍍
。

　

同
泊
、
那
覇
港
線　

南
洋
土
建
（
比
嘉
広

氏
）
落
札
一
万
四
千
九
百
㌦
、
延
長
千
五
百

㍍
、
二
月
二
十
四
日
着
工
、
四
月
三
十
日
竣

工
。

　

同
那
覇
市
役
所
前
波
の
上
線　

金
宮
組

（
金
城
健
太
郎
氏
）
落
札
八
千
百
五
十
㌦
、

二
月
五
日
着
工
、
七
月
四
日
竣
工
。
延
長

五
百
四
十
㍍
、
幅
九
・
三
㍍
。

　

同
琉
大
線　

善
太
郎
組
（
新
垣
善
太
郎
氏
）

落
札
一
万
五
千
九
百
八
十
㌦
、
二
月
二
十
三

日
着
工
、
六
月
三
日
竣
工
。
尚
那
覇
市
土
木

課
で
は
九
日
一
万
六
千
㌦
で
落
札
し
た
平
城

組
（
平
城
孫
次
郎
氏
）
と
正
式
に
久
茂
地
川

第
一
号
橋
工
事
を
契
約
九
日
か
ら
事
実
上
工

事
開
始
す
る
。

　

「
沖
縄
市
」
改
称
、
機
は
熟
し
て 

　
　

い
る
／
那
覇
市
定
例
議
会
へ 

　
　

兼
次
市
長
が
提
案 

　
　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
９
・
３
・
16
〕

那
覇
市
の
三
月
定
例
議
会
は
、
十
六
日
あ
さ

十
一
時
開
会
、
市
当
局
か
ら
十
三
件
の
議
案

が
提
案
さ
れ
た
が
、
今
議
会
で
最
も
重
要
な

議
案
は
「
市
の
名
称
を
変
更
す
る
条
例
」

で
、
こ
れ
は
那
覇
市
の
名
称
を
沖
縄
市
に
改

称
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
市
民
は
も
ち
ろ

ん
全
住
民
が
関
心
を
あ
つ
め
て
お
り
、
兼
次

市
長
か
ら
要
旨
つ
ぎ
の
よ
う
な
提
案
理
由
の

説
明
後
、
十
二
時
す
ぎ
日
程
を
終
え
、
十

七
、
十
八
両
日
は
議
案
研
究
の
た
め
休
会
、

十
九
日
あ
さ
十
時
再
開
し
て
、
審
議
に
入
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

那
覇
市
の
名
称
を
沖
縄
市
に
改
称
し
よ
う

と
す
る
兼
次
市
長
の
提
案
理
由



八
二

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
三
月

要
旨　

①
沖
縄
市
へ
の
改
称
は
歴
史
的
必
然

の
も
の
で
あ
る
。
遠
く
明
治
時
代
か
ら
称
え

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
大
正
の
こ
ろ
に
も
そ

の
問
題
が
お
こ
り
、
昭
和
十
四
年
当
間
重
剛

市
長
時
代
に
は
本
土
か
ら
都
計
の
権
威
者
を

よ
び
真
和
志
、
小
禄
、
首
里
、
豊
見
城
ま
で

ふ
く
め
た
沖
縄
市
の
構
想
が
た
て
ら
れ
た
が

戦
争
の
た
め
、
そ
の
目
的
は
達
し
え
な
か
っ

た
。

こ
の
問
題
は
こ
の
よ
う
に
明
治
時
代
か
ら
市

民
の
支
持
を
得
、
そ
の
必
然
性
を
内
在
し
て

い
た
②
那
覇
、
首
里
、
真
和
志
、
小
禄
の
三

市
一
村
が
合
併
し
た
。
合
併
は
旧
那
覇
市
に

く
っ
つ
け
ら
れ
た
枝
葉
で
は
な
い
。
那
覇
、

首
里
、
真
和
志
、
小
禄
が
一
緒
に
な
っ
て
今

日
の
那
覇
市
が
で
き
て
い
る
の
で
、
名
称
改

称
は
の
ぞ
ま
し
い
③
合
併
に
よ
っ
て
失
わ
れ

た
二
市
一
村
の
由
緒
あ
る
地
名
を
残
し
た
い
。

那
覇
市
の
下
に
お
け
る
差
別
的
な
呼
称
で
な

く
、
沖
縄
市
と
い
う
大
き
な
名
称
の
下
に
で

あ
る
。
生
成
発
展
す
る
那
覇
市
の
人
口
増
加

は
お
び
た
だ
し
い
。
出
生
に
よ
る
自
然
増

や
、
農
村
か
ら
の
流
入
な
ど
に
よ
る
社
会
的

増
加
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
二
十
年
後
に
は

三
十
数
万
の
大
都
市
と
な
る
予
想
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
隣
接
村
と
の
合
併
に
よ
る
地
域

の
拡
大
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
も
全
地
域
を
総
称
す
る
沖
縄
市
が
の

ぞ
ま
し
い
④
日
本
内
地
の
県
庁
所
在
地
は
、

ほ
と
ん
ど
県
名
と
同
じ
名
称
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
首
都
と
し
て
の
意
識
を
強
く
も
つ
と

い
っ
た
面
か
ら
市
民
の
精
神
生
活
に
も
好
影

響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
⑤
沖
縄
市
改
称
へ
の
世

論
は
熟
し
て
い
る
。

　

な
お
、
兼
次
市
長
は
、
こ
の
議
案
通
過
に

は
い
さ
さ
か
の
工
作
も
し
な
か
っ
た
、
で
き

る
だ
け
早
く
審
議
し
通
過
さ
せ
る
よ
う
要
請

し
た
。

　

市
会
の
動
き
は
微
妙
／
〝
過
半
数
は
反

　
　

対
〟
の
声
も

那
覇
市
の
名
称
を
沖
縄
市
へ
改
称
す
る
と
い

う
議
案
は
、
特
別
多
数
議
決
と
し
て
、
出
席

議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
必
要
条
件

と
し
て
い
る
の
で
、
「
沖
縄
市
」
が
誕
生
す

る
か
し
な
い
か
は
、
議
会
側
の
態
度
に
か
か

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
休
会
後
、
五
日
会
の

備
瀬
知
良
議
員
は
「
お
そ
ら
く
三
分
の
二
以

上
の
賛
成
を
得
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ

う
。
過
半
数
は
反
対
す
る
の
で
は
…
」
と
語

り
、
民
連
の
瀬
名
波
栄
議
員
は
「
こ
の
問
題

に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
い
」
と
、
反
対
を
ほ

の
め
か
す
よ
う
に
語
っ
て
お
り
、
議
会
の
出

方
は
必
ず
し
も
楽
観
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ

る
。

　

会
期
は
十
六
日
間

　

な
お
、
三
月
定
例
議
会
の
会
期
は
十
六
日

間
、
と
決
定
し
た
。

　

分
裂
し
た
五
日
会
／
沖
縄
市
改 

　
　

称
で
大
も
め
／
注
目
さ
れ
る 

　
　

き
ょ
う
の
本
会
議 

　
　

 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
９
・
３
・
19
〕

沖
縄
市
改
称
問
題
を
め
ぐ
っ
て
さ
る

十
六
日
流
会
と
な
っ
た
五
日
会
は
、
那
覇

市
会
図
書
室
で
十
八
日
午
後
二
時
半
五

日
会
設
立
以
来
初
め
て
全
議
員
二
十
七

名
出
席
し
て
行
わ
れ
、
沖
縄
市
改
称
に
つ

い
て
協
議
し
た
が
、
賛
否
表
決
の
問
題
で

も
め
、
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
五
日
会
の
会

則
十
四
条
に
従
っ
て
賛
否
を
決
し
、
過
半

数
に
従
う
と
い
う
線
で
、
儀
武
会
長
が
沖

縄
市
改
称
賛
成
を
挙
手
の
形
で
求
め
た

こ
と
か
ら
、
反
対
派
議
員
が
五
日
会
解
散

を
叫
び
席
を
け
っ
て
退
場
、
残
っ
た
議
員

が
三
分
の
二
（
十
八
名
）
以
上
に
達
せ
ず
、

午
後
四
時
過
ぎ
流
会
し
た
。
会
議
中
途
で

も
解
散
発
言
で
退
場
騒
ぎ
を
起
し
て
お

り
五
日
会
は
沖
縄
市
改
称
賛
否
を
め
ぐ

っ
て
分
裂
、
事
実
上
解
散
と
み
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
と
と
も
に
き
ょ
う
十
九
日
の
那

覇
市
会
本
会
議
の
冒
頭
に
質
疑
採
択
さ

れ
る
沖
縄
市
改
称
の
議
会
通
過
は
、
五
日

会
だ
け
で
反
対
と
目
さ
れ
る
議
員
十
一

名
を
か
か
え
て
お
り
、
民
連
派
、
人
民
党

議
員
の
動
き
に
よ
っ
て
は
全
く
予
断
を

許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
、
沖
縄
市
改
称
は

特
別
議
決
「
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上

の
同
意
」
と
な
っ
て
お
り
、
沖
縄
市
は
果

た
し
て
誕
生
す
る
か
注
目
の
マ
ト
と
な
っ

て
い
る
。

五
日
会
開
会
前
議
長
室
で
人
民
党
瀬
名
波
栄

議
員
、
高
良
議
長
、
大
山
盛
幸
議
員
の
三
者

会
談
が
行
わ
れ
、
瀬
名
波
議
員
か
ら
「
沖
縄

市
改
称
は
反
対
で
は
な
い
が
、
綱
引
行
事
と

沖
縄
市
改
称
を
区
別
し
て
く
れ
」
と
述
べ
た

の
に
対
し
、
兼
次
市
長
と
も
話
し
あ
っ
た
結

果
綱
引
は
沖
縄
市
改
称
と
は
別
個
と
し
て
考

え
秋
ご
ろ
に
延
期
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
民
党
議
員
の
中
の
賛

成
議
員
が
ふ
え
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

五
日
会
で
は
席
上
大
山
議
員
が
こ
の
む
ね
報

告
を
行
い
、
沖
縄
市
改
称
問
題
に
つ
い
て
協

議
に
入
っ
た
が
、
五
日
会
の
意
思
を
ど
う
し

て
表
わ
す
か
と
い
う
こ
と
で
も
め
、
「
個
人

の
自
由
で
き
め
て
い
い
で
は
な
い
か
」
「
賛

成
、
反
対
ハ
ッ
キ
リ
出
し
て
会
則
ど
お
り
過

半
数
に
従
う
べ
き
だ
」
と
賛
否
両
派
で
対
立

意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
業
を
煮
や
し
た
一
議
員

が
「
解
散
」
と
い
う
言
葉
を
は
さ
ん
だ
こ
と

か
ら
改
称
反
対
派
の
う
ち
六
名
が
「
解
散
賛

成
」
と
ば
か
り
に
席
を
け
っ
て
退
場
ま
た
も

流
会
か
と
み
ら
れ
た
が
一
た
ん
休
会
。
ふ
た

た
び
開
会
後
同
じ
問
題
を
繰
返
し
会
則
十
四

条
「
議
長
お
よ
び
会
員
は
議
事
に
つ
い
て
努

め
て
意
見
調
整
を
行
い
第
二
項
の
規
定
を
適

用
し
な
い
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば



八
三

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
三
月

な
ら
な
い
。
２
、
前
項
の
意
見
調
整
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
出
席
会
員
の
過
半
数

で
こ
れ
を
決
し
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
の

決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
に
よ
っ
て
、
儀
武

会
長
が
沖
縄
市
改
称
賛
成
議
員
を
挙
手
に
よ

っ
て
決
を
と
ろ
う
と
し
た
が
、
反
対
議
員
が

ふ
た
た
び
退
場
騒
ぎ
と
な
り
前
会
に
ひ
き
つ

づ
き
流
会
、
五
日
会
は
沖
縄
市
改
称
賛
否
を

め
ぐ
っ
て
分
裂
事
実
上
解
散
し
た
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　

予
断
を
許
さ
ぬ
情
勢

五
日
会
派
議
員
の
う
ち
沖
縄
市
改
称
賛
成
と

み
ら
れ
る
議
員
は
、
久
場
景
善
、
比
嘉
佑

直
、
森
田
孟
松
、
儀
武
息
睦
、
金
城
武
一
、
喜

久
山
朝
重
、
金
城
賢
勇
、
大
山
盛
幸
、
宮
城

実
、
具
志
清
裕
、
又
吉
久
正
、
宮
里
敏

慶
、
高
良
一
、
金
城
幸
信
の
諸
氏
。
一
方
反

対
と
み
ら
れ
る
議
員
は
渡
口
政
行
、
高
良
清

二
、
糸
数
昌
剛
、
辺
野
喜
英
興
、
比
嘉
朝
四

郎
、
渡
口
麗
秀
、
備
瀬
知
良
、
普
久
原
朝
光

の
諸
氏
と
み
ら
れ
て
い
る
。
民
連
派
議
員
は

沖
縄
市
改
称
問
題
に
対
し
個
人
の
意
思
を
尊

重
す
る
こ
と
に
な
り
、
賛
否
に
分
れ
る
と
み

ら
れ
、
意
見
の
調
整
に
よ
っ
て
は
大
半
が
賛

成
に
傾
く
と
み
ら
れ
て
お
り
、
十
八
日
行
わ

れ
た
各
派
の
議
員
工
作
で
ど
う
反
転
す
る
か

予
断
は
許
さ
れ
な
い
が
、
十
九
日
朝
の
民
連

系
議
員
の
動
き
に
よ
っ
て
賛
否
の
大
勢
が
決

す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

都
計
へ
の
特
別
補
助
再
開
／
ス 

　
　

ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
に
22
万 

　
　

ド
ル
／
ま
ず
30
万
ド
ル
交
付 

　
　

／
民
政
府
が
布
令
公
布 

　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
３
・
27
〕

民
政
府
は
二
十
四
日
付
で
「
那
覇
市
都
計
事

業
に
対
す
る
補
助
金
の
特
別
会
計
」
と
題
す

る
高
等
弁
務
官
布
令
二
十
二
号
を
公
布
、
首

都
建
設
委
員
会
の
進
言
に
よ
る
都
計
事
業
に

対
し
て
民
政
府
が
支
出
す
る
補
助
金
の
運
用

は
琉
球
政
府
の
特
別
会
計
に
ゆ
だ
ね
る
と
い

う
措
置
を
と
っ
た
。

首
都
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
民
政
府
の
援
助

の
一
部
と
し
て
那
覇
市
内
の
橋
梁
工
事
の
た

め
五
万
㌦
の
資
金
が
同
市
に
交
付
さ
れ
た
が
、

前
記
の
布
令
二
十
二
号
の
公
布
に
よ
っ
て
い

よ
い
よ〝
首
都
づ
く
り
〟に
対
す
る
民
政
府
資

金
の
援
助
方
式
が
確
定
し
た
わ
け
で
奥
武
山

の
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
を
始
め
民
政
府
補

助
金
三
十
万
㌦
に
よ
る
建
設
工
事
が
正
式
に

再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
布
令
二
十
二

号
の
要
点
は
次
の
通
り
。

△
こ
の
布
令
は
首
都
建
設
委
員
会
の
進
言
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
那
覇
市
の
都
計
事
業
を

達
成
す
る
た
め
に
補
助
金
と
し
て
支
出
さ
れ

る
資
金
に
つ
い
て
特
別
会
計
を
設
け
、
そ
の

経
理
と
報
告
に
つ
い
て
手
続
を
定
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

△
立
法
五
十
五
号
（
琉
球
政
府
財
政
法
）
十
一

条
二
項
に
よ
り
琉
球
政
府
行
政
府
内
に
特
別

会
計
を
設
け
、
承
認
さ
れ
た
那
覇
市
都
計
事

業
の
た
め
民
政
府
が
支
出
す
る
補
助
金
の
資

金
経
理
を
行
わ
せ
る
。

△
首
都
建
設
委
員
会
の
進
言
に
よ
っ
て
固
定

さ
れ
、
那
覇
市
の
た
め
に
琉
球
政
府
が
実
施

す
る
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
又
吉
道
路
の
歩
道
の
設
定
②
奥
武
山
ス
ポ

ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
の
建
設
。

▽
資
金
の
受
領
と
支
出
は
琉
球
政
府
が
定
め

た
通
常
の
会
計
手
続
に
よ
る
。
事
業
お
よ
び

資
金
計
画
を
承
認
す
れ
ば
民
政
府
は
そ
の
金

額
の
範
囲
内
で
支
出
負
担
行
為
を
さ
せ
る
権

限
を
与
え
る
。
事
業
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

は
要
求
に
よ
っ
て
民
政
府
に
報
告
書
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

首
都
建
設
委
員
会
の
話　

民
政
府
が
首
都

建
設
事
業
の
た
め
補
助
金
を
出
す
こ
と
に
決

定
し
て
い
る
の
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
の

二
十
二
万
㌦
、
又
吉
道
路
の
歩
道
建
設
に

三
万
㌦
、
橋
梁
工
事
の
五
万
㌦
、
計
三
十
万

㌦
で
橋
梁
工
事
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
が
、

布
令
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
資
金
は
政
府
の
特

別
会
計
で
運
用
さ
れ
る
の
で
、
手
続
上
う
る

さ
い
復
金
融
資
の
形
よ
り
も
資
金
効
果
が
出

る
と
思
う
。
首
都
建
設
の
資
金
計
画
も
こ
れ

で
軌
道
に
乗
っ
た
わ
け
だ
。

　

沖
縄
市
／
本
会
議
で
議
決
か
／ 

　
　

議
案
は
撤
回
せ
ず
／
兼
次
市 

　
　

長
き
の
う
言
明
／
委
員
会
も 

　
　

結
論
を
保
留 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
９
・
３
・
29
〕

注
目
の
沖
縄
市
改
称
議
案
の
審
査
を
付
託

さ
れ
た
那
覇
市
会
総
務
財
政
委
（
委
員
長

大
山
盛
幸
氏
）
は
き
の
う
に
ひ
き
つ
づ
き

那
覇
市
会
議
室
で
行
わ
れ
、
人
民
党
真
栄

田
義
晃
市
議
か
ら
前
日
提
案
さ
れ
未
採
決

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
沖
縄
市
改
称
議
案

撤
回
要
求
を
め
ぐ
っ
て
、
開
会
前
賛
成
派

反
対
派
に
分
れ
て
こ
の
問
題
を
ど
う
扱
う

か
に
つ
い
て
意
見
調
整
を
し
た
が
、
ま
と

ま
ら
ず
定
刻
を
二
時
間
も
お
く
れ
て
午
後

四
時
開
会
、
再
び
真
栄
田
議
員
か
ら
正
式

に
議
案
撤
回
要
求
を
動
議
と
し
て
出
し
成

立
、
表
決
で
ま
た
も
め
結
局
兼
次
市
長
を

同
委
に
呼
ん
で
議
案
撤
回
の
意
思
を
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、
兼
次
市
長
は
「
議
案
は
撤

回
し
な
い
」
と
言
明
、
沖
縄
市
改
称
議
案

に
つ
い
て
の
委
員
会
採
決
も
人
民
党
三
議

員
が
「
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い
」
と
発

表
、
問
題
の
沖
縄
市
改
称
は
会
期
最
終
日

の
三
十
一
日
の
本
会
議
に
持
越
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

開
会
前
の
各
派
の
意
見
調
整
が
行
わ
れ
人
民

党
三
名
は
反
対
派
六
名
と
議
案
撤
回
動
議
提

出
、
委
員
会
表
決
の
線
を
再
確
認
、
賛
成
派



八
四

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
四
月

五
名
は
委
員
会
表
決
を
避
け
る
線
で
同
委
に

の
ぞ
ん
だ
。

開
会
後
真
栄
田
議
員
か
ら
「
原
則
的
に
は
反

対
は
し
な
い
が
、
沖
縄
市
改
称
に
つ
い
て
は

賛
否
両
派
と
も
積
極
的
な
も
の
で
な
く
、
世

論
は
熟
し
て
い
な
い
と
思
う
。
合
併
後
那
覇

市
に
は
み
る
べ
き
仕
事
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

市
民
が
心
か
ら
祝
え
る
状
態
で
は
な
く
、
た

と
え
ば
一
九
六
一
年
ご
ろ
の
市
制
四
十
周
年

ご
ろ
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
間
に
み

る
べ
き
仕
事
を
や
り
、
そ
の
成
果
の
上
に
立

っ
て
沖
縄
市
改
称
を
や
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
、
沖
縄
市
改
称
は
時
期
尚
早
と
思

う
。
こ
の
議
案
に
キ
ズ
を
つ
け
た
く
な
い
の

で
こ
の
際
撤
回
し
て
も
ら
う
よ
う
市
長
に
要

求
し
た
い
」
と
動
議
を
提
出
し
た
が
、
又

吉
、
久
場
両
議
員
が
「
三
分
の
二
の
特
別
議
決

を
要
求
し
た
い
」
と
動
議
を
提
出
、
採
決
に

入
ろ
う
と
し
た
時
、
又
吉
久
正
議
員
の
発
言

で
休
憩
。
賛
成
派
議
員
六
名
で
意
見
調
整
し

た
上
で
再
び
開
会
、
同
問
題
を
協
議
し
た
が

人
民
党
三
名
が
委
員
会
採
決
を
取
下
げ
、
兼

次
市
長
を
委
員
会
に
呼
ん
で
意
向
を
た
だ
す

こ
と
に
な
っ
た
。
兼
次
市
長
は
「
す
で
に
提

案
理
由
は
説
明
し
て
あ
る
が
、
三
市
一
村
が

合
併
し
た
当
時
に
お
い
て
す
で
に
沖
縄
市
に

改
称
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
沖

縄
市
改
称
は
歴
史
的
な
課
題
で
こ
れ
を
時
期

尚
早
と
い
う
の
は
見
解
の
相
違
で
あ
る
。
沖

縄
市
に
改
称
し
て
も
他
の
み
る
べ
き
仕
事
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
改

称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
政
に
有
利
を
来
す

と
考
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
議
案
を
撤
回
す

る
意
思
は
毛
頭
な
い
」
と
答
え
た
後
、
委
員

会
の
メ
ン
メ
ン
に
「
ど
う
か
通
し
て
下
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
」
と
頭
を
下
げ
る
場
面
も
み

ら
れ
た
。

結
局
沖
縄
市
改
称
は
三
十
日
か
ら
始
ま
る
本

会
議
に
お
い
て
特
別
議
決
さ
れ
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。
二
十
八
日
現
在
の
那
覇
市
会

の
動
き
か
ら
見
る
と
民
連
系
議
員
が
時
期
尚

早
、
議
案
撤
回
の
線
で
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
賛

否
の
大
勢
は
否
決
の
方
向
に
あ
る
と
み
ら
れ
、

沖
縄
市
改
称
問
題
で
主
導
権
を
に
ぎ
る
民
連

系
議
員
が
本
会
議
で
も
議
案
撤
回
の
動
議
提

出
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
終
幕
に
迫
ら
れ
た

沖
縄
市
改
称
は
本
会
議
で
も
ま
だ
ま
だ
も
め

る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

沖
縄
市
つ
い
に
流
産
／
賛
成
18 

　
　

名
で
否
決
／
賛
否
両
派
が
激 

　
　

し
く
戦
う 

　
　

〔
琉
新
・
朝　
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５
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・
１
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き
の
う
午
後
四
時
那
覇
市
会
で
上
程
さ

れ
た
注
目
の
沖
縄
市
改
称
は
、
黒
だ
か

り
の
傍
聴
人
が
見
守
る
中
で
人
民
党
議

員
が
議
案
撤
回
を
強
行
、
こ
れ
を
二
十

対
十
九
で
採
決
、
兼
次
市
長
に
つ
き
つ

け
、
市
長
が
撤
回
し
な
い
線
を
押
し
、
約

四
時
間
に
わ
た
っ
て
激
し
い
賛
否
討
論

の
う
ち
午
後
八
時
特
別
議
決
に
入
り
、
挙

手
の
決
を
と
り
賛
成
十
八
名
、
出
席
議
員

三
十
九
名
の
三
分
の
二
に
達
せ
ず
あ
え

な
く
否
決
さ
れ
た
。

注
目
の
沖
縄
市
改
称
は
三
十
一
日
午
後
二
時

再
開
の
本
会
議
最
後
の
日
程
と
し
て
午
後
四

時
十
分
ご
ろ
鈴
な
り
の
傍
聴
人
が
見
守
る
中

に
上
程
さ
れ
、
開
会
前
欠
席
中
の
反
対
派
玉

那
覇
有
義
、
賛
成
派
宮
城
実
の
両
市
議
が
相

つ
い
で
議
席
に
着
き
、
賛
成
と
み
ら
れ
た
人

民
党
石
原
昌
進
、
仲
松
庸
全
両
市
議
は
午
後

の
本
会
議
か
ら
欠
席
、
出
席
議
員
四
十
名
特

別
議
決
は
三
分
の
二
の
同
意
と
し
て
二
十
七

名
の
賛
成
が
必
要
と
い
う
出
席
議
員
数
と
な

り
、
反
対
派
の
有
利
と
な
っ
た
。
ま
ず
さ
る

十
九
日
の
本
会
議
で
審
査
を
付
託
さ
れ
た
総

務
財
政
委
の
大
山
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が

約
二
十
分
間
に
わ
た
っ
て
質
疑
、
賛
否
討

論
、
議
案
撤
回
な
ど
の
も
よ
う
を
つ
ぶ
さ
に

述
べ
た
。
午
後
四
時
三
十
五
分
真
栄
田
議
員

か
ら
沖
縄
市
改
称
議
案
を
撤
回
を
決
議
し
た

い
と
動
議
を
提
出
、
「
大
勢
は
す
で
に
否
決

の
見
通
し
で
あ
る
の
で
、
総
務
財
政
委
で
申

し
あ
げ
た
よ
う
に
沖
縄
市
改
称
に
は
原
則
的

に
は
反
対
で
は
な
い
が
、
行
政
区
画
な
ど
末

端
や
ガ
ー
ブ
川
な
ど
な
す
べ
き
仕
事
が
山
積

し
て
お
り
、
市
長
は
な
す
べ
き
仕
事
を
や

っ
て
、
と
も
に
市
民
と
喜
べ
る
よ
う
な
時
期

に
沖
縄
市
を
改
称
し
て
も
い
い
で
は
な
い
か
。

時
期
尚
早
と
思
う
の
で
議
案
を
撤
回
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
そ
の
理
由
を
の
べ
動
議
成

立
、
久
場
、
森
田
、
平
良
、
大
山
議
員
か
ら

反
対
討
論
が
あ
っ
た
が
、
午
後
五
時
五
十
五

分
動
議
に
対
す
る
採
決
を
と
り
、
出
席
議
員

三
十
九
名
（
議
長
を
除
く
）
の
う
ち
賛
成
二
十

名
、
反
対
十
九
名
で
議
案
撤
回
を
可
決
後
、
五

分
休
憩
に
入
っ
た
。
午
後
六
時
五
分
再
開
高

良
議
長
か
ら
兼
次
市
長
に
議
案
撤
回
の
意
思

を
た
だ
し
た
が
、
兼
次
市
長
は
「
沖
縄
市
改
称

に
つ
い
て
議
会
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
さ

き
ほ
ど
か
ら
同
席
し
て
、
議
案
撤
回
の
討
議

の
情
景
を
み
て
ま
す
ま
す
沖
縄
市
に
改
称
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
反
対
は
わ
ず
か

に
一
部
で
あ
り
、
こ
れ
が
民
連
派
の
時
期
尚

早
、
議
案
撤
回
の
線
と
結
び
つ
い
た
最
大
公

約
数
の
結
果
で
、
多
く
は
賛
成
の
議
員
と
み

て
お
り
、
二
十
一
万
市
民
の
要
望
も
あ
り
こ

の
議
案
は
撤
回
し
な
い
。
正
々
堂
々
と
こ
れ

を
審
議
し
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
答
え
た
。

午
後
六
時
再
び
「
市
の
名
称
を
変
更
す
る
条

例
」
を
議
案
と
し
て
上
程
、
質
疑
に
入
り
質

疑
な
し
で
、
直
ち
に
活
発
な
討
論
に
入
っ

た
。
ま
ず
最
初
に
比
嘉
佑
直
議
員
が
賛
成
理

由
を
の
べ
れ
ば
、
つ
づ
い
て
人
民
党
の
黒
潮

隆
議
員
が
こ
れ
を
反
ば
く
、
賛
否
両
論
が
交

互
に
は
げ
し
く
戦
わ
れ
た
。
午
後
八
時
半
比



八
五

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
四
月

嘉
朝
四
郎
議
員
が
討
論
打
切
り
採
決
の
緊
急

動
議
を
出
し
成
立
直
ち
に
特
別
議
決
に
入

っ
た
が
出
席
議
員
三
十
九
名
の
う
ち
十
八

名
が
賛
成
特
別
議
決
（
三
分
の
二
以
上
の
同

意
）
に
必
要
な
賛
成
二
十
六
名
に
は
る
か
に

達
せ
ず
沖
縄
市
改
称
は
過
半
数
の
反
対
に

あ
っ
て
否
決
さ
れ
た
。

　

一
切
を
水
に
流
そ
う

　

兼
次
市
長
あ
い
さ
つ　

本
会
議
の
定
例
議

会
で
十
六
日
間
に
わ
た
っ
て
真
剣
に
討
議
さ

れ
た
が
、
き
ょ
う
の
結
果
と
な
っ
た
。
私
は

え
ら
い
人
間
が
腹
か
ら
生
ま
れ
る
の
に
二
十

ヵ
月
も
か
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
沖
縄

市
は
す
で
に
五
十
年
間
も
か
か
っ
た
。
そ
の

間
い
く
た
の
名
産
婆
の
手
に
か
か
っ
て
も
生

れ
ず
優
し
い
兼
次
と
い
う
産
婆
の
手
に
か
か

っ
て
も
、
四
十
二
名
の
荒
い
男
の
議
会
で
苦

し
ん
だ
。
将
来
新
し
い
感
覚
が
生
れ
る
こ
と

を
確
信
し
、
新
し
い
も
の
は
現
状
打
破
に
よ

る
の
が
原
則
で
あ
る
と
い
う
精
神
で
皆
さ
ん

の
議
員
の
任
期
中
に
立
派
に
沖
縄
市
を
生
れ

さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。
今
の
議
会
分
野
が

永
久
に
離
れ
離
れ
に
な
ら
ず
、
明
日
か
ら

二
十
一
万
市
民
た
め
分
派
的
な
あ
り
方
を
解

消
し
、
沖
縄
市
を
生
れ
さ
す
こ
と
を
確
信
す

る
。

　

沖
縄
市
改
称
の
賛
成
議
員

き
の
う
の
那
覇
市
会
で
沖
縄
市
改
称
問
題
で

真
栄
田
議
員
が
議
案
撤
回
の
動
機
を
提
出
、

賛
否
激
し
く
対
立
し
て
討
論
が
行
わ
れ
た
が
、

採
決
に
入
り
賛
成
二
十
名
反
対
十
九
名
の
多

数
決
で
可
決
し
た
が
、
議
案
撤
回
を
賛
成
し

た
議
員
は
次
の
と
お
り
。

　

議
案
撤
回
賛
成

赤
嶺
一
男
、
渡
口
政
行
、
玉
城
正
次
、
瀬
名

波
栄
、
玉
井
栄
次
、
高
良
清
二
、
糸
数
昌

剛
、
玉
那
覇
有
義
、
辺
野
喜
英
興
、
上
原
文

吉
、
比
嘉
朝
四
郎
、
渡
口
麗
秀
、
仲
宗
根
梶

雄
、
崎
山
喜
達
、
黒
潮
隆
、
備
瀬
知
良
、
儀

間
真
祥
、
真
栄
田
義
晃
、
久
高
友
敏
、
普
久

原
朝
光
の
二
十
名
。

つ
い
で
午
後
八
時
半
に
行
わ
れ
た
沖
縄
市
改

称
議
案
に
反
対
す
る
特
別
議
決
は
出
席
議
員

三
十
九
名
（
高
良
議
長
の
ぞ
く
）
の
う
ち
賛
成

し
た
議
員
は
十
八
名
で
三
分
の
二
の
二
十
六

名
の
同
意
を
得
ら
れ
ず
否
決
さ
れ
た
が
、
挙

手
賛
成
し
た
議
員
は
次
の
と
お
り
で
、
前
記

の
議
案
撤
回
に
賛
成
し
た
議
員
は
否
決
に
ま

わ
っ
た
。

　

沖
縄
市
改
称
賛
成

久
場
景
善
、
平
良
真
次
郎
、
比
嘉
佑
直
、
森

田
孟
松
、
儀
武
息
睦
、
金
城
武
一
、
仲
尾
次

盛
夏
、
喜
久
山
朝
重
、
金
城
賢
勇
、
大
城
清

徳
、
宮
里
敏
慶
、
大
山
盛
幸
、
宮
城
実
、
具

志
清
裕
、
又
吉
久
正
、
浦
崎
康
華
、
金
城
幸

信
、
屋
慶
名
政
永
、
の
計
十
八
名
。

　

ニ
ュ
ー
ズ
の
底
辺
⑯
／
産
婆
の 

　
　

誤
診
で
流
産
／
沖
縄
市
改
称 

　
　

問
題
／
市
長
の
独
走
が
原
因 

　
　

？
／
な
め
ら
れ
た
議
会
は
分 

　
　

裂
騒
ぎ 
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沖
縄
市
改
称
は
三
十
一
日
の
那
覇
市
会

本
会
議
で
賛
成
十
八
名
反
対
二
十
名
中

立
二
名
（
新
垣
松
助
、
高
良
一
氏
）
欠
席

二
名
（
石
原
昌
進
、
仲
松
庸
全
氏
）
で
特

別
議
決
で
あ
る
出
席
議
員
三
十
九
名
（
議

長
の
ぞ
く
）
の
三
分
の
二
以
上
す
な
わ
ち

二
十
六
名
の
同
意
ど
こ
ろ
か
、
過
半
数
の

反
対
で
あ
え
な
く
、
否
決
さ
れ
、
提
案
者

兼
次
市
長
の
顔
に
泥
を
投
げ
つ
け
た
よ

う
な
結
果
と
な
っ
た
。
新
聞
の
記
事
面
で

あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
賛
否
の
討
論
よ
り

も
「
や
れ
線
を
ひ
こ
う
、
や
れ
記
念
切
手

だ
。
五
日
会
の
解
散
だ
。
沖
縄
市
歌
募
集

だ
。
」
と
い
っ
た
表
面
の
動
き
を
と
ら
え

た
の
が
多
か
っ
た
が
、
三
十
一
日
の
本
会

議
で
沖
縄
市
改
称
の
議
案
に
対
し
、
午
後

四
時
か
ら
約
四
時
間
に
わ
た
っ
て
は
げ

し
い
賛
否
討
論
が
行
わ
れ
た
の
で
、
そ
の

討
論
の
内
容
に
ふ
れ
な
が
ら
、
な
ぜ
沖
縄

市
改
称
が
流
産
と
な
っ
た
か
、
そ
の
底
辺

を
洗
っ
て
み
た
。

　

三
十
一
日
の
那
覇
市
本
会
議
に
お
け
る
沖

縄
市
改
称
へ
の
賛
否
討
論
の
内
容
を
の
ぞ
い

て
み
よ
う
。

比
嘉
佑
直
議
員　

沖
縄
市
改
称
は
為
政
者
の

長
年
の
懸
案
で
あ
り
、
今
が
も
っ
と
も
よ
い

時
期
と
思
う
。
誰
し
も
故
郷
の
名
に
対
す
る

愛
着
は
あ
り
、
那
覇
人
も
首
里
人
も
同
じ
と

思
う
。
日
本
復
帰
に
な
れ
ば
、
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
に
入
る
と
思
う
が
、
各
県
と
も
県
庁
所
在

地
は
県
名
を
ふ
し
た
主
要
都
市
に
な
っ
て
い

る
。
反
対
の
た
め
の
反
対
を
し
た
な
ら
ば
後

日
那
覇
市
民
の
正
し
い
批
判
を
受
け
る
で
あ

ろ
う
。
満
場
一
致
で
賛
成
願
い
た
い
。

黒
潮
隆
議
員
（
人
民
党
）  

ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
の
二
千
そ
こ
そ
こ
の
賛
成
で
世
論
が
熟
し

て
い
る
と
い
う
が
、
二
千
と
い
う
数
字
は

二
十
一
万
市
民
の
ご
く
一
部
で
あ
る
。
各
種

団
体
や
組
合
で
も
積
極
的
な
意
見
は
出
て
い

な
い
。
行
政
区
画
の
末
端
の
整
理
や
土
木
、
河

川
の
工
事
の
方
が
よ
り
市
民
が
の
ぞ
ん
で
い

る
こ
と
で
は
な
い
か
。

仲
宗
根
梶
雄
議
員　

市
名
改
称
の
本
質
的
な

問
題
が
納
得
で
き
な
い
。
な
ぜ
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
の
で

あ
る
が
、
現
状
の
那
覇
市
で
よ
い
と
い
う
結

論
を
得
た
の
で
あ
る
。
市
民
の
福
利
福
祉
を

考
え
る
と
、
市
名
を
変
え
る
こ
と
は
天
地
神

明
に
誓
う
よ
う
な
大
げ
さ
な
問
題
で
は
な
い
。

名
前
を
変
え
る
よ
う
な
こ
と
は
問
題
で
は
な

い
。
十
四
日
間
に
わ
た
る
裏
面
の
工
作
は
単

に
名
前
の
取
引
で
あ
る
。
そ
の
他
の
問
題
で



八
六

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
四
月

は
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
か
沖
縄
市
に
改
称

す
る
と
い
う
は
単
に
固
有
名
詞
を
つ
け
る
と

い
う
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
よ
り
議
会
運

営
の
ま
ず
さ
を
暴
露
し
た
。
十
四
日
間
の
会

期
中
こ
の
名
前
を
変
え
る
の
に
終
始
し
た
こ

と
を
不
満
に
思
う
。
争
っ
て
ま
で
市
名
改
称

を
す
る
必
要
は
な
い
。
政
治
活
動
に
も
適
用

さ
れ
る
が
現
状
維
持
の
原
則
は
わ
れ
わ
れ
の

市
民
生
活
に
も
守
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
。

渡
口
麗
秀
議
員　

沖
縄
市
改
称
は
那
覇
市
の

重
大
な
問
題
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
か
ら
九

年
間
、
私
は
こ
の
問
題
に
取
組
ん
で
い
る

が
、
い
ま
だ
に
結
論
は
出
な
い
。
兼
次
市
長
が

簡
単
に
軽
率
に
沖
縄
市
に
ふ
み
切
っ
た
の
は

い
か
ん
で
あ
る
。
ま
た
議
案
撤
回
の
議
会
の

議
決
を
踏
み
に
じ
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
残

念
で
あ
る
。
兼
次
市
長
は
独
裁
政
治
に
邁
進

し
て
い
る
。
二
十
万
市
民
を
代
表
す
る
議
会

を
代
表
し
て
、
本
当
な
ら
不
信
任
案
議
決
を

つ
き
つ
け
た
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
死
一
等
を

減
じ
て
議
案
撤
回
に
止
め
て
お
き
た
い
。
沖

縄
市
賛
成
論
は
①
東
恩
納
教
授
の
説
に
基
づ

く
も
の
②
三
市
一
村
合
併
に
よ
る
も
の
③
本

土
に
お
け
る
県
名
と
県
庁
所
在
地
の
同
一
か

ら
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
東
恩
納
寛
惇
先

生
の
学
識
と
人
格
に
は
心
か
ら
尊
敬
す
る
が
、

議
員
の
立
場
か
ら
は
沖
縄
市
論
に
は
賛
成
し

か
ね
る
の
で
あ
る
。
首
里
の
名
を
保
存
を
し

た
い
の
で
沖
縄
市
に
し
た
い
と
い
う
考
え
は
、

地
方
自
治
法
に
対
し
て
の
理
解
が
浅
い
の
で

は
な
い
か
。
沖
縄
市
首
里
、
沖
縄
市
那
覇
と

し
た
場
合
か
え
っ
て
地
域
感
情
が
ぬ
ぐ
い
去

れ
な
い
と
思
う
。
か
つ
て
沖
縄
市
論
を
と
な

え
た
島
袋
全
発
先
生
は
「
沖
縄
市
論
は
軽
率

で
あ
る
。
那
覇
市
は
祖
国
の
那
覇
で
あ
り
国

際
都
市
と
し
て
の
那
覇
で
あ
る
。
も
し
市
名

の
改
称
が
あ
る
と
す
れ
ば
政
治
の
激
変
の
時

で
平
和
で
こ
れ
を
称
え
る
の
は
軽
率
だ
」
と

い
わ
れ
た
。
沖
縄
市
改
称
は
歴
史
的
な
課
題

で
は
あ
る
が
過
去
に
お
い
て
い
く
た
び
も
失

敗
し
て
い
る
。
こ
の
例
か
ら
兼
次
市
長
の
反

省
を
促
が
す
と
と
も
に
沖
縄
市
改
称
に
は
絶

対
に
反
対
す
る
。

こ
の
ほ
か
人
民
党
議
員
か
ら
「
市
民
生
活

向
上
→
時
期
尚
早
→
議
案
撤
回
→
市
長

議
案
撤
回
せ
ず
沖
縄
市
反
対
→
時
期
が
く

れ
ば
賛
成
の
用
意
あ
り
」
の
趣
旨
の
反
対

論
が
あ
り
、
し
せ
い
会
の
仲
宗
根
梶
雄
議

員
に
い
た
っ
て
は
約
四
十
分
間
に
わ
た
り
、

と
う
と
う
反
対
論
を
ぶ
ち
ま
く
り
、
賛
成

議
員
が
時
間
制
限
を
議
長
に
要
求
し
て
よ

う
や
く
ホ
コ
を
お
さ
め
た
が
、
そ
れ
で
も

原
稿
の
半
分
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
と
い
う

サ
ム
ラ
イ
も
あ
ら
わ
れ
た
。
仲
宗
根
議
員

は
「
三
市
一
村
を
合
併
し
て
沖
縄
市
を
総

称
す
る
の
は
、
サ
ル
と
か
ク
ジ
ラ
を
総
称

し
て
哺
乳
類
と
い
う
の
と
同
じ
だ
」
と
い

え
ば
、
日
ご
ろ
紳
士
的
な
態
度
で
聞
え
る

大
山
議
員
が
「
那
覇
と
い
う
文
字
の
意
味

は
『
西
方
の
蕃
族
の
旗
頭
』
の
意
味
で
、

こ
の
よ
う
な
名
前
を
三
市
一
村
の
合
併
の

上
に
つ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
打
ち

返
し
沖
縄
市
問
題
で
ま
さ
か
「
哺
乳
類
」

と
か
「
西
方
の
蕃
族
」
ま
で
出
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
議
員
諸
公
も
爆
笑
賛
否
両
派

し
ば
ら
く
休
戦
と
い
う
ユ
ー
モ
ア
も
交
え

て
、
ケ
ン
ケ
ン
ガ
ク
ガ
ク
の
対
論
を
始
め

た
。
こ
れ
を
聞
い
た
兼
次
市
長
を
し
て
閉

会
の
あ
い
さ
つ
で
「
日
ご
ろ
高
良
議
長
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
に
各
派
入
り
み

だ
れ
、
国
際
的
な
議
会
を
見
せ
て
く
れ
た
」

と
寒
心
し
た
批
評
を
さ
せ
る
始
末
で
あ
っ

た
。

賛
否
の
対
論
の
中
に
も
こ
ん
ど
の
沖
縄
市
流

産
の
直
接
原
因
の
片
鱗
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る

が
、
提
案
者
の
市
長
が
議
会
と
事
前
に
何
の

相
談
も
な
く
、
勝
手
に
沖
縄
市
改
称
を
既
成

事
実
と
し
て
綱
引
行
事
、
記
念
切
手
発
行
、

沖
縄
市
歌
お
よ
び
市
民
歌
募
集
を
す
す
め
て

行
っ
た
独
走
（
反
対
派
の
渡
口
議
員
に
い
わ

せ
る
と
独
裁
）
ぶ
り
に
、
人
民
党
、
民
連

派
、
五
日
会
主
流
派
が
こ
ぞ
っ
て
「
議
会
無

視
だ
」
と
反
感
を
持
ち
、
兼
次
流
に
い
え
ば

「
生
れ
る
べ
く
し
て
生
れ
る
」
は
ず
の
沖
縄

市
が
流
産
し
た
と
み
る
の
が
真
相
の
よ
う
だ
。

裏
返
し
て
い
え
ば
、
兼
次
市
長
の
議
会
に
対

す
る
読
み
の
浅
さ
と
超
党
派
の
上
に
乗
っ
か

っ
て
居
心
地
が
よ
す
ぎ
て
つ
い
慢
心
？
し
た

結
果
と
み
る
向
き
も
強
い
。
沖
縄
市
改
称
を

導
火
線
と
し
て
一
時
爆
発
し
た
議
会
は
お
さ

ま
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
分
裂
し
た
五
日
会
、

休
火
山
と
な
っ
た
沖
縄
市
の
鳴
動
、
保
守
と

革
新
の
対
決
、
市
長
不
信
任
な
ど
ま
だ
ま
だ

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
、
い
つ
爆
発
す
る
か

わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

か
く
て
沖
縄
市
お
流
れ
／
民
主 

　
　

主
義
の
ル
ー
ル
も
何
の
そ
の 

　
　

／
世
に
も
奇
妙
な
る
物
語
り 

　

 

　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
９
・
４
・
３
〕

全
住
民
注
目
の
マ
ト
で
あ
っ
た
沖
縄
市

改
称
の
議
案
は
、
三
十
一
日
の
那
覇
市
会

で
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意

を
得
る
ど
こ
ろ
か
、
過
半
数
の
反
対
で
否

決
と
い
う
劇
的
な
幕
切
れ
で
〝
沖
縄
市
改

称
劇
〟
は
終
演
し
た
。
沖
縄
市
改
称
劇
の

第
一
部
『
綱
引
の
場
』
兼
次
市
長
と
旧
那

覇
人
会
が
主
演
し
、
第
二
部
『
五
日
会
分

裂
の
場
』
で
は
主
流
派
が
退
場
騒
ぎ
と
い

う
オ
マ
ケ
ま
で
つ
け
て
熱
演
、
第
三
部
の

『
那
覇
市
会
の
場
』
で
は
人
民
党
議
員
が

立
役
者
と
し
て
、
ま
た
劇
の
幕
切
れ
を
演

出
し
た
。
沖
縄
市
改
称
劇
は
演
劇
（
民
主

主
義
）
の
ル
ー
ル
も
な
く
、
始
め
か
ら
終

り
ま
で
変
則
だ
ら
け
で
、
列
挙
し
て
み
る

と
、
①
人
民
党
が
那
覇
市
会
の
キ
ャ
ス
チ
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ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
り
、
沖
縄
市
改
称
否
決

の
大
勢
を
決
め
た
②
沖
縄
市
改
称
問
題

で
は
保
守
、
革
新
の
た
た
か
い
で
は
な
く

て
、
も
っ
と
も
保
守
的
な
五
日
会
主
流
派

九
名
と
人
民
党
が
議
案
撤
回―

否
決
の

線
で
結
び
つ
い
た
③
議
場
に
同
席
し
ま

た
議
案
撤
回
を
し
な
い
と
言
明
し
て
い

る
兼
次
市
長
に
議
案
撤
回
の
議
決
を
つ

き
つ
け
た
④
当
間
指
令
？
が
と
ん
で
沖

縄
市
改
称
に
反
対
と
い
う
圧
力
？
を
か

け
た
と
み
ら
れ
る
フ
シ
が
あ
る
⑤
十
六

日
間
の
会
期
中
に
わ
た
っ
て
賛
否
両
派

は
げ
し
い
裏
面
工
作
に
あ
け
く
れ
た
⑥

沖
縄
市
が
流
産
し
て
記
念
切
手
も
、
綱
引

も
お
流
れ
、
お
マ
ケ
に
五
日
会
を
分
裂
さ

せ
て
し
ま
っ
た
な
ど
で
、
い
い
か
え
れ
ば

沖
縄
市
は
流
産
し
た
が
、
そ
の
か
わ
り
、

い
ろ
い
ろ
の
事
件
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
生
ん

だ
ワ
ケ
で
あ
る
。〝
沖
縄
市
改
称
劇
〟
を

め
ぐ
っ
て
楽
屋
ウ
ラ
話
を
つ
づ
っ
て
み

よ
う
。

　

欠
席
し
た
二
議
員
／
賛
否
で
悩
ん
だ
人

　
　

民
党

沖
縄
市
改
称
を
め
ぐ
っ
て
賛
否
表
決
の
大
勢

を
握
っ
て
い
る
人
民
党
議
員
も
賛
否
に
分
か

れ
て
、
二
十
五
日
か
ら
民
連
本
部
で
行
わ
れ

た
協
議
会
で
も
結
論
が
出
ず
、
二
十
七
日
午

前
零
時
過
ぎ
に
漸
く
時
期
尚
早
、
議
案
撤

回
の
線
に
ま
と
ま
り
、
二
十
七
日
あ
さ
十

時
半
兼
次
市
長
を
訪
れ
、
議
案
撤
回
を
申
入

れ
、
市
長
の
議
案
撤
回
せ
ず
の
言
明
を
生
ん

だ
。
二
十
七
日
沖
縄
市
改
称
議
案
の
審
査
を

付
託
さ
れ
た
総
務
財
政
委
で
沖
縄
市
改
称
の

山
で
、
午
後
二
時
の
開
会
前
の
工
作
で
、
反
対

派
の
五
日
会
主
流
派
と
人
民
党
議
員
が
議
案

撤
回
の
線
で
む
す
び
つ
い
た
。
し
せ
い
会
は

す
で
に
沖
縄
市
改
称
反
対
を
再
確
認
し
て
お

り
議
会
の
特
別
議
決
と
な
っ
て
も
反
対
三
分

の
一
以
上
あ
れ
ば
否
決
と
な
る
の
で
、
五
日

会
主
流
派
八
名
、
し
せ
い
会
四
名
、
人
民
党

十
名
を
あ
わ
せ
て
二
十
二
名
と
な
り
全
議
員

四
十
二
名
が
出
席
し
て
も
過
半
数
で
反
対
と

い
う
こ
と
に
な
り
大
勢
は
「
議
案
撤
回
、
撤

回
し
な
い
な
ら
ば
否
決
」
と
い
う
筋
書
が
ホ

ボ
出
来
上
っ
て
い
た
。
沖
縄
市
改
称
の
賛
否

の
大
勢
の
カ
ギ
を
握
っ
た
人
民
党
内
で
意
外

な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
い
ぜ
ん
か
ら
賛
否
に

分
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
の

だ
が
、
二
十
六
日
の
協
議
会
で
議
案
撤
回
の

線
で
ま
と
ま
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
た
だ
け
に

意
外
で
あ
っ
た
。　

そ
れ
は
人
民
党
の
内
部
で
表
決
の
と
き
賛
否

に
割
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
機
を
み
る
に

敏
な
賛
成
派
議
員
は
劣
勢
を
伝
え
ら
れ
て
い

る
だ
け
に
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
す
は
ず
が

な
い
。
賛
成
派
に
も
勝
算
が
な
か
っ
た
か
と

い
う
と
勝
算
は
あ
っ
た
。
あ
っ
た
と
い
っ
て

も
十
八
名
の
数
で
は
反
対
派
と
同
じ
よ
う
に

他
力
本
願
に
よ
る
勝
利
の
目
算
で
あ
る
。
そ

れ
は
人
民
党
の
あ
り
方
か
ら
賛
否
割
れ
て
表

決
す
る
こ
と
は
な
い
。
人
民
党
は
表
決
の
場

合
退
場
あ
る
い
は
議
案
撤
回
を
要
求
し
て
議

決
し
た
な
ら
ば
引
上
げ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す

る
と
民
連
の
三
名
も
態
度
を
同
じ
く
す
る
に

違
い
な
い
。
す
る
と
当
日
出
席
す
る
議
員
の

数
に
よ
っ
て
は
、
賛
否
ひ
っ
く
り
か
え
る
可

能
性
が
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
反

対
派
十
三
名
が
、
も
し
も
三
名
欠
席
ま
た
は

棄
権
し
た
場
合
、
出
席
議
員
は
二
十
八
名
と

な
り
三
分
の
二
の
同
意
は
十
九
名
あ
れ
ば
い

い
こ
と
に
な
り
高
良
議
長
の
一
名
が
賛
成
す

れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん

反
対
派
も
そ
の
く
ら
い
の
こ
と
は
す
で
に
読

ん
で
お
り
、
双
方
と
も
議
員
の
狩
り
出
し
に

真
剣
だ
っ
た
。

　

敵
も
味
方
も
入
り
乱
れ
／
残
さ
れ
た
も

　
　

の
は
〝
小
党
分
裂
〟

反
対
派
の
渡
口
麗
秀
議
員
に
い
わ
せ
る
と

反
対
派
全
部
を
琉
球
ホ
テ
ル
に
カ
ン
ズ
メ

に
し
て
カ
ギ
を
か
け
、
本
会
議
に
は
車
で

送
り
た
い
と
い
う
ほ
ど
の
気
持
だ
っ
た
と

い
う
か
ら
賛
否
両
派
の
抱
き
込
み
工
作
の

激
し
さ
を
物
語
っ
て
あ
ま
り
あ
る
話
で
は

あ
る
。

と
こ
ろ
で
三
十
一
日
の
本
会
議
に
な
る
と
、

開
会
前
の
出
席
は
四
十
名
、
午
前
十
一
時
ご

ろ
反
対
派
の
玉
那
覇
有
義
、
賛
成
派
の
宮
城

実
の
両
議
員
が
出
席
、
両
派
の
頭
領
を
ホ
ッ

と
さ
せ
た
。
開
会
前
人
民
党
は
ま
だ
割
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
も
流
れ
た
。
午
後
二
時
再

開
の
本
会
議
で
は
、
人
民
党
の
石
原
昌
進
、
仲

松
庸
全
両
議
員
が
欠
席
し
た
。

　

両
議
員
は
表
決
の
時
は
賛
成
す
る
と
み
ら

れ
て
い
た
が
、
人
民
党
が
二
つ
に
割
れ
た
と

い
う
印
象
を
一
般
に
与
え
る
の
は
面
白
く
な

い
と
い
っ
た
点
か
ら
か
ま
た
は
党
議
に
従
っ

た
の
か
、
最
後
ま
で
欠
席
し
た
。
人
民
党
は

沖
縄
市
改
称
の
賛
否
の
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
ボ
ー

ト
を
握
り
は
し
た
が
、
二
人
の
党
議
員
を
欠

席
さ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
こ
の
問
題
に
は
深

刻
に
悩
ん
だ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

賛
成
派
は
沖
縄
市
の
否
決
は
眼
の
前
に
来

て
い
る
の
を
感
じ
て
い
る
が
ど
う
に
も
な
ら

な
い
俎
上
の
コ
イ
と
な
っ
た
賛
成
派
は
、
そ

の
憤
ま
ん
や
る
か
た
な
い
気
持
を
、
兼
次
市

長
に
ぶ
っ
つ
け
「
あ
な
た
が
議
会
を
無
視
し

て
や
る
か
ら
こ
ん
な
結
果
に
な
っ
た
の
だ
。

こ
ん
ど
の
提
案
の
と
き
は
議
会
を
も
っ
と
尊

重
し
て
、
し
っ
か
り
や
れ
」
と
討
論
の
中
で

は
っ
ぱ
を
か
け
る
し
ま
つ
。
結
果
は
否
決
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
世

論
の
反
映
が
反
対
派
議
員
に
ど
う
あ
ら
わ
れ

る
か
、
賛
成
派
議
員
が
ひ
そ
か
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

　

も
う
一
人
静
か
な
る
議
員
が
い
た
。
新
垣

松
助
議
員
で
あ
る
。
議
案
撤
回
の
表
決
に
は
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五
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手
を
あ
げ
な
か
っ
た
。
挙
手
し
な
い
と
い
う

こ
と
は
反
対
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
次
に

行
わ
れ
た
沖
縄
市
改
称
の
特
別
議
決
に
は
退

場
棄
権
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
長
年

つ
と
め
て
き
た
老
市
議
の
胸
中
は
察
す
べ
く

も
な
い
が
、
那
覇
市
会
の
今
の
あ
り
方
に
対

し
心
中
じ
く
じ
た
る
も
の
が
あ
ろ
う
と
み
ら

れ
て
い
る
。

　

小
党
分
裂
の
市
会
／
ど
う
な
る
勢
力
分

 

　

 

野

　

那
覇
市
会
は
沖
縄
市
改
称
を
蹴
っ
て
終
っ

た
が
、
そ
の
引
出
物
と
し
て
五
日
会
を
分
裂

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
ご
の
那
覇
市
会
は
小

党
分
裂
し
て
、
そ
の
勢
力
分
野
は
離
合
集
散

に
よ
っ
て
ど
う
変
化
す
る
か
、
予
想
も
つ
か

な
い
が
、
五
日
会
か
ら
分
れ
た
沖
縄
市
改
称

賛
成
派
は
覆
水
再
び
盆
に
か
え
ら
ず
の
態
度

を
と
っ
て
お
り
五
日
会
主
流
派
（
当
間

系
）
は
ま
す
ま
す
結
束
を
固
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
沖
縄
市
改
称
賛
成
派
議
員
の
中

に
は
兼
次
市
長
の
与
党
的
性
格
を
帯
び
た
も

の
も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
沖

縄
市
改
称
に
つ
い
て
だ
け
で
こ
の
問
題
に
ケ

リ
が
つ
け
ば
そ
の
あ
と
は
、
ま
た
ど
う
な
る

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。
兼

次
市
政
の
都
計
事
業
と
結
び
つ
く
議
員
も
い

る
と
み
ら
れ
、
一
方
民
連
系
と
い
わ
れ
る
議

員
も
人
民
党
の
か
く
れ
み
の
の
形
を
き
ら
っ

て
動
く
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
那
覇
市
会
閉

会
後
の
勢
力
分
野
は
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
て

い
る
。

人
民
党
七
名
、
社
会
党
三
名
、
五
日
会
主
流

派
八
名
、
沖
縄
市
改
称
賛
成
派
十
二
名
、
社

大
党
一
名
、
し
せ
い
会
四
名
、
民
連
派
三

名
、
無
所
属
二
名
、
中
立
二
名
、
計
四
十
二

名
。

　

那
覇
市
庁
舎
建
設
／
資
金
交
付 

　
　

方
を
陳
情 

　
　

 

　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
９
・
４
・
５
〕

さ
る
三
十
一
日
の
那
覇
市
会
で
決
議
し
た
那

覇
市
庁
舎
建
設
資
金
交
付
方
に
関
す
る
陳
情

書
は
全
議
員
連
名
の
上
、
ブ
ー
ス
高
等
弁
務

官
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
民
政
官
、
ギ
ー
リ
ス
副
民

政
官
、
行
政
主
席
あ
て
送
ら
れ
る
が
、
陳
情

書
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

　

那
覇
市
の
人
口
は
二
十
一
万
に
ふ
え
学
校

教
育
施
設
の
狭
あ
い
と
校
舎
の
不
足
は
そ

の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
、

深
刻
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
現
仮
庁

舎
を
本
来
の
教
育
施
設
と
し
て
使
用
さ
せ

る
こ
と
は
教
育
行
政
の
完
ぺ
き
を
期
す

る
意
味
で
焦
眉
の
問
題
で
、
教
育
委
員
会

で
も
こ
の
早
期
返
還
を
迫
り
、
こ
れ
が
解

決
は
ひ
と
し
く
市
民
の
渇
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
の
那
覇
市
に
お
け

る
財
政
事
情
で
は
一
時
に
巨
額
の
資
金

を
要
す
る
新
庁
舎
建
設
の
実
現
は
画
餅

に
ひ
と
し
く
不
可
能
に
近
い
。
数
年
来
の

懸
案
で
あ
る
市
庁
舎
建
設
事
業
は
財
源

計
画
に
お
い
て
困
難
を
極
め
、
い
た
ず
ら

に
実
施
の
遅
延
を
見
送
る
ば
か
り
で
あ

る
。
市
庁
舎
建
設
は
首
都
建
設
重
要
施
設

の
計
画
と
し
て
民
政
府
の
深
い
理
解
と

英
断
を
も
っ
て
援
助
を
し
て
も
ら
い
た

い
。

　

委
員
長
に
比
嘉
議
員
／
那
覇
市 

　
　

行
政
検
査
特
別
委 
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那
覇
市
会
で
は
行
政
検
査
特
別
委
の
人
事
の

改
選
を
さ
る
三
月
定
例
市
会
で
決
め
た
が
、

十
四
日
の
同
委
で
委
員
長
に
比
嘉
佑
直
氏
、

副
委
員
長
に
瀬
名
波
栄
氏
が
選
ば
れ
た
。

　

旅
券
の
交
付
要
請
／
那
覇
市
臨 

　
　

時
議
会
／
全
員
一
致
で
決
議 

　

 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
５
・
９
〕

那
覇
市
会
は
八
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
臨

時
議
会
を
開
き
、
五
九
年
度
追
加
予
算

（
五
万
二
千
八
百
㌦
）
を
原
案
通
り
可
決
、
人

民
党
瀬
名
波
議
員
ら
三
氏
か
ら
提
案
さ
れ
た

「
行
政
視
察
の
た
め
渡
日
す
る
那
覇
市
議
会

議
員
へ
の
旅
券
交
付
方
要
請
決
議
」
も
瀬
名

波
議
員
の
提
案
理
由
を
聞
い
た
だ
け
で
質
疑

討
論
も
な
く
、
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

同
臨
時
議
会
は
予
算
案
と
渡
航
要
請
決
議
の

一
議
案
〝
一
決
議
案
〟
だ
け
で
全
部
終
り
、
今

期
一
日
だ
け
で
幕
を
閉
じ
た
。
な
お
人
民
党

議
員
提
案
の
渡
航
決
議
に
対
し
て
は
対
民
政

府
と
の
問
題
だ
け
に
同
決
議
案
を
め
ぐ
っ
て

反
対
す
る
者
も
出
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

思
惑
も
あ
っ
た
が
、
一
言
も
な
く
採
択
さ
れ

た
。

（
決
議
要
旨
）
那
覇
市
議
会
の
用
務
で
浦

崎
、
金
城
（
賢
）
、
宮
里
、
儀
間
、
仲
松
、
真

栄
田
の
六
議
員
を
本
土
へ
派
遣
す
る
こ
と
に

な
り
、
浦
崎
、
金
城
、
宮
里
の
三
君
に
は
旅

券
が
交
付
さ
れ
た
が
、
他
の
三
君
に
は
未
だ

に
交
付
さ
れ
て
い
な
い
。
未
交
付
三
君
に
は

渡
航
許
可
補
助
申
請
書
の
提
出
要
求
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
同
君
ら
は
こ
れ
を
拒
否
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
府
当
局
の
差
別
待
遇

に
対
し
て
那
覇
市
会
は
遺
憾
に
思
う
。
な
ぜ

な
ら
前
記
六
人
を
選
出
す
る
に
当
っ
て
所
属

党
派
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
会
は
議
員

平
等
の
原
則
に
基
づ
き
、
差
別
し
な
か
っ
た
。

本
土
渡
航
を
し
よ
う
と
す
る
沖
縄
人
の
う
ち

特
定
の
者
に
対
し
、
特
別
の
申
請
書
に
よ
っ

て
思
想
傾
向
の
調
査
を
し
、
申
請
の
如
何
に

よ
っ
て
は
た
だ
渡
航
を
拒
否
す
る
の
み
な
ら

ず
、
処
罰
す
る
こ
と
を
得
し
め
る
如
き
宣
誓

を
要
求
す
る
こ
と
は
民
主
主
義
の
基
本
的
原

則
を
逸
脱
し
、
且
つ
日
本
国
民
で
あ
る
沖
縄

人
が
日
本
本
土
へ
渡
航
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
独
立
国
民
と
し
て
の
自
由
を
い
ち
じ
る
し
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六
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く
阻
害
す
る
も
の
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

よ
っ
て
可
及
的
す
み
や
か
に
旅
券
を
交
付
す

る
よ
う
要
請
す
る
。

｜
社　

説
｜

　

市
内
を
走
る
高
圧
線
対
策
を
… 
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那
覇
市
内
一
号
線
路
（
琉
球
放
送
付
近
）

の
高
圧
線
が
切
れ
、
沖
配
電
の
全
線
の
送
電

が
断
た
れ
、
一
時
は
電
話
も
マ
ヒ
す
る
と
い

う
騒
ぎ
が
き
の
う
起
き
た
。
あ
の
交
通
量
の

多
い
地
点
で
、
人
間
の
被
害
が
な
か
っ
た
の

は
む
し
ろ
ふ
し
ぎ
な
く
ら
い
で
、
不
幸
中
の

幸
い
と
い
え
る
。

　

こ
の
高
圧
線
は
六
万
六
千
ボ
ル
ト
の
高
圧

電
流
が
流
れ
て
お
り
、
危
険
こ
の
上
も
な
い

の
で
、
那
覇
市
当
局
で
は
再
三
関
係
当
局
へ

撤
去
方
を
陳
情
し
て
い
た
も
の
だ
。
こ
ん
ど

の
事
故
発
生
は
た
と
え
過
失
と
は
い
え
、
起

り
そ
う
な
事
故
を
生
ん
だ
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
。

　

高
圧
線
鉄
塔
の
出
現
は
、
そ
れ
だ
け
の
理

由
が
あ
り
、
現
在
の
場
所
に
架
設
さ
れ
た
の

も
当
時
は
仕
方
の
な
い
こ
と
と
思
う
が
、
付

近
に
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
お
ま
け
に
こ
の
路

線
が
交
通
の
要
点
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
も

は
や
そ
の
存
在
は
許
さ
れ
な
い
か
っ
こ
う
で

あ
る
。
軍
と
し
て
も
、
こ
れ
以
上
放
っ
て
お

け
な
い
の
で
さ
る
四
月
十
三
日
那
覇
市
へ
そ

れ
を
撤
去
し
た
い
と
伝
え
て
い
る
。
つ
ま

り
、
現
在
位
置
の
市
街
地
を
離
れ
た
人
家
や

施
設
の
少
な
い
地
点
に
移
そ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
果
し
て
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
か
、
今
年
中
に
移
転
地
（
上
之

屋―

真
和
志―

首
里
山
間
部―

真
玉
橋―

国

場
）
の
測
量
を
お
わ
る
予
定
と
い
う
こ
と
だ

け
は
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
。

　

高
圧
線
は
他
に
も
六
千
ボ
ル
ト
や
あ
る
い

は
そ
れ
以
下
の
も
の
が
市
内
目
貫
通
り
に
配

線
さ
れ
て
い
る
。
一
号
線
を
走
る
高
圧
線
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
高
圧
電
流

に
は
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
支
線

は
危
険
は
な
い
と
断
言
は
で
き
ま
い
。
こ
と

に
、
豪
雨
や
台
風
時
期
に
は
ま
す
ま
す
危
険

度
は
た
か
ま
る
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
ら
市
内
を
走

る
い
く
つ
か
の
高
圧
線
に
は
な
ん
ら
の
危
険

予
知
（
公
衆
に
知
ら
せ
る
手
段
）
も
ほ
ど
こ

さ
れ
て
い
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は

配
電
会
社
と
し
て
危
険
防
止
上
の
手
抜
か
り

と
い
わ
れ
て
も
文
句
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

だ
い
い
ち
、
高
圧
線
は
地
下
ケ
ー
ブ
ル
に

す
る
と
か
、
可
能
な
か
ぎ
り
安
全
を
期
す
べ

き
で
あ
る
。
那
覇
市
当
局
と
し
て
も
、
市
民

の
福
祉
を
守
る
大
眼
目
か
ら
、
も
っ
と
熱
を

入
れ
て
対
策
を
呼
び
か
け
る
の
が
ほ
ん
と
う

で
、
い
つ
ま
で
も
受
身
の
か
た
ち
で
い
る
の

は
怠
慢
と
き
め
つ
け
ら
れ
て
も
し
か
た
は
な

い
と
思
う
。

一
号
線
の
高
圧
線
鉄
塔
は
、
ど
っ
ち
に
せ
よ

近
く
撤
去
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
市
当
局
と

し
て
は
一
日
も
早
く
実
現
す
る
よ
う
本
腰
を

入
れ
て
折
衝
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
ま
で

感
電
事
故
は
起
き
て
い
る
し
、
そ
の
つ
ど
災

難
防
止
は
取
ら
れ
た
は
ず
だ
が
、
な
ぜ
か
抜

本
的
な
対
策
は
今
日
に
な
る
ま
で
と
ら
れ
て

は
い
な
い
。
本
格
的
な
都
計
を
控
え
て
高
圧

線
鉄
塔
や
、
そ
の
他
の
高
圧
線
へ
の
配
慮
は

十
分
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
ん
ど

の
断
線
事
故
を
例
に
と
っ
て
も
ふ
と
し
た
こ

と
か
ら
発
生
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス

は
今
後
と
て
い
つ
な
ん
時
発
生
す
る
か
も
し

れ
な
い
状
況
と
い
え
る
。
事
故
が
発
生
し
て

か
ら
手
を
つ
く
し
た
っ
て
後
の
祭
り
で
あ
る
。

未
然
に
感
電
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
強
い
世

論
の
支
持
と
、
関
係
当
局
者
の
協
力
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
今
こ
そ
そ
の
時

期
が
き
た
と
い
い
た
い
。

　

放
生
池
埋
立
を
許
可
／
琉
大
側 

　
　

の
要
求
通
る
／
け
さ
文
保
委 

　
　

が
採
決
で
決
定 
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こ
れ
ま
で
四
回
も
流
会
を
続
け
て
い
た
文

化
財
保
護
委
員
会
で
は
、
一
日
あ
さ
十
時

か
ら
全
員
揃
っ
て
同
会
事
務
局
で
委
員
会

を
開
き
、
動
議
と
し
て
出
さ
れ
た
放
生
池

問
題
ほ
か
天
然
記
念
物
の
今
帰
仁
松
並
木
、

仲
原
馬
場
の
史
跡
指
定
、
組
踊
へ
の
助
成

な
ど
を
審
議
し
た
。

放
生
池
の
埋
立
は
、
管
理
者
で
あ
る
琉
大
の

現
状
変
更
申
請
に
対
し
、
文
保
委
側
が
強
く

は
ね
つ
け
続
け
て
い
た
も
の
で
、
琉
大
側
か

ら
内
原
秀
一
、
仲
宗
根
潤
氏
ら
が
傍
聴
、
緊

迫
し
た
空
気
の
中
で
約
一
時
間
半
に
わ
た
り

激
論
、
と
う
と
う
採
決
に
う
つ
り
、
「
琉
大

の
申
請
を
許
可
す
」
こ
と
に
な
っ
た
。
集
ま

っ
た
委
員
は
山
里
委
員
長
、
仲
座
、
小
波
蔵
、

城
間
、
山
田
の
各
委
員
で
、
小
波
蔵
、
城

間
、
山
田
三
委
員
が
許
可
に
賛
成
、
三
対
二

で
可
決
し
た
も
の
。

さ
ら
に
同
委
員
会
で
は
近
く
諮
問
機
関
で
あ

る
専
門
審
議
会
に
か
け
て
答
申
を
求
め
る
が
、

専
門
委
の
こ
れ
ま
で
の
空
気
か
ら
す
る
と
埋

立
反
対
の
意
向
が
強
く
場
合
に
よ
っ
て
は
文

化
財
保
護
行
政
の
あ
り
方
ま
で
響
く
の
で
は

な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。

次
は
放
生
池
問
題
に
対
す
る
各
委
員
の
主
な

意
見
。

　

山
里
委
員
長　

琉
大
は
さ
き
に
民
有
地
購

入
費
と
し
て
二
百
万
Ｂ
円
を
受
け
と
っ
て
い

る
し
、
放
生
池
を
埋
め
て
運
動
場
に
す
る
と

の
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
く
に
円
覚
寺

は
国
宝
中
で
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
い
ま

放
生
池
を
埋
め
さ
せ
る
と
後
世
に
悔
を
残
す
。

も
し
次
々
と
同
じ
こ
と
が
各
地
で
く
り
返
さ



九
〇

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
六
月

れ
る
と
、
文
保
委
も
法
律
も
意
味
が
な
く
な

ろ
う
。
琉
大
と
し
て
も
埋
め
る
と
き
っ
と
あ

と
で
立
場
が
悪
く
な
る
と
思
う
。

　

小
波
蔵
委
員　

保
護
す
る
の
は
当
然
だ

が
、
問
題
は
周
囲
の
環
境
だ
。
い
ま
は
戦
前

と
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
る
。
守
り
方
を
変
え

る
べ
き
だ
。
指
定
を
解
除
す
る
と
い
う
の
で

は
な
い
。
適
当
な
場
所
に
移
せ
と
い
う
こ
と

だ
。

　

仲
座
委
員　

史
跡
は
土
地
そ
の
も
の
に
意

味
が
あ
る
。
橋
だ
け
を
移
し
て
み
た
と
ろ
で
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
。

　

城
間
委
員　

あ
れ
だ
け
近
代
建
物
が
で
き

て
い
る
現
在
文
化
財
と
し
て
そ
の
土
地
に
残

す
こ
と
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。
た
と
え

復
元
し
て
も
だ
れ
が
管
理
す
る
か
お
互
い
に

見
解
の
相
違
だ
。

　

こ
こ
で
山
里
委
員
長
は
採
決
に
う
つ
り
、

埋
立
許
可
に
決
定
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
慎
重
を
期
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
さ
ら
に
同
委
員
会

で
は
専
門
審
議
会
に
は
か
り
そ
の
意
見
を
き

い
て
の
ち
に
、
委
員
会
を
開
き
琉
大
に
通
知

す
る
。
結
局
、
埋
立
許
可
が
琉
大
に
届
く
ま

で
に
は
、
あ
と
二
回
の
会
議
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
事
務
局
の
話
で
は
「
専
門
委
の

意
向
が
埋
立
反
対
で
、
そ
の
理
由
が
委
員
会

で
認
め
ら
れ
れ
ば
申
請
却
下
に
な
る
こ
と
も

あ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

委
員
会
に
感
謝

　

琉
大
安
里
学
長
の
話　

正
式
な
公
文
が
来

て
か
ら
話
す
べ
き
だ
と
は
思
う
が
懸
案
の
放

生
池
問
題
が
解
決
さ
れ
た
と
聞
き
委
員
会
の

方
々
に
深
い
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。
運

動
場
工
事
も
長
く
停
滞
し
関
係
者
や
住
民
に

も
長
く
ご
迷
惑
を
か
け
て
き
た
が
こ
れ
で
や

っ
と
み
な
さ
ん
の
厚
意
に
応
え
得
た
こ
と
を

喜
び
た
い
。
若
い
世
代
の
た
め
に
立
派
に
役

立
つ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
作
り
琉
大
学
生
だ
け

で
な
く
住
民
全
体
に
寄
与
し
た
い
。

　

那
覇
市
が
議
会
に
諮
問
／
総
合 

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
方
針 

　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
９
・
６
・
８
〕

那
覇
市
で
は
総
合
競
技
場
建
設
に
つ
い
て
琉

球
政
府
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
政
府
よ
り
提
示

さ
れ
た
総
合
競
技
場
建
設
基
本
方
針
に
基
づ

い
て
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
来
る
十

日
か
ら
始
ま
る
那
覇
市
会
で
諮
問
の
形
で
議

会
の
意
見
を
問
う
こ
と
に
な
っ
た
。

奥
武
山
総
合
競
技
場
の
建
設
に
つ
い
て
は

一
九
五
九
年
一
月
九
日
付
民
政
府
ギ
ー
リ
ス

副
民
政
官
か
ら
那
覇
市
長
あ
て
の
「
首
都
建

設
委
員
会
の
計
画
」
に
関
す
る
書
簡
の
第
五

項
に
よ
っ
て
政
府
が
施
工
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
政
府
で
は
次
の
よ
う
に
基
本
方

針
に
よ
り
建
設
す
る
こ
と
を
き
め
、
那
覇
市

で
は
そ
の
基
本
方
針
に
協
力
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
。

総
合
競
技
場
建
設
基
本
方
針

▽
五
ヵ
年
計
画
で
建
設
す
る
。
▽
建
設
事
業

を
次
の
よ
う
に
分
担
す
る
。

琉
球
政
府
＝
①
工
事
の
施
工
②
私
有
地
の
購

入
（
ま
た
は
交
換
）
当
分
の
間
工
事
施
工
に
必

要
な
最
小
限
度
に
と
め
る
③
埋
立
工
事
（
競

技
場
建
設
に
必
要
な
分
）
。
那
覇
市
＝

①
市
有
地
の
無
償
提
供
②
物
件
補
償
③
道
路

建
設
（
都
計
の
一
環
と
し
て
）
▽
ま
ず
野
球

場
と
陸
上
競
技
場
を
施
工
す
る
。
野
球
場
は

軍
埋
立
地
に
陸
上
競
技
場
は
旧
競
技
場
を
拡

張
し
て
建
設
す
る
。
▽
建
設
完
成
後
の
管
理

運
営
は
那
覇
市
が
あ
た
る
よ
う
に
す
る
。
▽

年
次
計
画
＝
第
一
年
次
野
球
場
、
陸
上
競
技

場
。
第
二
年
次
陸
上
競
技
場
、
水
泳
競
技

場
。
第
三
年
次
陸
上
競
技
場
、
庭
球
コ
ー

ト
。
第
四
年
次
体
育
館
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

ー
ト
、
す
も
う
場
、
弓
道
館
、
第
五
年
次
雑

工
事
。

　

那
覇
市
定
例
議
会
け
さ
開
幕
／ 

　
　

百
の
理
論
よ
り
実
行
を
／
兼 

　
　

次
市
長
が
施
政
方
針 

　
　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
５
９
・
６
・
10
〕

　

第
三
十
二
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
十
日
あ

さ
十
時
四
十
五
分
開
会
、
喜
久
山
朝
重
、

又
吉
久
正
両
議
員
を
議
事
録
署
名
人
に
議

長
指
名
し
た
あ
と
、
今
議
会
の
会
期
を

六
月
三
十
日
ま
で
の
二
十
一
日
間
と
決
め
、

提
出
議
案
を
上
程
し
た
。
つ
づ
い
て
兼
次

市
長
が
施
政
方
針
演
説
を
述
べ
た
。

　

（
兼
次
市
長
施
政
方
針
演
説
要
旨
）

▽
那
覇
市
の
現
状
を
み
た
場
合
、
補
助
金
の

増
額
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米
政

府
は
戦
災
復
興
、
経
済
復
興
に
対
し
住
民
福

祉
に
配
慮
し
て
い
る
の
で
よ
く
な
る
と
思
う
。

▽
六
〇
年
度
の
予
算
編
成
に
当
っ
て
は
①
諸

事
業
の
う
ち
安
易
な
も
の
は
自
己
財
源
②

道
路
橋
梁
な
ど
都
計
的
事
業
は
民
政
府
補
助
、

政
府
補
助
金
③
庶
民
住
宅
な
ど
将
来
は
市
の

財
産
と
な
る
の
は
水
道
、
区
画
整
理
事
業
と

と
も
に
起
債
④
起
債
は
市
民
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
、
基
本
方
針
と
し

た
。

▽
ガ
ー
ブ
川
の
治
水
対
策
と
し
て
は
準
用
河

川
に
認
定
し
て
政
府
の
手
で
工
事
を
行
う
よ

う
に
す
る
た
め
、
さ
き
に
日
本
政
府
か
ら
技

官
の
派
遣
を
得
て
、
治
水
に
関
す
る
技
術
的

調
査
を
行
な
っ
て
お
り
設
計
し
て
政
府
に
よ

り
、
用
地
の
買
収
、
ま
た
民
政
府
の
工
事
費

補
助
を
得
て
、
抜
本
的
対
策
と
し
た
い
。

▽
私
は
こ
れ
ま
で
市
民
福
祉
の
た
め
に
最
大

の
努
力
を
払
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
続
け

る
が
、
百
の
理
論
よ
り
も
ひ
と
つ
の
実
行
が

い
か
に
役
立
つ
か
、
今
後
も
努
力
を
続
け

る
。

（
今
会
期
日
程
）



九
一

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
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月

十
一
、
十
二
日―

休
会
、
十
三
日―

本
会
議
一

般
質
問
、
十
四
日―

休
会
、
十
五
日―

本
会

議
、
十
六
日―
本
会
義
（
委
員
会
付
託
）
、
十
七

日―

二
十
五
日
委
員
会
、
二
十
六
、
二
十
七
日

休
会
、
二
十
九
、
三
十
日―

本
会
議

　

大
弦
小
弦 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
６
・
11
〕

十
日
開
か
れ
た
那
覇
市
会
に
、
兼
次
市
長
は
、

助
役
二
人
の
同
意
を
求
め
て
い
る
。
兼
次
市

長
は
六
〇
年
度
の
施
政
方
針
と
し
て
、
庶
民

住
宅
建
設
、
公
園
計
画
な
ど
打
ち
だ
し
て
い

る
が
、〝
百
の
理
論
よ
り
ま
ず
実
行
〟―

実

行
す
る
た
め
に
は
、
助
役
が
ぜ
ひ
必
要
と
い

う
わ
け
だ
ろ
う
か
▼
助
役
は
市
町
村
自
治
法

に
よ
り
、
市
会
の
同
意
が
な
け
れ
ば
任
命
は

で
き
な
い
。
那
覇
市
の
助
役
の
椅
子
が
過
去

二
か
年
半
も
空
席
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
市

会
に
与
党
勢
力
が
少
な
く
反
対
さ
れ
る
見
通

し
だ
っ
た
か
ら
だ
と
想
像
さ
れ
る
が
、
沖
縄

最
大
の
自
治
体
に
、
助
役
が
二
か
年
も
い
な

く
て
す
ま
せ
た
の
は
、
大
き
な
不
思
議
の
一

つ
で
あ
る
▼
も
ち
ろ
ん
、
助
役
は
必
ず
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。

条
例
で
お
か
な
い
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た

二
人
で
も
三
人
で
も
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

す
べ
て
は
市
会
の
掌
中
に
あ
る
こ
と
に
な
る

が
、
那
覇
市
の
ば
あ
い
、
瀬
長
市
長
い
ら
い

の
市
会
と
執
行
機
関
（
市
長
）
と
の
対
立
が

ま
だ
妙
な
ぐ
あ
い
に
尾
を
ひ
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
▼
地
方
自
治
で
、
議

会
に
与
党
勢
力
が
少
な
い
と
き
は
、
ふ
つ
う

の
ば
あ
い
は
と
も
か
く
と
し
て
、
何
か
重
要

な
問
題
で
議
会
の
承
認
を
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が

あ
る
ら
し
い
。
群
島
政
府
の
こ
ろ
の
話
だ

が
、
八
重
山
知
事
の
安
里
積
千
代
氏
な
ど
は

野
党
勢
力
が
強
か
っ
た
た
め
、
何
と
か
な
ら

ぬ
か
と
悲
鳴
を
あ
げ
た
こ
と
さ
え
あ
っ
た
▼

沖
縄
で
は
、
副
知
事
の
同
意
を
議
会
に
求
め

た
と
こ
ろ
、
新
里
銀
三
議
員
が
「
こ
れ
は
全

会
一
致
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
解
釈
す
る
か

ど
う
か
」
と
群
島
組
織
法
を
も
ち
だ
し
て
横

ヤ
リ
を
い
れ
た
。
つ
ま
り
、
四
分
の
三
と

か
、
五
分
の
二
と
い
う
数
字
は
な
く
、
単
に

議
会
の
同
意
と
あ
る
か
ら
、
全
会
一
致
の
同

意
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
任
命
阻
止
に
立

上
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
絶
対
多
数
の
与

党
勢
に
一
蹴
さ
れ
て
し
ま
っ
た
▼
そ
れ
で
は
、

那
覇
市
会
内
の
与
党
勢
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
兼
次
市
長
は
民
連
候
補
で
当
選
し
た
の

で
あ
る
が
、
い
ま
の
那
覇
市
会
に
は
、
民
連
と

い
う
勢
力
は
な
い
の
も
同
然
だ
そ
う
だ
。
い

つ
の
間
に
か
人
民
党
が
表
面
に
お
ど
り
で
て
、

社
会
党
系
は
市
長
に
つ
き
、
他
は
〝
し
せ
い

会
〟
に
加
入
し
て
し
ま
っ
て
い
る
▼
さ
き
の

「
沖
縄
市
改
称
問
題
」
で
は
、
か
つ
て
の
民
連

議
員
か
ら
も
反
対
さ
れ
た
。
こ
ん
ど
の
助
役

問
題
は
ど
う
な
る
か
。
与
党
が
少
な
い
首
長

―

人
口
二
十
万
余
の
大
那
覇
市
の
複
雑
微
妙

な
問
題
で
も
あ
る
。

　

60
年
度
予
算
案
な
ど
／
期
末
手 

　
　

当
の
増
額
も
、
市
会
に
提
案 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
６
・
11
〕

十
日
午
後
の
那
覇
市
会
は
議
案
の
説
明
を
関

係
部
課
長
か
ら
き
き
ひ
る
二
時
四
十
五
分
散

会
し
た
。
今
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
議
案

は
「
一
九
五
八
年
度
那
覇
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
」
ほ
か
二
十
七
議
案
と
「
都
市
計

画
街
路
決
定
」
の
二
諮
問
で
主
な
議
案
は
次

の
通
り
。

▽
那
覇
市
職
員
に
対
す
る
期
末
手
当
支
給
条

例　

同
条
例
は
夏
季
手
当
及
び
年
末
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
、
定
め
た
も
の
で
、
八
月
十

日
、
十
二
月
二
十
日
と
期
日
を
決
め
、
夏
季

手
当
が
六
か
月
以
上
勤
務
の
者
に
対
し
て
月

額
の
七
割
（
従
来
は
五
割
で
今
年
か
ら
二
割

増
）
年
末
手
当
は
十
割
支
給
と
な
っ
て
い

る
。

▽
市
営
住
宅
設
置
に
つ
い
て　

総
工
費
六
万

㌦
で
四
階
建
ア
パ
ー
ト
を
建
築
す
る
。
一

所
帯
当
り
の
面
積
は
二
四
・
四
七
平
方
米

（
七
・
四
坪
）
で
二
棟
建
設
、
一
棟
に
十
六
所

帯
。
家
賃
は
三
㌦
八
十
㌣
の
予
定
。
建
設
費

六
万
㌦
の
起
債
も
同
提
案
し
て
い
る
。

▽
水
道
起
債
に
つ
い
て　

四
十
一
万
千
㌦
。

水
道
事
業
施
設
拡
張
工
事
費
と
し
て
か
り
入

れ
た
も
の
。
泊
浄
水
場
、
並
び
に
牧
港
ポ
ン

プ
場
を
現
在
の
二
倍
の
処
理
能
力
に
す
る
。

▽
六
〇
年
度
予
算―

一
般
関
係　

一
、
五
六

一
、
一
六
三
㌦
（
前
年
度
よ
り
五
二
六
、
一

二
九
㌦
増
）
水
道
特
別
会
計
七
三
一
、
八
五
〇

㌦
（
前
年
度
よ
り
二
八
〇
、
八
五
五
㌦
の
増
）

土
地
区
画
整
理
特
別
会
計―

七
〇
、
〇
四
七

㌦
（
前
年
度
よ
り
七
〇
、
〇
四
六
㌦
減
）　

▽
都
市
計
画
公
園
設
置
計
画　

旭
が
丘
ほ
か

四
つ
の
近
隣
、
児
童
公
園
を
建
設
す
る
。

　

水
道
料
金
の
引
下
げ
を
／
那
覇 

　
　

市
会
／
施
政
方
針
に
質
問
集 

　
　

中

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
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・
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・
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十
三
日
あ
さ
開
か
れ
た
那
覇
市
会
の
本
会

議
は
、
午
後
引
続
き
市
長
の
施
政
方
針
に

対
す
る
一
般
質
問
を
展
開
、
質
問
は
水
道

料
金
の
値
下
げ
、
新
庁
舎
建
築
用
地
の
変

更
、
観
光
案
内
所
の
強
化
な
ど
が
主
な
も

の
だ
っ
た
。
午
後
二
時
半
散
会
。
十
五
日

引
続
き
一
般
質
問
を
行
う
。
主
な
質
疑
応

答
次
の
通
り
。

又
吉
久
正
氏　

水
道
料
金
は
那
覇
の
場
合
、

本
土
の
三
倍
以
上
、
ま
た
軍
か
ら
の
分
譲
水

は
那
覇
市
の
三
倍
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
引
下
げ
る
意
思
は
、
ま
た
こ
の
ま
ま
で
は

何
時
ま
で
も
高
い
水
を
市
民
は
買
う
こ
と
に



九
二

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
六
月

な
る
が
、
自
己
水
源
を
拡
張
す
る
考
え
は
な

い
か
。
沖
縄
市
は
時
期
が
き
た
ら
ま
た
提
案

す
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
。

兼
次
市
長　

水
道
料
金
が
高
い
の
は
種
々
の

理
由
が
あ
る
が
、
原
水
購
入
が
高
い
の
も
一

因
と
な
っ
て
い
る
。
水
道
公
社
が
設
立
さ
れ

て
安
く
な
る
と
い
う
自
信
は
な
い
。
同
公
社

の
事
業
計
画
に
よ
る
水
道
料
金
が
極
秘
に
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
自
己
水
源
で
全
部

を
間
に
合
わ
す
と
い
う
の
が
理
想
で
あ
る
が
、

水
源
開
発
に
要
す
る
費
用
は
膨
大
な
も
の
で

あ
り
、
琉
銀
融
資
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
軍
で
は
水
道
公
社
が
出
来
る
の
で
こ
れ

に
期
待
し
て
お
り
、
起
債
は
許
さ
な
い
現
状

で
あ
る
。
し
か
し
細
々
な
が
ら
も
自
己
水
源

の
確
保
に
努
力
し
て
お
り
、
今
後
も
つ
と
め

た
い
。

　

生
れ
る
べ
く
し
て
生
れ
な
か
っ
た
沖
縄
市

は
陣
痛
実
に
五
十
数
年
で
あ
り
、
い
ま
し
ば

ら
く
母
体
に
休
養
を
与
え
て
か
ら
再
提
案
し

た
い
。

新
垣
松
助
氏　

水
道
は
五
万
㌦
の
収
益
を
上

げ
て
い
る
が
、
今
年
中
に
料
金
値
下
げ
を
検

討
し
て
い
る
。
電
灯
料
金
に
つ
い
て
会
社
側

に
値
下
げ
折
衝
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

兼
次
市
長　

水
道
事
業
の
公
益
性
か
ら
未
加

入
地
域
に
施
設
を
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
こ
れ
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
起
債

に
よ
る
拡
張
も
考
え
て
い
る
の
で
今
後
料
金

の
値
下
げ
を
一
日
も
早
く
行
い
た
い
。
四
千

株
の
株
主
の
立
場
か
ら
発
言
の
権
利
が
あ
り
、

十
分
に
研
究
し
た
い
。

平
良
氏　

市
庁
舎
の
建
築
を
行
政
府
ビ
ル
の

近
く
に
予
定
し
て
い
る
が
、
車
両
フ
ク
ソ
ウ

の
緩
和
、
地
域
偏
重
を
直
す
と
い
う
意
味
で

与
儀
農
研
所
跡
に
移
転
す
る
考
え
は
な
い
か
。

泊
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
の
観
光
案
内
所
は
好

評
で
あ
り
現
在
の
陣
容
を
強
化
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

兼
次
市
長　

与
儀
農
研
所
跡
は
都
計
上
緑
化

地
帯
に
指
定
し
て
あ
る
。
最
近
公
共
施
設
や

民
間
人
の
使
用
願
い
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
那

覇
市
と
し
て
は
一
坪
た
り
と
も
譲
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
の
旨
、
首
都
建
設
委
を
通
じ

て
政
府
、
民
政
府
に
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
市
庁
舎
を
つ
く
る
の
は
無
理
か
と
思

う
。
観
光
案
内
所
は
確
か
に
狭
く
、
設
備
も

不
備
で
あ
り
、
拡
充
強
化
に
は
一
段
の
努
力

を
払
う
。

大
山
氏　

屠
畜
税
が
な
く
な
っ
た
現
在
首
里
、

小
禄
の
屠
場
を
廃
す
る
考
え
は
な
い
か
、
廃

す
る
と
な
る
と
い
つ
ご
ろ
か
。

義
永
財
政
部
長　

六
〇
年
度
か
ら
屠
畜
税
が

な
く
な
る
こ
と
、
収
入
と
維
持
費
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
な
い
こ
と
か
ら
廃
す
べ
き
と
思
う
。

ハ
ッ
キ
リ
い
つ
と
は
い
え
な
い
。

宮
城
実
氏　

各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
金
、

負
担
金
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
計
上
し
て
い
る

か
。

兼
次
市
長　

自
主
的
な
運
営
を
す
る
団
体
が

地
方
自
治
体
か
ら
補
助
を
受
け
る
の
は
妥
当

で
は
な
い
と
思
う
が
現
在
は
運
営
上
や
む
を

得
な
い
。
負
担
金
で
は
市
町
村
会
に
二
千
㌦

余
も
出
し
て
い
る
が
、
同
会
の
事
業
が
那
覇

市
に
ど
う
貢
献
し
て
い
る
か
を
考
え
る
場
合
、

金
額
に
つ
い
て
十
分
検
討
の
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

奥
武
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
問
題 

討
議
／
那
覇
市
会
が 
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那
覇
市
会
本
会
議
は
十
七
日
午
前
十
時

四
十
五
分
再
開
、
市
長
諮
問
の
総
合
競
技
場

建
設
に
つ
い
て
審
議
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
後

の
管
理
運
営
を
那
覇
市
に
ま
か
す
か
ど
う
か
、

将
来
に
疑
問
が
も
た
れ
る
フ
シ
も
あ
る
の
で
、

主
席
と
那
覇
市
長
と
の
間
に
は
っ
き
り
し
た

契
約
書
を
と
り
か
わ
す
よ
う
市
会
の
要
望
が

あ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
後
の
所
有
権
と
管
理

運
営
に
つ
い
て
疑
問
が
も
た
れ
た
が
、
こ
れ

に
対
し
兼
次
市
長
は
「
政
府
財
産
法
に
よ
っ

て
は
譲
渡
不
可
能
で
あ
る
が
、
主
席
は
法
を

改
正
し
て
で
も
那
覇
市
に
管
理
運
営
さ
せ
る

方
向
に
も
っ
て
行
っ
て
良
い
と
公
約
し
て
い

る
」
と
答
え
た
。
引
き
つ
づ
き
一
九
五
八
年

度
那
覇
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
議
案
に

つ
い
て
審
議
に
入
っ
た
。

　
〝
報
償
金
〟
は
適
法
か
／
問
題 

　
　

の
真
和
志
市
の
決
算
書
／
総 

　
　

務
財
政
委
、
結
論
も
ち
越
す 
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旧
真
和
志
市
議
会
議
員
が
那
覇
市
と
の
合
併

に
当
っ
て
受
け
た
功
労
金
は
市
町
村
自
治
法

に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
目
下
開
会
中

の
那
覇
市
定
例
議
会
で
人
民
党
真
栄
田
議
員

ら
の
質
問
で
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
十
八
日

午
後
開
か
れ
た
市
会
、
総
務
財
政
委
員
会

で
、
真
和
志
市
五
八
年
度
予
算
決
算
の
審
査

で
も
論
議
さ
れ
た
。

主
に
真
栄
田
、
黒
潮
委
員
が
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
質
問
の
主
旨
は
「
市
町

村
自
治
法
（
現
行
法
）
で
は
百
四
十
条
で
議

員
が
退
職
金
を
受
け
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
、

ま
た
功
労
金
と
し
て
受
け
る
場
合
は
、
真
和

志
市
に
真
和
志
市
有
功
者
表
彰
並
び
に
待
遇

条
例
に
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
、
贈
与
し
か

受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
万
Ｂ
円
を
功

労
金
と
し
て
受
け
た
の
は
違
法
で
あ
る
」
と

い
う
も
の
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
論
議
が
つ
き
ず
、
き

ょ
う
十
九
日
午
後
開
く
委
員
会
で
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
市
会
事

務
局
が
当
時
の
議
事
録
を
調
べ
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
真
和
志
市
会
は
合
併
前
の
五
七
年



九
三

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
六
月

十
二
月
十
日
本
会
議
を
開
き
、
予
算
案
の
二

款
三
項
三
目
の
行
事
費
八
十
七
万
円
を
合
併

祝
賀
行
事
費
と
報
償
金
と
し
て
議
決
し
て
お

り
、
い
ま
問
題
の
市
会
議
員
功
労
金
は
こ
の

報
償
金
で
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
で
退
職
金
と
し
て
支
出
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
報
償
金
で
あ
る
の
で
問
題

は
な
い
と
い
う
見
方
と
、
ま
た
当
時
の
市
町

村
自
治
法
に
は
現
行
の
よ
う
な
給
与
等
の
支

給
制
限
が
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
違
法

に
は
な
ら
な
い
。
市
議
会
の
議
決
を
経
て
い

る
合
法
な
も
の
で
あ
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
一
部
に
は
合
併
以
前
す
で
に
執

行
済
み
の
真
和
志
市
予
算
の
決
算
に
つ
い
て

那
覇
市
会
が
審
議
す
る
の
も
疑
問
が
あ
る
と

し
て
い
る
向
き
も
あ
り
、
真
和
志
、
那
覇
の

合
併
前
の
問
題
を
一
年
半
余
の
い
ま
検
討
す

る
の
で
い
よ
い
よ
複
雑
に
な
り
そ
う
な
傾
向

で
あ
る
。

　

六
対
五
で
不
承
認
／
那
覇
市
総 

　
　

財
委
／
真
和
志
市
議
の
報
償 

　
　

金
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違
法
で
は
な
い
が
妥
当
で
は
な
い
…
と
も
め

て
い
る
旧
真
和
志
市
議
の
都
市
合
併
に
よ
る

報
償
金
に
つ
い
て
二
十
日
に
引
続
き
二
十
二

日
午
後
総
務
財
政
委
で
審
議
を
続
行
し
た
が
、

質
疑
、
討
論
の
の
ち
審
査
表
決
の
結
果
、
出

席
委
員
十
二
名
（
大
山
委
員
長
を
の
ぞ
き
）

六
対
五
で
原
案
を
否
決
、
真
和
志
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
を
不
承
認
と
し
た
。
異
な

っ
た
自
治
体
で
あ
る
真
和
志
市
議
会
が
議
決

し
て
い
る
決
算
を
ど
こ
ま
で
も
追
及
し
、
こ

れ
に
対
す
る
否
決
を
、
同
じ
自
治
体
の
那
覇

市
会
の
委
員
会
表
決
で
き
め
る
の
を
疑
問
視

し
て
い
る
向
き
も
あ
り
、
同
問
題
で
は
法
的

な
疑
義
に
つ
い
て
な
お
専
門
的
な
研
究
を
要

す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

真
栄
田
議
員
か
ら
「
報
償
金
三
万
円
は
退
職

金
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
当
然

源
泉
課
税
を
徴
収
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
徴

収
し
た
か
」
と
追
及
し
た
の
に
対
し
屋
富
祖

収
入
役
は
「
謝
礼
金
と
し
て
該
当
す
る
か
ら

課
税
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
税
金
を
ひ
い
て

い
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
」と
答
え
た
。
渡
口

（
麗
）
議
員
は
「
同
問
題
は
、
慎
重
に
審
議
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
報
償
金
の
問
題
は

社
会
通
念
上
の
限
度
を
脱
し
て
い
る
。
ま
た

合
併
以
前
に
自
治
法
三
十
九
条
二
項
は
新
設

さ
れ
て
お
り
、
三
ヵ
月
公
布
期
間
の
う
ち
一

ヵ
月
は
経
過
し
て
お
り
、
十
分
こ
の
法
の
趣

旨
を
知
っ
て
い
た
の
に
、
十
分
な
る
考
慮
を

払
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
こ
の
問
題
は
継
続

審
議
と
し
て
全
員
協
議
会
で
こ
の
案
を
処
理

し
た
い
」
と
動
議
を
出
し
た
が
、
成
立
せ
ず

討
論
に
入
り
表
決
。
旧
真
和
志
議
員
の
屋
慶

名
、
又
吉
、
久
場
議
員
と
玉
城
、
大
城
（
清
）

議
員
の
五
名
が
挙
手
賛
成
、
反
対
六
名
で
原

案
を
不
承
認
と
し
た
。

　

立
退
補
償
費
は
削
れ
／
旭
が
丘 

　
　

公
園
予
定
地
内
の
建
物
は
不 

　
　

法
／
建
設
委
が
要
求
／
那
覇 

　
　

市
会
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那
覇
市
会
の
建
設
委
員
会
（
新
垣
松
助
委
員

長
）
は
二
十
五
日
、
六
〇
年
度
予
算
の
同
委

員
会
関
係
を
審
議
、
こ
の
中
で
旭
が
丘
公
園

計
画
に
よ
る
家
屋
立
退
補
償
費
の
計
上
は
異

議
が
あ
る
と
し
て
削
除
す
べ
き
と
い
う
態
度

を
決
め
、
予
算
の
修
正
に
つ
い
て
は
総
務
財

政
委
に
引
き
つ
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

旭
が
丘
公
園
の
建
設
に
関
す
る
新

年
度
予
算
は
十
一
万
四
百
四
十
三
㌦

（
七
万
五
千
六
百
八
十
七
㌦
が
民
政
府
補
助

金
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
家
屋
の
移
転
補
償

費
と
し
て
二
万
四
千
㌦
、
墓
移
転
補
償
費
と

し
て
一
万
㌦
を
計
上
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

家
屋
の
移
転
補
償
は
都
計
法
に
も
と
づ
い
て

行
う
と
の
当
局
説
明
に
対
し
、
旭
が
丘
の
公

園
計
画
地
に
あ
る
建
物
は
公
園
指
定
地
と
な

っ
て
あ
と
建
っ
た
も
の
で
あ
り
、
不
法
建
築

で
あ
る
。
町
当
局
が
不
法
建
築
物
に
対
す
る

監
督
不
十
分
か
ら
き
た
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
不
法
建
築
物
に
善
良
な
市
民
の

税
金
を
使
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
無
断
借

地
で
あ
り
、
不
法
建
築
物
の
移
転
補
償
の
要

は
な
い
と
の
結
論
を
出
し
、
総
務
財
政
委
員

に
引
き
つ
い
だ
。
墓
移
転
は
認
め
て
い
る
。

　

沖
縄
市
会
議
長
加
入
承
認
さ
る 

　
　

／
全
国
市
会
議
長
会
に 

　

 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
９
・
６
・
27
〕

【
東
京
総
局
】
第
三
十
五
回
全
国
市
会
議
長

定
期
総
会
は
二
十
五
、
六
の
二
日
間
東
京

の
九
段
会
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
沖
縄
か
ら

高
良
一
那
覇
市
会
議
長
と
長
田
信
智
石
垣
市

会
議
長
の
二
名
が
参
加
し
た
。
総
会
は
さ
る

四
月
の
地
方
選
挙
を
経
て
心
機
一
転
し
た
議

長
達
の
集
ま
り
だ
け
に
新
鮮
な
活
気
に
み
ち

て
い
た
。
第
一
日
の
午
後
か
ら
の
議
案
審
議

の
筆
頭
に
会
長
提
出
議
案
第
八
号
と
し
て
沖

縄
市
会
議
長
（
那
覇
市
、
コ
ザ
市
、
石
川
市
、

石
垣
市
、
平
良
市
）
の
準
会
員
と
し
て
の
加

入
承
認
の
件
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
満
場
の

拍
手
を
も
っ
て
む
か
え
ら
れ
た
。
ひ
き
続
き

高
良
、
長
田
両
議
長
の
紹
介
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
高
良
那
覇
市
会
議
長
は
沖
縄
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
ほ
し
い
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

首
都
建
設
基
本
計
画
／
五
地
区 

　
　

に
分
け
て
首
都
づ
く
り 

　
　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
６
・
30
〕

　

首
都
建
設
委
員
会
（
委
員
長
大
田
副
主

席
）
は
、
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
主
席
室



九
四

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
六
月

で
委
員
会
を
ひ
ら
き
「
首
都
建
設
の
基
本

計
画
」
を
決
定
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
は
、

二
十
か
年
後
の
一
九
八
〇
年
度
を
目
標
に
し

た
も
の
で
、
二
十
年
後
の
適
正
収
容
人
口
を

三
十
六
万
三
千
人
に
押
さ
え
て
い
る
。
基
本

計
画
に
よ
る
と
、
首
都
を
「
中
心
地
域
」
「
安

謝
地
域
」
「
首
里
地
域
」
「
国
場
、
識
名
地
域
」

お
よ
び
「
小
禄
地
域
」
の
五
地
域
に
分
け
、
さ

ら
に
将
来
の
広
域
計
画
を
も
考
慮
し
て
の
〝

首
都
づ
く
り
〟
を
計
画
し
て
い
る
。
地
域
区

分
は
地
理
的
条
件
あ
る
い
は
社
会
的
条
件
が

い
く
ぶ
ん
異
な
る
こ
と
か
ら
無
差
別
平
等
の

整
備
を
ひ
か
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
形
態
に

即
応
し
、
そ
の
特
徴
を
も
生
か
す
と
の
こ
と

か
ら
の
地
域
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
十
九
日
決
定
を
み
た
「
首
都
建
設
基
本

計
画
」
は
①
計
画
期
間
②
首
都
の
地
域
形
態

お
よ
び
そ
の
整
備
方
針
③
首
都
の
人
口
規
模

と
地
域
的
配
分
の
三
部
門
か
ら
な
り
、
こ
ん

ご
の
委
員
会
は
こ
の
基
本
計
画
に
も
と
づ
い

て
、
基
準
と
な
る
べ
き
具
体
的
な
整
備
計
画

の
策
定
に
か
か
る
。
整
備
計
画
の
立
案
に
よ

っ
て
首
都
建
設
計
画
も
、
い
よ
い
よ
具
体
性

を
も
つ
わ
け
で
、
九
月
ま
で
に
は
整
備
計
画

を
仕
上
げ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

整
備
計
画
の
基
準
と
な
る
の
は
、
◇
下
水
道

計
画
◇
上
水
道
計
画
◇
道
路
の
整
備
◇
駐
車

場
の
整
備
◇
交
通
調
整
◇
区
画
整
理
事
業
◇

◇
住
宅
計
画
◇
学
校
用
地
の
整
備
◇
公
園
緑

地
な
ど
の
計
画
◇
港
湾
整
備
計
画
◇
塵
芥
汚

物
処
理
そ
の
他
衛
生
施
設
の
整
備
計
画
、
治

安
施
設
の
整
備
◇
市
場
の
整
備
◇
教
育
地
区

の
整
備
な
ど
の
重
要
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

適
正
収
容
人
口
は
36
万
人
／
地
域
の

　
　

特
徴
生
か
し
調
和
と
る
／
具
体
的
整

　
　

備
は
こ
れ
か
ら

　

地
域
を
五
つ
に
分
け
て
の
整
備
方
針
を
と

っ
て
い
る
の
は
、
地
理
的
条
件
（
た
と
え
ば

海
に
面
し
て
い
る
の
か
、
平
坦
地
か
、
丘
陵

地
か
、
川
に
沿
っ
て
い
る
か
な
ど
）
、
ま
た
社

会
的
条
件
（
た
と
え
ば
繁
華
街
か
、
ス
ラ
ム

街
か
、
閑
静
な
田
園
社
会
か
、
住
宅
地

か
、
工
業
地
帯
か
な
ど
）
が
、
必
ず
し
も
同

一
で
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
形
態
に

即
応
し
、
そ
の
特
徴
を
も
生
か
し
て
整
備
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
さ
ら
に
総
体
的
に
も

調
和
の
と
れ
た
〝
首
都
づ
く
り
〟
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と
か
ら
の
も
の
。

　

さ
ら
に
二
十
年
後
の
適
正
収
容
人
口
を

三
十
六
万
三
千
人
と
想
定
、
こ
れ
以
上
は
人

口
過
剰
と
な
っ
て
あ
ふ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ひ
い
て
は
那
覇
市
周
辺
の
浦
添
、
豊
見
城
、

南
風
原
、
与
那
原
な
ど
を
も
対
象
と
し
て
の

広
域
計
画
を
た
て
る
こ
と
に
し
て
い
る
。―

つ
ぎ
は
基
本
計
画
の
あ
ら
ま
し
。　

　

20
年
後
を
目
標
に

　

計
画
期
間　

首
都
建
設
基
本
計
画
は
、

二
十
年
後
の
一
九
八
〇
年
を
目
途
と
し
て
策

定
す
る
。

　

首
都
の
地
域
形
態
お
よ
び
そ
の
整
備
方
針

首
都
を
中
心
地
域
、
安
謝
地
域
、
首
里
地

域
、
国
場
識
名
地
域
、
小
禄
地
域
の
五
地
域

に
分
け
、
さ
ら
に
将
来
の
広
域
計
画
を
も
考

慮
し
て
、
つ
ぎ
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
整
備

す
る
。

　

①
中
心
地
域　

旧
那
覇
お
よ
び
こ
の
地
域

と
連
な
る
七
・
〇
九
平
方
㌔
㍍
（
軍
用
地
を

の
ぞ
く
）
の
区
域
。
こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
人
工
増
加
と
関
連
し
て
、
人
口
密
度

お
よ
び
土
地
利
用
形
態
を
適
正
な
ら
し
め
る

た
め
、
各
種
公
共
施
設
の
適
正
配
置
、
土
地

の
再
開
発
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

は
か
り
、
各
種
施
設
を
整
備
す
る
。
な
お
将

来
予
想
さ
れ
る
自
由
貿
易
地
域
の
設
置
と
関

連
し
て
、
那
覇
港
お
よ
び
泊
港
の
整
備
を
推

進
す
る
。

　

②
安
謝
地
域　

安
謝
港
南
方
の
沿
岸
一
帯

お
よ
び
同
港
東
方
安
謝
川
に
沿
っ
て
ひ
ろ
が

る
三
・
四
七
平
方
㌔
㍍
（
軍
用
地
を
の
ぞ
く
）

の
区
域
。
こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
既
成
市

街
地
の
整
備
を
は
か
る
ほ
か
、
漁
港
と
し
て

の
安
謝
港
を
整
備
し
、
ま
た
同
港
か
ら
泊
北

岸
に
い
た
る
沿
岸
を
埋
立
て
て
、
工
業
地
帯

を
造
成
し
、
安
謝
川
に
沿
っ
て
東
方
に
展
開

す
る
一
帯
は
、
住
宅
地
と
し
て
の
土
地
利
用

を
は
か
る
。

　

自
然
公
園
、
緑
地
の
確
保
も

　

③
首
里
地
域　

旧
首
里
の
金
城
六
・
四
五

平
方
㌔
㍍
の
区
域
。
こ
の
地
域
に
は
、
琉
大
を

中
心
と
し
て
文
化
教
養
施
設
を
整
備
し
、
古

都
と
し
て
の
環
境
保
全
、
な
ら
び
に
自
然
公

園
、
緑
地
を
確
保
し
、
さ
ら
に
住
宅
地
と
し

て
の
土
地
利
用
を
高
め
、
市
街
地
か
ら
の
人

口
吸
収
を
は
か
る
。

　

④
国
場
識
名
地
域　

識
名
園
の
丘
陵
地
帯

か
ら
南
方
、
一
日
橋
、
国
場
付
近
一
帯
に
展

開
す
る
四
・
六
六
平
方
㌔
㍍
（
軍
用
地
を
の
ぞ

く
）
の
区
域
。
こ
の
地
域
に
つ
い
て

は
、
景
勝
地
、
風
致
地
区
、
空
地
地
区
、
そ

の
他
の
自
然
環
境
を
保
全
し
て
、
市
街
地
の

利
用
に
供
し
、
ま
た
農
地
を
保
全
し
て
市
街

地
区
へ
の
生
鮮
食
料
の
供
給
確
保
を
は
か
る
。

な
お
中
心
地
域
と
安
謝
、
首
里
、
国
場
識

名
、
各
地
域
と
の
境
の
丘
陵
は
自
然
公
園
と

し
て
保
全
す
る
。

　

⑤
小
禄
地
域　

旧
小
禄
の
全
域
に
、
山
下

町
、
奥
武
山
を
ふ
く
め
た
二
・
四
九
平
方
㌔
㍍

（
軍
用
地
を
の
ぞ
く
）
の
区
域
。
こ
の
地
域
に

つ
い
て
は
、
田
園
都
市
と
し
て
の
発
展
を
は

か
り
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
漫
湖
を
中
心
と
す
る
市
街
地
の
開
発

を
は
か
る
。

　

首
都
の
人
口
規
模
と
地
域
的
配
分

一
九
八
〇
年
度
に
お
け
る
総
人
口
を

三
十
六
万
三
千
人
と
想
定
す
る
（
こ
の
想
定

は
、
人
口
想
定
の
方
式
に
よ
り
、
企
画
統
計



九
五

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）　

七
月

局
の
全
琉
人
口
推
計
に
も
と
づ
き
那
覇
市
の

想
定
し
た
も
の
に
よ
る
）
。

◇

中

心

地

域

の

適

正

収

容

人

口

を

十
八
万
五
千
人
と
想
定
す
る
。

◇
安
謝
地
域
の
適
正
収
容
人
口
を
三
万
八
千

人
と
想
定
す
る
。

◇
首
里
地
域
の
適
正
収
容
人
口
を
四
万
一
千

人
と
想
定
す
る
。

◇
国
場
、
識
名
地
域
の
適
正
収
容
人
口
を

二
万
三
千
人
と
想
定
す
る
。

◇
小
禄
地
域
の
適
正
収
容
人
口
を
三
万
四
千

人
と
想
定
す
る
。

◇
将
来
の
広
域
計
画
に
よ
り
考
慮
す
る
も
の

四
万
二
千
人
と
想
定
す
る
。
（
こ
れ
ら
の
人

口
想
定
は
、
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
総
面
積
か

ら
、
軍
用
地
、
道
路
、
河
川
、
公
園
緑
地
、
公

共
施
設
用
地
、
農
耕
地
、
広
場
な
ど
の
建
築

不
可
能
な
面
積
を
の
ぞ
き
、
の
こ
り
の
建
築

可
能
面
積
を
住
居
地
域
、
商
業
地
域
、
工
業

地
域
の
用
途
地
域
別
に
区
分
し
、
こ
れ
を
建

築
基
準
法
に
よ
り
建
築
物
総
延
面
積
を
算

出
し
、
つ
ぎ
に
一
人
あ
た
り
所
要
建
築
物
面

積
を
住
居
、
商
業
、
工
業
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
性
に
応
じ
て
想
定
し
て
の
適
正
収
容

人
口
）

　

地
理
的
条
件
考
え
て
／
基
準
に
な
る
施

　
　

設
を
検
討

　

大
田
首
都
建
設
委
員
長
の
話　

基
本
計
画

は
首
都
建
設
の
一
部
で
あ
っ
て
、
こ
ん
ご
こ

の
基
本
計
画
に
も
と
づ
き
、
基
準
と
な
る
べ

き
各
種
の
重
要
施
設
の
整
備
計
画
を
検
討
、

仕
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
地
域
区
分
に
つ
い

て
は
地
理
的
条
件
、
社
会
的
条
件
を
考
慮
し

て
、
い
ち
お
う
五
つ
に
区
分
し
た
が
、
も
ち
ろ

ん
こ
れ
が
万
全
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
整

備
計
画
の
立
案
段
階
で
、
修
正
を
加
え
る
部

面
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
間
に
は
、
ひ
ろ

く
一
般
市
民
、
識
者
の
声
を
き
い
て
立
派
な

首
都
づ
く
り
に
し
た
い
。
と
も
か
く
委
員
会

と
し
て
は
、
み
ん
な
の
手
で
立
派
な
街
づ
く

り
を
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
ひ
ろ
く
各
方

面
の
ご
協
力
を
願
い
た
い
。

　

庶
民
ア
パ
ー
ト
立
往
生
／
市
債 

　
　

六
万
ド
ル
削
る
／
那
覇
市
会 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
７
・
４
〕

那
覇
市
で
は
新
年
度
に
市
内
崇
元
寺
町
に
庶

民
ア
パ
ー
ト
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
目

下
開
会
中
の
市
会
に
提
案
、
市
会
で
は
、
文

厚
労
委
員
会
（
委
員
長
平
良
真
次
郎
氏
）
に

付
託
審
議
し
た
。

同
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、
継
続
審
議
と
す

る
こ
と
に
決
定
。
新
年
度
早
々
に
着
工
予
定

の
庶
民
ア
パ
ー
ト
も
全
く
見
通
し
が
つ
か
な

く
な
っ
た
。
「
那
覇
市
営
住
宅
設
置
に
つ
い

て
」
は
兼
次
市
長
の
提
出
議
案
と
し
て
当
初

三
十
一
号
案
で
提
案
、
総
工
費
六
万
㌦
（
全

額
復
金
の
融
資
）
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
四
階
建
の
二
む
ね
（
一
む
ね

十
六
所
帯
収
容
）
家
賃
は
三
㌦
八
十
㌣―

と

説
明
し
て
提
案
し
た
。
委
員
会
で
は
ま
ず
建

設
予
定
地
の
敷
地
（
崇
元
寺
）
の
地
価
（
坪

三
十
㌦
余
）
が
高
い
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
郊

外
に
移
転
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
次
に

民
生
事
業
的
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
同
額
の
建

設
費
で
も
っ
と
入
居
者
を
ふ
や
す
よ
う
に
改

良
設
計
す
べ
き
だ
。
ま
た
家
賃
三
㌦
八
十
㌣

は
安
す
ぎ
て
市
民
の
負
担
に
な
り
、
一
般
市

民
の
負
担
に
な
ら
ぬ
よ
う
独
立
採
算
制
に
も

っ
て
い
く
べ
き
と
い
う
意
味
の
結
論
に
達
し

た
。
こ
の
委
員
会
の
態
度
に
市
当
局
は
当
初

提
案
の
議
案
三
十
一
号
を
撤
回
し
て
改
め
て

五
十
六
号
議
案
と
し
て
提
案
し
た
が
、
委
員

会
の
指
摘
し
て
い
る
諸
点
に
つ
い
て
修
正
さ

れ
た
の
は
家
賃
を
三
㌦
八
十
㌣
か
ら
七
㌦

七
十
五
㌣
に
引
上
げ
た
に
過
ぎ
ず
、
文
厚
労

委
員
会
で
は
庶
民
住
宅
の
必
要
性
は
十
分
認

め
る
が
、
こ
の
計
画
は
慎
重
に
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
と
継
続
審
議
に
も
ち
込
ん
だ
も
の
。

ま
た
九
月
定
例
議
会
の
再
提
案
を
待
っ
て
審

議
し
て
は
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
な
お
六
〇

年
度
予
算
に
計
上
し
た
市
営
住
宅
建
設
に
関

す
る
市
債
六
万
㌦
を
全
額
削
除
し
た
。

　

被
災
者
に
見
舞
金
／
那
覇
市
会 

　
　

も
要
請
決
議 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
７
・
４
〕

那
覇
市
会
は
一
日
午
後
三
時
四
十
五
分
か
ら

本
会
議
を
開
き
、
宮
森
校
Ｚ
機
墜
落
事
故

に
対
す
る
要
請
決
議
を
行
い
総
務
財
政
委
員

会
に
付
託
し
た
渡
口
副
議
長
が
国
会
前
六
日
、

七
日
に
開
会
予
定
の
本
会
議
を
変
更
し
た
旨

告
げ
、
開
会
し
た
。

ま
ず
文
厚
労
委
員
会
の
平
良
委
員
長
が
「
Ｚ

機
墜
落
事
故
に
対
す
る
要
請
決
議
」
の
提
案

理
由
を
説
明
、
全
員
の
共
同
提
案
に
し
た
い

と
の
申
し
入
れ
を
承
認
し
て
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。

ま
た
休
憩
を
利
用
し
て
大
山
議
員
が
罹
災
者

に
対
す
る
見
舞
金
を
議
会
か
ら
贈
り
た
い
と

全
員
の
同
意
を
求
め
、
暫
定
予
算
に
組
ま
れ

て
い
る
議
会
交
際
費
（
五
十
九
㌦
）
の
う
ち

五
〇
㌦
、
議
長
六
㌦
、
副
議
長
四
㌦
、
各
議

員
一
㌦
を
献
金
し
て
合
計
百
㌦
を
対
策
本
部

に
届
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
集
成
刑
法

に
つ
い
て
は
来
る
四
日
、
全
体
協
議
会
を
開

き
、
政
府
法
務
局
か
ら
局
長
ほ
か
関
係
課
長

及
び
琉
大
の
法
律
専
門
家
を
招
い
て
意
見
を

き
き
、
市
会
と
し
て
の
態
度
を
決
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

（
決
議
要
旨
）
去
る
三
十
日
石
川
市
宮
森
校
に

お
け
る
Ｚ
機
墜
落
事
故
は
一
瞬
に
し
て
学
童

を
含
む
市
民
多
数
の
生
命
を
奪
っ
た
。
こ
の



九
六

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
七
月

一
大
惨
事
は
誠
に
痛
恨
に
絶
え
ず
、
こ
こ
に

当
市
議
会
は
被
災
者
に
対
し
衷
心
か
ら
哀
悼

の
意
を
表
す
る
。
軍
当
局
の
責
任
に
お
い
て

今
後
斯
る
不
祥
事
が
再
発
し
な
い
よ
う
万
全

の
方
策
を
立
て
、
な
お
被
災
者
に
対
し
て
は

速
か
に
賠
償
そ
の
他
に
つ
い
て
十
分
適
切
な

措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
三
十
二
回
議

会
の
決
議
に
よ
り
要
請
す
る
。
（
那
覇
市

会
発
・
宛
高
等
弁
務
官
・
首
席
民
政
官
）

｜
社　

説
｜

　

那
覇
市
会
は
市
民
の
福
祉
を
守 

　
　

れ
…

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
７
・
７
〕

　

自
治
体
が
な
に
か
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う

時
ま
ず
市
会
の
承
認
を
経
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
常
識
だ
が
、
理
事
機
関
と
審
理
機

関
と
の
間
に
政
治
的
な
わ
だ
か
ま
り
が
あ
っ

た
り
、
感
情
的
な
ミ
ゾ
を
そ
の
ま
ま
に
ほ
っ

て
お
く
と
、
た
ま
た
ま
こ
の
常
識
が
と
て
つ

も
な
い
非
常
識
な
結
果
を
生
み
か
ね
な
い
。

　

那
覇
市
会
は
き
ょ
う
の
本
会
議
を
最
後
に

会
期
を
閉
じ
る
が
、
兼
次
市
長
の
重
点
政
策

が
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
市
会
の
賛
成
を
得
ず

お
流
れ
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
。
重
点
政
策

の
な
か
に
は
、
市
民
待
望
の
公
園
施
設
（
新

年
度
に
近
隣
公
園
、
児
童
公
園
な
ど
五
か
所

の
施
設
）
を
は
じ
め
、
庶
民
住
宅
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
。
庶
民
住
宅
の
件
は
、
家
賃
な

ど
に
難
点
が
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
収
容
所
帯

数
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
、
継
続
審
議
に

持
ち
込
ま
れ
た
が
、
公
園
問
題
は
立
退
き
補

償
を
め
ぐ
っ
て
市
会
が
反
対
の
挙
に
出
た
も

の
で
、
ど
の
政
策
も
こ
れ
で
は
日
の
目
を
み

ら
れ
そ
う
も
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
当
局
の
政
策
を
批
判
す
る
の
は

よ
い
が
、
そ
れ
で
は
、
政
策
と
し
て
ど
の
面

が
弱
い
か
あ
る
い
は
誤
り
か
、
欠
点
を
突
い

た
ま
で
に
終
っ
た
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
は

考
え
も
の
だ
と
思
う
。

　

兼
次
市
長
の
政
策
が
決
し
て
完
全
な
も
の

と
は
思
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
市
会
と
し
て
理

事
機
関
か
ら
提
案
さ
れ
た
政
策
案
は
も
っ
と

虚
心
に
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
気
に
い
ら

な
い
か
ら
と
い
っ
て
突
っ
ぱ
ね
る
や
り
方
は

い
け
な
い
と
思
う
。
市
会
と
し
て
は
、
市
の
政

策
と
し
て
決
め
る
以
上
、
縦
か
ら
も
横
か
ら

も
、
な
っ
と
く
の
い
く
ま
で
綿
密
に
検
討
し
、

あ
と
で
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
慎
重
を
期
す

の
は
当
り
前
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
那
覇

の
よ
う
な
都
会
で
、
満
足
な
公
園
一
つ
な
い

の
は
恥
と
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
健
康
な
い

こ
い
の
場
と
し
て
、
公
園
を
つ
く
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
の
は
今
や
全
市
民
の
希
望
で

あ
る
。
そ
れ
に
気
づ
い
て
兼
次
市
長

が
、
都
計
の
一
環
と
し
て
公
園
つ
く
り
を
思

い
つ
い
た
の
は
単
な
る
思
い
つ
き
と
は
い
え

ま
い
。
住
宅
問
題
と
結
び
つ
い
て
、
将
来
市
民

の
住
宅
難
を
緩
和
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
で

あ
る
庶
民
住
宅
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
当

局
案
が
貧
し
け
れ
ば
、
市
会
は
そ
れ
に
ま
さ

る
よ
い
案
を
作
り
、
反
対
に
当
局
を
指
導
す

る
の
が
ほ
ん
と
う
で
、
那
覇
市
会
は
そ
の
点
、

当
局
案
を
は
じ
め
か
ら
き
ら
っ
て
い
る
と
い

う
印
象
し
か
与
え
て
い
な
い
。
当
局
批
判
に

は
異
常
な
ま
で
に
情
熱
を
傾
け
る
立
法
院
の

態
度
と
同
類
で
は
困
る
し
、
真
に
建
設
意
見

が
見
ら
れ
な
い
の
は
選
良
と
し
て
、
市
民
に

信
を
問
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
票
差
で
原
案
承
認
／
問
題
の 

　
　

報
償
金
決
算
／
那
覇
市
会 
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・
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１
９
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９
・
７
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７
〕

那
覇
市
会
は
六
日
か
ら
今
会
期
最
後
の
本
会

議
に
入
り
、
議
案
の
採
決
に
入
っ
た
。
本
会

議
は
七
日
ま
で
続
き
、
助
役
選
任
同
意
な
ど

重
要
議
案
は
七
日
の
採
決
に
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
六
日
の
本
会
議
は
こ
れ
と

い
っ
た
論
議
も
な
く
十
六
議
案
を
可
決
し
た
。

あ
さ
十
一
時
す
ぎ
開
会
、
ま
ず
「
一
九
五
八

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
を
可
決
し

て
午
後
四
時
十
五
分
散
会
ま
で
に
日
程
十
六

「
建
物
を
売
却
処
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」

を
可
決
し
た
。
こ
の
日
問
題
と
さ
れ
た
の
は

「
五
八
年
度
真
和
志
市
一
般
会
計
決
算
」
で

真
和
志
市
議
員
の
報
償
金
一
人
宛
三
万
Ｂ
円

が
問
題
と
さ
れ
た
だ
け
に
こ
の
日
も
承
認
に

当
っ
て
賛
否
両
派
に
わ
か
れ
採
決
に
も
ち
込

ま
れ
十
八
対
十
七
の
一
票
差
で
原
案
可
決
し

た
。
ま
た
日
程
十
四
「
那
覇
市
部
課
設
置
条

例
」
日
程
十
五
「
那
覇
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
助
役
選
任
同

意
議
案
と
も
関
連
す
る
も
の
と
し
て
真
栄
田

議
員
が
「
助
役
選
任
同
意
が
通
ら
ね
ば
可
決

し
て
も
意
味
が
な
い
の
で
助
役
の
次
に
も
っ

て
い
っ
た
方
が
よ
い
」
と
動
議
を
出
し
採
決

の
結
果
賛
成
二
十
反
対
十
七
で
日
程
変
更
が

決
ま
っ
た
。
こ
の
あ
と
「
都
市
計
画
公
園
設

置
に
つ
い
て
」
な
ど
二
議
案
を
可
決
、
四
時

十
五
分
散
会
し
た
。

　

助
役
選
任
、
21
対
19
で
同
意
／ 

　
　

討
論
は
ぶ
い
て
採
決
／
旭
が 

　
　

丘
立
退
き
／
補
償
な
し
で
は 

　
　

忍
び
な
い
／
兼
次
市
長 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
７
・
８
〕

第
三
十
二
回
那
覇
市
会
（
定
例
会
）
の
最

終
日
、
本
会
議
は
七
日
ひ
る
二
時
三
十
五

分
か
ら
本
土
出
張
中
の
高
良
議
長
を
除

き
、
四
十
一
人
の
全
議
員
が
出
席
し
て
開

会
、
日
程
第
一
「
所
属
未
定
地
を
那
覇
市

の
行
政
区
域
に
編
入
す
る
こ
と
に
つ
い

て
」
か
ら
質
疑
討
論
に
入
っ
た
。
注
目
さ

れ
て
い
た
「
助
役
選
任
同
意
」
は
三
議
案

を
関
係
委
員
会
の
審
査
報
告
ど
お
り
承

認
し
た
あ
と
、
大
山
議
員
か
ら
日
程
変
更



九
七

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
七
月

の
動
議
が
提
出
さ
れ
て
採
択
、
質
疑
討
論

を
省
略
し
て
採
決
に
付
さ
れ
、
原
案
通

り
、
「
助
役
の
選
任
同
意
に
つ
い
て
」
を

二
十
一
対
十
九
で
可
決
し
た
。
こ
れ
で
二

か
年
半
も
空
白
に
な
っ
て
い
た
那
覇
市

の
助
役
が
実
現
し
、
兼
次
市
長
懸
案
の
ひ

と
つ
が
解
決
し
た
わ
け
。
な
お
同
意
を
求

め
て
い
た
助
役
は
現
総
務
部
長
仲
原
英

通
氏
と
現
財
政
部
長
義
永
栄
善
氏
の
二

人
で
あ
る
。

　

那
覇
市
会
ま
た
延
び
る

こ
の
日
の
本
会
議
は
午
前
十
時
に
開
会
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
定
刻
す
ぎ
て
議
会
の
成
立

す
る
定
数
に
達
し
て
も
な
お
開
会
の
様
子
が

な
く
、
助
役
問
題
に
各
派
が
集
中
し
て
密
議

を
こ
ら
し
、
午
後
ま
で
も
続
い
て
開
会
は
ひ

る
二
時
三
十
五
分
と
な
っ
た
。

日
程
の
第
一
、
「
所
属
未
定
地
…
」
に
つ
い

て
は
関
連
事
項
と
し
て
石
原
議
員
が
編
入
区

域
四
、
七
五
七
・
九
平
方
㍍
（
辻
町
三
丁
目
地

先
公
有
水
面
埋
立
地
）
に
つ
い
て
市
が
契
約

し
た
工
事
請
負
者
の
大
城
組
の
下
請
、
崎
浜

組
か
ら
当
局
に
出
さ
れ
て
い
る
工
事
費
の
補

償
に
つ
い
て
の
善
処
方
に
つ
い
て
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
議
題
外
で
行
政
区
域

編
入
に
関
し
て
は
建
設
委
員
会
も
全
員
一
致

で
承
認
し
て
い
る
と
の
理
由
で
、
大
山
議
員

か
ら
質
疑
討
論
は
打
ち
切
り
の
動
議
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

大
山
議
員
の
日
程
変
更
動
議
が
成
立
し
た
あ

と
、
大
山
氏
は
「
旭
が
丘
立
退
者
が
多
数
傍

聴
に
き
て
お
り
、
立
退
補
償
に
つ
い
て
市
長

の
方
針
を
き
か
せ
て
も
ら
い
た
い
」
と
緊
急

質
問
、
こ
れ
に
対
し
、
兼
次
市
長
は
「
旭
が

丘
公
園
計
画
は
多
年
の
懸
案
で
あ
り
、
六
〇

年
度
予
算
に
軍
補
助
金
を
得
て
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
同
地
域
に
は
百
所
帯
の
立
退

者
が
い
る
が
立
退
き
を
実
現
す
る
た
め
に
は

二
万
四
千
㌦
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
不
法

建
築
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
補
償
に
関
す
る

予
算
は
委
員
会
で
削
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る

に
六
年―

三
年
も
住
ん
で
い
る
人
に
補
償
な

し
で
立
退
か
せ
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
し
の

び
な
い
こ
と
で
あ
り
、
八
月
三
十
一
日
ま
で

の
立
退
き
に
は
心
配
し
な
く
て
も
よ
い
」
と

答
弁
、
市
長
の
説
明
を
め
ぐ
っ
て
二
、
三
質
問

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
打
ち
切
り
、
助
役
問

題
の
採
決
に
入
っ
た
。

同
議
案
は
開
会
前
に
随
分
と
時
間
を
か
け
て

話
し
合
わ
れ
た
案
件
で
満
員
の
傍
聴
席
も
さ

っ
と
緊
張
、
か
た
ず
を
の
ん
で
見
守
っ
た

が
、
渡
口
（
麗
）
派
、
人
民
党
の
反
撃
も
空

し
く
、
二
十
一
対
十
九
、
二
票
差
で
ア
ッ
サ
リ

原
案
可
決
し
た
。
（
採
決
の
結
果
、
賛
否
両
論

派
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
通
り
。

賛
成　

久
場
景
善
、
平
良
真
次
郎
、
比
嘉
佑

直
、
森
田
孟
松
、
儀
武
息
睦
、
金
城
武
一
、
喜

久
山
朝
重
、
金
城
賢
勇
、
玉
城
正
次
、
大
城

清
徳
、
宮
里
敏
慶
、
玉
井
栄
次
、
大
山
盛
幸
、

宮
城
実
、
仲
宗
根
梶
雄
、
具
志
清
裕
、
又
吉

久
正
、
浦
崎
康
華
、
新
垣
松
助
、
金
城
幸
信
、

普
久
原
朝
光
。

反
対　

赤
嶺
一
男
、
渡
口
政
行
、
仲
尾
次
盛

夏
、
仲
松
庸
全
、
石
原
昌
進
、
瀬
名
波
栄
、
高

良
清
二
、
糸
数
昌
剛
、
玉
那
覇
有
義
、
辺
野

喜
英
興
、
上
原
文
吉
、
比
嘉
朝
四
郎
、
崎
山

喜
達
、
黒
潮
隆
、
備
瀬
知
良
、
儀
間
真

祥
、
屋
慶
名
政
永
、
真
栄
田
義
晃
、
久
高
友

敏
。

こ
の
あ
と
日
程
通
り
に
進
ん
で
「
庶
民
住
宅

建
設
補
助
金
交
付
方
に
関
す
る
要
請
決
議
」

な
ど
四
決
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
六
〇
年

度
予
算
の
質
疑
討
論
に
入
る
前
に
会
期
延
長

の
動
議
が
あ
り
賛
成
多
数
で
き
ょ
う
八
日
ま

で
一
日
会
期
を
延
ば
す
こ
と
を
可
決
、
よ
る

八
時
十
分
散
会
し
た
。

　

大
弦
小
弦 
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那
覇
市
会
は
七
日
、
二
十
一
対
十
九
で
助
役

選
任
に
同
意
す
る
こ
と
を
可
決
し
た
。
こ
れ

で
二
か
年
半
ぶ
り
に
那
覇
市
助
役
の
席
が
う

め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
人
口
二
十
一
万

余
り
の
那
覇
市
に
二
か
年
半
も
助
役
が
空
席

の
ま
ま
だ
っ
た
の
は
、
前
例
の
な
い
奇
妙
な

現
象
だ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
▼
与
党
の
少
な

い
市
長
、
政
策
も
市
会
で
封
じ
ら
れ
る
、
と

く
に
助
役
の
問
題
で
は
、
そ
の
つ
ら
さ
を
し

み
じ
み
と
兼
次
市
長
は
感
じ
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
よ
う
や
く

助
役
が
生
れ
、
那
覇
市
役
所
も
二
か
年
半
ぶ

り
に
形
の
上
で
は
正
常
に
も
ど
っ
た
わ
け
だ

▼
奇
妙
な
現
象
と
い
え
ば
、
助
役
二
か
年
半

の
空
席
の
ほ
か
に
、
市
会
の
小
党
派
分
立
状

態
も
そ
の
一
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
思
う
の
だ
。
那
覇
市
会
の
小
党

派
分
立
は
、
こ
れ
ま
た
ま
さ
に
異
常
的
で
あ

る
。
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
一
人
一
派
を
ふ
く
め

る
と
六
派
が
分
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
▼
五

日
会
が
三
つ
に
分
裂
し
、
か
つ
て
は
ブ
ー
ム

と
ま
で
い
わ
れ
た
民
連
が
自
然
消
滅
し
て
人

民
党
が
表
面
に
う
か
び
、
そ
し
て
「
し
せ
い

会
」
に
は
し
る
の
も
あ
っ
て
、
市
会
で
対
立

し
て
い
た
二
派
が
分
裂
し
た
結
果
が
現
状
の

超
小
党
分
立
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
▼
民
連

か
ら
立
候
補
し
、
社
大
党
の
平
良
候
補
を
お

さ
え
て
当
選
し
た
兼
次
市
長
も
、
与
党
と
い

わ
れ
る
の
は
、
社
会
党
系
の
三
人
、
し
か
も
、

こ
の
中
に
は
、
助
役
問
題
で
反
対
に
ま
わ
っ

た
の
も
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
笑
う
に
笑
え

ぬ
話
で
あ
る
。
小
党
派
分
立
そ
れ
に
プ
ラ
ス

感
情
、
こ
れ
が
社
会
党
だ
け
で
な
し
に
、
他

派
で
も
助
役
問
題
で
仲
間
割
れ
を
演
じ
さ
せ

た
の
だ
ろ
う
▼
い
わ
ゆ
る
渡
口
一
派
と
い
わ

れ
る
も
の
と
人
民
党
の
連
合
軍
と
い
う
の
も
、

ま
た
奇
妙
な
例
の
一
つ
で
あ
る
。
渡
口
氏
ら
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は
、
か
つ
て
の
再
建
同
盟
の
中
心
だ
っ
た
し
、

人
民
党
は
民
連
の
中
核
体
で
あ
っ

た
。
そ
の
仲
が
悪
か
っ
た
も
の
の
主
流
が
、

い
ま
で
は
結
果
的
に
は
連
合
の
形
で
、
民
連

か
ら
で
た
兼
次
市
長
に
対
決
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
立
法
院
に
は
、
ま
だ
民
連
と
い
う
の

が
あ
る
が
、
民
連
が
生
れ
た
那
覇
市
会
で
民

連
が
消
滅
し
た
の
も
、
奇
妙
な
例
の
一
つ
と

い
え
そ
う
で
も
あ
る
▼
フ
ラ
ン
ス
は
小
党
分

立
で
有
名
だ
が
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
ヘ
イ
ガ

イ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
い
知
性
で
カ
バ
ー
し

て
き
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
那
覇
市
会
の

小
党
分
立―

さ
て
そ
れ
に
対
応
す
る
知
性
は
、

ど
う
い
う
も
の
に
な
る
か―

。

　

笑
い
と
ま
ら
ぬ
兼
次
市
長
／
多 

　
　

数
の
与
党
議
員
抱
込
む
／
那 

　
　

覇
市
会
に
新
分
野 
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十
日
に
開
会
し
た
那
覇
市
会
は
八
日
の
本

会
議
で
一
九
六
〇
年
度
那
覇
市
歳
入
歳
出

予
算
を
修
正
可
決
し
て
約
一
ヵ
月
の
会
期

を
閉
じ
た
が
、
賛
否
両
派
に
分
れ
て
激
し

い
工
作
に
あ
け
く
れ
た
助
役
選
任
問
題
は
、

賛
成
21
対
反
対
19
の
小
差
で
議
会
を
通
過
、

さ
る
三
月
定
例
市
会
の
沖
縄
市
改
称
で
苦

汁
を
の
ん
だ
兼
次
市
長
も
多
数
の
与
党
派

議
員
を
抱
き
こ
み
快
哉
を
叫
ん
で
、
笑
い

の
と
ま
ら
ぬ
表
情
で
あ
る
。
一
方
助
役
選

任
同
意
に
対
す
る
賛
否
で
激
し
い
抱
き

こ
み
工
作
を
し
た
た
め
、
三
月
定
例
市
会

後
小
党
分
裂
し
た
当
時
の
議
会
分
野
五

日
会
Ⅰ
派
儀
武
派
15
名
、
五
日
会
Ⅱ
派
渡

口
（
麗
）
九
名
、
人
民
党
七
名
、
し
せ
い

会
六
名
、
社
会
党
系
三
名
、
中
立
一
名
、

高
良
議
長
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
議
会
会

期
中
に
変
化
し
て
新
し
い
小
党
分
裂
に

ぬ
り
か
え
ら
れ
て
お
り
今
市
会
か
ら
の

勢
力
か
ら
み
る
と
兼
次
市
長
の
目
ざ
す

超
党
派
政
策
が
功
を
奏
し
た
格
好
と
な

っ
て
い
る
が
、
賛
成
票
獲
得
の
た
め
手
段

を
選
ば
な
い
裏
面
工
作
や
取
引
も
行
わ

れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
明
る
い
那
覇
市
政

に
は
ま
だ
ほ
ど
遠
い
段
階
に
あ
る
。
那
覇

市
の
理
事
機
関
と
決
議
機
関
が
不
仲
な

関
係
の
た
め
に
生
ず
る
不
明
朗
な
市
政

は
双
方
の
責
任
に
お
い
て
解
決
す
べ
き

で
あ
り
市
民
も
自
ら
の
選
良
の
行
動
を

監
視
し
明
る
い
那
覇
市
政
へ
一
歩
で
も

前
進
す
る
よ
う
、
市
、
議
会
、
市
民
が
も

う
少
し
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

声
が
強
い
。

　

キ
メ
手
と
な
っ
た
／
し
せ
い
会
の
行
方

○
…
助
役
選
任
同
意
可
決
の
キ
メ
手
と
な
っ

た
の
は
し
せ
い
会
（
六
名
）
が
こ
れ
に
対
す

る
賛
否
に
よ
っ
て
分
裂
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

三
月
定
例
市
会
で
は
沖
縄
市
改
称
の
賛
否

を
め
ぐ
っ
て
市
会
の
一
大
野
党
で
あ
っ
た
五

日
会
二
十
三
名
が
分
裂
し
た
の
は
ま
だ
耳
新

し
い
。
こ
の
分
裂
作
戦
で
自
陣
を
強
化
し
て

い
く
の
が
兼
次
市
長
の
秘
策
で
、
こ
ん
ど
も

こ
の
伝
で
、
開
会
前
通
過
困
難
と
予
想
さ
れ

て
い
た
助
役
を
マ
ン
マ
と
多
数
決
で
議
会
を

通
過
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
権
謀
術
数
の
策
師

と
い
わ
れ
る
の
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
出
る

の
か
も
知
れ
な
い
。
開
会
前
ま
で
少
数
与
党

議
員
を
抱
え
て
四
苦
八
苦
し
て
い
た
市
長
室

も
こ
ん
ど
助
役
選
任
同
意
を
多
数
決
で
可
決

し
て
か
ら
、
が
ぜ
ん
に
ぎ
や
か
に
な
り
兼
次

詣
り
が
ぐ
っ
と
ふ
え
て
き
て
い
る
。

　

本
会
議
を
よ
そ
に
／
激
し
い
裏
面
工
作

○
…
那
覇
市
は
五
七
年
十
二
月
十
七
日
真
和

志
市
と
合
併
し
、
同
合
併
策
定
書
に
基
づ
い

て
「
那
覇
市
助
役
定
数
案
例
」
を
設
け
「
本

市
の
助
役
の
定
数
は
二
人
と
す
る
」
と
き
め

た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
以
前
瀬
長
亀
次
郎
氏
が

市
長
就
任
以
来
助
役
は
空
席
の
ま
ま
と
な
っ

て
お
り
、
東
江
臨
時
市
長
か
ら
引
継
い
だ
兼

次
市
長
に
い
た
っ
て
も
二
人
ど
こ
ろ
か
一
人

の
助
役
を
置
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　

兼
次
市
長
は
就
任
後
昨
年
六
月
の
市
会
に

現
仲
原
総
務
部
長
を
助
役
に
選
任
す
る
同
意

を
提
案
し
た
が
、
通
り
そ
う
に
な
い
議
会
の

空
気
を
い
ち
早
く
察
し
自
ら
議
案
撤
回
し
た

い
き
さ
つ
も
あ
り
、
今
議
会
へ
の
提
案
と
あ

わ
せ
て
「
助
役
」
選
任
同
意
は
二
回
提
案
し

た
こ
と
に
な
る
。
瀬
長
市
長
時
代
か
ら
通
算

す
る
と
二
ヵ
年
半
の
助
役
空
白
時
代
と
い
う

珍
例
で
過
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

助
役
選
任
真
相
つ
く
／
最
後
の
工
作
で

　
　

ど
ん
で
ん
返
し

　

こ
の
助
役
選
任
同
意
に
つ
い
て
は
「
人
物

が
不
適
格
だ
。
ま
た
助
役
選
任
に
つ
い
て
前

も
っ
て
議
会
の
意
向
も
聞
い
て
や
る
べ
き
だ
。

自
治
体
に
お
い
て
市
長
に
次
ぐ
助
役
と
い
う

重
要
人
事
を
天
下
り
式
に
や
る
の
は
な
っ
と

く
で
き
な
い
」
と
い
う
理
由
で
反
対
に
ま
わ

っ
た
人
民
党
七
名
、
渡
口
（
麗
）
派
九
名
は

キ
ャ
ス
チ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を
握
っ
て
い
る
し

せ
い
会
の
う
ち
ど
う
し
て
も
二
名
は
個
人
の

事
情
に
よ
っ
て
賛
成
に
ま
わ
る
と
み
て
、
市

長
の
独
断
的
な
や
り
方
に
反
対
し
た
市
当
局

直
系
と
み
ら
れ
て
い
た
民
連
派
二
名
を
入
れ

て
最
低
二
十
一
名
の
過
半
数
の
票
読
み
を
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
か
ん
じ
ん
の
し
せ
い
会

は
五
日
の
定
例
会
、
六
日
の
集
会
も
全
員
の

足
な
み
が
揃
わ
な
い
ま
ま
、
七
日
の
本
会
議

に
の
ぞ
ん
だ
。
議
場
に
も
姿
を
見
せ
ず
し
せ

い
会
の
最
後
の
意
見
調
整
を
市
図
書
室
で
行

い
、
こ
の
た
め
し
せ
い
会
の
結
論
待
ち
の
た

め
、
賛
否
両
派
、
市
会
を
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
ず
開
店
休
業
の
ま
ま
、
し
せ
い
会
の
動

向
を
め
ぐ
っ
て
各
派
と
も
激
し
い
工
作
が
行

わ
れ
、
本
会
議
を
再
開
し
た
の
は
、
よ
う
や

く
午
後
二
時
三
十
五
分
。
定
刻
の
午
前
十
時

を
お
く
れ
る
こ
と
四
時
間
半
、
こ
の
間
八
月
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三
十
一
日
ま
で
に
立
退
き
命
令
を
さ
れ
て
い

る
旭
ヵ
丘
一
帯
の
人
た
ち
が
傍
聴
人
と
し
て

押
し
か
け
て
い
た
が
、
待
ち
く
た
び
れ
た
格

好
に
な
っ
た
。こ
の
間
、
し
せ
い
会
の
賛
成
派

と
市
長
の
密
談
が
交
さ
れ
、
反
対
派
議
員
の

話
に
よ
る
と
辻
町
の
公
有
水
面
埋
立
工
事
に

か
ら
む
補
償
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
時

間
の
空
白
に
何
が
行
わ
れ
た
か
ナ
ゾ
で
あ
る
。

こ
の
し
せ
い
会
か
ら
仲
宗
根
、
玉
城
、
普
久

原
の
三
名
が
賛
成
に
ま
わ
っ
た
。
こ
れ
で
勝

負
は
き
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
渡
口
派
は

可
否
同
数
の
二
十
対
二
十
と
な
り
、
渡
口
議

長
の
採
決
で
否
決
さ
れ
る
と
い
う
最
後
の
線

を
信
じ
て
い
た
が
同
派
の
一
票
に
入
れ
て
い

た
玉
井
議
員
が
賛
成
に
ま
わ
っ
て
い
た
の
だ
。

開
会
後
大
山
議
員
の
日
程
変
更
の
動
議
成
立

で
、
午
後
五
時
助
役
選
任
を
即
決
、
賛
成
21

対
反
対
19
で
二
人
の
助
役
が
二
ヵ
年
半
ぶ
り

に
実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
兼

次
市
長
は
文
句
な
く
議
会
を
通
過
し
た
三
部

十
八
課
の
機
構
改
革
を
行
い
、
文
字
ど
お
り

新
し
い
兼
次
路
線
を
敷
く
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
。

　

那
覇
市
会
新
分
野

○
…
今
議
会
後
の
新
し
い
市
会
の
分
野
は
次

の
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

五
日
会　

儀
武
派
十
七
名
、
社
会
党
一
名
、

し
せ
い
会
四
名
、

五
日
会
渡
口
（
麗
）
派
八
名
、
人
民
党
七
名
。

民
連
派　

仲
尾
次
、
屋
慶
名
氏
。
同
派　

崎

山
、
久
高
氏
。

中
立　

高
良
一
。

　

五
市
議
長
会
結
成
／
会
長
に
高 

　
　

良
那
覇
市
議
長 
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さ
る
六
月
末
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
市
議
会

議
長
会
で
那
覇
、
コ
ザ
、
石
川
、
平
良
、
石

垣
の
五
市
会
議
長
も
準
会
員
加
入
を
決
定
し

た
の
で
、
自
動
的
に
沖
縄
で
も
五
市
議
長
会

の
結
成
を
迫
ら
れ
二
十
一
日
午
後
三
時
那
覇

市
議
会
議
長
室
で
コ
ザ―

玉
城
克
也
、
石
川

―

平
良
哲
雄
、
平
良―

下
地
邦
利
の
三
市
議

長
に
那
覇
市
正
副
議
長
が
出
席
、
石
垣
市
会

議
長
は
全
国
市
議
長
会
に
出
席
し
た
た
め
不

参
加
、
沖
縄
市
議
会
議
長
会
の
結
成
を
行
い

会
長
に
那
覇
市
会
議
長
高
良
一
氏
が
選
ば
れ
、

午
後
四
時
す
ぎ
解
散
し
た
。
次
会
は
宮
古
平

良
市
で
八
月
に
行
わ
れ
る
予
定
。
な
お
高
良

議
長
は
二
十
一
日
午
後
七
時
市
内
料
亭
〝
玉

屋
〟
で
那
覇
市
議
に
全
国
市
議
長
会
出
席
報

告
会
を
行
な
っ
た
。

　

那
覇
市
／
近
く
大
幅
な
人
事
異 

　
　

動
／
市
長
の
帰
任
待
ち
計
画 

　
　

終
る
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那
覇
市
で
は
さ
る
六
月
定
例
市
会
で
可
決
し

た
「
那
覇
市
部
課
設
置
条
例
」
に
よ
る
機
構

改
革
を
八
月
一
日
実
施
を
目
標
に
準
備
を
す

す
め
て
い
る
が
新
し
い
機
構
改
革
に
と
も
な

う
大
幅
な
人
事
異
動
が
予
想
さ
れ
、
実
施
は

九
月
初
旬
と
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

兼
次
市
長
は
目
下
上
京
中
で
あ
る
が
、
こ
ん

ど
の
新
機
構
改
革
に
よ
る
人
員
の
増
減
が
な

く
、
従
っ
て
人
事
の
異
動
は
少
数
精
鋭
主
義

で
の
ぞ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

人
事
異
動
に
は
慎
重
で
市
長
上
京
前
も
い
ち

お
う
人
事
異
動
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た
が
、

腹
案
に
も
い
た
ら
ず
結
局
八
月
十
五
日
以
降

市
長
帰
任
を
待
っ
て
市
当
局
で
人
事
委
を
設

け
て
本
格
的
な
人
事
異
動
を
行
な
う
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
ん
ど
の
機
構
改
革
の
要
点
は
次
の
点
で
あ

る
。
①
従
来
の
四
部
十
六
課
が
三
部
二
室
十

八
課
に
な
る
②
総
務
部
、
財
政
部
を
統
合
し

て
行
政
事
務
の
合
理
化
、
能
率
化
を
は
か
る

③
こ
れ
ま
で
総
務
部
の
管
下
に
お
か
れ
て
い

た
商
工
、
農
水
の
産
業
経
済
部
門
を
社
会
部

管
下
の
民
生
関
係
部
門
と
統
合
し
、
新
た
に

経
済
民
生
部
に
お
い
て
事
務
事
業
の
計
画
お

よ
び
執
行
面
で
の
強
化
を
は
か
る
④
企
画
室

を
新
設
し
て
企
画
調
査
統
計
面
と
広
報
公
聴

活
動
の
強
化
を
は
か
る
⑤
建
設
部
で
は
こ
れ

ま
で
各
課
に
あ
っ
た
庶
務
係
を
統
合
し
て
庶

務
課
を
お
き
、
建
設
部
各
課
の
事
務
お
よ
び

事
業
執
行
の
調
整
を
は
か
る
⑥
水
道
課
は
事

務
管
理
面
と
事
業
執
行
面
の
二
課
に
分
れ
る

⑦
税
務
課
の
土
地
係
を
土
地
課
に
昇
格
さ
せ

る
⑧
税
務
課
を
課
税
課
、
徴
税
課
を
徴
収

課
、
社
会
課
を
民
生
課
な
ど
親
し
み
や
す
い

名
前
に
か
え
た
⑨
各
係
に
は
係
長
制
度
を
お

い
て
仕
事
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
と

と
も
に
事
務
能
率
の
向
上
を
は
か
っ
た
。

新
し
い
機
構
改
革
に
よ
る
新
し
い
部
課
係
の

機
構
は
次
の
と
お
り
。

企
画
室
＝
秘
書
、
企
画
調
査
、
広
報
係
。

総
務
部
＝
▽
総
務
課
＝
庶
務
、
行
政
、
人

事
、
車
両
係
▽
財
政
課
＝
予
算
、
管
財
係

▽
課
税
課
＝
庶
務
、
資
産
係
▽
徴
税
課
＝

庶
務
、
徴
収
、
整
理
係
▽
土
地
課
＝
調
査
、

測
量
係
▽
泊
港
務
所
＝
庶
務
、
海
務
、
埠

頭
港
務
係
。
経
済
民
生
部
＝
▽
商
工
観
光

課
＝
商
業
、
工
業
、
観
光
、
市
場
係
▽
農

林
水
産
課
＝
農
務
、
林
務
、
水
産
、
畜
産

係
▽
民
生
課
＝
庶
務
、
福
祉
、
社
会
教
育
、

援
護
係
▽
衛
生
課
＝
保
健
、
清
掃
係
▽
労

政
課
＝
職
業
指
導
、
失
業
対
策
係
▽
戸
籍

課
＝
戸
籍
、
登
録
、
証
明
係
。

建
設
部
＝
▽
庶
務
課
＝
庶
務
、
管
理
、
調
査

係
▽
都
市
計
画
課
＝
第
一
計
画
、
第
二
計
画

係
▽
土
木
課
＝
第
一
工
事
、
第
二
工
事
、
下

水
道
係
▽
建
築
課
＝
建
築
指
導
、
工
事
係
。

▽
区
画
整
理
課
＝
庶
務
、
換
地
、
工
事
係
▽

水
道
第
一
課
＝
庶
務
、
財
務
、
業
務
係
▽
水

道
第
二
課
＝
施
設
、
給
水
、
浄
水
係
。
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一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
八
月

那
覇
市
仲
原
助
役
の
話　

新
し
い
人
事
異

動
は
ま
だ
ま
だ
で
市
長
上
京
前
に
話
し
あ

っ
た
が
腹
案
は
で
き
て
い
な
い
。
市
長
も

新
人
事
に
対
し
て
は
慎
重
な
の
で
、
市
長

の
帰
任
を
持
っ
て
人
事
委
を
設
け
て
人
事

異
動
を
決
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
新
し

い
機
構
改
革
で
は
人
員
は
変
ら
な
い
の
で

小
数
精
鋭
主
義
に
な
り
適
材
適
所
で
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

豪
雨
、
各
地
で
浸
水
騒
ぎ
／
濁 

　
　

水
ウ
ズ
巻
く
都
市
／
安
里
二 

　
　

区
は
ま
た
も
避
難 
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け
さ
零
時
四
十
三
分
ご
ろ
か
ら
降
り
出
し
た

雨
は
、
午
前
八
時
ご
ろ
か
ら
大
降
り
と
な
っ

て
那
覇
市
の
都
心
部
は
昨
年
二
月
七
日
に
つ

ぐ
浸
水
、
避
難
騒
ぎ
を
起
し
た
。
雷
を
と
も

な
っ
た
雨
は
折
か
ら
の
満
潮
時
と
か
ち
合
っ

て
短
時
間
に
一
三
〇
・
四
㍉
（
午
前
十
時
現

在
）
＝
昨
年
の
豪
雨
は
一
七
二
㍉
＝
と
な
り
、

壺
川
、
豊
見
城
村
で
は
落
雷
騒
ぎ
も
あ
っ

た
。
晩
年
の
浸
水
騒
ぎ
に
く
ら
べ
、
雨
が
市

民
が
起
き
出
し
て
か
ら
大
降
り
に
な
っ
た
の

と
雨
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
商
品
な
ど
の

被
害
は
少
な
い
が
浸
水
家
屋
は
千
戸
を
上
回

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

再
度
の
被
害
で
平
和
通
り
で
は
ふ
た
た
び
水

上
店
舗
撤
去
に
対
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

な
お
市
当
局
で
は
義
永
助
役
以
下
首
脳
部
が
、

被
災
地
を
視
察
し
た
が
、
市
当
局
と
し
て
は

今
の
と
こ
ろ
抜
本
的
対
策
は
な
い
と
い
う
。

け
さ
三
時
ご
ろ
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
十
時

ま
で
に
百
十
一
・
四
㍉
を
記
録
し
て
お
り
、

那
覇
市
内
の
低
地
数
ヵ
所
が
浸
水
し
て
い
る
。

那
覇
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、
十
時
半
現
在
、

那
覇
公
設
市
場
、
那
覇
劇
場
、
神
里
原
の
大

洋
琉
映
館
裏
一
帯
が
床
上
五
寸
の
浸
水
、
安

里
一
区
長
野
屋
ホ
テ
ル
裏
側
や
同
区
料
亭

「
親
睦
」
一
帯
が
十
余
軒
の
床
下
浸
水
し
て

い
る
。

崇
元
寺
町
の
日
琉
館
一
帯
は
安
里
川
よ
り
低

い
た
め
危
険
が
あ
り
、
十
時
半
那
覇
署
は
一

帯
の
避
難
を
完
了
さ
せ
た
。
ま
た
、
小
禄
の

那
覇
航
空
隊
第
二
ゲ
ー
ト
付
近
で
は
七
軒
九

所
帯
が
床
上
二
尺
も
浸
水
し
た
。

　

安
易
な
那
覇
市
会
の
決
議
／
水
上
店
舗

　
　

再
び
非
難
の
的

○
…
け
さ
八
時
ご
ろ
か
ら
の
雷
雨
は
、
わ
ず

か
二
時
間
足
ら
ず
で
百
㍉
以
上
の
雨
量
を
記

録
し
た
。
こ
の
た
め
那
覇
市
の
都
心
部
の
平

和
通
り
一
帯
、
公
設
市
場
、
新
天
地
市
場
、

神
里
原
大
洋
劇
場
周
辺
を
は
じ
め
、
安
里
の

昭
和
バ
ス
車
庫
の
上
部
一
帯
、
崇
元
寺
前
の

日
琉
館
一
帯
、
小
禄
の
航
空
隊
入
口
第
二
ゲ

ー
ト
前
、
大
道
小
学
校
付
近
、
壺
川
一
帯
で

床
下
、
上
浸
水
と
な
り
、
特
に
流
れ
の
急
な

安
里
川
で
は
濁
流
が
ウ
ズ
巻
き
、
警
察
や
市

消
防
隊
員
が
ロ
ー
プ
や
は
し
ご
を
使
っ
て
避

難
を
指
導
す
る
場
面
も
み
ら
れ
た
。

○
…
平
和
通
り
一
帯
の
商
店
主
た
ち
の
中
に

は
、
ふ
た
た
び
ガ
ー
ブ
川
の
水
上
店
舗
の
撤

去
を
叫
ぶ
声
も
聞
か
れ
る
が
、
市
当
局
で
は

来
る
十
二
日
、
ガ
ー
ブ
川
水
上
店
舗
撤
去
期

成
委
員
会
（
委
員
長
新
垣
松
助
氏
）
が
開
か

れ
る
の
で
席
上
こ
ん
ど
の
水
害
が
論
ぜ
ら
れ

る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

降
雨
量
の
わ
り
に
ま
だ
大
き
な
被
害
が
報
告

さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
降
雨
が
夜
が
明
け
て

か
ら
起
っ
た
の
と
ガ
ー
ブ
川
が
浚
渫
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
、
ま
た
こ
ん
ど
の
雨
に
は
そ
れ

ほ
ど
水
上
店
舗
は
影
響
し
て
い
な
い
よ
う
だ

と
那
覇
市
当
局
は
い
っ
て
い
る
。

ま
た
那
覇
市
議
会
で
は
、
昨
年
二
月
七
日
の

水
害
で
約
九
千
万
Ｂ
円
の
損
害
を
出
し
た
こ

と
か
ら
、
市
会
と
し
て
は
三
月
八
日
に
「
三

ヵ
月
以
内
に
水
上
店
舗
を
撤
去
せ
よ
」
と
の

決
議
も
行
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
だ
履

行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
会
が
安
易
な
決
議
を

し
た
と
い
う
声
も
あ
る
の
で
、
こ
の
再
度
の

水
害
で
市
会
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
み
せ
る

か
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
市
会
の
決
議
に
対
し
て
市
当
局
は
、
那

覇
市
の
財
政
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。

○
…
な
お
こ
の
雨
は
沖
縄
付
近
に
し
ゅ
う
雨

前
線
が
あ
り
、
そ
れ
が
影
響
し
て
積
乱
雲

が
発
達
し
た
た
め
、
け
さ
の
雷
雨
と
な
っ
た

も
の
で
本
部
以
北
は
あ
ま
り
降
っ
て
お
ら
ず
、

局
地
的
な
も
の
だ
け
に
予
測
で
き
な
か
っ
た

と
語
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

被
害
は
、
目
下
各
派
出
所
が
中
心
と
な
っ
て

調
べ
て
い
る
。

　

那
覇
市
の
助
役
ら
が
現
場
視
察

十
日
あ
さ
豪
雨
に
よ
る
ガ
ー
ブ
川
氾
ら
ん
で

那
覇
市
役
所
で
は
義
永
助
役
以
下
関
係
部
課

長
ら
が
現
場
視
察
を
し
た
が
安
里
土
木
課
長

は
そ
の
対
策
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

現
場
視
察
を
し
た
が
、
例
年
の
と
お
り
四
十
四

号
線
の
壺
川
と
市
場
付
近
が
浸
水
し
て
い
た

が
、
市
の
関
係
工
事
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
支
障

は
な
く
対
策
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
も
考
え
て

い
な
い
、
ガ
ー
ブ
川
氾
ら
ん
の
根
本
対
策
と
し

て
は
国
場
川
に
大
き
な
排
水
溝
を
つ
く
る
か
、

ガ
ー
ブ
川
を
深
く
し
て
断
面
を
大
き
く
す
る

よ
り
ほ
か
は
な
い
。
河
川
法
で
ガ
ー
ブ
川
の
準

用
河
川
と
し
、
政
府
の
手
で
早
急
に
改
修
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

再
び
水
上
店
舗
問
題
／
撤
去
委 

　
　

員
会
で
徹
底
追
及 
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十
二
日
午
後
二
時
半
か
ら
那
覇
市
会
議
室
で

水
上
店
舗
撤
去
委
員
会
（
委
員
長
新
垣
松
助

氏
）
が
行
わ
れ
、
現
在
の
ガ
ー
ブ
川
の
水
上
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五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
八
月

店
舗
を
こ
れ
以
上
新
増
築
を
さ
せ
な
い
。
ま

た
改
築
も
さ
せ
な
い
よ
う
徹
底
的
に
取
締
り

を
市
当
局
に
要
求
し
た
。
現
在
ガ
ー
ブ
川
の

水
上
店
舗
は
二
百
六
十
三
軒
あ
り
、
同
委
員

会
の
設
立
の
目
的
は
水
害
の
原
因
と
し
て
水

上
店
舗
を
撤
去
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

浸
水
騒
ぎ
は
戦
前
か
ら
あ
り
低
地
帯
に
建
築

さ
れ
た
と
こ
ろ
に
一
因
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
水
上
店
舗
は
水
流
を
止
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
い
え
る
が
、
水
上
店
舗
に
よ
り
浸

水
が
起
る
の
は
あ
た
ら
な
い
。
問
題
の
浸
水

に
つ
い
て
は
も
っ
と
総
合
的
に
浸
水
対
策
を

立
て
る
べ
き
だ
と
の
同
委
の
性
格
に
つ
い
て

の
論
議
が
出
た
。

那
覇
市
当
局
と
し
て
は
ガ
ー
ブ
川
を
準
用
河

川
に
し
法
に
基
い
て
水
上
店
舗
を
解
決
す
る

方
針
で
、
正
式
文
書
も
提
出
し
て
い
る
が
、

ま
だ
回
答
を
得
て
な
い
現
状
で
あ
る
が
、
大

城
建
設
部
長
は
一
委
員
の
立
場
と
し
て
、
ガ

ー
ブ
川
の
上
に
二
、
三
階
の
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ

ッ
ク
を
建
設
し
そ
の
中
に
、
水
上
店
舗
の
建

築
主
を
入
れ
て
解
決
す
れ
ば
よ
い
と
私
案
を

提
案
し
、
浸
水
に
つ
い
て
は
与
儀
に
遊
水
池

を
つ
く
り
治
水
を
は
か
り
た
い
と
語
っ
た
が
、

同
委
と
し
て
は
市
当
局
の
水
上
店
舗
の
対
策

を
一
本
化
し
て
次
回
に
は
っ
き
り
提
出
し
て

ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
午
後
五
時
閉
会
し
た
。

　

話
の
卵
／
洪
水
と
悪
疫
予
防 
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さ
る
十
日
の
豪
雨
で
那
覇
市
内
、
安
里
川
下

流
、
平
和
通
り
の
浸
水
は
一
昨
年
来
の
大
洪

水
に
な
り
、
再
び
市
場
通
り
我
部
川
上
の
水

上
店
舗
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
考
え
て
み
る

と
「
撤
去
す
る
」
と
公
約
さ
れ
た
も
の
が
い

っ
こ
う
に
撤
去
さ
れ
ず
、
洪
水
も
「
ノ
ド
元

す
ぎ
れ
ば
」
の
た
と
え
ど
お
り
、
ウ
ヤ
ム
ヤ

に
な
り
水
上
店
舗
撤
去
問
題
は
い
う
な
ら
ば

那
覇
市
会
が
市
民
を
バ
カ
に
し
て
い
る
こ
と

に
も
な
ろ
う
。

　

そ
の
う
ち
に
雨
期
を
す
ぎ
、
こ
の
ま
ま
暴

風
雨
も
な
く
洪
水
が
年
内
に
な
け
れ
ば
、
こ

の
問
題
は
再
三
再
四
に
わ
た
っ
て
ウ
ヤ
ム
ヤ

の
う
ち
に
葬
ら
れ
、
か
く
て
永
久
に
こ
の
水

上
店
舗
は
〝
撤
去
す
る
〟
と
い
う
空
証
文
だ

け
で
、
実
際
に
は
な
か
な
か
水
上
店
舗
は
何

だ
か
ん
だ
と
コ
ト
を
か
ま
え
て
消
え
そ
う
に

も
な
く
、
平
和
通
り
は
洪
水
を
年
中
行
事
の

如
く
く
り
か
え
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

洪
水
に
対
し
て
地
元
の
平
和
通
り
の
人
た

ち
が
な
れ
っ
こ
に
な
り
、
我
部
川
の
水
上
店

舗
の
撤
去
に
対
し
て
も
っ
と
真
剣
に
積
極
的

に
世
論
を
も
り
あ
げ
な
け
れ
ば
、
恐
ら
く
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
現
状
か
ら
の
脱
皮
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
が
心
配
す
る
の

は
こ
れ
か
ら
先
に
我
部
川
下
流
一
帯
に
洪
水

で
溢
れ
た
汚
物
が
悪
疫
流
行
の
根
源
地
に
な

ら
な
け
れ
ば
よ
い
が
…
…
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

本
土
で
は
こ
と
し
は
赤
痢
が
戦
後
最
大
の

流
行
年
と
推
測
さ
れ
、
厚
生
省
の
調
べ
に
よ

る
と
二
十
七
年
の
六
月
に
比
べ
て
、
今
年
の

同
期
は
約
三
千
人
も
赤
痢
患
者
が
ふ
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
こ
う
し
た
病
気
の
流
行
は

本
土
と
沖
縄
が
不
離
一
体
な
現
象
を
み
せ
る

こ
と
か
ら
、
沖
縄
で
も
赤
痢
に
つ
い
て
海
を

離
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
安
心
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
と
に
与
儀
十
字
路
か
ら
下
流
の
我
部
川
一

帯
は
床
上
、
床
下
浸
水
が
ひ
ど
く
、
洪
水
の

た
め
に
汚
水
が
井
戸
水
と
一
緒
に
な
り
、
病

源
菌
が
洪
水
の
た
め
そ
の
へ
ん
一
帯
に
バ
ラ

ま
か
れ
て
る
こ
と
は
公
衆
衛
生
上
捨
て
て
お

け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
洪
水
地
帯
の
中

に
は
那
覇
市
の
胃
袋
と
い
わ
れ
る
那
覇
中
央

市
場
を
は
じ
め
、
与
儀
、
農
連
市
場
、
各
種

食
料
品
店
、
飲
食
店
な
ど
が
ど
の
地
域
よ
り

も
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
悪
疫
流
行
の
根
源
に

な
る
こ
と
を
恐
れ
る
。

　

も
し
、
洪
水
の
置
き
み
や
げ
と
し
て
、
各

家
庭
の
ご
不
浄
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
汚
物
が
原

因
と
な
り
、
こ
の
付
近
か
ら
悪
疫
流
行
の
根

源
地
に
な
っ
た
ら
、
那
覇
市
の
す
べ
て
の
面

に
影
響
す
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
平
和
通
り
の

損
得
の
問
題
で
は
な
く
全
沖
縄
に
及
ぼ
す
影

響
は
大
き
い
と
思
う
。
洪
水
に
対
す
る
那
覇

市
議
会
、
市
当
局
を
は
じ
め
政
府
社
会
局
も

こ
の
問
題
を
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蚊
）

　

ガ
ソ
リ
ン
・
タ
ン
ク
に
お
び
え 

　
　

る
区
民
／
久
茂
地
川
に
三
度 

　
　

流
出
／
与
儀
区
民
が
移
転
を 

　
　

訴
え
る
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二
十
一
日
那
覇
市
与
儀
区
民
代
表
は
、
民

政
府
と
行
政
府
を
訪
れ
「
与
儀
の
軍
用
ガ

ソ
リ
ン
・
タ
ン
ク
を
移
転
し
て
ほ
し
い
」
と

陳
情
し
た
。
同
ガ
ソ
リ
ン
・
タ
ン
ク
は
与

儀
区
と
古
波
蔵
区
の
間
の
丘
陵
地
帯
に
散

在
す
る
大
小
十
一
か
ら
な
る
軍
用
タ
ン
ク

だ
が
、
周
辺
に
立
ち
並
ぶ
約
千
戸
の
人
々

を
〝
も
し
万
一
の
時
に
は
〟
と
恐
怖
に
お

と
し
い
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
ガ
ソ
リ

ン
が
流
出
し
て
排
水
溝
に
満
ち
あ
ふ
れ
る

と
い
う
事
故
も
再
三
に
わ
た
り
起
っ
て
い

る
。
以
下
は
移
転
を
訴
え
る
ガ
ソ
リ
ン
・

タ
ン
ク
の
現
状
。

こ
の
ガ
ソ
リ
ン
・
タ
ン
ク
は
約
五
万
坪
の
敷

地
に
四
十
四
万
ガ
ロ
ン
入
り
の
小
タ
ン
ク

六
、
百
七
十
六
万
ガ
ロ
ン
入
り
の
大
タ
ン
ク

五
、
計
十
一
タ
ン
ク
が
散
在
し
て
い
る
。
給

油
は
那
覇
港
に
接
岸
し
た
タ
ン
ク
か
ら
、
直

接
地
下
の
パ
イ
プ
を
通
し
て
す
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
嘉
手
納
飛
行
場
に
旧



一
〇
二

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
九
月

鉄
道
線
路
ぞ
い
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
地
下
パ

イ
プ
で
航
空
用
燃
料
と
し
て
送
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
供
給
の
さ
い
の
吸
い
あ
げ
と
、

送
り
出
し
の
と
き
パ
イ
プ
や
バ
ル
ブ
の
故
障

で
い
ま
ま
で
に
何
回
と
な
く
ガ
ソ
リ
ン
が

流
れ
出
し
て
い
る
。
し
か
も
排
水
溝
は
与
儀

区
を
通
っ
て
都
心
部
の
ガ
ー
ブ
川
に
い
た
り
、

久
茂
地
川
に
そ
そ
い
で
い
る
た
め
、
い
っ
た

ん
ガ
ソ
リ
ン
が
流
出
す
る
と
、
ず
っ
と
下
流

の
久
茂
地
川
に
い
た
る
ま
で
た
ち
ま
ち
ガ
ソ

リ
ン
の
は
ん
ら
ん
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
大
き
な
事
故
は
三
回

あ
っ
た
と
い
う
。
一
回
目
は
五
〇
年
ご
ろ
。
そ

の
と
き
に
は
タ
ン
ク
の
周
辺
に
は
ま
だ
人
家

が
少
な
か
っ
た
が
流
れ
出
た
ガ
ソ
リ
ン
に
引

火
、
住
宅
一
軒
と
豚
舎
二
軒
が
焼
失
、
し
か

も
人
命
ま
で
奪
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
流
失
す
る
ガ
ソ
リ
ン
を
す
く
い
取
り

に
来
た
人
が
、
火
の
渦
に
ま
き
こ
ま
れ
て
焼

死
し
た
も
の
、
三
回
目
は
今
年
の
五
月
ご

ろ
。
与
儀
の
交
番
付
近
の
バ
ル
ブ
が
故
障
し

た
た
め
流
出
あ
ふ
れ
で
る
ガ
ソ
リ
ン
に
ガ
ー

ブ
川
は
た
ち
ま
ち
ガ
ソ
リ
ン
の
川
と
な
っ
て
、

市
民
を
恐
怖
に
追
い
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
と

き
に
は
警
察
や
消
防
署
が
出
動
し
て
与
儀
付

近
は
交
通
遮
断
、
川
の
流
域
に
は
一
定
の
間

隔
を
お
い
て
監
視
す
る
と
い
う
も
の
も
の
し

い
警
戒
態
勢
を
し
い
た
。
こ
の
三
回
の
大
き

な
事
故
の
ほ
か
、
小
さ
な
事
故
は
こ
れ
ま
で

何
回
と
な
く
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
も
子
供

た
ち
が
、
流
失
す
る
ガ
ソ
リ
ン
を
す
く
い
と

り
に
集
ま
る
の
で
、
な
お
さ
ら
危
険
だ
と
、
付

近
の
人
々
は
事
故
の
た
び
ご
と
に
お
び
え
て

い
る
。
タ
ン
ク
が
設
置
さ
れ
た
四
八
年
ご
ろ

は
付
近
一
帯
は
ま
だ
住
民
が
入
っ
て
い
な
か

っ
た
が
、
い
ま
で
は
与
儀
、
古
波
蔵
両
区
と

も
人
家
が
密
集
、
設
置
当
時
と
は
す
っ
か
り

事
情
も
違
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
適
当
な
郊

外
に
移
転
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
強
く
訴
え

て
い
る
。
ま
た
移
転
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し

て
①
パ
イ
プ
や
バ
ル
ブ
の
施
設
を
完
全
に
し

て
、
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
に
す
る
②
排
水

溝
を
現
在
の
場
所
か
ら
、
国
場
川
に
そ
そ
ぐ

よ
う
移
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
望
し
て
い
る
。

移
転
問
題
に
つ
い
て
与
儀
区
に
在
住
す
る
宮

里
栄
輝
氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
・
タ
ン
ク
の
設
置
当
時
は
付
近

一
帯
は
ま
っ
た
く
の
原
野
で
、
現
在
と
事
情

が
す
っ
か
り
違
っ
て
い
た
。
万
一
の
こ
と
が

あ
れ
ば
単
に
与
儀
区
だ
け
で
な
く
、
都
心
部

ま
で
一
瞬
に
し
て
火
の
海
に
な
っ
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
る
。
こ
う
な
れ
ば
与
儀
区
だ
け

の
問
題
で
な
く
那
覇
市
全
体
の
問
題
に
な
っ

て
く
る
。
こ
の
さ
い
住
民
の
保
安
の
上
か
ら

も
、
ま
た
災
難
を
未
然
に
防
ぐ
上
か
ら
も
ぜ

ひ
移
転
し
て
も
ら
い
た
い
。
軍
で
も
、
こ
れ

ま
で
事
故
の
た
び
ご
と
に
深
い
関
心
を
示
し

て
く
れ
て
い
る
し
、
警
察
で
も
現
状
で
は
い

け
な
い
と
の
見
解
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ひ

と
つ
皆
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
問
題
を
解
決

し
て
い
き
た
い
。

　
〝
焼
却
炉
設
置
に
補
助
を
〟
／ 

　
　

那
覇
市
／
軍
、
民
政
府
に
陳 

　
　

情
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こ
の
ほ
ど
那
覇
市
議
会
か
ら
社
会
局
あ
て
、

那
覇
市
の
〝
塵
芥
焼
却
炉
〟
設
置
補
助
金
を

交
付
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
請
決
議
が
届

け
ら
れ
た
。

政
府
で
は
、
さ
る
七
月
、
那
覇
市
の
陳
情
で

六
〇
年
度
予
算
に
、
二
万
五
千
㌦
を
計
上
し

て
、
那
覇
市
の
塵
芥
焼
却
炉
設
置
に
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
那
覇

市
と
し
て
は
、
焼
却
炉
設
置
に
は
、
十
三
万

㌦
は
必
要
だ
と
い
い
、
政
府
補
助
二
万
五
千

㌦
を
も
ら
っ
て
も
、
の
こ
り
十
万
五
千
㌦
は

那
覇
市
の
財
政
で
は
と
て
も
無
理
だ
と
し
て
、

さ
ら
に
補
助
金
を
増
額
交
付
し
て
も
ら
い
た

い
と
高
等
弁
務
官
、
首
席
民
政
官
に
も
訴
え

て
い
る
。

那
覇
市
会
の
要
請
決
議
文
に
よ
る
と
、
那
覇

市
の
排
せ
つ
す
る
塵
芥
は
一
日
七
万
㌧
を
オ

ー
バ
ー
す
る
と
い
い
、
現
在
泊
港
北
岸
で
露

天
焼
却
し
て
い
る
が
、
煙
と
悪
臭
に
な
や
ま

さ
れ
て
お
り
、
二
十
万
の
市
民
に
と
っ
て
焼

却
炉
の
設
置
は
緊
急
解
決
を
要
す
る
問
題
だ

と
い
う
。

　

新
庁
舎
建
設
、
具
体
的
計
画
練 

　
　

る
／
那
覇
市
会
全
体
協
議
会 
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那
覇
市
会
は
四
日
午
後
三
時
す
ぎ
全
体
協
議

会
を
開
き
、
市
庁
舎
建
築
計
画
に
関
す
る
基

本
資
料
に
つ
い
て
市
当
局
と
意
見
を
交
換
し

た
。

　

那
覇
市
は
市
庁
舎
の
建
設
補
助
を
米
民
政

府
に
対
し
、
市
会
の
決
議
で
陳
情
し
た
と
こ

ろ
、
具
体
的
な
建
設
計
画
を
那
覇
市
、
同
市

会
、
琉
球
政
府
、
米
民
政
府
の
四
者
で
協
議

し
、
そ
の
上
で
資
金
の
援
助
も
考
慮
し
た
い

と
の
回
答
が
あ
り
、
協
議
会
を
開
き
、
基
本

資
料
を
検
討
し
た
わ
け
。

市
当
局
の
基
本
構
想
と
し
て
は
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
前
市
有
地
二
千
五
百
二
十
九
坪
余
に

地
上
五
階
建
（
地
下
一
階
）
二
千
七
百
坪
の

ビ
ル
を
建
設
し
た
い
意
向
で
あ
る
が
、
同
協

議
会
で
は
高
層
建
築
は
市
民
に
不
便
を
与
え

る
結
果
に
な
る
。
ま
た
将
来
の
こ
と
を
考
え

た
場
合
、
計
画
に
あ
る
敷
地
よ
り
、
与
儀
農

研
所
跡
の
方
が
適
当
だ
と
い
う
意
見
も
出
た

が
細
部
に
わ
た
る
計
画
は
今
後
の
こ
と
で
あ

り
、
目
前
の
問
題
と
し
て
は
建
設
補
助
を
ど

う
し
て
早
く
得
る
か
に
あ
る
と
し
て
早
急
に

四
者
協
議
会
が
開
か
れ
る
よ
う
な
態
勢
を
つ

く
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
散
会
し
た
。



一
〇
三

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
九
月

　

塵
芥
処
理
場
移
転
で
き
ぬ
／
那 

　
　

覇
市
当
局
が
説
明 
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那
覇
市
会
文
厚
労
委
は
三
日
午
後
二
時
か
ら

市
会
図
書
室
で
開
か
れ
、
さ
る
六
月
議
会
で

継
続
審
議
と
な
っ
た
①
市
営
住
宅
、
②
泊
北

岸
の
塵
芥
処
理
場
移
転
に
つ
い
て
の
陳
情
に

つ
い
て
審
議
し
た
。

①
さ
る
六
月
議
会
か
ら
継
続
審
議
中
で
あ
る

市
営
住
宅
計
画
に
つ
い
て
同
委
か
ら
市
当
局

側
に
早
急
具
体
化
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
市

当
局
側
の
説
明
で
は
敷
地
、
構
造
、
資
金
面

に
つ
い
て
ま
だ
具
体
案
は
な
く
、
同
委
と
し

て
は
市
民
の
待
望
で
あ
る
市
営
住
宅
計
画
に

つ
い
て
は
九
月
定
例
市
会
に
結
論
を
提
出
し

て
も
ら
い
た
い
と
要
望
し
た
。
②
陳
情
の
あ

っ
た
泊
北
岸
塵
芥
処
理
場
の
移
転
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
位
置
が
も
っ
と
も
適
当
で
、
ほ

か
に
適
地
が
な
い
と
の
当
局
側
の
説
明
が
あ

り
、
同
委
と
し
て
は
悪
臭
や
白
煙
を
最
小
限

に
と
ど
め
、
衛
生
管
理
を
厳
重
に
し
、
塵
芥

に
よ
る
埋
立
工
事
も
五
ヵ
年
の
長
期
に
わ
た

る
の
で
炉
式
に
よ
る
焼
却
炉
建
設
を
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
と
要
望
し
た
。

　

海
に
沈
ん
だ
土
地
／
那
覇
市
の 

　
　

垣
花
／
米
軍
が
地
料
支
払
い 

　
　

始
め
る

　
　

 
 
 

〔
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軍
桟
橋
拡
張
で
土
地
を
失
っ
た
旧
垣
花
町
の
地

主
に
対
す
る
地
料
支
払
い
が
十
日
ひ
る
一
時
か

ら
軍
用
土
地
事
務
所
で
始
め
ら
れ
た
。
こ
の

地
料
は
講
和
発
効
の
五
二
年
四
月
二
十
八
日

か
ら
五
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
分
、
総
額

十
一
万
一
千
六
百
八
十
五
㌦
三
十
六
㌣
。
四
六

年
米
軍
の
那
覇
港
拡
張
で
海
の
底
に
消
え
て

し
ま
っ
た
垣
花
町
お
よ
そ
一
万
八
百
六
十
四

坪
（
九
十
八
筆
）
に
対
す
る
地
料
で
、
受
け

と
る
地
主
は
七
十
九
人
、
一
人
平
均
千
四
百

余
㌦
だ
っ
た
が
、
最
低
は　

三
百
㌦
か
ら
最

高
は
一
万
四
千
三
百
十
七
㌦
余
（
辻
町
の

Ｔ
さ
ん
、
九
百
九
十
五
坪
）
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
人
た
ち
が
地
料
支
払
い
を
受
け
る
の
は

こ
れ
が
は
じ
め
て
。
他
の
軍
用
地
と
同
じ
く

米
軍
に
使
用
さ
れ
な
が
ら
、
海
の
底
に
消
え

た
と
い
う
だ
け
で
一
銭
の
補
償
も
な
さ
れ
な

い
の
は
お
か
し
い
と
、
地
主
た
ち
は
那
覇
港

湾
滅
失
地
主
組
合
を
組
織
、
長
年
に
わ
た
っ

て
運
動
し
て
き
た
の
が
み
の
っ
た
も
の
。

二
、
三
日
中
に
は
さ
ら
に
五
七
年
六
月
三
十

日
か
ら
五
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
分

五
万
八
百
六
十
三
㌦
の
支
払
い
も
行
わ
れ
る
。

五
八
年
六
月
以
降
は
他
の
軍
用
地
と
同
じ
く

新
土
地
計
画
に
従
っ
て
土
地
に
等
級
も
付
さ

れ
る
。

地
主
平
良
勇
太
郎
さ
ん
の
話　

こ
れ
ま
で
は

一
銭
の
補
償
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

で
な
ん
と
か
息
が
つ
け
ま
す
。
こ
こ
の
地
主

に
は
、
い
ま
だ
に
具
志
川
村
、
石
川
か
ら
引

揚
げ
の
で
き
な
い
生
活
扶
助
者
な
ど
が
い
る

の
で
す
。
こ
れ
で
こ
の
人
た
ち
も
な
ん
と
か

で
き
ま
し
ょ
う
。
米
当
局
の
善
意
と
琉
球
側

関
係
者
の
熱
意
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

与
儀
小
前
映
画
館
問
題
／
建
築 

　
　

に
幾
多
の
疑
問
点
／
場
合
に 

　
　

よ
っ
て
は
補
償
問
題
も 
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十
五
日
午
前
十
時
半
那
覇
市
会
文
厚
労

委
（
委
員
長
平
良
真
次
郎
氏
）
が
開
か
れ
、

与
儀
小
校
前
映
画
館
建
設
に
つ
い
て
審

議
し
、
正
午
現
場
を
調
査
、
午
後
二
時
半

散
会
し
た
が
、
台
風
の
た
め
十
七
日
午
後

再
び
委
員
会
を
開
い
て
審
議
を
続
行
、
教

育
関
係
八
団
体
か
ら
不
良
化
防
止
の
点

か
ら
も
映
画
館
の
建
築
阻
止
の
要
請
が

あ
り
、
早
急
に
結
論
を
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。
同
委
で
市
当
局
側
と
討
議
さ
れ
た
疑

義
を
中
心
に
与
儀
小
前
映
画
館
建
設
工

事
に
か
ら
む
い
く
た
の
問
題
点
を
摘
出

し
て
み
よ
う
。

①
与
儀
小
前
に
建
て
ら
れ
る
映
画
館
（
事
業

主
下
田
〇
〇
氏
）
の
建
築
確
認
に
つ
い
て
は
、

建
築
基
準
法
に
基
い
て
申
請
手
続
が
あ
れ
ば

建
築
主
事
が
建
築
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
興
行
場
と
し
て
の
営
業
許
可
は
社
会
局

公
衆
衛
生
課
の
担
当
で
主
席
の
許
可
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
同
映
画
館
建
築
工
事

は
さ
る
十
三
日
与
儀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
決
議

に
よ
り
一
週
間
建
築
を
中
止
し
て
い
る
。
同

映
画
館
の
建
築
確
認
は
な
さ
れ
て
い
る
が
興

行
場
と
し
て
の
許
可
は
申
請
も
ま
だ
行
な
っ

て
い
な
い
と
い
わ
れ
、
こ
こ
に
事
業
主
側
の

問
題
点
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
十
五
日
ひ
る
行
わ
れ
た
文
厚
労
委
と
市
当

局
側
の
合
同
現
場
調
査
で
は
確
認
以
前
の
設

計
と
建
築
違
反
を
し
て
お
り
、
市
当
局
で
は

こ
れ
を
タ
テ
に
さ
ら
に
建
築
中
止
を
す
る
方

針
で
あ
る
が
、
こ
の
建
築
請
負
工
事
者
と
の

契
約
の
内
容
に
よ
っ
て
は
建
築
中
止
は
そ
れ

だ
け
請
負
工
事
者
の
欠
損
に
な
り
こ
の
補
償

の
問
題
も
生
じ
て
く
る
の
で
、
こ
こ
に
も
市

建
築
課
と
事
業
主
の
間
に
一
つ
の
ト
ラ
ブ
ル

と
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
興
行

場
の
建
築
は
法
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
が
、
普

通
建
築
確
認
を
添
付
し
、
社
会
局
に
興
行
場

の
許
可
申
請
を
行
い
、
許
可
さ
れ
て
か
ら
建

築
を
始
め
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
こ

の
映
画
館
は
建
築
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
、
興

行
場
許
可
未
申
請
の
ま
ま
建
築
を
行
な
っ
て

い
る
や
り
方
に
も
問
題
点
が
あ
る
よ
う
だ
。



一
〇
四

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
九
月

②
建
築
基
準
法
第
四
条
に
よ
れ
ば
「
市
町
村

は
そ
の
長
の
指
揮
監
督
の
下
に
第
五
条
第
一

項
（
建
築
確
認
）
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
関

す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
た
め
に
建
築

主
事
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
り
、
建

築
確
認
は
建
築
主
事
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
わ

け
で
あ
る
が
「
市
町
村
は
そ
の
長
の
指
揮
監

督
の
下
に
」
と
あ
り
、
当
然
建
築
主
事
は
市

長
、
助
役
、
部
長
の
指
揮
監
督
を
仰
い
で
建

築
確
認
す
べ
き
で
、
市
当
局
の
法
の
解
釈
の

や
り
方
に
も
疑
問
が
あ
る
と
同
委
で
も
指
摘

さ
れ
、
義
永
助
役
も
建
築
主
事
の
建
築
確
認

に
対
す
る
指
揮
監
督
に
つ
い
て
疑
問
視
し
て

い
る
。

③
一
方
さ
る
十
三
日
与
儀
小
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

に
こ
の
映
画
館
建
設
を
子
弟
の
教
育
を
尊
重

す
る
建
前
か
ら
映
画
館
建
設
阻
止
の
た
め
約

千
三
百
名
の
父
兄
が
立
上
っ
た
こ
と
は
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
関
心
の

深
さ
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
一
事
業
主
の
建

築
確
認
を
行
な
っ
た
市
の
建
築
主
事
の
立
場

を
守
る
た
め
に
与
儀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
建
築

阻
止
の
要
請
を
無
視
す
る
よ
う
な
市
当
局
の

態
度
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
も

強
い
。

与
党
派
議
員
も
こ
れ
が
政
治
問
題
化
す
る
の

を
お
そ
れ
て
市
当
局
に
早
急
解
決
の
態
度
を

と
っ
て
い
る
。

十
五
日
那
覇
市
会
文
厚
労
委
で
行
わ
れ
た
与

儀
小
前
映
画
館
建
設
に
つ
い
て
の
審
議
の
内

容
は
次
の
と
お
り
。

平
良
委
員
長　

与
儀
小
校
前
映
画
館
の
建
築

確
認
取
消
し
陳
情
が
議
会
に
も
提
出
さ
れ
、

二
、
三
日
前
か
ら
新
聞
報
道
さ
れ
問
題
化
し

て
い
る
が
、
映
画
館
と
し
て
な
ぜ
建
築
確
認

さ
れ
た
か
そ
の
イ
キ
サ
ツ
を
聞
き
た
い
。

与
世
田
建
築
課
長　

六
月
六
日
建
築
申
請
を

受
付
け
て
い
る
が
、
内
容
は
建
築
基
準
法
に

触
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
す
で
に
着
工

さ
れ
て
い
る
が
、
建
築
主
事
の
建
築
確
認
は

純
技
術
的
な
立
場
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
興

行
場
の
営
業
許
可
は
法
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

浦
崎
副
委
員
長　

建
築
確
認
は
市
長
の
決
裁

で
行
わ
れ
る
の
か
。

与
世
田　

建
設
関
係
部
門
の
課
長
と
も
あ
い

議
し
て
建
築
主
事
が
建
築
確
認
を
行
い
、
市

長
、
助
役
の
決
裁
は
い
ら
な
い
。

森
田
委
員　

将
来
文
教
地
区
と
し
て
の
指
定

を
十
分
予
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
建
築

確
認
を
す
る
前
に
、
そ
の
付
近
の
子
弟
を
持

つ
住
民
の
こ
と
を
よ
く
考
慮
し
て
事
業
主
と

も
よ
く
話
し
あ
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

備
瀬
委
員　

市
で
は
将
来
旧
真
和
志
、
小
禄

地
区
に
文
教
地
区
を
指
定
す
る
の
は
わ
か
り

切
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
、
与
儀
小
前

に
映
画
館
の
建
築
確
認
を
し
た
と
い
う
こ
と

は
責
任
あ
る
計
画
に
基
い
て
や
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。

知
念
都
計
課
長　

文
教
地
区
の
指
定
に
あ
た

っ
て
は
ま
ず
地
域
の
測
量
を
行
い
、
文
教
地

区
に
は
バ
ー
、
旅
館
、
映
画
館
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
の
で
学
校
付
近
の
道
路
を
把
握

し
な
い
と
そ
の
範
囲
の
決
定
が
で
き
な
い
。

備
瀬　

映
画
館
の
あ
た
り
は
文
教
地
区
の
範

囲
に
な
る
の
は
当
然
予
想
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
、
測
量
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
学
校
前
に
建
築
確
認
を
す
る
の
は
ル
ー
ズ

だ
。
も
っ
と
事
業
主
と
な
っ
と
く
行
く
よ
う

に
話
し
あ
え
ば
よ
か
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
こ

の
よ
う
な
不
手
際
も
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。

浦
崎　

与
儀
小
前
の
映
画
館
建
設
問
題
は
こ

れ
を
い
か
に
し
て
事
態
を
収
拾
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
千
三
百
名

も
出
席
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に
こ
の

問
題
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
が
、

わ
か
る
。
子
を
持
つ
親
の
気
持
は
誰
で
も
同

じ
だ
。
今
は
主
権
在
民
で
、
昔
の
行
政
の
考

え
方
は
だ
め
だ
。
民
主
的
な
考
え
で
い
え

ば
、
こ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
要
望
を
無
視
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
市
の
怠
慢
と
も
と
れ
る

と
思
う
が
、
あ
の
建
築
申
請
の
場
合
、
文
教

地
区
の
計
画
中
で
も
あ
り
、
建
築
場
所
を
変

更
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
建

築
確
認
が
出
た
以
上
市
当
局
は
そ
の
線
を
そ

の
ま
ま
推
し
進
め
る
の
か
、
い
か
な
る
処
置

を
と
る
の
か
、
損
害
補
償
の
こ
と
も
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
こ
れ
が
解
決
し
な

け
れ
ば
市
政
全
般
か
ら
み
て
も
、
大
局
を
見

失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

義
永
助
役　

建
築
主
事
は
都
市
計
画
法
が
あ

っ
て
も
、
建
築
確
認
に
お
い
て
全
然
無
関
知

の
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。
建
築
主
事
に
つ

い
て
の
基
準
法
に
よ
る
指
揮
監
督
に
つ
い
て

は
い
さ
さ
か
疑
問
を
持
っ
て
お
り
、
研
究
し

て
い
る
。
与
儀
小
の
文
教
地
区
指
定
に
つ
い

て
は
こ
ん
ど
の
九
月
定
例
市
会
に
議
案
と
し

て
提
案
す
る
し
、
旧
那
覇
、
真
和
志
、
小
禄

に
つ
い
て
も
十
二
月
ま
で
に
文
教
地
区
指
定

を
終
了
し
た
い
。
市
と
し
て
は
文
教
地
区
と

し
て
指
定
す
る
方
針
で
あ
り
、
文
教
地
区
と

し
て
指
定
さ
れ
る
と
映
画
館
は
建
設
で
き
な

い
と
の
考
え
に
立
っ
て
い
る
。
問
題
の
映
画

館
は
建
築
確
認
と
相
違
が
あ
る
の
で
い
ち
お

う
建
築
を
中
止
さ
せ
る
方
針
で
あ
る
。

　

那
覇
市
会
／
文
教
地
区
指
定
で 

　
　

解
決
か
／
与
儀
小
校
前
映
画 

　
　

館
問
題
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十
八
日
の
那
覇
市
会
文
厚
労
委
で
与
儀
小
前

映
画
館
の
建
設
問
題
に
つ
い
て
結
論
を
出

し
「
教
育
上
好
ま
し
く
な
い
の
で
市
長
が
責

任
を
認
め
た
上
早
急
に
文
教
地
区
に
指
定
す

る
」
よ
う
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
当
局

で
も
九
月
の
定
例
市
会
に
与
儀
小
に
関
す
る



一
〇
五

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
九
月

文
教
地
区
指
定
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
十
八
日
真
和
志
出
身
議
員
と
文
教
地

区
指
定
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
文

教
地
区
の
区
域
線
を
ど
こ
に
す
る
か
検
討
中

で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
十
七
日
の
文

厚
労
委
で
兼
次
市
長
は
「
建
築
確
認
申
請
書

類
と
現
在
の
条
件
が
不
一
致
で
違
反
建
築
で

あ
り
、
建
築
中
止
の
処
置
を
と
っ
て
い

る
。
建
築
確
認
は
主
事
に
与
え
ら
れ
た
権
限

に
よ
っ
て
最
低
の
基
準
を
み
た
し
た
法
の
規

定
に
よ
っ
て
確
認
す
な
わ
ち
認
定
を
行
な
っ

て
い
る
。
建
築
主
か
ら
申
請
さ
れ
る
と
建
築

主
事
に
よ
っ
て
建
築
確
認
が
行
わ
れ
る
の
で

あ
っ
て
市
長
に
は
そ
の
権
限
は
な
い
。
将
来

文
教
地
区
に
指
定
す
る
方
針
で
あ
る
が
、
与

儀
小
前
映
画
館
の
建
築
阻
止
に
は
二
つ
の
方

法
が
あ
る
。
一
つ
は
行
政
府
が
興
行
場
と
し

て
認
可
を
与
え
な
い
よ
う
お
願
い
す
る
一
つ

に
は
文
教
地
区
に
す
み
や
か
に
指
定
し
て
、

映
画
館
が
設
置
で
き
な
い
こ
と
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
行
政
府
の
興
行
場
認
可
に
つ
い
て

非
公
式
に
見
解
を
う
か
が
っ
た
が
、
「
事
業

主
が
興
行
場
の
申
請
も
し
て
い
な
い
。
同
建

物
は
違
反
建
築
物
で
あ
る
の
で
、
建
築
中
止

の
処
置
を
と
る
」
と
い
う
見
解
を
発
表
し
て

お
り
、
九
月
定
例
市
会
に
提
出
さ
れ
る
与
儀

小
の
文
教
地
区
指
定
の
議
案
の
審
議
で
同
映

画
館
建
築
物
に
対
す
る
諸
問
題
が
追
及
さ
れ

る
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
市
当
局
が
意
図
す

る
よ
う
に
文
教
地
区
指
定
に
よ
る
映
画
館
阻

止
策
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
か
、
事
業
主
の
立

場
も
考
慮
し
て
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
り
成

行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
さ
る
十
七
日
の

文
厚
労
委
に
は
兼
次
市
長
は
じ
め
関
係
部
課

長
、
行
政
府
か
ら
野
原
建
築
課
長
代
理
も
出

席
、
建
築
主
事
の
権
限
に
つ
い
て
疑
義
を
正

し
た
が
建
築
基
準
法
第
四
条
に
は
建
築
主
事

は
そ
の
長
の
指
揮
監
督
の
下
に
と
あ
り
、
ま

た
同
条
は
任
意
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
建
築

主
事
は
特
定
行
政
庁
の
委
任
事
務
で
は
な
い

か
な
ど
、
与
儀
小
前
映
画
館
の
建
築
確
認
を

め
ぐ
っ
て
建
築
基
準
法
の
規
定
に
対
す
る
法

的
な
疑
義
、
解
釈
に
つ
い
て
活
発
な
討
議
が

な
さ
れ
建
築
確
認
に
つ
い
て
大
幅
な
権
限
を

課
せ
ら
れ
て
い
る
建
築
主
事
の
単
な
る
技
術

的
な
場
だ
け
で
な
く
、
基
準
法
に
も
う
た
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
公
共
の
福
祉
増
進
と
い
う

目
的
か
ら
行
政
へ
の
理
解
と
参
加
が
要
望
さ

れ
た
。
同
委
で
な
さ
れ
た
建
築
主
事
の
権
限

に
つ
い
て
の
主
な
疑
義
は
、
建
築
主
事
は
建

築
基
準
法
第
四
条
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
特
定
行
政
庁
の
長
の
指
揮
監
督
の
下
に

と
あ
る
以
上
、
市
長
に
報
告
し
て
そ
の
指
揮

を
仰
ぐ
の
は
当
然
で
は
な
い
か
、
こ
ん
ど
の

場
合
与
儀
小
前
に
映
画
館
を
建
て
る
こ
と
で

あ
り
、
建
築
主
事
は
こ
の
よ
う
な
特
殊
建
築

物
に
つ
い
て
は
上
司
の
意
向
も
聞
く
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
と
い
う
点
が
あ
っ
た
が
建
築

主
事
の
立
場
と
し
て
は
建
築
申
請
が
な
さ
れ

れ
ば
、
計
画
さ
れ
た
建
物
が
基
準
法
に
あ
て

は
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
合
法
か
否
か
を
み

て
、
そ
れ
を
公
け
に
認
め
る
す
な
わ
ち
建
築

確
認
を
す
る
わ
け
で
、
法
に
基
い
て
建
築
確

認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
築
確
認
は
法

に
基
き
建
築
主
事
の
権
限
で
行
な
う
こ
と
が

で
き
、
上
司
に
報
告
し
て
い
な
い
現
状
を
説

明
し
た
。
そ
の
ほ
か
映
画
館
と
し
て
営
業
す

る
場
合
、
現
状
で
は
建
築
確
認
と
興
行
物
法

に
よ
る
営
業
許
可
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
こ
の
点
を
是
正
し
て
建
築
行
政
の
一
本
化

も
要
請
さ
れ
た
が
具
体
的
な
結
論
は
出
な
か

っ
た
。
ま
た
建
築
基
準
法
に
は
任
意
規
定
の

文
句
は
あ
る
が
、
建
築
確
認
に
お
い
て
行
政

上
の
ミ
ス
が
あ
っ
て
も
介
入
も
で
き
ず
そ
の

長
が
責
任
だ
け
を
と
っ
て
処
置
を
す
る
現
状

な
ら
建
築
主
事
は
お
か
な
く
て
も
よ
い
で
は

な
い
か
と
い
う
市
議
の
意
見
も
あ
り
、
ま
た

同
建
築
物
が
竣
工
時
に
お
い
て
建
築
確
認
の

条
件
が
満
足
し
て
お
れ
ば
よ
い
と
い
う
建
築

主
事
の
考
え
方
が
不
満
で
現
場
調
査
に
よ
れ

ば
建
築
物
敷
地
は
四
㍍
の
道
路
に
接
し
な
い

と
な
ら
な
い
が
興
行
場
で
あ
る
の
に
最
低
限

と
の
道
路
の
幅
に
も
な
い
。
三
百
名
以
上
の

興
行
場
の
道
路
は
幅
員
六
㍍
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
非
常
階
段
の
出
口
に
空
地
が
な
い

設
計
図
で
は
空
地
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

撤
去
す
べ
き
建
築
物
が
あ
る
な
ど
確
認
条
件

が
み
た
さ
れ
て
い
な
い
の
に
建
築
確
認
さ
れ

て
い
る
の
は
判
断
に
苦
し
む
な
ど
大
城
市
建

設
部
長
が
疑
義
を
提
出
す
る
な
ど
建
築
主
事

の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
題
化
し
建
築
主
事
の

ミ
ス
を
誰
が
発
見
し
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
い
う
意
見
も
出
た
。
特
定
行
政
庁

と
建
築
主
事
の
関
係
は
法
の
上
で
は
規
定
さ

れ
て
は
い
る
が
、
実
際
の
問
題
と
し
て
は
委

任
事
務
の
よ
う
な
格
好
で
市
長
は
責
任
だ
け

は
問
わ
れ
る
が
、
建
築
確
認
に
つ
い
て
は
あ

ず
か
り
知
ら
ぬ
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。
建

築
主
事
の
あ
り
方
と
し
て
こ
ん
ご
市
長
の
直

属
部
下
で
あ
る
関
係
部
長
ま
で
は
特
殊
建
築

物
に
か
ぎ
り
あ
い
議
す
る
の
が
当
然
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
が
強
い
し
、
ま
た
建
築
主

事
の
ミ
ス
を
発
見
す
る
た
め
に
も
建
築
審
査

委
の
活
動
を
期
待
し
て
い
る
向
き
も
あ
り
、

こ
の
際
建
築
行
政
の
あ
り
方
を
反
省
し
、
そ

の
向
上
を
は
か
る
べ
き
だ
と
い
う
批
判
も
出

た
。
与
儀
小
前
映
画
館
建
設
問
題
は
公
共
の

福
祉
増
進
を
は
か
る
建
築
行
政
の
根
本
に
ふ

れ
つ
つ
、
建
築
主
事
の
あ
り
方
に
ま
で
お
よ

び
、
こ
ん
ご
の
研
究
と
理
解
に
よ
る
建
築
行

政
の
欠
陥
打
開
へ
の
一
石
を
投
じ
て
お
り
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。
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行
政
機
構
に
そ
っ
て
／
那
覇
市 

　
　

会
／
常
任
委
改
め
る 
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那
覇
市
会
の
総
務
財
政
委
員
会
は
二
十
五
日

あ
さ
十
時
か
ら
委
員
会
を
開
き
、
付
託
さ
れ

て
い
る
市
会
の
常
任
委
員
会
条
例
の
改
正
を

審
議
し
た
。
同
条
例
の
改
正
案
は
市
の
行
政

機
構
の
改
革
に
よ
っ
て
そ
れ
と
合
致
し
た
常

任
委
員
会
に
改
め
よ
う
と
議
員
提
案
（
仲
宗

根
氏
ら
六
氏
）
に
よ
る
も
の
。
原
案
の
う
ち

議
事
運
営
委
員
会
は
常
任
委
員
会
と
し
て
で

な
く
と
も
現
状
の
ま
ま
で
支
障
は
な
い
と
し

て
同
項
を
除
き
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

▽
総
務
委
員
会
＝
総
務
部
に
属
す
る
事
項
、

企
画
室
、
出
納
室
、
消
防
隊
に
関
す
る
事
項
の

ほ
か
、
他
の
委
員
会
に
属
し
な
い
事
項
。
▽

建
設
委
員
会
＝
建
設
部
に
関
す
る
事
項
。

▽
経
済
民
生
委
員
会
＝
経
済
民
生
部
に
関
す

る
事
項
。

な
お
、
予
算
決
算
委
を
常
任
化
す
る
こ
と
が

の
ぞ
ま
し
い
と
い
う
意
見
も
出
た
が
、
必
要

に
応
じ
て
特
別
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
に
す

る
、
と
い
う
こ
と
に
落
ち
着
き
、
常
任
委
設

置
は
見
合
わ
せ
た
。
ま
た
首
里
屠
殺
場
の
存

置
に
つ
い
て
の
陳
情
は
採
択
さ
れ
た
。

　

　

那
覇
市
会
、
29
日
に
開
会
／
追 

　
　

加
更
正
予
算
案
を
提
出 
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来
る
二
十
九
日
か
ら
開
会
す
る
第
三
十
三
回

定
例
市
会
に
那
覇
市
は
六
〇
年
度
の
追
加
予

算
を
提
案
、
そ
の
総
額
は
十
九
万
八
百
九
十

㌦
と
な
っ
て
い
る
。
同
市
の
当
初
予
算

総
額
は
百
四
十
九
万
六
千
四
百
九
十
九

㌦

で

追

加

予

算

が

議

会

で

可

決

さ

れ
る
と
那
覇
市
の
六
〇
年
度
予
算
は

百
六
十
八
万
七
千
三
百
八
十
九
㌦
と
な
る
。

追
加
予
算
（
案
）
の
歳
入
で
は
軍
用
地
料
の

一
万
一
千
二
百
七
十
五
㌦
、
政
府
の
諸
補
助

金
三
万
五
千
四
百
十
五
㌦
、
前
年
度
繰
越
金

九
万
三
百
五
十
一
㌦
な
ど
の
ほ
か
に
雑
収
入

五
万
三
千
八
百
五
十
㌦
（
無
地
番
軍
用
地

料
五
万
二
千
四
百
五
㌦
な
ど
）
が
あ
り
計

十
九
万
八
百
九
十
㌦
の
歳
入
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
で
は
土
木
関
係
の
事
業
費
に
重
点
を
置

き
、
産
業
経
済
面
で
は
政
府
の
補
助
金
を
そ

の
ま
ま
当
て
た
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
の
お
も
な
項
は
次
の
と
お
り
。

▽
議
会
費
＝
四
千
百
四
十
八
㌦
。

▽
役
所
費
＝
四
万
三
千
三
十
一
㌦
、
ジ

ー
プ
一
台
、
オ
ー
ト
バ
イ
二
台
の
購
入

（
三
千
二
百
四
十
二
㌦
）
。
地
番
表
示
奨
励
費

（
二
千
三
十
四
㌦
）
庁
舎
建
設
を
す
る
た
め
の

設
計
費
（
五
千
六
百
六
十
一
㌦
）
住
民
登
録

調
査
費
（
一
万
三
千
㌦
）
が
あ
る
。

▽
消
防
費
＝
二
万
六
千
六
百
八
十
一
㌦
、

施
設
強
化
と
し
て
ハ
シ
ゴ
消
防
車
一
台

（
二
万
二
千
八
百
㌦
）
を
購
入
、
ま
た
来
年

早
々
に
十
周
年
を
迎
え
る
の
で
記
念
行
事
費

三
百
八
十
七
㌦
も
計
上
。
こ
の
ほ
か
防
火
用

貯
水
タ
ン
ク
も
新
設
（
二
千
五
百
㌦
）
す
る
。

▽
土
木
費
＝
七
万
六
千
四
百
八
十
四
㌦
、
壺

屋
区
間
道
路
、
楚
辺
区
間
道
路
、
繁
多
川

線
道
路
、
琉
球
火
災
横
道
路
の
四
路
線

を
改
修
（
一
万
四
千
八
百
九
十
㌦
）
、
橋

梁
（
八
千
三
百
二
十
㌦
）
で
は
南
美
栄
橋

の
人
道
橋
新
設
、
同
上
流
鉄
橋
移
設
、
小

禄

ハ

ー

ゲ
ラ

改

修

の

工

事
。

排

水

溝

（
一
万
二
千
三
百
七
十
五
㌦
）
で
は
平
良
区

間
、
与
儀
区
間
、
松
川
区
間
の
三
か
所
の
工
事

費
を
計
上
。
そ
の
ほ
か
泊
護
岸
の
復
旧
、
安

里
川
上
流
改
修
工
事
に
伴
う
家
屋
立
退
き
補

償
費
（
二
万
三
千
四
百
十
八
㌦
）
が
あ
る
。

▽
都
計
事
業
費
＝
一
万
一
千
九
百
六
㌦
。
全

額
旭
ガ
丘
公
園
建
設
に
と
も
な
う
家
屋
の
移

転
補
償
費
。

▽
港
湾
費
＝
千
二
百
五
十
二
㌦
。
泊
港
南
岸

に
公
衆
便
所
を
新
設
す
る
。

▽
社
会
及
び
労
働
施
設
費
＝
三
千
百
八
十
四

㌦
。
小
禄
愛
生
寮
の
井
戸
新
設
、
首
里
淡
水

プ
ー
ル
の
外
柵
新
設
、
そ
の
他
体
育
関
係
の

補
助
金
が
お
も
な
も
の
。

▽
産
業
経
済
費
＝
二
万
五
百
五
十
八
㌦
。
観

光
客
に
記
念
の
土
産
品
と
し
て
贈
る
「
の
れ

ん
」
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
二
千
五
百
㌦

で
作
製
、
観
光
地
案
内
看
板
も
建
て
る
。
安

謝
港
の
漁
港
施
設
工
事
（
九
千
九
百
㌦
）

　

那
覇
市
／
真
地
原
の
火
葬
場
反 

　
　

対
陳
情
を
採
択 
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二
十
八
日
午
後
二
時
那
覇
市
会
図
書
室
で
文

厚
労
委
が
開
か
れ
、
那
覇
市
字
真
地
原
五
〇

四
番
地
に
工
事
中
の
火
葬
場
設
置
に
つ
い
て

上
原
安
清
氏
の
設
置
反
対
陳
情
を
審
議
し
た

結
果
、
満
場
一
致
で
反
対
陳
情
を
採
択
し

た
。

反
対
陳
情
書
に
よ
れ
ば
①
同
場
所
は
軍
向
け

清
浄
野
菜
栽
培
圃
場
内
に
あ
っ
て
指
定
地
の

取
消
し
が
予
想
さ
れ
耕
作
農
家
に
と
っ
て
死

活
の
問
題
で
あ
る
。
②
同
地
域
は
宅
地
で
あ

り
住
宅
建
築
が
計
画
中
で
あ
る
。
③
同
場
所

は
高
台
に
位
置
し
近
接
部
落
民
は
屍
体
処
理

に
よ
る
悪
臭
の
中
で
生
活
し
絶
え
ず
不
快
感

が
生
ず
る
。
④
こ
の
地
域
は
霊
園
に
近
接
し

て
い
る
が
、
霊
園
は
都
市
計
画
上
公
園
の
性

格
を
帯
び
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
散
歩

の
地
で
あ
る
。

よ
っ
て
都
市
計
画
風
致
地
区
規
則
第
三
条
第

三
項
に
よ
り
著
し
く
悪
臭
を
発
生
す
る
施
設

の
新
設
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由
を

あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
火
葬
場
設
置
問
題
は

裁
判
で
け
い
争
中
で
あ
り
成
行
き
が
注
目
さ



一
〇
七

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
九―

十
月

れ
る
。

　

議
長
の
辞
表
め
ぐ
り
茶
番
劇
／ 

　
　

那
覇
市
定
例
議
会
／
与
党
派 

　
　

の
目
算
外
れ
／
渡
口
副
議
長 

　
　

追
い
出
し
失
敗 
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二
十
九
日
午
前
十
時
四
十
五
分
開
会
し
た

那
覇
市
議
会
（
出
席
議
員
四
十
一
名
）
の

冒
頭
で
新
垣
松
助
議
員
が
緊
急
動
議
と
し

て
提
出
し
た
「
正
副
議
長
改
選
」
に
つ
い

て
昼
食
の
休
会
中
に
渡
口
（
麗
）
派
、
人

民
党
、
与
党
派
と
各
派
緊
急
対
策
を
や
り
、

虚
々
実
々
の
各
派
交
渉
に
入
り
、
市
会

は
「
正
副
議
長
改
選
」
で
開
店
休
業
の
状

態
に
な
り
、
午
後
二
時
五
分
よ
う
や
く
再

開
、
採
決
に
入
っ
た
と
こ
ろ
与
党
派
の
目

算
が
あ
て
は
ず
れ
、
二
十
対
二
十
の
可
否

同
数
と
な
り
、
高
良
議
長
が
現
状
維
持
の

原
則
に
従
っ
て
否
決
不
採
決
と
な
り
議

場
騒
然
、
与
党
派
議
員
の
目
論
ん
だ
正
副

議
長
の
改
選
は
賛
成
派
と
み
ら
れ
て
い

た
宮
里
議
員
が
否
決
に
ま
わ
っ
た
た
め

水
泡
に
帰
し
た
。

　

人
民
党
、
渡
口
派
と
同
調
／
宮
里
議
員

　
　

が
寝
返
り
騒
ぎ

つ
づ
い
て
機
構
改
革
に
と
も
な
う
新
常
任
委

員
会
の
構
成
を
行
う
た
め
、
選
考
委
員
五
名

を
あ
げ
、
一
た
ん
休
憩
。
午
後
三
時
半
再
開

後
総
務
委
十
四
名
、
建
設
委
十
四
名
、
経
済
民

生
委
十
三
名
の
メ
ン
バ
ー
発
表
後
、
高
良
議

長
は
辞
表
を
議
会
に
提
出
し
て
、
議
長
室
に

引
上
げ
、
議
場
は
一
時
放
任
の
状
態
に
な
っ

た
が
、
渡
口
副
議
長
が
議
長
席
に
つ
き
、
高

良
議
長
の
辞
表
を
受
理
す
る
か
し
な
い
か
表

決
に
入
っ
た
。
辞
表
を
受
理
し
な
い
の
に
賛

成
三
十
九
名
、
反
対
一
名
で
高
良
議
長
の
留

任
を
決
定
、
渡
口
副
議
長
が
高
良
議
長
を
議

長
室
か
ら
ひ
っ
ぱ
り
出
し
、
議
長
席
に
つ
か

せ
、
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
再

び
議
事
進
行
を
つ
と
め
る
な
ど
、
那
覇
市
会

の
第
一
日
目
は
「
正
副
議
長
の
改
選
」
を
め

ぐ
り
茶
番
劇
に
終
始
、
午
後
四
時
ご
ろ
や
っ

と
議
事
日
程
に
入
り
、
那
覇
市
有
和
牛
貸
付

条
例
な
ど
議
案
上
程
、
市
当
局
の
説
明
を
聴

取
し
午
後
四
時
半
、
第
一
日
目
本
会
議
の
日

程
を
終
了
し
た
。

新
垣
松
助
議
員
の
提
出
し
た
緊
急
動
議
「
正

副
議
長
の
改
選
」
は
今
の
正
副
議
長
は
真
和

志
の
合
併
前
の
正
副
議
長
で
あ
り
、
合
併
時

改
選
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
真
和
志

議
員
十
五
名
を
ふ
く
め
た
那
覇
市
会
で
必
要

に
応
じ
て
改
選
す
る
と
り
き
め
で
あ
り
、
九

月
に
任
期
満
了
の
常
任
委
員
会
が
改
正
さ
れ

新
発
足
す
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
正
副
議
長

も
改
選
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
当
然
議
会

で
取
上
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
が
取
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
緊
急
動
議
の
形
で
提
案
し
た

も
の
。
二
十
八
日
夜
首
里
の
「
京
屋
」
に
与
党

派
議
員
約
二
十
名
が
集
ま
り
正
副
議
長
改
選

に
つ
い
て
工
作
が
な
さ
れ
て
お
り
過
半
数
で

緊
急
動
議
を
採
択
、
高
良
議
長
は
辞
表
提
出
、

も
し
渡
口
副
議
長
が
辞
表
を
出
さ
な
か
っ
た

場
合
、
真
和
志
合
併
時
の
と
り
き
め
が
議
事

録
に
も
残
っ
て
お
り
、
こ
の
線
か
ら
道
義
的

な
欠
陥
を
つ
き
、
あ
わ
よ
く
ば
正
副
議
長
改

選
に
持
っ
て
い
き
、
高
良
議
長
再
選
、
与
党

派
か
ら
副
議
長
を
選
出
す
る
と
い
う
工
作
だ

と
み
ら
れ
て
い
る
。

一
方
渡
口
派
で
は
、
正
副
議
長
改
選
に
な
る

前
に
渡
口
副
議
長
が
辞
職
し
な
け
れ
ば
よ
い

の
で
あ
り
、
な
ん
ら
法
の
拘
束
を
受
け
る
も

の
で
も
な
く
要
は
本
人
の
意
思
表
示
が
な
い

か
ぎ
り
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
絶
対
に
辞
職

し
な
い
と
い
う
線
で
結
束
し
て
い
た
。

人
民
党
で
は
二
十
九
日
本
会
議
で
の
緊
急
動

議
は
突
然
の
こ
と
で
あ
り
、
事
前
の
各
派
交

渉
も
な
く
、
裏
面
工
作
の
に
お
い
が
す
る
の

で
、
問
題
に
対
処
す
る
た
め
暫
く
時
間
の
余

裕
を
持
ち
た
い
と
い
う
線
で
与
党
派
と
も
交

渉
し
た
が
結
局
正
副
議
長
改
選
不
採
択
の
立

場
を
固
め
た
。
採
決
の
結
果
に
お
い
て
は
水

と
油
の
中
で
あ
る
保
守
系
の
渡
口
派
と
同
調

す
る
と
い
う
異
変
ぶ
り
を
み
せ
た
。
正
副
議

長
改
選
動
議
成
立
後
、
採
択
す
る
か
不
採
択

と
す
る
か
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
二
十
対
反

対
二
十
の
可
否
同
数
と
い
う
珍
し
い
ケ
ー
ス

に
な
り
、
高
良
議
長
は
現
状
維
持
の
原
則
に

従
っ
て
否
決
と
し
、
動
議
は
不
採
決
と
な
る

と
い
う
与
党
派
に
は
意
外
な
票
数
結
果
に
な

り
、
窮
地
に
追
い
こ
ま
れ
た
渡
口
派
が
笑
い

が
止
ま
ら
ぬ
表
情
を
見
せ
、
議
員
で
さ
え
も

最
後
の
最
後
ま
で
予
想
も
つ
か
な
い
魔
の
市

会
ぶ
り
を
発
揮
し
た
。

宮
里
敏
慶
議
員
の
話　

正
副
議
長
は
自
治
法

に
よ
り
四
ヵ
年
の
任
期
が
あ
り
そ
の
任
期
中

に
数
の
暴
力
で
正
副
議
長
改
選
し
よ
う
と
い

う
は
、
は
な
は
だ
民
主
的
で
は
な
い
と
い
う

立
場
か
ら
反
対
し
た
。

高
良
議
長
の
話　

ゴ
タ
ゴ
タ
し
て
い
る
議
会

の
空
気
を
一
掃
す
る
た
め
と
議
長
と
し
て
議

会
の
意
思
を
尊
重
し
て
、
大
義
名
分
を
明
ら

か
に
し
筋
を
通
す
上
か
ら
辞
表
を
提
出
し
た

が
、
再
び
満
場
一
致
で
留
任
し
た
。
那
覇
市
会

は
魔
の
市
会
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
ん
な

に
難
航
す
る
議
会
は
ほ
か
に
例
が
な
い
。
こ

ん
ご
と
も
市
会
を
明
朗
化
し
て
、
ス
ム
ー
ズ

に
運
営
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　

那
覇
市
の
税
収
ふ
え
る
／
60
年 

　
　

度
／
市
町
村
税
法
の
改
正
で 
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六
〇
年
度
か
ら
市
町
村
税
法
が
改
正
さ
れ
、

市
町
村
の
税
種
目
は
十
種
目
か
ら
四
種
目

（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
事
業
税
、
不
動

産
取
得
税
）
と
な
り
、
他
の
六
種
目
（
特
別



一
〇
八

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
月

所
得
税
、
自
転
車
税
、
牛
馬
車
税
、
屠
畜
税
、

畜
犬
税
、
興
行
税
）
が
廃
止
さ
れ
た
。
那
覇

市
は
こ
の
市
町
村
税
法
の
改
正
に
よ
る
市
民

の
負
担
状
況
を
九
月
に
発
行
し
た
第
十
一
回

財
政
公
表
で
改
正
前
の
五
九
年
度
と
、
比
較

し
て
説
明
、
予
算
上
五
九
年
度
よ
り
六
〇
年

度
の
市
民
税
は
十
万
五
千
八
百
四
十
㌦
の
増

と
な
り
、
ま
た
市
民
一
人
当
り
の
市
税
負
担

額
も
五
九
年
度―

一
㌦
八
十
六
㌣
か
ら
二
㌦

三
十
七
㌣
に
な
り
五
十
一
㌣
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
が
、
実
際
に
市
民
の
一
人
当
り
の
負

担
額
が
増
加
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

改
正
税
法
に
よ
る
六
〇
年
度
予
算
に
お
け

る
市
税
の
計
上
額
は
五
十
七
万
八
百
二

十
一
㌦
で
、
そ
れ
に
五
九
年
度
以
前
の
滞

納
分
六
万
八
千
六
百
六
十
㌦
を
足
し
た

の
が
六
〇
年
度
の
税
収
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
五
九
年
度
と
比
較
す
る
と

十
万
五
千
八
百
四
十
㌦
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
一
見
市
民
の
負
担
額
が
ふ
え
た
か
の

よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
税
法
の
改
正

で
従
来
、
所
得
額
か
ら
基
礎
控
除
を
差
引

き
、
各
々
百
分
の
四
で
算
定
さ
れ
て
い

た
事
業
税
が
累
進
課
税
の
方
法
（
百
分
の

四
、
百
分
の
六
、
百
分
の
八
）
が
採
用
さ

れ
て
お
り
、
那
覇
市
の
場
合
は
大
部
分
が

最
高
率
に
該
当
す
る
。
市
民
税
も
同
様
累

進
課
税
の
方
法
と
な
り
、
法
人
分
が
相
当

増
額
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
一

般
市
民
の
負
担
額
は
従
前
と
大
差
が
な
い

と
し
て
い
る
。

で
は
何
故
市
税
が
増
額
に
な
っ
た
か
、
と
い

う
と
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ま
た
は
琉

球
政
府
の
出
資
ま
た
は
株
式
の
過
半
数
を
も

つ
法
人
に
対
し
て
は
賦
課
で
き
な
か
っ
た
が
、

税
法
の
改
正
で
課
税
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
、

課
税
客
体
の
増
加
、
累
進
課
税
方
法
に
よ
る

増
加
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
。

な
お
六
〇
年
度
予
算
額
に
対
す
る
市
民
一
人

当
り
の
税
負
担
額
は
次
の
通
り
。

（
カ
ッ
コ
内
は
五
九
年
度
）

▽
市
民
税―

六
十
二
㌣
（
三
十
六
㌣
）
▽
固

定
資
産
税―
七
十
四
㌣
（
六
十
五
㌣
）
▽
事

業
税―

八
十
六
㌣
（
四
十
九
㌣
）
▽
不
動
産

取
得
税―

十
五
㌣
（
十
七
㌣
）

　

那
覇
市
会
常
任
委
顔
ぶ
れ
き
ま 
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二
十
九
日
か
ら
開
会
し
た
那
覇
市
会
本
会
議

で
任
期
満
了
し
た
常
任
委
員
会
を
新
し
い
市

の
機
構
改
革
に
そ
う
て
総
務
、
経
済
民
生
、
建

設
の
三
委
員
会
を
構
成
。
玉
城
、
瀬
名

波
、
大
山
、
備
瀬
、
新
垣
の
五
議
員
か
ら
な

る
選
考
委
員
会
で
総
務
委
十
四
名
、
建
設
委

十
四
名
、
経
済
民
生
委
十
三
名
の
割
り
ふ
り

を
次
の
よ
う
に
決
め
た
。

（
総
務
委
員
会
）
久
場
景
善
、
比
嘉
佑
直
、
浦

崎
康
華
、
儀
武
息
睦
、
宮
里
敏
慶
、
大
山
盛

幸
、
又
吉
久
正
、
渡
口
政
行
、
渡
口
麗

秀
、
高
良
清
二
、
赤
嶺
一
男
、
真
栄
田
義

晃
、
黒
潮
隆
、
久
高
友
敏
計
十
四
名
。

（
経
済
民
生
委
員
会
）
平
良
真
次
郎
、
金
城
武

一
、
喜
久
山
朝
重
、
森
田
孟
松
、
金
城
幸
信
、

玉
那
覇
有
義
、
辺
野
喜
英
興
、
比
嘉
朝
四
郎
、

玉
城
正
次
、
瀬
名
波
栄
、
仲
松
庸

全
、
儀
間
真
祥
、
上
原
文
吉
計
十
三
名
。

（
建
設
委
員
会
）
金
城
賢
勇
、
大
城
清
徳
、
玉

井
栄
次
、
具
志
清
裕
、
宮
城
実
、
新
垣
松
助
、

備
瀬
知
良
、
糸
数
昌
剛
、
仲
宗
根
梶

雄
、
普
久
原
朝
光
、
崎
山
喜
達
、
石
原
昌

進
、
仲
尾
次
盛
夏
、
屋
慶
名
政
永
計
十
四

名
。

　

注
目
の
旭
ヵ
丘
立
退
補
償
／
き 

　
　

ょ
う
開
く
那
覇
市
本
会
議
で 

　
　

審
議
／
無
理
が
通
れ
ば
道
理 

　
　

ひ
っ
こ
む 
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【

既

報

】

波

の

上

一

帯

九

十

五

軒

（
百
三
十
八
所
帯
四
百
七
十
二
名
）
の

不
法
建
築
物
に
対
す
る
立
退
き
補
償
費

一
万
一
千
九
百
六
㌦
を
計
上
し
た
那
覇
市

予
算
案
が
き
ょ
う
十
二
日
か
ら
始
ま
る
那

覇
市
会
本
会
議
に
上
程
さ
れ
、
与
党
派
の

多
数
決
で
通
過
す
る
見
通
し
が
強
く
な
っ

た
。
一
方
市
民
た
ち
は
「
市
有
地
に
地
代
も

払
わ
な
い
不
法
建
築
者
に
立
退
き
補
償
費

を
く
れ
る
の
は
ど
ろ
ぼ
う
に
追
銭
を
や
る

よ
う
な
も
の
だ
」
と
非
難
し
て
い
る
。
ま

た
「
こ
の
不
法
建
築
の
立
退
き
補
償
は
他

の
市
町
村
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
の
で
、

法
の
権
威
を
守
る
と
い
う
点
か
ら
も
大
那

覇
市
会
が
適
切
な
処
置
を
と
っ
て
く
れ
る

よ
う
に
…
」
と
那
覇
市
外
の
人
々
も
望
ん

で
い
る
と
い
う
。
以
下
さ
る
九
日
の
建
設

委
、
十
日
の
総
務
委
で
波
の
上
一
帯
の
不

法
建
築
に
対
す
る
立
退
き
補
償
が
、
ど
ん

な
経
過
を
た
ど
っ
て
委
員
会
承
認
と
な
っ

た
か
、
市
当
局
、
与
野
党
の
質
疑
討
論
を

は
じ
め
一
般
市
民
の
率
直
な
声
を
ひ
ろ
っ

て
み
た
。

　

税
金
の
使
途
は
こ
れ
で
い
い
か
／
反
対

　
　

派
〝
逆
に
罰
金
科
す
べ
き
〟
／
〝
法

　
　

意
は
罰
よ
り
人
の
指
導
だ
〟
賛
成
派

九
日
の
市
会
建
設
、
総
務
委
員
会
で
旭
ヵ
丘

公
園
建
設
に
か
ら
む
波
之
上
一
帯
不
法
建
築

に
対
す
る
立
退
き
補
償
一
万
一
千
九
百
六
㌦

に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
た
が
、
両
委
に
お

け
る
質
疑
討
論
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

　
　

【
建
設
委
員
会
】

　

備
瀬
議
員
（
渡
口
派
）　

立
退
き
の
問
題
は

ず
っ
と
前
に
撤
去
命
令
が
出
て
い
た
。
こ
の

時
に
は
補
償
と
い
う
金
額
の
問
題
に
は
ふ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
時
立



一
〇
九

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
月

退
き
者
が
十
人
ぐ
ら
い
私
の
家
に
来
て
、
立

退
き
期
間
を
一
ヵ
月
間
延
期
し
て
く
れ
、
そ

れ
な
ら
引
越
し
可
能
だ
と
い
っ
て
い
た
。

　

義
永
助
役　

私
的
な
立
場
で
い
っ
て
お
ら

れ
る
と
思
う
が
、
立
退
き
者
の
代
表
か
ら
議

会
に
陳
情
が
あ
り
、
こ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
立

退
き
補
償
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
立
退
き
命
令
は
建
築
、
都
計
各
課

の
立
場
で
撤
去
命
令
を
出
し
た
と
思
う
。

　

新
垣
委
員
長　

前
六
月
議
会
で
二
万
四
千

㌦
を
削
っ
た
時
各
議
員
か
ら
、
そ
の
ま
ま
立

退
か
す
か
、
補
償
す
る
か
質
疑
が
あ
っ
た
が
、

当
局
は
必
ず
補
償
す
る
と
い
う
方
針
で
あ
り
、

本
会
議
で
市
長
は
納
得
の
い
く
よ
う
補
償
す

る
と
答
え
て
お
り
、
こ
れ
に
は
異
議
は
な
か

っ
た
と
思
う
。
問
題
は
一
万
一
千
九
百
六
㌦

の
補
償
金
を
不
法
建
築
の
立
退
き
者
に
く
れ

て
、
は
た
し
て
民
政
府
か
ら
の
都
計
事
業
の

補
助
金
七
万
五
千
㌦
が
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　

備
瀬　

建
築
確
認
も
な
く
不
法
建
築
物
を

立
退
き
さ
せ
る
の
は
法
に
基
い
て
強
制
代
執

行
さ
せ
る
の
が
建
前
で
は
な
い
か
、
こ
れ
を

補
償
す
る
の
は
ど
う
し
て
も
な
っ
と
く
い
か

な
い
。

　

助
役　

物
事
を
究
極
に
追
及
す
れ
ば
そ
う

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
戦
後
の
情
勢
を
考
慮

に
い
れ
た
場
合
、
こ
の
関
係
の
職
員
は
処
理

に
非
常
に
苦
し
ん
だ
と
思
う
。
こ
の
旭
ヵ
丘

公
園
の
立
退
き
問
題
は
執
行
機
関
に
し
て
も

議
決
機
関
に
し
て
も
当
時
の
社
会
情
勢
を
双

方
の
立
場
で
理
解
す
べ
き
で
、
都
市
計
画
を

推
進
さ
せ
る
上
に
お
い
て
も
旭
ヵ
丘
公
園
計

画
に
つ
い
て
は
、
大
乗
的
な
立
場
で
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

【
総
務
委
員
会
】　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

渡
口
（
麗
）
議
員　

那
覇
市
の
区
域
内
に

住
居
を
建
て
る
場
合
、
建
築
確
認
を
受
け
ね

ば
な
ら
な
い
が
那
覇
市
内
に
一
体
何
軒
ぐ
ら

い
不
法
建
築
が
あ
る
の
か
。

　

与
世
田
建
築
課
長　

建
築
基
準
法
以

前
（
一
九
五
二
年
以
前
）
で
は
八
千
戸
、

一
九
五
八
年
九
月
の
推
定
で
は
那
覇
市
内
に

三
万
八
千
戸
あ
り
違
反
建
築
は
そ
の
う
ち
約

六
十
％
の
二
万
戸
と
み
て
い
る
。

　

渡
口　

違
反
建
築
二
万
戸
の
う
ち
建
築
申

請
、
建
築
確
認
を
受
け
て
あ
る
の
は
何
軒
か
。

　

与
世
田　

は
っ
き
り
し
た
数
は
答
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

渡
口　

建
築
行
政
上
に
必
要
な
建
築
物
の

数
も
つ
か
ん
で
い
な
い
の
は
ズ
サ
ン
だ
。

建
築
基
準
法
に
よ
れ
ば
申
請
、
確
認
が
あ
っ

て
基
準
法
の
規
定
に
よ
り
建
築
物
と
し
て
認

め
ら
れ
る
が
、
も
し
不
法
建
築
物
で
あ
る
場

合
、
法
に
基
い
て
建
物
の
除
却
、
移
転
を
さ

せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
ま
で
そ
の
よ
う

な
処
置
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
、
前
又

吉
市
長
時
代
、
法
を
守
る
立
場
か
ら
不
法
建

築
物
を
立
退
か
せ
た
事
実
が
あ
る
。

　

与
世
田　

波
之
上
一
帯
の
不
法
建
築
物
に

対
し
て
は
去
る
六
月
議
会
前
に
除
去
の
通
知

は
し
て
あ
る
。

　

渡
口　

立
退
き
の
通
知
を
し
て
そ
れ
を
拒

否
し
た
場
合
は
基
準
法
に
よ
り
三
万
円
の
罰

金
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
か
。　
　

　

与
世
田　

基
準
法
は
一
九
五
二
年
に
施
行

さ
れ
て
日
も
な
お
浅
い
し
、
当
時
建
築
主
事

も
少
な
か
っ
た
。
基
準
法
の
精
神
は
人
を

罰
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
を
指
導

し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
の
で
、
当
時
の
空

白
な
状
態
で
は
人
を
指
導
し
て
建
築
行
政

を
す
す
め
て
い
く
と
い
う
考
え
で
い
く
べ

き
だ
と
思
う
。

　

渡
口　

す
で
に
公
園
と
し
て
予
定
さ
れ
て

い
る
市
有
地
に
不
法
建
築
物
が
あ
っ
た
の
だ

か
ら
早
く
撤
去
し
て
解
決
す
べ
き
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
ル
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
六
月
議
会

で
は
二
万
四
千
㌦
、
こ
ん
ど
の
議
会
で
は

一
万
一
千
九
百
六
㌦
と
減
額
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
継
続
審
議
と
し
て
十
二
月
議
会
ま
で

慎
重
に
検
討
さ
せ
る
と
ま
た
半
分
に
減
額
し

来
年
三
月
に
は
立
退
き
料
は
出
さ
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
合
法

建
築
で
あ
っ
た
奥
武
山
公
園
の
立
退
き
料
は

一
所
帯
八
十
三
㌦
三
十
三
㌣
、
旭
ヵ
丘
の
は

約
百
㌦
と
い
う
の
は
な
っ
と
く
で
き
な
い
。

ま
た
さ
ら
に
こ
れ
が
数
多
い
不
法
建
築
の
立

退
き
補
償
の
前
例
と
な
れ
ば
、
市
の
予
算
に

多
額
の
立
退
き
補
償
の
予
算
化
を
義
務
づ
け

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
補
償
問
題
は
法
の
守

る
善
良
な
市
民
の
立
場
も
考
え
て
さ
ら
に
慎

重
に
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

賛
否
両
派
の
顔
ぶ
れ

▽
九
日
建
設
委
（
十
四
名
全
員
出
席
）
は
旭

ヵ
丘
公
園
移
転
補
償
に
つ
い
て
表
決
の
結
果
、

賛
否
11
対
３
で
承
認
し
た
が
、
賛
否
議
員
の

氏
名
は
次
の
と
お
り
。

【
賛
成
】
金
城
賢
勇
、
大
城
清
徳
、
玉
井
栄

次
、
具
志
清
裕
、
宮
城
実
、
新
垣
松
助
、
仲

宗
根
梶
雄
、
普
久
原
朝
光
、
石
原
昌
進
、
仲

尾
次
盛
夏
、
屋
慶
名
政
永
11
名
。

【
反
対
】
備
瀬
知
良
、
糸
数
昌
剛
、
崎
山
喜

達
３
名
。

　

さ
よ
な
ら
「
断
水
の
街
」
／
水 

　
　

道
公
社
が
き
ょ
う
か
ら
送
水 

　
　

／
那
覇
市
会
会
期
延
長 
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十
二
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
一
般
質
問
で
又

吉
議
員
が
立
ち
「
十
月
十
日
ご
ろ
か
ら
水
道

公
社
の
分
譲
水
の
送
水
が
実
現
し
て
将
来
断

水
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
水
道
公
社
と

の
浄
水
の
分
譲
価
格
の
交
渉
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、
価
格
は
現
在
水
道
料
金
よ
り
高
く

は
な
ら
な
い
か
そ
の
見
通
し
を
聞
き
た
い
」

と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
国
吉
水
道
課
長



一
一
〇

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
月

は
「
水
道
公
社
の
送
水
テ
ス
ト
は
二
、
三
日
前

に
終
了
し
て
お
り
、
現
在
メ
ー
タ
ー
取
付
け

中
で
、
あ
す
か
ら
送
水
可
能
で
、
こ
れ
か
ら

断
水
の
心
配
は
な
く
な
っ
た
。
原
水
価
格
も

水
道
公
社
案
が
千
㌎
八
㌣
の
線
を
出
し
て
お

り
、
こ
れ
は
市
の
提
案
し
た
七
㌣
八
に
近
く
、

こ
れ
な
ら
現
在
の
水
道
使
用
料
と
変
り
は
な

い
見
通
し
で
あ
る
。
浄
水
場
の
拡
張
施
設
が

で
き
れ
ば
、
む
し
ろ
将
来
値
下
が
り
も
期
待

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

な
お
水
道
公
社
の
送
水
実
現
で
安
謝
の
地
下

水
源
の
開
発
計
画
は
一
時
ス
ト
ッ
プ
に
し
た

い
」
と
次
の
よ
う
に
明
る
い
答
弁
を
し
た
。

分
譲
水
の
価
格
の
算
定
の
基
準
が
複
雑
な

の
で
、
水
道
公
社
と
の
交
渉
が
長
び
い
て

い
る
。
原
水
の
原
価
も
水
道
公
社
と
な
っ

と
く
の
い
く
線
で
浄
水
価
格
と
並
行
し
て

六
月
か
ら
交
渉
し
て
い
る
。
水
道
公
社
の

送
水
施
設
に
は
三
つ
の
条
件
が
考
え
ら
れ
、

①
施
設
を
市
に
譲
渡
し
て
運
営
さ
せ
る
②

市
に
貸
与
し
て
運
営
さ
せ
る
③
原
水
を
購

入
す
る
と
い
う
三
点
で
市
と
し
て
は
送
水

施
設
は
市
の
専
属
と
な
る
性
質
か
ら
譲
渡

し
て
も
ら
い
運
営
す
る
と
い
う
方
針
で
交

渉
し
た
。
し
か
し
こ
の
施
設
は
ワ
シ
ン
ト

ン
議
会
の
承
認
を
経
た
も
の
で
、
施
設
は

Ｄ
Ｅ
・
運
営
は
ポ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い

う
方
針
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
は
市
の
方

で
な
っ
と
く
の
い
く
線
で
水
を
購
入
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
水
道
公
社
か
ら
も

契
約
原
案
も
と
ど
い
て
お
り
、
市
民
の
福

祉
の
上
に
立
っ
て
な
っ
と
く
の
い
く
線
を

出
し
た
い
。

十
二
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
石
原
議
員
の

動
議
で
議
案
上
程
、
委
員
会
報
告
の
日
程
を

変
更
、
市
政
の
一
般
質
問
に
入
り
、
午
後
五

時
閉
会
、
会
期
を
一
日
延
長
、
十
三
、
四
日
本

会
議
が
行
な
わ
れ
る
。

　

て
ん
や
わ
ん
や
の
那
覇
市
会
／ 

　
　

議
案
の
否
決
撤
回
続
出
の
悲 

　
　

喜
劇

　
　

 
 
 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
９
・
10
・
16
〕

那
覇
市
会
九
月
定
例
会
は
二
日
開
会
、
正

副
議
長
の
改
選
騒
ぎ
で
も
め
、
各
委
員
会

の
付
託
審
査
を
十
日
に
終
了
、
十
二
日
か

ら
本
会
議
に
入
り
、
十
三
日
で
当
初
会
期

終
了
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
一
日
三
件
処

理
と
い
う
の
ろ
の
ろ
審
議
に
終
始
し
、
重

要
議
案
を
残
し
た
ま
ま
十
四
日
の
本
会
議

で
会
期
を
二
十
一
日
ま
で
延
長
し
た
。
去

る
十
四
日
ま
で
に
処
理
し
た
議
案
は
市
長

提
出
議
案
十
六
件
、
陳
情
三
十
三
件
の
う

ち
わ
ず
か
十
二
件
、
そ
の
う
ち
否
決
二
件
、

議
案
撤
回
二
件
、
原
案
不
承
認
一
件
、
一
部

修
正
可
決
一
件
、
原
案
可
決
三
件
、
訂
正
案

撤
回
原
案
可
決
一
件
と
い
う
さ
ん
ざ
ん
な

実
績
で
、
一
議
案
ご
と
に
小
党
小
派
分
裂

で
、
議
論
百
出
長
時
間
の
質
疑
が
な
さ
れ
、

一
議
案
ご
と
に
問
題
を
起
し
、
ス
ム
ー
ズ

に
議
事
進
行
せ
ず
、
反
対
派
か
ら
「
市
長

の
提
案
の
や
り
方
が
ズ
サ
ン
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
否
決
、
撤
回
が
続
く
の
は
、
議

会
の
市
長
不
信
任
の
あ
ら
わ
れ
だ
」
と
批

判
さ
れ
て
お
り
、
一
方
議
会
答
弁
で
も
闘

士
型
の
兼
次
市
長
が
な
ん
の
援
護
も
な

く
孤
軍
奮
闘
し
て
議
会
の
質
疑
に
い
ち

い
ち
応
酬
し
て
い
る
点
か
ら
、
市
当
局

と
与
党
派
議
員
の
腰
の
弱
さ
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
十
四
日
の
本
会
議
に
い
た

っ
て
は
一
日
三
議
案
を
処
理
し
て
閉
会
、

軍
用
地
料
五
万
二
千
㌦
、
旭
ヵ
丘
公
園

建
設
に
か
ら
む
波
の
上
一
帯
の
不
法
建

築
立
退
き
補
償
費
一
万
一
千
九
百
六
㌦

な
ど
重
要
な
問
題
を
ふ
く
む
一
九
六
〇

年
度
那
覇
市
歳
入
歳
出
追
加
予
算
案
は

い
ま
だ
に
上
程
さ
れ
ず
、
動
議
に
よ
り

日
程
を
思
い
切
っ
て
一
週
間
延
長
す
る

と
い
う
だ
ら
だ
ら
審
議
の
那
覇
市
会
と

な
っ
た
。

十
四
日
の
本
会
議
ま
で
に
処
理
し
た
議

案
は
十
一
件
諮
問
一
件
で
あ
る
が
、
本
会

議
で
の
議
案
処
理
を
中
心
に
小
党
小
派

の
議
員
の
動
き
と
議
案
の
問
題
点
を
つ

い
て
み
よ
う
。

　

孤
軍
奮
闘
の
兼
次
市
長
／
う
た
い
文
句　

　
　

〝
超
党
派
〟
も
オ
ジ
ャ
ン

▽
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
い
て

区
画
整
理
課
員
上
原
〇
〇
〇
の
公
金
横
領
額

二
十
三
万
Ｂ
円
余
に
関
す
る
議
案
で
あ
る
が
、

市
当
局
の
上
原
〇
〇
〇
の
財
産
調
査
の
結
果
、

支
払
い
能
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
提
案
の

根
本
的
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
行
政
検
査
特
別
委
（
委
員
長
比
嘉
佑
直

氏
）
は
早
急
に
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
は
妥

当
で
は
な
い
、
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
求

償
権
が
消
滅
す
る
こ
と
に
な
り
区
画
整
理
事

業
に
対
し
て
不
信
を
抱
か
せ
る
結
果
と
な
り

か
ね
な
い
。
上
原
に
対
す
る
求
償
権
は
あ
く

ま
で
保
持
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
一
致
を

み
た
。
被
害
者
に
つ
い
て
は
本
議
案
で
措
置

さ
れ
て
な
い
の
で
い
ち
お
う
一
方
的
に
契
約

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
十
分
調
査
の
上
善
処

を
要
望
し
、
全
会
一
致
本
議
案
を
不
承
認
と

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
案
否
決
）

▽
世
持
神
社
敷
地
の
土
地
所
有
権
確
認
の
和

解
に
つ
い
て

同
議
案
は
十
三
日
本
会
議
で
上
程
さ
れ
た
が
、

質
疑
が
多
く
議
会
が
混
乱
し
た
た
め
日
程
の

最
後
に
ま
わ
し
た
が
、
十
三
日
閉
会
後
再
び

総
務
委
員
会
を
開
催
結
論
を
出
し
十
四
日
の

本
会
議
に
再
び
委
員
長
動
議
で
日
程
を
変
更

し
て
議
案
を
上
程
し
た
。
同
議
案
は
法
解
釈

面
お
よ
び
裁
判
に
お
け
る
証
拠
物
件
の
信
ぴ

ょ
う
性
さ
ら
に
専
門
知
識
と
技
術
的
要
素
を

ふ
く
む
諸
問
題
が
介
在
し
て
い
る
。
結
論
と



一
一
一

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
月

し
て
同
委
は
和
解
に
応
ず
る
こ
と
を
前
提
と

し
和
解
に
つ
い
て
は
こ
ん
ご
各
方
面
か
ら
な

お
慎
重
に
検
討
を
加
え
、
な
っ
と
く
の
い
く

方
策
を
講
じ
た
い
と
い
う
意
志
に
基
い
て
本

議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
こ
れ
を
閉
会

中
の
継
続
審
査
に
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
案
継
続
審
査
）

　

波
の
上
埋
立
を
市
に
／
渡
口
（
麗
）
派

　
　

が
与
党
に
ま
わ
る
珍
現
象

▽
所
属
未
定
地
を
那
覇
市
の
行
政
区
域
に
編

入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

同
議
案
は
、
那
覇
市
辻
町
三
丁
目
地
先
の
公

有
水
面
埋
立
地
二
万
六
千
二
百
八
十
坪
は
文

化
娯
楽
セ
ン
タ
ー
社
長
高
田
豊
氏
か
ら
編
入

申
請
が
あ
っ
た
の
で
提
案
さ
れ
た
。
同
埋
立

地
は
議
会
の
承
認
を
経
な
い
で
埋
立
て
ら
れ

た
の
で
さ
る
議
会
で
諮
問
と
し
て
出
さ
れ
た

公
有
水
面
埋
立
計
画
変
更
は
法
的
手
続
を
欠

く
埋
立
地
と
い
う
理
由
で
不
承
認
と
な
り
六

月
議
会
で
も
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
。
付

託
審
査
し
た
建
設
委
で
は
「
同
埋
立
地
の
目

的
は
文
化
娯
楽
セ
ン
タ
ー
の
設
置
で
あ
る
が
、

同
埋
立
地
は
会
社
関
係
者
同
志
が
内
部
に
お

い
て
分
割
売
買
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
報
道

さ
れ
、
当
初
の
目
的
が
通
せ
る
か
ど
う
か
疑

問
で
あ
る
。
市
議
会
の
承
認
も
経
ず
一
方
的

に
民
政
府
と
の
折
衝
の
み
に
よ
っ
て
埋
立
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
の
目
的
で
あ
る

文
化
娯
楽
セ
ン
タ
ー
は
と
う
て
い
で
き
な
い

と
推
定
さ
れ
る
。
議
会
を
無
視
す
る
不
法
埋

立
地
と
し
て
那
覇
市
に
編
入
す
る
の
を
全
会

一
致
で
不
承
認
と
し
た
」
と
報
告
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
完
全
野
党
派
の
渡
口

（
麗
）
派
が
十
三
日
の
本
会
議
で
那
覇
市
に
地

続
き
の
埋
立
地
を
那
覇
市
に
編
入
す
る
の
は

当
然
と
し
て
市
長
提
出
議
案
を
賛
成
支
持
し

異
議
を
と
な
え
た
た
め
、
議
場
騒
然
と
な

っ
た
が
、
表
決
の
結
果
渡
口
派
を
の
ぞ
く
与

野
党
の
多
数
決
と
い
う
珍
現
象
で
否
決
さ
れ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
議
案
否
決
）

　

撤
回
処
理
で
も
め
る
か
／
市
営
住
宅
市

　
　

債
は
後
回
し

▽
市
営
住
宅
設
置
に
つ
い
て

同
議
案
は
去
る
六
月
定
例
議
会
で
継
続
審
査

の
議
決
と
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
理
由
は
社

会
福
祉
事
業
的
性
格
を
持
た
せ
る
庶
民
住
宅

を
設
置
す
る
意
味
か
ら
設
置
場
所
（
崇
元
寺

付
近
）
の
変
更
、
建
物
構
造
な
ど
の
再
考
慮
を

要
請
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
市
当
局
で
は
建

設
地
の
選
定
に
つ
い
て
十
分
検
討
を
続
け
て

い
る
が
、
ま
だ
目
途
が
つ
か
ず
予
算
上
も
費

目
存
置
に
と
ど
め
て
い
た
が
兼
次
市
長
は
い

ち
お
う
本
議
案
を
撤
回
し
、
十
分
な
基
礎
資

料
な
ど
に
よ
り
、
新
構
想
の
も
と
に
あ
ら
た

め
て
提
案
す
る
意
思
を
表
明
し
た
の
で
、
文

厚
労
委
、
本
会
議
で
も
議
案
撤
回
を
承
認
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 
 
 

（
議
案
撤
回
）

▽
市
債
を
起
す
こ
と
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
設
置
議
案
が
撤
回
さ
れ
た
た
め

文
厚
労
委
の
審
査
報
告
で
「
必
然
的
に
撤
回

す
る
こ
と
を
全
員
了
承
し
た
」
と
報
告
さ
れ

た
が
、
十
三
日
の
本
会
議
で
高
良
議
長
の
発

言
で
日
程
の
最
後
に
ま
わ
さ
れ
た
。
議
会
事

務
局
と
し
て
は
委
員
会
報
告
で
は
撤
回
承
認

と
な
っ
て
い
る
が
市
当
局
か
ら
正
式
文
書
が

な
け
れ
ば
事
務
的
な
処
理
が
で
き
な
い
と
い

う
立
場
に
立
っ
て
お
り
兼
次
市
長
と
し
て
は

琉
銀
融
資
の
見
通
し
も
明
る
い
と
い
う
点
か

ら
同
議
案
の
撤
回
は
こ
ん
ご
の
市
営
住
宅
政

策
に
影
響
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
同
市
債
問

題
は
「
撤
回
処
理
」
で
も
め
る
も
の
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
程
後
回
し
）

▽
那
覇
市
有
和
牛
貸
付
条
例

同
議
案
は
経
済
民
生
委
の
審
査
で
「
条
例
規

則
を
立
案
す
る
に
あ
た
り
、
立
法
技
術
の
通

例
と
し
て
委
任
規
定
ま
た
は
救
済
規
定
が
あ

る
べ
き
だ
が
、
本
案
に
そ
の
条
項
が
見
あ
た

ら
な
い
の
は
い
か
な
る
理
由
で
あ
る
か
」
と

指
摘
さ
れ
、
立
案
者
が
失
態
を
認
め
、
同
条

例
第
十
八
条
の
次
に
十
九
条
と
し
て
「
こ
の

条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
規
則
で

定
め
る
」
も
一
ヵ
条
を
追
加
修
正
し
た
。
同

委
で
一
部
修
正
の
上
本
会
議
で
も
承
認
し
た
。

　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
部
修
正
可
決
）

▽
消
防
相
互
応
援
協
定

同
議
案
は
火
災
そ
の
他
非
常
事
態
発
生
の
場

合
被
害
を
最
小
限
に
防
止
す
る
た
め
に
消
防

隊
に
関
す
る
法
第
二
十
条
「
市
町
村
議
会
ま

た
は
評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
消
防
相
互
援

助
契
約
を
結
ぶ
」
規
定
に
基
い
て
提
案
さ
れ

た
。
同
議
案
の
総
務
委
で
の
審
査
で
は
、
人

的
物
的
損
害
に
対
す
る
補
償
を
ど
う
規
定
し

て
協
力
し
た
市
町
村
と
協
議
す
べ
き
か
、
こ

れ
を
具
体
的
に
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
の
で

も
っ
と
掘
下
げ
て
研
究
す
る
ま
で
継
続
審
議

と
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
出
た
が
、
む
し
ろ

な
っ
と
く
の
い
く
成
案
を
得
次
第
次
の
議
会

に
提
出
す
る
の
が
穏
当
だ
と
い
う
意
見
が
強

く
、
意
見
調
整
の
結
果
議
案
を
撤
回
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。
市
か
ら
も
議
案
撤
回
の
文

書
が
議
会
事
務
局
に
出
さ
れ
て
お
り
、
本
会

議
で
も
撤
回
を
許
可
し
た
。 

 

（
議
案
撤
回
）

▽
旭
町
公
有
水
面
埋
立
に
つ
い
て

同
議
案
は
現
在
行
な
っ
て
い
る
古
波
蔵
地
先

の
埋
立
と
並
行
し
て
那
覇
市
の
年
年
増
加
す

る
人
口
に
伴
う
建
築
敷
地
難
の
打
開
策
と
し

て
敷
地
の
造
成
を
図
る
目
的
で
提
案
さ
れ
た
。

付
託
審
査
し
た
建
設
委
で
は
結
論
と
し
て
、

同
埋
立
計
画
地
域
は
工
業
用
地
と
し
て
将
来

発
展
性
の
あ
る
地
域
で
あ
り
、
市
が
埋
立
認

可
を
得
る
こ
と
に
よ
り
都
計
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
一
日
も
早
く
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
資
金
計
画
を
十
分
検
討
の
上
実
施

す
る
よ
う
要
望
し
て
満
場
一
致
で
原
案
を
承

認
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

　

波
乱
予
想
の
本
会
議
／
軍
用
地
料
と
立



一
一
二

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
月

　
　

退
き
補
償
費

市
会
は
今
期
延
長
の
結
果
、
十
九
日
ま
で
休

会
、
本
会
議
は
二
十
日
か
ら
三
日
間
行
な
わ

れ
る
が
軍
用
地
料
五
万
二
千
㌦
を
六
〇
年
度

追
加
予
算
案
に
予
算
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
軍
用
地
料
に
対
す
る
補
償
方
式
か
契

約
制
か
の
市
当
局
の
方
針
追
及
、
旭
ヵ
丘
公

園
立
退
き
補
償
費
の
可
否
ま
た
は
修
正
の
問

題
が
残
っ
て
お
り
、
従
っ
て
一
九
六
〇
年
度

追
加
予
算
案
が
無
修
正
で
果
し
て
議
会
を
通

過
す
る
か
、
人
民
党
、
渡
口
（
麗
）
派
議
員

の
本
会
議
攻
勢
が
十
分
に
予
想
さ
れ
る
の
で
、

休
会
あ
け
の
二
十
日
か
ら
始
ま
る
本
会
議
は

一
波
乱
予
想
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　

人
災
？
那
覇
市
の
水
害
／
市
民 

　
　

の
い
か
り
高
ま
る
／
も
う
我 

　
　

慢
は
で
き
な
い 
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雨
台
風
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
は
戦
後
最
高

五
五
六
・
九
㍉
の
雨
量
を
も
た
ら
し
、
全
島

各
地
で
水
害
、
あ
ち
こ
ち
で
避
難
騒
ぎ
と

な
り
那
覇
市
大
道
で
は
住
家
一
棟
が
濁
流

に
押
し
流
さ
れ
る
な
ど
惨
事
が
続
出
、
ど

し
ゃ
ぶ
り
の
中
で
警
官
に
よ
る
決
死
の
救

出
作
業
が
続
け
ら
れ
る
な
ど
、
こ
ん
ど
の

台
風
の
全
島
的
な
水
害
は
、
出
穂
期
に
あ

る
水
稲
、
収
穫
前
の
秋
野
菜
、
甘
蔗
な
ど

の
農
作
物
に
多
大
の
被
害
を
与
え
、
崖
く

ず
れ
な
ど
に
よ
る
人
命
死
傷
な
ど
意
外
に

大
き
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
低
地

帯
で
あ
る
那
覇
市
平
和
通
り
商

店
街
、
松
川
、
大
道
、
ひ
め
ゆ
り
橋
な
ど

の
安
里
川
沿
い
の
民
家
、
浦
添
村
屋
富
祖

な
ど
で
約
二
㍍
に
お
よ
ぶ
浸
水
と
な
っ
た
。

な
か
で
も
平
和
通
り
一
帯
は
昨
年
二
月
か

ら
三
度
目
の
浸
水
で
、
戦
後
最
大
の
被
害

額
約
五
百
万
㌦
と
予
想
さ
れ
、
公
設
市
場

は
泥
海
に
没
し
た
た
め
、
生
鮮
食
品
は
全

滅
、
汚
れ
た
衣
料
品
は
平
和
通
り
で
捨
て

売
り
さ
れ
、
一
軒
で
約
一
万
㌦
の
損
害
も

出
す
衣
料
品
店
も
あ
り
、
平
和
通
り
一
帯

約
三
百
八
十
戸
の
ひ
と
び
と
は
、
「〝
仏
の

顔
も
三
度
だ
〟
と
ガ
ー
ブ
川
の
水
上
店
舗

に
よ
る
排
水
不
便
、
は
ん
ら
ん
す
る
ガ
ー

ブ
川
を
根
本
的
に
対
策
し
な
い
か
ぎ
り
毎

年
こ
の
よ
う
な
被
害
を
出
す
だ
け
で
、
戦

後
十
四
年
も
経
過
し
た
今
日
、
い
ま
だ
に

治
水
が
で
き
な
い
の
は
、
む
し
ろ
人
災
と

い
う
べ
き
だ
」
と
那
覇
市
の
責
任
を
き
び

し
く
追
及
す
る
と
と
も
に
、
政
治
の
貧
困

を
嘆
い
て
い
る
。

　

は
ん
ら
ん
は
年
中
行
事
／
準
用
河
川
認

　
　

定
問
題
も
未
解
決

ガ
ー
ブ
川
の
大
は
ん
ら
ん
は
昨
年
二
月
か
ら

三
度
目
、
雨
台
風
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
に
よ
る
は

ん
ら
ん
で
は
平
和
通
り
一
帯
商
店
街
の
損
害

約
五
百
万
㌦
に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、

公
設
市
場
で
は
約
二
㍍
の
浸
水
は
予
想
外
で
、

米
市
場
野
菜
市
場
の
生
鮮
食
品
は
全
滅
、
十

七
日
あ
さ
お
ば
さ
ん
連
は
ぼ
う
然
と
た
た
ず

ん
で
市
場
内
の
整
理
も
つ
か
な
い
状
態
で
、

「
ガ
ー
ブ
川
の
は
ん
ら
ん
は
な
ん
と
か
し
て

く
れ
な
い
と
、
強
い
雨
の
た
び
に
は
ん
ら
ん

を
心
配
し
、
そ
の
た
び
に
生
活
権
を
お
び
や

か
さ
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
。
こ
ん
ど
こ
そ
は

ガ
ー
ブ
川
問
題
を
根
本
的
に
解
決
し
て
ほ
し

い
」
と
い
た
い
た
し
い
表
情
で
語
っ
て
い

る
。

ガ
ー
ブ
川
の
改
修
工
事
は
い
ぜ
ん
か
ら
市
当

局
で
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ガ
ー
ブ
川

は
準
用
河
川
に
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ガ
ー

ブ
川
は
私
有
水
面
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
水
上
店
舗
が
で
き
あ
が
っ
た
わ
け
だ
が
、

市
当
局
と
し
て
は
ガ
ー
ブ
川
改
修
の
た
め
に

必
要
と
す
る
用
地
買
収
、
水
上
店
舗
の
補
償

費
は
多
大
に
の
ぼ
る
の
で
、
政
府
に
準
用
河

川
の
認
定
を
申
請
し
て
い
る
が
、
ま
だ
政
府

か
ら
満
足
な
解
答
を
得
て
い
な
い
。

さ
る
工
交
局
の
解
答
に
よ
れ
ば
都
市
計
画
に

入
っ
て
い
る
か
ら
那
覇
市
で
処
理
す
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
で
、
要
領
を
得
な
い
と
し
て
、

今
議
会
で
も
追
及
さ
れ
て
い
る
。
兼
次
市
長

は
十
二
日
の
市
会
本
会
議
で
瀬
名
波
議
員
の

一
般
質
問
に
立
ち
、
「
ガ
ー
ブ
川
改
修
計
画

の
前
提
と
し
て
用
地
買
収
が
あ
る
が
、
市
に

は
そ
の
予
算
が
な
い
。
事
業
計
画
は
で
き
て

い
る
が
、
ガ
ー
ブ
川
が
準
用
河
川
と
認
め
て

も
ら
い
、
政
府
の
力
で
用
地
の
買
収
を
行
な

っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
」
と
答
え
、
ガ

ー
ブ
川
の
準
用
河
川
の
認
定
の
方
針
を
堅
持

し
て
い
る
。

　

三
階
建
の
市
場
計
画

市
当
局
の
方
針
は
あ
く
ま
で
ガ
ー
ブ
川
を
準

用
河
川
と
し
て
政
府
に
認
め
て
も
ら
い
、
河

川
法
に
基
い
て
改
修
工
事
を
す
す
め
民
政
府
、

琉
球
政
府
の
援
助
を
仰
ぐ
と
い
う
い
き
方
で

あ
る
が
、
さ
る
五
月
の
定
例
記
者
会
見
で
兼

次
市
長
は
ガ
ー
ブ
川
沿
い
に
あ
る
公
設
市
場

を
改
築
し
て
十
二
万
㌦
の
予
算
で
一
千
五
百

坪
の
三
階
建
公
設
市
場
を
建
て
る
計
画
で
あ

る
と
次
の
よ
う
に
発
表
し
て
い
る
。

現
在
の
ガ
ー
ブ
川
は
非
常
に
不
潔
で
そ
の

付
近
の
公
設
市
場
も
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
は
政
府
に
よ
っ
て

抜
本
的
に
解
決
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

こ
の
際
現
在
の
公
設
市
場
を
改
築
し
て
三

階
建
の
公
設
市
場
を
建
設
、
水
上
店
舗
も

こ
れ
に
収
容
し
て
ガ
ー
ブ
川
の
美
化
を
図

り
た
い
。
工
事
施
行
に
あ
た
っ
て
は
移
転

す
る
与
儀
試
験
場
や
予
定
さ
れ
て
い
る
敷

地
に
市
場
を
移
し
完
成
さ
せ
る
計
画
で
、

資
金
は
民
政
府
の
大
幅
な
援
助
を
あ
お
ぎ

た
い
。



一
一
三

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
月

　

国
場
川
へ
の
分
水
案
／
岩
井
博 

　
　

士
が
意
見
書
提
出 
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さ
る
六
月
那
覇
市
の
招
へ
い
で
下
水
道
計
画

に
つ
い
て
来
覇
し
た
建
設
省
計
画
局
下
水
道

課
長
工
学
博
士
岩
井
四
郎
氏
は
、
七
月
那
覇

市
下
水
道
計
画
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
市
当

局
に
提
出
「
排
水
基
本
と
な
る
安
里
川
系
、
ガ

ー
ブ
久
茂
地
川
系
の
雨
水
排
出
機
能
を
完
全

な
ら
し
め
る
こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
る
」
と

次
の
よ
う
に
結
論
を
出
し
て
お
り
、
た
び
重

な
る
ガ
ー
ブ
川
の
は
ん
ら
ん
の
た
め
水
上
店

舗
撤
去
委
員
会
を
組
織
し
た
が
、
水
上
店
舗

の
撤
去
に
は
多
大
の
移
転
補
償
が
必
要
で
あ

り
、
現
在
の
市
財
政
で
は
と
う
て
い
で
き
な

い
と
結
論
を
出
し
て
お
り
、
市
当
局
で
も
岩

井
博
士
が
指
摘
し
た
国
場
川
へ
の
分
流
計
画

に
傾
い
て
い
る
。

那
覇
市
内
の
下
水
道
計
画
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
の
は
旧
那
覇
市
地
域
で
あ
っ
て
面
積

五
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
地
勢
は
前
面
は
海
に

接
し
、
背
後
に
丘
陵
を
負
う
て
い
る
が
、
区

域
内
一
帯
に
起
伏
が
多
く
、
合
体
と
し
て
海

側
に
向
っ
て
緩
く
傾
斜
し
て
い
る
。

分
水
嶺
は
区
域
内
を
縦
断
海
に
向
っ
て
二
筋

走
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
、
地
域
の

排
水
は
国
場
川
、
ガ
ー
ブ
川
お
よ
び
久
茂
地

川
な
ら
び
に
安
里
川
に
よ
っ
て
分
担
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
国
場
川
を
の
ぞ
い
た
他
の
二

系
統
の
水
路
は
自
然
流
の
ま
ま
変
曲
が
な
く

勾
配
が
緩
か
な
上
に
、
護
岸
を
施
し
た
と
こ

ろ
が
少
な
く
、
有
効
流
水
断
面
が
極
め
て
小

と
な
り
、
排
水
能
力
は
い
ち
じ
る
し
く
低

い
。
少
し
強
い
雨
が
降
れ
ば
こ
れ
を
流
下
し

得
ず
、
は
ん
ら
ん
せ
し
め
、
付
近
市
街
地
は

浸
水
し
、
ま
た
晴
天
時
に
お
い
て
は
流
れ
こ

ん
で
来
た
汚
水
を
停
滞
せ
し
め
、
悪
臭
を
放

つ
ば
か
り
で
な
く
、
市
民
ま
た
こ
れ
を
塵
芥

捨
場
と
す
る
も
の
あ
り
、
病
原
菌
の
温
床
と

な
る
お
そ
れ
あ
り
、
都
市
防
災
上
は
も
ち
ろ

ん
保
健
衛
生
上
憂
慮
に
た
え
な
い
現
状
で
あ

る
。

ガ
ー
ブ
川
の
改
修
は
繁
華
街
を
流
れ
て
い
る

た
め
用
地
の
取
得
、
工
事
期
間
の
短
縮
は
困

難
で
あ
り
、
工
費
も
案
外
増
大
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
元
来
ガ
ー
ブ
川
の
役
割
は
農
事
試

験
場
よ
り
以
東
丘
陵
部
を
流
域
面
積
と
し
て

持
っ
て
お
り
、
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
計
画
に
あ

た
っ
て
は
ガ
ー
ブ
川
の
受
持
の
流
域
面
積
を

で
き
る
だ
け
小
に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が

た
め
に
は
通
過
雨
水
と
見
ら
れ
る
べ
き
も
の

は
中
央
部
に
入
れ
な
い
こ
と
に
す
る
ほ
か
に

方
法
は
な
い
。

一
案
と
し
て
は
ガ
ー
ブ
川
、
農
事
試
験
場
付

近
に
お
い
て
分
水
路
を
築
造
、
旧
鉄
道
敷
線

跡
に
沿
っ
て
国
場
川
に
い
た
ら
し
め
、
上
流

地
域
の
通
過
水
量
を
市
内
中
央
部
に
流
入
さ

せ
ず
、
農
事
試
験
場
付
近
か
ら
分
水
直
接
国

場
川
に
放
流
す
る
。
そ
う
す
る
と
ガ
ー
ブ
川

は
そ
の
地
区
の
み
の
雨
水
を
受
入
れ
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
る
。

　

那
覇
市
議
会
／
水
害
対
策
を
積 

　
　

極
的
に
／
災
害
特
別
委
で
根 

　
　

本
対
策
練
る 
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那
覇
市
会
は
十
九
日
本
会
議
を
再
開
し
た
が
、

台
風
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
に
よ
る
水
害
対
策
の
た

め
緊
急
質
問
に
終
始
し
、
市
当
局
の
台
風
被

害
の
報
告
を
聞
い
た
の
ち
議
会
の
立
場
で
災

害
対
策
特
別
委
員
会
を
組
織
し
た
。

午
後
開
会
の
本
会
議
で
さ
ら
に
台
風
被
害
対

策
に
つ
い
て
市
当
局
と
質
疑
が
交
さ
れ
、
新

垣
議
員
の
緊
急
動
議
で
「
会
期
を
さ
ら
に
二

十
八
日
ま
で
延
長
、
二
十
一
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
休
会
、
二
十
六
日
か
ら
本
会
議
」
と

日
程
変
更
を
決
定
、
休
会
中
市
当
局
の
被
害

調
査
と
並
行
し
て
、
災
害
対
策
特
別
委
が
具

体
的
な
緊
急
対
策
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ひ
る
の
休
憩
中
に
那
覇
市
会
災
害
対
策
特
別

委
の
人
選
を
す
る
た
め
正
副
常
任
委
員
長
会

が
行
な
わ
れ
た
が
、
次
の
十
二
名
が
選
ば

れ
、
正
副
委
員
長
に
は
正
副
議
長
が
あ
た
る

こ
と
に
な
っ
た
。

高
良
一
、
渡
口
麗
秀
、
大
山
盛
幸
、
赤
嶺

一
男
、
新
垣
松
助
、
仲
宗
根
梶
雄
、
平
良

真
次
郎
、
瀬
名
波
栄
、
又
吉
久
正
、
備
瀬

知
良
、
黒
潮
隆
、
玉
城
正
次
。

午
後
再
開
の
本
会
議
で
高
良
議
長
よ
り
市
当

局
に
「
市
に
お
い
て
も
台
風
被
害
対
策
委
員

会
を
組
織
し
て
、
市
民
の
非
難
を
受
け
な
い

よ
う
に
恒
久
的
な
対
策
を
立
て
早
急
に
実
施

す
る
よ
う
」
要
望
し
た
。

 
 
 
 

〝
責
任
は
政
府
に
あ
る
〟

　

新
垣
議
員　

ガ
ー
ブ
川
の
水
上
店
舗
撤
去

委
員
会
を
こ
の
際
解
消
し
た
い
。
そ
の
理
由

は
議
会
と
し
て
政
府
に
ガ
ー
ブ
川
の
準
用
河

川
の
認
定
を
要
請
し
た
が
、
工
交
局
か
ら
ガ

ー
ブ
川
の
工
事
完
了
後
準
用
河
川
と
し
て
認

め
る
と
い
う
横
暴
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
現
在
ガ
ー
ブ
川
に
関
し
て
具
体
的
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
地
主
と
借
地

人
と
が
話
し
あ
い
に
よ
っ
て
無
統
制
に
水
上

店
舗
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
地
目
、
地
番
は

地
主
の
権
利
と
な
っ
て
お
り
、
準
用
河
川
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
現
在
撤
去
委
員
会

を
解
消
し
た
い
。

　

高
良
（
清
）
議
員　

ガ
ー
ブ
川
の
水
上
店

舗
の
撤
去
に
よ
っ
て
水
害
が
な
く
な
る
わ
け

で
は
な
い
。
国
場
川
へ
の
分
水
以
外
に
道
は

な
い
。
水
上
店
舗
を
撤
去
す
る
と
い
う
単
純

な
考
え
で
な
く
新
し
く
発
足
し
た
災
害
対
策

特
別
委
で
、
那
覇
市
の
水
害
を
い
か
に
し
て

な
く
す
る
か
と
い
う
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
治
水

対
策
に
包
合
す
る
と
い
う
意
味
で
撤
去
委
を

発
展
的
に
解
消
し
た
い
。
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兼
次
市
長　

ガ
ー
ブ
川
、
安
里
川
の
は
ん

ら
ん
は
天
災
で
は
な
く
人
災
で
あ
り
、
同
水

害
は
人
害
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
対

策
は
人
工
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
な
ん

ら
の
対
策
も
た
て
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は

当
事
権
者
で
あ
る
政
府
が
な
ん
ら
の
対
策
も

講
じ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
対
策
の

た
め
に
は
市
の
予
算
で
は
と
う
て
い
で
き
な

い
の
で
軍
、
政
府
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。こ

の
際
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
市
は

事
業
計
画
を
行
な
っ
て
お
り
、
事
業
を
政
府

が
や
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
市
の
治

水
対
策
委
の
組
織
に
ガ
ー
ブ
川
の
問
題
も
ふ

く
ま
れ
る
の
で
撤
去
委
を
解
消
し
た
い
。

　

平
良
議
員　

予
備
費
五
千
㌦
で
台
風
被
害

の
緊
急
対
策
に
流
用
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
那
覇
市
全
域
に
わ
た
る
水
害
に
た

い
す
る
根
本
対
策
を
実
施
、
い
ま
必
要
と
す

る
緊
急
対
策
の
た
め
に
さ
ら
に
予
算
を
更

正
し
て
自
己
予
算
で
や
る
と
い
う
意
思
は

あ
る
か
。

　

市
長　

提
案
し
て
あ
る
予
算
の
内
容
を
改

め
る
意
思
は
な
い
。
台
風
被
害
に
ふ
り
む
け

ら
れ
る
も
の
は
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
ふ
り
む
け
、

な
お
足
ら
な
い
と
き
は
予
算
を
計
上
し
て
緊

急
に
議
会
を
招
集
し
て
こ
れ
を
通
し
て
い
き

た
い
。
現
在
提
案
し
て
い
る
追
加
予
算
を
早

急
に
執
行
し
た
い
。

　

平
良
議
員　

か
つ
て
な
い
大
被
害
を
受
け

て
い
る
が
、
若
干
の
予
備
費
で
は
ま
か
な
え

な
い
。
予
算
の
一
部
を
削
除
し
て
で
も
早
急

に
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
に
手
を
い
れ
て
も
ら

い
た
い
。
市
民
は
そ
れ
を
非
常
に
期
待
し
て

い
る
。
台
風
被
害
の
根
本
的
な
対
策
の
た
め

集
約
的
に
予
算
を
更
正
す
る
と
い
う
思
い

切
っ
た
措
置
を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。
那
覇

市
の
財
源
で
も
ガ
ー
ブ
川
一
帯
の
市
民
か

ら
依
存
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
思
う
。
数

年
来
は
ん
ら
ん
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
市
民

の
熱
望
で
あ
る
ガ
ー
ブ
川
の
根
本
的
な
対

策
の
た
め
具
体
的
に
手
が
け
る
こ
と
は
現

在
ぜ
ひ
必
要
だ
。

　

兼
次
市
長　

市
の
事
業
計
画
で
は
与
儀
一

帯
を
分
水
す
る
こ
と
と
、
ガ
ー
ブ
川
の
幅
員

を
拡
張
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ガ
ー
ブ
川
の

治
水
対
策
は
政
府
と
市
で
行
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
近
く
首
都
建
委
か
ら
政
府
も
市
も
ガ
ー

ブ
川
改
修
問
題
で
勧
告
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
市
と
し
て
は
六
一
年
度
予
算
に
計
上
す

る
こ
と
を
目
ざ
し
て
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　

久
場
議
員　

市
の
職
員
は
台
風
ご
と
に
休

ん
で
い
る
が
、
消
防
隊
や
、
警
察
は
非
常
出

勤
を
し
て
人
命
救
助
そ
の
他
大
き
な
効
果
を

あ
げ
て
い
る
。
台
風
の
被
害
に
備
え
て
非
常

出
勤
で
き
る
よ
う
に
ふ
だ
ん
か
ら
組
織
を
持

つ
こ
と
が
必
要
だ
。

　

仲
原
助
役　

大
へ
ん
な
名
案
な
の
で
、
そ

の
よ
う
な
組
織
を
つ
く
る
。
本
会
議
閉
会

後
、
直
ち
に
災
害
対
策
特
別
委
を
開
き
、
建

設
、
経
済
民
生
部
の
担
当
助
役
、
部
長
が
出

席
し
て
台
風
の
緊
急
対
策
の
状
況
を
聞
い
た

が
、
市
当
局
も
部
課
長
会
議
を
重
ね
被
害
調

査
資
料
を
二
十
四
日
ま
で
に
ま
と
め
る
こ
と

を
決
め
た
。
議
会
は
二
十
五
日
ま
で
休
会
な

の
で
、
き
ょ
う
か
ら
連
日
午
前
中
は
現
場
視

察
、
午
後
か
ら
市
当
局
が
ま
と
め
た
分
の
調

査
資
料
を
中
心
に
治
水
の
根
本
対
策
を
ね
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

市
当
局
に
対
策
要
請
／
那
覇
市 

　
　

会
、
災
害
地
を
調
査 
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那
覇
市
会
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
台
風
「
災
害
対

策
委
員
会
」
は
二
十
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
再

開
、
渡
口
副
委
員
長
ほ
か
委
員
が
出
席
、
那

覇
、
真
和
志
地
区
の
災
害
地
区
の
視
察
を
行

な
っ
た
。
視
察
は
ま
ず
久
茂
地
川
下
流
か
ら

ガ
ー
ブ
川
沿
い
に
与
儀
農
研
所
前
を
通
り
、

こ
の
あ
と
姫
百
合
橋
、
安
里
橋
方
面
を
視
察

調
査
し
た
。
こ
の
結
果
、
同
地
域
の
建
設
関

係
と
し
て
は
、

一
、
蔡
温
橋
の
下
流
で
政
府
の
直
轄
に
な
っ

て
い
る
護
岸
工
事
が
進
ま
な
い
た
め
に
、
同

一
帯
の
は
ん
ら
ん
に
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

二
十
二
日
の
委
員
会
に
政
府
工
交
局
の
土
木

課
長
、
請
負
業
者
を
招
い
て
工
事
の
早
期
完

成
方
を
要
請
す
る
。

二
、
姫
百
合
橋―

蔡
温
橋
の
中
間
に
あ
る
ゆ

た
か
橋
下
に
は
民
家
が
倒
壊
し
て
川
の
は
ん

ら
ん
に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
同
河
川
の
改

修
工
事
を
市
土
木
課
に
要
求
す
る
。

三
、
都
心
部
の
平
和
橋
近
く
で
は
水
上
店
舗

が
河
川
に
落
ち
て
流
れ
を
さ
ま
た
げ
て
い
る

の
で
こ
の
一
帯
に
あ
る
水
上
店
舗
七
軒
を
建

築
基
準
法
違
反
で
撤
去
を
命
ず
る
よ
う
市
建

築
課
に
要
請
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
建
築

を
禁
止
し
、
禁
止
札
を
た
て
る
よ
う
指
示
し

た
。

四
、
十
貫
瀬
か
ら
旧
料
亭
那
覇
の
付
近
の
ガ

ー
ブ
川
は
幅
員
が
狭
く
は
ん
ら
ん
に
影
響
し

て
い
る
の
で
市
土
木
課
に
幅
員
拡
張
工
事
を

要
請
す
る
。

の
四
点
を
あ
げ
、
市
当
局
に
そ
れ
ぞ
れ
善
処

方
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
経
済
民
生
部
関
係
で
は
防
疫
、
塵
芥

処
理
関
係
に
要
請
事
項
が
集
中
、

一
、
台
風
後
の
市
内
の
塵
芥
処
理
は
非
常
に

ス
ロ
ー
モ
ー
で
あ
り
、
二
十
日
ま
で
に
主
な

通
り
は
片
づ
い
て
い
る
と
は
い
え
、
裏
通
り

は
ほ
と
ん
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
現

在
十
三
台
の
車
両
で
は
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
な

処
理
は
む
ず
か
し
い
の
で
、
予
備
費
を
流
用

し
て
増
車
、
短
時
日
で
全
市
内
の
清
掃
が
完

了
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

二
、
防
疫
管
理
と
し
て
台
風
後
の
飲
料
水
の

問
題
を
と
り
あ
げ
、
全
地
域
の
井
戸
の
消
毒
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を
直
ち
に
実
施
す
る
よ
う
要
請
。

三
、
ガ
ー
ブ
川
の
水
上
店
舗
に
は
そ
の
中
に

便
所
を
設
け
て
川
に
放
流
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
シ
尿
処
理
の
指
導
と
厳
重
な
取
締

り
を
要
求
す
る
。
ま
た
河
川
に
チ
リ
を
捨
て

な
い
よ
う
、「
立
札
」
を
た
て
る
。
以
上
を
要

請
し
た
。

　

な
お
二
十
一
日
は
ひ
る
二
時
か
ら
委
員
会

を
再
開
、
小
禄
、
首
里
ほ
か
農
業
地
域
を
視

察
す
る
。

渡
口
副
委
員
長
の
話　

建
設
、
民
生
関
係
に

つ
い
て
那
覇
、
真
和
志
を
回
っ
た
が
、
塵
芥

処
理
な
ど
は
も
っ
と
適
切
に
や
れ
る
も
の
だ
。

車
が
少
い
の
で
あ
れ
ば
、
予
備
費
を
利
用
し

て
車
を
借
り
、
処
理
す
れ
ば
よ
い
。
す
べ
て

を
み
る
と
建
設
関
係
を
含
め
て
緊
急
対
策
に

五
万
㌦
は
要
す
る
の
で
、
今
会
期
の
追
加
予

算
に
財
源
を
求
め
て
計
上
し
、
災
害
対
策
が

で
き
る
よ
う
仕
向
け
た
い
。

　

那
覇
市
／
被
害
額
72
万
ド
ル
／

　
　

台
風
被
害
調
査
ま
と
ま
る 
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雨
台
風
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
は
瞬
間
最
大
風
速

五
十
四
・
二
㍍
、雨
量
五
五
六
㍉
九
三
（
坪
あ
た

り
十
石
一
斗
九
升
）を
も
た
ら
し
那
覇
市
内
各

所
に
浸
水
騒
ぎ
を
起
し
多
大
の
損
害
を
受
け
、

那
覇
市
役
所
で
も
来
襲
し
た
十
六
日
夜
半
か

ら
被
害
調
査
を
す
す
め
て
い
た
が
、
二
十
三

日
各
部
課
の
台
風
被
害
が
ま
と
ま
り
、
市
の

被
害
見
積
総
額
七
十
二
万
四
千
九
百
六
十
四

㌦
の
多
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
二
十
六
日
午

前
十
時
半
開
会
の
市
会
本
会
議
で
日
程
第
一

に
市
会
災
害
対
策
特
別
委
か
ら
台
風
被
害
調

査
に
つ
い
て
審
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。

市
当
局
の
ま
と
め
た
二
十
三
日
現
在
の
台
風

被
害
調
査
は
次
の
と
お
り
。

▽
建
設
部
関
係
十
一
万
六
千
八
百
九
十
九

㌦
（
土
木
関
係
七
万
三
千
六
百
九
㌦
、
水
道

施
設
関
係
七
千
二
百
四
十
六
㌦
、
区
画
整
理

事
業
関
係
二
千
七
百
五
十
七
㌦
、
建
築
物
関

係
三
万
三
千
二
百
八
十
七
㌦
）
浸
水
家
屋

五
千
四
百
九
十
二
戸
（
床
上
三
千
七
百
五
十
六

戸
、
床
下
一
千
七
百
三
十
六
戸
）

▽
経
済
民
生
部
関
係
六
十
万
三
千
八
百
四
㌦

（
商
工
業
者
被
害
三
十
九
万
九
千
五
百
三
十
七

㌦
、
農
林
水
産
業
被
害
二
十
万
五
百
九
十
六

㌦
、
衛
生
課
関
係
三
千
六
百
七
十
㌦
）

▽

総

務

部

関

係

行

政

財

産

被

害

四
千
二
百
六
十
一
㌦
（
注
①
床
上
床
下
の
浸
水

に
よ
る
一
般
住
宅
の
被
害
は
商
工
業
者
の
分
を

除
い
て
は
調
査
の
関
係
か
ら
計
上
さ
れ
て
い
な

い
②
こ
の
被
害
調
査
は
各
課
の
調
査
し
た
の
を

企
画
室
で
ま
と
め
た
も
の
で
で
き
る
だ
け
正
確

を
期
し
た
が
、
一
部
調
査
も
れ
も
あ
る
）

開
会
直
後
宮
里
議
員
が
立
ち
、
市
当
局
の
台

風
十
八
号
の
被
害
調
べ
が
ミ
ス
だ
ら
け
だ
と

激
し
く
追
及
、
一
た
ん
休
憩
に
入
り
、
市
当

局
の
報
告
後
に
質
疑
を
交
す
こ
と
に
し
、
日

程
に
入
っ
た
。

災
害
対
策
特
別
委
審
査
中
間
報
告
（
新
垣
松

助
氏
）　

緊
急
対
策
と
し
て
災
害
前
に
直
ち

に
炊
出
し
や
人
命
救
助
に
あ
た
れ
る
よ
う
な

組
織
を
早
急
に
つ
く
る
こ
と
。
二
十
日
久
茂

地
川
、
安
里
川
の
現
場
視
察
し
、
緊
急
す
べ

き
個
所
を
指
摘
し
、
水
上
店
舗
は
浸
水
の
最

大
の
原
因
な
の
で
、
一
軒
で
も
で
き
る
だ
け

除
去
す
る
。
平
和
橋
上
流
の
水
上
店
舗
は
ガ

ー
ブ
川
、
神
里
原
一
帯
の
浸
水
の
因
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
建
築
基
準
法
に
よ
っ
て
期
限

を
つ
け
て
早
急
に
撤
去
命
令
を
出
し
て
も
ら

い
た
い
。
水
上
店
舗
は
当
然
撤
去
す
べ
き
で

保
安
上
危
険
で
あ
り
、
汚
物
を
川
に
流
し
て

お
り
衛
生
上
も
非
常
に
悪
い
。
こ
れ
を
市
と

し
て
は
ど
う
す
る
か
、
と
市
の
方
針
を
た
だ

し
た
と
こ
ろ
市
長
か
ら
補
償
せ
ね
ば
な
ら
な

い
、
民
、
琉
球
政
府
に
よ
っ
て
執
行
し
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

職
員
の
怠
慢
を
追
及
／
災
害
調 
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で
瀬
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二
十
六
日
午
後
一
時
再
開
し
た
那
覇
市
会
は

午
前
に
ひ
き
つ
づ
き
市
当
局
の
台
風
十
八
号

被
害
調
べ
を
聞
き
質
疑
を
か
わ
し
た
が
、
市

の
ズ
サ
ン
な
台
風
被
害
資
料
を
瀬
名
波
議
員

が
き
び
し
く
追
及
二
十
七
日
か
ら
日
程
変
更

し
て
行
な
わ
れ
る
災
害
対
策
特
別
委
に
市
企

画
室
か
ら
改
め
て
資
料
が
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

瀬
名
波
議
員　

台
風
一
週
間
後
経
っ
て
も

被
害
調
べ
も
完
全
に
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。

市
の
出
さ
れ
た
資
料
は
全
く
ズ
サ
ン
だ
。

台
風
来
襲
時
十
六
、
七
、
八
日
ま
で
担
当
職

員
は
休
ん
で
、
十
九
日
か
ら
や
っ
と
台
風

被
害
調
査
に
乗
り
出
す
と
い
う
の
は
実
に

怠
慢
だ
。
こ
ん
ご
も
こ
の
よ
う
な
被
害
も

あ
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
厳
重
に
注
意

し
て
も
ら
い
た
い
。

瀬
名
波
議
員
の
動
議
が
出
て
、
台
風
対
策
を

緊
急
に
打
出
す
た
め
に
、
災
害
対
策
特
別
委

で
追
加
予
算
を
更
正
し
て
災
害
対
策
費
を
市

民
に
還
元
す
る
と
い
う
立
場
で
さ
ら
に
一
週

間
会
期
を
延
長
し
た
い
と
動
議
提
出
、
久
場

議
員
は
「
も
う
こ
れ
以
上
会
期
を
延
長
す
る

の
は
市
民
に
す
ま
な
い
」
と
反
対
が
あ
っ
て

一
た
ん
休
憩
に
入
り
、
各
派
代
表
に
よ
っ
て

意
見
を
調
整
、
一
週
間
の
会
期
延
長
を
多
数

決
で
承
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
月
末
ま
で

は
災
害
対
策
特
別
委
が
行
な
わ
れ
、
市
当
局

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
緊
急
事
業
を
押
し
進
め

な
が
ら
、
根
本
対
策
を
結
論
づ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
が
さ
る
二
日
始
ま
っ
た
今
期
議
会
の

会
期
は
一
ヵ
月
を
越
す
こ
と
に
な
る
。



一
一
六

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
月

　

台
風
被
害
の
援
助
／
高
良
那
覇 

　
　

市
議
長
／
九
州
市
議
長
会
に 
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【
福
岡
支
局
】
九
州
市
議
会
議
長
会
は

二
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
福
岡
県
筑
後
市
船

小
屋
の
樋
口
軒
で
開
か
れ
た
。
同
議
長
会
会

長
石
井
倫
一
氏
の
ほ
か
各
市
の
議
長
、
議
会

事
務
局
長
な
ど
三
十
四
名
が
集
ま
っ
て
会
議

を
開
い
た
。
沖
縄
側
か
ら
は
全
島
五
市
議
会

議
長
を
代
表
し
て
那
覇
市
会
議
長
高
良
一
氏

が
出
席
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
会
議
に
間
に

合
わ
ず
、
さ
き
に
沖
縄
を
訪
問
し
た
若
松
市

議
会
議
長
平
山
作
蔵
氏
が
代
理
で
沖
縄
の
台

風
被
害
に
対
す
る
救
済
援
助
方
を
陳
情
。
全

会
一
致
で
援
助
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

高
良
議
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
台
風
援
助
の
陳

情
書
に
よ
れ
ば
台
風
十
四
号
に
よ
る
被
害

二
十
一
億
六
千
万
に
上
り
と
く
に
宮
古
八
重
山

の
被
害
は
ひ
ど
く
、
そ
れ
に
追
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
十
五―

十
八
号
と
続
き
、
十
八
号
の
被

害
は
四
十
五
名
の
死
者
を
出
し
一
千
八
百
億

円
（
以
上
い
ず
れ
も
日
円
）
を
予
想
さ
れ
住

民
の
惨
状
は
目
を
お
お
う
あ
り
さ
ま
で
こ
れ

が
復
興
は
本
土
資
材
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
市
議
会
実
行
委
員
を
通
じ
て
政
府
に

早
急
救
済
方
を
要
請
し
た
も
の
で
同
会
と
し

て
は
来
る
十
一
月
十
六
、
十
七
日
熱
海
で
開

催
さ
れ
る
全
国
市
議
長
会
理
事
会
に
持
込

み
早
急
救
済
策
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

く
す
ぶ
る
水
上
店
舗
問
題
／
市 

　
　

会
の
意
向
は
撤
去
に
／
兼
次 

　
　

市
長
政
府
に
ゲ
タ
あ
ず
け
る 
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二
十
六
日
の
那
覇
市
会
で
水
害
対
策
特
別
委

の
審
査
中
間
報
告
が
な
さ
れ
た
が
台
風
シ
ャ

ー
ロ
ッ
ト
に
よ
る
ガ
ー
ブ
川
の
は
ん
ら
ん
に

つ
い
て
は
そ
の
因
で
あ
る
水
上
店
舗
の
撤
去

を
強
く
要
望
、
兼
次
市
長
は
あ
く
ま
で
「
補

償
を
し
な
け
れ
ば
撤
去
で
き
な
い
。
す
な
わ

ち
行
政
命
令
で
は
で
き
な
い
の
で
政
策
的
に

民
政
府
、
琉
球
政
府
に
執
行
さ
せ
る
」
と
い

う
方
針
を
固
執
し
て
お
り
、
「
こ
の
ま
ま
で

は
ガ
ー
ブ
川
一
帯
の
浸
水
の
根
本
対
策
は
市

と
政
府
の
責
任
の
な
す
り
あ
い
で
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
建
設
的
な
方
向
に
は
進
ま
ず
、

市
と
政
府
の
責
任
の
転
化
で
生
じ
た
政
治
的

な
空
白
に
よ
っ
て
困
る
の
は
市
民
だ
」
と
い

う
声
が
強
く
、
成
行
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

二
十
六
日
午
前
十
時
半
開
会
し
た
那
覇
市
会

本
会
議
で
那
覇
議
会
災
害
対
策
特
別
委
員
新

垣
松
助
氏
か
ら
台
風
被
害
審
査
報
告
が
行
な

わ
れ
、
ガ
ー
ブ
川
の
水
上
店
舗
は
こ
ん
ど
の

浸
水
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
早
急
に
撤

去
す
る
よ
う
次
の
よ
う
に
要
望
す
る
と
と
も

に
市
当
局
の
緊
急
対
策
の
早
急
樹
立
を
の
ぞ

ん
で
い
る
。
二
十
六
日
本
会
議
で
行
な
わ
れ

た
災
害
対
策
特
別
委
の
中
間
報
告
の
要
点
を

ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

災
害
対
策
特
別
委
は
二
十
日
久
茂
地
川
お
よ

び
安
里
川
下
流
特
に
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む

っ
た
四
区
十
一
組
の
ゆ
た
か
橋
付
近
、
農
連

市
場
付
近
の
水
上
店
舗
、
ガ
ー
ブ
川
水
上
店

舗
、
三
区
の
愛
生
寮
な
ど
の
被
害
現
場
を
詳

細
に
調
査
し
緊
急
に
措
置
す
べ
き
個
所
を
当

局
に
要
望
し
た
。
要
望
事
項
は
①
こ
の
際
未

確
認
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
建
築
基
準
法
の

規
定
に
基
き
除
去
す
る
よ
う
命
令
を
発
し
同

法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
示
さ
れ
た
災
害
危

険
区
域
を
指
定
す
る
と
と
も
に
市
長
に
意
見

を
具
申
し
今
期
議
会
会
期
中
に
条
例
を
制
定

し
て
も
ら
い
た
い
②
水
上
店
舗
は
今
回
の
台

風
で
も
流
失
し
た
が
前
の
水
害
の
際
に
も
こ

の
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
付
近
一
帯
の
危
険

を
予
想
し
て
警
察
お
よ
び
執
行
当
局
に
も
通

報
し
て
善
処
を
要
望
し
た
が
、
な
ん
ら
処
置

を
講
じ
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
、
こ
ん
ご
も

十
分
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
。
水

上
店
舗
が
浸
水
の
最
大
の
原
因
だ
と
い
う
こ

と
は
当
局
も
十
分
認
め
て
い
る
の
で
一
ヵ
所

ず
つ
で
も
良
い
か
ら
で
き
る
限
り
除
去
し
て

災
害
を
防
止
す
る
熱
意
を
示
し
積
極
的
に
政

府
へ
折
衝
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
③
平
和
橋

上
流
の
水
上
店
舗
を
視
察
し
て
も
っ
と
も
痛

感
す
る
こ
と
は
、
川
の
上
は
少
し
の
余
裕
も

な
く
、
し
か
も
こ
の
辺
の
水
上
店
舗
は
中
廊

下
も
あ
る
状
態
で
、
建
物
の
脚
は
た
だ
で
さ

え
狭
い
川
に
直
立
あ
る
い
は
交
錯
し
て
建

て
ら
れ
、
こ
れ
が
障
害
物
と
な
っ
て
水
の
流

れ
を
さ
え
ぎ
っ
て
お
り
、
ガ
ー
ブ
川
は
ん
ら

ん
の
一
大
原
因
を
な
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

こ
れ
が
さ
ら
に
神
里
原
一
帯
の
浸
水
の
原
因

と
も
な
っ
て
い
る
。
現
場
調
査
か
ら
み
る
と
、

平
和
通
り
一
帯
の
浸
水
は
こ
の
水
上
の
不
法

建
築
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に

う
な
ず
か
れ
る
の
で
、
要
は
こ
の
よ
う
な
建

物
を
法
の
示
す
規
定
に
基
い
て
早
急
に
撤
去

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
撤
去
す
る
と

す
れ
ば
当
局
に
い
つ
ま
で
命
令
を
出
す
つ
も

り
で
あ
る
か
、
な
お
橋
際
の
倒
壊
し
た
水
上

店
舗
に
対
し
て
は
こ
ん
ご
再
建
築
で
き
な
い

よ
う
建
築
中
止
の
標
札
を
立
て
て
厳
重
な
監

視
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

平
和
橋
か
ら
農
連
市
場
付
近
の
水
上
店
舗
の

立
退
き
措
置
に
つ
い
て
は
市
当
局
か
ら
建
築

基
準
法
の
第
三
十
五
条
の
規
定
災
害
区
域
の

指
定
を
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
は
将
来
建
築

す
る
も
の
に
対
し
て
制
限
を
加
え
る
こ
と
に

な
り
穏
当
で
な
い
。
な
お
既
設
の
建
物
に
対

し
て
は
法
の
不
遡
及
の
原
則
に
よ
り
既
存
の

建
物
を
補
償
し
な
け
れ
ば
撤
去
で
き
な
い
と

の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
委
員
会
で
活

発
な
質
疑
が
展
開
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
①
平

和
橋
上
流
の
水
上
店
舗
は
こ
れ
が
水
害
の
原

因
を
な
し
て
い
る
と
わ
か
っ
て
い
て
も
永
久

に
当
局
と
し
て
は
撤
去
で
き
な
い
の
か
ど
う

か
②
現
に
平
和
橋
の
上
流
の
水
上
店
舗
が
神



一
一
七

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
ー
十
一
月

里
原
一
帯
の
浸
水
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
市
長
の
政
策
と
し
て
補

償
し
な
け
れ
ば
除
去
で
き
な
い
と
い
っ
て
い

る
が
、
こ
の
不
法
建
築
は
公
益
上
有
害
で
な

い
の
か
ど
う
か
③
現
実
の
問
題
と
し
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
は
当
然
撤
去

す
べ
き
で
あ
っ
て
補
償
の
問
題
は
後
で
措
置

す
べ
き
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
が
見
解
は
ど

う
で
あ
る
の
か
④
あ
の
水
上
店
舗
は
保
安
上

危
険
で
あ
る
と
認
め
る
か
ど
う
か
、
川
の
上

に
便
所
を
作
り
汚
物
を
川
に
流
失
し
て
い
る

が
、
衛
生
上
有
害
で
あ
る
と
認
め
る
か
ど
う

か
、
撤
去
通
知
を
出
す
意
志
は
あ
る
か
ど
う

か
、
以
上
の
質
疑
に
対
し
平
和
橋
上
流
の
水

上
店
舗
に
対
し
て
市
長
と
し
て
は
「
補
償
を

し
な
け
れ
ば
撤
去
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
行

政
命
令
で
は
で
き
な
い
の
で
政
策
的
に
民
政

府
、
琉
球
政
府
に
執
行
さ
せ
る
」
と
い
う
説

明
が
な
さ
れ
た
。

同
委
は
六
日
に
わ
た
り
現
地
調
査
な
ら
び
に

当
局
に
対
す
る
応
急
措
置
に
つ
い
て
要
望
し

そ
の
措
置
を
講
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
台

風
十
八
号
災
害
対
策
に
対
し
て
は
な
お
慎
重

な
る
調
査
を
要
す
る
と
の
多
数
の
意
見
で
結

論
を
み
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　

　

那
覇
市
の
災
害
対
策
／
市
会
が 

　
　

軍
民
政
府
に
工
事
陳
情 
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那
覇
市
会
災
害
対
策
特
別
委
員
会
は
二
十
九

日
午
前
十
時
半
き
の
う
に
ひ
き
つ
づ
き
開
か

れ
、
二
十
六
日
の
本
会
議
で
ズ
サ
ン
な
災
害

資
料
だ
と
指
摘
さ
れ
た
市
当
局
の
台
風
十
八

号
被
害
調
べ
は
改
め
て
同
委
に
提
出
さ
れ
検

討
さ
れ
た
が
前
の
被
害
総
額
は
七
十
二
万
㌦

（
二
十
三
日
現
在
）
こ
ん
ど
の
は
八
十
五
万
㌦

の
被
害
見
積
総
額
を
出
し
て
い
る
。

一
方
災
害
対
策
特
別
委
で
は
二
十
七
日
か
ら

市
当
局
と
台
風
被
害
緊
急
対
策
に
つ
い
て
協

議
し
た
結
果
、
二
十
九
日
い
ち
お
う
の
結
論

を
出
し
、
民
政
府
な
ら
び
に
琉
球
政
府
に
対

す
る
工
事
施
工
方
の
要
請
事
項
を
き
め
て
、

正
午
委
員
長
代
理
の
渡
口
副
議
長
か
ら
市
長

あ
て
要
望
し
、
被
害
額
お
よ
び
図
面
な
ど
の

付
帯
資
料
を
整
備
添
付
し
て
早
急
に
折
衝
に

あ
た
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

▽
民
政
府
に
要
請
す
べ
き
個
所
（
小
禄
管
内
）

①
具
志
川
原
＝
軍
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
土
砂
く

ず
れ
に
よ
る
被
害
二
二
四
坪
埋
没
九
五
・
三

立
坪　

②
小
禄
第
二
ゲ
ー
ト
＝
鉄
柵
、
具
志

排
水
溝
、
鉄
柵
を
開
閉
式
の
措
置
を
講
ず
る
。

（
真
和
志
管
内
）
①
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク

施
設
内
排
水
栓
は
現
在
一
本
の
パ
イ
プ
で
排

水
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
二
本
増
設
す
る

こ
と
を
要
請
し
、
な
お
同
施
設
管
理
人
を
交

代
制
に
し
て
完
全
な
る
管
理
を
し
て
も
ら
う
。

（
本
庁
管
内
）
①
旭
町
、
壺
川
四
四
号
線
の
両

側
排
水
路
な
ら
び
に
横
断
排
水
路
設
置
方
要

請　

②
一
号
線
（
潮
渡
り
橋
）
排
水
路
な
ら

び
架
橋
新
設
方
要
請
す
る
こ
と

③
奥
武
山
、
壺
川
間
の
国
場
川
流
水
を
堰
止

め
の
撤
去
な
ら
び
に
幅
員
拡
張
を
要
請
す
る
。

▽
琉
球
政
府
に
要
請
す
べ
き
個
所
（
小
禄
管

内
）
①
字
小
禄
三
三
号
線
横
断
排
水
路
改
修

な
ら
び
に
新
設
方
を
要
請　

②
小
禄
屠
場
前

の
護
岸
補
修
方
を
要
請
。
（
真
和
志
管
内
）

①
主
席
公
舎
土
砂
く
ず
れ
に
よ
る
被
害
個
所

の
補
修
と
損
害
補
償
に
関
す
る
件
に
つ
い
て

要
請　

②
寄
宮
橋
上
流
、
下
流
の
護
岸
崩
壊

に
よ
る
改
修
工
事
方
の
件
要
請　

③
岡
野
区

排
水
路
決
壊
個
所
の
改
修
方
要
請　

④
安
里
、

高
橋
間
の
横
断
排
水
路
設
置
方
の
件
要
請
。

（
首
里
管
内
）
①
又
吉
道
路
山
川
区
内
道
路
決

壊
個
所
の
早
期
補
修
な
ら
び
に
損
害
補
償
方

を
要
請　

②
儀
保
町
下
樋
口
、
上
流
、
下
流

の
護
岸
決
壊
な
ら
び
に
地
す
べ
り
に
伴
う
被

害
個
所
の
改
修
方
要
請　

③
桃
原
嘉
良
川
橋

下
流
の
護
岸
改
修
方
要
請　

④
汀
良
町
市
場

内
、
排
水
護
岸
の
改
修
方
要
請　

⑤
金
城
町

の
護
岸
新
設
と
浚
渫
方
を
要
請　

⑥
首
里
支

所
前
道
路
（
龍
た
ん
側
）
の
護
岸
の
修
復
方

要
請
。

　

大
弦
小
弦 

　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
11
・
４
〕

兼
次
那
覇
市
長
は
二
日
、
台
風
災
害
緊
急
対

策
費
を
織
り
込
ん
だ
更
正
予
算
案
を
市
会
に

提
出
し
た
が
、
ま
さ
に
市
会
の
虚
を
つ
い
た

カ
ッ
コ
ウ
で
、
そ
の
内
容
は
交
際
費
を
バ
ッ

サ
リ
削
り
、
市
長
、
議
員
の
報
酬
を
大
幅
に

減
額
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
▼
議
員
報
酬

月
額
七
十
五
㌦
を
三
十
五
㌦
に
、
市
長
給
料

月
額
百
六
十
七
㌦
を
百
二
十
五
㌦
に
減
じ
て
、

浮
い
た
分
を
災
害
対
策
に
ふ
り
向
け
よ
う
と

い
う
わ
け
だ
が
、
窮
屈
な
予
算
で
は
、
他
の

費
目
か
ら
回
す
こ
と
も
で
き
ず
に
、
せ
っ
ぱ

つ
ま
っ
た
気
持
で
、
か
ね
て
の
市
長
構
想
を

具
体
化
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
市
会
と
し
て
、

一
応
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
▼
し
か

し
、
こ
と
給
料
の
問
題
と
な
る
と
、
非
常
に

微
妙
で
は
あ
る
。
那
覇
市
会
は
、
一
昨
年
だ

っ
た
か
、
議
員
報
酬
を
五
十
㌦
か
ら
現
行
の

七
十
五
㌦
に
引
上
げ
て
、
か
な
り
の
批
判
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
こ
ん
ど
は

逆
に
、
引
上
げ
前
の
五
十
㌦
以
下
に
す
る
と

い
う
の
だ
か
ら
、
市
長
か
ら
心
理
テ
ス
ト
で

も
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
、
市
会
が
ど
う
受

け
取
る
か
注
目
さ
れ
る
わ
け
だ
▼
も
ち
ろ
ん
、

兼
次
市
長
の
緊
急
対
策
案
そ
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
提
案
が
あ
ま
り
に
突

然
で
あ
り
、
与
党
議
員
さ
え
不
満
に
思
っ
て
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い
る
の
も
い
る
と
い
う
し
、
し
か
も
、
さ
る

三
十
一
日
に
は
市
会
特
別
委
の
結
論
も
で
た

と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
こ
ん
ど
の
突
然
の
提

案
は
、
市
会
側
を
多
少
硬
化
さ
せ
た
の
で
は

な
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
▼
那
覇
市
の
災
害

対
策
と
い
え
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
ガ
ー
ブ

川
の
治
水
対
策
で
あ
る
が
、
上
流
の
分
水
か
、

下
流
の
拡
張
か
、
意
見
は
二
つ
あ
っ
て
、
そ
の

た
め
、
特
別
委
と
し
て
も
、
結
論
を
だ
す
の

が
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
▼
川
の
氾

濫
に
よ
る
那
覇
市
の
水
害
は
、
ほ
と
ん
ど
毎

年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
び
ご
と
に
、
緊

急
対
策
の
声
は
あ
る
が
、
い
ま
に
至
る
ま
で
、

そ
う
改
善
さ
れ
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

地
形
の
関
係
も
あ
っ
て
、
技
術
的
に
も
問
題

は
あ
る
し
、
と
に
か
く
、
一
朝
一
夕
に
は
い

か
な
い
問
題
で
は
あ
る
▼
そ
れ
だ
け
、
治
水

対
策
に
は
、
市
長
と
市
会
の
協
力
が
必
要
と

な
る
わ
け
で
、
市
長
提
案
の
や
り
方
に
ま
ず

い
点
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
こ
だ
わ

ら
ず
に
、
双
方
の
案
を
も
ち
よ
っ
て
の
討
議

を
望
み
た
い
わ
け
だ
。
そ
の
筋
に
あ
た
る
必

要
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
、
あ
た
る
力
も
強

く
な
る
の
で
あ
る
。

　

私
の
意
見
／
那
覇
市
の
軍
用
地 

　
　

問
題
／
基
本
契
約
締
結
に
つ 

　
　

い
て
（
上
）
／
浦
崎
康
華 

　
　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
９
・
11
・
４
〕

　

は
し
が
き

さ
る
十
月
二
十
六
日
の
晩
、
市
内
農
連
市
場

で
民
連
議
員
団
の
主
催
で
那
覇
市
政
批
判
演

説
会
が
開
か
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
演
説

会
を
聞
い
た
と
い
う
一
人
の
知
人
が
「
当
日

の
弁
士
で
あ
る
某
市
会
議
員
は
軍
用
地
の
契

約
反
対
を
叫
び
、
那
覇
市
有
地
の
契
約
を
ぜ

ひ
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
契
約
促
進
者
で
あ
る
浦
崎
議
員
に
圧
力

を
か
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
聴
衆
に
呼
び
か

け
て
い
た
か
ら
、
こ
の
際
市
有
地
の
契
約
の

是
非
に
つ
い
て
明
確
に
見
解
を
表
明
せ
よ
と

私
に
注
意
を
促
し
た
。

も
っ
と
も
そ
の
演
説
内
容
の
く
わ
し
い
こ
と

は
聞
き
も
ら
し
た
が
、
し
か
し
数
年
来
那
覇

市
軍
用
地
特
別
委
員
会
（
市
内
軍
用
地
所
有

者
の
組
織
せ
る
団
体
）
委
員
の
一
人
と
し
て

軍
用
地
所
有
者
の
意
思
に
従
い
、
そ
の
利
益

擁
護
の
た
め
微
力
を
つ
く
し
て
き
た
関
係
も

あ
り
、
か
つ
ま
た
市
財
政
の
健
全
化
を
図
り

当
局
を
し
て
当
面
せ
る
台
風
災
害
緊
急
対
策

お
よ
び
山
積
せ
る
諸
施
設
を
実
施
せ
し
め
市

民
福
祉
に
寄
与
す
る
た
め
に
は
那
覇
市
有
地

お
よ
び
非
細
分
土
地
（
い
わ
ゆ
る
無
地
番
）

の
軍
用
地
に
つ
い
て
速
や
か
に
琉
球
政
府
と

基
本
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
賃
貸
料

を
一
日
も
早
く
受
入
れ
て
諸
施
設
の
財
源
に

振
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い

る
私
と
し
て
、
こ
の
機
会
に
私
の
見
解
を
披

れ
き
し
良
識
あ
る
市
民
各
位
の
御
指
導
を
仰

ぎ
た
い
と
思
う
。

　

二
、
那
覇
市
財
政
と
軍
用
地
料

那
覇
市
六
〇
年
度
一
般
会
計
予
算
の
既
決
予

算
総
額
は
歳
出
入
と
も
一
、
四
九
六
、
四
九
九

㌦
で
現
在
議
会
で
審
議
中
の
追
加
予
算

一
九
〇
、
八
九
〇
㌦
が
そ
の
ま
ま
通
過
す
れ

ば
合
計
一
、
六
八
九
、
三
八
九
㌦
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。

そ
の
歳
入
面
に
お
け
る
軍
用
地
料
は
当
初

予
算
に
二
六
四
、
九
四
七
㌦
、
追
加
予
算
に

六
三
、
六
八
〇
㌦
、
合
計
三
二
八
、
六
二
七
㌦

計
上
さ
れ
て
お
り
、
歳
入
総
額
の
一
九
・
五
㌫

に
当
る
。

問
題
に
な
る
の
は
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
軍
用
地
料
は
五
九
年
度
と
六
〇
年
度
の

分
で
原
則
と
し
て
那
覇
市
と
琉
球
政
府
と
の

間
に
基
本
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
か
ら
全

額
受
領
す
る
も
の
で
あ
り
、
予
算
は
既
に
成

立
し
て
い
る
の
に
、
今
さ
ら
契
約
を
し
な
い

わ
け
に
は
い
く
ま
い
と
い
う
の
が
私
の
見
解

で
あ
る
。
し
か
し
訴
願
す
れ
ば
七
五
％
、
契

約
し
な
い
で
も
い
つ
か
は
、
全
額
受
領
で
き

る
こ
と
は
布
令
第
二
〇
号
「
賃
借
権
の
取
得

に
つ
い
て
」
の
規
定
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
そ
の
受
領
で
き
る
期
日
は
相
当
の
日
数

を
要
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
、
公
経
済

の
市
予
算
に
計
上
す
る
こ
と
は
妥
当
を
欠
く

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
追
加
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
軍
用
地

料
は
訴
願
の
た
め
保
留
し
て
あ
っ
た
二
十
五

％
そ
の
他
過
年
度
の
分
で
あ
る
た
め
基
本
契

約
を
し
な
く
て
も
受
領
で
き
る
分
で
あ
る
。

こ
の
軍
用
地
料
の
受
領
に
よ
っ
て
台
風
被
害

の
緊
急
対
策
を
始
め
山
積
せ
る
諸
施
設
を
順

を
追
う
て
実
施
し
市
民
福
祉
に
貢
献
で
き
る

わ
け
で
あ
り
、
従
っ
て
予
定
ど
お
り
軍
用
地

料
の
は
い
る
、
は
い
ら
な
い
に
よ
っ
て
本
年

度
諸
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
も
相
当
影
響
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
軍
用
地
料
を

適
正
に
し
か
も
す
み
や
か
に
受
領
し
そ
の
金

で
市
民
福
祉
を
増
進
す
る
施
設
に
振
向
け
て

貰
い
た
い
と
念
願
す
る
議
員
は
多
数
い
る
と

私
は
確
信
す
る
。

も
し
一
部
議
員
の
意
見
の
よ
う
に
基
本
契
約

を
締
結
し
な
い
と
き
は
ど
う
な
る
か
。
軍
用

地
は
強
制
権
収
用
、
そ
の
賃
貸
料
は
琉
球
政

府
に
供
託
さ
れ
、
訴
願
す
れ
ば
そ
の
七
五

％
、
訴
願
も
し
な
け
れ
ば
相
当
日
数
を
経
て

全
額
受
領
で
き
る
が
、
強
制
収
用
の
宣
告
を

受
け
た
土
地
に
対
し
て
は
十
年
、
九
年
の
長

期
前
払
い
が
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
、
市
財
政

の
健
全
化
か
ら
い
っ
て
も
今
た
だ
ち
に
前
払

い
を
受
け
る
、
受
け
な
い
は
、
前
払
い
が
受
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け
ら
れ
る
よ
う
に
そ
の
道
を
拓
い
て
置
い
た

ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

三
、
新
土
地
計
画
は
多
数
住
民
が
大
体
納

得
し
て
い
る
。

地
主
と
琉
球
政
府
が
基
本
賃
貸
借
契
約
を
結

び
、
さ
ら
に
琉
球
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

政
府
と
の
間
に
総
括
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ

と
い
う
方
式
は
本
土
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

の
関
係
に
相
当
似
か
よ
っ
た
点
が
あ
り
、
こ

れ
は
昨
年
十
一
月
妥
結
し
た
琉
米
代
表
の
現

地
折
衝
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
新
土
地
計
画

に
則
る
も
の
で
、
従
来
に
比
べ
て
数
歩
前
進

し
て
い
る
と
軍
用
地
所
有
者
の
多
数
は
見
て
、

大
体
こ
の
新
土
地
計
画
を
納
得
し
て
い
る
。

　
　
　
　

（
那
覇
市
会
議
員
）

　

建
築
確
認
を
取
消
す
／
与
儀
小 

　
　

前
の
映
画
館
新
築 

　
　
　

〔
沖
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・
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那
覇
市
与
儀
小
校
正
門
前
の
映
画
館
建
築

に
つ
い
て
は
、
学
校
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

の
反
対
運
動
が
あ
り
、
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ

れ
て
い
た
が
、
三
日
行
政
府
か
ら
那
覇
市
に

た
い
し
て
、
そ
の
建
築
物
の
建
築
確
認
を
取

り
消
す
文
書
が
送
付
さ
れ
て
き
た
。

　

建
築
確
認
を
取
消
す
理
由
と
し
て
、
そ
の

建
築
物
が
建
築
基
準
法
の
第
三
十
九
条
（
敷

地
と
道
路
と
の
関
係
）
と
第
五
十
四
条
（
道

路
の
幅
員
と
建
築
物
の
高
さ
と
の
関
係
）
に

違
反
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
第
三
十
九
条
で
は
、
建
築
物
の
敷
地

は
道
路
に
二
㍍
以
上
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
申
請
者
は
将
来
私
道
を
つ
く
る
と

い
う
申
請
を
し
た
だ
け
で
、
実
際
に
は
私
道

の
手
続
き
と
認
定
を
う
け
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
五
十
四
条
の
道
路
の
幅
員
と
建
築

物
の
高
さ
と
の
関
係
に
も
違
反
す
る
こ
と
に

な
り
、
建
築
確
認
の
取
消
し
措
置
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
問
題
は
開
会
中
の
那
覇
市
議

会
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
、
議
会
は
市
長
の
諮

問
に
た
い
し
て
、
与
儀
小
校
付
近
を
文
教
地

区
に
指
定
す
る
と
の
答
申
を
す
る
こ
と
に
し

た
が
、
三
日
の
本
会
議
で
は
「
与
儀
小
校
正
門

前
の
映
画
館
建
築
許
可
取
消
し
方
の
陳
情
」

を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

那
覇
市
会
波
乱
の
大
詰
め
に
／ 

　
　

保
守
合
同
へ
の
き
ざ
し
／
注 

　
　

目
の
災
害
予
算
審
議
始
ま
る 

　
　
　

〔
琉
新
・
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約
一
ヵ
月
余
に
わ
た
っ
て
会
期
を
延
長
し
て

台
風
に
よ
る
災
害
補
正
予
算
を
審
議
し
て
い

る
那
覇
市
会
九
月
定
例
議
会
は
五
日
午
前

十
一
時
傍
聴
人
が
つ
め
か
け
る
な
か
に
再
開
、

注
目
の
一
九
六
〇
年
度
那
覇
市
追
加
更
正
予

算
の
議
案
を
上
程
審
議
に
入
っ
た
。
開
会
後

日
程
を
変
更
、
日
程
第
二
の
一
九
六
〇
年
度

那
覇
市
歳
入
歳
出
追
加
予
算
を
上
程
、
台
風

来
襲
に
よ
る
災
害
予
算
計
上
の
た
め
議
案
を

撤
回
、
つ
づ
い
て
災
害
対
策
特
別
委
の
台
風

十
八
号
に
よ
る
被
害
報
告
が
新
垣
松
助
議
員

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
災
害
補
正
予
算
の

編
成
の
た
め
兼
次
市
長
が
独
自
の
や
り
方
で

市
長
は
じ
め
議
員
の
歳
費
を
削
減
、
七
十
五

㌦
の
月
給
か
ら
三
十
五
㌦
の
月
給
に
引
下
げ

た
こ
と
に
対
し
わ
ず
か
一
票
の
差
で
多
数
を

占
め
る
と
み
ら
れ
て
い
る
与
党
派
議
員
の
中

で
は
「
今
ま
で
の
議
員
は
名
誉
職
と
い
う
考

え
で
よ
か
っ
た
が
、
現
在
の
議
員
で
は
こ
の

俸
給
が
直
接
生
活
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
災

害
対
策
は
全
那
覇
市
民
の
協
力
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
議
員
四
十
二
名
の
俸

給
を
引
下
げ
た
り
市
長
の
月
給
を
削
減
し
た

だ
け
で
災
害
対
策
が
た
て
ら
れ
る
も
の
で
な

く
、
正
当
な
報
酬
は
む
し
ろ
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
だ
。
こ
ん
ど
の
那
覇
市
の
災
害
が
那
覇

市
会
議
員
へ
の
人
災
に
な
り
、
与
党
派
議
員

と
し
て
は
、
む
し
ろ
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
べ

き
だ
」
と
批
難
す
る
と
と
も
に
兼
次
市
政
に

対
し
比
較
的
利
害
関
係
の
少
な
い
議
員
が
ソ

ッ
ポ
を
向
き
始
め
る
と
と
も
に
保
守
合
同
の

か
け
声
も
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
ん
ど
の
九
月

定
例
会
の
結
果
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
那
覇
市

会
の
小
党
派
の
分
野
は
ま
た
ま
た
大
き
く
変

化
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　

兼
次
市
長
／
〝
総
辞
職
の
腹
で
か
か 

　
　

る
〟
／
水
害
解
決
は
軍
援
助
が
必
要

な
お
兼
次
市
長
は
一
九
六
〇
年
度
那
覇
市
歳

入
歳
出
追
加
更
正
予
算
の
議
案
説
明
に
従
来

の
慣
習
を
や
ぶ
り
、
み
ず
か
ら
立
っ
て
議
案

説
明
を
の
べ
た
が
、
そ
の
な
か
で
「
戦
後
那
覇

市
の
住
居
地
帯
に
は
進
駐
軍
の
弾
薬
集
積
所

が
あ
っ
て
市
民
は
し
か
た
な
く
ガ
ー
ブ
川
一

帯
の
低
地
帯
に
住
み
つ
い
た
の
で
あ
り
、
那

覇
市
の
ガ
ン
と
い
わ
れ
て
い
る
ガ
ー
ブ
川
の

浸
水
の
解
決
の
た
め
に
米
国
側
が
必
ず
資
金

を
援
助
す
る
義
務
が
あ
り
、
も
し
援
助
し
な

け
れ
ば
世
界
の
良
心
に
う
っ
た
え
る
と
い
う

意
味
で
市
長
も
議
会
も
総
辞
職
の
決
意
を
も

っ
て
の
ぞ
む
」
と
い
っ
た
こ
と
に
対
し
、
高

良
（
清
）
議
員
は
「
従
来
の
予
算
説
明
は
部

課
長
が
行
な
っ
て
い
た
が
兼
次
市
長
が
異
例

の
予
算
説
明
を
し
た
の
は
な
に
か
、
こ
ん
た

ん
が
あ
る
の
か
」
と
休
け
い
中
に
発
言
し
た

が
、
午
後
一
時
か
ら
再
開
す
る
追
加
更
正
予

算
市
会
は
波
乱
の
大
詰
め
の
様
相
を
お
び
て

お
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

｜
社　

説
｜

　

市
長
提
案
に
ま
ず
い
点
は
な
か 

　
　

っ
た
か
…

　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
11
・
６
〕

那
覇
市
会
は
、
さ
ら
に
会
期
を
延
長
し
た
。

台
風
災
害
対
策
を
審
議
す
る
た
め
で
あ
る
が
、

こ
ん
ど
の
延
長
は
、
市
長
提
案
の
追
加
更
正

予
算
案
を
め
ぐ
り
、
市
長
と
市
会
の
対
立
を



一
二
〇

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
一
月

招
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
注
目

さ
れ
る
延
長
市
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

台
風
災
害
対
策
に
つ
い
て
の
兼
次
市
長
提

案
の
更
正
予
算
案
の
内
容
は
、
た
し
か
に
、
市

会
の
虚
を
つ
く
よ
う
な
思
い
切
っ
た
も
の
で

は
あ
っ
た
。
兼
次
市
長
は
五
日
の
市
会
で
〝

最
小
の
報
酬
で
最
大
の
奉
仕
〟
を
提
案
理
由

と
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、
議
員
報
酬

は
、
昨
年
実
質
的
に
五
十
㌦
か
ら
七
十
五
㌦

に
与
党
の
反
対
を
お
し
切
っ
て
引
上
げ
た
ば

か
り
で
あ
り
、
こ
れ
を
こ
ん
ど
の
更
正
予

算
で
、
一
挙
に
三
十
五
㌦
に
引
下
げ
よ
う
と

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
問
題
は
か
な
り
微
妙

な
も
の
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
名
目
が
災
害
復

旧
費
案
出
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

市
会
と
し
て
は
、
市
長
提
案
の
報
酬
引
下
げ

案
に
、
表
面
反
対
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、

そ
う
か
と
い
っ
て
七
十
五
㌦
か
ら
三
十
五
㌦

へ
の
大
幅
減
額
は
、
額
と
し
て
は
大
き
い
し
、

議
員
の
弱
点
を
つ
か
れ
た
カ
ッ
コ
ウ
で
、
内

心
は
不
満
に
思
っ
て
い
る
の
も
相
当
い
る
の

で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
ん
ど
の
提
案
を
兼
次
市
長

が
、
議
員
の
弱
点
を
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

会
を
ひ
っ
ぱ
り
回
わ
そ
う
と
い
う
考
え
方
か

ら
で
た
も
の
と
思
い
た
く
な
い
。
だ
が
、
提

案
の
仕
方
に
問
題
が
あ
っ
た
と
い
い
た
い
の

だ
。
報
道
に
よ
る
と
、
兼
次
市
長
は
、
報
酬

引
下
げ
案
を
与
党
議
員
に
さ
え
相
談
せ
ず
に
、

全
く
突
然
の
提
案
だ
っ
た
と
い
う
し
、
し
か

も
、
市
会
特
別
委
員
会
で
は
、
さ
る
三
十
一

日
に
委
員
会
案
を
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
兼
次
市
長
が
、
こ
の
特
別
委
案
に
気
が

つ
か
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
、

ま
た
か
り
に
、
気
が
つ
か
ず
、
全
く
知
ら
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
市
会
の
災
害

復
旧
対
策
に
無
関
心
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

　

市
長
や
議
員
の
報
酬
を
大
幅
に
引
下
げ
て
、

市
長
が
い
う
よ
う
に
、
最
小
の
報
酬
で
最
大

の
奉
仕
、
と
い
う
こ
と
に
は
決
し
て
反
対
で

は
な
い
。
し
か
し
、
実
際
問
題
と
し
て
ど
う
だ

ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
議
員
の
中
に
は
、
報
酬

を
半
減
さ
れ
て
も
困
ら
な
い
の
も
い
る
だ
ろ

う
。
が
、
三
十
㌦
も
バ
ッ
サ
リ
や
ら
れ
た
の

で
は
、
多
少
は
生
活
に
ひ
び
く
の
も
い
る
に

ち
が
い
な
い
。
市
長
給
料
を
月
額
百
六
十
七

㌦
か
ら
百
二
十
五
㌦
に
引
下
げ
る
の
と
同
一

条
件
下
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

と
に
か
く
、
こ
う
い
う
問
題
は
、
事
前
に
市

会
側
の
意
向
を
打
診
し
て
お
く
必
要
は
な
か

っ
た
か
。
そ
の
へ
ん
、
非
常
に
市
会
対
策
上
、

ま
ず
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
点
は
、
こ

ん
ど
の
更
正
予
算
案
の
内
容
が
災
害
復
旧
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
町
村
自
治
法

の
規
定
で
は
「
非
常
の
災
害
の
応
急
施
設
経

費
、
伝
染
病
予
防
経
費
」
を
市
会
が
削
除
あ

る
い
は
減
額
し
た
ら
、
市
長
は
、
こ
れ
を
不

信
任
議
決
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
解
釈
や
認
定
の
問
題

に
も
な
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
会
へ
の

挑
戦
だ
と
い
う
印
象
を
野
党
の
一
部
に
与
え

た
の
は
事
実
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
意
地
を
張
っ

て
対
立
す
る
か
、
そ
れ
と
も
歩
み
よ
る
か
、
市

長
や
市
会
の
考
え
方
い
か
ん
に
よ
る
が
、
ほ

ん
と
の
と
こ
ろ
、
い
ま
さ
ら
不
信
任
、
解
散

も
ど
う
か
と
思
う
の
だ
。
ま
ず
か
っ
た
と
こ

ろ
は
虚
心
に
反
省
し
て
み
る―

そ
れ
を
市
長

や
市
会
に
望
み
た
い
の
で
あ
る
。

　

災
害
報
告
で
大
荒
れ
／
那
覇
市 

　
　

議
会
／
深
夜
ま
で
論
戦
続
く 

　
　

／
「
最
低
市
会
」
の
ヤ
ジ
も 

　
　

飛
ぶ 

　
　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
９
・
11
・
６
〕

五
日
午
前
十
一
時
か
ら
再
開
し
た
那
覇

市
会
本
会
議
は
午
後
一
時
続
開
、
兼
次
市

長
提
出
の
一
九
六
〇
年
度
那
覇
市
歳
入

歳
出
追
加
更
正
予
算
に
つ
い
て
質
問
に

入
っ
た
が
、
三
議
題
を
一
括
上
程
し
た
た

め
議
場
が
混
乱
、
災
害
対
策
特
別
委
の
台

風
十
八
号
に
よ
る
被
害
調
査
報
告
に
つ

い
て
与
党
派
議
員
が
て
ん
で
ば
ら
ば
ら

に
同
委
の
報
告
を
つ
つ
き
、
与
党
派
同
士

で
討
論
す
る
場
面
も
出
て
、
黒
だ
か
り
の

傍
聴
人
か
ら
「
最
低
市
会
」
だ
と
の
ヤ
ジ

も
飛
ん
だ
。
ま
た
人
民
党
議
員
と
兼
次
市

長
と
が
報
酬
引
下
げ
で
「
市
長
は
災
害
対

策
特
別
委
か
ら
提
案
さ
れ
る
と
ま
ず
く

な
る
か
ら
え
え
い
く
そ
と
月
給
を
削
っ

た
の
だ
ろ
う
」「
誰
れ
が
、
自
分
の
俸
給
ま

で
え
え
い
く
そ
と
削
れ
る
も
の
か
」
と
か

け
あ
い
万
才
の
よ
う
な
質
疑
応
答
も
あ

り
、
議
場
は
ど
っ
と
わ
い
た
。
定
刻
の
午

後
四
時
を
延
長
、
市
長
に
対
す
る
追
加
更

正
予
算
の
質
疑
を
な
お
も
続
行
、
午
後
六

時
一
た
ん
休
憩
、
夜
食
の
の
ち
午
後
十
一

時
に
な
り
漸
く
質
疑
を
終
了
、
災
害
報
告

か
ら
端
を
発
し
て
与
党
派
議
員
の
発
言

か
ら
大
荒
れ
し
た
本
会
議
を
散
会
、
追

加
更
正
予
算
ほ
か
二
議
題
は
災
害
特
別

委
に
審
査
を
付
託
、
き
ょ
う
同
委
で
審
議

さ
れ
七
日
の
本
会
議
で
議
決
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
た
。
き
の
う
の
議
会
の
混
乱
は

根
本
的
に
は
市
会
の
委
員
会
の
災
害
対

策
を
受
け
て
か
ら
兼
次
市
長
が
災
害
補

正
予
算
を
提
案
す
る
と
い
う
順
序
を
経

な
く
て
抜
き
打
ち
予
算
を
出
し
た
こ
と

と
、
与
党
派
議
員
グ
ル
ー
プ
が
災
害
対
策

委
の
報
告
に
つ
い
て
意
見
調
整
を
し
て

い
な
か
っ
た
点
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て

い
る
。

午
後
一
時
す
ぎ
那
覇
市
会
本
会
議
が
再
開
さ

れ
、
午
前
中
か
ら
継
続
し
て
い
る
兼
次
市
長



一
二
一

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
一
月

の
予
算
説
明
が
あ
っ
て
の
ち
、
宮
里
議
員
が

旭
ヵ
丘
不
法
建
築
物
に
対
す
る
立
退
き
補
償

費
に
つ
い
て
質
問
に
た
っ
た
。

宮
里
議
員　

旭
ヵ
丘
不
法
建
築
物
に
立
退
き

補
償
費
と
し
て
市
民
の
血
税
を
あ
て
る
の
は

納
得
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
法
治
国
民
と

し
て
法
の
秩
序
を
守
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

不
法
建
築
物
に
補
償
す
る
こ
と
は
法
を
守
る

善
良
な
市
民
が
損
で
あ
る
。
市
長
は
不
法
建

築
物
の
補
償
に
は
税
金
で
払
う
の
で
は
な
く

軍
用
地
代
で
払
う
と
い
う
子
ど
も
だ
ま
し
の

よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
議

会
へ
の
ぶ
辱
だ
。
こ
の
一
万
一
千
九
百
六
㌦

の
移
転
補
償
費
に
く
り
入
れ
る
べ
き
だ
。
そ

の
意
思
が
市
長
に
あ
る
の
か
。

市
長　

法
に
従
っ
て
こ
れ
を
補
償
す
る
。
不

法
建
築
物
に
対
す
る
補
償
に
税
金
を
あ
て
る

と
い
う
世
に
も
不
思
議
な
物
語
り
が
妥
当
と

す
る
な
ら
ば
、
軍
用
地
代
の
値
上
が
り
で
こ

れ
に
あ
て
る
と
い
う
論
法
も
な
り
立
つ
と
い

う
こ
と
を
い
っ
た
の
で
あ
り
、
議
事
録
を
見

て
も
ら
い
た
い
。

つ
づ
い
て
災
害
対
策
特
別
委
の
台
風
第
十
八

号
に
よ
る
被
害
調
査
報
告
に
つ
い
て
の
質
疑

と
那
覇
市
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
一
九
六
〇
年
度
那
覇

市
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
を
一
括
上
程
し

た
が
、
こ
の
議
事
の
進
め
方
に
異
論
で
議
会

は
混
乱
。
重
な
り
合
っ
た
議
案
の
質
疑
は
議

事
進
行
に
障
害
が
あ
る
と
し
て
、
災
害
対
策

委
の
被
害
報
告
と
予
算
□
□
□
□
□
し
て
す

す
め
、
被
害
報
告
は
委
員
会
に
差
し
も
ど
し

訂
正
個
所
と
状
況
変
化
に
よ
る
修
正
を
行
い

最
終
決
定
を
出
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
出
た

が
、
休
憩
中
表
決
に
入
り
多
数
決
で
災
害
対

策
委
の
被
害
報
告
に
つ
い
て
の
質
疑
に
入
っ

た
。

久
高　

零
細
農
家
が
台
風
被
害
を
受
け
て
お

り
、
こ
の
調
査
を
委
員
会
に
報
告
す
る
よ
う

要
請
し
て
あ
っ
た
が
、
報
告
は
出
て
い
る

か
。

市
長　

予
算
案
の
提
案
説
明
の
中
で
、
特
別

委
か
ら
の
報
告
が
三
十
一
日
ま
で
に
と
ど
い

て
い
な
い
の
で
独
自
の
立
場
で
追
加
更
正
予

算
案
を
出
し
た
と
説
明
し
た
。
委
員
会
か
ら

市
長
あ
て
の
災
害
予
算
措
置
は
渡
口
副
委
員

長
の
名
で
四
日
夜
に
し
か
届
い
て
い
な
い
し
、

そ
の
中
で
歳
入
に
つ
い
て
は
八
万
二
千
㌦
の

災
害
対
策
を
要
請
し
て
お
り
、
歳
出
に
つ
い

て
は
一
字
も
書
い
て
い
な
い
。
委
員
会
か
ら

な
に
な
に
を
削
除
せ
よ
と
い
う
具
体
案
は
ま

だ
受
け
と
っ
て
い
な
い
。

又
吉
議
員　

こ
ん
ど
の
追
加
更
正
予
算
に

一
万
一
千
九
百
六
㌦
の
立
退
き
補
償
費
が
含

ま
れ
て
い
る
が
、
公
園
計
画
は
な
る
ほ
ど
市

民
の
望
む
所
で
は
あ
る
が
、
緊
急
対
策
を

講
じ
て
か
ら
予
算
化
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
立
退
き
補
償
費
は
ぜ
ひ
必
要
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
は
次
回
に
計
上
し
て
も
よ
か
っ
た

と
思
う
。

市
長　

旭
ヵ
丘
公
園
を
建
設
す
る
た
め
に
計

上
し
た
立
退
き
補
償
費
は
絶
対
に
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
を
災
害
費
に
ま
わ
さ
な
か
っ
た
の

は
予
算
に
は
ガ
ー
ブ
川
下
流
工
事
の
分
を
の

ぞ
い
た
ほ
と
ん
ど
の
災
害
対
策
費
を
計
上
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ガ
ー
ブ
川
の
下
流
は

次
年
度
で
実
施
す
る
計
画
が
、
現
在
首
都
建

設
委
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
せ
っ
か
く
の
同

委
の
努
力
も
あ
る
の
で
予
算
上
も
首
都
建
設

委
の
手
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
た
い
。

石
原　

旭
ヵ
丘
補
償
費
を
な
ぜ
災
害
費
に
入

れ
な
か
っ
た
か
、
か
り
に
緊
急
対
策
に
ふ
り

む
け
ら
れ
た
場
合
こ
の
補
償
費
を
削
っ
て
緊

急
対
策
費
に
入
れ
、
次
期
議
会
に
出
し
て
い

い
で
は
な
い
か
。

市
長　

災
害
対
策
の
市
の
予
算
措
置
は
災
害

対
策
委
が
示
さ
れ
た
八
万
二
千
㌦
の
う
ち
か

ら
ガ
ー
ブ
川
下
流
だ
け
を
の
ぞ
い
た
す
べ
て

を
ふ
く
め
て
の
分
で
あ
り
強
い
て
立
退
き
補

償
費
を
削
る
必
要
は
な
い
。
旭
ヵ
丘
公
園
建
設

に
つ
い
て
は
民
政
府
が
は
っ
き
り
七
万
五
千

㌦
援
助
を
約
し
て
お
り
、
緊
急
で
あ
る
。

石
原　

常
識
的
に
い
っ
て
ガ
ー
ブ
川
の
下
流

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
上
流
だ
け
や
る
の
は
な

っ
と
く
い
か
な
い
。
上
流
工
事
で
、
上
流
の

は
ん
ら
ん
は
防
げ
る
が
よ
り
以
上
に
下
流
は

必
ず
は
ん
ら
ん
す
る
と
思
う
。
旭
ヵ
丘
補
償

費
を
削
除
し
て
は
ん
ら
ん
の
危
険
で
あ
る
下

流
工
事
に
あ
て
る
べ
き
だ
。

市
長　

上
流
の
工
事
を
改
修
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
は
ん
ら
ん
は
し
な
い
。
受
水
地
域
は
一

定
し
て
い
る
の
で
下
流
の
は
ん
ら
ん
は
考
え

ら
れ
な
い
。
今
ま
で
の
は
ん
ら
ん
以
上
の
は

ん
ら
ん
が
あ
る
か
な
い
か
は
、
将
来
の
雨
量

を
計
算
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。

新
垣　

災
害
対
策
委
の
資
料
は
三
十
一
日
午

後
五
時
三
十
六
分
に
で
き
て
い
る
。
報
告
を

待
た
ず
に
市
長
が
予
算
を
出
し
た
の
は
遺
憾

に
思
う
。
□
□
□
ガ
ー
ブ
川
問
題
で
米
国
の

援
助
は
義
務
だ
と
市
長
同
様
に
考
え
て
い
る

が
、
総
辞
職
す
る
と
い
う
の
は
逃
避
で
あ

り
、
も
し
通
ら
な
け
れ
ば
座
り
こ
ん
で
も
や

る
べ
き
だ
。

市
長　

ガ
ー
ブ
川
の
浸
水
の
原
因
は
米
軍
に

あ
り
、
米
軍
の
義
務
で
解
決
し
な
い
時
は
総

辞
職
に
よ
り
世
界
の
世
論
に
訴
え
米
国
へ
の

効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
、
決
し
て
逃
避
の
た

め
に
総
辞
職
す
る
の
で
は
な
い
。
も
し
そ
れ

で
も
で
き
な
け
れ
ば
や
め
る
ま
で
だ
。

瀬
名
波　

災
害
対
策
委
の
災
害
対
策
と
市
当

局
と
の
対
策
と
を
意
見
調
整
を
し
て
緊
急
に

災
害
対
策
に
あ
た
る
と
い
う
助
役
の
申
入
れ

で
あ
っ
た
が
、
兼
次
市
長
が
二
日
に
独
自
に

災
害
予
算
を
出
し
て
い
る
こ
と
は
な
っ
と
く

い
か
な
い
。
こ
れ
で
は
災
害
対
策
委
の
災
害

報
告
も
い
ら
な
い
く
ら
い
だ
。
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真
栄
田　

昨
年
六
月
九
千
円
の
議
員
報
酬
を

値
上
げ
し
て
議
員
の
最
小
の
代
償
と
信
じ
て

い
た
と
思
う
が
、
こ
ん
ど
の
市
会
に
対
し
て

三
十
五
㌦
の
大
幅
引
下
げ
を
し
て
、
こ
れ
を

最
小
の
代
償
で
あ
る
と
す
る
理
由
は
。

市
長　

昨
年
七
十
五
㌦
を
、
今
は
三
十
五
㌦

を
最
小
代
償
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
が
、
昨

年
六
月
の
議
員
報
酬
七
十
五
㌦
は
多
数
委
員

の
要
望
で
、
議
会
が
全
力
を
あ
げ
て
や
っ
て

も
ら
う
た
め
に
値
上
げ
し
た
が
、
そ
の
後
の

状
況
か
ら
し
て
議
員
の
報
酬
を
値
上
げ
し
た

り
値
下
げ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
議
員
の
努
力

が
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
昨
年
の
こ

と
は
間
違
っ
て
い
た
の
で
改
め
る
の
が
当
然

で
あ
る
。
あ
の
当
時
よ
り
二
百
円
を
上
げ
て

三
十
五
㌦
と
し
た
。

　

〝
議
会
を
侮
辱
す
る
の
か
〟
／
市
長
と

　
　

議
長
対
決
の
場
も

〇
…
午
後
八
時
半
か
ら
再
開
し
た
本
会
議
で

追
加
更
正
予
算
に
つ
い
て
質
疑
が
行
な
わ
れ

開
会
前
森
田
議
員
か
ら
議
長
に
対
し
て
は
質

疑
を
簡
潔
に
し
て
日
程
を
早
く
終
了
す
る
こ

と
、
市
長
に
対
し
て
は
議
員
へ
の
答
弁
は
油

に
火
を
注
ぐ
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
に
ど
ん
感

に
や
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
開
会
直
後
高
良
（
清
）
議
員
と

兼
次
市
長
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
災
害
特
別

委
の
報
告
に
つ
い
て
ひ
と
も
ん
着
が
お
き
た
。

〇
…
「
開
会
中
の
特
別
委
に
は
関
係
助
役
、
部

課
長
が
呼
ば
れ
、
詳
細
な
災
害
対
策
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
部
課
長
は
市
長
に

報
告
し
た
か
」
と
い
う
質
疑
に
対
し
て
部
課

長
で
な
く
市
長
が
答
弁
に
立
ち
、
高
良
（
清
）

議
員
が
気
色
ば
ん
で
立
ち
、
災
害
対
策
特
別

委
員
長
代
理
で
あ
る
渡
口
議
長
代
理
も
市
長

に
「
答
弁
要
求
は
あ
な
た
で
は
な

い
」
と
制
止
を
し
た
が
、
兼
次
市
長
は
強
硬

に
答
弁
を
続
行
し
た
の
で
、
渡
口
議
長
代
理

は
「
議
長
の
制
止
を
聞
か
な
い
の
か
、
議
会

を
侮
辱
す
る
の
か
」
と
い
き
り
立
っ
て
、
兼

次
市
長
を
激
し
く
難
詰
、
一
瞬
議
場
を
ハ
ッ

と
さ
せ
た
が
、
こ
の
あ
と
部
課
長
が
出
て
お

だ
や
か
に
「
市
長
、
議
長
の
対
決
の
場
」
に

幕
を
お
ろ
さ
せ
、
夜
の
小
党
小
派
の
那
覇
市

会
ら
し
い
一
シ
ー
ン
を
見
せ
た
。

　

私
の
意
見
／
那
覇
市
の
軍
用
地 

　
　

問
題
／
基
本
契
約
締
結
に
つ 

　
　

い
て
（
下
）
／
浦
崎
康
華 

　
　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
９
・
11
・
６
〕

軍
用
地
問
題
は
一
九
五
一
年
四
月
以
来
七
ヵ

年
の
長
期
に
わ
た
る
沖
縄
住
民
の
努
力
と
本

土
九
千
万
同
胞
の
絶
大
な
る
支
援
に
よ
っ
て

ア
メ
リ
カ
側
を
反
省
せ
し
め
従
来
の
一
方
的

な
収
奪
に
等
し
い
土
地
政
策
を
改
め
琉
米
代

表
の
合
意
に
よ
る
新
土
地
計
画
が
樹
立
さ
れ

た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
新

土
地
計
画
に
し
て
も
わ
れ
わ
れ
住
民
か
ら
見

て
必
ず
し
も
最
善
と
は
い
い
が
た
い
け
れ
ど

も
限
定
付
保
有
権
即
ち
一
括
払
い
に
よ
る
土

地
接
収
は
廃
止
に
な
り
、
新
有
権
は
地
主
の

手
に
確
保
さ
れ
、
軍
用
地
料
は
二
・
一
倍
の
増

額
で
毎
年
払
い
（
注
＝
一
括
払
い
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
不
定
期
貸
借
権
設
定
の
土
地
所

有
者
の
希
望
に
よ
っ
て
は
十
年
分
以
内
の
前

払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
）
に
な
っ
て

い
る
の
が
従
来
と
著
し
く
変
っ
た
点
で
あ
り
、

こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
き
た
住
民
代
表
諸
氏

の
努
力
に
は
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

る
。

軍
用
地
連
合
会
で
は
さ
る
十
四
日
の
総
会
で

各
市
町
村
は
新
土
地
計
画
に
よ
る
契
約
業
務

に
積
極
的
に
協
力
し
て
こ
れ
を
円
滑
に
遂
行

す
る
こ
と
を
申
合
わ
せ
て
い
る
。

新
土
地
計
画
は
住
民
多
数
が
大
体
納
得
し
受

入
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
軍

用
地
問
題
が
相
当
残
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え

ば
伊
江
島
や
西
原
村
飛
行
場
跡
の
問
題
な
ど

も
琉
米
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
土

地
諮
問
委
員
会
で
宜
野
湾
村
中
原
部
落
の
移

転
補
償
問
題
が
最
近
円
満
解
決
し
た
こ
と
に

か
ん
が
み
同
委
員
会
の
努
力
に
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
抵
抗
よ
り
話
合
い
へ
の

道
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

四
、
市
政
を
本
然
の
姿
に
か
え
そ
う

個
人
や
政
党
そ
の
他
の
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の

世
界
観
に
基
い
て
一
定
の
理
論
、
政
策
を
堅

持
し
そ
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
個
人
や
政
党
、
そ
の
他

団
体
の
理
論
、
政
策
に
よ
っ
て
大
衆
を
教
育

し
て
も
彼
の
理
論
、
政
策
は
い
つ
ま
で
も
正

し
い
と
い
え
な
い
と
思
う
。
彼
は
教
育
さ
れ

て
い
る
大
衆
か
ら
彼
み
ず
か
ら
教
訓
を
汲
み

取
っ
て
理
論
や
政
策
を
鍛
え
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
指
導
者
と
被
指
導
者

と
の
間
に
相
互
作
用
が
あ
っ
て
初
め
て
前
進

す
る
も
の
と
私
は
解
釈
し
て
い
る
。
一
例
を

あ
げ
て
み
る
と
、
戦
時
中
に
食
糧
増
産
の
目

的
で
沖
縄
県
庁
で
は
斯
界
の
権
威
者
お
よ
び

諸
機
関
の
進
言
で
イ
モ
の
畦
立
植
を
奨
励
し
、

そ
の
は
か
ば
か
し
い
成
果
が
上
が
ら
な
い
の

で
県
令
を
公
布
し
、
ま
た
部
落
常
会
な
ど
で

そ
の
実
行
を
決
議
し
て
農
民
に
励
行
せ
し
め

た
。
し
か
し
終
戦
後
は
殆
ん
ど
も
と
の
平
植

に
戻
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
正
し
い
畦
立
植

の
理
論
も
極
度
に
集
約
農
業
を
営
ん
で
い
る

農
民
が
つ
い
て
い
け
な
い
欠
陥
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
畦
立
植
で
増
産
を
図

る
な
ら
ば
農
民
の
立
場
か
ら
実
行
で
き
る
理

論
と
技
術
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
指
導
者
と
農
民
の
間

の
相
互
作
用
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
よ
う
。
軍
用
地
問
題
に
し
て
も
四
原

則
貫
徹
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
全
住
民
が
一

致
団
結
、
島
ぐ
る
み
の
無
抵
抗
の
抵
抗
を
つ



一
二
三

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
一
月

づ
け
た
当
時
と
現
在
を
比
べ
る
と
事
情
は
前

進
し
て
い
る
。
大
多
数
の
住
民
は
彼
ら
が
推

し
た
現
地
折
衝
の
住
民
側
代
表
が
き
り
ひ
ら

い
た
道
を
進
ん
で
お
り
軍
用
地
の
補
償
制
は

移
転
、
物
件
の
損
害
な
ど
に
適
用
し
毎
年
の

地
料
は
賃
貸
料
の
形
で
受
取
る
こ
と
を
住
民

の
大
多
数
が
承
認
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
□

□
□
□
□
□
□
し
た
が
っ
て
事
態
は
新
し
い

段
階
に
き
て
い
る
。
新
し
い
段
階
に
は
そ
れ

に
適
応
す
る
新
し
い
理
論
が
生
れ
る
べ
き
で

あ
っ
て
歴
史
の
か
な
た
に
去
っ
た
過
去
の
理

論
を
今
も
っ
て
固
執
す
る
こ
と
は
正
し
い
と

は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
大
衆
に
お
き
ざ
り
に

さ
れ
た
陳
腐
な
理
論
と
行
動
を
反
省
し
、
大

衆
か
ら
教
育
さ
れ
、
そ
の
理
論
を
汲
み
取
っ

て
す
な
お
に
か
つ
適
切
に
自
分
の
理
論
と
行

動
を
修
正
す
る
こ
と
が
勇
敢
で
も
あ
り
、
ま

た
正
し
い
と
信
ず
る
。
市
民
の
多
数
は
議
会

に
お
け
る
派
閥
闘
争
を
止
め
協
力
し
て
市
民

福
祉
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
要
望
し
て

い
る
。
こ
の
市
民
の
声
に
顧
み
て
議
会
に
お

け
る
党
争
は
休
戦
し
て
市
政
を
本
然
の
姿
に

か
え
し
た
い
の
が
私
の
願
望
で
あ
る
。
軍
用

地
基
本
契
約
の
締
結
如
何
は
今
後
の
那
覇
市

政
の
運
営
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
の
で
市

民
各
位
の
御
指
導
御
援
助
に
よ
っ
て
早
急
に

実
現
さ
せ
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
那
覇
市
議
会
議
員
）

　

那
覇
市
災
害
時
別
委
／
最
初
か 

　
　

ら
荒
れ
る
／
渡
口
派
月
給
35 

　
　

㌦
引
下
げ
案
に
賛
成 

　
　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
５
９
・
11
・
６
〕

き
の
う
の
本
会
議
で
議
案
の
審
査
を
付
託
さ

れ
た
災
害
対
策
特
別
委
は
午
前
十
一
時
十
分

会
議
室
で
開
か
れ
、
ま
ず
市
長
お
よ
び
議
員

の
報
酬
引
下
げ
に
か
ら
む
那
覇
市
報
酬
お
よ

び
費
用
弁
償
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
審

議
に
入
っ
た
。

　

人
民
党
は
50
㌦
の
線

平
良
（
真
）
議
員　

現
状
の
七
十
五
㌦
の
線

で
行
く
か
、
市
長
案
の
三
十
五
㌦
で
行
く

か
、
そ
れ
と
も
委
員
会
自
体
で
適
正
額
を
打

出
す
か
の
い
ず
れ
か
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
議

事
を
す
す
め
た
い
。

又
吉
議
員　

各
派
調
整
の
た
め
別
室
で
打
ち

合
わ
せ
て
か
ら
審
議
し
た
方
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
く
と
思
う
。

備
瀬
議
員　

市
当
局
案
は
議
会
に
対
す
る
挑

戦
で
あ
る
の
か
、
市
長
の
意
志
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
当
局
案

の
三
十
五
㌦
は
災
害
対
策
費
に
入
れ
る
こ
と

を
考
え
て
の
む
。

渡
口
委
員
長　

議
会
は
議
会
に
与
え
ら
れ
た

権
限
を
も
っ
て
独
自
の
立
場
で
審
議
す
べ
き

で
あ
る
。
市
長
に
こ
れ
以
上
質
す
必
要
は
な

い
。

瀬
名
波
議
員　

裁
判
の
公
証
人
も
一
日
一
㌦

で
あ
り
、
職
安
あ
っ
せ
ん
の
労
務
よ
り
も
安

い
五
十
㌣
の
日
当
で
あ
り
、
市
当
局
案
は
不

当
だ
。
議
員
に
は
必
要
な
参
考
書
類
の
購
入

も
あ
り
、
兼
職
を
持
た
な
い
議
員
も
い
る
の

で
、
報
酬
五
十
㌦
は
必
要
だ
と
思
う
。
民
連

は
当
初
か
ら
五
十
㌦
の
線
を
主
張
し
て
お
り

現
在
も
変
り
な
い
。

つ
づ
い
て
各
派
意
見
調
整
の
た
め
一
た
ん
休

憩
に
入
り
、
又
吉
議
員
が
渡
口
委
員
長
に
議

事
運
営
に
つ
い
て
不
満
を
表
わ
し
食
っ
て
か

か
る
場
面
も
あ
り
、
追
加
更
正
予
算
な
ど
重

要
議
案
の
審
査
を
付
託
さ
れ
た
災
害
対
策
特

別
委
は
初
っ
鼻
か
ら
荒
れ
出
し
た
。

な
お
災
害
対
策
特
別
委
（
十
二
名
）
の
勢
力

分
野
は
次
の
と
お
り
と
み
ら
れ
て
い
る
。

▽
委
員
長　

高
良
一
（
出
張
中
欠
席
）

▽
与
党
派　

大
山
盛
幸
、
新
垣
松
助
、
仲
宗

根
梶
雄
、
平
良
真
次
郎
、
又
吉
久
正
、
玉
城

正
次
、
赤
嶺
一
男
（
旅
行
中
欠
席
）

▽
野
党
派　

副
委
員
長
渡
口
麗
秀
、
備
瀬
知

良
（
渡
口
派
）
、
瀬
名
波
栄
、
黒
潮
隆
。

　

抜
打
提
案
は
議
会
へ
の
挑
戦
／ 

　
　

那
覇
市
会
災
害
特
別
委
／
立 

　
　

退
き
補
償
費
削
除
／
二
日
が 

　
　

か
り
で
追
加
予
算
を
修
正
可 

　
　

決

　
　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
９
・
11
・
７
〕

五
日
深
夜
市
会
に
ひ
き
つ
づ
き
、
災
害
追

加
更
正
予
算
な
ど
議
案
の
審
査
を
付
託
さ

れ
た
災
害
対
策
委
は
、
六
日
午
前
十
一
時

か
ら
質
疑
を
続
行
し
て
午
後
十
時
す
ぎ
に

な
っ
て
、
よ
う
や
く
問
題
の
市
長
抜
打
ち

提
案
の
一
九
六
〇
年
度
那
覇
市
歳
入
歳

出
追
加
更
正
予
算
の
最
終
審
査
に
入
り

一
た
ん
休
憩
、
与
党
派
、
人
民
党
、
渡
口

派
の
三
派
代
表
が
最
後
の
意
見
調
整
を

し
た
が
な
か
な
か
調
整
が
で
き
ず
午
後

十
一
時
五
十
三
分
よ
う
や
く
意
見
調
整

を
終
了
し
て
開
会
。
大
山
議
員
よ
り
全
会

一
致
で
調
整
し
た
同
委
の
独
自
の
災
害

追
加
更
正
修
正
予
算
を
説
明
、
説
明
の
う

ち
午
前
零
時
五
分
一
応
同
委
の
日
程
を

打
切
り
七
日
午
前
零
時
五
分
市
会
始
ま

っ
て
以
来
特
別
委
異
例
の
翌
日
持
越
し

の
形
で
改
め
て
開
会
。
注
目
の
旭
ヵ
丘
立

退
き
補
償
費
一
万
一
千
九
百
五
㌦
（
一
㌦

費
目
存
置
）
を
は
じ
め
、
新
庁
舎
建
設
費

五
千
六
百
六
十
㌦
（
一
㌦
費
目
存
置
）
な

ど
を
大
幅
に
削
減
、
問
題
と
な
っ
た
追
加

更
正
予
算
を
修
正
可
決
し
、
午
前
零
時

四
十
分
閉
会
し
た
。

渡
口
委
員
長
の
話　

き
の
う
午
前
十
一
時
委

員
会
を
開
会
し
て
、
委
員
会
の
こ
ん
ど
の
災

害
対
策
に
つ
い
て
の
審
議
に
わ
た
っ
て
根
本

態
度
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
議
会
の
自
主

性
を
堅
持
し
て
対
策
を
樹
立
す
る
と
い
う
よ

う
な
考
え
方
で
審
議
を
進
め
た
。
そ
の
前
提
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と
し
て
兼
次
市
長
の
災
害
対
策
関
係
の
追
加

更
正
予
算
に
対
し
て
、十
分
検
討
を
加
え
る
と

と
も
に
委
員
会
独
自
の
災
害
対
策
の
経
費
に

つ
い
て
も
、
慎
重
検
討
を
加
え
、
災
害
対
策
の

経
費
を
決
定
し
、そ
の
経
費
に
つ
い
て
市
長
提

案
の
追
加
予
算
の
歳
出
に
対
し
、鋭
い
メ
ス
を

加
え
る
た
め
に
各
派
意
見
調
整
し
た
結
果
、各

派
全
員
一
致
で
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。
歳

出
の
面
で
は
市
長
提
案
の
追
加
予
算
案
か
ら

三
万
八
千
一
百
㌦
を
更
正
し
て
、そ
れ
を
ガ
ー

ブ
川
の
河
川
改
修
費
に
一
万
七
千
㌦
、道
路
新

設
改
良
費
一
万
四
千
十
五
㌦
そ
の
他
の
必
要

な
経
費
に
充
当
し
た
。な
お
東
恩
納
文
庫
建
設

補
助
金
は
今
年
中
に
建
設
す
る
見
込
み
が
な

い
の
で
十
二
月
定
例
議
会
で
市
長
に
お
い
て

更
正
し
て
ガ
ー
ブ
川
下
流
工
事
に
一
万
七
千

㌦
の
工
事
費
追
加
計
上
す
る
よ
う
委
員
会
要

請
す
る
こ
と
を
き
め
た
。二
日
が
か
り
と
い
う

異
例
の
経
験
を
し
た
が
、各
委
員
の
真
剣
な
努

力
に
感
謝
す
る
。

　

議
員
報
酬
を
50
㌦
に
／
全
会
一
致
で
修

　
　

正
可
決

【
夕
刊
既
報
】
議
員
の
月
給
引
下
げ
条
例
の

審
議
で
し
ょ
っ
ぱ
な
か
ら
議
事
運
営
で
も
め

た
午
前
中
の
那
覇
市
会
災
害
対
策
特
別
委
は
、

各
派
意
見
調
整
の
た
め
一
た
ん
休
憩
に
入
り
、

午
後
一
時
半
再
開
、
各
派
未
調
整
な
の
で
那

覇
市
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改

正
す
る
条
例
を
各
派
調
整
な
り
再
開
。

　

新
垣
委
員　

日
給
一
㌦
六
十
七
㌣
に
意
見

の
一
致
を
み
た
が
、
七
十
五
㌦
を
三
十
五
㌦

に
改
め
て
、
災
害
対
策
費
に
あ
て
た
い
。
社

会
生
活
の
現
状
か
ら
物
価
の
値
上
が
り
も
あ

り
、
七
十
五
㌦
を
五
十
㌦
に
改
め
た
い
。

　

備
瀬
委
員　

市
長
が
議
員
報
酬
を
独
断
で

決
定
提
出
し
た
こ
と
は
反
対
、
わ
れ
わ
れ
は

こ
れ
で
よ
い
が
、
市
長
の
態
度
は
い
け
な

い
。

　

瀬
名
波
委
員　

市
長
は
提
案
理
由
が
災
害

対
策
の
た
め
と
公
表
し
て
い
た
が
議
会
の
追

及
で
、
三
十
五
㌦
が
適
正
だ
と
出
て
い

る
。
こ
れ
は
議
会
侮
辱
で
あ
り
、
那
覇
市
議
会

の
能
力
は
三
十
五
㌦
と
の
態
度
で
あ
る
。
災

害
対
策
も
持
た
ず
議
会
の
要
請
で
よ
う
や
く

腰
を
あ
げ
て
当
局
が
議
会
の
報
告
を
待
た
ず

当
局
案
を
出
し
た
の
は
い
か
ん
。
市
長
が
台

風
対
策
の
た
め
止
む
を
得
な
い
か
ら
我
慢
し

て
く
れ
と
い
う
の
な
ら
わ
か
る
が
三
十
五
㌦

が
適
正
だ
と
い
う
の
な
ら
ば
で
き
な
い
。
市

長
の
三
十
五
㌦
を
十
五
㌦
あ
げ
た
五
十
㌦
が

妥
当
と
信
ず
る
。

　

大
山
委
員　

市
議
員
は
プ
ラ
イ
ド
を
も

っ
て
一
生
懸
命
や
っ
て
お
り
、
さ
き
に
も

七
十
五
㌦
は
適
正
だ
と
し
て
い
る
し
、
削

除
し
な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
に
対
す
る

三
十
五
㌦
案
は
侮
辱
だ
。
と
現
行
に
固
執
す

る
の
は
大
人
げ
な
い
。
こ
の
際
災
害
対
策
も

あ
る
の
で
七
十
五
㌦
を
五
十
㌦
に
改
め
た
い
。

つ
づ
い
て
採
決
に
入
り
、
月
給
七
十
五
㌦
を

五
十
㌦
に
引
下
げ
、
日
当
一
㌦
六
十
七
㌣
に

し
、
災
害
対
策
に
あ
て
る
こ
と
を
全
会
一
致

で
修
正
可
決
、
人
民
党
案
に
賛
成
し
た
。

　

土
木
費
に
質
疑
集
中
／
ズ
サ
ン
な
予
算

　
　

つ
く

六
日
午
後
再
開
の
同
委
で
問
題
の
一
九
六
〇

年
度
那
覇
市
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
の
審

議
に
入
っ
た
。
兼
次
市
長
の
抜
打
ち
提
出
議

案
で
あ
る
災
害
追
加
更
正
予
算
の
う
ち
災
害

土
木
費
五
万
七
千
八
百
二
十
二
ド
ル
の
内
訳

に
つ
い
て
、
神
原
小
学
校
か
ら
平
和
橋
間
ガ

ー
ブ
川
河
川
改
修
工
事
費
七
千
八
百
五
十
四

㌦
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を
交
わ
し
午
後
六
時

半
一
た
ん
休
け
い
、
与
野
党
派
別
室
で
意
見

を
調
整
、
午
後
七
時
四
十
分
再
開
、
質
疑
を

続
行
、
土
木
関
係
工
事
費
の
う
ち
道
路
新
設

改
良
費
の
中
で
当
初
予
算
よ
り
減
額
し
た
工

事
費
二
万
六
千
六
百
三
十
九
㌦
の
う
ち
か
ら

新
規
工
事
費
三
千
七
十
七
㌦
を
壺
屋
区
内
道

路
、
真
和
志
繁
多
川
道
路
工
事
に
あ
て
て
い

る
予
算
編
成
に
質
疑
が
あ
り
、
仲
宗
根
委

員
、
渡
口
委
員
長
か
ら
当
初
予
算
よ
り
削
減

し
た
工
事
費
は
す
べ
て
災
害
土
木
費
に
あ
て

る
べ
き
だ
と
指
摘
さ
れ
、
同
委
に
お
け
る
市

当
局
の
追
加
更
正
予
算
土
木
関
係
工
事
費
の

計
上
の
し
か
た
に
つ
い
て
疑
問
視
す
る
質
疑

が
続
き
、
午
後
十
時
す
ぎ
よ
う
や
く
質
疑
終

了
し
た
。

　

疲
労
困
ぱ
い
の
議
員
／
市
当
局
も
ふ
ら

　
　

ふ
ら
答
弁

連
日
連
夜
に
わ
た
る
議
案
の
審
議
で
市
当
局

部
課
長
も
議
員
も
疲
労
の
色
濃
く
欠
席
部
課

長
も
呼
び
出
さ
れ
、
く
た
く
た
に
な
っ
て
災

害
追
加
更
正
予
算
に
と
っ
く
ん
だ
が
、
市
長

提
案
の
追
加
更
正
予
算
が
、
議
会
と
は
事
前

の
意
見
調
整
も
な
く
急
に
提
出
さ
れ
た
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
予
算
技
術
上
の
疑
問
点
が
あ
り

約
九
時
間
も
質
疑
を
続
行
、
議
会
側
も
小
党

小
派
の
与
、
野
党
の
意
見
調
整
が
な
が
び
き
、

こ
の
た
め
だ
ら
だ
ら
と
し
た
災
害
対
策
特
別

委
の
審
査
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
午
後

十
時
す
ぎ
か
ら
議
員
の
マ
ト
は
ず
れ
の
質
問

に
市
当
局
部
課
長
が
ふ
ら
ふ
ら
に
な
っ
て
答

弁
す
る
と
い
う
異
例
の
特
別
委
員
会
に
終
始

し
た
。

　

ガ
ー
ブ
川
／
準
用
河
川
の
適
用
／
全
会

　
　

一
致
で
市
要
請
決
ま
る

　

渡
口
委
員
長　

ガ
ー
ブ
川
は
河
川
準
用
に

よ
り
行
政
府
の
責
任
で
あ
る
が
、
現
在
準
用

河
川
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
ガ

ー
ブ
川
は
行
政
区
域
と
し
て
は
那
覇
市
内
で

あ
り
、
ガ
ー
ブ
川
の
水
害
解
決
に
あ
た
っ
て

は
那
覇
市
の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
と
い

う
考
え
方
に
立
っ
て
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て

も
ら
い
た
い
。

　

安
里
土
木
課
長　

政
府
に
準
用
河
川
の
認

定
を
申
請
し
て
お
り
、
市
長
予
算
説
明
に
あ



一
二
五

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
一
月

っ
た
よ
う
に
最
初
は
米
軍
の
弾
薬
集
積
所

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
米
軍
の
援
助
に

よ
っ
て
解
決
す
る
の
が
当
然
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

新
垣
委
員　

ガ
ー
ブ
川
は
現
在
私
有
地
で

あ
る
の
で
、
ガ
ー
ブ
川
の
水
害
は
そ
の
一
帯

の
那
覇
市
民
の
た
め
に
緊
急
に
対
策
す
べ
き

で
あ
り
、
準
用
河
川
の
要
望
を
再
度
に
わ
た

っ
て
な
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
政
府
の
設

定
を
受
け
て
い
な
い
の
で
、
水
害
に
対
し
て

は
早
急
に
そ
の
緊
急
対
策
を
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。

　

瀬
名
波
委
員　

ガ
ー
ブ
川
、
安
里
川
の
本

流
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
那
覇
市
の
区

域
に
あ
た
る
流
域
は
政
府
の
準
用
河
川
の
適

用
を
し
て
も
ら
う
よ
う
市
が
要
請
す
る
よ
う

要
望
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

渡
口
委
員
長　

そ
の
よ
う
に
全
会
一
致
し

て
要
望
を
付
し
て
市
当
局
に
要
請
す
る
。

　

大
城
建
設
部
長　

ガ
ー
ブ
川
の
平
和
橋―

む
つ
み
橋
は
幹
線
道
路
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
な
っ
て
い
る
が
、
水
上
の
建
物
を
立

退
か
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
私
案
と
し
て
ガ
ー
ブ
川
を
踏

渠
の
上
に
三
階
建
て
ま
た
は
一
階
建
の
ブ
ロ

ッ
ク
を
建
て
る
計
画
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
対
し
て
は
関
係
地
主
、
市
当
局
お
よ
び
民

政
府
の
援
助
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
と
う

い
う
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で

私
個
人
の
意
見
で
あ
る
。

　

災
害
予
算
を
修
正
可
決
／
那
覇 

　
　

市
会
／
波
乱
劇
の
幕
閉
じ
る 

　
　

／
軍
用
地
問
題
で
激
し
い
応 

　
　

酬
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さ
る
九
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
九
日
間
に

わ
た
る
会
期
の
う
ち
台
風
災
害
対
策
を
は

さ
み
、
旭
ヵ
丘
公
園
不
法
建
築
立
退
補

償
費
、
ガ
ー
ブ
川
治
水
台
風
災
害
緊
急

対
策
、
市
長
抜
打
ち
提
案
に
追
加
更
正

予
算
と
議
員
報
酬
引
下
げ
問
題
な
ど
波

乱
に
と
ん
だ
那
覇
市
会
も
、
七
日
本
会

議
で
問
題
の
災
害
追
加
更
正
予
算
を
議

会
側
の
約
三
万
八
千
㌦
の
災
害
費
の
追

加
修
正
ど
お
り
、
一
部
修
正
し
て
全
会

一
致
で
可
決
し
て
午
後
六
時
半
終
了
し

た
。
注
目
の
旭
ヵ
丘
公
園
立
退
補
償
費

一
万
一
千
九
百
五
㌦
と
新
庁
舎
計
画
建

設
費
五
千
六
百
六
十
㌦
は
費
目
存
置
の

形
で
削
減
、
ガ
ー
ブ
川
下
流
護
岸
工
事
費

一
万
七
千
㌦
に
あ
て
る
な
ど
議
会
の
修

正
ど
お
り
災
害
追
加
更
正
予
算
を
可
決

し
た
が
、
市
当
局
も
直
ち
に
台
風
災
害
対

策
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

那
覇
市
会
最
終
本
会
議
は
七
日
正
午
よ
う
や

く
開
会
、
日
程
第
一
の
台
風
第
十
八
号
に
よ

る
被
害
調
査
報
告
に
つ
い
て
大
山
議
員
か
ら

六
日
午
前
十
一
時
か
ら
七
日
午
前
零
時
四
十

分
ま
で
行
な
わ
れ
た
異
例
の
委
員
会
の
状
況

を
報
告
、
結
論
は
日
程
第
三
の
一
九
六
〇
年

度
那
覇
市
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
の
議

案
上
程
の
際
に
審
査
を
報
告
す
る
こ
と
と
し

て
、
日
程
第
二
に
の
ぞ
み
議
員
報
酬
に
か
ら

む
那
覇
市
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
と
議
案
を
上
程
し
た
と

こ
ろ
大
山
総
務
委
員
長
の
審
査
報
告
後
、
高

良
（
清
）
議
員
か
ら
く
さ
い
も
の
に
ふ
た
を

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
質
疑
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
発
言
か
ら
、
質
疑
は
必
要
で

な
い
と
い
う
声
が
強
く
渡
口
議
長
が
表
決
を

と
ろ
う
と
し
て
議
場
は
騒
然
と
し
た
．
高
良

（
清
）
議
員
が
議
長
と
の
了
解
で
質
疑
必
要
を

ひ
っ
こ
め
た
の
で
直
ち
に
討
論
に
入
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
又
吉
、
仲
松
議
員
ら
が
賛
成

討
論
あ
っ
て
、
月
給
三
十
五
㌦
を
五
十
㌦

に
、
日
当
五
十
㌣
を
一
㌦
六
十
七
㌣
に
全
会

一
致
で
原
案
修
正
可
決
し
た
。
一
た
ん
休
憩

昼
食
。
午
後
一
時
半
再
開
、
問
題
の
市
長
提

案
一
九
六
〇
年
度
那
覇
市
歳
入
歳
出
追
加
更

正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
大
山
議
員
よ
り
災
害

対
策
特
別
委
の
審
査
報
告
が
行
な
わ
れ
、
質

疑
を
打
切
り
討
論
に
入
っ
た
。
新
垣
議
員
の

賛
成
討
論
が
あ
っ
て
採
択
、
一
九
六
〇
年
度

那
覇
市
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
の
災
害
特

別
委
の
修
正
案
を
全
会
一
致
可
決
、
ま
た
そ

の
他
の
原
案
を
全
会
一
致
承
認
、
一
九
六
〇

年
度
那
覇
市
歳
入
歳
出
追
加
予
算
を
一
部
修

正
で
可
決
し
た
。
つ
づ
い
て
、「
日
程
第
四
災

害
救
助
法
」
の
早
期
立
法
要
請
に
つ
い
て
全

会
一
致
で
こ
れ
を
要
請
し
、
全
日
程
を
終
了

し
た
が
、
平
良
（
真
）
議
員
が
緊
急
動
議
を

出
し
、
日
程
追
加
と
し
て
那
覇
市
有
地
管
理

地
の
軍
用
土
地
賃
貸
借
基
本
契
約
に
つ
い
て

与
党
連
名
で
要
請
決
議
案
を
提
出
し
た
。

こ
れ
は
「
新
土
地
計
画
に
基
い
て
那
覇
市
の

市
有
地
管
理
地
を
契
約
し
て
毎
年
払
い
と
し

て
財
源
を
確
保
し
よ
う
」
と
い
う
要
請
決
議

案
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
人
民
党
議
員

が
あ
く
ま
で
も
四
原
則
を
守
る
と
い
う
立
場

が
真
向
か
ら
反
対
し
、
鋭
く
提
案
者
を
追

及
、
質
疑
が
長
び
き
午
後
四
時
す
ぎ
一
た
ん

休
憩
、
午
後
四
時
半
再
開
。

さ
き
に
ひ
き
つ
づ
き
軍
用
土
地
料
に
つ
い
て

質
疑
が
つ
づ
い
た
が
、
比
嘉
（
朝
）
議
員
が

立
ち
「
軍
用
地
料
の
契
約
制
に
は
賛
成
で
あ

り
、
十
年
契
約
で
も
よ
い
早
く
市
民
の
福
祉

の
た
め
に
契
約
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
市

長
の
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
を
答
え
て
も
ら
い
た

い
」
。
こ
れ
に
対
し
て
兼
次
市
長
は
「
当
局

提
案
以
外
の
こ
と
に
市
長
答
弁
の
要
求
は
越

権
行
為
で
あ
る
、
で
答
弁
の
必
要
は
な
い
」

と
答
え
た
。
久
場
議
員
の
動
議
で
表
決
に
よ

り
多
数
に
よ
り
質
疑
を
打
切
り
、
討
論
が
入

り
浦
崎
、
新
垣
議
員
が
賛
成
、
真
栄
田
、
瀬

名
波
議
員
が
反
対
を
述
べ
午
後
六
時
十
五
分
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採
決
に
入
り
、
賛
成
多
数
の
た
め
原
案
ど
お

り
要
請
決
議
案
を
可
決
し
、
午
後
六
時
二
十

分
九
月
定
例
議
会
を
よ
う
や
く
閉
会
し
た
。

　

災
害
対
策
に
努
力

　

兼
次
市
長
の
あ
い
さ
つ　

会
期
十
五
日
間

か
ら
三
十
九
日
間
の
長
き
に
わ
た
っ
た
の
は
、

台
風
に
よ
る
災
害
が
あ
っ
た
た
め
で
、
那
覇

市
の
災
害
も
多
大
で
あ
っ
た
と
と
も
に
市
会

も
波
乱
が
あ
っ
た
が
市
会
議
員
の
公
僕
と
し

て
の
努
力
を
払
っ
た
た
め
災
害
に
対
す
る
措

置
が
で
き
た
。
あ
す
か
ら
災
害
対
策
を
ス
ム

ー
ス
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

　

ど
う
な
る
軍
用
地
契
約
／
那
覇 

　
　

市
有
管
理
土
地
／
微
妙
な
市 

　
　

長
の
立
場
／
市
会
決
議
と
政 

　
　

策
の
板
挟
み
に 
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那
覇
市
に
は
現
在
軍
用
地
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
市
有
地
が
約
三
万
坪
、
非
細
分
地
、す

な
わ
ち
無
地
番
と
し
て
市
が
管
理
し
て
い
る

土
地
が
約
九
万
坪
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
あ
が

る
賃
貸
借
料
と
し
て
年
間
約
十
三
万
㌦
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
土

地
に
つ
い
て
基
本
賃
貸
借
契
約
を
兼
次
市
長

が
結
ぶ
か
ど
う
か
、
そ
の
態
度
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

さ
る
八
月
三
日
に
上
之
屋
の
市
有
地
と
カ
ル

テ
ッ
ク
ス
が
使
用
し
て
い
る
非
細
分
地
の

契
約
に
つ
い
て
市
役
所
に
リ
ス
ト
が
送
ら
れ

て
き
て
、
そ
れ
か
ら
六
十
日
後
の
契
約
期
限

で
あ
る
十
月
二
日
を
す
ぎ
て
も
、
市
長
が
賃

貸
借
契
約
の
意
思
表
示
を
し
て
い
な
い
た
め
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
十
二
月
二
日
に
収

用
宣
告
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
賃
貸
借
契

約
を
拒
否
し
、
さ
ら
に
賃
貸
借
料
も
受
け
と

ら
な
い
と
な
る
と
、
予
算
執
行
上
困
ま
る
の

で
、
関
係
部
課
長
や
与
党
議
員
が
な
り
ゆ
き

を
心
配
し
、
兼
次
市
長
の
決
意
を
う
な
が
し

て
い
る
が
、
市
長
は
「
目
下
検
討
中
」
と
い

う
だ
け
で
確
答
を
保
留
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
市
有
地
に
つ
い
て
新
た
な
賃
貸
借

契
約
の
リ
ス
ト
も
送
付
さ
れ
て
き
て
お
り
、

も
し
兼
次
市
長
が
契
約
を
拒
否
し
、
さ
ら
に

収
用
宣
告
に
と
も
な
い
供
託
さ
れ
る
地
料
も

受
け
と
ら
な
い
か
、
ま
た
は
契
約
に
つ
い
て

の
決
定
が
お
く
れ
る
と
、
那
覇
市
の
現
行
予

算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
約
二
十
六
万
㌦
（
二

か
年
分
）
の
軍
用
地
料
の
使
用
料
の
収
入
の

見
通
し
が
立
た
な
く
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
歳
入
欠
陥
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
事
業

の
執
行
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て
兼
次
市
長
の
立
場
を

困
難
に
し
て
い
る
も
の
の
一
つ
は
、
同
市
長

が
さ
る
市
議
会
で
「
軍
用
地
の
契
約
は
し
な

い
」
と
言
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た

同
市
長
の
属
す
る
社
会
党
も
〝
契
約
反
対
〟

を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
一
方
、
那
覇
市
議
会
は
「
早
く
市
有
地
の

軍
用
地
契
約
を
結
べ
」
と
い
う
市
長
へ
の
要

望
を
野
党
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
議
決
し
て

お
り
、
市
長
は
個
人
的
政
策
と
は
別
に
、
議

会
の
意
思
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
契

約
を
結
べ
ば
問
題
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
見
方
も
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
兼
次
市
長
に
契
約
の
意
思
が
あ
っ

て
、
さ
ら
に
法
規
上
の
問
題
が
あ
る
よ
う

だ
。
市
町
村
自
治
法
に
よ
る
と
、
市
町
村
は

条
例
で
定
め
る
財
産
に
つ
い
て
十
年
以
上
独

占
的
使
用
を
許
可
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
議

会
で
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

那
覇
市
条
例
で
は
、
そ
の
財
産
と
し
て
一
件

千
坪
以
上
の
土
地
と
も
指
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
市
有
地
の
軍
用
地
契
約
の
場
合
も
当
然

こ
の
法
規
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
市

議
会
で
野
党
側
議
員
が
指
摘
し
て
い
る
。
土

地
契
約
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
る
と
な

る
と
三
分
の
二
以
上
を
獲
得
で
き
る
か
、
き

わ
め
て
疑
問
で
あ
り
、
そ
こ
に
も
兼
次
市
長

の
苦
し
い
立
場
が
あ
る
よ
う
だ
。

も
っ
と
も
、
自
治
法
で
は
〝
政
府
〟
に
対
す

る
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
は
議
会
の
同
意
を

要
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

米
国
民
政
府
も
こ
の
〝
政
府
〟
の
中
に
含
め

ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
法
規
上
の
解
釈
い

か
ん
で
は
議
会
の
同
意
を
要
し
な
く
て
も
よ

い
こ
と
に
な
る
。

　

兼
次
市
長
が
「
検
討
中
」
と
い
う
こ
と
で
固

く
口
を
つ
ぐ
ん
で
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な

問
題
点
と
市
長
と
し
て
の
困
難
な
立
場
が
あ

り
、
そ
の
解
決
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
兼

次
市
長
と
し
て
は
、
十
二
月
の
市
議
会
ま
で

に
は
っ
き
り
し
た
態
度
を
打
ち
出
さ
ね
ば
な

ら
ず
、
市
有
地
の
軍
用
地
契
約
を
め
ぐ
っ
て
、

議
会
は
ま
た
一
波
乱
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

　

自
民
党
の
支
部
づ
く
り
難
航
予 

　
　

想
／
複
雑
な
那
覇
市
会
派
閥 

　
　

／
保
守
系
の
一
本
化
は
不
可 

　
　

能
か
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自
民
党
は
二
十
一
日
党
本
部
で
行
な
わ

れ
た
執
行
部
会
議
で
当
面
の
重
要
課
題
で
あ

る
党
支
部
づ
く
り
具
体
化
を
は
か
る
こ
と
に

な
り
、
た
だ
ち
に
各
市
町
村
で
世
話
人
会
を

組
織
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
党
本
部
と
し
て

は
、
ま
ず
那
覇
地
区
の
支
部
結
成
を
皮
切
り

に
、
全
琉
的
に
組
織
活
動
を
展
開
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
那
覇
市
会
に
お
け

る
保
守
分
裂
の
現
況
な
ど
か
ら
行
き
悩
み
の

状
況
と
み
ら
れ
て
い
る
。

さ
る
十
七
日
災
害
追
加
更
正
予
算
の
一

部
を
修
正
可
決
し
て
、
約
四
十
日
間
に
わ
た



一
二
七

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
一
月

る
九
月
市
会
の
会
期
を
終
了
し
た
那
覇
市
会

は
災
害
対
策
費
の
た
め
に
削
減
さ
れ
た
議

員
報
酬
で
大
荒
れ
、
抜
き
打
ち
提
案
に
対
す

る
非
難
と
と
も
に
兼
次
市
政
に
対
し
、
比
較

的
利
害
関
係
の
な
い
与
党
派
一
部
議
員
（
自

民
党
）
が
、
ソ
ッ
ポ
を
向
き
始
め
る
と
と
も

に
、
保
守
結
集
へ
積
極
的
に
動
い
て
い
る
。

自
民
党
で
は
来
年
一
月
二
十
日
ま
で
に

世
話
人
会
の
組
織
を
完
了
す
る
こ
と
を
メ
ド

に
し
、
全
琉
各
市
町
村
に
く
ま
な
く
支
部
を

つ
く
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
支
部

づ
く
り
の
難
関
で
あ
る
那
覇
地
区
で
は
、
市

会
の
保
守
派
が
感
情
的
に
対
立
し
て
保
守
分

裂
し
た
現
状
と
兼
次
市
政
（
社
会
党
）
に
対
す

る
保
守
確
立
の
必
要
性
か
ら
み
て
保
守
結
集

の
必
然
性
は
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
沖

縄
市
改
称
問
題
で
分
裂
し
た
五
日
会
当
時
の

感
情
の
シ
コ
リ
が
ま
だ
な
か
な
か
抜
け
て
お

ら
ず
、
保
守
結
集
に
よ
る
自
民
党
那
覇
支
部

づ
く
り
は
困
難
視
さ
れ
て
い
る
。
那
覇
市
会

の
勢
力
分
野
を
検
討
し
な
が
ら
保
守
結
集
へ

の
政
治
的
な
要
因
を
探
っ
て
み
よ
う
。

那
覇
市
会
は
四
月
の
定
例
市
会
で
提
案
さ

れ
た
沖
縄
市
改
称
賛
否
で
激
し
く
も
め
、

二
十
三
名
の
議
員
を
擁
し
て
い
た
五
日
会
が

沖
縄
市
改
称
賛
否
の
表
決
の
ま
ま
分
裂
、
こ

ん
に
ち
の
小
党
小
派
の
分
裂
に
拍
車
を
か
け

た
。
五
日
会
分
裂
後
は
旧
五
日
会
Ⅰ
派
十
五

名
、
社
会
党
一
名
、
中
立
二
名
、
無
所
属
一

名
、
民
連
派
二
名
、
人
民
党
七
名
、
旧
五
日

会
Ⅱ
派
八
名
、
し
せ
い
会
六
名
、
計
四
十
二

名
で
あ
っ
た
が
、
六
月
定
例
市
会
の
助
役
選

任
問
題
、
台
風
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
に
よ
る
災
害

追
加
更
正
予
算
案
な
ど
に
よ
る
政
争
を
経
て

若
干
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。

九
月
市
会
後
の
那
覇
市
会
の
勢
力
分
野
は
与

党
派
と
目
さ
れ
る
議
員
二
十
二
名
、
人
民
党

七
名
、
民
連
系
四
名
、
渡
口
派
八
名
、
中
立

一
名
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

与
党
派　

六
月
市
会
当
時
と
く
ら
べ
大
き

な
変
化
は
、
し
せ
い
会
が
こ
の
一
派
に
ふ
く

ま
れ
、
二
十
二
名
と
な
り
、
議
会
四
十
二
名

の
過
半
数
を
制
し
て
い
る
こ
と
だ
。
同
派
は

兼
次
市
政
に
対
し
是
々
非
々
の
立
場
に
た
っ

て
お
り
、
知
性
派
の
平
良
、
大
山
両
市
議
が
同

派
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
平
良
議
員
に
い
わ

せ
る
と
今
の
市
政
を
ス
ム
ー
ス
に
や
っ
て
い

く
に
は
、
議
員
全
員
が
完
全
野
党
の
立
場
で

市
政
を
考
え
、
ま
た
兼
次
市
長
は
完
全
超
党

派
で
市
政
を
推
し
す
す
め
ば
案
外
う
ま
く
い

く
の
で
は
な
い
か
と
も
ら
し
て
い
る
が
、
味

の
あ
る
サ
ジ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
受
け
と
れ

ぬ
こ
と
も
な
い
。

　

平
良
真
次
郎
、
大
山
盛
幸
、
儀
武
息
睦
、

比
嘉
佑
直
、
金
城
武
一
、
森
田
孟
松
、
喜
久

山
朝
重
、
金
城
賢
勇
、
大
城
清
徳
、
宮
里
敏

慶
、
久
場
景
善
、
又
吉
久
正
、
宮
城
実
、
具

志
清
裕
、
仲
宗
根
梶
雄
、
玉
城
正
次
、
普
久

原
朝
光
、
赤
嶺
一
男
、
玉
井
栄
次
、
金
城
幸

信
、
浦
崎
康
華
、
新
垣
松
助
。
（
二
十
三
名
）

　

浦
崎
議
員
は
軍
用
地
料
の
問
題
で
社
会
党

を
九
月
市
会
中
に
脱
党
し
た
の
で
ほ
ん
と
う

の
意
味
で
の
与
党
議
員
は
こ
れ
で
一
名
も
な

く
な
っ
た
わ
け
。
な
お
大
城
清
徳
議
員
は

是
々
非
々
の
立
場
で
与
党
派
で
な
く
厳
正
中

立
だ
と
言
明
し
て
い
る
。
こ
の
与
党
派
の
中

に
自
民
党
に
籍
を
お
く
議
員
が
玉
城
、
仲
宗

根
、
宮
里
、
久
場
議
員
ら
数
名
と
み
ら
れ
て

い
る
が
保
守
結
集
の
線
が
打
ち
出
さ
れ
る
の

は
、
こ
の
自
民
党
員
の
中
か
ら
出
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
保
守
結
集
の
チ
ャ
ン
ス
を

つ
か
む
に
は
ま
だ
時
間
を
貸
さ
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
が
消
息
通
の
味
方
で
あ
る
。

　

渡
口
派　

人
民
党
の
七
名
と
同
じ
く
終
始

一
貫
し
て
野
党
の
立
場
を
堅
持
し
て
い

る
の
が
、
こ
の
派
の
八
名
の
サ
ム
ラ
イ
で
あ

る
。
六
月
に
ひ
き
つ
づ
き
九
月
市
会
も
お
ん

大
将
の
渡
口
（
麗
）
議
員
が
議
長
席
に
つ

き
、
野
党
議
長
ら
し
い
議
事
の
運
営
ぶ
り
を

み
せ
、
与
党
派
の
感
情
を
あ
お
る
場
面
も
あ

っ
た
。
わ
ず
か
八
名
で
あ
る
が
、
議
会
活
動

は
ナ
カ
ナ
カ
め
ざ
ま
し
い
。
九
月
市
会
に
お

い
て
も
中
盤
で
、
旭
ヵ
丘
公
園
の
不
法
建
築

立
退
補
償
費
が
通
過
す
る
見
と
お
し
が
強
く
、

反
対
し
た
同
派
は
半
ば
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、

台
風
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
来
襲
で
災
害
対
策
が

大
き
な
政
治
問
題
と
な
っ
た
た
め
、
旭
ヵ
丘

公
園
の
立
退
補
償
費
一
万
一
千
九
百
六
㌦
は

一
㌦
の
費
目
存
置
で
削
減
さ
れ
た
。
渡
口
派

は
冗
談
だ
が
、
ひ
そ
か
に
台
風
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ト
を
カ
ミ
カ
ゼ
と
呼
ん
で
い
る
。

　

渡
口
麗
秀
、
比
嘉
朝
四
郎
、
辺
野
喜
英
興
、

備
瀬
知
良
、
玉
那
覇
有
義
、
糸
数
昌
剛
、
渡

口
政
行
、
高
良
清
二
。
（
八
名
）

　

渡
口
（
麗
）
議
員
は
宮
里
議
員
ら
に
保
守

結
集
の
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
、
い
ち
お
う
考

慮
し
て
い
る
が
、
ふ
み
切
る
キ
ッ
カ
ケ
が
な

い
の
で
、
情
勢
を
静
観
す
る
と
い
う
態
度
で

あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
渡
口
派
と

与
党
派
と
は
沖
縄
市
改
称
の
賛
否
を
め
ぐ
っ

て
分
裂
し
て
ま
だ
新
し
い
し
、
感
情
の
シ
コ

リ
は
ま
だ
消
え
な
い
も
の
と
し
て
保
守
合
同

は
当
分
ダ
メ
だ
と
い
う
向
き
が
多
い
。

　

人
民
党　

真
栄
田
義
晃
、
瀬
名
波
栄
、
仲

松
庸
全
、
石
原
昌
進
、
上
原
文
吉
、
黒
潮

隆
、
儀
間
真
祥
（
七
名
）

　

民
連
派　

仲
尾
次
盛
夏
、
屋
慶
名
政
永

（
社
会
党
系
）
、
崎
山
喜
達
、
久
高
友
敏
（
人

民
党
系
）
（
四
名
）

　

無
所
属　

高
良
一
。

　

治
水
対
策
委
を
設
置
／
那
覇
市 

　
　

が
水
害
に
対
処
？ 
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那
覇
市
で
は
豪
雨
の
た
び
に
は
ん
ら
ん
す
る

ガ
ー
ブ
、
安
里
川
の
治
水
対
策
に
腐
心
し
て



一
二
八

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
十
二
月

い
る
が
、
二
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
市
会
議

室
に
市
会
議
員
、
学
識
経
験
者
、
通
り
会
代

表
三
十
名
を
招
き
那
覇
市
治
水
対
策
委
員
会

を
設
置
、
互
選
の
結
果
、
委
員
長
に
新
垣
松

助
氏
、
副
委
員
長
に
宮
城
嗣
吉
氏
、
森
田
孟

松
氏
を
選
任
、
午
後
三
時
散
会
し
た
が
、
次

に
ひ
ら
か
れ
る
同
委
に
兼
次
市
長
か
ら
正
式

に
諮
問
案
が
提
出
さ
れ
、
本
格
的
な
活
動
を

始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
き
の
う
設
立
さ
れ

た
那
覇
市
治
水
対
策
委
員
会
は
①
治
水
対
策

と
し
て
の
基
本
計
画
に
関
す
る
事
項
②
基
本

計
画
の
具
体
的
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項
③

財
政
計
画
な
ら
び
に
資
金
の
確
保
に
関
す
る

事
項
④
そ
の
他
治
水
対
策
に
関
す
る
必
要
な

事
項
に
関
す
る
市
長
の
諮
問
に
対
し
、
調

査
、
審
議
の
上
市
長
に
答
申
す
る
も
の
。

那
覇
市
治
水
対
策
委
員

▽
市
会
議
員
＝
新
垣
松
助
、
平
良
真
次
郎
、
比

嘉
佑
直
、
高
良
清
二
、
森
田
孟
松
、
又
吉
久

正
、
金
城
武
一
。

▽
市
職
員
＝
土
木
課
長
安
里
一
郎
、
建
築
課

長
与
世
田
兼
正
、
都
計
課
長
知
念
英
五
郎
、
消

防
隊
長
松
本
吉
典
。

▽
学
識
経
験
者
＝
医
師
古
波
倉
正
栄
、
工
交

局
次
長
宮
城
久
元
、
社
会
局
公
衛
課
長
川
満

彦
一
、
那
覇
署
長
幸
地
長
恵
、
首
都
建
委
事

務
局
長
新
垣
義
常
、
立
法
院
議
員
山
城
善
光
。

▽
各
種
団
体
代
表
＝
那
覇
商
議
所
副
会
頭
宮

良
永
昌
、
通
り
会
長
宮
城
嗣
吉
、
平
和
通
り

金
城
勲
、
む
つ
み
橋
通
り
島
袋
幸
英
、
市
場

中
通
り
照
喜
名
康
行
、
新
生
通
り
会
川
満
実

昭
、
新
天
地
市
場
代
表
平
山
良
政
、
新
栄
通

り
会
長
花
城
安
正
、
新
天
地
通
り
会
長
田
中

国
雄
、
市
場
中
央
通
り
大
城
善
昭
、
沖
縄
タ

イ
ム
ス
編
集
局
長
上
地
一
史
、
琉
球
新
報
編

集
局
長
池
宮
城
秀
意
、
通
り
会
役
員
黒
潮
武

秀
。

　

兼
次
那
覇
市
長
を
除
名
／
社
会 

　
　

党
〝
党
の
基
本
精
神
逸
脱
〟 
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最
近
の
〝
兼
次
・
那
覇
市
政
〟
に
た
い
し
批
判

的
態
度
を
と
っ
て
い
た
沖
縄
社
会
党
は
、
六

日
午
後
の
中
央
執
行
委
員
会
で
兼
次
佐
一
氏

（
党
中
執
委
・
那
覇
市
長
）
を
除
名
処
分
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

こ
の
日
の
中
執
委
会
は
那
覇
市
神
里
原
の
党

本
部
で
、
中
執
委
十
四
人
（
総
数
二
十
三
人
）

が
出
席
し
て
午
後
一
時
す
ぎ
開
か
れ
た
。

兼
次
氏
は
開
会
通
知
を
う
け
た
が
欠
席
、
か

ね
て
同
党
と
し
て
は
、
那
覇
市
政
に
の
ぞ
む

兼
次
市
長
の
態
度
が
い
ち
じ
る
し
く
党
の
基

本
路
線
を
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、

党
統
制
委
員
会
で
兼
次
市
長
の
査
察
を
行
な

っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
統
制
委
は
（
一
）
兼

次
氏
が
同
志
と
と
も
に
社
大
党
を
脱
党
し
て
、

社
会
党
を
結
党
し
た
こ
と
は
こ
れ
を
正
し
く

評
価
す
る
（
一
）
し
か
し
那
覇
市
長
就
任
後

の
言
動
は
、
い
ち
じ
る
し
く
社
会
主
義
政
党

の
基
本
精
神
に
も
と
る
も
の
が
あ
る
（
一
）

超
党
派
市
政
を
か
か
げ
た
こ
と
は
い
い
と
し

て
も
、
そ
れ
は
原
則
を
失
っ
た
〝
無
原
則
〟

的
な
あ
る
ま
じ
き
方
向
へ
そ
れ
た
（
一
）
そ

の
市
政
上
に
お
け
る
行
動
は
党
の
組
織
を
無

視
し
た
独
走
的
な
も
の
で
あ
っ
た
、
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
、「
反
党
行
動
を
理
由
に
、
兼
次

氏
を
除
名
処
分
す
べ
し
」
と
い
う
結
論
に
達

し
た
。

そ
こ
で
統
制
委
は
そ
の
旨
党
中
執
委
会
に
報

告
、
六
日
の
中
執
委
会
は
五
時
間
余
に
わ
た

り
統
制
委
か
ら
の
報
告
に
も
と
づ
き
討
議
を

重
ね
た
結
果
、
統
制
委
の
報
告
ど
お
り
こ
れ

を
承
認
し
た
。

同
党
規
約
に
よ
れ
ば
「
統
制
委
が
査
察
を

行
な
い
、
除
名
処
分
の
事
実
認
定
を
行
な

え
ば
処
分
は
決
定
し
、
あ
と
は
中
執
委
へ

報
告
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

兼
次
氏
を
除
名
処
分
し
た
具
体
的
理
由
に
は
、

軍
用
地
料
の
十
年
前
払
い
契
約
や
、
那
覇
市

議
給
料
引
下
げ
問
題
な
ど
六
項
目
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
正
式
に
は
き
ょ
う
七
日
発
表

さ
れ
る
。

　

宮
良
書
記
長
談　

組
織
無
視
な
ど
党
の
基

本
線
に
照
ら
し
て
違
反
事
項
が
六
項
目
も
あ

っ
た
の
で
、
大
衆
討
議
の
結
果
、
兼
次
氏
に

も
い
い
分
は
あ
る
だ
ろ
う
が
除
名
処
分
す
る

こ
と
に
決
ま
っ
た
。
兼
次
氏
を
除
名
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
党
は
微
動
だ
に
せ
ず
、
か
え

っ
て
入
党
者
が
ふ
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

那
覇
市
の
治
水
対
策
／
本
格
的 

　
　

に
乗
り
出
す
／
ガ
ー
ブ
川
上 

　
　

流
を
分
水
／
国
場
川
埋
立
て 

　
　

も
ラ
ッ
パ
型
に 
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那
覇
市
で
は
市
の
治
水
対
策
根
本
方
針
を

十
一
日
行
な
わ
れ
た
部
課
長
会
で
決
め
、

十
八
日
招
集
さ
れ
る
治
水
対
策
委
に
兼
次

市
長
諮
問
案
と
し
て
那
覇
治
水
根
本
対
策

案
を
提
出
、
本
格
的
に
治
水
対
策
に
乗
り

出
す
。
都
市
計
画
課
で
十
二
日
ま
と
ま
っ

た
那
覇
市
治
水
に
関
す
る
基
本
方
針
は
次

の
通
り
。

　

①
安
里
川
改
修
方
針

本
川
は
当
市
の
北
端
を
流
れ
て
お
り
流
域
は

広
い
が
、
現
在
の
川
を
改
修
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
排
水
機
能
を
必
要
な
ま
で
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
改
修
に
つ
い
て
は
技
術
的

立
場
か
ら
変
曲
部
を
整
理
し
、
護
岸
工
事
を

施
し
て
必
要
流
水
断
面
を
与
え
、
崇
元
寺
橋

か
ら
分
水
す
る
。

　

②
ガ
ー
ブ
川
改
修
方
針

本
川
は
当
市
の
中
心
部
を
流
れ
て
久
茂
地
川

に
合
し
、
さ
ら
に
中
央
部
を
南
下
し
て
那
覇

港
に
注
い
で
お
り
、
こ
れ
は
当
市
の
中
央
部
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を
抱
き
こ
ん
で
ま
わ
っ
て
い
る
形
を
と
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
ガ
ー
ブ
川
の
排
水
機
能

が
十
分
で
な
い
と
そ
の
影
響
は
大
き
い
。
ガ

ー
ブ
川
の
受
持
っ
て
い
る
流
域
面
積
は
約

二
七
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

中
一
七
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
農
事
試
験
場
以
東

の
丘
陵
部
す
な
わ
ち
国
場
、
識
名
と
上
間
な

ど
の
地
域
か
ら
の
排
水
で
あ
る
。
ガ
ー
ブ
川

下
流
（
繁
華
地
域
に
あ
る
部
分
）
は
付
近
の

雨
水
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
区
域
の

一
・
七
倍
も
あ
る
上
流
地
域
の
雨
水
を
た
だ

通
過
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

元
来
排
水
は
平
坦
地
に
お
い
て
は
で
き
る
だ

け
最
短
距
離
を
と
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
く
し

か
も
中
心
地
域
を
貫
流
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
で
あ
り
、
市
内
を
貫
流
す
る
と
な
れ

ば
、
一
旦
は
ん
ら
ん
し
た
場
合
、
浸
水
の
災

害
は
極
め
て
大
き
く
、
ま
た
排
水
対
策
に
も

大
き
な
工
事
費
を
必
要
と
す
る
。
よ
っ
て
本

川
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
通
過
雨
水
が
中
央

部
に
入
ら
な
い
こ
と
と
し
、
次
の
方
針
に
よ

っ
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
イ
）
ガ
ー
ブ
川
上
流
の
雨
水
は
農
事
試

験
場
周
辺
に
お
い
て
分
水
し
、
旧
鉄
道
線

路
敷
跡
に
沿
う
て
国
場
川
に
流
れ
さ
せ
、

従
来
ガ
ー
ブ
川
が
受
入
れ
て
い
た
上
流
地

域
の
三
十
四
平
方
㍍
一
秒
の
通
過
水
量
を

市
内
中
央
部
に
流
入
さ
せ
ず
直
接
国
場
川

に
放
流
す
る
。
（
ロ
）
四
条
橋
か
ら
む
つ

み
橋
に
い
た
る
区
間
（
以
下
「
下
流
」
と

い
う
）
改
修
に
あ
た
っ
て
は
流
域
が
繁
華

街
で
あ
る
た
め
単
に
平
面
的
な
方
法
に
よ

る
改
修
は
困
難
で
あ
る
の
で
（
ハ
）
項
に

お
け
る
方
針
で
推
進
す
る
。

（
ニ
）
ガ
ー
ブ
川
下
流
改
修
基
本
方
針
、

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
上
流
に
お
い
て
分

水
路
を
築
造
し
分
水
を
実
施
す
れ
ば
下
流

は
こ
の
地
区
だ
け
の
雨
水
を
受
入
れ
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
場
合
の
流
出
量

は
む
つ
み
橋
地
点
に
お
い
て
約
一
秒
十
㍍

二
乗
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
る
に
こ
の
地

域
に
お
け
る
現
状
は
単
に
河
川
だ
け
で
な

く
道
路
公
園
な
ど
の
都
市
施
設
は
ほ
と
ん

ど
な
く
ま
た
無
計
画
に
発
生
し
た
家
屋
が

密
集
し
て
お
り
、
さ
ら
に
同
地
区
が
戦
前

に
お
け
る
低
湿
地
で
あ
っ
た
た
め
排
水
は

悪
く
単
に
河
川
改
修
だ
け
で
は
同
地
区
の

治
水
を
十
分
に
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
こ
の
河
川
の
上
に
は
現
在
数
百
軒
の

店
舗
が
あ
り
、
河
川
の
改
修
を
行
な
う
に

し
て
も
、
こ
れ
ら
の
家
屋
を
除
去
し
た
後

で
な
け
れ
ば
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
下
流
の
整
備
に
つ
い
て
は

単
に
河
川
の
改
修
だ
け
で
な
く
周
辺
地
区
の

改
造
を
実
施
す
る
と
同
時
に
都
市
計
画
施
設

を
総
合
的
に
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

　

③
国
場
川
治
水
に
関
す
る
方
針

国
場
川
の
流
域
は
豊
見
城
村
、
東
風
平
村
、
南

風
原
村
お
よ
び
那
覇
市
と
広
大
な
地
域
で
あ

る
が
、
国
場
川
の
流
水
能
力
は
他
の
河
川
に

比
較
し
て
非
常
に
大
き
く
、
こ
の
河
川
に
よ

る
浸
水
は
現
状
に
お
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

し
か
し
沿
岸
の
埋
立
が
無
制
限
に
行
な
わ
れ

た
場
合
流
水
能
力
が
低
下
し
浸
水
す
る
こ
と

は
予
想
さ
れ
る
。
先
に
都
市
計
画
に
よ
り
設

定
さ
れ
た
奥
武
山
側
の
埋
立
は
こ
の
よ
う
な

点
か
ら
十
分
に
検
討
さ
れ
、
あ
る
程
度
変
更

す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
決
定
さ
れ
た

河
口
の
距
離
は
四
十
㍍
で
あ
る
が
、
こ
の
断

面
で
は
排
水
機
能
が
十
分
と
は
考
え
ら
れ
な

い
の
で
ラ
ッ
パ
型
に
変
更
し
排
水
が
十
分
に

行
な
わ
れ
る
た
め
の
断
面
を
確
保
す
る
。
壺

川
、
国
場
一
帯
の
浸
水
は
自
己
浸
水
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
こ
の
地
区
に
お
け
る
排
水
系
統

を
十
分
に
検
討
す
る
。

　

計
画
の
概
要

計
画
区
域
は
都
市
計
画
道
路
の
道
路
中
心
か

ら
両
側
の
一
定
区
域
を
む
つ
み
橋
か
ら
四
条

橋
に
い
た
る
範
囲
と
し
地
形
お
よ
び
現
況
に

応
じ
て
あ
る
程
度
の
変
更
は
あ
る
も
の
と
す

る
。
都
市
計
画
施
設
の
用
地
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
道
路
公
園
な
ど
の
都
市
計
画
施
設
用

地
は
買
収
方
式
に
よ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
の
で
前
記
区
域
に
つ
い
て
路
線

式
区
画
整
理
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
立

退
家
屋
の
処
理
に
つ
い
て
は
立
退
の
対
象
と

な
る
建
物
な
ら
び
に
敷
地
に
つ
い
て
は
立
体

換
地
に
よ
り
処
理
す
る
。（
こ
の
た
め
に
も
区

画
整
理
法
を
早
急
に
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。
）

　

問
題
の
与
儀
映
画
館
／
建
築
許 

　
　

可
を
取
消
す
／
政
府
建
築
審 

　
　

査
会
が
決
定 
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「
小
学
校
の
向
か
い
に
映
画
館
が
で
き
て

は
教
育
環
境
上
こ
の
ま
し
く
な
い
」
と
問
題

を
か
も
し
た
那
覇
市
与
儀
区
に
建
築
中
の
与

儀
映
画
館
問
題
に
つ
い
て
建
築
審
査
会
で
は

こ
の
ほ
ど
建
築
確
認
を
取
消
す
こ
と
を
決
定
、

正
式
に
那
覇
市
当
局
な
ら
び
に
関
係
者
あ
て

通
知
し
た
。

　

こ
れ
は
さ
る
六
月
那
覇
市
与
儀
区
三
九
二

番
、
下
田
〇
〇
氏
が
与
儀
区
に
映
画
館
を
建

築
し
た
い
と
那
覇
市
建
築
課
あ
て
申
請
書
を

提
出
、
七
月
一
日
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
八

月
二
十
六
日
か
ら
大
政
組
の
請
負
で
着
工
し

た
が
、
基
礎
工
事
を
お
え
た
こ
ろ
「
与
儀
小

校
に
ち
か
く
教
育
環
境
上
よ
ろ
し
く
な
い
」

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
反
対
さ
れ
た
。
下
田
館
主

は
、
正
式
に
建
築
確
認
を
う
け
て
や
っ
て
い

る
の
で
違
法
で
は
な
い
と
建
築
を
続
行
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
も
建
築
阻
止
運
動
を
展
開
し
た
た
め
騒

ぎ
が
大
き
く
な
っ
た
。
行
政
府
も
問
題
を
重

視
、
さ
っ
そ
く
調
査
に
の
り
出
し
た
が
、
建

築
基
準
法
の
違
反
事
実
を
指
摘
、
那
覇
市
に
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建
築
確
認
の
取
消
し
を
命
令
し
た
。
下
田
館

主
は
那
覇
市
か
ら
通
達
さ
れ
た
建
築
確
認
取

消
し
に
不
満
、
善
処
方
を
建
築
審
査
会
に
陳

情
し
た
。
建
築
審
査
会
で
は
慎
重
を
期
し
て

公
聴
会
を
開
き
、
審
査
会
議
も
数
回
開
い
て

検
討
を
続
け
た
が
、
建
築
基
準
法
の
違
反
事

実―

道
路
要
件
の
不
備
、
建
築
物
の
高
さ
の

違
反
事
実
、
空
地
要
件
の
不
備
な
ど―

が
あ

る
と
し
て
建
築
確
認
の
取
消
し
を
正
当
と
裁

定
し
た
も
の
。

　

こ
の
た
め
下
田
館
主
は
あ
ら
た
め
て
建
築

確
認
の
申
請
書
を
那
覇
市
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
与
儀
区
は
十
一
月
中
旬
に

文
教
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
関
係

法
規
上
確
認
申
請
は
却
下
さ
れ
る
。

　

公
設
市
場
の
改
築
を
審
議
／
那 

　
　

覇
市
会
民
生
委 
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十
六
日
午
後
二
時
か
ら
開
か
れ
た
那
覇
市
会

経
済
民
生
委
員
会
は
、
か
ね
て
那
覇
市
営
市

場
代
表
長
嶺
善
進
さ
ん
ほ
か
三
十
六
名
か
ら

陳
情
の
あ
っ
た
公
設
市
場
改
築
に
つ
い
て
前

会
に
ひ
き
つ
づ
き
審
議
を
行
な
っ
た
。
今
回

は
都
市
計
画
課
作
成
の
四
階
建
ブ
ロ
ッ
ク
建

築
の
図
面
も
検
討
さ
れ
た
が
、
市
と
し
て
も

現
在
の
公
設
市
場
は
、
市
場
管
理
の
面
か
ら

改
築
す
る
必
要
は
あ
る
と
い
う
立
場
に
た
っ

て
お
り
、
も
し
改
築
す
る
と
な
れ
ば
長
嶺
さ

ん
ら
デ
パ
ー
ト
建
設
代
表
の
陳
情
も
勘
案
し

て
、
公
設
市
場
の
関
係
業
者
を
す
べ
て
包
合

す
る
よ
う
計
画
を
す
す
め
た
い
意
向
で
あ
る
。

同
委
と
し
て
は
ガ
ー
ブ
川
付
近
の
平
和
通
り

公
設
市
場
の
四
階
建
改
築
に
つ
い
て
は
ガ
ー

ブ
川
の
は
ん
ら
ん
、
都
計
幹
線
道
路
、
衛

生
、
都
市
美
な
ど
の
諸
点
も
並
行
し
て
問
題

を
解
決
す
べ
き
だ
と
し
て
同
委
で
は
公
設
市

場
陳
情
案
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
調
査
し
て
、

基
本
計
画
を
打
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

那
覇
市
議
会
／
議
員
報
酬
も
と 

　
　

に
戻
せ
／
実
現
ま
で
は
欠
席 

　
　

／
退
場
し
た
高
良
議
長 
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十
二
月
の
那
覇
市
定
例
議
会
は
二
十
一
日

あ
さ
十
一
時
十
五
分
開
会
し
た
が
開
会
と
同

時
に
、
高
良
議
長
は
「
さ
き
に
議
会
で
、
兼

次
市
長
が
一
方
的
に
議
員
の
報
酬
を
引
下

げ
た
こ
と
は
、
一
種
の
暴
力
で
あ
り
、
報
酬
が

も
と
に
も
ど
る
ま
で
は
、
私
は
出
席
し
な
い
」

と
の
べ
て
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
た
議
員
や
兼

次
市
長
ら
市
職
員
を
し
り
目
に
、
同
三
十
五

分
さ
っ
さ
と
退
場
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
た
め
議
会
は
休
憩
に
な
り
、
渡
口
副
議

長
と
各
正
副
委
員
長
が
集
ま
っ
て
今
後
の
議

事
運
営
の
協
議
に
入
っ
た
。
高
良
議
長
の
発

言
（
要
旨
）
は
つ
ぎ
の
通
り
。

私
の
不
在
中
で
は
あ
っ
た
が
、
議
会
で
お
こ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
私
の
考
え
を
の
べ
て
了

解
を
え
た
い
。
第
一
に
議
員
の
報
酬
を
引
下

げ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
市
有
地
の
軍
用

地
契
約
に
つ
い
て
で
あ
る
。
沖
縄
の
現
状
を

考
え
た
と
き
那
覇
市
の
議
会
と
当
局
は
反
省

の
要
が
あ
る
。
両
方
が
い
が
み
あ
っ
て
い
る

う
ち
に
、
他
市
町
村
で
は
庁
舎
も
完
成
し
て

い
る
。
那
覇
市
の
庁
舎
建
設
に
は
民
政
府
も

補
助
金
を
出
す
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
議
会

も
当
局
も
何
も
し
て
い
な
い
し
、
逆
に
民
政

府
か
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
し
り
を
た

た
か
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ガ
ー
ブ
川
の
治
水

に
つ
い
て
も
対
策
ら
し
い
対
策
も
た
て
ず
市

民
は
不
信
を
い
だ
い
て
い
る
ほ
ど
だ
。
兼
次

市
長
が
民
連
か
ら
当
選
し
た
と
い
う
こ
と
は

不
満
で
は
あ
っ
た
が
、
当
選
し
た
以
上
仕
方

が
な
い
。
兼
次
市
長
の
任
期
中
に
議
会
が
協

力
し
な
い
と
い
う
な
ら
不
信
任
し
て
信
を
市

民
に
問
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

是
は
是
と
し
て
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。

兼
次
市
長
に
望
む
こ
と
は
市
有
地
の
軍
用
地

契
約
を
し
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
他
市
町
村

は
し
て
い
る
の
に
、
金
は
ほ
し
い
が
那
覇
市

は
契
約
し
て
い
な
い
。
契
約
は
市
長
が
や
る

べ
き
で
あ
る
。
今
会
期
中
に
市
長
が
契
約
し

な
い
な
ら
、
適
法
で
あ
る
か
ど
う
か
し
ら
な

い
が
、
議
長
が
議
会
の
承
認
を
求
め
て
契
約

し
て
も
よ
い
。
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
ど

う
い
う
理
由
で
値
下
げ
し
た
か
、
こ
の
よ
う

な
問
題
は
議
会
の
納
得
の
上
で
や
る
べ
き
で

あ
る
。
緊
急
議
案
と
し
て
出
し
た
と
い
う
こ

と
は
暴
力
で
あ
り
、
議
員
を
や
め
ろ
と
い
う

の
に
等
し
い
、
す
み
や
か
に
元
に
か
え
す
べ

き
だ
。
復
元
し
な
い
限
り
に
お
い
て
私
は
退

場
す
る
。
復
元
し
た
ら
出
て
く
る
。
こ
れ
は
不

信
任
で
も
な
い
。
報
酬
が
も
と
に
戻
り
、
私

が
出
て
く
る
ま
で
は
、
副
議
長
に
や
っ
て
も

ら
う
。

　

那
覇
市
議
会
／
会
期
九
日
と
決 

　
　

定
／
渡
口
副
議
長
が
議
事
運 

　
　

営

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
５
９
・
12
・
22
〕

那
覇
市
議
会
の
十
二
月
定
例
会
は
二
十
一
日

午
前
十
一
時
十
五
分
か
ら
開
会
、
高
良
議
長

が
「
兼
次
市
長
が
一
方
的
に
議
員
の
報
酬
を

下
げ
た
こ
と
は
、
議
員
を
や
め
ろ
と
い
う
に

も
等
し
い
。
報
酬
が
も
と
に
も
ど
さ
れ
る
ま

で
は
議
会
に
出
席
し
な
い
」
と
発
言
し
て
退

場
し
た
た
め
初
っ
鼻
か
ら
荒
れ
も
よ
う
と
な

っ
た
。
開
会
二
十
分
に
し
て
休
憩
と
な
り
、
事

態
収
拾
の
た
め
副
議
長
、
各
正
副
委
員
長
に

よ
る
協
議
会
が
開
か
れ
、
「
高
良
議
長
の

行
動
に
は
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
議
長
の
行
動
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
議
事

を
停
滞
さ
せ
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
の
で

進
行
し
た
い
」
と
の
結
論
で
、
渡
口
副
議
長

が
議
長
席
に
つ
い
て
、
十
二
時
五
分
再
開
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さ
れ
た
。
会
期
を
九
日
間
と
し
、
二
十
二

日
休
会
、
二
十
三
日
本
会
議
、
二
十
四
日
、

二
十
五
、
二
十
六
日
委
員
会
、
二
十
七
日
休

会
、
二
十
八
日
と
二
十
九
日
本
会
議
を
開
く

こ
と
を
決
定
し
て
い
っ
た
ん
休
憩
し
た
。
ひ

る
二
時
か
ら
再
開
し
、
提
出
議
案
に
つ
い
て

説
明
が
行
な
わ
れ
、
二
時
半
散
会
し
た
。
主

な
議
案
は
次
の
と
お
り
。

△
那
覇
市
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
の
一

部
改
正
。

△
那
覇
市
傭
員
解
雇
手
当
支
給
条
例
。

△
台
風
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
市
民
税
、

固
定
資
産
税
、
事
業
税
の
減
免
に
つ
い
て
。
△

一
九
六
〇
年
度
追
加
更
正
予
算
。

△
ホ
ノ
ル
ル
市
と
那
覇
市
の
都
市
提
携
の
決

議
。

△
都
市
計
画
文
教
地
区
の
指
定
。

　

那
覇
市
場
の
改
築
に
反
対
／
ア 

　
　

ン
マ
ー
達
が
大
挙
市
会
に
陳 

　
　

情
／
議
場
で
赤
い
気
炎
／
死 

　
　

活
問
題
と
訴
え
る 

　
　
　

 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
５
９
・
12
・
22
〕

二
十
一
日
午
後
三
時
ご
ろ
、
本
会
議
の
日

程
を
終
了
し
た
那
覇
市
議
会
に
公
設
市

場
の
お
ば
さ
ん
た
ち
約
二
百
名
が
押
し

か
け
、
渡
口
議
長
代
理
に
、「
公
設
市
場
改

築
に
反
対
、
現
状
を
維
持
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
陳
情
し
た
。
議
席
を
埋
め
た
お
ば

さ
ん
た
ち
は
く
ち
ぐ
ち
に
、
「
市
場
の
改

築
は
私
た
ち
の
死
活
の
問
題
で
あ
り
、
現

在
の
ま
ま
に
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
訴
え

て
い
た
。

議
場
に
押
し
か
け
た
公
設
市
場
の
伊
波
〇
〇

さ
ん
ほ
か
約
二
百
名
は
い
ず
れ
も
店
を
た
た

ん
で
陳
情
に
参
加
し
た
も
の
で
、
こ
と
の
き

っ
か
け
は
公
設
市
場
改
築
の
市
当
局
案
を
打

出
す
た
め
、
経
済
民
生
部
商
工
観
光
課
が
市

場
改
築
に
つ
い
て
趣
旨
の
説
明
も
な
く
賛
成
、

不
賛
成
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
こ
と
に
公

設
市
場
の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
疑
義
を
は
さ
み

議
会
へ
の
市
場
改
築
反
対
の
陳
情
と
な
っ
た

も
の
。
現
在
那
覇
市
会
経
済
民
生
委
に
陳
情

書
を
提
出
し
て
い
る
第
一
デ
パ
ー
ト
株
式
会

社
発
起
人
長
嶺
善
進
さ
ん
ら
の
市
場
改
築
案

は
同
委
で
検
討
中
で
あ
り
、
同
委
で
も
老
朽

化
し
た
現
在
の
公
設
市
場
を
改
築
す
る
意
向

で
は
あ
る
が
、
公
設
市
場
の
四
階
建
築
に
よ

る
移
転
、
ガ
ー
ブ
川
治
水
、
衛
生
の
諸
問
題

も
並
行
し
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場

で
、
ま
だ
結
論
は
出
し
て
お
ら
ず
継
続
審
議

と
な
っ
て
い
る
。
那
覇
市
と
し
て
は
第
一
デ

パ
ー
ト
の
株
主
と
な
り
共
同
出
資
の
形
で
改

築
、
一
階
の
使
用
料
と
管
理
を
那
覇
市
が
担

当
す
る
と
い
う
案
に
傾
き
つ
つ
あ
り
第
一
デ

パ
ー
ト
の
発
起
人
が
地
主
で
、
し
か
も
大
資

本
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
公
設
市
場
の
お
ば
さ

ん
た
ち
が
死
活
の
問
題
だ
と
立
上
っ
た
も
の

と
み
ら
れ
て
い
る
。

き
の
う
の
那
覇
市
議
会
で
の
市
場
改
築
反
対

陳
情
団
の
い
い
分
は
①
現
在
の
庶
民
的
な
商

売
か
ら
考
え
て
、
別
に
市
場
改
築
し
な
く
て

も
、
現
状
維
持
で
よ
い　

②
近
代
的
な
建
築

に
よ
る
デ
パ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
零
細
資
本
の

私
た
ち
は
ど
う
な
る
か
不
安
で
あ
る　

③
改

築
に
よ
る
と
移
転
に
対
し
て
も
不
安
で
あ
る

④
公
設
市
場
は
今
の
独
自
の
や
り
方
で
結
構

や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
那
覇
市
の
財
政
が

豊
か
に
な
る
ま
で
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
。

　

補
助
金
く
れ
な
け
れ
ば
／
市
会 

　
　

も
市
長
も
総
辞
職
／
兼
次
市 

　
　

長
が
議
会
で
答
弁 

　
　
　

 

〔
琉
新
・
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１
９
５
９
・
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・
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〕

二
十
三
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
で
は
、
一
般

質
問
が
行
な
わ
れ
議
案
を
委
員
会
に
付
託
し

た
が
九
月
定
例
市
会
で
兼
次
市
長
が
ガ
ー
ブ

川
治
水
問
題
で
軍
の
補
助
が
な
け
れ
ば
、
議

会
と
総
辞
職
す
る
と
い
う
言
明
に
つ
い
て
、

真
栄
田
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
「
ガ
ー
ブ
川

治
水
の
補
助
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
総
辞
職

の
時
期
は
い
つ
か
、
議
会
も
と
も
に
や
る
の

か
」
に
兼
次
市
長
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

兼
次
市
長　

外
交
は
政
治
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
が
、
問
題
の
目
的
は
ガ
ー
ブ
川
の
改

修
、
分
水
の
実
現
に
あ
り
、
そ
の
方
法
、
戦

術
と
し
て
、
総
辞
職
の
決
意
を
固
め
、
相
手

側
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
効
果
を
ね
ら
っ

て
決
意
を
発
表
し
た
。
軍
が
六
一
年
度
予
算

に
補
助
を
計
上
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
時

が
、
総
辞
職
の
時
期
で
あ
る
。
く
れ
な
か
っ
た

ら
や
め
る
と
い
う
抽
象
的
な
こ
と
で
は
な
く
、

六
一
年
度
予
算
に
計
上
し
な
け
れ
ば
、
総
辞

職
す
る
と
い
う
決
意
で
あ
る
。
那
覇
の
市
政

は
軍
民
両
政
府
の
財
源
に
依
存
し
て
い
る
現

状
で
あ
り
実
現
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
決
意
も
必
要
と
思
う
。
実
現
し
な
い
時

は
、
総
辞
職
を
す
る
が
、
そ
の
時
は
米
国
は

那
覇
市
の
治
水
す
ら
で
き
な
い
た
め
に
、
市

会
も
市
長
も
総
辞
職
し
た
と
い
う
こ
と
が
世

界
に
浮
彫
り
さ
れ
た
と
し
た
ら
そ
の
方
の
マ

イ
ナ
ス
が
大
き
い
と
思
う
。
こ
の
決
意
は
市

長
個
人
だ
け
で
実
現
さ
れ
る
な
ら
ば
、
私
個

人
だ
け
で
も
決
意
す
る
。

　

那
覇
市
議
会
／
被
災
者
の
救
済 

　
　

／
市
税
減
税
な
ど
可
決
／
議 

　
　

長
の
退
場
を
鋭
く
批
判 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
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５
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・
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・
29
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二
十
八
日
の
那
覇
市
議
会
は
あ
さ
十
一
時
開

会
、
高
良
議
長
か
ら
「
兼
次
市
長
と
話
合
っ
た

結
果
、
議
員
の
報
酬
引
上
げ
は
新
年
度
予
算

に
計
上
し
、
ま
た
市
有
地
の
軍
用
地
契
約
に

つ
い
て
は
次
の
議
会
ま
で
に
結
論
を
出
す
こ

と
に
な
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
て
、
議

事
の
審
議
に
入
り
、
▽
与
儀
か
ら
漫
湖
へ
の
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分
水
で
国
場
川
付
近
が
浸
水
し
な
い
か
▽
ガ

ー
ブ
川
の
治
水
問
題
で
部
課
長
間
に
対
立
が

あ
る
と
い
う
が
▽
旭
が
丘
公
園
建
設
の
民
政

府
補
助
金
の
見
通
し
、
な
ど
の
質
問
が
行
わ

れ
た
外
、
高
良
議
長
が
二
十
一
日
の
本
会
議

場
を
退
場
し
た
行
為
が
議
員
か
ら
追
及
さ
れ

た
。

ま
ず
真
栄
田
議
員
が
「
議
長
は
議
員
の
報
酬

値
上
げ
と
市
有
地
の
軍
用
地
契
約
に
つ
い
て

報
告
し
た
が
、
議
会
と
し
て
と
り
あ
げ
て
議

決
し
た
も
の
で
も
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な

報
告
を
う
け
る
必
要
は
な
い
。
議
員
の
報
酬

を
五
十
㌦
に
し
た
の
は
議
会
の
議
決
で
あ
る
。

そ
れ
を
議
長
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
、
そ
れ
を

不
服
で
欠
席
す
る
と
は
も
っ
て
の
外
で
、
市

長
へ
の
挑
戦
と
同
時
に
議
会
に
対
す
る
挑

戦
で
あ
る
。
本
来
な
ら
不
信
任
も
の
で
あ
る

が
、
議
長
か
ら
一
言
の
あ
い
さ
つ
は
あ
る
べ

き
で
あ
る
」
と
発
言
す
れ
ば
、
高
良
議
長
は

「
私
の
と
っ
た
行
動
は
正
し
か
っ
た
。
議
会
に

も
は
か
ら
な
い
で
抜
打
ち
に
値
下
げ
を
提
案

し
た
の
は
適
当
で
は
な
い
。
単
な
る
市
の
雇

員
な
ら
と
も
か
く
、
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
議

員
の
報
酬
を
抜
打
的
に
減
額
す
る
の
は
適
法

で
は
な
い
」
と
答
え
、
ま
た
森
田
議
員
も
「
議

事
運
営
の
能
率
化
の
点
か
ら
議
長
の
と
っ
た

行
動
は
議
会
を
無
視
し
た
も
の
で
、
議
長
は

議
会
の
意
志
に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
で
あ
り
、

今
後
は
こ
の
よ
う
な
独
走
的
な
議
事
運
営
は

慎
ん
で
ほ
し
い
」
と
発
言
、
高
良
議

長
も
「
そ
の
通
り
、
議
会
の
意
志
に
従
う
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
こ
れ
く
ら
い
に
し 

て
…
」
と
あ
っ
さ
り
発
言
を
う
ち
き
り
、
次

の
議
事
に
う
つ
っ
た
主
な
る
質
問
は
つ
ぎ
の

通
り
。

宮
里
議
員　

国
場
川
へ
の
分
水
は
付
近
の
浸

水
原
因
に
な
ら
な
い
か
。

知
念
都
計
課
長　

漫
湖
も
し
ゅ
ん
せ
つ
で
、

奥
武
山
公
園
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
付
近
の
捨

石
も
と
る
計
画
で
あ
る
。

石
原
議
員　

ガ
ー
ブ
川
治
水
政
策
に
つ
い
て
、

大
城
建
設
部
長
と
、
市
長
及
び
課
長
間
に
意

見
の
対
立
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
。

兼
次
市
長　

分
水
計
画
は
首
都
建
委
で
十
分

な
調
査
に
よ
る
も
の
で
、
国
場
川
の
浸
水
を

阻
止
す
る
処
置
の
必
要
も
認
め
て
い
る
。
治

水
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
も

権
威
者
を
よ
ん
で
検
討
し
た
い
。
部
課
長
間

に
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
決
定

を
み
た
今
日
で
は
問
題
で
は
な
い
が
、
部
内

に
感
情
的
対
立
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
行
政

執
行
の
上
に
支
障
が
あ
る
の
で
十
分
調
査
し

た
い
。

瀬
名
波
議
員　

旭
が
丘
公
園
建
設
費
補
助
金

は
次
年
度
で
獲
得
で
き
る
か
、
そ
の
見
通
し

は
。

兼
次
市
長　

災
害
対
策
に
あ
て
る
た
め
本
年

度
に
予
定
し
て
い
た
公
園
建
設
費
は
補
助
で

き
な
い
と
民
政
府
か
ら
文
書
で
通
知
が
あ
っ

た
。
首
都
建
委
で
は
来
年
度
は
希
望
が
丘
公

園
建
設
の
勧
告
を
計
画
し
て
い
る
の
で
、
旭

が
丘
公
園
に
つ
い
て
は
別
な
方
法
で
陳
情
し

補
助
金
を
獲
得
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
日
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
る
議
案
は

つ
ぎ
の
通
り
。

▽
那
覇
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

改
正

▽
那
覇
市
傭
員
解
雇
手
当
支
給
条
例

▽
台
風
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
市
民
税
、

固
定
資
産
税
、
事
業
税
の
減
免

▽
一
九
六
〇
年
度
追
加
更
正
予
算

　

ス
ム
ー
ズ
に
閉
幕
／
那
覇
市
会 
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二
十
九
日
の
那
覇
市
会
最
終
本
会
議
で
十
九

件
の
陳
情
と
二
議
案
が
上
程
さ
れ
最
後
に
那

覇
市
選
挙
管
理
委
員
五
名
お
よ
び
補
充
員
五

名
の
選
挙
を
終
え
、
ス
ム
ー
ズ
に
議
会
を
終

了
し
た
。

日
程
の
最
終
に
行
な
わ
れ
た
選
挙
管
理
委

員
選
挙
で
、
赤
嶺
正
一
（
27
票
）
金
城
良
欣

（
25
）
許
田
世
輝
（
22
）
喜
久
山
朝
臣
（
21
）

当
間
真
吉
（
15
）
の
五
氏
が
当
選
し
た
。

高
良
議
長
の
話　

議
員
報
酬
問
題
は
新
年
度

に
お
い
て
も
と
の
額
に
復
元
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
議
員
の
一
、
二
の
発
言
か
ら
み
る

と
、
こ
ん
ど
の
五
十
㌦
の
線
で
い
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
の
で
、
議
長
と
し
て
は
、
そ
れ

ほ
ど
ま
で
い
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
別
に
無

理
を
す
る
必
要
も
な
い
。
意
見
を
聞
き
入
れ

て
、
現
状
の
線
で
押
え
る
こ
と
を
考
え
た
。

し
か
し
こ
の
問
題
は
完
全
に
議
会
の
無
視
で

あ
る
。
抜
き
打
ち
に
三
十
五
㌦
が
適
当
だ
と

い
う
市
長
の
言
明
を
主
張
し
た
時
、
議
会
と

し
て
は
議
会
侮
辱
に
対
す
る
不
信
任
を
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
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高
圧
線
移
転
／
強
制
立
入
測

量
の
通
知
／
那
覇
市
の
約

七
十
一
万
坪
に 
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那
覇
市
の
中
心
部
を
通
る
送
電
線
を
移
転
す

る
た
め
「
那
覇
市
の
五
百
八
十
四
エ
ー
カ
ー

（
約
七
十
一
万
五
千
坪
）
に
対
し
て
強
制
立

入
測
量
を
す
る
」
と
い
う
通
知
書
が
十
八
日
、

ア
ン
ド
リ
ッ
ク
民
政
官
か
ら
那
覇
市
長
宛
に

送
ら
れ
て
き
た
。

　

那
覇
市
内
の
一
号
線
に
そ
っ
て
た
て
ら
れ

た
高
圧
線
を
撤
去
し
て
地
下
ケ
ー
ブ
ル
に
し

て
ほ
し
い
と
、
那
覇
市
で
は
た
び
た
び
電
力

公
社
に
要
望
し
て
き
た
が
、
公
社
で
は
、
地
下

ケ
ー
ブ
ル
に
す
る
と
費
用
が
か
か
っ
て
、
他

の
事
業
遂
行
に
も
支
障
を
き
た
す
と
の
理
由

で
、
上
之
屋
か
ら
真
和
志
を
遠
回
り
し
て
新

し
い
高
圧
線
を
引
く
計
画
を
立
て
、
さ
き
に

那
覇
市
長
に
立
入
測
量
の
許
可
を
求
め
て
き

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
兼
次
市
長
は
、「
市
長

が
か
っ
て
に
許
可
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

か
ら
地
主
と
直
接
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
答

え
た
。
そ
こ
で
公
社
は
地
主
と
話
し
合
っ
た

が
承
諾
が
え
ら
れ
ず
、
今
回
の
強
制
立
入
測

量
の
通
知
と
な
っ
た
。

　

ア
ン
ド
リ
ッ
ク
民
政
官
の
通
知
書
も
「
関

係
地
主
か
ら
の
許
可
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
、
布
令
七
一
号
に
も
と
づ
い
て
、
一
月

二
十
二
日
以
降
、
測
量
の
た
め
Ｄ
Ｅ
に
立
入

許
可
の
権
限
を
あ
た
え
る
。
測
量
は
三
か
月

以
内
に
完
了
す
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

　

強
制
立
入
測
量
が
行
わ
れ
る
地
域
は
、
安

謝―

上
之
屋―

安
里―

大
道―

自
動
車
学
校

―

工
業
高
校―

寄
宮―

国
場―

真
玉
橋―

国

場
川
を
越
し
、
漫
湖
に
そ
っ
て
ペ
リ
ー
そ
し

て
小
禄
変
電
所
を
結
ぶ
線
で
、
予
定
さ
れ
る

送
電
線
を
中
心
に
一
千
フ
ィ
ー
ト
（
約
三
百

㍍
）
の
幅
の
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

那
覇
市
と
し
て
は
、
地
下
ケ
ー
ブ
ル
に
す

る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
お
り
、
「
地
下
ケ

ー
ブ
ル
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
公

社
の
回
答
に
対
し
て
、
兼
次
市
長
は
「
も

し
、
公
社
が
真
和
志
を
回
っ
て
ゆ
く
高
架
線

に
よ
る
送
電
を
強
行
し
た
場
合
は
、
地
主
と

の
間
に
不
祥
事
件
が
お
こ
る
か
も
知
れ
な

い
」
と
相
当
強
硬
な
反
論
を
公
社
に
お
く
っ

て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
社
は
す

で
に
新
し
い
送
電
線
の
建
設
に
つ
い
て
本
土

の
業
者
と
契
約
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
、
真

和
志
を
通
る
送
電
線
を
強
行
す
る
も
の
と
予

想
さ
れ
、
強
制
測
量
の
次
に
く
る
の
は
、
土

地
の
強
制
収
用
（
も
し
地
主
が
契
約
を
拒
ん

だ
場
合
）と
い
う
こ
と
に
な
る
。
送
電
線
を
架

設
し
た
場
合
、
使
用
さ
れ
る
土
地
は
測
量
地

域
の
約
三
分
の
一
（
送
電
線
を
中
心
に
三
十

フ
ィ
ー
ト
の
橋
）
で
、
約
二
十
三
万
八
千
坪

に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

兼
次
市
長
は
、
強
制
測
量
の
通
知
に
関
し

て
、
き
ょ
う
（
二
十
日
）
関
係
区
域
出
身
議

員
と
協
議
会
を
開
い
て
、
こ
ん
ご
の
政
策
を

話
し
合
う
。

那
覇
米
琉
親
善
委
員
会
九
日
発

足
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在
沖
米
軍
輸
送
部
隊
サ
ッ
ク
ス
大
佐
の
好
意

に
よ
り
那
覇
市
の
あ
ら
ゆ
る
建
設
面
に
協
力

す
る
と
い
う
目
的
で
那
覇
市
建
設
促
進
米
琉

委
員
会
を
組
織
し
、
九
日
発
会
式
を
あ
げ
る

が
、
発
会
式
に
先
だ
ち
サ
ッ
ク
ス
大
佐
の
キ

モ
入
り
で
同
委
の
初
仕
事
と
し
て
五
日
垣
花

小
中
校
の
校
庭
拡
張
工
事
に
協
力
、
兼
次
市

長
ら
も
参
加
し
て
起
工
式
を
挙
行
し
た
。

那
覇
市
で
は
サ
ッ
ク
ス
大
佐
の
申
入
れ
で
同

委
の
委
員
の
選
考
を
す
す
め
て
い
た
が
、
六

日
同
委
の
目
的
が
た
ん
に
建
設
部
面
だ
け
の

促
進
で
は
な
い
の
で
、
広
い
分
野
か
ら
次
の

よ
う
に
委
員
を
選
ん
だ
。

文
教
局
長
小
波
蔵
政
光
、
那
覇
市
長
兼
次
佐

一
、
那
覇
教
委
員
長
西
平
守
由
、
那
覇
商
工

会
議
所
会
頭
比
嘉
良
行
、
那
覇
市
議
赤
嶺
一

男
、
国
場
組
社
長
国
場
幸
太
郎
、
那
覇
市
助

役
仲
原
英
通
、
義
永
栄
善
、
那
覇
市
議
新
垣

松
助
、
平
良
真
次
郎
、
大
山
盛
幸
、
那
覇
市

経
済
民
生
部
長
阿
波
連
本
平
。

市
当
局
は
上
訴
か
／
那
覇
／
繁

多
川
火
葬
場
設
置
事
件 
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中
央
巡
裁
は
八
日
那
覇
市
の
繁
多
川
区
に
火

葬
場
を
建
築
す
る
こ
と
は
都
市
計
画
上
位
置

的
に
不
適
当
で
あ
る
と
の
理
由
で
那
覇
市
が

建
築
申
請
を
不
許
可
に
し
た
こ
と
は
違
法
で

「
市
の
な
し
た
不
許
可
処
分
を
取
消
す
」
と

の
判
決
を
下
し
た
。
こ
の
判
決
に
対
し
て
、

九
日
、
兼
次
市
長
、
義
永
助
役
、
知
念
都
計
、

与
世
田
（
建
築
）
両
課
長
ら
が
対
策
を
協
議

し
た
が
、
「
巡
裁
か
ら
判
決
文
を
受
け
と
っ

た
上
で
、
さ
ら
に
検
討
す
る
」
と
い
う
こ
と

で
、
公
式
な
言
明
を
ひ
か
え
て
い
る
が
、
市

当
局
は
「
行
政
機
関
が
都
市
計
画
上
不
適
当

だ
と
し
て
不
許
可
に
し
た
も
の
を
、
司
法
機

関
が
不
適
当
で
は
な
い
と
決
定
す
る
と
い
う

こ
と
は
管
轄
外
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
判
例
が
残
さ
れ
る
と
、
都
市
計
画
を
遂
行

し
て
ゆ
く
上
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
を
問
題
視
し
て
お
り
、
恐
ら
く

上
訴
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

中
央
巡
裁
の
判
決
は
、
「
建
築
基
準
法
第

四
九
条
に
よ
る
こ
の
種
の
制
限
は
都
市
計
画

上
や
む
を
え
な
い
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る

べ
き
も
の
。
元
来
自
分
の
土
地
を
利
用
す
る
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こ
と
は
個
人
の
自
由
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
す

る
処
分
は
那
覇
市
の
い
う
よ
う
に
自
由
裁
量

行
為
で
は
な
い
。
か
り
に
そ
う
で
あ
っ
た
と

し
て
も
火
葬
場
敷
地
の
位
置
選
定
に
つ
い
て
、

都
市
計
画
上
支
障
の
あ
る
場
合
に
許
可
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま
り
、
支
障
の
な

い
場
合
は
す
べ
て
こ
れ
を
許
可
す
べ
き
で
、

行
政
庁
の
決
定
で
こ
れ
を
許
可
し
な
い
こ
と

は
違
法
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
れ

に
対
し
て
、
那
覇
市
建
築
、
都
市
計
画
両
課

は
行
政
と
司
法
と
い
う
根
本
的
な
問
題
の
外

に
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

一
、
建
築
基
準
法
第
四
九
条
は
「
火
葬
場
、と

殺
場
、
卸
売
市
場
、
伝
染
病
院
、
ご
み
焼
却

場
ま
た
は
汚
物
処
理
場
の
用
途
に
供
す
る
建

築
物
は
、
そ
の
敷
地
の
位
置
に
つ
い
て
特
定

行
政
庁
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
建
築
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
火
葬
場

は
建
築
物
の
性
質
上
敷
地
の
制
限
を
う
け
る

の
は
当
然
で
あ
る
。

一
、
自
分
の
土
地
を
利
用
す
る
こ
と
は
個
人

の
自
由
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
都
計

上
、
火
葬
場
建
築
に
つ
い
て
の
み
制
限
を
し

た
だ
け
で
、
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
の
利
用

に
つ
い
て
は
何
も
制
限
は
し
て
い
な
い
。

一
、
都
計
上
支
障
が
な
い
と
判
決
で
の
べ
て

い
る
が
、
用
途
地
域
の
指
定
が
な
さ
れ
て
い

な
い
の
は
、
真
和
志
の
合
併
が
お
く
れ
た
た

め
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
安
謝
に
衛
生
セ
ン

タ
ー
を
設
け
て
、
特
殊
建
築
物
を
そ
こ
に
集

め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
ん
ど
の
場
合

も
こ
の
こ
と
を
話
し
て
安
謝
に
敷
地
を
変
更

す
る
よ
う
申
入
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
繁

多
川
は
住
宅
地
と
し
て
の
び
つ
つ
あ
り
、
今

後
住
宅
地
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
も
十
分
考
え

ら
れ
る
。

一
、
建
築
基
準
法
第
五
十
条
は
、
火
葬
場
な

ど
の
特
殊
建
築
物
を
許
可
す
る
場
合
は
聴
問

会
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
ん
ど
は
聴
問
会
も
開
か
れ
な
い
ま

ま
に
着
工
し
た
の
は
違
法
で
あ
る
。

一
方
、
地
元
の
繁
多
川
部
落
で
は
火
葬
場
建

築
反
対
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
と
、
長
堂
繁

多
川
公
民
館
長
は
九
日
、
市
役
所
を
訪
れ
て

語
っ
て
お
り
、
近
く
周
辺
の
部
落
代
表
が
集

ま
っ
て
対
策
を
協
議
す
る
と
い
う
。
ま
た
繁

多
川
や
首
里
の
金
城
、
寒
川
両
町
を
は
じ
め
、

周
囲
の
部
落
か
ら
目
の
前
に
火
葬
場
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
精
神
的
な
苦
痛
で
あ
る
と
、

さ
き
に
市
議
会
に
反
対
陳
情
を
出

し
、
議
会
も
全
会
一
致
で
こ
の
陳
情
を
採
択

し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
今
後
の
な
り
ゆ
き

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

三
年
ぶ
り
に
統
一
組
合
／
那
覇 

　
　

市
二
つ
の
労
組
合
併 
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自
治
労
沖
縄
県
連
結
成
（
三
月
予
定
）
に
先

が
け
那
覇
市
従
業
員
労
働
組
合
で
は
組
織
統

一
臨
時
大
会
を
二
十
日
午
後
二
時
か
ら
教
育

会
館
ホ
ー
ル
で
行
な
い
投
票
の
結
果
、
全
員

一
致
で
統
一
へ
踏
切
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
れ
で
那
覇
市
従
労
と
那
覇
市
職
労
は
五
七

年
分
裂
し
て
か
ら
三
年
ぶ
り
に
統
一
組
合
と

し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

組
合
員
は
市
職
労
五
百
名
、
市
従
労
二
百
名

で
組
合
の
名
称
は
那
覇
市
職
員
労
働
組
合
の

予
定
。
分
裂
ま
で
の
い
き
さ
つ
。
五
七
年
十
二

月
二
十
五
日
に
那
覇
市
職
員
労
働
組
合
の
第

三
回
定
期
大
会
が
開
か
れ
た
が
、
一
組
合
員

の
出
し
た
全
執
行
委
員
解
任
の
緊
急
動
議
を

め
ぐ
っ
て
会
場
は
騒
然
と
な
り
、
執
行
委
員

は
ほ
と
ん
ど
全
員
壇
上
に
並
列
し
て
辞
任
の

態
度
を
表
明
、
辞
任
し
た
執
行
委
員
を
中
心

に
第
二
組
合
が
結
成
さ
れ
、
那
覇
市
職
員
労

働
組
合
と
な
っ
た
。

ガ
ー
ブ
川
の
幅
を
拡
張
／
水
上 

　
　

店
舗
は
全
部
新
築 
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毎
年
雨
期
に
な
る
と
浸
水
騒
ぎ
を
起
し
て
い

る
那
覇
市
で
は
、
根
本
的
な
治
水
対
策
に
頭

を
痛
め
て
い
る
が
、
ま
ず
中
央
部
を
流
れ
る

ガ
ー
ブ
川
の
整
備
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
な

り
、
二
十
九
日
ひ
る
二
時
か
ら
学
識
経
験

者
、
関
係
官
庁
、
地
元
代
表
な
ど
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
治
水
対
策
委
員
会
を
開
き

諮
問
し
た
。

こ
の
日
の
諮
問
事
項
は
、

①
ガ
ー
ブ
川
の
現
在
の
幅
員
平
均
三
㍍
を
四

㍍
か
ら
六
㍍
（
平
均
五
㍍
）
と
す
る
②
現
在

の
水
上
店
舗
は
撤
去
し
河
川
工
事
が
終
り
次

第
、
二
階
ま
た
は
一
階
の
木
造
建
に
し
、
高

さ
、
壁
面
線
を
一
定
に
し
て
市
の
指
示
通
り

の
建
築
を
さ
せ
る
。
具
体
的
な
配
置
計
画
は

那
覇
市
で
立
案
し
現
店
舗
を
規
正
配
置
す
る

と
い
う
二
点
。

こ
れ
に
対
し
治
水
対
策
委
員
会
で
は
、
那
覇

市
内
の
排
水
路
は
ガ
ー
ブ
川
一
本
で
は
と
う

て
い
ム
リ
な
話
で
あ
り
、
分
水
し
な
い
限
り

浸
水
の
恐
怖
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
兼
次
市
長
は
分

水
す
る
こ
と
が
理
想
的
で
は
あ
る
。
し
か

し
、
分
水
路
予
定
地
の
市
民
が
反
対
を
唱
え

て
お
り
、
早
急
な
解
決
は
の
ぞ
め
な
い
。
川
幅

を
平
均
五
㍍
に
し
て
浚
渫
す
れ
ば
、
五
年
や

十
年
来
の
大
豪
雨
な
ら
と
も
か
く
、
現
在
の

よ
う
な
毎
年
の
浸
水
騒
ぎ
は
な
く
な
る
。
こ

れ
は
気
象
台
の
降
雨
量
統
計
に
も
と
づ
い
て

技
術
的
に
十
分
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

理
想
的
な
構
想
を
立
て
る
よ
り
ま
ず
一
日
も

早
く
浸
水
の
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
に
こ
の

案
を
た
て
た
と
説
明
、
委
員
も
こ
れ
を
了
承

し
た
。
ま
た
水
上
店
舗
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
ガ
ー
ブ
川
は
上
か
ら
フ
タ
し
て
幅
二
十

㍍
（
十
一
間
）
の
道
路
に
す
る
予
定
だ
っ
た
の



一
三
五

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
三
月

を
変
更
、
市
の
指
示
に
よ
っ
て
一
定
の
高
さ

の
本
造
建
（
耐
火
建
築
）
を
さ
せ
る
こ
と
で

再
び
店
舗
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
委
員
会

の
承
認
を
受
け
た
市
当
局
で
は
、
さ
っ
そ
く

都
計
課
で
具
体
的
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
費
用
な
ど
に
つ
い
て

は
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
こ
れ
が

実
現
す
れ
ば
、
年
中
行
事
の
よ
う
に
や
っ
て

く
る
浸
水
騒
ぎ
が
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
ご

み
ご
み
し
た
水
上
店
舗
も
ス
マ
ー
ト
な
建
物

に
衣
が
え
す
る
の
で
都
市
美
も
ぐ
ん
と
ひ
き

た
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
へ
の
合
併
促
進
／
南
風 

原
村
議
会
協
議
会
が 
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【
南
風
原
】
政
府
の
諮
問
に
こ
た
え
て
市
町

村
合
併
促
進
審
議
会
が
市
町
村
規
程
の
適
正

化
を
検
討
し
始
め
た
こ
と
か
ら
、
合
併
問
題

は
各
市
町
村
で
も
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て

い
る
。

　

南
風
原
村
(
村
長
金
城
広
太
郎
氏
)
で
は

二
日
ひ
る
一
時
半
か
ら
村
議
会
の
全
体
協
議

会
を
ひ
ら
い
て
こ
の
問
題
を
協
議
し
た
が
、

全
員
が
那
覇
市
に
合
併
し
た
方
が
よ
い
と
い

う
意
見
だ
っ
た
。

　

理
由
と
し
て
は
那
覇
市
は
財
政
的
に
恵
ま

れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
、
ま
た
合
併
が

推
進
さ
れ
て
ど
ち
ら
か
の
村
と
一
緒
に
さ
れ

る
よ
り
、
早
晩
、
首
都
圏
内
に
入
る
那
覇
市

と
合
併
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
村
当
局
が
議
会
の
意
見
を
打
診
し

た
程
度
で
、
こ
れ
で
も
っ
て
す
ぐ
村
と
し
て

那
覇
市
へ
申
し
入
れ
る
と
か
意
思
表
示
を
す

る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
同
日
、
ひ
ら
か
れ
た
区
長
会
で
も
ほ

と
ん
ど
の
区
長
が
那
覇
へ
の
合
併
を
希
望
し

た
。｜

社　

説
｜

区
長
制
復
活
に
慎
重
期
せ 
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地
方
自
治
組
織
の
育
成
強
化
の
名
の
下
に

那
覇
市
で
は
六
月
の
定
例
議
会
に
提
案
す
べ

く
区
長
制
実
施
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
い

う
。
当
局
案
に
よ
る
と
、
那
覇
市
の
現
状
は

行
政
区
域
が
農
村
的
形
態
と
都
市
的
形
態
が

混
然
と
し
て
い
る
の
で
、
法
制
に
も
と
づ
く

区
長
制
度
を
確
立
す
る
た
め
に
旧
行
政
区
の

統
廃
合
を
は
じ
め
行
政
区
画
の
整
理
と
も
か

ら
ん
で
、
相
当
の
期
間
を
要
す
る
の
で
、
差

し
当
り
現
在
の
町
内
会
、
部
落
会
を
育
成
強

化
し
、
市
と
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
密
に

し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
市
の
末
端
ま
で
浸
透

さ
せ
な
が
ら
漸
次
、
適
正
な
行
政
区
の
規
模

を
確
立
し
た
う
え
で
法
制
化
に
も
と
づ
く
本

格
的
な
区
長
制
度
を
実
施
す
る
構
想
の
よ
う

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
現
在
那
覇
市
内
の
町
内

会
、
部
落
会
組
織
は
首
里
十
九
、
真
和
志

三
十
一
、
小
禄
十
二
の
計
五
十
二
ヵ
所
と
な

っ
て
い
る
が
、
組
織
維
持
困
難
な
た
め
有
名

無
実
と
な
っ
て
自
然
消
滅
し
て
い
く
傾
向
な

の
で
、
こ
れ
ら
自
治
組
織
の
育
成
と
復
活
強

化
は
区
民
と
市
行
政
の
有
機
的
結
合
を
緊
密

化
す
る
上
で
最
も
急
を
要
す
る
案
件
だ
と
し

て
と
り
あ
げ
た
の
が
今
度
の
区
長
制
復
活
案

で
あ
る
。
そ
し
て
区
長
の
職
務
と
し
て
は
専

ら
市
の
行
政
上
の
協
力
機
関
、
伝
達
機
関
た

る
性
格
を
も
た
せ
、
そ
の
人
選
は
区
民
の
選

挙
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
区
民
の
選
出
し
た
人
が

区
長
に
任
命
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

区
長
制
復
活
は
大
体
以
上
の
よ
う
な
意
図

の
下
に
構
想
さ
れ
て
い
る
が
戦
後
に
お
け
る

那
覇
市
の
区
長
制
は
当
間
（
重
民
）
市
長
時

代
に
廃
止
さ
れ
た
の
を
瀬
長
市
長
時
代
に
強

引
に
復
活
し
よ
う
と
し
て
瓦
解
し
た
曰
く
つ

き
の
も
の
。
い
わ
ば
瀬
長
市
長
時
代
か
ら
の

懸
案
だ
が
、
今
日
ま
で
実
現
を
み
な
い
と
い

う
の
も
、
な
お
市
民
の
間
に
は
相
当
に
根
強

い
異
論
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

区
長
制
の
利
害
得
失
に
つ
い
て
は
こ
こ
で

こ
と
新
し
く
と
り
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
す

で
に
過
去
の
実
例
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
弊
害
の
最
た
る
も
の
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
が
区
長
の
ボ
ス
化
で
あ
る
。
区

長
制
の
利
点
と
し
て
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
浸

透
と
か
区
民
の
実
情
把
握
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
利
害
を
天
び
ん
に
か
け
る

と
弊
害
の
方
が
比
重
が
大
き
く
、
両
者
の
も

た
ら
す
得
失
は
相
殺
で
き
ぬ
ま
で
に
弊
害
が

多
す
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

解
消
前
の
那
覇
市
の
区
長
制
は
終
戦
当
時
、

住
民
受
入
れ
態
勢
の
ゴ
タ
ゴ
タ
し
た
時
代
に

と
ら
れ
た
応
急
的
な
便
宜
措
置
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
、
当
時
の
諸
物
資
配
給
制
と
も
か

ら
み
合
っ
て
種
々
の
弊
害
が
伴
う
よ
う
に
な

り
、
区
長
の
座
が
、
あ
た
か
も
生
殺
与
奪
の
権

力
の
座
と
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に

周
知
の
通
り
で
あ
る
。
市
当
局
の
復
活
案
が

示
す
よ
う
な
市
と
市
民
と
の
有
機
的
な
つ
な

が
り
を
密
に
す
る
と
い
う
機
能
の
面
か
ら
す

る
と
、
た
し
か
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
組

織
で
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
区
長
制
を
是
と

す
る
も
、
否
と
す
る
も
結
局
は
そ
の
地
位
に

人
を
得
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
く
る
。
市

当
局
案
で
は
区
民
の
選
挙
に
よ
っ
て
任
命
す

る
方
式
の
よ
う
だ
が
、
こ
れ
と
て
市
長
選
挙

や
市
議
選
挙
な
ど
の
地
盤
固
め
が
巧
妙
に
織

り
こ
ま
れ
る
と
い
う
お
そ
れ
も
あ
る
。
市
の

末
端
組
織
で
あ
る
以
上
、
選
挙
制
を
採
ら
ず

に
市
長
が
直
接
選
任
し
て
も
差
支
え
な
い
こ

と
だ
が
、
そ
う
な
る
と
市
長
自
身
の
選
挙
地

盤
固
め
の
具
に
供
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
い
っ
そ
の
こ
と
市
吏
員
を

増
員
配
置
し
た
方
が
痛
く
も
な
い
ハ
ラ
を
さ

ぐ
ら
れ
ず
と
も
す
む
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
は
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相
当
な
人
件
費
が
要
る
。
行
政
の
簡
素
化
ど

こ
ろ
か
逆
に
複
雑
化
す
る
こ
と
に
も
な
ろ

う
。

　

膨
張
発
展
す
る
都
市
の
行
政
運
営
の
面
か

ら
、
市
政
の
滲
透
を
は
か
る
末
端
組
織
と
し

て
の
区
長
制
も
、
そ
の
運
営
と
区
長
の
人
物

如
何
に
よ
っ
て
は
十
分
に
機
能
も
発
揮
で

き
よ
う
が
、
選
挙
の
あ
る
度
毎
に
地
盤
固
め

の
布
石
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
選
挙

に
際
し
て
、
区
長
の
果
す
役
割
は
有
形
、
無

形
、
区
民
の
心
理
に
も
微
妙
に
影
響
す
る
も

の
だ
、
ボ
ス
化
の
温
床
と
み
ら
れ
る
所
以
だ

が
、
そ
れ
だ
け
に
区
長
制
の
復
活
に
つ
い
て

は
何
も
急
ぐ
必
要
は
な
い
。
市
議
会
で
も
世

論
を
徴
し
て
慎
重
に
審
議
を
尽
し
て
ほ
し
い

も
の
だ
。

「
風
致
地
区
」
の
変
更
で
も
む 

／
那
覇
市
議
会
四
議
案
を
可

決

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
０
・
３
・
15
〕

那
覇
市
本
会
議
は
十
四
日
午
前
十
時
過
ぎ
か

ら
再
開
さ
れ
、「
那
覇
市
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例
の
一
部
改
正
」
「
予
算
外
義
務
負
担
の

契
約
の
締
結
」
「
一
九
五
九
年
度
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
「
一
九
五
九
年

度
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
」
の
四
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
「
那

覇
市
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改

正
」
「
那
覇
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
」
の
二
議
案
を
継
続
審
議
に
し

た
。

ま
た
市
長
提
出
諮
問
の
「
与
儀
一
帯
の
住
居

地
域
の
一
部
を
商
業
地
域
に
変
更
」
ほ
か
四

諮
問
事
項
を
承
認
、
他
四
諮
問
事
項
は
継
続

審
議
と
な
っ
た
。

な
お
国
場
川
漫
湖
周
辺
の
風
致
地
区
を
、
漫

湖
湖
水
部
分
に
縮
小
変
更
し
た
い
と
い
う
、

市
長
提
出
諮
問
に
つ
い
て
瀬
名
波
議
員
か
ら

「
埋
立
地
だ
け
を
風
致
地
区
に
指
定
す
る
の

は
ど
う
か
と
思
う
。
そ
の
周
辺
を
な
ぜ
工
業

地
帯
に
指
定
し
て
い
る
か
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
つ
め
よ
っ
た
が
、
こ
れ
に
た
い

し
兼
次
市
長
は
「
風
致
地
区
を
拡
大
し
、
美
し

い
環
境
に
す
る
の
は
理
想
で
は
あ
る
が
、
市

民
福
祉
の
た
め
に
最
小
限
度
に
風
致
地
区
を

指
定
し
、
周
囲
に
工
業
施
設
を
誘
致
す
る
こ

と
は
那
覇
市
の
発
展
の
た
め
に
現
段
階
で
は

賢
明
で
あ
る
」
と
反
論
す
る
場
面
も
あ
っ
た

が
結
局
採
択
の
結
果
、
多
数
決
で
風
致
地
区

の
変
更
を
可
決
し
た
。

那
覇
を
姉
妹
都
市
に
／
ホ
ノ
ル

ル
市
会
で
も
議
決 
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那
覇
市
で
は
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉
妹
都
市
関
係

を
結
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
き
に
市
会
で
決

議
、
こ
れ
を
ホ
ノ
ル
ル
市
当
局
に
送
付
し

た
が
、
ホ
ノ
ル
ル
市
で
は
さ
る
三
月
八
日
の

同
市
議
会
に
こ
の
件
に
つ
い
て
の
決
議
案
が

提
出
さ
れ
、
即
日
採
択
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、

そ
の
決
議
文
（
写
し
）
が
、
十
四
日
那
覇
市

長
な
ら
び
に
同
市
会
議
長
あ
て
お
く
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
で
双
方
と
も
承
認
し
た
こ
と
に

な
る
の
で
、
あ
と
は
両
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ
姉

妹
都
市
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
正
式
な
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

ホ
ノ
ル
ル
市
議
会
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
決

議
文
の
要
旨
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

①
沖
縄
那
覇
市
は
一
九
五
九
年
十
二
月

二
十
三
日
に
議
決
さ
れ
た
決
議
文
に
基
き
姉

妹
都
市
締
結
の
た
め
の
招
請
状
を
ホ
ノ
ル
ル

市
郡
に
送
付
し
た
②
こ
の
よ
う
な
都
市
提
携

は
両
市
民
間
の
一
層
の
相
互
理
解
と
親
善
に

寄
与
す
る
こ
と
を
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
は
確
信
す

る
。
③
ま
た
、
ホ
ノ
ル
ル
市
は
那
覇
市
の
姉

妹
都
市
と
な
る
こ
と
を
喜
び
、
か
つ
、
光
栄

に
思
う
。

ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
は
沖
縄
那
覇
市
の

姉
妹
都
市
の
招
請
を
受
諾
す
る
よ
う
決
議
す

る
。
さ
ら
に
当
市
事
務
局
長
は
那
覇
市
長
、
那

覇
市
市
会
議
長
に
本
決
議
文
の
写
し
を
送
付

す
る
よ
う
決
議
す
る
。

　

兼
次
市
長
の
話　

姉
妹
都
市
は
同
格
同
志

の
都
市
間
で
締
結
さ
れ
る
の
が
ふ
つ
う

で
あ
る
。
那
覇
市
は
人
口
こ
そ
二
十
二
万
人

と
は
い
え
、
戦
後
合
併
な
ど
で
急
激
に
で
き

た
、
経
済
的
に
も
弱
い
都
市
な
の
で
、
果
し

て
ホ
ノ
ル
ル
市
が
承
諾
し
て
く
れ
る
か
ど
う

か
懸
念
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
ん
な
に
早

く
承
諾
の
返
事
が
き
て
非
常
に
喜
ん
で
い
る
。

こ
の
姉
妹
都
市
関
係
を
有
意
義
に
す
る
た
め
、

私
と
し
て
は
さ
っ
そ
く
那
覇―

ホ
ノ
ル
ル
両

市
提
け
い
委
員
会
を
設
け
（
こ
れ
は
教
育
、
経

済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
団
体
を
中
核
に
し

て
組
織
す
る
）
例
え
ば
、
世
界
的
観
光
地
と
し

て
有
名
な
ハ
ワ
イ
か
ら
観
光
客
を
誘
致
、
そ

の
機
会
に
観
光
地
と
し
て
の
将
来
の
発
展
に

対
す
る
教
示
を
う
け
る
こ
と
や
ハ
ワ
イ
へ
の

移
民
問
題
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
、
吏
員
の

交
流
、
将
来
は
学
生
、
教
員
な
ど
の
交
流
も

考
え
、
文
化
、
教
育
、
経
済
あ
ら
ゆ
る
面
で

の
交
流
を
密
に
し
て
相
互
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
つ
も
り
だ
。

土
地
貸
与
で
一
波
乱
／
追
加
更

正
予
算
な
ど
可
決
／
36
回
那

覇
市
議
会
終
る 
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第
三
十
六
回
那
覇
市
会
は
、
十
五
日
間
の
会

期
を
お
え
、
十
五
日
午
後
六
時
半
閉
会
し

た
。
最
終
日
の
十
五
日
は
あ
さ
十
時
過
ぎ
本

会
議
を
開
き
上
程
さ
れ
た
三
十
二
議
案
に
つ

い
て
審
議
（
陳
情
案
件
二
十
一
を
含
む
）
う

ち
十
二
件
を
採
択
、
十
五
件
を
継
続
審
査
へ
、

五
件
を
撤
回
ま
た
は
取
下
げ
た
。
本
会
議
の



一
三
七

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
三
月

焦
点
は
一
般
会
計
の
追
加
更
正
予
算
案
と
国

場
川
埋
立
地
の
一
部
を
沖
縄
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド

（
ベ
ニ
ヤ
）
会
社
に
貸
す
「
土
地
賃
貸
契
約
に

つ
い
て
」
に
お
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た

が
、
と
く
に
土
地
賃
貸
契
約
問
題
で
は
賛
否

両
論
が
入
り
乱
れ
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
論

争
を
く
り
か
え
し
、
質
疑
打
ち
切
り
の
動
議

で
や
っ
と
表
決
へ
も
ち
こ
ま
れ
た
。
採
決
の

結
果
は
出
席
三
十
九
人
の
う
ち
賛
成
二
十
一

人
の
過
半
数
で
原
案
可
決
と
な
っ
た
。
問
題

の
内
容
と
討
論
に
お
け
る
賛
否
の
要
旨
は
次

の
通
り
。

（
問
題
の
内
容
）
那
覇
市
は
起
債
で
国

場
川
の
一
部
二
万
五
千
余
坪
を
住
宅
地

域
に
す
る
目
的
で
埋
め
立
て
た
。
し
か

し
兼
次
市
長
は
そ
の
後
埋
立
地
の
一
部

を
工
業
地
帯
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ

こ
へ
沖
縄
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
社
が
敷
地
借

用
の
申
し
入
れ
を
し
、
市
当
局
と
の
間

で
賃
貸
借
契
約
の
話
し
合
い
が
ま
と
ま

っ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
は
議
会
の
承
認

が
必
要
な
の
で
、
市
当
局
は
本
議
会
に

同
地
域
を
含
む
一
帯
に
関
す
る
用
途
地

域
の
変
更
案
（
漫
湖
を
含
む
そ
の
周
辺

が
風
致
地
域
と
な
っ
て
い
る
の
を
変
更

風
致
地
域
は
漫
湖
に
限
定
し
よ
う
と
い

う
も
の
）
と
と
も
に
沖
縄
プ
ラ
イ
ウ
ッ

ド
社
と
の
賃
貸
借
契
約
案
を
提
案
し
た
。

と
こ
ろ
が
同
地
域
は
埋
立
て
中
で
、
ま
だ

市
の
所
有
地
認
可
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
を
そ
の
ま
ま
通
す
か
と
い
っ
た
も
の
。

（
動
議
に
み
る
賛
否
の
も
よ
う
）

　

高
良
（
清
）
氏　

疑
問
点
が
多
い
、
継
続

審
査
に
も
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

宮
里
氏　

工
業
を
お
こ
す
こ
と
は
市
の
発

展
に
な
る
。
同
社
を
誘
致
す
れ
ば
そ
れ
か
ら

の
税
収
と
土
地
賃
貸
料
で
年
約
四
万
二
千
㌦

の
収
入
が
あ
が
る
。
こ
れ
は
市
民
税
の
三
分

の
一
に
ひ
っ
て
き
す
る
。
す
み
や
か
に
誘
致

す
べ
き
で
賛
成
。

　

仲
松
氏　

問
題
が
多
い
の
に
な
ぜ
決
定
を

急
が
ね
ば
な
ら
な
い
か
。
工
場
を
誘
致
す
れ

ば
す
ぐ
市
民
の
た
め
に
な
る
と
い
う
の
に
も

多
く
の
疑
問
が
あ
る
。

　

又
吉
氏　

西
原
や
浦
添
で
も
誘
致
運
動
が

あ
る
と
い
う
。
ボ
ヤ
ボ
ヤ
し
て
い
る
と
他
市

町
村
に
と
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

久
高
氏　

あ
そ
こ
は
市
有
地
に
は
ま
だ
な

っ
て
い
な
い
。
市
有
地
に
編
入
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
の
前
提
で
こ
の
よ
う
な
議
決
を
し
て
よ

い
か
。
某
氏
が
埋
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
そ
の
人
が
市
へ
建
築
許
可
を
申
請
し

た
と
こ
ろ
、
市
当
局
で
は
ま
だ
市
に
編
入
す

る
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
の
理
由
で

許
可
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
未

確
認
市
有
地
に
こ
の
よ
う
な
議
決
を
す
る
こ

と
は
市
民
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
い
と
考
え

る
の
で
反
対
す
る
。

　

久
場
氏　

商
工
業
の
繁
栄
が
市
の
繁
栄
と

思
う
の
で
賛
成
す
る
。

　

黒
潮
氏　

こ
れ
に
関
連
し
て
二
つ
の
陳
情

が
で
て
い
る
。
し
か
も
用
途
地
域
の
変
更
は

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
決
ま
ら

な
い
の
に
賃
貸
契
約
を
さ
き
に
結
ぶ
べ
き
で

は
な
い
。

　

上
原
氏　

賃
貸
料
は
坪
九
㌣
と
な
っ
て
い

る
が
こ
れ
は
安
い
。

　

瀬
名
波
氏　

同
地
域
は
ま
だ
市
有
地
に
も

な
ら
な
い
。
用
途
地
域
の
件
は
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
る
。
前
提
を
も
っ
て
議
決
す
る
こ

と
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

議
員
の
本
土
視
察
／
緊
急
動
議
で
即
決

　

な
お
当
日
議
員
八
人
の
本
土
視
察
派
遣
が

緊
急
動
議
で
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決

し
た
ほ
か
、
那
覇
市
有
地
の
軍
用
地
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
対
し
市
長
は
軍
と
契
約
す

る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
の
質
問
、
農
研
所

跡
に
市
庁
舎
敷
地
確
保
の
意
思
は
な
い
か
の

質
問
が
緊
急
と
し
て
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
は
兼
次
市
長
か
ら
「
軍
用

地
に
つ
い
て
は
金
が
と
れ
る
か
ど
う
か
が

問
題
で
、
契
約
す
る
し
な
い
に
は
あ
ま
り

関
心
も
っ
て
い
な
い
。
農
研
所
跡
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
は
緑
地
帯
と
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
市
当
局
の
計
画

通
り
に
は
い
か
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
う
か

と
い
っ
て
自
分
で
た
て
た
案
を
変
更
も
せ

ず
、
市
庁
舎
敷
地
を
確
保
し
よ
う
と
い
う

の
は
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

も
し
議
会
が
そ
う
し
な
さ
い
と
い
う
な

ら
矛
盾
は
し
て
も
一
緒
に
な
っ
て
努
力

し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。
」
と
答
弁
し

た
。

ま
た
一
般
会
計
予
算
の
追
加
更
正
は
、
既
決

予
算
百
六
十
六
万
三
千
六
百
三
十
五
㌦
に

対
し
、
本
会
議
で
二
万
六
千
三
百
七
十
三

㌦

を

追

加

更

正
、

結

局

予

算

総

額

は

百
六
十
九
万
八
㌦
と
な
っ
た
。

ホ
ノ
ル
ル
と
姉
妹
都
市
／
那
覇

市
会
が
〝
宣
言
〟
決
議 
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第
三
十
六
回
那
覇
市
会
は
十
五
日
で
閉
会
し

た
が
、
最
終
日
の
十
五
日
本
会
議
で
二
つ
の

決
議
案
を
採
択
し
た
。
決
議
案
の
要
旨
つ
ぎ

の
通
り
。

那
覇
市
と
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
の
都
市
提

携
成
立
に
関
す
る
宣
言
決
議
（
全
議
員
連
名

に
よ
る
提
案
）

一
九
六
〇
年
三
月
八
日
米
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ

ル
ル
市
議
会
は
那
覇
市
の
都
市
提
け
い
申
し

入
れ
を
受
諾
決
議
し
た
。
那
覇
市
議
会
は
両

市
民
の
連
係
に
よ
っ
て
両
都
市
間
の
経
済
文

化
の
交
流
を
増
進
し
、
相
互
の
信
頼
と
理
解

を
深
め
、
も
っ
て
那
覇
市
と
ホ
ノ
ル
ル
市
の

交
友
親
善
に
資
す
る
こ
と
を
確
信
し
、
こ
こ



一
三
八

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
三
月

に
両
市
の
提
け
い
を
宣
言
す
る
。
（
あ
て
、
ハ

ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
）

大
工
場
の
誘
致
で
発
展
へ
／
漫

湖
埋
立
地
に
第
一
号
／
将
来

は
安
謝
・
旭
橋
一
帯
も 
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真
和
志
と
の
合
併
策
定
に
基
い
て
那
覇
市

が
住
宅
地
と
し
て
埋
め
立
て
を
や
っ
て
い

る
国
場
川
下
流
古
波
蔵
地
先
公
有
水
面
は
、

ほ
ぼ
工
事
も
完
了
し
て
い
る
が
、
市
当
局

で
は
当
初
の
予
定
を
変
更
、
一
帯
に
大
企

業
を
誘
致
し
て
工
業
地
帯
に
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
す
で
に
第
一
号
契
約
と
し
て
沖

縄
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社
（
ベ
ニ
ヤ
製

造
）
と
の
契
約
は
議
会
の
承
認
を
得
て
い

る
が
、
さ
ら
に
数
社
が
申
請
し
て
お
り
、
一

帯
が
工
業
地
帯
と
し
て
煙
突
が
林
立
す
る

の
も
間
近
の
よ
う
だ
。

　

国
場
川
下
流
の
埋
立
予
定
面
積
は

九
万
二
千
四
百
平
方
㍍
（
二
万
八
千
坪
）
で

昨
年
七
月
か
ら
長
田
組
（
代
表
新
垣
松
雄

氏
）
と
木
内
土
木
（
代
表
大
見
謝
恒
順
氏
）

が
十
七
万
七
千
八
百
七
十
一
㌦
の
工
費
で
工

事
を
進
め
来
る
六
月
に
は
完
了
の
予
定
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
工
事
は
旧
真
和
志
地
区
の

住
宅
難
を
解
消
す
る
た
め
に
合
併
策
定
に
よ

っ
て
住
宅
地
醸
成
の
た
め
に
埋
立
を
や
っ
た

も
の
だ
が
、
こ
ん
ど
の
用
途
変
更
に
つ
い

て
都
計
課
で
は
、
合
併
後
社
会
情
勢
の
上
に

大
き
な
変
化
が
あ
り
、
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
の
設

置
な
ど
で
工
業
化
へ
の
気
運
が
高
ま
っ
て
き

た
。
こ
の
際
那
覇
市
と
し
て
も
貿
易
依
存
の

経
済
か
ら
生
産
業
に
切
り
替
え
て
い
く
べ
き

時
期
に
き
て
い
る
。
埋
立
地
を
住
宅
地
に
す

る
よ
り
も
工
業
地
帯
に
す
る
の
が
市
の
発
展

を
促
す
こ
と
に
な
る
し
市
民
へ
の
還
元
も
大

き
い
。
近
代
工
業
は
大
型
化
す
る
と
と
も
に

臨
海
指
向
が
濃
く
な
っ
て
お
り
、
埋
め
立
て

工
事
中
の
国
場
川
下
流
は
水
辺
を
控
え
た
平

坦
地
で
あ
る
の
で
大
型
工
場
に
は
最
適
地
で

あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
大
型
工

場
を
誘
致
す
れ
ば
周
辺
に
は
自
然
と
同
種
産

業
と
関
連
工
場
が
で
き
て
く
る
が
、
同
時
に

長
い
間
汚
染
さ
れ
た
空
気
の
中
で
働
い
た
従

業
員
の
保
健
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
面
か
ら
都
市
計
画
で
は
緑
地
帯
、
道
路
の

設
置
な
ど
環
境
整
備
に
当
た
る
の
で
都
市
文

化
の
刷
新
に
も
な
る
と
い
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
議
会
で
賃
貸
借
契
約
の
承
認
を
う
け
た

沖
縄
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
Ｋ
Ｋ
（
代
表
サ
ム
・
ル

ー
ビ
ン
ス
テ
ィ
ン
氏
）
は
四
千
三
百
九
十
七

坪
を
借
り
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

地
料
は
坪
九
㌣
で
月
額
三
百
九
十
五
㌦
、
そ

の
ほ
か
事
業
税
、
固
定
資
産
税
、
市
民
税
な

ど
が
課
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
入
る
市
の

収
入
は
年
間
約
四
万
㌦
に
達
す
る
と
見
積
ら

れ
て
お
り
市
民
税
十
二
万
㌦
の
約
三
分
の
一

に
当
た
る
と
市
当
局
で
は
み
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
に
工
業
地
帯
に
す
れ
ば
市
の
財
政
は
い

ち
じ
る
し
く
ふ
え
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
現

在
こ
の
埋
立
地
は
沖
食
、
第
一
食
糧
な
ど
数

社
が
賃
借
の
申
請
を
出
し
て
い
る
が
、
那
覇

市
で
は
さ
ら
に
安
謝
、
旭
町
の
沿
岸
も
埋
め

立
て
、
名
古
屋
、
川
崎
な
み
の
工
業
都
市
に

す
る
構
想
を
も
っ
て
い
る
。

兼
次
那
覇
市
長
の
話　

浦
添
村
で
は
勢
理
客

埋
立
地
へ
の
月
星
ゴ
ム
を
は
じ
め
沖
食
、
沖

繊
維
な
ど
の
大
企
業
誘
致
で
村
民
税
を
は
る

か
に
上
回
る
収
入
を
得
て
い
る
。
本
土
で
も

名
古
屋
、
川
崎
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
市
の
発

展
の
た
め
に
大
企
業
の
誘
致
に
必
死
に
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
那
覇
市
で
は
誘
致
し
よ

う
に
も
土
地
が
な
く
浦
添
に
と
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
た
。
市
の
財
政
を
豊
か
に
し
市
民
に

そ
の
利
益
を
還
元
す
る
意
味
か
ら
も
工
業
地

帯
に
す
る
こ
と
が
賢
明
だ
と
思
っ
て
変
更
し

た
。
さ
ら
に
旭
町
、
安
謝
、
泊
一
帯
も
埋
め

立
て
て
工
業
地
帯
に
す
る
構
想
で
あ
る
。

無
視
さ
れ
た
市
会
の
議
決
／
軍

用
地
つ
ぎ
つ
ぎ
収
用
／
兼
次

市
長
／
市
会
の
契
約
要
請
に

応
ぜ
ず
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那
覇
市
有
お
よ
び
管
理
の
軍
用
地
は
契
約

す
る
か
し
な
い
か
で
問
題
を
残
し
た
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
が
、
同
軍
用
地
に
対
し
て

は
、
そ
の
後
、
つ
ぎ
つ
ぎ
収
用
宣
告
が
な

さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
尾
を
引
く
問
題
と

し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
兼

次
市
長
の
契
約
し
な
い
と
の
方
針
に
対
し

市
議
会
で
は
「
速
や
か
に
契
約
す
る
よ
う

―

」
と
の
要
請
決
議
を
し
た
。
こ
の
決
議

に
も
か
か
わ
ら
ず
兼
次
市
長
は
「
契
約
す

る
、
し
な
い
」
の
議
会
へ
の
確
答
を
さ
け
、

何
ら
の
手
も
打
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め

軍
の
収
用
手
続
き
は
進
み
、
つ
い
に
、
収

用
宣
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
市
議
会
の
決
議
が
兼
次
市
長

に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
な

る
わ
け
だ
。

那
覇
市
の
市
有
お
よ
び
市
管
理
（
無
地

番
地
ま
た
は
非
細
分
地
）
の
軍
用
地
は

全
部
で
五
十
一
万
二
百
五
十
八
平
方
㍍

（
十
五
万
七
千
六
百
五
十
三
坪
余
、
市
有
地

百
六
十
二
筆
、
二
万
九
千
三
百
五
十
六
坪
余
、

非
細
分
地
十
二
万
八
千
二
百
九
十
七
坪
余
）

あ
り
、
こ
れ
を
軍
で
は
書
類
整
理
そ
の
他
の

つ
ご
う
で
二
十
四
の
リ
ス
ト
に
分
け
、
リ
ス

ト
ナ
ン
バ
ー
何
番
と
い
う
ふ
う
に
し
て
い
る

が
、
布
令
二
十
号
が
で
て
か
ら
、
こ
れ
ら
の

市
有
地
の
う
ち
、
十
二
月
一
日
に
リ
ス
ト
ナ

ン
バ
ー
四
十
九
号
（
上
之
屋
、
西
新
町
一
帯
）
、

二
月
十
二
日
に
同
じ
く
四
十
二
号
（
小
禄
）
、

二
月
二
十
四
日
に
同
じ
く
五
号
（
小
禄
非
細



一
三
九

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
三―

四
月

分
地
）
が
そ
れ
ぞ
れ
収
用
宣
告
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
昨
年

十
一
月
の
第
三
十
三
回
市
議
会
で
つ
ぎ
の

通
り
決
議
を
し
、
こ
れ
を
兼
次
市
長
に
手

交
し
て
い
る
。

那
覇
市
有
お
よ
び
管
理
の
軍
用
地
基
本
賃
貸

借
契
約
方
要
請
に
つ
い
て
（
標
題
）

「
布
令
二
十
号
に
基
き
那
覇
市
有
お
よ
び
市

管
理
の
軍
使
用
地
の
基
本
賃
貸
借
契
約
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
す
み
や
か
に
契
約
を

締
結
す
る
よ
う
第
三
十
三
回
議
会
の
議
決
に

よ
り
要
請
す
る
」
、
契
約
を
し
な
い
方
針
と

み
ら
れ
る
兼
次
市
長
は
こ
の
決
議
文
を
受
け

た
さ
い
高
良
議
長
に
対
し
「
ど
う
す
る
か
は

三
月
ま
で
に
結
論
を
出
す
」
と
答
え
た
と
い

う
。
こ
の
こ
と
か
ら
さ
る
十
五
日
に
閉
幕
し

た
第
三
十
六
回
議
会
で
は
宮
里
議
員
が
追
及

の
質
問
を
し
た
が
、
兼
次
市
長
は
「
契
約
し

な
く
て
も
賃
貸
料
は
も
ら
え
る
。
問
題
は
賃

貸
料
が
も
ら
え
る
か
も
ら
え
な
い
か
で
、
私

と
し
て
は
契
約
す
る
か
し
な
い
か
に
は
あ
ま

り
関
心
は
な
い
」
と
答
え
た
だ
け
、
確
答
を

与
え
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
も
う
収
用
宣
告
が
な

さ
れ
て
お
り
、
市
会
の
議
決
は
完
全
に
無

視
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

こ
の
事
実
が
あ
り
な
が
ら
さ
る
第
三
十
六

回
議
会
（
会
期
三
月
一
日―

同
十
五
日
）

で
は
宮
里
議
員
が
緊
急
質
問
し
た
だ
け
で

市
会
と
し
て
と
り
た
て
て
問
題
に
し
な
か

っ
た
市
会
の
態
度
も
お
か
し
い
。

　

こ
の
点
無
気
力
の
那
覇
市
会
と
い
わ
れ
て

も
仕
方
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

中
に
は
こ
の
件
を
重
要
視
、
場
合
に
よ
っ

て
は
市
長
不
信
任
に
ま
で
も
っ
て
い
く
べ

き
だ
と
す
る
意
見
も
で
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
つ
ぎ
の
市
会
で
は
こ
れ
を
め
ぐ
っ

て
相
当
荒
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
〝
契
約
せ
ぬ
方
が
よ
い
〟
／
市
会
の
要

　
　

求
あ
れ
ば
説
明

兼
次
市
長
の
話　

契
約
し
な
い
方
が
よ
い
と

考
え
て
い
る
。
高
良
議
長
に
三
月
ま
で
に
は

結
論
を
出
す
と
い
っ
た
の
で
私
と
し
て
の
結

論
は
出
し
て
あ
る
。
さ
る
市
会
で
こ
の
件
が

議
員
か
ら
持
ち
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た

が
、
別
に
追
及
の
手
も
な
か
っ
た
の
で
発
表

し
な
か
っ
た
だ
け
だ
。
議
会
が
結
論
の
発
表

を
迫
る
な
ら
、
契
約
し
な
い
方
が
よ
い
と
の

私
の
結
論
を
あ
ら
い
ざ
ら
い
表
明
す
る
。

「
生
誕
の
像
」
除
幕
式
／
き
の

う
、
那
覇
市
役
所
で 
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日
本
彫
塑
界
の
大
家
朝
倉
文
夫
氏
が
那
覇
市

へ
お
く
っ
た
ブ
ロ
ン
ズ
の
「
生
誕
の
像
」
除

幕
式
は
二
十
三
日
ひ
る
三
時
か
ら
同
像
が
建

て
ら
れ
て
い
る
那
覇
市
役
所
中
庭
広
場
で
行

な
わ
れ
た
。

式
に
は
朝
倉
氏
の
代
理
と
し
て
市
が
招
い
た

同
氏
の
令
嬢
響
子
氏
の
ほ
か
朝
倉
文
夫
氏
の

弟
子
横
山
五
郎
氏
、
那
覇
市
へ
の
同
像
寄
贈

の
仲
介
役
を
果
し
た
総
理
府
首
都
建
設
委
事

務
局
企
画
室
長
黒
田
俊
雄
氏
そ
の
他
来
賓
多

数
が
出
席
。　

白
い
幕
が
あ
け
ら
れ
る
や
「
終
戦
直
後
の
混

乱
と
廃
き
ょ
の
中
か
ら
力
強
く
立
ち
上
が
る

た
く
ま
し
い
青
年
の
意
気
を
示
し
て
い
る
」

と
い
う
「
生
誕
の
像
」
が
初
夏
を
思
わ
す
陽

光
を
う
け
て
現
わ
れ
兼
次
市
長
の
あ
い
さ
つ
、

安
里
立
法
院
議
長
ら
の
祝
い
の
言
葉
、
朝
倉

文
夫
氏
へ
の
感
謝
状
と
感
謝
の
品
が
令
嬢
の

手
に
渡
さ
れ
て
幕
を
閉
じ
た
。

朝
倉
響
子
氏
は
式
終
了
後
「
像
の
建
っ
て
い

る
場
所
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
父
も
き
っ
と

喜
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て

い
た
。
な
お
午
後
六
時
か
ら
市
主
催
に
よ
る

朝
倉
響
子
氏
ら
招
待
三
氏
の
歓
迎
会
が
料
亭

「
左
馬
」
で
行
な
わ
れ
た
。

民
連
、
総
会
で
方
向
転
換
／
政

治
結
社
か
ら
民
主
団
体
へ 
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民
連
は
、
二
日
の
第
四
回
総
会
で
、
い
ま
ま

で
の
政
治
結
社
と
し
て
の
行
き
方
か
ら
「
民

主
団
体
」
と
し
て
の
本
来
の
姿
に
脱
皮
す
る

こ
と
を
決
め
、
新
議
長
に
久
高
将
憲
氏
（
立

法
院
議
員
・
具
志
川
）
を
選
び
、
新
活
動
方

針
を
打
ち
出
し
た
。

　

新
議
長
に
久
高
将
憲
氏

民
連
の
第
四
回
総
会
は
、
二
日
午
後
二
時
す

ぎ
那
覇
劇
場
に
会
員
ら
五
百
余
人
を
集
め
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
原
水
爆
基
地

化
反
対
、
祖
国
に
返
せ
」
「
ミ
サ
イ
ル
・
ホ

ー
ク
持
ち
込
み
反
対
、
軍
備
撤
廃
」
「
新
規

接
収
反
対
土
地
を
返
せ
」
「
集
成
刑
法
反
対
、

破
防
法
反
対
、
自
由
と
人
権
を
守
れ
」
「
労

働
基
本
権
を
守
り
、
働
く
も
の
に
職
と
パ
ン

を
与
え
よ
」
「
農
漁
業
生
産
物
の
価
格
と
市

場
を
保
障
せ
よ
」
「
社
会
保
障
制
度
を
完
備

し
低
物
価
政
策
を
実
施
せ
よ
」
「
勤
評
反
対
、

教
育
と
子
供
を
守
れ
」
「
独
占
資
本
の
収
奪

反
対
、
中
小
企
業
を
守
れ
」
「
祖
国
の
憲
法

と
民
主
的
諸
法
令
を
適
用
せ
よ
」
を
掲
げ
て

開
会
。
黒
潮
隆
氏
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ
と

議
長
団
に
久
高
友
敏
、
内
間
清
治
、
宮
城
長

二
郎
の
三
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入
る
。

　

瀬
長
亀
次
郎
氏
か
ら
経
過
報
告
＝
別
項

＝
を
、
上
原
文
吉
氏
が
会
計
を
そ
れ
ぞ
れ
報

告
、
採
択
。

つ
い
で
「
会
則
」
案
の
審
議
に
移
り
、
提
案
理

由
を
説
明
し
た
古
堅
実
吉
氏
は
「
民
連
は
発

足
の
当
初
か
ら
政
党
で
は
な
く
、
純
民
主
団

体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
相
つ
ぐ
市
議
、
市
長
、

立
法
院
の
各
選
挙
を
通
し
て
急
速
に
政
党

的
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
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四
〇

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
四
月

れ
は
本
来
の
趣
旨
に
反
し
て
、
あ
や
ま
り
で

あ
っ
た
。
民
連
は
県
民
の
生
活
と
権
利
と
民

主
主
義
を
守
る
た
め
団
体
、
個
人
が
結
集
す

る
場
で
あ
り
、
民
連
に
加
入
す
る
こ
と
で
そ

の
独
自
性
を
失
な
う
も
の
で
な
い
。
一
部
団

体
に
会
の
運
営
が
支
配
さ
れ
な
い
た
め
、
と

く
に
運
動
方
針
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は

構
成
員
の
全
会
一
致
を
原
則
と
す
る
、
こ
と

を
定
め
た
」
と
強
調
。
執
行
部
案
ど
お
り
可

決
。来

賓
あ
い
さ
つ
で
官
公
労
書
記
長
本
永
寛

昭
、
沖
交
労
委
員
長
玉
木
清
三
、
原
水
協

事
務
局
長
中
根
章
、
沖
縄
社
会
党
書
記
長

宮
良
寛
才
の
各
氏
が
祝
辞
を
の
べ
る
。

そ
の
あ
と
「
新
連
動
方
針
」
「
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
」
を
執
行
部
提
案
ど
お
り
採
択
役
員
改

選
、
執
行
委
員
選
出
に
移
り
▽
新
議
長―

久

高
将
憲
▽
新
副
議
長―

崎
山
喜
達
、
久
高
友

敏
、
大
湾
喜
三
郎
▽
新
事
務
局
長―

黒
潮
隆

の
各
氏
を
▽
新
執
行
委
員
十
人
を
そ
れ
ぞ
れ

全
会
一
致
選
出
。

新
役
員
の
自
己
紹
介
の
あ
と
久
高
新
議
長
が

あ
い
さ
つ
＝
別
項
＝
を
の
べ
る
。

阿
波
根
昌
こ
う
氏
か
ら
「
伊
江
島
の
実
情
報

告
」
が
行
な
わ
れ
た
あ
と
、
緊
急
動
議
と
し

て
「
伊
江
島
住
民
の
支
援
と
激
励
」
「
石
川

市
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
件
の
完
全
賠
償
の
即

時
支
払
い
要
求
」
「
沖
交
労
、
ス
ー
パ
ー
ラ

ン
ド
リ
ー
争
議
闘
争
支
援
」
を
そ
れ
ぞ
れ
決

議
。
執
行
部
提
案
の
「
ミ
サ
イ
ル
・
ホ
ー
ク
の

持
ち
込
み
と
新
規
接
収
反
対
」
を
決
議
。
「
し

あ
わ
せ
の
歌
」
を
合
唱
し
て
散
会
、
午
後
五

時
三
十
五
分
。

　

民
主
主
義
と
人
権
を
守
る

久
高
将
（
新
）
議
長
あ
い
さ
つ　

民
連
は
長
い

間
、
自
か
ら
の
あ
り
方
を
自
己
批
判
し
、
周

囲
の
批
判
を
う
け
た
。
そ
の
結
果
こ
こ
に
画

期
的
な
会
則
改
正
を
行
な
い
、
運
動
方
針
を

決
め
て
革
新
的
歩
み
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。
私
た
ち
が
取
り
組
む
問
題
は
山
積
し

て
い
る
。
沖
縄
住
民
の
民
主
主
義
と
人
権
を

守
る
た
め
に
、
自
分
の
微
力
に
不
安
を
感
じ

る
が
、
皆
さ
ん
の
ご
べ
ん
た
つ
に
よ
っ
て
責

任
を
果
し
た
い
。

　

新
運
動
方
針

　

国
際
情
勢
の
特
徴　

ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
首
相
の
訪
米
、
そ
の
他
の
大
国
間
の
首
脳

の
相
互
訪
問
で
、
国
際
緊
張
は
話
し
合
い
に

よ
っ
て
い
ち
じ
る
し
く
緩
和
さ
れ
、
平
和
へ

の
見
通
し
が
世
界
的
に
い
っ
そ
う
明
る
く
な

っ
て
き
た
。

　

沖
縄
の
情
勢　

日
米
間
で
新
安
保
条
約
の

調
印
が
な
さ
れ
て
後
、〝
日
米
新
体
制
〟
の
宣

伝
で
、
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
基
地
確
保
の
た

め
に
沖
縄
永
久
占
領
化
（
属
領
化
）
の
意
図

が
日
米
独
占
資
本
の
後
押
し
を
う
け
な
が
ら
、

岸
自
民
党
政
府
と
沖
縄
基
地
権
力
者
の
密
接

な
協
力
で
、
ま
す
ま
す
露
骨
に
押
し
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
永
久
占
領
政

策
が
だ
ん
だ
ん
と
支
持
を
失
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
祖
国
復
帰
の

時
機
が
到
来
し
た
と
み
る
の
は
早
計
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
自
国
の
劣
勢
を
つ
く
ろ
う
た
め

に
、
ま
す
ま
す
執
拗
に
沖
縄
の
基
地
に
し
が

み
つ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
独
占
資

本
の
沖
縄
へ
の
進
出
を
促
進
し
、
東
南
ア
ジ

ア
へ
の
進
出
の
準
備
を
か
ね
つ
つ
、
沖
縄
永

久
占
領
の
意
図
を
覆
い
隠
し
、
沖
縄
返
還
の

国
民
的
な
要
求
の
ホ
コ
先
を
、
何
と
か
そ
ら

そ
う
と
い
う
実
に
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
真

意
を
も
っ
て
い
る
。

土
地
問
題
は
解
決
し
た
と
宣
伝
さ
れ
な
が
ら

知
念
、
三
和
、
読
谷
、
真
和
志
を
始
め
全
島

的
に
農
民
の
生
命
に
ひ
と
し
い
猫
の
額
ほ
ど

の
土
地
を
さ
ら
に
強
奪
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

生
活
を
守
る
た
た
か
い　

農
民
が
真
に
日

本
国
民
と
し
て
少
な
く
と
も
健
康
で
文
化
的

な
、
最
低
の
生
活
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
琉

球
政
府
と
民
政
府
に
対
し
て
、
そ
の
保
障
を

要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
不
当
な
首
切
り
か
ら

労
働
者
の
生
活
権
を
守
り
、
生
活
の
で
き
る

最
低
賃
金
制
の
確
立
を
要
求
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
土
地
強
奪
に
た
い
し
て
徹
底

的
に
反
対
し
て
た
た
か
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
米

国
、
日
本
政
府
の
負
担
に
よ
る
長
期
低
利
の

営
農
漁
資
金
の
獲
得
、
産
業
基
本
施
設
へ
の

資
金
の
投
入
、
課
税
の
民
主
化
と
軽
減
、
日

本
国
の
一
員
と
し
て
の
財
政
援
助
な
ど
を
日

米
両
政
府
に
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　

権
利
と
民
主
主
義
を
守
る
た
た
か
い　

新

集
成
刑
法
の
廃
止
、
組
合
の
認
可
制
、
デ
モ

行
進
の
制
限
、
渡
航
の
制
限
。
軍
労
働
者
の

無
権
利
状
態
な
ど
県
民
の
民
主
的
権
利
を
剥

奪
し
た
一
切
の
布
告
、
布
令
、
立
法
の
撤
廃

を
要
求
す
る
。
石
川
市
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事

件
、
伊
江
島
の
機
銃
操
射
事
件
な
ど
に
た
い

す
る
完
全
賠
償
の
要
求
。
ま
た
主
席
任
命
に

つ
い
て
の
第
一
党
方
式
に
つ
い
て
は
民
主
主

義
を
よ
そ
お
い
な
が
ら
、
も
っ
と
も
非
民
主

的
な
制
度
の
維
持
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
ば
く
ろ
し
、
あ
く
ま
で
公
選
を
要
求

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　

祖
国
復
帰
と
平
和
の
た
め
の
た
た
か
い

祖
国
復
帰
を
か
ち
と
る
た
た
か
い
平
和
を
擁

護
す
る
た
た
か
い
に
は
、
つ
ね
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
沖
原
水

協
に
積
極
的
に
加
入
し
、
い
ま
結
成
を
準
備

さ
れ
て
い
る
「
沖
縄
県
祖
国
復
帰
促
進
協
議

会
」
に
も
積
極
的
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。阪

本
兵
庫
県
知
事
／
〝
沖
縄
を

忘
れ
な
い
…
〟
／
那
覇
市
で

議
員
に
あ
い
さ
つ 
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来
島
中
の
兵
庫
県
知
事
阪
本
勝
氏
は
、
六
日



一
四
一

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
四
月

あ
さ
十
時
か
ら
那
覇
市
会
議
室
で
市
会
議
員

を
通
じ
て
那
覇
市
民
を
は
じ
め
全
住
民
に
あ

い
さ
つ
し
た
。

ま
ず
高
良
議
長
か
ら
「
山
び
こ
の
鐘
」
に
対

す
る
お
礼
を
う
け
た
あ
と
、
阪
本
知
事
は

「
十
余
万
同
胞
の
血
の
し
み
こ
ん
だ
沖
縄
を
、

日
本
の
同
胞
は
永
久
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
ん
ご
も
沖
縄
と
本
土
を
結
ぶ
た
め
努
力
し

た
い
」
と
要
旨
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。

　

私
は
戦
後
ず
っ
と
戦
争
で
最
大
の
犠
牲
を

う
け
た
沖
縄
の
戦
跡
を
巡
拝
し
た
い
と
思
い

な
が
ら
つ
い
に
そ
の
機
会
を
つ
か
め
な
か
っ

た
。
一
昨
年
朝
日
新
聞
社
の
高
校
野
球
で
特

別
出
場
し
て
も
ら
っ
た
沖
縄
の
チ
ー
ム
が
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
去
る
時
に
本
土
の
土
を
も
ち

帰
る
姿
を
み
た
と
き
に
何
と
も
い
え
な
い
感

情
に
打
た
れ
た
。

戦
争
で
十
余
万
同
胞
の
血
が
し
み
こ
ん
で
い

る
沖
縄
を
内
地
の
人
が
忘
れ
て
い
い
の
か
と

考
え
た
。
わ
れ
わ
れ
年
配
の
も
の
な
ら
忘
れ

ら
れ
な
い
が
、
戦
後
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
の

心
か
ら
沖
縄
が
忘
れ
さ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
、
本
土
と
沖
縄
の
心
を
結

ぶ
き
ず
な
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
野
球
選

手
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
一
本
打
つ
た
び
に
福
祉
団

体
に
寄
付
し
て
い
る
と
い
う
の
を
き
い
て
、

日
本
の
プ
ロ
野
球
選
手
も
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

つ
た
び
に
沖
縄
の
た
め
に
献
金
し
た
ら
ど
う

か
と
い
う
こ
と
を
新
聞
に
書
い
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
毎
年
甲
子
園
に

沖
縄
の
代
表
を
出
場
さ
せ
る
の
が
い
い
と
考

え
て
提
案
し
た
と
こ
ろ
各
面
か
ら
の
支
持
と

毎
日
新
聞
の
お
か
げ
で
今
年
か
ら
実
現
し
た
。

沖
縄
の
チ
ー
ム
は
優
勝
す
る
と
か
し
な
い
と

か
い
う
の
は
抜
き
に
し
て
内
地
と
沖
縄
の
人

の
心
の
ひ
も
を
結
ぶ
き
ず
な
と
す
る
意
義
が

あ
る
と
思
う
。
さ
ら
に
そ
の
後
山
び
こ
の
鐘

運
動
が
起
こ
り
日
本
海
か
ら
太
平
洋
に
ま
た

が
る
全
兵
庫
の
子
供
た
ち
が
一
円
の
ニ
ッ
ケ

ル
硬
貨
を
あ
つ
め
て
三
百
八
十
万
円
が
集
ま

っ
た
。
こ
れ
も
単
に
兵
庫
と
沖
縄
を
結
ぶ
だ

け
で
は
な
く
沖
縄
と
本
土
の
人
た
ち
の
間
に

し
み
じ
み
と
し
た
心
の
つ
な
が
り
が
で
き
る

糸
口
に
な
れ
ば
と
ね
が
っ
て
い
ま
す
。
数
日

の
視
察
で
は
十
分
に
沖
縄
の
姿
を
み
き
わ
め

た
と
は
い
え
な
い
が
、
私
は
長
年
の
願
い
が

実
現
で
き
何
と
も
い
え
な
い
喜
び
を
味
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
ん
ご
の
沖
縄
の
た
め
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。
議
員
の
皆
さ
ん
を
通
じ
て

沖
縄
の
繁
栄
と
住
民
の
幸
福
を
祈
り
ま
す
。

与
儀
に
新
庁
舎
建
築
／
那
覇
市

が
許
可
申
請
／
都
計
の
緑
地

帯
構
想
崩
れ
る 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
０
・
４
・
13
〕

与
儀
農
研
所
移
転
後
の
同
地
の
利
用
問
題

に
つ
い
て
那
覇
市
で
は
十
二
日
あ
さ
首
脳

部
会
議
を
開
い
た
結
果
、
全
部
を
緑
地
帯

に
す
る
都
計
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
す

で
に
く
ず
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
く
ず
れ
た

以
上
那
覇
市
と
し
て
も
そ
の
利
用
を
考

え
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
同
地

の
一
部
に
市
庁
舎
の
新
築
方
針
を
た
て
、

同
日
ひ
る
一
時
そ
の
許
可
申
請
を
首
都

建
設
委
員
長
で
あ
る
瀬
長
副
主
席
に
申

し
入
れ
た
。

那
覇
市
側
の
申
請
は
現
在
農
研
所
本
庁

舎
の
あ
る
一
帯
約
三
千
坪
の
使
用
許
可

願
い
だ
が
、
す
で
に
同
地
域
に
は
那
覇
病

院
が
建
設
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
南
連
庁

舎
、
精
神
病
院
、
電
電
公
社
、
文
化
セ
ン

タ
ー
が
軍
の
許
可
を
得
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。
そ
う
な
る
と
農
研
所
の
道
路
で
隔

て
ら
れ
た
一
角
、
現
農
研
所
庁
舎
の
あ
る

地
域
は
こ
れ
ら
の
建
物
で
埋
ま
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
首
都
建
設
法
に
よ
っ
て

主
席
が
公
布
し
た
都
計
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
、
同
地
域
は
緑
化
地
帯
に
す
る

と
い
う
構
想
だ
っ
た
が
、
こ
れ
に
相
反
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
法
律
に
基
づ
い
て

決
め
た
用
途
地
域
が
変
更
も
さ
れ
ず
に

こ
の
よ
う
な
建
設
が
な
さ
れ
て
よ
い
か

ど
う
か
と
い
っ
た
政
府
の
不
手
際
が
指

摘
さ
れ
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
那
覇
市
側
で
は
都
計
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
自
ら
の

手
で
く
ず
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
考
え
て

い
た
が
、
首
都
建
設
委
と
は
関
係
な
し
に
財

産
管
理
所
が
つ
ぎ
つ
ぎ
使
用
許
可
を
与
え
て

い
る
の
で
、
黙
っ
て
み
て
い
る
わ
け
に
も
い

か
ず
、
市
庁
舎
用
地
の
割
り
当
て
方
を
申
請

す
る
こ
と
に
し
た
、
と
の
べ
て
い
る
。
つ
ま

り
問
題
は
首
都
建
設
法
が
あ
る
以
上
、
こ
の

件
は
市
の
責
任
で
は
な
く
政
府
の
責
任
で
あ

る
。
そ
の
政
府
が
用
途
地
域
の
変
更
を
す
る

な
り
、
逆
に
こ
れ
ら
の
建
設
を
お
さ
え
て
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
通
り
に
す
る
の
が
当
然
だ
が
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
動
き
を
み
せ
て
い
な
い
。

こ
れ
で
は
困
る
が
、
そ
う
か
と
い
っ
て
放
置

し
て
お
く
と
空
い
た
と
こ
ろ
は
全
部
何
か
に

と
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
よ
り
市
庁
舎
を
建

て
る
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
た
わ
け
。

い
ず
れ
に
せ
よ
同
地
域
問
題
は
も
っ
と
す
っ

き
り
さ
せ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
あ
る
よ

う
だ
。

　

仲
原
助
役
の
話　

首
都
建
設
委
員
長
で
あ

る
瀬
長
副
主
席
に
会
い
、
市
の
考
え
を
申
し

入
れ
た
。
副
主
席
の
話
に
よ
る
と
民
政
府
側

と
は
再
三
話
し
合
っ
た
が
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
通
り
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
緑
地
帯

に
は
主
席
公
舎
と
旧
鉄
道
線
路
の
間
一
帯
を

残
す
よ
う
了
解
し
あ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
用
途
地
域
の
変
更
は
あ
る

と
思
う
が
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
か
ら
す
る
と

農
研
所
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
と

き
か
ら
同
地
域
は
公
園
化
す
る
方
針
に
な
っ
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四
二

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
四
月

て
お
り
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
病
院
な
ど
建
て

る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。
病
院
な
ど
は
も
っ

と
空
気
の
よ
い
郊
外
に
も
っ
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
、
と
抗
議
め
い
た
意
見
は
の
べ
て
お

い
た
。
と
は
い
っ
て
も
緑
化
地
帯
の
計
画
が

く
ず
れ
た
以
上
、
も
う
こ
れ
を
も
と
に
戻
す

よ
う
考
え
る
よ
り
、
こ
れ
を
認
め
て
、
そ
の

利
用
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
、
市
庁

舎
敷
地
と
し
て
の
申
請
を
出
し
た
。

ガ
ー
ブ
川
治
水
対
策
／
那
覇
市

議
が
主
席
に
陳
情 
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那
覇
市
議
の
辺
野
喜
英
興
、
平
良
真
次
郎
、
高

良
清
二
の
三
氏
は
、
十
九
日
ひ
る
長
嶺
副
議

長
と
と
も
に
行
政
府
に
大
田
主
席
を
た
ず
ね
、

雨
期
を
ひ
か
え
て
、
は
ん
ら
ん
が
心
配
さ
れ

る
の
で
、
早
急
に
ガ
ー
ブ
川
の
治
水
対
策
を

講
じ
て
も
ら
い
た
い
、
と
陳
情
し
た
。

こ
の
陳
情
は
、
ガ
ー
ブ
川
の
氾
濫
に
は
毎
年

の
よ
う
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
、
那
覇
市
の

財
政
で
は
到
底
困
難
で
、
ま
た
首
都
建
設
計

画
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

見
通
し
は
い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

早
急
に
米
民
政
府
援
助
お
よ
び
政
府
予
算
で

施
設
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

こ
れ
に
対
し
主
席
は
「
さ
き
に
本
土
治
山
、

治
水
、
砂
防
対
策
の
専
門
家
に
調
査
さ
せ

た
結
果
、
ガ
ー
ブ
川
は
満
潮
時
に
か
ち
合

う
と
き
に
氾
濫
す
る
と
の
こ
と
で
、
潮
止

め
施
設
と
ポ
ン
プ
に
吸
い
上
げ
で
ふ
せ
げ

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
面
の
施

設
を
で
き
る
だ
け
実
施
し
た
い
」
と
語
っ

た
。
ま
た
長
嶺
副
議
長
は
、
自
民
党
と
し
て

も
具
体
的
に
取
り
上
げ
て
対
処
す
る
、
と

の
意
向
を
み
せ
た
。

辺
野
喜
英
興
氏
の
話　

ガ
ー
ブ
川
の
治
水
問

題
に
つ
い
て
は
、
那
覇
市
会
と
し
て
も
こ
れ

ま
で
活
発
に
動
い
て
き
た
が
、
市
の
財
政
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
態
に
あ
る
。
市
長

も
河
川
法
な
ど
を
も
ち
出
し
て
の
施
工
責
任

の
な
す
り
合
い
だ
け
で
い
っ
こ
う
に
進
ま
な

い
。
そ
れ
で
、
雨
期
も
近
づ
き
市
民
も
心
配

し
て
い
る
の
で
、
軍
民
両
政
府
の
力
で
早
急

な
排
水
施
設
を
施
し
て
も
ら
い
た
い
と
訴
え

た
。
幸
い
主
席
も
好
意
的
に
努
力
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
早
く
浸
水
か
ら
の
不
安

を
と
り
除
い
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
つ
ぎ
市
営
住
宅
を
／
那
覇

市
の
基
本
計
画
成
る
／
ま
ず

新
年
度
で
安
謝
に
／
十
五
万 

　
　

㌦
起
債
、
百
所
帯
収
容 
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那
覇
市
で
は
検
討
中
だ
っ
た
市
営
住
宅
建

設
基
本
計
画
を
十
九
日
に
最
終
決
定
し
た
。

同
計
画
は
市
の
住
宅
難
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
ス
ラ
ム
街
も
解
消
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
、
具
体
的
に
は
ま
ず
三
か
年
計

画
を
た
て
て
実
施
、
そ
れ
以
後
は
五
か
年

計
画
で
つ
ぎ
つ
ぎ
や
っ
て
い
く
と
い
っ
た

長
期
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
ま
だ
基
本
計

画
を
決
定
し
た
だ
け
で
、
年
次
の
具
体
案

で
あ
る
三
年
計
画
の
案
作
成
は
で
き
て
い

な
い
が
、
三
年
計
画
第
一
年
次
の
六
一
年

度
は
安
謝
に
十
五
万
㌦
の
起
債
で
約
百
所

帯
収
容
の
市
営
住
宅
を
建
設
す
る
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

　

団
地
計
画
／
ス
ラ
ム
街
解
消

那
覇
市
が
市
営
住
宅
建
設
の
基
本
計
画
を
た

て
、
年
次
計
画
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
今
度
が
は
じ
め
て
で
、
そ
れ
だ
け
に
熱

意
の
ほ
ど
が
伺
わ
れ
る
が
、
計
画
の
内
容
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

①
種
類
と
性
格
＝
Ａ
種
と
Ｂ
種
に
分
け
る
。

Ａ
種
は
開
発
金
融
公
社
の
貸
付
資
金
だ
け
で

の
住
宅
で
、
独
立
採
算
を
確
保
で
き
る
家
賃

の
支
払
い
能
力
を
有
す
る
も
の
を
対
象
と
す

る
。
Ｂ
種
は
政
府
補
助
と
開
発
金
融
公
社
利

用
に
よ
る
も
の
で
、
福
祉
住
宅
的
な
も
の
。
②

住
宅
の
構
造
＝
耐
火
、
耐
風
の
モ
デ
ル
標
準

型
建
物
と
す
る
。
住
宅
の
階
数
、
一
所
帯
当

た
り
坪
数
は
各
年
次
ご
と
に
決
定
す
る
。

③
住
宅
の
敷
地
＝
都
計
の
基
本
線
に
沿
っ
て

数
か
所
の
団
地
を
選
定
す
る
。
団
地
計
画
と

ス
ラ
ム
街
解
消
の
二
本
立
て
と
す
る
こ
と
。

団
地
計
画
は
主
と
し
て
郊
外
に
土
地
を
求
め

て
建
て
て
い
こ
う
と
い
っ
た
普
通
の
も
の
だ

が
、
ス
ラ
ム
街
解
消
の
考
え
方
は
ゴ
タ
ゴ
タ

し
た
ス
ラ
ム
街
に
三
階
な
い
し
四
階
の
高
層

建
築
を
な
し
、
階
下
あ
る
い
は
二
階
以
下
を

地
主
が
、
そ
れ
以
上
を
市
が
所
有
。
そ
こ
を

ア
パ
ー
ト
式
に
し
て
貸
し
て
い
こ
う
と
い
っ

た
も
の
。
資
金
的
に
問
題
が
あ
る
の
で
す
ぐ

実
現
と
な
る
と
む
ず
か
し
い
が
、
将
来
の
問

題
と
し
て
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
っ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

④
建
設
資
金
＝
本
土
の
住
宅
公
営
制
度
に
準

じ
て
五
〇
％―

七
五
％
の
政
府
補
助
を
確
保

す
る
よ
う
努
力
す
る
。
そ
れ
が
実
現
す
る
ま

で
の
措
置
と
し
て
は
市
の
財
政
事
情
を
勘
案
、

独
立
採
算
制
に
よ
り
開
発
金
融
公
社
か
ら
資

金
を
求
め
る
。
な
お
公
営
住
宅
法
の
早
期
立

法
を
要
請
す
る
。

⑤
年
次
計
画
＝
五
七
年
十
二
月
真
和
志
合
併

当
時
市
会
で
承
認
さ
れ
た
大
那
覇
市
建
設
基

本
計
画
に
基
づ
い
て
次
年
度
よ
り
第
一
次
三

年
計
画
を
実
施
、
そ
の
後
は
五
年
ご
と
に
年

次
計
画
を
た
て
長
期
継
続
計
画
と
す
る
。

⑥
会
計
制
度
＝
第
一
次
三
年
計
画
の
完
了
後

は
市
営
住
宅
特
別
会
計
を
新
設
し
住
宅
公
団

の
方
式
で
管
理
す
る
。

⑦
入
居
条
件
、
家
賃
、
入
居
者
選
抜
方
法
＝

市
営
住
宅
管
理
条
例
に
よ
る
。

⑧
市
営
住
宅
建
設
審
議
委
員
会
＝
規
程
を
設

け
発
足
さ
せ
る
。
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な
お
市
議
会
で
は
さ
き
に
「
庶
民
住
宅
建

設
補
助
金
交
付
要
請
決
議
」
を
な
し
、
こ
れ

を
民
政
府
に
提
出
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

民
政
官
か
ら
は
、
今
後
協
議
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
と
の
べ
、
具
体
案
の
作
成
提
示

を
示
唆
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
市
企
画
室
の
調
査
資
料
に
よ
る

と
五
九
年
九
月
一
日
現
在
で
の
住
宅
難
事
情

は
、
那
覇
市
所
帯
総
数
五
万
六
千
六
百
戸
の

う
ち
三
六
・
四
％
が
借
家
所
帯
、
住
宅
難
所
帯

は
二
七
・
五
％
に
達
し
、
個
人
住
宅
で
も
恒
久

住
宅
は
二
六
・
六
％
に
過
ぎ
ず
、
四
六
・
五
％

が
九
畳
以
下
の
部
屋
、
六
畳
以
下
が
二
三
・
八

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

安
謝
の
ほ
か
に
／
数
か
所
物
色
中

　

島
袋
企
画
室
長
の
話　

ま
だ
基
本
計
画

な
の
で
具
体
案
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
新
年
度
の
方
針
と
し
て

は
一
お
う
安
謝
に
あ
る
約
二
千
五
百
坪
を

予
定
（
安
謝
橋
の
東
方
、
川
沿
い
、
川
の
南

側
）
十
五
万
㌦
の
起
債
で
約
百
所
帯
分
を
建

設
す
る
方
針
で
あ
る
。
ほ
か
に
古
島
に
も
候

補
地
が
あ
る
（
本
紙
既
報
）
が
、
こ
れ
は
所

有
権
問
題
で
係
争
中
な
の
で
そ
れ
が
は
っ

き
り
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
何
と
も
手
の
う

ち
よ
う
が
な
い
。
そ
の
他
数
か
所
物
色
中
で

は
あ
る
。

那
覇
市
庁
舎
の
建
設
計
画
／
民

政
府
も
協
力
を
約
束
／
一
部

六
階
建
て
の
総
合
ビ
ル 
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都
市
合
併
に
伴
な
い
那
覇
市
で
は
新
庁
舎
建

設
が
多
年
の
懸
案
と
さ
れ
て
い
る
が
、
十
九

日
高
良
議
長
、
仲
原
、
義
永
両
助
役
お
よ
び

大
城
建
設
部
長
の
四
氏
は
民
政
府
に
マ
ー
フ

ィ
ー
建
設
部
長
を
訪
れ
、
約
一
時
間
に
わ
た

っ
て
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
懇
談
す
る
と
と
も

に
、
民
政
府
か
ら
の
大
幅
な
援
助
を
要
請
し

た
。
こ
れ
に
対
し
マ
ー
フ
ィ
ー
建
設
部
長

は
「
正
式
な
申
請
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
た

い
。
庁
舎
工
事
費
全
額
の
補
助
は
で
き
な
い

が
、
一
部
の
補
助
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
ア

メ
リ
カ
議
会
に
も
訴
え
、
で
き
る
だ
け
多
額

な
補
助
が
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と

語
り
、
庁
舎
建
設
に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ

と
を
約
し
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
現
在
の
那
覇
市
役
所
は
戦
前
の
小

学
校
で
、
最
近
に
な
っ
て
市
教
育
委
員
会
か

ら
学
校
と
し
て
使
用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と

の
申
し
入
れ
も
あ
り
、
ま
た
合
併
に
と
も
な

い
職
員
も
千
余
名
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
そ
の

た
め
事
務
所
も
分
割
す
る
と
い
っ
た
実
情
で
、

行
政
事
務
面
や
そ
の
他
に
い
ろ
い
ろ
な
不
便

を
き
た
し
て
い
る
。

な
お
那
覇
市
が
計
画
し
て
い
る
新
庁
舎
は
一

部
六
階
の
総
坪
数
二
千
五
百
九
十
坪
で
総
工

費
六
十
万
㌦
を
要
す
る
豪
華
な
建
物
と
な
っ

て
い
る
。

　

義
永
助
役
の
話　

庁
舎
建
設
は
那
覇
市
の

懸
案
で
、
と
く
に
合
併
に
と
も
な
う
事
務
の

一
元
化
や
、
地
域
的
な
問
題
な
ど
か
ら
ど
う

し
て
も
新
庁
舎
が
必
要
で
あ
る
。
幸
い
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
民
政
府
も
非
常
に
好
意
的

で
心
強
く
思
っ
て
い
る
。
那
覇
市
の
現
在
の

財
政
事
情
で
庁
舎
を
建
設
す
る
と
い
う
こ
と

は
他
の
事
業
を
全
部
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
民
政
府
か

ら
三
十
万
㌦
以
上
の
補
助
が
な
け
れ
ば
不
可

能
だ
と
思
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
補
助
金
の
結
果
に
よ
っ
て
市
と
し

て
も
最
終
的
な
方
針
を
打
出
す
こ
と
に
な
る

が
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

区
長
制
の
陳
情
撤
回
／
自
治
組

織
つ
く
り
／
連
絡
事
務
を
委

託
／
那
覇
市
会
／
総
務
委
員

会
で
採
択 
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那
覇
市
議
会
総
務
委
は
二
十
一
日
ひ
る
二
時

か
ら
陳
情
案
件
で
あ
る
「
区
長
制
の
復
活
」

問
題
に
つ
い
て
陳
情
者
二
十
一
人
に
参
考
人

と
し
て
出
席
し
て
も
ら
い
、
審
議
し
た
。

そ
の
結
果
、
区
長
制
で
は
な
し
に
、
市
当
局

案
で
あ
る
自
主
的
な
自
治
組
織
を
つ
く
っ
て

も
ら
い
、
そ
れ
に
対
し
市
側
は
連
絡
事
務
や

調
査
事
務
を
委
託
す
る
。
そ
の
委
託
費
と
し

て
市
は
自
治
組
織
に
助
成
金
を
出
す
と
い
う

方
法
を
採
択
し
た
。

こ
の
件
の
問
題
点
は
区
長
制
復
活
と
な
る
と

政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
従
来
の
よ
う
な
区
長
制
は
市
長
に
任

免
権
が
あ
り
、
月
給
が
支
払
わ
れ
従
っ
て
区

長
と
し
て
の
身
分
が
確
立
さ
れ
る
が
、
こ
れ

だ
と
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
弊
害
が
大
き
い
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
懸
念
し
た
市
当
局
で
は
区

長
制
で
は
な
し
に
自
治
組
織
を
つ
く
っ
て
も

ら
い
、
こ
れ
と
事
務
面
だ
け
で
つ
な
が
り
を

も
つ
と
い
っ
た
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
委
員

会
側
で
も
十
分
検
討
し
た
結
果
、
市
当
局
案

な
ら
さ
し
つ
か
え
な
い
と
な
っ
た
も
の
。
市

当
局
で
は
任
免
権
が
な
い
し
、
自
主
的
な
も

の
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
の
で
自
治
組
織
を
つ

く
る
と
こ
ろ
も
、
つ
く
ら
な
い
と
こ
ろ
も
で

る
だ
ろ
う
が
や
む
を
得
な
い
。
助
成
金
の
意

味
も
あ
る
委
託
費
は
一
自
治
組
織
に
対
し
、

月
額
十
㌦―

十
三
㌦
く
ら
い
を
予
定
し
て
い

る
が
、
組
織
の
な
い
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
市

の
事
務
面
に
協
力
し
な
い
と
こ
ろ
に
は
や
ら

な
い
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
治

組
織
を
つ
く
っ
て
市
当
局
と
市
民
の
つ
な
が

り
を
密
に
す
る
こ
と
は
た
だ
単
に
諸
伝
達
事

項
や
調
査
事
項
の
事
務
面
が
便
利
に
な
る
と
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い
う
こ
と
だ
け
で
な
し
に
積
極
的
に
市
民
の

声
を
市
当
局
が
き
く
こ
と
、
調
査
そ
の
他
で

も
実
情
に
沿
っ
た
正
確
な
も
の
が
で
き
る
と

い
っ
た
利
点
が
で
て
く
る
と
喜
ん
で
い
る
。

な
お
、
陳
情
者
側
で
は
市
当
局
案
で
十
分
で

あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
審
議
さ
れ
て
い
た

区
長
制
復
活
の
陳
情
を
撤
回
し
た
。

一
日
一
題
／
渡
航
の
自
由
の
た

め
に
／
那
覇
市
議
会
議
員
の

旅
券
問
題
に
思
う
／
仲
松
庸

全
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さ
る
三
月
の
定
例
那
覇
市
会
は
代
表
と
し
て

八
議
員
の
渡
日
を
決
定
し
た
。
八
議
員
の
任

務
は
本
土
の
市
町
村
の
財
政
そ
の
他
の
運
営

状
態
を
調
査
研
究
し
、
今
後
の
那
覇
市
政
に

プ
ラ
ス
に
な
る
点
を
学
び
と
り
、
そ
れ
を
市

会
に
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
那
覇

市
会
は
例
年
数
人
ず
つ
の
議
員
を
本
土
に
送

っ
て
い
る
。
し
か
し
今
回
の
代
表
派
遣
が
例

年
の
そ
れ
と
違
う
の
は
、
例
年
は
市
会
の
正

式
な
決
定
に
よ
ら
ず
「
議
員
は
代
わ
る
が
わ

る
日
本
に
行
っ
て
こ
な
く
て
は
」
と
い
う
よ

う
な
役
得
と
い
う
か
そ
ん
な
慣
習
に
よ
っ
て

漫
然
と
、
も
ち
論
何
の
報
告
も
な
し
に
行
っ

て
き
た
の
だ
が
、
今
回
は
そ
の
不
文
律
を
壊

し
て
市
政
に
資
す
る
報
告
を
持
ち
帰
る
よ
う

に
議
会
の
議
決
と
い
う
基
礎
に
立
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
一
人
二
百
五
十
㌦
と
い
う
旅
費

は
市
民
の
税
金
だ
か
ら
旅
行
が
単
な
る
物
見

遊
山
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
市
政
の
進

歩
に
役
立
つ
の
で
な
く
て
は
間
違
い
だ
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
今
回
の
議
員
派
遣
は

今
ま
で
の
そ
れ
に
な
い
意
義
を
も
っ
て
お
り
、

そ
の
成
果
も
期
待
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。
八
人
が
統

一
的
効
果
的
に
し
ご
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
選
ば
れ
た
森
田
、
玉
城
、
玉
井
、
糸
数
、

渡
口
（
政
）
、
久
高
、
黒
潮
、
儀
間
の
八
議

員
の
中
あ
と
の
三
人
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
は
お

り
な
い
で
補
助
申
請
書
の
提
出
が
民
政
府
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
残
り
の
五

人
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
と
っ
て
出
発
し
た
。
八

人
が
決
ま
っ
た
の
は
各
委
員
会
ご
と
に
ク
ジ
、

あ
る
い
は
推
せ
ん
に
よ
り
、
ぐ
あ
い
よ
く
各

党
派
か
ら
選
ば
れ
た
形
に
な
っ
た
が
、
問
題

の
三
人
は
民
連
に
所
属
し
て
い
る
。
す
る
と

民
連
所
属
議
員
だ
け
足
ど
め
さ
れ
て
い
る
わ

け
だ
。

補
助
申
請
と
い
う
の
は
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
の

申
請
条
件
の
よ
う
に
き
こ
え
る
。
し
か
し
そ

れ
だ
っ
た
ら
な
ぜ
八
人
の
中
の
三
人
だ
け
が

そ
れ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ

は
明
ら
か
に
差
別
で
は
な
い
の
か
。
民
連
だ

か
ら
と
い
う
こ
と
で
差
別
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
現
代
の
常
識
で
は
ど
う
し
て
も

理
解
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
自
治
法
に
は

議
員
平
等
の
原
則
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
人
間
で
あ
る
以
上
、
人
種
や
皮
膚
の

色
、
物
の
考
え
方
、
性
別
、
国
籍
そ
の
他
の

い
か
な
る
違
い
も
の
り
こ
え
て
平
等
で
あ
る

と
す
る
現
代
の
モ
ラ
ル
に
支
え
ら
れ
た
原
則

で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
世
界
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
を
最
後
的
に
守
る
人
権
宣
言
や
国
連
憲

章
か
ら
各
民
主
主
義
の
国
の
憲
法
に
、
と
い

う
よ
う
に
不
可
侵
の
基
礎
に
打
ち
た
て
ら
れ

た
原
則
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
し
た
が
っ
て
好
ま
し
く
な
い
人
だ
か

ら
と
い
う
差
別
は
、
ど
う
し
て
も
現
代
人
の

感
覚
や
知
覚
で
は
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
な

い
話
だ
。

一
応
現
代
の
常
識
か
ら
外
れ
て
み
よ
う
、
そ

し
て
一
歩
さ
が
っ
て
頭
を
十
八
世
紀
そ
の
あ

た
り
の
頭
に
切
り
か
え
て
み
よ
う
。
す
る

と
「
補
助
申
請
を
書
い
て
出
せ
ば
い
い
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
出
て
く
る
。
し
か

し
そ
の
内
容
は
二
十
七
項
目
に
わ
た
る
宣
誓

で
あ
り
、
こ
の
宣
誓
に
対
し
て
過
去
、
現
在

お
よ
び
将
来
に
違
反
が
あ
る
と
民
政
府
が
認

め
た
時
は
、
集
成
刑
法
に
よ
っ
て
断
罪
の
上

処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
と

い
う
の
が
二
十
七
番
目
の
宣
誓
項
目
で
あ
る
。

過
去
現
在
将
来
の
い
ず
れ
か
の
時
期
の
生
き

方
が
共
産
主
義
者
ま
た
は
そ
の
団
体
に
属
し
、

ま
た
は
そ
れ
に
近
い
団
体
に
い
る
と
か
、
近

い
個
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
り
、
や
っ
て
い

る
運
動
が
そ
ん
な
運
動
で
あ
る
と
さ
れ
た
り
、

そ
の
よ
う
な
団
体
や
個
人
と
友
人
関
係
が
あ

っ
た
り
…
と
い
う
よ
う
な
事
実
と
し
て
民
政

府
の
主
観
が
判
断
す
れ
ば
、
も
う
そ
れ
だ
け

で
断
は
下
さ
れ
る
の
だ
。
今
ま
で
の
あ
る
い

は
こ
れ
か
ら
の
復
帰
運
動
や
平
和
運
動
そ
の

他
の
民
主
主
義
運
動
へ
の
参
加
が
そ
ん
な
断

を
下
す
口
実
に
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
宣
誓

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
そ
の
よ
う
な
民

主
主
義
の
運
動
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
補
助
申
請
の
答
と
し
て
出

て
く
る
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
な
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
補
助
申
請
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
申

請
者
が
一
切
の
民
主
的
運
動
に
さ
よ
な
ら
す

る
か
、
ま
た
は
無
縁
で
あ
る
場
合
を
除
け
ば

飛
ん
で
火
に
い
る
何
と
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
現
に
書
い
て
行
っ
た
民
主
的
運
動
の
例

外
人
も
い
る
が
、
一
切
の
民
主
的
運
動
を
大

衆
と
と
も
に
放
棄
し
な
い
こ
と
に
誇
り
を
も

つ
人
間
が
、
こ
の
落
し
穴
に
落
ち
こ
ま
な
い

よ
う
に
補
助
申
請
を
し
な
い
の
は
当
然
で
あ

る
。
そ
れ
を
し
な
い
と
パ
ス
ポ
ー
ト
は
お
り

な
い
と
し
た
ら
そ
れ
は
明
ら
か
に
渡
航
の
拒

否
で
あ
る
。
紳
士
の
方
法
で
は
な
い
と
思
う
。

私
は
一
昨
年
こ
の
よ
う
な
渡
航
拒
否
に
二
回

つ
き
当
っ
た
。
一
回
は
私
用
で
他
の
一
回
は

市
議
の
資
格
に
よ
る
公
用
だ
っ
た
。
い
ず
れ

の
場
合
も
補
助
申
請
を
出
さ
な
か
っ
た
の
だ

が
今
も
っ
て
パ
ス
ポ
ー
ト
は
交
付
さ
れ
な
い
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で
い
る
。
民
連
市
議
達
は
今
ま
で
三
年
の
間

に
私
の
二
回
を
入
れ
て
延
べ
八
回
渡
航
拒
否

に
会
う
。
同
様
に
渡
航
を
拒
否
さ
れ
た
人
が

他
に
も
少
な
く
な
い
。
自
分
の
国
に
自
由
に

行
け
な
い
事
実
は
多
く
な
る
だ
け
で
あ
る
。

今
回
の
パ
ス
ポ
ー
ト
問
題
を
機
に
民
主
的
に

差
別
の
な
い
解
決
を
さ
れ
な
い
と
、
そ
れ
は

地
方
自
治
へ
の
圧
迫
干
渉
で
も
あ
る
し
、
人

権
と
民
主
主
義
の
問
題
と
し
て
発
展
す
る
で

あ
ろ
う
。
沖
縄
に
は
渡
航
の
自
由
が
あ
る
と

知
ら
さ
れ
た
ボ
ー
ル
ド
・
ウ
ィ
ン
氏
も
眉
を

ひ
そ
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
の
辞
書
に
そ

ん
な
自
由
は
な
い
！
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
那
覇
市
議
会
議
員
）

市
民
の
１
|
３
は
借
家
住
ま
い

／
那
覇
の
住
宅
事
情
／
花
や

か
な
表
通
り
／
裏
は
ト
タ
ン

葺
が
ひ
し
め
く
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那
覇
市
企
画
室
で
は
、
さ
き
に
那
覇
市
の

住
宅
の
現
況
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て

い
た
が
、
そ
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と

ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
全
所
帯
数
の

三
六
・
四
％
が
一
人
当
り
、
二
・
四
畳
の
借

家
、
間
借
り
生
活
を
し
て
い
る
ほ
か
、
約

半
数
は
ま
だ
ト
タ
ン
屋
の
下
に
住
み
、
毎

年
襲
っ
て
く
る
台
風
に
お
び
え
た
生
活

を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
毎
日
の

よ
う
に
槌
音
の
き
こ
え
る
表
通
り
の
花

や
か
な
ビ
ル
建
築
の
陰
に
か
く
れ
、
庶
民

は
住
宅
難
に
あ
え
い
で
お
り
、
公
営
住
宅

法
の
早
期
立
法
、
政
府
の
建
築
資
金
の
補

助
な
ど
積
極
的
な
住
宅
政
策
が
の
ぞ
ま

れ
て
い
る
。

　

那
覇
市
の
総
所
帯
数
は
五
万
六
千
六
百

戸

だ

が
、

そ

の

う

ち

二

七
・
五

㌫

の

一
万
五
千
六
百
所
帯
が
同
居
所
帯
、
老
朽
住

宅
、
狭
小
過
密
居
住
と
い
っ
た
住
宅
難
所
帯

と
な
っ
て
い
る
。

　

全
琉
の
27
％
が
／
那
覇
に
集
中

那
覇
に
は
年
を
追
っ
て
人
口
が
集
中
す

る

傾

向

が

あ

っ
て
、

全

琉

住

居

総

数

十
八
万
九
千
六
百
戸
の
二
七
％
に
当
た
る

五
万
千
四
百
戸
が
那
覇
に
あ
り
、
復
金
利
用

や
そ
の
他
に
よ
る
住
宅
建
設
が
転
入
や
自
然

増
に
よ
る
所
帯
の
増
加
に
追
い
つ
か
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
個
人
用
住
宅
五
万
八
百
戸
の

構

造

を

み

る

と
、

ト

タ

ン

屋

根

が

二
万
四
千
六
百
戸
で
全
体
の
四
八
・
四
％

を
し
め
て
い
る
。
つ
ま
り
約
半
数
が
ま

だ
ト
タ
ン
屋
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
な

る
。
次
は
瓦
屋
根
で
一
万
八
千
九
百
戸

（
三
七
・
二
％
）
、
カ
ヤ
屋
根
三
千
四
百
戸

（
六
・
七
％
）
、
テ
ン
ト
、
ル
ー
フ
ィ
ン
グ

屋
根
二
千
戸
（
三
・
九
％
）
、
耐
火
構
造
は

わ
ず
か
に
千
二
百
戸
（
二
・
四
％
）
に
す

ぎ
な
い
。
ス
ラ
ブ
、
瓦
屋
根
に
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
杉
材
を
壁
に

使
っ
た
恒
久
住
宅
と
よ
ば
れ
る
も
の
は

一
万
三
千
五
百
戸
（
二
六
・
六
％
）
で
半
恒

久
住
宅
が
三
万
七
千
五
百
戸
(
六
七
・
九

％
)
、
非
恒
久
住
宅
二
千
四
百
戸
（
四
・
九

％
）
と
い
う
数
字
も
出
て
お
り
、
雨
後
の

た
け
の
こ
の
よ
う
に
建
っ
て
い
く
表
通
り

の
ビ
ル
の
陰
に
か
く
れ
た
庶
民
の
住
宅
は

質
的
に
も
悪
く
、
毎
年
お
そ
っ
て
く
る
台

風
に
た
え
ず
お
び
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

自
宅
を
有
す
る
／
三
万
三
千
所
帯

　

さ
ら
に
全
所
帯
数
五
万
六
千
六
百
の

う
ち
自
分
の
家
を
も
っ
て
い
る
の
は

三
万
三
千
九
百
所
帯
(
五
九
・
九
％
)
で
賃

借
所
帯
が
二
万
六
百
所
帯
（
三
六
・
四
％
）
も

あ
る
。
本
土
の
都
市
地
区
で
は
借
家
、
借
間
住

ま
い
は
普
通
全
所
帯
の
五
％
内
外
と
い
わ
れ

て
い
る
の
に
比
べ
る
と
那
覇
市
の
場
合
い
か

に
住
宅
事
情
が
深
刻
な
も
の
で
あ
る
か
が
わ

か
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
賃
借
所
帯
は
ほ
と

ん
ど
旧
那
覇
、
真
和
志
の
都
心
部
に
集
中
し

て
い
る
が
、
そ
の
四
分
の
三
が
半
恒
久
か
非

恒
久
住
宅
に
住
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ

れ
は
恒
久
住
宅
の
家
賃
が
高
い
こ
と
、
住
居

の
絶
対
数
の
不
足
に
よ
る
も
の
と
市
当
局
で

は
み
て
い
る
。

ま
た
自
分
の
持
ち
家
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

で
も
三
分
の
二
は
半
恒
久
か
非
恒
久
住
宅

に
住
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
戦
後

無
償
で
建
て
ら
れ
た
規
格
住
宅
が
、
す
で
に

改
造
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
割
当
て
ら
れ
た
土
地
に
建
っ
て
い
る
た

め
本
格
建
築
へ
の
改
築
が
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
多
い
た
め
だ
と
み
ら
れ
て
い
る
。
那
覇
市

の
調
べ
に
よ
る
と
、
住
宅
建
築
を
希
望
し
て

い
る
の
が
全
所
帯
の
六
三
％
も
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
資
金
の
見
通
し
が
つ
か
ず
足
ぶ
み
し

て
い
る
人
た
ち
が
七
〇
％
も
い
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
那
覇
市
で
は
、
ま
ず
住
宅
の
絶
対

数
を
ふ
や
す
こ
と
だ
と
し
て
年
次
計
画
で
市

営
住
宅
建
設
の
構
想
を
た
て
て
い
る
が
市
町

村
の
起
債
事
業
だ
け
で
は
と
う
て
い
満
足
な

解
決
策
は
の
ぞ
め
な
い
と
し
て
政
府
の
積
極

的
な
対
策
を
の
ぞ
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
本
土

で
は
こ
う
し
た
住
宅
難
の
解
消
策
と
し
て
政

府
が
全
額
か
ま
た
は
五
〇
な
い
し
七
〇
％
を

補
助
し
て
お
り
、
那
覇
市
の
場
合
せ
め
て
毎

年
二
万
㌦
の
政
府
補
助
で
も
あ
れ
ば
十
分
だ

と
い
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
工
交
局
が
計
上

し
た
一
万
三
千
㌦
の
住
宅
建
築
費
は
内
政
局

で
ば
っ
さ
り
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、

い
ま
の
と
こ
ろ
政
府
は
手
ば
な
し
の
状
態
で
、

ま
だ
ま
だ
住
宅
難
解
消
の
道
は
遠
い
感
が
深

い
。

　

企
画
室
の
話 

 

戦
後
の
那
覇
は
高
層
ビ
ル

が
立
ち
並
ん
で
戦
前
以
上
に
復
興
し
た
よ
う

に
み
え
る
が
、
こ
れ
は
表
面
だ
け
の
こ
と
で
、



一
四
六

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
四
月

庶
民
の
住
宅
事
情
は
ま
だ
ま
だ
戦
前
以
下
で

あ
る
。
こ
の
統
計
か
ら
い
か
に
住
宅
難
に
あ

え
い
で
い
る
か
が
わ
か
る
わ
け
だ
が
、
絶
対

数
が
足
り
な
い
の
だ
か
ら
ま
ず
数
を
ふ
や
す

こ
と
だ
。
市
営
住
宅
は
福
祉
長
屋
的
な
性
格

も
加
味
す
べ
き
だ
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
そ

れ
は
数
を
そ
ろ
え
て
か
ら
あ
と
の
こ
と
だ
と

思
う
。
那
覇
市
の
場
合
毎
年
二
万
㌦
の
政
府

補
助
が
あ
れ
ば
数
年
後
に
は
十
分
解
消
で
き

る
。
さ
も
な
け
れ
ば
一
日
も
早
く
公
営
住
宅

法
を
立
法
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

安
謝
に
那
覇
市
営
住
宅
／
四
転

し
て
本
決
ま
り
／
新
年
度

18
万
㌦
内
の
起
債
で
建
設 
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〝
年
次
計
画
で
住
宅
難
を
解
消
し
よ
う
〟と

那
覇
市
で
は
さ
き
に
市
営
住
宅
建
設
の
基

本
計
画
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
市
営
住

宅
委
員
会
を
設
置
し
て
本
格
的
な
住
宅
政

策
に
の
り
出
す
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
新
年

度
で
十
八
万
㌦
の
起
債
ワ
ク
内
で
建
設
す

る
方
針
で
の
ぞ
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
敷

地
選
定
で
難
航
し
一
進
一
退
の
足
ぶ
み
状

態
を
続
け
て
い
た
が
、
二
十
六
日
午
後
一

時
か
ら
市
長
室
で
仲
原
、
義
永
両
助
役
を

ま
じ
え
た
各
関
係
部
課
長
会
議
を
開
い
て

検
討
し
た
結
果
、
安
謝
中
央
倉
庫
敷
地
跡

三
千
坪
に
建
設
す
る
こ
と
に
正
式
に
決
定

し
た
。

那
覇
市
の
新
年
度
に
お
け
る
市
営
住
宅
は

当
初
、
古
島
一
帯
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
同
地
は
目
下
係
争
中
の
た
め
変

更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
追
い
こ

ま
れ
、
そ
こ
で
第
二
候
補
地
と
し
て
安
謝
埋

立
地
を
内
定
し
て
い
た
が
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結

果
、
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

と
う
て
い
高
層
建
物
は
不
可
能
だ
と
の
結
論

か
ら
、
ま
た
ま
た
予
定
を
変
更
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
二
十
三
日
に
帰
任
し
た
兼

次
市
長
は
「
本
土
視
察
の
結
果
、
市
営
住
宅

は
市
場
と
直
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
意
味
か
ら
新
年
度
の
市
営
住
宅
敷
地
は
崇

元
寺
一
帯
が
適
地
と
考
え
て
い
る
」
と
発
表

し
た
た
め
、
さ
ら
に
問
題
が
こ
じ
れ
市
当
局

内
で
も
敷
地
選
定
を
め
ぐ
っ
て
は
二
転
、
三

転
し
今
後
の
推
移
が
注
目
さ
れ
て
い
た
も
の
。

と
こ
ろ
で
最
終
的
に
本
決
り
し
た
安
謝
中

央
倉
庫
跡
敷
地
は
倉
庫
社
長
の
平
敷
慶
久

氏
が
管
理
し
て
い
る
が
、
す
で
に
市
営
住
宅

建
設
用
地
と
し
て
三
千
坪
を
譲
渡
し
て
も

よ
い
と
の
話
し
合
い
も
つ
い
て
い
る
と
い

わ
れ
、
ま
た
市
当
局
で
も
当
初
の
十
五
万
㌦

の
起
債
ワ
ク
を
十
八
万
㌦
に
広
げ
、
立
派
な

市
営
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
三
階
建
て
に
す
る
か
四
階
建
て
に
す
る

か
、
あ
る
い
は
単
独
住
宅
に
す
る
か
と
い
っ

た
具
体
的
な
問
題
は
今
後
さ
ら
に
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

仲
原
助
役
の
話　

市
営
住
宅
の
敷
地
は
こ

れ
ま
で
段
地
計
画
の
つ
も
り
で
郊
外
に
求
め

て
い
た
が
、
中
途
で
事
件
の
土
地
で
あ
っ
た

り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
地
盤
が
ゆ
る
ん
で

い
る
と
い
っ
た
状
態
で
ど
う
し
て
も
見
合
わ

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
結
局
第
二
、
第
三
の
適

地
を
物
色
し
た
結
果
、
市
当
局
と
し
て
も
安

謝
の
中
央
倉
庫
跡
敷
地
が
適
当
と
認
め
、
ま

た
民
生
委
員
会
で
も
承
認
し
た
の
で
正
式
に

決
定
し
た
。

ま
た
資
金
ワ
ク
も
開
発
金
融
公
社
と
話
し
合

っ
た
結
果
、
十
八
万
㌦
融
資
の
内
諾
を
得
て

お
り
、
さ
ら
に
民
政
府
も
大
体
了
解
し
て
い

る
の
で
具
体
的
な
工
事
計
画
を
急
ぎ
、
六
月

の
定
例
議
会
に
提
案
し
で
き
る
だ
け
早
急
に

着
工
し
年
度
内
に
完
成
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

な
お
二
、
三
日
前
に
市
長
は
崇
元
寺
一
帯
が

適
地
だ
と
の
見
解
を
の
べ
て
い
る
が
、
崇
元

寺
は
四
百
坪
足
ら
ず
で
あ
り
、
立
派
な
住
宅

建
設
に
は
不
向
き
で
あ
る
と
の
結
論
か
ら
敷

地
選
定
は
助
役
に
一
任
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
市
長
も
安
謝
の
中
央
倉
庫
跡
に
建

設
す
る
こ
と
を
承
諾
し
て
い
る
。
こ
れ
で
二

転
、
三
転
し
た
新
年
度
に
お
け
る
市
営
住
宅

は
安
謝
に
建
設
す
る
こ
と
に
最
終
決
定
し
た

こ
と
に
な
る
。

那
覇
の
町
名
を
七
つ
に
／
行
政

区
画
研
究
会
が
答
申 
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区
画
整
理
に
伴
な
う
旧
那
覇
市
の
町
名
改
正

に
つ
い
て
は
那
覇
市
行
政
区
画
整
理
調
査
研

究
会
（
委
員
長
仲
本
為
美
氏
）
で
慎
重
に
検

討
中
で
あ
っ
た
が
、
二
十
六
日
午
後
二
時
か

ら
那
覇
市
会
議
室
で
再
開
さ
れ
た
委
員
会
で

最
終
的
な
検
討
を
行
な
っ
た
が
結
局
委
員
会

案
ど
お
り
▽
泉
町
▽
元
町
▽
久
米
町
▽
若
松

町
▽
久
茂
地
町
▽
高
橋
町
▽
泊
町
の
七
町
名

に
改
正
す
る
こ
と
に
決
定
、
直
ち
に
市
長
に

答
申
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

旧
那
覇
市
の
町
名
改
正
に
つ
い
て
は
調
査
研

究
会
で
も
再
三
検
討
さ
れ
、
ま
た
さ
る
十
一

日
の
公
聴
会
で
は
旧
泊
を
高
橋
町
と
泊
町
に

二
分
し
た
委
員
会
案
に
対
し
、
泊
復
興
期
成

会
か
ら
「
行
政
上
の
便
利
な
面
の
み
を
考

え
、
た
だ
機
械
的
に
区
分
し
た
こ
と
に
は
賛

成
で
き
な
い
。
旧
泊
を
二
分
す
る
こ
と
に
は

反
対
で
あ
る
」
と
の
陳
情
も
あ
り
、
ま
た
委

員
会
案
の
元
町
（
も
と
ち
ょ
う
）
を
〝
も
と

ま
ち
〟
と
呼
ん
だ
方
が
よ
い
と
の
意
見
も
あ

り
、
結
局
こ
れ
ら
の
意
見
も
尊
重
し
て
委
員

会
の
態
度
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

も
の
。

な
お
調
査
研
究
会
で
決
定
し
た
町
名
案
は
次

の
と
お
り
。

　

泉
町　

旭
町
、
上
泉
町
、
下
泉
町
の
全
地
域
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四
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に
美
栄
橋
町
、
久
茂
地
町
、
字
二
中
前
、
字

楚
辺
の
一
部
。

　

元
町　

西
新
町
、
西
本
町
、
東
町
の
全
地

域
に
通
堂
町
、
上
之
蔵
町
、
天
妃
町
の
一

部
。

　

久
米
町　

辻
町
、
久
米
町
の
全
地
域
に
天

妃
町
、
上
之
蔵
町
、
若
狭
町
、
松
下
町
の
一

部
。

　

若
松
町　

若
狭
町
、
松
山
町
、
松
下
町
、
久

茂
地
町
の
一
部
。

　

久
茂
地
町　

久
茂
地
町
、
美
栄
橋
町
、
松

山
町
、
字
松
尾
、
牧
志
町
の
一
部
。

　

高
橋
町　

崇
元
寺
町
全
地
域
に
前
島
町
、

高
橋
町
、
字
安
里
の
一
部
。

　

泊
町　

重
民
町
全
地
域
に
高
橋
町
、
前
島

町
、
字
上
の
屋
一
部
。

沖
縄
を
祖
国
に
返
せ
！
／
昨
夜

盛
大
に
「
復
帰
協
」
結
成
／

実
現
ま
で
復
帰
叫
ぶ
／
街
に

く
り
出
し
た
ち
ょ
う
ち
ん
行

列
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沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
結
成
大
会
は

二
十
八
日
午
後
六
時
か
ら
那
覇
市
久
茂

地
町
の
タ
イ
ム
ス
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
行

な
わ
れ
た
。
会
場
内
に
は
参
加
団
体
員
約

千
五
百
名
、
場
外
に
は
学
生
や
一
般
民
衆

な
ど
約
千
五
百
名
が
つ
め
か
け
た
。
大
会

は
順
調
に
進
め
ら
れ
、
会
則
案
、
活
動
方

針
な
ど
を
審
議
決
定
し
「
悲
願
実
現
ま
で

祖
国
復
帰
を
叫
ぶ
」
と
大
会
宣
言
を
行
な

っ
た
。

大
き
な
日
の
丸
の
旗
と
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
か
か
げ
た
会
場
に
は
自
民
党
を
の

ぞ
く
各
政
党
代
表
を
は
じ
め
十
七
参
加

団
体
代
表
が
出
席
。
大
会
は
開
会
宣
言
に

つ
づ
い
て
仲
本
沖
青
協
副
会
長
の
司
会

で
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
結
成
準
備
会
か
ら

経
過
報
告
に
つ
づ
い
て
教
職
員
会
、
官
公

労
、
沖
青
協
か
ら
議
長
四
名
が
選
出
さ

れ
、
会
則
案
と
活
動
方
針
案
が
審
議
、
決

定
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
役
員
選
出
に
入
っ
た
が
、
ま
だ
参

加
団
体
が
十
七
に
す
ぎ
な
い
の
で
呼
び
か

け
た
沖
縄
の
全
団
体
の
参
加
が
決
定
し
て

か
ら
会
長
や
役
員
を
選
出
す
る
こ
と
に
な

り
、
当
分
教
職
員
会
、
沖
青
協
、
官
公
労
の

三
団
体
が
世
話
役
と
し
て
運
営
し
て
い
く

こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
沖
縄
の
施
政
権
返
還

に
関
す
る
国
連
へ
の
要
請
決
議
案
、
岸
首
相

の
「
極
東
平
和
の
た
め
に
は
米
国
の
沖
縄
保

有
が
必
要
」
と
い
う
答
弁
に
対
す
る
抗
議
決

議
文
、
米
国
上
、
下
院
に
対
す
る
要
請
文
を

決
議
し
た
。

つ
づ
い
て
農
民
、
学
生
な
ど
各
階
層
代
表
、

自
民
党
を
の
ぞ
く
各
政
党
代
表
の
あ
い
さ

つ
の
の
ち
要
旨
次
の
よ
う
な
宣
言
文
を
採

択
し
た
。

「
今
日
は
八
年
前
に
は
対
日
平
和
条
約

が
発
効
し
、
そ
の
第
三
条
に
よ
っ
て
沖

縄
が
祖
国
か
ら
切
離
さ
れ
た
忘
れ
る
こ

と
の
出
来
な
い
日
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

沖
縄
県
民
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
政

党
政
派
の
違
い
を
こ
え
て
沖
縄
県
の
祖

国
復
帰
協
議
会
に
結
集
し
、
悲
願
実
現

の
日
ま
で
祖
国
復
帰
を
叫
び
つ
づ
け
る

こ
と
を
誓
う
」

最
後
に
「
返
せ
沖
縄
の
歌
」
が
場
内
、
場
外

の
参
加
者
で
斉
唱
さ
れ
盛
況
の
う
ち
に
大
会

を
終
っ
た
。

な
お
、
参
加
団
体
は
官
公
労
、
沖
青
協
、
教
職

員
会
、
那
覇
市
職
労
、
琉
海
労
組
、
自
由
協
、

民
連
、
社
大
党
、
人
民
党
、
社
会
党
、
子
供

を
守
る
会
、
原
水
協
、
市
町
村
議
長

会
、
被
災
者
連
盟
、
沖
縄
繊
維
労
組
、
沖
縄

港
湾
労
組
、
タ
ク
シ
ー
労
組
。

頭
の
痛
い
損
害
賠
償
／
那
覇
市

会
、
与
儀
映
画
館
問
題
の
審

議
へ
／
業
者
が
、
一
万
四
千

ド
ル
要
求 
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・
朝　

１
９
６
０
・
４
・
30
〕

那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
十
九
日
午
前
十

時
半
か
ら
開
会
、
会
期
を
五
日
間
と
き
め

た
あ
と
当
局
提
案
の
「
与
儀
映
画
館
の
損

害
賠
償
請
求
事
件
に
対
す
る
応
訴
に
つ

い
て
」
「
予
算
外
義
務
負
担
の
契
約
締
結

に
つ
い
て
」
の
二
案
件
を
審
議
し
た
が
、

こ
の
日
は
市
当
局
か
ら
提
案
理
由
の
説

明
が
あ
っ
た
だ
け
で
両
案
件
と
も
総
務

委
員
会
に
付
託
し
初
日
の
日
程
を
終
え

た
。

こ
の
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
対
す
る
応
訴
は
、

さ
る
二
月
十
七
日
に
那
覇
市
字
与
儀
三
九
二

番
地
合
名
会
社
双
葉
商
事
代
表
社
員
下
田

〇
〇
氏
が
、
弁
護
士
岸
本
利
男
、
宮
良
長
辰
、

親
泊
英
隆
の
三
氏
を
代
理
人
と
し
那
覇
市
長

兼
次
佐
一
氏
を
相
手
に
一
万
四
千
四
百
七
十

㌦
五
十
九
㌣
の
損
害
賠
償
請
求
を
中
央
巡
裁

に
提
訴
し
て
い
る
の
で
、
那
覇
市
で
も
こ
れ

に
対
し
て
宮
良
寛
才
弁
護
士
を
代
理
人
と
し

て
応
訴
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

な
お
損
害
賠
償
請
求
事
件
は
昨
年
七
月
一
日

に
那
覇
市
字
与
儀
三
九
二
番
地
双
葉
商
事

（
代
表
下
田
〇
〇
氏
）
が
那
覇
市
与
儀
で
映
画

館
を
建
設
す
る
た
め
市
の
許
可
を
得
て
工
事

に
着
手
し
た
が
基
礎
工
事
の
九
〇
％
が
完
成

し
た
と
き
地
元
与
儀
小
校
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
「
教
育
上
好
ま
し
く
な
い
」
と
の
理
由
で

反
対
運
動
が
お
こ
り
ま
た
市
当
局
で
も
「
建

築
確
認
申
請
書
に
現
場
が
相
違
つ
ま
り
敷
地

と
道
路
の
関
係
、
道
路
の
幅
員
と
建
築
物
の

高
さ
が
建
築
基
準
法
違
反
で
あ
る
と
の
理
由

か
ら
同
建
築
許
可
の
取
り
消
し
を
行
な
っ
た

も
の
。
と
こ
ろ
で
市
当
局
の
建
築
許
可
取
消



一
四
八

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
五
月

し
で
原
告
側
の
双
葉
商
事
で
は

▽

建

築

請

負

工

事

施

行

分

の

損

害

六
千
八
百
九
十
㌦
▽
電
気
水
道
工
事
の
没
収

さ
れ
た
契
約
金
二
千
五
百
㌦
▽
道
路
工
事
の

没
収
さ
れ
た
契
約
金
二
千
㌦
▽
家
屋
移
動
費

九
百
五
十
一
㌦
▽
工
事
事
務
所
賃
借
料
六
十

㌦
▽
地
鎮
祭
費
六
十
八
㌦
余
▽
映
写
機
購

入
に
関
し
没
収
さ
れ
た
契
約
金
二
千
㌦
、
計

一
万
四
千
四
百
七
十
㌦
余
が
那
覇
市
当
局
の
行

政
上
の
過
失
で
損
害
を
う
け
て
い
る
の
で
損
害

賠
償
し
て
も
ら
い
た
い
と
請
求
し
て
い
る
。

一
方
市
当
局
で
は
宮
良
寛
才
弁
護
人
を
那
覇

市
の
訴
訟
代
理
人
と
し
て
応
訴
し
よ
う
と
い

う
も
の
だ
が
、
市
議
会
の
一
部
で
は
「
明
ら

か
に
行
政
上
の
過
失
で
あ
る
」
と
の
意
見
も

強
く
、
こ
の
さ
い
市
当
局
の
不
手
際
を
徹
底

的
に
追
及
す
る
と
の
気
配
も
あ
り
、
一
波
乱

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

祖
国
復
帰
を
決
議
／
那
覇
市
の

臨
時
議
会 

 
 
 

　

 

〔
琉
新
・
朝　

１
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６
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・
５
・
５
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与
儀
映
画
館
建
設
の
取
り
消
し
を
め
ぐ
る
損

害
賠
償
請
求
事
件
を
審
議
し
て
い
る
那
覇
市

臨
時
議
会
は
三
日
午
前
十
一
時
か
ら
本
会
議

を
ひ
ら
い
て
、
会
期
を
さ
ら
に
三
日
間
延
長

す
る
こ
と
に
決
め
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
は
三
十
一
名
（
十
一
名
欠
）

が
出
席
、
ま
ず
大
山
総
務
委
員
長
か
ら
「
委

員
会
と
し
て
は
三
十
日
に
現
場
調
査
を
行
な

い
、
そ
の
後
慎
重
に
審
議
を
行
な
っ
て
き
た

が
、
顧
問
弁
護
士
の
意
見
を
き
い
て
委
員
会

と
し
て
の
態
度
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
結

論
を
見
出
す
こ
と
に
は
達
し
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
最
終
結
論
を
出
す
た
め
会
期
を
六
日
ま

で
延
長
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
経
過
報
告

を
す
る
と
と
も
に
、
会
期
延
長
の
動
議
を
提

出
、
各
議
員
と
も
満
場
一
致
で
こ
れ
を
了
認

し
た
。

つ
づ
い
て
新
垣
議
員
か
ら
来
る
五
、
六
日
の

二
日
間
小
倉
市
で
開
か
れ
る
九
州
各
市
議
長

会
に
提
案
す
る
た
め
「
祖
国
日
本
復
帰
要
請

決
議
」
の
動
機
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で

こ
れ
を
採
択
し
た
。
そ
の
他
瀬
名
波
議
員
か

ら
「
沖
縄
特
別
地
域
経
済
開
発
臨
時
処
置
に

対
す
る
基
本
法
設
定
方
要
請
決
議
」
の
動
議

が
提
案
さ
れ
た
が
、
結
局
六
日
の
本
会
議
に

正
式
議
題
と
し
て
上
程
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

決
議　

沖
縄
の
祖
国
復
帰
は
多
年
に
わ
た

る
民
族
的
悲
願
で
あ
り
、
こ
れ
の
完
全
復

帰
は
全
住
民
の
ひ
と
し
く
熱
望
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
問
題
解
決
促
進
の

前
提
と
し
て
対
日
平
和
条
約
第
三
条
の
規

定
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
日
米
相
互
の
理

解
と
信
頼
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
を
早
急
に

廃
止
し
、
沖
縄
諸
島
の
完
全
復
帰
を
強
力

に
推
し
進
め
る
。

や
ま
び
こ
の
鐘
／
き
ょ
う
鳴
り

は
じ
め
式 
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新
・
朝　

１
９
６
０
・
５
・
５
〕

〇
…
兵
庫
県
民
が
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
那
覇

市
に
贈
っ
た
〝
や
ま
び
こ
の
鐘
〟
は
、
す
で

に
那
覇
市
役
所
屋
上
に
取
り
付
け
工
事
も
完

成
、
き
ょ
う
五
月
五
日
の
子
供
の
日
に
鳴
り

初
め
式
が
行
な
わ
れ
る
。
式
典
は
午
後
二
時

か
ら
那
覇
市
役
所
中
庭
で
、
大
田
主
席
、
安

里
立
法
院
議
長
、
仲
松
上
訴
裁
首
席
判
事
お

よ
び
、
兵
庫
県
代
表
の
広
瀬
勝
代
さ
ん
（
兵

庫
県
婦
人
会
長
）
神
戸
市
歌
敷
山
中
校
三
年

生
坂
田
成
一
君
が
参
列
す
る
が
、
と
く
に
子

供
の
日
に
ち
な
ん
で
那
覇
区
各
小
中
高
校
長
、

小
中
校
生
徒
代
表
二
名
も
列
席
し
て
盛
大
に

催
さ
れ
る
。

〇
…
こ
の
〝
や
ま
び
こ
の
鐘
〟
は
兵
庫
県

民
と
那
覇
市
民
と
が
友
愛
の
契
り
を
結
ぼ

う
と
阪
本
兵
庫
県
知
事
の
呼
び
か
け
で
、

三
百
八
十
万
兵
庫
県
民
の
一
円
ず
つ
の
基
金

募
集
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
、
末
長
く
那
覇

市
民
と
兵
庫
県
民
の
友
愛
の
象
徴
と
し
て
市

民
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

〇
…
と
こ
ろ
で
市
役
所
屋
上
に
設
置
さ
れ
た

直
径
四
㍍
、
高
さ
二
㍍
の
円
筒
形
の
台
に
は

十
二
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
取
付
け
ら
れ
、
あ
さ

六
時
に
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
正
午
に
「
わ
れ

は
海
の
子
」
ひ
る
五
時
が
「
ふ
る
さ
と
」
よ

る
の
九
時
が
「
て
ん
さ
ぐ
の
花
」
と
一
日
に

四
回
那
覇
市
内
に
こ
だ
ま
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

兼
次
市
長
の
話　

〝
や
ま
び
こ
の
鐘
〟
が
那

覇
市
に
贈
ら
れ
た
こ
と
は
阪
本
兵
庫
県
知

事
お
よ
び
婦
人
会
、
神
戸
市
当
局
、
毎
日
新

聞
神
戸
支
局
の
四
者
の
熱
意
が
実
を
結
ん

だ
も
の
で
非
常
に
感
謝
に
た
え
な
い
。
こ
の

〝
や
ま
び
こ
の
鐘
〟
の
贈
り
物
は
た
ん
な
る

儀
礼
的
な
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
那
覇
市
民

の
関
心
を
買
う
と
か
、
同
情
的
な
も
の
で
も

な
い
。

ほ
ん
と
う
に
兵
庫
県
民
の
真
心
の
こ
も
っ
た

友
愛
の
贈
り
物
で
あ
る
。
大
口
募
金
を
廃
止

　

し
市
役
所
、
県
庁
の
窓
口
に
基
金
箱
を
設

置
、
県
民
か
ら
一
円
の
基
金
募
集
を
行
な
っ

た
と
い
う
事
実
を
み
て
も
、
い
か
に
多
く
の

人
々
の
魂
が
こ
の
〝
や
ま
び
こ
の
鐘
〟
に
打

ち
込
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
う
か
が

え
よ
う
。

一
円
募
金
で
百
五
十
万
円
を
集
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
口
で
は
簡
単
だ
が
実
行
す
る
こ

と
は
む
つ
か
し
い
。
こ
れ
を
実
現
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
兵
庫
県
民
が
〝
沖
縄
を
忘
れ
な

い
〟
と
い
う
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
こ
の
御
好
意
に
対
し

〝
や
ま
び
こ
の
鐘
〟
を
通
じ
て
兵
庫
県
民
と
那

覇
市
が
ま
す
ま
す
友
愛
の
契
り
を
結
ぶ
よ
う

に
努
力
し
た
い
。



一
四
九

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
五
月

那
覇
市
会
荒
れ
る
／
人
民
党
・

民
連
が
退
場
／
与
儀
映
画
館

の
賠
償
問
題
応
訴
を
決
定 
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１
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６
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与
儀
映
画
館
建
設
取
り
消
し
を
め
ぐ
っ
て

損
害
賠
償
請
求
事
件
を
審
議
中
の
那
覇
市

臨
時
議
会
は
六
日
午
前
十
時
四
十
分
か

ら
本
会
議
を
開
き
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

審
議
し
た
が
、
人
民
党
お
よ
び
民
連
議
員

が
「
市
当
局
の
処
置
は
不
当
で
あ
る
」
と

の
理
由
で
総
退
場
し
た
た
め
、
定
数
に
達

せ
ず
一
時
会
議
を
中
止
す
る
と
い
う
、
一

波
乱
も
あ
っ
た
が
、
結
局
退
場
し
た
人
民

党
お
よ
び
民
連
議
員
を
の
ぞ
い
て
全
員

一
致
で
応
訴
す
る
こ
と
を
可
決
、
午
後
五

時
会
期
八
日
間
の
臨
時
議
会
の
幕
を
閉

じ
た
。

兼
次
市
長
が
「
建
築
許
可
を
取
り
消
し
た
の

は
文
教
地
区
に
指
定
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
。

建
築
基
準
法
違
反
の
立
場
か
ら
許
可
を
取
り

消
し
た
の
で
あ
っ
て
市
当
局
の
処
置
は
正
し

い
。
話
し
合
っ
て
解
決
せ
よ
と
の
意
見
も
あ

る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
か
ら
話
し
合
い
に

よ
る
金
銭
上
の
解
決
は
不
可
能
で
あ
る
。
結

論
と
し
て
は
原
告
の
主
張
を
の
む
と
い
う
こ

と
は
多
数
市
民
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
の
見

解
か
ら
応
訴
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

違
法
を
取
消
し
た
の
で
あ
っ
て
市
長
は
み
じ

ん
も
政
治
責
任
を
感
じ
て
い
な
い
」
と
高
姿

勢
で
の
ぞ
ん
だ
の
に
対
し
、
人
民
党
お
よ
び

民
連
議
員
か
ら
「
話
し
合
い
に
よ
る
問
題
解

決
を
は
か
ろ
う
と
は
し
な
い
で
業
者
の
責
任

に
し
て
い
る
。
問
題
を
こ
じ
ら
せ
た
の
は
市

長
の
責
任
で
あ
る
」
と
し
て
市
長
の
政
治
責

任
を
追
及
す
る
と
と
も
に
、
継
続
審
議
を
強

硬
に
主
張
し
た
が
、
採
決
の
結
果
二
十
対
九

で
否
決
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
人
民
党
お
よ
び

民
連
議
員
九
名
が
一
斉
に
退
場
し
た
た
め
議

員
数
の
半
数
に
達
せ
ず
一
時
会
議
を
中
止
し

た
が
、
渡
口
副
議
長
か
ら
退
場
議
員
に
出
席

す
る
よ
う
再
告
し
こ
れ
に
応
じ
な
い
た
め
市

町
村
自
治
法
の
規
定
「
同
一
事
件
に
再
度
招

集
し
て
も
半
数
に
達
し
な
い
と
き
は
そ
の
限

り
で
な
い
」
で
再
開
、
結
局
退
場
し
た
人
民

党
お
よ
び
民
連
議
員
を
除
い
て
「
損
害
賠
償

請
求
事
件
に
応
訴
す
る
」
こ
と
を
万
場
一
致

で
採
択
し
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
は
開
会
と
同
時
に
休
会
に

入
り
、
大
山
総
務
委
員
長
、
赤
嶺
副
委
員
長

か
ら
三
日
間
に
わ
た
る
総
務
委
で
の
審
議
経

過
を
詳
細
に
説
明
が
あ
っ
て
質
疑
が
行
な
わ

れ
た
が
、
問
題
が
裁
判
問
題
に
発
展
し
て
い

る
の
で
記
録
を
残
さ
な
い
た
め
休
会
中
に
審

議
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
と
、
開
会
し

て
審
議
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
真
っ
向

う
か
ら
対
立
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
議
事
運

営
で
も
み
抜
い
た
が
、
結
局
休
会
中
に
活
発

な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
の
後
午
後
三
時

二
十
分
か
ら
再
開
さ
れ
、
大
山
総
務
委
員
長

か
ら
正
式
に
「
各
関
係
部
課
長
、
顧
問
弁
護

士
、
そ
の
他
専
門
家
の
意
見
を
き
い
て
慎
重

審
査
の
結
果
、
委
員
会
と
し
て
は
原
案
通
り

応
訴
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
」
と
報
告
す
る

と
と
も
に
質
疑
打
切
り
討
論
の
動
議
を
提
出

さ
れ
た
が
、
多
数
決
で
採
択
さ
れ
討
論
に
入

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
黒
潮
議
員
が
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
は

市
民
の
疑
惑
を
生
む
と
し
て
退
場
、
つ
づ
い

て
石
原
議
員
か
ら
継
続
審
議
の
動
議
が
提
出

さ
れ
た
が
、
二
十
対
九
で
否
決
さ
れ
、
人
民

党
お
よ
び
民
連
議
員
は
瀬
名
波
議
員
を
残
し

て
一
斉
に
退
場
、
そ
の
た
め
一
時
会
議
を
中

止
し
た
が
、
退
場
議
員
は
出
席
す
る
よ
う
再

告
さ
れ
て
応
じ
な
い
た
め
自
治
法
の
規
定
で

再
開
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
も
の
。

な
お
最
後
に
宮
里
議
員
か
ら
「
ス
ト
ッ
プ

し
た
土
木
工
事
を
再
開
す
る
た
め
軍
用
地

の
賃
借
料
を
契
約
す
れ
ば
来
る
十
六
日
に

十
一
万
四
千
八
百
余
㌦
の
地
料
が
支
払
わ
れ

る
、
市
長
は
契
約
す
る
意
思
は
な
い
か
」
と

の
緊
急
質
問
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
「
契
約
し
な
く
て

も
地
料
は
支
払
わ
れ
る
、
議
会
で
契
約
す
る

よ
う
可
決
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
執
行
で

き
な
い
の
は
残
念
で
あ
り
申
し
訳
が
な
い
。

し
か
し
反
対
せ
ん
が
た
め
に
契
約
を
拒
否
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
問
題
が
あ
ま
り
に
も

重
大
で
あ
る
の
で
個
人
の
立
場
と
同
じ
よ
う

な
考
え
で
契
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
重
大
問
題
を
現
段
階
に
お
い
て
契
約
す
る

勇
気
は
な
い
。
二
十
二
万
市
民
に
悔
を
残
さ

な
い
た
め
に
も
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
を
加
え

て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

　

黒
潮
議
員　

建
築
基
準
法
の
ミ
ス
は
な
い

か
、
行
政
上
の
責
任
は
残
る
と
日
本
の
そ
の

道
の
権
威
者
は
指
摘
し
て
い
る
、
こ
の
問
題

は
発
端
当
時
二
千
四
、
五
百
㌦
位
の
基
礎
工

事
費
を
市
が
賠
償
し
、
さ
ら
に
市
有
地
と
交

換
す
る
な
ら
ば
工
事
を
取
り
消
し
他
に
移
し

て
も
よ
い
と
原
告
者
は
証
言
し
て
い
る
。
市

長
が
当
時
話
し
合
っ
て
解
決
し
た
な
ら
、
多

額
の
賠
償
請
求
は
な
か
っ
た
と
思
う
、
ま
た

非
公
開
で
審
議
し
た
と
い
う
こ
と
は
市
民
の

疑
惑
を
生
む
の
で
退
場
す
る
。

　

仲
松
議
員　

市
当
局
は
誠
意
を
も
っ
て
解

決
し
よ
う
と
い
う
努
力
が
な
い
。
法
で
争
そ

う
と
い
う
こ
と
は
問
題
解
決
に
努
力
し
て
も
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
最
悪
の
と
き
に

や
る
べ
き
で
あ
る
。
い
ま
か
ら
で
も
遅
く
は

な
い
。
裁
判
を
延
期
し
て
当
事
者
で
納
得
の

い
く
よ
う
話
し
合
う
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
も
基
本
的
に
は
損
害
賠
償
を
す
べ
き
と
思

っ
て
い
る
。
し
か
し
一
万
四
千
余
㌦
と
い
う

請
求
は
多
額
で
あ
る
が
法
以
外
の
最
善
な
方

法
で
話
し
合
っ
た
な
ら
業
者
も
多
額
の
損
害

賠
償
を
請
求
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
そ
こ



一
五
〇

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
五
月

で
臨
時
議
会
で
即
決
す
る
こ
と
に
反
対
し
、

六
月
の
定
例
議
会
ま
で
継
続
審
議
に
す
べ
き

で
あ
る
。

　

宮
里
議
員　

非
公
開
で
審
議
し
た
こ
と
は
、

市
民
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
で
あ
り
勝
訴

す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
公
開
し
た
場
合

原
告
に
有
利
に
な
る
と
の
意
味
か
ら
非
公
開

に
し
た
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
六
月
ま
で
継
続

審
議
に
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
裁
判

も
来
る
十
三
日
に
迫
っ
て
い
る
の
で
も
ち
こ

す
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
、
す
で
に
訴
え
ら

れ
た
以
上
、
市
と
し
て
も
応
訴
す
べ
き
で
あ

る
。

　

石
原
議
員　

継
続
審
査
の
動
議
を
提
出
す

る
審
議
内
容
を
か
く
す
た
め
非
公
開
審
議
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
速
記
録
や
メ
モ
は
残

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
裁
判
か
ら
提
出
す
る
よ

う
要
求
が
あ
れ
ば
拒
否
は
で
き
な
い
と
思
う
。

問
題
を
こ
じ
ら
せ
た
の
は
市
当
局
の
責
任
で

あ
り
、
議
会
が
行
政
上
の
責
任
お
よ
び
裁
判

問
題
ま
で
責
任
を
負
う
必
要
は
な
い
。
そ
こ

で
継
続
審
議
の
動
議
を
提
案
し
た
い
（
採
決

の
結
果
出
席
議
員
二
十
九
名
の
う
ち
賛
成
九

名
で
否
決
さ
れ
る
）　

　

又
吉
議
員　

市
当
局
と
し
て
は
再
三
に
わ

た
っ
て
業
者
に
指
導
助
言
を
行
な
っ
て
お
り
、

ま
た
政
府
の
建
築
審
査
会
で
も
市
当
局
の
処

置
は
妥
当
だ
と
し
て
い
る
。
も
し
応
訴
し
な

い
場
合
は
一
万
四
千
余
㌦
の
請
求
を
認
め
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
、
裁
判
の
結
果
に
よ
っ

て
は
請
求
額
が
半
減
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
の
で
応
訴
す
る
こ
と
に
賛
成
で
あ
る
。

特
別
準
会
員
に
承
認
／
高
良
氏

ら
九
州
市
会
議
長
会
議
に
出

席

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
０
・
５
・
８
〕

【
福
岡
支
局
】
第
三
十
四
回
九
州
市
会
議
長
会

議
は
五
日
理
事
会
に
引
き
続
き
六
日
午
前
十

時
か
ら
小
倉
市
小
倉
ビ
ル
で
開
か
れ
た
。
沖

縄
か
ら
高
良
那
覇
市
会
議
長
の
ほ
か
コ
ザ
市

玉
城
、
石
川
市
大
城
（
代
理
）
、
平
良
市
与
那

覇
の
各
議
長
が
出
席
、
九
州
各
市
八
十
三
名

の
市
会
議
長
ほ
か
事
務
局
長
ら
約
百
八
十
名

が
集
ま
り
熱
心
に
議
題
を
審
議
、
沖
縄
か
ら

提
出
し
た
▽
石
川
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故
に

よ
る
賠
償
金
の
早
期
解
決
▽
戦
前
の
郵
便
貯

金
、
簡
易
保
険
等
の
早
期
支
払
い
と
換
算
率

の
引
き
上
げ
（
一
円
を
一
㌦
に
換
算
す
る
こ

と
）
▽
海
外
引
き
揚
げ
者
給
付
金
の
一
括
買

上
げ
早
期
実
現
▽
講
和
前
の
米
軍
行
為
に
よ

る
損
失
補
償
問
題
の
早
期
解
決
な
ど
の
四
議

題
は
満
場
一
致
可
決
、
全
国
市
議
長
会
議
に

提
案
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
方
面
に
強
力
に
働
き

か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
日
、
高
良
那
覇
市
会
議
長
は
一
行
を
代

表
あ
い
さ
つ
し
た
が
、
と
く
に
講
和
前
の
補

償
問
題
、
日
本
復
帰
に
言
及
日
米
両
国
の
理

解
と
協
力
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
き
た
い
と

語
っ
た
。

な
お
会
長
提
案
で
会
則
第
一
条
を
改
正
沖
縄

各
市
の
議
会
議
長
は
総
会
の
承
認
を
経
て
本

会
の
準
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

し
た
。
議
題
審
議
後
、
沖
縄
は
準
会
員
で
あ

る
が
、
と
く
に
実
行
委
員
（
定
員
十
四
名
）

を
一
名
出
す
こ
と
に
な
り
、
高
良
那
覇
市
会

議
長
が
九
州
市
会
議
長
会
の
実
行
委
員
に
な

っ
た
。

那
覇
市
／
61
年
度
予
算
案
な
る

／
予
算
規
模
二
百
二
十
三
万

余
㌦
／
事
業
費
に
重
点
人
件

費
圧
縮
／
市
営
住
宅
や
埋
立

事
業
を
実
現 

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
０
・
５
・
13
〕

那
覇
市
で
は
新
年
度
予
算
編
成
を
急
い
で

い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
の
で
兼

次
市
長
は
十
二
日
午
後
三
時
か
ら
記
者
会

見
を
行
な
い
、
新
年
度
予
算
案
を
正
式
に

発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
予
算
総
額
が

二
百
二
十
三
万
八
千
六
百
八
十
九
㌦
で
、
現

年
度
の
百
四
十
九
万
六
千
四
百
九
十
九
㌦
に

く
ら
べ
七
十
四
万
二
千
百
九
十
㌦
の
増
と
な

っ
て
い
る
。

新
年
度
予
算
の
編
成
に
当
っ
て
は
〝
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
〟
と
い
っ
た
構
想
か
ら

人
件
費
を
圧
縮
し
事
業
費
に
重
点
を
お
い
て

い
る
。
と
く
に
議
員
報
酬
を
五
十
㌦
、
市
長
報

酬
を
百
二
十
㌦
（
昨
年
の
台
風
被
害
に
ふ
り

向
け
る
た
め
、
議
員
報
酬
七
十
五
㌦
を
五
十

㌦
、
市
長
百
六
十
七
㌦
を
百
二
十
㌦
に
切
下

げ
た
）
の
現
行
通
り
と
し
て
い
る
の
が
注
目

さ
れ
る
。
半
面
、
職
員
は
政
府
に
準
じ
る
た

め
二
㌦
引
上
げ
平
均
給
四
十
八
㌦
、
期
末
手

当
一
割
引
上
げ
十
八
割
を
計
上
し
て
い
る
た

め
、
人
件
費
は
現
年
度
よ
り
八
万
八
千
七
百

余
㌦
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
予
算
総
額
の
比
率
か
ら
す
る

と
現
年
度
の
四
七
・
一
％
に
対
し
三
六
・
三
％

で
十
％
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

経
費
が
結
局
事
業
費
に
ふ
り
向
け
ら
れ
て
い

る
が
特
色
と
さ
れ
る
。

ま
ず
歳
入
面
で
は
市
税
、
財
産
収
入
、
使
用

料
、
そ
の
他
雑
収
入
な
ど
の
自
己
財
源
が

百
五
十
五
万
五
千
六
百
四
㌦
で
現
年
度
よ
り

四
十
一
万
五
千
八
十
七
㌦
、
ま
た
依
存
財
源

が
六
十
八
万
三
千
八
十
五
㌦
で
、
現
年
度
よ

り
三
十
二
万
七
千
百
三
㌦
の
増
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
歳
出
面
で
は
人
件
費
、
物
件
費
な

ど
の
消
費
的
経
費
が
八
十
一
万
二
千
六
百
八

㌦
で
現
年
度
よ
り
十
万
七
千
六
百
十
二

㌦
、
土
木
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
が

百
二
十
六
万
千
四
百
三
十
四
㌦
で
前
年
度
よ
り

六
十
一
万
七
百
五
十
八
㌦
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
新
年
度
に
お
け
る
主
な
事
業
費
は
土

木
関
係
の
七
十
三
万
千
七
百
五
十
㌦
を
筆
頭
に
、



一
五
一

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
五
月

次
い
で
住
宅
建
設
費
な
ど
の
社
会
関
係
事
業
費

が
二
十
一
万
八
千
五
百
三
十
七
㌦
、
そ
の
他
産
業

経
済
費
六
万
二
千
余
㌦
、
労
働
関
係
四
千
三
百
余

㌦
、
保
健
衛
生
三
万
七
千
二
百
三
十
㌦
、
港
湾

施
設
三
万
四
千
四
百
余
㌦
、
自
治
組
織
助
成
費

八
千
五
百
余
㌦
、
消
費
施
設
費
七
千
余
㌦
、
第
二

次
区
画
整
理
計
画
費
五
千
㌦
の
順
と
な
っ
て
い

る
。

　

兼
次
市
長
の
話　

さ
る
二
月
二
十
日
に
予

算
編
成
の
基
本
方
針
を
打
出
し
、
そ
の
後
両

助
役
を
中
心
と
し
て
編
成
作
業
を
急
い
で
い

た
が
、
二
、
三
の
点
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
両

助
役
の
査
定
通
り
で
あ
る
。
新
年
度
予
算
は

新
味
が
な
い
と
い
え
ば
な
い
と
も
い
え
る
が
、

地
方
自
治
体
の
予
算
は
特
別
な
変
動
が
な
い

限
り
例
年
の
く
り
返
し
で
あ
る
。
那
覇
市
の

場
合
も
限
ら
れ
た
財
源
で
な
す
べ
き
仕
事
が

沢
山
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
編
成
に
当
っ
て
は
人
件
費
を
は
じ
め
物

件
費
、
交
際
費
等
の
消
費
的
経
費
は
市
政
運

営
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
必
要
経
費
で
あ

る
が
、
最
小
限
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ

ら
し
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
例
を
あ

げ
る
と
市
会
議
員
報
酬
を
七
十
五
㌦
に
復
活

す
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
他
に
率
先
す

る
立
場
に
あ
る
関
係
上
、
現
行
通
り
五
十
㌦

と
し
た
。

市
長
報
酬
も
百
六
十
七
㌦
に
復
活
す
べ
き
と

い
う
話
も
あ
る
が
、
市
長
メ
ン
ツ
と
い
っ
た

問
題
を
抜
き
に
し
て
助
役
と
同
様
に
百
二
十

㌦
に
し
た
。
ま
た
職
員
給
は
政
府
職
員
給
に

準
じ
る
た
め
二
㌦
増
俸
し
、
期
末
手
当
は
一

割
引
上
げ
十
八
割
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
人

件
費
は
前
年
度
に
く
ら
べ
八
万
八
千
七
百
五

㌦
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

物
件
費
、
諸
支
出
も
最
小
限
度
に
止
め
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
あ
ら
し
め
る
よ
う
編

成
し
た
が
、
消
費
的
経
費
で
も
前
年
度
よ
り

十
万
七
千
六
百
余
㌦
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
数
字
上
は
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
予

算
総
額
の
比
率
は
人
件
費
の
消
費
的
経
費
は

逆
に
十
％
低
く
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と

は
土
木
事
業
を
中
心
と
し
た
投
資
的
経
費
に

ふ
り
向
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
投
資
的

経
費
は
前
年
度
の
六
十
五
万
六
百
七
十
六
㌦

に
対
し
百
二
十
六
万
千
四
百
三
十
四
㌦
で

六
十
一
万
余
㌦
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
事
業
予
算
の
配
分
に
つ
い
て
は
特
殊
事

業
を
除
い
て
は
、
都
市
農
村
の
区
別
な
く
公

平
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

な
お
新
規
事
業
と
し
て
は
市
営
住
宅
建
設
と

国
場
川
、
旭
町
の
埋
立
て
工
事
を
年
度
内
に

完
了
し
、
さ
ら
に
工
場
誘
致
し
、
財
源
確
保

を
は
か
る
と
と
も
に
労
働
問
題
解
決
の
一
助

に
す
る
た
め
予
算
化
し
た
。
教
育
委
員
へ
の

補
助
金
は
現
制
度
上
で
は
妥
当
で
は
な
い
と

思
う
が
、
子
弟
教
育
問
題
で
も
あ
る
し
、
ま

た
現
実
の
問
題
と
し
て
一
万
七
千
㌦
を
計
上

し
た
。
こ
れ
も
次
年
度
か
ら
問
題
に
な
る
と

思
う
。

地
元
の
意
見
を
尊
重
／
那
覇
旧

市
内
／
町
名
変
更
を
検
討 
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６
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・
５
・
22
〕

那
覇
市
行
政
区
画
整
理
調
査
研
究
委
員
会

（
委
員
長
仲
本
為
美
氏
）
で
は
、
二
十
日
ひ

る
一
時
か
ら
市
会
議
室
で
委
員
会
を
ひ
ら
き
、

市
当
局
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
旧
市
内
の
町
名

一
部
変
更
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

委
員
会
で
は
さ
き
に
七
町
名
を
決
定
、
市
長

に
答
申
し
た
も
の
だ
が
、
泊
復
興
期
成
会
で

は
泊
町
の
新
名
称
に
反
対
、
そ
の
代
案
を
市

に
陳
情
し
た
。
市
当
局
で
も
地
域
住
民
の
意

見
を
尊
重
し
て
、
再
び
委
員
会
に
諮
問
し

た
。

泊
復
興
期
成
会
の
代
案
は
、
委
員
会
の
決
定

し
た
高
橋
町
を
泊
町
に
、
泊
町
を
泊
新
町

（
ま
ち
）
に
修
正
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も

の
。
二
十
日
の
委
員
会
は
こ
の
陳
情
を
中
心

に
検
討
し
た
結
果
、
陳
情
通
り
戦
前
の
泊
を

泊
町
、
泊
新
町
の
二
つ
に
分
割
す
る
こ
と
に

決
め
た
。

泊
町
（
崇
元
寺
町
、
前
島
町
、
高
橋
町
、
字

安
里
の
一
部
）
、
泊
新
町
（
重
民
町
、
高
橋

町
、
前
島
町
、
上
之
屋
の
一
部
）
。
市
当
局

は
こ
れ
を
最
終
案
と
し
て
、
議
会
に
提
出
す

る
。

　

那
覇
市
島
袋
企
画
室
長
の
話　

原
則
と
し

て
、
さ
き
の
七
町
名
を
打
ち
出
し
た
わ
け
だ

が
、
泊
町
の
住
民
百
三
十
余
人
が
連
署
で
陳

情
し
て
き
た
の
で
、
そ
の
人
た
ち
の
意
見
を

尊
重
し
て
委
員
会
に
再
諮
問
し
た
。
こ
れ
で

一
段
落
つ
い
た
の
で
、
市
の
最
終
案
と
し
て
、

議
会
に
提
出
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
営
住
宅576

所
帯
を
収
容
／

那
覇
市
三
か
年
計
画
な
る 
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１
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６
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・
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那
覇
市
企
画
室
で
は
、
那
覇
市
営
住
宅
第
一

次
三
か
年
計
画
案
の
作
成
を
急
い
で
い
た
が

こ
の
ほ
ど
、
具
体
案
が
ま
と
ま
っ
た
。
市
で

は
二
十
四
日
あ
さ
九
時
か
ら
助
役
室
で
関
係

部
課
長
会
議
を
ひ
ら
き
、
こ
の
案
を
検
討
し

た
結
果
、
こ
れ
を
最
終
案
と
し
て
強
く
推
し

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
次
三
か
年
計
画
案
で
は
六
三
年
ま
で
に

五
百
七
十
六
所
帯
収
容
す
る
住
宅
を
建
て
る

予
定
で
政
府
補
助
を
得
て
、
家
賃
は
坪
当
た

り
一
㌦
に
す
る
こ
と
を
大
き
く
打
ち
出
し
て

い
る
。
年
度
別
の
計
画
案
は
次
の
通
り
。

【
六
一
年
度
】
建
物
＝
三
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
、
七
・
五
坪
ア
パ
ー
ト
二
棟
（
二
十
四

所
帯
）
十
坪
四
棟
（
七
十
二
所
帯
）
資
金
＝

十
七
万
二
千
三
百
八
十
㌦
全
額
起
債
。

敷
地
＝
那
覇
市
安
謝
、
三
千
二
十
八
坪
家
賃

＝
七
・
五
坪―

八
㌦
二
十
五
㌣
、
十
坪―

十
一



一
五
二

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
五―

六
月

㌦
。

【
六
二
年
度
】
七
・
五
坪
三
棟
（
四
十
八
所
帯
）
、

十
坪
六
棟
（
九
十
六
所
帯
）
、
十
二
坪
六
棟

（
九
十
六
所
帯
）
、
四
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
資
金
＝
起
債
三
十
二
万
九
千
五
百
九
㌦

（
七
〇
％
）
政
府
補
助
十
四
万
九
百
十
五
㌦

（
三
〇
％
）

敷
地
候
補
地
＝
真
和
志
古
島
、
五
千
坪
、
家

賃
＝
七
・
五
坪―

七
㌦
五
十
㌣
、
十
坪―

十

㌦
、
十
二
坪―

十
二
㌦

【
六
三
年
度
】
棟
数
、
資
金
、
家
賃
と
も
六
二

年
度
と
同
規
模
。
敷
地
候
補
地
は
真
和
志
大

石
原
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
六
一
年
度
は
、
政
府
補
助
が
な
い
た

め
、
家
賃
は
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
市
当
局

で
は
今
後
財
源
を
み
つ
け
て
、
坪
当
り
一
㌦

の
線
に
も
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

与
那
原
／
那
覇
と
合
併
を
／
議

会
の
決
議
で
申
し
入
れ 

 
 
 

　

 
 

〔
琉
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与
那
原
町
で
は
去
る
三
月
二
十
六
日
の
定
例

議
会
で
那
覇
市
と
合
併
す
る
こ
と
を
満
場
一

致
で
可
決
し
た
が
、
け
さ
与
那
原
町
小
牧
助

役
は
兼
次
那
覇
市
長
を
訪
れ
、
合
併
決
議
案

を
手
渡
し
た
。
小
牧
助
役
の
話
に
よ
る
と
政

府
の
よ
び
か
け
を
は
じ
め
、
沖
縄
の
代
表
都

市
を
つ
く
る
と
い
う
見
地
か
ら
那
覇
市
と
合

併
す
る
こ
と
は
適
切
な
処
置
で
あ
り
、
隣
接

村
の
南
風
原
村
で
も
合
併
賛
成
を
表
明
し
て

お
り
、
さ
ら
に
町
民
の
世
論
を
と
も
な
っ
て

い
る
の
で
、
合
併
す
る
こ
と
を
満
場
一
致
で

可
決
し
た
。

な
お
政
府
が
さ
き
に
発
表
し
た
那
覇
市
の

合
併
地
域
は
南
風
原
、
西
原
、
与
那
原
、
浦

添
、
豊
見
城
の
五
村
を
那
覇
市
に
合
併
す
る

案
と
な
っ
て
い
る
が
与
那
原
町
が
そ
の
先
頭

を
切
っ
て
那
覇
市
に
申
し
入
れ
た
も
の
。
こ

の
合
併
申
し
入
れ
に
対
し
兼
次
那
覇
市
長
は

喜
ん
で
応
じ
た
い
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

兼
次
那
覇
市
長
の
話　

首
都
建
設
委
員
会

で
も
隣
接
町
村
の
合
併
は
必
然
的
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
話
し
合
っ
て
い
た
。
さ
き

に
政
府
が
合
併
試
案
を
発
表
し
た
時
、
私
と

し
て
は
適
切
妥
当
な
案
だ
と
考
え
て
い
た
。

ま
た
首
里
、
小
禄
、
真
和
志
、
那
覇
を
合
併

し
た
体
験
に
も
と
ず
き
隣
接
町
村
を
含
め
る

大
都
市
建
設
は
最
も
好
ま
し
い
こ
と
だ
。
そ

こ
で
議
会
側
と
も
十
分
連
絡
を
と
っ
て
こ
れ

が
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

土
木
事
業
全
面
ス
ト
ッ
プ
／
市

の
軍
用
地
料
が
入
ら
ず 
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１
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０
・
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・
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那
覇
市
の
土
木
事
業
は
こ
の
と
こ
ろ
全
面
的

に
ス
ト
ッ
プ
、
土
木
課
で
は
手
持
ち
ぶ
さ

た
の
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
〇
年
度
予

算
に
計
上
し
て
い
た
軍
用
地
賃
貸
料
、
市

有
地
の
分
七
万
五
千
百
十
四
㌦
（
一
般

財
産
収
入
）
、
非
細
分
地
（
無
地
番
地
）

二
十
七
万
六
千
七
百
二
十
二
㌦
の
う
ち
、
市

当
局
が
軍
と
賃
貸
契
約
を
し
て
い
な
い
た
め
、

う
ち
八
万
余
㌦
を
受
け
取
っ
た
だ
け
で
、
残

り
の
二
十
七
万
九
百
七
十
六
㌦
（
七
七
％
）

が
未
収
入
に
な
り
、
工
事
が
行
き
詰
ま
っ
た

も
の
。
さ
る
臨
時
議
会
で
も
、
宮
里
敏
慶
議

員
(
ペ
リ
ー
区
)
は
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

兼
次
市
長
に
契
約
し
な
い
理
由
を
た
だ
し
た
。

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
「
子
々
孫
々
の
こ

と
を
思
う
と
き
、
私
は
契
約
す
る
勇
気
を
も

た
な
い
、
か
と
い
っ
て
地
料
が
も
ら
え
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
収
用
宣
告
に
さ
れ
て
も
、
地

料
は
は
い
る
。
た
だ
時
期
的
に
遅
れ
る
だ
け

で
あ
る
」
と
答
え
た
。
議
会
で
は
軍
用
地
の

賃
貸
契
約
を
決
議
ま
で
し
た
が
、
兼
次
市
長

は
こ
れ
を
ハ
ネ
て
い
る
の
で
、
き
た
る
六
月

七
日
か
ら
は
じ
ま
る
定
例
議
会
で
は
市
当
局

の
予
算
編
成
上
の
ま
ず
さ
と
あ
わ
せ
て
、
さ

ら
に
追
及
す
る
構
え
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の

軍
用
地
料
の
未
収
に
よ
っ
て
、
次
の
土
木
事

業
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
お
り
、
六
一
年
度
に
持

ち
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。

旧
朝
日
新
聞
社
横
、
小
禄
伊
知
真
志
線
、
首
里

大
中
区
内
線
、
琉
球
火
災
横
道
路
改
修
、
南
美

栄
橋
鉄
橋
移
設
、
小
禄
ハ
ー
ゲ
ー
ラ
橋
改
修
、

九
区
内
排
水
溝
改
修
、
楚
辺
、
壺
川
、
安
謝

の
排
水
溝
改
修
、
与
儀
排
水
路
改
修
、
小
禄

新
部
落
、
真
和
志
郵
便
局―

ガ
ー
ブ
川
間
排

水
路
改
修
。

市
議
会
議
長
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

大
使
会
見 
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【
東
京
総
局
】
二
十
六
日
午
後
、
全
国
市
町
村

会
議
長
会
議
に
出
席
し
た
、
高
良
那
覇
市
議

長
、
玉
城
コ
ザ
市
議
長
、
大
城
石
川
市
議
長

代
理
の
三
名
は
赤
坂
の
米
大
使
館
を
訪
問
し

て
〝
日
本
復
帰
〟
そ
の
他
、
議
長
会
の
決
議

に
よ
る
沖
縄
問
題
に
つ
い
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

大
使
に
説
明
し
た
。
こ
の
日
、
大
使
館
前
に

お
し
か
け
た
安
保
反
対
の
抗
議
デ
モ
で
騒
々

し
い
空
気
で
あ
っ
た
が
会
談
は
終
始
冷
静
な

ふ
ん
い
き
の
な
か
で
行
な
わ
れ
マ
大
使
は
〝

日
本
復
帰
実
現
ま
で
は
政
治
に
当
る
も
の
の

考
慮
あ
る
行
動
が
の
ぞ
ま
し
い
〟
と
一
行
を

激
励
、
玄
関
ま
で
一
行
を
見
送
っ
た
。

復
興
、
大
半
は
国
庫
補
助
／
本

土
視
察
議
員
が
報
告
書 
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那
覇
市
議
員
渡
口
政
行
、
森
田
孟
松
、
玉
城
正

次
、
糸
数
昌
剛
、
玉
井
栄
二
の
五
氏
は
こ
の

ほ
ど
本
土
視
察
を
終
え
て
帰
っ
て
き
た
。
こ

ん
ど
の
視
察
は
、
本
土
各
都
市
の
戦
災
復
興
、

国
土
開
発
、
市
町
村
の
財
政
、
社
会
福
祉
、
都

市
計
画
、
住
宅
建
設
事
業
な
ど
が
、
国
家
や



一
五
三

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
六
月

県
か
ら
ど
の
よ
う
に
補
助
さ
れ
保
護
さ
れ
て

い
る
か
を
み
る
の
が
大
き
な
ね
ら

い
だ
っ
た
が
、
帰
任
し
た
視
察
議
員
は
い
ず

れ
も
そ
の
額
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
「
全
く

う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い

る
。
視
察
議
員
は
四
日
そ
の
報
告
書
を
ま
と

め
た
。
調
査
対
象
は
、
那
覇
市
と
人
口
が
似

か
よ
っ
た
鹿
児
島
、
小
倉
、
下
関
、
佐
世

保
、
呉
、
和
歌
山
、
広
島
な
ど
が
中
心
。
そ

の
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
。

【
戦
災
復
興
事
業
】
広
島
、
鹿
児
島
を
例
に

と
る
と
、
両
市
と
も
す
で
に
九
〇
％
以
上
の

復
興
を
み
せ
て
い
る
。
戦
災
復
興
事
業
は
最

終
段
階
に
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
那
覇
市
は

四
〇
％
て
い
ど
で
あ
る
。
鹿
児
島
市
は
、
諸

事
業
の
完
成
ま
で
総
工
費
の
約
五
〇
％
が
国

庫
、
一
四
％
県
補
助
で
、
市
の
負
担
は
三
六

％
。
広
島
市
は
国
庫
四
六
・
八
％
、
県
費

二
三
・
四
％
、
市
二
九
・
八
％
。
こ
れ
に
対
し

那
覇
市
は
都
計
法
が
施
行
さ
れ
た
五
六
年
か

ら
五
九
年
ま
で
に
、
年
平
均
の
補
助
は
、
民

政
府
二
六
・
九
％
、
琉
球
政
府
九
・
二
六
％
で
、

本
土
と
は
大
き
い
ひ
ら
き
を
み
せ
て
い
る
。

広
島
、
鹿
児
島
は
昭
和
三
十
三
年
で
戦
災
復

興
事
業
は
終
わ
っ
た
。
そ
の
他
の
建
設
事
業

も
多
く
の
補
助
が
出
さ
れ
て
い
る
。
公
園
を

作
っ
て
市
に
移
管
し
た
り
、
国
有
財
産
を
そ

の
市
町
村
に
払
い
下
げ
る
な
ど
し
て
、
貧
困

の
市
町
村
財
政
を
保
護
し
て
い
る
。

【
社
会
福
祉
】
小
倉
、
下
関
市
に
出
さ

れ
た
昭
和
三
十
四
年
の
福
祉
費
は
小
倉

五

十

三

万

六

千

九

百

十

一

㌦
、

下

関

五
十
一
万
八
千
九
百
七
十
七
㌦
。
五
九
年
度
全

琉
の
社
会
福
祉
費
は
百
五
万
五
千
百
六
十
六

㌦
で
、
両
市
よ
り
七
百
二
十
二
㌦
も
少
な

い
。
昭
和
二
十
八
年
の
全
国
被
保
護
所
帯
数
は

百
九
十
三
万
三
千
所
帯
だ
が
、
昭
和
三
十
二
年

は
、
百
六
十
四
万
九
千
所
帯
に
減
少
し
て
い
る
。

【
市
営
住
宅
】
一
種
か
ら
三
種
ま
で
あ
る
が
一

種
十
・
五
坪
（
単
独
）
に
対
し
国
庫
二
分
の

一
、
二
種
八
・
五
坪
に
三
分
の
二
の
補
助
。
こ

う
し
た
本
土
の
例
を
引
用
、
視
察
議
員
団
は
、

「
民
政
府
な
ら
び
に
琉
球
政
府
は
、
本

土
以
上
の
補
助
を
支
出
し
て
、
那
覇
市
だ
け

で
な
く
、
沖
縄
全
島
の
復
興
を
促
進
す
べ
き

で
あ
る
」
と
、
報
告
す
る
。
な
お
こ
の
視
察

に
は
黒
潮
、
儀
間
、
久
高
の
三
議
員
も
予
定

し
て
い
た
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
が
お
り
ず
（
補

助
申
請
提
出
の
要
求
が
あ
っ
た
）
渡
航
で
き

な
か
っ
た
。

那
覇
市
定
例
議
会
開
く
／
水
難

都
市
の
汚
名
を
返
上
／
兼
次

市
長
施
政
方
針
／
十
日
か
ら

日
間
一
般
質
問 
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那
覇
市
第
三
十
八
回
定
例
議
会
は
七
日

午
前
十
時
半
か
ら
開
会
さ
れ
、
ま
ず

一
九
六
一
年
度
予
算
案
を
ふ
く
む
議
案

三
十
件
と
諮
問
案
六
件
の
提
案
理
由
の
説

明
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
会
期
を
六
月
三
十

日
ま
で
の
二
十
四
日
間
と
決
め
た
あ
と
兼

次
市
長
の
施
政
方
針
が
あ
り
初
日
の
日
程

を
終
え
た
。

兼
次
市
長
の
施
政
方
針
は
約
十
五
分
間
に
わ

た
っ
て
読
み
あ
げ
ら
れ
、
と
く
に
埋
立
事
業

を
実
現
し
て
企
業
を
誘
致
、
財
源
の
培
養
と

就
職
難
の
緩
和
お
よ
び
学
校
敷
地
の
問
題
解

決
を
は
か
る
。
市
営
住
宅
を
建
設
し
市
民
の

住
宅
難
を
解
消
す
る
。
そ
の
他
河
川
工
事
を

実
施
し
て
水
難
都
市
の
汚
名
を
返
上
す
る
こ

と
な
ど
十
大
事
業
の
実
施
を
強
調
し
た
。

ま
た
施
政
の
基
本
方
針
と
し
て
は
就
任
当
時

に
声
明
し
た
超
党
派
で
の
ぞ
む
こ
と
を
重
ね

て
表
明
し
、
市
長
が
一
党
一
派
や
思
想
宗
教

を
同
じ
う
す
る
特
定
の
者
に
政
治
を
行
な
う

こ
と
は
市
民
に
対
す
る
反
逆
行
為
で
あ
る
と

の
べ
、
あ
く
ま
で
不
偏
不
党
の
政
治
を
行
な

う
こ
と
を
強
調
し
た
。

な
お
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問

は
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行

な
わ
れ
る
。

次
は
施
政
方
針
要
旨

那
覇
市
の
復
興
が
日
本
本
土
の
各
都
市
と
比

較
し
て
お
く
れ
て
い
る
理
由
は
国
家
補
助
金

が
少
な
い
こ
と
と
、
市
民
の
税
負
担
能
力
の

低
さ
が
原
因
で
あ
る
。
そ
こ
で
六
一
年
度
も

六
〇
年
度
の
資
金
計
画
に
基
い
て
事
業
を
推

進
す
る
。

つ
ま
り
①
諸
事
業
の
中
で
比
較
的
安
易
な
も

の
は
自
己
財
源
で
行
な
う
②
道
路
、
橋
梁
、
河

川
工
事
な
ど
の
都
市
計
画
事
業
は
民
政
府
お

よ
び
琉
球
政
府
の
補
助
金
に
そ
の
資
金
を
求

め
る
③
埋
立
、
水
道
、
区
画
整
理
事
業
の
財

源
は
起
債
に
求
め
る
④
市
債
償
還
年
限
の
延

長
、
利
息
引
下
げ
に
よ
っ
て
貧
困
財
政
の
緩

和
を
は
か
る
。

以
上
の
四
項
目
か
ら
資
金
計
画
で
一
九
六
一

年
度
は
次
の
十
大
事
業
の
実
現
に
努
力
し
た

い
。

　

一
、
埋
立
事
業
に
よ
っ
て
土
地
を
造
成
し
、

も
っ
て
企
業
の
誘
置
を
行
な
い
財
源
の
培
養
、

就
労
難
の
緩
和
お
よ
び
学
校
敷
地
問
題
の
解

決
を
は
か
る
。

　

二
、
市
営
住
宅
建
設
計
画
に
基
づ
き
住
宅

を
建
設
し
市
民
の
住
宅
難
を
解
消
す
る
。

　

三
、
現
実
に
即
応
す
る
都
市
計
画
の
変
更

を
行
な
い
ガ
ー
ブ
川
、
安
里
川
の
河
川
工
事

を
実
施
し
て
水
難
都
市
の
汚
名
を
返
上
す
る
。

　

四
、
家
畜
の
奨
励
、
農
道
、
か
ん
が
い
、
排

水
、
港
湾
な
ど
の
施
設
を
行
な
い
農
、
水
産

業
の
振
興
を
は
か
る
。

　

五
、
水
道
施
設
を
完
備
し
て
全
市
に
配
水

を
行
な
い
市
民
の
水
不
便
を
解
消
す
る
。

　

六
、
じ
ん
あ
い
の
処
理
公
衆
便
所
の
増
設

街
路
お
よ
び
小
公
園
の
植
樹
を
実
施
し
て
住
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み
よ
い
美
し
い
街
を
つ
く
る
。

七
、
逐
次
区
画
整
理
事
業
地
域
を
ひ
ろ
げ
て

文
化
都
市
の
建
設
を
行
な
う
。

八
、
那
覇
商
工
会
議
所
を
育
成
し
て
中
小
企

業
の
振
興
を
は
か
る
。

九
、
行
政
区
画
整
理
を
実
施
す
る
と
と
も
に

地
域
自
治
組
織
を
育
成
強
化
す
る
。

十
、
軍
民
両
政
府
の
財
政
援
助
な
ら
び
に
内

外
同
胞
の
御
協
力
を
得
て
市
庁
舎
を
建
設
す

る
。

　

会
期
二
十
四
日
／
三
十
日
に
閉
会

七
日
開
会
し
た
第
三
十
八
回
那
覇
市
定
例
議

会
の
会
期
は
三
十
日
ま
で
の
二
十
四
日
間
で

日
程
は
次
の
通
り
。

▽
七
日
＝
施
政
方
針
並
に
議
案
上
程
理
由
説

明
▽
十
日
、
十
一
日
＝
施
政
方
針
に
対
す
る

一
般
質
問
▽
十
三
日
＝
議
案
上
程
質
疑
委
員

会
付
託
▽
十
四
、
十
五
、
十
六
、
十
七
、
十
八
、

二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
日

＝
委
員
会
で
付
託
事
件
の
審
査
▽
二
十
七
日

＝
議
案
上
程
、
委
員
会
審
査
報

告
、
質
疑
討
論
表
決
▽
二
十
九
日
＝
陳
情
案

件
上
程
、
委
員
会
審
査
報
告
質
疑
討
論
表
決

▽
三
十
日
＝
閉
会

那
覇
市
議
会
／
兼
次
市
長
に
質

問
集
中
／
軍
用
地
料
契
約
問

題
で
大
荒
れ 
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さ
る
七
日
開
会
し
た
那
覇
市
第
三
十
八
回
定

例
議
会
は
、
十
日
午
前
十
時
半
再
開
、
兼
次

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行

な
っ
た
。
こ
の
日
の
一
般
質
問
に
は
、
ま
ず

新
垣
松
助
議
員
が
「
軍
用
土
地
料
を
契
約
し

な
い
た
め
歳
入
面
に
欠
陥
を
き
た
し
そ
の
た

め
土
木
事
業
が
中
止
と
な
っ
て
い
る
。
市
長

は
施
政
方
針
で
百
の
理
論
よ
り
ひ
と
つ
の
実

行
で
あ
る
、
さ
ら
に
超
党
派
を
声
明
し
な
が

ら
議
会
で
決
議
さ
れ
た
軍
用
地
料
の
契
約
を

無
視
し
て
い
る
が
、
永
久
に
那
覇
市
の
軍
用

地
料
を
強
制
収
用
さ
せ
る
の
か
」
と
激
し
く

追
及
し
た
。

つ
づ
い
て
宮
里
議
員
も
「
市
長
が
軍
用
地
料

を
契
約
し
な
い
こ
と
は
軍
に
た
い
す
る
非
協

力
に
な
る
。
こ
れ
で
は
民
政
府
の
援
助
が
得

ら
れ
な
い
」
と
追
い
打
ち
を
か
け
る
、
な
ど

は
じ
め
か
ら
軍
用
地
料
契
約
問
題
に
集
中
し

た
。

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
「
軍
用
地
料
を
契

約
し
な
い
で
歳
入
欠
か
ん
を
き
た
し
て
い
る

こ
と
は
申
し
訳
な
い
。
契
約
し
な
く
て
も
地

料
が
取
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た

だ
時
期
的
に
お
く
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
今
後

は
予
算
編
成
に
な
ん
ら
影
響
は
な
い
」
と
答

弁
し
た
。
つ
づ
い
て
高
良
議
員
か
ら
休
け
い

中
に
「
施
政
方
針
は
す
べ
て
軍
用
地
料
と
関

連
す
る
の
で
質
問
を
軍
用
地
料
に
焦
点
を
し

ぼ
っ
て
納
得
の
い
く
ま
で
論
議
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
」
と
提
案
し
た
た
め
、
瀬
名
波
議
員

が
「
い
ま
に
な
っ
て
軍
用
地
料
に
焦
点
を
し

ぼ
る
の
は
納
得
が
い
か
な
い
、
不
審
な
点
が

あ
れ
ば
こ
の
前
の
議
会
で
徹
底
的
に
審
議
す

べ
き
で
あ
っ
た
」
と
真
向
う
か
ら
反
論
し
た

た
め
各
議
席
か
ら
「
何
を
い
う
か
」「
土
木
工

事
の
ス
ト
ッ
プ
が
問
題
だ
」
「
こ
の
問
題
は
、

き
ょ
う
ま
で
待
っ
て
い
た
の
だ
」
と
激
烈
な

ヤ
ジ
が
飛
ぶ
な
ど
、
議
会
は
最
初
か
ら
軍
用

地
契
約
問
題
を
め
ぐ
っ
て
大
荒
れ
に
荒
れ
た
。

な
お
午
後
も
引
続
き
一
般
質
問
が
つ
づ
け
ら

れ
た
。

兼
次
市
長
不
信
任
の
動
き
／
那

覇
市
議
会
一
般
質
問
続
く
／

も
め
る
軍
用
地
料
契
約
／
再

決
議
拒
否
す
れ
ば
責
任
追
及 
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十
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
再
開
し
た
那
覇
市

本
会
議
は
、
午
後
も
兼
次
市
長
に
対
す
る

一
般
質
問
を
行
な
っ
た
が
、
午
前
中
に
引

続
い
て
も
っ
ぱ
ら
軍
用
土
地
賃
貸
契
約
問

題
に
つ
い
て
質
問
が
集
中
し
た
。
と
く
に

民
連
議
員
を
除
く
他
派
議
員
は
軍
用
地
料

の
未
収
入
で
土
木
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
る
点
を
重
視
。
こ
れ
は
「
市
長
が
議
会

の
決
議
を
無
視
し
て
軍
用
地
料
の
契
約
を

拒
否
し
て
い
る
の
が
原
因
で
あ
る
」
と
激

し
く
追
及
す
る
と
と
も
に
、
又
吉
議
員
か

ら
「
市
長
の
反
省
を
促
す
た
め
に
再
度
軍

用
土
地
賃
借
の
契
約
締
結
を
議
会
で
再
決

議
し
た
い
」
と
の
動
議
が
多
数
決
で
採
択

さ
れ
た
。

そ
の
た
め
議
会
の
一
部
で
は
「
兼
次
市
長
が

議
会
の
再
決
議
を
無
視
し
、
こ
れ
を
拒
否
す

れ
ば
議
会
軽
視
で
あ
り
、
も
早
や
不
信
任
以

外
は
な
い
」
と
の
強
硬
な
態
度
で
の
ぞ
ん
で

い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
が
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
く
か
今
後
の
成
り
行
き
が

注
目
さ
れ
る
。
な
お
き
ょ
う
十
一
日
も
午
前

十
時
か
ら
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
る
。
午
後

の
一
般
質
問
で
は
民
連
派
議
員
を
除
く
各
議

員
は
市
長
が
議
会
の
決
議
を
無
視
し
て
軍
用

地
料
の
契
約
を
拒
否
し
て
い
る
た
め
現
年
度

に
歳
入
欠
陥
を
き
た
し
、
土
木
工
事
を
全
面

的
に
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
原
因
は
市

長
の
独
善
的
に
あ
る
と
徹
底
的
に
追
及
、
市

長
個
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
軍
用
土
地
賃
貸

の
契
約
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
市
民
に
対

す
る
反
逆
で
あ
る
と
追
い
討
ち
を
か
け
た
。

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
「
契
約
す
る
こ
と

は
国
際
法
的
に
み
て
違
法
で
あ
る
。
契
約
す

る
と
い
う
こ
と
は
琉
球
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
が
契
約
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
琉
球
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政
府
は
外
国
政
府
と
契
約
す
る
資
格
は
な
い
。

要
す
る
に
代
行
機
関
で
あ
る
琉
球
政
府
に
契

約
す
る
権
限
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
自
分
と

し
て
は
契
約
す
る
こ
と
は
将
来
市
民
に
悔
を

残
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
契
約
す
る
勇

気
が
な
い
。
ま
た
契
約
し
な
く
て
も
地
料
は

も
ら
え
る
。
た
だ
時
期
的
に
お
く
れ
る
だ
け

で
あ
る
」
と
答
弁
し
た
。

そ
の
あ
と
又
吉
議
員
か
ら
「
軍
用
土
地
賃
貸

の
契
約
を
議
会
で
再
決
議
し
、
早
急
に
事
業

を
再
開
す
る
よ
う
市
長
の
反
省
を
促
し
た

い
」
と
の
緊
急
動
議
を
提
出
、
こ
の
動
議
を

め
ぐ
っ
て
民
連
議
員
と
他
派
議
員
と
が
真
っ

向
か
ら
対
立
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
も
み
続

け
た
。
民
連
議
員
は
「
歳
入
欠
陥
を
生
じ
た

責
任
は
追
及
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
軍
用
地
料
の
契
約
問
題
に
責
を
負

わ
す
べ
き
で
な
い
。
市
長
が
こ
の
歳
入
欠
陥

を
他
に
財
源
を
求
め
る
献
身
的
な
努
力
が
足

り
な
か
っ
た
点
を
あ
く
ま
で
追
及
す
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
見
解
に
対
し
、
他
派
議
員
は

「
現
実
に
工
事
が
不
執
行
と
な
っ
て
い
る
の

は
軍
用
地
料
を
契
約
し
な
い
た
め
で
あ
る
。

市
長
は
個
人
的
な
見
解
か
ら
軍
用
地
料
の
契

約
を
拒
否
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
実
を
無

視
し
た
市
長
の
独
善
的
行
為
で
あ
る
」
と
反

論
、
結
局
賛
否
両
論
続
出
し
た
た
め
大
山
議

員
か
ら
「
見
解
の
相
違
で
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
一
致
点
は
見
出
せ
な
い
。
討
議
打
切

り
で
表
決
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
動
議
で

三
十
四
名
出
席
の
う
ち
二
十
三
名
の
多
数
決

で
再
決
議
を
行
な
い
、
午
後
四
時
過
ぎ
散
会

し
た
。
次
は
主
な
討
論
要
旨
。

　

高
良
議
長
の
話　

議
会
と
し
て
は
軍
用
地

料
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
再
決
議
し
た
。

こ
れ
で
絶
対
多
数
で
再
確
認
し
た
こ
と
に
な

る
の
で
、
も
早
や
後
に
は
引
け
な
い
。
結
局

市
会
の
決
議
を
そ
の
ま
ま
押
し
通
す
こ
と
に

な
る
が
、
市
長
が
こ
れ
に
応
じ
な
い
で
拒
否

す
れ
ば
市
長
不
信
任
を
提
案
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
今
後
の
問
題
は
市
長
の
態
度
ひ
と
つ

に
か
か
っ
て
い
る
。

　

兼
次
市
長
の
話　

議
会
が
再
決
議
し
た
か

ら
と
い
っ
て
い
ま
す
ぐ
ど
う
と
は
答
え
ら
れ

な
い
。
要
す
る
に
議
長
か
ら
再
決
議
し
た
こ

と
に
つ
い
て
の
正
式
文
書
が
き
た
う
え
で
検

討
し
て
み
た
い
。
現
段
階
で
は
そ
れ
だ
け
し

か
い
え
な
い
。

那
覇
市
会
／
治
水
対
策
を
ヤ
リ

玉
に
／
日
程
変
更
で
水
道
問

題
を
追
及 
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兼
次
市
長
の
施
政
方
針
に
た
い
す
る
一
般
質

問
は
十
一
日
午
後
一
時
十
五
分
か
ら
再
開
さ

れ
た
が
、
午
後
の
一
般
質
問
は
ほ
と
ん
ど

「
水
難
都
市
の
汚
名
を
返
上
す
る
と
い
う
」
市

長
の
施
政
方
針
に
対
し
、
予
算
処
置
が
わ
ず

か
七
万
㌦
し
か
計
上
さ
れ
て
な
い
こ
と
を
指

摘
、
さ
ら
に
ガ
ー
ブ
川
、
安
里
川
以
外
の
河

川
工
事
に
な
ん
ら
予
算
化
し
て
な
い
消
極
さ

を
激
し
く
追
及
し
た
。

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
「
水
難
都
市
の
汚

名
返
上
は
新
年
度
予
算
だ
け
で
は
不
可
能
で

あ
る
、
施
政
方
針
の
目
標
は
予
算
内
容
の
説

明
で
な
く
施
策
と
し
て
打
出
し
た
も
の
で
あ

る
」
と
答
え
た
。

つ
づ
い
て
渡
口
議
員
は
水
道
課
の
不
正
を
突

き
注
目
さ
れ
た
。
な
お
日
程
を
変
更
し
、
あ

す
十
三
日
も
午
前
十
時
か
ら
一
般
質
問
が
行

な
わ
れ
る
。

　

仲
松
議
員　

治
水
対
策
に
つ
い
て
市
で
は

施
政
方
針
で
「
水
難
都
市
の
汚
名
を
返
上
す

る
と
い
っ
て
い
る
」
が
こ
れ
は
那
覇
市
の
責

任
に
お
い
て
実
現
で
き
る
よ
う
な
印
象
を
与

え
て
い
る
七
万
㌦
の
予
算
で
水
難
都
市
の
汚

名
を
返
上
で
き
る
か
、
ま
た
治
水
対
策
は
ガ

ー
ブ
川
安
里
川
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
他

の
河
川
に
つ
い
て
は
一
言
も
ふ
れ
て
は
い
な

い
。

　

市
長　

こ
れ
は
予
算
だ
け
で
は
不
可
能
で

あ
る
。
施
政
方
針
の
目
標
は
予
算
内
容
の
説

明
で
は
な
く
、
施
策
と
し
て
か
か
げ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
も
で
き
る

だ
け
予
算
化
し
て
実
施
し
た
い
。
勿
論
政
府

の
積
極
的
な
援
助
が
必
要
で
あ
る
。

　

石
原
議
員　

ガ
ー
ブ
川
、
安
里
川
以
外
の

河
川
は
す
べ
て
政
府
の
責
任
で
あ
る
と
し
て
、

な
ん
ら
予
算
化
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
市
長
の

施
政
方
針
で
あ
る
「
安
易
な
工
事
は
自
己
財

源
で
や
る
」
と
い
う
意
思
に
反
し
て
い
る
と

思
う
が
。

　

真
栄
田
議
員　

市
長
は
さ
る
議
会
で
軍
民

政
府
が
那
覇
市
の
治
水
対
策
に
補
助
金
を
交

付
し
な
け
れ
ば
総
辞
職
す
る
と
い
っ
て
い
る
。

辞
職
の
時
期
は
六
一
年
度
予
算
編
成
時
期
で

あ
る
と
い
っ
た
が
市
長
は
重
ね
て
辞
職
を
表

明
す
る
意
思
は
あ
る
か
。

　

市
長　

軍
民
政
府
が
補
助
金
を
計
上
し
な

い
場
合
、
市
長
も
市
会
も
総
辞
職
す
る
と
い

う
決
意
を
ひ
れ
き
す
れ
ば
必
ず
得
ら
れ
る
と

表
明
し
た
。
し
か
る
に
議
会
は
総
辞
職
す
る

と
い
う
意
思
は
な
か
っ
た
。
い
ま
に
な
っ
て

辞
職
を
決
意
す
る
意
思
が
あ
る
か
と
い
っ
て

も
無
意
味
で
あ
る
。
皆
様
が
当
時
総
辞
職
を

断
行
す
る
と
い
う
決
意
を
示
し
て
い
た
な
ら
、

い
ま
ご
ろ
は
補
助
金
が
得
ら
れ
た
も
の
と
確

信
し
て
い
る
。

　

真
栄
田
議
員　

総
辞
職
は
市
長
と
議
会
と

一
緒
に
や
る
の
か
。
そ
れ
と
も
市
長
単
独
で

も
や
る
の
か
、
と
さ
る
九
日
議
会
で
質
し
た

の
に
対
し
、
市
長
は
効
果
が
あ
れ
ば
単
独
で

も
や
る
と
表
明
し
た
。
補
助
金
が
得
ら
れ
な

い
現
在
、
い
ま
で
も
そ
の
意
思
は
あ
る
の
か
。

　　

市
長　

総
辞
職
を
断
行
す
る
こ
と
で
効
果
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六

一
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六
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六
月

が
あ
る
な
ら
い
ま
で
も
総
辞
職
す
る
の
に
や

ぶ
さ
か
で
な
い
。

　

渡
口
議
員　

水
道
事
業
が
発
足
し
て
す
で

に
十
年
に
な
る
。
現
在
に
お
い
て
も
夏
の
渇

水
期
は
断
水
し
て
市
民
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
。
市
民
の
中
に
は
水
道
課
は
事
前
の
準
備

が
足
り
な
い
と
非
難
し
て
い
る
。
断
水
し
な

い
よ
う
最
善
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

高
良
水
道
課
長　

昨
年
の
よ
う
な
断
水
は

な
い
が
、
市
外
の
高
台
地
は
、
あ
る
て
い
ど

断
水
は
あ
る
と
思
う
。
市
と
し
て
も
最
善
の

努
力
を
し
た
い
。

　

渡
口
議
員　

与
儀
の
水
道
ポ
ン
プ
施
設
は

予
算
処
置
も
講
せ
ず
に
や
っ
た
と
い
う
が
、

こ
れ
は
国
吉
課
長
の
唯
我
独
尊
的
な
行
為
で

あ
る
。
さ
ら
に
水
道
課
で
は
国
吉
課
長
不
信

任
の
声
も
あ
る
と
き
い
て
い
る
、
水
道
課
人

事
が
情
実
人
事
で
、
し
か
も
部
下
の
意
見
も

き
か
な
い
で
独
裁
的
に
や
っ
た
と
い
う
の
は

許
せ
な
い
。
今
後
事
務
処
理
、
人
事
の
面
で

も
公
平
無
私
に
や
っ
て
疑
惑
の
な
い
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

国
吉
課
長　

与
儀
の
ポ
ン
プ
場
施
設
は
私

一
人
の
責
任
で
は
な
い
。
住
民
が
困
っ
て
い

た
の
で
施
設
し
た
。
予
算
処
置
な
し
で
や
っ

た
と
い
う
こ
と
は
お
わ
び
す
る
。
た
だ
私
一

人
で
独
断
的
に
や
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
は
心

外
で
あ
る
。
ま
た
仕
事
上
で
と
か
く
い
わ
れ

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

那
覇
市
会
／
水
道
料
金
が
高
す

ぎ
る
／
学
校
敷
地
観
光
事
業

な
ど
兼
次
市
長
に
迫
る 
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兼
次
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問

は
前
日
に
引
き
続
き
十
三
日
午
前
十
時
半
か

ら
再
開
さ
れ
た
が
、
午
前
中
は
高
良
議
員
か

ら
「
水
道
料
金
の
高
い
こ
と
を
指
摘
し
、
今

後
値
下
げ
可
能
で
あ
る
か
」
に
つ
い
て
質
し

た
。

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
「
水
道
料
金
が
高

い
こ
と
は
認
め
る
が
、
現
在
少
し
で
も
値
下

げ
す
る
と
次
の
拡
大
工
事
に
支
障
を
き
た

す
」
と
答
弁
し
た
。

つ
づ
い
て
大
山
議
員
は
「
事
業
を
促
進
す
る

た
め
三
十
日
ま
で
軍
用
地
料
を
契
約
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
要
望
す
る
と
と
も
に
「
学
校

敷
地
問
題
、
水
道
問
題
、
観
光
事
業
問
題
」

な
ど
に
つ
い
て
追
及
し
た
。

　

高
良
議
員　

市
長
は
比
較
的
安
易
な
事
業

は
自
己
財
源
で
行
な
う
と
四
項
目
か
ら
な
る

資
金
計
画
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
浄
水
場

は
莫
大
な
予
算
を
要
す
る
。
こ
れ
は
安
易
な

事
業
と
見
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
政
府
や
民
政

府
に
補
助
金
を
要
請
し
な
か
っ
た
か
。

　

市
長　

起
債
を
も
っ
て
や
る
事
業
と
な
っ

て
い
る
。
補
助
金
要
請
は
首
都
建
設
か
ら
も

再
三
要
請
し
て
い
る
。
新
年
度
は
ど
う
し
て

も
起
債
に
求
め
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
今
後

も
総
合
計
画
に
も
と
づ
い
て
や
り
た
い
。

　

高
良
議
員　

合
併
に
よ
っ
て
水
道
事
業
は

相
当
な
資
金
を
要
す
る
。
地
域
の
拡
大
人
口

増
に
よ
る
も
の
と
思
う
が
、
那
覇
市
の
水
道

料
金
は
非
常
に
高
い
。
市
民
生
活
を
豊
か
に

す
る
に
は
水
道
料
金
を
安
く
す
べ
き
で
あ
る
、

市
民
は
水
道
料
金
は
高
い
と
い
い
な
が
ら
も

仕
方
な
く
利
用
し
て
い
る
実
情
で
あ
る
。
現

在
の
水
道
料
金
を
基
礎
に
し
て
起
債
事
業
を

す
る
の
か
、
将
来
の
水
道
料
金
の
値
下
げ
に

つ
い
て
知
り
た
い
。

　

市
長　

那
覇
市
の
水
道
料
金
は
確
か
に
高

い
、
し
か
し
わ
ず
か
で
も
値
下
げ
し
た
場
合
、

次
の
拡
大
工
事
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な

る
の
で
思
い
止
ま
っ
た
。
高
い
こ
と
を
知
り

な
が
ら
値
下
げ
で
き
な
い
実
情
で
あ
る
。

　

大
山
議
員　

市
民
の
た
め
に
ど
し
ど
し

仕
事
す
る
と
い
う
意
味
で
、
市
長
は
三
十
日

ま
で
に
軍
用
地
料
に
契
約
す
る
よ
う
要
望

す
る
。
ま
た
助
役
、
部
課
長
も
自
信
を
持
っ

て
市
長
に
契
約
す
る
よ
う
進
言
し
て
も
ら

い
た
い
。

ま
た
施
政
方
針
で
埋
め
立
て
事
業
で
学
校

敷
地
の
解
決
を
は
か
る
と
い
っ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
方
針
を
知
り
た
い
。

　

市
長　

現
在
の
学
校
敷
地
は
十
万
余
坪
が

私
有
、
市
有
地
、
県
有
地
と
な
っ
て
い

る
。
埋
め
立
て
事
業
な
ど
に
よ
っ
て
代
替
地

を
考
慮
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
は
無
償
で

払
い
下
げ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
現
在
発

表
の
段
階
で
な
い
。

　

大
山
議
員　

観
光
事
業
に
つ
い
て
予
算
面

に
反
映
さ
れ
て
な
い
。
平
和
慰
霊
像
建
設
が

首
里
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
像
が
予
定
通
り

実
現
す
る
た
め
積
極
的
な
補
助
政
策
を
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

さ
し
当
た
り
首
里
末
吉
一
帯
を
公

園
化
す
る
た
め
測
量
を
計
画
し
て
い
る
。
ま

た
近
く
本
土
か
ら
技
術
者
が
来
島
す
る
の
で

こ
れ
の
調
査
結
果
に
も
と
づ
い
て
具
体
的
な

方
針
を
打
ち
出
し
た
い
。

那
覇
市
会
／
〝
議
員
は
名
誉
職

で
な
い
〟
／
兼
次
市
長
と
報

酬
問
題
で
一
も
み 
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十
三
日
ひ
る
一
時
十
五
分
か
ら
再
開
さ
れ
た

兼
次
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問

は
、
最
終
日
と
あ
っ
て
時
間
を
延
長
し
午
後

六
時
四
十
分
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
午
後
の
一

般
質
問
で
は
煤
煙
対
策
、
治
水
対
策
、
自
治

組
織
の
育
成
強
化
策
、
農
漁
民
対
策
な
ど
に

質
問
が
集
中
し
た
。

ま
た
仲
松
議
員
は
議
員
報
酬
問
題
を
取
上
げ
、

ま
ず
委
員
会
で
の
審
議
状
況
を
説
明
し
た
あ

と
「
議
員
報
酬
は
議
員
活
動
を
助
け
て
い
く

い
わ
ば
賃
金
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
に
要
す

る
必
要
経
費
は
動
か
せ
な
い
の
で
予
算
案
審



一
五
七

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
六
月

議
の
さ
い
慎
重
に
検
討
し
た
い
、
市
長
は
い

ま
で
も
議
員
に
三
十
五
㌦
の
価
値
し
か
な
い

と
み
て
い
る
の
か
」
と
質
し
た
。

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
「
三
十
五
㌦
の
価

値
し
か
な
い
と
答
弁
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ

は
議
事
録
を
調
べ
て
み
な
い
と
な
ん
と
も
い

え
な
い
。
新
年
度
に
五
十
㌦
を
計
上
し
た
の

は
最
小
の
経
費
で
最
大
な
奉
仕
を
し
て
も
ら

う
意
味
か
ら
で
あ
る
」
と
答
弁
し
た
。

な
お
十
四
日
は
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開

き
、
上
程
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
に
付
託

す
る
。

　

儀
間
議
員　

住
み
よ
い
衛
生
的
な
都
市
を

つ
く
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
那
覇
市
に
は
現

在
ば
い
煙
問
題
が
世
論
と
な
っ
て
い
る
、
こ

れ
に
対
し
市
当
局
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

か
。

　

中
村
衛
生
課
長　

ば
い
煙
取
締
り
の
法
が

な
い
の
で
、
業
者
の
自
粛
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
業
者
も
施
設
を
改
善
し
て
住
民
に
迷
惑
を

か
け
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
政
府
へ
こ
れ
の

取
締
り
の
立
法
化
を
要
請
し
た
い
。

　

石
原
議
員　

国
場
川
の
治
水
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ
理
由
は
あ
る
が
、
北
側
水
路
の
障

害
物
撤
去
が
問
題
と
思
う
。
今
後
浸
水
が
あ

っ
た
ら
市
当
局
が
責
任
を
負
う
か
。

　

市
長　

障
害
物
の
撤
去
は
軍
で
も
八
月
に

着
工
し
た
い
と
の
意
向
で
あ
る
。
ま
た
十
分

調
査
し
た
う
え
で
浸
水
が
な
い
よ
う
に
し
て

か
ら
埋
立
て
事
業
を
実
施
し
た
い
。

　

崎
山
議
員　

自
治
組
織
育
成
を
打
ち
出
し

て
い
る
が
、
市
か
ら
事
務
依
頼
が
あ
っ
て
も
、

町
内
会
長
な
ど
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
場
合
ど

う
す
る
か
。

　

市
長　

行
政
区
画
が
整
備
さ
れ
な
い
の
で

自
治
組
織
を
育
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
無
報
酬
で
も
町
内
会
長
ら
は
市
民
の
た

め
に
や
っ
て
い
る
。
助
成
金
を
与
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
現
在
よ
り
は
よ
く
は
な
っ
て
も
悪

く
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

上
原
議
員　

市
長
は
公
約
で
は
農
漁
民
政

策
を
訴
え
て
い
る
。
い
か
な
る
方
法
で
農
漁

民
の
保
護
育
成
対
策
を
講
じ
る
か
。
具
体
策

を
き
き
た
い
。

　

市
長　

こ
の
問
題
は
国
策
と
し
て
や
る
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
那
覇
市
で
も
で
き
る
だ

け
農
漁
民
振
興
の
面
で
は
考
慮
し
て
い
る
、

新
年
度
予
算
案
で
も
前
年
度
よ
り
上
回
っ
て

計
上
し
て
あ
る
。

　

金
城
議
員　

与
儀
農
研
所
は
緑
化
地
帯
に

指
定
さ
れ
な
が
ら
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
、
市
長
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま

見
送
る
の
か
。
ま
た
市
庁
舎
敷
地
と
し
て
確

保
で
き
る
か
。

　

市
長　

市
役
所
敷
地
と
し
て
確
保
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
都
計
法
の
変
更
を
認
め
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
、
し
か
し
首
都
建
委
の
意

向
を
打
診
し
た
う
え
で
善
処
し
た
い
。

　

仲
松
議
員　

議
員
報
酬
問
題
は
全
議
員
の

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
私
の
考
え
で
は
議

員
は
戦
前
の
よ
う
な
名
誉
職
で
は
な
い
。
そ

こ
で
予
算
案
審
議
の
さ
い
慎
重
に
検
討
し
た

い
。
市
長
は
議
員
報
酬
と
し
て
五
十
㌦
計
上

し
て
い
る
が
市
会
の
意
思
を
尊
重
し
て
の
う

え
か
そ
れ
と
も
い
ま
で
も
議
員
は
三
十
五
㌦

の
価
値
し
か
な
い
と
み
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

最
小
の
経
費
で
最
大
の
奉
仕
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
提
案
し
た
。
三
十
五
㌦
の

価
値
し
か
な
い
と
答
弁
し
た
と
い
う
こ
と
は

議
事
録
を
調
べ
て
み
な
い
と
い
え
な
い
。
一

体
那
覇
市
議
の
報
酬
は
ど
れ
だ
け
が
適
正
で

あ
る
か
。
む
つ
か
し
い
問
題
で
あ
る
、
た
と

え
ば
立
法
議
員
と
同
じ
報
酬
に
し
て
も
あ
え

て
不
当
で
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
、

し
か
し
財
政
上
か
ら
み
て
最
小
の
報
酬
で
最

大
な
奉
仕
と
い
う
立
場
か
ら
五
十
㌦
の
報
酬

で
や
っ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

仲
松
議
員　

市
長
は
七
十
五
㌦
の
報
酬
を

一
挙
に
三
十
五
㌦
に
引
き
下
げ
た
。
報
酬
と

い
う
こ
と
は
生
活
給
、
つ
ま
り
議
員
活
動
を

助
け
て
い
く
賃
金
で
あ
る
。
賃
金
は
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
く
も
の
で
引
き
下
げ
る
と
い
う

論
理
は
わ
か
ら
な
い
。
当
時
災
害
対
策
の
た

め
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
が
理
由
だ
が
、
私

と
し
て
は
議
員
、
職
員
の
報
酬
は
必
要
経
費

は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
動
か
せ
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

市
長　

報
酬
は
上
が
っ
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
る
。
な
ぜ
引
き
下
げ
た
か
と
い
う
こ

と
は
あ
の
災
害
に
議
員
が
率
先
し
て
範
を
た

れ
る
と
い
う
こ
と
で
提
案
し
た
。

増
税
反
対
を
決
議
／
那
覇
市
議

会
が
全
会
一
致
で 
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
十
四
日
、
い
ま
問

題
の
増
税
に
対
す
る
反
対
決
議
を
し
た
あ
と
、

六
〇
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
追

加
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
た
が
、
ホ
コ
先
は

も
っ
ぱ
ら
国
吉
水
道
第
一
課
長
に
向
け
ら
れ
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
激
し
く
追
及
し
た
。

増
税
反
対
に
つ
い
て
は
、
瀬
名
波
議
員
か
ら

決
議
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
内
容
が
簡
単
と

い
う
こ
と
で
、
玉
城
議
員
が
「
増
税
の
阻
止
と

税
制
の
改
革
な
ら
び
に
財
政
援
助
金
の
完
全

獲
得
に
関
す
る
要
請
決
議
」
を
修
正
動
議
と

し
て
提
出
、
全
会
一
致
で
こ
れ
を
可
決
、
政

府
立
法
院
に
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
追

加
予
算
に
つ
い
て
議
会
の
焦
点
は
、
市
は
多

額
の
金
を
か
け
て
牧
港
、
安
謝
、
安
里
な
ど

の
水
源
開
発
を
し
た
が
、
そ
れ
を
使
わ
な
い

で
、
水
道
公
社
か
ら
浄
水
や
原
水
を
買
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
水
源
地
の
借
地
料
と
し
て
月

二
百
十
六
㌦
も
支
払
っ
て
い
る
。
ま
た
安
謝

の
水
源
地
は
、
市
が
水
を
吸
い
上
げ
た
場
合
、

周
辺
民
家
の
井
戸
が
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
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ど
に
つ
い
て
、
国
吉
課
長
を
追
及
し
た
。
そ

の
あ
と
、
各
議
案
、
諮
問
案
を
、
各
所
轄
の

委
員
会
に
付
託
し
た
。
増
税
阻
止
の
決
議
の

あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
。

住
民
は
い
ま
ま
で
増
税
に
た
え
し
の
ん
で
き

た
。
昨
年
の
相
つ
ぐ
台
風
や
水
害
に
よ
る
膨

大
な
被
害
、
さ
ら
に
今
回
の
津
波
災
害
な

ど
、
住
民
の
生
活
は
苦
境
に
あ
え
い
で
い
る

現
状
で
あ
る
。
財
政
需
要
に
応
ず
る
や
む
を

得
な
い
措
置
と
は
い
え
、
大
衆
の
負
担
に
シ

ワ
寄
せ
す
る
増
税
に
わ
れ
わ
れ
は
反
対
、
次

の
事
項
を
要
請
す
る
。

①
今
回
の
増
税
を
阻
止
す
る
と
と
も
に
税

法
を
根
本
的
に
改
革
し
、
も
て
る
者
に
課
し

て
、
貧
し
い
者
の
負
担
を
軽
く
し
、
な
お
法

の
前
に
は
万
民
平
等
の
原
則
に
立
脚
し
て
税

法
の
属
地
主
義
を
貫
い
て
も
ら
い
た
い
②
米

国
の
財
政
援
助
を
大
幅
に
増
額
し
、
さ
ら
に

日
本
政
府
の
対
琉
援
助
を
獲
得
す
る
よ
う
格

段
の
努
力
を
要
請
す
る
。

増
税
阻
止
決
議
を
手
交
／
那
覇

市
会
代
表
／
き
の
う
主
席
を

訪
問
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那
覇
市
会
は
、
さ
る
十
四
日
「
増
税
の
阻

止
と
税
制
の
改
革
な
ら
び
に
財
政
援
助

金
の
完
全
獲
得
に
関
す
る
要
請
決
議
」
を

行
な
っ
た
が
、
十
七
日
午
前
高
良
、
渡
口

正
副
議
長
、
各
常
任
委
員
長
が
行
政
府
に

大
田
主
席
を
た
ず
ね
、
要
請
決
議
文
を
手

交
し
た
。
席
上
に
は
瀬
長
副
主
席
、
崎
間

内
政
局
長
も
立
ち
会
い
、
行
政
府
の
と
っ

た
や
む
を
え
な
い
増
税
案
に
つ
い
て
の

説
明
を
き
い
た
。
そ
の
結
果
、
い
ち
お
う

財
政
需
要
に
対
す
る
充
当
策
と
し
て
の

行
政
府
の
措
置
は
了
解
で
き
た
よ
う
だ

が
、
行
政
府
も
立
法
院
で
の
増
税
拒
否
、

予
算
削
減
の
議
決
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
し

た
が
う
ほ
か
な
い
、
と
の
態
度
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

立
法
院
の
増
税
案
／
否
決
を
の
ぞ
む

　

高
良
一
那
覇
市
議
長
の
話 

 

十
七
日
大
田

主
席
に
対
し
、
那
覇
市
会
の
増
税
阻
止
決
議

を
手
交
し
た
。
席
上
崎
間
内
政
局
長
も
立
ち

会
っ
た
。
新
年
度
予
算
に
お
け
る
増
税
計
画

の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
行
政
府
の
詳
細
な

考
え
方
を
説
明
し
て
も
ら
い
、
新
年
度
に
お

い
て
は
一
万
五
千
人
の
学
童
の
増
加
に
よ
る

学
校
教
育
費
の
増
、
失
業
保
険
の
実
施
、
立

法
院
議
員
総
選
挙
な
ど
を
新
規
計
上
せ
ざ
る

を
え
な
い
実
情
、
お
よ
び
日
米
両
国
の
援
助

の
可
能
性
の
問
題
に
つ
い
て
隔
意
な
い
意
見

を
交
換
し
た
。
そ
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
と
し

て
は
、
今
回
の
行
政
府
の
真
に
必
要
や
む
を

え
な
い
最
小
限
度
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う

大
田
主
席
の
立
場
を
い
ち
お
う
了
解
す
る
こ

と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
行
政
府
と
し
て

も
、
や
む
を
え
ず
増
税
案
を
提
案
し
た
が
、
立

法
院
で
増
税
が
認
め
ら
れ
ず
そ
の
分
だ
け
予

算
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
と
の
態

度
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
ん
ご
の
問
題

と
し
て
は
、
立
法
院
各
派
が
増
税
案
を
否
決

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
日
米
両
国
政
府
の
共
同
責
任
お
よ
び

財
政
援
助
、
税
制
の
抜
本
的
改
正
な
ど
の
基

本
的
問
題
に
つ
い
て
も
、
強
く
訴
え
た
が
、
主

席
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
十
分
な
措
置
を
と
る

こ
と
を
約
し
た
。

 

（
那
覇
市
会
の
決
議
要
旨
）　

戦
争
で
す
べ

て
を
失
っ
た
琉
球
が
、
立
ち
上
が
る
た
め
に

あ
る
期
間
過
重
な
負
担
を
忍
ぶ
こ
と
も
や
む

を
え
な
い
も
の
と
し
て
、
住
民
は
今
日
ま
で

重
税
に
耐
え
忍
ん
で
き
た
。
昨
年
の
相
つ
ぐ

台
風
や
水
害
に
対
す
る
膨
大
な
被
害
に
加
う

る
に
、
今
回
の
津
波
の
災
害
な
ど
、
住
民
の

生
活
は
苦
境
に
あ
え
い
で
い
る
現
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
政
府
は
、
財
政
需
要
に

応
ず
る
や
む
を
え
な
い
措
置
と
は
い
え
、
大

衆
負
担
に
か
か
る
税
目
の
増
税
を
企
図
し
た

こ
と
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
は
反
対
す
る
。
経

済
自
立
の
体
制
を
と
と
の
え
、
自
治
の
基
盤

を
確
立
す
る
こ
と
は
、
焦
眉
の
急
務
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
施
策
の
遂
行
は
急
速
を
要

し
、
い
き
お
い
財
政
上
、
税
収
の
増
加
も
ま

た
、
必
然
の
要
求
で
は
あ
る
が
、
さ
れ
ば
と

い
っ
て
一
般
大
衆
の
負
担
に
シ
ワ
寄
せ
さ
せ

る
こ
と
は
税
法
上
の
原
則
に
反
す
る
ば
か
り

で
な
く
そ
れ
は
財
政
の
単
な
る
弥
縫
策
に
と

ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
健
全
な
税
収
の
確

保
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
思
料
し
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
議
決
要
請
す
る
。

一
、
今
回
の
増
税
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、
税

法
を
抜
本
的
に
改
革
し
、
も
て
る
者
に
課
し

て
、
貧
し
い
者
の
負
担
を
軽
く
し
、
な
お
法

の
前
に
は
万
民
平
等
の
原
則
に
立
脚
し
て
税

法
の
属
地
主
義
を
貫
い
て
も
ら
い
た
い
。

二
、
米
国
の
財
政
援
助
を
大
幅
に
増
額
し
、
さ

ら
に
日
本
政
府
の
対
琉
援
助
を
獲
得
す
る
よ

う
格
段
の
努
力
を
要
請
す
る
。

大
弦
小
弦 
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那
覇
市
政
に
、
ま
た
暗
い
カ
ゲ
が
さ
し
て
き

た
。
兼
次
市
長
が
「
軍
用
地
の
賃
貸
契
約
」
を

し
な
い
の
は
市
会
の
決
議
を
踏
み
に
じ
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
、
市
会
の
な
か
に
「
不
信

任
案
」
を
も
ち
だ
そ
う
と
す
る
動
き
が
、
つ

よ
く
な
っ
て
い
る
▼
軍
用
地
の
契
約
は
、
い

ま
か
ら
三
年
前
、
米
琉
合
同
委
員
会
ま
で
ひ

ら
い
て
、
一
応
双
方
の
間
に
話
し
合
い
が
ま

と
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
兼
次
市
長
は
、
あ
る

〝
信
念
〟
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
は
応
じ
が
た
い

と
い
う
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
疑
問
の
点

が
あ
り
、
長
い
目
で
将
来
の
こ
と
を
み
つ
め

る
と
き
、
契
約
書
に
調
印
す
る
勇
気
は
、
に



一
五
九

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
六
月

わ
か
に
で
て
こ
な
い―

と
述
懐
し
て
い
る

▼
と
こ
ろ
が
、
一
方
、
市
会
と
し
て

は
、
去
年
十
二
月
の
議
会
で
、
「
契
約
」
す

る
よ
う
要
請
決
議
を
し
た
し
、
そ
れ
に
、
さ

る
十
日
の
本
会
議
で
も
、
ふ
た
た
び
重
ね

て
、
そ
の
決
議
を
再
確
認
し
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
市
長
が
市
会
の
決
議
を
無
視
し
よ

う
と
い
う
な
ら
「
不
信
任
案
」
を
つ
き
つ
け

て
、
対
決
し
よ
う
と
い
う
態
度
の
よ
う
だ
▼

市
長
不
信
任
に
は
、
全
議
席
の
四
分
の
三
以

上
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。
い
ま
の
と
こ

ろ
、
そ
の
数
だ
け
固
ま
っ
て
い
る
か
、
ど
う

か
よ
く
読
め
な
い
。
と
い
う
の
は
、
市
会
の

党
派
は
微
妙
に
入
り
乱
れ
て
、
賛
否
の
分
野

が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
早
い
話

が
、
議
席
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
「
民

連
」
な
ど
、
い
ま
と
な
っ
て
は
完
全
野
党
の

立
場
を
と
っ
て
い
な
が
ら
、
市
長
の
「
契
約

拒
否
」
に
は
賛
成
し
て
い
る
▼
だ
か
ら
、
た

と
い
不
信
任
案
を
も
ち
出
す
に
し
て
も
、
決

め
手
と
な
る
材
料
は
、
ま
る
っ
き
り
違
う
は

ず
だ
。
そ
う
な
る
と
「
水
と
油
」
の
異
質
の

材
料
を
こ
ね
あ
わ
せ
て
、
一
本
の
不
信
任
案

を
つ
く
り
あ
げ
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
ち

ぐ
は
ぐ
な
縫
い
あ
わ
せ
は
、
ど
こ
か
で
、
ほ

こ
ろ
び
る
心
配
が
で
て
く
る
▼
兼
次
市
長

の
不
信
任
案
は
、
前
に
も
民
連
が
提
出
し
て

不
発
に
お
わ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

も
、
ブ
ツ
ブ
ツ
と
底
流
で
う
ご
め
き
な
が

ら
、
は
っ
き
り
と
表
面
に
う
か
び
あ
が
っ
た

こ
と
は
な
い
。
こ
ん
ど
は
、
市
会
の
「
決
議

無
視
」
を
タ
テ
に
し
て
動
い
て
い
る
わ
け
だ

が
、
さ
て
、
こ
ん
ご
の
成
り
ゆ
き
は
ど
う
発
展

す
る
こ
と
か
▼
市
長
は
、
不
信
任
に
は
「
解

散
」
を
も
っ
て
こ
た
え
る
と
は
っ
き
り
い
い

切
っ
た
。
不
信
任
と
解
散
の
対
決
。
も
し
す

べ
て
の
感
情
を
抜
き
に
し
た
「
軍
用
地
の
契

約
」
を
め
ぐ
る
政
策
と
政
策
の
争
い
で
あ
る

な
ら
、
こ
の
際
、
世
論
の
舞
台
で
、
き
れ
い

に
勝
負
を
つ
け
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

だ
ろ
う
。
い
つ
ま
で
も
、
も
や
も
や
を
残
し

て
は
な
ら
な
い
。

〝
不
信
任
〟
に
は
不
信
任
で
／
軍

用
地
契
約
、
自
説
固
執
／
兼

次
市
長
／
那
覇
市
会
、
各
派

の
動
き
活
発
化 
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兼
次
那
覇
市
長
の
不
信
任
問
題
で
、
波
乱
含

み
の
那
覇
市
議
会
は
、
市
長
擁
護
派
が
逆
に

正
副
議
長
を
不
信
任
す
る
と
い
い
出
し
、
市

長
不
信
任
は
完
全
に
足
並
み
が
乱
れ
て
し

ま
っ
た
。
自
民
党
議
員
二
十
一
人
の
調
整
も

む
ず
か
し
い
も
の
と
み
ら
れ
、
い
ま
の
と
こ

ろ
、
不
信
任
案
の
成
立
見
通
し
は
、
の
ぞ
み

薄
い
感
じ
で
あ
る
。

市
長
擁
護
派
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
兼
次
市

長
の
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
か
ど
う
か
を
見
守
っ

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
高
良
議
長
、
渡
口

副
議
長
は
、
市
長
の
回
答
を
待
た
ず
に
、
積

極
的
に
市
長
不
信
任
に
動
き
出
し
、
不
信
任

が
あ
た
か
も
議
員
全
体
の
意
見
で
あ
る
と
の

印
象
を
世
間
に
与
え
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、

逆
に
正
副
議
長
不
信
任
に
追
い
込
む
考
え
に

変
わ
っ
て
き
た
。

正
副
議
長
の
独
走
と
い
う
空
気
は
社
大
党
系

議
員
を
含
め
中
間
派
に
も
だ
い
ぶ
響
い
て
い

る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
不
信
任

に
同
調
し
よ
う
と
い
う
具
体
的
な
動
き
は
み

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
市
長
擁
護
派
は
市
長
が

契
約
を
し
な
い
場
合
、
そ
の
責
任
は
市
長
を

お
こ
ら
せ
た
正
副
議
長
に
あ
る
の
で
、
そ
の

と
き
は
必
ず
不
信
任
を
提
出
す
る
と
、
強
い

態
度
を
表
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
市

長
不
信
任
案
を
出
し
て
も
こ
れ
に
は
絶
対
応

じ
な
い
で
、
逆
に
正
副
議
長
不
信
任
で
こ
れ

に
対
決
す
る
方
針
で
あ
る
。
そ
こ
で
兼
次
市

長
の
出
方
が
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
が
、
兼

次
市
長
は
き
ょ
う
二
十
四
日
記
者
会
見
を

ひ
ら
い
て
態
度
を
声
明
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
兼
次
市
長
と
し
て
は
、
正
副
議
長

の
動
き
に
は
大
き
な
不
満
を
示
し
て
い
る

よ
う
で
、
け
っ
き
ょ
く
、
契
約
問
題
で
は
こ

れ
ま
で
の
自
説
を
固
執
、
不
信
任
を
受
け
て

立
つ
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
う

な
る
と
、
高
良
議
長
、
渡
口
麗
秀
一
派
、
し

せ
い
会
が
不
信
任
案
を
提
出
、
人
民
党
、
民

連
が
別
の
理
由
で
こ
れ
に
同
調
す
る
見
通
し

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
市
長
擁
護
派
と
、
正
副
議
長

の
行
動
に
不
満
を
持
つ
議
員
は
正
副
議
長
の

不
信
任
を
だ
す
構
え
で
あ
る
。

市
長
擁
護
派
の
某
議
員
は
「
市
長
は
契
約

を
す
る
た
め
、
事
務
的
な
準
備
を
進
め
て

い
た
よ
う
だ
。
そ
う
し
た
矢
さ
き
に
正
副

議
長
が
中
心
に
な
り
、
契
約
を
し
な
け
れ

ば
不
信
任
す
る
ぞ
と
威
圧
を
加
え
た
た
め
、

市
長
は
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
。

だ
か
ら
市
長
が
契
約
し
な
い
と
い
う
の
な

ら
、
そ
の
責
任
は
正
副
議
長
に
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
は
正
副
議
長
不
信
任
で
対
決
す
る

つ
も
り
だ
」
と
強
硬
で
あ
る
。

こ
の
正
副
議
長
不
信
任
に
対
し
て
、
副
議
長

の
渡
口
麗
秀
氏
は
「
市
長
を
不
信
任
す
る
と

当
然
議
会
は
解
散
に
な
る
。
わ
た
く
し
も
選

挙
は
こ
わ
い
。
し
か
し
市
民
福
祉
と
い
う
こ

と
を
考
え
た
場
合
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
み
て

い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
正
副
議
長
の
独

走
と
い
う
が
、
私
は
副
議
長
の
立
場
で
発
言

し
た
こ
と
は
な
い
。

議
員
一
個
人
と
し
て
、
自
分
の
見
解
を
の
べ

て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
取
り
上
げ

て
不
信
任
す
る
と
い
う
の
は
、
全
く
理
由
に

な
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

そ
の
点
か
ら
も
、
き
ょ
う
の
兼
次
市
長
と
の

記
者
会
見
は
、
注
目
さ
れ
る
わ
け
で
、
市
長
の



一
六
〇

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
六
月

態
度
決
定
に
よ
っ
て
、
双
方
の
裏
面
工
作
は
、

ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
予
想
で
あ
る
。
兼
次

市
長
擁
護
派
を
は
じ
め
、
十
四
人
の
議
員
は

二
十
一
日
晩
市
内
某
所
で
会
合
、
正
副
議
長

不
信
任
問
題
を
話
し
合
っ
た
が
、
当
日
出
席

し
た
議
員
は
次
の
通
り
。

　

久
場
景
善
、
比
嘉
佑
直
、
大
山
盛
幸
、
儀

武
息
睦
、
浦
崎
康
華
、
又
吉
久
正
、
金
城

武
一
、
森
田
孟
松
、
金
城
幸
信
、
金
城
賢

勇
、
大
城
清
徳
、
玉
井
栄
次
、
喜
久
山
朝

重
、
宮
城
実
。

な
お
那
覇
市
議
の
自
民
党
員
二
十
一
人
は
、

不
信
任
問
題
で
二
つ
に
分
れ
て
争
い
、
党
本

部
の
出
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

対
し
長
嶺
組
織
部
長
は
二
十
三
日
次
の
よ
う

に
語
っ
た
。

那
覇
支
部
自
体
ま
だ
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い

な
い
よ
う
だ
か
ら
、
党
本
部
と
し
て
は
ま
だ

な
ん
と
も
い
え
な
い
。
支
部
の
方
で
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
、
本
部
に
提
案
す
れ
ば
、
検

討
し
た
い
。
そ
れ
ま
で
は
静
観
す
る
。

那
覇
市
会
／
軍
用
地
料
契
約
を

明
示
／
市
長
が
正
副
議
長
に

公
開
質
問
／
〝
契
約
阻
止
す

る
目
的
の
策
動
だ
〟 
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那
覇
市
議
会
は
兼
次
市
長
不
信
任
を
め

ぐ
っ
て
あ
わ
た
だ
し
い
動
き
を
み
せ
て

い
る
が
、
兼
次
市
長
は
二
十
四
日
午
後
四

時
半
か
ら
約
四
十
分
に
わ
た
っ
て
記
者

会
見
を
行
な
い
、
不
信
任
理
由
と
な
っ
て

い
る
①
軍
用
土
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締

結
し
な
い
②
市
議
報
酬
を
勝
手
に
引
き

下
げ
た
③
軍
民
両
政
府
か
ら
補
助
金
を

も
ら
え
な
い
④
市
有
地
を
売
却
し
て
い

る―

の
四
項
目
に
つ
い
て
所
信
を
表
明

す
る
と
と
も
に
、
不
信
任
強
硬
派
で
あ
る

高
良
議
長
お
よ
び
渡
口
副
議
長
に
対
し

公
開
質
問
状
を
発
し
、
「
市
会
は
市
長
に

よ
り
多
く
の
仕
事
を
与
え
、
そ
れ
が
で

き
な
い
場
合
は
不
信
任
す
る
の
も
よ
い

が
、
市
長
が
や
ろ
う
と
す
る
仕
事
を
押
え

よ
う
と
す
る
こ
と
は
常
道
で
な
い
」
と
非

難
、
さ
ら
に
軍
用
地
の
契
約
に
つ
い
て
も

「
個
人
と
し
て
は
反
対
で
あ
っ
て
も
議
会

の
意
思
を
尊
重
し
て
真
剣
に
検
討
を
加

え
て
い
る
矢
先
に
、
こ
の
よ
う
に
出
て
こ

ら
れ
た
こ
と
は
市
長
不
信
任
を
目
的
と

し
契
約
を
さ
せ
な
い
意
味
で
あ
る
の
か
」

と
質
し
、
正
副
議
長
の
正
式
な
回
答
を
求

め
た
。

こ
れ
に
対
し
渡
口
副
議
長
は
「
副
議
長
に
対

す
る
公
開
質
問
で
あ
る
以
上
、
個
人
的
な
見

解
を
控
え
た
、
上
京
中
の
高
良
議
長
が
帰
任

し
て
か
ら
合
議
の
う
え
で
正
式
に
回
答
し
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

一
方
民
連
議
員
は
「
市
長
が
軍
用
地
料
に
契

約
す
る
こ
と
は
市
長
立
候
補
の
さ
い
の
公
約

無
視
で
あ
る
」
と
事
態
を
重
視
し
て
お
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
今
度
は
民
連
側
か
ら
市
長

不
信
任
、
市
長
退
陣
要
求
を
提
案
す
る
と
い

う
動
き
が
あ
り
今
後
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。

次
は
高
良
議
長
、
渡
口
副
議
長
両
氏
へ
の
公

開
質
問
の
あ
ら
ま
し
。

　

軍
用
地
料
の
契
約　

①
契
約
を
し
な
く

て
も
貸
地
料
は
契
約
し
た
も
の
と
同
じ
よ

う
に
と
れ
る
。
一
九
六
〇
年
度
計
上
額

三
十
五
万
千
余
㌦
の
う
ち
、
五
万
七
千
余
㌦

は
受
け
取
り
、
な
お
布
令
の
規
定
通
り
い
け

ば
五
万
三
千
余
㌦
が
六
〇
年
度
内
に
収
入
予

定
で
あ
る
。
残
額
も
七
月
十
日
か
ら
二
十
日

ま
で
に
受
領
で
き
る
②
六
一
年
度
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
四
十
二
万
余
㌦
も
、
契
約
し

な
け
れ
ば
お
そ
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
う
そ

で
あ
る
。
新
年
度
か
ら
は
契
約
す
る
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
他
の
市
町
村
と
同
じ
よ
う
に

支
払
わ
れ
る
③
最
初
か
ら
契
約
し
て
い
た
ら

年
度
内
に
全
額
受
け
取
り
、
工
事
不
執
行
は

な
か
っ
た
と
の
考
え
だ
が
、
契
約
し
て
い
て

も
事
務
手
続
き
で
全
額
収
納
は
で
き
な
か
っ

た
④
現
在
で
は
契
約
し
て
も
せ
ん
で
も
貸
地

料
を
受
け
る
期
間
に
は
な
ん
の
違
い
も
な
い

の
で
も
は
や
問
題
で
な
い
。

　

議
員
報
酬
の
引
下
げ　

七
十
五
㌦
を

三
十
五
㌦
に
引
下
げ
て
提
案
し
た
。
し
か
し

議
会
で
五
十
㌦
修
正
さ
れ
現
在
に
い
た
っ
て

い
る
。
と
く
に
高
良
議
長
は
報
酬
を
引
上
げ
な

け
れ
ば
議
長
を
や
め
る
と
い
っ
て
退
場
し
た

が
、
そ
の
後
議
会
に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て

も
そ
れ
で
満
足
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
も
し
満
足
で
な
け
れ
ば
修
正
し
て

引
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
し
い
て
市
長
を

不
信
任
し
な
く
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
。

　

補
助
金
が
も
ら
え
な
い　

兼
次
市
長
は

政
治
的
、
財
政
的
、
外
交
的
手
腕
が
な
い

の
で
軍
民
政
府
か
ら
補
助
金
が
も
ら
え
な

い
で
市
民
に
不
利
益
を
与
え
て
い
る
と
い

う
が
、
当
間
市
長
が
三
年
間
に
政
府
か
ら

十
六
万
六
千
九
百
六
十
五
㌦
、
民
政
府
か
ら

三
十
五
万
二
百
六
十
四
㌦
、
瀬
長
市
長
が
十

ヵ
月
で
政
府
補
助
金
二
万
六
千
九
百
四
十
四

㌦
、
東
江
臨
時
市
長
が
一
ヵ
月
で
政
府
か
ら

三
千
七
百
五
十
一
㌦
、
兼
次
市
長
は
一
年
四

ヵ
月
で
政
府
か
ら
十
五
万
五
千
百
八
十
九
㌦
、

民
政
府
か
ら
九
万
七
千
六
百
二
十
㌦
の
補
助

金
を
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
那
覇
市
消
防
庁
舎
の
建
築

費
、
久
茂
地
川
改
修
費
、
又
吉
道
路
歩

道
、
総
合
運
動
場
ほ
か
十
一
件
。
工
事
費

五
十
二
万
五
千
二
百
㌦
が
私
の
就
任
後
の
補

助
金
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

市
有
地
の
売
却　

又
吉
市
長
が
四
千
五

百
七
十
坪
、
当
間
市
長
が
五
千
二
百
八
十
二

坪
、
兼
次
市
長
が
儀
間
真
常
公
園
墓
地
と
し

て
百
七
十
九
坪
売
っ
て
い
る
。
財
産
の
処
分
は
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議
会
で
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
不
信
任
の
理

由
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
次
に
今
度
提
案

し
て
い
る
崇
元
寺
区
内
三
百
九
十
五
坪
、
安

里
川
北
岸
千
九
百
二
十
九
坪
を
売
り
、
土
木

工
事
に
当
て
た
い
。
ま
た
市
有
地
千
六
十
五

坪
は
中
央
倉
庫
敷
地
三
千
二
十
八
坪
と
交
換

し
、
そ
こ
に
市
営
住
宅
を
建
て
た
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
財
政
行
詰
り
の

末
期
的
症
状
と
か
あ
る
い
は
補
助
金
が
も
ら

え
な
い
か
ら
市
有
地
を
売
っ
て
事
業
を
し
て

い
る
と
は
誠
に
心
外
で
あ
る
。
あ
る
だ
け
の

金
で
仕
事
を
や
れ
と
い
う
な
ら
ま
た
別
で
あ

る
。

市
会
は
市
長
に
よ
り
多
く
仕
事
を
与
え
て
そ

れ
が
で
き
な
い
場
合
に
不
信
任
す
べ
き
で
、

や
ろ
う
と
い
う
仕
事
を
押
え
る
こ
と
は
常
道

で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

納
得
で
き
な
い
正
副
議
長
の
行
動　

①
高

良
議
長
は
六
月
十
六
日
の
委
員
会
で
議
案
を

審
議
す
る
必
要
は
な
い
、
最
後
の
議
会
だ
か

ら
暫
定
予
算
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
い
っ
て
い

る
、
こ
れ
で
は
議
長
の
念
頭
に
は
市
民
の
こ

と
は
毛
頭
考
え
て
な
い
と
思
う
が
ど
う

か　

②
六
月
十
六
日
市
長
室
で
議
長
は
「
契

約
す
る
か
、
ま
た
は
不
信
任
す
る
か
」
と
い

っ
た
、
し
か
も
そ
れ
が
解
散
を
希
望
す
る
皆

の
意
見
だ
と
い
っ
た
と
き
一
種
の
悲
哀
を
感

じ
た
、
議
長
が
相
互
の
人
格
を
重
ん
じ
紳
士

と
し
て
良
識
を
も
っ
て
議
会
の
意
思
を
伝
え

る
も
の
と
期
待
し
た
の
に
反
し
、
敵
意
を
ふ

く
ん
だ
け
ん
か
の
果
た
し
状
に
等
し
い
最
後

通
告
で
あ
っ
た
。
軍
用
地
の
契
約
は
個
人
と

し
て
反
対
で
あ
る
が
、
議
会
の
意
思
を
尊
重

し
て
真
剣
に
検
討
し
て
い
る
矢
先
に
、
こ
の

よ
う
に
出
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
不
可
解

千
万
で
あ
り
、
も
し
こ
れ
が
市
長
不
信
任
を

目
的
と
し
契
約
を
さ
せ
な
い
意
味
の
も
の
で

あ
れ
ば
気
の
向
く
よ
う
に
不
信
任
し
、
信
を

市
民
に
問
う
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

最
後
に
私
が
紳
士
の
良
心
に
し
た
が
う
こ
と

は
で
き
る
が
、
敵
意
を
ふ
く
ん
だ
脅
迫
に
は

ど
う
し
て
も
屈
服
で
き
な
い
者
で
あ
る
こ
と

を
承
知
願
い
た
い
。

那
覇
市
議
会
／
公
開
質
問
は
黙

殺
／
〝
市
長
よ
も
っ
と
大
人

に
な
れ
〟
／
高
良
議
長
が
意

思
表
明 
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軍
用
地
料
契
約
問
題
を
め
ぐ
っ
て
兼
次
那
覇

市
長
を
不
信
任
に
追
い
こ
も
う
と
い
う
高
良

議
長
お
よ
び
渡
口
副
議
長
ら
の
動
き
に
対
し
、

兼
次
市
長
は
さ
る
二
十
四
日
、
四
項
目
か
ら

な
る
不
信
任
理
由
に
つ
い
て
所
信
を
表
明
し
、

不
信
任
は
妥
当
で
な
い
と
の
公
開
質
問
状
を

発
し
、
正
副
議
長
の
正
式
な
回
答
を
求
め
て

い
た
が
、
上
京
中
の
高
良
議
長
は
二
十
八
日

空
路
帰
任
、
直
ち
に
渡
口
副
議
長
と
合
議
し

た
結
果
「
市
長
が
正
副
議
長
に
対
し
て
の
公

開
質
問
は
妥
当
で
な
い
。
執
行
機
関
と
議
決

機
関
は
絶
え
ず
話
し
合
っ
て
市
政
を
運
営
す

べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
公
開
質
問
に
対

し
て
は
回
答
せ
ず
、
黙
殺
す
る
」
と
の
態
度

を
表
明
し
た
。

さ
ら
に
高
良
議
長
は
「
公
開
質
問
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
話
し
合
い
に
は
い
つ
で
も
応

じ
る
の
で
市
長
は
も
っ
と
大
那
覇
市
の
市
長

ら
し
く
大
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た

不
信
任
す
る
と
い
う
こ
と
も
議
会
の
再
決
議

を
無
視
し
た
場
合
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
て
、

決
し
て
市
長
を
脅
迫
す
る
意
味
で
は
な
い
」

と
語
っ
た
。

な
お
高
良
議
長
は
、
市
長
の
公
開
質
問
に
は

回
答
せ
ず
黙
殺
す
る
と
語
っ
た
あ
と
記
者
の

質
問
に
対
し
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

軍
用
地
料
の
契
約
問
題　

こ
の
問
題
は

議
会
で
二
回
に
わ
た
っ
て
決
議
さ
れ
た
。
し

か
る
に
市
長
は
琉
球
政
府
は
代
行
機
関
で
あ

る
の
で
契
約
す
る
権
利
は
な
い
と
い
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
自
ら
の
自
治
体
を
否
定
す
る
こ

と
で
あ
り
、
街
頭
演
説
な
ら
そ
れ
で
も
す
ま

さ
れ
よ
う
が
、
議
会
の
質
問
に
対
す
る
市
長

と
し
て
の
責
任
あ
る
答
弁
と
は
思
え
な
い
。

そ
こ
で
さ
る
本
会
議
で
絶
対
多
数
で
再
決
議

し
た
が
、
市
長
が
も
し
議
会
の
再
決
議
を
無

視
す
る
場
合
、
当
然
不
信
任
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
市
長
も
そ
の
く
ら
い
の
こ
と
は
よ
く

知
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
し
た
が
っ
て
当
然
な

こ
と
を
い
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
決
し
て
市
長

を
脅
迫
し
た
の
で
は
な
い
。
も
し
市
長
が
脅

迫
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
な
ら
す
ま
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
私
は
毎
年
の
よ
う
に
不
信
任
を
た

た
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
を
善

意
に
解
し
反
省
の
材
料
に
し
て
い
る
。
市
長

不
信
任
と
い
う
こ
と
も
あ
る
意
味
で
は
「
市

長
し
っ
か
り
せ
よ
」
と
い
う
激
励
な
言
葉
で

あ
る
と
解
し
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
。

議
員
報
酬
問
題　

市
長
は
議
会
で
修
正
す
れ

ば
よ
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
市
長
は
さ
き
に

抜
打
ち
的
に
議
員
報
酬
を
引
き
下
げ
た
。
こ

の
市
長
の
処
置
に
対
し
て
議
員
の
ほ
と
ん
ど

が
不
満
で
あ
る
。
た
だ
議
会
と
し
て
は
っ
き

り
い
え
な
い
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
市
長
は

こ
の
問
題
に
つ
い
て
新
年
度
で
復
活
す
る
と

は
っ
き
り
表
明
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
実
行
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
議
会
軽
視
で
あ
る
。
そ

こ
で
議
長
と
し
て
こ
れ
の
復
活
を
要
求
す
る

の
は
当
然
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
予
算
編
成
に
当
っ
て
両
助
役
査
定
で

は
復
活
さ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
を
市
長
が

勝
手
に
修
正
し
て
い
る
。
市
当
局
と
議
会
は

絶
え
ず
話
し
合
い
で
や
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。

補
助
金
問
題　

市
長
は
昨
年
の
正
月
に
、
補

助
金
が
も
ら
え
な
け
れ
ば
辞
職
す
る
と
表
明
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し
た
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
議
会
と
し
て
は
再

三
の
選
挙
で
市
政
は
混
乱
し
、
さ
ら
に
市
長

が
辞
職
す
る
と
ま
た
選
挙
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
、
那
覇
市
民
の
た
め
に
補
助
金
交
付

し
て
も
ら
い
た
い
と
軍
民
両
政
府
に
強
力
に

要
請
し
た
。
そ
の
結
果
補
助
金
も
交
付
さ
れ

た
が
、
こ
れ
も
結
局
議
会
が
獲
得
し
た
も
の

で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
市
長
の
仕
事
ま
で
全

部
議
会
が
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

市
有
地
の
売
却　

又
吉
、
当
間
市
長
時
代

よ
り
は
少
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
あ
の
当

時
と
は
時
代
が
違
っ
て
い
る
。
現
段
階
で
は

軍
用
地
料
に
契
約
す
れ
ば
大
き
な
財
源
も
得

ら
れ
る
。
そ
こ
で
軍
用
地
料
に
契
約
す
れ
ば

い
ま
の
と
こ
ろ
市
有
地
を
売
却
し
な
く
て
も

す
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

市
有
地
売
却
で
一
も
め
／
継
続

審
議
で
結
論
も
ち
越
し 
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
二
十
八
日
午
前

十
一
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
既
報
の
よ
う

に
「
那
覇
市
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
の

一
部
改
正
」
「
那
覇
市
屠
殺
場
使
用
料
条
例

の
一
部
改
正
」
を
満
場
一
致
で
採
決
し
た
あ

と
、
崇
元
寺
付
近
の
市
有
地
三
百
九
十
五
坪

の
売
却
処
分
に
つ
い
て
審
議
し
た
が
、
継
続

審
議
を
主
張
す
る
の
と
、
こ
れ
に
反
対
す
る

の
が
真
向
か
ら
対
立
し
、
大
い
に
も
め
た
。
結

局
大
山
議
員
か
ら
「
継
続
審
査
に
し
た

い
」
と
の
動
議
が
成
立
、
結
論
を
継
続
審
議

に
も
ち
こ
し
た
。

し
た
が
っ
て
予
算
に
計
上
さ
れ
た
市
有
地
売

却
費
、
一
万
三
千
八
百
二
十
五
㌦
が
歳
入
欠

陥
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
本
会
議
を

打
ち
切
り
、
午
後
か
ら
各
委
員
会
を
開
き

一
万
三
千
八
百
二
十
五
㌦
の
歳
入
欠
陥
に
と

も
な
う
歳
出
面
の
修
正
を
審
議
し
た
結
果
、
建

設
委
員
会
関
係
の
河
川
費
か
ら
二
千
六
百
七

㌦
、
都
計
費
か
ら
四
千
二
百
㌦
、
経
済
民

生
委
員
関
係
の
市
営
住
宅
付
託
施
設
費
か
ら

五
千
二
百
㌦
、
消
防
隊
関
係
の
燃
料
貯
蔵
庫
設

置
費
千
八
十
八
㌦
を
そ
れ
ぞ
れ
削
減
し
た
。

な
お
こ
の
案
件
は
総
務
委
員
会
で
も
大
い
に

論
議
さ
れ
、
売
却
し
て
治
水
対
策
費
に
ふ
り

む
け
る
べ
き
と
い
う
意
見
と
売
却
す
べ
き
で

な
い
と
の
意
見
が
対
立
し
、
結
論
が
得
ら
れ

ず
結
局
採
決
の
結
果
七
対
五
で
継
続
審
議
に

も
ち
こ
さ
れ
た
も
の
で
、
二
十
八
日
の
本
会

議
で
も
瀬
名
波
議
員
か
ら
「
市
有
地
の
切
り

売
り
で
財
政
の
建
て
直
し
は
妥
当
で
な
い
。

ま
た
市
内
の
密
集
地
に
は
子
供
の
遊
び
場
と

な
る
小
公
園
が
な
い
。
市
有
地
と
換
地
し
て

で
も
小
公
園
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
市
有

地
を
売
っ
た
費
用
で
は
水
難
都
市
の
汚
名
は

返
上
で
き
な
い
。
土
地
の
切
り
売
り
で
急
場

を
し
の
ぐ
と
い
う
よ
り
市
長
自
ら
陣
頭
に
立

っ
て
軍
民
両
政
府
に
補
助
金
を
要
請
す
べ
き

で
あ
る
」
と
当
局
を
追
及
し
た
。

こ
れ
に
対
し
久
場
、
又
吉
両
議
員
か
ら
反
対

の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
議
長
は
こ
れ
を
無
視

し
、
大
山
議
員
の
「
継
続
審
議
に
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
の
動
議
を
採
決
し
た
た
め
「
反

対
者
の
発
言
を
封
じ
る
の
か
」
「
小
数
意

見
を
無
視
す
る
の
か
」
と
激
し
く
議
長
に
つ

め
よ
る
と
い
う
場
面
も
あ
り
、
一
時
議
会
は

そ
う
然
と
な
っ
た
が
、
結
局
多
数
決
で
継
続

審
議
と
な
っ
た
。

再
度
の
質
問
状
も
／
兼
次
市
長

記
者
会
見
／
正
副
議
長
の
態

度
に
不
満 
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市
長
不
信
任
を
め
ぐ
っ
て
兼
次
那
覇
市
長
は
、

高
良
議
長
お
よ
び
渡
口
副
議
長
に
対
し
、
公

開
質
問
状
を
発
し
、
正
副
議
長
の
正
式
の
回

答
を
求
め
て
い
た
の
に
対
し
高
良
議
長
は

「
市
長
よ
も
っ
と
大
人
に
な
れ
、
公
開
質
問
は

黙
殺
す
る
」
と
の
態
度
を
表
明
し
た
が
、
兼

次
市
長
は
二
十
九
日
、
さ
ら
に
記
者
会
見
に

応
じ
、
正
副
議
長
の
態
度
に
は
強
く
不
満
の

意
を
み
せ
「
両
氏
の
知
識
で
は
私
の
質
問
に

は
回
答
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
市

長
も
議
員
も
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

と
い
う
重
大
な
事
実
を
忘
れ
て
あ
た
か
も
政

党
内
閣
の
よ
う
な
制
度
ま
た
は
戦
前
の
よ
う

に
、
議
会
で
市
長
を
選
出
す
る
と
い
う
複
式

選
挙
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
は
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
が
わ
か
る
は
ず
は

な
い
。
市
長
不
信
任
を
幾
回
と
な
く
叫
び
な

が
ら
一
度
も
市
民
に
信
を
問
う
た
こ
と
が
な

い
、
今
後
両
氏
の
成
り
行
き
で
は
、
再
度
公

開
質
問
を
発
し
た
い
」
と
語
っ
た
。
次
は
正

副
議
長
に
対
す
る
市
長
の
反
論
要
旨
、

　

軍
用
地
問
題　

正
副
議
長
は
私
の
回
答
を

納
得
し
て
い
な
い
。
私
が
政
府
、な
ら
び
に
大

統
領
行
政
命
令
を
否
定
し
た
と
い
っ
て
い
る

が
、
許
す
べ
か
ら
ざ
る
暴
言
で
あ
る
。
私
は

否
定
し
た
覚
え
は
な
い
。
私
は
市
長
不
信
任

を
め
ぐ
っ
て
事
の
真
相
を
市
民
に
知
ら
せ
た

い
た
め
に
、
公
開
質
問
を
発
し
回
答
を
求
め

た
が
、
回
答
の
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
は

忠
実
な
公
僕
の
立
場
か
ら
ま
こ
と
に
悲
し
む

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
不
信
任
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
議
会
の
決
議
を
無
視
し
た
場
合
に
行

な
う
と
い
っ
て
い
る
が
こ
れ
は
一
般
の
人
に

誤
解
を
与
え
て
い
る
、
私
の
受
け
た
の
は
要

請
決
議
で
あ
り
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
く
て
も

議
会
軽
視
で
は
な
い
、
市
長
に
義
務
を
負
わ

す
よ
う
な
決
議
を
し
た
場
合
、
市
長
が
こ
れ

を
行
な
わ
な
い
と
議
会
無
視
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

　

議
員
報
酬
問
題　

新
予
算
か
ら
復
活
す
る

と
い
っ
て
い
る
が
、
私
は
公
約
し
た
憶
え
は

な
い
。
考
慮
す
る
と
い
っ
た
ま
で
だ
。
市
長

も
助
役
並
み
の
報
酬
に
し
て
人
件
費
の
圧
縮
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六
三
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七
月

に
よ
っ
て
事
業
に
回
そ
う
と
い
う
基
本
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。

補
助
金
問
題　

兼
次
市
長
が
納
得
し
た
の
で

は
な
い
。
正
副
議
長
が
も
ら
っ
た
と
釈
明
し

て
い
る
が
、
要
す
る
に
誰
が
貰
っ
た
と
い
う

こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
現
実
に
補
助
金
が

交
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
数
字
を
も
っ
て
説

明
し
、
誰
の
手
柄
で
あ
る
か
は
私
は
微
塵
も

考
え
な
い
。
手
柄
は
正
副
議
長
の
も
の
で
も

よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
子
供
じ
み

た
釈
明
で
あ
る
。

市
有
地
問
題　

又
吉
、
当
間
市
長
時
代
と
時

代
が
違
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
毎
年
毎
年
莫

大
な
損
害
を
受
け
て
い
る
市
民
の
た
め
に
治

水
事
業
を
や
ろ
う
と
い
う
現
状
を
ど
う
見
て

い
る
の
か
明
ら
か
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

七
町
へ
の
町
名
整
理
／
那
覇
市

会
、
定
年
制
も
可
決 
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
二
十
九
日
午
前
十

時
半
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
総
務
委
員
会
付

託
と
な
っ
て
い
た
「
那
覇
市
職
員
定
年
制
条

例
の
一
部
改
正
」
を
上
程
審
議
し
た
が
、

二
、
三
の
質
疑
が
あ
っ
た
あ
と
、
満
場
一
致
で

原
案
通
り
採
決
し
た
。
こ
の
条
例
改
正

は
、
こ
れ
ま
で
市
長
の
補
助
機
関
た
る
常
勤

の
職
員
（
助
役
、
収
入
役
、
副
収
入
役
、
監

査
委
員
を
除
く
）
し
か
適
用
さ
れ
な
い
の
で

議
会
の
事
務
局
長
、
書
記
、
そ
の
他
の
常
勤

の
職
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
書
記
、
そ
の

他
常
勤
の
職
員
に
も
適
用
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
適
用
年
限
は
六
十
歳
と
な
っ
て
い
る
。

つ
づ
い
て
「
那
覇
分
限
お
よ
び
懲
戒
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
」
「
那
覇
市
消
防
職
員

の
勤
務
時
間
お
よ
び
休
日
な
ど
に
関
す
る
条

例
」
「
所
属
未
定
地
を
那
覇
市
の
行
政
区

域
に
編
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
「
町
界
、

町
目
界
お
よ
び
町
名
の
変
更
」
に
つ
い
て
審

議
し
た
が
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
採
決
さ
れ

た
。
町
界
お
よ
び
町
名
変
更
は
土
地
区
画
整

理
に
と
も
な
う
旧
那
覇
市
内
を
七
町
に
町
名

変
更
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
公

聴
会
、
総
務
委
員
会
で
再
三
に
わ
た
っ
て
検

討
さ
れ
た
も
の
。

那
覇
市
議
会
／
水
の
対
策
特
別

委
設
置
／
那
覇
市
全
員
一
致

で
採
決
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
三
十
日
午
前
十
時

四
十
五
分
か
ら
本
会
議
を
開
い
た
が
、
開
会

に
先
立
ち
石
川
ジ
ェ
ッ
ト
機
事
件
の
犠
牲
者

に
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
議
案
審
議
に
は
い
っ

た
。
ま
ず
市
長
提
出
諮
問
の
「
都
市
計
画
公

園
決
定
」
「
都
市
計
画
用
途
地
域
の
一
部
変

更
」
「
首
里
西
森
浄
水
場
の
位
置
決
定
」

「
汚
水
処
理
場
な
ら
び
に
塵
芥
焼
却
炉
位
置

決
定
」
「
火
葬
場
位
置
決
定
」
を
原
案
通
り

承
認
し
た
。

つ
づ
い
て
新
垣
議
員
か
ら
緊
急
質
問
で
「
断

水
で
市
民
が
困
っ
て
い
る
。
市
民
に
的
確
に

時
間
給
水
を
知
ら
せ
、
そ
の
通
り
実
行
で
き

る
か
」
と
当
局
を
追
及
し
た
。
こ
れ
に
対
し

高
良
水
道
課
長
は
「
不
足
の
四
千
㌧
な
い
し

五
千
㌧
は
浄
水
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
浄

水
が
で
き
な
く
て
市
民
に
迷
惑
を
与
え
て
い

る
。
民
政
府
と
も
折
衝
し
た
が
、
一
日
二
千

㌧
は
供
水
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
し
た
が

っ
て
一
日
一
万
三
千
㌧
を
確
保
で
き
る
の
で
、

さ
し
当
た
り
地
区
別
に
給
水
し
て
急
場
を
し

の
ぎ
た
い
」
と
回
答
し
た
。

つ
づ
い
て
仲
松
議
員
か
ら
「
断
水
さ
わ
ぎ
が

あ
と
一
ヵ
月
も
二
ヵ
月
も
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
の
場
合
で
も
隔
日
給
水
は
可
能

で
あ
る
か
」
と
質
し
た
の
に
対
し
、
高
良
課

長
は
「
一
日
お
き
に
給
水
す
れ
ば
十
分
に
ま

か
な
え
る
と
の
自
信
が
あ
る
」
と
回
答
し

た
。
そ
の
あ
と
高
良
議
員
か
ら
「
毎
年
の
ご

と
く
水
さ
わ
ぎ
で
市
民
に
迷
惑
を
与
え
て
い

る
。
議
会
と
し
て
も
ほ
っ
て
お
け
な
い
の
で

水
き
き
ん
特
別
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
こ

の
問
題
を
解
決
し
た
い
」
と
の
動
議
を
全
会

一
致
で
採
決
し
た
。

ぎ
り
ぎ
り
で
暫
定
予
算
／
深
夜

ま
で
荒
れ
た
那
覇
市
議
会 
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開
会
中
の
那
覇
市
第
三
十
八
回
定
例
議
会

は
三
十
日
ま
で
の
会
期
と
な
っ
て
い
た
が
、

一
九
六
〇
年
度
予
算
と
も
関
連
す
る
市
営
住

宅
建
設
に
と
も
な
う
市
有
地
の
交
換
処
分
お

よ
び
安
里
川
埋
立
て
の
財
産
処
分
を
め
ぐ
っ

て
法
的
解
釈
で
も
み
つ
づ
け
、
結
局
日
本
自

治
庁
、
行
政
府
法
務
局
の
正
式
な
回
答
に
よ

っ
て
議
長
と
し
て
の
態
度
を
決
定
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
た
め
会
期
を
七
月
三
十
日
ま

で
の
一
ヵ
月
間
延
長
し
た
。

し
た
が
っ
て

会
期
内
で

の
予
算
成
立

が

え

ら

れ

ず
、

一

ヵ

月

の

暫

定

予

算

六
万
七
千
百
八
十
一
㌦
を
承
認
し
午
後
十
一

時
半
こ
の
日
の
日
程
を
終
え
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
で
は
前
日
か
ら
も
み
つ
づ

け
て
い
た
「
那
覇
市
西
新
町
に
あ
る
千
六
十

余
坪
を
市
営
住
宅
建
設
の
た
め
安
謝
の
中
央

倉
庫
敷
地
と
市
有
地
坪
当
り
三
十
七
㌦
五
十

㌣
、
中
央
倉
庫
敷
地
坪
当
り
十
二
㌦
五
十
㌣

で
交
換
す
る
」
と
い
う
市
当
局
の
方
針
に
対

し
、
民
連
派
議
員
お
よ
び
渡
口
議
員
は
、
こ

れ
の
処
分
は
議
会
の
三
分
の
二
以
上
の
特
別

議
決
が
必
要
だ
と
主
張
、
こ
れ
に
対
し
市
当

局
は
過
半
数
の
普
通
決
議
で
よ
い
と
主
張
し

た
た
め
真
向
か
ら
対
立
、
両
者
と
も
ゆ
ず
ら

ず
平
行
線
の
ま
ま
激
し
く
わ
た
り
合
い
、
そ
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こ
で
法
務
局
や
日
本
自
治
庁
の
見
解
を
求
め

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

そ
の
た
め
同
日
午
後
一
時
か
ら
高
良
、
渡
口

の
正
副
議
長
、
大
山
、
赤
嶺
の
正
副
総
務
委

員
長
、
平
良
、
瀬
名
波
の
正
副
経
済
民
生
委

員
長
の
六
氏
が
議
会
を
代
表
し
、
法
務
局
と

行
政
課
の
見
解
を
も
と
め
た
が
、
「
法
務
局

で
は
正
式
な
文
書
に
よ
る
照
会
が
あ
れ
ば
正

式
に
回
答
し
た
い
」
と
の
意
向
で
あ
る
た

め
、
会
期
を
延
長
し
法
務
局
や
日
本
自
治
庁

の
正
式
な
回
答
に
よ
っ
て
議
会
の
態
度
を
決

定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

午
後
四
時
す
ぎ
に
な
っ
て
会
期
延
長
、
一
ヵ

月
間
の
暫
定
予
算
の
提
出
を
議
会
が
決
定
し

た
た
め
、
市
当
局
は
暫
定
予
算
の
編
成
に
深

夜
ま
で
か
か
り
、
午
前
零
時
近
く
の
時
間
ぎ

り
ぎ
り
で
提
案
、
や
っ
と
成
立
す
る
と
い
う

混
乱
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
一
九
六
〇
年
度
那
覇
市
歳
入
歳
出
追

加
更
正
予
算
が
会
期
末
の
三
十
日
に
提
案
さ

れ
た
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
大
い
に
も
み
つ
づ

け
、
「
二
十
二
万
余
㌦
の
歳
入
欠
陥
は
市
長

が
軍
用
地
料
に
契
約
し
な
い
の
が
原
因
で
あ

る
」
と
し
て
渡
口
議
員
、
高
良
議
員
が
市
長

を
激
し
く
追
及
、
さ
ら
に
民
連
の
瀬
名
波
議

員
は
「
歳
入
欠
陥
で
土
木
工
事
を
ス
ト
ッ
プ

し
た
こ
と
は
市
長
の
政
治
的
手
腕
が
な
い
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
と
に
災
害
土
木
費

は
議
会
も
苦
心
し
非
常
体
制
の
も
と
に
や
っ

と
八
万
㌦
計
上
し
た
。
し
か
る
に
こ
れ
の
半

分
し
か
執
行
の
で
き
な
い
こ
と
は
市
長
不
信

任
に
値
い
す
る
」
と
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
「
災
害
復
旧
事
業

が
執
行
で
き
な
か
っ
た
の
は
歳
入
欠
陥
が
原

因
で
あ
る
、
私
は
全
力
を
出
し
て
努
力
し
て

い
る
」
と
回
答
、
議
会
も
つ
い
に
不
本
位
な

が
ら
承
認
し
た
。

　

地
料
に
契
約
し
な
い
？
／
兼
次
市
長
議

　
　

会
に
高
姿
勢

軍
用
地
料
契
約
を
め
ぐ
っ
て
兼
次
市
長
不
信

任
が
三
十
日
の
本
会
議
で
問
題
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
た
が
、
市
会
の
会
期
が
一
ヵ
月

間
延
長
さ
れ
た
た
め
こ
の
問
題
は
後
日
に
も

ち
越
し
た
。
な
お
兼
次
市
長
は
当
初
軍
用
地

料
に
契
約
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、

不
信
任
強
硬
派
の
動
き
に
強
く
不
満
の
意
を

み
せ
「
不
信
任
す
る
な
ら
解
散
で
市
民
に
信

を
問
う
」
と
の
高
姿
勢
で
の
ぞ
ん
で
お
り
、
結

局
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
正

式
な
意
思
表
明
を
さ
け
て
い
る
が
、
こ
の
ほ

ど
「
契
約
し
な
い
」
こ
と
に
最
終
的
な
態
度

を
決
定
し
た
と
い
わ
れ
、
今
後
の
動
き
が
注

目
さ
れ
る
。

高
圧
線
の
架
設
反
対
陳
情
／
真

和
志
地
区
が 
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真
和
志
地
区
高
圧
線
問
題
対
策
委
員
会
（
委

員
長
長
堂
憲
照
氏
）
で
は
こ
の
ほ
ど
政
府
、
立

法
院
に
対
し
高
圧
線
架
設
反
対
の
陳
情
を
し

た
。

軍
と
し
て
は
那
覇
の
都
心
を
通
っ
て
い
る
現

在
の
高
圧
線
は
那
覇
市
都
計
の
ガ
ン
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
真
和
志
繁
多
川
か

ら
迂
回
し
よ
う
と
い
う
の
に
対
し
、
地
元
民

は
生
命
や
財
産
に
危
険
を
伴
う
の
で
、
架
設

反
対
を
強
く
す
す
め
て
い
る
も
の
。
反
対
の

理
由
と
し
て
①
い
ま
で
さ
え
せ
ま
い
土
地
を

こ
れ
以
上
接
収
さ
れ
る
と
死
活
問
題
に
な
る

②
架
設
は
付
近
一
帯
の
発
展
を
阻
害
す
る
③

生
命
に
危
険
で
あ
る
。

従
っ
て
、
一
号
線
か
ら
地
下
ケ
ー
ブ
ル
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

水
道
浄
水
の
確
保
要
請
／
那
覇

市
議
会
満
場
一
致
で
可
決 
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０
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七
日
の
那
覇
市
議
会
は
午
前
中
に
引
き
つ
づ

き
午
後
も
本
会
議
を
開
き
、
陳
情
案
件
を
審

議
し
た
が
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
主
席
民
政

官
、
ポ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
、
水
道
公
社
総
裁

宛
に
「
水
道
浄
水
五
千
立
方
㍍
以
上
の
送
付

確
保
要
請
決
議
」
を
水
道
対
策
特
別
委
員
会

案
通
り
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
ま
た
陳
情

案
件
二
十
九
件
の
う
ち
八
件
を
採
択
、
十
七

件
を
継
続
審
議
、
不
採
決
二
件
、
取
り
下
げ

二
件
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
、
こ
の
日
の
日
程
を

終
え
た
。

な
お
水
道
浄
水
五
千
立
方
以
上
の
確
保
要
請

決
議
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
。

那
覇
市
の
水
の
使
用
料
は
一
日
最
低

一
万
四
千
立
方
㍍
か
ら
最
高
一
万
六
千

立
方
㍍
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
現
在
那

覇
市
の
浄
水
能
力
は
最
高
一
万
一
千
立
方

㍍
が
最
高
の
限
度
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も

三
千
立
方
㍍
か
ら
五
千
立
方
㍍
は
確
実
に

不
足
し
て
い
る
実
情
で
あ
る
、
そ
こ
で
首

里
西
森
浄
水
場
の
完
成
ま
で
常
時
五
千
立

方
㍍
以
上
の
浄
水
の
送
水
確
保
を
取
計
ら

っ
て
も
ら
う
よ
う
那
覇
市
第
三
十
八
回
議

会
の
議
決
で
要
請
す
る
。

治
水
対
策
ご
破
算
／
安
里
川
北

岸
／
埋
立
地
の
売
却
を
否
決

／
歳
入
十
一
万
㌦
へ
る
／
荒 

れ
た
那
覇
市
会 
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会
期
延
長
で
審
議
を
続
け
て
い
る
那
覇
市
議

会
は
十
二
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
開
会
、
五
九

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
財
産
の
売

却
処
分
に
つ
い
て
審
議
し
た
が
、
途
中
で
民

連
の
久
高
議
員
が
「
首
里
バ
ス
の
運
営
が
ズ

サ
ン
で
あ
る
。
会
社
内
部
の
事
務
検
査
を
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
の
緊
急
動
議
を
提
出
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
、
議
場
は
騒
然
、
一
時

は
収
拾
の
つ
か
な
い
ほ
ど
混
乱
に
お
ち
入
っ
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た
。
そ
の
あ
と
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い

た
安
里
川
北
岸
埋
め
立
て
地
売
却
の
議
案

が
上
程
さ
れ
た
が
、
出
席
議
員
三
十
八
人
の

う
ち
、
賛
成
は
十
九
人
で
、
議
決
に
必
要
な

三
分
の
二
以
上
（
特
別
多
数
議
決
）
を
得
る

こ
と
が
で
き
ず
、
あ
っ
さ
り
否
決
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
六
一
年
度
那
覇
市
予
算
は

十
一
万
三
千
余
㌦
も
歳
入
が
へ
り
完
全
に

骨
抜
き
に
さ
れ
、
予
定
し
て
い
た
ガ
ー
ブ

川
、
安
里
川
を
は
じ
め
、
治
水
対
策
事
業
は

ご
破
算
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
こ
の
日
は
五
九
年
度
の
土
木
都
計
の

決
算
に
つ
い
て
、
新
垣
建
設
委
員
長
か
ら
、
委

員
会
の
経
過
報
告
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
、
五
九

年
度
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
質
疑
討

論
に
移
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
民
連
の
瀬
名

波
、
黒
潮
、
儀
間
の
各
議
員
は
す
ぐ
認
定
反

対
の
討
論
に
立
ち
、
市
当
局
の
予
算
執
行
の

ま
ず
さ
に
つ
い
て
、
一
時
間
余
に
わ
た
っ
て

激
し
く
批
判
し
た
。

　

交
際
費
が
ふ
え
た
／
五
九
年
度
歳
入
歳
出

決
算
で
／
民
連
議
員
が
市
長
追
及

黒
潮
議
員
は
、
五
九
年
度
予
算
の
執
行
状
況

を
各
款
別
に
く
わ
し
く
と
り
あ
げ
「
市
長
は

五
九
年
の
施
政
方
針
で
、
消
費
的
経
費
の
節

減
を
か
か
げ
な
が
ら
、
決
算
で
は
事
業
の
未

執
行
が
多
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
市
交
際
費

は
う
ん
と
ふ
え
て
い
る
。
交
際
費
と
、
事
業

費
は
逆
に
な
っ
て
お
り
、
市
長
は
自
治
法
の

精
神
を
自
ら
お
か
し
て
い
る
」
と
激
し
い
口

調
で
兼
次
市
長
を
攻
撃
し
た
。
ま
た
瀬
名
波

議
員
は
「
五
八
年
に
兼
次
市
長
、
高
良
議
長

ら
は
、
戦
災
復
興
援
助
要
請
の
た
め
本
土
に

旅
行
し
た
が
、
高
良
議
長
ら
議
員
の
旅
費
も

役
所
交
際
費
か
ら
支
出
し
て
い
る
。
高
良
議

長
ら
は
議
会
代
表
で
あ
る
の
に
、
役
所
交
際

費
か
ら
流
用
し
て
い
る
。
「
款
」
の
予
算
流
用

は
自
治
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

無
視
し
て
い
る
。

五
九
年
度
決
算
で
は
九
万
余
㌦
の
黒
字
と

な
っ
て
い
る
が
、
土
木
、
都
計
、
保
健
衛

生
な
ど
の
事
業
を
じ
ゅ
ん
た
く
に
や
ら
な

い
で
い
ば
れ
な
い
。
か
え
っ
て
市
民
へ
の
還

元
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
交
際
費
は
当
初

千
五
百
㌦
の
計
上
だ
っ
た
が
、
追
加
で
決
算

書
で
は
九
千
四
百
六
十
二
㌦
の
増
加
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
補
助
金
を
交
付
し
た
ら

そ
の
間
使
途
に
つ
い
て
報
告
書
を
出
さ
す

べ
き
だ
が
、
そ
れ
を
し
て
い
な
い
。
監
査
委

員
会
は
表
面
の
数
字
だ
け
を
み
て
、
内
部
に

く
い
込
ん
で
い
な
い
」
と
決
算
書
を
い
ち
い

ち
ヒ
モ
と
い
て
、
市
当
局
や
監
査
委
員
を
や

り
玉
に
あ
げ
、
認
定
反
対
を
し
た
が
、
採
決

の
結
果
、
多
数
決
で
こ
の
決
算
書
を
原
案
通

り
認
定
し
た
。

〝
首
里
バ
ス
に
不
正
〟
／
の
発
言
で
議
場
騒

然
引
き
続
き
民
連
の
久
高
議
員
は
緊
急
動
議
を

提
出
「
首
里
バ
ス
の
内
部
に
不
正
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
議
会
で
検
査
員
を
あ

げ
、
同
社
の
内
部
検
査
を
し
た
い
」
と
発
言

し
た
が
、
そ
の
と
き
議
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、

「
日
程
外
だ
」
「
株
主
総
会
で
や
れ
」
と
、

ヤ
ジ
が
と
ん
だ
た
め
久
高
議
員
は
こ
う
ふ
ん

し
て
「
私
の
発
言
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
議

員
は
首
里
バ
ス
か
ら
な
に
か
も
ら
っ
て
い

る
」
と
発
言
し
た
た
め
議
場
は
大
混
乱
、
あ
る

な
ら
出
せ
」
と
騒
然
と
な
り
、
議
事
は
ス
ト

ッ
プ
、
や
む
な
く
高
良
議
長
は
休
け
い
を
宣

言
し
た
。
そ
の
間
話
し
合
い
で
「
市
は
三
万

株
の
大
株
主
だ
か
ら
、
市
長
は
臨
時
株
主
総

会
を
招
集
、
総
会
で
検
査
員
の
選
任
を
し
て
、

検
査
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
一
段
落

つ
い
た
。

　

そ
の
後
、
安
里
川
北
岸
埋
め
立
て
地
の
売

却
処
分
の
議
案
を
上
程
、
質
疑
討
論
な
し
で

採
決
の
結
果
、
出
席
議
員
の
三
分
の
二
の

二
十
六
を
は
る
か
に
割
っ
て
、
賛
成
十
九
人

で
あ
っ
さ
り
否
決
に
な
っ
た
。

な
お
市
有
地
の
交
換
処
分
（
市
営
住
宅
用

地
）
、
市
営
住
宅
建
設
、
六
一
年
度
予
算
案
な

ど
の
重
要
議
案
は
二
十
一
日
の
本
会
議
に
も

ち
こ
さ
れ
た
。

　

解
説　

〇
…
十
二
日
の
那
覇
市
議
会
本
会
議
は
安
里

川
埋
め
立
て
地
を
売
る
こ
と
を
賛
成
十
九
人
、

反
対
十
九
人
で
あ
っ
さ
り
否
決
し
た
。
こ
の

議
案
は
市
条
例
に
「
千
坪
以
上
の
市
有
地
を

売
る
と
き
は
、
議
会
の
三
分
の
二
以
上
の
同

意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
議
決
数
の
二
十
六
人
を
得
ら
れ

な
く
、
否
決
さ
れ
た
。

こ
の
土
地
は
坪
五
十
㌦
の
分
千
八
百
八
十
九

坪
（

九

万

四

千

四

百

五

十

㌦

）

と

坪

七
十
五
㌦
の
分
四
十
坪
（
三
千
㌦
）
計

九
万
七
千
四
百
五
十
㌦
だ
っ
た
が
、
否
決
に

よ
っ
て
市
は
九
万
七
千
四
百
五
十
㌦
の
歳

入
欠
陥
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
さ
き
の
崇
元

寺
市
有
地
坪
三
十
五
㌦
の
三
百
九
十
五
坪

一
万
三
千
八
百
二
十
五
㌦
の
継
続
審
議
で
、合

計
十
一
万
一
千
㌦
あ
ま
り
が
歳
入
欠
陥
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
金
は
安
里
川
、ガ
ー

ブ
川
の
改
修
工
事
、
ガ
ー
ブ
川
上
流
、
安
里
川

下
流
工
事
、
都
計
で
は
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
道

路
、
崇
元
寺
橋
工
事
、
平
板
測
量
費
な
ど
、
治

水
、都
計
費
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。
市
の
六
一

年
度
予
算
案
は
大
穴
が
あ
い
た
わ
け
だ
。こ
れ

に
対
し
、
兼
次
市
長
が
ど
う
出
る
か
、
注
目
さ

れ
る
。
市
当
局
と
し
て
は
、こ
れ
だ
け
け
ず
ら

れ
れ
ば
組
み
か
え
る
元
気
も
な
い
も
の
と
み

ら
れ
原
案
を
再
議
に
付
す
か
、そ
れ
と
も
け
ず

ら
れ
た
ま
ま
を
執
行
し
て
い
く
か
、
ま
だ
は

っ
き
り
し
た
態
度
を
示
し
て
い
な
い
。
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那
覇
市
会
は
、
十
二
日
の
本
会
議
で
安
里
川

北
岸
の
埋
め
立
て
地
、
千
九
百
余
坪
を
売
却

処
分
し
よ
う
と
す
る
当
局
の
提
案
を
否
決
し

た
。
市
で
は
こ
の
土
地
を
公
売
に
付
し
、
そ
こ

か
ら
上
が
る
代
金
を
も
っ
て
治
水
事
業
に
あ

て
る
計
画
で
あ
り
、
議
会
で
審
議
中
の
六
一

年
度
予
算
に
九
万
四
千
余
㌦
の
歳
入
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
提
案
が

否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
そ
れ

だ
け
の
歳
入
欠
陥
を
生
じ
、
事
業
計
画
も
中

止
す
る
ほ
か
は
な
く
な
る
。

市
の
固
定
財
産
で
あ
る
埋
め
立
て
地
を
売
り

払
っ
た
方
が
得
策
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
も

と
よ
り
論
議
の
余
地
は
な
い
思
う
。
財
政
が

豊
か
で
あ
り
、
市
民
の
福
祉
事
業
が
円
滑
に

遂
行
さ
れ
て
お
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
財
産
を

確
保
す
る
の
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
市
当

局
と
し
て
は
市
民
の
負
担
、
起
債
、
民
政
府

お
よ
び
琉
球
政
府
の
援
助
な
ど
を
財
源
と
し

て
、
な
お
か
つ
、
足
り
な
い
分
を
財
産
処
分

に
よ
っ
て
補
い
、
市
民
の
福
祉
に
な
る
治
水

対
策
事
業
を
推
し
進
め
る
政
策
が
う
ち
だ
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
重
要
な
施
策
は
市
会
か
ら

完
全
に
拒
否
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
兼
次
市

政
も
一
段
と
苦
境
に
追
い
こ
ま
れ
た
こ
と
に

な
る
。
目
下
、
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の

は
市
有
地
の
交
換
処
分
、
市
営
住
宅
の
建
設

案
、
六
一
年
度
予
算
な
ど
重
要
議
案
が
目
白

押
し
だ
が
、
当
局
と
市
会
の
対
立
情
勢
を
考

え
る
と
、
必
ず
し
も
楽
観
は
許
さ
れ
な
い
と

思
う
。
重
要
施
策
が
つ
ぎ
つ
ぎ
修
正
な
い
し

は
拒
否
さ
れ
た
の
で
は
兼
次
市
政
も
い
よ
い

よ
窮
地
に
お
ち
、
し
ま
い
に
は
失
態
を
さ
ら

す
こ
と
に
な
り
、
市
民
の
満
足
を
買
う
よ
う

な
市
政
執
行
は
、
と
う
て
い
実
現
し
な
い
と

思
う
。

こ
の
よ
う
に
首
都
建
設
の
途
上
に
あ
る
那
覇

市
政
が
半
身
不
随
の
状
態
に
陥
っ
た
の
で
は
、

そ
の
た
め
に
多
大
な
迷
惑
を
こ
う
む
る
の
は

大
多
数
の
那
覇
市
民
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
毎

年
の
よ
う
に
水
害
を
こ
う
む
り
、
水
難
都
市

の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
て
い
る
那
覇
市
に
と
っ

て
、
治
水
対
策
は
、
も
っ
と
も
急
を
要
す
る
重

要
問
題
で
あ
る
。
土
地
処
分
の
拒
否
は
、
議

会
の
意
思
が
そ
う
で
あ
れ
ば
や
む
を
え
な
い

け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
代
わ
る
財
源
を
案
出
し
、

十
分
な
対
策
事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
予
算

措
置
を
講
ず
る
の
も
、
ま
た
市
会
の
負
う
べ

き
責
任
だ
と
強
調
し
た
い
。

市
民
福
祉
の
増
進
と
い
う
市
政
目
標
に
お
い

て
は
、
市
当
局
も
市
会
も
全
く
一
致
し
て
い

る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
施
策
に
お

い
て
も
妥
協
で
き
な
い
完
全
な
対
立
と
い
う

も
の
は
あ
り
え
な
い
は
ず
だ
。
政
治
的
な
立

場
は
別
と
し
て
、
話
し
合
い
と
相
互
協
調
に

よ
る
市
政
運
営
が
、
市
民
に
平
和
と
幸
福
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て

ほ
し
い
。

那
覇
市
／
予
算
案
め
ぐ
り
紛
糾

／
土
地
処
分
な
ど
で
声
明
／

渡
口
派

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
０
・
７
・
19
〕

那
覇
市
の
六
一
年
度
予
算
案
は
安
里
川
北

岸
埋
め
立
て
地
の
売
却
案
が
議
会
で
否
決

に
な
り
、
九
万
㌦
の
歳
入
欠
陥
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
大
幅
な
組
み
替
え
が
要
求
さ
れ

て
い
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
市
当
局
は

「
議
会
で
け
ず
っ
た
の
だ
か
ら
、
当
然
議
会

で
修
正
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
向
を
表

明
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
渡
口
派
な
ら
び
に
民
連
議

員
は
「
提
案
権
は
市
長
に
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
尊
重
し
た
い
」
と
の
立
場
で
市
当
局

の
組
み
替
え
案
を
待
っ
て
い
る
。
も
し
、

兼
次
市
長
が
議
会
で
正
式
に
組
み
替
え

を
拒
否
し
た
場
合
は
、
両
派
で
修
正
す
る

と
の
態
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
民
の
中

に
は
、
予
算
案
を
早
急
に
成
立
さ
せ
、
事

業
を
執
行
す
べ
き
で
あ
る
と
の
声
が
強

く
、
議
会
は
板
ば
さ
み
に
あ
っ
た
か
っ
こ

う
で
あ
る
。

那
覇
市
議
の
渡
口
（
麗
）
、
備
瀬
、
渡
口

（
政
）
、
比
嘉
（
朝
）
、
玉
那
覇
、
高
良

（
清
）
、
辺
野
喜
、
糸
数
の
八
議
員
は
十
八

日
、
首
里
バ
ス
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。
そ
の
結
果
、
首
里
バ
ス
は
純
然
な
民
営

が
い
い
と
の
結
論
に
達
し
、
今
後
も
そ
の
方

針
で
議
会
に
の
ぞ
む
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
安
里
川
埋
め
立
て
地
の
売

却
に
反
対
し
た
渡
口
派
の
八
議
員
は

十
八
日
市
内
某
所
で
会
合
、
予
算
案
の

修
正
に
対
す
る
今
後
の
対
策
を
協
議
し

た
が
、
そ
の
後
「
那
覇
市
政
の
運
営
に
つ

い
て
」
の
声
明
書
を
発
表
し
た
。
こ
の
声

明
は
渡
口
（
麗
）
、
備
瀬
、
渡
口
（
政
）
、

比
嘉
（
朝
）
、
玉
那
覇
、
高
良
（
清
）
、
辺

野
喜
、
糸
数
の
、
い
わ
ゆ
る
渡
口
派
八
議

員
に
よ
る
も
の
で
、
声
明
書
は
埋
め
立

て
地
否
決
の
理
由
、
財
源
の
案
出
方
法
、

市
有
地
売
却
の
反
対
理
由
な
ど
を
取
り

あ
げ
て
い
る
。

声
明
書
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
。

【
否
決
の
理
由
】
兼
次
市
長
と
議
会
が
対
立
し

て
い
る
大
き
な
原
因
は
、
軍
用
地
料
の
問
題

に
あ
る
。
市
長
は
一
地
料
は
軍
か
ら
収
用
宣

告
を
う
け
た
あ
と
、
受
け
と
っ
て
遅
く
は
な

い
と
の
意
見
に
対
し
、
議
会
は
早
期
に
契
約

し
て
、
受
け
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
会

の
意
見
が
対
立
、
双
方
譲
り
あ
わ
な
い
の
が

根
本
原
因
で
あ
る
。
も
し
兼
次
市
長
の
意
見



一
六
七

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
七
月

に
賛
成
し
た
場
合
は
、
当
然
安
里
川
北
岸
の

土
地
（
二
千
坪
）
を
処
分
し
て
治
水
対
策
そ

の
他
の
土
木
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
土
地
を
売
っ
て
事
業
を
行
な
う
と

い
う
考
え
方
は
、
一
市
民
が
経
済
生
活
が
苦

し
く
な
っ
て
、
家
、
屋
敷
や
墓
地
ま
で
売
り

と
ば
す
の
と
な
ん
ら
変
わ
り
は
な
く
、
市
財

政
生
活
を
貧
困
に
追
い
込
む
だ
け
だ
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
消
極
的
な
考
え
方
に
は
、
わ
れ

わ
れ
同
志
は
絶
対
賛
成
で
き
な
い
。

【
財
源
の
案
出
方
法
】
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の

は
軍
用
地
料
に
よ
る
財
源
案
出
の
方
法
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
早
期
賃
貸
契
約
を
主
張
し

て
き
た
。
兼
次
市
長
が
自
己
の
個
人
的
見
解

を
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
意
思
を
代

表
す
る
議
会
を
尊
重
、
議
会
と
一
致
協
力
し

て
早
期
契
約
に
踏
み
切
る
な
ら
、
九
年
前
払

い
を
許
可
申
請
す
れ
ば
受
け
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
う
す
れ
ば
治
水
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
他
の
土
木
事
業
も
直
ち
に
施
工
で
き
る

と
思
う
。

軍
用
地
料
は
毎
年
十
五
万
五
千
五
百
四
十
五

㌦
受
領
で
き
る
。
こ
れ
を
九
年
前
払
い
金

百
三
十
九
万
九
千
四
百
十
二
㌦
を
受
領
し

て
、
年
次
計
画
で
各
種
建
設
事
業
を
行
な

う
と
す
れ
ば
、
兼
次
市
長
の
毎
年
行
な
う

十
五
万
五
千
五
百
四
十
五
㌦
の
事
業
に
前

払
い
金
の
銀
行
預
金
利
子
の
毎
年
平
均
し
て

約
四
万
㌦
の
事
業
を
追
加
し
て
施
工
で
き
る
。

こ
れ
を
九
年
継
続
事
業
と
し
て
施
工
し
た
場

合
約
三
十
六
万
㌦
分
の
事
業
が
追
加
施
工
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
の
利
益
増
進
に
な

る
。
わ
れ
わ
れ
の
考
え
方
に
反
対
し
、
土
地

を
売
却
し
て
治
水
対
策
を
行
な
う
こ
と
に
賛

成
す
る
議
員
の
考
え
は
了
解
に
苦
し
む
。
河

川
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
災
害
対
策

工
事
費
と
し
て
の
ガ
ー
ブ
川
下
流
の
工
事
費

は
議
員
が
そ
の
報
酬
や
議
会
交
際
費
、
正
副

議
長
交
際
費
な
ど
の
節
減
で
予
算
編
成
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兼
次
市
長
は
比
較
的
急

を
要
し
な
い
経
費
に
こ
れ
を
充
当
し
た
。
そ

こ
か
ら
も
市
長
不
信
任
の
声
が
起
こ
っ
て
い

る
。
安
里
川
、
ガ
ー
ブ
川
の
河
川
工
事
費
な

ど
は
、
高
額
の
金
が
か
か
り
、
財
源
案
出
は

困
難
で
あ
る
。
こ
れ
は
市
長
と
議
会
が
協
力

し
て
政
府
首
脳
に
強
く
苦
況
を
訴
え
、
補
助

を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
源
案
出
の
可
能

性
は
出
て
く
る
と
思
う
。
土
地
を
売
る
よ
り

も
市
長
と
助
役
交
際
費
、
正
副
議
長
交
際
費

な
ど
の
消
費
的
経
費
の
節
減
に
よ
っ
て
財
源

を
案
出
す
る
こ
と
。

【
土
地
造
成
の
必
要
性
】
市
民
が
必
要
に
思
っ

て
い
る
事
業
の
中
に
、
小
公
園
ま
た
は
子
ど

も
の
遊
び
場
の
設
置
が
あ
る
。
と
く
に
繁
華

街
、
密
集
地
帯
で
は
痛
感
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
敷
地
を
得
る

た
め
に
、
買
収
ま
た
は
市
有
地
と
の
交
換
な

ど
の
方
法
が
あ
る
が
そ
の
場
合
、
安
里
川
北

岸
の
土
地
は
代
替
地
と
し
て
確
保
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
市
内
各
小
、
中
校
の
敷
地
確
保
の
拡
充

の
問
題
が
あ
る
。
現
に
使
用
中
の
学
校
敷
地

も
未
解
決
の
も
の
が
山
積
さ
れ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
、
こ
の
問
題

は
市
民
の
教
育
施
設
の
拡
充
、
強
化
の
趣

旨
か
ら
、
強
力
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
こ
の
場
合
で
も
、
買
収
や
交
換

方
法
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
そ
の
意
味

で
も
、
市
有
地
の
売
却
は
慎
重
に
審
議
す
る

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
個
人
の
土
地
が
市
道

に
編
入
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
市
民
が
多
数
い

る
。
そ
の
坪
数
は
約
十
六
万
坪
以
上
と
い
わ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
個
人
財
産
は
買
収
す
る
か
、

ま
た
は
市
有
地
と
交
換
し
て
個
人
の
財
産
を

補
償
す
べ
き
で
あ
る
。
換
地
補
償
に
つ
い
て

は
兼
次
市
長
は
昨
年
六
月
の
定
例
議
会
で
渡

口
（
麗
）
議
員
の
要
望
に
対
し
、
昨
年
十
二

月
ま
で
に
具
体
案
を
た
て
て
議
会
の
承
認
を

得
た
い
と
答
え
た
が
、
今
日
ま
で
な
ん
の
回

答
も
な
い
。
市
民
の
期
待
を
裏
切
っ
た
ば
か

り
で
な
く
、
市
有
地
を
売
っ
て
治
水
対
策
事

業
そ
の
他
の
土
木
事
業
を
施
工
し
よ
う
と
し

て
い
る
兼
次
市
長
の
裏
切
り
行
為
は
、
市
道

の
設
置
に
よ
っ
て
、
土
地
を
ギ
セ
イ
に
し
た

市
民
か
ら
市
長
不
信
任
の
攻
撃
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
と
思
う
。

以
上
わ
れ
わ
れ
の
軍
用
地
契
約
の
理
由
、
土

地
売
却
反
対
の
理
由
を
の
べ
た
が
、
市
民
の

了
解
を
得
た
い
。

〝
反
対
の
た
め
の
反
対
〟
／
市
長

派
も
声
明
出
し
応
酬 
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那
覇
市
議
会
の
渡
口
派
八
人
は
十
八
日

「
那
覇
市
政
の
運
営
に
つ
い
て
」
の
声
明
書

を
発
表
、
い
ま
議
会
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
安
里
川
北
岸
埋
め
立
て
地
売
却
案
の
否

決
理
由
、
そ
れ
に
伴
う
九
万
余
㌦
の
歳
入

財
源
の
案
出
方
法
、
市
有
地
造
成
の
必
要

性
な
ど
、
渡
口
派
議
員
の
立
場
を
明
ら
か

に
し
た
が
、
こ
の
声
明
に
対
し
、
市
長
派
、

自
民
党
中
間
派
、
社
大
党
議
員
二
十
二
人

は
連
名
で
二
十
日
ひ
る
五
時
反
ば
く
書
を

発
表
「
反
対
せ
ん
が
た
め
の
反
対
は
市
政

を
食
い
も
の
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
か

る
行
動
を
と
る
議
会
人
に
対
し
て
、
わ
れ

わ
れ
は
断
乎
と
し
て
戦
い
、
市
民
の
利
益

を
守
り
、
市
政
を
軌
道
に
の
せ
て
市
民
に

奉
仕
す
る
覚
悟
で
あ
る
」
と
、
渡
口
派
の

声
明
を
各
項
目
に
わ
た
っ
て
激
し
く
論
ば

く
、
さ
ら
に
「
市
会
の
真
相
を
明
ら
か
に

し
て
市
民
各
位
の
冷
静
な
批
判
を
仰
ぎ
た

い
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
は
市
長
擁
護
派
、
自
民

党
中
間
派
、
社
大
党
議
員
は
「
反
渡
口
派
」

に
統
一
勢
力
を
結
集
、
二
十
一
日
の
本
会
議



一
六
八

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
七
月

に
の
ぞ
む
こ
と
に
な
っ
た
。
反
ば
く
書
を
出

し
た
二
十
一
人
は
次
の
通
り
。

　

久
場
景
善
、
比
嘉
佑
直
、
赤
嶺
一
男
、
森

田
孟
松
、
儀
武
息
睦
、
金
城
武
一
、
喜
久
山

朝
重
、
金
城
賢
勇
、
玉
城
正
次
、
大
城
清
徳
、

宮
里
敏
慶
、
玉
井
栄
次
、
大
山
盛
幸
、
宮
城

実
、
仲
宗
根
梶
雄
、
具
志
清

裕
、
又
吉
久
正
、
浦
崎
康
華
、
新
垣
松

助
、
金
城
幸
信
、
普
久
原
朝
光
。

渡
口
派
声
明
へ
の
反
論
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

通
り
。

【
軍
用
地
契
約
】
①
昨
年
十
一
月
七
日
の
本

会
議
で
三
十
九
人
の
出
席
議
員
の
中
、
人
民

党
九
人
、
渡
口
派
八
人
を
除
く
我
々
同
志

二
十
二
人
の
連
署
で
軍
使
用
地
契
約
の
要
請

決
議
案
を
出
し
た
さ
い
人
民
党
、
渡
口
一
派

は
審
議
権
を
放
棄
し
て
退
場
し
た
事
実
は
何

を
物
語
る
で
あ
ろ
う
か
？
②
か
か
る
重
要
な

問
題
を
審
議
せ
ず
退
場
し
た
こ
と
は
人
民
党

と
常
に
共
闘
し
て
い
る
現
わ
れ
で
あ
り
軍
用

地
契
約
に
反
対
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
渡
口
一
派
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た
か

の
よ
う
に
早
期
賃
貸
契
約
を
主
張
し
て
来
た

と
公
言
す
る
資
格
は
な
く
、
ま
た
軍
用
地
料

の
歳
入
欠
陥
を
追
及
す
る
こ
と
自
体
我
々
に

言
わ
し
む
れ
ば
市
民
を
だ
ま
す
非
常
識
人
で

あ
り
市
民
の
物
笑
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
財
源
の
案
出
方
法
】
①
九
か
年
前
払
い
を

認
可
申
請
す
れ
ば
、
す
ぐ
受
け
取
っ
て
予
算

計
上
も
で
き
る
と
の
印
象
を
与
え
て
い
る
が
、

八
か
年
分
前
払
い
し
か
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
②
市
町
村
に
対
す
る
前
払
い
賃
貸
料

が
水
道
建
設
、
庁
舎
建
設
等
公
共
の
福
祉
の
た

め
の
資
金
使
途
が
明
確
な
も
の
に
し
か
受
領

で
き
な
い
の
を
知
ら
な
い
と
み
え
る
③
か
り

に
取
れ
る
と
仮
定
し
て
も
、
市
有
地
の
八
か

年
の
前
払
い
賃
貸
料
二
十
五
万
一
千
余
㌦
は

取
れ
て
も
、
非
細
分
地
の
九
十
九
万
三
千
余

㌦
は
受
け
取
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
正
副
議
長
の
交
際
費
を
削
る
の
は
自

由
だ
が
市
長
、
助
役
は
う
ん
と
市
民
福
祉
の

た
め
働
か
す
べ
き
で
あ
り
、
彼
ら
の
交
際
費

は
削
る
べ
き
で
は
な
い
。

【
市
有
地
売
却
問
題
】
こ
の
安
里
川
北
岸
埋
め

立
て
地
の
売
却
の
議
案
が
委
員
会
で
審
議
さ

れ
た
さ
い
、
人
民
党
を
除
き
全
員
賛
成
し
な

が
ら
、
渡
口
派
は
本
会
議
の
採
決
の
さ
い
反

対
に
回
る
と
い
う
こ
と
は
一
体
ど
う
解
釈
す

る
か
。
こ
れ
こ
そ
委
員
会
制
度
の
破
壊
で
あ

り
、
自
ら
議
会
政
治
を
否
決
す
る
も
の
で
は

な
い
か
。
渡
口
派
は
土
地
を
売
却
し
て
治
水

対
策
を
行
な
う
こ
と
に
賛
成
す
る
議
員
の
考

え
は
了
解
に
苦
し
む
と
い
う
が
同
一
議
案
に

対
し
朝
に
賛
成
、
夕
に
反
対
し
議
会
人
と
し

て
の
責
任
と
義
務
を
そ
う
失
し
議
会
の
混
乱

を
企
図
す
る
作
為
的
策
動
こ
そ
正
に
恥
ず
べ

き
行
動
で
あ
り
議
員
失
格
と
極
言
せ
ざ
る
を

え
な
い
。

安
里
川
北
岸
の
売
却
地
に
推
せ
ん
、
契
約
申

込
人
が
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
感
情

的
に
反
対
し
た
二
議
員
の
メ
ン
ツ
を
た
て
る

た
め
に
、
あ
る
い
は
仲
間
割
れ
す
る
の
を
お

そ
れ
て
賛
成
す
べ
き
六
議
員
ま
で
反
対
し
た

と
い
う
舞
台
う
ら
の
か
け
ひ
き
は
す
で
に
全

議
員
が
知
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
軍
用
地

の
契
約
問
題
で
市
長
と
議
会
が
対
立
し
双
方

譲
り
あ
わ
な
い
の
が
根
本
原
因
で
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
で
売
却
に
反
対
し
た

と
唱
え
て
い
る
が
こ
れ
も
感
情
で
反
対
し
た

こ
と
を
自
ら
証
言
し
て
お
り
、
市
民
の
反
感

を
買
う
の
を
お
そ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
市
民

福
祉
の
た
め
に
土
地
を
売
却
し
、
投
資
的
な

費
用
に
当
て
る
の
と
、
売
却
し
な
い
と
で
は
、

そ
の
い
ず
れ
か
、
市
民
の
た
め
に
な
る
か
、
だ

れ
で
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
弁
で
見
苦

し
い
行
動
を
正
言
化
し
よ
う
と
し
た
っ
て
ダ

メ
で
あ
る
。

【
土
地
造
成
の
基
本
的
態
度
】
①
住
宅
地
造

成
、
校
地
、
緑
地
帯
確
保
の
た
め
の
代
替
地

造
成
、
工
場
建
設
用
地
の
確
保
こ
そ
は
も
っ

と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
国
場
川
第
一
次
、

第
二
次
埋
め
立
て
、
旭
町
埋
め
立
て
、
さ
ら

に
安
謝
付
近
の
埋
め
立
て
事
業
を
計
画
し
て

い
る
の
で
あ
る
②
渡
口
一
派
だ
け
が
代
替
地

の
必
要
性
を
唱
え
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
市

民
に
与
え
よ
う
と
苦
悩
し
て
い
る
の
は
気
の

毒
で
な
ら
な
い
③
小
公
園
用
地
、
子
供
の
遊

び
場
、
敷
地
問
題
な
ど
は
機
会
あ
る
ご
と
に

話
し
合
っ
て
お
り
、
一
歩
一
歩
段
階
を
踏
ん

で
努
力
し
て
い
る
。

【
土
地
の
補
償
問
題
】
①
市
道
に
編
入
さ
れ

た
個
人
の
土
地
に
対
す
る
補
償
が
兼
次
市

長
の
努
力
さ
え
あ
れ
ば
直
ち
に
実
施
で
き

る
よ
う
な
誤
っ
た
印
象
を
市
民
に
与
え
て

い
る
こ
と
は
自
己
保
身
に
利
用
せ
ん
と
す

る
知
能
犯
に
等
し
い
②
昨
年
六
月
の
定
例

議
会
に
お
け
る
渡
口
（
麗
）
議
員
の
質
問
に

対
し
、
市
長
は
「
十
二
月
ま
で
に
具
体
案
を

た
て
、
議
会
の
承
認
を
得
た
い
」
と
答
え
た

と
は
ウ
ソ
で
あ
る
。

市
有
地
交
換
を
決
議
／
那
覇
市

会
／
民
連
の
反
対
押
し
切
る 
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新
年
度
予
算
を
め
ぐ
り
議
会
内
部
で
声
明
合

戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
泥
試
合
の
様
相
を
み
せ

て
い
る
那
覇
市
議
会
は
二
十
一
日
午
前
十
時

四
十
分
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
市
営
住
宅
建

設
に
と
も
な
う
市
有
地
交
換
処
分
に
つ
い
て

審
議
し
た
が
、
人
民
党
と
民
連
派
議
員
を
除

く
多
数
で
原
案
通
り
採
択
し
た
。

こ
の
市
有
地
交
換
処
分
は
旭
町
に
あ
る
水
道

資
材
集
積
所
の
市
有
地
と
安
謝
中
央
倉
庫
敷

地
と
を
交
換
し
、
こ
の
敷
地
に
市
営
住
宅
を

建
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
が
、
同
案
の
処

分
を
め
ぐ
っ
て
議
会
の
三
分
の
二
以
上
の
特



一
六
九

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
七
月

別
議
決
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
と
、
過
半

数
の
普
通
議
決
で
よ
い
と
い
う
意
見
が
対
立

し
結
局
法
務
局
や
日
本
の
自
治
庁
へ
照
会
し

て
い
た
が
、
法
務
局
か
ら
普
通
議
決
で
よ
い

と
の
回
答
が
あ
り
原
案
ど
お
り
採
択
さ
れ
た

も
の
。

つ
づ
い
て
「
市
営
住
宅
設
置
に
つ
い
て
」
の

議
案
が
上
程
さ
れ
た
が
、
渡
口
議
員
か
ら

「
市
営
住
宅
の
建
設
は
原
則
と
し
て
大
賛
成

で
あ
る
。
し
か
し
補
助
金
を
獲
得
し
て
低
額

所
得
者
に
も
利
用
さ
せ
る
た
め
に
継
続
審
議

に
し
た
い
」
と
の
動
議
が
出
さ
れ
、
議
場
は

一
時
騒
然
と
な
っ
た
。

継
続
審
議
を
主
張
す
る
の
と
、
こ
れ
に
反
対

す
る
賛
否
両
論
が
対
立
し
、
議
場
は
さ
ら
に

騒
然
と
な
っ
た
が
採
択
の
結
果
、
多
数
決
で

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

金
口
木
舌 
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新
年
度
予
算
案
を
め
ぐ
る
那
覇
市
議
会
の
か

け
合
い
談
義
は
、
つ
い
に
議
場
内
か
ら
は
み

だ
し
て
声
明
合
戦
に
ま
で
発
展
し
た
舞
台
裏

を
す
っ
か
り
さ
ら
け
だ
し
て
の
泥
仕
合
だ

▼
当
局
派
、
反
当
局
派
に
袂
を
分
っ
て
の
対

戦
、
政
策
や
主
義
、
主
張
の
相
違
か
ら
く
る

意
見
の
対
立
だ
っ
た
ら
、
堂
々
と
議
場
で

火
花
を
散
ら
し
黒
、
白
を
つ
け
れ
ば
よ
い
が

議
場
を
は
な
れ
て
の
論
戦
な
ど
、
よ
そ
目
に

も
感
情
の
激
突
と
し
か
映
ら
ぬ
。
ど
っ
ち
の

言
い
分
が
正
し
い
の
か
、
雑
音
が
入
り
乱
れ

る
と
市
民
の
判
断
も
戸
惑
っ
て
く
る
▼
市
当

局
や
市
議
会
が
意
見
の
対
立
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
を
一
般
に
訴
え
る
と
い
う
方
法
と

し
て
、
声
明
発
表
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
一

向
に
差
支
え
な
い
が
、
会
期
中
の
議
会
が
互

い
に
相
手
方
の
主
張
な
り
意
見
を
反
ば
く
す

る
手
段
と
し
て
声
明
合
戦
を
演
ず
る
と
い
う

こ
と
は
な
ん
の
こ
と
は
な
い
、
そ
れ
こ
そ
議

会
の
権
威
を
自
ら
軽
視
す
る
愚
か
し
き
わ
ざ
、

一
体
、
議
場
は
ど
こ
だ
▼
ほ
ん
と
の
と
こ
ろ
、

争
い
の
け
ん
外
に
お
か
れ
て
い
る
市
民
大
衆

に
は
一
片
の
声
明
ぐ
ら
い
で
、
問
題
の
当
否
、

真
相
な
ど
わ
か
る
は
ず
が
な
い
、
わ
か
ら
な

け
れ
ば
、
わ
か
ら
な
い
な
り
に
ウ
ラ
に
な
に

か
あ
る
と
、
妙
に
勘
ぐ
り
た
く
も
な
ろ
う
と

い
う
も
の
▼
〝
声
明
〟
に
頭
を
ひ
ね
る
ひ
ま

が
あ
っ
た
ら
、
泥
ぬ
ま
論
争
ば
か
り
む
し
か

え
し
て
い
る
那
覇
市
政
を
ど
う
し
た
ら
市
民

と
直
結
す
る
明
る
い
自
治
体
に
も
り
育
て
て

い
く
か
、
議
会
を
し
て
真
に
市
民
福
祉
の
話

し
合
い
の
場
と
す
る
か
に
チ
エ
を
し
ぼ
る
べ

き
だ
▼
い
ま
の
那
覇
市
議
会
に
欠
け
て
い
る

も
の
は
議
会
を
話
し
合
い
の
場
と
す
る
協
調

の
精
神
と
努
力
、
熱
意
、
そ
し
て
む
き
出
し

に
さ
れ
て
い
る
対
立
感
情
を
お
さ
え
る
政
治

的
教
養
と
い
う
点
に
尽
き
る
▼
ど
う
し
て
も

と
け
合
え
ぬ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
声
明
合

戦
で
泥
の
か
け
合
い
を
す
る
よ
り
、
て
っ
と

り
早
や
く
信
を
市
民
の
審
判
に
問
う
こ
と
だ
。

み
ん
な
頭
を
冷
や
し
て
出
直
す
が
よ
い
。
市

議
会
の
内
輪
も
め
を
尻
り
目
に
も
う
台
風
も

や
っ
て
き
た
。
治
水
対
策
は
た
な
上
げ
の
ま

ま
、
ひ
ど
い
目
に
あ
う
の
は
い
つ
も
低
地

帯
、
川
沿
い
の
住
人
ば
か
り
、
こ
れ
で
は
市

民
の
福
祉
も
ヘ
チ
マ
も
な
い
。

新
年
度
予
算
案
を
可
決
／
那
覇

市
会
き
の
う
閉
会 
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さ
る
六
月
七
日
開
会
し
た
那
覇
市
の
定
例
議

会
は
、
軍
用
地
の
契
約
、
市
有
地
の
売
却
問
題

か
ら
市
長
不
信
任
の
問
題
ま
で
で
る
始
末
で

大
荒
れ
に
荒
れ
た
が
二
十
一
日
午
後
の
本
会

議
で
難
航
の
六
一
年
度
予
算
案
が
多
数
決
で

成
立
、
問
題
の
軍
用
地
契
約
も
議
員
発
議
で

可
決
、
よ
る
七
時
二
十
分
、
四
十
五
日
ぶ
り

に
幕
を
閉
じ
た
。
な
お
兼
次
市
長
は
議
会
の

議
決
に
も
と
づ
い
て
き
ょ
う
二
十
二
日
、
さ

っ
そ
く
軍
用
地
の
契
約
を
結
ぶ
も
の
と
み
ら

れ
て
い
る
。

　

二
十
一
日
の
本
会
議
で
は
、
午
後
か
ら
問

題
の
予
算
案
の
審
議
に
入
っ
た
が
開
会
と
同

時
に
市
長
擁
護
派
か
ら
さ
き
に
否
決
に
な
っ

た
安
里
川
下
流
の
埋
立
地
売
却
を
否
決
し
た

渡
口
派
と
民
連
議
員
に
対
し
て
、
同
議
案

の
否
決
に
よ
っ
て
生
じ
た
歳
入
欠
陥
を
埋
め

る
修
正
案
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
、
い
っ
た
ん
休
憩
し
て
各
派
調
整
に

入
っ
た
。
し
か
し
結
論
が
出
な
い
ま
ま
に
ひ

る
五
時
再
開
、
高
良
（
清
）
議
員
か
ら
市
長

に
対
し
、
原
案
を
撤
回
し
て
新
し
い
修
正
案

を
出
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
要
請
決
議
の
動

議
が
出
さ
れ
た
が
多
数
決
で
否
決
。
つ
い
で

真
栄
田
議
員
か
ら
人
民
党
の
修
正
案
と
し
て
、

安
里
川
下
流
の
埋
立
地
売
却
の
否
決
に
伴
う

九
万
七
千
四
百
㌦
の
歳
入
欠
陥
を
補
う
た
め
、

こ
れ
ま
で
課
税
さ
れ
て
い
な
い
外
人
に
対
す

る
市
民
税
の
賦
課
、
費
目
存
置
に
な
っ
て
い

る
く
り
こ
し
金
、
銀
行
預
金
の
利
子
な
ど
を

歳
入
に
み
こ
み
、
三
万
二
千
四
百
㌦
を
ふ
や

し
、
合
計
六
万
五
千
㌦
の
歳
入
減
に
す
る
。

こ
れ
を
歳
出
面
の
議
員
の
本
土
視
察
費
、
議

会
交
際
費
、
職
員
の
研
修
費
、
事
業
費
の
請

負
費
な
ど
か
ら
六
万
五
千
㌦
を
削
っ
た
案
を

動
議
と
し
て
出
し
た
が
、
こ
れ
も
渡
口
派
の

賛
成
を
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
否
決
。

さ
ら
に
渡
口
（
麗
）
議
員
か
ら
「
軍
用
地
を

契
約
し
て
九
年
前
払
い
を
う
け
る
こ
と
に
な

っ
て
歳
入
欠
陥
を
埋
め
る
」
と
い
う
新
し
い

修
正
動
議
が
出
さ
れ
た
が
、
賛
成
わ
ず
か
六

で
否
決
さ
れ
、
結
局
九
万
七
千
㌦
の
歳
入
欠

陥
の
ま
ま
の
委
員
会
修
正
案
が
そ
の
ま
ま
採

決
に
ふ
さ
れ
、
騒
然
た
る
う
ち
に
可
決
さ
れ

た
。

そ
の
あ
と
大
山
議
員
か
ら
日
程
追
加
の
動
議



一
七
〇

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
七
月

が
出
さ
れ
、
久
場
景
善
議
員
ほ
か
二
十
一
人

の
市
長
擁
護
派
議
員
の
共
同
発
議
に
よ
る
軍

用
地
百
四
十
九
筆
、
二
万
五
千
百
七
十
七
坪

（
二
万
六
千
百
二
十
六
㌦
）
の
基
本
賃
貸
借
契

約
に
つ
い
て
の
議
案
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
渡
口
（
麗
）
、
上
原
、
仲
松
の
各
議

員
か
ら
発
議
権
の
疑
義
に
つ
い
て
質
問
が
あ

っ
た
が
、
自
治
法
第
百
四
十
六
条
に
よ
っ
て

議
員
の
発
議
権
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
議
案

は
質
疑
応
答
に
移
っ
た
。

そ
こ
で
、
人
民
党
側
は
「
市
長
は
こ
れ
ま
で

過
去
二
回
の
要
請
決
議
に
対
し
、
契
約
し
な

い
と
い
っ
て
き
た
が
、
議
決
す
れ
ば
契
約
す

る
の
か
」
と
執
拗
に
く
い
さ
が
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
兼
次
市
長
は
「
要
請
決
議
と
は
ち

が
う
議
決
と
な
れ
ば
そ
れ
を
執
行
す
る
義
務

を
負
う
。
そ
の
時
に
は
私
の
個
人
的
な
考
え

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
議
会
の
議
決
に
し
た
が

う
の
が
民
主
主
義
だ
と
思
う
。
私
の
意
志
を

き
く
前
に
議
会
は
自
主
的
に
自
ら
の
意
志
を

決
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
答
弁
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
渡
口
派
は
市
長
の
意
思
で
契
約

す
る
と
い
っ
た
形
の
議
決
に
し
た
い
と
修

正
案
を
出
そ
う
と
し
議
場
は
騒
然
と
な
っ

た
が
、
結
局
採
決
の
結
果
、
多
数
決
で
可
決

と
な
っ
た
。

こ
の
あ
と
議
会
は
弁
務
官
、
主
席
、
立
法
院

に
対
し
て
公
営
住
宅
法
の
早
期
公
布
を
要
請

し
た
瀬
名
波
議
員
提
案
の
動
議
を
採
択
し
て

よ
る
七
時
二
十
分
幕
を
と
じ
た
。

｜
社　

説
｜

無
責
任
に
す
ぎ
る
那
覇
市
の
予

算
議
決
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も
み
つ
づ
け
て
い
た
那
覇
市
の
定
例
議
会
は
、

二
十
一
日
に
閉
会
し
た
が
、
問
題
の
六
一
年

度
予
算
も
、
な
ん
と
な
く
議
決
さ
れ
た
。
予

算
を
審
議
す
る
本
会
議
に
お
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
修
正
動
議
が
だ
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
結

局
は
九
万
七
千
ド
ル
の
歳
入
欠
陥
を
タ
ナ
上

げ
に
し
た
委
員
会
修
正
案
が
多
数
決
で
可
決

さ
れ
た
。

　

二
百
万
ド
ル
を
越
す
市
の
予
算
が
、
こ
の

よ
う
な
か
た
ち
で
市
会
を
通
過
し
た
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
前
例
が
な
い
と
思
う
。
各
議
員
と

も
、
市
民
の
た
め
に
十
分
に
審
議
を
加
え
、

完
全
な
年
度
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
、
ほ
こ
り
を
も
っ
て
報
告
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
市
会
活
動
を
通

し
て
議
決
機
関
と
し
て
の
十
分
な
責
務
を
果

た
し
た
と
の
確
信
を
も
て
る
だ
ろ
う
か
、
そ

の
い
ず
れ
に
も
否
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
ほ
ど
、
こ
ん
ど
の
市
会
の
行
動
に
対
し
て
、

多
数
市
民
は
不
信
の
念
を
深
め
つ
つ
あ
る
。

市
会
は
、
市
有
地
の
売
り
渡
し
を
否
決
し
た

た
め
、
歳
入
面
で
九
万
七
千
ド
ル
の
歳
入
欠

陥
を
生
じ
て
い
る
。
予
算
審
議
の
焦
点
は
、こ

の
歳
入
減
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
合
わ
せ
、
そ

し
て
、
均
衡
予
算
を
編
成
す
る
か
に
か
か
っ

て
く
る
が
、
た
ん
に
繰
越
金
の
操
作
で
歳
入
、

歳
出
の
ツ
ジ
ツ
マ
を
合
わ
せ
た
だ
け
で
予
算

を
成
立
さ
せ
る
と
は
、
あ
ま
り
に
も
無
責
任

に
す
ぎ
る
。
こ
の
ヤ
リ
ク
リ
は
執
行
に
あ
た

る
市
当
局
が
適
当
に
処
理
し
て
ほ
し
い
と
い

っ
た
こ
ん
た
ん
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
市
長
に

ゲ
タ
を
預
け
た
の
も
同
然
で
あ
る
。
議
決
機

関
と
し
て
の
権
威
は
、
す
で
に
地
に
落
ち
た

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

市
長
は
、
こ
ん
ご
の
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て

は
緊
急
度
に
応
じ
て
優
先
的
に
取
り
扱
う
と

の
態
度
を
表
明
し
て
い
る
が
、
市
民
に
と
っ

て
、
も
っ
と
も
利
害
関
係
の
深
い
治
水
対
策

は
順
調
に
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
が

大
き
な
問
題
だ
。
仮
に
お
預
け
に
な
っ
た
と

し
て
も
市
長
に
逃
げ
口
上
を
与
え
た
の
も
同

様
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
こ
の
よ
う
な
変
則

予
算
の
成
立
で
は
、
市
民
福
祉
は
決
し
て
保

証
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

市
会
は
一
か
月
も
会
期
を
延
長
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
も
っ
と
慎
重
に
討
議
を
尽
く
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
い
く
ら
審
議
を
重
ね
て
も
、
現

在
の
対
立
状
態
で
は
、
調
整
の
余
地
が
な
い

見
通
し
の
も
と
に
、
安
易
な
多
数
決
に
従
っ

た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
市
政
の
根
幹
と
な
る

年
度
予
算
が
、
こ
の
よ
う
な
始
末
で
は
首
都

の
建
設
事
業
は
、
と
う
て
い
画
期
的
な
推
進

は
の
ぞ
め
な
い
は
ず
で
あ
る
。
市
会
内
の
各

派
の
感
情
的
な
対
立
を
解
決
し
、
執
行
機
関

と
の
関
係
を
正
常
な
姿
に
も
ど
す
努
力
が
切

実
に
要
望
さ
れ
る
。
市
長
も
ス
ム
ー
ズ
な
市

政
運
営
の
た
め
、
政
治
生
命
を
か
け
て
、
事

態
の
収
拾
に
あ
た
る
だ
け
の
意
気
ご
み
が
ほ

し
い
。

公
園
の
敷
地
を
縮
小
／
首
都
建

設
委
／
計
画
変
更
を
申
し
入

れ
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首
都
建
設
委
員
会
（
委
員
長
瀬
長
副
主
席
）

は
こ
の
ほ
ど
兼
次
那
覇
市
長
あ
て
与
儀
公
園

の
計
画
変
更
を
申
し
入
れ
て
き
た
。
こ
れ
は

那
覇
市
が
与
儀
試
験
場
跡
に
広
大
な
公
園
計

画
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
付
近
の
土
地
が

真
和
志
と
の
合
併
に
よ
っ
て
経
済
的
な
活
用

度
が
高
く
な
り
地
域
の
縮
小
を
要
請
し
て
き

た
も
の
。
そ
れ
と
同
時
に
同
委
員
会
と
し
て

の
処
理
案
も
つ
け
く
わ
え
て
い
る
。
申
し
入

れ
は
次
の
通
り
。

与
儀
公
園
は
、
五
六
年
三
月
主
席
の
認
可
を

得
て
、
都
市
計
画
に
対
す
る
公
園
と
し
て
指

定
さ
れ
た
が
、
次
の
事
情
に
よ
り
計
画
変
更

（
地
域
縮
小
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

下
に
あ
る
の
で
、
現
状
に
即
し
て
早
急
に
善

処
し
て
ほ
し
い
。

①
与
儀
公
園
（
四
万
六
千
坪
）
の
地
域
内
で



一
七
一

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
七―

九
月

は
す
で
に
園
連
、
主
席
公
舎
、
蚕
糸
検
定

所
、
工
業
研
究
指
所
、
金
門
ク
ラ
ブ
、
軍
用

地
立
退
き
部
落
の
転
入
住
居
、
そ
の
ほ
か
一

般
民
家
な
ど
も
あ
る
。
さ
ら
に
近
く
南
連
事

務
所
、
米
琉
文
化
会
館
、
電
電
公
社
な
ど

も
、
こ
の
地
域
内
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
当
初
の
計
画
を
変
更
し
て

地
域
を
縮
小
せ
ね
ば
な
ら
な
い
原
因
が
生
じ

て
い
る
。

②
こ
の
地
域
は
民
政
府
の
管
理
地
で
あ
る
の

で
、
委
員
会
は
五
九
年
四
月
民
政
府
に
対
し

公
園
指
定
地
を
目
的
外
に
使
用
さ
せ
、
ま
た

は
処
分
し
な
い
よ
う
申
し
入
れ
た
が
承
認
さ

れ
な
か
っ
た
。

③
指
定
当
初
の
五
六
年
三
月
ご
ろ
は
、
こ
の

地
域
は
市
の
周
辺
地
に
あ
た
り
、
土
地
の
利

用
価
値
は
低
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
首
都
の

中
心
部
に
当
た
り
、
利
用
価
値
が
高
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
土
地
の
経
済
的
活
用
の
点
か

ら
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

以

上

の

点

か

ら

四

万

六

千

坪

を

一
万
四
千
九
百
二
十
七
坪
に
縮
小
し
、
文
化

公
園
と
し
て
指
定
す
る
。

（
処
理
案
）
五
七
年
三
月
都
市
計
画
に
よ
り
指

定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
指
定
当
初
と
今
日
で
は
い
ろ

ん
な
情
勢
も
か
わ
り
、
現
在
は
都
市
の
中
心

部
と
な
っ
て
土
地
の
利
用
価
値
も
き
わ
め
て

高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
土
地
の
経
済
的
活

用
の
見
地
か
ら
、
当
初
指
定
さ
れ
た
与
儀
公

園
四
万
六
千
坪
を
一
万
四
千
九
百
二
十
七
坪

に
縮
小
し
文
化
公
園
と
し
て
指
定
す
る
。

文
化
公
園
は
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

中
央
図
書
館
、
公
会
堂
、
美
術
工
芸
館
、
産

業
科
学
館
、
遊
水
池
な
ど
を
適
当
に
配
置

し
、
文
化
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
に
す
る

こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。

〝
弁
務
官
資
金
を
善
処
〟
／
又

吉
議
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ら
ギ
副
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政
官
と
会
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那
覇
市
議
の
又
吉
久
正
、
比
嘉
佑
直
、
森
田

孟
松
、
大
山
盛
幸
、
宮
里
敏
慶
、
宮
城
実
の

六
氏
は
二
十
二
日
あ
さ
、
民
政
府
に
ギ
ー
リ

ス
副
民
政
官
を
訪
問
、
那
覇
市
議
の
問
題
に

つ
い
て
一
時
間
余
に
わ
た
っ
て
懇
談
し
た
。

ま
ず
議
員
団
か
ら
①
軍
用
地
料
の
契
約
を
議

会
で
可
決
し
た
こ
と
②
市
営
住
宅
の
家
賃
が

高
く
つ
い
て
い
る
の
で
、
民
政
府
が
補
助
金

を
支
出
し
て
も
ら
え
ば
家
賃
を
安
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
③
弁
務
官
資
金
の
交
付
に

骨
を
折
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
を
説
明

し
、
要
望
し
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ギ
副
民
政
官
は
、
軍
用
地
料
の

契
約
を
可
決
し
た
こ
と
に
満
足
の
意
を
表
し
、

「
多
年
の
懸
案
問
題
を
解
決
し
て
も
ら
い
、
感

謝
し
て
い
る
」
と
の
べ
た
よ
う
だ
。
民
政
府

補
助
金
、
弁
務
官
資
金
の
支
出
に
つ
い
て
も
、

善
処
し
た
い
と
答
え
た
と
い
う
。

泊
北
岸
の
埋
立
地
／
民
政
府
が

那
覇
市
に
譲
渡 
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那
覇
市
で
は
さ
き
に
民
政
府
に
泊
北
岸

（
水
産
高
校
使
用
）
の
公
有
水
面
埋
立
地

二
千
百
五
十
三
坪
の
譲
渡
申
請
を
行
な
っ
て

い
た
が
、こ
の
ほ
ど
ギ
ー
リ
ス
副
民
政
官
か
ら

「
譲
渡
す
る
」
と
次
の
よ
う
な
書
簡
が
あ
っ
た
。

　

一
九
五
三
年
三
月
三
十
日
付
の
布
令
百
六

号
で
民
政
府
が
同
土
地
を
埋
立
て
た
が
埋
立

て
条
件
と
し
て
那
覇
市
に
譲
渡
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

一
、
し
た
が
っ
て
民
政
官
は
那
覇
市
に
同

埋
立
地
を
譲
渡
し
、
ま
た
那
覇
市
に
は
譲
渡

契
約
と
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。

｜
社　

説
｜

新
発
足
し
た
那
覇
市
自
治
会 
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地
方
自
治
の
末
端
組
織
と
し
て
、
市
民
と
の

有
機
的
連
携
を
緊
密
化
す
る
と
い
う
那
覇
市

の
自
治
会
が
十
二
日
新
発
足
し
た
。
こ
の
自

治
会
は
こ
れ
ま
で
幾
度
び
か
俎
上
に
浮
か
ん

で
は
陽
の
目
を
見
ず
じ
ま
い
に
終
っ
た
区
長

制
に
代
る
も
の
で
、
今
後
の
運
営
如
何
に
よ

っ
て
は
、
法
制
化
に
基
づ
く
本
格
的
な
区
長

制
実
現
へ
の
踏
み
台
と
も
な
ろ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
新
発
足
に
当
っ
て
市
当
局
で
も

多
大
の
期
待
を
か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

都
市
的
形
態
と
農
村
的
形
態
と
が
混
然
と
し

て
い
る
那
覇
市
の
現
状
で
は
、
法
制
に
基
づ

く
区
長
制
度
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
旧
行

政
区
の
統
廃
合
を
は
じ
め
、
行
政
区
域
の
整

理
と
も
か
ら
ん
で
相
当
の
時
日
を
要
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
差
し
当
り
既
存
の
町
内

会
や
部
落
会
を
育
成
強
化
し
、
市
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
末
端
ま
で
浸
透
さ
せ
な
が
ら
逐
次
、

適
正
な
行
政
区
の
規
模
を
確
立
し
て
い
こ
う

と
い
う
の
が
自
治
会
に
托
す
る
構
想
と
思
わ

れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
ど
新
発
足
し
た
自
治
会

は
、
真
和
志
三
十
、
首
里
十
七
、
小
禄
十
二

の
計
五
十
九
ヵ
所
で
旧
那
覇
の
三
十
二
ヵ
所

真
和
志
二
ヵ
所
、
首
里
二
ヵ
所
、
計
三
十
六

ヵ
所
は
未
組
織
と
い
う
。
発
足
当
初
す
で
に

足
並
み
不
揃
い
の
ま
ま
進
発
し
て
い
る
が
、

地
域
住
民
が
そ
の
必
要
性
を
身
近
か
に
感
じ

自
主
的
に
組
織
作
り
に
乗
り
出
さ
な
い
限

り
、
強
い
ら
れ
る
筋
合
い
の
も
の
で
も
な
い

の
で
当
局
と
し
て
も
静
観
す
る
外
は
あ
る
ま

い
。
自
治
会
の
運
営
は
そ
の
名
の
示
す
通
り
、

自
主
的
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
本
旨
と
し
て
、

徴
税
令
書
の
配
布
、
出
張
徴
収
、
広
報
紙
の
配

布
、
そ
の
他
基
礎
調
査
な
ど
専
ら
市
の
行
政

上
の
協
力
機
関
、
伝
達
機
関
た
る
性
格
を
も
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つ
も
の
で
、
暫
定
的
措
置
と
し
て
会
長
は
既

存
の
町
内
会
長
、
部
落
会
長
が
そ
の
ま
ま
委

嘱
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
と
て
早
晩
、
区

民
の
選
出
し
た
人
が
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
従
っ
て
将
来
、
市
の
行
政
面
に
お
い

て
占
め
る
役
割
と
か
機
能
が
加
重
さ
れ
て
く

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　

戦
後
、
数
年
も
存
続
し
て
い
た
那
覇
市
各

区
に
お
け
る
自
治
組
織
と
も
い
う
べ
き
区
長

制
は
、
終
戦
当
時
、
市
民
受
入
態
勢
の
ゴ
タ

ゴ
タ
し
た
時
代
に
採
ら
れ
た
便
宜
措
置
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
諸
物
資
配
給
制

や
土
地
割
当
と
も
か
ら
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
弊

害
も
つ
き
ま
と
う
よ
う
に
な
り
、
区
長
の
座

が
権
力
の
座
と
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
を
当
間

（
重
民
）
市
長
時
代
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
、
だ
が
そ
の
後
瀬
長
市
長
時
代
に
再
び
こ

れ
を
強
引
に
復
活
し
よ
う
と
し
て
瓦
解
し
た

曰
く
つ
き
の
も
の
。
名
称
こ
そ
異
な
れ
区
長

制
と
本
質
的
に
は
何
ら
変
る
と
こ
ろ
が
な
い

自
治
会
が
、
こ
ん
ど
正
式
に
発
足
を
見
た
こ

と
は
、
兼
次
市
長
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
も
公

約
の
一
つ
を
履
行
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
ま
だ
ふ
ん
ぎ
り
つ
か
ず
未
組
織
の
ま
ま

見
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
三
十
六
ヵ
所
も
あ

り
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
旧
那
覇
市

内
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
自
治
会
（
ま
た
は

区
長
制
）
に
な
お
相
当
異
論
が
あ
る
証
左
と

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

か
つ
て
の
区
長
制
に
か
ら
む
利
害
得
失
も
、

す
で
に
昔
語
り
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
憂
慮

さ
れ
る
弊
害
の
最
た
る
も
の
と
し
て
厳
戒
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
区
長
の
ボ
ス
化
で
あ

る
。
利
点
と
し
て
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
浸
透

と
か
地
域
住
民
の
実
情
把
握
、
連
絡
の
緊
密

化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
こ
の
両
者
の
か
ね

あ
い
を
、
ど
う
調
整
し
て
い
く
か
が
要
め
で

あ
る
。
人
口
も
地
域
も
太
る
一
方
の
那
覇
市

に
と
っ
て
末
端
組
織
の
整
備
と
い
う
こ
と
は

必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
ち
が
い
な
い

が
、
自
治
会
組
織
も
結
局
は
会
長
に
そ
の
人

を
得
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
く
る
。
そ
し

て
最
も
懸
念
さ
れ
る
の
が
選
挙
の
布
石
と
な

る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
会
長
だ
ろ
う
と

区
長
だ
ろ
う
と
、
そ
の
個
人
的
な
選
挙
活
動

は
自
由
だ
が
職
務
上
、
地
区
住
民
個
々
の
日

常
生
活
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
つ
だ
け
に

選
挙
に
際
し
て
は
票
集
め
の
具
に
供
さ
れ
や

す
い
の
で
あ
る
。
ボ
ス
化
の
温
床
と
み
ら
れ

る
所
以
だ
が
、
立
法
院
総
選
挙
も
目
前
に
迫

っ
て
き
た
。
票
集
め
の
布
石
に
成
り
下
が
ら

ぬ
よ
う
、
那
覇
市
の
自
治
会
発
足
の
首
途
を

祝
う
半
面
、
本
来
の
使
命
に
徹
し
た
慎
重
な

運
営
を
望
み
た
い
。

安
謝
を
工
業
・
漁
港
に
／
首
都

建
委
、
整
備
計
画
な
る 
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首
都
建
設
委
員
会
は
、
二
十
日
午
後
二
時

か
ら
副
主
席
室
で
委
員
会
を
ひ
ら
き
、
港
湾

整
備
計
画
を
審
議
、
決
定
し
た
。

こ
の
整
備
計
画
は
、
直
ち
に
行
政
主
席
に
勧

告
さ
れ
る
が
、
整
備
方
針
は
、
既
設
の
那

覇
、
泊
の
両
港
を
整
備
す
る
ほ
か
、
安
謝
港

を
新
設
し
て
工
業
港
な
ら
び
に
漁
港
に
す
る

こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
計
画
の
概
要
は

次
の
と
お
り
だ
が
、
那
覇
、
泊
両
港
に
つ
い

て
は
、
夜
間
で
も
大
型
船
舶
が
出
入
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
俗
称
大
和
口
、
唐
口
か

ら
各
港
に
至
る
航
路
上
に
点
在
す
る
暗
礁
を

除
去
し
、
さ
ら
に
航
路
標
識
の
完
備
を
は
か

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

那
覇
港　

将
来
と
も
、
外
国
航
路
の
商
港

と
し
て
整
備
し
、
こ
ん
ご
ま
す
ま
す
発
展
す

る
外
国
貿
易
に
備
え
る
た
め
諸
施
設
を
強
化

す
る
。
施
設
を
整
備
す
れ
ば
、
年
間
の
貨
物

取
り
扱
い
適
正
能
力
は
現
在
の
六
十
万
ト
ン

か
ら
九
十
万
ト
ン
に
な
る
の
で
、
こ
の
能
力

を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
よ
う
つ
ぎ
の
よ
う
に

計
画
す
る
。

①
大
型
船
の
増
加
に
対
応
し
て
航
路
を
し

ゅ
ん
せ
つ
し
、
常
時
出
入
港
を
可
能
に
す

る
。

②
ふ
頭
の
整
備
な
ら
び
に
貨
物
輸
送
の
合

理
化
を
は
か
る

③
物
置
き
場
の
利
用
増
進
を
は
か
る

④
上
屋
、
旅
客
待
合
室
、
ふ
頭
従
業
員
の

休
養
施
設
を
整
備
す
る
。

⑤
浪
災
防
止
の
た
め
、
港
入
口
南
岸
（
ヤ

ラ
ザ
ー
）
お
よ
び
北
岸
に
防
波
堤
を
設
け

る
。

　

泊
港　

将
来
と
も
、
内
航
お
よ
び
外
航
路

（
日
本
向
け
）
の
商
港
と
し
て
整
備
し
、
現
在

貨
物
取
り
扱
い
適
正
能
力
を
は
る
か
に
オ
ー

バ
ー
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
不
合
理
を

是
正
す
る
。
ま
た
、
こ
ん
ご
、
ま
す
ま
す
伸

長
す
る
産
業
、
経
済
の
発
展
に
呼
応
す
る
た

め
、
将
来
に
お
い
て
は
、
漁
港
お
よ
び
小
型

運
搬
船
な
ら
び
に
大
型
貨
物
船
の
出
入
港
を

安
謝
の
新
設
港
に
求
め
る
よ
う
に
す
る
。

①
港
内
を
し
ゅ
ん
せ
つ
し
て
船
舶
の
出
入

を
容
易
に
す
る
。

②
ふ
頭
の
整
備
な
ら
び
に
貨
物
輸
送
の
合

理
化
を
は
か
る
。

③
野
積
み
場
の
舗
装
を
行
な
う
。

④
そ
の
ほ
か
、
不
備
施
設
を
整
備
し
現
施

設
を
改
善
し
て
、
不
経
済
と
非
能
率
を
是

正
す
る
。

　

安
謝
港　

安
謝
新
設
港
は
、
工
業
港
な
ら

び
に
漁
港
と
し
て
整
備
し
、
す
で
に
計
画
さ

れ
て
い
る
工
業
用
地
の
造
成
と
関
連
づ
け
て

建
設
す
る
。
泊
か
ら
安
謝
に
至
る
公
有
水
面

（
岩
礁
地
帯
）
約
七
十
五
万
平
方
㍍
を
港
湾
計
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画
の
し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
で
埋
め
立
て
、
工
業

用
地
を
造
成
し
、
港
湾
は
埋
め
立
て
地
の
南

方
に
建
設
す
る
。
西
側
を
工
業
港
、
東
側
を

漁
港
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
に
適
応
す

る
よ
う
施
設
、
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

①
年
間
の
貨
物
取
り
扱
い
適
正
能
力
の
目

標
を
六
十
万
ト
ン
か
ら
六
十
五
万
ト
ン
と

す
る
。

②
工
業
港
に
お
い
て
は
、
七
千
ト
ン
級
以

上
の
大
型
船
が
常
時
出
入
可
能
な
施
設
を

す
る
。

③
水
路
、
水
面
の
計
画
面
積
を
十
分
に
し

て
安
全
な
航
行
と
停
泊
が
可
能
な
よ
う
に

す
る
。

④
ふ
頭
、
岸
壁
、
沿
岸
道
路
、
給
水
、　
　

　

給
油
、
給
炭
施
設
、
船
員
、
ふ
頭
従
業

員
の
休
養
所
、
待
合
室
、
上
屋
倉
庫
、
荷

積
み
施
設
、
貯
蔵
施
設
、
防
波
堤
、
ク
レ

ー
ン
な
ど
の
機
械
施
設
、
標
識
な
ど
の
諸

施
設
を
適
宜
配
置
し
て
、
①
②
の
計
画
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
以
上
の
立
地
適
正
計
画
と
と
も
に
貨
物

輸
送
、
生
産
工
業
地
帯
と
の
関
連
な
ど
も

勘
案
し
て
総
合
的
に
計
画
す
る
も
の
と
す

る
。

　

瀬
長
首
都
建
設
委
員
長
（
副
主
席
）
談

こ
れ
ま
で
に
、
河
川
、
緑
地
帯
な
ど
の
整
備

計
画
を
樹
立
し
た
が
、
今
回
港
湾
整
備
計
画

を
ま
と
め
た
。
首
都
の
建
設
、
整
備
は
、
い

ず
れ
に
し
て
も
民
政
府
の
特
別
援
助
や
膨
大

な
費
用
を
要
す
る
も
の
だ
が
、
と
も
か
く
総

合
的
に
計
画
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
全
般

的
な
整
備
計
画
を
急
い
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

あ
と
は
道
路
交
通
面
の
整
備
計
画
が
で
き
れ

ば
、
委
員
会
と
し
て
構
想
が
ほ
と
ん
ど
ま
と

ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

那
覇
市
の
起
債
許
可
／
国
場
川

の
第
二
次
埋
立 
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那
覇
市
で
は
さ
き
に
行
政
主
席
宛
に
「
国
場

川
第
二
次
埋
立
事
業
の
起
債
許
可
」
の
申
請

を
行
な
っ
て
い
た
が
、
十
四
日
付
で
起
債
許

可
の
通
知
が
あ
っ
た
。
市
町
村
が
起
債
す
る

場
合
、
行
政
主
席
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
、

政
府
で
は
市
町
村
の
起
債
能
力
の
有
無
を

調
査
し
た
う
え
で
許
可
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
あ
と
は
開
発
金
融
公

社
か
ら
の
正
式
な
認
可
が
あ
り
次
第
、
那
覇

市
で
は
公
入
札
を
行
な
い
直
ち
に
事
業
を

は
じ
め
る
。

那
覇
市
は
国
場
川
約
十
六
万
五
千
平
方
㍍

（
五
万
坪
）
の
埋
立
事
業
を
計
画
、
一
九
六
〇

年
度
で
約
三
万
坪
の
埋
立
を
完
成
、
残
り

二
万
坪
を
第
二
次
事
業
と
し
て
現
年
度

で
埋
立
て
る
こ
と
に
な
り
開
発
公
社
に

二
十
万
二
千
五
百
㌦
の
借
入
れ
申
請
を
行
な

っ
て
い
る
も
の
。

な
お
第
一
次
の
埋
立
地
は
主
に
工
場
用
地
と

し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

借
入
れ
希
望
者
が
多
く
〝
嫁
一
人
に
婿
八

人
〟
だ
と
市
当
局
は
こ
れ
の
処
置
に
頭
を

痛
め
て
い
る
。
ま
た
現
年
度
で
埋
立
て
る

六
万
六
千
平
方
㍍
（
二
万
坪
）
は
主
に
学
校

用
地
や
住
宅
地
と
し
て
計
画
し
て
い
る
。

那
覇
市
／
昇
圧
ポ
ン
プ
の
設
置

を
／
水
の
解
決
に
民
政
府
の

答
え
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那
覇
市
議
会
は
、
さ
き
の
議
会
で
全
会
一
致

で
一
日
五
千
立
方
㍍
以
上
の
浄
溜
水
確
保
要

請
を
決
議
、
民
政
府
、
水
道
公
社
に
善
処
方

を
陳
情
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
民
政
府
か

ら
政
府
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
回
答
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
軍
当
局
で
は
、
ブ
ー
ス
タ
ー

（
昇
圧
ポ
ン
プ
）
を
設
置
す
れ
ば
六
〇
年
度
は

十
分
な
給
水
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い

る
が
、
ブ
ー
ス
タ
ー
設
置
に
は
市
当
局
が
反

対
し
て
い
る
よ
う
だ
。
那
覇
市
が
賛
成
す
れ

ば
十
五
日
以
内
で
設
置
で
き
る
用
意
が
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。

民
政
府
か
ら
の
書
簡
要
旨　

一
、
那
覇
市
水

道
課
、
民
政
府
、
水
道
公
社
、
米
軍
部
と
十

分
検
討
し
た
。
公
社
は
今
年
末
或
は
六
一
年

早
々
ま
で
は
那
覇
市
に
対
し
て
ひ
で
り
期

間
お
そ
ら
く
一
日
五
十
万
ガ
ロ
ン
以
上
の

浄
水
の
供
給
は
保
証
で
き
な
い
。
こ
の
期
間

中
に
水
道
本
管
が
ズ
ケ
ラ
ン
か
ら
泊
ま
で
設

備
さ
れ
れ
ば
公
社
は
那
覇
市
に
対
し
、
一
日

二
百
万
ガ
ロ
ン
（
七
、
五
〇
〇
立
方
㍍
）
の
水

を
供
給
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
、
軍
で
は
那
覇
市
に
対
し
臨
時
給
水
を
相

当
考
慮
す
る
意
味
で
つ
ぎ
の
こ
と
を
決
定
し

た
。

①
那
覇
市
に
対
し
現
在
、
牧
港―

那
覇
米
軍

住
宅
地
帯
に
あ
る
軍
専
用
七
十
五
万
ガ
ロ
ン

タ
ン
ク
に
十
二
イ
ン
チ―

十
四
イ
ン
チ
の
水

道
管
取
り
つ
け
を
許
可
す
る
②
軍
は
ブ
ー
ス

タ
ー
（
昇
圧
ポ
ン
プ
）
を
与
え
て
、
こ
れ
を

牧
港―

那
覇
間
に
あ
る
未
浄
水
管
に
と
り
つ

け
る
。
ポ
ン
プ
は
軍
か
ら
無
償
で
払
下
げ
る

が
、
市
は
七
千
㌦
を
越
え
な
い
額
を
設
備
費

と
し
て
、
総
額
又
は
未
浄
水
の
協
定
値
で
納

入
す
る
。

さ
ら
に
依
頼
さ
れ
る
い
か
な
る
不
動
産
も
備

え
る
。
琉
球
人
運
転
手
、
維
持
、
燃
料
費
を

支
払
う
、
七
千
㌦
の
設
備
費
を
償
還
す
る
ま

で
は
千
ガ
ロ
ン
に
つ
き
七
㌣
に
未
浄
水
値
を

上
げ
て
経
営
し
、
そ
の
後
は
た
だ
運
営
と
維

持
を
補
わ
れ
る
て
い
ど
の
値
に
下
げ
る
こ
と

に
つ
い
て
通
知
を
受
け
て
い
る
③
市
職
員
は

口
頭
で
ブ
ー
ス
タ
ー
の
設
置
は
好
ま
し
く
な

い
と
い
っ
て
い
る
が
、
泊
の
浄
水
場
に
つ
な

ぐ
と
市
に
対
し
て
六
〇
年
度
は
十
分
給
水
で

き
る
。
（
公
社
の
浄
水
管
が
完
成
す
れ
ば
一



一
七
四

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
十
月

日
平
均
一
万
九
千
立
方
㍍
）
④
市
が
賛
成
す

れ
ば
軍
と
公
社
で
は
、
十
五
日
以
内
に
ブ
ー

ス
タ
ー
を
設
置
で
き
る
用
意
が
あ
る
。

玉
陵
の
保
護
を
要
請
決
議
／
那

覇
市
定
例
議
会
終
わ
る 
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那
覇
市
の
定
例
議
会
は
三
十
日
で
十
一
日
間

の
会
期
を
と
じ
た
。

六
一
年
度
追
加
更
正
予
算
、
市
有
地
売
却
な

ど
十
議
案
、
市
長
諮
問
一
件
、
二
十
五
件
の

陳
情
案
件
を
処
理
し
た
。
こ
ん
ど
の
定
例
議

会
は
大
き
な
波
乱
も
な
く
、
や
や
沈
滞
ぎ
み

で
、
ど
の
議
案
も
原
案
通
り
可
決
し
た
。

最
終
日
の
三
十
日
は
あ
さ
十
時
半
か
ら
ひ
ら

き
、
審
議
を
続
け
た
が
、
問
題
の
安
里
川
北
岸

埋
め
立
て
地
四
百
七
十
七
坪
の
売
却
に
つ
い

て
民
連
の
真
栄
田
議
員
は
「
売
却
の
相
手
方

六
人
の
う
ち
四
人
は
都
計
で
立
ち
の
き
に
な

っ
た
人
た
ち
で
は
あ
る
が
、
満
足
で
な
い
に

し
て
も
、
一
応
補
償
は
な
さ
れ
て
い
る
。
市

民
の
中
に
は
、
都
計
そ
の
他
で
、
個
人
的
な

犠
牲
に
な
り
、
ま
だ
な
ん
の
補
償
も
さ
れ
な

い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
の
人
た
ち

は
土
地
を
求
め
て
い
る
の
で
売
却
は
随
意
契

約
で
は
な
し
に
、
指
名
競
争
入
札
に
し
て
ほ

し
い
」
と
原
案
に
反
対
し
た
。
表
決
の
結
果
、

民
連
、
渡
口
派
を
除
き
、
こ
れ
を
多
数
で
原

案
通
り
可
決
し
た
。

崇
元
寺
町
の
市
有
地
三
百
九
十
五
坪
の
売
却
、

追
加
更
正
予
算
は
反
対
意
見
も
な
く
通
っ
た
。

ま
た
総
務
委
員
会
で
、
慎
重
に
審
議
し
て
い

た
松
本
那
覇
消
防
隊
長
の
解
職
陳
情
は
、
こ

れ
を
採
択
し
た
。
そ
の
あ
と
、
真
栄
田
議
員

は
布
令
の
消
防
隊
に
関
す
る
条
項
を
タ
テ
に
、

「
松
本
消
防
隊
長
は
不
適
格
で
あ
り
、
市
長
は

議
会
の
進
言
に
従
い
、
解
職
の
措
置
を
と
る

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
動
議
を
提

出
し
た
が
、
こ
れ
は
可
否
同
数
の
た
め
、
高

良
議
長
裁
決
で
不
成
立
と
な
っ
た
。
け
っ
き

ょ
く
、
隊
長
の
解
職
は
市
長
の
自
由
裁
量
に

ま
か
さ
れ
た
が
、
陳
情
者
新
崎
〇
〇
〇
氏
ら

は
「
市
長
が
辞
め
さ
せ
な
け
れ
ば
、
市
民
の

審
判
に
か
け
る
」
と
い
き
り
た
っ
て
い

る
。

議
案
、
陳
情
案
件
を
処
理
し
た
あ
と
、
全
議

員
提
案
の
形
で
「
伝
統
的
文
化
遺
産
（
玉
陵
）

の
保
護
を
要
請
す
る
決
議
書
」
を
全
会
一
致

で
決
議
し
た
。
こ
の
決
議
書
は
行
政
府
、
立

法
院
、
文
化
財
保
護
委
員
会
、
沖
縄
聖
公
会

に
送
ら
れ
る
。

議
員
を
派
遣
／
本
土
の
財
政
視

察
に
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那
覇
市
議
会
は
、
近
く
本
土
行
財
政
視
察
に

議
員
を
派
遣
す
る
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
人
選

が
決
ま
っ
た
。

（
総
務
委
員
会
）
赤
嶺
一
男
、
又
吉
久
正
、
久

高
友
敏
、
（
経
済
民
生
委
員
会
）
瀬
名
波

栄
、
金
城
武
一
、
上
原
文
吉
、（
建
設
委
員
会
）

崎
山
喜
達
、
石
原
昌
進
、
大
城
清
徳
、
議
会

事
務
局
堀
川
恭
準
。

誰
が
文
化
財
を
守
る
の
か
／
那

覇
市
議
会
と
玉
陵
の
保
護
／

山
里
永
吉 
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九
月
三
十
日
、
那
覇
市
定
例
議
会
で
那
覇
市

議
会
は
全
会
一
致
、
伝
統
的
文
化
遺
産
と
し

て
の
玉
陵
を
保
護
要
請
す
べ
く
決
議
し
た
。

　

玉
陵
の
地
域
内
に
教
会
の
建
築
を
許
可
す

る
か
、
し
な
い
か
と
い
う
問
題
は
昨
年
の

十
二
月
以
来
、
文
化
財
保
護
委
員
会
で
い
ろ

い
ろ
論
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
五
人
の
委

員
の
中
、
三
人
が
許
可
す
る
方
針
に
傾
い
た

為
、
貴
重
な
史
跡
で
あ
り
、
民
族
の
文
化
遺

産
で
あ
る
玉
陵
も
、
遂
に
毀
損
さ
れ
る
運
命

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
そ
の
時
、

つ
く
づ
く
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
文
化
財
の

保
護
は
そ
の
委
員
に
人
を
得
な
け
れ
ば
と

う
て
い
困
難
で
あ
る
。
文
化
財
保
護
法
の
立

法
の
精
神
を
知
ら
ぬ
者
が
、
何
人
顔
を
並
べ

た
と
こ
ろ
で
、
文
化
財
の
貴
重
さ
を
知
ら
な

け
れ
ば
猫
に
小
判
も
同
様
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

文
化
財
保
護
法
は
、
文
化
財
を
護
る
た
め

の
法
律
で
あ
る
。
け
っ
し
て
教
会
堂
を
建
て

る
た
め
の
法
律
で
も
な
け
れ
ば
運
動
場
を
つ

く
る
た
め
の
法
律
で
も
な
い
。
従
っ
て
文
化

財
保
護
委
員
は
文
化
財
を
護
る
た
め
の
委
員

で
あ
り
、
文
化
財
を
護
る
の
が
そ
の
職
責
で

あ
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の

委
員
の
中
幾
人
か
が
、
お
の
れ
の
職
責
を
忘

れ
、
数
を
た
の
ん
で
国
宝
に
も
準
ず
べ
き
特

別
史
跡
の
玉
陵
地
域
内
に
、
教
会
堂
の
建
築

を
許
可
す
べ
く
決
議
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。

　

文
化
財
保
護
委
員
会
は
、
そ
う
い
っ
た
場

合
、
一
応
文
化
財
専
門
審
議
会
に
諮
問
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題
も
二
十
人

の
専
門
員
の
中
、
十
九
人
が
反
対
し
て
い
た

た
め
、
専
門
委
員
の
大
多
数
は
三
人
の
委
員

の
独
走
ぶ
り
に
呆
れ
て
、
つ
い
に
辞
表
提
出

と
い
う
事
に
な
っ
て
了
っ
た
。
専
門
委
員
の

答
申
を
委
員
会
が
考
慮
し
な
い
以
上
、
専
門

審
議
会
の
存
在
の
意
義
は
な
い
と
い
う
の
が

そ
の
理
由
で
あ
る
。

　

人
間
の
学
識
に
は
限
界
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ

る
学
術
の
専
門
家
と
い
う
人
は
あ
り
得
な
い
。

だ
か
ら
学
問
の
資
料
で
あ
る
文
化
財
の
指
定

保
護
に
は
、
是
非
そ
の
道
の
専
門
家
の
意
見

を
聴
く
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
為
の
専
門
審
議

会
で
あ
る
。
文
化
財
保
護
法
は
其
処
を
考
え

て
専
門
審
議
会
を
置
い
て
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

つ
ま
り
は
委
員
会
の
独
走
を
お
そ
れ
る
為
に
、
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専
門
家
に
よ
る
専
門
審
議
会
が
存
在
す
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
い

て
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
予

備
知
識
か
或
は
見
識
が
必
要
で
あ
る
。
文
化

に
関
す
る
見
識
な
い
者
に
、
い
く
ら
専
門
家

が
そ
の
価
値
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
、
解
ら

な
け
れ
ば
豚
に
真
珠
の
価
値
を
説
明
す
る
の

と
同
様
で
あ
る
。

　

幸
い
に
し
て
、わ
れ
わ
れ
の
周
囲
に
は
、
文

化
財
の
価
値
を
認
識
し
、
そ
の
保
護
に
積
極

的
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
人
達
が
沢
山
い
る

の
は
心
強
い
。
（
郷
土
の
文
化
を
守
る
会
）
が

そ
う
で
あ
り
、
今
度
は
那
覇
市
議
会
が
立
ち

上
っ
た
。
那
覇
市
議
会
が
、
伝
統
的
文
化
遺

産
と
し
て
の
玉
陵
を
保
護
す
る
た
め
に
立
ち

上
が
っ
た
こ
と
は
、
全
く
わ
れ
わ
れ
の
予
想

も
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
文
化
財

保
護
法
第
三
条
に
、

　

政
府
及
び
市
町
村
は
、
文
化
財
が
琉
球
の

歴
史
、
文
化
な
ど
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
且
つ
将

来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
保
存
が
適
切

に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
、
周
到
の
注
意
を
も

っ
て
、
こ
の
立
法
の
趣
旨
の
徹
底
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
あ
っ
て
、
政
府
及
び
市
町
村
に
文
化
財
保

護
の
義
務
が
あ
る
こ
と
を
う
た
っ
て
あ
る
。

　

今
度
の
那
覇
市
議
会
の
玉
陵
保
護
の
た
め

の
決
議
は
、
右
の
文
化
財
保
護
法
の
趣
旨
を

尊
重
し
た
も
の
で
あ
り
、（
那
覇
市
の
文
化
財

は
那
覇
市
民
が
護
る
）
と
い
う
市
民
の
決
意

を
端
的
に
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

市
会
の
決
議
は
市
民
の
声
で
あ
る
。
殊
に

今
度
の
決
議
は
議
会
議
員
全
員
一
致
の
決
議

で
あ
り
、
一
人
の
反
対
者
も
い
な
い
。
そ
し

て
彼
ら
は
、
そ
の
決
議
文
の
中
に
、

　

今
、
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
の
民
族
の
伝
統
的

文
化
遺
産
の
保
護
に
つ
い
て
熱
意
と
努
力
を

忘
れ
、
あ
や
ま
り
を
お
か
す
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
悔
い
を
千
歳
に
残
す
結
果
を
招
く
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
言
い
き
っ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

わ
れ
わ
れ
が
新
し
い
時
代
に
新
し
い
文
化

を
創
造
す
る
上
で
、
実
り
豊
か
な
祖
先
の

文
化
遺
産
を
正
し
く
保
護
し
、
継
承
す
る

こ
と
は
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
思
う
。
す

な
わ
ち
、
新
し
い
文
化
は
、
文
化
遺
産
を

犠
牲
に
し
て
生
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ

れ
を
土
台
と
し
て
、
正
し
く
受
け
つ
ぐ
こ

と
に
よ
る
発
展
の
中
に
生
れ
る
も
の
で
あ

る
。

と
も
言
っ
て
い
る
。
右
の
言
葉
は
た
だ
一
つ

玉
陵
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
財
の
保

護
に
適
用
さ
れ
る
言
葉
で
あ
っ
て
、
心
あ
る

人
々
は
誰
も
こ
の
真
摯
な
説
の
前
に
は
、
ひ

と
し
く
襟
を
正
す
で
あ
ろ
う
。

　

文
化
財
を
保
護
す
る
の
が
そ
の
職
責
で
あ

る
文
化
財
保
護
委
員
が
、
文
化
財
を
護
る
こ

と
を
怠
り
、
那
覇
市
議
会
が
率
先
し
て
そ
の

保
護
に
乗
り
出
す
と
は
何
と
い
う
皮
肉
で
あ

ろ
う
。
先
に
は
十
九
名
の
専
門
審
議
委
員
の

反
撃
に
逢
い
、
今
又
こ
こ
に
那
覇
市
全
市
民

の
代
表
で
あ
る
市
議
会
か
ら
、
そ
の
あ
や
ま

ち
を
指
摘
さ
れ
て
、
な
お
、
反
省
す
る
こ
と

が
な
い
と
す
る
な
れ
ば
、
た
だ
一
言
、
恥
な

き
者
は
幸
い
な
り
、
と
い
う
ほ
か
は
な
い
の

で
あ
る
。

　

更
に
言
う
が
、
玉
陵
前
面
の
空
地
は
戦
前

か
ら
の
緑
化
地
帯
で
あ
り
、
今
後
も
ぜ
ひ
緑

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
で
あ
る
。
全

島
緑
化
運
動
は
現
在
、
琉
球
政
府
の
大
き
な

政
策
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
緑
化
す
べ
き

地
帯
に
教
会
堂
の
建
築
を
許
可
す
る
と
は
矛

盾
も
甚
し
い
で
は
な
い
か
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
聖
公
会
の
規
則

の
中
に
土
地
の
住
民
の
反
対
を
お
し
き
っ
て

教
会
堂
を
建
て
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
意
味

の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
そ
う
だ
が
、
那
覇
市

全
市
民
を
代
表
す
る
市
議
会
の
教
会
堂
建
築

反
対
の
決
議
を
、
沖
縄
聖
公
会
は
い
っ
た
い

ど
う
見
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

道
路
補
修
を
要
請
／
壺
川
通
り

／
渡
口
議
員
ら
が
民
政
府
に 
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既
報
＝
市
内
旭
橋
か
ら
壺
川
大
通
り
、
与
儀

三
差
路
間
の
道
は
、
雨
が
降
る
と
、
泥
ん

こ
。
天
気
の
と
き
は
、
ホ
コ
リ
を
ま
き
あ
げ

る
。
路
面
は
デ
コ
ボ
コ
で
、
付
近
の
住
民
は

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
市
当
局
は
軍
道
路
と

い
う
こ
と
で
、
手
を
つ
け
な
い
で
、
通
り
の

人
た
ち
は
不
満
な
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
が
、

那
覇
市
議
の
渡
口
麗
秀
（
副
議
長
）
、
比
嘉
朝

四
郎
、
辺
野
喜
英
興
の
三
氏
は
十
四
日
ひ

る
、
民
政
府
に
ギ
ー
リ
ス
副
民
政
官
を
た
ず

ね
、
現
地
の
実
情
を
伝
え
、
排
水
道
路
補
修

を
強
く
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ギ
ー
リ
ス
副
民
政
官
は
「
私
も

知
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｅ
と
十
分
話
し
合
い
、
早

目
に
現
地
の
調
査
を
し
て
も
ら
い
、
住
民
の

要
望
に
こ
た
え
た
い
」
と
善
処
を
約
束
し
た
。

そ
の
あ
と
、
三
氏
は
大
田
主
席
、
瀬
長
副
主

席
に
あ
い
、
政
府
も
側
面
か
ら
民
政
府
に
そ

の
実
現
を
と
り
は
か
ら
っ
て
ほ
し
い
と
協
力

を
た
の
ん
だ
。

 

首
都
建
設
委
／
次
年
度
の
事
業

経
費
／
二
百
九
十
万
㌦
を
算

出
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首
都
建
設
委
員
会
（
委
員
長
・
瀬
長
副
主

席
）
は
一
日
午
後
副
主
席
室
で
会
議
を
開
き
、

六
二
年
度
に
実
施
す
る
首
都
建
設
事
業
計
画

を
審
議
し
た
。
こ
れ
は
、
現
在
政
府
が
次
年

度
の
予
算
編
成
準
備
に
入
っ
て
お
り
同
委
員



一
七
六

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
十
一
月

会
と
し
て
政
府
に
要
望
す
る
こ
と
が
ら
も
あ

っ
て
審
議
し
た
も
の
だ
が
、
次
年
度
に
実
施

を
予
定
す
る
事
業
と
し
て
別
項
の
よ
う
に
計

画
案
を
決
定
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
完
成
す
る
に
は
約

二
百
九
十
一
万
㌦
の
資
金
を
必
要
と
す
る
が
、

委
員
会
と
し
て
は
そ
の
案
出
方
法
と
し
て
政

府
補
助
二
十
万
㌦
、
民
政
府
援
助
三
十
七
万

㌦
、
政
府
直
轄
事
業
三
十
四
万
㌦
、
那
覇
市
の

予
算
支
出
五
十
万
㌦
、
市
の
起
債
百
五
十
万

㌦
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
。
な
お
、
瀬
長
副
主

席
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
と
ん
ど
は
長
期

経
済
計
画
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て

い
る
。

　

事
業
内
容

▽
ガ
ー
ブ
川
の
改
修

▽
道
路
の
建
設
と
舗
装
整
備
（
又
吉
道
路
の

歩
道
、
旭
橋―

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
間
の
歩

道
、
松
川
練
兵
橋
前
道
路
、
真
和
志
支
所
前

道
路
、
小
禄
郵
便
局
前―

米
空
軍
第
二
ゲ
ー

ト
間
の
道
路
、
ひ
め
ゆ
り
橋
通
り
火
野
道

路
、
琉
石
前
の
道
路
、
ラ
ジ
オ
沖
縄―

四
号

線
ま
で
の
道
路
の
新
設
、
一
銀
通
り
の
再
延

長
）

▽
市
営
住
宅
の
建
設
（
三
階
建
ア
パ
ー
ト

二
十
む
ね
、
二
百
四
十
所
帯
分
）

▽
市
庁
舎
の
建
設

▽
識
名
霊
園
の
建
設

▽
公
園
建
設
（
旭
が
丘
）

▽
子
ど
も
の
遊
び
場
建
設
（
十
か
所
）

▽
橋
梁
の
建
設

▽
し
尿
貯
留
槽
の
設
置

▽
上
水
道
、
下
水
道
の
建
設

▽
公
有
水
面
埋
め
立
て
工
事
（
安
謝―

泊
間
）

ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉
妹
都
市
／

い
よ
い
よ
縁
む
す
び
／
親

善
訪
問
団
近
く
出
発 
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那
覇
市
は
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉
妹

都
市
を
結
ん
だ
が
、
そ
の
第
一
回
親
善
訪
問

と
し
て
兼
次
市
長
ら
市
議
会
代
表
三
人
は
、

き
た
る
一
六
日
の
軍
用
機
で
ホ
ノ
ル
ル
に

出
発
す
る
。
約
二
週
間
滞
在
、
姉
妹
都
市
の

縁
結
び
を
す
る
。

那
覇
市
議
会
で
こ
の
問
題
を
取
り
あ
げ
た

の
は
昨
年
の
十
二
月
だ
っ
た
。
宮
城
実
議
員

が
こ
れ
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
が
賛
成

し
た
。
そ
し
て
、
こ
と
し
二
月
、
ホ
ノ
ル
ル

市
に
そ
の
む
ね
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

ニ
ー
ル
市
長
は
大
喜
び
「
両
市
の
友
好
、
親

善
の
た
め
、
光
栄
で
あ
る
」
と
、
う
れ
し
い

回
答
だ
っ
た
。
ホ
ノ
ル
ル
市
議
会
も
承

諾
、
実
現
す
る
は
こ
び
に
な
っ
た
。
那
覇
市

は
さ
っ
そ
く
「
姉
妹
都
市
提
携
委
員
会
」
を

結
成
、
事
業
内
容
な
ど
を
決
め
た
。
姉
妹
都

市
の
目
的
は
、
両
市
民
が
友
好
、
親
善
関
係

を
確
立
、
文
化
、
経
済
の
交
流
に
よ
っ
て
両

市
の
相
互
発
展
を
は
か
る
と
い
う
も
の
。
そ

の
た
め
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
す
る
。
本
土
の

各
都
市
で
も
世
界
各
国
の
都
市
と
姉
妹
都
市

の
関
係
を
結
ん
で
、
盛
ん
な
交
流
を
は
か
り
、

大
き
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
だ
。
那
覇

市
都
市
提
携
委
員
会
の
た
て
た
行
事
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
両
市
民
の
相
互
訪
問
②
学
芸
・
文
化
の

交
流
③
民
芸
品
の
紹
介
、
宣
伝
④
観
光
誘
致

と
そ
の
宣
伝
。

そ
の
第
一
回
目
の
親
善
訪
問
と
し
て
兼
次
市

長
、
新
垣
盛
信
市
長
秘
書
、
そ
れ
に
提
案
者

の
宮
城
実
市
議
の
三
人
が
出
発
す
る
も
の
で
、

米
軍
も
大
い
に
賛
同
、
往
復
無
料
で
軍
用
機

を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

兼
次
市
長
ら
は
、
現
地
で
、
姉
妹
都
市
締
結

に
つ
い
て
の
簡
単
な
縁
結
び
の
式
を
す
ま
せ
、

社
会
福
祉
、
観
光
施
設
を
視
察
す
る
。
ホ
ノ

ル
ル
空
港
で
は
ニ
ー
ル
市
長
は
じ
め
、
太
平

洋
沿
岸
総
司
令
官
ホ
ワ
イ
ト
大
将
ら
知
名
士

多
数
が
出
迎
え
る
よ
う
で
あ
る
。
兼
次
市
長

ら
は
、
ハ
ワ
イ
の
知
名
士
約
四
十
人
に
対
し
、

沖
縄
産
の
織
物
、
漆
器
、
紅
型
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

兼
次
市
長
の
話　

ホ
ノ
ル
ル
と
の
姉
妹
都
市

の
締
結
は
、
現
地
で
も
だ
い
ぶ
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
、
私
も
喜
ん
で
い
る
。
向
こ

う
に
行
っ
た
ら
、
那
覇
市
の
諸
問
題
を
す
な

お
に
訴
え
、
お
姉
さ
ん
に
当
た
る
ホ
ノ
ル
ル

市
の
で
き
る
だ
け
の
物
心
両
面
の
援
助
を
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
中
小
企
業
の
交

易
を
盛
ん
に
す
る
た
め
見
本
市
の
開
催
、
文

化
、
学
術
面
の
交
流
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り

話
し
合
っ
て
き
た
い
。
と
に
か
く
使
命
は
重

大
な
の
で
、
慎
重
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

市
営
住
宅
の
工
事
承
認
／
那
覇

市
会
／
国
場
川
埋
め
立
て
も 
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二
十
二
日
午
前
十
時
半
か
ら
開
か
れ
た
那
覇

市
第
四
十
回
臨
時
議
会
は
、
市
当
局
提
案
の

市
営
住
宅
お
よ
び
第
二
次
国
場
川
埋
め
立
て

工
事
の
工
事
契
約
を
原
案
通
り
承
認
し
た
ほ

か
、
ハ
ワ
イ
ホ
ノ
ル
ル
市
親
善
訪
問
に
と
も

な
う
「
職
員
の
旅
費
支
給
条
例
改
正
の
専
決

処
分
」
も
多
数
決
で
承
認
、
午
後
四
時
す
ぎ

会
期
を
閉
じ
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
は
午
前
中
は
市
当
局
か
ら

議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
午
後
二

時
か
ら
質
疑
討
論
採
択
が
行
な
わ
れ
た
が
、

人
民
党
お
よ
び
民
連
議
員
を
除
き
、
い
ず
れ

も
多
数
決
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
ず
市
営
住
宅
の
工
事
契
約
に
つ
い
て
は
、

人
民
党
議
員
か
ら
契
約
の
方
法
な
ど
二
、
三

の
質
疑
が
あ
っ
た
が
多
数
決
で
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　

つ
づ
い
て
第
二
次
国
場
川
公
有
水
面
埋
め

立
て
工
事
契
約
に
つ
い
て
、
人
民
党
の
瀬
名



一
七
七

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
十
二
月

波
議
員
は
「
埋
め
立
て
に
よ
る
治
水
問
題
な

ど
も
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
早
急

に
埋
め
立
て
な
く
て
も
市
民
に
何
ん
ら
支
障

も
き
た
さ
な
い
。
継
続
審
議
に
し
て
十
二
月

の
定
例
議
会
で
処
分
し
た
い
」
と
継
続
審
議

を
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
久
場
、
新
垣
両
議
員
か
ら

「
国
場
川
の
埋
め
立
て
は
多
年
の
思
案
で
あ

る
。
早
急
に
埋
め
立
て
て
市
民
に
提
供
す
べ

き
で
あ
る
」
と
反
論
、
採
択
の
結
果
人
民
党

お
よ
び
民
連
議
員
を
の
ぞ
き
多
数
決
で
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
市
長
の
専
決
処
分
を
め
ぐ
っ
て

人
民
党
の
瀬
名
波
議
員
、
黒
潮
議
員
ら
が

「
市
長
の
専
決
処
分
は
違
法
で
あ
る
」
と
追
及

し
た
が
、
こ
れ
も
多
数
決
で
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。
こ
の
専
決
処
分
は
、
兼
次
市
長
ら

が
姉
妹
都
市
ホ
ノ
ル
ル
市
の
親
善
訪
問
に
当

た
り
職
員
の
旅
費
支
給
条
例
に
本
土
以
外
の

外
国
旅
行
の
規
定
が
な
く
、
そ
こ
で
条
例
の

改
正
が
必
要
で
あ
る
が
、
訪
問
日
時
の
切
迫

や
立
法
院
選
挙
な
ど
で
議
会
を
招
集
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
市
長
の
専
決
処
分
で
条
例
を

改
正
し
た
も
の
。

　

こ
の
市
長
の
専
決
処
分
に
関
連
し
人
民
党

瀬
名
波
議
員
は
「
ホ
ノ
ル
ル
市
訪
問
に
宮
城

実
議
員
も
参
加
し
て
い
る
。
し
か
し
宮
城
氏

は
議
会
の
承
認
を
得
て
な
い
。
議
会
代
表
で

あ
る
な
ら
当
然
議
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。

議
会
の
承
認
な
し
で
議
会
費
か
ら
旅
費
が
支

出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
旅
費
支
出
は
不
当
で
あ
る
」
と
追
及
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
崎
浜
総
務
部
長
は
「
違
法
支

出
で
は
な
い
。
ホ
ノ
ル
ル
市
長
か
ら
姉
妹
都

市
提
案
者
宮
城
実
議
員
の
招
待
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
議
員
と
い
う
資
格
に
は
変
り
な
い
。

ま
た
宮
城
議
員
の
出
張
許
可
願
い
も
議
長
、

副
議
長
の
許
可
を
得
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

議
会
費
か
ら
の
支
出
は
妥
当
で
あ
る
」
と
反

論
し
た
。

　

さ
ら
に
瀬
名
波
議
員
は
「
議
会
の
承
認
も

得
な
い
で
議
長
が
独
断
で
勝
手
に
処
分
し
た

こ
と
は
議
長
の
越
権
で
あ
る
。
市
民
の
利
益

を
守
る
議
会
が
、
正
式
な
手
続
き
を
ふ
ま
な

い
で
な
れ
合
い
で
不
当
支
出
す
る
と
い
う
こ

と
は
重
大
問
題
で
あ
る
」
と
高
良
議
長
を
追

及
し
た
が
、
高
良
議
長
は
「
議
会
を
招
集
す

る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
止
む
を
得
ず
善

意
で
処
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
議
員
と
も

了
承
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
答
弁
し
た
た
め

結
局
採
択
の
結
果
、
多
数
決
で
原
案
通
り
承

認
し
た
。

〝
西
森
浄
水
場
は
必
要
だ
〟
／ 

那
覇
市
、
民
政
府
と
意
見
対

立

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
０
・
12
・
15
〕

年
中
行
事
の
よ
う
に
毎
年
く
り
返
す
断
水
さ

わ
ぎ
を
解
消
す
る
た
め
那
覇
市
で
は
今
年
度

内
（
来
年
六
月
ま
で
）
に
首
里
西
森
に
一
万

㌧
の
浄
水
場
設
置
を
計
画
、
さ
る
七
月
開
発

金
融
公
社
に
八
十
五
万
㌦
の
資
金
融
資
を
申

請
し
て
い
た
が
、

民
政
府
は
十
四
日
「
現
在
の
泊
浄
水
場
を

拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
西
森
浄
水
場
を

建
設
す
る
よ
り
も
安
い
経
費
で
し
か
も
同

量
の
浄
水
を
市
民
に
給
水
で
き
る
」
と
の

態
度
を
表
明
し
た
。

こ
れ
で
那
覇
市
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
首
里

西
森
浄
水
場
の
設
置
も
今
年
度
は
実
現
し
な

い
こ
と
が
確
定
的
と
な
っ
た
。

こ
の
民
政
府
発
表
に
対
し
、
那
覇
市
で
は
全

く
相
反
す
る
見
解
を
み
せ
て
お
り
、
十
五
日

午
後
か
ら
民
政
府
書
簡
に
対
し
正
式
な
態
度

を
表
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
那
覇
市

で
は
さ
る
十
月
十
二
日
に
送
ら
れ
て
き
た
民

政
府
書
簡
を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討
し
た
結

果
、
軍
の
計
画
し
て
い
る
泊
浄
水
場
を
拡
張

す
る
よ
り
西
森
浄
水
場
を
設
置
す
る
こ
と
が

最
善
の
方
法
で
あ
る
と
の
結
論
か
ら
、
そ
の

意
見
書
を
す
で
に
民
政
府
に
提
出
し
て
い
た
。

し
か
し
そ
れ
に
対
す
る
回
答
は
な
く
、
た
だ

一
方
的
に
軍
の
計
画
が
妥
当
で
あ
る
と
の
発

表
は
納
得
は
で
き
な
い
と
し
て
午
後
か
ら
正

式
な
態
度
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

と
こ
ろ
で
民
政
府
発
表
で
は
「
八
十
五
万
㌦

の
西
森
浄
水
場
建
設
に
く
ら
べ
泊
浄
水
場
を

拡
張
し
、
牧
港
お
よ
び
那
覇
住
宅
地
域
の

貯
水
タ
ン
ク
を
利
用
し
た
場
合
、
経
費
は

六
十
五
万
九
千
余
㌦
で
す
み
、
し
か
も
同
量

の
浄
水
が
支
給
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
た
い
し
那
覇
市
で
は
軍
の
計
画
は

六
十
五
万
余
㌦
と
な
っ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ

れ
の
計
算
で
は
軍
の
計
画
を
実
施
し
た
場
合

九
十
五
万
㌦
必
要
で
あ
り
、
西
森
浄
水
場
よ

り
経
費
は
は
る
か
に
上
回
る
」
と
語
っ
て
お

り
、
経
費
の
面
か
ら
も
民
政
府
と
那
覇
市
の

主
張
が
真
向
う
か
ら
対
立
し
て
い
る
。

さ
ら
に
民
政
府
発
表
で
は
「
真
和
志
等
の
高

台
地
域
の
給
水
は
、
加
圧
ポ
ン
プ
を
設
置
す

る
こ
と
で
可
能
で
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
那
覇
市
当
局
で
は
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
暫

定
的
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
高
台
地
域
に
人

口
が
集
中
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
場
合
、
ど

う
し
て
も
西
森
浄
水
場
か
ら
の
給
水
が
必
要

で
あ
る
と
技
術
的
な
面
か
ら
も
反
対
し
て
い

る
。

　

兼
次
市
長
の
話　

西
森
浄
水
場
を
設
置
す

る
と
い
う
こ
と
は
那
覇
市
と
し
て
は
長
期
間

に
わ
た
っ
て
慎
重
に
検
討
し
た
結
論
で
あ
る
。

し
か
し
軍
技
術
者
は
専
門
的
な
立
場
か
ら
泊
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浄
水
場
拡
張
が
適
当
で
あ
る
と
の
結
論
を
出

し
て
い
る
。
那
覇
市
で
は
泊
浄
水
場
の
拡
張

も
検
討
し
た
が
、
や
は
り
西
森
浄
水
場
設
置

が
最
善
の
策
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

今
後
は
軍
の
見
解
に
も
再
検
討
を
加
え
た
い

が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
早
急
に
工
事
を
開
始
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

年
末
賞
与
に
質
問
集
中
／
那
覇

市
議
会
／
初
っ
ぱ
な
か
ら
大

荒
れ
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十
九
日
午
前
十
時
過
ぎ
か
ら
開
か
れ
た
那
覇

市
本
会
議
は
、
市
職
員
労
組
の
年
末
手
当
て

十
三
割
要
求
ス
ト
を
め
ぐ
り
初
っ
ぱ
な
か
ら

荒
れ
に
荒
れ
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
は
市
当
局
に
対
す
る
一
般

質
問
が
行
な
わ
れ
た
が
、
各
議
員
か
ら
一
斉

に
ス
ト
問
題
を
め
ぐ
っ
て
質
問
が
集
中
、
と

く
に
地
方
公
務
員
法
の
制
定
や
、
十
三
割
支

給
は
不
当
で
あ
る
と
い
う
二
点
に
つ
い
て
市

長
の
政
治
責
任
を
鋭
く
追
及
し
た
。

ま
ず
新
垣
議
員
か
ら
「
市
職
員
が
年
末
手

当
て
要
求
で
職
場
放
棄
し
た
こ
と
は
戦
前

戦
後
を
通
じ
て
は
じ
め
て
で
あ
り
市
民
か

ら
大
き
な
非
難
を
浴
び
て
い
る
。
営
利
会

社
な
ら
と
も
か
く
、
市
民
の
血
税
で
も
っ

て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
に
職
場
放
棄
す

る
こ
と
は
公
僕
精
神
に
も
反
す
る
。
市
長

は
条
例
を
改
正
し
て
で
も
十
三
割
支
給
し

よ
う
と
す
る
の
か
」
と
市
長
の
責
任
を
追

及
し
た
。

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
「
市
の
財
政
状
況

を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
現
段

階
で
は
十
二
割
が
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に

達
し
た
。
し
か
し
組
合
側
は
こ
れ
に
不
服
と

し
て
職
場
を
放
棄
し
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で

あ
る
。
職
場
を
放
棄
さ
れ
て
も
こ
れ
を
規
制

す
る
法
が
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
ス
ト
が
長

び
く
と
結
局
市
民
に
多
く
の
不
利
益
を
与
え

る
の
で
十
三
割
で
妥
結
し
た
。
と
回
答
し

た
。

　

新
垣
議
員　

貧
困
な
市
民
や
労
働
者
か
ら

税
金
を
し
ぼ
り
取
っ
て
ま
で
十
三
割
支
給
し

な
け
れ
ば
な
ら
ん
の
か
。
来
年
は
ど
う
な
る

の
か
。
今
後
は
絶
対
に
十
三
割
以
上
要
求
し

な
い
と
い
う
組
合
側
か
ら
の
誓
約
書
を
取
っ

た
の
か
。
こ
れ
で
市
民
の
納
税
思
想
に
も
非

常
に
影
響
す
る
と
思
う
。

　

市
長　

組
合
側
か
ら
誓
約
書
を
と
っ
て
な

い
。

　

又
吉
議
員　

法
の
盲
点
を
つ
い
て
職
場
を

放
棄
し
、
衛
生
車
ま
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。

本
土
で
は
地
公
法
で
処
罰
さ
れ
て
い
る
。
こ

ん
ご
は
市
民
は
税
も
お
さ
め
な
い
し
市
に
も

協
力
し
な
い
と
な
れ
ば
那
覇
市
の
自
治
体
は

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
市
長
は
地
公
法
制
定

勧
告
の
意
見
が
あ
る
か
。

　

市
長　

ス
ト
が
長
び
け
ば
市
民
に
影
響
を

お
よ
ぼ
す
の
で
十
三
割
で
妥
結
し
た
。
市
民

の
納
税
思
想
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と
な
る
と

那
覇
市
政
は
支
障
ど
こ
ろ
か
、
完
全
に
ス
ト

ッ
プ
す
る
、
地
公
法
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
立

法
院
が
や
る
も
の
で
あ
り
、
私
と
し
て
は
法

を
制
定
し
て
も
ら
い
た
い
と
か
、
す
る
な
と

か
何
も
い
え
な
い
。

そ
の
ほ
か
宮
里
、
比
嘉
、
森
田
、
渡
口
、
久

場
議
員
か
ら
ス
ト
問
題
を
め
ぐ
り
、
も
っ
ぱ

ら
ス
ト
問
題
を
め
ぐ
っ
て
荒
れ
に
荒
れ
た
。

金
口
木
舌 
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
市
職
員
労
組
へ
の

年
末
手
当
十
三
割
支
給
と
、
市
職
労
の
抜
打

ス
ト
問
題
を
追
及
し
て
い
る
。
市
会
の
追
及

は
当
然
で
あ
り
、
兼
次
市
長
の
、
市
民
へ
迷

惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
不
本
意

な
が
ら
十
三
割
支
給
し
た
と
い
う
答
弁
も
理

解
で
き
る
▼
こ
ん
ど
の
市
職
労
の
ボ
ー
ナ
ス

闘
争
は
、
市
当
局
が
、
職
労
の
言
い
な
り
に

な
っ
た
と
い
う
感
じ
を
市
民
に
与
え
、
し
か

も
こ
ん
ご
も
職
場
放
棄
と
い
う
最
後
の
手
段

に
訴
え
ら
れ
る
と
、
市
当
局
は
職
労
の
要
求

通
り
の
ボ
ー
ナ
ス
を
支
払
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
一
ま
つ
の
危
惧
を
市
民
に
与
え
て

い
る
▼
市
会
の
追
及
に
対
し
、
仲
原
助
役
は

〝
私
は
地
方
公
務
員
法
の
制
定
は
必
要
で
あ

る
と
思
う
〟
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
の
答

弁
は
、
市
当
局
が
、
こ
ん
ど
の
ボ
ー
ナ
ス
闘

争
の
抜
打
職
場
放
棄
か
ら
学
ん
だ
結
論
で
あ

ろ
う
。
法
律
で
善
良
な
る
職
労
員
の
行
動
を

規
制
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い―

と
い
う

考
え
は
、
兼
次
市
長
も
も
ら
し
て
い
た
。
だ

が
、
地
方
公
務
員
が
、
勝
手
に
職
場
を
放
棄

し
た
り
し
て
、
地
域
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け

る
と
な
れ
ば
、
何
ら
か
の
方
法
で
、
こ
れ
を

事
前
に
防
が
ね
ば
な
ら
な
い
▼
い
わ
ば
、
地

公
法
は
、
こ
の
地
方
公
務
員
の
勝
手
な―

地

域
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
忘
れ
た
好
ま
し
く

な
い
行
為
を
防
ぐ
楯
と
な
る
も
の
と
い
え
よ

う
。
本
土
で
は
す
で
に
地
公
法
は
制
定
さ
れ

て
い
る
。
沖
縄
で
は
、
早
晩
制
定
さ
れ
る
べ

き
法
律
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
こ
ん

ど
の
那
覇
市
職
労
の
職
場
放
棄
が
動
機
と
な

っ
て
促
進
さ
れ
る
と
な
れ
ば
那
覇
市
職
労
は
、

何
ん
と
い
っ
て
他
市
町
村
の
職
員
に
お
わ
び

を
す
る
だ
ろ
う
か
▼
那
覇
市
職
労
の
こ
ん
ど

の
闘
争
は
、
戦
術
的
に
い
っ
て
拙
劣
な
も
の

だ
っ
た
と
断
じ
ら
れ
よ
う
。
何
と
な
れ
ば
こ

の
よ
う
な
闘
争
で
最
大
の
味
方
と
な
る
べ
き

市
民
の
協
力
を
得
る
よ
り
か
、
市
民
の
反
感

を
買
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
市
民
が
一
番
問
題

に
し
て
い
る
の
は
、
窓
口
事
務
の
放
棄
、
し

か
も
そ
れ
が
何
ら
の
予
告
な
し
に
行
な
わ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
那
覇
市
職
労
は
他

の
闘
争
方
法
を
編
み
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
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っ
た
ろ
う
か
。
た
っ
た
一
割
の
ボ
ー
ナ
ス
で

地
公
法
の
制
定
を
促
進
し
、
自
ら
に
手
カ
セ

足
カ
セ
を
は
め
る
こ
と
は
決
し
て
賢
明
な
こ

と
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
那
覇
市
職

労
の
こ
ん
ど
の
ボ
ー
ナ
ス
闘
争
は
完
全
な
る

敗
北
と
い
え
よ
う
。

那
覇
市
役
所
の
ボ
ー
ナ
ス
十
割

で
終
止
符
？
／
労
組
順
法
闘

争
の
構
え
／
期
末
手
当
条
例

の
改
正
／
総
務
委
、
九
対
二

で
否
決
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二
十
四
日
の
那
覇
市
議
会
の
総
務
委
員
会
は
、

市
長
提
出
の
那
覇
市
職
員
に
対
す
る
期
末

手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正
案
（
十
三
割
の

支
給
）
を
九
対
二
で
否
決
し
た
。
さ
ら
に

二
十
七
、
二
十
八
日
の
本
会
議
に
か
け
ら
れ

る
が
、
市
当
局
に
は
再
議
に
付
す
意
思
は
な

く
、
現
条
例
の
十
割
支
給
は
ほ
と
ん
ど
決
定

的
な
も
の
と
な
っ
た
。

一
方
、
職
員
労
組
の
年
末
闘
争
委
で
は
、
わ

れ
わ
れ
の
要
求
は
正
し
い
、
今
後
も
十
三
割

要
求
貫
徹
の
た
め
順
法
闘
争
を
す
る
と
強
気
、

こ
の
問
題
は
再
び
紛
糾
す
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。

二
十
四
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
開
か
れ
た
那
覇

市
会
の
総
務
委
員
会
は
問
題
の
期
末
手
当
支

給
条
例
の
一
部
改
正
案
を
慎
重
に
審
議
し
た
。

午
前
中
は
質
疑
が
あ
り
、
ひ
き
つ
づ
き
ひ
る

一
時
か
ら
討
論
に
う
つ
っ
た
。

ま
ず
十
三
割
支
給
の
改
正
案
に
賛
成
す
る
黒

潮
議
員
が
討
論
に
立
ち
「
労
使
双
方
で
妥
結

し
た
も
の
を
否
決
す
る
の
は
不
当
だ
と
思
う
。

ま
た
ス
ト
を
行
使
し
、
市
民
に
迷
惑
を
か
け

た
か
ら
十
三
割
の
支
給
は
妥
当
で
な
い
と
い

う
考
え
方
は
、
ス
ト
行
為
に
対
す
る
懲
罰
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
考
え
を
改
め
て
も

ら
い
た
い
」
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
渡

口
(
麗
)
議
員
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
対
討
論

を
し
た
。
「
議
会
に
団
交
権
は
な
く
と
も
条

例
を
改
正
す
る
権
限
が
あ
る
。
こ
ん
ど
の
場

合
、
市
民
の
意
思
を
反
映
す
る
議
会
に
何
ら

調
整
す
る
こ
と
な
く
、
市
長
の
独
断
で
妥
結

し
た
の
に
対
し
、
強
く
市
長
の
政
治
責
任
を

追
及
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
市
の
財
政

を
考
え
た
場
合
、
十
三
割
の
支
給
は
妥
当
で

な
い
、
即
ち
貧
困
財
政
で
あ
り
、
や
る
べ
き

事
業
が
山
積
し
て
い
る
。
私
は
①
地
方
自
治

体
を
守
る
②
財
政
困
窮
の
面
、
こ
う
い
う
点

か
ら
反
対
す
る
」
。

つ
づ
い
て
真
栄
田
議
員
は
「
低
賃
金
（
給
与
）

を
補
て
ん
す
る
の
が
ボ
ー
ナ
ス
だ
と
考
え
て

い
る
。
市
当
局
で
は
他
の
市
町
村
に
比
べ
那

覇
市
職
員
の
待
遇
は
い
い
と
の
い
い
分
で
あ

る
が
、
労
働
者
の
生
活
水
準
を
よ
り
下
の
も

の
と
比
べ
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
労
働

者
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
て
い
く
と
い
う

基
本
的
な
問
題
と
し
て
、
た
え
ず
上
と
比
べ

な
が
ら
生
活
水
準
を
引
き
あ
げ
て
い
く
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
、
十
三
割
支

給
へ
の
改
正
を
強
く
主
張
し
た
。
三
議
員
の

討
論
の
あ
と
、
採
決
に
入
っ
た
が
、
九
対
二

で
否
決
さ
れ
た
。
審
議
前
ま
で
は
、
十
割

（
野
党
）
、
十
二
割
（
与
党
）
、
十
三
割
（
民
連

系
）
の
妥
協
線
が
予
想
さ
れ
た
が
、
こ
の
日

の
委
員
会
で
は
修
正
案
を
出
す
議
員
は
一
人

も
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
那
覇
市
職
員
労
組
の
年
末
闘
争

は
当
初
の
十
七
割
か
ら
十
四
割
に
引
き
下
げ
、

さ
ら
に
十
三
割
で
妥
結
す
る
か
の
よ
う
に
み

ら
れ
た
が
、
委
員
会
で
の
否
決
に
よ
っ
て
現

条
例
の
十
割
支
給
で
終
止
符
が
打
た
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
職
員
労
組
の
年
末
闘
争
委
員
で

は
、
順
法
闘
争
に
よ
っ
て
必
ず
勝
利
す
る
と

強
腰
で
あ
る
。

　

島
袋
委
員
長
の
話　

あ
く
ま
で
も
賃
金
、

待
遇
改
善
な
ど
は
労
使
双
方
で
決
め
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
決
す
る
こ
と

は
労
働
基
本
権
の
侵
害
に
な
る
と
思
う
。
と

に
か
く
わ
れ
わ
れ
は
再
び
順
法
闘
争
に
よ
っ

て
十
三
割
の
要
求
を
貫
徹
す
る
。
市
当
局
に

誠
意
が
あ
れ
ば
再
議
に
付
す
だ
ろ
う
。

　

崎
浜
総
務
部
長
の
話　

市
長
の
妥
結
は
あ

く
ま
で
も
、
最
終
決
定
は
議
会
に
あ
る
と
の

前
提
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
だ
。
決
し
て
団

交
権
の
侵
害
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
ま

た
、
委
員
会
で
修
正
案
が
出
さ
れ
れ
ば
、
再

議
に
付
す
余
地
も
あ
る
が
、
全
面
否
決
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

30
対
８
で
否
決
／
年
末
手
当
13

割
／
職
組
は
大
会
で
ス
ト
権

確
立
へ
／
那
覇
市
会
本
会
議 
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波
紋
を
投
じ
た
那
覇
市
職
組
の
年
末
手
当

十
三
割
支
給
問
題
（
期
末
手
当
支
給
条
例
の

一
部
改
正
）
は
二
十
七
日
の
本
会
議
で
三
十

対
八
と
い
う
大
差
で
否
決
さ
れ
た
。
こ
の
条

例
改
正
は
二
十
四
日
の
総
務
委
員
会
で
も
九

対
二
で
否
決
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
市
当
局
の

説
得
で
一
部
議
員
が
十
二
割
の
修
正
案
を
支

持
、
そ
の
た
め
緊
急
動
議
が
提
出
さ
れ
る
と

い
う
活
発
な
裏
面
工
作
が
行
な
わ
れ
た
た
め

議
場
は
一
時
混
乱
し
、
議
員
同
志
が
あ
わ
や

つ
か
み
合
う
と
い
う
場
面
も
あ
り
、
ヤ
ジ
や

怒
声
で
騒
然
と
な
っ
た
。
結
局
人
民
党
お
よ

び
民
連
議
員
の
賛
成
を
押
し
切
り
多
数
の
組

合
員
の
見
守
る
中
三
十
対
八
で
否
決
し
た
。

こ
れ
に
対
し
組
合
側
で
は
二
十
八
日
正
午

か
ら
臨
時
職
場
大
会
を
開
き
、
今
後
の
対
策

を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
あ
く

ま
で
十
三
割
要
求
で
闘
争
す
る
態
勢
で
の

ぞ
ん
で
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ス
ト
権
を

確
立
し
、
順
法
闘
争
を
展
開
す
る
と
語
っ
て
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い
る
。

こ
の
日
の
本
会
議
は
ま
ず
大
山
総
務
委
員
長

か
ら
委
員
会
に
お
け
る
審
議
経
過
の
報
告
が

あ
り
、
つ
づ
い
て
又
吉
議
員
か
ら
「
同
志
と

調
整
し
た
い
か
ら
休
け
い
し
た
い
」
と
い
う

緊
急
動
議
が
提
出
し
た
た
め
「
い
ま
さ
ら
休

け
い
と
は
何
事
だ
」
「
よ
ろ
め
い
た
の
か
」

「
委
員
会
の
決
定
を
く
つ
が
え
す
の
か
」
と
の

ヤ
ジ
が
飛
び
、
こ
れ
に
応
え
る
怒
声
が
入
り

乱
れ
、
議
場
は
一
時
収
拾
つ
か
な
い
ほ
ど
混

乱
し
た
。

主
な
討
論
要
旨
、
つ
ぎ
の
通
り
。

　

宮
里
議
員　

市
職
員
は
他
市
町
村
に
く
ら

べ
て
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
中
に
は
多

く
の
救
済
世
帯
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
困
っ
て

い
る
人
の
こ
と
を
考
え
る
と
十
三
割
支
給
は

妥
当
で
な
い
。

　

黒
潮
議
員　

生
活
形
態
の
違
う
他
市
町
村

と
も
比
較
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
救
済

者
に
つ
い
て
は
政
府
も
市
も
一
体
と
な
っ
て

別
の
方
面
か
ら
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
組
合

の
要
求
は
正
当
で
あ
り
、
団
交
で
妥
結
さ
れ

た
こ
と
を
議
会
で
く
つ
が
え
す
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

渡
口
議
員　

組
合
が
ス
ト
を
決
行
し
た
こ

と
は
主
権
者
で
あ
る
市
民
に
不
利
益
を
与
え

た
。こ
れ
は
断
じ
て
許
す
べ
き
で
な
い
。
市
長

は
主
権
者
で
あ
る
市
民
の
代
行
機
関
で
あ
る

の
に
議
会
の
意
見
も
き
か
ず
独
走
し
て
い
る
。

那
覇
市
は
軍
民
両
政
府
の
援
助
な
く
し
て
復

興
は
考
え
ら
れ
な
い
。
軍
民
政
府
に
援
助
を

要
請
す
る
の
に
政
府
よ
り
ボ
ー
ナ
ス
が
高
い

と
あ
れ
ば
折
衝
も
む
つ
か
し
く
な
る
。
市
職

員
の
苦
し
い
事
情
は
よ
く
わ
か
る
が
市
民
全

体
の
こ
と
を
考
え
、
い
ま
し
ば
ら
く
し
ん
ぼ

う
し
て
欲
し
い
。
市
民
も
生
活
が
豊
か
に
な

れ
ば
、
喜
ん
で
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
引
上
げ
に

も
賛
成
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
あ
と
人
民
党
の
儀
間
、
仲
松
、
真
栄

田
、
瀬
名
波
の
各
議
員
か
ら
「
議
員
は
自
分

の
手
当
て
を
引
き
上
げ
る
に
は
血
税
と
感
じ

な
い
が
、
職
員
の
手
当
増
額
は
血
税
と
感
じ

て
い
る
」
「
交
際
費
の
増
額
に
は
反
対
し
な

い
の
に
市
職
員
の
さ
さ
や
か
な
要
求
に
は
反

対
し
て
い
る
」
「
市
長
と
組
合
の
団
交
で
妥

結
し
た
の
を
否
決
す
る
の
は
労
働
法
を
ふ
み

に
じ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
賛
成

討
論
が
行
な
わ
れ
た
。

　

兼
次
市
長
の
話　

原
案
を
議
会
で
承
認
し

て
も
ら
う
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
た
が
承
認

し
て
も
ら
え
ず
残
念
だ
。
ま
た
市
長
の
専
決

処
分
と
い
う
こ
と
は
議
会
制
度
の
破
壊
で
あ

り
全
く
考
え
ら
れ
な
い
。
結
局
市
会
の
決
議

に
し
た
が
う
だ
け
で
あ
る
。

　

島
袋
闘
争
委
員
長
の
話　

市
長
は
組
合
側

と
の
団
交
で
十
三
割
支
給
す
る
と
約
束
し
て

い
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
十
三
割
を

支
給
し
て
も
ら
う
よ
う
要
求
す
る
だ
け
で
あ

る
。
市
長
は
議
会
に
提
案
す
る
以
上
、
確
信

を
も
っ
て
議
会
対
策
を
行
な
う
べ
き
で
あ
り

な
が
ら
、
不
本
意
な
が
ら
十
三
割
支
給
に
ふ

み
切
っ
た
と
答
弁
し
た
。
そ
の
た
め
議
会
を

混
乱
に
お
と
し
い
れ
た
。
市
長
に
良
心
が
あ

れ
ば
臨
時
議
会
を
招
集
し
て
再
議
に
付
す
か
、

或
い
は
専
決
処
分
で
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

組
合
は
、
き
ょ
う
二
十
八
日
正
午
か
ら
臨
時

組
合
大
会
を
開
き
、
今
後
の
対
策
を
決
定
す

る
が
、
ス
ト
権
が
確
立
さ
れ
た
ら
窓
口
事
務
、

消
防
、
水
道
、
衛
生
処
理
車
な
ど
直
接
市
民

に
影
響
す
る
の
を
除
き
、
市
民
に
迷
惑
を
与

え
な
い
長
期
の
順
法
闘
争
を
行
な
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

し
か
し
市
民
に
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
と
い

っ
て
も
、
あ
る
程
度
の
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
、
こ
の
責
任
は
市
長
と

議
会
に
あ
る
。
こ
ん
ご
の
闘
争
は
長
び
く
の

で
息
切
れ
の
し
な
い
闘
争
を
展
開
す
る
が
、

あ
ら
か
じ
め
市
民
に
知
ら
し
め
協
力
を
お
願

い
す
る
。

西
森
浄
水
場
な
ど
決
議
／
那
覇

市
会
／
日
本
公
営
住
宅
法
の

沖
縄
適
用
も 
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開
会
中
の
那
覇
市
第
四
十
一
回
定
例
議
会
は
、

二
十
八
日
午
前
十
時
過
ぎ
か
ら
本
会
議
を
開

き
、
六
十
一
年
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
を

は
じ
め
安
里
川
公
有
水
面
埋
立
地
の
一
部
売

却
な
ど
五
案
件
を
可
決
、
十
五
案
件
の
陳
情

を
そ
れ
ぞ
れ
処
理
し
た
ほ
か
「
日
本
公
営
住

宅
法
を
沖
縄
に
適
用
し
、
日
本
政
府
に
財
政

援
助
を
要
請
す
る
決
議
」
「
西
森
浄
水
場
設

置
の
推
進
決
議
」
「
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
費

二
十
三
万
㌦
の
補
助
に
対
す
る
弁
務
官
へ
の

感
謝
決
議
」
を
採
択
、
午
後
五
時
過
ぎ
、
第

四
十
一
回
定
例
議
会
の
会
期
を
閉
じ
た
。

本
会
議
は
、
ま
ず
安
里
公
有
水
面
埋
立
地
の

一
部
売
却
処
分
を
上
程
、
人
民
党
議
員
お
よ

び
渡
口
派
議
員
か
ら
「
随
意
契
約
で
な
く
公

入
札
に
す
べ
き
で
あ
る
。
売
却
額
は
三
・
三
平

方
㍍
（
坪
）
四
十
㌦
か
四
十
五
㌦
と
な
っ
て

い
る
。
公
入
札
し
た
場
合
五
十
㌦
か
七
十
㌦

に
処
分
で
き
る
」
と
当
局
案
に
反
対
し
た
が

多
数
決
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
瀬
名
波
議
員
か
ら
「
藤
枝
総
務
長

官
の
来
島
を
機
会
に
、
那
覇
市
の
戦
災
復
興

の
た
め
特
別
法
を
沖
縄
に
適
用
す
る
」
と
い

う
要
請
決
議
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
万
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
は
、
当
局
案
の

八
万
七
千
四
百
八
十
二
㌦
を
一
万
㌦
削
減
し

七
万
七
千
四
百
八
十
二
㌦
に
多
数
決
で
修
正

可
決
し
た
。

そ
の
ほ
か
十
五
陳
情
案
件
を
そ
れ
ぞ
れ
処
理

し
、
最
後
に
西
森
浄
水
場
設
置
促
進
と
ブ
ー

ス
高
等
弁
務
官
へ
の
感
謝
決
議
を
採
決
、
午
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後
五
時
過
ぎ
閉
会
し
た
。
な
お
日
本
政
府
へ

の
要
請
決
議
は
次
の
通
り
。

　

要
請
決
議
要
旨　

日
本
政
府
は
沖
縄
に
対

し
医
療
、
マ
イ
ク
ロ
回
線
、
援
護
関
係
等
の

諸
問
題
に
つ
い
て
技
術
、
経
済
の
面
か
ら
積

極
的
な
援
助
計
画
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
等

の
実
現
は
県
民
の
切
実
な
要
求
で
あ
り
、
沖

縄
の
戦
災
復
興
の
た
め
総
合
的
な
援
助
の
特

別
法
を
早
期
制
定
し
て
も
ら
い
た
い
。

と
く
に
住
宅
問
題
は
急
務
で
あ
り
、
本
土
の

公
営
住
宅
法
を
沖
縄
に
適
用
し
財
政
援
助
す

る
よ
う
強
力
に
要
請
す
る
。

「
非
常
事
態
」
を
宣
言
／
那
覇
市

職
労
／
ス
ト
権
を
確
立 
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那
覇
市
職
員
に
対
す
る
期
末
手
当
支
給
条
例

の
一
部
改
正
案
（
十
三
割
支
給
問
題
）
は
、

二
十
七
日
の
市
会
本
会
議
で
否
決
に
な
り
、

現
行
条
例
通
り
十
割
支
給
が
決
定
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
職
員
労
組
の
年
末
闘
争
委
で
は

「
わ
れ
わ
れ
の
要
求
は
正
し
い
。
必
ず
十
三

割
の
要
求
を
貫
徹
す
る
」
と
、
二
十
八
日
は

正
午
か
ら
第
十
一
回
臨
時
組
合
大
会
を
開
き
、

ス
ト
権
確
立
の
投
票
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
出
席
五
百
八
十
八
人
の
う
ち
賛
成

五
百
四
十
六
、
反
対
二
十
、
棄
権
二
十
二
の

絶
対
多
数
で
ス
ト
権
を
確
立
、
非
常
事
態
宣

言
を
お
こ
な
っ
た
。

闘
争
委
で
は
一
両
日
中
に
委
員
会
を
も
ち
、

今
後
の
戦
術
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
き
わ
め
て
強
い
決
意
を
固
め
て
お
り
、

そ
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。

職
員
労
組
真
栄
城
書
記
長
の
話　

市
長
は

い
っ
た
ん
労
働
組
合
と
の
間
に
協
約
を
締

結
し
た
以
上
、
そ
の
実
現
に
は
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
講
じ
て
努
力
す
る
責
任
が
あ
る
。

市
長
が
確
固
と
し
た
態
度
で
協
約
を
履
行

す
る
よ
う
要
求
し
、
そ
の
た
め
に
は
再
び

職
場
放
棄
を
も
辞
さ
な
い
鉄
の
如
き
意
志

と
団
結
を
も
っ
て
、
非
常
事
態
を
宣
言
し
、

強
力
な
闘
争
を
継
続
し
て
い
く
。
市
民
に

対
し
て
は
で
き
る
だ
け
迷
惑
を
お
か
け
し

な
い
よ
う
心
が
け
る
が
、
結
果
的
に
は
何

ら
か
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
す
べ
て
市
長
の
政
治
責
任
に

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

声
／
那
覇
市
議
会
の
決
定
は
順

当
だ
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前
に
労
組
と
市
当
局
の
間
で
意
見
の
一
致
を

み
た
ボ
ー
ナ
ス
十
三
割
支
給
に
つ
い
て
審
議

を
行
な
っ
て
い
た
那
覇
市
議
会
は
、
三
十
対

八
で
こ
れ
を
否
決
し
た
と
新
聞
は
報
じ
て
い

る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
わ

れ
わ
れ
が
選
ん
だ
市
会
議
員
の
多
く
が
、
よ

く
市
民
の
声
を
尊
重
し
、
そ
の
声
に
従
っ
て

行
動
し
た
こ
と
に
対
し
感
謝
し
た
い
。

労
組
の
要
求
す
る
十
三
割
は
現
在
の
市
の
財

政
状
態
か
ら
考
え
る
と
妥
当
と
は
い
え
な
い
。

労
組
の
い
い
分
は
、
十
三
割
受
け
て
サ
ー
ビ

ス
を
改
善
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
市
民
は
あ

ま
り
期
待
し
な
い
。
十
割
支
給
し
て
も
、
十
三

割
支
給
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
は
つ
ね
に
改
善
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

市
内
に
は
ボ
ー
ナ
ス
の
一
割
さ
え
も
貰
え
な

い
ニ
コ
ヨ
ン
や
、
職
に
も
あ
り
つ
け
な
い
で

正
月
も
心
細
い
思
い
で
迎
え
る
人
々
も
た
く

さ
ん
い
る
。
こ
う
い
う
人
々
を
救
っ
て
あ
げ

る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
義
務
だ
。
ボ
ー
ナ
ス

は
政
府
と
同
じ
よ
う
に
十
割
も
ら
っ
て
、
残

り
の
三
割
は
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
わ
け

与
え
る
よ
う
な
共
存
共
栄
の
精
神
を
発
揮
で

き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

も
し
ど
う
し
て
も
十
三
割
で
な
け
れ
ば
、
ま

ず
い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
市
内
に
は
有
能
な

失
業
者
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
仕
事
を
や

め
て
貰
い
た
い
。
代
り
は
い
く
ら
で
も
い
る

し
、
私
の
友
人
な
ん
か
、
ボ
ー
ナ
ス
が
な
く

て
月
給
だ
け
で
も
よ
い
、
も
し
、
皆
さ
ん
が

我
を
張
っ
て
、
再
び
ス
ト
で
も
や
る
な
ら
市

民
は
絶
対
に
労
組
を
支
持
し
な
い
で
あ
ろ

う
。
議
会
の
決
議
は
市
民
の
声
の
反
映
で
あ

り
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
市
民
の
声
を

無
視
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
十
分
考
慮
さ

れ
、
労
組
の
自
重
を
望
む
。

（
那
覇
市　

Ｈ
Ｓ
・
公
務
員
）



一
八
二

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
一
月

　
　

姉
妹
都
市
を
宣
言
／
那
覇
と
ホ

ノ
ル
ル
／
文
化
・
産
業
な
ど

を
向
上
／
相
互
の
市
民
が
〝

固
い
き
ず
な
〟
を

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
１
・
11
〕

ホ
ノ
ル
ル
市
と
那
覇
市
の
姉
妹
都
市
締
結
記

念
祝
賀
式
典
は
、
ブ
レ
イ
ス
デ
ル
・
ホ
ノ
ル

ル
市
長
一
行
を
迎
え
、
十
日
午
後
七
時
半
か

ら
那
覇
市
内
沖
縄
配
電
ホ
ー
ル
で
軍
官
民
代

表
お
よ
び
市
民
四
百
人
余
り
が
出
席
し
て
は

な
や
か
に
開
か
れ
た
。
こ
の
式
典
で
両
市
長

は
、
姉
妹
都
市
の
縁
結
び
で
両
市
が
相
互
の

文
化
、
産
業
経
済
の
向
上
を
は
か
り
、
市
民

と
市
民
が
固
い
き
ず
な
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
世
界
平
和
に
寄
与
し
よ
う
（
要
旨
）
と
い

う
力
強
い
あ
い
さ
つ
を
行
な
い
、
姉
妹
都
市

宣
言
を
行
な
っ
た
。

姉
妹
都
市
を
結
ん
だ
両
市
の
旗
が
、
中
央
正

面
ス
テ
ー
ジ
に
か
ざ
ら
れ
た
会
場
は
琉
米
の

各
界
代
表
で
ぎ
っ
し
り
埋
め
、
縁
結
び
に
ふ

さ
わ
し
い
記
念
式
典
を
盛
り
あ
げ
た
。

　

式
は
米
国
国
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
、

割
れ
る
よ
う
な
拍
手
が
わ
き
お
こ
る
中
に
両

市
長
の
入
場
、
仲
原
市
助
役
の
姉
妹
都
市
締

結
経
過
報
告
で
は
じ
ま
っ
た
。
兼
次
那
覇

市
長
は
「
ア
ロ
ハ
精
神
を
も
つ
ホ
ノ
ル
ル
市

と
、
守
礼
の
精
神
を
も
つ
那
覇
市
は
結
ば
れ

る
べ
き
運
命
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
両

市
の
繁
栄
と
幸
福
を
実
現
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
、
つ
づ
い
て
ブ
レ
イ
ス
デ
ル
・
ホ
ノ
ル

ル
市
長
が
「
深
い
友
情
に
よ
る
東
西
文
化
の

か
け
橋
と
し
て
モ
デ
ル
社
会
を
き
ず
き
、
世

界
平
和
を
め
ざ
そ
う
」
と
い
う
両
市
の
姉
妹

都
市
締
結
を
誓
う
あ
い
さ
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
行

な
い
、
別
項
の
よ
う
な
両
市
の
「
姉
妹
都
市

宣
言
」
を
兼
次
市
長
が
和
文
で
、
ブ
レ
イ
ス

デ
ル
市
長
が
英
文
で
読
み
あ
げ
、
壇
上
で
両

市
長
は
固
い
握
手
を
交
し
相
互
の
親
善
関
係

を
さ
ら
に
大
き
く
一
歩
前
進

さ
せ
た
。

こ
の
あ
と
、
高
良
市
会
議
長
、
崎
間
内
政

局
長
（
主
席
代
理
）
竹
内
琉
球
商
工
会
議

所
副
会
頭
、
阿
波
根
那
覇
連
合
区
教
育
長
、

高
吹
ホ
ノ
ル
ル
市
会
代
表
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
ホ
ノ
ル
ル
市
か
ら
那
覇
市
に
締
結

を
記
念
す
る
〝
カ
ヌ
ー
〟
が
贈
ら
れ
、
琉

球
舞
踊
な
ど
の
余
興
で
十
時
す
ぎ
閉
会
し

た
。

那
覇
市
・
ホ
ノ
ル
ル
市
／
姉
妹
都
市
宣

言

那
覇
市
民
は
、
世
界
の
友
愛
と
平
和
を
促
進

す
る
た
め
、
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉
妹
都
市
の
縁

組
を
結
び
た
い
旨
、
正
式
に
ホ
ノ
ル
ル
市
に

申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
ホ
ノ
ル
ル
市
民
は
こ

の
強
固
な
友
情
の
き
ず
な
を
受
諾
し
た
。

　

一
九
六
〇
年
十
一
月
十
六
日
に
は
、
那
覇

市
長
お
よ
び
市
議
会
代
表
一
行
が
ホ
ノ
ル
ル

市
を
公
式
に
訪
問
し
、
ホ
ノ
ル
ル
市
の
市

長
、
議
長
及
び
市
民
か
ら
熱
烈
な
歓
迎
を
う

け
た
。
そ
の
答
礼
と
し
て
一
九
六
一
年
一
月

九
日
に
は
、
ホ
ノ
ル
ル
市
長
、
議
員
一
行
が

那
覇
市
を
訪
問
、
市
長
、
議
員
及
び
市
民
か

ら
真
の
ア
ロ
ハ
精
神
に
よ
る
温
い
歓
迎
を
受

け
た
。
こ
の
よ
う
に
両
市
代
表
が
相
互
に
訪

問
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
那
覇
市
と
ホ
ノ
ル

ル
市
は
、
正
式
に
姉
妹
都
市
関
係
を
樹
立
し

た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
市
民
の
要
求
を

実
践
し
、
親
善
を
深
め
共
通
の
諸
問
題
解
決

の
た
め
に
協
力
し
、
貿
易
と
観
光
事
業
を
促

進
し
市
民
の
経
済
、
社
会
教
育
、
文
化
的
生

活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

な
す
こ
と
を
こ
こ
に
言
一
言
し
誓
う
も
の
で

あ
る
。

一
九
六
一
年
一
月
十
日

那
覇
市
長
兼
次
佐
一　

ホ
ノ
ル
ル
市
長
ニ
ー

ル
・
Ｓ
・
ブ
レ
イ
ス
デ
ル

あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
／
那
覇
市

臨
時
議
会
／
ボ
ー
ナ
ス
十
三

割
を
支
給

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
１
・
24
〕

二
十
三
日
の
〝
那
覇
市
ボ
ー
ナ
ス
臨
時
議

会
〟
は
午
前
に
ひ
き
つ
づ
き
、
午
後
一
時
に

再
開
さ
れ
、
二
十
四
対
十
一
で
あ
っ
け
な

く
原
案
通
り
「
十
三
割
支
給
」
を
可
決
し

た
。
午
後
は
質
疑
を
打
ち
切
り
討
論
に
入

っ
た
が
、
ま
ず
又
吉
議
員
の
賛
成
討
論
の

あ
と
、
比
嘉
朝
四
郎
議
員
の
反
対
、
宮
城

議
員
の
賛
成
、
赤
嶺
、
高
良
議
員
の
反
対

討
論
が
あ
り
、
最
後
に
表
決
が
行
な
わ
れ
、

賛
成
二
十
四
対
反
対
十
一
（
渡
口
、
比
嘉
、

辺
野
喜
、
玉
那
覇
、
備
瀬
、
高
良
清
二
、
渡

口
政
行
、
具
志
、
赤
嶺
、
宮
里
、
普
久
原

―

欠
席
平
良
、
森
田
、
糸
数
、
大
城
）
で

原
案
通
り
可
決
、
あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
と

な
っ
た
。
な
お
採
択
の
瞬
間
、
野
党
議
員

か
ら
「
ヨ
ロ
メ
キ
議
員
」
と
の
ヤ
ジ
が
飛

び
、
こ
れ
に
対
し
「
正
し
き
も
の
は
常
に

勝
つ
」
と
い
う
ヤ
ジ
合
戦
も
み
ら
れ
た
が
、

こ
れ
と
い
う
波
乱
は
な
く
、
傍
聴
人
は
気

合
抜
け
す
る
と
い
う
予
想
に
反
し
た
低
調

議
会
だ
っ
た
。

賛
成
の
主
な
意
見
は
「
政
府
公
務
員
の
平
均

給
与
は
五
十
㌦
五
十
㌣
で
、
那
覇
市
職
員
は

四
十
八
㌦
余
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
お

ぎ
な
う
た
め
に
も
十
三
割
支
給
は
妥
当
だ
」

（
又
吉
議
員
）
「
税
金
も
高
い
、
物
価
も
高

い
、
社
会
保
障
制
度
は
な
い
。
そ
れ
に
給
料

は
安
い
。
十
二
月
二
十
六
日
に
は
給
与
改
善

の
人
事
委
勧
告
も
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
職

員
組
合
も
ス
ト
で
市
民
に
迷
惑
を
か
け
た
こ

一
九
六
一
年



一
八
三

一
九
六
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年
（
昭
和
三
十
六
年
）
一
月

と
を
十
分
反
省
し
て
い
る
、
沖
縄
の
現
状
で

は
十
三
割
以
上
支
給
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き

で
あ
る
」
（
宮
城
議
員
）
な
ど
で
、
ま
た
反
対

の
主
な
も
の
は
「
さ
る
十
二
月
議
会
で
三
〇

対
八
と
い
う
大
差
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
、
あ
れ
か
ら
一
ヵ
月
も
た
た
な
い

の
に
、
こ
れ
を
く
つ
が
え
す
と
い
う
こ
と
は

い
か
な
る
事
情
が
あ
る
に
し
ろ
議
会
人
と
し

て
の
信
念
に
疑
問
を
も
つ
」（
比
嘉
議
員
）
な

ど
で
あ
る
。

　

兼
次
市
長
の
話　

私
は
十
三
割
支
給
が
決

し
て
不
当
に
高
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
確

信
し
て
い
た
。
そ
れ
が
四
十
一
回
議
会
で
否

決
さ
れ
た
こ
と
は
、
ス
ト
を
や
っ
た
こ
と
に

対
す
る
市
民
の
反
感
が
議
会
に
反
映
し
た
こ

と
が
大
き
な
原
因
だ
と
思
う
。
こ
ん
ど
無
事

に
通
過
し
た
こ
と
に
対
し
て
議
会
に
感
謝
し

て
い
る
し
、
職
員
と
は
こ
ん
ご
は
ス
ト
な
ど

の
形
は
し
な
い
で
す
べ
て
話
し
合
い
で
解
決

し
、
市
民
の
期
待
に
そ
う
よ
う
に
し
た
い
。

　

職
労
真
栄
城
書
記
長
の
話　

わ
れ
わ
れ
の

要
求
は
正
当
で
あ
る
の
で
、
市
長
も
自
信
を

も
っ
て
提
案
で
き
た
と
思
う
。
十
三
割
支
給

が
決
定
し
た
こ
と
は
組
合
の
要
求
が
正
当
で

あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
非
常
に

喜
ん
で
い
る
。
こ
れ
も
市
民
の
支
持
が
な
け

れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味

で
今
後
は
全
精
力
を
か
た
む
け
て
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
努
力
し
た
い
。
こ
れ
で
実
質
的
に
は

ス
ト
権
を
解
除
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
近
く

組
合
大
会
を
開
き
正
式
に
ス
ト
権
を
解
除
し

た
い
。

新
た
に
必
要
土
地
を
占
有
／
譲

る
よ
う
通
告
、
立
退
き
も
／

住
居
地
帯
も
含
む
？
地
元
さ

わ
ぐ

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
１
・
26
〕

民
政
府
は
那
覇
市
、
南
風
原
、
豊
見
城

村
の
一
部
地
域
の
強
制
土
地
収
用
を
明

ら
か
に
し
た
。
さ
る
十
二
日
付
で
民
政
府

は
、
ア
ン
ド
リ
ッ
ク
民
政
官
の
署
名
入
り

文
書
で
那
覇
市
役
所
は
じ
め
関
係
村
に

布
令
二
十
号
に
も
と
づ
く
〝
占
有
権
譲
渡

命
令
〟
を
通
告
し
た
。
こ
れ
は
一
号
線
沿

い
に
架
設
さ
れ
て
い
る
高
圧
線
鉄
塔
の

変
更
計
画
に
よ
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
る

が
、
接
収
面
積
そ
の
他
に
つ
い
て
は
な
に

も
ふ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
占
有
権

譲
渡
命
令
書
に
よ
れ
ば
、
同
地
域
の
い
っ

さ
い
の
居
住
者
、
借
地
人
は
、
通
知
受
領

を
待
っ
て
、
同
地
か
ら
立
ち
の
く
よ
う
命

令
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
該
当
地
区

の
う
ち
ま
ず
真
和
志
上
間
部
落
は
、
部
落

民
あ
げ
て
反
対
運
動
に
立
ち
上
が
っ
て

い
る
。

　

民
政
府
か
ら
の
文
書
で
は
、
ど
こ
の
地
主

が
該
当
す
る
か
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。

だ
が
、
送
付
さ
れ
て
き
た
図
面
に
よ
る
と
小

禄
支
所
管
内
で
は
泉
原
か
ら
伊
知
真
志
原
一

帯
（
縦
の
線
）
ま
で
、
真
和
志
支
所
管
内
は
上

間
部
落
か
ら
南
風
原
、
豊
見
城
村
に
ま
で
お

よ
ぶ
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
通
告
を

受
け
た
那
覇
市
本
庁
で
は
さ
っ
そ
く
真
和
志
、

小
禄
支
所
に
連
絡
し
た
。
真
和
志
支
所
で
は

さ
る
十
九
日
同
土
地
課
平
安
座
係
長
ら
が
現

地
調
査
を
し
た
が
、
該
当
地
主
が
は
っ
き
り

せ
ず
、
軍
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
お
っ

て
個
別
の
図
面
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
調
査

を
う
ち
切
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
真
和
志
上
間
部
落
の
下
田
清
三
郎

さ
ん
（
四
一
）
＝
部
落
会
長
＝
に
も
さ
る
十
八

日
付
け
で
土
地
収
用
の
通
告
が
あ
り
、
同
日

緊
急
部
落
会
を
開
き
協
議
し
た
結
果
、
部
落

を
危
険
か
ら
守
り
ぬ
こ
う
と
、
五
百
十
五
人

の
部
落
民
が
反
対
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
下
田
部
落
会
長
の
話
に
よ
る

と
、軍

は
一
日
橋
の
西
側
約
六
百
坪
の
敷
地
に

変
電
所
を
設
置
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る

よ
う
で
、
そ
の
地
主
で
あ
る
南
風
原
村
津

嘉
山
部
落
の
金
城
さ
ん
は
、
軍
が
土
質
検

査
を
実
施
す
る
の
で
承
諾
し
て
も
ら
い
た

い
と
の
要
望
を
受
け
入
れ
、
す
で
に
押
印

し
た
と
い
う
。

上
間
部
落
で
は
さ
ら
に
二
十
五
日
も
よ
る
八

時
か
ら
部
落
会
を
開
き
、
民
政
府
に
対
す
る

反
対
の
陳
情
書
作
成
に
か
か
っ
た
が
、
下
田

部
落
会
長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

上
間
部
落
一
帯
に
も
六
万
七
千
ボ
ル
ト
の

高
圧
線
が
通
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
。
そ
の
該
当
地
域
は
ほ
と
ん
ど
畑
で
あ

る
が
、
高
圧
線
が
通
っ
た
場
合
、
農
耕
に

と
っ
て
も
危
険
で
あ
り
、
通
知
を
受
け
て

か
ら
部
落
民
は
不
安
に
お
の
の
い
て
い
る
。

部
落
を
危
険
か
ら
守
る
た
め
わ
れ
わ
れ
は

全
力
を
結
集
し
て
、
反
対
運
動
を
開
始
す

る
。

小
禄
支
所
管
内
で
は
、
ま
だ
該
当
地
区
に
知

ら
せ
て
な
い
が
、
い
ち
早
く
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
た
小
禄
郵
便
局
付
近
で
は
、
そ
れ
こ
そ

大
あ
わ
て
で
あ
る
。

小
禄
〇
〇
〇
の
〇
上
原
〇
さ
ん
（
二
三
）
は

「
住
居
の
立
ち
の
き
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
私
た
ち
の
家
の
上
を
高
圧
線
が
通
る

だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
っ
た

ら
安
心
し
て
生
活
で
き
ま
せ
ん
。
毎
日
が
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
状
態
に
な
る
の
で
す
か
ら

ネ
…
…
私
た
ち
は
断
固
と
し
て
反
対
し
ま
す

よ
」
と
い
か
り
を
訴
え
て
い
た
。

　

小
禄
支
所
の
上
原
信
市
土
地
係
長
の
話
で

は
、
現
在
泊
か
ら
一
号
線
を
通
っ
て
旧
那
覇

市
と
小
禄
の
原
野
地
帯
か
ら
気
象
台
前
の
変

電
所
に
つ
な
い
で
あ
る
高
圧
線
を
、
泊―

真

和
志―

豊
見
城
を
ま
わ
っ
て
変
電
所
に
つ
な

ぐ
と
い
う
の
が
こ
ん
ど
の
軍
の
計
画
の
よ
う



一
八
四

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
一
月

で
あ
る
。
小
禄
の
該
当
地
区
で
は
泉
原
か
ら

万
越
原
ま
で
は
農
耕
地
と
な
っ
て
い
る
が
前

原―

小
禄
西
原―

伊
知
真
志
原
ま
で
は
住
宅

地
域
で
あ
り
、
付
近
住
民
に
実
情
を
知
ら
せ

る
と
、
お
そ
ら
く
大
さ
わ
ぎ
に
な
る
だ
ろ
う

と
上
原
土
地
係
長
は
語
っ
て
い
た
。

　

昨
夜
、
さ
っ
そ
く
報
告

小
禄
支
所
管
内
の
部
落
会
長
・
自
治
会
は
、

二
十
五
日
よ
る
六
時
半
か
ら
小
禄
支
所
別

館
で
開
か
れ
た
が
、
席
上
、
上
原
土
地
係
長

か
ら
土
地
の
強
制
収
用
が
初
め
て
報
告
さ

れ
、
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
。
閉
会
後
、
該

当
部
落
と
み
ら
れ
る
、
大
嶺
、
田
原
、
金
城
、

鏡
水
の
四
部
落
会
長
が
話
し
合
い
、
強
力
に

反
対
す
る
と
い
う
基
本
的
な
意
見
の
一
致

を
み
た
。

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
す

二
十
七
日
の
軍
用
土
地
委
員
会
で
、
具
体

的
な
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

密
集
地
帯
さ
け
る
／
民
政
府

那
覇
市
、
豊
見
城
村
、
南
風
原
村
を
含
む

十
七
・
五
エ
ー
カ
ー
の
土
地
の
接
収
に
つ
い

て
民
政
府
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
二
十
五
日

「
お
そ
ら
く
一
号
線
沿
い
に
架
設
さ
れ
た
高

圧
線
の
移
転
の
た
め
に
接
収
さ
れ
る
も
の
だ

ろ
う
」
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
た
。

　

一
号
線
沿
い
に
架
設
さ
れ
た
高
圧
線
の
移

転
は
数
年
来
の
懸
案
で
あ
る
。

こ
ん
ど
の
土
地
接
収
は
本
来
的
に
は
那
覇

市
与
儀
に
建
設
さ
れ
る
変
電
支
所
を
通

じ
将
来
南
部
一
帯
に
電
力
を
供
給
す
る
た

め
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
一
号
線
の
高
圧

線
の
移
転
を
容
易
な
ら
し
め
る
目
的
も
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
接
収

で
は
住
居
の
移
転
を
必
要
と
し
な
い
よ
う

密
集
地
帯
を
避
け
て
高
圧
線
が
迂
回
す
る

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
配
線
工
事
中
は

収
用
さ
れ
た
土
地
の
使
用
は
許
可
さ
れ
な

い
が
、
工
事
が
完
成
す
れ
ば
黙
認
耕
作

地
と
し
て
農
耕
を
認
め
る
方
針
で
あ
る
。

ま
た
土
地
収
用
に
よ
る
使
用
料
は
年
間

一
万
四
千
三
百
六
十
㌦
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。

全
国
市
議
長
会
の
代
表
来
島

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
１
・
１
・
26
〕

　

一
日
で
も
早
く
沖
縄
の
同
胞
が
母
国
日
本

に
復
帰
で
き
る
よ
う
実
情
を
調
査
す
る
と
と

も
に
沖
縄
の
民
生
安
定
、
社
会
福
祉
向
上
の

た
め
協
力
を
し
よ
う
と
全
国
市
議
会
議
長
会

沖
縄
視
察
団
一
行
十
五
人
が
二
十
六
日
あ
さ

四
時
三
十
分
那
覇
空
港
着
の
日
航
機
で
来
島

し
た
。
一
行
は
、
二
十
九
日
ま
で
滞
在
、
軍
、

民
政
府
の
首
脳
部
、
市
議
会
、
民
間
団
体
と

話
し
合
い
を
す
る
ほ
か
、
南
部
戦
跡
巡
拝
も

す
る
。

早
く
祖
国
へ
帰
る
日
を
／
民
生
安
定
に

も
つ
く
し
た
い

空
港
ロ
ビ
ー
に
は
那
覇
市
議
会
関
係
者

が
出
迎
え
に
き
て
い
た
が
、
市
議
会
議
長

会
会
長
は
待
合
室
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ

た
。

　

一
昨
年
の
十
一
月
に
も
正
副
会
長
の
視
察

団
を
つ
く
っ
て
沖
縄
を
訪
れ
た
。
こ
の
時
は

台
風
被
害
と
沖
縄
の
実
情
視
察
、
日
本
復
帰

に
対
す
る
住
民
の
気
持
ち
を
調
査
し
た
。
あ

れ
か
ら
一
年
半
す
ぎ
て
い
る
が
、
あ
の
と
き

の
住
民
の
復
帰
熱
は
か
わ
り
な
く
、
そ
の
ご
、

復
帰
熱
は
ま
す
ま
す
も
り
あ
が
っ
て
い
る
と

思
う
。
ま
た
、
行
政
権
は
離
れ
て
も
同
胞
と

し
て
の
住
民
の
生
活
レ
ベ
ル
を
調
べ
民
生
安

定
の
た
め
の
援
助
を
す
る
と
と
も
に
早
く
復

帰
で
き
る
よ
う
協
力
し
た
い
。
短
か
い
期
間

だ
が
、
民
主
団
体
と
も
膝
を
ま
じ
え
て
話
し

合
い
た
い
。
で
き
れ
ば
先
島
ま
で
も
足
を
の

ば
す
つ
も
り
だ
。

な
お
、
一
行
は
琉
球
ホ
テ
ル
に
投
宿
。
メ
ン

バ
ー
は
つ
ぎ
の
通
り
。

　

一
行
の
メ
ン
バ
ー

横
浜
市
議
会
議
長
津
村
峯
男
、
同
会
事
務
局

次
長
田
辺
三
雄
、
大
阪
市
議
会
副
議
長
田
中

正
男
、
同
会
事
務
局
書
記
平
津
支
四
郎
、
神

戸
市
議
会
議
長
清
水
重
夫
、
同
会
事
務
局
長

奏
志
郎
、
名
古
屋
市
議
会
議
長
小
出
善
三

郎
、
同
会
副
議
長
幸
島
り
ょ
う
太
郎
、
同
会

事
務
局
長
野
呂
八
束
、
富
山
市
議
会
議
長
駒

見
作
平
、
静
岡
市
議
会
議
長
松
永
秀
一
、
倉

吉
市
議
会
議
長
伊
藤
武
夫
、
高
知
市
議
会
議

長
野
老
山
斉
、
同
会
事
務
局
長
上
村
字
、
全

国
市
議
会
議
長
会
事
務
局
次
長
大
園
清
二
。

強
力
な
反
対
運
動
展
開
／
小
禄

／
対
策
協
議
会
を
結
成

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
１
・
28
〕

小
禄
地
区
の
軍
用
土
地
委
員
会
は
、
二
十
七

日
ひ
る
五
時
か
ら
小
禄
支
所
で
開
か
れ
、
問

題
の
高
圧
線
架
設
（
強
制
新
規
土
地
接
収
）

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
員
一
致
で
直
ち
に
高
圧
線
架

設
反
対
の
対
策
協
議
会
を
結
成
し
、
来
週
か

ら
民
政
府
と
の
折
衝
を
お
こ
な
う
ほ
か
署
名

（
小
禄
全
住
民
）で
強
力
な
反
対
運
動
を
く
り

ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
日
の
軍
用
土
地
委
員
会
は
、
ま
ず
上
原

土
地
係
長
か
ら
占
有
権
譲
渡
命
令
に
関
す
る

経
過
報
告
が
あ
っ
て
、
意
見
交
換
を
し
た

が
、
生
命
に
危
険
の
あ
る
高
圧
線
を
小
禄
の

片
す
み
に
で
も
通
す
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
。

早
急
に
対
策
を
講
じ
、
小
禄
住
民
の
安
全
を

守
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
強
く
、
対
策
協

議
会
の
結
成
を
即
決
し
た
も
の
。
同
協
議
会

と
し
て
、
ま
ず
親
子
ラ
ジ
オ
で
小
禄
全
住
民

に
伝
え
る
こ
と
、
鏡
水
、
上
原
、
大
嶺
、
金

城
、
田
原
、
小
禄
の
六
か
部
落
が
一
体
と
な

っ
て
署
名
運
動
を
展
開
す
る
な
ど
を
決
め
た
。



一
八
五

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
一―

三
月

期
日
、
運
動
方
針
の
具
体
的
な
話
し
合
い
は
、

近
日
中
に
協
議
会
を
も
ち
決
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

な
お
、
会
長
に
は
上
原
次
郎
氏
が
選
出
さ
れ

た
。観

光
事
業
へ
の
援
助
／
九
州
地

区
市
議
長
会
／
実
行
委
で
決

め
る

 
 
 

　

 
 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
２
・
９
〕

　

沖
縄
で
初
の
九
州
市
議
会
議
長
会
の
実
行

委
員
会
が
八
日
ひ
る
三
時
十
分
か
ら
琉
球
ホ

テ
ル
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

ま
ず
横
山
会
長
が
「
沖
縄
の
実
情
を
知
る
意

味
か
ら
現
地
で
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
る
の

は
、
大
い
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。
お
ざ

な
り
で
は
な
く
、
充
実
し
た
内
容
に
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
そ
の
後
、
七
議

案
を
審
議
し
た
。
な
か
で
も
全
国
市
議
長
会

の
会
則
改
正
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
に
関
係
す

る
こ
と
で
注
目
さ
れ
た
。

　

九
州
市
議
会
議
長
会
で
は
沖
縄
を
準
会
員

と
し
て
認
め
て
い
る
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
全

国
市
議
会
議
長
会
に
加
盟
さ
せ
る
べ
き
だ
と

い
う
会
長
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
全
委
員
の

意
見
一
致
を
み
た
。

　

そ
の
た
め
、
二
月
末
に
開
か
れ
る
予
定
の

全
国
市
議
会
議
長
会
の
理
事
会
に
提
案
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
沖
縄
側
か
ら
▽
中
城
公
園
の

観
光
事
業
に
対
す
る
援
助
（
築
城
計
画
が
練

ら
れ
て
い
る
）
▽
戦
時
中
に
お
け
る
宮
古
山

林
ば
っ
さ
い
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
の
陳

情
が
出
さ
れ
た
が
、
同
実
行
委
員
会
と
し
て

も
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
九
州
地

区
総
会
、
全
国
理
事
会
、
全
国
総
会
に
は
か

る
こ
と
を
決
め
た
あ
と
、
「
沖
縄
五
市
議
長

会
の
万
歳
三
唱
」
が
あ
っ
て
六
時
す
ぎ
閉
会

し
た
。

東
側
へ
変
え
て
／
高
圧
線
の
架

設
／
上
間
部
落
が
折
衝

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
２
・
９
〕

那
覇
市
字
上
間
で
は
、
七
日
ば
ん
部
落
常
会

を
開
い
て
、
高
圧
線
架
設
問
題
を
協
議
し
た

結
果
、
上
間
の
前
田
原
一
帯
へ
の
高
圧
線
架

設
に
は
反
対
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
最
悪

の
場
合
は
あ
と
二
百
五
十
㍍
く
ら
い
東
側
に

よ
せ
て
も
ら
う
よ
う
位
置
変
更
方
を
要
望
す

る
こ
と
に
な
り
、
八
日
あ
さ
自
治
会
長
下
田

清
三
郎
氏
、
那
覇
市
議
の
大
城
清
徳
氏
、
富

山
那
覇
市
真
和
志
支
所
長
、
ほ
か
地
主
代
表

ら
が
民
政
府
土
地
課
長
シ
ー
ハ
ン
氏
に
、
部

落
常
会
の
決
定
事
項
を
伝
え
た
。

上
間
部
落
で
は
高
圧
線
架
設
に
反
対
す
る
理

由
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
げ
て
い
る
。

①
高
圧
線
は
危
険
な
も
の
で
あ
り
、
生
命
が

脅
か
さ
れ
、
た
え
ず
精
神
的
不
安
に
お
ち
い

っ
て
は
困
る
。
相
手
側
は
危
険
で
な
い
と
い

っ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
納
得
で
き
な

い
②
上
間
に
と
っ
て
は
前
田
原
一
帯
が
主
要

農
耕
地
で
あ
る
。
こ
の
付
近
の
発
展
が
阻
害

さ
れ
る
③
変
電
所
設
置
に
よ
り
現
在
の
農
道

が
遮
断
さ
れ
て
は
困
る
④
上
間
に
高
圧
線
を

架
設
し
た
の
ち
、
二
次
計
画
と
し
て
識
名
、
繁

多
川
を
通
っ
て
安
謝
と
結
ぶ
高
圧
線
を
架
設

す
る
計
画
は
な
い
と
、
当
局
は
い
っ
て
い
る

が
十
分
納
得
い
か
な
い
。

那
覇
市
に
正
式
決
定
／
奥
武
山

球
場
管
理
問
題
に
ケ
リ

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
３
・
４
〕

奥
武
山
総
合
競
技
場
の
一
部
と
し
て
昨
年

十
一
月
完
成
し
て
、
政
府
文
教
局
と
那
覇
市

で
管
理
事
務
問
題
で
話
題
と
な
っ
た
球
場

も
、
三
月
一
日
づ
け
で
正
式
に
那
覇
市
に
管

理
事
務
を
委
任
し
た
。
那
覇
市
と
文
教
局
で

は
管
理
問
題
で
球
場
完
成
以
来
、
管
理
予
算

の
不
足
か
ら
、
球
場
か
ら
の
収
益
を
こ
れ
に

あ
て
る
と
い
う
那
覇
市
側
と
収
益
の
一
部
を

総
合
競
技
場
建
設
の
費
用
に
あ
て
る
と
い
う

政
府
側
の
意
見
で
こ
れ
ま
で
建
設
に
あ
た
っ

て
い
る
政
府
の
自
然
管
理
の
形
を
と
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
度
、
那
覇
市
で
は
市

制
四
十
周
年
祝
賀
行
事
と
し
て
、
本
土
の
プ

ロ
野
球
を
五
月
二
十
、
二
十
一
日
の
二
日
間〝

沖
縄
シ
リ
ー
ズ
〟
と
し
て
誘
致
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、
球
場
の
改
修
問
題
が
持
ち
上
が
っ

た
。
こ
の
た
め
早
急
に
那
覇
市
に
管
理
事
務

を
委
任
し
て
ほ
し
い
と
い
う
市
長
か
ら
の
要

請
で
、
ふ
た
た
び
両
者
の
協
議
を
持
ち
、
予

算
問
題
は
収
益
が
管
理
予
算
を
上
回
っ
た
場

合
、
こ
れ
を
総
合
競
技
場
建
設
費
に
寄
贈
す

る
と
い
う
条
件
で
正
式
に
委
任
手
続
き
が
行

な
わ
れ
る
。
こ
れ
で
奥
武
山
球
場
の
管
理
は

正
式
に
那
覇
市
に
委
管
さ
れ
た
が
、
こ
の
委

任
条
件
と
し
て
政
府
は
、
こ
の
他
次
の
事
項

を
あ
げ
て
い
る
。

管
理
費
は
す
べ
て
那
覇
市
が
負
担
し
球
場

完
成
（
十
二
月
以
後
）
後
の
水
道
料
金
や

電
話
架
設
費
も
ふ
く
め
る
こ
と
と
し
、
球

場
使
用
料
、
市
主
催
に
よ
る
野
球
大
会
収

益
、
球
場
施
設
を
利
用
し
て
得
る
収
益

（
問
題
と
な
っ
た
外
野
フ
ェ
ン
ス
の
広
告

料
も
ふ
く
む
）
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
収
益
が
管
理
費
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
そ
れ
を
総
合
競
技
場
建
設
費
と
し
て

寄
付
す
る
こ
と
。
那
覇
市
は
政
府
の
同
意

の
も
と
に
管
理
規
定
を
定
め
、
管
理
が
悪

い
場
合
、
ま
た
は
那
覇
市
が
管
理
を
解
除

し
た
場
合
は
、
管
理
事
務
委
任
を
解
除
す

る
。
球
場
は
ホ
ー
ル
を
除
い
て
原
則
と
し

て
野
球
以
外
の
使
用
を
禁
止
す
る
。
球
場

内
の
芝
生
は
政
府
と
市
が
協
力
し
て
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
て
い

る
。
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六
一
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昭
和
三
十
六
年
）
三
月

ま
た
球
場
の
問
題
と
同
時
に
、
今
後
完
成
す

る
陸
上
競
技
場
、
水
泳
プ
ー
ル
な
ど
各
競
技

施
設
は
そ
の
都
度
那
覇
市
に
管
理
委
任
す
る

こ
と
な
ど
を
決
定
し
た
。
こ
れ
で
今
後
は
球

場
使
用
手
続
き
も
す
べ
て
那
覇
市
で
行
な
わ

れ
、
一
段
と
管
理
に
力
が
入
れ
ら
れ
る
も
の

と
関
係
者
を
喜
ば
し
て
い
る
。

市
議
の
本
土
視
察
報
告
／
老
人

ク
ラ
ブ
を
助
成
／
観
光
…
施

設
受
け
入
れ
に
積
極
的
施
策

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
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・
３
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〕

那
覇
市
議
会
の
渡
口
麗
秀
、
普
久
原
朝
光
、
大

城
清
徳
、
玉
那
覇
有
義
の
四
議
員
は
本
土
の

行
財
政
視
察
と
し
て
、
さ
る
二
月
三
日
か
ら

約
三
週
間
に
わ
た
り
、
別
府
、
高
松
、
京
都
、

奈
良
、
東
京
、
芦
屋
、
福
岡
、
鹿
児
島
の
八

都
市
を
視
察
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
視
察

で
は
水
道
、
電
気
、
衛
生
管
理
問
題
に
つ
い

て
現
状
が
報
告
さ
れ
た
が
、
こ
ん
ど
は
観
光
、

福
祉
面
を
重
点
に
調
べ
た
と
い
う
。

つ
ぎ
は
、
四
議
員
が
み
た
本
土
の
観
光
と
福

祉
事
業
。

　

観
光
行
政　

別
府
市
は
天
然
資
源
温
泉
に

恵
ま
れ
、
観
光
客
の
往
来
は
は
げ
し
い
が
、
そ

れ
に
加
え
、
市
自
体
の
観
光
事
業
と
し
て
水

族
館
、
温
泉
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に

市
と
観
光
業
者
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
、
積
極

的
な
観
光
施
設
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
る
。

三
十
五
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
観
光
費
は

三
千
四
百
二
十
五
万
九
千
三
百
円
で
総
予
算

額
に
対
す
る
百
分
比
四
・
二
六
％
、
約
四
・
三

％
の
高
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
か
ら

も
い
か
に
観
光
行
政
に
力
を
そ
そ
い
で
い
る

か
が
う
な
ず
け
る
。

高
松
市
は
も
っ
ぱ
ら
史
跡
と
風
光
、
人
為

的
な
施
設
な
ど
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
し
て

観
光
客
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ

こ
は
数
あ
る
史
跡
が
観
光
資
源
と
な
っ
て

い
る
が
、
市
当
局
で
は
史
跡
保
存
と
復
元
、

さ
ら
に
工
場
の
誘
致
計
画
を
推
進
す
る
策

を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
高
松
市
の
観
光
予

算
額
は
六
百
三
十
六
万
三
千
円
で
、
こ
れ

は
観
光
宣
伝
費
と
観
光
関
係
補
助
金
で
占

め
て
い
る
。

旅
館
業
従
業
員
の
サ
ー
ビ
ス
ぶ
り
は
、
別
府
、

高
松
市
な
ど
各
都
市
と
も
り
っ
ぱ
な
も
の
だ

っ
た
。
そ
の
指
導
に
つ
い
て
は
各
都
市
と
も
、

当
局
と
業
者
が
一
体
と
な
り
、
定
期
的
な
講

習
会
を
開
き
、
ぬ
か
り
の
な
い
よ
う
訓
練
し

て
い
る
。

観
光
事
業
の
最
も
根
本
的
な
問
題
は
、
観
光

施
設
、
受
け
入
れ
態
勢
、
業
者
の
サ
ー
ビ
ス

な
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
点
、
沖
縄
は
何
一
つ

と
し
て
満
足
す
る
の
は
な
い
。
さ
い
き
ん
沖

縄
は
観
光
地
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
現
状
の
ま
ま
で
は
一
時

の
ブ
ー
ム
で
お
わ
る
だ
ろ
う
。
沖
縄
で
は
基

本
産
業
が
貧
し
い
の
で
、
観
光
は
振
興
産
業

と
し
て
大
い
に
政
策
を
は
か
る
べ
き
だ
と
叫

ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
那
覇
市
だ
け
で

な
く
、
軍
民
両
政
府
、
関
係
各
市
が
一
丸
と

な
り
、
観
光
施
設
と
受
け
入
れ
の
整
備
に
当

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
い
わ
い
、
沖

縄
は
気
候
と
観
光
資
源
に
は
恵
ま
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
具
体
的
な
政
策
を
ほ
ど
こ
せ

ば
、
事
業
の
発
展
は
約
束
さ
れ
て
い
る
。

　

福
祉
行
政
（
対
象
は
大
阪
市
）　

と
く
に
関

心
を
寄
せ
ら
れ
た
の
は
老
人
の
福
祉
。
大
阪

市
内
に
は
各
区
ご
と
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
約
三
百
人
の
グ
ル
ー
プ

単
位
、
各
グ
ル
ー
プ
の
集
会
所
に
は
碁
、
将

棋
、
講
談
雑
誌
な
ど
を
そ
な
え
て
あ
る
。
ち

ゃ
ん
と
し
た
世
話
人
を
お
き
、
常
時
、
利
用

で
き
る
よ
う
に
さ
れ
、
た
ま
に
は
演
芸
会

を
開
き
、
各
自
の
か
く
し
芸
、
謡
曲
、
楽
器

に
よ
る
演
奏
な
ど
を
披
露
し
合
っ
て
、
親

睦
を
は
か
る
と
と
も
に
、
余
生
を
楽
し
ん

で
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
結
成
に
さ
い
し
、
市
当
局
で

は
五
千
円
の
助
成
金
と
各
グ
ル
ー
プ
に
月
額

二
千
五
百
円
の
補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
会
運
営
に
要
す
る
費
用
は
会
員

か
ら
納
め
ら
れ
る
会
費
と
補
助
金
、
そ
の
他

の
寄
付
金
を
も
っ
て
当
て
て
い
る
が
、
府
で

も
老
人
福
祉
に
は
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

広
大
な
地
所
を
求
め
、
将
来
は
楽
寿
荘
を
建

設
し
、
子
ど
も
を
守
る
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
に

提
供
し
て
福
祉
施
設
の
充
実
を
は
か
る
よ
う

具
体
的
な
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　

と
に
か
く
、
二
、
三
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
ま
わ

っ
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
ク

ラ
ブ
を
沖
縄
で
も
結
成
し
た
ら
ど
う
か
と
い

う
こ
と
だ
。

兼
次
市
長
ひ
ら
き
直
る
／
国
場

川
治
水
で
荒
れ
も
よ
う
／
那

覇
市
会

〔
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那
覇
市
の
第
四
十
三
回
定
例
議
会
二
日
目
は

二
十
三
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
開
か
れ
た
。
ま

ず
質
疑
応
答
に
入
る
前
黒
潮
議
員
か
ら
緊
急

質
問
が
あ
り
、
国
場
川
の
治
水
対
策
に
つ

い
て
市
当
局
の
責
任
を
す
る
ど
く
追
及
し

た
。
黒
潮
議
員
は
国
場
川
治
水
問
題
に
つ
い

て
「
国
場
川
一
帯
住
民
は
雨
期
を
ひ
か
え
不

安
に
お
の
の
い
て
い
る
。
こ
の
治
水
問
題
に

市
当
局
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
明
確
に
回

答
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
せ
ま
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
、「
こ
の
治
水
問

題
の
解
決
は
付
近
に
す
て
ら
れ
て
い
る
積

石
の
撤
去
に
あ
り
数
回
に
わ
た
っ
て
そ
の

撤
去
方
を
軍
に
要
請
し
た
、
し
か
し
実
現

を
み
て
い
な
い
。
そ
の
後
那
覇
市
琉
米
親

善
委
員
会
で
浸
水
対
策
に
砂
防
ダ
ム
を
建



一
八
七

一
九
六
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年
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昭
和
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十
六
年
）
三
月

設
し
よ
う
と
い
う
話
し
合
い
が
な
さ
れ

計
画
も
具
体
化
し
て
い
る
よ
う
だ
が
軍

側
が
予
算
案
出
に
悩
ん
で
い
る
」
と
答
弁

し
た
。

さ
ら
に
黒
潮
議
員
は
「
市
当
局
の
や
り
方
は

浸
水
を
す
る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
る
。
砂

防
ダ
ム
を
建
設
し
て
は
た
し
て
浸
水
が
ふ
せ

げ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
明
確
に
す
る
具
体

的
な
資
料
が
あ
る
か
ど
う
か
」
と
追
い
打
ち

を
か
け
兼
次
市
長
「
浸
水
を
ふ
せ
ぐ
努
力
は

し
て
も
浸
水
さ
せ
る
た
め
努
力
す
る
者
が
ど

こ
に
い
る
か
、
ダ
ム
建
設
の
設
計
図
は
完
成

し
て
い
な
い
の
で
な
ん
と
も
い
え
な
い
。
ま

た
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
浸
水
が
ふ
せ
げ
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
も
詳
し
い
資
料
は
な
い
が

す
く
な
く
と
も
ダ
ム
建
設
は
浸
水
の
防
止
策

で
あ
る
」
と
答
え
た
。

黒
潮
議
員
が
「
先
決
問
題
は
積
石
を
撤
去
す

る
こ
と
で
あ
る
」
と
つ
め
よ
っ
た
の
に
対

し
、
兼
次
市
長
は
「
ダ
ム
建
設
は
積
石
撤
去

の
ゴ
マ
か
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
私
も

同
感
で
あ
り
軍
の
い
い
分
を
信
用
し
た
く
な

い
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
市
当
局
だ
け
の
責

任
で
は
な
く
市
議
会
の
責
任
も
あ
る
。
議
会

と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
軍
と
の
折
衝
経
過
を

う
け
た
ま
わ
り
た
い
」
と
反
問
、
ひ
ら
き
直

っ
た
。
そ
の
後
、
仲
松
議
員
が
た
ち
こ
の
問

題
に
つ
い
て
市
当
局
の
責
任
を
追
及
波
乱
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。

政
府
に
眠
っ
て
い
た
決
議
文
／

那
覇
市
議
会
が
問
題
視
／
ガ

ー
ブ
川
改
修
の
感
謝
、
西
森

浄
水
場
促
進
決
議
な
ど
／
前

弁
務
官
知
ら
ず
に
離
任
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那
覇
市
議
会
で
二
回
に
わ
た
っ
て
満
場
一

致
、
要
請
決
議
さ
れ
た
ブ
ー
ス
高
等
弁
務

官
お
よ
び
ア
ン
ド
リ
ッ
ク
民
政
官
、
大
田

行
政
主
席
ほ
か
各
関
係
者
へ
の
浄
水
場
問

題
な
ど
の
要
請
決
議
文
が
那
覇
市
議
会
か

ら
一
月
十
六
日
に
政
府
に
提
出
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
三
ヵ
月
も
工
交
局
土
木
課
に
眠
っ

た
ま
ま
、
い
ま
だ
に
関
係
当
局
に
届
い
て

な
い
こ
と
が
、
二
十
三
日
の
那
覇
市
議
会

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
は
二
十
二
万

市
民
を
代
表
す
る
議
会
の
意
思
を
無
視
す

る
重
大
問
題
で
あ
り
、
政
府
の
無
責
任
を

徹
底
的
に
追
及
す
る
と
い
う
意
見
が
続
出

し
、
二
十
三
日
の
那
覇
市
議
会
は
工
交
局

の
「
お
役
所
仕
事
」
に
た
い
し
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。
工
交
局
土
木
課
仲
間

庶
務
係
長
は
「
決
し
て
意
識
的
に
に
ぎ
り

つ
ぶ
し
た
の
で
は
な
い
。
と
に
か
く
大
失

態
を
演
じ
申
し
わ
け
な
い
」
と
語
っ
て
い

る
。

二
十
三
日
午
後
の
那
覇
市
議
会
は
も
っ
ぱ
ら

問
題
と
な
っ
て
い
る
浄
水
場
促
進
に
質
問
が

集
中
し
た
。
各
議
員
の
集
中
質
問
に
対
し
兼

次
市
長
は
「
西
森
案
に
も
開
発
金
融
公
社
は

資
金
融
資
す
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
の
問
題

は
近
く
民
政
官
と
会
見
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
円
満
解
決
す
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
」

と
語
り
、
さ
ら
に
西
森
案
促
進
を
満
場
一
致

で
決
議
し
た
議
会
が
、
こ
れ
ま
で
な
ん
ら
積

極
的
に
動
い
て
な
い
こ
と
を
逆
に
反
撃
し
議

会
の
無
責
任
を
追
及
す
る
と
い
う
場
面
も
み

ら
れ
た
。

ま
た
昨
年
の
議
会
で
二
回
に
わ
た
っ
て
決

議
さ
れ
、
一
月
十
六
日
に
高
等
弁
務
官
お

よ
び
民
政
官
そ
の
ほ
か
各
関
係
者
あ
て
の

「
西
森
浄
水
場
促
進
要
請
決
議
」
と
「
国
場

川
の
治
水
対
策
要
請
決
議
」
さ
ら
に
ガ
ー

ブ
川
改
修
の
補
助
金
決
定
に
対
す
る
「
ブ

ー
ス
高
等
弁
務
官
へ
の
感
謝
決
議
」が
、
い

ま
だ
に
政
府
工
交
局
土
木
課
に
眠
っ
て
い

る
こ
と
が
森
田
議
員
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
こ
れ
は
二
十
二
万
市
民
を
代
表

す
る
那
覇
市
議
会
の
決
議
を
無
視
し
て
い

る
と
し
て
政
府
の
責
任
を
追
及
す
る
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
。
一
方
、
こ
の
責
任
は

議
会
を
代
表
す
る
高
良
議
長
、
渡
口
副
議

長
の
積
極
的
な
働
き
が
な
か
っ
た
の
も
大

き
な
原
因
で
あ
る
と
各
議
員
か
ら
正
副
議

長
の
責
任
を
追
及
す
る
と
い
う
ひ
と
コ
マ

も
み
ら
れ
た
。

主
な
討
論
要
旨
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

森
田
議
員　

首
里
、
真
和
志
の
高
台
地

域
に
住
ん
で
い
る
住
民
は
早
急
に
西
森
案
が

実
現
す
る
よ
う
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
再
度

に
わ
た
っ
て
要
請
決
議
さ
れ
た
要
請
文
書
が
、

二
十
二
日
ま
で
工
交
局
土
木
課
で
眠
り
、
民

政
府
に
届
い
て
な
い
。
議
会
を
代
表
す
る
正

副
議
長
が
決
議
書
を
も
っ
て
民
政
府
と
強
力

に
折
衝
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
工
交
局
に
眠
っ

て
い
る
決
議
文
の
責
任
は
正
副
議
長
に
も
あ

る
と
思
う
が
。

　

高
良
議
長　

今
後
は
決
議
文
を
も
っ
て
正

式
に
折
衝
し
た
い
。

　

瀬
名
波
議
員　

各
種
要
請
決
議
文
が
、
い

ま
も
っ
て
政
府
土
木
課
に
眠
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
見
逃
が

す
わ
け
に
い
か
な
い
。
二
十
二
万
市
民
を
代

表
す
る
重
要
な
要
請
決
議
を
眠
ら
せ
て
い
る

と
い
う
責
任
は
断
固
と
し
て
追
及
す
べ
き
で

あ
る
。

　

大
山
議
員　

民
政
府
が
浄
水
場
問
題
に
横

ヤ
リ
を
入
れ
る
こ
と
は
地
方
自
治
へ
の
介
入

で
あ
る
。
こ
の
問
題
が
解
決
し
な
け
れ

ば
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
る
こ
と
を
憂
慮

し
て
い
る
。
市
長
は
一
党
一
派
に
と
ら
わ
れ

ず
主
席
、
自
民
党
に
も
協
力
を
要
請
す
べ
き

で
あ
る
。

　

市
長　

主
席
に
協
力
を
よ
び
か
け
た
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
当
事
者
で
あ
る
那
覇
市
会

は
積
極
的
に
動
い
て
な
い
の
に
主
席
に
協
力

要
請
す
る
こ
と
は
お
か
し
い
。
市
会
も
当
局
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も
一
体
と
な
っ
て
問
題
解
決
に
努
力
し
て
も

ら
い
た
い
。
問
題
と
な
っ
た
要
請
決
議
文
は
、

昨
年
二
回
に
わ
た
っ
て
西
森
浄
水
場
を
促
進

し
て
ほ
し
い
と
満
場
一
致
で
決
議
し
た
も
の

の
ほ
か
、
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
費
が
弁
務
官
資

金
と
し
て
那
覇
市
に
交
付
さ
れ
た
た
め
、
ブ

ー
ス
前
高
等
弁
務
官
に
感
謝
の
決
議
を
し
た

も
の
。
こ
れ
を
一
月
十
六
日
に
政
府
に
提
出

し
て
い
た
が
い
ま
だ
に
工
交
局
土
木
課
で
フ

ァ
イ
ル
さ
れ
、
関
係
者
の
手
に
わ
た
っ
て
い

な
い
も
の
で
、
市
民
の
意
思
は
結
果
的
に
土

木
課
の
怠
慢
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
た
わ
け
で

ブ
ー
ス
弁
務
官
も
市
民
の
感
謝
決
議
は
知
ら

ぬ
ま
ま
離
任
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
。

こ
の
失
態
に
た
い
し
土
木
課
で
は
『
局
長

決
裁
も
す
ん
だ
完
結
書
類
だ
と
感
違
い
し

て
そ
の
ま
ま
閉
じ
て
し
ま
っ
た
。
明
か
に

職
員
の
ミ
ス
で
あ
り
、
な
ん
と
弁
解
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
ん
。
と
に
か
く
申
し
わ
け

な
い
』
と
い
っ
て
い
る
。

西
森
浄
水
場
／
〝
自
己
財
源
で

つ
く
れ
〟
／
泊
案
が
最
適
／

当
面
の
渇
水
期
に
対
処
／
民

政
官
、
市
会
代
表
に
説
明

〔
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那
覇
市
会
高
良
、
渡
口
の
正
副
議
長
は
二
十

四
日
ア
ン
ド
リ
ッ
ク
民
政
官
と
会
見
、
市
計

画
の
西
森
浄
水
場
新
設
に
資
金
融
資
の
協
力

を
強
く
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
ア
民
政
官

は
「
ど
う
し
て
も
西
森
案
を
実
現
さ
せ
た
い

な
ら
自
己
財
源
で
つ
く
れ
」
と
泊
拡
張
案
を

主
張
す
る
決
定
的
な
態
度
を
示
し
た
と
い
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
市
当
局
で
は
必
ず
西
森
案
が

実
現
で
き
る
と
語
っ
て
お
り
、
市
会
側
で
は

市
民
大
会
を
開
き
、
二
十
二
万
市
民
に
訴
え

て
も
ぜ
ひ
西
森
案
を
推
進
す
べ
き
だ
と
い
う

批
判
の
声
が
あ
る
。
と
に
か
く
こ
の
問
題
は

さ
ら
に
紛
糾
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

将
来
は
西
森
も
必
要
…
…

　

高
良
、
渡
口
の
正
副
議
長
は
二
十
四
日
ひ

る
二
時
半
か
ら
約
三
十
分
、
民
政
府
で
ア
民

政
官
と
話
し
合
っ
た
。
会
見
後
、
高
良
議
長

は
記
者
会
見
を
お
こ
な
い
、
ア
民
政
官
と
の

会
談
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
に
よ

る
と
、
ア
民
政
官
は
終
始
、
泊
拡
張
が
当
面

の
水
不
足
を
解
消
す
る
の
に
最
も
適
切
だ
と

力
説
し
た
と
い
う
。
民
政
府
の
綿
密
な
検
討

で
は
、
泊
拡
張
の
場
合
、
年
間
の
運
営
費
が

三
万
六
千
㌦
も
西
森
案
よ
り
安
く
つ
く
。
こ

の
計
算
か
ら
す
れ
ば
、
十
年
間
に
三
十
六
万

㌦
の
経
費
が
浮
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
経
費

を
積
み
立
て
て
い
け
ば
、
将
来
西
森
浄
水
場

の
建
設
も
可
能
で
あ
る
。

那
覇
市
が
ど
う
し
て
も
西
森
案
を
実
現
さ
せ

た
い
と
い
う
な
ら
、
自
己
の
財
源
で
つ
く
る

と
よ
い
。
民
政
府
と
し
て
は
西
森
案
に
反
対

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
給
水
人
口
の
増

加
に
よ
り
、
近
い
将
来
西
森
案
も
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
当
面
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は

泊
を
拡
張
す
る
の
が
の
ぞ
ま
し
い
。
や
が
て

渇
水
期
を
む
か
え
る
。
泊
案
を
着
手
し
た

ら
、
渇
水
期
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
、
西
森
案
は
工
事
期
間
が
と
て
も
長
く

か
か
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
当
初
西
森
案
は

八
十
五
万
㌦
を
見
積
も
っ
て
設
計
し
て
あ
り
、

そ
の
後
六
十
七
万
㌦
に
さ
げ
て
あ
る
の
で
、

設
計
の
や
り
直
し
が
必
要
。
そ
れ
に
は
約
三

か
月
の
期
間
を
要
す
る
。

軍
司
令
部
ラ
ッ
ド
ク
リ
フ
水
道
部
長
は
水
道

の
権
威
者
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
在
任
中
そ

の
権
威
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
泊
拡

張
案
に
対
し
て
は
ラ
ッ
ド
ク
リ
フ
水
道
部
長

が
最
も
適
切
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
那
覇

市
の
水
道
技
術
者
の
な
か
に
ど
ん
な
偉
い
権

威
者
が
い
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
ラ
ッ
ド
ク

リ
フ
水
道
部
長
の
い
い
分
に
は
私
も(

ア

民
政
官
）
十
分
納
得
で
き
る
。

　

な
お
、
高
良
議
長
ら
は
ア
民
政
官
と
の
会

見
後
、
民
政
府
ロ
ス
経
済
開
発
部
長
と
も

会
見
し
た
が
、
こ
の
話
し
合
い
で
き
た
る

二
十
七
日
民
政
府
会
議
室
で
民
政
府
と
市
会

建
設
委
員
と
の
浄
水
場
問
題
説
明
会
を
開
く

こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
説
明
会
に
は
民
政
府

側
か
ら
軍
司
令
部
ラ
ッ
ド
ク
リ
フ
水
道
部
長
、

ロ
ス
経
済
開
発
部
長
、
マ
ー
フ
ィ
ー
工
務
課

長
ら
が
出
席
、
泊
拡
張
案
が
い
か
に
す
ぐ
れ

て
い
る
か
を
詳
し
く
説
明
す
る
と
い
う
。

　

円
満
解
決
し
た
い

　

高
良
議
長
の
話　

民
政
府
が
泊
拡
張
案
を

強
力
に
推
進
す
る
と
い
う
態
度
は
は
っ
き
り

し
て
い
る
。
ア
民
政
官
は
泊
案
に
対
し
市
水

道
課
の
幹
部
の
な
か
に
賛
成
し
て
い
る
の
が

い
る
と
語
っ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は

円
満
に
解
決
で
き
る
よ
う
最
善
を
つ
く
す
。

　

27
日
に
折
衝
／
兼
次
市
長

こ
れ
に
つ
い
て
兼
次
市
長
は
「
高
良
議
長
か

ら
の
報
告
を
受
け
て
い
な
い
の
で
何
と
も
い

え
な
い
。
し
か
し
、
さ
き
に
民
政
官
と
会
見

し
た
さ
い
に
は
、
泊
拡
張
案
と
経
費
が
ほ
ぼ

同
額
で
あ
れ
ば
西
森
案
に
も
融
資
す
る
と
言

明
し
て
い
た
の
で
必
ず
実
現
す
る
も
の
と
信

じ
て
い
る
。
二
十
七
日
に
さ
ら
に
民
政
官
と

会
見
し
、
西
森
案
に
対
し
早
期
に
融
資
す
る

よ
う
要
請
す
る
」
と
語
っ
た
。

　

市
民
大
会
の
動
き

一
方
、
市
議
の
な
か
に
は
、こ
の
浄
水
場
問
題

を
水
道
公
社
の
経
営
面
と
か
ら
ま
せ
て
い
る

の
だ
と
い
う
見
方
も
あ
り
、
こ
の
さ
い
、
市

民
大
会
を
開
い
て
西
森
案
を
推
進
す
べ
き
だ

と
強
腰
を
み
せ
て
い
る
。

　

西
森
案
が
い
い

　

某
議
員
の
話　

西
森
案
に
つ
い
て
は
市

会
で
再
三
に
わ
た
っ
て
決
議
し
て
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
点
か
ら
西
森
案
が
す
ぐ
れ
て
い
る

の
だ
。
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西
森
か
、
泊
か
、
那
覇
市
の
浄
水
場
問
題

は
、
今
夏
の
渇
水
期
を
心
配
し
て
い
る
市
民

の
気
持
ち
を
無
視
し
て
、
民
政
府
と
市
当
局

の
間
に
、
に
ご
っ
た
原
水
な
ら
ぬ
議
論
が
、
浄

化
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
、
い
つ
ま
で
も
よ
ど
ん
で

い
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
で
も
一
大
権
威
者
と
認
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
軍
の
ラ
ッ
ド
ク
リ
フ
水
道
部

長
の
技
術
的
見
解
を
背
景
に
、
工
事
施
工
期

間
と
財
政
面
か
ら
の
有
利
を
あ
げ
て
民
政
府

当
局
が
泊
拡
張
案
を
推
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、

軍
側
の
計
画
は
ズ
サ
ン
で
あ
り
、
費
用
の
点

で
も
施
工
期
間
も
、
そ
う
開
き
の
あ
る
も
の

で
な
く
、
第
一
高
台
給
水
に
は
西
森
案
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
固
執
す
る
市
当
局
。
い
く

た
び
話
し
合
っ
て
も
ケ
リ
が
つ
か
ぬ
と
は
、

ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
そ
の
い
ず
れ
を
と
る
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
よ
り
、
一
体
、
問
題
の
浄
水
場
は

ど
こ
の
仕
事
か
、
こ
う
い
う
形
で
対
立
す
る

の
は
何
故
か
、
わ
れ
わ
れ
は
、
む
し
ろ
、
そ

こ
に
関
心
を
寄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に

思
う
。
今
後
も
、
類
似
し
た
こ
と
が
幾
ら
で

も
起
こ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
仕
事
は
那
覇
市

の
も
の
で
あ
る
。
渇
水
期
で
な
く
て
も
水
道

の
水
が
不
足
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
高
台
に
住

む
市
民
は
〝
水
さ
え
飲
ま
さ
ぬ
政
治
〟
を
、

た
え
ず
う
ら
ん
で
い
る
実
情
、
そ
れ
で
那
覇

市
は
首
里
西
森
に
浄
水
場
新
設
を
計
画
し
た
。

し
か
し
金
が
な
い
。
そ
の
資
金
を
得
る
た
め

に
、
政
府
へ
起
債
認
可
、
開
発
金
融
公
社
か

ら
の
融
資
、
民
政
府
か
ら
の
補
助
を
願
い
出

た
。

　

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
の
水
、
そ
の
水

に
関
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
仕
事
は
非
常
に
重

要
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
起
債
も

許
さ
れ
て
よ
い
し
、
開
金
の
融
資
、
民
政
府

の
補
助
対
象
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
起
債
認
可
・
融
資
・
補
助
金
交
付
ま

で
に
は
、
計
画
内
容
、
償
還
能
力
な
ど
十
分

検
討
さ
れ
、
そ
れ
が
適
正
・
妥
当
で
あ
り
能

力
も
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
あ

る
。

　

那
覇
市
の
計
画
の
重
要
性
、
起
債
償
還
の

能
力
に
は
問
題
が
な
い
で
あ
ろ
う
、
同
時
に

西
森
案
自
体
に
は
妥
当
性
を
欠
き
、
不
合
理

で
、
新
設
し
て
も
浄
水
で
き
な
い
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
と
思
う
。
と
な
れ
ば
、
そ
の
仕

事
が
那
覇
市
の
も
の
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ

の
望
み
を
か
な
え
て
や
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。

　

自
主
的
な
市
町
村
の
仕
事
に
、
「
そ
れ
よ

り
は
こ
れ
が
よ
い
」
と
指
導
・
助
言
を
与
え

る
の
は
結
構
で
あ
る
が
、
ぜ
ひ
、
お
願
い
致

し
ま
す
と
い
っ
て
い
る
者
に
、
金
権
を
ふ
り

ま
わ
し
て
、
あ
ま
り
深
入
り
し
て
も
ら
っ
て

は
、
住
民
側
の
立
つ
瀬
は
な
い
よ
う
な
気
が

す
る
。
願
い
出
た
も
の
の
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画

を
主
体
に
考
え
て
や
る
親
心
、
そ
れ
が
ほ
し

い
。泊

拡
張
案
で
出
直
せ
／
那
覇
市

浄
水
場
／
民
府
が
最
終
的
な

勧
告

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
３
・
28
〕

民
政
府
渉
外
報
道
局
は
二
十
七
日
、
那
覇

市
の
浄
水
場
問
題
に
つ
い
て
「
泊
浄
水
場

拡
張
案
が
経
済
的
で
あ
り
、
西
森
浄
水

場
建
設
案
を
撤
回
し
そ
の
代
り
に
一
日

三
百
万
か
ら
六
百
万
㌎
の
浄
水
が
で
き

る
泊
浄
水
場
拡
張
に
資
金
融
資
を
申
請

す
る
よ
う
」
那
覇
市
に
勧
告
し
た
。
こ
れ

で
昨
年
か
ら
民
政
府
と
那
覇
市
の
意
見

が
対
立
し
紛
争
し
て
い
た
浄
水
場
も
民

政
府
の
最
終
的
態
度
は
泊
拡
張
案
が
決

定
的
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
那
覇
市
が

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
成
り
行
き
が

注
目
さ
れ
る
。

　

民
政
府
の
正
式
発
表
は
次
の
通
り
。

西
森
案
は
経
済
的
に
悪
く
那
覇
市
民
に
不
必

要
な
財
政
負
担
を
か
け
、
さ
ら
に
給
水
の
増

加
を
お
く
ら
す
、
技
術
者
の
検
討
に
よ
れ
ば

給
水
増
加
は
二
年
先
に
な
る
。
専
門
家
か
ら

米
側
の
分
析
報
告
は
慎
重
に
那
覇
市
議
員
に

説
明
し
た
。

技
術
分
析
に
よ
れ
ば
泊
施
設
は
低
い
コ
ス
ト

お
よ
び
運
営
費
で
拡
張
で
き
、
ま
た
一
日
当

た
り
三
百
万
㌎
の
浄
水
施
設
に
拡
張
で
き
る
。

ほ
か
に
運
営
費
で
月
当
た
り
三
千
㌦
節
約
で

き
る
。
那
覇
市
は
西
森
浄
水
場
建
設
の
た
め

開
発
金
融
公
社
に
次
の
よ
う
に
資
金
融
資
を

申
請
し
て
い
る
。

①
泊
浄
水
場
を
拡
張
す
る
に
は
場
所
が
不

十
分
で
あ
る
②
泊
施
設
は
西
森
よ
り
建
設

費
が
高
い
③
西
森
案
は
泊
案
よ
り
早
く
工

事
が
完
成
す
る
。

こ
れ
に
対
し
軍
技
術
者
で
は
①
泊
を
測
量
し

た
が
、
必
要
な
ら
三
つ
の
ろ
過
装
置
、
二
つ
の

フ
ロ
キ
ュ
レ
タ
ー
、
二
つ
の
セ
ト
リ
ン
グ
ベ

イ
シ
ン
、
二
つ
の
ブ
ー
ス
タ
ー
ポ
ン
プ
を
設

置
す
る
場
所
は
十
分
あ
る
②
西
森
案
は
十
四

吋
パ
イ
プ
一
万
五
千
呎
で
七
万
五
千
㌦
要
す

る
。
泊
案
は
工
費
七
万
㌦
で
西
森
よ
り
安
い

③
両
案
を
検
討
し
た
技
術
者
は
初
の
給
水
を

行
な
う
に
は
西
森
案
は
泊
案
よ
り
最
低
三
カ

月
お
く
れ
る
。
こ
れ
は
那
覇
市
が
浄
水
計
画

お
よ
び
送
水
管
の
再
設
計
を
必
要
と
す
る
か

ら
で
あ
る
。

　

ま
た
西
森
案
は
十
年
か
ら
十
五
年
の
将
来

を
見
こ
ん
だ
計
画
で
あ
る
。
泊
案
も
現
在
お

よ
び
将
来
の
需
要
を
考
慮
し
て
い
る
。
そ
の



一
九
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一
九
六
一
年
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昭
和
三
十
六
年
）
三―

四
月

た
め
上
之
屋
米
人
住
宅
地
域
に
あ
る
高
台
の

給
水
タ
ン
ク
の
使
用
を
弁
務
官
は
許
可
し
て

い
る
。

　

高
台
地
域
へ
の
給
水
は
自
動
操
作
に
よ
る

ブ
ー
ス
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
、
こ
れ

は
給
水
の
経
済
的
方
法
で
技
術
者
に
認
め
ら

れ
て
い
る
。
泊
案
で
は
西
森
案
と
違
っ
て
全

て
の
原
水
を
押
し
上
げ
る
必
要
も
な
く
、
那

覇
に
送
水
す
る
た
め
の
圧
力
を
へ
ら
す
た
め

に
機
械
を
購
入
す
る
と
か
、
ま
た
は
そ
れ
を

運
営
す
る
た
め
に
余
計
な
金
を
使
う
必
要
は

な
く
な
る
。

二
百
万
㌦
の
新
水
道
建
設
施
設
は
来
年
以
内

に
終
わ
る
が
那
覇
市
は
最
悪
の
場
合
六
十
万

㌎
以
上
の
浄
水
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

民
政
府
で
は
那
覇
市
に
次
の
よ
う
な
措
置

を
講
じ
る
よ
う
勧
告
し
た
。

①
泊
浄
水
場
へ
安
謝
川
か
ら
二
十
㌅
パ
イ
プ

を
つ
な
ぎ
、
六
カ
月
以
内
に
百
万
㌎
の
追
加

原
水
を
供
給
で
き
る
②
こ
の
送
水
管
が
完
成

し
た
ら
現
在
の
泊
浄
水
場
を
一
分
間
に
ろ
過

場
一
平
方
呎
に
つ
き
三
・
五
㌎
浄
化
す
る
こ

と
に
な
り
、
一
日
に
三
百
万
か
ら
四
百
万
㌎

に
増
加
す
る
。
嘉
手
納
陸
軍
浄
水
場
は
一
分

間
に
一
平
方
呎
当
た
り
四
万
㌎
以
上
浄
化
し

て
い
る
。

西
森
建
設
へ
の
融
資
申
請
の
代
り
に
一
日
当

た
り
三
百
万
お
よ
び
六
百
万
㌎
の
浄
水
が
で

き
る
泊
拡
張
に
融
資
を
申
請
す
る
。

〝
与
儀
の
タ
ン
ク
撤
去
を
〟
／
那

覇
市
議
会
で
決
議
採
択

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
１
・
３
・
30
〕

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
三
十
日
午
前
十
一

時
十
分
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
委
員
会
付
託

と
な
っ
て
い
た
各
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
黒
潮
議
員
か
ら
「
与
儀

の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
の
撤
去
要
請
決
議
」
を

提
案
さ
れ
満
場
一
致
こ
れ
を
採
択
し
た
。

理
由
は
与
儀
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
は
住
民
に

不
安
を
与
え
る
の
で
早
急
に
撤
去
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
も
の

続
い
て
奥
武
山
野
球
場
管
理
条
例
を
満
場
一

致
で
可
決
し
た
あ
と
泊
港
湾
施
設
条
例
制
定

を
多
数
で
可
決
、
午
前
中
の
日
程
を
終
え

た
。那

覇
市
議
が
本
土
視
察

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
１
・
４
・
12
〕

那
覇
市
会
議
員
の
本
土
視
察
団
三
人
が
十
二

日
午
前
十
一
時
半
泊
出
港
の
沖
縄
丸
で
出
発

し
た
。

一
行
は
比
嘉
佑
直
（
総
務
経
済
委
員
）
儀
武
息

睦
（
同
）
金
城
幸
信
（
民
生
委
員
）
の
三
議

員
で
、
十
六
日
間
に
わ
た
り
鹿
児
島
、
佐
賀
、

大
阪
、
布
施
、
和
歌
山
、
平
塚
、
東
京
、
三

浦
半
島
な
ど
の
各
地
を
め
ぐ
っ
て
経
済
、
産

業
、
観
光
施
設
の
視
察
を
行
な
う
ほ
か
、
水

道
、
野
球
場
の
運
営
に
つ
い
て
も
視
察
調
査

を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
那
覇
市
会

議
員
の
本
土
視
察
旅
行
は
こ
れ
で
本
年
度
最

後
の
も
の
。

浄
水
場
問
題
で
大
荒
れ
／
那
覇

市
会
／
会
期
ま
た
11
日
間
延

長
／
〝
珍
無
類
の
議
会
〟
に

野
党
騒
ぐ

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
４
・
16
〕

十
五
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
、
初
っ
鼻
か

ら
泊
浄
水
場
の
送
水
管
問
題
で
市
会
側
多
数

と
市
当
局
と
が
対
立
し
て
大
荒
れ
し
た
。
そ

の
た
め
二
回
に
わ
た
る
会
期
延
長
で
も
結
論

が
得
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
二
十
六
日
ま
で
の

十
一
日
間
会
期
を
延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

那
覇
市
の
第
四
十
三
回
定
例
議
会
は
さ
る
三

月
二
十
日
か
ら
開
か
れ
、
三
月
三
十
一
日
ま

で
で
終
わ
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
議
会
側

で
は
議
案
に
慎
重
を
期
す
る
た
め
、
さ
る
一

日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
会
期
延
長
を
決
め
た
。

そ
れ
で
も
結
論
が
得
ら
れ
ず
さ
ら
に
十
五
日

ま
で
の
二
日
間
延
長
、
こ
ん
ど
ま
た
延
長
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
送
水
管
の
敷
設

で
あ
る
。
市
当
局
で
は
泊
拡
張
案
を
実
施
す

る
た
め
今
議
会
に
八
十
五
万
㌦
の
起
債
変
更

案
を
提
出
し
た
。

そ
の
案
に
よ
る
と
現
在
泊
浄
水
場
か
ら
牧
港

ポ
ン
プ
場
ま
で
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
三
百
万

ガ
ロ
ン
の
十
四
イ
ン
チ
パ
イ
プ
を
こ
ん
ど
の

拡
張
に
よ
っ
て
撤
去
、
泊
浄
水
場
か
ら
真
嘉

比
、
銘
苅
付
近
を
通
っ
て
牧
港
ポ
ン
プ
場
に

結
ぶ
六
百
万
ガ
ロ
ン
の
二
十
イ
ン
チ
大
型
パ

イ
プ
を
新
し
く
敷
設
す
る
計
画
で
あ
る
。
さ

ら
に
撤
去
さ
れ
る
十
四
イ
ン
チ
パ
イ
プ
は
高

橋
町
か
ら
崇
元
寺
、
安
里
、
大
道
付
近
ま
で

の
送
水
管
に
当
て
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
市
会
建
設
委
で
は
「
撤
去
の
必
要
は
な

い
。
崇
元
寺
、
安
里
、
大
道
間
の
送
水
管
は

新
し
く
敷
設
す
べ
き
だ
」
と
い
う
こ
と
で
当

局
側
と
対
立
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
現
在

は
六
百
万
ガ
ロ
ン
の
二
十
イ
ン
チ
パ
イ
プ
を

新
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
給
水
人
口
に
対
処

で
き
る
が
、
将
来
給
水
人
口
の
増
加
と
と
も

に
現
在
敷
設
さ
れ
て
い
る
一
号
線
の
十
四
イ

ン
チ
パ
イ
プ
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
な
に

も
撤
去
す
る
必
要
は
な
い
。
し
ば
ら
く
遊
ば

せ
て
も
将
来
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
る
。

一
方
当
局
側
で
は
、
撤
去
せ
ず
崇
元
寺
、
安

里
、
大
道
間
の
パ
イ
プ
を
敷
設
し
た
場
合
、
そ

の
経
費
が
約
九
万
㌦
も
か
か
り
、
八
十
五
万

㌦
の
起
債
計
画
に
さ
ら
に
プ
ラ
ス
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
市
に
は
償

還
能
力
も
な
く
、
民
政
府
側
が
そ
れ
に
応
ず

る
か
ど
う
か
も
疑
問
で
あ
る
、
と
い
う
見
解

に
立
っ
て
い
る
。

こ
の
日
の
本
会
議
で
も
こ
の
問
題
で
も
み
、
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四
月

あ
さ
十
時
か
ら
開
会
さ
れ
た
本
会
議
で
は
技

術
的
な
問
題
だ
と
し
て
建
設
委
へ
付
託
、
結

論
を
求
め
た
が
、
建
設
委
で
も
結
論
は
得
ら

れ
ず
、
ひ
る
四
時
か
ら
開
か
れ
た
本
会
議
に

再
び
上
程
し
た
。
約
三
時
間
に
わ
た
る
当
局

と
市
会
側
と
の
は
げ
し
い
論
争
が
あ
り
、
結

局
こ
の
日
も
結
論
が
得
ら
れ
ず
、
議
案
は
ま

た
建
設
委
に
付
託
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
議
会
で
答
弁
に
立
っ
た
兼
次
市
長

が
「
一
日
も
早
く
着
工
し
、
水
不
足
を
解
消

す
る
の
が
先
決
で
あ
る
の
に
こ
の
問
題
で
も

た
つ
く
の
は
全
く
遺
憾
に
た
え
な
い
。
珍
無

類
の
議
会
だ
」
と
発
言
し
た
の
で
野
党
側
が

総
立
ち
と
な
り
、
「
浄
水
場
問
題
は
市
長
の

責
任
だ
。
慎
重
に
検
討
す
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
」
な
ど
と
強
く
迫
る
一
幕
も
あ
っ

た
。国

場
川
に
浄
水
場
／
は
ん
ら
ん

も
解
消
へ
／
近
く
米
本
国
に

承
認
求
む
／
民
政
府
が
計
画

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
４
・
22
〕

那
覇
市
国
場
川
の
浸
水
さ
わ
ぎ
は
、
付
近

住
民
は
も
と
よ
り
那
覇
市
と
し
て
も
大
き

な
社
会
問
題
と
し
て
こ
れ
の
防
止
策
に
頭

を
押
え
て
い
る
が
、
民
政
府
で
は
、
国
場

川
に
幅
六
百
二
十
五
㍍
の
貯
水
池
を
設
置
、

そ
の
そ
ば
に
浄
水
場
を
建
設
し
、
浄
水
さ

れ
た
水
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
浸
水

さ
わ
ぎ
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
那
覇
市

の
水
き
き
ん
を
解
消
す
る
と
い
う
一
石
二

鳥
の
計
画
を
す
す
め
て
い
る
。
こ
と
し
一

月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
政
府
に
調
査
費
用
を
要

求
、
承
認
さ
れ
る
と
直
ち
に
調
査
を
行
な

い
、
軍
の
予
算
で
工
事
を
完
成
す
る
と
い

う
。
こ
れ
は
二
十
一
日
の
民
政
府
経
済
開

発
部
マ
ー
フ
ィ
ー
工
務
課
長
と
那
覇
市
高

良
議
長
ら
の
話
し
合
い
で
明
ら
か
に
な
っ

た
も
の
。

那
覇
市
議
高
良
議
長
は
二
十
一
日
午
後
三
時

か
ら
民
政
府
で
マ
ー
フ
ィ
ー
経
済
開
発
部
工

務
課
長
と
会
見
し
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
国

場
川
水
路
に
放
置
さ
れ
て
い
る
捨
て
石
の
撤

去
方
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
マ
ー
フ
ィ

ー
課
長
は
、
浸
水
の
原
因
は
捨
て
石
で
は
な

く
埋
立
て
で
水
道
が
せ
ま
く
な
っ
た
の
が
原

因
で
あ
る
と
指
摘
し
、
こ
れ
の
防
止
策
と
し

て
国
場
川
の
水
を
使
用
す
る
た
め
浄
水
場
計

画
を
明
ら
か
に
し
た
。

マ
ー
フ
ィ
ー
氏
の
話
で
は
国
場
川
は
一

日
二
百
万
㌎
の
水
が
流
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
何
時
も
問
題
と
な
る
捨
て
石
の
あ

る
場
所
か
ら
百
五
十
㍍
の
上
流
に
幅

百
八
十
七
㍍
を
せ
き
止
め
て
貯
水
池
に

し
、
そ
の
周
辺
に
浄
水
場
を
建
設
す
れ
ば

那
覇
港
に
流
失
す
る
土
砂
防
止
の
捨
て

石
も
必
要
で
な
く
、
ま
た
浸
水
さ
わ
ぎ
も

防
止
さ
れ
る
と
い
う
。

ま
た
那
覇
米
琉
親
善
委
員
会
の
サ
ッ
ク
ス
大

佐
な
ど
が
計
画
し
て
い
た
三
万
五
千
㌦
の
砂

防
ダ
ム
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
政
府
で
承
認
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
マ
ー
フ
ィ
ー
氏
の
話
で
明

ら
か
に
な
っ
た
。
国
場
川
の
水
質
は
汚
水
だ

ら
け
で
浄
水
し
て
も
使
用
で
き
な
い
と
い
う

意
見
が
多
い
が
、
こ
れ
に
対
し
マ
ー
フ
ィ
ー

氏
は
「
現
在
住
民
が
使
用
し
て
い
る
水
も
国

場
川
以
上
の
汚
水
を
浄
水
し
て
使
用
し
て
い

る
の
も
あ
る
。
現
在
の
科
学
の
力
で
は
こ
ん

な
の
は
問
題
に
な
ら
ぬ
」
と
強
調
し
た
あ

と
、
民
政
府
の
浄
水
場
計
画
は
ワ
シ
ン
ト
ン

で
も
承
認
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
語
っ

た
と
い
う
。

　

高
良
議
長
の
話　

国
場
川
の
捨
て
石
を
撤

去
す
る
と
那
覇
港
が
浅
く
な
り
、
船
舶
の
出

入
り
が
で
き
な
い
の
で
ど
う
し
て
も
必
要
だ

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
浸
水
の
原
因
は
捨
て
石

で
は
な
く
埋
立
て
に
よ
る
川
幅
の
せ
ま
さ
が

原
因
だ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
結
局
浸
水
さ
わ

ぎ
を
防
止
す
る
に
は
貯
水
池
を
つ
く
り
、
浄

水
し
使
用
す
れ
ば
水
き
き
ん
も
防
止
で
き
る

し
、
浸
水
さ
わ
ぎ
も
解
決
す
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
ま
た
一
部
に
は
国
場
川
の
水
は
製
糖

工
場
や
と
殺
場
か
ら
流
れ
る
汚
水
が
混
っ
て

い
る
の
で
浄
水
し
て
も
使
用
で
き
な
い
と
の

声
も
あ
る
が
、
現
在
使
用
し
て
い
る
水
の
中

に
は
、
こ
れ
以
上
悪
い
の
を
浄
水
し
て
い
る

の
も
あ
り
、
さ
ら
に
現
在
の
科
学
で
は
こ
ん

な
の
は
理
由
に
な
ら
ぬ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

民
政
府
の
意
向
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
の
で

早
急
に
こ
れ
が
実
現
す
る
よ
う
市
も
協
力
し

た
い
。

那
覇
市
会
／
ま
た
会
期
を
六
日

間
延
長
／
浄
水
場
問
題
／
特

別
委
を
設
け
検
討

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
４
・
27
〕

も
み
続
け
て
い
る
泊
浄
水
場
問
題
は

二
十
六
日
ひ
る
三
時
五
十
分
か
ら
再
開
さ

れ
た
市
会
本
会
議
で
も
結
論
が
え
ら
れ
ず
、

ま
た
ま
た
会
期
を
五
月
二
日
ま
で
の
六
日

間
延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
会
側
で

は
、
当
局
の
浄
水
場
経
費
は
二
転
、
三
転

し
て
ず
さ
ん
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
水

道
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
さ
ら
に
め
ん

密
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
当

局
側
に
対
し
て
は
五
月
二
日
の
本
会
議
ま

で
に
市
会
側
が
自
信
を
も
っ
て
浄
水
場
起

債
額
を
承
認
で
き
る
よ
う
十
分
な
資
料
を

ま
と
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望
だ
っ

た
。

　

那
覇
市
会
の
建
設
委
員
会
は
、
二
十
六
日

ひ
る
一
時
か
ら
再
開
さ
れ
、
ふ
た
た
び
浄
水

場
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
。
と
こ
ろ
が

ほ
と
ん
ど
の
委
員
が
当
局
の
資
料
に
不
審
な

点
が
あ
る
と
し
て
今
議
会
で
は
議
案
を
撤
回

す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
出
た
。
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五
月

採
決
の
結
果
、
八
対
三
で
建
設
委
員
会
で

は
議
案
を
撤
回
要
求
す
る
こ
と
に
結
論
が

で
、
同
日
ひ
る
三
時
五
十
分
か
ら
開
か
れ
た

本
会
議
に
は
か
っ
た
。
本
会
議
で
は
ま
ず
新

垣
建
設
委
員
長
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、
質

疑
に
入
っ
た
が
、
ま
ず
瀬
名
波
議
員
が
質

問
に
立
ち
「
浄
水
場
施
設
費
と
し
て
第
一

回
目
の
当
局
の
資
料
で
は
二
十
七
万
七
千

㌦
、
二
回
目
三
十
万
㌦
、
さ
ら
に
議
案
で
は

三
十
五
万
八
千
㌦
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
じ

浄
水
場
施
設
費
で
な
ぜ
こ
う
も
変
動
が
あ
る

の
か
、
さ
ら
に
西
森
浄
水
場
問
題
が
お
き
た

際
、
当
局
が
西
森
案
と
泊
案
の
見
積
り
案
を

発
表
し
た
の
に
よ
る
と
泊
案
は
約
七
十
九
万

㌦
で
で
き
る
と
い
っ
て
い
る
。

し
か
し
今
度
の
議
案
で
は
八
十
五
万
㌦
と
し

め
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
差
は
ど
う
い
う
理

由
に
よ
る
も
の
か
」
と
鋭
く
追
及
し
た
の
に

対
し
、
当
局
側
は
そ
の
答
弁
に
す
ぐ
応
ず
る

こ
と
が
で
き
ず
失
態
を
さ
ら
け
だ
し
て
い
た
。

結
局
、
高
良
第
二
水
道
課
長
が
浄
水
施
設
費

で
そ
の
経
費
が
か
わ
っ
て
い
た
の
は
配
水
池

を
ふ
く
め
な
い
で
相
違
が
あ
る
の
だ
、
と
答

弁
し
た
。
さ
ら
に
瀬
名
波
議
員
は
牧
港
ポ
ン

プ
場
の
拡
張
工
事
費
も
当
初
の
資
料
で
は
十

万
二
千
㌦
と
な
っ
て
お
り
議
案
で
は
十
万
六

千
㌦
に
上
っ
て
い
る
と
指
摘
、
そ
の
原
因
を

詳
細
に
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
と
当
局
に
せ

ま
っ
た
。
当
局
側
で
は
ま
た
即
答
し
か
ね
、も

た
も
た
し
て
い
る
際
に
、
こ
ん
ど
は
兼
次
市

長
が
答
弁
に
立
ち
「
諸
経
費
が
前
の
資
料
と

議
案
と
く
い
違
い
が
あ
る
の
は
時
期
に
よ
っ

て
も
の
の
評
価
も
違
う
の
で
、
そ
の
点
十
分

了
解
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
現
在
は
起
債

す
る
と
い
う
段
階
で
あ
っ
て
泊
拡
張
案
の
具

体
的
な
設
計
図
が
で
き
あ
が
れ
ば
正
確
な
数

字
も
出
て
く
る
」
と
答
弁
し
た
。
さ
ら
に
水

源
開
発
問
題
を
め
ぐ
り
瀬
名
波
議
員
と
兼
次

市
長
と
の
激
し
い
論
争
が
あ
り
市
会
は
荒
れ

も
よ
う
と
な
っ
た
が
、
そ
の
収
拾
策
と
し
て

正
、
副
議
長
、
各
正
、
副
委
員
長
が
別
室
に

集
ま
り
協
議
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
市

会
側
と
し
て
は
当
局
の
ず
さ
ん
な
数
字
を
承

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
会
期
を
五

月
二
日
ま
で
延
長
す
る
案
、
ま
た
こ
の
浄
水

場
問
題
を
さ
ら
に
め
ん
密
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
み
て
水
道
特
別
委
員
会
を
設
置
し

よ
う
と
い
う
意
見
が
で
た
。
そ
の
後
、
ふ
た

た
び
開
会
さ
れ
協
議
会
の
意
見
を
議
会
に
は

か
っ
た
と
こ
ろ
会
期
延
長
、
水
道
特
別
委
員

会
の
設
置
が
満
場
一
致
で
認
め
ら
れ
、
夕
五

時
半
す
ぎ
閉
会
し
た
。

な
お
、
会
期
は
こ
れ
で
三
十
二
日
間
の
延
長

と
な
っ
た
。

〝
国
場
川
埋
立
て
の
中
止
を
〟
／

国
場
区
民
が
那
覇
市
に
陳　

情〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
４
・
29
〕

那
覇
市
国
場
部
落
代
表
約
二
十
人
が
二
十
六

日
午
後
二
時
過
ぎ
、
兼
次
市
長
を
訪
れ
、
国

場
川
浸
水
の
原
因
と
な
る
捨
て
石
撤
去
と
国

場
川
埋
立
て
を
今
後
止
め
て
も
ら
い
た
い
と

要
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
捨
て

石
撤
去
は
軍
に
も
強
く
要
請
し
て
い
る
。
今

後
の
国
場
川
埋
立
て
は
考
慮
し
た
い
と
回
答

し
た
。

　

国
場
川
は
大
雨
の
た
び
ご
と
に
は
ん
ら
ん

し
、
付
近
住
民
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
が
と

く
に
雨
期
も
ひ
か
え
浸
水
さ
わ
ぎ
を
く
り
返

す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
善
処
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
も
の
。
な
お
部
落
民
や
那
覇
市
当

局
お
よ
び
市
議
会
が
要
請
し
て
い
る
国
場
川

の
捨
て
石
撤
去
に
つ
い
て
民
政
府
は
さ
き
に

那
覇
市
に
「
捨
て
石
は
浸
水
の
原
因
に
な
ら

な
い
。
国
場
川
埋
立
て
に
よ
る
川
幅
の
せ
ま

さ
が
浸
水
の
原
因
で
あ
る
」
と
の
書
簡
を
よ

せ
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
開
会
中
の
那
覇
市

議
会
で
も
市
当
局
は
徹
底
的
に
責
任
が
追
及

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ひ
と
波
乱
は
ま

ぬ
か
れ
な
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

捨
て
石
問
題
で
も
め
る
／
那
覇

市
議
会
最
後
の
一
波
乱

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
１
・
５
・
２
〕

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
二
日
午
前
十
一
時

か
ら
本
会
議
を
開
い
た
が
国
場
川
の
捨
て
石

撤
去
問
題
を
め
ぐ
っ
て
最
後
の
一
波
乱
が
あ

っ
た
。
本
会
議
は
泊
浄
水
場
拡
張
案
を
審
議

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
先
だ

ち
黒
潮
議
員
か
ら
緊
急
動
議
が
出
さ
れ
『
先

に
民
政
府
か
ら
国
場
川
の
浸
水
は
捨
て
石
が

原
因
で
は
な
い
埋
め
立
て
に
よ
る
幅
員
の
せ

ま
さ
が
、
原
因
で
あ
り
捨
て
石
は
撤
去
し
な

い
』
と
い
う
書
簡
に
た
い
し
市
当
局
の
責
任

を
鋭
く
追
及
し
た
。

こ
れ
に
た
い
し
兼
次
市
長
は
『
民
政
府
の

書
簡
は
悪
意
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
全

住
民
を
愚
ろ
う
す
る
も
の
と
み
て
い
る
。

こ
れ
は
市
民
の
一
部
に
浸
水
は
埋
め
立

て
が
原
因
で
あ
る
と
の
声
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
軍
は
捨

て
石
が
浸
水
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
十

分
知
り
な
が
ら
埋
め
立
て
に
責
任
を
転

嫁
し
て
い
る
。
こ
ん
ご
の
対
策
と
し
て
は

民
政
府
書
簡
を
黙
殺
し
、
あ
く
ま
で
捨
て

石
撤
去
に
ま
い
進
す
る
方
針
で
あ
る
』
と

答
え
た
。

　

そ
の
後
黒
潮
議
員
、
真
栄
田
議
員
か
ら
市

当
局
は
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
措
置
を

と
っ
た
か
ま
た
軍
が
書
簡
を
発
表
し
た
以
上
、
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五
月

こ
れ
に
対
す
る
反
論
を
技
術
的
に
行
な
い
捨

て
石
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
べ
き
だ
と
追
及
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て

兼
次
市
長
は
『
市
当
局
の
責
任
ば
か
り
追
及

せ
ず
、
捨
て
石
撤
去
を
決
議
し
た
市
議
会
も

対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
決
議
し
た
議

会
は
な
に
も
対
策
を
講
じ
て
な
い
じ
ゃ
な
い

か
』
と
逆
に
議
会
に
責
任
を
転
嫁
す
る
と
い

う
場
面
も
み
ら
れ
た
た
め
議
場
は
騒
然
と
し
、

市
当
局
と
議
会
が
お
互
い
に
責
任
の
な
す
り

あ
い
を
演
じ
た
。

な
お
泊
浄
水
場
問
題
は
午
後
に
持
ち
越
し
た
。

〝
泊
浄
水
場
〟
本
会
議
を
通
過
／

五
万
㌦
削
減
／
市
長
謝
罪
で

ケ
リ
／
那
覇
市
議
会
波
乱
の

幕
切
れ

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
５
・
３
〕

那
覇
市
会
本
会
議
は
、
二
日
ひ
る
一
時
か
ら

再
開
、
問
題
の
泊
浄
水
場
拡
張
の
市
債
変

更
議
案
を
審
議
、
水
道
特
別
委
で
決
め
た

八
十
五
万
㌦
の
総
経
費
か
ら
五
万
㌦
を
削
減

す
る
こ
と
で
全
員
一
致
の
可
決
、
三
十
二
日

間
も
会
期
を
延
長
し
て
も
み
つ
づ
け
た
第

四
十
三
回
那
覇
市
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

二
日
午
後
か
ら
の
議
会
は
、
午
前
中
に
引

き
続
き
問
題
の
国
場
川
捨
て
石
問
題
に
つ
い

て
激
論
が
か
わ
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
市
当

局
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
問
題
解
決
に
当

た
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
後
、
水
道
特
別

委
新
垣
委
員
長
か
ら
泊
浄
水
場
の
経
費
に
つ

い
て
経
過
報
告
が
あ
り
、
質
疑
討
論
に
入
っ

た
が
、
当
局
に
対
す
る
謝
罪
要
求
、
責
任
追

及
な
ど
あ
っ
て
大
荒
れ
だ
っ
た
。

水
道
問
題
の
経
費
に
つ
い
て
石
原
議
員
は
、

当
局
の
ズ
サ
ン
な
点
を
追
及
、「
当
局
は
こ
れ

ま
で
具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
き
た
が
、
水

道
特
別
委
で
審
議
の
結
果
、
実
に
で
た
ら
め

な
数
字
で
あ
っ
た
」
と
そ
の
謝
罪
を
求
め

た
。
こ
れ
に
対
し
、
兼
次
市
長
は
「
私
が
こ

れ
ま
で
答
弁
し
た
数
字
は
資
料
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
食
い
違
い
が
あ
れ

ば
深
く
お
わ
び
す
る
」
と
謝
罪
し
た
。

　

さ
ら
に
討
論
で
瀬
名
波
議
員
が
当
局
の
責

任
を
次
の
よ
う
に
鋭
く
追
及
し
た
。

市
当
局
は
八
十
五
万
㌦
の
起
債
計
画
は
最

上
の
も
の
で
あ
る
と
答
弁
し
、
こ
れ
ま

で
の
長
期
間
に
わ
た
る
会
期
延
長
に
対
し
、

兼
次
市
長
は
、
珍
無
類
の
議
会
だ
と
い
う

市
会
を
侮
辱
し
た
発
言
を
し
た
。
果
た
し

て
珍
無
類
の
議
会
だ
っ
た
ろ
う
か
。
水
道

特
別
委
ま
で
設
置
し
て
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
は
五
万
㌦
も
削
減
で
き
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
最
上
な
案
で
あ
れ
ば
一
文

も
削
減
で
き
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
経
費
削

減
に
よ
っ
て
そ
れ
だ
け
市
民
の
負
担
が
軽

く
な
り
、
市
会
側
が
市
民
に
対
す
る
最
大

の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
当
局

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
水
道
特
別
委
で
浄
水

場
設
計
に
当
た
っ
た
丸
山
建
設
の
技
術

者
を
招
い
て
詳
細
の
問
題
を
聞
き
た
だ

そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
前
日
、
市
当

局
首
脳
部
と
丸
山
建
設
の
技
師
が
某
料

亭
で
会
合
を
も
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
果
た
し
て
丸
山
建
設
の
技
術
者

の
い
い
分
は
奥
歯
に
物
の
は
さ
ま
っ
た

よ
う
な
説
明
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
戦
前

泊
浄
水
場
問
題
で
大
き
な
疑
獄
事
件
が

あ
っ
た
。
今
の
よ
う
な
当
局
の
態
度
で
は

汚
職
が
あ
る
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
の
も

当
然
で
あ
る
。
と
に
か
く
浄
水
場
問
題
が

二
年
前
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
ま
だ
に

実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
す
べ
て
市
当
局

の
責
任
で
あ
る
。
当
局
こ
そ
珍
無
類
で
あ

る
。

そ
の
後
採
決
に
入
り
、
全
員
一
致
で
可
決
し
、

さ
ら
に
、

①
水
源
開
発
並
び
に
次
期
浄
水
場
計
画
の
資

金
融
資
方
要
請(

民
政
官
、
弁
務
官
あ
て)

②
那
覇
市
水
道
事
業
に
対
す
る
積
極
的
援
助

方
の
要
請
（
主
席
、
立
法
院
議
長
あ
て
）
を

そ
れ
ぞ
れ
要
請
決
議
し
た
。

そ
の
ほ
か
石
原
議
員
か
ら
市
長
の
新
築
住
宅

に
つ
い
て
緊
急
質
問
が
あ
っ
た
。
石
原
議
員

の
質
問
に
よ
る
と
最
近
松
山
町
に
新
築
し
た

市
長
宅
の
軒
と
隣
接
の
家
の
軒
と
が
重
な
り
、

建
築
法
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

声
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
法
規
外
の
建
築
物

で
あ
る
と
の
二
点
か
ら
質
問
し
た
の
に
対
し
、

兼
次
市
長
は
「
隣
の
家
も
私
の
所
有
で
あ

る
。
ま
た
法
規
外
の
建
物
だ
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
当
初
申
請
を
出
し
た
際
、
隣
の
家

を
撤
去
す
る
こ
と
を
条
件
に
し
た
が
、
撤
去

で
き
な
い
の
で
、
側
に
借
地
を
求
め
合
法
的

に
し
た
」
と
答
弁
、
ケ
リ
が
つ
い
た
。

義
永
助
役
の
話　

瀬
名
波
議
員
の
発
言
は
あ

ま
り
に
も
無
責
任
で
あ
る
。
丸
山
建
設
の
技

師
と
会
合
を
も
っ
た
の
は
、
慰
労
の
た
め
で

あ
る
。
勘
違
い
を
し
て
は
、
全
く
め
い
わ
く

で
あ
る
。

那
覇
市
制
40
周
年
／
慶
祝
行
事

勢
ぞ
ろ
い
／
自
転
車
競
走
で

幕
開
く
／
21
日
ま
で
全
市
お

祭
り
気
分

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
５
・
８
〕　

二
十
日
の
那
覇
市
制
施
行
四
十
周
年
を
祝

う
記
念
行
事
は
、
十
四
日
の
自
転
車
競

走
を
皮
切
り
に
プ
ロ
野
球
公
式
戦
西
鉄―

東
映
二
連
戦
を
は
じ
め
提
灯
行
列
、
舞
踊

大
会
、
旗
行
列
、
ミ
ス
那
覇
コ
ン
ク
ー
ル
、

市
民
芸
能
大
会
な
ど
盛
沢
山
な
行
事
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
十
四
日
か
ら
二
十
一

日
ま
で
の
一
週
間
そ
れ
こ
そ
那
覇
市
は

二
十
二
万
市
民
あ
げ
て
の
お
祭
り
景
気
で

賑
わ
い
、
町
か
ら
村
へ
と
威
勢
の
よ
い
慶



一
九
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一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
五
月

祝
行
事
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。

市
当
局
で
は
六
日
部
課
長
会
議
を
開
き
記
念

行
事
に
つ
い
て
最
終
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
行

な
っ
た
が
、
既
定
方
針
通
り
三
十
余
種
目
に

お
よ
ぶ
行
事
に
万
全
を
期
し
四
十
周
年
記
念

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
再
確
認
、

七
日
の
日
曜
日
も
返
上
し
各
職
員
は
準
備
に

大
わ
ら
わ
と
な
っ
て
い
る
。

な
か
で
も
プ
ロ
野
球
公
式
戦
は
な
ん
と

い
っ
て
も
記
念
行
事
の
圧
巻
で
、
那
覇
市

だ
け
で
な
く
全
琉
各
地
の
ボ
ー
ル
フ
ァ

ン
の
血
を
沸
か
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
全
女

性
の
興
味
の
的
で
あ
る
ミ
ス
那
覇
コ
ン

ク
ー
ル
も
大
き
な
話
題
を
提
供
し
て
お

り
「
ミ
ス
那
覇
は
オ
ラ
が
職
場
か
ら
」
と

各
職
場
で
は
大
変
な
熱
の
い
れ
よ
う
。
ま

た
主
管
の
那
覇
市
役
所
経
済
民
生
部
で

は
七
日
の
日
曜
日
も
返
上
し
て
事
務
処

理
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
七
日
ま
で
に

二
十
人
が
申
し
込
ん
で
い
る
。
ミ
ス
那
覇

の
応
募
者
は
十
日
婦
連
会
館
で
審
査
し

十
九
日
午
後
二
時
か
ら
国
映
館
で
発
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
係
り
で
は

審
査
前
日
の
九
日
ま
で
は
受
け
付
け
る

と
語
っ
て
い
る
の
で
、
当
日
ま
で
に
は
約

四
十
人
く
ら
い
が
応
募
す
る
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
那
覇
商
工
会
議
所
お
よ
び
各
種
団

体
主
催
の
提
灯
行
列
や
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

米
人
団
体
、
市
内
各
種
団
体
共
催
の
大
仮
装

パ
レ
ー
ド
、
広
告
パ
レ
ー
ド
な
ど
は
各
通
り

会
と
も
思
い
思
い
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
も
の

が
飛
び
出
し
市
民
を
あ
っ
と
い
わ
せ
た
り
、

あ
る
い
は
抱
腹
絶
倒
さ
せ
る
と
い
う
場
面
も

予
想
さ
れ
、
記
念
行
事
を
一
段
と
色
ど
る
こ

と
に
な
ろ
う
。　
　
　

十
四
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
主
な
那
覇
っ

子
の
記
念
行
事
は
次
の
通
り
。

　

西
原
、
与
那
原
を
一
周

【
十
四
日
】
自
転
車
競
走　

那
覇―

壺
川―

与
那
原―

西
原―

首
里―

那
覇
を
走
破
す
る
。

一
等
か
ら
三
等
ま
で
市
長
賞
。
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。

　

市
政
お
よ
び
産
業
展
示
会　

那
覇
文
化
会

館
と
昭
和
会
館
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
、
市
政

展
は
那
覇
市
の
歴
史
と
四
十
年
の
歩
み
を
中

心
と
し
て
那
覇
市
の
現
状
を
パ
ノ
ラ
マ
式
に

展
示
す
る
。
産
業
観
光
展
は
那
覇
市
の
観
光

と
産
業
の
実
体
を
商
工
業
者
の
協
力
を
得
て

展
示
す
る
。

　

７
時
か
ら
提
灯
行
列

【
十
六
日
】
提
灯
行
列　

午
後
七
時
か
ら
十
一

時
ま
で
市
内
大
通
り
を
那
覇
商
工
会
議
所
お

よ
び
各
種
団
体
主
催
で
行
な
う
。

　

波
上
祭
で
祈
願

【
十
七
日
】
相
撲
大
会　

正
午
か
ら
午
後
六
時

ま
で
波
上
境
内
で
、
波
之
上
通
り
会
、
市
総

務
課
主
催
で
行
な
う
当
日
は
波
上
祭
で
あ
り
、

奉
納
行
事
で
あ
る
相
撲
大
会
と
舞
踊
大
会
を

四
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
盛
大
に
行
な
う

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
は
舞
踊
大
会
。

　

中
高
校
の
弁
論
大
会

【
十
八
日
】
中
高
校
弁
論
大
会
お
よ
び
作
文
当

選
者
発
表
会　

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で
教

育
会
館
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
は
次

期
世
代
を
背
負
う
健
全
な
市
民
の
育
成
を
は

か
る
た
め
記
念
弁
論
大
会
と
し
て
那
覇
区
教

育
委
員
会
と
共
催
す
る
。
三
等
ま
で
は
市
長

賞
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
中
継
放
送
す
る
。

　

旗
行
列　

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
市
内

目
抜
き
通
り
と
各
支
所
管
内
を
、
小
学
生
三

年
以
上
、
三
万
六
千
人
が
参
加
し
、
市
旗
を

も
っ
て
行
進
す
る
。

　

広
告
パ
レ
ー
ド　

午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
、
那
覇
商
工
会
議
所
主
催
で
市
内
一

円
を
パ
レ
ー
ド
す
る
。

　

プ
ロ
野
球
パ
レ
ー
ド

【
十
九
日
】
ミ
ス
那
覇
コ
ン
ク
ー
ル　

午
後
二

時
か
ら
六
時
ま
で
国
映
館
で
表
彰
式
を
行
な

う
。
ひ
き
つ
づ
き
琉
球
古
典
舞
踊
、
日
本
舞

踊
な
ど
市
民
芸
能
大
会
を
催
す
。

　

プ
ロ
野
球
来
島
パ
レ
ー
ド　

プ
ロ
野
球
公

式
戦
と
い
う
歴
史
的
な
記
念
行
事
の
前
提
と

し
て
市
内
大
通
り
を
オ
ー
プ
ン
カ
ー
で
パ
レ

ー
ド
す
る
。
午
後
五
時
か
ら
七
時
ま
で
。

　

花
火
大
会　

午
後
七
時
か
ら
十
時
ま
で
、

市
役
所
屋
上
か
ら
記
念
式
典
の
前
夜
祭
と
し

て
花
火
大
会
を
行
な
う
。

　

市
民
の
夕
べ　

十
八
日
小
禄
劇
場
に
ひ
き

つ
づ
き
、
午
後
六
時
か
ら
十
一
時
ま
で
首
里

劇
場
で
、
著
名
な
プ
ロ
劇
団
ま
た
は
新
人
劇

団
の
演
劇
を
無
料
で
観
賞
す
る
。

国
映
館
で
記
念
式
典
／
プ
ロ
野
球
公
式

戦

【
二
十
日
】
四
十
周
年
記
念
式
典　

午
前
十

時
か
ら
正
午
ま
で
国
映
館
で
行
な
う
。
席
上

市
政
に
功
労
の
あ
っ
た
数
十
人
を
表
彰
す
る
。

式
典
に
は
関
東
お
よ
び
阪
神
の
関
係
者
か
ら

も
慶
祝
使
節
が
参
列
す
る
。

　

プ
ロ
野
球
西
鉄―

東
映
戦　

午
後
四
時
か

ら
奥
武
山
球
場
で
熱
戦
を
展
開
す
る
。
そ
の

ほ
か
午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
、
午
後
七
時

か
ら
十
時
ま
で
の
昼
夜
那
覇
劇
場
で
市
民
の

夕
べ
。

　

仮
装
パ
レ
ー
ド
／
プ
ロ
野
球
公
式
戦

【
二
十
一
日
】
記
念
植
樹　

午
前
十
時
か
ら
正

午
ま
で
市
内
各
所
で
記
念
植
樹
す
る
緑
化
運

動
の
一
環
と
し
て
戦
前
の
緑
の
那
覇
市
を
再

現
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

プ
ロ
野
球
西
鉄―

東
映
戦　

午
後
四
時
か

ら
前
日
に
ひ
き
つ
づ
き
奥
武
山
球
場
で
行
な

う
。

　

仮
装
パ
レ
ー
ド　

午
後
三
時
か
ら
七
時
ま

で
、
那
覇
市
に
所
在
す
る
す
べ
て
の
団
体
、
個

人(

国
籍
を
問
わ
ず)

が
参
加
す
る
。
市
内

大
パ
レ
ー
ド
を
行
な
う
。
プ
ロ
野
球
と
共
に
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記
念
行
事
の
呼
び
物
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

俳
句
、
短
歌
、
琉
歌
の
会　

午
前
十
一
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
市
民
集
会
所
で
、
沖
縄
俳

句
会
、
で
い
ご
短
歌
会
、
市
企
画
室
共
催
で

行
な
い
、
四
十
周
年
記
念
行
事
を
俳
句
、
短

歌
お
よ
び
琉
歌
に
よ
み
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発

行
す
る
。
市
長
賞
を
贈
る
。

　

市
民
の
夕
べ　

あ
け
ぼ
の
劇
場
で
昼
夜
行

な
わ
れ
る
。

　

そ
の
他　

五
月
上
旬
に
記
念
論
文
募
集
、

記
念
切
手
発
行
、
記
念
ノ
ー
ト
の
配
布
、
記

念
煙
草
の
発
売
、
記
念
タ
オ
ル
の
配
布
、
市

勢
統
計
書
の
発
刊
。

改
修
工
事
の
促
進
を
／
ガ
ー
ブ

川
商
店
組
合
が
要
請

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
５
・
８
〕

ガ
ー
ブ
川
の
商
店
組
合
真
栄
城
会
長
ら
代
表

数
人
が
八
日
あ
さ
十
時
ご
ろ
兼
次
市
長
に
会

い
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
の
促
進
方
を
要
請
し

た
。

ガ
ー
ブ
川
の
改
修
工
事
は
二
十
三
万
㌦
の
民

政
府
補
助
金
と
政
府
補
助
金
、
市
分
担
金
約

四
十
万
㌦
（
補
償
金
も
含
む
）
で
新
年
度
か

ら
着
工
の
予
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
ガ
ー
ブ

川
周
辺
の
人
々
は
反
対
の
声
も
あ
る
と
い
わ

れ
そ
の
工
事
が
あ
や
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
予
定
さ
れ
て
い
た
八
万
㌦
の
政
府
補
助
金

は
、
わ
ず
か
一
万
㌦
し
か
計
上
さ
れ
て
お
ら

ず
、
の
こ
る
七
万
㌦
は
あ
っ
さ
り
削
ら
れ
結

局
、
兼
次
市
長
と
真
栄
城
会
長
と
の
話
し
合

い
で
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
工
事
は
都
計
事
業
を

推
進
す
る
に
も
急
務
だ
と
し
て
双
方
一
体
と

な
り
そ
の
推
進
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し

た
。
そ
の
他
に
同
組
合
で
は
政
府
補
助
金

八
万
㌦
の
復
活
要
求
を
政
府
に
陳
情
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

那
覇
市
制
40
周
年
／
盛
大
に
記

念
式
典
／
29
人
の
功
労
者
を

表
彰
／
式
後
に
ぎ
や
か
に
演

芸
会

　
　

 
 
 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
１
・
５
・
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〕

那
覇
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
式
典
は
、

二
十
日
午
前
九
時
五
十
分
か
ら
那
覇
市
国

映
館
で
大
田
行
政
主
席
、
長
嶺
立
法
院
議

長
ほ
か
千
五
百
人
の
市
民
が
出
席
し
て
盛

大
に
行
な
わ
れ
た
。
式
典
は
仲
原
助
役
の

開
式
の
言
葉
で
は
じ
ま
り
、
つ
づ
い
て
兼

次
市
長
、
高
良
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

崎
浜
秀
主
氏
ほ
か
二
十
九
人
の
市
政
功
労

者
の
表
彰
式
と
記
念
品
贈
呈
が
行
な
わ
れ

た
。

ひ
き
つ
づ
き
大
田
行
政
主
席
、
地
方
自
治
体

代
表
中
村
北
中
城
村
長
、
日
本
政
府
代
表
南

連
泉
次
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
表
彰
さ

れ
た
市
政
功
労
者
を
代
表
し
崎
浜
秀
主
氏
か

ら
「
そ
の
時
期
に
直
面
し
た
の
で
、
や
る
べ

き
こ
と
を
や
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
決
し
て
市

政
功
労
者
と
は
い
え
な
い
。
身
に
あ
ま
る
光

栄
に
浴
し
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
は
老
い
た

り
と
い
え
ど
も
那
覇
市
の
発
展
に
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
の
謝
辞
が
あ
っ
て
式
を
閉
じ

た
。

閉
式
後
は
琉
球
舞
踊
、
三
味
線
、
笛
、
太
鼓
、

胡
弓
な
ど
が
あ
り
正
午
過
ぎ
ま
で
賑
わ
っ

た
。

　

兼
次
市
長
の
あ
い
さ
つ　

行
政
主
席
を
は

じ
め
、
川
崎
市
会
議
員
な
ど
本
土
慶
祝
使
節

団
を
迎
え
、
四
十
周
年
記
念
式
典
を
行
な
っ

た
こ
と
は
二
十
二
万
市
民
と
共
に
喜
び
に
た

え
な
い
。
き
ょ
う
の
意
義
深
い
式
典
に
市
政

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
二
十
九
人
の
先

輩
各
位
、
十
五
年
以
上
も
市
民
に
奉
仕
し
て

い
る
十
一
人
の
現
職
員
、
今
後
と
も
ま
す
ま

す
健
闘
さ
れ
那
覇
市
発
展
に
協
力
し
て
も
ら

う
よ
う
お
願
い
す
る
。

　

高
良
議
長
あ
い
さ
つ　

戦
争
で
す
べ
て
を

失
っ
た
那
覇
市
が
、
軍
民
両
政
府
の
援
助
で

こ
れ
ま
で
発
展
し
た
。
ま
た
多
く
の
懸
案
で

あ
っ
た
都
市
合
併
も
実
現
し
、
い
ま
で
は
人

口
も
二
十
二
万
余
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
わ

れ
わ
れ
議
員
も
当
間
市
長
、
瀬
長
市
長
、
東

江
臨
時
市
長
、
現
在
の
兼
次
市
長
と
四
代
目

に
ま
た
が
る
と
い
う
多
難
な
時
期
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
た
え
ず
市
当
局
と
議
会
が
対
立
し
、

市
民
か
ら
非
難
を
浴
び
た
。
し
か
し
今
後
は

兼
次
市
長
も
改
心
し
て
超
党
派
と
い
う
態
度

を
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
、
全
市
民
が
一
体

と
な
っ
て
大
那
覇
市
建
設
に
邁
進
し
た
い
。

　

大
田
主
席
祝
辞　

戦
争
で
す
べ
て
を
失
っ

た
那
覇
が
、
こ
ん
な
に
ま
で
発
展
す
る
と
は

誰
も
想
像
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
那
覇
市

は
沖
縄
の
首
都
だ
け
で
な
く
、
い
ま
や
国
際

都
市
と
し
て
も
脚
光
を
浴
び
て
き
た
。
今
後

と
も
沖
縄
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
と

し
て
発
展
す
る
よ
う
祈
念
す
る
。

表
彰
さ
れ
た
二
十
九
人
の
市
政
功
労
者
は
次

の
通
り
。

崎
浜
秀
主
、
当
間
重
剛
、
朝
倉
文
夫
、
阪

本
勝
、
黒
田
俊
雄
、
金
城
和
信
、
翁
長
助

静
、
長
嶺
秋
夫
、
宮
里
栄
輝
、
大
湾
政

順
、
石
川
昌
英
、
真
栄
城
守
行
、
上
原
政

春
、
屋
富
祖
太
郎
、
山
田
有
幹
、
長
野
時

之
助
、
佐
久
川
長
吉
、
仲
本
為
美
、
宇
良

宗
樽
、
真
栄
田
世
勤
、
儀
武
息
睦
、
渡
嘉

敷
宗
賀
、
城
間
雄
蔵
、
上
原
幸
栄
、
赤
嶺

賢
信
、
比
屋
定
理
栄
、
嘉
数
昇
、
真
栄
城

玄
吉
、
金
城
紀
光
。

生
き
て
い
る
那
覇
史
／
市
政
功

労
者
ご
自
慢
話

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
５
・
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〕

　

国
際
通
り
開
設
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
数　

昇



一
九
六

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
五
月

　

私
が
は
じ
め
て
村
政
に
タ
ッ
チ
し
た
の
は

二
十
七
歳
の
こ
ろ
だ
っ
た
。

村
長
は
真
栄
城
守
行
氏
で
、
当
時
真
和
志
は

税
金
滞
納
者
が
多
く
、
村
財
政
は
困
窮
し
て

い
た
。
こ
の
行
き
づ
ま
り
を
打
開
し
よ
う
と

い
う
青
年
の
意
気
に
燃
え
て
村
議
に
た
っ
た
。

　

も
っ
と
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、

い
ま
「
奇
跡
の
一
㍄
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
国

際
通
り
の
開
設
と
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て

発
展
し
つ
つ
あ
る
真
和
志
南
部
の
草
分
け
に

つ
い
て
で
あ
る
。
真
栄
城
守
行
氏
が
村
長
の

こ
ろ
、
県
道
開
設
の
問
題
が
で
た
。
こ
れ
を

め
ぐ
っ
て
那
覇
市
と
真
和
志
村
の
間
に
二
つ

の
意
見
が
あ
っ
た
那
覇
市
は
久
茂
地
か
ら
十

貫
瀬―

安
里
の
線
を
主
張
、
真
和
志
は
現
在

の
松
尾
か
ら
安
里
へ
の
線
を
主
張
し
た
。
結

局
は
真
和
志
の
主
張
が
通
り
、
さ
っ
そ
く
真

和
志
村
議
会
で
は
当
時
た
し
か
坪
五
円
て
い

ど
で
土
地
の
購
入
を
決
議
、
や
が
て
六
間
幅

の
県
道
開
設
を
み
た
。
真
和
志
の
財
政
で
は

そ
う
と
う
思
い
き
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
そ

の
道
路
が
今
日
の
繁
栄
を
み
る
に
い
た
っ
て

道
路
開
設
の
決
議
に
参
加
し
た
一
員
と
し
て

感
無
量
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

　

戦
後
真
和
志
の
初
代
村
長
金
城
和
信
氏
が

私
を
つ
か
ま
え
て
よ
く
い
っ
た
。
「
嘉
数
君
、

寄
宮
一
帯
は
や
が
て
映
画
館
も
た
つ
よ
う
な

繁
華
な
地
域
に
な
る
ぞ
」
と
…
。

そ
の
言
葉
が
今
で
は
現
実
に
な
っ
て
い
る
。

天
幕
小
屋
が
点
在
し
た
だ
け
の
十
数
年
前
に

今
日
の
繁
栄
を
見
こ
し
た
政
治
家
の
明
は
す

ぐ
れ
た
も
の
だ
。
今
後
も
こ
う
し
た
政
治
家

た
ち
が
ど
し
ど
し
出
て
き
て
よ
り
一
層
の
繁

栄
を
も
た
ら
す
こ
と
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
真
和
志
村
議
十
七
年
）

　

公
然
と
ヤ
ミ
市
開
設　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
本　

為
美

　

終
戦
当
時
の
ど
さ
く
さ
時
代
に
市
長
に
就

任
し
た
の
で
、
自
慢
話
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

そ
の
な
か
で
も
っ
と
も
〝
自
慢
〟
に
な
る
の

は
「
那
覇
公
設
市
場
」
の
開
設
だ
ろ
う
。
那

覇
市
民
が
、
国
頭
や
各
地
の
避
難
先
か
ら
ぞ

く
ぞ
く
帰
覇
し
た
当
時
、
さ
い
し
ょ
に
で
き

た
の
が
現
在
の
開
南
交
番
付
近
の
「
ヤ
ミ
市
」

で
あ
っ
た
。
物
資
の
少
な
い
時
代
で
も
あ
り
、

ヤ
ミ
市
に
出
ま
わ
る
品
物
は
と
ぶ
よ
う
に
売

れ
た
も
の
だ
。
さ
い
し
ょ
の
う
ち
は
警
察
も

黙
認
の
形
で
あ
っ
た
、
落
ち
つ
く
に
つ
れ
て

取
り
締
ま
り
が
き
び
し
く
な
り
、
検
挙
者
も

出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
い
か
ん

と
、
警
察
署
長
に
か
け
合
い
ヤ
ミ
市
の
取
り

締
ま
り
を
緩
和
さ
せ
る
と
と
も
に
民
政
府
工

務
部
に
折
衝
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
に
、
公

設
市
場
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

公
設
市
場
と
い
っ
て
も
ヤ
ミ
市
と
か
わ
り

は
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
警
察
も
黙
認
し
て

く
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
の
真

和
志
村
長
か
ら
「
那
覇
は
警
察
と
グ
ル
に
な

り
公
然
と
ヤ
ミ
市
を
開
設
し
て
い
る
」
と
お

し
か
り
を
う
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
物
資

の
あ
る
人
が
、
そ
れ
を
も
ち
よ
り
、
な
い
人

た
ち
に
売
る
の
は
、
自
然
の
成
り
行
き
で
あ

り
、
こ
れ
を
取
り
締
ま
る
の
は
自
由
経
済
を

こ
わ
す
も
の
だ
、
と
話
し
た
ら
苦
笑
し
て
い

た
。
い
ま
か
ら
考
え
る
と
へ
り
く
つ
だ
が
、

市
場
の
名
前
も
「
自
由
市
場
」
と
い
っ
て
い

た
。 

 
 

（
那
覇
市
議
戦
後
、
那
覇
市
長
）

　

弾
圧
選
挙
に
打
ち
勝
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
間　

雄
蔵

　

根
っ
か
ら
の
大
工
だ
か
ら
、
労
働
運
動
に

も
ち
ょ
っ
と
首
を
つ
っ
こ
ん
で
い
た
。
昭
和

四
年
の
第
一
回
普
選
で
那
覇
市
議
の
山
田
有

幹
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
て
立
候
補
し
、
ビ
リ

か
ら
二
番
目
の
五
十
六
票
で
、
当
選
し
た
。
次

は
知
念
さ
ん
と
新
城
さ
ん
が
同
じ
く
五
十
五

票
で
、
当
時
は
同
点
の
場
合
年
長
者
が
当
選

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
一
票
の
あ

り
が
た
さ
が
つ
く
づ
く
身
に
し
み
、
そ
の
後

の
選
挙
で
は
一
票
た
り
と
も
お
ろ
そ
か
に
し

な
か
っ
た
。

　

あ
の
こ
ろ
大
工
組
合
に
も
関
係
し
て
い
た

の
で
、
警
察
か
ら
も
に
ら
ま
れ
、
よ
く
留
置

場
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
だ
。
二
十
四
時
間
た

つ
と
釈
放
さ
れ
る
が
、
警
察
の
門
を
出
て
し

ば
ら
く
す
る
と
後
か
ら
追
っ
か
け
て
き
て
ま

た
ぶ
ち
こ
め
ら
れ
る
と
い
う
ぐ
あ
い
だ
っ
た
。

そ
の
せ
い
か
万
年
野
党
で
過
ご
し
て
き
た
。

一
ぺ
ん
与
党
に
な
っ
て
い
た
が
、
議
会
で
野

党
質
問
し
て
同
グ
ル
ー
プ
の
議
員
か
ら
き
ら

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
や
っ
ぱ
り
野
党
が
性

分
に
あ
っ
て
い
る
。

　

昭
和
十
七
年
の
翼
賛
選
挙
は
に
が
い
思
い

出
だ
が
、
ま
た
痛
快
で
も
あ
っ
た
。
当
時
は

大
政
翼
賛
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
衆
議
院

議
員
か
ら
市
町
村
議
員
に
い
た
る
ま
で
、
立

候
補
者
は
翼
賛
会
が
定
員
い
っ
ぱ
い
推
せ
ん

し
て
立
て
て
い
た
。
翼
賛
会
推
せ
ん
と
い
え

ば
決
定
的
な
大
き
な
力
が
あ
り
、
非
推
せ
ん

者
に
は
、
い
ま
と
な
っ
て
は
考
え
ら
れ
ぬ
く

ら
い
官
権
の
弾
圧
が
あ
っ
た
。
私
は
儀
武
、
渡

嘉
敷
、
真
栄
城
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
あ

え
て
非
推
せ
ん
で
立
候
補
し
た
ら
、
巡
査
が

選
挙
事
務
所
や
そ
の
付
近
に
交
番
所
の
よ
う

に
つ
め
て
監
視
し
て
い
た
。
だ
か
ら
支
持
者

も
よ
り
つ
か
ず
ポ
ス
タ
ー
を
は
れ
ば
そ
の
下

に
〝
出
た
い
人
よ
り
出
し
た
い
人
を
〟
と
い

う
ビ
ラ
を
ベ
タ
ベ
タ
は
ら
れ
た
。

こ
ん
な
に
圧
迫
さ
れ
な
が
ら
、
非
推
薦
の
四

人
と
も
み
ご
と
に
当
選
し
た
の
は
痛
快
だ
っ

た
。　
　
　
　
　
　

（
首
里
市
議
十
八
年
）

　

水
道
建
設
カ
ゲ
の
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野　

時
之
助

　

大
阪
商
船
が
は
じ
め
て
神
戸―

那
覇―

基

隆
の
定
期
便
を
設
け
た
の
は
大
正
四
年
だ
っ

た
。
そ
こ
で
大
阪
商
船
の
那
覇
支
店
に
次
長

と
し
て
き
た
の
が
三
十
歳
の
と
き
だ
っ
た
。



一
九
七

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
五
月

縁
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
、
そ
れ
か

ら
ず
っ
と
沖
縄
に
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
が
、
沖
縄
に
腰
を
す
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
大
正
九
年
那
覇
商
船
組
の
代
表

が
辞
任
し
た
と
き
、
船
会
社
と
那
覇
商
人
の

双
方
か
ら
推
さ
れ
て
代
表
者
に
就
任
し
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
い
ら
い
商
船
組
が
運
送
組

と
合
併
し
て
、
那
覇
商
運
組
と
名
を
改
め
て

荷
役
会
社
が
統
一
さ
れ
て
後
ま
で
ず
っ
と
代

表
者
兼
組
長
の
職
に
あ
っ
た
。

　

私
は
こ
れ
も
沖
縄
の
お
陰
だ
と
思
い
何
か

沖
縄
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
や
り
た
い
も
の

だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の

が
水
道
事
業
だ
っ
た
。

　

大
正
の
末
年
、
那
覇
市
会
議
員
に
当
選
し

た
。
同
志
と
み
ら
れ
て
い
る
人
た
ち
が
七
、
八

人
お
り
実
業
団
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
当
時
市

会
で
は
三
日
会
と
十
日
会
と
よ
ば
れ
る
派
閥

が
あ
っ
て
対
立
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
も
三

日
会
は
仲
吉
朝
助
氏
を
市
長
に
推
し
十
日
会

の
推
し
た
岸
本
賀
昌
氏
と
争
っ
て
い
た
。
そ

れ
で
市
長
当
選
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド

は
実
業
団
が
に
ぎ
っ
た
形
に
な
り
去
就
が
注

目
さ
れ
て
い
た
。

　

結
局
、
岸
本
氏
を
推
す
こ
と
に
な
り
岸
本

市
長
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
岸
本
氏
に
市
が
水
道
事
業
を
行
な
う
べ

き
だ
と
力
説
し
た
。

私
の
紹
介
し
た
大
阪
市
水
道
部
部
長
沢
井
氏

な
ど
に
話
を
き
い
た
上
、
岸
本
市
長
は
水
道

建
設
に
ふ
み
切
っ
た
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

岸
本
氏
の
急
死
な
ど
も
あ
っ
て
完
成
の
メ
ド

は
た
た
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
台
湾
か
ら
帰
っ
て
来
た
照
屋
宏
氏

に
市
長
出
馬
を
説
い
て
納
得
さ
せ
水
道
建
設

の
強
力
布
陣
を
作
り
上
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
那
覇
市
議
二
十
年
）

　

財
政
難
に
頭
痛
鉢
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
富
祖　

太
郎

　

わ
た
し
は
一
九
四
八
年
真
和
志
村
の
収
入

役
に
就
任
し
て
い
ら
い
、
現
職
の
那
覇
市
収

入
役
ま
で
お
よ
そ
十
二
年
間
こ
の
仕
事
（
一

時
副
収
入
役
）
に
つ
い
て
い
ま
す
。

　

あ
た
り
ま
え
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
だ

け
の
こ
と
で
、
と
く
に
自
慢
す
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
職
員
が
み
な
経

験
者
ぞ
ろ
い
で
、
協
力
し
て
く
れ
ま
す
の

で
、
気
楽
に
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
あ
、
思
い

出
に
な
る
話
と
い
え
ば
一
九
五
三
年
真
和

志
が
市
に
昇
格
し
た
当
時
、
市
税
の
徴
収
率

が
悪
く
、
市
町
村
税
法
に
そ
っ
た
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
が
で
き
ず
に
財
政
難
に
お
ち
い
っ

て
し
ま
い
、
収
入
役
と
し
て
奔
走
し
た
と
き

の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
こ
ろ
真
和
志
市
は
市
の
財
政
の
約

六
二
㌫
を
市
税
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
大
き
な
財
源
で
あ
る
市
税
が

五
六
㌫
し
か
入
ら
ず
、
と
た
ん
に
財
政
難
に

お
ち
い
っ
て
し
ま
い
、
人
件
費
で
せ
い
い
っ

ぱ
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
職
員
の
給
料
も

十
五
日
間
も
遅
払
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
、
知
人
の
と
こ

ろ
を
か
け
ま
わ
っ
て
協
力
を
求
め
た
り
、
軍

用
地
料
（
基
地
の
移
動
資
金
）を
利
用
し
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
こ
ろ
市
の
教
育
委
員

会
が
校
舎
建
築
費
と
し
て
銀
行
か
ら
借
り
入

れ
た
約
三
十
万
円
が
、
期
限
通
り
支
払
う
こ

と
が
で
き
ず
、
政
府
補
助
金
を
銀
行
が
差
し

押
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
談
判

の
た
め
何
回
も
銀
行
通
い
を
し
ま
し
た
。
さ

い
わ
い
に
し
て
正
常
に
も
ち
な
お
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
苦
労
し
た
と
い
え
ば
、
い

ち
ば
ん
そ
の
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

真
和
志
時
代
は
収
入
役
の
仕
事
と
い
え
ば

課
税
に
関
す
る
仕
事
や
条
例
の
制
定
、
人
事

の
面
ま
で
タ
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
負

担
が
重
か
っ
た
（
現
在
で
も
那
覇
市
以
外
の

市
町
村
は
そ
う
だ
と
思
う
）
の
で
す
が
、
合

併
後
の
那
覇
市
は
機
構
も
大
き
く
な
っ
た
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
も
細
分
化
し
て
、
わ
た

し
の
仕
事
も
だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　

（
真
和
志
、
那
覇
収
入
役
十
二
年
）

　

床
下
に
も
も
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
川　

長
吉

　

戦
前
戦
後
を
と
お
し
て
那
覇
市
の
市
会
議

員
と
し
て
二
十
年
間
も
つ
と
め
た
こ
と
…
。

こ
れ
く
ら
い
か
な
、
自
慢
の
タ
ネ
に
な
る
も

の
は
。

ど
っ
ち
か
と
い
え
ば
、
半
生
と
ま
で
は
い
か

な
く
と
も
人
生
の
大
半
を
議
会
人
と
し
て
生

き
た
人
間
だ
と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
自
分

の
仕
事
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
こ

の
議
会
活
動
へ
傾
注
し
た
と
も
い
え
な
い
こ

と
は
な
い
わ
け
だ
。

　

在
任
中
、
別
に
こ
れ
と
い
っ
た
手
柄
話
が

あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
し
、
た
だ
長
年
市
政
の
た

め
に
時
に
は
与
党
に
な
り
、
野
党
に
な
っ
た

り
し
て
、
し
っ
た
激
励
し
て
那
覇
市
発
展
に

で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し
て
き
た
と
い
う
こ

と
ぐ
ら
い
が
関
の
山
、
と
り
た
て
て
話
の
タ

ネ
に
す
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
よ
う
だ
な
。

　

愉
快
な
思
い
出
話
し
と
い
え
ば
、
崎
山
氏

の
市
長
選
挙
運
動
で
張
り
切
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
か
。
何
年
ご
ろ
だ
っ
た
ろ
う
か
、
崎
山
氏

が
衆
院
議
員
選
挙
で
敗
れ
、
た
い
へ
ん
が
っ

か
り
し
て
気
を
落
と
し
て
い
た
こ
ろ
に
、
ち

ょ
う
ど
那
覇
市
の
市
長
選
挙
が
は
じ
ま
ろ
う

と
し
て
い
た
の
で
私
た
ち
若
い
連
中
が
崎
山

氏
を
市
長
選
挙
に
か
つ
ぎ
出
し
勝
利
さ
せ
た

こ
と
は
痛
快
だ
っ
た
。
あ
の
こ
ろ
の
市
長
選

挙
は
三
十
六
人
の
市
議
員
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
た
。
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
無
所
属
五
人
の
票

の
動
き
を
さ
ぐ
り
、
だ
き
こ
み
を
す
る
た

め
、
五
人
が
某
所
で
会
合
を
も
っ
た
の
で
河

野
弁
護
士
と
い
っ
し
ょ
に
床
下
に
も
ぐ
り
、

そ
の
動
き
を
ス
パ
イ
し
た
り
し
た
も
の
だ
。



一
九
八

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
五
月

　

ま
た
当
時
の
市
議
は
、
大
学
出
身
者
や
そ

の
ほ
か
専
門
学
校
出
身
者
が
だ
い
ぶ
お
り
、

意
見
発
表
も
な
か
な
か
活
発
で
発
言
内
容
も

立
派
な
も
の
だ
っ
た
。
質
な
ら
、
失
礼
な
が

ら
現
在
の
議
会
に
優
る
と
も
劣
ら
な
か
っ
た

と
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
那
覇
市
議
二
十
年
）

　

役
立
つ
生
き
字
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

昌
英

　

い
っ
た
い
に
戸
籍
係
と
い
う
し
ご
と
は

地
味
な
も
の
で
、
わ
た
し
は
四
十
四
年
間

（
一
九
一
〇―

五
四
）
平
凡
に
自
分
の
し
ご
と

に
う
ち
こ
ん
で
き
た
だ
け
だ
。
戦
前
の
話
だ

が
受
験
生
の
戸
籍
の
生
年
月
日
を
変
更
す
る

便
を
は
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
当
時

は
、
中
学
に
受
験
す
る
に
も
年
齢
の
制
限
が

あ
っ
て
、
満
で
数
え
て
い
く
つ
だ
っ
た
か
は

忘
れ
た
が
、
と
に
か
く
月
日
の
ち
が
い
で
も

受
験
資
格
を
な
く
し
た
も
の
だ
。
親
の
不
注

意
で
年
月
日
を
か
き
ま
ち
が
え
た
り
す
る
か

ら
、
わ
た
し
は
、
い
ろ
い
ろ
、
証
明
に
な
る

資
料
を
裁
判
所
に
も
ち
こ
ん
で
ね
、
や
っ
と

許
可
に
な
っ
て
ほ
っ
と
す
る
こ
と
が
、
よ
く

あ
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
終
戦
直
後
の
話
な
ん
だ
が
、
戦

争
の
た
め
に
戸
籍
は
な
く
し
て
し
ま
い
、
わ

た
し
を
い
れ
て
三
人
ば
か
り
で
戸
籍
調
査
委

員
会
を
つ
く
っ
て
、
申
告
し
て
い
る
戸
籍
の

正
否
を
調
査
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
南

洋
や
内
地
か
ら
何
十
年
ぶ
り
か
で
ひ
き
あ
げ

て
き
た
人
も
多
か
っ
た
。
そ
う
い
う
人
た
ち

の
戸
籍
は
も
ち
ろ
ん
焼
滅
し
て
お
り
、
そ
の

人
た
ち
を
本
籍
に
入
れ
た
い
の
だ
が
、
本
人

も
よ
く
知
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
は
そ
の
人
た

ち
の
お
父
さ
ん
や
、
お
じ
い
さ
ん
の
時
代
を

私
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
い
っ
て
思
い
だ
し
、

所
番
地
を
さ
が
し
あ
て
て
や
っ
て
い
た
。
た

い
て
い
わ
か
っ
た
。
わ
た
し
は
こ
の
迷
え
る

人
た
ち
（
？
）
に
い
ざ
こ
ざ
を
お
こ
す
こ
と

な
し
に
定
住
地
番
を
み
つ
け
る
た
め
に
力
に

な
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
お
も
い
、
な
ん
で
も

な
い
よ
う
な
地
味
な
し
ご
と
に
も
、
ひ
と
の

た
め
に
な
る
場
合
も
あ
る
ん
だ
な
と
つ
く
づ

く
思
っ
た
。
（
首
里
市
戸
籍
係
四
十
四
年
）

　

心
眼
で
劣
ら
ぬ
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
嘉
敷　

宗
賀

　

わ
た
し
は
、
市
会
議
員
を
戦
前
四
回
、
戦

後
三
回
つ
と
め
て
き
た
。
そ
れ
も
戦
後
の
三

回
は
め
く
ら
に
な
っ
て
か
ら
だ
。
目
は
開
い

て
い
る
の
だ
が
、
ぜ
ん
ぜ
ん
も
の
は
み
え
な

い
。
戦
争
の
と
き
流
れ
弾
で
ケ
ガ
を
し
て
、
あ

れ
い
ら
い
み
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

う
い
う
私
を
三
回
も
当
選
さ
せ
て
、
つ
ま
り

わ
た
し
を
支
持
し
て
く
だ
さ
っ
た
人
び
と
に
、

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
だ
。　
　
　
　

　

目
が
み
え
な
く
な
っ
た
一
時
は
さ
す
が
に

落
胆
し
た
が
、
し
か
し
人
間
は
目
が
み
え
な

く
て
も
何
か
の
役
に
立
つ
に
ち
が
い
な
い
と

考
え
て
、
戦
前
の
体
験
を
生
か
し
て
市
会
議

員
に
な
る
決
心
を
し
た
。
役
所
は
近
い
か

ら
、
孫
に
手
を
ひ
か
れ
て
い
っ
た
。
議
会
で

は
、
プ
リ
ン
ト
は
も
っ
て
い
る
が
、
も
っ
ぱ

ら
耳
を
す
ま
し
て
ほ
か
の
議
員
の
い
う
こ
と

を
聞
く
だ
け
。
私
は
そ
れ
を
聞
い
て
賛
成
す

る
な
り
、
反
ば
く
す
る
な
り
、
助
言
を
し
て

や
る
な
ど
す
る
わ
け
だ
。
み
な
さ
ん
の
話
と

体
全
体
で
感
ず
る
ふ
ん
い
気
な
ど
で
議
案
の

審
議
過
程
の
察
し
は
つ
く
か
ら
、
つ
ん
ぼ
さ

じ
き
に
会
う
こ
と
も
な
く
、
こ
れ
と
い
う
不

便
も
な
し
に
任
務
は
果
た
し
て
き
た
つ
も
り

だ
。

　

し
か
し
、
目
が
み
え
な
い
た
め
に
失
敗
も

あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
赤
丸
宗
か
ら
竜
た
ん

池
の
水
を
使
わ
し
て
く
れ
と
き
た
の
で
審
議

さ
れ
た
が
、
わ
た
く
し
は
、
立
っ
て
、〝
池
は

プ
ー
ル
に
も
水
を
ひ
い
て
い
る
。
赤
丸
宗
に

水
を
ひ
く
と
油
が
な
が
れ
て
く
る
お
そ
れ
は

な
い
か
、
そ
う
な
る
と
水
が
く
さ
っ
て
由
緒

あ
る
旧
跡
が
台
な
し
に
な
る
か
ら
反
対
す
る

…
〟
と
い
っ
た
ら
、
傍
聴
席
で
社
長
さ
ん
が

き
い
て
い
て
、
私
の
疑
念
に
釈
明
を
し
た
ん

だ
。
悪
い
こ
と
を
い
っ
て
し
ま
っ
た
か
な
と

す
ま
な
い
気
が
し
た
。
社
長
の
説
明
で
私
の

け
ね
ん
も
晴
れ
た
の
で
水
を
引
く
の
に
賛
成

し
た
よ
。　
　
　

（
首
里
市
議
二
十
年
）

　

合
併
の
は
し
わ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翁
長　

助
静

　

や
は
り
印
象
深
い
の
は
何
と
い
っ
て
も
合

併
問
題
で
し
ょ
う
。
私
は
表
面
、
真
和
志
と

那
覇
市
合
併
の
た
て
役
者
と
み
ら
れ
て
い
る

が
、
む
し
ろ
首
里
、
小
禄
合
併
の
立
役
者
と

い
っ
て
く
れ
た
方
が
よ
い
く
ら
い
だ
。
合
併

問
題
が
お
き
た
当
初
、
又
吉
康
和
氏
を
た
ず

ね
、
首
里
の
合
併
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
そ

の
時
又
吉
氏
は
「
首
里
は
京
都
と
同
様
な
か

た
ち
で
、
そ
の
ま
ま
独
立
さ
せ
た
方
が
よ
い
」

と
の
意
見
だ
っ
た
。
私
も
そ
の
方
が
よ
い
か

も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
が
、
や
は
り
こ
の
問

題
で
当
時
の
首
里
市
長
兼
島
由
明
氏
に
あ
っ

た
ら
、
い
き
な
り
「
君
は
ケ
シ
カ
ラ

ン
」
と
ど
や
さ
れ
た
。
首
里
を
合
併
か
ら
は

ず
す
と
は
な
に
ご
と
か
と
い
う
わ
け
だ
。
な

る
ほ
ど
考
え
て
み
る
と
住
民
の
生
活
向
上
を

ぬ
き
に
し
て
形
式
を
重
ん
ず
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　

そ
こ
か
ら
私
の
二
市
二
村―

那
覇
、
首
里
、

真
和
志
村
、
小
禄
村―

合
併
の
構
想
が
基
礎

づ
け
ら
れ
た
。
小
禄
村
長
の
長
嶺
秋
夫
氏
と

も
再
三
話
し
合
い
、
さ
っ
そ
く
新
聞
紙
上
で

二
市
二
村
合
併
論
を
展
開
さ
せ
た
。
す
る
と

こ
ん
ど
は
、
那
覇
市
長
の
又
吉
氏
が
、「
最
初

の
話
し
合
い
と
違
う
じ
ゃ
な
い
か
、
君
は
け

し
か
ら
ん
」
と
き
た
。
双
方
の
合
併
意
欲
を

伝
え
た
う
え
で
、
め
で
た
く
首
里
、
小
禄
は

合
併
で
き
た
が
、
や
っ
か
い
な
こ
と
に
は
足

も
と
の
真
和
志
の
合
併
が
問
題
を
こ
じ
ら
せ



一
九
九

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
五
月

て
し
ま
っ
た
。

　

当
時
真
和
志
は
財
政
的
に
も
か
な
り
ゆ
と

り
を
も
ち
、
村
民
の
生
活
も
向
上
し
、
人
口

も
八
万
人
ち
か
く
ま
で
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い

た
。
だ
か
ら
何
も
今
さ
ら
那
覇
に
合
併
す
る

こ
と
は
な
い
と
い
っ
た
空
気
が
強
く
、
ま
た

感
情
的
な
反
対
論
も
で
た
。
「
合
併
シ
ー
ネ

ー
、
ナ
ー
ハ
ー
ン
チ
ュ
ン
カ
イ
ク
ン
ビ
ラ
リ

ン
。
イ
ャ
ー
ヤ
真
和
志
ウ
テ
イ
ク
ヮ
イ
ル
チ

ム
イ
」
と
や
っ
つ
け
ら
れ
た
り
し
た
。
し
か

し
合
併
が
住
民
の
幸
福
と
発
展
を
約
束
す
る

と
い
う
私
の
信
念
は
ゆ
る
が
な
か
っ
た
。

　

問
題
が
こ
じ
れ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な

っ
た
ら
行
政
訴
訟
を
お
こ
す
腹
ま
で
決
め
て

い
た
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で
問
題
を
、
や
わ

ら
か
く
ま
と
め
よ
う
と
努
力
、
五
十
回
余
も

部
落
懇
談
会
を
重
ね
、
名
を
捨
て
実
を
と
る

こ
と
を
説
き
続
け
て
、
や
っ
と
ド
ー
ナ
ツ
合

併
の
名
を
返
上
し
た
。
お
も
え
ば
那
覇
の
発

展
史
は
真
和
志
の
滅
亡
史
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

(

合
併
直
前
真
和
志
村
長)

　

バ
ス
創
設
の
立
役
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

儀
武　

息
睦

　

首
里
バ
ス
の
創
設
が
計
画
さ
れ
た
の
は
大

正
の
末
仲
吉
朝
助
市
長
の
と
き
だ
っ
た
。
貧

困
な
市
の
財
源
案
出
の
た
め
仲
吉
市
長
が
計

画
し
た
が
、
市
会
が
そ
れ
を
け
っ
て
し
ま
っ

た
。
市
内
に
千
五
百
人
の
人
力
車
夫
が
お
り
、

バ
ス
が
で
き
る
と
車
夫
が
失
業
す
る
と
い
う

ん
で
反
対
さ
れ
た
わ
け
だ
。
議
員
と
し
て

も
そ
れ
だ
け
票
数
が
へ
る
か
ら
わ
が
身
の

問
題
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
仲
吉
市
長

は
、〝
昔
大
殿
内
、
う
な
い
し
と
（
小
姑
）

う
ふ
さ
、
慣
れ
ぬ
花
嫁
や
、
胸
ど
や
ち
ゅ

る
〟
と
い
う
琉
歌
を
つ
く
っ
て
概
嘆
し
た

も
の
だ
。

　

昭
和
八
年
太
田
市
長
の
と
き
に
再
び
計
画

さ
れ
た
が
、
こ
ん
ど
は
逆
に
市
会
が
リ
ー
ド

し
て
い
っ
た
。
議
会
か
ら
七
人
、
市
公
民
か

ら
二
人
の
自
動
車
委
員
を
任
命
し
て
推
進
し

た
わ
け
だ
が
、
他
の
委
員
は
先
輩
や
長
老
た

ち
だ
っ
た
か
ら
、
一
番
若
い
私
と
真
栄
城
玄

明
君
二
人
が
中
心
に
な
っ
て
し
ご
と
を
す
す

め
て
い
っ
た
。

　

当
時
首
里
、
那
覇
間
は
新
垣
バ
ス
が
運
行

し
て
い
た
が
、
計
画
中
途
で
、
鉄
道
省
で
は

一
路
線
一
営
業
主
義
だ
と
い
う
情
報
が
あ
っ

て
一
頓
座
を
き
た
し
た
。
が
っ
か
り
し
て
い

る
と
こ
ろ
へ
、
私
と
玄
明
君
二
人
は
護
得
久

朝
章
さ
ん
に
よ
ば
れ
て
、
鉄
道
賠
償
法
案
と

い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
み
せ
ら
れ
た
。
こ
れ

は
必
ず
し
も
一
路
線
一
営
業
主
義
で
は
な
い

と
い
う
裏
づ
け
に
も
な
っ
て
、
勇
気
百
倍
、
計

画
を
続
け
て
、
市
会
を
満
場
一
致
で
通
過
し

た
。
工
業
学
校
で
実
現
促
進
の
市
民
大
会
を

開
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
と
き
は
約
二

万
の
市
民
が
集
ま
っ
て
気
勢
を
あ
げ
た
。
そ

の
こ
ろ
私
一
人
停
留
所
に
立
っ
て
い
る
と
新

垣
バ
ス
は
止
め
て
く
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
。

井
野
知
事
も
熱
心
で
わ
れ
わ
れ
を
激
励
し
て

く
れ
た
が
、
一
方
東
京
で
は
、
当
時
の
東
京

日
日
新
聞
記
者
を
し
て
い
た
仲
吉
良
光
氏
や

漢
那
憲
和
、
伊
礼
肇
氏
ら
、
ま
た
鉄
道
省
人

事
課
の
座
間
味
朝
安
さ
ん
ら
が
運
動
し
て
く

れ
て
漸
く
認
可
に
な
り
、
昭
和
十
年
一
月

二
十
七
日
か
ら
運
行
開
始
し
た
。

　

新
垣
バ
ス
と
の
競
争
だ
か
ら
、
自
動
車
委

員
の
わ
れ
わ
れ
は
、
毎
日
の
よ
う
に
各
町
を

ま
わ
っ
て
首
里
バ
ス
を
守
り
育
て
て
も
ら
う

よ
う
懇
談
し
た
。
お
か
げ
で
一
年
後
に
は
新

垣
バ
ス
を
八
万
四
千
円
で
買
収
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
新
し
い
バ
ス
一
台
四
千
五
百
円
と

い
う
時
代
で
あ
る
。

　

市
の
一
般
会
計
は
十
三
万
円
で
特
別
会
計

の
バ
ス
の
予
算
が
十
七
万
円
、
一
般
会
計
へ

二
万
四
千
円
も
く
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
そ
う
と
う
な
財
源
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
市
の
俸
給
遅
払
い
も
な
く
な
っ
た
。
私

が
こ
う
し
て
い
ま
も
っ
て
首
里
バ
ス
に
関
係

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
何
か
の
因
縁
だ

ろ
う
。
（
首
里
市
議
、
那
覇
市
議
二
十
七
年
）

　

弁
当
持
参
で
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

眞
栄
城　

玄
吉

　

那
覇
市
は
戦
後
の
急
速
な
復
興
発
展
に
伴

い
、
逐
次
首
里
、
小
禄
、
真
和
志
を
合
併
、

市
制
四
十
周
年
を
迎
え
た
今
日
で
は
人
口

二
十
二
万
余
に
膨
脹
、
戦
前
想
像
も
し
な
か

っ
た
ほ
ど
の
大
都
市
に
発
展
し
た
。

　

真
和
志
村
議
に
初
当
選
し
た
の
が
昭
和
三

年
、
三
十
三
歳
の
と
き
で
二
十
四
人
の
議
員

の
年
齢
序
列
か
ら
す
る
と
二
番
目
に
若
く
、

青
年
議
員
と
し
て
村
政
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

そ
れ
か
ら
連
続
四
期
、
今
次
大
戦
た
け
な
わ

の
昭
和
十
八
年
、
つ
ま
り
十
・
十
空
襲
前
年
ま

で
の
約
十
五
か
年
間
議
員
生
活
を
送
っ
た
。

現
在
で
は
議
員
報
酬
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

議
員
も
れ
っ
き
と
し
た
月
給
と
り
で
あ
る
が
、

わ
れ
わ
れ
の
時
代
は
弁
当
代
、
交
際
費
な
ど

す
べ
て
自
弁
で
、
議
会
開
会
中
は
〝
日
当
一

円
也
〟
を
支
給
さ
れ
、
弁
当
を
ぶ
ら
さ
げ
て

議
会
に
通
っ
た
も
の
だ
。

し
た
が
っ
て
数
年
議
員
を
勤
め
る
と
家
財
を

手
放
す
例
も
多
か
っ
た
。
戦
後
の
議
員
と
く

ら
べ
る
と
隔
世
の
感
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
の
頃
の
村
議
会
議
長
は
村
長
が
兼
任
し
て

い
た
関
係
も
あ
っ
て
当
局
派
、
反
当
局
派
の

対
立
が
あ
り
や
や
も
す
る
と
感
情
的
に
走
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
い
た
っ
て
の
ん
び
り
し
た

も
の
で
、
今
日
の
よ
う
な
政
党
的
な
激
し
い

対
立
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

議
員
任
期
中
に
手
が
け
た
主
な
仕
事
は
学

校
建
築
お
よ
び
施
設
の
整
備
、
道
路
工
事
な

ど
で
あ
る
が
、
貧
し
い
村
財
政
を
も
っ
て
こ

れ
ら
の
事
業
を
成
し
と
げ
た
裏
に
は
、
当
時

の
真
和
志
村
長
真
栄
城
守
行
氏
の
政
治
手
腕

が
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ



二
〇
〇

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
五
月

る
と
大
那
覇
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
〝
奇

跡
の
一
マ
イ
ル
〟
と
呼
ば
れ
る
国
際
通
り
を

つ
く
り
、
県
に
移
管
し
て
県
道
と
し
た
の
は

真
栄
城
村
長
で
あ
る
。
ま
た
当
時
県
立
二
中

の
約
百
坪
の
講
堂
を
二
千
円
で
払
い
下
げ
て

真
和
志
小
学
校
を
整
備
し
、
児
童
教
育
に
大

き
く
寄
与
し
た
こ
と
も
同
氏
の
功
績
と
し
て

特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
る
五
七
年
の
合
併

で
、
戦
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
真
和
志
が

那
覇
市
に
吸
収
さ
れ
た
が
、
中
心
部
の
急
速

な
都
市
化
に
と
り
残
さ
れ
て
、
周
辺
地
区
は

道
路
も
昔
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
那
覇
市

が
大
き
く
躍
進
す
る
た
め
に
は
周
辺
地
区
を

含
め
た
都
市
計
画
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

う
。　
　
　
　
　

（
真
和
志
村
議
二
十
年
）

　

識
者
ハ
ワ
イ
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
嶺　

兼
信

　

わ
し
ら
が
村
議
だ
っ
た
こ
ろ
の
話
と
い
っ

て
も
、
実
の
と
こ
ろ
い
う
こ
と
は
な
い
ね
。
あ

の
こ
ろ
は
村
議
と
い
っ
て
も
無
学
が
ほ
と
ん

ど
で
、
議
会
で
発
言
す
る
の
は
有
識
人
と
い

わ
れ
る
ほ
ん
の
三
、
四
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

わ
し
が
議
員
に
な
っ
た
の
は
大
正
九

年
、
三
十
三
歳
の
こ
ろ
、
ハ
ワ
イ
か
ら
帰
っ

て
き
た
の
で
、
ハ
ワ
イ
帰
り
は
〝
有
識
人
〟

だ
と
い
う
わ
け
で
字
の
先
輩
か
ら
担
ぎ
出
さ

れ
て
仕
方
な
く
な
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
よ
。

　

議
会
と
い
っ
て
も
あ
の
頃
は
村
長
が
議
長

を
つ
と
め
て
い
た
の
で
い
ま
の
議
会
と
は
ま

る
っ
き
り
違
う
。
審
議
も
低
調
で
コ
ト
が
あ

る
と
議
長
の
村
長
が
〝
再
議
に
付
し
ま
す
〟

と
い
っ
た
調
子
で
堂
々
め
ぐ
り
だ
っ
た
。
面

白
い
こ
と
と
い
え
ば
、
小
禄
村
が
不
作
、
不

景
気
に
見
舞
わ
れ
た
こ
ろ
議
会
で
減
税
、
減

俸
問
題
が
お
き
た
。
村
議
の
歳
費
と
い
う
の

は
わ
ず
か
な
も
の
だ
っ
た
の
で
そ
れ
を
全
部

な
く
し
、
吏
員
も
大
幅
に
減
俸
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
議
会
で
決
議
の
段
取
り
に
な
っ
た
。

た
し
か
村
長
と
助
役
、
収
入
役
は
そ
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の
減
俸

問
題
を
き
い
た
吏
員
が
あ
わ
て
て
会
議
を
開

き
、
村
長
に
減
俸
の
握
り
つ
ぶ
し
を
陳
情
し

た
。
村
長
は
約
束
は
し
た
も
の
の
議
会
の
大

勢
に
か
な
わ
ず
〝
わ
た
し
は
決
議
し
て
も
再

議
に
付
し
ま
す
よ
〟と
議
長
席
か
ら
発
言
、け

っ
き
ょ
く
再
議
に
な
っ
て
モ
タ
つ
い
た
こ
と

が
あ
る
。
し
か
し
ほ
ん
と
う
は
村
長
が

〝
吏
員
と
減
俸
問
題
の
握
り
つ
ぶ
し
を
約
束

し
た
の
で
顔
を
立
て
て
く
れ
〟
と
い
う
こ
と

で
再
議
に
な
っ
た
も
の
だ
よ
。

　

ま
た
大
正
十
一
、
二
年
の
こ
ろ
小
禄
村
の

那
覇
市
編
入
が
議
会
で
話
題
に
上
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
を
き
い
た
と
き
の
早
川
知
事

が
反
対
、
内
務
部
長
に
全
村
議
が
呼
ば
れ
て

説
得
さ
れ
、
議
案
に
上
ら
な
い
ま
ま
那
覇
市

編
入
は
ほ
う
む
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か

し
現
在
の
那
覇
市
を
夢
見
た
者
は
ひ
と
り
も

い
な
か
っ
た
。　
　

（
小
禄
村
議
十
六
年
）

　

宝
の
山
チ
リ
捨
て
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
嶺　

秋
夫

　

小
禄
村
は
那
覇
市
と
の
合
併
で
消
え
て
し

ま
っ
た
が
、
戦
前
は
純
農
村
と
し
て
、
豊
か
な

生
産
地
だ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
戦
争
で
、
み

る
カ
ゲ
も
な
い
。
広
い
農
耕
地
は
軍
用
地
に

接
収
さ
れ
た
。
い
ま
は
面
積
の
七
六
％
が
軍

用
地
。
せ
ま
い
土
地
に
、
き
ゅ
う
屈
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
。
私
は
戦
後
小
禄
村
の
建
設

途
上
に
あ
っ
た
と
き
、
村
長
だ
っ
た
。
な
に

し
ろ
生
産
手
段
も
な
い
の
だ
か
ら
、
村
財
政

の
や
り
く
り
は
、
ソ
ロ
バ
ン
通
り
に
は
い
か

な
い
。
ま
ず
村
民
の
所
得
倍
増
を
図
ろ
う
と
、

小
禄
地
区
の
各
部
隊
に
お
百
度
ふ
ん
で
、
村

民
の
仕
事
捜
し
に
か
け
め
ぐ
っ
た
。

　

そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
部
隊
の
不
用
品
を
払

い
下
げ
て
も
ら
っ
た
り
、
チ
リ
す
て
場
の
管

理
権
を
手
に
入
れ
た
り
し
た
。
い
ま
で
こ
そ

チ
リ
す
て
場
と
い
え
ば
、
き
こ
え
は
悪
い

が
、ひ
と
む
か
し
ま
え
は
、
宝
庫
だ
っ
た
。
こ

の
チ
リ
す
て
場
で
、
し
こ
た
ま
も
う
け
、
村

庁
舎
を
建
て
た
。
村
民
か
ら
は
一
銭
も
徴
収

し
な
か
っ
た
。

　

ま
た
土
地
が
せ
ま
い
の
で
、
と
か
く
地
元

民
と
寄
留
民
は
し
っ
く
り
し
な
い
。
こ
れ
を

な
ん
と
か
解
決
し
よ
う
と
、
新
部
落
建
設
に

目
を
つ
け
た
。
四
万
坪
の
田
畑
を
埋
め
る
の

に
軍
は
三
台
の
ブ
ル
を
く
り
出
し
、
三
か
月

も
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
い
ま
で
は

立
派
な
部
落
に
な
っ
て
い
る
。

　

自
慢
話
と
は
恥
ず
か
し
い
次
第
だ
が
、
村

内
の
道
路
補
舗
装
や
排
水
路
溝
な
ど
も
思
い

出
ぶ
か
い
。
軍
の
移
住
資
金
で
つ
く
っ
た
新

町
の
建
設
な
ど
、
私
の
時
代
は
、
建
設
期

で
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
が
い
も
あ
っ
た
。
軍

用
地
も
現
地
軍
と
折
衝
を
重
ね
て
、
一
〇
％

ほ
ど
ち
ぢ
め
た
。

村
長
の
イ
ス
は
や
れ
ば
結
果
は
す
ぐ
あ
ら
わ

れ
る
の
で
、
楽
し
い
。
ま
た
村
長
を
や
っ
て

み
た
い
も
ん
だ
。 

(

合
併
直
前
小
禄
村
長)

　

性
に
合
わ
ぬ
村
長
職

　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
城　

和
信

　

四
、
五
日
前
、
お
ま
え
を
表
彰
す
る
こ
と
に

な
っ
た
か
ら
出
て
く
る
よ
う
に―

と
い
う
案

内
状
を
市
当
局
か
ら
う
け
て
、
い
っ
た
い
ど

う
い
う
つ
も
り
で
、
こ
の
私
を
表
彰
し
て
下

さ
る
の
か
、
ち
ょ
っ
と
迷
っ
て
い
た
。

〝
ノ
ド
も
と
す
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
〟の
た
と

え
通
り
過
去
に
お
い
て
こ
れ
と
い
っ
た
し
ご

と
を
し
た
覚
え
も
な
い
ん
だ
。　

　

戦
前
は
、
教
育
界
に
あ
っ
た
。
終
戦
と
同

時
に
ど
さ
く
さ
時
代
の
任
命
村
長
と
し
て
四

年
間
真
和
志
村
で
村
政
に
た
ず
さ
わ
っ
た
が

ね
、
村
長
職
な
ん
か
も
と
も
と
私
の
性
に
合

う
も
ん
じ
ゃ
な
い
の
で
、
そ
れ
っ
き
り
や
め

ち
ゃ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
労
働
委
員
長
や
教

育
委
員
長
を
や
り
、
五
四
年
に
い
っ
さ
い
の

職
を
辞
し
て
沖
縄
遺
族
連
合
会
事
務
局
長
に



二
〇
一

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
六
月

な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

い
と
し
い
教
え
子
た
ち
を
沖
縄
戦
で
散
ら

し
た
悲
し
み
、
祖
国
の
た
め
に
死
ん
で
い
っ

た
学
徒
や
同
僚
の
教
員
た
ち
を
、
た
だ
の
犬

死
に
に
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
、

私
を
遺
族
連
合
会
と
い
う
し
ご
と
に
傾
け
さ

せ
た
き
っ
か
け
だ
。

　

本
土
政
府
は
、
祖
国
防
衛
の
た
め
に
散
っ

た
学
徒
た
ち
の
戦
死
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
死

ん
だ
小
学
校
の
教
員
を
殉
死
だ
と
は
認
め
な

い
な
ど
デ
タ
ラ
メ
い
う
し
ね
、
こ
れ
で
は
い

け
な
い
と
頑
張
っ
た
ん
だ
。
そ
の
ほ
か
、
防

衛
隊
、
一
般
戦
闘
協
力
者
、
青
年
学
校
生
徒

な
ど
や
遺
族
に
対
す
る
見
舞
い
金
、
戦
死
者

補
償
問
題
に
解
決
の
目
途
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
だ
が
見
舞
い
金
制
度
の
場
合
な

ど
、
決
し
て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
い
。こ

ん
ご
に
残
さ
れ
た
問
題
だ
。
さ
ら
に
南
洋
方

面
の
沖
縄
関
係
戦
没
者
の
実
情
も
調
査
し
て

こ
の
面
の
解
決
も
急
が
ね
ば
相
す
ま
ん
。
複

雑
な
問
題
は
む
し
ろ
こ
ん
ご
に
取
り
残
さ
れ

て
い
る
ん
だ
。

　

そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
み
霊
は
永

遠
に
や
す
ま
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
犬
死
に

に
ひ
と
し
か
ろ
う
。

　

そ
う
、
私
が
こ
う
し
て
や
っ
て
い
る
し
ご

と
に
よ
っ
て
少
し
で
も
遺
族
の
方
々
が
心
や

す
ま
る
も
の
を
感
じ
て
く
れ
る
の
が
、
私
に

と
っ
て
こ
の
上
な
い
生
き
が
い
と
思
っ
て
い

る
ん
だ
。
遺
族
の
方
々
が
泣
い
て
い
る
の
を

見
る
と
私
ま
で
悲
し
い
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
戦
後
真
和
志
村
長
）

　

友
情
に
ひ
か
さ
れ
て　
　

　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

崎
浜　

秀
主

　

初
代
市
長
の
当
間
重
慎
君
と
は
早
稲
田
大

学
時
代
の
同
級
生
で
、
お
た
が
い
に
学
部
は

違
う
が
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
た
仲
だ
っ
た
。

卒
業
し
て
帰
っ
た
ら
那
覇
の
発
展
の
た
め
に

つ
く
そ
う
と
、
二
人
と
も
話
し
合
っ
た
も
の

だ
。

　

当
間
君
は
那
覇
商
業
銀
行
専
務
に
な
り
、

わ
た
し
は
九
年
間
師
範
学
校
の
教
師
を
し
て

い
た
。

　

明
治
四
十
四
年
、
当
間
君
が
「
ぼ
く
は
那

覇
区
長
に
就
任
す
る
か
ら
、
か
わ
り
に
商
業

銀
行
に
き
て
く
れ
な
い
か
」
と
さ
そ
い
に
き

た
。
一
度
は
こ
と
わ
っ
た
が
、
同
君
を
区
長

に
す
る
た
め
に
わ
た
し
は
教
育
界
を
は
な
れ

銀
行
入
り
、
そ
の
か
た
わ
ら
区
会
議
員
に
な

っ
た
。

　

大
正
二
年
ご
ろ
当
間
君
と
東
京
に
那
覇
区

の
市
へ
の
昇
格
を
陳
情
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
、
そ
の
お
り
新
し
く
赴
任
す
る
高
橋
知
事

の
激
励
会
が
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
会
費

は
各
自
も
ち
よ
り
だ
っ
た
が
、
こ
の
会
の
残

金
が
九
十
一
銭
あ
っ
た
。
九
十
一
は
九
死
一

生
と
あ
い
つ
う
じ
縁
起
が
い
い
と
い
う
の
で
、

那
覇
に
帰
っ
た
ら
九
一
会
を
つ
く
り
那
覇
の

発
展
の
た
め
に
つ
く
そ
う
と
話
し
合
っ
た
も

の
だ
。
大
正
十
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
の

で
、
わ
た
し
た
ち
が
最
後
の
区
会
議
員
だ
。

当
間
君
も
死
ん
だ
し
、
当
時
の
区
会
議
員
も

二
十
五
、
六
人
の
う
ち
二
人
し
か
、
現
在
で
は

生
存
し
て
い
な
い
の
で
、
当
時
が
な
つ
か
し

い
。　
　
　
　
　

（
市
制
実
現
に
努
力
）

那
覇
市
議
会
あ
す
開
く
／
焦
点

は
予
算
案
の
審
議
／
選
挙
と

か
ら
み
波
乱
含
み

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
６
・
５
〕

那
覇
市
の
第
四
十
四
回
定
例
議
会
が
あ
す

六
日
か
ら
開
か
れ
る
。
現
議
員
任
期
最
後

の
議
会
で
あ
る
が
、
六
月
は
新
年
度
予

算
案
を
審
議
す
る
魔
の
議
会
と
も
呼
ば
れ
、

波
乱
は
つ
き
も
の
。
そ
れ
に
七
月
選
挙
を

間
近
か
に
ひ
か
え
、
議
会
一
部
に
は
暫
定

予
算
を
組
み
、
本
審
議
は
新
議
員
に
一
任

し
よ
う
と
い
う
声
も
あ
っ
て
、
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
ん
ど
の
議
会
に
提
出
さ
れ
る
議
案
は
、

新
年
度
予
算
案
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
の
市

債
案
、
財
産
の
売
却
処
分
な
ど
二
十
一
案
件

と
な
っ
て
い
る
。

　

つ
ぎ
は
お
も
な
議
案
と
提
案
理
由
。

▽
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
に
伴
う
立
退
き
補
償

費
に
充
当
す
る
た
め
八
万
一
千
㌦
以
内
市
債

す
る
案

　

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
は
民
政
府
か
ら

二
十
三
万
㌦
、
琉
球
政
府
の
八
万
㌦
の
補
助

金
で
、
き
た
る
八
月
か
ら
工
事
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
立
退
き
補
償
費
は

市
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
費

用
は
約
八
万
㌦
を
要
す
る
。

▽
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て　

治
水
対
策

の
河
川
工
事 

費
に
充
て
る
た
め
、
崇
元
寺

町
一
丁
目
地
先
埋
め
立
て
地
七
百
七
十
三
坪

（
区
画
整
理
地
域
崇
元
寺
工
事
区
ブ
ロ
ッ
ク

番
号
五
九
、
換
地
予
定
地
積
）
を
売
却
す

る
。
随
意
契
約
。

▽
国
場
川
埋
事
業
債
（
第
一
次
）
の
償
還
費

に
充
て
る
た
め
、
字
古
波
蔵
地
先
埋
め
立
て

地
七
千
二
百
四
十
二
坪
四
五
を
、
随
意
契
約

か
公
入
札
に
売
却
す
る
。

▽
那
覇
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る

　

新
年
度
か
ら
職
員
の
給
料
を
一
律
三
㌦

（
月
額
）
を
増
額
す
る
た
め
の
案
。

▽
一
部
字
の
区
域
変
更　

①
字
安
謝
地
先
公

有
水
面
埋
立
地
二
千
百
四
十
二
・
一
七
平
方

㍍
、
編
入
す
る
字
は
安
謝
義
理
地
原
、
②
安

謝
山
後
原
六
六
四
番
地
地
先
公
有
水
面
埋
立

地
七
千
五
百
七
十
・
八
九
平
方
㍍
、
編
入
字

安
謝
山
後
原
。
③
安
謝
二
百
六
十
一
番
地
地

先
公
有
水
面
埋
立
地
、
九
百
九
十
一
・
七
三

平
方
㍍
、
編
入
字
安
謝
義
理
地
原
。
④
字
天

久
樋
川
原
百
二
十
番
地
地
先
公
有
水
面
埋
立



二
〇
二

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
六
月

地
、
千
九
百
八
十
三
・
二
六
平
方
㍍
。
⑤
国

場
川
公
有
水
面
埋
立
地
九
万
六
千
六
百
三
十

四
・
八
五
平
方
㍍
、
編
入
字
古
波
蔵
長
作
原
。

こ
れ
ら
の
土
地
は
公
有
水
面
埋
立
地
で
、

市
町
村
自
治
法
第
三
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
行
政
主
席
の
告
示
が
な
さ
れ
、
那

覇
市
の
行
政
区
域
に
編
入
処
分
さ
れ
て

い
る
が
、
同
法
第
六
条
の
三
第
一
項
の
字

の
区
域
変
更
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が

あ
る
。

土
木
費
、
事
業
費
の
八
割
／
予
算
総
額

は
二
百
七
十
九
万
㌦

　

六
二
年
度
の
予
算
総
額
は
二
百
七
十
九
万

三
千
㌦
で
、
現
年
度
の
二
百
二
十
四
万
四
千

㌦
に
く
ら
べ
五
十
六
万
八
千
㌦
の
増
と
な
っ

て
い
る
。
お
も
な
内
訳
は
つ
ぎ
の
通
り
。

市
税
総
額
は
、
普
通
税
の
徴
収
率
を
従
来
の

八
三
㌫
か
ら
八
五
㌫
に
あ
げ
う
る
も
の
と
み

て
八
十
一
万
八
千
二
百
二
十
七
㌦
の
計
上
、

現
年
度
よ
り
十
六
万
二
千
四
百
三
十
九
㌦
の

増
。
▽
自
己
財
源
は
総
額
百
六
十
六
万
四
千

二
百
三
㌦
、
予
算
総
額
の
五
九
・
六
㌫
で
あ

る
。
▽
依
存
財
源
の
総
額
は
、
百
十
二
万
九

千
二
十
五
㌦
（
四
〇
・
四
㌫
）

▽
人
件
費
七
十
四
万
七
千
四
百
三
十
五
㌦

（
二
六
・
八
㌫
）

▽
事
業
費
総
額―

百
四
十
八
万
四
千
百
四
十

五
㌦
（
五
三
・
一
㌫
）
土
木
費
百
二
十
万
五

千
六
百
七
十
六
㌦
（
現
年
度
に
く
ら
べ
四
十

七
万
六
千
七
百
九
十
㌦
の
増
）
で
事
業
費
の

八
割
は
土
木
費
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
都
計
事
業
費
四
万
四
千
百
九
十
三
㌦
（
六

万
二
千
㌦
の
減
）
港
湾
施
設
費
二
万
五
千
五

百
㌦
（
八
千
九
百
㌦
の
減
）
社
会
関
係
事
業

費
四
万
一
千
七
百
㌦
（
十
七
万
一
千
五
百
㌦

の
減
）
労
働
関
係
事
業
費
四
万
三
千
五
百
㌦

（
二
千
㌦
の
増
）
、
衛
生
関
係
事
業
三
万
七
千

㌦
（
二
百
㌦
の
減
）
産
業
関
係
事
業
六
万
七

千
七
百
㌦
（
五
百
六
十
二
㌦
の
増
）
。

▽
泊―

安
謝
間
公
有
水
面
埋
め
立
て
事
業
費

に
充
当
す
る
た
め
五
十
八
万
ド
ル
の
市
債
案

　

泊―

安
謝
間
公
有
水
面
埋
め
立
て
計
画
は
、

国
場
川―
旭
町
の
埋
め
立
て
に
ひ
き
つ
づ
き

衛
生
セ
ン
タ
ー
敷
地
、
工
業
地
域
お
よ
び
宅

地
造
成
を
目
的
と
し
て
泊
港
北
側
よ
り
安
謝

港
に
い
た
る
公
有
水
面
で
、
埋
め
立
て
総
面

積
は
一
八
五
、
八
二
二
平
方
㍍
の
大
が
か
り

な
計
画
。
都
市
計
画
に
も
と
づ
く
事
業
で
も

あ
り
、
土
地
の
狭
隘
に
あ
る
那
覇
市
で
は
宅

地
難
の
た
め
衣
、
食
の
問
題
に
比
べ
住
宅
事

情
が
悪
く
、
こ
れ
ら
の
解
決
は
急
を
要
す

る
。
ま
た
、
懸
案
の
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
も
こ
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
土
地

の
一
部
を
あ
て
る
計
画
で
あ
り
、
衛
生
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
れ
ば
、
保
健
衛
生
面
も
整
備

で
き
る
。

な
お
、
埋
め
立
て
概
要
は
▽
埋
め
立
て
総
面

積
一
八
五
、
八
二
二
平
方
㍍
（
五
六
、
二
一

一
坪
）
、
▽
道
路
面
積
三
一
、
四
〇
四
平
方
㍍

（
九
、
五
〇
〇
坪
）
、
▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
敷
地

一
七
、
三
二
七
平
方
㍍
（
五
、
二
四
一
坪
）
、

▽
売
却
可
能
面
積
一
三
七
、
〇
九
一
平
方
㍍

（
四
一
、
四
七
〇
坪
）

那
覇
市
会
／
水
道
施
設
を
完
備

／
兼
次
市
長
、
施
政
方
針
を

発
表〔

沖
タ
・
夕　

１
９
６
１
・
６
・
６
〕

那
覇
市
の
第
四
十
四
回
定
例
議
会
は
六
日

あ
さ
十
一
時
か
ら
開
か
れ
、
ま
ず
会
期

を
二
十
四
日
ま
で
の
十
九
日
間
に
き
め
た

あ
と
、
兼
次
市
長
が
約
二
十
分
、
六
二
年

度
の
施
政
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の

後
、
新
年
度
予
算
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事

の
市
債
、
財
産
売
却
処
分
な
ど
二
十
一
議

案
が
提
案
さ
れ
、
当
局
か
ら
の
議
案
説
明

が
あ
っ
て
初
日
の
日
程
を
終
え
た
。
つ
ぎ

は
六
二
年
度
の
施
政
方
針
の
要
旨
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
と
し
て

は
、
那
覇
市
の
復
興
状
況
と
財
政
事
情
を
検

討
し
た
結
果
、
一
九
六
〇
年
度
お
よ
び
六
一

年
度
に
お
け
る
予
算
編
成
当
初
と
同
様
に
自

己
財
源
で
比
較
的
安
易
な
事
業
を
行
な
う
。

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
工
事
な
ど
の
よ
う

な
都
市
計
画
事
業
に
属
す
る
も
の
は
軍
民
両

政
府
の
補
助
金
を
も
っ
て
こ
の
財
源
に
あ
て

る
。
埋
め
た
て
、
水
道
事
業
は
起
債
に
よ
っ

て
行
な
う
。

　

市
民
の
和
を
も
っ
て
理
想
都
市
を
建
設
す

る
に
は
一
党
一
派
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
あ

く
ま
で
超
党
派
の
立
場
に
お
い
て
、
不
偏
不

党
か
つ
公
正
な
自
治
運
営
を
行
な
う
。

①
市
債
と
軍
民
両
政
府
の
補
助
金
で
公
有

水
面
を
埋
め
立
て
企
業
を
誘
致
し
、
生
産

工
業
の
発
達
を
は
か
る
と
と
も
に
就
労
難

の
緩
和
と
学
校
の
敷
地
問
題
を
解
決
す
る
。

②
水
道
施
設
を
完
備
し
、
人
間
生
活
に
も

っ
と
も
必
要
な
飲
料
水
、
工
業
用
水
を
豊

か
に
す
る
。
③
市
営
住
宅
を
建
設
し
て
市

民
の
住
宅
難
を
解
消
す
る
。
④
公
園
を
建

設
し
て
文
化
的
、
健
康
的
な
大
那
覇
市
を

建
設
す
る
。
⑤
区
画
整
理
事
業
区
域
を
逐

次
ひ
ろ
げ
て
整
然
と
し
た
美
し
い
都
市
を

つ
く
る
。
⑥
農
業
、
水
産
施
設
を
逐
次
完

備
し
て
農
業
、
水
産
業
の
進
展
を
は
か
り
、

当
事
者
の
福
祉
を
増
進
す
る
。

⑦
那
覇
商
工
会
議
所
の
育
成
、
琉
球
商
議

所
と
青
年
商
議
所
と
の
連
係
を
密
に
し
て

商
工
観
光
業
の
発
展
を
は
か
る
。
⑧
じ
ん

か
い
の
処
理
、
公
衆
便
所
の
増
設
、
街
路
、

公
園
の
植
樹
を
実
施
し
て
美
し
い
住
み
よ

い
清
ら
か
な
都
市
を
つ
く
る
。

二
日
目
は
、
九
日
朝
十
時
か
ら
本
会
議
を
開

き
、
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑
を
行

な
う
。
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那
覇
市
議
選
は
、き
ょ
う
告
示
さ
れ
る
。
そ

れ
か
ら
四
十
五
日
以
後
の
七
月
二
十
三
日
に

選
挙
が
行
な
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、
す
で
に
七

十
人
余
が
立
候
補
を
決
意
し
て
い
る
と
い
わ

れ
、
定
数
三
十
人
に
対
し
二
倍
以
上
、
選
挙

運
動
は
激
し
く
な
る
予
想
で
あ
る
▼
真
和
志

が
合
併
し
、
十
五
人
が
追
加
さ
れ
て
、
現
在

四
十
五
人
の
議
員
数
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
が
三
十
人
に
逆
戻
り
す
る
の
だ
か
ら
、
候

補
者
と
し
て
は
、
大
い
に
つ
ら
い
と
こ
ろ
だ
。

そ
れ
に
地
域
も
広
く
、
有
権
者
数
に
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
に
、
あ
ま
り
例
の
な
い
大
き
な
選

挙
戦
と
い
う
こ
と
に
な
る
▼
那
覇
市
の
有
権

者
約
十
一
万
八
千
人
、
そ
の
後
の
補
充
を
加

え
る
と
十
二
万
人
以
上
に
な
る
予
想
だ
。
選

挙
費
用
は
有
権
者
一
人
に
つ
き
五
円
、
そ
れ

を
定
数
三
十
で
割
っ
た
も
の
だ
が
、
だ
い
た

い
百
六
十
㌦
と
な
る
。
こ
れ
だ
け
で
二
十
日

間
、
選
挙
運
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

こ
れ
も
候
補
者
に
と
っ
て
は
つ
ら
い
▼
市
町

村
長
、
議
員
の
選
挙
は
立
法
院
議
員
と
ち
が

い
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
制
限
が
な

い
。と
く
に
那
覇
市
議
選
は
、
言
論
戦
や
文
書

戦
が
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
モ
グ
リ

を
特
色
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
連
呼
が
禁
止

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
車
借
り
切
り
で
、
朝

か
ら
晩
ま
で
が
な
り
た
て
る
。
百
五
、
六
十

㌦
は
車
賃
で
ふ
っ
と
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
▼

運
動
期
間
は
二
十
日
間
だ
が
、
告
示
か
ら
投

票
ま
で
四
十
五
日
も
あ
る
。
実
際
問
題
と

し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
候
補
者
が
、
四
十
五
日

に
運
動
を
拡
大
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
金
も

つ
か
う
。
法
定
選
挙
費
用
を
オ
ー
バ
ー
す

る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
黙
認
さ
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
お
か
し
な
話
で
あ
る
▼
運
動
期
間

に
も
問
題
が
あ
る
。
二
十
日
間
は
適
切
だ
と

し
て
も
、
投
票
日
ま
で
そ
れ
に
ふ
く
ま
れ
て

い
る
。
運
動
員
が
投
票
場
の
近
く
で
候
補
者

の
名
刺
を
配
る
。
そ
れ
が
効
果
あ
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
が
、
有
権
者
に
と
っ
て
は
一
種

の
圧
迫
で
あ
る
。
投
票
日
だ
け
は
、
何
ら
の

気
が
ね
も
な
く
投
票
し
た
い
も
の
だ
▼
こ
ん

ど
の
市
議
選
挙
は
、
市
長
選
挙
と
も
か
ら
ん

で
い
る
の
で
、
政
党
の
介
入
も
予
想
さ
れ
、
複

雑
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
い
わ
ば
市
長
選
の

前
衛
戦
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
、
有
権
者

と
し
て
は
、
自
覚
あ
る
一
票
を
投
じ
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
に
選
挙
法
は
布
令
だ
。
投
票

日
の
運
動
禁
止
な
ど
、
円
の
ド
ル
表
示
と
と

も
に
、
改
正
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

政
府
の
手
で
ガ
ー
ブ
川
改
修
／

副
主
席
、
手
違
い
わ
び
る
／

那
覇
市
長
、
議
会
代
表
が
会

見〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
６
・
10
〕

九
日
午
前
十
一
時
か
ら
開
会
し
た
那
覇
市

本
会
議
は
、
午
前
に
ひ
き
つ
づ
き
午
後
一

時
半
か
ら
再
開
さ
れ
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
工

事
を
め
ぐ
っ
て
政
府
直
営
で
施
工
す
る

か
、
あ
る
い
は
那
覇
市
が
施
工
す
る
の
か

で
ひ
と
も
め
し
た
が
、
結
局
兼
次
市
長
お

よ
び
議
会
代
表
ら
が
行
政
府
で
瀬
長
副

主
席
と
会
い
、
政
府
の
見
解
を
質
し
た
と

こ
ろ
政
府
が
施
工
す
る
こ
と
に
確
定
し

た
。
し
た
が
っ
て
那
覇
市
の
新
年
度
予
算

案
に
計
上
さ
れ
て
い
る
ガ
ー
ブ
川
補
修

工
事
の
う
ち
民
政
府
補
助
金
二
十
三
万

㌦
、
政
府
補
助
金
八
万
㌦
、
計
三
十
一
万

㌦
の
予
算
額
は
削
減
さ
れ
る
こ
と
は
確

定
的
と
な
っ
た
。

九
日
午
後
一
時
半
か
ら
再
開
し
た
那
覇
市
本

会
議
で
は
新
垣
議
員
か
ら
「
ガ
ー
ブ
川
工
事

は
政
府
が
や
る
の
か
、
那
覇
市
が
や
る
か
を

た
し
か
め
る
こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
る
」
の

緊
急
動
議
が
提
案
さ
れ
、
つ
づ
い
て
比
嘉
朝

四
郎
議
員
も
「
工
事
施
工
者
が
は
っ
き
り
し

な
く
て
は
予
算
審
議
は
で
き
な
い
。
直
ち
に

政
府
の
態
度
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
議
会

代
表
と
政
府
首
脳
と
会
見
す
る
こ
と
を
決
め
、

あ
っ
け
な
く
散
会
し
た
。

議
会
の
議
決
に
し
た
が
い
同
日
午
後
二
時

過
ぎ
か
ら
渡
口
副
議
長
、
大
山
総
務
委
員

長
、
新
垣
建
設
委
員
長
、
同
石
原
副
委
員

長
、
平
良
経
済
民
生
委
員
長
ら
の
議
会
代

表
が
瀬
長
副
主
席
と
約
二
十
分
に
わ
た
っ

て
会
見
、
ガ
ー
ブ
川
の
工
事
施
工
に
つ
い

て
懇
談
し
た
。

席
上
瀬
長
副
主
席
は
「
ア
メ
リ
カ
議
会
で
割

り
当
て
た
資
金
は
政
府
の
直
接
事
業
に
し
か

使
用
で
き
な
い
。
こ
れ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
政
府

の
財
政
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ー
ブ
川

工
事
だ
け
で
な
く
ほ
か
の
農
道
な
ど
の
工
事

も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二
十
三
万
㌦

の
補
助
金
も
那
覇
市
に
対
す
る
も
の
で
は
な

く
政
府
を
通
じ
て
ガ
ー
ブ
川
工
事
に
使
用
せ

よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
気
づ
か
ず

に
政
府
予
算
の
工
交
局
関
係
で
那
覇
市
に
対

す
る
補
助
金
と
し
て
二
十
三
万
㌦
計
上
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
の
で
訂
正

し
た
い
。
十
日
中
に
正
式
文
書
で
そ
の
む
ね

を
立
法
院
お
よ
び
那
覇
市
に
通
達
し
お
わ
び

し
た
い
」
と
見
解
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

つ
づ
い
て
瀬
長
副
主
席
は
「
政
府
の
失
態
で

那
覇
市
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
わ
び
る
と

共
に
、
那
覇
市
の
予
算
案
を
修
正
す
る
よ
う
」

要
望
し
た
。
ま
た
副
主
席
は
議
会
代
表
の
質

問
に
対
し
「
工
事
は
政
府
直
営
で
実
施
す
る
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が
、
那
覇
市
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
施
工
し

た
い
。
補
助
金
は
九
月
ご
ろ
ワ
シ
ン
ト
ン
で

可
決
さ
れ
、
十
月
ご
ろ
通
達
さ
れ
る
と
思
う
、

し
た
が
っ
て
工
事
は
そ
れ
以
後
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
語
っ
た
。

　

瀬
長
副
主
席
の
話　

政
府
直
営
で
や
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
気
づ
か
ず

那
覇
市
へ
の
補
助
金
と
し
て
計
上
し
た
こ
と

は
政
府
の
失
態
で
あ
っ
た
。
那
覇
市
も
事
情

を
了
解
し
て
も
ら
い
予
算
を
修
正
す
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
、
政
府
と
し
て
も
十
日
に
立

法
院
お
よ
び
那
覇
市
に
対
し
正
式
文
書
で
通

達
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
目
的
は
ガ
ー
ブ

川
改
修
工
事
で
あ
る
の
で
那
覇
市
の
絶
大
な

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
二
十
三
万
㌦
の
民

政
府
補
助
金
に
は
工
事
に
と
も
な
う
立
退
き

補
償
は
ふ
く
ま
れ
て
な
い
の
で
、
補
償
費
は

那
覇
市
の
方
で
十
分
に
予
算
化
し
て
も
ら
い

た
い
。
こ
の
こ
と
は
兼
次
市
長
も
了
解
し
て

い
る
の
で
議
会
も
協
力
し
て
ほ
し
い
。

　

兼
次
市
長
の
話　

政
府
予
算
に
は
那
覇
市

に
二
十
三
万
㌦
の
補
助
金
と
計
上
し
て
あ
る

の
で
那
覇
市
と
し
て
も
当
然
受
け
入
れ
態
勢

と
し
て
予
算
計
上
し
て
あ
る
と
話
し
た
ら
非

常
に
わ
び
て
い
た
。
こ
れ
は
大
き
な
政
府
の

失
態
で
あ
る
が
要
す
る
に
早
急
に
工
事
を
行

な
う
と
い
う
の
が
大
事
で
あ
り
、
政
府
が
施

工
す
る
か
ら
と
い
っ
て
何
も
反
対
す
べ
き
で

は
な
い
。
那
覇
市
で
は
九
月
ご
ろ
か
ら
着
手

す
る
準
備
を
す
す
め
て
い
る
の
で
政
府
も
そ

の
線
に
そ
っ
て
早
急
に
実
施
し
て
も
ら
い
た

い
。
立
退
き
補
償
は
ほ
ん
と
か
ら
い
う
と
那

覇
市
が
や
る
べ
き
性
質
で
は
な
い
が
、
那
覇

市
も
政
府
も
一
体
と
な
っ
て
協
力
す
る
と
い

う
意
味
か
ら
那
覇
市
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

立
ち
の
き
補
償
費
を
負
担
／
那

覇
市
議
会
／
ガ
ー
ブ
川
改
修

で
論
戦

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
１
・
６
・
10
〕

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
十
日
午
前
十
時

四
十
分
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
前
日
に

ひ
き
つ
づ
き
兼
次
市
長
の
施
政
方
針
に
対

す
る
一
般
質
問
を
続
行
し
た
。
ま
ず
新
垣

議
員
か
ら
「
ガ
ー
ブ
川
工
事
は
政
府
直
営

で
施
工
す
る
」
と
い
う
九
日
の
瀬
長
副
主

席
と
の
会
見
内
容
を
報
告
し
た
あ
と
質
疑

に
は
い
っ
た
。
午
前
中
は
も
っ
ぱ
ら
ガ
ー

ブ
川
工
事
問
題
に
集
中
し
た
が
、
新
垣
議

員
か
ら
「
政
府
の
直
営
工
事
で
那
覇
市
の

予
算
は
大
幅
に
編
成
替
え
す
べ
き
で
あ
り
、

市
長
は
ど
の
よ
う
な
見
解
で
あ
る
か
」
と

質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
兼
次
市
長
は

「
政
府
の
予
算
編
成
の
ミ
ス
で
不
本
意
な

が
ら
予
算
の
編
成
替
え
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
答
弁
し
た
。

つ
づ
い
て
瀬
名
波
議
員
か
ら
「
ガ
ー
ブ
川
立

退
き
補
償
八
万
千
㌦
は
当
然
政
府
が
責
任
を

も
つ
べ
き
で
あ
る
」
と
追
及
し
た
の
に
対
し

市
長
は
「
同
感
で
あ
る
が
、
那
覇
市
が
立
退

き
補
償
を
負
担
し
な
い
と
工
事
は
お
流
れ
に

な
る
。
政
府
は
那
覇
市
が
補
償
し
な
い
と
工

事
は
で
き
な
い
と
明
言
し
て
い
る
の
で
、
止

む
な
く
那
覇
市
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
現
状
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

そ
の
あ
と
瀬
長
議
員
か
ら
「
ガ
ー
ブ
川
改

修
工
事
に
と
も
な
う
立
退
き
補
償
八
万
余

㌦
は
政
府
で
負
担
す
る
よ
う
議
会
代
表
を

立
法
院
に
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
緊

急
動
議
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
こ
れ

を
採
択
し
た
。

な
お
議
会
代
表
五
氏
は
直
ち
に
立
法
院
へ
善

処
方
を
陳
情
し
、
ひ
き
つ
づ
き
午
後
一
時
か

ら
一
般
質
問
を
再
開
し
た
。
次
は
主
な
討
論

要
旨

　

新
垣
議
員　

ガ
ー
ブ
川
改
修
費
と
し
て

四
十
万
七
千
余
㌦
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

同
河
川
は
政
府
直
営
で
や
る
こ
と
に
決
ま
っ

て
い
る
の
で
、
同
工
事
費
を
全
部
修
正
す
る

か
、
あ
る
い
は
予
算
編
成
が
え
す
る
か
、
市

長
の
見
解
を
き
き
た
い
。

　

市
長　

予
算
を
組
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
に
お
い
こ
ま
れ
て
い
る
か
ら
当
然
編

成
替
え
し
た
い
。
し
か
し
政
府
は
予
算
編
成

の
さ
い
、
再
三
に
わ
た
っ
て
民
政
府
と
意
見

調
整
す
る
二
十
三
万
㌦
の
ガ
ー
ブ
川
工
事

費
も
両
政
府
と
も
慎
重
に
検
討
し
た
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
市
長
の
施
政
方
針
が
発
表
し
た
と

た
ん
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
財
政
法
が
芽
ば
え
予

算
編
成
の
ミ
ス
だ
と
し
て
無
策
ぶ
り
を
さ
ら

け
出
し
て
し
ま
っ
た
。
結
局
ど
こ
が
や
っ
て

も
よ
い
の
で
、
早
急
に
実
施
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
政
府
の
あ
や
ま
り
か
ら

編
成
替
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

新
垣
議
員　

議
員
の
任
期
も
あ
と
わ
ず
か

し
か
な
い
。
何
時
ま
で
に
予
算
修
正
す
る

か
。　

　

市
長　

十
二
日
ま
で
に
修
正
し
た
い
。
政

府
に
親
心
が
あ
る
な
ら
ミ
ス
を
発
見
し
た
七

日
に
電
話
で
も
連
絡
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

瀬
名
波
議
員　

政
府
補
助
金
八
万
㌦
は
政

府
予
算
に
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
、

立
退
き
補
償
は
市
の
予
算
で
八
万
千
㌦
が
計

上
さ
れ
て
い
る
か
、
補
償
は
政
府
が
や
る
の

か
、
さ
ら
に
工
事
着
工
は
何
時
ご
ろ
に
な
る

か
。

　

市
長　

政
府
は
土
地
の
補
償
と
か
立
退
き

補
償
は
那
覇
市
が
や
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ

て
い
る
。
工
事
着
工
は
十
月
か
ら
三
月
ま
で

に
で
き
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
工
事
は

那
覇
市
の
設
計
に
も
と
づ
い
て
や
る
と
確
約

し
て
い
る
。
結
論
と
し
て
補
償
費
は
那
覇
市

が
負
担
し
て
工
事
を
政
府
に
施
工
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

瀬
名
波
議
員　

政
府
の
直
営
工
事
で
あ
る
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な
ら
、
事
実
上
は
政
府
が
河
川
法
に
も
と
づ

い
て
施
工
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
立
退
き
補
償
費
八
万
余
㌦
は
那
覇
市

が
負
担
す
べ
き
で
な
い
。
政
府
は
市
町
村
を

援
助
す
べ
き
で
あ
る
。
本
土
で
は
三
〇
㌫
が

市
町
村
税
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か

る
に
沖
縄
は
三
㌫
し
か
交
付
さ
れ
な
い
。

そ
の
う
え
自
ら
財
政
法
を
無
視
し
泊
港
内
に

あ
る
税
関
な
ど
の
政
府
施
設
の
敷
地
利
用
な

ど
も
支
払
っ
て
な
い
。
こ
れ
で
は
那
覇
市
が

政
府
を
補
助
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

市
長　

瀬
名
波
議
員
の
意
見
と
同
感
で
あ

る
。
し
か
し
行
政
府
は
や
ろ
う
と
い
う
誠
意

が
な
い
。
立
退
き
補
償
は
予
算
に
計
上
す
る

な
と
い
う
が
、
私
は
計
上
す
べ
き
と
思
う
。
那

覇
市
が
補
償
し
な
い
限
り
工
事
は
着
工
で
き

な
い
と
政
府
は
言
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
は
那
覇
市
が
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
那
覇
市
が
立
退
き
補
償
し
な

い
と
工
事
は
お
流
れ
に
な
る
の
で
不
本
意
な

が
ら
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ガ
ー
ブ

川
工
事
を
完
成
す
る
た
め
に
は
借
金
し
て
も

止
む
を
得
な
い
と
思
う
。
こ
れ
が
市
民
に
奉

仕
す
る
道
だ
と
思
う
。

　

瀬
名
波
議
員　

立
法
院
議
会
に
対
し
、
立

退
き
補
償
は
政
府
で
負
担
す
る
よ
う
議
会
代

表
を
立
法
院
に
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
。

〝
補
償
は
那
覇
市
で
〟
／
ガ
ー
ブ

川
問
題
／
市
議
が
主
席
ら
と

懇
談

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
１
・
６
・
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〕

い
ま
多
分
に〝
政
治
的
か
ら
み
合
い
〟を
う
わ

さ
さ
れ
て
い
る
「
ガ
ー
ブ
川
改
修
」
問
題
に

関
し
、
那
覇
市
会
代
表
は
ふ
た
た
び
十
二
日

午
前
十
時
半
、
行
政
府
で
大
田
主
席
、
瀬
長

副
主
席
と
懇
談
し
た
。
那
覇
市
会
側
か
ら
渡

口
麗
秀
副
議
長
ほ
か
森
田
孟
松
、
瀬
名
波
栄
、

又
吉
久
正
、
石
原
昌
進
氏
ら
が
出
席
、
市
会

側
は
「
ガ
ー
ブ
川
改
修
費
二
十
三
万
㌦
を
は

じ
め
那
覇
市
補
助
に
組
み
入
れ
な
が
ら
、
そ

れ
を
政
府
直
営
に
組
み
替
え
た
こ
と
は
多
分

に
政
治
的
く
さ
み
を
感
ず
る
」
と
の
べ

「
立
退
き
補
償
費
八
万
二
千
㌦
も
政
府
で
負

担
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
大
田
主
席
、
瀬
長
副
主
席
は
「
那

覇
都
計
は
従
来
の
見
返
り
資
金
計
画
か
ら
経

済
五
カ
年
計
画
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ガ

ー
ブ
川
改
修
も
政
府
の
直
言
で
や
る
、
し
か

し
う
か
つ
に
ミ
ス
が
あ
っ
て
そ
れ
を
訂
正
せ

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
ま
た
河
川
法
が
適

用
さ
れ
な
い
現
状
で
は
、
立
退
き
補
償
も
市

側
で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
答
え
、
逆
に

那
覇
市
に
協
力
を
求
め
た
。
こ
の
日
の
問
答

の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
。

　

渡
口
副
議
長　

ガ
ー
ブ
川
改
修
に
と
も
な

う
補
償
費
八
万
二
千
㌦
は
、
政
府
で
考
慮
し

て
も
ら
い
た
い
。

　

瀬
長
副
主
席　

昨
年
、
長
期
経
済
五
カ
年

計
画
を
作
成
し
て
、
五
月
十
日
ご
ろ
ワ
シ
ン

ト
ン
へ
送
付
し
た
が
、
い
ま
ま
で
見
返
り
資

金
で
な
さ
れ
て
い
た
那
覇
都
計
を
五
カ
年
計

画
に
組
み
入
れ
る
以
外
に
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
国
防
省
、
予
算
局
を
通

っ
て
大
統
領
要
請
額
の
二
十
三
万
㌦
に
な
り
、

そ
の
割
り
あ
て
予
算
法
案
に
は
琉
球
政
府
の

直
営
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
石
垣
港
、
平
良
港
の
場
合

も
そ
う
だ
。
し
か
し
工
交
局
が
ま
ち
が
っ
て

そ
れ
を
補
助
金
と
し
て
組
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
の
訂
正
で
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
恐
縮
し

て
い
る
。
二
十
三
万
㌦
を
政
府
で
支
出
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
管
理
権
の

問
題
と
は
別
で
あ
る
。
立
退
き
補
償
な
ど
は
、

ど
う
し
て
も
地
元
が
、
住
民
と
話
し
づ
く
で

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

瀬
名
波
栄
氏　

ガ
ー
ブ
川
に
は
河
川
法
を

準
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
準
用
さ
れ
て
い
る

久
茂
地
川
に
注
入
す
る
川
と
し
て
、
適
用
で

き
る
と
思
う
。

　

副
主
席　

市
予
算
が
苦
し
い
こ
と
も
よ

く
わ
か
る
が
、
補
償
は
こ
み
入
っ
て
い
る
の

で
、
地
方
自
治
体
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

　

又
吉
久
正
氏　

今
度
の
問
題
は
明
ら
か
に

政
府
の
ミ
ス
で
あ
っ
た
、
市
民
は
こ
れ
に
対

し
て
〝
政
治
的
陰
謀
だ
〟
と
誤
解
す
る
向
き

も
あ
る
。
事
前
に
那
覇
市
へ
通
知
も
な
く
訂

正
さ
れ
た
の
で
議
会
は
混
乱
状
態
に
お
ち
入

っ
て
い
る
。

　

副
主
席　

四
、
五
日
前
那
覇
市
予
算
に
組

ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
か

ら
、
あ
わ
て
て
工
交
局
と
相
談
し
て
訂
正
し

た
。
立
法
院
へ
提
出
す
る
前
に
那
覇
市
へ
通

知
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に

ズ
レ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
な
に
も
政
策
の
変

更
で
は
な
く
、
事
務
的
訂
正
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。　

　

大
田
主
席　

ガ
ー
ブ
川
は
河
川
法
の
適
用

に
難
点
が
あ
る
の
で
、
補
償
な
ど
は
地
元
で

や
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
あ
ま
り
突
っ

ぱ
ね
る
と
二
十
三
万
が
宙
に
浮
く
こ
と
に
な

る
。人

民
党
か
ら
両
氏
脱
党
／
那
覇

市
議
選
挙
に
出
馬

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
１
・
６
・
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〕

七
月
二
十
三
日
に
行
な
わ
れ
る
那
覇
市
会
議

員
選
挙
の
党
公
認
候
補
の
選
定
を
い
そ
い
で

い
た
人
民
党
で
は
、
党
内
で
の
候
補
者
同
士

の
調
整
が
つ
か
ず
、
つ
い
に
有
力
党
員
二
氏

が
脱
党
を
決
意
し
市
議
選
に
出
馬
す
る
こ
と

に
ふ
み
切
っ
た
。
こ
れ
ま
で
鉄
の
団
結
を
誇

っ
て
い
た
人
民
党
で
も
市
議
員
候
補
者
の
統

制
が
と
れ
ず
、
党
内
不
統
一
を
さ
ら
け
出
し
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た
が
、
こ
ん
ど
の
市
議
選
を
め
ぐ
っ
て
人
民

党
は
さ
ら
に
ゆ
ら
ぐ
こ
と
も
予
想
さ
れ
今
後

の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

脱
党
を
決
意
し
立
候
補
を
表
明
し
た
の
は

那
覇
市
牧
志
町
の
大
嶺
経
達
氏
（
六
二
）

と
小
禄
出
身
の
宮
城
清
三
郎
の
両
氏
。
大

嶺
氏
は
瀬
名
波
栄
氏
と
の
調
整
が
つ
か
ず
、

す
で
に
人
民
党
を
脱
党
し
出
馬
を
表
明
し

て
い
る
。
ま
た
宮
城
氏
も
現
議
員
の
上
原

文
吉
氏
と
の
調
整
が
難
航
し
、
こ
れ
ま
で

再
三
に
わ
た
っ
て
調
整
を
行
な
っ
て
き
た

が
、
意
見
の
一
致
が
得
ら
れ
ず
党
本
部
で

は
上
原
氏
を
公
認
候
補
に
決
定
し
た
。
そ

の
た
め
宮
城
氏
は
つ
い
に
脱
党
を
決
意
し

出
馬
を
表
明
し
た
。

宮
城
氏
の
場
合
は
、
ま
だ
脱
党
届
け
を
提
出

し
て
な
い
が
、
党
の
決
定
に
し
た
が
わ
な
い

で
立
候
補
を
表
明
し
た
以
上
、
当
然
党
籍
を

は
な
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
支
持
者
と
も
党
幹
部
と
も
話
し
合
っ
て
進

退
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
と
語
っ
て
い
る
。

大
嶺
氏
の
話　

瀬
名
波
氏
と
の
調
整
が
つ

か
ず
、
つ
い
に
脱
党
し
て
出
馬
す
る
こ
と

に
決
意
し
た
。
す
で
に
脱
党
届
け
も
出
し

受
理
さ
れ
て
い
る
。
私
が
脱
党
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
委
員
長
の
瀬
長
さ
ん
も
了
解

し
て
お
ら
れ
る
。
あ
く
ま
で
話
し
合
い
に

よ
る
調
整
を
は
か
っ
た
が
、
ど
う
に
も
な

ら
な
か
っ
た
。
脱
党
す
る
こ
と
は
し
の
び

な
い
が
、
党
の
決
定
に
従
わ
ん
と
あ
れ
ば

こ
れ
も
い
た
し
か
た
な
い
だ
ろ
う
。

宮
城
氏
の
話　

支
持
者
の
声
援
に
答
え
て

立
候
補
す
る
こ
と
に
決
意
し
た
。
も
ち
論

党
の
公
認
候
補
で
は
な
い
の
で
必
然
的

に
党
籍
を
は
な
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し
、
支

持
者
の
意
見
や
党
幹
部
と
話
し
合
っ
て

進
退
出
所
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
。
自
分

と
し
て
は
こ
れ
ま
で
党
を
愛
す
る
が
ゆ

え
に
す
べ
て
党
の
決
定
に
し
た
が
っ
て

き
た
。
そ
の
た
め
支
持
者
の
中
に
は
、
清

三
郎
は
自
分
勝
手
な
こ
と
ば
か
り
や
っ

て
い
る
と
非
難
も
さ
れ
た
。
そ
こ
で
今
度

の
市
議
選
に
は
こ
れ
ま
で
自
分
の
と
っ

て
き
た
行
動
を
強
く
訴
え
る
つ
も
り
で

い
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
は
党
公
認
に
は

決
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
過
去
十
年
間

人
民
党
員
と
し
て
苦
し
い
こ
と
に
も
耐

え
ぬ
い
て
き
た
つ
も
り
だ
が
、
も
し
党
籍

を
は
な
れ
る
と
な
る
と
感
無
量
で
ま
る

で
夢
の
よ
う
で
あ
る
。

行
政
府
の
措
置
は
妥
当
／
ガ
ー

ブ
川
問
題
、
副
主
席
語
る

〔
琉
新
・
朝　
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９
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い
ま
立
法
院
で
審
議
中
の
琉
球
政
府
本
予
算

案
に
計
上
さ
れ
て
い
る
「
ガ
ー
ブ
川
改
修
費

二
十
三
万
㌦
（
米
国
援
助
資
金
）
」
を
、
行

政
府
が
事
後
に
那
覇
市
へ
の
補
助
金
か
ら
政

府
直
営
工
事
費
に
組
み
替
え
た
こ
と
を
め
ぐ

り
、
世
間
で
は
「
那
覇
市
議
選
挙
と
も
か
ら
み

政
治
的
含
み
が
あ
る
」
と
の
見
方
も
強
い
こ

と
か
ら
、
瀬
長
副
主
席
は
い
き
さ
つ
を
ス
ッ

キ
リ
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
、
十
六

日
午
後
、
民
政
府
計
画
部
に
フ
イ
リ
ッ
プ
調

整
官
（
部
長
代
理
）
を
訪
れ
米
国
援
助
資
金

の
支
出
に
関
す
る
諸
法
規
を
調
査
し
た
。
そ

の
結
果
、
行
政
府
が
取
っ
た
措
置
が
法
的
に

妥
当
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
、
次
の
と

お
り
語
っ
た
。

な
お
、
同
額
を
民
政
府
補
助
金
と
し
て
計

上
す
る
こ
と
に
同
意
を
与
え
た
民
政
府
開

発
部
の
措
置
が
、
手
続
き
法
規
を
熟
知
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
た
あ
や
ま
り
で

あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
、
プ
ラ
イ
ス
法
第
四
節
に
は
「
大
統
領
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
計
画
に
し
た
が
っ
て
負

担
行
為
さ
れ
、
か
つ
支
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
。
ま
た
「
支
出
は
予
算
局
の
条

件
に
合
致
し
、
陸
軍
規
則
、
会
計
手
続
き
規

則
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
負
担
行
為
を
起
こ
す
場
合
で

も
、
証
ひ
ょ
う
書
類
、
方
法
な
ど
い
ろ
ん
な

支
出
要
件
が
あ
る
ほ
か
、
琉
球
政
府
が
計

画
、
設
計
を
審
査
し
、
入
札
公
告
、
落
札
者

と
の
契
約
、
工
事
監
督
、
工
事
の
適
正
完
成

の
検
査
な
ど
を
や
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。

 

一
、
予
算
書
に
も
、
琉
球
政
府
に
関
連
し

て
民
政
府
の
責
任
と
義
務
を
果
た
す
に
必
要

な
支
出
…
と
い
う
項
が
あ
る
が
そ
れ
は
琉
球

政
府
の
直
営
を
意
味
し
て
い
る
。
市
町
村
や

他
の
団
体
が
や
っ
て
い
い
と
か
、
い
け
な
い
、

と
か
の
明
文
は
な
い
が
、
民
政
府
は
「
市
町

村
の
こ
と
は
書
い
て
な
い
の
で
、
琉
球
政
府

の
直
営
以
外
に
は
な
い
」
と
の
見
解
を
固
持

し
て
い
る
。
幾
分
そ
こ
に
理
解
し
に
く
い
点

は
あ
る
が
。

　

一
、
六
〇
年
七
月
に
、
プ
ラ
イ
ス
法
が
制
定

さ
れ
る
ま
で
は
、
米
国
援
助
予
算
の
支
出
方

法
は
国
内
法
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
ど

う
か
に
つ
い
て
幾
分
疑
問
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
点
が
今
回
は
っ
き
り
し
た
。
議
会
に
よ
る

割
り
あ
て
資
金
は
、
適
正
に
か
つ
す
べ
て
の

法
規
に
合
致
し
た
仕
方
す
な
わ
ち
直
接
的
に

確
保
さ
れ
る
よ
う
な
仕
方
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

国
場
川
埋
立
地
を
売
却
／
那
覇

市
議
会
本
会
議
／
水
道
給
水

条
例
を
可
決

〔
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二
十
四
日
の
那
覇
市
本
会
議
は
午
前
十
一
時

過
ぎ
か
ら
開
か
れ
、
水
道
給
水
条
例
を
建
設

委
員
会
修
正
案
通
り
満
場
一
致
可
決
し
た
の

を
は
じ
め
、
国
場
川
下
流
埋
立
地
財
産
の
売



二
〇
七

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
六
月

却
処
分
を
特
別
議
決
で
可
決
、
そ
の
ほ
か

十
五
案
件
を
採
択
し
た
。

国
場
川
下
流
埋
立
地
の
売
却
処
分
は
出
席
議

員
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
必
要
と
す
る

特
別
議
決
と
な
っ
て
い
る
が
賛
成
派
に
欠
席

議
員
が
多
く
、
議
長
を
ふ
く
め
て
二
十
対
九

と
い
う
、
ぎ
り
ぎ
り
の
数
で
可
決
し
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
で
問
題
と
な
っ
た
の

は
水
道
給
水
条
例
の
制
定
で
、
市
当
局
の

水
道
値
下
げ
は
一
般
家
庭
用
と
営
業
用

に
限
ら
れ
、
浴
場
用
と
共
栓
用
は
基
本
料

金
は
か
わ
ら
な
い
が
反
対
に
基
本
量
か

ら
超
過
し
た
場
合
の
価
格
は
現
行
よ
り

高
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
浴
場
用
の
基

本
料
金
は
百
立
方
㍍
で
八
㌦
三
十
三
㌣

で
、
一
立
方
㍍
超
過
す
る
と
現
条
例
で
は

十
㌣
の
料
金
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
局
案

で
は
十
四
㌣
と
な
っ
て
共
栓
用
も
四
立

方
㍍
ま
で
五
十
㌣
で
一
立
方
超
過
す
る

と
現
行
条
例
で
は
十
二
㌣
増
し
と
な
っ

て
い
る
が
、
当
局
案
で
は
十
四
㌣
と
な
っ

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
付
託
さ
れ
た
建
設
委
員
会
で
超

過
量
の
値
上
げ
は
波
乱
を
よ
び
、
結
局
浴
場

用
と
共
栓
用
の
超
過
料
金
は
現
行
通
り
に
す

え
置
き
と
な
り
、
本
会
議
で
も
満
場
一
致
委

員
会
の
修
正
案
通
り
可
決
し
た
。

な
お
委
員
会
の
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た

の
で
水
道
料
金
の
歳
入
は
年
間
浴
場
用

千
五
百
三
十
六
㌦
、
共
栓
用
二
千
十
六

㌦
、
計
三
千
五
百
二
十
二
㌦
が
削
減
と
な

っ
た
。

つ
づ
い
て
崇
元
寺
地
先
埋
立
地
の
売
却
処
分

で
人
民
党
議
員
は
公
入
札
を
主
張
し
た
が
、

多
数
決
で
原
案
通
り
随
意
契
約
で
処
分
す
る

こ
と
を
可
決
し
た
。
最
後
に
国
場
川
下
流
埋

立
地
の
売
却
処
分
を
め
ぐ
っ
て
長
時
間
に
わ

た
っ
て
も
ん
だ
。
人
民
党
議
員
か
ら
同
地
域

は
工
業
用
地
域
に
指
定
さ
れ
な
い
の
に
市
当

局
は
法
を
無
視
し
独
断
で
工
業
地
域
に
し
て

い
る
と
追
及
し
た
が
、
結
局
埋
立
地
の
一
部

を
売
却
し
起
債
の
返
債
に
あ
て
る
と
い
う
当

局
案
も
二
十
対
九
で
可
決
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
案
件
は
千
坪
以
上
の
市
有

地
処
分
と
あ
っ
て
三
分
の
二
以
上
の
特
別
議

決
を
必
要
と
す
る
が
、
出
席
議
員
二
十
九
の

う
ち
人
民
党
、
民
連
系
議
員
九
氏
が
反
対
し

た
た
め
、
議
長
も
表
決
に
加
わ
り
二
十
対
九

で
原
案
を
可
決
す
る
と
い
う
き
わ
ど
い
特
別

議
決
と
な
っ
た
。

二
十
六
日
は
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、

一
九
六
二
年
度
予
算
を
は
じ
め
水
道
事
業
特

別
会
計
な
ど
十
二
案
件
を
審
議
、
さ
よ
な
ら

議
会
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

さ
あ
選
挙
だ
／
那
覇
市
議
会
終

わ
る
／
〝
ホ
タ
ル
の
光
〟
に

感
無
量
／
各
議
員
、
選
挙
区

に
走
る

〔
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那
覇
市
議
会
は
終
わ
っ
た
。
さ
あ
選
挙

だ
。
二
十
一
日
間
の
本
会
議
に
終
止
符
を
打

っ
た
選
良
三
十
人
は
ホ
タ
ル
の
光
の
曲
に
送

ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
に
散
っ
て
行

っ
た
。

〇
…
那
覇
市
の
〝
さ
よ
な
ら
議
会
〟
は

二
十
六
日
午
後
五
時
五
十
分
、
二
十
一
日
間

に
わ
た
る
会
期
の
幕
を
閉
じ
た
。
こ
の
定
例

議
会
は
現
議
員
に
と
っ
て
最
後
の
議
会
で

あ
る
だ
け
に
、
閉
会
と
同
時
に
〝
ほ
た
る
の

光
〟
が
マ
イ
ク
か
ら
流
さ
れ
、
各
議
員
と
も

感
無
量
と
い
っ
た
表
情
で
選
挙
区
へ
と
散

っ
て
行
っ
た
。

　

あ
る
議
員
は
「
現
議
員
で
こ
の
議
場
に
再

び
姿
を
み
せ
る
の
が
幾
人
か
…
」
と
ポ
ツ
リ

と
語
る
な
ど
、
二
十
六
日
の
最
終
議
会
は
一

抹
の
悲
壮
感
が
た
だ
よ
っ
て
い
た
。

〇
…
ま
た
、
兼
次
市
長
の
あ
い
さ
つ
も
「
来

る
総
選
挙
で
は
立
派
な
成
績
を
あ
げ
ら
れ
、

三
十
の
議
席
を
現
議
員
で
占
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
激
励
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
は
与
党
、

野
党
を
問
わ
ず
各
議
席
か
ら
き
せ
ず
し
て
拍

手
が
お
く
ら
れ
る
と
い
う
那
覇
市
議
会
に
し

て
は
珍
し
い
場
面
も
み
ら
れ
た
。

〇
…
と
こ
ろ
で
午
後
か
ら
の
本
会
議
は
選
挙

対
策
に
浮
き
足
立
っ
た
議
員
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と

退
場
し
、
議
席
は
ク
シ
の
歯
が
抜
け
た
よ
う

に
空
席
が
目
立
ち
、
定
員
や
っ
と
で
議
案
を

審
議
す
る
と
い
う
低
調
議
会
に
な
っ
た
。

〇
…
ひ
き
つ
づ
き
午
後
八
時
か
ら
料
亭
「
幸

楽
」
で
行
な
わ
れ
た
市
長
招
宴
の
さ
よ
う
な

ら
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
こ
れ
ま
で
犬
猿
の
仲

で
あ
っ
た
与
、
野
党
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の

議
員
が
呉
越
同
舟
で
出
席
、
選
挙
話
や
議
会

で
の
か
け
ひ
き
話
な
ど
の
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
た
。

〇
…
な
お
出
馬
を
表
明
し
て
い
る
顔
ぶ
れ
は
、

旧
那
覇
三
十
三
人
、
真
和
志
三
十
一
人
、
首

里
八
人
、
小
禄
八
人
で
計
八
十
人
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
候
補
者
が
三
十
の
議
席

を
め
ぐ
っ
て
し
の
ぎ
を
け
ず
る
こ
と
に
な
る
。

前
回
の
市
議
選
挙
は
真
和
志
と
の
合
併
で
特

例
法
が
採
用
さ
れ
、
議
員
数
も
四
十
五
人
と

な
っ
て
い
た
が
、
こ
ん
ど
か
ら
は
本
来
の
市

町
村
自
治
法
に
も
と
づ
き
定
員
三
十
人
に
限

定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
れ
が
十
二
月
市

長
選
挙
の
前
衛
戦
と
も
い
わ
れ
、
か
つ
て
例

の
な
い
激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
る
の
は

必
至
だ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

〇
…
社
大
、
人
民
、
社
会
の
各
党
で
は
公
認

候
補
を
決
定
し
選
挙
戦
に
の
ぞ
ん
で
い
る
が
、

一
方
自
民
党
で
も
近
く
選
挙
対
策
本
部
を
設

置
し
、
積
極
的
か
つ
精
力
的
に
対
処
し
て
い
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昭
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六
年
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七
月

く
と
い
う
基
本
方
針
を
確
立
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
政
党
各
派
が
積
極
的
に
市
議
選
に

介
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
十
二
月
市
長
選
挙

の
布
石
で
も
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
市
議
選
挙

は
政
党
各
派
入
り
乱
れ
て
の
活
発
な
運
動
が

い
た
る
と
こ
ろ
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　
　

〔
後
略
〕

原
案
通
り
可
決
／
ガ
ー
ブ
川
立
ち
の
き

補
償
／
最
終
本
会
議

二
十
六
日
の
那
覇
市
最
終
本
会
議
は
ガ
ー
ブ

川
改
修
工
事
に
と
も
な
う
立
ち
の
き
に
つ
い

て
人
民
党
議
員
が
長
時
間
に
わ
た
っ
て
市
当

局
を
追
及
し
た
た
め
、
一
部
議
員
か
ら
質
疑

打
切
り
の
動
議
や
ヤ
ジ
が
飛
ん
で
議
場
は
一

時
騒
然
と
な
っ
た
が
、
結
局
継
続
審
議
を
主

張
す
る
人
民
党
の
反
対
を
押
し
切
り
多
数
決

で
原
案
通
り
可
決
し
た
。

人
民
党
で
は
立
ち
の
き
補
償
は
改
修
工
事

で
利
益
を
う
け
る
地
主
も
負
担
す
べ
き
で

あ
る
。
さ
ら
に
二
十
三
万
㌦
の
民
政
府
補

助
金
は
九
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
議
会
に
提
案

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
会
期
で
採
決
す

る
よ
り
九
月
の
定
例
議
会
で
慎
重
に
検
討

し
て
も
お
そ
く
は
な
い
と
し
て
継
続
審
議

を
主
張
し
た
も
の
。

ひ
き
つ
づ
き
一
九
六
二
年
度
予
算
を
は
じ
め
、

水
道
特
別
予
算
な
ど
十
二
案
件
を
当
局
案
通

り
採
決
し
た
ほ
か
、
ガ
ー
ブ
川
完
全
改
修
施

行
要
請
決
議
、
ガ
ー
ブ
川
の
準
用
河
川
認
定

要
請
お
よ
び
汐
渡
橋
貫
通
方
要
請
決
議
を
満

場
一
致
で
決
議
し
、
高
等
弁
務
官
、
行
政
主

席
、
立
法
院
議
長
あ
て
に
そ
れ
ぞ
れ
要
請
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
宮
里
議
員
提
案
の
「
那
覇
輸
送
部
隊

給
水
車
の
応
援
に
対
す
る
感
謝
決
議
」
は
人

民
党
お
よ
び
民
連
議
員
を
の
ぞ
き
多
数
決
で

可
決
し
た
。

そ
の
あ
と
首
里
高
校
体
育
館
建
設
な
ら
び
に

野
球
場
建
設
の
補
助
金
交
付
の
陳
情
な
ど
二

十
九
の
陳
情
案
件
を
処
理
し
一
九
六
二
年
度

歳
入
歳
出
予
算
を
は
じ
め
、
十
二
案
件
を
採

択
し
た
ほ
か
、
三
つ
の
要
請
決
議
と
一
つ
の

感
謝
決
議
、
さ
ら
に
二
十
九
の
陳
情
案
件
を

処
理
し
た
。

ガ
ー
ブ
川
は
完
全
改
修
／
立
法

院
、
政
府
が
那
覇
市
に
確
約

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
６
・
29
〕

二
十
六
日
閉
会
し
た
那
覇
市
第
四
十
四
回
定

例
議
会
で
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
完
全
施
行

に
関
す
る
要
請
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
行
政
主
席
お
よ
び
立
法
院
議
長
に
要
請

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
渡
口
副
議
長

は
二
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
長
嶺
立
法
院
議

長
と
瀬
長
副
主
席
を
訪
れ
、
工
事
の
完
全
施

行
を
強
力
に
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
長
嶺
立
法
院
議
長
は
「
政

府
案
で
は
一
万
二
千
㌦
し
か
計
上
し
て

な
か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
予
算
面
を

検
討
し
た
結
果
、
六
万
㌦
を
追
加
し

七
万
二
千
㌦
に
修
正
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
二
十
九
日
の
本
会
議
で
も
通
過
す

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
お
も
う
。
も
し

そ
れ
で
も
満
足
な
工
事
が
で
き
な
い
場

合
は
予
算
を
追
加
し
て
で
も
完
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
り
、
工
事
の
完

全
施
行
を
確
約
し
た
。

ま
た
瀬
長
副
主
席
も
「
政
府
の
方
で
も
工
事

が
立
派
に
完
成
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
は
二
十
三
万
㌦
の

民
政
府
補
助
金
に
、
那
覇
市
が
負
担
す
る

立
退
き
補
償
費
八
万
千
㌦
、
政
府
分
担
金

八
万
㌦
、
計
三
十
九
万
余
㌦
で
当
初
計
画

さ
れ
て
い
た
が
、
政
府
の
予
算
案
で
は
政

府
分
担
金
が
一
万
二
千
㌦
と
大
幅
に
削

減
さ
れ
て
い
る
た
め
、
那
覇
市
議
会
で
も

再
三
論
議
さ
れ
、
市
会
代
表
や
ガ
ー
ブ
川

商
店
組
合
代
表
が
行
政
府
や
立
法
院
に

八
万
㌦
の
復
活
要
求
を
強
く
訴
え
て
い

た
も
の
。

な
お
七
万
二
千
㌦
の
政
府
分
担
金
は
二
十
九

日
の
立
法
院
本
会
議
で
最
終
的
に
は
決
定
す

る
が
、
二
十
二
と
い
う
絶
対
多
数
の
議
席
を

占
め
る
自
民
党
が
七
万
二
千
㌦
案
に
意
見
の

一
致
を
み
て
い
る
の
で
議
会
通
過
は
確
定
的

で
あ
る
。

　

渡
口
副
議
長
の
話　

長
嶺
議
長
の
決
意
を

き
い
て
ホ
ッ
と
し
た
。
こ
れ
で
那
覇
市
懸
案

の
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
の
メ
ド
も
つ
き
、
市

民
と
共
に
よ
ろ
こ
び
に
た
え
な
い
。
那
覇
市

議
会
で
も
ガ
ー
ブ
川
工
事
を
一
日
も
早
く
完

成
し
、
市
民
に
利
益
を
与
え
る
よ
う
満
場
一

致
で
決
議
し
た
が
、
こ
れ
が
立
法
院
や
政
府

の
好
意
で
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
二
十
九

日
の
立
法
院
本
会
議
で
は
全
議
員
の
好
意
で

満
場
一
致
で
通
過
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。那

覇
市
議
選
／
私
の
重
要
政
策


／
ト
ッ
プ
は
水
道
問
題
／

都
計
の
推
進
叫
ぶ
候
補
も

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
７
・
５
〕

　

那
覇
市
議
選
挙
に
各
候
補
者
は
い
ろ
い

ろ
な
政
策
を
掲
げ
て
い
る
。
水
の
問
題
、
教

育
問
題
、
都
市
計
画
な
ど
に
那
覇
市
に
は

解
決
す
べ
き
問
題
が
多
い
。
本
紙
は
、
各

候
補
者
に
、
そ
の
う
ち
最
も
優
先
し
て
実

施
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
項
目
を
あ
げ
て
も

ら
い
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
求
め
た
。
次
は

本
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
各
候
補
者
の
最

重
要
政
策
。

喜
久
山
朝
重
（
四
五
）
自
民
・
現
、
字

樋
川
四
一

市
民
の
生
活
に
も
っ
と
も
必
要
な
飲
料
水
、



二
〇
九

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
七
月

工
業
用
水
の
確
保
は
、
毎
年
水
不
足
に
悩
む

市
民
の
願
い
で
あ
り
、
ま
た
最
優
先
し
て
実

施
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
泊
浄
水
場
の
増
設

に
よ
っ
て
こ
こ
数
年
間
の
給
水
の
見
と
お
し

は
つ
い
て
い
る
が
、
那
覇
市
の
水
道
料
金
は

内
地
よ
り
も
五
倍
も
高
い
。
そ
れ
を
安
く
す

る
た
め
に
は
ぜ
ひ
自
己
水
源
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
軍
か
ら
買
っ
て
い
る

水
は
千
ガ
ロ
ン
に
つ
き
八
㌣
で
あ
り
、
浄
水

し
て
市
民
の
台
所
に
お
く
る
ま
で
に
は
十
五

㌣
か
か
る
。
そ
の
た
め
に
も
水
源
の
確
保
は

急
務
で
あ
る
。
安
謝
川
、
銘
苅
川
な
ど
の
近

く
に
水
源
が
あ
り
、
ま
た
隣
村
の
西
原
村
の

製
糖
工
場
付
近
は
戦
前
か
ら
地
下
水
源
が
豊

富
で
あ
る
。
す
べ
て
の
面
か
ら
研
究
し
て
、

安
い
水
を
市
民
に
給
水
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
。又

吉
久
正
（
四
七
）
無
所
属
・
現
、
字

安
里
四
六
八

年
中
行
事
の
よ
う
に
く
り
返
さ
れ
て
い
る
水

き
き
ん
を
解
消
す
る
こ
と
、
水
道
料
金
の
値

下
げ
を
は
か
る
こ
と
が
最
優
先
実
施
す
べ
き

急
務
で
あ
る
。

①
那
覇
市
の
水
道
料
金
は
日
本
内
地
の
三
倍

か
ら
五
倍
で
あ
る
。

②
そ
の
原
因
は
軍
か
ら
原
水
や
浄
水
を
買
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

③
内
地
で
は
地
下
水
源
を
開
発
し
て
水
を
豊

富
に
安
く
で
給
水
し
て
い
る
。

④
い
か
に
し
て
地
下
水
源
を
探
知
し
、
水
脈

を
つ
き
と
め
る
か
は
、
電
波
利
用
が
可
能
で

あ
る
。

⑤
安
謝
や
牧
港
方
面
の
地
下
水
源
が
可
能
な

こ
と
は
専
門
家
も
認
め
て
い
る
。

地
下
水
源
を
開
発
す
る
な
ら
ば
水
道
料
金
は

現
在
の
半
額
で
給
水
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
そ
の
実
現
に
努
力
し
て
水
不
足
の
解

消
、
水
道
料
金
の
軽
減
を
は
か
り
た
い
。

黒
潮
隆
（
三
四
）
人
民
党
・
現
、
字
与

儀
九
七

戦
災
復
興
の
た
め
の
最
少
の
施
設
を
整
え
る

た
め
に
は
、
首
都
建
設
委
員
会
の
計
算
で
も

約
二
千
五
百
万
㌦
の
資
金
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、
も
し
こ
れ
を
貧
困
財
政
の
那
覇
だ
け

の
力
で
や
る
と
現
在
、
那
覇
市
の
起
債
能
力

は
年
利
四
分
、
債
還
期
限
二
十
年
と
し
て
約

百
万
㌦
と
算
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら

く
数
百
年
を
要
す
る
計
算
に
な
る
。

こ
の
事
実
は
琉
球
政
府
の
属
領
国
家
的
な
財

政
の
矛
盾
か
ら
で
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
県

民
の
立
場
か
ら
解
決
す
る
た
め
、
議
会
は
市

民
と
一
緒
に
な
っ
て
、
米
日
両
政
府
か
ら
取

る
べ
き
も
の
は
と
る
、
か
れ
ら
が
さ
く
取
し

た
も
の
は
吐
き
出
さ
せ
る
と
い
う
き
然
た
る

態
度
を
つ
ら
ぬ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

那
覇
市
議
選
／
私
の
重
要
政
策


／
感
情
市
政
の
打
破
を
／

水
源
開
発
で
完
全
給
水
へ

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
７
・
６
〕

上
原
隆
正
（
四
八
）
無
所
属
・
新
、
字

小
禄
四
五
三

難
問
を
は
ら
ん
だ
那
覇
市
政
の
最
大
の
ガ
ン

は
都
市
計
画
の
推
進
で
あ
ろ
う
。
国
際
都

市
、
観
光
都
市
と
し
て
の
那
覇
市
に
町
ら
し

い
形
態
を
お
び
て
い
る
の
は
わ
ず
か
に
国
際

通
り
の
一
角
の
み
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

る
ま
い
。
推
進
さ
れ
る
べ
き
都
計
の
青
写
真

は
単
な
る
ペ
ー
パ
ー
プ
ラ
ン
に
終
わ
っ
た
感

が
深
い
。
予
算
面
の
諸
状
況
を
み
て
も
市
街

地
を
中
心
と
し
て
回
転
し
て
い
る
現
状
で
あ

り
、
郊
外
地
域
の
都
計
な
ど
忘
れ
去
ら
れ
て

い
る
。
人
口
の
増
大
に
伴
う
都
市
の
発
展
は

非
都
市
地
帯
の
開
発
整
備
に
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
大
那
覇

市
の
建
設
こ
そ
こ
こ
に
着
眼
し
、
強
力
に
そ

の
計
画
を
推
進
し
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

平
良
亀
助
（
五
五
）
無
所
属
・
元
、
崇

元
寺
町
一
の
四
一

那
覇
市
政
上
解
決
す
べ
き
問
題
は
山
積
み
し

て
い
る
が
、
市
民
の
福
祉
向
上
と
生
活
の
安

定
を
図
る
に
は
つ
ぎ
の
問
題
を
最
も
優
先
す

べ
き
で
あ
る
。

　

水
道
の
完
全
給
水
を
目
標
と
し
て
推
進
す

る
。
現
状
の
給
水
状
態
で
は
市
民
の
水
の
不

安
は
絶
え
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
泊
浄
水
場
の
拡

張
工
事
の
促
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
将
来

の
市
民
増
加
を
考
え
る
場
合
、
こ
れ
と
並
行

し
て
地
下
水
源
の
開
発
に
も
つ
と
め
る
。

久
場
景
善
（
五
五
）
自
民
・
現
、
安
里

三
七
九

市
議
三
期
の
政
治
経
験
に
能
力
と
誠
意
を
最

高
度
に
生
か
し
、
道
路
網
、
河
川
下
水
の
完

備
に
全
力
を
つ
く
す
。

水
道
完
全
給
水
と
料
金
の
値
下
げ
、
商
工
農

水
産
業
、
中
小
企
業
の
補
助
育
成
、
労
働
、
福

祉
三
法
の
実
施
、
な
ら
び
に
民
間
団
体
の
育

成
、
環
境
衛
生
の
整
備
、
市
役
所
の
事
務
能

力
の
簡
素
化
な
ど
重
要
問
題
が
山
積
し
て
い

る
が
、
市
政
を
完
全
運
営
す
る
に
は
道
路
網

に
付
帯
す
る
問
題
が
那
覇
市
政
と
し
て
最
優

先
す
べ
き
も
の
と
確
信
し
、
国
際
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
観
光
都
市
を
建
設
し
た
い
決
意
で

あ
る
。

名
城
嗣
夫
（
三
九
）
無
所
属
・
新
、
牧

志
町
二
の
二
三
五

地
方
自
治
の
議
会
に
お
い
て
政
党
の
介
入
は

好
ま
し
く
な
い
。

選
出
さ
れ
た
議
員
は
広
く
市
民
の
声
を
聞
き
、

そ
れ
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
議
員

本
来
の
姿
だ
と
思
考
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
ん
に
ち
ま
で
の
議
会
は

い
た
ず
ら
に
感
情
に
は
し
り
政
党
、
そ
の
他

の
介
入
に
よ
り
、
や
や
も
す
る
と
市
民
福
祉



二
一
〇

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
七
月

の
重
大
な
事
項
に
つ
い
て
も
混
乱
を
ま
ね
い

た
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
が
刷
新
を
無
視
し
て

は
市
行
政
運
営
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
市
民
も
選
ば
れ
た
議
員
を
し
て

つ
ね
に
市
民
の
声
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
見
守
り
真
の
市
民
の
公
僕
た
り
う
る
議
員

と
し
て
活
躍
で
き
れ
ば
、
市
政
の
刷
新
も
何

ら
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
市
政
の
刷

新
に
よ
り
市
民
の
受
け
る
恩
恵
は
ま
た
大
で

あ
る
と
信
ず
る
。

那
覇
市
議
選
／
私
の
重
要
政
策


／
ほ
と
ん
ど
が
水
道
問
題

／
市
営
住
宅
や
塵
芥
処
理
も

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
７
・
７
〕

赤
嶺
一
男
（
四
九
）
自
民
・
現
、
字
田

原
二
二
九
の
一

水
源
の
確
保
に
よ
る
常
時
完
全
給
水
の
実
現

を
は
か
る
。
夏
季
を
む
か
え
る
と
、
当
然
の

よ
う
に
時
間
給
水
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
こ

そ
由
々
し
い
問
題
で
あ
る
。
夏
季
は
と
く
に

保
健
衛
生
の
面
か
ら
も
多
く
の
水
を
必
要
と

す
る
し
、
ま
た
水
を
使
う
点
ま
で
悩
み
の
一

つ
と
し
て
、
常
に
脳
裏
に
置
く
と
い
う
こ
と

は
能
率
の
点
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
し
、
こ

の
際
、
抜
本
的
な
給
水
対
策
を
樹
立
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
自
己
水
源
の
確

保
が
先
決
で
あ
る
。
膨
大
な
経
費
が
伴
な
う

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
ア
メ
リ
カ
民
政
府
へ
強
力
な
折
衝
を
し
て
、

援
助
を
求
む
べ
き
で
あ
る
。
民
政
府
は
水
の

問
題
に
関
す
る
限
り
「
わ
れ
関
せ
ず
」
の
態

度
は
取
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
と
っ

て
は
い
け
な
い
。
直
ち
に
強
力
な
折
衝
を
展

開
す
べ
き
で
あ
る
。

比
嘉
佑
直
（
五
〇
）
無
所
属
・
現
、
壺

屋
町
六
〇

高
校
の
新
設
お
よ
び
小
、
中
、
高
等
学
校
敷

地
の
獲
得
に
つ
と
め
る
。
現
在
高
校
へ
の
進

学
率
は
六
〇
㌫
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
こ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
け
ば
数
年
後
に
は
二
五
㌫
な

い
し
三
〇
㌫
と
な
る
。

こ
の
こ
と
は
子
を
持
つ
親
の
大
き
な
悩
み
で

あ
り
、
単
な
る
教
育
問
題
と
い
う
こ
と
に
と

ど
ま
ら
ず
、
将
来
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な

る
こ
と
は
火
を
み
る
よ
り
も
あ
き
ら
か
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
際
、
従
来
の
ド
ロ
縄

式
を
排
し
、
政
策
的
に
抜
本
的
な
恒
久
策
を

樹
立
し
、
計
画
性
を
も
っ
て
対
処
す
る
こ
と

が
急
務
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
、
校
舎
敷

地
の
確
保
を
は
か
り
、
年
次
計
画
の
も
と
に

予
算
化
す
る
方
法
が
い
い
と
考
え
る
。

赤
嶺
慎
英
（
四
五
）
無
所
属
・
前
、
字

田
原
二
二
五
の
四

水
道
問
題
の
解
決
を
は
か
る
。
人
間
の
生
活

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
衣
、
食
、
住
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
と
、
衣
、
住
は
一
部
を
除
き

一
応
当
座
を
し
の
ぐ
域
に
達
し
た
。
し
か
る

に
食
生
活
に
も
っ
と
も
重
要
な
水
が
た
え
ず

断
水
で
市
民
生
活
を
お
び
や
か
す
、
誠
に
な

げ
か
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
水
は
衣
、

住
に
も
絶
対
必
要
で
、
現
状
で
は
健
康
保
持

の
面
か
ら
も
由
々
し
い
問
題
で
あ
る
。
他
面

那
覇
市
は
国
際
都
市
と
し
て
の
発
展
を
期
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
▽
商
工
業

の
振
興
（
ゆ
た
か
で
）
▽
環
境
衛
生
の
整
備

（
き
れ
い
な
）
▽
郊
外
地
の
団
地
住
宅
の
建

設
（
住
み
よ
い
）
▽
観
光
那
覇
の
建
設
（
も

う
か
る
）
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
す

べ
て
水
の
問
題
に
関
係
す
る
。
故
に
直
面
す

る
食
生
活
上
の
水
の
み
で
な
く
、
恒
久
的
那

覇
の
発
展
の
た
め
に
も
水
の
問
題
を
解
決
し

た
い
。

赤
嶺
保
三
郎
（
四
九
）
無
所
属
・
新
、
字

宇
栄
原
一
四
七
六

那
覇
市
は
過
去
四
、
五
年
来
、
あ
い
ま
い
な
政

治
路
線
を
歩
み
、
そ
の
た
め
都
計
事
業
、
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
派
閥
的
な
対
立
の
た

め
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
牛
の
歩
み
の
状
態

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
市
民
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
全
琉
住
民
に
と
っ
て
大
き
な
不

幸
で
あ
る
と
と
も
に
繁
栄
に
も
い
ち
じ
る
し

く
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の

さ
い
、
自
ら
市
政
に
参
与
し
、
み
に
く
い
派

閥
争
い
を
一
掃
し
て
強
力
な
政
治
体
制
を
確

立
、
政
府
と
一
体
と
な
り
、
首
都
建
設
を
推

進
し
て
行
く
。
戦
後
の
無
計
画
で
で
き
た
都

市
の
整
理
が
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
調
子
で
は
将
来
の
都
計

ど
こ
ろ
か
、
逐
年
膨
張
す
る
市
の
規
模
に
追

い
つ
く
こ
と
さ
え
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
将

来
に
そ
な
え
て
遠
大
な
都
計
を
推
進
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

大
山
盛
幸
（
四
九
）
自
民
・
現
、
山
川

町
一
の
一
五

那
覇
市
の
当
面
す
る
問
題
の
う
ち
全
那
覇
市

民
に
直
接
影
響
す
る
の
は
現
在
の
水
道
問
題

早
期
解
決
と
泊
・
安
謝
間
の
公
有
水
面
埋
め

立
て
に
伴
な
う
塵
芥
処
理
問
題
の
早
期
解
決

だ
と
思
う
。
埋
め
立
て
と
並
行
し
て
塵
芥
焼

却
炉
の
建
設
を
施
工
し
な
い
と
埋
め
立
て
完

了
と
同
時
に
塵
芥
捨
場
に
困
る
こ
と
必
定
で

あ
る
。
隣
接
町
村
に
そ
の
場
所
が
あ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
が
あ
る
に
し
て
も
市
の
ト
ラ
ッ
ク

十
一
台
と
委
託
馬
車
十
一
台
、
民
間
業
者
の

車
（
馬
車
を
含
む
）
四
十
台
の
運
行
能
率
が

激
減
し
一
日
の
処
理
量
七
〇
ト
ン
と
い
う
も

の
す
ご
い
塵
芥
の
処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ

な
わ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
全
那
覇
市
に
保
健

衛
生
上
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
発
生
す
る
と
思

う
。
健
康
な
市
民
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
国

際
都
市
、
観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
焼
却
炉

（
四
〇
ト
ン
二
基
）を
早
急
に
建
設
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。



二
一
一

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
七
月

那
覇
市
議
選
／
私
の
重
要
政
策


／
上
下
水
道
の
完
備
を
／

道
路
の
整
備
、
住
宅
問
題
も

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
７
・
８
〕

渡
口
麗
秀
（
五
〇
）
自
民
・
現
、
字
楚

辺
四
六

日
本
復
帰
が
実
現
す
る
ま
で
に
は
日
本
の
各

府
県
の
都
市
に
劣
ら
な
い
立
派
な
都
市
を
建

設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
の
た

め
に
は
多
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
。
遺
憾

な
が
ら
那
覇
市
の
財
政
は
貧
困
で
あ
っ
て
こ

れ
以
上
市
民
の
み
な
さ
ま
に
負
担
を
か
け
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
う
。
し
た
が
っ

て
、
那
覇
市
の
財
政
力
に
よ
っ
て
で
き
な
い

各
種
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
施
政
権
者
で
あ

る
米
国
政
府
お
よ
び
琉
球
政
府
が
そ
の
経
費

を
支
出
し
て
那
覇
市
を
建
設
す
る
こ
と
は
当

然
の
義
務
で
あ
る
と
思
う
。
市
民
が
一
丸
と

な
っ
て
那
覇
市
の
実
情
を
訴
え
て
資
金
獲
得

に
ま
い
進
す
る
な
ら
ば
、
す
で
に
支
出
さ
れ

た
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
費
お
よ
び
奥
武
山
野

球
場
建
設
資
金
が
支
出
さ
れ
た
事
実
に
か
ん

が
み
良
識
あ
る
米
国
政
府
お
よ
び
琉
球
政
府

は
そ
の
経
費
を
支
出
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

要
は
忍
耐
強
く
折
衝
す
る
こ
と
で
あ
る
。

那
覇
市
議
選
／
私
の
重
要
政
策


／
水
道
は
全
市
民
の
問
題

／
高
度
の
政
治
力
で
解
決
を

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
７
・
10
〕

森
田
孟
松
（
五
〇
）
社
大
・
現
、
大
道

一
三
〇

那
覇
市
の
給
水
状
況
は
依
存
度
の
高
い
条
件

下
に
強
い
ら
れ
て
い
る
。
水
道
公
社
に
水
源

は
握
ら
れ
、
高
値
の
原
水
や
浄
水
を
使
用
さ

せ
ら
れ
、
一
種
独
特
の
水
道
管
理
下
に
あ
る
。

そ
れ
で
早
急
に
水
道
公
社
の
民
移
管
と
現
保

有
の
水
源
地
の
高
度
活
用
な
ら
び
に
新
し
い

水
源
地
の
開
発
に
最
善
の
努
力
を
傾
注
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
解
決
な
く
し
て
文
化
都

市
と
し
て
の
発
展
は
の
ぞ
め
な
い
。
市
が
計

画
し
て
い
る
牧
港
、
比
謝
川
、
安
謝
、
勢
理

客
な
ど
の
水
源
開
発
と
並
行
し
て
他
の
地
域

も
調
査
し
、
地
下
水
源
開
発
を
は
か
る
。
さ

ら
に
沖
縄
本
島
の
水
源
地
の
分
布
状
況
と
そ

の
使
用
計
画
を
政
府
で
立
案
し
、
米
軍
用
水

は
国
頭
地
域
か
ら
、
中
南
部
住
民
の
用
水

は
、
そ
れ
以
外
か
ら
使
用
す
る
よ
う
計
画
す

れ
ば
、
改
善
さ
れ
る
と
確
信
す
る
。
と
に
か

く
水
源
開
発
が
当
面
の
重
大
な
問
題
で
あ
り
、

そ
れ
な
く
し
て
は
給
水
地
域
の
拡
大
と
断
水

騒
ぎ
の
解
消
は
考
え
ら
れ
な
い
。
水
道
公
社

の
在
り
方
の
再
検
討
と
水
源
開
発
に
よ
る
給

水
地
域
の
増
大
を
は
か
り
、
安
い
水
道
料
金

に
す
る
と
と
も
に
断
水
さ
わ
ぎ
を
早
急
に
解

決
す
る
よ
う
全
力
を
つ
く
す
。

具
志
栄
治
（
五
五
）
無
所
属
・
新
、
美

栄
橋
町
二
の
一
一

那
覇
市
は
琉
球
の
首
都
と
し
て
国
際
都
市
で

も
あ
る
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
実
情
は
人

間
の
住
む
に
最
低
の
条
件
さ
え
そ
な
わ
っ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
水
は
生
活
の
根
源
を
な

す
も
の
で
あ
る
が
、
市
民
は
飲
料
水
も
ぜ
い

た
く
に
は
使
え
な
い
現
状
で
あ
る
。
飲
料
水

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
工
業
用
水
さ
ら
に
は

市
街
の
防
塵
の
散
水
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
点
を
満
た
す
た
め
に
、
市
議
会
は
派
閥

を
こ
え
、
市
民
福
祉
の
た
め
の
公
僕
で
あ
る

と
の
自
覚
の
下
に
一
致
団
結
し
て
こ
の
問
題

の
早
期
解
決
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

武
村
朝
良
（
四
九
）
無
所
属
・
新
、
松

川
二
七
九

飲
料
用
水
の
完
全
供
給
は
都
市
に
お
け
る
最

も
緊
急
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
「
せ
め
て

水
だ
け
は
ゆ
た
か
に
」
市
民
に
供
給
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
政
党
政
派

を
超
越
し
て
協
力
、
一
致
し
て
そ
の
解
決
に

あ
た
る
べ
き
で
あ
る
。
過
去
の
那
覇
市
政
の

大
き
な
欠
点
は
水
道
問
題
の
低
迷
を
、
そ
の

事
業
運
営
の
拙
劣
さ
に
あ
る
と
極
言
し
て
も

よ
い
。
市
だ
け
の
力
だ
け
で
な
く
、
民
政

府
、
琉
球
政
府
と
も
固
く
提
携
し
て
、
解
決

策
を
樹
立
し
、
早
期
に
市
民
を
安
心
さ
せ
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
点
に
全
力
を
傾
注
し
た

い
。水

・
水
・
水
・
陳
情
合
戦
政
府

に
一
斉
攻
撃
／
立
法
院
議
員

も
窮
状
訴
え
る

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
７
・
11
〕

那
覇
市
の
水
き
き
ん
問
題
は
、
世
論
に
刺

激
さ
れ
て
十
日
、
民
間
各
団
体
が
「
断
水

問
題
対
策
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
た
ほ

か
、
那
覇
市
、
同
市
議
会
関
係
者
、
立
法

院
議
員
な
ど
が
民
政
府
、
行
政
府
当
局
に

い
っ
せ
い
に
陳
情
攻
撃
を
か
け
、
解
決
推

進
へ
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。
民
政
府

で
は
応
急
対
策
と
し
て
那
覇
市
へ
ブ
ー

ス
タ
ー
（
加
圧
ポ
ン
プ
）
を
貸
し
、
浦
添

村
牧
港
と
那
覇
市
泊
浄
水
場
間
に
早
急

に
そ
の
施
設
を
つ
く
ら
せ
、
原
水
を
ふ
や

し
、
水
き
き
ん
を
緩
和
す
る
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
。

那
覇
地
区
選
出
の
自
民
党
翁
長
、
宇
久
、
阿

波
根
、
伊
良
波
四
立
法
院
議
員
は
山
川
副
議

長
と
と
も
に
、
十
日
ひ
る
四
時
半
か
ら
シ
ー

ツ
副
民
政
官
、
マ
ー
フ
ィ
ー
工
務
課
長
と
会

い
、
水
に
悩
む
那
覇
の
窮
状
、
と
く
に
学
校

で
は
ミ
ル
ク
給
食
も
で
き
ず
、
子
ど
も
た
ち

の
衛
生
管
理
が
完
全
に
お
手
上
げ
で
あ
る
こ

と
を
説
明
、
軍
側
の
対
策
を
要
望
し
た
。
シ

ー
ツ
副
民
政
官
は
那
覇
の
水
不
足
が
軍
の
パ

イ
プ
取
り
か
え
工
事
に
原
因
し
て
い
る
こ
と



二
一
二

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
七
月

を
認
め
た
上
で
、
軍
側
の
計
画
を
つ
ぎ
の
よ

う
に
明
ら
か
に
し
、
早
急
に
弁
務
官
と
も
相

談
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

▽
軍
で
は
牧
港
ポ
ン
プ
場
と
泊
浄
水
場
間
に
、

那
覇
市
に
ブ
ー
ス
タ
ー
施
設
を
つ
く
ら
せ
、

原
水
を
ふ
や
す
。
ブ
ー
ス
タ
ー
は
軍
か
ら
貸

し
、
そ
の
維
持
費
も
軍
が
負
担
す
る
。
し
か

し
こ
の
ブ
ー
ス
タ
ー
は
こ
ん
ご
那
覇
市
が
牧

港
、
泊
間
に
二
十
一
イ
ン
チ
パ
イ
プ
を
新

設
、
原
水
量
を
ふ
や
す
ま
で
の
臨
時
的
な
措

置
で
あ
る
。
ま
た
那
覇
市
に
対
し
て
は
パ
イ

プ
新
設
な
ど
を
や
ら
ぬ
と
今
夏
の
水
不
足
は

避
け
ら
れ
な
い
と
八
か
月
も
前
か
ら
予
告
し

て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
手
を
つ
け
て
な
い
。

▽
ブ
ー
ス
タ
ー
設
置
は
、
さ
っ
そ
く
弁
務
官

と
も
話
し
て
着
手
す
る
。
三
日
間
で
工
事
は

完
成
で
き
る
。

▽
沖
縄
側
か
ら
の
節
水
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、

弁
務
官
も
米
人
関
係
に
節
水
を
指
令
し
て
い

る
が
、
軍
の
節
水
量
は
わ
ず
か
な
も
の
に
な

ろ
う
。

▽
工
事
中
の
軍
の
パ
イ
プ
取
り
か
え
が
完
成

す
る
と
、
軍
か
ら
沖
縄
側
へ
の
一
日
の
給
水

は
、
浄
水
約
一
万
八
千
九
百
立
方
㍍
、
原
水

約
八
千
立
方
㍍
と
な
る
。
浄
水
の
う
ち
、
那

覇
市
へ
の
分
は
、
現
在
の
約
二
千
八
百
立
方

㍍
か
ら
あ
ら
た
に
二
千
三
百
立
方
㍍
ふ
や
さ

れ
る
。
さ
ら
に
浄
水
約
八
千
立
方
㍍
は
読
谷
、

嘉
手
納
の
北
部
域
に
、
あ
ら
た
に
く
ば
ら
れ

る
。断

水
つ
づ
け
ば
大
衆
運
動
お
こ
す

社
大
党
の
平
良
（
幸
）
、
知
花
、
森
田
、
桃

原
の
四
立
法
院
議
員
は
、
十
日
ひ
る
四
時

か
ら
水
道
公
社
屋
田
支
配
人
と
会
い
、
那

覇
市
の
水
道
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。

屋
田
支
配
人
は
「
現
在
の
那
覇
市
の
水
道
は

完
全
浄
水
し
て
い
る
た
め
、
泊
の
浄
水
場
で

は
一
日
一
万
一
千
立
方
㍍
し
か
処
理
で
き

ず
、
毎
日
三
千
七
百
立
方
㍍
の
不
足
を
き
た

し
て
い
る
。
そ
こ
で
泊
と
牧
港
ポ
ン
プ
場
の

中
間
に
ブ
ー
ス
タ
ー
を
設
置
し
、
ろ
過
を
早

く
す
れ
ば
一
日
三
千
七
百
立
方
㍍
を
余
分

に
送
水
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
ブ
ー
ス
タ

ー
を
設
置
し
た
い
。
設
置
は
三
日
で
で
き
る

の
で
そ
の
あ
と
は
完
全
給
水
が
で
き
る
」
と

語
っ
た
。

　

社
大
党
で
は
、
十
一
日
に
那
覇
市
役
所

の
話
を
き
い
た
上
で
、
水
道
問
題
に
対

処
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
同
党
と
し
て
は
、

軍
の
方
で
ぜ
い
た
く
に
水
を
使
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
加
圧
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
水
き

き
ん
が
解
消
し
な
い
場
合
に
は
市
民
の
生

活
を
守
る
大
衆
運
動
を
お
こ
す
と
い
っ
て

い
る
。

〝
陳
情
じ
ゃ
な
い
、
抗
議
だ
〟
／
対
策
協

議
会
が
政
府
、
立
法
院
参
り

断
水
問
題
対
策
協
議
会
は
十
日
あ
さ
、
代
表

が
兼
次
那
覇
市
長
と
あ
っ
た
あ
と
ひ
る
一
時

か
ら
大
田
主
席
、
瀬
長
副
主
席
に
会
見
を
申

し
込
ん
だ
が
不
在
の
た
め
、
与
世
山
官
房
長

に
あ
い
、
那
覇
の
水
き
き
ん
に
つ
い
て
政
府

の
対
策
方
を
訴
え
た
。
訴
え
の
内
容
は
①
那

覇
市
の
水
き
き
ん
は
天
災
で
は
な
く
人
災
で

あ
っ
て
、
沖
縄
の
政
治
の
貧
困
さ
を
物
語
っ

て
い
る
。
直
接
的
に
は
那
覇
市
の
責
任
で
解

決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
全
琉
人
口
の
約

四
分
の
一
を
し
め
る
那
覇
市
の
問
題
は
政
府

と
し
て
も
当
然
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の

で
あ
る
。
大
田
主
席
は
こ
う
い
う
立
場
か
ら
、

水
に
苦
し
ん
で
い
る
世
論
を
軍
に
伝
え
て
善

処
を
求
め
る
と
と
も
に
、
政
府
と
し
て
も
対

策
を
た
て
て
も
ら
い
た
い
。
わ
れ
わ
れ
の
願

い
は
、
た
だ
「
水
を
く
れ
」
と
い
う
こ
と
だ

け
だ
。
陳
情
で
は
な
く
、
心
の
中
は
抗
議
の

気
持
ち
で
一
杯
だ―

と
な
っ
て
い
る
。

与
世
山
官
房
長
は
「
個
人
的
に
は
私
も
水

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
の

気
持
ち
は
わ
か
る
。
こ
の
問
題
は
私
の
所

管
外
だ
か
ら
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

は
何
と
も
い
え
な
い
が
、
主
席
に
も
よ
く

話
し
て
、
早
急
に
善
処
し
た
い
」
と
答
え

た
。
断
対
協
側
は
そ
の
あ
と
、
立
法
院
山

川
副
議
長
、
那
覇
選
出
議
員
団
に
も
同
じ

よ
う
に
訴
え
た
が
、
十
二
日
に
は
あ
ら
た

め
て
大
田
主
席
に
会
見
を
申
し
入
れ
る
予

定
。

給
水
対
策
本
部
を
拡
大
／
那
覇

市
役
所
／
全
機
能
を
あ
げ
て

水
対
策

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
７
・
15
〕

那
覇
市
の
水
道
は
安
謝
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ー

ス
タ
ー
ポ
ン
プ
で
い
く
ぶ
ん
緩
和
さ
れ
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
ん
ど
は
水
源

が
底
を
つ
い
て
い
る
た
め
せ
っ
か
く
の
ポ
ン

プ
も
使
用
不
能
に
お
ち
い
り
、
ま
す
ま
す
悪

化
す
る
き
ざ
し
を
み
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
市

当
局
で
は
十
四
日
午
後
か
ら
給
水
特
別
対
策

委
を
開
き
今
後
の
水
問
題
を
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
城
建
設
部
長
を
給
水
本
部

長
と
す
る
水
道
課
職
員
で
組
織
さ
れ
た
給

水
対
策
本
部
の
組
織
を
拡
大
し
、
市
役
所

の
全
機
能
を
あ
げ
て
水
対
策
に
の
り
だ
す

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
給
水
対
策
本
部
は
水
道
課
職
員

だ
け
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
で
は
不
足
で

市
民
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
機
構
を
拡
大
し
兼
次
市
長
が
本
部
長

と
な
り
仲
原
、
義
永
両
助
役
が
副
部
長
、
対

策
本
部
委
員
に
総
務
、
建
設
、
民
生
の
三
部

長
に
企
画
室
長
、
消
防
副
隊
長
、
水
道
一
、
二

課
長
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
首
里
、
真
和
志
、

小
禄
の
三
支
所
長
は
支
部
長
に
な
り
役
所
全

機
能
を
あ
げ
て
水
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

な
お
給
水
本
部
で
は
陸
軍
輸
送
部
隊
を
は



二
一
三

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
七
月

じ
め
軍
消
防
隊
に
も
協
力
を
よ
び
か
け
て
い

た
が
、
軍
消
防
隊
で
は
一
日
に
約
四
十
五
㌧

（
一
万
二
千
㌎
）
の
水
を
那
覇
市
に
提
供
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

新
勢
力
分
野
決
ま
る
／
那
覇
市

議
会
／
依
然
無
所
属
が
多
数

／
市
長
選
に
革
新
結
集
の
動

き〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
７
・
25
〕

　

七
十
九
名
の
候
補
者
が
名
乗
り
を
上
げ
、

最
大
の
激
戦
と
な
っ
た
那
覇
市
議
会
議
員

選
挙
も
、
二
十
四
日
の
開
票
の
結
果
、
自

民
党
九
人
、
人
民
党
四
人
、
社
大
党
二
人
、

無
所
属
十
五
人
と
首
都
那
覇
市
議
会
の
新

勢
力
分
野
が
決
ま
っ
た
。
こ
ん
ど
の
那
覇

市
議
選
挙
の
特
質
は
、
今
ま
で
、
地
方
自
治

体
へ
の
介
入
を
さ
け
て
い
た
政
党
が
、
積

極
的
に
乗
り
出
し
た
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で

も
結
果
か
ら
は
無
所
属
が
多
数
を
占
め
る

と
い
う
、
政
党
介
入
と
は
逆
の
現
象
が
目

立
っ
た
。
各
党
派
で
は
、
市
議
選
で
の
実

績
を
踏
ま
え
て
、
き
た
る
十
二
月
の
那
覇

市
長
選
に
臨
も
う
と
い
う
構
え
を
見
せ
て

い
る
が
、
昨
年
の
立
法
院
選
挙
に
引
き
続

き
今
度
の
那
覇
市
議
選
で
も
意
外
に
不
振

だ
っ
た
革
新
系
で
は
、
人
民
党
が
復
帰
勢

力
を
結
集
し
て
自
民
党
に
当
た
ろ
う
と
い

う
動
き
を
見
せ
て
お
り
、
今
後
の
市
長
選

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。

人
民
党
で
は
、
人
民
四
、
社
大
二
の
外
は
、

全
部
自
民
系
だ
と
み
て
お
り
、
こ
の
選
挙
の

結
果
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
祖
国
復
帰
勢
力

を
結
集
し
て
当
た
ら
ね
ば
反
動
勢
力
に
及
ば

な
い
と
い
う
教
訓
で
あ
る
と
受
け
取
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
同
党
と
し
て
は
、
二
十
六
日
に

常
任
委
員
会
を
開
い
て
那
覇
市
議
選
を
分
析

し
こ
の
結
果
に
よ
っ
て
社
大
、
社
会
の
両
党

に
、
祖
国
復
帰
統
一
戦
線
の
結
成
を
呼
び
か

け
る
構
え
で
あ
る
。

　

人
民
党
瀬
長
委
員
長
の
話　

政
策
中
心
に

訴
え
て
き
た
が
、
結
果
は
四
人
の
当
選
に
止

ま
っ
た
。
こ
れ
は
市
民
が
祖
国
復
帰
勢
力
を

結
集
し
て
当
た
ら
ね
ば
自
民
党
と
そ
の
同
調

者
で
あ
る
反
動
勢
力
に
勝
て
な
い
ぞ
と
教
え

て
い
る
こ
と
と
思
う
。
セ
ク
ト
主
義
を
す
て

て
敵
が
誰
で
あ
る
か
を
明
確
に
し
、
社
大
、
人

民
、
社
会
の
復
帰
勢
力
が
一
丸
と
な
っ
て
つ

ぎ
の
市
長
選
挙
に
当
た
る
よ
う
な
体
制
を
固

め
た
い
。

　

那
覇
市
議
党
派
別
当
選
者
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候
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〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
１
・
７
・
25
〕

(

選
管
委
発
表
）

順
位　

氏　

名　
　
　
　
　
　
　

総
得
票
数

１　

安
見　

福
寿
（
無
・
新
）　

二
八
三
四

２　

友
利　

栄
吉
（
無
・
新
）　

二
三
四
四

３　

又
吉　

久
正
（
無
・
現
）　

二
〇
五
四

４　

比
嘉　

佑
直
（
無
・
現
）　

二
〇
四
〇

５　

渡
口　

麗
秀
（
自
・
現
）　

一
九
六
四

６　

楠
見　

長
礼
（
無
・
新
）　

一
九
〇
二

７　

名
城　

嗣
夫
（
無
・
新
）　

一
八
八
七

８　

赤
嶺　

慎
英
（
無
・
前
）　

一
八
八
三

９　

森
田　

孟
松
（
社
大
・
現
）
一
七
一
六

10　

喜
久
山
朝
重
（
自
・
現
）　

一
五
七
九

11　

大
山　

盛
幸
（
自
・
現
）　

一
四
九
八

12　

金
城　

力
夫
（
無
・
新
）　

一
四
八
五

13　

宮
里　

敏
慶
（
自
・
現
）　

一
四
六
六

14　

赤
嶺　

一
男
（
自
・
現
）　

一
四
四
二

15　

儀
間　

真
祥
（
人
・
現
）　

一
三
四
五

16　

金
城　

吾
郎
（
社
大
・
新
）
一
三
二
一

17　

久
高　

友
敏
（
人
推
・
前
）
一
三
一
三

18　

具
志　

栄
治
（
無
・
新
）　

一
三
三
五

19　

黒
潮　
　

隆
（
人
・
現
）　

一
二
八
七

20　

比
嘉
朝
四
郎
（
自
・
現
）　

一
二
三
七

21　

辺
野
喜
英
興
（
自
・
現
）　

一
二
四
〇

22　

金
城　

武
一
（
無
・
現
）　

一
二
二
一

23　

武
村　

朝
良
（
無
・
新
）　

一
二
〇
三

24　

平
良
真
次
郎
（
自
・
現
）　

一
五
〇
八

25　

赤
嶺
保
三
郎
（
無
・
新
）　

一
二
〇
二

26　

平
良　

亀
助
（
無
・
現
）　

一
九
〇
五

27　

久
場　

景
善
（
自
・
現
）　

一
一
七
七

28　

真
栄
田
義
晃
（
人
・
現
）　

一
二
一
一

29　

高
良　
　

一
（
無
・
現
）　

一
一
四
八

30　

上
原　

隆
正
（
無
・
新
）　

一
一
六
九

　
　
　

〔
後
略
〕

｜
社　

説
｜

那
覇
市
議
選
を
か
え
り
み
て
…

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
７
・
26
〕

　

那
覇
市
会
の
新
議
員
三
十
人
が
決
ま
っ
た
。

那
覇
市
会
は
、
四
年
前
、
民
連
と
市
政
再
建
同

盟
が
鋭
く
対
立
し
て
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
そ

の
後
、
真
和
志
と
の
合
併
で
、
議
員
十
五
人

が
新
た
に
真
和
志
か
ら
参
加
し
た
が
、
い
わ

ば
那
覇
市
会
は
、
こ
ん
ど
の
選
挙
で
本
来
の

姿
に
も
ど
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

当
選
者
の
顔
ぶ
れ
を
み
る
と
、
ま
ず
第
一

に
、
新
人
の
進
出
が
注
目
さ
れ
る
。
小
選
挙
区

制
の
立
法
院
議
員
選
挙
と
異
な
り
、
那
覇
市

議
選
は
、
新
人
の
進
出
は
比
較
的
困
難
で
あ

る
。
と
く
に
今
回
の
選
挙
で
は
、
合
併
で
議

員
数
四
十
五
人
に
ふ
く
れ
て
い
た
の
が
、
定

数
三
十
人
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
新
人
候
補
に

は
不
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
候
補

者
数
か
ら
い
え
ば
、
当
選
率
は
低
か
っ
た
と

し
て
も
、
定
数
の
三
分
の
一
を
占
め
た
と
い



二
一
四

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
八
月

う
こ
と
は
、
意
外
な
進
出
だ
っ
た
、
と
い
え

よ
う
。

　

第
二
は
、
政
党
が
あ
ま
り
、
ふ
る
わ
な
か

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
当
選
者
の
う
ち

半
数
が
政
党
所
属
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
旧
勢
力
分
野
に
比
べ
る

と
退
潮
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
な
ぜ
、
政
党

が
候
補
者
を
立
て
、
積
極
的
に
活
動
し
た
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
所
属
よ
り
も
ふ
る
わ

な
か
っ
た
か
。
こ
の
こ
と
は
政
党
と
し
て
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
政

党
候
補
者
が
得
た
票
数
の
な
か
に
は
、
意
識

票
が
か
な
り
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。

が
、
大
多
数
の
有
権
者
は
、
い
ち
お
う
、
那

覇
市
会
の
活
動
と
政
党
を
切
り
離
し
て
、
自

己
の
一
票
を
行
使
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。
那
覇
市
会
に
は
、
立
法
院
の
よ
う

に
、
政
治
的
に
対
立
す
る
よ
う
な
問
題
は
な

い
。
ま
た
、
か
つ
て
の
民
連
、
再
建
同
盟
の

よ
う
な
対
立
抗
争
は
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

そ
の
ほ
か
市
議
選
の
特
質
と
い
う
こ
と
も
手

伝
っ
て
、
政
党
が
強
く
意
識
さ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
市
議
選
の
結
果
を
み
て
、
政
党

の
消
長
を
云
々
す
る
の
は
あ
た
ら
な
い
と
思

う
。
こ
れ
ま
で
の
那
覇
市
会
を
み
る
と
、
党

所
属
議
員
、
必
ず
し
も
野
党
で
は
な
か
っ

た
。
自
民
党
の
場
合
、
当
局
派
と
反
当
局
派

に
わ
か
れ
て
い
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
こ

に
、
立
法
院
で
の
政
党
活
動
と
ち
が
う
点
が

み
ら
れ
る
わ
け
で
、
政
党
が
市
政
に
タ
ッ
チ

す
る
場
合―

候
補
者
を
立
て
て
市
民
に
訴
え

た
の
だ
か
ら
、
責
任
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い

が―

具
体
的
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
慎
重
な

研
究
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

新
し
い
市
会
の
勢
力
分
野
が
、
十
二
月
の

市
長
選
挙
に
ど
う
ひ
び
く
か
、
と
い
う
こ
と

も
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
市
長
の
場
合
は
、
市

議
よ
り
は
、
政
治
性
が
、
多
分
に
要
請
さ
れ

市
議
選
よ
り
は
、
党
派
の
意
識
が
強
く
作
用

す
る
の
は
十
分
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
市
議
選
の
党
派
別
得
票
が
、
そ
の
ま
ま

動
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
候
補
者
の
政
策

や
人
物
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
す
る
政

党
、
候
補
者
の
数
で
決
ま
る
も
の
と
し
か
い

え
な
い
。

　

当
面
の
問
題
と
し
て
、
新
し
い
市
会
へ
の

注
文
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
か
か
げ
た
政
策
に

忠
実
で
あ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
水
の
問

題
、
首
都
建
設
と
関
連
し
て
の
道
路
、
排

水
、
住
宅
な
ど
、
那
覇
市
は
こ
ん
ご
に
多
く

の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
執
行
機
関
か
ら

の
提
案
だ
け
に
頼
ら
ず
、
自
ら
積
極
的
に
懸

案
の
問
題
を
推
進
し
、
任
期
四
か
年
、
ジ
ッ

ク
リ
と
構
え
て
、
一
つ
一
つ
こ
れ
ら
の
問
題

を
解
決
し
て
い
く
努
力
が
ほ
し
い
。
と
く
に

新
人
議
員
の
意
欲
あ
る
活
動
に
期
待
し
た
い

の
で
あ
る
。

深
夜
ま
で
一
本
化
工
作
／
自
民

調
整
で
き
ず
物
別
れ

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
８
・
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〕

那
覇
市
の
議
長
問
題
は
十
七
日
の
臨
時
議
会

で
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
自
民

党
で
は
十
六
日
午
後
七
時
過
ぎ
か
ら
政
府
前

の
食
堂
「
ふ
る
さ
と
」
で
党
本
部
か
ら
新
里

幹
事
長
、
長
嶺
立
法
院
議
長
に
那
覇
市
議
員

団
九
人
と
小
禄
出
身
議
員
五
人
、
無
所
属
ク

ラ
ブ
代
表
名
城
議
員
計
十
五
人
が
集
ま
り
深

夜
ま
で
対
策
を
協
議
し
た
が
、
大
山
派
と
渡

口
派
が
対
立
し
た
ま
ま
意
見
の
一
致
が
得
ら

れ
ず
つ
い
に
物
別
れ
と
な
っ
た
。

こ
れ
で
那
覇
市
議
長
問
題
を
め
ぐ
っ
て
自
民

党
那
覇
市
議
団
は
統
一
行
動
の
誓
い
を
ご
破

算
に
す
る
と
い
う
分
裂
状
態
の
事
態
に
お
ち

い
っ
た
。

昨
夜
の
話
し
合
い
は
、
ま
ず
九
人
の
自
民
党

議
員
団
が
話
し
合
っ
た
あ
と
、
小
禄
出
身
議

員
と
名
城
議
員
を
加
え
て
さ
ら
に
話
し
合
っ

た
が
、
意
見
の
一
致
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
小
禄
出
身
議
員
と
名
城
議
員
の
六
人

は
中
途
か
ら
退
場
し
、
残
り
の
自
民
党
議
員

団
だ
け
で
事
態
の
収
拾
策
を
協
議
し
た
が
ま

と
ま
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
党
幹
部
は
何
ん
の

腹
案
や
具
体
案
も
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
議
員
団

の
意
見
を
き
く
と
い
う
程
度
に
終
始
し
た
た

め
、
意
見
調
整
は
難
航
し
、
つ
い
に
小
禄
議

員
団
は
「
自
民
党
議
員
だ
け
で
独
自
の
対
策

を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。
わ
れ
わ
れ
は
す
で

に
意
思
は
決
定
し
て
い
る
」
と
し
て
中
途
か

ら
退
場
し
た
も
の
。

な
お
十
六
日
の
話
し
合
い
で
自
民
党
の
一
本

化
工
作
が
失
敗
し
た
た
め
、
渡
口
派
は
高
良

議
長
支
持
に
ま
わ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
兼
次
派
、
無
所
属
、
小
禄
選
出
議
員

団
、
自
民
党
の
渡
口
派
、
大
山
派
も
そ
れ
ぞ

れ
深
夜
ま
で
対
策
を
協
議
し
て
お
り
、
十
七

日
の
結
果
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
成
り
行
き

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

議
長
に
高
良
氏
決
ま
る
／
那
覇

市
会
け
さ
開
く
／
大
山
派
折

れ
満
場
一
致
／
副
議
長
…
あ

す
に
も
ち
こ
す

〔
沖
タ
・
夕　
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新
し
い
三
十
人
の
選
良
を
迎
え
て
の
那

覇
市
第
四
十
五
回
議
会
（
臨
時
議
会
）
は

十
七
日
午
前
十
一
時
五
分
か
ら
開
か
れ
、

注
目
の
正
副
議
長
の
選
出
を
行
な
っ
た
が
、

議
長
に
は
満
場
一
致
で
高
良
一
氏
が
決
定
、

副
議
長
は
渡
口
氏
と
大
山
氏
の
調
整
つ
か

ず
十
八
日
に
も
ち
こ
し
た
。

初
の
臨
時
議
会
は
定
刻
よ
り
一
時
間
も
遅
れ

て
開
会
、
ま
ず
兼
次
市
長
が
「
三
十
人
の
議

員
が
選
ば
れ
、
き
ょ
う
晴
れ
の
臨
時
議
会
を

開
く
こ
と
が
で
き
喜
び
に
た
え
な
い
。
し
か

も
一
人
の
欠
席
も
な
く
全
員
が
出
席
し
た
こ
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と
は
こ
ん
ご
の
明
る
い
那
覇
市
づ
く
り
に
意

欲
を
も
や
し
て
い
る
あ
ら
わ
れ
だ
と
思
う
。

市
民
福
祉
の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
も
ら

い
た
い
が
、
ま
ず
議
会
を
運
営
す
る
議
長

選
出
に
当
た
っ
て
は
明
朗
で
公
平
な
立
派

な
議
長
を
選
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

そ
の
ご
規
定
に
よ
っ
て
仮
議
長
に
年
長
者
の

久
場
景
善
議
員
が
当
た
り
、
議
案
第
一
の
議

長
選
挙
の
審
議
に
入
っ
た
。
又
吉
議
員
か
ら

休
け
い
の
緊
急
動
議
が
出
た
。
理
由
は
市
議

会
の
運
営
者
で
あ
る
議
長
選
挙
は
慎
重
を
要

す
る
問
題
で
あ
り
、
各
派
と
の
調
整
の
必
要

が
あ
る
と
い
う
も
の
。

久
場
仮
議
長
か
ら
休
け
い
の
合
図
が
あ
り
、

約
十
分
間
の
各
派
調
整
の
あ
と
十
一
時
半
再

開
し
た
。

久
場
仮
議
長
は
議
長
の
選
出
方
法
を
は
か
っ

た
が
、
こ
れ
に
対
し
宮
里
敏
慶
議
員
か
ら
指

名
推
せ
ん
の
提
案
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
高

良
一
氏
を
議
長
に
推
せ
ん
し
た
い
と
い
う
意

見
を
の
べ
た
。
続
い
て
大
山
盛
幸
議
員
か
ら

賛
成
の
提
案
が
あ
り
、
要
旨
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。

〝
し
こ
り
残
さ
ず
に
〟　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
要
望
は
こ
れ
ま
で
の
混
乱
議
会
を

な
く
し
、
明
る
い
市
政
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
だ
。
議
長
候
補
に
は
高
良

氏
と
私
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
決
戦
投
票
に
も
ち
こ
ん
だ
場
合
一
、
二

票
の
差
で
高
良
氏
に
勝
算
が
あ
る
。
決
戦

投
票
に
持
ち
込
ん
だ
ら
こ
ん
ご
の
議
会
運

営
に
し
こ
り
が
で
き
混
乱
の
お
そ
れ
が
あ

り
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
明
る
い
市
会
に
す
る

た
め
高
良
氏
を
満
場
一
致
で
推
せ
ん
し
た

い
。

久
場
仮
議
長
か
ら
指
名
推
せ
ん
の
賛
否
が
問

わ
れ
、
全
員
高
良
氏
を
支
持
す
る
こ
と
で
議

長
選
出
は
ス
ム
ー
ズ
に
終
わ
っ
た
。
高
良
氏

が
議
長
に
決
定
し
、
さ
っ
そ
く
仮
議
長
の
久

場
氏
と
入
れ
か
わ
っ
た
。

　

上
き
げ
ん
の
高
良
議
長

　

よ
ろ
こ
び
を
か
く
す
こ
と
の
で
き
な
い

高
良
議
長
、
終
始
ニ
コ
ニ
コ
と
上
き
げ
ん
、

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
「
絶
大
な
る
支

持
に
よ
っ
て
議
長
に
就
任
し
た
こ
と
は
心

か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
こ
ん
ご
は
前
期
に

劣
ら
ぬ
議
長
業
務
に
専
念
し
明
る
い
那
覇

市
政
の
運
営
に
全
力
を
つ
く
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

さ
っ
そ
く
高
良
議
長
に
よ
っ
て
第
二
議
案
議

席
の
決
定
を
行
な
い
、
続
い
て
副
議
長
選
出

に
移
っ
た
が
、
議
長
か
ら
「
副
議
長
も
満
場

一
致
の
線
で
決
定
し
た
い
。
そ
れ
に
は
各
派

調
整
が
あ
る
の
で
午
後
一
時
か
ら
再
開
し
て

決
定
し
た
い
」
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
全
員

の
賛
意
を
得
て
閉
会
し
た
。

ひ
る
一
時
再
開
し
た
那
覇
市
の
臨
時
議
会

は
、
ま
ず
、
副
議
長
の
選
出
を
議
題
に
あ

げ
、
協
議
し
た
。

副
議
長
に
は
大
山
盛
幸
、
渡
口
麗
秀
両
氏
の

線
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
が
、
市
会
全
体

の
意
向
と
し
て
は
、
満
場
一
致
で
ス
ム
ー
ズ

に
決
定
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
、
午
前
中
、

各
派
調
整
し
た
も
の
の
、
渡
口
派
、
大
山
派

の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
け
っ
き
ょ
く
会
期

を
二
十
一
日
ま
で
の
五
日
間
に
き
め
、
副
議

長
の
選
出
は
十
八
日
に
行
な
う
こ
と
に
な
っ

た
。日

本
政
府
に
財
政
援
助
を
訴
え
る
／
高

良
議
長
あ
い
さ
つ　
　

那
覇
市
に
と
っ
て
向
こ
う
四
か
年
は
百
年
の

計
を
立
て
る
も
っ
と
も
重
要
な
時
期
で
あ
る
。

こ
の
と
き
に
当
た
っ
て
議
長
に
就
任
し
た
こ

と
は
非
常
に
重
責
を
感
ず
る
と
と
も
に
市
政

を
明
る
く
運
営
す
る
意
欲
に
も
え
て
い
る
。

那
覇
市
は
国
際
都
市
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
ま

だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
多
く
の
難
問
題
が
山
積

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
都
計
事
業
、
水
道
問

題
、
ガ
ー
ブ
川
問
題
な
ど
で
い
ず
れ
も
ば
く

だ
い
な
資
金
を
必
要
と
し
て
い
る
。
し
か
し

那
覇
市
の
財
政
は
と
ぼ
し
い
。
そ
こ
で
長
崎
、

広
島
同
様
に
戦
災
復
興
援
助
要
請
を
本
土
政

府
に
訴
え
る
。
幸
い
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談

に
よ
っ
て
日
米
の
沖
縄
に
対
す
る
大
幅
な
経

済
援
助
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
で
い
い
機
会

だ
と
思
う
。

高
良
議
長
が
生
ま
れ
る
ま
で
…
…
／
調

整
に
疲
れ
た
顔
・
顔
／
〝
一
人
一
党

だ
〟
愛
敬
ふ
り
ま
く

新
し
い
顔
ぶ
れ
を
待
つ
那
覇
市
会
に
、
定
刻

前
の
午
前
九
時
十
分
す
ぎ
、
自
民
の
平
良
真

次
郎
氏
が
一
番
乗
り
、
つ
づ
い
て
人
民
党
の

黒
潮
議
員
、
無
所
属
の
楠
見
議
員
な
ど
が

元
気
な
姿
を
み
せ
た
。
十
時
前
に
な
っ
て

二
十
二
、
三
の
議
員
が
ぞ
く
ぞ
く
き
た
が
、ど

の
顔
も
す
っ
か
り
疲
れ
た
表
情
で
あ
る
。

○
…
と
く
に
自
民
党
は
党
員
結
束
を
は
か
る

た
め
、
十
六
日
夜
七
時
か
ら
市
内
某
所
で
協

議
会
を
開
き
、
正
副
議
長
の
選
出
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
が
、
渡
口
派
、
大
山
派
の
強
い

対
立
が
あ
っ
て
分
裂
し
た
。
そ
の
せ
い
か
集

ま
っ
た
両
派
の
表
情
は
複
雑
な
も
の
。

○
…
十
時
半
有
力
な
議
長
候
補
と
み
ら
れ

て
い
る
大
山
議
員
が
自
信
満
々
と
い
う
面

持
ち
で
登
場
す
れ
ば
、
対
立
派
の
議
員
か
ら

「
皮
算
用
は
ど
う
だ
」
と
し
き
り
に
け
ん
せ

い
。十

分
後
さ
い
ご
ま
で
議
長
工
作
に
余
念
の

な
い
高
良
一
氏
か
ら
大
山
氏
に
電
話
連

絡
が
あ
っ
た
。
あ
と
で
そ
の
内
容
を
聞
い

た
と
こ
ろ
高
良
氏
は
だ
ん
ぜ
ん
有
力
な
議

長
候
補
だ
と
自
ら
判
断
し
て
い
る
よ
う
で
、

大
山
氏
に
は
高
良
を
全
会
一
致
で
議
長
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
調
整
の
連
絡
だ

っ
た
。
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大
山
氏
即
座
に
は
ね
つ
け
た
よ
う
で
あ

る
。

○
…
大
山
氏
に
自
信
の
ほ
ど
を
聞
い
た
と
こ

ろ
支
持
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
自
民
の
赤
嶺
、

宮
里
、
喜
久
山
、
久
場
の
四
議
員
、
そ
れ
に

兼
次
派
の
金
城
武
一
、
又
吉
久
正
、
比
嘉
佑

直
、
安
見
、
友
利
、
小
禄
議
員
の
具
志
、
赤

嶺
慎
英
、
平
良
亀
助
、
上
原
隆
正
の
十
三
議

員
の
名
前
を
は
っ
き
り
語
っ
て
い
た
。
そ
ば

に
待
機
し
て
い
た
喜
久
山
議
員
、
大
山
支
持

は
十
七
人
は
い
る
、
複
雑
な
事
情
が
あ
っ
て

名
前
を
い
う
の
は
ひ
か
え
た
い
と
大
笑
い
し

た
。

○
…
一
方
高
良
氏
も
自
信
満
々
、
十
一
時
前

ま
で
第
一
相
互
銀
行
頭
取
室
に
と
じ
こ　

も

り
、
議
会
側
と
た
え
ず
連
絡
に
つ
と
め
て
い

た
。
高
良
氏
に
い
わ
せ
れ
ば
、
支
持
者
の
メ
ン

バ
ー
は
自
民
の
渡
口
、
比
嘉
、
辺
野
喜
、
平

良
の
四
議
員
、
そ
れ
に
無
所
属
の
赤
嶺
保
三

郎
、
名
城
、
楠
見
、
金
城
力
夫
、
武
村
、
社

大
の
金
城
吾
郎
、
森
田
の
二
議
員
、
人
民
党

の
黒
潮
、
儀
間
、
真
栄
田
、
久
高
の
十
五
議

員
で
、
高
良
氏
を
加
え
る
と
十
六
人
は
確
保

で
き
た
と
大
喜
び
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
決
ま

る
か
興
味
が
あ
る
よ
う
で
議
会
傍
聴
席
に
は

あ
さ
早
く
か
ら
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な

ど
の
報
道
陣
を
は
じ
め
約
二
百
人
の
傍
聴
人

が
つ
め
か
け
た
。

○
…
十
一
時
五
分
前
、
高
良
議
員
が
び
っ
し

ょ
り
汗
を
か
き
な
が
ら
議
長
室
に
と
び
こ

ん
で
き
た
。
さ
っ
そ
く
社
大
、
自
民
、
渡
口

派
、
無
所
属
の
各
代
表
を
集
め
て
の
調
整
に

と
り
か
か
る
と
報
道
陣
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を

あ
び
た
。

　

選
挙
の
さ
い
は
三
十
番
で
す
べ
り
込
み
、

そ
の
後
は
有
力
な
議
長
候
補
と
し
て
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幸
運
児
、
傍
聴
席
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
た
が
「
わ
し
は
一
人
一
党
だ
」

と
愛
敬
を
ふ
り
ま
い
て
い
た
。

○
…
十
一
時
全
員
の
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
い
、
ベ

ル
の
合
図
で
十
一
時
五
分
開
会
し
た
。
そ
の

前
に
報
道
席
に
現
れ
た
高
良
氏
「
兼
次
派
に

調
整
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
満
場
一
致
で
わ
し

を
支
持
す
る
よ
う
だ
」
…
と
笑
っ
た
。

那
覇
正
副
議
長
誕
生
の
舞
台
裏

（
上
）
／
難
産
だ
っ
た
議
長
誕

生
／
裏
面
で
高
良
氏
も
積
極

工
作

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
８
・
18
〕

政
局
の
注
目
を
あ
つ
め
た
那
覇
市
の
議

長
に
は
高
良
一
氏
が
再
選
さ
れ
た
。
結
局

は
満
場
一
致
で
決
定
し
た
と
は
い
え
、
最

後
の
ド
タ
ン
場
ま
で
予
断
を
許
さ
ぬ
と

い
う
激
戦
で
あ
っ
た
。
相
手
候
補
の
大
山

議
員
も
十
七
日
の
臨
時
議
会
開
会
寸
前

ま
で
〝
決
戦
投
票
以
外
に
方
法
な
し
〟
と

し
て
決
戦
を
い
ど
む
構
え
を
み
せ
て
い

た
が
、
議
長
は
満
場
一
致
で
と
い
う
各
派

の
必
死
の
工
作
と
、
大
山
氏
が
「
僅
か
の

差
で
情
勢
不
利
」
と
判
断
、
つ
い
に
辞
退

し
た
た
め
満
場
一
致
で
高
良
六
代
目
議

長
が
誕
生
し
た
。
こ
の
高
良
議
長
が
誕
生

す
る
ま
で
に
は
活
発
な
裏
面
工
作
が
行

な
わ
れ
た
。
と
く
に
所
属
不
明
の
議
員
抱

き
込
み
が
ア
ノ
手
コ
ノ
手
と
あ
ら
ゆ
る

方
法
で
行
な
わ
れ
、
あ
る
議
員
は
自
宅
で

寝
る
こ
と
も
で
き
ず
行
方
不
明
に
な
る

と
い
う
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
と
紆
余
曲
折
を
た
ど
り
、
高
良

議
長
は
難
産
で
は
あ
っ
た
が
と
に
か
く

目
出
度
く
誕
生
し
た
。
し
か
し
そ
の
舞
台

裏
に
は
複
雑
微
妙
な
動
き
が
あ
り
、
そ
こ

で
高
良
議
長
誕
生
の
経
過
を
ふ
り
返
っ
て

み
よ
う
。

議
長
問
題
が
活
発
に
動
き
だ
し
た
の
は
、
さ

る
三
日
に
行
な
わ
れ
た
市
長
招
宴
の
当
選
祝

賀
会
の
席
上
で
あ
っ
た
。
こ
の
招
宴
に
間
に

合
わ
せ
て
東
京
か
ら
帰
っ
て
き
た
高
良
氏
は

あ
い
さ
つ
の
中
で
「
副
議
長
は
大
山
、
渡
口

の
決
戦
投
票
で
決
め
、
議
長
は
ぜ
ひ
満
場
一

致
で
自
分
を
支
持
し
て
く
れ
」
と
い
き
な
り

ブ
チ
各
議
員
の
ド
ギ
モ
を
抜
い
た
。
高
良
氏

の
ラ
ッ
パ
に
は
別
に
カ
ミ
ツ
ク
議
員
も
な
く

ビ
ー
ル
の
飲
ま
せ
よ
う
で
支
持
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
一
笑
に
ふ
さ
れ
た
。
し
か
し

高
良
氏
に
と
っ
て
は
議
長
以
外
は
全
然
眼
中

に
な
く
、
そ
の
後
も
議
長
の
椅
子
を
め
ざ
し

て
裏
面
で
は
積
極
的
な
工
作
を
つ
づ
け
て
き

た
。
そ
の
こ
ろ
議
長
候
補
は
高
良
氏
の
ほ
か

に
、
大
山
、
渡
口
の
両
氏
が
浮
か
ん
で
い

た
。
こ
の
三
氏
は
過
去
の
実
績
や
当
選
歴
な

ど
か
ら
い
っ
て
現
在
の
那
覇
市
議
会
で
は
横

綱
級
で
あ
る
の
で
当
然
な
こ
と
と
し
て
誰
も

異
論
は
な
か
っ
た
。
も
ち
論
三
氏
と
も
六
代

目
議
長
を
夢
み
な
が
ら
活
発
な
工
作
を
つ
づ

け
た
。

そ
の
中
で
も
兼
次
派
の
動
き
が
は
げ
し
く
、

当
初
は
高
良
議
長
、
大
山
副
議
長
の
線
で
他

派
に
働
き
か
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
自
民
党

議
員
団
九
人
が
「
今
後
は
結
束
し
て
統
一
行

動
を
と
る
」
と
い
う
こ
と
を
誓
約
し
た
。
こ

の
自
民
党
の
結
束
に
兼
次
派
は
ふ
ん
が
い
し

た
が
、
大
山
派
が
「
問
題
本
位
に
是
々
非
々

で
い
く
。
結
局
渡
口
派
も
わ
れ
わ
れ
と
協
議

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
む
し
ろ
一

歩
前
進
し
た
と
み
て
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
」

と
の
態
度
を
あ
き
ら
か
に
し
た
の
で
兼
次
派

も
納
得
し
た
。

そ
こ
で
兼
次
派
は
当
初
の
方
針
通
り
高
良
、

大
山
の
線
で
工
作
に
の
り
出
し
た
が
大
山
氏

が
積
極
的
な
工
作
を
行
な
っ
て
い
る
の
に
反

し
高
良
氏
が
表
面
上
目
立
っ
た
動
き
を
み
せ

な
い
。
高
良
氏
が
積
極
的
に
動
い
て
お
れ

ば
、
大
山
氏
と
の
話
し
合
い
も
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
と
み
て
兼
次
派
で
は
高
良
氏
に
活
発
な
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工
作
に
の
り
出
す
よ
う
ハ
ッ
パ
を
か
け
た
。

し
か
し
高
良
氏
は
下
手
に
動
き
出
す
と
元
も

子
も
な
く
な
る
と
み
て
静
観
し
た
ま
ま
チ
ャ

ン
ス
到
来
を
待
っ
て
い
た
。
そ
の
間
に
高
良

氏
は
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
集
め
ひ
そ
か
に
情
報

を
分
析
し
て
い
た
。
無
所
属
議
員
や
渡
口
派

か
ら
の
よ
び
か
け
も
隠
密
裏
に
行
な
わ
れ
、

表
面
上
は
静
観
し
て
い
る
態
度
を
と
っ
て
い

た
。
つ
ま
り
高
良
氏
が
工
作
し
て
い
る
と
い

う
印
象
を
第
三
者
に
与
え
る
こ
と
を
極
度
に

警
戒
し
た
、
裏
を
か
え
せ
ば
大
山
と
渡
口
の

両
氏
を
盛
ん
に
喧
嘩
さ
せ
て
お
け
ば
、
自
然

と
自
分
の
と
こ
ろ
に
転
が
り
こ
ん
で
く
る
と

読
ん
で
い
た
。
だ
か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に

〝
オ
レ
は
工
作
し
て
な
い
。
成
り
行
き
ま
か
せ

だ
〟
と
記
者
会
見
で
も
盛
ん
に
談
話
を
発
表

し
て
い
た
。

一
方
渡
口
氏
も
工
作
に
の
り
出
し
た
が
議
長

は
ど
う
み
て
も
自
分
に
有
利
で
な
い
。
そ
こ

で
党
本
部
を
動
か
し
て
自
民
党
の
一
本
化
工

作
と
い
う
手
を
打
っ
た
が
こ
れ
も
失
敗
し
た

た
め
議
長
を
あ
き
ら
め
副
議
長
を
ね
ら
っ
た
。

そ
こ
で
高
良
氏
の
勢
力
を
利
用
し
て
高
良
議

長
、
渡
口
副
議
長
と
い
う
現
状
維
持
の
線
で

高
良
氏
と
手
を
結
ん
だ
。

ま
た
大
山
派
は
最
初
か
ら
自
信
満
々
で
臨
時

議
会
の
開
会
前
日
ま
で
十
七
人
は
絶
対
間
違

い
な
い
と
豪
語
し
て
い
た
が
、
急
に
二
、
三
の

議
員
が
ひ
っ
く
り
返
え
り
、
僅
か
の
差
で
涙

を
の
む
こ
と
に
な
っ
た
。
大
山
派
に
い
わ
す

れ
ば
も
し
決
戦
投
票
を
し
た
場
合
、
残
念
な

が
ら
十
五
対
十
四
、
白
紙
一
と
い
う
わ
ず
か

の
差
で
敗
れ
た
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
一

方
高
良
派
に
い
わ
す
れ
ば
十
七
対
十
三
と
い

っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
僅
か
の
差
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。

大
山
、
渡
口
の
決
選
か
／
那
覇

市
会
／
き
ょ
う
副
議
長
選
出

〔
琉
新
・
朝　
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正
副
議
長
を
選
出
す
る
那
覇
市
の
臨
時
議
会

は
十
七
日
午
前
十
一
時
過
ぎ
か
ら
行
な
わ
れ

た
が
、
午
前
中
に
議
長
を
満
場
一
致
で
高
良

一
氏
に
決
定
、
午
後
か
ら
副
議
長
を
選
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
各
派
の
意
見
調

整
が
ま
と
ま
ら
ず
結
局
副
議
長
選
挙
は
十
八

日
午
前
十
時
か
ら
再
開
さ
れ
る
本
会
議
に
も

ち
こ
さ
れ
た
。

　

副
議
長
は
大
山
盛
幸
氏
と
渡
口
麗
秀
氏
に

よ
っ
て
争
わ
れ
る
こ
と
は
確
定
的
で
あ
る
。

し
か
し
場
合
に
よ
っ
て
は
開
会
前
の
各
派
調

整
で
話
し
合
い
が
つ
き
無
投
票
に
な
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
が
両
氏
の
決
戦
投
票
に
な
る

公
算
が
強
い
。

　

副
議
長
は
い
ま
の
と
こ
ろ
大
山
氏
が
有
力

で
あ
る
が
、
人
民
党
で
は
兼
次
打
倒
と
い
う

基
本
線
に
立
っ
て
社
大
党
に
も
よ
び
か
け
渡

口
氏
を
支
持
し
よ
う
と
の
動
き
も
あ
る
の
で
、

人
民
、
社
大
が
渡
口
支
持
に
回
っ
た
場
合

は
、
勢
力
伯
仲
し
誰
が
有
力
か
予
断
を
許
さ

ぬ
実
情
で
あ
る
。

　

ま
た
人
民
党
で
は
「
現
在
の
と
こ
ろ
大
山

氏
が
強
い
。
高
良
議
長
支
持
者
が
副
議
長
選

挙
で
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
渡
口
氏
に
横
す
べ

り
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ

と
し
て
は
相
手
が
ど
ち
ら
も
自
民
党
で
あ
る

の
で
党
独
自
の
候
補
を
立
て
た
い
。
し
か
し

そ
の
場
合
は
大
山
氏
が
確
定
的
で
あ
る
の
で
、

反
兼
次
と
い
う
基
本
線
で
非
常
に
微
妙
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
十
七
日
中
に
態
度
を
き

め
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

一
方
、
社
大
党
で
は
白
紙
投
票
で
の
ぞ
む
と

い
う
声
も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
の

ぞ
む
か
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
高
良
議
長
支

持
に
回
っ
た
新
入
無
所
属
も
副
議
長
選
挙
に

は
必
ず
し
も
統
一
行
動
は
と
ら
な
い
と
の
立

場
を
と
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
人
民
党
や
社
大
党
が
独
自
の

候
補
を
出
し
た
り
白
紙
投
票
で
の
ぞ
ん
だ
場

合
、
大
山
氏
の
副
議
長
は
確
定
的
で
あ
る
。
反

対
に
渡
口
支
持
に
ま
わ
り
、
新
人
無
所
属
も

合
流
し
た
場
合
は
状
勢
は
ま
っ
た
く
こ
ん
と

ん
と
し
て
予
断
を
許
さ
ぬ
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
高
良
議
長
は
「
十
八
日
に
な
っ

て
み
れ
ば
誰
が
有
力
か
票
も
読
め
る
の
で
無

投
票
に
も
っ
て
い
く
よ
う
努
力
し
た
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

な
お
会
期
は
二
十
一
日
ま
で
の
五
日
間
と

な
っ
て
い
る
が
、
二
十
日
の
日
曜
日
を
の
ぞ

い
て
毎
日
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

総
務
委
員
会　

友
利
栄
吉
、
渡
口
麗
秀
、
金

城
力
夫
、
具
志
栄
治
、
黒
潮
隆
、
又
吉
久
正
、

大
山
盛
幸
、
赤
嶺
一
男
、
久
高
友
敏
、
比
嘉

佑
直
。　

　

建
設
委
員
会　

安
見
福
寿
、
平
良
亀
助
、
宮

里
敏
慶
、
比
嘉
朝
四
郎
、
真
栄
田
義
晃
、
赤

嶺
保
三
郎
、
平
良
真
次
郎
、
金
城
吾
郎
、
金

城
武
一
、
武
村
朝
良
。　

　

経
済
民
生
委
員
会　

楠
見
長
礼
、
名
城
嗣

夫
、
赤
嶺
慎
英
、
辺
野
喜
英
興
、
上
原
隆
正
、

森
田
孟
松
、
喜
久
山
朝
重
、
儀
間
真
祥
、
久

場
景
善
。

副
議
長
に
大
山
氏
／
那
覇
市
議

会
、
渡
口
氏
が
譲
歩

〔
琉
新
・
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開
会
中
の
那
覇
市
臨
時
議
会
は
十
八
日
午
前

十
時
十
五
分
か
ら
本
会
議
を
開
き
前
日
か
ら

も
ち
こ
し
て
い
た
副
議
長
選
挙
を
議
題
と
し

て
審
議
し
た
が
、
初
っ
ぱ
な
か
ら
大
山
氏
を

支
持
す
る
大
山
派
と
渡
口
氏
を
支
持
す
る
渡

口
派
が
真
向
う
か
ら
対
立
し
て
ゆ
ず
ら
ず
、

結
局
再
三
に
わ
た
っ
て
各
派
代
表
が
意
見
調

整
を
行
な
っ
た
が
、
渡
口
麗
秀
氏
の
譲
歩
に

よ
っ
て
大
山
盛
幸
氏
を
押
す
こ
と
に
話
し
合
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い
が
つ
き
、
採
決
の
結
果
、
人
民
党
社
大
議

員
だ
け
が
反
対
投
票
の
結
果
大
山
氏
二
十
四
、

久
高
氏
四
、
森
田
氏
二
で
大
山
氏
が
副
議
長

に
選
出
さ
れ
た
。

開
会
前
自
民
党
議
員
団
九
人
は
議
会
事
務

局
長
室
に
陣
取
っ
て
収
拾
策
を
協
議
し
た

が
最
後
ま
で
意
見
の
一
致
が
得
ら
れ
ず
物

別
れ
と
な
っ
た
。
渡
口
派
と
し
て
は
大
山
、

渡
口
両
氏
と
も
辞
退
し
て
新
た
な
候
補
者

を
出
す
こ
と
を
申
し
入
れ
た
が
大
山
派
に

一
蹴
さ
れ
た
。

大
山
派
で
は
こ
れ
以
上
引
き
延
ば
す
わ
け
に

い
か
な
い
の
で
即
決
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
決
戦
投
票
も
止
む
を
得
な
い
と
の

自
信
満
々
の
態
度
で
の
ぞ
ん
だ
。

ひ
き
つ
づ
き
十
時
四
十
五
分
再
開
さ
れ
又
吉

議
員
か
ら
「
副
議
長
の
最
適
任
者
は
大
山
盛

幸
氏
で
あ
る
。
当
選
歴
五
回
合
併
後
は
立
派

な
総
務
委
員
長
と
し
て
公
正
明
朗
な
手
腕

を
発
揮
し
た
。
高
良
議
長
、
大
山
副
議
長

は
名
コ
ン
ビ
で
あ
り
、
大
那
覇
市
建
設
の
た

め
、
全
議
員
で
支
持
し
て
ほ
し
い
」
と
強
調

し
た
。

こ
れ
に
た
い
し
比
嘉
朝
四
郎
議
員
は
「
有

力
候
補
に
渡
口
氏
も
い
る
。
い
ま
一
度
両

氏
が
話
し
合
っ
て
満
場
一
致
で
決
定
し
た

い
。
そ
こ
で
し
ば
ら
く
時
間
を
与
え
て
も

ら
い
た
い
」
と
こ
れ
に
反
対
し
た
。

そ
の
あ
と
赤
嶺
保
三
郎
議
員
や
名
城
議
員
か

ら
「
明
る
い
市
政
を
き
ず
く
た
め
に
大
山
、
渡

口
両
氏
が
調
整
し
て
満
場
一
致
で
決
定
し
た

い
」
と
提
案
が
あ
り
、
結
局
各
派
代
表
が
調

整
す
る
た
め
休
憩
し
た
。
各
派
代
表
の
調
整

は
高
良
議
長
を
交
え
て
行
な
わ
れ
た
が
、
意

見
の
一
致
を
み
ず
、
そ
こ
で
さ
ら
に
大
山
、
渡

口
の
両
氏
と
赤
嶺
保
三
郎
、
比
嘉
佑
直
の
四

氏
が
別
室
で
長
時
間
に
わ
た
っ
て
懸
命
の
調

整
を
行
な
っ
た
。
こ
の
調
整
で
、
正
午
近
く

に
至
っ
て
渡
口
議
員
が
大
山
議
員
に
譲
歩
し

た
た
め
、
も
み
続
け
た
こ
の
問
題
も
急
転
直

下
、
大
山
盛
幸
氏
を
副
議
長
に
選
出
す
る
こ

と
に
話
し
合
い
が
つ
い
た
。

　

こ
の
話
し
合
い
の
結
果
、
満
場
一
致
で
大

山
氏
の
副
議
長
選
出
を
持
っ
て
行
こ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
こ
ん
ど
は
人
民
党
議
員
ら
が
承

服
せ
ず
、
満
場
一
致
の
線
は
く
ず
れ
た
。

そ
の
あ
と
十
一
時
五
十
五
分
か
ら
再
開
さ
れ
、

人
民
党
の
真
栄
田
議
員
か
ら
、｢
党
の
立
場

か
ら
自
民
党
副
議
長
を
支
持
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
党
独
自

の
立
場
か
ら
、
久
高
友
敏
氏
を
適
任
と
し
て

推
薦
す
る
」
と
の
べ
、
大
山
副
議
長
反
対
の

意
見
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
、
社
大
党
の
森

田
議
員
は
「
満
場
一
致
で
な
い
か
ぎ
り
社
大

党
と
し
て
は
独
自
の
行
動
を
と
る
」
と
の
立

場
を
の
べ
た
。

そ
の
あ
と
、
決
戦
投
票
の
結
果
、
大
山
氏

二
十
四
票
、
久
高
氏
四
票
、
森
田
氏
二
票
と

い
う
圧
倒
的
な
差
で
大
山
氏
の
副
議
長
が
確

定
し
た
。

　

大
山
副
議
長
の
話　

渡
口
氏
が
大
局
的
な

立
場
か
ら
私
に
ゆ
ず
っ
て
い
た
だ
き
、
感
銘

し
て
い
る
。
人
民
党
、
社
大
党
は
党
人
と
し
て

ス
ジ
を
た
て
る
た
め
に
、
独
自
の
候
補
を
立

て
決
戦
投
票
と
な
っ
た
が
、
止
む
を
得
な
い

こ
と
だ
と
思
う
。
私
の
籍
は
自
民
党
に
あ
る

が
副
議
長
に
な
っ
た
以
上
不
偏
不
党
、
公
正

な
立
場
か
ら
職
責
を
守
っ
て
い
き
た
い
。
終

始
一
貫
、
大
那
覇
市
建
設
に
全
力
を
尽
く
し

た
い
。

那
覇
正
副
議
長
誕
生
の
舞
台
裏

（
中
）
／
疑
心
暗
鬼
の
統
一
行

動
／
議
長
譲
歩
で
大
山
株
上

が
る　
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政
治
は
ミ
ズ
も
の
で
あ
り
、
昨
日
の
敵
は
き

ょ
う
の
友
と
も
な
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で

の
同
志
が
一
瞬
に
し
て
裏
切
り
行
為
を
行
な

う
こ
と
も
ま
ま
あ
る
。
こ
ん
ど
の
那
覇
市
正

副
議
長
選
挙
を
め
ぐ
る
動
き
も
ま
さ
に
そ
の

通
り
で
本
番
に
は
い
る
ド
タ
ン
場
ま
で
本
心

が
つ
か
め
な
い
と
あ
ち
こ
ち
で
き
か
れ
た
。

　

議
会
前
日
ま
で
は
同
志
と
し
て
固
く
誓
っ

た
議
員
が
何
時
の
間
に
か
寝
返
え
り
、
議
長

選
挙
当
日
に
な
っ
て
み
る
と
対
立
候
補
の
支

持
に
ま
わ
っ
て
い
る
と
い
う
ヒ
ョ
ウ
変
ぶ
り

で
あ
る
。
一
方
候
補
者
以
外
の
議
員
に
い
わ

す
と
、
毎
晩
お
そ
く
ま
で
高
良
派
や
大
山
派

か
ら
よ
ば
れ
て
直
接
説
得
さ
れ
た
り
、
あ
る

い
は
市
議
選
挙
当
時
の
参
謀
を
通
じ
て
圧
力

を
か
け
る
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
法
で

抱
込
み
工
作
が
行
な
わ
れ
た
の
で
夜
も
落
ち

つ
い
て
寝
れ
な
か
っ
た
と
嘆
い
て
い
た
。

と
も
あ
れ
高
良
議
長
が
決
定
し
た
の
は
実
質

的
に
は
議
会
前
日
の
十
六
日
深
夜
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
証
拠
に
は
大
山
派
で
は

十
六
日
の
ひ
る
ま
で
十
七
人
は
確
定
的
で
あ

る
。
最
悪
な
場
合
で
も
十
六
人
は
間
違
い
な

い
と
自
信
を
も
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
翌

十
七
日
の
い
ざ
議
会
開
会
と
い
う
寸
前
に
な

っ
て
か
ら
僅
か
の
差
で
大
山
氏
が
不
利
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
大
山

派
と
し
て
は
い
ま
さ
ら
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
ず
決
戦
投
票
に
も
ち
込
む
構
え
で
の
ぞ
ん

だ
。
し
か
し
投
票
の
結
果
は
明
ら
か
で
あ
り
、

僅
か
の
差
で
も
負
け
は
負
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
大
山
派
で
は
つ
い
に
議
長
を
あ

き
ら
め
副
議
長
を
狙
っ
た
。
た
ま
た
ま
議

長
は
満
場
一
致
で
と
い
う
声
が
議
会
内

部
に
あ
り
、
ま
た
高
良
氏
も
決
戦
投
票
を

さ
け
、
な
る
だ
け
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ

た
い
と
い
う
野
心
が
あ
る
の
で
、
大
山
派

に
な
ん
と
か
満
場
一
致
の
線
で
き
め
て

も
ら
い
た
い
と
話
し
を
も
ち
か
け
た
、
大

山
派
に
し
て
み
れ
ば
高
良
氏
の
申
入
れ
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は
或
る
意
味
に
お
い
て
救
い
の
神
で
あ

る
。
ど
う
せ
負
け
る
な
ら
い
さ
ぎ
よ
く
譲

歩
し
て
満
場
一
致
の
線
で
も
っ
て
行
け
ば

大
山
株
は
あ
が
る
ば
か
り
で
副
議
長
は
間

違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
複
雑
微
妙
な
か
け
ひ
き
で
つ
い

に
満
場
一
致
の
高
良
議
長
が
誕
生
し
た
。
し

か
し
大
山
氏
も
さ
る
も
の
で
満
場
一
致
で
高

良
議
長
を
決
定
し
た
い
と
い
う
賛
成
演
説
を

行
な
い
盛
ん
な
拍
手
を
う
け
て
い
た
。
こ
の

拍
手
が
大
山
氏
の
副
議
長
を
不
動
に
し
た
も

の
と
い
え
よ
う
。
と
に
か
く
あ
ざ
や
か
な
退

け
ぎ
わ
で
あ
っ
た
。
大
山
氏
が
決
戦
投
票
を

さ
け
高
良
氏
に
ゆ
ず
っ
た
こ
と
は
各
議
員
に

感
銘
を
与
え
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
と
く
に

純
真
？
を
自
称
す
る
新
人
無
所
属
議
員
の
中

に
は
大
山
を
副
議
長
に
し
て
男
を
た
て
て
や

り
た
い
と
ひ
そ
か
に
も
ら
す
も
の
も
い
た
。

し
か
し
渡
口
派
で
は
高
良
氏
と
大
山
氏

を
け
ん
か
さ
せ
よ
う
と
工
作
し
た
あ
る

議
員
は
い
ま
さ
ら
大
山
氏
が
譲
歩
す
る

こ
と
は
ス
ジ
が
通
ら
ん
。
男
ら
し
く
決
戦

投
票
で
決
め
ろ
と
盛
ん
に
せ
ん
動
し
て

い
た
。
こ
れ
も
結
局
は
大
山
氏
が
高
良
氏

に
ゆ
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
山
株
が
あ

が
る
の
を
警
戒
し
た
手
段
で
あ
る
。
要
す

る
に
議
長
選
挙
で
高
良
派
と
大
山
派
を

対
立
さ
せ
、
ひ
き
つ
づ
き
副
議
長
選
挙
に

も
っ
て
い
く
と
高
良
支
持
は
そ
の
ま
ま

そ
っ
く
り
横
す
べ
り
し
て
渡
口
支
持
に

回
わ
る
と
い
う
か
す
か
な
望
み
を
い
だ

い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
で
き
る
だ

け
議
長
は
満
場
一
致
と
い
う
大
勢
に
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
渡
口
派
も
満

場
一
致
に
同
意
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
も
し
議
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
て
い
た

ら
、
副
議
長
選
挙
は
よ
り
以
上
の
波
乱
を

ま
き
お
こ
し
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
議
長
が
満
場
一
致
で
決
定
し
た
た

め
、
高
良
新
議
長
は
副
議
長
選
挙
に
当
っ
て

は
厳
正
中
立
な
立
場
を
と
る
羽
目
に
追
い
つ

め
ら
れ
た
。
選
挙
さ
れ
て
い
た
ら
副
議
長
は

当
然
渡
口
氏
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
り
、
ほ

か
の
議
員
に
も
よ
び
か
け
た
で
あ
ろ
う
。
そ

う
な
る
と
大
山
氏
と
し
て
も
不
利
で
あ
り
、

高
良
氏
自
身
も
敵
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
な
り
、

今
後
の
議
会
運
営
に
も
い
ろ
い
ろ
と
支
障
を

き
た
し
た
で
あ
ろ
う
。
結
論
を
い
う
と
高
良

氏
が
満
場
一
致
で
議
長
に
な
っ
た
こ
と
は
高

良
氏
自
身
も
感
謝
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

副
議
長
に
二
十
四
と
い
う
圧
倒
的
多
数
を
獲

得
し
た
大
山
氏
に
と
っ
て
も
有
難
い
話
し
で

あ
る
。
残
念
で
な
ら
な
い
の
が
渡
口
派
で
あ

ろ
う
、
高
良
氏
を
支
持
し
た
渡
口
派
が
満
場

一
致
の
高
良
議
長
を
心
か
ら
歓
迎
で
き
な
い

と
こ
ろ
が
複
雑
微
妙
な
政
治
で
あ
ろ
う
か
。

那
覇
正
副
議
長
誕
生
の
舞
台
裏

（
下
）
／
渡
口
氏
つ
い
に
折

れ
る
／
終
始
猛
烈
な
カ
ケ
引

き
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活
発
な
裏
面
工
作
で
議
長
選
挙
は
決
戦
投
票

に
も
ち
こ
ま
ず
満
場
一
致
で
高
良
氏
に
決
定

し
た
と
き
は
、
さ
す
が
に
各
議
員
と
も
ホ
ッ

と
し
た
表
情
。
久
場
仮
議
長
と
か
わ
っ
て
議

長
席
に
つ
く
高
良
氏
に
各
議
員
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
各
議
員
と

も
議
長
工
作
に
全
精
力
を
集
中
し
た
だ
け
に

満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
わ
が
こ
と

の
よ
う
に
喜
ん
だ
の
も
無
理
か
ら
ぬ
話
で
あ

る
。
と
に
か
く
最
後
ま
で
波
乱
を
予
想
さ
れ

て
い
た
議
長
問
題
が
大
山
氏
の
辞
退
で
急
転

直
下
解
決
し
た
が
こ
ん
ど
は
副
議
長
選
出
で

長
時
間
に
わ
た
っ
て
も
み
に
も
み
ぬ
い
た
。

副
議
長
に
は
議
長
を
辞
退
し
た
大
山
氏

が
最
有
力
者
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
い
ざ

選
挙
と
な
っ
て
も
大
山
派
は
積
極
的
な

動
き
を
み
せ
ず
、
む
し
ろ
渡
口
派
か
ら
副

議
長
も
満
場
一
致
の
線
で
も
っ
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
各
派
調
整
の
必
要
が
あ

る
の
で
議
長
選
挙
の
日
程
を
変
更
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
緊
急
動
議
が
提
案
さ

れ
た
。
大
山
派
は
別
に
反
対
す
る
気
配
も

み
せ
ず
、
あ
っ
さ
り
と
翌
十
八
日
に
も
ち

こ
し
た
。

渡
口
派
と
し
て
は
即
決
に
も
っ
て
い
く
と
大

山
氏
が
有
利
で
あ
る
の
で
、
日
程
を
変
更
し

て
時
間
を
か
せ
ぎ
な
が
ら
な
ん
ら
か
の
工
作

で
渡
口
氏
に
有
利
に
も
っ
て
い
こ
う
と
い
う

戦
術
に
出
た
。
一
方
、
大
山
派
と
し
て
は
渡

口
派
の
戦
術
を
十
分
知
っ
て
は
い
る
が
、
議

長
問
題
に
全
力
を
集
中
し
た
の
で
副
議
長
問

題
に
は
な
ん
の
対
策
も
講
じ
て
な
い
。
し
た

が
っ
て
副
議
長
選
挙
と
な
る
と
ど
の
よ
う
な

情
勢
に
な
る
か
適
確
な
判
断
を
く
だ
せ
な
い
。

そ
こ
で
渡
口
派
の
引
き
延
ば
し
工
作
に
も
あ

え
て
反
対
で
き
な
い
弱
み
が
あ
っ
た
。

渡
口
派
で
は
副
議
長
選
挙
の
日
程
変
更
に
、

大
山
派
が
当
然
反
対
す
る
だ
ろ
う
と
予

測
し
て
い
た
が
、
あ
っ
さ
り
同
意
し
た
の

で
情
勢
は
こ
ん
と
ん
と
し
て
い
る
と
み
て
、

あ
る
い
は
渡
口
派
に
有
利
に
も
っ
て
い
け

る
と
の
皮
算
用
を
し
て
い
た
。

さ
て
選
挙
当
日
の
十
八
日
は
議
会
開
会
前
か

ら
猛
烈
な
カ
ケ
引
き
や
各
派
調
整
が
行
な
わ

れ
た
。
ま
ず
自
民
党
で
は
九
人
が
集
ま
っ
て

対
策
を
協
議
し
た
が
結
論
が
見
出
せ
な
い
。

九
人
の
う
ち
五
対
四
と
真
ッ
二
つ
に
割
れ
て

い
る
の
で
、
い
ざ
本
番
と
な
っ
て
も
ま
と
ま

る
は
ず
が
な
い
。
そ
こ
で
渡
口
派
で
は
大
山
、

渡
口
両
氏
と
も
辞
退
し
て
同
党
議
員
団
か
ら

新
人
を
推
せ
ん
し
よ
う
と
大
山
派
に
申
し
入

れ
た
。
大
山
派
が
こ
の
申
し
入
れ
に
応
ず
る

は
ず
が
な
い
。
た
ち
ま
ち
一
蹴
さ
れ
た
。
そ



二
二
〇

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
九
月

の
ほ
か
無
所
属
議
員
か
ら
選
出
し
よ
う
と
い

う
工
作
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
が
大
勢
は
大

山
氏
に
か
た
む
い
て
い
る
の
で
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
結
局
、
大
山
、
渡
口
両
氏

が
妥
協
し
て
誰
か
一
人
に
し
ぼ
る
こ
と
以
外

に
事
態
の
収
拾
は
困
難
と
な
っ
た
。
再
三
行

な
わ
れ
た
各
派
代
表
に
高
良
議
長
を
交
え
て

の
意
見
調
整
も
難
航
す
る
ば
か
り
で
ど
う
に

も
な
ら
な
い
。
依
然
と
し
て
大
山
氏
と
渡
口

氏
が
対
立
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

渡
口
派
と
し
て
は
最
後
の
最
後
ま
で
望
み

を
す
て
ず
各
派
調
整
に
時
間
を
か
け
、
そ

の
間
に
各
議
員
の
意
向
を
打
診
し
た
結
果
、

渡
口
氏
に
不
利
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

も
は
や
渡
口
氏
が
妥
協
す
る
以
外
に
方
法

は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
い
に
大
山
氏
と

渡
口
氏
の
本
人
同
士
の
話
し
合
い
で
渡
口

氏
は
大
山
氏
に
譲
歩
す
る
こ
と
に
ふ
み
切

っ
た
。
最
後
の
最
後
ま
で
の
カ
ケ
引
き
で

あ
っ
た
。
渡
口
派
と
し
て
は
万
策
講
じ
た

が
刀
折
れ
矢
つ
き
た
と
い
う
事
態
と
な
っ

た
。

さ
て
大
山
氏
を
満
場
一
致
で
副
議
長
に
決
定

し
よ
う
と
い
う
矢
先
、
こ
れ
ま
で
静
観
し
て

い
た
人
民
党
か
ら
物
言
い
が
つ
い
た
。
自
民

党
議
員
の
副
議
長
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
党
人
と
し
て
ス
ジ
を
通
す
た
め
党
独

自
の
候
補
者
を
出
し
決
戦
投
票
で
決
め
た
い

と
か
み
つ
い
て
き
た
。
大
山
派
や
渡
口
派
が

い
く
ら
説
得
し
て
も
き
か
な
い
。
と
う
と
う

人
民
党
と
の
決
戦
投
票
と
な
っ
た
が
、
ま
た

ま
た
社
大
党
か
ら
も
物
言
い
が
つ
い
た
。
社

大
党
は
満
場
一
致
で
あ
る
な
ら
同
意
す
る
が
、

人
民
党
が
反
対
す
る
な
ら
わ
れ
わ
れ
も
党
人

と
し
て
ス
ジ
を
通
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
二
転
三
転
し
て
副
議
長
も
結

局
投
票
と
な
っ
た
が
、
一
票
の
無
効
票
も

な
く
大
山
氏
二
十
四
、
人
民
党
の
久
高
氏

四
、
社
大
党
の
森
田
氏
二
と
い
う
結
果
で

副
議
長
は
大
山
氏
に
確
定
し
た
。

と
も
あ
れ
波
乱
ふ
く
み
の
正
副
議
長
も
決
定

し
、
那
覇
市
政
は
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が

前
途
は
必
ず
し
も
平
坦
で
は
な
い
よ
う
だ
。

ま
ず
第
一
の
関
門
は
十
二
月
の
市
長
選
挙
で

あ
ろ
う
。
無
所
属
の
高
良
議
長
、
自
民
党
で

あ
り
な
が
ら
是
々
非
々
を
標
ぼ
う
す
る
大
山

副
議
長
、
一
敗
地
に
ま
み
れ
た
と
は
い
え
市

長
選
挙
で
は
目
に
物
を
み
せ
る
と
虎
視
眈
々

と
し
て
い
る
渡
口
議
員
、
そ
れ
に
加
え
て
無

所
属
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
政
治
の
浄
化
を
は

か
ろ
う
と
す
る
新
人
議
員
ら
が
十
二
月
の
市

長
選
挙
で
ど
の
よ
う
な
波
乱
を
ま
き
お
こ
す

か
、
今
の
と
こ
ろ
予
測
で
き
な
い
。

那
覇
市
会
／
水
道
問
題
に
質
問

集
中
／
水
道
料
値
下
げ
せ
ぬ

／
市
長
答
弁
／
市
長
選
ひ
か

え
質
問
活
発

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
１
・
９
・
20
〕

那
覇
市
の
第4

6

回
議
会
三
日
目
の
二
十

日
は
定
刻
ど
お
り
あ
さ
十
時
か
ら
開
か

れ
、
一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。
ま
ず
質
問

に
立
っ
た
又
吉
議
員
が
〝
兼
次
市
長
は
実

績
が
あ
る
。
十
二
月
の
市
長
選
挙
で
も
再

出
馬
を
決
意
し
て
い
る
が
、
当
然
政
策
と

し
て
水
道
料
金
の
値
下
げ
を
検
討
し
て

い
る
と
思
う
が
〟
と
市
長
を
称
え
る
演
説

を
ぶ
て
ば
、
自
民
党
の
平
良
議
員
、
人
民

党
の
黒
潮
議
員
が
相
つ
い
で
質
問
に
立

ち
、
泊
浄
水
場
の
拡
張
問
題
、
七
月
渇
水

期
に
お
け
る
ブ
ー
ス
タ
ー
設
置
問
題
な

ど
で
当
局
の
不
手
ぎ
わ
を
す
る
ど
く
追

及
す
る
な
ど
、
那
覇
市
会
は
十
二
月
の
市

長
選
を
ひ
か
え
花
々
し
く
前
衛
戦
を
く

り
ひ
ろ
げ
て
い
る
。

二
十
日
は
定
刻
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
高
良

議
長
が
本
土
出
張
の
た
め
大
山
副
議
長
が
議

長
代
理
を
つ
と
め
、
一
般
質
問
に
は
い
る
前
、

主
な
質
問
内
容
に
つ
い
て
各
議
員
の
意
向
を

打
診
し
た
と
こ
ろ
水
道
問
題
が
断
然
多
く
、

つ
い
で
治
水
、
市
有
財
産
管
理
、
道
路
問
題

な
ど
そ
の
順
で
一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。

つ
ぎ
は
主
な
質
疑
応
答
。

　

又
吉
議
員　

兼
次
市
長
の
実
績
は
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

こ
ん
ど
の
選
挙
で
も
再
出
馬
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
政
策
の
面
で
水
道
料
金
の
値

下
げ
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
は
ず
だ

が
、
そ
の
点
ど
う
か
。

　

兼
次
市
長　

現
在
の
那
覇
市
の
水
道
問
題

は
拡
張
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階

に
あ
り
、
水
道
料
金
の
値
下
げ
と
い
う
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

平
良
議
員　

泊
浄
水
場
の
拡
張
案
は
す
で

に
設
計
、
見
積
も
り
が
で
き
て
い
る
と
思
う

が
。

　

水
道
課
国
吉
第
一
課
長　

丸
山
建
設
に
設

計
を
依
頼
し
て
あ
り
、
十
月
二
十
日
ま
で
に

は
完
了
の
予
定
で
あ
る
。

　

平
良
議
員　

設
計
、
見
積
も
り
の
期
間
が

約
五
か
月
も
お
く
れ
て
い
る
。
最
も
重
要
な

水
問
題
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
お
く
れ
て
い

る
こ
と
は
、
当
局
の
怠
慢
で
あ
る
。

　

国
吉
第
一
課
長　

設
計
や
見
積
り
は
予
定

よ
り
お
く
れ
て
い
る
が
、
拡
張
工
事
は
六
二

年
十
二
月
ま
で
に
は
完
成
す
る
よ
う
に
し
た

い
。
し
た
が
っ
て
当
初
の
完
成
予
定
期
間
で

あ
る
六
三
年
六
月
よ
り
早
く
な
る
わ
け
で
あ

る
。

　

黒
潮
議
員　

〝
お
く
れ
た
理
由
に
は
内
部

で
ゴ
タ
ゴ
タ
が
あ
っ
た
と
見
て
い
る
〟
と
の

べ
、
さ
ら
に
ブ
ー
ス
タ
ー
の
設
置
問
題
で
つ



二
二
一

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
九
月

ぎ
の
よ
う
に
追
及
し
た
。

追
加
更
正
予
算
案
に
よ
る
と
安
謝
の
ブ

ー
ス
タ
ー
ポ
ン
プ
の
操
作
費
と
し
て

一
万
九
千
百
八
十
㌦
、
工
事
負
担
金
と
し
て

三
千
六
百
六
十
三
㌦
を
計
上
し
て
い
る
。
ブ

ー
ス
タ
ー
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
と
い
う
議
案

も
提
出
せ
ず
す
ぐ
追
加
更
正
予
算
案
に
お
り

こ
む
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
議
会
無
視
と
お

も
う
が
ど
う
か
。

　

国
吉
第
一
課
長　

こ
の
件
で
は
専
決
処
分

の
議
案
と
し
て
今
議
会
中
に
提
出
す
る
。

　

黒
潮
議
員　

ブ
ー
ス
タ
ー
ポ
ン
プ
の
維
持

費
は
一
日
七
十
㌦
と
な
り
、
月
に
二
千
百
㌦

と
い
う
多
額
の
金
が
か
か
っ
て
い
る
。
し
か

し
ブ
ー
ス
タ
ー
は
こ
の
渇
水
期
に
何
の
役
割

も
果
た
さ
な
か
っ
た
。

渇
水
期
毎
に
軍
は
そ
の
解
消
策
と
し
て
ブ
ー

ス
タ
ー
ポ
ン
プ
の
設
置
を
す
す
め
た
。
と
こ

ろ
が
、
昨
年
市
は
そ
の
軍
の
忠
告
を
は
ね
つ

け
た
。
そ
の
理
由
は
ブ
ー
ス
タ
ー
を
設
置
し

て
も
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

さ
る
七
月
の
渇
水
期
に
お
い
て
は
無
意
味
だ

と
わ
か
り
な
が
ら
ブ
ー
ス
タ
ー
を
設
置
し
た
。

こ
れ
は
〝
水
よ
こ
せ
運
動
〟
な
ど
市
民
の
い

か
り
を
ご
ま
か
す
た
め
の
措
置
だ
っ
た
と
お

も
う
。

そ
の
無
意
味
な
ブ
ー
ス
タ
ー
は
軍
に
返
す
べ

き
だ
。
そ
し
て
そ
の
費
用
は
市
内
の
配
水
管

切
り
替
え
工
事
に
あ
て
る
べ
き
だ
。

　

国
吉
第
一
課
長　

安
謝
の
ブ
ー
ス
タ
ー
ポ

ン
プ
は
常
時
二
台
を
動
か
し
て
お
り
、
そ
の

た
め
送
水
力
が
出
て
、
浄
水
能
力
も
ふ
え
て

い
る
。
市
内
配
水
管
切
り
替
え
工
事
も
必
要

で
あ
り
、
そ
の
計
画
を
し
て
い
る
。

ガ
ー
ブ
川
改
修
に
質
問
集
中
／

那
覇
市
議
会
／
一
般
質
問
を

続
行

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
９
・
21
〕

二
十
日
午
前
十
時
か
ら
始
ま
っ
た
那
覇
市
議

会
の
一
般
質
問
は
午
後
一
時
再
開
、
ガ
ー
ブ

川
改
修
お
よ
び
国
場
川
の
治
水
対
策
、
市
有

財
産
の
管
理
問
題
、
つ
ぶ
れ
地
補
償
問
題
な

ど
に
つ
い
て
市
当
局
の
見
解
を
質
し
た
。
ガ

ー
ブ
川
改
修
は
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
っ
て

議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
当
日
も
各
議

員
か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
質
問
が
集
中
し
た

こ
れ
に
対
し
兼
次
市
長
は
「
関
係
地
主
も

水
上
店
舗
の
人
も
一
緒
に
な
っ
て
組
合
を

組
織
し
、
改
修
工
事
に
協
力
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
工
事
着
工
は
十
一
月
の
予

定
と
な
っ
て
い
る
」と
答
弁
し
た
。
そ
の
ほ

か
各
議
員
か
ら
市
有
財
産
の
管
理
運
営
が

ル
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
さ
ら

に
つ
ぶ
れ
地
補
償
や
区
画
整
理
な
ど
長
時

間
に
わ
た
っ
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。
し

か
し
質
疑
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
ま
で
議
会

で
論
議
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
、
な
ん
ら

の
新
味
も
な
く
低
調
議
会
だ
っ
た
。
主
な

討
論
要
旨
は
次
の
通
り
。

　

赤
嶺
（
慎
）
議
員　

ガ
ー
ブ
川
は
根
本
的

な
治
水
対
策
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
絶
え
ず
問

題
を
お
こ
す
〝
魔
の
川
〟
で
あ
る
。
こ
ん
ど

改
修
す
る
工
事
で
治
水
対
策
は
完
全
だ
と
い

え
る
か
。

　

兼
次
市
長　

現
在
の
工
事
計
画
で
永
久
に

し
か
も
絶
対
浸
水
さ
わ
ぎ
を
お
こ
さ
な
い
と

は
自
信
を
も
っ
て
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ガ
ー
ブ
川
一
帯
は
旧
市
街
が
軍
用
地
に
使
用

さ
れ
て
い
る
た
め
自
然
に
発
生
し
た
街
で
あ

る
。

　

赤
嶺
議
員　

改
修
後
は
浸
水
し
な
い
と
確

信
で
き
な
い
の
に
巨
額
を
投
じ
て
工
事
す
る

よ
り
、
こ
の
資
金
を
旧
市
街
の
発
展
に
利
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

兼
次
市
長　

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
費
を
旧

市
街
の
復
興
に
ふ
り
む
け
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
旧
市
街
の
復
興
が
お
く
れ
て
い

る
の
は
、
旧
市
内
に
小
規
模
な
地
主
が
多

く
、
そ
の
人
た
ち
が
い
つ
か
は
旧
市
街
に
帰

れ
る
と
考
え
、
土
地
を
確
保
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
理
想
と
し
て
は
市
が
土
地
を
買
い

あ
げ
必
要
な
人
に
払
い
下
げ
る
と
復
興
も

早
ま
る
と
思
う
。
ハ
ワ
イ
で
は
こ
の
方
式
を

採
用
し
て
い
る
が
、
那
覇
市
の
財
源
で
は
不

可
能
で
あ
る
。

　

真
栄
田
議
員　

市
有
財
産
の
管
理
が
ル
ー

ズ
で
あ
る
。
西
森
採
石
場
は
さ
る
三
月
議
会

で
閉
じ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
最

近
ま
で
採
石
さ
れ
て
い
る
業
者
の
話
で
は
口

答
で
許
可
を
う
け
た
と
い
っ
て
い
る
。

　

大
城
建
設
部
長　

実
情
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
採
石
場
所
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
そ
こ
で
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
万
全
な
処
置
を
講
じ
て
あ
る
。
業

者
に
口
答
で
許
可
し
た
お
ぼ
え
は
な
い
。

　

久
高
議
員　

首
里
支
所
が
立
ち
退
き
を
要

求
さ
れ
て
い
る
。
市
長
は
四
年
前
に
市
有
地

で
あ
っ
た
首
里
市
役
所
跡
を
琉
大
に
無
償
で

譲
渡
し
た
。
琉
大
に
譲
渡
し
な
け
れ
ば
首
里

支
所
の
移
転
も
問
題
は
な
か
っ
た
。
市
長
は

支
所
を
移
転
す
る
の
か
。

　

兼
次
市
長　

琉
大
に
譲
渡
し
た
こ
と
は
議

会
多
数
の
意
思
で
あ
り
、
い
ま
で
も
よ
か
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
那
覇
市
と
し
て
も
琉
大

の
発
展
に
は
支
障
が
な
い
か
ぎ
り
協
力
す
べ

き
で
あ
る
。
首
里
支
所
は
で
き
る
だ
け
現
状

の
ま
ま
が
市
民
の
利
益
に
な
る
と
思
っ
て
い

る
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
立
ち
退
く
と
な
る

と
ハ
ス
池
埋
立
地
を
候
補
地
と
し
て
内
定
し

て
い
る
。



二
二
二

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
九
月

立
体
ア
パ
ー
ト
来
月
着
工
／
那

覇
市
会
／
け
さ
本
会
議
再
開

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
１
・
９
・
29
〕

那
覇
市
会
は
二
十
九
日
あ
さ
十
時
か
ら
本
会

議
を
再
開
、
議
案
の
全
体
審
議
を
行
な
っ

た
。
ま
ず
、
各
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審

査
経
過
報
告
が
あ
り
審
議
を
す
す
め
、
午
前

中
に
五
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
一
議
案
を

保
留
し
た
。
な
か
で
も
主
な
議
案
は
、
那
覇

市
営
市
場
併
存
住
宅
の
建
設
計
画
で
、
こ
れ

に
対
し
て
は
公
営
住
宅
法
を
適
用
で
き
る
ま

で
建
設
を
ま
つ
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
が
、
採
決
の
結
果
は
大
多
数
が
建
設
に
賛

成
し
た
。
那
覇
市
の
人
口
は
年
々
ふ
え
る
一

方
で
今
年
の
七
月
現
在
、
二
十
二
万
八
千
を

突
破
し
、
住
宅
難
は
い
よ
い
よ
深
刻
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
公
営
住
宅
法
が
適
用
さ
れ

た
場
合
、
入
居
者
の
負
担
は
軽
く
な
る
が
、

そ
の
適
用
を
ま
っ
て
お
れ
な
い
と
い
う
の
が
、

賛
成
者
の
い
い
分
。

　

第
三
次
市
営
ア
パ
ー
ト
計
画
は
東
町
、
辻

町
の
両
市
有
地
。
東
町
は
五
坪
型
ア
パ
ー

ト
三
十
六
世
帯
、
辻
町
九
坪
型
ア
パ
ー
ト

三
十
三
世
帯
、
計
六
十
九
世
帯
を
収
容
で
き

る
。

い
ず
れ
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
て
で

一
階
は
市
場
に
開
放
、
二
、
三
、
四
階
を
住

宅
に
す
る
。
沖
縄
で
は
初
の
立
体
ア
パ
ー
ト

で
あ
る
。
総
経
費
は
十
四
万
八
千
七
百
十

㌦
。
市
の
話
に
よ
る
と
十
月
中
旬
か
ら
着

工
、
来
春
早
々
に
は
完
成
す
る
と
い
っ
て
い

る
。

　

そ
の
ほ
か
、
那
覇
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
改
正
案
に
つ
い
て
は
解
釈
が

く
い
ち
が
っ
た
た
め
、
午
後
か
ら
再
審
議
す

る
。那

覇
市
会
／
浄
水
場
問
題
な
ど

つ
く
／
監
査
員
選
出
で
勢
力

争
い

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
９
・
30
〕

二
十
九
日
ひ
る
二
時
か
ら
再
開
し
た
那
覇
市

会
本
会
議
は
、
午
前
に
ひ
き
つ
づ
き
議
案
の

審
議
を
お
こ
な
い
、
こ
の
日
で
九
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
、
一
議
案
を
修
正
可
決
し
た
。

な
か
で
も
六
二
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
追
加
更
正
予
算
案
の
質
疑
中
、
そ
れ

と
関
連
さ
せ
人
民
党
の
黒
潮
議
員
が
泊
浄
水

場
拡
張
の
設
計
図
依
頼
を
め
ぐ
る
担
当
部
課

長
の
対
立
に
つ
い
て
、
当
局
の
責
任
を
追
及

し
た
。
つ
ぎ
は
お
も
な
質
疑
応
答
。

　

黒
潮
議
員　

設
計
図
の
件
で
内
部
混
乱

が
あ
り
、
泊
浄
水
場
の
拡
張
工
事
が
お
く

れ
た
の
は
、
市
長
の
責
任
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

　

兼
次
市
長　

抽
象
的
で
わ
か
り
に
く
い
。

も
っ
と
具
体
的
な
質
問
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

黒
潮
議
員　

大
城
建
設
部
長
と
高
良
第
二

課
長
が
浄
水
場
の
設
計
図
依
頼
の
こ
と
で
対

立
、
そ
の
た
め
浄
水
場
の
拡
張
工
事
が
お
く

れ
、
高
良
課
長
が
責
任
を
感
じ
て
や
め
た
と

い
う
が
、
ど
う
か
。

　

市
長　

設
計
図
の
こ
と
で
担
当
部
課
長
に

見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
の
は
事
実
だ
。
し
か

し
、
私
の
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
着
工
が

お
く
れ
た
の
を
原
因
に
辞
職
し
た
の
で
は
な

い
と
思
う
。

　

黒
潮
議
員　

浄
水
場
の
拡
張
工
事
は
十
一

月
二
十
日
か
ら
お
こ
な
う
と
当
局
は
答
弁
し

た
と
い
う
が
。

　

水
道
課
国
吉
第
一
課
長　

そ
う
答
弁
し
た

お
ぼ
え
は
な
い
。
設
計
図
は
十
月
二
十
日
ま

で
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
そ
の
後
早
急
に

着
工
す
る
。

黒
潮
議
員　

軍
は
泊
浄
水
場
拡
張
工
事
に
必

要
な
八
十
五
万
㌦
の
資
金
融
資
を
し
ぶ
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
ど
う
か
。

　

仲
原
助
役　

そ
ん
な
こ
と
は
全
く
な
い
。

開
金
と
は
す
で
に
確
約
し
て
い
る
。

　

黒
潮
議
員　

そ
の
資
金
融
資
の
件
で
、
大

城
建
設
部
長
が
軍
に
折
衝
を
申
し
入
れ
た
が
、

断
わ
ら
れ
た
と
い
う
が
。

　

大
城
建
設
部
長　

一
度
も
軍
に
折
衝
を
申

し
入
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　

な
お
、
議
会
終
了
後
、
さ
き
に
当
局
か
ら

一
任
さ
れ
た
議
会
代
表
の
会
計
監
査
委
員
の

選
出
を
お
こ
な
い
、
具
志
栄
治
氏
に
決
ま
っ

た
。

今
議
会
で
、
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正
案

が
通
過
し
、
現
在
の
二
人
か
ら
四
人
に
増
員

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
二
人
は
決
ま

っ
て
お
り
、
改
正
後
あ
と
二
人
の
選
出
で
当

局
は
、
議
会
代
表
の
選
出
を
議
会
側
に
一
任

し
た
も
の
。
こ
の
選
挙
で
は
具
志
栄
治
、
久

高
友
敏
、
金
城
力
夫
の
三
議
員
が
候
補
に
あ

げ
ら
れ
、
投
票
の
結
果
は
具
志
議
員
十
五
票
、

金
城
力
夫
議
員
十
四
票
の
一
票
差
で
具
志
議

員
に
決
ま
っ
た
が
、
さ
き
の
正
、
副
議
長
選

出
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
は
げ
し
い
勢
力
争

い
が
あ
っ
た
。

具
志
議
員
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
メ
ン
バ

ー
（
票
）
は
、
兼
次
派
議
員
の
比
嘉
佑
直
、

久
場
景
善
、
金
城
武
一
、
又
吉
久
正
、
そ

れ
に
赤
嶺
一
男
（
自
民
）
、
大
山
盛
幸
（
自

民
）
、
喜
久
山
朝
重
（
自
民
）
、
赤
嶺
保
三

郎
（
無
）
、
赤
嶺
慎
英
（
無
）
、
平
良
亀

助
（
無
）
、
具
志
栄
治
（
無
）
、
上
原
隆
正

（
無
）
、
安
見
福
寿
、
友
利
栄
治
、
宮
里
敏

慶
の
十
五
議
員
、
金
城
力
夫
議
員
の
工
作

に
は
も
っ
ぱ
ら
渡
口
議
員
が
あ
た
り
、
純

無
所
属
ク
ラ
ブ
の
名
城
嗣
夫
、
武
村
朝
良
、

楠
見
長
礼
、
金
城
力
夫
、
自
民
の
渡
口
麗

秀
、
平
良
真
次
郎
、
辺
野
喜
英
興
、
社
大

の
森
田
孟
松
、
金
城
吾
郎
、
人
民
党
久
高

友
敏
、
真
栄
田
義
晃
、
黒
潮
隆
、
儀
間
真

祥
、
そ
れ
に
高
良
一
議
員
（
無
）
が
結
集
、



二
二
三

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
月

連
合
軍
を
つ
く
っ
た
。

し
か
し
渡
口
議
員
は
「
比
嘉
朝
四
郎
議
員
が

出
席
し
て
お
れ
ば
、
十
五
対
十
五
の
五
分
だ

っ
た
。
こ
れ
で
野
党
が
半
数
に
な
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
心
強
い
」
と
語
っ
て
い

た
。
一
方
、
兼
次
派
で
は
、
十
五
人
の
勢
力

を
そ
の
ま
ま
市
長
選
に
も
っ
て
い
け
る
と
自

信
の
ほ
ど
を
み
せ
て
い
た
。

三
十
日
は
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
が
開
か
れ

る
。大

弦
小
弦

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
10
・
６
〕

議
員
の
出
張
を
や
め
て
、
そ
の
金
を
台
風
被

害
の
救
援
費
に
あ
て
よ
う―

と
那
覇
市
会
の

無
所
属
議
員
四
氏
が
提
案
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
臨
時
議
会
を
招
集
、
風
害
対
策
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
の
根
本
方
針
を
協
議
す
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
る
▼
市
民
の
不
測
の
風
害

に
さ
い
し
、
旅
費
の
返
上
は
、
ま
こ
と
に
時

宜
を
心
得
た
着
眼
で
あ
り
、
け
っ
こ
う
な
提

案
だ
。
こ
の
趣
旨
に
、
真
っ
向
う
か
ら
反
対

す
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
い
な
い
だ
ろ
う

し
、
ま
た
、
風
害
緊
急
対
策
の
た
め
の
臨
時

市
会
の
招
集
も
、
必
要
な
こ
と
だ
。
災
害
救

助
は
行
政
府
が
中
心
に
な
っ
て
や
る
こ
と
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
す
っ
か
り
あ
ず
け
っ
ぱ
な

し
に
す
る
わ
け
に
も
い
く
ま
い
▼
こ
ん
ど
の

市
議
員
の
出
張
旅
行
は
、
行
政
視
察
の
ほ
か

に
、
別
府
市
で
行
な
わ
れ
る
九
州
市
議
親
善

野
球
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ

に
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
野
球
選
手
を
中
心
に

出
張
議
員
を
決
め
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

む
し
ろ
親
善
野
球
大
会
へ
の
出
場
に
重
き
を

お
い
て
い
る
よ
う
に
と
れ
る
▼
議
員
の
行
政

視
察
が
全
目
的
で
あ
る
な
ら
、
行
政
視
察
と
、

旅
費
を
返
上
し
て
救
援
費
に
ま
わ
す
こ
と
と
、

ど
ち
ら
に
比
重
を
置
く
べ
き
か―

と
い
う
点

で
、
た
し
か
に
論
議
の
マ
ト
と
な
る
。
市
政

の
向
上
発
展
の
た
め
に
、
議
員
の
行
政
視
察

旅
行
は
大
き
な
意
義
を
も
つ
に
ち
が
い
な
い

か
ら
で
あ
る
▼
と
こ
ろ
が
、
ま
た
の
機
会
は

い
く
ら
で
も
あ
る
し
、
現
に
目
の
前
に
台
風

の
災
害
で
困
っ
て
い
る
市
民
が
た
く
さ
ん
い

る
の
だ
か
ら
、
そ
の
救
済
手
当
て
を
し
て
や

る
こ
と
は
、
市
会
と
し
て
、
も
っ
と
も
緊
急

な
こ
と
が
ら
で
あ
る
▼
こ
ん
ど
の
出
張
旅
費

は
、
十
四
人
の
議
員
の
分
あ
わ
せ
て
四
千
㌦

て
い
ど
に
な
る
ら
し
い
。
こ
れ
だ
け
あ
れ

ば
、
台
風
で
つ
ぶ
れ
た
〝
福
祉
長
屋
〟
の
一

軒
を
修
復
す
る
に
は
十
分
だ
ろ
う
し
、
そ
の

ほ
か
救
援
費
は
、
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
議
員
が
旅
費
を
返
上

し
た
と
聞
け
ば
、
市
民
の
み
ん
な
が
感
謝
す

る
し
、
第
一
被
災
者
の
よ
ろ
こ
び
よ
う
は
大

し
た
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
▼
な
ん
で
も
な
い

小
さ
な
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
案
外
そ
ん
な
と

こ
ろ
か
ら
、
一
般
市
民
の
市
会
に
た
い
す
る

信
頼
感
が
増
し
、
市
民
の
た
め
に
働
い
て
い

る
の
だ―

と
い
う
実
感
が
わ
い
て
く
る
。
旅

費
の
返
上
そ
の
も
の
に
目
的
が
あ
る
の
で
は

な
く
、
市
と
し
て
の
積
極
的
な
風
害
対
策
の

樹
立
に
目
的
が
あ
る
こ
と
を
、
議
会
活
動
を

通
じ
実
績
を
も
っ
て
示
し
て
ほ
し
い
。

ど
う
な
る
玉
陵
問
題
／
「
文
化

を
守
る
会
」
聖
公
会
に
反
対

／
注
目
さ
れ
る
市
会
の
結
論

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
10
・
９
〕

那
覇
市
会
の
総
務
委
員
会
が
九
日
ひ
る
二

時
か
ら
再
開
さ
れ
、
ふ
た
た
び
玉
陵
（
タ

マ
ウ
ド
ン
）
問
題
を
検
討
す
る
、
こ
の
日

は
文
化
財
保
護
委
員
長
山
城
善
三
氏
ら
を

招
き
、
文
保
委
の
見
解
を
開
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
問
題
が
沖
縄
聖
公
会
、
文

保
委
、
郷
土
の
文
化
を
守
る
会
な
ど
三
者

が
か
ら
む
複
雑
な
も
の
だ
け
に
、
難
航
す

る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

既
報
の
通
り
、
沖
縄
聖
公
会
（
代
表
Ｗ
・
Ｃ
・

ヘ
フ
ナ
ー
氏
）が
五
九
年
十
二
月
、
玉
陵
管
理

人
の
護
得
久
〇
〇
氏
か
ら
一
万
二
千
㌦
で
玉

陵
外
苑
宅
地
千
百
七
十
四
坪
を
買
っ
た
。
文

保
委
の
条
件
つ
き
許
可
も
得
た
。

聖
公
会
学
生
セ
ン
タ
ー
建
築
許
可
を
那
覇
市

に
申
請
（
さ
る
七
月
五
日
付
け
）
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
郷
土
の
文
化
を
守
る
会

（
会
長
山
田
真
山
氏
）
で
は
、
「
貴
重
な
郷
土

の
文
化
財
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
」
と
、
学
生

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
阻
止
す
る
動
き
を
み
せ
、

双
方
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
那
覇
市

議
会
に
協
力
を
訴
え
て
い
る
。
七
日
の
総
務

委
員
会
に
招
か
れ
た
郷
土
の
文
化
を
守
る
会

の
山
田
真
山
、
山
里
永
吉
、
名
渡
山
愛
順
氏

ら
は
「
玉
陵
敷
地
の
売
買
は
管
理
人
護
得
久

〇
〇
氏
が
文
化
財
保
護
を
無
視
し
た
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
文
保
委
が
学
生
セ
ン
タ
ー
の

建
築
を
条
件
付
き
で
認
め
て
い
る
の
は
文
保

委
の
権
威
を
そ
こ
な
う
も
の
で
あ
る
」
と
主

張
し
て
い
る
。

　

市
会
側
が
ど
う
結
論
を
出
す
か
注
目
さ
れ

る
が
、
つ
ぎ
は
議
会
に
陳
情
し
た
双
方
の
言

い
ぶ
ん
。

　

郷
土
の
文
化
を
守
る
会

首
里
玉
陵
の
敷
地
内
に
教
会
堂
（
学
生
セ
ン

タ
ー
）
を
建
設
す
る
と
い
う
沖
縄
聖
公
会
の

計
画
に
対
し
、
那
覇
市
議
会
は
昨
年
十
月
、

全
員
一
致
で
反
対
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
反
対
理
由
は
、
そ
の
計
画
が
特

別
重
要
文
化
財
な
ら
び
に
特
別
史
跡
を
破
壊

す
る
も
の
だ
と
懸
念
し
た
か
ら
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、
当
時
那
覇
市
議
会
の
決
議
に
対

し
て
、
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、
郷
土

の
文
化
を
守
る
同
志
は
、
わ
れ
わ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
那
覇
市
民
を
代
表
す
る
市
会
議
員

各
氏
も
、
ま
た
一
人
の
こ
ら
ず
同
志
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
、
実
に
心
強
く
感
じ
て
い
た
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の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
聖
公
会
は
、
那
覇
市
議

会
の
決
議
を
無
視
し
、
ふ
た
た
び
学
生
セ
ン

タ
ー
建
築
許
可
申
請
を
那
覇
市
建
築
課
に

提
出
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
玉
陵
は
尚
円
王

以
来
、
歴
代
国
王
の
墓
陵
で
あ
り
大
明
弘
治

十
四
年
の
創
建
に
な
る
も
の
で
琉
球
古
代

の
ふ
ん
墓
の
様
式
を
そ
な
え
る
唯
一
の
墓

陵
で
あ
る
。

ま
た
、
琉
球
歴
史
の
資
料
と
し
て
重
要
な
価

値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら

い
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
そ
の
敷
地
内
に

学
生
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
こ
と
は
、
学
術
の

史
料
と
し
て
の
史
跡
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ

り
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
い
、
市
民

の
信
仰
を
冒
と
く
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
わ

れ
わ
れ
は
沖
縄
人
で
あ
る
。
故
に
わ
れ
わ
れ

は
沖
縄
の
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
義
務
が
あ

る
。
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
沖
縄
人
以
外
の
沖

縄
歴
史
に
暗
い
人
々
の
、
か
か
る
無
謀
な
計

画
を
阻
止
し
、
啓
発
す
る
義
務
も
あ
る
と
思

う
。
こ
の
さ
い
わ
れ
わ
れ
が
那
覇
市
議
会
に

要
望
し
た
い
こ
と
は
、
議
会
の
権
威
を
も
っ

て
こ
の
無
謀
を
阻
止
し
て
も
ら
い
、
で
き
る

こ
と
な
ら
学
生
セ
ン
タ
ー
建
設
地
を
、
他
の

市
有
地
と
換
地
し
て
、
そ
の
地
に
学
生
セ
ン

タ
ー
を
建
築
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、

玉
陵
内
の
敷
地
は
も
と
通
り
植
樹
し
て
、
玉

陵
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
と
尊
厳
を
保
持

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
で
あ
る
。

 
 

沖
縄
聖
公
会　

沖
縄
聖
公
会
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
よ
り

直
接
伝
え
ら
れ
た
信
仰
を
継
承
す
る
世

界
的
組
織
の
教
会
で
あ
る
。
何
千
年
の
伝

統
と
遺
産
を
も
っ
て
、
一
九
五
一
年
に
米

国
聖
公
会
と
日
本
聖
公
会
の
協
力
に
よ
り
、

世
界
的
組
織
の
一
環
と
し
て
沖
縄
聖
公
が

設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

物
質
文
明
の
急
速
な
発
達
に
反
し
、
精
神

文
明
が
衰
え
、
こ
と
に
人
格
の
欠
如
が
各

国
と
も
に
憂
慮
さ
れ
て
い
る
危
機
に
さ

い
し
、
と
く
に
沖
縄
は
戦
後
は
げ
し
い
社

会
変
動
に
あ
っ
た
。
や
や
も
す
れ
ば
人
格

の
育
成
と
向
上
を
無
視
せ
ん
と
す
る
社

会
情
勢
に
ひ
ん
し
て
い
る
時
に
、
青
年
学

徒
の
人
格
を
ま
も
り
、
人
格
を
養
成
す
る

こ
と
こ
そ
急
務
だ
と
考
え
る
。
沖
縄
聖
公

会
は
在
学
中
の
青
年
学
徒
を
対
象
に
、
宗

教
、
宗
派
を
問
わ
ず
、
円
満
な
人
格
養
成

を
目
的
と
し
て
学
生
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
計
画
が
ア

メ
リ
カ
お
よ
び
日
本
聖
公
会
に
伝
え
ら

れ
て
、
各
先
輩
学
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
指
導

と
膨
大
な
建
設
資
金
が
よ
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

沖
縄
聖
公
会
で
は
、
さ
っ
そ
く
敷
地
の
選
定

に
と
り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
条
件

と
し
て
▽
学
徒
の
修
養
に
ふ
さ
わ
し
い
清
浄

閑
静
で
あ
る
こ
と
▽
大
学
授
業
の
合
い
間
、

終
了
後
に
研
修
が
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
大

学
に
近
い
こ
と
▽
最
小
限
千
坪
以
上
の
広
さ

を
必
要
と
す
る
こ
と
、
以
上
の
必
要
条
件
か

ら
、
首
里
玉
陵
外
苑
が
最
適
地
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
歴
代
琉
球
王
の
人
徳
に
な
ら
い
、

将
来
真
に
沖
縄
を
背
負
う
人
格
者
の
養
成
に

は
こ
の
地
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
と
考
え
た
。

所
有
者
〇
〇
の
当
主
に
あ
い
、
敷
地
の
売
却

譲
渡
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
墓
域
の
清
浄
維
持

に
困
難
を
き
た
し
て
お
り
、
学
生
セ
ン
タ
ー

建
設
に
よ
っ
て
清
浄
美
化
さ
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
聖
公
会
の
願
う
と
こ
ろ
が
祖
先
を
祭

る
心
に
通
う
も
の
と
し
て
賛
同
を
得
た
の
で

あ
る
。
同
地
域
は
玉
陵
文
化
財
の
属
地
と
し

て
史
跡
保
護
法
の
指
定
が
あ
る
た
め
、
文
化

財
保
護
委
員
会
の
審
議
を
受
け
た
の
で
あ
る

が
、
一
年
余
に
わ
た
る
審
議
の
結
果
、「
学
生

セ
ン
タ
ー
建
設
に
よ
る
文
化
財
の
破
損
は
な

い
。
玉
陵
と
墓
域
の
立
体
構
成
の
見
地
か
ら
、

成
る
べ
く
空
地
を
広
く
残
し
、
文
化
財
保
護

委
員
会
と
協
議
し
植
樹
美
化
に
努
め
る
」
な

ど
玉
陵
文
化
財
保
護
の
目
的
の
た
め
許
可
が

与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

建
物
細
部
の
設
計
を
お
わ
り
、
建
築
許
可

の
申
請
を
し
た
が
、
郷
土
の
文
化
を
守
る

会
か
ら
の
建
築
反
対
陳
情
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
玉
陵
文
化
財
を

破
損
し
て
建
築
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の

誤
解
か
ら
反
対
陳
情
を
し
て
い
る
も
の

と
お
も
わ
れ
る
が
、
学
生
セ
ン
タ
ー
の
敷

地
は
玉
陵
文
化
財
の
あ
る
と
こ
ろ
と
道

路
を
も
っ
て
隔
て
ら
れ
、
文
化
財
破
損
の

懸
念
は
一
切
な
い
、
そ
の
意
味
か
ら
賢
明

な
る
判
断
に
よ
っ
て
、
学
生
セ
ン
タ
ー
の

正
し
い
発
展
が
得
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

核
実
験
再
開
に
抗
議
文
／
那
覇

市
会
が
米
、
ソ
大
使
館
へ

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
10
・
９
〕

那
覇
市
会
は
九
月
の
定
例
議
会
で
米
、
ソ
の

核
実
験
再
開
声
明
に
対
し
抗
議
す
る
こ
と
を

全
員
一
致
で
決
め
た
が
、
さ
っ
そ
く
抗
議
文

書
を
つ
く
り
、
七
日
、
米
、
ソ
両
駐
日
大
使

館
に
お
く
っ
た
。
つ
ぎ
は
抗
議
文
の
あ
ら
ま

し
。目

下
、
米
、
ソ
両
国
に
お
い
て
核
実
験
再

開
を
声
明
し
、
競
っ
て
そ
の
実
験
に
拍
車

を
か
け
る
こ
と
は
、
世
界
の
平
和
に
共
存

共
栄
を
提
唱
す
る
両
国
の
宣
言
を
自
ら
破

壊
す
る
も
の
で
あ
る
。
原
爆
の
お
そ
ろ
し

さ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
、
長
崎
、
広

島
の
投
下
に
よ
っ
て
、
世
界
が
そ
の
威
力

を
認
め
、
速
か
に
核
兵
器
禁
止
の
国
際
協

定
を
結
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
問
題
に
ま
で
発

展
し
て
い
る
。
そ
の
さ
な
か
に
お
い
て
再

び
そ
の
実
験
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
戦
争
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を
誘
発
し
、
世
界
の
人
類
を
破
滅
に
導
く

も
の
で
、
平
和
へ
の
逆
行
で
あ
る
。
沖
縄

は
第
二
次
大
戦
で
二
十
数
万
人
の
尊
い

人
命
が
散
っ
た
。
そ
の
惨
劇
は
、
原
爆
に

ひ
っ
て
き
す
る
も
の
で
あ
る
。
那
覇
市
議

会
は
長
崎
、
広
島
市
同
様
、
米
ソ
両
政
府

の
措
置
に
対
し
強
く
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
に
核
兵
器
の
実
験
、
製
造
、
貯

蔵
、
使
用
の
全
面
禁
止
を
含
む
完
全
軍
縮

協
定
へ
と
人
類
の
平
和
と
繁
栄
に
向
か

っ
て
全
力
を
つ
く
す
よ
う
訴
え
る
も
の

で
あ
る
。

水
源
地
の
移
譲
／
高
圧
線
の
地

下
埋
没
も
米
調
査
団
へ
要
請

／
那
覇
市
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
10
・
17
〕

十
六
日
、
午
後
一
時
か
ら
再
開
さ
れ
た
那
覇

市
会
本
会
議
は
、
開
会
と
同
時
に
緊
急
動
議

が
あ
り
、
米
調
査
団
に
対
す
る
要
請
決
議
案

が
提
出
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
過
半
数
で
水
道
公
社
占
有
水

源
地
（
比
謝
川
、
長
田
川
）
の
那
覇
市
へ

の
譲
渡
、
高
圧
線
の
地
下
埋
没
な
ど
十
項

目
に
わ
た
る
問
題
の
早
期
解
決
を
訴
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。

市
会
事
務
局
で
は
十
七
日
、
民
政
府
を
通

じ
て
調
査
団
に
手
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

（
決
議
要
旨
） 

米
調
査
団
の
来
島
を
機
会

に
那
覇
市
が
多
年
に
わ
た
っ
て
訴
え
て

き
た
次
の
重
要
件
案
を
早
急
に
解
決
で

き
る
よ
う
、
そ
の
実
態
を
調
査
し
て
も
ら

い
た
い
。
那
覇
市
第
四
十
七
回
議
会
を
も

っ
て
要
請
す
る
。
①
水
道
公
社
占
有
水
源

地
の
那
覇
市
へ
の
譲
渡
な
ら
び
に
水
源

開
発
に
要
す
る
技
術
的
援
助
②
高
圧
線

の
地
下
埋
没
に
つ
い
て
③
国
場
川
油
送

管
下
の
川
口
拡
張
④
市
内
与
儀
在
の
ガ

ソ
リ
ン
・
タ
ン
ク
の
早
期
移
転
方
⑤
軍
一

号
線
道
路
の
地
下
歩
道
設
置
⑥
安
謝
港

湾
の
新
設
、
埋
め
た
て
⑦
小
禄
地
域
に
お

け
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
爆
音
の
防
止
⑧
一
号

線
を
も
っ
て
遮
断
さ
れ
る
夫
婦
岩
に
通

ず
る
汐
渡
橋
の
排
水
溝
の
開
通
⑨
市
内

軍
用
道
路
の
排
水
溝
施
設
の
完
備
な
ら

び
に
軍
施
設
間
か
ら
民
間
地
域
に
通
ず

る
排
水
施
設
の
完
備
⑩
首
都
建
設
事
業

十
五
か
年
計
画
実
現
の
た
め
の
早
期
財

政
援
助
。

市
有
地
売
却
で
も
む
／
総
務
委

で
災
害
対
策
費
審
議
／
那
覇

市
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
10
・
18
〕

那
覇
市
の
第
四
十
七
回
議
会
（
臨
時
議
会
）
二

日
目
の
十
七
日
は
午
前
十
時
か
ら
総
務
、
建

設
、
経
済
民
生
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
に

な
っ
た
議
案
を
審
議
し
た
。

総
務
委
員
会
で
は
午
前
中
、
台
風
被
害
の

実
情
視
察
を
行
な
い
、
午
後
、
市
当
局
か

ら
提
出
さ
れ
て
い
る
台
風
災
害
復
旧
事
業

費
に
あ
て
る
た
め
の
市
有
地
売
却
処
分
案

を
審
議
し
た
。

自
民
系
野
党
渡
口
麗
秀
議
員
、
そ
れ
に
人
民

党
は
市
有
地
の
売
却
に
強
く
反
対
し
て
お
り
、

こ
の
日
の
委
員
会
で
渡
口
議
員
は
市
の
交
際

費
と
災
害
の
救
援
費
と
い
ず
れ
が
優
先
す
る

か
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
追
及
し
た
。

市
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
市
有
地
を
処
分

し
な
け
れ
ば
災
害
費
を
案
出
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
。
市
有
地
を
処
分
し
な
く

て
も
災
害
費
を
案
出
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

市
当
局
の
交
際
費
、
旅
行
費
な
ど
で
当
て

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
治
法
の
精
神

と
規
定
か
ら
見
て
も
十
分
納
得
の
行
く
方

法
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
当
局
側
で
は
反
論
で
き
な
か
っ

た
。
総
務
委
員
会
で
は
十
八
日
も
午
後
二
時

か
ら
再
開
さ
れ
る
が
、
こ
の
売
却
問
題
は
さ

ら
に
も
み
つ
づ
け
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

市
が
売
却
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
崇
元
寺
町
一
丁
目
地
先
埋
め
立
て

地
四
百
一
坪
で
、
売
却
予
定
金
額
は

一
万
七
千
三
百
八
十
六
㌦
で
あ
る
。

那
覇
市
会
／
終
幕
で
荒
れ
る
／

市
有
地
売
却
案
を
否
決
／
救

援
費
案
出
に
夜
間
審
議
／
本

土
視
察
と
り
や
め

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
10
・
22
〕

二
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
再
開
し
た
那
覇
市

会
の
本
会
議
は
、
総
務
委
の
予
審
で
原
案
承

認
（
五
対
二
）
に
な
っ
た
注
目
の
〝
市
有
地

売
却
案
〟
を
審
議
し
、
十
六
対
十
一
の
多
数

で
否
決
、
総
務
委
の
予
審
を
く
つ
が
え
し

た
。
そ
の
た
め
、
市
有
地
売
却
予
定
総
額

一
万
七
千
三
百
八
十
六
㌦
（
台
風
災
害
復
旧

費
）
を
他
の
面
か
ら
案
出
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
追
加
更
正
予
算
案
の
修
正
で
も
た
つ

き
午
後
七
時
半
ま
で
審
議
を
続
行
し
た
。
結

局
、
こ
の
台
風
災
害
対
策
臨
時
議
会
で
は

災
害
復
旧
、
被
災
者
救
援
費
な
ど
総
額
を

三
万
二
千
百
五
十
三
㌦
に
決
め
、
幕
を
閉
じ

た
が
、
市
長
選
挙
前
衛
戦
の
波
乱
に
満
ち
た

議
会
だ
っ
た
。

午
後
一
時
再
開
と
同
時
に
赤
嶺
（
一
男
）
委

員
長
か
ら
市
有
地
売
却
案
に
対
す
る
総
務

委
で
の
審
査
報
告
が
あ
り
、
質
疑
に
う
つ

っ
た
。
約
一
時
間
に
わ
た
る
活
発
な
質
疑

応
答
の
の
ち
、
討
論
に
入
り
、
黒
潮
（
人

民
）
、
名
城
（
純
無
）
、
渡
口
（
自
）
の
三

議
員
が
市
有
地
売
却
反
対
を
主
張
、
こ
れ

に
対
し
、
又
吉
議
員
（
無
）
が
賛
成
の
討

論
を
し
た
。
採
決
の
結
果
は
、
過
半
数
で



二
二
六

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
月

当
局
案
は
否
決
に
な
っ
た
。

反
対
側
の
い
い
分
は
、
大
切
な
市
民
の
財
産

を
売
却
せ
ず
、
不
用
不
急
の
経
費
を
流
用
し

て
当
て
る
べ
き
だ
と
の
理
由
、
賛
成
側
は
緊

急
の
措
置
と
し
て
市
有
地
の
売
却
も
や
む
を

え
な
い
こ
と
だ
と
主
張
し
た
。

　

そ
の
後
に
、
追
加
更
正
予
算
案
の
審
議
に

入
っ
た
が
、
各
派
調
整
の
た
め
一
時
休
け
い
。

約
二
十
分
後
に
再
開
す
る
と
、
名
城
議
員
か

ら
動
議
が
あ
り
、
市
有
地
売
却
予
定
総
額

一
万
七
千
三
百
八
十
六
㌦
分
の
案
出
修
正
を

要
求
し
た
。

名
城
議
員
の
提
案
で
は
▽
市
議
会
交
際
費

か
ら
千
㌦
を
削
除
▽
議
会
特
別
旅
費―

四
千
㌦
▽
市
当
局
交
際
費
三
千
㌦
▽
賠
償

返
還
金
（
軍
に
対
す
る
賠
償
金
で
あ
る
が

ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
継
続
審

議
に
な
っ
て
い
る
）―

五
千
四
百
十
二
㌦
、

市
当
局
予
備
費―

三
千
九
百
七
十
四
㌦
、

計
一
万
七
千
三
百
八
十
六
㌦
を
そ
れ
ぞ
れ

け
ず
り
、
埋
め
合
わ
そ
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

こ
の
修
正
動
議
が
採
択
さ
れ
、
当
局
側
に
修

正
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
当
局
側
は
、
無
言
の

ま
ま
い
っ
せ
い
に
退
場
、
会
場
は
一
時
緊
迫

感
に
包
ま
れ
た
。
約
一
時
間
後
の
六
時
四
十

分
開
会
し
、
当
局
側
か
ら
つ
ぎ
の
修
正
案
が

上
程
さ
れ
た
。

▽
議
会
特
別
旅
費―

五
千
㌦
▽
議
会
交
際
費

―

千
㌦
▽
市
当
局
交
際
費
四
千
㌦
▽
賠
償
返

還
金―

五
千
四
百
十
二
㌦
▽
市
当
局
予
備
費

九
百
七
十
四
㌦
▽
市
職
員
旅
費―

千
㌦
、
計

一
万
七
千
三
百
八
十
六
㌦
。

　

こ
の
当
局
修
正
案
を
審
議
の
結
果
、
全
員

一
致
で
可
決
し
た
。

そ
の
後
、
平
良
真
次
郎
議
員
（
自
民
）
か

ら
「
泊
浄
水
場
拡
張
の
設
計
、
見
積
も
り

は
十
月
二
十
日
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
ど
う
か
。
予
定
通
り
完
成
し
て
お

れ
ば
、
議
会
に
承
認
を
得
る
た
め
の
臨
時

議
会
招
集
を
考
え
て
い
る
か
」
と
い
う
緊

急
質
問
が
あ
っ
た
。
答
弁
に
立
っ
た
義
永

助
役
は
「
設
計
図
は
予
定
よ
り
三
日
間
お

く
れ
、
こ
の
二
十
三
日
に
完
成
す
る
。
も

ち
ろ
ん
議
会
招
集
を
考
え
て
い
る
」
と
答

え
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
議
会
で
議
会
特
別
旅
費
が

五
千
㌦
（
全
額
）
削
減
さ
れ
た
た
め
、
二
十
四

日
出
発
予
定
の
本
土
行
政
視
察
は
と
り
や
め

に
な
っ
た
が
、
裏
面
は
、
市
長
選
挙
と
関
連

す
る
複
雑
な
動
き
が
み
ら
れ
た
。

首
都
建
設
委
／
62
年
度
事
業
計

画
決
ま
る
／
又
吉
道
路
に
歩

道
／
ガ
ー
ブ
川
改
修
／
陸
上

競
技
場
完
成

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
10
・
28
〕

　

首
都
建
設
委
員
会
（
委
員
長
・
瀬
長
副

主
席
）
は
、
さ
る
十
月
一
日
に
一
九
六
二

年
度
事
業
計
画
を
決
定
し
た
が
、
首
都
建

設
委
員
会
で
は
、
こ
の
決
定
に
も
と
づ
き
、

こ
の
ほ
ど
琉
球
政
府
お
よ
び
那
覇
市
に
勧

告
、
民
政
府
に
も
援
助
を
要
請
し
た
。

　

六
二
年
度
の
事
業
計
画
を
あ
げ
る
と
、
事

業
費
見
積
も
り
総
額
は
二
百
八
十
八
万
八
千

五
百
㌦
と
な
っ
て
お
り
、
資
金
負
担
の
内
訳

は
一
般
市
費―

四
十
九
万
二
千
㌦
、
市
起
債

―

百
四
十
八
万
三
千
二
百
㌦
、
政
府
直
轄―

三
十
四
万
一
千
五
百
㌦
、
政
府
補
助―

二
十

万
二
千
八
百
㌦
、
民
政
府
補
助―

三
十
六
万

九
千
㌦
と
予
定
し
て
い
る
。

　

今
年
度
で
予
定
し
て
い
る
お
も
な
事
業
を

あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
。

▽
ガ
ー
ブ
川
改
修　

一
般
市
費
八
万
四
千
㌦
、

政
府
補
助
八
万
㌦
、
民
政
府
補
助
二
十
三
万

㌦
の
資
金
計
画
を
あ
げ
、
物
件
補
償
は
那
覇

市
が
負
担
し
、
政
府
直
営
事
業
と
し
て
と
り

あ
げ
十
一
月
着
工
の
予
定
。

▽
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

陸
上
競
技
場
を

六
二
年
度
で
完
成
す
る
。
政
府
事
業
と

二
十
六
万
五
千
五
百
㌦
を
計
上
す
る
。

▽
道
路
建
設　

又
吉
道
路
歩
道
設
置
、
波
上

線
舗
装
、
練
兵
橋―

真
和
志
支
所
間
舗
装
、
美

栄
橋
病
院
通
り
舗
装
、
教
職
員
会
館
通
り
舗

装
は
政
府
、
旭
橋
交
通
広
場
、
日
野
通

り
、
琉
石
前
通
り
、
ラ
ジ
オ
沖
縄―

四
四
号

線
、
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
延
長
線
、
お
よ
び
一

銀
通
り
延
長
線
は
那
覇
市
、
旭
橋
交
通
広

場
の
歩
道
、
側
溝
、
小
禄
郵
便
局―

軍
第

二
ゲ
ー
ト
は
民
政
府
と
予
定
。
総
工
費
計

三
十
六
万
九
千
二
百
㌦
。

▽
市
営
住
宅　

工
事
費
六
十
万
㌦
の
う
ち

十
万
㌦
を
政
府
が
補
助
す
る
。

▽
市
庁
舎
建
設　

第
一
期
工
事
本
館
費
は

四
十
八
万
七
千
二
百
㌦
と
し
、
十
万
㌦
は
民

政
府
補
助
を
要
請
す
る
。

▽
公
園
建
設　

十
一
万
二
千
五
百
㌦
で
旭
ケ

丘
公
園
を
完
備
す
る
。

▽
霊
園
建
設　

二
万
八
千
五
百
㌦
で
継
続
事

業
。

▽
子
供
遊
び
場　

一
か
所
二
百
㌦
平
均
と
し

て
十
か
所
を
新
設
、
施
設
費
二
千
㌦
を
政
府

と
那
覇
市
で
負
担
す
る
。

▽
橋
梁
建
設　

第
二
夫
婦
橋
を
新
設
、
工
費

三
万
㌦
。

▽
し
尿
貯
溜
槽
設
置　

百
八
立
方
㍍
入
り
二

基
、
工
費
三
千
六
百
㌦
の
五
〇
㌫
政
府
が
補

助
。

▽
上
水
道
建
設　

安
謝
第
一
水
源
を
開
発
、

工
費
十
五
万
㌦
は
市
の
起
債
で
あ
て
る
。

▽
下
水
道
建
設　

旭
橋―

泊
港
北
側
チ
リ
捨

て
場
ま
で
の
幹
線
布
設
、
工
費
四
万
六
千
㌦

は
市
起
債
。

▽
公
有
水
面
埋
め
立
て　

安
謝―

泊
間
公
有

水
面
二
十
三
万
六
千
百
六
十
平
方
㍍
の
埋
め

立
て
、
工
費
四
十
万
㌦
は
市
起
債
を
予
定
。



二
二
七

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
ー
十
一
月

三
つ
ど
も
え
で
紛
糾
／
ガ
ー
ブ

川
の
改
修
／
動
か
ぬ
川
沿
い

の
二
百
軒
／
水
上
店
舗
組
合

割
り
込
み
断
わ
る

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
10
・
28
〕

那
覇
市
の
ガ
ー
ブ
川
改
修
に
、
十
一
月
の

着
工
を
目
前
に
立
ち
の
き
問
題
で
紛
糾

し
て
い
る
。
改
修
に
と
も
な
う
道
路
拡
張

で
、
永
久
立
ち
の
き
を
要
求
さ
れ
て
い
る

人
た
ち
が
「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
動

か
な
い
」
と
必
死
の
態
度
。
那
覇
市
当
局

は
困
っ
た
あ
げ
く
、
工
事
完
成
後
新
設
さ

れ
る
水
上
店
舗
に
は
め
よ
う
と
し
た
が
、

こ
れ
に
は
水
上
店
舗
組
合
が
反
対
。
三
つ

巴
で
も
め
解
決
の
見
通
し
は
つ
い
て
い

な
い
。

　

困
り
ぬ
く
市
当
局

ガ
ー
ブ
川
の
改
修
は
、
民
政
府
か
ら
の
補
助

金
と
琉
球
政
府
の
分
担
金
総
額
三
十
一
万
㌦

で
工
事
は
政
府
が
、
補
償
な
ど
は
那
覇
市
が

行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
建
設
局
は
す

で
に
工
事
設
計
も
完
了
し
、
十
一
月
初
旬
か

ら
の
着
工
を
予
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
道

路
拡
張
に
と
も
な
う
ガ
ー
ブ
川
沿
い
の
立
ち

の
き
該
当
者
が
立
ち
の
き
に
反
対
し
て
も
め

て
い
る
。

こ
の
反
対
し
て
い
る
立
ち
の
き
者
た
ち
は

む
つ
み
橋
か
ら
新
栄
橋
ま
で
の
ガ
ー
ブ
川

沿
い
の
二
百
軒
近
い
商
店
、
そ
の
多
く
は

市
場
の
お
ば
さ
ん
た
ち
で
あ
る
。
こ
こ
は

ガ
ー
ブ
川
改
修
に
と
も
な
っ
て
幅
約
四
㍍

の
道
路
に
す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
た
め

立
ち
退
き
は
永
久
に
な
る
も
の
。

市
当
局
は
移
転
地
も
市
場
裏
と
与
儀
に
決
め
、

家
屋
そ
の
他
十
分
に
補
償
す
る
案
を
し
て
い

る
が
、
立
ち
の
き
該
当
者
た
ち
は
「
終
戦
直

後
か
ら
こ
こ
で
商
売
を
続
け
て
生
き
て
き
た
。

こ
こ
か
ら
立
ち
の
け
と
い
う
の
は
死
ね
と
い

わ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
商
売
は
場
所
が
問

題
だ
か
ら
…
」と
強
く
反
対
。
「
絶
対
に
動
か

な
い
」
と
い
っ
て
い
る
。

す
で
に
当
局
で
は
測
量
も
終
わ
り
、
引
っ

か
か
る
と
こ
ろ
は
家
屋
の
内
部
な
ど
に
赤

い
印
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
み
な

が
ら
市
場
の
立
ち
の
き
該
当
者
た
ち
は
不

安
な
表
情
で
あ
る
。

一
方
改
修
工
事
で
は
ガ
ー
ブ
川
の
上
に
フ
タ

を
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
建
て
の
水
上
商
店
を
建
設

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
水
上
店

舗
の
業
者
の
約
四
百
軒
は
工
事
後
そ
の
新
し

い
水
上
店
舗
に
入
れ
る
。
そ
の
た
め
水
上
店

舗
組
合
で
は
「
一
日
も
早
く
工
事
を
完
了
し

て
ス
マ
ー
ト
な
水
上
店
舗
で
商
売
を
し
た

い
」
と
早
期
着
工
を
運
動
し
て
い
る
。

板

ば

さ

み
で

困

っ

た

市

当

局
で

は
、

二
十
六
日
水
上
店
舗
組
合
に
対
し
、
工
事

完
了
後
新
築
さ
れ
る
水
上
店
舗
の
う
ち
三

割
は
ガ
ー
ブ
川
沿
い
の
立
ち
退
き
者
を
入

れ
た
い
と
了
解
を
も
と
め
た
が
、
水
上
店

舗
組
合
は
「
新
築
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
現

在
の
水
上
店
舗
業
者
だ
け
に
割
り
当
て
る

こ
と
に
決
ま
っ
て
い
た
。
最
初
の
条
件
と

違
う
か
ら
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
当
局
の
案

を
断
っ
た
。
市
当
局
と
さ
ら
に
三
十
日
に

話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
真
栄

城
水
上
店
舗
組
合
長
は
「
い
ま
ご
ろ
に
な

っ
て
方
針
を
か
え
る
の
は
ひ
ど
い
。
水
上

店
舗
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ
の
問
題
だ
し
、

そ
の
他
の
商
店
な
ど
は
関
係
の
な
い
こ
と

だ
。
立
ち
退
き
者
を
入
れ
て
く
れ
と
い
う

の
は
、
新
し
い
水
上
店
舗
が
で
き
て
そ
の

権
利
が
わ
れ
わ
れ
に
移
っ
て
か
ら
の
問
題

だ
」
と
市
当
局
の
変
更
に
対
し
て
強
い
不

満
を
み
せ
て
い
る
。

建
設
局
で
は
十
一
月
着
工
の
方
針
を
変
え
て

な
い
だ
け
に
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
は
着
工
ま
で

に
三
つ
巴
、
四
つ
巴
で
ま
す
ま
す
難
航
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。

玉
陵
内
の
学
生
セ
ン
タ
ー
／
建

築
確
認
延
ば
す
か

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
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・
１
〕

那
覇
市
議
会
の
緊
急
総
務
委
員
会
が
三
十
一

日
正
午
か
ら
ひ
ら
か
れ
、
沖
縄
聖
公
会
（
代

表
Ｗ
・
Ｈ
・
へ
フ
ナ
ー
氏
）
の
玉
陵
（
た
ま

う
ど
ん
）
内
に
お
け
る
学
生
セ
ン
タ
ー
建
築

許
可
申
請
確
認
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
の

け
っ
か
、
総
務
委
で
は
学
生
セ
ン
タ
ー
建
築

確
認
を
延
期
し
て
も
ら
う
よ
う
市
長
に
要
請

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

沖
縄
聖
公
会
は
さ
る
十
日
那
覇
市
建
築
課

あ
て
、
玉
陵
内
に
学
生
セ
ン
タ
ー
の
建
築

許
可
を
申
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
郷
土

の
文
化
を
守
る
会
（
会
長
山
田
真
山
氏
）

が
那
覇
市
会
へ
建
築
反
対
を
陳
情
、
も
み

続
け
て
い
る
。

聖
公
会
側
と
し
て
は
建
築
確
認
に
要
す
る
す

べ
て
の
書
類
を
完
備
し
て
お
り
、
申
請
し
て

か
ら
二
十
一
日
す
れ
ば
建
築
基
準
法
に
よ
っ

て
建
築
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
総
務
委
で
は
建

築
を
確
認
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討

し
た
も
の
で
、
こ
の
日
、
文
保
委
の
荻
堂
事

務
局
長
を
招
き
、
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
を

き
い
た
。
荻
堂
事
務
局
長
は
委
員
会
に
対
し

「
学
生
セ
ン
タ
ー
問
題
は
文
保
委
、
郷
土
の

文
化
を
守
る
会
、
沖
縄
聖
公
会
の
三
者
が
近

く
会
合
を
開
い
て
円
満
に
解
決
で
き
る
よ
う

話
し
合
う
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
時
間

を
与
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
、
総
務
委

は
確
認
延
期
を
市
長
に
要
請
す
る
こ
と
を
き

め
た
。
市
当
局
側
の
意
向
に
よ
っ
て
再
び
総

務
委
員
会
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

総
務
委
側
で
は
文
化
を
守
る
会
の
学
生
セ
ン

タ
ー
建
設
反
対
陳
情
を
採
択
し
て
、
聖
公
会

か
ら
の
建
設
協
力
方
の
陳
情
は
文
化
財
を
保



二
二
八

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
一
月

護
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
不
採
択
に
し
よ
う

と
い
う
考
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
聖
公
会
側

は
建
築
手
続
き
に
要
す
る
書
類
は
と
と
の
え

て
い
る
た
め
、
そ
の
出
方
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。今

月
中
旬
、
着
工
の
見
通
し
／

ガ
ー
ブ
川
改
修
／
二
㍍
道
路

に
縮
小
／
立
ち
の
き
犠
牲
者

を
最
小
限
に

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
11
・
３
〕

那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
平
良
真
次
郎

委
員
長
）
は
二
日
午
後
二
時
か
ら
委
員
会

を
開
き
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
に
つ
い
て

審
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
ガ
ー
ブ
川
両
側
の

道
路
拡
張
は
当
初
の
計
画
よ
り
幅
を
せ
ば

め
、
永
久
立
ち
の
き
者
を
少
な
く
す
る
と

の
方
針
を
決
め
た
。
こ
の
た
め
着
工
は
今

月
中
旬
に
は
可
能
と
み
ら
れ
て
い
る
。
工

事
は
川
だ
け
の
改
修
が
主
に
な
る
。

同
委
員
会
で
は
、
ま
ず
那
覇
市
当
局
か
ら
こ

れ
ま
で
の
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
に
と
も
な
う

立
ち
の
き
補
償
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
の

説
明
を
聞
い
た
。
当
初
の
改
修
計
画
で
は
む

つ
み
橋
か
ら
千
歳
橋
に
向
か
っ
て
川
幅
を
平

均
五
㍍
、
川
の
両
側
は
平
均
幅
六
㍍
の
道
路

を
つ
く
る
計
画
だ
っ
た
。
し
か
し
、
も
っ
と

も
難
航
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
道
路
拡
張
に

と
も
な
っ
て
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ
て
い
る

人
た
ち
が
反
対
し
て
い
る
の
が
原
因
に
な
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
建
設
委
員
会
で
は
、

当
初
の
幅
六
㍍
の
道
路
を
幅
二
㍍
に
せ

ば
め
て
、
立
ち
退
き
者
を
少
な
く
し
て
問

題
を
解
決
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
そ
の
方

針
に
よ
る
と
道
路
拡
張
に
よ
る
立
ち
の
き

者
は
新
天
地
市
場
が
五
十
件
か
ら
十
七
件
、

公
営
市
場
が
百
八
十
九
件
か
ら
七
十
二
件
、

一
部
取
り
の
ぞ
き
三
十
件
か
ら
二
十
二
件

に
減
り
、
た
ち
の
き
該
当
者
は
八
十
九
件

に
な
る
。

さ
ら
に
こ
の
八
十
九
件
の
立
ち
退
き
者
は
、

で
き
る
だ
け
改
修
後
新
築
さ
れ
る
水
上
店
舗

に
は
め
る
よ
う
に
し
て
、
不
満
を
な
く
す
る

と
の
意
向
を
決
め
た
。
那
覇
市
当
局
で
は
こ

の
建
設
委
員
会
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
、
さ

っ
そ
く
立
ち
の
き
該
当
と
折
衝
に
当
た
る
こ

と
に
な
っ
た
。

市
議
会
や
市
当
局
で
は
、
こ
の
線
で
問
題

は
打
開
で
き
る
も
の
と
み
て
お
り
今
月
中

旬
に
は
着
工
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い

っ
て
い
る
。
し
か
し
計
画
が
変
更
に
な
っ

た
た
め
、
当
初
予
定
の
よ
う
な
理
想
的
な

改
修
は
で
き
な
く
な
り
、
工
事
の
重
点
は

川
だ
け
の
改
修
が
主
に
な
る
こ
と
に
な
っ

た
。

な
お
ガ
ー
ブ
川
の
地
主
と
の
補
償
問
題
は
ま

だ
か
た
ず
か
ず
、
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。

新
水
上
店
舗
へ
収
容
を
／
ガ
ー

ブ
川
改
修
／
小
売
り
業
者
、

政
府
に
訴
え
る

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
11
・
18
〕

那
覇
市
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
問
題
と
関
連
し

て
、
同
川
に
架
か
る
栄
橋
か
ら
第
二
え
び
す

橋
一
帯
で
小
売
り
業
を
営
み
、
水
上
店
舗
組

合
に
加
入
し
て
い
な
い
業
者
（
七
十
軒
）
の

代
表
三
十
数
人
は
十
七
日
午
後
三
時
ご
ろ
行

政
府
広
場
で
瀬
長
副
主
席
と
会
い
、
一
行
を

代
表
し
て
山
城
清
ほ
う
氏
か
ら

「
ガ
ー
ブ
川
改
修
後
の
水
上
店
舗
は
現
在

の
水
上
店
舗
組
合
員
が
利
用
し
て
私
ら
は

し
め
出
さ
れ
る
形
勢
に
あ
る
が
、
私
ら
を

新
水
上
店
舗
に
収
容
す
る
こ
と
に
つ
い
て

政
府
で
あ
っ
せ
ん
の
労
を
と
っ
て
も
ら
い

た
い
。
現
在
の
坪
数
で
結
構
で
あ
る
。
も

し
そ
う
で
な
け
れ
ば
私
ら
は
改
修
工
事
そ

の
も
の
に
も
反
対
す
る
」

と
訴
え
た
。こ
れ
に
対
し
瀬
長
副
主
席
は
「
ガ

ー
ブ
川
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
着
工
ま
で
の

段
階
す
な
わ
ち
補
償
と
か
立
ち
退
き
は
那
覇

市
の
責
任
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
年
来
の

重
要
な
事
業
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
も
ぜ
ひ

早
急
に
着
工
し
た
い
の
で
、
那
覇
市
や
関
係

者
と
も
よ
く
相
談
し
、
皆
さ
ん
の
協
力
も
求

め
た
い
」
と
答
え
た
。

　

そ
の
あ
と
瀬
長
副
主
席
は
那
覇
市
の
大

城
建
設
部
長
、
土
木
課
長
を
招
き
同
業
者

の
陳
情
に
関
す
る
実
情
を
は
じ
め
ガ
ー
ブ

川
改
修
工
事
問
題
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
大
城
建
設
部
長
ら
は
次
の
よ

う
に
の
べ
た
。

　

一
、
栄
橋
か
ら
第
二
え
び
す
橋
一
帯
の
小

売
り
業
者
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
那
覇

市
の
ほ
う
で
遠
か
ら
ず
解
決
で
き
る
見
通
し

に
あ
る
。

　

一
、
全
長
八
百
七
十
四
㍍
の
工
事
区
間
の

う
ち
、
大
部
分
は
地
主
の
賛
成
を
え
て
い
る

が
、
残
る
百
六
十
一
㍍
の
区
間
に
つ
い
て
関

係
地
主
三
人
の
同
意
が
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ

で
行
政
府
も
同
地
主
の
説
得
に
側
面
的
に
応

援
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

一
、
工
事
執
行
に
必
要
な
川
岸
の
西
側
に

そ
れ
ぞ
れ
二
㍍
の
空
地
を
設
け
る
問
題
は
解

決
ず
み
で
あ
る
。

ま
た
排
水
不
良
で
問
題
化
し
て
い
る
那
覇
市

壺
川
の
軍
用
道
路
四
十
四
号
線
の
補
修
に
つ

い
て
副
主
席
は
、
側
溝
の
改
修
を
政
府
で
行

な
い
路
面
の
改
修
を
軍
Ｄ
Ｅ
に
要
請
す
る
こ

と
に
し
て
、
六
二
年
度
政
府
予
算
に
同
工
事

費
と
し
て
計
上
し
て
あ
る
二
万
㌦
の
補
助
金

で
、
早
急
に
那
覇
市
が
着
工
す
る
こ
と
を
希

望
、
那
覇
市
側
は
「
十
二
月
は
じ
め
に
は
側
溝

の
設
計
を
終
わ
っ
て
た
だ
ち
に
着
工
す
る
」



二
二
九

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
一
月

と
答
え
た
。

政
府
の
責
任
で
は
な
い
／
従
来
の
見
解

確
認

十
七
日
午
後
四
時
す
ぎ
、
瀬
長
副
主
席
は
ガ

ー
ブ
川
改
修
工
事
問
題
で
志
村
建
運
局
次
長

ら
の
出
席
を
求
め
、
法
的
問
題
点
に
つ
い
て

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
次
の
よ
う
に
従
来
の

見
解
を
再
確
認
し
た
。

　

一
、
首
都
建
設
、
都
市
計
画
は
す
べ
て
政

府
の
責
任
で
行
な
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
関
係
市
町
村
、
受
益
者
の
責
任
分
担

も
あ
る
。
本
土
で
も
国
ま
た
は
都
道
府
県
あ

る
い
は
受
益
者
だ
け
で
や
る
分
も
あ
る
。
ガ

ー
ブ
川
は
戦
前
か
ら
河
川
法
に
も
と
づ
く
河

川
で
な
く
、
準
用
河
川
に
も
認
定
さ
れ
て
い

な
い
個
人
有
地
で
あ
る
。
沖
縄
に
は
旧
法
の

河
川
法
で
準
用
河
川
と
認
定
さ
れ
た
も
の
は

二
十
三
あ
り
、
那
覇
市
は
久
茂
地
川
、
国
場

川
で
あ
る
。
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
は
全
面
的
に

政
府
が
責
任
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
米
会

計
法
に
も
と
づ
い
て
同
工
事
は
政
府
の
ほ
う

で
や
る
が
、
完
工
後
は
市
へ
移
管
す
る
。

各
派
、
裏
面
戦
を
展
開
／
那
覇

市
長
選
挙
／
自
民
、
活
発
に

多
数
派
工
作

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
11
・
20
〕

那
覇
市
長
選
挙
は
二
十
八
日
の
届
け
出
ま
で

あ
と
十
日
足
ら
ず
と
迫
っ
た
が
各
派
の
地
盤

固
め
は
い
よ
い
よ
ピ
ッ
チ
を
あ
げ
て
い
る
。

特
に
兼
次
派
、
自
民
、
民
闘
の
動
き
は
激
し

く
、
地
道
に
庶
民
層
の
開
拓
を
は
か
る
作

戦
。
有
力
者
の
抱
き
込
み
、
他
派
の
切
り
く

ず
し
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
駆
使
し
て
の
裏
面

戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
自
民
党
の
那
覇

市
会
に
お
け
る
多
数
派
工
作
の
成
功
な
ど
、

局
面
に
か
な
り
大
き
な
流
動
が
み
ら
れ
て
い

る
。
早
く
か
ら
活
動
を
は
じ
め
た
兼
次
派
で

は
、
す
で
に
五
七
（
十
九
日
現
在
）
の
後
援

会
を
市
内
の
ほ
と
ん
ど
全
地
域
に
わ
た
っ
て

結
成
し
た
。
選
挙
届
け
出
ま
で
に
は
七
十
近

く
に
な
る
予
想
で
あ
る
。
会
員
は
多
い
と
こ

ろ
で
四
、
五
百
人
か
ら
少
な
い
と
こ
ろ
で

七
、
八
十
人
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

い
ま
の
と
こ
ろ
真
和
志
南
部
、
安
謝
首
里

で
は
久
場
川
、
金
城
町
な
ど
中
心
か
ら
は

ず
れ
た
と
こ
ろ
な
ど
か
な
り
強
力
な
兼
次

支
持
の
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
旧

小
禄
の
場
合
は
こ
れ
ま
で
兼
次
派
と
み
ら

れ
て
い
た
市
議
員
の
赤
嶺
一
男
（
自
）
具

志
栄
治
（
無
）
上
原
隆
正
（
無
）
の
三
氏

が
さ
き
に
正
式
に
自
民
党
支
持
を
表
明
し

た
。
こ
れ
は
兼
次
派
に
と
っ
て
大
き
な
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
て
い
る
。

兼
次
派
で
も
現
在
こ
の
件
を
重
大
視
し
て
対

抗
手
段
を
講
じ
て
お
り
、
同
時
に
小
禄
地
区

の
下
部
庶
民
へ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
を
は
か
っ
て

い
る
。
ま
た
兼
次
市
長
自
身
も
現
役
の
強
み

と
、
地
道
に
庶
民
へ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
に
ほ
ん

走
し
て
い
る
。

一
方
自
民
党
側
で
は
、
政
府
与
党
と
い
う

大
き
な
バ
ッ
ク
を
も
と
に
西
銘
票
の
獲
得

に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。
前
主
席
の
当
間

氏
も
積
極
的
に
動
い
て
お
り
旧
那
覇
市
を

は
じ
め
旧
真
和
志
、
首
里
に
と
地
盤
固
め

に
や
っ
き
。
す
で
に
長
嶺
立
法
院
議
長
は

小
禄
地
区
出
身
議
員
を
手
中
に
お
さ
め
る

の
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
ハ
ワ
イ
か
ら

帰
任
し
た
大
田
主
席
も
十
八
日
の
選
対
会

議
に
顔
を
み
せ
、
西
銘
擁
立
に
積
極
的
な

意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

自
民
党
と
し
て
は
小
禄
、
真
和
志
北
部
、
首

里
の
三
カ
所
は
一
応
の
地
盤
固
め
を
し
た
も

の
と
み
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
他
派
の
地
盤

へ
の
切
り
込
み
と
、
旧
那
覇
の
浮
動
票
を
ね

ら
っ
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。

一
番
立
ち
お
く
れ
を
見
せ
て
い
た
民
闘

（
那
覇
市
政
民
主
化
共
闘
会
議
）
も
次
第

に
活
発
な
動
き
を
見
せ
始
め
た
。
民
闘
は

十
八
日
に
ま
ず
時
局
批
判
演
説
会
を
開

き
、
言
論
戦
の
火
ぶ
た
を
き
っ
た
が
、
続

い
て
二
十
日
に
市
内
三
カ
所
で
演
説
会

を
開
く
。
こ
れ
を
二
十
八
日
の
届
け
出
ま

で
継
続
的
に
行
な
い
、
二
十
八
日
に
時
局

批
判
演
説
会
の
総
ま
と
め
と
、
宮
里
候
補

の
立
候
補
第
一
声
と
い
う
二
つ
の
ね
ら

い
を
盛
り
込
ん
で
大
演
説
会
を
開
き
一

気
に
民
闘
ブ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

の
体
制
で
あ
る
。

以
上
兼
次
派
、
自
民
、
民
闘
の
三
派
は
二
十
八

日
の
届
け
出
ま
で
は
目
立
た
ぬ
方
法
で
地
盤

固
め
を
行
な
い
、
二
十
八
日
の
届
け
出
開
始

と
共
に
一
斉
に
演
説
会
を
通
じ
て
の
論
戦
に

火
ブ
タ
を
切
る
構
え
で
あ
り
、
届
け
出
と
共

に
選
挙
は
静
か
ら
動
へ
と
衣
替
え
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。

ま
た
こ
じ
れ
る
／
花
屋
と
水
上

店
舗
が
対
立
／
ガ
ー
ブ
川
改

修〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
11
・
21
〕

那
覇
市
の
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
に
と
も
な
っ

て
、
花
屋
通
り
会
の
七
十
一
人
と
水
上
店
舗

組
合
が
利
害
で
対
立
し
、
ガ
ー
ブ
川
工
事
は

ま
た
困
難
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

那
覇
市
当
局
で
は
立
ち
退
き
者
を
少
な
く

す
る
た
め
最
初
の
改
修
計
画
も
変
更
し
て

花
屋
通
り
会
の
人
た
ち
は
新
築
さ
れ
る
水

上
店
舗
に
は
め
る
案
で
、
解
決
す
る
と
み

ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
花
屋
通
り
会
は

「
現
在
の
場
所
の
ま
ま
で
水
上
店
舗
に
入

れ
て
く
れ
」
と
い
い
、
も
し
そ
れ
が
で
き

な
け
れ
ば
工
事
に
反
対
す
る
と
強
硬
な
態

度
を
と
っ
て
い
る
。

一
方
水
上
店
舗
組
合
で
は
「
そ
れ
は
一
方
的

過
ぎ
る
」
と
反
対
し
て
い
る
。
市
当
局
と
地



二
三
〇

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
一
月

主
側
が
双
方
の
あ
っ
せ
ん
に
乗
り
出
し
て
い

る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
解
決
の
見
通
し
は
つ

い
て
い
な
い
。

兼
次
支
持
に
ふ
み
切
る
／
那
覇

市
副
議
長
大
山
氏
自
民
党
を

脱
党

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
１
・
11
・
21
〕

那
覇
市
議
会
副
議
長
大
山
盛
幸
氏
（
自
民
）は

二
十
一
日
午
前
九
時
半
自
民
党
本
部
を
訪
ね
、

正
式
に
脱
党
届
け
を
提
出
し
た
。
同
氏
は
こ

ん
ど
の
那
覇
市
長
選
挙
に
対
し
て
、
西
銘
・

兼
次
両
氏
の
う
ち
ど
っ
ち
を
支
持
す
る
か
態

度
を
保
留
し
て
い
た
が
、
こ
の
届
け
で
は
っ

き
り
兼
次
支
持
に
ふ
み
切
っ
た
も
の
。
大
山

氏
は
、
脱
党
届
け
の
提
出
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
語
っ
た
。

こ
れ
ま
で
民
主
党
、
自
民
党
と
約
十
年
党

員
と
し
て
歩
ん
で
き
た
わ
た
し
に
と
っ
て

は
感
無
量
の
思
い
だ
。
信
頼
す
る
先
輩
や

友
人
に
対
し
て
す
ま
な
い
気
持
ち
も
あ
る
。

い
ま
ま
で
那
覇
市
長
選
挙
で
は
中
立
の
態

度
で
あ
っ
た
が
、
私
の
支
持
者
が
兼
次
支

持
の
意
向
で
あ
り
、
議
員
と
し
て
支
持
者

と
と
も
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
脱
党
を
決
意
し
た
。

な
お
自
民
党
議
員
で
ま
だ
市
長
選
に
対
す
る

態
度
を
決
定
し
て
い
な
い
喜
久
山
朝
重
氏
は

二
十
一
日
午
後
自
民
党
幹
部
と
話
し
合
い
の

結
果
、
態
度
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

那
覇
市
長
選
、
言
論
戦
始
ま
る

／
積
極
的
な
下
部
浸
透
へ
／

〝
都
計
〟
最
大
の
争
点
に
／
全

政
党
が
介
入
、
特
異
な
様
相

／
水
道
、
住
宅
政
策
が
カ　

ギ〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
11
・
29
〕

那
覇
市
長
選
挙
は
、
二
十
八
日
の
立
候
補

届
け
出
開
始
と
同
時
に
兼
次
佐
一
（
無
所

属
）
、
西
銘
順
治
（
自
民
）
、
宮
里
栄
輝
（
社

大
）
、
大
宜
味
朝
徳
（
国
民
党
）
の
四
候
補

が
一
斉
に
届
け
を
す
ま
し
、
選
挙
戦
へ
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
各
候
補
と
も
初
日

は
、
宣
伝
カ
ー
を
く
り
出
し
て
立
候
補
の

あ
い
さ
つ
の
た
め
市
内
を
流
し
た
が
、
兼

次
佐
一
後
援
会
で
は
午
後
七
時
か
ら
牧
志

ウ
ガ
ン
で
連
合
会
の
結
成
を
か
ね
て
演
説

会
を
開
き
、
宮
里
候
補
を
擁
立
す
る
市
政

民
主
化
共
闘
会
議
で
も
農
連
市
場
で
総
決

起
大
会
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
演
説
の

第
一
声
を
放
っ
た
。
さ
ら
に
西
銘
候
補
を

推
す
自
民
党
、
大
宜
味
候
補
を
推
す
国
民

党
も
三
十
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
演
説
会
を
開

き
、
各
派
と
も
本
格
的
な
言
論
戦
を
通
じ

て
積
極
的
な
下
部
浸
透
を
進
め
る
体
制
を

固
め
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
ど
の
市
長
選
挙
は
各
政

党
が
こ
ぞ
っ
て
介
入
す
る
と
い
っ
た
、
こ
れ

ま
で
に
例
の
な
い
特
質
を
も
っ
た
選
挙
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
自
治
体
と
し
て

の
都
市
建
設
事
業
の
推
進
の
ほ
か
に
、
施
政

権
の
返
還
と
い
っ
た
全
琉
的
な
政
治
問
題

も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
争
点
に

な
る
気
配
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
と
い
っ
て

も
、
決
定
的
な
争
点
と
な
る
の
は
、戦
災
か
ら

の
復
旧
と
自
然
発
生
的
に
で
き
あ
が
っ
た
町

の
整
備
を
は
か
る
都
市
計
画
事
業
の
推
進
に

あ
る
。
各
派
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
こ

れ
ら
の
諸
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
も

っ
と
も
重
視
し
て
い
る
の
は
水
道
問
題
と
住

宅
問
題
で
、
と
く
に
水
道
問
題
は
台
所
と
直

結
し
た
問
題
だ
け
に
、
そ
の
解
決
策
が
当
落

を
決
す
る
と
さ
え
み
て
い
る
。
そ
こ
で
本
格

的
な
選
挙
戦
に
入
っ
て
二
十
日
に
わ
た
る

選
挙
戦
に
の
ぞ
む
各
派
の
体
制
を
き
い
て

み
た
。

超
党
派
市
政
へ

兼
次
派
選
対
本
部
長
宮
城
実
氏
の
話　

過
去
に
お
け
る
那
覇
市
政
は
、
特
定
政
党
の

党
利
党
略
に
用
い
ら
れ
、
あ
る
い
は
、
み
に

く
い
派
閥
争
い
が
あ
っ
て
、
市
民
福
祉
に
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
。

四
年
間
の
兼
次
市
政
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
た

場
合
、
そ
の
比
較
が
実
に
は
っ
き
り
し
て
く

る
。
兼
次
氏
は
、
無
所
属
と
い
う
超
党
派
的

な
立
場
に
立
っ
て
、
市
政
を
運
営
し
、
そ
の

実
績
が
何
で
あ
る
か
は
、
す
べ
て
市
民
が
知

っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
ん
ど
の
選
挙
で
は
、

地
方
自
治
体
へ
の
政
党
介
入
が
い
か
な
る
結

果
を
生
ず
る
か
に
つ
い
て
、
市
民
が
納
得
の

い
く
ま
で
全
力
を
つ
く
す
。
さ
ら
に
こ
ん
ご

の
那
覇
市
は
、
超
党
派
的
な
市
政
に
よ
っ
て
、

ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
力
説
す
る
。

理
想
の
都
計
推
進

　

新
垣
自
民
党
事
務
局
長
の
話　

今
度
の
選

挙
で
最
も
強
く
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
は
、
首
都
建
設
を
ど
う
推
進
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
首
都
建
設
は
こ

れ
ま
で
も
か
な
り
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
理

想
的
な
住
み
よ
い
首
都
と
い
う
こ
と
か
ら
は

程
遠
い
。
雨
が
降
れ
ば
川
は
は
ん
ら
ん

し
、
夏
に
な
る
と
水
不
足
と
い
っ
た
こ
と
を

毎
年
く
り
返
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
区
画

整
理
も
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
他
那
覇
市
を

理
想
的
な
首
都
に
近
づ
け
る
た
め
に
は
非
常

な
努
力
が
い
る
。
必
要
と
す
る
資
金
も
膨
大

な
も
の
で
那
覇
市
や
琉
球
政
府
の
手
に
あ
ま

る
。
日
米
両
国
に
対
す
る
協
力
も
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
首
都
建
設
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
市
長
選
の
勝
利
を
か

ち
取
る
方
針
で
あ
る
。

正
し
い
政
治
確
立

　

嵩
原
民
闘
選
対
委
員
長
の
話　

現
在
の
沖

縄
は
非
常
に
重
要
な
歴
史
的
な
段
階
に
あ
る
。



二
三
一

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
二
月

こ
の
中
で
行
な
わ
れ
る
那
覇
市
長
選
挙
は
、

沖
縄
の
歴
史
の
方
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
沖
縄
の
政
治

を
正
し
い
方
向
に
進
め
る
と
と
も
に
、
那
覇

市
政
を
民
主
化
す
る
た
め
に
社
大
党
を
中
心

と
し
た
人
民
、
社
会
の
三
党
は
、
候
補
者
を

統
一
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
世
論
を
背
景
に

し
て
共
闘
体
制
を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
わ

れ
わ
れ
は
、
さ
ら
に
各
民
主
団
体
、
労
組
な

ど
良
心
的
に
復
帰
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る

革
新
勢
力
の
結
集
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

革
新
勢
力
と
し
て
こ
そ
く
な
策
を
ろ
う
せ
ず
、

あ
く
ま
で
も
言
論
戦
と
文
書
戦
で
の
ぞ
む
つ

も
り
で
あ
る
。
政
策
的
に
は
懸
案
の
都
市
計

画
事
業
を
首
都
建
設
法
に
の
っ
て
完
全
実
施

を
め
ざ
し
、
市
民
の
福
祉
の
向
上
を
は
か
っ

て
い
く
。

観
光
施
設
を
充
実

　

大
宜
味
国
民
党
総
裁
の
話　

こ
ん
ど
の
市

長
選
挙
で
も
日
本
復
帰
の
問
題
が
も
ち
出
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
際
条
約
の
上
か
ら

も
、
さ
ら
に
年
間
七
億
㌦
も
つ
ぎ
こ
ん
で
米

国
が
基
地
を
つ
く
っ
て
い
る
以
上
、
不
可
能

な
話
で
あ
る
。
不
可
能
な
こ
と
を
前
提
と
し

た
政
治
、
経
済
を
う
ち
立
て
よ
う
と
す
る
か

ら
住
民
は
混
乱
す
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
わ

れ
わ
れ
は
あ
く
ま
で
も
日
本
復
帰
に
反
対
す

る
。

　

那
覇
市
政
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
国
際
的

な
視
野
に
立
っ
て
の
都
市
計
画
が
立
て
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
由
貿
易
地
域
も
も

っ
と
世
界
各
国
に
呼
び
か
け
て
産
業
を
誘
致

す
べ
き
だ
。
さ
ら
に
観
光
事
業
の
重
要
性
も

と
な
え
ら
れ
な
が
ら
何
ひ
と
つ
施
設
が
な
い
。

ま
ず
水
族
館
、
博
物
館
、
古
典
劇
場
と
い
っ

た
も
の
を
建
設
す
べ
き
で
あ
り
、
選
挙
戦
を

通
じ
て
演
説
会
そ
の
他
の
文
書
戦
に
よ
っ
て

こ
れ
ら
の
点
を
強
調
し
て
い
き
た
い
。

総
評
、
宮
里
候
補
支
持
を
決
議

【
東
京
】
二
十
八
日
午
前
十
時
半
、
東
京
九
段

会
館
で
開
か
れ
た
総
評
第
十
八
回
臨
時
大
会

二
日
目
の
日
程
で
、
沖
縄
問
題
に
関
す
る
決

議
が
満
場
一
致
採
択
さ
れ
た
。
内
容
は
、
核

兵
器
基
地
化
反
対
、
即
時
日
本
復
帰
、
労
働

関
係
布
令
撤
廃
お
よ
び
那
覇
市
長
選
挙
で
は

祖
国
復
帰
、
核
兵
器
持
ち
込
み
反
対
を
か
か

げ
る
宮
里
栄
輝
候
補
を
支
持
す
る
、
と
い
う

も
の
。

ガ
ー
ブ
川
改
修
／
分
割
施
工
に

賛
成
／
水
上
店
舗
組
合
が
条

件
付
で

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
12
・
４
〕

ガ
ー
ブ
川
水
上
店
舗
組
合
（
真
栄
城
玄
明

組
合
長
）
で
は
、
さ
る
二
十
五
日
の
政
府
、

那
覇
市
、
水
上
店
舗
組
合
の
三
者
協
議
会

で
政
府
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
〝
分
割
施

工
の
場
合
に
お
け
る
組
合
側
の
協
力
〟
に

つ
い
て
検
討
中
で
あ
っ
た
が
、
二
日
黒
潮

副
会
長
か
ら
志
村
建
運
局
次
長
に
条
件
づ

き
で
分
割
施
工
に
賛
成
す
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　

政
府
は
那
覇
市
か
ら
の
要
請
で
反
対
を
続

け
て
い
る
三
地
主
の
説
得
に
当
た
っ
た
が
満

足
す
べ
き
回
答
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

最
悪
の
場
合
に
は
、
反
対
し
て
い
る
地
主
の

部
分
を
残
し
て
分
割
施
工
し
た
い
か
ら
そ
の

と
き
は
組
合
側
も
工
事
に
全
面
的
に
協
力
し

て
ほ
し
い
と
志
村
次
長
か
ら
提
案
が
出
さ
れ

た
が
、
組
合
側
は
あ
く
ま
で
地
主
説
得
に
努

力
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
即
答
を
さ
け
て
い

た
も
の
。

組
合
側
で
は
、
二
十
七
日
の
役
員
会
で
こ

の
問
題
を
検
討
し
た
結
果
①
地
主
説
得
に

さ
い
ご
ま
で
努
力
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の

他
、
障
害
に
な
っ
て
い
る
諸
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
②
分
割
施
工
は
便
宜
上
の
こ
と

で
あ
り
、
あ
く
ま
で
全
面
的
に
改
修
す
る

こ
と
…
の
二
つ
の
条
件
を
つ
け
て
政
府
提

案
の
分
割
施
工
を
認
め
る
こ
と
に
決
定
し

た
も
の
。

　

花
屋
通
り
会
も
建
運
局
へ
陳
情

ガ
ー
ブ
川
花
屋
通
り
会
員
七
十
二
人
は
二
日

正
午
、
建
設
運
輸
局
に
志
村
次
長
を
た
ず

ね
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
の
具
体
的
な
説
明

を
聞
い
た
の
ち
つ
ぎ
の
よ
う
な
要
請
を
し
た
。

「
改
修
工
事
に
は
賛
成
だ
。
わ
れ
わ
れ
に
約

束
し
た
、
花
屋
業
者
は
優
先
す
る
、
と
い
う

こ
と
を
守
っ
て
く
れ
な
い
状
態
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
不
安
定
な
現
状
で
は
、
改
修
工
事

に
協
力
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
す
で
に
市

当
局
で
は
収
拾
で
き
な
い
こ
と
こ
ろ
に
き
て

い
る
の
で
、
政
府
が
積
極
的
に
働
い
て
、
水

上
店
舗
組
合
、
地
主
を
説
得
し
て
く
れ
」
と

訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
志
村
次
長
は
「
立
ち

の
き
問
題
の
一
切
は
市
当
局
の
責
任
で
あ
り
、

市
当
局
か
ら
直
接
要
請
が
な
い
限
り
全
面
的

に
引
き
受
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
政

府
の
立
場
を
説
明
し
た
。
な
お
同
通
り
会
で

は
、
二
日
に
手
渡
さ
れ
る
約
束
に
な
っ
て
い

た
市
当
局
か
ら
の
返
事
が
な
い
た
め
、
あ
ら

た
め
て
大
挙
市
役
所
に
押
し
か
け
る
と
い
う
。

〝
工
事
お
く
ら
せ
る
な
〟
／
ガ
ー

ブ
川
店
舗
組
合
が
デ
モ

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
１
・
12
・
８
〕

「
工
事
を
お
く
ら
せ
る
な
」と
ガ
ー
ブ
川
水
上

店
舗
組
合
約
二
百
人
が
、
八
日
午
前
十
時
半

平
和
通
り
を
デ
モ
、
地
主
の
家
に
押
し
か
け

た
。

ガ
ー
ブ
川
改
修
は
こ
の
十
一
月
に
着
工
さ
れ

る
予
定
だ
っ
た
が
、
川
の
地
主
三
人
と
那
覇

市
当
局
と
の
話
し
合
い
も
つ
か
ず
、
そ
の
他

の
問
題
も
あ
っ
て
工
事
が
遅
れ
て
い
る
。
改

修
工
事
で
は
ガ
ー
ブ
川
水
上
に
二
階
建
て
の

水
上
店
舗
を
作
る
計
画
で
、
現
在
水
上
店
舗



二
三
二

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
二
月

組
合
員
約
六
百
人
が
入
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
八
人
の
地
主
の
う
ち
安
村

〇
〇
〇
氏
、
辰
野
〇
〇
氏
、
高
良
〇
〇
氏
ら

三
人
は
「
自
分
で
水
上
店
舗
を
建
築
し
て
貸

し
た
方
が
い
い
」
と
主
張
し
て
い
る
た
め
借

地
契
約
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
た

め
水
上
店
舗
組
合
は
「
い
ま
ま
で
通
り
土
地

を
貸
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
三
人
の
地
主
に

対
し
て
大
勢
で
陳
情
に
押
し
か
け
た
も
の
。

一
行
は
プ
ラ
カ
ー
ド
を
も
っ
て
公
設
市
場
裏

広
場
か
ら
平
和
通
り
を
デ
モ
、
ま
ず
安
村
氏

の
家
に
押
し
か
け
「
み
ん
な
の
た
め
に
協
力

し
て
も
ら
い
た
い
。
土
地
を
取
り
上
げ
る
の

は
、
わ
た
し
た
ち
を
殺
す
よ
う
な
も
の
だ
」

と
陳
情
。
デ
モ
の
お
ば
さ
ん
た
ち
は
プ
ラ
カ

ー
ド
を
ふ
っ
て
気
勢
を
あ
げ
、
平
和
通
り
は

時
な
ら
ぬ
騒
ぎ
だ
っ
た
。

｜
社　

説
｜

新
那
覇
市
長
に
期
待
し
た
い
こ

と〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
12
・
19
〕

　

那
覇
市
長
に
、
自
民
党
公
認
の
西
銘
順
治

氏
が
当
選
し
た
。
選
挙
の
最
終
盤
の
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
三
候
補
の
勢
力
は
伯
仲
し
、
当
落
の

予
想
は
ま
っ
た
く
つ
か
な
か
っ
た
が
、
開
票

の
結
果
は
現
市
長
の
兼
次
候
補
は
だ
い
ぶ
引

き
離
さ
れ
て
、
西
銘
、
宮
里
両
候
補
の
対

決
と
な
り
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
息
づ
ま
る

よ
う
な
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
。
そ
の
票
差

七
百
三
十
八
票
で
あ
る
。

　

こ
ん
ど
の
那
覇
市
長
選
挙
の
特
徴
と
い
え

ば
、
社
大
党
を
中
心
と
す
る
人
民
、
社
会
党

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
革
新
系
の
共
闘
派
が
、
積

極
的
に
「
祖
国
復
帰
」
の
主
張
を
強
く
打
ち

出
し
た
こ
と
と
、
政
党
の
地
方
自
治
介
入
是

非
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
こ
と
の
二
点
に
し

ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が
、
祖
国
復
帰

勢
力
の
結
集
を
呼
び
か
け
た
共
闘
派
が
、
自

民
党
公
認
の
当
選
者
と
、
ほ
ぼ
五
分
々
々
の

票
数
を
獲
得
し
た
と
い
う
の
は
、
日
・
米
協

力
に
よ
る
援
助
体
制
の
な
か
で
、
一
層
強
力

に
本
土
復
帰
を
推
進
す
る
政
策
に
、
か
な
り

多
く
の
有
権
者
が
強
い
関
心
を
示
し
た
も
の

と
し
て
、
そ
の
政
治
的
意
義
を
重
視
し
な
く

て
は
な
る
ま
い
。

　

那
覇
市
長
は
、
過
去
二
回
の
選
挙
と
も
、ひ

き
つ
づ
き
、
革
新
系
か
ら
選
出
さ
れ
て
お
り

（
人
民
党
の
瀬
長
氏
・
民
連
推
薦
の
兼
次
現
市

長
）
、
保
守
派
の
勝
利
は
、
六
年
ぶ
り
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
自
民
党
と
し
て
は
雪
辱
し
た
気

持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
勝
利
は
、
も
ち

ろ
ん
責
任
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
。
新
市

長
に
た
い
し
て
希
望
し
た
い
の
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
選
挙
中
に
お
け
る
市
民
へ
の
「
公

約
」
を
、
忠
実
に
誠
意
を
も
っ
て
実
行
し
て

ほ
し
い
こ
と
だ
。
那
覇
市
政
の
中
心
課
題
は
、

都
市
計
画
事
業
の
促
進
で
あ
り
、
そ
れ
と
関

連
し
て
上
・
下
水
道
の
整
備
、
住
宅
問
題
の

対
策
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
候
補
者
が
そ

ろ
っ
て
公
約
の
中
に
と
り
入
れ
た
も
の
だ
が
、

自
民
党
公
認
の
新
市
長
は
、
と
く
に
与
党
の

立
場
を
利
用
し
て
、
都
計
に
た
い
す
る
軍
・

民
両
政
府
の
積
極
的
な
協
力
が
得
ら
れ
る
点

を
強
調
し
た
。

　

兼
次
現
市
長
は
、
あ
ら
ゆ
る
党
籍
を
は
な

れ
て
、
中
立
の
姿
勢
で
、
こ
れ
ま
で
市
政
の

運
営
に
の
ぞ
ん
で
き
た
わ
け
だ
が
、
与
党
の

バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
に
よ
る
那
覇
市
政
の
運
営

が
、
従
来
と
ど
ん
な
違
い
が
あ
る
か
、
こ
れ

を
市
民
の
福
祉
向
上
の
う
え
に
、
は
っ
き
り

し
た
実
績
を
も
っ
て
示
し
て
も
ら
い
た
い
の

で
あ
る
。
つ
き
つ
め
て
い
え
ば
、
米
民
政
府
や

琉
球
政
府
か
ら
の
那
覇
市
政
に
た
い
し
、
ど

れ
だ
け
の
援
助
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
地
方
自
治

体
介
入
の
態
度
を
宣
明
し
た
自
民
党
は
、
党

全
体
と
し
て
今
後
の
那
覇
市
政
に
当
然
責
任

を
感
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

市
民
は
、
そ
こ
に
期
待
を
か
け
て
い
る
し
、
そ

う
い
う
意
味
か
ら
新
市
長
の
仕
事
ぶ
り
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
。

西
銘
那
覇
市
長
誕
生
／
こ
ん
ご

の
政
局
に
大
き
な
影
響
／
市

政
に
一
応
安
定
期
／
西
銘
個

人
の
魅
力
が
勝
因

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
12
・
19
〕

西
銘
順
治
（
自
民
）
宮
里
栄
輝
（
社
大
）

兼
次
佐
一
（
無
所
属
）
大
宜
味
朝
徳
（
国

民
）
の
四
候
補
が
あ
ら
そ
っ
た
那
覇
市
長

選
挙
も
、
十
八
日
の
開
票
の
結
果
、
西
銘

順
治
氏
が
最
後
ま
で
せ
り
合
っ
た
宮
里
栄

輝
氏
に
約
千
票
の
差
を
つ
け
当
選
、
こ
こ

に
西
銘
新
那
覇
市
長
が
誕
生
し
た
。
こ
れ

で
那
覇
市
は
六
年
ぶ
り
に
保
守
系
（
兼
次

確定得票数

西　銘 10,070 8,692 7,064 6,464 32,290

宮　里 7,106 7,803 9,223 7,420 31,552

兼　次 7,186 4,929 6,696 7,148 25,959

大宜味 169 76 109 110 464

無効票 108 140 116 111 475

計
　　　　開票所

候補者

那覇

市役所

市民

集会所

真和志

支所

首里

支所



二
三
三

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
二
月

氏
は
革
新
系
か
ら
立
候
補
し
て
当
選
し

た
）
の
市
長
を
迎
え
た
わ
け
だ
が
、
保
守

系
市
長
の
出
現
は
政
界
の
今
後
の
動
向

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
み
ら

れ
て
い
る
。

最
後
ま
で
せ
り
合
う
／
真
和
志
南
部
で

番
狂
わ

那
覇
市
長
選
挙
の
投
票
総
数
は
九
万
七
百
四

十
一
票
で
、
こ
れ
を
西
銘
、
宮
里
、
兼
次
、

大
宜
味
の
四
候
補
が
分
け
合
っ
た
わ
け
だ
が
、

得
票
順
位
が
西
銘
、
宮
里
、
兼
次
、
大
宜
味

の
順
に
な
っ
た
の
は
一
応
順
当
と
い
え
よ
う
。

大
宜
味
候
補
は
別
と
し
て
、
西
銘
、
宮

里
、
兼
次
の
三
派
は
文
字
通
り
死
に
物
狂

い
の
戦
い
だ
っ
た
。
こ
れ
が
一
位
と
三
位

の
差
が
七
千
足
ら
ず
と
い
う
混
戦
に
持

ち
込
ん
だ
原
因
で
あ
る
。
西
銘
は
自
民
党

の
全
組
織
を
動
員
、
宮
里
も
社
大
、
人
民
、

社
会
の
三
党
と
復
帰
協
加
盟
団
体
の
組

織
を
フ
ル
に
動
員
、
さ
ら
に
兼
次
も
後
援

会
を
中
心
に
各
地
へ
食
い
込
ん
で
い
っ

た
。

西
銘
順
治
氏
の
市
長
当
選
は
、
自
民
党
が
大

田
主
席
を
始
め
、
党
顧
問
の
当
間
重
剛
氏
、
松

岡
政
保
氏
、
仲
本
為
美
氏
、
与
儀
達
敏
氏
ら

の
長
老
ま
で
選
挙
戦
に
投
入
す
る
と
い
う
派

手
な
動
き
を
見
せ
た
だ
け
に
、
一
応
妥
当
と

い
え
る
が
、
従
来
、
那
覇
市
は
総
括
的
に
い

う
と
革
新
系
の
地
盤
で
あ
り
、
五
年
前
の
瀬

長
亀
次
郎
氏
、
四
年
前
の
兼
次
佐
一
氏
と
も

革
新
系
か
ら
出
た
市
長
だ
け
に
保
守
系
の
六

年
ぶ
り
の
勝
利
は
那
覇
市
政
に
一
応
の
安
定

期
が
き
た
も
の
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か

と
見
ら
れ
て
い
る
。

自
民
党
の
勝
因
を
見
る
と
、
何
と
い
っ
て

も
党
組
織
を
通
じ
て
政
府
と
の
結
び
つ
き

を
う
た
っ
た
こ
と
が
市
民
に
歓
迎
さ
れ
た

た
め
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
立
候
補

者
中
最
年
少
で
、
経
済
局
長
と
し
て
の
手

腕
も
相
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
西
銘
個

人
の
魅
力
も
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め

な
い
。

社
大
の
敗
因
は
何
と
い
っ
て
も
立
ち
お
く
れ

で
あ
る
。
西
銘
、
兼
次
両
派
が
事
前
の
地
固

め
を
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
か
ら
立
候
補
が
決
ま
っ

た
と
い
う
の
が
最
大
の
敗
因
だ
が
、
そ
の
外

に
も
民
闘
と
し
て
社
大
、
人
民
、
社
会
の
三

政
党
、
各
民
主
団
体
が
共
闘
を
し
た
も
の

の
、
初
め
て
の
共
闘
で
あ
る
た
め
多
少
、
横

の
連
絡
が
ス
ム
ー
ス
に
運
ば
な
か
っ
た
こ
と

も
敗
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

兼
次
佐
一
氏
の
敗
因
は
組
織
力
の
弱
さ

と
、
さ
き
の
市
長
当
選
後
に
お
け
る
民
連

へ
の
裏
切
り
と
い
う
点
で
社
大
、
自
民
両

派
か
ら
は
さ
み
打
ち
に
あ
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。

兼
次
氏
は
現
市
長
と
い
う
立
場
を
最
大
限
に
、

強
引
に
利
用
し
て
市
長
選
に
臨
ん
だ
が
、
西

銘
、
宮
里
両
派
に
比
較
す
る
と
組
織
力
の
浅

さ
が
露
呈
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
強
大
な
政
党
に
は
さ
ま
れ
な

が
ら
も
二
万
五
千
票
余
を
と
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
現
職
市
長
と
し
て
の
有
利
さ
は
あ
る

と
し
て
も
、
兼
次
個
人
の
庶
民
的
人
気
、
政

党
介
入
反
対
の
ア
ピ
ー
ル
が
相
当
効
果
を
あ

げ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

地
域
的
な
各
候
補
の
得
票
数
は
相
当
意
外

な
動
き
を
み
せ
た
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
選

挙
前
の
予
想
で
は
首
里
が
自
民
と
兼
次
が

互
角
で
社
大
が
い
く
ら
か
落
ち
る
と
さ
れ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
開
票
の
結
果
は
社
大

が
強
く
、
つ
ぎ
に
兼
次
、
西
銘
の
順
と
な

っ
た
。

一
番
大
き
な
番
狂
わ
せ
は
真
和
志
南
部
だ
。

こ
こ
は
社
大
、
人
民
の
強
固
な
地
盤
で
あ
り
、

今
ま
で
の
選
挙
は
他
派
を
寄
せ
つ
け
ず
、
こ

ん
ど
も
社
大
は
こ
の
地
区
で
最
低
一
万
二
千

票
は
稼
げ
る
と
い
う
目
算
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
開
票
の
結
果
は
西
銘
、
兼
次
の
両
派
に
食

い
荒
ら
さ
れ
、
わ
ず
か
に
二
千
票
の
リ
ー
ド

し
か
奪
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
こ

の
地
区
で
他
派
に
食
い
込
ま
れ
た
の
が
社
大

の
命
取
り
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

十
七
、
十
八
選
挙
区
で
の
西
銘
の
伸
び
も

意
外
な
で
き
ご
と
だ
っ
た
。
西
銘
は
十
七

区
で
は
強
い
と
み
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、

こ
の
地
区
で
は
兼
次
に
食
い
込
ま
れ
て
お

り
、
十
八
選
挙
区
で
は
三
派
五
分
五
分
と

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
こ
の
地
区
で
西
銘

が
他
派
を
三
千
票
近
く
リ
ー
ド
す
る
と
い

う
大
差
を
つ
け
、
こ
れ
が
西
銘
の
勝
因
に

な
っ
た
の
は
真
和
志
南
部
と
比
較
し
て
対

象
的
な
で
き
ご
と
だ
っ
た
。

期
待
さ
れ
る
都
計
の
推
進
／
新

年
度
か
ら
計
画
的
に
／
政

府
・
那
覇
市
の
一
体
化
で

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
１
・
12
・
19
〕

西
銘
順
治
氏
の
那
覇
市
長
当
選
で
「
住
み
よ

い
都
市
」
の
実
現
が
焦
点
に
な
っ
た
。
西
銘

氏
は
立
候
補
に
当
た
っ
て
「
首
都
建
設
の
促

進
」
を
自
民
党
の
重
要
政
策
と
し
て
打
ち
出

し
、
当
面
す
る
具
体
的
な
問
題
と
し
て
▽
電

気
▽
水
道
問
題
の
解
決
▽
公
営
住
宅
、
庶
民

住
宅
の
建
設
促
進
な
ど
二
十
項
目
に
わ
た
る

公
約
を
し
た
。
西
銘
氏
は
立
候
補
の
あ
い
さ

つ
で
、
那
覇
市
を
国
際
的
な
都
市
に
建
設
す

る
こ
と
は
「
日
米
両
国
が
首
都
建
設
に
協
力

す
べ
き
理
由
が
あ
る
」
と
、
日
米
の
積
極
的

な
協
力
と
援
助
を
要
請
す
る
意
向
を
表
明
し

た
。こ

の
こ
と
は
、
那
覇
市
の
復
興
は
、
単
に

首
都
建
設
法
に
よ
る
首
都
建
設
委
員
会
の

勧
告
だ
け
で
は
、
第
一
に
予
算
の
裏
づ
け

が
な
く
、
カ
ラ
手
形
に
終
わ
る
…
と
い
っ

た
こ
と
を
意
味
し
、
日
米
の
資
金
援
助
、
さ



二
三
四

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
二
月

ら
に
那
覇
市
が
行
政
府
と
協
調
な
く
し

て
は
都
計
は
一
歩
も
前
進
し
な
い
と
い

う
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
で
日
米
の
協

力
を
基
調
に
し
た
自
民
党
を
バ
ッ
ク
に

強
く
推
進
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
那
覇
市
の
都
市
計
画
事
業
の
実

績
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
こ
こ
二
、
三

年
資
金
計
画
も
伸
び
な
や
み
だ
っ
た
。
那
覇

市
の
都
市
計
画
は
当
間
重
民
氏
の
市
長
時
代

に
計
画
さ
れ
、
一
九
五
六
年
当
間
重
剛
氏
の

市
長
就
任
で
総
事
業
費
四
千
五
百
万
㌦
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

　

こ
の
総
事
業
費
に
対
し
、
一
九
五
六
年
度

―

二
百
十
三
万
㌦
、
五
七
年
度―

百
四
十
万

㌦
、
五
八
年
度―

八
十
六
万
㌦
、
五
九
年
度

―

七
十
四
万
九
千
㌦
、
六
〇
年
度―

八
十
三

万
㌦
、
六
一
年
度―

八
十
九
万
二
千
㌦
、
六

二
年
度
（
予
算
）―

二
百
七
万
九
千
㌦
と
な

っ
て
い
る
。

つ

ま

り
、

都

市

計

画

の

基

本

計

画

四
千
五
百
万
㌦
の
事
業
費
に
対
し
、
過
去
七

か
年
の
事
業
執
行
は
八
百
九
十
五
万
三
千

㌦
（
六
二
年
度
予
算
も
ふ
く
む
）
で
全
事
業

費
の
た
っ
た
二
〇
％
あ
と
三
千
六
百
万
㌦

相
当
の
事
業
費
（
基
本
的
な
）
が
残
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
で
い
く
と
、
都
計
の
ご

く
基
本
的
な
計
画
を
完
成
す
る
だ
け
で
も

あ
と
二
十
五
か
年
は
か
か
る
計
算
に
な

る
。

首
都
建
設
委
員
会
が
正
式
に
発
足
し
た
の

は
五
八
年
八
月
で
あ
る
が
、
当
時
は
瀬
長
亀

次
郎
氏
（
人
民
党
）
が
市
長
で
、
首
都
建
設

に
対
す
る
民
政
府
の
補
助
は
中
止
と
な
り
、

銀
行
融
資
も
凍
結
さ
れ
た
。
同
十
一
月
首
都

建
設
委
員
会
の
要
請
で
、
事
業
費
の
民
政
府

補
助
は
再
開
し
、
銀
行
融
資
の
凍
結
も
解
禁

さ
れ
た
が
、
那
覇
市
自
体
の
財
政
力
が
乏
し

い
た
め
、
事
業
費
は
五
七
年
度
以
前
に
比
べ

百
万
台
を
割
り
、
の
び
な
や
み
に
な
っ
て
い

る
。こ

う
し
て
、
瀬
長
亀
次
郎
氏
か
ら
兼
次
市

長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
が
そ
の
間

民
政
府
の
補
助
、
ま
た
は
融
資
は
五
八
年

十
一
月
に
三
十
万
㌦
、
融
資
解
禁
六
十
万

㌦
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
二
十
三
万
㌦
、
そ

の
他
建
運
局
関
係
の
道
路
舗
装
な
ど

三
十
五
万
㌦
、
総
計
し
て
約
百
四
十
八
万

㌦
相
当
と
首
都
建
設
事
務
局
は
説
明
し

て
い
る
。

八
百
九
十
五
万
三
千
㌦
の
事
業
実
績
に
対

し
、
民
政
府
お
よ
び
政
府
関
係
の
資
金
融
通

百
四
十
八
万
㌦
、
残
り
は
水
道
工
事
、
区
画

整
理
に
し
て
も
ほ
と
ん
ど
起
債
に
依
存
し
て

い
る
。　

都
市
建
設
が
こ
の
よ
う
に
資
金
的

に
つ
ま
っ
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
那
覇
市

の
財
政
面
の
負
担
力
が
な
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
が
都
計
推
進
に
も
っ
と
も
ガ
ン
に
な

っ
た
の
は
、
都
計
が
い
わ
ゆ
る
政
治
的
な
か

け
引
き
に
使
わ
れ
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
。

も
っ
と
も
重
点
を
お
く
べ
き
建
設
面
を

そ
っ
ち
の
け
に
し
、
祖
国
復
帰
と
結
び
つ

け
て
那
覇
市
政
を
運
営
し
た
き
ら
い
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
で
、
瀬
長
副
主
席
も

「
都
計
の
推
進
は
日
米
、
と
く
に
米
国
と

の
協
調
な
く
し
て
は
資
金
的
に
メ
ド
が

つ
か
な
い
、
政
府
と
那
覇
市
が
政
治
力
を

結
集
し
て
と
り
あ
げ
る
べ
き
だ
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

首
都
建
設
委
員
会
勧
告
に
よ
る
六
三
年
度

の
都
市
計
画
は
、
総
額
三
百
十
五
万
三
千
㌦

を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
、
政
府
負

担
（
民
政
府
援
助
を
ふ
く
む
）―

百
一
万
九

千
㌦
、
那
覇
市
負
担―

三
十
一
万
二
千
㌦
起

債
百
八
十
二
万
二
千
㌦
…
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
資
金
計
画
は
政
府
お
よ
び
那
覇
市
の
協

力
体
制
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
た
。
那

覇
市
の
庁
舎
建
設―

四
十
八
万
㌦
、
上
、
下

水
道―

七
十
二
万
㌦
、
公
営
住
宅―

三
十
二

万
四
千
㌦
、
道
路
橋
梁―

四
十
五
万
一
千
㌦

に
事
業
の
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
新
年

度
か
ら
始
ま
る
民
生
五
か
年
計
画
に
毎
年
七

―

八
十
万
㌦
の
米
国
援
助
も
要
請
し
て
お
り
、

那
覇
市
長
の
イ
ス
を
自
民
党
が
獲
得
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
都
計
の
推
進
で
大
き
な
期
待

が
も
て
る
よ
う
だ
。

　

戦
災
と
し
て
本
土
援
助
も

　

瀬
長
副
主
席
の
話　

西
銘
市
長
の
実
現

で
、
那
覇
市
と
政
府
の
歩
調
は
揃
い
、
都
計

推
進
で
事
務
的
に
も
密
接
に
つ
な
が
る
と

思
う
。

こ
れ
ま
で
は
政
治
的
な
か
け
引
き
に
利
用
さ

れ
る
嫌
い
が
あ
っ
た
。

政
府
と
し
て
も
那
覇
市
を
戦
災
復
興
都
市
と

い
っ
た
趣
旨
で
本
土
政
府
の
援
助
要
請
も
考

え
て
い
る
し
、
日
米
の
対
琉
援
助
も
本
格
的

な
も
の
が
予
想
さ
れ
る
の
で
西
銘
市
長
は

〝
向
こ
う
四
か
年
で
思
い
切
っ
た
〟仕
事
が
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
。

サ
大
佐
に
名
誉
市
民
／
兼
次
市

政
、
最
後
の
議
会
終
わ
る

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
１
・
12
・
31
〕

二
十
六
日
に
開
会
し
た
第
四
十
六
回
那
覇
市

議
会
定
例
議
会
は
、
三
十
日
午
後
三
時
閉
会
、

同
時
に
兼
次
市
長
も
こ
の
日
を
最
後
に
市
議

会
に
別
れ
を
告
げ
た
。
年
も
押
し
詰
ま
っ
て

い
る
た
め
審
議
は
い
た
っ
て
低
調
。
重
要
案

件
は
、
ほ
と
ん
ど
新
西
銘
市
政
に
持
ち
越
さ

れ
た
。
こ
の
最
後
の
本
会
議
は
午
前
十
時
半

か
ら
開
か
れ
、
高
良
議
長
は
じ
め
全
議
員
が

出
席
し
た
。
同
議
会
に
は
市
当
局
か
ら
提
出

さ
れ
た
十
二
件
の
議
案
を
審
議
し
、
八
件
を

原
案
可
決
、
一
件
を
修
正
可
決
、
三
件
を
継

続
審
議
に
し
た
。



二
三
五

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
十
二
月

可
決
さ
れ
た
の
で
は
、
米
琉
福
祉
委
員
で

市
の
公
共
施
設
な
ど
に
奉
仕
作
業
を
続
け

て
き
た
サ
ム
エ
ル
・
Ｅ
・
サ
ッ
ク
ス
大
佐

（
陸
軍
輸
送
部
隊
司
令
官
）
に
名
誉
市
民

の
称
号
と
記
念
品
を
贈
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
そ
の
ほ
か
さ
き
に
市
職
労
と
の
団
交

で
決
ま
っ
た
市
職
員
の
一
律
二
㌦
五
十
㌣

の
賃
上
げ
、
病
気
療
養
期
間
の
延
長
（
三

カ
年
）
な
ど
の
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
▽
台
風
被
災
者
に
対
す

る
市
税
の
減
税
▽
六
二
年
度
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
の
追
加
更
正
予
算
な
ど

を
可
決
し
た
。

一
方
那
覇
市
職
員
の
定
年
制
廃
止
の
条
例
、

旧
那
覇
市
職
員
の
退
隠
料
支
給
の
条
例
制
定

な
ど
問
題
議
案
は
、
継
続
審
議
と
し
て
持
ち

越
さ
れ
た
。

　

新
選
挙
管
理
委
員
を
選
ぶ

三
十
日
閉
会
し
た
第
四
十
六
回
那
覇
市
定
例

議
会
で
、
任
期
満
了
に
と
も
な
う
那
覇
市
選

挙
管
理
委
員
と
補
充
員
が
次
の
と
お
り
選
出

さ
れ
た
。

△
正
委
員
＝
赤
嶺
正
一
、
金
城
良
欣
、
喜
久

山
朝
臣
、
当
間
真
吉
、
上
江
洲
由
三
郎
。

△
補
充
員
＝
許
田
世
輝
、
渡
口
政
勝
、
城
間

雄
蔵
、
具
志
幸
健
、
内
間
安
秀
。



二
三
六

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
一
月

　
　

サ
大
佐
に
名
誉
市
民
称
号
／
那

覇
市
／
つ
め
か
け
た
教
育
関

係
者 

 
 
 

　

 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
２
・
１
・
９
〕

米
軍
輸
送
部
隊
司
令
官
サ
ム
エ
ル
・
Ｅ
・
サ

ッ
ク
ス
大
佐
の
那
覇
市
名
誉
市
民
称
号
授
与

式
は
八
日
午
後
三
時
か
ら
那
覇
市
役
所
会
議

室
で
行
な
わ
れ
、
那
覇
市
議
会
高
良
一
議
長

か
ら
サ
ッ
ク
ス
大
佐
に
「
那
覇
市
名
誉
市
民

称
」
の
第
一
号
が
贈
ら
れ
た
。こ
の
日
の
授
与

式
に
は
那
覇
市
側
か
ら
兼
次
市
長
、
高
良
議

長
、
西
平
教
育
委
員
長
、
市
議
会
議
員
、
那

覇
地
区
米
琉
親
善
委
員
。
米
輸
送
部
隊
か
ら

サ
ッ
ク
ス
大
佐
夫
妻
、
マ
ク
ア
ン
ド
レ
ス
中

佐
。

来
賓
に
立
法
院
議
員
、
教
育
員
な
ど
約

百
五
十
人
が
列
席
し
て
サ
ッ
ク
ス
大
佐
へ
の

名
誉
市
民
称
号
の
授
与
を
祝
っ
た
。
参
会
者

の
多
く
は
教
育
関
係
者
や
市
民
で
、
サ
大
佐

が
在
任
中
、
学
校
校
舎
の
修
築
、
運
動
場
の

整
地
な
ど
那
覇
市
に
寄
せ
た
功
績
の
大
き
か

っ
た
こ
と
を
し
の
ば
せ
た
。

サ
大
佐
は
ポ
ー
リ
ン
夫
人
と
い
っ
し
ょ
に
、

参
会
者
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
、
に
こ
や

か
に
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
晴
れ
の
名
誉
市
民

称
号
の
授
与
式
に
出
席
し
た
。

兼
次
市
長
か
ら
「
サ
大
佐
は
軍
隊
の
機
動
力

を
も
っ
と
も
有
効
に
活
用
し
て
那
覇
市
の
復

興
に
つ
く
し
た
功
績
は
大
き
い
。
二
十
三
万

那
覇
市
民
の
総
意
に
よ
っ
て
那
覇
市
名
誉
市

民
に
し
ま
す
。
今
後
も
〝
善
意
と
友
情
を
持

っ
て
親
交
し
て
ほ
し
い
〟
と
あ
い
さ
つ
。
こ

の
あ
と
高
良
議
長
か
ら
「
名
誉
市
民
称
号
証
」

が
授
与
さ
れ
た
。

称
号
証
を
受
け
た
サ
大
佐
は
「
私
の
退
役

に
当
た
っ
て
こ
の
名
誉
あ
る
称
号
を
受
け

る
こ
と
は
感
激
に
た
え
な
い
。
私
の
長
い

軍
隊
生
活
が
お
わ
っ
て
も
い
つ
も
美
し
い

島
沖
縄
、
那
覇
市
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ

と
で
し
ょ
う
」
と
感
激
し
た
面
も
ち
で
あ

い
さ
つ
し
た
。

こ
の
あ
と
兼
次
市
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

が
サ
大
佐
夫
妻
に
贈
ら
れ
た
。

な
お
、
午
後
六
時
か
ら
は
那
覇
地
区
米
琉
親

善
委
員
会
と
那
覇
市
主
催
に
よ
る
サ
大
佐
の

送
別
会
が
料
亭
「
松
之
下
」
で
開
か
れ
サ
大

佐
に
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

助
役
と
全
部
長
に
辞
職
を
勧
告

／
西
銘
市
長
の
初
仕
事
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西
銘
市
長
は
十
三
日
午
前
九
時
半
出
庁
し
て

初
仕
事
を
行
な
い
、
助
役
、
部
長
に
対
し
辞

職
を
勧
告
し
た
。

こ
の
日
西
銘
市
長
は
、
助
役
、
部
長
ら
を
別
々

に
市
長
室
に
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
辞
職
を
勧
告

し
た
。
ほ
と
ん
ど
は
当
然
予
期
し
て
い
た
こ

と
だ
と
の
表
情
で
勧
告
を
受
け
た
が
、
な
か

に
は
「
即
答
は
で
き
な
い
」
と
回
答
し
た
部

長
も
で
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
日
は
部
長
ク

ラ
ス
二
人
が
欠
勤
し
た
。

那
覇
市
政
の
西
銘
体
制
人
事
は
、
す
で
に
企

画
室
長
の
ほ
か
は
ほ
ぼ
確
定
し
て
お
り
、
近

く
正
式
発
表
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
辞
職
勧
告
を
受
け
た
現
三
役
、

部
長
は
こ
こ
一
両
日
中
に
は
ほ
と
ん
ど
が
辞

表
を
提
出
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

西
銘
市
政
、
初
議
会
開
く
／
浄

水
場
問
題
鋭
く
追
及
／
野
党

に
回
っ
た
兼
次
派  
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西
銘
市
政
初
の
第
四
十
九
回
那
覇
市
臨
時

議
会
は
、
十
六
日
午
前
十
時
半
か
ら
開
か
れ

た
。
同
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
与
党
で
あ
っ
た

兼
次
派
の
無
所
属
議
員
が
積
極
的
に
当
局
案

を
追
及
し
た
。

議
会
は
ま
ず
西
銘
新
市
長
が
あ
い
さ
つ
を

の
べ
た
あ
と
、
議
会
の
会
期
に
つ
い
て
審
議

し
た
。
会
期
に
つ
い
て
は
久
場
議
員
（
無
所

属
）
か
ら
『
近
く
さ
ら
に
臨
時
議
会
を
開
く

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
議
会
を
延
長
す
べ

き
だ
』
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
結
局
議
案
が

一
件
で
あ
る
た
め
十
六
日
一
日
だ
け
と
す
る

こ
と
に
決
め
た
。

そ
の
あ
と
同
議
会
の
重
要
議
案
と
な
っ
て

い
る
「
琉
球
開
発
金
融
公
社
か
ら
融
資
に

よ
る
泊
浄
水
場
拡
張
計
画
に
と
も
な
う
牧

港
か
ら
泊
浄
水
場
間
の
原
水
送
水
管
敷
設

工
事
の
契
約
問
題
に
つ
い
て
」
ま
ず
大

城
建
設
部
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が

行
な
わ
れ
た
。
そ
の
提
案
理
由
に
よ
る

と
、
開
発
公
社
か
ら
の
融
資
に
よ
る
泊
浄

水
場
拡
張
計
画
に
と
も
な
っ
て
牧
港
ポ

ン
プ
場
か
ら
泊
浄
水
場
間
の
原
水
送
水

管
の
敷
設
工
事
が
急
が
れ
て
お
り
、
昨
年

十
二
月
に
水
道
公
社
と
仮
契
約
が
締
結

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
工
事
は
現
在
の
十
四

㌅
パ
イ
プ
を
撤
去
し
て
二
十
㌅
に
す
る

も
の
で
、
六
月
ご
ろ
か
ら
渇
水
期
に
入
る

た
め
そ
れ
ま
で
に
工
事
を
完
成
し
た
い

と
い
う
も
の
。

工
事
に
あ
た
っ
て
は
軍
と
の
関
係
が
あ
る
た

め
工
事
の
代
行
者
を
水
道
公
社
に
す
る
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
契
約
案
を
め
ぐ
っ
て
議
員
か
ら
活
発
な

質
疑
が
行
な
わ
れ
、
と
く
に
こ
れ
ま
で
与
党

で
あ
っ
た
兼
次
派
議
員
が
契
約
書
の
不
備
に

つ
い
て
す
る
ど
く
当
局
を
追
及
、
結
論
は
午

後
に
持
ち
こ
さ
れ
た
。

な
お
現
在
立
法
院
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

選
挙
区
制
に
つ
い
て
は
、
午
後
か
ら
議
員

一
九
六
二
年



二
三
七

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
一
月

発
議
の
形
で
『
中
選
挙
区
制
要
請
決
議

案
』
が
提
出
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

る
。

こ
の
日
の
市
議
会
で
は
西
銘
市
長
も
登
壇
し

て
、
水
道
問
題
で
初
答
弁
し
た
。

当
局
案
ど
お
り
可
決
／
送
水
管

取
り
替
え
近
く
着
工
／
那
覇

市
議
会
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十
六
日
開
か
れ
た
第
四
十
九
回
那
覇
市

議
会
臨
時
議
会
は
、
午
後
も
引
き
続
き

「
原
水
送
水
管
布
設
工
事
契
約
」
に
つ
い

て
審
議
、
原
案
通
り
可
決
し
て
午
後
三

時
議
会
は
終
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の

二
、
三
日
以
内
に
工
事
は
着
工
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
の
送
水
管
工
事
は
、
開
発
公
社
か
ら

八
十
五
万
㌦
融
資
が
決
定
し
た
泊
浄
水
場

拡
張
計
画
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も

の
で
、
牧
港
ポ
ン
プ
場
か
ら
泊
浄
水
場
間

の
原
水
送
水
管
を
現
在
の
十
四
㌅
パ
イ
プ

か
ら
二
十
㌅
に
取
り
か
え
よ
う
と
い
う
も

の
。

同
工
事
は
三
十
万
㌦
の
費
用
で
水
道
公
社
が

代
行
者
と
な
っ
て
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

市
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
水
道
公
社
と
の
契

約
書
案
に
つ
い
て
は
、
前
与
党
の
兼
次
派
系

無
所
属
議
員
ら
が
疑
問
の
点
を
す
る
ど
く
追

及
し
た
が
、
結
局
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
市
当
局
で
は
さ
っ
そ
く
水
道
公

社
と
本
契
約
を
行
な
い
、
二
、
三
日
以
内
に
は

送
水
管
の
取
り
か
え
工
事
が
着
工
で
き
る
と

い
っ
て
い
る
。
同
工
事
の
完
成
は
六
月
十
五

日
ご
ろ
の
予
定
。

　

な
お
同
臨
時
議
会
で
は
、
現
在
立
法
院
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
選
挙
区
制
に
つ
い
て
議

員
発
議
で
「
中
選
挙
区
制
要
請
決
議
」
が
提

出
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
次
期
臨
時
議

会
に
も
ち
こ
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
自
民
党
市
議
員
の
中
に
反
対
者
も
い
る
の

で
市
議
会
と
し
て
は
全
員
一
致
で
可
決
す
る

た
め
次
会
に
延
期
し
そ
の
間
反
対
者
と
の

調
整
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
次

期
議
会
で
は
、「
立
法
院
の
任
期
を
三
年
に
延

長
す
る
要
請
決
議
」
も
行
な
う
こ
と
に
な
っ

た
。
市
当
局
で
は
、
こ
の
二
十
日
過
ぎ
に
市

役
所
首
脳
人
事
の
承
認
、
泊
浄
水
場
拡
張
計

画
な
ど
に
つ
い
て
臨
時
議
会
を
招
集
す
る
方

針
で
あ
る
。

建
設
部
長
に
花
城
氏
／
西
銘
新

人
事
／
企
画
室
長
は
新
里
氏 
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西
銘
那
覇
市
長
は
十
二
日
午
後
二
時
十
分
、

市
役
所
の
三
部
長
人
事
を
発
令
、
市
長
室
で

辞
令
を
交
付
し
た
。
新
部
長
つ
ぎ
の
通
り
。

　

▽
経
済
民
生
部
長
、
慶
佐
次
盛
宏
（
三
九

＝
八
重
山
出
身
、
朝
鮮
総
督
府
水
原
高
農
卒
、

糖
業
振
興
会
事
務
局
長
）
△
建
設
部
長
花
城

直
政
（
四
十
＝
那
覇
市
出
身
、
東
京
高
工
土

木
工
学
科
卒
、
沖
縄
土
地
整
理
株
式
会
社
専

務
）
△
企
画
室
長
、
新
里
博
一
（
三
六
＝
宮

古
出
身
、
県
立
宮
古
中
学
卒
、
経
済
局
共
同

終
合
課
長
）

な
お
両
助
役
と
総
務
部
長
の
人
事
の
発
令
は

二
十
四
、
五
日
ご
ろ
の
予
定
。

　

大
城
前
部
長
に
辞
令
郵
送

ま
た
解
職
辞
令
を
突
っ
返
し
て
い
た
大
城
前

建
設
部
長
に
対
し
て
は
二
十
二
日
同
辞
令
を

郵
送
し
た
。

総
務
部
長
に
城
田
氏
／
那
覇
市

人
事
発
令
／
大
城
氏
は
円
満

退
職
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西
銘
那
覇
市
長
は
二
十
四
日
午
前
、
空
席
に

な
っ
て
い
た
総
務
部
長
、
真
和
志
支
所
長
の

人
事
を
発
令
し
た
。
▽
総
務
部
長
に
は
城
田

清
才
氏
（
四
〇
）
那
覇
市
出
身
、
中
央
大
経

済
科
卒
、
内
務
局
用
度
管
材
課
長
▽
真
和
志

支
所
長
、
玉
城
定
仁
氏
（
五
〇
）
久
志
村
出

身
、
沖
縄
県
立
農
林
卒
、
計
画
局
企
画
調
整

課
計
画
官
。

こ
れ
で
那
覇
市
の
部
長
ク
ラ
ス
は
全
部
き
ま

り
、
あ
と
は
助
役
の
人
事
だ
け
が
残
さ
れ
て

い
る
。
な
お
解
職
を
拒
否
し
て
い
た
大
城
前

建
設
部
長
は
二
十
四
日
午
前
、
西
銘
市
長
を

訪
ね
、
解
職
辞
令
を
正
式
に
受
諾
し
円
満
に

退
職
し
た
。

ス
ラ
ム
街
解
消
へ
本
腰
／
那
覇

市
／
公
約
実
現
手
始
め
に
／

土
地
、
家
族
構
成
な
ど
調
査 
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西
銘
那
覇
市
長
は
二
十
六
日
午
前
九
時
か
ら
、

就
任
後
は
じ
め
て
市
内
の
行
政
視
察
を
お
こ

な
っ
た
。
午
前
中
は
ガ
ー
ブ
川
現
場
、
午
後

四
時
か
ら
約
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
市
内

六
、
七
、
八
区
の
ス
ラ
ム
街
を
み
て
回
っ
た
。

〝
ス
ラ
ム
街
の
解
消
〟は
西
銘
市
長
の
大
き
な

公
約
の
一
つ
。
「
つ
ぶ
さ
に
み
て
ま
わ
り
、
そ

の
解
消
の
急
務
を
さ
ら
に
痛
感
し
た
。
近
日

中
に
首
脳
部
の
協
議
会
を
開
き
、
ス
ラ
ム
街

解
消
の
具
体
的
な
計
画
を
た
て
る
…
」
と
語

っ
て
い
る
。

こ
の
日
は
、
花
城
建
設
部
長
、
城
田
総
務

部
長
、
慶
佐
次
経
済
民
生
部
長
、
新
里
企

画
室
長
、
知
念
都
計
課
長
、
翁
長
区
画
整
理

課
長
ら
も
同
行
、
地
元
民
の
案
内
で
、
ま

ず
、
六
、
七
、
八
区
の
順
で
視
察
し
た
。
公

共
排
水
溝
の
上
に
乱
立
、
密
集
し
た
ト
タ

ン
、
か
や
ぶ
き
の
掘
っ
立
て
小
屋
、
三
つ

の
区
で
約
千
七
、
八
百
軒
ほ
ど
も
あ
る
大

き
な
ス
ラ
ム
街
で
あ
る
。
中
心
部
に
い
く



二
三
八

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
二
月

と
、
人
の
通
行
で
さ
え
で
き
な
い
ほ
ど
の

間
隔
で
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
。
「
全
く

ひ
ど
い
…
」
と
、
全
員
暗
い
表
情
を
み
せ

た
。

つ
ぎ
は
西
銘
市
長
と
現
場
で
の
一
問
一
答
。

　

問
い　

ス
ラ
ム
街
を
み
て
の
感
想
は
。

　

答
え　

ほ
ん
と
に
ひ
ど
い
。
選
挙
運
動
中
、

外
観
を
み
た
だ
け
で
、
ま
ず
ス
ラ
ム
街
の
解

消
を
痛
感
し
た
わ
け
だ
が
、
実
際
に
内
部
を

み
て
歩
き
、
そ
の
対
策
の
急
務
を
い
よ
い

よ
痛
感
し
た
。
全
く
ひ
ど
い
と
思
う
の
は
、

五
、
六
坪
の
小
屋
に
、
八
人
の
家
族
構
成
と

い
う
の
も
あ
り
、
お
ま
け
に
雨
も
り
が
す
る
。

道
路
も
な
い
ほ
ど
住
家
が
密
集
し
て
い
る
の

で
、
火
事
で
も
発
生
す
れ
ば
、
大
変
な
こ
と

に
な
る
。
中
心
部
に
い
く
と
排
水
溝
さ
え
な

い
の
で
、
雨
が
降
っ
た
あ
と
は
ど
ろ
ん
こ
道

に
な
っ
て
、
不
衛
生
き
わ
ま
る
。

　

問
い　

ス
ラ
ム
街
解
消
の
具
体
的
な
方
法

は
。

　

答
え　

日
を
あ
ら
た
め
て
、
市
内
い
た
る

と
こ
ろ
の
ス
ラ
ム
街
を
視
察
す
る
。
そ
の

後
、
首
脳
部
の
協
議
会
を
開
き
、
ス
ラ
ム
街

の
家
族
構
成
、
土
地
の
賃
借
関
係
な
ど
の
調

査
計
画
を
た
て
る
。
そ
の
後
に
立
体
ア
パ
ー

ト
の
建
設
計
画
、
資
金
案
出
な
ど
の
具
体
方

針
を
決
め
、
ス
ラ
ム
街
の
人
を
収
容
で
き
る

仮
設
住
宅
を
つ
く
っ
て
か
ら
実
施
に
う
つ
す

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
初

め
て
の
視
察
で
、
余
り
の
惨
状
に
ド
ギ
モ
を

抜
か
れ
た
が
、
半
面
、
限
り
な
い
フ
ァ
イ
ト

を
覚
え
た
。
全
力
を
あ
げ
て
ス
ラ
ム
街
の
解

消
に
つ
く
す
。

　

問
い　

問
題
は
資
金
だ
と
思
う
が
…
。

　

答
え　

行
政
府
と
も
相
談
し
、
い
ろ
い
ろ

な
面
か
ら
資
金
の
案
出
を
考
え
る
。

那
覇
市
議
会
事
務
局
長
に
義
永

氏
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高
良
那
覇
市
議
会
議
長
は
、
三
十
一
日
那
覇

市
議
会
事
務
局
長
に
義
永
栄
善
氏
（
前
那
覇

市
助
役
）
を
発
令
し
た
。
さ
き
に
友
寄
事
務

局
長
が
辞
任
し
た
あ
と
空
席
だ
っ
た
も
の
。

助
役
二
人
を
認
め
る
／
那
覇
市

臨
時
議
会
ひ
ら
く

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
２
・
２
・
１
〕

第
五
十
回
那
覇
市
議
会
臨
時
議
会
は
一
日
午

前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
。

議
会
は
、
ま
ず
西
銘
市
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
あ
と
仲
原
前
助
役
、
義
永
前
助
役
ら
市

役
所
の
前
首
脳
部
六
人
が
退
職
の
あ
い
さ
つ

を
し
た
。
そ
の
な
か
で
仲
原
前
助
役
は
「
こ

れ
ま
で
の
任
期
中
の
協
力
を
感
謝
す
る
。
今

後
は
市
民
の
一
人
と
し
て
市
政
に
協
力
し
て

り
っ
ぱ
な
那
覇
市
の
建
設
に
努
力
し
た
い
」

と
の
べ
た
。
つ
づ
い
て
西
銘
体
制
の
新
部
長

の
城
田
総
務
部
長
ら
五
人
が
就
任
の
あ
い
さ

つ
を
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
水
道
公
社
か
ら
市
議
会
議

長
あ
て
に
送
ら
れ
て
き
た
書
簡
に
つ
い
て
全

体
協
議
を
行
な
っ
た
。
そ
の
書
簡
は
先
に
議

会
で
承
認
さ
れ
た
牧
港
か
ら
泊
浄
水
場
間
の

送
水
管
敷
設
に
関
す
る
も
の
で
「
工
事
中
に

不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
市
長
が
専
決
処

分
で
一
万
五
千
㌦
の
予
備
費
支
出
が
で
き
る

か
ど
う
か
」
で
議
員
間
の
意
見
が
対
立
し
て

議
場
は
も
め
一
時
騒
然
と
な
っ
た
。
結
局
こ

の
件
に
つ
い
て
は
議
員
提
案
の
形
で
議
案
と

し
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
議
事
に
入
り
ま
ず
今
議
会
の
会
期
を

三
日
間
に
決
め
た
。
午
後
か
ら
新
助
役
古
堅

宗
徳
氏
、
新
垣
義
徳
氏
の
二
人
、
消
防
隊
長

の
宮
平
栄
治
氏
の
人
事
承
認
を
し
た
。

お
手
盛
り
退
職
金
増
額
／
市
長

が
六
倍
三
千
㌦
に
／
西
銘
市

長
が
議
会
に
提
案
／
那
覇
市 
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一
日
開
か
れ
た
第
五
十
回
那
覇
市
臨
時
議
会

に
、
市
当
局
は
市
長
、
助
役
ら
三
役
の
退
職

金
を
増
額
す
る
条
例
の
一
部
改
正
案
を
提
案

し
た
。
こ
の
議
案
は
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

が
市
長
の
退
職
金
が
従
来
の
約
六
倍
（
三
千

㌦
）
と
い
う
大
幅
な
増
額
案
。
こ
の
た
め
那

覇
市
職
労
で
は
「
ひ
ど
い
お
手
盛
り
増
額
だ
」

と
阻
止
す
る
方
針
を
決
め
、
二
日
正
午
阻
止

統
一
職
場
大
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

兼
次
前
市
長
は
五
百
㌦
で
去
る
／
市
職

 
 

労
き
ょ
う
阻
止
職
場
大
会

こ
の
議
案
は
「
那
覇
市
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
。
そ
の
内
容

に
よ
る
と
、
市
長
の
退
職
金
が
任
期
四
カ
年

の
全
俸
給
（
四
十
八
カ
月
分
）
の
五
割
で
約

三
千
㌦
。
助
役
が
三
割
で
約
二
千
百
㌦
、
収

入
役
が
二
割
で
約
千
五
十
㌦
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
三
役
の
退
職
金
は
一
般
職
員

と
同
じ
で
、
四
カ
年
の
任
期
と
し
た
場
合

月
俸
に
四
を
カ
ケ
た
額
。
市
長
が
約
五
百

㌦
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
ん
ど
の
増

額
議
案
は
市
長
が
約
六
倍
、
助
役
が
三
・
六

倍
、
収
入
役
が
二
・
五
倍
と
い
う
増
額
に
な

っ
て
い
る
。

市
当
局
で
は
、
こ
の
提
案
の
理
由
と
し
て

「
三
役
は
身
分
も
保
障
さ
れ
て
な
い
し
、
ま
た

一
般
職
員
と
同
じ
と
い
う
の
も
合
理
的
で
な

い
」
と
し
て
お
り
、
増
額
の
算
定
は
本
土
の

市
町
村
に
順
じ
た
も
の
だ
が
「
そ
れ
で
も
本

土
よ
り
は
低
い
額
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
算
定
方
法
を
と
っ
た
の
は
沖
縄

の
市
町
村
で
は
は
じ
め
て
。

一
日
の
本
会
議
で
は
、
人
民
党
の
黒
潮
議

員
ら
が
「
市
は
財
源
難
を
理
由
に
昨
年
末

の
市
職
員
の
賃
上
げ
も
わ
ず
か
し
か
増
額

し
て
い
な
い
。
こ
の
大
幅
な
退
職
金
を
増



二
三
九

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
二
月

額
す
る
財
源
は
あ
る
の
か
」
と
の
問
に
対

し
西
銘
市
長
は
「
い
く
ら
か
財
源
は
ふ
え

て
い
る
」
と
回
答
。
質
疑
は
簡
単
に
終
わ

り
、
同
議
案
は
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

三
日
の
本
会
議
で
最
終
審
議
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
た
。

一
方
市
職
労
で
は
こ
の
お
手
盛
り
退
職
金

増
額
を
重
視
し
、
た
だ
ち
に
執
行
委
員
会
を

開
き
、
そ
の
結
果
「
血
税
を
く
い
も
の
に
す

る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
阻
止
す
る
方
針
を
決

め
、
二
日
正
午
に
本
庁
中
庭
で
全
組
合
員
を

集
め
「
お
手
盛
り
退
職
金
増
額
阻
止
統
一
職

場
大
会
」
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
さ
き
に
退
陣
し
た
兼
次
市
長
ら
前
三

役
は
、
こ
の
増
額
案
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
。

退
職
金
問
題
で
夜
間
審
議
／
那

覇
市
会
総
務
委
／
き
ょ
う
本

会
議
に
上
程
／
修
正
案
で
市

長
一
、八
三
七
㌦
五
〇
㌣ 
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二
日
午
後
一
時
か
ら
再
開
し
た
那
覇
市
会
の

総
務
委
員
会
は
午
前
に
ひ
き
つ
づ
き
、
問
題

の
〝
お
手
盛
り
退
職
金
〟
の
改
正
案
を
審
議

し
た
が
、
賛
否
両
論
が
は
げ
し
く
対
立
し
て

も
め
た
た
め
に
、
午
後
七
時
前
ま
で
の
約
三

時
間
も
審
議
を
延
長
、
結
局
、
修
正
案
が
出

さ
れ
て
ま
と
ま
り
が
つ
い
た
。

こ
の
退
職
金
の
原
案
で
は
現
行
の
市
長
退

職
金
五
百
㌦
（
月
俸
百
二
十
五
㌦
の
四
か

月
）
を
月
俸
百
二
十
五
㌦
の
二
十
四
か
月

三
千
㌦
の
六
倍
に
増
額
、
助
役
は
現
行
の

五
百
㌦
か
ら
千
八
百
㌦
、
収
入
役
は
現
行

の
四
百
四
十
㌦
か
ら
千
五
十
㌦
の
三
役
退

職
手
当
の
増
額
案
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
総
務
委
員
会
で
は
黒
潮
、
久
高
、
友

利
の
三
議
員
が
つ
よ
く
反
対
し
、
大
荒
れ
し

た
。
そ
の
た
め
、
大
山
議
員
か
ら
修
正
案
が

提
出
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
原
案
の
退
職
金
の
算
定
方
法

を
か
な
り
改
め
、
勤
続
月
数
か
け
る
の
給
料

月
額
で
市
長
は
そ
の
三
割
、
助
役
二
割
、
収

入
役
一
・
五
割
、
甲
種
職
員
（
一
般
職
員
）
一

割
、
乙
種
職
員
（
臨
時
職
員
）
〇
・
九
割
と
な

り
、こ
れ
を
換
算
す
る
と
市
長
の
場
合
、
原
案

で
は
三
千
六
十
二
㌦
五
十
㌣
か
ら
減
額
さ
れ

て
千
八
百
三
十
七
㌦
五
十
㌣
。
助
役―

原
案

の
千
百
六
十
二
㌦
五
十
㌣
か
ら
七
百
七
十
五

㌦
と
な
り
、
全
体
の
予
算
と
し
て
は
一
般
職

員
を
ふ
く
め
た
た
め
原
案
と
修
正
案
は
差
異

は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
修
正
案
は
さ
っ
そ
く
委
員
会
で
採
択

さ
れ
、
審
議
に
移
り
、
ひ
き
つ
づ
き
討
論
を

行
な
っ
た
が
、
人
民
党
の
黒
潮
、
久
高
両
議

員
が
修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論
を
お
こ
な

い
、
自
民
の
渡
口
議
員
が
賛
成
討
論
を
し
、
採

決
の
結
果
は
多
数
で
修
正
案
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
三
日
あ
さ
十
時
か
ら
再
開
さ
れ

た
本
会
議
で
全
体
審
議
を
行
な
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

総
務
委
員
会
で
の
反
論
は
、
三
役
の
待
遇

を
改
善
す
る
前
に
一
般
職
員
も
待
遇
改
善

が
先
決
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
ま
た
賛

成
者
の
言
い
分
は
、
最
高
責
任
者
と
し
て

の
三
役
に
対
す
る
退
職
金
の
増
額
は
当
然

で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

一
方
、
市
職
員
労
組
の
闘
争
委
で
は
二
日

正
午
か
ら
那
覇
市
役
所
本
庁
中
庭
で
お
手
盛

り
退
職
金
増
額
阻
止
統
一
大
会
を
開
き
、
全

員
一
致
で
そ
の
阻
止
決
議
を
行
な
っ
た
。
そ

の
後
、
闘
争
委
代
表
が
西
銘
市
長
と
団
交
を

し
決
議
文
を
手
渡
し
た
。
こ
れ
に
対
し
西
銘

市
長
は
「
こ
ん
ど
の
退
職
金
増
額
案
は
も
っ

ぱ
ら
兼
次
前
市
長
、
仲
原
、
義
永
両
前
助
役

の
功
績
を
た
た
え
る
意
味
の
も
の
で
あ
り
当

然
で
あ
る
と
考
え
る
。
何
に
も
わ
れ
わ
れ
三

役
の
た
め
に
提
案
し
た
も
の
で
は
な
い
。
三

役
の
待
遇
改
善
に
は
反
対
し
、
職
員
の
待
遇

改
善
を
せ
よ
と
い
う
組
合
側
の
言
い
分
は
妥

当
で
は
な
い
。
三
役
の
待
遇
改
善
も
し
て
一

般
職
員
の
待
遇
改
善
も
せ
よ
と
い
う
決
議
な

ら
ば
納
得
も
で
き
る
。
そ
の
点
、
十
分
考
え

て
ほ
し
い
し
、
職
員
の
問
題
は
こ
ん
ご
円
満

に
話
し
合
い
を
す
す
め
て
い
き
た
い
」
と
回

答
し
た
。

ヤ
ジ
、
怒
号
の
う
ち
に
可
決
／ 

那
覇
市
会
の
退
職
金
審
議
／

労
組
側
が
押
し
か
け
／
議
場

混
乱
収
拾
に
再
度
休
け
い 
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那
覇
市
会
の
本
会
議
は
三
日
午
前
十
時
半
か

ら
開
か
れ
、
二
日
の
総
務
委
員
会
で
修
正
承

認
さ
れ
た
問
題
の〝
お
手
も
り
退
職
金
〟改
正

案
の
全
体
審
議
を
行
な
っ
た
が
人
民
、
社
大

の
野
党
が
強
く
反
対
し
た
の
を
は
じ
め
、
市

職
労
組
側
か
ら
も
修
正
案
の
継
続
審
議
の
強

硬
申
し
入
れ
が
あ
り
、
議
場
は
大
混
乱
、
集

ま
っ
た
約
百
五
十
人
の
労
組
支
援
団
体
の
激

し
い
ヤ
ジ
が
と
び
、
一
時
議
会
側
は
収
拾
に

と
ま
ど
っ
た
。
議
員
多
数
の
意
向
で
強
行
採

決
に
も
ち
こ
み
、
賛
成
大
多
数
で
〝
お
手
も

り
退
職
金
〟
の
修
正
案
を
可
決
し
た
。

本
会
議
は
ま
ず
那
覇
市
職
労
闘
争
委
か
ら

高
良
議
長
に
お
く
ら
れ
た
〝
お
手
も
り
退

職
金
〟
の
増
額
阻
止
決
議
文
の
朗
読
が
あ

り
、
赤
嶺
総
務
委
員
長
が
二
日
行
な
わ
れ

た
総
務
委
員
会
で
の
予
備
審
査
報
告
を
し

た
あ
と
、
那
覇
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
原
案
の
修
正
案
が

上
程
さ
れ
、
全
体
審
議
に
移
っ
た
。
西
銘

市
長
と
の
活
発
な
質
疑
応
答
の
あ
と
討
論

に
入
り
、
人
民
党
の
黒
潮
、
儀
間
、
真
栄

田
の
三
議
員
が
修
正
案
に
た
い
す
る
反
対

討
論
を
行
な
い
ま
た
賛
成
討
論
に
は
自
民



二
四
〇

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
二
月

党
の
渡
口
、
無
所
属
の
又
吉
両
議
員
が
立

っ
た
。

反
対
側
の
言
い
分
は―

市
民
の
公
僕
で
あ
る

市
長
が
自
ら
待
遇
を
改
善
せ
よ
と
は
何
事
だ
。

そ
の
前
に
一
般
職
員
の
待
遇
改
善
を
は
か
る

こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
市
長
は
こ
ん
ど
の
退

職
金
増
額
の
理
由
を
兼
次
市
長
は
じ
め
仲
原
、

義
永
両
助
役
の
功
績
に
た
い
す
る
報
酬
金
だ

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
く
の
見
当
違
い

で
は
な
い
か
。
功
労
者
に
た
い
す
る
表
彰
条

例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
限
り
、
そ
の
条
例
に

よ
っ
て
感
謝
の
意
を
表
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な

い
か
。
そ
れ
に
は
せ
い
ぜ
い
タ
オ
ル
か
石
ケ

ン
で
も
十
分
こ
と
は
足
り
る
。
そ
れ
を
数
千

㌦
の
市
民
の
血
税
を
受
け
る
こ
と
は
納
得
が

い
か
な
い―

と
い
う
も
の
。

　

ま
た
賛
成
者
の
言
い
分
は―

最
高
責
任
者

と
し
て
の
三
役
の
苦
労
は
な
み
大
低
の
も
の

で
は
な
い
。
那
覇
市
の
ば
あ
い
、
市
長
が
四

か
年
の
任
期
を
無
事
つ
と
め
あ
げ
た
の
は
ご

く
ま
れ
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
し
て
も
、
兼
次

前
市
長
、
両
助
役
の
功
績
は
大
き
い
し
、
こ

れ
に
た
い
す
る
報
酬
は
当
然
な
こ
と
で
あ
る

―

と
主
張
し
た
。

そ
の
ご
討
論
を
う
ち
き
り
、
採
決
に
入
ろ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
労
組
島
袋
委
員
長
か
ら
高

良
議
長
に
会
見
申
し
入
れ
が
あ
り
、
一
時
休

憩
し
た
。
労
組
側
と
の
話
し
合
い
は
議
会
事

務
局
長
室
で
約
五
分
間
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

労
組
側
は
〝
お
手
も
り
退
職
金
〟
の
継
続
審

議
を
つ
よ
く
要
望
、
も
し
改
正
案
を
強
行
し

た
場
合
は
議
場
の
混
乱
を
辞
さ
な
い
、
と
い

う
つ
よ
い
態
度
を
示
し
た
。

　

そ
の
後
本
会
議
を
再
開
、
労
組
側
の
要
望

を
報
告
し
た
が
、
大
多
数
の
議
員
が
議
事
進

行
を
叫
ん
だ
の
に
対
し
、
す
ず
な
り
の
傍
聴

席
か
ら
「
声
な
き
民
の
声
を
き
け
」「
非
民
主

的
な
議
会
運
営
は
よ
せ
、
市
民
の
利
益
を
守

れ
。
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
」
な
ど
と
ヤ
ジ
が
み
だ
れ

と
び
、
高
良
議
長
も
収
拾
に
と
ま
ど
っ
た
表

情
。
そ
こ
で
議
長
は
休
会
を
宣
し
、
組
合
側

と
の
話
し
合
い
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し

議
員
の
過
半
数
が
採
決
を
主
張
し
た
た
め
、

傍
聴
席
と
議
員
の
ヤ
ジ
合
戦
で
ふ
た
た
び
騒

然
、
け
っ
き
ょ
く
多
数
の
意
見
で
採
決
に
も

ち
込
ま
れ
、
絶
対
多
数
で
修
正
案
が
可
決
さ

れ
た
。

　

こ
の
退
職
金
増
額
改
正
の
修
正
案
は
原
案

の
退
職
金
算
定
方
法
を
か
な
り
改
め
、
勤
続

月
数
に
給
料
月
額
を
か
け
て
市
長
は
そ
の
三

割
、
助
役
二
割
、
収
入
役
一
・
五
割
・
一
般
職

員
一
割
、
臨
時
職
員
〇
・
九
割
と
な
り
、
こ

れ
を
換
算
す
る
と
市
長
の
ば
あ
い
、
原
案
の

三
千
六
十
二
㌦
五
十
㌣
か
ら
減
額
さ
れ
て

一
千
八
百
三
十
七
㌦
五
十
㌣
、助
役―

原
案
の

一
千
百
六
十
二
㌦
五
十
㌣
か
ら
七
百
七
十
五

㌦
と
な
り
、
全
体
の
予
算
と
し
て
は
一
般
職

員
、臨
時
職
員
の
退
職
金
増
額
を
ふ
く
め
た
た

め
、
原
案
と
修
正
案
の
差
は
な
い
。

こ
の
退
職
金
増
額
改
正
案
の
可
決
に
よ
っ
て

近
日
中
に
兼
次
市
長
、
仲
原
、
義
永
両
助
役

へ
退
職
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。中

選
挙
区
制
を
決
議
／
那
覇
市

臨
時
議
会
終
わ
る 
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三
日
開
か
れ
た
那
覇
市
議
会
本
会
議
は
午
後

か
ら
「
中
選
挙
区
制
採
用
の
要
請
案
」
を
多

数
で
採
択
し
、
午
後
三
時
半
三
日
間
の
臨
時

議
会
の
幕
を
閉
じ
た
。
中
選
挙
区
制
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
高
良
議
員
（
無
所
属
）
森
田

議
員
（
社
大
）
大
山
議
員
（
無
所
属
）
ら
自

民
党
議
員
を
の
ぞ
く
十
七
人
か
ら
、
立
法
院

議
長
あ
て
に
「
中
選
挙
区
制
採
用
に
関
す
る

要
請
決
議
案
」
が
提
案
さ
れ
、
森
田
議
員
が

提
案
理
由
の
説
明
を
行
な
っ
た
。
同
決
議
案

に
た
い
し
て
平
良
真
次
郎
議
員
（
自
民
）
ら

が
「
立
法
院
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
審
議
は
こ

れ
か
ら
で
あ
り
、
市
議
会
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん

審
議
し
て
決
議
す
べ
き
で
あ
る
」
と
継
続
審

議
を
提
案
し
た
が
否
決
さ
れ
た
。

自
民
党
議
員
は
そ
ろ
っ
て
反
対
の
立
場
を
と

り
、
賛
否
の
討
論
が
行
な
わ
れ
た
が
、
採
決

の
結
果
賛
成
十
六
、
反
対
八
の
多
数
で
原
案

通
り
要
請
決
議
案
を
採
択
し
た
。

　

ま
た
こ
の
議
会
で
比
嘉
佑
直
議
員
（
無
所

属
）
か
ら
「
市
当
局
が
設
け
た
金
曜
日
の
市

民
の
日
に
は
、
議
会
で
も
正
副
議
長
、
委
員

長
ら
が
市
民
の
声
を
聞
き
、
市
政
に
そ
れ
を

反
映
さ
せ
る
」
と
い
う
市
議
会
側
の
市
民
の

日
の
設
置
を
動
議
と
し
て
提
案
、
全
員
一
致

で
採
択
し
た
。

　

決
議
文
要
旨

民
主
主
義
の
確
立
で
は
、
多
く
の
住
民
の
意

思
を
で
き
る
限
り
議
会
に
反
映
さ
せ
る
の
が

大
き
な
条
件
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
行

な
わ
れ
て
い
る
小
選
挙
区
制
は
過
去
の
選
挙

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
住
民
の
意
思
と
議
会

の
意
思
は
大
き
く
均
衡
を
欠
い
て
い
る
。
ま

た
那
覇
市
で
は
市
議
会
議
員
は
全
市
一
区
だ

が
、
立
法
院
は
七
区
と
い
う
零
細
区
分
で
不

合
理
な
も
の
で
あ
る
。
民
主
主
義
の
前
進
の

た
め
に
中
選
挙
区
採
用
を
要
請
す
る
。

話
の
卵
／
開
か
れ
た
那
覇
市
民

の
マ
ド
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若
い
西
銘
那
覇
市
長
が
市
民
の
希
望
や
苦

情
を
聞
く
た
め
に
毎
週
金
曜
日
を
〝
市
民
の

日
〟
に
決
め
、
九
日
は
第
一
回
目
の
〝
市
民

の
日
〟
で
、
お
お
ぜ
い
の
市
民
が
市
長
に
要

望
や
苦
情
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
が
、
い
ま

ま
で
市
長
が
直
接
市
民
の
声
を
聞
く
マ
ド
を

開
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
成

果
は
市
長
に
会
っ
た
本
人
一
人
だ
け
で
な
く



二
四
一

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
二
月

全
市
民
の
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〝
那
覇
市
民
の
日
〟
と
い
う
の
は
市
政
と
市

民
を
つ
な
ぐ
一
つ
の
〝
マ
ド
〟
で
あ
る
。
マ

ド
と
い
う
の
は
元
来
は
柱
と
柱
の
間
の
一
間

（
ひ
と
ま
）
の
間
（
ま
）
に
あ
る
戸
（
と
）
す

な
わ
ち
出
入
り
口
が
マ
ド
の
原
義
と
い
う
か

ら
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
出
入
り
口
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
せ
っ
か
く
市
民
の
マ
ド
を

開
い
た
西
銘
市
長
は
、
こ
の
マ
ド
で
市
民
の

希
望
を
〝
聞
き
お
く
〟
程
度
に
し
て
も
ら
っ

て
は
困
る
わ
け
で
あ
る
。

　

市
民
が
市
長
に
訴
え
る
九
〇
㌫
は
苦
情
や

要
望
で
あ
る
こ
と
は
初
日
の
内
容
は
新
聞
の

伝
え
る
だ
け
で
も
推
察
で
き
、
す
べ
て
予
算

の
か
か
る
も
の
で
市
民
の
声
を
み
ん
な
聞
き

届
け
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ

の
比
重
は
と
も
か
く
、
市
当
局
と
し
て
は
苦

情
の
あ
る
実
情
を
調
査
す
る
誠
意
は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
民
の
た
め
に
開
か
れ
た
〝
市
民
の
日
〟

と
い
う
の
は
恐
ら
く
そ
の
多
く
は
苦
情
の
日

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
に
は
市
政
に
対

す
る
頂
門
の
一
針
と
な
る
よ
う
な
こ
と
も
あ

れ
ば
、
時
に
よ
っ
て
は
市
民
個
人
の
私
事
に

わ
た
る
こ
と
も
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

市
長
自
身
が
市
民
の
一
切
の
相
談
役
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
も
出
て
く
る
の
は
必
然
で
あ

る
。

　

西
銘
市
長
は
こ
う
し
た
市
民
の
日
の
声
を

単
な
る
苦
情
や
グ
チ
と
し
て
聞
か
ず
、
必
ず

そ
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
も
ら
わ
な
い

限
り
市
民
の
日
は
有
名
無
実
に
な
っ
て
し
ま

う
。
も
の
ご
と
の
な
か
に
は
ウ
ヤ
ム
ヤ
に
す

る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ウ
ヤ
ム
ヤ
と
い
う

の
は
ご
ま
か
し
て
し
ま
う
と
か
、
も
み
消
し

て
し
ま
う
こ
と
だ
が
、
市
民
の
声
を
聞
い
て

ウ
ヤ
ム
ヤ
に
す
る
く
ら
い
な
ら
気
を
も
た
せ

る
よ
り
、
は
じ
め
か
ら
聞
か
な
い
ほ
う
が
よ

ろ
し
い
。

　

西
銘
市
政
は
ス
タ
ー
ト
で
退
職
金
問
題
で

誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
が
、
上

向
き
姿
勢
に
な
り
す
ぎ
る
と
こ
の
よ
う
な
誤

解
を
招
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

自
民
党
を
バ
ッ
ク
に
強
力
な
市
政
を
実
現
さ

せ
る
と
い
う
公
約
が
あ
り
、
庶
民
の
生
活
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
市
民
の
日
を

西
銘
市
政
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
せ
ず
、
ほ
ん

と
う
の
〝
市
民
の
マ
ド
〟
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
(
蚊
)

荒
れ
る
〝
首
切
り
旋
風
〟
／
那

覇
市
／
労
組
が
撤
回
申
し
入

れ
／
当
局
〝
辞
め
な
け
れ
ば

格
下
げ
〟
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西
銘
那
覇
市
長
は
さ
る
十
七
日
、
古
堅
助

役
を
通
じ
七
人
の
課
長
ク
ラ
ス
に
辞
職

を
勧
告
し
た
。
理
由
は
機
構
改
革
に
伴
う

人
事
の
刷
新
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
辞
職
勧
告
を
受
け
た
七
人
と

も
「
首
を
切
ら
れ
る
理
由
は
何
も
な
い
。わ

れ
わ
れ
が
お
と
な
し
く
ひ
っ
こ
め
ば
、
悪

い
事
例
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
防
波
堤

に
な
る
意
味
か
ら
も
絶
対
に
辞
め
な
い

…
」
と
強
い
態
度
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
西
銘
市
長
は
「
ど
う
し
て
も
辞
め

な
け
れ
ば
、
格
下
げ
を
す
る
」
と
語
っ
て

い
る
が
、
こ
の
問
題
を
重
視
し
た
市
職
員

労
組
で
は
、
二
十
日
あ
さ
市
長
と
団
交
し
、

辞
職
勧
告
の
撤
回
要
求
を
申
し
入
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

さ
き
の
助
役
、
部
長
ク
ラ
ス
の
行
政
整
理
に

つ
い
で
、
こ
ん
ど
辞
職
勧
告
を
受
け
た
の

は
、
都
計
課
長―

知
念
英
五
郎
、
農
水
課
長

―

渡
久
地
敬
正
、
戸
籍
課
長―

野
村
安
彦
、

民
生
課
長―

中
村
幸
永
、
課
税
課
長―

仲
里

徳
男
の
五
課
長
と
首
里
支
所
長―

又
吉
盛
弘
、

泊
港
務
所
長―

山
里
将
和
の
七
氏
。

　

不
当
な
首
切
り
だ
と
み
た
市
職
員
労
組
で

は
、
十
九
日
あ
さ
十
時
か
ら
執
行
委
員
会
を

開
き
、
午
後
五
時
ま
で
の
長
い
時
間
に
わ
た

っ
て
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
課

長
ク
ラ
ス
は
組
合
員
で
は
な
い
が
、
同
じ
職

員
の
生
活
権
を
ま
も
る
立
場
か
ら
強
力
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の

方
針
に
も
と
づ
い
て
、
ま
ず
二
十
日
午
前
十

時
か
ら
西
銘
市
長
と
団
交
を
し
、
辞
職
勧
告

の
撤
回
要
求
を
申
し
入
れ
る
。
そ
れ
で
も
当

局
側
が
強
い
態
度
を
と
れ
ば
、
全
職
員
を
あ

げ
て
そ
の
阻
止
に
あ
た
る
と
い
っ
て
い
る
。

執
行
委
員
会
の
あ
と
、
組
合
側
の
幹
部
が

辞
職
勧
告
を
受
け
た
又
吉
首
里
支
所
長
、

仲
里
税
務
課
長
、
野
村
戸
籍
課
長
ら
と
会

い
、
意
見
交
換
を
し
た
。
席
上
仲
里
氏
は

「
当
間
市
政
時
代
か
ら
九
年
も
勤
め
た
。
昨

年
課
税
課
長
に
な
っ
た
が
、
徴
税
課
長
時

代
に
は
年
々
成
績
を
あ
げ
、
事
務
能
力
に

お
い
て
は
自
信
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
は
首
に
な
る
理
由
は
な
い
。
そ
れ
よ

り
も
っ
と
重
大
な
の
は
こ
ん
ど
の
問
題
が

た
ん
な
る
個
人
的
な
も
の
と
し
て
か
た
づ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
だ
。
全
職
員

の
生
活
権
を
ま
も
る
た
め
に
も
、
防
波
堤

と
し
て
の
こ
る
」
と
語
っ
た
。

　

〝
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た
め
異
動
断

　
　

行
〟

　

西
銘
市
長
の
話　

市
政
を
ス
ム
ー
ズ
に
運

営
す
る
観
点
か
ら
、
課
長
ク
ラ
ス
の
人
事
異

動
も
決
行
し
た
い
。
も
し
辞
め
な
い
と
い
う

な
ら
ば
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
格
下
げ
を
す
る

だ
け
だ
。

大
弦
小
弦
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那
覇
市
に
、
ま
た
ク
ビ
切
り
騒
動
が
も
ち
あ

が
っ
て
い
る
。
さ
き
の
場
合
は
、
三
人
の
部



二
四
二

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
二―

三
月

長
の
う
ち
「
私
は
や
め
な
い
」
と
な
が
い
こ

と
頑
張
っ
た
一
部
長
が
、
最
後
に
は
自
ら
身

を
引
い
た
た
め
、
難
な
く
お
さ
ま
っ
た
が
、

こ
ん
ど
は
七
人
の
課
長
に
「
や
め
た
ら
ど
う

だ
」
と
申
し
渡
し
て
き
た
▼
市
長
に
い
わ
し

た
ら
、
理
由
は
す
こ
ぶ
る
か
ん
た
ん
だ
。
新
市

長
の
仕
事
の
や
り
や
す
い
体
制
を
つ
く
る
た

め
だ
と
い
う
。
ね
ら
わ
れ
た
の
は
、
こ
ん
ど

の
選
挙
で
敗
れ
た
候
補
側
に
味
方
し
て
い
た

人
た
ち
ば
か
り
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
政
敵

と
意
を
通
じ
て
い
る
も
の
と
は
、
い
っ
し
ょ

に
仕
事
で
き
ぬ
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
▼
市

長
の
立
場
に
な
っ
て
み
れ
ば
、
あ
る
い
は
そ

う
い
う
リ
ク
ツ
が
通
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
相
手
の
あ
る
こ
と
だ
。
一
方
だ
け
の
理

由
で
、
か
ん
た
ん
に
割
り
切
っ
て
し
ま
う
わ

け
に
も
い
く
ま
い
。
市
役
所
職
員
の
身
分
保

障
を
ま
る
き
り
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
か
ら
で
あ
る
▼
「
地
方
公
務
員
法
」
の
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
吏
員
の
身
分
は
ち

ゃ
ん
と
守
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
困
る
。
労
働

組
合
が
「
生
活
権
」
を
も
ち
出
し
て
、
詰
め

よ
る
の
も
ム
リ
は
な
い
。
昔
の
こ
と
は
い
ざ

知
ら
ず
、
戦
後
何
代
か
市
長
が
入
れ
か
わ
っ

た
け
れ
ど
も
、
第
一
こ
ん
ど
の
よ
う
に
手
荒

な
「
ク
ビ
切
り
」
さ
わ
ぎ
は
か
つ
て
な
か
っ

た
の
で
あ
る
▼
西
銘
市
長
は
、
労
組
と
の
団

交
で
「
や
め
る
な
ら
や
め
る
。
協
力
す
る
な

ら
協
力
す
る
で
、
ひ
と
こ
と
の
あ
い
さ
つ
は

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
」
と
、
男
ら
し
く
な

い
無
礼
を
と
が
め
て
い
る
よ
う
す
。
と
こ
ろ

が
、
市
の
職
員
に
は
仕
事
の
上
で
市
長
の
命

令
に
服
す
る
当
然
の
義
務
が
あ
り
、
わ
ざ
わ

ざ
協
力
す
る
と
あ
い
さ
つ
し
な
く
て
も
、
や

め
な
い
の
は
命
令
に
服
す
る
用
意
が
あ
る
と

み
て
、
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
▼
か
り
に
命

に
従
わ
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
と
き
は
そ
の
と

き
で
あ
る
。
だ
れ
に
で
も
辞
職
勧
告
の
理
由

は
納
得
が
い
く
。
選
挙
の
あ
と
始
末
を
こ
う

い
う
ふ
う
に
せ
っ
か
ち
に
や
る
と
、
い
た
ず

ら
に
摩
擦
を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
は
し
な
い

か
、
そ
れ
が
心
配
だ
▼
と
い
う
の
は
、
政
党

の
地
方
自
治
介
入
で
長
短
の
論
議
が
あ
っ
た

こ
ろ
、
も
っ
と
も
懸
念
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

点
だ
っ
た
。
こ
う
な
る
と
つ
ぎ
の
市
長
交
代

の
と
き
、
再
び
は
ね
か
え
り
を
誘
発
す
る
危

険
が
た
ぶ
ん
に
あ
る
。
選
挙
の
さ
い
の
対
立

は
勝
っ
て
も
負
け
て
も
「
開
票
」
ま
で
に
と

ど
め
、
あ
と
は
溶
け
あ
っ
て
ヨ
コ
と
も
タ
テ

と
も
手
を
に
ぎ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
の
で

あ
る
。

格
下
げ
避
け
る
／
課
長
ク
ラ
ス

の
異
動
内
定
／
那
覇
市 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
２
・
27
〕

那
覇
市
会
の
久
場
景
善
、
比
嘉
佑
直
、
又
吉
久

正
、
金
城
武
一
の
四
無
所
属
議
員
は
、
二
十
六

日
午
後
一
時
か
ら
西
銘
市
長
に
会
い
、
課
長

ク
ラ
ス
七
人
に
対
す
る
退
職
勧
告
問
題
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。
久
場
議
員
が
「
市
当
局

の
人
事
問
題
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
直
接
タ

ッ
チ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
議
会
で

大
い
に
取
り
あ
げ
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か

し
、
議
会
側
に
市
民
か
ら
の
要
請
や
苦
情
が

あ
る
。
不
当
な
首
切
り
に
対
し
全
面
阻
止
の

態
度
を
示
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
ほ
と
ん

ど
の
声
で
あ
る
。
ま
だ
首
切
り
だ
け
で
な
く

格
下
げ
と
い
う
こ
と
も
こ
の
ま
し
い
も
の
で

は
な
い
。
よ
く
考
え
て
円
満
に
解
決
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
要
望
し
た
の
に
対
し
、
西
銘

市
長
は
「
課
長
ク
ラ
ス
の
人
事
異
動
は
断
行

す
る
。
し
か
し
、
当
事
者
と
話
し
合
い
の
上
、

円
満
な
人
事
異
動
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
格
下

げ
も
さ
け
る
」
と
語
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
人
事
問
題
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
市
職
労
を
は
じ
め
、
議
会

の
大
山
副
議
長
、
市
民
ら
の
陳
情
な
ど
首

切
り
を
全
面
的
に
阻
止
す
る
動
き
が
あ

り
、
当
局
で
は
連
日
の
よ
う
に
首
脳
会
を

開
き
、
検
討
し
て
き
た
が
、
首
切
り
は
断

行
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
二
十
六
日
の

会
議
で
は
、
そ
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
課
長
ク
ラ
ス
の
異
動
を

内
定
し
た
。
三
月
一
日
付
け
で
発
令
の
予

定
。　
　
　
　

　
　

〔
後
略
〕

首
切
ら
ず
人
事
異
動
／
き
ょ
う

発
令
／
那
覇
市
の
課
長
ク
ラ

ス
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那
覇
市
当
局
の
課
長
ク
ラ
ス
人
事
異
動
は
、

二
十
八
日
最
終
的
に
決
定
し
、
一
日
午
前
十

時
か
ら
市
長
室
で
辞
令
が
交
付
さ
れ
る
。
さ

き
に
西
銘
市
長
は
七
人
の
課
長
に
対
し
て
辞

職
勧
告
を
行
な
っ
た
が
、
市
職
労
や
そ
の
他

反
対
の
空
気
が
強
く
な
っ
た
た
め
方
針
を
変

え
、
ク
ビ
切
り
は
せ
ず
に
人
事
異
動
が
次
の

よ
う
に
決
ま
っ
た
。

辞
職
勧
告
を
受
け
た
七
課
長
の
人
事
は
課

税
課
長
仲
里
徳
男
（
留
任
）
、
農
水
課
長
渡

久
地
敬
正
（
留
任
）
、
泊
港
務
所
長
又
吉
盛

弘
（
首
里
支
所
長
）
、
真
和
志
支
所
次
長
中

村
幸
永
（
民
生
課
長
）
、
企
画
室
長
補
佐
山

里
将
和
（
泊
港
務
所
長
）
、
同
野
村
安
彦

（
戸
籍
課
長
）
、
都
計
課
長
の
知
念
英
五
郎

氏
は
辞
職
。

　
　

〔
後
略
〕

市
当
局
、
最
終
方
針
出
す
／
ガ

ー
ブ
川
改
修
立
ち
の
き
問
題

／
花
屋
は
公
設
市
場
へ
／
傍

聴
の
通
り
会
強
い
不
満
／
那

覇
市
議
会
全
体
協
議
会 
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ガ
ー
ブ
川
改
修
の
立
ち
退
き
問
題
を
協
議



二
四
三

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
三
月

す
る
那
覇
市
議
会
全
体
協
議
会
は
、
六
日

午
後
二
時
半
か
ら
開
か
れ
た
。
同
会
は
水

上
店
舗
組
合
、
花
屋
通
り
会
な
ど
約
百
人

が
押
し
か
け
た
も
の
も
の
し
い
空
気
の

中
で
行
な
わ
れ
、
市
当
局
は
「
花
屋
通
り

会
は
水
上
店
舗
に
入
れ
な
い
の
で
公
設

市
場
を
改
造
し
て
入
れ
る
」
と
最
終
的
方

針
を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
花
屋
通
り
会

は
相
変
わ
ら
ず
反
対
の
立
場
を
示
し
て

お
り
、
立
ち
退
き
問
題
は
大
づ
め
を
迎
え

て
い
る
。

全
体
協
議
会
は
、
ま
ず
花
城
建
設
部
長
が
こ

れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
水
上
店
舗
組
合
、
花

屋
通
り
会
の
実
態
調
査
の
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
は
面
積
、
営
業
状
態
、
所
有
関

係
、
家
族
構
成
な
ど
総
合
的
に
調
べ
た
も
の

で
、
水
上
店
舗
組
合
は
四
百
八
十
四
軒
、
花

屋
通
り
会
は
七
十
二
軒
。
ま
た
水
上
店
舗
の

完
成
後
の
面
積
は
三
千
九
百
三
十
三
平
方
㍍

で
、
現
在
の
水
上
店
舗
組
合
員
だ
け
に
割
り

当
て
る
と
し
て
も
約
四
平
方
㍍
（
一
・
二
坪
）

に
し
か
な
ら
な
い
と
説
明
し
た
。

こ
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
新
垣
助
役
、
花

城
建
設
部
長
は
「
水
上
店
舗
は
現
在
の
組

合
員
だ
け
が
入
る
の
も
一
人
平
均
一
・
二

坪
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
花
屋
通
り
会
の

入
る
余
地
が
な
い
。
花
屋
通
り
会
は
現
在

市
の
公
設
市
場
の
敷
地
を
使
用
し
て
い
る

の
で
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
新
年
度
予
算

で
計
画
し
て
い
る
公
設
市
場
の
改
修
後
に

入
れ
、
永
久
に
営
業
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
市
当
局
の
基
本
方
針
を
打
ち
出
し

た
。

こ
れ
に
対
し
て
議
員
か
ら
「
こ
の
問
題
が
起

こ
っ
て
い
る
の
は
、
ガ
ー
ブ
川
が
当
然
河
川

法
の
準
用
河
川
に
す
る
べ
き
で
あ
る
の
を
、

今
も
っ
て
し
て
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ
で
は
こ

ん
ご
も
都
計
上
問
題
で
あ
り
、
市
が
政
府
に

交
渉
し
て
準
用
河
川
に
す
る
か
ど
う
か
、
公

設
市
場
の
改
築
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る

か
、
さ
き
に
市
当
局
が
約
束
し
た
花
屋
通
り

会
を
も
よ
り
の
場
所
に
入
れ
る
と
い
う
場
所

は
ど
こ
を
指
す
か
」
な
ど
当
局
の
態
度
を
追

及
し
た
。

結
局
こ
の
日
の
全
体
協
議
会
で
は
市
当
局
の

方
針
を
聞
き
、
各
議
員
か
ら
「
早
急
に
解
決

す
る
よ
う
」
要
望
し
て
午
後
五
時
過
ぎ
終
わ

っ
た
。

　

こ
の
日
の
会
場
周
囲
に
は
水
上
店
舗
組

合
、
花
屋
通
り
会
が
集
団
傍
聴
し
た
が
、
市

当
局
の
最
終
方
針
に
対
し
て
水
上
店
舗
側

は
「
わ
れ
わ
れ
は
地
主
と
の
間
で
土
地
を

借
り
る
契
約
も
す
ん
で
い
る
の
で
、
当
局

案
は
当
然
で
あ
る
」
と
歓
迎
し
た
。

一
方
花
屋
通
り
会
は
強
い
不
満
の
態
度
を
示

し
「
先
の
兼
次
市
長
の
時
に
、
花
屋
通
り
会
も

水
上
店
舗
に
入
れ
て
も
ら
う
よ
う
陳
情
し
た

時
、
現
在
営
業
し
て
い
る
最
寄
の
場
所
に
入

れ
る
と
い
う
約
束
が
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は

こ
ん
ど
の
市
の
方
針
は
納
得
で
き
な
い
。
あ

く
ま
で
も
最
初
の
方
針
通
り
水
上
店
舗
に
入

れ
る
よ
う
市
当
局
に
当
た
り
た
い
」
と
い
っ

て
お
り
、
立
ち
の
き
問
題
は
い
よ
い
よ
大
づ

め
を
迎
え
て
い
る
。

　

工
事
中
の
営
業
は
善
処
／
建
運
局
、
商

　
　

店
主
に
答
う

ガ
ー
ブ
川
沿
い
商
店
主
代
表
十
七
人
は
六

日
午
前
建
運
局
を
訪
れ
「
改
修
工
事
の
期
間

中
、
営
業
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
善
処
し
て
ほ
し
い
」
と
陳
情
し
た
。
こ
れ

に
対
し
建
運
当
局
は
「
商
売
に
影
響
の
な
い

よ
う
事
前
に
考
え
て
い
た
。
通
行
に
支
障
の

な
い
よ
う
に
し
、
商
店
に
は
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
な
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
工
事

期
間
中
支
障
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
ほ
し
い
」

と
回
答
し
た
。

ス
ラ
ム
を
な
く
す
る
／
那
覇
市

議
会
／
西
銘
市
長
が
初
の
演

説
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第
五
十
一
回
那
覇
市
議
会
定
例
議
会
は
十
二

日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
。
こ
の
議
会
で

西
銘
市
長
は
就
任
後
初
の
「
今
年
度
市
政
の

方
針
と
心
が
ま
え
」
に
つ
い
て
、
演
説
を
行

な
っ
た
。

議
会
は
ま
ず
会
期
に
つ
い
て
審
議
し
た
が
、

意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
も
め
、
休
会
し
て
各
派

交
渉
会
を
開
き
、
会
期
を
二
十
七
日
ま
で
の

十
六
日
間
に
す
る
こ
と
に
ま
と
ま
っ
た
。
そ

の
あ
と
西
銘
市
長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
演
説
し

た
。市

議
会
の
要
望
が
あ
っ
て
、
市
長
就
任
以

来
は
じ
め
て
の
市
政
に
対
す
る
所
感
を

の
べ
る
機
会
を
得
て
光
栄
に
思
う
。
現
在

現
年
度
予
算
の
執
行
段
階
で
あ
り
、
施
政

の
大
綱
に
つ
い
て
の
べ
る
こ
と
は
時
期

的
に
異
例
で
あ
る
の
で
現
在
執
行
す
べ

き
義
務
の
あ
る
事
業
を
ど
の
よ
う
に
運

営
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た

い
。

六
二
年
度
は
那
覇
市
民
の
待
望
し
て
い
た
泊

浄
水
場
拡
張
工
事
が
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
泊
、
安
謝
間
の
埋
め
立
て
事

業
や
市
場
付
き
市
営
住
宅
の
建
設
計
画
は
技

術
上
の
問
題
か
ら
継
続
事
業
と
な
る
。
ま
た

市
政
は
市
民
と
と
も
に
行
な
わ
れ
る
と
い
う

点
か
ら
市
民
相
談
の
日
を
設
け
市
政
に
反
映

さ
せ
る
努
力
を
し
、
人
事
も
適
材
適
所
で
行

な
い
、
行
政
機
構
の
充
実
を
は
か
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
新
年
度
に
つ
い
て
は
、
高
率
的

な
行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
機
構
改
革
を
予

定
し
て
い
る
。

那
覇
市
は
琉
球
の
首
都
と
し
て
政
治
、
経

済
、
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
全
琉
人
口
の
二
割

以
上
が
那
覇
市
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
た



二
四
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一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
三
月

め
住
宅
問
題
は
深
刻
化
、
交
通
、
上
下
水
道

な
ど
大
都
市
的
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
従

っ
て
那
覇
市
の
場
合
は
基
本
的
な
都
市
計
画

事
業
中
心
の
行
政
が
必
要
で
あ
り
、
私
の
施

政
方
針
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
日

米
琉
政
府
の
共
同
責
任
で
促
進
す
る
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
に
目
標
を
お
い
て
い
る
。

私
の
施
政
方
針
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
ス

ラ
ム
街
改
造
で
あ
る
。
現
在
那
覇
市
は
劣

悪
な
住
宅
が
多
く
衛
生
、
防
火
上
や
都
市

美
の
問
題
か
ら
も
早
急
な
改
造
が
必
要
で

あ
り
、
こ
の
実
態
調
査
を
十
五
日
か
ら
実

施
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

結
果
に
も
と
づ
い
て
年
次
的
に
ス
ラ
ム
街

改
造
を
実
施
し
て
市
民
福
祉
の
向
上
を
図

り
た
い
。
総
合
的
な
市
政
各
面
の
事
業
運

営
に
つ
い
て
は
六
月
の
定
例
議
会
で
発
表

し
た
い
、
と
演
説
し
た
。

続
い
て
さ
き
に
行
な
わ
れ
た
課
長
人
事
の
結

果
、
発
令
さ
れ
た
新
課
長
十
二
人
の
紹
介
が

あ
っ
た
あ
と
、
市
当
局
提
案
の
議
案
説
明
に

入
っ
た
。

都
計
な
ど
で
総
括
質
問
／
那
覇

市
議
会
／
西
銘
市
長
野
党
が

追
及
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那
覇
市
議
会
定
例
議
会
本
会
議
は
十
四
日
午

前
十
時
半
か
ら
開
か
れ
た
。
同
議
会
は
西
銘

市
長
就
任
以
来
初
の
一
般
総
括
質
問
が
行
な

わ
れ
、
野
党
議
員
か
ら
人
事
問
題
、
都
市
計

画
問
題
な
ど
に
つ
い
て
激
し
く
市
当
局
を
追

及
し
た
。

ま
ず
、
又
吉
久
正
議
員
（
無
所
属
）
が
質
問

に
立
ち
「
さ
き
に
行
な
わ
れ
た
市
長
施
政
方

針
で
は
具
体
的
な
公
約
実
現
の
計
画
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
財
政
的
な
裏
付
け
な
ど
説
明

し
て
も
ら
い
た
い
。

ガ
ー
ブ
川
改
修
問
題
は
那
覇
市
に
と
っ
て

多
年
の
問
題
で
あ
る
が
、
年
度
内
に
こ
れ

を
行
な
う
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
、
花
屋

通
り
会
に
対
す
る
処
置
は
非
人
情
的
で
あ

る
。
職
員
の
人
事
問
題
で
格
下
げ
な
ど
が

行
な
わ
れ
た
が
、
条
例
違
反
で
は
な
い
か
、

辞
職
を
勧
告
さ
れ
た
職
員
は
み
ん
な
優
秀

で
あ
り
、
選
挙
の
と
き
に
協
力
し
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
辞
職
を
勧
告
す
る
こ
と

は
地
方
自
治
体
の
破
壊
に
も
な
る
も
の
で

あ
る
」
と
激
し
く
市
当
局
の
態
度
を
追
及

し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
西
銘
市
長
は
「
那
覇
市
の
都

市
計
画
の
推
進
は
日
米
琉
政
府
の
援
助
で
推

進
す
る
以
外
に
な
い
、
早
急
に
政
府
と
話
し

合
っ
て
援
助
を
得
る
よ
う
具
体
的
に
計
画
を

た
て
た
い
。
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
年
度
内
に
実
施
す
る
よ
う
、
大
田
主
席
や

ア
ン
ド
リ
ッ
ク
民
政
官
に
も
強
く
要
望
し
て

い
る
。
花
屋
通
り
会
の
問
題
は
市
の
公
設
市

場
を
改
造
し
た
あ
と
に
収
容
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
人
事
に
つ
い
て
は
決
し
て
違
法
で

は
な
い
、
適
材
適
所
で
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
」
と
答
弁
し
た
。

又
吉
議
員
は
さ
ら
に
人
事
問
題
に
つ
い
て
感

情
的
な
不
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら

市
長
に
食
い
さ
が
っ
た
。

続
い
て
森
田
孟
松
議
員
（
社
大
党
）
「
施
政

権
返
還
問
題
、
那
覇
市
の
復
興
が
他
県
に
比

べ
て
遅
れ
て
い
る
原
因
、
日
米
琉
時
代
に
よ

る
援
助
ム
ー
ド
で
都
市
計
画
を
行
な
う
の
は
、

現
状
の
固
定
化
を
す
る
も
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
市
長
の
見
解
を
た
だ
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
西
銘
市
長
は
「
施
政
権
返

還
が
早
急
に
実
現
し
な
い
と
い
う
こ
と
は

残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
れ
ま
で
の
日
米

の
援
助
で
は
那
覇
市
の
都
市
計
画
は
予
定

通
り
出
来
な
い
の
で
援
助
ム
ー
ド
を
利
用

し
て
強
力
に
進
め
た
い
。
都
市
の
復
興
が

遅
れ
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
戦

争
の
結
果
、
沖
縄
が
国
際
的
に
も
あ
い
ま

い
な
地
位
に
お
か
れ
民
政
府
援
助
も
期
待

ど
お
り
得
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」

と
答
弁
し
た
。

そ
の
あ
と
大
山
（
無
所
属
）
久
場
（
無
所
属
）

議
員
ら
が
ス
ラ
ム
街
解
消
に
対
す
る
財
政
的

な
裏
付
け
計
画
、
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
、

前
兼
次
市
長
が
市
議
会
に
提
出
し
た
定
年
制

の
撤
廃
を
撤
回
す
る
と
い
う
市
当
局
の
方
針

な
ど
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
な
い
、
午
前

中
の
日
程
を
終
え
た
。

ガ
ー
ブ
川
工
事
に
集
中
／
那
覇 

市
会
／
一
般
質
問
を
続
行 
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十
四
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
、
午
後
一
時

か
ら
再
開
。
南
部
議
長
会
に
出
席
し
た
高
良

議
長
に
か
わ
っ
て
大
山
副
議
長
が
議
事
を
す

す
め
て
一
般
質
問
を
続
け
た
。
と
く
に
工
事

入
札
や
花
屋
通
り
会
の
立
ち
の
き
な
ど
、
む

ず
か
し
い
問
題
を
は
ら
ん
だ
ガ
ー
ブ
川
改
修

工
事
に
質
問
が
集
中
し
た
。
午
後
四
時
す
ぎ

宮
平
消
防
隊
長
か
ら
大
雨
に
よ
る
市
内
浸
水

状
況
を
き
き
、
散
会
し
た
。
お
も
な
問
答
つ

ぎ
の
通
り
。

　

真
栄
田
議
員
（
人
民
）　

ガ
ー
ブ
川
の
改
修

工
事
は
、
地
主
数
人
の
不
労
所
得
を
高
め
る

結
果
と
な
る
。
都
計
法
に
よ
り
地
主
に
費
用

の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

地
主
が
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
工
事

に
相
当
の
利
益
を
う
る
こ
と
は
、
は
っ
き

り
し
て
い
る
。
そ
の
範
囲
内
で
当
然
、
受

益
者
分
担
金
は
と
る
べ
き
だ
と
思
う
。
施

工
者
の
政
府
が
、
な
ん
ら
か
の
措
置
を
と

る
べ
き
だ
。

　

真
栄
田
議
員　

ガ
ー
ブ
川
工
事
は
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
収

用
法
を
適
用
し
て
施
工
前
に
土
地
を
接
収
す
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六
二
年
（
昭
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年
）
三
月

る
か
、
河
川
法
を
適
用
し
て
河
川
認
定
を
す

れ
ば
解
決
で
き
る
も
の
だ
。
そ
の
準
備
は
な

い
か
。

　

市
長　

土
地
を
収
用
す
る
に
は
相
当
な
期

間
と
費
用
が
か
か
る
。
河
川
法
の
適
用
は
こ

れ
か
ら
法
規
を
研
究
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う

ふ
う
に
し
た
い
。

　

黒
潮
隆
議
員
（
人
民
）　

ガ
ー
ブ
川
改
修

工
事
の
民
政
府
補
助
金
は
、
年
度
内
に
執
行

し
な
い
と
お
流
れ
に
な
る
不
合
理
な
も
の
だ
。

着
工
を
い
そ
ぐ
あ
ま
り
根
本
問
題
の
解
決
を

忘
れ
、
ど
た
ん
場
に
き
て
さ
わ
ぎ
出
す
と
い

う
ケ
ー
ス
は
、
こ
ん
ご
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

だ
。
ど
う
対
処
す
る
か
。

　

市
長　

こ
ん
ご
は
す
べ
て
市
が
責
任
の
も

て
る
工
事
に
し
た
い
。
民
政
府
に
も
働
き
か

け
二
度
と
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

た
い
。

　

黒
潮
議
員　

施
政
方
針
に
産
業
経
済
の
向

上
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
金
を
か
け
ぬ
産
業

振
興
策
と
し
て
キ
ビ
代
の
値
下
が
り
対
策
が

あ
る
。
市
内
の
キ
ビ
作
農
家
の
た
め
政
府
と

折
衝
す
る
気
は
あ
る
か
。

　

市
長　

キ
ビ
の
価
格
は
糖
業
審
議
会
で
決

め
て
い
る
。
よ
く
検
討
し
て
政
府
と
折
衝
す

る
。

　

黒
潮
議
員　

ス
ラ
ム
の
解
消
に
本
腰
を
入

れ
て
い
る
。
真
和
志
、
小
禄
一
帯
の
郊
外
で

は
無
計
画
に
住
宅
が
乱
立
さ
れ
て
い
る
。
市

内
の
ス
ラ
ム
を
解
消
す
る
こ
ろ
に
は
、
こ
こ

が
ま
た
ス
ラ
ム
に
な
る
。
こ
れ
に
た
い
し
ど

う
い
う
構
想
を
も
っ
て
い
る
か
。
ま
た
与
儀

の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
と
り
の
ぞ
か
な
い
限

り
市
街
地
の
改
造
は
は
い
み
が
な
い
。
市
民

の
財
産
、
生
命
を
守
る
立
場
か
ら
軍
へ
タ
ン

ク
の
撤
去
を
要
請
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

ス
ラ
ム
解
消
は
、
年
次
計
画
で
市

内
全
域
を
対
象
に
す
る
。
郊
外
の
都
計
は
、
区

画
整
理
、
道
路
整
備
の
面
か
ら
検
討
し
て
善

処
す
る
。
与
儀
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
は
、
都
計

の
面
か
ら
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
さ
き

に
撤
去
要
請
決
議
も
な
さ
れ
た
と
き
く
。
そ

の
回
答
も
十
分
検
討
し
て
軍
と
話
し
合
い
た

い
。原

水
売
買
契
約
を
追
及
／
那
覇

市
議
会
／
質
疑
続
行
で
委
員

会
付
託
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
で
は
十
五
日
午
前
十

時
か
ら
本
会
議
を
開
き
市
当
局
提
案
の
議
案

に
つ
い
て
質
疑
が
行
な
わ
れ
た
。

同
議
会
で
は
那
覇
市
と
水
道
公
社
と
の
原
水

分
協
定
問
題
に
つ
い
て
は
げ
し
い
質
疑
が
あ

っ
た
。
こ
の
協
定
は
以
前
か
ら
懸
案
と
な
っ

て
い
た
も
の
で
、
那
覇
市
が
十
年
間
水
道
公

社
か
ら
原
水
を
買
う
契
約
。
提
案
理
由
に
よ

る
と
那
覇
市
有
水
源
で
は
需
要
を
み
た
せ

な
い
の
で
長
田
川
、
比
謝
川
の
原
水
を
水

道
公
社
か
ら
受
け
て
、
毎
年
増
加
す
る
需

要
に
備
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
協

定
に
よ
る
那
覇
市
の
負
担
額
は
六
三
年
度

四
万
九
千
六
百
㌦
。
六
四
年
度
以
降
毎
年

五
万
八
千
四
百
㌦
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
協
定
議
案
に
つ
い
て
、
ま
ず
黒
潮
議
員

（
人
民
）
が
「
こ
の
協
定
は
公
社
側
の
一
方

的
な
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
協
定
に
よ
っ

て
那
覇
市
の
自
己
水
源
が
押
さ
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
ら
な
い
か
」
と
質
問
。
当
局
側
は

「
協
定
は
対
等
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
協
定

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
心
し
て
自
己
水
源

の
開
発
も
で
き
る
」
と
答
弁
し
た
。
ま
た
、

又
吉
議
員
（
無
所
属
）
は
、「
ま
ず
市
民
に
安

い
水
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

自
己
水
源
の
開
発
が
課
題
で
あ
る
。
こ
の
協

定
を
し
て
も
渇
水
期
に
た
く
さ
ん
水
が
も
ら

え
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
協
定
の
必
要
は
な

い
で
は
な
い
か
」
と
質
問
。

花
城
建
設
部
長
は
「
協
定
が
な
け
れ
ば
安
心

で
き
な
い
」
と
答
弁
し
た
。
さ
ら
に
、
大
山

議
員
（
無
所
属
）
が
「
こ
の
協
定
は
軍
か
ら

の
押
し
つ
け
協
定
で
は
な
い
か
、
こ
の
協
定

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
に
有
利
な
面
と

不
利
な
面
を
は
っ
き
り
示
せ
」
と
は
げ
し
く

当
局
を
追
及
、「
市
長
は
比
謝
川
水
源
を
無
償

で
軍
か
ら
移
管
す
る
よ
う
努
力
す
る
か
」
と

た
だ
し
た
の
に
対
し
西
銘
市
長
は
「
議
会
の

意
思
が
そ
う
な
ら
尊
重
し
て
移
管
を
軍
に
折

衝
し
た
い
」
と
答
え
た
。
結
局
、
同
議
案
は

質
疑
続
行
の
ま
ま
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

ま
た
泊
、
安
謝
間
の
公
有
水
面
埋
め
立
て
事

業
を
継
続
審
議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
議
案

は
開
発
公
社
か
ら
の
融
資
見
込
み
な
ど
に
つ

い
て
市
当
局
の
態
度
を
追
及
し
た
が
、
同
議

案
も
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

頭
の
い
た
い
〝
陳
情
議
会
〟
／

那
覇
市
／
閉
会
中
も
案
件
審 

査
に
汗
ダ
ク
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定
例
議
会
の
た
び
に
陳
情
が
ど
っ
さ
り
。　

〝

陳
情
議
会
〟
と
さ
え
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

那
覇
市
議
会
は
、
今
会
期
も
ま
た
陳
情
案
件

の
処
理
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
経
済
民

生
、
建
設
、
総
務
の
三
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
る
陳
情
案
件
は
二
十
七
件
。
委
員
会
別

で
は
、
建
設
委
員
会
が
も
っ
と
も
多
く
十
五

件
、
総
務
委
員
会
十
一
件
、
経
済
民
生
一
件

の
順
。
昨
年
八
月
に
出
さ
れ
た
の
が
未
処
理

の
ま
ま
継
続
審
議
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
る
。

陳
情
の
内
容
は
▽
道
路
開
設
、
補
修
▽
学
校

敷
地
の
無
償
譲
渡
▽
高
圧
線
の
撤
去
な
ど
さ

ま
ざ
ま
。
こ
と
し
に
入
っ
て
か
ら
受
理
し
た

十
二
件
の
う
ち
も
っ
と
も
頭
を
痛
め
た
の
は
、

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
を
め
ぐ
る
花
屋
通
り
会
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三―

四
月

の
ゴ
タ
ゴ
タ
だ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
だ
解
決
の

見
通
し
は
つ
い
て
い
な
い
。

山
積
み
の
陳
情
案
件
を
か
か
え
た
各
委
員

会
は
、
お
か
げ
で
閉
会
中
も
案
件
の
審
査

に
汗
ダ
ク
。
そ
れ
で
も
委
員
会
に
出
席
す

れ
ば
一
㌦
六
十
七
㌣
の
費
用
弁
償
が
な

さ
れ
る
の
で
出
席
率
は
本
会
議
に
ま
さ

る
ほ
ど
。
と
く
に
那
覇
市
会
の
ば
あ
い
、

費
用
弁
償
と
は
よ
ん
で
い
る
も
の
の
額

は
決
ま
り
、
税
も
つ
か
ず
ご
っ
そ
り
議
員

の
ふ
と
こ
ろ
に
入
る
の
で
実
質
的
に
は

日
当
と
な
ん
ら
か
わ
り
は
な
い
一
人
当

た
り
月
十
㌦
前
後
の
収
入
に
な
る
と
い

う
。

山
積
み
の
陳
情
案
件
も
こ
う
し
て
審
査
を

重
ね
議
会
が
結
論
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
執

行
機
関
の
協
力
が
な
け
れ
ば
い
み
が
な
い
。

二
十
六
日
の
本
会
議
に
出
さ
れ
る
高
等
弁
務

官
あ
て
の
〝
高
圧
線
を
地
下
埋
設
に
か
え
る

〟
要
請
決
議
案
な
ど
は
、
昨
年
の
七
月
立
法

院
で
決
議
さ
れ
た
ば
か
り
。
住
民
の
意
思
を

ふ
み
に
じ
り
さ
い
き
ん
ま
た
真
和
志
や
首
里

の
一
部
に
架
空
高
圧
線
を
通
す
計
画
が
あ
り
、

ふ
た
た
び
市
会
が
と
り
あ
げ
た
と
い
う
。
高

圧
線
の
架
設
は
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を
お

び
や
か
し
那
覇
市
の
都
計
を
は
ば
む
と
い
う

の
が
そ
の
理
由
。

　

積
み
重
ね
た
議
会
の
働
き
が
む
く
い
ら
れ

る
か
、
ム
ダ
骨
に
お
わ
る
か
、
す
べ
て
相
手

の
出
方
し
だ
い
で
あ
る
。

バ
ス
争
議
で
緊
急
質
問
／
那
覇 

市
議
会
／
野
党
議
員
が
追
及 
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那
覇
市
議
会
本
会
議
は
二
十
六
日
午
前
十
時

半
か
ら
開
か
れ
た
。
同
議
会
で
開
会
と
同
時

に
現
在
ス
ト
ラ
イ
キ
中
の
首
里
バ
ス
争
議
に

つ
い
て
緊
急
質
問
が
行
な
わ
れ
た
。

ま
ず
久
場
議
員
か
ら
『
首
里
バ
ス
争
議
で

住
民
が
困
っ
て
い
る
。
市
は
六
〇
㌫
の
株

を
持
っ
て
お
り
、
市
民
福
祉
の
立
場
か
ら

市
長
は
解
決
策
が
あ
る
か
』
ま
た
黒
潮
議

員
か
ら
「
組
合
の
六
㌦
賃
上
げ
要
求
は
最

低
の
要
求
で
あ
り
、
会
社
の
経
営
が
問
題

で
あ
る
。
株
主
と
し
て
那
覇
市
は
こ
ん
ど

の
争
議
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
解
決
策
を

持
っ
て
い
る
か
」
と
質
問
し
た
の
に
対
し
、

西
銘
市
長
は
『
会
社
幹
部
と
よ
く
協
議
し

て
円
満
に
解
決
さ
せ
た
い
。
あ
く
ま
で
も

会
社
に
主
体
性
を
持
た
せ
て
、
労
使
双
方

に
よ
る
解
決
を
促
進
さ
せ
た
い
』
と
答
弁

し
た
。　
　

そ
の
あ
と
市
当
局
提
案
の
議
案
に
つ
い
て
質

疑
を
行
な
っ
た
。

市
議
会
が
解
決
に
努
力
／
首
里 

バ
ス
き
ょ
う
団
交
再
開 

〔
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ス
ト
四
日
目
を
迎
え
た
首
里
バ
ス
争
議
は

二
十
七
日
午
後
四
時
か
ら
団
交
を
再
開
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
団
交
で
は
中
労
委
の
あ
っ
せ
ん
で
労
使

双
方
が
中
労
委
調
停
申
請
前
の
白
紙
の
立
場

に
帰
し
て
、
具
体
的
な
数
字
検
討
を
行
な

う
。組

合
側
と
し
て
は
財
源
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
あ

る
こ
と
、
会
社
の
い
っ
て
い
る
赤
字
財
産

状
態
だ
と
い
う
こ
と
を
二
十
六
日
開
か
れ

た
闘
争
委
員
会
で
検
討
し
た
結
果
黒
字
で

あ
り
、
六
㌦
の
要
求
額
は
の
め
る
と
み
て

い
る
。

な
お
こ
の
日
は
官
公
労
、
沖
交
労
各
支
部

の
組
合
員
な
ど
支
援
団
体
約
二
百
人
が
か

け
つ
け
、
労
働
歌
を
歌
っ
て
気
勢
を
あ
げ

て
い
た
。

　

沖
交
労
、
市
議
会
に
陳
情

争
議
中
の
沖
交
労
組
員
約
二
百
人
は
二
十
七

日
正
午
、
開
会
中
の
那
覇
市
議
会
に
押
し
か

け
、
首
里
バ
ス
支
部
の
六
㌦
賃
上
げ
を
陳
情

し
た
。

こ
の
日
は
市
議
会
の
最
終
日
で
、
全
日
程
が

終
わ
っ
た
あ
と
、
正
午
か
ら
首
里
バ
ス
争
議

に
つ
い
て
質
疑
が
行
な
わ
れ
、
野
党
議
員
ら

が
激
し
く
首
里
バ
ス
大
株
主
と
し
て
の
市
当

局
の
態
度
を
追
及
し
た
。
議
場
内
は
ハ
チ
巻

き
姿
の
組
合
員
が
つ
め
か
け
、
そ
の
な
か
で

ま
ず
砂
川
沖
交
労
委
員
長
が
六
㌦
賃
上
げ
闘

争
の
説
明
を
行
な
っ
た
。

そ
の
あ
と
久
高
、
森
田
、
又
吉
議
員
ら
が

「
市
当
局
は
大
株
主
と
し
て
首
里
バ
ス
会

社
の
経
理
状
態
を
つ
か
ん
で
い
る
か
、
組

合
の
六
㌦
要
求
は
最
低
の
も
の
で
あ
る
。

争
議
解
決
に
つ
い
て
ど
う
い
う
策
を
持
っ

て
い
る
か
」
と
質
問
し
た
の
に
対
し
、
西

銘
市
長
は
「
組
合
の
六
㌦
要
求
は
妥
当
な

も
の
と
は
認
め
る
。
六
㌦
賃
上
げ
が
可
能

か
ど
う
か
は
よ
く
調
査
し
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
の
争
議
は
あ
く
ま
で
労

使
間
で
解
決
す
る
よ
う
会
社
幹
部
に
も
申

し
入
れ
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

市
議
会
は
こ
の
陳
情
を
満
場
一
致
採
択
、
市

当
局
は
早
期
解
決
を
促
進
に
努
力
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
砂
川
委
員
長
が
『
市
議
会
、
市

当
局
も
き
ょ
う
か
ら
労
使
の
団
交
に
の
ぞ
み
、

わ
れ
わ
れ
の
要
求
が
実
現
す
る
よ
う
努
力
し

て
ほ
し
い
。
組
合
も
ス
ト
を
解
く
よ
う
努
力

す
る
』
と
あ
い
さ
つ
。
首
里
バ
ス
争
議
の
解

決
に
明
る
い
見
通
し
が
つ
い
た
。

首
里
バ
ス
再
び
ス
ト
ッ
プ　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
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・
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一
律
六
㌦
の
賃
上
げ
を
め
ぐ
っ
て
闘
争
中
の

首
里
バ
ス
争
議
は
、
二
日
に
わ
た
る
団
交
が



二
四
七

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
四
月

一
日
午
前
五
時
に
決
裂
、
午
前
六
時
の
始
発

か
ら
第
二
波
ス
ト
に
入
り
、
再
び
首
里
バ
ス

は
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

各
停
留
所
に
は
、
バ
ス
・
ス
ト
ッ
プ
を
知

ら
ず
に
首
里
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
人
が
多

く
混
雑
し
た
。
銀
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
に
市

民
の
足
は
殺
到
。
三
十
一
日
の
団
交
は
午

前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
そ
の
後
午
後
二
時

か
ら
六
時
ま
で
労
使
代
表
の
経
理
計
算
の

再
調
査
を
し
た
。

　

ひ
き
続
き
団
交
再
開
①
減
価
償
却
②
三
㌦

ア
ッ
プ
に
よ
る
人
件
費
③
車
賃
の
上
昇
率
④

株
配
当
な
ど
を
中
心
に
再
検
討
し
た
組
合
側

は
十
分
財
源
が
あ
る
と
み
て
激
し
く
追
及
。

一
方
会
社
側
は
、
財
源
は
な
い
と
、
労
使
の

見
解
は
わ
か
れ
た
。

二
日
に
わ
た
る
強
硬
団
交
は
妥
結
点
を
見

出
せ
ず
、
泥
沼
様
相
を
み
せ
て
き
た
。
決

裂
後
沖
交
労
闘
争
委
は
、
戦
術
会
議
を
開

き
、
第
二
波
ス
ト
に
つ
い
て
検
討
し
た
と

こ
ろ
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、
二
十
四
時

間
ス
ト
に
入
っ
た
。

平
均
三
㌦
（
一
律
二
㌦
調
整
給
一
㌦
）
の
線

か
ら
一
歩
も
ゆ
ず
ら
な
い
会
社
側
は
さ
ら
に

経
理
計
算
を
検
討
す
る
と
と
も
に
役
員
会
議

を
開
き
、
賃
上
げ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
結

論
が
で
て
か
ら
団
交
再
開
を
申
し
入
れ
る
と

い
う
が
回
答
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
第
三
、
第

四
波
も
辞
さ
な
い
と
い
う
。

人
民
党
議
員
の
旅
券
お
り
ず
／

那
覇
市
議
会
／
本
土
視
察
団
、

出
発
延
ば
す 

〔
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こ
の
十
一
日
出
発
予
定
だ
っ
た
那
覇
市
議
会

の
本
土
行
政
視
察
団
は
人
民
党
議
員
二
人
の

パ
ス
ポ
ー
ト
が
許
可
に
な
ら
な
い
た
め
出
発

を
延
期
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
人
民
党
議
員
の

本
土
視
察
の
旅
券
は
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
な

く
、
そ
れ
に
よ
る
那
覇
市
の
未
執
行
予
算
は

こ
れ
ま
で
二
千
二
百
五
十
㌦
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。

パ
ス
ポ
ー
ト
が
保
留
に
な
っ
て
い
る
議
員
は
、

黒
潮
隆
議
員
、
儀
間
真
祥
議
員
の
二
人
で
、

申
請
し
て
二
十
日
近
く
な
る
が
ま
だ
許
可
に

な
っ
て
い
な
い
も
の
。
行
政
視
察
は
大
山
副

議
長
を
団
長
と
し
て
八
人
が
十
一
日
に
出
発
、

九
州
か
ら
東
京
ま
で
約
二
十
日
間
に
わ
た
っ

て
地
方
行
政
の
視
察
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
二
人
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
保
留

に
な
っ
た
た
め
、
市
議
会
で
は
出
発
を
十
五

日
に
延
期
し
、
高
良
議
長
、
西
銘
市
長
ら
も

早
く
許
可
に
な
る
よ
う
民
政
府
に
折
衝
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

那
覇
市
議
会
の
人
民
党
議
員
は
、
こ
れ
ま

で
も
本
土
行
政
視
察
の
た
め
の
旅
券
は
許
可

に
な
っ
た
こ
と
が
な
く
、
前
期
の
人
民
党

市
議
九
人
も
視
察
旅
行
に
出
発
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
市
で
は
九
人
分
の
旅
費

二
千
二
百
五
十
㌦
が
未
執
行
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。

こ
ん
ど
保
留
に
な
っ
た
黒
潮
議
員
は
旅
券
申

請
を
し
て
許
可
に
な
ら
な
い
の
が
、
こ
ん
ど

で
五
度
目
。
儀
間
議
員
は
四
度
目
。
両
氏
と

も
「
同
じ
く
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
で
あ

り
、
全
く
ひ
ど
い
話
だ
。
同
じ
人
民
党
議
員

で
も
立
法
院
の
場
合
は
許
可
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
不
公
平
は
許
せ
な
い
」
と
憤
慨

し
て
い
る
。

首
里
バ
ス
・
ス
ト
妥
結
／
一
律

４
㌦
50
㌣
賃
上
げ
で  
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賃
上
げ
を
め
ぐ
り
労
使
が
対
立
し
て
い
た
首

里
バ
ス
争
議
は
十
日
午
後
七
時
か
ら
の
団
交

で
会
社
側
が
一
律
四
㌦
五
十
㌣
の
妥
結
案
を

出
し
、
組
合
側
は
こ
れ
を
の
み
、
四
十
余
日

ぶ
り
に
妥
結
し
た
。
ま
ず
会
社
側
が
四
㌦
の

線
を
出
し
た
が
、
組
合
側
が
け
っ
た
。
そ
の

後
休
憩
に
入
り
、
午
後
十
時
す
ぎ
再
開
、
さ

ら
に
会
社
側
が
四
㌦
五
十
㌣
の
あ
ゆ
み
寄
り

を
み
せ
た
の
で
、
組
合
側
は
闘
争
委
を
開

き
、
組
合
員
と
調
整
し
た
結
果
、
一
律
四
㌦

五
十
㌣
、
四
月
一
日
か
ら
支
給
す
る
と
い
う

こ
と
で
手
を
う
っ
た
。

泊
浄
水
場
拡
張
工
事
始
ま
る
／

け
さ
起
工
式
／
水
キ
キ
ン
の

緩
和
へ
／
送
水
管
と
り
か
え

も
す
す
む 

〔
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泊
浄
水
場
の
拡
張
工
事
起
工
式
は
、
十
三
日

午
前
十
一
時
か
ら
同
構
内
で
首
席
民
政
官
代

理
シ
ー
ツ
副
民
政
官
、
大
田
主
席
、
長
嶺
立
法

院
議
長
、
西
銘
那
覇
市
長
、
高
良
議
長
、
宝

村
開
発
総
裁
ら
お
お
く
の
人
が
列
席
し
て
営

ま
れ
た
。

式
は
上
原
波
上
宮
司
の
お
は
ら
い
で
は
じ

ま
り
、
各
列
席
者
が
祭
壇
に
玉
串
を
供
え

た
。
西
銘
市
長
、
高
良
議
長
と
こ
の
工
事

を
二
十
九
万
八
千
八
百
㌦
で
請
け
負
っ
た

小
波
津
組
社
長
小
波
津
選
良
氏
の
三
人
が

鍬
入
れ
を
し
た
。

　

浄
水
場
の
拡
張
工
事
は
、
八
十
五
万
㌦
の

開
金
起
債
と
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
那
覇
市

が
手
が
け
て
い
る
水
道
施
設
総
合
改
良
事
業

の
一
つ
。
い
ま
市
民
一
人
当
た
り
一
日
平

均
百
二
十
㍑
の
給
水
量
を
百
六
十
㍑
か
ら

二
百
三
十
㍑
に
ふ
や
す
た
め
浄
水
能
力
五
千

立
方
㍍
の
ア
ク
セ
レ
ー
タ
ー
を
二
つ
新
設
す

る
ほ
か
配
水
池
を
増
設
す
る
。
工
期
は
一
年
。

こ
の
拡
張
工
事
に
さ
き
が
け
Ｍ
Ｇ
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
す
す
め
て
い
る
牧
港
ポ

ン
プ
場―

泊
浄
水
場
間
の
十
四
イ
ン
チ
か

ら
二
十
イ
ン
チ
へ
の
送
水
管
の
と
り
か
え



二
四
八

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
四
月

工
事
も
な
か
ば
済
み
、
来
年
度
か
ら
那

覇
市
の
水
キ
キ
ン
は
、
大
幅
に
緩
和
さ

れ
る
。

人
権
協
会
に
訴
え
る
／
那
覇
の

二
市
議
／
パ
ス
ポ
ー
ト
お
り

ず　〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
２
・
４
・
14
〕

那
覇
市
会
の
本
土
行
政
視
察
団
（
団
長
・
大
山

盛
幸
氏
）
八
人
の
う
ち
六
人
は
十
四
日
の
波

之
上
丸
で
渡
航
し
た
が
黒
潮
隆
、
儀
間 

 

真

祥
の
両
議
員
（
人
民
党
）
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト

が
許
可
さ
れ
ず
、
十
四
日
両
氏
は
人
権
協
会

へ
「
早
く
パ
ス
ポ
ー
ト
が
お
り
る
よ
う
交
渉

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

両
氏
は
す
で
に
補
助
申
請
も
出
し
、
民
政

府
が
十
三
日
ま
で
に
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
、
な
ん
の
回
答
も
な
い
と
語
っ
て

い
る
。

人
権
協
会
の
福
地
事
務
局
長
も
「
両
氏
の
渡

航
は
、
議
会
の
決
議
を
得
て
公
務
の
た
め
で

あ
る
。
他
の
六
人
と
同
じ
よ
う
に
許
可
さ
れ

る
べ
き
も
の
だ
。
も
し
補
助
申
請
を
拒
否
す

れ
ば
、
議
会
を
無
視
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
、

十
六
日
理
事
会
を
通
し
、
民
政
府
に
申
し
入

れ
る
と
い
っ
て
い
る
。

両
議
員
は
、
法
の
下
で
平
等
で
あ
る
べ
き

も
の
が
わ
れ
わ
れ
だ
け
を
拒
否
す
る
こ
と

は
、
今
度
の
新
行
政
命
令
に
も
違
反
す
る

も
の
で
あ
る
。
今
度
の
渡
航
が
拒
否
さ
れ
、

本
土
視
察
の
調
査
が
で
き
な
け
れ
ば
、
次

の
議
会
に
支
障
を
き
た
す
。
わ
れ
わ
れ
の

力
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
き
は
、
人
権

協
会
を
通
じ
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由

人
権
協
会
に
訴
え
る
と
語
っ
て
い
る
。

地
下
ケ
ー
ブ
ル
は
む
り
／
高
圧

線
問
題
で
民
政
府
回
答 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
４
・
24
〕

那
覇
市
議
会
は
市
内
に
架
設
さ
れ
て
い
る
米

軍
の
高
圧
電
線
と
、
将
来
市
内
に
架
設
さ
れ

る
高
圧
線
を
地
下
ケ
ー
ブ
ル
に
切
り
替
え
る

要
請
決
議
を
行
な
い
、
決
議
文
を
高
等
弁
務

官
に
送
っ
て
い
た
が
、
二
十
三
日
民
政
府
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
回
答
し
た
。

　

地
下
ケ
ー
ブ
ル
は
経
費
が
高
架
よ
り
約

五
倍
も
必
要
と
す
る
の
で
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
市
内
の
高
架
線
の
一
部
を
移
す
た

め
那
覇
送
電
支
所―

与
儀
送
電
支
所
間
に

高
架
ケ
ー
ブ
ル
を
架
設
中
で
、
こ
の
工
事

は
す
で
に
半
分
完
了
し
て
い
る
。
那
覇
市

内
の
高
架
高
圧
線
は
、
那
覇
基
地
、
国
際

空
港
、
電
電
公
社
首
里
、
壺
川
支
所
、
南

部
方
面
に
電
力
を
供
給
す
る
基
幹
送
電
線

で
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
政
府
の
電
力
需
要

が
必
要
で
あ
る
。

す
で
に
地
下
ケ
ー
ブ
ル
か
高
架
か
の
比
較
検

討
の
域
は
す
ぎ
て
、
一
号
線
沿
い
の
土
地
の

開
発
計
画
の
時
期
に
あ
る
。
民
政
府
は
高
架

高
圧
線
の
安
全
性
に
関
す
る
配
線
、
建
設
に

つ
い
て
鋭
意
検
討
し
て
い
る
。

聖
公
会
の
学
生
セ
ン
タ
ー
建
設 

決
ま
る
／
玉
陵
一
帯
の
千
坪

に
／
那
覇
市
が
建
築
申
請
確

認〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
４
・
25
〕

那
覇
市
建
築
課
は
、
こ
の
ほ
ど
市
内
字
大
道

宗
教
法
人
沖
縄
聖
公
会
か
ら
だ
さ
れ
た
首
里

玉
陵
の
学
生
セ
ン
タ
ー
建
築
申
請
を
確
認
し

た
。沖

縄
聖
公
会
が
一
昨
年
、
日
・
米
聖
公
会

と
協
力
し
、
世
界
組
織
の
一
環
と
し
て
学

生
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
計
画
▽
琉
大
に
ち

か
く
授
業
の
合
い
間
や
終
了
後
に
も
利
用

で
き
る
▽
学
徒
の
修
養
に
ふ
さ
わ
し
い
静

か
な
場
所
▽
最
小
限
千
坪
以
上
の
土
地
を

必
要
と
す
る
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
玉
陵
を

候
補
地
に
あ
げ
、
敷
地
を
買
い
と
っ
た
が
、

郷
土
の
文
化
を
守
る
会
（
山
田
真
山
会
長
）

ら
か
ら
こ
の
計
画
に
も
の
い
い
が
つ
い
て

三
年
ら
い
も
め
続
け
た
。

　

玉
陵
は
文
明
弘
治
十
四
年
の
創
建
、
尚
円

王
以
来
歴
代
国
王
の
墓
陵
で
あ
る
。
そ
の
敷

地
に
教
会
堂
や
学
生
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る

の
は
史
跡
を
こ
わ
し
文
化
財
の
価
値
を
失

う
と
い
う
の
が
反
対
理
由
。
六
〇
年
十
月
全

会
一
致
で
玉
陵
へ
の
学
生
セ
ン
タ
ー
設
置

反
対
を
決
議
し
た
那
覇
市
会
へ
玉
陵
保
全

の
陳
情
を
し
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
沖
縄
聖

公
会
、
琉
大
学
生
会
も
那
覇
市
会
へ
学
生
セ

ン
タ
ー
設
置
陳
情
す
る
な
ど
、
争
い
は
市
会

に
も
ち
こ
ま
れ
こ
れ
ま
で
審
査
を
続
け
て

い
た
。

　

こ
の
建
築
確
認
は
、
政
府
の
す
す
め
に
よ

る
も
の
で
、
技
術
的
基
準
に
ふ
れ
な
い
限
り

建
築
確
認
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

つ
ま
り
学
生
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
拒
否
す
る

法
的
根
拠
が
な
い
と
い
う
。

　

墓
の
向
か
い
は
緑
地
帯

　

玉
陵
と
道
一
つ
へ
だ
て
た
千
百
七
十
四
坪

の
敷
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
百
二
十
三
坪

の
平
屋
ビ
ル
を
つ
く
り
、
う
ち
九
十
一
坪
は

学
生
セ
ン
タ
ー
、
残
り
三
十
二
坪
は
牧
師
館

に
す
る
計
画
。
建
物
は
で
き
る
だ
け
安
国
寺

側
に
よ
せ
、
墓
の
向
か
い
は
緑
地
帯
に
す
る

と
の
条
件
が
つ
い
て
い
る
。

　

〝
円
満
解
決
を
〟

　

沖
縄
文
化
を
守
る
会
会
長
山
田
真
山
氏
の

話　

わ
た
し
た
ち
は
聖
公
会
の
学
生
セ
ン
タ

ー
教
会
設
置
に
は
賛
成
で
喜
ん
で
い
る
。
た

だ
沖
縄
の
特
別
重
要
文
化
財
で
あ
る
王
様
の

墓
地
が
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
将
来
沖
縄

の
文
化
財
に
大
き
な
損
失
で
残
念
な
こ
と
で

あ
り
、
反
対
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
こ
と

を
円
満
に
解
決
す
る
た
め
ち
か
く
幹
部
が
集



二
四
九

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
五
月

ま
っ
て
聖
公
会
に
直
接
お
願
い
し
、
お
互
い

に
損
害
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

聖
公
会
と
し
て
は
す
で
に
土
地
も
買
い
上
げ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
点
一
般
住
民
に
も

呼
び
か
け
、
他
に
土
地
を
求
め
る
よ
う
に
聖

公
会
に
お
願
い
す
る
。

｜
社　

説
｜

那
覇
市
に
戦
災
都
市
復
興
法
を 

適
用
せ
よ

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
５
・
１
〕

　

西
銘
那
覇
市
長
は
、
南
方
同
胞
援
護
会
や

総
理
府
特
連
局
に
、
那
覇
市
の
復
興
事
業
に

対
す
る
援
助
要
請
を
す
る
と
い
う
。
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
首
都
整
備
を
推
進
す
る
に
は
、

ぜ
ひ
と
も
本
土
の
戦
災
復
興
特
別
都
市
計
画

法
を
適
用
し
て
も
ら
い
、
援
助
の
形
で
強
力

に
進
め
た
方
が
よ
い
と
い
う
考
え
方
に
よ

る
も
の
で
、
援
助
要
請
項
目
と
し
て
十
七
件

（
九
百
三
十
万
三
千
三
百
余
㌦
）を
掲
げ
て
折

衝
す
る
も
よ
う
で
あ
る
。

　

那
覇
市
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
見
忘
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま

で
も
わ
ず
か
な
が
ら
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。

都
市
合
併
な
ど
一
連
の
行
政
措
置
と
並
ん
で
、

区
画
整
理
（
旧
市
内
）や
幹
線
道
路
網
の
整
備

な
ど
、
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
し

か
し
、
首
都
建
設
法
や
都
市
計
画
法
と
い
う

法
律
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
は
あ

た
か
も
、
そ
れ
が
空
文
ど
う
よ
う
の
か
っ
こ

う
で
あ
る
。

　

市
民
の
福
祉
の
面
で
は
全
く
保
証
さ
れ
ず
、

河
川
の
は
ん
ら
ん
に
苦
し
み
、
水
道
の
断
水

は
年
中
行
事
と
化
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
、
主
要
道
路
を
除
く
多
く
の
道
路

は
、
ま
だ
舗
装
も
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
、
舗
装

は
す
ん
で
い
て
も
歩
道
の
な
い
不
完
全
で

危
険
な
道
路
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
人
口

二
十
三
万
を
か
ぞ
え
る
都
市
に
し
て
は
、
公

園
も
な
く
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と
か
、
公
会

堂
す
ら
な
い
と
い
っ
た
貧
弱
都
市
で
、
な
に

も
か
も
こ
れ
か
ら
と
い
う
実
情
で
あ
る
。
こ

れ
で
は
文
化
都
市
は
お
ろ
か
、
首
都
と
は
名

ば
か
り
の
集
落
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　

那
覇
市
は
戦
争
で
完
膚
な
い
ま
で
に
こ
わ

さ
れ
、
戦
後
も
、
か
な
り
の
期
間
ア
メ
リ
カ

軍
が
駐
留
し
て
い
た
た
め
、
都
市
づ
く
り
に

手
を
つ
け
る
の
が
遅
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
開

放
も
全
面
的
に
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
せ
い
か
、

思
い
切
っ
た
都
市
計
画
が
で
き
ず
、
つ
い
に

今
日
の
よ
う
な
片
輪
の
町
を
生
ん
だ
結
果
と

な
っ
た
。
そ
の
点
、
那
覇
市
は
、
他
の
ど
の

都
市
よ
り
も
、
戦
災
都
市
と
し
て
の
不
遇
を

か
こ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
土
政
府
は

戦
災
都
市
と
し
て
の
那
覇
市
の
復
興
に
つ
い

て
無
関
心
と
い
う
よ
り
も
、
責
任
の
所
在
を

ハ
ッ
キ
リ
と
示
す
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。
歴

代
那
覇
市
長
や
政
府
が
、
機
会
あ
る
ご
と

に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
本
土
へ
訴
え
つ
づ
け

て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
反
応
ら
し
い
も

の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
さ
い
わ
い
、
本

土
政
府
は
ア
メ
リ
カ
と
協
力
、
沖
縄
に
対
し

て
大
幅
な
経
済
援
助
を
行
な
う
予
定
で
あ
る

の
で
、
那
覇
市
の
復
興
に
つ
い
て
も
っ
と
関

心
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
方
法
と
し

て
は
、
な
に
よ
り
も
本
土
の
戦
災
復
興
特
別

都
市
計
画
法
を
那
覇
市
に
適
用
す
る
こ
と
で

あ
る
。

治
水
、
都
計
対
策
委
を
任
命
が

え
〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
５
・
７
〕

　

那
覇
市
は
ち
か
く
治
水
対
策
と
都
計
委
員

を
任
命
が
え
す
る
。
新
し
く
任
命
さ
れ
る
委

員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
治
水
対
策　

平
和
通
り
会
長
国
吉
大
昌
、

む
つ
み
橋
通
り
会
長
中
根
湧
勇
、
市
場
本
通

り
会
長
嘉
陽
宗
正
、
中
央
市
場
通
り
会
長
屋

宜
亘
徳
、
都
計
課
長
嘉
手
納
是
敏
、
建
築
課

長
玉
城
栄
盛
、
消
防
隊
長
宮
平
栄
治
、
那
覇

署
長
新
垣
淑
重
。

▽
都
計　

市
会
議
員
平
良
真
次
郎
、
同
真
栄

田
義
晃
、
同
森
田
孟
松
、
学
識
経
験
者
大
城

竜
太
郎
、
宮
里
栄
一
、
建
設
部
長
花
城
直
政
、

都
計
課
長
嘉
手
納
是
敏
、
建
築
課
長
玉
城
栄

盛
、
庶
務
課
長
宮
平
勝
哉
。

戦
前
の
吏
員
に
退
隠
料
支
給
／

那
覇
市
会
総
務
委
で
採
択 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
５
・
10
〕

九
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
那
覇
市
会
総

務
委
員
会
は
、
旧
那
覇
市
職
員
退
隠
料
支
給

条
例
を
審
査
、
採
択
し
た
。

こ
れ
は
、
戦
前
の
那
覇
市
有
給
吏
員
退
隠

料
、
退
職
給
与
金
、
死
亡
給
与
金
、
遺
族
扶

助
条
例
に
よ
る
退
隠
料
の
既
得
権
や
請
求
権

者
に
退
隠
料
の
支
給
を
復
活
し
よ
う
と
い
う

も
の
。
昨
年
十
二
月
の
定
例
議
会
に
出
さ
れ

継
続
審
査
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
退
隠
料
条
例
の
適
用
を
う
け
る
の
は

▽
四
六
年
一
月
二
十
八
日
以
前
那
覇
、
首

里
両
支
役
所
を
や
め
、
戦
前
の
条
例
で
給

付
を
う
け
て
い
た
も
の
。
ま
た
は
そ
の
遺

族
で
こ
れ
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

▽
四
六
年
一
月
二
十
八
日
現
在
、
那
覇
、
首

里
両
支
役
所
に
在
職
し
て
い
た
も
の
。
ま

た
は
そ
の
遺
族
で
退
隠
料
の
請
求
権
を
も

つ
も
の
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
調
べ
に
よ

る
と
二
十
人
ち
か
い
該
当
者
が
い
る
と
い

う
。

退
隠
料
の
支
給
額
は
、
戦
前
の
俸
給
年
額
を

ド
ル
に
か
え
二
百
五
十
㌦
か
ら
八
百
五
十
二

㌦
の
十
九
段
階
に
わ
け
て
算
定
す
る
。

俸
給
年
額
四
百
八
十
円
の
人
だ
と
戦
後
の
仮

定
俸
給
年
額
は
二
百
五
十
㌦
ぐ
ら
い
。
そ
の

三
分
の
一
の
退
隠
料
が
支
給
さ
れ
る
。



二
五
〇

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
五―

六
月

建
築
制
限
で
く
い
違
う
／
ガ
ー

ブ
川
の
水
上
店
舗
／
政
府
と

那
覇
市

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
５
・
11
〕

　

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
も
い
よ
い
よ
着
工
の

運
び
に
な
っ
て
い
る
が
、
水
上
店
舗
の
建
築

許
可
を
め
ぐ
っ
て
建
運
局
と
那
覇
市
と
の
間

に
意
見
の
対
立
が
あ
っ
て
、
そ
の
取
り
扱
い

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

建
運
局
で
は
、
十
日
午
後
二
時
か
ら
局
内

会
議
室
で
那
覇
市
側
と
ガ
ー
ブ
川
排
水
路
上

部
の
建
築
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。

　

都
市
の
美
観
と
い
っ
た
点
か
ら
、
水
上
店

舗
は
同
一
規
格
の
恒
久
建
物
に
す
る
こ
と
に

話
が
ま
と
ま
り
、
関
係
者
の
建
築
協
定
に
よ

っ
て
建
築
確
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
土
地
が
私
有
地
で
あ
る
た
め
果
た
し

て
建
築
制
限
が
で
き
る
か
…
と
の
疑
問
が
出

て
、
十
日
の
関
係
者
話
し
合
い
に
な
っ
た
。

建
運
局
で
は
都
市
計
画
法
に
よ
る
用
途
地

域
（
ガ
ー
ブ
川
の
場
合
、
防
火
地
域
）
に

指
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
し
か
建
築
制
限

で
き
な
い
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
那
覇

市
側
は
排
水
路
で
あ
る
の
で
用
途
地
域
の

指
定
は
す
る
必
要
が
な
い
。
む
し
ろ
主
席

の
権
限
に
よ
っ
て
建
築
許
可
条
件
で
制
限

す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
意
見
の
一
致
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
。

建
運
局
で
は
法
務
局
に
法
的
解
釈
を
照
会
、

そ
れ
に
よ
っ
て
あ
ら
た
め
て
那
覇
市
と
の
話

し
合
い
を
持
つ
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

組
合
は
政
府
案
支
持

　

一
方
、
ガ
ー
ブ
川
水
上
店
舗
組
合
で
は
連

日
役
員
会
を
開
い
て
検
討
し
て
い
る
が
①
地

主
と
の
建
築
協
定
を
結
ん
だ
の
ち
一
せ
い
に

移
転
す
る
。
組
合
と
し
て
は
、
政
府
案
を
支

持
し
、
防
火
地
域
と
し
て
指
定
を
受
け
て
ブ

ロ
ッ
ク
建
築
を
す
る
②
移
転
の
時
期
は
、
立

ち
の
き
先
の
整
地
が
完
了
し
た
の
ち
に
す
る
、

と
い
っ
た
点
か
ら
近
く
各
組
ご
と
に
検
討
し
、

臨
時
総
会
を
開
い
て
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
問
題
に
な
っ
て
き
た

味
楽
食
堂
、
普
天
堂
医
院
な
ど
改
修
工
事
の

た
め
取
り
こ
わ
さ
れ
る
店
舗
と
那
覇
市
と
の

補
償
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
進
展
し
な
い

の
で
、
積
極
的
な
解
決
策
を
は
か
ら
な
い
限

り
、
今
月
一
ぱ
い
の
立
ち
の
き
は
困
難
と
み

ら
れ
て
い
る
。

学
生
セ
ン
タ
ー
建
設
に
反
対
／

那
覇
市
総
務
委
／
「
文
化
を

守
る
会
」
を
支
持 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
２
・
５
・
11
〕

玉
陵
敷
地
内
の
学
生
セ
ン
タ
ー
建
設
問
題
に

つ
い
て
、
那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
で
は
十

日
午
後
二
時
か
ら
委
員
会
を
開
い
て
審
議
し

た
。
そ
の
結
果
「
文
化
財
保
護
の
点
か
ら
学

生
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
は
賛
成
で
き
な
い
」

と
の
結
論
を
出
し
、
文
化
を
守
る
会
（
会
長

山
田
真
山
氏
）
の
主
張
を
支
持
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
沖
縄
聖
公
会
が
玉
陵
域
の

一
部
敷
地
を
買
収
し
、
学
生
セ
ン
タ
ー
を
建

設
す
る
計
画
を
し
た
の
に
対
し
、
文
化
を
守

る
会
が
強
力
に
反
対
し
て
約
三
年
間
も
も
め

続
け
て
い
る
問
題
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
に
つ
い
て
那
覇
市
議
会
で
は
、
六
〇
年

に
も
玉
陵
域
内
の
学
生
セ
ン
タ
ー
建
設
に
反

対
決
議
を
行
な
っ
た
が
、
昨
年
ふ
た
た
び
聖

公
会
と
文
化
を
守
る
会
の
双
方
か
ら
協
力
陳

情
が
出
さ
れ
て
い
た
も
の
。

結
局
、
那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
の
最
終

審
議
で
「
玉
陵
は
琉
球
民
族
の
文
化
財
で

あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
そ
こ
に
学
生
セ
ン

タ
ー
を
作
る
こ
と
は
あ
く
ま
で
賛
成
で
き

な
い
」
と
全
員
一
致
で
文
化
を
守
る
会
の

陳
情
を
採
択
、
聖
公
会
の
陳
情
を
不
採
択

に
し
た
。
同
委
員
会
で
は
、
こ
の
結
論
を

本
会
議
に
提
出
し
正
式
に
市
議
会
側
の
意

思
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
制
初
の
マ
ン
モ
ス
予
算
／
総

額
三
百
二
十
四
万
㌦
／
工
事

量
は
昨
年
上
ま
わ
る 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
６
・
４
〕

春
闘
に
た
た
ら
れ
の
び
の
び
に
な
っ
て
い

た
那
覇
市
の
六
三
年
度
予
算
が
ま
と
ま

っ
た
。
総
額
三
百
二
十
四
万
二
千
四
百

㌦

に

の

ぼ

り

前

年

度

に

く

ら

べ

七
十
五
万
九
千
百
七
十
一
㌦
の
増
。
政
府

補
助
金
が
三
十
三
万
㌦
も
ふ
え
た
の
が
原

因
と
さ
れ
て
い
る
が
、
自
己
財
源
の
の
び

も
急
テ
ン
ポ
。
那
覇
市
制
い
ら
い
最
高
の

マ
ン
モ
ス
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

財

源

別

に

み

た

歳

入

は
、

▽

自

己

財

源
二
百
三
万
五
千
三
百
三
㌦
▽
依
存

財

源

百

二

十

万

七

千

九

十

七

㌦

▽

市
債
八
十
一
万
七
千
二
百
六
十
八
㌦

と

な

り
、

自

己

財

源
で

は

▽

市

税

の

九
十
六
万
一
千
七
十
八
㌦
、
市
町
村
交
付
税

の
六
万
三
千
五
百
六
十
四
㌦
、
財
産
収
入
の

三
十
六
万
三
千
二
百
二
十
一
㌦
と
い
っ
た
の

が
大
口
。
十
一
万
六
千
八
百
七
十
二
㌦
の
講

和
発
効
前
の
補
償
は
、
賃
上
げ
春
闘
で
行
き

詰
っ
た
予
算
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
な
っ
た
。

百
二
十
万
七
千
余
㌦
の
依
存
財
源
は
、
政

府
支
出
金
三
十
八
万
九
千
八
百
二
十
九
㌦
、

市
債
八
十
一
万
七
千
二
百
六
十
八
㌦
の
わ

り
あ
い
。

こ

れ

に

た

い

し

歳

出

は
、

人

件

費

九
十
三
万
九
千
余
㌦
、
物
件
費
十
三
万
一
千

余
㌦
、
事
業
費
百
七
十
四
万
三
千
余
㌦
の
順
。

事
業
費
を
各
項
目
別
に
み
る
と
、
土
木

費
七
十
一
万
三
千
八
百
㌦
、
都
計
事
業

二
十
八
万
二
百
㌦
、
社
会
事
業
五
十
一
万
百
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㌦
、
労
働
関
係
四
万
五
千
六
百
㌦
、
保
健

衛
生
事
業
四
万
八
千
三
百
㌦
、
産
業
関
係

十
万
五
千
㌦
と
な
り
。
道
路
、
橋
梁
、
排
水
、

護
岸
、
河
川
の
新
設
、
改
良
や
都
計
事
業
に

重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

　

西
銘
市
長
公
約
の
一
つ
ス
ラ
ム
街
解
消
と

結
び
つ
く
住
宅
建
設
に
四
十
六
万
三
千
六
百

余

㌦
、

公

設

市

場

建

設

費

と

し

て

二
万
四
千
四
百
㌦
も
当
て
ら
れ
た
の
が
、
目

新
し
い
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
年
度
よ
り
へ
っ
た
の
は
土
木
関
係
で

十
八
万
一
千
八
百
七
十
三
㌦
の
減
。
こ
れ
は

金
の
か
か
る
埋
め
立
て
事
業
が
峠
を
こ
し
た

た
め
で
実
質
的
に
は
、
工
事
量
は
昨
年
を
う

わ
ま
わ
っ
て
い
る
。

「
建
築
確
認
」
の
ミ
ス
で
裁
判
ざ

た
／
那
覇
市
／
支
払
い
迫
ら

れ
る
補
償
／
工
事
停
止
被
害

の
七
千
㌦ 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
６
・
５
〕

　

那
覇
市
は
、
い
ま
七
千
㌦
に
の
ぼ
る
損
害

賠
償
の
支
払
い
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
建
築
確
認
の
落
ち
度
か
ら
提
訴
さ
れ
、

裁
判
ざ
た
に
な
っ
た
も
の
で
、
一
件
は
判
決

に
よ
る
支
払
い
命
令
、
一
件
は
係
争
中
の
事

件
の
ケ
リ
を
つ
け
る
た
め
相
手
の
和
解
に
応

じ
た
と
い
う
。

（
そ
の
一
）
那
覇
市
は
、
市
内
松
川
上
里
〇
〇

さ
ん
と
足
か
け
五
年
も
も
み
続
け
た
火
葬
場

さ
わ
ぎ
に
終
止
符
を
う
っ
た
。
五
八
年
八
月

上
里
さ
ん
が
、
市
内
真
地
俗
称
真
地
原
に
火

葬
場
を
た
て
る
た
め
那
覇
市
に
建
築
確
認
を

求
め
た
の
が
こ
の
争
い
の
も
と
。

那
覇
市
は
、
上
里
さ
ん
が
「
沖
縄
群
島
墓
地

埋
葬
等
に
よ
る
条
例
」
に
よ
る
特
殊
建
築
物

の
敷
地
位
置
の
許
可
を
う
け
て
い
な
い
と
い

う
の
で
建
築
確
認
を
と
り
消
し
工
事
停
止
の

通
知
を
出
し
た
。

上
里
さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
市
長
に
火
葬
場

の
位
置
許
可
を
願
い
出
た
が
都
計
上
こ
の

ま
し
く
な
い
と
の
理
由
で
け
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
基
礎
工
事
に
と
り
か
か
っ
た
火
葬

場
は
宙
に
浮
き
、
約
五
千
㌦
の
損
害
を
う

け
た
。

　

た
ま
り
か
ね
た
上
里
さ
ん
は
、
五
九
年
三

月
那
覇
市
を
相
手
ど
っ
て
中
央
巡
裁
に
提
訴
、

六
〇
年
二
月
不
許
可
処
分
取
り
消
し
の
勝
訴

判
決
を
う
け
た
。
那
覇
市
は
こ
の
判
決
を
不

服
と
し
て
上
訴
原
審
破
棄
差
し
も
ど
し
の
判

決
が
下
り
中
央
巡
裁
の
法
廷
を
舞
台
に
こ
れ

ま
で
争
い
続
け
て
い
た
。
長
び
く
法
廷
闘
争

に
う
ん
ざ
り
し
た
上
里
さ
ん
が
和
解
案
を
出

し
て
あ
ゆ
み
よ
り
、
話
が
つ
い
た
も
の
。

　

和
解
案
は
①
那
覇
市
が
計
画
し
て
い
る
安

謝
衛
生
セ
ン
タ
ー
埋
め
立
て
地
に
火
葬
場
用

地
を
と
り
上
里
さ
ん
に
ゆ
ず
る
②
火
葬
場
の

不
許
可
処
分
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
那
覇

市
は
二
千
二
百
二
十
九
㌦
余
を
支
払
う
③
こ

の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
こ
ん
ご
一
さ
い
の
請
求

を
し
な
い
と
の
条
件
づ
き
。
八
日
か
ら
は
じ

ま
る
定
例
議
会
の
承
認
を
え
て
和
解
す
る
と

い
う
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
横
ヤ
リ
で
／
建
築
中
止
さ
れ

　
　

た
映
画
館

（
そ
の
二
）
双
葉
商
事
が
那
覇
市
を
相
手
ど
っ

て
中
央
巡
裁
に
提
訴
し
た
一
万
四
千
四
百
余

㌦
の
損
害
賠
償
金
請
求
事
件
は
、
こ
の
ほ
ど

那
覇
市
に
た
い
し
五
千
㌦
の
賠
償
金
を
支
払

え
と
の
判
決
が
い
い
渡
さ
れ
た
。

訴
え
に
よ
る
と
、
双
葉
商
事
は
那
覇
市
与

儀
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
延
べ

三
百
七
十
二
坪
の
映
画
館
を
た
て
る
た
め

五
九
年
七
月
那
覇
市
の
建
築
許
可
を
う
け

た
。

　

さ
っ
そ
く
着
工
す
る
と
と
も
に
映
写
機

購
入
の
た
め
、
関
係
者
に
契
約
金
と
し
て

二
千
㌦
を
支
払
い
準
備
を
進
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
学
校
の
近
く
に
映
画
館
が
で

き
る
の
は
教
育
上
よ
く
な
い
と
与
儀
小
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
さ
わ
ぎ
、
ほ
ぼ
工
事
が
完
成
し
た

五
九
年
九
月
二
十
一
日
に
市
役
所
が
工
事
施

工
の
停
止
を
命
じ
、
さ
ら
に
建
築
確
認
取
り

消
し
通
知
を
し
た
。

こ
の
行
政
措
置
に
よ
っ
て
膨
大
な
損
害
を
う

け
た
と
な
っ
て
い
る
。

民
事
二
部
の
照
喜
納
判
事
が
審
理
し
た

結

果
、

双

葉

商

事

の

う

け

た

損

害

は

七
千
五
百
四
十
七
㌦
と
認
定
。
市
当
局
に
手

落
ち
が
あ
っ
た
が
、
商
事
側
に
も
過
失
が
あ

っ
た
と
相
殺
し
て
市
当
局
は
五
千
㌦
の
損
害

賠
償
な
ど
を
や
れ
と
那
覇
市
長
に
言
い
渡
し

た
。
双
葉
商
事
で
は
、
賠
償
金
が
安
い
と
上

訴
す
る
動
き
も
あ
る
。

｜
社　

説
｜

ガ
ー
ブ
川
工
事
を
遅
延
さ
せ
る

な
〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
６
・
８
〕

　

こ
う
着
状
態
の
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
を

推
進
す
る
意
味
で
、
五
日
政
府
と
那
覇
市
当

局
が
話
し
合
っ
た
が
結
果
は
物
別
れ
の
か
っ

こ
う
と
な
っ
た
。
原
因
は
、
用
途
地
域
指
定

を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
意
見
が
対
立
し
た
か
ら

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
府
（
建
設
運
輸
局
）
側

の
言
い
ぶ
ん
は
「
市
の
立
ち
の
き
補
償
問
題

を
早
め
に
解
決
し
て
ほ
し
い
（
目
下
は
七
十

件
の
う
ち
解
決
ず
み
は
八
件
）
」と
い
う
の
に

対
し
、
市
は
「
補
償
問
題
の
方
は
着
々
と
解

決
し
つ
つ
あ
る
が
、
公
共
施
設
の
指
定
を
受

け
た
店
舗
建
設
を
認
め
る
場
合
、
法
的
解
釈

を
統
一
す
べ
き
で
用
途
地
域
指
定
（
建

築
）
は
主
席
の
許
可
制
で
制
限
す
べ
き
で
あ

る
」
と
主
張
、
政
府
側
は
こ
れ
に
反
対
し
た

た
め
だ
が
、
第
三
者
の
目
か
ら
は
、
責
任
の

な
す
り
合
い
、
水
掛
け
論
の
反
目
と
し
か
映
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ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
那
覇
市
の
場

合
、
補
償
事
務
の
不
手
際
も
問
題
だ
が
、
な

ぜ
店
舗
側
と
な
っ
と
く
の
い
く
ま
で
話
し
合

い
を
や
ら
な
い
の
か
、
そ
の
辺
が
不
明
瞭
な

印
象
を
受
け
る
。
一
方
、
政
府
に
し
て
も
工

事
の
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
る
以
上
、
用
途

地
域
の
指
定
に
つ
い
て
も
っ
と
市
側
と
意
見

の
調
整
を
は
か
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

も
と
も
と
ガ
ー
ブ
川
改
修
問
題
は
、
那
覇

市
と
政
府
の
間
に
わ
だ
か
ま
り
が
な
か
っ
た

と
は
い
え
な
い
。
そ
の
源
流
に
さ
か
の
ぼ
れ

ば
、
瀬
長
市
長
の
頃
、
同
市
長
が
政
府
に
河
川

法
の
適
用
を
望
ん
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
政
府

は
ガ
ー
ブ
川
は
川
で
は
な
く
溝
で
あ
る
と
の

理
由
か
ら
暗
に
改
修
を
市
当
局
に
押
し
つ
け

た
い
き
さ
つ
も
あ
っ
て
、
多
分
に
政
治
や
政

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
臭

い
川
」
の
歴
史
を
抱
え
た
川
だ
け
に
、
一
般

は
そ
の
ギ
セ
イ
に
な
っ
た
点
も
見
落
と
せ
な

い
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
間
、
公
共
を
眼
中
に
お
か
な
い
一
部

地
主
の
反
対
、
水
上
店
舗
組
合
な
ど
の
利
害

論
が
う
ず
ま
い
て
、
工
事
の
ブ
レ
ー
キ
役
を

買
っ
て
出
た
こ
と
も
記
憶
に
生
々
し
い
。
さ

ら
に
工
事
見
積
も
り
を
め
ぐ
り
土
木
請
け
負

い
業
者
の
反
対
、な
ん
度
か
の
入
札
失
敗
、
果

て
は
国
際
入
札
の
お
流
れ
な
ど
、
文
字
通
り
、

改
修
工
事
は
幾
多
の
難
関
に
会
い
な
が
ら
一

進
一
退
を
つ
づ
け
て
き
た
と
い
う
の
が
、
こ

れ
ま
で
の
な
り
ゆ
き
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背
後
に
は
民
政
府
が
絶

え
ず
介
入
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
入
札
が

手
間
取
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

せ
ん
じ
つ
め
れ
ば
、
施
工
当
局
と
協
力
者
の

那
覇
市
の
責
任
は
重
大
で
あ
っ
て
、
市
民
に

責
任
を
問
わ
れ
た
時
そ
れ
を
免
れ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
そ
れ
を
思
う
と
、
政
府
や
市

は
、
意
見
の
対
立
に
こ
と
よ
せ
て
こ
れ
以
上

工
事
を
お
く
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

工
事
が
施
工
上
複
雑
で
あ
り
か
つ
資
金
の
多

く
が
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
に
頼
っ
て
い
る
た

め
仕
事
を
進
め
に
く
い
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
同
情
で
き
る
が
、
市
民
の
福
祉
に
直
接
結

び
つ
く
工
事
だ
け
に
万
が
一
工
事
の
チ
ャ
ン

ス
を
見
失
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、

行
政
主
席
も
市
長
も
共
に
責
任
を
負
わ
な
く

て
は
な
る
ま
い
。

那
覇
市
会
／
西
銘
市
長
、
施
政

方
針
説
明 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
２
・
６
・
８
〕

那
覇
市
の
第
五
十
二
回
定
例
議
会
は
、
八

日
午
前
十
時
す
ぎ
開
か
れ
た
。
西
銘
市
長

の
あ
い
さ
つ
、
高
良
議
長
に
よ
る
九
州
議

長
会
、
全
国
議
長
会
の
報
告
、
全
国
議
長

会
で
議
会
に
長
年
勤
続
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
た
儀
武
息
睦
氏
ら
八
氏
の
表
彰
伝
達
の

の
ち
、
西
銘
市
長
が
施
政
方
針
を
の
べ
た
。

就
任
し
て
か
ら
す
で
に
五
か
月
、
そ
の
間

前
市
長
が
残
し
た
施
政
を
引
き
つ
い
で

き
た
西
銘
市
長
に
は
、
初
の
施
政
所
信
の

表
明
、
引
き
つ
づ
き
議
案
上
程
の
説
明
に

は
い
っ
た
。
施
政
方
針
要
旨
つ
ぎ
の
と
お

り
。

　

公
共
市
場
を
改
築
／
長
期
計
画
で
郊
外

地
開
発

本
土
の
他
県
が
戦
災
復
興
事
業
か
ら
市
民
福

祉
の
水
準
ひ
き
あ
げ
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

に
た
い
し
、
那
覇
市
で
は
、
い
ま
だ
に
都
計

事
業
中
心
の
行
政
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

お
く
れ
を
と
り
も
ど
す
に
は
、
日
米
琉
政
府

の
共
同
責
任
で
、
各
種
事
業
を
国
家
経
費
で

促
進
す
る
体
制
の
確
立
に
基
本
行
政
の
目
標

を
置
く
べ
き
だ
。

　

都
計　

六
三
年
度
は
、
現
行
都
市
計
画
を

も
と
に
し
、
さ
ら
に
首
都
建
設
委
員
会
の
策

定
し
た
首
都
建
設
基
本
計
画
を
尊
重
し
て
、

各
種
都
市
施
設
を
整
備
し
た
い
。
中
心
地
区

の
市
街
地
改
造
計
画
を
早
く
立
て
、
不
良
住

宅
街
の
解
消
、
諸
施
設
の
完
備
、
旧
那
覇
市

の
発
展
、
郊
外
地
域
の
開
発
に
つ
い
て
六
四

年
度
を
ふ
り
だ
し
に
長
期
計
画
を
立
て
る
考

え
で
あ
る
。

本
年
度
の
都
市
計
画
事
業
は
、
公
営
住
宅
の

建
設
費
を
は
じ
め
、
基
幹
道
路
の
舗
装
、
河

川
改
修
な
ど
、
八
十
五
万
余
㌦
に
お
よ
ぶ
事

業
が
政
府
直
営
、
な
ら
び
に
市
へ
の
補
助
金

と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

市
財
源
に
よ
り
、
一
般
土
木
事
業
と
し
て
主

要
道
路
の
舗
装
工
事
、
排
水
路
の
新
設
、
改

良
事
業
な
ど
実
施
し
、
交
通
の
円
滑
化
と
、

排
水
不
良
に
よ
る
浸
水
地
域
の
改
善
に
努

力
す
る
。
そ
の
ほ
か
現
市
内
の
墓
地
整
理
を

円
滑
に
す
る
た
め
識
名
霊
園
の
用
地
買
収

を
す
る
。
泊
、
安
謝
間
の
埋
め
立
て
事
業
を

つ
づ
け
工
業
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
用
地
を
つ

く
り
た
い
。

　

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事　

す
で
に
南
洋
土
建

が
落
札
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。
早
く
工
事

が
で
き
る
よ
う
水
上
店
舗
の
移
転
用
地
の
整

備
に
つ
と
め
て
い
る
。
こ
の
工
事
に
関
連
し

て
公
設
市
場
の
改
築
計
画
を
進
め
、
九
月
の

定
例
議
会
に
提
案
を
予
定
し
て
い
る
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業　

現
在
、
施
行
中
の

美
栄
橋
地
区
は
確
定
測
量
を
お
え
換
地
処
分

認
可
申
請
の
段
階
に
来
た
。
第
二
次
土
地
区

画
整
理
事
業
と
し
て
は
、
壺
川
、
寄
宮
の
両

地
区
を
予
定
し
、
今
年
度
一
般
会
計
か
ら

十
四
万
三
十
九
㌦
を
繰
り
入
れ
、
事
業
を
実

施
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

水
源
を
開
発

　

水
道　

水
道
施
設
は
昭
和
八
年
給
水
人
口

六
万
人
を
対
象
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

人
口
二
十
三
万
余
に
達
し
た
現
在
で
は
、
必

然
的
に
給
水
量
が
ふ
え
、
需
要
を
み
た
し
き

れ
な
い
。
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今
年
度
は
さ
き
に
開
金
融
資
を
受
け
た
送
水

管
の
敷
設
が
え
、
泊
浄
水
場
拡
張
工
事
、
市

内
配
水
管
の
増
設
工
事
の
完
成
に
万
全
を
期

し
、
三
月
の
定
例
議
会
で
要
請
決
議
さ
れ
た

長
田
川
、
比
謝
川
の
水
源
地
の
獲
得
、
安
謝

そ
の
他
の
水
源
開
発
に
努
力
し
た
い
。

　

住
宅　

不
良
住
宅
解
消
に
つ
い
て
は
す
で

に
六
、
七
、
八
、
九
区
の
調
査
を
お
え
、
検
討
し

て
い
る
。
そ
の
結
論
に
し
た
が
っ
て
市
街
地

改
造
計
画
を
た
て
る
。
今
年
度
は
、
第
一
段

階
と
し
て
、
調
査
ず
み
地
区
の
測
量
費
を
計

上
し
た
、
東
町
、
辻
町
に
市
営
住
宅
を
建
設

す
る
ほ
か
、
公
営
住
宅
法
に
よ
り
公
営
住
宅

約
二
百
戸
が
建
設
さ
れ
る
。
次
年
度
か
ら
政

府
の
公
営
住
宅
建
設
五
か
年
計
画
に
そ
っ
て
、

住
宅
難
を
解
消
し
て
い
く
。

　

産
業　

振
興
策
と
し
て
も
商
工
相
談
各
種

品
評
会
、
展
示
会
、
中
小
企
業
団
体
の
指
導

育
成
な
ど
に
予
算
を
計
上
し
た
。
観
光
事
業

の
指
導
育
成
に
も
努
力
し
た
い
。

　

労
政　

那
覇
市
の
失
業
対
策
事
業
は
人
口

の
都
市
集
中
化
に
と
も
な
い
、
相
当
力
を
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
就
労
者
の
賃
上
げ

と
、
就
労
回
数
の
増
加
に
つ
い
て
、
政
府
に

折
衝
を
つ
づ
け
た
結
果
、
明
る
い
見
通
し
を

え
た
。

　

積
極
的
に
資
金
確
保

　

財
政　

那
覇
を
「
理
想
都
市
」
に
近
づ
け

る
に
は
、
多
く
の
金
が
必
要
で
あ
る
が
、
市

の
財
政
は
心
も
と
な
い
。

政
府
支
出
金
や
市
債
な
ど
の
依
存
財
源
を
の

ぞ
く
経
常
財
源
は
、
約
百
七
十
万
㌦
、
こ
れ

に
た
い
し
人
件
費
、
物
件
費
な
ど
の
経
常
経

費
が
約
七
七
％
を
し
め
残
り
二
三
％
を
事
業

費
に
あ
て
る
状
態
で
あ
る
。
健
全
財
政
を
堅

持
し
、
採
算
性
の
あ
る
事
業
は
起
債
に
た
よ

り
、
そ
れ
以
上
の
分
野
は
、
現
状
を
開
拓
し

て
財
源
強
化
の
方
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
中
央
税
を
地
方
税
へ
う
つ
す
こ
と
、
市

町
村
交
付
税
の
単
位
費
用
ひ
き
あ
げ
な
ど
を

政
府
に
折
衝
す
る
。
都
計
事
業
、
公
営
住
宅

の
建
設
を
主
と
す
る
建
設
事
業
は
、
日
米
琉

政
府
が
協
力
す
る
よ
う
、
積
極
的
に
資
金
確

保
に
つ
と
め
た
い
。
市
の
一
般
会
計
予
算
は

三
百
万
㌦
を
こ
え
、
戦
後
最
高
を
マ
ー

ク
、
都
計
事
業
費
は
、
昨
年
の
四
万
余
㌦
に

く
ら
べ
二
十
八
万
余
㌦
と
、
約
七
倍
に
ふ
え

て
い
る
。
六
四
年
度
か
ら
は
、
プ
ラ
イ
ス
法

案
の
改
正
、
本
土
政
府
か
ら
の
援
助
な
ど
大

き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
、
見
通
し
は
明
る
い
。

援
助
の
具
体
案
追
及
／
那
覇
市

会
活
発
な
質
問
戦 
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第
五
十
二
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
さ
る
八

日
か
ら
開
か
れ
、
四
日
目
の
十
一
日
は
午
前

十
時
か
ら
本
会
議
が
再
開
さ
れ
て
西
銘
市
長

の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
が
行
な
わ

れ
た
。
真
っ
先
に
質
問
に
立
っ
た
の
が
野
党

の
久
場
議
員
「
施
政
方
針
の
中
で
那
覇
市
の

都
市
計
画
事
業
を
日
米
琉
三
者
の
共
同
責
任

で
推
進
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
う
た
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
具
体
的
な
方

針
が
何
一
つ
な
い
。
そ
れ
を
具
体
的
に
示
し

て
も
ら
い
た
い
。
七
月
か
ら
公
営
住
宅
法
が

施
行
さ
れ
る
。
那
覇
市
に
二
百
戸
の
割
り
当

て
が
内
定
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の

公
営
住
宅
法
に
よ
っ
て
那
覇
市
の
住
宅
問
題

が
解
消
さ
れ
る
と
い
う
錯
覚
が
あ
っ
て
は
困

る
。
ス
ラ
ム
街
の
解
消
、
そ
の
他
住
宅
建
設

に
つ
い
て
那
覇
市
独
自
の
計
画
が
あ
る
か
ど

う
か
。
ま
た
那
覇
市
は
人
口
の
増
加
に
と
も

な
い
交
通
量
も
激
増
し
、
交
通
行
政
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対

す
る
対
策
は
あ
る
か
」
な
ど
鋭
く
追
及
し

た
。

こ
れ
に
対
し
西
銘
市
長
は
「
都
市
計
画
事
業

を
日
米
琉
三
者
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
は
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
が
そ
の
後
と

ぎ
れ
て
残
念
な
が
ら
具
体
的
な
説
明
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
さ
い
わ
い
に
も

民
生
向
上
五
か
年
計
画
が
あ
り
政
府
の
協
力

を
得
て
着
々
と
推
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ

る
。
ま
た
住
宅
問
題
に
つ
い
て
は
政
府
の
公

営
住
宅
法
だ
け
に
依
存
す
る
気
持
ち
は
毛
頭

な
い
。
那
覇
市
の
財
源
、
あ
る
い
は
起
債
に

よ
っ
て
住
宅
難
に
対
す
る
対
策
を
講
じ
た
い
。

交
通
行
政
に
つ
い
て
は
久
場
議
員
が
指
摘
し

て
い
る
通
り
で
あ
り
、
こ
の
問
題
も
琉
球
政

府
の
協
力
を
得
て
解
決
に
努
力
し
た
い
」
と

答
弁
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
久
場
議
員
が
質
問
に
立
ち

「
琉
球
政
府
の
協
力
を
得
て
あ
ら
ゆ
る
問
題

を
解
決
し
て
い
く
決
意
は
大
い
に
結
構
な
こ

と
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
に
西
銘
市
長
は
自
民

党
の
総
務
で
あ
り
ま
た
大
田
主
席
の
子
分
と

い
う
か
、
あ
る
い
は
那
覇
市
長
と
し
て
と
い

う
か
と
に
か
く
ど
っ
さ
り
予
算
の
獲
得
に
力

を
入
れ
て
く
れ
」
と
要
望
し
、
市
長
は
じ
め

全
議
員
を
苦
笑
さ
せ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
つ

づ
け
て
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
工
事
着
工
の
遅
延

に
つ
い
て
当
局
の
責
任
を
追
及
し
た
。

　

こ
の
問
題
と
関
連
し
て
人
民
党
の
黒
潮

議
員
も
「
去
年
十
月
着
工
予
定
の
ガ
ー
ブ

川
改
修
工
事
が
い
ま
だ
に
実
現
を
見
て
な

い
の
は
ど
う
い
う
わ
け
だ
。
そ
れ
を
明
ら

か
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
食
い
下
が
っ

た
。

答
弁
に
立
っ
た
西
銘
市
長
は
「
申
し
わ
け
な

い
。
遅
れ
た
原
因
は
政
府
と
那
覇
市
の
建
築

確
認
に
つ
い
て
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
、

商
店
組
合
の
移
転
先
に
つ
い
て
組
合
側
と
の

調
整
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
、
立
ち
の
き
補
償

問
題
で
手
こ
ず
っ
た
こ
と
な
ど
」
主
な
原
因

を
あ
げ
て
釈
明
し
た
が
、
午
前
中
は
野
党
攻

勢
で
西
銘
市
長
は
終
始
低
姿
勢
で
答
弁
に
つ
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六
二
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（
昭
和
三
十
七
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）
六
月

と
め
て
い
た
。

交
通
対
策
な
ど
た
だ
す
／
那
覇

市
会
、
一
般
質
問
続
く 
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那
覇
市
定
例
議
会
は
、
十
二
日
午
前
十
時
再

開
、
前
日
に
引
き
つ
づ
き
西
銘
市
長
の
施
政

方
針
を
め
ぐ
っ
て
、
質
問
し
た
。

　

赤
嶺
一
男
議
員
（
自
民
）　

車
両
増
加
で
マ

ヒ
状
態
に
な
っ
た
那
覇
市
交
通
対
策
、
輪
禍

防
止
対
策
を
聞
き
た
い
。

　

花
城
建
設
部
長　

都
計
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
幹
線
道
路
や
旧
市
内
、
国
際
通
り
、
真

和
志
を
結
ぶ
道
路
を
整
備
す
る
。
輪
禍
防
止

と
し
て
は
、
陸
橋
、
地
下
道
と
い
っ
た
道
路

保
安
施
設
を
設
備
す
る
一
方
、
む
つ
み
橋
下

流
に
駐
車
場
設
置
、
交
通
安
全
に
役
だ
て
た

い
。

　

大
山
盛
幸
議
員
（
無
所
属
）　

那
覇
市
に
対

す
る
政
府
の
補
助
金
が
大
幅
に
ふ
え
よ
ろ
こ

ば
し
い
。

と
こ
ろ
が
市
長
の
い
う
日
米
両
政
府
か
ら
の

援
助
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
援

助
に
よ
る
事
業
は
ど
う
い
う
の
を
計
画
し
て

い
る
か
。

　

西
銘
市
長　

政
府
の
民
生
五
か
年
計
画
に

よ
っ
て
、
那
覇
市
で
も
都
市
復
興
に
力
を
入

れ
る
。
で
き
る
こ
と
な
ら
機
構
改
革
の
の
ち

那
覇
市
独
自
の
成
案
を
い
そ
ぎ
、
そ
れ
を
基

準
に
援
助
を
獲
得
し
た
い
。　

　

大
山
議
員　

成
案
の
時
期
目
標
と
い
っ
た

も
の
は
。

　

西
銘
市
長　

お
そ
ら
く
七
月
以
降
に
な
る

と
思
う
。
来
年
の
予
算
議
会
ま
で
に
は
完
成

さ
せ
た
い
。

　

大
山
議
員　

マ
ヒ
状
態
に
な
っ
た
都
心
の

交
通
緩
和
策
と
し
て
那
覇
市
が
中
心
と
な
り
、

交
通
円
滑
化
対
策
委
員
会
と
い
っ
た
機
関
を

設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

　

西
銘
市
長　

那
覇
の
交
通
事
情
は
、
年
々

深
刻
化
し
て
い
る
。
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
駐
車
場
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
増

設
、
地
下
道
、
一
号
線
の
バ
イ
パ
ス
の
新
設

と
や
る
べ
き
こ
と
は
多
い
。
関
係
業
者
と
手

を
と
り
あ
っ
て
、
そ
の
解
決
に
努
力
し
た
い
。

委
員
会
の
設
置
も
検
討
す
る
。

　

大
山
議
員　

観
光
資
源
の
開
発
と
し
て
、

さ
き
に
要
望
し
た
首
里
城
下
の
作
戦
洞
の
発

掘
、
首
里
末
吉
の
政
府
立
公
園
指
定
、
社
壇

の
復
活
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　

西
銘
市
長　

財
源
の
ゆ
る
す
か
ぎ
り
、
観

光
資
源
の
造
成
に
努
力
す
る
。
手
は
じ
め
に

九
月
の
厚
生
予
算
に
作
戦
洞
の
調
査
費
用
を

計
上
し
た
い
。

　

大
山
議
員　

市
内
松
山
町
の
米
人
家
族
地

区
へ
の
出
入
り
が
さ
い
き
ん
ま
た
制
限
さ
れ

た
。
ふ
き
ん
の
人
は
困
っ
て
い
る
。

　

西
銘
市
長　

善
処
を
要
望
す
る
。
都
心
の

米
人
住
宅
地
域
は
、
都
計
の
ガ
ン
に
な
っ
て

い
る
。
で
き
る
こ
と
な
ら
ほ
か
の
場
所
に
移

し
た
い
と
思
う
。
立
ち
入
り
制
限
の
解
禁
に

努
力
す
る
。

火
葬
場
問
題
な
ど
追
及
／
那
覇

市
議
会
／
市
長
提
出
議
案
を

審
議

〔
琉
新
・
夕　

１
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６
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那
覇
市
議
会
本
会
議
は
十
三
日
か
ら
、
市
長

提
出
議
案
の
審
議
に
は
い
っ
た
。
そ
の
中

で
、
火
葬
場
の
訴
訟
問
題
に
つ
い
て
も
め

た
。

こ
の
問
題
は
五
八
年
か
ら
の
係
争
中
の
も
の

で
、
火
葬
場
の
建
築
確
認
を
し
た
あ
と
市
当

局
が
、
都
市
計
画
上
好
ま
し
く
な
い
、
と
取

り
消
し
に
な
っ
た
も
の
。
市
当
局
の
議
案
で

は
、
こ
の
事
件
を
和
解
す
る
た
め
二
千
二
百

㌦
の
損
害
賠
償
、
安
謝
衛
生
セ
ン
タ
ー
敷
地

を
優
先
的
に
売
却
す
る
こ
と
を
議
会
に
提
案

し
た
も
の
。

本
会
議
で
は
、
久
場
（
無
所
属
）
久
高
（
民

連
）
森
田
（
社
大
）
宮
里
（
自
民
）
議
員

ら
が
「
和
解
の
条
件
が
甘
い
。
係
争
中
で

あ
り
、
ま
だ
裁
判
に
勝
つ
か
敗
け
る
か
わ

か
ら
な
い
。
建
築
確
認
は
書
類
が
そ
ろ
え

ば
認
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
の

よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
こ
ん
ご
も

都
計
上
の
問
題
と
建
築
確
認
の
問
題
か
ら

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
が
強

い
。
建
築
確
認
の
法
的
根
拠
を
示
せ
」
な

ど
当
局
の
態
度
を
追
及
し
た
。
こ
れ
に
対

し
花
城
建
設
部
長
は
「
都
計
法
と
建
築
基

準
法
の
関
係
が
複
雑
で
あ
る
。
関
係
法
規

を
よ
く
研
究
し
、
法
の
整
備
も
研
究
し
、こ

ん
ご
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

安
謝
海
岸
埋
め
立
て
／
那
覇
市

議
会
／
原
案
通
り
承
認 
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十
三
日
開
か
れ
た
那
覇
市
議
会
本
会
議
は
、

市
当
局
提
案
の
議
案
審
議
を
お
こ
な
い
、

泊
、
安
謝
間
の
公
有
水
面
埋
め
立
て
事
業
の

工
事
契
約
な
ど
を
原
案
承
認
し
た
。

こ
の
埋
め
立
て
工
事
は
、
開
発
公
社
か
ら
の

起
債
八
十
五
万
㌦
で
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
、

泊
、
安
謝
間
の
水
面
二
十
万
八
千
三
百
平
方

㍍
を
埋
め
た
て
る
。
す
で
に
工
事
は
五
つ
の

工
区
に
分
け
て
落
札
し
て
お
り
、
市
議
会
の

承
認
が
得
ら
れ
た
の
で
、
今
月
末
か
ら
来
月

に
か
け
て
着
工
さ
れ
る
予
定
。

工
事
の
完
成
は
一
年
後
で
あ
る
が
、
完
成
後

は
衛
生
セ
ン
タ
ー
敷
地
、
住
宅
地
な
ど
に
す

る
計
画
。
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三
役
の
給
与
倍
に
ふ
や
す
／
議 

員
報
酬
と
抱
き
合
わ
せ
で 
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十
六
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
那
覇
市

会
総
務
委
員
会
は
、
▽
市
職
員
の
給
与
▽
市

議
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
▽
市
職
員
の
旅
費

支
給
の
三
条
例
の
一
部
改
正
案
を
審
議
、
原

案
通
り
承
認
し
た
。

き
っ
と
あ
れ
る
と
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
た
職

員
一
人
平
均
六
㌦
三
十
三
㌣
の
賃
上
げ
に
と

も
な
う
三
役
の
給
与
倍
増
案
も
議
員
の
報
酬

ひ
き
あ
げ
と
だ
き
あ
わ
せ
で
ス
ラ
ス
ラ
。
黒

潮
議
員
（
人
民
党
）
が
異
議
を
と
な
え
た
が

討
論
を
は
ぶ
い
て
表
決
、
絶
対
多
数
で
片
づ

け
た
。

原
案
に
よ
る
と
市
長
は
百
二
十
五
㌦
か
ら

二
百
五
十
㌦
、
助
役
二
百
㌦
、
収
入
役
百
五
十

㌦
に
ひ
き
あ
げ
議
員
は
五
十
㌦
か
ら
百
㌦
に

ふ
や
す
。
そ
れ
に
こ
れ
ま
で
支
給
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
本
会
議
の
費
用
弁
償
も
委
員
会
な

み
に
一
㌦
六
十
七
㌣
支
払
わ
れ
る
と
い
う
。

那
覇
市
会
／
援
助
削
減
で
緊
急

質
問
／
市
長
／
立
法
院
議
員

説
得
に
動
く

〔
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那
覇
市
会
は
二
十
六
日
午
前
十
時
半
か
ら
本

会
議
を
開
き
、
公
営
住
宅
二
百
戸
の
設
置
、
機

構
が
え
な
ど
十
三
の
議
案
を
各
委
員
会
の
承

認
し
た
原
案
通
り
可
決
し
た
。
四
月
に
本
土

出
張
し
た
議
員
団
を
代
表
し
て
大
山
副
議
長

が
調
査
結
果
を
報
告
、
引
き
続
き
赤
嶺
慎
英

議
員
が
、
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
減
税
に
か

ら
む
米
国
の
援
助
削
減
を
め
ぐ
っ
て
緊
急
質

問
し
た
。
立
法
院
で
所
得
税
法
を
改
正
し
て

減
税
し
た
場
合
、
米
国
は
中
金
、
開
金
を
は

じ
め
那
覇
市
へ
の
補
助
を
減
ら
す
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
動
き
を
よ
そ
に
議
案
処
理

を
続
け
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
か
、
と
質
し

た
の
に
対
し
西
銘
市
長
は
、
那
覇
市
へ
の
援

助
は
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
次
の
通
り

答
え
た
。

高
等
弁
務
官
は
上
院
の
沖
縄
援
助
増
額
を

み
る
に
は
減
税
は
こ
の
ま
し
く
な
い
、
と

の
意
向
の
よ
う
だ
。
私
は
日
曜
日
に
主
席

に
呼
ば
れ
、
立
法
院
が
減
税
に
踏
み
切

り
、
米
国
の
援
助
が
削
ら
れ
た
場
合
、
公

営
住
宅
法
に
よ
る
住
宅
設
置
の
政
府
補
助

金
が
削
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
那
覇
地

区
出
身
の
立
法
院
議
員
を
説
得
し
て
く
れ
、

と
頼
ま
れ
さ
っ
そ
く
各
議
員
と
話
し
合
っ

た
。
那
覇
市
に
対
す
る
補
助
や
起
債
に
つ

い
て
私
は
期
待
が
も
て
る
と
確
信
し
て
い

る
。
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。
議
案
処
理

は
続
け
て
ほ
し
い
。

那
覇
市
会
／
分
水
協
定
採
決
持

ち
越
す
／
き
ょ
う
水
道
公
社

と
話
し
合
い 
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二
十
六
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
午
後
一
時

再
開
、
六
三
年
度
予
算
案
な
ど
、
二
十
四
の
議

案
を
処
理
し
た
。
そ
の
う
ち
各
委
員
会
が
承

認
し
た
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
の
は
二
十
三

件
。
三
月
議
会
か
ら
継
続
審
議
に
な
っ
て
い

た
問
題
の
分
水
協
定
案
は
、
十
年
の
契
約
期

間
を
め
ぐ
っ
て
議
論
続
出
、
採
決
は
二
十
七

日
の
本
会
議
に
も
ち
こ
し
た
。

　

こ
の
分
水
協
定
は
、
こ
れ
ま
で
年
間

五
万
㌦
分
の
原
水
を
買
っ
て
い
る
那
覇
市

と
水
道
公
社
と
の
分
水
の
ス
ジ
を
通
し
最

低
量
の
原
水
を
確
保
す
る
考
え
。
千
ガ
ロ

ン
八
㌣
の
値
段
で
一
日
二
百
万
ガ
ロ
ン
の

水
を
わ
け
て
も
ら
う
と
い
う
。

又
吉
久
正
、
大
山
盛
幸
、
黒
潮
隆
の
三
議
員

か
ら
も
の
い
い
が
つ
い
た
。
分
水
協
定
を
結

ぶ
と
▽
三
月
議
会
で
要
請
決
議
し
た
長
田
川
、

比
謝
川
の
水
源
地
無
償
譲
渡
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
結
果
に
な
る
▽
十
年
の
契
約
期
間
は

長
す
ぎ
る
。
そ
の
間
に
水
道
事
情
は
ど
う
か

わ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
一
年
更
新
が
の
ぞ
ま

し
い
▽
こ
の
協
定
は
水
道
公
社
の
一
方
的
お

し
つ
け
の
感
じ
が
す
る
。
市
民
が
納
得
す
る

契
約
に
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
反
対
の
声
。

　

こ
れ
に
た
い
し
こ
の
議
案
を
手
が
け
た
建

設
委
員
長
の
平
良
真
次
郎
、
比
嘉
朝
四
郎
の

二
議
員
は
〝
契
約
が
お
く
れ
渇
水
期
に
水
道

公
社
の
分
水
量
が
へ
り
市
民
に
迷
惑
を
か
け

る
と
議
会
は
、
責
任
を
追
及
さ
れ
る
〟
と
採

決
を
求
め
、
高
良
議
長
や
西
銘
市
長
も
「
水

源
地
の
無
償
譲
渡
、
水
道
料
金
の
値
下
げ
は

機
会
あ
る
た
び
に
と
り
あ
げ
て
折
衝
、
市
民

の
期
待
に
こ
た
え
ま
す
。
こ
こ
は
一
つ
頼
み

ま
す
」
と
採
決
を
頼
ん
だ
が
い
れ
ら
れ
な
か

っ
た
。

二
十
七
日
あ
さ
当
局
代
表
と
大
山
副
議
長
が

水
道
公
社
と
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
に
も
と

づ
い
て
処
理
を
き
め
る
と
い
う
。

玉
陵
保
全
陳
情
な
ど
／
け
さ
那

覇
市
会
で
採
択 
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那
覇
市
の
第
五
十
二
回
定
例
議
会
の
最
終
本

会
議
は
二
十
七
日
午
前
十
時
半
か
ら
開
か
れ
、

午
前
中
に
二
十
件
の
陳
情
案
件
を
処
理
し
た
。

と
く
に
護
国
神
社
敷
地
復
元
の
陳
情
を
め
ぐ

っ
て
一
も
め
、
活
発
な
論
争
を
く
り
広
げ

た
。
こ
れ
は
戦
前
の
沖
縄
県
護
国
神
社
の
敷

地
二
千
二
百
十
三
坪
を
、
同
復
興
期
成
会
に

か
え
し
て
く
れ
と
の
陳
情
。
十
数
回
に
わ
た

る
審
査
の
結
果
、
陳
情
を
採
択
し
て
さ
し
つ

か
え
な
い
と
の
赤
嶺
総
務
委
員
長
の
審
査
報

告
に
対
し
黒
潮
、
久
高
、
友
利
の
三
議
員
が

反
対
、
又
吉
、
名
城
、
金
城
の
三
議
員
が
賛



二
五
六

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
六
月

成
討
論
を
し
て
表
決
の
結
果
、
絶
対
多
数
で

委
員
会
の
承
認
通
り
を
採
択
し
た
。

　

反
対
の
理
由
と
し
て
は
神
社
敷
地
の
所
有

者
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
復
興
期
成
会
に
は

同
神
社
を
継
承
す
る
権
利
は
な
い
。
一
宗
教

団
体
に
対
す
る
財
政
援
助
は
自
治
法
に
反
す

る
と
し
て
い
た
。

な
お
前
の
三
月
の
定
例
議
会
か
ら
継
続
審
査

に
な
っ
て
い
た
玉
陵
保
全
の
陳
情
は
郷
土
の

文
化
遺
産
を
守
る
と
い
う
建
て
前
か
ら
全
会

一
致
で
採
択
。
沖
縄
聖
公
会
の
学
生
セ
ン
タ

ー
設
置
陳
情
、
琉
大
学
生
会
か
ら
出
た
学
生

セ
ン
タ
ー
設
置
陳
情
は
そ
れ
ぞ
れ
と
り
あ
げ

な
か
っ
た
。

お
手
盛
り
月
給
倍
増
可
決
／
那

覇
市
議
会
／
ス
ラ
ス
ラ
、
ス

ピ
ー
ド
審
議 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
２
・
６
・
27
〕

二
十
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
那
覇
市

議
会
は
、
き
ょ
う
二
十
七
日
幕
を
閉
じ
る
。

二
十
六
日
は
本
会
議
で
一
ぺ
ん
に
四
十
件
余

り
の
議
案
を
処
理
。一
件
を
の
こ
し
て
ほ
と
ん

ど
全
会
一
致
と
い
う
近
年
の
那
覇
市
議
会
で

は
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
審
議
で
、こ
れ
ま
で

の
〝
魔
の
議
会
〟
か
ら
低
調
議
会
に
急
転
し
た
。

二
十
六
日
の
本
会
議
は
六
三
年
度
予
算
案
の

総
額
三
百
二
十
四
万
二
千
四
百
四
十
五
㌦
と

い
う
前
年
よ
り
約
七
十
六
万
㌦
も
増
加
し
た

大
形
予
算
を
全
会
一
致
可
決
し
た
。そ
の
ほ
か

特
別
職
の
増
俸
で
、市
長
二
百
五
十
㌦
（
現
行

百
二
十
五
㌦
）
助
役
二
百
㌦
（
現
行
百
二
十
五

㌦
）
収
入
役
百
五
十
㌦
（
現
行
百
十
五
㌦
）
議

員
の
百
㌦
（
現
行
五
十
㌦
）
と
原
案
通
り
倍
増

案
を
可
決
し
た
。

ま
た
市
当
局
の
機
構
改
革
案
で
あ
る
水
道
課

の
水
道
部
へ
の
昇
格
、
企
画
室
の
企
画
部
へ

の
拡
充
昇
格
な
ど
四
十
三
件
を
可
決
、
今
議

会
へ
の
当
局
提
案
の
議
案
は
ほ
と
ん
ど
処
理

ず
み
と
な
り
、
前
議
会
か
ら
の
継
続
審
議
に

な
っ
て
い
た
「
水
道
公
社
と
の
原
水
分
水
協

定
議
案
」
だ
け
が
二
十
七
日
の
最
終
日
に
も

ち
越
さ
れ
た
。

那
覇
市
議
会
は
戦
前
か
ら
波
乱
が
多
く
、

戦
後
は
瀬
長
亀
次
郎
市
長
の
出
現
な
ど
で

魔
の
議
会
と
い
う
異
名
が
あ
っ
た
ほ
ど
。

そ
れ
だ
け
に
今
議
会
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド

ぶ
り
は
近
年
に
な
い
と
い
う
。
午
後
か
ら

は
欠
席
の
議
員
も
ふ
え
、
議
案
は
質
疑
、
討

論
も
省
略
さ
れ
た
全
会
一
致
の
原
案
可
決

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

問
題
に
な
っ
た
「
分
水
協
定
」
は
水
道
原
水

を
水
道
公
社
か
ら
那
覇
市
が
購
入
す
る
協
定

で
、
七
一
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ
た
る
も

の
。
最
低
受
水
量
を
六
三
年
度
は
六
億
二
千

㌎
、
六
四
年
度
以
降
は
七
億
三
千
㌎
と
し
て
、

最
低
受
水
量
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

こ
れ
に
対
し
野
党
議
員
は
「
十
年
間
の
協

定
は
長
す
ぎ
る
。
協
約
が
水
道
公
社
側
に
有

利
な
一
方
的
な
感
が
あ
る
」
な
ど
疑
問
を
も

っ
て
お
り
、
結
論
は
二
十
七
日
に
も
ち
越
さ

れ
た
。

　

新
収
入
役
に
渡
口
政
行
氏

二
十
六
日
開
か
れ
た
那
覇
市
議
会
本
会
議
で

那
覇
市
当
局
の
新
収
入
役
に
、
沖
縄
食
糧
会

社
輸
送
課
長
の
渡
口
政
行
氏
（
五
五
）
が
全

会
一
致
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
那
覇
市
の
現

収
入
役
屋
富
祖
太
郎
氏
が
、
こ
の
七
月
十
四

日
で
満
四
カ
年
の
任
期
を
満
了
す
る
た
め
西

銘
市
長
が
後
任
人
事
と
し
て
議
会
に
提
案
し

た
も
の
。

　

渡
口
政
行
氏
は
那
覇
市
出
身
で
、
前
那
覇

市
議
会
議
員
、
現
在
ま
で
沖
縄
食
糧
株
式
会

社
勤
務
。

那
覇
市
議
会
終
わ
る
／
新
庁
舎

を
建
設
／
原
案
通
り
可
決
／

水
道
公
社
と
分
水
協
定 
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第
五
十
二
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
二
十
七
日

午
後
五
時
半
、
二
十
日
間
の
幕
を
閉
じ
た
。
最

終
日
の
本
会
議
は
午
後
か
ら
▽
新
庁
舎
の
建

設
要
請
決
議
▽
水
道
公
社
と
の
分
水
協
定
な

ど
を
可
決
し
、
た
い
し
た
波
乱
も
な
し
に
全

日
程
を
終
え
た
。

新
庁
舎
の
建
設
要
請
は
全
議
員
発
議
で
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
決
議
さ
れ
た
こ
の
決
議
は

沖
縄
の
首
都
那
覇
に
ふ
さ
わ
し
い
新
市
庁
舎

の
建
設
費
を
六
四
年
度
か
ら
予
算
計
上
す
る

よ
う
市
当
局
に
対
す
る
要
請
。
現
在
の
那
覇

市
庁
舎
は
戦
前
の
天
妃
小
学
校
で
、
建
物
は

古
く
痛
ん
で
お
り
雨
も
り
も
し
て
い
る
。
ま

た
狭
く
て
経
済
民
生
部
な
ど
借
り
家
住
ま
い

を
し
て
い
る
状
態
。
そ
の
上
教
育
委
員
会
か

ら
は
、
現
在
の
庁
舎
を
学
校
と
し
て
返
し
て

も
ら
う
よ
う
要
請
も
あ
り
、
新
庁
舎
の
建
設

は
以
前
か
ら
懸
案
に
な
っ
て
い
る
が
、
予
算

が
ね
ん
出
で
き
な
く
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
の
あ
と

議
員
全
体
協
議
会
を
開
い
て
協
議
、
そ
の
結

果
、
市
当
局
、
議
会
、
そ
の
他
団
体
な
ど
も

含
め
て
新
市
庁
舎
建
設
を
促
進
す
る
会
を
組

織
し
て
強
力
に
予
算
の
獲
得
な
ど
推
進
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

分
水
協
定
は
、
三
年
来
も
み
続
け
て
き
た
那

覇
市
の
懸
案
。
那
覇
市
が
水
道
公
社
か
ら
向

こ
う
十
カ
年
間
購
入
す
る
原
水
の
協
定
。
極

度
な
水
キ
キ
ン
を
さ
け
る
た
め
六
三
年
度
は

四
万
九
千
六
百
㌦
、
六
四
年
度
以
降
毎
年

五
万
八
千
四
百
㌦
で
七
一
年
ま
で
那
覇
市
の

需
要
に
応
じ
て
特
定
の
原
水
量
を
分
譲
し
て

も
ら
い
、
受
水
の
最
低
水
量
な
ど
も
規
定
さ

れ
て
い
る
。

同
協
定
案
に
対
し
て
は
「
十
カ
年
間
と
い
う

の
は
長
す
ぎ
る
。
協
約
が
一
方
的
で
あ
る
」

な
ど
反
対
も
あ
っ
た
が
採
決
の
結
果
多
数
で



二
五
七

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
七―

八
月

原
案
通
り
可
決
し
た
。

那
覇
市
の
援
助
要
請
に
民
政
府

が
回
答
／
水
源
譲
渡
は
で
き

な
い
／
焼
却
炉
よ
り
埋
め
立

て
を
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那
覇
市
は
、
都
計
の
中
の
▽
一
号
線
の
高
圧

線
の
移
転
▽
市
内
若
狭
町
の
潮
渡
橋
の
架
設

▽
焼
却
炉
の
設
置
▽
母
子
福
祉
施
設
の
建
設

▽
市
営
住
宅
の
建
設
▽
道
路
舗
装
▽
長
田
川
、

比
謝
川
水
源
地
の
譲
渡
な
ど
に
つ
い
て
民
政

府
の
援
助
と
協
力
を
求
め
て
い
た
が
、
民
政

府
は
十
七
日
那
覇
市
に
対
し
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
回
答
し
た
。

一
、
高
圧
線
の
移
転
問
題
＝
高
架
ケ
ー
ブ
ル

を
地
下
ケ
ー
ブ
ル
に
す
る
件
に
つ
い
て
は
コ

ス
ト
面
か
ら
不
可
能
だ
と
の
結
論
が
出
て
い

る
。

民
政
府
は
現
在
一
号
線
の
高
圧
線
を
首
里
西

森―

繁
多
川―

一
日
橋
を
通
じ
四
十
四
号
線

に
建
設
さ
れ
る
送
電
支
所
に
接
続
す
る
計
画

を
も
っ
て
い
る
。

一
、
潮
渡
橋
の
架
設
に
つ
い
て
は
、
民
政
府

は
さ
き
に
那
覇
市
に
対
し
同
橋
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
（
川
）
の
標
高
測
量
を
行
な
う
よ
う
要
求

し
た
が
、
標
高
結
果
は
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
こ
の
川
を
流
れ
る
水
が
海
に

流
れ
る
の
か
付
近
に
氾
濫
し
な
い
か
を
確
か

め
る
た
め
で
あ
る
。
民
政
府
、
琉
球
政
府
が

久
茂
地
川
の
氾
濫
状
況
を
調
査
、
さ
ら
に
潮

渡
橋
の
架
設
に
よ
っ
て
そ
の
氾
濫
が
ど
の
て

い
ど
緩
和
さ
れ
う
る
か
を
調
査
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
。

一
、
民
政
府
は
那
覇
市
へ
塵
芥
処
理
の
方
法

に
つ
い
て
焼
却
炉
法
と
衛
生
埋
め
立
て
法
を

検
討
し
た
が
、
両
方
法
と
も
利
、
不
利
益
面

が
あ
る
。
し
か
し
、
焼
却
炉
は
購
入
、
維
持

の
面
で
コ
ス
ト
高
と
な
っ
て
い
る
。
那
覇
市

は
現
在
衛
生
埋
め
立
て
法
に
よ
っ
て
埋
め
立

て
る
べ
き
地
域
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
焼
却

炉
は
経
済
的
見
地
か
ら
妥
当
で
な
い
と
考
え

る
。

一
、
市
営
住
宅
の
建
設
に
六
三
会
計
年
度
で

十
二
万
五
千
㌦
の
直
接
援
助
を
求
め
て
い
る

が
、
も
し
米
国
が
市
に
対
す
る
直
接
援
助
を

認
め
れ
ば
他
の
六
十
市
町
村
の
問
題
も
生
ず

る
の
で
、
直
接
援
助
に
は
問
題
が
あ
る
。
琉

球
政
府
は
全
般
的
な
住
宅
政
策
を
推
進
す
る

立
場
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
金
は
琉
球

政
府
に
割
り
当
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
市
は
与
儀
か
ら
安
里
、
浦
添
に
通
ず
る

Ｐ
Ｏ
Ｌ
（
送
油
管
）
道
路
の
舗
装
援
助
費

と
し
て
二
百
五
十
八
万
一
千
八
十
㌦
の
割

り
当
て
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は

▽
道
路
建
設
費
二
七
八
、
九
四
〇
㌦
▽
土
地

買
収
費
一
、
六
四
〇
、
〇
〇
〇
㌦
▽
そ
の
他

六
六
二
、
一
四
〇
㌦
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
の

資
金
は
現
在
の
政
策
で
は
道
路
の
建
設
費
に

だ
け
割
り
当
て
ら
れ
、
土
地
買
収
費
、
家
屋

補
償
費
に
使
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
道
路
を
舗
装
す
る
計
画
の
可
能

性
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

一
、
長
田
川
と
比
謝
川
の
水
源
地
施
設
の
譲

渡
は
検
討
の
結
果
、
で
き
な
い
と
の
結
論
に

達
し
た
。
そ
の
理
由
は
す
で
に
市
当
局
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。

水
道
事
業
を
強
化
／
那
覇
／
事

務
能
率
図
り
機
構
が
え 
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那
覇
市
の
部
課
設
置
条
例
が
、
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
。
就
任
早
々
、
事
務
の
能
率
化
、
市

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
面
か
ら
機
構
が
え
を
う
ち

出
し
た
西
銘
市
長
の
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
の

が
こ
の
条
例
。

　

こ
れ
ま
で
の
三
部
二
室
十
八
課
一
所
を
五

部
一
室
二
十
三
課
二
所
に
か
え
た
。
五
十
七

人
の
職
員
を
ふ
や
す
こ
の
機
構
が
え
で
那
覇

市
の
定
員
は
、
千
百
十
五
人
に
の
ぼ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
毎
年
、
水
キ
キ
ン
の
悩
み
に
つ
き

ま
と
わ
れ
て
い
る
水
道
課
を
部
に
昇
格
、
業

務
、
工
務
、
庶
務
の
三
課
を
新
設
し
て
施

設
、
給
水
、
集
金
と
一
貫
し
た
体
系
づ
く

り
、
水
道
事
業
を
強
化
さ
せ
た
こ
と
や
建
設

部
門
の
事
業
計
画
と
資
金
計
画
を
両
立
さ
せ

る
た
め
こ
れ
ま
で
総
務
部
に
あ
っ
た
財
政
課

を
主
計
課
に
あ
ら
た
め
企
画
部
に
編
入
し

た
。

各
部
に
庶
務
課
や
人
事
の
適
正
を
期
す
た

め
人
事
課
を
新
設
し
た
の
が
特
色
と
な
っ

て
い
る
。
新
し
い
機
構
は
つ
ぎ
の
通
り
。

▽
総
務
部
＝
総
務
、
人
事
、
課
税
、
徴

税
、
土
地
、
戸
籍
、
泊
港
務
所
、
車
両
管

理
所
。

▽
企
画
部
＝
庶
務
、
企
画
調
査
、
主
計
。

▽
経
済
民
生
部
＝
庶
務
、
商
工
観
光
、
農

林
水
産
、
民
生
、
保
健
衛
生
、
労
政
。

▽
建
設
部
＝
庶
務
、
都
市
計
画
、
土
木
、
建

築
、
区
画
整
理
。

▽
水
道
部
＝
庶
務
、
業
務
、
工
務
。

▽
出
納
室

▽
消
防
隊
＝
庶
務
、
警
防
。

新
栄
通
り
に
お
ち
つ
く
／
ガ
ー

ブ
川
花
屋
通
り
の
立
ち
の
き

先
〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
８
・
３
〕

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
の
た
め
立
ち
の
き
を
せ

ま
ら
れ
て
い
る
公
設
市
場
内
花
屋
通
り
会
の

移
転
地
は
、
二
日
市
内
新
栄
通
り
に
本
決
ま

り
、
那
覇
市
は
三
日
か
ら
仮
営
業
所
の
建
築

工
事
に
と
り
か
か
る
。

新
栄
通
り
へ
の
仮
営
業
所
設
置
は
、
警
察
と

通
り
会
か
ら
横
ヤ
リ
が
入
っ
て
ゴ
タ
ゴ
タ
。

市
長
権
限
で
裁
決
で
き
る
道
路
法
に
も
と
づ
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九
月

い
て
道
路
区
域
を
か
え
て
用
地
を
確
保
す
る

一
方
、
通
り
会
を
説
得
し
て
仮
営
業
所
設
置

に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
。
花
屋
通
り
会
員
の
仮

営
業
所
が
た
て
ら
れ
る
山
城
時
計
店―

新
栄

橋
間
の
新
栄
通
り
中
央
部
は
、
す
で
に
道
路

か
ら
は
ず
さ
れ
市
有
地
の
か
っ
こ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

二
日
午
後
四
時
か
ら
市
役
所
で
開
か
れ
た

那
覇
市
と
通
り
会
役
員
の
話
し
合
い
で
通
り

会
側
が
大
幅
に
あ
ゆ
み
よ
り
、
条
件
づ
き
で

仮
営
業
所
の
設
置
を
認
め
た
。

ト
タ
ン
ぶ
き
木
造
平
屋
八
む
ね
四
十
五

坪

の

仮

営

業

所

の

建

築

工

事

は
、

二
千
六
百
九
十
三
㌦
で
丸
平
組
＝
代
表
者
平

良
保
男
さ
ん
＝
が
請
け
負
い
、
き
り
こ
み
も

な
か
ば
す
ん
で
い
る
。
工
事
に
つ
い
て
通
り

会
側
は
①
作
業
は
毎
日
午
後
十
一
時
か
ら
翌

日
の
正
午
ま
で
と
し
②
十
日
ま
で
に
完
成
し

な
い
と
き
は
、
旧
盆
ま
で
工
事
を
ス
ト
ッ
プ

す
る
と
の
条
件
を
つ
け
て
い
る
。

練
習
の
打
ち
合
わ
せ
／
那
覇
市

会
の
野
球
チ
ー
ム 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
８
・
27
〕

第
四
回
九
州
市
議
会
議
員
野
球
大
会
に
初
出

場
す
る
那
覇
市
会
チ
ー
ム
は
、
二
十
五
日
午

前
十
一
時
か
ら
議
長
室
で
こ
ん
ご
の
練
習
方

法
を
打
ち
合
わ
せ
し
た
。

十
月
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
戸
畑
市
中
央
グ

ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
る
こ
ん
ど
の
議
員
野
球

は
、
若
戸
橋
落
成
の
祝
賀
行
事
の
一
つ
と
し

て
行
な
わ
れ
る
も
の
。
沖
縄
高
校
の
甲
子
園

出
場
で
野
球
ブ
ー
ム
の
お
り
優
勝
は
と
も
か

く
せ
め
て
二
、
三
勝
は
モ
ノ
に
し
た
い
と
せ

ま
い
中
庭
で
二
手
に
わ
か
れ
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
は
じ
め
る
と
い
っ
た
は
り
き
り
よ
う
。

ち
か
く
本
格
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
入
る
と
い

う
。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
つ
ぎ
の
通
り
。
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
未
定
。
監
督
義
永
栄
善
、
比
嘉

佑
直
、
名
城
嗣
夫
、
喜
久
山
朝
重
、
大
山
盛

幸
、
金
城
力
夫
、
宮
里
敏
慶
、
赤
嶺
一

男
、
楠
見
長
礼
、
金
城
吾
郎
、
友
利
栄
吉
、
森

田
孟
松
、
安
見
福
寿
。

大
田
主
席
が
ク
ワ
入
れ
／
ガ
ー

ブ
川
改
修
工
事
／
き
ょ
う
起

工
式

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
２
・
８
・
28
〕

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
の
起
工
式
が
二
十
八
日

午
前
十
時
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
。
む
つ
み
橋

近
く
の
川
の
上
に
も
う
け
ら
れ
た
式
場
に
は

関
係
者
多
数
が
参
加
、
ク
ワ
入
れ
な
ど
を
お

こ
な
っ
た
。
一
年
近
く
も
、
も
め
て
き
た
同

工
事
も
こ
れ
で
九
月
一
日
か
ら
四
百
五
十
日

間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。式

は
ま
ず
宮
司
の
祝
詞
で
は
じ
ま
り
ク
ワ

入
れ
は
大
田
主
席
と
比
嘉
南
洋
土
建
社
長

が
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
あ
と
大
田
主
席
、
長

嶺
立
法
院
議
長
、
市
長
代
理
で
新
垣
那
覇

市
助
役
ら
が
あ
い
さ
つ
し
た
が
、
そ
の
中

で
大
田
主
席
は
「
ガ
ー
ブ
川
は
毎
年
の
よ

う
に
水
害
を
起
こ
し
付
近
住
民
の
苦
労
は

大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
民
政
府

の
援
助
も
あ
っ
て
工
事
が
実
現
し
た
こ
と

は
、
水
害
を
解
消
し
、
米
琉
親
善
と
琉
球

経
済
発
展
に
大
き
な
成
果
と
な
る
」
と
の

べ
た
。

同
工
事
は
こ
れ
ま
で
も
三
回
も
入
札
が
流
れ
、

ま
た
水
上
店
舗
や
地
主
と
の
立
ち
退
き
問
題

も
こ
じ
れ
て
約
一
年
近
く
も
も
た
つ
き
、
一

時
絶
望
視
さ
れ
て
い
た
工
事
は
や
っ
と
南
洋

土
建
が
随
意
契
約
で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
、
総
工
費
は
三
十
一
万
㌦
。
工
期
は

四
百
五
十
日
間
。
九
月
一
日
か
ら
本
格
的
に

工
事
が
は
じ
ま
る
が
、
こ
れ
が
完
成
す
る
と

毎
年
の
よ
う
な
水
害
と
臭
い
ガ
ー
ブ
川
の
汚

名
を
返
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

市
に
コ
レ
ラ
対
策
要
望
／
那
覇

市
議
会
／
緊
急
議
員
協
議
会

開
く〔

琉
新
・
夕　

１
９
６
２
・
９
・
２
〕

コ
レ
ラ
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
那
覇
市
議
会

（
高
良
議
長
）
で
は
、
二
日
午
前
十
一
時
か
ら

緊
急
議
員
全
体
協
議
会
を
開
い
た
。
同
協
議

会
に
は
議
員
二
十
人
が
出
席
、
市
当
局
に
対

し
、
コ
レ
ラ
対
策
を
開
い
た
。

ま
ず
慶
佐
次
経
済
民
生
部
長
が
コ
レ
ラ
対
策

の
現
状
に
つ
い
て
「
市
と
し
て
は
政
府
の
予

防
注
射
に
協
力
体
制
を
取
り
、
き
ょ
う
二
日

は
市
職
員
を
市
内
の
小
学
校
で
実
施
さ
れ
る

予
防
注
射
場
に
配
置
し
て
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

二
十
五
人
ず
つ
で
予
防
注
射
を
受
け
付
け
、

場
内
整
理
に
あ
た
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
集
団

的
に
汚
さ
れ
や
す
い
地
域
、
た
と
え
ば
那
覇

公
設
市
場
、
与
儀
、
農
連
、
栄
町
の
各
市
場

や
公
衆
便
所
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、

重
点
的
に
清
掃
、
消
毒
な
ど
を
行
な
う
こ
と

に
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
レ
ラ
な
ど
伝
染
病

を
ば
い
か
い
す
る
ハ
エ
、
カ
の
防
除
運
動
を

先
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
さ
ら

に
、
自
治
会
と
協
力
し
て
続
行
し
、
環
境
衛

生
の
浄
化
を
は
か
る
。

さ
ら
に
市
民
の
衛
生
思
想
を
啓
発
し
て
い
く

よ
う
に
し
た
い
、
と
市
当
局
の
コ
レ
ラ
対
策

を
説
明
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
議
員
側
か
ら
「
清
掃
運
動

は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
徹
底
さ
れ
な
い
と
こ
ろ

も
多
い
の
で
検
査
は
厳
重
に
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
コ
レ
ラ
対
策
を
政
府
だ
け
を

ア
テ
に
せ
ず
、
市
で
も
予
算
を
流
用
す
る

と
か
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ
く
す
べ
き
で
あ

り
、
と
く
に
港
を
ひ
か
え
て
い
る
那
覇
で

は
婦
人
団
体
な
ど
も
ふ
く
め
た
コ
レ
ラ

侵
入
防
止
の
体
制
を
計
画
す
べ
き
で
は
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な
い
か
」
ま
た
「
コ
レ
ラ
の
問
題
に
つ
い

て
は
軍
民
の
防
疫
が
二
本
立
て
で
あ
っ

た
の
も
問
題
視
さ
れ
て
お
り
水
ぎ
わ
作

戦
も
ミ
ス
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

政
府
は
民
政
府
に
対
し
弱
腰
で
あ
る
の

で
市
当
局
で
も
政
府
に
対
し
外
国
船
の

入
港
禁
止
な
ど
完
全
防
疫
を
実
施
す
る

よ
う
要
求
す
る
意
思
は
な
い
か
」
な
ど
た

だ
し
た
。

こ
れ
に
対
し
慶
佐
次
民
生
部
長
は
「
政
府
に

も
折
衝
し
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
に
予

防
注
射
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
衛

生
思
想
の
啓
発
を
図
る
意
味
で
婦
人
団
体
そ

の
他
市
民
の
防
疫
協
力
を
呼
び
か
け
た
い
。

ま
た
、
政
府
に
対
し
て
は
、
市
当
局
か
ら
も

じ
ゅ
う
ぶ
ん
、
水
ぎ
わ
作
戦
な
ど
を
徹
底
す

る
よ
う
要
望
し
た
い
」
と
答
え
た
。
そ
の
あ

と
、
厚
生
局
か
ら
係
り
官
が
来
て
コ
レ
ラ
菌

に
対
す
る
説
明
、
ま
た
、
そ
の
対
策
に
つ
い

て
、
説
明
し
た
。

建
設
委
開
く
／
大
道
河
川
工
事

な
ど
審
議

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
９
・
17
〕

　

十
一
日
午
後
二
時
か
ら
開
か
れ
た
那
覇
市

会
建
設
委
員
会
（
平
良
真
次
郎
委
員
長
）
は

▽
花
屋
通
り
会
員
の
公
設
市
場
内
で
の
営
業

継
続
▽
大
道
河
川
護
岸
工
事
の
陳
情
を
採
択

▽
識
名
小
学
校
へ
の
道
路
開
設
陳
情
を
継
続

審
査
に
し
た
。

　

花
屋
通
り
会
員
に
よ
る
営
業
継
続
陳
情
は
、

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
後
も
同
じ
場
所
で
商
売

さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
こ
れ
は
立
ち

の
き
の
さ
い
当
局
と
改
修
後
は
、
市
場
を
改

造
し
て
優
先
的
に
収
容
す
る
と
の
話
し
合
い

が
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
を
前
提
に
採
択
し
た

も
の
。

大
道
の
河
川
工
事
は
、
水
害
や
土
堤
く
ず
れ

に
悩
む
区
民
か
ら
の
要
望
。
今
の
ま
ま
だ
と

子
ど
も
た
ち
の
水
遊
び
が
絶
え
ず
水
難
の
お

そ
れ
も
あ
る
と
い
う
。

み
の
る
『
市
民
相
談
』
／
那
覇

市
が
予
算
化
／
壺
川
に
排
水

工
事
／
真
和
志
高
台
の
給
水

改
良

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
２
・
９
・
19
〕

　

那
覇
市
は
十
九
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
九
月

の
定
例
議
会
に
十
二
万
㌦
の
一
般
会
計
追
加

予
算
案
を
出
す
。
そ
の
大
部
分
は
、
市
民
相
談

室
に
も
ち
こ
ま
れ
た
要
望
や
陳
情
処
理
の
土

木
費
だ
と
い
う
。
一
日
平
均
十
二
件
、
三
十

余
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う
市
民
相
談
の
訴
え

が
、
予
算
を
組
ん
で
処
理
さ
れ
る
の
は
、
泊

浄
水
場
内
の
個
人
有
地
の
賃
貸
料
支
払
い
に

つ
づ
く
も
の
で
、
思
い
が
か
な
っ
た
相
談
者

を
よ
ろ
こ
ば
せ
て
い
る
。

一
番
真
っ
先
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は

二
十
三
万
㌦
に
の
ぼ
る
真
和
志
地
区
の
給
水

改
良
事
業
。
こ
れ
ま
で
真
和
志
高
台
は
、
断

水
つ
づ
き
で
給
水
問
題
に
た
い
す
る
市
民
の

苦
情
が
ひ
ん
ぴ
ん
。
二
月
八
日
西
銘
市
長
が

市
民
相
談
を
は
じ
め
て
か
ら
、
市
長
室
を
訪

れ
た
相
談
者
は
五
百
人
あ
ま
り
。
な
か
で
も

松川
、
大
道
校
区
婦
人
会
は
波
状
陳
情
を
続
け

て
き
た
。

こ
の
事
業
は
、
識
名
に
容
量
二
千
立
方
㍍

の
タ
ン
ク
を
す
え
、
同
時
に
泊
浄
水
場―

松
川
ポ
ン
プ
場―

タ
ン
ク
間
の
送
水
管
と

タ
ン
ク―

真
和
志
全
域
の
配
水
管
を
新
設

し
て
給
水
を
改
良
す
る
考
え
。
こ
れ
が
で

き
あ
が
る
と
、
高
台
地
区
の
断
水
さ
わ
ぎ

が
な
く
な
る
う
え
に
、
ス
ト
ッ
プ
状
態
の

水
道
加
入
も
再
開
さ
れ
る
。

一
日
一
件
の
わ
り
で
陳
情
や
投
書
、
苦
情
が

も
ち
こ
ま
れ
た
壺
川
四
十
四
号
線
の
排
水
対

策
と
し
て
七
千
百
五
㌦
、
物
件
補
償
費
と
し

て
四
千
六
百
六
十
㌦
も
組
ま
れ
て
い
る
。
物

件
補
償
費
は
、
建
物
に
災
い
さ
れ
立
ち
往
生

し
て
い
る
四
十
四
号
線
排
水
工
事
を
再
開
さ

せ
る
も
の
で
、
七
千
百
五
㌦
の
工
場
費
は
、
壺

川
全
地
域
の
排
水
改
良
策
と
し
て
と
り
あ
げ

ら
れ
た
新
規
事
業
。
壺
川
自
治
会
長
原
国
政

佑
さ
ん
ら
全
区
民
連
署
の
陳
情
書
や
、
お
百

度
ふ
ん
だ
陳
情
の
た
ま
も
の
ら
し
い
。

戦
前
那
覇
市
の
退
隠
料
を
も
ら
っ
て
い
た

国
吉
真
武
さ
ん
ら
七
人
で
訴
え
た
退
隠
料

支
給
復
活
も
要
求
ど
お
り
五
千
三
百
十
四

㌦
の
退
隠
料
が
組
ま
れ
た
。
那
覇
市
は
戦

前
、
十
五
年
以
上
勤
続
し
た
職
員
の
功
績

を
た
た
え
退
隠
料
を
支
給
し
て
い
た
。
戦

争
の
た
め
中
断
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
終
身

支
給
と
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
復
活
し
て
ほ

し
い
、
と
の
数
少
な
い
有
資
格
者
の
意
見

が
い
れ
ら
れ
た
。
資
格
審
査
が
お
わ
り
し

だ
い
支
払
い
を
は
じ
め
る
。
戦
後
の
十
七

か
年
分
は
五
回
に
わ
け
て
分
割
払
い
に
す

る
。
最
高
は
四
千
五
百
㌦
、
少
な
い
人
で

千
四
百
㌦
も
ら
え
る
と
い
う
。

そ
の
ほ
か
、
市
民
相
談
の
訴
え
が
と
お
っ
た

の
は
、
金
城
区
内
排
水
工
事
七
千
余
㌦
、
久
場

川
の
河
川
道
路
工
事
千
三
百
㌦
、
石
嶺
と
島

田
原
の
排
水
路
補
修
工
事
千
二
百
余
㌦
、
か

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
三
千
百
㌦
の
市
職
員
厚

生
資
金
補
助
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
春
闘
の
さ
い
職
場
放
棄
し
た
職
員
の

賃
金
を
カ
ッ
ト
し
た
も
の
。〝
カ
ッ
ト
し
た
賃

金
は
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
返
し
て
ほ
し

い
〟
と
の
組
合
側
の
要
望
に
こ
た
え
た
も
の
。

水
道
、
土
木
事
業
費
な
ど
す
べ
て
ふ
く
め
る

と
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

追
加
予
算
に
組
ん
だ
金
は
二
十
五
万
六
千
余

㌦
に
の
ぼ
る
。
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六
〇

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
九
月

米
予
算
の
復
活
要
求
／
那
覇
市

議
会
／
緊
急
動
議
で
決
議 

〔
琉
新
・
夕　
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９
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
本
会
議
で
は
二
十
一

日
午
前
十
時
半
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
一
般

質
問
を
行
な
っ
た
。
開
会
と
同
時
に
ア
メ
リ

カ
の
沖
縄
援
助
費
削
減
の
問
題
が
緊
急
動
議

と
し
て
出
さ
れ
、
与
野
党
議
員
の
活
発
な
論

議
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
関
係
当
局

に
復
活
要
求
を
決
議
す
る
こ
と
に
な
り
、
午

後
か
ら
起
草
委
員
会
で
決
議
案
を
審
議
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
具
志
栄
治
議
員
（
自
民
）
が
「
現
在

プ
ラ
イ
ス
法
修
正
案
の
沖
縄
援
助
費
が
削

減
さ
れ
て
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
政
府
や

立
法
院
で
も
対
策
に
動
い
て
い
る
。
那
覇

市
議
会
で
も
こ
れ
を
黙
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
復
活
要
求
を
満
場
一
致
決
議
し

て
関
係
当
局
に
要
請
す
べ
き
で
あ
る
」
と

の
緊
急
動
議
が
出
さ
れ
た
。
続
い
て
赤
嶺

慎
英
議
員
（
無
）
が
「
那
覇
市
と
し
て
は
、

都
市
復
興
計
画
に
大
き
く
支
障
を
き
た
す

の
で
、
行
政
府
、
立
法
院
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
意
味
で
も
、
復
活
要
求
を
決
議
す

べ
き
だ
。
そ
の
た
め
時
間
を
か
け
て
各
派

か
ら
起
草
委
員
を
出
し
、
決
議
文
を
作
成

し
よ
う
」
と
動
議
を
支
持
し
、
そ
の
あ
と

与
野
党
議
員
か
ら
同
問
題
に
つ
い
て
意
見

が
活
発
に
出
さ
れ
、
結
局
、
決
議
は
午
後

に
持
ち
越
さ
れ
た
。

各
議
員
の
お
も
な
発
言
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

又
吉
（
無
）　

援
助
費
が
削
減
さ
れ
た
の

は
、
行
政
府
に
も
問
題
が
あ
る
。
現
在
の
主

席
の
や
り
方
に
対
し
て
も
、
那
覇
市
議
会
と

し
て
、
責
任
を
追
及
す
べ
き
だ
。

　

森
田
（
社
大
）　

こ
ん
ど
の
削
減
問
題
は
政

府
与
党
が
打
つ
べ
き
手
を
打
っ
て
い
な
い
の

に
も
問
題
が
あ
る
。
こ
の
復
活
を
島
ぐ
る
み

の
要
求
ま
で
持
っ
て
い
く
た
め
に
、
那
覇
市

と
し
て
は
、
全
市
町
村
会
、
議
会
に
要
請
し

て
、
最
悪
の
場
合
は
、
市
町
村
長
や
議
員
が

総
辞
職
す
る
態
度
が
必
要
だ
。

　

真
栄
田
（
人
民
）　

ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
援

助
は
沖
縄
の
基
地
を
永
久
に
確
保
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

そ
の
援
助
費
を
そ
の
ま
ま
復
活
要
求
す
る
の

は
問
題
だ
。
民
政
府
の
財
源
を
琉
球
政
府
に

移
管
す
る
よ
う
な
、
当
然
の
要
求
に
住
民
の

力
を
結
集
す
べ
き
だ
。

　

金
城
吾
郎
（
社
大
）　

援
助
費
の
削
減
は
那

覇
市
政
に
ど
う
ひ
び
く
か
。

　

西
銘
市
長　

プ
ラ
イ
ス
法
で
は
那
覇
市
の

都
計
に
つ
い
て
は
下
水
道
計
画
、
公
営
住
宅

建
設
な
ど
が
重
要
項
目
と
し
て
入
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
都
計
に
も
影
響
す
る
の
で
復
活

は
大
い
に
努
力
す
る
。

　

又
吉
（
無
）　

市
町
村
長
は
最
悪
の
場
合

総
辞
職
す
る
覚
悟
が
必
要
だ
が
市
長
は
ど

う
か
。

　

西
銘
市
長　

援
助
費
の
増
額
は
沖
縄
の
関

係
当
局
が
ふ
だ
ん
の
努
力
で
実
現
す
る
も
の

で
あ
る
。
私
の
基
本
的
態
度
と
し
て
は
最
悪

の
場
合
辞
職
す
る
腹
で
も
要
求
す
べ
き
だ
と

の
意
見
に
は
同
意
す
る
。

那
覇
市
会
／
ロ
ー
ソ
ク
で
夜
間

審
議
／
援
助
増
額
要
請
決
議

に
大
荒
れ

〔
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二
十
一
日
の
那
覇
市
議
会
本
会
議
は
、
午
後

二
時
か
ら
再
開
、
具
志
栄
治
議
員
が
緊
急
動

議
と
し
て
も
ち
だ
し
た
行
政
主
席
、
立
法
院

議
長
あ
て
の
沖
縄
援
助
増
額
要
請
決
議
案
を

め
ぐ
っ
て
あ
れ
た
。

こ
の
決
議
文
は
、
大
山
副
議
長
ら
各
派
か
ら

選
ば
れ
た
起
草
委
員
が
ね
っ
た
も
の
だ
が
人

民
党
の
真
栄
田
義
晃
、
黒
潮
隆
、
社
大
党
の

金
城
吾
郎
の
三
議
員
か
ら
も
の
い
い
が
つ
き
、

与
野
党
二
手
に
わ
か
れ
て
三
時
間
あ
ま
り
も

ゴ
タ
ゴ
タ
。
お
り
か
ら
の
停
電
で
ロ
ー
ソ
ク

の
灯
り
を
頼
り
に
夜
間
審
議
、
宙
に
う
い
た

議
案
を
高
良
議
員
が
手
を
く
わ
え
て
や
っ
と

表
決
に
も
ち
こ
み
、
絶
対
多
数
で
お
し
き
っ

た
。い

つ
ま
で
も
〝
お
恵
み
下
さ
い
〟
お
願
い

し
ま
す
の
ペ
コ
ペ
コ
政
治
で
は
ラ
チ
が
あ

か
な
い
。
こ
の
さ
い
要
求
す
べ
き
も
の
は

当
然
、
要
求
す
る
と
い
っ
た
政
治
を
お
し

す
す
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
反
対

者
の
言
い
ぶ
ん
だ
っ
た
。

午
前
中
に
ひ
き
つ
づ
き
行
な
わ
れ
た
一
般
質

問
は
水
道
、
土
木
、
機
構
替
え
に
と
も
な
う

人
事
問
題
に
集
中
、
当
局
を
苦
し
い
立
場
に

追
い
込
ん
だ
。
お
も
な
問
答
は
つ
ぎ
の
通

り
。

　

水
道
問
題
に
集
中

　

又
吉
久
正
議
員　

真
和
志
地
区
の
給
水
改

良
の
た
め
水
道
部
は
、
貯
水
タ
ン
ク
の
新
設
、

送
、
配
水
管
の
敷
設
に
二
十
三
万
㌦
の
市
債

を
お
こ
す
と
い
う
。
議
会
が
さ
き
に
す
す
め

た
西
森
の
浄
水
場
を
実
現
し
て
お
れ
ば
こ
う

い
う
新
規
事
業
の
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

玉
城
水
道
部
長　

現
段
階
と
し
て
は
、
ぜ

ひ
必
要
な
施
設
で
あ
る
。

　

又
吉
議
員　

戦
前
那
覇
市
は
、
大
山―

牧

港
間
に
い
く
つ
か
の
水
源
を
も
っ
て
い
た
。

現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

国
吉
工
務
課
長　

い
ま
の
と
こ
ろ
三
つ
は

那
覇
市
が
使
い
、
残
り
は
付
近
の
人
た
ち
が

か
ん
が
い
に
使
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
収
得
す

る
に
は
法
的
に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
。

十
分
検
討
し
た
い
。

　

黒
潮
隆
議
員　

水
道
公
社
と
分
水
協
定
を

結
べ
ば
断
水
さ
わ
ぎ
は
な
く
な
る
と
い
わ
れ

な
が
ら
相
変
わ
ら
ず
水
不
足
が
続
い
て
い
る
。



二
六
一

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
九
月

ど
う
い
う
わ
け
か
。

　

玉
城
水
道
部
長　

軍
の
浄
水
場
改
良
工
事

の
た
め
給
水
量
が
へ
っ
た
の
で
一
時
、
時
間

給
水
を
し
た
。
こ
ん
ご
は
、
つ
と
め
て
市
民

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　

職
員
採
用
を
追
及

　

黒
潮
議
員　

機
構
が
え
に
と
も
な
い
那
覇

市
は
四
十
余
人
の
職
員
を
新
し
く
採
用
し

た
。
職
員
の
採
用
は
条
例
で
競
争
試
験
に
よ

る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
無
視
し
て

お
り
情
実
人
事
の
い
ろ
が
こ
い
。
与
那
国
か

ら
も
つ
れ
て
き
た
と
か
、
就
職
し
た
の
は
自

民
党
の
青
年
部
員
が
ほ
と
ん
ど
と
の
話
も

あ
る
が
。

　

西
銘
市
長　

正
直
に
い
っ
て
お
お
く
の
人

か
ら
就
職
の
世
話
を
頼
ま
れ
た
。
だ
が
実
際

に
は
職
歴
、
学
歴
を
か
ん
案
し
て
本
人
に
適

し
た
部
署
に
配
置
し
た
。
反
対
派
か
ら
も
採

用
し
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
地
公

法
の
制
定
が
の
ぞ
ま
し
い
。

　

国
際
信
義
に
も
と
る

　

援
助
要
請
決
議
要
旨　

米
下
院
歳
出
委
員

会
の
援
助
増
額
否
決
に
た
い
し
那
覇
市
民
は

憤
激
に
た
え
な
い
。
と
く
に
那
覇
市
は
、
援

助
費
が
大
幅
に
け
ず
ら
れ
る
と
戦
災
復
興
や

こ
ん
ご
の
都
計
に
支
障
を
来
す
。
こ
の
援
助

削
減
は
、
国
連
憲
章
や
国
際
信
義
の
精
神
に

も
と
り
施
政
権
者
の
良
識
を
疑
う
も
の
で
あ

る
。
沖
縄
の
政
治
は
、
奇
形
児
的
で
あ
り
権

利
も
義
務
も
す
べ
て
大
統
領
行
政
命
令
に
う

た
わ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
現
に
立
法
廃

案
、
布
令
の
連
発
が
続
い
て
い
る
。

援
助
削
減
は
大
統
領
に
た
い
す
る
不
信
任

な
の
か
、
行
政
主
席
に
た
い
す
る
不
信
任

で
あ
る
の
か
、
沖
縄
の
統
治
権
の
放
棄
を

意
味
す
る
も
の
な
の
か
、
こ
れ
を
明
確
に

さ
せ
る
た
め
行
政
府
と
立
法
院
は
、
職
を

と
し
て
沖
縄
援
助
、
増
額
復
活
の
実
現
に

努
力
さ
れ
た
い
。

行
政
府
と
立
法
院
の
熱
意
あ
る
折
衝
に
よ
っ

て
は
、
米
上
院
で
か
な
ら
ず
承
認
さ
れ
る
も

の
と
思
う
。
重
大
な
時
期
に
直
面
し
援
助
復

活
実
現
に
ま
い
進
さ
れ
る
よ
う
第
五
十
三
回

那
覇
市
議
会
の
議
決
に
よ
り
強
く
要
請
す
る
。

（
立
法
院
議
長
、
行
政
主
席
あ
て
）

政
府
が
買
い
上
げ
／
玉
陵
敷
地

／
二
年
九
か
月
ぶ
り
解
決 

〔
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政
府
は
二
十
五
日
博
物
館
敷
地
と
し
て
玉
陵

の
聖
公
会
の
学
生
セ
ン
タ
ー
敷
地
千
百
十
七

坪
を
正
式
に
買
い
上
げ
た
。
契
約
は
副
主
席

室
で
行
な
わ
れ
、
政
府
か
ら
瀬
長
副
主
席
、
文

化
財
保
護
委
員
会
荻
堂
事
務
局
長
、
文
教
局

大
宜
味
社
会
教
育
課
長
、
聖
公
会
か
ら
ハ
イ

オ
主
任
司
祭
、
儀
武
息
茂
弁
護
士
が
出
席
し

た
。契

約
金
額
は
二
万
七
千
㌦
で
、
政
府
は
尚

詮
氏
か
ら
寄
付
金
三
千
㌦
、
博
物
館
敷
地

買
い
入
れ
資
金
六
千
㌦
の
ほ
か
、
工
業
高

校
拡
張
費
か
ら
ふ
り
わ
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
で
玉
陵
問
題
は
文
化
財
保
護
委
員
会
に

持
ち
出
さ
れ
て
か
ら
二
年
九
か
月
ぶ
り
で
解

決
し
た
わ
け
。

　

瀬
長
副
主
席
の
話　

こ
れ
で
全
部
解
決
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
博
物
館
敷
地
と
し
て
玉
陵

を
美
化
す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
文
化
財
と

し
て
保
護
し
て
い
き
た
い
。

公
営
住
宅
敷
地
購
入
で
も
め
る

／
那
覇
市
会
／
墓
地
補
償
で

当
局
追
及
／
経
民
委
で
継
続

審
議
／
臨
時
議
会
で
処
理 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
９
・
30
〕

　

那
覇
市
の
第
五
十
三
回
定
例
議
会
の
最

終
本
会
議
は
、
二
十
九
日
午
後
一
時
半
か

ら
再
開
。
上
程
さ
れ
た
議
案
と
山
積
み
の

陳
情
を
処
理
し
た
が
、
公
営
住
宅
の
敷
地

購
入
を
め
ぐ
っ
て
一
も
め
、
西
銘
市
長
は

説
得
に
と
び
ま
わ
り
、
こ
の
案
件
を
担
当

し
た
経
済
民
生
委
員
会
は
対
策
を
ね
り
な

お
す
な
ど
て
ん
や
、
わ
ん
や
。
あ
わ
た
だ

し
い
幕
切
れ
だ
っ
た
。

議
案
処
理
は
追
加
更
正
予
算
案
の
一
部
修
正

を
ふ
く
め
て
十
件
を
原
案
通
り
可
決
、
一
件

を
継
続
審
議
、
二
十
件
の
陳
情
案
件
を
処

理
し
た
。
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で
は
、
食
肉

鮮
魚
市
場
対
策
問
題
と
、
公
営
住
宅
建
設
用

地
の
売
買
契
約
に
論
議
が
集
中
し
た
。
こ
の

売
買
契
約
は
、
民
生
五
か
年
計
画
の
一
つ
と

し
て
政
府
が
那
覇
市
内
に
公
営
住
宅
を
建
設

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
敷
地
を
確
保
す
る

た
め
、
市
当
局
で
は
那
覇
市
字
樋
川
〇
〇
の

〇
番
地
上
原
〇
〇
氏
所
有
の
首
里
久
場
川
町

在
の
原
野
畑
宅
地
な
ど
七
筆
七
千
八
百
坪
を

三
万
一
千
二
百
㌦
（
坪
当
た
り
四
㌦
）
で
買

い
と
る
こ
と
に
な
り
、
さ
る
九
月
四
日
上
原

氏
と
仮
契
約
し
た
。

久
場
経
済
民
生
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の

審
査
報
告
の
後
、
黒
潮
隆
議
員
が
質
問
に

立
ち
、
売
買
仮
契
約
書
の
第
二
条
に
う
た

わ
れ
て
い
る
「
乙
（
上
原
氏
）
は
本
件
土

地
に
つ
き
キ
ズ
担
保
お
よ
び
危
険
負
担
の

責
を
負
わ
な
い
」
と
い
う
条
項
を
と
り
あ

げ
、「
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
敷
地
内
に
あ

る
三
百
余
の
墓
地
の
補
償
は
ど
う
な
る
か

と
」
追
及
し
た
。
こ
れ
に
対
し
当
局
側
は
、

「
上
原
氏
が
解
決
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
契
約
書
に
謳
っ
て
な
い
の
は
売
買
上

支
障
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
だ
」
と
回
答
し

た
が
、
も
し
解
決
出
来
な
い
と
き
は
ど
う

す
る
か
、
と
追
及
さ
れ
、
市
が
負
担
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
た
め
、
問
題
は
こ

じ
れ
た
。

黒
潮
議
員
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
土
地
は
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市
が
上
原
氏
か
ら
購
入
す
る
も
の
だ
が
、
上

原
氏
は
、
さ
る
九
月
四
日
〇
〇
か
ら
坪
二
㌦

五
十
㌣
で
買
い
入
れ
、
同
十
一
日
に
上
原
氏

名
義
で
移
転
登
記
、
九
月
二
十
日
、
坪
四
㌦

で
市
当
局
と
売
買
仮
契
約
を
結
ん
だ
。
上
原

氏
は
市
に
土
地
を
売
る
だ
け
で
も
一
万
一
千

㌦
の
利
ざ
や
を
稼
ぐ
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に

四
百
も
あ
る
墓
の
補
償
ま
で
市
の
予
算
で
や

る
と
な
れ
ば
、
土
地
購
入
に
よ
る
市
の
負
担

は
ば
く
大
な
も
の
に
な
る
。

　

土
地
購
入
費
と
し
て
は
さ
る
六
月
議
会
で

三
万
四
千
㌦
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
土
地
代
と
し
三
万
一
千
二
百
㌦
を
上
原
氏

に
支
払
え
ば
残
り
は
わ
ず
か
三
千
㌦
に
足
ら

ず
墓
の
補
償
費
に
は
と
て
も
足
り
な
い
。

休
会
し
て
審
査
に
当
た
っ
た
経
済
民
生

委
員
た
ち
は
西
銘
市
長
や
当
局
側
と
協

議
、
将
来
の
土
地
値
上
が
り
を
考
え
た
場

合
、
坪
四
㌦
で
は
安
い
と
、
そ
の
ま
ま
押

し
通
す
意
向
だ
っ
た
が
、
結
局
、
売
買
仮

契
約
書
第
二
条
を
「
乙
は
本
土
地
に
つ
き

小
作
者
と
の
問
題
を
解
決
し
、
そ
の
責
を

負
う
」
と
訂
正
し
て
委
員
会
で
再
審
査
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

上
原
氏
と
の
売
買
契
約
も
こ
れ
で
一
応
保

留
さ
れ
た
が
、
市
で
は
十
月
に
臨
時
議
会
を

招
集
、
問
題
解
決
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

慶
佐
次
経
済
民
生
部
長
の
話　

六
月
議
会

が
終
わ
っ
て
か
ら
さ
っ
そ
く
土
地
を
捜
し
に

い
っ
た
が
二
か
所
と
も
坪
当
た
り
二
十
㌦
と

高
い
値
を
ぶ
っ
か
け
ら
れ
た
。
当
局
側
が
動

き
出
す
と
付
近
の
地
価
も
急
に
値
上
が
り
す

る
の
で
第
三
者
を
通
し
て
秘
密
裏
に
交
渉
を

す
す
め
て
い
た
。
敷
地
内
の
墓
も
当
時
の
調

査
で
は
九
十
八
基
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
い

ま
四
百
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

も
う
一
度
地
主
と
具
体
的
に
話
し
合
っ
て
み

た
い
。
な
お
公
営
住
宅
は
初
年
度
は
十
八
世

帯
入
り
の
六
む
ね
が
十
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
着

工
さ
れ
る
予
定
。

肉
市
場
の
予
算
削
除
／
市
会
が

当
局
に
説
明
求
め
る 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
10
・
１
〕

ガ
ー
ブ
川
の
改
修
問
題
も
や
っ
と
ケ
リ

が
つ
き
、
い
ま
着
々
と
工
事
も
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
と
も
な
い
公
設
市
場

の
問
題
が
二
十
九
日
の
本
会
議
で
と
り

あ
げ
ら
れ
当
局
と
の
間
に
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
な
わ
れ
た
。
市
の
市
場
改
造
計

画
に
よ
る
と
、
は
じ
め
に
食
肉
鮮
魚
市

場
、
雑
貨
、
衣
料
の
順
で
す
す
め
る
予
定

だ
が
、
六
三
年
度
追
加
更
正
予
算
で
は
食

肉
鮮
魚
市
場
の
設
計
費
九
千
百
五
十
一

㌦
が
金
城
武
一
議
員
ら
が
そ
の
説
明
を

求
め
た
。

ち
ょ
う
ど
市
場
敷
地
内
の
地
主
、
那
覇
市
樋

川
五
十
番
地
上
原
綱
正
氏
ほ
か
一
人
か
ら

百
十
九
坪
の
返
還
陳
情
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま

の
状
態
だ
と
ま
た
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
の
二

の
舞
を
し
か
ね
な
い
と
い
う
も
の
。
当
局
側

は
市
場
の
採
算
性
や
工
事
の
状
況
な
ど
か
ら

削
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
敷
地
確
保
に

つ
い
て
も
地
主
側
と
よ
く
話
し
合
っ
て
円
満

解
決
に
も
っ
て
い
け
る
し
、
そ
の
時
の
事
情

に
よ
っ
て
は
収
用
法
の
適
用
も
で
き
る
と
説

明
し
て
い
た
。
敷
地
返
還
に
関
す
る
陳
情
書

は
継
続
審
議
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

議
会
小
話
／
雲
が
く
れ
し
た
決

議
提
案
者 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
10
・
１
〕

○
…
十
九
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
第
五
十
三
回

那
覇
市
議
会
は
、
米
下
院
歳
出
委
員
会
の
対

沖
縄
援
助
費
削
減
を
め
ぐ
っ
て
行
政
主
席
、

立
法
院
議
長
あ
て
の
援
助
増
額
要
請
決
議
を

と
り
あ
げ
る
な
ど
、
活
発
な
動
き
を
み
せ

た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
要
請
決
議
文
を
め
ぐ
っ

て
与
、
野
党
二
派
に
わ
か
れ
て
わ
た
り
合
い

大
荒
れ
、
大
山
副
議
長
ら
起
草
委
員
が
ま
と

め
た
文
案
は
手
ぬ
る
い
と
人
民
党
の
真
栄
田

義
晃
、
儀
間
真
祥
、
黒
潮
隆
の
三
議
員
が
も

の
い
い
を
つ
け
、
社
大
党
の
金
城
吾
郎
議
員

も
こ
れ
に
同
調
。

〇
…
ふ
た
た
び
起
草
委
員
の
手
に
も
ど
し
、

自
民
党
の
辺
野
喜
英
興
議
員
ら
が
中
心
と
な

っ
て
手
な
お
し
し
た
ら
無
所
属
ク
ラ
ブ
の
久

場
景
善
、
又
吉
久
正
議
員
ら
ま
で
決
議
ボ
イ

コ
ッ
ト
の
動
き
を
み
せ
る
し
ま
つ
。

高
良
議
長
に
一
任
し
て
各
派
の
意
見
を
も
り

こ
ん
だ
決
議
文
を
ま
と
め
る
の
に
三
時
間
も

か
か
っ
た
。
お
り
か
ら
落
雷
に
よ
る
停
電
さ

わ
ぎ
で
議
会
は
、
ロ
ー
ソ
ク
を
と
も
し
て
夜

間
審
議
、
扇
風
機
は
と
ま
り
議
場
は
、
む
し

ぶ
ろ
に
早
が
わ
り
。
夕
食
抜
き
で
ハ
ラ
は
へ

る
と
あ
っ
て
各
議
員
は
い
ら
い
ら
。
お
ま
け

に
こ
の
要
請
決
議
を
緊
急
動
議
と
し
て
も
ち

だ
し
た
具
志
栄
治
議
員
は
、
い
つ
の
ま
に
か

雲
が
く
れ
し
た
と
あ
っ
て
あ
と
に
残
っ
た
議

員
は
す
っ
か
り
お
か
ん
む
り
。

〇
…
人
民
、
社
大
両
党
の
四
議
員
は
最
後
ま

で
反
対
、
つ
い
に
討
論
省
略
の
採
決
に
も
ち

こ
ん
で
処
理
し
た
。
対
立
し
た
与
、
野
党
の

な
だ
め
役
を
買
っ
て
出
た
高
良
議
長
お
と
く

い
の
〝
お
と
ぼ
け
〟
と
〝
ユ
ー
モ
ア
ー
〟
も

こ
の
日
ば
か
り
は
さ
っ
ぱ
り
。〝
起
草
委
員
で

さ
え
も
て
あ
ま
し
た
の
を
オ
レ
一
人
で
ま
と

め
た
の
だ
か
ら
た
い
し
た
も
の
さ
〟
と
一
人

エ
ツ
に
入
っ
て
い
た
。

〇
…
二
十
九
日
午
後
一
時
か
ら
再
開
さ
れ
た

最
終
本
会
議
で
六
三
年
度
追
加
更
正
予
算
案

に
関
連
し
て
質
問
に
立
っ
た
具
志
栄
治
議
員

〝
事
務
局
を
通
じ
て
購
入
申
請
し
て
い
た
全

議
員
の
腰
掛
け
は
ど
う
し
て
予
算
計
上
し
な

か
っ
た
か
〟
と
腰
掛
け
談
義
で
も
ち
出
し
て

き
た
。
曰
く
議
案
審
議
の
能
率
を
上
げ
る
た
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め
に
も
全
議
員
に
議
長
と
同
じ
よ
う
な
腰
掛

け
イ
ス
を
買
っ
て
も
ら
い
た
い
。
一
台
十
五

㌦
て
い
ど
だ
し
わ
ず
か
四
百
五
十
㌦
も
あ
れ

ば
買
え
る
も
の
だ
。
部
課
長
も
り
っ
ぱ
な
腰

掛
け
を
使
っ
て
い
る
。
我
々
の
腰
掛
け
は
い

つ
買
っ
て
く
れ
る
か
。
も
し
買
っ
て
く
れ
な

け
れ
ば
部
課
長
の
腰
掛
け
と
取
り
か
え
て
く

れ
る
か
。

　

答
弁
者
の
城
田
総
務
部
長
、
何
し
ろ
少
な

い
予
算
を
重
点
的
に
組
ん
だ
の
で
計
上
で
き

な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
購
入
し
ま
す
。
部
課

長
の
腰
掛
け
と
と
り
か
え
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
。
よ
っ
ぽ
ど
白
い
カ
バ

ー
の
か
か
っ
た
肘
掛
け
イ
ス
の
欲
し
い
議
員

さ
ん
の
よ
う
だ
。

も
め
る
公
営
住
宅
敷
地
／
墓
地

の
移
転
〝
補
償
せ
ず
〟
／
那

覇
市

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
10
・
27
〕

那
覇
市
会
は
、
二
十
六
日
午
前
十
一
時
す
ぎ

か
ら
経
済
民
生
委
員
会
を
開
き
、
継
続
審
議

中
の
公
営
住
宅
敷
地
購
入
に
つ
い
て
審
議
し

た
。
住
宅
地
は
、
那
覇
市
首
里
久
場
川
町
二

丁
目
四
十
九
番
地
に
あ
る
上
原
〇
〇
氏
の
原

野
、
畑
地
な
ど
七
千
八
百
坪
。
地
主
と
市
と

の
間
に
は
売
買
契
約
も
結
ん
だ
が
、
敷
地
内

に
あ
る
二
百
二
十
八
基
の
墓
の
補
償
問
題
を

め
ぐ
り
さ
る
九
月
の
定
例
議
会
で
ひ
と
も
め
、

継
続
審
議
に
な
っ
た
も
の
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
敷
地
内
の
墓
は

す
べ
て
戦
後
、
地
主
の
承
諾
な
し
に
建

造
さ
れ
た
不
法
建
築
物
で
あ
る
。
原
則
と

し
て
移
転
に
さ
い
し
て
の
補
償
は
し
な
い
。

そ
の
代
わ
り
首
里
石
嶺
、
鳥
堀
に
あ
る
市

有
地
の
一
部
千
九
百
坪
を
代
替
地
と
し
て

提
供
改
装
費
を
支
給
し
て
、
十
一
月
中
に

移
す
。
十
二
月
中
に
着
工
す
る
予
定
な
の

で
、
そ
れ
ま
で
に
移
転
で
き
な
け
れ
ば
識

名
霊
園
に
遺
骨
を
仮
安
置
し
て
、
整
地
を

す
す
め
る
と
い
う
当
局
側
の
説
明
が
あ
っ

た
。

委
員
会
で
は
た
と
い
不
法
建
築
物
で
も
補
償

と
は
別
の
問
題
だ
と
し
て
活
発
な
反
対
意
見

が
出
た
が
、
け
っ
き
ょ
く
三
十
日
に
招
集
さ

れ
る
臨
時
議
会
で
き
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ひ
き
つ
づ
き
二
十
七
日
も
午
前
十
時
か
ら
委

員
会
を
開
く
。

敷
地
買
収
を
承
認
／
那
覇
市
議

会
経
済
民
生
委
／
公
営
住
宅

の
建
設

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
２
・
10
・
28
〕

那
覇
市
議
会
経
済
民
生
委
員
会
（
久
場
景
善

委
員
長
）
は
、
二
十
六
、
七
日
の
二
日
間
委
員

会
を
開
き
、
公
営
住
宅
敷
地
の
売
買
契
約
を

結
ぶ
こ
と
を
審
議
し
た
結
果
、
当
局
案
を
承

認
し
た
の
で
三
十
日
の
臨
時
議
会
で
可
決
す

れ
ば
敷
地
の
買
収
は
本
決
ま
り
、
公
営
住
宅

の
建
設
へ
ス
タ
ー
ト
す
る
。

那
覇
市
は
土
地
所
有
者
の
那
覇
市
樋
川
〇
〇

の
〇
、
上
原
〇
〇
さ
ん
と
は
、
首
里
久
場
川

町
の
原
野
、
畑
な
ど
二
万
五
千
七
百
四
十
平

方
㍍
の
買
収
（
三
・
三
平
方
㍍
当
た
り
四
㌦
）

の
話
し
合
い
が
つ
い
た
が
、
同
地
内
に
あ
る

墓
地
二
百
二
十
八
基
の
移
転
が
、
こ
の
問
題

の
ガ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
当
局
は
勝
手
に
つ
く
っ
た
不
法
建
築
だ

と
し
て
〝
補
償
抜
き
〟
の
移
転
を
強
行
す
る

方
針
だ
が
、
移
転
費
用
、
会
葬
費
は
一
つ
の

墓
地
に
対
し
十
六
㌦
余
を
支
給
す
る
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
野
党
側
は
立
ち
の
か
す
と
き
は

完
全
補
償
す
べ
き
だ
と
当
局
案
に
反
対
し
て

い
る
。

当
局
は
墓
地
所
有
者
と
の
問
題
解
決
に
は
か

な
り
自
信
を
持
っ
て
お
り
、
本
会
議
で
の
可

決
も
ほ
と
ん
ど
間
違
い
な
い
の
で
、
公
営
住

宅
建
設
は
来
月
早
々
着
手
さ
れ
る
も
の
と
見

ら
れ
て
い
る
。

公
営
住
宅
敷
地
の
契
約
／
那
覇

市
臨
時
議
会
で
原
案
可
決 
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那
覇
市
議
会
臨
時
議
会
は
三
十
日
午
前
十
時

す
ぎ
開
会
、
前
議
会
か
ら
も
ち
こ
さ
れ
た
公

営
住
宅
敷
地
の
売
買
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
つ

い
て
審
議
し
た
。
人
民
党
議
員
が
墓
地
の
補

償
問
題
で
「
市
は
土
地
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
搾
取

さ
れ
て
い
る
と
当
局
を
追
及
、
一
方
、
与
党

側
は
質
疑
打
ち
切
り
の
動
議
を
出
す
な
ど
で

議
場
は
荒
れ
、
退
場
す
る
議
員
も
で
た
が
正

午
過
ぎ
採
決
の
結
果
、
多
数
で
原
案
を
可
決

し
た
。

審
議
に
入
る
と
同
時
に
人
民
党
の
黒
潮

議
員
（
人
民
）
か
ら
「
当
局
は
墓
地
が
不

法
建
築
で
補
償
し
な
い
と
い
う
が
ガ
ー

ブ
川
や
旭
カ
丘
な
ど
屋
台
の
不
法
建
築

に
は
補
償
し
た
。
こ
ん
ど
や
ら
な
い
と
は

ど
う
い
う
わ
け
か
」
と
質
問
。
こ
れ
に
対

し
、
久
場
民
生
委
員
長
は
「
さ
き
の
ガ
ー

ブ
川
な
ど
は
都
計
に
よ
っ
て
他
人
の
土

地
に
い
た
人
を
市
が
立
ち
の
き
さ
せ
た

の
で
補
償
し
た
」
と
答
弁
。
さ
ら
に
儀
間

議
員
（
人
民
）
か
ら
「
地
主
の
上
原
〇
〇

さ
ん
と
元
地
主
の
〇
〇
と
の
土
地
売
買

の
仲
介
人
が
い
る
の
を
知
ら
ず
に
市
当

局
は
契
約
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
市
民
の
税
金
が
一
万
㌦
余
も
余
分
に

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
激
し
く
追

及
。
こ
の
あ
と
名
城
議
員
か
ら
質
疑
打
ち

切
り
の
動
議
が
出
さ
れ
て
採
択
さ
れ
た

た
め
、
人
民
党
議
員
が
怒
り
出
し
「
議
会

制
度
の
破
壊
だ
」
と
議
長
に
つ
め
寄
っ

た
。
議
長
は
休
会
を
宣
し
た
が
、
又
吉
議

員
（
無
所
属
）
ら
も
「
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
質

疑
も
さ
れ
ず
打
ち
切
り
は
納
得
で
き
な
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い
」
と
退
場
し
た
。

そ
の
あ
と
討
論
で
は
与
野
党
議
員
が
激
し
く

論
戦
を
お
こ
な
い
、
採
決
の
結
果
、
多
数
で

原
案
を
可
決
し
た
。

最
初
か
ら
問
題
含
み
／
墓
の
移

転
で
も
め
る
／
首
里
の
公
営

住
宅
用
地

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
11
・
26
〕

　

公
営
住
宅
建
設
の
た
め
那
覇
市
は
さ
き
に

首
里
久
場
川
町
の
個
人
有
地
七
千
八
百
坪

を
購
入
、
来
年
二
月
着
工
を
め
ざ
し
て
い

ま
整
地
に
か
か
っ
て
い
る
が
用
地
内
に
は

二
百
二
十
八
基
の
墓
が
あ
り
、
そ
の
移
転
を

め
ぐ
っ
て
墓
主
た
ち
は
〝
適
正
な
移
転
補
償

が
な
い
か
ぎ
り
絶
対
に
動
か
な
い
〟
と
市
に

補
償
要
求
を
し
て
き
た
。
市
と
し
て
は
墓
そ

の
も
の
が
不
法
建
築
物
で
あ
る
た
め
、
移
転

先
の
代
替
地
と
改
葬
費
の
実
費
負
担
意
外
、

一
㌣
の
補
償
も
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
来

年
一
月
上
旬
ま
で
の
期
間
内
に
移
転
し
な
け

れ
ば
強
制
執
行
処
分
も
あ
え
て
辞
さ
な
い
と

強
い
態
度
。
こ
ん
ご
の
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
は
御
殿
地

公
営
住
宅
建
設
用
地
は〝
ウ
ド
ン
地
〟と
呼
ば

れ
る
元
〇
〇
の
所
有
地
。
戦
争
で
す
べ
て
が

破
壊
さ
れ
、
混
乱
状
態
に
あ
っ
た
終
戦
直
後
、

付
近
の
人
々
が
丘
陵
地
を
利
用
し
て
掘
り
込

み
式
の
仮
墓
を
つ
く
り
、
戦
没
者
や
、
壊
さ
れ

た
墓
か
ら
祖
先
の
遺
骨
を
安
置
し
た
。
人
里

は
な
れ
、
墓
地
と
し
て
も
か
っ
こ
う
な
場
所

だ
け
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
墓
が
つ
く
ら
れ
た
。
当

時
は
所
有
権
も
確
認
さ
れ
ず
、
と
が
め
る
人

も
い
な
か
っ
た
。
確
認
後
も
黙
認
状
態
。
一

帯
は
何
時
の
間
に
か
墓
地
帯
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
問
題
は
そ
の
土
地
を
市
が
公
営
住

宅
用
地
と
し
て
購
入
し
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま

る
。

購
入
承
認
を
得
る
九
月
定
例
議
会
で
も
「
墓

の
補
償
問
題
」
で
ひ
っ
か
か
り
、
委
員
会
に

つ
っ
か
え
さ
れ
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

　

補
償
費
だ
け
で
も
十
万
㌦

当
初
か
ら
問
題
が
あ
っ
た
。
補
償
す
る
に
し

て
も
取
り
こ
わ
し
か
ら
建
造
、
そ
れ
に
と
も

な
う
葬
祭
な
ど
で
ど
う
し
て
も
一
基
当
た
り

百
㌦
か
ら
二
百
㌦
は
必
要
。
隣
接
し
た
市
有

地
に
あ
る
墓
も
ふ
く
め
る
と
ざ
っ
と
五
百
余
。

補
償
費
だ
け
で
も
五
万
か
ら
十
万
㌦
と
い
う

膨
大
な
額
に
な
り
、
と
て
も
市
の
財
政
力
で

は
支
払
え
な
い
。
そ
こ
で
検
討
し
た
結
果

〝
不
法
建
築
物
〟
と
し
て
扱
う
と
い
う
当
局

の
態
度
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
根
拠
は
▽
前
地

主
に
無
断
で
建
造
し
て
い
る
▽
埋
葬
法
に
も

違
反
し
て
い
る
と
い
っ
た
も
の
。
不
法
建
築

物
に
対
し
て
は
立
ち
の
き
補
償
も
し
な
い
と

い
う
原
則
を
う
ち
立
て
た
も
の
の
、
や
は
り

戦
後
の
特
殊
事
情
か
ら
派
生
し
た
問
題
だ
け

に
墓
の
代
替
地
千
九
百
坪
を
提
供
、
さ
ら
に

一
基
当
た
り
十
六
㌦
八
十
五
㌣
の
改
葬
費
を

出
し
、
期
間
内
に
移
転
で
き
な
い
人
に
対
し

て
は
識
名
納
骨
堂
で
遺
骨
を
あ
ず
か
る
と
い

う
線
ま
で
譲
歩
し
た
。
継
続
審
査
を
仰
せ
つ

か
っ
た
経
済
民
生
委
員
会
（
久
場
景
善
委
員

長
）
も
当
局
の
こ
の
案
に
は
ま
だ
問
題
が
あ

る
。
十
六
㌦
余
の
改
葬
費
で
は
と
て
も
移
転

で
き
な
い
と
ず
い
ぶ
ん
も
ん
だ
が
、
当
局
が

責
任
を
も
っ
て
処
理
す
る
と
い
う
説
得
に
全

員
一
致
で
採
決
し
た
も
の
の
、
こ
ん
ご
を
心

配
す
る
議
員
も
い
た
。
儀
間
議
員
（
人
民
党
）

な
ど
は
退
場
し
て
委
員
会
の
採
決
に
加
わ
ら

な
か
っ
た
ほ
ど
だ
。

十
月
の
臨
時
議
会
に
は
、
当
局
案
が
再
提

案
さ
れ
た
。
委
員
会
で
し
っ
か
り
固
め

て
あ
る
か
ら
大
丈
夫
と
自
信
満
々
。
日

程
に
上
る
と
当
局
の
説
明
に
つ
づ
い
て

野
党
議
員
は
不
法
建
築
物
だ
と
し
て
合

法
的
に
処
理
す
る
と
い
う
当
局
の
態
度

を
き
び
し
く
追
及
し
た
も
の
だ
。
し
か
し

二
、
三
人
の
議
員
が
発
言
し
た
だ
け
で
質

疑
は
打
ち
切
ら
れ
た
。
名
城
議
員
が
打

ち
切
り
の
動
議
を
提
出
、
間
ぱ
つ
を
い
れ

ず
に
高
良
議
長
の
打
ち
切
り
宣
告
、
ま
さ

に
目
に
も
と
ま
ら
ぬ
抜
き
打
ち
の
一
刀

を
浴
び
せ
ら
れ
た
か
っ
こ
う
で
、
議
場
は

一
時
騒
然
、
黒
潮
、
又
吉
議
員
ら
が
い
き

な
り
質
疑
で
う
ち
切
る
の
は
ど
う
い
う

わ
け
だ
、
議
会
政
治
の
破
壊
だ
と
議
長
に

く
っ
て
か
か
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
採
決
に

も
ち
込
ま
れ
、
二
十
三
対
三
の
絶
対
多
数

で
可
決
。
こ
こ
で
も
又
吉
議
員
が
ふ
ん
が

い
、
四
期
の
議
員
生
活
を
通
じ
て
は
じ
め

て
の
退
場
を
し
た
。
当
局
は
年
内
着
工
が

遅
れ
た
ば
か
り
に
議
会
承
認
を
急
い
で

い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
当

局
の
あ
せ
り
に
議
会
も
押
し
き
ら
れ
た

か
っ
こ
う
だ
。

　

す
わ
り
込
み
も
辞
せ
ず
と
強
硬

　

こ
の
案
を
も
と
に
当
局
は
墓
主
と
各
町
ご

と
に
懇
談
、
協
力
を
求
め
て
い
る
が
、
大
半

の
人
た
ち
は
〝
納
得
で
き
な
い
〟
と
し
て　

〝

適
正
補
償
〟
を
強
く
訴
え
て
い
る
。
西
銘
市

長
の
も
と
に
も
代
表
十
数
人
が
二
度
に

わ
た
っ
て
お
し
か
け
、
押
し
問
答
を
く
り
返

し
て
い
る
。
す
で
に
移
転
補
償
獲
得
協
議
会

（
会
長
久
高
友
仁
、
会
員
百
余
人
）
も
結
成
さ

れ
、
こ
ん
ご
の
闘
争
態
勢
を
固
め
て
い

る
。
適
正
な
補
償
が
な
い
か
ぎ
り
動
か
な
い

ブ
ル
が
入
っ
て
く
れ
ば
全
員
乗
り
込
ん
で
阻

止
す
る
だ
け
だ
と
強
腰
。
ち
か
く
大
会
を
開

く
予
定
だ
。
と
い
う
の
も
墓
主
た
ち
の
ほ
と

ん
ど
が
生
活
も
楽
で
は
な
く
十
六
㌦
の
改
葬

費
を
も
ら
っ
て
も
そ
の
不
足
分
を
負
担
で
き

る
力
が
な
い
と
い
う
。
あ
る
主
婦
は
繁
多
川

の
墓
が
戦
争
で
壊
さ
れ
戦
後
い
ま
の
墓
を

四
千
Ｂ
円
で
買
っ
た
。
移
転
す
る
に
は
最
低
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百
㌦
は
か
か
る
。
金
が
あ
れ
ば
自
分
で
移
転

も
す
る
が
本
土
に
進
学
中
の
息
子
も
お
り
と

て
も
手
が
回
ら
な
い
。
い
ま
ご
ろ
不
法
建
築

物
だ
と
一
方
的
に
き
め
つ
け
ら
れ
る
問
題
じ

ゃ
な
い
と
思
う
。
戦
後
の
特
殊
事
情
も
考
え

て
も
っ
と
納
得
の
い
く
よ
う
な
補
償
を
し
て

も
ら
い
た
い
と
訴
え
て
い
た
。
市
の
態
度
は

不
法
建
築
物
と
い
う
一
貫
し
た
も
の
で
、
さ

る
二
十
日
付
で
各
墓
主
に
十
二
月
一
日
ま
で

に
移
転
手
続
き
を
と
る
よ
う
勧
告
し
た
。
応

じ
な
い
場
合
は
強
制
執
行
す
る
だ
け
だ
と
い

い
、
両
者
の
対
立
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る

ば
か
り
で
あ
る
。

議
会
の
品
位
重
ん
じ
る
／
那
覇

市
議
会
総
務
委
／
議
会
規
則

の
修
正
案
準
備 
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二
十
八
日
午
後
行
な
わ
れ
た
那
覇
市
議
会
総

務
委
員
会
は
、
九
月
か
ら
継
続
審
議
中
の
議

会
会
議
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
審
議
し
た
結

果
、
一
部
修
正
し
て
可
決
、
来
月
行
な
わ
れ

る
定
例
議
会
に
提
案
す
る
。

こ
の
規
則
は
市
町
村
自
治
法
の
改
正
に

と
も
な
い
、
議
会
運
営
の
能
率
向
上
を

は
か
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
で
、
従
来

の
規
則
を
全
面
改
正
し
た
。
百
十
七
条
か

ら
な
る
ぼ
う
大
な
規
則
で
、
議
会
の
進
め

方
、
議
場
の
秩
序
な
ど
が
明
文
化
さ
れ
て

い
る
。

と
く
に
委
員
会
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
十
四

条
の
「
議
員
に
よ
る
議
案
提
出
」
、
十
七
条

の
「
修
正
動
議
の
提
出
」
。
こ
れ
は
従
来
、
一

人
の
賛
成
者
が
な
く
て
も
議
案
、
修
正
動
議

を
提
出
で
き
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
自
治
法

が
「
賛
成
者
が
一
人
以
上
お
れ
ば
提
出
で
き

る
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
那
覇
市
で

も
議
案
と
修
正
動
議
は
「
賛
成
者
の
も
の
と

連
署
し
て
提
出
す
る
」
と
改
め
た
。
つ
ま
り

賛
成
者
が
一
人
も
い
な
い
議
案
や
修
正
動
議

は
、
議
事
の
妨
害
に
な
る
と
い
う
本
土
の
自

治
法
の
精
神
に
そ
っ
て
改
め
た
も
の
。
本
土

の
場
合
、
議
員
定
数
の
八
分
の
一
以
上
の
賛

成
が
な
い
と
提
出
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
沖
縄
の
地
方
自
治
体
は
本
土
並
み
に

は
ま
だ
ま
だ
。

ま
た
新
し
く
取
り
入
れ
た
条
文
で
、
議
員

は
議
会
の
品
位
を
重
ん
じ
、
病
気
で
な
い

か
ぎ
り
帽
子
、
外
と
う
、
え
り
巻
き
、
つ

え
、
か
さ
な
ど
を
議
場
に
持
ち
込
ん
で
は

な
ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
会
議
中
み
だ
り
に

議
席
を
離
れ
た
り
、
議
場
で
の
喫
煙
、
新

聞
、
雑
誌
な
ど
を
読
む
こ
と
を
禁
止
し
て

い
る
。

水
道
施
設
を
大
幅
拡
張
／
那
覇

市
の
五
か
年
計
画
ま
と
ま
る 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
12
・
３
〕

　

那
覇
市
は
い
ま
八
十
五
万
㌦
の
起
債
工
事

で
泊
浄
水
場
の
拡
張
を
は
じ
め
と
す
る
水
道

施
設
の
大
幅
な
拡
張
工
事
を
す
す
め
て
お
り
、

完
了
予
定
の
来
年
三
月
ご
ろ
に
は
浄
水
量
も

現
在
の
二
倍
に
ふ
え
る
。
し
か
し
年
々
急
激

に
ふ
え
て
く
る
水
の
需
要
量
に
は
と
っ
て
も

追
っ
つ
け
な
い
状
態
。
そ
こ
で
市
水
道
部
で

は
さ
ら
に
百
十
四
万
六
千
七
百
㌦
の
資
金
を

と
も
な
う
「
水
道
五
か
年
計
画
」
を
ま
と
め

た
。
こ
れ
を
も
と
に
し
た
水
道
事
業
を
政
府

の
援
助
を
ま
っ
て
推
進
、
こ
ん
ご
の
水
不
足

に
対
処
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
計
画
は

六
四
年
か
ら
六
八
年
ま
で
の
五
か
年
間
に
▽

水
源
開
発
▽
給
配
水
施
設
を
完
備
し
て
未
給

水
あ
る
い
は
給
水
不
良
地
域
を
解
消
し
て
い

こ
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い
。

現
在
那
覇
市
の
浄
水
標
準
能
力
は
一
日

一
万
立
方
㍍
。
夏
季
の
最
盛
期
に
は

一
万
五
千
立
方
㍍
も
浄
水
を
強
い
ら
れ

る
と
い
う
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
ぶ
り
。
し

か
し
二
万
四
千
立
方
㍍
の
需
要
量
か
ら

み
る
と
、
三
分
の
二
を
満
た
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
不
足
分
は
水
道
公
社
か

ら
浄
水
を
購
入
、
か
ろ
う
じ
て
ピ
ン
チ

を
切
り
抜
け
て
い
る
状
態
。
い
ま
市
水

源
の
八
千
立
方
㍍
と
水
道
公
社
か
ら
の

原
水
八
千
立
方
㍍
、
浄
水
八
千
立
方
㍍
の

購
入
で
水
源
も
な
ん
と
か
確
保
さ
れ
て
い

る
が
、
人
口
増
加
に
と
も
な
っ
て
需
要
量

は
ふ
え
る
一
方
。
六
二
年
度
の
配
水
量
は

六
百
八
十
五
万
四
千
七
百
二
十
九
立
方
㍍

を
マ
ー
ク
、
す
で
に
五
七
年
度
の
二
倍
以

上
と
な
り
、
公
社
依
存
率
も
五
七
・
五
％
に

達
し
た
。
こ
ん
ご
も
継
続
的
な
需
要
増
加

が
予
想
さ
れ
、
ま
ず
五
か
年
計
画
で
は
水

源
開
発
が
大
き
な
比
重
を
し
め
て
い
る
。

予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
安
謝
、
宜
野
湾
市
佐

良
浜
の
地
下
水
源
開
発
。
市
の
取
水
計
画
で

は
安
謝
一
日
千
立
方
㍍
、
伊
佐
浜
二
千
立
方

㍍
の
計
三
千
立
方
㍍
。
こ
れ
に
よ
り
市
の
原

水
は
一
日
一
万
一
千
立
方
㍍
と
な
り
、
水
道

公
社
の
分
譲
原
水
八
千
立
方
㍍
を
加
え
て

一
万
九
千
立
方
㍍
の
原
水
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
泊

浄
水
場
拡
張
後
の
浄
水
能
力
を
み
た
す
た
め

の
補
足
的
な
も
の
。
激
増
す
る
将
来
の
給
水

需
要
に
備
え
て
は
北
部
河
川
の
開
発
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
①
那
覇
市

を
ふ
く
む
中
部
沖
縄
の
過
去
数
年
間
の
給
水

需
要
は
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
将
来
も
継

続
的
に
ふ
え
る
こ
と
が
十
分
予
想
さ
れ
る
②

水
道
公
社
統
合
水
道
施
設
は
現
在
の
需
要
を

満
た
し
て
い
る
が
、
近
く
水
量
が
不
足
す
る

こ
と
は
必
至
で
あ
る
③
中
部
沖
縄
の
水
源
は

ほ
と
ん
ど
開
発
さ
れ
、
残
っ
た
わ
ず
か
な
水
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源
は
水
道
公
社
が
開
発
計
画
し
て
い
る
④
那

覇
市
が
調
査
中
の
牧
港
川
上
流
ダ
ム
建
設
は

既
得
水
量
の
有
効
利
用
に
と
ど
ま
る
⑤
南
部

沖
縄
の
水
源
は
こ
の
地
区
の
将
来
の
需
要
は

満
た
せ
る
が
那
覇
市
を
ふ
く
む
中
部
沖
縄
へ

給
水
す
る
た
め
の
開
発
に
は
疑
問
で
あ
る
⑥

北
部
は
雨
量
が
他
地
区
よ
り
多
く
、
水
量
が

比
較
的
に
安
定
し
て
い
る
。

水
源
開
発
と
と
も
に
給
配
水
施
設
の
完

備
を
す
る
。
六
二
年
九
月
現
在
で
送
配
水

管
の
延
長
は
十
七
万
六
千
八
百
二
十
九

㍍
、

一

万

九

千

三

百

五

十

四

栓

で

十
五
万
一
千
四
百
余
人
に
給
水
、
普
及

率
は
六
三
・
七
％
こ
の
数
字
は
会
社
、
団

体
、
工
場
、
ホ
テ
ル
な
ど
大
口
利
用
者
も

ふ
く
ま
れ
た
も
の
で
、
実
際
の
普
及
率
は

五
〇
％
そ
こ
ら
と
い
う
。
そ
れ
に
水
道
は

引
い
た
が
断
水
つ
づ
き
の
真
和
志
楚
辺

一
帯
の
高
台
地
区
。
月
平
均
四
百
余
件
も

あ
る
給
水
申
し
込
み
な
ど
給
水
事
情
は

深
刻
に
な
る
ば
か
り
だ
。
泊
浄
水
場
の

拡
張
に
並
行
し
て
識
名
の
高
架
タ
ン
ク

設
置
、
市
内
配
水
管
の
整
備
を
十
八
万

㌦
の
起
債
工
事
で
す
す
め
る
か
た
わ
ら

五
か
年
計
画
で
さ
ら
に
給
配
水
施
設
を

完
備
、
六
八
年
度
ま
で
に
は
推
定
人
口

二
十
九
万
二
千
八
百
人
の
七
〇
％
に
当

た
る
二
十
万
四
千
九
百
六
十
人
に
給
水

で
き
る
態
勢
を
整
え
る
。

こ
れ
に
と
も
な
う
百
十
四
万
六
千
七
百
八
十

㌦
の
事
業
費
は
三
十
一
万
五
千
九
百
三
十
㌦

の
自
己
財
源
に
十
五
万
㌦
を
起
債
、
残
り

六
十
八
万
八
百
五
十
㌦
を
政
府
補
助
に
仰
ぐ

と
い
う
。

　

西
銘
那
覇
市
長
の
話　

将
来
の
給
水
需
要

を
考
え
る
と
と
て
も
現
在
の
施
設
で
は
間
に

合
わ
な
い
。
水
源
開
発
を
ふ
く
め
た
総
合
的

な
施
設
の
拡
張
整
備
が
必
要
だ
が
、
市
の
財

源
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
と
く
に
北
部

の
水
源
開
発
と
な
る
と
膨
大
な
資
金
が
い
る
。

市
と
し
て
は
さ
っ
そ
く
政
府
に
援
助
を
要
請
、

さ
し
当
た
っ
て
の
五
か
年
計
画
で
悪
化
す
る

給
水
事
情
を
緩
和
し
て
い
き
た
い
。

子
負
っ
た
婦
人
も
傍
聴
／
那
覇

市
／
今
年
最
後
の
議
会
始
ま

る 〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
２
・
12
・
13
〕

今
年
最
後
の
那
覇
市
議
会
第
五
十
五
回
定
例

議
会
が
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
那
覇
市
会
議

室
で
開
か
れ
た
。

こ
の
日
赤
ち
ゃ
ん
を
お
ぶ
っ
た
婦
人
や
老
婦

人
、
お
じ
い
さ
ん
た
ち
約
百
人
が
『
墓
地
の

適
正
補
償
を
実
施
せ
よ
』
『
議
員
さ
ん
た
ち

反
省
せ
よ
』
な
ど
の
ノ
ボ
リ
や
プ
ラ
カ
ー
ド

を
押
し
立
て
て
傍
聴
席
を
埋
め
、
重
苦
し
い

ふ
ん
い
き
の
な
か
で
会
議
を
開
い
た
。

開
会
冒
頭
、
今
議
会
の
会
期
十
三
日
間
を

め
ぐ
っ
て
儀
間
議
員
（
人
民
党
）
か
ら
「
議

案
研
究
の
時
間
も
な
い
」
と
会
期
十
六
日

間
に
せ
よ
と
提
案
が
あ
っ
た
が
否
決
に
な

り
、
こ
の
二
十
五
日
ま
で
の
十
三
日
間
と

決
ま
っ
た
。
そ
の
あ
と
当
局
か
ら
三
十
八

議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
初
日

の
議
会
は
終
わ
っ
た
。

十
四
日
は
一
般
質
問
を
行
な
い
、
十
七
日
か

ら
議
案
を
関
係
委
員
会
に
付
託
し
て
審
議
、

こ
の
二
十
五
日
最
終
日
の
本
会
議
を
も
つ
こ

と
に
な
っ
た
。

水
道
・
都
計
に
質
問
集
中
／
那

覇
市
会
／
安
謝
防
波
堤
工
事

も
追
及

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
２
・
12
・
14
〕

第
五
十
五
回
那
覇
市
定
例
議
会
二
日
目
は
、

十
四
日
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
再
開
、
西

銘
市
長
へ
の
一
般
質
問
に
は
い
っ
た
。
ま
ず

大
山
盛
幸
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
人
づ
く
り

に
関
連
し
て
教
育
問
題
、
市
内
交
通
の
緩

和
、
都
計
事
業
に
対
す
る
対
応
費
の
問
題
、
埋

め
立
て
事
業
に
対
す
る
当
局
の
考
え
方
を
聞

い
た
。
と
く
に
泊
、
安
謝
間
埋
め
立
て
地
の

防
波
堤
工
事
に
つ
い
て
は
、「
将
来
さ
ら
に
拡

張
を
予
想
し
て
、
暫
定
的
な
工
事
を
し
て
い

る
と
聞
く
、
も
し
風
波
で
こ
わ
さ
れ
、
人
命
、

財
産
に
被
害
を
あ
た
え
た
場
合
、
市
の
大
き

な
責
任
問
題
に
な
る
」
と
、
き
び
し
く
追
及

し
て
い
た
。
午
前
中
の
主
な
質
問
は
つ
ぎ
の

と
お
り
。

　

大
山　

市
長
の
教
育
委
就
任
で
、
市
の
行

政
面
に
も
っ
と
人
づ
く
り
と
い
う
面
か
ら
子

弟
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

　

市
長　

教
育
行
政
は
、
市
と
は
別
個
の
教

育
委
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
わ
た

く
し
と
し
て
は
、
ま
ず
教
育
財
政
の
確
立
に

努
力
し
た
い
。

　

大
山　

育
英
資
金
に
つ
い
て
う
か
が
い
た

い
。

　

市
長　

現
在
市
に
は
や
る
べ
き
仕
事
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
十
分
な
資
金
の
確
保
も
で
き

な
い
が
、
い
く
ら
か
あ
る
資
金
を
年
々
増
し

て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　

大
山　

さ
き
に
首
里
婦
人
会
か
ら
、
保
育

所
の
設
置
要
望
が
あ
っ
た
が
ど
う
な
っ
た
か
。

　

市
長　

さ
っ
そ
く
手
を
つ
け
る
つ
も
り
だ

っ
た
が
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

あ
る
。
南
援
の
計
画
に
よ
る
と
、
次
年
度
沖

縄
に
五
か
所
の
保
育
所
を
つ
く
る
よ
う
だ
し
、

ぜ
ひ
そ
れ
を
那
覇
市
に
ま
わ
し
て
も
ら
う
よ

う
努
力
す
る
。
で
き
な
け
れ
ば
自
己
資
金
で

や
り
た
い
。

　

大
山　

児
童
生
徒
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、

高
校
も
狭
く
な
っ
て
き
た
。
市
立
高
校
設
置

の
計
画
は
な
い
か
。

　

市
長　

研
究
は
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な

構
想
は
な
い
。
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大
山　

市
町
村
議
会
議
長
会
で
は
、
教
育

委
員
制
度
の
改
革
要
望
を
し
て
い
る
が
、
市

長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

市
長　

委
制
度
そ
の
も
の
は
立
派
な
制
度

で
あ
る
。
た
だ
財
源
が
と
も
な
わ
な
い
の
が

難
点
で
あ
り
、
制
度
そ
の
も
の
と
は
別
の
問

題
だ
。
こ
ん
ご
は
財
政
調
整
交
付
金
の
よ
う

な
教
育
財
政
交
付
金
と
い
っ
た
制
度
を
も
う

け
て
財
政
確
立
に
努
力
し
た
い
。

　

大
山　

那
覇
の
交
通
は
年
々
ふ
く
そ
う
し

て
く
る
。
市
長
は
前
議
会
で
緩
和
に
努
力
す

る
と
い
っ
た
が
、
ど
う
努
力
し
た
か
。

　

市
長　

ま
だ
関
係
者
と
具
体
的
な
話
し
合

い
を
持
っ
て
い
な
い
、
残
念
で
あ
る
。
こ
れ

は
路
線
の
問
題
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
一
号

線
の
バ
イ
パ
ス
な
ど
政
府
が
も
っ
と
積
極
的

に
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
ん
ご
関
係

当
局
と
も
話
し
合
っ
て
、
緩
和
に
努
力
す
る

つ
も
り
だ
。

　

大
山　

政
府
事
業
に
対
す
る
市
の
負
担
金

は
膨
大
だ
が
、
そ
の
軽
減
に
つ
い
て
折
衝
し

た
か
。

　

市
長　

財
政
交
付
金
の
増
額
と
政
府
財
源

の
一
部
を
市
に
移
管
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
。
た
と
え
ば
遊
興
飲
食
税
を
移
管
し
て
も

ら
う
だ
け
で
も
三
十
万
か
ら
四
十
万
㌦
の
財

源
が
ふ
え
る
。

そ
の
ほ
か
具
志
栄
治
、
又
吉
久
正
氏
ら
が
、

水
道
、
ス
ラ
ム
街
解
消
、
ガ
ー
ブ
川
問
題

に
つ
い
て
質
問
し
て
午
前
中
の
日
程
を
終

わ
っ
た
。
な
お
午
後
一
時
か
ら
再
開
さ
れ

る
。

二
度
も
流
会
の
ピ
ン
チ
／
那
覇

市
会
／
公
営
住
宅
用
地
で
質

問
攻
め

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
12
・
15
〕

　

那
覇
市
の
定
例
議
会
二
日
目
の
本
会
議
は
、

十
四
日
午
後
一
時
か
ら
再
開
、
又
吉
久
正
議

員
が
さ
き
に
市
当
局
が
購
入
し
た
首
里
久
場

川
町
の
公
営
住
宅
用
地
に
つ
い
て
質
問
、
久

高
友
敏
、
黒
潮
隆
、
儀
間
真
祥
、
久
場
景
善

議
員
ら
が
つ
ぎ
つ
ぎ
質
問
に
立
ち
用
地
の
購

入
方
法
や
墳
墓
の
移
転
補
償
な
ど
に
つ
い
て

二
時
間
余
も
当
局
を
質
問
攻
め
、
そ
の
ほ
か

塵
介
処
理
、
水
道
、
道
路
、
税
金
、
宅
地
、
職

員
の
服
務
管
理
な
ど
市
政
一
般
に
関
す
る
活

発
な
質
問
戦
が
午
後
六
時
す
ぎ
ま
で
つ
づ
い

た
。そ

の
間
に
は
無
断
退
場
す
る
議
員
が
目

立
ち
、
二
度
も
法
定
数
（
十
五
人
）
ギ
リ

ギ
リ
で
続
行
、
流
会
を
免
れ
て
い
た
。
集

中
質
問
を
浴
び
た
の
は
墓
地
の
代
替
地

と
し
て
上
原
氏
（
元
地
主
）
が
市
に
無
償

提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
千
九
百

坪
。
こ
の
う
ち
九
百
坪
は
登
記
準
備
中
だ

が
残
り
千
坪
が
土
地
台
帳
で
は
地
主
が

生
死
不
明
で
上
原
氏
は
地
主
の
失
跡
宣

告
手
続
き
を
と
り
、
そ
の
弟
と
売
買
契
約

を
す
す
め
て
い
る
と
い
う
。
質
問
つ
ぎ
の

通
り
。

　

又
吉
議
員　

墓
地
帯
に
し
て
地
主
が
で
て

き
た
ら
ど
う
す
る
。

　

市
長　

そ
れ
は
上
原
氏
と
地
主
の
問
題
だ
。

　

黒
潮
議
員　

不
法
建
築
物
と
い
う
が
、
墓

の
建
築
基
準
法
や
所
有
権
に
確
認
さ
れ
る
以

前
に
で
き
た
も
の
だ
。

　

市
長　

他
人
の
土
地
の
不
法
占
拠
で
所
有

権
の
侵
害
に
な
る
。
確
認
後
、
地
主
と
賃
貸

契
約
を
結
ぶ
べ
き
だ
っ
た
。

　

久
高
議
員　

墓
主
は
平
均
十
六
㌦
で
は
立

ち
の
か
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
ま
だ
市

の
所
有
に
も
な
っ
て
な
い
土
地
に
移
転
さ
せ

る
の
は
不
法
建
築
物
に
な
ら
な
い
か
。

　

市
長　

一
応
市
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、

ど
う
し
て
も
自
分
で
墓
が
つ
く
れ
な
い
人
に

対
し
て
は
考
慮
す
る
。
土
地
は
買
い
取
り
証

書
も
も
ら
っ
て
お
り
実
質
的
に
は
市
の
も
の

で
将
来
一
帯
を
墓
地
帯
に
す
る
計
画
で
移
転

し
て
も
ら
う
。

　

久
場
議
員　

墓
主
七
十
一
人
か
ら
の
陳
情

が
出
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
話
し
合
い
に

よ
っ
て
解
決
し
て
欲
し
い
。

ず
さ
ん
な
料
金
徴
収
／
那
覇
市

会
／
水
道
問
題
に
質
問
集
中 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
12
・
16
〕

　

那
覇
市
定
例
議
会
三
日
目
の
本
会
議
は
、

十
五
日
午
前
十
時
か
ら
再
開
さ
れ
、
午
前
中

に
消
防
関
係
三
条
例
を
即
決
承
認
し
た
ほ
か
、

水
道
料
金
の
徴
収
、
崇
元
寺
公
園
の
一
部
変

更
縮
小
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
を
行
な
っ
た
。

消
防
関
係
条
例
は
、
こ
れ
ま
で
布
令
に
よ

っ
て
条
例
化
さ
れ
て
い
た
の
を
消
防
組

織
法
の
立
法
化
に
と
も
な
い
新
し
く
整

備
し
た
も
の
。
十
五
日
の
発
効
と
と
も
に

即
決
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
那
覇
消
防

隊
も
「
消
防
本
部
」「
消
防
署
」「
消
防
団
」

の
三
段
階
か
ら
な
り
、
組
織
が
強
化
さ
れ

る
。

水
道
料
金
は
、
原
則
と
し
て
納
期
（
三
か

月
）
を
過
ぎ
る
と
閉
栓
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
な
か
に
は
半
年
も
一
年
も
未
納

の
ま
ま
給
水
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
不
公

平
。
さ
ら
に
未
納
の
ま
ま
移
転
し
た
借
家
人

の
分
も
後
か
ら
入
っ
て
き
た
借
家
人
に
背
負

わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
支
払
わ
な
い
と
き

は
給
水
を
止
め
て
い
る
。
「
全
く
で
た
ら
め

だ
。
使
わ
な
い
水
の
料
金
ま
で
徴
収
す
る
の

か
」
と
久
場
、
黒
潮
議
員
が
追
及
し
た
の
に

対
し
、
当
局
は
「
使
っ
た
人
に
対
し
て
請
求

し
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
答
弁
。
久
場
議
員
ら
は
「
い
ま
に
は
じ
ま
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っ
た
こ
と
で
な
い
。
方
々
に
そ
の
例
が
あ
る

の
に
知
ら
な
い
と
は
怠
慢
だ
」
と
き
め
つ
け

て
い
た
。

ま
た
崇
元
寺
公
園
の
一
部
縮
小
に
つ
い
て
は
、

「
前
市
長
が
独
断
で
解
除
し
た
も
の
だ
し
、
解

除
は
無
効
と
考
え
る
。
予
定
通
り
計
画
を
す

す
め
て
い
け
な
い
か
」
と
用
地
回
復
の
要
望

も
あ
っ
た
が
、
西
銘
市
長
は
す
で
に
解
除
さ

れ
た
地
域
は
第
三
者
に
売
買
さ
れ
て
お
り
、

地
主
た
ち
の
権
利
も
考
え
る
と
、
や
む
を
得

ず
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
資
金
の
見
通
し

が
た
ち
し
だ
い
、
市
内
の
公
園
も
整
備
し
て

い
き
た
い
と
答
え
た
。

旭
町
道
路
用
地
で
追
及
／
那
覇

市
議
会
／
崇
元
寺
橋
、
二
月

に
着
工

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
２
・
12
・
16
〕

那
覇
市
定
例
議
会
三
日
目
の
十
五
日
午
後
は
、

「
旭
町
交
通
広
場
道
路
用
地
」
と
「
崇
元
寺
橋

改
修
工
事
に
伴
な
う
用
地
」
の
取
得
、
さ
ら

に
都
市
計
画
公
園
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
の
審
議
で
、
激
し
い
質
疑
応
答
を
か
わ
し

た
。旭

町
ロ
ー
タ
リ
ー
用
地
問
題
で
、
金
城

（
吾
）
、
又
吉
、
黒
潮
、
久
高
、
真
栄
田

議
員
ら
が
①
取
得
用
地
の
う
ち
一
筆
だ

け
が
三
・
三
平
方
㍍
当
た
り
七
十
五
㌦

（
他
は
五
十
五
㌦
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と

②
政
府
事
業
だ
か
ら
政
府
が
買
い
あ
げ

る
べ
き
だ
と
追
及
、
市
当
局
側
は
「
こ

の
一
筆
は
角
地
に
な
っ
て
い
る
の
で
高

価
で
あ
る
。
こ
れ
は
政
府
事
業
で
は
あ

る
が
、
市
も
利
益
を
う
け
る
と
い
う
こ

と
で
受
益
者
負
担
制
度
を
適
用
し
て
来

た
。
こ
れ
を
断
わ
る
と
政
府
補
助
は
流

れ
る
」
と
回
答
。

さ
ら
に
「
崇
元
寺
橋
も
政
府
補
助
で
来
年
二

月
着
工
予
定
だ
が
、
用
地
が
今
よ
り
拡
張
さ

れ
る
の
で
、
付
近
の
三
軒
の
住
家
を
移
転
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
。

　

ま
た
公
園
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
又
吉
議

員
が
「
前
市
長
は
公
園
問
題
に
関
心
を
持
ち

公
園
用
地
も
指
定
し
た
が
、
西
銘
市
長
は
そ

の
用
地
ま
で
縮
小
し
よ
う
と
関
心
が
見
ら
れ

な
い
」
と
詰
め
よ
っ
た
と
こ
ろ
、
西
銘
市
長

は
「
関
心
が
な
い
の
で
は
な
い
。
多
額
の
資

金
が
い
る
の
で
い
ま
の
と
こ
ろ
都
市
公
園
は

考
え
な
い
だ
け
で
将
来
は
進
め
る
。
縮
小
し

た
の
は
前
市
長
が
政
府
の
認
可
を
受
け
て
解

除
す
べ
き
公
園
用
地
を
、
正
規
の
手
続
を
と

ら
な
い
で
前
市
長
名
で
公
文
書
を
出
し
て
解

除
し
て
あ
る
た
め
だ
。

地
主
も
す
で
に
第
三
者
に
売
っ
て
あ
る
の
で

や
む
な
く
縮
小
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

答
え
、
建
設
委
員
会
で
審
議
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
〝
株
に
手
を
出
す
な
〟
／
東
急

ホ
テ
ル
株
購
入
で
一
も
め
／

那
覇
議
会
総
務
委 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
２
・
12
・
19
〕

十
八
日
午
前
十
時
か
ら
那
覇
市
議
会
会
議
室

で
開
か
れ
た
市
議
会
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
一

男
委
員
長
）
は
、
今
議
会
に
提
案
中
の
琉
球

東
急
ホ
テ
ル
の
株
購
入
に
つ
い
て
審
議
し
た

が
、
か
な
り
も
め
た
。

こ
れ
は
同
ホ
テ
ル
の
百
五
十
万
㌦
増
資
計
画

に
と
も
な
い
、
那
覇
市
も
二
千
四
百
株
、
三
千

㌦
が
割
り
当
て
ら
れ
て
来
た
も
の
で
、
野
党

議
員
は
「
こ
れ
ま
で
も
同
ホ
テ
ル
の
株
は
か

な
り
持
っ
て
い
る
が
市
と
し
て
は
何
も
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
な
い
。
市
民
の
要
望
す
ら
満

足
に
か
な
え
ら
れ
な
い
の
に
、
市
が
こ
れ

以
上
第
三
次
産
業
に
手
を
出
す
べ
き
で
な

い
」
と
強
く
反
対
し
た
。
同
委
員
会
は
ひ
き

つ
づ
き
こ
の
問
題
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
沖
縄
配
電
会
社
の
増
資
に
対
し
て

は
「
市
民
へ
の
還
元
は
大
き
い
」
と
し
て

二
百
七
十
五
株
、
二
千
七
百
五
十
㌦
を
買
う

こ
と
を
委
員
会
は
認
め
た
。

銘
苅
水
源
地
を
調
査
／
那
覇
市

建
設
委
員
会 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
２
・
12
・
19
〕

那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
は
、
十
九
日
午
前

十
時
半
か
ら
那
覇
市
天
久
銘
苅
水
源
地
と
蔡

温
橋
か
ら
安
里
三
差
路
用
地
崇
元
寺
公
園
の

現
地
調
査
を
し
た
。

　

銘
苅
水
源
地
は
今
議
会
に
も
提
案
さ
れ
て

い
る
十
万
㌦
水
道
起
債
工
事
の
中
の
水
源
開

発
事
業
。
水
源
地
の
近
く
に
集
水
池
を
も
う

け
、
安
謝
酸
素
工
場
前
に
新
設
す
る
ポ
ン
プ

場
ま
で
導
水
、
そ
こ
で
地
下
水
と
合
流
さ
せ

て
一
日
千
立
方
㍍
の
原
水
を
泊
浄
水
場
に
送

水
し
よ
う
と
い
う
計
画
。

　

水
源
開
発
工
事
に
四
万
二
千
九
百
二
十
二

㌦
。
ポ
ン
プ
送
水
施
設
二
万
六
千
九
百
八
十

二
㌦
、
集
水
池
工
事
は
三
千
五
百
七
㌦
、
導

水
管
工
事
一
万
二
千
四
百
三
十
三
㌦
で
計

四
万
二
千
九
百
二
十
二
㌦
の
工
事
と
な
っ
て

い
る
。

銘
苅
水
源
開
発
本
番
へ
／
那
覇

市
会
／
議
案
19
件
、
ス
ピ
ー

ド
処
理

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
２
・
12
・
25
〕

二
十
四
日
の
那
覇
市
定
例
議
会
本
会
議
は
午

前
に
ひ
き
つ
づ
き
、
午
後
は
一
時
か
ら
再
開

さ
れ
、
琉
球
東
急
ホ
テ
ル
の
増
資
に
と
も
な

う
二
千
四
百
株
の
株
購
入
、
六
三
年
度
一
般

な
ら
び
に
水
道
特
別
会
計
追
加
予
算
、
十
万

㌦
の
水
道
工
事
起
債
な
ど
十
九
議
案
を
そ
れ

ぞ
れ
ス
ピ
ー
ド
可
決
、
一
件
否
決
、
三
件
を

保
留
し
た
。

可
決
さ
れ
た
六
三
年
度
一
般
追
加
予
算
額
は



二
六
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一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
十
二
月

十
三
万
一
千
四
百
七
十
九
㌦
で
前
回
か
ら
の

累
計
総
額
は
三
百
五
十
二
万
二
千
百
十
三

㌦
。

ま

た

水

道

特

別

会

計

は

追

加

額

十
一
万
六
千
四
百
三
十
九
㌦
で
総
額

百
四
十
三
万
六
千
九
百
十
三
㌦
と
な
っ
た
。

東
急
ホ
テ
ル
の
株
購
入
に
つ
い
て
は
委
員
会

で
も
市
民
福
祉
の
た
め
に
予
算
を
つ
か
う
べ

き
だ
と
い
う
反
対
意
見
も
あ
っ
た
が
、将
来
の

観
光
事
業
発
展
と
い
う
立
ち
場
か
ら
と
く
に〝

第
一
次
産
業
の
育
成
も
考
慮
し
て
も
ら
う
〟と

い
う
条
件
を
つ
け
て
二
千
四
百
株（
一
株
一
㌦

二
十
五
㌣
で
三
千
㌦
）
の
購
入
を
認
め
た
。

十
万
㌦
の
水
道
起
債
工
事
は
銘
苅
水
源

の
開
発
と
国
場
川
埋
め
立
て
地
へ
の
水

道
幹
線
敷
設
工
事
。
銘
苅
川
の
開
発
で

一
日
千
立
方
㍍
の
原
水
を
採
水
す
る
計

画
。
ま
た
壺
川
一
帯
の
埋
め
立
て
市
有
地

四
千
五
百
坪
を
学
校
用
地
と
し
て
那
覇

区
教
育
委
員
会
に
無
償
で
貸
し
付
け
る

こ
と
な
ど
が
き
ま
っ
た
。
午
前
中
の
分
を

ふ
く
め
る
と
こ
の
日
上
程
さ
れ
た
議
案

は
三
十
九
件
。
う
ち
、
議
会
規
則
の
改
正

な
ど
四
件
を
継
続
審
議
、
軍
用
機
墜
落
事

故
に
つ
い
て
の
要
請
決
議
な
ど
三
件
を

保
留
し
た
。

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
近
く
の
公
有
水
面
埋
め
立

て
申
請
を
否
決
。
三
十
一
件
を
原
案
通
り
可

決
と
い
う
急
ピ
ッ
チ
の
審
議
だ
っ
た
。
な
お

二
十
五
日
は
午
前
十
時
再
開
、
保
留
の
三
件

と
陳
情
案
件
を
処
理
す
る
。

都
計
援
助
で
緊
急
質
問
／
那
覇

市
議
会
／
市
長
折
衝
上
京
を

決
議

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
２
・
12
・
25
〕

那
覇
市
定
例
議
会
は
二
十
四
日
午
前
十
時
す

ぎ
か
ら
開
会
さ
れ
、
最
終
審
議
に
は
い
っ

た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
又
吉
議
員
か
ら
「
日

本
政
府
援
助
の
内
示
額
約
十
五
億
円
の
う
ち

に
那
覇
市
へ
の
援
助
（
お
も
に
都
計
、
公
営

住
宅
費
）
は
い
く
ら
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
」

と
の
緊
急
質
問
が
出
た
が
、
当
局
の
答
弁
で

は
援
助
額
は
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

そ
の
た
め
那
覇
市
へ
の
援
助
獲
得
折
衝

に
西
銘
市
長
を
一
両
日
中
に
上
京
さ
せ
、

さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
議
会
代
表
と
し

て
高
良
議
長
の
派
遣
を
満
場
一
致
で
可

決
し
た
。

さ
ら
に
久
場
議
員
か
ら
嘉
手
納
で
の
米
軍
用

機
墜
落
事
故
に
対
す
る
要
請
決
議
の
動
議
が

出
さ
れ
て
採
択
、
決
議
文
の
起
草
委
員
は
各

委
員
会
か
ら
一
人
ず
つ
と
人
民
党
議
員
一
人

を
加
え
る
こ
と
を
決
め
た
。

〝
定
数
を
本
土
な
み
に
〟
／
那
覇

市
会
幕
閉
じ
る
／
墜
落
事
故

へ
の
決
議
も 
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十
三
日
開
会
し
た
第
五
十
五
回
定
例
那
覇

市
議
会
は
、
諮
問
二
件
を
ふ
く
む
三
十
九

件
の
当
局
提
出
議
案
の
う
ち
四
件
を
継
続

審
議
、
諮
問
一
件
不
承
認
で
三
十
五
件
を

原
案
可
決
。
さ
ら
に
三
十
二
件
の
陳
情
案

件
を
処
理
、
米
軍
用
機
墜
落
事
故
な
ど
四

件
の
要
請
決
議
を
採
択
し
て
、
二
十
五
日

午
後
四
時
す
ぎ
、
十
三
日
間
の
会
期
を
閉

じ
た
。

　

最
終
日
の
二
十
五
日
は
午
前
十
時
半
か
ら

再
開
さ
れ
、
埋
め
立
て
市
有
地
の
分
譲
な
ど

三
十
二
件
の
陳
情
案
件
を
上
程
、
養
護
学
校

用
敷
地
の
割
り
当
て
平
和
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド

設
置
促
進
陳
情
を
不
採
択
、
八
件
を
取
り
下

げ
、
公
営
住
宅
用
地
内
の
墳
墓
の
適
正
補
償

な
ど
十
件
を
継
続
審
議
、
残
り
十
二
件
を
採

択
。
ひ
き
つ
づ
き
午
後
一
時
再
開
、
米
軍
用

機
墜
落
事
故
に
た
い
す
る
米
大
統
領
、
上
下

両
院
議
長
、
在
日
第
五
空
軍
司
令
官
、
キ
ャ

ラ
ウ
エ
イ
高
等
弁
務
官
、
本
土
衆
参
両
院
議

長
、
主
席
、
立
法
院
あ
て
の
要
請
決
議
、
老

人
福
祉
法
制
定
に
つ
い
て
の
二
つ
の
決
議
文

を
そ
れ
ぞ
れ
採
択
し
た
。

こ
の
あ
と
、
赤
嶺
一
男
氏
ら
七
議
員
提
出

の
那
覇
市
議
会
会
議
規
則
と
同
委
員
会
規

定
を
逐
条
審
議
、
委
員
会
修
正
案
ど
お
り

可
決
し
た
。
こ
の
会
議
規
則
は
自
治
法
の

改
正
に
と
も
な
っ
て
こ
れ
ま
で
の
会
議
規

則
を
整
備
し
た
も
の
。
十
四
章
、
百
十
七

条
か
ら
な
り
、
議
場
へ
の
携
帯
品
、
会
議

中
の
議
員
の
離
席
を
き
び
し
く
規
制
し
て

い
る
ほ
か
議
場
内
で
の
喫
煙
禁
止
条
項
な

ど
新
し
く
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
則

と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
条
例
も
廃

止
、
十
一
条
か
ら
な
る
新
し
い
委
員
会
規

程
が
制
定
さ
れ
た
。

ま
た
委
員
会
は
議
案
審
議
の
一
段
階
と
し

て
重
要
性
を
お
び
て
い
る
が
人
口
増
加
、

市
行
政
機
構
の
拡
大
で
現
行
の
議
会
三
委

員
会
（
総
務
、
建
設
、
経
済
民
生
）
で
は

審
議
に
も
無
理
が
生
じ
て
い
る
。
常
任
委

員
会
を
設
置
し
よ
う
に
も
議
員
定
数
が

三
十
人
（
自
治
法
三
十
三
条
一
項
）
と
き

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
自
治
法
の
趣
旨
に

も
沿
え
な
い
と
あ
っ
て
主
席
、
立
法
院
議

長
あ
て
、
さ
っ
そ
く
本
土
な
み
に
議
員
定

数
の
一
部
を
改
正
す
る
要
請
決
議
を
行
な

っ
た
。
本
土
の
ば
あ
い
、
人
口
の
二
十
万

―

三
十
万
に
対
す
る
議
員
定
数
は
四
十
四

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

首
里
末
吉
社
壇
の
亜
熱
帯
植
物
の
保
護
、

植
樹
に
関
す
る
大
山
盛
幸
氏
ほ
か
三
議
員
提

出
の
要
請
決
議
（
主
席
あ
て
）
も
全
会
一
致

で
採
択
し
た
。
な
お
議
会
規
則
、
委
員
会
規



二
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〇

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
十
二
月

定
は
来
年
早
々
適
用
さ
れ
る
。

　

（
軍
用
機
事
故
に
つ
い
て
の
要
請
決
議
文

＝
要
旨
）

 

嘉
手
納
村
で
軍
用
機
が
墜
落
、
二
人
が
死

亡
、
八
人
が
重
軽
傷
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
、

那
覇
市
会
は
被
災
者
に
心
か
ら
悼
み
の
意
を

表
す
と
と
も
に
、
五
九
年
の
石
川
市
の
宮
森

小
学
校
、
昨
年
の
具
志
川
村
川
崎
部
落
、
そ

し
て
こ
ん
ど
の
事
故
と
ひ
き
つ
づ
く
惨
事
に
、

米
軍
当
局
へ
対
し
て
、
か
ぎ
り
な
い
憤
り
を

覚
え
る
。

被
災
者
へ
の
応
急
救
援
対
策
と
即
時
完

全
賠
償
を
講
ず
る
と
と
も
に
す
み
や
か

に
原
水
爆
基
地
を
撤
去
す
る
よ
う
要
請

す
る
。
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那
覇
市
を
〝
特
別
市
〟
制
に
／

高
良
議
長
が
政
府
に
陳
情 
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十
日
正
午
ご
ろ
那
覇
市
議
会
の
高
良
一
議

長
は
行
政
府
に
大
田
主
席
を
訪
れ
、
那
覇
市

を
「
特
別
市
」
制
に
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い

て
陳
情
を
行
な
っ
た
。

 

高
良
議
長
の
説
明
に
よ
る
と
「
都
市
計
画

法
に
も
と
づ
き
政
府
は
市
町
村
の
行
な
う
重

要
な
都
計
事
業
及
び
都
計
事
業
に
要
す
る
費

用
を
予
算
の
範
囲
内
で
一
部
補
助
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
那
覇
市
か
ら
政
府

が
受
け
る
諸
税
収
と
、
政
府
か
ら
那
覇
市
が

市
町
村
交
付
税
ま
た
は
都
計
補
助
金
と
し
て

受
け
る
額
を
比
較
し
た
ば
あ
い
、
そ
の
不
均

衡
が
明
白
で
あ
り
政
府
は
都
計
に
た
い
す
る

積
極
性
に
欠
け
る
う
ら
み
が
あ
る
」
の
で
、

那
覇
市
に
「
特
別
市
」
制
を
施
行
す
る
こ
と

で
那
覇
市
の
飛
躍
的
発
展
を
期
す
と
い
う
の

が
そ
の
構
想
の
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
高
良
議
長
は
「
那
覇
市
議
会
は

三
月
の
定
例
議
会
で
那
覇
市
に
特
別
市
制

を
施
行
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
動
き
で
あ

る
」
と
い
う
が
、
同
計
画
は
本
土
地
方
自
治

法
に
定
め
る
「
指
定
都
市
」（
人
口
五
十
万
人

以
上
）
と
類
似
し
た
も
の
で
な
く
、
ま
た
広

島
、
長
崎
市
な
ど
の
よ
う
な
戦
災
復
興
都
市

制
で
も
な
く
具
体
的
に
煮
つ
ま
ら
ず
に
い
ま

の
と
こ
ろ
構
想
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

高
良
議
長
は
「
本
土
に
お
け
る
戦
災
都

市
の
復
興
費
は
臨
時
措
置
法
に
も
と
づ

き
国
と
県
の
責
任
で
支
出
さ
れ
て
い

る
」
点
に
ふ
れ
て
「
現
在
那
覇
市
は
年
間

約
八
百
十
七
万
六
千
㌦
を
政
府
税
と
し

て
納
入
し
て
い
る
が
、
政
府
が
那
覇
市

に
支
出
し
て
い
る
額
は
交
付
税
（
六
三

年
度
九
万
八
千
九
百
㌦
）、
都
計
補
助

金
（
六
三
年
度
十
八
万
六
千
㌦
）
の
計

二
十
八
万
四
千
九
百
㌦
に
す
ぎ
ぬ
」
こ
と
を

強
調
し
「
特
別
市
に
な
る
こ
と
で
政
府
税
の

那
覇
市
へ
の
移
譲
が
二
百
三
十
七
万
四
千

㌦
も
見
積
も
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
那
覇
市
議
会
の
「
特
別
市
」

構
想
は
、
行
政
機
能
の
強
化
を
重
点
に
し
た

本
土
法
の
「
指
定
都
市
」
制
で
は
な
く
、
財

政
力
の
強
化
を
主
眼
と
し
て
戦
災
復
興
対
象

都
市
や
首
都
圏
な
ど
を
頭
に
画
い
た
特
別
立

法
に
よ
る
独
得
の
「
特
別
市
」
構
想
で
あ
り
、

こ
ん
ご
の
那
覇
市
議
会
内
で
の
検
討
の
結
果

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
西
銘
那
覇
市
長
は
十
日
大
田
主
席

に
た
い
し
市
町
村
財
政
強
化
の
見
地
か
ら
現

在
政
府
税
で
あ
る
た
ば
こ
消
費
税
と
遊
興
飲

食
税
の
両
税
を
市
町
村
へ
移
譲
す
る
よ
う
要

請
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
大
田
主
席
は
積
極
的
な

発
言
を
ひ
か
え
た
が
、
内
務
局
地
方
課
で
は

「
高
良
議
長
の
陳
情
趣
旨
を
よ
く
理
解
で
き

な
い
が
、
那
覇
市
議
会
で
独
自
の
特
別
市
構

想
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
き
い
て

い
る
。
那
覇
市
と
連
絡
し
て
問
題
を
解
明
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

大
弦
小
弦 
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那
覇
市
に
欠
け
た
も
の
は
多
い
。
公
園
、
公

会
堂
、
図
書
館
な
ど
の
文
化
施
設
だ
。
こ
れ

で
は
人
口
だ
け
が
ふ
え
（
二
十
四
万
人
）
表

通
り
が
花
や
か
な
だ
け
で
、
と
り
え
の
な
い

町
と
い
う
こ
と
に
な
る
▼
市
民
は
、
こ
の
カ

サ
カ
サ
し
た
ひ
か
ら
び
た
環
境
の
中
で
、
か

わ
い
た
暮
ら
し
を
営
む
ほ
か
は
な
い
。
憩
い

も
、
情
操
を
養
う
す
べ
も
な
い
、
不
幸
な
市

民
。
そ
れ
で
は
首
都
の
名
が
泣
く
の
で
あ

る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
都
市
生
活
の
機
能
と

い
う
面
か
ら
み
て
も
、
す
べ
て
が
欠
陥
だ
ら

け
だ
▼
幹
線
道
路
の
交
通
マ
ヒ
、
市
民
の
台

所
か
ら
は
き
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
処
理
、
デ
コ

ボ
コ
の
悪
道
路
、
住
宅
難
と
数
え
た
ら
き
り

が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
ん
な
町
を
放
っ
て

お
け
ば
ど
う
な
る
か
、
お
そ
ら
く
数
年
後
に

は
混
乱
も
そ
の
極
限
に
達
す
る
だ
ろ
う
▼
だ

が
、
こ
ん
な
こ
と
は
一
度
に
解
決
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
年
次
計
画
を
建
て
、
一
つ
一

つ
気
な
が
に
や
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

那
覇
市
の
新
年
度
都
計
事
業
案
も
、
そ
の
意

味
で
は
立
派
な
町
づ
く
り
の
長
期
計
画
と
い

え
る
▼
た
と
え
ば
、
国
際
通
り
の
車
の
洪
水

を
さ
ば
く
に
は
、
支
道
を
ひ
ら
い
て
流
れ
を

緩
和
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ゴ
ミ
や
し
尿

の
処
理
に
し
て
も
、
ふ
え
る
人
口
を
予
想
し

て
将
来
を
見
越
し
て
施
設
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
金
の
か
か
る
こ
と
は
当
然

で
、
金
の
工
面
が
先
に
立
つ
▼
市
と
し
て

は
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
使
う
総
工
事
費
約

四
百
二
十
万
ド
ル
の
う
ち
、
六
〇
％
の
約

二
百
六
十
三
万
㌦
分
は
政
府
に
補
助
さ
せ
、

あ
と
は
市
の
財
源
と
起
債
で
ま
か
な
う
計
算

で
あ
る
。
首
都
の
手
前
、
政
府
に
補
助
し
て

も
ら
う
こ
と
は
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
。
見

方
を
か
え
れ
ば
、
首
都
建
設
法
と
都
市
計
画

法
に
照
し
て
政
府
は
那
覇
市
の
町
づ
く
り
に

責
任
を
負
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
が

お
な
じ
自
治
体
と
は
い
え
、
首
都
那
覇
市
が

他
の
市
町
村
と
違
う
点
で
あ
ろ
う
▼
西
銘
市

長
が
与
党
政
府
の
後
押
し
で
市
長
に
立
候
補

し
た
わ
け
は
、
都
計
な
ど
行
政
府
の
協
力
が

な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
い
う
含
み
が
あ
っ
た
。

ま
た
公
約
に
も
そ
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

西
銘
市
長
の
強
味
は
そ
こ
に
あ
っ
た
と
い
え

る
▼
市
長
も
そ
れ
を
信
じ
て
、
都
計
を
一
任

一
九
六
三
年
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二
月

し
て
も
ら
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
際
補
助
を

と
り
つ
け
る
こ
と
は
市
長
の
腕
と
い
う
よ
り
、

政
府
に
と
っ
て
も
共
同
の
責
任
を
果
た
す
こ

と
に
な
る
と
思
う
。

鉢
巻
姿
で
は
入
れ
ぬ
／
那
覇
市

会
傍
聴
規
則
変
わ
る 
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那
覇
市
議
会
は
さ
る
五
十
五
回
（
十
二

月
）
の
定
例
会
で
、
議
会
運
営
委
員
会

を
設
置
し
た
が
、
そ
の
初
の
議
運
委
が

三
十
日
午
後
二
時
か
ら
市
会
議
室
で
開

か
れ
、
正
副
委
員
長
選
出
と
議
会
傍
聴

規
則
の
改
正
を
お
こ
な
っ
た
。

委
員
長
赤
嶺
慎
英
議
員
、
副
委
員
長
又

吉
久
正
議
員
。
こ
れ
ま
で
議
会
傍
聴
は

「
市
議
会
傍
聴
取
締
規
則
（
四
八
年
九
月

施
行
）
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た

が
、
抽
象
的
な
面
が
多
く
、
こ
ん
ど
の
改

正
で
〝
取
り
締
ま
り
〟
の
文
句
を
削
り
、

こ
れ
ま
で
傍
聴
席
に
も
ち
こ
ま
れ
て
い

た
プ
ラ
カ
ー
ド
、
は
ち
巻
き
の
禁
止
な

ど
具
体
的
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
同
〝

市
議
会
傍
聴
規
則
〟
は
二
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
。

傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
①
銃
器

そ
の
他
人
に
危
害
を
加
え
る
お
そ
れ
の
あ
る

物
を
携
帯
し
て
い
る
者
②
精
神
異
常
者
③
酒

気
を
お
び
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
④
異
常

な
服
装
を
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
⑤
は

り
紙
、
ビ
ラ
、
掲
示
板
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、

旗
、
の
ぼ
り
の
類
を
携
帯
し
て
い
る
者
⑥

笛
、
ラ
ッ
パ
、
太
鼓
そ
の
他
楽
器
類
を
携
帯

し
て
い
る
者
⑦
そ
の
他
議
事
を
妨
害
し
ま
た

は
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

を
携
帯
し
て
い
る
者
。

　

傍
聴
人
の
守
る
べ
き
事
項　

①
議
場
に
お

け
る
言
論
に
対
し
て
拍
手
そ
の
他
の
方
法
に

よ
り
公
然
と
可
否
を
表
明
し
な
い
こ
と
②
談

論
し
、
放
歌
し
、
高
笑
し
て
そ
の
他
騒
ぎ
立

て
な
い
こ
と
③
は
ち
巻
き
、
腕
章
の
類
を
す

る
な
ど
示
威
的
行
為
を
し
な
い
こ
と
④
帽
子
、

外
と
う
、
え
り
巻
の
類
を
着
用
し
な
い
こ

と
、
た
だ
し
病
気
そ
の
他
の
理
由
で
議
長
許

可
を
得
た
と
き
は
よ
い
⑤
飲
食
ま
た
は
喫
煙

し
な
い
こ
と
⑥
み
だ
り
に
席
を
離
れ
ま
た
は

不
体
裁
な
行
為
を
し
な
い
こ
と
⑦
そ
の
他
議

場
を
乱
し
ま
た
は
議
事
の
妨
害
と
な
る
よ
う

な
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

給
水
の
大
幅
緩
和
へ
／
水
道
幹

線
工
事
は
じ
ま
る 
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那
覇
市
水
道
幹
線
の
配
管
工
事
が
さ
る
一

日
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

工
事
は
泊
浄
水
場
の
能
力
増
加
工
事
に
と
も

な
う
も
の
で
、
総
工
費
八
十
五
万
㌦
、
浄
水

場
か
ら
泊
小
学
校
前―

崇
元
寺
横
（
向
か
っ

て
右
）
間
を
第
一
期
、
崇
元
寺
横
か
ら
又
吉

道
路
左
上
を
大
道
バ
ス
停
留
所
ま
で
を
二
期

と
し
、
工
事
は
崇
元
寺
後
方
か
ら
泊
小
校

前
、
浄
水
場
向
け
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

一
期
、
二
期
工
事
と
も
十
八
イ
ン
チ
パ
イ
プ

（
一
本
で
約
一
ト
ン
）
を
、
地
下
約
二
㍍
掘
り

起
こ
し
た
と
こ
ろ
で
継
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
作

業
（
請
負
大
進
工
業
社
）
で
一
期
工
事
が
終

え
る
の
は
三
月
末
。

さ
ら
に
大
道
バ
ス
停
留
所
か
ら
松
川―

真
和
志
支
所
右
横―

主
席
公
舎
裏―

那

覇
病
院
前
を
右
に
折
れ
て
与
儀
十
字
路

（
交
番
前
）
ま
で
は
十
四
イ
ン
チ
パ
イ
プ

を
通
す
工
事
（
請
負
共
同
商
会
）
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
工
事
は
五
月
に
終
え
る
予
定
。
崇
元

寺
横
か
ら
又
吉
道
路
を
大
道
停
留
所
ま
で
の

工
事
は
、
市
内
の
交
通
マ
ヒ
と
の
関
係
も
あ

っ
て
市
も
頭
を
い
た
め
て
い
る
。

い
ま
で
さ
え
交
通
は
マ
ヒ
し
て
、
政
府
は
そ

の
根
本
対
策
が
迫
ら
れ
て
お
り
、
又
吉
道
路

で
配
管
工
事
が
は
じ
ま
る
と
、
車
の
運
行
は

ム
リ
、
補
助
道
路
も
な
い
と
あ
っ
て
、
市
内

は
大
混
乱
に
お
ち
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

政
府
は
車
種
別
運
行
な
ど
を
検
討
中
で
、
さ

る
十
一
月
那
覇
市
か
ら
の
「
政
府
道
路
使
用

願
い
」
に
つ
い
て
、
ま
だ
許
可
を
与
え
て
い

な
い
。

そ
こ
で
市
当
局
は
、
泊
浄
水
場
拡
張
工
事
は

四
月
に
は
終
え
る
。
配
管
工
事
が
お
く
れ
た

り
、
で
き
な
い
と
あ
っ
て
は
浄
水
能
力
を
倍

に
し
た
意
味
が
な
く
、
給
水
改
善
も
の
ぞ
め

な
い
。
配
管
位
置
は
又
吉
道
路
以
外
に
な
い

の
で
、
早
め
に
使
用
許
可
し
て
ほ
し
い
と
、
い

ま
再
要
請
し
て
い
る
。

　

旧
那
覇
と
真
和
志
が
よ
く
な
る

玉
城
水
道
部
長
の
話　

こ
ん
ど
の
幹
線
が
で

き
る
と
旧
那
覇
、
真
和
志
の
給
水
が
ぐ
っ
と

よ
く
な
る
。

ま
た
十
八
万
㌦
の
起
債
に
よ
っ
て
識
名
高
台

に
二
千
立
方
㍍
の
貯
水
タ
ン
ク
を
設
置
、
松

川
ポ
ン
プ
場
か
ら
こ
の
タ
ン
ク
に
送
水
、
真

和
志
高
台
一
台
の
給
水
状
態
を
よ
く
し
て
い

く
。
こ
の
よ
う
に
一
貫
し
て
お
こ
な
わ
れ
る

施
設
は
、
十
余
年
後
も
大
丈
夫
だ
が
、
水
源

が
あ
と
四
、
五
年
し
か
み
こ
め
な
い
。
水
道
公

社
で
、
北
部
か
ら
の
送
水
を
計
画
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
早
め
に
実
現
し
て
ほ
し
い
も
の

だ
。議

会
側
が
積
極
的
に
動
く
／
与

那
原
、
南
風
原
の
那
覇
市
合

併
／
三
月
議
会
に
は
か
る
／

〝
広
域
都
市
〟
に
と
ら
わ
れ
ず

に
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那
覇
市
を
中
心
と
し
た
近
隣
町
村
の

合
併
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
が
、



二
七
三

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
三
月

二
十
七
日
午
後
一
時
か
ら
那
覇
市
議
長

室
で
高
良
一
議
長
と
、
与
那
原
町
議
会
奥

原
崇
実
、
喜
屋
武
元
輝
正
副
議
長
、
南
風

原
村
議
会
仲
里
清
善
、
新
垣
孝
亀
正
副
議

長
が
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。
当
日
は
与
那
原
町
、
南
風
原
村
か
ら

要
請
が
あ
っ
て
話
し
合
い
は
も
た
れ
た

が
、
こ
の
地
域
は
、
政
府
で
も
浦
添
村
、

西
原
村
、
豊
見
城
村
を
含
め
て
広
域
都
市

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

与
那
原
、
南
風
原
両
町
村
は
「
那
覇
と
の
合

併
問
題
は
、
き
の
う
き
ょ
う
に
は
じ
ま
っ
た

こ
と
で
な
く
、
二
、
三
年
前
か
ら
世
論
は
も
り

上
が
っ
て
い
る
。
経
済
文
化
あ
ら
ゆ
る
面
の

つ
な
が
り
か
ら
み
て
も
合
併
は
当
然
で
あ
る
。

政
府
の
い
う
広
域
都
市
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、

三
市
町
村
だ
け
で
も
先
に
合
併
を
実
現
し
た

ほ
う
が
よ
い
」
と
積
極
的
な
態
度
に
出
て
い

る
。
こ
の
日
は
、
合
併
問
題
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
か
に
し
ぼ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果

▽
三
市
町
村
と
も
三
月
議
会
に
は
か
る
と
同

時
に
▽
市
町
村
長
に
も
働
き
か
け
て
、
与
那

原
町
長
と
南
風
原
村
長
が
、
那
覇
市
長
と
話

し
合
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
▽
広
域
都
市

に
指
定
し
た
あ
と
で
合
併
問
題
を
進
め
て
い

く
か
、
合
併
を
先
に
し
て
政
府
の
広
域
都
市

に
協
力
し
て
い
く
か
、
具
体
的
な
こ
と
は
、
各

議
会
お
よ
び
市
町
村
長
の
話
し
合
い
の
結
果

を
ま
っ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
三
時
ご

ろ
散
会
し
た
。

　

合
併
熱
高
ま
る

　

高
良
那
覇
市
議
長
の
話　

那
覇
を
中
心
と

し
た
近
隣
村
と
の
合
併
熱
は
相
当
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。
政
府
案
で
は
浦
添
、
西
原
、
与

那
原
、
南
風
原
、
豊
見
城
の
広
域
都
市
計
画

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
を
待
っ
て
い
て
は

い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
与
那
原

と
南
風
原
だ
け
で
も
先
に
合
併
し
た
い
と
の

要
望
が
あ
る
。
議
会
の
意
思
、
市
町
村
長
の

出
方
に
よ
っ
て
具
体
的
な
話
し
合
い
を
も
つ

が
、
私
の
見
方
と
し
て
は
、
両
町
村
の
那
覇

へ
の
編
入
合
併
と
い
う
こ
と
に
な
る
も
の
と

み
て
い
る
。
な
お
与
那
原
は
二
百
㍍
ほ
ど
突

堤
を
す
れ
ば
三
千
ト
ン
の
船
が
横
づ
け
に
さ

れ
る
と
い
い
、
戦
前
も
漢
那
憲
和
代
議
士
時

代
、
築
港
計
画
で
本
土
政
府
か
ら
専
門
家
が

調
査
に
き
た
こ
と
も
あ
る
が
戦
争
で
立
ち
消

え
に
な
っ
て
い
る
前
例
も
あ
り
商
港
と
し
て

の
発
展
も
十
分
考
え
ら
る
。

　

早
く
も
土
地
値
動
く
／
与
那
原
二
年
ぶ

　

り
に
本
腰

【
与
那
原
】
与
那
原
町
の
那
覇
市
へ
の
合
併
問

題
が
表
面
化
し
、
町
民
の
間
で
は
〝
那
覇
市

へ
の
合
併
〟
に
関
心
を
高
め
て
い
る
。　

那

覇
市
の
広
域
都
市
計
画
で
、
与
那
原
、
南
風

原
な
ど
隣
村
の
合
併
に
よ
る
大
那
覇
市
都
市

計
画
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
与
那
原
町
で

は
六
一
年
に
那
覇
市
へ
の
合
併
決
議
を
お
こ

な
っ
て
か
ら
二
年
ぶ
り
に
本
格
的
な
動
き
を

み
せ
て
い
る
。
同
町
議
会
で
は
近
く
町
と
し

て
は
っ
き
り
し
た
態
度
を
示
す
こ
と
を
申
し

あ
わ
せ
今
週
中
に
も
議
会
招
集
す
る
。
同
町

は
合
併
に
よ
っ
て
那
覇
市
な
み
の
水
道
施
設

や
電
気
料
の
値
下
げ
な
ど
町
の
財
政
負
担
過

重
な
ど
が
緩
和
さ
れ
那
覇
市
へ
の
合
併
を
の

ぞ
ん
で
い
る
半
面
、
農
家
で
は
合
併
と
な
る

と
ど
う
し
て
も
都
市
中
心
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
す
る
人
も
い
る
。
し
か
し
那
覇

市
に
早
く
仲
間
入
り
す
る
こ
と
が
与
那
原
の

発
展
に
も
な
る
と
議
会
も
合
併
促
進
委
員
会

を
も
う
け
て
早
急
に
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

那
覇
市
が
計
画
し
て
い
る
与
那
原
の
海
岸
を

中
心
に
し
た
都
市
計
画
な
ど
が
あ
っ
て
早
く

も
町
内
の
土
地
の
値
上
が
り
や
、
売
地
を
予

定
し
て
い
た
人
が
将
来
の
こ
と
を
考
え
譲
渡

を
や
め
た
と
い
う
話
題
も
で
て
い
る
。

　

山
内
俊
雄
与
那
原
町
長
の
話　

那
覇
市
に

合
併
に
な
る
と
し
て
も
対
等
合
併
で
な
い
た

め
、
い
ろ
い
ろ
条
件
が
必
要
に
な
っ
て
こ
よ

う
が
、
町
民
の
福
祉
を
考
え
那
覇
に
合
併
す

る
の
が
必
然
で
あ
る
。
事
業
計
画
に
も
海
水

浴
場
の
設
置
、
山
地
開
発
、
町
内
区
画
整

理
、
下
水
道
電
気
な
ど
の
問
題
は
、
合
併
に

な
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
と
思
う
。

根
本
的
な
対
策
を
／
高
良
那
覇

市
議
長
／
ガ
ソ
リ
ン
問
題
で

訴
え

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
３
・
７
〕

那
覇
市
壺
川
で
パ
イ
プ
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
が
も

れ
、
ま
た
ま
た
付
近
住
民
を
騒
が
せ
た
。
そ

の
根
本
対
策
が
四
、
五
年
も
前
か
ら
強
く
さ

け
ば
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
実
現
を
み
て
い
な

い
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
那
覇
市
高
良
一
議
長

は
「
那
覇
市
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
政
府
、

立
法
院
が
一
体
と
な
っ
て
軍
当
局
に
働
き
か

け
て
い
か
な
け
れ
ば
解
決
さ
れ
な
い
」と
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

ガ
ソ
リ
ン
騒
動
は
、こ
れ
で
四
、
五
回
目
で
あ

る
。
付
近
住
民
は
爆
弾
を
か
か
え
て
ね
て
い

る
よ
う
な
も
の
だ
。
一
た
ん
こ
と
あ
る
と
一

瞬
に
し
て
火
の
海
と
な
る
こ
と
は
十
分
想
像

さ
れ
る
。

　

市
議
会
は
ア
ン
ド
リ
ッ
ク
前
首
席
民
政
官

当
時
か
ら
Ｄ
Ｅ
に
も
か
け
あ
っ
て
き
た
。
Ｄ

Ｅ
で
は
高
等
弁
務
官
の
直
轄
の
問
題
で
、
危

険
防
止
対
策
は
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
最
も
危
険
な
と
こ
ろ
は
騒
ぎ
の
あ
っ

た
壺
川
か
ら
与
儀―

ひ
め
ゆ
り
通
り
を
経
て

安
里
琉
銀
支
店
付
近
ま
で
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

軍
で
は
パ
イ
プ
の
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

軍
用
地
で
地
料
も
払
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
家
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四

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
三
月

を
建
て
た
の
は
不
法
建
て
物
で
あ
り
撤
去
す

べ
き
だ
と
の
強
行
意
見
も
出
た
が
問
題
は
不

法
建
て
物
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
も
目
前
の
事

故
防
止
対
策
を
た
て
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る

と
、
い
ろ
い
ろ
や
り
と
り
さ
れ
た
が
根
本
対

策
問
題
に
つ
い
て
は
結
論
も
出
ず
じ
ま
い
に

な
っ
て
い
る
。
い
ま
安
里
か
ら
ひ
め
ゆ
り
通

り
一
帯
の
パ
イ
プ
の
取
り
替
え
工
事
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
が
、
取
り
替
え
た
に
し
て

も
、
ま
た
何
年
後
に
は
同
じ
よ
う
な
騒
ぎ
が

起
き
る
。

都
市
の
中
心
部
に
危
険
な
パ
イ
プ
が
通
っ
て

い
る
こ
と
事
態
が
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
郊

外
の
危
険
度
の
う
す
い
と
こ
ろ
か
ら
パ
イ
プ

を
通
す
か
、
タ
ン
カ
ー
船
な
ど
に
よ
り
海
上

輸
送
す
る
か
パ
イ
プ
の
場
所
変
更
は
こ
ん
ご

に
残
さ
れ
た
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
根
本
問
題
解
決
に
つ
い
て
は
、
単
に
那

覇
市
だ
け
で
な
く
琉
球
政
府
、
立
法
院
も
一

体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

〝
首
都
建
設
に
特
例
法
を
〟
／
那

覇
・
与
那
原
・
南
風
原
／
合

併
問
題
で
考
慮 
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那
覇
市
と
与
那
原
町
、
南
風
原
村
の
合
併
問

題
に
つ
い
て
、
第
二
回
目
の
話
し
合
い
が
、
七

日
那
覇
市
議
長
室
で
開
か
れ
た
。

こ
の
日
は
高
良
那
覇
市
議
長
と
両
町
村
の
正

副
議
長
、
そ
れ
に
政
府
内
務
局
護
得
久
地
方

課
長
も
出
席
し
た
。

合
併
し
た
場
合
、
国
際
都
市
と
し
て
の
観
点

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
お
き
て
く
る
。
政

府
か
ら
予
算
面
の
裏
づ
け
が
な
く
、
事
業
も

や
っ
て
い
け
な
い
よ
う
で
は
合
併
の
意
味
が

な
い
。
そ
れ
に
は
現
行
の
「
市
町
村
合
併
促

進
法
」
で
は
ム
リ
。

直
接
本
土
政
府
や
民
政
府
か
ら
事
業
に
対
す

る
補
助
が
も
ら
え
、
起
債
が
で
き
る
よ
う
な

実
情
に
即
し
、
将
来
の
大
き
な
発
展
に
備
え

ら
れ
る
よ
う
な
も
の
を
制
定
す
る
必
要
が
あ

る
。

例
え
ば
北
九
州
市
が
誕
生
し
た
よ
う
に
〝
合

併
特
例
法
〟
を
立
法
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

合
併
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い

と
、
意
見
の
一
致
を
み
た
。

護
得
久
地
方
課
長
も
、
現
行
の
市
町
村
合
併

促
進
法
で
は
無
理
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
合

併
特
例
法
と
い
っ
た
よ
う
な
合
併
に
関
す
る

特
別
立
法
化
に
つ
い
て
研
究
し
、
同
村
に
三

市
町
村
議
会
で
も
、
そ
の
資
料
収
集
な
ど
で

研
究
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

高
良
那
覇
市
議
長
の
話　

合
併
問
題
に
つ

い
て
二
回
目
の
話
し
合
い
を
も
っ
た
が
、
合

併
特
例
法
の
立
法
化
が
先
決
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
六
番
目
の
大
都
市
と
し

て
誕
生
し
た
北
九
州
市
の
例
か
ら
み
る
と
、

社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
都
市
計
画
、
建
築

な
ど
市
民
に
直
結
し
た
大
事
業
が
政
府
か
ら

委
譲
さ
れ
る
。
つ
ま
り
政
府
を
ち
ょ
っ
と
小

さ
く
し
た
よ
う
な
性
格
を
お
び
、
自
然
と
本

土
政
府
や
、
民
政
府
か
ら
事
業
に
対
す
る
補

助
が
直
接
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
だ
。

三
市
町
村
と
も
こ
ん
ど
の
定
例
議
会
に
、
こ

れ
ま
で
の
話
し
合
い
を
報
告
す
る
と
同
時
に

議
会
の
意
思
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
合
併
を
促

進
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ど
う
し
て
く
れ
る
農
作
物
／
補

償
せ
ぬ
ま
ま
整
地
／
小
作
人
、

那
覇
市
に
押
し
か
け
る
／
久

場
川
の
公
営
住
宅 
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那
覇
市
久
場
川
、
第
一
種
公
営
住
宅
地
の

買
売
あ
っ
せ
ん
業
と
同
用
地
に
あ
る
小

作
者
間
の
農
作
物
補
償
問
題
が
解
決
し

な
い
う
ち
に
、
こ
の
八
日
か
ら
宅
地
造
成

に
着
工
し
た
た
め
、
怒
り
出
し
た
小
作
人

た
ち
が
市
当
局
や
同
あ
っ
せ
ん
業
者
に

抗
議
、
整
地
作
業
は
ス
タ
ー
ト
早
々
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
っ
た
。

　

補
償
は
あ
っ
せ
ん
業
者
が
…
／
那
覇
市
、

無
関
係
と
突
っ
ぱ
ね
る

同
用
地
内
の
小
作
を
し
て
い
る
那
覇
市
久

場
川
町
〇
の
〇
〇
、
宮
平
〇
〇
さ
ん
ら
七

人
は
、
九
日
午
前
十
時
す
ぎ
那
覇
市
を
訪
れ

「
つ
ぶ
さ
れ
た
畑
の
農
作
物
を
補
償
し
て
く

れ
」
と
要
請
し
た
が
、
新
垣
助
役
は
「
そ
の

補
償
は
あ
っ
せ
ん
業
者
が
す
る
契
約
に
な
っ

て
い
る
」
と
答
え
た
。

　

市
当
局
の
説
明
に
よ
る
と
小
作
人
の
農
作

物
な
ど
い
っ
さ
い
の
補
償
は
、
同
用
地
を
市

に
売
っ
た
那
覇
市
樋
川
、
上
原
〇
〇
さ
ん
が

支
払
う
契
約
に
な
っ
て
い
る
。
市
当
局
は
こ

の
問
題
に
関
係
な
い
と
い
う
。

宮
平
さ
ん
ら
は
「
上
原
さ
ん
は
補
償
問
題
は

ま
だ
私
た
ち
に
ひ
と
こ
と
も
話
し
て
い
な
い
。

市
が
責
任
を
も
っ
て
解
決
し
て
く
れ
」
と
訴

え
た
が
物
別
れ
に
な
っ
た
。

市
の
買
っ
た
二
十
五
万
平
方
㍍
の
団
地

用
地
の
中
に
は
か
な
り
耕
作
中
の
畑
が

あ
る
。
こ
ん
ど
整
地
す
る
区
域
内
に
八
人

の
小
作
者
が
お
り
、
砂
糖
キ
ビ
、
野
菜
、

イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
生
計
を
た
て
て

い
る
。
宮
平
さ
ん
ら
の
話
で
は
、
上
原
さ

ん
は
い
ま
植
え
て
あ
る
キ
ビ
や
野
菜
を

収
穫
し
て
か
ら
着
工
さ
せ
る
約
束
だ
っ

た
が
、
数
日
前
に
宅
地
造
成
の
通
告
立
て

札
を
た
て
た
だ
け
で
、
急
に
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
を
乗
り
入
れ
て
来
た
た
め
面
く
ら
っ

て
い
た
。

小
作
を
し
て
い
る
汀
良
町
の
〇
の
〇
〇
、
渡

嘉
敷
〇
〇
さ
ん
（
六
〇
）
も
昨
年
六
月
植
え

た
一
万
三
千
二
百
平
方
㍍
の
う
ち
半
分
を
つ

ぶ
さ
れ
「
こ
の
キ
ビ
を
目
当
て
に
借
金
ま
で

し
て
生
活
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
補
償
し
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て
も
ら
わ
な
く
て
は
…
」
と
不
満
を
も
ら
し

て
い
た
。

　

す
で
に
三
人
の
小
作
地
は
つ
ぶ
さ
れ

て
お
り
、
九
日
午
前
中
、
小
作
者
代
表
表

ら
は
上
原
さ
ん
に
補
償
の
か
け
合
い
に

行
っ
た
が
、
留
守
で
カ
ラ
戻
り
し
た
。
そ

の
間
に
も
三
台
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
は
フ

ル
に
動
い
て
お
り
、
仕
事
を
休
ん
だ
小
作

人
た
ち
は
工
事
現
場
に
集
ま
り
、
不
安
な

表
情
で
作
業
を
見
て
い
た
。

　

上
原
〇
〇
さ
ん
の
話　

前
の
地
主
（
〇
〇
）

か
ら
私
が
買
い
と
っ
た
と
き
、
こ
の
小
作
の

人
た
ち
は
小
作
契
約
は
し
て
な
か
っ
た
。
十

年
余
り
も
無
料
で
耕
作
し
て
い
な
が
ら
補
償

し
ろ
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と
思
う
。
で
も

市
当
局
と
〝
農
作
物
は
私
が
補
償
す
る
〟
と

売
買
契
約
を
結
ん
で
あ
る
の
で
、
小
作
者
と

話
し
合
う
用
意
は
あ
る
。
現
場
を
見
て
補
償

の
必
要
が
あ
れ
ば
や
り
ま
す
。

会
期
は
11
日
間
／
定
例
那
覇
市

議
会
開
く 
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那
覇
市
議
会
三
月
定
例
議
会
は
十
六
日
午
前

十
時
か
ら
市
会
議
室
で
幕
を
あ
け
た
。
こ
の

日
は
会
期
を
こ
の
二
十
六
日
ま
で
の
十
一
日

間
に
す
る
こ
と
と
、
市
当
局
か
ら
議
案
「
公
設

市
場
条
例
制
定
」
な
ど
十
五
件
の
説
明
が
な

さ
れ
た
だ
け
で
午
前
十
一
時
す
ぎ
散
会
、
静

か
な
初
日
だ
っ
た
。

な
お
今
議
会
に
は
、
上
山
中
生
徒
会
長
又

吉
進
一
郎
君
ほ
か
全
校
生
徒
（
二
千
七
百

人
余
り
）
が
、
米
軍
車
で
ひ
き
殺
さ
れ
た

同
校
一
年
国
場
秀
夫
君
の
事
故
に
つ
い

て
、
米
軍
の
完
全
賠
償
実
施
、
こ
ん
ご
の

事
故
対
策
を
決
議
し
て
ほ
し
い
と
文
書

で
要
請
し
て
来
た
。

議
会
お
よ
び
傍
聴
規
則
が
前
議
会
で
制
定
さ

れ
て
か
ら
初
の
議
会
と
あ
っ
て
、
議
場
入
口

に
は
傍
聴
者
記
入
簿
が
新
し
く
備
え
ら
れ
議

会
事
務
局
職
員
も
守
衛
を
つ
と
め
た
が
傍
聴

者
が
一
人
も
な
く
係
員
は
拍
子
抜
け
し
て
い

た
。

　

十
八
日
行
な
う
一
般
質
問
で
も
質
問
者
は

前
も
っ
て
質
問
事
項
を
議
長
に
出
す
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
不
な
れ
の
新
規
則
に
全
議
員

と
ま
ど
っ
た
表
情
を
し
て
い
た
。

｜
社　

説
｜

都
計
予
算
の
拡
充
を
は
か
れ 
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那
覇
市
の
定
例
議
会
が
、
お
と
と
い
（
十
六

日
）
招
集
さ
れ
た
。
追
加
予
算
の
審
議
を
中

心
に
、
十
五
件
の
案
件
が
だ
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
公
営
ア
パ
ー
ト
の
建
設
を
め
ぐ
る
墓
地

の
補
償
問
題
な
ど
が
、
定
例
会
の
焦
点
に
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
が
市
の
予
算
は
、
今
回
の
追
加

増
で
五
百
万
㌦
に
膨
脹
し
た
。
一
般
会

計
が
三
百
五
十
万
㌦
、
水
道
特
別
会
計
が

百
四
十
七
万
㌦
の
内
訳
に
な
っ
て
お
り
、
自

己
財
源
を
主
体
と
し
て
、
年
々
か
な
り
の
充

実
を
見
せ
て
き
た
。
二
、
三
年
前
ま
で
、
百
万

㌦
て
い
ど
の
規
模
を
維
持
す
る
の
が
や
っ
と

で
あ
っ
た
の
で
、
特
別
会
計
を
含
め
、
五
百
万

㌦
に
拡
大
し
た
こ
と
は
、
い
ち
お
う
市
当
局

の
積
極
的
な
財
政
強
化
策
が
功
を
奏
し
た
と

い
え
よ
う
。

　

し
か
し
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
建
設
途
上

に
あ
る
那
覇
市
に
と
っ
て
、
こ
の
く
ら
い
の

予
算
で
は
、
き
わ
め
て
貧
困
財
政
の
そ
し
り

を
免
れ
な
い
。
事
業
内
容
に
つ
い
て
み
る

と
、
都
市
計
画
費
、
土
木
費
、
産
業
振
興
費

な
ど
、
首
都
づ
く
り
の
予
算
と
し
て
、
微
々

た
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
貧
弱

な
財
政
状
態
で
は
、
近
代
都
市
に
面
目
を
一

新
す
る
都
計
事
業
は
と
う
て
い
ム
リ
で
あ
り
、

少
な
く
と
も
現
予
算
の
二
倍
、
一
千
万
㌦
て

い
ど
へ
、
規
模
の
拡
大
を
は
か
っ
て
も
ら
い

た
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
総
合
的
な
財
源
の
再
検

討
を
試
み
る
べ
き
で
あ
る
。
市
民
負
担
に
よ

る
自
己
財
源
は
も
と
よ
り
だ
が
、
琉
球
政
府

を
は
じ
め
、
日
米
両
政
府
に
よ
る
財
政
援
助

を
、
今
ま
で
以
上
に
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
ま
で
都
市
の
再
興
建
設
に
対
す

る
政
府
支
出
は
、
ほ
ん
の
お
こ
ぼ
れ
を
あ
た

え
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
な
ん
ら
積
極
性
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
政
府
自
体
の
貧
困
財
政
に

も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
予
算
拡
充
に
応
じ
て
、
首

都
建
設
費
の
増
額
も
、
当
然
、
考
慮
さ
る
べ

き
だ
と
思
う
。

　

那
覇
都
計
の
将
来
を
明
る
く
す
る
も
の
は
、

本
土
政
府
の
援
助
費
が
次
年
度
予
算
か
ら
計

上
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
援
助
ル
ー
ト

の
確
立
に
よ
っ
て
、
都
計
事
業
は
い
っ
そ
う

推
進
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
大
き
な
期
待
が

持
て
る
。
も
は
や
具
体
的
な
計
画
を
検
討

し
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
待
つ
ば
か
り

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
市
財
政
の
拡
充
策
に
つ
い
て

は
、
市
当
局
と
議
会
が
密
接
な
協
力
関
係
を

保
ち
、
と
も
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
市
会
は
た
ん

に
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
こ
れ
を
可

決
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え
た
ら
大
き
な
間
違

い
で
、
市
政
運
営
の
立
場
か
ら
、
た
え
ず
建

設
的
な
政
策
を
も
っ
て
の
ぞ
む
べ
き
だ
。

　

市
民
か
ら
都
市
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
る
の
も
、
要
は
全
市
民
の
関
心

と
協
力
を
求
め
る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な

い
だ
ろ
う
。
市
政
執
行
者
と
議
会
、
そ
れ
に

二
十
四
万
人
の
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
初
め

て
困
難
な
問
題
も
打
開
さ
れ
て
い
く
。
当
面
、

市
財
政
を
強
化
す
る
対
策
に
つ
い
て
、
よ
り

強
力
な
政
治
活
動
が
展
開
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
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那
覇
市
議
会
定
例
会
三
日
目
は
十
八
日
午
前

十
時
再
開
、
一
般
質
問
に
は
い
っ
た
が
、
正

午
前
久
場
川
町
公
営
住
宅
の
農
作
物
補
償
問

題
が
と
び
出
し
、
荒
れ
た
。

ト
ッ
プ
に
立
っ
た
久
場
景
善
議
員
は
住

宅
難
解
消
、
交
通
マ
ヒ
解
消
、
市
立
高
校

設
立
問
題
な
ど
十
数
項
目
に
わ
た
っ
て

質
し
た
の
に
対
し
、
西
銘
市
長
は
「
来
年

度
は
公
営
な
ら
び
に
市
営
住
宅
を
四
百

世
帯
建
設
、
住
宅
難
に
対
処
す
る
。
市
の

交
通
マ
ヒ
は
抜
本
的
に
対
策
を
た
て
て

い
く
つ
も
り
で
現
在
の
主
要
道
路
の
バ

イ
パ
ス
（
複
線
）
の
整
備
、
一
号
線
の
立

体
横
断
な
ど
政
府
と
折
衝
し
て
実
現
し

た
い
。
市
立
高
校
は
考
え
て
い
な
い
」
と

答
え
た
。

つ
ぎ
に
又
吉
久
正
議
員
が
、
与
那
原
町
・
南

風
原
村
と
の
合
併
問
題
を
質
し
た
の
に
対
し

て
高
良
議
長
が
「
新
聞
に
合
併
構
想
を
発
表

し
て
い
た
が
、
り
っ
ぱ
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

当
局
と
し
て
は
合
併
の
際
の
利
害
損
失
、
政

府
の
援
助
、
合
併
に
よ
る
都
市
づ
く
り
も
あ

る
の
で
ま
だ
具
体
案
は
も
っ
て
い
な
い
。
さ

ら
に
浦
添
村
と
の
合
併
は
簡
単
に
は
い
か
な

い
と
思
う
の
で
ま
だ
話
も
し
て
い
な
い
」
と

答
え
た
。　

そ
の
あ
と
黒
潮
議
員
か
ら
「
市
は
久
場
川

町
公
営
住
宅
の
墓
地
移
転
と
農
作
物
補

償
の
話
し
合
い
が
つ
く
ま
で
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
を
入
れ
な
い
と
議
会
に
約
束
し
て

い
な
が
ら
、
い
ま
強
制
的
に
整
地
に
と

り
か
か
っ
た
」
と
責
任
を
追
及
し
た
と
こ

ろ
、
新
垣
助
役
は
「
こ
れ
は
前
地
主
の
上

原
〇
〇
さ
ん
が
農
作
物
補
償
問
題
は
解

決
し
た
と
い
っ
た
の
で
信
用
し
て
ブ
ル

を
入
れ
た
」
と
答
弁
、
は
げ
し
い
論
戦
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

話
し
合
い
つ
か
ね
ば
強
行
／
久

場
川
町
の
農
作
物
、
墓
補
償

／
西
銘
市
長
、
議
会
で
答
う 
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十
八
日
の
那
覇
市
議
会
一
般
質
問
は
、
公
営

住
宅
地
の
農
作
物
、
墓
補
償
の
激
し
い
質
疑

応
答
で
昼
食
時
間
に
一
時
間
く
い
込
み
、
さ

ら
に
午
後
か
ら
は
、
し
尿
処
理
、
都
計
、
市

庁
舎
建
設
、
ス
ラ
ム
街
解
消
、
政
府
対
応
費

の
負
担
過
重
な
ど
活
発
な
質
問
が
午
後
七
時

前
ま
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
議
員
た
ち
も

長
時
間
に
わ
た
る
質
問
で
だ
れ
気
味
、
半
数

以
上
が
席
を
離
れ
て
流
会
寸
前
に
な
る
の
を

議
員
を
か
り
集
め
て
議
会
を
続
行
し
た
。

久
場
川
町
公
営
住
宅
の
農
作
物
、
墓
の

補
償
に
つ
い
て
は
人
民
党
の
黒
潮
、
儀

間
、
真
栄
田
三
議
員
に
無
所
属
の
久
高
議

員
ら
が
鋭
く
追
及
し
た
。
こ
の
結
果
「
建

築
基
準
法
以
前
に
建
設
さ
れ
た
墓
で
不

法
建
築
で
な
い
。
か
り
に
不
法
と
し
て
も

都
計
法
に
よ
っ
て
は
補
償
す
べ
き
」
と
い

う
同
議
員
に
対
し
、
西
銘
市
長
は
「
あ
く

ま
で
不
法
建
築
と
思
う
。
こ
の
公
営
住
宅

は
都
市
計
画
法
に
よ
る
も
の
で
な
い
」
と

見
解
は
対
立
し
た
。
と
く
に
市
長
は
こ
ん

ど
の
補
償
騒
動
に
つ
い
て
「
前
地
主
と
小

作
人
の
農
作
物
補
償
は
市
が
両
者
の
中

に
立
っ
て
解
決
す
る
。
ど
う
し
て
も
話
し

合
い
が
つ
か
ず
建
設
に
支
障
を
き
た
す

事
態
に
な
れ
ば
強
制
手
段
で
工
事
を
す

す
め
る
。
農
作
物
と
墓
の
補
償
は
別
問
題

だ
」
と
新
し
く
態
度
を
示
し
た
。

市
政
全
般
を
追
及
／
那
覇
市
議

会
活
発
な
質
問
戦 
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十
八
日
の
那
覇
市
議
会
の
一
般
質
問
で
は
公

営
住
宅
地
域
内
の
農
作
物
、
墓
移
転
補
償
の

ほ
か
建
設
、
衛
生
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
っ

て
午
後
七
時
前
ま
で
活
発
な
質
問
を
く
り
ひ

ろ
げ
た
。

真
栄
田
、
金
城
吾
郎
、
宮
里
敏
慶
議
員
ら
の

し
尿
処
理
つ
い
て
慶
佐
次
経
済
民
生
部
長
は

「
汚
物
終
末
処
理
の
方
法
と
し
て
農
村
還
元

方
法
、
化
学
処
理
方
法
は
い
ま
ム
リ
な
の

で
、
最
後
に
海
上
投
棄
を
と
る
こ
と
に
し
て

六
五
年
度
に
三
百
二
十
㌧
の
し
尿
処
理
船
を

建
造
す
る
。
そ
の
間
の
し
尿
終
末
処
理
は
、
専

門
業
者
を
指
定
し
て
農
家
へ
還
元
し
た
り
原

野
に
埋
め
た
り
す
る
」
と
答
え
た
。

さ
ら
に
市
庁
舎
は
公
債
四
十
万
㌦
を

発
行
、
自
己
資
金
三
十
九
万
㌦
、
計

七
十
九
万
㌦
で
六
四
年
度
に
予
算
計
上

す
る
と
市
当
局
は
答
え
た
。

そ
の
ほ
か
黒
潮
議
員
は
六
一
年
の
台
風
テ
ル

ダ
の
災
害
復
旧
資
材
と
し
て
、
本
土
か
ら
贈

ら
れ
て
き
た
資
材
を
市
は
一
年
余
り
も
放
置

し
、
そ
の
う
え
そ
の
資
材
で
那
覇
消
防
署
員

の
ひ
か
え
室
、
改
築
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る

と
追
及
し
た
と
こ
ろ
、
当
局
も
こ
れ
を
認
め

議
会
に
あ
や
ま
っ
た
。

つ
ぎ
に
上
原
隆
正
、
友
利
栄
吉
議
員
ら
は

ス
ラ
ム
解
消
計
画
の
進
行
状
況
、
都
市
近

郊
の
都
市
計
画
な
ど
を
質
し
、
具
志
栄

治
、
赤
嶺
保
三
郎
、
久
高
議
員
も
首
里
バ

ス
問
題
に
言
及
、
市
が
六
〇
％
も
っ
て
い

る
株
を
売
却
し
て
他
の
事
業
に
ま
わ
す

よ
う
市
長
の
意
思
を
た
だ
し
た
が
、
市
長

は
売
る
意
思
は
な
い
と
答
え
た
。

ま
た
金
城
吾
郎
議
員
は
、
政
府
補
助
に
よ
る

工
事
の
対
応
費
が
大
き
い
た
め
に
自
治
体
を

弱
体
化
し
て
い
る
こ
と
を
と
り
あ
げ
た
。
例

え
ば
市
の
旭
町
ロ
ー
タ
リ
ー
や
崇
元
寺
橋
改

築
で
一
万
㌦
の
補
助
に
対
し
て
土
地
買
収
な

ど
の
補
償
と
工
事
対
応
費
が
四
万
㌦
に
の
ぼ



二
七
七

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
三
月

る
あ
り
さ
ま
。
市
長
は
「
政
府
と
米
民
政
府
が

一
体
に
な
っ
て
自
治
体
の
財
政
を
弱
体
化
さ

せ
る
よ
う
な
こ
と
は
い
け
な
い
と
思
う
。
そ

の
た
め
工
事
費
の
対
応
費
で
は
な
く
、
全
事

業
費
（
補
償
な
ど
ふ
く
ん
で
）
の
対
応
費
に

す
る
よ
う
政
府
に
折
衝
を
つ
づ
け
て
い
る
」

と
答
え
た
。

市
長
の
渡
米
費
で
論
議
／
那
覇

市
議
会
最
終
日
／
採
決
で
原

案
押
し
通
す 
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二
十
六
日
午
前
十
時
再
開
さ
れ
た
那
覇
市
議

会
最
終
日
は
、
公
営
住
宅
用
地
の
墓
移
転
補

償
陳
情
が
審
議
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
子
を
お

ぶ
っ
た
墓
主
や
小
作
人
の
ほ
か
支
援
団
体
約

六
十
人
が
十
数
本
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
押
し
立

て
て
傍
聴
、
重
苦
し
い
ふ
ん
い
き
の
中
で
す

す
め
ら
れ
た
。

と
く
に
市
長
を
全
米
市
長
会
議
に
出

席
さ
せ
る
た
め
特
別
旅
費
、
交
際
費

三
千
六
百
㌦
余
り
を
追
加
更
正
し
て
あ

る
の
に
対
し
、
人
民
党
は
①
那
覇
市
は
ア

メ
リ
カ
の
一
州
で
は
な
い
。
日
本
の
市
長

会
議
出
席
と
は
わ
け
が
違
う
②
儀
礼
的

な
会
合
に
多
額
の
予
算
を
使
っ
て
出
席

す
る
よ
り
道
路
や
排
水
溝
工
事
に
つ
か

っ
て
ほ
し
い
と
反
対
討
論
、
「
政
治
は
生

き
物
沖
縄
の
実
情
を
訴
え
る
と
大
き
な

成
果
が
あ
る
」
と
賛
成
す
る
議
員
と
激
し

い
論
戦
が
交
さ
れ
、
結
局
採
決
に
持
ち
越

し
て
原
案
を
押
し
通
し
た
。

ま
ず
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
議
案
の

審
議
結
果
が
、
各
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
崇

元
寺
橋
改
築
に
と
も
な
う
用
地
の
買
収
、
那

覇
公
設
市
場
の
条
例
制
定
な
ど
十
三
議
案
を

原
案
ど
お
り
採
択
。
識
名
霊
園
用
地
の
取
得

は
継
続
審
議
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
こ
れ
で

こ
の
六
月
ま
で
に
崇
元
寺
橋
が
改
築
さ

れ
る
。
そ
の
あ
と
追
加
更
正
予
算
案
が
上
程

さ
れ
、
黒
潮
議
員
は
市
長
の
ハ
ワ
イ
行
き
の

特
別
旅
費
二
千
六
百
五
十
六
㌦
、
交
際
費
千

㌦
、
計
三
千
六
百
五
十
六
㌦
を
と
り
あ
げ
反

対
討
論
を
行
な
っ
た
。
こ
の
問
題
で
質
疑
が

打
ち
切
ら
れ
て
か
ら
同
議
員
が
修
正
案
を
出

そ
う
と
し
た
た
め
「
討
論
に
は
い
っ
て
修
正

動
議
を
出
す
の
は
議
会
運
営
上
好
ま
し
く
な

い
」
と
論
議
を
か
も
し
、
儀
間
、
黒
潮
議
員

ら
は
「
沖
縄
の
実
情
を
訴
え
る
に
は
日
本
復

帰
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
市
長

は
そ
の
問
題
に
は
ふ
れ
な
い
と
い
っ
て
い

る
し
、
さ
ら
に
六
月
は
予
算
議
会
も
あ
る
の

で
市
長
の
ハ
ワ
イ
行
き
に
は
反
対
す
る
」
と

述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
具
志
、
又
吉
議
員
は

「
沖
縄
の
実
情
を
訴
え
る
可
能
性
は
あ
る
。
市

庁
舎
建
設
で
援
助
も
得
ら
れ
る
し
け
っ
し
て

マ
イ
ナ
ス
に
は
な
ら
な
い
」
と
賛
成
討
論
を

行
な
っ
た
。
な
お
午
後
一
時
再
開
、
陳
情
案

件
を
処
理
す
る
。

公
営
住
宅
敷
地
で
も
む
／
那
覇

市
会
／
墓
の
補
償
陳
情
を
不

採
択
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二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
那
覇
市

会
本
会
議
は
、
午
後
か
ら
久
場
川
町
公
営
住

宅
敷
地
内
の
「
墓
移
転
の
適
正
補
償
に
つ
い

て
陳
情
」
問
題
で
激
論
が
か
わ
さ
れ
た
が
表

決
の
結
果
、
経
民
委
案
ど
お
り
十
三
対
七
で

陳
情
は
不
採
択
に
な
っ
た
。
質
疑
の
さ
い
西

銘
市
長
か
ら
、
敷
地
内
の
農
作
物
適
正
補
償

支
払
い
に
つ
い
て
は
、
現
場
で
も
整
地
工
事

を
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
前
提
で
市
長
が
証

人
に
な
っ
て
も
よ
い
と
、
数
字
的
な
資
料
を

要
求
し
た
が
出
さ
れ
て
い
な
い
。
市
と
し
て

は
委
員
会
を
設
置
し
て
適
正
な
補
償
額
を
出

し
早
め
に
支
払
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
力
し
た

い
。
墓
の
移
転
に
つ
い
て
は
補
償
で
な
く
移

転
改
葬
費
と
い
う
こ
と
で
十
六
㌦
は
適
正
だ

と
思
っ
て
い
る
。
す
で
に
大
半
が
移
転
し
て

い
る
。
生
活
困
窮
で
ど
う
し
て
も
墓
を
造
れ

な
い
と
い
う
墓
主
に
対
し
て
は
実
態
調
査
の

う
え
次
年
度
予
算
で
援
助
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
聞
き
入
れ
ら

れ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
強
制
処
置
に
訴
え

て
で
も
整
地
工
事
に
す
す
め
て
い
き
た
い
と

の
説
明
が
あ
っ
て
討
論
に
入
っ
た
。

儀
間
、
黒
潮
、
久
高
、
真
栄
田
の
各
議
員
と
又

吉
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
の
陳
情
を
採
択

し
て
当
然
墓
の
補
償
を
す
べ
き
で
あ
る
。
市

は
不
法
占
有
と
い
っ
て
い
る
が
、
首
里
支
所
、

市
道
も
不
法
占
有
で
あ
る
。
旭
が
丘
の
不
法

建
て
物
に
つ
い
て
補
償
す
る
と
い
う
答
え
が

出
て
お
り
都
市
計
画
の
一
環
と
し
て
、
当
然

墓
の
補
償
は
す
べ
き
で
あ
る
と
、
反
対
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
赤
嶺
慎
英
（
無
）
宮
里
（
自

民
）
両
議
員
か
ら
、
地
主
か
ら
移
る
よ
う
い

わ
れ
て
補
償
を
要
求
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

く
る
の
が
勝
つ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
ん

ご
の
都
市
づ
く
り
に
も
大
き
く
影
響
し
て
く

る
。
市
は
困
窮
者
に
対
し
て
は
こ
ん
ご
の
予

算
措
置
で
考
え
た
い
と
誠
意
を
み
せ
て
い
る
。

第
一
期
工
事
敷
地
内
の
墓
二
十
四
基
の
う
ち

二
十
基
が
移
転
し
、
一
基
は
所
有
者
不
明
、
三

基
も
一
応
了
解
し
て
い
た
が
外
部
か
ら
の
人

た
ち
に
お
ど
ら
さ
れ
て
反
対
し
て
い
る
な
ど

の
理
由
を
あ
げ
不
採
択
に
賛
成
し
た
。

　

そ
こ
で
表
決
の
結
果
、
不
採
択
が
多
数
を

占
め
、
委
員
会
（
委
員
長
久
場
議
員
）
案
通

り
可
決
し
た
。
な
お
こ
の
表
決
で
大
山
議
員

は
「
墓
の
問
題
と
農
作
物
補
償
問
題
は
一
緒

に
し
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
こ
の
陳

情
で
は
農
作
物
に
つ
い
て
ふ
れ
て
な
い
と
し

て
委
員
会
で
も
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

の
で
表
決
に
は
参
加
で
き
な
い
」
と
欠
場
し
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七
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一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
三
月

た
。

　

な
お
こ
の
日
、
墓
移
転
補
償
獲
得
期
成
会

や
支
援
団
体
な
ど
約
五
十
人
が
議
会
で
の
成

り
ゆ
き
を
見
守
っ
て
い
た
が
、
不
採
択
に
な

っ
た
こ
と
に
対
し
、
期
成
会
の
久
高
会
長
は

「
議
会
も
頼
り
に
な
ら
な
い
。
こ
ん
ご
は
自

分
た
ち
で
生
活
権
を
守
っ
て
い
く
ほ
か
な
い
。

ブ
ル
の
前
で
の
座
り
込
み
は
問
題
解
決
ま
で

つ
づ
け
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　

市
長
を
告
訴

那
覇
市
首
里
の
久
場
川
町
の
公
営
住
宅
敷
地

問
題
は
、
市
役
所
と
小
作
人
と
の
話
し
合
い

が
つ
か
ず
、
つ
い
に
告
訴
ざ
た
と
な
っ
た
。

二
十
六
日
午
後
五
時
す
ぎ
小
作
人
の
村
吉

〇
〇
さ
ん
、
渡
嘉
敷
〇
〇
さ
ん
、
比
嘉
〇
〇

さ
ん
、
宜
野
座
〇
〇
さ
ん
ら
は
、
告
訴
代
理

人
の
宮
城
隆
弁
護
士
、
そ
れ
に
市
会
議
員
の

儀
間
真
祥
氏
、
同
久
高
友
敏
氏
ら
も
伴
っ
て

那
覇
署
を
訪
れ
、
西
銘
那
覇
市
長
を
器
物
損

壊
罪
で
告
訴
し
た
。
告
訴
状
を
新
垣
那
覇
署

長
に
手
わ
た
し
た
。

告
訴
状
に
よ
る
と
公
営
住
宅
建
築
の
た
め
さ

る
八
日
か
ら
十
一
日
の
四
日
間
に
わ
た
っ
て

告
訴
人
ら
の
小
作
し
て
い
る
土
地
に
許
し
な

く
西
銘
市
長
の
指
揮
で
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
三
台

を
入
れ
農
作
物
の
キ
ビ
、
イ
モ
、
ネ
ギ
な
ど

価
格
総
計
千
百
九
十
五
㌦
三
十
㌣
を
敷
き
つ

ぶ
し
不
法
に
農
作
物
を
損
壊
し
た
と
な
っ
て

い
る
。
那
覇
署
は
、
告
訴
状
を
受
理
し
た
。

米
軍
ト
ラ
ッ
ク
の
事
故
抗
議
な

ど
／
那
覇
市
／
諸
問
題
を
政

府
に
要
請 
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那
覇
市
議
会
は
、
当
面
す
る
つ
ぎ
の
諸
問
題

に
つ
い
て
、
政
府
関
係
当
局
に
要
請
す
る
こ

と
を
き
め
た
。

▽
米
軍
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
上
山
中
学
生
の

事
故
死
に
対
す
る
抗
議
と
要
請
決
議
（
高
等

弁
務
官
と
行
政
主
席
あ
て
）
①
こ
ん
ご
二
度

と
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
、
十
分
な
防
止

策
を
講
じ
て
も
ら
う
②
遺
族
に
対
し
十
分
な

補
償
を
早
め
に
実
施
し
て
ほ
し
い
③
事
故
の

調
査
と
措
置
を
公
表
し
て
ほ
し
い
④
市
内
一

号
線
で
の
ス
ピ
ー
ド
の
制
限
を
も
っ
て
厳
し

く
し
て
も
ら
う
⑤
一
号
線
の
横
断
歩
道
を
地

下
道
か
架
橋
に
し
て
も
ら
う
。

　

▽
高
等
学
校
を
那
覇
市
に
新
設
す
る
こ
と

に
つ
い
て
＝
立
法
院
議
長
、
行
政
主
席
、
中

教
委
に
要
請
す
る
。

　

▽
建
設
事
業
補
助
金
な
ら
び
に
市
負
担

対
応
費
の
規
則
方
の
要
請
決
議
（
立
法
院
議

長
、
行
政
主
席
あ
て
）
＝
政
府
が
補
助
事
業

に
つ
い
て
補
助
の
比
率
を
明
確
に
し
た
規

則
が
な
い
。
そ
の
た
め
崇
元
寺
橋
改
修
工
事

で
、
政
府
の
お
こ
な
う
一
万
七
千
五
百
㌦
の

建
設
費
に
対
し
市
の
用
地
補
償
費
は
四
万
㌦

に
お
よ
ん
で
い
る
。
ま
た
開
南
交
番
か
ら
平

和
橋
ま
で
の
計
画
道
路
（
百
二
十
㍍
、
幅
員

十
八
㍍
）
の
工
事
で
も
政
府
補
助
一
万
㌦
に

対
し
、
十
万
㌦
の
補
償
費
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
都
計
の
進
展
ど
こ
ろ

か
、
市
町
村
の
貧
困
財
政
を
ま
す
ま
す
圧
迫

す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
工
事
全
体
と
し
て

事
業
種
別
の
補
助
比
率
な
ど
を
明
確
に
し
た

規
則
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

　

な
お
与
那
原
町
、
南
風
原
村
な
ど
近
隣
村

と
の
合
併
促
進
問
題
に
つ
い
て
は
、
六
月
定

例
議
会
ま
で
の
研
究
課
題
と
し
、
六
月
議
会

で
合
併
促
進
委
員
会
の
設
置
、
こ
ん
ご
の
方

針
な
ど
を
検
討
す
る
。

か
か
り
す
ぎ
る
対
応
費
／
都
計

事
業
の
促
進
に
／
政
府
の
特

別
補
助
要
請 
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那
覇
市
の
〝
都
市
づ
く
り
〟
は
、
政
府
か
ら

の
工
事
費
の
補
助
は
う
け
た
も
の
の
、
用
地

買
収
、
建
て
物
補
償
な
ど
対
応
費
が
は
る
か

に
多
く
、
そ
の
た
め
都
計
事
業
は
マ
ヒ
状
態

に
来
て
い
る
。
中
部
に
設
置
さ
れ
る
総
合
中

央
病
院
も
コ
ザ
市
が
敷
地
確
保
の
資
金
案
出

で
も
た
つ
い
て
い
る
う
ち
に
具
志
川
村
に
さ

ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
那
覇
市
で
は
、
崇
元

寺
橋
改
修
工
事
で
、
政
府
の
お
こ
な
う
工
事

費
は
一
万
七
千
五
百
㌦
だ
が
、
用
地
取
得
の

た
め
の
市
の
負
担
が
四
万
㌦
に
お
よ
ん
で
い

る
。

六
四
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
る
開
南
交
番
前

か
ら
平
和
橋
（
将
来
は
神
里
原
十
字
路
に
通

ず
る
）
ま
で
の
都
計
道
路
（
全
長
百
十
二

㍍
、
幅
員
十
八
㍍
）
開
通
工
事
も
、
政
府
の

工
事
費
一
万
㌦
に
対
し
、
建
て
物
補
償
ひ
と

し
て
市
の
対
応
費
十
万
㌦
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
市
は
事
業
は
計
画
し
た
も
の
の
、
対

応
費
に
お
び
や
か
さ
れ
た
か
っ
こ
う
。
西
銘

市
長
は
「
工
事
費
の
補
助
で
な
く
、
補
償
費

な
ど
事
業
費
に
対
し
て
補
助
し
て
ほ
し
い
」

と
政
府
に
訴
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
対
応
費
問
題
は
こ
ん
ど
の
三
月
定

例
議
会
で
、
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
）
の
発

議
に
よ
っ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
行
政
主
席
、

立
法
院
議
長
あ
て
「
建
設
事
業
補
助
金
並
び

に
市
負
担
対
応
費
の
規
則
制
定
方
の
要
請
決

議
」
が
な
さ
れ
た
。

決
議
要
旨　

那
覇
市
の
都
市
整
備
は
基
本
計

画
に
よ
っ
て
漸
次
進
行
し
て
い
る
が
、
そ
の

執
行
率
は
全
計
画
の
わ
ず
か
一
三
％
に
す
ぎ

な
い
。
こ
の
こ
と
は
市
の
自
主
財
源
が
乏
し

い
こ
と
に
も
あ
る
が
政
府
の
補
助
施
策
が
十

分
に
果
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
基
因
し
て

い
る
。

本
土
で
は
戦
災
都
市
復
興
、
都
市
計
画
事
業

は
、
国
家
的
な
事
業
と
し
て
特
別
法
並
び
に

臨
時
措
置
法
の
適
用
を
受
け
て
大
幅
な
国
県

補
助
が
約
束
さ
れ
、
保
証
さ
れ
、
国
の
指
導

の
も
と
に
着
実
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
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九
六
三
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昭
和
三
十
八
年
）
三―

四
月

で
は
首
都
建
設
法
、
都
市
計
画
法
で
そ
れ
ぞ

れ
都
市
計
画
の
重
要
性
を
認
め
、
財
源
の
責

任
分
野
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
に
要
す

る
補
助
金
、
政
府
が
お
こ
な
う
工
事
に
対
す

る
対
応
費
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た

め
に
、
事
業
の
区
分
に
よ
っ
て
は
工
事
費
よ

り
も
対
応
費
が
倍
加
さ
れ
る
た
め
、
貧
困
な

市
財
政
を
さ
ら
に
圧
迫
し
、
経
費
負
担
が
重

過
ぎ
ほ
か
の
事
業
執
行
を
も
遅
ら
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
市
町
村
財
政
法
第
二
条
の
「
市
町
村

財
政
の
自
主
的
か
つ
健
全
な
運
営
を
助
長
し
、

い
や
し
く
も
自
律
性
を
そ
こ
な
い
ま
た
市
町

村
に
負
担
を
転
嫁
す
る
よ
う
な
施
策
を
行
な

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
基
本
的
な
方
針

に
も
反
し
て
い
る
。
そ
こ
で
補
助
金
に
つ
い

て
は
「
政
府
予
算
の
範
囲
内
」
と
い
う
表
現

を
用
い
ず
、
明
確
に
事
業
種
別
の
比
率
と
市

が
負
担
す
る
対
応
費
の
算
定
に
つ
い
て
本
土

の
広
島
市
、
長
崎
市
に
適
応
さ
れ
た
戦
災
都

市
復
興
臨
時
措
置
法
に
準
じ
て
比
率
を
明
確

に
規
定
す
る
よ
う
那
覇
市
議
会
の
決
議
に
よ

り
、
強
く
要
請
す
る
。

「
十
八
日
会
」
が
も
っ
と
も
多
い

／
那
覇
市
会
議
員 
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市
議
会
は
、
さ
る
一
月
一
日
〝
議
会
運
営
委

員
会
〟
の
発
足
を
機
に
、
議
員
の
色
分
け
を

お
こ
な
い
、
事
務
局
に
登
録
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
▽
十
八
日
会
所
属
（
自
民
）

が
十
六
人
で
も
っ
と
も
多
く
、
無
所
属
ク
ラ

ブ
五
人
、
人
民
党
三
人
、
社
大
党
二
人
、
公

政
連
二
人
、
い
ず
れ
に
も
属
し
な
い
も
の
二

人
と
な
っ
て
い
る
。

十
八
日
会　

楠
見
長
礼
、
辺
野
喜
英
興
、
赤
嶺

慎
英
、
比
嘉
朝
四
郎
、
平
良
真
次
郎
、
赤
嶺

一
男
、
武
村
朝
良
、
渡
口
麗
秀
、
上
原
隆
正
、

名
城
嗣
夫
、
金
城
力
夫
、
宮
里
敏
慶
、
喜
久

山
朝
重
、
具
志
栄
治
、
平
良
亀
助
、
赤
嶺
保

三
郎
。

無
所
属　

久
場
景
善
、
又
吉
久
正
、
比
嘉
佑

直
、
金
城
武
一
、
大
山
盛
幸
。

人
民
党　

真
栄
田
義
晃
、
儀
間
真
祥
、
黒
潮

隆
。

社
大
党　

森
田
孟
松
、
金
城
吾
郎
。

公
政
連　

安
見
福
寿
、
友
利
栄
吉
。

い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い　

高
良
一
、
久
高
友

敏
。市

議
二
人
パ
ス
ポ
ー
ト
お
り
ず

／
那
覇
市
会
／
民
政
府
へ
許

可
要
請 
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那
覇
市
議
会
は
行
政
視
察
の
た
め
議
員
団

十
二
人
を
十
五
日
か
ら
約
二
週
間
九
州
、
関

西
に
派
遣
す
る
。

と
こ
ろ
が
議
員
十
人
（
あ
と
の
二
人
は
事

務
局
職
員
）
の
う
ち
、
八
人
の
パ
ス
ポ
ー
ト

は
一
週
間
も
前
に
お
り
た
が
、
人
民
党
の
黒

潮
隆
、
儀
間
真
祥
両
議
員
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が

ま
だ
お
り
な
い
。

ほ
か
の
派
遣
議
員
団
も
「
那
覇
市
会
議
員
と

し
て
統
一
行
動
を
と
る
の
で
、
ぜ
ひ
渡
航
を

許
可
し
て
ほ
し
い
」
と
民
政
府
に
要
請
し
て

あ
る
。
黒
潮
、
儀
間
両
議
員
は
「
渡
航
の
自

由
は
い
ぜ
ん
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
人
民
党

で
も
立
法
院
議
員
や
豊
見
城
村
議
員
は
許
可

さ
れ
て
い
る
。
那
覇
市
の
議
員
だ
け
認
め
な

い
と
い
う
こ
と
は
市
議
会
の
軽
視
に
ひ
と
し

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

十
二
日
ひ
る
古
堅
第
一
助
役
も
民
政
府

に
「
ほ
か
の
議
員
団
も
要
望
し
て
い
る
と
お

り
、
統
一
行
動
で
あ
り
十
五
日
の
出
港
（
那

覇
丸
）
に
は
ぜ
ひ
間
に
合
わ
せ
て
ほ
し
い
」

と
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
民
政
府
は
「
善
処
し
た
い
」
と

答
え
た
と
い
う
。

本
土
へ
行
政
視
察
／
那
覇
市
議

十
人
あ
す
出
発 
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行
政
視
察
の
た
め
那
覇
市
議
団
十
人
が
、

十
五
日
出
港
の
那
覇
丸
で
出
張
す
る
。
出
張

期
間
は
三
十
日
ま
で
。
鹿
児
島
で
二
手
に
わ

か
れ
、
二
十
五
日
大
阪
で
合
流
、
三
十
日
東

京
ま
で
統
一
行
動
を
と
る
。
一
班
は
鹿
児
島

市
を
皮
切
り
に
宮
崎
市
、
別
府
市
、
松
山

市
、
高
松
市
、
大
阪
市
（
第
二
班
と
合
流
）
、

芦
尾
市
、
岐
阜
市
、
名
古
屋
市
、
東
京
。

第
二
班
は
鹿
児
島
か
ら
熊
本
市
、
島
原
市
、
長

崎
市
、
佐
世
保
市
、
戸
畑
市
を
経
て
大
阪
市

に
出
、
第
一
班
と
合
流
す
る
。
し
か
し
議
員
十

人
の
う
ち
人
民
党
の
黒
潮
隆
、
儀
間
真
祥
両

議
員
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
ま
だ
お
り
ず
、
十
五

日
あ
さ
十
一
時
出
港
の
那
覇
丸
で
一
緒
に
出

発
で
き
る
か
、
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　

議
員　

久
場
景
善
団
長
（
無
所
属
）
渡
口

麗
秀
（
十
八
日
会
）
森
田
孟
松
（
社
大
）
武

村
朝
良
（
十
八
日
会
）
儀
間
真
祥
（
人
民

党
）
宮
里
敏
慶
（
十
八
日
会
）
友
利
栄
吉
（
公

政
連
）
黒
潮
隆
（
人
民
党
）
安
見
福
寿
（
公

政
連
）
赤
嶺
慎
英
（
十
八
日
会
）

　

議
会
事
務
局　

新
垣
繁
調
査
係
長
、
永
山

盛
廣
主
事
補
。

出
発
後
に
旅
券
を
出
す
／
那
覇

市
議
会
本
土
視
察
団
／
不
許

可
の
人
民
党
議
員
に 

　
　
　

 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
４
・
16
〕

十
五
日
午
前
十
一
時
す
ぎ
出
発
し
た
那
覇
市

議
会
本
土
視
察
団
と
一
緒
に
行
く
こ
と
に
な

っ
て
い
た
人
民
党
の
黒
潮
隆
、
儀
間
真
祥
議

員
は
、
旅
券
が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
出

張
を
取
り
や
め
た
が
、
一
行
が
出
発
し
て
三

時
間
後
の
同
午
後
二
時
ご
ろ
、
民
政
府
か
ら



二
八
〇

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
四
月

出
入
管
理
部
に
「
両
人
の
渡
航
を
許
可
す
る
」

と
通
知
が
あ
っ
た
。

連
絡
を
受
け
た
那
覇
市
議
会
は
、
両
議
員
を

こ
の
十
八
日
出
発
さ
せ
長
崎
県
で
先
行
の
八

人
と
合
流
さ
せ
る
。

　

黒
潮
議
員
は
過
去
六
回
、
儀
間
議
員
が

五
回
も
不
許
可
に
な
り
、
時
に
黒
潮
議
員

は
数
日
前
不
許
可
に
な
っ
た
ば
か
り
だ

っ
た
。

ブ
ル
の
前
に
ピ
ケ
張
り
／
公
営

住
宅
敷
地
問
題
／
市
の
仮
処

分
に
抵
抗 
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那
覇
市
久
場
川
町
公
営
住
宅
敷
地
整
地
工

事
は
、
二
十
五
日
あ
さ
最
悪
の
事
態
に
入
っ

た
。
補
償
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
た
め
、
小

作
人
や
墓
主
な
ど
、
補
償
獲
得
期
成
会
の
人

た
ち
人
民
党
な
ど
支
援
団
体
の
座
り
込
み
で

ブ
ル
が
止
ま
っ
て
か
ら
四
十
五
日
に
な
る
が
、

市
当
局
は
つ
い
に
仮
処
分
を
申
請
、
中
央
巡

裁
で
は
関
係
者
に
五
日
以
内
に
立
ち
の
く
よ

う
命
令
し
た
。　

　

こ
の
五
日
の
期
限
は
さ
る
二
十
三
日
で
切

れ
、
二
十
五
日
市
当
局
は
上
訴
裁
か
ら
派
遣

さ
れ
た
崎
山
嗣
久
執
達
吏
立
ち
会
い
の
も
と

に
、
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
現
場
で
整
地
作
業

に
の
り
だ
し
た
。
は
じ
め
に
墓
三
つ
の
撤
去

に
か
か
ろ
う
と
し
た
が
、
カ
ネ
の
あ
い
ず
で

集
ま
っ
て
き
た
期
成
会
の
人
た
ち
お
よ
そ

三
十
人
が
墓
の
前
で
ピ
ケ
を
は
り
、
押
し
あ

い
し
た
。
け
っ
き
ょ
く
撤
去
は
で
き
な
か
っ

た
。
執
達
吏
が
「
仮
処
分
が
出
て
お
り
、
作

業
の
じ
ゃ
ま
は
し
な
い
で
ほ
し
い
。
い
い
分

が
あ
れ
ば
裁
判
で
主
張
し
て
ほ
し
い
」
と
説

明
し
た
が
、
期
成
会
側
は
「
法
は
生
活
を
ま

も
る
た
め
に
あ
る
、
裁
判
所
も
市
当
局
も
グ

ル
に
な
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
法
は
こ
ち
ら
に

は
通
じ
な
い
」
と
抵
抗
し
た
。

　

一
方
で
は
一
台
の
ブ
ル
を
動
か
そ
う
と
い

し
た
が
、
ブ
ル
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
で
た
ち
ま

ち
婦
人
や
と
し
よ
り
な
ど
が
ブ
ル
の
前
に
立

ち
は
だ
か
り
、
ブ
ル
の
動
き
も
完
全
に
止
め

た
。
市
当
局
は
「
い
く
ら
話
し
合
っ
て
も
わ

か
っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
法
の
下
で
強
行
す

る
こ
と
に
し
た
。
じ
ゃ
ま
は
し
な
い
で
ほ
し

い
」
と
さ
ら
に
ブ
ル
を
動
か
す
よ
う
運
転
手

に
指
示
し
た
。
し
か
し
期
成
会
の
人
た
ち
は

「
真
昼
の
暴
力
だ
」と
ブ
ル
の
前
を
動
こ
う
と

し
な
か
っ
た
。

　

こ
ん
ど
の
第
一
期
整
地
工
事
は
七
千
八
百

坪
、
市
当
局
は
十
数
人
の
労
務
を
か
り
だ
し

て
周
囲
を
縄
で
張
り
め
ぐ
ら
し
、
方
々
に
公

示
札
を
立
て
て
あ
る
。
「
中
央
巡
裁
の
土
地

立
ち
入
り
な
ら
び
に
工
事
妨
害
禁
止
仮
処

分
決
定
を
み
て
お
り
、
土
地
に
立
ち
入
っ
た

り
、
工
事
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
犯
す

者
は
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
債
権

者
（
市
）
に
整
地
作
業
と
公
営
住
宅
の
建
築

工
事
を
す
る
こ
と
を
許
し
て
あ
る
」
と
い
う

の
が
公
示
札
の
主
な
内
容
。

　

こ
の
日
市
当
局
か
ら
は
新
垣
建
設
助
役
、

花
城
建
設
部
長
、
慶
佐
次
経
民
部
長
ら
関
係

課
長
、
職
員
な
ど
十
余
人
が
き
て
い
た
。

期
成
会
の
人
た
ち
は
「
き
ょ
う
団
交
を
も
と

う
」
「
補
償
金
を
い
ま
す
ぐ
支
払
え
」
と
市

当
局
や
前
地
主
上
原
〇
〇
氏
に
つ
め
よ
っ
た

が
「
そ
れ
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
断
わ
ら

れ
た
。

　

期
成
会
の
人
た
ち
は
現
場
に
仮
小
屋
を
建

て
て
交
代
で
ブ
ル
の
動
き
を
監
視
し
て
い
る
。

つ
い
に
警
官
隊
出
動
／
那
覇
市

の
公
営
住
宅
地
／
補
償
問
題

こ
じ
れ
る 
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那
覇
市
久
場
川
町
公
営
住
宅
敷
地
問
題
は
、

こ
じ
れ
る
一
方
。
二
十
六
日
に
は
上
訴
裁
執

達
吏
崎
山
嗣
久
氏
の
警
官
隊
出
動
要
請
に
こ

た
え
て
、
那
覇
署
が
敷
地
内
で
座
り
込
み
を

続
け
て
い
る
小
作
人
や
墓
主
に
〝
即
時
立
ち

の
き
〟
を
警
告
し
た
。

同
二
十
六
日
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
首
里
支
所

で
、
市
当
局
と
補
償
獲
得
期
成
会
お
よ
び
支

援
団
体
と
の
団
交
が
も
た
れ
た
。

期
成
会
か
ら
墓
や
農
作
物
の
補
償
な
ど
五
項

目
の
要
求
書
が
出
さ
れ
た
が
、
市
当
局
は
農

作
物
の
補
償
問
題
に
だ
け
応
じ
た
。
団
交
は

十
一
時
ま
で
と
の
約
束
で
、
双
方
か
ら
各
作

物
に
つ
い
て
の
数
字
を
も
ち
よ
っ
て
午
後
一

時
半
ご
ろ
ま
で
話
し
合
い
好
転
す
る
か
に
み

え
た
が
、
「
農
作
物
の
補
償
問
題
が
解
決
し

て
も
、
墓
の
補
償
な
ど
五
つ
の
要
求
が
満
た

さ
れ
る
ま
で
は
、
ブ
ル
は
活
動
さ
せ
な
い
」

と
期
成
会
側
。
新
垣
助
役
は
「
そ
れ
で
は
こ

れ
以
上
話
し
合
っ
て
も
ム
ダ
だ
。
団
交
は
こ

れ
で
打
ち
切
る
。
既
定
方
針
通
り
い
く
ほ
か

な
い
」
と
引
き
あ
げ
情
勢
は
一
変
し
た
。

　

期
成
会
の
要
求
内
容
は
①
墓
移
転
の
適
正

補
償
を
お
こ
な
え
②
農
作
物
の
損
害
に

対
す
る
適
正
補
償
を
お
こ
な
え
③
代
替

地
を
与
え
よ
④
ブ
ル
が
入
っ
た
三
月
八

日
か
ら
一
か
年
間
の
生
活
を
保
証
せ
よ

⑤
解
決
す
る
ま
で
ブ
ル
を
動
か
さ
な
い

こ
と
。

　

新
垣
助
役
は
「
農
作
物
に
つ
い
て
の
団
交

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で

応
じ
た
。
話
し
合
い
で
補
償
の
数
字
が
き
ま

れ
ば
す
ぐ
支
払
え
る
よ
う
に
、
地
主
の
上
原

〇
〇
氏
も
ち
ゃ
ん
と
金
は
用
意
し
て
き
た
。

ま
た
議
会
通
過
し
た
墓
の
補
償
を
も
ち
出

し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
団
交
に
応
じ
ら
れ
な

い
」
と
語
っ
た
。　

　

午
後
二
時
す
ぎ
市
当
局
は
崎
山
執
達
吏
、

新
垣
顧
問
弁
護
士
を
伴
っ
て
現
場
を
訪
れ
、

ブ
ル
を
動
か
し
た
り
三
基
の
墓
の
遺
骨
収
去



二
八
一

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
五
月

に
か
か
ろ
う
と
し
た
が
、
期
成
会
や
人
民

党
、
民
社
青
の
支
援
団
体
な
ど
お
よ
そ
二
百

人
に
三
か
所
で
ピ
ケ
を
は
ら
れ
、
作
業
を
は

ば
ま
れ
た
。

　

期
成
会
の
人
た
ち
は
あ
さ
か
ら
鐘
や
宣
伝

カ
ー
で
住
民
に
支
援
協
力
を
よ
び
か
け
た
。

こ
の
鳴
り
も
の
入
り
の
騒
ぎ
で
、
直
接
関
係

な
い
部
落
民
や
首
里
中
校
の
生
徒
た
ち
が
現

場
に
押
し
か
け
四
百
人
に
の
ぼ
る
人
出
、
と

う
て
い
作
業
が
で
き
な
い
と
み
た
崎
山
執
達

吏
は
、
午
後
三
時
、
新
垣
弁
護
士
を
通
し
て

那
覇
署
へ
警
察
官
動
員
要
請
を
し
た
。
こ
の

要
請
で
同
四
時
二
十
分
、
那
覇
署
か
ら
宮
沢

次
席
、
長
嶺
警
備
課
長
ら
四
人
が
現
場
を
調

査
し
た
。
期
成
会
や
支
援
団
体
の
抵
抗
に
あ

っ
て
と
う
て
い
作
業
が
進
め
ら
れ
な
い
と
み

た
宮
沢
次
席
は
同
四
時
半
マ
イ
ク
を
通
し
墓

の
前
や
ブ
ル
の
前
で
ピ
ケ
を
は
っ
て
い
る
人

た
ち
に
「
縄
張
り
区
域
は
裁
判
所
の
仮
処
分

決
定
に
よ
っ
て
立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
な

っ
て
い
る
。
す
ぐ
立
ち
の
く
よ
う
」
警
告
し

た
。
こ
れ
に
対
し
期
成
会
側
は
「
何
し
に
き

た
帰
れ
」
と
い
き
ま
い
た
が
、
那
覇
署
で
は

二
十
七
日
か
ら
工
事
を
は
ば
む
も
の
は
ど
し

ど
し
摘
発
す
る
方
針
だ
と
い
う
。

市
全
域
で
夜
間
断
水
／
那
覇
／

水
道
公
社
の
送
水
が
減
量 
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那
覇
市
水
道
部
は
、
一
日
か
ら
市
全
域
に
わ

た
っ
て
、
午
後
八
時
か
ら
翌
日
午
前
四
時
ま

で
の
〝
夜
間
断
水
〟
を
実
施
し
た
。
七
十
二

年
来
と
い
わ
れ
る
異
常
渇
水
で
自
己
原
水
が

八
分
の
一
（
二
十
六
万
四
千
ガ
ロ
ン
）
に
減

っ
た
た
め
、
四
月
に
入
っ
て
与
儀
ポ
ン
プ
区

域
の
時
間
給
水
を
実
施
す
る
一
方
、
市
民
に

節
水
を
呼
び
か
け
て
き
た
。

一
日
午
前
十
時
ご
ろ
、
水
道
公
社
か
ら
市
水

道
部
に
突
然
「
こ
れ
ま
で
一
分
間
二
千
ガ
ロ

ン
送
水
し
た
水
を
一
日
か
ら
千
六
百
ガ
ロ
ン

に
減
ら
す
」と
の
通
知
が
き
た
。軍
の
水
源
も

枯
れ
る
一
方
と
い
う
の
が
理
由
ら
し
い
。
そ

こ
で
市
水
道
部
と
し
て
も
当
分
の
間
、
市
一

円
の
夜
間
断
水
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

玉
城
水
道
部
長
の
話　

一
日
の
あ
さ
突
然
、

水
道
公
社
か
ら
一
分
間
四
百
ガ
ロ
ン
の
分
水

量
減
の
知
ら
せ
を
う
け
た
。
当
分
の
間
と
い

う
こ
と
で
具
体
的
な
こ
と
を
聞
い
て
い
な
い

の
で
、
二
日
家
田
支
配
人
か
ら
実
情
を
聞

き
、
で
き
る
だ
け
分
水
減
が
な
い
よ
う
要
請

し
た
い
。
し
か
し
異
常
渇
水
で
水
源
も
減
る

一
方
な
の
で
、
雨
が
降
ら
な
い
限
り
ど
う
か

と
も
思
う
。
毎
分
四
百
ガ
ロ
ン
減
の
ま
ま
夜

間
も
給
水
を
つ
づ
け
る
と
、
翌
日
昼
間
の
水

が
不
足
す
る
。
そ
こ
で
や
む
を
得
ず
夜
間

（
午
後
八
時
か
ら
翌
朝
四
時
）は
全
面
的
に
断

水
し
、
貯
め
て
お
い
て
昼
間
に
流
す
。
水
道

部
は
市
民
に
節
水
を
強
く
よ
び
か
け
て
き
た

が
、
ま
だ
十
分
に
守
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

節
水
が
徹
底
し
て
守
ら
れ
る
と
あ
る
い
は
夜

間
断
水
も
し
な
く
て
す
む
よ
う
に
な
る
か
も

知
れ
な
い
。
節
水
に
つ
い
て
全
市
民
の
協
力

を
強
く
望
み
た
い
。

公
営
住
宅
地
ブ
ル
動
く
／
警
官

隊
が
座
り
こ
み
排
除 
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二
日
あ
さ
、
那
覇
市
首
里
久
場
川
町
の

公
営
住
宅
敷
地
で
ブ
ル
が
動
き
出
し
た
。

三
百
二
十
人
の
警
官
隊
が
二
列
横
隊
に
道
路

に
並
び
、
適
正
補
償
を
訴
え
て
、
や
く
五
十

日
も
す
わ
り
こ
み
を
つ
づ
け
た
農
夫
や
墓
主

た
ち
は
や
っ
と
立
ち
去
っ
た
。

久
場
川
公
営
住
宅
敷
地
の
第
一
期
整
地
工

事
（
一
万
平
方
㍍
）
は
国
場
組
が
二
万
㌦
で

う
け
お
い
、
三
月
八
日
か
ら
四
十
五
日
間
の

契
約
で
三
台
の
ブ
ル
を
入
れ
た
。
し
か
し
敷

地
内
の
農
作
物
、
墓
の
補
償
で
話
し
合
い
が

つ
か
ず
、
同
月
十
三
日
か
ら
ブ
ル
の
ま
え
に

補
償
獲
得
期
成
会
の
人
た
ち
が
す
わ
り
こ
み

を
は
じ
め
工
事
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
こ
の
一

期
工
事
の
敷
地
内
に
は
墓
二
十
五
基
が
あ
る

が
、
二
十
二
基
は
議
会
で
き
め
た
一
基
あ
た

り
十
六
㌦
の
移
転
費
で
ケ
リ
が
つ
い
た
。
の

こ
り
三
基
の
墓
主
二
人
は
「
そ
れ
だ
け
で
は

移
れ
な
い
」
と
小
作
人
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
補
償
を
要
求
し
た
。
四
月
二
十
六
日

に
最
終
的
な
話
し
合
い
が
決
裂
す
る
ま
で
、

五
、
六
回
も
市
当
局
と
話
し
合
っ
た
が
、
解
決

し
な
か
っ
た
。
市
当
局
は
二
十
六
日
、
崎
山

訴
裁
執
達
吏
を
通
し
、
仮
処
分
執
行
に
も
と

づ
く
警
官
の
出
動
を
那
覇
署
に
要
請
し
た
も

の
。

　

二
日
午
前
十
時
す
ぎ
、
那
覇
署
は
隣
接
各

署
の
応
援
を
も
と
め
、
三
百
二
十
人
の
警
官

隊
を
現
場
へ
む
け
た
。
す
わ
り
こ
み
を
つ
づ

け
て
い
た
人
た
ち
は
、
鐘
を
な
ら
し
て
応
援

隊
を
あ
つ
め
た
。
十
一
時
十
五
分
、
宮
沢
那

覇
署
次
席
が
「
速
や
か
に
敷
地
外
に
立
ち
の

く
よ
う
」
最
終
警
告
を
出
し
、
座
り
込
み
の

排
除
に
の
り
出
し
た
。

ま
ず
墓
の
ま
え
か
ら
実
力
行
使
に
う
つ
っ
た
。

小
作
人
、
墓
主
、
支
援
団
体
な
ど
約
五
十
人

が
ピ
ケ
を
は
っ
て
が
ん
張
っ
て
い
た
が
、
し

か
た
な
く
ピ
ケ
を
と
い
た
。

市
当
局
は
さ
っ
そ
く
墓
三
つ
の
遺
骨
の
片
付

け
を
は
じ
め
た
。
ひ
き
つ
づ
い
て
敷
地
内
に

ク
ギ
づ
け
さ
れ
て
い
る
ブ
ル
の
前
で
宮
沢
次

席
は
立
ち
退
き
警
告
を
発
し
た
。

し
か
し
、
ブ
ル
の
前
後
と
監
視
小
屋
に
す
わ

り
こ
ん
で
い
る
老
婆
や
、
子
ど
も
づ
れ
の
婦

人
た
ち
は
、
な
か
な
か
動
こ
う
と
は
し
な

い
。
警
官
隊
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ゴ
ボ
ウ
抜
き
を
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や
っ
た
。

十
一
時
四
十
五
分
、
ブ
ル
が
や
っ
と
動
き
だ

し
、
警
官
隊
に
守
ら
れ
な
が
ら
整
地
作
業
が

は
じ
ま
っ
た
。

　

〝
納
得
で
き
な
い
〟

　

我
如
古
盛
功
墓
・
農
作
物
補
償
協
議
会
会

長
の
話　

話
し
合
い
を
せ
ず
に
警
察
権
を
発

動
し
た
の
は
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
。

き
ょ
う
も
助
役
に
話
し
合
い
を
求
め
た
が
断

わ
ら
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
要
求
は
適
正
補
償

で
あ
っ
て
無
理
な
要
求
で
は
な
い
。
警
察
の

実
力
行
使
に
く
じ
け
ず
最
後
ま
で
が
ん
ば
り

た
い
。
現
場
で
す
ぐ
大
会
を
ひ
ら
き
今
後
の

方
針
を
決
め
た
い
。

　

〝
分
っ
て
く
れ
ぬ
〟

　

那
覇
市
新
垣
助
役
の
話　

こ
れ
ま
で
何
回

と
な
く
、
市
当
局
は
誠
意
を
も
っ
て
話
し
合

い
を
も
っ
た
が
、
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
。

農
作
物
の
補
償
に
つ
い
て
具
体
的
に
数
字
を

だ
し
、
ほ
と
ん
ど
解
決
の
メ
ド
は
つ
い
て
い

た
が
、
そ
の
後
無
理
な
要
求
を
出
し
ぶ
ち
こ

わ
さ
れ
た
。
こ
の
墓
の
移
転
問
題
が
も
と
で
、

失
明
し
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
年
寄
り
で
遺

伝
的
の
も
の
か
老
衰
の
も
の
か
は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
い
え
な
い
。

警
官
隊
の
出
動
は
正
当
な
措
置
で
あ
る
。

再
び
か
ら
み
合
い
／
公
営
住
宅

整
地
工
事
／
ブ
ル
を
と
め
、

警
官
隊
と 

　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
５
・
４
〕

那
覇
市
首
里
久
場
川
町
の
公
営
住
宅
地
問
題

は
、
つ
い
に
刑
事
事
件
に
発
展
し
た
。
那
覇

署
は
、
二
日
に
つ
づ
い
て
三
日
も
警
察
官
約

三
百
人
が
出
動
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
入

っ
て
い
た
久
高
将
憲
、
岸
本
利
実
の
立
法
院

議
員
、
人
民
党
瀬
長
亀
次
郎
委
員
長
ら
十
四

人
を
威
力
業
務
妨
害
現
行
犯
で
逮
捕
し
た
。

ブ
ル
の
運
転
手
が
昼
食
の
た
め
、
午
後
一
時

前
か
ら
三
台
の
ブ
ル
を
止
め
た
。
そ
の
時
期

を
み
は
か
ら
っ
て
、
縄
張
り
の
外
で
ブ
ル
の

動
き
を
見
守
っ
て
い
た
小
作
人
や
墓
主
、
支

援
団
体
な
ど
五
、
六
十
人
が
、
三
台
の
ブ
ル
前

に
す
わ
り
込
み
、
午
後
か
ら
の
ブ
ル
の
始
動

を
阻
止
し
た
。

人
民
党
委
員
長
瀬
長
亀
次
郎
氏
、
久
高
将
憲

立
法
院
議
員
、
社
会
党
書
記
長
岸
本
立
法
院

議
員
、
社
大
党
労
対
部
長
前
川
立
法
院
議
員

な
ど
が
現
場
に
顔
を
み
せ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
補
償

獲
得
期
成
会
の
人
た
ち
に
激
励
の
演
説
を
し

た
。

午
後
二
時
半
ご
ろ
、
こ
の
演
説
が
お
わ
る
と

同
時
に
、
百
余
人
の
警
官
隊
が
両
方
か
ら
は

さ
み
「
威
力
業
務
妨
害
罪
、
封
印
破
毀
罪
」
で

検
挙
に
か
か
っ
た
。
警
官
の
動
き
を
み
て
大

半
が
逃
げ
た
が
、
婦
人
を
ま
じ
え
瀬
長
、
久

高
、
岸
本
氏
ら
十
五
人
が
那
覇
署
に
連
行
さ

れ
た
。

そ
こ
で
三
台
の
ブ
ル
は
午
後
三
時
ご
ろ
か
ら

再
び
工
事
を
は
じ
め
、
同
七
時
に
ひ
き
あ
げ

た
。
そ
の
間
、
首
里
警
部
補
派
出
所
外
間
警
部

補
ら
七
人
が
私
服
で
警
備
に
あ
た
っ
た
。
ま

た
那
覇
市
新
垣
助
役
、
嘉
手
納
建
設
課

長
、
新
垣
市
顧
問
弁
護
士
ら
も
最
後
ま
で
立

ち
会
っ
て
い
た
。

　

警
察
権
発
動
に
抗
議
／
那
覇
署
前
で
気
勢

　
　
　

あ
げ
る

那
覇
市
首
里
久
場
川
公
営
住
宅
敷
地
の
仮
処

分
を
め
ぐ
る
警
察
権
発
動
に
対
す
る
抗
議
団

は
、
三
日
午
後
四
時
赤
旗
を
か
つ
い
で
那
覇

署
に
お
し
か
け
て
抗
議
、〝
仲
間
を
返
せ
〟
と

気
勢
を
あ
げ
た
。
古
堅
実
吉
、
平
良
良

松
、
知
花
英
夫
の
三
立
法
院
議
員
ら
十
余
人

が
、
新
垣
那
覇
署
長
に
威
力
業
務
妨
害
の
現

行
犯
で
つ
か
ま
っ
た
久
高
、
岸
本
両
立
法
院

議
員
の
即
時
釈
放
を
要
求
し
て
議
論
を
か

わ
し
て
い
る
間
に
全
沖
労
、
官
公
労
、
全
逓

労
、
各
支
援
団
体
代
表
者
が
ぞ
く
ぞ
く
か
け

つ
け
、
抗
議
団
は
数
十
人
に
の
ぼ
っ
た
。
久

場
川
の
現
場
か
ら
農
良
着
姿
の
小
作
人
や
乳

の
み
子
を
背
負
っ
た
婦
人
た
ち
も
と
ん
で
き

た
。〝
即
時
釈
放
せ
よ
〟〝
取
り
調
べ
が
す
め

ば
す
ぐ
返
す
〟
と
堂
々
め
ぐ
り
の
か
け
合
い

が
つ
づ
き
、
ぎ
っ
し
り
署
長
室
を
う
め
た
抗

議
団
に
退
去
命
令
を
出
し
た
た
め
、
ひ
と
も

ん
ち
ゃ
く
。
な
だ
れ
こ
ん
だ
警
官
隊
と
抗
議

団
が
せ
ま
い
室
内
で
も
み
合
い
、
荒
れ

た
。屋

外
に
押
し
出
さ
れ
た
抗
議
団
は
、
玄
関

前
に
座
り
こ
み
マ
イ
ク
を
も
ち
出
し
て

抗
議
大
会
を
開
い
た
。
そ
の
間
古
堅
、
平

良
議
員
ら
が
か
わ
る
が
わ
る
新
垣
署
長

と
か
け
合
い
、
久
高
、
岸
本
の
両
議
員
と

瀬
長
亀
次
郎
人
民
党
委
員
長
の
三
人
は
、

午
後
五
時
す
ぎ
一
足
先
に
釈
放
さ
れ
、
午

後
七
時
ま
で
に
は
全
員
釈
放
、
那
覇
署
前

広
場
の
抗
議
集
会
に
の
ぞ
ん
だ
。
身
柄
拘

束
で
調
べ
る
と
い
う
。

抗
議
団
が
八
時
す
ぎ
労
働
歌
を
う
た
い
解
散

し
た
。

　
　

〔
後
略
〕

小
作
人
は
補
償
費
受
領
／
久
場

川
の
公
営
住
宅
地
／
墓
移
転

費
は
新
予
算
で 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
５
・
28
〕

那
覇
市
久
場
川
町
公
営
住
宅
敷
地
第
一
期
工

事
内
の
三
つ
の
墓
の
補
償
問
題
で
、
補
償

獲
得
期
成
会
や
支
援
団
体
な
ど
約
三
十
人

が
、
二
十
七
日
午
後
一
時
す
ぎ
市
当
局
を
訪

れ
、
西
銘
市
長
、
新
垣
建
設
助
役
に
「
早
く

適
正
補
償
を
し
て
ほ
し
い
」
と
申
し
入
れ
た
。

西
銘
市
長
は
「
市
の
最
終
態
度
は
こ
の
前
の

話
し
合
い
で
あ
き
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
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当
事
者
以
外
の
人
と
は
話
し
合
い
を
し
な
い
。

期
成
会
、
支
援
団
体
が
介
入
す
る
の
は
、
話

を
こ
じ
ら
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
市
と
し
て
は

補
償
は
考
え
て
い
な
い
が
、
貧
困
世
帯
の
墓

主
に
対
し
て
は
十
六
㌦
の
移
転
、
改
葬
費
の

ほ
か
、
墓
の
資
材
購
入
費
、
運
搬
費
な
ど
の

援
助
を
新
年
度
予
算
で
計
画
し
て
お
り
、
直

接
当
事
者
と
話
し
合
っ
て
解
決
し
た
い
」
と

答
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
期
成
会
や
支
援
団
体
は
「
市

長
の
態
度
は
民
主
主
義
に
逆
行
す
る
。
第
二

期
工
事
は
し
な
い
と
い
う
一
札
を
い
れ
て
も

ら
い
た
い
」
と
せ
ま
っ
た
が
、
西
銘
市
長
は

聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
農
作
物
の
補
償
に
つ
い
て
は
、

さ
き
に
地
主
が
法
務
局
に
供
託
し
て
あ
っ
た

の
を
小
作
人
（
四
人
）
が
受
け
取
っ
て
解
決

し
た
。
補
償
額
は
最
低
百
二
十
㌦
か
ら
最
高

三
百
八
十
五
㌦
。

水
源
地
の
確
保
な
ど
／
市
町
村

議
長
会
／
定
期
総
会
で
要
請

決
議

　
　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
１
〕

　

沖
縄
市
町
村
議
会
議
長
会
（
中
山
盛
久
会

長
）
の
第
十
五
回
定
期
総
会
は
三
十
一
日
午

後
二
時
か
ら
南
部
会
館
で
開
か
れ
た
。
来
賓

に
大
田
主
席
、
長
嶺
立
法
院
議
長
、
仲
村
市

町
村
会
長
、
内
務
局
護
得
久
地
方
課
長
ら
を

招
き
、
自
治
功
労
者
、
優
良
議
会
な
ど
の
表

彰
が
あ
っ
た
。

来
賓
祝
辞
に
つ
い
で
新
年
度
事
業
や
予
算
案

を
審
議
、
干
害
対
策
を
は
じ
め
、
市
町
村
負

担
金
の
減
額
な
ど
四
つ
の
問
題
に
つ
い
て
政

府
に
要
望
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

来
賓
祝
辞
に
た
っ
た
大
田
主
席
は
「
政
府

は
間
も
な
く
干
害
対
策
を
実
施
す
る
が
、
各

市
町
村
で
も
自
分
た
ち
の
力
で
で
き
る
限
り

の
こ
と
は
や
っ
て
ほ
し
い
。
干
害
対
策
は
政

府
が
や
る
べ
き
だ
と
、
一
部
に
手
を
こ
ま
ね

い
て
い
る
の
も
あ
る
よ
う
だ
。〝
天
は
み
ず
か

ら
助
く
る
も
の
を
助
く
〟
で
あ
り
、
ま
ず
自

分
た
ち
の
力
で
や
っ
て
み
る
こ
と
だ
。
鹿
児

島
県
寺
園
知
事
か
ら
沖
縄
に
水
を
送
る
と
の

朗
報
が
き
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に

も
み
ん
な
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
」
と
強
調

し
た
。

　

つ
ぎ
は
政
府
へ
の
要
望
事
項　

①
異
常
干

害
対
策
＝
干
ば
つ
の
被
害
で
、
本
年
度
後
半

期
の
住
民
生
活
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
政
府

が
干
害
対
策
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
、
つ
ぎ

の
こ
と
を
善
処
し
て
ほ
し
い
▽
飲
料
水
の
不

足
し
て
い
る
市
町
村
へ
の
給
水
の
た
め
運
搬

車
両
、
容
器
類
を
貸
与
す
る
こ
と
▽
ボ
ー
リ

ン
グ
機
械
に
よ
る
水
源
調
査
と
水
源
確
保
▽

圃
場
灌
水
用
ポ
ン
プ
、
パ
イ
プ
な
ど
の
購
入

資
金
を
ふ
や
す
こ
と
▽
飲
料
水
の
消
毒
薬
品

を
く
ば
り
、
環
境
衛
生
指
導
に
万
全
を
期
す

こ
と
▽
農
漁
民
の
食
糧
対
策
を
た
て
る
こ
と

▽
肥
料
や
家
畜
飼
料
購
入
資
金
を
ふ
や
す
こ

と
▽
干
害
に
と
も
な
う
病
害
虫
防
除
対
策
▽

来
期
の
台
風
災
害
対
策
を
た
て
る
こ
と
②
地

方
制
度
調
査
会
の
設
置
。
例
え
ば
財
政
制
度

の
問
題
。
政
府
と
市
町
村
の
事
務
の
配
分
、
教

育
委
員
会
制
度
の
問
題
③
各
種
団
体
負
担
金

の
政
府
補
助
。
六
三
年
度
で
中
央
の
二
十
九

団
体
、
地
区
の
二
十
八
団
体
に
約
六
万
㌦
の

負
担
金
を
出
し
、
市
町
村
財
政
に
大
き
な
影

響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。
政
府
が
補
助
し
て

市
町
村
負
担
金
を
軽
く
し
て
ほ
し
い
。
④
内

務
局
地
方
課
を
強
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

幹
線
道
路
網
を
整
備
／
西
銘
市

長
施
政
方
針
を
演
説
／
那
覇

市
議
会

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
６
・
１
〕

　

第
五
十
七
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
一
日

午
前
十
時
か
ら
の
本
会
議
で
開
か
れ
た
。
高

良
議
長
の
議
会
へ
の
陳
情
、
要
請
書
審
議
を

委
員
会
付
託
の
あ
と
、
西
銘
市
長
の
施
政
方

針
、
議
案
上
程
で
市
当
局
の
説
明
を
聞
い

た
。
西
銘
市
長
は
施
政
方
針
の
な
か
で
幹
線

道
路
網
の
整
備
、
河
川
改
修
、
公
園
建
設
、
下

水
道
を
重
点
的
に
と
り
あ
げ
、
さ
ら
に
住
宅

事
業
問
題
、
社
会
福
祉
対
策
、
新
庁
舎
建
設

の
実
現
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
な
お
、
会
期
は
二
十
二
日
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。

　

市
当
局
か
ら
上
程
さ
れ
た
議
案
は
三
十
五

件
、
主
な
議
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
那
覇
市
役
所
位
置
の
変
更
条
例
制
定
に
つ

い
て
▽
首
里
久
場
川
公
営
住
宅
建
設
用
地
の

仮
処
分
命
令
申
請
に
関
す
る
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
▽
予
算
外
義
務

負
担
並
び
に
分
水
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
▽

旭
町
地
先
公
有
水
面
埋
立
地
を
随
意
契
約
で

売
却
処
分
に
つ
い
て
。

　

町
づ
く
り
に
重
点

　

施
政
方
針
（
要
旨
）　

那
覇
市
の
都
市
施
設

が
、
市
の
発
展
に
立
ち
遅
れ
の
状
態
に
あ
り

産
業
、
経
済
、
文
化
、
社
会
の
各
面
に
大
き

な
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て
い
る
。
那
覇
市
の
発

展
の
た
め
に
は
、
基
本
的
な
都
市
計
画
事
業

を
中
心
と
し
た
行
政
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
う

い
う
町
づ
く
り
を
重
点
課
題
と
し
て
努
力
し

た
い
。

▽
都
計
事
業
は
現
行
の
都
市
計
画
を
若
干
修

正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
段
階
に
き
て
い
る
。

本
年
度
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た
都
市
計
画

の
第
一
年
度
と
し
て
、
交
通
マ
ヒ
を
な
く
す

た
め
、
幹
線
道
路
網
の
整
備
、
河
川
改
修
、
公

園
建
設
、
下
水
道
事
業
に
重
点
を
お
き
た
い
。

道
路
に
は
タ
ー
ル
舗
装
の
新
工
法
を
と
り
入

れ
る
。
▽
道
路
を
中
心
と
し
た
諸
施
設
の
整

備
と
、
土
地
を
合
理
的
に
利
用
す
る
た
め
、
区

画
整
理
事
業
に
力
を
入
れ
る
。
▽
上
下
水
道



二
八
四

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
六
月

に
つ
い
て
は
、
水
源
の
開
発
、
浄
水
処
理
施

設
の
拡
充
、
配
管
網
の
整
備
に
よ
っ
て
能
率

的
に
配
水
し
た
い
。
懸
案
の
下
水
道
事
業
は
、

本
年
度
か
ら
二
十
五
万
㌦
の
米
国
援
助
で
、

政
府
直
営
の
工
事
が
行
な
わ
れ
る
。
市
と
し

て
も
負
担
額
八
千
㌦
、
政
府
補
助
六
千
三
百

㌦
を
計
上
し
て
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

▽
ゴ
ミ
車
二
台
を
新
た
に
購
入
し
、
ゴ
ミ
処

理
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
は
か
る
。
し
尿
処
理
に

つ
い
て
は
、
海
に
捨
て
る
考
え
で
、
潮
流
の

関
係
な
ど
を
調
査
研
究
す
る
。
▽
日
米
琉
政

府
の
援
助
に
よ
っ
て
、
公
営
住
宅
建
設
を
す

す
め
、
さ
ら
に
起
債
に
よ
っ
て
市
の
住
宅
も

建
設
す
る
。
不
良
住
宅
街
解
消
事
業
の
第
一

段
階
と
し
て
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
る
。
▽

本
土
政
府
援
加
で
、
保
育
所
が
設
け
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
遊
び
場
を
つ
く
り
児
童
健
康
相
談
、

生
活
保
護
事
業
も
つ
づ
け
る
。
▽
農
業
基
本

施
設
の
整
備
▽
財
源
確
保
の
た
め
、
中
央
税

の
地
方
税
へ
の
移
管
を
政
府
に
働
き
か
け
る
。

▽
内
部
体
制
を
か
た
め
る
た
め
水
道
部
を
強

化
し
、
新
規
事
業
や
事
業
量
の
増
大
に
と
も

な
う
若
干
の
機
構
改
革
を
す
る
。
▽
工
事
費

や
く
九
十
一
万
㌦
に
よ
る
庁
舎
建
設
に
着
手

す
る
。
こ
の
う
ち
四
十
万
㌦
が
市
債
、
残
り

は
旭
町
と
泊
、
安
謝
間
の
埋
立
地
処
分
そ
の

他
で
案
出
す
る
。
場
所
は
警
察
局
隣
り
を
予

定
し
て
い
る
。

鹿
児
島
か
ら
〝
友
情
の
水
〟
着

く
／
〝
一
滴
も
ム
ダ
に
す
ま

い
〟
／
港
に
ど
っ
と
喜
び
の

声〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
２
〕

　

〝
鹿
児
島
の
水
が
届
い
た
〟
。
一
日
午
後

三
時
す
ぎ
、
泊
入
港
の
琉
球
海
運
所
属
那

覇
丸
＝
一
、
〇
七
三
ト
ン
、
宮
里
光
禄
船

長
＝
の
入
港
を
ま
ち
か
ね
た
出
迎
え
の

人
た
ち
は
、
ド
ッ
と
よ
ろ
こ
び
の
声
を
あ

げ
た
。
岸
壁
の
消
防
車
と
船
の
水
タ
ン
ク

か
ら
出
た
ホ
ー
ス
が
、
が
っ
ち
り
結
び
合

わ
さ
れ
た
。
鹿
児
島
と
沖
縄
の
握
手
の
よ

う
に
…
。
友
情
の
水
は
、
ホ
ー
ス
を
伝
っ

て
勢
い
よ
く
流
れ
出
し
た
。

「
七
十
年
ぶ
り
の
干
ば
つ
に
な
や
む
沖
縄
の

人
た
ち
に
、
本
土
の
水
を
お
く
ろ
う
」
と
寺

園
鹿
児
島
県
知
事
を
は
じ
め
、
鹿
児
島
貿
易

協
会
の
呼
び
か
け
で
送
ら
れ
た
第
一
陣
の
水

四
十
ト
ン
は
、
午
後
六
時
す
ぎ
か
ら
那
覇
消

防
署
の
消
防
車
を
使
っ
て
陸
あ
げ
を
は
じ
め

た
。
船
か
ら
消
防
車
を
へ
て
船
舶
用
水
栓
に

ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
地
下
の
パ
イ
プ
を
通
っ

て
一
般
家
庭
の
水
道
栓
に
水
を
送
る
仕
組
み
、

こ
ん
ど
は
ま
ず
泊
、
前
島
一
帯
へ
配
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

最
初
は
ポ
ン
プ
の
馬
力
が
弱
く
て
思
う
よ

う
に
行
か
な
か
っ
た
が
、
那
覇
市
水
道
部
の

大
型
ポ
ン
プ
が
か
り
だ
さ
れ
て
午
後
七
時
す

ぎ
か
ら
軌
道
に
の
っ
た
。
全
部
お
え
る
ま
で

に
約
一
時
間
半
か
か
っ
た
。

那
覇
丸
に
は
四
つ
の
水
槽
が
あ
り
、
百
二
十

ト
ン
ま
で
は
積
め
る
。
こ
ん
ど
の
水
は
テ
ス

ト
ケ
ー
ス
と
し
て
四
十
ト
ン
と
し
、
二
番

槽
に
つ
め
た
。
四
十
ト
ン
で
ド
ラ
ム
罐
の

二
百
二
十
本
分
（
ざ
っ
と
一
万
ガ
ロ
ン
）
あ
る
。

泊
、
前
島
一
帯
で
は
、
二
日
午
前
三
時
か
ら

正
午
ま
で
鹿
児
島
の
水
が
使
え
る
。

こ
の
日
、
港
に
は
大
田
主
席
、
西
銘
那
覇

市
長
、
志
村
建
運
局
長
、
東
江
経
済
局
長

ら
の
ほ
か
那
覇
市
役
所
水
道
部
、
消
防

隊
、
報
道
関
係
者
な
ど
約
二
百
人
が
つ
め

か
け
た
。
船
長
室
で
宮
里
光
禄
船
長
と
挨

拶
を
か
わ
し
た
大
田
主
席
は
「
尊
い
お
く

り
物
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
市
民
の
た

め
に
一
滴
も
ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
、
有
効

に
使
い
、
鹿
児
島
の
み
な
さ
ん
に
お
こ
た

え
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
宮
里
船
長
は
「
知
事
さ
ん
は
、
お
隣

同
士
で
た
す
け
合
う
の
は
当
た
り
ま
え
、
船

便
の
つ
づ
く
か
ぎ
り
い
く
ら
で
も
送
り
ま
す

と
い
っ
て
お
ら
れ
た
。
わ
た
し
た
ち
も
、
輸

送
に
全
力
を
あ
げ
る
」
と
感
激
し
て
い
た
。

　

感
謝
で
い
っ
ぱ
い

　

西
銘
那
覇
市
長
の
話　

現
在
、
市
の
一
日

の
給
水
量
は
一
万
五
千
ト
ン
で
鹿
児
島
か
ら

送
ら
れ
た
の
は
水
量
と
し
て
は
少
な
い
が
、

鹿
児
島
の
方
々
の
友
情
に
は
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
で
き
れ
ば
、
市
民
全
体

に
給
水
し
た
い
が
、
と
り
あ
え
ず
泊
一
帯
の

住
宅
地
に
送
水
し
て
、
い
く
ら
か
で
も
水
き

き
ん
を
緩
和
し
た
い
。

　

鹿
児
島
か
ら
の
救
援
水
第
二
陣
は
、
二
日

午
前
十
時
那
覇
入
港
の
有
村
産
業
Ｋ
Ｋ
所
属

波
之
上
丸
で
二
百
五
十
ト
ン
が
お
く
ら
れ
て

く
る
。

一
か
月
は
現
状
維
持
／
那
覇
市

会
／
給
水
対
策
で
当
局
答
弁 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
６
・
３
〕

　

那
覇
市
議
会
本
会
議
は
三
日
午
前
十
時

二
十
五
分
か
ら
開
か
れ
た
。
こ
の
日
は
初
日

に
西
銘
市
長
が
打
ち
出
し
た
施
政
方
針
に
対

し
て
の
一
般
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
質
問
に
入
る
前
に
黒
潮
議
員
（
人

民
党
）
か
ら
〝
干
害
対
策
〟
に
つ
い
て
緊
急

質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
が
議
題
と
し
て
優
先

的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　

黒
潮
議
員　

全
琉
の
農
作
物
被
害
は

一
千
百
六
十
万
余
㌦
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

市
の
被
害
額
は
い
く
ら
か
。
同
じ
よ
う
に
軍

か
ら
浄
水
を
受
け
て
い
る
コ
ザ
市
や
浦
添
村

で
は
断
水
が
な
い
。
新
し
い
分
水
協
定
は
ま

だ
結
ば
れ
て
い
な
い
。
た
だ
軍
の
パ
イ
プ
と

直
結
し
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
あ
る
。

国
場
な
ど
水
道
の
な
い
渇
水
地
域
で
は
高
い

水
を
買
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
へ



二
八
五

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
六
月

の
給
水
対
策
は
、
さ
ら
に
軍
は
節
水
を
さ
け

ん
で
い
る
が
、
ぜ
い
た
く
に
使
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
少

し
で
も
多
く
や
る
べ
き
だ
。
市
は
軍
に
浄
水

量
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
こ
と
が

あ
る
か
、
こ
ん
ご
の
飲
料
水
対
策
は
ど
う
た

て
て
い
る
か
。
農
作
物
の
干
害
対
策
に
つ
い

て
も
政
府
の
対
策
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う

消
極
さ
で
、
市
独
自
の
対
策
を
た
て
る
べ
き

だ
。
こ
ん
ど
の
部
長
の
昇
給
を
待
ち
、
市
長

の
ハ
ワ
イ
出
張
費
な
ど
を
減
ら
し
て
渇
水
対

策
、
緊
急
干
害
対
策
を
た
て
る
べ
き
だ
と
思

う
が
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

経
民
部
長　

市
の
農
作
物
の
被
害
は

五
月
三
十
日
現
在
で
キ
ビ
四
五
％
減
で

二
十
六
万
八
千
三
百
八
十
㌦
、
イ
モ
三
〇
％

減
で
一
万
八
千
五
百
二
十
五
㌦
、
野
菜
三
〇

％
減
六
千
六
百
㌦
、
合
計
二
十
九
万
三
千
ド

ル
で
政
府
に
も
報
告
し
て
あ
る
。
対
策
と
し

て
は
政
府
の
対
策
と
対
応
し
て
種
苗
確
保
に

対
す
る
補
助
、
無
利
子
融
資
に
よ
る
食
料
対

策
な
ど
を
た
て
て
い
る
。

　

西
銘
市
長　

問
題
は
雨
さ
え
降
れ
ば
よ
い

わ
け
だ
が
、
緊
急
対
策
で
植
え
た
に
し
て
も

雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

政
府
の
対
策
と
一
致
し
て
い
る
。
ど
う
対
応

し
て
い
く
べ
き
か
考
え
る
べ
き
で
対
応
費
の

財
源
は
あ
る
。

　

玉
城
水
道
部
長
の
話　

コ
ザ
の
場
合
は
旧

分
水
協
定
が
あ
り
一
応
優
先
さ
れ
て
い
る
。

水
道
公
社
の
軍
貯
水
量
は
五
八
％
で
、
市
へ

の
水
量
も
減
っ
て
、
二
十
七
日
か
ら
隔
日
給

水
し
て
い
る
。
気
象
台
の
見
通
し
は
六
月
末

か
七
月
は
じ
め
で
な
け
れ
ば
雨
は
な
い
と
い

う
暗
い
見
通
し
で
あ
る
。

対
策
に
つ
い
て
民
政
府
ロ
ー
ラ
ー
水
道
部
長

と
も
話
し
合
っ
て
い
る
が
▽
伊
佐
浜
川
の
流

れ
（
一
日
八
百
立
方
㍍
）
を
と
め
て
市
の
水

源
タ
ン
ク
に
流
す
▽
陸
軍
病
院
跡
の
水
源

（
一
日
二
百
五
十
ト
ン
）
を
パ
イ
プ
で
市
の

タ
ン
ク
に
送
る
▽
安
謝
の
水
源
（
一
日
七
百

立
方
㍍
）
を
軍
野
戦
用
浄
水
車
で
浄
水
（
五

日
か
ら
）
計
画
を
し
て
お
り
、
こ
れ
で
一
日

千
七
百
立
方
㍍
の
水
が
得
ら
れ
る
。

雨
量
が
な
い
と
こ
れ
ら
の
水
も
減
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
あ
と
ひ
と
月
は
現
状
を
維

持
し
て
い
き
た
い
。

原
水
の
確
保
に
努
力
／
那
覇
市

会
／
〝
水
〟
問
題
に
質
問
集

中〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
４
〕

　

三
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
那
覇
市
議

会
本
会
議
は
黒
潮
議
員
（
人
民
党
）
の
〝
干

害
対
策
〟
に
つ
い
て
の
緊
急
質
問
を
は
じ
め
、

西
銘
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問

に
た
っ
た
又
吉
議
員
（
無
）
久
場
議
員
（
無

（
金
城
議
員
（
社
大
）
平
良
（
真
）
議
員
）
自

民
）
ら
の
質
問
も
渇
水
、
水
源
地
開
発
な
ど

〝
水
〟
の
問
題
に
集
中
、
そ
の
ほ
か
は
都
市
計

画
と
関
連
し
て
一
号
線
の
横
断
歩
道
、
旧
鉄

道
路
線
の
道
路
拡
張
整
備
、
低
所
得
者
の
住

宅
難
緩
和
問
題
が
出
た
て
い
ど
だ
っ
た
。
こ

れ
ら
質
問
に
対
す
る
市
当
局
の
答
弁
要
旨
は

つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

水
道
問
題
の
も
っ
と
も
根
本
を
な
す
〝
水

源
開
発
〟
に
つ
い
て
は
ず
っ
と
努
力
を
つ
づ

け
て
き
て
い
る
。
今
年
度
は
十
二
万
㌦
の
開

金
融
資
に
よ
っ
て
安
謝
に
水
源
を
開
発
し
た
。

平
常
時
に
一
日
二
千
立
方
㍍
現
在
の
渇
水
期

で
も
一
千
立
方
㍍
は
確
保
で
き
る
。
こ
の
ほ

か
宜
野
湾
市
の
伊
佐
浜
川
遊
水
、
同
大
山
遊

水
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
千
立
方
㍍
と
れ
る
。
さ

ら
に
現
在
使
用
し
て
い
る
浦
添
村
長
田
川
、

嘉
手
納
村
比
謝
川
の
水
源
地
の
整
備
拡
充
に

よ
っ
て
三
〇
％
の
増
が
見
込
ま
れ
、
六
五
年

度
ま
で
に
二
万
三
千
百
十
八
立
方
㍍
の
源
水

を
確
保
す
る
計
画
で
あ
る
。
市
の
泊
浄
水
場

の
浄
水
能
力
も
今
年
度
に
一
日
二
万
ト
ン
に

拡
張
し
て
あ
り
、
浄
水
施
設
に
見
合
う
だ
け

の
自
己
原
水
が
こ
れ
で
確
保
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
と
く
に
こ
の
〝
水
道
問
題
〟

に
つ
い
て
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
こ
ん

ご
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
、
万
全
を
期

し
て
い
き
た
い
。

議
員
定
数
の
改
正
立
法
を
要
請

／
立
法
院
議
員
招
き 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
６
・
４
〕

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
と
市
当
局
は
、
三
日

午
後
七
時
す
ぎ
か
ら
那
覇
市
内
の
料
亭
松
乃

下
に
、
那
覇
市
選
出
の
立
法
院
議
員
を
ま
ね

き
、
七
日
軍
用
機
で
全
米
市
長
会
議
参
加
の

た
め
渡
米
す
る
西
銘
市
長
の
壮
行
会
を
か
ね

て
「
地
方
自
治
法
の
議
員
定
数
の
一
部
改

正
」
に
つ
い
て
懇
談
、
議
員
立
法
に
よ
っ
て

〝
改
正
〟を
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
と
要
請

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
各
議
員
と
も
努
力
す

る
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

こ
の
会
合
に
は
市
議
会
か
ら
高
良
議
長
ほ

か
二
十
人
、
市
当
局
か
ら
西
銘
市
長
ほ
か
助

役
と
部
長
ク
ラ
ス
、
立
法
院
議
員
は
人
民
党

の
古
堅
議
員
の
ほ
か
自
民
党
の
長
嶺
（
議

長
）
、
友
寄
、
伊
良
波
、
社
大
党
の
安
里
、
平

良
、
無
所
属
の
知
念
各
議
員
が
参
加
し
た
。

　

那
覇
市
の
ば
あ
い
、
首
都
的
性
格
と
人
口

規
模
か
ら
、
市
政
が
広
く
複
雑
で
専
門
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
議
員
定
数
三
十

人
で
は
適
正
な
常
任
委
員
会
の
設
置
は
の
ぞ

め
ず
、
十
分
な
議
会
活
動
が
で
き
な
い
。
そ
こ

で
自
治
法
の
議
員
定
数
の
規
定
を
改
め
、
本

土
な
み
の
議
員
定
数
に
増
や
し
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
う
の
が
要
請
の
内
容
。
ま
え
の
第

五
十
五
回
議
会
で
も
決
議
し
て
政
府
、
立
法

院
に
要
請
し
て
あ
る
。
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本
土
で
は
、
人
口
二
十
万
以
上
三
十
万
未

満
の
都
市
の
議
員
定
数
は
四
十
四
人
と
な
っ

て
い
る
。
本
土
な
み
に
改
正
さ
れ
る
と
、
那

覇
市
の
現
在
の
人
口
は
二
十
四
万
五
千
だ
か

ら
、
議
員
は
四
十
四
人
に
ふ
え
る
。

一
貫
性
欠
く
市
中
工
事
／
那
覇

市
会
／
都
計
と
関
連
し
て
追

及〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
５
〕

那
覇
市
議
会
は
西
銘
市
長
の
施
政
方
針
に
対

す
る
一
般
質
問
を
四
日
の
本
会
議
で
終
わ
り
、

五
、
六
日
の
本
会
議
は
市
当
局
か
ら
上
程
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
、
委
員
会
付
託

を
お
こ
な
う
。

　

四
日
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

都
計
問
題
に
集
中
、
ほ
か
に
新
庁
舎
建
設
、ご

み
し
尿
処
理
、
水
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ

た
。
三
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な

わ
れ
た
一
般
質
問
は
定
刻
よ
り
三
十
分
か
ら

四
十
分
も
遅
れ
、
居
眠
り
議
員
も
い
て
低
調

気
味
だ
っ
た
。

　

具
志
議
員
（
無
）　

新
庁
舎
建
設
に

九
十
一
万
㌦
も
か
か
り
、
う
ち
四
十
万
㌦
は

市
債
の
発
行
に
求
め
て
い
る
が
、
過
年
度
ま

で
の
市
税
滞
納
額
が
五
十
八
万
㌦
も
あ
る
。

そ
れ
を
完
納
さ
せ
て
庁
舎
建
設
費
に
向
け
ら

れ
な
い
か
。

　

市
当
局　

完
納
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
が
、
危
険
度
が
高
く
、
そ
れ
を
あ
て
に
し

て
計
画
は
た
て
ら
れ
な
い
。

　

黒
潮
議
員
（
人
民
）　

市
当
局
は
新
庁
舎
敷

地
を
警
本
横
に
決
め
て
い
る
。
そ
こ
よ

り
も
与
儀
農
研
所
跡
（
第
二
候
補
地
）
が
交

通
、
財
政
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
よ
い
と
思
う

が
、
与
儀
に
市
庁
舎
を
建
て
な
か
っ
た
場

合
、
そ
の
敷
地
は
ど
う
な
る
か
。

　

市
当
局　

市
と
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら

検
討
し
た
う
え
で
結
論
を
出
し
て
あ
る
。
与

儀
を
庁
舎
敷
地
に
使
用
し
な
い
場
合
は
、
首

都
建
設
委
員
会
で
使
途
に
つ
い
て
再
検
討
さ

れ
る
。

　

名
城
議
員
（
無
）　

市
の
発
展
は
都
市
計
画

事
業
に
よ
る
も
の
か
、
発
展
し
て
の
ち
計
画

が
た
て
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

市
当
局　

発
展
に
即
応
し
て
計
画
を
た
て

て
い
る
。
計
画
に
よ
っ
て
事
業
を
進
め
て
い

る
わ
け
だ
が
、
財
政
面
の
都
合
も
あ
っ
て
思

う
よ
う
に
い
か
ず
、
計
画
実
施
よ
り
自
然
発

展
が
先
に
な
っ
て
い
る
実
情
が
あ
る
。

　

名
城
議
員
（
無
）　

道
路
改
修
、
水
道
配
管
、

ガ
ス
配
管
工
事
な
ど
集
中
的
に
お
こ
な
わ
れ
、

舗
装
し
て
半
年
か
一
年
後
に
掘
り
起
こ
し
た

り
し
て
市
民
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
市
に

は
一
貫
し
た
計
画
が
な
い
と
見
受
け
ら
れ
る

が
。

　

市
当
局　

政
府
援
助
に
よ
る
土
木
工
事
や

水
道
工
事
が
ぐ
う
ぜ
ん
一
し
ょ
に
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
市
民
の
福
祉
向

上
を
は
か
る
の
が
目
的
で
市
民
も
理
解
し
て

も
ら
え
る
と
思
う
。
こ
ん
ご
は
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

儀
間
議
員
（
人
民
）　

内
地
か
ら
き
た
水

は
、
国
場
な
ど
高
い
水
を
買
わ
さ
れ
て
い
る

地
域
に
給
水
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
当
局　

運
搬
車
に
積
ん
で
い
く
の
は
時

間
が
か
か
り
、
船
の
出
港
に
影
響
す
る
。

三
、
四
日
も
停
泊
す
る
ば
あ
い
は
そ
う
い
う

こ
と
も
考
え
た
い
。

　

儀
間
議
員　

ゴ
ミ
処
理
、
し
尿
処
理
計
画

は
。

　

市
当
局　

ゴ
ミ
の
処
理
は
新
年
度
に
二
台

の
ト
ラ
ッ
ク
を
ふ
や
す
計
画
で
あ
り
、
捨
て

場
も
こ
こ
一
年
は
安
謝
埋
め
立
て
地
域
に
予

定
し
て
い
る
。
し
尿
処
理
は
六
五
年
度
か
ら

海
に
す
て
る
計
画
を
し
て
お
り
新
年
度
は
海

洋
調
査
を
お
こ
な
う
。　

　

赤
嶺
慎
英
議
員
（
無
）　

施
政
方
針
は
政
府

か
ら
補
助
金
の
あ
る
も
の
だ
け
が
打
ち
出
さ

れ
、
自
主
財
源
に
つ
い
て
の
方
針
が
見
当
た

ら
な
い
が
。

　

市
当
局　

中
央
税
の
移
管
な
ど
強
く
政
府

に
訴
え
て
い
る
。

三
役
の
増
俸
を
追
及
／
那
覇
市

議
会
、
本
会
議
開
く 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
３
・
６
・
５
〕

那
覇
市
議
会
定
例
議
会
三
日
目
は
五
日
午
前

十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
市
当
局
提
案
の
議

案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

ま
ず
住
宅
建
設
課
、
下
水
道
課
な
ど
新
た
に

新
設
す
る
那
覇
市
部
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
案
を
委
員
会
付
託
に
し
た
あ
と
市
長
ら
三

役
の
増
俸
に
つ
い
て
人
民
党
議
員
が
市
当
局

を
追
及
し
た
。

こ
の
議
案
で
は
市
長
、
助
役
、
収
入
役
が

五
十
㌦
、
一
般
職
員
が
平
均
八
％
（
平
均

五
㌦
三
十
二
㌣
）
の
昇
給
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
人
民
党
議
員
は
「
三
役

が
一
度
に
五
十
㌦
、
職
員
が
五
㌦
と
い
う

こ
と
は
ど
う
い
う
理
由
か
」
ま
た
「
毎
年

こ
の
よ
う
に
上
げ
て
い
く
の
か
」
な
ど
の

質
問
を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
市
当
局
は
本
土
の
市
町
村
三
役

と
の
給
与
差
額
を
例
に
「
特
別
職
と
し
て
の

責
任
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
こ
ん

ご
は
職
階
制
で
安
定
し
た
給
与
体
系
に
す

る
」
と
答
え
た
。

そ
の
あ
と
自
民
党
議
員
か
ら
市
職
員
の

初
任
給
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
市
当

局
は
「
こ
の
条
例
が
決
定
す
る
と
初
任
給

は
高
校
卒
で
四
十
五
㌦
二
十
㌣
、
短
大
卒

で
五
十
㌦
四
十
五
㌣
、
大
学
卒
で
五
十
九
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㌦
五
十
五
㌣
と
な
る
」
と
答
え
た
。

那
覇
市
役
所
敷
地
／
警
本
横
、

与
儀
の
二
案
／
市
会
が
特
別

委
設
け
検
討 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
６
〕

五
日
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
開
か
れ
た
那
覇
市

議
会
本
会
議
は
、
市
当
局
が
上
程
し
た
議
案

三
十
五
件
の
う
ち
、
二
十
件
に
つ
い
て
質
疑

の
う
え
四
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
二
件
は

特
別
委
員
会
付
託
、
十
九
件
を
関
係
委
員
会

に
付
託
し
て
午
後
三
時
閉
会
し
た
。
六
日
は

午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
六
四
年
度

予
算
な
ど
残
さ
れ
た
上
程
議
案
に
つ
い
て
の

質
疑
と
委
員
会
付
託
を
お
こ
な
う
。

　

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
の
は
新
庁
舎

建
設
計
画
と
関
連
し
て
「
那
覇
市
役
所
位
置

の
変
更
条
例
制
定
に
つ
い
て
」と
「
市
庁
舎
建

設
債
を
起
す
こ
と
に
つ
い
て
」
の
二
件
。
市

当
局
案
は
交
通
の
便
、
官
庁
街
と
の
関

係
、
都
市
美
の
上
か
ら
警
本
横
の
市
有
地
が

新
庁
舎
敷
地
に
最
適
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
平
良
（
真
次
郎
）
議
員
（
自

民
）
黒
潮
議
員
（
人
民
）
森
田
議
員
（
社
大
）

ら
か
ら
「
む
し
ろ
都
市
美
、
交
通
の
面
、
将

来
は
与
那
原
、
西
原
、
南
風
原
な
ど
と
合
併

し
て
、
広
域
都
市
建
設
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
市
当
局
が
第
二
候
補
地
と
し
て

あ
げ
て
い
る
与
儀
農
試
所
跡
が
よ
い
」
と
の

意
見
が
出
た
。

け
っ
き
ょ
く
名
城
議
員
（
十
八
日
会
）
の
「
こ

れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
各
派
代
表
で
構
成

さ
れ
た
特
別
委
員
会
を
設
け
て
検
討
し
た
方

が
よ
い
」
と
の
動
議
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
特

別
委
付
託
と
な
っ
た
。

同
委
員
会
は
十
八
日
会
四
人
、
無
所
属
人
民

党
、
社
大
党
、
公
明
政
連
各
一
人
、
こ
れ
に

三
委
員
長
を
含
め
十
一
人
で
構
成
す
る
。

　

原
案
承
認
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

原
案
可
決　

市
職
員
の
旅
費
支
給
条
例
一

部
改
正
▽
首
里
久
場
川
公
営
住
宅
建
設
用
地

の
仮
処
分
命
令
申
請
に
関
す
る
専
決
処
分
の

承
認
▽
六
四
年
度
一
時
借
入
金
に
つ
い
て
▽

六
四
年
度
市
水
道
事
業
特
別
会
計
一
時
借
入

金
に
つ
い
て
。

埋
立
地
の
売
却
で
論
議
／
那
覇

市
会
／
水
源
問
題
な
ど
追
及 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
６
・
６
〕

六
日
の
那
覇
市
議
会
本
会
議
は
、
午
前
十
時

か
ら
開
か
れ
、
前
日
に
ひ
き
つ
い
で
市
当
局

か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑
、
委

員
会
付
託
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
旭
町
公
有
水

面
埋
立
地
が
随
意
契
約
で
那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
沖
縄
バ
ス
、
沖
縄
タ
ク
シ
ー
協
会
、
沖

配
電
な
ど
六
か
所
に
、
坪
当
た
り
五
十
㌦
か

ら
六
十
㌦
で
売
却
処
分
す
る
市
の
計
画
に
対

し
、
価
格
が
安
す
ぎ
は
し
な
い
か
、
ほ
か
に

三
十
件
余
り
の
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
資
料
を
提
出
し
て
ほ
し
い
な
ど
追
及
が
あ

っ
た
。
財
産
処
分
と
い
う
重
要
な
問
題
だ
け

に
質
疑
続
行
の
ま
ま
総
務
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
。

　

水
道
事
業
で
は
、
前
兼
次
、
瀬
長
市
長
時

代
に
開
発
さ
れ
た
安
里
と
牧
港
水
源
が
放
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
又
吉
議
員
か
ら
追
及
さ

れ
た
。
「
安
里
は
水
を
吸
い
上
げ
る
と
周
辺

の
井
戸
に
影
響
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の

で
使
用
し
な
い
。
牧
港
は
塩
分
が
標
準
（
二
百

Ｐ
Ｐ
）
の
倍
以
上
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は

飲
料
に
適
し
な
い
。
科
学
装
置
に
よ
っ
て
飲

料
に
で
き
な
い
か
ど
う
か
研
究
し
て
い
る
」

と
玉
城
水
道
部
長
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

午
後
か
ら
は
、
開
会
前
に
金
城
（
吾
）
議
員

（
社
大
）
か
ら
緊
急
動
議
が
あ
っ
た
「
立
法
院

に
対
し
施
政
権
返
還
要
求
意
志
表
示
に
つ
い

て
」
と
市
議
会
自
体
の
施
政
権
返
還
要
求
決

議
を
お
こ
な
う
。

施
政
権
の
返
還
／
日
米
両
国
へ

要
請
決
議
／
那
覇
市
会 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
７
〕

那
覇
市
議
会
の
本
会
議
は
午
後
一
時
か
ら
再

開
、
あ
さ
の
開
会
前
に
金
城
吾
郎
議
員
（
社

大
）
か
ら
緊
急
動
議
の
あ
っ
た
日
米
に
対
す

る
〝
施
政
権
返
還
要
請
決
議
〟
を
原
案
通
り

決
議
し
て
、
同
一
時
半
閉
会
し
た
。

　

施
政
権
返
還
に
関
す
る
要
請
決
議
要
旨

日
米
両
政
府
、
米
国
上
下
両
院
議
長
、
衆
参

院
両
議
長
あ
て
＝
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
祖
国
復
帰
を
訴
え
要
求
し
続
け
て
き
た

が
、
祖
国
日
本
は
、
沖
縄
県
民
の
意
思
に
反

し
対
日
平
和
条
約
第
三
条
に
よ
る
講
和
発
効

後
も
ア
メ
リ
カ
軍
事
支
配
を
認
め
今
日
に
い

た
っ
て
い
る
。
さ
る
二
月
開
か
れ
た
第
三
回

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
人
民
連
帯
大
会
で

「
米
国
の
ひ
き
つ
づ
く
沖
縄
占
領
に
反
対
し
、

沖
縄
の
即
時
日
本
復
帰
、
米
軍
基
地
の
撤
去

を
め
ざ
す
日
本
国
民
の
戦
い
を
完
全
に
支
持

す
る
。
大
会
は
四
月
二
十
八
日
を
〝
沖
縄
デ

ー
〟
と
し
、
国
際
的
共
同
行
動
を
お
こ
な
う

よ
う
、
全
て
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
人
民
に

訴
え
る
」
と
の
決
議
を
採
択
し
、
大
き
な
反

響
を
よ
ん
だ
。
四
月
二
十
八
日
は
本
土
各
地

で
沖
縄
集
会
が
開
か
れ
、
国
民
の
世
論
を
も

り
上
げ
て
い
る
。
日
・
米
両
政
府
、
米
国
上
・

下
両
院
、
衆
・
参
院
は
こ
の
よ
う
な
世
界
の

動
向
を
正
し
く
認
識
し
「
い
か
な
る
民
族
も

そ
の
意
に
反
し
て
異
民
族
の
支
配
を
う
け
る

こ
と
が
な
い
」
と
い
う
国
連
憲
章
の
崇
高
な

精
神
に
則
り
速
や
か
に
沖
縄
の
施
政
権
を
返

還
す
る
措
置
を
こ
う
じ
て
も
ら
う
よ
う
要
請

す
る
。

　

立
法
院
あ
て　

世
界
と
日
本
本
土
に
お
け

る
動
き
を
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
発
展
さ
せ
、

一
日
も
早
く
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
沖
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縄
に
お
け
る
運
動
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
最
も
重
要
で
あ

る
と
信
ず
る
。
よ
っ
て
市
議
会
は
市
民
の
総

意
に
基
づ
き
、
立
法
院
が
今
会
期
中
に
お
い

て
施
政
権
返
還
に
関
し
、
日
米
政
府
が
速
や

か
に
適
正
な
措
置
を
講
じ
て
も
ら
う
よ
う
、

県
民
代
表
と
し
て
の
正
し
い
意
思
表
示
を
し
、

広
く
内
外
に
訴
え
て
も
ら
う
よ
う
強
く
要
請

す
る
。

全
米
市
長
会
に
招
か
れ
／
西
銘

那
覇
市
長
／
き
ょ
う
ハ
ワ
イ

へ〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
７
〕

　

全
米
市
長
会
議
へ
の
出
席
と
ホ
ノ
ル
ル
と

の
姉
妹
都
市
活
動
推
進
の
た
め
、
西
銘
那
覇

市
長
は
七
日
午
後
一
時
嘉
手
納
空
港
か
ら
軍

用
機
で
渡
米
す
る
。
こ
ん
ど
の
全
米
市
長
会

は
ハ
ワ
イ
州
立
を
記
念
し
て
ホ
ノ
ル
ル
市
で

開
か
れ
る
が
、
同
市
と
那
覇
市
は
姉
妹
の
縁

を
結
ん
で
い
る
関
係
か
ら
広
島
市
、
高
雄
市

（
台
湾
）
と
と
も
に
全
米
市
長
会
リ
チ
ャ
ー

ド
Ｃ
・
リ
ー
会
長
（
ニ
ュ
ー
・
へ
ー
グ
ン
市

長
）
と
ホ
ノ
ル
ル
市
ニ
ー
ル
・
Ｓ
・
ブ
レ
イ

ス
デ
ル
市
長
か
ら
招
か
れ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
出
席
す
る
。
市
長
の
ほ
か
夫
人
、
金
城

重
正
秘
書
、
金
城
力
夫
議
員
が
同
伴
す
る
。

　

全
米
市
長
会
は
八
日
か
ら
お
こ
な
わ
れ

る
が
、
西
銘
市
長
は
主
と
し
て
十
日
の
本
会

議
、
十
二
日
の
最
終
本
会
議
に
出
席
す
る
ほ

か
代
表
団
と
随
員
の
奉
祝
パ
レ
ー
ド
、
国
立

墓
地
で
の
戦
没
者
慰
霊
祭
に
参
加
、
東
京
経

由
で
十
九
日
空
路
帰
任
の
予
定
。

な
お
全
米
市
長
会
議
で
身
体
障
害
者
の
雇
用

促
進
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
予
定
の
よ
う

だ
が
、
沖
縄
身
体
障
害
者
団
体
連
盟
久
場
景

善
会
長
は
、
西
銘
市
長
に
「
ア
メ
リ
カ
お
よ

び
ハ
ワ
イ
の
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
へ
の

加
入
要
請
」
を
依
頼
し
た
。

　

西
銘
市
長
の
話　

全
米
市
長
会
議
に
は
じ

め
て
招
か
れ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
す

る
が
、
ス
ピ
ー
チ
の
機
会
が
あ
れ
ば
那
覇
市

の
実
情
を
説
明
し
、
協
力
を
得
ら
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
協
力
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
ハ
ワ
イ
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
沖
縄
と
よ
く

似
て
お
り
、
観
光
事
業
が
盛
ん
な
の
で
、
関

係
施
設
な
ど
も
み
て
回
り
い
い
面
を
施
政
に

反
映
し
た
い
。

那
覇
市
会
／
市
外
バ
ス
路
線
変

更
な
ど
13
件
／
本
会
議
に
陳

情
攻
め
／
関
連
問
題
め
ぐ
り

一
波
乱
予
想 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
９
〕

さ
る
一
日
か
ら
第
五
十
七
回
那
覇
市
会
定
例

議
会
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
六
四
年
度
予
算

を
中
心
と
し
た
〝
予
算
議
会
〟
だ
が
、
水
道

公
社
と
市
と
の
浄
水
分
水
協
定
、
旭
町
埋
め

立
て
地
の
随
意
契
約
に
よ
る
売
却
処
分
な
ど

最
後
の
本
会
議
は
か
な
り
荒
れ
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
こ
ん
ど
の
議
会
に

十
三
件
の
陳
情
要
請
が
あ
り
、
関
係
委
員
会

に
付
託
さ
れ
審
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
な

か
で
も
政
府
建
運
局
の
「
市
外
バ
ス
の
都
心

部
乗
り
入
れ
禁
止
実
施
計
画
」
に
対
し
、
都

心
部
の
十
五
か
所
の
通
り
会
長
が
連
署
で
反

対
の
陳
情
、
真
和
志
南
部
の
七
つ
の
部
落
か

ら
自
治
会
長
連
署
で
「
干
ば
つ
被
害
に
対
す

る
援
助
に
つ
い
て
」
の
陳
情
、
さ
ら
に
首
里

久
場
川
の
公
営
住
宅
用
地
内
の
農
作
物
、
墓

の
移
転
に
と
も
な
う
補
償
の
要
求
な
ど
関
連

陳
情
が
三
件
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
も
一
波
乱
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

市
外
バ
ス
路
線
変
更
に
対
す
る
反
対
陳
情

平
和
通
り
会
（
外
間
政
和
会
長
）
国
際
本
通

り
会
（
森
田
孟
真
会
長
）
国
際
中
央
通
り
会

（
大
湾
宗
安
会
長
）
国
際
大
通
り
会
（
崎
間
麗

詮
会
長
）
蔡
温
橋
通
り
会
（
上
江
洲
由
正
会

長
）
む
つ
み
橋
通
り
会
（
島
文
三
会
長
）
開

南
本
通
り
会
（
仲
真
与
一
会
長
）
新
栄
通
り

会
（
長
嶺
義
祥
会
長
）
新
天
地
通
り
会

（
当
真
嗣
富
会
長
）
農
連
中
央
市
場
通
り

（
比
嘉
義
雄
会
長
）
農
連
中
央
市
場
(
与
那

嶺
盛
男
市
場
長
)
浮
島
通
り
会
（
当
間
林
太

郎
会
長
）
大
平
通
り
会
（
玉
城
道
夫
会
長
）

那
覇
市
場
本
通
り
会
（
嘉
陽
宗
正
会
長
）
中

央
市
場
通
り
会
（
赤
嶺
蒲
六
会
長
）

　

陳
情
理
由　

建
運
局
は
国
際
通
り
、
開
南

通
り
の
交
通
緩
和
と
事
故
防
止
の
た
め
市
外

バ
ス
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
直
結
す
る
考
え
だ
と

い
う
。
市
外
バ
ス
都
心
部
か
ら
移
転
を
し
た

場
合
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
一
号
線
沿
い
か

ら
市
内
バ
ス
を
増
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
れ
は
形
式
的
に
市
外
バ
ス
が
姿
を
消
し
た

と
い
う
だ
け
で
、
実
質
的
に
は
市
内
バ
ス
が

市
外
バ
ス
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
に
す
ぎ
ず
何

ら
交
通
緩
和
に
役
立
た
な
い
。
か
え
っ
て
小

型
車
両
の
激
増
で
交
通
マ
ヒ
、
事
故
の
増
加

を
誘
発
す
る
。
も
し
市
内
バ
ス
を
ふ
や
さ
な

い
と
バ
ス
利
用
者
に
都
心
ま
で
テ
ク
る
か
タ

ク
シ
ー
に
頼
る
ほ
か
な
く
、
そ
の
悩
み
は
ま

す
ま
す
深
刻
な
も
の
と
な
る
。
五
十
日
間
の

バ
ス
・
ス
ト
が
こ
れ
を
実
証
し
た
。
さ
ら
に

市
内
、
市
外
と
の
車
の
乗
り
か
え
に
よ
り
バ

ス
料
金
の
値
上
が
り
や
時
間
的
に
も
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
従
来
通
り
の
運
行
を
の

ぞ
む
。
都
心
部
通
り
会
長
十
五
人
の
連
署
で

市
会
の
協
力
を
要
請
す
る
。

　

干
ば
つ
被
害
に
対
す
る
援
助　

繁
多
川
自

治
会
（
長
堂
嘉
照
会
長
）
真
地
＝
（
我
謝
孟

毅
会
長
）
識
名
＝
（
国
吉
達
雄
会
長
）
上
間

＝
（
玉
城
直
輝
会
長
）
仲
井
間
＝
（
赤
嶺
良

英
会
長
）
国
場
＝
（
玉
城
幸
治
会
長
）
樋
川

＝
（
伊
集
盛
敏
会
長
）

　

要
旨　

都
心
近
郊
農
業
経
営
の
主
作
物
で

あ
る
野
菜
栽
培
は
で
き
ず
、
植
え
つ
け
た
キ
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ビ
も
枯
死
寸
前
、
家
畜
も
飼
料
不
足
で
す
て

売
り
同
様
の
価
格
で
売
り
出
し
て
い
る
実
情
。

つ
ぎ
の
点
に
つ
い
て
陳
情
す
る
。
①
飲
料
水

の
給
水
②
畑
地
灌
漑
用
の
水
源
開
発
の
た
め

市
で
ボ
ー
リ
ン
グ
機
械
の
設
置
③
肥
料
、
農

薬
の
無
償
配
布
④
原
苗
圃
、
中
間
苗
圃
以
外

の
優
良
蔗
圃
に
補
助
し
て
蔗
苗
の
確
保
⑤
営

農
資
金
と
し
て
無
利
子
の
大
幅
融
資
を
政
府

へ
要
請
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
他
主
な
陳
情　

▽
国
際
通
り
、
開
南

通
り
の
交
通
緩
和
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め

の
地
下
横
断
歩
道
設
置
＝
字
樋
川
仲
真
与
一

▽
わ
か
さ
の
浜
海
水
浴
場
建
設
計
画
に
反
対

陳
情
＝
わ
か
さ
市
営
住
宅
津
田
花
子
ほ
か

四
百
二
十
六
人
▽
寄
宮
地
区
区
画
整
理
に
つ

い
て
＝
字
国
場
玉
城
全
助
ほ
か
九
十
七
人

▽
字
二
中
前
排
水
溝
改
修
＝
玉
城
正
浩
他

五
十
三
人
▽
愛
生
寮
敷
き
地
の
返
還
と
個
人

財
産
の
損
失
補
償
に
つ
い
て
＝
字
大
道
西
平

滋
穂
ほ
か
六
十
人
。

随
意
契
約
に
も
の
い
い
／
那
覇

市
会
総
務
委
／
旭
町
の
埋
立

地
処
分 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
13
〕

那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
一
男
委
員

長
）
は
、
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
委
員
会
を

開
き
、
旭
町
埋
め
立
て
地
の
随
意
契
約
に
よ

る
売
却
処
分
問
題
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

午
前
中
に
随
意
契
約
を
し
て
い
る
六
件
の
現

場
を
み
て
回
り
、
午
後
二
時
か
ら
城
田
総
務

部
長
の
出
席
を
求
め
て
質
疑
を
お
こ
な
っ
た
。

　

市
当
局
は
、
土
地
評
価
委
員
会
に
か
け

て
、
坪
当
た
り
五
十
㌦
か
ら
六
十
㌦
で
六
か

所
と
契
約
し
て
い
る
が
、
客
観
的
に
み
て
あ

ま
り
に
も
安
す
ぎ
る
。
委
員
会
の
出
し
た
最

低
四
十
㌦
か
ら
最
高
六
十
㌦
は
参
考
案
で
あ

り
、こ
れ
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。
六
件
と

い
う
一
部
の
業
者
に
と
っ
て
は
よ
い
が
、
多

く
の
市
民
に
還
元
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
も
、

市
当
局
は
い
ま
一
度
検
討
す
る
意
志
は
な
い

か
（
大
山
議
員
）
申
請
は
三
十
七
件
も
出
て

お
り
、
公
入
札
に
し
た
ら
少
な
く
と
も
倍
以

上
は
売
れ
る
。
新
庁
舎
建
設
費
に
あ

て
る
こ
と
が
で
き
、
市
債
を
起
す
必
要
も

な
い
。
な
ぜ
随
意
契
約
に
も
っ
て
い
っ
た
か

（
黒
潮
議
員
）
と
、
市
当
局
を
追
及
し
た
。

　

城
田
総
務
部
長
は
、
評
価
委
員
会
の
決
定

を
尊
重
す
る
と
い
う
ほ
か
に
、
同
埋
め
立
て

地
は
工
場
地
帯
と
し
て
計
画
し
て
お
り
、
公

入
札
で
売
っ
た
ば
あ
い
は
、
さ
ら
に
あ
と
で

切
り
売
り
さ
れ
て
市
の
計
画
ど
お
り
に
い
か

な
い
不
安
が
あ
る
。
随
意
契
約
だ
と
予
定
通

り
進
め
て
い
け
る
。
契
約
の
相
手
も
事
業
の

公
共
性
、
信
用
度
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
考
慮
し

て
い
る
。
さ
ら
に
市
当
局
が
地
価
を
つ
り
あ

げ
、
ほ
か
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
は
い
け

な
い
と
い
っ
た
点
か
ら
、
市
の
態
度
を
決
定

し
た
。
こ
の
線
か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
、
と
説
明
し
た
。

　

し
か
し
委
員
会
で
は
「
市
の
案
は
ど
う
し

て
も
の
め
な
い
。
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
」
と

の
意
向
が
強
い
。
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
委

員
会
を
再
開
、
ひ
き
つ
づ
き
こ
の
問
題
に
つ

い
て
審
議
す
る
が
議
会
が
市
の
案
を
認
め
な

い
と
な
る
と
、
市
当
局
は
案
を
改
め
て
提
出

し
、
議
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
土
地
の
処

分
が
で
き
ず
、
委
員
会
の
出
か
た
が
注
目
さ

れ
る
。

議
員
お
手
盛
り
で
や
り
と
り 

〔
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市
三
役
お
よ
び
職
員
の
給
与
は
引
き
上

げ
る
の
に
、
議
員
の
給
与
は
な
ぜ
引
き
上

げ
な
い
か―

こ
の
こ
と
が
い
ま
議
会
の

話
題
と
な
っ
て
い
る
。
市
当
局
は
こ
ん
ど

の
定
例
議
会
に
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の

基
本
給
一
律
五
十
㌦
の
増
俸
と
職
員
に

対
し
平
均
五
㌦
三
十
二
㌣
を
ベ
・
ア
す
る

議
案
を
上
程
し
て
あ
る
。
そ
の
審
議
が
総

務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
る
が
、
十
二

日
の
委
員
会
で
「
な
ぜ
議
員
の
給
与
は
引

き
上
げ
な
い
か
」
と
市
当
局
は
追
及
さ
れ

た
。
市
当
局
城
田
総
務
部
長
は
「
つ
ぎ
の

議
会
ま
で
じ
っ
く
り
検
討
し
ま
し
ょ
う
」

と
引
き
下
が
っ
た
が
、
議
員
の
お
手
盛
り

を
め
ぐ
っ
て
、
あ
ら
ま
し
つ
ぎ
の
よ
う
な

質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
〝
調
査
研
究
費
と
し
て
〟
／
評
価
困
難
／
九

月
議
会
ま
で
に
検
討

　

城
田
部
長
の
説
明　

三
役
は
一
律
五
十
㌦

ア
ッ
プ
で
市
長
が
三
百
㌦
、
助
役
二
百
五
十

㌦
、
収
入
役
二
百
㌦
と
な
り
市
職
員
は
平
均

五
㌦
三
十
二
㌣
の
引
き
上
げ
で
、
従
来
の
平

均
給
与
六
十
六
㌦
五
十
九
㌣
か
ら
七
十
一
㌦

九
十
一
㌣
と
な
る
。
政
府
の
局
長
、
医
師
な

ど
特
別
職
を
除
き
、
政
府
が
四
・
六
％
の
賃
上

げ
を
し
て
も
、
平
均
給
与
は
市
職
員
が
政
府

職
員
よ
り
七
十
八
㌣
多
い
。
な
お
西
宮
、
高

松
、
小
樽
な
ど
本
土
十
三
市
の
平
均
を
み
る

と
、
人
口
三
十
二
万
二
千
人
。
議
長
百
七
十

㌦
、
副
議
長
百
五
十
㌦
、
議
員
百
三
十

㌦
。
ほ
か
に
期
末
手
当
が
つ
く
。
市
長

三
百
五
十
五
㌦
、
助
役
二
百
七
十
五
㌦
、
収

入
役
二
百
三
十
㌦
、
職
員
六
十
一
㌦
と
な
っ

て
い
る
。
（
那
覇
市
議
員
は
一
律
百
㌦
、
議
長

は
八
十
㌦
、
副
議
長
は
四
十
㌦
の
交
際
費
が

あ
る
）

　

具
志
議
員
（
無
）　

市
三
役
、
職
員
の
給
与

は
上
が
り
、
議
員
だ
け
が
増
俸
し
て
い
な
い

が
、
そ
の
理
由
は
。

　

城
田
部
長　

責
任
内
容
が
ば
く
然
と
し
て

お
り
（
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
無
限
の
責
任

と
も
い
え
る
が
）
評
価
が
困
難
。
無
関
心
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

具
志
議
員　

決
し
て
ば
く
然
と
し
て
い
な
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九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
六
月

い
。
自
分
の
こ
と
を
い
う
よ
う
で
よ
く
な
い

が
、
客
観
的
に
み
て
い
う
。
考
え
る
余
地
は

あ
る
か
。

　

部
長　

何
を
考
え
る
。

　

具
志
議
員　

議
員
の
増
俸
に
つ
い
て
。

　

部
長　

そ
れ
は
一
応
考
え
て
い
る
。

　

具
志　

低
給
与
で
は
金
も
ち
し
か
議
員
に

な
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
金

さ
え
あ
れ
ば
議
員
に
な
れ
る
。
い
い
議
員
を

出
す
に
は
待
遇
を
も
っ
と
よ
く
す
る
こ
と
だ
。

　

又
吉
議
員
（
無
）　

兼
次
市
長
の
と
き
に

は
、
い
っ
し
ょ
に
上
げ
た
り
下
げ
た
り
し

た
。
物
価
も
上
が
っ
て
お
り
生
活
給
は
与
え

て
み
っ
ち
り
勉
強
さ
せ
る
こ
と
だ
。
み
ん
な

思
っ
て
は
い
る
が
、
遠
慮
し
て
い
わ
な
い
。
片

チ
ン
バ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

渡
口
議
員　

上
げ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は

山
々
だ
が
、
い
ま
表
だ
っ
て
や
っ
て
い
い
か

ど
う
か
疑
問
。
し
か
し
、
本
土
の
市
議
員
の

場
合
は
五
万
円
か
ら
七
万
円
が
個
人
に
調
査

研
究
費
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
所

得
と
な
る
と
税
金
が
多
く
つ
き
、
そ
れ
よ
り

は
と
ら
な
い
方
が
よ
い
と
反
対
議
員
も
出
て

く
る
。
調
査
研
究
の
た
め
の
旅
費
だ
と
課
税

の
対
象
に
な
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
面
で
も

研
究
の
余
地
が
あ
る
。

　

部
長　

そ
う
い
っ
た
面
で
は
十
分
な
検
討

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
自
治
法
に
ふ
れ
ず
、
条

例
の
範
囲
内
で
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、

つ
ぎ
の
議
会
ま
で
研
究
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　

渡
口
議
員　

九
月
議
会
ま
で
に
は
結
論
を

出
し
、
財
源
も
う
み
出
し
て
ほ
し
い
。

　

又
吉
議
員　

市
当
局
と
ヒ
ザ
を
交
え
て
話

し
合
う
必
要
が
あ
る
。
九
月
ま
で
に
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
話
し
合
う
機
会
を
作
っ
た
ら
ど
う

か
。

　

部
長　

承
知
し
た
。

　

赤
嶺
（
一
）
委
員
長　

本
議
案
は
さ
ら
に

質
疑
続
行
の
ま
ま
で
、
次
回
に
も
ち
こ
す
。

〝
浄
水
協
定
〟
で
論
議
／
那
覇

市
会
／
社
大
・
人
民
側
が
反

対〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
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開
会
中
の
那
覇
市
会
建
設
委
員
会
は
、
十
五

日
午
後
一
時
か
ら
「
水
道
公
社
と
市
の
浄
水

分
水
協
定
の
締
結
」
に
つ
い
て
審
議
、
八
対

二
で
、
原
案
通
り
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
浄
水
分
水
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
つ
い
て

金
城
吾
郎
（
社
大
）
、
真
栄
田
（
人
民
）
両
議

員
が
強
く
反
対
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
市
当
局
は
分
水
協

定
を
結
ば
な
い
と
、
水
が
確
保
で
き
な
い

と
説
明
し
て
い
る
が
、
現
在
の
渇
水
期
で

さ
え
、
一
日
一
万
ト
ン
以
上
を
受
水
し
て

お
り
、
理
由
に
な
ら
な
い
。
配
水
施
設
は
、

水
道
公
社
の
指
示
に
従
っ
て
運
営
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
直
営
で

あ
り
、
地
方
自
治
法
に
も
反
す
る
。

市
が
公
社
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
、
水
道
法

の
無
視
で
あ
り
、
政
府
不
信
任
に
も
な
り
か

ね
な
い
。

　

公
社
が
分
水
協
定
を
結
ぶ
よ
う
し
い

る
の
は
、
軍
が
水
を
に
ぎ
っ
て
お
く
と
い

う
の
が
本
心
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
た
い
し
比
嘉
（
朝
四
郎
、
十
八
日

会
）
議
員
が
「
分
水
協
定
を
結
ぶ
の
は
、
市

民
の
水
の
確
保
、
料
金
を
安
く
す
る
の
が
大

き
な
ね
ら
い
で
あ
り
、
市
当
局
の
原
案
通
り

に
水
道
公
社
と
協
定
を
結
ん
で
も
何
ら
支
障

を
き
た
さ
な
い
」
と
賛
成
意
見
を
の
べ
た
。

こ
の
問
題
は
、
本
会
議
で
も
論
議
を
よ
ぶ
も

の
と
み
ら
れ
る
。

那
覇
市
会
追
加
上
程
／
共
同
井

戸
の
設
置
や
／
ガ
ー
ブ
川
下

流
の
工
事
な
ど 
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那
覇
市
は
こ
ん
ど
の
定
例
議
会
に
、
ガ
ー
ブ

川
改
修
工
事
請
負
の
契
約
、
六
四
年
度
市
歳

入
歳
出
追
加
予
算
な
ど
七
件
の
議
案
を
追
加

上
程
し
た
。

　

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
は
、
む
つ
み
橋
か
ら

下
流
で
、
上
流
は
六
二
年
度
の
米
国
援
助
、

六
三
年
度
の
琉
球
政
府
援
助
で
、
政
府
直
営

で
南
洋
土
建
Ｋ
Ｋ
が
工
事
を
す
す
め
て
い
る
。

し
か
し
六
四
年
度
は
日
本
政
府
か
ら
の
援
助

（
八
〇
％
）
な
の
で
市
直
営
で
お
こ
な
わ
れ

る
。
市
当
局
は
、
上
流
の
工
事
と
の
関
係
も
あ

っ
て
、
公
入
札
に
せ
ず
、
南
洋
土
建
と
随
意

契
約
を
考
え
て
お
り
、
す
で
に
仮
契
約
を
す

ま
せ
て
あ
る
。
請
負
額
は
九
万
九
千
㌦
。
工

事
は
、
契
約
に
つ
い
て
議
会
の
承
認
を
得
た

あ
と
、
七
日
に
着
工
し
て
来
年
六
月
五
日
ま

で
に
完
了
の
予
定
。

　

い
っ
ぽ
う
追
加
予
算
は
四
十
九
万
三
千
二

百
九
十
三
㌦
で
、
六
四
年
度
一
般
会
計
歳
入

総
合
計
三
百
九
十
二
万
一
千
五
百
九
十
九
㌦

と
な
っ
た
。

　

追
加
予
算
は
干
害
対
策
、
公
営
住
宅
建

設
、
農
道
整
備
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
主

な
内
訳
は
▽
異
常
干
ば
つ
対
策
費
一
万
三
千

四
十
㌦
。
水
道
設
備
の
な
い
地
域
に
対

し
共
同
井
戸
六
か
所
の
設
置
費
二
千
百

㌦
。
農
産
物
の
再
生
産
対
策
用
肥
料
購
入

五
千
二
百
二
十
八
㌦
、畑
地
灌
漑
用
井
戸
十
六

か
所
の
設
置
費
五
千
七
百
十
二
㌦
。▽
上
間
簡

易
水
道
工
事
費
十
二
万
三
千
二
百
四
十
八
㌦
。

▽
第
二
種
公
営
住
宅
建
設
十
七
万
六
千
七
百

㌦
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
こ
の
公
営
住
宅
建
設
費
は
、
建
運
局
の

予
算
が
、
前
年
度
に
つ
づ
い
て
全
額
那
覇
市

に
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
と
み
て
市
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
る
。
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六
三
年
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昭
和
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十
八
年
）
六
月

新
庁
舎
候
補
地
で
意
見
分
か
れ

る
／
那
覇
市
／
当
局
案
は
下

泉
町
に
／
建
築
資
金
／
沖
縄

で
初
の
公
債
発
行 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
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那
覇
市
役
所
庁
舎
の
新
築
計
画
は
、
近
く

開
か
れ
る
議
会
の
特
別
委
員
会
で
審
議

さ
れ
る
が
、
下
泉
町
と
与
儀
の
二
候
補
地

を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
議
員
ら
が
、
で
き
る
だ
け
出
身
地
に

近
い
と
こ
ろ
に
誘
致
し
よ
う
と
し
て
い

る
た
め
で
、
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

現
在
の
市
庁
舎
は
戦
前
の
天
妃
小
学
校
舎
で
、

古
く
て
雨
も
り
も
す
る
。
狭
い
た
め
水
道
部

な
ど
別
に
借
家
し
て
お
り
、
事
務
能
率
も
低

下
さ
せ
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
じ
ゅ
う
ぶ

ん
で
き
な
い
と
い
う
状
態
。
ま
た
沖
縄
の
首

都
那
覇
の
庁
舎
に
し
て
は
み
す
ぼ
ら
し
い
と
、

新
築
は
歴
代
市
長
の
懸
案
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
西
銘
市
長
は
、
新
年
度
か

ら
建
設
を
計
画
。
現
在
開
会
中
の
議

会
に
市
庁
舎
移
転
と
起
債
を
提
案
し
て

い
る
。
そ
の
計
画
に
よ
る
と
総
工
費

九
十
一
万
九
千
㌦
。
そ
の
う
ち
四
十
万
㌦

は
、
市
民
か
ら
の
公
債
を
発
行
し
て
当

て
、
残
り
は
埋
め
立
て
地
の
売
却
代
な
ど

で
当
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
公

債
発
行
は
沖
縄
で
は
じ
め
て
の
ケ
ー
ス
。

市
庁
舎
で
あ
り
で
き
る
だ
け
市
民
も
関
与
さ

せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
利
率
は
年
七
・
五
分

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
敷
地
は
第
一
候
補
地
が
下
泉
町
の
市
有

地
、
美
栄
橋
自
動
車
練
習
所
の
と
こ
ろ
で
約

八
千
四
百
平
方
㍍
、
第
二
候
補
地
が
与
儀
の

南
連
裏
で
、
約
九
千
百
平
方
㍍
。
市
議
会
で

は
こ
の
庁
舎
建
設
関
係
は
特
別
委
員
会
を
作

っ
て
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
一
両
日

中
に
開
催
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
両
候

補
地
を
め
ぐ
っ
て
議
員
間
で
も
意
見
が
分
か

れ
て
い
る
。

一
方
、
市
当
局
で
は
「
市
民
生
活
上
の
利

便
か
ら
い
っ
て
も
、
政
府
な
ど
官
公
署
に

近
い
方
が
い
い
。
ま
た
交
通
の
便
、
都
市

の
美
観
か
ら
い
っ
て
も
都
心
の
方
が
い

い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
下
泉
町
の
第
一

候
補
地
が
最
適
地
で
あ
る
と
の
立
ち
場

を
と
っ
て
い
る
。

な
お
庁
舎
の
設
計
は
一
般
か
ら
広
く
募
集
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
三
十
万
人

（
現
在
約
二
十
四
万
人
）
の
人
口
に
な
る
こ

と
を
予
定
し
て
理
想
的
な
高
層
建
築
に
な
る
。

現
在
の
庁
舎
は
教
育
委
員
会
に
譲
渡
す
る
予

定
。

店
舗
工
事
に
待
っ
た
／
民
政
府

が
指
示
／
ガ
ー
ブ
川
改
修
後

着
工
を

〔
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ガ
ー
ブ
川
水
上
店
舗
建
築
に
対
し
民
政
府
か

ら
待
っ
た
が
か
か
り
、
さ
る
一
日
か
ら
工
事

は
鉄
筋
の
骨
組
み
を
し
た
だ
け
で
放
置
さ
れ
、

関
係
者
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
い
る
。

ガ
ー
ブ
川
第
二
街
区
の
店
舗
建
設
は
、
四
月

末
建
築
確
認
を
え
て
、
さ
る
五
月
一
日
か
ら

南
洋
土
建
（
主
体
工
事
）
堀
川
建
設
（
建
具

工
事
）
紫
電
社
（
電
気
工
事
）
三
協
電
気

（
水
道
工
事
）
の
四
社
に
よ
っ
て
着
工
、
売
れ

な
い
仮
市
場
で
十
か
月
余
も
苦
し
ん
で
き
た

組
合
員
に
大
き
な
よ
ろ
こ
び
を
与
え
た
。

　

し
か
し
民
政
府
マ
ー
フ
ィ
ー
工
務
課
長
か

ら
建
運
局
に
「
全
街
区
（
む
つ
み
橋―

平
和

橋
）
の
改
修
工
事
が
完
成
し
て
か
ら
店
舗
は

建
て
る
べ
き
で
あ
り
、
つ
ぎ
つ
ぎ
街
区
ご
と

建
築
す
る
こ
と
は
い
け
な
い
」
と
建
築
中
止

を
要
請
し
て
き
た
。

建
運
局
で
は
さ
っ
そ
く
請
負
業
者
、
商
店
街

組
合
に
そ
の
む
ね
口
頭
で
伝
え
た
。
組
合
は

「
工
事
を
さ
せ
て
い
る
の
は
わ
れ
わ
れ
で
あ

り
、
工
事
を
す
す
め
て
ほ
し
い
」
と
請
負
業

者
に
申
し
入
れ
た
が
、
こ
ん
ど
は
南
洋
土
建

が
民
政
府
に
よ
ば
れ
「
工
事
を
す
る
の
は
勝

手
だ
が
、
そ
の
か
わ
り
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事

の
請
負
費
は
支
払
わ
な
い
」
と
い
わ
れ
た
と

い
う
。
六
月
一
日
か
ら
約
千
四
百
五
十
平
方

㍍
（
四
百
四
十
坪
）
＝
総
三
階
、
全
長
百
五
十

㍍
＝
の
工
事
は
、
五
十
㍍
の
骨
組
み
を
し
た

と
こ
ろ
で
中
止
さ
れ
た
。

　

四
街
区
か
ら
な
る
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
連

絡
協
議
会
の
代
表
十
人
が
、
那
覇
市
長
、

市
会
、
行
政
主
席
、
立
法
院
議
長
に
対
し
て

「
全
街
区
完
成
後
と
な
る
と
、
十
二
月
ま
で
工

事
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
、
つ
ぎ
の

四
点
を
あ
げ
、
一
日
も
早
く
工
事
が
で
き
る

よ
う
陳
情
し
た
。

①
請
負
業
者
は
、
多
額
の
金
を
注
い
で
資
材

を
購
入
し
、
着
工
し
て
い
る
の
で
、
中
止
に

よ
る
被
害
は
大
き
い
。
業
者
は
当
然
発
注
者

で
あ
る
組
合
に
損
害
賠
償
を
訴
え
る
で
あ
ろ

う
。

②
組
合
員
は
、
す
で
に
個
人
や
銀
行
か
ら
多

額
の
工
事
代
金
を
借
り
て
い
る
。
中
止
さ
れ

る
と
利
息
、
元
金
の
返
済
が
く
る
っ
て
く

る
。
毎
月
の
借
地
料
も
支
払
え
な
い
。

③
一
㌣
の
補
償
金
も
な
く
立
ち
退
い
た
組
合

員
は
、
売
れ
な
い
仮
市
場
で
生
活
に
お
び
や

か
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
六
か
月
も
工
事
を

の
ば
し
、
仮
市
場
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と

は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
破
綻
に
追
い
込
む

こ
と
で
あ
る
。

④
公
設
市
場
を
は
じ
め
、
工
事
現
場
に
隣
接

す
る
各
商
店
街
は
、
売
れ
ゆ
き
が
半
減
し
て

い
る
。
排
水
溝
が
で
き
し
だ
い
、
店
舗
を
建
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六
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築
さ
せ
、
工
事
の
た
め
こ
わ
さ
れ
た
道
路
を

整
備
し
、
す
み
や
か
に
正
常
に
復
す
べ
き
で

あ
る
。

　

西
銘
市
長
の
話　

き
ょ
う
午
後
か
ら
副
主

席
と
あ
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
組
合
側
の

意
思
を
伝
え
た
い
。
市
当
局
と
し
て
も
店
舗

建
築
工
事
が
一
日
も
早
く
す
す
む
よ
う
折
衝

し
た
い
。

庁
舎
敷
地
は
警
本
横
／
那
覇
市

会
／
特
別
委
で
結
論
だ
す 

〔
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那
覇
市
会
特
別
委
員
会
は
二
十
一
日
、
新
庁

舎
設
置
の
場
所
と
建
設
費
に
あ
て
る
公
債
発

行
に
つ
い
て
審
議
、
市
当
局
か
ら
上
程
さ

れ
た
原
案
通
り
▽
新
庁
舎
建
設
敷
地
は
警

本
横
の
市
有
地
と
す
る
▽
新
庁
舎
建
設
費

九
十
一
万
㌦
の
う
ち
四
十
万
㌦
の
公
債
発
行

を
認
め
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。

　

特
別
委
は
同
日
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
開
か

れ
、
正
午
ま
で
活
発
な
質
疑
を
か
わ
し
た
。
午

後
一
時
か
ら
討
論
に
入
り
、
黒
潮
議
員

（
人
民
党
）
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
反
対
意
見
が

あ
っ
た
。

市
当
局
は
警
本
横
の
上
泉
、
下
泉
、
美
栄

橋
の
三
地
番
に
ま
た
が
る
敷
地
が
、
市
民

の
便
利
の
面
か
ら
よ
い
と
い
っ
て
い
る

が
、
窓
口
業
務
は
各
支
所
で
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
こ
れ
で
利
便
を
う
け
る
の
は
、
本

庁
管
内
の
一
部
市
民
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
街
路
網
も
拡
張
の
余
地
が
な
い
。
庁

舎
が
で
き
る
と
国
際
通
り
の
交
通
マ
ヒ

は
さ
ら
に
悪
化
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ

ん
ご
市
は
真
和
志
方
面
へ
の
び
る
点
か

ら
、
敷
地
は
与
儀
農
研
所
跡
県
有
地
が
よ

い
。
都
市
美
の
面
か
ら
も
、
与
儀
は
公
園

計
画
が
あ
り
、
公
園
の
中
に
庁
舎
を
建
て

る
こ
と
は
世
界
的
な
傾
向
に
な
っ
て
い

る
。
国
県
有
地
は
、
戦
後
無
償
で
そ
の
県

に
与
え
て
お
り
、
市
が
こ
こ
に
庁
舎
を
建

て
れ
ば
、
当
然
市
に
与
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
渡
口
（
十
八
日
会
・
自
民
）

又
吉
（
無
ク
）
両
議
員
は
「
警
本
横
が
よ
い
」

と
、
市
当
局
案
を
支
持
し
た
。
と
く
に
又
吉

議
員
は
「
警
本
横
に
新
庁
舎
を
建
て
る
こ
と

は
、
旧
真
和
志
市
が
合
併
す
る
と
き
の
条
件

で
も
あ
っ
た
。
与
儀
に
建
て
道
路
を
拡
張
整

備
す
る
と
、
四
十
万
㌦
以
上
か
か
る
」
と
警

本
横
を
主
張
し
た
。
ま
た
公
債
発
行
に
つ
い

て
久
場
議
員
（
無
ク
）
は
「
市
民
に
公
債
を

発
行
し
、
そ
れ
が
売
れ
残
っ
て
も
、
開
金
が

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
市
民
に

対
し
心
配
す
る
ほ
ど
の
シ
ワ
寄
せ
は
な
い
」

と
、
賛
成
し
た
。

旭
町
埋
立
て
地
の
処
分
／
那
覇

市
総
務
委
／
原
案
通
り
認
め

る〔
沖
タ
・
朝　
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那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
は
、
二
十
二
日
午

後
二
時
か
ら
開
か
れ
、
随
意
契
約
に
よ
る
旭

町
埋
め
立
て
地
の
処
分
を
六
件
と
も
市
当
局

原
案
通
り
認
め
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。

こ
の
日
は
委
員
十
人
の
う
ち
、
八
人
が
出
席

し
て
討
論
し
た
。
黒
潮
議
員
（
人
民
党
）
は

「
自
治
体
の
財
産
処
分
で
あ
り
、
競
争
入
札
を

お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
。
市
当
局
は
よ
り
公

共
性
の
あ
る
も
の
を
優
先
し
て
随
意
契
約
を

し
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
三
十
七
件
の
申
請

の
な
か
に
は
、
も
っ
と
公
共
性
を
も
っ
た
の

が
多
く
あ
る
。
随
意
契
約
は
市
民
に
大
き
な

疑
惑
を
与
え
る
」
と
反
対
意
見
を
の
べ

た
。

　

こ
れ
に
対
し
具
志
議
員
（
十
八
日
会
）
は

「
市
当
局
の
出
し
た
案
は
適
切
で
あ
り
、
時
宜

を
え
て
い
る
」
と
賛
成
意
見
を
出
し
た
。
採

決
の
結
果
四
対
三
で
市
当
局
原
案
を
認
め
る

こ
と
に
決
ま
っ
た
。

　

な
お
反
対
は
黒
潮
、
久
高
（
無
・
人
民
党

系
）
友
利
（
公
政
連
）
の
三
議
員
。
賛
成
は

具
志
、
又
吉
（
無
ク
）
渡
口
（
十
八
日
会
）

比
嘉
（
佑
・
無
ク
）
の
四
議
員
。

地
主
、
減
歩
率
に
反
対
／
寄
宮

の
区
画
整
理
／
頭
を
痛
め
る

市
当
局

〔
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那
覇
市
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
対
し
政

府
か
ら
は
じ
め
て
の
補
助
を
得
て
、
新
年
度

か
ら
寄
宮
地
区
の
区
画
整
理
事
業
を
実
施
す

る
計
画
だ
が
、
関
係
地
主
が
〝
減
歩
率
が
高

す
ぎ
る
〟
と
市
当
局
、
議
会
に
陳
情
し
た
た

め
、
そ
の
処
理
に
頭
を
痛
め
て
い
る
。

　

市
の
事
業
計
画
で
は
、
政
府
か
ら
十
万

㌦
、
市
負
担
十
万
㌦
、
地
主
負
担
六
万
五
千

㌦
、
合
計
二
十
六
万
五
千
㌦
を
投
じ
、
六
四

年
度
か
ら
四
か
年
計
画
で
、〝
ス
ラ
ム
街
〟
化

し
つ
つ
あ
る
寄
宮
地
区
の
区
画
整
理
を
完
了

す
る
と
い
う
。

こ
の
ば
あ
い
、
地
主
は
直
接
金
銭
の
負
担
で

は
な
く
、
各
地
主
が
所
有
土
地
の
二
五
％
ず

つ
を
提
供
、
そ
れ
を
道
路
や
児
童
小
公
園
敷

地
に
あ
て
る
ほ
か
、
公
入
札
で
売
っ
て
、
そ

の
資
金
を
事
業
費
に
あ
て
る
考
え
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
区
画
整
理
区
域
の
地
主

（
代
表
玉
城
全
助
さ
ん
ほ
か
九
十
七
人
）
は

「
原
則
的
に
区
画
整
理
事
業
に
は
賛
成
す
る

が
、
減
歩
率
平
均
二
五
％
は
、
小
地
主
に
は

負
担
過
重
で
あ
る
。
減
歩
率
を
一
〇
％
以
下

に
し
て
ほ
し
い
」
と
陳
情
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

　

①
屋
敷
に
な
る
部
分
に
対
し
、
道
路
に
な
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る
部
分
が
多
す
ぎ
る
最
小
限
度
に
止
め
て
ほ

し
い
②
児
童
公
園
は
公
共
施
設
で
あ
り
、
政

府
か
市
の
負
担
で
計
画
す
べ
き
。
地
主
に
そ

の
敷
地
を
提
供
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
③
日
本

の
一
県
で
あ
り
、
戦
災
都
市
を
復
興
さ
せ
る

と
い
う
点
か
ら
、
本
土
政
府
に
大
幅
な
援
助

を
要
請
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

10
％
で
は
不
可
能

花
城
建
設
部
長
の
話　

減
歩
率
一
〇
％
で
は
、

区
画
整
理
事
業
の
目
的
は
達
成
で
き
な
い
。

技
術
的
に
も
困
難
で
あ
る
。
道
と
道
の
間
を

三
十
六
㍍
（
二
十
間
）
で
区
切
り
、
屋
敷
は

み
な
道
に
面
し
て
い
る
。

そ
れ
を
七
十
二
㍍
（
四
十
間
）
で
区
切
っ

て
屋
敷
の
奥
ゆ
き
を
も
た
す
よ
う
に
す

れ
ば
、
道
も
半
分
く
ら
い
で
す
む
、
と
い

う
の
が
地
主
の
い
い
分
だ
が
、
そ
う
な
る

と
ず
っ
と
奥
の
地
主
は
、
各
自
で
私
道
を

通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
つ

ぶ
れ
る
分
を
計
算
す
る
と
、
結
局
お
な
じ

二
五
％
の
減
歩
と
な
る
。
児
童
小
公
園
は

公
共
施
設
と
い
っ
て
も
、
そ
の
区
域
の
人

た
ち
が
利
用
す
る
の
で
あ
る
。

本
土
で
も
区
画
整
理
区
域
内
に
設
置
さ

れ
る
子
ど
も
の
遊
び
場
の
敷
地
は
、
関
係

地
主
が
負
担
し
て
い
る
。

美
栄
橋
そ
の
他
の
区
画
整
理
は
、
政
府
か

ら
の
補
助
も
な
く
、
市
財
政
も
貧
弱
な
た

め
、
地
主
の
三
〇
％
の
減
歩
率
で
負
担
し

て
い
る
。
寄
宮
地
区
の
区
画
整
理
事
業
の

実
施
は
、
議
会
の
承
認
を
得
た
あ
と
事
業

計
画
案
を
政
府
に
提
出
、
政
府
が
最
終
決

定
す
る
。
施
工
ま
え
に
十
日
間
の
異
議
申

し
立
て
の
期
間
が
あ
る
が
、
政
府
が
認
可

す
れ
ば
、
市
は
そ
の
と
お
り
強
行
す
る
。

町
の
発
展
は
、
立
派
な
道
が
あ
る
こ
と
で

約
束
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
長
い
目
で
み

て
市
の
計
画
に
協
力
し
て
も
ら
う
よ
う

関
係
地
主
と
話
し
あ
い
た
い
。

給
水
課
な
ど
新
設
／
那
覇
市
会

／
上
程
議
案
つ
ぎ
つ
ぎ
可
決 
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那
覇
市
会
本
会
議
は
、
二
十
四
日
午
前
十
時

十
五
分
か
ら
開
か
れ
た
。
市
当
局
上
程
議
案

に
つ
い
て
各
委
員
長
か
ら
委
員
会
の
審
議
結

果
報
告
が
あ
り
、
質
疑
、
討
論
、
表
決
が
お

こ
な
わ
れ
た
。
議
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
す
す
め

ら
れ
、
午
前
中
に
十
六
件
を
原
案
通
り
可
決

し
た
。

　

と
く
に
政
府
補
助
や
起
債
な
ど
に
よ
っ
て

公
営
住
宅
、
市
営
住
宅
建
設
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
関
係
か
ら
、
こ
ん
ど
の
市
部
課
設
置

条
例
の
改
正
で
は
建
設
部
に
「
住
宅
建
設

課
」
さ
ら
に
下
水
道
の
整
備
強
化
の
た
め

「
下
水
道
課
」
漏
水
対
策
強
化
の
た
め
水
道
部

に
給
水
課
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

市
営
住
宅
設
置
お
よ
び
管
理
条
例
制
定

に
つ
い
て
、
儀
間
議
員
（
人
民
党
）
黒
潮
議

員
（
人
民
党
）
が
「
第
一
、
二
種
に
つ
い
て

は
家
賃
が
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
種
に

つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
公
営
住

宅
も
来
年
の
五
月
ま
で
に
し
か
完
成
し
な
い

の
で
、
九
月
議
会
で
改
め
て
審
議
し
た
方
が

よ
い
。
審
議
が
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な

い
」
と
反
対
意
見
を
の
べ
た
。
こ
れ
に
対
し

名
城
議
員
（
十
八
日
会
）
が
「
第
三
種
は
公

営
住
宅
法
対
象
外
で
あ
り
べ
つ
に
定
め
ら
れ

る
性
質
の
も
の
で
あ
る
」
と
賛
成
意
見
を
の

べ
た
。
採
決
の
う
え
賛
成
多
数
で
原
案
通
り

可
決
さ
れ
た
。

　

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案　

▽
那
覇
市
報
酬

お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正
▽
那
覇

市
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改

正
▽
那
覇
市
職
員
に
対
す
る
期
末
手
当
支
給

条
例
の
一
部
改
正
▽
那
覇
市
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
▽
那
覇
市
部
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正
▽
那
覇
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
▽
那
覇
市
有
和
牛
貸
し
付
け
条
例
の
一

部
改
正
▽
那
覇
市
営
住
宅
設
置
お
よ
び
管
理

条
例
制
定
▽
所
属
未
定
地
の
那
覇
市
行
政
区

域
へ
の
編
入
▽
泊
・
安
謝
間
公
有
水
面
埋
め

立
て
事
業
継
続
費
支
出
年
度
の
延
長
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

那
覇
市
会
／
分
水
協
定
、
ベ
・

ア
で
も
む
／
当
局
派
、
表
決

で
押
し
切
る 
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二
十
四
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
、
午
後
一

時
二
十
五
分
か
ら
再
開
さ
れ
十
四
件
の
議

案
（
午
前
中
十
六
件
）
を
原
案
通
り
可
決
し

た
。
な
か
で
も
水
道
公
社
と
の
分
水
協
定
締

結
問
題
、
市
三
役
の
一
律
五
十
㌦
ベ
・
ア
、
新

庁
舎
建
設
場
所
の
決
定
に
つ
い
て
は
激
し
い

討
論
が
か
わ
さ
れ
、
さ
い
ご
に
表
決
で
決
ま

っ
た
。

　

分
水
協
定
に
つ
い
て
は
、
水
道
公
社
か
ら

の
申
し
入
れ
で
、
市
当
局
は
公
社
案
を
あ
る

て
い
ど
改
正
し
て
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
踏
み

き
っ
た
。
市
当
局
で
は
「
市
の
水
道
事
業
運

営
が
ま
ず
い
と
公
社
が
み
た
ば
あ
い
は
、
公

社
が
事
業
を
運
営
す
る
と
な
っ
て
い
る
の
を
、

公
社
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
運
営
す
る
と
改

め
た
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
の
条
項
に
市
の
意
見

を
と
り
入
れ
て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

質
疑
の
あ
と
真
栄
田
議
員
(
人
民
党
)

が
「
立
法
院
で
志
村
建
運
局
長
は
平
良
議
員

（
幸
・
社
大
）
の
質
問
に
対
し
、
分
水
協
定

を
結
ぶ
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
関
係
市

町
村
長
と
も
話
し
あ
い
、
よ
く
指
導
し
て
い

き
た
い
と
の
べ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
り
、
市
議

会
と
し
て
も
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

九
月
定
例
議
会
ま
で
継
続
審
議
に
し
た
方
が
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一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
六
月

よ
い
」
と
動
議
を
出
し
た
。
こ
れ
に
同
意
し

た
の
は
人
民
党
と
社
大
党
の
六
議
員
だ
け
で
、

討
論
の
あ
と
表
決
に
も
ち
込
ま
れ
た
。
ま
た

真
栄
田
、
金
城
（
吾
・
社
大
）
両
議
員
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
強
い
反
対
意
見
を
の
べ
た
。

こ
の
協
定
案
に
は
、
水
の
確
保
に
つ
い
て

明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
年
間
四
億
五
千
ガ

ロ
ン
、
一
日
最
低
百
十
万
ガ
ロ
ン
（
四

十
ト
ン
）
を
市
に
供
給
す
る
こ
と
が

う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
公
社
の
能

力
の
範
囲
内
で
努
力
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
努
力
し
た
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
え
ば
そ
れ
ま
で
の
こ
と
、
協
定
を
結
ん

で
も
意
味
が
な
い
。
こ
ん
ど
の
渇
水
期
で

も
協
定
を
結
ん
で
な
い
が
、
ち
ゃ
ん
と
そ

の
倍
以
上
の
水
は
送
ら
れ
て
い
る
。

こ
ん
ど
の
料
金
値
下
げ
折
衝
が
、
協
定
に

よ
っ
て
弱
め
ら
れ
る
結
果
に
な
る
。
公
社

か
ら
の
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
市
自
体
で

適
正
料
金
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。
値
下

げ
ム
ー
ド
を
表
に
出
し
て
い
る
が
、
そ
の

裏
に
は
水
の
軍
管
理
が
か
く
さ
れ
て
い

る
。
水
道
法
に
は
首
席
権
限
で
適
正
な
水

道
運
営
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
協
定
を
結

ぶ
こ
と
は
水
道
法
の
無
視
で
あ
り
自
治

体
の
侵
害
を
自
ら
ま
ね
き
、
市
の
無
能
ぶ

り
を
表
明
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
比
嘉
（
朝
・
十
八
日
会
）
金

城
（
武
・
無
ク
）
両
議
員
は
「
市
民
の
需
要

を
満
た
し
、
さ
ら
に
こ
ん
ご
の
給
水
の
安
定

性
を
は
か
る
に
は
、
協
定
を
結
ぶ
べ
き
で
あ

る
。
自
治
権
の
侵
害
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

は
な
い
が
、
政
府
に
公
益
事
業
委
員
会
が
で

き
る
ま
で
の
措
置
で
あ
る
。
協
定
の
意
図

は
、
市
民
に
で
き
る
だ
け
安
い
水
を
与
え
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
賛
成
意
見
を
出
し

た
。
表
決
の
結
果
は
二
十
一
対
六
。

　

給
与
の
一
部
改
正

　

那
覇
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
で
、
市
長
三
百
㌦
、
助
役
二
百
五
十

㌦
、
収
入
役
二
百
㌦
と
な
る
。
市
職
員
は
平

均
五
㌦
三
十
二
㌣
の
ベ
・
ア
で
、
平
均
給
与

は
七
十
一
㌦
九
十
一
㌣
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
黒
潮
議
員
（
人
民
党
）
が
「
市

当
局
は
、
単
に
人
口
だ
け
を
本
土
の
類
似
市

と
比
較
し
、
財
政
規
模
は
み
て
い
な
い
。
中

央
税
の
移
管
な
ど
、
財
政
が
も
っ
と
豊
か
に

な
っ
て
か
ら
上
げ
る
べ
き
だ
。
現
在
の
給
与

で
よ
い
」
と
修
正
案
を
出
し
た
。
こ
れ
に
対

し
辺
野
喜
議
員
（
十
八
日
会
）
は
「
黒
潮
議

員
は
、
財
政
面
が
貧
し
い
こ
と
を
強
く
主
張

し
て
い
る
が
、
久
場
川
の
公
営
住
宅
敷
地

内
の
墓
の
補
償
、
市
職
労
の
ベ
・
ア
の
時
に

は
、
い
く
ら
で
も
出
せ
る
よ
う
な
い
い
方
を

し
て
い
な
が
ら
、
三
役
の
ベ
・
ア
の
時
に
な
っ

て
財
政
面
を
理
由
に
反
対
し
て
い
る
の
は
納

得
で
き
な
い
」
と
修
正
案
に
反
対
し
た
。
表

決
の
結
果
、
人
民
党
の
黒
潮
、
真
栄
田
、
儀

間
三
議
員
と
久
高
議
員
（
無
・
人
民
党
系
）

を
の
ぞ
き
、
全
員
が
修
正
案
に
反
対
し
た
。

　

新
庁
舎
の
敷
地
／
警
本
横
に
決
る

　

那
覇
市
役
所
位
置
の
変
更
条
例
制
定
に
よ

り
、
市
当
局
は
新
庁
舎
を
警
本
横
の
市
有
地

（
下
泉
、
上
泉
、
美
栄
橋
の
三
町
に
ま
た
が

る
）
に
設
置
す
る
考
え
で
、
交
通
、
官
公
庁

と
の
関
係
、
市
の
美
観
な
ど
す
べ
て
の
面
か

ら
み
て
、
第
二
候
補
地
の
与
儀
（
農
研
所

跡
）
よ
り
も
い
い
、
と
説
明
し
て
い
る
。
黒

潮
議
員
（
人
民
党
）
は
「
支
所
は
そ
の
ま
ま

存
置
さ
れ
る
の
で
、
一
部
市
民
に
し
か
利
便

を
与
え
な
い
。
警
本
横
の
土
地
を
売
る
と
、

少
な
く
と
も
五
十
万
㌦
に
は
な
り
銀
行
か
ら

借
り
な
く
て
す
む
。
公
園
の
中
に
庁
舎
が
で

き
る
こ
と
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
り
、
美

観
か
ら
い
っ
て
も
与
儀
に
建
て
た
ほ
う
が
よ

い
」
と
反
対
し
た
。

こ
れ
に
対
し
宮
里
議
員
（
十
八
日
会
）
が
、
市

当
局
案
支
持
の
賛
成
意
見
を
出
し
、
二
十
三

対
四
で
原
案
通
り
き
ま
っ
た
。

所
得
税
の
減
税
実
現
を
／
那
覇

市
会
／
本
会
議
で
要
請
決
議 
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二
十
五
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
（
大
山
盛
幸

副
議
長
）
は
午
前
十
時
十
五
分
か
ら
開
か
れ

た
が
、
社
大
党
の
森
田
、
金
城
両
議
員
の
緊

急
動
議
で
、
二
十
五
日
午
後
の
本
会
議
で
立

法
院
と
行
政
府
あ
て
、
所
得
税
減
税
実
現
の

要
請
決
議
を
行
な
う
。
さ
ら
に
寄
宮
地
区
の

区
画
整
理
事
業
、
旭
町
埋
立
地
の
随
意
契
約

に
よ
る
処
分
問
題
で
激
論
が
か
わ
さ
れ
た
。

　

寄
宮
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
さ
き
に
地
主
（
代
表
玉
城
全
助
さ
ん

ほ
か
九
十
七
人
）
か
ら
、
市
当
局
の
計
画
し

て
い
る
土
地
の
減
歩
率
二
五
％
で
は
負
担
が

重
す
ぎ
る
。
一
〇
％
に
し
て
ほ
し
い
、
と
の

陳
情
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
市
当
局
と
話

し
合
っ
た
結
果
、
陳
情
は
取
り
下
げ
ら
れ
て

い
る
。

本
会
議
で
は
一
部
の
反
対
は
あ
っ
た
が
、
表

決
の
結
果
、
人
民
党
議
員
四
人
の
ほ
か
全
員

が
賛
成
し
、
土
地
の
減
歩
率
二
五
％
で
区
画

整
理
事
業
実
施
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　

埋
め
立
て
地
の
処
分
は
／
随
意
契
約
で

　

旭
町
公
有
水
面
埋
め
立
て
地
を
随
意
契
約

で
六
か
所
に
売
る
こ
と
に
つ
い
て
黒
潮
（
人

民
）
、
久
高
（
無
・
人
民
系
）
両
議
員
は
「
市

の
財
産
を
処
分
す
る
場
合
は
、
一
般
競
争
入

札
を
原
則
と
す
べ
き
で
あ
る
。
随
意
契
約

は
、
市
民
の
疑
惑
を
ま
ね
く
も
の
で
あ
り
、

だ
れ
が
み
て
も
地
代
（
五
〇
～
六
〇
㌦
）
は

安
す
ぎ
る
。
申
請
者
の
中
に
は
八
〇
㌦
で
買

っ
て
も
よ
い
と
い
っ
て
い
る
の
も
い
る
」
と

反
対
し
た
。
こ
れ
に
対
し
具
志
（
十
八
日

会
）
、
名
城
（
十
八
日
会
）
両
議
員
は
「
売

却
土
地
六
千
三
百
八
十
坪
に
対
し
、
申
請
は
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一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
六
月

五
万
三
千
二
百
八
十
坪
と
い
う
八
倍
半
の
申

し
込
み
。
そ
れ
を
競
争
に
も
っ
て
い
く
と
、
都

計
上
の
目
的
達
成
が
で
き
る
か
ど
う
か
不
安

で
あ
る
。
条
例
の
範
囲
内
で
、
市
長
の
意
図

し
て
い
る
都
計
を
生
か
し
て
い
く
上
か
ら
も
、

随
意
契
約
で
い
く
べ
き
だ
」
と
市
当
局
案
を

支
持
し
た
。
表
決
の
結
果
は
賛
成
多
数
で
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

大
弦
小
弦 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
６
・
26
〕

戦
前
か
ら
の
オ
ン
ボ
ロ
校
舎
に
仮
住
ま
い
し

て
い
る
那
覇
市
役
所
は
、
こ
ん
ど
デ
ラ
ッ
ク

ス
な
新
庁
舎
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
敷

地
も
警
察
本
部
う
ら
の
市
有
地
に
決
定
し
、

新
予
算
が
ま
と
ま
り
し
だ
い
、
着
工
を
待
つ

ば
か
り
で
あ
る
▼
と
こ
ろ
で
こ
の
庁
舎
敷
地

の
選
定
を
め
ぐ
っ
て
、
市
会
で
ず
い
ぶ
ん
も

め
た
よ
う
だ
。
市
当
局
で
は
第
一
案
を
警
本

裏
、
第
二
案
を
与
儀
試
験
場
跡
、
こ
の
二
か

所
を
候
補
地
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た

が
、
け
っ
き
ょ
く
政
治
セ
ン
タ
ー
の
一
角
を

占
め
て
い
る
警
本
裏
を
最
適
地
と
し
て
市
会

の
承
認
を
求
め
た
。
お
そ
ら
く
与
党
、
野
党

と
い
わ
ず
簡
単
に
通
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
に

違
い
な
い
▼
し
か
し
一
部
議
員
は
、
最
後
ま

で
試
験
場
あ
と
を
主
張
し
て
ゆ
ず
ら
ず
、
と

う
と
う
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
二
十
三
対

四
で
当
局
案
が
認
め
ら
れ
た
。
や
は
り
行
政

府
や
立
法
院
、
そ
の
他
関
係
官
庁
の
集
ま
っ

て
い
る
地
域
が
、
何
か
と
つ
ご
う
が
よ
か
ろ

う
と
の
常
識
的
な
考
え
方
に
落
ち
つ
い
た
か

っ
こ
う
だ
▼
考
え
て
み
る
と
役
所
の
位
置
の

問
題
は
、
市
民
に
と
っ
て
非
常
に
関
心
が
深

い
も
の
で
、
地
方
に
お
い
て
は
移
す
、
移
さ

な
い
で
い
い
争
い
を
つ
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
役
所
は
自
治
体
の
中
心
に
な
る
わ

け
だ
か
ら
、
住
民
の
便
不
便
と
、
地
域
感
情

も
か
ら
み
合
っ
て
な
か
な
か
う
る
さ
い
。
議

会
で
大
問
題
に
な
る
の
も
こ
う
い
っ
た
背
景

が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
▼
し
か
し
那
覇
市
の
場

合
は
そ
れ
ほ
ど
む
ず
か
し
く
考
え
な
く
と
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
市
民
の
便
利
さ
か
ら

み
て
も
、
い
ず
れ
も
五
十
歩
、
百
歩
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
、
目
く
じ
ら
を
立
て
て
い
が
み

合
い
を
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
行
政
運
営

の
面
か
ら
、
あ
る
い
は
外
来
客
も
多
い
と
こ

ろ
か
ら
、
や
は
り
政
治
セ
ン
タ
ー
の
近
く
を

選
ん
だ
方
が
よ
い
と
思
う
▼
旧
試
験
場
あ
と

は
、
都
市
計
画
で
も
文
化
、
娯
楽
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

利
用
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
市

庁
舎
を
割
り
込
ま
せ
て
不
自
然
な
形
に
す
る

の
は
、
都
計
上
も
考
え
も
の
だ
。
そ
の
土
地

の
価
値
を
最
大
に
生
か
す
工
夫
が
、
何
よ
り

も
の
ぞ
ま
し
い
▼
敷
地
も
決
定
し
、
資
金
の

見
通
し
も
つ
い
た
よ
う
だ
か
ら
、
こ
ん
ご
の

問
題
は
、
早
く
近
代
ビ
ル
を
つ
く
り
あ
げ
る

こ
と
だ
。
今
の
ボ
ロ
庁
舎
で
は
仕
事
の
能
率

も
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
あ
ち
こ
ち
に
分

散
し
て
役
所
機
能
は
半
減
し
て
い
る
。
ま
た

学
校
に
返
せ
ば
、
校
舎
不
足
も
だ
い
ぶ
緩
和

さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
、
新
庁
舎
建
設
に
馬
力

を
か
け
て
ほ
し
い
。

「
減
税
要
請
」
全
会
一
致
で
決
議

／
那
覇
市
会
／
最
終
日
の
緊

急
動
議
で 
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さ
る
一
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
第
五
十
七
回

那
覇
市
定
例
議
会
は
、
二
十
五
日
の
本
会
議

で
、
市
当
局
か
ら
上
程
さ
れ
た
四
十
六
件
の

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
議
会
に
陳
情
さ

れ
た
三
十
七
件
の
う
ち
十
一
件
採
択
、
七
件

不
採
択
、
十
九
件
を
委
員
会
の
継
続
審
議
に

す
る
こ
と
で
処
理
し
た
。
最
後
に
立
法
院
あ

て
の
「
所
得
税
減
税
の
実
現
要
請
」
を
全
会

一
致
で
決
議
、
二
十
五
日
間
の
会
期
を
閉
じ

た
。

　

二
十
五
日
午
後
の
本
会
議
は
、
一
時
半
か

ら
再
開
さ
れ
、
六
四
年
度
の
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
、
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
、
同
一
般
会
計
予

算
中
心
に
審
議
し
た
が
、
一
人
の
反
対
意
見

も
な
く
全
議
員
が
原
案
を
認
め
た
。
所
得
税

減
税
の
実
現
要
請
に
つ
い
て
は
、
社
大
党
の

森
田
、
金
城
両
議
員
が
午
前
中
の
本
会
議
で

緊
急
動
議
を
出
し
た
。
は
じ
め
森
田
議
員
は

「
総
務
委
員
会
に
決
議
内
容
を
検
討
さ
せ
た

ら
」
と
参
考
意
見
を
の
べ
た
が
、
全
議
員
が

即
座
に
動
議
を
み
と
め
、
大
山
副
議
長
（
議

長
代
理
）
の
提
案
で
、
決
議
文
案
を
ま
と
め

る
よ
う
金
城
議
員
に
一
任
し
た
。
午
後
の
本

会
議
で
同
議
員
が
決
議
文
案
を
説
明
、
も
ん

く
な
し
に
全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
た
。

つ
ぎ
は
そ
の
主
な
内
容
。

　

立
法
院
の
「
所
得
税
法
の
一
部
改
正
」
審

議
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
は
、
県
民
の
期
待

に
反
す
る
。
沖
縄
の
所
得
税
は
、
世
界
に
例

の
な
い
高
率
税
で
あ
り
、
悪
税
と
い
わ
れ
、

政
府
統
計
庁
の
出
し
た
標
準
生
計
費
に
大
き

く
く
い
込
ん
で
い
る
。
本
土
で
は
、
所
得
の

ノ
ビ
に
応
じ
て
毎
年
減
税
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
沖
縄
で
は
五
七
年
か
ら
一
度
も

減
税
措
置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
実
質
的
に

県
民
に
増
税
を
強
い
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

税
制
審
議
会
で
も
こ
れ
が
指
摘
さ
れ
た
が
実

現
さ
れ
ず
、
世
論
の
強
い
批
判
を
う
け
て
い

る
。
立
法
院
は
今
会
期
中
に
、
ぜ
ひ
所
得
税

の
軽
減
を
は
か
り
、
か
つ
低
所
得
層
へ
大
幅

軽
減
の
措
置
を
講
じ
、
県
民
の
要
求
に
応
え

る
よ
う
、
第
五
十
七
回
那
覇
市
定
例
議
会
の

名
に
お
い
て
要
請
す
る
。
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六
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給
水
課
な
ど
四
課
新
設
／
新

年
度
の
機
構
改
革
／
職
員

九
十
三
人
も
増
員 
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那
覇
市
は
新
年
度
の
一
部
機
構
改
革
に
と

も
な
い
、
市
職
定
員
九
十
三
人
を
増
員
、

千
百
七
十
三
人
に
ふ
く
れ
る
。

機
構
強
化
の
面
で
は
建
設
部
に
下
水
道
課
、

住
宅
建
設
課
。
水
道
部
に
給
水
課
、
経
理
課

が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
八
係
が
お
か
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
商
工
観
光

課
の
商
工
宣
伝
係
が
観
光
係
に
、
建
設
庶
務

課
の
管
理
係
が
土
木
課
管
理
係
に
そ
れ
ぞ
れ

吸
収
さ
れ
、
二
係
が
消
え
る
。

定
員
増
は
、
一
般
事
務
関
係
で
七
十
九
人
ふ

え
て
八
百
六
十
三
人
、
水
道
関
係
十
一
人
ふ

え
て
二
百
十
二
人
、
消
防
署
三
人
ふ
え
て

五
十
八
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
事
務
に
は

十
八
人
の
保
育
所
（
三
か
所
）
の
定
員
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
同
保
育
所
は
本
土
政
府
援
助

で
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
実
現
す
る

ま
で
採
用
は
保
留
し
て
い
る
。
ま
た
水
道
事

業
関
係
増
員
も
「
公
益
企
業
法
」
の
公
布
を
ま

っ
て
お
こ
な
う
。
こ
の
ほ
か
の
増
員
に
つ
い

て
は
来
週
か
ら
実
施
す
る
計
画
だ
が
、
現
在

の
臨
時
雇
用
員
の
五
十
人
の
な
か
か
ら
、
恒

久
的
業
務
面
の
就
業
者
を
優
先
し
て
二
十
二

人
を
定
員
化
す
る
と
い
う
。

都
市
づ
く
り
に
新
し
い
動
き
／

高
良
市
議
長
ら
／
各
県
視
察

か
ら
帰
る 
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先
月
下
旬
九
州
市
会
議
長
会
と
全
国
市

会
議
長
会
に
参
加
し
た
那
覇
市
高
良
一

議
長
、
同
議
会
事
務
局
玉
城
三
郎
議
事
課

長
は
、
二
十
九
日
帰
任
し
た
。
今
度
の
出

張
で
鹿
児
島
、
大
分
、
別
府
、
滋
賀
、
奈

良
、
京
都
、
大
阪
、
岐
阜
、
名
古
屋
、
静

岡
、
東
京
の
各
地
の
行
政
状
況
を
視
察

「
市
町
村
合
併
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、

都
市
づ
く
り
も
新
し
い
判
例
が
生
ま
れ

る
な
ど
新
し
い
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
こ

ん
ご
の
那
覇
市
の
都
計
事
業
、
広
域
都
市

づ
く
り
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
」
と
、

あ
ら
ま
し
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

活
気
あ
る
合
併

　

九
州
市
会
議
長
会
、
全
国
市
会
議
長
会
へ

の
出
席
の
た
め
二
十
日
間
本
土
出
張
し
た

が
政
治
、
経
済
面
に
新
し
い
動
き
を
み
せ

て
い
る
。
市
町
村
合
併
は
「―

合
併
督
励

法
」
に
よ
っ
て
さ
き
に
北
九
州
市
が
誕
生
し

た
が
、
こ
ん
ど
は
鶴
先
、
大
南
、
大
有
、
坂

野
、
大
分
市
、
大
分
町
の
六
市
町
が
合
併
し

て
二
十
万
七
千
人
の
〝
大
分
市
〟
が
誕
生
し

た
。
と
く
に
新
し
い
産
業
都
市
と
し
て
の
発

展
を
め
ざ
し
て
い
る
。
議
員
の
任
期
は
二
か

年
延
長
さ
れ
て
お
り
、
百
余
人
の
議
員
が
講

堂
で
議
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
府
県

合
併
の
話
も
出
、
す
で
に
三
重
、
岐
阜
、
愛

知
三
県
の
合
併
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
土

で
は
市
町
村
合
併
は
政
治
家
の
常
識
と
し
て

動
き
つ
つ
あ
る
。

交
通
網
の
発
達
で
世
界
が
せ
ま
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
こ
う
し
た
動
き
は
当
然
に
な
っ
て
く

る
。

　

公
共
の
た
め
に
個
人
財
産
使
用
も
規
制

　

水
源
開
発
問
題
で
も
、滋
賀
県
は
「
琵
琶
湖

パ
イ
プ
送
水
」
を
計
画
し
て
い
る
が
、
下
流

が
京
都
、
大
阪
府
領
域
に
な
っ
て
い
る
。
同

県
で
は
京
阪
側
と
協
議
の
う
え
同
意
を
得
る

の
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
意
が
な
く

て
も
河
川
行
政
監
督
会
で
、
下
流
二
府
と
の

協
議
書
だ
け
を
そ
え
て
申
請
、
建
設
大
臣
の

裁
決
で
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
奈
良

県
で
は
〝
た
め
池
〟
係
争
で
新
判
例
が
出
さ

れ
た
。
個
人
有
地
だ
か
ら
と
い
っ
て
池
の
破

損
、
決
壊
の
原
因
と
な
る
た
め
池
の
堤
を
使

う
（
こ
の
場
合
は
木
を
植
え
る
）
こ
と
は
何

人
に
も
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
り
、
憲

法
、
民
法
以
前
の
問
題
で
、
こ
れ
ら
の
行
為

を
条
例
で
禁
止
処
罰
し
て
も
違
憲
、
違
法
で

は
な
い
と
最
高
裁
が
新
判
例
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
つ
ま
り
個
人
の
財
産
で
も
公
共
の
福

祉
の
た
め
な
ら
条
例
で
規
制
で
き
る
わ
け
だ
。

こ
れ
で
た
め
池
の
多
い
近
畿
西
日
本
の
各
県

で
も
同
じ
よ
う
な
条
例
を
設
け
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。
那
覇
市
で
も
条
例
を
制
定

す
れ
ば
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
な
ど
同
じ
こ
と

が
い
え
る
わ
け
だ
。
市
条
例
は
終
戦
直
後
の

も
の
で
あ
り
、
こ
ん
ご
国
際
都
市
を
建
設
し

て
い
く
う
え
に
ふ
さ
わ
し
い
条
例
が
必
要
だ
。

　

観
光
施
設
の
強
化

　

観
光
事
業
で
も
、
別
府
市
で
は
香
港
と
姉

妹
都
市
の
縁
結
び
を
計
画
、
同
時
に
毎
年
香

港
観
光
を
計
画
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
沖

縄
は
素
通
り
で
金
は
落
ち
な
い
。
ほ
か
の
都

市
で
も
台
湾
、
香
港
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
観
光

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
沖
縄
は

観
光
施
設
を
充
実
し
受
け
入
れ
策
を
強
化
し

な
い
こ
と
に
は
観
光
客
は
よ
そ
に
ひ
か
れ
て

し
ま
う
。

財
源
の
再
分
配
表
面
化
／
西
銘

那
覇
市
長
／
政
府
税
の
市
町

村
委
譲
要
請 
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十
日
午
後
、
西
銘
那
覇
市
長
は
行
政
府
に
大

田
主
席
を
訪
れ
、
政
府
税
の
た
ば
こ
消
費

税
、
遊
興
飲
食
税
を
市
町
村
に
委
譲
す
る
よ

う
強
く
要
請
し
た
。

　

行
政
府
は
八
月
ご
ろ
か
ら
米
琉
合
同
の
財

政
協
議
会
を
設
け
て
政
府
、
市
町
村
財
政
を

総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

そ
の
さ
い
市
町
村
側
で
は
と
く
に
中
央
、
地

方
と
の
財
源
の
再
分
配
を
真
剣
に
取
り
上
げ
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一
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昭
和
三
十
八
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）
七
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る
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
、
沖
縄
市
町
村
長

会
や
同
議
長
会
で
は
行
政
府
に
た
い
し
、
地

方
制
度
調
査
会
を
設
け
て
中
央
と
地
方
と
の

財
源
の
再
分
配
や
地
方
自
治
の
強
化
、
政
府

か
ら
市
町
村
へ
の
事
務
委
託
な
ど
問
題
点
を

検
討
し
て
そ
の
結
論
を
こ
ん
ご
の
地
方
行
財

政
に
か
ん
す
る
施
策
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
求

め
て
お
り
行
政
府
の
地
方
行
財
政
政
策
は
根

本
的
な
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
市
町
村
が
積
極
的
に
財
源
の

再
分
配
を
要
求
し
て
き
て
い
る
お
も
な
理
由

と
し
て
は
①
現
行
の
市
町
村
税
、
市
町
村
交

付
税
の
一
般
財
源
で
人
件
費
、
物
件
費
の
経

常
的
経
費
を
ま
か
な
い
き
れ
ず
財
政
の
自
主

性
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
②
年
を
追
っ
て
日

米
政
府
に
よ
る
沖
縄
援
助
費
が
増
額
す
る
傾

向
に
あ
る
が
、
こ
の
事
業
執
行
に
あ
た
っ
て

市
町
村
負
担
の
対
応
費
も
ふ
え
て
こ
れ
が
貧

困
な
市
町
村
財
政
を
い
っ
そ
う
圧
迫
し
て
い

る―

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

市
町
村
側
と
し
て
は
、
現
行
の
市
町
村
交

付
税
を
お
も
に
し
た
政
府
の
地
方
財
政
政
策

で
は
あ
ま
り
に
ナ
マ
ぬ
る
い
と
し
て
、
財
源

の
再
分
配
と
い
う
積
極
的
な
か
ま
え
に
移
っ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
行
政
府
内
部
で
も
遊

興
飲
食
税
を
市
町
村
に
委
譲
す
る
こ
と
に
つ

い
て
反
対
意
見
は
な
い
が
、
市
町
村
で
ザ
ル

法
と
い
わ
れ
る
そ
の
執
行
に
手
を
焼
こ
う
と

み
て
い
る
。
ま
た
た
ば
こ
消
費
税
の
委
譲
に

つ
い
て
は
政
府
財
源
の
確
保
と
い
う
面
か
ら

反
対
す
る
む
き
が
強
い
。

ガ
ー
ブ
川
店
舗
工
事
の
中
止
／

政
府
間
で
見
解
の
相
違
／
組

合
…
間
に
は
さ
ま
れ
被
害 
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ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
と
並
行
し
て
行

な
わ
れ
て
き
た
水
上
店
舗
の
建
築
が
、
民

政
府
の
工
事
ス
ト
ッ
プ
命
令
で
四
十
日

余
り
も
放
置
さ
れ
問
題
化
し
て
き
て
い

る
。
そ
こ
で
水
上
店
舗
の
建
築
問
題
を
焦

点
に
解
説
し
て
み
た
。

○
…
ま
ず
水
上
店
舗
の
建
築
が
中
止
さ
れ
る

ま
で
の
経
過
を
み
て
み
よ
う
。
ガ
ー
ブ
川
改

修
工
事
は
那
覇
市
の
都
市
計
画
の
一
環
と
し

て
六
二
年
九
月
一
日
着
工
さ
れ
た
。
そ
の
間

に
民
政
府
資
金
二
十
五
万
㌦
を
中
心
に
民
政

府
と
の
調
整
が
行
な
わ
れ
た
が
、
結
局
工
事

施
工
は
建
設
運
輸
局
が
責
任
を
持
ち
、
水
上

店
舗
の
移
転
ま
た
は
工
事
に
支
障
あ
る
か
所

の
立
ち
の
き
な
ど
に
つ
い
て
は
那
覇
市
が
責

任
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ガ
ー
ブ

川
商
店
街
組
合
員
は
仮
市
場
へ
、
花
屋
通
り

会
員
は
新
栄
通
り
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
移
転
し
た
。

と
こ
ろ
が
移
転
に
際
し
て
建
運
局
と
ガ
ー
ブ

川
の
商
店
街
組
合
と
の
間
に
次
の
よ
う
な
事

項
に
つ
い
て
確
約
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
立
ち
の
き
を
前
に
工
事
責
任
者
の
建

運
局
側
か
ら
志
村
建
運
局
次
長
（
現
局
長
）

宮
城
土
木
課
長
、
野
原
建
築
課
長
、
商
店
街

組
合
側
か
ら
黒
潮
組
合
長
、
真
栄
城
、
山
城

の
両
顧
問
、
施
工
者
側
か
ら
比
嘉
南
洋
土
建

社
長
、
同
大
浜
専
務
が
出
席
①
最
初
の
予
定

（
五
百
六
十
六
・
九
㍍
）
か
ら
縮
小
さ
れ
た

六
十
六
・
九
㍍
の
改
修
工
事
は
、
本
工
事
が

完
工
し
た
ら
す
ぐ
始
め
て
ほ
し
い
②
本
工
事

が
全
部
終
わ
っ
て
か
ら
店
舗
の
建
築
を
は
じ

め
る
と
、
約
二
年
以
上
の
日
時
が
必
要
と
な

る
。
そ
れ
で
は
最
初
の
約
束
と
あ
ま
り
に
も

違
う
の
で
、
工
事
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
部

分
的
に
工
事
検
査
を
行
な
い
店
舗
の
建
築
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
条
件
が

ガ
ー
ブ
川
商
店
街
組
合
か
ら
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
志
村
次
長
は
残
さ
れ
た
部
分
の
工

事
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
予
算
計
上
済
み
で

あ
り
、
引
き
続
き
行
な
う
。
店
舗
の
建
築
に

つ
い
て
は
、
建
設
工
事
請
負
約
款
第
二
十
二

条
を
適
用
し
て
要
望
に
答
え
た
い
と
回
答
し

た
。
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
組
合
で
は
、
こ
の
よ

う
な
志
村
次
長
の
確
約
で
さ
っ
そ
く
移
転
を

は
じ
め
た
。
そ
の
後
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
組
合

で
は
、
建
築
確
認
を
那
覇
市
か
ら
受
け
、
地

主
と
の
賃
貸
契
約
も
結
び
、
南
洋
土
建
と
の

建
築
契
約
も
取
り
か
わ
し
た
。
ま
た
店
舗
の

建
築
資
金
も
自
己
で
負
担
で
き
る
人
を
除
い

て
開
金
ま
た
市
中
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る
手

は
ず
も
整
え
、
六
三
年
五
月
一
日
に
店
舗
の

建
築
を
は
じ
め
た
。
店
舗
の
起
工
式
に
は
、

大
田
主
席
、
志
村
建
運
局
長
、
西
銘
那
覇
市

長
、
長
嶺
立
法
院
議
長
ら
が
出
席
、
旧
盆
ま

で
二
街
区
の
建
築
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

以
上
が
店
舗
建
築
ま
で
の
主
な
経
過
で
あ
る
。

○
…
建
築
を
は
じ
め
て
一
か
月
目
の
六
月
一

日
民
政
府
か
ら
店
舗
の
建
築
中
止
命
令
が
出

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
も
民
政
府
の
マ
ー
フ

ィ
ー
工
務
課
長
は
①
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
中

に
店
舗
の
建
築
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
聞
い

て
い
な
い
②
も
し
工
事
中
に
地
震
な
ど
天
災

地
変
が
起
こ
る
と
店
舗
を
こ
わ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。
工
事
が
全
部
終
わ
っ
て
か

ら
店
舗
の
建
築
は
す
べ
き
だ
と
い
う
二
点
を

あ
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
民
政
府
側
の
工
事
ス

ト
ッ
プ
命
令
に
対
し
、
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
組

合
で
は
、
さ
っ
そ
く
建
運
局
、
那
覇
市
に
対

し
工
事
再
開
を
強
く
申
し
入
れ
た
。
す
な
わ

ち
同
組
合
と
し
て
は
、
移
転
す
る
条
件
と
し

て
志
村
建
運
局
長
（
当
時
は
次
長
）
が
約
束

し
た
こ
と
と
違
う
と
し
て
強
く
政
府
に
当
た

る
と
と
も
に
那
覇
市
に
対
し
て
は
、
補
償
を

要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
志
村
建
運
局
長
は

「
建
設
工
事
請
負
約
款
第
二
十
三
条
に
よ
っ

て
部
分
検
査
が
で
き
、
そ
の
分
の
工
事
は
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
立
ち

場
か
ら
民
政
府
と
折
衝
を
続
け
た
。
と
こ
ろ

ろ
が
民
政
府
で
は
改
修
工
事
と
店
舗
工
事
を
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六
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昭
和
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十
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）
七
月

並
行
し
て
行
な
う
と
改
修
工
事
の
支
障
に
な

り
工
期
内
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
と
い
っ
た
点
か
ら
工
事
再
開
を
承
認
し
て

い
な
い
。
す
な
わ
ち
琉
球
政
府
で
は
法
的
に

も
技
術
的
に
も
大
丈
夫
だ
と
い
う
の
で
着
工

さ
せ
た
工
事
に
対
し
、
民
政
府
で
は
危
険
だ

と
判
断
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
琉
球
政
府

の
い
う
こ
と
は
信
用
で
き
な
い
と
い
う
の
が

民
政
府
の
態
度
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
琉
球
政
府
と
民
政

府
の
見
解
の
相
違
に
よ
っ
て
最
も
被
害
を
受

け
て
い
る
の
が
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
組
合
員
で

あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
財
産
は
琉
球
政
府
で
保

護
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
民
政
府
で
は

琉
球
政
府
の
や
る
こ
と
を
信
用
し
て
い
な
い
。

琉
球
政
府
（
建
運
局
長
）
の
確
約
に
そ
っ
て

移
転
し
た
結
果
が
こ
う
い
っ
た
状
態
を
生
み

だ
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
琉
球
政
府
の
い
う

こ
と
は
信
用
で
き
な
い
」
と
い
う
ガ
ー
ブ
川

商
店
街
組
合
員
の
声
も
無
理
か
ら
ぬ
も
の
で

あ
ろ
う
。
現
に
仮
店
舗
に
移
転
し
た
も
の
の

商
売
が
で
き
ず
銀
行
か
ら
差
し
押
さ
え
ら
れ

一
家
離
散
と
い
う
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
人

も
で
て
い
る
し
、
ま
た
借
金
苦
の
た
め
死
亡

し
た
人
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
琉
球
政
府
に
対

す
る
不
信
感
が
芽
ば
え
て
き
つ
つ
あ
る
。

与
那
原
町
が
積
極
的
／
那
覇
市

隣
接
町
村
の
合
併 
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【
与
那
原
】
与
那
原
、
西
原
、
南
風
原
、

豊
見
城
、
浦
添
の
那
覇
市
へ
の
合
併
問
題

は
、
予
定
通
り
進
ま
ず
、
与
那
原
町
が
い
く

ぶ
ん
積
極
性
を
示
し
て
い
る
程
度
で
、
他
の

村
は
ま
だ
工
作
を
始
め
て
い
な
い
。
浦
添
、

豊
見
城
は
交
付
税
の
な
い
財
政
の
豊
か
な
村
。

そ
れ
で
、
那
覇
市
に
合
併
す
る
必
要
も
な
い

と
し
て
お
り
、
見
通
し
が
つ
か
な
い
状
態
。

西
原
は
製
糖
工
場
も
あ
っ
て
財
政
基
盤
が
強

く
、
都
市
へ
の
合
併
に
村
民
が
乗
り
気
で
は

な
い
と
い
う
南
風
原
は
都
市
に
合
併
し
た
場

合
、
農
村
地
帯
は
ま
ま
子
扱
い
を
う
け
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
感
が
あ
っ
て
迷
っ

て
い
る
状
態
。
与
那
原
は
合
併
調
査
費
を
予

算
に
計
上
し
て
い
る
。
那
覇
と
隣
り
合
わ
せ

の
南
風
原
の
工
作
が
成
功
し
な
い
と
実
現
不

可
能
と
み
て
南
風
原
に
合
併
を
よ
び
か
け
て

い
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
反
応
が
な

い
よ
う
だ
。
合
併
と
な
る
と
町
村
有
地
の
移

管
問
題
も
で
て
く
る
こ
と
か
ら
、
合
併
対
象

の
地
域
で
は
こ
れ
を
早
目
に
処
分
し
て
地
域

の
公
有
財
産
の
確
保
を
ね
ら
お
う
と
い
う
声

も
あ
っ
て
、
財
産
処
理
に
は
む
ず
か
し
い
問

題
も
で
て
き
そ
う
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
合

併
に
積
極
的
な
う
ご
き
は
な
く
、
政
府
の
期

待
通
り
に
は
い
か
な
い
よ
う
だ
。

那
覇
市
会
／
全
議
員
／
埋
立
て

地
視
察
へ
／
十
年
勤
続
功
労

者
六
議
員
へ
賞
状
伝
達 
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第
五
十
八
回
那
覇
市
臨
時
議
会
は
、
二
十
九

日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
。
提
出
議
案
は

西
新
町
三
丁
目
地
先
公
有
水
面
埋
め
立
て
地

の
那
覇
市
区
域
へ
の
編
入
。
泊―

安
謝
間
公

有
水
面
埋
め
立
て
工
事
の
設
計
変
更
、
消
防

車
の
購
入
な
ど
七
件
で
、
市
当
局
の
説
明
を

聞
い
た
あ
と
、
全
議
員
午
前
十
一
時
か
ら
現

場
視
察
に
出
か
け
た
。

　

当
日
は
日
程
に
入
る
前
に
全
国
市
議
会
議

長
会
お
よ
び
九
州
市
議
会
議
長
会
か
ら
「
議

員
十
年
以
上
勤
続
で
市
政
発
展
の
功
労
者
」

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
六
議
員
へ
の
表
彰
状
と

記
念
品
の
伝
達
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

午
前
中
に
〝
水
き
き
ん
〟
の
問
題
で
野
党

議
員
か
ら
緊
急
動
議
が
出
さ
れ
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
た
が
、
水
の
問
題
は
出
な
か
っ

た
。
な
お
会
期
は
き
ょ
う
一
日
の
予
定
。
表

彰
さ
れ
た
議
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

表
彰
さ
れ
た
議
員　

大
山
盛
幸
(
副
議

長
四
期
、
議
員
十
二
年
）
久
高
友
敏
（
十
四

年
）
森
田
孟
松
（
十
一
年
）
久
場
景
善
（
十

年
）
又
吉
久
正
（
十
年
）
喜
久
山
朝
重
（
十

年
）

宜
野
湾
か
ら
取
水
考
慮
／
水
道

恒
久
対
策
で
／
市
当
局
が
言

明
／
那
覇
市
議
会 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
７
・
30
〕

那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
十
九
日
、
午
前
に
引

き
続
い
て
午
後
一
時
か
ら
開
き
、
七
議
案
を

可
決
し
た
が
閉
会
ま
ぎ
わ
儀
間
真
祥
議
員
と

具
志
栄
治
議
員
か
ら
「
米
軍
の
立
ち
入
り
土

地
調
査
」「
那
覇
市
水
道
の
恒
久
対
策
」
の
二

件
の
緊
急
質
問
が
出
さ
れ
、
一
時
緊
迫
し
た

空
気
を
み
せ
た
。

「
米
軍
の
立
ち
入
り
土
地
測
量
調
査
」
の
緊

急
質
問
に
立
っ
た
儀
間
議
員
は
「
市
内
国
場

と
上
間
区
に
米
軍
土
地
測
量
隊
か
ら
、
立
ち

入
り
調
査
の
申
請
が
出
さ
れ
て
い
る
。
同
区

自
治
会
長
へ
の
申
請
書
に
は
市
長
が
許
可
し

た
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
私
有
地
の
侵

害
に
な
る
。
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て

許
可
し
た
の
か
」
と
市
長
に
迫
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
西
銘
市
長
は
「
軍
か
ら
の
許

可
申
請
は
両
区
に
水
道
公
社
の
五
百
万

㌎
を
貯
め
る
浄
水
用
タ
ン
ク
を
作
る
の

で
土
地
測
量
を
許
可
し
て
ほ
し
い
と
な

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
六
八
年
に
完
成
を
予

定
さ
れ
て
い
る
公
社
の
水
道
計
画
を
な

す
も
の
と
い
う
推
測
の
も
と
で
、
那
覇
市

に
と
っ
て
は
利
益
に
な
る
と
し
て
許
可

に
ふ
み
き
っ
た
。
ま
た
た
と
え
許
可
し
な

い
に
し
て
も
布
令
百
七
十
一
号
に
強
制
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測
量
の
条
文
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
に

良
い
と
思
っ
て
や
っ
た
」
と
答
弁
し
た
。

こ
の
答
弁
で
儀
間
議
員
が
「
も
し
地
主
が
反

対
し
た
ら
ど
う
す
る
か
」
と
の
再
質
問
に
西

銘
市
長
は
怒
り
出
し
「
市
民
の
利
便
と
い
う

こ
と
で
許
可
し
た
の
で
あ
り
、
地
主
が
反
対

し
た
ら
そ
の
旨
軍
に
話
す
用
意
は
あ
る
」
と

答
え
た
。

ま
た
具
志
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
「
市
浄
水
道

の
恒
久
対
策
」
の
緊
急
質
問
に
た
い
し
玉
城

水
道
部
長
は
「
水
源
開
発
と
し
て
安
謝
長
田

川
か
ら
七
千
八
百
㌧
、
同
銘
苅
川
か
ら
三
千

㌧
な
い
し
四
千
㌧
、
宜
野
湾
市
と
の
取
水
契

約
で
伊
佐
浜
川
か
ら
の
取
水
を
考
え
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
現
在
の
自
己
水
源
を
合
わ
せ
、
不

足
の
分
は
公
社
か
ら
買
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
ろ
う
水
対
策
に
つ
い
て
は
職
員
の
手
不

足
は
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
努
力
し
た
い
」

と
答
え
た
。

那
覇
市
の
都
計
診
断
／
下
平
氏

が
語
る
／
人
口
40
万
人
が
限

度
／
地
域
制
確
立
で
理
想
的

な
都
市
に 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
８
・
10
〕

那
覇
市
や
コ
ザ
、
宜
野
湾
市
な
ど
の
都
計

診
断
の
た
め
招
か
れ
た
埼
玉
県
都
計
課

長
下
平
伊
那
造
氏
は
、
手
は
じ
め
に
ま
ず

一
週
間
で
那
覇
市
の
都
計
を
診
断
し
た

が
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
予
想
人

口
は
四
十
五
万
と
な
っ
て
い
る
が
、
私
は

最
高
四
十
万
人
に
お
さ
え
た
ほ
う
が
良

い
。
全
体
的
に
、
ま
と
ま
っ
た
都
市
形
態

を
そ
な
え
て
お
り
、
地
域
制
を
確
立
し

て
、
こ
れ
か
ら
ふ
え
る
人
口
の
受
け
入
れ

体
制
さ
え
出
来
れ
ば
理
想
的
な
都
市
に

な
る
」
と
次
の
よ
う
に
診
断
の
結
果
を
語

っ
て
い
る
。

都
市
計
画
を
進
め
る
上
で
ど
こ
で
も
問
題
に

な
る
の
が
、
年
々
ふ
え
る
人
口
の
受
け
入
れ

と
都
市
形
態
を
決
定
づ
け
る
交
通
網
の
整
備

で
あ
る
。
那
覇
市
の
場
合
、
幹
線
で
あ
る
と

こ
ろ
の
一
号
線
を
中
心
に
、
首
里
に
通
ず
る

又
吉
道
路
、
与
儀
か
ら
浦
添
へ
通
ず
る
旧
鉄

道
線
、
国
場
か
ら
与
那
原
線
へ
と
一
応
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
た
だ
一
号
線
に
か
わ
る
幹
線

が
な
い
こ
と
は
考
え
る
べ
き
だ
。
私
の
見
た

と
こ
ろ
で
は
、
与
儀
か
ら
浦
添
へ
通
ず
る
旧

鉄
道
を
整
備
し
、
一
号
線
に
変
わ
る
幹
線
と

し
た
ら
ど
う
か
、
そ
う
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

ふ
え
る
交
通
量
も
あ
る
て
い
ど
緩
和
で
き
る
。

　

次
に
住
宅
地
の
問
題
だ
が
、
那
覇
市
の
人

口
は
年
間
一
万
三
千
人
余
り
も
ふ
え
て
い
る
。

現
在
二
十
四
万
人
だ
か
ら
、
あ
と
二
、
三
年

す
れ
ば
、
三
十
万
を
突
破
し
て
し
ま
う
。
い

く
ら
人
口
が
ふ
え
て
も
、
こ
れ
に
見
合
う
だ

け
の
形
態
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
単
な
る

密
集
地
帯
と
い
う
だ
け
に
な
る
。
地
域
制
に

よ
る
区
分
で
は
住
宅
地
域
、
商
業
地
域
、
公

園
、
工
業
地
域
な
ど
の
区
分
は
で
き
て
い
る

が
、
こ
の
区
分
も
す
で
に
い
っ
ぱ
い
で
、
こ

れ
か
ら
ふ
え
て
い
く
人
口
を
受
け
入
れ
る
に

は
飽
和
状
態
だ
。

　

住
宅
地
の
問
題
は
限
度
が
あ
り
、
水
道
問

題
、
排
水
、
交
通
状
態
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
る
と
二
十
四

万
の
人
口
で
も
水
道
、
排
水
交
通
は
満
た
さ

れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
こ
ん
ご
は
近
郊
に
新

し
い
住
宅
地
を
み
つ
け
る
べ
き
だ
。

　

理
想
的
な
も
の
と
し
て
は
、
緑
地
や
山
な

ど
で
す
べ
て
を
し
ゃ
断
、
ま
っ
た
く
新
し
い

住
宅
地
を
つ
く
る
こ
と
。
那
覇
の
都
計
は
こ

れ
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
こ
れ
に
合
致

す
る
場
所
と
し
て
は
宜
野
湾
市
だ
ろ
う
。
も

し
宜
野
湾
市
に
那
覇
の
新
し
い
住
宅
街
が
で

き
る
と
す
れ
ば
、
交
通
量
の
緩
和
を
は
じ
め

本
来
の
商
業
地
域
を
広
め
る
一
因
に
な
る
。

市
当
局
も
こ
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
ほ
し

い
。

　

ま
た
こ
れ
に
関
連
し
た
こ
と
だ
が
、
国
際

通
り
を
一
歩
入
っ
た
と
こ
ろ
の
あ
の
ス
ラ
ム

街
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
。
私
は
あ
の

ス
ラ
ム
街
を
き
ょ
う
あ
し
た
に
も
解
決
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
防

火
、
伝
染
病
な
ど
の
面
か
ら
み
れ
ば
問
題
は

あ
る
が
さ
し
迫
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
ス
ラ

ム
街
は
ス
ラ
ム
街
で
も
こ
れ
以
上
家
が
ふ
え

る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
れ
よ
り
大
局
的
な

立
ち
場
か
ら
、
将
来
の
人
口
増
加
に
対
処
す

る
た
め
に
区
画
整
理
事
業
を
お
こ
す
べ
き
だ
。

体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
い
ま
の
う
ち
に
区
画

を
終
わ
ら
せ
な
い
と
、
新
し
い
ス
ラ
ム
街
を

出
現
さ
せ
な
い
と
も
か
ぎ
ら
な
い
。
ス
ラ
ム

街
が
で
き
て
し
ま
っ
て
は
、
区
画
を
し
よ
う

に
も
多
大
な
金
が
か
か
っ
て
困
難
に
な
る
。

現
在
の
ス
ラ
ム
街
解
消
に
必
要
な
金
は
区
画

整
理
事
業
に
ま
わ
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

　

那
覇
市
の
場
合
、
物
を
つ
く
る
原
料
は
な

に
ひ
と
つ
な
い
。
こ
れ
か
ら
み
て
も
工
業
地

帯
と
し
て
は
適
し
て
い
な
い
。
せ
い
ぜ
い
で

き
る
こ
と
は
組
み
立
て
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
ろ

う
。
こ
ん
ご
の
問
題
と
し
て
は
商
業
地
域
を

含
む
観
光
都
市
と
し
て
資
源
の
開
発
に
の
り

だ
す
べ
き
だ
。
い
ま
の
と
こ
ろ
旧
那
覇
に
は

観
光
ら
し
い
観
光
も
な
い
。
わ
ず
か
に
首
里

で
は
多
少
の
観
光
は
で
き
る
が
、
こ
れ
で
は

観
光
都
市
那
覇
が
泣
く
。
買
い
物
を
す
る
だ

け
で
は
な
く
見
せ
る
物
が
必
要
だ
。

委
員
長
は
全
部
留
任
／
那
覇
市

議
会
わ
り
ふ
り
決
め
る 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
８
・
15
〕

那
覇
市
議
会
は
十
四
日
午
後
三
時
か
ら
常
任

委
員
会
を
開
い
て
総
務
、
建
設
、
経
民
の
各

委
員
長
の
わ
り
ふ
り
を
互
選
し
た
。
委
員
長

は
こ
れ
ま
で
通
り
動
か
ず
、
副
委
員
長
だ
け
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入
れ
変
わ
っ
た
。

総
務
委
員
長
＝
赤
嶺
一
男
、
副
委
員
長
＝
又

吉
久
正
、
建
設
委
員
長
＝
平
良
真
次
郎
、
副

委
員
長
＝
比
嘉
佑
直
、
経
済
民
生
委
員
長
＝

久
場
景
善
、
副
委
員
長
＝
平
良
亀
助
。

ス
ラ
ム
街
解
消
に
本
腰
／
那
覇

市
／
基
本
方
針
案
き
ま
る
／

四
千
戸
、
五
万
人
を
移
転 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
８
・
31
〕

那
覇
都
計
の
ガ
ン
で
あ
る
ス
ラ
ム
街
の

解
消
は
、
西
銘
市
長
の
大
き
な
公
約
の
一

つ
で
あ
る
が
、
市
都
計
課
は
こ
の
ほ
ど

「
不
良
住
宅
地
区
改
良
基
本
方
針
案
」
を

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
約
六
万
㌦
の
予
算

を
計
上
、
近
く
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
、
本

格
的
に
ス
ラ
ム
街
の
解
消
に
と
っ
く
む

こ
と
に
な
っ
た
。

　

市
当
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
那
覇
市
の
ス

ラ
ム
街
は
沖
縄
刑
務
所
裏
の
樋
川
を
は
じ
め
、

与
儀
、
二
中
前
、
松
尾
、
牧
志
、
壺
屋
六―

九
区
に
ま
た
が
り
、
極
度
の
密
集
地
を
形
成

し
て
い
る
。
同
一
帯
は
終
戦
の
ど
さ
く
さ
で

一
挙
に
家
が
建
て
ら
れ
、
現
在
で
も
カ
ヤ
ぶ

き
や
木
造
ト
タ
ン
家
が
目
立
つ
那
覇
公
設
市

場
付
近
や
、
与
儀
に
通
ず
る
開
南
通
り
一
帯

は
と
く
に
ひ
ど
く
家
が
密
集
、
道
は
人
が
や

っ
と
人
一
人
通
れ
る
く
ら
い
で
、
非
衛
生
的

な
上
に
、
火
災
が
起
こ
れ
ば
手
の
つ
け
よ
う

の
な
い
ひ
ど
い
と
こ
ろ
。

ス
ラ
ム
街
解
消
の
基
本
計
画
案
は
、
六
地

区
に
分
け
、
六
四
年
度
は
第
一
地
区
で
あ

る
樋
川
一
帯
を
手
が
け
た
い
と
し
て
い

る
。
こ
の
場
合
、
市
当
局
は
用
地
を
取
得

し
て
区
画
整
理
、
同
所
に
公
営
住
宅
を
建

て
、
公
園
、
パ
ー
キ
ン
グ
、
子
供
の
遊
び

場
な
ど
都
計
の
方
針
に
沿
っ
て
整
備
を

や
る
予
定
。
ま
た
街
路
計
画
と
し
て
商
業

地
域
は
幅
員
六
㍍
以
上
、
商
業
地
域
は
四

㍍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

　

市
当
局
は
第
一
地
区
を
手
が
け
る
前
に
、

ま
ず
市
民
に
対
す
る
ピ
ー
ア
ー
ル
が
先
決
と

い
う
の
で
、
近
く
第
一
地
区
に
約
三
千
三
百

平
方
㍍
六
十
九
世
帯
を
対
象
に
モ
デ
ル
地
区

を
指
定
、
約
六
万
㌦
の
予
算
で
作
業
を
は
じ

め
る
と
い
う
モ
デ
ル
地
区
の
区
域
は
目
下
市

当
局
が
調
査
中
だ
が
、
用
地
買
い
上
げ
が
す

め
ば
、
物
件
を
撤
去
、
区
画
を
お
こ
な
っ
て

公
営
住
宅
を
建
設
、
小
公
園
を
は
じ
め
、
駐

車
場
、
子
供
の
遊
び
場
な
ど
を
つ
く
る
。

問
題
は
ス
ラ
ム
街
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
世
帯
が
約
四
千
戸
、
五
万
人
を
こ
え
、

借
家
人
を
合
わ
す
と
ぼ
う
大
な
数
に
な

る
の
で
、
移
転
先
の
確
保
を
ど
う
す
る

か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
計
画

案
は
「
問
題
は
市
民
が
町
づ
く
り
と
い
う

前
向
き
の
姿
勢
で
、
と
も
に
ス
ラ
ム
街
の

解
消
に
本
腰
を
い
れ
れ
ば
、
解
決
で
き

る
。
こ
ん
ど
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
に
あ
た

っ
て
も
移
転
先
は
、
公
営
住
宅
に
収
容
す

る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
法

で
、
つ
ぎ
つ
ぎ
公
営
住
宅
な
ど
を
建
て
整

理
し
て
い
け
ば
、
那
覇
市
の
ス
ラ
ム
街
が

消
え
る
の
も
近
い
将
来
」
と
市
民
の
協
力

を
要
望
し
て
い
る
。

那
覇
市
の
下
水
道
を
整
備
／
四

つ
の
川
で
排
水
分
担
／
岩
井

博
士
の
報
告
に
も
と
づ
き
／

具
体
的
計
画
ね
る 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
９
・
６
〕

さ
き
に
那
覇
市
の
下
水
道
整
備
計
画
指

導
の
た
め
来
島
し
て
い
た
元
建
設
省
下

水
道
課
長
、
花
原
建
設
Ｋ
Ｋ
専
務
岩
井
四

郎
工
学
博
士
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
市
当
局
に

〝
那
覇
市
下
水
道
整
備
の
基
本
方
針
〟
が

お
く
ら
れ
て
き
た
。
市
当
局
は
さ
っ
そ
く

こ
れ
に
そ
っ
て
下
水
道
課
で
具
体
的
な

実
施
計
画
を
ね
っ
て
い
る
が
、
現
年
度
か

ら
民
政
府
補
助
二
十
五
万
㌦
に
、
市
予

算
の
六
万
㌦
を
加
え
て
実
施
に
移
す
。
岩

井
博
士
の
計
画
に
よ
る
と
現
六
四
年
度

か
ら
六
八
年
度
ま
で
の
五
か
年
を
一
期
、

六
九
年
度
か
ら
七
五
年
度
ま
で
七
年
間

を
二
期
に
わ
け
、
十
二
年
間
の
長
期
計
画

で
五
百
八
十
八
万
㌦
を
投
じ
て
完
備
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

基
本
方
針　

▽
排
水
区
域
、
全
市
を
四
排

水
区
に
分
け
る
。
那
覇
排
水
区
（
旧
那
覇

市
、
旧
真
和
志
、
計
画
人
口
二
十
万
人
）
分

流
式
独
立
処
理
場
、
首
里
排
水
区
（
計
画
人

口
十
五
万
人
）
分
流
式
独
立
処
理
場
、
安
謝

（
計
画
人
口
二
万
人
）
合
流
式
、
那
覇
地
区
処

理
場
に
流
入
、
小
禄
（
計
画
人
口
六
万
人
）

合
流
式
独
立
処
理
場
。
四
排
水
区
を
同
時
に

お
こ
な
う
の
は
工
事
差
な
ど
の
関
係
か
ら
実

現
不
可
能
な
の
で
、
経
済
の
中
心
地
で
あ
る

那
覇
地
区
か
ら
は
じ
め
、
つ
い
で
首
里
、
安

謝
、
小
禄
地
区
に
及
ぼ
す
。

　

▽
那
覇
地
区　

ガ
ー
ブ
川
、
久
茂
地
川
、
安

里
川
、
国
場
川
の
四
つ
の
川
に
よ
っ
て
排
水

は
分
担
さ
れ
て
い
る
が
、
ガ
ー
ブ
川
、
久
茂

地
、
安
里
川
の
排
水
能
力
は
十
分
で
な

い
。
い
ま
ガ
ー
ブ
川
安
里
川
の
改
修
工
事
中

だ
が
、
つ
い
で
安
里
川
の
改
修
が
必
要
で
あ

る
。
側
区
画
整
理
実
施
区
の
汚
水
は
溝
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
川
に
流
さ
れ
て
い
る
が
、
ま

だ
区
画
整
理
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
地
区
で

は
大
部
分
は
停
滞
、
あ
る
い
は
地
下
に
浸
透

す
る
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
汚
水

に
よ
る
土
地
、
河
川
の
汚
濁
は
は
な
は
だ
し

く
、
不
健
康
な
環
境
の
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
お
り
、
河
川
も
汚
濁
の
た
め
水
を
利
用
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
な
お
シ
尿
は
農
村
還

元
が
殆
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
な
い
た
め
、
そ
の

処
分
は
市
民
の
頭
痛
の
種
と
な
っ
て
い
る
。
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雨
水
の
排
水
は
こ
れ
ま
で
の
河
川
に
期
待
で

き
る
の
で
、
汚
水
だ
け
の
処
分
計
画
と
し
、と

く
に
低
地
で
浸
水
の
多
い
地
だ
け
に
合
流
式

を
併
用
す
る
こ
と
に
し
、
工
費
の
節
減
と
実

効
果
を
考
え
た
。
計
画
汚
水
量
は
一
日
一
人

最
大
三
百
㍑
、
吐
け
口
は
西
新
町
の
埋
め
立

て
地
に
処
理
場
を
設
け
、
処
理
水
を
南
支
那

海
に
流
す
。

　

▽
主
な
る
汚
水
用
配
管　

幹
線
は
中
之
橋

―

泉
崎
橋―

西
新
町
。
支
線
は
①
泊
港
南
岸

埠
頭―

め
お
と
橋―

中
央
倉
庫
（
港
湾

道
路
）
②
泊
港
南
岸―

琉
球
食
糧―

沖
縄

事
務
機
社―

泉
崎
交
通
広
場
③
動
物
検
疫
所

―

泉
崎
橋
（
四
十
四
号
線
）
④
与
儀
交
番―

農
連
市
場―

久
茂
地
橋
（
ガ
ー
ブ
川
西
）
⑤

神
原
交
番―

沖
映
本
館―

南
美
栄
橋
（
ガ
ー

ブ
川
東
）
⑥
松
川
交
番―

琉
映
本
館―

中
之

橋
（
又
吉
道
路
）
⑦
外
人
墓
地―

又
吉
道
路

―

中
之
橋
。

総
工
費
は
五
百
八
十
八
万
㌦
で
、
維
持
費
は

一
世
帯
月
に
一
㌦
の
使
用
料
で
よ
い
。
実
際

に
は
政
府
補
助
も
あ
り
、
使
用
料
の
対
象
と

な
る
起
債
額
は
少
な
く
な
る
の
で
、
使
用
料

は
更
に
低
く
す
る
。

　

▽
水
道
と
の
関
係　

下
水
送
管
に
シ
尿
を

流
し
は
じ
め
る
と
、
水
道
使
用
量
が
ま
す
。

そ
の
量
は
普
通
一
人
一
日
二
十
㍑
と
さ
れ
て

い
る
が
、
水
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
半
分
で

も
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
水
道
の
給
水
量

を
ふ
や
す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
那

覇
市
の
よ
う
な
水
源
の
乏
し
い
と
こ
ろ
で
は
、

こ
れ
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
計
画
で
は
少
し

で
も
使
用
量
を
節
約
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

低
地
区
で
配
管
の
勾
配
が
十
分
と
れ
な
い
と

こ
ろ
は
止
む
を
得
な
い
が
、
高
台
地
区
で
は

台
所
廃
水
を
貯
め
て
利
用
す
る
。

放
置
さ
れ
る
公
園
指
定
地
／
予

算
な
く
10
年
間
も
／
那
覇
市

／
地
主
が
返
し
て
く
れ
と
殺

到〔
琉
新
・
朝　
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３
・
９
・
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〕

市
民
に
い
こ
い
の
場
を―

と
那
覇
市
は

五
六
年
に
市
内
十
四
カ
所
に
公
園
を
指

定
し
た
が
、
予
算
が
な
く
公
園
指
定
か

ら
十
年
に
な
っ
て
も
整
地
ひ
と
つ
な
さ

れ
ず
、
予
定
地
は
ほ
っ
た
ら
か
し
た
ま

ま
。
地
主
か
ら
は
ど
う
せ
公
園
に
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
土
地
を
返
し
て
ほ
し
い
と

の
陳
情
が
市
当
局
に
殺
到
し
て
い
る
。
困

っ
た
当
局
は
都
市
計
画
審
議
会
に
奥
武

山
、
崇
元
寺
の
一
部
を
開
放
す
る
よ
う
申

請
し
て
い
る
が
、
公
園
の
少
な
い
那
覇
に

と
っ
て
〝
金
が
な
い
か
ら
〟
と
指
定
地
域

を
開
放
し
て
い
く
こ
と
は
、
将
来
の
都
計

―

都
市
美
か
ら
み
て
も
、
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
ば
か
り
の
声
も
出
て
お
り
、
那
覇
市
の

公
園
計
画
は
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

奥
武
山
公
園
を
一
部
開
放
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
議
会
で
も〝
金
が
な
け
れ
ば
仕
方
が
な

い
！
〟
の
一
言
で
全
会
一
致
で
開
放
を
可
決

し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
関
係
地
主
か
ら
、

用
地
を
買
い
上
げ
る
か
、
指
定
地
を
除
外
し

て
地
主
に
返
せ
と
い
う
陳
情
を
つ
き
つ
け
ら

れ
た
た
め
、
用
地
を
買
う
金
が
な
け
れ
ば
…

と
ア
ッ
サ
リ
開
放
を
可
決
し
た
も
の
。
公
園

の
指
定
除
外
に
つ
い
て
は
最
終
的
に
は
、
主

席
の
決
定
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
も
都

市
計
画
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
と
な
っ
て

お
り
、
解
決
を
み
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
の
こ

と
。

公
園
計
画
に
よ
る
那
覇
市
の
公
園
予
定
地
は

四
十
七
㌶
だ
が
、
最
近
地
主
の
つ
き
あ
げ
が

多
く
な
っ
て
い
る
原
因
は
、
政
府
や
市
当
局

が
い
っ
こ
う
に
公
園
を
整
備
し
な
い
こ
と
。

そ
の
上
地
主
に
は
所
有
権
だ
け
を
認
め
て
使

用
を
制
限
、
実
質
的
に
は
家
も
建
て
さ
せ
な

い
、
家
を
建
て
る
に
し
て
も
、
時
期
が
き
た

ら
無
条
件
で
立
ち
退
く
と
の
一
筆
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
あ
っ
て
、
地
主
に
と
っ
て
義

務
だ
け
負
わ
さ
れ
〝
ふ
ん
だ
り
け
っ
た
り
〟

の
状
態
。

公
園
を
指
定
し
た
ま
ま
、
十
年
間
も
、
ほ
っ

た
ら
か
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
市
当
局
は
、

実
際
の
と
こ
ろ
お
手
あ
げ
な
状
態
、
と
い
う

の
は
公
園
の
整
備
、
た
と
え
ば
内
部
を
整
地

し
た
り
、
道
路
を
つ
く
っ
た
り
、
芝
生
の
植

つ
け
、
植
樹
、
子
供
の
遊
び
場
な
ど
で
、
約

百
五
十
万
㌦
か
か
る
。
公
園
を
整
備
す
る
に

し
て
も
、
市
内
に
あ
る
指
定
地
域
は
ほ
と
ん

ど
私
有
地
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
用
地
を
買

っ
て
か
ら
で
な
い
と
整
備
は
で
き
な
い
。
も

し
こ
の
公
園
予
定
地
を
買
い
上
げ
る
と
す
れ

ば
資
金
は
天
文
学
的
な
数
字
に
な
る
。
こ
う

し
た
事
情
か
ら
、
ム
チ
ャ
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
都
計
と
い
う
立
ち
場
か
ら
地
主
に
無
理

を
強
い
て
い
る
。
な
ん
に
し
て
も
公
園
問
題

は
、
こ
の
ま
ま
ほ
っ
て
は
お
け
な
い
だ
ろ

う
。
与
儀
公
園
な
ど
も
恒
久
建
築
場
が
つ
く

ら
れ
、
公
園
の
意
味
が
な
く
な
っ
て
お
り
、

計
画
の
再
検
討
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
と
語

っ
て
い
る
が
、
現
状
の
ま
ま
放
っ
て
お
く

と
那
覇
市
内
に
あ
る
公
園
予
定
地
は
地
主

に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
縮
小
さ
れ
て
い
き
そ

う
。
す
で
に
奥
武
山
を
は
じ
め
、
崇
元
寺

五
千
五
百
四
十
二
平
方
㍍
、
与
儀
公
園
な
ど

が
だ
い
ぶ
縮
小
さ
れ
て
き
て
い
る
。

権
限
の
一
部
委
譲
要
請
／
西
銘

那
覇
市
長
が
議
会
に 

〔
琉
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・
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西
銘
那
覇
市
長
は
、
市
議
会
に
対
し
、
土

木
工
事
な
ど
に
関
す
る
議
会
権
限
を
一
部
委

譲
し
、
市
長
の
専
決
処
分
に
し
て
ほ
し
い
と

依
頼
し
た
。
こ
れ
は
事
務
機
能
を
ス
ピ
ー
ド

化
す
る
た
め
で
、
議
会
で
は
十
八
日
の
議
運
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委
で
こ
れ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

　

市
長
か
ら
出
さ
れ
た
専
決
処
分
事
項
の
指

定
は
①
工
事
の
一
部
設
計
変
更
に
伴
う
請
け

負
い
金
額
の
、
百
分
の
五
以
内
で
五
千
㌦
を

越
え
な
い
範
囲
の
金
額
の
訂
正
②
工
事
期
間

の
二
カ
月
以
内
の
延
長
③
五
百
㌦
未
満
の
損

害
賠
償
の
支
払
い
そ
の
他
二
件
。

　

現
在
那
覇
市
で
は
、
市
長
の
専
決
で
処
理

で
き
る
小
さ
な
事
項
で
あ
っ
て
も
い
ち
い
ち

議
会
の
議
決
を
え
て
い
た
。
た
と
え
ば
工
事

変
更
に
よ
る
請
け
負
い
金
額
の
訂
正
で
、
さ

る
一
月
に
完
成
し
た
辻
町
市
営
住
宅
の
工
事

中
、
地
盤
の
一
部
に
空
洞
が
で
き
、
そ
れ
を

補
強
す
る
た
め
に
六
二
年
六
月
十
九
日
に
百

九
㌦
の
増
額
を
訂
正
し
た
が
、
百
九
㌦
の
少

額
で
あ
っ
て
も
議
決
を
え
な
け
れ
ば
処
理
で

き
な
い
と
い
う
わ
け
で
、
市
当
局
は
六
二
年

の
六
月
議
会
に
工
事
変
更
に
伴
う
金
額
の
訂

正
を
上
程
、
開
期
中
に
承
認
を
え
て
、
辻
町

の
市
営
ア
パ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
た
。

　

ま
た
損
害
賠
償
の
件
で
は
、
市
役
所
専
用

の
車
両
の
接
触
事
故
が
お
も
。
こ
の
な
か
で

那
覇
消
防
隊
が
、
さ
る
四
月
三
日
市
内
古
島

で
原
野
火
災
出
動
中
、
市
内
古
波
蔵
〇
の
〇

〇
佐
久
本
〇
さ
ん
所
有
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

接
触
、
四
十
五
㌦
の
損
害
を
与
え
た
。
こ
れ

も
議
会
の
議
決
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
賠
償

支
払
い
が
で
き
ず
事
故
当
時
の
運
転
手
・
砂

辺
〇
〇
消
防
員
（
三
〇
）
が
自
分
で
損
害
賠

償
を
た
て
か
え
て
い
る
と
い
う
。
消
防
関
係

で
は
今
年
四
件
も
残
っ
て
お
り
、
う
ち
一
件

は
二
月
に
お
こ
し
た
も
の
。
消
防
本
部
で
は

三
十
一
日
か
ら
開
か
れ
る
九
月
議
会
に
は
か

り
早
急
に
事
務
を
処
理
し
た
い
と
語
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
早
急
に
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
項
で
も
議
会
の
承
認
と
い
う
こ

と
で
、
事
務
機
能
を
遅
ら
せ
て
お
り
、
こ
う

し
た
問
題
を
早
く
処
理
す
る
た
め
に
議
会
権

限
を
侵
害
し
な
い
程
度
で
、
軽
い
事
項
は
市

長
の
専
決
処
分
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

店
舗
工
事
き
ょ
う
再
開
／
ガ
ー

ブ
川
百
十
二
日
ぶ
り
に 

〔
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大
田
主
席
は
、
二
十
日
午
後
一
時
二
十
分

か
ら
記
者
会
見
、
工
事
中
止
中
の
ガ
ー
ブ
川

水
上
店
舗
建
築
工
事
は
二
十
日
か
ら
条
件
づ

き
で
再
開
さ
れ
る
と
発
表
し
た
。

こ
れ
で
五
月
三
十
一
日
以
来
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
た
水
上
店
舗
建
築
は
百
十
二
日
ぶ
り
に
再

開
さ
れ
た
。
記
者
会
見
に
は
志
村
建
運
局

長
、
伊
良
波
立
法
院
ガ
ー
ブ
川
対
策
特
別
委

員
長
ら
が
立
ち
会
っ
た
。

　

大
田
主
席
の
話　

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
は

那
覇
市
民
の
多
年
の
願
望
で
あ
っ
た
。
民
政

府
の
特
別
の
配
慮
に
よ
り
三
十
一
万
㌦
の
う

ち
二
十
三
万
㌦
の
補
助
で
着
工
さ
れ
た
。
民

政
府
と
し
て
も
同
工
事
の
完
成
に
つ
い
て
は

多
大
の
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
早
期
完
成
を
期

待
し
て
い
た
。
こ
れ
と
関
連
し
て
水
上
店
舗

の
建
築
工
事
が
五
月
一
日
に
着
工
さ
れ
た
が

民
政
府
の
意
向
も
あ
っ
て
五
月
三
十
一
日
か

ら
中
止
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
①
水
上
店

舗
の
建
築
工
事
と
改
修
工
事
を
並
行
し
て
や

る
と
カ
ル
バ
ー
ト
建
設
工
事
が
お
く
れ
る
②

カ
ル
バ
ー
ト
に
影
響
は
な
い
か
③
ガ
ー
ブ
川

周
辺
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
も
こ
の
際
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
理
由
で
五
月
三
十
一

日
か
ら
中
止
に
な
っ
て
い
た
。

政
府
と
し
て
は
民
政
府
の
示
し
た
理
由
に
つ

い
て
見
解
を
の
べ
、
早
期
再
開
を
折
衝
し
て

き
た
。
民
政
府
は
関
係
者
の
事
情
に
も
思
い

を
寄
せ
、
二
十
日
条
件
づ
き
で
再
開
を
了
解

し
た
。
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
組
合
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
不
便
も
あ
っ

た
ろ
う
が
、
二
十
日
工
事
再
開
に
な
っ
た
の

で
こ
ん
ご
と
も
改
修
工
事
に
全
面
的
に
協
力

さ
れ
、
一
日
も
早
く
り
っ
ぱ
な
商
店
街
を
建

設
し
て
ほ
し
い
。

条
件
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

一
、
六
三
年
九
月
二
十
日
現
在
で
水
上
店

舗
建
築
工
事
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
、
六
三
年
九
月
二
十
日
か
ら
六
四
年
二

月
十
六
日
ま
で
に
カ
ル
バ
ー
ト
建
設
工
事
の

工
程
が
予
定
の
工
程
よ
り
お
く
れ
た
と
き
は
、

い
つ
で
も
工
事
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
。

　

三
、
再
開
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
現
在
施

工
中
の
街
区
だ
け
に
適
用
す
る
。
も
し
業
者

が
希
望
す
る
な
ら
ば
そ
の
他
の
街
区
の
建
築

は
、
民
政
府
の
カ
ル
バ
ー
ト
工
事
の
検
査
承

認
を
受
け
た
後
に
行
な
う
。

　

四
、
当
初
の
施
工
延
長
五
百
㍍
の
完
成
を

六
四
年
二
月
十
六
日
ま
で
に
す
る
こ
と
、
完

成
す
る
ま
で
に
三
十
一
万
㌦
の
一
〇
％
を
保

留
す
る
。
二
月
十
六
日
以
降
の
遅
延
部
分
に

対
し
て
は
遅
延
金
を
科
す
。

　

市
民
の
協
力
に
感
謝

　

黒
潮
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
組
合
長
の
話　

長

い
間
中
止
さ
れ
て
い
た
工
事
が
、
よ
う
や
く

再
開
さ
れ
て
組
合
は
非
常
に
喜
ん
で
い
る
。

水
害
防
止
と
都
市
美
化
の
た
め
に
一
日
も
早

く
、
改
修
工
事
の
再
開
に
懸
命
に
努
力
し
て

き
た
。
こ
の
努
力
が
実
っ
た
の
は
組
合
員
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
市
民
の
協
力
に
よ
る

も
の
と
感
謝
し
て
い
る
。

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
に
あ
た
っ
て
は
十
分
な

補
償
も
な
く
、
苦
し
い
生
活
を
よ
ぎ
な
く
さ

れ
、
さ
ら
に
こ
の
苦
し
さ
の
上
に
工
事
中
止

と
い
っ
た
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
が
、
工
事

も
再
開
さ
れ
た
し
組
合
の
所
期
の
目
的
達
成

に
こ
ん
ご
も
市
民
と
と
も
に
が
ん
張
り
、
す

ば
ら
し
い
商
店
の
ビ
ル
が
実
現
す
る
日
ま
で

団
結
を
か
た
め
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
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会
は
じ
ま
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／
公
園

指
定
問
題
で
質
疑 
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二
十
一
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
那
覇
市
の
九
月

定
例
議
会
は
、
午
前
に
引
き
続
き
午
後
一
時

か
ら
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
た
が
、
初
日
か

ら
ダ
レ
気
味
。
一
般
質
問
は
、
議
会
が
市
政

の
あ
り
方
を
追
及
す
る
場
で
あ
る
の
に
、
一

生
懸
命
な
の
は
質
問
者
ば
か
り
で
、
議
員
席

は
居
寝
り
を
す
る
者
、
席
を
は
ず
し
て
休
息

を
と
り
に
行
く
者
な
ど
、
定
数
（
十
六
人
）

を
数
え
な
お
す
場
面
も
あ
っ
た
。

一
般
質
問
は
水
道
事
業
、
不
良
住
宅
解
消
、

農
業
の
機
械
導
入
、
公
園
指
定
問
題
な
ど
が

出
さ
れ
た
が
、
と
く
に
公
園
の
指
定
問
題
は

各
議
員
と
も
取
り
上
げ
市
当
局
の
方
針
を
質

し
た
。

こ
の
問
題
で
大
山
盛
幸
議
員
は
「
市
当
局

は
五
六
年
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
公

園
予
定
地
の
指
定
だ
け
し
て
、
財
源
が
な

い
と
い
う
だ
け
で
、
な
ん
ら
の
整
備
も
し

て
い
な
い
。
那
覇
で
公
園
ら
し
い
の
は

〝
り
ゅ
う
た
ん
池
〟
だ
け
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
地
主
の
使
用
権
を
十
年
間
も
制

限
す
る
の
は
あ
ま
り
に
も
策
が
な
さ
す

ぎ
る
。
都
市
計
画
法
に
は
、
と
く
に
重
要

と
認
め
る
事
業
は
政
府
が
補
助
す
る
と

の
規
定
も
あ
る
。
当
局
は
公
園
の
実
現
化

を
は
か
る
計
画
が
あ
る
の
か
」
と
追
及
し

た
。

こ
れ
に
対
し
西
銘
市
長
は
「
公
園
問
題
は
都

市
計
画
の
上
か
ら
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
が
、
道
路

事
業
と
か
、
港
湾
事
業
な
ど
と
性
格
を
こ
と

に
し
て
い
る
た
め
簡
単
に
は
手
を
つ
け
ら
れ

な
い
。
本
当
に
指
定
し
っ
ぱ
な
し
で
地
主
に

す
ま
な
い
と
思
っ
て
い
る
、
こ
ん
ご
は
財
源

の
許
す
範
囲
内
で
年
次
計
画
を
た
て
て
で
も

指
定
で
は
な
く
し
て
、
公
園
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

　

ま
た
那
覇
市
が
首
里
バ
ス
の
大
株
主
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
バ
ス
統
合
に
関
す
る
西
銘
市

長
の
方
針
が
質
さ
れ
た
が
、
市
長
は
こ
れ
に

対
し
、
バ
ス
統
合
は
基
本
的
に
賛
成
で
あ

る
。
い
ま
政
府
が
バ
ス
統
合
を
検
討
し
て
い

る
が
、
市
内
一
社
、
市
外
三
社
の
計
画
が
あ

り
、
も
し
市
民
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
首
里
バ

ス
の
存
続
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

答
え
た
。

野
党
側
、
立
ち
の
き
補
償
を
つ

く
／
那
覇
市
議
会
／
ス
ラ
ム

解
消
で
荒
れ
る 
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那
覇
市
議
会
は
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
開

か
れ
、
提
出
議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
な
わ

れ
た
が
、
ス
ラ
ム
解
消
問
題
で
荒
れ
た
。

当
局
は
、
那
覇
市
樋
側
、
神
里
原
九
九
の
土

地
三
千
五
十
五
・
八
平
方
㍍
（
九
百
二
十
六

坪
）
を
買
い
上
げ
て
ス
ラ
ム
街
解
消
に
乗
り

出
す
が
、
こ
の
問
題
で
野
党
議
員
が
立
ち
の

き
の
補
償
問
題
、
借
地
人
の
権
利
な
ど
で
当

局
を
追
及
し
た
。

　

野
党
議
員
は
質
問
の
中
で
「
当
局
は
、
用

地
買
い
上
げ
を
提
出
し
て
い
る
が
、
同
地
に

ど
れ
だ
け
補
償
す
る
物
件
が
あ
る
か
、
ど
れ

だ
け
の
額
に
な
る
か
も
調
べ
て
い
な
い
。
ま

た
、
さ
き
に
来
島
し
た
下
平
博
士
は
、
那
覇

の
ス
ラ
ム
街
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
さ
し

せ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
区
画

整
理
事
業
を
優
先
し
た
方
が
よ
い
と
指
摘
し

た
。
こ
れ
か
ら
見
て
も
、
こ
ん
ど
の
用
地
買

い
上
げ
は
、
早
計
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
質

疑
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
西
銘
市
長
は
「
ス
ラ
ム
街
解
消

は
、
細
目
に
わ
た
っ
て
調
査
し
な
け
れ
ば
手

は
つ
け
ら
れ
な
い
が
、
ま
ず
土
地
の
所
有
権

を
持
と
う
と
い
う
こ
と
で
用
地
買
い
上
げ
を

提
案
し
た
。
補
償
問
題
は
、
そ
の
あ
と
で
検

討
し
た
い
。
ま
た
下
平
博
士
の
指
摘
し
た
通

り
、
区
画
整
理
も
重
要
。
し
か
し
、
ス
ラ
ム

街
解
消
は
わ
た
し
の
公
約
で
あ
る
の
で
並
行

し
て
開
発
し
た
い
」
と
答
え
た
。

　

な
お
午
後
は
一
時
か
ら
再
開
さ
れ
る
。

立
ち
退
き
に
補
償
を
／
ス
ラ
ム

街
解
消
で
／
関
係
者
、
市
会

へ
陳
情 
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那
覇
市
は
本
年
度
予
算
で
ス
ラ
ム
街
解
消
の

モ
デ
ル
地
区
設
定
を
計
画
、
議
会
の
承
認
を

得
て
い
る
が
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
こ
に

住
む
人
た
ち
（
七
十
世
帯
）
か
ら
「
市
当
局

が
不
法
建
築
に
つ
い
て
は
補
償
し
な
い
」
と

し
て
い
る
の
に
は
納
得
で
き
な
い
と
の
声
が

で
て
、
問
題
を
投
げ
て
い
る
。

二
十
六
日
あ
さ
、
砂
川
全
徳
氏
ら
十
人
の

関
係
者
は
開
会
中
の
那
覇
市
議
会
に
こ
の
こ

と
を
陳
情
し
た
が
、
陳
情
内
容
と
関
係
者
の

い
い
分
は
次
の
と
お
り
。

那
覇
市
当
局
が
議
会
に
対
し
「
不
良
住
宅

街
改
造
モ
デ
ル
地
区
建
設
用
地
の
取
売

に
つ
い
て
」
の
承
認
を
求
め
て
い
る
の

は
、
字
樋
川
、
神
里
原
九
九
（
旧
八
区
）

の
二
千
七
百
七
十
八
平
方
㍍
を
地
主
か

ら
三
万
二
千
四
百
十
㌦
で
買
い
上
げ
、
六

㍍
と
四
㍍
の
道
路
お
よ
び
排
水
溝
を
設

置
、
保
安
、
衛
生
的
な
地
区
に
す
る
。
現

在
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
対
し
て
は
、
適

切
な
補
償
を
し
、
市
営
住
宅
や
壺
川
の
埋

め
立
て
地
に
移
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
跡
に

ア
パ
ー
ト
を
建
て
る
、
と
い
う
も
の
。

市
が
土
地
を
全
面
的
に
買
い
上
げ
て
、
ス
ラ

ム
街
を
解
消
す
る
の
は
こ
の
モ
デ
ル
地
区
一
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か
所
だ
け
で
、
他
の
ス
ラ
ム
街
地
域
は
地
主

の
協
力
を
え
て
、
道
路
、
排
水
溝
を
設
置
す

る
て
い
ど
に
と
め
る
。
そ
の
事
業
に
よ
っ
て

道
な
ど
に
と
ら
れ
、
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
家
庭
に
対
し
て
は
、
当
然
補
償
す
る
が

違
法
建
築
に
対
し
て
は
そ
れ
な
り
に
評
価
を

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

補
償
に
つ
い
て
モ
デ
ル
地
区
の
人
た
ち
は

「
新
聞
に
よ
る
と
市
当
局
は
違
法
建
築
物
に

は
一
㌣
も
補
償
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
も
財
産
で
あ
り
、
補
償
が

な
い
と
い
う
こ
と
は
納
得
で
き
な
い
。
現
在

の
場
所
で
は
家
賃
も
い
ら
な
い
の
で
何
と
か

生
活
し
て
い
る
。
ア
パ
ー
ト
に
は
い
る
と
借

家
生
活
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
、
生

活
に
困
る
。
市
当
局
が
こ
ち
ら
の
納
得
の
い

く
よ
う
に
買
い
上
げ
な
い
と
動
か
な
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

大
山
副
議
長
・
平
良
建
設
委
員
長
の
話

よ
く
検
討
し
て
納
得
の
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

　

新
垣
助
役
の
話　

不
法
建
築
に
は
原
則
的

に
補
償
し
な
い
。
し
か
し
ぜ
ん
ぜ
ん
や
ら
な

い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
形
を

か
え
て
援
助
し
た
い
。

那
覇
市
の
ス
ラ
ム
街
解
消
／
モ

デ
ル
地
区
の
補
償
案
／
79
世

帯
に
四
項
目
で
／
不
法
建
物

は
適
用
せ
ず 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
９
・
27
〕

西
銘
那
覇
市
長
が
公
約
し
た
〝
ス
ラ
ム
街

解
消
〟
は
、
現
年
度
か
ら
モ
デ
ル
地
区
を

指
定
し
て
事
業
に
着
手
す
る
準
備
を
す

す
め
て
い
る
が
、
モ
デ
ル
地
区
住
民
補
償

の
問
題
で
議
会
に
押
し
か
け
る
な
ど
、
早

く
も
問
題
を
投
げ
て
い
る
。
那
覇
市
当
局

が
こ
ん
ご
こ
の
事
業
を
す
す
め
て
い
く

「
基
本
的
な
考
え
か
た
」
に
つ
い
て
、
新

垣
建
設
助
役
、
花
城
建
設
部
長
に
き
い
て

み
た
。
つ
ぎ
は
そ
の
あ
ら
ま
し
。

　

那
覇
市
の
不
良
住
宅
街
は
旧
一
区
と
六

区
か
ら
十
区
ま
で
の
各
一
部
で
、
総
面

積
二
十
七
万
一
千
七
百
二
十
八
平
万
㍍
、

三
千
二
百
四
世
帯
。
そ
れ
を
六
つ
の
事
業
区

に
分
け
て
す
す
め
て
い
く
。
ま
ず
樋
川
旧
八

区
一
帯
の
二
万
六
千
四
百
平
方
㍍
を
一
区
と

し
、
そ
の
中
の
千
四
十
六
平
方
㍍
を
モ
デ
ル

地
区
に
指
定
。
現
年
度
予
算
で
買
い
上
げ
て

事
業
を
す
す
め
る
。
ス
ラ
ム
街
の
解
消
は
道

路
、
排
水
施
設
を
完
備
し
防
災
、
衛
生
の
面
か

ら
生
活
環
境
を
よ
く
し
て
い
く
の
が
ね
ら
い

で
あ
る
。
樋
川
を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
た

の
は
①
現
に
あ
る
路
地
が
ス
ラ
ム
街
解
消
計

画
道
路
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
②
土
地
が
一
筆

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
③
他
の
地
区
よ
り
人
口

が
過
密
で
あ
る
こ
と
が
理
由
。
事
業
は
道
路

排
水
溝
の
整
備
、
過
密
な
状
態
を
適
正
な
密

度
に
す
る
。
共
同
施
設
（
遊
び
場
や
保
育
所

な
ど
）
の
設
置―

の
三
段
階
に
わ
け
て
お
こ

な
わ
れ
る
。
道
路
用
地
だ
け
で
な
く
市
の
買

い
上
げ
る
用
地
内
の
建
物
は
一
応
み
ん
な
移

し
、
そ
こ
に
市
営
住
宅
を
建
て
て
移
っ
た
人

た
ち
に
入
っ
て
も
ら
う
。
そ
れ
を
年
次
計
画

で
三
回
ほ
ど
繰
り
か
え
す
と
二
万
六
千
四
百

平
方
㍍
の
ス
ス
ラ
ム
街
の
解
消
が
で
き
る
。

　

そ
の
中
で
も
道
路
や
買
い
上
げ
用
地

外
の
住
宅
は
、
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の

事
業
の
た
め
道
路
や
買
い
上
げ
用
地
の

建
物
は
立
ち
退
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
①
建
物
の
補
償
②

移
転
に
と
も
な
う
借
家
損
失
費
用
③
休

業
補
償
④
借
家
人
に
対
す
る
移
転
補
償

な
ど
が
な
さ
れ
る
。
モ
デ
ル
地
区
内
に
は

七
十
九
世
帯
（
九
世
帯
は
借
家
）
が
あ
り
、

個
々
に
補
償
の
評
価
を
し
、
実
際
に
移
転

し
て
も
ら
う
よ
う
交
渉
し
て
い
く
無
断

で
た
て
た
不
法
建
物
の
補
償
は
し
な
い

が
、
そ
の
他
の
借
家
損
失
費
用
、
休
業
補

償
な
ど
は
当
然
行
な
う
。

補
償
問
題
な
ど
審
議
／
那
覇
市

議
会
建
設
委
／
不
良
住
宅
街

改
造
モ
デ
ル
地
区 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
９
・
28
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
平

良
真
次
郎
委
員
長
）
は
、
午
前
に
ひ
き
続
き

午
後
一
時
か
ら
再
開
し
「
不
良
住
宅
街
改
造

モ
デ
ル
地
区
建
設
用
地
の
取
得
」
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

　

立
ち
の
き
補
補
償
問
題
に
つ
い
て
陳
情
に

き
た
樋
川
住
民
も
審
議
の
経
過
を
熱
心
に
傍

聴
し
た
。

　

こ
の
日
は
市
当
局
か
ら
新
垣
建
設
助
役
、

花
城
建
設
部
長
ら
が
出
席
、
立
ち
の
き
補
償

問
題
に
つ
い
て
の
市
当
局
の
方
針
に
質
問
が

集
中
し
た
が
結
論
は
き
ょ
う
二
十
八
日
の
委

員
会
に
持
ち
こ
さ
れ
た
。
お
も
な
質
疑
は
次

の
と
お
り
。

　

友
利
議
員　

モ
デ
ル
地
区
指
定
地
域
に
住

ん
で
い
る
住
民
の
補
償
問
題
に
つ
い
て
市
当

局
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

　

新
垣
建
設
助
役　

立
ち
の
き
補
償
は
基
準

に
し
た
が
っ
て
や
る
が
、
不
法
建
築
物
に
つ

い
て
は
補
償
で
き
な
い
の
で
別
の
方
法
を
考

慮
し
た
い
。
法
を
た
て
に
と
っ
て
強
行
す
る

こ
と
は
い
ま
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
補

償
金
お
よ
び
補
償
金
の
算
定
基
礎
は
、
建
物

坪
数
×
建
物
単
価
×
低
減
率
×
工
法
係
×
距

離
係
数
で
あ
る
。
（
注
・
低
減
率
は
一
年
に
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つ
き
一
％
、
距
離
係
数
と
は
移
転
距
離
の
こ

と
）

　

友
利
氏　

こ
ん
ど
の
モ
デ
ル
地
区
は
わ
ず

か
九
百
二
十
六
坪
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
何

に
も
な
ら
な
い
。
全
市
の
ス
ラ
ム
街
を
解
消

出
来
る
見
通
し
は
あ
る
か
。

　

助
役　

ス
ラ
ム
街
解
消
に
取
っ
組
む
の
は

沖
縄
で
は
は
じ
め
て
な
も
の
で
相
当
な
困
難

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
を
や
る
に
は
法
の
整

備
や
予
算
の
裏
づ
け
、
さ
ら
に
住
民
の
協
力

が
い
る
。
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
市
民
の
協

力
い
か
ん
に
よ
る
。

　

森
田
議
員　

そ
れ
で
は
法
の
整
備
や
予
算

の
確
保
を
し
て
か
ら
解
消
に
着
手
し
た
ほ
う

が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

花
城
建
設
部
長　

ス
ラ
ム
街
解
消
は
一
挙

に
は
出
来
な
い
。
長
期
計
画
で
や
ら
な
い
と

い
つ
ま
で
も
こ
の
事
業
は
完
成
し
な
い
。

　

赤
嶺
（
慎
）
議
員　

道
路
整
備
費
は
い
く

ら
か
。　
　

　

建
設
部
長　

十
二
万
一
千
八
百
五
十
九
㌦
、

こ
の
中
に
は
土
地
買
収
費
、
工
事
費
、
立
ち

の
き
補
償
費
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

真
栄
田
議
員　

不
法
建
築
物
に
は
補
償
し

な
い
。
別
の
方
法
を
考
え
る
と
い
う
が
、
そ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

助
役　

そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
検
討
中
で

あ
る
。

　

真
栄
田
議
員　

建
築
法
が
制
定
さ
れ
る
以

前
（
五
二
年
十
二
月
）
に
建
築
さ
れ
た
も
の

は
ど
う
な
る
か
。

　

助
役　

そ
の
場
合
で
も
市
長
の
許
可
を
う

け
て
な
い
も
の
は
不
法
建
築
物
と
み
な
す
。

　

森
田
氏　

許
可
の
得
て
な
い
不
法
建
築
物

で
、
家
屋
税
を
課
さ
れ
て
い
る
も
の
は
合
法

と
み
な
す
か
。

　

助
役　

建
築
法
違
反
は
違
反
で
、
納
税
は

し
て
い
て
も
不
法
で
あ
る
。

土
地
取
得
、
原
案
を
承
認
／
那

覇
市
会
建
設
委
、
日
曜
返
上

で
審
議
／
ス
ラ
ム
街
解
消
／

反
対
陳
情
は
採
択
せ
ず 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
９
・
30
〕

那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
平
良
真
次
郎
委

員
長
）
は
二
十
九
日
の
日
曜
日
を
返
上
、
午

前
十
一
時
か
ら
委
員
会
を
開
い
て
字
樋
川
の

「
不
良
住
宅
街
改
造
モ
デ
ル
地
区
建
設
用
地

の
取
得
」
に
つ
い
て
審
議
、
討
論
し
た
。

採
決
の
け
っ
か
五
対
三
で
原
案
を
承
認
し
た
。

三
十
日
の
本
会
議
で
も
与
党
議
員
の
多
数
で

原
案
通
り
可
決
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
モ
デ
ル
用
地
取
得
を
め
ぐ
っ
て
旧

八
区
住
民
有
馬
時
寛
さ
ん
ほ
か
八
十
人
が
出

し
た
「
八
区
ス
ラ
ム
街
解
消
に
対
す
る
反
対

陳
情
」
は
六
対
二
で
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
は
、
昼
食
抜
き
の
ガ
ン

バ
リ
よ
う
。
樋
川
の
モ
デ
ル
用
地
に
居
住
し

て
い
る
人
た
ち
や
そ
の
付
近
の
人
た
ち
お
よ

そ
五
十
人
も
開
会
前
か
ら
押
し
か
け
議
場
内

外
で
傍
聴
し
た
。
野
党
委
員
が
市
原
案
に
対

す
る
反
対
意
見
を
の
べ
る
と
「
そ
う
だ
、
そ

う
だ
」
と
拍
手
や
指
笛
を
な
ら
し
、
平
良
委

員
長
が
「
委
員
会
の
進
行
に
支
障
を
き
た

す
。
退
場
を
命
ず
る
こ
と
も
あ
る
の
で
静
か

に
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
注
意
す
る
場
面
も
あ

っ
た
。

　

審
議
の
途
中
で
八
区
住
民
が
提
出
し
た
反

対
陳
情
を
日
程
に
追
加
し
て
審
議
。
有
馬
時

寛
さ
ん
ら
二
人
の
出
席
を
求
め
て
意
見
を
聞

い
た
。
「
ス
ラ
ム
街
解
消
事
業
計
画
そ
の
も

の
に
は
反
対
で
は
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
も
納

得
い
く
計
画
を
た
て
、
物
件
補
償
の
話
し
あ

い
も
つ
い
て
か
ら
土
地
を
取
得
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
の
が
そ
の
内
容
。

こ
れ
に
対
し
市
当
局
は
「
買
え
る
か
ど
う
か

も
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
補
償
に
つ
い
て
話
し

あ
い
は
す
す
め
難
い
。
土
地
を
取
得
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
積
極
的
に
す
す
め
て
い
け
る
」

と
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

討
論
、
採
決
の
け
っ
か
、
用
地
取
得
に
つ

い
て
反
対
は
真
栄
田
（
人
民
）
森
田
（
社
大
）

友
利
（
公
政
連
）
の
三
委
員
。

賛
成
は
赤
嶺
（
慎
）
比
嘉
（
朝
）
具
志
、
武

村
（
各
十
八
日
会
）
と
金
城
（
無
）
の
五
委

員
。
反
対
陳
情
に
つ
い
て
は
真
栄
田
、
友
利

委
員
を
の
ぞ
き
六
委
員
が
不
採
択
に
ま
わ
っ

た
。

　

反
対
討
論　

閉
会
中
の
継
続
審
議
に
し
て

ほ
し
い
。
こ
れ
ま
で
の
市
の
答
弁
で
は
、
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
不
安
を
な
く
し

て
い
く
具
体
的
な
も
の
が
な
い
。
八
区
の
一

部
に
金
を
か
け
る
こ
と
は
少
な
い
財
政
を
有

効
に
生
か
し
て
い
く
う
え
か
ら
好
ま
し
く
な

い
。
市
の
計
画
を
根
本
的
に
か
え
る
必
要
が

あ
る
。
物
件
補
償
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ

れ
て
い
な
い
。
反
対
陳
情
の
出
て
い
る
中
で

こ
の
事
業
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
補
償
に
つ
い
て
納
得
い
く
線
が
出
て

か
ら
こ
の
計
画
を
出
し
て
も
遅
く
な
い
。
こ

れ
ら
の
理
由
か
ら
継
続
審
議
に
す
べ
き
で
あ

る
。

　

賛
成
討
論　

一
般
予
算
で
不
良
住
宅
街
解

消
費
と
し
て
六
万
余
㌦
が
全
会
一
致
で
通
っ

て
い
る
。
七
十
二
年
来
の
干
ば
つ
も
人
災
だ

と
い
う
人
も
い
る
あ
り
さ
ま
で
、
こ
の
不
良

住
宅
街
で
火
災
、
伝
染
病
な
ど
が
も
し
起
き

た
場
合
、
当
然
人
災
と
い
う
批
判
を
う
け
よ

う
。
財
政
の
都
合
も
あ
る
が
、
不
可
能
を
可

能
に
し
て
い
く
の
が
為
政
者
の
と
る
べ
き
態

度
で
あ
る
。
市
当
局
は
誠
意
を
も
っ
て
補
償

の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
態
度
で
あ
り
、
た

め
ら
う
こ
と
は
時
期
を
失
す
る
の
で
、
こ
の

さ
い
、
市
が
暖
か
い
思
い
や
り
で
当
た
っ
て

い
け
ば
、
実
現
で
き
る
も
の
と
み
て
い
る
。

多
い
生
活
の
シ
ワ
寄
せ
／
反
対
陳
情
の
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内
容

不
採
択
に
な
っ
た
反
対
陳
情
の
内
容
（
要

旨
）
は
つ
ぎ
の
通
り
。

　

市
当
局
が
計
画
し
て
い
る
ス
ラ
ム
街
解
消

事
業
に
対
し
、
つ
ぎ
の
理
由
を
あ
げ
て
反
対

す
る
。
土
地
買
い
上
げ
を
見
合
わ
せ
て
ほ
し

い
。
理
由
は
農
連
市
場
公
設
市
場
な
ど
近
く

に
生
活
基
盤
を
お
い
て
い
る
。
第
二
種
公
営

住
宅
に
入
居
さ
せ
る
と
い
っ
て
も
、
一
部
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
喜
ぶ
が
、
市
場
に
出
て
生

活
し
て
い
る
人
た
ち
に
は
不
向
き
で
あ
る
。

大
家
族
で
は
二
四
・
七
五
平
方
㍍
（
七
・
五

坪
）
の
ア
パ
ー
ト
に
は
入
れ
な
い
。
識
名
の

公
営
住
宅
や
古
波
蔵
の
市
有
地
に
移
る
と
学

童
の
通
学
、
交
通
費
な
ど
生
活
面
に
シ
ワ
寄

せ
さ
れ
る
。
市
が
土
地
を
あ
っ
せ
ん
し
補
償

金
を
も
ら
っ
て
も
移
転
先
で
家
を
建
て
る
だ

け
の
力
が
な
く
路
頭
に
迷
っ
て
し
ま
う
。

那
覇
市
会
／
ス
ラ
ム
街
解
消
計

画
／
ヤ
ジ
、
退
場
騒
ぎ
の
中

で
原
案
可
決 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
10
・
１
〕

那
覇
市
九
月
議
会
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
字

樋
川
の
不
良
住
宅
街
改
造
モ
デ
ル
地
区
建
設

用
地
の
取
得
と
、
そ
の
売
買
契
約
を
結
ぶ
議

案
は
三
十
日
午
後
の
本
会
議
で
賛
成
議
員
多

数
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

人
民
党
（
三
）
公
政
連
（
二
）
無
所
属
（
一
）

が
共
闘
を
く
ん
で
反
対
に
回
り
質
疑
討
論
が

行
な
わ
れ
た
が
、
議
長
が
質
疑
を
打
ち
切
っ

た
の
に
対
し
「
も
っ
と
い
わ
せ
ろ
」
「
議
長

横
暴
だ
ぞ
」
な
ど
の
ヤ
ジ
が
と
ん
で
荒
れ

た
。
し
か
し
与
党
議
員
の
数
が
モ
ノ
を
い

い
、
社
大
党
は
「
採
決
に
参
加
で
き
な
い
」

と
退
場
し
た
。
あ
さ
か
ら
傍
聴
席
に
押
し
か

け
た
約
三
十
人
の
樋
川
関
係
住
民
の
見
守
る

な
か
で
二
十
対
六
で
原
案
通
り
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
五
分
間
休
け
い
し
た
が
、
そ
の
間
に

樋
川
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ

人
民
党
と
公
政
連
の
五
議
員
が
顔
を
み
せ

「
戦
い
は
お
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
市
は
十
分
話
し
あ
い

を
し
納
得
の
い
く
補
償
を
す
る
と
言
明
し
て

い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
も
団
結
し
て
そ
の
体

制
を
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
わ

れ
わ
れ
も
全
面
的
に
支
援
し
て
い
く
」
と
こ

ん
ご
の
共
闘
を
約
し
た
。
関
係
者
の
中
に
は

「
市
の
補
償
は
知
れ
て
い
る
。
少
な
い
補
償

を
も
ら
っ
て
苦
労
す
る
よ
り
、
決
し
て
そ
こ

を
動
か
な
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
ス
ラ
ム

解
消
問
題
を
め
ぐ
っ
て
早
く
も
波
乱
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
「
琉
球
育
英
会
に
対
し
、
市
有

地
を
無
償
で
貸
し
付
け
る
」
こ
と
に
つ
い
て

も
、
黒
潮
議
員
（
人
民
党
）
が
「
育
英
会
は

す
べ
て
行
政
府
の
責
任
の
も
と
に
事
業
運
営

が
な
さ
れ
て
い
る
。
政
府
が
市
町
村
に
も
っ

と
援
助
す
べ
き
で
、
市
が
政
府
に
援
助
す
る

こ
と
は
な
い
。
市
民
の
財
産
で
あ
り
、
有
償

に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
反
対
討
論
を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
又
吉
議
員
（
無
所
属
）
は
「
貸

し
付
け
期
間
は
五
か
年
更
新
と
な
っ
て
い
る
。

五
か
年
後
に
は
買
い
取
っ
て
も
ら
う
か
賃
貸

し
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
明
記
し
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
を
入
れ
て
賛
成
し
た
。
し
か

し
、
五
か
年
後
に
新
た
に
貸
す
場
合
、
ま

た
、
議
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
と
い
う
市

当
局
の
説
明
も
あ
っ
て
、
け
っ
き
ょ
く
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

〝
竜
潭
〟
を
公
園
指
定
か
ら
除
外

／
民
政
府
が
主
席
へ
指
示
／

英
語
セ
ン
タ
ー
建
設
で
／
シ

ョ
ッ
ク
受
け
る
那
覇
市 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
10
・
２
〕

　

都
市
計
画
公
園
に
指
定
さ
れ
た
首
里
の

〝
竜
潭
〟
一
帯
を
「
公
園
指
定
か
ら
は
ず
す

よ
う
に
」
と
、
こ
の
ほ
ど
民
政
府
か
ら
琉
球

政
府
へ
指
示
が
あ
り
琉
球
政
府
で
は
那
覇

市
へ
そ
の
手
続
き
を
と
る
よ
う
通
知
し
て

き
た
。〝
公
園
の
用
地
難
〟
に
悩
ん
で
い
る

と
き
だ
け
に
、
関
係
者
に
シ
ョ
ッ
ク
を
あ
た

え
て
い
る
。

同
公
園
は
竜
潭
を
中
心
に
、
博
物
館
一
帯
に

か
け
て
面
積
は
二
万
九
千
平
方
㍍
。
那
覇
市

の
申
請
に
よ
っ
て
一
九
五
六
年
三
月
二
十
三

日
、
行
政
主
席
か
ら
〝
都
市
計
画
公
園
〟
に

指
定
さ
れ
、
市
が
管
理
し
て
き
た
。
指
定
さ

れ
る
と
個
人
、
国
県
有
地
で
も
そ
の
用
地
内

に
は
市
長
の
許
可
な
し
に
建
て
物
を
建
て
た

り
、
勝
手
に
使
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
博
物
館
横
の
広
場
に
民
政

府
予
算
で
「
英
語
セ
ン
タ
ー
」
の
建
築
が
す

す
め
ら
れ
て
お
り
、
問
題
も
そ
こ
か
ら
起
き

た
。
三
か
月
ほ
ど
ま
え
、
英
語
セ
ン
タ
ー
側

が
那
覇
市
に
対
し
て
建
築
確
認
申
請
を
し
た
。

市
で
は
公
園
指
定
地
と
し
て
芝
生
を
植
え
、

青
々
と
し
た
広
場
に
す
る
計
画
な
の
で
建
築

確
認
を
保
留
し
た
。

竜
潭
一
帯
は
市
有
地
だ
が
、
こ
の
う
ち
英
語

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
だ
け
は
旧
師
範
学
校
跡
の

県
有
地
で
、
民
政
府
財
産
管
理
部
が
管
理
し

て
い
る
。
こ
う
い
う
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ

へ
、
民
政
府
か
ら
主
席
あ
て
指
示
が
き
た
も

の
。
琉
球
政
府
が
那
覇
市
に
お
く
っ
た
通
知

に
は
、
民
政
府
の
指
示
の
写
し
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。

　

し
か
し
那
覇
市
と
し
て
は
、
か
ん
た
ん
に

踏
み
切
れ
ず
ま
だ
そ
の
手
続
き
を
し
て
い
な

い
。
結
局
、
建
築
確
認
が
保
留
さ
れ
た
ま
ま

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

英
語
セ
ン
タ
ー
は
い
ま
の
と
こ
ろ
違
法
建
て

物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
公
園
指
定
か
ら
は

ず
す
と
都
計
上
の
許
可
を
う
け
る
必
要
が
な

く
な
る
わ
け
で
、
民
政
府
の
指
示
も
そ
れ
が
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ね
ら
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

那
覇
市
内
で
公
園
に
指
定
さ
れ
た
の
は
十

四
か
所
あ
る
が
、
公
園
ら
し
い
と
こ
ろ
は
竜

潭
一
か
所
だ
け
で
あ
る
。
指
定
用
地
を
買
い

あ
げ
る
金
が
な
く
、
借
地
し
て
で
も
公
園
を

ふ
や
し
て
い
こ
う
と
計
画
に
と
り
か
か
っ
て

い
る
時
だ
け
に
、
こ
ん
ど
の
指
示
は
こ
の
計

画
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
か
っ
こ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

大
き
な
問
題
だ

市
当
局
の
話　

大
衆
の
広
場
を
つ
ぶ
し

て
ま
で
英
語
セ
ン
タ
ー
を
建
て
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
理
由
は
な
い
。
一
帯

を
英
語
セ
ン
タ
ー
の
庭
に
す
る
考
え
で

は
な
い
か
。
か
り
に
英
語
セ
ン
タ
ー
敷
地

だ
け
を
指
定
か
ら
は
ず
し
て
も
、
こ
れ
が

前
例
に
な
っ
て
、
ほ
か
の
公
園
指
定
地
に

影
響
し
て
く
る
。
大
き
な
問
題
だ
。
都
計

公
園
の
指
定
は
こ
ち
ら
か
ら
の
申
請
で

主
席
が
お
こ
な
う
が
、
そ
の
取
り
消
し
は

行
政
主
席
の
権
限
で
あ
り
、
市
に
指
定
除

外
の
手
続
き
を
す
る
よ
う
に
と
通
知
し

て
く
る
の
も
お
か
し
い
。
体
面
を
考
え
て

そ
う
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

地
主
か
ら
も
の
い
い
／
那
覇
市

／
給
水
施
設
用
地
の
測
量 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
10
・
２
〕

　

那
覇
市
国
場
、
上
間
、
仲
井
真
一
帯
の
耕

地
で
軍
に
よ
っ
て
土
地
測
量
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
水
道
公
社
が
す
す
め
て
い
る

全
島
的
な
水
道
事
業
計
画
の
う
ち
、
那
覇
市

へ
の
給
水
施
設
用
地
に
使
用
す
る
た
め
の
測

量
で
、
市
長
の
許
可
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
玉
城
幸
治
さ
ん
ほ
か
五
十

人
あ
ま
り
の
地
主
が
「
軍
用
地
に
接
収
さ
れ

る
の
は
反
対
だ
。
市
長
は
そ
の
許
可
を
と
り

消
し
て
ほ
し
い
」
と
二
日
あ
さ
十
時
す
ぎ
役

所
に
お
し
か
け
た
。
玉
城
さ
ん
ら
五
人
が
こ

の
問
題
で
西
銘
市
長
と
会
い
「
市
長
が
地
主

の
了
解
な
し
に
立
ち
入
り
測
量
の
許
可
を
与

え
て
い
る
の
は
個
人
財
産
の
侵
害
で
あ
る
。

そ
れ
を
と
り
消
し
て
ほ
し
い
。
給
水
施
設
は

必
要
だ
ろ
う
が
、
地
主
が
犠
牲
に
な
る
こ
と

は
な
い
」
と
申
し
入
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
西
銘
市
長
は
「
測
量
立
ち
入

り
の
許
可
で
あ
っ
て
、
接
収
と
か
財
産
の
所

有
権
に
ふ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
や
っ
て

い
な
い
の
で
侵
害
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
測

量
は
地
主
ま
た
は
市
町
村
長
の
許
可
に
よ
っ

て
で
き
る
が
、
ど
う
せ
許
可
が
な
く
て
も
布

令
一
七
一
号
に
よ
っ
て
強
制
立
ち
入
り
の
測

量
が
で
き
る
。
現
段
階
で
は
調
査
で
あ
り
、

接
収
の
段
階
に
な
る
と
、
も
ち
ろ
ん
地
主
と

の
話
し
あ
い
に
よ
っ
て
補
償
あ
る
い
は
使
用

料
を
払
わ
れ
る
の
で
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
な

い
。
軍
が
や
る
に
し
て
も
政
府
や
市
が
や
る

に
し
て
も
こ
の
施
設
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
地

主
の
協
力
を
得
て
確
保
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
説
明
し
た
。

　

地
主
代
表
は
「
何
を
つ
く
ろ
う
が
軍
用
地

に
と
ら
れ
る
の
は
反
対
だ
。
市
長
が
与
え
た

許
可
を
と
り
消
し
て
ほ
し
い
」
と
ふ
た
た
び

要
請
。
こ
れ
に
対
し
市
長
は
「
地
主
が
連
盟

で
そ
の
む
ね
申
請
す
れ
ば
、
軍
で
は
布
令
一

七
一
号
の
手
続
き
を
ふ
ん
で
強
制
立
ち
入
り

測
量
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
申
請
し
た
ら

軍
に
伝
え
る
」
と
答
え
た
。

地
主
側
で
は
さ
っ
そ
く
連
盟
で
立
ち
入
り
測

量
に
対
す
る
反
対
の
要
請
を
す
る
と
い
い
、

そ
れ
に
と
も
な
う
軍
の
出
方
が
注
目
さ
れ
る
。

開
南
ス
ラ
ム
街
で
朝
火
事
／

三
十
五
む
ね
全
半
焼
／
消
火

活
動
困
難
極
め
る 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
３
・
10
・
５
〕

五
日
午
前
十
時
十
五
分
ご
ろ
、
那
覇
市

樋
川
〇
の
〇
砂
川
〇
さ
ん
（
四
一
）
方

の
間
借
り
人
与
那
覇
〇
〇
さ
ん
(
三
六

)
方
か
ら
出
火
、
折
り
か
ら
の
風
で
み
る

み
る
燃
え
広
が
っ
て
住
居
三
十
五
む
ね

（
一
、
五
〇
〇
平
方
㍍
）
を
全
半
焼
、
正
午

ご
ろ
消
え
た
。
現
場
は
ス
ラ
ム
街
と
し
て

那
覇
市
役
所
が
区
画
整
理
の
対
象
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
家
屋
が
密
集
し
て
い

る
う
え
に
道
路
が
せ
ま
く
消
防
隊
の
消

化
活
動
は
困
難
を
き
わ
め
た
が
、
死
傷
者

は
な
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

水
道
の
使
用
中
止
呼
び
か
け
／
消
防
署

　
　

／
消
火
せ
ん
の
水
圧
低
く

那
覇
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、
出
火
元
は
一
む

ね
で
四
世
帯
が
間
借
り
し
て
い
る
が
、
こ
の

日
は
全
世
帯
の
人
た
ち
が
仕
事
に
出
か
け
て

不
在
、
壁
か
ら
煙
が
ふ
き
出
し
て
い
る
の
を

付
近
の
仲
間
〇
さ
ん
が
発
見
、
は
じ
め
て
火

事
だ
と
気
づ
き
、
消
防
署
に
連
絡
し
た
。
出

火
の
原
因
は
不
明
で
調
査
中
。

那
覇
消
防
署
は
直
ち
に
緊
急
出
動
を
指

令
、
同
本
部
、
松
尾
、
真
和
志
、
首
里
、

小
禄
、
安
謝
か
ら
タ
ン
ク
車
、
ハ
シ
ゴ
車

な
ど
十
八
台
、
那
覇
米
空
軍
消
防
隊
、
陸

軍
消
防
隊
か
ら
六
台
が
出
動
、
消
火
に
あ

た
っ
た
。
と
こ
ろ
が
消
火
栓
の
水
圧
が
低

く
、
お
ま
け
に
火
元
が
ス
ラ
ム
の
中
心
部

だ
っ
た
だ
け
に
消
火
作
業
は
困
難
、
火
の

手
は
あ
っ
と
い
う
ま
に
ひ
ろ
が
っ
た
。

消
防
署
の
要
請
で
市
水
道
局
で
は
ラ
ジ
オ
を

通
じ
、
全
市
民
に
「
火
事
の
た
め
水
道
の
使

用
を
一
時
中
止
し
て
、
消
火
に
協
力
し
て
下

い
」
と
よ
び
か
け
た
。

現
場
は
市
内
開
南
通
り
農
連
市
場
向
い

側
の
ス
ラ
ム
街
で
家
屋
が
密
集
し
て
い

る
と
こ
ろ
。
出
火
と
同
時
に
た
ち
ま
ち
類

焼
、
住
居
全
焼
三
十
む
ね
半
焼
五
む
ね
の

被
害
を
出
し
三
十
六
世
帯
が
焼
け
出
さ

れ
た
。
一
方
火
事
現
場
付
近
は
ヤ
ジ
馬
で
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ご
っ
た
が
え
し
た
。

こ
の
火
事
で
焼
け
た
住
居
は
ト
タ
ン
ぶ
き
が

多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
終
戦
後
か
ら
そ
の

ま
ま
の
も
の
。
被
害
者
の
留
守
で
家
財
道
具

一
つ
も
持
ち
出
さ
な
い
の
も
多
い
。
職
場
か

ら
現
場
に
か
け
つ
け
て
家
が
焼
け
た
の
を
み

て
泣
き
出
す
婦
人
も
い
た
。

　

損
害
は
一
万
㌦
／
原
因
に
二
つ
の
見
方

那
覇
市
樋
川
の
大
火
は
三
十
五
む
ね
全
半
焼

の
被
災
を
出
し
た
が
、
那
覇
署
捜
査
課
と
保

安
課
で
は
消
火
後
す
ぐ
出
火
の
原
因
調
査
に

乗
り
出
し
た
。

　
　

〔
中
略
〕

な
お
、
損
害
に
つ
い
て
も
く
わ
し
く
調
べ
て

い
る
が
、
焼
け
た
と
こ
ろ
が
不
良
住
宅
地
域

で
あ
る
た
め
損
害
は
一
万
㌦
前
後
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　
　

〔
中
略
〕

　

通
報
が
遅
く
悪
条
件
が
重
な
る

　

宮
平
那
覇
消
防
署
長
の
話　

現
場
は
ス
ラ

ム
街
で
民
家
が
密
集
、
お
ま
け
に
道
路
が
狭

い
う
え
に
消
火
栓
が
少
な
く
水
利
の
便
が
悪

い
と
こ
ろ
。
日
ご
ろ
か
ら
警
戒
地
域
に
指
定

し
て
あ
っ
た
。
火
災
が
大
き
か
っ
た
原
因
は

通
報
が
遅
か
っ
た
こ
と
と
悪
条
件
が
重
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。
消
火
作
業
に
は
糸
満
、
米

軍
な
ど
の
応
援
を
え
て
全
力
を
あ
げ
た
。

　

那
覇
市
、
救
援
対
策
本
部
を
設
置

那
覇
市
役
所
民
生
課
で
は
出
火
と
同
時
に
火

災
現
場
に
救
援
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。
た

だ
ち
に
被
害
調
査
を
す
る
と
同
時
に
那
覇
福

祉
事
務
所
と
協
力
し
て
衣
料
、
寝
具
、
食
料

品
な
ど
を
贈
り
救
援
に
の
り
出
し
た
。
こ
れ

は
応
急
措
置
で
こ
ん
ご
の
救
援
に
つ
い
て
は

被
害
調
査
が
ま
と
ま
り
し
だ
い
具
体
的
に
検

討
す
る
。

　
　

〔
後
略
〕

移
転
補
償
は
し
な
い
／
那
覇
市

樋
川
／
希
望
者
に
は
市
有
地

提
供
／
市
部
課
長
会 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
10
・
７
〕

那
覇
市
建
設
部
は
、
六
日
午
前
十
時
か
ら
同

市
助
役
室
で
部
課
長
会
議
を
開
き
、
樋
川
の

火
災
で
焼
け
出
さ
れ
た
罹
災
者
の
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

そ
の
結
果
①
焼
け
跡
に
は
建
築
基
準
法
に

よ
っ
て
本
建
築
は
も
ち
ろ
ん
、
仮
建
築
も
許

可
し
な
い
。
半
焼
家
屋
は
、
建
築
基
準
法
に

準
じ
て
修
復
を
許
可
す
る
②
焼
け
た
建
物
に

対
し
て
は
移
転
補
償
を
し
な
い
③
さ
き
に
市

が
買
い
上
げ
た
嘉
手
納
〇
〇
〇
さ
ん
の
土
地

を
借
り
て
い
た
人
た
ち
に
は
、
壺
川
の
市
有

地
を
提
供
し
、
貸
与
ま
た
は
売
却
す
る
。
そ

れ
以
外
の
人
た
ち
に
対
し
て
は
、
土
地
を
市

に
売
る
条
件
で
市
有
地
貸
与
ま
た
は
売
却
す

る―

こ
と
を
決
め
た
。

再
建
築
を
認
め
な
い
の
は
、
建
築
基
準
法

に
定
め
ら
れ
た
幅
員
四
㍍
以
上
の
道
路

が
な
い
た
め
と
、
も
し
仮
建
築
を
許
可
し

た
場
合
、
そ
れ
が
既
得
権
に
な
っ
て
今
後

の
ス
ラ
ム
街
解
消
計
画
に
支
障
を
き
た

す
た
め
で
あ
る
。
ま
た
移
転
補
償
に
つ
い

て
は
、
物
件
が
焼
失
し
た
以
上
、
法
的
に

も
補
償
す
る
義
務
は
な
い
と
い
う
の
が

市
当
局
の
考
え
。

　

市
で
は
移
転
補
償
は
で
き
な
い
が
救
済
措

置
は
考
え
る
と
は
い
っ
て
い
る
も
の
の
、
着

の
み
着
の
ま
ま
で
焼
け
出
さ
れ
た
被
災
者
た

ち
は
市
の
決
定
に
「
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も

ひ
ど
す
ぎ
る
」
と
不
満
を
表
明
し
て
お
り
、

成
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
る
。

市
場
改
築
に
も
待
っ
た
／
地
主

が
土
地
返
還
の
要
請 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
10
・
16
〕

那
覇
市
は
、
平
和
通
り
の
公
設
市
場
（
衣
服
・

雑
貨
）
の
改
築
を
計
画
し
て
い
る
が
、
こ
の

ほ
ど
地
主
の
上
岡
〇
〇
〇
氏
か
ら
「
自
分
で

市
場
を
建
て
る
の
で
返
し
て
ほ
し
い
」
と
の

陳
情
が
あ
り
、
市
当
局
は
頭
を
い
た
め
て
い

る
。

　

同
市
で
は
、
六
三
年
度
に
平
和
通
り
の
公

設
市
場
を
二
階
建
て
に
向
か
い
の
鮮
魚
、
精

肉
市
場
を
三
階
建
て
に
改
築
し
、
将
来
ガ
ー

ブ
川
店
舗
と
直
結
す
る
計
画
を
打
ち
出
し
た
。

し
か
し
借
地
問
題
、
財
政
面
の
都
合
も
あ
っ

て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
て
い
ど
に
終
わ
っ
た
。
六

四
年
度
に
は
手
を
つ
け
ず
、
不
良
住
宅
街
解

消
を
先
に
ま
わ
し
た
。
公
設
市
場
は
六
五
年

度
に
起
債
（
八
十
万
㌦
）
で
、
衣
服
雑
貨
市

場
と
精
肉
鮮
魚
市
を
改
築
す
る
計
画
。

　

こ
う
し
た
と
こ
ろ
へ
上
岡
氏
か
ら
十
月
四

日
付
で
〝
土
地
返
還
〟
の
陳
情
書
が
舞
い
込

ん
だ
。

「
最
近
観
光
客
が
ふ
え
た
。
今
の
公
設
市

場
で
は
見
苦
し
い
。
こ
の
際
平
和
通
り

の
現
公
設
市
場
を
地
上
四
階
の
高
層
建

築
に
し
、
那
覇
市
の
名
物
の
一
つ
に
し

た
い
。
従
来
の
業
者
は
そ
の
ま
ま
収
容
す

る
」
と
い
う
の
が
陳
情
の
要
旨
。

こ
れ
に
対
し
市
は
「
市
も
公
設
市
場
改
造
計

画
を
す
す
め
て
い
る
。
も
う
少
し
検
討
さ
せ

て
ほ
し
い
」
と
の
返
事
を
出
し
土
地
返
還
の

回
答
は
さ
け
て
い
る
。

い
ま
市
が
上
岡
氏
か
ら
借
り
て
い
る
公
設
市

場
の
土
地
は
、
一
千
六
百
三
十
九
平
方
㍍

（
四
百
九
十
六
・
六
坪
）
。

「
個
人
よ
り
市
が
や
っ
た
方
が
都
市
美
観
、

零
細
商
人
の
擁
護
な
ど
、
市
民
福
祉
面
に
寄

与
す
る
点
が
多
い
。
上
岡
氏
と
よ
く
話
し
あ

い
六
五
年
度
か
ら
公
設
市
場
改
築
に
着
手
し

た
い
」
と
市
当
局
で
は
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
先
上
岡
氏
か
ら
「
現
借
地
料
三
・

三
平
方
㍍
（
一
坪
）
当
た
り
七
十
㌣
を
一
㌦

六
十
七
㌣
に
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
の
陳



三
〇
九

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
十
ー
十
一
月

情
も
あ
り
、
市
は
「
土
地
借
賃
法
に
よ
っ

て
、
市
の
土
地
等
級
が
告
示
さ
れ
た
の
ち
に

話
し
合
い
た
い
」
と
の
回
答
を
し
て
い
た
。

高
圧
線
撤
去
の
び
る
／
新
た
に

五
か
年
契
約
を
要
求 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
10
・
19
〕

那
覇
市
一
号
線
（
泊
高
橋
町―

奥
武
山
）
の

高
圧
線
用
地
再
取
得
要
求
告
知
書
が
十
八
日

軍
か
ら
那
覇
市
役
所
に
届
い
た
。
地
主
と
の

契
約
は
六
三
年
六
月
三
十
日
が
期
限
に
な
っ

て
い
た
が
、
高
圧
線
移
転
が
ま
だ
相
当
時
間

を
要
す
よ
う
で
、
六
三
年
七
月
一
日
か
ら
新

た
に
五
か
年
契
約
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
、

地
料
も
改
訂
第
一
号
と
し
て
六
四
年
六
月
三

十
日
ま
で
の
一
年
分
二
万
二
千
八
百
五
十
六

㌦
二
十
三
㌣
（
面
積
二
万
五
千
八
百
七
十
五

平
方
㍍
）
が
供
託
さ
れ
て
い
る
。
市
当
局
に

よ
る
と
、
軍
の
一
号
線
沿
い
高
圧
線
移
転
計

画
は
六
一
年
度
か
ら
す
す
め
ら
れ
、
六
三
年

度
末
ま
で
に
は
一
応
お
え
、
土
地
も
開
放
す

る
予
定
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
移
転
先
の
選
定
、

測
量
、
地
質
調
査
な
ど
に
時
間
が
か
か
り
契

約
が
六
四
年
度
以
降
に
も
ち
こ
さ
れ
た
も
の

と
み
て
い
る
。

市
土
地
課
で
は
さ
っ
そ
く
関
係
地
主
に
通
知

し
、
六
三
年
七
月
一
日
か
ら
向
こ
う
五
か
年

間
の
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
話
し
あ
う
。

し
か
し
契
約
は
五
か
年
で
も
高
圧
線
の
移
転

が
完
了
す
れ
ば
途
中
か
ら
で
も
契
約
は
解
消

で
き
る
と
い
う
。

高
圧
線
の
移
転
は
天
久
か
ら
安
里
一
、
二
区

を
経
て
松
川
ナ
キ
ジ
ン
原―

松
川
原―

首
里

寒
川
一
、
二
丁
目―

金
城
前
原―

一
日
橋
の

線
で
一
応
測
量
は
お
え
た
が
、
さ
る
八
月
に

一
部
変
更
さ
れ
、
松
川
原
か
ら
松
川
前
原―

繁
多
川
宮
里
原―

寒
川
前
原―

金
城
前
原―

一
日
橋
の
コ
ー
ス
で
測
量
、
地
質
調
査
が
す

す
め
ら
れ
て
お
り
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
お

わ
る
予
定
。
前
コ
ー
ス
の
立
ち
入
り
測
量
、

一
部
変
更
の
立
ち
入
り
測
量
と
も
市
長
の
許

可
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
こ
れ
ら
関
係
地

主
か
ら
「
市
長
が
与
え
た
許
可
を
取
り
消
し

て
ほ
し
い
」
と
高
圧
線
移
転
に
対
す
る
反
対

陳
情
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
土
地
測

量
、
地
質
調
査
は
ど
う
に
か
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
に
く
る
土
地
収
用

時
に
は
相
当
関
係
地
主
か
ら
抵
抗
が
あ
る
も

の
と
軍
で
も
み
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
ら
の

問
題
な
ど
に
も
そ
な
え
て
一
号
線
六
四
年
度

以
降
の
再
契
約
に
踏
み
切
っ
た
も
の
と
み
ら

れ
て
い
る
。

「
一
号
線
の
高
圧
線
は
都
計
の
ガ
ン
に
な
っ

て
い
る
か
ら
早
く
移
転
せ
よ
と
い
い
、
移
転

し
よ
う
と
し
た
ら
地
主
か
ら
反
対
さ
れ
る
。

一
体
ど
う
い
う
こ
と
だ
」
と
、
軍
も
ぼ
や
い

て
い
る
よ
う
だ
。

補
償
は
六
項
目
で
／
不
良
住
宅

街
の
解
消
／
那
覇
市
が
説
明

会〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
10
・
19
〕

那
覇
市
は
十
九
日
午
前
十
時
半
か
ら
市
民
集

会
所
に
、
字
樋
川
の
不
良
住
宅
街
解
消
モ
デ

ル
地
区
建
設
用
地
内
の
関
係
者
を
集
め
、
市

の
計
画
と
移
転
補
償
の
問
題
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

モ
デ
ル
用
地
内
の
関
係
者
は
七
十
九
世
帯

（
十
世
帯
は
借
家
）
で
、
こ
の
う
ち
火
災
で

二
十
世
帯
（
十
九
棟
）
が
焼
け
出
さ
れ
た
。

被
災
者
の
移
転
問
題
に
つ
い
て
は
一
応
ま
と

ま
っ
た
の
で
、
残
り
五
十
九
世
帯
と
の
話
し

合
い
が
も
た
れ
た
が
、
こ
の
日
は
五
十
二
人

が
出
席
し
た
。

　

花
城
建
設
部
長
が
、
不
良
住
宅
街
が
ど
う

し
て
で
き
た
か
、
な
ぜ
解
消
す
る
か
。
な
ぜ

樋
川
か
ら
さ
き
に
着
手
す
る
か
、
移
転
に
と

も
な
う
補
償
の
方
法
な
ど
市
の
方
針
を
説
明
。

嘉
手
納
都
計
課
長
が
、
モ
デ
ル
用
地
の
建
設

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

補
償
は
▽
家
屋
の
移
転
補
償
ま
た
は
買
い

上
げ
▽
家
財
道
具
な
ど
の
運
搬
費
用
▽

貸
し
家
収
入
の
補
償
▽
移
転
先
に
移
る

間
の
借
家
補
償
▽
店
な
ど
の
営
業
補
償

▽
雑
費
（
移
転
に
と
も
な
う
各
種
手
続
費

な
ど
）
の
六
項
目
に
わ
け
て
お
こ
な
わ
れ

る
が
、
具
体
的
に
は
個
々
に
話
し
あ
っ
て

額
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

移
転
は
識
名
の
第
二
種
公
営
住
宅
、
久
場

川
の
第
一
種
公
営
住
宅
、
古
波
蔵
埋
め
立

て
市
有
地
な
ど
へ
希
望
に
よ
っ
て
な
さ

れ
る
が
、
市
有
地
の
割
り
あ
て
は
借
地

八
十
五
・
八
平
方
㍍
（
二
十
六
坪
）
売
買

地
八
十
二
・
五
平
方
㍍
（
二
十
五
坪
）
と

な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
市
の
説
明
に
つ
い
て
質
疑
に
入
り
、

古
波
蔵
移
転
先
周
辺
に
公
園
計
画
が
あ
る
か
、

小
学
校
建
設
計
画
は
な
い
か
な
ど
質
問
が
あ

っ
た
が
、
花
城
部
長
は
「
い
ま
の
と
こ
ろ
な

い
が
、
一
帯
は
将
来
住
宅
街
に
な
る
の
で
、

ど
う
し
て
も
こ
う
し
た
施
設
は
必
要
で
あ
り
、

市
の
方
で
も
で
き
る
だ
け
実
現
す
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
こ
た
え
た
。
当
日
の
話
し
合
い

で
は
移
転
に
つ
い
て
反
対
の
声
は
な
か
っ
た
。

二
百
万
㌦
の
補
助
要
請
／
65
年

度
／
那
覇
市
が
行
政
府
へ 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
11
・
１
〕

六
五
会
計
年
度
の
予
算
編
成
期
を
む
か
え
こ

の
ほ
ど
那
覇
市
は
政
府
に
対
し
、
二
百
十
六

万
九
千
㌦
の
補
助
要
請
を
し
た
。

市
の
六
五
年
度
事
業
計
画
に
よ
る
と
、

総
事
業
費
三
百
二
万
五
千
百
八
十
五
㌦
。
そ

の
う
ち
二
百
十
六
万
九
千
三
百
六
十
四
㌦
を

琉
球
政
府
の
補
助
を
求
め
、
五
十
四
万
九
千

百
七
十
一
㌦
は
市
の
一
般
財
政
か
ら
、
あ
と



三
一
〇

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
十
一
月

三
十
万
六
千
六
百
五
十
㌦
は
起
債
に
求
め
て

い
る
。
な
お
六
四
年
度
は
二
百
余
万
㌦
の
要

求
に
対
し
実
現
し
た
の
は
七
十
三
万
二
千
㌦

だ
っ
た
。

事
業
の
主
な
る
も
の
は
、
開
南
交
番
前
か

ら
平
和
橋
間
の
道
路
新
設
、
与
儀
文
化

公
園
地
の
埋
め
立
て
お
よ
び
排
水
工
事
、

衛
生
関
係
な
ど
で
、
衛
生
関
係
事
業
は
、

六
四
年
度
に
も
援
助
要
請
し
た
が
、
実
現

し
な
か
っ
た
の
で
ふ
た
た
び
要
請
し
た
。

補
助
要
請
事
業
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

土
木
関
係
事
業　

百
二
十
二
万
九
百
三
十

六
㌦
（
政
府
補
助
九
十
四
万
六
千
二
百
七
十

五
㌦
、
市
負
担
二
十
七
万
四
千
六
百
六
十
一

㌦
）
▽
開
南
交
番―

平
和
橋
間
の
道
路
新
設

十
一
万
二
千
八
百
六
十
㌦
（
補
助
五
万
八
千

六
百
十
六
㌦
）
▽
久
茂
地
川
沿
線
西
側
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
四
万
五
千
七
百
㌦
（
補
助
三

万
六
千
㌦
）
▽
ガ
ー
ブ
川
上
流
（
平
和
橋―

四
条
橋
）
改
修
工
事
三
万
八
千
㌦
（
補
助
三

万
四
百
㌦
）
▽
安
里
川
（
蔡
温
橋―

姫
百
合

橋
間
）
改
修
工
事
四
万
七
千
㌦
（
補
助
三
万

六
千
㌦
）

　

衛
生
関
係
事
業
費　

五
十
万
㌦
（
補
助
四

十
万
㌦
）
▽
ご
み
焼
却
炉
二
十
万
㌦
（
補
助

十
万
㌦
）
し
尿
消
化
槽
三
十
万
㌦
（
百
％
補

助
）

　

民
生
関
係
事
業
費　

九
十
三
万
六
百
三
十

六
㌦
（
補
助
六
十
二
万
二
千
三
百
十
七
㌦
、

市
四
万
九
千
百
十
九
㌦
、
起
債
二
十
五
万
九

千
二
百
㌦
）
▽
保
育
所
（
三
か
所
）
新
設
四

万
七
千
六
百
七
十
九
㌦
（
捕
助
三
万
五
千
七

百
五
十
九
㌦
）
▽
公
営
住
宅
建
設
（
一
種
五

十
四
戸
、
二
種
三
百
二
十
四
戸
）
八
十
万
六

千
九
百
四
十
四
㌦
（
補
助
五
十
一
万
五
千
二

百
七
十
八
㌦
、
市
三
万
二
千
四
百
六
十
六

㌦
、
起
債
二
十
五
万
九
千
二
百
㌦
）
▽
与
儀

文
化
公
園
地
埋
め
立
て
排
水
工
事
九
万
四
千

百
七
十
㌦
（
補
助
七
万
三
千
百
四
十
㌦
）

　

農
林
関
係
事
業
費　

七
万
二
千
九
百
八
十

五
㌦
（
補
助
五
万
四
百
五
十
八
㌦
、
市
二
万

二
千
五
百
二
十
七
㌦
）
▽
畑
地
か
ん
が
い
施

設
一
万
九
千
七
百
八
十
㌦
（
補
助
九
千
八
百

九
十
㌦
）
▽
農
道
新
設
一
万
五
百
㌦
（
補
助

八
千
四
百
㌦
）
▽
排
水
路
改
修
二
万
㌦
（
補

助
一
万
六
千
㌦
）

　

上
水
道
関
係　

水
源
開
発
費
二
十
七
万
二

千
三
百
㌦
（
補
助
十
三
万
六
千
百
五
十
㌦
、

市
八
万
八
千
七
百
㌦
、
起
債
四
万
七
千
四
百

五
十
㌦
）

水
道
工
事
の
落
成
式
／
那
覇
市

／
送
水
能
力
二
倍
に 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
11
・
13
〕

　

那
覇
市
の
泊
浄
水
場
拡
張
、
送
水
管
取
り

か
え
、
牧
港
ポ
ン
プ
場
拡
張
、
配
水
管
敷
設

な
ど
、
水
道
施
設
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、

十
二
日
午
後
二
時
す
ぎ
か
ら
泊
浄
水
場
で
そ

の
落
成
式
が
行
な
わ
れ
た
。
式
に
は
、
大
田

主
席
、
長
嶺
立
法
院
議
長
、
ロ
ー
ラ
ー
陸
軍

水
道
部
長
、
市
会
議
員
、
市
職
員
な
ど
軍
民

関
係
者
多
数
が
列
席
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
、
泊
浄
水
場
拡
張
工
事
を
中

心
に
牧
港
ポ
ン
プ
場
拡
張
、
配
水
管
敷
設
工

事
な
ど
総
額
八
十
五
万
㌦
の
工
費
で
六
二
年

三
月
に
着
工
さ
れ
、
さ
る
六
月
に
完
成
し

た
。
こ
の
拡
張
工
事
で
泊
浄
水
場
の
送
水
能

力
は
一
日
一
万
立
方
㍍
か
ら
二
万
立
方
㍍
に

倍
加
し
た
。

落
成
式
は
工
事
関
係
者
の
共
同
出
資
で
建
て

ら
れ
た
「
泊
浄
水
場
建
設
記
念
碑
」
の
除
幕

で
始
め
ら
れ
、
ロ
ー
ラ
ー
陸
軍
水
道
部
長
、

工
事
関
係
者
な
ど
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

来
賓
の
祝
辞
の
あ
と
西
銘
市
長
は
「
文
化
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
る
水
の
需
要
量
は

毎
年
急
増
し
、
那
覇
市
で
も
生
活
文
化
の
向

上
、
工
業
の
発
達
と
と
も
に
水
の
需
要
は
い

ち
じ
る
し
く
ふ
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
関

係
者
の
協
力
を
得
て
施
設
の
拡
張
を
行
な
っ

た
わ
け
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
こ
と
し
は
異

常
渇
水
で
市
民
に
は
い
ま
だ
に
水
の
不
自
由

を
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
ご
は
水
源
開
発

に
力
を
い
れ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
あ
と
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
に
う
つ
り
午
後

四
時
す
ぎ
散
会
し
た
。

地
主
、
借
地
人
が
協
力
／
那
覇

市
の
ス
ラ
ム
街
解
消
／
ビ
ル

を
建
て
て
美
化
／
那
覇
公
設

市
場
周
辺
の
通
り 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
11
・
17
〕

西
銘
那
覇
市
長
の
大
き
な
公
約
の
一
つ

で
あ
る
ス
ラ
ム
街
解
消
計
画
は
、
借
地
人

の
補
償
問
題
や
資
金
面
で
は
じ
め
か
ら

難
関
に
ぶ
つ
か
り
、
公
約
の
実
現
も
あ
や

ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
ん
ど
地
主
と
借
地

人
が
自
発
的
に
市
に
協
力
し
て
ス
ラ
ム

街
解
消
に
た
ち
あ
が
り
、
近
代
都
市
の
建

設
を
推
進
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
計
画
に
市
当
局
も
す

っ
か
り
感
激
、
積
極
的
に
指
導
、
援
助
を

し
て
い
く
と
い
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
那
覇

市
の
ス
ラ
ム
街
解
消
、
都
市
建
設
事
業
も

大
き
く
進
展
す
る
も
の
と
各
方
面
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
を
推
進
し
て
い
る
の
は
中
央
通

り
、
千
歳
通
り
、
新
生
通
り
、
公
設
市
場
に

か
こ
ま
れ
た
地
域
（
約
三
千
平
方
㍍
）
の
地

主
、
上
岡
〇
〇
〇
氏
と
借
地
人
や
借
家
人
た

ち
。
同
地
域
に
住
ん
で
い
る
の
は
借
地
人
二

十
七
世
帯
、
借
家
人
三
十
七
世
帯
、
計
六
十

四
世
帯
で
ほ
と
ん
ど
が
店
を
か
ま
え
て
商
売

を
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
市
の
消
費
経
済

の
中
心
地
で
あ
り
な
が
ら
ま
っ
先
に
ス
ラ
ム

街
に
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
。
公
設
市
場
、
商
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店
、
住
宅
な
ど
が
密
集
し
衛
生
管
理
や
防
災

設
備
が
全
然
な
さ
れ
て
い
な
い
。
火
災
で
も

発
生
し
た
ら
消
火
活
動
も
困
難
な
だ
け
に
樋

川
の
二
の
舞
を
み
る
の
で
は
な
い
か
と
関
係

者
は
い
つ
も
ひ
や
ひ
や
し
て
い
た
。
そ
の
う

え
と
な
り
に
は
ガ
ー
ブ
川
水
上
店
舗
も
で
き

る
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
観
光
上
も
好
ま
し

く
な
い
。
そ
こ
で
借
地
人
ら
は
、
ガ
ー
ブ
川

水
上
店
舗
の
例
に
な
ら
っ
て
自
分
た
ち
の
力

で
そ
こ
に
ビ
ル
を
建
築
し
よ
う
、
と
い
う
話

し
合
い
が
進
め
ら
れ
、
さ
る
七
日
に
「
ス
ラ

ム
街
解
消
都
市
建
設
促
進
協
議
会
」
（
会
長

黒
潮
武
秀
氏
）
を
結
成
、
三
階
建
て
の
ビ
ル

を
建
築
し
、
一
、
二
階
は
店
舗
で
三
階
は
住

宅
、
借
家
人
は
建
築
後
も
そ
の
ま
ま
そ
の
権

利
を
認
め
る
、
と
い
う
計
画
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

同
借
地
人
ら
は
、
十
六
日
午
後
一
時
か
ら

市
内
樋
川
の
日
光
別
館
で
地
主
の
上
岡
〇
〇

〇
氏
と
話
し
合
い
を
持
っ
た
が
、
上
岡
氏
も
、

縦
横
に
一
本
ず
つ
道
路
を
新
設
す
る
と
い
う

条
件
つ
き
で
快
諾
、
旧
正
あ
け
を
着
工
目
標

に
計
画
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
に
話
し
合
い

が
ま
と
ま
っ
た
。

　

借
地
人
ら
は
、「
長
い
間
、
危
険
な
う
え
に

う
す
ぎ
た
な
い
場
所
で
商
売
し
て
い
た

が
、
こ
れ
で
り
っ
ぱ
な
店
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
」
と
は
り
き
っ
て
い
る
。
ま
た
花

城
市
建
設
部
長
は
「
市
民
が
こ
の
よ
う
に

自
発
的
に
都
市
建
設
に
立
ち
あ
が
っ
て

く
れ
て
う
れ
し
い
。
市
も
で
き
る
だ
け
協

力
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

上
岡
氏
の
話　

こ
の
地
域
を
改
造
す
る
こ

と
は
、
私
の
以
前
か
ら
の
宿
願
で
あ
っ
た
。

こ
ん
ど
借
地
人
が
自
分
た
ち
で
計
画
し
た
の

で
、
地
主
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
協
力
し
た

い
。
市
の
発
展
の
た
め
に
り
っ
ぱ
な
建
て
物

を
作
っ
て
ほ
し
い
。

　

黒
潮
会
長
の
話　

こ
の
計
画
を
心
よ
く
承

知
し
て
下
さ
っ
た
上
岡
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

市
当
局
や
商
工
観
光
課
、
関
係
者
の
協
力
を

あ
お
い
で
り
っ
ぱ
な
ビ
ル
を
建
築
し
た
い
。

｜
社　

説
｜

高
圧
線
の
移
転
と
市
民
の
安
全

保
護

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
11
・
28
〕

　

那
覇
市
内
一
号
線
沿
い
の
高
圧
線
が
、
い

よ
い
よ
明
年
五
月
ご
ろ
に
撤
去
さ
れ
る
見
通

し
が
つ
い
た
。
新
し
く
設
置
さ
れ
る
郊
外
線

の
関
係
地
主
と
、
電
力
公
社
側
の
話
し
合
い

が
全
面
的
に
妥
結
し
、
こ
ん
ご
は
敷
設
工
事

の
完
成
を
ま
つ
ば
か
り
で
あ
る
。

　

電
力
公
社
で
は
、
さ
る
三
月
十
八
日
、
市

内
高
圧
線
に
代
わ
る
新
線
の
工
事
計
画
を
発

表
し
、
四
月
下
旬
か
ら
着
工
し
て
い
た
。
だ

が
部
分
的
に
地
主
の
反
対
に
あ
い
、
難
航
気

味
を
見
せ
て
い
た
が
一
部
コ
ー
ス
の
変
更
な

ど
に
よ
り
、
う
ま
く
調
整
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多
年
、
都
計
上
の
ガ
ン

と
な
っ
て
い
た
高
圧
線
が
取
り
除
か
れ
、
旧

市
街
の
復
興
を
い
ち
だ
ん
と
促
進
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

　

こ
の
高
圧
線
の
撤
去
問
題
は
、
一
九
五
四

年
に
久
茂
地
町
復
興
期
成
会
に
よ
っ
て
、
初

め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
移
転
予

定
地
関
係
者
の
反
撃
か
ら
、
地
下
ケ
ー
ブ
ル

へ
の
切
り
替
え
折
衝
な
ど
、
ず
い
ぶ
ん
曲
折

を
た
ど
り
、
よ
う
や
く
十
年
が
が
り
で
最
終

的
な
解
決
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
復
興
期

成
会
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
代
市
長
に
と
っ
て
も

都
計
実
施
の
う
え
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
た
だ
け
に
市
政
各
面
に
明
る
い
希
望
を
あ

た
え
て
い
る
。

　

市
民
に
と
っ
て
も
っ
と
も
安
全
な
方
法
だ

と
い
わ
れ
た
地
下
ケ
ー
ブ
ル
は
、
資
金
そ
の

他
の
つ
ご
う
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
公
社

で
は
当
初
の
方
針
ど
お
り
、
真
和
志
郊
外
を

通
る
う
回
線
を
固
執
し
て
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た

わ
け
だ
が
、
付
近
住
民
の
安
全
保
護
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
万
全
の
対
策
を
の

ぞ
み
た
い
。
鉄
塔
が
倒
れ
た
り
、
線
が
切
れ

た
り
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な

い
と
い
う
。
台
風
や
何
か
の
事
故
で
断
線
し

た
場
合
で
も
、
人
畜
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
は
な
い
よ
う
だ
が
、
念
に
は
念
を
入
れ
て

安
全
措
置
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。

　

六
万
九
千
ボ
ル
ト
の
高
圧
電
流
線
を
、
都

心
か
ら
郊
外
に
移
す
の
は
け
っ
こ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
た
め
に
新
た
な
被
害
者
を
出
し
て

は
な
ら
な
い
。
付
近
の
市
民
が
、
新
線
の
建

設
を
受
け
入
れ
た
の
も
、
公
社
や
市
当
局
の

説
得
に
よ
り
、
そ
の
安
全
性
と
必
要
性
を
認

め
た
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
移
転
事

業
が
、
十
年
間
も
み
つ
づ
け
た
の
を
見
て
も

分
か
る
と
お
り
、
高
圧
線
に
対
す
る
恐
怖
心

は
、
そ
う
と
う
根
強
い
も
の
が
あ
る
。

　

那
覇
市
で
も
市
民
保
護
の
面
か
ら
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
配
慮
し
て
ほ
し
い
。
た
と
え
ば
高
圧

線
の
下
に
あ
る
住
宅
が
移
転
を
希
望
す
れ
ば
、

土
地
を
あ
っ
せ
ん
す
る
な
り
、
援
助
を
は
か

る
べ
き
だ
。
そ
し
て
だ
れ
で
も
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
親
切
な
市
政
運
営
を
の

ぞ
み
た
い
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
、

都
計
に
対
す
る
全
市
民
の
献
身
的
な
協
力
を

う
け
る
も
と
に
な
る
か
ら
だ
。

〝
議
員
大
会
参
加
し
な
い
〟
／
那

覇
市
議
会
／
議
員
協
議
会
で

決
め
る 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
11
・
30 

　

那
覇
〕

　

那
覇
市
市
議
会
は
二
十
九
日
午
後
二
時
か

ら
議
員
協
議
会
を
開
き
、
き
た
る
五
日
、
南

部
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
る
「
第
一
回
沖
縄
市

町
村
議
会
議
員
大
会
」
へ
の
参
加
、
与
那
原

町
と
の
合
併
問
題
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た

が
、
議
員
大
会
に
は
全
員
参
加
し
な
い
こ
と
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を
き
め
た
。
ま
た
与
那
原
町
と
の
合
併
問
題

は
十
二
月
の
定
例
議
会
で
「
合
併
研
究
委
員

会
」
を
設
け
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

議
員
大
会
は
、
当
面
は
問
題
点
を
と
り
あ

げ
、
積
極
的
に
そ
の
解
決
を
は
か
っ
て
い
こ

う
と
い
う
趣
旨
で
開
か
れ
る
が
、
那
覇
市
議

会
で
は
参
加
し
な
い
理
由
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

あ
げ
て
い
る
。

　

五
日
の
意
見
発
表
で
、
政
府
補
助
事
業
の

対
応
費
問
題
を
と
り
あ
げ
る
考
え
だ
っ
た
が
、

意
見
発
表
が
行
な
わ
れ
て
も
、
決
議
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
意
味
が
な
い
。
ま
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
や
決
議
案
の
中
に
は
質
問
し
た

い
点
が
多
く
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
や
っ
た
ば

あ
い
、
会
場
を
混
乱
さ
せ
る
お
そ
れ
も
あ

る
。
動
議
な
ど
が
あ
っ
て
も
、
文
書
で
事
務

局
に
提
出
せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
バ
ス
路
線
変
更
問
題
は
重
大
な
問
題

で
あ
る
が
、
那
覇
市
の
意
見
を
き
か
ず
に
反

対
の
声
明
を
し
て
い
る
こ
と
に
不
満
で
あ
る
。

大
弦
小
弦 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
12
・
１
〕

那
覇
市
会
は
五
日
開
く
予
定
の
全
島
市
町
村

議
員
大
会
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
決
め
た
と

い
う
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
と
く
に
バ
ス
路
線
問
題
で
、
那
覇
市
の

意
見
を
聞
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
、
不

満
で
あ
っ
た
よ
う
だ
▼
意
見
が
食
い
ち
が
っ

て
お
れ
ば
、
大
い
に
議
論
し
、
あ
る
い
は
説

明
し
て
、
妥
当
な
線
を
見
出
す
べ
き
だ
と
思

う
の
だ
が
、
は
じ
め
か
ら
話
に
な
ら
ぬ
と
、

け
っ
て
し
ま
う
の
は
ど
う
か
。
そ
の
他
の
問

題
に
し
て
も
、
質
問
し
た
い
も
の
が
あ
る
な

ら
、
参
加
し
て
意
見
を
述
べ
る
の
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
せ
っ
か
く
全
島
の
議
員
が
集

ま
る
の
だ
か
ら
、
相
互
に
プ
ラ
ス
す
る
面
も

多
い
は
ず
だ
▼
議
員
大
会
に
提
案
さ
れ
る
問

題
は
、
施
政
権
返
還
、
自
治
拡
大
、
交
付
税

増
額
に
よ
る
地
方
財
政
の
確
立
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
他
、
県
な
み
援
助
と
い
う
の
も
あ
る
け

れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
別
に
異
論
を
さ
し
は
さ

む
よ
う
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
▼
市
町
村
の

財
政
は
し
だ
い
に
よ
く
な
っ
た
と
は
い
っ
て

も
、
ま
だ
大
半
の
町
村
は
、
自
ら
投
資
す
る

十
分
な
能
力
は
も
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
政
府
補
助
へ
の
対
応
費
に
苦
慮
す
る

場
合
も
あ
る
と
思
う
。
対
応
費
は
今
後
、
減

る
ど
こ
ろ
か
増
え
る
予
想
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
た
め
、
政
府
は
来
年
度
で
地
方

自
治
強
化
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
市

町
村
側
と
し
て
も
、
こ
れ
に
対
処
す
る
準
備

が
あ
っ
て
よ
い
▼
都
市
形
態
を
と
っ
て
い
る

大
き
な
自
治
体
な
ら
と
も
か
く
、
大
半
の
自

治
体
の
議
会
活
動
は
、
そ
ん
な
に
活
発
で
は

な
い
と
思
う
。
市
町
村
自
治
に
は
外
部
か
ら

の
干
渉
は
な
い
。
条
例
制
定
な
ど
、
い
ち
お

う
自
由
で
は
あ
る
わ
け
だ
が
、
財
政
が
貧
困

で
あ
れ
ば
、
自
然
、
不
活
発
に
な
っ
て
し
ま

う
▼
市
町
村
は
よ
く
、
自
治
の
基
盤
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
実
情
は
政
府
に
依

存
し
て
い
る
面
が
大
き
い
。
財
源
が
政
府
に

集
中
し
て
い
る
の
も
一
因
で
あ
る
が
、
そ
う

で
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
一
部
財
源
の
委
譲
と

い
う
要
請
も
で
て
く
る
▼
こ
う
い
う
こ
と
は
、

す
で
に
市
町
村
会
が
や
っ
て
は
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
だ
か
ら
、
重
複
す
る
だ
け
で
、
あ
ま

り
意
味
も
な
い
、
と
い
う
考
え
方
も
出
て
く

る
か
も
し
れ
ぬ
。
が
、
市
町
村
議
員
が
大
会

を
通
じ
て
、
真
の
意
味
で
の
自
治
拡
大
に
、

大
い
に
議
論
も
し
、
意
欲
的
に
な
る
と
い

う
、
そ
れ
自
体
に
、
意
義
は
あ
る
。

又
吉
道
路
の
地
代
／
那
覇
市
／

予
算
措
置
を
政
府
へ
要
請 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
12
・
４
〕

　

那
覇
市
の
又
吉
道
路
は
、
さ
る
七
月
一
日

に
軍
用
地
か
ら
開
放
さ
れ
政
府
管
理
に
移
っ

た
。
し
か
し
、
政
府
は
七
月
以
降
、
地
主
と

新
た
に
契
約
を
結
ん
で
お
ら
ず
，
地
料
支
払

い
に
つ
い
て
の
予
算
措
置
も
と
ら
れ
て
い
な

い
那
覇
市
は
、
こ
の
ほ
ど
政
府
に
対
し
て

「
早
く
措
置
を
講
じ
な
い
と
関
係
地
主
が
騒

ぎ
だ
す
。
特
に
近
く
行
な
わ
れ
る
土
地
等
級

設
定
告
示
に
も
関
係
し
て
く
る
」
と
要
請
し

た
。

　

又
吉
道
路
の
土
地
は
泊
高
橋
か
ら
松
川
駐

在
所
ま
で
の
間
で
二
百
二
筆
、
面
積
ざ
っ
と

三
万
平
方
㍍
あ
る
。
軍
用
地
料
が
さ
る
十
月

一
日
か
ら
改
定
さ
れ
平
均
坪
あ
た
り
三
十
二

㌣
、
総
額
三
千
四
百
余
㌦
と
な
っ
て
い
る
。こ

れ
を
那
覇
市
の
宅
地
等
級
か
ら
み
る
と
、
一

番
安
い
三
十
等
（
四
十
五
㌣
）
よ
り
も
は
る

か
に
安
い
。
又
吉
道
路
は
一
部
原
野
（
坪
あ

た
り
二
十
一
㌣
）
を
除
く
と
宅
地
二
十
七
坪

（
坪
あ
た
り
九
十
㌣
）
の
九
十
㌣
が
最

低
。
こ
れ
か
ら
お
し
て
政
府
が
訴
え
た
土
地

契
約
を
結
ぶ
ば
あ
い
、
政
府
が
軍
用
地
料
を

そ
の
ま
ま
も
っ
て
き
て
も
、
地
主
側
は
等
級

設
定
基
準
と
見
合
わ
し
て
引
き
あ
げ
を
要
求

し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
政
府
で
も
頭

を
痛
め
て
い
る
よ
う
だ
。

　

市
で
は
「
軍
用
地
か
ら
は
ず
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
二
、
三
年
も
前
か
ら
わ
か
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
政
府
が
な
ん
ら

手
を
打
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま

り
に
も
誠
意
が
な
さ
す
ぎ
る
」
と
語
っ
て
い

る
。｜

社　

説
｜

放
任
さ
れ
た
道
路
つ
ぶ
れ
地
の

補
償

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
12
・
５
〕

政
府
に
道
路
施
設
で
、
つ
ぶ
れ
た
土
地
の
補

償
は
、
以
前
か
ら
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

た
が
、
今
も
っ
て
解
決
の
見
通
し
が
つ
い
て
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い
な
い
。
政
府
当
局
の
話
に
よ
れ
ば
、
ま
だ

ま
だ
調
査
の
段
階
で
、
具
体
的
に
ど
う
す
る

と
の
方
針
は
、
い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い

と
の
こ
と
だ
。

　

こ
う
し
て
モ
タ
つ
い
て
い
る
間
に
も
、
つ

ぎ
つ
ぎ
問
題
が
起
こ
っ
て
き
た
。
軍
用
道
路

か
ら
政
府
道
に
移
管
さ
れ
た
使
用
地
の
地
料

支
払
い
も
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
政
府
は
全

く
お
手
あ
げ
の
か
っ
こ
う
で
あ
る
。
現
年
度

予
算
に
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
ら
、

他
の
つ
ぶ
れ
地
と
同
様
、
当
分
は
ほ
お
か
む

り
で
通
す
ほ
か
は
な
か
ろ
う
。
個
人
の
財
産

権
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
政
府
の

立
ち
場
と
し
て
、
実
に
筋
道
の
通
ら
な
い
は

な
し
だ
。

　

那
覇
市
内
の
幹
線
で
あ
る
又
吉
道
路
も
、

米
軍
か
ら
の
支
払
い
を
打
ち
切
ら
れ
た
が
、

そ
う
か
と
い
っ
て
予
算
が
な
い
の
だ
か
ら
肩

代
わ
り
も
で
き
な
い
。
土
地
所
有
者
が
、
そ

の
実
情
を
了
解
し
、
待
っ
て
く
れ
れ
ば
別
だ

が
、
そ
う
で
も
な
い
と
ひ
と
も
ん
ち
ゃ
く
起

こ
り
か
ね
な
い
と
思
う
。
軍
用
道
路
は
毎
年

決
ま
っ
た
地
料
を
支
払
っ
て
い
る
の
に
、
政

府
や
市
町
村
に
編
入
さ
れ
た
道
路
は
、
一
㌣

の
補
償
も
な
し
で
は
、
だ
れ
し
も
納
得
い
く

ま
い
。
こ
ん
な
不
合
理
な
土
地
接
収
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。

　

道
路
つ
ぶ
れ
地
の
補
償
問
題
は
、
い
わ
ば

終
戦
処
理
の
困
難
な
課
題
の
一
つ
だ
と
思
う
。

戦
争
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
全
島
的
に
道

路
が
拡
張
さ
れ
、
あ
る
い
は
新
設
さ
れ
て
、

今
日
ま
で
ず
っ
と
継
続
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
間
、
米
軍
の
管
理
を
離
れ
て
行
政
府
な

り
、
市
町
村
に
移
管
し
た
の
も
多
い
は
ず
だ

か
ら
、
こ
れ
ら
個
人
有
地
の
補
償
は
容
易
な

問
題
で
は
な
か
ろ
う
。
政
府
の
貧
困
財
政
で

は
ど
の
て
い
ど
負
担
し
う
る
か
、
疑
問
な
点

が
多
い
。

　

し
か
し
そ
う
か
と
い
っ
て
、
私
有
権
を
認

め
ら
れ
た
土
地
を
、
そ
の
ま
ま
放
任
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
ず
、
ぜ
が
ひ
で
も
結
着
を
つ
け

ね
ば
な
ら
な
い
。
時
日
が
経
過
す
る
に
つ
れ

て
、
ま
す
ま
す
困
難
を
ま
す
ば
か
り
だ
か

ら
、
早
急
に
調
査
資
料
を
ま
と
め
て
、
解
決

の
糸
口
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

　

つ
ぶ
れ
地
の
実
態
が
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
に

応
じ
て
な
ん
ら
か
の
方
法
が
生
ま
れ
て
く
る

に
違
い
な
い
。
土
地
問
題
は
基
本
調
査
か
ら

や
り
直
し
の
段
階
で
あ
る
が
、
道
路
つ
ぶ
れ

地
も
そ
の
計
画
の
一
環
と
し
て
、
早
期
、
適

正
な
処
理
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。

那
覇
市
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
／
大
荒

れ
の
市
町
村
議
会
議
員
大
会 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
12
・
６
〕

　

初
の
沖
縄
市
町
村
議
会
議
員
大
会
は
五
日

午
後
一
時
か
ら
那
覇
市
与
儀
の
南
部
会
館
で

開
か
れ
た
。
会
場
に
は
先
島
や
離
島
な
ど
も

含
め
約
七
百
五
十
人
の
議
員
が
参
加
し
た
ほ

か
、
来
賓
と
し
て
大
田
主
席
、
長
嶺
立
法
院

議
長
ら
が
出
席
し
た
。

那
覇
市
議
会
は
さ
る
十
一
月
二
十
九
日
の

議
員
協
議
会
で
、
市
町
村
議
長
会
が
さ

き
に
▽
市
の
意
見
も
き
か
な
い
で
バ
ス
路

線
変
更
反
対
声
明
を
同
会
の
名
で
出
し
た

こ
と
▽
今
大
会
の
問
題
が
那
覇
市
に
と
っ

て
利
害
関
係
が
う
す
い
こ
と
▽
い
ま
ま
で

何
度
も
と
り
上
げ
て
き
た
問
題
で
新
味
が

な
い
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
決
議
に
も
疑
問
の

点
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
不
参
加
を
決
め
、

大
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
。

大
会
は
冒
頭
か
ら
荒
れ
た
。
中
山
会
長
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
議
長
団
選
出
に
う
つ
ろ
う
と

し
た
が
、
そ
の
前
に
経
過
報
告
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
、
那
覇
市
の
大
会
ボ
イ
コ
ッ
ト

と
、
事
前
に
協
議
事
項
が
各
議
員
に
知
ら
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
。
一
時
、

議
事
も
中
断
さ
れ
た
が
、
運
営
委
員
の
釈
明

で
お
さ
ま
り
議
長
に
宮
島
重
英
（
コ
ザ
市
議

長
）
岡
村
洋
一
（
金
武
村
議
長
）
仲
里
清
喜

（
南
風
原
村
議
長
）
の
三
氏
を
選
出
し
て
議

事
が
進
め
ら
れ
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
宣
言
文
、
要
請
決
議
な
ど

が
決
定
さ
れ
、
各
地
区
代
表
の
意
見
発
表

が
あ
っ
て
四
時
す
ぎ
散
会
し
た
が
、
質
疑

う
ち
き
り
や
、
緊
急
動
議
却
下
な
ど
で
ヤ

ジ
や
罵
声
が
と
び
、
大
荒
れ
の
大
会
だ
っ

た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン　

▽
施
政
権
返
還
の
促
進
を

期
す
▽
自
治
権
の
拡
大
と
地
方
行
政
の
民
主

化
を
期
す
▽
議
会
制
民
主
政
治
の
高
揚
と
行

政
の
刷
新
を
期
す
▽
市
町
村
交
付
税
の
増
額

に
よ
る
地
方
財
政
の
確
立
を
期
す

　

要
請
決
議
事
項
（
あ
て
先
は
各
関
係
機

関
）　

▽
施
政
権
返
還
▽
沖
縄
住
民
の
国
政

参
加
▽
沖
縄
に
対
す
る
各
県
な
み
の
財
政
援

助
▽
糖
業
合
理
化
の
促
進
▽
市
町
村
交
付
税

の
増
額
▽
教
育
委
員
会
制
度
の
改
革
▽
医
療

保
険
法
の
早
期
制
定
▽
全
島
電
化
の
早
期
実

現
　

宣
言
要
旨　

行
政
分
離
、
米
軍
基
地
の
存

在
な
ど
、
特
殊
な
条
件
下
に
お
か
れ
て
い
る

沖
縄
は
、
こ
の
不
自
然
な
地
位
か
ら
く
る
困

難
の
中
に
い
ま
新
た
な
局
面
に
立
っ
て
い
る
。

こ
の
変
則
的
現
象
は
、
当
然
改
革
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
生
ず
る
市
町

村
自
治
の
遅
れ
は
ひ
ど
く
、
市
町
村
財
政
の

枯
か
つ
は
地
方
行
政
水
準
の
低
下
を
よ
ぎ
な

く
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
経
済
的
、

社
会
的
構
造
の
急
激
な
変
化
に
対
応
し
て
地

方
公
共
団
体
が
そ
の
機
能
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

果
し
得
る
行
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
力
し
、

特
異
性
に
基
づ
く
根
本
的
な
障
害
を
排
除
し

て
積
極
的
な
対
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
議
会
民
主
政
治
を
高

揚
し
て
、
議
会
機
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
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住
民
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で

あ
る
。

強
制
測
量
の
取
り
消
し
／
水
道

タ
ン
ク
の
建
設
用
地
／
地
主

ら
が
要
請
書
提
出 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
12
・
８
〕

軍
水
道
タ
ン
ク
建
設
用
地
の
立
入
測
量
に
つ

い
て
、
字
上
間
、
仲
井
真
、
国
場
の
三
部
落

地
主
が
反
対
し
た
た
め
、
布
令
百
七
十
一
号

に
よ
る
強
制
立
入
測
量
が
す
す
め
ら
れ
て
い

る
が
、
国
場
自
治
会
長
玉
城
幸
治
、
仲
井
真

自
治
会
長
赤
嶺
良
英
、
上
間
自
治
会
長
玉
城

直
輝
の
三
氏
は
、
関
係
地
主
八
十
人
、
地
主

を
支
持
す
る
部
落
民
を
代
表
し
て
六
日
あ
さ
、

民
政
府
渉
外
室
を
通
し
民
政
官
あ
て
「
さ
き

に
Ｄ
Ｅ
隊
長
に
与
え
た
強
制
測
量
の
許
可
を

取
り
消
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
書
を
提
出
し

た
。
要
請
の
あ
ら
ま
し
次
の
と
お
り
。

①
地
主
の
意
思
に
反
し
、
権
力
に
よ
っ
て
強

奪
を
目
的
と
す
る
強
制
測
量
の
許
可
を
与
え

た
こ
と
は
ゆ
る
せ
な
い
行
為
で
、
民
主
主
義

を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
②
日
米
琉
新
時
代

を
謳
歌
し
て
い
る
昨
今
、
い
ろ
い
ろ
と
り
っ

ぱ
な
計
画
を
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
反

面
、
土
地
の
強
奪
を
計
画
す
れ
ば
、
米
軍
の

い
ま
ま
で
の
発
表
は
す
べ
て
う
そ
と
し
か
思

わ
れ
な
い
③
た
だ
で
さ
え
せ
ま
い
土
地
を
、

こ
れ
以
上
接
収
さ
れ
る
と
関
係
主
に
と
っ
て

死
活
問
題
と
な
る
④
こ
の
地
域
は
住
宅
街
、

学
校
敷
地
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
る
地
域

な
の
で
、
り
っ
ぱ
な
都
市
計
画
を
さ
せ
て
ほ

し
い
⑤
市
民
福
祉
向
上
の
た
め
、
財
政
的
な

援
助
を
与
え
、
安
く
て
豊
富
な
水
が
給
水
さ

れ
る
よ
う
市
の
自
己
水
源
開
発
の
協
力
し
て

ほ
し
い
。

ス
ト
に
備
え
て
対
策
／
那
覇

市
会
／
〝
黙
と
う
〟
で
採
決

騒
ぎ

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
12
・
10
〕

那
覇
市
の
十
二
月
定
例
議
会
（
第
六
十
回
議

会
）
が
十
日
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
開
か
れ
た
。

初
日
の
本
会
議
は
、
一
般
質
問
抜
き
で
市
当

局
か
ら
の
議
案
上
程
と
、
そ
の
説
明
に
お
わ

っ
た
。

　

開
会
の
始
め
に
、
久
場
議
員
（
無
）
が
故

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
不
慮
の
死
に
対
し
一
分

間
の
黙
と
う
を
捧
げ
よ
う
、
と
の
動
議
を
出

し
た
。
こ
れ
に
対
し
黒
潮
議
員
（
人
民
）

が
、
「
元
首
相
鳩
山
一
郎
氏
の
死
去
、
石
川
、

川
崎
、
嘉
手
納
の
飛
行
機
事
故
、
三
池
炭

抗
、
鶴
見
の
鉄
道
事
故
の
犠
牲
者
に
対
し
て

黙
と
う
を
し
な
い
の
で
、
そ
れ
を
先
に
や
る

べ
き
で
あ
る
。
順
を
追
っ
て
や
る
な
ら
よ

い
」
と
反
論
し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
。

そ
の
さ
い
人
民
党
の
黒
潮
、
儀
間
、
真
栄
田

各
議
員
は
退
場
し
た
。

　

ま
た
休
憩
中
に
赤
嶺
議
会
運
営
委
員
長
が

「
那
覇
市
職
労
が
七
日
に
ス
ト
権
を
確
立
し

た
が
、
も
し
ス
ト
に
入
っ
た
ば
あ
い
、
議
会

に
速
記
者
が
い
な
く
な
る
の
で
、
一
般
質
問

を
前
年
の
十
二
月
議
会
と
同
様
に
は
ぶ
く
こ

と
に
し
た
ら
ど
う
か
」
と
意
見
を
出
し
た
。

議
案
に
関
す
る
質
疑
に
つ
い
て
も
「
要
点
記

録
に
す
る
か
、
発
言
者
が
登
壇
し
て
テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
ー
に
吹
き
こ
む
か
し
て
、
議
事
を

進
め
た
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
全
議
員
も
こ

れ
ら
を
了
承
、
ス
ト
に
備
え
る
こ
と
に
し

た
。
計
画
局
に
よ
る
と
、
政
府
の
ボ
ー
ナ
ス

総
額
（
教
職
員
も
ふ
く
む
）
は
約
二
百
四
十

万
㌦
。
こ
の
う
ち
受
け
と
っ
て
な
い
の
は
百

七
、
八
十
万
㌦
と
み
ら
れ
る
。

公
営
住
宅
問
題
な
ど
追
及
／
那

覇
市
会
／
即
決
処
分
な
ど
承

認〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
３
・
12
・
12
〕

　

那
覇
市
議
会
は
十
二
日
午
前
十
時
十
五
分

か
ら
本
会
議
を
開
い
た
。

　

議
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
す
す
め
ら
れ
、
午
前

中
に
即
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
と
土
地

売
買
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解
の

九
件
を
即
決
、
そ
の
ほ
か
四
件
を
建
設
委
員

会
付
託
、
四
件
を
総
務
委
員
会
に
付
託
し

た
。
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解
に
つ
い
て

は
前
瀬
長
市
長
か
ら
兼
次
市
長
、
西
銘
市
長

と
三
代
に
わ
た
っ
て
き
て
い
る
だ
け
に
、
市

当
局
の
責
任
追
及
の
発
言
も
あ
っ
た
が
、
質

疑
、
討
論
打
ち
切
り
の
動
議
が
成
立
、
原
案

通
り
即
決
し
た
。
ま
た
、
現
年
度
予
算
で
久

場
川
に
建
築
予
定
の
第
一
種
公
営
住
宅
を
小

禄
に
変
更
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
質
問
が
だ

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
市
当
局
は
、
三
月
ま

で
が
本
土
政
府
の
会
計
年
度
で
あ
り
、
そ
の

年
度
内
に
着
工
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、

墓
の
移
転
ま
だ
二
十
二
基
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
現
年
度
予
算
で
の
久
場
川
建
築
は
無

理
な
の
で
変
更
し
た
。
久
場
川
の
方
は
来
年

度
実
施
す
る
と
答
え
た
。
そ
の
後
同
案
件
は

建
設
委
に
付
託
さ
れ
た

市
民
憲
章
を
承
認
／
那
覇
市
議

会
／
人
民
党
の
反
対
押
し
切

り〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
３
・
12
・
13
〕

那
覇
市
議
会
本
会
議
は
、
十
二
日
午
後
一
時

か
ら
再
開
さ
れ
た
が
、
審
議
終
了
後
議
員
協

議
会
に
き
り
変
え
、
元
旦
に
宣
言
公
布
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
「
那
覇
市
民
憲
章
」

に
つ
い
て
協
議
、
あ
っ
さ
り
承
認
さ
れ
る
も

の
と
思
っ
て
い
た
当
局
の
期
待
に
反
し
て
人

民
党
議
員
か
ら
横
や
り
が
入
っ
て
激
し
い
や

り
取
り
が
展
開
さ
れ
た
。

高
良
議
長
は
「
こ
の
憲
章
は
ま
ず
わ
れ
わ
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れ
か
ら
守
っ
て
模
範
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
守
れ
な
い
職
員
や
議
員
は
や

め
て
も
ら
う
。
あ
し
た
か
ら
議
会
も
定
刻

通
り
開
会
す
る
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
審

議
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
前
お
き
し
て
審

議
に
は
い
っ
た
。
西
銘
市
長
は
「
那
覇
市

は
近
代
都
市
と
し
て
発
展
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
が
、
行
政
施
策
だ
け
で
は
町

は
住
み
よ
く
な
ら
な
い
。
こ
の
憲
章
は
道

徳
倍
増
に
よ
っ
て
明
る
く
住
み
よ
い
町

を
作
る
の
が
目
的
で
す
」
と
制
定
の
趣
旨

を
説
明
し
た
。

　

そ
の
あ
と
「
質
疑
省
略
」
の
声
を
お
し
切

っ
て
黒
潮
議
員
（
人
民
党
）
が
発
言
を
求
め

「
誰
に
も
親
切
に
し
ま
し
ょ
う
と
あ
る
が
当

局
は
わ
れ
わ
れ
の
質
問
に
は
不
親
切
な
答
弁

し
か
し
な
い
。
ま
た
弁
務
官
は
人
民
党
議
員

に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交
付
し
な
い
。
こ
の
よ

う
な
不
親
切
か
ら
あ
ら
た
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
交
通
道
徳
を
守
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

の
も
い
い
が
、
そ
れ
を
守
っ
た
た
め
に
ひ
き

殺
さ
れ
た
中
学
生
も
い
る
。
わ
れ
わ
れ
だ
け

が
守
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
だ
。
だ

か
ら
こ
れ
を
〝
守
り
守
ら
せ
ま
し
ょ
う
〟
に

す
べ
き
だ
」
と
主
張
。

　

ま
た
真
栄
田
議
員
（
人
民
党
）
は
〝
平
和

を
守
り
ま
し
ょ
う
〟〝
軍
事
基
地
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
〟〝
祖
国
復
帰
を
か
ち
と
り
ま
し

ょ
う
〟―

な
ど
の
項
目
を
代
案
と
し
て
提
出
、

「
そ
れ
は
沖
縄
人
民
憲
章
に
し
ろ
」
「
人
民
党

の
ヒ
ガ
ミ
だ
」
な
ど
の
ヤ
ジ
も
と
び
議
場
は

爆
笑
の
連
続
だ
っ
た
。
結
局
大
多
数
の
賛
成

で
承
認
さ
れ
た
。

　

本
会
議
で
は
「
小
禄
公
設
市
場
お
よ
び
市

営
住
宅
建
設
起
債
」「
六
四
年
度
歳
入
歳
出
追

加
更
正
予
算
」「
同
決
算
」
な
ど
十
六
議
案
を

委
員
会
に
付
託
し
た
。

期
末
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正
は
さ
き
に

組
合
と
当
局
の
間
で
妥
結
し
た
。

▽
在
職
期
間
六
カ
月
以
上
百
七
十
％
（
前
年

百
五
十
％
）
▽
四
カ
月
以
上
六
カ
月
ま
で
百

四
十
二
％
（
百
二
十
五
％
）
▽
二
カ
月
以
上

四
カ
月
ま
で
百
十
四
％
（
百
％
）
▽
二
カ
月

未
満
八
十
六
％
（
七
十
五
％
）
が
質
疑
な
し

で
議
決
さ
れ
た
。
ま
た
定
額
（
五
㌦
）
の
支

給
に
関
す
る
条
例
も
議
決
さ
れ
、
こ
ん
ど
は

じ
め
て
期
末
手
当
て
の
定
額
分
が
条
例
化
さ

れ
た
。

バ
ス
路
線
の
変
更
反
対
／
那
覇

市
会
建
設
委
で
決
定 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
３
・
12
・
18
〕

那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
平
良
真
次
郎
委

員
長
）
は
十
七
日
午
前
十
時
か
ら
さ
き
に
市

内
十
四
の
通
り
会
か
ら
連
署
で
出
さ
れ
た

「
バ
ス
路
線
変
更
反
対
陳
情
」
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
審
議
し
、
こ
れ
を
採
択
す
る
こ
と

を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
政
府
の
路
線
変
更

案
に
反
対
し
、
現
状
維
持
を
要
請
す
る
こ
と

を
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

反
対
の
理
由
と
し
て
①
政
府
案
は
恒
久

的
な
も
の
で
は
な
い
②
時
間
的
に
短
距

離
路
線
と
は
考
え
ら
れ
な
い
③
車
種
別

運
行
、
台
数
制
限
、
停
留
所
の
配
置
な
ど

が
考
慮
さ
れ
て
な
い
④
路
線
の
整
備
を

し
な
い
で
変
更
す
る
こ
と
は
無
意
味
で

あ
る
⑤
路
線
変
更
は
那
覇
市
の
都
計
事

業
と
並
行
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る―

の
五
点
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
五
つ
の
理
由
が
考
慮
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、

路
線
変
更
に
は
賛
成
で
き
な
い
と
し
て
十
九

日
の
本
会
議
で
こ
の
問
題
を
審
議
す
る
。

　

し
か
し
、
市
当
局
は
す
で
に
基
本
的
に

は
路
線
変
更
に
は
賛
成
し
、
一
部
政
府
案

を
修
正
し
た
独
自
の
案
を
政
府
に
出
し

て
い
る
の
で
、
議
会
と
当
局
の
考
え
と
は

対
立
し
て
お
り
、
こ
れ
を
調
整
す
る
か
別

個
の
結
論
を
出
す
か
は
あ
す
の
本
会
議

で
審
議
さ
れ
る
。

路
線
変
更
が
ほ
と
ん
ど
那
覇
市
の
意
向
に
か

か
っ
て
い
る
だ
け
に
議
会
の
決
定
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

    

｜
社　

説
｜

広
域
都
市
の
建
設
と
研
究
委
員

会〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
12
・
19
〕

　

那
覇
市
会
は
、
い
よ
い
よ
近
隣
町
村
と
の

合
併
問
題
に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、

〝
研
究
委
員
会
〟
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
合
併
の
対
象
は
、
浦
添
、
豊
見
城
、

南
風
原
、
与
那
原
、
西
原
の
五
か
町
村
で
、

一
部
を
除
い
て
ま
だ
機
運
は
盛
り
上
が
っ
て

い
な
い
よ
う
だ
が
、
那
覇
市
の
動
き
に
応
じ

て
、
い
ず
れ
そ
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
広
域
都
市
の
建
設
は
、
ま
だ

ま
だ
構
想
の
段
階
に
あ
り
、
こ
れ
が
具
体
化

す
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
年
月
を
要
す
る

は
ず
だ
が
、
都
市
計
画
の
将
来
を
考
え
た
場

合
、
自
然
に
方
向
は
固
ま
っ
て
く
る
と
思
う
。

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
現
状
維
持
を
希
望
し
、

那
覇
市
へ
の
合
併
に
難
色
を
示
す
の
も
で
る

だ
ろ
う
が
、
し
か
し
時
代
の
流
れ
に
抗
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
広
域
経
済
都
市
の
実
現
が
、
何
か

年
、
何
十
年
先
に
な
る
か
、
見
通
し
は
困
難

だ
け
れ
ど
も
、
自
治
体
の
財
政
強
化
と
住
民

福
祉
、
そ
の
他
の
客
観
情
勢
か
ら
み
て
、
そ

う
長
い
こ
と
は
待
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
那
覇

市
会
で
は
、
い
ち
お
う
現
議
員
の
任
期
内

（
六
五
年
七
月
）
を
メ
ド
に
し
て
い
る
よ
う
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だ
が
、
現
在
の
情
勢
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ほ

ど
か
ん
た
ん
に
は
進
み
そ
う
で
な
い
。
部
分

的
に
は
と
も
か
く
、
大
那
覇
市
の
構
想
が
実

を
結
ぶ
に
は
、
も
う
少
し
時
を
か
さ
ね
ば
な

る
ま
い
。

　

那
覇
市
当
局
と
し
て
も
、
現
在
の
都
計
事

業
に
せ
い
一
ぱ
い
の
状
態
で
、
具
体
的
に
検

討
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
が
、
市

会
の
動
き
に
応
じ
て
調
査
研
究
な
ど
の
準
備

は
進
め
る
べ
き
だ
。
市
政
の
現
況
は
、
あ
ら

ゆ
る
面
に
行
き
詰
ま
り
症
状
が
現
わ
れ
つ
つ

あ
り
、
こ
れ
を
打
開
す
る
方
策
を
樹
立
す
る

に
は
、
や
は
り
高
い
視
野
に
立
っ
て
マ
ス
タ

ー
・
プ
ラ
ン
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

と
も
か
く
那
覇
市
会
に
〝
合
併
研
究
委
員

会
〟
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
都
市
構
想

を
実
現
す
る
う
え
か
ら
大
き
な
前
進
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
大
事
業
は
、
一
方
的
に
推
進
で

き
る
性
質
の
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
関
係
町

村
の
議
会
に
も
同
様
な
委
員
会
の
設
置
が
の

ぞ
ま
し
い
。
観
念
論
で
は
も
の
ご
と
は
進
ま

な
い
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
自
治
体
の
あ
り

方
、
そ
の
利
害
得
失
な
ど
に
つ
い
て
十
二
分

に
検
討
し
、
早
急
な
結
論
を
出
す
べ
き
で
あ

る
。

立
ち
退
き
補
償
で
訴
え
／
樋
川

火
災
の
被
災
者
／
市
は
〝
で

き
な
い
〟
と
回
答 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
３
・
12
・
19
〕

　

「
わ
れ
わ
れ
に
も
立
ち
退
き
補
償
を
し
て

ほ
し
い
」
と
、
さ
る
十
月
五
日
の
火
災
で
、

焼
け
出
さ
れ
た
那
覇
市
字
樋
川
〝
不
良
住
宅

街
解
消
モ
デ
ル
建
設
用
地
〟
内
の
宮
城
〇
〇

〇
、
上
原
〇
〇
さ
ん
ら
十
三
人
が
、
こ
の
ほ

ど
連
署
で
那
覇
市
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
請
し

た
。

　

市
は
火
災
に
よ
る
被
災
者
に
は
補
償
し
な

い
方
針
だ
と
い
う
が
、
立
ち
退
き
補
償
は
立

ち
退
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
侵
害
を
補
て

ん
す
る
こ
と
や
、
そ
の
損
害
を
軽
く
す
る
た

め
に
、
当
事
者
が
法
律
上
の
手
段
に
訴
え
ず

問
題
を
円
満
に
解
決
す
る
た
め
に
合
意
に
も

と
づ
く
金
額
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
法

律
上
の
根
拠
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
建
物
は
不
慮
の
災

害
に
よ
っ
て
失
っ
た
も
の
で
借
地
権
は
ま
だ

あ
る
。
補
償
し
な
い
で
立
ち
退
か
せ
る
こ
と

は
納
得
で
き
な
い
。
被
災
者
の
中
に
は
二
、

三
か
月
前
に
買
っ
た
ば
か
り
の
家
を
家
財
道

具
と
も
に
焼
か
れ
た
も
の
も
い
る
。
不
良
住

宅
街
解
消
計
画
は
、
生
活
困
窮
者
の
生
活
環

境
改
善
の
意
味
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
い

っ
た
面
か
ら
も
被
災
者
に
対
し
補
償
す
べ
き

で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
補
償
問
題
を
担
当
し
て
い

る
市
建
設
部
庶
務
課
で
は
「
補
償
は
で
き
な

い
」
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

陳
情
者
の
い
い
分
も
よ
く
わ
か
る
。
し
か

し
補
償
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
地
域
に
は
対

象
に
な
る
何
も
な
い
。
補
償
は
、
そ
の
地
域

に
あ
る
も
の
を
立
ち
退
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
る
損
失
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。

被
災
者
は
、
す
で
に
そ
の
地
域
に
は
、
な
い

の
だ
か
ら
補
償
の
根
拠
も
な
く
な
っ
た
わ
け

だ
。
立
ち
退
き
補
償
に
つ
い
て
の
契
約
を
か

わ
し
た
あ
と
に
火
災
に
あ
っ
た
の
な
ら
、
当

然
補
償
は
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

古
波
蔵
市
有
地
に
代
わ
り
の
土
地
を
あ
っ
せ

ん
し
て
売
買
、
賃
借
の
契
約
も
す
ま
せ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
借
地
権
は
消
滅
す
る
。

た
と
え
借
地
権
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
建
築

確
認
で
き
る
地
域
で
は
な
い
の
で
、
意
味
の

な
い
借
地
権
に
し
か
な
ら
な
い
。
火
災
に
よ

っ
て
生
活
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
補
償
と
い
う
こ
と
で
な
く
経
済
民
生

的
な
面
か
ら
調
査
の
う
え
で
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

名
誉
市
民
条
例
な
ど
可
決
／
那

覇
市
議
会
／
人
民
党
の
反
対

を
押
し
切
る 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
３
・
12
・
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〕

那
覇
市
定
例
議
会
本
会
議
は
十
九
日
午
前
十

時
か
ら
開
か
れ
、
午
前
中
に
「
公
営
住
宅
建

設
用
地
取
得
」
「
那
覇
市
名
誉
市
民
条
例
制

定
」
「
沖
縄
ガ
ス
株
式
会
社
の
株
式
増
資
に

伴
う
基
本
財
産
の
設
置
」
な
ど
二
議
案
を
議

案
ど
お
り
に
可
決
し
た
。

「
那
覇
市
名
誉
市
民
条
例
」
は
、
市
に
縁
故

の
深
い
人
で
、
公
共
の
福
祉
を
増
進
、
広
く

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
を
名
誉
市
民
と

し
て
顕
彰
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
人
選
は
市

長
が
推
薦
し
議
会
の
同
意
を
得
て
決
め
る
。

こ
れ
に
対
し
て
人
民
党
所
属
議
員
は
「
石
川

ジ
ェ
ッ
ト
機
事
故
の
さ
い
、
後
片
付
け
を
し

た
米
軍
部
隊
に
市
長
が
感
謝
状
を
出
し
て
世

論
の
非
難
を
あ
び
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を

現
在
制
定
す
る
こ
と
は
親
米
ム
ー
ド
を
つ
く

り
、
権
力
者
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
復
帰
し
て
か
ら
制
定
す
べ
き
だ
」
と

反
対
し
た
が
質
疑
う
ち
切
り
で
原
案
を
強
行

可
決
し
た
。

沖
縄
ガ
ス
株
式
会
社
の
株
購
入
に
と
も

な
う
基
本
財
産
の
設
置
に
つ
い
て
同
社

の
経
営
が
不
振
で
あ
る
と
い
う
理
由
で

株
購
入
に
反
対
が
出
た
が
、
ガ
ス
企
業
が

公
共
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
会
社
の

発
展
に
よ
っ
て
料
金
を
安
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
多
数
決
で
原

案
を
可
決
し
た
。



三
一
七

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
十
二
月

交
通
緩
和
の
対
策
に
／
那
覇
市

会
が
協
議
会
を
設
置 

〔
沖
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・
朝　
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那
覇
市
の
定
例
議
会
本
会
議
は
、
十
九
日
午

前
十
時
十
五
分
か
ら
は
じ
ま
り
、
市
当
局
か

ら
出
さ
れ
た
議
案
十
七
件
を
原
案
ど
お
り

承
認
。
四
件
を
継
続
審
査
に
持
ち
込
ん
だ
ほ

か
、
一
般
か
ら
の
陳
情
要
請
十
件
を
採
択
、

一
件
不
採
択
、
二
件
委
員
会
付
託
に
し
て
、

全
日
程
を
お
え
閉
会
し
た
。
と
く
に
市
外
バ

ス
を
市
内
か
ら
締
め
出
す
と
い
う
政
府
の
市

外
バ
ス
路
線
変
更
計
画
に
と
も
な
い
、
市
内

の
各
通
り
会
か
ら
出
さ
れ
た
反
対
陳
情
の
処

理
に
つ
い
て
一
時
間
あ
ま
り
も
も
め
た
。
平

良
真
次
郎
建
設
委
員
長
か
ら
「
政
府
の
市
外

バ
ス
路
線
変
更
は
た
ん
に
運
輸
行
政
面
か
ら

だ
け
打
ち
出
さ
れ
、
都
市
計
画
の
う
え
か
ら

考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
国
際
通
り
と
開
南
通

り
か
ら
市
外
バ
ス
を
締
め
出
し
た
と
こ
ろ
で

交
通
の
緩
和
は
は
か
れ
な
い
。
道
路
の
整

備
、
他
路
線
の
舗
装
な
ど
も
っ
と
積
極
的
な

施
策
を
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
。
商
店
街
の

経
済
的
な
問
題
な
ど
陳
情
を
そ
の
ま
ま
認
め

る
と
い
う
こ
と
で
な
く
道
路
整
備
な
ど
の
な

さ
れ
て
い
な
い
現
時
点
に
お
い
て
政
府
案
に

反
対
し
、
陳
情
を
採
択
し
た
」
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
赤
嶺
一
男
議
員
（
十
八
日
会
）

か
ら
「
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
も
っ
と
時
間

を
か
け
て
検
討
し
て
い
く
う
え
か
ら
、
む
し

ろ
継
続
審
査
す
べ
き
で
あ
る
。
市
の
交
通
マ

ヒ
は
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
異
状
な
と

こ
ろ
ま
で
き
て
お
り
、
政
府
案
に
反
対
し
、

現
状
維
持
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
会

が
交
通
マ
ヒ
の
状
態
を
黙
認
す
る
と
い
う
こ

と
に
し
か
な
ら
な
い
」
と
反
論
し
た
が
、
委

員
会
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
又
吉

議
員
（
無
）
の
動
議
で
〝
那
覇
市
交
通
緩
和

対
策
協
議
会
〟
の
設
置
の
動
議
が
成
立
、
議

会
、
市
当
局
が
一
体
に
な
っ
て
各
角
度
か
ら

積
極
的
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。

　

合
併
研
究
委
も
設
置

　

那
覇
市
会
は
十
九
日
、
本
会
議
の
あ
と
、

午
後
四
時
二
十
分
か
ら
議
員
協
議
会
を
開
き
、

近
隣
町
村
と
の
合
併
に
つ
い
て
の
「
合
併
研

究
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、
現
在
の
市
議
会
運
営
委
員
会
（
赤

嶺
慎
英
委
員
長
）
が
そ
の
ま
ま
当
て
ら
れ

た
。

こ
の
研
究
委
の
発
足
に
よ
っ
て
、
与
那
原
、

西
原
、
浦
添
、
南
風
原
、
豊
見
城
な
ど
近
隣

町
村
と
の
合
併
問
題
と
真
剣
に
取
っ
組
み
、

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。



三
一
八

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
一
月

　
　

市
民
憲
章
を
宣
言
／
明
る
い
町

づ
く
り
へ
／
那
覇
市 

 
 
 

　

 
 

〔
沖
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６
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・
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３
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那
覇
市
は
、
一
日
午
前
十
時
か
ら
沖
縄
配
電

ホ
ー
ル
で
「
新
年
祝
賀
名
刺
交
換
会
」
を
開

い
た
。
そ
の
席
上
、
西
銘
市
長
に
よ
っ
て
、
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の

〝
那
覇
市
民
憲
章
〟
の
制
定
宣
言
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
市
民
憲
章
に
〝
時
間
を
守
り
ま
し

ょ
う
〟
と
あ
る
て
ま
え
、
十
時
か
っ
き
り
に

開
会
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
政
財
界
の
知
名
士
、
一
般
、
市
議

員
、
市
職
員
な
ど
八
百
余
人
が
参
加
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
。

西
銘
市
長
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
で
〝

市
民
憲
章
〟
制
定
の
宣
言
が
な
さ
れ
、
会
場

は
拍
手
が
わ
い
た
。

こ
の
あ
と
竹
内
琉
球
商
工
会
議
所
会
頭
の

音
頭
に
よ
る
〝
カ
ン
パ
イ
〟、
高
良
市
議
会
議

長
、
主
席
代
理
瀬
長
副
主
席
の
あ
い
さ
つ
、

余
興
な
ど
が
あ
り
に
ぎ
わ
っ
た
。

西
銘
市
長
は
、
都
市
建
設
の
物
質
的
面
と
道

徳
倍
増
と
い
う
市
民
憲
章
の
精
神
的
な
面

を
軸
に
し
て
、
後
半
の
市
政
を
す
す
め
て
い

き
た
い
と
、
あ
ら
ま
し
つ
ぎ
の
よ
う
に
心
構

え
を
披
露
し
た
。

一
応
の
事
業
を
実
施
し
発
展
す
る
な
か
で
、

私
は
任
期
の
後
半
を
む
か
え
る
が
、
こ
の
時

期
に
あ
た
り
、
改
め
て
つ
ぎ
の
二
点
を
強
調

し
た
い
。
市
民
が
生
産
活
動
と
生
活
活
動
を

快
適
に
展
開
で
き
る
施
設
を
十
分
整
え
る
こ

と
と
、
市
民
精
神
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
二
点
か
ら
み
た
場
合
、
市
の
都

市
と
し
て
の
機
能
は
、
こ
れ
か
ら
整
備
増
進

す
べ
き
段
階
に
あ
る
と
い
え
る
。
道
路
交
通

網
の
整
備
、
住
宅
建
設
、
公
園
、
保
育
所
な

ど
の
設
置
、
都
市
区
画
整
理
既
成
市
街
地
の

再
開
発
な
ど
問
題
は
お
お
い
。

市
民
精
神
の
高
揚
と
い
う
点
で
は
、
都
市
に

住
む
市
民
の
都
市
に
対
す
る
共
同
体
意
識
と

道
義
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市

を
共
同
生
活
の
場
と
し
て
愛
護
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
市
の
人
口
は
二
十
五
万
を
突
破
、
全

国
的
に
も
〝
中
都
市
〟
と
し
て
、
沖
縄
の
〝

首
都
〟
と
し
て
、
六
四
年
か
ら
新
し
い
段
階

を
む
か
え
る
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
す
る
意

味
で
憲
章
の
制
定
宣
言
の
日
と
し
た
。

【
市
民
憲
章
】　

私
た
ち
は
那
覇
市
民
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
み
ん
な
で
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
す
す
ん
で
つ

ぎ
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
ま
ち
を
美
し
く
し
ま
し
ょ

う
。

一
、
私
た
ち
は
公
共
物
を
大
切
に
し
ま
し

ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
交
通
、
道
徳
を
重
ん
じ
ま

し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
だ
れ
に
も
親
切
に
し
ま
し

ょ
う
。

な
お
各
煙
草
会
社
で
は
、
市
民
憲
章
制
定

宣
言
を
祝
っ
て
、
タ
バ
コ
に
憲
章
項
目
を
刷

り
込
み
、
元
旦
か
ら
さ
っ
そ
く
売
り
出
し

た
。ち

か
く
撤
去
を
命
令
／
那
覇
市

／
旭
が
丘
周
辺
の
不
法
建
物 
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那
覇
市
は
近
く
旭
が
丘
周
辺
の
不
法
建
物
に

対
し
〝
撤
去
命
令
〟
を
出
す
。
旭
が
丘
（
波
上

一
帯
の
二
万
三
千
平
方
㍍
）
は
、
一
九
五
六

年
三
月
に
都
市
計
画
公
園
に
指
定
さ
れ
、
那

覇
市
が
管
理
し
て
い
る
。
な
か
に
は
墓
地
な

ど
私
有
地
も
あ
っ
た
が
、
区
画
整
理
で
換
地

さ
れ
市
有
地
に
な
っ
て
い
る
。
こ
ん
ど
の
建

物
撤
去
は
公
園
の
整
備
を
急
ぐ
こ
と
と
、
不

法
建
物
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
の
強
化
が
大

き
な
ね
ら
い
。

　

同
公
園
用
地
内
に
は
九
十
五
件
の
建
物
が

あ
り
、
み
ん
な
撤
去
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

が
、
波
上
通
り
に
近
い
財
産
管
理
課
の
土
地

に
あ
る
十
数
件
は
都
計
、
建
築
法
以
前
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
合
法
的
な
建
物
と
し
て

取
り
扱
い
立
ち
の
き
補
償
な
ど
を
お
こ
な
う
。

し
か
し
ほ
か
の
七
十
件
あ
ま
り
は
、
民
法
に

よ
る
不
法
占
有
、
都
計
法
違
反
、
建
築
法
違

反
と
し
て
三
つ
の
面
か
ら
取
り
締
ま
る
と
い

う
。
今
週
一
ぱ
い
に
、こ
れ
ら
全
建
物
に
対
し

期
限
付
き
で
撤
去
命
令
を
出
す
が
、
こ
れ
は

半
年
の
期
限
が
つ
い
て
い
る
。
撤
去
の
状
況

を
み
て
第
二
回
め
の
撤
去
命
令
を
出
し
、
期

限
ま
で
に
撤
去
さ
れ
な
い
建
物
に
対
し
て
は

強
制
撤
去
に
出
る
方
針
で
あ
る
。

　

同
公
園
用
地
内
の
不
法
建
物
の
撤
去
は
、

前
市
長
時
代
に
立
ち
の
き
の
勧
告
を
し
た
が
、

関
係
者
か
ら
の
陳
情
が
あ
っ
て
保
留
さ
れ
た
。

さ
ら
に
同
不
法
建
物
地
域
へ
の
水
道
敷
設
問

題
で
、
庁
内
で
も
大
い
に
も
め
た
。
水
道
課

で
は
「
市
民
税
も
払
っ
て
お
り
、
生
活
権
の

問
題
と
し
て
敷
設
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意

見
に
対
し
、
都
計
、
建
築
課
で
は
「
水
道
を

敷
設
す
る
こ
と
は
、
不
法
建
物
を
黙
認
す
る

こ
と
に
な
る
」
と
反
対
し
た
が
、
け
っ
き
ょ

く
は
水
道
課
の
意
見
が
通
り
、
黙
認
さ
れ
た

か
っ
こ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
こ

ん
ど
の
不
法
建
物
の
撤
去
は
問
題
ふ
く
み
で

あ
り
「
実
際
に
人
が
生
活
し
て
い
る
建
物
な

の
で
、
昨
年
の
首
里
久
場
川
の
公
営
住
宅
建

設
を
め
ぐ
る
墓
の
撤
去
問
題
以
上
の
難
し
さ

が
予
想
さ
れ
る
」
と
都
計
・
建
築
両
課
で
は

語
っ
て
い
る
。

新
垣
建
設
助
役
の
話 

 

公
園
計
画
を
す
す
め

一
九
六
四
年



三
一
九

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
一
月

て
い
く
に
は
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
ら
の
不
法

建
物
は
撤
去
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
近

い
う
ち
そ
の
撤
去
命
令
を
出
す
。
役
所
と
し

て
も
、
そ
れ
相
当
の
困
難
は
あ
る
も
の
と
予

想
し
て
い
る
。

那
覇
市
案
統
一
で
き
ず
／
〝
市

案
〟〝
議
会
案
〟
の
二
本
立
て

で
／
市
外
バ
ス
路
線
変
更
で

協
議 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
４
・
１
・
18
〕

那
覇
市
当
局
と
市
議
会
建
設
委
は
、
十
七
日

午
後
三
時
半
か
ら
市
会
議
室
で
、
市
外
バ
ス

の
路
線
変
更
問
題
に
つ
い
て
協
議
会
を
開
い

た
。
こ
れ
は
二
十
日
建
運
局
で
警
察
局
、
那

覇
市
を
交
え
て
、
政
府
案
と
那
覇
市
当
局
の

修
正
案
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
の
で
、
そ

れ
に
の
ぞ
む
市
の
考
え
か
た
を
統
一
し
よ
う

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
一
本
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ず
「
市
当
局
の
考
え
か
た
」
と

「
議
会
側
の
考
え
か
た
」
の
二
本
立
て
で
の
ぞ

む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

市
当
局
は
、
建
運
局
が
出
し
た
市
外
バ
ス

路
線
変
更
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し

「
政
府
案
は
都
計
上
の
こ
と
は
何
も
配
慮
さ

れ
て
い
な
い
。
泊
高
橋
横
に
、
も
う
一
つ
一

号
線
か
ら
又
吉
道
路
に
入
る
右
折
用
の
橋
を

か
け
て
か
ら
中
北
部
線
の
バ
ス
は
一
号
線
を

通
す
べ
き
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
あ
る
。
一

号
線
を
通
す
と
い
う
路
線
の
あ
り
か
た
は
恒

久
的
な
も
の
で
、
交
通
緩
和
の
恒
久
対
策
と

し
て
は
、
一
号
線
を
現
在
の
四
車
線
か
ら
六

車
線
に
拡
張
す
る
。
旧
鉄
道
線
（
ひ
め
ゆ
り

通
り
か
ら
浦
添
に
通
ず
る
路
線
）
、
久
茂
地

川
ぞ
い
の
両
線
、
開
南
交
番
前
か
ら
平
和
橋

を
へ
て
神
里
原
に
通
ず
る
都
計
道
路
な
ど
の

整
備
を
促
進
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
市
の

基
本
的
な
考
え
か
た
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
建
設
委
で
は
「
政
府
案
で
交

通
緩
和
が
は
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
市
当
局
案
も
、
も
っ
と
深

く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
恒

久
的
な
道
路
整
備
を
す
す
め
な
が
ら
、
徐
々

に
路
線
変
更
は
実
施
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主

張
し
、
「
市
当
局
案
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」

と
の
市
当
局
の
質
問
に
対
し
て
は
「
議
会
か

ら
は
交
通
緩
和
対
策
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

の
み
一
任
さ
れ
て
お
り
、
市
当
局
案
に
つ
い

て
は
ま
か
さ
れ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
。

　

け
っ
き
ょ
く
議
題
と
し
て
出
さ
れ
た
政
府

案
と
市
当
局
案
と
の
比
較
検
討
に
つ
い
て
は
、

議
会
側
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
。
議
会
側
の
理
想
論

と
市
当
局
の
理
想
論
の
や
り
と
り
に
お
わ
っ

た
。

　

な
お
路
線
変
更
の
政
府
案
と
市
の
案
は
つ

ぎ
の
と
お
り
。

（
政
府
案
）
▽
中
、
北
部
行
き
は
、
美
栄
橋

か
ら
中
之
橋―

又
吉
道
路
を
へ
て
一
号
線
に

出
す
▽
中
、
北
部
か
ら
那
覇
へ
の
上
り
線
は
、

一
号
線
か
ら
タ
イ
ム
ス
前―

美
栄
橋
を
へ
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
▽
浦
添
、
西
原
線
は
、
往
復

と
も
又
吉
道
路―

安
里
経
由
▽
糸
満
、
与
那

原
方
の
南
部
線
は
、
四
十
四
号
線
か
ら
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
直
結
す
る
。

（
市
当
局
案
）
▽
南
部
路
線
は
建
運
局
案
ど
お

り
▽
中
、
北
部
線
は
往
復
と
も
タ
イ
ム
ス
前

を
通
っ
て
一
号
線
に
出
す
▽
浦
添
線
は
タ
ー

ミ
ナ
ル
か
ら
壺
川―

安
里
経
由
▽
西
原
線
は

牧
志―

安
里
経
由
と
し
、
泊
高
橋
横
に
一
号

線
か
ら
又
吉
道
路
に
右
折
用
の
橋
を
か
け
る
。

こ
の
橋
が
完
成
し
て
か
ら
路
線
変
更
を
実
施

す
る
こ
と
。

〝
不
良
住
宅
街
化
〟
を
防
ぐ
／

寄
宮
地
区
区
画
整
理
事
業
認

可 
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沖
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・
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・
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〕

都
市
計
画
法
に
よ
る
「
那
覇
市
都
計
事
業
寄

宮
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
」
が
二
十
一
日

付
で
行
政
主
席
か
ら
認
可
さ
れ
た
。
昨
年
八

月
五
日
の
認
可
申
請
か
ら
五
か
月
あ
ま
り
か

か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
政
府
補
助
に
よ
り

六
四
年
度
か
ら
四
か
年
の
継
続
事
業
で
、
土

地
区
画
整
理
事
業
に
政
府
が
補
助
す
る
の
は

こ
ん
ど
が
は
じ
め
て
。
第
一
年
次
は
排
水
溝

を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
で

は
政
府
か
ら
補
助
金
交
付
の
指
令
が
あ
り
し

だ
い
入
札
に
付
し
、
工
事
に
か
か
る
と
い
う
。

　

区
画
整
理
地
域
は
、
寄
宮
中
校
東
方
の
傾

斜
地
帯
で
字
国
場
の
俗
称
長
田
原
を
中
心
に

洗
田
原
、
底
田
原
、
後
原
の
十
四
万
五
千
二
百

平
方
㍍
（
四
万
三
千
九
百
二
十
坪
）
地
主
は

百
五
十
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
は

市
郊
外
の
区
画
整
理
事
業
と
し
て
も
初
の
ケ

ー
ス
。
近
年
那
覇
市
へ
の
人
口
集
中
が
目
だ

ち
そ
の
た
め
宅
地
の
需
要
度
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
。
と
く
に
郊
外
の
市
街
化

の
速
度
が
早
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
〝
不
良

住
宅
街
化
〟
を
防
ぐ
こ
と
、
宅
地
の
利
用
度

の
引
き
上
げ
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

を
、
こ
の
事
業
は
目
的
と
し
て
い
る
。

　

同
地
域
は
地
目
上
は
原
野
が
三
・
四
二

％
、
畑
九
〇
・
七
七
％
、
宅
地
〇
・
四
％
、
公

共
用
地
（
道
路
）
五
％
と
な
っ
て
い
る

が
、
実
際
に
は
三
〇
％
が
宅
地
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
区
画
整
理
に
よ
っ
て
宅
地

七
〇
％
、
公
共
用
地
二
四
・
五
五
％
（
道
路

二
二
・
六
〇
％
、
公
園
一
・
九
五
％
）
替
費

地
四
・
九
％
に
す
る
。
四
か
年
間
の
総
事
業

費
は
二
十
六
万
五
千
㌦
。
そ
の
う
ち
政
府
補

助
十
万
㌦
、
市
負
担
十
万
㌦
、
地
主
負
担

六
万
五
千
㌦
。
こ
の
地
主
負
担
は
、
各
地
主

が
平
均
二
五
％
を
提
供
、
そ
れ
で
肩
が
わ
り

す
る
考
え
か
た
。
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
美

栄
橋
地
区
や
第
一
地
区
（
久
茂
地
、
前
島
な

ど
旧
市
内
）
の
区
画
整
理
事
業
に
は
政
府
補



三
二
〇

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
二
月

助
が
な
く
全
額
地
主
が
負
担
し
た
。
(
減
歩

率
平
均
三
〇
％
）

　

一
年
次
の
排
水
溝
整
備
予
算
（
人
件
費

含
む
）
は
二
万
四
千
九
百
㌦
（
政
府
補
助

一
万
二
千
㌦
、
市
負
担
一
万
二
千
九
百
㌦
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

伊
波
区
画
整
理
課
長
の
話　

政
府
か
ら
の

補
助
金
交
付
指
令
を
ま
っ
て
入
札
に
も
っ
て

い
く
が
、
市
で
は
す
で
に
入
札
の
準
備
も
お

え
て
い
る
。
地
主
の
な
か
に
は
二
五
％
の
減

歩
率
は
重
す
ぎ
る
と
い
う
人
も
い
る
が
、
市

が
誠
意
を
も
っ
て
話
し
合
え
ば
必
ず
わ
か
っ

て
も
ら
え
る
と
思
う
。
こ
の
整
理
事
業
で
現

在
建
て
ら
れ
て
い
る
家
屋
に
さ
し
さ
わ
り
が

出
る
の
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。

市
町
村
合
併
で
話
し
合
い
／
那

覇
市
会
と
九
州
市
議
長
会 

　
　
　

 

〔
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那
覇
市
議
会
は
、
九
州
市
議
長
会
執
行
委
員

会
出
席
の
た
め
来
沖
中
の
住
田
政
之
助
長
崎

市
議
長
、
川
上
勘
一
大
分
市
議
長
、
阿
部
次

郎
熊
本
市
議
長
ら
を
招
い
て
十
八
日
午
後
四

時
か
ら
那
覇
市
天
久
の
平
和
会
館
で
「
市
町

村
合
併
」「
戦
災
都
市
復
興
」
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
懇
談
会
を
開
い
た
。
那
覇
市
議
会
の

市
町
村
合
併
研
究
委
員
、
市
当
局
、
平
良

市
、
石
垣
市
を
は
じ
め
関
係
市
町
村
議
員
、
政

府
か
ら
大
田
内
務
局
長
ら
が
出
席
し
た
。

　

長
崎
、
大
分
、
熊
本
の
三
市
と
も
す
で
に

市
町
村
合
併
を
実
施
し
た
都
市
で
三
市
と
も

市
町
村
合
併
の
必
要
性
を
強
調
し
、
や
る
な

ら
早
い
方
が
い
い
と
語
っ
た
。

ま
た
住
田
長
崎
市
議
長
は
「
長
崎
は
原
爆
に

よ
っ
て
多
く
の
人
命
と
郷
土
の
ほ
と
ん
ど
を

失
っ
た
が
、
戦
後
は
国
の
戦
災
都
市
復
興
資

金
に
よ
っ
て
立
ち
直
り
諸
事
業
を
推
進
し
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　

川
上
大
分
市
議
長
の
話　

大
分
は
昨
年
三

月
に
二
市
三
町
一
村
が
合
併
し
た
。
合
併
前

は
そ
れ
ぞ
れ
人
口
や
行
政
規
模
が
異
な
っ
て

い
る
関
係
で
問
題
も
多
か
っ
た
が
、
昭
和

三
十
六
年
に
新
産
業
都
市
推
進
法
が
で
き
、

二
十
万
以
上
の
人
口
で
な
け
れ
ば
適
用
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
そ
の
適
用
を

う
け
る
た
め
県
が
音
頭
を
と
っ
て
合
併
を
推

進
し
た
。
合
併
は
対
等
合
併
で
あ
る
が
、
大
分

市
の
場
合
財
政
が
別
々
に
な
っ
て
お
り
、
議

員
の
報
酬
も
出
身
地
に
よ
っ
て
ち
が
っ
て
い

る
。
た
だ
対
外
的
支
出
だ
け
を
共
通
財
源
で

ま
か
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
変
則
的
な
も
の

で
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
合

併
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
悪
く
な

っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
諸
経
費
も
相

当
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
や
る
な
ら

早
く
や
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
。　

〝
都
市
づ
く
り
〟
協
力
を
要
請
／

西
銘
那
覇
市
長
が
高
等
弁
務

官
に
／
道
路
幅
員
の
拡
張
な

ど
／
港
湾
新
設
に
も
善
処
約

す
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那
覇
市
西
銘
市
長
、
古
堅
総
務
助
役
、
新

垣
建
設
助
役
の
三
氏
は
、
二
十
四
日
午
前

十
一
時
半
か
ら
軍
司
令
部
で
キ
ャ
ラ
ウ

ェ
イ
高
等
弁
務
官
と
懇
談
、
都
市
づ
く
り

の
計
画
に
つ
い
て
説
明
、
協
力
を
要
請

し
た
。
弁
務
官
は
ひ
じ
ょ
う
に
好
意
的

で
三
十
分
の
会
見
予
定
時
間
が
二
時
間

あ
ま
り
も
時
間
を
さ
い
て
話
し
合
い
、
善

処
を
約
し
た
と
い
う
。
こ
の
会
見
は
さ
き

に
西
銘
市
長
か
ら
の
申
し
入
れ
に
応
じ

た
も
の
で
、
新
垣
建
設
助
役
か
ら
交
通
緩

和
の
問
題
、
安
謝
港
新
設
、
住
宅
難
緩
和
、

水
道
問
題
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　

交
通
緩
和
は
一
号
線
と
並
行
し
て
旧
鉄
道

線
（
ひ
め
ゆ
り
通
り
か
ら
浦
添
に
通
ず
る
)

の
幅
員
拡
張
に
と
も
な
う
軍
用
地
の
使
用
許

可
を
申
し
入
れ
た
。
同
鉄
道
沿
い
地
下
に
は

ガ
ソ
リ
ン
パ
イ
プ
が
通
っ
て
い
る
。
市
で
は

浦
添
、
宜
野
湾
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
幅
員

二
十
㍍
の
都
計
道
路
を
計
画
し
て
お
り
、
軍

用
地
の
使
用
、
支
障
を
き
た
す
施
設
の
改
善

な
ど
申
し
入
れ
た
。

ま
た
一
号
線
泉
崎
橋
か
ら
泊
高
橋
間
に
二
か

所
の
地
下
横
断
歩
道
の
設
置
を
計
画
、
そ
の

さ
い
一
号
線
の
使
用
許
可
、
さ
ら
に
若
松
給

油
所
と
な
り
の
汐
渡
橋
が
一
号
線
に
よ
っ
て

つ
ま
っ
て
い
る
の
で
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
入
れ
流

れ
を
よ
く
し
た
い
と
し
て
、
一
号
線
の
使
用

許
可
も
申
し
入
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
高
等
弁
務
官
は
「
計
画
書
を

出
し
て
ほ
し
い
。
民
政
府
の
技
術
者
と
の

話
し
合
い
で
よ
く
検
討
し
、
那
覇
市
の
意

に
そ
う
よ
う
善
処
し
た
い
」
と
語
り
、
一

号
線
の
横
断
歩
道
に
つ
い
て
は
、
高
架
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
。
そ
れ

に
対
し
、
新
垣
助
役
は
一
号
線
は
い
ろ
ん

な
車
が
通
る
。
高
架
に
し
た
ば
あ
い
支
障

を
き
た
す
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
工
事
費

は
よ
け
い
か
か
る
が
地
下
横
断
歩
道
を

計
画
し
て
い
る
と
の
説
明
に
高
等
弁
務

官
も
「
そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
」

と
納
得
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

さ
ら
に
那
覇
市
が
安
謝―

泊
間
に
大
き

な
港
湾
施
設
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
、

資
金
が
ざ
っ
と
百
六
十
万
㌦
も
か
か
る
の
で

民
政
府
は
じ
め
政
府
筋
の
援
助
が
必
要
で
あ

る
と
要
請
、
高
等
弁
務
官
は
、
立
派
な
計
画

で
あ
り
、
で
き
る
限
り
考
え
た
い
と
語
っ

た
。

　

こ
の
ほ
か
高
等
弁
務
官
は
那
覇
市
の
住
宅

問
題
を
き
い
た
の
で
、
新
垣
助
役
が
「
約

五
万
五
千
世
帯
の
う
ち
約
一
万
五
千
世
帯
が



三
二
一

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
二―

三
月

家
が
な
い
。
市
で
は
市
営
住
宅
や
政
府
補
助

に
よ
っ
て
公
営
住
宅
の
建
設
を
し
て
い
る
が
、

年
間
二
百
世
帯
前
後
で
あ
る
。
民
間
で
も
貸

し
住
宅
の
建
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
と

て
も
追
っ
つ
か
な
い
。
今
後
と
も
日
米
琉
政

府
援
助
に
よ
る
公
営
住
宅
建
築
が
必
要
で
あ

る
」
と
の
べ
た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
う
国
県
有

地
（
財
産
管
理
課
の
管
理
）
の
換
地
承
認
に

つ
い
て
は
、
十
年
ま
え
か
ら
の
問
題
で
事
務

上
の
清
算
が
つ
か
な
い
と
し
て
早
期
承
認
を

要
請
、
高
等
弁
務
官
は
「
係
り
官
と
も
話
し

あ
い
早
目
に
承
認
す
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

答
え
た
。

｜
社　

説
｜

市
民
憲
章
の
日
常
化
を
は
か
る

運
動

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
４
・
２
・
28
〕

　

那
覇
市
の
市
民
憲
章
を
実
践
す
る
推
進

協
議
会
が
発
足
し
た
。
こ
の
協
議
会
に
は
自

治
会
、
通
り
会
の
末
端
組
織
を
は
じ
め
、
教

育
、
報
道
、
商
工
、
農
水
産
、
衛
生
、
通
信
、

運
輸
、
体
育
関
係
な
ど
、
三
百
七
十
余
団
体

が
参
加
し
て
お
り
、
文
字
ど
お
り
全
市
民
代

表
を
結
集
し
た
実
行
機
関
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
民
憲
章
は
、
こ
と
し
元
旦
の
よ
き
日
を

選
び
、
高
ら
か
に
宣
言
さ
れ
た
。
そ
の
内
容

は
「
町
の
美
化
、
公
共
物
の
愛
護
、
時
間
厳

守
、
交
通
道
徳
、
親
切
運
動
」
の
五
項
目
か

ら
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
を
見
て
も
市
民
生

活
を
健
全
か
つ
明
朗
化
す
る
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
問
題
ば
か
り
だ
。
市
民
の
一

人
々
々
が
、
こ
の
憲
章
の
項
目
を
守
り
、
日

常
生
活
に
お
い
て
身
に
つ
い
た
慣
習
と
な
れ

ば
、
一
つ
の
道
徳
革
命
に
成
功
し
た
と
も
い

え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
高
遠
の
目
標
を
示
し
た
生
活

憲
章
が
制
定
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
要
は
老
幼

男
女
を
問
わ
ず
、
い
か
に
こ
れ
を
実
行
す
る

こ
と
か
で
あ
る
。
憲
章
を
つ
く
っ
た
背
景
を

考
え
れ
ば
、
要
す
る
に
市
民
一
般
の
社
会
道

徳
が
低
下
し
、
あ
る
い
は
乱
脈
を
き
わ
め
て

内
外
の
批
判
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
だ
。
街
頭
は
い
た
る
と
こ
ろ
汚
物
で
埋
ま

り
、
公
徳
心
は
地
に
お
ち
て
、ど
こ
か
ら
み
て

も
文
化
都
市
に
は
ほ
ど
遠
い
か
ぎ
り
で
あ
っ

た
。
物
質
的
に
は
偉
大
な
進
歩
を
と
げ
つ
つ

あ
る
が
、
精
神
面
に
お
い
て
は
ま
だ
ま
だ
戦

後
の
混
乱
期
を
脱
し
切
れ
な
い
世
相
が
、
あ

ま
り
に
強
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
い
う
時
機
を
と
ら
え
て
憲
章
を
設
定

し
、
そ
し
て
そ
の
実
行
団
体
と
し
て
推
進
協

議
会
が
発
足
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義

深
い
。
沖
縄
の
中
心
都
市
と
し
て
、
内
外
人

の
交
流
は
ま
す
ま
す
活
発
化
す
る
い
っ
ぽ
う

で
あ
り
、
そ
の
名
に
恥
じ
な
い
形
態
と
秩
序

を
つ
く
る
の
は
、
全
市
民
の
崇
高
な
義
務
だ

と
思
う
。
そ
れ
は
直
接
、
明
る
い
住
み
よ
い

〝
都
市
づ
く
り
〟
に
も
相
通
ず
る
も
の
で
、や

が
て
は
全
市
町
村
、
全
琉
運
動
に
発
展
さ
せ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
規
律
と
連
帯
感
の

弱
い
社
会
は
、
そ
れ
だ
け
悪
の
温
床
と
な
っ

て
各
面
の
犯
罪
を
多
く
す
る
。
そ
う
い
う
乱

れ
た
社
会
状
態
で
は
、
住
民
の
幸
福
は
守
ら

れ
な
い
し
、
高
度
の
文
化
を
創
造
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
那
覇
市
の
憲
章
促
進
協
議

会
は
、
単
に
一
地
域
の
道
徳
運
動
に
と
ど
ま

ら
ず
、
全
琉
的
な
見
地
か
ら
そ
の
成
果
を
注

目
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
計
画
的
な
実
践
運
動

に
入
る
わ
け
だ
が
、
市
民
一
人
々
々
の
心
に

食
い
入
り
、
習
い
性
に
な
る
ま
で
し
ん
ぼ
う

づ
よ
く
つ
づ
け
て
ほ
し
い
。
人
間
の
習
慣
を

た
た
き
直
す
こ
と
が
、
い
か
に
む
ず
か
し
い

も
の
で
あ
る
か
は
、
個
々
の
経
験
か
ら
い
っ

て
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
う
な
ず
け
る
。

　

こ
と
に
全
市
民
を
対
象
と
し
た
改
善
運
動

は
、
全
く
自
主
的
な
意
識
の
高
揚
に
待
つ
と

こ
ろ
が
大
き
い
だ
け
に
、
よ
け
い
困
難
を
と

も
な
う
。
こ
ん
ど
の
協
議
会
は
三
百
余
団
体

を
擁
し
、
図
体
が
太
り
す
ぎ
て
い
る
の
で
、や

や
も
す
れ
ば
花
火
式
の
活
動
に
終
わ
り
か
ね

な
い
。
ま
た
功
を
あ
せ
り
す
ぎ
る
の
も
禁
物

で
あ
り
、
じ
っ
く
り
腰
を
据
え
た
長
期
態
勢

の
も
と
に
計
画
を
た
て
て
ほ
し
い
。

開
南―

平
和
橋
、
タ
イ
ム
ス
ー 

建
運
局
線
道
路
な
ど
新
設
／ 

政
府
補
助
一
次
査
定
百
二
万 

八
千
㌦
／
六
五
年
度
の
那
覇 

市
都
計 
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那
覇
市
は
六
五
年
度
予
算
で
行
政
府

に
対
し
、
都
市
計
画
事
業
費
と
し
て

二
百
十
六
万
九
千
余
㌦
の
補
助
を
要

請

し

て

い

た

が
、

第

一

次

査

定

で

百
二
万
八
千
㌦
が
計
上
さ
れ
た
。
現
六
四

年
度
実
績
よ
り
三
十
万
㌦
近
く
多
い
。
そ

の
主
な
も
の
は
、
開
南
交
番―

平
和
橋
間

の
道
路
新
設
、
建
運
局―

沖
縄
タ
イ
ム
ス

間
の
道
路
新
設
、
警
察
本
部―

港
湾
間
道

路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
久
茂
地
川
沿

線
西
側
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
ガ
ー
ブ
川

上
流
改
修
工
事
、
与
儀
文
化
公
園
の
埋
め

立
て
・
排
水
工
事
、
下
水
道
事
業
、
上
水

道
事
業
、
公
営
住
宅
建
設
と
な
っ
て
い

る
。
い
っ
ぽ
う
衛
生
関
係
で
も
っ
と
も
期

待
さ
れ
て
い
た
し
尿
浄
化
槽
、
ご
み
焼
却

炉
や
、
安
里
川
改
修
工
事
費
な
ど
が
ふ
り

落
と
さ
れ
て
お
り
、
市
当
局
で
は
「
第
一

次
査
定
で
計
上
さ
れ
た
も
の
で
補
助
額

が
少
な
い
の
で
、
そ
の
増
額
と
と
も
に
ふ

り
落
と
さ
れ
た
も
の
の
復
活
要
求
を
強

く
働
き
か
け
て
い
く
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

主
な
事
業
内
容　

▽
開
南
交
番―

平
和
橋



三
二
二

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
三
月

道
路
新
設
、
総
工
費
十
一
万
二
千
八
百
六
十

㌦
、
そ
の
う
ち
十
万
四
千
㌦
が
補
償
費
、
政

府
に
対
し
純
工
事
費
の
八
〇
％
、
補
償
費
の

五
〇
％
、
計
五
万
八
千
六
百
㌦
を
要
請
し

て
い
た
。
一
次
査
定
は
補
償
費
の
四
〇
％
、

四
万
一
千
余
㌦
、
道
路
の
延
長
百
二
十
㍍
、

幅
員
十
八
㍍
。
▽
警
本―
港
湾
間
道
路
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
。
同
道
路
は
泉
崎
橋
、
那
覇

消
防
本
部
前
を
経
て
港
湾
道
路
に
結
ぶ
線
で
、

延
長
六
百
五
十
㍍
、
幅
員
十
八
㍍
、
総
工
費

二
万
九
千
五
百
㌦
で
、
工
事
費
二
万
八
千
余

㌦
の
八
〇
％
補
助
要
請
に
対
し
、
二
万
七
千

㌦
の
査
定
。
▽
建
運
局―

タ
イ
ム
ス
社
前
交

差
点
間
道
路
新
設
。
商
業
高
校
う
ら
に
住
宅

公
社
の
建
て
物
が
あ
る
た
め
同
街
路
工
事
が

遅
れ
て
い
た
。
延
長
五
百
四
㍍
、
幅
員
十
八

㍍
、
総
工
費
四
万
六
千
㌦
、
工
事
費
二
万
九
千

㌦
、補
助
要
請
額
は
工
事
費
の
八
〇
％
。
査
定

額
二
万
九
千
㌦
。
▽
ガ
ー
ブ
川
上
流（
平
和
橋

―

四
条
橋
間
）
改
修
、ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
の

最
後
に
残
さ
れ
た
も
の
で
、延
長
二
百
四
十
二

㍍
。
総
工
費
三
万
八
千
㌦
。
そ
の
う
ち
補
助

要
請
額
は
三
万
四
百
㌦
。
こ
れ
に
対
し
て
は

工
費
内
容
の
変
動
を
認
め
四
万
三
千
四
百

㌦

の

補

助

が

計

上

さ

れ

て

い

る
。

▽
与
儀
公
園
、
一
九
五
六
年
都
計
公
園
に
指

定
さ
れ
た
。
用
地
内
に
は
現
在
東
恩
納
文
庫

と
中
央
図
書
館
（
建
築
工
事
中
）が
あ
る
。
用

地
の
ほ
と
ん
ど
が
低
地
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
る
。
六
五
年
度
で
埋
め
立
て
土
と
排
水
工

事
を
し
、
年
次
計
画
で
道
路
、
橋
、
植

樹
、
芝
張
り
な
ど
整
備
し
て
い
く
。
総
工
費

九
万
四
千
二
百
㌦
、
補
助
要
請
額
七
万
三
千

㌦
に
対
し
政
府
で
検
討
の
結
果
九
万
一
千
㌦

の
補
助
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

あ
す
か
ら
工
事
開
始
／
那
覇
／

寄
宮
、
壺
川
の
区
画
整
理 
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那
覇
市
区
画
整
理
課
は
市
内
寄
宮
地
区
と

壺
川
地
区
の
区
画
整
理
事
業
を
計
画
、
寄
宮

地
区
の
第
一
期
工
事
入
札
は
六
日
大
嶺
組
の

手
で
落
札
さ
れ
、
こ
の
九
日
か
ら
着
工
す
る

は
こ
び
と
な
っ
た
。

寄
宮
地
区
は
寄
宮
中
校
の
東
側
に
あ
た

る
傾
斜
地
帯
で
、
字
国
場
長
田
原
を

中
心
に
十
四
万
五
千
百
九
十
一
平
方
㍍

（
四
万
三
千
九
百
二
十
坪
）
こ
れ
を
四
カ

年
計
画
で
整
理
し
て
い
く
、
資
金
は
政
府

補
助
十
万
㌦
、
市
予
算
十
万
㌦
、
地
主
負

担
六
万
五
千
㌦
で
計
二
十
六
万
五
千
㌦
。

第
一
期
工
事
は
寄
宮
中
校
東
側
の
排
水

溝
二
百
五
十
㍍
（
斜
線
の
部
分
）
を
こ
の

九
日
か
ら
着
工
し
、
六
月
い
っ
ぱ
い
に
完

成
す
る
。
こ
の
工
事
は
区
画
整
理
事
業
に

対
し
て
政
府
が
補
助
し
た
第
一
号
。

次
年
度
か
ら
は
道
路
を
碁
盤
も
よ
う
に
新
設
、

排
水
溝
、
児
童
公
園
な
ど
を
作
っ
て
い
く
。
同

一
帯
に
は
沖
縄
大
学
、
沖
縄
高
校
、
寄
宮
中

校
な
ど
が
あ
り
、
完
成
後
は
モ
デ
ル
住
宅
地

に
な
る
。
全
工
事
が
完
成
す
る
の
は
六
七
年

六
月
の
予
定
。

壺
川
地
区
は
四
十
四
号
線
を
は
さ
ん

で
壺
川
給
油
所
付
近
か
ら
旭
橋
ま
で

三
十
四
万
三
千
二
百
平
方
㍍
（
十
万
四
千

坪
）
。
六
五
年
度
予
算
に
特
別
会
計
を
設
置

し
、
五
カ
年
計
画
で
工
事
を
完
成
す
る
。
総
工

費
は
九
十
一
万
九
千
九
百
六
十
六
㌦
で
、
市
、

政
府
、
地
主
の
三
者
負
担
で
事
業
を
進
め
る

計
画
を
し
て
い
る
。
こ
の
十
五
日
ご
ろ
か
ら

地
主
説
明
会
を
開
き
、
政
府
補
助
が
あ
り
次

第
着
工
す
る
。

同
地
域
内
に
は
墓
が
三
百
三
十
一
基
も

あ
り
、
そ
れ
が
住
宅
地
域
と
隣
接
し
て
い

る
た
め
に
衛
生
、
保
安
上
も
悪
く
、
未
成

年
者
の
た
ま
り
場
に
も
な
っ
て
い
た
。
区

画
整
理
の
際
は
墓
は
ま
と
め
て
識
名
霊

園
に
移
さ
れ
る
。

那
覇
市
の
区
画
整
理
事
業
は
美
栄
橋
地
区
、

第
一
地
区
（
旧
市
内
）
、
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
地

区
が
す
で
に
完
了
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
も

事
業
が
困
難
な
牧
志
、
開
南
、
壺
屋
、
安
里

一
帯
が
ま
だ
ス
ラ
ム
街
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、

事
業
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
。

｜
社　

説
｜

具
体
化
す
る
那
覇
市
の
新
港
湾

計
画
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那
覇
市
の
新
港
湾
計
画
が
、
い
よ
い
よ
具

体
化
し
て
き
た
。
泊
港
か
ら
安
謝
橋
の
沖
合

い
一
㌔
に
わ
た
る
海
面
埋
め
立
て
と
、
現
在

の
那
覇
港
を
上
回
る
大
規
模
な
築
港
計
画
が

そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
工
事
に
要
す
る
資
金

は
、
し
め
て
千
二
百
万
㌦
に
の
ぼ
る
見
積
も

り
で
あ
る
か
ら
、
那
覇
市
政
に
と
っ
て
空
前

の
大
建
設
事
業
と
い
う
べ
き
だ
。

　

市
当
局
で
は
、
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
と
工
事
準

備
を
進
め
て
お
り
、
年
度
内
に
い
っ
さ
い
の

手
続
き
認
可
を
受
け
、
七
月
か
ら
始
ま
る

六
五
年
度
早
々
、
本
格
的
な
作
業
に
入
り
た

い
意
向
だ
。
こ
の
埋
め
立
て
工
事
に
よ
っ
て

百
十
八
万
平
方
㍍
、（
三
十
五
万
坪
)
の
土
地

が
造
成
さ
れ
、
港
湾
埠
頭
お
よ
び
道
路
に

三
七
％
、
商
工
業
地
域
と
し
て
六
一
％

（
七
十
二
万
平
方
㍍
）
の
比
率
で
活
用
さ
れ

る
。
い
わ
ゆ
る
理
想
的
な
臨
港
工
業
地
帯
が

で
き
あ
が
る
わ
け
で
、
生
産
都
市
へ
の
発
展

に
画
期
的
な
転
機
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　

深
さ
十
㍍
も
あ
る
海
面
を
埋
め
立
て
、
こ

れ
だ
け
の
土
地
を
資
源
化
す
る
こ
と
は
、
容

易
な
ら
ぬ
難
事
業
で
あ
る
。
市
の
計
画
に
よ

れ
ば
、
大
部
分
を
客
土
に
よ
り
、
一
部
し
ゅ

ん
せ
つ
を
併
用
し
た
方
法
を
と
る
よ
う
だ
が
、



三
二
三

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
三
月

市
の
現
年
度
予
算
は
（
四
百
六
十
一
万
㌦
）

を
上
回
る
六
百
万
㌦
の
資
金
を
要
す
る
と
い

う
か
ら
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
な
か
な
か

コ
ス
ト
高
の
仕
事
だ
。
そ
の
点
、
よ
ほ
ど
の

勇
気
と
決
断
力
が
な
け
れ
ば
手
を
つ
け
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

　

魚
を
要
す
る
港
湾
機
能
の
拡
充

　

那
覇
市
は
住
宅
問
題
を
は
じ
め
。
幹
線
道

路
の
整
備
、
区
画
整
理
の
遂
行
、
上
下
水

道
、
庁
舎
建
設
な
ど
、
余
り
に
も
多
く
の
重

要
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に

意
欲
的
な
港
湾
計
画
に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
、

近
年
に
な
い
市
政
の
充
実
ぶ
り
が
う
か
が
わ

れ
る
。
貧
困
な
財
政
に
め
げ
ず
、
積
極
的
な

創
意
と
努
力
に
よ
っ
て
着
実
な
建
設
実
績
を

あ
げ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

新
し
い
港
湾
計
画
は
、
多
く
の
市
政
問
題
が

あ
る
に
し
て
も
、
将
来
の
発
展
策
を
考
え
た

場
合
、
や
は
り
現
在
の
構
想
を
強
力
に
推
し

進
め
て
も
ら
い
た
い
。
港
湾
を
拡
充
す
る
こ

と
は
、
都
市
の
機
能
を
発
揮
す
る
第
一
の
要

件
に
な
る
。
と
く
に
沖
縄
の
経
済
は
、
海
外

と
の
交
流
に
依
存
す
る
度
合
い
が
き
わ
め
て

つ
よ
い
。
こ
れ
を
円
滑
に
運
ぶ
こ
と
が
、
経

済
の
安
定
と
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
沖
縄
の
貿
易
港
と
し
て
那
覇
市

の
果
た
す
役
割
り
は
、
は
か
り
知
れ
ぬ
ほ
ど

重
大
な
も
の
が
あ
る
。

　

し
か
る
に
現
在
の
港
湾
施
設
を
見
る
と
、

那
覇
、
泊
港
と
も
そ
れ
ぞ
れ
機
能
は
限
度
に

達
し
て
い
る
。
輸
出
入
貨
物
の
処
理
能
力
は

両
港
と
も
二
年
前
に
そ
の
限
界
を
オ
ー
バ
ー

す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
沖
縄
の
経
済
が

高
度
成
長
を
と
げ
る
に
応
じ
て
、
行
き
詰
ま

り
の
様
相
を
つ
よ
く
し
て
い
る
現
状
だ
。
内

外
航
路
の
発
着
お
よ
び
物
資
集
散
地
と
し
て

の
港
湾
機
能
が
マ
ヒ
す
れ
ば
、
全
体
の
経
済

交
流
を
は
ば
む
結
果
に
な
り
、
そ
の
影
響
は

住
民
生
活
に
ま
で
及
ん
で
く
る
。

　

さ
ら
に
貧
困
を
き
わ
め
て
い
る
の
が
漁
港

施
設
で
あ
る
。
漁
業
の
中
心
と
い
う
べ
き
那

覇
市
に
お
い
て
、
泊
港
の
片
隅
し
か
使
え
な

い
よ
う
な
状
態
で
は
、
は
な
は
だ
心
も
と
な

い
と
こ
ろ
だ
。
業
界
や
市
民
か
ら
つ
よ
く
要

望
さ
れ
る
と
お
り
、
陸
上
、
海
上
と
も
近
代

的
な
施
設
を
整
え
た
漁
港
の
建
設
が
、
産
業

都
市
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
の
強
力
な
援
助
求
め
よ

　

以
上
の
諸
問
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
新
港

湾
計
画
は
、
那
覇
市
民
は
も
と
よ
り
全
住
民

か
ら
注
目
さ
れ
、
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
す
で
に
三
か
年
計
画
で
プ
ラ
ン
も
固
ま

っ
て
き
た
よ
う
で
、
問
題
は
こ
れ
を
遂
行
す

る
た
め
の
資
金
が
、
順
調
に
獲
得
で
き
る
か

に
か
か
っ
て
く
る
。
港
湾
と
し
て
の
立
地
条

件
、
な
い
し
は
埋
め
立
て
工
事
と
建
設
の
技

術
面
に
つ
い
て
は
、
あ
る
て
い
ど
見
通
し
が

つ
い
て
お
り
、
資
金
の
裏
づ
け
さ
え
と
も
な

え
ば
、
完
工
す
る
の
は
時
間
の
問
題
だ
と
思

う
。

　

こ
の
港
湾
計
画
は
那
覇
市
の
市
政
事
業
で

推
進
さ
れ
る
が
、
琉
球
政
府
も
予
算
、
技
術
援

助
と
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
協
力
態
勢
を
と
る

べ
き
だ
。
那
覇
と
泊
港
の
建
設
工
事
は
、
米

軍
の
技
術
部
隊
が
担
当
し
、
民
間
で
は
初
の

大
々
的
な
築
港
工
事
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ

れ
だ
け
に
住
民
の
能
力
に
対
し
内
外
の
目
を

引
き
つ
け
る
に
違
い
な
い
。

　

新
港
湾
の
建
設
を
促
進
す
る
に
は
、
行
政

府
の
財
政
援
助
は
も
ち
ろ
ん
、
日
米
両
政
府

か
ら
も
援
助
資
金
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
産
業
交
通
の
発
達
を
は
か
り
、
あ
る

い
は
そ
の
経
済
効
果
を
み
て
も
、
も
っ
と
も

基
本
的
な
重
要
施
設
で
あ
り
、
理
解
を
求
め

る
の
に
苦
労
し
な
い
は
ず
だ
。
高
等
弁
務
官

は
那
覇
市
長
に
対
し
て
好
意
的
な
援
助
を
約

し
た
と
い
う
が
、
短
期
間
に
完
成
さ
せ
る
に

は
ど
う
し
て
も
政
府
関
係
者
の
助
力
に
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
地
方
自
治
体
の
事
業
で
は
あ
ま
り

に
負
担
が
重
す
ぎ
る
。
そ
の
財
政
規
模
や
能

力
か
ら
い
っ
て
、
政
府
事
業
と
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
求
め
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
市
当

局
と
市
会
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
雄
大
な
事

業
を
完
遂
し
、
そ
し
て
住
民
の
期
待
に
応
え

て
ほ
し
い
も
の
だ
。

｜
社　

説
｜

市
会
と
個
々
の
議
員
の
責
任 
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那
覇
市
市
会
三
月
の
定
例
会
が
、
十
四
日

に
開
会
し
た
。
市
民
憲
章
宣
言
後
の
最
初
の

議
会
で
あ
る
。
市
民
憲
章
に
は
「
時
間
を
守

り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
し
か

し
、
市
会
開
会
は
、
定
刻
よ
り
も
十
分
遅
れ

た
。
議
員
の
大
半
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
議
会
は
過
半
数
の
議
員
が
出
席

す
れ
ば
成
立
す
る
。
那
覇
市
会
の
定
員
は

三
十
人
だ
が
、
開
会
が
遅
れ
た
の
は
、
十
五

人
以
上
の
議
員
が
遅
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

一
時
間
や
二
時
間
な
ら
と
も
か
く
、
十
分

間
く
ら
い
は
問
題
に
す
る
こ
と
も
な
い
の
で

は
な
い
か
。
と
い
う
の
も
い
る
か
も
し
れ

ぬ
。
し
か
し
、
十
分
は
三
十
分
に
も
一
時
間

に
も
通
ず
る
も
の
だ
。
も
し
、
議
員
全
員
が

定
刻
ま
で
に
出
席
し
、
市
長
が
私
用
で
遅
れ

た
ら
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。
市
会
は
市
長
を

追
及
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
日
は
議
員
大
半
の
遅
刻
だ
け
で
は
な

く
、
審
議
に
も
活
気
が
な
く
、
一
人
去
り
二

人
去
り
し
て
、
ま
さ
に
流
会
ギ
リ
ギ
リ
の
状

態
で
あ
っ
た
。
市
会
は
集
団
で
仕
事
を
し
て

い
る
。
一
人
く
ら
い
な
ま
け
て
も
、
あ
ま
り

目
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
批
判
は
市
会
と
い

う
集
団
に
向
け
ら
れ
る
。
個
々
の
議
員
が
批

判
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
か
ら
、
議
員



三
二
四

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
三
月

一
人
々
々
が
感
ず
る
責
任
感
は
う
す
く
な
り

が
ち
で
あ
る
。
一
人
去
り
二
人
去
り
す
る
の

も
、
ほ
か
の
議
員
が
何
と
か
や
っ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
、
と
い
う
無
責
任
な
態
度
か
ら
き
て

い
る
。
し
か
し
、
市
会
は
個
々
の
議
員
と
無
関

係
の
も
の
で
は
な
い
。
議
員
の
熱
意
、
決
断
、

能
力
に
左
右
さ
れ
る
。
能
力
も
意
欲
も
な
い

も
の
が
集
ま
っ
て
も
、
市
会
そ
の
も
の
は
成

立
し
よ
う
。
だ
が
、
大
半
の
議
員
が
無
気
力

で
能
力
も
な
け
れ
ば
、
議
決
機
関
と
し
て
の

責
任
は
果
た
せ
な
い
。
市
会
の
権
威
を
高
め

る
に
は
、
す
べ
て
の
議
員
が
勉
強
し
、
市
政

に
打
ち
込
む
態
度
が
要
請
さ
れ
る
の
だ
。
市

議
は
片
手
間
だ
と
い
う
考
え
方
は
改
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

那
覇
市
の
仕
事
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
都

計
、
首
都
建
設
事
業
な
ど
が
あ
る
。
議
員
定

数
増
の
要
請
は
、
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と
思

う
。
し
か
し
、
一
人
く
ら
い
欠
席
し
て
も
遅

刻
し
て
も
、
と
い
う
考
え
方
が
改
め
ら
れ
ぬ

か
ぎ
り
、
定
員
増
は
、
そ
れ
に
反
比
例
し

て
、
個
々
の
議
員
の
責
任
感
を
う
す
く
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

　

く
り
か
え
す
よ
う
だ
が
、
市
会
の
存
在
価

値
を
高
め
る
の
は
、
各
議
員
の
能
力
と
意
欲

で
あ
る
。
市
会
は
存
在
す
る
だ
け
で
よ
い
、と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
市
会
の
積
極
的
な
活

動
は
、
そ
れ
だ
け
市
に
プ
ラ
ス
す
る
の

だ
。

荒
れ
た
〝
名
誉
市
民
称
号
〟
／ 

那
覇
市
会
／
退
場
騒
ぎ
、
採 

決
で
通
す
／
野
党
、
弁
務
官 

迎
合
と
怒
る 
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那
覇
市
議
会
は
、
十
六
日
午
前
十
時
、
定

刻
か
ら
二
四
人
が
出
席
、
本
会
議
を
開
い

て
質
疑
、
討
論
を
お
こ
な
い
、
議
案
十
八

件
の
う
ち
十
二
件
を
原
案
通
り
即
決
、
六

件
を
委
員
会
に
付
託
し
た
。
即
決
さ
れ
た

議
案
の
う
ち
、
当
間
重
剛
氏
と
キ
誘
ラ
ウ

ェ
イ
高
等
弁
務
官
に
〝
那
覇
市
名
誉
市
民

称
号
〟
を
贈
る
件
は
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
が
、
高
等
弁
務
官
の
件
に
つ
い

て
は
、
野
党
側
か
ら
強
い
反
対
意
見
が
あ

り
、
退
場
騒
ぎ
も
あ
っ
て
採
決
に
持
ち
込

む
な
ど
荒
れ
た
。

西
銘
市
長
は
、
当
間
重
剛
元
市
長
と
ポ
ー
ル
・

Ｗ
・
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
を
那
覇
市

名
誉
市
民
に
選
定
、
称
号
を
贈
ろ
う
と
議
会

の
同
意
を
求
め
た
。

当
間
氏
は
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
那
覇
市
の
助

役
、
市
長
と
し
て
都
市
計
画
事
業
の
推
進
、
市

営
住
宅
建
設
、
泊
港
湾
施
設
移
管
に
よ
る
海

運
、
貿
易
の
発
展
策
を
は
か
る
な
ど
、
長
年

に
わ
た
っ
て
市
民
福
祉
に
貢
献
し
、
ま
た
行

政
主
席
と
し
て
広
く
住
民
生
活
の
向
上
発
展

に
尽
く
し
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官

は
、
一
九
六
一
年
弁
務
官
に
就
任
以
来
、
那

覇
市
の
復
興
、
と
く
に
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事

な
ど
都
市
計
画
の
基
本
施
設
を
は
じ
め
、
水

源
の
開
発
、
公
営
住
宅
の
建
設
、
教
育
諸
施

設
の
整
備
拡
充
を
は
か
り
、
市
民
福
祉
の
向

上
に
功
績
を
残
し
た
、
と
い
う
の
が
理

由
。

　

こ
れ
に
対
し
、
人
民
党
の
真
栄
田
、
黒
潮
、

儀
間
、
三
議
員
と
社
大
の
金
城
議
員
、
無
所

属
（
人
民
党
系
）
久
高
議
員
ら
は
全
面
的
に

反
対
「
本
土
の
一
県
と
し
て
み
た
場
合
、
援

助
は
む
し
ろ
足
り
な
い
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
高

等
弁
務
官
に
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と

は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
迎
合
す
る
も
の
だ
」

と
主
張
し
た
。
採
決
に
持
ち
込
む
直
前
、
社

大
党
の
森
田
議
員
が
「
当
間
重
剛
氏
に
対
し

て
は
同
意
で
き
る
が
弁
務
官
に
は
同
意
で
き

な
い
。
両
氏
が
一
括
上
程
さ
れ
て
は
、
採
決

に
参
加
で
き
な
い
」
と
退
場
、
つ
づ
い
て
大

山
議
員
（
無
所
属
）
も
席
を
は
ず
し
た
。
採

決
の
結
果
は
、
十
六
人
の
多
数
が
賛
成
、
原

案
通
り
議
会
の
同
意
を
得
た
。

な
お
質
疑
の
さ
い
、
大
山
議
員
か
ら
西
銘

市
長
に
「
戦
前
戦
後
に
わ
た
っ
て
首
里
市

長
を
つ
と
め
、
復
帰
運
動
で
も
全
住
民
の

先
頭
に
た
っ
て
活
動
し
て
い
る
仲
吉
良

光
氏
に
対
し
、
つ
ぎ
の
議
会
で
名
誉
市
民

称
号
を
贈
る
考
え
は
な
い
か
」
と
の
質
問

に
、
西
銘
市
長
は
「
確
答
は
で
き
な
い
が
、

こ
ん
ご
検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。

読
者
か
ら
／
名
誉
市
民
称
号
贈

呈
に
思
う 
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那
覇
市
の
定
例
三
月
議
会
が
お
き
ま
り
ど
お

り
荒
れ
た
。
一
つ
は
市
民
憲
章
の
率
先
垂
範

者
で
あ
る
べ
き
議
員
諸
公
が
、
時
間
を
守
り

切
れ
ず
に
出
足
が
に
ぶ
く
、
流
会
す
れ
す
れ

の
開
会
ざ
た
。
こ
れ
は
荒
れ
た
と
い
う
よ
り

議
会
の
退
廃
で
あ
り
、
ま
さ
に
議
員
素
質
の

低
下
と
見
る
べ
き
も
の
。
も
う
一
つ
は
名
誉

市
民
称
号
贈
呈
に
関
す
る
議
案
で
野
党
側
議

員
の
議
場
退
去
に
よ
る
騒
ぎ
だ
。
那
覇
市
に

功
績
あ
る
人
に
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
っ
て

そ
の
徳
を
称
え
、
敬
愛
の
意
を
表
す
こ
と
は

正
し
く
、
那
覇
市
民
の
最
も
喜
ぶ
条
例
の
実

行
で
あ
り
、
当
間
元
市
長
が
真
っ
先
に
該
当

者
と
し
提
案
さ
れ
た
こ
と
は
結
構
な
こ
と
で

あ
る
。
あ
と
一
人
ポ
ー
ル
・
Ｗ
・
キ
ャ
ラ
ウ

ェ
イ
高
等
弁
務
官
に
対
す
る
贈
呈
に
つ
い
て

野
党
側
で
あ
る
人
民
、
社
大
、
無
所
属
議
員

が
反
対
を
称
え
て
議
席
を
蹴
り
退
場
後
与
党

議
員
だ
け
で
採
決
し
た
騒
ぎ
だ
。
お
そ
ら
く

野
党
側
議
員
が
採
決
を
拒
否
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
大
方
の
市
民
有
権
者
の
心
情
は
複
雑

で
あ
ろ
う
。
市
当
局
や
与
党
議
員
の
採
っ
た

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
案
に
は
市
民
と
し
て
一
抹
の

苦
々
し
さ
を
覚
え
る
こ
と
で
あ
る
。
断
わ
っ

て
お
く
が
私
は
社
大
党
で
は
な
い
。
ま
し
て

や
人
民
党
員
で
も
な
い
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
さ



三
二
五

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
三
月

ん
は
琉
球
の
最
高
施
政
権
者
で
あ
り
沖
縄
統

治
の
実
力
者
で
あ
る
。
那
覇
市
と
い
わ
ず
全

琉
市
町
村
の
た
め
に
、
よ
き
政
治
よ
き
施
政

を
行
な
う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
当
然
な
る

義
務
を
遂
行
し
全
琉
住
民
の
福
祉
と
民
政
向

上
に
つ
く
す
高
等
弁
務
官
に
対
し
て
は
キ
ャ

ラ
ウ
ェ
イ
さ
ん
な
ら
ず
と
も
、
歴
代
長
官
に

対
し
て
全
沖
縄
住
民
が
満
腔
の
感
謝
と
熱
愛

を
捧
げ
て
感
謝
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
定
の
行
政
団
体
で

あ
る
那
覇
市
が
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官

に
名
誉
市
民
称
号
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
全
島
の
全
市
、
全
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
条

例
に
照
ら
し
て
名
誉
市
長
と
か
、
名
誉
町
長

と
か
名
誉
村
長
と
か
の
称
号
を
キ
ャ
ラ
ウ
ェ

イ
さ
ん
に
贈
呈
し
た
と
仮
定
し
た
ら
こ
れ
は

大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
市
民
条
例
は
飽
く
ま

で
那
覇
市
と
い
う
特
定
の
行
政
地
域
の
た
め
、

ま
た
市
民
の
た
め
に
直
接
間
接
公
私
の
別
を

問
わ
ず
市
ま
た
は
市
民
の
た
め
に
奉
仕
、
献

身
、
犠
牲
を
積
ん
だ
特
定
有
数
の
人
に
あ
げ

て
こ
そ
有
効
適
切
な
も
の
と
な
ろ
う
。
日
本

の
岸
さ
ん
や
池
田
さ
ん
が
全
国
の
市
か
ら
一

斉
に
名
誉
市
民
称
を
贈
ら
れ
た
ら
大
変
だ
ろ

う
。
ま
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
さ
ん
に
し
て
も
那

覇
市
会
が
全
会
一
致
で
感
謝
と
誠
心
を
こ
め

て
の
贈
呈
決
議
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
一
部
議

員
が
反
対
で
議
案
を
け
り
、
与
党
議
員
の
み

の
数
で
強
硬
採
決
し
た
議
案
に
よ
る
贈
呈
だ

っ
た
ら
名
誉
市
民
の
称
号
も
有
難
く
な
い
こ

と
で
あ
ろ
う
。
私
が
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
さ
ん
だ

っ
た
ら
ア
ッ
サ
リ
お
断
り
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

（
那
覇
市
牧
志
町
・
会
社
員
宮
城
一
)

｜
社　

説
｜

都
計
事
業
の
進
展
を
は
か
る
対

策
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那
覇
市
の
都
計
事
業
は
、
遠
大
な
長
期

計
画
の
も
と
に
、
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
進
め
ら

れ
て
い
る
。
区
画
整
理
を
は
じ
め
、
河
川

の
改
修
、
埋
め
立
て
工
事
、
道
路
の
舗
装
、

住
宅
建
築
と
、
各
面
に
お
い
て
年
々
か
な

り
の
進
歩
を
見
せ
て
い
る
。
だ
が
、
政
治
、

経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
首
都
の
現
状
を
見
た
場
合
、
ま
だ
ま
だ

貧
弱
な
様
相
を
呈
し
、
前
途
り
ょ
う
遠
の

感
じ
を
免
れ
な
い
。

　

一
九
五
三
年
に
都
市
計
画
法
が
制
定
さ

れ
て
い
ら
い
、
十
一
か
年
間
に
わ
た
り

五
百
四
十
九
万
㌦
の
予
算
が
投
入
さ
れ
た
が
、

そ
の
大
半
は
区
画
整
理
と
道
路
、
河
川
づ
く

り
に
あ
て
ら
れ
た
。
二
市
一
村
の
合
併
に
よ

り
、
都
計
地
域
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
た
め
、

全
体
的
な
進
行
率
は
き
わ
め
て
微
々
た
る
も

の
だ
。
都
市
建
設
十
五
年
計
画
に
よ
れ
ば
、
総

額
七
千
万
㌦
の
事
業
予
算
を
見
積
も
っ
て
い

る
が
、
こ
の
計
画
は
完
全
に
ペ
ー
パ
ー
プ
ラ

ン
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

要
す
る
に
首
都
建
設
と
い
う
大
事
業
に
対

し
て
、
行
政
府
や
米
民
政
府
の
援
助
が
乏
し

く
、
財
政
の
裏
づ
け
を
と
も
な
っ
て
い
な
い

か
ら
だ
。
今
日
ま
で
の
実
績
を
み
る
と
、
那
覇

市
が
七
五
％
を
負
担
し
、
ほ
と
ん
ど
自
己
財

源
を
中
心
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。
政
府
関
係

の
財
政
支
出
が
あ
ま
り
に
少
な
す
ぎ
る
。
本

土
の
戦
災
都
市
に
お
い
て
は
、
中
央
政
府
が

五
〇
％
を
負
担
し
、
あ
と
の
五
〇
％
を
県
と

市
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
す
る
と
い
う
。

　

そ
の
ほ
か
被
災
の
度
合
い
に
応
じ
て
特
別

資
金
も
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
主
要
都
市

の
復
興
と
近
代
化
は
、
実
に
め
ざ
ま
し
い
も

の
が
あ
る
。
那
覇
市
あ
た
り
に
比
べ
て
天
地

の
差
が
で
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
だ
。
い

く
ら
合
理
的
な
建
設
計
画
を
樹
立
し
た
と
こ

ろ
で
、
一
地
方
自
治
体
の
力
で
推
し
進
め
よ

う
と
い
っ
て
も
で
き
る
は
ず
は
な
い
。
自
己

財
源
が
乏
し
い
う
え
に
、
起
債
に
も
限
度
が

あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
け
っ
き
ょ
く
上
級
機
関

か
ら
の
事
業
援
助
を
求
め
る
ほ
か
は
な
い
。

本
土
の
例
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
当

た
り
前
の
義
務
だ
と
思
う
。

　

那
覇
市
の
都
計
事
業
を
促
進
す
る
に
は
、

本
土
政
府
か
ら
の
財
政
援
助
を
実
現
さ
せ
る

ほ
か
に
良
策
は
な
い
。
行
政
府
や
米
民
政
府

に
大
き
な
期
待
が
持
て
な
い
と
す
れ
ば
、
直

接
、
本
土
政
府
に
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
。
さ

る
大
戦
に
よ
り
市
全
体
が
灰
じ
ん
に
帰
し
、

市
民
は
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
が
り
よ
う
や
く
今

日
の
都
市
形
態
を
と
と
の
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
本
土
政
府
は
、
都
計
事
業
に
対

す
る
援
助
を
ま
っ
た
く
顧
み
な
い
状
態
で
あ

り
、
た
と
え
施
政
権
が
分
離
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
無
責
任
き
わ
ま
る
は
な
し
だ
。

　

西
銘
市
長
は
た
び
た
び
上
京
し
、
具
体
計

画
に
も
と
づ
い
て
要
請
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

市
会
と
一
体
に
な
っ
て
も
っ
と
強
力
な
運
動

を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
琉
球
政
府

へ
の
援
助
ル
ー
ト
は
開
か
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
ん
ど
は
那
覇
、
コ
ザ
市
な
ど
主
要
都

市
の
建
設
事
業
に
対
す
る
援
助
金
の
獲
得
を

は
か
る
べ
き
だ
。

こ
れ
だ
け
実
績
が
上
が
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ

財
政
面
の
打
開
に
積
極
的
に
あ
た
ら
な
い
の

か
、
実
に
不
可
解
き
わ
ま
る
。
そ
う
す
る
こ

と
が
都
計
を
前
進
さ
せ
、
市
民
の
福
祉
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
改
め
て
肝
に
銘
じ
て

ほ
し
い
。

荒
れ
た
那
覇
市
会
／
プ
ラ
イ
ウ 

ッ
ド
の
陳
情
め
ぐ
り
／
会
期 

あ
す
ま
で
延
ぶ 
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二
十
三
日
午
後
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
、

争
議
中
の
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
会
社
労
組
か

ら
の
陳
情
書
処
理
を
め
ぐ
っ
て
荒
れ
た
。



三
二
六

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
三
月

そ
の
た
め
、
ほ
か
の
議
案
の
審
議
が
で
き

ず
二
十
三
日
で
お
え
る
予
定
だ
っ
た
議

会
は
、
二
十
五
日
ま
で
会
期
延
長
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
本
会
議
は
、
六
四
年
度
那
覇
市

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
な
ど
、
市
長
提
出

議
案
七
件
、
認
定
三
件
、
諮
問
三
件
を
原
案

通
り
可
決
し
た
ほ
か
、
陳
情
、
要
請
六
件
が

承
認
さ
れ
、
一
件
が
不
採
択
に
な
っ
た
。
所

得
税
の
減
税
、
市
外
バ
ス
路
線
変
更
に
対
す

る
抗
議
、
高
等
弁
務
官
の
即
時
退
島
と
大
田

主
席
の
退
陣
要
求
な
ど
、
十
一
件
の
要
請
決

議
案
、
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
Ｋ
Ｋ
労
組
か
ら
の
陳

情
な
ど
二
件
の
陳
情
は
二
十
五
日
の
本
会
議

に
も
ち
こ
さ
れ
、
十
五
件
の
陳
情
、
要
請
が

六
月
議
会
ま
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

　

プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
労
組
（
知
念
宗
栄
委
員

長
）
か
ら
の
陳
情
は
、
六
〇
年
の
会
社
の
社

屋
建
築
当
時
、
福
島
専
務
が
市
議
会
で
「
平

均
賃
金
六
十
㌦
か
ら
六
十
五
㌦
て
い
ど
支
払

う
」
と
証
言
し
た
こ
と
を
守
ら
せ
て
ほ
し
い
。

現
在
二
十
四
、
五
㌦
の
低
賃
金
で
あ
る
と
い

う
の
が
主
な
内
容
。
野
党
側
か
ら
「
会
社
は
、

市
か
ら
古
波
蔵
の
埋
め
立
て
地
を
借
り
る
と

き
に
、
雇
用
の
拡
大
を
う
た
い
、
そ
れ
も
那

覇
市
か
ら
雇
用
し
た
い
。
平
均
賃
金
も
六
十

㌦
以
上
支
払
え
る
と
い
っ
て
い
な
が
ら
何
一

つ
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
議
会
を
ペ
テ
ン
に

か
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
れ
に
事
業

税
の
二
万
四
千
二
百
㌦
を
は
じ
め
固
定
資
産

税
な
ど
含
め
、
総
額
四
万
一
千
九
百
㌦
も
納

め
ら
れ
て
い
な
い
。
争
議
中
で
も
あ
り
、
早

く
解
決
さ
せ
る
意
味
か
ら
も
陳
情
を
採
択
す

べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
与
党
側
は
「
関
係
者
の
い
い

分
を
聞
い
た
り
、
前
の
証
言
内
容
を
具
体
的

に
調
べ
る
な
ど
、
慎
重
に
審
議
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
急
い
で
き
ょ
う
結
論
を

出
さ
ず
、
時
日
を
か
け
る
必
要
が
あ
り
、
委

員
会
に
付
託
し
た
方
が
よ
い
」
と
反
論
、
さ

ら
に
無
所
属
側
か
ら
「
す
ぐ
知
念
委
員

長
、
福
島
専
務
の
出
席
を
求
め
、
双
方
の
意

見
を
聞
い
た
う
え
で
結
論
を
出
す
よ
う
に
し

た
方
が
よ
い
」
と
の
意
見
が
出
て
議
論
が
伯

仲
、
議
場
内
外
か
ら
ヤ
ジ
も
飛
ん
だ
。

　

そ
こ
で
意
見
調
整
の
け
っ
か
、
二
十
五
日

ま
で
会
期
を
延
長
し
、
二
十
四
日
午
前
十
時

か
ら
総
務
委
員
会
で
、
労
使
双
方
の
意
見
を

聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。

多
数
の
反
対
で
不
採
決
／
那
覇 

市
議
会
／
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
労 

組
の
陳
情 
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那
覇
市
議
会
本
会
議
は
二
十
五
日
午
前
十
時

半
か
ら
開
会
し
、
争
議
中
の
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド

労
組
か
ら
出
さ
れ
た
陳
情
の
処
理
を
め
ぐ
っ

て
荒
れ
た
。

　

陳
情
は
、
同
社
の
福
島
専
務
が
那
覇
市
議

会
で
六
十
㌦
か
ら
六
十
五
㌦
の
賃
金
を
払
う

と
証
言
し
て
い
る
が
現
在
は
平
均
二
十
五
㌦

く
ら
い
で
証
言
が
守
ら
れ
て
い
な
い
の
で
証

言
を
守
ら
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

こ
の
採
決
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
は
労
使
間

の
問
題
で
は
な
く
、
人
命
に
関
す
る
問
題

で
あ
り
、
採
決
し
て
議
会
で
早
期
解
決
す

べ
き
だ
と
い
う
意
見
と
、
あ
く
ま
で
も
労

使
の
問
題
で
あ
り
議
会
が
ア
シ
を
つ
っ

込
む
べ
き
で
は
な
い
。
政
府
の
機
関
に
ま

か
せ
よ
う
と
の
反
対
意
見
が
出
て
も
め
、

結
局
多
数
の
反
対
で
不
採
決
に
な
っ
た
。

「
国
政
参
加
」
な
ど
継
続
審
査 

／
那
覇
市
議
会
／
与
党
側
が 

慎
重
審
議
主
張 
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那
覇
市
議
会
本
会
議
は
、
二
十
五
日
午
後
一

時
か
ら
再
開
、
議
案
は
議
員
発
議
の
決
議
案

だ
け
で
十
一
件
、
そ
の
う
ち
四
件
を
可
決
、
五

件
を
継
続
審
査
に
し
二
件
を
否
決
し
た
。
継

続
審
査
に
さ
れ
た
の
は
野
党
議
員
か
ら
出
さ

れ
た
「
国
政
参
加
に
関
す
る
決
議
」「
農
連
の

事
業
取
り
上
げ
に
対
す
る
抗
議
決
議
」
「
市

会
の
意
思
を
無
視
し
て
市
外
バ
ス
路
線
変
更

を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
政
府
と
こ
れ
に

協
力
す
る
西
銘
市
長
に
対
す
る
決
議
」
な
ど
、

す
べ
て
与
党
側
に
と
っ
て
は
頭
の
い
た
い
案

件
ば
か
り
。
そ
の
た
め
上
程
さ
れ
る
と
同
時

に
与
党
側
は
緊
急
動
議
を
連
発
、
慎
重
審

議
を
要
す
る
と
い
う
理
由
で
つ
ぎ
つ
ぎ
に

継
続
審
査
に
も
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
野

党
側
は
「
国
政
参
加
の
問
題
ま
で
い
ま
さ

ら
慎
重
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

そ
れ
な
ら
あ
っ
さ
り
否
決
し
て
し
ま
え
ば

い
い
」
と
カ
ン
カ
ン
。
結
局
数
で
押
し
切

ら
れ
た
。

　

那
覇
商
港
の
管
理
委
譲
に
関
す
る
要
請
決

議
は
可
決
さ
れ
た
が
そ
の
要
旨
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。

　

那
覇
港
は
政
府
が
、
泊
港
は
那
覇
市
が
そ

れ
ぞ
れ
管
理
運
営
し
て
い
る
た
め
多
く
の
支

障
を
き
た
し
、
沖
縄
経
済
の
ブ
レ
ー
キ
に
な

っ
て
い
る
。
①
管
理
行
政
に
お
け
る
一
環
し

た
港
湾
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
②
開
放
経
済

へ
の
移
行
に
と
も
な
い
両
港
の
施
設
の
機
械

化
が
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
の
ま
ま
で
は

困
難
で
あ
る
③
両
港
の
利
用
料
金
に
差
が
あ

り
、
商
品
価
格
が
不
統
一
に
な
る
。
そ
の
た

め
管
理
を
那
覇
市
に
委
譲
す
る
よ
う
強
く
要

請
す
る
。

那
覇
市
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
社
に
原 

状
回
復
勧
告
書
／
国
場
川
不 

法
埋
め
立
て
／
道
路
に
レ
ー 

ル
、
交
通
妨
害 
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那
覇
市
役
所
は
、
那
覇
市
字
古
波
蔵
の
プ
ラ



三
二
七

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
四
月

イ
ウ
ッ
ド
社
に
対
し
、
国
場
川
公
有
水
面
を

不
法
埋
め
立
て
し
て
い
る
と
し
て
、
近
く
原

状
回
復
勧
告
書
を
出
す
。

公
有
水
面
を
埋
め
立
て
す
る
場
合
は
主

席
の
認
可
が
必
要
だ
が
、
同
社
は
六
一
年

の
会
社
設
立
と
同
時
に
認
可
も
受
け
ず

に
国
場
川
を
約
九
十
九
平
方
㍍
(
三
十

坪
)
埋
め
立
て
、
原
木
を
つ
り
あ
げ
る
ク

レ
ー
ン
を
設
置
し
て
あ
る
。
ま
た
、
国
場

川
か
ら
会
社
内
に
原
木
を
運
び
込
む
た

め
に
道
路
に
レ
ー
ル
を
敷
設
し
て
あ
る

た
め
、
作
業
中
は
他
の
車
は
通
行
で
き

ず
、
道
路
を
不
法
占
用
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
同
社
裏
か
ら
明
治
橋
近
く
ま

で
の
国
場
川
水
面
に
原
木
を
浮
か
べ
て

あ
る
が
、
管
理
が
悪
く
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち

護
岸
を
こ
わ
し
て
い
る

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
市
で
は
、
会
社
に

対
し
再
三
口
頭
で
注
意
し
た
が
聞
き
入
れ
ら

れ
ず
勧
告
書
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
三
月
議
会
で
も
問
題
に
な

り
、
各
議
員
か
ら
早
急
に
勧
告
書
を
出
す
よ

う
市
当
局
に
要
望
が
あ
っ
た
。

市
で
は
、
市
民
の
財
産
を
守
る
立
場
か
ら

厳
重
な
勧
告
を
し
、
そ
れ
で
も
き
か
な
け

れ
ば
、
原
状
回
復
命
令
を
出
す
よ
う
主
席

に
要
請
す
る
と
い
う
。

宙
に
う
く
那
覇
市
の
下
水
道 
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那
覇
市
の
下
水
道
整
備
基
本
計
画
は
、
昨

年
十
一
月
米
民
政
府
か
ら
「
待
っ
た
」
を
か

け
ら
れ
宙
に
う
い
て
い
る
。
そ
れ
に
現
年
度

予
算
で
あ
て
に
し
て
い
た
民
政
府
補
助
が
だ

め
に
な
り
「
泣
き
面
に
ハ
チ
」
の
か
っ
こ

う
。
米
民
政
府
の
全
島
的
な
下
水
道
基
本
計

画
が
で
き
る
ま
で
と
い
う
の
が
「
待
っ
た
」

の
理
由
の
よ
う
だ
が
、
そ
の
基
本
計
画
が
ま

と
ま
る
の
は
来
年
の
七
月
ご
ろ
、
そ
れ
ま
で

は
手
を
つ
け
よ
う
に
も
つ
け
ら
れ
な
い
実
情

だ
と
い
う
。
事
態
を
重
く
み
た
市
は
二
十
一

日
午
後
、
第
二
助
役
室
で
関
係
部
課
係
職
員

会
議
を
開
き
、
二
十
二
日
花
城
建
設
部
長
が

建
運
局
に
、
政
府
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て

の
考
え
方
と
米
民
政
府
の
意
向
を
聞
い
た
う

え
で
、
市
の
態
度
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

あ
て
は
ず
れ
の
補
助
／
民
政
府
計
画
も

　
　

遅
れ
る

　

那
覇
市
は
都
市
計
画
事
業
の
一
つ
と
し
て

下
水
道
の
早
期
整
備
を
と
り
あ
げ
、
昨
年
六

月
下
旬
、
本
土
か
ら
下
水
道
整
備
の
権
威
者

岩
井
四
郎
氏
（
工
学
博
士
・
荏
原
建
設
専
務
）

を
招
い
て
診
断
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
指
導

助
言
に
よ
っ
て
昨
年
九
月
「
那
覇
市
下
水
道

整
備
基
本
計
画
」
が
で
き
た
。
事
業
費
は
日

米
両
政
府
か
ら
の
援
助
に
よ
る
計
画
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
那
覇
市
の
積
極
的
な
態
度
に
対

し
、
米
民
政
府
は
早
く
実
施
に
う
つ
す
よ
う

に
し
た
い
、
と
六
四
年
度
に
二
十
五
万
㌦
を

補
助
す
る
意
向
を
み
せ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ

が
、
十
月
に
な
っ
て
「
全
島
的
な
下
水
道
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
か
ら
、
那
覇
市

の
下
水
道
整
備
実
施
計
画
は
し
ば
ら
く
待
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
通
知
が
あ
っ
た
。
市
も
米

民
政
府
の
捕
助
を
頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
に

お
と
な
し
く
待
っ
た
が
、
そ
の
基
本
計
画
は

来
年
七
月
ご
ろ
ま
で
か
か
る
と
聞
か
さ
れ
が

っ
か
り
し
て
い
る
。

　

花
城
建
設
部
長
の
話　

市
の
計
画
は
で
き

て
も
、
基
本
計
画
が
示
さ
れ
な
い
こ
と
に
は

手
の
つ
け
よ
う
が
な
い
、
ま
っ
た
く
困
っ
た

こ
と
だ
。
話
に
よ
る
と
。
し
尿
処
理
場
は
米

民
政
府
が
管
理
し
民
間
の
使
用
料
は
市
が
徴

収
す
る
と
い
う
、
こ
れ
で
は
大
変
だ
。
市
が

処
理
場
も
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
政
上

の
計
算
も
で
き
、
一
般
の
使
用
料
金
も
出
せ

る
。
米
民
政
府
が
管
理
し
て
、
料
金
が
高
く

つ
い
た
場
合
、
せ
っ
か
く
の
下
水
道
を
使
用

し
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
基
本
的
な
問
題
も
明
ら
か
に
さ
れ
な
い

で
、
下
水
道
事
業
に
着
手
す
る
の
は
危
険

だ
。
下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
政
府
は

い
っ
た
い
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
質
し
、
あ

と
で
市
民
に
し
わ
よ
せ
が
こ
な
い
よ
う
な
線

で
、
市
の
実
施
計
画
を
す
す
め
た
い
。

全
会
一
致
で
復
帰
決
議
／
祖
国 

の
主
権
回
復
を
／
那
覇
市
会 

／
議
場
に
盛
ん
な
拍
手 
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復
帰
協
の
要
請
に
こ
た
え
、
那
覇
市
会
の

第
六
十
二
回
臨
時
議
会
が
二
十
五
日
午

前
十
時
か
ら
開
か
れ
、
全
会
一
致
で
祖

国
復
帰
に
関
す
る
要
請
決
議
を
行
な
っ

た
。
同
市
議
会
義
永
事
務
局
長
は
「
一
人

の
反
対
者
も
な
く
全
員
一
致
で
決
議
さ

れ
た
こ
と
は
、
那
覇
市
議
会
初
め
て
の
こ

と
だ
。
決
議
の
内
容
が
祖
国
復
帰
の
問
題

で
、
ほ
ん
と
う
に
意
義
深
い
」
と
話
し
て

い
た
。
ま
た
議
員
た
ち
は
〝
那
覇
市
議
会

の
統
一
ぶ
り
は
見
事
な
も
の
だ
〟
と
全
員

大
喜
び
だ
っ
た
。

　

議
会
開
会
ま
え
、
西
銘
那
覇
市
長
は
「
み

な
さ
ん
の
要
請
に
よ
っ
て
臨
時
議
会
を
招
集

し
た
。
こ
れ
か
ら
審
議
さ
れ
る
の
は
、
わ
た

く
し
た
ち
全
住
民
悲
願
の
祖
国
復
帰
問
題
で

あ
り
、
慎
重
に
検
討
し
て
適
切
な
処
置
を
と

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
し
た
。

　

祖
国
復
帰
に
関
す
る
要
請
決
議
案
の
提
出

者
を
代
表
し
て
、
社
大
党
の
金
城
吾
郎
議
員

が
提
案
理
由
を
説
明
、
つ
づ
い
て
高
良
議
長

が
全
員
に
は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
反
対

も
な
く
全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
、
会
場
に
は

拍
手
が
わ
い
た
。
金
城
吾
郎
氏
は
復
帰
協
代

表
と
し
て
東
京
で
開
か
れ
る
四
・
二
八
中
央



三
二
八

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
五
月

集
会
に
出
席
の
た
め
、
二
十
五
日
午
前
十
一

時
す
ぎ
那
覇
出
港
の
波
之
上
丸
で
出
発
し
た

が
、
同
氏
が
議
案
の
説
明
を
し
て
い
る
最
中
、

復
帰
協
さ
し
ま
わ
し
の
車
が
横
付
け
さ
れ
、

い
ま
か
い
ま
か
と
関
係
者
を
や
き
も
き
さ
せ

た
。
全
会
一
致
で
決
議
が
き
ま
る
と

〝
よ
か
っ
た
〟
と
一
言
、
議
員
が
つ
ぎ
つ
ぎ
金

城
氏
の
と
こ
ろ
に
か
け
寄
り
握
手
を
求
め
た
。

傍
聴
席
か
ら
も
〝
中
央
集
会
を
た
の

む
〟
と
声
援
が
あ
り
、
金
城
氏
は
さ
す
が
に

う
れ
し
そ
う
。
議
会
半
ば
の
午
前
十
時
す
ぎ

那
覇
港
へ
向
か
っ
た
。

　

布
令
51
号
の
廃
止
も
決
議

　

そ
の
ほ
か
那
覇
市
議
会
で
は
、
布
令

五
十
一
号
（
麻
薬
類
お
よ
び
あ
る
特
定
の
薬

品
類
の
取
り
締
り
）
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、こ

れ
も
全
会
一
致
で
「
布
令
五
十
一
号
を
廃
止

し
、
民
立
法
を
早
期
制
定
す
る
」と
の
要
請
決

議
を
し
た
。
あ
て
先
は
高
等
弁
務
官
、
民
政

官
、
米
民
政
府
公
衛
部
長
、
琉
球
政
府
、
立

法
院
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
十
一
時
す

ぎ
閉
会
し
た
。

　

祖
国
復
帰
に
関
す
る
要
請
決
議

【
あ
て
先
＝
米
大
統
領
、
国
防
長
官
、
上
下
院

議
長
、
日
本
政
府
、
衆
参
両
院
議
長
、
全
国

五
百
五
十
九
市
町
村
議
会
】

　

沖
縄
は
第
二
次
大
戦
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、

軍
事
占
領
統
治
七
年
、
つ
い
で
対
日
平
和
条

約
第
三
条
に
よ
っ
て
祖
国
か
ら
分
離
さ
れ
、

米
国
の
軍
事
的
植
民
地
支
配
の
下
に
お
か
れ

て
十
二
年
、
実
に
十
九
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
異
民
族
の
支
配
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
二
年
三
月
、
米
国
は
い
わ
ゆ
る
ケ
ネ

デ
ィ
新
政
策
な
る
も
の
を
発
表
し
「
沖
縄
の

復
帰
を
待
望
し
、
復
帰
の
さ
い
の
混
乱
を
す

く
な
く
す
る
た
め
、
財
政
援
助
を
増
大
す

る
」と
い
う
趣
旨
の
説
明
を
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
そ
の
声
明
と
は
逆
に
「
極
東
に
脅
威
と

緊
張
が
つ
づ
く
か
ぎ
り
沖
縄
を
保
有
す
る
」

と
言
明
し
て
、
核
兵
器
基
地
の
強
化
と
あ
ら

ゆ
る
演
習
を
行
な
い
、
戦
争
の
危
機
を
増
大

し
て
い
る
。
ま
た
財
政
援
助
増
額
も
県
民
の

期
待
に
反
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
最
近

で
は
高
等
弁
務
官
の
専
制
支
配
が
露
骨
化
し
、

琉
銀
を
は
じ
め
各
金
融
機
関
へ
の
介
入
、
農

連
の
抜
き
う
ち
検
査
、
布
令
の
改
悪
に
よ
る

医
療
品
の
統
制
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
の
進
出
や

開
発
公
社
の
株
式
取
得
な
ど
に
よ
り
経
済
的

植
民
地
化
の
傾
向
が
濃
厚
と
な
り
、
自
治
権

は
皆
無
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う

渡
航
の
制
限
は
、
ま
す
ま
す
き
び
し
く
な
り
、

県
民
の
生
命
、
財
産
は
お
び
や
か
さ
れ
、
労

働
者
へ
の
弾
圧
も
強
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
統
治
の
在
り
方
は
「
そ
の
地
域
住
民

の
利
益
が
至
上
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
原
則

に
立
っ
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
国
連
憲
章
に
規
定
さ
れ
た
非
自
治
地

域
の
統
治
の
原
則
に
さ
え
違
反
し
、
人
権
や

基
本
的
自
由
を
保
障
し
た
「
人
権
に
関
す
る

世
界
宣
言
」
に
も
お
と
る
も
の
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
国
連
に
お

い
て
「
植
民
地
諸
国
、
諸
人
民
に
対
す
る
独

立
許
容
の
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
て
い
る
今
日
、

い
か
な
る
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
力
に
よ
っ
て

同
一
民
族
が
分
断
さ
れ
、
他
国
の
支
配
下
に

置
か
れ
る
こ
と
は
、
国
際
正
義
に
反
し
、
許

さ
れ
ざ
る
べ
き
で
は
な
い
と
信
じ
る
。
復
帰

に
対
す
る
沖
縄
県
民
の
意
志
は
、
単
な
る
財

政
援
助
増
額
の
宣
伝
や
圧
迫
に
よ
っ
て
い
さ

さ
か
も
ひ
る
む
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
那

覇
市
議
会
は
、
国
際
世
論
の
盛
り
上
が
り
と
、

全
世
界
の
良
識
の
上
に
立
っ
て
、
日
米
両
国

は
も
と
よ
り
国
連
加
盟
諸
国
が
「
そ
の
地
域

住
民
の
意
志
に
反
し
た
不
当
な
支
配
」
が
な

さ
れ
て
い
る
沖
縄
統
治
の
実
態
を
再
確
認
し
、

祖
国
日
本
の
主
権
が
す
み
や
か
に
、
か
つ
完

全
に
回
復
さ
れ
る
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う

強
く
要
請
す
る
。

い
こ
い
の
場
づ
く
り
に
暗
い
影 

／
那
覇
市
の
公
園
縮
小
／
財 

政
難
と
用
地
難
か
ら 
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都
市
計
画
審
議
会
は
、
十
五
日
午
後
二
時

か
ら
那
覇
市
会
議
室
で
委
員
会
を
開
き
主
席

か
ら
諮
問
さ
れ
た
那
覇
市
の
公
園
縮
小
問
題

や
、
久
茂
地
川
沿
線
道
路
の
舗
装
事
業
、
真

嘉
比
・
古
島
の
区
画
整
理
事
業
を
審
議
、
市

の
計
画
通
り
承
認
し
た
。
公
園
計
画
は
財
政

難
と
用
地
難
か
ら
縮
小
さ
れ
、
市
民
の
〝
い

こ
い
の
場
づ
く

り
〟
に
暗
い
影
を
投
げ
て
い
る
。

　

奥
武
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、
二
十
七
万
六

千
平
方
㍍
の
指
定
総
面
積
の
う
ち
五
万
四
千

平
方
㍍
が
私
有
地
。
そ
の
う
ち
軍
道
路
に
沿

っ
た
二
万
五
千
平
方
㍍
を
都
計
公
園
指
定
か

ら
は
ず
し
、
商
業
地
域
に
指
定
し
よ
う
と
い

う
の
が
市
の
考
え
。
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら

「
市
は
都
計
公
園
指
定
地
地
主
か
ら
解
除
訴

え
が
あ
っ
て
も
開
放
し
な
い
と
の
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
な
が
ら
、
奥
武
山
公
園
用
地
だ

け
解
除
す
る
の
は
不
公
平
で
あ
る
」
と
、
市

当
局
を
追
及
す
る
意
見
が
で
た
。
市
当
局
は

「
十
分
検
討
し
た
け
っ
か
で
あ
る
。
①
こ
ん
ど

縮
小
さ
れ
る
地
域
は
軍
道
路
に
面
し
地
価
も

高
い
。
ラ
ン
ド
リ
ー
な
ど
の
営
業
施
設
も
あ

り
、
そ
の
補
償
費
は
巨
額
に
の
ぼ
る
。
そ
の

用
地
買
収
費
の
メ
ド
も
つ
か
な
い
し
、
い
つ

ま
で
も
放
っ
て
お
け
な
い
②
ス
ポ
ー
ツ
公
園

と
し
て
の
運
動
施
設
の
配
置
は
す
で
に
で
き

て
お
り
、
こ
の
一
帯
を
除
外
し
て
も
さ
し
つ

か
え
な
い
。
指
定
解
除
は
、
目
的
や
地
域
の

状
況
を
検
討
し
、
不
公
平
な
取
り
扱
い
は
し

な
い
」
と
説
明
し
た
。

　

崇

元

寺

公

園

の

指

定

面

積

は

九

千

五

百

二

十

平

方

㍍
。

審

議

会
で



三
二
九

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
五
月

五
千
五
百
四
十
二
平
方
㍍
の
除
外
が
認
め
ら

れ
三
千
九
百
八
十
二
平
方
㍍
に
縮
小
さ
れ
た
。

こ
れ
は
都
計
公
園
指
定
後
、
兼
次
市
長
時
代
に

市
が
独
断
で
、
五
千
百
余
平
方
㍍
を
除
外
し
た

た
め
、
市
長
の
除
外
は
法
的
な
効
力
は
な
い

が
、
問
題
の
土
地
が
人
手
に
渡
っ
た
い
ま
、
裁

判
ざ
た
に
な
っ
た
ば
あ
い
勝
ち
め
は
な
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、
や
む
を
え
ず
除
外
を
認
め
た
。

　

久
茂
地
川
沿
線
道
路
の
舗
装
は
、
総
工
費

九
万
三
千
九
十
五
㌦
で
崇
元
寺
橋
か
ら
仲
良

橋
(
幅
員
十
三
㍍
)
を
へ
て
美
栄
橋
ま
で

（
幅
員
十
・
八
㍍
）
の
四
百
七
十
一
㍍

を

今

会

計

年

度

内

に

舗

装
す

る
。

工

費
の
う
ち
三
万
五
千
㌦
は
政
府
補
助
、

五
万
八
千
九
十
五
㌦
は
市
が
負
担
す
る
。
こ

の
舗
装
工
事
に
と
も
な
い
、
未
解
決
の
崇
元

寺
橋
そ
ば
の
我
那
覇
機
械
工
場
移
転
問
題
は
、

政
府
か
ら
補
助
金
指
令
が
で
る
ま
で
に
市
が

解
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
万
八
千
平
方
㍍
埋
立
／
那
覇 

市
／
安
謝
の
第
二
次
事
業 
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那
覇
市
は
安
謝
の
第
二
次
埋
め
立
て
事
業
と

し
て
、
六
五
年
度
に
七
万
八
千
七
百
八
十
三

平
方
㍍
（
二
万
三
千
八
百
三
十
二
坪
）
を
埋

め
立
て
る
。

第
一
次
計
画
で
、
泊
・
安
謝
間
公
有
水

面
二
十
一
万
一
千
五
百
四
十
三
平
方
㍍

（
六
万
四
千
七
坪
）
の
埋
め
立
て
を
六
三
年

十
一
月
に
完
成
、
工
業
、
住
宅
、
衛
生
セ
ン

タ
ー
用
地
が
造
成
さ
れ
た
。
こ
ん
ど
の
埋

め
立
て
計
画
は
、
安
謝
川
河
口
か
ら
安
謝

漁
港
ま
で
。
宅
地
面
積
五
万
八
千
八
百
六

平
方
㍍
（
一
万
七
千
七
百
八
十
九
坪
）
道
路

一
万
八
千
百
八
十
平
方
㍍
（
五
千
五
百
坪
）
護

岸
一
千
七
百
九
十
七
平
方
㍍
（
五
百
四
十
三

坪
）
と
な
っ
て
い
る
。
埋
め
立
て
工
費

が
四
十
六
万
四
千
㌦
、
工
事
検
査
手
数

料
、
職
員
手
当
て
が
四
千
六
十
㌦
、
合
計

四
十
六
万
八
千
六
十
㌦
の
工
事
費
。
六
四
年
九

月
に
着
工
し
、
六
五
年
四
月
に
完
了
を
予
定
し

て
い
る
。
事
業
費
に
手
形
利
子
四
千
四
百
十
七

㌦
を
加
え
四
十
七
万
二
千
四
百
七
十
七
㌦

と
な
る
が
、
工
事
費
の
四
十
六
万
四
千
㌦

は
市
債
（
開
金
か
ら
借
り
入
れ
）、
残
り

八
千
四
百
七
十
七
㌦
は
一
般
財
源
で
当
て
る
。

開
金
か
ら
の
借
り
入
れ
は
、
年
四
％
以
内
の
利

率
で
、
す
え
お
き
半
年
間
借
り
入
れ
の
日
か
ら

三
年
以
内
に
か
え
す
。
市
は
埋
め
立
て
に
よ
っ

て
造
成
さ
れ
た
宅
地
を
売
っ
て
償
還
す
る
。

　

こ
の
埋
め
立
て
事
業
に
つ
づ
い
て
、
次
年

度
以
降
は
年
次
計
画
で
商
工
業
用
地
、住
宅
地

域
、
船
舶
、
近
海
航
路
、
漁
船
の
出
入
港
を
新

設
す
る
た
め
、九
十
八
万
二
千
五
百
六
十
八
平

方
㍍
（
二
十
九
万
七
千
二
百
二
十
七
坪
）
を
埋

め
立
て
る
。

那
覇
市
の
新
庁
舎
／
来
年
七
月 

に
は
完
成
／
二
十
七
日
に
起 

工
式
／
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
モ 

ッ
ト
ー 
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那
覇
市
の
新
庁
舎
建
築
請
負
契
約
が
、

二
十
五
日
の
本
会
議
(
臨
時
議
会
)
で
承
認

さ
れ
る
見
通
し
が
つ
い
た
の
で
、
二
十
七
日

午
後
二
時
か
ら
起
工
式
を
お
こ
な
う
。

　

新
庁
舎
は
、
人
口
三
十
六
万
人
を
対
象
と

し
て
地
下
一
階
、
地
上
六
階
（
一
部
九
階
）

の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ん
ど
は
第

一
次
計
画
と
し
て
地
上
は
五
階
（
一
部
九

階
）
ま
で
建
て
る
。
建
築
場
所
は
警
本

横
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
の
市
有
地

で
、
八
千
四
百
四
十
五
・
七
六
平
方
㍍

（
二
千
五
百
五
十
九
・
三
二
坪
）
。
建
築
の
べ

面
積
一
万
二
百
十
八
平
方
㍍
（
三
千
九
十
一

坪
）
市
の
庁
舎
建
築
予
算
は
百
一
万
㌦
。
さ

る
五
月
一
日
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
建
物

建
築
工
事
は
八
十
万
九
千
八
百
㌦
で
善
太
郎

組
、
電
気
工
事
十
四
万
四
千
七
百
㌦
で
金
城

電
気
、
水
道
工
事
は
四
万
五
千
㌦
で
永
山

組
が
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
た
。
請
負
総
額
は

九
十
九
万
九
千
五
百
㌦
。
単
価
一
坪
当
た
り

三
百
二
十
三
㌦
三
十
六
㌣
、
一
平
方
㍍
当
た

り
九
十
七
㌦
八
十
㌣
と
な
っ
て
い
る
。
工
期

は
契
約
の
日
か
ら
十
五
か
月
間
で
来
年
の
七

月
下
旬
に
完
成
予
定
。
一
階
の
市
民
ホ
ー
ル

を
中
心
に
戸
籍
、
税
務
な
ど
市
民
生
活
と
直

接
関
係
の
深
い
部
課
の
窓
口
を
並
べ
構
内
に

は
い
つ
で
も
七
十
台
の
車
が
と
め
ら
れ
る
よ

う
パ
ー
キ
ン
グ
を
設
置
、
階
上
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
施
設
（
二
基
）を
完
備
し
て
行
政
事
務
能

率
の
向
上
と
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
高
め
ら

れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
設

計
は
宮
平
建
築
設
計
事
務
所
、
市
は
庁
舎
建

設
予
算
百
一
万
㌦
の
う
ち
六
十
万
㌦
は
安
謝

な
ど
の
埋
め
立
て
地
を
売
っ
て
あ
て
、
あ
と

四
十
万
㌦
は
公
債
発
行
に
よ
っ
て
工
面
す
る
。

　

西
銘
市
長
の
話　

新
庁
舎
の
建
設
は
、
市

民
の
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
着

工
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と

は
な
い
。
新
庁
舎
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
治
行
政
、
首
都
行
政
な
ど
、
市
に

要
請
さ
れ
て
い
る
高
度
な
行
政
を
能
率
的
に

促
進
し
、
さ
ら
に
現
在
分
離
し
て
い
る
水
道

部
も
加
え
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
層
高
め

て
い
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
な
お
建

設
資
金
の
四
十
万
㌦
は
公
債
を
発
券
し
て
市

民
の
協
力
で
案
出
す
る
。
六
月
二
十
日
に
は

発
売
さ
れ
る
の
で
一
般
市
民
は
じ
め
、
各
商

社
、
団
体
が
お
求
め
に
な
っ
て
、
み
ん
な
の

力
で
り
っ
ぱ
な
庁
舎
が
で
き
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

　

各
階
の
概
要　

▽
地
下
、
一
千
二
百
平
方

㍍
、
食
堂
、
機
械
室
、
倉
庫
、
写
真
室
、
作

業
員
室
▽
一
階
、
一
千
三
百
十
七
・
四
平
方



三
三
〇

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
五―

六
月

㍍
。
市
民
ホ
ー
ル
ピ
ロ
テ
ー
、
戸
籍
、
徴

税
、
課
税
の
各
課
と
出
納
室
、
収
入
役
室
、
民

生
課
、
車
両
管
理
室
▽
二
階
二
千
百
五
十
平

方
㍍
、
経
済
民
生
部
、
土
地
課
、
水
道
部
、
商

工
相
談
室
▽
三
階
二
千
四
百
八
十
九
・
六
八

平
方
㍍
、
議
場
、
事
務
局
、
議
長
副
議
長
室
、

議
員
室
、
選
管
事
務
所
、
記
者
ク
ラ
ブ
▽
四

階
一
千
三
百
十
六
・
七
九
平
方
㍍
、
市
長
室
、

第
一
、
二
助
役
室
、
総
務
部
、
企
画
部
▽
五
階

一
千
百
三
十
九
・
八
三
平
方
㍍
、
建
設
部
▽
六

階
二
百
二
十
四
平
方
㍍
、
ホ
ー
ル
、
物
置
▽

七
階
二
百
二
十
四
平
方
㍍
、
ホ
ー
ル
、
物
置
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
七
階
ま
で
▽
八
階
百
十
二

平
方
㍍
、
機
械
室
、
水
タ
ン
ク
▽
九
階
四
十
四

平
方
㍍
、
望
楼
。

　

庁
舎
建
設
債
券
の
売
り
込
み

　

〝
わ
れ
ら
の
庁
舎
を
わ
れ
ら
の
力
で
〟
と
、

市
は
新
庁
舎
の
建
設
債
券
の
売
り
込
み
に
、

ポ
ス
タ
ー
や
ビ
ラ
を
配
る
な
ど
や
っ
き
に
な

っ
て
い
る
。

　

発
行
総
額
四
十
万
㌦
、
一
債
証
券
の
額
面

は
十
㌦
、
百
㌦
、
一
千
㌦
の
三
種
。
利
率
年

七
分
五
厘
。
元
金
は
毎
年
六
月
二
十
日
に
発

行
総
額
の
一
〇
％
償
還
、
一
九
七
四
年
六
月

二
十
日
ま
で
に
残
額
を
か
え
す
。
利
息
は
毎

年
十
二
月
と
六
月
の
二
十
日
に
前
半
か
年
分

を
支
払
う
。

　

申
し
込
み
期
間
五
月
二
十
五
日
か
ら
六
月

十
五
日
ま
で
、
払
い
込
み
六
月
二
十
日
。
元

利
金
は
琉
銀
本
店
、
各
支
店
で
支
払
う
。

初
の
名
誉
市
民
称
号
／
那
覇
市

／
け
さ
当
間
重
剛
氏
へ 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
４
・
５
・
25
〕

　

那
覇
市
は
二
十
五
日
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら

開
か
れ
た
市
議
会
本
会
議
の
席
上
、
当
間
重

剛
氏
に
名
誉
市
民
称
号
を
贈
っ
た
。
贈
呈
式

に
う
つ
る
前
人
民
党
の
真
栄
田
、
儀
間
、
黒

潮
の
三
議
員
は
退
場
し
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ

高
等
弁
務
官
へ
贈
呈
式
の
日
程
は
ま
だ
決
ま

っ
て
い
な
い
。

名
誉
市
民
称
号
は
六
十
回
定
例
議
会
で
条
例

と
し
て
制
定
、
六
十
一
回
定
例
議
会
で
、
初

の
名
誉
市
民
と
し
て
当
間
重
剛
氏
と
キ
ャ
ラ

ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
に
贈
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
。

当
間
氏
は
一
九
三
三
年
か
ら
三
九
年
ま
で
市

助
役
、
三
九
年
か
ら
四
一
年
ま
で
市
長
、
戦

後
五
三
年
か
ら
五
六
年
ま
で
市
長
を
つ
と
め
、

戦
前
戦
後
を
通
し
那
覇
市
の
発
展
に
つ
く
し

た
。
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
ら
れ
た
当
間
氏

は
「
こ
の
上
も
な
い
光
栄
で
あ
る
。
私
は
な

す
べ
き
こ
と
を
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
ん
ご

人
の
模
範
と
い
う
大
そ
れ
た
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
人
並
み
の
こ
と
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
健
康
の
許
す
か
ぎ
り
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

授
与
式
の
あ
と
大
山
議
員
か
ら
キ
ャ
ラ
ウ

ェ
イ
高
等
弁
務
官
に
は
い
つ
い
か
な
る
場
所

で
贈
る
か
と
質
問
し
た
が
、こ
れ
に
対
し
、
市

当
局
は
「
弁
務
官
が
帰
任
次
第
、
適
当
な
日

を
選
ん
で
や
り
た
い
。
具
体
的
な
方
法
は
ま

だ
検
討
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
。
大
山
議

員
は
「
弁
務
官
に
こ
っ
そ
り
や
る
よ
う
な
こ

と
は
し
て
ほ
し
く
な
い
。
市
民
称
号
に
ふ
さ

わ
し
い
よ
う
に
議
会
か
公
式
の
場
で
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
第
四
十
回
全
国
市
町
村
議
会
定

例
総
会
で
表
彰
さ
れ
た
渡
口
麗
秀
（
十
年
）

高
良
一
（
十
二
年
）
両
氏
へ
の
表
彰
状
伝
達

式
が
あ
っ
た
。

名
誉
市
民
称
号
を
贈
る
／
那
覇 

市
／
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
弁
務
官 

に

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
４
・
６
・
５
〕

　

西
銘
那
覇
市
長
は
、
四
日
午
後
三
時
か
ら

米
民
政
府
の
高
等
弁
務
官
室
で
キ
ャ
ラ
ウ
ェ

イ
高
等
弁
務
官
に
那
覇
市
名
誉
市
民
の
称
号

を
贈
っ
た
。
着
任
以
来
沖
縄
の
社
会
文
化
の

向
上
発
達
に
貢
献
、
功
績
が
大
き
か
っ
た
と

し
て
那
覇
市
名
誉
市
民
条
例
に
も
と
づ
い
て

贈
っ
た
も
の
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
は
「
那
覇
市

の
名
誉
市
民
に
な
っ
た
の
を
心
か
ら
喜
ん
で

い
る
。
私
も
市
民
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
市
の
名
誉
を
け
が
さ
な
い
よ
う
つ
と
め

た
い
。
那
覇
市
は
三
百
年
の
歴
史
を
も
っ
て

い
る
が
、
将
来
の
三
百
年
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
発
展
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と

の
べ
た
。
ま
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官

は
、
さ
る
五
月
二
十
日
の
市
制
記
念
日
を
記

念
し
て
西
銘
市
長
に
銀
製
の
飾
り
皿
を
贈

っ
た
。

　

こ
の
名
誉
市
民
称
号
の
贈
呈
式
に
は
市
側

か
ら
西
銘
市
長
、
古
堅
、
新
垣
両
助
役
、
金

城
秘
書
、
米
民
政
府
側
か
ら
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ

高
等
弁
務
官
、
ワ
ー
ナ
ー
民
政
官
、
リ
オ
ズ

ノ
フ
新
聞
課
長
、
通
訳
の
サ
ン
キ
少
佐
ら
数

人
が
出
席
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
那
覇
市
高
良
議
長
は
「
報

道
関
係
者
か
ら
聞
い
て
初
め
て
知
っ
た
。

私
は
何
も
連
絡
を
う
け
な
か
っ
た
。
ま
っ

た
く
早
ワ
ザ
だ
。
執
行
機
関
で
あ
る
市
当

局
が
、
い
つ
ど
こ
で
贈
呈
式
を
や
っ
て
も

い
い
わ
け
だ
が
、
我
々
と
し
て
は
市
の
良

識
を
期
待
し
て
い
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

那
覇
市
予
算
議
会
開
く
／
〝
都 

計
促
進
に
重
点
〟
／
西
銘
市 

長
が
施
政
方
針
演
説 

　
　
　

 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
４
・
６
・
５
〕

第
六
十
四
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
五
日

午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
。
同
議
会
は
西

銘
施
政
三
年
目
の
予
算
議
会
。
冒
頭
に
西

銘
市
長
が
施
政
方
針
演
説
を
行
な
い
、
都



三
三
一

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
六
月

市
計
画
事
業
の
促
進
を
重
点
に
、
道
路
の

整
備
な
ど
具
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
方

針
を
明
ら
か
に
し
「
住
宅
難
緩
和
と
し
て

二
百
八
十
戸
の
公
営
住
宅
建
設
を
し
た

い
」
と
の
べ
た
。

　

議
会
は
全
議
員
出
席
し
て
定
刻
に
は
じ
ま

っ
た
。
ま
ず
会
期
に
つ
い
て
高
良
議
長
が
は

か
り
五
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
二
十
日
間

に
決
め
た
。
そ
の
あ
と
西
銘
市
長
の
施
政
方

針
演
説
が
あ
り
、
四
十
二
件
の
議
案
が
上
程

さ
れ
た
。
午
後
か
ら
は
議
案
の
説
明
に
は
い

っ
た
。

　

六
日
は
市
長
の
施
政
方
針
演
説
に
た
い
す

る
一
般
質
問
が
あ
る
。

　

施
政
方
針
要
旨

本
市
は
、
都
市
計
画
事
業
を
中
心
と
し
た
行

政
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
六
五
年
度
で
は
次

の
施
策
を
重
点
に
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

都
市
計
画
事
業
の
促
進　

ま
ず
、
都
市
交

通
の
緩
和
を
は
か
る
こ
と
を
目
標
に
、
開
南

交
番
前
か
ら
平
和
橋
間
、
一
号
線
か
ら
建
運

局
間
の
主
要
幹
線
路
の
新
設
、
久
茂
地
川
西

線
と
消
防
本
部
前
通
り
、
さ
ら
に
政
府
道
路

四
十
六
号
線
か
ら
三
原
教
会
前
を
通
っ
て
真

和
志
六
号
線
ま
で
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、

タ
ー
ル
舗
装
に
よ
る
市
道
の
舗
装
、
河
川
排

水
の
整
備
と
し
て
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
泉
崎
橋

の
護
岸
工
事
を
中
心
と
す
る
久
茂
地
川
の
浚

せ
つ
、
そ
の
他
、
排
水
溝
の
新
設
改
良
、
与
儀

公
園
の
整
備
、
寄
宮
、
壺
川
、
真
和
志
、
古

島
三
地
区
の
土
地
区
画
整
理
、
不
良
住
宅
街

改
良
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

さ
ら
に
本
市
の
居
住
人
口
は
、
年
々
増
加

し
、
こ
と
し
中
に
は
二
十
六
万
を
数
え
る
予

想
で
あ
り
、
住
宅
用
地
を
は
じ
め
、
産
業

基
盤
と
し
て
の
土
地
造
成
が
要
請
さ
れ
て

お
り
、
泊―

安
謝
間
の
第
一
次
埋
め
立
て

事
業
、
引
き
続
き
六
五
年
度
に
お
い
て
は

七
万
八
千
七
百
八
十
三
平
方
㍍
を
埋
め
立
て

る
計
画
で
あ
る
。

　

生
活
環
境
対
策
の
強
化　

水
道
事
業
で

は
、
自
己
水
源
の
開
発
に
つ
と
め
る
と
と
も

に
、
浄
水
の
確
保
と
配
水
管
の
新
設
、
不
良
給

水
地
域
の
改
善
、
ろ
う
水
防
止
を
中
心
と
す

る
経
営
合
理
化
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。
い

っ
ぽ
う
下
水
道
事
業
も
六
五
年
か
ら
民
政
府
、

琉
球
政
府
と
計
画
調
整
の
う
え
慎
重
に
進
め

て
い
き
た
い
。

つ
ぎ
に
都
市
衛
生
の
問
題
で
は
、
い
ず
れ
も

最
終
的
に
は
科
学
的
な
処
理
施
設
が
必
要
で

あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
機
動
力
の
強
化
に
よ

る
ス
ピ
ー
ド
化
と
モ
デ
ル
衛
生
地
域
に
拡
大

を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

　

住
民
お
よ
び
社
会
福
祉
対
策　

住
宅
難
解

消
の
た
め
に
市
営
、
公
営
住
宅
建
設
に
こ
ん

ご
と
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
社
会
福
祉

体
策
と
し
て
は
、
保
育
所
の
増
設
、
敬
老
年

金
の
制
度
化
、
青
少
年
育
成
協
議
会
の
設

置
、
失
対
労
務
者
の
待
遇
改
善
を
さ
ら
に
強

化
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

産
業
経
済
対
策　

商
工
部
門
に
お
い
て
は

と
く
に
、
特
産
品
工
業
の
体
質
を
改
善
し
、
経

営
の
合
理
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
そ
の

た
め
機
械
化
の
よ
る
量
産
を
は
か
る
べ
く
指

導
助
成
し
て
い
き
た
い
。

｜
社　

説
｜

首
都
建
設
へ
積
極
的
な
姿
勢
を

望
む

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
４
・
６
・
６
〕

　

那
覇
市
の
予
算
議
会
が
き
の
う
（
五
日
）
か

ら
始
ま
っ
た
。
き
た
る
七
月
一
日
か
ら
六
五

会
計
年
度
を
迎
え
、
新
予
算
を
審
議
す
る
た

め
の
定
例
会
が
招
集
さ
れ
た
わ
け
だ
。
会
期

は
い
ち
お
う
二
十
日
間
と
さ
れ
て
い
る
が
、

市
民
代
表
と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
活
動
分

野
に
属
す
る
の
で
、
議
員
ぜ
ん
ぶ
が
全
力
を

あ
げ
て
審
議
に
と
っ
く
ん
で
も
ら
い
た
い
。

市
の
予
算
は
年
々
ふ
く
れ
る
い
っ
ぽ
う
で
あ

り
、
新
年
度
は
一
般
、
特
別
会
計
を
含
め
て

七
百
九
十
四
万
㌦
に
達
し
た
。
他
の
地
方
自

治
体
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど

大
型
化
し
た
わ
け
で
、
こ
れ
だ
け
の
予
算
を

執
行
す
る
に
は
、
市
当
局
の
責
務
は
も
と
よ

り
議
決
機
関
も
そ
れ
と
同
様
な
責
任
を
負
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

新
年
度
に
お
け
る
那
覇
市
政
の
方
向
は
、

市
長
の
基
本
方
針
と
予
算
大
綱
で
明
確
に
さ

れ
て
い
る
が
、
例
年
に
比
べ
て
な
か
な
か
意

欲
的
な
態
度
が
見
ら
れ
る
。
市
庁
舎
の
建
設

を
は
じ
め
、
泊―

安
謝
間
の
埋
め
立
て
工
事
、

都
計
の
修
正
事
業
、
住
宅
、
上
下
水
道
問
題

な
ど
、
産
業
文
化
都
市
を
目
指
し
て
着
実
な

前
進
を
と
げ
つ
つ
あ
る
。
首
都
建
設
の
全
般

か
ら
み
れ
ば
ま
だ
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

で
、
市
民
の
不
満
も
多
い
は
ず
だ
が
、
貧
困

な
財
政
状
態
に
お
い
て
一
朝
一
夕
で
達
成
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
要
は
当
局
者
に
積
極

的
な
姿
勢
と
施
政
プ
ラ
ン
の
適
否
を
よ
り
多

く
問
題
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
新
予
算
を
見
た

場
合
、
八
百
万
㌦
近
く
膨
張
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
の
財
源
内
容
は
き
わ
め
て
不
安
定
な

感
じ
を
免
れ
な
い
。
埋
め
立
て
地
の
売
却
代

金
が
百
五
十
万
㌦
に
対
し
、
市
税
は
わ
ず
か

百
二
十
七
万
㌦
だ
。
政
府
補
助
金
と
起
債
を

含
め
て
百
八
十
万
㌦
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
市

の
財
政
状
態
は
ま
だ
ぜ
い
弱
と
い
う
ほ
か
は

な
い
。
建
設
事
業
を
大
幅
に
促
進
す
る
に
は
、

税
源
を
移
管
し
て
も
ら
う
か
、
あ
る
い
は
日

米
両
政
府
の
経
済
援
助
を
獲
得
す
る
か
、
根

本
的
な
対
策
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
議
会
側
も
大
い
に
努
力

し
て
ほ
し
い
。
市
民
の
福
祉
と
〝
首
都
づ
く

り
〟
に
も
っ
と
も
密
接
に
つ
な
が
る
問
題
で

あ
り
、
予
算
審
議
と
も
関
連
し
て
財
政
拡
大



三
三
二

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
六
月

の
方
策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ

の
た
め
に
は
定
例
会
を
開
く
期
日
な
り
、
会

期
な
ど
も
改
正
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
ま
で

以
上
に
議
会
の
意
思
を
市
政
全
般
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
な
措
置
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
参
考
案

の
ワ
ク
内
に
し
ば
ら
れ
て
は
、
余
り
に
消
極

す
ぎ
る
し
、
本
来
の
使
命
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
果

た
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

那
覇
市
会
／
〝
名
誉
市
民
称
号
〟

で
論
議
／
弁
務
官
へ
の
贈
呈 

場
所
め
ぐ
り

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
４
・
６
・
６
〕

　

第
六
十
四
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
五
日

午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
、
午
前
中
は
西
銘
市

長
の
六
五
年
度
施
政
方
針
演
説
と
六
五
年
度

予
算
案
、
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
案
の
説

明
で
終
わ
り
、
午
後
は
一
時
に
再
開
、
四
十

議
案
に
つ
い
て
関
係
部
長
の
説
明
が
あ
っ
て
、

二
時
十
分
、
初
日
の
日
程
を
終
え
た
。

そ
の
あ
と
西
銘
市
長
か
ら
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高

等
弁
務
官
に
対
し
四
日
、
弁
務
官
室
で
名
誉

市
民
称
号
の
贈
呈
式
を
行
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
「
こ
れ
は
さ
い
き
ん
の
政
情
不
安
か

ら
、
最
悪
事
態
を
招
い
て
は
な
ら
な
い
と
思

っ
た
か
ら
で
あ
る
…
」
と
議
会
の
了
解
を
求

め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
）
は

「
警
察
局
長
は
治
安
は
安
定
し
て
い
る
と
い

っ
て
い
る
が
市
長
は
政
情
不
安
だ
と
い
う
、

ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
つ
め
寄
っ
た
。
西
銘

市
長
は
「
さ
い
き
ん
の
立
法
院
で
の
与
野
党

の
対
立
を
指
し
て
の
こ
と
で
す
」
と
軽
く
か

わ
し
た
。

　

金
城
議
員
は
さ
ら
に
「
当
間
前
主
席
に
対

す
る
贈
呈
式
は
議
会
で
や
っ
た
が
、
弁
務
官

に
対
し
て
は
問
題
が
お
こ
る
と
の
考
え
で
、

弁
務
官
室
で
贈
っ
た
。
問
題
を
お
こ
し
か
ね

な
い
人
に
な
ぜ
名
誉
市
民
称
号
を
贈
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
さ
る
議
会
で
も
大

山
議
員
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
が
確
答
を
与
え

な
い
ま
ま
に
市
長
独
自
の
判
断
で
や
っ
て
い

る
。
議
会
を
尊
重
す
る
意
味
か
ら
越
権
で
は

な
い
か
。
議
会
に
は
反
対
陳
情
も
あ
っ
た
。
ま

た
ア
ダ
ム
ス
大
佐
へ
の
贈
呈
陳
情
も
あ
っ
た
。

定
例
議
会
の
は
じ
ま
る
前
日
に
出
し
抜
い
て

や
っ
た
こ
と
に
疑
惑
を
抱
く
。
市
長
は
方
法

に
つ
い
て
事
前
に
了
解
を
求
め
る
べ
き
で
あ

っ
た
。
疑
惑
を
生
ま
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

瀬
長
副
主
席
、
幸
地
警
察
局
長
は
治
安
は
安

定
し
て
い
る
と
断
言
し
て
い
る
が
、
市
長
だ

け
は
政
情
不
安
だ
と
い
う
の
は
わ
か
ら
な

い
」
と
西
銘
市
長
を
つ
る
し
上
げ
た
。
ま
た

大
山
議
員
は
「
闇
取
り
引
き
は
や
め
て
ほ
し

い
」
と
ふ
ん
が
い
し
て
い
た
。　

　

六
、
七
日
は
議
案
研
究
で
休
会
、
八
日
は
午

前
十
時
開
会
、
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑
を

行
な
う
。　
　

（
午
後
二
時
十
八
分
散
会
）

都
市
計
画
な
ど
質
疑
／
那
覇
市 

議
会
／
当
局
の
修
正
を
追
及 

　
　
　

 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
４
・
６
・
８
〕

　

開
会
中
の
第
六
十
四
回
那
覇
市
議
会
本
会

議
二
日
目
は
八
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
西

銘
市
長
の
施
政
方
針
に
た
い
す
る
質
疑
を
し

た
。
質
疑
は
施
政
方
針
の
な
か
で
明
ら
か
に

さ
れ
た
都
市
計
画
の
修
正
問
題
に
集
中
。
都

市
計
画
が
よ
く
変
わ
る
こ
と
を
追
及
さ
れ
た

の
に
た
い
し
、
当
局
側
は
、
現
行
の
都
市
計
画

は
五
六
年
三
月
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定

さ
れ
た
も
の
で
そ
の
修
正
に
つ
い
て
は
「
都

市
の
形
態
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
、
当
初
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
隣
接
市
町
村
を
含
め
た

人
口
、
区
域
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な

い
。
那
覇
市
は
将
来
人
口
が
四
十
万
人
に
な

る
予
想
で
隣
接
市
町
村
を
含
め
た
都
市
計
画

が
必
要
で
あ
る
」と
答
え
た
。
そ
の
他
生
活
環

境
対
策
の
強
化
、
産
業
経
済
対
策
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
質
疑
が
か
わ
さ
れ
た
。
赤
嶺
慎

英
議
員
は
産
業
経
済
対
策
に
つ
い
て
市
長
の

基
本
方
針
を
追
及
「
市
長
は
貧
弱
な
産
業
経

済
状
況
に
あ
り
な
が
ら
都
市
計
画
だ
け
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
農
林
水
産
業
事
業
な

ど
第
一
産
業
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」

と
た
だ
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
市
長
は
「
貿

易
自
由
化
に
と
も
な
う
第
一
産
業
の
振
興
も

考
慮
し
て
い
る
が
、
要
は
町
づ
く
り
で
あ
り

産
業
の
振
興
は
主
に
政
府
が
や
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
私
は
日
米
琉
補
助
で
い
か
に
り
っ
ぱ

な
町
づ
く
り
を
す
る
か
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
」
と
答
え
た
。

衛
生
問
題
を
追
及
／
那
覇
市
会 

／
65
年
度
施
政
方
針
で
質
疑 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
４
・
６
・
９
〕

　

那
覇
市
議
会
は
九
日
午
前
十
時
か
ら
本
会

議
を
開
き
、
八
日
に
ひ
き
つ
づ
き
西
銘
市
長

の
六
五
年
度
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑
を
行

な
っ
た
。

ゴ
ミ
、
し
尿
処
理
、
環
境
衛
生
問
題
に
つ
い

て
質
問
が
集
中
し
た
。

①
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
、
車
両
、
人
員
の
不

足
を
補
う
た
め
請
け
負
い
制
に
す
る
計
画
は

な
い
か
（
具
志
栄
治
議
員
）
②
焼
却
炉
の
購

入
計
画
（
又
吉
久
正
議
員
）
③
住
宅
密
集
地

帯
の
豚
舎
移
転
（
黒
潮
隆
議
員
）
④
ボ
ー
ダ

ー
ラ
イ
ン
層
を
対
象
と
し
た
住
宅
対
策
（
久

高
友
敏
議
員
）
⑤
河
川
水
上
面
の
利
用
、
住

宅
の
高
層
化
計
画
（
安
見
福
寿
議
員
）
な
ど

の
質
問
に
対
し
て
市
当
局
側
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
こ
た
え
た
。

①
ゴ
ミ
処
理
は
直
営
と
委
託
制
の
二
本
立
て

で
い
き
た
い
。
②
焼
却
炉
は
、
五
十
㌧
級
で

約
四
十
万
㌦
の
資
金
を
要
す
る
の
で
本
土
政

府
に
援
助
を
要
請
し
て
い
る
が
、
六
六
年
度



三
三
三

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
六
月

に
は
メ
ド
が
つ
く
だ
ろ
う
。
③
豚
舎
の
移
転

に
つ
い
て
は
話
し
合
い
で
解
決
し
た
い
。
④

住
宅
難
対
策
に
つ
い
て
は
現
在
住
宅
の
な
い

一
万
四
千
所
帯
の
う
ち
、
四
〇
％
を
対
象
に

住
宅
計
画
を
進
め
て
い
る
が
、
十
か
年
で
も

計
画
を
達
成
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
層
を
対
象
と
し
た
住
宅
対
策
は

財
政
的
余
裕
が
な
い
。
資
金
の
メ
ド
が
つ
け

ば
進
め
て
い
き
た
い
。
⑤
水
面
上
の
利
用
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る
。
将
来
そ
の
方
向

で
進
め
た
い
。

〝
政
府
税
の
大
幅
移
管
を
〟
／ 

財
政
計
画
で
当
局
が
答
弁
／ 

那
覇
市
議
会 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
４
・
６
・
10
〕

那
覇
市
議
会
は
、
九
日
午
後
一
時
再
開
、
施

政
方
針
に
対
す
る
質
疑
を
行
な
っ
た
が
質
疑

打
ち
切
り
の
動
議
が
成
立
し
て
一
時
二
十
分

か
ら
各
会
派
代
表
に
よ
る
一
般
質
問
に
入
っ

た
。

質
問
に
立
っ
た
各
会
派
代
表
は
①
社
会
福
祉

事
業
対
策
（
久
場
景
善―

無
所
属
ク
ラ
ブ
）

②
水
産
業
の
助
成
策
、
中
小
企
業
の
育
成
策

（
赤
嶺
慎
英―

十
八
日
会
）
③
Ｂ
Ｏ
Ａ
進
出

に
つ
い
て
（
儀
間
真
祥―

人
民
党
）
④
潰
れ

地
の
補
償
（
平
良
真
次
郎―

十
八
日
会
）
⑤

教
育
委
員
会
制
度
（
黒
潮
隆―

人
民
党
）
⑥

首
里
バ
ス
統
合
（
久
高
友
敏―

無
所
属
）
⑦

財
政
問
題
の
方
針
と
解
決
策
（
赤
嶺
一
男―

十
八
日
会
）
⑧
日
米
琉
技
術
委
員
会
に
対

す
る
援
助
問
題
の
提
案
（
森
田
孟
松―

社
大

党
）
⑨
泊―

安
謝
間
埋
め
立
て
後
の
港
湾
の

管
理
に
つ
い
て
（
金
城
吾
郎―

社
大
党
）
⑩

市
民
精
神
の
高
揚
（
友
利
栄
吉―

公
政
連
）

な
ど
で
当
局
の
見
解
を
質
し
た
。

こ
れ
に
対
し
当
局
側
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え

た
。

①
社
会
保
障
制
度
を
充
実
す
る
以
外
に
な
い

が
、
現
在
や
っ
て
い
る
こ
と
を
さ
ら
に
強
化

し
て
い
き
た
い
②
水
産
業
不
振
の
原
因
は
砂

糖
、
パ
イ
ン
の
よ
う
に
政
府
に
価
格
施
策
が

な
い
た
め
だ
と
思
う
。
価
格
施
策
は
ぜ
ひ
必

要
だ
。
大
衆
金
融
公
庫
の
ほ
か
に
商
業
中
金

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
③
あ
く
ま
で
地
元
銀

行
優
先
で
あ
り
、
そ
の
保
護
育
成
を
は
か
る

べ
き
だ
と
考
え
る
④
政
府
の
臨
時
土
地
調
査

部
が
調
査
を
進
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
待

っ
て
処
置
し
て
い
き
た
い
。
補
償
問
題
は
政

府
と
も
慎
重
に
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
⑤
委
員
会
制
度
は
残
す
べ
き
だ
と
考
え

る
⑥
資
本
と
経
営
の
分
離
の
原
則
に
し
た
が

っ
て
現
役
員
を
全
面
的
に
信
任
し
て
い
る
⑦

政
府
税
の
大
幅
委
譲
、
市
町
村
交
付
税
の
増

額
、
都
市
計
画
事
業
の
負
担
額
の
明
確
化
、
政

府
補
助
金
の
獲
得
な
ど
で
解
決
し
て
い
き
た

い
⑧
委
員
会
は
わ
れ
わ
れ
の
期
待
す
る
と
こ

ろ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
。
琉
球
政
府
の
対
米

姿
勢
で
は
大
し
た
期
待
は
も
て
な
い
だ
ろ
う
。

弁
務
官
府
に
直
接
訴
え
る
な
ど
方
策
を
考
え

た
い
⑨
石
垣
港
と
違
っ
て
母
体
と
な
る
埋
め

立
て
は
那
覇
市
が
や
る
の
で
港
湾
の
管
理
は

市
が
で
き
る
と
思
う
⑩
人
づ
く
り
の
理
念
は

教
育
基
本
法
に
は
っ
き
り
人
間
像
が
う
き
ぼ

り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
方
向
で
進
め
た

い
。
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
の
母
体
で
あ
る

と
思
う
。
（
五
時
四
十
五
分
散
会
）

　

な
お
十
日
は
午
前
十
時
開
会
、
議
案
の
上

程
、
質
疑
を
行
な
い
、
各
委
員
会
に
付
託
す

る
。年

額
五
㌦
を
支
給
／
那
覇
市
／ 

次
年
度
か
ら
敬
老
年
金
制
度 

を
実
施

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
４
・
６
・
11
〕

　

那
覇
市
で
は
六
五
年
度
か
ら
敬
老
年
金
制

度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

那
覇
市
議
会
経
済
民
生
委
員
会
（
久
場
景
善

委
員
長
）
は
、
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
委
員

会
を
ひ
ら
き
、
市
当
局
提
案
の
那
覇
市
敬
老

年
金
条
例
制
定
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

こ
の
敬
老
年
金
条
例
は
、
高
齢
者
に
対
し

て
敬
老
年
金
を
支
給
し
、
そ
の
長
寿
を
祝

い
、
敬
老
思
想
の
高
揚
を
は
か
り
、
高
齢
者

の
福
祉
増
進
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

条
例
案
で
は
、
資
格
者
は
①
那
覇
市
に
住

民
登
録
を
し
て
ひ
き
つ
づ
き
十
か
月
以
上
居

住
し
て
い
る
こ
と
②
九
月
十
五
日
現
在
、
満

八
十
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
③
支
給
日
の
期

間
は
受
給
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
資
格
を

失
な
っ
た
日
ま
で
、
年
金
の
額
は
五
㌦
。

受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
那
覇
市
に
居
住

し
な
く
な
っ
た
と
き
、
本
人
が
辞
退
し
た
と

き
、
そ
の
ほ
か
市
長
が
年
金
支
給
が
適
当
で

な
い
と
認
め
た
と
き
は
そ
の
資
格
を
失
な
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

那
覇
市
経
済
民
生
部
の
調
べ
で
は
、
八
十
五

歳
以
上
の
該
当
者
は
約
五
百
人
と
推
定
さ
れ
、

六
五
年
度
予
算
に
は
二
千
五
百
㌦
を
計
上
し

て
あ
る
。

　

経
民
委
員
会
で
は
初
年
度
の
ば
あ
い
、
期

間
が
短
い
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
知
ら
せ

る
か
、
年
齢
の
引
き
下
げ
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
年
金
額
の
増
減
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

か
わ
さ
れ
た
。
当
局
側
は
公
報
活
動
で
周
知

徹
底
を
は
か
り
た
い
、
年
齢
引
き
下
げ
や
額

の
増
減
に
つ
い
て
は
何
と
も
い
え
な
い
と
答

え
た
。

那
覇
市
の
八
百
万
㌦
予
算
を
さ 

ぐ
る
／
都
計
に
明
る
い
見
通 

し
／
自
己
財
源
、
大
幅
に
ふ

え
る
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那
覇
市
の
六
五
年
度
予
算
案
は
総
額
（
特

別
会
計
予
算
を
含
む
）
八
百
十
万
五
千
八
百



三
三
四

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
六
月

八
十
七
㌦
で
遂
に
八
百
万
㌦
の
大
台
を
突

破
、
マ
ン
モ
ス
予
算
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
内
訳
は
一
般
予
算
が
六
百
六
十
二
万
三

千
六
百
四
十
三
㌦
。
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
百
三
十
二
万
三
千
四
百
八
十
六
㌦
。
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算
十
五
万
八
千

七
百
五
十
八
㌦
と
な
っ
て
い
る
。

第
六
十
四
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
さ
る
五

日
開
会
し
た
が
、
初
日
は
西
銘
市
長
の
施
政

方
針
演
説
、
議
案
の
上
程
、
提
案
説
明
が
あ
っ

て
八
日
は
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑
、
九
日

は
一
般
質
問
、
十
一
日
か
ら
委
員
会
活
動
に

入
っ
た
。
西
銘
市
長
は
、
施
政
方
針
で
「
都

市
計
画
事
業
を
中
心
と
し
た
市
政
を
進
め
る

中
で
町
づ
く
り
の
体
制
、
市
民
精
神
の
高
揚
」

を
と
く
に
強
調
し
た
。

新
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
①
市
庁
舎

の
建
設
②
公
営
住
宅
の
建
設
③
不
良
住
宅
街

モ
デ
ル
地
区
の
整
備
④
保
育
所
の
建
設
⑤
道

路
、
河
川
の
整
備
⑥
区
画
整
理
事
業
の
促
進

⑦
衛
生
事
業
の
強
化
⑧
埋
め
立
て
事
業
の
促

進
⑨
公
園
建
設
事
業
の
促
進
…
重
点
的
に
と

り
あ
げ
て
い
る
。
六
五
年
度
の
マ
ン
モ
ス
予

算
案
を
ま
と
め
て
み
た
。

　

一
般
会
計

予
算
総
額
六
百
六
十
二
万
三
千
六
百
四
十
三

㌦
。
財
源
別
で
は
自
己
財
源
が
四
百
十
六
万

八
千
二
十
㌦
（
六
五
・
九
％
）
依
存
財
源
二

百
十
五
万
七
千
四
百
五
十
三
㌦
（
三
四
・
一

％
）

　

経
費
別
で
は
事
業
費
三
百
九
十
四
万
三
千

二
十
八
㌦
（
六
二
・
三
％
）
人
件
費
百
三
十

二
万
八
千
九
百
七
十
四
㌦
（
二
一
％
）
公
債

費
八
十
万
三
千
九
百
二
十
一
㌦
（
一
二
・
七

％
）
営
造
物
管
理
費
四
万
一
千
九
百
五
十
七

㌦
（
〇
・
七
％
）
物
件
そ
の
他
二
十
万
七
千

五
百
九
十
三
㌦
（
三
・
三
％
）
で
六
四
年
度

と
比
較
し
て
自
己
財
源
は
百
七
十
五
万
九
千

六
十
七
㌦
。
依
存
財
源
の
場
合
百
十
三
万

八
千
百
㌦
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
自
己
財
源

の
増
加
は
市
税
、
使
用
料
の
自
然
増
と
市
町

村
交
付
税
の
増
額
に
よ
る
も
の
。
臨
時
財
源

と
し
て
は
市
債
の
償
還
と
市
庁
舎
の
建
設
、

政
府
補
助
事
業
の
対
応
費
に
充
当
さ
れ
る
泊
、

安
謝
間
埋
め
立
て
地
処
分
収
入
と
庁
舎
建
設

積
み
立
て
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
金
な
ど
の
計

上
で
自
己
財
源
は
大
幅
に
の
び
て
い
る
。

依
存
財
源
も
市
営
、
公
営
住
宅
、
埋
め
立
て

事
業
な
ど
の
市
債
と
政
府
補
助
金
が
大
幅
に

増
額
さ
れ
た
こ
と
で
相
当
の
び
て
お
り
、
と

く
に
政
府
補
助
金
は
こ
れ
ま
で
の
建
設
費
だ

け
で
な
く
補
償
費
、
用
地
買
収
な
ど
に
も
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
ん
ご
の
都
市
計

画
事
業
を
推
進
す
る
た
め
明
る
い
見
通
し
が

つ
い
た
と
市
当
局
は
喜
ん
で
い
る
。

　

歳
入

市
税
総
額
は
百
二
十
七
万
一
千
三
百
四
十
九

㌦
計
上
し
て
い
る
が
、
前
年
度
に
比
べ

二
十
万
一
千
百
三
十
八
㌦
の
大
幅
増
、
ま

た
市
町
村
交
付
税
も
法
改
正
に
よ
っ
て

十
三
万
七
千
八
百
十
㌦
の
増
を
見
込
ん
で

二
十
四
万
七
千
八
百
十
一
㌦
を
計
上
し
て

い
る
。
公
営
企
業
お
よ
び
財
産
収
入
は

百
六
十
六
万
七
千
五
十
五
㌦
で
前
年
に
比
べ

百
十
一
万
三
千
二
百
九
十
㌦
の
大
幅
増
。

市
債
は
公
営
住
宅
、
市
営
住
宅
、
埋
め
立
て
事

業
債
な
ど
で
百
二
十
一
万
三
千
九
百
七
十
三

㌦
を
計
上
し
て
い
る
が
前
年
度
に
比
べ

五
十
五
万
二
千
百
八
十
三
㌦
の
増
。

　

歳
出

前
年
に
比
べ
人
件
費
は
十
七
万
六
千
六
百
六

十
一
㌦
、
事
業
費
は
二
百
二
十
四
万
九
千
六

百
三
十
㌦
と
そ
れ
ぞ
れ
ふ
え
て
い
る
。

　

土
木
事
業
費　

百
三
十
一
万
二
千
四
百
十

八
㌦
で
前
年
度
よ
り
九
十
四
万
六
千
七
百
七

十
七
㌦
の
増
。
道
路
維
持
は
タ
ー
ル
舗
装
に

重
を
お
き
、
改
修
は
真
和
志
三
号
点
線
の
改

修
な
ど
五
件
、
橋
梁
は
安
謝
中
央
橋
ほ
か
一

件
、
河
川
で
は
真
嘉
比
下
流
の
護
岸
工
事
を

予
定
し
て
い
る
。

泊―

安
謝
間
埋
め
立
て
工
事
は
継
続
し
て

七
万
八
千
五
百
四
十
平
方
㍍
の
宅
地
を
造
成

す
る
。

　

都
市
計
画
事
業　

交
通
難
緩
和
策
と
し
て

開
南
交
番
か
ら
平
和
橋
間
道
路
の
新
設
が
注

目
さ
れ
る
。
都
計
事
業
に
は
政
府
補
助
二
十

二
万
四
百
二
十
八
㌦
が
予
定
さ
れ
、
結
局
、
前

年
に
比
べ
二
十
一
万
二
千
四
百
九
十
四
㌦
の

大
幅
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

下
水
道
事
業　

六
四
年
度
で
民
政
府
補
助

二
十
五
万
㌦
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
予
算

削
減
で
コ
ザ
市
に
回
さ
れ
、
六
五
年
度
に
期

待
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
新
年
度
に

は
三
千
㌦
の
事
務
費
を
計
上
し
て
あ
る
だ
け

で
前
年
度
に
比
べ
一
万
三
百
八
十
二
㌦
の
減
。

　

社
会
、
労
働
施
設　

新
規
事
業
の
敬
老
年

金
制
度
の
採
用
（
満
八
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
に
年
額
五
㌦
で
六
五
年
度
は
約
二
千
五
百

㌦
）
そ
れ
に
与
儀
公
園
の
建
設
、
希
望
が

丘
、
識
名
霊
園
の
物
件
補
償
費
な
ど
の
公
園

建
設
費
と
し
て
十
四
万
九
千
五
百
七
十
四
㌦
、

住
宅
関
係
で
は
樋
川
の
市
営
住
宅
、
第
一
、
第

二
種
公
営
住
宅
の
二
百
八
十
戸
の
建
設
、
さ

ら
に
将
来
の
公
営
住
宅
用
地
確
保
の
た
め
の

用
地
購
入
費
、
継
続
事
業
の
小
禄
市
営
住
宅

と
公
営
住
宅
の
建
設
費
と
し
て
百
四
十
二
万

九
千
九
百
二
十
二
㌦
を
計
上
し
て
あ
る
。
松

川
、
重
民
、
当
蔵
に
保
育
所
も
新
設
す

る
。
労
働
関
係
で
は
、
職
業
訓
練
、
失
業
対

策
事
業
費
で
四
万
三
千
五
百
九
十
九
㌦
、
社

会
お
よ
び
労
働
施
設
関
係
総
額
で
百
七
十
四

万
一
千
五
百
四
十
八
㌦
で
前
年
度
に
比
べ
百

万
二
千
七
百
十
二
㌦
と
大
幅
増
。

　

保
健
衛
生
関
係　

市
民
か
ら
苦
情
の
た
え

な
い
ご
み
、
し
尿
処
理
を
一
段
と
強
化
す
る



三
三
五

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
六
月

計
画
で
あ
る
。
新
年
度
で
は
馬
車
で
の
ご
み

処
理
委
託
を
ト
ラ
ッ
ク
に
変
え
、
機
動
力
に

よ
る
清
掃
事
業
の
強
化
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

　

産
業
経
済
関
係　

商
工
、
観
光
事
業
、
助

成
、
農
水
、
畜
産
業
の
振
興
費
、
そ
れ
に
牧

志
、
東
、
辻
町
公
設
市
場
の
管
理
と
継
続
事

業
で
あ
る
小
禄
市
場
建
設
費
な
ど
で
十
二
万

九
百
六
十
八
㌦
、
前
年
度
よ
り
二
万
七
千
八

百
二
十
八
㌦
の
増
。

　

水
道
事
業

琉
球
水
道
公
社
の
全
琉
水
道
統
合
計
画
と
並

行
し
て
、
こ
れ
に
マ
ッ
チ
し
た
受
水
体
制
の

確
立
と
市
内
一
円
に
わ
た
る
配
水
管
の
新
設
、

改
良
工
事
さ
ら
に
配
水
系
統
の
大
別
…
…
を

基
本
計
画
と
し
て
新
年
度
予
算
は
編
成
さ
れ

て
い
る
。

水
道
料
金
は
水
道
財
政
の
根
幹
で
あ
り
、
新

年
度
で
は
漏
水
対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
不
良
メ
ー
タ
ー
を
全
面
的
に
取
り
替
え
、

財
源
を
確
保
す
る
方
針
で
あ
る
。

新
規
事
業
と
し
て
、
上
間
貯
水
槽
か
ら
受
水

体
制
の
確
立
で
こ
れ
が
完
成
す
る
と
将
来
の

配
水
系
統
は
泊
、
上
間
系
に
大
別
さ
れ
、
市

内
一
円
に
対
す
る
合
理
的
で
安
定
し
た
配
水

が
で
き
る
と
水
道
部
で
は
説
明
し
て
い
る
。

水
道
収
益
は
百
六
万
六
百
五
十
三
㌦
で
前
年

度
に
比
べ
十
九
万
七
百
十
九
㌦
の
増
。
安

謝
、
久
場
川
、
伊
佐
浜
の
三
か
所
に
ポ
ン
プ

場
を
新
設
し
、
与
儀
ポ
ン
プ
場
は
廃
止
す

る
。
受
水
、
配
水
な
ど
の
水
道
事
業
費
は
前

年
度
に
比
べ
十
七
万
六
千
㌦
増
で
八
十
三
万

三
千
四
十
八
㌦
を
計
上
。
ま
た
建
設
改
良
費

も
十
七
万
二
千
㌦
余
の
増
で
四
十
三
万
五
千

三
百
五
十
三
㌦
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
な
お

企
業
債
と
し
て
は
二
十
万
七
千
五
百
万
㌦
を

開
金
か
ら
借
り
入
れ
る
。

区
画
整
理
事
業

こ
れ
ま
で
継
続
事
業
で
進
め
て
き
た
美
栄
橋

地
区
、
第
一
地
区
の
区
画
整
理
は
、
最
終
的

業
務
で
あ
る
清
算
事
務
に
入
っ
て
お
り
、
新

年
度
で
は
清
算
金
の
徴
収
交
付
な
ら
び
に
換

地
処
分
の
認
可
申
請
を
実
施
す
る
。
替
費
地

処
分
収
入
三
万
四
千
五
百
万
㌦
、
清
算
金
収

入
九
万
六
千
二
百
七
十
六
㌦
、
政
府
補
助
金

一
万
二
千
㌦
な
ど
歳
入
財
源
。
歳
出
面
で
は

市
債
償
還
二
万
八
千
五
百
五
十
一
㌦
。
調
査

測
量
費
二
万
四
千
㌦
が
主
な
も
の
。
寄
宮
地

区
は
政
府
補
助
金
六
万
二
千
㌦
、
一
般
会
計

繰
り
入
れ
金
六
万
三
千
㌦
を
財
源
に
換
地

計
画
、
補
償
事
務
、
宅
地
造
成
、
道
路
排
水

路
、
建
物
移
転
工
事
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。

　

壺
川
地
区
は
六
三
、
六
四
年
度
で
基
礎
調

査
が
完
了
し
た
の
で
六
五
年
度
で
は
特
別
会

計
を
設
置
し
て
土
地
の
評
価
、
換
地
計
画
、
諸

権
利
の
調
査
、
基
地
移
転
、
物
件
補
償
、
工

事
委
託
な
ど
の
業
務
を
行
な
う
こ
と
に
し
て

い
る
。

複
雑
な
ポ
ン
プ
場
用
地
／
市
会 

へ
／
関
係
地
主
が
反
対
陳
情 
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那
覇
市
水
道
部
で
は
、
安
謝
ポ
ン
プ
場
設

置
に
と
も
な
い
ポ
ン
プ
場
用
地
九
百
三
十
三

平
方
㍍
の
買
収
を
計
画
、
第
六
十
四
回
市
議

会
に
提
案
、
建
設
委
員
会
（
平
良
真
次
郎
委

員
長
）
で
審
議
中
だ
が
関
係
地
主
か
ら
反
対

陳
情
が
あ
り
委
員
会
で
は
十
三
日
午
前
十
時

か
ら
安
謝
旧
ブ
タ
ノ
ー
ル
地
主
組
合
長
知
念

清
吉
氏
か
ら
参
考
意
見
を
聞
い
た
。

知
念
組
合
長
は
、
那
覇
市
の
ポ
ン
プ
場
設
置

計
画
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ブ
タ

ノ
ー
ル
工
場
跡
用
地
は
わ
れ
わ
れ
地
主
の
も

の
で
あ
り
、
係
争
中
で
あ
る
か
ら
借
地
す
る

な
り
、
そ
の
他
の
方
法
を
と
っ
て
ほ
し
い
と

の
べ
た
。
同
土
地
問
題
は
非
常
に
複
雑
の
要

素
を
も
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

知
念
組
合
長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
参
考
意
見

を
の
べ
た
。

①
昭
和
十
七
年
に
ブ
タ
ノ
ー
ル
工
場
用
地
と

し
て
収
用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
国
家
総
動
員

法
に
よ
る
収
用
で
売
却
し
た
も
の
で
は
な
い

②
当
時
、
地
価
の
五
〇
％
て
い
ど
の
金
を
地

主
が
受
け
取
っ
た
が
地
代
で
は
な
い
し
、
地

主
は
借
地
料
と
解
釈
し
て
い
る
③
国
家
総
動

員
法
で
収
用
さ
れ
た
も
の
で
も
目
的
が
終
わ

れ
ば
関
係
地
主
に
返
還
す
る
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
改
正
で
管
理
、
使

用
者
に
払
い
下
げ
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
そ
れ
で
〝
寿
屋
〟
は
買
い
取
っ
た
と
い

っ
て
い
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
売
っ
て
い

な
い
④
国
家
の
収
用
で
あ
っ
た
証
拠
と
し
て

第
三
海
軍
燃
料
工
場
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

従
業
員
は
徴
兵
、
徴
用
を
免
除
さ
れ
て
い
た

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
⑤
五
一
年
に
〝
寿
屋
〟

が
所
有
権
申
請
を
な
し
、
五
九
年
に
保
存
登

記
、
六
三
年
に
商
号
変
更
に
と
も
な
う
変
更

を
し
て
い
る
⑥
地
主
の
一
人
、
岸
本
〇
〇
氏

が
管
理
人
照
屋
〇
〇
氏
を
相
手
ど
っ
て
民
事

訴
訟
を
お
こ
し
て
い
る
が
、
勝
訴
の
確
信
が

あ
り
、
決
ま
り
次
第
、
全
地
主
も
一
括
提
訴

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
⑦
関
係
地
主
は
返
還

促
進
委
員
会
を
つ
く
っ
て
強
力
な
運
動
を
続

け
て
い
る
⑧
那
覇
市
が
買
収
を
計
画
し
て
い

る
土
地
は
、
比
嘉
〇
〇
氏
ほ
か
四
人
か
ら
赤

嶺
〇
〇
〇
氏
が
買
っ
た
土
地
だ
が
、
こ
れ
は

旧
ブ
タ
ノ
ー
ル
工
場
跡
の
土
地
を
サ
ン
ト
リ

ー
Ｋ
Ｋ
か
ら
譲
渡
の
形
式
で
所
有
権
の
回
復

を
は
か
っ
た
旧
地
主
の
共
有
土
地
で
あ
る
。

　

問
題
の
土
地
は
十
万
一
千
五
百
八
十
七

平
方
㍍
だ
が
、
比
嘉
〇
〇
氏
ほ
か
四
人
が

七
万
五
千
㌦
で
買
い
受
け
、
こ
れ
を
垣
花
氏

ら
に
三
・
三
平
方
㍍
（
一
坪
）
当
た
り
十
㌦
で

八
万
九
千
百
平
方
㍍
（
二
万
七
千
坪
）
で
売

却
、
六
千
六
百
平
方
㍍
は
仲
宗
根
氏
に
七
㌦

と
十
七
㌦
、
総
額
二
十
九
万
四
千
㌦
で
売
却

し
て
あ
る
と
い
う
。



三
三
六

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
六
月

　

建
設
委
員
会
で
は
、
十
五
日
あ
ら
た
め
て

審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

総
務
委
員
会
（
赤
嶺
一
男
委
員
長
）　

市
有

地
売
却
（
随
契
）
に
つ
い
て
審
議
、
多
数
決

で
当
局
案
を
承
認
、
可
決
し
た
。

　

経
済
民
生
委
員
会
（
久
場
景
善
委
員
長
）

保
育
所
管
理
条
例
を
当
局
案
ど
お
り
承
認
、

可
決
し
た

十
七
万
二
千
㌦
が
未
納
／
総
務 

委
／
土
地
売
却
問
題
を
追
及 
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那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
一
男
委

員
長
）
は
十
二
日
午
前
十
時
開
会
、
市
有
地

売
却
処
分
な
ど
十
二
議
案
に
つ
い
て
審
議
し

た
。

職
員
旅
費
、
特
殊
勤
務
手
当
て
、
期
末
手
当

て
支
給
条
例
の
一
部
改
正
、
旭
町
三
十
六
番

地
の
市
有
地
売
却
処
分
（
三
件
）
の
六
議
案

を
当
局
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

旭
町
埋
め
立
て
地
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

社
大
党
の
金
城
吾
郎
議
員
は
、
当
局
の
ズ

サ
ン
な
財
産
管
理
を
鋭
く
追
及
し
た
。

　

六
四
年
度
に
売
却
契
約
し
た
旭
町
埋

め
立
て
関
係
は
総
額
三
十
一
万
二
千
五

百
十
七
㌦
九
十
五
㌣
だ
が
、
契
約
期
限
は

と
う
に
切
れ
て
い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず

十
二
日
現
在
の
納
金
額
は
十
七
万
百
十

九
㌦
五
㌣
で
十
七
万
二
千
四
百
十
六
㌦

九
十
㌣
が
未
納
の
ま
ま
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ｋ
Ｋ
は
、
十
四
万
九
千

九
百
五
十
一
㌦
に
対
し
四
万
七
千
㌦
を

入
金
し
た
だ
け
で
七
〇
％
の
未
納
。
契
約

期
限
は
六
月
五
日
ま
で
。

　

沖
縄
バ
ス
は
五
万
七
千
百
六
十
三
㌦
七
十

㌣
の
う
ち
入
金
四
万
㌦
で
三
〇
％
の
未
納
、

期
限
は
三
月
三
十
一
日
だ
っ
た
が
市
当
局
は

期
限
切
れ
の
五
月
二
十
五
日
に
六
月
十
五
日

ま
で
契
約
を
更
新
し
て
い
る
。　

オ
キ
コ
は

三
万
二
千
二
百
八
十
四
㌦
二
十
㌣
の
う
ち

一
万
㌦
入
金
し
た
だ
け
で
七
〇
％
の
未
納
、

期
限
は
六
三
年
十
月
三
十
一
日
だ
が
ま
だ
契

約
を
更
新
し
て
い
な
い
。
金
城
吾
郎
議
員
は
、

こ
の
よ
う
な
当
局
の
ズ
サ
ン
な
財
産
管
理
を

指
摘
し
て
追
及
、
財
産
処
分
は
慎
重
に
審
議

す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
城
田
総
務
部
長
は
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
除
い
て
ほ
か
は
全
部
、
六
月
い
っ

ぱ
い
に
入
金
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
答
弁
し
た
。

旭
町
、
前
島
町
二
件
、
久
茂
地
、
首
里
崎
山
、

石
嶺
の
市
有
地
売
却
処
分
に
つ
い
て
は
十
三

日
再
審
議
、
当
局
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
し

た
。西

銘
市
長
の
脱
党
支
持
／
那
覇 

市
議
会
、
賛
意
を
表
す 

　
　
　

 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
４
・
６
・
16
〕

来
年
秋
の
那
覇
市
長
選
挙
を
前
に
西
銘
市
長

が
自
民
党
地
方
総
務
を
脱
党
し
た
こ
と
で
市

議
会
の
動
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
議
員

間
に
は
全
般
的
に
好
意
的
な
見
方
が
強
い
。

　

過
半
数
（
十
六
人
）を
し
め
る
与
党
の
十
八

日
会
は
市
長
の
脱
党
前
に
協
力
を
約
束
し
た

と
い
わ
れ
、
割
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
み

ら
れ
る
。
大
田
系
の
宮
里
敏
慶
氏
ら
も

「
個
人
的
に
は
大
田
主
席
に
同
情
す
る
が
、こ

と
こ
こ
に
い
た
っ
て
は
や
む
を
得
な
い
」
と

の
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
純
粋
無
所
属
の
高

良
議
長
や
無
所
属
の
五
議
員
も
賛
意
を
表
わ

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
も
っ
と
も
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い

た
公
政
連
も
「
こ
ん
ど
の
自
民
刷
新
派
の
態

度
は
世
論
の
反
映
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
こ

の
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
反
省
し
て
ほ
し

い
」
と
市
長
の
態
度
を
支
持
し
て
い
る
。

琉
球
航
空
の
免
許
処
理
／
会
期 

延
長
し
て
決
議
／
那
覇
市
会 

も
事
態
を
重
視 
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那
覇
市
議
会
は
、
十
九
日
午
後
四
時
か
ら

議
会
運
営
委
員
会
（
赤
嶺
慎
英
委
員
長
）
を

開
き
、
琉
球
航
空
問
題
の
ほ
か
、
軽
自
動
車

税
を
地
方
税
と
す
る
こ
と
、
主
席
公
選
決
議

問
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
結
果
、
会

期
を
二
日
間
延
長
し
、
二
十
六
日
の
本
会
議

で
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
決
議
す
る
方
針

を
決
め
た
。

那
覇
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
琉
球
航
空
部
は
、

エ
ア
・
ア
メ
リ
カ
社
の
進
出
、
さ
ら
に
Ｃ

Ａ
Ｔ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
解
約
で
完
全
に
翼

を
も
ぎ
と
ら
れ
た
か
っ
こ
う
で
、
那
覇
市

議
会
で
も
市
が
六
千
二
百
五
十
㌦
を
出

資
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
問
題
を
と

り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
議
運
委

で
は
那
覇
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ｋ
Ｋ
大
城

専
務
、
幸
喜
常
務
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
過

に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
。

　

両
氏
は
エ
ア
・
ア
メ
リ
カ
社
の
外
資
導
入

免
許
に
は
多
く
に
問
題
点
が
あ
る
と
次
の
よ

う
に
の
べ
た
。

①
六
一
年
八
月
一
日
に
琉
球
航
空
運
輸
Ｋ
Ｋ

（
儀
間
光
裕
社
長
）
を
吸
収
合
併
し
た
が
、こ

れ
は
将
来
の
自
主
運
航
に
そ
な
え
資
本
力
を

結
集
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
米
・
琉
両
政
府

の
指
導
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
②
六
一
年
三
月

十
五
日
付
け
で
航
空
路
権
の
申
請
を
行
な
い
、

米
本
国
か
ら
も
調
査
団
が
来
島
し
た
が
ま
だ

許
可
さ
れ
な
い
③
与
那
国
、
久
米
島
飛
行
場

の
整
備
に
伴
う
路
線
延
長
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
か
ら
整
備
員
の
増
員
を
申
し
出
た
の
で
、

そ
の
外
資
導
入
に
つ
い
て
は
那
覇
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
路
線

延
長
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
は
つ
い
て
い
た

④
と
こ
ろ
が
五
月
十
六
日
に
な
っ
て
Ｃ
Ａ
Ｔ

本
社
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
業
者
の
外
資
導
入
申



三
三
七

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
六
月

請
が
出
さ
れ
て
お
り
、
た
ち
打
ち
は
で
き
な

い
…
」
と
の
理
由
で
、
与
那
国
へ
の
路
線
延

長
を
待
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
書
簡
が
あ
っ
た

⑤
し
か
し
、
そ
の
書
簡
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ａ
Ｔ

支
店
長
、
米
民
政
府
ダ
ッ
ト
ソ
ン
氏
ら
も
知

ら
な
か
っ
た
⑥
エ
ア
・
ア
メ
リ
カ
社
が
運
航

す
る
機
種
、
機
数
、
運
賃
も
こ
れ
ま
で
と
変

わ
っ
て
い
な
い
し
、
外
資
導
入
を
認
め
た
理

由
が
わ
か
ら
な
い
⑦
正
・
副
主
席
に
会
っ
て

も
上
で
決
ま
っ
た
こ
と
な
の
で
ど
う
に
も
な

ら
な
か
っ
た
と
こ
た
え
て
い
た
。

那
覇
市
会
／
西
銘
市
長
苦
し
い 

答
弁
／
弁
務
官
へ
の
名
誉
称 

号
贈
呈
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那
覇
市
議
会
は
二
十
四
日
午
前
十
時
十
五

分
開
会
、
陳
情
案
件
を
審
議
し
た
。

日
程
に
は
い
る
前
、
赤
嶺
（
慎
英
）
議
員
か

ら
会
期
を
二
十
六
日
ま
で
延
長
す
る
緊
急
動

議
が
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

那
覇
市
職
労
か
ら
陳
情
の
あ
っ
た
キ
ャ
ラ

ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
の
名
誉
市
民
称
号
の
取

り
消
し
に
つ
い
て
与
・
野
党
が
激
し
く
対
立
、

議
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
が
採
決
の
結
果
、

十
九
対
七
（
三
欠
）
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

　

主
な
発
言
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

大
山
盛
幸
議
員
（
無
）　

西
銘
市
長
の
自
民

党
脱
党
は
米
施
政
と
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁

務
官
に
よ
る
直
接
統
治
に
対
す
る
不
満
か
ら

出
た
行
動
と
思
う
。
さ
る
六
月
四
日
に
高
等

弁
務
官
室
で
市
民
称
号
を
贈
っ
た
が
、
市
民

の
非
難
を
か
っ
て
い
る
。
政
情
不
安
の
メ
ー

カ
ー
は
米
民
政
府
で
あ
り
そ
の
社
長
は
キ
ャ

ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
で
あ
る
の
は
市
長
も

よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
こ
う
い
っ
た
市

長
の
前
後
の
政
治
行
動
に
む
じ
ゅ
ん
を
感
ず

る
。

　

西
銘
市
長　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官

の
業
績
に
対
す
る
評
価
に
変
わ
り
は
な
い
。

自
民
党
脱
党
は
私
の
日
ご
ろ
の
信
念
に
も
と

づ
く
行
動
で
あ
り
、
あ
れ
は
あ
れ
、
こ
れ
は

こ
れ
で
あ
る
。

　

大
山
議
員　

公
の
場
で
盛
大
に
や
っ
て
ほ

し
い
、
と
議
会
と
し
て
要
望
し
て
あ
っ
た

が
、
市
長
は
高
等
弁
務
官
室
で
こ
っ
そ
り
贈

っ
た
。
議
会
無
視
で
あ
る
。

　

西
銘
市
長　

議
会
を
無
視
す
る
考
え
は
な

い
。
政
情
不
安
の
中
で
思
わ
ざ
る
不
慮
の
事

故
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
思
っ
た
か

ら
だ
。

　

大
山
議
員　

そ
の
日
、
古
堅
助
役
と
は
午

後
二
時
す
ぎ
ま
で
議
会
運
営
で
話
し
合
っ
た

が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
言
も
な

か
っ
た
。
な
ぜ
市
民
代
表
で
あ
る
議
長
を
案

内
し
な
か
っ
た
か
。

　

西
銘
市
長　

ひ
と
言
の
了
解
を
え
な
か
っ

た
の
を
残
念
に
思
う
。
諸
般
の
情
勢
か
ら
止

む
を
得
な
か
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
討
論
に
入
っ
た
が
、
辺
野
喜
英

興
議
員
は
、
三
月
議
会
で
賛
成
多
数
で
決
議

し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
尊
重
し
た
い
。
そ

の
後
の
情
勢
の
変
動
は
な
い
。
那
覇
名
誉
市

民
条
例
か
ら
も
取
り
消
し
の
理
由
は
見
出
せ

な
い
、
と
反
対
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
金
城
吾
郎
議
員
は
（
社
大
党
）

は
「
条
例
に
は
功
績
が
大
き
く
市
民
が
尊
敬

で
き
る
人
に
贈
る
の
が
条
件
に
な
っ
て
い
る

が
、
果
た
し
て
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官

は
市
民
の
尊
敬
を
得
て
い
る
か
ど
う
か
疑
わ

し
い
。
こ
れ
は
政
治
の
基
本
に
つ
な
が
る
問

題
で
あ
り
、
見
解
の
相
違
で
か
ん
た
ん
に
片

づ
け
る
と
将
来
に
汚
点
を
残
す
。
三
月
議
会

後
の
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
西
銘

市
長
が
自
民
党
を
脱
党
し
、
大
田
主
席
が
辞

表
を
提
出
し
た
の
は
、
ど
こ
に
原
因
が
あ
る

か
そ
れ
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
も
し
キ
ャ

ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
に
名
誉
市
民
称
号
を

贈
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
は
成
功
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
高
等
弁
務
官
が

援
助
金
を
沢
山
出
せ
ば
名
誉
市
民
に
な
れ
る

と
い
う
前
例
を
残
す
こ
と
に
も
な
る
。
そ
う

な
れ
ば
南
連
所
長
、
総
務
長
官
に
も
贈
る
べ

き
だ
ろ
う
」
と
取
り
消
し
に
つ
い
て
の
賛
成

討
論
を
行
な
っ
た
。

主
席
公
選
を
要
請
／
那
覇
市
会 

／
全
会
一

致
で
議
決 
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那
覇
市
議
会
は
、
二
十
四
日
午
後
一
時

三
十
分
再
開
、
直
ち
に
議
会
運
営
委
員
会
を

開
い
て
主
席
公
選
要
請
決
議
を
上
程
す
る
こ

と
を
決
め
、
全
会
一
致
で
別
項
の
決
議
を
採

択
し
た
。
提
案
者
は
全
議
員
、
文
案
起
草
者

の
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
党
）
が
提
案
理
由

を
説
明
、
討
論
な
し
、
全
会
一
致
で
決
議
し

た
。決

議
文
の
あ
て
先
は
米
大
統
領
、
上
・
下

両
院
議
長
、
国
務
、
国
防
長
官
、
高
等
弁

務
官
、
本
土
関
係
の
総
理
大
臣
、
衆
・
参

両
院
議
長
、
総
務
長
官
、
各
政
党
沖
縄
対

策
委
員
長
あ
て
に
主
席
公
選
の
実
現
に

つ
い
て
の
協
力
要
請
書
も
添
え
て
送
付

す
る
。

　

主
席
公
選
に
関
す
る
要
請
決
議

　

沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
植
民
地
支
配

下
に
あ
る
こ
と
十
九
年
、
そ
の
間
政
治
の

基
本
を
祖
国
復
帰
の
実
現
に
お
き
、
自
治
の

拡
大
を
要
求
し
続
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

人
民
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め
の
政
治
は
、

民
主
主
義
政
治
の
基
本
で
あ
り
、
特
定
の
国

や
地
域
の
み
の
も
の
で
は
な
い
。
国
連
憲
章

も
そ
の
地
域
住
民
の
政
治
的
願
望
を
み
た
す

べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
沖
縄
が
そ
の

例
外
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
一
九
五
〇
年
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六
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ア
メ
リ
カ
は
、
軍
事
占
領
下
の
沖
縄
に
お
い

て
群
島
政
府
知
事
を
は
じ
め
議
員
を
公
選
せ

し
め
、
わ
れ
わ
れ
に
自
治
の
前
進
を
期
待
さ

せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
五
二
年
琉
球
政

府
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
行
政
主
席
の
公
選

を
廃
し
、
過
渡
的
な
措
置
と
し
て
任
命
制
度

を
と
り
、
さ
ら
に
一
九
五
七
年
大
統
領
行
政

命
令
に
よ
っ
て
公
選
制
度
は
完
全
に
否
定
さ

れ
、
現
在
の
立
法
院
の
指
名
に
も
と
づ
く
任

命
制
度
と
な
り
、
自
治
は
大
き
く
後
退
し
県

民
の
批
判
を
買
っ
た
。
そ
の
結
果
、
権
力
追

従
を
助
長
し
、
地
方
自
治
体
の
中
央
隷
属
化

を
強
め
、
つ
い
に
昨
年
三
月
に
は
高
等
弁
務

官
が
自
治
権
神
話
論
の
演
説
を
す
る
ま
で
に

発
展
し
、
弁
務
官
の
直
接
支
配
が
露
骨
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
県
民
の
強
い
反
対
や
自
治
権

獲
得
の
要
求
に
は
目
を
向
け
ず
書
簡
や
布
令

の
乱
発
に
よ
る
高
等
弁
務
官
の
専
制
支
配
は

ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
、
金
融
経
済
界
へ
の
直

接
介
入
に
よ
る
経
済
的
植
民
地
化
の
傾
向
と

相
ま
っ
て
沖
縄
の
自
治
権
は
完
全
に
否
定
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
施
政
は
国
連
憲

章
に
違
背
し
、
国
際
正
義
に
反
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
県
民
の
不
満
と
憤
り

は
さ
ら
に
強
い
復
帰
要
請
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

立
法
院
を
め
ぐ
る
沖
縄
の
政
情
も
正
に
不
安

混
と
ん
を
極
め
、
つ
い
に
与
党
自
民
党
の
分

裂
を
招
来
し
、
大
田
任
命
主
席
も
辞
表
を
提

出
す
る
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
こ
の
事
実

は
主
席
任
命
を
中
心
と
す
る
自
治
権
の
否
定

か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
沖
縄
の
政
治
制
度

に
基
本
的
な
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
と
同
時
に
県
民
の
強
い
要
求
の
前

に
は
い
か
な
る
権
力
も
作
用
で
き
な
い
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
施
政
権
者
ア
メ
リ

カ
は
こ
の
事
態
を
正
し
く
認
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
那
覇
市
議
会
は
「
い
か
な
る
善

政
も
自
治
に
は
お
よ
ば
な
い
」
と
い
う
至
上

な
原
理
と
那
覇
市
民
の
総
意
に
基
づ
き
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
が
速
や
か
に
政
府
命
令

に
規
定
す
る
行
政
主
席
の
指
名
制
、
任
命
制

を
廃
止
し
、
公
選
を
実
施
す
る
よ
う
強
く
要

求
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

エ
ア
・
ア
メ
リ
カ
の
進
出
を
阻 

止
／
外
資
免
許
の
撤
回
を
／ 

那
覇
市
会
／
全
会
一
致
で
決

議
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那
覇
市
議
会
は
、
二
十
六
日
の
本
会
議
に

「
沖
縄
の
航
空
事
業
に
か
ん
す
る
要
求
決
議
」

案
を
上
程
、
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

外
資
導
入
審
議
会
の
許
可
で
エ
ア
・
ア
メ

リ
カ
社
が
進
出
し
て
き
た
こ
と
は
、
単
に
一

企
業
の
問
題
で
な
く
、
沖
縄
の
産
業
、
経
済

に
影
響
が
あ
る
と
し
て
市
議
会
で
と
り
あ
げ
、

関
係
者
の
意
見
も
聞
い
た
う
え
で
金
城
吾
郎

議
員
（
社
大
党
）
が
草
案
、
全
議
員
提
案
の

形
で
本
会
議
に
上
程
し
た
も
の
で
、
エ
ア
・

ア
メ
リ
カ
の
外
資
導
入
許
可
を
即
時
撤
回
し

て
沖
縄
の
航
空
業
者
に
航
空
権
を
与
え
る
よ

う
強
く
要
求
し
て
い
る
。

　

あ
て
先
は
米
大
統
領
、
上
・
下
両
院
議

長
、
国
務
、
攻
防
長
官
、
日
本
政
府
総
理
大

臣
、
衆
・
参
両
院
議
長
、
総
務
長
官
、
各
党

沖
縄
対
策
委
員
長
、
行
政
主
席
、
立
法
院
議

長
、
外
資
導
入
審
議
会
。

　

決
議　

行
政
主
席
の
外
資
導
入
許
可
に
よ

る
エ
ア
・
ア
メ
リ
カ
社
の
沖
縄
進
出
は
単
に

一
企
業
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
沖
縄
の
産
業
、

経
済
に
及
ぼ
す
影
響
大
な
る
も
の
が
あ
り
、

外
資
導
入
の
あ
り
方
に
も
基
本
的
欠
陥
が
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

外
国
人
投
資
に
つ
い
て
の
布
令
十
一
号
に

は
「
琉
球
住
民
の
適
切
な
生
活
水
準
を
維
持

す
る
た
め
の
健
全
か
つ
活
気
あ
る
経
済
を
発

展
せ
し
め
る
」
と
い
う
こ
と
が
う
た
わ
れ
て

い
る
。
一
九
六
〇
年
九
月
米
民
政
府
は
「
琉

球
列
島
内
で
の
航
空
事
業
を
営
も
う
と
す
る

非
琉
球
人
航
空
事
業
者
の
介
入
を
排
除
す
る

適
当
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
思
料
す

る
」
と
の
書
簡
を
琉
球
政
府
に
お
く
り
、
沖

縄
業
者
の
育
成
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

ま
た
琉
球
政
府
は
航
空
事
業
の
発
展
、
助

長
の
た
め
の
航
空
行
政
策
を
強
力
に
推
進
し

て
き
て
お
り
、「
沖
縄
に
お
け
る
航
空
事
業
を

沖
縄
自
体
の
資
本
と
技
術
に
よ
り
自
主
運
航

せ
し
め
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
し
て
地
元
業

者
の
助
成
策
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

一
方
、
沖
縄
の
航
空
業
者
は
一
九
五
六
年

以
来
航
空
権
の
獲
得
に
よ
る
自
主
運
航
を
め

ざ
し
て
努
力
を
続
け
、
チ
ャ
ー
タ
ー
運
航
に

当
た
っ
て
多
く
の
困
難
と
隘
路
を
打
開
し
て

県
民
の
利
便
を
は
か
り
、
経
済
発
展
に
寄
与

し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
今
回
正
規
の
外
資
導
入
審
議

会
も
開
か
ず
、
ま
た
航
空
事
業
関
係
者
の
意

見
も
徴
す
る
こ
と
も
な
く
一
方
的
に
許
可
を

与
え
た
こ
と
は
、
そ
の
背
後
に
大
き
な
権
力

の
作
用
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
沖
縄
の
航
空
事
業
の

基
盤
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
り
、

権
力
と
結
託
し
た
悪
質
な
外
資
の
実
体
を
自

ら
暴
露
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
外
資
導
入
の
許
可
は
沖
縄
の
経
済
的
植

民
地
化
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
を
意
味
し
、

県
民
の
断
じ
て
許
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
那
覇
市
議
会
は
琉
球
政
府
並
び
に
米

民
政
府
が
今
回
の
外
資
導
入
許
可
を
速
や
か

に
撤
回
し
、
沖
縄
の
航
空
業
者
に
航
空
権
を

与
え
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
自
主

的
な
航
空
事
業
を
運
営
さ
せ
る
よ
う
強
く
要
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す
る
。

敷
地
返
還
を
要
求
／
牧
志
公
設 

市
場
／
会
社
組
織
の
計
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那
覇
市
樋
川
〇
〇
番
地
上
岡
〇
〇
〇
さ
ん
は
、

こ
の
ほ
ど
西
銘
那
覇
市
長
、
高
良
・
大
山
正

副
議
長
に
対
し
、
同
氏
所
有
の
牧
志
公
設
市

場
用
地
三
千
百
六
十
三
平
方
㍍
は
、
六
五
年

六
月
三
十
日
で
割
り
当
て
土
地
臨
時
措
置
法

が
期
限
切
れ
と
な
る
の
で
返
還
し
て
も
ら
い

た
い
と
通
告
し
た
。
正
式
に
返
還
通
告
が
あ

っ
た
の
は
こ
ん
ど
が
は
じ
め
て
。
市
当
局
で

は
、
さ
っ
そ
く
地
主
と
話
し
合
い
を
進
め
る

意
向
で
あ
る
。
牧
志
公
設
市
場
連
合
会
で
は

市
当
局
に
よ
る
改
築
を
切
望
し
て
い
る
の
に

対
し
、
地
主
の
上
岡
さ
ん
は
株
式
会
社
組
織

で
五
階
建
て
ビ
ル
を
建
築
、
一
階
は
現
在
の

店
に
従
来
の
条
件
で
貸
し
た
い
と
の
方
針
で

臨
ん
で
お
り
、
市
当
局
の
対
地
主
折
衝
が
注

目
さ
れ
る
。

　

地
主
の
上
岡
さ
ん
は
「
那
覇
市
は
急
速
な

発
展
を
と
げ
て
い
る
が
、
牧
志
公
設
市
場
だ

け
が
旧
態
依
然
と
し
て
バ
ラ
ッ
ク
の
残
が
い

を
さ
ら
け
出
し
、
都
市
の
美
観
を
そ
こ
ね
、
ま

た
非
衛
生
的
で
市
民
は
そ
の
早
期
改
築
を
強

く
の
ぞ
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
市
当
局
は
具

体
的
計
画
も
な
く
、
地
主
の
陳
情
に
対
す
る

回
答
も
な
い
。
そ
れ
で
志
を
一
つ
に
す
る
も

の
が
集
ま
っ
て
全
市
民
の
福
祉
繁
栄
の
た
め

計
画
を
推
進
し
、
公
設
市
場
の
現
使
用
者
の

店
主
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
利
益
に
寄
与
す

る
た
め
計
画
を
進
め
た
い
の
で
大
局
的
立
ち

場
か
ら
用
地
を
返
還
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

通
告
し
て
い
る
。

上
岡
氏
の
関
係
者
前
大
さ
ん
の
話
に
よ

る
と
、
五
十
万
㌦
の
資
金
で
衣
料
市
場
跡

に
五
階
建
て
の
「
平
和
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
（
仮
称
）
を
建
設
す
る
計
画
で

あ
る
。
一
階
は
現
在
使
用
し
て
い
る
店
主

に
従
来
の
条
件
で
使
用
さ
せ
、
二
、
三
、
四

階
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
方
式
で
一
般
希
望
者

に
貸
す
、
五
階
は
ホ
ー
ル
に
す
る
が
、
ビ

ル
内
に
は
無
料
法
律
、
経
営
相
談
所
、
託

児
所
、
娯
楽
施
設
な
ど
を
完
備
、
ま
た
沖

縄
で
は
じ
め
て
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も

考
え
て
い
る
と
い
う
。
希
望
が
丘
公
園
が

完
成
す
れ
ば
陸
橋
で
結
ぶ
構
想
も
あ
る

よ
う
だ
。　

　

西
市
場
（
食
料
市
場
）
は
市
が
近
く
改
築

す
る
計
画
だ
が
、
東
市
場
（
衣
料
、
雑
貨
市

場
）
の
改
築
計
画
は
ま
だ
具
体
化
し
て
い
な

い
。

牧
志
公
設
市
場
用
地
の
明
け
渡
し
通
告
に
つ

い
て
関
係
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

地
主
上
岡
〇
〇
〇
氏
の
話　

会
社
組
織
に

し
て
衛
生
的
な
モ
デ
ル
市
場
を
つ
く
り
、
土

地
を
有
効
に
活
用
し
た
い
。
具
体
的
計
画
は

で
き
て
い
る
が
公
表
の
段
階
で
は
な
い
の
で

い
え
な
い
。
近
く
市
当
局
と
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。
食
料
市
場
は
市
民

生
活
と
直
接
つ
な
が
る
の
で
市
直
営
で
も
い

い
が
、
衣
料
市
場
は
む
し
ろ
市
直
営
よ
り
は

会
社
組
織
に
も
っ
て
い
っ
た
方
が
い
い
。
ビ

ル
建
設
後
も
現
在
の
店
主
は
従
来
ど
お
り
営

業
し
て
も
ら
う
方
針
で
あ
る
。

　

牧
志
公
設
市
場
連
合
会
我
那
覇
副
会
長
の

話　

市
当
局
で
早
急
に
改
築
し
て
従
来
ど
お

り
わ
れ
わ
れ
に
貸
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
基

本
線
に
変
わ
り
は
な
い
。
市
長
と
も
じ
ゅ
う

ぶ
ん
話
し
合
い
、
全
業
者
が
現
在
ど
お
り
営

業
で
き
る
よ
う
強
く
要
望
し
た
い
。

　

西
銘
那
覇
市
長
の
話　

牧
志
公
設
市
場
連

合
会
か
ら
は
、
市
当
局
で
改
築
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
り
、
ま
た
地
主
か
ら
は
返
還

の
要
望
が
あ
る
の
で
、
双
方
の
要
望
を
ど
う

調
整
す
る
か
が
問
題
で
あ
り
、
検
討
を
進
め

て
い
る
。
近
く
地
主
と
の
話
し
合
い
を
も
っ

て
解
決
策
を
見
出
し
た
い
。

　〝
大
那
覇
市
構
想
〟
実
現
へ
／ 

市
議
会
で
強
力
推
進
／
七
カ 

市
町
村
を
合
併
／
近
く
合
同 

協
議
会
開
く 
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七
カ
市
町
村
を
含
む
「
大
那
覇
市
構
想
」

を
実
現
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
那
覇
市

議
会
を
中
心
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
さ
き
に
公
表
さ
れ
た
那
覇
市
の
新

都
市
計
画
案
を
き
っ
か
け
に
起
こ
っ
た

も
の
で
、
那
覇
市
議
会
で
は
、
七
カ
市
町

村
議
会
の
代
表
に
よ
る
合
同
協
議
会
を

近
く
開
く
計
画
を
し
て
い
る
。

こ
の
七
市
町
村
は
、
那
覇
市
、
与
那
原
町
、
豊

見
城
村
、
南
風
原
村
、
浦
添
村
、
西
原

村
、
大
里
村
。
こ
の
七
市
町
村
は
こ
ん
ど
で

き
た
那
覇
市
の
新
都
市
計
画
案
で
も
将
来
の

広
域
地
域
と
し
て
、
合
併
対
象
に
な
っ
て
い

る
。那

覇
市
議
会
で
は
以
前
か
ら
広
域
都
市

へ
の
脱
皮
を
は
か
ら
な
い
限
り
ふ
く
れ

上
が
る
都
市
に
対
処
で
き
な
い
と
し
て

こ
の
三
月
議
会
で
合
併
促
進
研
究
委
員

会
を
つ
く
っ
て
検
討
を
進
め
て
い
た
が
、

こ
ん
ど
の
都
市
計
画
練
り
直
し
で
専
門

的
裏
付
け
も
で
き
た
と
し
て
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
与
那
原
町
議
会
も
推
進
委
員
会
を
つ
く

っ
て
積
極
的
に
動
い
て
い
る
ほ
か
南
風
原
、

西
原
村
で
も
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
消
極
的
だ
っ
た
豊
見
城
村
や
浦
添

村
あ
た
り
で
も
地
理
的
に
み
て
合
併
は
避
け

ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
、
那
覇
市
議
会
で
は
こ
の
際
各
町
村

と
も
話
し
合
っ
て
合
併
を
実
現
さ
せ
る
方
針
。

政
府
で
市
町
村
合
併
促
進
法
が
で
き
た



三
四
〇

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
七
月

の
は
五
六
年
、
六
〇
年
三
月
に
は
全
琉

十
四
ブ
ロ
ッ
ク
の
合
併
計
画
を
立
て
た

が
順
調
に
運
ん
で
い
な
い
。
こ
ん
ど
の
合

併
機
運
の
盛
り
上
が
り
に
は
政
府
も
喜

ん
で
お
り
、
内
務
局
地
方
課
で
は
資
料
や

資
金
面
の
援
助
な
ど
で
き
る
だ
け
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
た
い
と
い
っ
て
い
る
。

　

那
覇
市
議
会
高
良
議
長
の
話　

三
月
議
会

に
都
市
合
併
促
進
研
究
委
員
会
を
つ
く
っ
て

検
討
を
進
め
て
い
た
が
、
都
計
の
修
正
案
で

も
広
域
都
市
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
こ
の
機

会
に
強
力
に
進
め
た
い
。
各
町
村
で
も
那
覇

市
へ
の
合
併
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で

近
い
う
ち
に
合
同
協
議
会
を
開
い
て
話
し
合

う
つ
も
り
だ
。

話
の
卵
／
大
那
覇
市
構
想
の
未 

来
図
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那
覇
市
が
浦
添
、
西
原
、
与
那
原
、
南
風
原
、

大
里
、
豊
見
城
を
含
む
七
カ
町
村
を
合
併
し

た
大
那
覇
市
構
想
の
実
現
に
動
き
だ
し
、
那

覇
市
議
会
が
中
心
に
な
っ
て
近
く
七
カ
市
町

村
の
合
同
協
議
会
を
開
く
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
、
那
覇
市
に
隣
接
す
る
こ
れ
ら
の
町
村

が
実
際
の
暮
ら
し
の
上
で
は
、
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
日
も
早
く
合
併

を
実
現
し
た
ほ
う
が
市
民
の
暮
ら
し
は
向
上

し
よ
う
。

　

旧
那
覇
市
が
首
里
、
真
和
志
、
小
禄
を
合
併

し
て
か
ら
那
覇
市
の
住
民
が
二
十
二
、
三
万

に
ふ
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
首

里
、
真
和
志
、
小
禄
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

の
生
活
が
い
ち
じ
る
し
く
向
上
し
た
こ
と
は
、

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
認
め
て

い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
合
併
の
も
た
ら
す
利

益
と
い
え
よ
う
。

　

那
覇
市
が
浦
添
、
西
原
、
与
那
原
、
南
風
原
、

大
里
、
豊
見
城
を
合
併
し
た
と
き
、
ま
っ
さ

き
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
道
路
、

水
道
な
ど
市
民
の
生
活
に
つ
な
が
る
問
題
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
七
カ
市
町
村
に
電
灯
の
ゆ

き
わ
た
ら
な
い
地
域
は
な
い
が
、
水
道
な
ど

は
那
覇
市
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
広
い
範
囲
に
わ
た
る
田
園
地
域
の

都
市
計
画
は
膨
大
な
予
算
と
長
い
時
間
を
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

那
覇
市
は
現
在
の
二
十
二
、
三
万
の
人
口

の
水
道
も
ま
か
な
い
き
れ
な
い
上
水
道
し
か

も
っ
て
い
な
い
が
、
七
カ
市
町
村
が
合
併
す

れ
ば
ざ
っ
と
見
つ
も
っ
て
も
人
口
三
十
万
の

都
市
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
人
間
が
等
し
く

文
化
生
活
を
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
那
覇

市
の
よ
う
な
ゆ
き
あ
た
り
ば
っ
た
り
の
市
政

で
は
、
か
え
っ
て
合
併
し
た
た
め
に
市
民
に

不
自
由
や
不
便
を
与
え
る
結
果
に
な
り
か
ね

な
い
。

　

首
里
、
真
和
志
、
小
禄
と
旧
那
覇
市
が
合

併
し
た
と
き
は
、
半
ば
都
市
的
な
形
態
を
も

っ
て
い
た
二
市
一
村
で
昔
か
ら
隣
接
市
村
と

し
て
つ
な
が
り
も
深
か
っ
た
か
ら
、
合
併
後

の
経
営
も
順
調
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
そ
れ

で
も
水
道
、
道
路
な
ど
で
市
民
の
苦
情
は
絶

え
な
い
実
情
に
あ
り
、
七
カ
市
町
村
が
合
併

し
た
あ
か
つ
き
に
は
点
在
す
る
農
家
、
未
開

発
の
山
地
や
田
畑
が
市
政
の
難
点
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

合
併
す
る
に
し
て
も
そ
う
い
う
地
域
の
条

件
を
住
民
各
自
が
自
覚
し
て
逐
年
市
民
の
生

活
を
向
上
し
て
い
く
こ
と
を
承
諾
し
て
も
ら

う
納
得
づ
く
の
上
で
な
け
れ
ば
、
合
併
後
に

し
こ
り
を
残
し
か
ね
な
い
だ
ろ
う
。
合
併
は

遅
か
れ
早
か
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

各
市
町
村
議
会
や
住
民
と
じ
っ
く
り
話
し
あ

い
、
そ
の
上
で
綿
密
な
計
画
を
立
て
て
合
併

実
現
へ
努
力
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蚊
）

｜
社　

説
｜

新
時
代
に
応
ず
る
市
場
の
改
造

計
画
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市
民
の
念
願
で
あ
っ
た
ガ
ー
ブ
川
の
改
修

工
事
が
完
成
し
、
ス
マ
ー
ト
な
水
上
店
舗
も

店
開
き
し
た
。
両
側
に
公
設
市
場
を
は
さ
ん

で
、
地
の
利
を
え
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
面
目
を
施
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
ん
ど
は

那
覇
市
を
中
心
と
し
て
一
帯
の
改
造
計
画
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
早
く
も
市
民
の
関
心
と
期

待
を
集
め
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
東
西
の
公
設
市
場
と
商
店
街

を
含
め
て
、
三
階
な
い
し
五
階
建
て
の
総
合

ビ
ル
を
建
築
し
、
都
心
部
に
ふ
さ
わ
し
い
近

代
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
と
の
プ
ラ

ン
で
あ
る
。
関
係
者
の
間
で
基
本
的
な
話
し

合
い
が
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
八
、
九
分

ど
お
り
実
現
し
た
の
も
同
然
で
あ
ろ
う
。
商

店
街
の
改
造
は
、
水
上
店
舗
の
例
か
ら
み
て

も
い
ろ
い
ろ
む
ず
か
し
い
問
題
が
多
い
。
土

地
所
有
権
の
問
題
か
ら
営
業
の
権
利
、
立
ち

の
き
補
償
な
ど
、
直
接
、
生
活
に
響
く
と
こ

ろ
が
大
き
い
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
利
害
関
係

を
調
整
す
る
の
は
な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
は

な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
母
体
で
話
し

合
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
都
計
と
個
々
の
発
展

と
い
う
両
面
か
ら
積
極
的
に
賛
意
を
表
明
し

て
い
る
よ
う
で
、
ガ
ー
ブ
川
の
改
修
に
よ
り

よ
う
や
く
機
能
が
盛
り
上
が
っ
た
か
っ
こ
う

だ
。
関
係
者
の
間
で
進
め
つ
つ
あ
る
改
造
事

業
は
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
い
ず
れ
は
手
を
つ

け
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
個
人
の
利

害
に
と
ら
わ
れ
ず
、
大
局
的
な
見
地
か
ら
協

力
し
あ
っ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

現
在
の
公
設
市
場
い
っ
た
い
を
見
る
と
、

建
物
は
す
で
に
寿
命
に
達
し
て
お
り
、
第
一
、



三
四
一

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
八
月

明
る
く
衛
生
的
な
市
場
の
形
態
を
な
し
て
い

な
い
。
二
十
五
万
人
の
市
民
を
よ
う
す
る
都

市
の
買
い
物
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
余
り
に

お
そ
ま
つ
す
ぎ
る
し
、
時
代
に
取
り
の
こ
さ

れ
た
感
じ
を
免
れ
な
い
わ
け
だ
。
市
民
の
足

を
吸
い
つ
け
、
購
買
欲
を
そ
そ
る
に
は
ま
ず

も
っ
て
施
設
と
環
境
の
整
備
が
先
決
で
、
そ

こ
に
発
展
の
活
路
を
見
出
す
ほ
か
は
な
い
。

　

市
当
局
を
は
じ
め
業
者
、
地
主
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
大
が
か
り
な
事
業
計
画
に
乗
り

出
し
た
の
も
、
こ
う
い
っ
た
反
省
と
将
来
へ

の
意
欲
を
燃
や
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
観

光
客
の
来
島
も
年
々
ふ
え
る
い
っ
ぽ
う
だ
が
、

こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
国
際
大
通
り
の
商
店
街

に
吸
収
さ
れ
た
格
好
だ
。
市
場
の
立
地
条
件

も
も
と
よ
り
だ
が
、
流
通
革
命
の
波
が
押
し

よ
せ
て
き
た
今
日
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
新

し
い
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
要
求
さ

れ
る
。
い
つ
ま
で
も
〝
マ
チ
小
商
売
〟
で
は

や
っ
て
い
け
な
い
。　
　
　
　

初
の
市
営
保
育
所
／
重
民
町
に 

完
成
、
50
人
を
収
容 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
４
・
８
・
９
〕

　

那
覇
市
重
民
町
に
完
成
し
た
重
民
町
保
育

所
の
開
所
式
が
、
八
日
午
後
二
時
半
か
ら
古

堅
、
新
垣
助
役
を
は
じ
め
保
護
者
多
数
が
出

席
し
て
開
か
れ
た
。

同
保
育
所
は
市
営
第
一
号
で
総
工
費
一
万
四

千
八
百
七
十
㌦
（
う
ち
七
五
％
は
日
本
政
府

援
助
）
で
丸
平
組
（
平
良
保
男
代
表
）
が
四

月
十
八
日
着
工
、
六
月
末
で
完
成
し
た
。
二

百
三
十
一
平
方
㍍
の
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ラ
ブ
建
て

平
屋
で
、
保
育
室
、
遊
戯
室
、
乳
児
室
、
ほ

ふ
く
室
、
事
務
室
、
医
務
室
、
調
理
室
な
ど

が
あ
り
、
室
内
ブ
ラ
ン
コ
、
滑
り
台
、
お
も

ち
ゃ
類
を
は
じ
め
室
外
に
は
砂
場
、
そ
れ
に

保
母
さ
ん
は
四
人
。

九
十
人
の
希
望
者
の
中
か
ら
五
十
人
（
乳
児

二
十
人
、
幼
児
三
十
人
）
を
選
ん
で
収
容
す

る
。

　

開
所
式
で
は
古
堅
助
役
が
あ
い
さ
つ
、
武

村
民
生
課
長
が
保
母
を
紹
介
。
保
護
者
を
代

表
し
て
潮
平
マ
ツ
子
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
て
式
を
終
わ
り
、
引
き
続
き
保
護
者
と
の

懇
談
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

与
儀
公
園
用
地
を
確
保
／
那
覇 

市
議
会
で
要
請
決
議 
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十
七
日
の
那
覇
市
議
会
（
臨
時
会
）
は
与
儀

の
新
設
英
語
商
業
高
校
敷
き
地
問
題
で
議
会

運
営
委
員
会
（
各
派
交
渉
会
）
を
開
い
て
協

議
し
た
あ
と
午
後
零
時
半
か
ら
本
会
議
を
再

開
「
与
儀
公
園
用
地
の
確
保
に
関
す
る
要
請

決
議
」
を
全
員
一
致
で
決
議
し
た
。

こ
の
新
設
商
高
問
題
は
民
政
府
が
那
覇

市
与
儀
の
公
園
指
定
地
内
に
英
語
商
業

高
校
を
設
置
す
る
と
発
表
し
た
が
、
那
覇

市
議
会
で
は
同
地
は
公
園
指
定
地
で
あ

り
、
那
覇
市
の
都
市
計
画
を
な
し
く
ず

し
に
す
る
も
の
と
し
て
場
所
の
変
更
要

求
を
決
議
し
た
も
の
。
市
当
局
や
教
育
委

員
会
を
は
じ
め
市
民
の
間
か
ら
も
「
公
園

敷
地
は
使
わ
な
い
で
」
と
い
う
声
が
高
ま

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
機
会
に
設
置
反
対
運

動
は
い
っ
そ
う
盛
り
上
が
る
も
の
と
い

ら
れ
る
。
決
議
文
の
あ
て
先
は
高
等
弁
務

官
、
民
政
官
、
主
席
立
法
院
議
長
。

　

与
儀
公
園
用
地
の
確
保
に
関
す
る
要
請
決

議
（
要
旨
）　

民
政
府
は
与
儀
公
園
用
地
内
に

英
語
商
業
高
校
を
建
設
す
る
計
画
が
あ
る
と

発
表
し
、
市
民
の
大
き
な
不
満
を
買
っ
て
い

る
。
与
儀
公
園
用
地
は
五
六
年
都
計
法
に
基

づ
き
公
園
と
し
て
地
域
指
定
が
な
さ
れ
た
が
、

公
共
建
物
の
建
設
が
相
つ
ぎ
、
六
一
年
に
は

つ
い
に
地
域
指
定
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

そ
の
面
積
は
三
分
の
一
に
縮
小
さ
れ
る
に
至

り
、
総
合
的
な
公
園
建
設
に
大
き
な
ブ
レ
ー

キ
と
な
っ
た
。

こ
れ
以
上
縮
小
さ
れ
る
こ
と
は
那
覇
市
の
公

園
計
画
に
多
大
の
支
障
を
来
た
す
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
学
校
建
設
は
教
育
委
員
会

も
関
知
し
な
い
も
の
と
い
わ
れ
、
キ
ャ
ラ
ウ

ェ
イ
前
弁
務
官
の
教
育
権
介
入
に
さ
ら
に
輪

を
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
市
議
会
は
市
民
の

総
意
に
基
づ
き
、
市
民
の
い
こ
い
の
場
と
し

て
の
公
園
建
設
が
す
み
や
か
に
実
現
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
。

｜
社　

説
｜

都
計
事
業
に
対
す
る
本
土
政
府

の
援
助

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
４
・
８
・
29
〕

　

那
覇
市
で
は
、
臼
井
総
務
長
官
の
来
島
を

機
会
に
、
都
計
事
業
に
対
す
る
大
幅
な
財
政

援
助
を
要
請
し
た
と
い
う
。
近
代
都
市
と
し

て
本
格
的
な
建
設
の
段
階
を
迎
え
た
け
れ
ど

も
、
相
変
わ
ら
す
財
政
難
に
あ
え
い
で
、
は

か
ば
か
し
い
前
進
を
見
せ
て
お
ら
ず
、
各
面

に
立
ち
遅
れ
の
印
象
を
つ
よ
く
し
て
い
る
。

　

沖
縄
の
中
心
都
市
と
し
て
の
機
能
を
完
備

す
る
た
め
に
は
、
自
治
体
の
自
己
財
源
だ
け

に
頼
っ
て
い
て
は
と
う
て
い
ラ
チ
が
あ
く
も

の
で
は
な
い
。
や
は
り
政
府
財
政
か
ら
の
資

金
援
助
を
あ
お
が
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ

る
が
、
今
日
ま
で
の
実
績
は
ほ
ん
の
微
々
た

る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
米
国
政
府
や
琉
球
政

府
か
ら
の
建
設
補
助
金
は
、
年
度
に
よ
っ
て

散
発
的
に
交
付
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
真

に
都
計
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
の
計
画
性
も

な
け
れ
ば
、
積
極
的
な
態
度
も
見
ら
れ
な
い

現
状
だ
。

　

那
覇
市
だ
け
に
ま
か
せ
き
っ
て
、
首
都
の

建
設
事
業
が
完
成
で
き
る
は
ず
は
な
い
。
資

金
か
ら
技
術
、
執
行
面
に
い
た
る
ま
で
、
強
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力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
要
す
る
の
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
現
在
の
状
態
で
は
市
政
を
窮
地

に
お
と
し
い
れ
る
ば
か
り
だ
。
本
土
政
府
に

財
政
援
助
を
申
し
入
れ
た
の
も
、
市
当
局
が

こ
う
い
っ
た
窮
状
を
打
開
す
る
た
め
に
立
ち

上
が
っ
た
と
解
す
べ
き
で
、
ま
た
じ
ゅ
う
ぶ

ん
筋
が
通
っ
た
は
な
し
で
あ
る
。

　

本
土
政
府
の
援
助
金
は
、
明
年
度
か
ら
大

幅
に
増
額
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
こ
の
さ

い
都
市
の
復
興
建
設
に
対
す
る
援
助
ル
ー
ト

を
確
立
す
る
よ
う
、
那
覇
市
だ
け
に
か
ぎ
ら

ず
市
長
会
あ
た
り
が
折
衝
に
あ
た
る
べ
き
だ
。

琉
球
政
府
の
財
政
を
通
さ
ず
、
直
接
、
市
当

局
の
予
算
に
交
付
す
る
方
式
を
と
る
の
が
の

ぞ
ま
し
い
。
こ
れ
は
法
的
に
む
ず
か
し
い
問

題
も
多
い
と
思
う
が
、
日
米
協
議
委
員
会
に

提
案
し
て
調
整
す
れ
ば
、
な
ん
と
か
実
現
の

道
が
開
か
れ
る
は
ず
だ
。

　

と
く
に
那
覇
市
が
計
画
し
て
い
る
安
謝
商

港
の
建
設
は
、
日
琉
間
の
経
済
交
流
を
円
滑

に
す
る
う
え
か
ら
も
、
本
土
政
府
の
全
面

的
な
あ
と
押
し
を
の
ぞ
み
た
い
。
総
工
費

千
七
百
万
㌦
の
五
か
年
計
画
を
な
っ
て
い
る

が
、
那
覇
市
だ
け
の
力
で
は
と
て
も
予
定
ど

お
り
の
完
工
は
期
待
で
き
な
い
。
経
済
発
展

の
基
盤
と
な
る
港
湾
計
画
で
あ
る
か
ら
、
援

助
事
業
の
中
で
も
重
点
項
目
と
し
て
と
り
あ

げ
ら
れ
る
は
ず
で
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
そ

え
て
早
急
に
交
渉
に
あ
た
る
の
が
賢
明
で
あ

ろ
う
。
総
務
長
官
の
現
地
視
察
に
よ
っ
て
、
各

面
の
経
済
援
助
が
い
ち
だ
ん
と
軌
道
に
の
る

よ
う
望
み
た
い
。

難
航
す
る
公
設
市
場
計
画
／
那 

覇
市
／
業
者
側
が
ご
ね
る
／ 

市
当
局
／
議
会
提
出
実
施
に 

強
気
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那
覇
市
牧
志
町
の
公
設
市
場
改
造
計
画

は
、
こ
の
十
九
日
か
ら
開
か
れ
る
那
覇
市

議
会
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
る
が
、
現
在

同
市
場
に
収
容
さ
れ
て
い
る
公
設
市
場

連
合
会
が
、
注
文
を
つ
け
て
難
航
。
市
当

局
は
議
会
開
会
を
ひ
か
え
て
頭
を
痛
め

て
い
る
。

こ
の
公
設
市
場
は
、
終
戦
直
後
に
自
然
発
生

的
に
で
き
た
も
の
を
、
市
が
五
〇
年
に
ま
と

め
た
も
の
が
、
そ
の
後
一
度
も
改
造
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
、
衛

生
上
、
火
災
予
防
上
、
都
市
美
観
の
点
か
ら

問
題
に
な
り
、
市
当
局
で
も
以
前
か
ら
改
造

計
画
を
し
て
い
た
。
し
か
し
地
主
と
の
問
題
、

現
在
営
業
し
て
い
る
公
設
市
場
連
合
会
と
の

調
整
が
つ
か
ず
、
の
び
の
び
に
な
っ
て
い
た
。

ガ
ー
ブ
川
の
改
修
工
事
も
で
き
、
水
上
店
舗

も
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
こ
の
市
場
だ
け
が

取
り
残
さ
れ
て
い
た
が
、
や
っ
と
地
主
と
の

話
し
合
い
も
つ
い
て
改
造
計
画
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
当
局
の
計
画
は
、
現
在
の
肉
、
鮮
魚
、

野
菜
な
ど
の
食
料
品
市
場
を
地
下
一
階
、

地
上
四
階
建
て
に
し
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
を
設
置
す
る
。
地
下
一
階
は
完
全
冷
房

し
て
、
排
気
、
衛
生
面
を
立
派
に
し
て
肉

と
鮮
魚
関
係
を
収
容
す
る
、
一
階
は
別
の

食
料
品
と
現
在
新
栄
通
り
の
仮
設
市
場

に
い
る
花
屋
通
り
会
の
人
た
ち
を
収
容

す
る
。
二
、
三
階
は
新
た
に
業
者
を
募
集

す
る
計
画
。

こ
の
計
画
に
た
い
し
て
公
設
市
場
連
合
会
で

は
「
地
下
に
は
い
る
の
は
困
る
。
地
下
に
い

く
と
売
り
上
げ
が
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

現
在
の
業
者
は
全
部
一
階
に
収
容
し
て
ほ
し

い
」
と
主
張
。
当
局
の
間
取
り
図
と
は
別
に

独
自
の
案
を
も
ち
出
し
て
連
日
市
当
局
に
押

し
か
け
く
い
下
が
っ
て
い
る
。
市
当
局
と
し

て
は
、
ガ
ー
ブ
川
工
事
の
立
ち
の
き
問
題
の

と
き
に
、
花
屋
通
り
会
を
一
階
に
収
容
す
る

と
の
約
束
を
し
て
い
る
し
、
ま
た
肉
、
鮮
魚

類
は
、
本
土
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
例
か
ら

み
て
も
地
下
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
改

造
計
画
で
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
道
路
か
ら

直
接
地
下
に
降
り
口
も
あ
り
、
建
て
も
の
の

中
に
は
い
れ
ば
、
一
階
と
地
下
の
区
別
も
ほ

と
ん
ど
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
同
業
者
が

全
員
地
下
に
移
っ
た
ら
売
り
上
げ
は
一
階
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
し
て
、
説
得
に
当

た
っ
て
い
る
。
し
か
し
定
例
議
会
を
目
前
に

ひ
か
え
て
、
ま
だ
調
整
は
つ
い
て
な
く
連

日
、
市
場
連
合
会
と
も
め
続
け
て
い
る
。

市
当
局
で
は
、
ど
う
し
て
も
こ
ん
ど
の
議

会
に
は
提
案
し
て
、
改
造
を
実
現
し
た
い

意
向
で
あ
り
、
も
し
調
整
が
つ
か
な
け
れ

ば
計
画
ど
お
り
お
し
進
め
る
と
強
気
な

態
度
を
示
し
て
い
る
。

那
覇
公
設
市
場
の
デ
ラ
ッ
ク
ス 

構
想
／
ね
り
に
ね
っ
て
オ
ジ 

ャ
ン
／
議
会
提
案
を
撤
回
／ 

那
覇
市
／
業
者
と
の
折
り
合 

い
つ
か
ず 
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長
い
間
構
想
が
練
ら
れ
て
き
た
那
覇
市

牧
志
の
公
設
市
場
の
改
築
計
画
は
、
市
議

会
で
審
議
寸
前
に
な
っ
て
か
ら
く
ず
れ

去
っ
た
。
公
設
市
場
に
収
容
さ
れ
て
い
る

業
者
と
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
市
当
局
は

十
九
日
か
ら
開
か
れ
る
議
会
に
上
程
し

て
い
た
同
改
築
計
画
案
を
十
八
日
に
撤

回
。
八
十
五
万
㌦
の
予
算
で
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
の
地
下
一

階
、
地
上
四
階
と
い
う
デ
ラ
ッ
ク
ス
市
場

の
夢
は
消
え
た
。

　

こ
の
公
設
市
場
は
終
戦
ま
も
な
い
こ
ろ
か

ら
の
ま
ま
で
、
衛
生
法
上
も
違
反
し
て
お
り
、

改
築
計
画
は
市
当
局
の
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
。
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そ
れ
が
や
っ
と
地
主
と
の
了
解
も
つ
き
、
市

当
局
で
は
具
体
的
な
計
画
を
ま
と

め
、
十
九
日
か
ら
開
か
れ
る
定
例
議
会
に
提

案
し
て
い
た
。

市

当

局

の

計

画

に

よ

る
と

総

工

費

八
十
五
万
七
千
三
百
㌦
で
地
下
一
階
、
地

上
四
階
の
の
べ
五
千
六
百
二
十
八
平
方

㍍
の
マ
ン
モ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
る

こ
と
に
し
て
い
た
。
ま
た
内
部
施
設
も
地

下
を
完
全
冷
房
に
す
る
ほ
か
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
置
も

計
画
さ
れ
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
市
場
に
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
公
設
市
場
連
合
会
が
完
成
後
の
店
舗

割
り
当
て
で
、
当
局
が
計
画
し
て
い
る
地
下

に
肉
、
鮮
魚
な
ど
収
容
す
る
こ
と
に
反
対
、

つ
い
に
両
者
の
間
に
歩
み
寄
り
が
見
ら
れ
ず
、

怒
っ
た
市
側
が
同
計
画
を
投
げ
出
し
た
。
市

当
局
は
撤
回
に
つ
い
て
「
現
業
者
を
全
員
一

階
に
割
り
当
て
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
は
技

術
的
な
面
か
ら
不
可
能
で
あ
る
。
業
者
の
協

力
が
得
ら
れ
な
い
限
り
改
築
は
し
な
い
」
と

の
立
ち
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

同
市
で
は
、
い
っ
た
ん
議
会
に
上
程
し
た

議
案
を
撤
回
し
た
の
は
は
じ
め
て
の
こ

と
。

こ
の
改
築
計
画
の
ご
破
算
で
、
新
栄
通
り
の

真
ん
中
仮
市
場
に
い
る
花
屋
通
り
会
の
移
転

先
も
消
え
さ
っ
た
。
こ
の
仮
市
場
は
、
ガ
ー

ブ
川
改
修
工
事
の
時
立
ち
退
き
の
条
件
と
し

て
、
公
設
市
場
の
改
築
後
に
優
先
的
に
収
容

す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
花
屋
通
り

の
仮
市
場
も
期
限
つ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
の

び
る
と
市
当
局
は
新
栄
通
り
と
も
約
束
違
反

に
な
る
の
で
、
こ
ん
ご
問
題
が
起
こ
る
こ
と

は
さ
け
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
現
在
の
公
設
市

場
は
食
品
衛
生
法
に
違
反
し
て
い
る
が
、
ま

も
な
く
改
築
す
る
、
と
の
理
由
で
保
健
所
の

許
可
を
得
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
改
築
が
ご

破
算
と
な
れ
ば
、
新
た
に
衛
生
法
上
も
問
題

が
生
ず
る
。

　

那
覇
市
新
垣
第
二
助
役
の
話　

こ
れ
ま
で

市
の
計
画
を
説
明
し
て
説
得
に
当
っ
て
き
た

が
、
つ
い
に
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
市
と
し

て
は
業
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
限
り
改
築

し
な
い
方
針
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
議
会
提

案
を
撤
回
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
か

ら
連
合
会
側
に
は
全
く
誠
意
が
み
ら
れ
な
い
。

連
合
会
が
市
案
に
折
れ
て
き
て
も
今
議
会
で

は
提
案
で
き
な
い
。
こ
ん
ご
連
合
会
側
が
市

の
計
画
ど
お
り
つ
く
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
臨
時
議
会
を
招
集
し
て
提
案
す

る
意
思
は
あ
る
。

　

改
造
計
画
が
ダ
メ
に
な
っ
た
こ
と
で
問
題

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
花
屋
通
り
会
、
食
品

衛
生
法
と
の
関
係
な
ど
は
こ
ん
ご
検
討
し
て

対
策
を
た
て
た
い
。

　

市
当
局
案
に
絶
対
反
対
／
鮮
魚
組
合　
　

公
設
市
場
の
鮮
魚
、
鮮
肉
組
合
は
十
八
日
午

後
九
時
か
ら
同
市
場
内
で
職
場
大
会
を
開
い

て
難
航
し
て
い
る
公
設
市
場
改
築
計
画
を
検

討
し
た
結
果
、
絶
対
多
数
で
市
の
計
画
し
て

い
る
改
築
案
に
反
対
し
た
。

　

市
案
に
賛
成
派
と
反
対
派
が
激
し
く
わ
た

り
合
っ
た
が
、
採
決
の
結
果
、
市
の
計
画
通

り
な
ら
改
築
し
な
い
方
が
い
い
と
い
う
こ
と

を
大
多
数
で
決
め
た
。
な
お
、
市
案
で
一
階

に
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
食
料
品

関
係
の
業
者
は
意
思
表
示
を
避
け
て
い
る
。

行
き
詰
ま
り
の
都
市
施
設
／
市

が
現
況
を
分
析
／
急
激
な
人 

口
増
が
原
因
／
市
財
政
で
は 

困
難
／
お
い
つ
か
ぬ
水
源
開 

発 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
４
・
９
・
20
〕

　

那
覇
市
は
こ
の
ほ
ど
、
市
の
直
面
し
て
い

る
問
題
点
を
掘
り
さ
げ
た
「
那
覇
市
の
現
況

を
ま
と
め
た
。
琉
球
政
府
、
南
連
、
開
金
な
ど

関
係
筋
に
配
布
し
て
那
覇
市
に
対
す
る
認
識

を
高
め
、
協
力
を
求
め
る
の
が
ね
ら
い
。
財

政
状
況
、
都
市
計
画
道
路
、
住
宅
、
区
画
整

理
、
公
園
、
港
湾
、
上
水
道
、
下
水
道
、
清

掃
事
業
の
十
項
目
に
分
け
て
問
題
を
掘
り
下

げ
て
い
る
。
那
覇
市
は
、
高
度
成
長
を
続
け

る
琉
球
経
済
の
中
心
地
と
し
て
、
毎
年
順
調

な
発
展
を
と
げ
て
い
る
が
、
急
激
な
人
口
集

中
の
た
め
道
路
、
上
・
下
水
道
な
ど
都
市
施

設
は
行
き
詰
ま
り
の
状
態
で
あ
り
、
こ
の
ま

ま
の
姿
で
行
く
と
ほ
と
ん
ど
解
決
で
き
な
く

な
り
、
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
、
沖
縄

の
発
展
を
阻
害
す
る
結
果
に
な
る
の
で
直
面

す
る
問
題
を
早
急
に
解
決
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
つ
ぎ
は
そ
の
要

旨
。

　

財
政
状
況　

貧
弱
な
財
政
強
化
策
と
し

て
①
政
府
税
の
一
部
委
譲
②
市
町
村
交
付
税

の
増
額
③
政
府
補
助
金
の
増
額
と
対
応
費
の

軽
減
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。

　

都
市
計
画　

市
の
都
市
計
画
事
業
は
住
宅
、

上
水
道
も
加
え
総
事
業
費
八
千
六
百
五
十
九

万
九
千
㌦
だ
が
、
六
四
年
度
ま
で
の
総
執
行

額
は
千
二
百
三
十
二
万
七
千
六
百
五
十
三
㌦

で
執
行
率
は
わ
ず
か
一
四
・
二
三
％
に
す
ぎ

な
い
。
最
終
目
標
年
度
は
七
六
年
で
残
る
十

二
年
で
八
五
・
七
七
％
執
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
こ
ん
ご
大
幅
な
公
共
投
資
を
し
て
整

備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
お
く
れ
て

い
る
の
が
計
画
街
路
の
整
備
で
六
四
年
度
現

在
七
・
六
％
に
す
ぎ
ず
。
経
済
活
動
に
大
き
な

ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
下
水

道
、
公
園
、
住
宅
な
ど
が
低
率
で
あ
る
。
根

本
的
問
題
は
市
財
政
の
貧
困
と
必
要
な
立
法

措
置
で
あ
る
。
本
土
で
は
国
家
事
業
と
し
て

大
幅
な
財
政
補
助
が
と
ら
れ
、
市
町
村
財
政

を
圧
迫
し
な
い
よ
う
国
家
の
投
資
措
置
が
と



三
四
四

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
九
月

ら
れ
て
い
る
。
首
都
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

国
家
的
見
地
か
ら
大
幅
な
財
政
支
出
が
要
請

さ
れ
る
。

　

道　

路　

毎
年
道
路
交
通
対
策
を
市
政
の

重
点
施
策
と
し
て
道
路
整
備
に
当
た
っ
て
い

る
が
、
障
害
物
件
の
立
ち
退
き
補
償
を
は
じ

め
膨
大
な
経
費
を
要
し
、
市
の
財
政
で
は
短

期
日
で
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
都
市
計
画

街
路
は
政
府
の
積
極
的
財
政
援
助
で
街
路
整

備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
一
般
街
路
は
タ
ー

ル
舗
装
五
か
年
計
画
を
た
て
六
八
年
度
ま
で

に
市
道
の
五
〇
％
を
舗
装
整
備
す
る
。

　

住　

宅　

十
か
年
目
標
で
住
宅
難
世
帯

二
万
七
戸
の
う
ち
十
一
万
四
千
戸
（
七
〇
％
）

を
住
宅
不
足
数
と
し
、
世
帯
増
、
減
失
な
ど

も
加
え
ず
ほ
ぼ
三
万
六
千
戸
と
推
定
さ
れ
る
。

建
設
を
必
要
と
す
る
三
万
六
千
戸
の
う
ち
自

力
で
建
設
（
二
万
二
千
戸
）
で
き
る
も
の
を

引
い
て
一
万
四
千
戸
が
不
足
す
る
が
、
そ
の

四
〇
％
五
千
六
百
戸
を
公
・
市
営
住
宅
に
収

容
す
る
た
め
、
一
・
二
次
計
画
に
分
け
第
一
次

か
ら
五
か
年
計
画
で
二
千
七
百
七
十
一
戸
を

建
設
す
る
。
建
設
費
は
八
百
一
万
三
千
四
百

㌦
を
見
積
も
っ
て
い
る
。

　

区
画
整
理　

事
業
区
域
内
に
あ
る
国
県
有

地
に
つ
い
て
民
政
府
か
ら
換
地
承
認
が
え
ら

れ
ず
①
区
画
整
理
の
登
記
②
土
地
各
筆
の
精

算
③
区
画
整
理
後
の
新
町
界
地
番
の
設
定
な

ど
が
で
き
な
い
た
め
、
登
記
権
設
定
、
住
所

の
表
示
、
戸
籍
事
務
、
郵
政
事
務
な
ど
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。

　

公
園
緑
地　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て

十
六
か
所
が
指
定
、
そ
の
後
も
追
加
指
定
さ

れ
た
。
区
画
整
理
事
業
で
確
保
さ
れ
た
公
園
、

緑
地
は
三
十
五
か
所
、
五
四
・
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
都
市
計
画
区
域
面
積
の
二
・
一
％
に
相

当
し
、
六
四
年
六
月
現
在
の
人
口
二
十
五
万

七
千
人
に
対
し
、
一
人
当
た
り
二
・
一
平
方

㍍
で
あ
る
。
六
四
年
度
ま
で
に
整
備
さ
れ
た

の
は
、
牧
志
、
竜
潭
、
奥
武
山
公
園
の
一
部

と
児
童
公
園
の
数
か
所
で
わ
ず
か
八
・
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
計
画
の
一
六
％
で
あ
る
。

六
八
年
度
ま
で
に
は
与
儀
、
奥
武
山
、
希
望

ケ
丘
、
旭
ケ
丘
の
四
公
園
を
重
点
的
に
整
備

す
る
。
公
園
事
業
に
は
約
四
百
六
十
八
万
三

千
七
百
㌦
（
執
行
額
五
十
九
万
五
千
二
百
三

十
四
㌦
）
の
費
用
が
必
要
で
市
財
政
だ
け
で

は
困
難
で
あ
る
。

　

港　

湾　

那
覇
、
泊
両
港
と
も
能
力
以
上

の
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
を
強
い
ら
れ
、
沖
待
ち

が
お
き
て
い
る
。
客
船
四
万
㌧
、
タ
ン
カ

ー
船
四
万
㌧
の
大
型
船
舶
を
対
象
と
し
た

港
湾
施
設
を
計
画
す
る
。
安
謝
地
先
開
発

総
合
計
画
の
一
環
と
し
て
総
埋
め
立
て
地

百
十
八
万
六
千
二
百
二
十
二
・
五
七
平
方
㍍

の
う
ち
、
ふ
頭
敷
地
二
十
万
二
千
八
百
十

平
方
㍍
（
一
七
・
一
％
）
を
確
保
し
て
築

港
計
画
を
進
め
る
。
港
湾
施
設
に
は
概
算

一
千
七
百
二
十
三
万
一
千
㌦
の
資
金
を
要
す

る
の
で
国
家
事
業
と
し
て
政
府
援
助
に
よ
り

築
港
す
る
よ
う
計
画
す
る
。

　

上
水
道　

泊
浄
水
場
の
浄
水
能
力
一
日
平

均
二
万
㌧
、
最
大
二
万
四
千
㌧
を
発
揮
で
き

る
よ
う
補
足
水
源
の
開
発
と
既
設
水
源
を
改

良
す
る
。
水
道
公
社
の
北
部
水
源
開
発
計
画

で
市
の
配
水
系
統
は
、
泊
浄
水
場
と
上
間
配

水
タ
ン
ク
（
六
五
年
十
月
完
成
予
定
）
の
二

つ
の
系
統
に
な
る
の
で
、
配
水
管
網
を
再
編

成
し
、
都
心
部
や
高
台
の
給
水
不
良
地
域
の

改
善
さ
ら
に
未
給
水
地
域
の
解
消
を
は
か
る

た
め
重
点
的
に
施
工
す
る
。

　

下
水
道　

旧
那
覇
、
真
和
志
地
区
を
対
象

に
計
画
し
た
が
、
民
政
府
で
も
全
島
的
下
水

道
計
画
を
策
定
、
独
自
の
計
画
を
中
止
す
る

よ
う
通
達
が
あ
り
、
未
調
整
の
ま
ま
六
四
年

度
補
助
金
二
十
五
万
㌦
は
削
除
さ
れ
、
ま
だ

着
手
さ
れ
て
い
な
い
。
都
市
衛
生
の
面
か
ら

も
早
期
着
工
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
。

　

清　

掃　

ご
み
処
理
は
回
転
式
ご
み
焼
却

炉
を
建
設
す
る
。
総
工
費
三
十
一
万
五
千
四

百
三
十
㌦
の
う
ち
十
五
万
七
千
十
五
㌦
の
政

府
補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

　

し
尿
処
理
は
下
水
道
で
す
る
の
が
の
ぞ
ま

し
い
が
、
完
備
さ
れ
る
ま
で
に
は
長
期
間
か

か
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
対
策
と
し
て
一
日

二
百
四
十
㌔
㍑
の
処
理
能
力
を
も
つ
、
し
尿

消
化
槽
を
建
設
す
る
。
総
建
設
費
百
六
万
七

千
百
三
十
㌦
、
六
六
年
度
第
一
次
計
画
額
六

十
六
万
三
千
九
百
㌦
の
う
ち
三
十
万
三
千
九

百
㌦
の
政
府
補
助
を
要
請
中
で
あ
る
。

早
く
も
荒
れ
も
よ
う
／
市
議
会

／
公
設
市
場
改
築
め
ぐ
り 
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那
覇
市
第
六
十
六
回
定
例
議
会
は
十
九

日
、
十
二
日
間
の
幕
を
開
け
た
。
九
月
定

例
議
会
の
最
重
要
案
件
で
あ
っ
た
牧
志

公
設
市
場
改
築
計
画
は
、
業
者
と
の
調

整
が
つ
か
ず
、
つ
い
に
議
案
を
撤
回
、
流

れ
て
し
ま
っ
た
。
野
党
各
派
は
、
撤
回

の
理
由
を
鋭
く
追
及
す
る
構
え
で
あ
り
、

二
十
一
日
の
一
般
質
問
は
は
げ
し
い
や

り
と
り
が
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
早
く
も

荒
れ
も
よ
う
で
あ
る
。

　

十
九
日
の
初
日
は
、
議
案
の
提
案
と
当
局

の
説
明
に
終
わ
っ
た
。
一
般
質
問
は
各
会
派

代
表
一
人
に
し
ぼ
っ
て
行
な
う
と
の
議
会
運

営
委
員
会
の
決
定
に
対
し
、
人
民
党
側
は
発

言
を
封
ず
る
の
は
非
民
主
的
だ
。
議
員
の
質

向
上
と
い
っ
て
い
る
が
、
代
表
一
人
に
よ
る

質
問
に
し
た
ら
質
は
向
上
す
る
か
、
と
食
い

下
が
っ
た
が
、
結
局
、
議
運
委
決
定
ど
お
り

十
八
日
会
（
十
五
人
）
無
所
属
ク
ラ
ブ
（
五

人
）
人
民
党
（
三
人
）
社
大
党
（
二
人
）
公

政
連
（
二
人
）
無
所
属
（
二
人―

う
ち
一
人

は
高
良
議
長
）
の
順
序
で
各
会
派
一
人
が
代



三
四
五

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
九
月

表
で
質
問
す
る
こ
と
に
落
ち
着
い
た
。
し
か

し
、
公
設
市
場
改
築
計
画
の
撤
回
を
め
ぐ
っ

て
か
な
り
混
乱
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

問
題
の
公
設
市
場
改
築
計
画
は
、
当
局
が
議

案
を
撤
回
し
た
た
め
、
野
党
各
派
は
二
十
一

日
の
一
般
質
問
で
と
り
上
げ
、
徹
底
的
に
撤

回
の
理
由
を
質
す
構
え
で
あ
り
、
注
目
さ
れ

て
い
る
。　

　

牧
志
公
設
市
場
は
、
バ
ラ
ッ
ク
造
り
で
食

品
衛
生
法
に
違
反
、
都
市
の
美
観
、
環
境
衛

生
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
問
題
を
投
げ
、

市
当
局
の
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
。
そ

れ
で
市
民
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
衛
生
的
な

公
設
市
場
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
改
築
計

画
を
進
め
、
九
月
定
例
議
会
提
案
ま
で
こ
ぎ

つ
け
た
。
地
下
一
階
、
地
上
四
階
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
、
延
べ
五
千
六
百
二
十
八
平
方

㍍
で
地
階
は
完
全
冷
房
、
初
め
て
の
上
・
下

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
ま
で
取
り
つ
け
、
総
工
費

八
十
五
万
七
千
㌦
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
市
場
を
建

設
す
る
計
画
で
、
地
階
に
は
精
肉
、
鮮
魚
、
野

菜
業
者
、
一
階
に
は
残
っ
た
店
子
と
花
屋
通

り
会
員
を
収
容
、
二
、
三
階
は
専
門
店
と
し
て

新
た
に
貸
す
考
え
で
あ
っ
た
が
、
業
者
側
は

全
員
一
階
に
収
容
で
き
る
改
築
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
主
張
し
た
た
め
、
調
整
は
つ
か

ず
、
市
当
局
も
「
業
者
の
協
力
が
え
ら
れ
な

い
限
り
建
設
し
な
い
」
と
議
案
撤
回
に
踏
み

切
り
、
せ
っ
か
く
の
改
築
計
画
も
つ
い
に
流

れ
て
し
ま
っ
た
。

　

野
党
各
派
は
、
問
題
を
重
視
し
て
十
九
日

閉
会
後
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
対
策
を
話
し
合
っ

た
結
果
、
二
十
一
日
の
一
般
質
問
で
撤
回
の

理
由
を
鋭
く
追
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

議
案
を
提
出
す
る
か
ら
に
は
、
事
前
に
あ

ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
議
案
も
配
布
し
て
か
ら
開
会
当
日

に
撤
回
す
る
の
は
余
り
に
も
無
責
任
で
あ
る
。

対
議
会
姿
勢
に
つ
い
て
も
当
局
の
見
解
を
質

す
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
方
で
あ
る
。
ま
た

業
者
の
反
対
に
押
し
切
ら
れ
て
撤
回
し
た
当

局
の
弱
腰
に
も
問
題
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

一
方
、
与
党
の
十
八
日
会
は
閉
会
後
、
市
長
室

で
当
局
か
ら
撤
回
理
由
の
説
明
を
聞
き
、
議

会
対
策
を
話
し
合
っ
た
。
野
党
の
つ
き
上
げ

は
あ
っ
て
も
結
局
、
絶
対
多
数
で
押
し
切
る

こ
と
に
な
ろ
う
が
、
市
民
の
食
生
活
に
つ
な

が
る
問
題
だ
け
に
こ
ん
ご
の
成
り
行
き
が
注

目
さ
れ
る
。

〝
花
屋
街
〟
ま
た
窮
地
へ
／
市
場

計
画
の
と
ば
っ
ち
り 
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牧
志
公
設
市
場
の
改
築
計
画
が
流
れ
た
た

め
、
花
屋
通
り
会
（
七
十
二
人
）
は
ま
た
窮

地
に
追
い
込
ま
れ
た
。

花
屋
通
り
会
は
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
の

際
、
適
当
な
移
転
先
が
な
く
困
っ
て
い
た

が
、
工
事
に
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
新
栄

通
り
会
が
同
通
り
の
道
路
上
で
の
商
い
を
認

め
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
。

し
か
し
さ
る
七
月
十
七
日
で
期
限
が
切
れ
た

た
め
、
再
び
問
題
と
な
り
、
新
栄
通
り
会
と

期
限
延
長
が
話
し
合
わ
れ
た
。
九
月
定
例
議

会
に
は
必
ず
市
場
改
築
を
提
案
す
る
と
い
う

こ
と
で
新
栄
通
り
会
は
九
月
ま
で
延
長
、
さ

ら
に
両
者
が
話
し
合
っ
た
結
果
、
新
栄
通
り

会
の
好
意
で
来
年
二
月
ま
で
の
延
長
が
認
め

ら
れ
、
花
屋
通
り
の
お
ば
さ
ん
た
ち
も
ホ
ッ

と
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
市
場
改
築
計
画
が
流
れ
、
い
つ

に
な
る
か
メ
ド
も
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
新
栄

通
り
会
員
の
中
に
は
「
こ
う
な
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
も
な
い
。
十
月
は
じ
め
に
は
立
ち
退

い
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困
る
」
と
の
意
見
も

あ
っ
て
ま
た
ま
た
問
題
に
な
り
そ
う
だ
。

　

花
屋
通
り
の
お
ば
さ
ん
た
ち
も
計
画
の
お

流
れ
で
落
ち
つ
か
な
い
表
情
。
市
当
局
と
か

け
合
っ
て
解
決
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い

た
。

　

一
方
、
新
栄
通
り
会
で
は
近
く
役
員
会
を

開
い
て
態
度
を
決
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

問
題
に
な
り
そ
う
だ
。

那
覇
市
会
／
で
た
ら
め
給
水
追 

及
／
当
局
、
機
械
が
故
障
と 

弁
明
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那
覇
市
議
会
は
二
十
一
日
午
前
十
時
十
分

開
会
、
一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。

ま
ず
、
十
八
日
会
（
十
五
人
）
を
代
表
し
て

具
志
栄
治
議
員
が
質
問
に
立
ち
市
の
水
道
行

政
は
無
計
画
で
で
た
ら
め
で
あ
る
と
当
局
を

追
及
し
た
。
ま
た
牧
志
公
設
市
場
の
改
築
計

画
の
撤
回
も
と
り
あ
げ
、
そ
の
理
由
を
た
だ

し
た
。
そ
の
ほ
か
私
有
財
産
の
処
分
問
題
な

ど
を
取
り
あ
げ
た
。
そ
の
あ
と
無
所
属
ク
ラ

ブ
（
五
人
）
人
民
党
（
三
人
）
社
大
党
（
二

人
）
公
政
連
（
二
人
）
久
高
議
員
の
順
代
表

質
問
が
行
な
わ
れ
る
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

　

具
志
栄
治
議
員　

那
覇
市
は
晴
れ
た
ら
断

水
、
降
れ
ば
浸
水
と
い
う
の
が
実
情
だ
。
断

水
は
市
の
年
中
行
事
で
毎
年
く
り
返
し
て
お

り
、
市
民
は
当
局
の
水
道
行
政
に
不
信
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
市
長
は
施
政
方
針
で
自
己

水
源
開
発
を
強
調
し
て
い
る
が
抜
本
的
対
策

を
持
っ
て
い
る
か
、
ま
た
全
面
給
水
は
い
つ

ご
ろ
ま
で
き
る
か
。　
　

　

玉
城
水
道
部
長　

当
局
で
は
水
道
対
策

に
意
を
払
い
努
力
し
て
い
る
。
市
の
水
道

需
要
量
は
人
口
急
増
で
急
激
に
増
え
、
自

給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
一
層
助
長
し
て
い
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四
六

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
九
月

る
、
六
九
年
度
を
目
標
に
五
か
年
計
画
で
源

水
二
万
四
千
七
八
十
㌧
確
保
す
る
計
画
で
あ

る
。
現
在
の
七
千
二
百
八
十
㌧
の
自
己
水
源

を
六
九
年
ま
で
に
は
一
万
五
千
三
百
八
十
㌧

ま
で
ふ
や
す
計
画
だ
。

　

最
近
の
水
事
情
は
さ
っ
た
十
日
に
軍
タ

イ
ベ―

ス
責
任
者
か
ら
三
千
五
百
㌧
か
ら

二
千
五
百
㌧
に
減
る
ま
で
そ
の
線
で
配
水
計

画
を
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
機
械
の
故
障
で
二
千
五
百
㌧
の
予
定
が

千
八
百
㌧
に
減
っ
た
た
め
で
市
民
の
節
水
を

よ
び
か
け
て
き
た
。
い
つ
ま
で
持
つ
か
、
予

想
は
つ
か
な
い
が
当
分
は
大
丈
夫
だ
。

　

具
志
議
員　

漏
水
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　

玉
城
水
道
部
長　

漏
水
率
は
三
三
％
だ
が
、

不
良
メ
ー
カ
ー
の
取
り
か
え
な
ど
で
本
土
水

準
の
三
〇
％
ま
で
引
き
下
げ
る
計
画
で
あ
る
。

　

具
志
議
員　

予
告
な
し
の
断
水
で
市
民
は

こ
ま
っ
て
い
る
。

　

玉
城
水
道
部
長　

新
聞
広
告
や
広
報
車
で

周
知
徹
底
を
は
か
っ
て
い
る
。

　

具
志
議
員　

牧
志
公
設
市
場
の
改
築
計
画

撤
回
に
つ
い
て
。

　

新
垣
第
二
助
役　

業
者
の
調
整
が
つ
か
な

か
っ
た
。
業
者
案
で
は
と
う
て
い
収
容
で
き

な
い
。

　

具
志
議
員　

同
市
場
は
老
朽
化
し
て
お
り
、

今
後
の
改
築
計
画
は
、
あ
る
い
は
民
間
企
業

に
ま
か
せ
る
方
針
か
。

　

新
垣
第
二
助
役　

改
築
す
る
方
針
に
変
わ

り
は
な
い
。
民
間
企
業
に
つ
い
て
は
今
後
の

問
題
で
あ
る
。

委
員
会
設
け
啓
発
／
南
風
原
村

有
志
／
那
覇
市
合
併
に
賛
成 
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内
務
局
は
、
二
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
南

風
原
村
役
所
で
合
併
懇
談
会
を
開
き
、
那
覇

市
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
地
元
側
の
意
見

を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
行
政
府
に
合
併
に

対
す
る
考
え
方
を
説
明
し
た
。
こ
の
日
の
懇

談
会
に
は
、
大
田
内
務
局
長
に
か
わ
っ
て
嶺

井
地
方
課
長
ら
関
係
職
員
が
出
席
、
地
元
側

か
ら
は
赤
嶺
村
長
は
じ
め
村
議
会
議
員
、
青

年
会
幹
部
な
ど
有
志
約
百
人
が
参
加
し
た
。

地
元
側
は
那
覇
市
と
の
合
併
の
必
要
を
認
め

基
本
的
に
賛
成
す
る
と
の
意
向
を
示
し
た
が
、

そ
の
ま
え
に
合
併
委
員
会
を
設
置
し
て
村
民

を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
那
覇
市
と
も
合
併

方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
、
早
急
に
委
員
会
を
設
け

各
種
の
資
料
を
集
め
準
備
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

な
お
両
市
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
内
務

局
も
側
面
か
ら
協
力
、
助
言
す
る
こ
と
を

約
し
た
。

と
こ
ろ
で
行
政
府
で
は
、
今
週
か
ら
全
琉
の

各
市
町
村
を
対
象
に
合
併
に
対
す
る
動
静
調

査
を
行
な
い
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
新

た
に
合
併
の
〝
青
写
真
〟
を
つ
く
り
、
合
併

可
能
な
市
町
村
か
ら
実
施
す
る
方
針
で
あ

る
。
合
併
促
進
審
議
会
は
さ
る
六
〇
年
二
月

の
「
市
町
村
規
模
の
適
正
化
」
に
か
ん
す
る

答
申
の
な
か
で
、
那
覇
市
と
南
風
原
村
の
ほ

か
、
浦
添
、
豊
見
城
、
与
那
原
、
西
原
の
各

町
村
と
の
合
併
を
勧
告
し
て
お
り
、
こ
ん
ど

の
南
風
原
村
と
の
合
併
問
題
が
具
体
化
す
る

に
つ
れ
て
、
急
速
に
合
併
機
運
が
高
ま
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
会
／
非
行
児
対
策
で
質 

疑
／
青
少
年
育
成
条
例
、
委 

員
会
に
付
託 
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那
覇
市
議
会
は
二
十
二
日
午
前
十
時
八
分

か
ら
本
会
議
を
開
き
、
議
案
の
質
疑
を
お
こ

な
っ
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託

し
た
。

　

那
覇
市
青
少
年
健
全
育
成
協
会
設
置
条
例

に
つ
い
て
「
な
ぜ
目
的
を
明
確
に
し
な
か
っ

た
か
。
市
内
の
非
行
青
少
年
の
実
態
、
協
議
会

設
置
で
よ
り
よ
い
効
果
が
期
待
で
き
る
か
」

と
の
質
問
に
対
し
、
目
的
は
う
た
っ
て
な
い

が
青
少
年
の
指
導
育
成
、
保
護
お
よ
び
矯
正

に
関
す
る
総
合
的
施
策
を
た
て
る
に
必
要
な

事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

協
議
会
設
置
に
よ
っ
て
現
段
階
よ
り
は
前
進

す
る
も
の
と
み
て
い
る
と
答
え
た
。

　

奨
金
基
金
条
例
、
奨
学
資
金
給
付
条
例
制

定
に
つ
い
て
「
市
が
資
金
を
入
れ
て
額
の
引

き
上
げ
、
定
数
を
増
す
考
え
は
な
い
か
」
と

の
質
問
に
対
し
当
局
は
「
故
崎
浜
秀
主
氏
ほ

か
四
人
の
寄
付
金
に
よ
る
基
金
で
あ
り
、
い

ち
お
う
こ
れ
で
運
営
し
、
増
額
、
定
数
に
つ

い
て
は
将
来
検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
議
案
は
ほ
と
ん
ど
質
疑
な
く
、

総
務
、
建
設
、
経
民
も
三
委
員
会
に
付
託
し

た
。公

設
市
場
組
合
が
内
部
分
裂
／ 

那
覇
市
／
食
料
品
組
合
な
ど 

脱
退
／
市
計
画
案
ど
お
り
改 

築
要
求
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那
覇
市
牧
志
の
公
設
市
場
連
合
会
（
吉
浜

実
璋
会
長
＝
組
合
員
八
百
人
）
は
、
市
当

局
に
よ
る
市
場
改
築
問
題
を
め
ぐ
っ
て

内
部
分
裂
し
、
二
十
四
日
同
連
合
会
加
盟

の
食
料
品
組
合
、
衣
料
品
組
合
が
脱
退
し

た
。
脱
退
組
は
半
数
以
上
で
、
こ
れ
ま
で

の
連
合
会
の
方
針
に
反
対
、
市
当
局
の
計

画
案
ど
お
り
の
市
場
改
築
を
要
求
し
て

い
る
。

　

こ
の
市
場
改
築
問
題
は
、
市
当
局
の
案
で

現
在
の
ガ
ー
ブ
川
西
の
食
料
品
市
場
を
地
下



三
四
七

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
九
月

一
階
、
地
上
四
階
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
付
き

の
デ
ラ
ッ
ク
ス
市
場
に
す
る
。
地
下
一
階
は

肉
、
鮮
魚
の
業
者
を
収
容
す
る
こ
と
に
な

り
、
現
在
開
会
中
の
那
覇
市
議
会
に
提
案
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
市
場
連
合

会
が
、
地
下
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
し

て
も
め
た
た
め
、
市
当
局
は
こ
の
計
画
を
白

紙
に
戻
し
た
も
の
。

こ
の
改
造
計
画
は
オ
ジ
ャ
ン
に
な
っ
た

た
め
、
市
場
連
合
会
内
で
は
改
築
実
施
を

期
待
し
て
い
た
食
料
品
組
合
（
組
合
員
約

二
百
十
人
）
な
ど
が
、
連
合
会
の
方
針

に
反
対
し
て
も
め
て
い
た
が
、
つ
い
に
脱

退
。
同
組
合
は
独
自
に
市
当
局
の
改
築
案

に
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

二
十
四
日
は
同
組
合
員
約
五
十
人
が
市
当
局

に
押
し
か
け
「
改
築
を
早
く
実
現
し
て
ほ
し

い
」と
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
那
覇

市
当
局
は
「
市
と
し
て
は
、
全
市
民
の
市
場

を
つ
く
る
と
い
う
立
場
か
ら
改
築
計
画
を
し

た
も
の
で
あ
り
、
早
急
に
実
現
し
た
い
。
し

か
し
全
組
合
員
の
協
力
が
な
い
限
り
議
会
に

提
案
は
し
な
い
。
一
日
も
早
く
全
組
合
の
意

見
が
ま
と
ま
る
よ
う
希
望
し
た
い
」
と
語
っ

た
。

　

ま
た
連
合
会
に
加
盟
し
て
い
る
ガ
ー
ブ
川

東
の
衣
料
品
組
合
（
組
合
員
約
二
百
二
十
人
）

も
、
二
十
四
日
「
連
合
会
脱
退
」
の
声
明
を

発
表
し
た
。

こ
の
衣
料
品
組
合
は
、
市
当
局
に
よ
る
西
市

場
の
改
築
と
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
現
在

独
自
に
地
主
の
上
岡
〇
〇
〇
氏
と
協
力
し
て

改
築
計
画
を
話
し
合
っ
て
い
る
が
、
西
市
場

の
改
築
が
ダ
メ
に
な
る
と
、
東
の
衣
料
品
市

場
の
改
築
に
も
影
響
す
る
こ
と
を
心
配
し
て

お
り
、
声
明
の
な
か
で
「
西
市
場
改
築
問
題

で
の
連
合
会
の
行
為
は
、
こ
ん
ご
の
東
市
場

の
改
築
に
も
不
安
を
生
ず
る
の
で
、
脱
退
し

た
。
那
覇
市
民
の
台
所
を
一
手
に
あ
ず
か
る

理
想
的
な
市
場
に
改
築
す
る
に
は
全
面
的
に

協
力
す
べ
き
で
あ
る
。
改
築
が
中
止
に
な
れ

ば
市
民
の
希
望
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
」
と

い
っ
て
い
る
。

関
係
法
の
立
法
、
改
正
／
人
口 

の
都
市
集
中
の
弊
害
除
く
／ 

那
覇
市
、
政
府
に
要
望 
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那
覇
市
は
二
十
四
日
、
行
政
府
に
対
し
、
都

市
公
園
法
、
土
地
区
画
整
理
法
、
中
小
企
業

基
本
法
、
観
光
基
本
法
な
ど
一
二
件
の
新
規

立
法
と
道
路
法
、
清
掃
法
な
ど
四
件
の
一
部

改
正
を
要
請
し
た
。
と
く
に
中
小
企
業
の
健

全
育
成
の
た
め
、
公
庫
法
な
ど
五
件
の
新
規

立
法
を
要
請
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　

人
口
の
都
市
集
中
化
で
那
覇
市
の
都
市
施

設
は
行
き
づ
ま
り
の
状
態
に
あ
り
、
ま
た
多

く
の
弊
害
が
生
じ
、
年
々
深
刻
化
、
放
置
す

る
と
ほ
と
ん
ど
解
決
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
難
問
題
解
決
の
た
め
に

も
十
二
件
の
新
規
立
法
と
四
件
の
一
部
改
正

が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　

要
旨
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

【
新
規
立
法
】

　

▽
都
市
公
園
法　

公
園
の
設
置
、
管
理
基

準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

▽
土
地
区
画
整
理
法　

旧
耕
地
整
理
法
で

実
施
し
て
い
る
が
①
換
地
処
分
に
対
す
る
関

係
人
の
異
議
申
し
立
て
が
封
じ
ら
れ
て
い
る

②
減
歩
率
な
ど
に
つ
い
て
地
主
の
意
見
を
反

映
す
る
機
会
が
な
い
な
ど
の
矛
盾
が
あ
る
。

　

▽
住
宅
地
区
改
良
法　

不
良
住
宅
街
が
広

い
地
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、
特
別
法
を
制
定

し
て
不
良
地
区
を
整
備
す
る
と
と
も
に
改
良

住
宅
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

▽
下
水
道
法　

事
業
の
円
滑
な
運
営
を
は

か
る
た
め
、
同
法
の
制
定
で
態
勢
を
と
と
の

え
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
る
。

　

▽
広
告
物
法　

屋
外
広
告
は
都
市
美
観
を

い
ち
じ
る
し
く
害
し
て
い
る
の
で
基
準
な
ど

を
規
定
し
て
都
市
美
観
風
致
の
維
持
お
よ
び

公
衆
に
対
す
る
安
全
を
は
か
る
た
め
制
定
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

▽
中
小
企
業
基
本
法　

中
小
企
業
の
生
産

性
と
取
引
条
件
を
向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
経
済

的
社
会
的
制
約
に
よ
る
不
利
を
是
正
し
、
こ

ん
ご
の
進
む
べ
き
道
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う

法
の
整
備
が
必
要
。

　

▽
中
小
企
業
協
同
組
合
法　

健
全
な
発
展

を
は
か
る
に
は
協
同
組
合
を
設
置
、
互
い
に

結
束
し
て
経
済
活
動
の
公
正
な
機
会
を
確
保

で
き
る
よ
う
法
の
整
備
が
必
要
。

　

▽
中
小
企
業
金
融
公
庫
法　

現
状
打
開
の

た
め
公
庫
を
設
立
、
融
通
の
円
滑
化
を
は
か

る
。

　

▽
中
小
企
業
近
代
化
資
金
助
成
法　

近
代

に
必
要
な
設
備
資
金
の
一
部
を
政
府
が
補
助

し
て
積
極
的
に
企
業
の
近
代
化
を
助
長
す
る

た
め
法
の
整
備
が
必
要
。

　

▽
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
設
置
法　

青

少
年
の
不
良
化
問
題
は
社
会
人
全
体
の
も
の

で
あ
り
、
法
の
制
定
が
必
要
。

　

▽
観
光
基
本
法　

こ
ん
ご
の
観
光
事
業
の

方
向
を
明
ら
か
に
し
、
観
光
政
策
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

　

【
一
部
改
正
】

　

▽
道
路
法
▽
労
働
関
係
調
整
▽
墓
地
、
埋

葬
等
に
関
す
る
立
法
施
行
規
則
▽
清
掃
法

青
少
年
の
非
行
防
止
へ
／
市
が 

育
成
協
議
会
を
設
置 
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近
年
、
青
少
年
の
非
行
が
増
加
し
、
犯
罪

の
手
口
も
悪
質
化
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

那
覇
市
で
は
十
月
か
ら
「
青
少
年
健
全
育
成

協
議
会
を
設
置
、
家
庭
教
育
に
よ
る
公
徳
心



三
四
八

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
九―

十
月

の
高
揚
、
勤
労
青
少
年
の
福
祉
増
進
、
青
少

年
の
非
行
防
止
に
の
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

協
議
会
は
四
十
人
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、

市
長
の
任
命
で
学
識
経
験
者
（
五
人
）
、
市
議

会
議
員
（
二
人
）
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員

（
那
覇
教
育
委
員
、
那
覇
署
員
、
市
職
員
等

十
五
人
）
、
関
係
組
織
団
体
の
代
表
（
那
覇

防
犯
協
会
、
那
覇
福
祉
協
議
会
、
那
覇
体
協
、

子
供
を
守
る
会
、
交
通
安
全
協
会
、
自
治

会
、
青
年
会
、
婦
人
会
等
十
八
人
）
で
構
成
さ

れ
、
任
期
は
二
年
、
青
少
年
の
指
導
、
育
成
、

保
護
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
し
、
必
要

に
応
じ
て
市
長
、
関
係
行
政
機
関
、
関
係
組

織
団
体
に
意
見
具
申
を
す
る
。

　

協
議
会
で
は
、
さ
し
あ
た
り
六
五
年
度
事

業
計
画
と
し
て
①
家
庭
教
育
に
よ
る
公
徳
心

の
高
揚
②
勤
労
青
少
年
の
福
祉
増
進
③
青
少

年
の
非
行
防
止
の
三
点
を
目
標
に
「
母
と
子

の
二
十
分
読
書
運
動
お
よ
び
家
庭
会
議
の
奨

励
」
「
す
ぐ
れ
た
青
少
年
の
表
彰
」
「
注
意
し

合
い
感
謝
し
合
う
運
動
」
「
マ
ス
コ
ミ
関
係

お
よ
び
風
俗
営
業
者
と
の
懇
談
会
」
な
ど
の

運
動
を
実
施
す
る
。

道
路
を
不
法
占
用
／
プ
ラ
イ
ウ 

ッ
ド
社
が
三
年
も
／
市
議
会 

が
再
び
と
り
あ
げ
る 
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那
覇
市
の
道
路
が
約
三
か
年
も
一
商
社
に

よ
っ
て
不
法
占
用
さ
れ
て
き
た
た
め
、
市
議

会
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

さ
る
六
月
定
例
議
会
で
も
と
り
上
げ
ら
れ
、

当
局
は
早
期
解
決
を
約
束
し
な
が
ら
い
ま
だ

に
解
決
さ
れ
ず
、
九
月
定
例
議
会
で
再
び
と

り
上
げ
ら
れ
た
。
半
額
の
占
用
料
金
を
と
っ

て
も
約
五
千
㌦
ぐ
ら
い
に
は
な
る
と
議
会
で

は
、
市
当
局
の
で
た
ら
め
な
管
理
に
あ
き
れ

か
え
っ
て
い
る
。

　

問
題
の
道
路
は
、
古
波
蔵
埋
め
立
て
に
あ

る
沖
縄
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
Ｋ
Ｋ
沿
い
の
道
路
で
、

ベ
ニ
ヤ
合
板
の
原
木
揚
げ
と
廃
材
（
合
板
材

料
を
削
り
取
っ
た
残
り
）
の
置
き
場
と
し
て

使
用
し
て
い
た
も
の
。
同
社
が
操
業
開
始
し

て
か
ら
四
か
年
に
な
る
の
で
、
少
な
く
と
も

三
か
年
は
不
法
占
用
し
て
き
た
も
の
と
議
会

で
は
み
て
い
る
。
海
岸
線
の
重
要
道
路
で
あ

り
な
が
ら
、
同
社
が
原
木
置
き
場
の
陸
揚
げ

と
廃
材
置
き
場
に
使
っ
て
い
る
た
め
、
せ
っ

か
く
の
道
路
も
用
を
足
さ
ず
完
全
に
死
ん
で

し
ま
い
、
車
両
は
回
り
道
し
て
通
っ
て
い
る

の
が
実
情
だ
と
い
う
。

　

六
月
定
例
議
会
で
は
黒
潮
議
員
（
人
民

党
）
が
と
り
上
げ
た
が
、
別
の
議
員
も
さ
ほ

ど
問
題
に
は
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
さ
る

二
十
三
日
、
現
場
調
査
し
た
総
務
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
は
、
異
口
同
音
に
「
余
り
に
も
ひ

ど
す
ぎ
る
。
で
た
ら
め
だ
…
」
と
当
局
の
ズ

サ
ン
な
運
営
を
非
難
し
て
い
た
。
証
拠
写
真

を
撮
り
、
当
局
を
追
及
す
る
と
い
き
ま
い
て

い
た
。　

　

占
用
し
て
い
る
道
路
の
面
積
を
約
千
六
百

五
十
平
方
㍍
と
み
た
ば
あ
い
、
占
用
料
金
は

半
額
見
積
も
っ
て
も
三
か
年
で
は
五
千
九
百

四
十
㌦
に
な
る
計
算
だ
。
占
用
料
は
市
街
地

が
一
平
方
㍍
当
た
り
二
十
㌣
、
そ
の
ほ
か
は

十
㌣
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
市
街
地
と
し
て

計
算
す
る
と
一
万
㌦
以
上
に
な
る
と
議
会
で

は
、
占
用
料
ま
で
は
じ
き
出
し
て
当
局
の
で

た
ら
め
な
運
営
を
非
難
し
て
い
る
。

　

道
路
の
不
法
占
用
の
ほ
か
、
同
社
は
許
可

な
し
に
百
十
五
・
五
平
方
㍍
も
埋
め
立
て
、
ま

た
護
岸
を
破
損
し
て
い
る
。

不
法
埋
め
立
て
に
つ
い
て
は
、
二
回
に
わ
た

っ
て
政
府
か
ら
議
会
に
諮
問
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
否
決
し
て
い
る
。

　

当
局
で
は
、
道
路
を
掘
り
取
っ
て
用
地
内

に
た
ま
り
場
を
つ
く
る
よ
う
提
案
し
て
あ
る

が
、
会
社
側
は
い
っ
こ
う
に
解
決
し
て
い
な

い
。

　

市
で
は
二
十
五
日
、
社
長
補
佐
の
リ
チ
ャ

ー
ド
・
Ｐ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
、
湖
城
販
売
主

任
を
呼
び
出
し
、
廃
材
を
早
急
に
撤
去
す
る

よ
う
勧
告
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
会
社
側
で
は
、
構
内
に
廃
材

積
み
場
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
し
て
い
る
の

で
二
十
九
日
ま
で
に
は
撤
去
す
る
と
回
答
し

た
。
な
お
不
法
埋
め
立
て
、レ
ー
ル
布
設
、
護

岸
の
破
損
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
も
解
決
策

を
練
り
、
近
日
中
に
市
当
局
に
提
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

指
名
議
会
の
招
集
を
阻
止
／
昨 

夜
、
主
席
公
選
要
求
県
民
大 

会
／
任
命
制
度
に
終
止
を
／ 

社
会
党
調
査
団
も
参
加 
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復
帰
協
（
喜
屋
武
真
栄
会
長
）
主
催
の

「
主
席
公
選
要
求
、
指
名
阻
止
県
民
大
会
」

は
一
日
午
後
六
時
半
か
ら
立
法
院
横
の

広
場
で
開
か
れ
た
。
大
会
に
は
労
組
、
各

民
主
団
体
を
は
じ
め
約
七
千
人
（
主
催
者

側
発
表
）
が
参
加
、
来
島
中
の
日
本
社
会

党
調
査
団
一
行
も
出
席
し
て
会
場
を
盛

り
上
げ
た
。
議
長
団
選
出
の
あ
と
吉
元
復

帰
協
事
務
局
長
が
主
席
問
題
の
経
過
を

報
告
、
大
田
復
帰
協
副
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
社
大
、
人
民
、
社
会
の
三
政

党
代
表
が
「
当
面
の
主
席
指
名
阻
止
主
席

公
選
要
求
は
米
軍
事
基
地
撤
去
、
祖
国
復

帰
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
全
県
民
の
力
を

結
集
し
て
是
非
と
も
要
求
を
勝
ち
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
強
く
意
見
発

表
し
た
。
そ
の
あ
と
米
大
統
領
と
高
等
弁

務
官
あ
て
、
立
法
院
議
長
と
各
政
党
あ
て

の
「
主
席
公
選
要
求
、
指
名
拒
否
に
か
ん

す
る
要
請
決
議
」
と
、
大
田
任
命
主
席
の



三
四
九

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
十
月

即
時
退
陣
要
求
の
三
つ
の
決
議
を
満
場

一
致
で
採
択
、
日
本
社
会
党
調
査
団
か
ら

激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
て
デ
モ
行
進

に
移
っ
た
。
デ
モ
は
国
際
通
り
を
通
り
崇

元
寺
前
で
解
散
し
た
。

　

大
田
復
帰
協
副
会
長
は
「
住
民
の
力
に
よ

っ
て
米
国
に
追
従
し
て
き
た
自
民
党
を
分
裂

に
追
い
込
み
、
大
田
主
席
の
辞
表
提
出
に
ま

で
い
た
ら
し
め
た
。
沖
縄
に
た
い
す
る
国
内

外
の
関
心
は
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
県
民
の
戦
い
を
挫
折
さ
せ
て
は
自
治
拡

大
、
主
席
公
選
は
お
ろ
か
、
悲
願
の
祖
国
復

帰
も
遠
の
く
こ
と
に
な
る
。
全
県
民
が
主
席

公
選
と
自
治
拡
大
の
戦
い
に
全
力
を
あ
げ
て

立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え

た
。

意
見
発
表
に
は
社
大
党
安
里
積
千
代
委
員
長
、

人
民
党
瀬
長
亀
次
郎
委
員
長
、
社
会
党
宮
良

寛
才
委
員
長
の
三
氏
が
た
ち
混
迷
政
治
、
自

治
タ
ナ
上
げ
は
大
田
主
席
の
責
任
だ
け
で
な

く
制
度
そ
の
も
の
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
席
指
名
阻
止
公
選
要

求
は
、
復
帰
、
軍
事
基
地
撤
廃
の
テ
ス
ト
ケ

ー
ス
で
も
あ
る
。
さ
い
き
ん
本
土
自
民
党
や

施
政
権
者
は
、
県
民
の
最
低
次
元
の
要
求
で

あ
る
主
席
公
選
ま
で
押
さ
え
、
基
地
分
離
論

で
県
民
の
要
求
を
そ
ら
そ
う
と
す
る
な
ど
あ

ら
ゆ
る
手
を
つ
か
っ
て
い
る
。
さ
き
の
県
民

大
会
で
主
席
指
名
に
応
じ
な
い
。
公
選
実
現

に
努
力
す
る
と
公
約
し
た
民
政
ク
ラ
ブ
は
、

公
約
を
裏
切
っ
て
主
席
指
名
に
走
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
許
し
が
た
い
行
為
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
は
こ
ん
ど
の
戦
い
が
基
地
撤
去
、
祖

国
復
帰
の
戦
い
と
一
つ
で
あ
る
と
の
観
点
か

ら
、
主
席
指
名
の
議
会
招
集
を
事
前
に
阻
止

す
る
戦
い
に
全
力
を
あ
げ
て
結
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
た
。

ま
た
日
本
社
会
党
調
査
団
を
代
表
し
て
、

中
村
高
一
団
長
は
「
大
会
に
参
加
で
き
た

こ
と
は
よ
ろ
こ
び
に
た
え
な
い
。
わ
れ
わ

れ
は
立
法
院
が
自
治
拡
大
、
主
席
公
選
要

求
を
決
議
し
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
決
議
の
意
識
が
う
す
れ

つ
つ
あ
る
の
は
残
念
だ
。
立
法
院
は
自
ら

決
議
し
た
こ
と
を
権
威
に
か
け
て
も
実

現
す
べ
き
で
あ
り
、
で
な
い
と
ア
メ
リ
カ

か
ら
侮
辱
さ
れ
る
。
自
由
の
た
め
に
戦
っ

た
ア
メ
リ
カ
が
他
民
族
の
自
由
を
抑
圧

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

復
帰
要
求
は
い
ま
だ
に
実
現
し
な
い
が
、

ア
メ
リ
カ
の
極
東
政
策
は
い
た
る
と
こ

ろ
で
失
敗
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
事
実
を
ア

メ
リ
カ
自
体
が
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
国

民
に
か
わ
っ
て
立
法
院
に
決
議
が
守
ら

れ
実
現
さ
れ
る
よ
う
全
面
的
な
協
力
を

惜
し
ま
な
い
」
と
激
励
し
た
。

な
お
大
会
に
は
長
嶺
議
長
の
あ
い
さ
つ
、
民

政
ク
ラ
ブ
代
表
の
意
見
発
表
も
予
定
さ
れ
て

い
た
が
参
加
し
な
か
っ
た
。

主
席
公
選
要
求
・
指
名
阻
止
決
議
（
要
旨
）

（
米
大
統
領
・
高
等
弁
務
官
あ
て
）

沖
縄
が
県
民
の
意
思
に
反
し
て
祖
国
日
本
か

ら
分
離
さ
れ
、
米
軍
の
占
領
統
治
に
お
か
れ

て
か
ら
実
に
二
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
間
全
県
民
は
ひ
た
す
ら
祖
国
へ
の
復
帰

を
願
い
、
県
民
自
治
の
立
ち
場
か
ら
知
事
公

選
を
要
求
し
つ
づ
け
て
き
た
。
一
時
は
、
限

ら
れ
た
自
治
だ
っ
た
と
は
い
え
、
四
群
島
の

知
事
が
公
選
さ
れ
、
県
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
。

こ
れ
が
講
和
条
約
の
締
結
と
同
時
に
主
席
は

米
軍
の
任
命
制
度
に
変
え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
高
ま
る
自
治
権
拡
大
、
主
席
公

選
に
対
す
る
県
民
世
論
は
お
さ
え
難
く
、
立

法
院
で
は
く
り
か
え
し
自
治
拡
大
の
要
請
を

行
な
い
、
与
野
党
と
も
主
席
公
選
を
最
大
の

政
策
に
か
か
げ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
影
響
さ
れ
て
一
九
六
二
年
三
月
の
池
田
・

ケ
ネ
デ
ィ
の
新
政
策
で
民
主
主
義
の
原
理
を

基
礎
と
し
て
自
治
権
を
拡
大
す
る
旨
規
定
し
、

主
席
を
立
法
院
に
よ
る
指
名
制
に
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
も
最
終
的
に
は
任
命
制
度
に
す

ぎ
な
い
。
指
名
制
に
な
っ
て
か
ら
二
年
半
の

沖
縄
の
政
治
の
実
態
は
高
等
弁
務
官
の
直
接

統
治
を
強
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
か

ら
大
田
主
席
の
責
任
追
及
と
な
り
、
与
党
の

分
裂
、
大
田
主
席
の
辞
表
提
出
と
な
っ
た

が
、
新
高
等
弁
務
官
に
な
っ
て
も
そ
の
辞
表

は
ま
だ
受
理
さ
れ
な
い
。
県
民
の
強
い
政
治

的
願
望
を
無
視
し
、
主
席
公
選
を
否
定
す
る

米
国
の
態
度
は
近
代
民
主
政
治
の
基
本
理
念

に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
九
十
万
県
民
は
、
再

び
現
行
の
指
名
に
よ
る
主
席
任
命
制
度
を
廃

し
、
た
だ
ち
に
公
選
を
実
施
す
る
よ
う
強
く

要
求
す
る
。

（
立
法
院
・
各
政
党
あ
て
）

立
法
院
は
一
九
六
四
年
七
月
二
十
七
日
「
行

政
主
席
大
田
政
作
君
の
即
時
退
任
要
求
決

議
」
を
採
択
し
た
。
そ
の
中
で
「
辞
表
提
出

後
の
長
期
に
わ
た
る
大
田
主
席
の
在
任
は
、

住
民
の
熱
願
す
る
自
治
権
拡
大
に
一
大
障
壁

と
な
る
も
の
と
思
料
す
る
。
従
っ
て
全
住
民

の
真
の
願
望
で
あ
る
自
治
を
拡
大
す
る
た
め
、

大
田
行
政
主
席
は
即
時
退
任
す
る
よ
う
強
く

要
求
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
民
政
ク
ラ
ブ
と
自
由

民
主
党
の
動
き
は
、
こ
の
決
議
の
趣
旨
に
反

す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
治
を
拡

大
す
る
に
は
、
ま
ず
大
田
主
席
を
や
め
さ
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
保
守
を
し

て
次
期
主
席
を
指
名
す
べ
き
で
あ
る
。
と
し

て
画
策
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
に
対
す

る
軍
事
的
植
民
地
支
配
に
協
力
し
県
民
の
自

治
権
拡
大
の
要
求
を
ふ
み
に
じ
る
も
の
で
あ

り
、
一
大
障
壁
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

立
法
院
並
び
に
各
政
党
は
、
大
田
主
席
の
即



三
五
〇

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
十
一
月

時
退
任
要
求
決
議
の
趣
旨
を
一
貫
し
て
お
し

進
め
、
次
期
主
席
の
指
名
を
拒
否
し
、
主
席

公
選
を
要
求
し
て
、
全
県
民
の
先
頭
に
立
っ

て
戦
う
よ
う
要
請
す
る
。

【
大
田
主
席
の
即
時
退
陣
要
求
決
議
】　

高
等

弁
務
官
と
指
名
制
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
大
田

主
席
に
よ
る
非
民
主
的
専
制
支
配
は
、
県
民

の
大
き
な
抵
抗
を
よ
び
お
こ
し
、
そ
の
結
果

自
民
党
も
分
裂
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
大
田

主
席
も
辞
表
を
出
す
に
い
た
っ
た
。
し
か
る

に
そ
の
後
の
大
田
主
席
は
、
高
等
弁
務
官
か

ら
の
許
可
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
執
務
を
つ

づ
け
、
自
ら
の
判
断
と
行
動
に
よ
っ
て
政
治

責
任
を
と
ろ
う
と
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
大
田
任
命
主
席
の
態
度
は
県
民

の
意
思
を
ふ
み
に
じ
り
、
主
席
公
選
、
自
治

拡
大
の
要
求
を
阻
み
、
大
衆
に
政
治
不
信
を

植
え
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
県
民
は
一
刻
た

り
と
も
大
田
任
命
主
席
を
行
政
責
任
者
の
地

位
に
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
本
大

会
は
大
田
任
命
主
席
の
即
時
退
陣
を
要
求
す

る
。借

地
権
確
認
で
提
訴
／
地
主
の 

割
り
当
て
土
地
期
限
立
ち
の 

き
要
求
で
／
多
難
な
ス
ラ
ム 

街
解
消
／
那
覇 
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那
覇
市
公
設
市
場
、
ガ
ー
ブ
川
水
上
店

舗
、
浮
島
、
新
生
、
道
頓
堀
通
り
に
囲
ま
れ

た
ス
ラ
ム
街
の
人
た
ち
は
、
ス
ラ
ム
街
解
消

の
た
め
昨
年
十
一
月
「
不
良
住
宅
街
解
消
都

市
建
設
促
進
協
議
会
」
を
結
成
し
て
地
主
の

上
岡
〇
〇
〇
氏
と
借
地
契
約
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
進
め
て
き
た
が
、
つ
い
に
決
裂
、
借

地
人
は
近
く
中
央
巡
裁
に
借
地
権
の
確
認
を

訴
え
る
こ
と
に
な
り
、
法
廷
闘
争
に
も
ち
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
ん
ご
の
成
り
行
き

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
十
一
月
、
地
主
上
岡
氏
と
の
話
し
合

い
で
①
不
良
住
宅
街
を
十
字
架
型
に
幅
四
㍍

の
道
路
を
あ
け
る
②
都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
近

代
的
高
層
ビ
ル
を
借
地
人
に
共
同
建
築
さ
せ

る
③
地
主
も
高
い
敷
金
や
借
地
料
を
要
求
せ

ず
、
双
方
が
納
得
い
く
地
料
で
契
約
す
る
④

都
市
美
を
そ
こ
な
わ
な
い
設
計
、
計
画
図
を

市
当
局
に
依
頼
す
る
…
と
申
し
合
わ
せ
、
さ

る
七
月
十
七
日
に
は
市
当
局
代
表
、
地
主
、
業

者
代
表
も
交
え
て
再
確
認
さ
れ
祝
盃
ま
で
あ

げ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
地
主
か
ら
①
こ
れ
ま

で
支
払
っ
た
地
料
は
い
っ
さ
い
認
め
な

い
。
坪
当
た
り
一
か
月
最
低
四
十
㌣
、
最

高
一
㌦
三
十
三
㌣
を
五
五
年
七
月
か
ら

六
四
年
九
月
ま
で
の
十
か
年
分
を
支
払

う
こ
と
②
坪
当
た
り
百
㌦
の
敷
金
を
支

払
う
こ
と
③
借
地
料
、
敷
金
、
損
害
金
、

利
息
を
合
わ
せ
て
十
二
万
二
千
㌦
（
借
地

人
一
人
当
た
り
二
千
八
百
㌦
か
ら
最
高

一
万
六
千
㌦
）
を
支
払
う
こ
と
④
で
き
な

け
れ
ば
六
五
年
六
月
の
割
り
当
て
土
地

期
限
切
れ
を
ま
っ
て
立
ち
の
い
て
ほ
し

い
…
と
提
案
。
こ
れ
ま
で
再
三
話
し
合
っ

て
き
た
が
折
り
合
い
が
つ
か
ず
提
訴
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

　

同
協
議
会
で
は
行
政
府
、
法
務
局
、
立
法

院
、
人
権
協
会
、
都
市
計
画
審
議
会
、
那
覇

市
長
、
市
議
会
に
対
し
①
ス
ラ
ム
街
の
早
期

解
消
②
不
良
住
宅
街
の
実
状
を
調
査
、
そ
の

解
消
を
促
進
し
て
ほ
し
い
③
来
年
六
月
期
限

切
れ
に
な
っ
て
い
る
割
り
当
て
土
地
臨
時
処

置
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
借
地
人
が
安
心

し
て
建
物
の
修
理
、
増
・
改
築
、
新
築
が
で

き
る
よ
う
処
置
し
て
ほ
し
い
と
強
く
訴
え
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

同
地
域
の
借
地
人
だ
け
の
問
題
で
な
く
、

ガ
ー
ブ
川
水
上
店
舗
の
借
地
人
で
も
敷
金
を

要
求
さ
れ
た
の
も
い
る
よ
う
で
問
題
は
さ
ら

に
大
き
く
な
る
も
の
と
み
ら
れ
成
り
行
き
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

黒
潮
会
長
の
話　

昨
年
十
一
月
、
こ
と
し

七
月
の
話
し
合
い
で
す
べ
て
解
決
、
す
ぐ
に

で
も
着
工
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
が
、

高
い
敷
金
、
地
料
を
要
求
さ
れ
て
び
っ
く
り

し
て
い
る
。
地
主
の
要
求
で
は
、
ス
ラ
ム
街

は
解
消
で
き
な
い
し
、
引
き
合
わ
な
い
、
裁

判
に
借
地
権
確
認
を
訴
え
る
一
方
、
大
衆
運

動
で
わ
れ
わ
れ
の
計
画
を
実
現
し
た
い
。

　

地
主
上
岡
〇
〇
〇
の
話　

十
年
間
も
地

代
を
払
っ
て
い
な
い
し
、
話
し
に
な
ら
な

い
。
ま
ず
地
代
を
払
う
こ
と
だ
、
供
託
し
て

い
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
不
完
全
な

も
の
だ
、
割
り
当
て
土
地
の
期
限
切
れ
で
立

ち
の
く
も
の
に
は
安
定
法
以
上
の
地
料
は

要
求
し
な
い
。
期
限
後
も
借
地
し
た
い
人
に

は
安
定
法
に
よ
る
地
料
と
法
定
利
息
を
加

算
し
て
要
求
す
る
。
坪
当
た
り
百
㌦
の
敷
金

も
取
り
切
り
で
は
な
い
し
、
い
わ
ば
担
保

だ
。
期
限
切
れ
後
は
絶
対
に
貸
さ
な
い
。
処

分
す
る
考
え
だ
。

66
年
度
首
都
建
設
計
画
決
ま
る 

／
総
額
四
百
七
十
五
万
㌦
／ 

公
園
公
営
住
宅
な
ど
建
設 
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１
９
６
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・
11
・
15
〕

　

首
都
建
設
委
員
会
（
委
員
長
・
小
波
蔵
副

主
席
）
で
は
、
六
六
年
度
の
首
都
建
設
事
業

計
画
を
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定
、
こ
の
ほ
ど
政

府
関
係
局
、
那
覇
市
に
対
し
予
算
計
上
に
つ

い
て
勧
告
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
必
要
な
予
算
計
上
と
総
額
は

四
百
七
十
五
万
八
千
九
百
九
十
四
㌦
で
う
ち

政
府
負
担
二
百
八
十
七
万
三
千
七
百
九
十
一

㌦
、
那
覇
市
負
担
百
七
十
四
万
九
千
五
十
三

㌦
、
そ
の
他
の
地
元
負
担
十
三
万
六
千
百
五

十
㌦
と
な
っ
て
い
る
。



三
五
一

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
十
一
月

　

街
路　

▽
む
つ
み
橋―

旧
料
亭
那
覇
間
舗

装
▽
開
南
交
番―

平
和
橋
間
新
設
▽
平
和
橋

―

大
洋
劇
場
間
新
設
▽
旭
橋―

上
の
屋
区
画

整
理
区
舗
装
▽
交
通
広
場
新
設
右
折
橋
▽
与

儀
交
通
広
場
▽
寄
宮
十
字
路―

霊
園
入
口
改

良
▽
観
音
堂―

琉
大
女
子
寮
間
舗
装
▽
安
里

―

古
波
蔵
線

　

公
園
、
霊
園　

▽
希
望
が
丘
、
旭
が
丘
公

園
、
識
名
霊
園
、
奥
武
山
公
園

　

河
川
、
排
水　

▽
さ
い
お
ん
橋―

ひ
め
ゆ

り
橋

　

区
画
整
理　

▽
寄
宮
地
区
（
継
続
）
▽
壺

川
地
区
▽
真
嘉
比
、
古
島
地
区

　

不
良
住
宅
改
造　

▽
樋
川
、
神
里
原
、
与

儀
船
増
原

　

衛
生
施
設　

▽
し
尿
処
理
場
▽
塵
芥
焼
却

炉
　

公
営
住
宅　

▽
第
一
種
二
百
戸
▽
第
二
種

三
百
戸

　

保
育
所　

▽
二
か
所

　

上
水
道　

▽
青
小
堀―

牧
港
導
水
管
改
良

▽
牧
港
水
源
系
統
▽
後
原―

牧
港

　

公
館　

中
央
図
書
館

｜
社　

説
｜

市
場
改
造
計
画
の
促
進 

　
　
　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
４
・
11
・
16
〕

　

那
覇
市
会
の
建
設
委
員
会
は
、
最
大
の
懸

案
と
な
っ
て
い
る
公
設
市
場
の
改
築
計
画
に

つ
い
て
、
各
面
か
ら
審
議
を
進
め
て
い
る
。
市

当
局
で
は
、
す
で
に
具
体
計
画
を
仕
上
げ
て
、

さ
る
九
月
の
定
例
議
会
に
提
案
し
、
早
急
に

着
工
す
る
段
取
り
で
あ
っ
た
が
、
業
者
の
反

対
陳
情
に
よ
っ
て
と
う
と
う
見
送
り
に
な
っ

た
。

　

し
か
し
、
公
共
施
設
で
あ
る
中
央
市
場
の

改
造
は
、
い
つ
ま
で
も
引
き
延
ば
し
て
お
く

わ
け
に
は
い
か
ず
、
来
る
十
二
月
の
定
例
議

会
に
ふ
た
た
び
提
議
し
た
い
意
向
だ
。
建
設

委
員
会
の
審
議
も
、
そ
の
事
前
準
備
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
う
が
、
こ
の
市

場
問
題
は
全
市
民
の
関
心
と
注
目
も
マ
ト
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
多
年
の
要
望
を
満
足
さ

せ
る
た
め
に
も
、
適
切
な
解
決
策
を
打
ち
出

し
て
ほ
し
い
。

　

市
当
局
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
八
十
五
万
㌦

の
工
事
予
算
を
獲
得
し
て
近
代
的
な
総
合
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
を
建
設
し
、
各
階
に
分
け
て
全

業
者
を
収
容
す
る
と
の
方
針
で
あ
る
。
市
民

の
立
ち
場
か
ら
い
え
ば
、
こ
う
い
う
明
る

く
、
衛
生
的
な
市
場
計
画
に
対
し
て
は
、
も

ろ
手
を
あ
げ
て
歓
迎
し
た
い
気
持
ち
で
あ
る

が
、
直
接
、
店
を
出
し
て
い
る
人
た
ち
に
と

っ
て
は
、
そ
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
よ
う

だ
。
い
ろ
い
ろ
な
要
求
事
項
を
あ
げ
て
プ
ラ

ン
の
改
善
を
迫
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
調
整
し

て
円
満
に
収
め
る
に
は
、
よ
ほ
ど
献
身
的
な

努
力
を
要
す
る
。

　

市
民
の
不
評
を
か
っ
て
い
る
現
在
の
公
設

市
場
を
真
に
都
心
部
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
を

整
え
て
、
近
代
化
を
は
か
れ
る
か
ど
う
か
、
一

に
市
当
局
お
よ
び
市
会
側
の
政
治
手
腕
い
か

ん
に
か
か
っ
て
い
る
。
建
設
委
員
会
は
、
そ

の
第
一
の
関
門
に
あ
た
る
わ
け
だ
が
、
で
き

る
だ
け
全
会
一
致
で
委
員
会
案
を
ま
と
め
、

定
例
議
会
で
の
決
議
を
円
滑
に
し
て
ほ
し
い
。

つ
ぎ
つ
ぎ
決
議
が
流
れ
る
よ
う
な
事
態
に
な

っ
て
は
、
世
論
の
憤
激
を
か
う
の
は
も
と
よ

り
、
市
政
に
対
す
る
不
信
感
を
高
め
る
結
果

に
な
ろ
う
。

　

建
設
委
員
会
は
、
ま
ず
当
局
側
の
基
本
計

画
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
た
。
さ
ら
に
市

場
連
合
会
の
代
表
か
ら
、
利
害
関
係
を
中
心

と
し
た
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
具
体
案
を
も
と
に
、
現
場
の
立
地

条
件
、
都
計
上
の
問
題
な
ど
を
考
慮
す
れ

ば
、
お
の
ず
か
ら
実
現
可
能
な
最
大
公
約
数

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
そ
の

実
施
計
画
が
、
業
者
の
主
張
を
満
足
に
い
れ

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
コ
ト
は
納
ま
る

し
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
全
市
民
の
福
祉

と
い
う
観
点
か
ら
次
善
の
策
で
打
開
す
る
ほ

か
は
な
い
。

　

都
計
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
の
障
害
と
困
難
が
つ
き
ま
と

う
の
は
、
分
り
き
っ
た
は
な
し
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
建
設
過
程
を
ふ
り
返
っ
て
も
、
そ

の
こ
と
は
は
っ
き
り
い
え
る
し
、
中
央
市
場

の
改
造
事
業
も
例
外
で
は
な
い
と
思
う
。
こ

れ
ら
の
あ
い
路
を
一
つ
一
つ
打
破
し
て
、
都

市
の
近
代
化
を
推
し
進
め
、
市
民
生
活
の
レ

ベ
ル
を
引
き
上
げ
て
い
く
の
が
、
市
政
運
営

者
に
課
さ
れ
た
大
き
な
責
務
と
い
う
べ
き
だ
。

　

こ
の
点
、
執
行
機
関
も
議
決
機
関
も
大
局

的
な
見
地
か
ら
問
題
の
本
質
を
追
求
し
、
見

通
し
と
判
断
を
適
正
に
持
し
て
ほ
し
い
。
議

案
の
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
た
え
ず
賛
否
の

対
立
が
つ
き
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
市
民

代
表
の
意
見
を
広
く
求
め
、
民
主
的
な
手
続

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ふ
ん
で
い
け
ば
、
自
然
に
結

論
は
し
ぼ
ら
れ
て
く
る
。
選
良
と
し
て
の
良

識
と
義
務
に
従
っ
た
行
動
が
政
治
信
念
の
ウ

ラ
づ
け
と
な
り
、
ひ
い
て
は
市
民
に
対
す
る

説
得
力
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
に
違
い
な
い
。

　

公
設
市
場
の
改
築
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
割
り

当
て
問
題
で
つ
ま
ず
い
た
か
っ
こ
う
だ
が
、

一
致
点
を
見
出
す
ま
で
に
ま
だ
話
し
合
い
の

余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
を
中
心
と

し
て
、
し
ん
ぼ
う
づ
よ
く
意
見
を
交
わ
し
合

っ
て
調
整
役
を
つ
と
め
て
ほ
し
い
。
こ
の
機

会
を
逃
が
し
て
は
、
市
場
周
辺
の
改
造
計
画

は
根
本
か
ら
狂
う
こ
と
に
な
り
、
地
の
利
を

え
た
商
店
街
の
発
展
も
、
そ
れ
だ
け
遅
延
す

る
わ
け
だ
。
長
い
目
で
見
れ
ば
、
業
者
じ
た

い
の
不
利
益
を
積
み
重
ね
る
結
果
に
な
ろ
う
。



三
五
二

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
十
一
月

ス
ラ
ム
街
の
解
消
を
／
地
主
や

政
府
に
協
力
要
請 
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〕

不
良
住
宅
街
解
消
都
市
建
設
促
進
協
議
会

（
黒
潮
武
秀
会
長
）
と
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
の

人
た
ち
約
七
十
人
は
十
六
日
午
前
十
時
す
ぎ
、

那
覇
市
樋
川
の
勉
強
堂
に
デ
モ
を
か
け
、
地

主
の
上
岡
〇
〇
〇
氏
に
た
い
し
「
資
金
対
策

や
移
転
準
備
も
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
土
地

を
返
せ
と
は
何
ご
と
か
。
約
束
ど
お
り
ス
ラ

ム
街
解
消
計
画
に
協
力
す
べ
き
だ
」
と
訴
え

た
。

　

こ
の
解
消
計
画
は
那
覇
市
牧
志
町
公
設
市

場
隣
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
「
自
分
ら
で

ス
ラ
ム
街
を
な
く
そ
う
」
と
計
画
、
昨
年
の

七
月
十
七
日
に
同
協
議
会
と
地
主
の
上
岡
氏

と
の
間
で
話
し
合
い
が
ま
と
ま
り
、
市
当
局

の
指
導
の
も
と
に
来
春
着
工
の
予
定
で
準
備

を
進
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
地
主
の
上
岡
氏
が

「
過
去
十
カ
年
分
の
借
地
料
と
敷
き
金
、

利
息
な
ど
を
合
わ
せ
て
十
二
万
二
千
㌦

を
支
払
っ
た
の
ち
に
着
工
す
る
こ
と
。
そ

れ
が
で
き
な
け
れ
ば
割
り
当
て
土
地
期

限
が
切
れ
る
来
年
六
月
に
は
出
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
い
出
し
、
難
航
し
て
い

る
も
の
。

建
設
促
進
協
議
会
の
デ
モ
隊
は
上
岡
氏
と
か

け
合
っ
た
あ
と
立
法
院
議
長
、
主
席
、
法
務

局
長
、
那
覇
市
長
、
市
議
会
議
長
に
た
い

し
、
陳
情
文
を
手
渡
し
て
善
処
方
を
要
請
し

た
。こ

れ
が
那
覇
市
の
〝

新
番
地
〟 

／
七
町
名
に
し
ぼ
る
／
な
く 

な
る
牧
志
、
開
南
、
安
里 

　
　
　

 

〔
琉
新
・
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１
９
６
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〕

　

那
覇
市
企
画
部
は
新
し
い
行
政
区
画
の
作

製
を
急
い
で
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
旧
那
覇
市

の
分
が
完
成
し
た
。
民
政
府
、
本
土
政
府
の

承
認
が
得
ら
れ
し
だ
い
実
施
す
る
が
、
牧
志

や
開
南
、
安
里
な
ど
い
ま
ま
で
親
し
ま
れ
た

町
名
が
な
く
な
り
、
七
つ
の
町
名
に
し
ぼ
ら

れ
、
道
路
沿
い
に
一
丁
目
、
二
丁
目
…
、
一

番
地
、
二
番
地
と
一
目
で
外
来
者
で
も
わ
か

る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
の
は
那
覇
市
の
区
画

整
理
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
那
覇
市
の

二
十
八
町
（
二
百
四
十
一
万
九
千
百
平
方
㍍
）

に
わ
た
っ
て
お
り
、
ス
ラ
ム
街
な
ど
〝
乱

れ
〟
の
激
し
い
地
域
は
ほ
と
ん
ど
整
理
を
終

え
、
新
し
い
町
名
が
つ
け
ら
れ
た
。

　

新
し
い
七
つ
の
町
名
と
そ
れ
に
含
ま
れ
る

町
名
は
つ
ぎ
の
と
お
り
（
カ
ッ
コ
内
は
い
ま

ま
で
の
町
）

泉
町
（
上
泉
、
下
泉
町
の
全
部
、
美
栄

橋
、
東
、
二
中
前
、
楚
辺
の
各
一
部
）
元

町
（
西
本
町
の
全
部
、
西
新
、
東
、
通
堂
、

上
ノ
蔵
、
天
妃
、
辻
の
各
一
部
）
久
米
町

（
久
米
、
天
妃
、
上
ノ
蔵
、
若
狭
、
松
下
、

松
山
、
西
新
、
辻
の
各
一
部
）
若
狭
町

（
若
狭
、
松
山
、
松
下
、
久
茂
地
の
各
一

部
）
久
茂
地
町
（
久
茂
地
、
美
栄
橋
、
松

下
、
松
山
、
久
米
、
牧
志
、
松
尾
、
東
、

前
島
の
各
一
部
）
泊
町
（
崇
元
寺
の
全
部
、

前
島
、
高
橋
、
安
里
の
各
一
部
）
泊
新
町

（
重
民
町
の
全
部
、
高
橋
、
前
島
、
上
ノ

屋
の
各
一
部
）

こ
の
新
し
い
町
は
道
路
を
中
心
に
し
て
一
目

で
町
界
、
丁
目
界
が
わ
か
る
よ
う
に
つ
く
ら

れ
て
お
り
、
現
在
の
丁
目
の
地
番
が
も
の
す

ご
く
混
乱
し
行
政
上
は
も
ち
ろ
ん
、
通
信
配

達
な
ど
日
常
生
活
に
も
大
き
な
損
失
と
不
便

を
与
え
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
新
行
政
区
画

は
市
民
に
大
き
な
利
益
を
与
え
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。
那
覇
市
で
は
こ
ん
ど
完
成

し
た
地
域
が
も
っ
と
も
急
を
要
す
る
と
し
て

他
の
地
域
に
さ
き
が
け
て
実
施
し
た
い
方
針
。

と
こ
ろ
が
こ
の
地
域
は
ほ
と
ん
ど
が
国
県
有

地
に
な
っ
て
い
る
た
め
換
地
処
分
の
承
認
が

得
ら
れ
ず
実
施
が
遅
れ
て
い
る
が
民
政
府
や

日
本
政
府
に
一
日
も
早
く
実
施
さ
せ
て
ほ
し

い
と
折
衝
を
進
め
て
お
り
、
Ｏ
Ｋ
の
返
事
が

あ
り
し
だ
い
実
施
す
る
。
他
の
地
域
の
首
里

な
ど
は
い
ま
作
業
を
進
め
て
い
る
。
企
画
部

で
は
実
施
の
と
き
は
旧
町
名
と
の
〝
比
較
対

照
表
〟
な
ど
を
全
市
民
に
配
る
な
ど
〝
切
り

替
え
〟
に
ま
ご
つ
か
ぬ
よ
う
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い

っ
て
い
る
。

ガ
ー
ブ
川
商
店
街
視
察
／
弁
務 

官
／
熱
心
に
市
の
説
明
聞
く 
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ワ
ツ
ソ
ン
高
等
弁
務
官
は
二
十
四
日
午
後
一

時
半
か
ら
那
覇
市
の
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
、
む

つ
み
橋
下
流
の
水
上
道
路
工
事
現
場
、
首
里

久
場
川
の
公
営
住
宅
を
視
察
し
た
。

こ
の
日
は
那
覇
市
か
ら
西
銘
市
長
、
古
堅
、
新

垣
両
助
役
、
関
係
部
課
長
、
そ
れ
に
友

寄
、
伊
良
波
両
立
法
院
議
員
が
同
行
し
て
説

明
に
当
た
っ
た
。

　

ワ
ツ
ソ
ン
弁
務
官
は
ガ
ー
ブ
川
の
商
店
街

や
牧
志
公
設
市
場
、
ス
ラ
ム
街
解
消
予
定
地

な
ど
を
く
ま
な
く
視
察
「
公
設
市
場
の
改
築

が
も
た
つ
い
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
「
ス
ラ

ム
街
解
消
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」
な

ど
、
い
ち
い
ち
質
問
し
て
い
た
。
久
場
川
の

公
営
住
宅
で
は
室
内
も
視
察
し
「
上
等
で
す

ね
。
水
洗
便
所
は
う
ま
く
使
え
ま
す
か
」
と

居
住
者
た
ち
に
愛
き
ょ
う
を
ふ
り
ま
い
て
い

た
。西

銘
市
長
は
那
覇
市
の
住
宅
事
情
や
将

来
の
計
画
を
説
明
、
予
定
ど
お
り
事
業
を

進
め
る
に
は
市
の
力
だ
け
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
と
民
政
府
の
援
助
を
要
請

し
た
。
ワ
弁
務
官
は
「
住
宅
は
最
も
大
切
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な
こ
と
な
の
で
市
の
計
画
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
く
よ
う
に
で
き
る
だ
け
援
助
し
た

い
」
と
答
え
た
。

〝
大
き
な
社
会
問
題
だ
〟
／
ス 

ラ
ム
街
解
消
問
題
／
き
ょ
う 

ア
ピ
ー
ル
大
会 
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い
ざ
着
工
す
る
段
階
に
な
っ
て
地
主
が
反
対
、

宙
に
浮
い
て
い
る
那
覇
市
牧
志
町
の
ス
ラ
ム

街
解
消
計
画
に
つ
い
て
、
不
良
住
宅
街
解
消

都
市
建
設
促
進
協
議
会
（
黒
潮
武
秀
会
長
）で

は
「
一
部
市
民
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
大
き

な
社
会
問
題
だ
」
と
し
て
三
日
午
後
六
時
か

ら
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
（
中
央
）
三
階
で
「
防

災
都
市
建
設
促
進
大
会
」
を
開
き
、
全
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
ス
ラ
ム
街
解
消
計
画
は
市
の
計
画
に

協
力
し
自
力
で
解
消
に
乗
り
だ
そ
う
と
ス
ラ

ム
街
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、

各
面
か
ら
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
た

が
、
準
備
を
整
え
い
ざ
着
工
と
い
う
段
階
に

き
て
、
地
主
の
上
岡
〇
〇
〇
氏
が
来
年
六
月

末
日
の
割
り
当
て
土
地
期
限
切
れ
を
タ
テ
に

多
額
の
地
料
、
敷
き
金
を
要
求
し
て
解
消
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
も
の
。
同
促
進
協

議
会
で
は
借
地
安
定
法
違
反
だ
と
し
て
上
岡

氏
を
告
訴
、
こ
の
十
五
日
ご
ろ
か
ら
裁
判
が

始
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
問
題
は
単
な
る
解
消
計
画
を
し
て
い
る

住
民
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
〝
割
り
当
て
土

地
〟
と
い
う
戦
後
の
混
乱
期
に
政
府
の
指
導

で
住
み
つ
い
た
人
た
ち
全
員
の
生
活
権
を
お

び
や
か
す
問
題
だ
と
し
て
、
全
市
民
に
訴
え

る
と
同
時
に
、
政
府
、
市
当
局
に
た
い
し
て

保
護
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
同
協
議
会
員
の
ほ
か
中
央

市
場
通
り
会
、
割
り
当
て
土
地
借
地
人
同
志

会
、
ガ
ー
ブ
川
商
店
街
組
合
連
絡
協
議
会
な

ど
〝
共
通
の
不
安
〟
に
あ
る
人
た
ち
千
人
以

上
が
参
加
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
立
法
院
の
各
党
代
表
、
那
覇

市
長
、
同
議
長
ら
も
出
席
す
る
。

借
地
人
が
勝
訴
／
ガ
ー
ブ
川
商 

店
街
／
上
岡
氏
と
の
土
地
争 

い
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ガ
ー
ブ
川
商
店
街
組
合
連
絡
協
議
会
（
黒

潮
武
秀
組
合
長
）
と
那
覇
市
樋
川
〇
〇
、
上

岡
〇
〇
〇
氏
の
間
で
争
わ
れ
て
い
た
仮
処
分

決
定
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
事
件
の
判
決

い
い
渡
し
が
三
日
午
前
十
時
か
ら
中
央
巡

裁
民
事
第
一
部
（
喜
屋
武
裁
判
長
）
で
開
か

れ
、
連
絡
協
議
会
の
申
し
立
て
し
た
占
有
妨

害
排
除
、
建
築
工
事
妨
害
禁
止
の
仮
処
分
を

認
め
、
協
議
会
側
の
勝
訴
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
同
商
店
街
内
（
栄
橋
際
）
に

あ
る
十
七
・
三
二
五
平
方
㍍
の
占
有
が
協
議

会
側
に
認
め
ら
れ
、
地
主
に
対
し
て
同
係
争

地
に
お
け
る
組
合
側
の
建
築
工
事
を
妨
害
し

て
は
な
ら
な
い
と
の
い
い
渡
し
が
あ
っ
た
。

　

地
主
と
借
地
人
の
紛
争
は
、
ガ
ー
ブ
川

商
店
街
組
合
連
絡
協
議
会
が
地
主
の
上

岡
〇
〇
〇
氏
か
ら
借
用
し
た
土
地
の
う
ち
、

一
七
・
三
二
五
平
方
㍍
は
ガ
ー
ブ
川
の
土
砂

汲
み
取
り
口
と
し
て
建
築
せ
ず
、
空
地
に
な

っ
て
い
る
の
を
地
主
上
岡
〇
〇
〇
氏
が
平
良

〇
〇
氏
に
権
利
金
三
百
㌦
で
貸
し
た
た
め
、

法
廷
闘
争
に
も
ち
込
ま
れ
た
も
の
。

　

平
良
氏
は
十
月
十
八
日
か
ら
十
日
間
、
同

場
所
で
営
業
し
た
が
、
協
議
会
側
の
仮
処
分

申
請
で
十
月
二
十
八
日
撤
去
、
地
主
が
異
議

申
し
立
て
を
行
な
い
、
争
わ
れ
て
い
た
。

｜
社　

説
｜

那
覇
市
議
と
そ
の
責
任 
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那
覇
市
会
は
十
二
日
に
招
集
さ
れ
、
十
九

日
ま
で
八
日
間
の
会
期
で
開
会
し
て
い
る
が
、

十
四
日
午
後
の
一
般
質
問
の
さ
い
、
欠
席
議

員
が
多
く
、
流
会
寸
前
の
状
態
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
那
覇
市
会
定
員
は
三
十
人

（
欠
員
一
）
だ
が
、
出
席
議
員
は
十
六
人
、
や

っ
と
過
半
数
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
日
の
午
前
は
、
議
員
の
議
案
提
出
、
そ

の
提
案
理
由
の
説
明
で
あ
っ
た
。
午
前
中
は

全
議
員
が
出
席
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
れ
が

午
後
の
開
会
ま
で
の
休
会
中
に
十
三
人
も
議

員
が
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
午
後
の
会
議
で
も
、
こ
っ
そ
り
一
議

員
が
退
場
し
よ
う
と
し
、
市
当
局
か
ら
議
会

が
成
立
す
る
か
ど
う
か
指
摘
さ
れ
る
場
面
も

あ
っ
て
、
か
な
り
荒
れ
も
よ
う
で
あ
っ

た
。
那
覇
市
は
全
琉
人
口
の
約
四
分
の
一
を

占
め
る
都
市
で
あ
る
。
沖
縄
の
首
都
と
い
う

こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
市
会
も
二
十
余
万

市
民
の
福
祉
向
上
を
討
議
決
定
す
る
場
と
し

て
、
そ
れ
に
相
当
す
る
権
威
を
も
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
大
切
な

一
般
質
問
に
さ
い
し
て
、
流
会
す
れ
す
れ
の

状
態
は
、
権
威
あ
る
市
会
と
い
え
る
だ
ろ
う

か
。

　

那
覇
市
は
近
隣
市
村
の
合
併
で
大
き
く
ふ

く
れ
た
。
地
域
も
ひ
ろ
く
な
り
、
そ
の
な
か

に
は
、
立
法
院
議
員
の
七
つ
の
選
挙
区
が
ふ

く
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
関
係
か
ら
、
市

議
も
自
然
に
政
党
色
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、

市
会
は
与
党
系
無
所
属
を
ふ
く
め
て
党
派
別

で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
必
ず
し
も
批
判
さ
れ
る
べ
き
方
向
で
は
な

か
ろ
う
。

　

そ
こ
で
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
市
会
は

個
々
の
議
員
と
い
う
よ
り
も
、
党
派
別
代
表

で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
般
質
問
で

も
全
議
員
が
別
々
に
質
問
し
た
の
で
は
、
第
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一
に
は
ん
ざ
つ
で
時
間
が
か
か
る
し
、
ま
と

ま
り
が
つ
か
な
い
。
立
法
院
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
党
派
別
に
代
表
を
決
め
て
質
問
す

る
の
は
、
市
会
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

上
か
ら
当
然
の
こ
と
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
質
問
に
対
す
る
当
局
の

答
弁
を
聞
く
の
は
、
代
表
だ
け
で
よ
い
、
と

い
う
リ
ク
ツ
は
と
お
ら
な
い
。
も
し
そ
れ
で

よ
い
と
い
う
な
ら
、
し
い
て
議
員
に
な
る
必

要
は
な
か
ろ
う
。

　

議
員
で
あ
る
以
上
は
、
な
に
は
お
い
て
も

議
会
に
出
席
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
当
局
の

答
弁
を
詳
し
く
聞
き
、
さ
ら
に
突
っ
こ
む
必

要
が
あ
れ
ば
、
別
に
質
問
は
禁
じ
ら
れ
て
い

な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
ん
ど
は
代
表
で
質
問

す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
お
れ
ひ
と
り
く

ら
い
欠
席
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
気

持
ち
を
も
っ
て
い
る
な
ら
、
議
員
と
し
て

の
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
資
格
が
あ
る
と
い
え
な

い
。

　

那
覇
市
政
は
広
範
囲
で
複
雑
で
あ
り
、
条

例
案
の
審
議
に
も
、
そ
れ
だ
け
で
の
能
力
が

要
求
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
こ
と

で
議
員
報
酬
は
月
額
百
㌦
で
あ
る
。
決
し
て

低
す
ぎ
る
額
で
は
な
い
。
開
会
中
は
出
席
す

れ
ば
二
㌦
の
日
当
が
支
給
さ
れ
る
。
午
前
中

は
出
席
し
て
、
午
後
は
消
え
る
で
は
、
極
端

な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
日
当
か
せ
ぎ
、
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
市
町
村
自
治
が

ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
を
よ
く
わ
き
ま
え
、

そ
の
責
任
を
果
た
す
よ
う
望
み
た
い
。
欠
席

議
員
が
与
党
系
に
多
か
っ
た
、
と
い
う
の
も

重
視
さ
れ
る
。

那
覇
市
会
／
野
党
議
員
が
総
退 

場
／
遅
刻
・
欠
席
の
十
八
日 

会
／
会
長
が
あ
や
ま
り
再
開 
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那
覇
市
議
会
（
高
良
一
議
長
）
は
、
十
九

日
午
前
十
時
十
分
か
ら
開
会
し
た
が
、
ぼ
う

頭
に
大
山
盛
幸
議
員
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）
が

「
流
会
寸
前
ぎ
り
ぎ
り
の
出
席
を
こ
ん
ご
の

議
会
か
ら
根
絶
し
、
市
民
の
信
頼
を
獲
得

し
、
議
会
の
品
位
を
維
持
し
、
与
党
議
員
十
八

日
会
の
猛
省
を
促
す
た
め
退
場
す
る
」
と
の

緊
急
動
議
が
あ
っ
て
開
会
ぼ
う
頭
か
ら
大
荒

れ
し
た
。

　

野
党
側
十
三
議
員
の
総
退
場
で
議
事
は
中

断
、
十
八
日
会
（
平
良
亀
助
会
長
）
ら
は
図

書
室
で
、
ま
た
野
党
議
員
は
議
長
室
で
そ
れ

ぞ
れ
こ
ん
ご
の
善
後
策
を
協
議
し
た
。

こ
の
日
の
欠
席
議
員
は
渡
口
麗
秀
、
具
志

栄
治
、
赤
嶺
保
三
郎
の
三
議
員
。
渡
口
、

具
志
両
議
員
は
か
り
出
さ
れ
て
出
席
し

た
が
、
赤
嶺
（
保
）
議
員
は
十
一
時
再
開

ま
で
姿
を
み
せ
な
か
っ
た
。
十
八
日
会
は

西
銘
市
長
ら
当
局
首
脳
部
を
中
心
に
話

し
合
っ
て
い
た
。
西
銘
市
長
は
与
、
野
党

の
中
に
立
っ
て
調
停
に
の
り
出
し
た
が

野
党
側
は
「
市
長
の
出
る
幕
で
は
な
い
」

と
し
り
ぞ
け
て
い
た
。　

　

野
党
側
は
、
問
題
に
な
っ
た
十
四
日
午
後

か
ら
本
会
議
で
与
党
議
員
が
無
断
で
ひ
と
り
、

ひ
と
り
退
場
し
て
流
会
寸
前
に
な
っ
た
こ
と

を
重
視
「
議
案
だ
け
通
せ
ば
い
い
…
」と
い
っ

た
与
党
議
員
の
考
え
方
に
問
題
が
あ
る
。
大

い
に
反
省
し
て
わ
び
を
い
れ
な
け
れ
ば
議
案

審
議
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
強
硬
。

　

一
方
、
十
八
日
会
側
は
反
省
す
る
、
し
か

し
、
議
会
全
体
の
問
題
で
あ
る
…
と
論
議
が

ふ
っ
と
う
し
た
が
、
結
局
、
十
八
日
会
の
平

良
亀
助
会
長
が
野
党
側
に
「
こ
ん
ご
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
反
省
す
る
」
と
申
し

い
れ
、
本
会
議
は
十
一
時
再
開
し
た
。

大
弦
小
弦 
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那
覇
市
議
会
の
与
党
〝
十
八
日
会
〟
が
、
野

党
連
合
に
よ
っ
て
お
灸
を
す
え
ら
れ
た
。
き

の
う
の
本
会
議
で
、
従
来
欠
席
の
多
い
与
党

の
反
省
を
求
め
る
た
め
、
野
党
側
が
一
時
総

退
場
、
与
党
が
わ
び
を
入
れ
て
や
っ
と
再
開

す
る
ひ
と
幕
が
あ
っ
た
▼
十
四
日
の
本
会
議

は
定
数
ぎ
り
ぎ
り
で
流
会
寸
前
だ
っ
た
。
日

当
か
せ
ぎ
で
も
あ
る
ま
い
に
、
朝
は
出
て
き

て
午
後
に
な
っ
た
ら
忍
者
よ
ろ
し
く
消
え
て

い
く
者
が
多
か
っ
た
。
ま
だ
帰
ろ
う
と
す
る

議
員
が
い
て
、
「
こ
れ
で
は
定
数
を
割
っ

て
流
会
に
な
る
」
と
注
意
さ
れ
て
な
ん
と
か

審
議
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
の

で
あ
る
▼
こ
ん
な
て
い
た
ら
く
は
い
ま
に
は

じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
も

開
会
中
、
ひ
と
り
立
ち
ふ
た
り
立
ち
し
て
流

会
し
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
ら
へ
ん
で

な
ん
と
か
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
与
党
は
き
の
う
も
欠
席
議
員
が
い

て
、
野
党
の
総
退
場
に
あ
っ
て
あ
わ
て
て
電

話
で
か
り
出
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
ま
こ

と
に
醜
態
を
演
じ
て
み
せ
た
も
の
だ
▼
市
町

村
に
格
の
上
下
は
な
い
け
れ
ど
も
那
覇
市
は

二
十
四
万
の
人
口
を
も
つ
沖
縄
の
首
都
で
あ

る
。
議
員
の
増
俸
な
ど
、
那
覇
市
会
で
決
め
る

と
い
つ
の
間
に
か
他
市
町
村
も
そ
れ
に
な
ら

う
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
く
ら
い
影
響
力
を
も

つ
の
だ
か
ら
し
っ
か
り
し
て
も
ら
わ
ね
ば
困

る
▼
影
響
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
第
一
に

市
民
に
対
し
て
そ
れ
で
責
任
が
は
た
せ
る
か
、

と
い
う
こ
と
だ
。
選
挙
の
さ
い
に
は
、
い
ろ

い
ろ
と
選
挙
民
に
公
約
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
ひ
と
た
び
選
挙
が
す
む
と

選
挙
民
へ
の
責
任
な
ど
忘
れ
て
し
ま
う
の
が

政
治
家
の
常
だ
が
、
こ
れ
で
は
単
な
る
〝
名

誉
職
〟
ぐ
ら
い
に
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
▼
議
会
活
動
で
は
な
る
ほ
ど
野
党
が
花
や

か
で
は
あ
る
。
与
党
に
な
る
と
当
局
の
肩
を

も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
あ
っ
て
受
け
身
に
回
り
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六
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十
二
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が
ち
だ
。
し
か
も
数
が
多
い
と
、
多
数
党
の

上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
議
会
活
動
に
熱
が
入

ら
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

与
党
と
い
わ
ず
野
党
と
い
わ
ず
、
市
民
の
立

ち
場
か
ら
議
案
に
つ
い
て
討
議
を
つ
く
す
の

が
当
然
▼
だ
が
、
議
会
に
出
な
い
議
員
な
ん

て
全
く
意
味
が
な
い
。
新
聞
記
事
で
も
欠
席

の
多
い
議
員
の
名
前
を
遠
慮
な
く
報
道
す
る

こ
と
だ
。
そ
し
て
、
有
権
者
た
る
市
民
も
こ

ん
な
議
員
は
つ
ぎ
の
選
挙
か
ら
出
さ
ぬ
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
。

も
う
少
し
の
シ
ン
ボ
ウ
で
す
／ 

臭
い
川
、
浸
水
騒
ぎ
／
大
が 

か
り
な
下
水
道
工
事
／
日
米 

援
助
三
千
万
㌦
で
／
那
覇
、 

今
年
度
中
に
着
工
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長
い
間
の
懸
案
だ
っ
た
那
覇
市
の
下
水

道
計
画
の
許
可
が
こ
の
ほ
ど
や
っ
と
民

政
府
か
ら
お
り
た
。
今
年
か
ら
七
一
年
度

ま
で
の
八
カ
年
計
画
で
施
行
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
一
カ
年
半
も
民
政
府
の
態
度

待
ち
の
ま
ま
や
き
も
き
し
て
い
た
那
覇

市
で
は
「
こ
れ
で
近
代
都
市
へ
脱
皮
が
で

き
そ
う
だ
」
と
ほ
っ
と
し
た
表
情
。
同
計

画
が
宙
ぶ
ら
り
ん
に
な
っ
て
、
気
抜
け
し

て
い
た
下
水
道
課
な
ど
関
係
各
課
で
も

「
い
よ
い
よ
本
番
…
」
と
活
気
を
取
り
も

ど
し
て
い
る
。

　

中
部
含
む
総
合
計
画

　

民
政
府
の
計
画
で
は
、
那
覇
市
を
起
点
と

し
て
宜
野
湾
市
、
嘉
手
納
村
ま
で
の
一
号
線

周
辺
に
あ
る
浦
添
、
北　

谷
、
美
里
、
コ
ザ
、

北
中
城
な
ど
数
カ
市
村
を
含
め
た
総
合
計
画

と
し
て
実
施
す
る
方
針
と
い
わ
れ
、
大
が
か

り
な
も
の
。
そ
れ
に
要
す
る
予
算
も
三
千
二

百
二
十
万
㌦
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
財
政
計

画
の
内
訳
は
米
国
議
会
が
一
千
二
百
五
十
五

万
㌦
、
弁
務
官
資
金
か
ら
九
百
五
万
㌦
、
日

本
政
府
補
助
三
百
八
十
万
㌦
、
市
町
村
負
担

三
百
二
十
万
㌦
、
使
用
者
負
担
三
百
六
十
万

㌦
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
三
千
二
百
二
十
万
㌦
の
全
工
事
費

に
内
訳
は
設
計
費
に
百
八
十
三
万
㌦
、
建

設
費
に
二
千
九
百
八
十
五
万
㌦
、
土
地
の

買
収
、
補
償
費
が
五
十
二
万
㌦
と
な
っ
て

い
る
。

す
で
に
コ
ザ
市
で
は
二
十
五
万
㌦
の
民
政

府
補
助
で
下
水
道
工
事
に
着
手
し
て
い
る

が
、
那
覇
市
は
議
会
提
案
は
諸
準
備
の
た

め
、
着
工
は
六
五
年
度
に
な
る
も
よ
う
。
民

政
府
で
は
那
覇
市
に
た
い
し
、
六
五
年
に

二
十
二
万
五
千
㌦
の
資
金
を
出
し
、
六
六
年

度
か
ら
は
毎
年
五
十
万
㌦
に
し
て
急
ピ
ッ
チ

に
工
事
を
進
め
る
方
針
の
よ
う
だ
。
工
事
は

幹
線
や
準
幹
線
な
ど
動
力
ポ
ン
プ
を
使
用
す

る
個
所
と
那
覇
市
三
重
城
と
コ
ザ
市
キ
ャ
ン

プ
桑
江
の
二
カ
所
に
設
置
す
る
下
水
の
終
末

処
理
場
の
建
設
は
米
軍
工
兵
隊
が
受
け
持
ち
、

そ
の
他
の
下
水
道
支
線
工
事
は
各
市
町
村
が

や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
の
最
終
的
な
決
定
は
、
来
年
三

月
ご
ろ
、
予
算
説
明
で
ワ
シ
ン
ト
ン
に
行
く

ワ
ツ
ソ
ン
弁
務
官
の
帰
任
を
待
っ
て
な
さ
れ

る
が
、
大
き
な
変
動
は
な
い
も
の
と
み
ら
れ

て
い
る
。

那
覇
市
で
は
同
計
画
に
つ
い
て
①
長
期

的
な
資
金
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

②
市
の
対
応
費
（
工
事
費
の
負
担
金
）
が

約
一
〇
％
と
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る

―

な
ど
の
点
で
か
な
り
具
体
的
な
計
画

だ
と
歓
迎
し
て
い
る
。

し
か
し
①
完
成
後
の
料
金
の
基
礎
算
定
は
ど

こ
が
し
、
ど
こ
が
徴
収
す
る
か
②
運
営
は
ど

こ
が
す
る
か
（
公
社
組
織
に
す
る
の
か
）―

な
ど
の
問
題
が
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

と
し
て
検
討
の
上
折
衝
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
那
覇
市
で
は
最
終
決
定
さ
れ
る
来
年

三
月
ま
で
に
民
政
府
と
の
調
整
を
終
え
、
で

き
る
だ
け
三
月
議
会
に
上
程
し
て
着
工
に
踏

み
切
り
た
い
考
え
、こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
浸

水
さ
わ
ぎ
や
臭
い
川
も
な
く
な
り
一
躍
衛
生

都
市
、
健
康
都
市
と
し
て
の
都
計
が
期
待
さ

れ
る
。

　

西
銘
那
覇
市
長
の
話　

長
い
間
の
懸
案
だ

っ
た
下
水
道
計
画
が
い
よ
い
よ
実
施
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
喜
ん
で
い
る
。
那
覇
市
は

二
十
六
万
の
人
口
が
集
中
し
、
と
く
に
旧
那

覇
市
は
低
地
の
所
が
多
い
た
め
、
水
は
け
が

悪
く
、
下
水
道
の
建
設
は
急
務
と
さ
れ
て
い

た
。
都
市
の
発
展
と
と
も
に
水
洗
便
所
の
数

も
ふ
え
て
お
り
、
下
水
道
の
完
成
で
名
実
と

も
に
衛
生
都
市
、
近
代
都
市
に
な
れ
る
も
の

と
思
う
。
二
、
三
の
疑
問
点
は
検
討
の
上
、
民

政
府
と
折
衝
し
、
り
っ
ぱ
な
下
水
道
が
早
く

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

読
者
か
ら
／
那
覇
市
議
会
に
望 

む
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那
覇
市
議
会
の
質
の
悪
さ
は
目
に
あ
ま
る

も
の
が
あ
る
。
選
良
で
あ
る
べ
き
議
員
が
、
議

会
開
会
中
平
気
で
席
を
は
ず
し
、
あ
げ
く
の

は
て
は
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
ひ

ど
い
の
に
な
る
と
、
年
四
回
行
な
わ
れ
る
定

例
議
会
や
臨
時
議
会
に
一
度
も
出
席
し
な
い

悪
質
き
わ
ま
る
議
員
も
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

何
の
た
め
に
議
員
に
な
っ
た
の
か
理
解
に

苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
初
め
か

ら
市
民
や
市
政
の
た
め
に
尽
力
し
た
い
と
い

う
意
思
は
毛
頭
な
く
自
分
の
名
誉
欲
や
権
力

欲
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
議
員
に
な
っ
た
と

い
っ
て
も
あ
え
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
こ

の
よ
う
な
本
来
の
自
己
の
任
務
を
忘
れ
た
議

員
は
、
次
回
か
ら
市
会
議
員
に
当
選
さ
せ
な
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一
九
六
四
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（
昭
和
三
十
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年
）
十
二
月

い
よ
う
、
全
市
民
が
監
視
を
怠
っ
て
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

　

と
く
に
「
十
八
日
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

与
党
に
属
し
て
い
る
議
員
諸
公
の
不
ま
じ
め

な
議
会
活
動
は
大
い
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。

　

市
当
局
の
多
数
派
工
作
に
よ
っ
て
頭
を
な

で
ら
れ
、
う
ま
く
飼
い
な
ら
さ
れ
た
与
党
議

員
は
、
当
局
の
提
案
す
る
議
案
は
何
で
も
よ

く
通
し
て
く
れ
る
し
、
西
銘
市
長
に
と
っ
て

は
ま
さ
に
わ
が
世
の
春
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
議
員
に
は
議
員
と
し
て
の

任
務
が
あ
る
。
執
行
機
関
で
あ
る
当
局
か
ら

提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
議
決
機
関

と
し
て
、
そ
の
是
非
を
真
剣
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

「
十
八
日
会
」
の
与
党
議
員
は
本
来
の
議
決

機
関
と
し
て
の
自
己
の
任
務
を
自
覚
し
、
無

気
力
な
態
度
を
改
め
て
真
摯
な
態
度
で
議
会

活
動
を
行
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
一
市
民
と
し

て
強
く
要
望
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

　

十
九
日
の
本
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
不

ま
じ
め
な
態
度
を
改
め
る
よ
う
大
山
議
員
か

ら
追
及
さ
れ
、
つ
い
に
わ
び
を
入
れ
る
と
い

う
大
醜
態
を
演
じ
た
が
、
こ
ん
ご
は
二
度
と

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
地
に
お
ち
た

那
覇
市
議
会
の
名
を
権
威
あ
る
品
位
の
高
い

那
覇
市
議
会
に
す
る
た
め
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
を
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
関
係
当
局
へ
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、

出
席
率
の
悪
い
議
員
は
そ
の
名
前
を
ど
し
ど

し
市
民
の
前
に
公
表
し
て
選
挙
の
際
の
参
考

に
し
、
質
の
悪
い
議
員
を
那
覇
市
議
会
か
ら

追
放
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

（
那
覇
市
首
里
当
蔵
町
・
学
生
・
比
嘉
信

夫
・
23
歳
）
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昭
和
四
十
年
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一―

三
月

　
　

ス
ラ
ム
街
改
造
の
第
一
歩
／
那

覇
／
樋
川
の
整
地
作
業
始
ま

る
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ス
ラ
ム
街
改
造
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
さ
れ

て
い
た
那
覇
市
樋
川
市
営
住
宅
建
設
用
地

の
整
地
作
業
が
こ
の
ほ
ど
始
ま
っ
た
。
こ
の

ス
ラ
ム
街
改
造
計
画
は
西
銘
市
長
の
大
き

な
公
約
の
一
つ
で
、
こ
れ
ま
で
ス
ラ
ム
街
の

調
査
や
改
造
の
基
本
方
針
、
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
と
着
々
準
備
を
整
え
て
き
た
が
、
い
よ

い
よ
現
場
で
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
わ
け
。

こ
の
モ
デ
ル
地
区
の
成
否
が
こ
ん
ご
の
ス

ラ
ム
街
改
造
の
推
進
に
ひ
び
く
だ
け
に
市

当
局
で
は
「
立
派
な
見
本
を
つ
く
ろ
う
」
と

張
り
切
っ
て
い
る
。

市
当
局
が
那
覇
市
樋
川
を
ス
ラ
ム
街
改

造
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
た
の
は
六
三

年
の
九
月
。
し
か
し
樋
川
住
民
か
ら
猛
反

対
を
受
け
た
り
で
何
度
も
カ
ベ
に
ぶ
つ

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
住
民
と
難
航
し
て
い

る
最
中
に
同
地
域
で
二
回
も
続
い
て
大

火
が
起
こ
り
、
こ
れ
ま
で
反
対
し
て
い
た

住
民
も
ス
ラ
ム
街
の
こ
わ
さ
が
わ
か
り
、

市
の
計
画
に
応
じ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
つ
き
の
地
域
。
「
あ
の
大
火
は
災
難
だ

っ
た
が
、
し
か
し
あ
の
事
件
で
ス
ラ
ム
街

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
た
ち
が
改

造
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
の
で
は
な
い

か
」
と
は
あ
る
市
都
計
課
職
員
の
話
だ
。

市
で
は
約
二
十
日
間
で
整
地
作
業
が
終
わ
る

の
で
、
そ
の
後
、
建
設
工
事
の
入
札
を
行
な

い
近
い
う
ち
に
住
宅
工
事
に
取
り
か
か
る
と

い
う
。
総
工
費
は
十
五
万
五
千
九
百
八
十
㌦

で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
て
（
六
十
四

世
帯
収
容
）
を
建
設
す
る
。

西
銘
市
長
は
「
こ
れ
で
や
っ
と
ス
ラ
ム
街

改
造
が
芽
を
出
す
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
モ
デ
ル
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

だ
。
ス
ラ
ム
街
の
改
造
は
市
政
担
当
者
の

大
き
な
課
題
だ
が
、
同
時
に
最
も
困
難
な

事
業
で
も
あ
る
。
郊
外
に
公
営
住
宅
、
市

営
住
宅
を
う
ん
と
建
設
し
、
そ
こ
へ
ス
ラ

ム
街
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
を
吸
収
し

な
が
ら
改
造
を
し
て
い
き
た
い
」
と
こ
ん

ご
の
方
針
を
語
っ
て
い
る
。

区
画
整
理
に
反
対
／
那
覇
市
真 

嘉
比
／
地
主
ら
市
役
所
に
押

し
か
け
る 
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那
覇
市
の
区
画
整
理
事
業
に
反
対
し
て
那
覇

市
真
嘉
比
の
地
主
約
四
十
人
が
九
日
午
前
十

一
時
、
那
覇
市
役
所
に
押
し
か
け
た
。
同
区

の
地
主
七
十
四
人
は
昨
年
地
主
組
合
（
島
袋

盛
吉
組
合
長
）
を
結
成
、
区
画
整
理
へ
の
対

策
を
練
っ
て
き
た
が
〝
絶
対
反
対
〟
を
再
確

認
し
て
大
挙
押
し
か
け
て
き
た
も
の
。

新
垣
助
役
、
花
城
建
設
部
長
ら
が
話
し
合

い
に
応
じ
た
が
、
地
主
側
は
①
わ
れ
わ
れ

に
は
事
前
に
な
ん
の
相
談
も
せ
ず
、
議
会

に
通
し
た
②
沖
縄
の
区
画
整
理
は
受
益

者
負
担
に
な
っ
て
い
る
③
区
画
整
理
地

区
に
指
定
さ
れ
た
た
め
建
築
も
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
④
整
理
に
よ
っ
て

宅
地
に
食
わ
れ
た
ら
農
業
が
お
び
や
か

さ
れ
る―

な
ど
の
点
か
ら
絶
対
反
対
し

た
。

こ
れ
に
た
い
し
市
当
局
は
①
費
用
の
分
担

は
こ
れ
か
ら
話
し
合
う
の
で
あ
っ
て
独
断

で
や
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
②
都
市
化

の
傾
向
は
歴
史
が
示
す
よ
う
に
必
然
的
で

あ
り
、
い
ま
か
ら
対
処
し
な
け
れ
ば
将
来
に

悔
い
を
残
す―

と
説
明
し
た
が
、
ま
と
ま
ら

な
か
っ
た
。

｜
社　

説
｜

市
場
計
画
の
促
進 
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那
覇
市
は
き
た
る
十
五
日
に
招
集
さ
れ
る

定
例
議
会
に
、
問
題
の
市
場
改
造
計
画
を
提

案
す
る
と
い
う
。
こ
の
改
造
計
画
は
、
昨
年

九
月
の
市
会
で
審
議
す
る
段
取
り
で
あ
っ
た

が
、
業
者
か
ら
物
言
い
が
つ
い
て
開
会
初
日

に
取
り
下
げ
た
。
そ
の
後
、
市
当
局
と
業
者

組
合
の
間
で
話
し
合
い
を
続
け
、
調
整
に
努

め
た
け
れ
ど
も
、
残
念
な
が
ら
全
面
的
な
支

持
を
う
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
う
い
う
情
勢
の
も
と
で
、
市
当
局
が
再

提
案
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
、
業
者
の
利
害

と
市
民
福
祉
の
増
進
と
い
う
見
地
か
ら
、
最

善
の
方
策
だ
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
で

き
れ
ば
現
在
、
公
設
市
場
に
収
容
さ
れ
て
い

る
全
業
者
が
納
得
し
、
そ
し
て
進
ん
で
受
け

入
れ
る
実
行
計
画
で
あ
っ
て
欲
し
か
っ
た
、

議
会
へ
の
提
案
を
今
日
ま
で
延
ば
し
た
の
も
、

双
方
の
意
思
の
そ
通
を
は
か
り
、
よ
り
満
足

な
プ
ラ
ン
を
ね
る
た
め
に
時
間
を
か
け
た
も

の
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
努
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
業
者
の
一
致
し
た
協
力
が
え
ら
れ

な
か
っ
た
の
は
、
市
政
運
営
の
う
え
か
ら
極

め
て
遺
憾
の
い
た
り
だ
。
今
日
の
状
態
で
平

行
線
を
た
ど
っ
て
お
れ
ば
、
施
設
を
完
備
し

た
近
代
市
場
へ
の
脱
皮
は
、
い
つ
ま
で
も
タ

ナ
あ
げ
に
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
都
市
計
画
の

進
展
は
あ
り
え
な
い
。
二
十
五
万
市
民
の
台

所
を
預
か
る
食
料
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
だ
け
に
、

そ
の
福
祉
と
利
便
を
第
一
と
し
て
、
適
正
妥

当
な
決
断
が
下
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

市
場
計
画
は
、
こ
う
し
て
当
局
の
手
か
ら

議
会
の
審
議
に
託
さ
れ
た
わ
け
で
、
今
期
内

一
九
六
五
年
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一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
三
月

に
成
立
す
る
か
、
あ
る
い
は
未
決
に
終
わ
る

か
、こ
ん
ご
の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
る
。こ

う
い
う
重
要
な
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
市

会
と
し
て
も
独
自
の
立
ち
場
か
ら
利
害
関
係

者
の
事
情
を
聴
取
し
、
慎
重
な
態
度
で
の
ぞ

む
は
ず
だ
が
、
あ
く
ま
で
都
計
の
遂
行

と
、
全
市
民
の
福
利
を
ま
も
る
と
い
う
大
局

的
な
判
断
を
誤
ら
な
い
で
ほ
し
い
。
そ
れ
と

同
時
に
、
多
く
の
市
民
が
、
よ
り
明
る
く
衛

生
的
な
近
代
市
場
の
出
現
を
一
日
千
秋
の
思

い
で
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て

か
か
る
べ
き
だ
。

　

提
案
さ
れ
た
建
設
計
画
に
不
備
な
点
が
あ

れ
ば
、
自
主
的
に
修
正
す
る
こ
と
も
、
も
ち

ろ
ん
可
能
で
あ
り
、
委
員
会
か
ら
本
会
議
ま

で
の
審
議
段
階
に
お
い
て
、
十
二
分
に
手
段

を
つ
く
し
て
も
ら
い
た
い
。
議
会
で
可
決
さ

れ
れ
ば
、
す
ぐ
に
着
工
で
き
る
よ
う
、
資
金

の
調
達
な
ど
、
す
べ
て
態
勢
は
整
っ
て
い
る

よ
う
だ
か
ら
、
市
会
の
責
任
に
お
い
て
早
期

実
現
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

那
覇
市
は
、
首
長
お
よ
び
市
会
議
員
と
、
直

接
市
政
を
担
当
す
る
人
た
ち
の
総
選
挙
の
年

に
あ
た
る
。
そ
れ
だ
け
に
議
案
審
議
に
あ
た

っ
て
は
、
何
か
と
神
経
を
使
い
、〝
こ
と
な

か
れ
主
義
〟
に
お
ち
い
り
か
ね
な
い
と
思
う

が
、
そ
の
半
面
、
市
政
の
各
事
業
に
お
い
て

多
く
の
成
果
を
積
み
上
げ
、
市
民
の
信
を
問

う
積
極
的
な
心
構
え
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う

か
。
市
会
は
六
月
の
予
算
議
会
を
残
し
て
任

期
を
終
わ
る
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
、
与
野

党
の
別
な
く
選
挙
に
と
ら
わ
れ
ず
、
着
実
に

市
民
へ
の
奉
仕
に
献
身
的
に
働
い
て
ほ
し

い
。都

計
委
員
会
が
承
認
／
那
覇
／

西
市
場
の
改
築
計
画 
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那
覇
市
は
三
月
議
会
に
提
案
す
る
牧
志
町
西

市
場
改
築
計
画
敷
き
地
千
七
百
二
十
八
平
方

㍍
を
「
都
市
計
画
施
設
」
に
決
定
す
る
こ
と

に
な
り
、
九
日
都
市
計
画
委
員
会
に
（
大
宜

見
朝
計
委
員
長
）
に
諮
問
し
た
。
同
意
員
会

で
は
同
日
午
後
二
時
す
ぎ
か
ら
沖
縄
医
師
会

館
で
開
か
れ
た
定
例
委
員
会
で
同
問
題
を
審

議
し
、
全
会
一
致
で
市
案
を
承
認
し
た
。
市

当
局
で
は
早
め
に
政
府
の
都
計
審
議
会
に
提

出
、
主
席
の
認
可
を
得
て
正
式
決
定
す
る
方

針
。

都
計
施
設
に
決
定
す
る
理
由
と
し
て
市

当
局
は
「
こ
の
市
場
は
沖
縄
の
消
費
物
価

の
価
格
を
左
右
す
る
ほ
ど
重
要
な
市
場

で
あ
る
が
、
近
代
的
な
市
場
と
し
て
の
建

て
物
、
施
設
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
く
混
雑

し
て
い
る
。
こ
の
改
善
を
は
か
る
上
か
ら

早
急
に
建
て
物
の
改
築
が
必
要
で
あ
り
、

都
計
施
設
に
決
定
し
、
推
進
し
た
い
」
と

い
っ
て
い
る
。

那
覇
市
に
は
現
在
、
農
連
市
場
、
下
泉
、
若

松
、
若
狭
、
小
禄
、
辻
、
東
の
七
カ
所
に
都

市
計
画
市
場
の
指
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
牧

志
市
場
は
八
番
目
。
都
計
市
場
に
決
定
す
れ

ば
、
①
市
場
以
外
に
は
使
え
な
い
②
公
共
性

を
帯
び
、
衛
生
管
理
な
ど
が
徹
底
す
る
③
法

的
な
基
盤
が
で
き
れ
ば
改
築
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
る―

な
ど
の
利
点
が
あ
る
と
い
う
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
砂
川
恵
勝
委
員
は

「
改
築
に
と
も
な
う
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

と
関
係
が
あ
る
の
か
」
と
質
問
し
た
が
、
花

城
建
設
部
長
は
「
こ
の
市
場
の
性
格
か
ら

必
要
と
認
め
指
定
す
る
の
で
あ
っ
て
、
業

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
と
は
な
ん
ら
関
係
な
い
。

た
だ
公
共
性
が
強
く
な
る
の
で
改
築
は

ス
ム
ー
ズ
に
行
く
と
思
う
」
と
答
え
た
。

ま
た
久
場
景
善
委
員
は
「
市
議
会
に
地
主

の
上
岡
氏
か
ら
敷
き
地
の
返
還
を
陳
情

し
て
い
る
が
、
そ
の
防
止
策
か
」
と
聞
い

た
が
「
土
地
の
返
還
と
は
関
係
な
い
。
市

場
の
運
営
は
だ
れ
が
や
っ
て
も
い
い
が
、

た
だ
し
運
営
面
、
衛
生
面
で
審
議
会
の
認

可
が
必
要
と
な
り
、
自
分
勝
手
に
は
な
ら

な
い
」
と
答
え
、
結
局
、
全
会
一
致
で
市

案
を
認
め
た
。

　

15
日
か
ら
定
例
議
会
／
那
覇
市

／
議
員
報
酬
引
き
上
げ
／
各

会
派
で
検
討
／
〝
本
土
よ
り

安
い
〟
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那
覇
市
議
会
で
は
、
十
五
日
か
ら
開
か
れ

る
第
七
十
回
定
例
議
会
に
先
立
ち
、
十
三

日
午
後
二
時
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
（
赤

嶺
慎
英
委
員
長
）
を
開
き
、
定
例
議
会
の

会
期
と
六
六
年
度
議
会
事
務
局
予
算
案

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
会
期

は
三
十
一
日
ま
で
と
決
め
た
。
新
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
提
出
す
る

よ
う
企
画
部
主
計
課
か
ら
督
促
が
あ
り
、

十
三
日
の
議
運
委
で
検
討
し
た
が
、
議
員

報
酬
が
問
題
に
な
っ
た
。
事
務
局
案
で
は

現
行
ど
お
り
百
㌦
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
本
土
に
比
べ
て
安
過
ぎ
る
の
で

こ
の
際
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
各
会
派
に
も
ち
か
え
っ
て

検
討
、
十
五
日
午
後
か
ら
委
員
会
を
開
い

て
結
論
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

あ
る
議
員
か
ら
私
案
と
し
て
議
長
二
百
三

十
㌦
、
副
議
長
二
百
㌦
、
委
員
長
百
八
十
㌦
、

副
委
員
長
百
六
十
㌦
、
議
員
百
五
十
㌦
の
案

が
提
示
さ
れ
、
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

議
員
報
酬
を
現
在
の
百
㌦
か
ら
百
五
十
㌦
に

引
き
上
げ
、
正
・
副
議
長
の
交
際
費
（
議
長

八
十
㌦
、
副
議
長
四
十
㌦
）
は
廃
止
す
る
か
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一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
三
月

わ
り
に
議
長
八
十
㌦
、
副
議
長
五
十
㌦
、
委

員
長
三
十
㌦
、
副
委
員
長
十
㌦
を
プ
ラ
ス
し

て
区
別
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
案
と
し
て
提
示
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
各
代
表
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
に

も
ち
か
え
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
六
三

年
に
も
各
派
交
渉
会
で
も
ち
上
が
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
十
五
日
の
議
運
委
の
結
論
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

議
会
事
務
局
で
も
、
本
土
の
類
似
都
市
の
総

予
算
額
、
三
役
、
議
員
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
資

料
を
と
り
寄
せ
る
手
配
を
し
て
い
る
が
、
十

三
日
ま
で
に
届
い
た
の
は
福
岡
県
大
牟
田
市

だ
け
。

議
会
事
務
局
で
も
、
本
土
都
市
に
く
ら
べ
百

㌦
の
報
酬
は
安
過
ぎ
る
、
お
そ
か
れ
早
か
れ

引
き
上
げ
は
さ
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
の
声

も
聞
か
れ
る
が
、
七
月
の
議
員
選
挙
を
間
近

に
ひ
か
え
て
い
る
こ
と
か
ら
問
題
は
微
妙
の

よ
う
だ
。

あ
る
議
員
は
「
選
良
と
し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
活

躍
す
る
に
は
そ
れ
相
当
の
報
酬
は
当
た
り
前

だ
。
し
か
し
簡
単
に
お
手
盛
り
増
棒
も
で
き

な
い
と
こ
ろ
に
議
員
の
苦
し
さ
が
あ
る
」
と

語
っ
て
い
た
。

か
り
に
百
五
十
㌦
と
な
る
と
五
〇
㌫
の
大
幅

引
き
上
げ
に
な
る
わ
け
で
、
こ
ん
ご
の
成
り

行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
旅
費
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

な
お
第
七
十
回
定
例
議
会
の
日
程
は
つ
ぎ
の

と
お
り
。

　

▽
十
五
日
＝
本
会
議
▽
十
六
日
＝
休
会
▽

十
七
日
＝
本
会
議
、
一
般
質
問
▽
十
八
日
＝

本
会
議
、
委
員
会
付
託
▽
十
九
、
二
十
日
＝

委
員
会
▽
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
日
＝

休
会
▽
二
十
四
日
＝
委
員
会
▽
二
十
五
日
＝

休
会
▽
二
十
六
、
二
十
七
、
二
十
八
日
＝
委

員
会
▽
二
十
九
、
三
十
、
三
十
一
日
＝
本
会

議
。議

員
増
俸
見
送
る
／
那
覇
市
会 

賛
否
両
論
で
論
議 
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那
覇
市
議
会
は
十
五
日
開
会
、
午
前
十
一

時
二
十
分
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
（
赤
嶺
慎

英
委
員
長
）
を
開
き
、
十
二
日
結
論
を
保
留

し
た
議
員
報
酬
引
き
上
げ
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
結
果
、
今
回
は
見
送
る
こ
と
に
な
っ

た
。
委
員
会
で
は
ま
ず
各
会
派
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
、
賛
否
両
論
に
わ
か
れ
た
が
賛
成
派

も
全
会
一
致
で
処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

条
件
で
あ
り
、
十
八
日
会
と
人
民
党
は
見
合

わ
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
た
め
、
結
局
、

新
年
度
予
算
で
見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

　

各
会
派
の
意
見
次
の
と
お
り
。

　

黒
潮
議
員
（
人
民
党
）　

現
時
点
で
は
引
き

上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。
本
土
に
く
ら
べ
安

い
こ
と
は
わ
か
る
が
、
給
料
だ
け
を
比
較
し

て
は
な
ら
な
い
。
予
算
総
額
に
つ
い
て
も
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

金
城
（
吾
）
議
員
（
社
大
党
）　

引
き
上
げ

に
賛
成
。
本
土
で
は
議
員
報
酬
は
生
活
的
考

え
方
に
立
っ
て
お
り
、
そ
の
面
か
ら
も
引
き

上
げ
る
べ
き
だ
。
た
だ
し
、
七
月
か
ら
改
選

さ
れ
る
新
議
員
か
ら
適
用
、
全
会
一
致
で
処

理
す
べ
き
で
あ
る

　

安
見
議
員
（
公
政
連
）　

賛
成
。
良
識
あ
る

議
員
と
し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
活
躍
で
き
、
生
活

の
保
障
が
で
き
る
給
料
は
必
要
で
あ
る
。

　

久
高
議
員
（
無
所
属
）　

市
職
員
に
く
ら

べ
て
も
議
員
報
酬
は
安
く
係
長
以
下
だ
。
係

長
が
高
く
議
員
が
安
い
の
が
問
題
だ
が
、
那

覇
市
の
場
合
職
員
給
与
は
決
し
て
高
く
な
い
。

む
し
ろ
本
土
に
く
ら
べ
て
安
い
の
で
市
三
役
、

議
員
、
職
員
を
全
体
的
に
地
な
ら
し
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
議
員
だ
け
上
げ
る
こ
と
は

好
ま
し
く
な
い
。

　

大
山
議
員
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）　

本
土
で
は

生
活
給
的
考
え
方
か
ら
ど
の
都
市
で
も
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
旅
費
、
期
末
手
当
て

な
ど
こ
ち
ら
よ
り
条
件
も
い
い
。
お
手
盛
り

増
俸
で
な
く
新
議
員
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
い

っ
た
考
え
方
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
賛
成
。

　

平
良
（
真
）
議
員
（
十
八
日
会
）　

現
在
の

財
政
規
模
か
ら
い
っ
て
も
引
き
上
げ
は
見
合

わ
す
べ
き
で
あ
る
。

ピ
ン
チ
の
財
政
追
及
／
那
覇
市 

本
会
議
／
ふ
く
れ
る
人
件
費 
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那
覇
市
議
会
は
、
十
七
日
午
前
十
時
か
ら

本
会
議
を
開
き
、
午
後
三
時
五
十
分
ま
で

一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。
午
後
か
ら
は
儀

間
真
祥
（
人
民
）
、
又
吉
久
正
（
無
所
属
ク

ラ
ブ
）
赤
嶺
慎
英
（
十
八
日
会
）
平
良
亀

助
（
同
）
平
良
真
次
郎
（
同
）
真
栄
田
義

晃
（
人
民
）
の
六
議
員
が
牧
志
公
設
市
場

の
政
策
、
行
政
区
画
の
整
備
、
ピ
ン
チ
に

立
つ
財
政
、
ペ
リ
ー
川
し
ゅ
ん
せ
つ
、
区

画
整
理
事
業
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
質

問
し
た
。
赤
嶺
慎
英
議
員
は
、
六
三
、
六
四

年
度
の
決
算
、
六
五
年
度
予
算
か
ら
み
て

那
覇
市
の
財
政
は
ピ
ン
チ
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。
市
税
歳
入
に
対
し
市
役
所
費
は

大
幅
に
ぼ
う
張
し
て
い
る
と
指
摘
。
市
当

局
の
打
開
策
を
質
し
た
。
こ
れ
に
対
し
西

銘
市
長
は
「
政
府
補
助
の
増
額
を
は
か
る

と
と
も
に
政
府
税
の
市
町
村
税
へ
の
移

行
、
新
し
い
税
目
の
設
定
な
ど
で
打
開
し

て
い
き
た
い
」
と
こ
た
え
た
。

主
な
質
疑
要
旨
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
）　

牧
志
公
設
市

場
の
改
築
に
当
た
っ
て
、
配
置
は
工
事
期
間

中
に
話
し
合
っ
て
決
め
る
と
い
う
が
見
通
し

は
、
ま
た
残
る
業
者
の
意
向
は
。

　

新
垣
第
二
助
役　

残
る
業
者
も
全
部
が
反
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対
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
一
〇
〇
㌫
納
得

す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
が
こ
ん
ど
改
築
し

な
い
と
で
き
な
い
の
で
反
対
者
に
も
じ
ゅ
う

ぶ
ん
説
明
し
て
納
得
い
く
線
で
進
め
た
い
。

配
置
に
つ
い
て
は
、
双
方
が
誠
意
を
つ
く
せ

ば
工
事
中
に
話
し
合
い
が
つ
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

又
吉
久
正
議
員
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）　

①

行
政
区
画
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
②
泊

―

安
謝
埋
め
立
て
地
に
通
ず
る
道
路
新
設
計

画
③
花
屋
通
り
が
こ
れ
ま
で
ど
お
り
新
栄
通

り
で
営
業
で
き
る
よ
う
市
で
あ
っ
せ
ん
解
決

し
て
ほ
し
い
。

　

新
里
企
画
部
長　

①
委
員
会
は
ま
だ
開
い

て
い
な
い
が
、
企
画
、
土
地
、
区
画
整
理
、
土

木
、
都
計
の
五
課
が
中
心
に
な
っ
て
調
査
研

究
し
て
い
る
②
六
六
年
度
予
算
査
定
の
段
階

で
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
③
（
新
垣
第
二
助

役
が
答
弁
）
西
市
場
の
改
築
メ
ド
が
つ
け
ば
、

い
っ
し
ょ
に
仮
市
場
に
移
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

赤
嶺
慎
英
議
員
（
十
八
日
会
）　

市
の
財
政

は
ピ
ン
チ
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
六
三
年
度

決
算
で
市
税
歳
入
百
一
万
㌦
に
対
し
市
役
所

費
が
九
十
二
万
㌦
で
約
九
二
㌫
、
六
四
年
度

決
算
で
は
百
十
五
万
㌦
の
市
税
歳
入
に
対
し

市
役
所
費
百
十
四
万
㌦
で
約
九
十
八
㌫
と
な

っ
て
お
り
、
不
健
全
な
財
政
だ
。
市
役
所
費

が
ぼ
う
張
し
て
い
る
理
由
は
。

　

新
里
企
画
部
長　

大
部
分
は
人
件
費
で
あ

る
。

　

赤
嶺
議
員　

ぼ
う
張
率
は
市
民
の
負
担
率

を
並
行
し
て
い
る
と
み
て
い
る
か
。

　

城
田
総
務
部
長　

六
二
年
を
一
〇
〇
と
し

た
ば
あ
い
人
件
費
は
六
四
年
度
決
算
で
一

二
・
二
㌫
、
六
五
年
度
予
算
で
一
七
四
・
七

㌫
に
対
し
、
市
税
歳
入
は
六
四
年
度
一
二
二
・

二
㌫
、
六
五
年
度
一
三
七
・
二
㌫
と
な
っ
て

い
て
人
件
費
の
の
び
に
追
っ
つ
か
な
い
実
状

に
あ
る
。

　

赤
嶺
議
員　

市
は
ど
う
切
り
抜
け
る
か
。

　

西
銘
市
長　

見
通
し
は
暗
い
が
政
府
補
助

金
の
増
額
を
は
か
る
ほ
か
政
府
税
の
地
方
税

移
行
、
新
し
い
税
目
の
設
定
（
ガ
ス
、
電
気

税
な
ど
）
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
時
期
に

き
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
だ
。
政
府
と
市

町
村
の
分
担
金
を
明
確
に
す
る
な
ど
の
方
法

で
打
開
し
て
い
き
た
い
。

　

平
良
亀
助
議
員
（
十
八
日
会
）　

ペ
リ
ー
川

の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
久
茂
地
川
と
並
行
し
て
や

っ
て
ほ
し
い
。

　

新
垣
第
二
助
役　

軍
と
も
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
。

　

平
良
真
次
郎
議
員
（
十
八
日
会
）　

牧
志
公

設
市
場
改
築
に
つ
い
て
具
体
的
計
画
が
提

案
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
つ
で
き
る
か
、
地

階
に
道
路
を
つ
く
る
計
画
も
あ
る
よ
う
だ

が
…
。　

　

花
城
建
設
部
長　

具
対
案
は
近
く
配
布
し

た
い
。
地
階
に
道
路
を
つ
く
る
こ
と
は
、
一

階
と
地
階
を
同
一
条
件
に
し
よ
う
と
い
う
ね

ら
い
で
計
画
し
て
い
る
が
、
う
ま
く
い
く
と

思
っ
て
い
る
。

　

真
栄
田
義
晃
議
員
（
人
民
）　

①
区
画
整
理

事
業
は
地
主
の
反
対
で
行
き
づ
ま
っ
て
い
る

が
、
地
主
の
同
意
が
な
け
れ
ば
事
業
を
断
念

す
る
か
②
立
ち
の
き
者
の
移
転
先
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　

西
銘
市
長　

①
断
念
す
る
意
思
は
毛
頭
な

い
。
何
年
か
か
っ
て
も
や
る
②
（
花
城
建
設

部
長
答
弁
）
こ
れ
ま
で
と
お
り
の
方
針
で
あ

っ
せ
ん
す
る
。

市
場
改
築
に
94
万
㌦
／
那
覇
市 

議
会
、
説
明
求
め
る 
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那
覇
市
議
会
は
、
十
八
日
午
前
十
時
か
ら

本
会
議
を
開
き
、
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
を

行
な
っ
た
。

　

傍
聴
席
に
は
、
牧
志
公
設
市
場
の
業
者
約

二
十
人
が
つ
め
か
け
、
改
築
問
題
に
つ
い
て

の
質
疑
を
真
剣
な
面
も
ち
で
見
守
っ
て
い
た
。

　

質
疑
は
市
場
改
築
問
題
に
集
中
、
金
城
吾

郎
（
社
大
）
又
吉
久
正
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

森
田
孟
松
（
社
大
）
黒
潮
隆
（
人
民
党
）
安

見
福
寿
（
公
政
連
）
宮
里
敏
慶
（
十
八
日
会
）

儀
間
真
祥
（
人
民
）
平
良
真
次
郎
（
十
八
日

会
）
の
各
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
当
局
の
基

本
的
な
考
え
方
と
①
総
工
費
九
十
四
万
㌦
余

に
対
し
、
地
階
に
四
十
一
万
㌦
の
ぼ
う
大
な

金
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
②
地
下

道
を
新
設
す
る
計
画
だ
が
別
に
方
法
は
な
い

か
③
浸
水
の
心
配
は
な
い
か
な
ど
に
つ
い
て

当
局
の
説
明
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
当
局

は
①
地
盤
が
弱
い
し
、
基
礎
工
事
に
も
ぼ
う

大
な
金
が
か
か
る
。
一
階
と
地
階
を
同
一
条

件
に
す
る
た
め
に
も
金
を
か
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
②
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
き
る
と
の
見
解
に

立
っ
て
い
る
③
浸
水
の
心
配
は
な
い
…
と
こ

た
え
た
。

十
六
議
案
の
う
ち
監
査
委
員
、
建
築
審
査

会
委
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
選
任
、
十
四
件

は
そ
れ
ぞ
れ
総
務
、
建
設
、
経
民
各
委
員

会
に
付
託
し
た
。

▽
監
査
委
員
＝
中
山
興
忠
（
八
重
山
製
糖

監
査
役
）
上
地
安
昭
（
琉
球
泡
盛
経
理
部

長
）

▽
建
築
審
査
委
員
会
＝
宮
平
粂
男
（
建
築

士
）
宮
里
栄
一
（
同
）
我
那
覇
昇
（
同
）

与
世
田
兼
正
（
沖
銀
営
繕
課
長
）
花
城
直

政
（
市
建
設
部
長
）
上
原
信
孝
（
那
覇
保

健
所
長
）
城
田
清
才
（
市
総
務
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



三
六
一

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
三
月

牧
志
公
設
市
場
／
議
会
が
改
築 

を
確
認
／
実
施
の
段
階
へ
／ 

予
算
の
見
通
し
つ
く 
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も
み
続
け
て
い
る
牧
志
公
設
市
場
改
築
問

題
は
、
二
十
七
日
午
後
か
ら
の
市
議
会
全
体

協
議
会
で
改
築
促
進
の
態
度
を
全
会
一
致
で

決
め
た
こ
と
か
ら
峠
を
越
し
、
三
十
一
日
の

本
会
議
で
も
予
算
（
設
計
委
託
費
）
は
全
会

一
致
で
通
過
す
る
見
通
し
が
つ
き
、
い
よ
い

よ
実
施
の
段
階
に
は
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

市
場
改
築
に
当
た
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な

の
は
土
地
問
題
だ
が
、
地
主
の
上
岡
〇
〇
〇

氏
は
東
、
西
両
市
場
の
敷
地
三
千
百
六
十
一

平
方
㍍
の
返
還
要
求
の
陳
情
書
を
六
四
年
六

月
、
市
議
会
に
提
出
、
こ
れ
ま
で
継
続
審
議

に
な
っ
て
い
た
。
経
民
委
員
会
で
は
建
設
委

員
会
と
も
関
連
が
あ
る
の
で
二
十
七
日
本
会

議
終
了
後
、
合
同
審
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
総
務
委
員
会
も
含
め
た
全
体
協
議

会
で
審
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

久
場
経
民
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過
に
つ
い

て
報
告
が
お
わ
っ
た
あ
と
、
慶
佐
次
経
民
部

長
が
上
岡
氏
と
の
こ
れ
ま
で
の
折
衝
経
過
に

つ
い
て
「
東
市
場
は
地
主
に
返
還
し
、
西
市

場
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
市
に
使
用
さ
せ
る

と
い
う
基
本
線
で
一
致
し
て
い
る
」
と
こ
た

え
た
。

上
岡
氏
か
ら
の
陳
情
書
を
採
択
す
れ
ば
返

還
、
不
採
択
に
す
れ
ば
却
下
す
る
こ
と
に
な

り
、
問
題
は
非
常
に
複
雑
な
要
素
を
も
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
陳
情
書
を
払
い
下
げ
て
も
ら

う
、
議
会
の
意
思
決
定
が
さ
き
だ
と
の
意
見

が
あ
り
、
結
局
、
全
員
に
は
か
っ
た
と
こ
ろ

全
会
一
致
（
楠
見
長
礼
、
上
原
隆
正
、
金
城

力
夫
三
議
員
は
欠
席
）
で
市
場
改
築
促
進
を

確
認
し
た
。

委
員
会
で
は
業
者
、
市
当
局
間
の
対
立
が
あ

っ
て
難
航
の
感
を
与
え
て
い
る
が
、
二
十
七

日
の
全
体
協
議
会
で
の
態
度
決
定
で
三
十
一

日
の
本
会
議
で
は
改
築
に
と
も
な
う
設
計
委

託
費
は
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

る
見
通
し
が
強
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

宇
栄
原
団
地
な
ど
／
追
加
議
案
を
上
程

　

那
覇
市
議
会
（
高
良
一
議
長
）
は
、
二
十

七
日
午
後
一
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
追
加

議
案
を
上
程
宇
栄
原
団
地
の
公
営
住
宅
、
樋

川
ス
ラ
ム
街
の
市
営
住
宅
建
設
、
与
儀
公
園

の
整
備
工
事
、
小
禄
団
地
の
宅
地
造
成
工
事

の
請
け
負
い
契
約
、
畳
の
購
入
契
約
を
建
設

委
、
六
五
年
度
予
算
の
く
り
こ
し
を
総
務
委

員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
た
。

公
金
横
領
や
市
場
改
築
／
那
覇 

市
、
三
委
員
会
で
討
議 
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那
覇
市
議
会
総
務
、
建
設
、
経
民
の
三
委

員
会
は
二
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

委
員
会
を
開
い
た
。

　

総
務
委
員
会
（
赤
嶺
一
男
委
員
長
）　

六

四
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て
の
討
論
を
行
な

っ
た
。
消
防
隊
員
に
よ
る
公
金
横
領
、
依
願
退

職
に
し
退
職
金
を
出
し
て
穴
埋
め
さ
せ
た
こ

と
、
消
防
隊
へ
の
寄
付
、
謝
礼
金
の
問
題
が
焦

点
に
な
り
論
議
さ
れ
た
。
黒
潮
隆
議
員
（
人
民

党
）
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
党
）
は
、
な
れ

あ
い
人
事
か
ら
生
じ
た
事
件
で
あ
り
、
横
領

し
た
公
金
を
退
職
金
で
出
し
公
金
で
穴
埋
め

さ
せ
た
こ
と
は
絶
対
許
せ
な
い
。
懲
戒
審
査

会
の
決
定
も
理
解
で
き
な
い
。
別
の
方
向
か

ら
い
う
と
公
金
横
領
を
助
長
さ
せ
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
消
防
隊
へ
の
寄
付
金
、
謝
礼

金
は
受
け
取
る
べ
き
で
な
い
と
反
対
討
論
し

た
。
こ
れ
に
た
い
し
辺
野
喜
英
興
議
員
（
十

八
日
会
）
、
渡
口
麗
秀
議
員
（
同
）
は
六
四

年
度
決
算
と
公
金
横
領
、
人
事
処
理
と
は
別

個
の
問
題
で
あ
り
、
決
算
は
合
理
的
に
運
用

さ
れ
て
い
る
。
消
防
隊
へ
の
寄
付
金
謝
礼
金

は
現
在
の
社
会
通
念
上
純
真
な
市
民
の
志
し

は
受
け
取
っ
て
よ
い
、
決
算
は
認
定
す
べ
き

で
あ
る
と
賛
成
討
論
を
の
べ
た
。
け
っ
き
ょ

く
賛
成
五
（
宮
里
、
渡
口
、
上
原
、
辺
野
喜
、

又
吉
）
反
対
三
（
大
山
、
金
城
、
黒
潮
）
で

認
定
を
決
定
し
た
。

　

経
済
民
生
委
員
会
（
久
場
景
善
委
員
長
）

牧
志
公
設
市
場
敷
地
返
還
の
陳
情
に
つ
い
て

地
主
上
岡
〇
〇
〇
氏
の
代
理
人
長
浜
清
栄
氏

（
顧
問
弁
護
士
）
か
ら
参
考
意
見
を
き
い
た
。

長
浜
氏
は
「
牧
志
公
設
市
場
は
那
覇
市
、
沖

縄
の
重
要
な
場
所
で
あ
り
な
が
ら
い
ま
だ
に

旧
態
依
然
の
姿
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
残
念

で
あ
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は
す
べ
て
の
面
で

都
合
が
悪
い
。
市
当
局
が
改
築
で
き
な
け
れ

ば
地
主
の
力
で
立
派
に
し
て
沖
縄
の
代
表
的

場
所
に
し
住
民
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
の

考
え
方
で
陳
情
し
た
」
と
の
べ
、
さ
ら
に
市

当
局
は
す
べ
て
に
改
築
の
具
体
案
を
も
っ
て

い
る
が
、
陳
情
書
を
と
り
下
げ
る
意
思
は
な

い
か
と
の
質
問
に
た
い
し
「
地
主
と
も
よ
く

話
し
合
い
、
三
十
日
午
前
十
時
ま
で
に
あ
ら

た
に
陳
情
書
を
出
す
と
と
も
に
本
陳
情
は
と

り
下
げ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
こ
た
え
た
。

　

建
設
委
員
会
（
平
良
真
次
郎
委
員
）　

牧
志

公
設
市
場
改
築
問
題
と
関
連
し
て
一
帯
の

浸
水
問
題
を
中
心
に
当
局
と
質
疑
を
行
な

っ
た
。

大
混
乱
の
那
覇
建
設
委
／
市
場 

の
お
ば
さ
ん
連
怒
る
／
市
場 

改
築
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那
覇
市
牧
志
公
設
市
場
の
改
築
問
題
を
審

査
中
の
三
十
日
の
那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会

は
、
地
階
絶
対
反
対
の
西
市
場
の
業
者
た
ち

が
委
員
会
の
決
定
を
不
満
と
し
て
お
こ
り
出

し
、
大
荒
れ
し
た
。



三
六
二

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
三
月

　

同
委
員
会
は
、
業
者
の
配
置
、
浸
水
問
題

な
ど
を
焦
点
に
こ
れ
ま
で
質
疑
を
つ
づ
け
て

き
た
が
、
い
っ
こ
う
に
結
論
が
出
ず
、
森
田

議
員
（
社
大
党
）
か
ら
地
階
廃
止
で
設
計
委

託
費
の
減
額
修
正
動
議
が
出
さ
れ
、
討
論
に

は
い
っ
た
。
約
百
人
に
の
ぼ
る
傍
聴
人
の
見

守
る
な
か
で
討
論
が
行
な
わ
れ
た
が
、
修
正

動
議
に
賛
成
、
市
当
局
案
に
反
対
し
た
の
は

森
田
（
社
大
）
真
栄
田
（
人
民
）
友
利
（
公

政
連
）
の
三
議
員
だ
け
で
結
局
、
採
決
の
結

果
、
市
当
局
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
静
か
に
傍
聴
し
て
い
た
市
場
の

お
ば
さ
ん
た
ち
は
口
々
に
「
だ
れ
の
た
め
の

議
員
か
」
「
選
挙
の
と
き
は
清
き
一
票
を
お

願
い
し
ま
す
と
い
い
な
が
ら
い
ま
の
態
度
は

何
か
、
だ
れ
の
た
め
の
議
員
か
」
な
ど
と
叫

び
、
議
場
は
騒
然
と
な
っ
て
審
議
は
中
断
し

た
。
市
当
局
に
賛
成
し
た
業
者
Ｔ
、
Ｎ
氏
に

向
か
っ
て
「
出
て
こ
い
」
「
代
表
者
を
出
せ
、

対
決
し
よ
う
」
と
テ
ー
ブ
ル
を
た
た
い
て
い

か
り
を
ぶ
ち
ま
け
る
し
ま
つ
。
「
こ
ろ
さ
れ

て
も
絶
対
に
地
階
に
は
い
か
な
い
」「
死
の
宣

告
だ
」「
た
た
き
殺
せ
…
」
な
ど
の
ば
声
が
乱

れ
と
び
、
議
場
は
大
混
乱
、
収
拾
が
つ
か
な

か
っ
た
。

　

我
那
覇
副
会
長
は
「
地
階
に
い
け
と
い
う

こ
と
は
死
の
宣
告
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
一
歩
も

ゆ
ず
ら
な
い
、
わ
れ
わ
れ
に
も
生
き
る
権
利

が
あ
る
」
と
語
気
を
強
め
て
委
員
会
の
再
考

を
促
し
た
。

　

四
時
三
十
八
分
、
や
っ
と
引
き
揚
げ
か
け

た
が
市
当
局
案
を
支
持
し
た
Ｔ
、
Ｎ
氏
め
が

け
て
数
人
が
な
ぐ
り
か
か
り
、
あ
わ
や
取
っ

組
み
合
い
の
大
乱
闘
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
た
が
、
事
務
局
職
員
の
仲
裁
で
こ

と
な
き
を
え
た
。

　

本
会
議
は
三
十
一
日
午
前
十
時
開
会
の
予

定
だ
が
、
情
勢
が
最
悪
事
態
に
直
面
し
た
た

め
定
刻
開
会
は
困
難
と
み
ら
れ
る
。

　

西
市
場
の
業
者
は
、
店
を
し
め
て
議
場
に

押
し
か
け
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
混
乱
が
予

想
さ
れ
る
。

　

人
民
（
三
）
社
大
（
二
）
公
政
連
（
二
）

無
所
属
（
一
）
は
地
階
構
想
に
反
対
、
十
八

日
会
（
一
五
）
無
所
属
ク
ラ
ブ
（
五
）
は
当

局
案
を
支
持
し
て
い
る
の
で
多
数
で
可
決
さ

れ
る
可
能
性
が
強
い
が
、
問
題
が
問
題
だ
け

に
予
断
は
許
さ
れ
な
い
情
勢
に
あ
り
、
成
り

行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
議
会
／
開
会
前
か
ら
大 

混
乱
／
業
者
ま
た
押
し
か
け 

る
／
公
設
市
場
の
改
築
め
ぐ 

り
／
反
対
で
殺
気
立
つ 
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三
十
一
日
あ
さ
本
会
議
を
開
い
て
公
設

市
場
改
築
を
採
決
の
予
定
だ
っ
た
那
覇

市
議
会
は
市
案
に
反
対
す
る
約
三
百
人

の
業
者
が
押
し
か
け
て
開
会
前
か
ら
混

乱
、
市
当
局
と
打
ち
合
わ
せ
る
た
め
に
市

長
室
に
立
て
こ
も
っ
た
与
党
議
員
に
た

い
し
、
業
者
は
「
な
ぜ
開
会
を
遅
ら
す
の

だ
」
「
早
く
本
会
議
を
開
け
」
と
市
長
室

に
押
し
か
け
て
大
声
で
ど
な
り
、
市
長
室

前
の
廊
下
は
傍
聴
人
の
騒
ぎ
で
一
時
は

大
混
乱
と
な
っ
た
。
こ
の
あ
さ
午
前
九
時

半
か
ら
総
務
委
員
会
で
市
場
改
築
の
予

算
案
を
採
決
、
続
い
て
十
時
か
ら
の
本
会

議
で
市
場
改
築
案
を
可
決
、
成
立
の
予
定

だ
っ
た
。
こ
の
た
め
総
務
委
員
会
も
与
党

が
欠
席
の
た
め
開
か
れ
ず
、
傍
聴
人
と
野

党
議
員
だ
け
が
待
機
、
開
会
の
メ
ド
が
つ

か
ぬ
本
会
議
に
ゴ
ウ
を
に
や
し
た
傍
聴

人
が
市
長
室
に
押
し
か
け
る
事
態
と
な

っ
た
。
同
十
一
時
二
十
分
、
重
苦
し
い
空

気
の
中
で
本
会
議
が
開
か
れ
た
。

こ
の
日
、
午
前
九
時
半
ご
ろ
か
ら
市
場
の
人

た
ち
約
三
百
人
が
店
を
締
め
切
っ
て
市
役
所

に
押
し
か
け
た
。
中
に
は
子
供
を
お
ぶ
っ
た

お
ば
さ
ん
や
中
学
生
の
姿
も
み
え
、
家
族
ぐ

る
み
の
陳
情
団
、
議
場
を
ぐ
る
り
取
り
巻
い

て
気
勢
を
上
げ
た
。

一
方
、
与
党
の
十
八
日
会
所
属
議
員
十
五

人
は
午
前
九
時
四
十
分
か
ら
市
長
室
に

た
て
こ
も
っ
て
西
銘
市
長
、
古
堅
・
新
垣

両
助
役
、
各
部
長
ら
当
局
者
と
険
悪
化

し
た
事
態
を
ど
う
す
る
か
で
長
時
間
協

議
。
そ
の
た
め
午
前
九
時
半
か
ら
開
か
れ

る
予
定
の
建
設
、
総
務
両
委
員
会
も
お
流

れ
、
午
前
十
時
か
ら
の
本
会
議
も
開
会
で

き
ず
、
野
党
議
員
は
手
持
ち
ぶ
た
さ
で
廊

下
を
ぶ
ら
ぶ
ら
。

つ
い
に
午
前
十
時
三
十
分
、
し
び
れ
を
切
ら

し
た
業
者
た
ち
が
与
党
議
員
の
た
て
こ
も
っ

て
い
る
市
長
室
に
押
し
か
け
、「
日
程
ど
お
り

開
会
し
ろ
」
と
デ
モ
を
か
け
た
。

　

二
階
に
あ
る
市
長
室
前
廊
下
は
業
者
で
埋

ま
り
、
口
々
に
「
市
民
憲
章
は
ど
う
な
っ
た
」

「
こ
れ
が
市
民
憲
章
か
」
「
市
長
、
議
員
表
へ

出
ろ
」「
市
長
室
は
議
場
じ
ゃ
な
い
ぞ
」
と
ば

声
を
飛
ば
し
、
口
ぶ
え
、
拍
手
が
入
り
乱
れ

て
大
変
な
騒
ぎ
。

こ
の
騒
ぎ
に
び
っ
く
り
し
た
市
職
員
た
ち
も

廊
下
に
出
て
き
て
高
見
の
見
物
。
こ
れ
を
み

た
業
者
の
お
ば
さ
ん
が
「
な
ん
だ
あ
ん
た
た

ち
は
、
市
職
員
は
全
部
や
め
な
さ
い
」
と
黄

色
い
声
で
ど
な
っ
た
。

市
長
室
は
戸
を
固
く
閉
じ
て
ひ
っ
そ
り
。

秘
書
の
渡
口
、
渡
嘉
敷
さ
ん
ら
は
〝
た
だ

な
ら
ぬ
様
相
〟
に
青
い
顔
を
し
て
い
た
。

約
二
十
分
気
勢
を
上
げ
て
ふ
た
た
び
議

場
に
舞
い
戻
っ
た
。

や
っ
と
午
前
十
一
時
十
五
分
、
与
党
議
員
が

市
長
室
か
ら
議
場
に
現
わ
れ
、
三
百
人
の
業

者
が
取
り
囲
む
中
で
十
一
時
三
十
分
本
会
議

が
開
か
れ
た
。
最
悪
事
態
を
心
配
し
て
開
会
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五
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昭
和
四
十
年
）
四
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前
に
義
永
議
会
事
務
局
長
か
ら
「
傍
聴
人
は

絶
対
に
議
場
に
は
い
っ
て
は
い
け
な
い
。
神

聖
な
議
場
で
あ
る
の
で
い
か
な
る
こ
と
ば
も

発
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
特
別
な
注
意
が

あ
っ
た
。
ま
た
傍
聴
席
の
腰
掛
け
な
ど
物
騒

な
も
の
は
全
部
か
た
づ
け
さ
せ
、
業
者
の
も

っ
て
い
る
カ
サ
も
一
カ
所
に
集
め
ら
れ
た
。

　

市
場
改
築
案
の
審
議
は
午
後
に
持
ち
越
さ

れ
、
午
前
中
は
重
苦
し
い
ふ
ん
い
き
の
中
で

審
議
が
続
い
た
。
業
者
た
ち
は
「
何
時
ま
で
か

か
っ
て
も
市
場
改
築
案
の
審
議
を
見
守
る
」

と
の
態
度
で
傍
聴
し
て
い
る
。

　

午
後
零
時
四
十
分
午
前
中
の
日
程
を
終
わ

り
休
憩
。
改
築
案
は
午
後
三
時
か
ら
審
議
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
っ
た
も
ん
だ
で
や
っ
と
可
決 

／
牧
志
公
設
市
場
改
築
／
市 

原
案
の
通
り
に
／
那
覇
市
議 

会
／
提
案
撤
回
？
に
あ
わ
て 

る
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牧
志
公
設
市
場
改
築
問
題
を
審
議
す
る

三
十
一
日
の
那
覇
市
議
会
最
終
本
会
議

は
、
市
当
局
、
議
会
、
業
者
が
三
つ
ど
も

え
で
す
っ
た
も
ん
だ
の
末
、
同
日
午
後
九

時
十
五
分
、
市
の
原
案
ど
お
り
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。
こ
れ
で
長
い
間
の
懸
案
だ

っ
た
市
場
は
や
っ
と
改
築
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
業
者
と
市
当
局
の
対
立
は

最
終
本
会
議
の
ど
た
ん
場
ま
で
続
き
、
ゴ

ウ
を
に
や
し
た
西
銘
市
長
が
「
こ
れ
で
は

う
ま
く
い
か
な
い
の
で
議
案
を
撤
回
す

る
」
と
い
い
出
す
な
ど
、
最
後
ま
で
て
ん

や
わ
ん
や
。
議
会
が
双
方
の
中
に
立
っ
て

双
方
の
間
で
契
約
書
を
取
り
か
わ
さ
せ
、

や
っ
と
改
築
案
を
ま
と
め
た
が
、〝
難
産

の
市
場
改
築
〟
に
三
者
と
も
へ
と
へ
と
だ

っ
た
。

こ
の
日
、
午
後
三
時
か
ら
本
会
議
を
再
開
、
ほ

か
の
議
案
を
片
付
け
た
あ
と
、
午
後
六
時
か

ら
市
場
問
題
の
審
議
に
は
い
っ
た
。
そ
の
前

に
市
当
局
は
長
時
間
ど
う
す
る
か
を
検
討
し

た
が
、
与
党
の
十
八
日
会
の
中
で
業
者
と
関

係
の
あ
る
議
員
が
、
一
人
抜
け
、
二
人
抜
け

し
て
業
者
側
に
ま
わ
っ
た
た
め
、
議
会
の
大

勢
が
不
利
に
な
っ
た
。
「
こ
れ
で
は
と
て

も
議
会
を
通
過
し
そ
う
に
な
い
」
と
見
た
市

当
局
は
議
案
を
撤
回
す
る
ハ
ラ
を
固
め
、
同

問
題
が
審
議
さ
れ
る
前
に
西
銘
市
長
が
撤
回

の
意
思
を
告
げ
た
。

西
銘
市
長
は
「
市
と
し
て
は
ど
う
し
て
も

改
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
見
地

で
、
議
案
を
上
程
し
た
が
、
議
会
、
業

者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
の
で
取
り
下

げ
る
。
一
年
近
く
も
話
し
合
っ
て
来
た

し
、
も
う
こ
れ
以
上
話
し
合
う
余
地
は
な

い
。
ま
こ
と
に
し
の
び
な
い
が
同
市
場

敷
地
は
そ
っ
く
り
地
主
の
上
岡
氏
に
返

し
、
六
月
い
っ
ぱ
い
に
建
て
物
や
備
品
を

売
っ
て
処
分
す
る
」
と
語
気
を
荒
だ
て
て

撤
回
を
宣
言
。
市
長
の
爆
弾
発
言
に
議
員

も
業
者
も
目
を
ま
る
く
し
て
一
時
シ
ュ

ン
と
な
っ
た
。
あ
わ
て
た
議
員
、
業
者
が

「
な
に
も
改
築
す
る
な
、
と
は
い
っ
て
い

な
い
。
考
え
直
し
て
く
れ
」
と
口
々
に
い

っ
た
が
市
長
は
首
を
横
に
ふ
る
だ
け
。

や
っ
と
高
良
議
長
、
大
山
議
員
ら
が
「
き
ょ
う

流
し
た
ら
も
う
永
久
に
改
築
で
き
な
い
。
冷

静
に
も
う
一
度
話
し
合
っ
て
く
れ
」
と
市
当

局
を
な
だ
め
、
業
者
と
関
係
の
あ
る
八
人
の

議
員
と
業
者
代
表
が
話
し
合
っ
て
、
当
局
と

い
ま
一
度
調
整
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
業
者
側
か
ら
①
建
ペ
イ
率
の

許
す
範
囲
内
で
最
大
限
に
ス
ペ
ー
ス
を

一
階
に
と
っ
て
現
業
者
を
一
人
で
も
多

く
入
れ
る 

②
地
上
一
階
は
現
業
者
の
食

料
品
市
場
に
す
る
こ
と
③
一
階
入
り
口

は
当
局
案
の
四
つ
で
は
少
な
い
か
ら
で

き
る
限
り
多
く
設
計
す
る
こ
と
④
設
計

に
お
け
る
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
は
現
業
者

と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
話
し
合
う
こ
と―

の
四

点
を
市
当
局
に
示
し
市
も
誠
意
を
も
っ

て
話
し
合
う
こ
と
を
認
め
て
や
っ
と
こ

さ
解
決
し
た
。
契
約
書
の
字
句
に
つ
い
て

も
「
一
階
と
い
う
だ
け
で
は
、
地
下
一
階

に
行
か
さ
れ
る
か
も
知
ら
な
い
の
で
地

上
一
階
に
し
よ
う
」
な
ど
と
大
変
な
神
経

の
使
い
よ
う
。
双
方
の
仲
介
役
を
買
っ
て

出
た
大
山
副
議
長
は
市
長
室
と
業
者
の

い
る
議
場
を
数
回
も
い
っ
た
り
き
た
り
。

双
方
か
ら
「
こ
っ
ち
は
い
か
ん
」
「
あ
れ

も
お
か
し
い
」
と
字
句
を
修
正
さ
れ
て
、

意
向
を
た
し
か
め
る
の
に
汗
だ
く
だ
っ

た
。

や
っ
と
話
し
合
い
が
つ
き
、
午
後
九
時
十
三

分
本
会
議
を
再
開
、
お
よ
そ
四
百
人
の
見
つ

め
る
中
で
市
案
を
全
会
一
致
で
可
決
、
瞬
間

業
者
の
お
ば
さ
ん
た
ち
は
バ
ン
ザ
イ
、
バ
ン

ザ
ー
イ
。
中
に
は
市
長
の
前
に
き
て
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
の
べ
て
帰

る
お
ば
さ
ん
た
ち
も
多
か
っ
た
。
議
会
で
は

同
問
題
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
た
め
に
、
同
市

場
促
進
特
別
委
員
会
を
も
う
け
、
設
計
、
ス

ペ
ー
ス
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
双
方
の
間
に

立
っ
て
ま
と
め
役
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。花

屋
立
ち
の
き
で
も
む
／
新
栄 

通
り
会
が
強
腰
に
出
る 
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那
覇
市
牧
志
公
設
市
場
の
改
築
問
題
は
三

十
一
日
の
本
会
議
で
い
ち
お
う
条
件
つ
き
で

解
決
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
難
航
の
原
因
と
な

っ
て
き
た
花
屋
通
り
会
の
取
り
扱
い
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
栄
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通
り
会
で
は
、
通
り
の
真
ん
中
に
花
屋
通
り

会
が
営
業
し
て
い
る
た
め
不
良
の
た
ま
り
場

と
な
り
、
環
境
が
ひ
じ
ょ
う
に
悪
く
な
っ
て

い
る
。
環
境
浄
化
の
た
め
に
も
契
約
（
二
月

末
ま
で
）
に
し
た
が
っ
て
す
ぐ
立
ち
の
い
て

も
ら
い
た
い
と
市
当
局
に
立
ち
の
き
を
せ
ま

っ
て
い
る
。

市
当
局
は
、
改
築
問
題
と
関
連
、
こ
れ
ま
で

な
ん
と
か
の
ば
し
て
き
た
も
の
の
新
栄
通
り

会
は
強
制
執
行
に
訴
え
て
で
も
立
ち
の
か
せ

る
と
の
強
硬
態
度
で
当
局
の
回
答
を
せ
ま
っ

た
が
、
当
局
は
四
月
五
日
に
最
終
回
答
を
す

る
、
と
約
束
、
そ
の
線
で
花
屋
通
り
会
と
の

調
整
を
い
そ
い
で
い
る
。
新
垣
第
二
助
役

は
、
二
日
午
前
十
時
過
ぎ
花
屋
通
り
会
の
代

表
六
人
を
呼
ん
で
事
態
収
拾
策
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。
花
屋
通
り
会
の
代
表
は
「
市
場

改
築
の
メ
ド
も
つ
い
た
の
で
西
市
場
の
業
者

と
同
時
に
仮
市
場
に
移
り
た
い
の
で
、
そ
れ

ま
で
延
長
し
て
も
ら
う
よ
う
再
折
衝
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
強
く
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
当
局
は
「
新
栄
通
り
会
は
改
築

問
題
と
は
全
然
別
個
の
問
題
で
あ
り
、
あ
く

ま
で
花
屋
通
り
会
と
の
問
題
で
あ
る
と
い
っ

て
い
る
の
で
改
築
問
題
と
か
ら
ん
で
延
長
を

再
折
衝
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
通
り
会

の
態
度
を
決
定
し
て
ほ
し
い
」
と
こ
た
え
、

結
局
、
三
日
ま
で
に
花
屋
通
り
会
の
態
度
を

決
め
て
当
局
に
報
告
、
そ
れ
に
よ
っ
て
五
日

新
栄
通
り
会
に
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
栄
、
花
屋
通
り
会
は
利
害
が
相
反
し
て
い

る
た
め
こ
ん
ご
の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。

モ
ノ
レ
ー
ル
協
議
会
／
け
さ
関 

係
者
が
民
政
府
で 
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十
二
日
午
前
九
時
半
か
ら
民
政
府
ダ
ッ
ト
ソ

ン
運
輸
課
長
の
部
屋
で
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
計

画
に
つ
い
て
の
協
議
会
が
行
な
わ
れ
た
。
こ

の
会
合
に
は
民
政
府
か
ら
ダ
ッ
ト
ソ
ン
運
輸

課
長
、
マ
ー
フ
ィ
ー
工
務
課
長
ら
三
氏
、
政
府

か
ら
我
喜
屋
建
築
課
長
、
土
木
課
職
員
、
那

覇
市
か
ら
具
志
堅
土
木
課
長
、
浦
崎
建
築
課

係
長
、
そ
れ
に
高
良
那
覇
市
議
会
議
長
、
大

城
那
覇
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
専
務
ら
が
出
席
し

た
。
ま
ず
高
良
議
長
が
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
の

必
要
性
に
つ
い
て
説
明
、
同
氏
が
と
り
寄
せ

た
関
係
資
料
を
提
出
し
た
。

東
京
の
都
心
部
と
羽
田
空
港
を
結
ぶ
日
本
で

は
じ
め
て
の
モ
ノ
レ
ー
ル
を
架
設
し
た
日
立

製
作
所
。
日
通
の
関
係
者
で
は
自
費
で
現
地

調
査
を
し
た
い
と
の
意
向
で
あ
り
、
高
良
議

長
は
調
査
員
の
来
島
が
早
期
に
実
現
す
る
よ

う
民
政
府
の
協
力
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
た

い
し
民
政
府
筋
は
モ
ノ
レ
ー
ル
の
単
価
や
建

設
費
概
算
の
具
体
資
料
が
必
要
な
の
で
早
急

に
計
画
書
を
提
出
す
る
よ
う
申
し
い
れ
た
。

高
良
議
長
は
「
民
政
府
も
そ
う
と
う
関
心
を

示
し
て
お
り
。
ま
た
本
土
メ
ー
カ
ー
も
積
極

的
な
意
欲
を
み
せ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
早

急
に
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
語
っ

た
。あ

す
初
委
員
会
／
那
覇
市
議
会 

／
市
場
改
築
の
特
別
委 
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那
覇
市
議
会
は
、
三
月
の
定
例
議
会
さ
い

ご
の
本
会
議
（
三
十
一
日
）で
牧
志
公
設
市
場

改
築
問
題
を
促
進
す
る
た
め
、
西
市
場
改
築

促
進
特
別
委
員
会
設
置
を
決
議
し
た
が
、
そ

の
第
一
回
委
員
会
が
十
六
日
午
後
二
時
か
ら

開
か
れ
る
。　

　

十
六
日
は
委
員
長
選
出
の
あ
と
、
こ
ん
ご

の
委
員
会
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合

う
。

　

西
市
場
改
築
問
題
は
、
市
当
局
と
業
者
の

調
整
が
つ
か
な
い
ま
ま
、
市
当
局
は
強
行
す

る
か
ま
え
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
業
者
の
幅

広
い
反
対
運
動
で
当
局
も
撤
回
の
ハ
ラ
を
固

め
て
本
会
議
に
臨
ん
だ
が
、
議
員
団
の
懸
命

な
あ
っ
せ
ん
工
作
が
功
を
奏
し
①
建
ぺ
い
率

の
許
す
範
囲
内
で
最
大
限
に
ス
ペ
ー
ス
を
地

上
一
階
に
と
っ
て
現
業
者
を
ひ
と
り
で
も
多

く
い
れ
る
こ
と
②
地
上
一
階
は
純
然
た
る
現

業
者
の
食
料
品
市
場
に
す
る
こ
と
③
地
上
一

階
の
入
口
は
市
当
局
案
の
四
つ
で
は
少
な
い

の
で
で
き
る
だ
け
多
く
設
計
す
る
こ
と
④
設

計
中
で
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
は
現
業
者
と
じ
ゅ

う
ぶ
ん
話
し
合
う
こ
と
…
に
つ
い
て
契
約
書

を
と
り
か
わ
す
と
の
条
件
づ
き
で
解
決
し
た
。

現
業
者
は
全
員
一
階
収
容
を
前
提
に
し
て
い

る
が
、
全
員
収
容
は
で
き
な
い
こ
と
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
の
で
、
配
置
問
題
で
難
航
す

る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
特
別
委
員
会
が
ど

の
よ
う
な
促
進
策
を
打
ち
出
す
か
、
な
り
行

き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

委
員
は
つ
ぎ
の
十
議
員
。
平
良
真
次
郎
（
十

八
日
会
）
、
比
嘉
朝
四
郎
（
同
）
、
赤
嶺
慎
英

（
同
）
、
上
原
隆
正
（
同
）
、
比
嘉
佑
直
（
無
所

属
ク
ラ
ブ
）
、
又
吉
久
正
（
同
）
、
森
田
孟
松

（
社
大
）
、
真
栄
田
義
晃
（
人
民
）
、
友
利
栄
吉

（
公
政
連
）
、
久
高
友
敏
（
無
所
属
）

｜
社　

説
｜

市
場
計
画
の
打
開
策 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
４
・
17
〕

　

那
覇
市
の
公
設
市
場
は
、
議
会
の
決
議
を

へ
て
改
造
計
画
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

市
会
側
と
し
て
も
、
こ
の
計
画
を
促
進
す
る

た
め
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
す
で
に
活
動

を
始
め
て
い
る
。

市
当
局
、
議
会
、
業
者
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
協
力

し
合
い
、
市
民
の
た
め
の
総
合
食
料
品
市
場

が
、
一
日
も
早
く
完
工
す
る
よ
う
期
待
し
た

い
。
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）
四
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
公
設
市
場
に
収
容
さ
れ

る
業
者
の
利
害
関
係
は
、
き
わ
め
て
複
雑
に

か
ら
み
合
い
、
協
調
態
勢
が
乱
れ
て
い
る
。
市

場
連
合
会
と
精
肉
業
組
合
の
二
つ
の
団
体
に

分
か
れ
、
こ
と
ご
と
に
意
見
が
対
立
し
、
独

自
に
総
会
を
開
い
て
市
場
建
設
に
対
す
る
態

度
を
表
明
す
る
な
ど
、
市
民
全
体
に
奇
異
な

感
じ
を
あ
た
え
て
い
る
。
現
在
の
市
場
を
再

建
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
企
業
者
の
意

思
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
さ
る
市
会
審
議
に

お
い
て
も
明
確
に
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
具
体

的
な
内
部
の
配
置
割
り
当
て
、
設
計
な
ど
に

対
し
、
相
変
わ
ら
ず
根
づ
よ
い
不
満
と
反
感

を
示
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
は
っ
き
り
い
え
ば
、
市
当
局
の
構

想
で
あ
る
地
階
で
の
営
業
を
拒
否
し
、
全
員

一
階
に
収
容
す
る
こ
と
を
強
硬
に
の
ぞ
ん
で

い
る
。
議
員
団
が
仲
介
し
た
あ
っ
せ
ん
四
項

目
を
み
て
も
、
第
一
番
に
か
か
げ
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
問
題
を
い
か
に
円
満
に
処
理
す
る

か
が
、
改
造
計
画
の
焦
点
に
な
っ
て
き
た
。
業

者
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
の
も
、
け
っ
き

ょ
く
、
収
容
方
法
に
対
す
る
考
え
方
の
相
違

か
ら
き
て
い
る
と
思
う
が
、
市
場
を
利
用
す

る
消
費
者
の
立
ち
場
か
ら
い
え
ば
、
施
設
の

内
容
に
問
題
は
残
る
に
し
て
も
、
地
上
一
階

に
死
活
を
に
ぎ
る
ほ
ど
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ

な
い
。
も
う
少
し
柔
軟
性
の
あ
る
態
度
で
の

ぞ
む
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
理

解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
だ
。

　

市
当
局
と
業
者
代
表
の
間
で
、
何
回
と
な

く
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ

で
も
な
お
一
致
点
を
見
出
し
え
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
商
売
上
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
含
み
が

あ
る
と
し
か
受
け
と
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

う
い
う
対
立
状
態
が
つ
づ
い
た
の
で
は
、
都

計
の
遂
行
、
な
い
し
は
市
民
福
祉
を
そ
こ
な

う
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で
、
こ
の
点
、

特
別
委
員
会
を
中
心
と
し
て
調
整
の
努
力
を

つ
づ
け
て
も
ら
い
た
い
。
同
じ
公
共
市
場
で

生
業
に
励
む
人
た
ち
が
、
お
互
い
に
ツ
ノ
突

き
合
わ
せ
て
相
反
目
し
た
の
で
は
、
市
民
一

般
の
好
意
と
尊
敬
を
失
う
も
と
に
な
り
、
そ

の
行
動
は
決
し
て
ほ
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な

か
ろ
う
。
み
ず
か
ら
の
信
念
に
も
と
づ

き
、
あ
く
ま
で
主
張
を
お
し
通
そ
う
と
す
る

団
体
行
為
は
、
現
代
に
お
い
て
保
証
さ
れ
た

権
利
で
あ
る
が
、
半
面
、
相
互
の
理
解
に
よ

る
建
設
的
な
譲
歩
を
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

那
覇
市
会
の
特
別
委
員
会
は
、
近
く
本
格

的
な
調
査
、
検
討
に
乗
り
出
す
よ
う
だ
が
、
関

係
者
の
調
停
は
も
と
よ
り
、
広
く
市
民
の
要

望
に
耳
を
傾
け
て
、
公
正
な
結
論
を
下
し
て

ほ
し
い
。
委
員
会
の
努
力
に
よ
っ
て
市
場
計

画
に
関
す
る
当
面
の
問
題
点
を
と
き
ほ
ぐ
し
、

早
急
に
あ
い
路
を
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

復
帰
協
に
加
盟
／
那
覇
市
会
／ 

全
体
協
議
会
で
決
定 
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那
覇
市
議
会
は
十
七
日
午
前
十
時
半
か
ら

緊
急
全
体
協
議
会
を
開
き
復
帰
協
議
加
盟
と

復
帰
決
議
に
つ
い
て
協
議
、
全
会
一
致
で
加

盟
す
る
こ
と
を
き
め
、
さ
ら
に
二
十
二
日
午

前
十
時
か
ら
の
臨
時
会
招
集
を
出
席
全
議
員

（
二
一
）
で
市
長
に
要
求
す
る
こ
と
を
き
め

た
。

　

南
部
地
区
市
町
村
議
会
議
長
会
が
十
七
日

午
後
二
時
か
ら
沖
縄
会
館
で
開
か
れ
る
の
で
、

復
帰
協
加
盟
に
つ
い
て
の
議
会
の
態
度
を
き

め
る
た
め
緊
急
全
体
協
議
会
を
開
い
た
も
の
。

　

復
帰
協
加
盟
に
つ
い
て
は
、
那
覇
市
が
率

先
し
て
加
盟
、
そ
の
先
端
に
立
っ
て
県
民
の

悲
願
で
あ
る
復
帰
運
動
を
強
力
に
押
し
進
め

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
く
、
全
会
一

致
で
加
盟
を
決
定
し
た
。
復
帰
決
議
に
つ
い

て
は
、
最
近
の
復
帰
熱
の
盛
り
上
が
り
に
こ

た
え
、
米
施
政
二
十
年
か
ら
の
脱
却
を
と
く

に
強
調
、
二
十
二
日
臨
時
議
会
を
招
集
し
て

決
議
す
る
こ
と
を
申
し
あ
わ
せ
、
臨
時
議
会

招
集
を
市
長
に
要
請
し
た
。

　

な
お
決
議
文
起
草
委
員
に
大
山
盛
幸
（
無

所
属
ク
ラ
ブ
）
金
城
吾
郎
（
社
大
）
の
両
氏

を
え
ら
ん
だ
。

　

十
七
日
出
席
し
た
二
十
一
議
員
の
各
会
派

別
議
員
数
次
の
と
お
り
。

▽
十
八
日
会―

十
▽
無
所
属
ク
ラ
ブ―

五
▽

社
大
党―

二
▽
人
民
党―

二
▽
無
所
属―

二

植
民
地
支
配
と
断
ず
／
那
覇
市 

議
会
が
復
帰
決
議 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
５
・
４
・
22
〕

第
七
十
一
回
那
覇
市
臨
時
議
会
は
、
二
十
二

日
午
前
十
時
開
会
、
昨
年
に
続
き
全
会
一
致

で
祖
国
復
帰
に
関
す
る
要
請
を
決
議
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
二
十
一
日
公
布
さ
れ
た
「
住
民

の
祝
祭
日
に
関
す
る
立
法
」
の
一
部
改
正
に

と
も
な
い
「
那
覇
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
お
よ
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改

正
を
原
案
ど
お
り
議
決
。
五
月
三
日
の
憲
法

記
念
日
が
新
た
に
休
日
追
加
さ
れ
た
。

　

第
二
次
安
謝
埋
め
立
て
工
事
は
、
設
計
変

更
に
と
も
な
い
工
期
を
五
月
末
ま
で
一
カ
月

延
期
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

　

祖
国
復
帰
要
請
決
議
は
全
議
員
（
二
十
九

人
）
の
共
同
提
案
に
よ
る
も
の
で
、
金
城
吾

郎
議
員
が
提
案
理
由
を
説
明
、
討
論
抜
き
で

全
会
一
致
で
議
決
し
た
。

　

祖
国
復
帰
要
請
決
議
は
三
月
の
本
部
町
議

会
に
つ
い
で
二
番
目
、
そ
の
ほ
か
の
市
町
村

議
会
で
も
四
・
二
八
デ
ー
ま
で
に
決
議
す
る

よ
う
で
あ
り
、
ま
た
復
帰
要
求
大
行
進
を
中

心
に
復
帰
要
求
機
運
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
盛

り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

　

沖
縄
の
祖
国
復
帰
に
関
す
る
要
請
決
議
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沖
縄
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
結
果
、
祖
国

日
本
か
ら
分
離
さ
れ
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
植

民
地
支
配
下
に
お
か
れ
て
二
十
年
の
長
期
に

お
よ
ん
で
い
る
。
立
法
院
は
も
ち
ろ
ん
、
市

議
会
も
日
米
両
国
を
は
じ
め
国
連
加
盟
国
に

対
し
、
施
政
権
返
還
を
強
く
要
請
し
続
け
て

き
た
。
ワ
ト
ソ
ン
高
等
弁
務
官
は
ハ
ワ
イ
で

「
沖
縄
の
基
地
は
重
要
で
あ
る
。
祖
国
復
帰

は
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問
題
だ
が
ま
だ
そ
の
時
期

で
は
な
い
」
と
の
べ
「
極
東
に
脅
威
と
緊
張

の
重
大
状
態
が
厳
存
し
て
い
る
た
め
沖
縄
を

保
有
す
る
」
の
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
極
東

に
お
け
る
脅
威
と
緊
張
は
、
い
っ
ぽ
う
的
に

発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
る
二
月
か
ら

は
じ
ま
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ

の
武
力
介
入
は
、
逆
に
脅
威
と
緊
張
を
助
長

し
、
し
か
も
そ
れ
が
沖
縄
を
発
進
基
地
と
し

て
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
報
復
爆
撃
の
お
そ

れ
も
あ
り
、
さ
ら
に
全
面
的
戦
争
に
発
展
す

る
危
険
性
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
沖
縄
県
民

は
大
き
な
不
安
に
か
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の

国
土
の
一
部
で
あ
る
沖
縄
か
ら
こ
の
よ
う
な

軍
事
行
動
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
軍
備
放
棄

を
規
定
し
た
平
和
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で

ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。
二
十
年
に
お
よ
ぶ

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
優
先
政
策
は
、
戦
争
に
つ

な
が
る
不
安
恐
怖
ば
か
り
で
な
く
、
県
民
の

福
祉
向
上
に
も
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。
沖
縄
問
題
の
抜
本
的
な
解
決
は
、
単
な

る
財
政
援
助
な
ど
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
祖
国
復
帰
の
早
期
実
現
に
あ

る
こ
と
は
い
ま
さ
ら
強
調
す
る
ま
で
も
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
は
、
国
連
憲
章
に
違

反
し
、
植
民
地
廃
止
宣
言
や
世
界
人
権
宣
言

に
違
背
し
、
国
際
正
義
に
も
と
る
も
の
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
異
民
族
支
配
二
十
年
と
い

う
転
機
の
年
に
当
た
り
、
祖
国
日
本
政
府
が

そ
の
責
任
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
信
ず

る
。
よ
っ
て
那
覇
市
議
会
は
祖
国
日
本
政
府

が
国
連
憲
章
の
大
精
神
に
の
っ
と
り
自
ら
の

主
権
を
速
や
か
に
完
全
に
回
復
す
る
た
め
の

強
力
な
対
米
折
衝
を
直
ち
に
開
始
す
る
こ
と

を
要
求
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
格
段
の
努
力

を
な
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

【
あ
て
先
】
日
本
政
府
総
理
大
臣
、
衆
、
参
議

院
議
長
、
各
政
党

ふ
る
わ
ぬ
競
売
／
安
謝
港
埋
め 

立
て
地 
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総
工
費
五
十
七
万
八
千
九
百
二
十
八
㌦
で

六
三
年
十
一
月
、
完
成
し
た
那
覇
市
安
謝
埋

め
立
て
地
二
十
一
万
一
千
百
六
十
三
・
七
平

方
㍍
（
六
万
三
千
九
百
八
十
九
坪
）
は
、
昨
年

十
月
か
ら
一
般
に
競
売
さ
れ
て
い
る
が
、
旭

橋
埋
め
立
て
地
に
比
べ
売
れ
行
き
は
余
り
ふ

る
わ
な
い
。
市
当
局
で
は
、
百
二
十
三
万
㌦

の
歳
入
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
い
ま
の
と
こ

ろ
歳
入
欠
か
ん
は
さ
け
ら
れ
な
い
よ
う
で
頭

を
痛
め
て
い
る
。

　

二
十
一
万
一
千
百
六
十
三
・
七
平
方
㍍
の

う
ち
、
売
却
用
地
は
八
万
五
千
八
百
平
方
㍍

だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
売
れ
た
の
は
お
よ
そ
六

〇
㌫
て
い
ど
。
毎
月
一
回
、
市
民
集
会
所
で

一
般
公
入
札
に
出
し
て
い
る
が
、
市
民
の
関

心
は
う
す
く
入
札
参
加
者
も
少
な
い
。
全

部
、
公
入
札
に
し
て
総
額
百
二
十
三
万
㌦
て

い
ど
の
歳
入
を
見
込
ん
で
い
た
も
の
の
、
買

い
手
が
少
な
く
、
市
の
評
価
額
に
よ
る
売
買

契
約
も
多
い
た
め
、
か
な
り
の
歳
入
欠
か
ん

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
き
に
公
入
札
に
出
し
た
が
、
一
件
も
落

札
が
な
か
っ
た
琉
球
皮
革
前
ふ
き
ん
の
用
地

は
、
三
百
三
十
平
方
㍍
て
い
ど
の
大
割
り
か

ら
百
二
十
八
平
方
㍍―

二
百
三
十
四
平
方
㍍

単
位
に
再
区
分
し
て
二
十
六
日
午
前
十
時
か

ら
市
民
集
会
所
で
再
入
札
に
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。

　

小
割
り
の
住
宅
地
域
は
、
わ
り
と
売
れ
行

き
は
よ
い
が
、
大
割
り
に
し
た
商
業
地
域
が

ふ
る
わ
な
い
よ
う
だ
。
不
振
の
原
因
に
つ
い

て
は
、
安
謝
港
湾
計
画
の
完
成
ま
で
に
は
ま

だ
か
な
り
の
期
間
が
あ
り
、
一
帯
の
将
来
性

を
め
ぐ
っ
て
思
惑
が
か
ら
ん
で
い
る
た
め
だ

と
み
ら
れ
て
い
る
。

「
少
な
く
と
も
港
湾
計
画
が
完
成
す
る
ま
で

五
カ
年
は
、
土
地
を
遊
ば
す
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
金
を
ね
か
す
わ
け
だ
が
、
そ
れ
だ
け

の
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
…
」「
地
価
は
上
が

る
い
っ
ぽ
う
だ
し
、
買
っ
て
放
置
し
て
い
て

も
よ
い
」
と
意
見
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
市
当

局
で
は
、
旭
橋
の
埋
め
立
て
地
が
す
で
に
二

倍
に
は
ね
上
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
比
べ
る

と
安
謝
埋
め
立
て
地
は
、
港
湾
計
画
を
ひ
か

え
て
い
る
だ
け
に
絶
対
に
有
望
だ
…
と
太
鼓

判
を
押
し
て
い
る
。

　

な
お
第
二
次
埋
め
立
て
工
事
は
、
四
十
四

万
二
千
三
百
八
十
㌦
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、

五
月
末
ま
で
に
は
完
成
す
る
。
引
き
続
き
第

三
、
第
四
、
第
五
次
計
画
を
推
し
進
め
る
計

画
で
あ
る
。

久
茂
地
川
し
ゅ
ん
せ
つ
始
ま
る 

／
臭
い
川
の
汚
名
返
上
／
夫 

婦
岩
前
で
起
工
式
／
六
カ
月 

で
完
了
め
ざ
す 
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待
望
の
那
覇
市
久
茂
地
川
と
潮
渡
橋
上
下

流
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
が
二
十
六
日
か
ら

始
ま
っ
た
。
こ
の
臭
い
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ

は
那
覇
市
の
長
年
の
懸
案
事
項
。
西
銘
市

長
の
要
望
に
ワ
ト
ソ
ン
弁
務
官
が
協
力
を

約
束
、
那
覇
輸
送
部
隊
と
那
覇
市
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
着
工
の
運
び
に
な
っ
た
。
午

後
二
時
か
ら
の
起
工
式
の
後
、
さ
っ
そ
く



三
六
七

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
五
月

重
民
町
夫
婦
岩
で
グ
レ
ー
ン
二
台
が
始

動
し
て
ま
っ
黒
い
ど
ろ
を
す
く
い
上
げ

た
。
フ
ル
作
業
を
進
め
、
早
け
れ
ば
四
カ

月
で
、
お
そ
く
と
も
六
カ
月
間
に
は
の
べ

二
千
七
百
六
十
一
㍍
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を

終
わ
る
。

起
工
式
は
同
日
午
後
二
時
か
ら
、
さ
き
に
手

が
け
ら
れ
る
那
覇
市
重
民
町
の
夫
婦
岩
前
で

行
な
わ
れ
た
。
西
銘
市
長
、
古
堅
、
新
垣
両
助

役
、
各
部
長
ら
市
当
局
者
と
ワ
ト
ソ
ン
弁
務

官
代
理
の
チ
ヤ
ー
ル
ス
・
Ｓ
・
デ
ィ
オ
サ
少

将
、
那
覇
輸
送
部
隊
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
佐
、
石

垣
建
運
局
次
長
、
大
山
副
議
長
ら
市
会
議
員
、

関
係
自
治
会
長
な
ど
多
数
が
出
席
し
て
し
ゅ

ん
せ
つ
を
祝
っ
た
。

西
銘
市
長
は
「
長
い
間
の
懸
案
が
ワ
ト
ソ

ン
弁
務
官
、
那
覇
輸
送
部
隊
な
ど
の
協
力

で
実
現
し
た
。
那
覇
市
で
は
政
府
に
も
再

三
し
ゅ
ん
せ
つ
を
陳
情
し
た
が
予
算
が

な
く
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
ど
お
し
で
、
気
を
も

ん
で
い
た
。
こ
れ
は
市
民
生
活
の
向
上
の

た
め
特
筆
さ
れ
る
事
業
と
確
信
し
、
最
大

の
努
力
を
は
ら
っ
て
達
成
し
た
い
。
こ
の

際
、
市
民
も
川
に
チ
リ
を
捨
て
な
い
よ
う

よ
く
指
導
し
、
期
待
に
そ
い
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
デ
ィ
サ
オ
少
将
は
「
こ
の

工
事
に
よ
っ
て
那
覇
市
が
美
し
い
町
に

な
る
よ
う
臨
む
。
完
工
後
、
き
れ
い
な
川

の
ほ
と
り
で
遊
び
ま
わ
っ
て
い
る
子
供

た
ち
を
み
に
き
た
い
」
と
の
べ
た
。

午
後
二
時
半
、
西
銘
市
長
と
デ
ィ
オ
サ
少
将

が
グ
レ
ー
ン
を
始
動
、
さ
っ
そ
く
那
覇
輸
送

部
隊
の
四
十
㌧
と
二
十
㌧
の
大
型
グ
レ
ー
ン

二
台
が
夫
婦
岩
一
帯
の
川
で
活
動
を
開
始
し

た
。
グ
レ
ー
ン
で
す
く
い
上
げ
た
ど
ろ
は
那

覇
市
借
り
切
り
の
ト
ラ
ッ
ク
十
台
に
積
み
込

ま
れ
、
安
謝
の
埋
め
立
て
地
に
運
ば
れ
た
。

　

し
ゅ
ん
せ
つ
さ
れ
る
川
は
両
方
で
全
長
二

千
七
百
六
十
一
㍍
、
川
幅
に
応
じ
て
幅
員
十

㍍
内
外
、深
さ
は
約
二
㍍
掘
る
。
し
ゅ
ん
せ
つ

に
よ
っ
て
出
る
土
砂
は
ト
ラ
ッ
ク
五
千
台
か

ら
六
千
台
分
と
み
ら
れ
難
工
事
だ
。
川
に
か

か
っ
た
木
造
の
橋
は
し
ゅ
ん
せ
つ
の
際
、
一

時
取
り
は
ず
し
、
徹
底
的
に
さ
ら
う
方

針
。
夫
婦
岩
か
ら
上
流
に
か
け
て
さ
ら
っ
た

後
、
久
茂
地
川
に
か
か
る
。
那
覇
市
と
輸
送

部
隊
で
は
勤
務
時
間
外
も
利
用
し
て
フ
ル
に

作
業
し
た
い
、
と
張
り
切
っ
て
お
り
、
ジ
ャ

ン
ジ
ャ
ン
進
み
そ
う
だ
。

軍
用
地
解
除
を
発
表
／
那
覇
市 

垣
花
な
ど
39
万
平
方
メ
ー
ト 

ル
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在
沖
米
陸
軍
工
作
隊
は
こ
の
ほ
ど
那
覇
市

垣
花
、
同
山
下
、
同
安
里
、
恩
納
村
谷
茶
、
北

谷
村
砂
辺
、
宜
野
湾
市
宇
地
泊
、
コ
ザ
市
諸

見
里
な
ど
本
島
全
域
に
わ
た
っ
て
総
面
積
約

三
十
九
万
六
千
平
方
㍍
の
軍
用
地
を
解
除
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
解
除
の
予
告
通

知
は
市
町
村
役
所
を
通
じ
て
地
主
に
通
達
済

み
で
あ
る
が
、
米
軍
で
は
「
こ
れ
ら
の
土
地

は
現
在
使
用
し
て
な
く
、
将
来
も
使
用
す
る

と
お
も
わ
れ
な
い
か
ら
地
主
の
陳
情
で
解
除

す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

解
除
は
さ
っ
た
二
月
一
日
か
ら
開
始
し
、

き
た
る
六
月
三
十
日
で
い
ち
お
う
完
了
す
る

予
定
だ
が
、
那
覇
市
垣
花
町
同
山
下
町
の
那

覇
港
地
域
と
し
て
現
在
米
軍
が
使
用
し
て
い

る
七
万
五
千
九
百
平
方
㍍
＝
約
一
万
四
千
坪
、

と
六
月
三
十
日
解
除
を
は
じ
め
全
部
で
十
一

万
九
千
百
三
十
九
坪
（
約
三
十
九
万
六
千
平

方
㍍
）
と
な
っ
て
い
る
。
法
務
局
土
地
課
の

資
料
に
よ
る
と
、
こ
ん
ど
解
除
さ
れ
る
土
地

の
年
間
賃
貸
料
は
五
万
㌦
ぐ
ら
い
だ
と
い
う
。

放
っ
た
ら
か
し
に
地
主
怒
る
／ 

那
覇
市
の
公
園
指
定
地
／
つ 

い
に
裁
判
ざ
た
か
／
希
望
ガ 

丘
買
い
上
げ
か
解
除
を
迫
る 
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放
っ
た
ら
か
し
の
公
園
指
定
地
に
怒
っ

た
那
覇
市
当
局
を
相
手
ど
っ
て
告
訴
す

る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
補
償
も
な
に
も

せ
ず
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
い
る
公
園
指

定
地
に
た
い
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
主

の
不
満
た
え
ず
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
た

が
、
つ
い
に
裁
判
ざ
た
に
ま
で
発
展
し
そ

う
だ
。

　

23
日
に
地
主
結
成
会
開
く

　

希
望
ガ
丘
公
園
敷
き
地
に
指
定
さ
れ
た
新

里
有
四
郎
氏
ら
地
主
十
六
人
は
、
十
四
日
午

後
那
覇
市
役
所
で
嘉
手
納
都
計
課
長
、
知
念

公
園
係
長
ら
と
会
い
「
公
園
用
地
に
指
定
し

た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
土

地
の
所
有
者
と
し
て
は
が
ま
ん
で
き
な
い
。

早
急
に
市
が
買
い
上
げ
る
か
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
公
園
指
定
を
解
除
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に

返
し
て
ほ
し
い
」
と
要
求
し
た
。
こ
れ
に
た

い
し
嘉
手
納
都
計
課
長
は
地
主
の
質
問
に
答

え
①
都
計
上
公
園
指
定
地
か
ら
は
ず
す
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
②
財
政
的
裏
付
け
が
な

い
の
で
、
い
つ
公
園
の
着
工
を
す
る
か
返
答

で
き
な
い
③
空
白
期
間
の
補
償
は
で
き
な
い

④
事
業
執
行
の
時
か
ら
賃
借
契
約
で
借
地
料

を
払
い
た
い―

と
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
曲
げ

ず
「
市
の
線
に
沿
っ
て
協
力
し
て
ほ
し
い
」

と
頼
ん
だ
。

地
主
側
は
一
応
市
の
回
答
を
持
ち
帰
り
、

今
後
の
対
策
を
話
し
合
っ
た
結
果
、
「
市

に
は
全
く
誠
意
が
な
い
。
法
廷
で
は
堂
々

と
権
利
を
回
復
す
る
以
外
に
解
決
の
道

は
な
い
」
と
し
て
市
当
局
を
告
訴
す
る
こ

と
に
決
め
た
。
地
主
た
ち
は
二
十
三
日
に

地
主
会
結
成
会
を
開
き
、
弁
護
士
を
ま
じ

え
て
告
訴
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る



三
六
八

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
六
月

こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
の
公
園
敷
き
地
は
五
六
年
に
城
岳
、
旭
ガ

丘
、
奥
武
山
な
ど
市
内
十
六
カ
所
と
同
時
に

指
定
さ
れ
た
。
那
覇
市
で
は
そ
の
後
数
回
に

わ
た
っ
て
追
加
指
定
し
現
在
小
公
園
や
緑
地

も
含
め
て
三
十
五
カ
所
、
五
十
四
・
六
㌶
を

公
園
用
指
定
地
と
し
て
確
保
し
た
。
と
こ
ろ

が
予
算
が
な
い
た
め
ほ
と
ん
ど
の
敷
き
地
は

手
も
つ
け
ず
そ
の
ま
ま
。
管
理
も
お
ざ
な
り

で
荒
れ
放
題
だ
。
桜
坂
裏
に
あ
る
希
望
ガ
丘

は
チ
リ
が
捨
て
ら
れ
た
り
、
不
良
の
た
ま
り

場
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
指
定
は
し
た
も
の
の
、
こ
の
十
年

間
地
主
に
た
い
し
て
は
借
地
料
も
支
払
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
住
宅
の
建
設
な
ど
い
っ
さ

い
の
権
利
を
ス
ト
ッ
プ
、
地
主
は
所
有
権
だ

け
は
あ
る
が
活
用
も
で
き
ず
、
大
き
な
不
満

を
も
っ
て
い
た
。

　

那
覇
市
で
は
公
園
の
指
定
は
し
た
が
、
予

算
が
な
く
こ
れ
ま
で
も
地
主
か
ら
は
突
き
上

げ
ら
れ
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
那
覇
市

の
現
在
の
都
計
上
、
公
園
は
も
っ
と
も
重
要

な
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
市
当
局
と
し
て

は
、
現
在
公
園
に
指
定
し
た
ぶ
ん
だ
け
は
ど

う
し
て
も
確
保
し
た
い
と
こ
ろ
。
も
し
こ
ん

ど
の
問
題
で
市
当
局
が
負
け
る
と
、
そ
れ
が

他
に
も
波
及
し
て
公
園
計
画
が
ほ
と
ん
ど
全

滅
状
態
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、

成
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
る
。

住
宅
、
幹
線
道
路
に
重
点
／
那 

覇
市
／
マ
ン
モ
ス
予
算
ま
と 

ま
る

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
６
・
３
〕

　

那
覇
市
は
、
六
六
年
度
予
算
の
編
成
作
業

を
終
わ
っ
た
の
で
五
日
に
定
例
議
会
を
招
集
、

議
会
の
承
認
を
求
め
る
。
新
年
度
の
当
初
総

予
算
額
（
特
別
会
計
も
含
む
）
は
八
百
十
五

万
一
千
四
百
三
十
八
㌦
で
現
年
度
よ
り
二
十

万
六
千
八
十
八
㌦
の
増
。
し
か
し
、
こ
れ
に

は
い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
牧
志
公
設
市
場

建
設
費
と
安
謝
公
有
水
面
埋
め
立
て
工
事
費

は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
ふ
た
つ

の
事
業
費
も
加
え
る
と
六
六
年
度
総
予
算
額

は
、
は
じ
め
て
一
千
万
㌦
の
大
台
を
突
破
す

る
こ
と
に
な
る
。
那
覇
市
の
予
算
は
年
々
増

え
る
い
っ
ぽ
う
だ
が
、
と
く
に
こ
こ
二
、
三

年
の
急
激
な
増
加
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
予

算
規
模
の
う
え
か
ら
全
市
町
村
の
予
算
額
に

や
や
近
い
マ
ン
モ
ス
予
算
に
な
っ
て
い
る
が
、

市
の
財
政
需
要
の
う
え
か
ら
は
満
足
す
べ
き

状
態
で
は
な
く
、
内
容
的
に
は
「
い
た
っ
て

貧
弱
予
算
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

新
年
度
予
算
案
は
、
西
銘
市
長
さ
い
ご
の

予
算
だ
が
、
西
銘
市
長
は
任
期
中
と
り
あ
げ

て
き
た
住
宅
対
策
、
ス
ラ
ム
街
解
消
、
保
育

所
の
設
置
、
幹
線
道
路
の
新
設
、
衛
生
行
政

の
強
化
…
に
重
点
を
お
き
、
総
ま
と
め
し
た

い
意
向
で
あ
る
。

　

一
般
予
算
額
は
六
百
四
十
四
万
七
千
四
百

八
十
四
㌦
で
現
年
度
よ
り
十
二
万
二
千
十
一

㌦
の
増
、
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
は
百
四

十
万
七
千
五
十
三
㌦
で
八
万
五
千
八
百
八
十

㌦
の
増
、
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予

算
（
那
覇
、
壺
川
、
寄
宮
地
区
）
は
二
十
九

万
六
千
九
百
一
㌦
で
千
八
百
九
㌦
の
減
に
な

っ
て
い
る
。

　

一
般
歳
入
予
算
の
主
な
も
の
は
市
税
百
五

十
七
万
七
千
十
四
㌦
（
現
年
度
よ
り
三
十
万

五
千
六
百
六
十
五
㌦
の
増
）
公
営
企
業
お
よ

び
財
産
収
入
百
五
十
六
万
八
千
百
三
㌦
（
四

万
七
千
九
百
五
十
二
㌦
の
減
）
政
府
補
助
金

百
十
四
万
六
千
二
百
八
十
七
㌦
（
二
十
万
八

千
九
百
二
十
九
㌦
の
増
）
市
債
百
三
万
七
千

三
百
八
㌦
（
十
七
万
六
千
六
百
六
十
五
㌦
の

減
）
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
四
十
四
万
五
千

二
百
六
十
二
㌦
（
七
万
三
千
十
㌦
の
増
）
と

な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

土
木
費
三
十
三
万
九
千
百
四
十
七
㌦
で
現
年

度
よ
り
三
十
二
万
六
千
七
百
三
十
五
㌦
の
大

幅
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
安
謝
公
有

水
面
埋
め
立
て
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な

い
た
め
の
も
の
。
同
工
事
は
本
土
政
府
か
ら

の
調
査
団
の
来
島
を
待
っ
て
、
計
画
が
ま
と

ま
り
し
だ
い
追
加
計
上
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
道
路
維
持
費
は
十
万
八
千
三
百
六
十
七

㌦
（
四
万
二
千
七
百
八
十
三
㌦
の
増
）
道
路

新
設
十
万
三
千
九
百
六
十
八
㌦
（
三
万
五
千

六
百
九
十
五
㌦
の
増
）
排
水
六
万
五
千
四
十

一
㌦
（
一
万
五
千
六
百
九
十
九
㌦
の

増
）
河
川
五
万
六
千
五
百
四
十
㌦
（
四
万
六
千

八
百
九
十
七
㌦
の
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
現

年
度
よ
り
軒
並
み
に
増
加
し
て
い
る
。　

　

都
市
計
画
事
業
費
は
三
十
二
万
六
千
二
百

四
㌦
で
五
万
二
千
八
百
四
十
七
㌦
も
減
っ
て

い
る
。
港
湾
施
設
は
三
万
八
百
二
十
六
㌦
で

一
万
八
千
九
百
七
十
六
㌦
の
減
、
社
会
、
労

働
関
係
事
業
と
し
て
は
市
営
、
公
営
住
宅
の

建
設
な
ど
も
含
め
て
二
百
四
万
二
千
二
百
九

十
七
㌦
で
三
十
万
㌦
も
大
幅
に
ふ
え
て
い
る
。

　

水
道
事
業
は
百
四
十
万
七
千
五
十
三
㌦
で

八
万
五
千
八
百
八
十
六
㌦
の
増
で
自
己
水
源

の
開
発
、
ろ
う
水
対
策
な
ど
に
重
点
を
お
い

て
い
る
。

　

区
画
整
理
事
業
は
、
那
覇
地
区
が
十
二
万

五
千
十
六
㌦
、
壺
川
地
区
が
九
千
百
七
十
㌦
、

寄
宮
十
六
万
二
千
七
百
十
五
㌦
と
な
っ
て
い

る
。那

覇
市
の
財
産
ふ
え
る
／
二
千 

二
十
六
万
㌦
／
五
月
一
日
現 

在 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
６
・
５
〕

　

那
覇
市
の
財
産
は
、
五
月
一
日
現
在
で
二

千
二
十
六
万
二
千
二
百
二
十
二
㌦
三
十
一
㌣

で
九
年
前
の
五
六
年
に
比
べ
十
二
・
七
倍
に



三
六
九

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
六
月

ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
る
。

五
六
年
の
百
五
十
九
万
六
千
六
百
六
十
七
㌦

に
た
い
し
、
六
二
年
＝
千
六
百
九
十
二
万
八

千
六
百
三
十
一
㌦
九
十
五
㌣
、
六
三
年
＝
千

四
百
四
十
八
万
九
百
十
七
㌦
五
十
二
㌣
、
六

四
年
＝
千
九
百
九
十
三
万
三
千
九
百
九
十
七

㌦
十
七
㌣
と
年
々
ふ
え
て
い
る
。

　

五
月
一
日
現
在
の
財
産
の
総
括
を
み
る
と

も
っ
と
も
多
い
の
が
土
地
で
九
百
九
十
八
万

二
千
四
百
六
十
八
㌦
（
一
、
二
一
九
、
六
二

七
平
方
㍍
）
、
つ
い
で
港
湾
施
設
が
八
百
三
十

三
万
三
千
五
百
九
十
一
㌦
三
十
四
㌣
、
建
物

百
六
十
三
万
五
千
八
百
二
十
七
㌦
八
十
八
㌣
、

有
価
証
券
十
三
万
一
千
四
百
二
㌦
、
構
造
物

七
万
四
千
四
百
二
十
二
㌦
三
十
七
㌣
、
簡
易

水
道
施
設
二
万
七
千
二
百
二
十
五
㌦
、
学
事

奨
励
金
四
千
二
百
五
十
㌦
、
変
わ
り
ダ
ネ
で

は
六
一
年
の
市
制
四
十
周
年
に
彫
刻
家
の
朝

倉
文
夫
氏
か
ら
お
く
ら
れ
た
〝
生
誕
の
像
〟

で
六
万
㌦
。
繁
殖
用
牛
、
豚
で
一
万
二
千
八

百
三
十
五
㌦
二
㌣
、
重
機
二
百
㌦
と
な
っ
て

い
る
。

　

毎
日
み
て
い
る
〝
生
誕
の
像
〟
が
六
万
㌦

も
評
価
さ
れ
て
い
る
の
に
つ
い
て
、
あ
る
課

長
は
「
こ
ん
な
に
高
い
も
の
で
す
か
ね
…
」

と
頭
を
か
し
げ
て
い
た
が
、
担
当
職
員
は

「
そ
れ
は
や
り
ま
す
よ
、
適
正
な
評
価
で
し
ょ

う
」
と
誇
ら
し
げ
に
話
し
て
い
た
。

希
望
ケ
丘
の
補
償
を
／
地
主
会 

が
市
に
訴
え
る 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
６
・
５
〕

　

那
覇
市
・
希
望
ケ
丘
地
主
会
の
神
谷
弘
氏

ら
代
表
十
人
は
、
四
日
午
後
一
時
過
ぎ
西
銘

市
長
を
訪
れ
、
①
公
園
区
域
に
指
定
さ
れ
て

十
年
間
も
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
間
の

補
償
を
し
て
も
ら
い
た
い
②
買
収
し
て
も
ら

い
た
い
③
そ
れ
が
な
け
れ
ば
公
園
区
域
の
指

定
を
解
除
し
て
も
ら
い
た
い
…
と
陳
情
し
た
。

　

希
望
ケ
丘
一
帯
は
、
都
市
公
園
と
し
て
五

六
年
に
公
園
区
域
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
地
主
は
自
分
の
家
を
建
て
る
こ
と
も
で

き
ず
、
他
人
に
貸
す
こ
と
も
で
き
ず
、
十
年

近
く
も
放
置
さ
れ
て
き
た
。
関
係
地
主
で
は
、

こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
っ
て
買
収
か
、
指
定

解
除
を
陳
情
し
て
き
た
が
、
市
当
局
は
予
算

の
関
係
で
買
収
で
き
ず
、
借
地
す
る
方
針
で

地
主
と
話
し
合
っ
た
が
不
調
に
終
わ
っ
た
。

関
係
地
主
（
八
十
五
人
）
で
は
、「
も
う
こ
れ

以
上
が
ま
ん
で
き
な
い
」
と
さ
る
三
十
日
に

希
望
ケ
丘
地
主
会
を
結
成
、
全
地
主
が
一
体

と
な
っ
て
市
当
局
に
当
た
る
こ
と
に
な
り

四
日
は
そ
の
第
一
回
目
の
西
銘
市
長
と
の

話
し
合
い
に
な
っ
た
。
地
主
の
間
で
は
、
市

当
局
の
出
方
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
法
廷
闘

争
に
も
ち
込
む
べ
き
だ
と
の
強
硬
意
見
も

あ
る
よ
う
で
こ
ん
ご
の
成
り
行
き
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

地
主
代
表
ら
は
「
貸
し
て
も
い
つ
買
い
上

げ
て
く
れ
る
か
の
メ
ド
も
つ
か
な
い
の
で
は

貸
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
買
収
す
る
に
し
て

も
ぼ
う
大
な
予
算
を
と
も
な
う
し
、
見
通
し

は
暗
い
、
全
地
主
の
協
力
が
得
ら
れ
る
ま
で

待
っ
て
は
あ
と
十
年
た
っ
て
も
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
だ
か
ら
早
急
に
市
の
態
度
を
決
定
し

て
ほ
し
い
」
と
西
銘
市
長
の
決
断
を
迫
っ

た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
、
西
銘
市
長
は
「
収
用
法

を
発
動
す
る
か
、
ど
う
か
早
急
に
結
論
を
出

し
た
い
」
と
こ
た
え
た
。

市
民
所
得
の
調
査
ま
と
ま
る
／ 

前
年
度
の
12
・
２
％
増
／
一 

人
当
た
り
３
７
４
㌦ 

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
５
・
６
・
６
〕

　

那
覇
市
企
画
部
は
五
日
、
六
三―

六
四
年

度
市
民
所
得
推
計
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
第
一
次
産
業
所
得
が
六
三
年
度
に

く
ら
べ
、
三
・
五
％
増
、
第
二
次
産
業
所
得

が
二
〇
・
二
％
増
、
市
民
所
得
は
一
二
・
二

％
の
い
ち
じ
る
し
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

市
民
所
得
の
あ
ら
ま
し　

琉
球
政
府
発
表

に
よ
る
六
四
年
度
の
国
民
所
得
（
暫
定
）
は

七
・
五
％
の
成
長
率
で
、
一
人
当
た
り
の
所

得
は
二
百
七
十
二
㌦
（
名
目
所
得
二
百
九
十

三
㌦
）
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
二
・
二
％
ふ

え
、
六
三
年
度
の
一
四
・
二
％
よ
り
落
ち
て

い
る
。
原
因
は
六
三
年
の
異
状
干
ば
つ
で
砂

糖
の
生
産
量
が
大
幅
に
減
り
、
六
四
年
は
砂

糖
の
生
産
は
伸
び
た
が
、
糖
価
の
下
落
に
よ

り
、
経
済
全
般
に
こ
れ
が
波
及
し
て
国
民
所

得
が
伸
び
な
や
ん
だ
が
、
六
四
年
度
那
覇
市

の
場
合
、
第
一
次
産
業
は
三
・
五
％
増
で
さ

し
て
伸
び
て
い
な
い
が
、
第
二
次
産
業
が
二

〇
・
二
％
の
増
加
を
示
し
、
市
民
所
得
は
一

二
・
二
％
の
伸
長
率
を
示
し
て
い
る
。
一
人

当
た
り
の
所
得
は
三
百
七
十
四
㌦
（
名
目
所

得
四
百
㌦
）
で
、
前
年
度
よ
り
三
・
一
％
増

と
な
っ
て
い
る
。

　

市
民
総
所
得　

六
四
年
度
の
市
民
総
所
得

は
一
億
二
百
二
十
八
万
㌦
で
、
前
年
度
（
六

三
年
）
の
九
千
百
十
六
万
㌦
よ
り
一
二
・
二

％
の
伸
長
率
。
全
琉
の
国
民
所
得
総
額
二
億

五
千
百
七
十
三
万
㌦
（
六
三
年
）
お
よ
び
二

億
七
千
六
十
三
万
㌦
（
六
四
年
）
に
た
い
し

て
三
六
・
二
％
（
六
三
年
）
と
三
七
・
八
％

（
六
四
年
）
と
い
う
割
り
合
い
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
伸
長
率
も
全
琉
の
七
・
五
％
に
比

べ
て
一
二
・
二
％
と
は
る
か
に
高
い
。
原
因

と
し
て
は
全
琉
の
場
合
に
み
ら
れ
る
第
一
次

産
業
の
急
減
が
同
市
の
産
業
形
態
に
ほ
と
ん

ど
現
わ
れ
な
い
。
第
二
、
第
三
次
産
業
も
順

調
に
伸
び
た
た
め
で
あ
る
。

　

産
業
別
市
民
所
得　

こ
れ
を
産
業
別
に
み

た
場
合
、
六
四
年
度
第
一
次
産
業
は
四
百
五



三
七
〇

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
六
月

十
六
万
㌦
で
、
前
年
の
四
百
十
一
万
㌦
に
た

い
し
、
三
・
五
％
増
。
全
琉
三
千
九
百
七
十

二
万
㌦
で
、
前
年
の
四
千
三
百
五
万
㌦
に
比

べ
て
七
・
七
％
の
減
。

　

第
二
次
産
業
は
六
四
年
度
二
千
百
八
十
九

万
㌦
で
、
前
年
の
千
八
百
二
十
一
万
㌦
に
比

べ
て
、
実
に
二
〇
・
二
％
の
増
加
。
第
三
次

産
業
は
六
四
年
度
七
千
五
百
八
十
三
万
㌦
で
、

前
年
の
六
千
八
百
五
十
四
万
㌦
に
比
べ
て
一

〇
・
七
％
の
増
加
で
あ
る
。
（
全
琉
の
場
合

は
六
四
年
度
一
億
五
千
七
百
六
十
九
万
㌦
で
、

前
年
の
一
億
三
千
八
百
五
十
二
万
㌦
よ
り
一

三
・
八
％
の
増
）

　

市
民
分
配
所
得　

市
民
所
得
の
配
分
状
況

を
み
る
と
、
ま
ず
勤
務
所
得
が
六
四
年
度
五

千
四
百
十
五
万
㌦
で
、
前
年
の
四
千
七
百
二

十
八
万
㌦
よ
り
一
四
・
五
％
増
加
し
て
い
る

（
全
琉
は
六
四
年
度
一
億
五
百
五
十
二
万
㌦

で
、
前
年
の
八
千
九
百
三
十
一
万
㌦
に
比
べ

て
一
八
・
二
％
増
）

　

一
方
、
個
人
業
主
所
得
は
六
四
年
度
二
千

三
百
三
十
九
万
㌦
で
前
年
の
二
千
二
百
三
十

二
万
㌦
よ
り
四
・
八
％
の
増
。
（
全
琉
は
六

四
年
度
七
千
九
百
六
十
万
㌦
で
前
年
の
八
千

百
七
十
二
万
㌦
よ
り
二
・
六
％
の
減
）

　

個
人
賃
貸
料
所
得
は
六
四
年
度
七
百
八
十

四
万
㌦
で
、
前
年
の
七
百
八
十
三
万
㌦
よ
り

〇
・
五
％
の
増
し
か
み
ら
れ
な
い
。
個
人
利

子
所
得
は
六
四
年
度
五
百
八
十
五
万
㌦
で
、

前
年
の
五
百
三
十
七
万
㌦
よ
り
八
・
九
％
の

増
。

　

法
人
所
得
は
六
四
年
度
千
四
十
万
㌦
で
、

前
年
の
七
百
四
十
七
万
㌦
よ
り
実
に
三
九
・

二
％
の
増
加
ぶ
り
。
そ
の
ほ
か
官
業
所
得
は

前
年
度
よ
り
大
幅
に
減
少
し
た
。

　

六
四
年
度
の
個
人
所
得
総
額
は
九
千
五
百

四
十
九
万
㌦
で
、
前
年
の
八
千
六
百
四
十
一

万
㌦
に
た
い
し
、
一
〇
・
五
％
の
伸
び
。
全

琉
の
八
・
一
％
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。

　

可
処
分
所
得
に
た
い
す
る
消
費
ま
た
は
貯

蓄
の
割
り
合
い
、
す
な
わ
ち
「
平
均
消
費
性

向
」
ま
た
は
「
平
均
貯
蓄
性
向
」
は
六
四
年

度
の
消
費
性
向
が
六
七
・
九
七
％
で
前
年
の

六
六
・
八
六
％
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

貯
蓄
性
向
は
六
四
年
が
三
二
・
〇
三
％
と
な

り
、
前
年
三
三
・
一
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
支
出
に
た
い
す
る
飲
食
費
の
割
り
合
い
、

す
な
わ
ち
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
四
二
・
四
％
と

な
り
、
全
琉
の
四
二
・
四
％
と
変
わ
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
六
四
年
度
市
民
の
所
得
は
各
項

目
で
伸
び
を
み
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
一
人

当
た
り
所
得
に
つ
い
て
み
る
と
、
六
四
年
度

四
百
一
㌦
で
前
年
の
三
百
七
十
五
㌦
よ
り
二

六
㌦
増
、
実
質
額
で
は
六
四
年
度
三
百
七
十

四
㌦
で
前
年
の
三
百
六
十
三
㌦
よ
り
十
一
㌦

増
と
な
っ
て
い
る
。

日
米
琉
援
助
で
都
計
推
進
／
那 

覇
市
会
、
西
銘
市
長
が
答
弁 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
５
・
６
・
７
〕

第
七
十
三
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
七
日
午

前
十
時
か
ら
本
会
議
を
ひ
ら
き
、
西
銘
市
長

の
施
政
方
針
な
ら
び
に
一
般
質
問
を
行
な
っ

た
。

　

ま
ず
十
八
日
会
の
具
志
栄
治
議
員
が
質
問

の
ト
ッ
プ
を
切
り
、
市
の
財
政
拡
大
に
つ
い

て
当
局
の
見
解
を
た
だ
し
た
。

　

午
前
中
は
平
良
亀
助
（
十
八
日
会
）
、
金
城

武
一
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）
、
久
高
友
敏
（
無

所
属
）
の
三
議
員
が
質
問
に
立
っ
た
が
、
全

般
的
に
低
調
だ
っ
た
。
ま
た
欠
席
議
員
（
六

議
員
）
が
目
立
ち
、
傍
聴
席
も
ま
ば
ら
だ
っ

た
。

　

質
問
要
旨
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

具
志
栄
治
議
員
（
十
八
日
会
）　

市
は
財
政

の
拡
大
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
こ

と
に
つ
い
て
。

　

新
里
企
画
部
長　

日
米
琉
政
府
に
機
会
あ

る
ご
と
に
訴
え
て
い
る
。
ま
た
市
長
上
京
の

際
も
本
市
の
実
情
を
訴
え
援
助
増
額
を
要
請

し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
中
央
税
の
委
譲
に
つ

い
て
も
要
請
し
て
い
る
。

　

具
志
議
員　

政
府
で
は
中
央
税
の
地
方
委

譲
に
困
難
だ
と
み
て
い
る
が
、
た
ば
こ
消
費

税
、
遊
興
飲
食
税
、
娯
楽
税
以
外
の
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
か
。

　

新
里
部
長　

政
府
は
地
方
税
に
委
譲
す
る

と
徴
税
減
を
心
配
し
て
い
る
が
、
方
法
に
よ

っ
て
は
そ
の
心
配
は
な
い
と
の
見
解
に
た
っ

て
三
税
の
委
譲
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

　

具
志
議
員　

本
土
の
ほ
と
ん
ど
の
都
市
が

常
任
監
査
員
を
お
い
て
財
産
の
管
理
に
万
全

を
期
し
て
い
る
。
常
任
監
査
員
の
必
要
性
を

認
め
る
か
。

　

城
田
総
務
部
長　

市
町
村
自
治
法
に
よ
っ

て
非
常
勤
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
が
、
常
勤

に
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問
題
は
住
民
負
担
と
関
連
す
る
わ
け
で
、
常

勤
職
員
を
抱
え
る
こ
と
は
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

平
良
亀
助
議
員
（
十
八
日
会
）　

泊
中
通
り

の
舗
装
工
事
は
い
つ
ご
ろ
着
工
で
き
る
か
。

　

花
城
建
設
部
長　

本
年
度
内
に
民
政
府
補

助
で
着
工
で
き
る
見
通
し
が
つ
い
て
い
る
。

補
助
指
令
も
二
、
三
日
う
ち
に
く
る
も
の
と

思
う
。
来
年
度
予
算
に
も
計
上
し
て
あ
る
。

　

平
良
議
員　

七
号
線
小
禄
地
域
の
浸
水
対

策
に
つ
い
て
。

　

花
城
部
長　

政
府
道
で
暗
渠
が
つ
ま
っ
て

浸
水
し
て
い
る
が
、
政
府
に
早
期
改
修
を
要

請
し
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
放
置
で
き
な
い

の
で
来
年
度
予
算
で
し
ゅ
ん
せ
つ
し
て
浸
水

を
な
く
し
た
い
。

　

金
城
武
一
議
員
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）　

区
画

整
理
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
立
法
措
置
に



三
七
一

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
六
月

つ
い
て
。

　

花
城
部
長　

政
府
で
も
本
会
議
に
立
法
勧

告
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
勧
告
さ
れ
て
い

な
い
の
で
い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　

金
城
議
員　

話
し
合
い
で
解
決
で
き
な
い

と
き
は
ど
う
す
る
か
。

　

新
垣
第
二
助
役　

話
し
合
い
で
解
決
し
て

い
く
の
が
基
本
的
考
え
で
あ
る
。

　

金
城
議
員　

地
主
の
反
対
が
あ
っ
た
ば
あ

い
は
ど
う
す
る
か
。

　

西
銘
市
長　

強
行
す
る
か
、
放
棄
す
る
か

は
そ
の
と
き
の
情
勢
に
よ
っ
て
処
理
し
た
い
。

　

久
高
友
敏
議
員
（
無
所
属
）　

都
市
計
画
事

業
費
は
、
ほ
と
ん
ど
依
存
財
源
と
土
地
売
り

払
い
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
日
米
琉
政

府
の
援
助
拡
大
に
よ
っ
て
で
き
る
と
の
幻
想

を
市
民
に
与
え
て
い
る
。
沖
縄
の
特
殊
事
情

が
あ
い
路
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

西
銘
市
長　

都
計
事
業
に
は
九
千
万
㌦
の

資
金
が
必
要
だ
が
、
執
行
率
は
わ
ず
か
一
四

㌫
に
す
ぎ
な
い
。
自
己
財
源
で
は
ど
う
し
て

も
で
き
な
い
。
と
い
っ
て
復
帰
ま
で
放
っ
て

お
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
援
助
で
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

　

久
高
議
員　

日
米
琉
政
府
か
ら
の
援
助
拡

大
は
可
能
か
。

　

西
銘
市
長　

日
米
琉
政
府
の
責
任
に
お
い

て
都
計
事
業
を
一
歩
で
も
前
進
さ
せ
た
い
と

の
考
え
で
あ
る
。

　

久
高
議
員　

市
長
は
六
三
年
度
施
政
方
針

で
首
里
、
真
和
志
、
小
禄
に
も
都
市
計
画
事

業
の
推
進
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
。

　

花
城
部
長　

逐
次
、
計
画
を
進
め
て
い

る
。漫

湖
周
辺
を
美
化
／
バ
イ
パ
ス 

も
計
画
／
市
当
局
、
議
会
質 

疑
で
答
弁 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
６
・
９
〕

那
覇
市
議
会
は
、
八
日
午
前
十
時
開
会
、

前
日
に
引
き
続
き
、
一
般
質
問
と
施
政
方

針
に
た
い
す
る
質
疑
を
行
な
っ
た
。
午
前

中
は
友
利
栄
吉
（
公
政
連
）
又
吉
久
正

（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）
赤
嶺
保
三
郎
）
十
八

日
会
）
久
場
景
善
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）
の

四
議
員
が
質
問
に
立
っ
た
。

　

お
も
な
質
疑
つ
ぎ
の
と
お
り

　

友
利
栄
吉
議
員
（
公
政
連
）　

牧
志
公
設
市

場
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
着
工
す
る
の
か
、
各
階

ご
と
の
使
途
を
は
っ
き
り
し
て
も
ら
い
た

い
。

　

新
垣
第
二
助
役　

委
託
設
計
料
も
計
上
さ

れ
て
い
る
の
で
早
目
に
着
工
し
た
い
。
そ
の

時
期
に
つ
い
て
い
ま
は
は
っ
き
り
い
え
な
い
。

各
階
別
に
用
途
は
三
月
三
十
一
日
の
本
会
議

決
議
に
そ
っ
て
設
計
中
に
業
者
と
話
し
合
っ

て
決
め
た
い
。

　

友
利
議
員　

世
論
は
当
局
案
を
支
持
し
て

い
な
い
、
そ
れ
で
も
強
行
す
る
の
か
。

　

西
銘
市
長　

全
業
者
の
賛
成
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
議
会
の
議
決

を
尊
重
し
て
設
計
完
了
し
だ
い
着
工
し
た
い
。

　

又
吉
久
正
議
員
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）　

国
場

川
漫
湖
周
辺
の
風
致
地
区
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
計
画
を
も
っ
て
い
る
か
。

　

花
城
部
長　

自
然
の
風
致
は
な
く
な
っ
て

い
る
が
、
風
致
地
区
と
し
て
美
化
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

　

又
吉
議
員　

城
岳
の
遊
園
地
跡
は
そ
の
後

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

花
城
部
長　

現
状
の
ま
ま
で
利
用
す
る
か
、

整
地
し
て
利
用
す
る
か
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
一
帯
の
墓
地
と
も
関
連
が
あ
る

の
で
慎
重
に
検
討
中
で
あ
る
。

　

赤
嶺
保
三
郎
議
員
（
十
八
日
会
）　

壺
川
か

ら
旭
橋
間
の
交
通
が
非
常
に
混
乱
し
て
い
る
。

と
く
に
左
折
す
る
ば
あ
い
が
ひ
ど
い
。
交
通

量
緩
和
の
た
め
ど
う
し
て
も
農
連
前
か
ら
ガ

ー
ナ
森
に
通
ず
る
橋
梁
新
設
が
必
要
だ
と
思

う
が
…
。

　

花
城
部
長　

明
治
橋
だ
け
で
処
理
で
き
な

い
の
で
、
一
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
六
七

年
度
か
ら
や
る
計
画
を
も
っ
て
お
り
、
早
期

実
現
に
努
力
し
た
い
。

　

久
場
景
善
議
員
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）　

じ
ん

介
、
し
尿
の
終
末
処
理
場
は
早
急
に
設
置
す

べ
き
だ
が
。

　

西
銘
市
長　

特
運
局
に
強
く
折
衝
、
了
解

を
得
た
が
、
大
蔵
省
の
段
階
で
削
ら
れ
た
。

し
か
し
、
情
報
で
は
明
る
い
見
通
し
で
あ

る
。
コ
ン
ポ
ス
ト
方
針
で
や
っ
て
い
き
た

い
。

　

久
場
議
員　

タ
ー
ル
舗
装
は
破
損
し
や
す

く
、
破
損
し
た
場
所
が
多
い
。
す
ぐ
補
修
で

き
な
い
か
。

　

花
城
部
長　

タ
ー
ル
舗
装
に
も
利
点
は
多

い
。
と
り
入
れ
て
ま
だ
二
年
し
か
な
ら
な
い

の
で
、
こ
ん
ご
と
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
研
究
し
て

万
全
を
つ
く
し
た
い
。
破
損
し
た
と
こ
ろ
は

す
ぐ
補
修
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

午
後
か
ら
は
平
良
真
次
郎
（
十
八
日
会
）
宮

里
敏
慶
（
同
）
赤
嶺
慎
英
（
同
）
大
山
盛

幸
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）
の
四
議
員
が
質
問

し
た
。

　

平
良
真
次
郎
議
員
（
十
八
日
会
）　

真
嘉

比
、
古
島
の
区
画
整
理
事
業
は
、
ど
こ
が
主

体
に
な
っ
て
施
工
す
る
か
。

　

花
城
建
設
部
長　

市
で
や
っ
て
も
い
い
し
、

地
主
が
組
合
を
つ
く
っ
て
組
合
の
事
業
と
し

て
や
っ
て
も
い
い
と
の
考
え
で
あ
る
。
い
ま

の
と
こ
ろ
組
合
結
成
の
動
き
は
な
い
。
指
定

し
て
一
年
後
、
組
合
が
で
き
な
け
れ
ば
、
市

が
都
計
事
業
と
し
て
認
可
を
受
け
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

　

平
良
議
員　

地
主
は
指
定
解
除
を
陳
情
し



三
七
二

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
六
月

て
い
る
。
区
画
整
理
事
業
は
全
般
的
に
難
航

し
て
い
る
が
、
当
局
の
打
開
策
は
。

　

花
城
部
長　

地
主
へ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
説
明
し
、

協
力
が
え
ら
れ
れ
ば
認
可
を
得
て
着
手
し
た

い
。

　

平
良
議
員　

地
主
の
負
担
が
い
く
ら
に
な

る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
市
当
局
の
基
本
線

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
政
府
と
市
が
は

っ
き
り
し
た
基
本
線
を
持
つ
こ
と
だ
。

　

新
垣
第
二
助
役　

地
区
に
よ
っ
て
は
違
う

が
、
政
府
と
市
の
分
担
は
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
。

　

平
良
議
員　

地
域
に
よ
っ
て
減
歩
率
に
相

違
が
あ
る
。
全
市
を
ひ
と
つ
の
プ
ー
ル
と
し

て
あ
る
程
度
の
基
準
を
設
け
て
操
作
す
れ
ば

ス
ム
ー
ズ
に
行
く
と
思
う
。

　

花
城
部
長　

地
区
ご
と
に
利
益
の
て
い
ど

が
違
う
も
の
を
同
じ
よ
う
に
扱
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
受
益
度
に
よ
っ
て
減
歩
率
を
算
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

宮
里
敏
慶
議
員
（
十
八
日
会
）　

①
育
英
資

金
を
も
っ
と
ふ
や
し
、
人
材
の
養
成
に
力
を

い
れ
る
べ
き
だ
②
新
庁
舎
に
移
転
後
、
現
庁

舎
を
教
育
委
員
会
に
払
い
下
げ
る
考
え
は
な

い
か
。

　

古
堅
第
一
助
役　

①
昨
年
は
二
人
だ
が
、

こ
と
し
か
ら
四
人
に
な
る
。
現
在
の
資
金
量

で
八
人
ま
で
は
支
給
で
き
る
が
資
金
量
に
よ

っ
て
増
員
を
考
え
た
い
②
当
分
の
間
、
使
用

す
る
考
え
で
あ
っ
て
永
久
に
使
う
も
の
で
は

な
い
。

　

赤
嶺
慎
英
議
員
（
十
八
日
会
）　

都
市
計

画
事
業
は
地
主
の
反
対
に
あ
っ
て
カ
ベ
に
ぶ

つ
か
っ
て
い
る
。
西
銘
市
長
さ
い
ご
の
施
政

方
針
だ
け
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
が
、

骨
抜
き
に
な
っ
て
い
る
。
八
方
ふ
さ
が
り
で

新
し
い
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　

西
銘
市
長　

何
か
引
き
つ
け
る
真
新
し
い

施
策
を
打
ち
出
し
た
か
っ
た
が
、
任
期
も
あ

と
わ
ず
か
で
あ
り
、
引
き
続
き
市
長
に
出
ら

れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
水
道
料
金
の
値
下

げ
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
私
の
選
挙
に
は
有
利

か
も
わ
か
ら
な
い
が
不
利
に
な
る
方
も
い
る

の
で
あ
え
て
打
ち
出
さ
な
か
っ
た
。

　

赤
嶺
議
員　

埋
め
立
て
事
業
は
苦
し
い
財

政
救
済
策
と
受
け
と
ら
れ
る
が
…
。

　

新
里
部
長　

現
在
、
売
却
し
て
い
る
の
は

住
宅
地
域
だ
が
、
つ
ぎ
か
ら
は
工
場
地
域
で

あ
り
誘
致
で
き
る
工
場
が
あ
れ
ば
誘
致
に
努

力
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
山
盛
幸
議
員
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）　

那
覇

教
育
委
員
会
は
六
六
年
度
で
天
妃
小
校
新
設

を
計
画
、
現
市
庁
舎
を
使
用
す
る
方
針
の
よ

う
だ
が
…
。

　

城
田
部
長　

陳
情
は
き
て
い
る
。　

　

大
山
議
員　

将
来
、
天
妃
小
学
校
と
し
て

使
用
さ
せ
る
意
思
が
あ
る
か
。

　

古
堅
第
一
助
役　

当
分
、
市
で
使
っ
て
そ

の
後
は
使
用
さ
せ
て
も
い
い
と
考
え
て
い
る
。

　

大
山
議
員　

市
長
は
公
営
、
市
営
住
宅
の

建
設
に
努
力
し
て
い
る
が
、
公
衆
電
話
が
ま

だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
前
に
も
要
望
し
た

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

慶
佐
次
経
民
部
長　

久
場
川
と
識
名
に
は

設
置
し
て
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
厚
生
会
の
制
定
へ
／
那
覇 

市
議
会
総
務
委
で
検
討 
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
九
日
か
ら
委
員

会
活
動
に
は
い
っ
た
。
九
日
は
午
前
十
時
す

ぎ
か
ら
総
務
委
員
会
と
経
済
民
生
委
員
会
を

開
い
た
。

　

総
務
委
員
会
（
赤
嶺
一
男
委
員
長
）
＝
①

那
覇
市
政
功
労
者
表
彰
条
例
②
同
表
彰
審
査

委
員
会
設
置
条
例
③
那
覇
市
職
員
厚
生
会
条

例
④
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
…
な
ど

に
つ
い
て
審
査
、
そ
れ
ぞ
れ
当
局
案
ど
お
り

決
定
し
た
。　

　

那
覇
市
職
員
厚
生
会
は
「
職
員
の
福
祉
増

進
を
は
か
る
た
め
、
福
利
、
厚
生
事
業
を
実

施
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
市
長
が
管
理
し

市
が
職
員
の
給
料
総
月
額
の
千
分
の
五
、
職

員
は
給
料
月
額
の
千
分
の
五
を
毎
月
そ
れ
ぞ

れ
負
担
、
そ
れ
に
市
か
ら
の
助
成
金
で
運
営

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
委
員
会
で
は
厚

生
会
の
管
理
方
法
、
現
在
あ
る
組
合
共
済
部

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
当
局
と
質
疑
を
行
な

っ
た
が
、
翁
長
人
事
課
長
は
、
当
局
と
組
合

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
代
表
を
出
し
て
運
営
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
共
済
部
を
完
全
に
解
消

す
る
と
、
こ
ん
ご
の
事
業
運
営
に
支
障
を
き

た
す
の
で
、
厚
生
会
に
吸
収
し
て
い
く
線

で
解
決
し
て
い
き
た
い
。
細
部
的
な
こ
と
は
、

こ
ん
ご
組
合
と
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
那
覇
市
職
労
の
西
平
書
記
長
は
「
六

四
年
度
末
闘
争
で
厚
生
政
策
を
明
ら
か
に
す

る
よ
う
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
五
月
ま
で
提
示

し
た
い
、
と
の
回
答
が
あ
っ
て
、
今
議
会
の

提
案
と
な
っ
た
。
趣
旨
と
し
て
は
早
急
に
制

定
す
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
な
こ
と
は
こ
れ

か
ら
当
局
と
話
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

　

厚
生
会
は
、
条
例
制
定
後
一
年
以
内
に
発

足
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
般
共
済
事
業
の

ほ
か
職
員
の
保
養
施
設
と
し
て
〝
海
の
家
〟

の
建
設
や
旅
館
の
指
定
な
ど
幅
広
い
事
業
を

計
画
し
て
お
り
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

経
済
民
生
委
員
会
（
久
場
景
善
委
員
長
）

＝
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
あ
と
①
真
地
部

落
の
農
道
新
設
工
事
②
久
場
川
住
宅
土
ど
め

工
事
③
石
嶺
部
落
の
排
水
、
改
修
工
事
④
末

吉
ワ
ー
ク
ー
田
原
の
道
路
新
設
工
事
⑤
末
吉

公
園
借
地
な
ど
の
現
場
調
査
を
行
な
っ
た
。
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／
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那
覇
市
議
会
は
十
七
日
午
前
十
時
す
ぎ
か

ら
本
会
議
を
開
き
、
①
六
六
年
度
予
算
く
り

越
し
（
九
万
三
千
七
百
十
㌦
）
②
泊
中
通
り

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
事
の
予
算
外
義
務
負
担

（
現
年
度
額
四
万
六
千
五
百
㌦
）
③
建
運
局

―

タ
イ
ム
ス
間
道
路
新
設
工
事
の
予
算
外
義

務
負
担
（
現
年
度
額
四
万
三
千
七
百
㌦
）
④

六
五
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
く
り
越

し
（
一
万
二
千
三
百
五
㌦
二
十
四
㌣
）
を
そ

れ
ぞ
れ
原
案
承
認
、
決
定
し
た
。
さ
ら
に
那

覇
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
、
六
六
年
度
追
加
予
算
（
五
万
七

百
六
十
八
㌦
）
を
総
務
委
に
付
託
、
十
時
四

十
分
閉
会
し
た
。
こ
の
日
傍
聴
席
に
は
牧
志

公
設
市
場
の
精
肉
組
合
（
上
原
静
枝
組
合

長
）
食
料
品
組
合
（
西
銘
真
栄
組
合
長
）
の

業
者
約
五
十
人
が
「
継
続
費
可
決
せ
よ
」

「
早
期
解
決
せ
よ
」な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
見
守
り
、
さ
る
三
月
三
十
一
日
の
本
会

議
で
可
決
し
た
線
で
一
日
も
早
く
市
場
を
改

築
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

審
査
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
／
市
議
会
、

与
党
の
出
席
悪
く 
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閉
会
中
の
那
覇
市
六
月
定
例
議
会
は
二
十
一

日
、
十
七
日
間
の
会
期
を
閉
じ
る
。
総
務
、
経

民
両
委
員
会
は
十
八
日
で
予
定
ど
お
り
全
議

案
と
陳
情
案
件
の
審
査
を
終
了
し
た
。
建
設

委
も
議
案
の
審
査
を
十
八
日
で
終
え
、
十
九

日
で
陳
情
案
件
を
処
理
、
二
十
一
日
の
本
会

議
で
六
六
年
度
一
般
予
算
、
特
別
会
計
予
算

案
を
は
じ
め
、
条
例
制
定
な
ど
の
全
案
件
を

処
理
し
て
閉
会
、
再
出
馬
す
る
二
十
三
人
の

現
議
員
は
七
月
十
八
日
施
行
の
市
議
選
挙
に

全
力
を
あ
げ
る
。

　

任
期
中
の
さ
い
ご
の
定
例
議
会
、
七
月
の

選
挙
を
間
近
に
ひ
か
え
て
各
議
員
は
浮
き
足

た
ち
、
各
委
員
会
は
超
ス
ピ
ー
ド
で
案
件
を

処
理
し
て
い
っ
た
が
、
十
八
日
の
総
務
委
員

会
で
与
党
議
員
の
出
席
が
悪
く
、
野
党
議
員

が
お
こ
り
出
し
、
審
査
を
投
げ
出
す
と
い
う

珍
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
日
の
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
一
男
委
員

長
）
は
、
午
前
十
時
十
五
分
開
会
し
た
が
、
出

席
し
た
の
は
赤
嶺
委
員
長
（
十
八
日
会
）
、
▽

又
吉
久
正
（
副
委
員
長―

無
所
属
ク
ラ

ブ
）
大
山
盛
幸
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）
金
城
吾

郎
（
社
大
党
）
黒
潮
隆
（
人
民
党
）
の
五
議

員
だ
け
。
し
ば
ら
く
審
査
を
続
け
て
い
た

が
、
十
一
時
に
な
っ
て
も
与
党
議
員
が
出
席

し
な
い
の
で
野
党
議
員
が
む
く
れ
「
全
議
員

が
出
席
す
る
ま
で
審
査
は
お
あ
ず
け
だ
」
と

投
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
。
参
考
人
に
呼
ば
れ

た
当
局
側
は
複
雑
な
表
情
で
事
態
の
成
り
行

き
を
見
守
っ
て
い
た
。

議
会
事
務
局
職
員
は
、
与
党
議
員
の
か
り
出

し
に
奔
走
、
午
前
十
一
時
十
分
ご
ろ
宮
里
敏

慶
、
同
十
七
分
ご
ろ
渡
口
麗
秀
議
員
ら
が
姿

を
み
せ
た
。
野
党
議
員
は
全
議
員
出
席
ま
で

は
…
と
ね
ば
っ
た
が
、
結
局
、
金
城
力
夫
、
辺

野
喜
英
興
、
上
原
隆
正
三
議
員
の
欠
席
理
由

で
野
党
議
員
も
納
得
、
午
前
十
一
時
二
十
六

分
や
っ
と
再
開
し
た
。

　

任
期
さ
い
ご
の
定
例
議
会
と
選
挙
を
間
近

に
ひ
か
え
て
い
る
こ
と
か
ら
各
委
員
会
の
出

席
率
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、
総
務
委
員
会

を
除
く
建
設
、
経
民
両
委
員
会
は
好
成
績
で

全
日
程
を
終
わ
っ
た
。

　

総
務
委
員
会　

九
日
間
の
委
員
会
活
動
の

う
ち
、
全
員
出
席
は
一
日
も
な
い
。
金
城
力

夫
議
員
は
一
日
出
た
だ
け
で
八
回
、
辺
野
喜

英
興
五
回
、
上
原
隆
正
、
渡
口
麗
秀
議
員
が

四
回
欠
席
し
て
い
る
。
三
定
例
議
会
は
八
日

間
の
う
ち
全
員
出
席
は
一
回
だ
け
。

　

建
設
委
員
会　

九
日
間
の
う
ち
赤
嶺
慎
英
、

真
栄
田
義
晃
委
員
が
一
回
ず
つ
欠
席
し
た
だ

け
で
一
番
成
績
が
い
い
。
三
月
議
会
は
九
日

間
の
う
ち
全
員
出
席
は
三
回
。

　

経
民
委
員
会　

八
日
間
の
う
ち
全
員
出
席

は
五
日
、
安
見
福
寿
、
高
良
一
、
赤
嶺
保
三

郎
、
楠
見
長
礼
議
員
ら
が
一
回
ず
つ
欠
席

し
て
い
る
。
三
月
議
会
で
は
六
日
間
の
う
ち

四
日
間
は
全
員
出
席
。

　

出
勤
簿
か
ら
み
る
と
各
員
会
と
も
出
席
率

は
い
い
が
、
遅
刻
し
た
り
、
途
中
か
ら
中
座

す
る
議
員
も
多
く
、
さ
い
し
ょ
か
ら
さ
い
ご

ま
で
熱
心
に
審
査
に
当
た
っ
て
い
る
の
は
ご

く
限
ら
れ
た
議
員
だ
け
。

三
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
つ
ぎ
の
と

お
り
。

　

▽
総
務
委
員
会
＝
赤
嶺
一
男
（
出
馬
断

念
）
又
吉
久
正
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）
大
山
盛

幸
（
同
）
渡
口
麗
秀
（
十
八
日
会
）
辺
野
喜

英
興
（
同
）
宮
里
敏
慶
（
同
）
上
原
隆
正

（
同
、
出
馬
断
念
）
金
城
力
夫
（
同
）
金
城
吾

郎
（
社
大
党
）
黒
潮
隆
（
人
民
党
）

　

▽
建
設
委
員
会
＝
平
良
真
次
郎
（
十
八
日

会
）
比
嘉
佑
直
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）
比
嘉
朝
四

郎
（
十
八
日
会
）
赤
嶺
慎
英
（
同
）
武
村
朝

良
（
同
）
具
志
栄
治
（
同
、
出
馬
断
念
）
森

田
孟
松
（
社
大
党
、
同
）
金
城
武
一
（
無
ク
）

真
栄
田
義
晃
（
人
民
党
）
友
利
栄
吉
（
公
政

連
）

　

▽
経
民
委
員
会
＝
久
場
景
善
（
無
ク
）
平

良
亀
助
（
十
八
日
会
）
楠
見
長
礼
（
同
）
喜

久
山
朝
重
（
同
）
赤
嶺
保
三
郎
（
同
）
儀
間

真
祥
（
人
民
党
）
安
見
福
寿
（
公
政
連
）
久

高
友
敏
（
無
所
属
）
高
良
一
（
同
）
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／
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／
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長
い
間
も
た
つ
い
て
い
た
那
覇
市
の
下

水
道
計
画
が
い
よ
い
よ
着
工
の
運
び
と

な
っ
た
。
民
政
府
の
補
助
金
二
十
万
㌦
で

六
五
年
度
か
ら
着
工
す
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
維
持
管
理
を
め
ぐ
っ
て
政
府

の
基
本
方
針
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、
こ
れ

ま
で
着
工
も
で
き
ず
の
び
の
び
に
な
っ

て
い
た
。
那
覇
市
で
は
、
十
九
日
午
前
九

時
半
か
ら
第
一
助
役
室
で
臨
時
部
長
会

議
を
ひ
ら
き
、
十
七
日
政
府
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
基
本
方
針
と
市
か
ら
照
会
し
て

あ
っ
た
疑
問
点
に
た
い
す
る
回
答
に
つ

い
て
検
討
し
た
結
果
、
政
府
の
基
本
方
針

に
従
っ
て
施
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
っ

そ
く
二
十
一
日
に
本
会
議
に
予
算
外
義

務
負
担
を
提
案
、
議
会
の
承
認
を
六
月
い

っ
ぱ
い
に
工
事
を
発
注
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　

都
市
に
と
っ
て
下
水
道
は
電
気
、
水
道
、
ガ

ス
と
な
ら
ん
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
課
題
で
あ
る
が
、
余
り
に
も
ぼ
う
大
な

資
金
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
れ
ま
で

手
が
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

那
覇
市
で
は
六
四
年
度
に
荏
原
建
設
か
ら

専
門
家
を
招
き
、
独
自
の
計
画
を
立
て
た
が
、

米
民
政
府
か
ら
総
合
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
実
施
し
た
い
と
の
示
唆
が
あ

り
、
け
っ
き
ょ
く
、
独
自
の
計
画
を
引
っ
こ

め
、
民
政
府
の
総
合
計
画
を
待
っ
て
い
た
も

の
。
と
こ
ろ
で
総
合
計
画
は
で
き
た
も
の

の
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
基
本

方
針
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、
那
覇
市
へ
の
補

助
金
二
十
万
㌦
（
当
初
は
二
十
五
万
㌦
）
の

年
度
内
執
行
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。

　

や
っ
と
十
六
日
付
け
で
政
府
の
基
本
方
針

が
通
知
さ
れ
て
き
た
の
で
十
九
日
の
部
長
会

議
で
検
討
、
年
度
内
執
行
に
ふ
み
切
っ
た
も

の
。

　

六
月
定
例
議
会
最
終
日
の
二
十
一
日
の
本

会
議
に
予
算
外
義
務
負
担
を
提
案
、
承
認
さ

れ
れ
ば
さ
っ
そ
く
入
札
に
か
け
、
月
末
に
は

臨
時
議
会
を
招
集
し
て
議
決
を
求
め
る
。
設

計
は
五
月
で
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
、
落

札
す
れ
ば
、
七
月
は
じ
め
に
着
工
の
運
び
と

な
る
。

　

第
一
年
次
で
手
が
け
る
区
域
は
若
狭
町
の

一
部
、
辻
町
の
一
部
で
い
ず
れ
も
道
路
、
排

水
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

区
画
整
理
、
排
水
施
設
の
と
と
の
っ
た
地

域
を
優
先
的
に
施
行
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

完
備
さ
れ
た
地
域
は
分
流
式
（
雨
水
と
汚
水

を
別
々
に
処
理
す
る
）
、
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
で
は
合
流
式
（
雨
水
、
汚
水
を
い
っ

し
ょ
に
処
理
す
る
）
を
そ
れ
ぞ
れ
採
用
す
る

の
で
二
つ
の
併
用
方
針
に
な
る
だ
ろ
う
と
下

水
道
課
で
は
説
明
し
て
い
る
。

　

処
理
場
は
三
重
城
地
先
に
建
設
す
る
予
定

で
六
六
年
度
か
ら
着
手
、
六
八
年
度
に
完
成

の
予
定
だ
と
い
い
、
結
局
、
下
水
道
が
使
え

る
の
は
六
八
年
度
あ
た
り
ご
ろ
に
な
る
も
よ

う
。

　

計
画
に
よ
る
と
処
理
場
と
幹
線
は
米
民
政

府
の
責
任
で
行
な
い
、
そ
の
ほ
か
は
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
が
施
行
、
管
理
す
る
こ
と
な

る
。

　

下
水
道
計
画
の
基
本
方
針
は
①
事
業
計
画

は
米
民
政
府
が
策
定
し
た
中
部
沖
縄
下
水
道

総
合
計
画
に
沿
っ
て
実
施
す
る
②
処
理
場
と

本
管
お
よ
び
ポ
ン
プ
場
は
下
水
道
公
社
が
運

営
す
る
③
各
市
町
村
の
行
政
区
域
内
（
軍
用

地
を
除
く
）
の
配
管
は
各
市
町
村
が
管
理
す

る
…
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
区
域
は
読
谷
村

の
一
部
、
嘉
手
納
村
、
美
里
村
の
一
部
、
コ

ザ
市
、
北
谷
村
、
宜
野
湾
市
、
北
中
城
村
の

一
部
、
浦
添
村
、
那
覇
市
の
三
市
六
村
。

　

新
垣
第
二
助
役
の
話　

下
水
道
は
文
化
都

市
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
も
の
で
多

年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
。
政
府
の
基
本
方

針
も
決
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
線
に
沿
っ
て
年

度
内
に
着
手
し
た
い
。
衛
生
都
市
建
設
に
大

き
く
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
衛
生

的
、
文
化
都
市
づ
く
り
に
最
善
の
努
力
を
払

い
た
い
。

さ
あ
！
本
番
だ
／
議
員
さ
ん
そ

わ
そ
わ
／
那
覇
市
／
お
別
れ

議
会
開
く
／
あ
す
か
ら
立
候

補
届
け
出　
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〇
…
那
覇
市
議
会
は
、
け
さ
か
ら
開
か
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
最
後
の
市
会
、
あ
す
は
立

候
補
届
け
出
初
日
と
あ
っ
て
、
議
員
さ
ん
た

ち
も
落
ち
つ
か
ぬ
表
情
。〝
さ
あ
、
本
番
だ
〟

と
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
気
の
早

い
立
候
補
者
の
支
援
者
が
二
十
七
日
の
朝

か
ら
真
和
志
選
管
事
務
所
で
届
出
の
順
番

を
待
っ
て
お
り
、
四
十
八
時
間
頑
張
る
と
い

う
。

〇
…
那
覇
市
議
会
は
二
十
八
日
午
前
十
時
十

五
分
か
ら
臨
時
議
会
を
開
き
、
下
水
道
計
画

の
若
狭
、
辻
町
の
下
水
道
支
線
敷
設
工
事
請

け
負
い
契
約
の
承
認
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

あ
す
の
市
議
選
挙
届
け
出
開
始
を
ま
え
に
開

か
れ
た
臨
時
議
会
で
、
案
件
も
さ
き
の
定
例

議
会
で
承
認
し
た
下
水
道
工
事
請
け
負
い
契

約
（
二
件
）
の
承
認
だ
け
と
あ
っ
て
簡
単
に

か
た
づ
く
も
の
と
み
て
い
た
与
党
各
議
員
は

野
党
側
と
当
局
と
の
長
時
間
に
わ
た
る
質
疑

に
い
ら
い
ら
「
議
長
、
進
行
！
」
の
声
が
与

党
席
か
ら
お
こ
る
と
「
何
を
い
う
か
」
「
問

題
は
重
要
だ
ぞ
、
時
間
は
四
時
ま
で
あ
る
」

と
野
党
側
が
反
ば
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
与
野

党
の
や
り
と
り
も
み
ら
れ
た
。



三
七
五

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
六―

七
月

〇
…
野
党
側
は
下
水
道
公
社
も
で
き
て
い
な

い
し
、
関
係
立
法
も
制
定
さ
れ
て
い
な
い
以

前
に
着
工
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
、
と
こ

ま
か
い
点
ま
で
鋭
く
追
及
し
て
い
た
。
問
題

が
大
き
い
だ
け
に
与
党
議
員
も
た
だ
神
妙
に

聞
き
い
っ
て
い
た
。

　

森
田
孟
松
議
員
（
社
大
党
）
は
①
那
覇
市

以
外
の
市
町
村
と
の
調
整
は
つ
い
て
い
る
か

②
若
狭
、
辻
町
を
優
先
し
た
理
由
③
下
水
道

公
社
と
市
町
村
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
人

民
党
の
黒
潮
隆
、
儀
間
真
祥
、
真
栄
田
義
晃

三
議
員
ら
は
、
こ
の
下
水
道
計
画
は
軍
の
意

図
が
支
配
と
収
奪
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
、
と
当
局
と
細
か
い
点
に
つ
い
て

質
疑
を
行
な
っ
た
が
、
社
大
二
議
員
は
退
場

し
、
人
民
三
、
久
高
議
員
ら
四
人
が
反
対
し

た
が
、
賛
成
多
数
で
採
決
さ
れ
た
。

〇
…
二
十
九
議
員
も
き
ょ
う
が
最
後
の
議
会
、

う
ち
二
十
三
議
員
が
出
馬
の
ハ
ラ
を
か
た
め
、

い
よ
い
よ
あ
す
か
ら
は
げ
し
い
選
挙
戦
に
突

入
す
る
。
議
会
が
終
る
や
い
な
や〝
さ
あ
、
本

番
だ
〟
と
元
気
い
っ
ぱ
い
散
っ
て
い
っ
た
。

那
覇
市
議
選
届
け
出
快
調
／
午 

前
中
に
四
十
九
人
／
30
の
議 

席
目
ざ
し
激
戦 
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那
覇
市
議
会
議
員
選
挙
は
二
十
九
日
午

前
八
時
に
届
け
出
を
開
始
、
七
月
十
八
日

の
投
票
を
目
ざ
し
て
本
格
的
な
選
挙
運

動
に
突
入
し
た
。
届
け
出
は
順
調
に
進

み
同
日
午
前
中
に
四
十
九
人
が
届
け
出

を
終
え
、
予
想
さ
れ
た
顔
ぶ
れ
の
ほ
と

ん
ど
が
出
そ
ろ
い
、
三
十
の
議
席
を
め

ぐ
っ
て
激
し
い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
。
届
け
出
締
め
切
り
は
七
月
十
五

日
、
投
票
日
は
十
八
日
、
開
票
は
十
九

日
。
有
権
者
総
数
は
二
十
九
日
現
在

十
二
万
九
千
四
百
五
十
四
人
。

　

届
け
出
と
同
時
に
各
候
補
者
と
も
直
ち
に

街
頭
に
進
出
、
第
一
声
を
放
っ
た
。
こ
ん
ど

の
市
議
選
は
十
一
月
の
立
法
院
議
員
総
選
挙
、

十
二
月
の
那
覇
市
長
選
挙
の
前
衛
戦
と
い
わ

れ
、
各
党
と
も
積
極
的
に
乗
り
出
し
、
か
な

り
の
激
戦
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
那
覇
市
議
会
は
、
さ
き
の
選

挙
で
当
選
し
て
か
ら
十
八
日
会
が
結
成

さ
れ
て
与
党
に
な
り
、
そ
の
ほ
か
前
兼
次

市
長
派
の
無
所
属
な
ど
が
あ
っ
て
、
党
派

別
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
こ

ん
ど
の
選
挙
で
は
、
十
八
日
会
の
全
員
が

民
主
推
薦
、
ま
た
純
無
所
属
だ
っ
た
の
も

民
主
推
薦
で
立
候
補
す
る
な
ど
、
党
派
別

の
色
分
け
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
社
大
、
人
民
、
社
会
も

候
補
を
厳
選
し
て
対
決
、
宗
教
団
体
も
創
価

学
会
が
昨
年
の
倍
の
候
補
者
を
出
し
て
、
全

員
当
選
を
期
し
て
い
る
。
立
候
補
者
は
約
五

十
人
が
予
想
さ
れ
、
二
千
票
台
が
当
選
圏
に

な
る
。

 

選
良
を
待
つ
新
議
場
／
那
覇
市

議
選
／
デ
ラ
ッ
ク
ス
ず
く
め 

／
急
ピ
ッ
チ
で
設
備
工
事 
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ふ
さ
わ
し
い
人
を　

那
覇
市
議
会
議
員

選
挙
は
、
い
よ
い
よ
終
盤
戦
に
は
い
り
、
七

月
十
八
日
の
投
票
日
ま
で
あ
と
一
週
間
、
五

十
一
人
の
各
候
補
は
マ
ン
モ
ス
新
庁
舎
の
デ

ラ
ッ
ク
ス
議
場
の
三
十
議
席
を
め
ざ
し
て
必

死
の
選
挙
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
。
十
八

日
の
投
票
、
十
九
日
の
開
票
に
よ
っ
て
三
十

人
の
選
良
が
決
定
す
る
が
、
新
議
員
を
待
つ

マ
ン
モ
ス
庁
舎
内
議
場
の
設
備
工
事
は
、
い

ま
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
議
員
の

テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、
傍
聴
席
の
腰
か
け
な
ど

議
場
の
設
備
費
だ
け
に
二
万
三
千
三
百
九
十

㌦
も
か
け
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
正
・
副
議
長

室
、
同
応
接
間
、
議
員
控
え
室
、
四
委
員
会

室
な
ど
を
完
備
し
た
デ
ラ
ッ
ク
ス
議
場
だ
。

「
デ
ラ
ッ
ク
ス
議
場
に
ふ
さ
わ
し
い
選
良
が

出
て
も
ら
い
た
い
」
と
議
会
事
務
局
職
員
は

新
し
い
主
人
を
待
っ
て
い
る
。

　

那
覇
市
の
新
庁
舎
建
設
は
多
年
の
懸
案
事

項
で
あ
っ
た
が
、
貧
困
財
政
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
か
っ
た
。
元
天
妃
小
校
跡
の
オ
ン
ボ

ロ
庁
舎
で
雨
も
り
の
中
で
執
務
し
て
い
た
が
、

や
っ
と
昨
年
五
月
二
十
七
日
、
開
金
借
り
入

れ
と
埋
め
立
て
用
地
売
却
費
な
ど
九
十
九
万

八
千
五
百
㌦
で
着
工
に
ふ
み
切
っ
た
。

　

新
庁
舎
は
地
下
一
階
、
地
上
五
階
（
一
部

九
階
）
で
総
の
べ
面
積
は
一
万
二
百
十
八
平

方
㍍
。

　

新
議
員
を
待
つ
議
場
は
三
階
に
あ
っ
て
、

本
会
議
場
だ
け
で
五
百
四
平
方
㍍
、
報
道
席
、

傍
聴
席
で
百
六
十
二
平
方
㍍
、
傍
聴
席
は
腰

か
け
が
七
十
五
脚
、
立
ち
見
席
約
五
十
人
、

百
二
十
人
程
度
が
傍
聴
で
き
る
。
そ
れ
に
議

員
控
え
室
（
一
六
八
平
方
㍍
）
四
つ
の
委
員

会
室
（
各
五
十
六
平
方
㍍
）
正
・
副
議
長
室

（
各
五
十
六
平
方
㍍
）
そ
の
中
間
に
兼
用
の

応
接
室
（
五
十
六
平
方
㍍
）
事
務
局
（
一
九

〇
・
四
平
方
㍍
）
ロ
ビ
ー
（
一
七
六
平
方
㍍
）

図
書
室
（
五
十
六
平
方
㍍
）
も
あ
っ
て
共
用

部
分
も
ふ
く
め
る
と
議
会
だ
け
で
の
べ
千
七

百
十
八
平
方
㍍
を
占
め
て
い
る
。

　

議
員
の
テ
ー
ブ
ル
は
、
杉
の
集
成
材
を
使

っ
た
り
っ
ぱ
な
も
の
。
各
テ
ー
ブ
ル
は
マ
イ

ク
つ
き
で
指
名
議
員
の
発
言
だ
け
が
議
場
内

の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
流
れ
、
そ
れ
以
外
の
発
言

は
い
く
ら
ど
な
り
ち
ら
し
て
も
マ
イ
ク
に
は

い
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
議

員
番
号
札
と
テ
ー
ブ
ル
に
固
定
さ
れ
、
ボ
タ

ン
式
で
出
た
り
、
ひ
っ
こ
ん
だ
り
す
る
の
で

番
号
札
を
議
長
に
投
げ
る
よ
う
な
乱
暴
な
ま

ね
は
で
き
な
い
わ
け
。
議
員
の
テ
ー
ブ
ル
、
い



三
七
六

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
七
月

す
、
傍
聴
席
の
腰
か
け
だ
け
で
二
万
三
千
三

百
九
十
ド
ル
も
か
け
て
お
り
、
そ
れ
に
冷
房

（
全
館
）
音
響
装
置
も
完
備
し
て
い
る
か
ら
〝

沖
縄
一
〟
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
議
場
だ
と
事
務
局

職
員
は
自
慢
し
て
い
る
。

　

本
会
場
と
事
務
局
に
は
各
議
員
の
ラ
ン
プ

つ
き
出
退
表
も
つ
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
簡
単
に
本
会
議
、
委
員
会
を
中

座
す
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

　

議
場
の
設
備
工
事
は
、
七
月
い
っ
ぱ
い
に

完
成
し
た
い
と
現
場
の
佐
久
川
監
督
は
話
し

て
い
た
。

　

新
庁
舎
の
建
て
物
工
事
は
、
予
定
ど
お
り

八
月
二
十
四
日
ま
で
に
終
わ
る
が
、
造
園
な

ど
付
帯
工
事
も
あ
る
の
で
全
工
事
が
完
成
す

る
の
は
九
月
十
日
ご
ろ
に
な
る
と
い
う
。

　

市
役
所
で
は
九
月
十
八
日
新
庁
舎
の
落
成

祝
賀
式
典
を
開
く
が
、
二
十
一
日
ま
で
の
四

日
間
、
市
内
全
小
中
校
対
抗
陸
上
競
技
大

会
、
旗
行
列
、
花
火
大
会
、
各
種
展
示
会
な

ど
も
り
だ
く
さ
ん
の
祝
賀
行
事
を
計
画
し
て

い
る
。

　

各
階
の
割
り
ふ
り
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

▽
地
階
＝
食
堂
、
売
店
、
倉
庫
、
機
械
室

▽
一
階
＝
車
寄
せ
、
市
民
ホ
ー
ル
、
展
示

場
、
市
民
課
な
ど
窓
口
業
務
▽
二
階
＝
経
民

部
、
水
道
部
▽
三
階
＝
選
管
委
、
記
者
室
、

会
議
室
、
図
書
室
、
議
会
議
場
、
議
会
事
務

局
、
委
員
会
室
、
正
・
副
議
長
室
▽
四
階
＝

市
長
、
第
一
、
第
二
助
役
室
、
会
議
室
、
企

画
部
、
総
務
部
、
事
務
機
室
▽
五
階
＝
建
設

部
。那

覇
市
議
選
、
終
盤
戦
へ
突
入

／
51
人
が
激
し
い
攻
防
／
炎

天
下
、
か
け
回
る
候
補
者 

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
５
・
７
・
11
〕

那
覇
市
議
会
議
員
選
挙
は
い
よ
い
よ
終

盤
戦
に
突
入
し
た
。
先
月
二
十
九
日
の
届

け
出
開
始
以
来
、
炎
天
下
で
選
挙
運
動
を

く
り
広
げ
て
き
た
各
候
補
者
は
、
あ
と

一
週
間
に
迫
っ
た
投
票
日
を
目
ざ
し
て

最
後
の
票
固
め
に
は
い
っ
た
。
こ
ん
ど
の

選
挙
は
そ
の
後
に
控
え
る
立
法
院
総
選

挙
、
那
覇
市
長
選
挙
の
前
衛
戦
と
し
て
各

党
が
積
極
的
に
介
入
し
て
激
突
し
て
い

る
た
め
、
情
勢
は
い
ぜ
ん
混
と
ん
と
し
て

い
る
。
各
党
、
各
派
と
も
表
向
き
は
「
わ

が
方
優
勢
」
を
豪
語
し
て
い
る
が
、
こ
の

一
週
間
が
当
落
の
カ
ギ
だ
と
し
て
集
中

攻
撃
を
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
無
所
属
候

補
た
ち
も
「
地
方
自
治
へ
の
政
党
介
入
反

対
」
を
か
か
げ
て
、
独
自
の
運
動
を
進

め
て
お
り
、
三
十
の
議
席
を
目
ざ
し
て

五
十
一
人
の
候
補
者
が
激
し
い
終
盤
戦

を
展
開
し
よ
う
。

二
十
二
人
の
推
薦
候
補
を
立
て
た
民
主
党
で

は
三
月
の
教
育
委
員
選
挙
の
結
果
か
ら
み
て

全
有
権
者
の
三
分
の
二
の
支
持
が
得
ら
れ
る

も
の
と
踏
ん
で
い
る
。
同
党
選
対
本
部
で

は
、
那
覇
市
の
組
織
作
り
が
遅
れ
二
十
二
人

を
推
薦
の
形
で
出
し
た
が
、
実
質
的
に
は
公

認
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
民
主

系
無
所
属
の
九
人
に
た
い
し
て
も
支
持
し
て

お
り
、
立
候
補
三
十
一
人
が
民
主
党
の
政
策

を
か
か
げ
て
戦
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。

吉
元
幹
事
長
は
「
十
日
現
在
で
当
確
十
六

人
あ
と
一
息
と
い
う
の
が
六
人
だ
。
最

低
目
標
は
二
十
三
人
だ
が
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

達
成
で
き
る
」
と
な
か
な
か
強
気
。
し

か
し
野
党
勢
が
反
撃
に
出
て
い
る
の
も

認
め
て
、
こ
れ
か
ら
一
週
間
、
党
役
員

会
を
開
い
て
支
持
票
の
点
検
を
す
る
ほ

か
、
同
党
員
で
あ
る
三
十
六
人
の
市
町
村

長
、
百
二
十
二
人
の
同
議
員
に
応
援
を
求

め
全
組
織
を
あ
げ
て
た
た
か
う
方
針
。

こ
れ
に
た
い
し
、
当
選
第
一
主
義
で
臨
ん
で

い
る
社
大
、
人
民
、
社
会
な
ど
野
党
側
は

「
西
銘
市
政
は
じ
め
民
主
党
は
自
主
性
を
失

っ
た
方
向
に
行
き
つ
つ
あ
る
」
と
し
て
。
ま

っ
向
か
ら
対
決
、
市
議
選
を
足
場
に
立
法
院

選
、
市
長
選
を
勝
ち
抜
く
か
ま
え
。

　

四
人
の
公
認
と
推
薦
一
人
を
立
て
た
社
大

党
で
は
、
全
員
当
選
の
皮
算
用
。
「
政
府
の
下

請
け
機
関
的
な
西
銘
市
政
は
市
民
の
信
を
失

っ
て
い
る
」
と
の
立
ち
場
か
ら
、
労
組
な
ど

民
主
団
体
を
主
体
に
広
く
一
般
市
民
に
呼
び

か
け
て
い
る
。

同
じ
く
公
認
四
人
、
推
薦
一
人
を
立
て
て
い

る
人
民
党
で
も
「
最
初
の
予
定
通
り
全
員
当

選
は
間
違
い
な
し
」
と
自
信
満
々
。
し
か

し
、
立
法
院
と
違
い
票
読
み
が
困
難
の
た
め

最
後
ま
で
予
断
を
許
さ
な
い
と
し
て
い
る
。

と
く
に
民
主
党
の
選
挙
運
動
の
進
め
方
を
強

く
非
難
し
て
お
り
、
古
堅
書
記
長
は
「
民
主
党

は
政
策
で
対
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
知
人
、
郷

友
、
ボ
ス
な
ど
を
通
じ
も
ぐ
り
戦
法
に
出
て

い
る
。
こ
れ
は
選
挙
の
民
に
失
礼
な
運
動
方

法
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
有
権
者
の
公
正
な

判
断
に
訴
え
て
一
票
を
投
じ
て
も
ら
う
よ
う

に
演
説
会
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
機
関
紙
な

ど
を
通
じ
、
正
攻
法
で
運
動
を
展
開
し
て
い

る
」
と
語
っ
て
い
る
。

社
会
党
は
一
人
の
公
認
を
立
て
、
コ
マ
を

進
め
て
い
る
が
、
「
悪
質
な
運
動
に
合
っ

て
楽
観
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
さ
ら
に

一
層
の
力
を
い
れ
中
小
企
業
、
労
働
者
の

票
固
め
に
努
力
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
市

政
は
大
金
持
ち
の
政
治
だ
。
わ
が
党
の
政

　
　

策
は
市
民
の
共
感
を
得
て
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
反
動
を
乗
り
越
え
て
ぜ
ひ
議
席

を
し
め
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
一

方
、
四
人
の
候
補
者
を
立
て
て
い
る
創
価

学
会
は
前
回
に
く
ら
べ
楽
観
を
許
さ
な

い
よ
う
だ
。
友
利
現
議
員
は
あ
く
ど
い
デ

マ
が
飛
ん
だ
り
し
て
、
純
粋
な
わ
れ
わ
れ



三
七
七

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
七
月

の
意
思
を
ゆ
が
め
よ
う
と
す
る
者
が
い

る
。
い
ま
は
た
だ
全
員
当
選
を
目
ざ
し
て

力
い
っ
ぱ
い
た
た
か
う
だ
け
だ
。
同
時
に

み
に
く
い
選
挙
の
追
放
も
大
き
な
使
命

に
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。

那
覇
市
議
選
／
終
盤
戦
を
み
る


／
組
織
固
め
に
け
ん
命
／ 

当
確
情
報
に
も
神
経
つ
か
う 
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那
覇
市
議
選
挙
も
十
八
日
の
投
票
日
ま
で

あ
と
三
日
、
五
十
一
人
の
候
補
者
は
、
ゴ
ー

ル
を
め
ざ
し
て
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
最

終
的
な
票
読
み
は
十
五
日
ご
ろ
ま
で
に
終
わ

る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
も
と
づ
い
て

三
日
間
を
重
点
的
に
猛
烈
な
運
動
を
展
開
す

る
構
え
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
確
保
し
た
票

が
た
め
に
全
力
を
あ
げ
る
も
の
。
二
千
票
ま

で
あ
と
ひ
と
息
と
い
う
候
補
は
相
手
地
盤
の

切
り
く
ず
し
と
散
票
集
め
、
あ
る
い
は
さ
い

ご
ま
で
街
頭
演
説
に
重
点
を
お
く
も
の
、
三

日
間
の
戦
術
も
多
種
多
様
で
こ
れ
ま
で
に
な

い
激
し
い
選
挙
戦
と
な
っ
て
い
る
。

　

首
里
地
区　

首
里
地
区
か
ら
は
民
主
党
推

薦
の
大
山
盛
幸
（
現
）
、
楠
見
長
礼
（
現
）
人

民
党
推
薦
久
高
友
敏
（
現
）
社
会
党
公

認
、
県
労
協
推
薦
の
当
間
操
（
新
）
の
四
氏
が

さ
い
ご
の
追
い
込
み
に
火
ば
な
を
散
ら
し
て

い
る
が
、
情
勢
は
混
と
ん
と
し
て
い
る
。
今

回
は
と
く
に
那
覇
、
真
和
志
と
他
区
か
ら
の

食
い
込
み
が
激
し
く
各
陣
営
と
も
情
勢
判
断

に
苦
慮
し
て
い
る
。

　

大
山
候
補
は
山
川
町
を
中
心
と
し
た
首
里

票
が
主
力
。
一
時
は
苦
戦
が
伝
え
ら
れ
て
い

た
が
、
着
実
に
追
い
上
げ
好
転
、〝
当
選
は
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
〟
だ
と
終
盤
戦
で
は
那
覇
地
区

へ
の
進
出
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

　

楠
見
候
補
は
、
当
選
圏
内
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
同
候
補
は
「
優
勢
の
情
報
が

乱
れ
と
び
逆
効
果
に
な
り
は
し
な
い
か
…
」

と
心
配
、
苦
し
い
戦
い
だ
と
強
調
す
る
。

久
高
、
当
間
両
候
補
は
同
じ
鳥
堀
町
出
身
の

た
め
、
あ
る
て
い
ど
の
競
合
は
さ
け
ら
れ
な

い
。
し
か
し
久
高
候
補
は
過
去
の
実
績
と
親

せ
き
票
が
多
い
の
で
地
域
的
に
は
当
間
候
補

よ
り
は
有
利
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
前
回
は

人
民
党
公
認
と
推
薦
の
二
人
が
出
馬
し
た
が
、

今
回
は
久
高
氏
一
本
に
し
ぼ
っ
て
統
一
の
戦

い
を
組
ん
で
い
る
の
で
戦
い
や
す
い
と
い
っ

て
い
る
。
町
に
は
首
里
地
区
か
ら
瀬
長
フ
ミ

候
補
に
四
百
五
十
票
が
流
れ
る
と
の
う
わ
さ

も
と
ん
で
い
る
が
、
同
陣
営
で
は
「
そ
ん
な

ば
か
な
…
」
と
一
笑
に
ふ
し
て
い
る
。

　

一
方
、
当
間
候
補
は
社
会
党
、
全
逓
が
全

力
を
あ
げ
て
い
る
が
、
情
勢
は
予
断
を
許
さ

な
い
よ
う
だ
。
全
逓
労
で
は
「
全
逓
が
支
持

し
た
以
上
、
必
ず
当
選
さ
せ
る
」
と
全
逓
の

面
目
に
か
け
て
組
織
を
あ
げ
て
支
持
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
創
価
学
会
の
友
利
候
補
が
首

里
地
区
（
学
会
で
に
地
盤
割
り
当
て
）
で
活

発
な
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
保
守
、
革

新
、
学
会
推
薦
候
補
入
り
乱
れ
て
の
激
し
い

選
挙
戦
と
な
っ
て
い
る
。
琉
大
学
生
の
約
五

百
票
の
行
く
へ
も
関
心
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

真
和
志
地
区　

真
和
志
地
区
か
ら
は
新
旧

合
わ
せ
て
十
七
人
が
出
馬
、
そ
れ
に
創
価
学

会
推
薦
候
補
が
加
わ
っ
て
乱
戦
状
態
。

　

民
主
党
か
ら
は
推
薦
で
武
村
朝
良
（
現
）
、

久
場
景
善
（
現
）
喜
舎
場
盛
一
（
新
）
宮
良

永
昌
（
新
）
金
城
庄
瑞
（
新
）
の
五
人
。
社

大
党
は
公
認
の
金
城
吾
郎
（
現
）
金
城
甚
松

（
新
）
島
袋
宗
康
（
新
）
の
三
人
。
人
民
党
は

公
認
の
黒
潮
隆
（
現
）
儀
間
真
祥
（
現
）
の

二
人
。
無
所
属
は
又
吉
久
正
（
現
）
金
城
武

一
（
現
）
城
間
豊
太
郎
（
新
）
平
良
健
（
新
）

砂
川
恵
祐
（
新―

県
労
協
推
薦
）
島
袋
亀
助

（
新
）
創
価
学
会
推
薦
の
大
浜
長
弘
（
新
）
の

十
七
人
、
そ
れ
に
創
価
学
会
の
友
利
栄
吉
候

補
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　

又
吉
候
補
は
本
部
、
上
本
部
票
で
が
っ
ち

り
固
め
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
広
い
地
域
に
支

持
票
が
あ
っ
て
有
利
な
戦
い
を
進
め
て
い
る
。

選
挙
事
務
所
で
は
〝
楽
観
は
禁
物
〟
と
運
動

員
に
ハ
ッ
パ
を
か
け
、
い
ま
の
ペ
ー
ス
で
の

り
切
ろ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　

武
村
候
補
は
地
元
松
川
を
固
め
る
一
方
、

末
吉
、
真
嘉
比
、
古
島
な
ど
他
地
区
へ
の
進

出
も
目
立
っ
て
い
る
。
新
人
の
喜
舎
場
候
補

は
前
回
の
市
議
選
、
立
法
院
選
で
固
め
た
地

盤
が
力
と
な
っ
て
、
国
頭
、
識
名
な
ど
地
域

票
確
保
に
や
っ
き
に
な
っ
て
い
る
。

　

創
価
学
会
の
大
浜
、
友
利
両
候
補
に
つ
い

て
選
挙
通
も
別
格
扱
い
に
し
て
お
り
、
絶
対

間
違
い
な
い
と
の
情
報
が
あ
る
が
、
友
利
候

補
は
「
こ
れ
な
ど
悪
質
な
選
挙
妨
害
だ
。
那
覇

市
内
の
学
会
員
は
一
万
世
帯
は
あ
る
が
、
各

候
補
別
に
割
っ
た
選
挙
権
の
あ
る
の
は
一
候

補
当
た
り
千
五
百
世
帯
だ
。
公
明
選
挙
を
め

ざ
し
、
さ
い
ご
ま
で
戦
い
抜
く
」
と
全
員
当

選
を
期
し
て
終
盤
戦
を
進
め
る
決
意
を
の
べ

て
い
た
。

　

宮
良
候
補
は
、
民
主
党
、
生
長
の
家
の
推

薦
を
受
け
、
さ
ら
に
八
重
山
郷
友
会
の
支
持

も
あ
っ
て
有
利
な
条
件
で
戦
い
を
進
め
て
い

る
。

金
城
（
庄
）
候
補
は
今
帰
仁
票
を
バ
ッ
ク
に

さ
ら
に
安
謝
地
区
に
根
強
く
浸
透
し
て
い
る

の
が
強
み
。

　

久
場
候
補
は
福
祉
団
体
と
栄
町
一
帯
を
足

が
か
り
に
し
て
い
る
。　

　

社
大
党
は
金
城
（
吾
）
金
城
（
甚
）
島
袋

の
三
候
補
を
公
認
し
て
い
る
が
両
金
城
候
補

が
大
宜
味
村
出
身
の
た
め
、
前
回
の
よ
う
に

一
心
会
票
の
ま
と
ま
り
が
問
題
だ
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
島
袋
候
補
は
出
身
地
の
楚
辺
に
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主
力
を
そ
そ
い
で
い
る
が
、
地
元
票
と
し
て

は
渡
口
、
瀬
長
両
候
補
と
競
合
を
免
れ
な

い
。
人
民
党
の
黒
潮
、
儀
間
両
候
補
は
現
役
の

強
み
で
順
調
な
戦
い
を
組
ん
で
い
る
が
、
楽

観
は
で
き
な
い
よ
う
だ
。

　

県
労
協
推
薦
の
砂
川
候
補
は
、
は
じ
め
て

の
組
織
を
あ
げ
て
の
選
挙
だ
け
に
判
断
が
む

ず
か
し
く
、
ど
の
て
い
ど
組
織
票
が
固
ま
る

か
試
金
石
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
城
間
、
平
良
（
健
）
両
候
補
は

知
念
村
、
島
袋
（
亀
）
候
補
は
東
風
平
村
出

身
で
そ
れ
ぞ
れ
郷
友
票
に
大
き
な
期
待
を
か

け
て
い
る
。

　

那
覇
市
議
選
／
終
盤
戦
を
み
る


／
「
あ
と
一
息
」
が
合
言

葉
／
那
覇
、
23
候
補
で
混
戦

つ
づ
く

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
７
・
16
〕

　

那
覇
地
区　

民
主
党
推
薦
の
喜
久
山
朝
重

（
現
）
与
儀
英
毅
（
新
）
比
嘉
朝
四
郎
（
現
）

仲
宗
根
昌
弘
（
新
）
新
垣
松
助
（
元
）
備
瀬

知
良
（
元
）
辺
野
喜
英
興
（
現
）
平
良
真
次

郎
（
現
）
宮
里
敏
慶
（
現
）
渡
口
麗
秀
）
現

（
高
良
一
）
現
（
の
十
一
人
、
社
大
党
は
仲
本

安
一
（
新
）
と
同
推
薦
宜
保
為
楷
（
元
）
、
人

民
党
は
瀬
長
フ
ミ
（
新
）
創
価
学
会
推
薦
の

安
見
福
寿
（
現
）
椿
秀
義
（
新
）
、
無
所
属
と

し
て
は
山
川
正
平
）
新
（
喜
納
正
興
（
新
）
真

栄
城
嘉
園
（
新
）
吉
沢
朝
一
（
新
（
比
嘉
佑

直
（
現
）
崎
山
喜
達
（
元
）
赤
嶺
繁
雄
（
新
）

の
二
十
三
候
補
が
い
り
乱
れ
て
の
激
戦
を
く

り
ひ
ろ
げ
て
い
る
。

　

喜
久
山
候
補
は
、
当
選
五
回
の
実
績
を
も

ち
、
樋
川
、
与
儀
が
主
体
地
盤
、
そ
の
ほ
か

職
域
関
係
で
多
方
面
に
進
出
し
て
い
る
の
が

強
み
。

　

与
儀
候
補
は
宮
古
の
郷
土
票
に
期
待
し
て

い
る
が
、
他
と
の
競
合
が
あ
っ
て
楽
観
は
許

さ
れ
な
い
。

　

比
嘉
（
朝
）
候
補
は
「
あ
と
一
息
だ
」
と

最
後
の
追
い
込
み
に
や
っ
き
だ
が
、
五
回
当

選
の
実
績
は
見
逃
が
せ
な
い
。
職
域
を
生
か

し
全
地
域
に
く
い
込
ん
で
い
る
。

　

仲
宗
根
候
補
は
、
伊
良
部
票
を
ま
と
め
上

げ
、
そ
の
ほ
か
宮
古
票
も
か
な
り
力
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
自
動
車
練
習
所
の
修
了
生

に
も
期
待
し
て
い
る
。

　

新
垣
候
補
は
、
尻
上
が
り
に
好
転
し
て
い

る
が
、
出
身
地
の
垣
花
で
宮
里
、
平
良
）
真

（
儀
間
候
補
ら
と
競
合
し
て
い
る
。

備
瀬
候
補
は
、
元
議
員
の
強
み
で
順
調
に
の

び
、
あ
と
一
息
だ
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
松

尾
、
十
一
区
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

辺
野
喜
候
補
は
、
当
選
五
回
で
底
力
が
あ
る
。

壺
屋
、
牧
志
を
中
心
に
終
盤
戦
は
票
固
め
と

散
票
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

　

平
良
（
真
）
候
補
は
、
垣
花
票
が
主
体
に

な
る
が
、
市
場
改
築
問
題
で
は
建
設
促
進
特

別
委
員
長
と
し
て
市
当
局
と
業
者
の
調
整
に

奔
走
し
て
い
る
の
で
市
場
票
の
動
き
が
注
目

さ
れ
る
。

　

宮
里
候
補
は
、
ペ
リ
ー
字
小
禄
を
絶
対
地

盤
と
し
て
有
利
な
戦
い
を
進
め
て
い
る
。

〝
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
と
思
う
が
、
あ
と
ひ
と
息
だ

〟
と
運
動
員
に
ハ
ッ
パ
を
か
け
て
い
る
。

　

渡
口
候
補
は
、
楚
辺
一
帯
、
つ
ま
り
城
岳
小

校
区
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
山
川
候
補
と
の
地
盤
競
合
が
注
目

の
的
。
当
選
五
回
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
り
、
職

域
関
係
で
全
地
域
に
平
均
し
て
散
っ
て
い
る

の
が
強
み
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

高
良
候
補
は
、
選
挙
巧
者
と
し
て
知
ら
れ
、

前
回
も
し
ん
が
り
で
立
候
補
、
し
ん
が
り
で

当
選
し
て
議
長
の
ポ
ス
ト
を
さ
ら
っ
た
。

　

社
大
党
の
仲
本
候
補
は
、
初
陣
な
が
ら
も

順
調
に
の
び
て
い
る
。
官
公
労
、
那
覇
市
職

労
、
そ
れ
に
旧
兼
城
村
人
票
の
上
に
立
っ
て

い
る
が
、
割
り
当
て
ら
れ
た
組
織
票
が
ど
の

て
い
ど
固
ま
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

同
推
薦
の
宜
保
候
補
は
、
久
米
系
統
、
理

容
業
、
印
刷
業
関
係
票
を
主
体
に
さ
い
ご
の

追
い
込
み
に
や
っ
き
に
な
っ
て
い
る
。

　

人
民
党
の
瀬
長
候
補
は
、
た
だ
ひ
と
り
婦

人
候
補
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
さ
き
の

立
法
院
選
挙
で
は
、
十
八
選
挙
区
か
ら
出
馬
、

底
力
を
発
揮
し
て
い
る
が
、
今
回
は
そ
れ
に

十
七
選
挙
区
が
加
わ
っ
て
有
利
な
戦
い
を
進

め
て
い
る
。

　

創
価
学
会
の
安
見
候
補
は
、
前
回
最
高
得

票
で
当
選
し
た
の
が
か
な
り
効
果
を
あ
げ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
四
人
の
候
補
者
を
立
て
た

た
め
、
地
域
割
り
の
関
係
で
学
会
内
部
で
も

苦
戦
が
伝
え
ら
れ
、
組
織
を
あ
げ
て
当
選
を

期
し
て
い
る
。

　

同
椿
候
補
は
新
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
組
織

を
バ
ッ
ク
に
順
調
な
戦
い
を
進
め
て
い
る
。

　

無
所
属
の
山
川
候
補
は
、
伊
是
名
票
の
ほ

か
に
城
岳
小
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
要
職
に
あ
り
、

か
な
り
同
校
区
に
く
い
こ
ん
で
い
る
が
、
渡

口
候
補
と
競
合
が
さ
け
ら
れ
な
い
。

　

喜
納
候
補
は
、
出
身
の
泉
崎
票
と
空
手
、
製

菓
業
関
係
が
主
体
と
い
わ
れ
、
さ
い
ご
の
追

い
込
み
に
け
ん
命
。

　

真
栄
城
候
補
は
、
前
島
、
高
橋
、
崇
元
寺
の

三
町
の
泊
復
興
期
成
会
が
中
心
に
な
っ
て
押

し
て
お
り
、
有
利
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
あ

と
一
息
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

吉
浜
候
補
は
、
久
米
島
と
南
部
離
島
票
が
主

体
、
か
な
り
の
固
ま
り
を
み
せ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
が
、
初
陣
だ
け
に
楽
観
は
許
さ
れ
な

い
よ
う
だ
。

　

比
嘉
候
補
は
、
空
手
道
場
を
開
い
て
お

り
、
そ
の
師
弟
関
係
で
全
地
域
に
支
持
票
が

散
っ
て
い
る
の
が
強
み
と
い
わ
れ
る
。
小
禄

か
ら
金
城
重
正
氏
が
立
候
補
し
た
た
め
、
か



三
七
九

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
七
月

な
り
競
合
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
を
カ
バ
ー

し
よ
う
と
懸
命
に
な
っ
て
い
る
。

　

崎
山
候
補
は
、
し
り
上
が
り
に
よ
く
な
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
出
身
の
松
山
票
が
各
地

に
散
っ
て
い
る
た
め
票
読
み
も
む
ず
か
し
い

よ
う
だ
。
さ
い
ご
の
追
い
込
み
に
や
っ
き
。

　

赤
嶺
（
繁
）
候
補
は
、
届
け
出
が
一
番
お

そ
く
、
立
ち
お
く
れ
の
感
が
強
い
が
、
伊
平

屋
票
、
北
部
票
に
期
待
し
て
い
る
。

　

小
禄
地
区　

民
主
党
推
薦
の
赤
嶺
慎
英

（
現
）
赤
嶺
保
三
郎
（
現
）
平
良
亀
助
（
現
）

金
城
重
正
（
新
）
の
四
人
。
人
民
党
の
国
吉

辰
雄
（
新
）
無
所
属
の
長
嶺
浩
吉
（
現
）
の

六
候
補
が
駒
を
進
め
て
い
る
。

　

民
主
党
推
薦
の
赤
嶺
（
慎
）
候
補
は
、
滑

り
出
し
か
ら
好
調
が
伝
え
ら
れ
、
終
盤
で
は

防
御
に
主
力
を
注
ぎ
、
他
か
ら
の
切
り
く
ず

し
に
そ
な
え
て
い
る
。
小
禄
が
絶
対
地
盤
で

堅
実
な
の
び
を
み
せ
て
い
る
。

　

赤
嶺
（
保
）
候
補
は
、
一
時
悪
か
っ
た
情

勢
を
ば
ん
回
、
自
信
を
深
め
て
い
る
が
、
楽

観
は
許
さ
れ
な
い
よ
う
だ
。

　

平
良
候
補
は
当
選
五
回
、
小
禄
の
ほ
か
泊

大
通
り
会
が
推
し
て
お
り
、
堅
実
な
の
び
を

み
せ
て
い
る
。

　

金
城
候
補
は
、
具
志
、
高
良
、
宮
城
の
三
部

落
を
あ
げ
て
か
つ
ぎ
出
し
て
い
る
の
で
、
最

初
か
ら
順
調
な
戦
い
を
組
ん
で
い
る
。

人
民
党
の
国
吉
候
補
は
、
十
九
選
挙
区
と
小

禄
地
区
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
の
で
選
対

本
部
で
は
、
当
選
間
違
い
な
い
と
ふ
ん
で
い

る
が
、
金
城
候
補
と
出
身
地
の
具
志
で

競
合
、
ま
た
十
九
選
挙
区
の
真
栄
田
義
晃
氏

（
議
員
）
の
地
盤
に
渡
口
、
山
川
両
候
補
が
か

な
り
く
い
込
ん
で
い
る
と
も
い
わ
れ
、
注
目

さ
れ
て
い
る
。

長
嶺
候
補
は
、
当
真
、
小
禄
、
宇
栄
原
に
期

待
し
て
い
る
。　

〝
さ
ぁ
追
い
込
み
だ
〟
／
那
覇
市

議
選
締
め
切
る
／
30
議
席
に

51
人
た
つ 

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
５
・
７
・
16
〕

　

那
覇
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
届
け

出
は
、
十
五
日
午
後
十
二
時
で
締
め
切
ら
れ

た
。
定
数
三
十
に
た
い
し
候
補
者
数
は
五
十

一
人
、
各
候
補
者
と
も
二
日
後
に
迫
っ
た
投

票
を
目
ざ
し
、
最
後
の
追
い
込
み
に
は
い
っ

て
い
る
。

　

候
補
者
を
党
派
別
に
み
る
と
民
主
党
二
十

二
人
、
社
大
党
五
人
、
人
民
党
五
人
、
社
会

党
一
人
、
創
価
学
会
四
人
で
他
の
十
四
人
は

無
所
属
で
あ
る
。
こ
れ
を
新
旧
別
に
み
る
と

現
議
員
二
十
三
人
元
議
員
四
、
新
人
二
十
四

人
で
現
、
新
人
の
進
出
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

民
主
党
で
は
「
西
銘
市
政
」
の
擁
立
を
は

か
っ
て
無
所
属
立
候
補
者
の
抱
き
込
み
を
策

し
党
推
薦
の
ほ
か
に
九
人
を
民
主
系
と
し
て

色
づ
け
最
低
二
十
三
議
席
の
確
保
を
め
ざ
し

て
選
挙
戦
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
に
た
い
し
野
党
各
派
は
当
選
第
一
主

義
の
戦
術
で
候
補
者
を
厳
選
し
た
と
い
い
、

ま
っ
こ
う
か
ら
「
西
銘
市
政
」
と
対
決
し

て
、
労
組
中
小
企
業
者
ら
を
中
心
に
幅
広
い

選
挙
戦
を
展
開
し
て
い
る
。

　

不
在
投
票
に
六
百
人

那
覇
市
議
選
の
不
在
投
票
は
終
盤
に
な
る
に

し
た
が
っ
て
投
票
者
が
ふ
え
、
十
五
日
現
在

で
六
百
一
人
が
投
票
し
た
。
と
く
に
十
五
日

は
一
両
日
中
に
出
漁
す
る
漁
船
員
の
不
在
投

票
者
が
殺
到
、
こ
の
日
一
日
で
百
二
十
九
人

が
投
票
、
こ
の
た
め
選
管
委
職
員
は
事
務
処

理
に
大
わ
ら
わ
だ
っ
た
。

　

一
方
、
同
日
午
後
三
時
か
ら
那
覇
市
役
所

本
庁
で
は
「
手
抜
か
り
な
く
選
挙
管
理
を
し

よ
う
」
と
選
挙
当
日
と
開
票
日
の
選
挙
管
理

人
た
ち
約
五
十
人
を
集
め
選
挙
事
務
の
講
習

会
を
開
い
た
。

｜
社　

説
｜

市
議
選
の
背
後
の
動
向 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
７
・
20
〕

　

那
覇
市
議
選
挙
の
開
票
結
果
は
、
与
野
党

の
勢
力
分
野
に
は
、
そ
ん
な
に
大
き
な
変
化

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
従
来
、
与
党
勢
力
を

構
成
し
て
い
た
十
八
日
会
、
無
所
属
ク
ラ
ブ

の
内
部
で
は
、
い
く
ら
か
増
減
は
あ
っ
た
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
民
主
党
推
薦
と
い
う
形
で

ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
に
無
所
属
を
加
え
る

と
、
い
ち
お
う
予
想
さ
れ
た
二
十
前
後
の
議

席
は
確
保
し
て
い
る
し
、
社
大
、
人
民
の
野
党

も
、
そ
の
得
票
数
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ

ん
な
に
議
席
数
に
増
減
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、こ
ん
ど
の
市
議
選
挙
で
は
、
表
面

の
議
席
数
に
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
票
の
動
向

と
い
う
か
、
新
し
い
議
席
を
支
え
て
い
る
票

の
内
容
に
、
か
な
り
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
そ
れ
が
急

速
で
は
な
い
と
し
て
も
、
今
後
の
那
覇
市
政

に
、
ひ
い
て
は
全
体
と
し
て
の
政
治
に
、
強

く
作
用
し
て
い
く
要
因
あ
る
い
は
特
色
と
し

て
、
注
目
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
の
第
一
は
八
一
㌫
と
い
う
投
票
率
で
あ

ろ
う
。
と
く
に
そ
の
な
か
で
婦
人
の
投
票
率

が
ぐ
ん
と
伸
び
、
男
子
を
は
じ
め
て
リ
ー
ド

し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
新
人
の
進
出
で

あ
る
。
数
に
お
い
て
伸
び
た
と
は
い
え
な
い

け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
に
は
き
び
し
さ
が
う

か
が
わ
れ
る
。
第
三
は
政
党
の
積
極
的
参
加

で
あ
り
、
た
と
い
市
議
選
挙
が
親
類
、
友
人
、

職
場
、
地
域
が
地
盤
で
あ
る
と
し
て
も
、
政

党
の
参
加
は
、
自
治
の
近
代
化
を
方
向
づ
け

て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

新
し
い
票
の
担
い
手

　

本
土
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
都
市
地
区
で



三
八
〇

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
七
月

の
市
長
あ
る
い
は
議
員
選
挙
で
は
、
地
方
農

村
に
比
べ
て
、
投
票
率
が
低
位
の
傾
向
に
あ

っ
た
。
政
治
意
識
が
比
較
的
に
高
い
と
い
わ

れ
て
い
る
都
市
地
区
に
お
い
て
、
投
票
率
が

低
い
の
は
、
単
調
な
生
活
、
人
的
交
渉
が
少

な
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
理
由
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
単
調
な
生
活
か
ら
く
る
無

力
感
、
そ
れ
に
消
極
的
な
批
判
力
と
い
う
も

の
が
加
わ
っ
て
棄
権
に
結
び
つ
く
層
が
か
な

り
い
る
の
で
は
な
い
か―

そ
う
い
う
推
測
も

成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
強
制
的

に
無
批
判
に
投
票
に
か
り
出
さ
れ
な
い
自
由

と
批
判
は
あ
る
。
が
、
結
果
的
に
は
、
高
い

政
治
意
識
と
批
判
力
が
自
治
に
反
映
し
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、

こ
ん
ど
の
市
議
選
挙
で
は
、
八
一
㌫
と
い
う

投
票
率
を
示
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
意
識
と

行
動
の
ズ
レ
を
縮
め
た
も
の
と
し
て
、
大
き

な
変
化
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
と
く
に
婦
人
票
が
伸
び
、
率
に

お
い
て
男
子
を
リ
ー
ド
し
た
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
選
挙
の
結
果
か
ら
す

る
と
、
婦
人
は
男
子
に
比
べ
政
治
に
無
関
心

で
あ
り
、
意
識
も
低
い
と
相
場
が
決
ま
っ
て

い
た
。
し
か
し
そ
の
半
面
、
男
子
の
職
場
と

家
庭
の
縦
断
的
な
面
に
比
べ
、
婦
人
は
身
近

な
政
治
問
題
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦
人
会
な
ど
の
横

断
的
な
生
活
の
面
か
ら
、
政
治
の
変
化
の
新

し
い
担
い
手
と
し
て
期
待
す
る
向
き
も
あ
っ

た
。
そ
れ
が
こ
ん
ど
の
投
票
率
に
あ
ら
わ
れ

た
と
す
れ
ば
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。
さ
ら

に
そ
れ
が
、
二
十
代
、
三
十
代
の
若
い
層
の

政
治
へ
の
目
ざ
め
を
基
盤
と
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
こ
ん
ご
の
政
治
に
作
用
す
る
こ
と

大
で
あ
ろ
う
。
今
回
だ
け
の
一
時
的
現
象
に

終
ら
せ
て
は
な
る
ま
い
。

　

政
党
の
積
極
的
参
加

　

つ
ぎ
に
、
政
党
の
参
加
と
も
関
連
す
る

が
、
新
人
の
進
出
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
数
は

前
回
と
そ
う
か
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
こ

ん
ど
の
選
挙
で
は
、
こ
れ
も
一
つ
の
特
色
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
立
候

補
者
数
が
減
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
七
、
八
年

前
と
比
べ
る
と
那
覇
市
政
は
、
し
だ
い
に
安

定
し
て
き
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
安
定
す

れ
ば
、
ほ
う
ま
つ
候
補
が
消
え
て
い
く
の
は

必
然
の
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
常
識
的

に
い
え
ば
、
新
人
の
進
出
を
む
ず
か
し
く
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
に
も

票
、
そ
の
背
後
の
政
治
意
識
の
変
化
が
み
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
新

人
の
多
く
は
政
党
あ
る
い
は
、
そ
の
他
の
団

体
所
属
で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
市
議

選
挙
で
は
、
地
域
、
親
類
、
友
人
、
職
場
関

係
が
強
力
に
左
右
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
こ

ん
ど
の
選
挙
で
は
、
政
党
を
は
じ
め
と
し
て
、

宗
教
、
労
組
な
ど
が
動
い
た
こ
と
は
特
色
で

あ
る
し
、
そ
れ
が
選
挙
民
の
政
治
意
識
に
訴

え
、
高
い
投
票
率
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
及

ぼ
し
た
範
囲
は
別
と
し
て
も
、
否
定
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
。
新
人
の
進
出
と
も
決
し
て

無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
政
党
や
そ
の
他
の
団
体
の
那
覇

市
政
へ
の
積
極
的
参
加
で
あ
る
が
、
市
町
村

自
治
が
政
治
全
体
の
土
台
で
あ
り
、
そ
こ
に

長
期
の
計
画
が
あ
り
、
さ
ら
に
自
治
が
中
央

政
治
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
い
る
と
い
う
観

点
に
立
つ
な
ら
政
党
や
組
織
の
参
加
は
、
市

町
村
政
治
の
近
代
化
を
方
向
づ
け
る
も
の
で

は
あ
ろ
う
。
無
所
属
の
存
在
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
政
党
の
参
加
は
、
勢
い
選

挙
を
競
争
選
挙
の
性
格
に
転
換
し
、
議
会
内

に
批
判
勢
力
を
生
み
、
自
治
の
向
上
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
新
議
会
の
活
動
に
期

待
し
た
い
の
で
あ
る
。

那
覇
市
会
、
新
分
野
決
ま
る
／ 

西
銘
市
政
ま
ず
安
泰
／
与
党
、

無
所
属
含
め
が
っ
ち
り 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
７
・
20
〕

　

十
九
日
の
開
票
の
結
果
、
那
覇
市
議
会
の

新
し
い
勢
力
分
野
が
決
ま
っ
た
。
民
主
党
は

二
十
三
人
の
推
薦
候
補
を
立
て
て
西
銘
市
政

の
長
期
安
定
化
を
は
か
っ
た
が
、
十
五
人
に

と
ど
ま
っ
た
。
創
価
学
会
（
公
明
会
）
は
、
組

織
の
威
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
、
四
候
補
全

員
が
上
位
当
選
し
て
選
挙
民
の
注
目
を
あ
び

た
。
人
民
党
は
新
人
の
瀬
長
候
補
が
三
千
八

百
十
二
票
の
最
高
点
で
当
選
し
た
の
を
は
じ

め
四
人
が
当
選
し
現
状
維
持
。
人
民
党
は
五

七
年
八
月
四
日
の
第
六
回
市
議
選
で
島
袋
嘉

順
候
補
が
二
千
九
百
九
十
二
票
の
最
高
点
で

当
選
し
た
の
に
つ
い
で
二
度
目
の
最
高
当
選
。

社
大
党
は
五
人
立
て
た
が
、
二
人
が
当
選
し

て
現
状
維
持
。

　

党
派
別
当
選
者
数

　
　
　
　

計　
　

現　
　

新　

元　

改
選
前

民　

主　

一
五　

一
〇　
　

五　
　
　

一
八

公　

明　
　

四　
　

二　
　

二　
　
　
　

二

人　

民　
　

四　
　

三　
　

一　
　
　
　

四

社　

大　
　

二　
　

一　
　

一　
　
　
　

二

社　

会

無
所
属　
　

五　
　

二　
　

三　
　
　
　

三

　

計　
　

三
〇　

一
八　

一
二　
　
　

二
九

　

労
組
推
せ
ん
不
振

　

無
所
属
は
郷
土
関
係
の
強
固
な
地
盤
を
バ

ッ
ク
に
し
た
五
候
補
が
当
選
し
た
だ
け
で
ほ

か
は
ふ
る
わ
な
か
っ
た
。

　

社
会
党
は
当
選
主
義
で
候
補
一
人
に
し
ぼ

っ
た
が
、
全
逓
の
組
織
を
あ
げ
て
の
支
持
に

も
か
か
わ
ら
ず
力
お
よ
ば
な
か
っ
た
。
ま
た

は
じ
め
て
の
組
織
内
候
補
と
し
て
県
労
協
推

薦
で
立
っ
た
砂
川
候
補
も
善
戦
む
な
し
く
敗

れ
去
っ
た
。

　

〝
当
確
間
違
い
な
し
〟と
う
わ
さ
さ
れ
た
候

補
者
が
落
選
し
た
り
、
あ
る
い
は
全
然
問
題



三
八
一

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
七
月

に
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
候
補
者
が

ゆ
う
ゆ
う
と
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
な
ど
番
狂
わ

せ
も
あ
っ
た
。

　

当
選
し
た
無
所
属
議
員
五
人
の
ほ
と
ん
ど

が
西
銘
市
政
に
協
力
を
約
し
て
い
る
と
い
わ

れ
、
西
銘
当
局
派
は
改
選
前
の
十
八
人
（
十

八
日
会
十
五
人
と
無
所
属
ク
ラ
ブ
で
民
主
党

推
薦
を
受
け
た
三
人
を
い
れ
た
）
と
同
数

か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
な
る
だ
ろ
う
と

民
主
党
側
で
は
ふ
ん
で
い
る
。

　

改
選
前
の
反
当
局
派
は
八
人
（
人
民
四
、
社

大
二
、
公
明
二
）
だ
っ
た
が
、
今
回
の
改
選

で
十
人
（
公
明
四
、
人
民
四
、
社
大
二
）
と

な
り
、
二
人
ふ
え
た
。

　

三
十
人
の
新
し
い
選
良
の
内
訳
は
民
主
党

十
五
人
（
現
一
〇
、
新
五
、
元
〇
）
公
明
会

四
人
（
現
二
、
新
二
）
人
民
党
四
人
（
現
三
、

新
一
）
社
大
党
二
人
（
現
一
、
新
一
）
無
所

属
五
人
（
現
二
、
新
三
）
で
新
人
が
十
二
人

も
進
出
し
た
。
前
回
は
七
十
九
人
の
候
補
者

の
中
か
ら
十
人
の
新
人
が
出
て
い
る
が
、
候

補
者
数
、
有
権
者
数
の
の
び
な
ど
か
ら
す
る

と
、
十
二
人
の
進
出
は
議
員
の
新
陳
代
謝
を

の
ぞ
む
選
挙
民
の
意
思
を
反
映
し
た
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。

公
明
進
出
を
重
視
／
野
党
市
長
選
へ
統

一
の
動
き

　

那
覇
市
議
選
は
、
各
政
党
が
公
認
あ
る
い

は
推
薦
候
補
を
立
て
、
積
極
的
に
介
入
、
か

つ
て
な
い
激
戦
を
演
じ
た
。
そ
れ
だ
け
に
与

野
党
と
も
こ
の
結
果
を
分
析
、
検
討
し
て
十

一
月
の
立
法
院
議
員
、
十
二
月
の
市
長
選
挙

対
策
を
練
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
公
明
会

が
四
人
を
擁
立
し
、
有
権
者
の
一
〇
㌫
以
上

の
得
票
を
得
て
、
全
員
上
位
当
選
し
て
い
る

こ
と
を
注
目
し
て
い
る
。

　

二
十
三
人
の
推
薦
候
補
を
立
て
た
民
主
党

は
、
う
ち
十
五
人
し
か
当
選
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
改
選
前
の
十
八
人
を
割
っ
た
が
、

無
所
属
が
西
銘
与
党
に
な
る
も
の
と
し
、
い

ち
お
う
西
銘
市
政
は
安
泰
し
た
と
み
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
市
議
を
中
核
に
立
法
院

議
員
選
挙
の
足
場
を
固
め
、
都
市
地
区
で
の

劣
勢
を
盛
り
か
え
す
と
と
も
に
市
長
選
挙
で

も
西
銘
氏
の
再
選
を
ね
ら
う
方
針
で
あ
る
。

し
か
し
、
公
明
会
が
議
席
、
得
票
数
と
も
前

回
の
二
倍
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
こ
と
を
重
視
、

既
成
政
党
と
し
て
も
検
討
す
べ
き
だ
と
み
て

い
る
。

　

野
党
各
派
は
、
民
主
党
が
改
選
前
の
議
席

を
割
っ
た
こ
と
は
、
西
銘
市
政
に
た
い
す
る

批
判
の
現
わ
れ
で
西
銘
市
政
が
安
泰
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
市
長
選

挙
で
も
、
革
新
勢
力
が
統
一
戦
線
を
組
め
ば

圧
勝
す
る
可
能
性
が
強
い
と
み
て
い
る
。
ま

た
、
十
一
月
の
立
法
院
議
員
選
挙
で
も
、
祖

国
復
帰
と
反
戦
、
平
和
で
革
新
が
統
一
の
戦

い
を
組
め
ば
、
院
内
の
過
半
数
を
制
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
、
続
く
立
法
院
、
市
長
選

挙
で
の
統
一
の
戦
い
へ
の
機
運
が
も
り
あ
が

り
つ
つ
あ
る
。

　

星
民
主
党
政
調
会
長　

予
想
ど
お
り
の
結

果
で
あ
り
与
党
が
多
数
を
占
め
た
こ
と
で
、

今
後
の
市
政
運
営
も
支
障
は
な
い
。
公
明
会

が
上
位
で
全
員
当
選
し
た
こ
と
は
、
物
質
万

能
に
流
れ
が
ち
な
現
状
の
中
で
精
神
的
な
何

も
の
か
を
求
め
る
証
拠
で
あ
り
、
既
成
政
党

と
し
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

ま
た
、
新
人
が
割
り
に
進
出
し
た
こ
と
も
、

今
後
の
市
政
に
新
風
を
ふ
き
込
む
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。
市
議
選
の
結
果
を
分
析
、

検
討
し
、
立
法
院
、
市
長
選
挙
に
役
立
て
た

い
。

　

安
里
社
大
党
委
員
長　

全
員
当
選
を
期
し

た
が
、
現
有
勢
力
の
確
保
に
と
ど
ま
っ
た
の

は
残
念
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
西
銘
市
政

に
た
い
す
る
批
判
が
は
っ
き
り
現
わ
れ
て
い

る
し
、
今
後
の
議
会
活
動
の
中
で
も
こ
の
線

は
強
く
出
さ
れ
る
と
思
う
。

　

瀬
長
人
民
党
委
員
長　

復
帰
、
反
戦
、
平

和
、
市
政
の
民
主
化
を
徹
底
的
に
市
民
に
訴

え
た
結
果
、
社
大
、
社
会
を
含
め
た
革
新
の

票
が
前
回
に
く
ら
べ
て
大
き
く
の
び
た
。
こ

の
こ
と
は
、
本
土
の
参
院
選
挙
と
も
本
質
的

に
つ
な
が
る
も
の
で
、
立
法
院
、
市
長
選
挙

で
も
統
一
の
戦
い
を
組
め
ば
圧
勝
す
る
自
信

が
つ
い
た
。

　

宮
良
社
会
党
委
員
長　

不
幸
に
し
て
公
認

候
補
を
当
選
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
各
地
で
支
持
票
を
得
て
お
り
、
今
後
の

戦
い
に
自
信
を
得
た
。
ま
た
民
主
党
が
現
有

勢
力
を
割
っ
た
こ
と
は
、
西
銘
市
政
が
決
し

て
安
泰
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
、

今
後
の
革
新
の
統
一
の
戦
い
に
自
信
が
つ
い

た
。

　

候
補
者
確
定
得
票
数　
　

選
管
最
終

人
民　

瀬
長　

フ
ミ　

（
新
）　

三
八
一
二

民
主　

金
城　

重
正　

（
新
）　

三
四
五
七

公
明　

安
見　

福
寿　

（
現
）　

三
三
二
二

公
明　

椿　
　

秀
義　

（
新
）　

三
二
〇
二

公
明　

大
浜　

長
弘　

（
新
）　

三
〇
九
六

公
明　

友
利　

栄
吉　

（
現
）　

三
〇
三
一

無　
　

真
栄
城
嘉
園　

（
新
）　

二
九
八
一

民
主　

金
城　

庄
瑞　

（
新
）　

二
九
五
一

社
大　

金
城　

吾
郎　

（
現
）　

二
九
四
八

民
主　

喜
舎
場
盛
一　

（
新
）　

二
八
三
九

民
主　

比
嘉
朝
四
郎　

（
新
）　

二
八
一
八

民
主　

平
良　

亀
助　

（
新
）　

二
七
〇
九

無　
　

吉
浜　

朝
一　

（
新
）　

二
六
一
〇

民
主　

渡
口　

麗
秀　

（
現
）　

二
六
〇
二

無　
　

山
川　

正
平　

（
新
）　

二
五
三
〇

民
主　

赤
嶺
保
三
郎　

（
現
）　

二
五
二
七

社
大　

仲
本　

安
一　

（
新
）　

二
五
〇
八

民
主　

辺
野
喜
英
興　

（
現
）　

二
四
一
五

民
主　

喜
久
山
朝
重　

（
現
）　

二
四
一
一

民
主　

高
良　
　

一　

（
現
）　

二
三
九
四



三
八
二

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
八
月

民
主　

大
山　

盛
幸　

（
現
）　

二
三
八
九

無　
　

又
吉　

久
正　

（
現
）　

二
三
八
〇

人
民　

久
高　

友
敏　

（
現
）　

二
三
七
五

民
主　

平
良
真
次
郎　

（
現
）　

二
二
八
三

人
民　

黒
潮　
　

隆　

（
現
）　

二
二
六
八

民
主　

仲
宗
根
昌
弘　

（
新
）　

二
二
五
五

民
主　

赤
嶺　

慎
英　

（
現
）　

二
二
一
六

無　
　

比
嘉　

佑
直　

（
現
）　

二
一
一
三

人
民　

儀
間　

真
祥　

（
現
）　

一
九
二
〇

民
主　

宮
良　

永
昌　

（
新
）　

一
八
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
当
選　

　
　

〔
後
略
〕

議
長
高
良
、
副
議
長
辺
野
喜
氏

／
那
覇
市
議
民
主
、
無
所
属

が
内
定

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
５
・
８
・
１
〕

那
覇
市
議
会
の
民
主
党
所
属
議
員
十
五
人
と

無
所
属
議
員
五
人
は
三
十
一
日
正
午
か
ら
那

覇
市
内
の
食
堂
「
ま
じ
る
」
で
会
合
し
、
正

副
議
長
に
人
選
問
題
を
最
終
的
に
ま
と
め

た
。
そ
の
結
果
、
予
想
ど
お
り
議
長
に
高
良

一
氏
、
副
議
長
に
辺
野
喜
英
興
氏
を
決
定

し
、
こ
れ
で
四
日
の
臨
時
議
会
に
臨
む
こ
と

に
し
た
。

　

こ
の
会
合
は
渡
口
麗
秀
氏
ら
が
お
ぜ
ん
だ

て
し
与
党
議
員
の
ほ
か
、
無
所
属
で
は
真
栄

城
嘉
園
、
又
吉
久
正
、
吉
浜
朝
一
、
比
嘉
佑

直
、
山
川
正
平
氏
が
出
席
。
会
合
は
、
ま
ず

正
副
議
長
候
補
の
う
わ
さ
に
の
ぼ
っ
て
い
る

高
良
、
辺
野
喜
、
大
山
盛
幸
の
三
氏
を
別
室

に
移
し
て
、
残
り
十
七
人
で
最
終
的
な
人
選

を
行
な
い
、
高
良
議
長
、
辺
野
喜
副
議
長
を

異
論
な
く
決
め
た
あ
と
、
同
三
氏
に
協
力
を

求
め
た
。
こ
れ
に
た
い
し
高
良
、
辺
野
喜
両

氏
は
了
承
し
た
が
、
大
山
氏
は
「
考
え
て
み

る
」
と
い
い
、
そ
の
場
で
即
答
を
避
け
た
。

　

大
山
氏
は
い
ろ
い
ろ
の
事
情
が
あ
っ
て
、

最
後
ま
で
議
長
、
副
議
長
い
ず
れ
か
の
イ
ス

を
ね
ら
う
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
与
党

と
無
所
属
の
全
議
員
が
高
良―

辺
野
喜
両
氏

の
線
で
固
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
山

氏
は
苦
境
に
た
つ
と
み
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
日
の
会
合
に
無
所
属
議
員
五

人
が
与
党
側
に
同
調
し
た
こ
と
は
西
銘
市
長

の
多
数
派
工
作
が
成
功
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

高
良
氏
議
長
に
当
選
／
那
覇
議

会
、
副
議
長
は
辺
野
喜
氏 

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
５
・
８
・
５
〕   

総
選
挙
後
の
那
覇
市
臨
時
議
会
本
会
議
は
、

五
日
午
前
十
時
十
分
か
ら
開
か
れ
注
目
の
議

長
選
挙
は
高
良
一
氏
と
大
山
盛
幸
氏
の
決
選

投
票
の
結
果
、
高
良
氏
が
議
長
に
当
選
し

た
。
ま
た
副
議
長
選
も
投
票
の
結
果
、
辺
野

喜
英
興
氏
が
当
選
し
た
。

　

こ
の
正
副
議
長
選
任
問
題
は
高
良
議
長
、

辺
野
喜
副
議
長
案
を
支
持
す
る
与
党
側
と
大

山
議
長
、
赤
嶺
慎
英
副
議
長
案
を
推
す
派
の

対
立
が
最
後
ま
で
続
い
た
。
両
派
と
も
四
日

の
台
風
の
日
に
も
そ
れ
ぞ
れ
会
合
し
て
、
多

数
派
工
作
の
仕
上
げ
を
急
ぎ
大
山
派
は
「
創

価
学
会
、
無
所
属
、
人
民
、
社
大
な
ど
の
同

調
を
得
た
」
と
し
、
五
日
の
開
会
前
に
は

「
情
勢
は
十
九
対
十
一
で
わ
が
方
に
歩
が
あ

る
」
と
し
て
い
た
。
一
方
高
良
支
持
派
は
市

長
室
に
と
じ
こ
も
っ
て
情
勢
判
断
を
し
て
い

た
が
「
絶
対
に
自
信
が
あ
る
」
と
強
気
だ
っ

た
。

　

本
会
議
は
、
最
年
長
者
の
平
良
亀
助
議
員

を
仮
議
長
に
し
て
同
午
前
十
時
十
分
開
会
、

直
ち
に
議
長
選
挙
に
は
い
り
同
二
十
分
に
赤

嶺
慎
英
議
員
が
「
十
分
間
休
け
い
し
た
あ
と

決
戦
投
票
に
持
ち
込
む―

」
こ
と
を
緊
急
動

議
、
休
憩
、
最
後
の
か
け
ひ
き
が
約
四
十
分
間

続
い
た
高
良
派
が
議
場
で
の
ん
び
り
し
て
い

る
半
面
大
山
派
は
議
長
室
で
無
所
属
、
野
党

議
員
を
集
め
て
作
戦
会
議
を
開
い
た
が
、
無

所
属
が
「
人
民
な
ど
の
野
党
が
大
山
氏
を
推

す
な
ら
高
良
へ
ま
わ
る
」
と
い
い
出
し
、
人

民
、
社
大
は
「
民
主
党
か
ら
脱
党
す
る
な
ら

大
山
氏
を
推
す
」
と
の
態
度
に
で
た
が
、
大

山
氏
は
ふ
ん
切
り
が
つ
か
ず
、
つ
い
に
両
派

の
支
持
を
失
っ
た
。

議
長
選
挙
は
総
投
票
数
二
十
九
票
（
人
民
党

の
瀬
長
フ
ミ
氏
は
上
京
中
の
た
め
欠
席
）
の

う
ち
高
良
一
氏―

十
五
票
、
大
山
盛
幸
氏―

八
票
、
久
高
友
敏
氏
（
人
民
）―

三
票
、
金

城
吾
郎
氏
（
社
大
）―

二
票
で
高
良
氏
が
当

選
。

　

つ
い
で
に
副
議
長
選
挙
に
移
り
総
投
票
数

二
十
九
、
そ
の
う
ち
辺
野
喜
英
興
氏―

十
八

票
、
安
見
福
寿
氏―

四
票
、
儀
間
真
祥
氏―

三
票
、
赤
嶺
慎
英
氏―

二
票
、
仲
本
安
一
氏

―

二
票
で
辺
野
喜
氏
が
当
選
し
た
。

〝
奄
美
出
身
者
に
永
住
権
を
〟
／

那
覇
市
会
で
決
議 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
８
・
６
〕

　

第
七
十
五
回
那
覇
市
議
会
（
臨
時
）
は
、
五

日
午
前
十
時
過
ぎ
開
会
、
午
前
中
に
正
・
副

議
長
を
選
挙
し
た
あ
と
、
午
後
一
時
か
ら
約

一
時
間
に
わ
た
っ
て
ガ
ー
ブ
川
沿
い
の
平
和

通
り
、
西
市
場
、
新
天
地
市
場
一
帯
の
浸
水

被
害
調
査
を
行
な
っ
た
。

　

午
後
二
時
過
ぎ
か
ら
開
会
、
会
期
を
一
日

と
定
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
各
常
任
委
員
会
の

委
員
と
正
・
副
委
員
長
を
選
出
し
た
。　

　

臨
時
出
納
検
査
立
ち
会
い
人
に
赤
嶺
慎
英
、

山
川
正
平
、
真
栄
城
嘉
園
の
三
氏
が
当
局
か

ら
推
せ
ん
さ
れ
た
が
、
人
民
党
の
反
対
で
金

城
吾
郎
（
社
大
）
赤
嶺
慎
英
（
民
主
）
山
川

正
平
（
無
）
三
氏
を
選
任
し
た
。
未
決
処
分

二
件
を
承
認
し
た
あ
と
監
査
委
員
に
喜
久
山

朝
重
（
民
主
）
金
城
重
正
（
同
）
の
両
氏
を

多
数
で
選
任
し
た
。
人
民
、
社
大
党
は
ふ
た



三
八
三

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
八
月

り
の
う
ち
ひ
と
り
は
、
野
党
か
ら
選
ぶ
べ
き

だ
と
反
対
、
推
せ
ん
替
え
を
求
め
た
が
、
当

局
は
「
適
格
者
で
あ
る
」
と
突
っ
ぱ
ね
た
た

め
採
決
に
も
ち
込
み
十
四
対
十
二
（
退
場

二
、
欠
一
）
で
や
っ
と
原
案
ど
お
り
選
任
さ

れ
た
。　

　

そ
の
あ
と
公
明
会
の
椿
議
員
が
「
復
帰
前

の
奄
美
籍
者
に
永
住
権
を
与
え
る
こ
と
を
要

請
す
る
決
議
」
が
緊
急
提
案
さ
れ
た
が
全
会

一
致
で
採
択
、
佐
藤
総
理
、
ワ
ト
ソ
ン
高
等

弁
務
官
、
松
岡
主
席
ら
に
強
く
要
請
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

沖
縄
に
は
永
住
権
を
も
た
な
い
奄
美
大
島
出

身
者
が
九
千
三
百
余
人
も
い
て
、
那
覇
市
議

会
で
も
六
二
年
九
月
二
十
九
日
に
全
会
一
致

で
同
じ
よ
う
な
決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

い
っ
こ
う
に
進
展
し
て
い
な
い
と
し
て
初
議

会
で
上
程
し
た
も
の
。

そ
の
あ
と
大
山
議
員
が
佐
藤
総
理
の
訪
沖
に

た
い
し
、
市
長
は
何
を
要
請
す
る
か

と
の
緊
急
質
問
が
あ
っ
た
が
、
西
銘
市
長
は

「
要
請
す
る
問
題
は
多
い
が
、
安
謝
港
の
港
湾

計
画
、
じ
ん
介
処
理
の
二
点
に
し
ぼ
っ
て
要

請
し
た
い
」
と
こ
た
え
た
。

　

総
務
委
員
会　

委
員
長―

赤
嶺
慎
英
（
民

主
党
）
副
委
員
長―

又
吉
久
正
（
無
所
属
）

久
高
友
敏
（
人
民
党
）
仲
本
安
一
（
社
大
党
）

黒
潮
隆
（
人
民
党
）
山
川
正
平
（
無
所
属
）

喜
舎
場
盛
一
（
民
主
党
）
大
浜
長
弘
（
公
明

会
）
辺
野
喜
英
興
（
民
主
党
）
金
城
重
正

（
同
）

　

建
設
委
員
会　

委
員
長―

平
良
亀
助
（
民

主
党
）
副
委
員
長―

比
嘉
佑
直
（
無
所
属
）

金
城
吾
郎
（
社
大
党
）
儀
間
真
祥
（
人
民

党
）
友
利
栄
吉
（
公
明
会
）
真
栄
城
嘉
園

（
無
所
属
）
金
城
庄
瑞
（
民
主
党
）
赤
嶺
保
三

郎
（
同
）
比
嘉
朝
四
郎
（
同
）
平
良
真
次
郎

（
同
）

　

経
済
民
生
委
員
会　

委
員
長―

安
見
福

寿
（
公
明
会
）
副
委
員
長―

宮
良
永
昌
（
民

主
党
）
椿
秀
義
（
公
明
会
）
吉
浜
朝
一
（
無

所
属
）
渡
口
麗
秀
（
民
主
党
）
喜
久
山
朝
重

（
同
）
大
山
盛
幸
（
同
）
仲
宗
根
昌
弘
（
同
）

高
良
一
（
同
）

市
場
改
築
、
問
題
に
／
ガ
ー
ブ

川
浸
水
／
議
会
で
取
り
上
げ

る

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
５
・
８
・
６
〕

　

「
ガ
ー
ブ
川
を
改
修
し
た
の
で
、
浸
水
さ
わ

ぎ
は
絶
対
に
な
い
」
と
那
覇
市
当
局
が
タ
イ

コ
判
を
押
し
て
い
た
那
覇
市
牧
志
町
の
平
和

通
り
と
牧
志
公
設
市
場
一
帯
が
四
日
、
台
風

十
五
号
に
よ
っ
て
深
い
と
こ
ろ
で
一
㍍
以
上

も
床
上
浸
水
、
同
市
場
改
築
計
画
と
も
関
連

し
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

市
当
局
で
は
い
ま
難
航
し
て
い
る
牧
志
公

設
市
場
改
築
計
画
で
地
階
構
想
を
打
ち
出
し

た
が
、
こ
れ
に
た
い
し
業
者
側
は
「
わ
れ
わ

れ
は
こ
れ
ま
で
何
回
と
な
く
浸
水
に
見
舞
わ

れ
て
お
り
、
ど
う
し
て
も
安
心
で
き
な
い
」

と
地
階
案
に
反
対
を
続
け
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
市
当
局
は
科
学
的
、
技
術
的

な
面
か
ら
じ
ゅ
う
ぶ
ん
調
査
し
た
結
果
、

「
ガ
ー
ブ
川
の
は
ん
ら
ん
に
よ
る
浸
水
は
あ

り
え
ず
、
現
在
の
食
肉
販
売
市
場
も
盛
り
土

し
て
配
水
管
を
整
備
す
れ
ば
絶
対
浸
水
し
な

い
」
と
の
見
解
で
地
階
構
想
を
進
め
て
き
て

い
る
。

　

そ
れ
が
こ
ん
ど
の
台
風
で
同
市
場
一
帯
が

浸
水
し
た
わ
け
で
、
業
者
の
不
安
は
ふ
た
た

び
つ
の
り
、
市
場
改
築
は
い
っ
そ
う
難
航
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
市

計
画
も
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
そ

う
。

　

五
日
開
か
れ
た
市
臨
時
議
会
で
も
こ
の
問

題
を
重
視
、
黒
潮
隆
議
員
の
緊
急
動
議
で
議

事
日
程
を
変
更
し
同
午
後
一
時
か
ら
同
地
一

帯
の
被
害
現
場
を
調
査
し
た
。

　

低
地
帯
の
西
市
場
を
は
じ
め
、
ガ
ー
ブ
川

北
側
の
西
公
設
市
場
や
平
和
通
り
の
一
部
ま

で
浸
水
し
商
人
は
旧
盆
を
あ
て
こ
ん
で
買
い

し
め
た
商
品
を
す
っ
か
り
水
び
た
し
に
し
て

相
当
の
被
害
を
与
え
て
い
る
。

　

議
会
で
は
こ
ん
ご
検
討
の
う
え
対
策
を
た

て
る
が
、
市
場
改
築
を
い
そ
ぐ
市
当
局
は
窮

地
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

｜
社　

説
｜

戦
後
完
結
の
努
力
を
望
む 

 
 
 

　
　

〔
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・
８
・
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佐
藤
首
相
は
沖
縄
訪
問
第
一
声
で
「
沖
縄

の
祖
国
復
帰
が
実
現
し
な
い
か
ぎ
り
、
わ
が

国
に
と
っ
て
戦
後
は
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

を
よ
く
承
知
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
こ
れ

は
住
民
か
ら
好
印
象
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た

と
思
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
か
ら
十
三
年
前
、
平
和

条
約
が
発
効
し
、
祖
国
日
本
が
独
立
を
回
復

し
て
、
国
際
社
会
に
復
帰
し
た
と
き
、
と
り

残
さ
れ
た
さ
び
し
さ
と
も
つ
か
ぬ
、
言
い
よ

う
の
な
い
感
慨
を
胸
に
ひ
め
て
、
祖
国
の
前

途
を
祝
福
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
敗

戦
の
な
か
か
ら
祖
国
が
力
強
く
復
興
し
、
そ

の
も
と
に
沖
縄
が
一
日
で
も
早
く
帰
る
こ
と

を
願
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
願
い

は
、
い
ま
な
お
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
の
後
、
本
土
は
急
速
に
発
展
し
、
国
連
に

も
加
盟
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
は
や
戦
後

で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
主
張
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
わ
れ
わ
れ
は
、
領

土
の
一
部
を
他
国
の
統
治
下
に
置
き
去
り
に

し
、
そ
こ
に
何
ら
主
権
が
及
ば
な
い
よ
う
で

は
、
完
全
な
独
立
国
で
も
な
け
れ
ば
、
戦
後

が
終
わ
っ
た
と
は
決
し
て
言
え
な
い
で
は
な

い
か
、
本
土
政
府
の
態
度
を
批
判
し
て
き
た

も
の
で
あ
る
。



三
八
四

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
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年
）
八
月

　

首
相
は
、
沖
縄
同
胞
の
心
か
ら
の
歓
迎
を

感
謝
し
て
い
る
と
も
述
べ
た
。
た
し
か
に
首

相
を
迎
え
る
空
港
、
沿
道
は
歓
迎
の
日
の
丸

で
う
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
な
か
に
は
、
復

帰
協
を
中
心
と
し
た
抗
議
の
集
団
が
あ
る
こ

と
も
目
に
映
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
う

抗
議
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
土
政
府
の
沖
縄
に

対
す
る
態
度
、
米
国
に
対
す
る
弱
腰
を
行
動

に
よ
っ
て
批
判
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
受

け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
「
戦

後
は
終
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
首
相
の
発

言
は
、
こ
の
よ
う
な
沖
縄
住
民
の
気
持
ち

に
、
強
く
ひ
び
く
も
の
が
あ
っ
た
の
は
事
実

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
首
相
の
第
一
声
を
住
民
が
、
好
印

象
で
迎
え
る
裏
に
は
、
た
だ
そ
の
言
葉
の
ひ

び
き
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
首
相
の
沖
縄

施
策
に
期
待
す
る
か
ら
で
あ
る
。
歓
迎
、
抗

議―

そ
の
行
動
と
し
て
の
表
現
は
ち
が
っ
て

い
て
も
、
要
望
し
訴
え
て
い
る
こ
と
は
一
つ

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

こ
ん
ど
の
沖
縄
訪
問
に
さ
い
し
、
住
民
が

切
実
に
要
求
し
て
い
る
復
帰
問
題
に
ど
う
対

処
す
る
か
、
首
相
と
し
て
、
も
っ
と
も
苦
心

し
た
点
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
戦
後
は

終
わ
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の

一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
記
者
会
見
で

も
そ
れ
が
う
か
が
わ
れ
た
。
民
族
の
一
体
化

推
進
と
い
う
表
現
に
は
苦
心
の
あ
と
が
あ
る
。

し
か
し
一
体
化
と
は
、
具
体
的
に
い
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
行
政
水
準
あ
る

い
は
民
生
向
上
だ
け
で
は
、
戦
後
の
終
わ
り

に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
首
相
が
沖
縄
を

訪
問
す
る
以
上
、
施
政
権
問
題
に
直
面
す
る

こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
が
一
体
化
推
進
と
い
う
答
え
だ
け

で
は
、
何
か
も
の
足
り
な
い
感
じ
を
禁
じ
得

な
い
。

　

首
相
は
記
者
会
見
で
、
基
地
と
施
政
権
の

分
離
は
、
基
地
の
規
模
や
役
割
り
か
ら
い
っ

て
、
簡
単
に
割
り
切
れ
る
状
態
で
は
な
い
、と

い
う
見
解
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
基
地
と
施

政
権
が
分
離
不
可
能
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、

基
地
が
解
消
し
な
い
か
ぎ
り
復
帰
も
不
可
能

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
沖
縄
に
と

っ
て
は
、
簡
単
に
割
り
切
れ
る
こ
と
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

　

基
地
を
み
た
本
土
の
多
く
の
人
た
ち
は
、

巨
大
な
基
地
の
存
在
の
ゆ
え
に
、
沖
縄
の
復

帰
は
当
分
む
ず
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
印
象
を
受
け
る
よ
う
で
あ
る
。
佐
藤
首

相
も
き
ょ
う
軍
事
施
設
を
視
察
し
、
米
軍
か

ら
そ
の
役
割
り
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
は

ず
で
あ
る
。
佐
藤
首
相
が
も
し
、
基
地
の
役

割
り
や
規
模
を
確
認
し
、
記
者
会
見
で
語
っ

た
よ
う
に
、
簡
単
に
割
り
切
れ
る
状
態
で
は

な
い
と
い
う
考
え
方
に
固
定
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
そ
の
主
張
す
る
一
体
化
も
不
完
全
な

も
の
に
な
ろ
う
。

　

沖
縄
住
民
が
望
む
祖
国
へ
の
復
帰
は
、
遠

い
将
来
の
こ
と
で
も
な
く
、
基
地
解
消
後
の

こ
と
で
も
な
い
。
現
時
点
に
お
け
る
復
帰
な

の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
当
然

の
こ
と
と
し
て
、
基
地
問
題
と
関
連
し
て
く

る
。
基
地
問
題
を
回
避
し
て
は
、
首
相
の
言

う
戦
後
も
永
続
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
戦
後

を
完
結
さ
せ
る
た
め
に
は
、
基
地
の
規
模
や

役
割
り
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
望

み
た
い
の
で
あ
る
。

　

沖
縄
問
題
に
つ
い
て
は
、
よ
く
「
復
帰
を

待
望
」
と
い
う
こ
と
が
引
用
さ
れ
る
。
し
か

し
、
待
望
す
る
だ
け
が
政
治
で
は
あ
る
ま

い
。
ど
う
す
れ
ば
復
帰
が
可
能
か
、
そ
れ
と

取
っ
組
む
と
こ
ろ
に
、
解
決
の
道
が
見
出
さ

れ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
戦
後
処
理
の
メ
ド

が
首
相
の
沖
縄
滞
在
中
に
民
族
一
体
化
策
の

な
か
で
芽
ば
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
ん
ど

の
沖
縄
訪
問
は
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
歴

史
的
な
も
の
に
な
ろ
う
。

西
銘
与
党
ま
ず
安
定
／
市
政
ク

ラ
ブ
、
14
人
で
発
足 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
８
・
29
〕

　

那
覇
市
政
ク
ラ
ブ
が
二
十
八
日
ス
タ
ー
ト

し
た
。
市
政
ク
ラ
ブ
結
成
委
員
会
で
は
二
十

六
日
に
引
き
つ
づ
き
二
十
八
日
午
後
一
時
か

ら
市
内
琉
球
料
理
店
〝
ま
じ
る
〟
で
結
成
式

を
行
な
い
、
会
長
に
平
良
亀
助
、
副
会
長
に

比
嘉
佑
直
氏
を
選
出
、
十
四
人
で
発
足
し

た
。

同
ク
ラ
ブ
は
市
民
福
祉
向
上
の
た
め
の
施
策

を
研
究
、
そ
の
実
現
を
は
か
る
た
め
当
局
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
西
銘
市
長
の
市
政
運
営
に

つ
い
て
建
議
、
従
来
の
施
策
を
よ
り
充
実
さ

せ
新
風
を
吹
き
こ
も
う
と
の
趣
旨
。
同
ク
ラ

ブ
は
民
主
党
推
せ
ん
で
当
選
し
た
議
員
が
主

力
だ
が
う
ち
大
山
盛
幸
、
平
良
真
次
郎
、
赤

嶺
慎
英
の
三
氏
は
加
わ
ら
ず
、
無
所
属
の
又

吉
久
正
氏
を
ふ
く
め
て
新
風
会
を
結
成
、
ケ

ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
議
会
運
営
に
の
ぞ

む
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
無
所
属
の
吉
浜
朝
一
、
真
栄
城
嘉
園
両

氏
は
市
政
ク
ラ
ブ
に
は
は
い
っ
て
い
な
い
が

同
ク
ラ
ブ
所
属
の
新
議
員
で
構
成
す
る
市
政

研
究
会
（
金
城
重
正
幹
事
）
に
加
わ
っ
て
お

り
、
西
銘
与
党
は
十
六
人
。
結
局
那
覇
市
議

会
の
勢
力
分
野
は
西
銘
市
政
を
く
つ
が
え
す

ま
で
の
野
党
勢
力
は
な
い
。

　

市
政
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー　

平
良
亀
助
、
比

嘉
佑
直
、
渡
口
麗
秀
、
辺
野
喜
英
興
、
比
嘉

朝
四
郎
、
赤
嶺
保
三
郎
、
金
城
重
正
、
金
城

庄
瑞
、
宮
良
永
昌
、
仲
宗
根
昌
弘
、
喜
舎
場

盛
一
、
喜
久
山
朝
重
、
山
川
正
平
、
高
良
一
。

新
風
会　

大
山
盛
幸
（
民
主
）
、
平
良
真
次

郎
（
民
主
）
、
赤
嶺
慎
英
（
民
主
）
又
吉
久

正
（
無
）
。



三
八
五

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
九
月

公
明
会　

安
見
福
寿
、
友
利
栄
吉
、
大
浜
長

弘
、
椿
秀
義
。

人
民
党　

瀬
長
フ
ミ
、
儀
間
真
祥
、
黒
潮

隆
、
久
高
友
敏
（
推
せ
ん
）
。

社
大
党　

金
城
吾
郎
、
仲
本
安
一
。

無
所
属　

吉
浜
朝
一
、
真
栄
城
嘉
園
。

国
場
川
の
浸
水
防
止
対
策
／
建

設
局
／
水
路
、
大
幅
に
拡
張

／
年
度
内
に
完
成
急
ぐ 
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国
場
川
埋
め
立
て
に
よ
る
人
家
や
畑
地
の

浸
水
被
害
対
策
を
検
討
し
て
い
た
建
設
局
は

四
日
、
浸
水
防
止
の
基
本
方
針
を
決
め
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
国
場
川
の
流
れ
を
せ
き

と
め
て
い
る
壺
川―

奥
武
山
間
の
軍
給
油
パ

イ
プ
下
を
掘
り
下
げ
、
六
十
㌢
以
上
深
く
す

る
一
方
、
現
在
六
十
㍍
の
水
路
を
百
㍍
に
拡

張
す
る
。
引
き
続
き
第
二
期
工
事
と
し
て
豊

見
城
村
真
玉
橋
下
流
を
し
ゅ
ん
せ
つ
す
る
考

え
で
あ
る
。
経
費
は
約
十
万
㌦
、
で
き
る
だ

け
早
く
着
工
し
て
年
度
内
に
仕
上
げ
、
付
近

の
人
た
ち
を
安
心
さ
せ
た
い
、
と
関
係
者
は

い
っ
て
い
る
。

　

新
設
高
校
敷
地
確
保
の
国
場
川
埋
め
立
て

工
事
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
、
雨
が
降
る
た
び

に
浸
水
騒
ぎ
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
す
ぐ
埋

め
立
て
工
事
を
中
止
せ
よ
、
と
の
那
覇
市
国

場
の
玉
城
幸
治
会
長
ら
の
陳
情
で
、
現
場
調

査
し
た
結
果
、
①
壺
川―

奥
武
山
間
に
架
設

さ
れ
た
軍
の
給
油
パ
イ
プ
に
そ
っ
て
つ
く
ら

れ
た
高
さ
一
㍍
余
の
土
砂
防
止
堤
が
、
水
の

流
れ
を
せ
き
止
め
て
い
る
②
戦
後
の
乱
伐
で

土
砂
が
流
れ
込
み
、
国
場
川
は
非
常
に
浅
く

な
り
、
こ
れ
が
は
ん
ら
ん
の
原
因
と
わ
か
っ

た
。

　

軍
の
給
油
パ
イ
プ
下
に
設
け
ら
れ
た
砂
防

堤
は
、
那
覇
港
湾
へ
土
砂
が
流
れ
込
む
の
を

防
ぐ
の
が
目
的
、
一
㍍
余
の
高
さ
で
、
こ
れ

が
国
場
川
の
水
は
け
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
て

い
る
。
真
玉
橋
下
流
を
し
ゅ
ん
せ
つ
す
れ

ば
、
こ
の
砂
防
堤
を
と
り
の
ぞ
い
て
も
那
覇

港
へ
土
砂
が
流
れ
込
む
お
そ
れ
は
な
い
と
わ

か
り
、
米
民
政
府
も
そ
の
撤
去
を
認
め
た
。

　

前
田
建
設
局
長
の
話　

砂
防
堤
の
撤
去
、

水
路
の
拡
張
、
国
場
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
、
こ

の
三
つ
の
工
事
が
す
め
ば
国
場
川
の
は
ん
ら

ん
は
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
近
く
関
係
者

を
集
め
て
政
府
の
方
針
を
説
明
、
で
き
る
だ

け
早
く
着
工
し
た
い
。
こ
れ
で
高
校
敷
地
の

埋
め
立
て
工
事
も
継
続
で
き
る
見
通
し
が
つ

い
た
。

那
覇
市
の
古
き
よ
き
時
代
／
新

庁
舎
落
成
座
談
会 

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
５
・
９
・
17
〕

　

み
ご
と
な
那
覇
市
新
庁
舎
が
完
成
し
た
。

灰
ジ
ン
か
ら
復
興
ま
で
二
十
年―

や
っ
と
こ

こ
ま
で
き
た
と
、
だ
れ
し
も
あ
る
種
の
感
慨

が
わ
こ
う
。
那
覇
市
も
戦
前
の
人
口
五
万
か

ら
、
い
ま
二
十
六
万
に
ふ
く
れ
上
が
り
、
装

い
も
新
た
に
沖
縄
の
首
都
と
し
て
発
展
を
続

け
て
い
る
。
町
の
た
た
ず
ま
い
が
、
こ
こ
に

落
ち
着
く
ま
で
に
は
、
市
役
所
の
庁
舎
が
そ

の
場
所
を
い
く
た
び
も
移
し
た
こ
と
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
幾
多
の
変
せ
ん
を
へ
て
き

た
の
で
あ
る
。
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
現
在

に
至
る
ま
で
の
那
覇
市
は
、
し
だ
い
に
人
び

と
の
心
か
ら
消
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
も
の
の
、

古
き
よ
き
時
代
へ
の
郷
愁
も
い
ぜ
ん
と
し
て

捨
て
が
た
い
。
そ
こ
で
琉
球
新
報
社
は
那
覇

市
新
庁
舎
の
落
成
を
機
会
に
、
那
覇
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
か
た
が
た
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ

て
座
談
会
を
開
き
、
古
き
時
代
の
那
覇
市
政

の
ア
レ
コ
レ
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

 
 

大
正
八
年
に
庁
舎
／
島
尻
郡
長
が
那
覇

　

区
長
も

　

本
社　

ま
ず
、
市
庁
舎
の
変
せ
ん
か
ら
お

願
い
し
ま
し
ょ
う
。
最
初
の
庁
舎
は
ど
こ
に

あ
っ
た
ん
で
す
か
。

　

当
間　

あ
れ
は
現
在
の
消
防
署
の
向
か
い

側
当
た
り
か
な
。
島
尻
郡
庁
と
隣
合
わ
せ
に

な
っ
て
い
て
、
当
時
「
那
覇
区
役
所
」
と
い

っ
て
い
た
。
あ
の
こ
ろ
は
、
島
尻
郡
長
が
那

覇
区
長
を
兼
ね
て
い
た
。

　

山
里　

そ
の
庁
舎
が
一
〇
・
一
〇
空
襲
で

焼
け
る
ま
で
あ
っ
た
ん
だ
な
。
あ
れ
は
た
し

か
当
間
重
慎
区
長
が
建
て
た
ん
で
す
ね
、
い

つ
ご
ろ
だ
っ
た
か
な
。

　

当
間　

こ
の
前
、
市
役
所
に
問
い
合
わ
せ

て
み
た
ら
大
正
八
年
と
い
っ
て
い
た
。
ぼ
く

は
そ
れ
よ
り
前
の
よ
う
な
気
が
す
る
ん
だ
が

…
。
沖
縄
県
区
制
が
施
行
さ
れ
た
の
は
明
治

二
十
九
年
だ
か
ら
、
だ
い
ぶ
遅
れ
て
建
設
し

た
わ
け
だ
。
そ
れ
以
前
は
、
島
尻
郡
役
所
の

片
す
み
で
こ
そ
こ
そ
執
務
を
し
て
い
た
。

　

本
社　

そ
れ
で
も
、
当
時
と
し
て
は
モ
ダ

ン
な
方
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

　

山
里　

あ
あ
、
り
っ
ぱ
な
も
の
だ
っ
た
。
隣

に
は
公
会
堂
も
あ
っ
た
し
ね
。

　

当
間　

仕
切
り
な
し
だ
か
ら
、
ス
ペ
ー
ス

も
ゆ
っ
た
り
し
て
い
た
。
設
計
は
兄
貴
〈
重

慎
氏
〉
が
、
京
大
か
ら
武
田
と
い
う
教
授
を

招
い
て
さ
せ
た
が
、
ト
ラ
バ
ー
チ
ン
な
ど
も

使
っ
て
モ
ダ
ン
だ
っ
た
。

　

大
城　

公
会
堂
の
一
階
が
議
場
で
し
た
ね
。

公
会
堂
は
数
百
人
は
収
容
で
き
た
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

出
席
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

当
間
重
剛　

ラ
ジ
オ
沖
縄
社
長

長
嶺
秋
夫　

立
法
院
議
長

山
里
永
吉　

琉
球
文
化
連
盟
副
会

長

大
城
朝
亮　

那
覇
市
教
育
委
員



三
八
六

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
九
月

　

山
里　

よ
く
い
ろ
い
ろ
な
催
し
も
の
に
使

用
さ
れ
た
も
の
だ
。
菊
池
寛
が
講
演
し
た
時

な
ど
、
押
す
な
押
す
な
の
盛
況
で
ね
。

　

長
嶺　

そ
れ
に
し
て
も
、
現
在
、
公
会
堂
が

ひ
と
つ
も
な
い
の
は
さ
び
し
い
で
す
ね
。
庁

舎
と
い
っ
し
ょ
に
作
る
べ
き
だ
っ
た
。
で
き

る
こ
と
な
ら
隣
合
わ
せ
に
…
。

　

大
城　

そ
の
点
は
、
昔
の
方
が
た
し
か
に

よ
か
っ
た
。

天
皇
陛
下
が
市
長
任
命
／
議
員
当
選
圏

は
十
票
余

　

本
社　

当
時
の
市
長
選
挙
は
ど
ん
な
も
の

で
し
た
か
。

　

当
間　

区
会
議
員
が
指
名
し
て
、
内
務
大

臣
を
通
じ
て
天
皇
ま
で
い
っ
た
。
任
命
権
は

一
応
、
天
皇
だ
っ
た
。

　

大
城　

戦
前
の
市
長
は
、
い
ま
の
市
長
よ

り
格
は
上
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

　

本
社　

い
ま
の
主
席
と
同
じ
で
す
ね
。

　

当
間　

当
時
は
、
選
挙
権
も
多
額
納
税
者

の
ご
く
一
部
に
し
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

「
税
金
を
上
げ
て
く
れ
」
と
い
う
人
も
多
か

っ
た
。
「
対
外
的
信
用
」
っ
て
わ
け
さ
。
せ
い

ぜ
い
十
な
ん
票
も
取
れ
ば
、
議
員
に
当
選
で

き
た
。

　

長
嶺　

い
ま
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
の
方
が
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
も
し

や
す
く
な
る
。

　

本
社　

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
ど
の
完
成
し
た

新
庁
舎
で
す
が
、
本
土
の
類
似
市
に
持
っ
て

い
く
と
ど
う
で
す
か
。

　

長
嶺　

人
口
が
三
十
万
以
下
の
都
市
と
し

て
は
、
い
い
方
だ
。
同
ク
ラ
ス
の
市
で
は
、
那

覇
市
に
お
よ
ぶ
も
の
は
ち
ょ
っ
と
な
い
。
も

っ
と
も
四
十
五
万
人
口
を
目
標
に
、
あ
す
の

大
那
覇
市
に
そ
な
え
て
建
設
し
て
あ
る
わ
け

だ
か
ら
…
。

　

当
間　

じ
ゅ
う
ぶ
ん
ス
ペ
ー
ス
も
と
ら
れ

て
お
り
、
い
い
庁
舎
だ
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
作

り
か
え
る
わ
け
に
も
い
か
ん
し
、
そ
の
く
ら

い
は
、
あ
っ
た
方
が
い
い
。

　

タ
バ
コ
ふ
か
し
応
対
／
役
所
吏
員
に

市
民
ペ
コ
ペ
コ

本
社　

当
間
さ
ん
、
そ
の
こ
ろ
の
市
政
に
つ

い
て
一
つ―

。

　

当
間　

ノ
ン
キ
な
も
の
だ
っ
た
。
戸
籍
課

の
職
員
な
ど
、
タ
バ
コ
ぼ
ん
を
前
に
キ
セ
ル

を
ポ
ン
ポ
ン
た
た
き
な
が
ら
、
市
民
と
対
応

し
て
い
た
よ
。
市
民
の
方
が
ペ
コ
ペ
コ
頭
を

さ
げ
て
ね
。

　

山
里　

あ
の
こ
ろ
は
、
公
僕
な
ん
て
い
う

精
神
が
ま
る
っ
き
り
な
か
っ
た
ね
。
な
に
し

ろ
ナ
ハ
ン
チ
ュ
（
那
覇
人
）
の
最
高
の
出
世

は
、
役
所
吏
員
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

当
間　

ぼ
く
が
、
役
所
に
は
い
っ
た
こ
ろ

は
出
勤
簿
な
ど
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
っ
た
。

欠
勤
し
て
も
「
欠
勤
」
と
は
し
な
か
っ
た
。

「
所
労
（
し
ょ
ろ
う
）
」
疲
れ
て
お
り
ま
す
、と

い
う
こ
と
で
堂
々
た
る
も
の
だ
っ
た
。　

山

里　

新
聞
記
者
も
ノ
ン
キ
な
も
の
で
、
ゲ
タ

バ
キ
、
ユ
カ
タ
姿
で
ゆ
う
ゆ
う
と
市
長
室
を

カ
ッ
ポ
し
て
い
た
。

強
か
っ
た
那
覇
気
質
／
フ
ユ
ー
で
ナ
ー

ハ
イ
バ
イ

　

大
城　

那
覇
市
民
は
ど
う
し
た
も
の
か
。

昔
か
ら
ナ
ー
ハ
イ
バ
イ
の
よ
う
で
す
ね
。

　

長
嶺　

た
し
か
に
団
結
心
は
ま
だ
ま
だ
と

い
え
る
。

　

当
間　

み
ん
な
い
っ
ぱ
し
の
サ
ム
ラ
イ
と

思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
偉
い
人
が
何
か
い

う
と
、
す
ぐ
「
ク
サ
ム
ニ
ー
シ
」
と
く
る
。

　

本
社　

戦
前
は
「
那
覇
気
質
」
が
強
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
長
嶺
さ
ん
、
那
覇
の
外
部

に
い
て
の
感
じ
は
ど
う
で
し
た
か
。

　

長
嶺　

ぼ
く
な
ん
か
、
ナ
ー
ハ
ン
チ
ュ
は

こ
わ
か
っ
た
よ
。
よ
く
ソ
ー
ミ
ナ
ー
（
メ
ジ

ロ
）
取
り
が
小
禄
に
き
て
、
屋
敷
内
を
荒
ら

し
ま
わ
っ
て
い
た
が
、
み
ん
な
「
ナ
ー
ハ
ン

チ
ュ
」
と
お
そ
れ
い
っ
た
も
の
だ
。

　

当
間　

サ
ム
ラ
イ
と
し
て
は
、
下
の
方
だ

っ
た
の
で
、
い
な
か
に
い
っ
て
あ
ば
れ
て
い

た
ん
だ
な
。

　

山
里　

那
覇
市
内
で
も
「
ト
マ
イ
ン
チ
ュ
」

「
ク
ニ
ン
ラ
ー
」な
ど
と
派
閥
が
あ
っ
た
く
ら

い
だ
か
ら
な
。
中
で
も
泉
崎
だ
け
は
、
本
島

に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
「
は
し
う
ち
」
だ

と
い
っ
て
大
い
ば
り
し
て
い
た
な
。
ほ
か
は

浮
き
島
の
た
め
、
外
地
人
だ
な
ん
て
い
っ
て

ね
。

　

当
間　

し
か
し
ま
あ
、
よ
く
も
あ
ん
な
ち

っ
ぽ
け
な
市
で
わ
い
わ
い
し
た
も
ん
だ
。

一
〇
・
一
〇
空
襲
で
焼
け
野
が
原
に
な
っ
た

那
覇
市
を
見
た
ら
、
ほ
ん
の
一
つ
か
み
し
か

な
い
の
で
び
っ
く
り
し
た
。

二
代
目
ま
で
光
る
参
事
官

　

本
社　

戦
前
の
偉
人
、
奇
人
伝
を
ひ
と
つ

…
…
。

　

大
城　

当
時
の
三
大
偉
人
と
し
て
は
漢
那

少
将
、
岸
本
参
事
官
、
伊
波
文
学
士
の
三
人
が

よ
く
い
わ
れ
ま
し
た
ね
。
岸
本
参
事
官
の
子

ど
も
に
は
「
参
事
官
の
太
郎
」
と
呼
び
、
二

代
目
ま
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
。

　

当
間　

参
事
官
と
い
っ
た
っ
て
、
内
容
は

い
ま
の
琉
球
政
府
の
参
事
官
み
た
い
な
も
の

さ
。

　

長
嶺　

要
す
る
に
、
部
長
候
補
生
と
い
っ

た
も
の
だ
な
。
た
し
か
に
頭
脳
は
あ
っ
た
ん

で
し
ょ
う
な
。

　

当
間　

山
田
真
山
さ
ん
も
都
計
の
仕
事
か

な
ん
か
で
役
所
に
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

「
五
百
円
の
月
給
で
は
オ
レ
の
三
日
間
の
生

活
費
し
か
な
い
」
と
タ
ン
カ
を
切
っ
た
り
し

て
、
上
司
を
お
ど
ろ
か
せ
た
も
の
だ
。
と
に

か
く
名
物
男
だ
っ
た
。

　

山
里　

山
田
さ
ん
の
金
の
使
い
っ
ぷ
り
は
、

た
し
か
に
見
事
だ
っ
た
。



三
八
七

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
九
月

那
覇
市
発
展
の
カ
ナ
メ
／
新
庁

舎
落
成
／
盛
大
に
記
念
式
典 
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近
代
的
な
偉
容
を
誇
る
那
覇
市
の
マ
ン
モ

ス
庁
舎
が
完
成
、
十
八
日
午
後
一
時
か
ら
の

竣
工
報
告
祭
に
ひ
き
つ
づ
き
、
午
後
三
時
か

ら
記
念
式
典
、
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
二
階
広

間
で
催
さ
れ
た
。

竣
工
報
告
祭
は
、
一
階
市
民
ホ
ー
ル
前
の
玄

関
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
に
向
か
っ
て
西
銘
市

長
は
じ
め
一
同
敬
礼
、
玉
城
栄
盛
建
築
課
長

の
開
式
の
こ
と
ば
で
は
じ
ま
っ
た
。
上
原
波

上
宮
宮
司
に
よ
っ
て
〝
お
は
ら
い
〟
が
行
な

わ
れ
た
あ
と
降
神
の
儀
に
う
つ
り
、
つ
づ
い

て
祝
詞
（
の
り
と
）を
奏
上
し
た
。
そ
の
あ
と

西
銘
市
長
ら
各
関
係
者
が
玉
串
を
奉
奠
、
昇

神
の
儀
で
報
告
祭
を
終
わ
っ
た
。
そ
れ
が
す

む
と
、
さ
っ
そ
く
西
銘
市
長
の
手
で
市
民
ホ

ー
ル
の
入
り
口
に
張
ら
れ
た
七
色
の
テ
ー
プ

が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
庁
舎
の
と
び
ら
が
開
か
れ

た
。
同
時
に
千
個
の
風
船
が
青
空
高
く
舞
い

上
が
り
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た

朝
倉
文
夫
氏
の
寄
贈
し
た
〝
生
誕
の
像
〟
の

立
っ
て
い
る
池
の
噴
水
が
い
っ
せ
い
に
放
水

を
は
じ
め
残
暑
き
び
し
い
式
場
に
涼
し
さ
を

呼
ん
だ
。
竣
工
報
告
祭
、
開
扉
式
が
す
ん
だ

あ
と
、
招
待
客
は
西
銘
市
長
の
案
内
で
約
一

時
間
に
わ
た
っ
て
一
、
三
、
四
階
に
展
示
さ

れ
た
市
勢
展
、
美
術
書
道
展
、
華
道
展
、
産

業
展
な
ど
を
見
て
回
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
会
場
を
二
階
広
間
に
移
し
午
後

三
時
か
ら
落
成
記
念
式
典
が
催
さ
れ
た
。
古

堅
宗
徳
第
一
助
役
が
開
式
の
こ
と
ば
を
述
べ

た
あ
と
、
出
席
者
全
員
で
市
歌
を
斉
唱
、
つ

づ
い
て
西
銘
市
長
が
「
こ
の
新
庁
舎
の
落
成

は
、
戦
後
の
那
覇
市
政
に
一
つ
の
大
き
な
け

じ
め
を
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
今
後

の
那
覇
市
の
発
展
の
か
な
め
に
な
る
も
の
と

確
信
す
る
。
ま
た
沖
縄
の
首
都
た
る
那
覇
市

の
〝
市
政
の
殿
堂
〟
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
は
、

市
民
の
大
き
な
誇
り
と
し
て
、
市
の
歴
史
を

飾
る
も
の
で
あ
る
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。
つ

づ
い
て
表
彰
式
に
う
つ
り
、
首
里
市
時
代
か

ら
市
会
議
員
と
し
て
十
七
年
間
（
連
続
七
期

当
選
）
市
に
尽
く
し
て
き
た
那
覇
市
首
里
鳥

堀
町
三
の
四
〇
、
久
高
友
敏
氏
と
戦
前
戦
後

を
通
じ
て
那
覇
市
消
防
の
基
礎
づ
く
り
に
活

躍
し
た
那
覇
市
字
与
儀
五
四
五
、
新
垣
松
助

氏
の
両
氏
を
市
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
、
十

五
年
以
上
市
職
員
と
し
て
働
い
て
き
た
職
員

三
十
四
人
を
永
年
勤
続
者
と
し
て
表
彰
し
た
。

ま
た
、
設
計
を
担
当
し
た
宮
平
粂
男
氏
、
建
築

の
新
垣
善
太
郎
氏
（
善
太
郎
組
）
、
電
気
工
事

の
金
城
常
弘
氏
（
金
城
電
気
）
、
水
道
工
事
の

山
里
守
吉
氏
（
永
山
組
）
の
各
氏
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
感
謝
状
を
贈
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
ワ

ト
ソ
ン
高
等
弁
務
官
、
山
本
南
連
所
長
）
安

井
総
務
長
官
代
理
（
、
松
岡
主
席
、
長
嶺
立

法
院
議
長
、
仲
村
市
町
村
会
長
ら
の
祝
辞
が

あ
り
、
九
州
市
長
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

朗
読
し
て
落
成
記
念
式
典
を
お
わ
り
、
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
に
う
つ
っ
た
。

よ
く
売
れ
る
記
念
切
手

　

那
覇
市
新
庁
舎
落
成
記
念
切
手
（
三
㌣
）が

十
八
日
全
琉
各
郵
便
局
で
い
っ
せ
い
に
発
売

さ
れ
た
が
、
記
念
切
手
の
人
気
が
よ
く
、
各

郵
便
局
と
も
午
前
中
に
ほ
と
ん
ど
売
り
切
れ

た
。

那
覇
中
央
郵
便
局
で
は
二
万
枚
の
割
り
当
て

が
き
た
が
買
い
手
が
殺
到
し
た
た
め
、
さ
ら

に
一
万
五
千
枚
の
追
加
割
り
当
て
を
し
て
も

ら
っ
た
が
午
前
十
時
す
ぎ
に
は
全
部
売
り
切

れ
た
。

那
覇
市
の
今
後
の
町
づ
く
り
／

高
良
、
中
山
氏
に
聞
く 
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那
覇
市
は
、
戦
前
の
人
口
五
万
人
か
ら
一

躍
二
十
六
万
人
に
ふ
く
れ
上
が
っ
た
。
都

市
計
画
も
五
六
年
に
は
、
り
っ
ぱ
な
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本
計
画
）
に
よ
る
都
計

事
業
も
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
変
動
の
激
し

い
社
会
情
勢
に
押
さ
れ
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い

る
。
那
覇
市
で
は
、
新
た
に
再
出
発
し
よ

う
と
町
づ
く
り
の
構
想
を
練
り
直
し
て

い
る
が
、
こ
ん
ご
の
計
画
が
、
ど
の
よ
う

に
推
進
さ
れ
る
か
、
市
民
の
期
待
と
関
心

を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で
今
後
の
町
づ
く

り
に
つ
い
て
高
良
一
・
那
覇
市
議
長
と
中

山
満
・
琉
大
地
理
学
科
講
師
に
い
ろ
い
ろ

と
構
想
な
ど
を
き
い
て
み
た
。

高
良
那
覇
市
議
長
／
〝
広
域
都
計
を
実

現
〟
／
中
南
部
を
那
覇
に
合
併

都
市
建
設
へ
の
出
発
点
に
立
つ

　

那
覇
市
は
こ
れ
か
ら―

と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

新
庁
舎
や
国
際
通
り
を
み
て
「
大
都
市
に
な

っ
た
」と
早
合
点
し
て
は
い
け
な
い
。
市
庁
舎

が
完
成
し
て
、
や
っ
と
都
市
建
設
へ
の
出
発

点
に
立
っ
た
ば
か
り
だ
。
国
際
的
に
も
、
き

び
し
い
現
実
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
、
東
京
都

以
上
に
那
覇
に
は
難
問
題
が
あ
る
の
で
き
び

し
く
望
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

ぼ
く
は
、
全
琉
を
自
分
の
屋
敷
だ
と
思
っ

て
、
都
市
計
画
の
構
想
を
練
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
だ
け
に
、
い
ま
の
那
覇
市
は
小
さ
く
て
し

よ
う
が
な
い
。
こ
れ
で
は
、
ど
ん
な
り
っ
ぱ

な
計
画
を
立
て
て
も
う
ま
く
い
か
ぬ
。
広
域

都
市
計
画
は
、
早
急
に
実
現
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
ず
、
そ
れ
が
都
計
の
第
一
歩
だ
。
ぼ

く
の
構
想
で
は
、
南
部
町
村
と
中
部
は
宜
野

湾
市
ま
で
引
っ
く
る
め
る
こ
と
に
し
て
い

る
。与

那
原
町
を
運
河
で
結
ぶ

　

つ
ま
り
豊
見
城
、
南
風
原
、
大
里
、
与
那

原
、
西
原
、
浦
添
、
中
城
、
北
中
城
、
宜
野
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湾
を
全
部
那
覇
市
に
合
併
す
る
ん
だ
。
合
併

と
い
う
と
、
農
村
あ
た
り
で
は
都
市
に
侵
略

さ
れ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
人
が
い
る
が
、

あ
あ
い
う
の
は
、
ス
ル
ル
グ
ワ
ー
民
族
と
い

う
ん
だ
。
な
に
も
、
こ
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な
島

で
「
侵
略
さ
れ
る
」
と
か
「
侵
略
す
る
」
と

か
い
っ
て
、
ワ
イ
ワ
イ
す
る
こ
と
も
あ
る
ま

い
。
も
っ
と
気
宇
を
広
く
持
た
な
く
ち
ゃ
な

ら
ぬ
。

　

広
域
都
市
が
実
現
し
た
ら
こ
ん
ど
は
い
よ

い
よ
建
設
だ
。
ま
ず
、
安
謝
地
先
に
、
港
湾

計
画
に
も
と
づ
い
て
、
数
万
㌧
級
の
船
舶
が

出
は
い
り
で
き
る
港
を
作
る
。
こ
の
計
画
は
、

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
簡
単
に
で
き
る
よ
。

つ
ぎ
は
運
河
の
開
通
だ
。
国
場
川
を
切
り
開

い
て
、
那
覇
港
か
ら
与
那
原
ま
で
運
河
に
す

る
ん
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
大
き
な
貨
物
船
も
、

横
付
け
し
た
り
通
過
し
た
り
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
、
た
だ
運
河
を
作
っ
た
だ
け
で
は
ダ
メ

だ
。
そ
の
周
辺
を
、
一
大
工
業
地
帯
に
す
る

の
だ
。
国
場
川
周
辺
こ
そ
工
業
用
地
と
し
て

最
適
だ
ろ
う
。
工
場
に
は
、
ど
う
し
て
も
水

が
い
る
。
陸
海
の
交
通
も
便
利
で
な
け
れ
ば

い
か
ん
。
こ
の
一
帯
は
、
そ
の
条
件
を
完
備

し
て
い
る
。
十
年
も
待
た
な
い
う
ち
に
、
大

工
場
の
エ
ン
ト
ツ
が
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
立
つ
だ

ろ
う
。　

コ
セ
コ
セ
し
た
環
境
を
な
お
せ

　

コ
セ
コ
セ
し
た
い
ま
の
環
境
は
犯
罪
を
〝

繁
殖
〟
さ
せ
る
の
に
、
好
都
合
に
で
き
て
い

る
。
ヤ
レ
防
犯
運
動
な
ど
と
い
う
け
れ
ど
も
、

環
境
を
よ
く
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
取
り
締
ま

り
を
き
び
し
く
す
る
だ
け
で
は
、
社
会
は
に

ご
る
一
方
だ
。
明
る
い
住
み
よ
い
町
に
す
る

た
め
に
二
、
三
年
う
ち
に
、
沖
縄
刑
務
所
を

移
転
す
る
。
あ
ん
な
も
の
が
、
都
心
部
に
あ

る
と
住
民
は
不
安
だ
し
、
中
の
「
お
客
さ
ん
」

た
ち
だ
っ
て
、
い
い
感
じ
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
ど
こ
の
町
村
も
、
刑
務
所
の
受
け

入
れ
に
反
対
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
慶
良
間
列

島
の
前
島
に
移
す
つ
も
り
だ
。
そ
こ
は
戦
前

ま
で
、
人
が
住
ん
で
い
た
が
、
い
ま
で
は
無

人
島
だ
。
服
役
者
た
ち
も
、
海
の
空
気
を
す

い
な
が
ら
、
の
び
の
び
と
更
生
に
励
め
る
。

ど
う
せ
、
無
人
島
だ
か
ら
サ
ク
な
ど
も
い
ら

な
い
。
自
由
に
畑
を
た
が
や
し
た
り
、
魚

を
取
っ
た
り
し
て
、
自
給
自
足
を
さ
せ
る
の

だ
。

　

そ
う
い
う
ゆ
っ
た
り
し
た
ム
シ
ョ
生
活
を

送
ら
せ
ば
二
犯
、
三
犯
と
い
う
ヤ
カ
ラ
は
い

な
く
な
る
。
逃
走
し
て
沖
縄
本
島
ま
で
泳
ぎ

着
く
も
の
が
い
れ
ば
、
こ
れ
は
勇
敢
だ
か
ら
、

特
赦
に
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
ざ
し
て
も

ら
う
の
が
い
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
刑
務
所
設
置
の
つ
い
で
に
、
慶
良

間
列
島
を
那
覇
市
が
接
収
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
。
そ
こ
を
那
覇
市
の
中
庭
と
し
て
海
上

公
園
に
す
る
。
こ
と
し
は
ち
ょ
っ
と
忙
し
い

の
で
ダ
メ
だ
が
、
来
年
三
月
ご
ろ
、
那
覇
市

議
会
で
も
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
前
島

調
査
に
行
く
予
定
だ
。
現
在
の
刑
務
所
跡

は
、
日
本
政
府
か
ら
払
い
下
げ
て
も
ら
っ

て
、
那
覇
市
の
福
祉
、
娯
楽
セ
ン
タ
ー
に
す

る
つ
も
り
で
い
る
。

　

交
通
マ
ヒ
は
、
年
々
深
刻
化
し
て
き
て
い

る
が
、
大
地
域
構
想
の
も
と
に
、
モ
ノ
レ
ー

ル
を
設
置
す
る
。
ま
ず
明
治
橋
あ
た
り
か
ら

宜
野
湾
ま
で
敷
設
す
る
が
、
う
ん
と
便
利
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
計
画
も
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
の
で
、
遠
か
ら
ず
実
現
で
き
る
。

琉
大
を
移
転
し
首
里
城
を
復
元                     

　

そ
れ
か
ら
琉
大
も
移
転
せ
ね
ば
、
あ
れ
で

は
い
か
ん
ね
。
あ
ん
な
狭
い
敷
地
で
は
「
学
問

の
府
」
な
ど
と
は
、
お
義
理
に
も
い
え
た
も

の
で
は
な
い
よ
。
本
島
中
部
の
広
い
地
域
に

持
っ
て
い
く
べ
き
だ
。
ど
う
せ
、
中
部
も
那

覇
市
に
な
る
ん
だ
し
、
ぼ
く
と
し
て
は
、
琉

大
敷
き
地
に
数
百
万
平
方
㍍
ぐ
ら
い
を
提
供

す
る
ハ
ラ
だ
。

　

そ
こ
に
医
学
部
な
ど
を
含
め
た
学
問
の
府

を
作
る
の
だ
。
そ
し
て
、
い
ま
の
琉
大
跡
に
は

首
里
城
を
復
元
す
る
。
こ
れ
に
は
膨
大
な
金

が
か
か
る
だ
ろ
う
が
、
平
和
観
音
像
を
作
る

く
ら
い
だ
か
ら
、
で
き
ん
こ
と
は
な
い
。
守

礼
門
と
か
な
ん
と
か
、
い
ろ
い
ろ
復
元
し
て

い
る
が
、
肝
心
の
「
民
族
の
魂
」
で
あ
る
首

里
城
を
復
元
し
な
い
と
は
、
お
か
し
い
。
九

十
万
の
沖
縄
人
が
、
一
人
一
㌦
出
し
合
っ
て

も
、
九
十
万
㌦
だ
。
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
必

ず
で
き
る
。
だ
い
た
い
沖
縄
人
は
援
助
、
援

助
と
人
に
頼
り
す
ぎ
る
。
ふ
た
こ
と
め
に
は
、

「
金
が
な
い
か
ら
や
め
よ
う
…
」
だ
。

　

こ
れ
じ
ゃ
、
何
も
で
き
な
い
の
が
当
た
り

前
だ
よ
。
考
え
て
見
給
え
、
月
二
回
ぐ
ら

い
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
な
け
れ
ば
一
㌦
ぐ
ら

い
ね
ん
出
で
き
る
。
生
活
が
豊
か
で
な
い
こ

と
は
わ
か
る
が
、
し
か
し
心
が
け
の
問
題
じ

ゃ
な
い
か
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
シ
ン
ボ
ル
ぐ
ら

い
自
分
ら
の
力
で
復
元
し
て
み
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
。
何
年
か
か
ろ
う
と
、
や
る
ま
で
だ
。

町
村
合
併
で
自
治
権
拡
大

　

明
け
て
も
暮
れ
て
も
「
主
席
公
選
」「
自
治

権
拡
大
」
と
、
大
さ
わ
ぎ
を
し
て
い
る
。
な

る
ほ
ど
必
要
な
こ
と
だ
。
全
住
民
の
悲
願
は

わ
か
る
し
、
復
帰
協
の
運
動
に
も
大
賛
成

だ
。
し
か
し
、
十
カ
年
も
二
十
カ
年
も
同
じ
窓

口
だ
け
た
た
く
の
は
、
ど
う
か
と
思
う
。
ぼ

く
は
、
自
治
権
拡
大
の
新
方
式
を
考
案
中
な

ん
だ
。
「
高
良
方
式
」と
い
う
や
つ
を
ね
。
つ

ま
り
市
町
村
合
併
を
推
し
進
め
て
い
っ
て
自

治
権
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
考
え
だ
。

　

宜
野
湾
、
南
部
、
慶
良
間
を
含
め
た
ぼ
く

の
合
併
構
想
が
実
現
す
る
と
、
全
琉
の
五
〇

％
以
上
の
人
口
に
な
る
よ
。
そ
こ
で
選
ば
れ

る
市
長
は
、
沖
縄
の
過
半
数
を
代
表
し
た
こ

と
に
な
る
。
必
然
的
に
自
治
権
は
拡
大
さ
れ
、
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対
外
的
に
も
発
言
力
が
大
き
く
な
る
。
ア
メ

リ
カ
さ
ん
も
、
こ
の
市
長
を
無
視
で
き
な
く

な
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
任
命
主
席
な
ん
か
問

題
じ
ゃ
な
い
。

那
覇
市
を
中
心
に
、
全
住
民
が
結
束
し
て
、
自

治
権
の
ワ
ク
を
押
し
広
げ
て
い
け
ば
い
い
わ

け
だ
。
新
庁
舎
が
琉
球
政
府
よ
り
も
大
き
い

の
は
、
そ
う
い
う
将
来
の
こ
と
ま
で
、
計
算

に
い
れ
て
の
こ
と
だ
。
そ
の
こ
ろ
か
ら

は
、
那
覇
市
が
琉
球
政
府
に
援
助
を
出
し

て
、
地
域
住
民
の
福
祉
に
役
立
て
て
も
ら
う

つ
も
り
だ
。
も
っ
と
も
、
し
ば
ら
く
こ
の
こ

と
は
秘
密
だ
が
…
。
援
助
を
削
ら
れ
て
は
困

る
ン
で
ね
。

国
際
都
市
目
ざ
す
那
覇
市

　

と
に
か
く
、こ
ん
ご
の
那
覇
市
は
東
京
、
ホ

ノ
ル
ル
な
ど
と
並
ん
で
、
国
際
都
市
に
仲
間

入
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
土
の
三
流

県
の
都
市
と
比
較
し
て
は
な
ら
な
い
。
市
民

は
い
ま
か
ら
心
の
準
備
を
し
て
お
い
て
も
ら

い
た
い
。

中
山
琉
大
講
師
／
長
期
展
望
を
持
て
／

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
忘
れ
ず

都
計
は
ま
だ
草
分
け
時
代

　

沖
縄
の
都
市
計
画
は
、
ま
だ
草
分
け
時
代

に
あ
る
よ
う
に
思
う
。
五
六
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
那
覇
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

計
画
年
度
の
な
か
ば
を
過
ぎ
な
が
ら
、
ま
だ

十
数
％
の
進
行
率
だ
。
計
画
自
体
、
つ
い
に

動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
て
、
再
検
討
を
は
じ

め
た
と
い
う
か
ら
残
念
だ
。
い
ま
に
な
っ

て
、
と
や
か
く
い
っ
て
も
し
か
た
が
な
い

が
、
し
か
し
名
古
屋
市
な
ど
の
例
に
見
る
よ

う
に
、
焼
け
野
が
原
か
ら
出
発
し
た
戦
後
二

十
年
が
、
も
っ
と
も
都
市
計
画
の
し
や
す
い

時
期
だ
っ
た
。
都
計
の
権
威
・
石
川
博
士
の

作
成
し
た
り
っ
ぱ
な
プ
ラ
ン
も
つ
い
に
ム
ダ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
に
か
く
那
覇
市
の
都
計
は
、
再
出
発
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
ん
ど
こ
そ
、
百
年
の

計
を
あ
や
ま
ら
な
い
よ
う
、
真
剣
な
態
度
で

臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。

都
計
以
前
を
再
検
討
せ
よ

　

わ
た
し
は
、
こ
の
再
出
発
の
時
期
に
当
た

っ
て
、
都
市
計
画
の
抜
本
的
検
討
を
提
案
し

た
い
。
単
に
机
上
の
プ
ラ
ン
だ
け
が
、
都
市

計
画
で
は
な
い
。
都
市
計
画
の
根
底
を
な
す

も
の
こ
そ
、
む
し
ろ
重
要
で
あ
る
。
都
計
は

「
設
計
図
が
で
き
た
。
さ
あ
、
作
業
を
始
め
よ

う
」
と
い
う
よ
う
な
、
な
ま
や
さ
し
い
も
の

で
は
な
い
。
い
ろ
ん
な
要
素
を
内
包
し
た
有

機
的
な
も
の
だ
。
那
覇
市
は
、
い
ま
都
市
計

画
以
前
の
こ
と―

に
つ
い
て
再
検
討
し
、
改

善
す
る
時
期
だ
と
思
う
。

為
政
者
と
住
民
が
一
体
で

　

名
古
屋
市
が
都
市
計
画
に
成
功
し
た
理
由

と
し
て
➊
戦
災
で
焼
け
野
が
原
に
な
っ
た
➋

為
政
者
に
人
を
得
た
➌
い
い
市
民
を
持
っ
た

―

と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
。
い

か
に
す
ば
ら
し
い
計
画
を
立
て
て
も
、
為
政

者
、
市
民
が
そ
れ
に
つ
り
合
わ
な
け
れ

ば
、
ネ
コ
に
小
判
と
い
う
こ
と
を
い
い
あ
ら

わ
し
て
い
よ
う
。
那
覇
市
の
場
合
、
ど
う

も
、
場
当
た
り
的
な
町
づ
く
り
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
う
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
風
致

地
区
に
な
っ
て
い
る
場
所
に
工
場
を
許
可
し

た
り
、
水
上
道
路
に
し
て
、
都
市
機
能
を
拡

大
す
る
は
ず
だ
っ
た
川
に
店
舗
を
作
ら
し
て

み
た
り
な
ど
、
そ
の
い
い
例
で
あ
る
。
そ
う

い
う
目
先
の
圧
力
、
利
害
の
た
め
に
、
都
計

が
ゆ
が
め
ら
れ
る
の
が
一
番
こ
わ
い
。
も
う

一
つ
、
那
覇
市
の
都
計
の
ガ
ン
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
長
期
的
な
事
業
に
は
ソ
ッ
ポ
を
む

い
て
き
た
こ
と
だ
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
は
、
コ

ー
ヒ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
ぐ
ら
い
で
い
い
。
都
計

ま
で
イ
ン
ス
タ
ン
ト
に
走
ら
れ
て
は
か
な
わ

な
い
。

　

歴
代
の
当
局
者
た
ち
は
、
自
分
の
任
期
中

に
、
成
果
が
現
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り

に
と
び
つ
い
た
感
じ
だ
。
十
年
、
二
十
年
後

に
成
果
の
あ
が
る
よ
う
な
、
長
期
的
な
こ
と

に
た
い
し
て
は
知
ら
ん
ふ
り
だ
。
あ
け
て
も

く
れ
て
も
、
道
路
ば
か
り
を
ほ
じ
く
っ
て
い

る
感
じ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
に
、
各
地
の
公

園
予
定
地
は
、
食
い
つ
ぶ
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。　

市
民
意
識
の
啓
発
も
重
要

　

ま
た
、
市
民
意
識
の
啓
発
も
重
要
な
都
計

上
の
仕
事
と
い
え
る
。
事
業
計
画
は
た
て
て

も
、
い
ざ
執
行
の
段
階
に
な
る
と
、
住
民
の

反
対
を
受
け
る
事
例
は
、
か
な
り
多
い
。
こ

れ
な
ど
も
、
啓
発
運
動
を
お
こ
た
っ
た
市
の

責
任
と
い
え
る
。
町
づ
く
り
は
、
市
民
全
体

で
す
る
と
い
う
意
識
が
当
局
に
あ
れ
ば
、
日

ご
ろ
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
な
け
れ
ば
ウ
ソ

だ
。
都
計
課
に
Ｐ
Ｒ
係
を
お
い
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
っ
た
り
、
講
演
会
を
開
く
な
ど

の
熱
意
が
ほ
し
い
。
こ
う
い
う
都
計
に
た
い

す
る
市
民
、
当
局
者
の
意
識
づ
く
り
が
先
決

だ
。

　

都
市
計
画
と
は
、
土
地
利
用
だ
。
空
間
を

い
か
に
む
だ
な
く
、
利
用
す
る
か
に
つ
き

る
。
土
地
は
➊
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
ず
➋

不
動
、
不
滅
で
あ
り
➌
い
か
に
で
も
分
け
て

使
え
る―

と
い
う
貴
重
な
も
の
だ
。
埋
め
立

て
地
だ
っ
て
、
海
底
を
盛
り
上
げ
た
だ
け
で
、

生
産
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
貴
重
な
土
地

を
乱
暴
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
は
困
る
。
ロ
ン

ド
ン
市
で
は
、
土
地
利
用
の
た
め
に
ラ
ン
ド

ユ
ー
ス
と
い
う
大
が
か
り
な
調
査
を
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
大
学
の
ス
タ
ン
ブ
教
授
を
中
心
に
、

千
五
百
人
に
の
ぼ
る
学
生
を
動
員
し
て
、
綿

密
な
調
査
を
し
た
。
そ
の
後
に
計
画
を
立
て

て
事
業
に
着
手
し
た
。
那
覇
市
で
も
こ
う
い

う
態
度
を
学
ぶ
べ
き
と
思
う
。
こ
ん
ど
、
市

の
都
計
課
で
完
成
し
た
都
計
修
正
案
は
、
ど



三
九
〇

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
九
月

れ
ほ
ど
の
実
地
調
査
に
基
づ
い
て
、
作
り
上

げ
た
か
知
ら
な
い
が
、
机
上
の
プ
ラ
ン
で
は
、

ど
こ
か
で
狂
い
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
再
検
討

に
当
た
っ
て
、
広
く
各
界
の
意
見
を
反
映
し

よ
う
と
、
都
計
委
員
会
を
作
っ
た
こ
と
は
結

構
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
都
計
を

監
視
す
る
委
員
会
も
作
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

有
機
的
結
び
つ
け
が
大
切

　

那
覇
市
は
地
形
上
、
都
市
建
設
に
恵
ま
れ

て
い
る
。
首
里
、
識
名
台
地
な
ど
が
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
し
、
料

理
の
し
か
た
に
よ
っ
て
は
、
す
ば
ら
し
い
町

に
な
る
と
思
う
。
今
度
こ
そ
百
年
の
計
を
あ

や
ま
ら
な
い
よ
う
、
都
市
計
画
を
進
め
た
い

も
の
で
あ
る
。

　

市
町
村
合
併
に
よ
る
広
域
都
市
化
は
、
ど

う
し
て
も
必
要
だ
。
や
た
ら
に
住
宅
地
を
広

げ
る
の
で
は
な
く
て
、
有
機
的
な
結
び
つ
け

を
す
る
こ
と
が
大
切
。
チ
リ
処
理
場
が
、
市

内
の
し
か
も
港
の
入
り
口
に
あ
る
な
ど
と
い

う
の
は
、
都
計
上
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。

地
域
性
を
い
か
し
た
土
地
利
用
を
し
な
い
限

り
、
さ
ば
く
の
よ
う
な
都
市
に
な
っ
て
し
ま

う
。
わ
た
し
は
「
市
昇
格
」
と
い
う
こ
と
ば

が
、
き
ら
い
だ
。
あ
た
か
も
市
に
な
る
こ
と

で
、
住
民
が
出
世
し
た
か
の
よ
う
な
い
い
方

だ
。
合
併
を
す
れ
ば
、
と
た
ん
に
都
市
に
な

る
ん
だ
、
と
い
う
意
識
は
、
い
ま
か
ら
で
も

捨
て
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
同
じ

市
で
も
、
住
宅
地
帯
、
工
業
地
帯
、
田
畑
地
帯

と
お
の
お
の
分
担
が
あ
る
。
チ
リ
や
汚
物
の

処
理
場
を
、
移
さ
れ
る
地
域
の
住
民
が
、「
バ

カ
に
し
て
い
る
」
と
さ
わ
ぐ
例
は
本
土
な
ど

で
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
な
ど
地
域
性

を
理
解
し
て
い
な
い
証
拠
と
い
え
る
。

ど
う
な
る
天
妃
校
／
那
覇
市
役

所
庁
舎
／
市
当
局
ま
だ
手
放

せ
な
い
／
戦
後
20
年
政
治
・

文
化
の
中
核
／〝
学
校
復
帰
〟

は
当
分
お
あ
ず
け 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
５
・
９
・
20
〕

　
〝
天
妃
校
舎
ご
く
ろ
う
さ
ん
〟―

総
工
費
百

二
十
万
㌦
と
一
年
の
歳
月
を
つ
い
や
し
て
建

設
中
だ
っ
た
那
覇
市
の
五
階
建
て
〝
マ
ン
モ

ス
庁
舎
〟が
完
成
。
那
覇
市
役
所
は
二
十
三
日

一
部
の
業
務
を
残
し
て
移
転
す
る
が
、
問
題

は
移
転
後
の
天
妃
校
の
跡
始
末
。
数
年
前
か

ら
「
も
と
の
姿
に
戻
し
て
校
舎
に
使
わ
し
て

ほ
し
い
」
と
要
望
し
て
い
る
教
育
関
係
者
に

対
し
て
市
当
局
は
「
ま
だ
ま
だ
手
放
せ
な
い
」

と
互
い
に
譲
ら
ず
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
大
正

の
は
じ
め
に
で
き
て
か
ら
約
半
世
紀
間
、
平

和
な
時
代
か
ら
戦
火
を
く
ぐ
っ
て
、
那
覇
の

歴
史
と
と
も
に
生
き
て
き
た
古
い
校
舎
だ
が
、

ま
だ
ま
だ
そ
の
使
命
は
お
わ
り
そ
う
に
な
い
。

「
が
ん
ば
れ
天
妃
校
」
だ
。

　

児
童
生
徒
千
五
百
人
以
上
を
楽
に
収
容
で

き
る
と
い
わ
れ
る
こ
の
校
舎
を
め
ぐ
っ
て
、

那
覇
区
教
育
委
員
会
（
西
平
守
由
委
員
長
）

は
、
小
学
校
の
校
舎
と
し
て
使
わ
し
て
ほ
し

い
、と
兼
次
佐
一
市
長
時
代
（
六
一
年
ご
ろ
）

か
ら
市
当
局
に
要
望
し
て
い
る
。
同
建
て
物

の
あ
る
天
妃
一
帯
の
児
童
生
徒
が
数
千
㍍
離

れ
た
久
茂
地
小
学
校
や
前
島
小
学
校
、
若
狭

小
学
校
に
分
散
通
学
し
て
い
る
た
め
で
、
教

育
委
員
会
で
は
、
ふ
き
ん
の
父
兄
か
ら
、
小

学
校
設
置
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
同
委
員
会
は
、
市
当
局
が
天
妃
校
舎
か

ら
「
マ
ン
モ
ス
庁
舎
」
に
移
っ
た
あ
と
、「
天

妃
小
学
校
」
を
六
六
年
四
月
、
開
校
目
標
に

計
画
を
す
す
め
、
準
備
整
備
費
と
し
て
一
万

㌦
も
特
別
に
計
上
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
市
当
局
で
は
「
年
々
歳
々
激

増
す
る
行
政
運
営
事
務
に
対
処
す
る
た
め
に

は
、
こ
こ
当
分
、
市
が
使
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
…
」

と
区
教
委
の
要
望
を
し
り
ぞ
け
、
こ
と
し
六

月
開
か
れ
た
「
第
73
回
那
覇
市
定
例
議
会
」

で
も
議
員
の
質
問
に
対
し
「
永
久
に
使
用
す

る
考
え
は
な
い
が
、
当
分
現
状
の
ま
ま
使

う
」
と
答
弁
、
教
育
委
員
会
に
払
い
下
げ
る

意
思
の
な
い
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

　

市
当
局
は
、
二
十
三
日
の
移
転
後
も
「
衛

生
車
両
管
理
所
」
「
資
材
集
積
所
」
「
職
業
訓

練
所
」
な
ど
土
木
課
、
衛
生
課
が
使
う
計
画

と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
校
舎
が
建
設
さ
れ
た
の

は
、
那
覇
市
四
代
目
の
岸
本
賀
昌
市
長
時
代
、

大
正
三
、
四
年
の
こ
ろ
。
そ
の
建
設
に
尽
力

し
た
元
沖
縄
県
視
学
だ
っ
た
比
嘉
永
元
さ
ん

（
七
八
）
＝
名
護
町
字
宮
里
七
九
＝
の
話
だ

と
、
こ
の
建
て
物
は
学
校
建
築
と
し
て
那
覇

一
帯
を
ふ
く
め
た
南
部
一
円
で
初
め
て
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
総
工
費
は
、
当
時
の
金

で
四
十
万
円
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
さ

き
、
北
部
の
金
武
小
学
校
が
沖
縄
で
初
め
て

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
を
作
っ
た
が
、
ま
だ

一
般
は
〝
木
造
〟
が
ハ
バ
を
き
か
せ
て
お
り
、

〝
さ
き
も
の
食
い
〟
の
気
質
で
有
名
な
〝
那
覇

っ
子
〟
も
「
砂
と
石
の
粉
の
石
穴
に
大
切
な

子
ど
も
は
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
猛
烈
な
反
対

を
し
た
も
の
と
い
う
。

　

「
雨
の
日
や
台
風
の
と
き
は
大
変
で
し
た
。

い
ま
か
ら
考
え
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
物

が
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
な
ん
て―

も
の

笑
い
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
は
真
剣
で
し
た

よ
。
初
め
て
の
工
事
で
大
工
さ
ん
た
ち
も
セ

メ
ン
ト
と
砂
を
ど
う
ま
ぜ
た
か
知
り
ま
せ
ん

が
、
雨
の
た
び
ご
と
に
屋
根
や
壁
が
と
け
ま

し
て
ね
…
」
と
大
正
五
年
か
ら
同
九
年
ま
で

校
長
も
つ
と
め
た
こ
と
の
あ
る
比
嘉
さ
ん
は

笑
っ
て
い
た
。

　
〝
重
厚
〟
を
重
点
に
設
計
さ
れ
た
と
い
う
同

校
舎
は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
も
米
軍
の
ジ
ュ

ウ
タ
ン
爆
撃
に
も
め
げ
ず
残
っ
た
。
石
の
箱

に
は
い
る
の
は
い
や
だ
と
反
対
し
た
人
た
ち



三
九
一

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
九
月

も
焼
け
野
原
に
威
風
堂
々
と
そ
び
え
る
こ

の
建
て
物
を
み
て
涙
を
流
し
て
い
た
そ
う

だ
。

　

戦
後
は
一
九
四
八
年
に
発
足
早
々
の
那
覇

高
校
が
し
ば
ら
く
使
っ
て
い
た
ほ
か
は
、
も

っ
ぱ
ら
「
政
治
・
経
済
・
文
化
セ
ン
タ
ー
」

の
中
核
と
し
て
活
躍
、
戦
後
沖
縄
の
は
じ
め

て
の
政
府
「
群
島
政
府
」
を
皮
切
り
に
「
臨

時
中
央
政
府
」
「
琉
球
政
府
」
の
庁
舎
か
ら
、

五
三
年
五
月
に
は
「
那
覇
市
」
の
庁
舎
と
し

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　

沖
縄
の
「
校
舎
建
築
」
の
模
範
と
し
て
登
場

し
た
〝
天
妃
校
舎
〟
は
、
戦
後
二
十
年
た
っ

て
も
ま
だ
ま
だ
元
の
姿
に
も
ど
れ
な
い
。
沖

縄
の
姿
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に―

。

新
庁
舎
で
初
の
那
覇
市
議
会
／

主
席
公
選
を
決
議
／
会
期
は

来
月
11
日
ま
で 
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改
選
後
初
の
那
覇
市
第
七
十
六
回
定
例

議
会
は
二
十
日
開
会
、
同
日
午
前
十
時
か

ら
本
会
議
を
開
き
、
西
銘
市
長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
の
べ
た
あ
と
、
大
浜
、
喜

舎
場
の
両
氏
を
会
議
録
署
名
人
に
指
名

し
た
あ
と
会
期
を
来
月
十
一
日
ま
で
の

十
二
日
間
と
決
め
た
。
こ
の
あ
と
「
行
政

主
席
の
公
選
を
要
求
す
る
決
議
案
」
を
上

程
、
平
良
真
次
郎
氏
（
新
風
会
）
が
提
案

理
由
を
説
明
し
「
い
ま
や
主
席
公
選
は
全

住
民
の
要
望
と
し
て
動
か
せ
な
い
と
こ

ろ
ま
で
き
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
二
十
六
万

那
覇
市
民
の
代
表
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

二
度
目
の
主
席
公
選
要
求
決
議
を
行
な

い
、
指
名
制
も
任
命
制
も
は
ね
返
し
、
公

選
の
実
現
を
要
求
し
た
い
」
と
の
べ
、
金

城
吾
郎
氏
（
社
大
党
）
が
賛
成
討
論
を
行

な
っ
て
、
全
会
一
致
議
決
。

　

新
議
場
に
と
ま
ど
う

　

つ
い
で
市
当
局
提
出
十
五
の
議
案
に
つ
い

て
市
当
局
か
ら
提
案
理
由
を
行
な
っ
た
。
都

市
計
画
審
議
会
委
員
の
選
挙
に
移
り
、
渡
口

麗
秀
、
大
山
盛
幸
、
平
良
真
次
郎
、
赤
嶺
保

三
郎
、
金
城
吾
郎
の
五
氏
を
選
出
、
午
前
十

一
時
十
五
分
い
っ
た
ん
休
け
い
に
は
い
っ
た
。

　

こ
の
日
は
総
選
挙
後
初
め
て
の
定
例
議
会

と
あ
っ
て
、
し
か
も
十
二
月
の
那
覇
市
長
選

挙
も
ひ
か
え
て
い
る
だ
け
に
議
員
も
当
局
者

も
緊
張
の
な
か
に
落
ち
つ
か
ぬ
表
情
。
豪
華

な
議
場
の
傍
聴
席
に
は
開
会
前
か
ら
約
五
十

人
の
傍
聴
人
が
つ
め
か
け
主
席
公
選
決
議
の

瞬
間
に
は
ど
っ
と
は
く
手
が
わ
い
た
。

　

午
前
十
時
か
っ
き
り
に
議
会
は
は
じ
ま
っ

た
が
、
真
栄
城
嘉
園
氏
が
四
分
、
久
高
友
敏

氏
が
十
五
分
遅
刻
し
た
だ
け
で
、
全
員
出
席

で
好
調
な
ス
タ
ー
ト
。
新
議
場
は
各
議
席
に

マ
イ
ク
取
り
つ
け
る
な
ど
各
種
設
備
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
発
言
者
の
中
に
は
使
い
方
を

と
ま
ど
う
も
の
も
い
た
。
新
人
の
宮
良
永
昌

氏
は
主
席
公
選
要
求
決
議
の
あ
と
「
申
し
合

わ
せ
事
項
を
の
べ
る
」
と
い
き
お
い
よ
く
発

言
を
求
め
た
が
、
マ
イ
ク
に
入
ら
ず
高
良
議

長
が
「
マ
イ
ク
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
な
さ

い
」
と
注
意
す
る
一
幕
も
あ
っ
た
。
傍
聴
席

に
は
衛
生
士
も
い
て
「
タ
バ
コ
を
す
わ
な
い

よ
う
に
」
な
ど
と
マ
ナ
ー
を
教
え
て
い
た
。

　

那
覇
市
議
会
の
決
議
文

　

行
政
主
席
の
公
選
を
要
求
す
る
決
議
（
全

文
）　

那
覇
市
議
会
は
昨
年
後
退
を
続
け
る

自
治
権
の
拡
大
を
目
指
し
、
沖
縄
の
政
情
混

と
ん
た
る
中
で
行
政
主
席
の
公
選
を
強
く
要

請
し
た
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
意
思
と
は
逆

に
一
九
六
四
年
十
月
主
席
指
名
の
議
会
を
強

行
さ
せ
立
法
院
議
会
史
上
か
つ
て
な
い
大
混

乱
を
惹
起
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
遺
憾
な
こ

と
で
あ
る
。

　

主
席
公
選
に
た
い
す
る
県
民
の
世
論
は
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
み
せ
、
最
近
で
は
沖
縄
の
良
識
を

代
表
す
る
と
い
わ
れ
る
五
人
委
員
会
が
「
主

席
公
選
の
実
現
を
訴
え
る
声
明
」
を
発
表
し
、

県
民
の
強
い
支
持
と
歓
迎
を
受
け
、
さ
ら
に

世
論
を
高
め
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
九
五
〇
年
、
軍
事
占

領
下
の
沖
縄
で
群
島
政
府
知
事
の
公
選
を
行

な
わ
し
め
県
民
に
自
治
の
前
進
を
期
待
さ
せ

た
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
二
年
琉
球
政
府
の
設

立
に
あ
た
っ
て
行
政
主
席
を
任
命
制
に
き
り

か
え
、
一
九
五
三
年
琉
球
政
府
行
政
主
席
選

挙
法
を
民
立
法
化
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

選
挙
期
日
を
布
令
で
停
止
し
た
。
そ
の
後
立

法
院
の
指
名
制
に
な
っ
た
と
は
い
え
依
然

と
し
て
高
等
弁
務
官
の
任
命
に
変
わ
り
な

く
県
民
の
強
い
不
満
を
か
っ
て
い
る
。
琉
球

政
府
立
法
院
は
こ
の
よ
う
な
自
治
の
後
退

に
た
い
し
、
過
去
数
回
に
わ
た
っ
て
主
席
の

公
選
、
自
治
権
拡
大
の
要
請
を
続
け
て
き
た

が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
軍
事
優
先
の
政
策
を

施
行
し
県
民
の
要
求
に
耳
を
か
さ
な
い
、
こ

の
よ
う
な
施
策
は
ア
メ
リ
カ
が
い
う
民
主

主
義
に
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
連
憲
章

の
精
神
に
も
違
背
し
、
国
際
主
義
に
も
と
る

も
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
は
沖
縄
県
民
が
、
主
席
公

選
、
祖
国
復
帰
を
熱
望
し
、
さ
ら
に
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
発
進
基
地
と
し
て
、
沖
縄
基
地
を

使
用
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
姿
を
重
視
す
べ

き
で
あ
る
。
「
人
民
の
人
民
の
た
め
の
政
治
」

は
民
主
主
義
の
基
本
理
念
で
あ
り
、
民
主
主

義
の
指
導
者
を
も
っ
て
自
ら
任
ず
る
ア
メ
リ

カ
は
沖
縄
に
お
い
て
も
こ
の
基
本
理
念
を
生

か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
那
覇
市

議
会
は
「
琉
球
列
島
の
管
理
に
関
す
る
行
政

命
令
」
の
中
に
規
定
さ
れ
る
行
政
主
席
の
指

名
制
、
任
命
制
も
廃
止
し
、
す
み
や
か
に
主

席
公
選
を
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
求
す
る
。



三
九
二

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
月

一
九
六
五
年
九
月
三
十
日
、
那
覇
市
議
会

　

あ
て
先
、
米
国
大
統
領
、
国
防
長
官
、
国
務

長
官
、
上
下
両
院
議
長
、
駐
日
米
大
使
、
高

等
弁
務
官
、
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院
議

長
、
各
政
党
沖
縄
特
別
委
員
会
、
行
政
主

席
、
立
法
院
議
長
。

区
教
育
員
会
が
決
議
／
天
妃
小

の
再
出
発
め
ざ
す
／
那
覇
市

旧
庁
舎
を
明
け
渡
せ 
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那
覇
区
教
委
会
（
西
平
守
由
委
員
長
）
は

一
日
の
臨
時
委
員
会
で
旧
天
妃
小
学
校

校
舎
（
那
覇
市
役
所
旧
庁
舎
）
を
同
区
教

委
会
に
無
償
で
譲
渡
、
使
用
さ
せ
る
よ
う

市
当
局
に
強
く
要
請
す
る―

を
決
議
し

た
。
同
委
員
会
は
旧
庁
舎
が
天
妃
小
学
校

と
し
て
、
再
出
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い

ま
若
狭
、
久
茂
地
、
開
南
の
三
小
学
校
に

通
学
し
て
い
る
天
妃
校
区
の
児
童
を
収

容
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

し
ぶ
る
市
当
局

　

こ
の
問
題
に
た
い
し
那
覇
市
当
局
は
「
旧

庁
舎
を
職
業
訓
練
所
や
車
両
管
理
所
」
な
ど

に
あ
て
た
い
。
し
た
が
っ
て
当
分
の
間
、
市

役
所
が
使
い
た
い
」
と
庁
舎
の
明
け
渡
し
を

し
ぶ
っ
て
い
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
那
覇
区

教
委
会
は
旧
天
妃
校
区
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心

に
譲
渡
の
署
名
運
動
を
計
画
す
る
な
ど
強
腰

だ
け
に
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
区
の
委
員
会
と
し
て
は
来
学
年
の
四
月

一
日
か
ら
天
妃
小
学
校
を
開
校
し
た
い
意
向
。

そ
の
た
め
西
銘
市
長
と
高
良
市
会
議
長
に
旧

庁
舎
の
譲
渡
を
強
力
に
折
衝
、
市
会
議
員
全

員
に
も
「
実
現
に
協
力
す
る
よ
う
」
働
き
か

け
て
い
る
。
ま
た
天
妃
校
区
内
の
学
童
、
父

兄
た
ち
の
署
名
運
動
に
よ
る
側
面
か
ら
の
協

力
も
考
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
兼
次
市
長

時
代
か
ら
那
覇
区
教
委
が
要
請
を
続
け
て
お

り
、
こ
ん
ど
で
四
度
目
。

昨
年
六
月
二
十
九
日
付
け
西
銘
那
覇
市
長
の

回
答
に
よ
る
と
「
市
有
財
産
の
無
償
貸
与
は
、

市
議
会
の
議
決
事
項
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い

ま
施
工
中
の
新
庁
舎
が
落
成
す
れ
ば
善
処
し

た
い
」
と
な
っ
て
い
る
。

那
覇
区
教
委
会
は
「
マ
ン
モ
ス
新
庁
舎
が
で

き
た
い
ま
、
旧
庁
舎
ま
で
も
使
い
た
い
と
は

欲
が
深
す
ぎ
る
」
と
ぼ
や
い
て
い
る
。

い
ま
旧
庁
舎
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
経
済
民

生
部
衛
生
課
の
現
業
、
建
設
部
土
木
課
の
現

業
、
車
両
管
理
の
修
理
部
、
職
業
訓
練
所
の

各
部
門
。

旧
庁
舎
の
教
室
数
は
十
八
室
。
こ
こ
に
天
妃

校
区
か
ら
若
狭
小
校
へ
通
学
し
て
い
る
五
百

九
十
九
人
、
久
茂
地
小
校
六
十
八
人
、
開
南

小
校
四
十
九
人
、
計
七
百
十
六
人
の
児
童
の

ほ
か
同
区
幼
稚
園
生
も
収
容
し
よ
う
と
い
う

計
画
。

　

天
妃
校
区
は
、
い
ま
あ
き
地
が
多
く
、
こ

こ
に
住
宅
な
ど
家
屋
が
建
つ
こ
と
に
よ
っ
て

将
来
、
児
童
生
徒
の
急
増
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考

え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。
そ
の
証
拠
に
那
覇

市
内
の
他
の
小
学
校
の
在
籍
数
は
年
々
減
少

し
て
き
て
い
る
が
、
若
狭
小
校
だ
け
は
毎
年

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ

の
た
め
同
校
の
在
籍
一
千
九
百
八
十
二
人

（
四
十
二
学
級
）
に
た
い
し
教
室
数
は
三
十
八

教
室
で
、
四
教
室
の
不
足
。
学
級
数
の
三
分

の
一
に
あ
た
る
十
二
の
間
仕
切
り
教
室
だ
け

に
、
学
習
効
果
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
そ
の
う
え
校
舎
敷
き
地
も
一
万
四
百
九

十
七
平
方
㍍
と
い
う
せ
ま
さ
。
こ
れ
以
上
の

校
舎
建
築
は
不
可
能
だ
と
い
う
。

天
妃
校
区
の
父
兄
は
児
童
・
生
徒
た
ち
の
安

全
通
学
と
教
育
効
果
の
面
か
ら
天
妃
校
が
一

日
も
は
や
く
再
出
発
で
き
る
よ
う
熱
望
し
て

い
る
。
那
覇
区
教
委
会
は
四
日
午
前
、
西
銘

那
覇
市
長
を
訪
れ
天
妃
校
の
開
放
を
直
訴
す

る
予
定
。

水
道
料
金
値
下
げ
考
慮
／
西
銘

市
長
答
う
／
主
席
指
名
は
受

け
る
べ
き
／
那
覇
市
議
会 
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那
覇
市
定
例
議
会
は
二
日
午
前
十
時
五
分

か
ら
本
会
議
を
開
き
、
一
般
質
問
を
行
な
っ

た
。

　

午
前
は
喜
舎
場
盛
一
（
市
政
ク
）
又
吉
久

正
（
新
風
会
）
仲
本
安
一
（
社
大
）
の
各
氏

が
質
問
に
立
ち
「
都
市
計
画
」
「
水
道
事
業
」

「
主
席
公
選
」
「
旧
市
庁
舎
の
活
用
」
な
ど

に
つ
い
て
西
銘
市
長
の
方
針
や
施
策
を
た
だ

し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
西
銘
市
長
は
①
次
期
市
長

に
当
選
す
れ
ば
次
年
度
か
ら
水
道
料
金
の
値

下
げ
を
実
施
す
る
②
主
席
指
名
は
現
状
と
し

て
は
受
け
る
べ
き
で
あ
る
③
旧
市
庁
舎
は
教

育
委
員
会
の
要
請
を
入
れ
て
早
め
に
学
校
敷

き
地
と
し
て
返
還
し
た
い―

な
ど
と
の
べ
、

注
目
さ
れ
た
。
一
問
一
答
次
の
と
お
り
。

　

喜
舎
場
盛
一
氏
（
市
政
ク
）　

都
市
計
画
法

が
施
行
さ
れ
て
以
来
都
計
事
業
は
着
々
と
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
真
和
志
地
区
は
取
り
残

さ
れ
た
か
っ
こ
う
だ
。
真
和
志
地
区
の
都
計

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
識
名
、
繁
多
川
の

道
路
整
備
は
も
の
す
ご
く
遅
れ
て
い
る
。
浦

添
村
を
通
る
バ
イ
パ
ス
問
題
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　

花
城
建
設
部
長　

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た

事
業
は
識
名
の
霊
園
工
事
、
真
和
志
地
区
内

の
路
面
改
良
工
事
な
ど
で
あ
る
。
こ
ん
ご
寄

宮
、
壺
川
、
真
嘉
比
、
古
島
地
区
の
区
画
整

理
を
推
進
し
た
い
。
那
覇
市
の
都
計
事
業
を

全
部
完
成
す
る
に
は
一
億
三
千
万
㌦
も
か
か

る
も
の
と
み
ら
れ
て
お
り
、
真
和
志
地
区
の

進
行
率
は
わ
か
ら
な
い
。
一
号
線
の
バ
イ
パ



三
九
三

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
月

ス
問
題
は
重
要
で
あ
り
、
現
在
軍
用
地
に
な

っ
て
い
る
道
路
を
米
軍
に
た
い
し
都
市
計
画

道
路
に
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
、
目
下
、軍

や
宜
野
湾
市
な
ど
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
調

査
中
で
あ
る
。

　

喜
舎
場
氏　

水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い

て
西
銘
市
長
は
さ
き
の
定
例
議
会
で
「
料
金

を
下
げ
よ
う
と
思
え
ば
で
き
ん
こ
と
も
な
い

が
、
市
長
選
挙
前
な
の
で
具
合
が
悪
い
」
と

回
答
し
て
い
る
が
、
市
民
の
立
場
に
な
っ
て

早
急
に
実
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

西
銘
市
長　

い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
、
す
で

に
準
備
は
し
て
い
る
が
、
次
期
市
長
に
当
選

し
な
い
こ
と
に
は
な
ん
と
も
い
え
な
い
。
当

選
す
れ
ば
次
年
度
か
ら
値
下
げ
を
実
施
す
る

こ
と
を
み
な
さ
ん
の
前
で
確
約
し
た
い
。

　

喜
舎
場
氏　

旧
市
庁
舎
は
那
覇
市
教
委
か

ら
強
い
要
望
も
あ
る
し
、
早
め
に
学
校
に
返

還
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
時
期
を
聞
か

せ
て
ほ
し
い
。

　

西
銘
市
長　

教
育
委
員
会
の
要
請
を
入
れ

て
で
き
る
だ
け
早
め
に
返
還
し
た
い
。

　

又
吉
久
正
氏
（
新
風
会
）　

泊
、
那
覇
両

港
は
バ
ー
ス
難
で
マ
ヒ
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

安
謝
港
湾
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
西

銘
市
長
は
次
期
市
長
選
で
公
約
と
し
て
取
り

あ
げ
る
か
。

　

西
銘
市
長　

安
謝
港
の
新
設
は
、
那
覇
市

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
立
候

補
に
際
し
公
約
と
し
て
か
か
げ
、
実
現
し
た

い
。

　

又
吉
氏　

主
席
公
選
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

　

西
銘
市
長　

主
席
公
選
に
異
論
の
あ
る
は

ず
は
な
い
。
一
日
も
早
く
実
現
で
き
る
よ
う

期
待
し
た
い
。
い
ま
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と

は
、
行
政
命
令
の
改
正
に
琉
球
政
府
が
全
力

を
つ
く
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

又
吉
氏　

主
席
指
名
は
受
け
る
べ
き
だ
と

思
う
か
。

　

西
銘
市
長　

わ
た
し
が
指
名
さ
れ
る
わ
け

で
も
な
い
し
、
む
ず
か
し
い
問
題
だ
が
、
現

状
で
は
任
命
よ
り
は
一
歩
前
進
だ
し
主
席
指

名
を
受
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
だ

指
名
の
際
に
混
乱
も
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ

は
こ
れ
と
し
て
考
え
、
主
席
公
選
を
推
進
し

な
が
ら
現
状
で
は
一
応
指
名
は
受
け
る
べ
き

だ
と
思
う
。

　

仲
本
氏　

祖
国
復
帰
、
主
席
公
選
の
問
題

に
つ
い
て
地
方
行
政
の
立
ち
場
か
ら
ど
う
見

て
い
る
か
。

　

西
銘
市
長　

地
方
行
政
も
祖
国
復
帰
を
基

幹
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
は
同
感

で
あ
る
。
た
だ
、
市
町
村
行
政
は
直
接
市
民

福
祉
に
つ
な
が
る
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

政
治
論
は
少
な
い
。
復
帰
問
題
は
政
治
、
法

律
論
で
あ
る
が
、
わ
た
し
と
し
て
は
政
治
的

な
立
ち
場
か
ら
は
主
席
公
選
を
軽
視
し
た
こ

と
は
な
い
。
主
席
公
選
に
つ
い
て
は
あ
く
ま

で
も
住
民
自
治
と
い
う
本
来
の
立
場
か
ら
推

し
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、「
主
席
指
名
の
さ
い

混
乱
が
予
測
さ
れ
る
か
ら
公
選
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
は
言
語
道
断
だ
。
指
名

制
は
一
歩
前
進
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

主
席
公
選
を
推
進
し
な
が
ら
現
状
で
は
受
け

入
れ
る
べ
き
だ
。

議
場
で
の
服
装
を
統
一
／
那
覇

市
議
会
事
務
局
が
反
省
会 
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那
覇
市
議
会
事
務
局
で
は
新
庁
舎
で
の
初

の
本
会
議
を
終
わ
っ
た
三
十
日
午
後
、
義
永

事
務
局
長
と
各
課
長
が
反
省
会
を
開
き
、
こ

ん
ご
の
議
会
運
営
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。
同
事
務
局
で
は
三
十
日
の
本
会
議
は
わ

り
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
と
み
て
い
る
が
、

し
か
し
傍
聴
人
が
傍
聴
席
入
り
口
が
わ
か
ら

ず
に
迷
っ
た
り
、
構
造
上
の
不
備
の
点
が
あ

っ
た
と
し
て
、
さ
っ
そ
く
改
善
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
議
場
が
本
会
議
場
、
各
委
員
会

室
、
議
員
控
え
室
な
ど
と
記
者
席
と
が
完
全

に
分
離
さ
れ
、
報
道
陣
が
議
員
控
え
室
に
行

く
に
は
い
っ
た
ん
階
下
に
お
り
て
遠
ま
わ
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
報
道
の
敏

速
化
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
同

事
務
局
で
は
議
場
の
一
部
手
直
し
を
当
局
に

要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
議

員
の
服
装
の
件
に
つ
い
て
も
検
討
、
こ
の
日
、

六
議
員
が
ノ
ー
タ
イ
で
本
会
議
に
臨
み
、
傍

聴
人
か
ら
も
「
神
聖
な
議
場
だ
し
、
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
は
ど
う
か
と
思
う
」
と
の
声
も
あ
っ

て
、
議
員
団
と
も
話
し
合
っ
て
本
会
議
場
に

お
け
る
服
装
を
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
。

日
米
援
助
で
財
政
確
立
／
那
覇

市
会
／
天
妃
校
の
返
還
当
分

ム
リ

 
 
 

　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
10
・
３
〕

　

那
覇
市
議
会
は
、
二
日
午
後
一
時
再
開
、
一

般
質
問
を
続
行
し
た
。

質
問
は
▽
市
財
政
の
確
立
▽
牧
志
公
設
市
場

建
設
▽
旧
庁
舎
の
返
還
▽
風
水
害
対
策
な
ど

に
集
中
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
市
当
局
は
①

日
米
琉
政
府
の
経
済
援
助
と
と
も
に
自
己
財

源
の
確
立
に
つ
と
め
る
②
市
場
改
築
問
題
は

当
局
案
が
最
善
と
思
う
の
で
設
計
変
更
は
考

え
て
い
な
い
③
天
妃
小
校
の
四
月
開
校
に
間

に
合
わ
し
て
の
返
還
は
む
ず
か
し
い
④
政
府

援
助
に
よ
っ
て
復
旧
に
努
力
し
て
い
る
…
と

答
弁
し
た
。

　

紅
一
点
の
瀬
長
フ
ミ
議
員
は
、
婦
人
代
表

ら
し
く
保
育
所
の
増
設
、
ご
み
処
理
問
題
に

つ
い
て
当
局
を
追
及
し
て
い
た
。
傍
聴
人
も

ま
ば
ら
で
静
か
な
一
般
質
問
だ
っ
た
。　

　

お
も
な
質
疑
要
旨
つ
ぎ
の
と
お
り
。



三
九
四

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
月

　

金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
党
）　

牧
志
公
設

市
場
の
改
築
計
画
に
つ
い
て
さ
き
の
議
会
で
、

市
当
局
案
で
は
改
築
で
き
な
い
と
の
報
告
が

な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、
市
有
財
産
の
管
理
と
処
分
が
じ
ゅ
う
ぶ

ん
な
さ
れ
て
い
な
い
。
未
収
納
分
は
い
く
ら

あ
る
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

新
垣
第
二
助
役　

①
建
設
委
、
特
別
委
員

会
で
説
明
し
た
と
お
り
市
当
局
案
が
最
善
の

策
地
と
し
て
そ
の
後
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　

城
田
総
務
部
長　

②
相
手
の
事
情
で
契
約

通
り
収
納
で
き
な
か
っ
た
の
を
残
念
に
思
う
。

未
収
納
金
は
七
万
四
千
余
㌦
あ
る
。

　

大
山
盛
幸
議
員
（
新
風
会
）　

①
兵
庫
県
か

ら
贈
ら
れ
た
友
情
の
〝
や
ま
び
こ
の
鐘
〟
を

新
庁
舎
に
取
り
付
け
る
考
え
は
な
い
か
②
旧

庁
舎
の
天
妃
小
校
へ
の
返
還
。

　

西
銘
市
長　

で
き
る
だ
け
早
く
新
庁
舎
に

移
す
よ
う
検
討
中
で
あ
る
②
市
の
事
務
能
力
、

車
両
管
理
の
面
か
ら
返
還
に
や
ぶ
さ
か
で
は

な
い
。
し
か
し
四
月
ま
で
の
返
還
は
確
約
で

き
な
い
。

　

平
良
亀
助
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）　

交
通
緩

和
策
と
し
て
の
バ
イ
パ
ス
計
画
の
進
展
状
況

に
つ
い
て
。

　

花
城
建
設
部
長　

政
府
当
局
と
も
強
力
に

折
衝
を
続
け
、
早
期
実
現
に
努
力
し
て
い

る
。

　

赤
嶺
慎
英
議
員
（
新
風
会
）　

市
財
政
の
将

来
と
安
謝
港
の
築
港
計
画
と
漁
港
の
位
置
に

つ
い
て
。

　

市
長　

確
か
に
市
財
政
は
ひ
っ
迫
し
て
い

る
が
融
資
で
き
る
事
業
、
援
助
拡
大
、
自
己

財
源
の
確
保
な
ど
で
そ
の
強
化
を
は
か
っ
て

い
き
た
い
。
主
体
は
商
工
業
港
で
あ
り
、
安

謝
港
が
完
成
す
る
ま
で
は
泊
港
は
商
港
と
し

て
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
完
成
後
は

完
全
な
漁
港
と
し
て
活
用
し
た
い
。

　

平
良
真
次
郎
議
員
（
新
風
会
）　

①
さ
る
八

月
の
水
害
か
ら
し
て
市
当
局
の
牧
志
公
設
市

場
改
築
の
地
下
構
想
は
ど
う
か
と
思
う
。
計

画
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

新
垣
第
二
助
役　

設
計
を
変
更
す
る
考
え

は
も
っ
て
い
な
い
。

　

赤
嶺
保
三
郎
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）　

一
号

線
の
交
通
難
緩
和
策
に
つ
い
て
。

　

花
城
建
設
部
長　

安
謝
に
通
す
よ
り
バ
イ

パ
ス
計
画
を
推
進
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
、

努
力
を
し
て
い
る
。

　

金
城
庄
瑞
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）　

住
宅

は
郊
外
に
の
び
つ
つ
あ
る
が
、
建
築
確
認
は

計
画
的
に
や
っ
て
い
る
か
。

　

花
城
建
設
部
長　

私
道
の
認
可
を
受
け
れ

ば
山
林
、
畑
も
宅
地
と
な
り
建
築
確
認
し
て

い
る
。

　

儀
間
真
祥
議
員
（
人
民
党
）　

水
道
料
金
値

下
げ
は
可
能
か
。

　

玉
城
水
道
部
長　

次
年
度
か
ら
値
下
げ
す

る
用
意
が
あ
る
。

　

瀬
長
フ
ミ
議
員
（
人
民
党
）　

保
育
所
の
増

設
と
ご
み
処
理
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て
。

　

慶
佐
次
経
民
部
長　

日
政
援
助
で
や
っ
て

い
る
が
、
規
格
、
基
準
も
ち
ゃ
ん
と
指
示
さ

れ
て
い
る
の
で
市
独
自
で
は
で
き
な
い
。
貧

乏
財
政
の
た
め
、
十
二
分
に
は
で
き
な
い
の

を
遺
憾
に
思
う
が
、
で
き
る
範
囲
内
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
努
力
し
た
い
。

市
は
気
乗
り
薄
／
旧
庁
舎
明
け

渡
し
／
教
育
委
員
会
が
陳
情 
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那
覇
連
合
教
育
委
員
会
の
阿
波
根
教
育
長
、

喜
久
山
次
長
、
那
覇
区
教
育
委
員
会
の
西
平

教
育
委
員
長
、
伊
波
、
翁
長
、
大
城
、
宮
里
、

山
口
各
教
育
委
員
は
四
日
午
前
九
時
半
那
覇

市
役
所
を
訪
れ
、
西
銘
市
長
、
高
良
議
会
議

長
ほ
か
各
議
員
に
た
い
し
「
来
年
四
月
一
日

の
開
校
に
間
に
合
わ
せ
て
旧
庁
舎
を
校
舎
と

し
て
無
償
使
用
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
陳
情
し

た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
地
域
住
民
か
ら
の
強
い

要
望
も
あ
っ
て
兼
次
前
市
長
時
代
か
ら
明
け

渡
し
を
要
請
し
て
き
た
が
、
こ
ん
ど
市
庁
舎

が
移
転
し
た
の
で
ぜ
ひ
使
用
さ
せ
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
。

　

同
委
員
会
で
は
移
転
後
は
使
用
で
き
る
も

の
と
考
え
、
来
年
四
月
開
校
を
メ
ド
に
予
算

面
な
ど
諸
準
備
を
整
え
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
れ
に
た
い
し
高
良
議
長
は
「
み
な
さ
ん

の
要
望
に
そ
っ
て
努
力
し
た
い
が
同
敷
き
地

は
あ
く
ま
で
も
市
有
財
産
で
あ
り
返
還
、
返

還
と
騒
い
で
も
ら
っ
て
は
市
当
局
が
悪
者
あ

つ
か
い
さ
れ
る
」
と
の
べ
た
。

　

ま
た
西
銘
市
長
は
「
学
校
に
使
用
さ
せ
る

た
め
精
い
っ
ぱ
い
の
努
力
は
す
る
が
、
な
に

し
ろ
現
在
職
業
訓
練
所
、
資
材
置
き
場
、
車

両
置
き
場
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に

代
わ
る
適
当
な
場
所
が
み
つ
か
ら
な
い
限
り

ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
な
る
べ
く
早
く
開
放

し
た
い
が
、
残
念
な
が
ら
来
年
四
月
開
校
に

間
に
合
わ
せ
る
か
ど
う
か
は
い
ま
の
と
こ
ろ

い
え
な
い
」
と
答
え
た
。

で
た
ら
め
な
〝
し
尿
処
理
場
〟

／
穴
を
あ
け
川
に
流
す
／
那

覇
市
会
、
当
局
を
追
及 
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那
覇
市
議
会
の
第
七
十
六
回
九
月
定
例
議

会
は
、
さ
る
三
十
日
開
会
、
三
十
日
午
後
と

一
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
市
の
諸
施
設
の

視
察
を
行
な
い
、
二
日
は
午
前
十
時
か
ら
午

後
六
時
過
ぎ
ま
で
十
五
議
員
が
一
般
質
問
を

行
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
久
高
友
敏
議
員

（
人
民
党
）
が
「
し
尿
処
理
場
」
の
管
理
が

不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
汚
物
が
国
場
川
に
流
さ
れ

て
い
る
事
実
が
あ
る
」
と
当
局
を
鋭
く
追
及



三
九
五

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
月

し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。　

　

問
題
の
し
尿
処
理
場
は
一
日
橋
近
く
に
あ

る
も
の
で
、
貯
溜
層
の
容
量
は
二
千
四
百

石
。

　

市
経
民
部
で
は
、
科
学
的
終
末
処
理
場
が

な
い
た
め
、
市
内
に
十
四
基
の
貯
溜
槽
を
設

置
し
五
業
者
と
契
約
、
年
間
二
万
四
千
九
百

七
十
二
㌦
で
処
理
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

貯
溜
槽
は
九
日
分
（
一
日
の
排
水
量
二
百
三

十
六
㌔
㍑
）
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の
で
、
九

分
管
理
を
実
施
し
て
農
村
に
還
元
す
る
方
法

を
と
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
農
村
還
元
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
よ
う
で
、
問
題
に
な
っ

た
一
日
橋
し
尿
処
理
場
の
貯
溜
槽
は
市
役
所

と
の
契
約
で
Ｍ
社
が
管
理
し
て
お
り
、
す
ぐ

一
ぱ
い
に
な
る
の
で
南
側
く
み
取
り
口
の
八

―

九
分
目
あ
た
り
に
穴
を
あ
け
、
パ
イ
プ
で

国
場
川
に
流
し
て
い
る
が
、
流
出
先
は
石
垣

積
み
に
し
て
巧
妙
に
し
て
あ
り
、
こ
れ
ま
で

発
見
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

こ
れ
に
対
し
、
慶
佐
次
経
民
部
長
は
「
業
者

に
は
前
に
も
警
告
し
た
。
調
査
の
う
え
厳
重

に
再
警
告
し
た
い
」
と
こ
た
え
た
。

経
民
部
保
健
衛
生
課
で
は
大
あ
わ
て
、
早
速

そ
の
日
夜
か
ら
業
者
を
集
め
、
三
日
に
穴
を

ふ
さ
ぎ
パ
イ
プ
を
撤
去
さ
せ
た
と
仲
村
課
長

は
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
Ｍ
社
で
は
「
ま
こ
と

に
申
し
訳
な
い
。
三
日
に
は
緊
急
業
者
総
会

を
開
い
て
当
局
の
衛
生
係
長
立
ち
会
い
で
穴

を
埋
め
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

守
ら
れ
て
い
な
い
市
民
憲
章

　

久
高
議
員
の
話　

全
く
で
た
ら
め
だ
。
年

間
五
業
者
と
二
万
四
千
㌦
余
の
契
約
を
し
て

処
理
さ
せ
て
い
る
が
、
完
全
処
理
も
せ
ず
こ

れ
を
貯
溜
槽
に
穴
を
あ
け
て
川
に
流
す
な
ど

も
っ
て
の
ほ
か
だ
。
市
民
憲
章
の
「
ま
ち
を

美
し
く
し
よ
う
」
「
公
共
物
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
」も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
当
局
で

は
早
速
撤
去
し
た
と
説
明
し
て
い
る
が
、
必

要
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
調
査
し
追
及
し
た
い
。

庁
舎
工
事
の
ミ
ス
指
摘
／
き
ょ
う
か
ら

委
員
会
始
ま
る

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
五
日
か
ら
委
員
会

活
動
に
は
い
っ
た
。
五
日
は
午
前
十
時
す
ぎ

か
ら
総
務
、
建
設
、
経
民
の
三
委
員
会
が
開

か
れ
た
。

　

建
設
委
（
平
良
亀
助
委
員
長
）
で
は
八
月

二
十
四
日
ま
で
の
工
期
を
九
月
十
日
ま
で
に

市
長
が
専
決
処
分
で
延
長
し
た
こ
と
に
つ
い

て
審
査
し
た
。
こ
の
問
題
は
二
日
の
一
般
質

問
で
検
査
方
法
に
つ
い
て
社
大
党
の
金
城
吾

郎
議
員
か
ら
追
及
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
の

委
員
会
で
も
、
施
工
の
ま
ず
さ
、
検
査
方
法

に
つ
い
て
野
党
側
が
鋭
く
当
局
を
追
及
し
た
。

議
会
事
務
局
入
り
口
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ド
ア
に

取
り
つ
け
た
ド
ア
チ
ェ
ッ
ク
が
早
く
も
こ
わ

れ
て
お
り
、
平
良
真
次
郎
議
員
（
新
風
会
）

は
現
物
を
も
ち
だ
し
て
工
事
の
ミ
ス
を
つ
い

た
。
問
題
の
ド
ア
取
り
つ
け
の
ビ
ス
は
四
本

の
う
ち
上
の
二
本
は
完
全
だ
が
、
下
の
二
本

は
う
す
い
ベ
ニ
ヤ
板
に
ね
じ
こ
ん
で
あ
る
の

で
ほ
と
ん
ど
役
に
立
っ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
設
計
ミ
ス
か
取
り
つ
け
の
ミ
ス
か
と
当

局
を
追
及
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
花
城
建
設

部
長
は
「
早
急
に
対
策
す
る
」
と
答
え
た
。

　

ま
た
、
金
城
（
吾
）
議
員
は
「
塗
装
せ
ず

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
さ
を
だ
す
設
計
に
な

っ
て
い
る
が
実
際
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち

が
悪
く
ほ
と
ん
ど
う
わ
ぬ
り
し
て
い
る
。
二

カ
月
を
待
た
ず
に
ヒ
ビ
が
は
い
る
だ
ろ
う
」

と
検
査
方
法
を
追
及
し
た
の
に
た
い
し
当
局

は
「
正
式
引
き
渡
し
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の

で
五
日
か
ら
確
認
検
査
を
行
な
い
悪
い
と
こ

ろ
は
手
直
し
さ
せ
た
い
」
と
答
え
た
。

　

総
務
委
員
会
（
赤
嶺
慎
英
委
員
長
）
は
市

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
当
局

と
質
疑
を
行
な
っ
た
が
、
結
論
を
六
日
に
も

ち
こ
し
た
。
ま
た
教
育
委
員
会
か
ら
陳
情
の

あ
っ
た
旧
天
妃
校
舎
の
無
償
使
用
に
つ
い
て

当
局
と
質
疑
を
行
な
っ
た
が
問
題
が
、
大
き

い
だ
け
に
結
論
は
得
な
か
っ
た
。

公
園
建
設
の
遅
れ
、
追
及
／
那

覇
市
議
会 
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那
覇
市
議
会
の
経
民
委
員
会
は
六
日
午
後

二
時
か
ら
開
か
れ
、
六
六
年
度
追
加
更
正
予

算
を
審
議
、
各
委
員
は
公
園
建
設
の
遅
延
を

追
及
し
た
。

　

市
当
局
は
、
追
加
予
算
で
希
望
が
丘
公
園

敷
地
内
に
あ
る
墓
の
移
転
補
償
費
に
千
四
十

四
㌦
を
計
上
し
て
い
る
が
、
肝
心
の
公
園
建

設
計
画
に
つ
い
て
は
ま
だ
予
算
の
メ
ド
が
つ

か
な
い
。
大
山
盛
幸
氏
は
「
現
在
も
っ
と
も

市
民
か
ら
の
要
望
が
強
い
の
は
公
園
建
設
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
計
画
が

な
い
。
ま
た
公
園
用
地
に
指
定
さ
れ
た
地
主

た
ち
は
、
土
地
を
活
用
も
で
き
ず
気
の
毒
で

あ
る
。
こ
れ
以
上
地
主
に
不
利
益
を
与
え
る

こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
安
謝
の
埋
め
立
て
地

な
ど
と
換
地
し
て
公
園
建
設
を
進
め
る
考
え

は
な
い
か
」
と
追
及
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
嘉
手
納
都
計
課
長
は
「
市

と
し
て
も
公
園
建
設
を
痛
感
し
て
い
る
が
、

財
政
難
の
た
め
着
工
で
き
な
い
。
換
地
の
方

法
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。

　

な
お
、
同
午
前
の
総
務
委
員
会
は
、
定
員

増
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
こ
れ
は
下
水
道
事

業
の
実
施
に
と
も
な
っ
て
現
在
の
定
員
千
二

百
九
十
一
人
か
ら
千
三
百
四
人
に
増
員
す
る

も
の
で
、
人
民
党
は
「
米
民
政
府
の
計
画
し

て
い
る
下
水
道
は
水
洗
便
所
を
強
要
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
増
員
は
必
要
は
な

い
」
と
反
対
し
た
。

ま
た
、
同
委
は
不
動
産
業
者
か
ら
追
い
出
し



三
九
六

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
月

を
食
っ
て
い
る
首
里
崎
山
町
の
十
二
世
帯
が

陳
情
し
た
「
崎
山
町
在
市
有
地
の
賃
借
」
問

題
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
す

る
こ
と
に
し
た
。

旧
天
妃
校
の
返
還
を
／
Ｐ
Ｔ
Ａ

代
表
ら
が
訴
え
／
那
覇
市 
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新
庁
舎
落
成
に
と
も
な
い
、
旧
庁
舎
を
教

育
委
員
会
に
返
還
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の

ま
ま
車
両
管
理
所
、
資
材
集
積
所
、
職
業
訓

練
所
な
ど
と
し
て
継
続
使
用
す
る
か
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
那
覇
教
育
委
員
会
、
若
狭

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
で
は
来
春
四
月
開
校
を
メ

ド
に
一
日
も
早
く
返
還
し
て
も
ら
い
た
い
と

強
い
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
。

　

若
狭
小
学
校
の
登
川
正
太
郎
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

同
真
栄
城
朝
康
校
長
ら
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

代
表
約
三
十
人
は
八
日
午
前
十
時
す
ぎ
市
役

所
に
西
銘
市
長
、
辺
野
喜
副
議
長
を
訪
れ

「
天
妃
校
の
新
設
を
切
望
し
て
い
る
校
区
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
の
実
情
を
く
み
と
り
一
日
も
早
く

返
還
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
訴
え
た
。

同
校
は
在
籍
数
千
九
百
八
十
二
人
、
四
十
二

学
級
で
、
教
室
が
四
教
室
も
不
足
し
て
間
仕

切
り
を
し
て
授
業
を
行
な
い
窮
場
を
し
の
い

で
い
る
状
態
で
あ
る
。
間
仕
切
り
教
育
は
十

二
教
室
も
あ
り
、
学
級
数
の
三
分
の
一
に
近

い
来
年
度
の
児
童
増
で
は
間
仕
切
り
教
室
数

は
十
八―

二
十
四
と
な
る
予
想
、
こ
の
ま
ま

で
は
収
容
で
き
ず
、
来
学
年
度
は
さ
ら
に
深

刻
化
す
る
も
の
と
訴
え
、
ま
た
旧
天
妃
校
区

か
ら
一
号
線
を
横
切
っ
て
久
茂
地
、
開
南
小

学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児
童
が
百
二
十
五
人
、

さ
ら
に
幼
稚
園
児
が
百
二
十
人
も
お

り
、
天
妃
校
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
の
問
題
は
解
決
で
き
る
と
し
て
、
地
域

の
父
兄
は
交
通
安
全
と
教
育
の
充
実
、
さ
ら

に
地
域
発
展
の
た
め
一
日
も
早
く
天
妃
校
を

開
校
す
る
よ
う
熱
望
し
て
い
る
。
と
代
表
ら

は
市
当
局
、
議
会
側
の
善
処
を
要
望
し
た
。

　

参
考
意
見
聞
く
／
那
覇
市
議
会
総
務
委

　

那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
は
八
日
午
前
十

時
四
十
分
開
会
、
首
里
青
年
会
か
ら
陳
情
の

あ
る
首
里
支
所
庁
舎
内
に
青
協
事
務
所
の
割

り
当
て
と
那
覇
教
育
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
旧
庁
舎
の
早
期
返
還
に
つ
い
て
各
代
表

か
ら
参
考
意
見
を
聞
い
た
。

　

那
覇
区
教
育
区
委
員
会
の
伊
良
波
事
務
局

長
は
〝
若
狭
小
校
は
五
七
年
開
校
当
時
は
、

在
籍
数
五
百
二
十
六
人
だ
っ
た
の
が
、
現
在

で
は
一
千
九
百
八
十
二
人
ま
で
ふ
く
れ
あ
が

っ
て
い
る
。
学
校
敷
地
は
三
千
余
坪
は
こ
れ

以
上
の
校
舎
建
築
も
で
き
ず
、
間
仕
切
り
教

室
で
き
ゅ
う
く
つ
な
授
業
を
行
な
っ
て
い
る
、

旧
庁
舎
の
修
理
に
は
一
万
㌦
以
上
か
か
る
が
、

で
き
る
こ
と
な
ら
、
来
年
四
月
開
校
前
に
立

派
に
修
理
し
た
い
。
委
員
会
で
は
天
妃
小
学

校
開
校
の
予
算
も
計
上
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
四
月
開
校
で
き
る
よ
う
善
処
し
て
ほ
し

い
〟
と
要
請
し
た
。

　

そ
の
あ
と
質
疑
に
は
い
り
、
修
理
の
期

間
、
運
動
場
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た
が
、
伊
良
波
事
務
局
長
は
「
上
山
中
校
の

場
合
二
回
に
わ
た
っ
て
四
か
月
か
か
っ
た
の

で
、
そ
の
て
い
ど
か
か
る
も
の
と
み
て
い
る
。

年
内
に
返
還
し
て
も
ら
え
ば
四
月
開
校
ま
で

に
は
立
派
に
修
理
で
き
る
、
ま
た
運
動
場
は

上
山
中
校
と
共
同
使
用
す
る
計
画
で
あ
る
」

と
答
弁
し
た
。

水
源
地
め
ぐ
り
対
立
／
那
覇―

宜
野
湾
／
配
管
工
事
に
待
っ

た
／
上
水
道
計
画
に
法
的
疑

義

 
 
 

　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
10
・
９
〕

　

【
普
天
間
】
慢
性
的
な
水
不
足
の
解
消
を

は
か
る
た
め
那
覇
市
が
進
め
て
い
る
水
源
開

発
、
送
水
配
管
工
事
と
宜
野
湾
市
の
上
水
道

計
画
が
対
立
、
宜
野
湾
市
議
会
で
は
「
水
源

対
策
特
別
委
員
会
」
＝
委
員
長
天
久
盛
雄
氏

＝
を
発
足
さ
せ
対
策
を
急
い
で
い
る
。
同
水

源
問
題
は
昭
和
六
年
ご
ろ
に
も
あ
り
、
当
時

の
村
長
が
汚
職
事
件
を
ひ
き
起
こ
し
て
退
職

し
た
と
い
う
い
わ
く
つ
き
の
難
問
題
。

○
…
那
覇
市
で
は
水
不
足
の
解
消
を
は
か

る
た
め
こ
れ
ま
で
採
水
し
て
い
た
宜
野
湾
市

内
オ
ー
グ
ム
ヤ
ー
、
ア
ラ
マ
キ
川
、
ヒ
ト
ツ

川
の
ほ
か
新
し
く
新
里
川
、
真
境
名
川
、
大

山
川
、
カ
ラ
川
な
ど
五
つ
か
ら
の
採
水
を
計

画
、
さ
る
六
月
か
ら
配
管
工
事
を
は
じ
め

た
。
と
こ
ろ
が
宜
野
湾
市
で
は
那
覇
市
が
宜

野
湾
市
の
水
源
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
自
体

に
法
的
疑
義
が
あ
る
と
し
て
法
務
局
に
照
会

す
る
一
方
、
進
行
中
の
配
管
工
事
の
中
止
を

申
し
入
れ
た
。

　

同
対
策
特
別
委
員
会
の
資
料
に
よ
る
と
、

現
在
の
那
覇
市
の
採
水
量
は
年
間
一
、
二
六

四
、
五
六
〇
立
方
㍍
で
新
た
に
水
源
開
発
が

行
な
わ
れ
た
ば
あ
い
、
約
二
倍
の
二
、
〇
六

九
、
五
五
〇
立
方
㍍
と
な
り
、
宜
野
湾
市
独

自
の
上
水
道
計
画
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
。

ま
た
同
採
水
は
戦
前
戦
後
を
と
お
し
て
た
だ

で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
現
在
那
覇
市
が
水
道

公
社
か
ら
購
入
し
て
い
る
一
立
方
㍍
あ
た
り

原
水
価
格
で
算
出
す
る
と
四
万
三
千
㌦
余
と

な
る
。

　

と
こ
ろ
が
那
覇
市
で
は
す
で
に
配
管
す
る

公
有
水
面
の
約
五
百
㍍
の
工
事
同
意
を
得
、

さ
ら
に
軍
用
地
内
を
と
お
る
部
分
の
配
管
工

事
を
お
わ
っ
て
お
り
、
戦
前
戦
後
を
と
お
し

て
採
水
し
て
き
た
既
得
権
を
理
由
に
工
事
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
問
題
は
、
個
人
有

地
の
土
地
か
ら
配
管
す
る
ば
あ
い
、
賃
貸
借

が
で
き
る
か
ど
う
か
、
ま
た
は
戦
前
得
た
採

水
使
用
許
可
、
戦
後
米
軍
か
ら
譲
り
受
け
た
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権
利
が
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
か
ど
う
か
、
い

ろ
い
ろ
な
法
的
諸
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

解
説　

採
水
の
足
跡
を
み
る
と
幾
多
の
変
せ

ん
が
あ
る
。
昭
和
五
年
ご
ろ
か
ら
八
年
ご
ろ

に
か
け
那
覇
市
が
同
市
か
ら
の
採
水
を
計
画
、

強
行
し
よ
う
と
し
た
の
に
地
元
民
が
真
っ
向

か
ら
対
立
、
ム
シ
ロ
旗
を
あ
げ
て
の
は
げ
し

い
阻
止
運
動
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
の

な
か
で
供
応
、
買
収
が
行
な
わ
れ
、
当
時
の
村

長
ら
数
人
が
退
陣
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、

水
源
地
四
カ
所
は
期
間
十
年
の
契
約
で
知
事

の
使
用
許
可
を
那
覇
市
が
得
て
採
水
、
さ
ら

に
部
落
用
水
源
五
カ
所
を
強
制
収
用
、
合
計

九
つ
の
水
源
地
か
ら
採
水
し
た
。
と
こ
ろ
が

戦
後
米
軍
が
こ
れ
ら
九
つ
の
水
源
地
の
う
ち

三
カ
所
を
利
用
、
新
し
く
配
管
工
事
を
行
な

い
採
水
し
た
。
こ
れ
を
那
覇
市
が
ひ
き
つ
ぎ

現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
那
覇
市
で
は
戦
前

同
様
に
九
つ
の
水
源
地
か
ら
採
取
し
、
現
在

使
用
し
て
い
る
送
水
管
を
新
し
く
大
き
な
も

の
に
切
り
替
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

宜
野
湾
市
水
源
対
策
委
員
会
で
は
知
事
の

使
用
許
可
期
限
は
す
ぎ
て
お
り
、
さ
ら
に
強

制
収
用
さ
れ
た
水
源
地
は
戦
後
放
置
さ
れ
、

そ
れ
を
地
元
が
開
発
、
利
用
し
て
お
り
、
那
覇

市
に
譲
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
。
ま

た
送
水
管
を
大
き
く
し
た
ば
あ
い
、
戦
前
の

採
水
量
、
地
元
六
〇
㌫
、
那
覇
市
四
〇
㌫
と

い
う
比
率
が
失
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
上

水
道
計
画
は
も
ち
ろ
ん
、
伊
佐
、
大
山
、
大

謝
名
の
水
田
に
使
用
す
る
水
も
な
く
な
る
と

指
摘
し
て
お
り
、
戦
前
の
水
騒
動
同
様
問
題

は
大
き
く
な
り
そ
う
。

本
土
行
政
視
察
に
10
人
を
派
遣 
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那
覇
市
議
会
は
、
八
日
午
前
の
議
会
運
営

委
員
会
で
十
月
と
来
年
四
月
の
二
回
に
わ
け

て
十
人
の
議
員
を
本
土
行
政
視
察
に
派
遣
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
各
委
員
会
の
割
り
当
て

は
、
建
設
四
人
、
総
務
・
経
民
委
そ
れ
ぞ
れ

三
人
の
十
人
。
建
設
委
は
と
く
に
下
水
道
事

業
の
重
要
問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
か
ら

四
人
に
決
ま
っ
た
。　

　

十
月
と
四
月
の
二
回
に
わ
け
て
五
人
ず
つ

派
遣
す
る
こ
と
で
各
委
員
会
の
希
望
を
ま
と

め
た
と
こ
ろ
十
月
組
は
、
十
一
月
の
立
法
院

選
挙
を
ひ
か
え
て
い
る
関
係
も
あ
っ
て
、
希

望
者
が
少
な
く
、
結
局
、
建
設
委
二
人
、
経

民
委
一
人
の
三
人
で
構
成
、
二
十
日
後
に
出

発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
委
員
会
と
も
希

望
者
が
多
く
、
抽
選
の
結
果
、
つ
ぎ
の
と
お

り
決
め
た
。

　

▽
十
月
組
＝
平
良
亀
助
（
建
設
）
赤
嶺
保

三
郎
（
同
）
渡
口
麗
秀
（
経
民
）

　

▽
三
月
組
＝
赤
嶺
慎
英
（
総
務
）
黒
潮
隆

（
同
）
山
川
正
平
（
同
）
比
嘉
朝
四
郎
（
建

設
）
友
利
栄
吉
（
同
）
大
山
盛
幸
（
経
民
）

瀬
長
フ
ミ
（
同
）

　

な
お
日
程
は
約
二
十
日
間
の
予
定
で
人
口
、

財
政
規
模
が
那
覇
市
と
類
似
し
て
い
る
都
市

を
視
察
す
る
。

市
長
の
姿
勢
を
追
及
／
那
覇
市

議
会
最
終
本
会
議
／
主
席
公

選
で
論
議
活
発 
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那
覇
市
定
例
議
会
の
最
終
本
会
議
は
十
一

日
午
前
十
時
十
分
か
ら
開
か
れ
、
開
会
冒
頭

に
仲
本
安
一
氏
（
社
大
）
が
、
主
席
公
選
に

か
ん
す
る
西
銘
市
長
の
発
言
に
つ
い
て
緊
急

質
問
に
た
ち
、
約
三
十
分
間
に
わ
た
っ
て
論

議
が
か
わ
さ
れ
た
。
仲
本
氏
は
日
程
に
先
だ

ち
発
言
を
求
め
、
西
銘
市
長
の
考
え
を
た
だ

し
た
。

　

仲
本
安
一
氏
（
社
大
）　

西
銘
市
長
は
二
日

に
一
般
質
問
で
、
主
席
公
選
に
か
ん
し

「
主
席
指
名
は
現
段
階
で
は
前
進
で
あ
る
の

で
受
け
る
べ
き
だ
」
と
答
弁
し
た
。
こ
れ
は

法
律
上
は
と
も
か
く
政
治
姿
勢
と
し
て
は
問

題
だ
。
市
議
会
の
開
会
冒
頭
で
決
議
し
た
主

席
公
選
決
議
と
、
こ
れ
を
ど
う
関
連
づ
け
る

か
。
市
長
は
あ
の
発
言
を
取
り
消
し
、
議
会

の
決
議
に
そ
う
考
え
は
な
い
か
。

　

西
銘
市
長　

い
か
な
る
善
政
も
自
治
に
ま

さ
る
も
の
は
な
い
。
わ
た
し
は
主
席
公
選
を

一
度
も
否
定
し
た
こ
と
は
な
い
。
た
だ
法
律

論
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
行
政
命
令
の
改
正

が
先
決
で
あ
る
。
そ
れ
が
実
現
す
る
ま
で
は

次
善
の
策
と
し
て
指
名
に
応
ず
べ
き
だ
と
い

っ
た
の
だ
。
公
選
に
は
た
だ
「
指
名
議
会
が

混
乱
す
る
か
ら
…
」
と
い
っ
た
態
度
か
ら
で

は
な
く
、
本
来
の
自
治
の
面
か
ら
取
っ
く
む

べ
き
だ
。

　

仲
本
氏　

何
度
議
会
で
決
議
し
て
も
主
席

に
な
り
た
い
一
部
の
も
の
が
指
名
を
受
け
た

い
ば
か
り
に
、
お
か
し
な
発
言
を
す
る
か
ら

い
つ
ま
で
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
具
体
的
に

は
い
か
な
る
方
法
で
主
席
公
選
を
実
現
す
る

と
い
う
の
か
。

　

西
銘
市
長　

立
法
院
や
市
議
会
が
い
か
に

決
議
し
て
も
、
日
本
政
府
が
動
か
な
い
限
り

実
現
で
き
な
い
と
思
う
。
具
体
的
な
方
法
と

し
て
は
政
党
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
、

わ
た
し
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
日
米
の
話
し

合
い
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
本
土
の
与

野
党
が
一
致
し
て
当
た
れ
ば
大
半
は
達
成
さ

れ
る
と
み
て
よ
い
。　

　

仲
本
氏　

市
議
会
で
決
議
す
る
の
は
無
意

味
だ
と
い
う
こ
と
か
。

　

西
銘
市
長　

み
な
さ
ん
が
わ
た
し
の
発
言

を
政
治
的
に
利
用
す
る
の
は
自
由
だ
が
、
わ

た
し
と
し
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
主
席
公
選
を

支
持
す
る
と
い
っ
て
い
る
の
だ
。

　

黒
潮
隆
氏
（
人
民
）　

市
議
会
は
指
名

制
、
任
命
制
の
い
ず
れ
も
廃
止
せ
よ
と
決
議
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し
て
い
る
。
市
長
の
発
言
は
那
覇
市
民
の
代

表
と
し
て
か
、
西
銘
個
人
の
も
の
か
。

　

西
銘
市
長　

個
人
の
考
え
で
あ
り
、
民
主

党
で
は
結
論
が
出
て
い
な
い
。

　

金
城
吾
郎
氏
（
社
大
）　

日
本
政
府
は
、
主

席
公
選
は
施
政
権
者
の
問
題
だ
と
い
っ
て
い

る
の
だ
。
市
長
は
も
っ
と
住
民
の
世
論
を
く

ん
で
積
極
的
に
当
た
る
ベ
き
で
は
な
い
か
。

ど
う
も
市
長
の
答
弁
は
矛
盾
だ
ら
け
だ
。

　

西
銘
市
長　

あ
く
ま
で
も
日
米
ル
ー
ト
に

の
せ
て
や
っ
て
い
く
以
外
に
な
い
。

下
水
道
問
題
な
ど
可
決
／
那
覇 

市
議
会
き
の
う
終
わ
る 
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第
七
十
六
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
十
一

日
午
後
一
時
半
再
開
、
十
四
件
の
全
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
、
陳
情
十
七
件
の
う
ち
七

件
を
採
択
、
三
件
を
不
採
択
、
七
件
を
閉
会
中

の
継
続
審
査
、
諮
問
一
件
を
建
設
委
に
付
託
、

継
続
審
査
に
、
ま
た
十
一
日
崎
山
町
自
治
会

か
ら
の
愛
生
寮
建
設
反
対
の
陳
情
を
経
民
委

に
付
託
、
継
続
審
査
に
し
た
ほ
か
「
老
齢
年

金
制
度
早
期
制
定
に
関
す
る
要
請
決
議
」
を

全
会
一
致
で
採
択
し
て
午
後
四
時
十
分
、
十

二
日
間
の
会
期
を
閉
じ
た
。

　

と
く
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
下
水
道
計

画
工
事
に
と
も
な
う
職
員
十
三
人
（
技
手
七

人
、
助
手
六
人
）
の
増
員
、
つ
ま
り
市
職
員

定
数
条
例
の
一
部
改
正
と
そ
れ
と
関
連
し
て

六
六
年
度
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
案
に
下

水
道
事
業
費
に
二
十
万
㌦
余
計
上
し
た
こ
と

で
人
民
、
社
大
の
黒
潮
、
金
城
（
吾
）
議
員

ら
は
「
米
民
政
府
が
計
画
し
て
い
る
〝
中
部

沖
縄
下
水
道
総
合
計
画
〟
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
の
市
当
局
説
明
で
は
、
来
年
定
例
議
会

に
下
水
道
法
、
同
公
社
法
を
立
法
化
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
公
社
は
琉
球
電
電
公
社

方
式
を
と
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
不
安
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
運
営
面

や
、
使
用
料
金
の
徴
収
方
法
、
引
き
込
み
線

工
事
の
民
間
負
担
額
に
一
連
結
四
十
㌦
な
ど

の
算
出
基
礎
も
何
ら
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い

な
い
。
不
明
確
の
ま
ま
着
手
す
る
こ
と
は
お

か
し
い
し
、
ち
ゃ
ん
と
関
係
立
法
が
整
備
さ

れ
て
か
ら
着
手
す
べ
き
で
あ
る
」
。
ま
た
、

久
高
議
員
は
「
市
と
の
契
約
で
業
者
に
委
託

処
理
さ
せ
て
い
る
し
尿
処
理
は
な
れ
合
い
で

ず
さ
ん
だ
。
貯
溜
槽
を
こ
わ
し
て
国
場
川
に

流
し
た
り
、
夜
間
ポ
ン
プ
車
で
吸
い
上
げ
て

川
に
流
し
て
い
る
の
で
、
契
約
金
は
当
然
削

減
す
べ
き
だ
」
と
予
算
案
に
反
対
討
論
を
行

な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
市
政
ク
ラ
ブ
の
喜
舎
場
、
比

嘉
（
朝
）
議
員
は
「
近
代
的
文
化
都
市
建
設

の
た
め
下
水
道
は
ぜ
ひ
必
要
だ
。
予
算
に
計

上
し
た
の
は
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
る
」
と

述
べ
、
ま
た
公
明
会
の
大
浜
議
員
は
「
文
化

都
市
の
建
設
の
た
め
下
水
道
施
設
の
整
備

は
急
務
で
あ
る
。
市
民
の
生
活
、
環
境
衛

生
、
観
光
事
業
の
推
進
と
い
っ
た
三
点
か
ら

賛
成
で
あ
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
討
論
を
述

べ
、
採
決
の
結
果
、
二
件
と
も
反
対
六
、
賛

成
二
十
二
人
の
絶
対
多
数
で
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。

　

ま
た
沖
縄
市
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
決
議

要
請
の
あ
っ
た
「
老
齢
年
金
制
度
早
期
制
定

に
関
す
る
要
請
決
議
」
を
全
会
一
致
で
採
択

し
た
ほ
か
、
旧
天
妃
小
校
無
償
使
用
お
よ
び

同
校
の
早
期
開
校
の
陳
情
に
つ
い
て
は
ひ
と

り
の
反
対
も
な
く
全
会
一
致
で
採
択
、
当
局

に
善
処
を
申
し
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

首
里
支
所
建
設
決
め
る
／
那
覇

市
議
会
／
全
日
程
終
わ
る 
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第
七
十
六
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
十
一

日
午
後
四
時
十
五
分
十
二
日
間
に
わ
た
る
全

日
程
を
終
え
、
閉
会
し
た
。

こ
の
議
会
は
十
一
月
の
立
法
院
議
員
総
選
挙
、

十
二
月
の
那
覇
市
長
選
挙
を
前
に
し
て
、
主

席
公
選
問
題
を
は
じ
め
、
市
政
の
各
面
に
わ

た
っ
て
か
な
り
突
っ
込
ん
だ
論
議
が
か
わ
さ

れ
た
。

　

十
一
日
の
最
終
本
会
議
は
午
前
十
時
十
分

開
会
、
主
席
公
選
に
か
ん
す
る
西
銘
市
長
の

発
言
に
つ
い
て
緊
急
質
問
が
行
な
わ
れ
た
あ

と
、
六
六
年
度
追
加
更
正
予
算
案
な
ど
市
当

局
案
の
十
四
議
案
を
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お

り
可
決
、
旧
天
妃
小
学
校
校
舎
の
無
償
使
用

に
か
ん
す
る
陳
情
な
ど
六
件
を
採
択
、
自
由

労
組
か
ら
の
年
末
手
当
て
の
予
算
計
上
方
に

つ
い
て
の
陳
情
な
ど
三
件
を
多
数
で
不
採
決
、

残
り
八
件
の
陳
情
、
諮
問
案
件
を
閉
会
中
の

継
続
審
査
に
付
し
た
。
ま
た
安
見
福
寿
（
公

明
会
）
宮
良
永
昌
（
市
政
ク
）
両
氏
提
案
の

「
老
齢
年
金
制
度
早
期
制
定
に
か
ん
す
る
要

請
決
議
」
（
主
席
、
立
法
院
あ
て
）
を
全
会
一

致
で
採
択
し
た
。

　

な
お
同
追
加
予
算
で
首
里
支
所
庁
舎
建
設

工
事
費
六
万
六
千
五
百
㌦
が
決
ま
り
、
当
之

蔵
町
の
首
里
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
隣
の
市
有
地

に
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
庁
舎
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
三
階
建
て
、
ま
た
米

民
政
府
援
助
に
よ
る
下
水
道
事
業
の
実
施
に

と
も
な
い
、
十
三
人
の
技
士
、
助
手
の
増
員

が
承
認
さ
れ
、
市
職
員
数
は
現
在
の
千
二
百

九
十
一
人
か
ら
千
三
百
四
人
に
な
る
。
台
風

災
害
復
旧
費
は
四
万
七
百
㌦
で
、
平
良
橋
、
三

原
橋
上
流
護
岸
な
ど
各
地
の
復
旧
工
事
が
行

な
わ
れ
る
。



三
九
九

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
一
月

与
野
党
／
基
本
政
策
を
決
定
／ 

那
覇
市
長
選
／
財
政
確
立
を

重
点
に
／
五
項
目
／
市
民
生

活
の
向
上
も
る 
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民
主
党
は
二
十
三
日
、
那
覇
市
長
選
挙
を

挙
党
態
勢
で
か
ち
と
る
た
め
に
、
党
本
部
に

選
対
委
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
政

策
に
つ
い
て
は
、
西
銘
市
長
の
も
と
で
ま
と

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

西
銘
氏
と
し
て
は
、
施
政
権
返
還
、
自
治

拡
大
を
中
心
と
す
る
基
本
問
題
に
つ
い
て
は
、

党
の
政
策
を
そ
の
ま
ま
か
か
げ
る
こ
と
に
し
、

具
体
的
な
市
政
綱
領
を
市
町
村
財
政
の
確
立

に
よ
る
都
計
事
業
の
推
進
、
市
民
生
活
の
向

上
に
お
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

政
策
は
骨
子
次
の
と
お
り
。

　

一
、
市
町
村
財
政
の
確
立　

①
日
米
琉
政

府
の
援
助
の
増
大
②
煙
草
消
費
税
、
遊
興
飲

食
税
、
娯
楽
税
の
市
町
村
移
管
③
市
町
村
交

付
金
の
増
額
。

　

二
、
都
市
計
画
事
業
の
推
進　

①
道
路
、
河

川
、
排
水
施
設
の
新
設
②
安
謝
四
十
万
坪
の

宅
地
造
成
と
港
湾
の
新
設
②
不
良
住
宅
改
造

と
郊
外
地
域
の
開
発
③
上
下
水
道
の
整
備
と

拡
充
④
公
園
、
子
ど
も
あ
そ
び
場
の
整
備
⑤

区
画
整
理
事
業
の
促
進
。

　

三
、
市
民
生
活
及
び
社
会
福
祉
対
策 

 

①

市
民
憲
章
の
実
践
強
化
②
水
道
料
金
の
値
下

げ
③
公
会
堂
の
建
設
。

　

四
、
環
境
衛
生
対
策　

し
尿
処
理
施
設
の

完
備
。

　

五
、
産
業
経
済
政
策　

①
中
小
企
業
の
保

護
育
成
②
観
光
事
業
の
振
興
③
畜
産
、
水
産

業
の
振
興
。

郷
友
会
で
組
織
固
め
／
市
町
村
長
ら
が

強
く
働
き
か
け

　

民
主
党
は
、
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
党

本
部
で
那
覇
連
合
支
部
役
員
と
市
町
村
長
、

同
議
長
連
盟
役
員
と
の
合
同
会
議
を
開
き
、

十
二
月
十
九
日
に
行
な
わ
れ
る
那
覇
市
長
選

挙
対
策
を
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
党
公
認

候
補
の
西
銘
順
治
氏
（
現
市
長
）
の
当
選
を

期
し
、
党
本
部
に
〝
那
覇
市
長
選
挙
対
策
本

部
〟
を
設
け
、
挙
党
態
勢
で
の
ぞ
む
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
松
岡
総
裁
、
桑
江
総
務
会

長
、
星
政
調
会
長
、
伊
芸
組
織
委
員
長
、
友

寄
広
報
委
員
長
ら
党
役
員
を
は
じ
め
、
平
良

真
次
郎
那
覇
連
合
支
部
長
、
大
城
亀
助
市
町

村
長
連
盟
会
長
、
高
良
一
議
長
連
盟
会
長
ら

が
出
席
、
立
法
院
総
選
挙
の
反
省
の
上
に
立

っ
て
那
覇
市
長
選
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。
と
く
に
同
党
は
、
立
法
院
総
選
挙
で

は
、
党
の
組
織
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
地
域

で
野
党
に
完
敗
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上

げ
、
今
後
は
も
っ
と
深
く
下
部
に
浸
透
さ
せ

る
べ
き
だ
と
し
、
党
本
部
を
中
心
に
都
市
地

区
の
組
織
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
那
覇
に
は
地
方
出
身
者
が
多
い
こ
と
か

ら
、
市
町
村
長
連
盟
、
同
議
長
連
盟
を
通
じ

て
郷
友
会
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
選
挙
運
動
の
具
体
化
を
協
議
す
る

た
め
に
市
町
村
長
連
盟
、
同
議
長
連
盟
で

は
、
三
十
日
に
役
員
会
、
十
二
月
四
日
に
総

会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
那
覇
市
長
選
挙
対
策
本
部
は
吉
元

幹
事
長
を
本
部
長
に
、
星
政
調
会
長
、
桑
江

総
務
会
長
、
伊
芸
組
織
委
員
長
、
平
良
那
覇

連
合
支
部
長
を
副
委
員
長
に
選
任
し
た
。

政
府
追
随
を
打
破
／
略
称
を
「
革
新
共

闘
」
に
／
野
党

　

社
大
、
人
民
、
社
会
の
野
党
三
派
は
、
二

十
三
日
午
後
二
時
か
ら
院
内
社
大
党
控
え
室

で
那
覇
市
長
選
挙
対
策
の
準
備
会
を
開
き
市

長
選
を
た
た
か
う
た
め
の
組
織
、
統
一
綱

領
、
共
闘
組
織
の
名
称
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

　

こ
の
結
果
、
野
党
三
派
を
は
じ
め
、
労

組
、
民
主
団
体
を
ふ
く
め
た
共
闘
組
織
を
結

成
す
る
こ
と
に
な
り
、
名
称
を
「
那
覇
市
政

革
新
共
闘
会
議
」
＝
略
称
、
革
新
共
闘
会
議

＝
と
す
る
こ
と
に
決
定
。
立
法
院
選
の
野
党

共
闘
の
統
一
綱
領
を
ふ
く
め
た
十
項
目
の

統
一
市
政
綱
領
を
決
定
し
た
。
こ
の
日
の
準

備
会
に
は
、
社
大
党
か
ら
平
良
良
松
会
計

長
、
仲
本
安
一
那
覇
市
会
議
員
、
人
民
党
か

ら
根
保
興
栄
書
記
局
次
長
、
社
会
党
か
ら
宮

良
寛
才
委
員
長
、
岸
本
利
実
書
記
長
ら
が
出

席
し
た
。

　

ま
ず
、
那
覇
市
長
選
に
の
ぞ
む
共
闘
組
織

に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
こ
ん
ど
の
市
長
選

が
、
立
法
院
選
に
つ
ぐ
民
主
党
と
の
対
決
の

場
で
あ
る
と
の
立
ち
場
か
ら
、
野
党
各
派
と

労
組
、
民
主
団
体
を
結
束
し
た
戦
い
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
革
新
共
闘
会
議
を
組

織
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

革
新
共
闘
は
、
議
長
、
事
務
局
長
の
機
関
を

設
け
、
そ
の
中
に
、
組
織
、
財
政
、
教
宣
の

部
を
つ
く
り
、
政
党
、
労
組
、
民
主
団
体
を

参
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

統
一
市
政
綱
領
は
、
さ
る
立
法
院
選
で
野

党
各
派
が
決
定
し
た
①
反
戦
平
和
②
祖
国
復

帰
の
早
期
実
現
③
米
国
に
よ
る
植
民
地
支
配

の
打
破
④
知
事
公
選
⑤
日
本
国
憲
法
の
適
用

の
五
項
目
の
統
一
綱
領
に
、
那
覇
市
政
の
た

め
の
綱
領
と
し
て
⑥
高
等
弁
務
官
の
支
配
介

入
を
排
除
し
、
政
府
追
随
の
那
覇
市
政
を
打

破
し
、
自
主
、
自
立
の
革
新
的
那
覇
市
政
を
確

立
す
る
⑦
援
助
に
よ
る
財
政
を
打
破
し
、
国

庫
支
出
に
よ
る
財
政
の
確
立
⑧
物
価
値
上
げ

に
反
対
し
、
市
民
生
活
を
守
る
⑨
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
に
よ
る
教
育
の
中
立
を
守
る
⑩

革
新
市
長
を
誕
生
さ
せ
。
勤
労
市
民
の
手
で

市
政
を
守
る
な
ど
十
項
目
の
統
一
市
政
綱
領

を
き
め
た
。



四
〇
〇

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
一
月

革
新
共
闘
会
議
準
備
会
で
は
、
こ
の
市
政
綱

領
を
中
心
に
二
十
四
日
ま
で
に
労
組
、
民
主

団
体
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
二
十
五
日
に
は
、

那
覇
市
政
革
新
共
闘
会
議
の
結
成
大
会
を
開

く
こ
と
に
な
っ
た
。

市
長
選
挙
／
西
銘
、
平
良
両
氏

地
固
め
へ
／
届
け
出
ま
で
あ

と
四
日
／
市
議
会
の
各
派
／

支
持
態
度
を
表
明 
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那
覇
市
長
選
挙
は
三
十
日
の
立
候
補
届
け

出
開
始
ま
で
あ
と
わ
ず
か
四
日
に
迫
っ
た
。

党
公
認
が
決
定
し
た
民
主
党
の
西
銘
順
治
現

市
長
と
社
大
党
の
平
良
良
松
会
計
長
の
両
陣

営
で
は
、
す
っ
か
り
選
挙
体
制
も
と
と
の

い
、
盛
ん
な
地
盤
固
め
工
作
を
く
り
広
げ
て

い
る
。
無
所
属
で
立
法
院
選
に
当
選
し
て
、

こ
ん
ど
の
市
長
選
で
去
就
が
注
目
さ
れ
て
い

た
知
念
朝
功
氏
は
西
銘
支
持
に
ま
わ
り
、
ま

た
兼
次
佐
一
氏
は
平
良
氏
側
に
ま
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

市
議
会
内
各
派
の
動
向
は
市
長
選
に
大
き

く
左
右
す
る
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い

た
が
、
結
局
、
社
大
、
人
民
両
派
は
平
良
氏
支

持
で
結
束
、
西
銘
氏
側
に
は
市
政
ク
ラ
ブ
と

新
風
会
が
ま
と
ま
っ
た
。
一
方
、
万
一
の
固

定
票
を
有
す
る
と
い
わ
れ
る
公
明
会
は
「
特

定
の
候
補
者
を
支
持
せ
ず
あ
く
ま
で
会
員
の

自
由
意
思
に
ま
か
せ
る
」
と
の
態
度
を
表
明

し
た
。
そ
こ
で
市
長
選
に
の
ぞ
む
市
議
会
各

派
の
態
度
を
聞
い
て
み
た
。

　

過
去
の
実
績
た
た
え
た
い

　

市
政
ク
ラ
ブ
・
平
良
亀
助
氏
の
話　

西
銘

市
長
の
過
去
四
カ
年
間
の
実
績
は
全
市
民
が

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
野
党
も
こ
れ
を
否

定
で
き
ず
、
対
米
姿
勢
が
ど
う
の
こ
う
の
と

も
っ
ぱ
ら
あ
げ
足
と
り
に
終
始
し
て
い
る
。

市
政
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
市
民

福
祉
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
で
あ
り
、
西
銘

市
長
は
着
実
に
、
し
か
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

町
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
き
た
。
こ
の
四
カ

年
間
で
各
地
に
公
営
住
宅
、
市
営
住
宅
が
建

ち
並
び
、
終
戦
こ
の
か
た
不
良
住
宅
が
密
集

し
て
い
た
開
南
地
区
も
不
良
住
宅
改
造
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
再
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
懸
案
の
市
庁
舎
建
設
も
実
現
し
、
埋
め

立
て
に
よ
る
国
土
開
発
も
目
ざ
ま
し
い
。

　

こ
の
よ
う
に
こ
の
四
カ
年
間
で
那
覇
市
は

大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
し
か
し
こ
れ
か
ら
が

本
番
で
あ
る
。
安
謝
港
湾
計
画
、
一
号
線
道

路
の
バ
イ
パ
ス
計
画
、
区
画
整
理
を
は
じ
め

重
要
事
項
が
山
積
み
し
て
い
る
。
町
づ
く
り

は
い
ま
動
き
出
し
た
ば
か
り
だ
。

　

市
民
は
こ
の
重
大
な
時
期
に
あ
や
ま
っ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
ん
ど
野
党
市
長
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
計
画
は
す
べ
て

お
じ
ゃ
ん
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
四
カ
年

間
で
十
年
以
上
も
立
ち
遅
れ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
あ
と
一
期
は
ど
う
し
て
も
、
西
銘

市
長
に
や
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
市

民
は
糸
満
町
の
二
の
舞
を
踏
ま
な
い
よ
う
じ

っ
く
り
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
わ
れ
わ
れ
は

西
銘
市
長
の
二
期
連
続
当
選
を
実
現
し
、
市

民
福
祉
の
向
上
を
は
か
り
た
い
。

　

ア
メ
リ
カ
追
従
の
打
破
で
対
決

　

社
大
党
・
金
城
吾
郎
氏
の
話　

西
銘
市
政

の
自
主
性
の
な
さ
、
ア
メ
リ
カ
追
従
の
態
度

を
打
破
す
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
対
決
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
西
銘
市
政
の
四
カ
年
間
の
市
政

内
容
を
市
民
の
前
に
明
ら
か
に
し
、
市
民
の

正
し
い
判
断
を
あ
お
ぐ
。
西
銘
市
長
は
植
民

地
支
配
者
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
に

名
誉
市
民
称
号
を
与
え
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
植
民
地
政
策
の
隷
属
性
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
て
き
た
。
こ
の
態
度
は
市
政

の
各
面
に
も
は
っ
き
り
表
わ
れ
、
一
方
的
に

「
分
水
協
定
」
を
結
ん
だ
り
、
米
軍
の
気
げ
ん

を
取
り
ペ
コ
ペ
コ
し
な
が
ら
市
政
を
進
め
て

き
た
。

　

ま
た
、
全
県
民
が
結
束
し
て
当
た
る
べ
き

主
席
公
選
要
求
に
た
い
し
て
、「
主
席
指
名
を

受
け
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
主
席
公
選
を
要

求
す
る
世
論
に
水
を
さ
し
た
。
こ
の
よ
う
な

ア
メ
リ
カ
追
従
の
市
政
で
は
、
市
民
の
意
見

を
正
し
く
反
映
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

ん
ど
の
市
長
選
で
は
野
党
各
派
を
は
じ
め
民

主
勢
力
が
結
集
し
、
ゆ
が
ん
だ
市
政
を
た
だ

す
た
め
に
た
た
か
い
た
い
。

　

祖
国
復
帰
を
中
心
に
勢
力
結
集

　

人
民
党
・
黒
潮
隆
氏
の
話　

西
銘
市
政
は

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
一
貫
し
て
協
力
、
大

金
持
ち
の
市
政
を
推
し
進
め
て
き
た
。
西
銘

市
長
は
軍
事
優
先
政
策
に
手
を
か
し
て
市
民

に
背
を
向
け
た
。
都
計
を
見
て
も
住
民
を
お

び
や
か
し
て
い
る
与
儀
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク

撤
去
運
動
や
水
害
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
那

覇
軍
港
入
り
口
の
捨
て
石
撤
去
な
ど
に
つ
い

て
は
目
を
つ
む
り
、
ア
メ
リ
カ
の
気
げ
ん
を

取
る
こ
と
に
終
始
し
た
。
さ
ら
に
軍
の
圧
力

に
よ
る
「
分
水
協
定
」
に
も
応
じ
、
水
道
を
全

面
的
に
米
軍
に
手
ば
な
し
た
。
米
軍
が
那
覇

市
民
か
ら
搾
取
す
る
水
道
料
金
は
、
年
間
三

十
七
万
㌦
に
も
お
よ
ん
で
い
る
現
状
だ
。
区

画
整
理
、
公
営
住
宅
建
築
な
ど
も
市
民
の
立

ち
場
を
無
視
し
て
強
行
し
よ
う
と
し
て
、
市

民
の
怒
り
を
か
っ
て
い
る
。　

　

西
銘
市
長
は
市
有
地
の
切
り
売
り
、
開
金

融
資
に
明
け
く
れ
た
一
方
、
高
等
弁
務
官
に

市
民
称
号
を
や
っ
て
賛
美
し
た
り
、
主
席
指

名
を
容
認
し
た
り
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
市
政
を

し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
祖
国
復
帰
を
中
心

に
民
主
勢
力
が
結
集
し
、
西
銘
市
政
を
打
倒

す
る
た
め
に
た
た
か
う
。
そ
し
て
戦
災
復
興

資
金
に
よ
る
都
計
を
推
進
す
る
。

　

特
定
の
候
補
者
を
支
持
し
な
い
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公
明
会
・
椿
秀
義
氏
の
話　

市
長
選
で

は
、
特
定
の
候
補
者
を
支
持
す
る
こ
と
は
や

ら
ず
、
会
員
各
自
の
自
由
意
思
に
ま
か
せ

る
。
公
明
会
と
し
て
は
、
真
に
市
民
の
立
ち

場
に
た
っ
て
市
政
を
運
営
す
る
こ
と
に
力
を

そ
そ
ぐ
が
、
市
長
選
で
は
と
く
に
選
挙
戦
に

注
目
す
る
。
「
き
れ
い
な
選
挙
」は
公
明
会
の

大
き
な
目
標
で
あ
る
の
で
、
買
収
、
供
応
な

ど
選
挙
違
反
を
絶
対
に
許
さ
な
い
つ
も
り
だ
。

　

町
づ
く
り
で
あ
と
一
期
願
う

　

新
風
会
・
大
山
盛
幸
氏
の
話　

西
銘
市
長

は
よ
く
仕
事
を
や
っ
て
お
り
、
新
風
会
で
は

西
銘
氏
を
推
す
こ
と
に
決
め
た
。
人
民
党
と

共
闘
す
る
平
良
氏
で
は
市
長
に
な
っ
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い

と
思
う
。
那
覇
市
は
発
展
途
上
に
あ
り
、
多

く
の
懸
案
事
項
も
か
か
え
て
い
る
の
で
、
あ

と
一
期
、
西
銘
氏
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
町

づ
く
り
を
推
進
さ
せ
た
い
。

革
新
共
闘
会
議
を
結
成
／
那
覇 

市
長
選
／
「
即
時
復
帰
」
を

旗
印
に
／
総
選
挙
に
つ
ぐ
大

同
団
結 

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
５
・
11
・
28
〕

　

那
覇
市
政
革
新
共
闘
会
議
の
結
成
大
会
は

二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
、
那
覇
市
内
の
沖

縄
会
館
で
開
か
れ
、
満
場
一
致
で
同
会
議
の

結
成
を
決
め
た
あ
と
、
社
大
党
の
平
良
良
松

氏
を
革
新
共
闘
統
一
候
補
に
決
定
し
て
、
来

月
十
九
日
の
那
覇
市
長
選
挙
に
は
各
加
盟
団

体
が
全
組
織
を
あ
げ
て
選
挙
戦
に
臨
む
決
意

を
固
め
た
。
大
会
場
に
は
、
社
大
、
社
会
、
人

民
の
三
政
党
代
表
に
、
県
労
協
、
全
沖
労
連
、

教
職
員
会
同
志
会
、
沖
青
協
、
全
沖
農
、
社

青
同
、
民
青
同
の
代
表
約
百
人
が
出
席
。
革

新
共
闘
の
役
員
を
選
出
し
て
「
那
覇
市
長
選

挙
闘
争
宣
言
」
「
同
市
長
選
挙
を
闘
う
基

本
方
針
」
統
一
綱
領
お
よ
び
政
策
（
別
項
）

を
準
備
会
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

　

大
会
は
「
西
銘
民
主
党
市
政
を
打
倒
し
革

新
共
闘
市
政
を
か
ち
と
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
で
、
出
席
者
全
員
が
「
沖
縄
返
せ
」

を
合
唱
し
て
は
じ
め
ら
れ
、
た
だ
ち
に
役
員

選
出
を
行
な
い
、
議
長
＝
嵩
原
久
男
（
社
大

党
総
務
局
長
）
事
務
局
長
＝
金
城
吾
郎
（
同

教
宣
部
長
）
組
織
部
長
＝
当
間
操
（
社
会
）
財

政
部
長
＝
小
牧
禧
一
（
社
大
）
教
宣
部
長
＝

根
保
幸
栄
（
人
民
）
幹
事
＝
仲
本
安
一
（
社

大
）
名
嘉
功
和
（
人
民
）
津
波
古
充
栄
（
社

会
）
神
谷
一
郎
（
社
大
）
瀬
名
波
栄
（
人
民
）

松
堂
務
（
社
会
）
の
各
氏
を
準
備
会
案
ど
お

り
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
革
新

共
闘
の
本
郡
を
社
大
党
本
部
に
置
き
、
こ
れ

ら
の
役
員
で
中
央
本
部
を
構
成
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

革
新
共
闘
の
組
織
と
運
営
に
つ
い
て
は
、
中

央
部
の
下
に
、
立
法
院
選
に
お
け
る
那
覇
市

内
の
選
挙
区
ご
と
に
地
区
共
闘
会
議
を
設
け

る
こ
と
に
し
て
、
各
地
区
の
責
任
者
を
次
に

よ
う
に
決
定
し
、
地
区
共
闘
を
単
位
に
選
挙

戦
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。

各
地
区
の
責
任
者
は
▽
旧
首
里
＝
久
高
友
敏

（
人
民
）
▽
旧
真
和
志
北
部
＝
森
田
孟
松
（
社

大
）
▽
同
中
部
＝
島
袋
宗
康
▽
同
南
部
＝
黒

潮
隆
（
人
民
）
▽
那
覇
北
部
＝
宮
里
政
秋
（
人

民
）
▽
同
中
部
＝
宮
良
寛
才
（
社
会
）
▽
同

南
部
＝
中
程
長
宗
（
社
大
）
▽
小
禄
＝
未
定

の
各
氏
。

　

こ
の
あ
と
、
統
一
候
補
に
決
ま
っ
た
平
良

良
松
氏
は
「
本
土
自
民
党
が
総
力
を
あ
げ
て

民
主
党
を
支
援
す
る
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、

那
覇
市
長
選
挙
は
単
に
一
地
方
自
治
体
の
選

挙
で
は
な
い
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
二
十
年

前
に
わ
れ
わ
れ
に
戦
争
を
押
し
つ
け
た
戦
争

協
力
者
た
ち
が
、
い
ま
ま
た
戦
争
を
押
し
つ

け
よ
う
と
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
争

か
ら
平
和
の
社
会
を
守
る
た
め
に
、
革
新
勢

力
が
全
力
を
集
中
し
て
日
米
両
政
府
が
押
し

つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
政
治
を
く
つ
が
え
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
戦
争
で
破
壊
し
た
那

覇
市
を
か
え
り
み
な
い
日
米
両
政
府
の
不
ま

じ
め
な
態
度
に
た
い
し
、
国
民
的
権
利
と
し

て
、
責
任
を
も
っ
て
都
市
建
設
を
推
進
さ
せ

る
よ
う
、
選
挙
を
と
お
し
て
要
求
体
制
を
築

き
上
げ
た
い
」
と
立
候
補
の
決
意
を
披
歴
し

た
。

続
い
て
、
知
花
社
大
党
政
審
会
長
、
瀬
長
人

民
党
委
員
長
、
宮
良
社
会
党
県
本
部
委
員
長
、

中
村
県
労
協
事
務
局
長
、
新
城
全
沖
労
連
委

員
長
の
各
氏
が
「
組
織
を
あ
げ
て
市
長
選
を

戦
う
こ
と
を
誓
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、

全
員
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱
し
、
午
後

四
時
過
ぎ
閉
会
し
た
。

　

統
一
綱
領　

　

一
、
沖
縄
を
拠
点
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ

52
機
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
出
撃
、
そ
の
他
一
切

の
軍
事
行
動
を
や
め
さ
せ
、
県
民
の
生
命
と

財
産
を
危
険
か
ら
守
り
、
日
本
と
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
世
界
の
平
和
を
か
ち
と
ろ
う
。

　

一
、
日
韓
条
約
に
反
対
し
、
安
保
体
制
を

打
破
し
て
、
ご
ま
か
し
の
自
由
諸
国
防
衛
論

に
基
づ
く
米
軍
基
地
の
お
し
つ
け
と
ア
メ
リ

カ
の
施
政
権
保
持
に
反
対
し
、
平
和
条
約
三

条
の
撤
廃
に
よ
る
即
時
祖
国
復
帰
を
か
ち
と

ろ
う
。

　

一
、
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
的
経
済
支
配
と

日
米
協
を
中
心
と
す
る
現
状
固
定
化
の
た
め

の
経
済
援
助
に
反
対
し
、
日
米
両
政
府
の
沖

縄
に
た
い
す
る
戦
災
復
興
、
戦
後
処
理
、
そ

の
他
一
切
の
義
務
の
不
履
行
を
追
及
し
て
本

土
法
の
適
用
に
よ
る
政
府
の
財
政
支
出
と
県

民
の
生
活
権
を
か
ち
と
ろ
う
。

　

一
、
主
席
の
指
名
制
お
よ
び
い
か
な
る
任

命
制
に
も
反
対
し
、
知
事
の
直
接
公
選
を
か

ち
と
ろ
う
。
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一
、
日
本
国
憲
法
の
適
用
と
国
政
参
加
を

実
現
し
、
県
民
の
政
治
的
自
由
と
人
権
と
民

主
主
義
を
か
ち
と
ろ
う
。

　

一
、
市
町
村
自
治
体
へ
の
弁
務
官
と
琉
球

政
府
の
不
当
な
干
渉
、
介
入
、
圧
迫
に
反
対

し
、
自
主
性
の
あ
る
民
主
的
な
市
町
村
自
治

体
を
確
立
し
よ
う
。

　

一
、
市
町
村
自
治
体
の
貧
困
財
政
を
打
開

す
る
た
め
、
市
町
村
交
付
税
の
増
額
と
琉
球

政
府
偏
重
の
税
制
改
革
と
市
町
村
自
治
体
の

国
県
的
事
務
事
業
費
の
負
担
を
日
本
政
府
と

琉
球
政
府
に
要
求
し
、
健
全
財
政
を
確
立
し

よ
う
。

　

一
、
生
活
を
お
び
や
か
す
物
価
値
上
げ
と

植
民
地
的
重
税
に
反
対
し
、
公
共
料
金
の
値

下
げ
と
大
幅
減
税
を
か
ち
と
り
、
勤
労
市
民

の
生
活
を
守
ろ
う
。

　

一
、
義
務
教
育
費
、
給
食
施
設
な
ど
教
育
の

名
の
下
に
行
な
う
一
切
の
父
兄
負
担
に
反
対

し
、
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
、
幼
稚
園
の

公
立
化
、
教
育
予
算
の
大
幅
増
額
を
か
ち
と

り
、
中
央
集
権
的
文
教
政
策
に
反
対
し
、
教

育
の
中
立
性
と
日
本
国
民
教
育
に
よ
り
教
育

を
守
ろ
う
。

　

勤
労
市
民
を
は
じ
め
、
全
民
主
勢
力
を
結

集
し
て
西
銘
民
主
党
市
政
を
打
倒
し
、
民
主

的
な
革
新
共
闘
市
政
を
う
ち
立
て
よ
う
。

　

統
一
政
策

　

一
、
民
主
的
、
行
財
政
を
確
立
す
る
た
め

に
①
対
米
追
従
の
市
政
と
財
産
の
不
当
処
分

に
反
対
し
、
市
町
村
自
治
体
の
民
主
化
を
は

か
る
②
市
町
村
交
付
税
の
増
額
を
要
求
す
る

③
日
本
政
府
の
国
庫
支
出
金
を
要
求
す
る
④

た
ば
こ
消
費
税
な
ど
の
市
町
村
移
管
を
要
求

す
る
⑤
那
覇
商
港
の
那
覇
市
へ
の
移
管
を
要

求
す
る
⑥
軍
事
経
費
、
政
府
経
費
の
お
し
つ

け
に
反
対
す
る
。

　

二
、
都
市
計
画
事
業
推
進
の
た
め
に
①
道

路
の
改
修
、
舗
装
工
事
の
根
本
的
な
強
化
を

は
か
る
②
幹
線
道
路
の
早
期
開
発
を
は
か
る

③
河
川
排
水
の
根
本
的
建
設
を
は
か
る
④
ア

メ
リ
カ
の
お
し
つ
け
に
よ
る
下
水
道
計
画
に

反
対
し
、
自
主
的
な
下
水
道
建
設
を
は
か
る

⑤
市
民
の
立
ち
場
で
合
理
的
な
区
画
整
理
事

業
を
行
な
う
⑥
与
儀
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
の

撤
去
を
要
求
す
る
。

　

三
、
水
道
事
業
拡
充
の
た
め
に
①
自
己
水

源
の
開
発
を
行
な
い
、
完
全
給
水
体
制
を
は

か
る
②
水
道
公
社
の
民
移
管
に
よ
る
分
水
協

定
の
解
約
に
つ
と
め
る
③
水
道
料
金
の
値
下

げ
を
は
か
る
。

　

四
、
住
宅
難
解
消
の
た
め
に
①
住
宅
対
策

を
強
化
し
、
日
本
政
府
と
琉
球
政
府
の
責
任

支
出
を
要
求
す
る
②
低
所
得
者
層
の
公
営
住

宅
建
設
を
行
な
い
、
入
居
条
件
の
撤
廃
と
家

賃
の
値
下
げ
を
は
か
る
。

　

五
、
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
た
め

に
①
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
と
賃
上
げ

を
は
か
る
②
地
公
法
、
公
労
法
な
ど
の
労
働

者
の
権
利
を
は
く
奪
す
る
法
令
制
定
に
反
対

し
、
そ
の
改
廃
を
要
求
す
る
。

　

六
、
中
小
企
業
保
護
育
成
の
た
め
に
①
中

小
零
細
企
業
を
圧
迫
す
る
統
合
、
系
列
化
や

選
別
融
資
に
反
対
し
、
長
期
低
利
融
資
を
要

求
す
る
②
中
小
企
業
の
事
業
税
か
ら
の
自
家

労
賃
の
控
除
を
要
求
す
る
③
市
民
の
立
ち
場

か
ら
公
設
市
場
の
改
築
を
は
か
る
。

　

七
、
農
漁
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
①
農

道
と
漁
港
の
整
備
を
は
か
る
②
生
産
費
と
所

得
を
保
障
す
る
農
漁
業
生
産
物
の
価
格
を
要

求
す
る
③
農
協
の
保
護
育
成
と
実
質
的
改
善

を
は
か
る
。

　

八
、
環
境
衛
生
を
は
か
る
た
め
に
①
ゴ
ミ

処
理
車
を
大
量
に
ふ
や
し
、
ゴ
ミ
処
理
の
迅

速
化
を
は
か
る
②
し
尿
処
理
や
公
害
の
と
り

し
ま
り
を
行
政
府
と
市
の
責
任
に
お
い
て
行

な
い
、
市
民
の
保
健
衛
生
を
は
か
る
。

　

九
、
市
民
文
化
施
設
拡
充
の
た
め
に
①
公

園
、
公
会
堂
、
体
育
館
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、

市
立
図
書
館
の
建
設
と
保
育
所
の
増
設
を
は

か
る
②
社
会
教
育
の
充
実
強
化
を
は
か
る
③

青
少
年
保
護
育
成
の
た
め
の
援
助
を
は
か
る
。

野
党
／
那
覇
市
議
長
を
追
及
／

メ
ッ
セ
ー
ジ
握
り
つ
ぶ
し
／

〝
許
さ
れ
ぬ
行
為
だ
〟
／
本
会

議
で
も
追
及
の
構
え 
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二
十
二
日
に
来
沖
、
二
十
五
日
よ
る
帰
京

し
た
全
国
議
長
会
代
表
一
行
（
団
長
、
石
村

貞
雄
福
岡
市
議
会
議
長
）
が
た
ず
さ
え
て
き

た
住
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
高
良
那
覇
市
議

長
が
握
り
つ
ぶ
し
、
さ
ら
に
一
行
が
ワ
ト
ソ

ン
高
等
弁
務
官
へ
手
渡
す
予
定
の
、
全
国
五

百
六
十
カ
市
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
決
議
し
た

「
沖
縄
の
祖
国
復
帰
要
求
決
議
」
を
も
、
手

び
か
え
さ
せ
た
こ
と
で
那
覇
市
議
会
の
野
党

各
派
は
、
二
十
五
日
午
後
、
那
覇
市
役
所
議

長
室
で
高
良
議
長
と
あ
い
「
こ
の
よ
う
な
態

度
は
許
容
で
き
な
い
」
と
し
て
激
し
く
抗

議
、
き
た
る
議
会
で
そ
の
責
任
を
追
及
す
る

と
言
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
高
良
議
長
の
態

度
は
、
本
土
か
ら
の
知
名
士
に
た
い
し
「
沖

縄
は
米
軍
政
下
に
あ
っ
て
自
由
に
発
言
で
き

な
い
」
と
の
印
象
を
与
え
る
も
の
と
し
て
問

題
化
し
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
日
午
後
五
時
す
ぎ
、
那
覇
市
議
会
の

金
城
（
吾
）
、
仲
本
＝
以
上
社
大
＝
久
高
、
儀

間
、
瀬
長
＝
以
上
人
民
＝
の
五
議
員
は
高
良

議
長
に
た
い
し
、
全
国
議
長
会
代
表
一
行
の

来
沖
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
高
良
議
長
が
握
り
つ
ぶ

し
、
ワ
ト
ソ
ン
弁
務
官
に
手
渡
す
予
定
で
た



四
〇
三

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
一
月

ず
さ
え
て
き
た
全
国
市
議
会
の
「
沖
縄
の
祖

国
復
帰
要
求
決
議
文
」
の
提
出
を
見
合
わ
せ

た
こ
と
に
た
い
し
抗
議
し
た
。

　

問
題
の
起
こ
り
は
さ
る
二
十
二
日
来
沖
し

た
全
国
市
議
長
会
正
副
会
長
一
行
十
一
人
が
、

那
覇
空
港
で
記
者
会
見
し
席
上
、
石
村
団
長

が
記
者
団
に
た
い
し
手
渡
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

文
を
高
良
議
長
が
「
現
地
の
市
議
長
た
ち
と

も
打
ち
合
わ
せ
ず
に
発
表
さ
れ
て
は
困
る
」

と
し
て
取
り
戻
し
た
ま
ま
握
り
つ
ぶ
し
た
こ

と
か
ら
で
あ
る
。
同
議
長
は
、
さ
ら
に
沖
縄

市
議
長
会
と
も
打
ち
合
わ
せ
て
一
行
が
ワ
ト

ソ
ン
弁
務
官
に
手
渡
す
予
定
で
持
参
し
て
き

た
全
国
五
百
六
十
カ
市
議
会
に
よ
る
「
沖
縄

の
祖
国
復
帰
要
求
決
議
文
」
を
も
「
筋
が
違

う
」
と
い
う
理
由
で
見
合
わ
せ
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
社
大
、
人
民
両
派
で
は

「
沖
縄
の
地
方
議
会
を
代
表
す
る
那
覇
市
議

長
が
、
こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
こ
と
は
許

せ
な
い
」
と
し
て
、
「
那
覇
市
議
会
は
、
こ

れ
ま
で
数
回
、
祖
国
復
帰
の
決
議
を
行
な
い
、

本
土
各
都
市
に
た
い
し
て
も
決
議
要
請
を
し

て
き
た
。
そ
れ
が
全
国
五
百
あ
ま
り
の
都
市

で
決
議
を
行
な
っ
て
ワ
ト
ソ
ン
弁
務
官
に
も

決
議
文
を
手
渡
そ
う
と
い
う
の
に
こ
ち
ら
で

そ
れ
を
と
ど
ま
ら
せ
る
と
は
主
客
転
倒
で
は

な
い
か
」
と
説
く
追
及
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
高
良
議
長
は
「
弁
務
官
に

同
決
議
文
を
手
渡
す
の
は
外
交
ル
ー
ト
が
違

う
の
で
筋
違
い
で
あ
る
。
一
行
は
視
察
の
目

的
で
来
沖
し
て
い
る
の
で
、
筋
違
い
の
こ
と

を
し
て
も
弁
務
官
が
拒
否
す
る
の
は
明
ら
か

で
あ
る
。
過
去
に
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し

て
「
退
島
命
令
」
が
出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
の
で
、
地
元
の
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
一
行

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
現
地
の
事
情
を

説
明
す
る
義
務
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け

で
決
議
文
の
手
渡
し
を
見
合
わ
せ
、
口
頭
で

祖
国
復
帰
を
要
請
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
口

頭
で
は
ワ
ー
ナ
ー
民
政
官
に
強
く
要
請
し
た

の
で
、
た
い
し
た
問
題
は
な
い
と
思
う
。
し

か
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
わ
た
し
が
横
ど
り
し
た

こ
と
は
不
覚
で
あ
っ
た
し
、
こ
ん
ご
気
を
つ

け
る
」
と
答
え
た
。

　

し
か
し
野
党
議
員
団
は
「
何
も
筋
違
い
で

は
な
い
。
大
統
領
行
政
命
令
で
も
ち
ゃ
ん
と

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
ら
ん
こ

と
に
気
を
ま
わ
し
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
怒
っ
た
が
、
高
良
議

長
は
「
そ
れ
で
は
、
い
ま
か
ら
ぼ
く
が
弁
務

官
に
届
け
て
く
る
」
と
い
っ
た
り
し
て
巧
み

に
か
わ
そ
う
と
す
る
の
で
、
野
党
側
は
「
本

会
議
で
追
及
す
る
」
と
し
て
会
談
を
打
ち
切

っ
た
。

　

両
派
で
は
高
良
議
長
の
不
信
任
決
議
案
を

出
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
た
め
に

臨
時
議
会
の
招
集
を
要
求
す
る
か
ど
う
か
は

こ
ん
ご
に
検
討
す
る
と
い
う
。

平
良
、
西
銘
両
氏
届
け
出
る
／

那
覇
市
長
選
／
与
野
党
が
正

面
対
決
／
本
土
政
界
も
テ
コ

入
れ
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来
月
十
九
日
に
行
な
わ
れ
る
那
覇
市
長
選

挙
の
立
候
補
受
け
付
け
が
三
十
日
午
前
八
時

半
か
ら
那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
開
始
さ

れ
た
。
届
け
出
初
日
の
三
十
日
は
、
午
前
八

時
三
十
五
分
に
平
良
良
松
氏
（
社
大
・
新
）

が
、
同
四
十
分
に
は
西
銘
順
治
氏
（
民
主
・

現
）
が
届
け
出
を
終
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
来
月
十
九
日
の
投
票
日
当
日
ま
で
の
二
十

日
間
に
わ
た
る
選
挙
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ

た
わ
け
で
、
届
け
出
を
終
え
た
平
良
、
西
銘

の
両
氏
は
直
ち
に
街
頭
に
出
て
第
一
声
を
放

ち
、
選
挙
民
へ
支
持
を
訴
え
た
。
こ
の
那
覇

市
長
選
挙
は
、
今
年
最
後
を
飾
る
も
の
で
、

内
外
の
関
心
は
と
み
に
高
ま
っ
て
お
り
与
野

党
は
正
面
か
ら
対
決
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
。

　

こ
ん
ど
の
選
挙
に
た
い
し
て
は
与
野
党
と

も
さ
き
に
行
な
わ
れ
た
立
法
院
議
員
選
挙
の

延
長
戦
と
し
て
重
視
し
、
野
党
側
で
は
那
覇

市
政
革
新
共
闘
会
議
を
結
成
し
て
四
年
間
に

わ
た
る
民
主
党
市
政
の
打
破
に
全
力
を
あ
げ
、

民
主
党
で
も
立
法
院
選
挙
で
惨
敗
し
た
失
地

回
復
を
図
ろ
う
と
懸
命
に
な
っ
て
い
る
。

　

社
大
、
社
会
、
人
民
の
野
党
三
派
と
県
労

協
、
全
沖
労
連
な
ど
の
革
新
共
闘
会
議
で
は
、

さ
き
の
立
法
院
議
員
選
挙
の
得
票
数
の
点
で

民
主
党
に
大
き
く
水
を
あ
け
た
こ
と
か
ら
、

市
長
選
挙
の
勝
利
に
そ
の
ま
ま
結
び
つ
く
も

の
と
み
て
、
那
覇
市
内
を
八
地
区
に
区
分
し

て
選
挙
体
制
を
し
い
て
い
る
。
同
共
闘
で
は

今
回
の
市
長
選
は
単
に
一
地
方
自
治
体
の
選

挙
で
は
な
く
、
米
施
政
二
十
年
、
こ
れ
に
追

従
す
る
民
主
党
市
政
を
打
破
す
る
意
義
を
持

つ
も
の
で
あ
る
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
前

進
基
地
と
な
っ
て
い
る
沖
縄
の
基
地
不
安
を

前
面
に
押
し
出
し
て
住
民
の
支
持
を
得
た
い

と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
民
主
党
は
、
立
法
院
選

挙
で
の
惨
敗
の
雪
辱
を
期
そ
う
と
し
て
党
の

全
組
織
を
あ
げ
て
郷
友
会
票
の
抱
き
込
み
を

行
な
う
作
戦
を
と
っ
て
い
る
。
と
く
に
同
党

で
は
過
去
四
カ
年
に
西
銘
市
政
は
市
民
に
絶

対
の
支
持
を
受
け
て
い
る
も
の
と
判
断
し
日

米
協
調
路
線
に
よ
る
市
民
福
祉
の
増
大
を
前

面
に
押
し
出
し
て
野
党
に
対
抗
す
る
意
向
で

あ
る
。

　

ま
た
沖
縄
内
部
で
の
与
野
党
の
激
し
い
動

き
に
呼
応
し
て
本
土
政
界
で
も
、
同
選
挙
を

重
視
し
、
自
民
党
が
議
員
団
を
派
遣
す
る
の

を
は
じ
め
、
社
会
党
で
も
革
新
共
闘
を
支
持

し
て
社
会
党
が
議
員
団
を
派
遣
す
る
動
き
に

あ
る
。
本
土
自
民
党
で
は
前
回
の
立
法
院
選

挙
の
結
果
か
ら
は
今
後
の
与
党
体
制
に
心
配



四
〇
四

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
二
月

な
点
が
多
い
と
し
て
か
な
り
の
テ
コ
入
れ
を

計
画
、
社
会
党
な
ど
野
党
各
派
も
沖
縄
返
還

の
重
要
な
布
石
に
な
る
と
み
て
お
り
二
十
日

間
に
わ
た
る
選
挙
戦
で
は
本
土
の
各
政
党
も

含
め
て
激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

　

平
良
良
松　

58　

社
大
・
新

　

党
会
計
長
、
沖
縄
県
立
一
中
卒
、
ペ
ル
ー

国
リ
マ
日
本
人
学
校
教
諭
、
真
和
志
村
議
会

議
員
、
同
農
協
長
、
立
法
院
議
員
四
期
当
選
、

松
川
二
六
四
、
那
覇
市
出
身
。

　

西
銘
順
治　

44　

民
主
・
現

　

東
大
法
学
部
卒
、
外
務
省
管
理
局
、
沖
縄

朝
日
新
聞
社
長
、
立
法
院
議
員
、
琉
球
政
府

経
済
局
長
、
同
計
画
局
長
、
那
覇
市
長
、
大

道
三
一
七
、
知
念
村
出
身
。

那
覇
市
長
選
／
総
力
あ
げ
て
戦 

う
／
民
主
党
合
同
委
／
選
対

本
部
長
に
長
嶺
氏 
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民
主
党
の
市
町
村
長
連
盟
お
よ
び
同
議
員

連
盟
の
総
会
は
、
四
日
午
後
二
時
か
ら
那
覇

市
内
の
大
和
会
館
で
開
か
れ
た
。
こ
の
総
会

は
、
十
九
日
の
那
覇
市
長
選
挙
に
向
け
て
、
那

覇
市
在
住
の
地
方
出
身
者
の
支
持
を
固
め
る

た
め
の
も
の
で
党
役
員
を
は
じ
め
、
加
盟
市

町
村
長
並
び
に
議
員
約
二
百
人
が
出
席
「
総

力
を
あ
げ
て
那
覇
市
長
選
挙
を
戦
い
ぬ
く
」

決
議
を
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、
伊
芸
組
織
委
員
長
が
「
市

長
選
を
勝
ち
ぬ
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
組

織
を
と
お
し
て
下
部
へ
の
浸
透
を
は
か
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
ん
ど
の
市
長
選
挙
は

各
自
が
み
ず
か
ら
の
市
町
村
長
を
選
ぶ
つ
も

り
で
選
挙
戦
に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
激

励
し
た
。
こ
れ
に
こ
た
え
て
、
各
市
町
村
長

並
び
に
市
町
村
議
員
は
、
郷
友
会
な
ど
の
組

織
固
め
を
す
る
と
と
も
に
、
公
務
出
張
で
那

覇
に
出
向
く
機
会
に
、
は
が
き
、
電
話
な
ど

で
同
郷
出
身
者
に
支
援
を
頼
む
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
党
選
対
本
部
長
に
は
、
先
の
両
連
盟

役
員
会
の
決
定
ど
お
り
、
長
嶺
立
法
院
議
長

を
満
場
一
致
で
承
認
し
た
。
引
き
続
き
、
激

励
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
長
嶺
立
法
院
議

長
、
山
川
同
副
議
長
、
高
良
那
覇
市
議
長
、
伊

芸
組
織
委
員
長
が
「
那
覇
市
長
に
は
か
つ
て

革
新
の
瀬
長
、
兼
次
両
氏
が
当
選
し
た

が
、
そ
の
た
め
に
都
市
の
復
興
が
遅
れ
た
。
復

興
途
上
の
那
覇
市
の
前
進
を
阻
ま
な
い
た
め

に
も
今
選
挙
は
ど
う
し
て
も
勝
ち
ぬ
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
、
午
後
四
時
過

ぎ
散
会
し
た
。

あ
く
ま
で
直
接
選
挙
／
昨
夜
主 

席
公
選
要
求
県
民
大
会
／

八
千
人
が
参
加 
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〝
公
選
以
外
の
い
か
な
る
選
任
も
拒
否
し
、

直
接
公
選
を
か
ち
と
ろ
う
〟〝
松
岡
任
命
主

席
は
た
だ
ち
に
退
陣
せ
よ
〟
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
か
か
げ
た
復
帰
協
主
催
の
「
任
命
主

席
退
陣
、
知
事
公
選
要
求
県
民
大
会
」
は
、

十
六
日
午
後
六
時
か
ら
立
法
院
横
広
場
で
開

か
れ
た
。

　

大
会
に
は
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
八

千
人
の
県
民
が
集
ま
り
、〝
沖
縄
を
返
せ
〟
の

斉
唱
、
議
長
団
に
田
場
盛
徳
教
職
員
会
政
経

部
長
、
新
里
泰
孝
琉
大
学
生
会
長
、
亀
甲
康

吉
県
労
協
議
長
を
選
任
、
議
事
に
は
い
っ
た
。

こ
の
大
会
に
つ
い
て
喜
屋
武
復
帰
協
会
長
は

「
立
法
院
臨
時
議
会
の
招
集
を
前
に
、
民
主
政

治
の
基
本
を
な
す
主
席
公
選
に
対
す
る
全
県

民
の
し
烈
な
要
求
を
表
明
す
る
た
め
に
開
い

た
。
今
後
も
要
求
実
現
の
た
め
に
団
結
を
固

め
て
い
く
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。

　

つ
い
で
仲
村
栄
春
市
町
村
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
平
良
良
松
社
大
党
会
計
長
、
瀬
長
亀
次
郎

人
民
党
委
員
長
、
宮
良
寛
才
社
会
党
委
員
長

が
意
見
を
発
表
し
た
が
、
各
氏
と
も
①
主
席

公
選
は
全
県
民
の
要
求
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
民
主
政
治
の
基
本
原
理
で
あ
り
、
い
か

な
る
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
を
は
ば
ん

で
は
な
ら
な
い
②
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
自

ら
「
最
後
の
任
命
主
席
で
あ
り
た
い
」
と
明

言
し
た
松
岡
主
席
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
③

民
主
党
は
、
直
接
公
選
を
ひ
っ
こ
め
、
承
認

制
、
あ
る
い
は
立
法
院
で
の
間
接
選
挙
を
考

え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
粉
砕
す
べ
き
で
あ
る

と
強
調
、
拍
手
を
う
け
た
。

　

つ
い
で
①
主
席
公
選
要
求
決
議
案
②
任
命

主
席
退
陣
要
求
決
議
案
③
公
民
権
は
く
奪
に

対
す
る
抗
議
決
議
案
④
高
良
那
覇
市
議
長
へ

の
抗
議
決
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
採
択
、
激
励
電

の
披
露
が
あ
り
、
喜
屋
武
会
長
の
音
頭
で

〝
が
ん
ば
ろ
う
〟を
三
唱
し
て
午
後
七
時
す
ぎ

大
会
を
閉
じ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
教
職
員
会
バ
ン
ド
を
先
頭

に
、
大
会
場
を
出
発
、
国
際
通
り
を
デ
モ
行

進
、
安
里
を
経
て
崇
元
寺
で
解
散
し
た
。

主
席
公
選
要
求
決
議

　

民
主
社
会
の
原
則
で
あ
る
首
長
の
公
選
は
、

全
県
民
の
一
致
し
た
要
求
で
あ
り
、
い
か
な

る
理
由
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
沖
縄
で
は
、
戦
後

二
十
年
を
経
た
今
日
、
県
民
の
し
烈
な
要
求

に
も
か
か
わ
ら
ず
主
席
の
公
選
は
行
な
わ
れ

ず
、
高
等
弁
務
官
に
よ
る
任
命
制
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
沖
縄
で
は
民
主
政
治

が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
る
。
民

主
主
義
を
標
榜
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
が
、
沖

縄
で
強
権
を
も
っ
て
主
席
の
公
選
を
は
ば
ん
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で
い
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
を
否
定
し
、
自

ら
の
威
信
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ

き
で
あ
る
。
現
在
米
国
は
、
立
法
院
で
の
間

接
選
挙
に
よ
る
高
等
弁
務
官
の
承
認
制
を
意

図
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
直
接
公
選
を

実
施
す
る
よ
う
強
く
要
求
す
る
。　

　

松
岡
任
命
主
席
退
陣
要
求
決
議　

い
ま
や

沖
縄
九
十
六
万
県
民
の
主
席
公
選
の
叫
び
は

最
高
潮
に
達
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
唯
一
の

住
民
代
表
機
関
で
あ
る
新
し
い
立
法
院
に
対

し
て
責
任
を
負
い
、
松
岡
政
保
氏
は
、
昨
年

十
月
行
政
主
席
に
指
名
し
た
立
法
院
議
員
と

と
も
に
、
た
だ
ち
に
退
陣
し
て
、
県
民
と
と

も
に
直
接
公
選
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
努
力

す
る
こ
と
が
最
大
の
任
務
で
あ
る
。
い
た
ず

ら
に
行
政
命
令
を
タ
テ
に
、
政
治
の
混
乱
を

さ
け
る
と
の
理
由
で
居
座
り
続
け
る
こ
と
は
、

詭
弁
で
あ
り
、
政
治
的
混
乱
を
招
く
。
松
岡
政

保
氏
が
真
に
主
席
公
選
を
の
ぞ
み
、
そ
の
努

力
を
惜
し
ま
な
い
信
念
が
あ
る
な
ら
ば
、
た

だ
ち
に
任
命
主
席
を
退
陣
し
て
、
九
十
六
万

県
民
の
意
思
に
こ
た
え
る
こ
と
が
当
然
の
責

務
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　

公
民
権
は
く
奪
に
た
い
す
る
抗
議
決
議

　

第
七
回
立
法
院
議
員
選
挙
で
立
候
補
し
た

友
利
、
瀬
長
、
又
吉
、
大
宜
味
の
四
氏
は
被

選
挙
権
を
は
く
奪
さ
れ
、
投
票
を
無
効
に
さ

れ
た
。
布
令
六
十
八
号
の
重
罪
、
破
廉
恥
罪

に
該
当
す
る
と
解
釈
し
た
中
央
選
挙
管
理
委

員
会
の
決
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

県
民
の
自
主
的
に
選
出
す
る
立
法
院
議
員

選
挙
で
こ
の
よ
う
に
選
挙
法
の
被
選
挙
権
禁

止
規
定
以
外
の
布
令
で
基
本
的
人
権
で
あ
る

公
民
権
を
奪
っ
た
こ
と
は
不
法
極
ま
り
な
い
。

し
か
も
、
四
氏
と
も
あ
い
ま
い
な
〝
重
罪
〟

を
適
用
し
て
事
実
上
有
権
者
の
選
挙
権
を
奪

い
、
当
選
得
票
数
を
得
な
が
ら
失
効
に
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
行
政
命
令
で
い
う
「
基
本

的
自
由
の
保
障
」
に
も
反
す
る
。

　

野
党
側
の
候
補
者
に
特
赦
措
置
を
と
ろ
う

と
し
な
い
こ
と
に
も
問
題
は
あ
る
が
、
刑
の

消
滅
期
限
を
切
れ
て
も
公
民
権
を
禁
止
し
て

い
る
こ
と
は
法
治
社
会
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

植
民
地
独
裁
の
政
治
下
で
住
民
自
治
を
米
軍

権
力
で
批
判
勢
力
を
押
え
よ
う
と
の
意
図
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
世
界
に
類
例
の

な
い
か
か
る
公
民
権
は
く
奪
に
抗
議
し
関
係

布
令
の
廃
止
を
強
く
要
求
す
る
。

　

高
良
那
覇
市
議
長
へ
の
抗
議
決
議

全
国
市
議
長
会
第
一
回
沖
縄
会
議
開
催
の
た

め
来
県
し
た
代
表
団
に
高
良
那
覇
市
議
長
が

と
っ
た
行
為
は
常
軌
を
逸
脱
し
た
態
度
で
あ

り
、
祖
国
復
帰
を
悲
願
す
る
全
県
民
が
等
し

く
義
憤
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。
全
国
五
百

六
十
市
議
会
が
決
議
、
高
等
弁
務
官
へ
の
手

交
を
代
表
団
に
託
さ
れ
た
沖
縄
返
還
の
要
求

を
同
議
長
一
存
で
握
り
つ
ぶ
し
、
代
表
団
の

誠
意
を
じ
ゅ
う
り
ん
し
た
こ
と
は
越
権
行
為

で
あ
る
。
し
か
も
、
那
覇
市
議
会
は
毎
年
復

帰
決
議
を
し
て
い
る
。
石
村
団
長
は

「
高
等
弁
務
官
で
あ
ろ
う
が
、オ
ー
プ
ン
で
話

し
合
い
、
要
請
し
た
か
っ
た
」
と
語
っ
て
お

り
、
代
表
団
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
決
議
者

に
沖
縄
問
題
は
一
部
の
人
び
と
の
運
動
だ
と

の
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

全
国
各
県
、
市
町
村
ま
で
復
帰
要
請
す
べ
き

と
き
に
高
良
議
長
の
と
っ
た
行
為
は
復
帰
運

動
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
も
の
で
あ
り
責
任

を
追
及
、
抗
議
す
る
。

那
覇
市
長
選
／
与
野
党
の
見
解

／
民
主
、
都
市
で
新
た
な
自

信
／
革
新
、
野
党
政
策
の
反

映
を
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保
守
、
革
新
が
真
っ
向
か
ら
対
決
し
て
行

な
わ
れ
た
那
覇
市
長
選
挙
も
「
日
米
協
調
路

線
で
市
の
発
展
」
を
旗
印
に
し
た
保
守
、
民

主
党
が
「
反
戦
、
復
帰
を
基
調
に
、
日
米
両

政
府
の
義
務
と
し
て
財
政
支
出
を
さ
せ
る
」

こ
と
を
主
軸
に
訴
え
た
革
新
側
を
押
さ
え
て

支
持
さ
れ
る
結
果
に
終
わ
っ
た
。
だ
が
、
当

選
し
た
西
銘
氏
の
支
持
票
と
落
選
し
た
平
良

氏
の
支
持
票
の
差
は
わ
ず
か
二
千
七
百
票
余

り
で
、
敗
れ
た
革
新
支
持
者
も
有
効
投
票
の

約
半
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
主
党
で
は
「
革

新
勢
力
の
か
か
げ
た
政
策
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
今

後
の
市
政
運
営
で
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
い
、
野
党
側
も
「
わ
ず
か
の
票
数

で
負
け
た
が
、
支
持
率
で
は
五
分
五
分
で
あ

り
、
西
銘
市
政
は
野
党
の
政
策
も
取
り
上
げ

て
い
く
べ
き
だ
」
と
、
与
野
党
と
も
こ
の
点

で
は
同
様
な
見
方
を
し
て
い
る
。
米
施
政
二

十
年
目
で
、
沖
縄
の
政
治
に
な
ん
ら
か
の
転

機
を
期
待
し
て
出
発
し
、
し
か
も
、
選
挙
の

当
た
り
年
を
締
め
く
く
る
選
挙
だ
っ
た
だ
け

に
、
与
野
党
と
も
こ
の
選
挙
の
結
果
を
重
視

し
て
、
単
に
一
地
方
自
治
体
の
選
挙
と
い
う

よ
り
、
今
後
の
政
治
の
動
向
に
も
大
き
な
影

響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
と
み
て
い
る
。

　

ま
ず
、
民
主
党
で
は
さ
る
立
法
院
総
選
挙

で
は
、
那
覇
市
で
革
新
勢
力
に
大
き
く
ミ
ズ

を
あ
け
ら
れ
た
だ
け
に
、
こ
の
市
長
選
の
勝

利
に
は
、
単
に
立
法
院
選
の
雪
辱
と
い
う
よ

り
与
党
の
政
策
が
都
市
地
区
の
意
識
層
に
も

浸
透
し
た
と
み
て
新
た
な
自
信
を
感
じ
た
よ

う
だ
。
立
法
院
選
直
後
、
民
主
党
は
立
法
院

選
の
敗
北
を
都
市
地
区
に
お
け
る
組
織
の
弱

さ
が
大
き
な
原
因
と
し
て
反
省
、
市
長
選
挙

に
向
け
て
の
運
動
展
開
の
第
一
に
下
部
組
織

へ
の
浸
透
を
あ
げ
、
党
の
全
勢
力
を
注
ぎ
こ

ん
だ
。
ま
ず
、
同
党
の
市
町
村
連
盟
並
び
に

市
町
村
議
員
連
盟
を
フ
ル
に
動
か
し
て
、
那

覇
在
住
の
地
方
出
身
者
を
固
め
た
の
を
は
じ

め
各
業
種
団
体
な
ど
、
く
ま
な
く
組
織
化
し

て
、
革
新
勢
力
の
組
織
に
備
え
た
。



四
〇
六

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
二
月

　

と
こ
ろ
で
、
同
党
の
吉
元
副
総
裁
は
、
市

長
選
の
結
果
に
つ
い
て
「
都
市
地
区
で
も
地

道
な
政
策
を
取
り
上
げ
る
保
守
党
が
支
持
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
意
義
深
い
」
と
評

価
し
た
。
民
主
党
内
部
に
は
、
こ
れ
ま
で
、

立
法
院
で
も
地
方
出
身
議
員
が
多
く
、
都
市

地
区
で
革
新
勢
力
に
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
た
負
い
目
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
市

長
選
は
、
従
来
に
み
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
革
新

勢
力
の
結
束
を
相
手
に
戦
っ
て
勝
っ
た
だ
け

に
「
保
守
党
の
政
策
が
都
市
地
区
で
も
支
持

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
は

大
き
な
意
義
を
見
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

同
時
に
、
同
党
内
に
は
、
今
後
の
都
市
地
区

に
お
け
る
選
挙
戦
に
も
新
た
な
自
信
を
つ
け

た
と
す
る
見
方
が
強
い
。

　

こ
れ
に
た
い
し
、
野
党
各
派
は
一
様
に
「
立

法
院
選
で
確
保
し
た
票
を
守
れ
な
か
っ
た
の

は
反
省
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
大
き
な
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。
と
く
に
、
い
く
ら

か
不
利
と
み
て
い
た
首
里
、
小
禄
地
区
で
予

想
以
上
に
伸
び
た
の
に
た
い
し
、
絶
対
の
革

新
地
盤
と
み
て
い
た
真
和
志
地
区
で
相
当
食

い
込
ま
れ
た
点
を
最
も
大
き
な
敗
因
に
あ
げ

て
い
る
。

　

そ
し
て
①
野
党
側
の
政
策
が
地
に
つ
い
て

い
な
か
っ
た
こ
と
②
共
闘
が
ゆ
え
に
指
導
体

制
が
一
貫
し
な
か
っ
た
③
物
量
作
戦
に
た
い

す
る
策
が
不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
っ
た―

な
ど
を

敗
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
と
く
に
社
大
党

で
は
組
織
の
再
検
討
を
痛
感
し
て
い
る
。
同

党
の
知
花
政
審
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
組
織

の
あ
り
方
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
」
と
語
り
、
組
織
の
重
大
さ
を
強

調
し
た
。
と
く
に
、
民
主
党
が
、
市
町
村
連

盟
な
ど
を
結
成
し
て
各
地
方
自
治
体
と
党
中

央
と
の
連
け
い
を
は
か
り
、
こ
れ
ま
で
弱
体

と
い
わ
れ
た
組
織
を
強
化
し
つ
つ
あ
る
点
を

額
面
ど
お
り
評
価
し
、
同
党
で
は
従
来
、
原

則
と
し
て
地
方
自
治
体
に
介
入
し
な
い
方
針

を
と
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
積
極
的
に
地
方

自
治
へ
の
浸
透
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
反
省
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
野
党
各
派
で
は
頼
み
の
都
心
部
と

い
う
舞
台
で
、
保
守
、
革
新
の
対
決
と
い
う

一
戦
で
敗
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
政
策
の

浸
透
を
真
剣
に
考
え
な
お
す
べ
き
で
あ
る
と

す
る
意
見
が
強
い
。
こ
れ
と
同
時
に
、
こ
ん

ど
の
選
挙
で
は
、
西
銘
氏
側
が
過
去
四
年
間

選
挙
運
動
を
し
た
の
に
た
い
し
、
野
党
側
は

完
全
に
出
遅
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
野
党
側
も
、
西
銘
氏
の
在
職
中
、
継
続

し
て
西
銘
市
政
批
判
を
訴
え
る
べ
き
だ
っ
た

と
い
い
、
今
後
は
次
の
市
長
選
挙
に
備
え
て

野
党
市
議
に
よ
る
市
政
批
判
の
形
で
選
挙
戦

に
臨
む
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。

｜
社　

説
｜

那
覇
市
長
選
挙
の
結
果 
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那
覇
市
長
選
挙
委
の
結
果
は
、
新
市
長
に

西
銘
順
治
氏
が
再
選
さ
れ
た
。

こ
ん
ど
の
選
挙
は
、
平
良
良
松
（
社
大
）
西

銘
順
治
（
民
主
）
両
候
補
の
一
騎
打
ち
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
立
法
院
議
員
総
選
挙
の
あ

と
を
う
け
て
次
期
行
政
主
席
の
選
出
を
控
え

て
い
る
と
き
だ
け
に
、
保
守
、
革
新
の
激
し

い
対
決
の
形
を
と
り
、
い
き
お
い
内
外
の
関

心
も
非
常
に
高
ま
っ
て
い
た
。

　

開
票
の
結
果
は
、
西
銘
氏
が
二
千
八
百
票

余
の
差
で
平
良
氏
に
勝
っ
て
い
る
。
前
回
の

選
挙
で
西
銘
氏
は
次
点
の
宮
里
栄
輝
氏
と
約

八
百
票
差
だ
っ
た
が
立
候
補
者
が
ほ
か
に
兼

次
、
大
宜
味
氏
ら
が
い
て
、
乱
戦
模
様
だ
っ

た
こ
と
、
今
回
の
投
票
総
数
が
十
万
六
千
票

余
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
約
二
千
八
百

票
の
差
は
わ
ず
か
な
差
と
い
え
よ
う
。

　

投
票
率
も
七
九
・
八
％
と
、
首
里
お
よ
び

真
和
志
、
小
禄
を
合
併
以
来
の
最
高
を
記
録

し
て
い
る
が
、
好
天
気
に
恵
ま
れ
た
だ
け
で

な
く
、
那
覇
市
政
に
た
い
す
る
市
民
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
や
保
守
、
革
新
の
対

立
の
激
し
さ
も
、
あ
ず
か
っ
て
大
き
く
作
用

し
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。　

　

沖
縄
の
首
都
に
あ
た
る
那
覇
市
長
選
挙
で

は
あ
る
が
、
革
新
共
闘
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

　

　

本会場

市役所会議室

第１会場

市役所会議室

第２会場

市民集会場

第３会場

真和志支所

第４会場

真和志農協

第５会場

真和志農協
合計

投票総数 17,087 17,651 17,415 19,086 19,521 15,796 106,556

西銘候補 9,781 10,205 9,276 8,253 9,520 7,242 54,277

平良候補 7,221 7,387 7,937 10,585 9,914 8,482 51,526

無　効 85 59 202 248 87 72 753

各開票場の得票数 選管委最終集計
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二
十
年
支
配
の
打
破
を
正
面
に
か
か
げ
、
西

銘
市
長
が
対
米
追
従
で
あ
る
と
訴
え
た
の
に

た
い
し
、
民
主
党
は
台
所
に
直
結
す
る
市
政

と
い
う
こ
と
で
過
去
四
年
の
西
銘
市
政
を
踏

ま
え
た
政
策
で
対
抗
し
て
き
た
。

　

選
挙
の
結
果
か
ら
み
て
、
那
覇
市
民
は
、
住

宅
、
道
路
、
上
下
水
道
、
ご
み
処
理
、
区
画
整

理
な
ど
生
活
と
直
接
結
び
つ
い
た
具
体
的
な

施
策
の
点
で
、
西
銘
氏
の
政
治
手
腕
に
よ
り

多
く
の
期
待
を
か
け
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か

し
西
銘
氏
の
得
票
数
と
大
差
な
い
五
万
余

の
有
権
者
が
平
良
氏
を
支
持
し
た
こ
と
は
、

そ
の
基
本
政
策
で
あ
る
「
那
覇
市
政
と
い
え

ど
も
祖
国
復
帰
を
最
終
目
標
と
し
て
、
す
べ

て
の
施
策
を
そ
の
促
進
に
即
応
せ
し
め
る

こ
と
を
基
本
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
考
え

方
を
支
持
し
、
西
銘
市
政
に
批
判
的
な
態
度

を
示
し
た
こ
と
も
見
の
が
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　

再
選
さ
れ
た
西
銘
市
長
は
、
七
月
の
総
選

挙
結
果
に
よ
っ
て
那
覇
市
議
会
で
も
与
党
が

過
半
数
を
占
め
て
い
る
し
、
過
去
四
年
の
実

績
に
立
っ
て
、こ
れ
か
ら
向
こ
う
四
年
間
、
那

覇
市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
き

わ
め
て
好
条
件
の
も
と
に
新
し
い
ス
タ
ー
ト

を
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
思
う
ぞ

ん
ぶ
ん
、
そ
の
抱
負
を
施
策
に
反
映
す
る
こ

と
が
で
き
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
反
対

派
に
投
じ
ら
れ
た
投
票
の
意
味
す
る
も
の
も
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
理
解
し
て
市
政
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

再
選
と
は
い
え
、
西
銘
新
市
長
は
こ
ん
ど

の
選
挙
に
お
け
る
公
約
に
拘
束
さ
れ
る
の
は

当
然
で
あ
る
。
両
候
補
と
も
数
多
く
の
公
約

を
し
た
が
、
と
く
に
西
銘
新
市
長
は
、「
日
米

協
調
の
強
化
に
よ
っ
て
、
那
覇
市
を
中
心
と

す
る
都
市
圏
の
総
合
開
発
、
市
民
生
活
と
生

産
活
動
が
合
理
的
、
効
率
的
に
発
揮
で
き
る

都
市
建
設
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
住
宅
、
上

下
水
道
、
道
路
、
公
園
、
産
業
、
港
湾
、
区

画
整
理
、
観
光
、
ご
み
処
理
な
ど
細
か
い
と

こ
ろ
ま
で
公
約
を
し
て
い
る
。

　

当
選
し
た
以
上
は
、
新
市
長
と
し
て
当

然
、
公
約
に
そ
む
か
ず
、
そ
の
早
急
な
実
現

に
力
を
傾
け
る
に
違
い
な
い
が
、
選
挙
民
も

選
挙
が
終
わ
っ
た
ら
、
も
う
市
政
と
無
縁
に

な
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
税
金
を
使

っ
て
市
政
を
運
営
す
る
市
長
が
、
ど
の
程
度
、

選
挙
の
公
約
実
現
に
努
力
し
、
公
僕
と
し
て

市
民
の
福
祉
向
上
に
努
め
る
か
を
監
視
す
る

義
務
が
あ
る
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
従
来
の
選
挙
と
く
ら
べ

て
買
収
、
供
応
な
ど
の
悪
質
な
選
挙
違
反
も

表
面
化
せ
ず
、
比
較
的
に
明
る
く
正
し
い
選

挙
の
理
想
に
ま
だ
ほ
ど
遠
い
と
は
い
え
一
歩

近
づ
い
た
感
が
す
る
。

　

那
覇
市
長
選
挙
が
終
わ
っ
て
、
政
局
の
焦

点
は
、
き
の
う
開
会
し
た
立
法
院
の
臨
時
議

会
は
じ
め
、
予
定
さ
れ
て
い
る
大
統
領
行
政

命
令
の
改
正
、
さ
ら
に
そ
れ
に
基
づ
く
次
期

行
政
主
席
の
選
出
な
ど
に
移
る
が
、
市
長
選

に
現
わ
れ
た
保
守
、
革
新
の
対
立
は
そ
の
ま

ま
尾
を
引
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
新
局
面

に
わ
れ
わ
れ
は
信
念
を
も
っ
て
冷
静
に
処
し

た
い
。

西
銘
氏
の
勝
因
を
探
る
／
四
ヵ

年
の
実
績
が
奏
功
／
貴
重
な

旧
那
覇
地
区
の
五
千
票 
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那
覇
市
長
選
は
「
二
期
連
続
当
選
は
夢
物

語
り
」
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
を
破
っ
て
、
西
銘

順
治
・
現
市
長
が
再
選
さ
れ
第
十
九
代
市
長

に
お
さ
ま
っ
た
。
さ
る
立
法
院
選
挙
の
さ
い

民
主
党
勢
が
都
市
地
区
で
不
振
だ
っ
た
あ
と

を
受
け
て
、
み
ご
と
那
覇
市
長
の
座
を
守
り

抜
い
た
西
銘
候
補
の
当
選
は
、
ま
さ
に
「
快

挙
」
で
あ
り
、
過
去
四
ヵ
年
間
の
西
銘
施
政

の
実
績
が
、
多
く
の
市
民
の
受
け
入
れ
ら
れ

た
証
左
と
も
い
え
そ
う
だ
。

　

立
法
院
選
と
市
長
選
は
違
う

　

当
初
、
立
法
院
選
挙
で
、
野
党
側
が
那
覇

地
区
で
圧
勝
し
た
こ
と
は
、
西
銘
氏
に
と
っ

て
お
お
き
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
と
く
に
立

法
院
選
を
通
じ
て
市
長
選
へ
の
対
策
に
全
力

を
注
い
で
い
た
だ
け
に
、
民
主
党
の
敗
退

を
、
西
銘
氏
は
実
感
と
し
て
受
け
取
っ
た
。こ

れ
を
み
ご
と
巻
き
返
し
た
の
は
や
は
り
、
党

の
政
策
そ
の
も
の
よ
り
も
、
西
銘
氏
の
実
績
、

具
体
的
な
政
策
、
そ
し
て
個
人
的
魅
力
な
ど

が
大
き
く
も
の
を
い
っ
た
わ
け
で
、
西
銘
氏

が
い
う
「
立
法
院
選
と
市
長
選
は
異
質
の
も

の
」
と
い
う
こ
と
が
結
果
的
に
は
実
証
さ
れ

た
と
い
え
よ
う
。

　

き
い
た
真
和
志
地
区
集
中
攻
撃

　

西
銘
氏
の
勝
因
は
こ
れ
ま
で
相
手
、
平
良

候
補
の
ガ
城
と
い
わ
れ
た
真
和
志
地
区
に
集

中
攻
撃
を
か
け
、
か
な
り
食
い
込
み
に
成
功

し
た
こ
と
と
、
旧
那
覇
地
区
、
小
禄
地
区
で

相
手
候
補
を
引
き
離
し
た
た
め
で
あ
る
。
と

く
に
浮
動
票
が
多
く
票
の
動
き
が
つ
か
め
な

い
、
と
い
わ
れ
た
旧
那
覇
地
区
で
、
五
千
票

余
り
も
相
手
を
引
き
離
し
た
こ
と
が
、
勝
利

を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
。
両
候
補
と
も
食

い
込
み
に
手
を
焼
い
て
、
力
を
注
ぎ
き
れ
な

か
っ
た
旧
那
覇
地
区
が
意
外
に
大
勢
の
キ
ャ

ス
チ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
を
握
っ
た
わ
け
だ
。

　

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
平
良
候
補
の
敗

因
に
結
び
つ
く
。
選
挙
戦
の
前
半
ま
で
、
ゆ

る
ぎ
な
い
地
盤
を
誇
っ
た
真
和
志
地
区
に
西

銘
側
か
ら
総
攻
撃
を
か
け
ら
れ
て
、
平
良
陣

営
は
あ
わ
て
出
し
た
。
あ
る
参
謀
の
話
で
は

目
に
見
え
て
食
わ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。
開

票
の
結
果
は
、
一
応
真
和
志
地
区
で
は
西
銘

派
を
お
さ
え
て
面
目
を
保
っ
た
も
の
の
、
旧

那
覇
の
浮
動
票
が
大
量
に
西
銘
支
持
に
落
ち
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着
き
、
う
っ
ち
ゃ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
ん
ど
の
市
長
選
で
、
両
陣
営
は
全
く
対

照
的
な
動
き
を
み
せ
た
。
前
半
、
届
け
出
と

同
時
に
街
頭
に
進
出
し
た
平
良
派
に
た
い
し

て
、
西
銘
派
は
地
域
懇
談
会
な
ど
を
重
点
に

人
海
戦
術
を
と
り
表
と
裏
の
選
挙
戦
を
展
開

し
た
。
自
治
会
長
や
町
の
長
老
を
が
っ
ち
り

握
っ
た
西
銘
派
は
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
深
く

静
か
に
潜
航
し
、
下
部
の
地
盤
固
め
を
は
か

っ
た
。
こ
れ
は
か
な
り
の
実
績
を
積
み
上

げ
、
中
盤
ま
で
に
は
一
応
の
地
盤
固
め
を
終

え
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
だ
。

　

こ
れ
に
た
い
し
、
平
良
派
は
街
頭
演
説
や

演
説
会
に
よ
る
言
論
戦
に
主
力
を
お
い
た
が
、

こ
れ
が
上
す
べ
り
に
終
わ
っ
た
き
ら
い
が
あ

っ
た
。
し
か
も
序
盤
、
中
盤
戦
を
地
域
懇
談

会
一
点
ば
り
で
通
し
た
無
気
味
な
西
銘
派
の

動
き
に
気
を
と
ら
れ
、
終
盤
か
ら
全
琉
の
活

動
家
を
集
め
て
人
海
戦
術
に
乗
り
出
し
た
こ

ろ
に
は
、
こ
ん
ど
は
西
銘
派
が
言
論
戦
に
集

中
攻
撃
を
か
け
て
き
て
、
西
銘
派
の
戦
術
に

か
き
ま
わ
さ
れ
た
感
が
あ
っ
た
。

　

自
治
会
長
や
町
の
長
老
を
握
る

　

西
銘
派
が
好
調
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
こ

の
終
盤
か
ら
で
あ
る
。
序
盤
か
ら
中
盤
ま
で

勢
力
は
ま
っ
た
く
伯
仲
、
こ
ん
と
ん
と
し
た

ま
ま
た
た
か
い
が
進
め
ら
れ
た
が
、
投
票
日

数
日
前
か
ら
し
だ
い
に
西
銘
陣
営
に
活
気
が

出
始
め
た
。
西
銘
派
は
組
織
に
も
の
を
い
わ

せ
て
大
量
の
運
動
員
、
宣
伝
カ
ー
を
出
し
て

ハ
デ
な
運
動
を
展
開
し
た
ほ
か
、
新
聞
広

告
、
新
戦
術
の
電
報
作
戦
で
攻
勢
に
出
た
。

「
物
量
作
戦
」
は
み
ご
と
功
を
奏
し
た
わ
け

だ
。

　

西
銘
市
長
の
当
選
は
、
内
外
に
民
主
党
の

面
目
を
一
新
し
た
ば
か
り
で
な
く
西
銘
氏
自

身
に
と
っ
て
も
一
つ
の
ス
プ
リ
ン
グ
・
ボ
ー

ド
と
な
っ
た
。
こ
の
一
戦
が
、
西
銘
氏
の
政

治
生
命
の
大
き
な
転
機
に
な
る
と
み
ら
れ
て

い
た
だ
け
に
同
氏
に
と
っ
て
は
負
け
ら
れ

な
い
た
た
か
い
だ
っ
た
。
こ
れ
で
西
銘
氏
は

「
主
席
の
座
」
へ
さ
ら
に
一
歩
近
づ
い
た
も
の

と
い
え
よ
う
。

　

西
銘
市
長
の
再
選
に
よ
っ
て
、
こ
ん
ご
の

那
覇
市
政
に
大
き
な
変
動
は
な
い
も
の
と
み

ら
れ
る
。
西
銘
市
長
は
、
議
長
問
題
の
し
こ

り
で
、
西
銘
与
党
か
ら
た
も
と
を
わ
か
っ
た

新
風
会
を
こ
ん
ど
の
選
挙
で
は
か
か
え
込
む

こ
と
に
成
功
、
さ
ら
に
無
所
属
の
真
栄
城
嘉

園
氏
ら
も
西
銘
派
に
傾
い
て
、
議
会
勢
力
は

三
十
議
席
の
う
ち
実
質
的
に
は
二
十
議
席
を

確
保
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
仕
事

は
順
調
に
進
む
予
想
で
あ
る
。

　

思
い
切
っ
た
市
政
に
期
待

　

さ
ら
に
市
長
選
へ
の
思
惑
か
ら
、
摩
擦
を

さ
け
る
た
め
に
牧
志
市
場
の
改
築
問
題
な
ど
、

手
が
け
た
仕
事
も
中
断
し
て
い
た
が
、
こ
れ

で
西
銘
市
長
は
思
い
切
っ
た
態
度
で
、
今
後

の
市
政
に
の
ぞ
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
当
面

も
っ
と
も
緊
急
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
財
政

の
確
立
に
つ
い
て
、
果
た
し
て
西
銘
市
長
が

公
約
し
た
よ
う
に
う
ま
い
く
か
ど
う
か
で
あ

る
。
今
年
度
八
百
万
㌦
台
の
大
型
予
算
を
組

ん
だ
西
銘
市
長
だ
が
、
自
分
で
も
「
い
ま
の

状
態
で
は
も
う
こ
れ
以
上
の
ば
せ
な
い
」
と

い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
那
覇
市
の
財
政
は
ま

っ
た
く
八
方
ふ
さ
が
り
で
あ
る
。
も
は
や
処

分
す
る
市
有
地
も
底
を
つ
い
た
状
態
で
あ
り
、

財
源
を
い
か
に
獲
得
す
る
か
が
、
西
銘
市
長

の
あ
と
四
ヵ
年
を
評
価
す
る
ひ
と
つ
の
い
ハ

カ
リ
に
な
ろ
う
。

｜
社　

説
｜

那
覇
市
政
の
谷
間 
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那
覇
市
政
は
こ
ん
ご
四
カ
年
間
、
一
九
六

九
年
ま
で
西
銘
現
市
長
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。

さ
る
市
長
選
挙
に
お
い
て
野
党
連
合
の
平
良

候
補
を
わ
ず
か
に
リ
ー
ド
し
て
、
市
民
の
信

任
を
獲
得
し
た
か
ら
だ
。
過
去
四
カ
年
間
に

お
け
る
西
銘
市
政
の
実
績
を
土
台
に
し
て
、

い
か
に
飛
躍
的
な
発
展
と
充
実
を
は
か
る
か
、

そ
の
負
荷
さ
れ
た
使
命
は
重
か
つ
大
な
る
も

の
が
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
西
銘
市
政
は
、
行
政
府
・
与
党

の
強
力
な
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
の
も
と
、
日
米

両
政
府
の
積
極
的
な
援
助
協
力
を
え
て
各
面

の
都
計
事
業
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
選
挙
戦
に
お
い
て
明
確
に
公

約
し
た
も
の
で
あ
り
。
こ
れ
を
ホ
ゴ
に
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
公
約
を
信

じ
、
実
行
を
期
待
し
て
支
持
票
を
投
じ
た
市

民
が
多
い
は
ず
だ
か
ら
、
最
大
限
に
具
体
的

な
形
を
も
っ
て
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

が
那
覇
市
政
に
対
す
る
評
価
を
高
く
し
、
支

持
者
の
信
頼
を
深
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
批

判
票
の
協
力
を
か
ち
と
る
も
と
に
な
る
。

　

西
銘
市
政
の
成
否
は
、
端
的
に
い
っ
て
ど

の
て
い
ど
財
政
の
拡
大
強
化
を
は
か
れ
る
か

に
か
か
っ
て
い
る
。
六
一
年
か
ら
六
四
年
ま

で
の
実
績
は
、
そ
れ
ほ
ど
芳
し
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
現
年
度
に
お
い
て
財
産
収
入
、

政
府
支
出
金
、
市
債
な
ど
の
増
加
に
よ
り
七

百
万
㌦
の
大
台
に
こ
ぎ
つ
け
た
に
す
ぎ
な
い
。

こ
ん
ご
四
カ
年
の
間
に
、
一
般
会
計
で
少
な

く
と
も
千
五
百
万
㌦
ま
で
は
財
政
規
模
を
拡

充
し
て
ほ
し
い
。
自
己
財
源
で
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
期
待
は
も
て
な
い
の
で
、
つ
ま
る
と

こ
ろ
、
都
計
事
業
に
関
す
る
政
府
関
係
の
負

担
を
大
幅
に
ふ
や
し
て
も
ら
う
ほ
か
は
な
い
。

琉
球
政
府
か
ら
の
交
付
税
は
も
と
よ
り
、
港

湾
、
住
宅
、
河
川
、
環
境
衛
生
、
文
化
施
設

な
ど
へ
の
本
土
政
府
か
ら
の
援
助
を
引
き
出

す
べ
き
で
あ
る
。

　

西
銘
市
長
は
選
挙
中
に
お
い
て
、
あ
る
い



四
〇
九

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
二
月

は
当
選
後
の
抱
負
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
方
向

づ
け
を
口
を
す
っ
ぱ
く
し
て
強
調
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
の
市
政
担
当
の
経
験
か
ら
痛
切
に

感
じ
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
一

歩
一
歩
、
現
実
に
具
体
化
す
る
こ
と
が
、
執

行
責
任
者
と
し
て
最
大
の
課
題
に
な
り
、
そ

し
て
政
治
手
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
。
執
行
者

だ
け
で
な
く
、
議
決
機
関
も
一
体
と
な
っ
て

都
計
の
推
進
、
市
民
福
祉
の
増
進
に
あ
た
る

の
は
言
を
待
た
な
い
け
れ
ど
も
、や
は
り
、
企

画
、
折
衝
の
推
進
力
は
市
長
の
双
肩
に
か
か

っ
て
お
り
、
功
罪
を
問
わ
れ
る
立
ち
場
に
あ

る
。
全
責
任
を
一
身
に
引
き
受
け
る
だ
け
の

気
概
と
実
践
力
を
も
っ
て
あ
い
路
の
打
開
に

あ
た
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

那
覇
市
の
現
況
を
見
た
場
合
、
や
た
ら
に

人
口
が
膨
張
す
る
ば
か
り
で
、
都
市
と
し
て

の
機
能
を
果
た
す
だ
け
の
施
設
が
つ
い
て
き

て
い
な
い
。
人
口
が
ふ
え
、
産
業
、
交
通
な

ど
の
規
模
が
ふ
く
れ
て
く
れ
ば
、
こ
れ
に
即

応
す
る
だ
け
の
都
市
施
設
を
増
強
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
那
覇
市
は
は
る
か
に
立
ち

お
く
れ
、
息
切
れ
の
状
態
で
あ
る
。
日
あ
た
り

の
悪
い
〝
市
政
の
谷
間
〟
と
し
て
道
路
、
河

川
、
排
水
、
公
設
市
場
、
ス
ラ
ム
街
、
ゴ
ミ
、

し
尿
処
理
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

が
、（
本
紙
二
十
三
日
付
け
朝
刊
）
全
く
は
だ

か
の
恥
部
を
み
せ
つ
け
ら
れ
る
思
い
だ
。
こ

こ
数
年
都
心
部
は
ビ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
を
現
出
し

て
復
興
の
テ
ン
ポ
を
速
め
た
け
れ
ど
も
、
こ

れ
は
建
造
物
だ
け
に
か
ぎ
ら
れ
、
社
会
資
本

は
お
い
て
け
ぼ
り
に
さ
れ
た
か
っ
こ
う
だ
。

こ
う
し
て
都
市
の
二
重
構
造
、
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
の
度
合
い
を
深
め
、
あ
ち
こ
ち
に
機
能
マ

ヒ
と
い
う
病
状
を
露
呈
す
る
に
い
た
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
は
要
す
る
に
社
会
経
済
の
都
市
集
中

化
と
、
そ
の
傾
向
を
は
っ
き
り
見
究
わ
め
な

が
ら
、
な
ん
ら
の
対
応
策
も
と
ら
な
か
っ
た

政
治
行
政
の
貧
困
に
帰
せ
ら
れ
る
と
思
う
。

首
都
と
し
て
の
形
態
を
整
え
、
そ
の
機
能
を

完
ぺ
き
に
す
る
に
は
、
那
覇
市
と
い
う
自
治

体
の
財
力
に
負
え
る
も
の
で
は
な
い
。
都
市

計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
八
千
万
㌦
の
事

業
予
算
を
見
込
み
な
が
ら
、
執
行
率
は
二
〇

㌫
足
ら
ず
と
い
っ
た
現
実
の
姿
が
、
雄
弁
に

こ
れ
を
語
っ
て
い
る
。
市
政
の
谷
間
に
光
と

熱
を
あ
た
え
る
に
は
、
ま
ず
財
政
の
確
立
が

先
決
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

　

し
た
が
っ
て
那
覇
市
の
市
政
は
、
た
ん
な

る
自
治
体
の
行
政
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な

く
、
政
府
段
階
に
お
け
る
民
生
福
祉
計
画
の

一
環
と
い
う
大
局
的
な
見
地
か
ら
と
り
上
げ

て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の

施
策
が
強
力
に
打
ち
出
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、

西
銘
市
政
の
公
約
は
カ
ラ
手
形
に
終
わ
る
ほ

か
は
な
く
、
前
途
多
難
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
都
市
建
設
の
大
幅
な
進
展
を
期

す
に
は
、
埋
め
立
て
事
業
や
起
債
に
よ
る
内

部
財
源
の
増
大
を
は
か
る
と
同
時
に
、
本
土

政
府
か
ら
復
興
費
の
獲
得
に
政
治
力
を
結
集

す
べ
き
だ
。
戦
後
二
十
年
を
へ
て
、
生
活
に

つ
な
が
る
市
民
の
経
済
的
要
求
は
つ
よ
く
な

る
ば
か
り
で
、
ぜ
ひ
と
も
こ
れ
に
こ
た
え
て

や
る
べ
き
だ
。
財
政
が
貧
弱
だ
と
い
う
理
由

で
欲
求
不
満
を
お
さ
え
つ
け
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
政
治
の
暴
走
と
な
っ
て
ハ
ネ
返
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

進
ま
ぬ
区
画
整
理
／
那
覇
市
、

地
主
説
得
に
全
力 
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那
覇
市
の
区
画
整
理
事
業
は
、
関
係
地
主

が
負
担
す
る
減
歩
率
を
め
ぐ
っ
て
調
整
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
ず
、
思
う
よ
う
に
は
か
ど
っ

て
い
な
い
。
那
覇
市
当
局
で
は
、
地
主
に
対

す
る
説
明
会
を
開
い
て
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
地
主
の
関
心
と
認
識
が

低
い
た
め
、
事
業
執
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
の
が
実
情
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
協
力

的
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
な
か
に
は
絶
対
反

対
と
い
う
地
域
も
あ
っ
て
、
当
局
も
地
主
説

得
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

　

那
覇
市
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
一
九

五
二
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
当
時

は
都
市
計
画
法
そ
の
他
関
係
法
規
も
ま
だ
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
条
例
を
も
っ
て
実
施

し
た
。
五
三
年
に
都
計
法
が
制
定
さ
れ
、
ま

た
旧
市
街
地
全
地
域
が
軍
用
地
か
ら
開
放

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
五
五
年
六

月
、
法
の
手
続
き
を
得
て
戦
災
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
と
し
て
そ
の
中
に
市
街
地
の

墓
地
整
理
も
含
め
て
事
業
を
実
施
し
て
き

た
。
そ
の
後
、
美
栄
橋
地
区
、
第
一
地
区
な

ら
び
に
組
合
施
行
に
よ
る
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ

ー
地
区
な
ど
が
整
理
さ
れ
た
。
旧
那
覇
の
中

心
部
は
一
部
ス
ラ
ム
街
を
除
い
て
、
い
ち
お

う
整
理
さ
れ
た
が
、
真
和
志
地
区
は
こ
れ
か

ら
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

　

寄
宮
地
区
は
、
六
二
年
二
月
に
施
行
命
令

を
受
け
、
六
三
年
八
月
に
設
計
書
と
施
行
規

程
の
認
可
申
請
を
完
了
、
六
四
年
度
か
ら
六

八
年
度
ま
で
の
五
カ
年
計
画
で
総
工
費
二
十

六
万
五
千
㌦
で
着
工
さ
れ
た
が
、
減
歩
率
を

め
ぐ
っ
て
当
局
と
地
主
の
調
整
が
長
引
き
、

ま
だ
軌
道
に
の
っ
て
い
な
い
。

　

壺
川
地
区
も
六
二
年
、
寄
宮
地
区
と
同
時

に
施
行
命
令
を
受
け
て
い
る
が
、
地
主
と
の

調
整
が
つ
か
ず
ま
だ
着
工
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
古
島
、
真
嘉
比
両
地
区
も
区

画
整
理
地
域
に
は
指
定
し
た
も
の
の
、
両
部

落
の
地
主
が
強
く
反
対
し
て
い
る
た
め
、
着

工
の
メ
ド
さ
え
つ
い
て
い
な
い
。

　

現
在
は
、
耕
地
整
理
法
（
旧
法
）
で
実
施

し
て
い
る
が
、
地
主
の
間
で
は
区
画
整
理
法

の
早
期
立
法
化
を
の
ぞ
む
声
も
あ
る
。
し
か



四
一
〇

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
二
月

し
、
こ
れ
に
市
当
局
で
は
、
本
土
で
の
土
地

区
画
整
理
法
で
は
、
地
主
は
も
ち
ろ
ん
、
借

地
人
に
も
関
連
し
て
く
る
の
で
む
し
ろ
、
旧

法
の
方
が
地
主
に
と
っ
て
は
有
利
だ
と
の
見

解
を
と
っ
て
い
る
が
、
同
法
の
制
定
は
時
期

の
問
題
だ
と
い
わ
れ
る
。
人
口
の
都
市
集
中

化
で
住
宅
街
が
郊
外
に
の
び
、
急
速
に
都
市

形
態
を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
区
画
整
理
も
さ

れ
ず
無
計
画
に
の
び
て
い
る
た
め
、
ス
ラ
ム

街
を
形
成
し
つ
つ
あ
り
、
都
市
計
画
事
業
の

一
つ
が
ガ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
区
画

整
理
課
で
は
、
地
主
へ
の
説
明
会
を
再
三
ひ

ら
き
、
協
力
を
求
め
て
「
明
る
い
住
み
よ

い
、
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
区
画
整
理
事
業

を
推
進
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

早
期
着
工
の
ぞ
む
／
旧
ガ
ジ
ャ
ン
ビ
ラ

一
帯

　

建
設
部
区
画
整
理
課
で
は
、
二
十
四
日
午

後
五
時
過
ぎ
か
ら
垣
花
小
・
中
学
校
内
の
サ

ッ
ク
ス
会
館
で
旧
ガ
ジ
ャ
ン
ビ
ラ
一
帯
の
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
い
た
。

関
係
地
主
多
数
が
出
席
、
高
嶺
課
長
か
ら
こ

れ
ま
で
の
経
過
と
こ
ん
ご
の
計
画
に
つ
い
て

説
明
を
聞
い
た
。

　

一
帯
は
さ
る
七
月
一
日
付
け
で
開
放
さ
れ

た
六
万
六
千
平
方
㍍
で
関
係
地
主
は
百
三
十

人
の
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
全
地
主
が

区
画
整
理
事
業
に
全
面
的
に
賛
成
、
早
期
着

工
を
強
く
の
ぞ
ん
で
い
る
。
区
画
整
理
課
で

は
、
地
主
の
要
望
に
こ
た
え
、
さ
っ
そ
く
政

府
に
事
業
認
可
申
請
の
手
続
き
を
と
る
と
と

も
に
九
月
に
は
、
調
査
測
量
を
一
括
委
託
し

て
準
備
は
着
々
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
き
に
指
定
、
事
業
命
令
を
受
け
た
寄

宮
、
壺
川
地
区
は
減
歩
率
を
め
ぐ
っ
て
地
主

と
の
調
整
が
つ
か
ず
、
着
工
が
お
く
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
垣
花
地
区
は
全
地
主
が
市
当

局
の
計
画
に
賛
成
、
逆
に
地
主
が
ハ
ッ
パ
を

か
け
て
い
る
状
況
か
ら
市
当
局
で
は
、
予
定

ど
お
り
二
カ
年
計
画
で
は
、
事
業
を
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
意
を
強
く
し
て
い
る
。

　

工
事
は
政
府
、
市
役
所
、
地
主
の
三
者
負

担
で
行
な
わ
れ
、
市
当
局
で
は
政
府
補
助
を

要
請
し
て
い
る
が
、
六
七
年
度
計
上
の
見
通

し
は
明
る
い
と
い
っ
て
い
る
。

　

高
嶺
区
画
整
理
課
長
の
話　

区
画
整
理
事

業
は
急
務
を
要
す
る
問
題
だ
が
、
減
歩
率
で

地
主
と
の
調
整
が
難
航
、
着
工
が
予
定
よ
り

お
く
れ
て
い
る
の
は
実
に
残
念
だ
。
し
か
し

垣
花
地
区
は
全
地
主
が
全
面
的
に
賛
成
、
早

急
に
着
工
す
る
よ
う
当
局
に
ハ
ッ
パ
を
か
け

て
い
る
ほ
ど
で
あ
り
、
心
強
く
思
っ
て
い

る
。
積
極
的
に
取
っ
組
ん
で
い
る
の
で
計
画

ど
お
り
完
成
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
地
区
に
つ
い
て
も
説
明
会
を
通

じ
、
地
主
を
説
得
、
協
力
を
求
め
て
軌
道
に

の
せ
て
い
き
た
い
。

那
覇
市
議
会
、
同
意
せ
ず
／
奥

武
山
競
技
場
べ
り
／
公
有
水

面
埋
め
立
て 

　

 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
５
・
12
・
29
〕

　

那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
平
良
亀
助
委

員
長
）
は
、
二
十
八
日
午
後
三
時
か
ら
委
員

会
を
開
き
、
松
岡
主
席
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た

那
覇
市
奥
武
山
競
技
場
べ
り
の
公
有
水
面
埋

め
立
て
に
つ
い
て
審
議
し
た
が
、
「
琉
球
政

府
の
い
い
分
に
は
問
題
が
あ
る
」と
し
て
、
明

確
な
結
論
を
出
さ
な
い
ま
ま
審
議
を
打
ち
切

っ
た
。
審
議
経
過
は
西
銘
市
長
に
中
間
報
告

さ
れ
る
。

　

こ
の
案
件
は
さ
る
十
一
月
九
日
に
主
席
か

ら
文
書
で
「
十
一
月
い
っ
ぱ
い
で
結
論
を
出

し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請
が
あ
り
、
委
員
会

付
託
に
し
て
審
議
を
続
け
た
が
、
問
題
含
み

の
た
め
結
論
が
出
ず
、
政
府
へ
戻
し
た
。
し

か
し
主
席
か
ら
ふ
た
た
び
「
十
一
月
三
十
日

ま
で
に
答
申
し
て
ほ
し
い
」
と
の
諮
問
が
あ

り
委
員
会
審
議
を
継
続
し
て
い
た
も
の
。

　

政
府
の
埋
め
立
て
計
画
に
よ
る
と
、
奥
武

山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
拡
張
す
る
た
め
に
、

奥
武
山
競
技
場
ぎ
わ
の
国
場
川
約
七
万
平
方

㍍
を
埋
め
立
て
、
同
競
技
場
の
サ
ブ
ト
ラ
ッ

ク
を
作
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
川
の
埋
め
立
て
で
上
流
の

那
覇
市
国
場
、
壺
川
、
古
波
蔵
、
豊
見
城
村

真
玉
橋
な
ど
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
浸
水
が

さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
関

係
住
民
の
強
い
反
対
が
あ
る
。
こ
れ
に
た
い

し
政
府
で
は
那
覇
軍
港
上
流
の
捨
て
石
の
撤

去
な
ど
で
浸
水
を
防
げ
る
と
し
て
い
る
が
、

市
議
会
で
は
こ
れ
で
浸
水
が
防
止
で
き
る
か

ど
う
か
自
信
が
持
て
な
い
と
の
態
度
で
あ
る
。

那
覇
市
当
局
が
壺
川
の
水
面
を
埋
め
立
て
た

時
に
も
付
近
住
民
か
ら
反
対
が
あ
り
、
「
こ

れ
以
上
埋
め
立
て
な
い
」
と
の
方
針
を
決
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
政
府
の
同
計
画
に

は
簡
単
に
応
じ
ら
れ
な
い
現
状
に
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
政
府
側
の
証
言
に
よ
る
と
、

「
埋
め
立
て
地
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
以
外
に
も

使
用
し
た
い
」
と
そ
の
目
的
に
不
明
確
な
と

こ
ろ
が
多
く
、
局
に
よ
っ
て
も
食
い
違
い
が

み
ら
れ
る
と
し
て
建
設
委
員
会
で
は
審
議
を

打
ち
切
る
こ
と
に
決
め
た
。

〝
主
席
公
選
〟
を
決
議
／
那
覇
市

定
例
議
会
／
全
会
一
致 

　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
５
・
12
・
31
〕

　

第
七
十
七
回
那
覇
市
十
二
月
定
例
議
会
は
、

三
十
日
午
前
十
時
開
会
、
西
銘
市
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
す
ぐ
日
程
に
は
い
り
、
各
担

当
部
長
か
ら
議
案
の
提
案
理
由
説
明
が
あ
っ

て
、
い
っ
た
ん
休
憩
、
午
後
一
時
二
十
分
再

開
し
て
「
行
政
主
席
の
公
選
お
よ
び
自
治
権

拡
大
に
関
す
る
要
請
決
議
」
を
全
会
一
致
で

採
択
し
た
。



四
一
一

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
二
月

　

議
会
運
営
委
員
会
（
平
良
真
次
郎
委
員
長
）

は
午
前
十
一
時
半
か
ら
委
員
会
を
開
き
主
席

公
選
、
自
治
権
拡
大
に
関
す
る
要
請
決
議
文

を
検
討
。
一
部
共
修
正
し
て
ま
と
め
共
同
提

案
で
上
程
、
喜
舎
場
盛
一
議
員
（
市
政
ク
ラ

ブ
）
が
決
議
文
を
朗
読
、
全
会
一
致
で
採
択

し
た
。

　

十
二
月
定
例
議
会
は
、
市
長
選
挙
の
た
め

招
集
が
お
く
れ
た
も
の
。
日
程
に
は
い
る

前
、
大
正
十
四
年
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
二

十
一
カ
年
間
、
那
覇
市
議
員
と
し
て
市
政
に

つ
く
し
た
長
野
時
之
助
氏
（
八
五
）
＝
字
大

道
＝
に
対
す
る
全
国
市
議
会
議
長
会
石
村
貞

雄
会
長
か
ら
の
表
彰
状
と
金
杯
一
組
み
が
高

良
議
長
か
ら
伝
達
さ
れ
た
。
長
野
氏
は
戦
前
、

表
彰
さ
れ
て
い
る
が
戦
災
で
表
彰
状
を
焼
失
、

特
別
の
取
り
は
か
ら
い
で
再
交
付
し
た
も
の
。

　

西
銘
市
長
は
開
会
に
当
た
っ
て
「
さ
き
の

市
長
選
挙
で
市
民
多
数
の
支
持
を
得
て
再
選

さ
れ
た
が
、
選
挙
で
か
か
げ
た
公
約
を
強
力

に
推
進
す
る
覚
悟
で
あ
る
の
で
こ
ん
ご
と
も

各
位
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

議
会
は
四
日
に
本
会
議
を
開
き
、
議
案
上

程
、
質
疑
の
あ
と
各
委
員
会
に
付
託
、
五
日

か
ら
八
日
ま
で
各
委
員
会
で
審
査
、
十
一
日

で
閉
会
す
る
。

行
政
主
席
の
公
選
お
よ
び
自
治
権
拡
大

に
関
す
る
要
請
決
議　

　

（
要
旨
）

　

主
席
公
選
は
主
権
在
民
、
民
族
自
決
の
精

神
に
も
と
づ
い
て
民
主
政
治
の
原
則
で
あ
り
、

何
人
も
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

県
民
の
し
烈
な
要
求
は
、
那
覇
市
議
会
で
も

再
三
決
議
し
、
さ
る
十
一
月
の
立
法
院
総
選

挙
で
は
、
与
野
党
を
問
わ
ず
、
直
接
公
選
を

全
県
民
に
公
約
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
世
論
の

盛
り
上
が
り
は
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
今
回
、
発
表
さ
れ
た
大
統
領
行
政
命
令

の
改
定
に
よ
る
主
席
の
選
任
方
法
は
、
世
論

に
逆
行
し
、
県
民
の
要
求
を
無
視
し
た
立
法

院
に
よ
る
間
接
選
挙
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来

の
制
度
よ
り
一
歩
前
進
し
た
か
の
よ
う
に
み

え
る
が
、
実
際
に
は
決
し
て
前
進
で
は
な

い
。
た
と
え
立
法
院
で
選
任
し
て
も
そ
の
後

は
不
信
任
権
も
な
け
れ
ば
、
弁
務
官
の
拒
否

権
も
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ

の
よ
う
な
制
度
を
前
進
と
評
価
し
こ
れ
を
受

け
入
れ
る
な
ら
ば
世
論
と
公
約
を
無
視
し
た

こ
と
に
な
り
、
県
民
の
政
治
へ
の
不
信
感
を

助
長
す
る
こ
と
を
心
配
す
る
。
よ
っ
て
那
覇

市
議
会
は
、
全
県
民
の
要
求
で
あ
る
主
席
公

選
と
自
治
権
拡
大
の
た
め
、
大
統
領
行
政
命

令
の
再
改
定
を
強
く
要
請
す
る
。

な
お
あ
て
先
は
米
大
統
領
、
上
・
下
両
院

議
長
、
国
務
、
国
防
長
官
、
高
等
弁
務
官
、

日
本
政
府
総
理
大
臣
、
衆
・
参
両
院
議
長
、

総
務
長
官
、
各
党
沖
縄
問
題
特
別
委
員

長
、
行
政
主
席
、
立
法
院
議
長
。



四
一
二

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
一
月

　
　

旧
庁
舎
跡
を
無
償
貸
与
／
那
覇

市
会
、
全
会
一
致
で
可
決 
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那
覇
市
議
会
は
四
日
午
前
十
時
か
ら
本
会

議
を
開
い
て
、
旧
庁
舎
（
元
天
妃
校
）
の
あ

っ
た
天
妃
町
二
の
一
〇
、
五
千
九
百
二
十
六
・

八
平
方
㍍
の
市
有
地
を
那
覇
区
教
育
委
員
会

に
無
償
で
貸
し
付
け
す
る
こ
と
を
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

　

那
覇
区
教
育
委
員
会
で
は
若
狭
小
学
校
の

在
籍
が
す
で
に
限
度
オ
ー
バ
ー
、
旧
市
街
地

に
小
学
校
の
新
設
が
強
く
望
ま
れ
て
い
た
が
、

市
庁
舎
が
昨
年
九
月
新
庁
舎
に
移
転
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
旧
庁
舎
の
無
償
払
い
下
げ
を

再
三
に
わ
た
っ
て
市
と
議
会
当
局
に
要
請
し

つ
づ
け
て
き
た
。
議
会
で
も
こ
れ
ま
で
再
三

論
議
さ
れ
て
き
た
が
、
市
当
局
で
は
車
両
管

理
所
の
適
当
な
移
転
場
所
が
な
い
と
の
理
由

で
こ
れ
ま
で
態
度
を
保
留
し
て
き
た
。
し
か

し
西
銘
市
長
は
昨
年
十
二
月
、
四
月
開
校
に

ま
に
あ
う
よ
う
無
償
貸
し
付
け
の
案
件
を
十

二
月
定
例
議
会
に
提
案
す
る
と
発
表
、
こ
ん

ど
の
提
案
と
な
っ
た
も
の
。

　

市
有
地
の
無
償
貸
し
付
け
に
つ
い
て
は
全

会
一
致
で
可
決
し
た
が
、
建
物
に
つ
い
て
は

学
校
の
校
舎
と
し
て
不
必
要
な
部
分
も
あ
る

の
で
こ
れ
を
撤
去
し
て
か
ら
貸
し
付
け
す
べ

き
で
あ
り
、
委
員
会
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
検
討
し

て
区
教
委
と
も
調
整
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
あ
り
、
け
っ
き
ょ
く
総
務
、
建
設
両
委
員

会
に
付
託
し
た
。

　

な
お
こ
の
日
の
本
会
議
は
議
案
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
関
係
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
午
前
十
一
時
三
十
分
閉
会

し
た
。

大
弦
小
弦 
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那
覇
市
内
に
あ
る
刑
務
所
を
移
転
し
て
も

ら
い
た
い
、
と
近
く
の
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

ら
が
、
市
長
と
議
長
に
訴
え
て
い
る
。
刑
務

所
の
移
転
問
題
は
、
い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
古
く
て
新
し
い
問
題

だ
が
、
金
と
敷
地
の
問
題
で
、
な
か
な
か
実

現
し
な
い
▼
昨
年
の
市
議
選
挙
で
は
、
現
在

の
高
良
議
長
が
、
移
転
を
公
約
に
か
か
げ
て

注
目
さ
れ
た
も
の
だ
。
高
良
さ
ん
ら
し
い
思

い
つ
き
で
あ
る
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
通
り
会
か
ら

陳
情
を
受
け
て
、
公
約
し
た
手
前
、
本
人
と

し
て
も
、
大
い
に
張
り
切
っ
て
い
る
ら
し
い

▼
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
刑
務
所
は
一

時
、
佐
敷
村
に
仮
住
ま
い
し
た
こ
と
が
あ

る
。
金
網
で
か
こ
っ
た
粗
末
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
現
在
の
場
所
に
移
っ
た
の
は
、
た
し

か
群
島
政
府
の
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

う
。
当
時
と
し
て
は
、
修
築
と
は
い
っ
て

も
、
決
断
を
要
す
る
予
算
計
上
で
あ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
約
十
五
年
、
現
在

の
場
所
に
居
座
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
十
五

年
間
で
は
周
辺
も
一
変
し
た
▼
社
会
に
犯
罪

が
あ
る
か
ぎ
り
、
刑
務
所
は
な
く
て
は
な
ら

ぬ
も
の
で
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
存
在

は
、
周
辺
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り

よ
い
気
持
ち
の
す
る
も
の
で
は
な
い
は
ず

だ
。
刑
務
所
の
こ
と
で
思
い
出
す
の
が
、
五

四
年
十
一
月
の
暴
動
事
件
。
受
刑
者
三
十
八

人
が
暴
徒
化
し
、
構
内
を
占
領
し
た
。
そ
し

て
こ
の
騒
ぎ
に
乗
じ
て
五
十
人
が
集
団
脱
獄

し
「
市
民
の
恐
怖
の
五
日
間
」
と
い
う
記
録

が
残
っ
て
い
る
▼
さ
て
そ
こ
で
、
都
心
か
ら

の
刑
務
所
移
転
は
、
だ
れ
で
も
望
む
こ
と
で

は
あ
ろ
う
が
、
ど
こ
に
移
す
か
、
そ
れ
が
第

一
の
難
問
題
で
あ
る
。
少
年
院
敷
地
を
さ
が

す
の
さ
え
、
と
き
の
法
務
局
は
、
だ
い
ぶ
苦

労
し
た
。
付
近
の
人
た
ち
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
買
っ
た
土
地
が
、
爆
発
物
倉
庫
の
近
く

だ
っ
た
関
係
で
ご
破
算
に
な
り
、
少
年
院
建

設
が
お
く
れ
た
例
も
あ
る
▼
も
う
一
つ
は
金

の
問
題
。
旺
盛
な
財
政
需
要
を
理
由
に
、
税

審
委
答
申
の
減
税
さ
え
し
ぶ
っ
て
い
る
行
政

府
、
与
党
だ
。
こ
れ
を
説
得
す
る
に
は
、
な

か
な
か
骨
が
折
れ
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
実

現
不
可
能
だ
と
、
簡
単
に
一
跳
す
る
わ
け
に

も
い
く
ま
い
。
い
ち
お
う
は
、
詳
し
く
事
情

を
聞
い
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

物
価
値
下
げ
要
請
決
議
／
那
覇

市
議
会
終
わ
る 
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第
七
十
七
回
那
覇
市
定
例
議
会
の
今
期
最

終
日
の
本
会
議
は
十
一
日
午
前
に
続
き
、
午

後
一
時
半
か
ら
再
開
さ
れ
、
案
件
を
全
部
処

理
、
午
後
五
時
四
十
分
閉
会
し
た
。

市
当
局
堤
出
の
「
旧
市
庁
舎
建
て
物
を
那
覇

教
育
委
員
会
に
無
償
貸
し
付
け
す
る
」
こ
と

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
側
か
ら
「
校
舎

に
使
用
し
な
い
五
む
ね
を
市
側
で
撤
去
を
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
希
望
意
見
が
あ

っ
て
、
こ
の
日
の
本
会
議
で
も
「
同
不
用
建

て
物
を
市
側
で
撤
去
せ
よ
」
と
野
党
側
は
要

求
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
、

特
別
会
計
の
旧
庁
舎
敷
き
地
内
に
あ
る
旧
区

画
調
査
課
事
務
所
の
撤
去
は
建
設
委
員
会
の

継
続
審
査
に
ふ
さ
れ
た
。

　

ま
た
国
場
川
上
流
付
近
住
民
に
反
対
が
あ

っ
て
注
目
さ
れ
た
「
国
場
川
下
流
の
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
埋
め
立
て
計
画
」
に
つ
い
て
は
、

琉
球
政
府
の
資
料
不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
の
た
め

「
審
議
に
支
障
あ
り
」
と
の
理
由
で
結
論
を
出

さ
ず
に
市
長
に
答
申
す
る
こ
と
を
き
め
た
。

　

沖
縄
刑
務
所
通
り
会
（
屋
嘉
宗
展
会
長
）

か
ら
の
沖
縄
刑
務
所
移
転
陳
情
は
、
経
民
委

一
九
六
六
年



四
一
三

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
一
月

員
会
に
開
会
中
の
継
続
審
議
と
し
て
付
託
。

　

つ
い
で
瀬
長
フ
ミ
氏
（
人
民
）
発
議
の

「
物
価
値
下
げ
要
請
決
議
」
案
を
上
程
、
全

会
一
致
議
決
、
「
中
国
経
済
貿
易
展
覧
会
の

北
九
州
市
開
催
に
関
す
る
決
議
」
を
全
会
一

致
決
議
。

　

日
程
最
後
に
任
期
満
了
に
と
も
な
う
那
覇

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
赤
嶺
正
一
、
前

原
実
、
泉
水
朝
吉
、
宮
里
政
林
、
喜
久
山
朝

臣
の
各
氏
を
選
出
。

　

物
価
値
下
げ
要
請
決
議
（
要
旨
）

物
価
は
毎
年
値
上
が
り
の
傾
向
に
あ
り
特
に

六
〇
年
か
ら
六
四
年
ま
で
の
平
均
上
昇
率
は

二
・
四
％
で
、
こ
の
二
、
三
年
は
上
昇
率
の

テ
ン
ポ
も
早
い
。
私
た
ち
の
生
活
に
重
要
な

必
需
品
で
あ
る
米
が
、
七
月
中
旬
ご
ろ
、
輸

入
米
の
消
費
者
米
価
が
十
㌔
当
た
り
五
㌣
値

上
が
り
、
さ
ら
に
十
二
月
二
十
四
日
米
穀
審

議
会
に
お
い
て
キ
ロ
当
た
り
二
㌣
の
値
上
が

り
を
き
め
、
政
府
は
審
議
会
の
答
申
ど
お
り

値
上
げ
を
決
定
し
た
。

　

そ
の
た
め
諸
物
価
に
も
影
響
を
与
え
、
県

民
生
活
を
困
窮
に
追
い
込
ん
で
い
る
状
態
に

あ
る
。
た
だ
で
さ
え
そ
の
日
そ
の
日
の
生
活

に
追
わ
れ
苦
し
い
生
活
を
続
け
て
い
る
上
に
、

こ
の
よ
う
に
諸
物
価
が
値
上
が
り
し
た
た
め

に
県
民
の
生
活
は
破
壊
さ
れ
、
生
活
の
不
安

は
、
社
会
不
安
を
誘
発
し
、
諸
犯
罪
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
政

府
（
立
法
院
）
は
県
民
生
活
の
安
定
を
は
か

る
上
か
ら
公
共
料
金
や
消
費
者
米
価
お
よ
び

諸
物
価
に
値
下
げ
を
断
行
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

｜
社　

説
｜

新
発
足
し
た
西
銘
市
政 
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第
一
期
の
任
期
が
切
れ
た
西
銘
那
覇
市

長
は
、
引
き
続
き
第
十
九
代
の
市
長
に
就
任

し
、
向
こ
う
四
カ
年
間
、
那
覇
市
政
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
は
げ
し
い
選
挙
戦
を

勝
ち
抜
い
て
き
た
だ
け
に
、
首
都
行
政
の
長

と
い
う
栄
光
の
座
に
つ
い
た
こ
と
は
、
ま

た
、
新
た
な
る
感
激
を
お
ぼ
え
る
も
の
が
あ

ろ
う
。

　

西
銘
市
長
は
、
こ
ん
ご
の
市
政
運
営
に
や

る
気
じ
ゅ
う
ぶ
ん
、
意
欲
的
な
構
え
を
見
せ

て
い
る
。
助
役
、
部
長
ク
ラ
ス
の
首
脳
人
事

は
、
現
在
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
の
ぞ
む
こ
と

を
決
定
し
た
ほ
か
、
新
年
度
を
期
し
て
行
政

機
構
の
改
革
、
強
化
に
乗
り
出
す
意
向
の
よ

う
だ
。
ま
ず
、
内
部
の
人
事
と
機
構
を
固
め

て
、
市
民
に
公
約
し
た
豊
か
な
町
づ
く
り
を

推
進
し
よ
う
と
の
決
意
に
違
い
な
い
。
市
役

所
の
職
員
は
、
選
挙
に
お
い
て
は
両
派
に
分

か
れ
て
戦
っ
た
よ
う
だ
が
、
し
か
し
、
い
つ

ま
で
も
感
情
的
な
わ
だ
か
ま
り
を
残
し
て
は

な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
包
容
力
を
も
っ
て
能

力
本
位
の
公
正
な
人
事
を
行
な
い
、
行
政
運

営
の
能
率
化
を
期
す
こ
と
が
、
長
い
目
で
見

て
西
銘
市
政
を
有
利
に
展
開
さ
せ
る
。
絶
対

に
ほ
う
賞
人
事
を
排
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

過
去
四
カ
年
間
の
西
銘
市
長
の
実
績
を
み

た
場
合
、
公
平
に
い
っ
て
、
か
な
り
高
く
評

価
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
選
挙
を
通
じ
て
対

立
候
補
の
陣
営
か
ら
、
厳
し
い
批
判
を
う
け

た
け
れ
ど
も
、
市
政
の
運
営
と
建
設
事
業
を

促
進
し
た
政
治
手
腕
は
、
大
方
の
市
民
が
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
是
は
是
、
非
は
非

と
し
て
率
直
に
評
価
し
合
い
、
そ
し
て
よ
り

建
設
的
な
方
向
に
協
力
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

市
民
の
福
祉
は
守
れ
な
い
し
、
市
政
の
進
歩

も
の
ぞ
め
な
い
。
い
っ
ぽ
う
、
責
任
あ
る
当

局
者
と
し
て
は
、
謙
虚
に
市
民
の
要
望
に
耳

を
傾
け
、
政
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
少

数
意
見
も
十
二
分
に
取
り
上
げ
る
な
ど
、
話

し
合
い
の
政
治
に
い
っ
そ
う
の
努
力
を
の
ぞ

み
た
い
。
一
部
の
当
局
派
と
か
、
側
近
者
の
進

言
な
ど
で
独
走
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
や

が
て
大
局
を
見
誤
り
、
多
数
の
信
と
支
持
を

失
う
結
果
に
な
る
。　

　

こ
こ
四
カ
年
間
、
西
銘
市
政
に
と
っ
て
最

大
の
課
題
は
、
や
は
り
財
政
資
金
を
大
幅
に

獲
得
し
て
、
都
計
事
業
を
大
々
的
に
促
進
す

る
こ
と
だ
。
那
覇
市
の
年
度
予
算
を
み
る

と
、
二
、
三
年
来
、
急
速
に
充
実
し
て
き
た

と
は
い
え
、
二
十
六
万
人
の
人
口
を
擁
す
る

沖
縄
の
首
都
と
し
て
、
余
り
に
規
模
が
小
さ

す
ぎ
る
。
六
五
年
度
に
お
い
て
、
よ
う
や
く

七
百
万
㌦
台
を
確
保
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を

飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
な
い
か
ぎ
り
、
都
計
事

業
の
推
進
は
困
難
で
あ
る
。
今
日
の
状
態
は
、

戦
災
か
ら
や
っ
と
立
ち
直
っ
た
段
階
で
あ
り
、

近
代
都
市
と
し
て
の
体
容
を
整
え
る
の
は
、

む
し
ろ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
道
路

の
整
備
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
港
湾
、
住
宅
、

上
下
水
道
、
文
化
施
設
と
、
財
政
の
貧
困
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
や
る
べ
き
仕
事
が
山
積
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
窮
状
を
打
開
す
る
に
は
、
政
府

財
政
か
ら
思
い
切
っ
た
建
設
費
の
投
入
を
実

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
那
覇
市
は
、
政

治
、
経
済
、
産
業
、
交
通
な
ど
の
各
面
に
お

い
て
、
住
民
経
済
の
発
展
に
大
き
な
役
割
り

を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
の
わ
り
に
中
央
予

算
か
ら
報
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
首
都

建
設
法
と
か
、
建
設
委
員
会
な
ど
の
行
政
措

置
は
で
き
た
け
れ
ど
も
、
た
ん
な
る
絵
に
か

い
た
モ
チ
に
終
わ
っ
て
実
が
と
も
な
っ
て
い

な
い
。
せ
ん
じ
つ
め
て
い
け
ば
、
要
す
る
に

政
府
財
政
の
貧
し
さ
に
つ
き
あ
た
る
わ
け
だ

が
、
こ
の
よ
う
に
堂
々
め
ぐ
り
ば
か
り
で
は

い
っ
こ
う
に
進
展
す
る
は
ず
は
な
い
。
早
く

突
破
口
を
み
つ
け
て
打
開
の
方
法
を
講
ず
べ

き
で
あ
る
。

　

日
米
両
政
府
の
援
助
拡
大
が
現
実
の
問
題



四
一
四

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
一
月

と
な
っ
た
今
日
、
那
覇
市
に
と
っ
て
も
財
政

拡
充
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
た
と
い
う
べ
き

だ
ろ
う
。
市
当
局
と
議
会
の
意
思
を
統
一

し
、
政
治
力
を
結
集
し
て
あ
た
れ
ば
、
そ
の
可

能
性
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
つ
か
め
る
と
思
う
。
一

年
や
二
年
で
満
足
な
成
果
が
あ
が
る
は
ず
は

な
い
が
、
任
期
一
ぱ
い
か
か
っ
て
も
軌
道
に

の
せ
さ
え
す
れ
ば
、
都
市
建
設
の
い
し
ず
え

が
築
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
市
政
運
営
に
対
す
る
客
観
情

勢
は
、
政
治
的
に
も
好
転
し
つ
つ
あ
り
、こ
の

機
会
を
確
実
に
と
ら
え
て
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
、
西
銘
市
政
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
に
な
ろ

う
。
四
カ
年
と
い
う
任
期
は
決
し
て
長
い
も

の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
政
治
家
の

生
命
が
か
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
着

実
な
建
設
計
画
の
も
と
に
、
大
い
な
る
意
気

込
み
を
も
っ
て
首
都
行
政
に
身
を
挺
し
て
ほ

し
い
。

組
合
幹
部
10
人
に
解
雇
予
告
／

西
銘
市
政
へ
の
非
協
力
を
理

由
に

　
　

 
 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
１
・
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〕

　

西
銘
市
長
は
就
任
と
同
時
に
十
三
日
自
治

労
那
覇
市
職
労
の
岸
本
忠
三
郎
委
員
長
ら
本

部
役
員
と
組
合
活
動
家
十
人
に
た
い
し
口
頭

で
解
雇
予
告
を
お
こ
な
っ
た
。
理
由
は
市
長

選
挙
中
、
地
方
公
務
員
と
し
て
行
き
過
ぎ
た

選
挙
運
動
を
お
こ
な
い
西
銘
市
政
に
非
協
力

的
だ
っ
た
と
い
う
も
の
。

　

組
合
側
は
選
挙
を
理
由
と
し
た
解
雇
予
告

を
組
合
弾
圧
、
不
当
労
働
行
為
だ
と
し
て
十

三
日
緊
急
執
行
委
員
会
を
開
き
、
対
策
を
協

議
し
た
結
果
、
解
雇
撤
回
闘
争
を
展
開
す
る

と
の
態
度
を
決
め
た
。
十
三
日
さ
っ
そ
く
西

銘
市
長
に
解
雇
撤
回
に
つ
い
て
の
団
体
交
渉

を
申
し
入
れ
た
。
十
四
日
午
前
中
か
午
後
五

時
ま
で
に
西
銘
市
長
と
団
交
を
も
つ
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

西
銘
市
長
は
解
雇
予
告
を
口
頭
で
通
知
、

二
週
間
以
内
に
解
雇
す
る
方
針
の
よ
う
だ

が
、
解
雇
は
さ
ら
に
広
が
り
、
組
合
員
で
十

三
人
て
い
ど
に
の
ぼ
る
見
込
み
。
西
銘
市
長

は
「
私
の
政
策
に
反
対
し
協
力
で
き
な
い
職

員
は
や
め
て
も
ら
う
」
と
強
い
態
度
の
よ
う

だ
が
、
組
合
側
も
絶
対
承
服
で
き
な
い
と
あ

く
ま
で
戦
う
方
針
。
県
労
協
も
十
四
日
幹
事

会
を
開
い
て
対
策
を
協
議
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

〝
解
雇
は
撤
回
し
な
い
〟
／
強 

硬
な
西
銘
市
長
／
院
の
野
党 

議
員
が
抗
議 

　
　

 
 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
１
・
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〕

　

立
法
院
の
野
党
三
派
と
那
覇
市
議
会
の
社

大
党
議
員
団
は
十
七
日
正
午
す
ぎ
那
覇
市
長

室
に
西
銘
市
長
を
た
ず
ね
、
那
覇
市
長
選
に

か
ら
む
市
職
員
の
解
雇
問
題
に
つ
い
て
抗
議
、

そ
の
撤
回
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て

西
銘
市
長
は
「
選
挙
は
ま
ま
ご
と
で
は
な

い
。
事
実
を
ま
げ
た
り
、
著
し
い
言
動
を
と

っ
た
者
は
許
せ
な
い
。
解
雇
予
告
を
し
た
十

三
人
は
今
週
中
に
解
雇
辞
令
を
出
す
。
さ
ら

に
解
雇
者
の
数
は
ふ
え
る
が
、
最
小
限
度
に

く
い
と
め
る
」
と
強
硬
な
態
度
を
示
し
話
し

合
い
は
も
の
わ
か
れ
に
終
わ
っ
た
。

　

ま
ず
野
党
議
員
団
か
ら
「
こ
ん
ど
の
市
職

員
の
首
切
り
問
題
は
民
主
主
義
の
常
識
に
反

し
た
不
当
な
も
の
で
あ
る
。
選
挙
の
時
協
力

し
な
く
て
も
、
市
民
の
判
断
が
下
れ
ば
、
市

長
の
政
策
に
沿
っ
て
仕
事
を
す
る
の
が
ル
ー

ル
で
あ
り
、
選
挙
後
の
現
在
、
き
ち
ん
と
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
何
も
問
題
は
な

い
。
感
情
的
に
い
き
な
り
ク
ビ
を
切
る
方
針

は
あ
ま
り
に
軽
率
で
あ
り
、
撤
回
し
て
ほ
し

い
」
と
要
求
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
、
西
銘
市
長
は
「
た
だ
単
に

平
良
候
補
に
投
票
し
た
か
ら
と
い
っ
て
こ
ん

ど
の
措
置
を
し
た
の
で
は
な
い
。
公
務
員
と

し
て
著
し
く
適
正
を
欠
い
た
人
た
ち
だ
。
選

挙
だ
か
ら
と
い
っ
て
違
反
す
れ
す
れ
の
行
為

は
ゆ
る
せ
な
い
。
ぼ
く
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ

情
報
を
収
集
、
本
土
の
判
例
も
み
て
や
っ
て

い
る
の
で
撤
回
の
意
思
は
な
い
」
と
強
気
の

態
度
を
示
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
野
党
議
員
団
は
「
西
銘

候
補
を
応
援
し
た
市
職
員
も
多
い
で
は
な
い

か
。
わ
れ
わ
れ
が
勤
務
時
間
を
利
用
し
て
西

銘
候
補
の
運
動
を
し
た
市
職
員
の
リ
ス
ト
を

示
せ
ば
ク
ビ
を
切
る
か
。
市
職
員
は
市
長
個

人
の
雇
い
人
で
は
な
い
」
と
追
及
し
た
。
し

か
し
、
西
銘
市
長
は
「
十
三
人
の
解
雇
は
今

週
中
に
実
施
す
る
。
さ
ら
に
解
雇
者
は
ふ
え

る
だ
ろ
う
」
と
歩
み
寄
り
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。

　

県
労
協
が
抗
議

　

県
労
協
（
亀
甲
康
吉
議
長
）
は
十
七
日
午

前
十
一
時
か
ら
幹
事
会
を
開
き
、
先
に
西
銘

那
覇
市
長
が
出
し
た
同
市
職
員
労
組
の
幹
部

十
三
人
に
た
い
す
る
解
雇
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。
こ
の
結
果
、
十
三
人
の
解
雇
は

「
全
逓
の
六
十
二
人
告
発
、
立
法
院
委
員
会
の

非
公
開
、
教
公
二
法
、
地
公
法
の
制
定
な
ど

労
働
基
本
権
を
は
く
奪
し
た
一
連
の
組
合
弾

圧
で
あ
る
」
と
し
、
次
の
よ
う
な
抗
議
声
明

を
発
表
し
た
。

　

抗
議
声
明
（
要
旨
）　

西
銘
那
覇
市
長
は
昨

年
十
二
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
市
長
選
挙
で
平

良
氏
を
支
持
し
た
労
組
の
委
員
長
ら
十
三
人

の
活
動
家
に
た
い
し
解
雇
予
告
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
は
民
主
社
会
に
お
け
る
近
代
的
労
使
関

係
を
無
視
し
、
封
建
的
社
会
に
お
け
る
「
白

黒
闘
争
」
を
持
ち
込
む
不
法
、
不
当
な
組
合

弾
圧
で
あ
る
。
こ
ん
ど
の
那
覇
市
職
労
十
三

人
に
た
い
す
る
解
雇
通
知
は
、
単
に
西
銘
市



四
一
五

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
一
月

長
と
職
労
間
の
問
題
で
は
な
く
、
沖
縄
の

原
水
基
地
を
支
配
強
化
し
て
い
る
佐
藤
本

土
政
府
自
民
党
と
松
岡
任
命
主
席
、
民
主

党
が
一
体
と
な
っ
て
県
労
協
、
復
帰
協
、
沖

縄
県
民
に
加
え
て
き
た
一
連
の
攻
撃
で
あ

り
、
全
組
織
を
あ
げ
て
戦
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
西
銘
市
長
の
不
法
、
不
当
な
弾
圧

に
抗
議
す
る
。

寄
宮
区
画
整
理
／
減
歩
率
で
審 

査
／
市
は
方
針
通
り
施
工
の 

意
向
／
那
覇
市
建
設
委 
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那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
平
良
亀
助
委

員
長
）
は
、
さ
る
十
九
日
寄
宮
区
画
整
理
事

業
の
減
歩
率
に
対
す
る
反
対
陳
情
に
つ
い
て

審
査
し
た
。

　

寄
宮
区
の
区
画
整
理
事
業
は
、
減
歩
率
を

め
ぐ
っ
て
地
主
と
の
調
整
が
つ
か
ず
着
工
が

お
く
れ
て
い
る
。

　

さ
き
に
百
二
十
人
の
地
主
が
連
名
で
地
主

負
担
（
一
万
五
千
五
百
八
十
一
㌦
）
を
全
額

市
で
負
担
し
て
ほ
し
い
な
ど
九
項
目
に
つ
い

て
議
会
に
陳
情
が
あ
っ
た
の
で
花
城
建
設
部

長
、
当
間
区
画
整
理
課
長
ら
と
質
疑
を
行
な

っ
た
。

　

花
城
部
長
は
「
地
主
の
反
対
陳
情
は
筋
が

通
ら
な
い
。
地
主
の
負
担
は
軽
い
し
、
こ
れ

以
上
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
道
路
の
幅

員
も
地
主
の
希
望
を
い
れ
て
最
小
限
に
し
た
。

大
半
の
地
主
は
賛
成
し
て
い
る
の
で
既
定
方

針
ど
お
り
工
事
執
行
し
た
い
」
と
こ
た
え
た
。

こ
れ
に
対
し
委
員
会
は
地
主
の
説
得
に
さ
ら

に
努
力
す
る
こ
と
を
要
望
、
具
体
的
資
料
の

提
出
を
待
っ
て
地
主
代
表
も
呼
ん
で
再
審
査

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
い
に
27
万
人
突
破
／
那
覇
市

の
人
口
／
密
度
で
全
国
三
位

／
女
が
一
万
二
千
人
も
多
い 

　
　

 
 

〔
琉
新
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那
覇
市
の
人
口
は
昨
年
十
二
月
末
現
在
で

つ
い
に
二
十
七
万
人
を
突
破
し
た
。
こ
れ
は

六
四
年
十
月
末
に
二
十
六
万
人
台
に
入
っ
て

か
ら
、
一
年
二
カ
月
ぶ
り
の
一
万
人
増
加
で
、

人
口
密
度
で
は
大
阪
、
東
京
に
次
い
で
相
変

わ
ら
ず
全
国
第
三
位
を
保
っ
て
い
る
。

　

那
覇
市
市
民
課
は
こ
の
ほ
ど
昨
年
十
二
月

末
現
在
の
那
覇
市
の
人
口
を
ま
と
め
た
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
総
人
口
は
二
十
七
万
百
七
人

（
男
十
二
万
八
千
八
百
二
十
七
人
、
女
十
四

万
一
千
二
百
八
十
人
）
、
世
帯
数
は
六
万
五

百
四
十
九
戸
。
地
区
別
に
み
る
と
旧
那
覇
地

区
十
万
四
千
六
百
七
十
七
人
（
二
万
四
千
八

十
八
世
帯
）
、
真
和
志
地
区
十
一
万
七
千
百

一
人
（
二
万
六
千
三
百
八
十
六
世
帯
）
、
首

里
地
区
二
万
七
千
六
百
五
十
八
人
（
五
千
九

百
二
十
一
世
帯
）
、
小
禄
地
区
二
万
六
百
七

十
一
人
（
四
千
五
十
四
世
帯
）
で
、
人
口
は

真
和
志
地
区
が
も
っ
と
も
多
く
、
小
禄
地
区

が
少
な
い
。

　

那
覇
市
の
人
口
は
五
八
年
五
月
に
は
十
九

万
人
だ
っ
た
。
そ
れ
が
五
九
年
四
月
に
は
二

十
一
万
人
、
六
〇
年
十
二
月
に
二
十
二
万
人
、

六
一
年
十
二
月
に
二
十
三
万
人
、
六
十
二
年

十
二
月
に
二
十
四
万
人
、
六
三
年
十
一
月
に

二
十
五
万
人
、
六
四
年
十
月
に
二
十
六
万
人

と
平
均
一
カ
年
に
一
万
人
の
割
り
合
い
で
ふ

え
、
こ
ん
ど
つ
い
に
二
十
七
万
人
台
に
は
い

っ
た
。

　

那
覇
市
企
画
部
で
は
さ
き
に
一
九
八
〇
年

ま
で
の
推
計
人
口
を
出
し
、
自
然
増
、
社
会

増
、
予
防
医
学
の
進
歩
を
加
味
し
て
「
六
五
年

末
ま
で
に
二
十
七
万
人
、
七
〇
年
ま
で
に
三

十
二
万
人
、
七
五
年
に
三
十
八
万
人
、
八
〇

年
に
は
四
十
三
万
九
千
人
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
こ
ん
ご
の
人
口
動
態
を
は
じ
き
出
し
た
が
、

こ
ん
ど
の
二
十
七
万
人
突
破
で
、
そ
の
可
能

性
が
一
段
と
濃
く
な
っ
て
き
た
。

　

と
く
に
人
口
密
度
で
は
一
平
方
㍍
当
た
り

一
万
六
十
人
（
軍
用
地
を
除
く
二
六
・
八
四

平
方
㌔
で
算
出
）
と
な
っ
て
大
阪
・
東
京
に

次
い
で
全
国
で
三
番
目
の
過
密
都
市
。
那
覇

市
に
も
小
規
模
な
が
ら
〝
爆
発
す
る
都
市
〟

の
き
ざ
し
が
現
わ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
那
覇
市
の
人
口
は
も
の
す
ご

い
勢
い
で
ふ
え
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
る
公
有
水
面
埋
め
立
て
も
焼
け
石
に
水
の

状
態
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
市
当
局
で
は

現
在
都
市
計
画
委
員
会
で
審
議
中
の
一
町
五

村
（
与
那
原
町
、
豊
見
城
、
南
風
原
、
浦
添
、

大
里
、
西
原
）
を
含
め
た
広
域
都
市
を
早
め

に
実
現
し
て
ふ
く
れ
上
が
る
人
口
増
に
対
処

す
る
方
針
で
あ
る
。

大
荒
れ
の
那
覇
市
議
会
／
解
雇

問
題
で
緊
迫
／
野
党
議
員
／ 

理
由
の
明
示
求
め
る
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那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
十
五
日
午
前
十
時

か
ら
開
か
れ
、
那
覇
市
職
員
労
組
の
十
三
人

解
雇
問
題
を
め
ぐ
っ
て
大
荒
れ
し
た
。
こ
の

日
は
市
職
労
は
じ
め
県
労
協
の
各
単
組
か
ら

約
百
五
十
人
の
傍
聴
人
が
詰
め
か
け
、
緊
迫

し
た
空
気
に
包
ま
れ
た
。

　

ま
ず
、
市
当
局
提
案
の
助
役
選
任
に
つ
い

て
同
意
を
求
め
る
こ
と
な
ど
三
議
案
を
原
案

ど
お
り
承
認
し
た
あ
と
、
那
覇
市
職
労
か
ら

社
大
、
人
民
各
議
員
と
無
所
属
の
真
栄
城
議

員
を
入
れ
た
七
議
員
の
紹
介
に
よ
る
不
当
、

不
法
解
雇
に
つ
い
て
の
請
願
を
審
議
、
人
民

党
の
儀
間
議
員
が
質
問
を
し
よ
う
と
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
臨
時
議
会
で
は
原
則
と
し
て

請
願
を
受
け
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
与
党
議
員
ら
が
「
日
程
に
も
は

い
っ
て
い
な
い
の
に
質
疑
が
で
き
る
か
」
と



四
一
六

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
一
月

反
対
、
午
前
十
一
時
い
っ
た
ん
休
憩
し
て
議

運
委
を
開
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
請

願
を
受
理
し
、
開
会
中
の
総
務
委
員
会
で
の

継
続
審
査
に
す
る
こ
と
に
決
め
、
同
十
一
時

十
分
本
会
議
を
再
開
し
た
。

　

野
党
議
員
団
は
緊
急
質
問
と
し
て
儀
間

（
人
民
）
、
金
城
吾
郎
（
社
大
）
、
仲
本
（
社
大
）
、

黒
潮
（
人
民
）
の
各
議
員
が
「
市
長
は
組
合

弾
圧
の
た
め
に
ク
ビ
切
り
を
し
た
の
で
は
な

い
か
、
ク
ビ
切
り
の
理
由
が
は
っ
き
り
し
て

な
い
。
理
由
を
ま
ず
明
ら
か
に
せ
よ
」
と
迫

っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
西
銘
市
長
は
「
組

合
弾
圧
の
意
思
は
な
い
が
、
選
挙
期
間
中
の

言
動
な
ど
か
ら
那
覇
市
職
員
と
し
て

不
適
格
だ
か
ら
だ
。
理
由
は
近
い
う
ち
に
示

す
」
と
答
え
た
。

　

そ
の
間
、
傍
聴
席
に
詰
め
か
け
た
組
合
員

や
支
援
団
体
か
ら
「
恥
ず
か
し
く
な
い
か
」

な
ど
、
激
し
い
ヤ
ジ
が
飛
ん
だ
。
そ
の
な
か

で
与
党
議
員
か
ら
「
審
議
打
ち
切
り
」
の
動

議
が
出
さ
れ
、
野
党
の
反
対
を
押
し
て
午
前

十
一
時
二
十
分
閉
会
し
た
。

　

那
覇
市
の
両
助
役
再
任

　

二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
那
覇

市
臨
時
議
会
で
現
助
役
の
古
堅
宗
徳
氏
と
新

垣
義
徳
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
た
。
こ
れ

は
一
月
末
の
任
期
切
れ
に
伴
う
助
役
選
任
。

｜
社　

説
｜

那
覇
市
の
解
雇
問
題 
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那
覇
市
役
所
に
お
け
る
解
雇
問
題
は
、
市

議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
野

党
各
派
が
理
事
者
（
当
局
）
側
に
抗
議
す
る

な
ど
、
政
治
問
題
化
す
る
か
に
み
え
な
が
ら

も
、
結
局
は
法
廷
闘
争
に
持
ち
込
ま
れ
る
公

算
が
大
き
い
が
、
問
題
の
い
き
さ
つ
か
ら
し

て
、
か
な
り
注
目
さ
れ
る
要
素
を
は
ら
ん
で

い
る
。
つ
ま
り
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
職

員
に
身
分
保
証
や
政
治
活
動
お
よ
び
組
合
活

動
の
あ
り
方
、
労
使
関
係
の
非
人
間
性
な
ど

幾
多
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
こ
ん
ど
の
解
雇

は
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
こ
と
を
、
直
視

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

那
覇
市
職
労
の
委
員
長
以
下
、
組
合
幹
部

を
中
心
と
し
た
職
員
十
三
人
に
た
い
す
る
解

雇
理
由
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
具
体
的
に
は
明

ら
か
に
さ
れ
ず
「
公
務
員
と
し
て
不
適
格
で

あ
る
」
と
の
抽
象
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
が
、
西
銘
市
長
の
発
言
か
ら
し
て
、
昨

年
十
二
月
の
那
覇
市
長
選
挙
に
か
ら
む
報
復

措
置
で
あ
る
こ
と
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
う
か
が

え
る
。
せ
ん
じ
つ
め
れ
ば
「
選
挙
の
シ
コ
リ
」

で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
非
近
代
性
と
陰
湿

さ
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

さ
る
選
挙
で
、
西
銘
市
長
の
相
手
候
補
に

組
し
た
組
合
幹
部
が
、
ど
の
よ
う
な
言
辞
を

ろ
う
し
、
行
動
に
で
た
か
に
つ
い
て
は
具
体

的
に
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
選
挙
運
動

の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
候
補
者
で
あ
る
西

銘
市
長
に
向
け
ら
れ
た
攻
撃
に
か
ん
し
、
こ

れ
を
「
批
判
」
と
と
る
か
、
あ
る
い
は
「
中

傷
」
ま
た
は
「
ひ
ぼ
う
」
と
み
る
か
は
、
主

観
と
立
ち
場
の
相
違
も
あ
っ
て
、
簡
単
に
割

り
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
市
長
の
側
と
組

合
側
の
双
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
が
な
り

た
つ
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
市
長
が

「
与
え
ら
れ
た
権
限
」
に
基
づ
き
、
職
員
を

「
不
適
格
」
と
断
じ
て
解
雇
す
る
こ
と
を
、
根

拠
が
あ
る
と
す
る
見
解
も
、
ま
た
こ
れ
を
妥

当
性
に
欠
け
る
と
す
る
解
釈
も
、
人
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
首
肯
性
を
失
わ
な
い
と
い
え

る
。

　

要
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
職
員
の

身
分
の
不
安
定
性
と
、
政
治
活
動
の
自
由
と

の
か
ね
合
い
が
、
首
長
の
個
人
的
判
断
に
よ

っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
さ
れ
た
場
合
、
悲
劇

的
な
結
末
を
生
む
と
い
う
こ
と
を
、
こ
ん
ど

の
解
雇
問
題
が
示
唆
し
て
い
る
点
に
留
意
す

べ
き
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
組

合
活
動
で
、
こ
の
点
は
、
確
か
に
一
つ
の
泣

き
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え
て
、
組
合
幹
部
が

組
合
員
の
総
意
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
確
か
め
ず

に
、
政
治
活
動
を
進
め
る
こ
と
は
、労
働
関
係

を
か
く
乱
す
る
要
素
と
な
る
と
と
も
に
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
こ
ん
ど
の
よ
う
に
理
事
者

（
使
用
者
）
側
に
よ
っ
て
、
足
を
す
く
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

し
か
し
組
合
幹
部
の
政
治
活
動
を
ど
こ
ま

で
恣
意
的
、
反
秩
序
的
な
も
の
と
断
じ
る
か

に
つ
い
て
は
、
か
な
り
問
題
含
み
で
あ
り
、

慎
重
な
判
断
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
と
く
に
身
分
の
保
証
や
勤
務
条

件
が
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
か
つ
人
事
の
公
平

性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
、
首
長
に
よ
っ
て
個
人
の
政
治
活
動

の
自
由
が
い
ち
い
ち
追
及
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、

そ
れ
は
人
事
行
政
を
非
常
に
い
び
つ
な
も
の

に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
ま
た
人
事
制
度

の
不
備
と
か
欠
陥
を
承
知
の
う
え
で
、
懲
戒

処
分
な
ど
行
政
的
制
裁
の
決
定
を
く
だ
す
に

あ
た
り
、
す
ぐ
さ
ま
解
雇
な
ど
と
い
う
こ
と

は
、
人
間
的
考
慮
を
無
視
し
た
や
り
か
た
と

し
て
納
得
性
に
欠
け
、
か
つ
労
使
の
関
係
を

い
ち
じ
る
し
く
危
う
く
す
る
も
の
と
い
え
よ

う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
人
事
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
政
治
活
動
の
制
度
と
身
分
保
証

の
確
立
は
、
抱
き
合
わ
せ
で
あ
る
と
す
る
荒

っ
ぽ
い
論
議
を
捨
て
て
、
人
事
関
係
の
条
例

を
整
備
す
る
こ
と
を
、
議
会
、
理
事
者
お
よ

び
組
合
側
で
真
剣
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
人
事
行
政
は
、
猟
官
制
の

支
配
か
ら
ま
ぬ
か
れ
て
、
資
格
任
用
制
ま
た



四
一
七

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
一―

二
月

は
実
績
制
を
徹
底
的
に
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、

こ
れ
が
近
代
行
政
運
営
の
基
礎
で
あ
る
こ
と

を
、
い
く
ら
強
調
し
て
も
、
し
す
ぎ
る
こ
と

は
な
い
。
関
係
者
の
自
覚
を
促
す
と
と
も
に
、

政
府
の
強
力
な
行
政
指
導
を
望
む
も
の
で
あ

る
。〝

解
雇
撤
回
は
し
な
い
〟
／
那 

覇
市
議
会
総
務
委
員
会
／
総 

務
部
長
が
答
弁 
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那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
は
、
二
十
八
日

午
後
二
時
か
ら
委
員
会
を
開
き
、
那
覇
市
職

労
が
、
岸
本
同
労
組
委
員
長
ら
十
三
人
に
た

い
す
る
解
雇
を
不
当
だ
と
し
て
提
出
し

た
「
不
当
、
不
法
解
雇
に
か
ん
す
る
撤
回
請

願
」
に
つ
い
て
審
議
し
た
が
、
市
職
労
の
岸

本
委
員
長
ら
組
合
員
約
十
人
が
傍
聴
に
つ
め

か
け
た
た
め
、
公
開
か
非
公
開
か
で
与
野
党

委
員
が
対
立
、
結
局
「
相
反
す
る
立
ち
場
の

者
が
傍
聴
し
て
は
慎
重
審
議
が
で
き
な
い
」

と
し
て
、
野
党
側
の
反
対
を
押
し
き
り
、
傍

聴
人
を
し
め
出
し
た
。

　

ま
ず
城
田
総
務
部
長
は
、
解
雇
の
い
き
さ

つ
に
つ
い
て
「
公
共
の
奉
仕
者
と
し
て
職
責

を
果
た
せ
な
い
も
の
と
断
定
し
、『
分
限
お
よ

び
懲
戒
に
か
ん
す
る
条
例
』
第
四
条
第
四
項

に
よ
り
解
雇
し
た
」
と
説
明
し
た
。

　

こ
の
あ
と
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
、
質
問

に
答
え
て
城
田
部
長
は
①
各
個
人
の
具
体
的

な
解
雇
理
由
は
い
ま
発
表
の
段
階
で
は
な
い

の
で
こ
こ
で
は
示
せ
な
い
。
近
い
う
ち
各
個

人
に
文
書
を
送
付
す
る
②
解
雇
の
た
め
の
懲

戒
委
員
会
は
一
月
四
日
の
十
日
の
二
回
開
い

て
決
定
し
た
が
、
同
委
員
会
に
は
解
雇
の
対

象
者
は
呼
ば
な
か
っ
た
。
こ
ん
ご
も
呼
ぶ
考

え
は
な
い
③
将
来
、
問
題
が
こ
じ
れ
、
大
き

く
な
っ
て
も
解
雇
に
は
信
念
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
撤
回
の
意
思
は
毛
頭
な
い―

な
ど
と

強
気
で
答
え
た
。

　

こ
の
あ
と
委
員
会
は
、
同
問
題
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
「
具
体
的
な
解
雇

理
由
が
示
さ
れ
な
い
で
は
審
議
の
し
よ
う
が

な
い
」
と
い
う
点
で
全
委
員
の
意
見
が
一

致
、
各
個
人
に
解
雇
理
由
が
明
示
さ
れ
た
あ

と
審
議
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

水
源
地
周
辺
を
調
査
／
那
覇
・ 

宜
野
湾
／
補
償
問
題
中
心
に 
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那
覇
市
と
宜
野
湾
市
の
水
道
関
係
者
は
、

三
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
那
覇
市
が
宜
野
湾

市
内
か
ら
取
水
し
て
い
る
四
つ
の
水
源
地
周

辺
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
さ
る
二
十
七
日
の
協
議
会
で
宜
野

湾
市
側
が
提
案
し
た
①
取
水
増
ま
た
は
全
面

取
水
に
よ
る
地
目
変
更
、
水
田
か
ら
の
地
目

変
更
に
要
し
た
費
用
の
補
償
②
農
作
物
に
対

す
る
補
償
③
現
在
の
送
水
管
敷
設
に
よ
る
農

作
物
に
対
す
る
補
償
④
六
四
年
度
以
降
の
配

管
替
え
に
よ
る
土
地
賃
貸
料
の
支
払
い―

に

も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
。　

　

那
覇
市
側
か
ら
は
玉
城
水
道
部
長
、
大
浜

総
務
、
前
田
工
務
、
比
嘉
経
理
、
上
原
農
水

課
長
、
宜
野
湾
市
側
か
ら
は
「
那
覇
市
水
源

地
問
題
解
決
促
進
委
員
会
」
に
天
久
盛
雄
委

員
長
、
松
川
助
役
、
伊
佐
経
済
、
国
吉
水
道
、

島
袋
建
設
課
長
ら
関
係
職
員
と
関
係
地
主
が

参
加
し
た
。

　

後
原
川
、
一
つ
川
、
あ
ら
な
き
川
、
青
小

堀
の
四
水
源
地
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
た
が
、

関
係
地
主
は
「
水
量
減
で
稲
作
の
減
収
が
目

立
っ
て
お
り
、
ま
た
送
水
管
が
堤
防
の
中
央

部
を
通
っ
て
い
る
の
で
こ
わ
れ
る
の
が
多

い
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
対
策
す
る
と
と
も
に

適
正
な
補
償
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
訴
え

た
。

　

両
市
で
は
、
こ
ん
ご
さ
ら
に
話
し
合
い
を

続
け
て
問
題
の
円
満
解
決
を
は
か
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

解
雇
撤
回
を
要
求
／
那
覇
市
の 

ク
ビ
切
り
／
自
治
労
が
抗
議 

集
会
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自
治
労
沖
縄
県
本
部
主
催
で
、
那
覇
市
役

所
の
解
雇
撤
回
を
要
求
す
る
「
自
治
体
労
働

者
抗
議
集
会
」
が
五
日
午
後
一
時
半
か
ら
那

覇
市
内
の
沖
縄
会
館
二
階
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

那
覇
市
職
組
合
員
を
は
じ
め
コ
ザ
、
大
宜
味
、

豊
見
城
、
糸
満
な
ど
二
十
六
カ
自
治
労
単
組

か
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
た
。

　

大
会
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
自
治
労
歌
」

の
合
唱
で
幕
を
開
け
、
議
長
団
に
金
城
義
夫

（
那
覇
市
職
）
久
場
良
幸
（
コ
ザ
市
職
）
松

　

田
昌
彦
（
読
谷
村
）
の
三
氏
を
選
出
、
岸

本
三
郎
自
治
労
委
員
長
（
那
覇
市
職
労
委
員

長
）
が
「
西
銘
市
長
の
不
当
な
解
雇
に
た
い

し
て
は
マ
ス
コ
ミ
そ
の
他
を
通
じ
て
市
民
の

怒
り
が
高
ま
っ
て
お
り
、
東
京
の
自
治
労
本

部
、
各
地
区
地
連
で
も
全
面
的
支
援
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
市
民
大
衆
、
仲

間
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
自
治
労
の
全
て
を
か

け
て
た
た
か
い
抜
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
の
あ
と
前
原
穂
積
（
那
覇
市
職
）
仲
村
清

勇
（
コ
ザ
市
職
）
両
氏
の
意
見
発
表
、
弁
護

人
代
表
宮
里
松
正
氏
の
激
励
の
あ
い
さ
つ
な

ど
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
不
当
解
雇
に
た
い
す
る
抗
議
決
議

を
全
会
一
致
で
採
択
、「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三

唱
し
て
午
後
三
時
閉
会
し
た
。
大
会
後
、
四

十
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
か
れ
不
当
解
雇
撤
回
の

協
力
を
訴
え
た
チ
ラ
シ
五
万
枚
を
那
覇
市
内

に
配
っ
た
。

　

不
当
解
雇
に
た
い
す
る
抗
議
決
議
（
要
旨
）

西
銘
那
覇
市
長
は
、
さ
る
一
月
二
十
四
日
、
那



四
一
八

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
二
月

覇
市
職
員
十
三
人
に
た
い
し
解
雇
理
由
も
示

さ
ず
郵
送
で
免
職
通
知
を
し
て
き
た
。
こ
れ

は
市
長
選
に
か
ら
む
報
復
行
為
で
あ
り
、
明

ら
か
に
「
選
挙
運
動
の
自
由
」「
政
治
活
動
の

自
由
」
を
否
定
す
る
前
近
代
的
な
措
置
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
自
治
体
労
働
者
は
、
選
挙
に

か
ら
む
報
復
行
為
が
自
治
体
の
民
主
化
を
阻

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
自
治
体
労
働
者

の
創
意
性
、
地
域
住
民
へ
の
奉
仕
の
使
命
感

を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

選
挙
に
か
ら
む
報
復
措
置
を
排
除
し
、
地

方
自
治
の
民
主
化
を
促
進
す
る
立
ち
場
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
自
治
体
労
働
者
は
西
銘
市
長
の
不

当
な
解
雇
通
知
に
た
い
し
強
く
抗
議
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
を
す
み
や
か
に
撤
回
す
る
よ

う
要
求
す
る
。

寄
宮
地
区
区
画
整
理
／
反
対
押 

し
切
っ
て
着
工
／
地
主
、
す 

わ
り
込
み
続
け
る 
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地
主
と
の
調
整
が
難
航
し
て
着
工
が
お
く

れ
て
い
た
寄
宮
地
区
区
画
整
理
事
業
が
十
五

日
午
前
十
時
か
ら
着
工
さ
れ
た
。

　

那
覇
市
建
設
部
区
画
整
理
課
で
は
、
十
四

日
午
後
、
工
事
現
場
で
請
け
負
い
業
者
の
代

表
と
工
事
段
取
り
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、

十
五
日
午
前
十
時
か
ら
着
工
す
る
方
針
を
決

定
し
た
。

　

現
場
に
は
「
地
主
と
の
話
し
合
い
が
つ
く

ま
で
着
工
は
待
っ
て
く
れ
」
と
数
名
の
地
主

が
押
し
か
け
た
。

　

十
五
日
あ
さ
着
工
し
た
の
は
字
寄
宮
一
〇

五
長
田
原
地
内
、
大
黒
湯
横
（
寄
宮
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
東
側
）
の
第
三
排
水
路
工
事
現

場
で
地
主
は
当
間
課
長
、
大
嶺
係
長
に
「
地
主

に
了
解
な
し
で
強
行
す
る
の
は
何
ご
と
か
」

と
つ
め
よ
り
、
激
し
い
や
り
と
り
が
あ
っ
た

が
、
区
画
整
理
課
職
員
二
十
人
が
大
黒
湯
の

マ
キ
材
撤
去
作
業
を
は
じ
め
、
三
十
分
後
に

終
わ
っ
た
。
し
か
し
午
前
十
一
時
過
ぎ
地
主

は
約
三
十
人
に
ふ
え
、
「
市
長
を
出
せ
」
「
市

長
は
強
盗
だ
」
な
ど
と
ヤ
ジ
を
と
ば
し
な
が

ら
現
場
に
す
わ
り
込
み
を
続
け
て
お
り
、
な

り
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

同
地
区
の
区
画
整
理
事
業
は
、
総
工
費
二

十
六
万
五
千
㌦
を
か
け
て
六
四
年
度
か
ら
六

七
年
度
ま
で
の
四
カ
年
計
画
で
完
成
す
る
計

画
だ
っ
た
が
、
六
四
年
度
に
下
流
の
排
水
工

事
を
手
が
け
た
だ
け
で
六
五
年
度
は
地
主
と

の
調
整
が
つ
か
な
い
ま
ま
流
れ
、
六
六
年
度

に
も
ち
越
し
た
。
政
府
補
助
金
六
万
二
千
㌦

も
き
た
る
五
月
十
五
日
ま
で
に
執
行
し
な
け

れ
ば
流
れ
て
し
ま
う
と
あ
っ
て
区
画
整
理
課

で
は
、「
こ
れ
以
上
待
て
な
い
」
と
一
部
地
主

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
強
行
着
工
に
ふ
み
切

っ
た
も
の
。

　

総
工
費
二
十
六
万
五
千
㌦
の
内
訳
は
政
府

補
助
十
二
万
四
千
七
百
九
㌦
、
市
補
助
十
二

万
四
千
七
百
十
㌦
、
地
主
負
担
一
万
五
千
五

百
八
十
一
㌦
、
地
主
の
減
歩
率
は
平
均
二
一
・

七
六
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

　

寄
宮
、
国
場
、
上
間
三
部
落
に
ま
た
が
る

区
域
で
地
主
も
区
画
整
理
事
業
そ
の
も
の
に

は
基
本
的
に
賛
成
し
て
い
る
が
①
地
主
負
担

を
も
っ
と
軽
く
し
て
ほ
し
い
②
道
路
幅
員
を

六
㍍
よ
り
狭
く
し
て
ほ
し
い
③
公
園
を
少
な

く
し
、
用
地
を
市
で
買
い
上
げ
て
ほ
し
い―

な
ど
の
要
望
を
か
か
げ
て
市
当
局
に
陳
情
を

続
け
て
き
た
。
市
当
局
で
は
①
こ
れ
以
上
減

歩
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
②
道

路
幅
員
六
㍍
は
最
低
線
で
あ
る
③
公
園
も
耕

地
法
に
よ
っ
て
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

施
設
で
あ
る―

と
回
答
、
調
整
は
難
航
、
平

行
線
の
ま
ま
こ
れ
ま
で
着
工
が
お
く
れ
て
い

た
も
の
。

　

地
主
た
ち
は
「
地
主
の
了
解
も
え
な
い
で

個
人
の
構
造
物
を
撤
去
す
る
の
は
強
盗
行
為

だ
。
断
固
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
わ

れ
わ
れ
は
強
盗
を
さ
せ
る
た
め
に
市
長
に
し

た
の
で
は
な
い
」
な
ど
と
叫
ん
で
気
勢
を
あ

げ
、
す
わ
り
込
み
を
続
け
て
い
る
。

〝
傍
聴
〟
で
も
め
る
／
寄
宮
の 

区
画
整
理
／
当
局
は
強
行
の 

方
針 
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那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
平
良
亀
助
委

員
長
）
は
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
委
員
会
を

開
き
、
寄
宮
地
区
区
画
整
理
事
業
関
係
地
主

か
ら
に
陳
情
案
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　

市
当
局
側
か
ら
新
垣
第
二
助
役
、
花
城
建

設
部
長
、
当
間
区
画
整
理
課
長
ほ
か
関
係
係

長
が
出
席
、
質
疑
が
行
な
わ
れ
た
。

　

花
城
建
設
部
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
過
に

つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
っ
た
が
、
花
城
部

長
は
そ
の
な
か
で
「
六
月
ま
で
に
予
算
を
執

行
し
な
け
れ
ば
六
万
五
千
㌦
の
政
府
補
助
金

が
流
れ
る
の
で
ど
う
し
て
も
強
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
当
局
と
し
て
は
一
部
地
主
に

よ
る
反
対
せ
ん
が
た
め
の
反
対
で
あ
る
と
受

け
取
っ
て
い
る
」
と
あ
く
ま
で
着
工
す
る
決

意
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
あ
と
質
疑
に
は

い
っ
た
。

　

質
疑
中
に
関
係
地
主
七
人
が
傍
聴
し
よ
う

と
委
員
会
室
に
は
い
っ
た
の
で
平
良
委
員
長

が
「
地
主
で
あ
る
か
ど
う
か
確
か
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
住
所
氏
名
を
出
す
よ
う
に
」
と

指
示
、
名
簿
を
出
し
た
と
こ
ろ
五
人
が
認
め

ら
れ
た
が
ふ
た
り
が
地
主
で
な
い
と
い
う
理

由
で
傍
聴
を
断
わ
っ
た
た
め
字
国
場
の
玉
城

〇
〇
さ
ん
は
「
お
や
じ
の
代
理
も
認
め
な
い
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一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
二
月

の
か
」
と
強
引
に
は
い
り
こ
ん
だ
。
平
良
委

員
長
は
「
許
可
に
な
っ
た
以
外
の
人
は
出
て

ほ
し
い
」
と
勧
告
、
平
良
委
員
長
と
玉
城
さ

ん
と
の
間
で
「
な
ぜ
傍
聴
さ
せ
な
い
の
か
」

「
委
員
長
権
限
だ
」
「
こ
れ
は
委
員
長
権
限
の

乱
用
だ
。
民
主
的
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
委
員
会

を
運
営
せ
よ
」
と
や
り
と
り
が
あ
っ
て
審
査

は
中
断
し
た
。

　

金
城
庄
瑞
委
員
の
①
地
主
の
反
対
を
押
し

き
っ
て
ま
で
や
る
理
由
②
減
歩
率
を
も
っ
と

下
げ
る
考
え
は
な
い
か―

と
の
質
問
に
た
い

し
花
城
部
長
は
①
地
主
は
百
六
十
七
人
い
る

が
全
地
主
が
反
対
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
な

い
。
現
在
阻
止
運
動
し
て
い
る
約
五
、
六
十
人

の
地
主
が
反
対
し
て
い
る
と
み
て
い
る
。
法

的
な
諸
手
続
き
も
す
ま
し
許
可
も
受
け
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
ス
ラ
ム
街
化

す
る
の
で
あ
く
ま
で
強
力
に
推
進
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
②
平
均
減
歩
率
は
二
七
㌫―

二

四
㌫―

二
一
・
七
㌫
と
下
げ
て
き
た
の
で
こ

れ
以
上
は
下
げ
ら
れ
な
い
と
答
え
た
。

沖
縄
刑
務
所
を
郊
外
に
／
来
月

の
那
覇
市
議
会
に
上
程 
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那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
慎
英
委

員
長
）
は
、
二
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
委
員

会
を
ひ
ら
き
、
沖
縄
刑
務
所
移
転
に
関
す
る

要
請
決
議
案
（
山
川
正
平
議
員
草
案
）
に
つ

い
て
審
査
、
字
句
を
一
部
修
正
、
全
会
一
致

で
三
月
定
例
議
会
に
上
程
す
る
こ
と
を
決
め
、

そ
の
実
現
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

沖
縄
刑
務
所
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
一
月

十
日
付
け
で
沖
縄
刑
務
所
通
り
会
（
屋
嘉
宗

展
会
長
）
上
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
友
寄
喜
弘

会
長
）
、
城
岳
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
山
川
正
平

会
長
）
、
開
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
又
吉
盛
郎
会

長
）
の
関
係
者
か
ら
陳
情
が
あ
っ
た
も
の
で
、

関
係
者
で
は
①
市
内
に
刑
務
所
が
あ
る
の
は

適
当
で
な
い
②
ま
た
沖
縄
刑
務
所
周
辺
は
住

宅
が
密
集
し
、
文
教
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら

教
育
環
境
上
も
好
ま
し
く
な
い
③
さ
ら
に
都

市
計
画
の
う
え
か
ら
も
早
急
に
移
転
す
べ
き

で
あ
る―

と
し
て
そ
の
早
期
移
転
を
強
く
訴

え
て
い
る
。

　

総
務
委
員
会
は
、
さ
る
十
七
日
の
委
員
会

で
同
陳
情
を
審
査
し
た
結
果
、
早
急
に
他
の

適
当
な
場
所
に
移
転
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
全
会
一
致
で
採
択
、
山
川
正
平

委
員
が
要
請
決
議
文
の
作
成
に
当
た
っ
た
。

　

関
係
者
で
は
、
三
月
の
市
議
会
で
の
要
請

決
議
を
足
が
か
り
に
立
法
院
、
行
政
府
に
も

働
き
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

長
期
化
の
様
相
／
那
覇
市
の
解

雇
問
題
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那
覇
市
役
所
の
職
員
解
雇
問
題
は
、
二
十

一
日
市
職
労
が
西
銘
那
覇
市
長
、
宮
平
消
防

長
を
相
手
取
っ
て
中
央
巡
裁
に
た
い
し
免
職

処
分
の
効
力
停
止
に
か
ん
す
る
仮
処
分
申
請

と
、
免
職
取
り
消
し
の
本
訴
訟
を
提
訴
し
た

こ
と
で
長
期
化
の
様
相
を
帯
び
て
き
た
。

　

市
職
労
で
は
、
さ
る
一
月
二
十
四
日
付
け

で
解
雇
さ
れ
て
以
来
、
闘
争
本
部
を
設
置
し

て
撤
回
闘
争
を
組
む
一
方
、
市
民
へ
の
ア
ピ

ー
ル
も
行
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
西
銘
市
長

は
再
三
の
解
雇
撤
回
要
請
に
も
応
じ
る
態
度

を
見
せ
な
い
た
め
、
つ
い
に
法
廷
闘
争
に
持

ち
込
ん
だ
。

　

こ
れ
に
た
い
し
市
当
局
で
は
「
提
訴
し
た

な
ら
受
け
て
立
つ
だ
け
だ
。
こ
れ
以
上
話
し

合
い
の
余
地
は
な
い
」
と
強
硬
な
態
度
で
あ

り
、
中
央
巡
裁
で
の
判
決
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。地

位
保
全
の
仮
処
分
決
定
／
那 

覇
市
役
所
の
解
雇
問
題
／
八 

人
直
ち
に
職
場
復
帰
／
中
央 

巡
裁
／
市
職
労
の
申
請
認
め 

る 
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那
覇
市
役
所
で
の
首
切
り
問
題
に
つ
い

て
中
央
巡
裁
は
、
二
十
二
日
午
後
一
時
す

ぎ
、
組
合
側
の
「
免
職
処
分
の
効
力
停
止

決
定
申
し
立
て
」
に
つ
い
て
前
田
裁
判

長
係
り
、
喜
屋
武
、
中
村
陪
席
判
事
、
新

垣
、
宮
里
弁
護
人
立
ち
合
い
で
審
尋
を
開

き
、
解
雇
さ
れ
た
十
二
人
の
う
ち
岸
本
委

員
長
ら
八
人
の
申
請
を
妥
当
と
認
め
「
本

案
判
決
が
確
定
す
る
ま
で
免
職
処
分
の

効
力
を
停
止
す
る
」
と
の
仮
処
分
を
決
定

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
さ
き
に
解
雇
さ
れ
た

八
人
は
た
だ
ち
に
職
場
に
復
帰
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
解
雇
さ
れ
た
消
防
署

員
四
人
に
つ
い
て
、
中
央
巡
裁
は
二
十
三

日
午
後
四
時
か
ら
さ
ら
に
審
尋
を
行
な

っ
て
決
め
る
。

　

こ
の
日
の
審
尋
で
、
市
職
労
は
❶
那
覇
市

職
員
分
限
お
よ
び
懲
戒
に
関
す
る
条
例
第
四

条
第
四
号
の
規
定
に
は
該
当
す
べ
き
事
由
が

な
い
❷
現
市
長
の
対
立
候
補
者
を
支
持
し
た

こ
と
を
理
由
に
、
こ
れ
に
た
い
す
る
報
復
と

し
て
な
さ
れ
た
違
法
な
処
分
で
あ
る
❸
解
雇

を
受
け
た
の
は
賃
金
だ
け
で
生
計
を
立
て
て

い
る
労
働
者
で
あ
り
、
本
案
訴
訟
の
勝
訴
判

決
を
得
て
職
場
に
復
帰
す
る
ま
で
賃
金
の
支

払
い
が
断
た
れ
る
と
、
日
々
の
生
活
に
も
困

り
、
将
来
つ
ぐ
な
え
な
い
損
害
を
こ
う
む
る

❹
組
合
役
員
と
し
て
の
地
位
が
不
当
に
奪
わ

れ
、
ひ
い
て
は
組
合
全
体
に
も
不
測
の
混
乱

と
損
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る―

こ
と
を

理
由
に
解
雇
の
不
当
性
を
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
、
新
垣
正
安
市
側
代
理
人

は
❶
日
常
の
職
務
は
も
と
よ
り
、
選
挙
期
間

中
に
地
方
公
務
員
と
し
て
適
正
を
欠
く
行
動
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が
あ
り
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
同
条
例
の
規
定
に
該

当
す
る
❷
適
性
を
欠
く
か
ら
免
職
し
た
の
で

あ
っ
て
市
長
選
に
よ
る
報
復
措
置
で
は
な
い

❸
賃
金
を
断
た
れ
て
い
く
ら
か
影
響
は
あ
る

に
し
て
も
、
市
当
局
で
は
解
雇
手
当
て
、
退

職
金
の
支
給
も
準
備
し
て
お
り
、
日
常
生
活

に
緊
急
な
損
害
、
必
要
性
が
あ
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
❹
組
合
役
員
と
し
て
の
地
位
が
奪

わ
れ
る
と
し
て
も
組
合
内
部
の
問
題
で
あ

り
、
こ
の
免
職
処
分
と
は
関
係
な
い―
と
反

論
、
却
下
を
要
求
、
さ
ら
に
裁
判
官
の
尋
問

に
答
え
て
、
新
垣
代
理
人
は
「
も
し
こ
の
処

分
の
効
力
停
止
が
決
定
さ
れ
る
と
、
人
事
権

が
混
乱
し
、
行
政
権
の
円
滑
な
運
営
を
ゆ
る

が
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
行
政
訴
訟
特
例
法
で

は
仮
処
分
を
禁
止
し
て
お
り
、
却
下
す
べ
き

だ
」
と
述
べ
た
。

　

宮
里
松
正
市
職
労
代
理
人
は
「
選
挙
時
の

行
動
を
と
っ
て
適
性
を
欠
く
と
い
う
の
は
依

然
と
し
て
不
明
確
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
解

雇
理
由
の
明
記
を
求
め
て
、
こ
れ
ま
で
数
十

回
も
西
銘
市
長
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
満
足

す
べ
き
回
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
こ

れ
ま
で
各
団
体
、
有
識
者
が
中
に
は
い
っ
て

調
停
し
よ
う
と
し
た
が
、
市
側
は
応
じ
な
い

た
め
提
訴
し
た
。
『
解
雇
手
当
て
を
や
る
か

ら
や
め
ろ
』
と
い
う
の
で
は
『
お
前
ら
は
奴

れ
い
に
な
れ
』
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で
、
ま

っ
た
く
不
当
で
あ
る
」
と
の
べ
た
。

　

裁
判
官
は
そ
の
後
、
別
室
で
会
議
の
う
え
、

市
職
労
の
申
請
理
由
を
相
当
と
認
め
同
解
雇

の
努
力
停
止
を
決
定
し
た
。

　

人
事
権
乱
用
、
明
る
み
へ

　

岸
本
那
覇
市
職
労
委
員
長
の
話　

わ
れ
わ

れ
は
、
さ
る
一
月
二
十
四
日
付
け
で
不
当
解

雇
に
あ
い
な
が
ら
も
、
市
役
所
内
の
混
乱
、
市

民
へ
の
不
利
益
を
考
慮
、
で
き
る
限
り
話
し

合
い
で
解
決
し
よ
う
と
折
衝
を
続
け
て
き
た

が
、
こ
ん
に
ち
に
な
る
ま
で
市
当
局
に
撤
回

の
意
思
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
市
民
福
祉
に

若
干
の
不
利
益
が
あ
る
と
は
思
っ
た
が
、
や

む
を
得
ず
提
訴
し
た
。
こ
ん
ど
の
免
職
処
分

の
効
力
停
止
決
定
で
、
西
銘
市
長
の
非
近
代

的
人
事
権
の
乱
用
が
、
一
応
明
ら
か
に
さ
れ

た
と
思
う
。
こ
れ
で
双
方
同
等
な
立
ち
場
で

た
た
か
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
、
自
信
を

持
っ
て
最
後
の
勝
利
ま
で
が
ん
ば
り
た
い
。

し
か
し
市
民
の
立
ち
場
に
た
っ
て
こ
れ
か
ら

で
も
、
西
銘
市
長
が
す
み
や
か
に
解
雇
を
撤

回
す
る
よ
う
希
望
す
る
。

　

行
政
へ
の
侵
害

　

西
銘
那
覇
市
長
の
話　

ま
っ
た
く
意
外
だ
。

審
尋
と
し
て
は
あ
ま
り
に
簡
単
す
ぎ
る
。
行

政
庁
の
処
分
で
、
こ
ん
な
に
簡
単
に
で
き
る

か
ど
う
か
疑
問
で
あ
り
、
行
政
へ
の
侵
害
と

も
受
け
取
れ
る
。
裁
判
所
の
決
定
が
な
さ
れ

た
以
上
、
本
案
で
争
う
以
外
に
な
い
。

｜
社　

説
｜

那
覇
市
の
人
事
紛
争 
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那
覇
市
の
市
職
員
八
人
（
岸
本
忠
三
郎
那

覇
市
職
委
員
長
外
）
の
解
雇
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
は
、
裁
判
所
（
中
央
巡
裁
）
へ
の
提
訴

に
よ
っ
て
、
と
う
と
う
法
廷
闘
争
へ
も
ち
こ

ま
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
。

自
治
体
行
政
の
、
人
事
を
め
ぐ
る
事
件
が
法

廷
闘
争
へ
も
ち
こ
ま
れ
た
こ
と
は
異
例
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
で
も
こ
と
は
深
刻
で
あ
る
。　

　　

と
こ
ろ
が
、
中
央
巡
裁
は
岸
本
忠
三
郎
氏

ら
那
覇
市
職
委
員
の
免
職
処
分
の
効
力
停
止

仮
処
分
申
請
に
基
づ
い
て
双
方
の
言
い
分
を

審
尋
の
結
果
、
申
し
立
て
人
側
の
言
い
分
を

認
め
裁
判
が
決
定
す
る
ま
で
免
職
処
分
の
効

力
を
停
止
す
る
と
、
組
合
側
の
主
張
を
認
め

る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
央
巡
裁
の
決
定
の
是
非
に
つ
い
て
は
こ

こ
で
触
れ
な
い
と
し
て
、
市
役
所
側
も
、
労

組
側
も
、
結
局
は
問
題
を
裁
判
に
あ
ず
け
た

か
っ
こ
う
で
あ
り
、
解
雇
を
表
明
し
た
市
役

所
側
も
、
こ
れ
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

立
ち
場
に
追
い
こ
ま
れ
た
と
い
う
の
が
い
き

さ
つ
で
あ
る
。

　

紛
糾
し
た
事
件
が
裁
判
ざ
た
に
な
る
こ
と

は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
自
治
体
の
人
事
問

題
で
、
解
決
を
裁
判
に
ゲ
タ
を
あ
ず
け
る
と

い
う
こ
と
は
、
免
職
を
め
ぐ
っ
て
処
分
の
適

否
を
持
ち
出
す
べ
き
と
こ
ろ
へ
持
ち
出
し
た

と
い
う
こ
と
の
結
果
か
ら
、
一
般
に
は
な
は

だ
自
主
性
の
な
さ
を
露
呈
し
た
印
象
を
与
え

か
ね
な
い
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
免
職
の
真
因
は
一
体
何

か
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
い
ま
は
、
問

題
の
究
明
が
裁
判
の
手
に
移
さ
れ
た
の
で
、

い
ず
れ
は
審
理
の
進
展
に
伴
い
表
明
さ
れ

る
こ
と
と
思
う
が
、
被
申
し
立
て
人
（
市
役

所
）
の
代
理
人
の
言
い
分
に
よ
る
と
「
こ
ん

ど
の
解
雇
は
、
市
長
選
挙
期
間
中
に
、
申
し

立
て
人
ら
が
適
切
を
欠
く
言
動
を
し
た
か

ら
で
あ
り
、
報
復
的
な
も
の
で
は
な
い
」
と

主
張
し
、
申
し
立
て
人
の
代
理
人
は
、
こ
れ

に
た
い
し
「
市
当
局
に
数
十
回
に
わ
た
っ

て
、
解
雇
処
分
理
由
を
明
示
す
る
よ
う
要
求

し
た
が
、
明
ら
か
に
し
な
い
の
で
訴
訟
を
お

こ
な
っ
た
」
と
応
酬
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
に

も
言
い
分
は
あ
ろ
う
が
、
免
職
処
分
の
効
力

は
一
時
停
止
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
組
合
側
は

自
分
の
主
張
が
通
っ
た
も
の
と
自
信
を
強

め
た
か
っ
こ
う
で
あ
り
、
こ
れ
を
不
服
と
す

る
市
役
所
当
局
は
ど
こ
ま
で
も
戦
う
意
思
の

よ
う
で
あ
る
。　

　

た
だ
、
裁
判
の
処
分
を
離
れ
て
、
こ
の
ト

ラ
ブ
ル
を
眺
め
た
ば
あ
い
、
即
ち
第
三
者
と

し
て
は
市
当
局
側
の
態
度
、
つ
ま
り
解
雇
問

題
を
ふ
り
出
し
に
戻
し
て
み
た
ば
あ
い
、
い
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く
つ
か
の
疑
問
を
抱
か
せ
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
な
ぜ
市
長
選
挙
の
直
後
、
職
員
の
処
分

を
持
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
報
復
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
に
対
す
る
説
明
を
弱
め
る
点
で

明
ら
か
に
不
利
で
あ
る
。
そ
れ
に
民
主
政
治

の
建
て
前
か
ら
、
い
く
ら
現
市
長
が
立
候
補

せ
よ
、
有
権
者
の
立
ち
場
か
ら
す
れ
ば
、
一

票
の
行
使
は
何
も
の
の
拘
束
を
受
け
て
は
な

ら
な
い
し
、
従
っ
て
市
当
局
の
い
う
報
復
は

理
論
と
し
て
成
り
立
つ
は
ず
も
な
い
。
た
だ
、

解
雇
処
分
の
措
置
は
時
期
的
に
、
他
に
疑
惑

を
与
え
る
点
で
配
慮
を
欠
い
た
こ
と
は
た
し

か
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
労
組
側
に
は
果
た
し
て
行
き
過

ぎ
の
言
動
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
辺
の
こ
と

は
第
三
者
の
知
る
限
り
で
は
な
い
。
自
治
体

の
選
挙
は
お
う
お
う
に
し
て
地
域
社
会
に
お

け
る
因
襲
、
あ
る
い
は
派
閥
闘
争
に
巻
き
込

ま
れ
、
肝
心
の
選
挙
の
ル
ー
ル
を
あ
や
ま
る

こ
と
が
あ
る
。
那
覇
市
の
ば
あ
い
、
そ
う
し

た
こ
と
が
尾
を
引
い
た
と
は
い
わ
ぬ
が
、
で

き
れ
ば
地
方
自
治
体
の
選
挙
の
完
全
な
運
営
、

あ
と
始
末
と
し
て
は
禍
痕
を
残
し
た
感
じ
は

否
め
な
い
。
保
守
、
革
新
の
勢
力
分
野
の
確

執
、
あ
る
い
は
、
そ
の
た
め
の
常
規
を
逸
し

た
ト
ラ
ブ
ル
と
み
ら
れ
な
く
も
な
い
。
問
題

は
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
免
職
を
純
然
た
る

行
政
処
分
と
み
な
し
た
ば
あ
い
、
こ
れ
を
他

力
（
裁
判
）
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
を
招
い
た
と
い
う
こ
と
は
自
治
体
自
体

の
問
題
で
あ
る
だ
け
に
な
お
さ
ら
遺
憾
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

那
覇
市
の
免
職
処
分
を
め
ぐ
る
問
題
は
、

解
決
が
な
が
び
け
ば
な
が
び
く
ほ
ど
問
題
そ

れ
自
体
を
あ
い
ま
い
に
し
、
ひ
い
て
は
、
人

事
管
理
の
面
、
あ
る
い
は
市
民
の
福
祉
に
と

っ
て
も
悪
影
響
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

中
央
巡
裁
と
し
て
も
一
日
も
早
く
理
非
曲
直

を
正
し
、
紛
争
に
終
止
符
を
打
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
当

局
も
組
合
側
も
冷
静
に
こ
と
を
進
め
る
こ
と

が
の
ぞ
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

道
路
新
設
で
採
決
／
開
南―

平

和
橋
／
那
覇
市
会
終
わ
る 
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第
七
十
九
回
那
覇
市
臨
時
議
会
は
、
一
日

午
前
十
時
開
会
、
市
当
局
提
案
の
第
四
期
公

営
住
宅
建
設
の
工
事
契
約
（
二
件
）
、
小
禄

公
営
住
宅
建
設
事
業
費
（
八
十
一
万
七
百
九

十
八
㌦
）
を
継
続
費
と
す
る
こ
と
、
冷
房
機

購
入
契
約
（
三
万
二
千
二
百
五
十
㌦
）
を
そ

れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
議
決
、
開
南
交
番
前
か

ら
平
和
橋
間
道
路
新
設
に
伴
う
用
地
取
得
お

よ
び
売
買
契
約
は
二
十
一
対
四
の
多
数
で
原

案
通
り
議
決
し
て
、
午
前
十
一
時
五
分
閉
会
、

二
日
間
の
会
期
を
終
え
た
。

　

冷
房
設
備
は
三
階
議
会
部
門
と
四
階
を
冷

房
す
る
計
画
で
三
万
二
千
二
百
五
十
㌦
で
桐

和
商
会
（
松
浦
重
男
社
長
）
が
落
札
し
て
い

る
が
、
予
算
六
万
八
千
㌦
の
半
分
以
下
で
落

札
し
て
い
る
こ
と
か
ら
金
城
吾
郎
議
員
（
社

大
）
か
ら
入
札
方
法
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
。

　

開
南
交
番
前―

平
和
橋
間
道
路
新
設
の
取

得
お
よ
び
売
買
契
約
に
つ
い
て
は
建
設
委
員

会
で
は
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
て
い
る
が
、
本
会
議
で
は
人
民
党
側
か

ら
質
問
が
あ
り
、
当
局
と
の
間
で
活
発
な

質
疑
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
あ
と
渡
口
議
長

（
臨
時
）
が
「
討
論
を
打
ち
切
り
採
決
に
は

い
る
」
と
発
言
し
た
と
こ
ろ
、
瀬
長
フ
ミ
議

員
（
人
民
）
が
「
市
民
の
権
利
を
ふ
み
に
じ

り
、
反
市
民
的
に
行
な
わ
れ
る
た
め
反
対
す

る
」
と
の
反
対
討
論
が
あ
っ
た
。
与
党
側
か

ら
「
委
員
会
は
全
会
一
致
だ
。
討
論
の
必
要

な
し
、
進
行
」
と
ヤ
ジ
が
飛
ん
だ
。
採
決
の

結
果
瀬
長
、
儀
間
、
黒
潮
、
久
高
の
四
議
員

が
反
対
、
二
十
一
対
四
で
原
案
通
り
可
決
し

た
。
建
設
委
に
所
属
す
る
儀
間
議
員
に
対
し

「
建
設
委
は
全
会
一
致
だ
ぞ
」
と
ヤ
ジ
が
と

び
、
儀
間
議
員
は
「
反
対
だ
反
対
だ
」
と
苦

笑
し
な
が
ら
打
ち
消
し
に
や
っ
気
に
な
っ
て

い
た
。

首
里
バ
ス
／
赤
字
ヤ
リ
玉
に
／

那
覇
市
議
会
総
務
委
が 

　
　

 
 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
３
・
３
〕

　

那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
慎
英
委

員
長
）
は
、
二
日
午
後
二
時
か
ら
委
員
会
を

開
き
、
六
五
年
度
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
た

が
、
首
里
バ
ス
（
上
間
長
和
社
長
）
の
赤
字

経
営
が
ヤ
リ
玉
に
あ
げ
ら
れ
注
目
さ
れ
た
。

　

首
里
バ
ス
の
総
資
本
金
は
五
万
㌦
で
そ
の

う
ち
六
〇
㌫
の
三
万
㌦
を
那
覇
市
が
保
有
し

て
い
る
。

　

那
覇
市
が
民
間
企
業
に
投
資
し
て
い
る
の

は
十
三
社
で
総
額
十
二
万
八
千
四
百
二
㌦
だ

が
、
六
五
年
度
で
配
当
の
あ
っ
た
の
は
琉
銀
、

沖
配
、
琉
石
、
琉
糖
、
琉
肥
、
沖
銀
、
那
覇

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
社
な
ど
七
社
で
七
千
四
百

㌦
八
十
一
㌣
（
払
い
込
み
額
七
万
八
千
百
五

十
二
㌦
）
だ
け
。

　

首
里
バ
ス
、
琉
球
東
急
ホ
テ
ル
、
沖
縄
バ

ス
、
琉
球
海
運
、
琉
球
水
産
、
沖
縄
食
糧
の

六
社
は
配
当
が
な
い
。
な
か
で
も
首
里
バ
ス

は
過
半
数
の
六
〇
㌫
の
株
を
市
当
局
が
も
っ

て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
市
長
が
か
わ
る
た

び
に
経
営
陣
も
更
迭
さ
れ
る
と
い
う
被
害
も

あ
っ
て
議
会
で
も
た
え
ず
問
題
に
な
っ
て
い

た
。

　

久
高
議
員
は
「
五
十
二
台
の
う
ち
常
時
運

行
し
て
い
る
の
は
三
十
九
台
で
市
民
に
大
き

な
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。運
転
手
、
車
掌
不
足



四
二
二

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
三
月

に
起
因
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
経
営

陣
が
わ
ず
か
の
株
し
か
も
っ
て
お
ら
ず
、
市

長
が
か
わ
る
た
び
に
更
迭
さ
れ
る
の
で
経

営
意
欲
の
減
退
が
指
摘
さ
れ
る
。
六
三
年
度

か
ら
ず
っ
と
無
配
当
で
あ
り
、
し
か
も
フ
ル

に
運
行
し
て
い
な
い
た
め
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
は
山
川
、
観
音
堂
前
あ
た
り
で
は
全
然

乗
れ
ず
市
民
は
迷
惑
し
て
い
る
。
「
市
当
局

は
持
ち
株
を
処
分
す
る
意
向
は
な
い
か
」
と

当
局
の
経
営
に
対
す
る
態
度
を
鋭
く
追
及

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
当
局
は
「
市
長
で
な
け
れ

ば
、
答
弁
で
き
な
い
」
と
明
言
を
さ
け
た
。

　

久
高
議
員
は
、
決
算
認
定
に
当
た
っ
て
意

見
書
を
出
す
意
向
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
首

里
バ
ス
問
題
も
大
き
く
と
り
あ
げ
る
と
い
っ

て
い
る
。

　

三
月
定
例
議
会
で
問
題
に
な
る
の
は
明
ら

か
で
あ
り
、
市
当
局
も
赤
字
解
消
の
テ
コ
入

れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
こ
ん
ご
の
な

り
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

汚
職
職
員
に
退
職
金
／
那
覇
市 

議
会
／
市
当
局
の
温
情
主
義 

追
及

　
　

 
 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
３
・
６
〕

　

五
日
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
開
か
れ
た
那
覇

市
議
会
総
務
委
員
会
で
、
那
覇
市
総
務
部
徴

税
課
職
員
と
安
謝
市
営
住
宅
管
理
人
（
い
ず

れ
も
退
職
）
二
人
に
よ
る
計
二
千
五
百
㌦
の

公
金
横
領
事
件
と
同
徴
税
課
職
員
に
た
い
し

市
当
局
が
「
前
途
有
望
の
青
年
」
と
し
て
退

職
金
三
十
三
㌦
六
十
六
㌣
を
与
え
て
依
願
退

職
さ
せ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
問
題
化

し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
同
委
員
会
で
六
五
年
度
決
算
を
審

議
し
て
い
る
う
ち
、
徴
税
課
長
の
答
弁
を
も

と
に
野
党
側
が
事
実
を
突
き
と
め
、
市
当
局

も
こ
れ
を
認
め
た
も
の
。

　

徴
税
課
職
員
Ａ
は
昨
年
二
月
就
任
以
来
、

同
年
五
月
ご
ろ
ま
で
に
七
百
㌦
余
り
を
横
領
、

市
当
局
は
依
願
退
職
の
形
を
と
っ
て
同
年
七

月
五
日
付
け
で
退
職
金
を
支
給
し
て
い
る
。

ま
た
安
謝
市
営
住
宅
管
理
人
Ｂ
は
、
入
居
者

の
家
賃
千
八
百
㌦
を
着
服
、
市
当
局
で
は
退

居
処
分
に
し
た
。
二
人
と
も
後
日
、
横
領
し

た
金
を
返
済
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
、
野
党
側
は
汚
職
の
ス
キ
を
与
え

る
よ
う
な
人
事
管
理
は
な
っ
て
い
な
い
と
し

て
、
当
局
を
追
及
す
る
と
と
も
に
公
金
横
領

の
職
員
に
退
職
金
を
与
え
て
依
願
退
職
の
形

を
取
っ
た
当
局
の
温
情
主
義
を
重
視
し
、
黒

潮
隆
（
人
民
）
久
高
友
敏
（
人
民
）
仲
本
安

一
（
社
大
）
各
氏
が
「
さ
き
に
公
金
横
領
し
た

消
防
職
員
に
退
職
金
を
与
え
た
時
に
も
、
わ

れ
わ
れ
は
『
汚
職
を
助
長
す
る
よ
う
な
も
の

だ
』
と
指
摘
し
た
が
、
案
の
定
不
正
事
件
が

続
い
て
い
る
。
こ
ん
ど
の
組
合
員
十
三
人
の

解
雇
問
題
で
は
、
選
挙
中
に
相
手
候
補
の
懇

談
会
に
出
席
し
た
と
い
う
だ
け
で
解
雇
さ
れ

た
者
も
お
り
、
こ
の
よ
う
な
人
事
権
の
行
使

に
は
か
な
り
問
題
が
あ
る
。
こ
ん
ご
ま
じ
め

な
職
員
に
も
不
正
退
職
し
た
も
の
に
も
同
様

に
退
職
金
を
支
給
す
る
つ
も
り
か
」
と
当
局

の
態
度
を
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
城
田
総
務
部
長
は
「
家
庭

の
事
情
、
本
人
の
将
来
な
ど
を
考
え
合
わ
せ

ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
い
き
た
い
。
現

行
条
例
で
は
、
そ
の
判
断
は
市
長
に
与
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
ん
ど
の
場
合
も
本
人
の
将
来

を
考
え
て
処
理
し
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

　

黒
潮
議
員
ら
は
、
さ
ら
に
「
条
例
を
改
正

し
て
一
貫
し
た
措
置
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る

考
え
は
な
い
か
」
と
追
及
、
城
田
総
務
部
長

は
「
検
討
し
て
か
ら
答
弁
し
た
い
」
と
態
度

表
明
を
避
け
、
問
題
は
七
日
の
委
員
会
に
持

ち
越
さ
れ
た
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
改
善
／
泊
港
／ 

市
会
が
と
り
あ
げ
る 
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那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
慎
英
委

員
長
）
は
、
八
日
午
後
二
時
開
会
、
六
五
年

度
歳
入
歳
出
決
算
の
う
ち
消
防
費
と
港
湾
費

に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　

消
防
本
部
で
は
、
米
陸
軍
消
防
隊
と
消
防

援
助
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、
そ
の
内
容
は

「
出
動
要
請
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
出
動
す
る
」

と
い
っ
た
も
の
で
燃
料
費
や
人
身
事
故
が
お

き
た
ば
あ
い
の
補
償
は
す
べ
て
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
る
点
が
問
題
に
な
っ
た
。

　

軍
消
防
隊
が
那
覇
消
防
本
部
の
要
請
で
出

動
し
た
ば
あ
い
、
余
り
人
身
の
危
険
は
な
い

が
、
軍
基
地
内
に
出
動
し
た
と
き
は
危
険
度

が
高
い
の
で
万
一
、
人
身
事
故
が
お
き
た
ば

あ
い
那
覇
市
の
負
担
は
大
き
い
。
し
た
が
っ

て
予
算
を
と
も
な
う
の
で
、
協
定
は
議
会
の

承
認
を
受
け
る
必
要
は
な
い
か―

と
具
志
本

部
長
代
理
に
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
具
志
本
部

長
代
理
は
「
じ
ゅ
う
ぶ
ん
検
討
し
た
い
」
と

こ
た
え
た
。

　

港
湾
費
で
は
、
泊
港
が
汚
れ
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
施
設
も
悪
く
、
外
来
者
に
悪
印
象
を
与

え
て
い
る
と
非
難
の
声
が
高
い
と
の
新
聞
報

道
で
、
施
設
の
改
善
策
が
と
り
あ
げ
ら
れ

た
。こ
れ
に
た
い
し
糸
数
泊
港
湾
所
長
は
「
六

七
年
度
予
算
に
計
上
、
施
設
を
改
善
し
て
い

き
た
い
」
と
こ
た
え
た
。

寄
宮
区
画
整
理
／
あ
く
ま
で
着 

工
／
建
設
委
で
市
当
局
が
表 

明
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那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
平
良
亀
助
委

員
長
）
は
、
八
日
午
後
二
時
開
会
、
六
五
年

度
土
地
区
画
整
理
事
業
寄
宮
地
区
特
別
会
計



四
二
三

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
三
月

の
歳
出
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　

寄
宮
地
区
の
区
画
整
理
事
業
は
、
六
四
年

度
か
ら
着
手
し
た
が
、
六
五
年
度
は
地
主
と

の
調
整
が
つ
か
ず
未
執
行
に
終
わ
り
、
十
万

五
千
九
百
十
四
㌦
十
四
㌣
の
不
用
額
を
出
し
、

六
六
年
度
に
く
り
越
し
た
。
市
当
局
で
は
五

月
十
五
日
ま
で
予
算
執
行
し
な
け
れ
ば
政
府

補
助
金
が
流
れ
る
の
で
さ
る
二
月
十
五
日
強

行
着
工
に
ふ
み
切
っ
た
が
、
地
主
の
強
い
反

対
に
あ
っ
て
中
止
し
た
。
地
主
た
ち
は
十
六

日
晩
か
ら
沖
縄
高
校
前
と
識
名
寄
り
の
現
場

入
り
口
に
二
カ
所
に
仮
小
屋
を
つ
く
り
、
泊

ま
り
込
み
で
反
対
、
静
か
な
対
決
が
続
い
て

い
る
。
地
主
組
合
で
は
七
日
か
ら
「
地
主
、
借

地
人
、
借
家
人
を
犠
牲
に
す
る
区
画
整
理
を

や
め
ろ
」「
土
地
と
り
あ
げ
や
め
ろ
」
な
ど
の

ポ
ス
タ
ー
を
街
頭
に
は
り
出
し
、
市
民
へ
の

ア
ピ
ー
ル
に
懸
命
に
な
っ
て
い
る
。

　

花
城
建
設
部
長
は
八
日
の
建
設
委
員
会
で

「
既
定
方
針
ど
お
り
着
工
す
る
」と
の
態
度
を

表
明
、
問
題
は
一
段
と
複
雑
さ
を
ま
し
て
き

た
。

　

人
民
党
の
儀
間
委
員
は
「
地
主
の
負
担
は

も
っ
と
軽
く
で
き
な
い
か
、
区
画
整
理
法
の

立
法
化
ま
で
着
工
は
待
つ
べ
き
だ
」
と
質
問

し
た
の
に
た
い
し
当
間
区
画
整
理
課
長
は

「
現
行
法
で
は
地
主
負
担
が
ち
ゃ
ん
と
決
め

ら
れ
て
い
る
し
、
こ
れ
以
上
軽
減
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
民
立
法
が
で
き
て
も
地
主
の

負
担
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
待
っ
て
も
意
味

が
な
い
」
と
こ
た
え
た
。

｜
社　

説
｜

刑
務
所
移
転
に
本
腰
を
… 
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那
覇
市
楚
辺
に
あ
る
沖
縄
刑
務
所
を
、
ど

こ
か
適
当
な
地
域
を
選
ん
で
移
転
し
て
ほ

し
い
と
、
市
民
の
間
か
ら
強
い
要
望
が
で
て

い
る
。
い
ま
に
始
ま
っ
た
問
題
で
な
く
、
こ

れ
ま
で
に
何
回
と
な
く
要
請
さ
れ
て
い
る

が
、
膨
大
な
予
算
を
と
も
な
う
だ
け
に
、
な

か
な
か
具
体
化
し
な
い
と
い
う
の
が
実
情

で
あ
ろ
う
。

　

現
在
の
敷
地
に
刑
務
所
が
設
け
ら
れ
た

の
は
、
大
正
十
四
年
の
こ
と
だ
か
ら
、
ず
い

ぶ
ん
古
い
は
な
し
だ
。
戦
災
で
す
べ
て
が
破

壊
さ
れ
た
あ
と
、
一
九
五
〇
年
、
ふ
た
た
び

同
地
に
移
動
し
て
き
た
が
、
今
日
で
は
都
市

の
膨
張
に
と
も
な
っ
て
、
民
家
や
学
校
が
周

辺
を
取
り
ま
く
か
た
ち
に
な
っ
た
。
受
刑

者
の
刑
の
執
行
と
矯
正
保
護
に
あ
た
る
施

設
が
都
市
の
真
ん
中
に
腰
を
据
え
て
い
た

の
で
は
、
ど
こ
か
ら
み
て
も
不
自
然
で
あ

り
、
早
急
な
移
転
が
の
ぞ
ま
れ
る
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
い
ま
か
ら
四
十
年
前
は
、
閑
静

な
郊
外
地
と
し
て
適
当
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

が
、
も
は
や
今
日
の
社
会
情
勢
に
そ
ぐ
わ
な

く
な
っ
た
わ
け
だ
。

　

ま
ず
、
都
市
計
画
や
学
校
教
育
の
面
か
ら
、

大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
。
刑
務
所
の
敷

地
は
、
約
一
万
八
千
坪
と
、
都
心
に
お
い
て
か

な
り
の
面
積
を
占
め
て
い
る
。
高
い
障
壁
を

取
り
こ
わ
し
て
区
画
整
理
を
行
な
え
ば
、
公

営
ア
パ
ー
ト
や
住
宅
地
と
し
て
、
あ
る
い
は

公
共
建
造
物
、
緑
地
帯
な
ど
、
そ
の
利
用
価

値
は
、
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
樋
川
の

公
営
ア
パ
ー
ト
は
入
居
希
望
者
が
十
数
倍
も

殺
到
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
か
ら
み
て
も
交

通
の
便
利
な
中
心
部
の
土
地
は
、
で
き
る
だ

け
市
民
福
祉
の
増
進
に
役
立
つ
よ
う
、
効
用

を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
教
育
面
か
ら
も
切
実
な
問
題
を
投

げ
て
い
る
。
刑
務
所
に
隣
接
し
て
城
岳
小
学

校
、
西
に
下
っ
て
那
覇
高
校
が
あ
り
、
い
わ

ば
こ
の
一
帯
は
文
教
地
区
を
形
成
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
室
の
窓
か
ら
刑

務
所
の
様
子
が
ま
る
見
え
で
、
生
徒
の
指
導
、

情
操
教
育
に
困
惑
ぎ
み
だ
と
い
う
。
孟
母
三

遷
の
古
い
こ
と
わ
ざ
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な

く
、
感
受
性
の
つ
よ
い
青
少
年
に
ふ
さ
わ
し

い
教
育
環
境
と
は
い
え
な
い
。
身
近
に
存
在

し
て
お
れ
ば
、
見
た
り
聞
い
た
り
で
好
ま
し

く
な
い
悪
事
も
伝
わ
る
は
ず
だ
し
、
た
び
た

び
発
生
す
る
事
件
、
事
故
な
ど
を
考
え
た
場

合
、
教
訓
面
に
及
ぼ
す
影
響
は
無
視
で
き
な

い
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

い
っ
ぽ
う
、
刑
務
所
の
施
設
充
実
の
う
え

か
ら
も
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
で

あ
れ
ば
、
受
刑
者
も
少
な
く
、
現
在
の
土
地

収
容
力
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、

事
態
は
す
っ
か
り
一
変
し
て
い
る
。
各
種
の

犯
罪
は
増
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
に
つ

れ
て
服
役
者
も
年
々
ふ
え
る
と
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ゆ
が
め
ら
れ
た
社
会
の
現
実
が
、

刑
務
行
政
と
矯
正
施
設
に
シ
ワ
寄
せ
さ
れ
た

か
っ
こ
う
だ
が
、
当
局
と
し
て
は
最
低
の
生

存
権
は
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
と

に
人
権
尊
重
を
第
一
と
す
る
今
日
で
は
、
収

容
能
力
と
各
面
の
設
備
改
善
を
重
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
移
転
問
題
と
も
関
連
し
て
新

た
な
建
設
計
画
を
の
ぞ
み
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

法
務
局
で
は
、
内
々
、
刑
務
所
問
題
の
検
討

に
手
を
つ
け
て
い
る
と
い
う
。
土
地
の
購
入

費
か
ら
建
設
予
算
ま
で
、
お
よ
そ
の
プ
ラ
ン

を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
二
百
万
㌦
て
い

ど
の
予
算
で
移
動
、
新
設
が
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
政
府
財
政
か
ら
み
て
そ
れ
ほ
ど
過
重

負
担
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
だ
け
の
予
算
を

投
じ
て
、
す
べ
て
の
面
に
改
善
と
向
上
を
も

た
ら
す
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
だ

か
ら
、
な
ん
ら
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
に
及
ば
な

い
。
も
っ
と
も
、
土
地
購
入
予
算
を
立
法
院

で
削
除
さ
れ
た
い
き
さ
つ
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

そ
れ
に
こ
り
ず
具
体
的
な
計
画
案
を
提
示
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
立
法
院
と
し
て
も
、
住
民

の
要
求
を
一
方
的
に
無
視
で
き
な
い
か
ら
だ
。



四
二
四

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
三
月

一
度
に
困
難
で
あ
れ
ば
、
年
次
計
画
に
よ
っ

て
実
現
を
期
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

問
題
の
焦
点
は
や
は
り
土
地
の
選
定
お
よ

び
確
保
に
し
ぼ
ら
れ
て
く
る
と
思
う
。
施
設

の
性
格
上
、
進
ん
で
協
力
す
る
市
町
村
が
あ

る
だ
ろ
う
か
、
確
か
に
不
安
は
の
こ
る
。
敷

地
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
警
察
や
裁
判
関

係
と
の
連
絡
か
ら
職
員
の
福
祉
厚
生
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
条
件
で
制
約
さ
れ
る
わ
け
で
、

三
、
四
万
坪
の
ま
と
ま
っ
た
土
地
を
求
め
る

に
は
、
そ
う
と
う
難
じ
ゅ
う
す
る
に
違
い
な

い
。
し
か
し
、
実
行
に
移
す
前
か
ら
困
難
を

恐
れ
て
い
た
の
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

現
状
維
持
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け
で
、
当
局

者
が
決
断
を
も
っ
て
重
い
腰
を
あ
げ
る
ほ

か
は
な
い
。
市
町
村
や
国
県
有
地
を
中
心
と

し
て
、
地
理
的
な
条
件
を
加
味
し
て
選
考
に

あ
た
れ
ば
案
外
早
く
糸
口
が
ほ
ぐ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

那
覇
市
で
は
、
き
た
る
二
十
二
日
に
開
か

れ
る
定
例
議
会
で
早
期
移
転
の
決
議
を
準
備

し
て
い
る
。
通
り
会
と
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
陳
情
を

と
り
上
げ
る
か
た
ち
に
な
る
が
、
そ
れ
だ
け

市
民
の
要
望
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
証
左
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
た
と
え
一
部
で
も
新
年
度

予
算
に
計
上
し
て
こ
た
え
る
こ
と
が
、
生
き

た
政
治
と
い
う
べ
き
だ
。

公
設
市
場
／
突
然
、
計
画
を
変 

更
／
新
し
い
用
地
買
収
／
九 

月
着
工
／
地
下
一
階
、
地
上 

三
階
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那
覇
市
牧
志
公
設
市
場
の
改
築
計
画
は
、

現
業
者
と
の
全
面
的
調
整
が
つ
か
な
い
ま
ま
、

こ
れ
ま
で
着
工
が
お
く
れ
て
い
た
が
、
新
垣

第
二
助
役
（
建
設
担
当
）
は
十
九
日
午
後
「
諸

情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
仮
市
場
用
地
に
新
設

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
九
月
か
十
月
ご
ろ
に

着
工
、
来
年
の
九
、
十
月
ま
で
に
は
市
民
の

た
め
の
り
っ
ぱ
な
市
場
を
建
設
し
た
い
」
と

発
表
し
た
。
市
当
局
の
方
針
発
表
に
つ
い
て

市
場
連
合
会
幹
部
は
「
寝
耳
に
水
だ
」
と
び

っ
く
り
、
ま
た
議
会
の
野
党
各
派
も
思
わ
ぬ

計
画
変
更
に
戸
惑
っ
た
表
情
で
、
二
十
四
日

の
本
会
議
で
当
局
の
真
意
を
た
だ
す
こ
と
に

し
て
い
る
が
、
与
党
の
市
政
ク
ラ
ブ
と
一
部

業
者
の
間
で
は
「
計
画
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
、

市
民
の
た
め
の
り
っ
ぱ
な
市
場
が
で
き
る
だ

ろ
う
」
と
歓
迎
し
て
い
る
。

　

現
敷
き
地
、
上
岡
氏
に
返
す

　

市
当
局
で
は
、
こ
れ
ま
で
現
在
の
西
市
場

跡
に
地
下
一
階
、
地
上
三
階
の
近
代
的
な
市

場
を
建
設
す
る
計
画
で
準
備
を
進
め
て
き
た
。

小
間
の
配
置
を
め
ぐ
っ
て
業
者
と
意
見
が
対

立
し
た
た
め
、
昨
年
三
月
議
会
で
西
銘
市
長

は
「
業
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
の
で
改
築

せ
ず
、
用
地
も
地
主
に
返
還
し
た
い
」
と
議

案
を
撤
回
し
よ
う
と
し
た
が
、
議
会
側
が
中

に
立
っ
て
あ
っ
せ
ん
し
た
結
果
い
わ
ゆ
る
四

条
件
づ
き
で
設
計
委
託
費
を
可
決
し
た
。
市

当
局
は
三
月
定
例
議
会
に
仮
市
場
の
設
営
費

を
計
上
、
六
月
中
に
西
市
場
か
ら
移
転
さ
せ
、

九
月
ご
ろ
か
ら
着
工
す
る
計
画
で
準
備
を
進

め
て
い
た
が
、
上
岡
氏
と
仮
市
場
の
地
主
又

吉
〇
〇
氏
か
ら
「
早
急
に
土
地
を
返
還
し
て

ほ
し
い
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
買
い
上
げ

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

た
め
、
市
当
局
も
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討

し
た
結
果
、
仮
市
場
（
藤
原
産
婦
人
科
医
院

裏
）
の
用
地
二
千
平
方
㍍
（
六
百
余
坪
）
を

買
収
し
て
そ
こ
に
建
設
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

　

市
当
局
の
構
想
に
よ
る
と
地
下
一
階
地
上

三
階
だ
が
、
敷
き
地
が
西
市
場
用
地
よ
り
広

い
の
で
建
て
面
積
も
大
き
く
な
り
、
駐
車
施

設
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
れ
る
よ
う
だ
。
一
部
業

者
で
は
道
路
の
利
便
も
い
い
の
で
業
者
の
努

力
に
よ
っ
て
は
現
在
の
西
市
場
よ
り
発
展
性

が
あ
る
と
歓
迎
し
て
い
る
。

　

野
党
各
派
で
は
、
都
市
計
画
市
場
と
し
て

さ
い
き
ん
指
定
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
変
更

の
理
由
が
わ
か
ら
な
い
と
し
て
二
十
四
日
の

本
会
議
で
追
及
す
る
構
え
で
あ
る
。

　

現
在
の
西
市
場
は
、
新
市
場
の
完
成
後
に

地
主
の
上
岡
〇
〇
〇
氏
に
返
還
す
る
が
、
そ

れ
ま
で
は
従
来
の
条
件
で
市
が
使
用
す
る
こ

と
で
地
主
の
了
解
を
と
り
つ
け
た
。

市
民
に
サ
ー
ビ
ス
、
市
当
局
／
業
者　

〝
寝
耳
に
水
〟
と
戸
惑
う

　

新
垣
第
二
助
役
の
話　

長
い
間
も
め
続
け

た
公
設
市
場
改
築
問
題
は
、
諸
情
勢
の
変
更

で
水
上
店
舗
建
設
中
に
使
用
し
た
仮
市
場
に

建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
民
の
た
め
の

公
設
市
場
建
設
は
市
長
の
公
約
で
も
あ
り
、

ま
た
議
会
で
も
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
尊
重
し
て
市
民
の
た
め

の
り
っ
ぱ
な
市
場
を
つ
く
り
た
い
。
消
費
者

に
長
い
間
、
い
ろ
い
ろ
と
心
配
か
け
て
き
た

が
、
こ
ん
ご
は
衛
生
的
な
市
民
の
た
め
の
市

場
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
こ
と
を
喜
ん

で
い
る
。

　

我
那
覇
生
吉
さ
ん
の
話
（
鮮
魚
）　

寝
耳
に

水
で
び
っ
く
り
し
て
い
る
。
同
業
者
が
多
く

集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
商
売
は
繁
盛
す
る
の

で
仮
市
場
に
つ
く
る
こ
と
は
賛
成
だ
。
し
か

し
、
現
業
者
が
移
動
す
る
か
ど
う
か
疑
問
に

思
う
。

　

徳
本
将
栄
さ
ん
の
話
（
精
肉
）　

浸
水
の
心

配
は
な
い
し
、
道
路
の
便
も
西
市
場
よ
り
い

い
の
で
、
業
者
の
努
力
い
か
ん
に
よ
っ
て
は

大
い
に
発
展
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。



四
二
五

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
三
月

刑
務
所
移
転
を
決
議
／
那
覇
市 

議
会
、
全
会
一
致
で 
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第
八
十
回
那
覇
市
三
月
定
例
議
会
は
二
十

二
日
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
会
期
十

四
日
間
の
幕
を
あ
け
た
。
ま
ず
西
銘
市
長
が

「
諸
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
各
担
当
部
長
か
ら

六
六
年
度
更
正
予
算
、
第
一
次
下
水
道
事
業

起
債
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
寄
宮
地
区
都
市

区
画
整
理
事
業
設
計
変
更
な
ど
十
七
項
に
わ

た
る
議
案
の
提
案
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

ひ
き
つ
づ
き
問
題
と
な
っ
て
い
る
沖
縄
刑

務
所
移
転
問
題
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
提
案

者
の
山
川
正
平
議
員
は
「
都
市
集
中
化
に
よ

り
た
だ
で
さ
え
狭
い
土
地
に
二
万
坪
の
敷
地

を
よ
う
す
る
刑
務
所
が
あ
る
こ
と
は
都
市
計

画
を
す
る
う
え
に
も
支
障
を
き
た
す
。
ま
た

子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
に
も
へ
い
が
い
は

は
な
は
だ
し
い
」
と
堤
案
理
由
を
説
明
議
員

の
賛
成
を
求
め
た
。

　

そ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
野
党
側
か
ら
場
所

を
ど
こ
に
す
る
か
、
移
転
後
刑
務
所
用
地
を

ど
う
処
理
す
る
か
な
ど
の
質
疑
が
か
わ
さ
れ

た
が
、
け
っ
き
ょ
く
こ
の
日
の
本
会
議
で
は

こ
れ
ら
の
問
題
は
行
政
府
に
決
め
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
刑
務
所
移
転
は
全

市
民
の
要
望
で
あ
り
早
急
に
な
さ
れ
る
べ
き

だ
と
の
意
見
一
致
を
見
、
満
場
一
致
で
沖
縄

刑
務
所
移
転
に
か
ん
す
る
要
請
決
議
を
採
択

し
た
。

　

こ
の
要
請
決
議
は
た
だ
ち
に
松
岡
行
政
主

席
、
長
嶺
立
法
院
議
長
あ
て
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

沖
縄
刑
務
所
移
転
に
か
ん
す
る
要
請
決
議

要
旨　

市
内
に
刑
務
所
が
あ
る
こ
と
は
適
当

で
な
い
。
沖
縄
刑
務
所
周
辺
は
住
宅
が
密
集

し
子
弟
教
育
の
場
で
あ
る
学
校
も
近
在
し
過

去
の
集
団
脱
走
事
件
な
ら
び
に
日
常
に
お
け

る
一
般
市
民
と
服
役
者
と
の
接
触
も
多
く
、

そ
の
こ
と
か
ら
子
ど
も
の
教
育
に
へ
い
が
い

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
よ
っ
て
那
覇
市
議
会
は

環
境
浄
化
な
ら
び
に
都
市
の
高
度
利
用
の
見

地
か
ら
現
在
の
沖
縄
刑
務
所
を
他
の
適
当
な

場
所
に
移
転
し
て
も
ら
う
よ
う
強
く
要
請
す

る
。「

公
設
市
場
」
に
集
中
／
那
覇 

市
会
／
一
般
質
問
、
傍
聴
席 

も
満
員
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
二
十
四
日
午
前

十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
一
般
質
問
を
行

な
っ
た
。

　

さ
る
十
九
日
、
市
当
局
が
公
設
市
場
建
設

計
画
の
変
更
を
発
表
し
た
直
後
だ
け
に
公
設

市
場
の
業
者
を
は
じ
め
、
寄
宮
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
の
地
主
た
ち
な
ど
約
百
二
十
人

が
押
し
か
け
傍
聴
席
は
久
方
ぶ
り
に
満
員
だ

っ
た
。

　

公
設
市
場
の
建
設
変
更
問
題
に
つ
い
て
は
、

質
問
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
立
っ
た
市
政
ク

ラ
ブ
の
金
城
庄
瑞
議
員
が
真
っ
先
に
と
り
あ

げ
、
野
党
側
の
攻
撃
を
先
手
で
か
わ
し
た
か

っ
こ
う
と
な
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
問
題
点

を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
ほ
か
に
も
質
問
者

が
殺
到
、
三
十
人
の
う
ち
二
十
人
が
質
問
事

項
を
事
務
局
に
提
出
し
て
お
り
、
か
な
り
論

議
を
呼
び
そ
う
な
気
配
。

　

金
城
庄
瑞
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）　

①
人
口

の
都
市
集
中
で
都
市
交
通
は
マ
ヒ
し
て
い
る

が
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
将
来
、
人
口
の
分

散
は
考
え
て
い
な
い
か
②
公
設
市
場
の
建
設

用
地
が
変
更
に
な
っ
た
が
そ
の
理
由
。

　

花
城
建
設
部
長　

①
一
号
線
、
五
号
線
に

代
わ
る
バ
イ
パ
ス
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
そ
の

計
画
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
れ
が
で
き
て
も

一
号
線
と
結
ぶ
タ
テ
の
幹
線
が
な
い
た
め
抜

本
的
解
決
は
で
き
な
い
。
近
隣
町
村
を
含
め

た
広
域
都
計
と
も
関
連
し
て
検
討
を
急
い
で

い
る
。

　

新
垣
第
二
助
役　

仮
市
場
は
ガ
ー
ブ
川
の

水
上
店
舗
が
完
成
す
る
ま
で
の
約
束
で
借
り
、

そ
の
後
西
市
場
の
改
築
が
完
成
す
る
ま
で
引

き
続
き
借
り
る
た
め
折
衝
を
続
け
て
き
た
が
、

地
主
の
又
吉
氏
か
ら
早
急
に
返
還
す
る
か
買

い
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

ま
た
上
岡
氏
か
ら
も
同
様
の
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
。
市
民
の
た
め
の
り
っ
ぱ
な
衛
生
的
市

場
を
建
設
す
る
た
め
に
西
市
場
の
土
地
を
地

主
に
返
還
、
仮
市
場
の
用
地
を
買
収
し
て
建

設
し
た
方
が
得
策
だ
と
の
結
論
に
達
し
、
位

置
を
変
更
し
た
。
ま
た
西
市
場
の
三
地
主
も

公
設
市
場
が
完
成
す
る
ま
で
（
六
七
年
十
月

か
十
一
月
）
引
き
続
き
市
に
使
用
さ
せ
る
了

解
が
つ
い
て
い
る
。

　

金
城
議
員　

現
業
者
と
話
し
合
っ
た
か
。

　

新
垣
助
役　

非
公
式
で
は
あ
る
が
業
者
数

人
の
意
見
は
聞
い
て
い
る
。
問
題
は
施
設
で

あ
り
、
り
っ
ぱ
な
施
設
が
で
き
れ
ば
両
市
場

か
ら
距
離
も
そ
う
離
れ
て
い
な
い
の
で
発
展

性
は
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

金
城
議
員　

水
道
料
金
の
値
下
げ
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

玉
城
水
道
部
長　

い
ま
検
討
し
て
い
る
。

　

仲
本
安
一
議
員
（
社
大
）　

①
六
七
年
度
か

ら
教
育
税
が
廃
止
さ
れ
市
税
一
本
化
に
な
る

が
、
六
月
議
会
で
市
長
が
方
針
を
の
べ
る
の

は
お
そ
い
の
で
三
月
議
会
で
教
育
費
負
担
に

つ
い
て
の
市
長
の
基
本
方
針
を
表
明
し
て
ほ

し
い
②
市
職
員
の
解
雇
問
題
を
裁
判
所
に
任

せ
る
こ
と
な
く
、
市
長
は
こ
れ
を
撤
回
す
る

意
思
は
な
い
か
③
職
員
有
志
会
と
市
長
と
の

関
係
に
つ
い
て
。

　

城
田
総
務
部
長　

一
長
一
短
あ
る
が
、
問

題
は
運
用
で
あ
る
の
で
法
の
精
神
を
じ
ゅ
う



四
二
六

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
三
月

ぶ
ん
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　

西
銘
市
長　

職
員
の
政
党
支
持
、
選
挙
運

動
に
干
渉
す
る
も
の
で
は
な
い
。
言
論
の
自

由
と
は
い
え
、
限
界
が
あ
る
と
思
う
。
適
正

な
批
判
な
ら
い
い
が
、
事
実
を
曲
げ
た
中
傷
、

ひ
ぼ
う
が
あ
っ
た
か
ら
解
雇
し
た
ま
で
だ
。

こ
の
段
階
で
撤
回
す
る
意
思
は
な
い
③
有
志

会
の
大
半
が
私
の
支
持
者
で
あ
る
こ
と
は
否

定
し
な
い
が
、
あ
く
ま
で
自
発
的
行
動
で
あ

る
こ
と
を
申
し
そ
え
た
い
。

　
　
　
　
　

七
月
一
日
か
ら
断
行
／
西
銘
市 

長
／
水
道
料
金
値
下
げ
で
言 

明
／
那
覇
市
議
会 
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那
覇
市
議
会
は
二
十
四
日
、
午
前
に
引
き

続
き
午
後
一
時
か
ら
本
会
議
を
再
開
、
一
般

質
問
を
続
行
し
た
。
午
後
は
真
栄
城
嘉
園
（
無

所
属
）
瀬
長
フ
ミ
（
人
民
）
吉
浜
朝
一
（
無

所
属
）
儀
間
真
祥
（
人
民
）
宮
良
永
昌
（
市

政
ク
）
金
城
重
正
（
市
政
ク
）
椿
秀
義
（
公

明
会
）
黒
潮
隆
（
人
民
）
大
浜
長
弘
（
公
明

会
）
久
高
友
敏
（
人
民
）
金
城
吾
郎
（
社
大
）

喜
舎
場
盛
一
（
市
政
ク
）
友
利
栄
吉
（
公
明

会
）
又
吉
久
正
（
新
風
会
）
平
良
真
次
郎
（
新

風
会
）
の
各
氏
が
質
問
に
た
ち
、
公
設
市
場

建
設
問
題
を
中
心
に
寄
宮
地
区
の
区
画
整
理
、

ご
み
処
理
、
特
別
職
の
俸
給
引
き
上
げ
、
市

有
財
産
の
管
理
、
職
員
の
汚
職
事
件
、
主
席

間
接
選
挙
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
市
当
局
の

方
針
や
見
解
を
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
西
銘
市
長
は
①
三
役
議
員

の
俸
給
は
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
②
新
し

く
建
設
さ
れ
る
公
設
市
場
に
は
こ
れ
ま
で
市

案
に
反
対
し
て
き
た
現
業
者
も
希
望
す
る
な

ら
収
容
す
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
③
主

席
の
直
接
公
選
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
従
来
よ
り
一
歩

前
進
と
考
え
る―

な
ど
と
答
え
た
。
ま
た
、
金

城
重
正
氏
が
水
道
料
金
の
値
下
げ
を
た
だ
し

た
の
に
た
い
し
、
西
銘
市
長
は
七
月
一
日
か

ら
値
下
げ
を
断
行
す
る
と
言
明
し
た
。
お
も

な
質
疑
応
答
次
の
と
お
り
。

　

真
栄
城
嘉
園
氏　

コ
ン
ポ
ス
ト
工
場
（
じ

ん
芥
焼
却
炉
）
は
い
つ
、
ど
こ
に
建
設
す
る

か
。

　

慶
佐
次
経
民
部
長　

次
年
度
に
着
工
す
る

が
、
豊
見
城
与
根
に
予
定
し
て
い
た
敷
き
地

は
、
地
元
の
つ
ご
う
で
ダ
メ
に
な
っ
た
。
新

し
い
敷
き
地
を
物
色
中
で
あ
る
。

　

宮
良
永
昌
氏　

寄
宮
地
区
の
区
画
整
理
は
、

強
権
発
動
に
よ
る
着
工
に
賛
成
だ
が
、
法
的

根
拠
は
確
立
し
て
い
る
か
。

　

花
城
建
設
部
長　

法
的
裏
付
け
は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
あ
る
。

　

金
城
重
正
氏　

西
銘
市
長
は
さ
き
に
七
月

一
日
付
け
で
水
道
料
金
値
下
げ
の
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
が
、
そ
の
値
下
げ
額
は
決
ま
っ

た
か
。

　

西
銘
市
長　

一
般
用
は
現
行
の
基
本
料
金

（
定
量
八
立
方
㍍
）
一
㌦
十
㌣
を
一
㌦
に
、
超

過
料
金
の
一
立
方
㍍
増
す
ご
と
に
十
六
㌣
を

十
五
㌣
に
、
営
業
用
の
基
本
料
金
（
定
量
十

立
方
㍍
）
は
現
行
一
㌦
六
十
㌣
を
一
㌦
五
十

㌣
、
超
過
料
金
十
七
㌣
を
十
六
㌣
に
そ
れ
ぞ

れ
値
下
げ
す
る
。
総
計
で
年
間
約
九
万
㌦
の

値
下
げ
に
な
る
。

　

椿
秀
義
氏　

若
狭
町
の
単
独
市
営
住
宅
は
、

古
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
土
地
の
効
果
的
な

利
用
面
か
ら
四
階
建
て
に
改
造
し
た
ら
ど
う

か
。

　

慶
佐
次
経
民
部
長　

開
金
へ
の
返
済
も
あ

と
十
年
か
か
る
し
、
現
状
で
は
無
理
で
あ

る
。

　

黒
潮
隆
氏　

議
員
、
市
当
局
の
三
役
の
増

俸
を
妥
当
と
思
う
か
。

　

西
銘
市
長　

妥
当
で
あ
り
、
市
三
役
、
部

長
も
増
俸
す
る
方
針
だ
。

　

金
城
吾
郎
氏　

現
公
設
市
場
は
都
市
計
画

市
場
に
指
定
し
た
ば
か
り
で
あ
り
計
画
変
更

は
あ
ま
り
に
軽
率
だ
。
敷
き
地
を
変
更
す
る

と
し
た
ら
現
業
者
を
ど
う
す
る
か
。

　

西
銘
市
長　

事
態
の
急
変
で
や
む
を
得
な

か
っ
た
。
現
業
者
で
こ
れ
ま
で
市
案
に
反
対

し
た
者
も
希
望
な
ら
収
容
す
る
の
に
や
ぶ
さ

か
で
な
い
。
（
午
後
七
時
十
五
分
閉
会
）

百
七
十
七
人
が
組
合
脱
退
届
け 

／
有
志
会
、
対
決
の
構
え
／ 

那
覇
市
職
労
／
春
闘
で
臨
時 

大
会
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那
覇
市
職
労
組
（
岸
本
忠
三
郎
委
員
長
）

は
、
さ
き
の
解
雇
問
題
を
め
ぐ
っ
て
有
志
会

が
結
成
さ
れ
、
そ
の
動
き
が
注
目
さ
れ
て
い

た
が
、
有
志
会
で
は
二
十
五
日
午
前
九
時
半
、

百
七
十
七
人
の
組
合
脱
退
を
届
け
で
た
。
さ

ら
に
第
二
波
と
し
て
二
十
七
日
に
も
八
十
人

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
一
週
間
以
内
に
は

四
百
人
ま
で
も
っ
て
い
く
と
発
表
、
完
全
に

現
在
の
組
合
と
対
抗
す
る
構
え
で
あ
る
。

　

〝
大
幅
賃
上
げ
で
春
闘
を
か
ち
と
ろ
う
〟〝

不
当
弾
圧
を
は
ね
か
え
し
、
さ
ら
に
団
結
し

よ
う
〟―

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
た
那
覇

市
職
第
二
十
三
回
臨
時
大
会
は
二
十
五
日
午

前
十
時
か
ら
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。

　

大
会
に
は
組
合
代
議
員
約
二
百
人
が
参
加
、

春
闘
、
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
の
具
体
的
戦
術

を
協
議
し
た
結
果
「
春
闘
を
乗
り
切
る
に
は

統
一
、
団
結
意
外
に
な
い
。
西
銘
市
長
か
ら

解
雇
通
告
を
受
け
た
岸
本
委
員
長
ほ
か
十
二

人
の
職
員
は
組
合
の
名
に
か
け
て
も
守
り
続

け
る
」
と
の
態
度
を
確
認
し
た
。
臨
時
大
会

は
大
会
前
に
有
志
会
が
正
式
に
文
書
で
〝
組

合
脱
退
〟
届
け
を
し
た
た
め
最
初
か
ら
緊
迫



四
二
七

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
三―

四
月

し
た
空
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。

　

大
会
で
、
ま
ず
岸
本
委
員
長
は
こ
の
こ
と

を
報
告
し
た
あ
と
「
組
合
が
結
成
さ
れ
て
か

ら
十
年
に
な
る
が
、
今
春
闘
ほ
ど
の
き
び
し

い
情
勢
は
か
つ
て
な
い
。
有
志
会
が
第
二
組

合
を
結
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
統
一
と
団
結
を
は
か
る
べ
き
で

あ
る
。
組
織
が
分
裂
す
れ
ば
職
場
を
さ
る
こ

と
に
な
る
。
春
闘
は
こ
の
基
本
態
度
に
立
ち
、

生
活
を
守
る
権
利
を
主
張
す
べ
き
で
あ
る
」

と
戦
う
組
織
づ
く
り
を
強
調
し
た
。

　

岸
本
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
は
、
会
場
を
拍

手
で
埋
め
た
が
、
「
有
志
会
に
負
け
て
な
る

も
の
か
」
な
ど
の
声
が
飛
び
対
立
感
情
ま
る

出
し
の
空
気
だ
っ
た
。

引
き
続
き
、
春
闘
の
具
体
的
行
動
、
不
当
解

雇
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

春
闘
で
は
、
具
体
的
要
求
額
を
決
定
し
な
か

っ
た
が
①
大
幅
賃
上
げ
②
解
雇
撤
回
闘
争
③

地
公
法
阻
止
を
主
要
闘
争
目
標
に
か
か
げ
、

情
勢
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
那
覇
市
職
独
自
の

ス
ト
体
制
を
し
い
て
市
当
局
と
対
決
す
る
構

え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
で
は
①
西
銘

市
長
の
主
観
的
な
政
治
弾
圧
で
あ
る
②
春
闘

へ
の
先
制
攻
撃
で
あ
る
③
権
利
お
よ
び
組
織

弾
圧
対
策
の
一
環
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
一

九
七
〇
年
の
安
保
改
定
に
向
け
て
の
保
守
権

力
の
体
制
づ
く
り
で
あ
る―

と
の
見
解
に
立

ち
、
こ
ん
ご
の
体
制
を
固
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。那

覇
市
も
〝
値
上
が
り
ム
ー 

ド
〟
／
固

定
資
産
税
二
倍
に 

／
減
税
要
求

と
は
う
ら
は
ら 
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
で
、

固
定
資
産
税
率
の
引
き
上
げ
が
き
ま
り
、
市

民
は
「
減
税
要
求
の
声
と
は
う
ら
は
ら
に
、
物

価
の
値
上
が
り
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

な
も
の
だ
」
と
し
ぶ
い
表
情
だ
。
二
十
九
日

午
後
二
時
す
ぎ
か
ら
開
か
れ
た
那
覇
市
議
会

総
務
委
員
会
は
、
当
局
提
案
の
固
定
資
産
税

の
税
率
〇
・
二
％
引
き
上
げ
（
年
間
約
十
八

万
㌦
の
増
収
）
を
含
む
「
那
覇
市
税
賦
課
徴

収
条
例
改
正
案
」
を
野
党
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
与
党
側
が
強
行
採
決
し
た
。
市
町
村
税

法
一
部
改
正
（
こ
と
し
七
月
一
日
施
行
）
に

と
も
な
い
固
定
資
産
税
の
税
率
を
引
き
上
げ

た
も
の
で
、
野
党
側
で
は
政
府
の
税
法
改
正

に
ま
ぎ
れ
て
税
率
を
上
げ
る
「
便
乗
増
税
」

だ
と
し
て
、
さ
ら
に
本
会
議
で
追
及
す
る
か

ま
え
で
あ
る
。

那
覇
市
で
は
、
同
条
例
改
正
案
の
提
案
理
由

と
し
て
「
政
府
の
市
町
村
税
改
正
に
と
も
な

い
市
条
例
を
整
備
す
る
」
と
し
て
、
本
会
議

で
も
固
定
資
産
税
の
税
率
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
、
な
ん
ら
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
委
員
会

審
議
の
段
階
で
、
仲
本
安
一
氏
（
社
大
）
が

税
法
改
正
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
標
準
税
率

は
百
万
の
〇
・
八
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
局

案
で
は
現
行
の
標
準
税
率
百
分
の
〇
・
五
か

ら
一
気
に
百
分
の
一
に
改
め
て
い
る
こ
と
を

指
摘
、
当
局
側
は
し
ぶ
し
ぶ
同
条
例
改
正
が

増
税
を
意
味
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

二
十
九
日
の
委
員
会
で
、
野
党
側
は
城
田
総

務
部
長
に
増
税
の
理
由
を
た
だ
し
た
が
、
こ

れ
に
た
い
し
城
田
部
長
は
「
財
政
需
要
の
伸

び
を
満
た
す
た
め
に
税
率
を
引
き
上
げ
た
。

同
法
は
制
限
税
率
（
百
分
の
一
・
六
）
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
ワ
ク
内
で
引
き
上
げ
た
の

だ
か
ら
別
に
問
題
は
な
い
」
と
答
弁
し
た
。

野
党
側
で
は
❶
税
法
改
正
に
と
も
な
う
事
務

的
な
条
例
整
備
を
越
え
て
、
新
た
な
議
案
を

出
さ
ず
、
か
つ
理
由
も
説
明
せ
ず
増
税
し
よ

う
と
す
る
の
は
納
得
で
き
な
い
❷
い
ま
政
府

で
地
方
税
全
般
を
再
検
討
中
で
あ
り
、
そ
の

結
論
が
出
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
❸
那
覇

市
の
固
定
資
産
税
の
評
価
は
政
府
の
指
示
価

格
よ
り
も
低
く
な
っ
て
お
り
、
価
格
の
再
評

価
が
先
決
で
あ
る―

な
ど
の
理
由
を
あ
げ
て

反
対
、
仲
本
（
社
大
）
黒
潮
（
人
民
）
両
氏

の
共
同
提
案
で
「
固
定
資
産
税
率
百
分
の
一

を
百
分
の
〇
・
八
に
改
め
る
」
と
の
修
正
案

を
提
出
し
た
。

賛
否
討
論
の
あ
と
採
決
に
移
り
修
正
案
を
否

決
、
四
対
三
で
市
案
可
決
。

こ
れ
に
た
い
し
野
党
側
で
は
「
年
間
九
万
㌦

の
水
道
料
金
を
値
下
げ
し
て
も
十
八
万
㌦
を

増
税
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
市
民
の
負
担
は
重

く
な
る
」
と
し
て
、
本
会
議
で
さ
ら
に
追
及

し
て
い
く
か
ま
え
で
あ
り
、
増
税
問
題
は
今

定
例
議
会
の
焦
点
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て

い
る
。

総
工
費
一
千
五
十
九
万
九
千
ド 

ル
／
市
全
域
に
下
水
道
計
画 

／
西
銘
市
長
議
会
で
発
表
／ 

七
三
年
度
で
完
成
へ 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
４
・
１
〕

　

西
銘
那
覇
市
長
は
こ
の
ほ
ど
開
会
中
の
那

覇
市
議
会
に
「
那
覇
市
下
水
道
事
業
計
画
書
」

を
送
り
、
同
事
業
の
基
本
計
画
を
明
ら
か
に

し
た
。こ
れ
は
一
昨
年
、
米
民
政
府
か
ら
許
可

の
あ
っ
た
「
中
南
部
下
水
道
総
合
計
画
」
に

基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
、
六
五
年
度
予

算
に
米
民
政
府
補
助
二
十
万
㌦
で
、
現
在
辻
、

若
狭
町
で
汚
水
管
工
事
中
だ
が
、
那
覇
市
一

円
の
計
画
書
は
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
。
下
水
道
事
業
は
琉
球
政
府
と
市
が

分
担
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
同

計
画
書
で
は
、
那
覇
市
施
工
分
の
排
水
区
域

お
よ
び
面
積
、
計
画
人
口
、
排
防
方
法
、
排

水
系
統
、
年
次
着
工
場
所
、
財
政
計
画
な
ど

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

計
画
の
概
略
は
①
汚
水
排
除
面
積
千
七
百
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一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
四
月

八
十
㌶
、
汚
水
排
水
人
口
二
十
七
万
人
と
し
、

政
府
補
助
九
百
六
十
二
万
七
千
㌦
、
市
負
担

九
十
六
万
三
千
㌦
、
合
計
総
事
業
費
千
五
十

九
万
九
千
㌦
を
六
五
年
度
か
ら
七
三
年
度
ま

で
の
九
カ
年
間
で
事
業
を
実
施
す
る
②
排
水

区
域
は
那
覇
、
首
里
、
安
謝
、
小
禄
の
四
カ

区
に
分
け
、
さ
ら
に
汚
水
排
水
と
雨
水
排
水

の
二
つ
に
分
流
し
て
、
し
尿
処
理
と
浸
水
防

止
の
両
面
を
は
か
る
③
排
水
系
統
は
汚
水
を

幹
線
一
系
統
（
安
謝
幹
線
）
と
準
幹
線
六
系

統
（
久
茂
地
、
神
原
、
真
和
志
小
校
横
、
壺

川
、
又
吉
、
小
禄
）
、
雨
水
を
安
謝
川
な
ど
十

五
系
統
に
分
類
す
る
④
財
政
は
独
立
採
算
制

を
原
則
と
し
、
下
水
道
工
事
が
順
調
に
運
営

さ
れ
る
ま
で
、
一
般
財
源
か
ら
繰
り
入
れ
る

―

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
那
覇
市
で
は

六
六
年
工
事
を
七
十
九
万
㌦
（
政
府
補
助
七

十
万
㌦
、
市
負
担
九
万
㌦
）
で
西
新
、
西
本
、

久
米
、
松
下
、
久
茂
地
、
重
民
の
六
町
の
べ

二
万
八
千
二
百
七
㍍
を
こ
の
四
月
に
実
施
す

る
方
針
で
、
開
会
中
の
市
議
会
に
市
負
担
金

九
万
㌦
の
起
債
を
提
出
し
て
あ
る
。

那
覇
市
会
／
税
率
引
上
げ
強
行

／
固
定
資
産
税
百
分
の
一
に 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
６
・
４
・
４
〕

　

那
覇
市
議
会
は
四
日
午
前
十
時
か
ら
本
会

議
を
開
き
、
問
題
の
固
定
資
産
税
率
〇
・
二

㌫
引
き
上
げ
を
中
心
と
し
た
市
税
、
賦
課
徴

収
条
例
の
一
部
の
改
正
案
を
二
十
対
七
の
絶

対
多
数
で
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　

ま
ず
赤
嶺
慎
英
総
務
委
員
長
か
ら
審
査
経

過
報
告
が
あ
っ
た
あ
と
、
儀
間
真
祥
（
人
民
）
、

真
栄
城
嘉
園
（
無
所
属
）
、
平
良
真
次
郎
（
新

風
会
）
の
各
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
赤
嶺
委
員

長
な
ら
び
に
当
局
と
質
疑
を
か
わ
し
た
。
質

疑
打
ち
切
り
後
、
仲
本
安
一
議
員
（
社
大
）

が
固
定
資
産
税
率
百
分
の
一
を
百
分
の
〇
・

八
（
標
準
税
率
）
に
改
め
る
よ
う
修
正
案
が

出
さ
れ
た
。

　

仲
本
議
員
は
提
案
理
由
と
し
て
①
こ
ん
ど

の
条
例
改
正
は
市
町
村
税
法
の
改
正
で
教
育

税
が
廃
止
に
な
り
市
税
へ
の
一
本
化
に
伴
う

も
の
で
あ
り
当
然
標
準
税
率
の
百
分
の
〇
・

八
に
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
を
〇
・

二
㌫
ア
ッ
プ
し
て
百
分
の
一
に
し
た
こ
と
は

明
ら
か
に
便
乗
増
税
で
あ
る
②
市
税
の
一
本

化
に
よ
り
市
民
税
と
教
育
税
を
合
計
し
た
額

を
上
ま
わ
る
こ
と
に
な
り
、
現
行
よ
り
三
十

万
㌦
か
ら
五
十
万
㌦
に
増
収
に
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
〇
・
二
㌫
引
き
上
げ

る
必
要
は
な
い
③
ま
ず
標
準
税
率
の
ま
ま
に

し
て
評
価
を
再
査
定
す
べ
き
で
あ
る
。
市
の

基
準
と
政
府
の
指
示
額
を
比
較
す
る
と
田―

九
十
二
㌣
に
対
し
市
は
七
十
九
㌣
、
畑―

八

十
七
㌣
に
対
し
六
十
七
㌣
、
宅
地―

十
㌦
九

十
四
㌣
に
対
し
八
㌦
七
十
九
㌣
、
家
屋―

五

十
一
㌦
に
対
し
五
十
六
㌦
十
五
㌣
と
な
っ
て

お
り
、
家
屋
を
除
い
て
は
全
部
政
府
の
指
示

額
を
下
回
っ
て
お
り
そ
の
是
正
が
先
決
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
財
政
需
要
を
満
た
し
得
な
い

時
、
は
じ
め
て
税
率
を
改
め
る
べ
き
で
あ

る
。
〇
・
二
㌫
上
げ
る
よ
り
、
再
評
価
し
た

方
が
増
収
に
な
る
④
税
制
審
議
会
で
も
税
制

全
般
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
結
論
は
ま

だ
出
て
い
な
い
。
そ
の
後
に
な
す
べ
き
で
あ

る―

と
強
調
し
た
。

　

こ
の
修
正
案
に
対
し
喜
舎
場
盛
一
議
員

（
市
政
ク
ラ
ブ
）
が
「
再
評
価
し
て
も
約
四

万
㌦
の
増
収
に
し
か
な
ら
な
い
。
ヒ
ズ
ミ
の

是
正
に
は
三
年
か
か
る
し
財
政
需
要
を
満
た

す
た
め
に
〇
・
二
㌫
の
引
き
上
げ
は
や
む
を

え
な
い
」
と
反
対
。
ま
た
黒
潮
隆
議
員
（
人

民
）
は
「
い
か
な
る
増
税
も
す
べ
き
で
は
な

い
。
増
税
し
な
け
れ
ば
財
政
需
要
を
満
た
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
自
ら
の
不
能
ぶ
り
を
ば

く
露
す
る
も
の
で
あ
る
。
約
九
万
ド
ル
の
水

道
料
金
値
下
げ
を
す
る
半
面
、
約
十
八
万
㌦

も
増
税
す
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
」
と
修

正
案
に
賛
成
し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
七

で
修
正
案
は
否
決
さ
れ
た
。

　

原
案
に
つ
い
て
は
久
高
友
敏
議
員
（
人
民
）

が
反
対
、
又
吉
久
正
議
員
（
新
風
会
）
が
賛

成
討
論
を
行
な
い
、
採
決
の
結
果
二
十
対
七

で
可
決
し
た
。

閉
会
間
ぎ
わ
に
大
荒
れ
／
地
公 

法
立
法
要
請
決
議
案
／
抜
き 

打
ち
上
程
、
可
決
／
那
覇
市 

議
会

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
４
・
５
〕

　

四
日
午
後
一
時
か
ら
再
開
さ
れ
た
那
覇
市

定
例
議
会
の
最
終
本
会
議
は
、
議
案
十
五
件
、

決
定
事
項
五
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
陳
情

十
件
（
採
択
八
、
不
採
択
二
）
を
処
理
し
て

全
日
程
を
終
え
閉
会
し
た
が
、
市
政
ク
ラ
ブ

が
閉
会
直
前
に
「
市
町
村
公
務
員
法
の
早
期

立
法
に
か
ん
す
る
要
請
決
議
案
」
を
抜
き
打

ち
に
上
程
し
た
た
め
野
党
側
が
、
態
度
を
硬

化
さ
せ
閉
会
ま
ぎ
わ
に
な
っ
て
大
荒
れ
し

た
。

　

こ
の
日
、「
寄
宮
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

変
更
」
に
つ
い
て
は
、
与
野
党
が
対
立
し
て

四
時
間
に
わ
た
っ
て
論
議
が
か
わ
さ
れ
、
態

度
を
決
め
か
ね
た
新
風
会
と
公
明
会
で
は
午

後
二
時
い
っ
た
ん
休
憩
を
求
め
、
両
派
は
意

見
調
整
を
は
か
っ
た
が
、
ま
と
ま
ら
な
か
っ

た
。
本
会
議
で
は
原
案
に
反
対
し
た
平
良
真

次
郎
氏
（
新
風
会
）
が
継
続
審
査
の
動
議
を

出
し
た
が
否
決
さ
れ
て
退
場
、
つ
い
で
金
城

吾
郎
（
社
大
）
仲
本
安
一
（
社
大
）
両
氏
も

退
場
し
て
、
二
十
対
四
で
与
党
が
原
案
ど
お

り
強
行
可
決
。

　

そ
の
後
、
午
後
六
時
二
十
分
、
市
政
ク
ラ

ブ
を
代
表
し
て
喜
舎
場
盛
一
氏
が
「
市
町
村



四
二
九

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
四
月

公
務
員
法
の
早
期
立
法
に
か
ん
す
る
要
請
決

議
案
」を
提
出
、
提
案
理
由
の
説
明
を
行
な
っ

た
が
、
野
党
側
が
「
抜
き
打
ち
提
案
だ
、
議

運
委
を
通
し
て
提
案
す
る
の
が
常
道
で
は
な

い
か
」
と
迫
り
、
午
後
六
時
四
十
五
分
休
憩

し
て
議
運
委
を
開
い
た
。
し
か
し
議
運
委
で

も
「
会
期
延
長
を
し
て
慎
重
審
議
せ
よ
」
と

主
張
す
る
野
党
側
と
即
決
を
主
張
す
る
与

党
側
が
対
立
、
結
論
を
え
な
い
ま
ま
本
会
議

を
再
開
、
比
嘉
朝
四
郎
氏
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

が
「
質
疑
、
討
論
省
略
」
の
緊
急
動
議
を
出

し
十
七
対
八
で
可
決
。
（
午
後
七
時
二
十
分

閉
会
）

　

市
町
村
公
務
員
法
の
早
期
立
法
に
か
ん
す

る
要
請
決
議
（
要
旨
）　

市
町
村
自
治
行
政

運
営
の
衝
に
あ
る
市
町
村
公
務
員
に
か
ん
す

る
制
度
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
根
本
的
改
革

が
請
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
市
町
村
自
治

行
政
の
第
一
線
に
て
い
身
し
、
事
務
運
営
の

実
務
に
た
ず
さ
わ
る
市
町
村
の
一
般
公
務
員

に
身
分
法
を
確
立
し
、
能
率
的
か
つ
民
主
的

に
市
町
村
自
治
行
政
を
推
進
せ
し
め
る
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
、

と
く
に
政
党
政
治
が
発
達
し
つ
つ
あ
る
現
段

階
に
お
い
て
、
市
町
村
に
も
そ
の
浸
潤
が
現

実
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
弊

害
も
予
想
さ
れ
る
こ
ん
に
ち
、
民
主
的
な
身

分
法
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
は
政
府
に
お
い

て
の
み
な
ら
ず
、
市
町
村
お
よ
び
市
町
村
公

務
員
に
と
っ
て
も
、
き
わ
め
て
必
要
な
こ
と

で
あ
る
。

す
み
や
か
に
琉
球
政
府
公
務
員
法
に
盛
ら
れ

た
理
念
と
体
制
を
確
立
し
、
も
っ
て
市
町
村

行
政
の
民
主
的
か
つ
能
率
的
な
運
営
を
は
か

り
、
す
す
ん
で
市
町
村
自
治
の
本
旨
の
実
現

に
資
す
る
こ
と
は
、
こ
ん
に
ち
沖
縄
に
お
け

る
最
も
緊
急
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

議
員
報
酬
百
五
十
㌦
に
／
那
覇 

市
会
議
運
委
／
賛
成
多
数
で 

決
ま
る

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
４
・
８
〕

　

那
覇
市
議
会
は
、
七
日
午
後
三
時
か
ら
議

会
運
営
委
員
会
（
平
良
真
次
郎
委
員
長
）
を

ひ
ら
き
、
問
題
の
議
員
報
酬
引
き
上
げ
に
つ

い
て
審
議
し
た
結
果
、
新
年
度
か
ら
百
五
十

㌦
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

同
委
員
会
に
は
市
政
ク
ラ
ブ
＝
喜
舎
場
盛

一
、
仲
宗
根
昌
弘
、
金
城
重
正
、
公
明
会
＝

安
見
福
寿
、
友
利
栄
吉
、
社
大
党
＝
金
城
吾

郎
、
人
民
党
＝
瀬
長
フ
ミ
、
新
風
会
＝
平
良

真
次
郎
、
無
所
属
＝
真
栄
城
嘉
園
の
九
議
員

が
出
席
、
ま
ず
各
会
派
代
表
が
賛
否
を
表
明

し
た
あ
と
審
議
に
は
い
っ
た
が
、
人
民
党
を

除
く
全
会
派
が
引
き
上
げ
に
賛
成
、
人
民
党

代
表
に
も
全
会
一
致
に
よ
る
引
き
上
げ
を
説

得
し
た
が
失
敗
、
結
局
賛
成
多
数
で
五
十
㌦

ア
ッ
プ
し
て
一
律
百
五
十
㌦
に
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

　

市
政
ク
ラ
ブ
代
表
は
「
全
会
一
致
で
な
け

れ
ば
見
送
る
べ
き
だ
。
い
や
む
し
ろ
下
げ
よ

う
じ
ゃ
な
い
か
」と
の
意
見
も
出
た
が
、
公
明

会
代
表
は
「
全
会
一
致
は
あ
り
え
な
い
。
な

ぜ
全
会
一
致
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と

反
対
、
採
決
で
ベ
ア
を
決
定
し
た
。

　

な
お
ベ
ア
と
関
連
し
て
費
用
弁
償
（
委
員

会
日
当
で
一
日
二
㌦
）
を
削
除
し
よ
う
と
の

意
見
も
あ
っ
た
が
、
全
然
別
個
の
問
題
で
あ

る
と
し
て
従
来
ど
お
り
に
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。有

志
会
、
組
合
を
結
成
／
那
覇 

市
役
所
労
組
、
完
全
に
二
分 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
４
・
10
〕

　

那
覇
市
職
労
か
ら
脱
退
し
た
那
覇
市
職
員

有
志
会
で
は
、
九
日
正
午
す
ぎ
か
ら
那
覇
市

松
尾
の
岸
本
ホ
ー
ル
に
約
三
百
人
が
出
席
し

て
組
合
結
成
大
会
を
開
き
「
那
覇
市
役
所
労

働
組
合
」
（
略
称
・
那
市
労
）
を
正
式
に
発
足

さ
せ
た
。
こ
れ
は
現
在
の
那
覇
市
職
員
労
組

の
ゆ
き
方
を
不
満
と
し
た
西
銘
市
長
支
持
派

の
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
那

覇
市
の
組
合
は
完
全
に
二
分
し
た
。

　

大
会
は
ま
ず
那
覇
市
歌
斉
唱
で
開
会
。
議

長
団
に
大
山
盛
永
、
渡
慶
次
道
典
、
大
城
覚

氏
を
選
出
、
新
城
哲
男
有
志
会
会
長
が
経
過

報
告
を
行
な
い
「
組
合
分
裂
の
原
因
は
現
在

の
組
合
が
政
治
活
動
に
か
た
よ
り
、
も
っ
と

も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
約
を
無
視

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
話

し
合
い
に
よ
っ
て
で
き
る
だ
け
分
裂
を
防
ぐ

べ
く
努
力
し
た
が
、
要
求
が
い
れ
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
組
合
結
成
に
踏
み
切
っ
た
。
現
組

合
か
ら
の
脱
退
者
数
は
四
百
二
十
六
人
に

達
し
て
お
り
、
あ
と
半
カ
年
以
内
で
職
員
の

八
〇
％
を
獲
得
す
る
方
針
で
あ
る
」
と
の
べ

た
。

　

引
き
続
き
組
合
規
約
と
新
役
員
人
事
、
春

闘
方
針
を
準
備
委
案
ど
お
り
そ
れ
ぞ
れ
全
会

一
致
で
採
択
、
さ
ら
に
「
経
済
闘
争
を
目
的

に
し
、
明
る
い
職
場
を
作
る
組
合
に
し
よ
う
」

と
い
う
趣
旨
の
結
成
宣
言
と
「
政
治
闘
争
を

廃
止
し
組
合
の
民
主
化
を
確
立
し
よ
う
」
な

ど
四
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
た
。
新
執

行
部
役
員
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
執
行
委
員
長
＝
新
城
哲
男
▽
副
委
員
長

＝
仲
本
宗
敏
▽
事
務
局
長
＝
糸
満
博
文
▽
企

画
調
整
部
長
＝
川
上
康
雄
▽
調
査
部
長
＝
饒

波
繁
夫
▽
情
報
宣
伝
部
長
＝
大
山
盛
永
▽
文

化
部
長
＝
平
良
栄
吉
▽
財
政
部
長
＝
大
城
忠

▽
会
計
＝
棚
原
弘



四
三
〇

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
四―

五
月

早
急
に
祖
国
の
主
権
へ
／
那
覇 

市
会
／
全
会
一
致
で
復
帰
決

議〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
６
・
４
・
26
〕

　

四
・
二
八
沖
縄
返
還
デ
ー
を
二
日
後
に

ひ
か
え
た
那
覇
市
議
会
（
高
良
一
議
長
）
は
、

二
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
臨
時
議
会
を
開
き
、

「
祖
国
復
帰
に
関
す
る
要
請
決
議
」を
全
会
一

致
で
採
択
し
た
。

　

四
・
二
八
沖
縄
デ
ー
に
向
け
て
各
市
町

村
議
会
で
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
復
帰
要
請
決
議

を
採
択
、
住
民
の
願
望
は
と
み
に
高
ま
っ
て

い
る
。

　

那
覇
市
議
会
は
こ
れ
ま
で
六
回
に
わ
た

っ
て
決
議
を
行
な
っ
て
お
り
、
二
十
六
日
の

本
会
議
で
は
真
栄
城
嘉
園
議
員
（
無
所
属
）

が
提
案
理
由
を
説
明
、
全
会
一
致
で
採
択
し

た
。

　

な
お
そ
の
あ
と
水
道
部
の
鋳
鉄
管
購
入

契
約
を
可
決
、
午
前
十
時
二
十
分
、
閉
会
し

た
。

　

沖
縄
の
祖
国
復
帰
に
関
す
る
要
請
決
議

（
要
旨
）　

沖
縄
は
祖
国
日
本
か
ら
切
り
離
さ

れ
て
す
で
に
二
十
一
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
、

不
明
確
な
変
則
的
地
位
の
ま
ま
に
日
本
国
憲

法
の
適
用
も
な
く
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
支
配

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
は

戦
後
二
十
年
と
い
う
強
い
認
識
の
上
に
米
国

の
沖
縄
統
治
を
非
難
す
る
国
際
世
論
は
高
ま

り
、
日
本
国
会
で
も
沖
縄
返
還
決
議
が
な
さ

れ
「
異
民
族
支
配
二
十
年
か
ら
の
脱

却
」
と
い
う
こ
と
で
沖
縄
県
民
の
祖
国
復
帰

の
熱
烈
な
要
求
は
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
わ

れ
わ
れ
は
沖
縄
が
祖
国
日
本
へ
復
帰
す
る
こ

と
が
、
沖
縄
で
の
あ
ら
ゆ
る
矛
盾
と
弊
害
を

除
去
し
、
日
本
の
完
全
独
立
と
ア
ジ
ア
の
緊

張
を
と
り
の
ぞ
き
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
ア
メ

リ
カ
の
沖
縄
統
治
に
よ
っ
て
沖
縄
県
民
の
基

本
的
人
権
は
無
視
さ
れ
主
席
公
選
、
自
治
権

の
拘
束
だ
け
で
な
く
、
経
済
文
化
、
民
主
教

育
の
面
に
大
き
な
制
約
を
受
け
、
本
土
と
の

較
差
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

ひ
ず
み
が
表
面
化
し
て
い
る
。
那
覇
市
議
会

は
過
去
数
回
に
わ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄

統
治
が
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
植
民
地
廃
止

宣
言
や
世
界
人
権
宣
言
に
違
背
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
祖
国
復
帰
の
決
議
を

行
な
っ
て
き
た
。
各
国
の
主
権
尊
重
を
最
高

の
原
理
と
す
る
国
連
憲
章
の
崇
高
な
精
神
に

の
っ
と
り
、
米
国
が
沖
縄
に
対
す
る
経
済
援

助
と
圧
迫
の
政
策
を
続
け
よ
う
と
も
わ
れ
わ

れ
の
祖
国
復
帰
の
意
思
は
い
さ
さ
か
も
ひ
る

む
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
那
覇
市
会
は
市

民
の
総
意
を
代
表
し
、
日
米
両
政
府
が
「
そ
の

地
域
住
民
の
意
思
に
反
し
た
不
当
な
支
配
」

が
な
さ
れ
て
い
る
沖
縄
統
治
の
実
態
を
再
認

識
し
、
祖
国
日
本
の
主
権
が
す
み
や
か
に
か

つ
、
完
全
に
回
復
さ
れ
る
措
置
を
講
ぜ
ら
れ

る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

　

【
あ
て
先
】
日
本
政
府
総
理
大
臣
、
衆
・

参
両
院
議
長
、
米
国
大
統
領
、
上
・
下
両
院

議
長
、
高
等
弁
務
官
、
琉
球
政
府
行
政
主
席
、

立
法
院
議
長
。

雨
も
り
庁
舎
を
追
及
／
那
覇
市

会〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
５
・
17
〕

　

第
八
十
二
回
那
覇
市
議
会
（
臨
時
）
は
、

十
六
日
午
前
十
時
開
会
、
宇
栄
原
団
地
第
四

期
公
営
住
宅
建
設
工
事
の
請
け
負
い
契
約
三

件
、
若
狭
町
下
水
道
支
線
敷
設
工
事
の
工
期

延
長
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
承
認
、
市
有

地
の
無
償
使
用
の
五
議
案
を
審
議
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。
工
事
請
け

負
い
契
約
と
関
連
し
て
黒
潮
議
員
（
人
民
）

が
「
久
場
川
市
営
住
宅
と
市
庁
舎
の
雨
も
り

が
ひ
ど
い
が
こ
れ
は
工
事
請
け
負
い
額
が
安

い
た
め
業
者
が
手
を
ぬ
い
た
こ
と
が
な
い
か

ど
う
か
、
契
約
す
る
と
き
は
予
算
を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
と
る
よ
う
に
着
工
後
は
監
督
を
厳
重
に

す
べ
き
で
あ
る
」
と
市
庁
舎
の
雨
も
り
問
題

を
と
り
あ
げ
当
局
を
追
及
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
花
城
建
設
部
長
は
「
工
事

は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
監
督
の
も
と
に
設
計
図
面

ど
お
り
施
工
さ
れ
る
の
で
単
価
が
安
い
か
ら

と
い
っ
て
工
事
の
手
を
ぬ
く
こ
と
は
ま
ず
考

え
ら
れ
な
い
」
と
答
え
た
。

　

ま
た
、
専
決
処
分
の
承
認
は
、
若
狭
町
の

下
水
道
支
線
敷
設
工
事
の
工
期
を
五
月
十
五

日
ま
で
更
新
し
た
も
の
で
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
当
局
側
か
ら
「
四
月
二
十
三
日
に
完
成

予
定
で
あ
っ
た
が
予
想
以
上
の
硬
岩
が
出
た

こ
と
、
無
筋
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
有
筋
に
変
更

し
た
た
め
ヒ
ュ
ー
ム
管
製
造
に
長
期
間
要
し

た
た
め
当
初
の
延
長
を
短
縮
し
て
工
期
の
延

長
を
認
め
た
」と
説
明
し
た
の
に
た
い
し
、
議

員
側
か
ら
「
設
計
変
更
は
と
う
ぜ
ん
議
会
の

承
認
を
う
る
べ
き
で
あ
る
」
と
当
局
と
活
発

な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
あ
と
、
人
民
党
の
儀

間
委
員
が
反
対
討
論
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
反
対
五
（
人
民
、
社
大
）
で
承
認
さ
れ

た
。

　

市
有
地
の
無
償
使
用
は
沖
縄
体
育
協
会
か

ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
沖
縄
水
泳
プ
ー
ル
の

建
設
用
地
と
し
て
八
千
二
百
五
十
平
方
㍍
の

無
償
貸
与
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
申
請
に

よ
る
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
資
金
財
団
か
ら
六

万
九
千
四
百
㌦
（
二
千
五
百
万
円
）
の
配
分

金
を
受
け
、
奥
武
山
競
技
場
内
に
公
認
水
泳

プ
ー
ル
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
原
案

ど
お
り
こ
れ
を
承
認
し
た
。



四
三
一

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
五
月

一
千
万
㌦
を
突
破
／
那
覇
市
の 

67
年
度
予
算
案
／
都
計
、
福 

祉
な
ど
重
点
事
業
に 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
５
・
28
〕

　

那
覇
市
は
、
六
七
年
度
予
算
案
が
ま
と
ま

っ
た
の
で
六
日
に
六
月
定
例
議
会
を
招
集
す

る
。
新
年
度
の
当
初
予
算
総
額
（
特
別
会
計

も
含
む
）
は
現
年
度
よ
り
四
百
六
十
万
㌦
も

ふ
え
、
一
千
二
百
八
十
二
万
九
千
㌦
で
は
じ

め
て
一
千
万
㌦
の
大
台
を
突
破
し
た
。
那
覇

市
の
予
算
規
模
は
年
々
ふ
く
れ
あ
が
り
、
と

く
に
こ
こ
二
、
三
年
の
急
増
が
注
目
さ
れ

る
。
そ
の
ほ
か
牧
志
公
設
市
場
、
六
六
年
度

か
ら
新
年
度
に
変
更
し
た
若
松
げ
た
ば
き
ア

パ
ー
ト
、
宇
栄
原
団
地
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
建

設
費
、
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
起
債
な

ど
も
加
え
る
と
六
七
年
度
予
算
規
模
は
一
千

四
百
万
㌦
台
を
突
破
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

新
年
度
予
算
案
は
▽
都
市
計
画
事
業
の
促

進
＝
①
重
要
幹
線
道
路
の
整
備
、
拡
張
②
陸

橋
の
設
置
③
与
儀
、
希
望
ケ
丘
公
園
事
業
の

促
進
▽
下
水
道
の
実
施
▽
牧
志
公
設
市
場
の

建
設
▽
衛
生
事
業
の
強
化
＝
①
コ
ン
ポ
ス
ト

建
設
②
ご
み
処
理
の
強
化
▽
福
祉
施
設
の
整

備
＝
①
愛
生
寮
の
改
築
②
市
・
公
営
住
宅
の

建
設
▽
区
画
整
理
事
業
の
促
進
＝
①
寄
宮
地

区
の
継
続
実
施
②
山
下
地
区
の
実
施
▽
不
良

住
宅
街
の
改
造
お
よ
び
計
画
▽
上
水
道
事
業

の
整
備
拡
充―

を
重
点
事
業
と
し
て
編
成
し

て
い
る
。　

　

一
般
予
算　

歳
入
で
は
市
税
が
百
六
十
一
万
四
千
二
百
七

十
㌦
増
え
て
三
百
十
九
万
一
千
二
百
八
十
四

㌦
、
政
府
補
助
は
四
十
七
万
五
千
㌦
ふ
え

て
百
六
十
二
万
一
千
九
百
三
十
五
㌦
、
市

債
（
借
り
入
れ
含
む
）
は
百
三
十
二
万
九
千

㌦
増
で
二
百
三
十
六
万
㌦
六
千
八
百
四
十
㌦
、

歳
出
で
は
役
所
費
百
八
十
六
万
三
千
百
五
十

㌦
、
土
木
費
は
百
三
十
六
万
九
千
㌦
の
大
幅

増
で
二
百
三
万
四
千
五
百
三
十
一
㌦
、
社
会

労
働
施
設
費
百
九
十
九
万
四
千
四
百
六
十
一

㌦
、
保
健
衛
生
費
は
コ
ン
ポ
ス
ト
建
設
で
五

十
七
万
六
千
㌦
ふ
え
て
六
十
六
万
五
百
九
十

㌦
、
産
業
経
済
費
は
六
十
万
四
千
七
百
四
十

三
㌦
、
教
育
費
負
担
金
が
百
二
万
二
千
三
百

四
十
㌦
、
議
会
費
は
議
員
の
増
俸
で
十
二
万

二
千
六
百
三
十
㌦
。
総
額
で
現
年
度
よ
り
二

百
八
十
六
万
二
千
八
十
七
㌦
も
ふ
え
て
い
る
。

　

水
道
事
業　

ま
だ
最
終
的
に
決
ま
っ
て
い

な
い
が
百
四
十
万
㌦
て
い
ど
の
規
模
に
な
る

も
よ
う
。
青
小
堀
系
統
の
拡
張
工
事
費
は
宜

野
湾
市
と
の
話
し
合
い
が
つ
き
し
だ
い
起
債

を
議
会
に
提
案
す
る
。

　

下
水
道
事
業　

新
年
度
か
ら
特
別
会
計
を

設
置
し
て
本
格
的
に
推
進
す
る
が
、
予
算
額

は
百
七
十
五
万
九
千
四
百
三
十
七
㌦
。
事
業

費
は
二
次
工
事
七
十
九
万
㌦
、
三
次
工
事
八

十
八
万
㌦
、
計
百
六
十
七
万
㌦
で
う
ち
百
五

十
万
㌦
は
政
府
補
助
。

　

区
画
整
理
事
業　

第
一
地
区
十
七
万
六
千

二
百
五
十
八
㌦
、
寄
宮
地
区
十
三
万
五
千
四

百
五
十
六
㌦
の
ほ
か
新
た
に
山
下
地
区
（
ガ

ジ
ャ
ン
ビ
ラ
一
帯
）
が
設
け
ら
れ
て
四
万
八

千
八
百
六
十
四
㌦
、
計
三
十
六
万
五
百
七
十

八
㌦
。

　

新
垣
第
二
助
役
の
話　

新
年
度
の
一
般
予

算
額
は
、
九
百
三
十
万
九
千
ド
ル
と
大
幅
な

の
び
を
示
し
た
。
こ
れ
は
市
税
、
日
米
琉
政

府
援
助
の
増
を
は
じ
め
、
公
営
住
宅
、
牧
志

公
設
市
場
の
敷
き
地
購
入
、
埋
め
立
て
事

業
、
コ
ン
ポ
ス
ト
用
地
購
入
な
ど
起
債
事
業

の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
六
六
年
度
に
計

画
さ
れ
た
若
松
、
宇
栄
原
団
地
内
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
建
設
は
、
開
金
の
資
金
量
の
関
係
で
六

七
年
度
に
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
残

念
で
あ
る
。
開
金
と
の
話
し
合
い
も
順
調
に

進
ん
で
い
る
の
で
新
年
度
早
々
に
実
施
し
た

い
。

　

牧
志
公
設
市
場
は
六
七
年
度
当
初
予
算
で

は
、
敷
き
地
購
入
費
と
設
計
委
託
料
を
計
上

し
、
設
計
が
完
了
し
だ
い
予
定
ど
お
り
年
内

に
は
着
工
す
る
。
融
資
の
面
に
つ
い
て
は
、
開

金
と
話
し
合
っ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
市
長
の
公
約
で
も

あ
り
必
ず
実
現
す
る
。
予
算
が
大
幅
に
ふ
く

れ
あ
が
っ
た
の
で
機
構
を
改
革
、
執
行
体
制

を
固
め
て
早
め
に
執
行
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
と
め
た
い
。

〝
十
二
人
の
免
職
撤
回
を
〟
／ 

那
覇
市
会
総
務
委
／
岸
本
氏 

ら
が
請
願 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
５
・
31
〕

　

那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
慎
英
委

員
長
）
は
、
三
十
日
午
後
二
時
二
十
分
開
会
、

さ
る
一
月
、
西
銘
市
長
か
ら
解
雇
通
告
を
受

け
た
岸
本
忠
三
郎
氏
（
市
職
労
委
員
長
）
ら

十
二
人
か
ら
請
願
の
あ
っ
た
「
不
当
不
法
免

職
の
撤
回
」
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　

岸
本
、
糸
数
昭
男
、
中
村
栄
ら
八
人
が
参

考
人
と
し
て
出
席
、
岸
本
氏
が
請
願
の
主
旨

を
説
明
し
た
あ
と
質
疑
に
は
い
っ
た
。

　

岸
本
氏
は
「
十
二
人
が
昨
年
十
二
月
の
市

長
選
挙
で
反
対
候
補
を
支
持
、
西
銘
市
政
を

非
ぼ
う
し
た
と
の
理
由
で
ク
ビ
切
り
に
な
っ

た
が
、
感
情
的
な
も
の
だ
と
わ
れ
わ
れ
は
受

け
取
っ
て
い
る
。
不
当
で
あ
り
、
む
し
ろ
西

銘
市
長
を
支
持
し
た
職
員
を
処
分
す
べ
き
だ
。

議
会
で
公
正
に
審
査
し
て
市
長
に
意
見
具
申

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

仲
本
議
員
（
社
大
）
の
「
選
挙
運
動
は
個

人
か
、
組
合
と
し
て
や
っ
た
の
か
」
と
の
質

問
に
岸
本
氏
は
「
ど
っ
ち
に
も
と
れ
る
と
思

う
。
県
労
協
、
各
民
主
団
体
で
結
成
し
た
革

新
共
闘
会
議
で
の
平
良
支
持
決
定
に
よ
っ
て

自
治
労
も
そ
の
と
お
り
決
定
し
た
。
し
か
し



四
三
二

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

そ
の
ま
ま
組
合
員
に
指
令
を
出
す
の
が
困
難

な
の
で
、
消
化
す
る
た
め
、
支
持
者
だ
け
で

行
動
に
移
す
考
え
で
や
っ
た
」
と
こ
た
え
た
。

そ
の
あ
と
各
個
人
か
ら
解
雇
理
由
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
聞
い
た
。

　

仲
本
議
員
の
「
当
局
が
撤
回
す
れ
ば
ど
う

す
る
か
」
の
質
問
に
岸
本
氏
は
「
撤
回
す
れ

ば
争
う
根
拠
が
な
く
な
る
。
当
局
か
ら
団
交

の
な
か
で
撤
回
す
る
が
、
二
、
三
人
は
ク
ビ

切
り
よ
り
軽
い
処
分
に
す
る
の
で
争
わ
な
い

で
ほ
し
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
が
、
わ

れ
わ
れ
は
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の

で
こ
れ
を
け
っ
た
」
と
こ
た
え
、
さ
ら
に
金

城
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
の
「
裁
判
で
結
着

を
つ
け
る
考
え
か
」
に
つ
い
て
は
「
全
面
撤

回
し
な
い
限
り
裁
判
で
結
着
を
つ
け
る
以
外

に
な
い
、
し
か
し
で
き
る
こ
と
な
ら
話
し
合

い
で
解
決
し
て
い
き
た
い
」
と
こ
た
え
た
。

　

次
回
は
六
月
一
日
午
後
二
時
か
ら
同
解
雇

撤
回
に
つ
い
て
請
願
し
て
い
る
全
逓
亀
甲
康

吉
委
員
長
、
第
五
回
国
際
婦
人
デ
ー
沖
縄
集

会
与
儀
久
子
委
員
長
を
呼
ん
で
意
見
を
聞
く
。

業
者
60
人
押
し
か
け
る
／
那
覇 

市
会
建
設
委
／
市
場
問
題
で 

緊
迫

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
６
・
２
〕

　

那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
比
嘉
佑
直
副

委
員
長
）
は
、
一
日
午
後
二
時
か
ら
委
員
会

を
開
き
牧
志
公
設
市
場
建
設
問
題
に
つ
い
て

審
議
し
、
市
計
画
案
に
反
対
し
て
い
る
公
設

市
場
連
合
会
代
表
と
新
垣
助
役
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
意
見
を
聞
い
た
。
こ
の
日
、
市
案
に
反
対

す
る
業
者
約
六
十
人
が
委
員
会
室
に
押
し
か

け
緊
迫
し
た
空
気
に
包
ま
れ
、
我
那
覇
市
場

連
合
会
副
会
長
は
「
市
が
業
者
の
意
見
を
無

視
し
て
計
画
を
強
行
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
連

合
会
は
新
し
い
市
場
に
移
転
す
る
こ
と
を
拒

否
す
る
」
と
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
同
連
合
会
内
の
精
肉
第
一
組
合
、
鮮

魚
組
合
、
新
鮮
食
品
組
合
の
各
代
表
二
十
人

が
各
委
員
の
質
問
に
答
え
「
市
が
計
画
を
変

更
し
て
新
市
場
建
設
地
に
き
め
た
現
在
の
仮

市
場
敷
き
地
は
裏
通
り
に
な
っ
て
い
て
商
売

が
成
り
立
た
な
い
。
わ
た
し
た
ち
連
合
会
案

に
よ
っ
て
現
市
場
を
改
築
し
て
ほ
し
い
」
と

の
べ
た
。

　

そ
の
あ
と
新
垣
助
役
は
①
敷
き
地
の
変
更

は
い
ろ
い
ろ
の
事
情
に
よ
る
も
の
だ
が
、
こ

の
ほ
ど
決
ま
っ
た
場
所
は
公
設
市
場
と
し
て

じ
ゅ
う
ぶ
ん
成
り
立
っ
て
い
け
る
と
確
信
を

持
っ
て
い
る
②
業
者
と
は
こ
れ
ま
で
何
十
回

と
な
く
話
し
合
い
を
続
け
て
お
り
、
こ
れ
以

上
話
し
合
う
余
地
は
な
い
。
市
の
計
画
に
基

づ
い
て
こ
と
し
い
っ
ぱ
い
に
着
工
す
る―

と

強
い
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
我
那
覇
副
会
長
は
「
市
場

問
題
を
暗
礁
に
の
し
上
げ
さ
せ
た
原
因
は
西

銘
市
長
に
あ
る
。
市
が
変
更
案
と
し
て
出
し

た
仮
市
場
敷
き
地
に
行
く
こ
と
は
死
の
宣
告

で
あ
る
。
同
敷
き
地
で
商
売
が
成
り
立
た
な

い
こ
と
は
、
ガ
ー
ブ
川
改
修
で
収
容
さ
れ
た

水
上
店
舗
業
者
や
新
栄
通
り
の
路
上
か
ら
引

っ
越
し
て
買
い
手
が
な
く
閉
店
し
た
花
屋
通

り
会
業
者
の
例
か
ら
み
て
は
っ
き
り
し
て
い

る
。
新
築
す
る
公
設
市
場
で
死
ぬ
よ
り
は
現

在
の
市
場
で
生
き
た
方
が
よ
い
。
わ
れ
わ
れ

連
合
会
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
現
在
の

市
場
か
ら
動
か
な
い
」
と
主
張
、
市
側
と
ま

っ
こ
う
か
ら
対
立
し
た
。

　

過
去
四
カ
年
間
に
わ
た
り
市
と
業
者
が
根

強
い
対
立
を
見
せ
て
い
る
同
市
場
建
設
問
題

は
、
ヤ
マ
場
を
迎
え
て
お
り
、
六
日
か
ら
開

会
す
る
予
算
議
会
で
論
議
が
紛
糾
す
る
も
の

と
み
ら
れ
て
い
る
。

那
覇
市
長
選
の
職
員
ク
ビ
切
り

事
件
初
回
公
判
／
七
人
の
免

職
処
分
を
撤
回
／
当
局
が
答

弁
書
／
〝
戒
告
〟
に
と
ど
め

る〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
６
・
４
〕

　

昨
年
十
二
月
の
那
覇
市
長
選
挙
の
さ
い
、

西
銘
市
長
の
対
立
候
補
を
支
持
し
、
市
長
を

ひ
ぼ
う
し
た
と
し
て
免
職
処
分
に
さ
れ
た
岸

本
忠
三
郎
自
治
労
委
員
長
ら
市
役
所
職
員
、

消
防
職
員
ら
十
三
人
（
う
ち
ひ
と
り
は
辞
職
）

が
西
銘
那
覇
市
長
、
宮
平
那
覇
消
防
長
を
相

手
取
っ
て
訴
え
て
い
た
「
免
職
処
分
取
り
消

し
請
求
事
件
」
の
初
回
口
頭
弁
論
公
判
が
、
三

日
午
後
三
時
か
ら
中
央
巡
裁
法
廷
で
屋
宜
裁

判
長
係
り
、
宮
城
、
吉
野
両
陪
席
判
事
、
原

告
代
理
宮
里
松
正
弁
護
人
、
被
告
代
理
宮
良
、

牧
野
、
新
垣
三
弁
護
人
立
ち
会
い
で
開
か
れ
、

市
当
局
の
免
職
理
由
を
め
ぐ
り
、
激
し
い
論

議
が
か
わ
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
市
当
局
は
裁
判
所
に
提
出
し
た
答

弁
書
で
、
仲
田
〇
〇
、
名
嘉
〇
〇
両
氏
を
除

い
て
岸
本
忠
三
郎
氏
ら
六
人
に
た
い
す
る
免

職
処
分
を
取
り
消
し
「
戒
告
処
分
」
に
す
る

こ
と
、
同
じ
く
消
防
職
員
も
四
人
の
う
ち
高

良
〇
〇
氏
の
免
職
を
取
り
消
し
「
戒
告
処
分
」

に
す
る
と
述
べ
、
公
判
審
理
か
ら
却
下
す
る

よ
う
請
求
し
た
。

残
さ
れ
た
五
人
に
た
い
す
る
免
職
理
由
に
つ

い
て
市
側
は
答
弁
書
で
く
わ
し
く
述
べ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
宮
里
代
理
人
は
「
当

初
の
免
職
理
由
と
答
弁
書
の
免
職
理
由
に
は

大
き
な
く
い
違
い
が
あ
り
、
こ
れ
は
明
ら
か

に
処
分
を
し
た
あ
と
か
ら
免
職
理
由

を
考
案
し
た
も
の
と
受
け
取
ら
れ
、
正
当
な

処
分
理
由
と
は
な
ら
ず
、
権
利
の
乱
用
で
あ

る
」
と
追
及
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
当
局
が
明
ら
か
に
し
た
免
職

理
由
は
、
選
挙
運
動
期
間
中
に
西
銘
市
長
を

ひ
ぼ
う
し
た
と
い
う
抽
象
的
な
理
由
だ
け
で



四
三
三

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

あ
っ
た
が
、
答
弁
書
で
は
、
収
賄
事
実
や
市

長
を
ひ
ぼ
う
し
た
具
体
的
な
言
動
、
さ
ら
に

主
席
指
名
反
対
立
法
院
乱
入
事
件
や
プ
ラ
イ

ウ
ッ
ド
労
働
争
議
事
件
で
刑
事
責
任
を
訴
追

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
具
体
的
理
由
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　

労
組
側
は
、
「
市
当
局
に
よ
る
処
分
は
相

手
候
補
を
支
持
し
た
こ
と
に
た
い
す
る
報
復

と
し
て
違
法
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と

し
て
、
答
弁
書
の
内
容
を
全
面
的
に
否
認
、
具

体
的
な
理
由
に
つ
い
て
は
書
面
で
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
次
回
公
判
は
七
月
一
日
午

後
三
時
。

〝
こ
れ
は
ひ
ど
い
〟
／
那
覇
市 

議
会

建
設
委
員
会
／
浸
水
現 

場

を
視
察 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
６
・
６
・
４
〕

　

那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
比
嘉
佑
直
副

委
員
長
）
は
、
四
日
午
前
十
一
時
四
十
分
か

ら
さ
る
三
十
一
日
、
一
日
の
二
日
続
け
て
の

豪
雨
で
浸
水
し
た
さ
い
お
ん
橋
下
流
の
安
里

川
流
域
の
浸
水
地
帯
を
視
察
し
た
。

　

同
地
域
は
毎
年
豪
雨
の
た
び
に
浸
水
ひ
な

ん
さ
わ
ぎ
を
起
こ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
こ

ん
ど
の
雨
で
は
床
上
浸
水
百
四
十
戸
、
床
下

百
十
戸
、
合
計
二
百
五
十
戸
が
浸
水
被
害
を

受
け
た
。

　

牧
志
町
二
の
一
一
仲
本
宏
章
さ
ん
は
三
日
、

地
域
住
民
二
百
余
人
の
連
署
で
西
銘
市
長
と

高
良
議
長
に
対
し
、
早
急
に
水
害
防
止
対
策

と
下
水
道
を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
と
陳
情

し
た
。

　

建
設
委
員
会
は
、
そ
の
陳
情
に
よ
っ
て
す

ぐ
現
場
視
察
を
行
な
っ
た
も
の
で
、
地
域
住

民
か
ら
被
害
の
状
況
を
聞
い
て
び
っ
く
り
し

て
い
た
。

　

陳
情
代
表
の
仲
本
宏
章
さ
ん
は
「
市
当
局

は
い
つ
ま
で
放
置
し
て
お
く
の
か
。
市
役
所

の
首
脳
部
が
浸
水
し
て
ひ
な
ん
さ
わ
ぎ
を
お

こ
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
実
際
に
み
て
ほ
し
か

っ
た
。
余
り
に
も
ひ
ど
す
ぎ
る
。
一
日
も
早

く
浸
水
も
な
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
訴
え
て
い
た
。

都
計
事
業
推
進
に
重
点
／
那
覇

市
定
例
議
会
／
西
銘
市
長
が

施
政
演
説 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
６
・
６
・
６
〕

　

第
八
十
三
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
六
日
開

会
、
同
日
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
会

期
を
今
月
二
十
八
日
ま
で
の
二
十
三
日
間
と

決
め
た
あ
と
、
西
銘
市
長
が
午
前
十
時
十
分

か
ら
二
十
五
分
間
に
わ
た
っ
て
六
七
年
度
施

政
方
針
演
説
を
行
な
っ
た
。
西
銘
市
長
は
都

市
計
画
事
業
、
市
民
生
活
お
よ
び
社
会
福
祉

対
策
、
環
境
衛
生
対
策
、
産
業
経
済
対

策
、
市
の
財
政
と
内
部
体
制
の
強
化
な
ど
市

政
全
般
に
わ
た
っ
て
所
信
を
明
ら
か
に
し
た

が
、
と
く
に
市
政
の
重
点
を
都
市
計
画
事
業

の
推
進
に
お
く―

と
述
べ
、
近
隣
市
町
村
を

含
め
た
広
域
都
市
の
早
期
実
現
、
牧
志
公
設

市
場
建
設
、
寄
宮
、
真
嘉
比
、
古
島
、
小
禄

袋
廻
原
各
区
画
整
理
事
業
の
実
施
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
。

黒
の
背
広
に
身
を
固
め
た
西
銘
市
長
は
、
直

立
不
動
の
姿
勢
で
と
う
と
う
と
演
説
を
行
な

っ
た
が
、
そ
れ
を
聞
く
議
員
た
ち
の
表
情
は

ま
ち
ま
ち
。
与
党
の
市
政
ク
ラ
ブ
所
属
議
員

た
ち
は
「
意
欲
に
満
ち
て
い
る
」
と
い
っ
た

表
情
で
相
づ
ち
を
打
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
た

い
し
社
大
、
人
民
な
ど
の
野
党
議
員
た
ち
は

胸
を
そ
ら
し
た
り
、
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
と

な
り
同
士
目
く
ば
せ
を
し
た
り
で
早
く
も
反

撃
の
態
度
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

施
政
方
針
演
説
の
あ
と
、
議
案
の
上
程
が
あ

り
。
市
当
局
か
ら
六
七
年
度
一
般
会
計
予
算

案
な
ど
四
十
六
議
案
を
上
程
、
議
案
説
明
が

行
な
わ
れ
た
。

西
銘
市
長
の
施
政
方
針
演
説
要
旨
は
次
の
と

お
り
。

　

近
隣
を
含
め
た
広
域
都
市
作
る

　

都
市
計
画
事
業
の
推
進　

今
後
の
都
市
計

画
事
業
は
本
市
の
み
を
対
象
に
し
た
も
の
で

は
な
く
、
近
隣
市
町
村
を
含
め
た
広
域
都
市

構
想
の
も
と
に
計
画
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
修
正
案
が
委
員
会
か
ら
答
申
さ

れ
し
だ
い
議
会
に
提
出
す
る
。
土
地
区
画
整

理
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
、
新
年
度
は
寄

宮
地
区
な
ら
び
に
山
下
地
区
の
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
こ
ん
ご
施
行
予
定
の
真
嘉

比
、
古
島
地
区
お
よ
び
壺
川
地
区
の
基
礎
調

査
を
進
め
る
。
な
お
、
新
し
い
計
画
と
し
て

は
、
字
小
禄
廻
原
一
帯
の
地
域
を
指
定
し
、
そ

の
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
。

　

市
民
生
活
お
よ
び
社
会
福
祉
対
策　

新
年

度
に
久
場
川
と
宇
栄
原
に
二
百
九
十
六
戸
の

住
宅
を
建
設
。
牧
志
公
設
市
場
は
用
地
買
収

費
、
設
計
委
託
料
を
予
算
に
計
上
、
設
計
が

完
了
し
だ
い
本
年
中
に
着
工
す
る
。

　

環
境
衛
生
対
策　

ご
み
、
し
尿
の
衛
生
的

処
理
に
重
点
を
お
き
、
次
年
度
で
コ
ン
ポ
ス

ト
工
場
一
基
を
建
設
、
焼
却
炉
の
建
設
に
つ

い
て
は
年
次
的
に
実
現
す
る
。

　

産
業
経
済
対
策　

特
産
品
工
業
の
体
質
改

善
、
信
用
保
証
制
度
の
強
化
促
進
、
中
小
企

業
団
体
の
育
成
を
は
か
る
。

　

市
の
財
政
と
内
部
体
制
の
強
化　

自
主
財

源
の
確
保
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
日
米
琉

政
府
の
援
助
の
拡
大
、
内
容
の
改
善
、
市
町

村
交
付
税
の
増
額
、
中
央
税
の
一
部
委
譲
を

強
力
に
折
衝
、
内
部
体
制
で
は
機
構
改
革
を

行
な
う
。
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四

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

校
舎
、
施
設
な
ど
視
察
／
那
覇

市
会
／
教
育
予
算
審
議
に
備

え〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
６
・
６
・
７
〕

　

那
覇
市
議
会
は
七
日
午
前
十
時
十
五
分
か

ら
議
員
控
え
室
で
議
員
協
議
会
を
開
き
、
阿

波
根
那
覇
連
合
区
教
育
長
の
教
育
予
算
に
た

い
す
る
説
明
を
聞
い
た
あ
と
、
午
前
十
時
半

か
ら
市
内
の
学
校
を
視
察
し
た
。

　

教
育
委
員
会
法
の
改
正
で
区
教
育
委
員
会

予
算
が
市
に
一
本
化
さ
れ
、
新
年
度
で
は
百

十
五
万
㌦
（
う
ち
十
二
万
九
千
㌦
は
過
年
度

分
）を
提
案
し
て
い
る
が
、
議
会
で
は
は
じ
め

て
の
教
育
予
算
だ
け
に
、
現
場
の
声
も
聞
き
、

実
情
を
見
た
う
え
で
審
議
に
の
ぞ
む
と
い
う

こ
と
で
異
例
の
議
員
協
議
会
を
開
き
、
全
議

員
の
現
場
視
察
と
な
っ
た
。

　

議
員
協
議
会
の
席
上
、
阿
波
根
教
育
長
は

①
教
育
委
員
会
法
の
一
部
改
正
で
教
育
予
算

が
市
に
一
本
化
さ
れ
、
六
日
の
本
会
議
に
提

案
さ
れ
た
が
、
議
員
各
位
に
は
す
で
に
じ
ゅ

う
ぶ
ん
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
②
こ

の
問
題
は
地
方
教
育
財
政
の
強
化
を
は
か
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
不
均
衡
で
あ
っ
た
教

育
税
を
全
琉
的
に
均
衡
化
す
る
た
め
の
精
神

に
立
脚
し
て
い
る
③
沖
縄
全
体
に
と
っ
て
教

育
上
プ
ラ
ス
に
な
る
と
の
見
方
か
ら
改
正
さ

れ
た
も
の
と
思
う
④
那
覇
市
で
も
こ
の
精
神

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
生
か
し
、
市
の
教
育
が
従
来

よ
り
進
展
す
る
よ
う
予
算
面
で
も
検
討
し
、

教
育
現
場
に
反
映
す
る
り
っ
ぱ
な
予
算
が
成

立
す
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
た
い―

と
教

育
予
算
の
全
額
承
認
を
強
く
要
望
し
た
。

　

そ
の
あ
と
議
員
団
一
行
は
小
禄
小
学
校
の

運
動
場
拡
張
工
事
、
小
禄
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
建
設
用
地
な
ど
を
皮
切
り
に
午
前
中
は

天
妃
、
城
岳
、
神
原
小
学
校
を
視
察
し
た
。

　

小
禄
小
学
校
で
は
赤
嶺
校
長
を
は
じ
め
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
の
瀬
底
会
長
、
平
良
、
高
良
両
副
会
長

ら
関
係
者
が
出
迎
え
、
実
情
を
訴
え
て
い
た
。

現
場
で
は
教
育
委
員
会
の
浦
崎
施
設
課
長
が

工
事
内
容
に
つ
い
て
こ
ま
か
く
説
明
「
計
上

し
て
あ
る
予
算
は
是
が
非
で
も
必
要
な
額
で

あ
る
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
真
剣
な
表
情
で

訴
え
て
い
た
が
、
各
議
員
も
説
明
に
い
ち
い

ち
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い
た
り
、
あ
る
い
は

質
問
し
た
り
真
剣
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

午
後
は
識
名
小
学
校
、
真
和
志
中
学
校
、
首

里
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
城
北
小
学
校
な
ど

を
視
察
し
た
。

　

八
日
は
午
前
十
時
か
ら
議
員
協
議
会
を
開

き
、
教
育
委
員
会
側
と
の
質
疑
を
行
な
う
。

教
育
の
中
立
で
論
議
／
那
覇
市

会
／
け
さ
全
体
協
ひ
ら
く 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
６
・
６
・
８
〕

　

那
覇
市
議
会
は
教
育
予
算
の
審
議
に
備
え
、

八
日
午
前
十
時
二
十
分
か
ら
議
員
控
え
室
で

議
員
協
議
会
を
開
い
た
。

　

六
七
年
度
か
ら
は
じ
め
て
教
育
予
算
が
市

町
村
議
会
に
提
案
、
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
予
算
審
議
に
当
た
っ
て
法
的
に
い

ろ
い
ろ
な
疑
義
が
あ
る
と
し
て
議
員
協
議
会

を
開
き
、
教
育
委
員
会
側
も
含
め
て
研
究
会
、

質
疑
を
行
な
っ
た
。

　

「
教
育
委
員
会
制
度
は
教
育
の
中
立
を
確

立
す
る
点
か
ら
で
き
た
も
の
だ
が
予
算
案
を

議
会
で
審
議
す
る
と
な
る
と
、
ば
あ
い
に
よ

っ
て
は
修
正
、
否
決
も
あ
り
う
る
。
政
治
と

も
関
連
し
て
教
育
の
中
立
が
侵
害
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
」と
の
質
問
に
た
い
し
、
阿
波
根

那
覇
連
合
区
教
育
長
は
「
教
育
委
員
会
法
の

一
部
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
教
育
現
場
で
も

民
主
的
な
教
育
の
中
立
を
侵
害
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
活
発
な
論
議
が
な
さ
れ
た
。
し

か
し
現
在
の
地
方
財
政
は
貧
困
で
、
委
員
会

は
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
改
正

に
ふ
み
き
っ
た
。
中
立
性
を
お
び
や
か
す
こ

と
が
な
い
と
も
限
ら
な
い
が
、
運
営
の
あ
り

方
で
中
立
を
堅
持
し
て
い
く
方
向
に
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
こ
た
え
た
。

　

①
区
教
育
委
員
会
と
教
育
長
関
係
②
議
会

で
予
算
が
修
正
さ
れ
た
ば
あ
い
ど
う
な
る
か

③
予
算
案
を
提
出
す
る
の
は
委
員
会
か
教
育

長
か
④
議
会
で
説
明
す
る
の
は
委
員
会
か
教

育
長
か
な
ど
幾
多
の
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
活

発
な
質
疑
が
行
な
わ
れ
た
。

　

ま
た
「
と
う
ぜ
ん
政
府
が
負
担
す
べ
き
も

の
を
委
員
会
に
負
担
さ
せ
て
い
る
。
水
飲
み

場
、
給
食
室
、
便
所
な
ど
も
学
校
で
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
施
設
で
あ
り
、
校
舎
建
築
と
同

じ
よ
う
に
政
府
が
負
担
す
る
の
が
正
し
い
と

思
う
が
ど
う
か
」
と
の
質
問
に
た
い
し
、
阿

波
根
教
育
長
は
「
ま
え
ま
え
か
ら
政
府
に
も

折
衝
は
つ
づ
け
て
い
る
が
実
現
を
み
て
い
な

い
。
便
所
に
つ
い
て
は
六
四
年
度
か
ら
は
じ

め
て
一
む
ね
（
二
千
㌦
て
い
ど
）
の
割
り
当

て
が
あ
る
が
こ
れ
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

政
府
と
し
て
は
教
室
さ
え
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
な
い
の
で
そ
の
面
を
優
先
に
考
え
て
い
る

よ
う
だ
。
こ
ん
ご
も
政
府
に
折
衝
を
つ
づ
け

て
い
き
た
い
」
と
こ
た
え
た
。

近
隣
町
村
合
併
し
な
い
／
那
覇

市
議
会
一
般
質
問
／
西
銘
市

長
が
答
え
る 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
６
・
６
・
10
〕

　

那
覇
市
議
会
は
十
日
午
前
十
時
半
か
ら
本

会
議
を
開
き
、
西
銘
市
長
の
六
七
年
度
施
政

方
針
に
た
い
す
る
質
問
を
行
な
っ
た
。
午
前

中
は
真
栄
城
嘉
園
（
無
所
属
）
、
儀
間
真
祥

（
人
民
）
、
喜
舎
場
盛
一
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、
又

吉
久
正
（
新
風
会
）
の
各
氏
が
質
問
に
立
ち
、

広
域
都
市
構
想
、
教
育
行
政
、
青
少
年
問
題
、

牧
志
公
設
市
場
建
設
問
題
な
ど
に
つ
い
て
当

局
の
態
度
を
追
及
し
た
。
西
銘
市
長
は
答
弁



四
三
五

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

の
中
で
「
近
隣
市
町
村
と
の
合
併
は
行
な
わ

な
い
」
む
ね
市
町
村
合
併
に
た
い
す
る
基
本

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
質
疑
応
答
つ
ぎ
の

と
お
り
。

　

真
栄
城
嘉
園
氏
（
無
所
属
）　

都
市
計
画
事

業
を
お
お
い
に
推
進
す
る
と
い
う
が
、
地
価

の
高
騰
防
止
策
に
つ
い
て
方
針
が
あ
る
か
。

　

西
銘
市
長　

地
価
は
需
要
、
供
給
の
関
係

で
決
ま
る
も
の
で
あ
り
、
市
が
地
価
の
高
騰

を
お
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
政

府
が
一
括
し
て
土
地
を
購
入
、
市
民
に
安
く

売
る
か
、
市
有
地
を
適
正
な
価
格
で
売
る
な

ど
の
消
極
的
方
法
し
か
な
い
。

　

真
栄
城
氏　

広
域
都
市
構
想
を
打
ち
出
し

て
い
る
が
、
近
隣
町
村
と
合
併
し
て
市
域
を

広
げ
た
場
合
、
現
在
で
さ
え
解
決
す
べ
き
問

題
を
か
か
え
て
い
る
の
で
事
業
執
行
率
の
低

下
は
予
想
さ
れ
な
い
か
。

　

西
銘
市
長　

現
在
の
那
覇
市
も
ま
だ
ま
だ

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
い
る

の
で
、
近
隣
町
村
と
の
合
併
は
考
え
て
い
な

い
。
わ
た
し
が
明
ら
か
に
し
た
広
域
都
市
構

想
は
、
合
併
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な

い
。
合
併
は
し
な
く
て
も
琉
球
政
府
の
都
市

計
画
と
も
連
け
い
を
と
り
、
行
政
区
域
は
現

状
の
ま
ま
で
広
域
計
画
は
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　

儀
間
真
祥
氏
（
人
民
）　

都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
る
と
い
う
が
文
教
地

区
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

花
城
建
設
部
長　

都
市
計
画
で
決
定
さ
れ

た
学
校
敷
き
地
は
十
一
校
で
、
そ
の
他
の
学

校
敷
き
地
は
検
討
中
で
あ
る
。
学
校
敷
き
地

の
決
定
は
教
育
委
員
会
と
連
け
い
を
取
っ
て

行
な
い
た
い
。

　

喜
舎
場
盛
一
氏
（
市
政
ク
ラ
ブ
）　

現
在
都

市
計
画
委
員
会
で
審
議
し
て
い
る
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
い
つ
ご
ろ
最
終
決
定
す

る
か
。

　

花
城
建
設
部
長　

年
内
に
最
終
調
整
を
終

え
て
議
会
に
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

椿
秀
義
氏
（
公
明
会
）
コ
ン
ポ
ス
ト
工

場
（
ゴ
ミ
処
理
施
設
）
は
い
つ
着
工
す
る

か
。

　

慶
佐
次
経
民
部
長　

新
年
度
に
な
っ
て
政

府
か
ら
示
達
が
あ
り
し
だ
い
着
工
す
る
。

観
光
行
政
な
ど
た
だ
す
／
那
覇

市
議
会
、
一
般
質
問
続
く 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
６
・
６
・
11
〕

　

那
覇
市
議
会
は
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
本

会
議
を
開
き
、
一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。
午
前

中
は
大
浜
長
弘
（
公
明
会
）
儀
間
真
祥
（
人

民
）
椿
秀
義
（
公
明
会
）
平
良
真
次
郎
（
新

風
会
）
の
各
氏
が
質
問
に
立
ち
、
観
光
行

政
、
保
健
衛
生
、
不
良
住
宅
街
改
造
、
教
育

行
政
、
浸
水
対
策
、
道
路
行
政
な
ど
に
つ
い

て
当
局
の
方
針
を
た
だ
し
た
。
お
も
な
質
疑

応
答
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

大
浜
長
弘
氏
（
公
明
会
）　

六
七
年
度
の
観

光
関
係
予
算
は
現
年
度
よ
り
三
千
㌦
も
減
少

し
て
い
る
が
、
市
は
観
光
行
政
を
軽
視
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
観
光
行
政
に
た
い
す

る
方
針
を
聞
き
た
い
。

　

慶
佐
次
経
民
部
長　

予
算
の
減
少
は
観
光

行
政
軽
視
で
は
な
く
、
事
業
の
内
容
の
変
化

に
よ
る
も
の
だ
。
六
七
年
度
か
ら
は
琉
球
政

府
に
お
い
て
観
光
事
業
の
法
人
組
織
を
つ
く

り
、
そ
こ
で
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

儀
間
真
祥
氏
（
人
民
)　

 

市
の
不
良
住
宅

街
改
造
事
業
は
市
民
を
犠
牲
に
し
て
行
な
わ

れ
、
執
行
率
も
か
ん
ば
し
く
な
い
。
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　

花
城
建
設
部
長　

樋
川
の
不
良
住
宅
街
改

造
事
業
は
着
々
進
ん
で
い
る
。
開
南
交
番

所
、
平
和
橋
間
の
新
設
道
路
計
画
も
土
地
買

収
を
い
そ
ぎ
、
早
め
に
着
工
す
る
考
え
だ
。

　

儀
間
氏　

改
造
の
際
の
用
地
の
買
収
、
立

ち
退
き
補
償
は
地
主
、
居
住
者
の
方
に
不
利

に
な
っ
て
い
る
。
不
良
住
宅
改
造
法
を
立
法

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

花
城
部
長　

立
法
化
の
必
要
性
を
感
じ
て

立
法
要
請
を
続
け
て
い
る
。

　

椿
秀
義
氏
（
公
明
会
）　

ツ
ユ
に
は
い
っ
て

市
内
の
道
路
は
も
の
す
ご
く
悪
い
。
直
接
市

民
生
活
に
影
響
す
る
の
で
ト
レ
ー
ラ
ー
を
出

し
て
応
急
措
置
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

花
城
建
設
部
長　

雨
が
上
が
っ
た
ら
た
だ

ち
に
補
修
す
る
。

　

平
良
真
次
郎
氏
（
新
風
会
）　

区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
市
は
地
主
の
立
ち
場
を
忘
れ
て

い
る
。

　

花
城
建
設
部
長　

じ
ゅ
う
ぶ
ん
地
主
と
話

し
合
っ
た
。

表
彰
状
手
渡
す
／
15
年
勤
続
の
那
覇
市

議
ら
に

　

十
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
那
覇
市
議

会
本
会
議
の
席
上
、
さ
き
に
第
四
十
二
回
全

国
市
町
村
議
会
議
長
会
総
会
で
表
彰
を
受
け

た
議
員
、
事
務
局
職
員
に
高
良
議
長
か
ら
表

彰
状
が
本
人
に
渡
さ
れ
た
。
表
彰
を
受
け
た

の
は
十
五
年
以
上
勲
続
の
辺
野
喜
英
興
、
比

嘉
朝
四
郎
、
大
山
盛
幸
、
久
高
友
敏
の
四
議

員
と
十
年
以
上
勤
続
事
務
局
職
員
の
新
垣
三

郎
、
屋
嘉
比
柴
達
の
二
氏
。
な
お
、
高
良
一

議
長
も
特
別
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
う
け
て

い
る
。

若
狭
海
岸
で
追
及
／
仲
本
氏
(

社
大
)
／
那
覇
市
会
一
般
質

問
続
く 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
６
・
12
〕

　

一
民
間
業
者
が
、
那
覇
市
若
狭
海
岸
を
海

水
浴
場
に
利
用
す
る
た
め
、
砂
を
運
ん
で
「
人

口
ビ
ー
チ
」
の
造
成
に
着
手
し
て
い
る
計
画



四
三
六

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

に
つ
い
て
、
十
一
日
午
後
の
那
覇
市
本
会
議

で
仲
本
安
一
氏
（
社
大
）
が
取
り
上
げ
、
当

局
の
見
解
を
た
だ
し
た
。

　

仲
本
氏
は
「
こ
の
問
題
は
、
三
年
前
に
も

持
ち
上
が
っ
た
が
若
狭
市
営
住
宅
居
住
者
を

は
じ
め
同
海
岸
一
帯
の
人
た
ち
、
若
狭
小
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
か
ら
強
い
反
対
が
あ
り
中
止
さ

れ
て
い
た
。
こ
ん
ど
不
意
打
ち
に
テ
ス
ト
ケ

ー
ス
の
形
で
砂
の
投
げ
入
れ
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
市
は
ど
ん
な
考
え
か
。
同
海
岸
に
は

現
在
で
も
深
夜
ま
で
青
少
年
が
た
む
ろ
し
オ

ー
ト
バ
イ
な
ど
を
乗
り
ま
わ
し
て
、
好
ま
し

い
環
境
で
は
な
い
。
海
水
浴
場
は
文
化
施
設

と
い
っ
て
も
、
わ
ず
か
数
十
㍍
離
れ
た
と
こ

ろ
に
小
学
校
が
あ
り
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
る

べ
き
問
題
だ
。
規
制
面
な
ど
で
市
に
も
権
限

が
あ
る
か
」
と
質
問
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
花
城
建
設
部
長
は
「
新
聞

報
道
を
み
て
調
査
を
行
な
い
事
実
を
確
め
た
。

公
有
水
面
の
管
理
権
は
琉
球
政
府
に
あ
っ
て

も
、
都
市
計
画
の
一
環
と
し
て
当
然
、
市
に

も
規
制
の
権
限
が
あ
る
と
考
え
る
。
い
ま
の

と
こ
ろ
テ
ス
ト
で
あ
る
の
で
ど
う
と
い
う
こ

と
は
な
い
が
、
も
し
、
設
置
に
ふ
み
切
る
段

階
に
な
れ
ば
警
察
と
も
話
し
合
っ
て
慎
重
に

態
度
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
答
え
た
。

　

同
問
題
に
つ
い
て
は
、
若
狭
市
営
住
宅
居

住
者
な
ど
が
、
ふ
た
た
び
反
対
の
動
き
を
み

せ
て
お
り
、
ひ
と
波
乱
起
き
そ
う
だ
。

市
長500

㌦
議
員
は150

㌦
／

那
覇
市
会
総
務
委
／
原
案
通

り
可
決

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
６
・
16
〕

　

那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
慎
英
委

員
長
）
は
、
十
五
日
午
後
一
時
半
開
会
、
機

構
改
革
に
と
も
な
う
事
務
分
掌
、
職
員
定
数

条
例
、
市
長
給
与
の
増
俸
を
含
む
職
員
給

与
、
議
員
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
な
ど

四
議
案
を
審
査
討
論
の
あ
と
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
通
り
可
決
、
七
月
一
日
か

ら
市
長
の
給
料
が
五
百
㌦
、
議
員
百
五
十
㌦

に
あ
が
る
。

　

討
論
、
採
決
は
那
覇
市
職
労
の
岸
本
忠
三

郎
委
員
長
ら
約
三
十
人
の
見
守
る
中
で
行
な

わ
れ
た
。
七
㌫
の
配
分
に
つ
い
て
岸
本
委
員

長
が
発
言
を
求
め
た
が
「
討
論
に
は
い
っ
て

い
る
」
「
委
員
長
、
進
行
」
「
休
け
い
中
だ
か

ら
発
言
を
認
め
て
も
い
い
だ
ろ
う
」
と
与
野

党
の
間
で
や
り
と
り
が
行
な
わ
れ
る
ひ
と
コ

マ
も
み
ら
れ
、
け
っ
き
ょ
く
強
行
採
決
に
も

ち
込
ま
れ
た
。

　

事
務
分
掌
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　

仲
本

安
一
議
員
（
社
大
）
が
「
機
構
改
革
の
明
確
な

答
弁
が
な
い
。
当
然
、
課
ま
で
い
れ
る
べ
き

で
あ
る
」
と
反
対
。
喜
舎
場
盛
一
議
員
（
市

政
ク
ラ
ブ
）
は
「
予
算
規
模
が
一
千
万
㌦
台

に
膨
張
し
て
お
り
、
予
算
の
完
全
消
化
の
た

め
に
も
機
構
改
革
は
必
要
だ
」
と
賛
成
討
論

を
の
べ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
六
（
辺
野
喜

英
興
、
金
城
重
正
、
喜
舎
場
盛
一
、
山
川
正

平
＝
以
上
市
政
ク
ラ
ブ
、
又
吉
久
正
＝
新
風

会
、
大
浜
長
弘
＝
公
明
会
）
、
反
対
三
（
久

高
友
敏
、
黒
潮
隆
＝
以
上
人
民
党
、
仲
本
安

一
＝
社
大
）
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
ま

た
定
数
条
例
に
つ
い
て
も
仲
本
議
員
が
反
対
、

喜
舎
場
議
員
が
賛
成
討
論
、
六
対
三
で
可
決

し
た
。

　

職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
で
は
、
市
職
労

か
ら
七
㌫
の
一
律
配
分
に
つ
い
て
陳
情
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
野
党
側
が
休
け
い
を
求
め

「
総
額
に
は
変
わ
り
な
い
の
で
組
合
の
陳
情

ど
お
り
一
律
七
㌫
の
ベ
・
ア
に
修
正
し
よ
う
」

と
与
党
側
の
協
力
を
申
し
入
れ
た
与
党
側
は

「
あ
く
ま
で
労
使
間
で
解
決
す
べ
き
問
題
で

あ
る
」
と
し
て
修
正
は
で
き
な
い
と
一
し
ゅ

う
し
た
岸
本
委
員
長
か
ら
発
言
要
求
が
あ
っ

た
が
「
討
論
に
は
い
っ
て
い
る
」
と
与
党
側

が
こ
れ
を
し
り
ぞ
け
た
。

業
者
押
し
か
け
緊
迫
／
那
覇
市

議
会
総
務
委
／
市
場
用
地
起

債
を
審
議 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
６
・
21
〕

　

那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
は
、
那
覇
市
牧

志
公
設
市
場
建
設
問
題
に
つ
い
て
業
者
か
ら

出
さ
れ
た
賛
成
、
反
対
陳
情
に
対
す
る
結
論

を
一
応
保
留
し
た
ま
ま
、
二
十
日
午
後
二
時

か
ら
当
局
提
案
の
同
市
場
用
地
購
入
起
債
案

の
審
議
に
は
い
っ
た
た
め
、
同
市
場
建
設
問

題
を
め
ぐ
る
事
態
は
に
わ
か
に
ヤ
マ
場
を
迎

え
た
。
現
業
者
の
賛
成
、
反
対
派
計
約
百
五

十
人
が
傍
聴
に
押
し
か
け
、
議
員
を
と
り
ま

く
な
ど
一
時
は
緊
迫
し
た
空
気
に
包
ま
れ
た
。

こ
の
た
め
赤
嶺
委
員
長
は
と
く
に
傍
聴
規
則

を
読
み
上
げ
て
「
規
則
を
守
ら
な
い
場
合

は
、
退
場
を
命
ず
る
」
と
注
意
す
る
ほ
ど
の

気
の
配
り
よ
う
だ
っ
た
。

　

同
計
画
案
を
阻
止
す
る
野
党
側
は
、
購
入

用
地
の
市
場
と
し
て
の
立
地
条
件
、
一
般
財

政
へ
の
圧
迫
、
購
入
先
と
の
契
約
問
題
な
ど

で
市
当
局
に
質
問
を
浴
び
せ
①
購
入
予
定
地

の
地
主
、
又
吉
〇
〇
氏
は
仮
契
約
も
し
な
い

ま
ま
最
近
な
く
な
っ
た
。
も
し
こ
の
議
案
を

通
し
た
あ
と
相
続
人
が
反
対
し
て
購
入
で
き

な
い
こ
と
に
な
れ
ば
ど
う
す
る
か
②
業
者
と

の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
に
建
設
地
を
変
更
し

た
と
い
う
が
、
変
更
し
た
あ
と
も
一
部
業
者

と
は
折
り
合
い
が
つ
い
て
い
な
い
③
市
場
と

し
て
成
り
立
つ
か―

な
ど
と
追
及
し
た
。

裁
判
移
送
の
撤
回
を
／
国
連
憲

章
に
反
す
る
／
那
覇
市
議
会

／
全
会
一
致
で
決
議 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
６
・
６
・
21
〕

　

那
覇
市
議
会
は
二
十
一
日
午
前
十
時
か
ら

本
会
議
を
開
き
、「
裁
判
移
送
」
問
題
に
た
い



四
三
七

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

し
抗
議
と
高
等
弁
務
官
へ
移
送
命
令
の
撤
回

を
要
求
す
る
決
議
を
全
会
一
致
で
行
な
っ
た
。

　

本
会
議
は
ま
ず
市
当
局
提
案
の
追
加
議
案

十
一
件
の
う
ち
下
水
道
の
工
事
契
約
な
ど
十

件
を
委
員
会
に
付
託
、
収
入
役
に
渡
口
政
行

氏
の
再
任
を
全
会
一
致
で
承
認
し
た
後
、
い

っ
た
ん
休
け
い
、
議
会
運
営
委
員
会
を
開
い

て
裁
判
移
送
問
題
に
た
い
す
る
抗
議
決
議
案

を
協
議
し
た
。

　

議
運
委
で
は
喜
舎
場
盛
一
氏
（
市
政
ク
ラ

ブ
）
、
金
城
吾
郎
氏
（
社
大
）
、
大
山
盛
幸
氏

（
新
風
会
）
、
の
三
氏
か
ら
三
者
三
様
の
決
議

文
案
が
提
出
さ
れ
て
調
整
に
難
航
。
高
良
議

長
が
「
住
民
一
ガ
ン
と
な
っ
て
高
等
弁
務
官

に
当
た
る
時
に
仲
間
割
れ
し
て
は
マ
イ
ナ

ス
だ
」
と
仲
介
し
、
平
良
真
次
郎
、
辺
野
喜

英
興
、
真
栄
城
嘉
園
、
仲
宗
根
昌
弘
、
黒
潮

隆
、
友
利
栄
吉
の
各
氏
を
起
草
委
員
に
選
出
、

決
議
文
を
ま
と
め
、
午
後
零
時
す
ぎ
本
会
議

を
再
開
、
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

決
議
要
旨　

ワ
ト
ソ
ン
高
等
弁
務
官
が
裁

判
移
送
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
大
統
領

行
政
命
令
第
十
節
ａ
一
項
ｂ
一
項
の
「
米
合

衆
国
の
安
全
、
財
産
ま
た
は
利
害
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
認
め
る
特
に
重
大
な
事
件
」
の
規

定
に
、
こ
の
三
つ
の
事
件
す
な
わ
ち
「
友
利

当
選
無
効
事
件
」
と
「
サ
ン
マ
課
税
事
件
」

が
該
当
す
る
も
の
で
な
い
。

　

大
統
領
行
政
命
令
は
「
高
等
弁
務
官
が
こ

の
命
令
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
民
主
主

義
国
家
の
人
民
が
享
受
し
て
い
る
基
本
的
自

由
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
う
た

っ
て
お
り
、
高
等
弁
務
官
は
沖
縄
県
民
の
人

権
を
尊
重
し
て
施
政
に
当
た
る
義
務
を
負
わ

さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
こ
の
た
び
の
移
送

命
令
は
明
ら
か
に
そ
れ
に
反
す
る
ば
か
り
で

な
く
国
連
憲
章
や
世
界
人
権
宣
言
の
崇
高
な

精
神
に
も
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
の
軍
事
優
先
政
策
、
軍
事
的
植
民
地
支
配

の
実
態
を
暴
露
し
た
も
の
で
あ
る
。
琉
球
立

法
院
は
も
と
よ
り
那
覇
市
議
会
は
こ
れ
ま
で

機
会
あ
る
ご
と
に
沖
縄
の
政
治
前
進
の
基
本

を
な
す
自
治
権
の
拡
大
を
要
請
し
訴
え
続
け

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
沖
縄
県
民
の
強
い
要

求
を
無
視
し
民
裁
判
権
を
取
り
上
げ
司
法
自

治
を
侵
害
す
る
高
等
弁
務
官
の
暴
挙
は
断
じ

て
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
那
覇
市

議
会
は
、
市
民
の
総
意
を
代
表
し
高
等
弁
務

官
が
人
権
を
無
視
し
非
民
主
的
な
移
送
命
令

を
発
し
た
こ
と
に
た
い
し
、
怒
り
を
こ
め
て

強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
す
み
や
か
に
撤
回

す
る
よ
う
強
く
要
求
す
る
。
（
ワ
ト
ソ
ン
高

等
弁
務
官
あ
て
）

傍
聴
人
な
だ
れ
込
む
／
那
覇
市

議
会
総
務
委
員
会
／
〝
公
設

市
場
〟
撤
回
迫
る
／
与
党
議

員
こ
づ
き
気
勢 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
６
・
22
〕

　

二
十
一
日
の
那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
は
、

大
荒
れ
に
荒
れ
た
。
牧
志
公
設
市
場
建
設
用

地
の
購
入
費
起
債
の
審
議
を
め
ぐ
っ
て
与
党

議
員
が
質
疑
打
ち
切
り
の
動
議
を
出
し
、
表

決
に
は
い
っ
て
五
議
員
が
起
立
し
た
ト
タ
ン

に
業
者
か
ら
「
待
っ
た
」
の
声
が
か
か
り
、
同

時
に
傍
聴
に
つ
め
か
け
て
い
た
業
者
が
テ
ー

ブ
ル
を
と
び
こ
え
て
委
員
会
室
の
中
央
に
お

ど
り
出
し
た
。
市
政
ク
ラ
ブ
の
辺
野
喜
、
金

城
、
喜
舎
場
、
山
川
四
議
員
を
取
り
囲
み
「
こ

れ
で
も
市
民
代
表
か 

」
「
わ
れ
わ
れ
の
死
活

問
題
だ
。
も
っ
と
審
議
を
つ
く
せ
」
と
ど
な

り
な
が
ら
こ
づ
き
回
し
、
「
ワ
ッ
シ
ョ

イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
指
笛
を
な
ら
し
て
気

勢
を
あ
げ
た
。
こ
の
た
め
委
員
会
室
は
騒
然

と
な
り
、
委
員
長
の
退
場
命
令
に
も
応
ぜ
ず

審
議
は
一
時
間
以
上
も
中
断
し
た
。
業
者
は

二
十
二
日
も
家
族
総
出
で
傍
聴
に
つ
め
か
け

る
と
い
っ
て
お
り
、
二
十
二
日
の
総
務
委
員

会
が
注
目
さ
れ
る
。

　

大
混
乱
、
審
議
ス
ト
ッ
プ

　

委
員
会
は
午
後
二
時
、
約
二
百
人
の
反
対

業
者
の
つ
め
か
け
た
緊
張
し
た
ふ
ん
い
き
の

中
で
開
会
、
二
十
日
、
仲
本
議
員
か
ら
建
設

委
と
の
連
合
審
査
提
案
に
つ
い
て
態
度
を
保

留
し
た
あ
と
、
傍
聴
人
の
入
場
を
認
め
、
さ

っ
そ
く
質
疑
に
は
い
っ
た
。
質
疑
は
仮
市

場
に
建
設
し
た
ば
あ
い
商
売
は
繁
盛
す
る
か
、

周
囲
の
道
路
計
画
は
、
首
都
建
設
委
員
会

で
、
現
市
場
の
廃
止
、
新
市
場
指
定
の
見
と

お
し
は
…
な
ど
に
集
中
し
た
が
、
喜
舎
場
議

員
が
議
事
進
行
を
理
由
に
質
疑
打
ち
切
り
の

動
議
を
提
出
、
午
後
三
時
五
分
、
表
決
に
は

い
っ
て
市
政
ク
ラ
ブ
所
属
の
辺
野
喜
、
金
城
、

喜
舎
場
、
山
川
、
新
風
会
の
又
吉
五
議
員
が

起
立
す
る
や
市
場
連
合
会
の
我
那
覇
副
会
長

が
「
待
っ
た
」
を
叫
ぶ
と
同
時
に
市
当
局
案

に
反
対
し
て
い
る
強
硬
派
が
テ
ー
ブ
ル
を
と

び
こ
え
て
委
員
会
室
の
中
央
部
に
な
だ
れ
込

ん
だ
。
傍
聴
者
は
市
政
ク
ラ
ブ
所
属
四
議
員

を
と
り
囲
ん
で
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
死

活
問
題
だ
」
「
も
っ
と
審
議
を
つ
く
せ
」
「
市

案
を
撤
回
せ
よ
」
と
ど
な
り
な
が
ら
こ
づ
き

回
し
た
。
業
者
は
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ

ョ
イ
」
と
呼
び
指
笛
を
ふ
き
な
ら
し
な
が
ら

気
勢
を
あ
げ
、
委
員
会
は
完
全
に
業
者
に
占

領
さ
れ
た
。
与
党
議
員
は
「
委
員
長
、
委
員

長
」
を
連
呼
し
て
傍
聴
者
の
退
場
を
要
求
し

た
。
赤
嶺
委
員
長
も
し
ば
ら
く
事
態
を
見
守

っ
て
い
た
が
、
午
後
三
時
八
分
退
場
を
命
じ

た
。
し
か
し
、
い
き
り
立
っ
た
傍
聴
人
は
耳

も
か
さ
ず
、
騒
ぎ
は
大
き
く
な
る
一
方
。
開

会
中
の
建
設
、
経
済
民
生
委
員
会
も
審
議
を



四
三
八

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

中
断
し
て
事
態
の
成
り
行
き
を
見
守
っ
て
い

た
。

　

与
党
議
員
団
の
議
案
は
散
乱
。
三
時
十
六

分
に
や
っ
と
脱
出
し
た
が
、
委
員
会
室
は
午

後
四
時
二
十
分
ま
で
完
全
に
傍
聴
人
に
占
領

さ
れ
、
再
開
の
メ
ド
が
た
た
ず
、
議
会
事
務

局
は
警
察
権
の
出
動
を
要
請
し
た
が
、
警
察

当
局
の
つ
ご
う
で
見
送
ら
れ
た
。

　

人
民
、
社
大
党
を
除
く
各
議
員
は
副
議
長

室
で
対
策
を
協
議
し
た
あ
と
、
午
後
四
時
二

十
一
分
再
開
、
委
員
会
運
営
に
つ
い
て
秘
密

会
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
傍
聴
人
が
「
正
々

堂
々
と
審
議
せ
よ
」「
秘
密
会
は
絶
対
に
許
せ

な
い
」
と
ま
た
騒
ぎ
出
し
た
た
め
、
審
議
を

打
ち
切
り
四
時
二
十
五
分
散
会
し
た
。

　

業
者
は
「
死
ぬ
か
、
生
き
る
か
の
問
題
だ
」

と
叫
び
な
が
ら
退
場
、
午
後
四
時
三
十
五
分

や
っ
と
正
常
に
も
ど
っ
た
が
、
委
員
会
室
は

新
聞
紙
や
紙
片
が
散
乱
、
さ
ん
た
ん
た
る
あ

り
さ
ま
だ
っ
た
。

　

こ
の
騒
ぎ
に
つ
い
て
野
党
側
は
「
混
乱
の

お
き
た
の
は
遺
憾
だ
が
、
そ
の
原
因
は
じ
ゅ

う
ぶ
ん
審
議
も
せ
ず
に
質
疑
打
ち
切
り
の
動

議
を
出
し
、
数
の
暴
力
で
強
行
し
よ
う
と
し

た
委
員
会
運
営
の
ま
ず
さ
に
あ
る
」
と
批
判

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
市
政
ク
ラ
ブ
で
は

「
暴
力
ま
が
い
の
行
動
は
絶
対
に
許
せ
な
い
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
け
ば
市
政
は
マ
ヒ
す

る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
我
那
覇

副
会
長
は
「
業
者
の
意
見
も
聞
か
ず
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
審
議
せ
ず
に
強
行
採
決
し
よ
う
と
し

た
た
め
だ
。
連
合
会
と
し
て
市
当
局
案
阻
止

に
さ
い
ご
ま
で
戦
う
」
と
語
っ
た
。

　

ケ
ガ
人
も
出
る

　

こ
の
騒
ぎ
で
四
議
員
、
新
垣
助
役
が
ハ
ラ

や
腰
な
ど
を
打
た
れ
た
が
、
喜
舎
場
議
員
は

右
耳
の
う
し
ろ
に
裂
傷
を
負
っ
た
。

〔
後
略
〕

那
覇
市
会
審
議
ス
ト
ッ
プ
／
警

官
隊
導
入
の
構
え
／
傍
聴
人

／
阻
止
へ
朝
か
ら
座
り
込
み 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
６
・
６
・
22
〕

　

二
十
二
日
の
那
覇
市
議
会
は
牧
志
公
設
市

場
問
題
と
か
ら
ん
で
あ
さ
か
ら
あ
わ
た
だ
し

く
動
い
た
。
総
務
、
建
設
、
経
民
の
三
常
任

委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
午
前
十
時
か
ら
委
員

会
を
開
く
予
定
だ
っ
た
が
、
市
場
問
題
で
二

十
一
日
の
総
務
委
員
会
が
か
つ
て
な
い
混

乱
を
き
た
し
た
こ
と
を
重
く
み
て
野
党
議

員
団
が
高
良
議
長
、
議
会
運
営
委
員
会
の
開

催
を
申
し
い
れ
、
三
委
員
会
開
会
前
に
開
く

事
に
な
り
、
各
委
員
に
連
絡
し
た
。
市
政
ク

ラ
ブ
は
新
垣
助
役
ら
当
局
も
ま
じ
え
新
風

会
（
一
部
を
除
く
）
と
の
合
同
対
策
協
議
会

を
開
き
、
こ
ん
ご
の
議
会
運
営
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。

　

市
場
の
お
ば
さ
ん
た
ち
は
新
市
場
に
反
対

す
る
プ
ラ
カ
ー
ド
も
持
ち
こ
ん
で
午
前
九
時

過
ぎ
か
ら
ぞ
く
ぞ
く
詰
め
か
け
、
十
時
す
ぎ

に
は
約
二
百
人
を
数
え
た
。
三
委
員
会
な
ら

び
に
議
運
委
も
開
か
れ
ず
、
午
前
中
は
完
全

に
審
議
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
押
し
か
け
た
市

場
の
お
ば
さ
ん
た
ち
も
議
場
ロ
ビ
ー
で
開
会

を
待
っ
て
い
た
。

　

午
前
九
時
五
十
分
、
連
合
会
の
吉
浜
、
我

那
覇
、
高
良
の
三
代
表
が
高
良
議
長
と
会
い
、

傍
聴
を
許
可
し
て
ほ
し
い
と
申
し
い
れ
、
二

十
一
日
の
混
乱
は
議
会
運
営
の
ま
ず
さ
に
原

因
が
あ
る
と
し
て
こ
ん
ご
の
議
会
運
営
に
つ

い
て
善
処
を
要
望
し
た
。
午
前
十
時
に
は
人

民
党
の
久
高
、
黒
潮
、
儀
間
、
社
大
党
の
金

城
、
仲
本
の
五
議
員
が
議
長
に
議
運
委
開
催

を
申
し
い
れ
、
さ
ら
に
警
察
権
の
出
動
要
請

は
極
力
さ
け
る
べ
き
だ
と
要
望
し
た
。

　

市
政
ク
ラ
ブ
は
四
階
会
議
室
で
新
風
会

（
一
部
を
除
く
）
、
市
当
局
と
の
合
同
会
議
を

開
き
議
会
収
拾
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
警

察
権
発
動
に
つ
い
て
も
活
発
な
論
議
が
か
わ

さ
れ
た
が
、
最
悪
事
態
の
ば
あ
い
出
動
も
や

む
を
え
な
い
と
い
う
基
本
態
度
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
公
設
市
場
の
議
案
審
議
に
つ
い
て
は
、

一
部
か
ら
審
議
を
あ
と
ま
わ
し
に
し
た
ら
ど

う
か
と
の
意
見
も
で
た
が
、
け
っ
き
ょ
く
予

定
ど
お
り
審
議
を
続
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

午
後
一
時
か
ら
の
総
務
委
員
会
に
の
ぞ
む
態

度
を
決
定
し
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
議
場
ロ
ビ
ー
に
陣
ど
っ
た
業

者
約
二
百
人
は
静
か
に
開
会
を
待
っ
て
い
た

が
、
午
後
一
時
開
会
が
は
っ
き
り
し
た
の
で

正
午
ま
え
我
那
覇
副
会
長
が
マ
イ
ク
で
「
わ

れ
わ
れ
は
自
分
の
生
活
を
守
る
た
め
き
の
う
、

き
ょ
う
と
貴
重
な
時
間
を
さ
い
て
こ
こ
ま
で

や
っ
て
き
た
。
議
員
が
公
正
な
判
断
を
下
す

よ
う
見
守
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
、
ま
た
業
者

か
ら
の
要
望
で
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
）
が

開
会
の
お
く
れ
て
い
る
経
過
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

　

十
二
時
二
十
分
ご
ろ
、
業
者
の
間
に
「
午

後
一
時
に
警
察
権
が
導
入
さ
れ
る
」
と
の
情

報
が
流
れ
幹
部
が
マ
イ
ク
で
「
た
だ
い
ま
午

後
一
時
に
警
察
官
が
出
動
す
る
と
の
こ
と
で

す
。
わ
れ
わ
れ
は
自
分
の
生
活
を
守
る
た
め

に
団
結
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
る
な
ど

緊
迫
し
た
空
気
を
も
み
ら
れ
た
。

　

野
党
議
員
団
も
市
政
ク
ラ
ブ
が
警
察
権

導
入
を
要
請
し
た
こ
と
を
重
く
み
て
高
良

議
長
に
厳
重
に
抗
議
「
た
だ
ち
に
議
運
委
を

開
け
、
開
か
な
け
れ
ば
わ
れ
わ
れ
の
力
で
総

務
委
員
会
は
開
か
せ
な
い
」
と
議
長
を
つ
る

し
あ
げ
た
。
こ
う
い
っ
た
緊
迫
の
な
か
で
議

会
運
営
委
員
会
が
午
後
零
時
半
か
ら
ひ
ら

か
れ
た
。
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一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

警
官
導
入
を
撤
回
／
那
覇
市
会

／
市
場
問
題
で
空
転 
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牧
志
公
設
市
場
問
題
に
か
ら
む
二
十
一
日

の
総
務
委
員
会
の
混
乱
で
、
二
十
二
日
の
那

覇
市
議
会
は
事
態
収
拾
の
た
め
の
話
し
合
い
、

議
運
委
な
ど
で
四
時
間
以
上
も
審
議
が
全
面

ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、
や
っ
と
午
後
二
時
四
十

分
か
ら
三
常
任
委
員
会
と
も
審
議
を
再
開
し

た
。

　

会
期
は
二
十
八
日
ま
で
で
、
日
程
表
で
は

二
十
四
日
委
員
会
、
二
十
五
、
六
日
休
会
（
事

務
局
の
整
理
）
二
十
七
、
八
日
本
会
議
と
な

っ
て
お
り
、
委
員
会
は
二
十
四
日
の
一
日
だ

け
で
、
早
く
も
会
期
延
長
の
声
も
出
て
い
る
。

し
か
し
与
党
一
部
議
員
の
間
で
は
「
夜
間
審

議
を
や
れ
ば
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
き
る
し
、
延
期

の
必
要
は
な
い
」
と
い
っ
て
お
り
、
会
期
延

長
を
め
ぐ
っ
て
与
野
党
の
対
立
は
さ
け
ら
れ

な
い
よ
う
だ
。
ま
た
起
債
案
件
に
つ
い
て
市

当
局
、
与
党
は
強
行
の
構
え
で
あ
り
、
警
察

権
発
動
の
要
請
は
取
り
下
げ
た
も
の
の
、
業

者
側
は
あ
く
ま
で
反
対
す
る
態
度
で
臨
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
警
察
隊
の
出
動
も
じ
ゅ
う
ぶ

ん
予
想
さ
れ
こ
ん
ご
の
成
り
行
き
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　

議
運
委
（
平
良
真
次
郎
委
員
長
）
は
、
午

後
零
時
半
か
ら
開
会
、
野
党
側
は
、
議
長
が

「
警
察
官
の
出
動
を
要
請
し
た
こ
と
は
軽
率

だ
。
議
会
の
権
威
を
守
る
う
え
か
ら
も
す
ぐ

撤
回
せ
よ
」
と
高
良
議
長
を
つ
る
し
あ
げ
た
。

高
良
議
長
は
「
警
察
権
の
発
動
は
好
ま
し
く

な
い
。
極
力
さ
け
る
べ
き
で
反
対
し
た
が
、
市

政
ク
ラ
ブ
会
合
で
議
員
の
生
命
を
議
長
が
保

証
す
る
か
と
つ
め
寄
ら
れ
て
要
請
し
た
」
と

こ
た
え
た
。
け
っ
き
ょ
く
①
警
察
官
の
出
動

要
請
を
撤
回
す
る
②
傍
聴
人
は
委
員
会
で
制

限
す
る
③
議
長
職
権
で
問
題
解
決
の
あ
っ
せ

ん
に
努
力
す
る―

こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み

て
午
後
二
時
三
十
分
閉
会
し
た
。

　

総
務
委
員
会
は
、
同
二
時
四
十
五
分
開
会
、

問
題
の
市
場
用
地
購
入
費
起
債
案
件
を
あ
と

回
し
、
ほ
か
の
議
案
審
議
に
は
い
ろ
う
と
し

た
が
、
二
十
一
日
午
後
三
時
五
分
、
混
乱
に

な
っ
た
あ
と
の
審
議
の
進
め
方
で
二
つ
の
動

議
を
撤
回
、
白
紙
に
も
ど
す
。
質
疑
打
ち
切

り
の
動
議
は
成
立
し
て
い
る
と
与
野
党
が
対

立
。
結
論
を
出
さ
な
い
ま
ま
午
後
三
時
五
十

分
閉
会
し
た
。

｜
社　

説
｜

市
民
不　

場
問
題 
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那
覇
市
の
定
例
議
会
は
、
牧
志
公
設
市
場

の
問
題
を
め
ぐ
り
、
与
野
党
お
よ
び
業
者
を

ま
じ
え
て
は
げ
し
い
対
立
を
見
せ
て
い
る
。

現
在
、
総
務
委
員
会
で
市
場
用
地
（
二
千
五

百
平
方
㍍
）
を
買
い
上
げ
る
起
債
案
を
審
議

し
て
い
る
が
、
反
対
派
の
業
者
は
あ
く
ま
で

こ
の
市
場
計
画
を
阻
止
す
る
と
の
つ
よ
い
態

度
で
の
ぞ
ん
で
い
る
。
連
日
の
よ
う
に
動
員

戦
術
を
強
行
し
て
審
議
の
成
り
行
き
を
見
守

っ
て
お
り
、
二
十
一
日
に
は
委
員
会
室
に
な

だ
れ
こ
ん
で
暴
力
行
為
に
訴
え
る
な
ど
、
険

悪
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　

業
者
の
阻
止
行
動
に
ふ
ん
が
い
し
た
与
党

側
で
は
、
警
察
権
を
導
入
し
て
妨
害
を
排
除

し
、
議
案
を
採
決
す
る
ハ
ラ
を
固
め
て
い
た

が
、
議
会
運
営
委
員
会
で
収
拾
策
を
話
し
合

っ
た
結
果
、
い
ち
お
う
最
悪
の
事
態
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
傍
聴
人
の
数
を
制
限

す
る
と
と
も
に
、
議
長
職
権
で
円
満
な
打
開

策
を
講
ず
る
と
い
う
こ
と
で
、
各
委
員
の
意

見
が
ま
と
ま
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
こ
れ
で

問
題
の
議
案
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
か
と
い
え

ば
、
決
し
て
楽
観
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ

る
。
総
務
委
員
会
で
は
質
疑
打
ち
切
り
の
動

議
が
成
立
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
採
決
の
態

度
を
変
え
な
い
か
ぎ
り
、
反
対
運
動
を
お
さ

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
警
官
隊
を

い
れ
て
当
面
を
乗
り
切
っ
た
と
し
て
も
、
関

係
議
案
を
提
案
す
る
た
び
に
同
様
な
対
決
を

繰
り
返
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
泥
沼

に
足
を
突
っ
こ
み
、
市
会
の
名
誉
と
権
威
を

台
な
し
に
す
る
結
果
と
な
り
か
ね
な
い
。

　

公
設
市
場
の
建
設
は
、
全
市
民
の
要
望
に

も
と
づ
き
、
数
年
来
の
懸
案
に
な
っ
て
い
る

が
、
い
ま
だ
に
全
業
者
を
な
っ
と
く
さ
せ
る

具
体
計
画
が
で
き
な
い
の
を
は
な
は
だ
残
念

に
思
う
。
こ
れ
は
市
当
局
や
議
会
側
の
努
力

が
足
り
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
反
対
に
回
っ

て
い
る
業
者
が
横
車
を
お
し
す
ぎ
る
の
か
、

裏
面
に
た
ち
い
っ
た
詳
し
い
事
情
は
わ
か
ら

な
い
け
れ
ど
も
、
市
民
の
立
場
か
ら
は
な
ん

と
も
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
だ
。
市
場
の
建

設
と
い
え
ば
土
地
の
問
題
か
ら
業
者
同
士
の

利
害
関
係
な
ど
複
雑
に
か
ら
み
合
い
、
一
筋

縄
で
い
か
な
い
の
は
う
な
ず
け
る
。
だ
が
こ

れ
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
で
は
な
く
、
根

気
づ
よ
く
話
し
合
う
う
ち
に
お
互
い
の
主
張

を
調
整
し
、
な
ん
ら
か
の
一
致
点
を
見
出
せ

そ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
半
の
業
者
が
死
活
に
か
か
わ

る
と
し
て
、
目
の
色
を
変
え
て
阻
止
運
動
に

立
ち
上
が
っ
て
い
る
現
実
は
、
た
ん
な
る
議

案
処
理
の
考
え
か
た
で
強
行
で
き
る
情
勢
で

は
な
か
ろ
う
。

　

市
当
局
で
は
市
民
福
祉
と
い
う
大
義
名
分

と
、
今
日
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
含
め
た
客
観

情
勢
か
ら
最
善
の
建
設
計
画
だ
と
信
じ
て
提

案
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
こ
れ
を
支
持
す

る
当
局
派
の
議
員
も
、
同
様
な
根
拠
に
立
っ

て
早
期
可
決
を
目
ざ
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、

そ
う
は
い
う
も
の
の
、
死
に
も
の
狂
い
で
抵

抗
す
る
業
者
が
、
ム
リ
難
題
を
ふ
っ
か
け
て

暴
力
に
お
よ
ん
で
い
る
と
決
め
つ
け
る
だ
け
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一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

の
自
信
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
ど
う
も
ノ
ド
元

に
ハ
リ
が
ひ
っ
か
か
る
よ
う
な
感
じ
を
免
れ

な
い
。と
く
に
こ
ん
ど
の
計
画
で
は
、敷
地
の

移
転
と
い
う
重
大
な
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
昨
年
三
月
の
特
別
委
員
会
で
検
討
し
た

条
件
な
り
、
促
進
対
策
な
ど
も
、
け
っ
き
ょ

く
白
紙
に
か
え
っ
た
か
っ
こ
う
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
変
更
さ
れ
れ

ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
十
二
分
に
審
議
す
る
余

裕
を
持
つ
べ
き
だ
ろ
う
。
当
局
案
を
一
方
通

行
で
推
し
進
め
る
の
で
な
し
に
、
市
民
の
福

祉
代
表
た
る
議
会
、
お
よ
び
直
接
の
関
係
者

の
意
思
と
判
断
が
加
え
ら
れ
て
こ
そ
、
よ
り

民
主
的
な
市
政
運
営
と
い
う
べ
き
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
代
的
な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を

つ
く
り
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
物
資
を
そ
ろ
え
た

公
設
市
場
の
開
設
は
、
要
す
る
に
市
民
の
生

活
向
上
と
福
祉
を
重
点
に
考
え
て
も
ら
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
無
か
ら
有
を
生
じ

さ
せ
、
市
場
の
発
展
に
営
々
と
努
め
て
き
た

市
場
関
係
業
者
の
労
功
も
高
く
評
価
さ
れ
よ

う
が
、
あ
ま
り
に
既
得
権
益
を
主
張
し
す
ぎ

て
自
己
本
位
に
流
れ
て
は
、
一
般
市
民
の
支

持
を
失
う
も
と
に
な
る
。
つ
ま
り
な
ん
で
も

反
対
と
い
う
か
た
く
な
な
態
度
で
は
な
く
、

商
売
の
原
則
か
ら
譲
り
合
う
気
持
ち
を
も
っ

て
、
共
通
の
広
場
を
求
め
る
柔
軟
さ
が
ほ
し

い
。
市
場
の
主
人
は
、
こ
こ
で
物
品
を
購
入

し
、
消
費
す
る
二
十
七
万
人
の
市
民
で
あ

り
、
主
客
の
位
置
を
は
っ
き
り
見
定
め
て
か

か
ら
な
い
と
、
問
題
を
処
理
す
る
ピ
ン
ト
が

狂
っ
て
く
る
。

　

数
年
間
に
わ
た
り
市
場
問
題
が
も
た
つ
い

て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
市
民
不
在
の
考
え

方
に
か
た
よ
り
、
市
当
局
と
業
者
の
関
係
を

中
心
に
し
て
推
し
進
め
ら
れ
た
た
め
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
ん
ど
の
市
場
プ
ラ
ン
が
果
た

し
て
最
高
の
方
策
で
あ
る
か
ど
う
か
、
市
民

の
判
断
を
求
め
る
意
味
で
公
開
の
討
論
会
を

提
案
し
た
い
。
市
会
の
態
度
を
決
め
る
う
え

か
ら
も
大
い
に
ひ
益
す
る
し
、
だ
れ
の
主
張

が
よ
り
妥
当
で
あ
る
か
は
、
何
十
万
と
い
う

市
民
の
目
と
耳
で
は
っ
き
り
確
め
て
み
た
い
。

読
者
か
ら
／
〝
公
設
市
場
〟
に
つ

い
て
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六
月
十
二
日
付
け
本
欄
で
西
銘
〇
〇
氏
は
、

人
民
党
市
会
議
員
の
議
会
報
告
演
説
に
た
い

し
「
公
設
市
場
の
性
格
に
目
を
お
う
て
、
こ

れ
以
上
市
場
問
題
を
こ
じ
ら
せ
、
市
民
に
迷

惑
を
か
け
る
行
動
は
那
覇
市
民
へ
の
裏
切
り

で
あ
り
、
社
会
へ
の
反
抗
で
あ
る
」
と
き
め

つ
け
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
利
害
に
直
接
関

係
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
当
局
案
が

正
し
い
か
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
考
え
が
正
し

い
か
を
訴
え
、
市
民
の
判
断
を
求
め
る
の
は

当
然
で
あ
り
、
議
会
報
告
は
議
員
に
負
わ
さ

れ
た
義
務
だ
と
信
じ
ま
す
。

　

牧
志
公
設
市
場
の
改
築
問
題
が
こ
じ
れ
て

い
る
原
因
は
、
西
銘
市
長
が
市
場
で
働
く
多

数
業
者
の
要
求
を
聞
こ
う
と
せ
ず
、
自
分
の

考
え
だ
け
で
計
画
を
進
め
、
浸
水
し
商
売
の

で
き
な
い
地
階
に
多
数
の
業
者
を
追
い
や
ろ

う
と
す
る
か
ら
で
す
。
「
衛
生
的
で
買
い
よ

い
市
場
」
の
う
た
い
文
句
に
し
て
い
る
西
銘

市
長
の
市
場
改
築
が
市
民
の
利
益
に
な
る
か

否
か
、
市
当
局
の
起
債
計
画
の
中
か
ら
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

「
建
築
構
造
が
地
下
一
階
に
地
上
四
階
で

建
て
坪
約
千
六
百
坪
、
工
事
費
が
冷
房
装

置
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
の
設
備
費
を
合
わ

せ
て
七
十
五
万
㌦
、
こ
の
他
に
利
息
が
五
カ

年
で
琉
銀
に
二
十
二
万
五
千
㌦
、
そ
の
後
十

五
カ
年
は
開
金
に
四
十
五
万
㌦
、
敷
地
購
入

費
三
十
八
万
㌦
、
利
息
が
五
カ
年
で
七
万
六

千
㌦
で
し
め
て
百
八
十
万
㌦
と
い
う
膨
大
な

金
が
か
か
り
ま
す
。

　

現
行
の
市
場
使
用
料
は
二
㌦
四
十
三
㌣
か

ら
一
㌦
一
㌣
で
す
が
、
新
市
場
は
市
当
局
の

議
会
に
出
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
平
方
㍍
で

約
六
㌦
で
す
か
ら
坪
当
た
り
約
二
十
㌦
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
十
倍
近
く
の
使
用
料

を
払
っ
て
商
売
が
な
り
た
た
な
い
こ
と
は
し

ろ
う
と
に
も
わ
か
り
ま
す
。
那
覇
市
に
は
や

る
べ
き
し
ご
と
は
山
積
し
て
お
り
、
市
場
だ

け
に
大
金
を
か
け
る
必
要
は
な
く
、
一
階
か

二
階
の
余
り
金
の
か
か
ら
な
い
庶
民
的
な
大

衆
市
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
銀
行
起
債
も
少

な
く
、
使
用
料
も
安
く
つ
き
、
業
者
と
市
民

に
と
っ
て
利
益
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
を
全
く
無
視
し
業
者
の

苦
労
と
市
民
の
協
力
で
つ
く
り
あ
げ
た
市
場

を
放
棄
し
、
水
上
店
舗
の
業
者
で
さ
え
売
れ

な
か
っ
た
へ
ん
ぴ
な
場
所
へ
西
市
場
を
変
更

す
る
こ
と
こ
そ
那
覇
市
民
へ
の
裏
切
り
で
あ

り
、
社
会
へ
の
反
抗
で
あ
り
、
民
主
主
義
を

踏
み
に
じ
る
西
銘
市
長
の
独
裁
政
治
と
い
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

（
沖
縄
人
民
党
那
覇
市
議
会
議
員
団
）

公
告
／
那
覇
市
会
に
御
願
い 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
６
・
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〕

　

土
地
購
入
起
債
を
自
信
を
以
っ
て
採
択
せ

よ　

又
吉
氏
の
土
地
を
購
入
す
る
事
は
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
検
討
さ
れ
た
牧
志
公
設
市

場
改
築
の
最
終
的
結
論
で
あ
る
。
此
の
土
地

が
購
入
出
来
な
け
れ
ば
、
市
場
改
築
は
不
可

能
で
あ
る
事
は
議
員
諸
公
も
御
存
じ
の
事
と

思
う
、
民
主
的
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
就
任
し

た
市
長
が
二
十
七
万
市
民
の
福
祉
の
た
め

に
、
立
案
さ
れ
た
公
設
市
場
建
設
案
が
議
決

機
関
の
与
党
議
員
の
同
意
を
得
て
提
案
さ
れ

る
「
土
地
購
入
起
債
」
案
が
議
会
に
於
て
審

議
し
つ
く
さ
れ
多
数
の
議
員
に
よ
っ
て
採
決

さ
れ
る
時
限
に
於
て
一
部
業
者
の
暴
力
の
た



四
四
一

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

め
に
中
断
す
る
事
は
二
十
七
万
市
民
へ
の
暴

力
的
反
抗
で
あ
る
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
反

す
る
も
の
で
あ
る
。
絶
対
に
許
さ
れ
る
べ
き

こ
と
で
は
な
い
。
那
覇
市
議
会
議
員
は
二
十

七
万
市
民
の
信
頼
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
立

派
な
指
導
者
で
あ
る
と
思
う
、
牧
志
公
設
市

場
は
二
十
七
万
市
民
の
た
め
に
是
非
建
設
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
場
で
あ
る
。
此
の
機

会
を
逸
し
た
ら
つ
く
れ
な
い
事
は
火
を
見
る

よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
業
者
の
意
見
は
既
に

審
議
し
つ
く
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
以
上
時
間

を
と
る
事
は
新
聞
報
道
に
も
あ
る
通
り
空
転

で
あ
る
。
全
市
民
信
頼
に
こ
た
え
る
た
め
勇

気
と
誠
実
を
も
っ
て
採
決
さ
れ
二
十
七
万
市

民
の
期
待
に
添
う
よ
う
議
員
の
皆
様
の
決
断

を
御
願
い
し
ま
す
。

　

土
地
購
入
に
反
対
さ
れ
て
い
る
野
党
議
員

の
方
々
は
そ
の
土
地
を
購
入
し
な
く
と
も
公

設
市
場
改
築
が
出
来
、
し
か
も
市
民
が
納
得

す
る
具
体
的
案
を
持
ち
合
せ
て
い
る
か
、
ま

た
市
当
局
が
提
案
出
来
得
る
案
で
あ
る
か
の

点
を
今
一
度
研
究
さ
れ
て
審
議
に
当
っ
て
頂

き
た
い
。
さ
し
あ
た
っ
て
一
部
業
者
の
言
い

分
を
聞
い
て
良
い
子
に
な
る
事
は
た
や
す
い

事
で
あ
る
が
破
戒
の
た
め
の
議
論
で
は
無
く

解
決
の
た
め
の
議
論
を
や
っ
て
頂
き
た
い
。

業
者
の
将
来
の
事
を
熟
慮
さ
れ
啓
蒙
と
言
う

大
局
的
立
場
で
誠
意
と
勇
気
を
以
っ
て
決
断

な
さ
れ
後
日
に
悔
い
を
残
さ
せ
な
い
よ
う
に

御
指
導
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
希
望
し
ま
す
。

　
　

牧
志
公
設
市
場
当
局
案
賛
成
業
者
一
同

つ
い
に
強
行
採
決
／
牧
志
公
設

市
場
用
地
起
債
／
業
者
大
い

に
怒
る
／
廊
下
で
ワ
ッ
シ
ョ

イ
／
那
覇
市
議
会
総
務
委
員

会〔
沖
タ
・
朝　
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業
者
の
強
硬
な
反
対
で
二
十
一
日
の
那
覇

市
議
会
総
務
委
員
会
を
大
混
乱
に
お
と
し
い

れ
た
問
題
ふ
く
み
の
牧
志
公
設
市
場
建
設
用

地
買
い
上
げ
の
起
債
案
件
は
、
二
十
五
日
午

後
六
時
五
十
六
分
、
約
二
百
人
の
傍
聴
人
に

見
守
る
中
で
採
決
、
賛
成
五
、
反
対
三
（
退

場
一
）
の
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
可
決
と
同

時
に
反
対
業
者
が
「
責
任
を
と
れ
」
「
こ
れ

で
も
市
民
代
表
か
」
と
さ
わ
ぎ
出
し
、
赤
嶺

委
員
長
は
午
後
六
時
五
十
七
分
閉
会
を
宣
言
、

与
党
議
員
団
は
市
職
員
の
護
衛
で
や
っ
と
脱

出
し
た
が
、
強
行
採
決
に
怒
り
出
し
た
業
者

は
プ
ラ
カ
ー
ド
ま
で
持
ち
出
し
て
議
会
事
務

局
の
廊
下
を
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

と
指
笛
を
吹
き
、
カ
ベ
を
打
ち
な
ら
し
な
が

ら
気
勢
を
あ
げ
た
。
起
債
案
件
は
採
決
さ
れ

二
十
六
日
の
建
設
委
員
会
で
の
予
算
審
議
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
が
、
業
者
は
あ
く
ま
で

反
対
す
る
構
え
で
あ
り
、
混
乱
は
さ
け
ら
れ

な
い
よ
う
だ
。

　

与
党
議
員
、
護
衛
つ
き
で
脱
出

　

総
務
委
員
会
は
午
前
十
時
か
ら
開
会
、
新

年
度
予
算
案
を
審
議
、
午
後
三
時
半
か
ら
起

債
案
件
の
審
議
に
は
い
っ
た
。
ま
ず
傍
聴
人

の
制
限
を
め
ぐ
っ
て
与
野
党
が
対
立
、
業
者

も
公
開
を
迫
っ
て
紛
糾
し
た
が
、
委
員
長
の

あ
っ
せ
ん
で
賛
成
、
反
対
各
十
人
（
二
十
人
）

で
落
ち
つ
い
た
。
さ
き
の
仲
本
議
員
（
連
合

審
査
）
、
喜
舎
場
議
員
（
質
疑
打
ち
切
り
）
の

動
議
を
撤
回
、
白
紙
に
も
ど
し
て
四
時
二
十

四
分
か
ら
質
疑
を
続
行
し
た
。
質
疑
は
仮
市

場
に
建
設
し
た
ば
あ
い
商
売
が
成
り
立
つ
か
、

道
路
計
画
な
ど
に
集
中
、
五
時
十
分
打
ち
切

っ
た
が
、
仲
本
議
員
の
提
案
で
市
案
に
賛
成

し
て
い
る
徳
本
〇
〇
（
精
肉
）
反
対
側
の
我

那
覇
〇
〇
（
鮮
魚
）
両
氏
か
ら
参
考
意
見
を

聞
い
た
。

　

徳
本
氏
は
「
道
路
網
を
整
備
す
れ
ば
距
離

も
現
市
場
に
近
い
の
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
成
り

立
つ
」
と
の
べ
た
の
に
対
し
、
我
那
覇
氏
は

「
仮
市
場
は
ガ
ー
ブ
川
水
上
店
舗
、
花
屋
通
り

の
業
者
で
す
で
に
試
験
ず
み
で
あ
り
、
絶
対

に
成
り
立
た
な
い
」
と
の
べ
た
。

　

公
明
会
の
大
浜
長
弘
議
員
が
継
続
審
議

の
動
議
を
出
し
た
が
否
決
さ
れ
た
の
で
退

場
、
六
時
十
五
分
か
ら
討
論
に
は
い
り
、
仲

本
安
一
（
社
大
）
久
高
友
敏
（
人
民
）
黒
潮

隆
（
同
）
の
三
議
員
が
反
対
、
金
城
重
正
議

員
（
市
政
ク
）
又
吉
久
正
議
員
（
新
風
会
）

が
賛
成
討
論
を
の
べ
、
六
時
五
十
六
分
表
決
、

賛
成
五
（
辺
野
喜
英
興
、
金
城
重
正
、
喜
舎

場
盛
一
、
山
川
正
平
、
又
吉
久
正
）
の
多
数

で
可
決
し
た
。

　

こ
れ
を
不
満
と
し
た
業
者
が
与
党
議
員
の

退
場
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
が
、
市
職
員
の

誘
導
で
無
事
脱
出
し
た
。
業
者
は
ロ
ビ
ー
か

ら
廊
下
を
プ
ラ
カ
ー
ド
を
も
っ
て
デ
モ
、「
与

党
議
員
、
恥
を
知
れ
」
な
ど
と
ど
な
り
な
が

ら
カ
ベ
を
た
た
き
、
指
笛
を
吹
い
て
気
勢
を

あ
げ
た
。

　

我
那
覇
副
会
長
は
「
総
務
委
員
会
は
数
の

暴
力
で
押
し
切
っ
た
が
、
こ
れ
で
負
け
た
の

で
は
な
い
。
さ
い
ご
ま
で
が
ん
ば
ろ
う
」
と

団
結
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
午
後
七
時
二
十

分
ご
ろ
市
役
所
を
出
た
業
者
の
一
部
四
十
数

人
は
、
市
場
改
築
の
市
案
に
反
対
す
る
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
国
際
通
り
か
ら
平
和
通
り
、

公
設
市
場
ま
で
行
進
、
ま
ち
ゆ
く
人
々
に
訴

え
て
い
た
。

那
覇
市
議
会
ま
た
大
荒
れ
／
委

員
長
の
机
に
あ
お
向
け
／
反

対
派
業
者
／
強
行
採
決
に
怒

り〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
６
・
27
〕

　

会
期
末
を
二
日
後
に
控
え
た
二
十
六
日
の

那
覇
市
議
会
は
、
二
十
五
日
の
牧
志
公
設
市

場
建
設
用
地
購
入
の
起
債
案
強
行
採
決
で
怒



四
四
二

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

り
が
頂
点
に
達
し
た
反
対
派
業
者
が
開
会
し

よ
う
と
す
る
建
設
委
員
会
室
に
乱
入
、
壁
、
机

を
た
た
き
、
灰
皿
を
投
げ
て
騒
ぎ
、
委
員
長

の
机
に
か
け
あ
が
っ
て
あ
お
向
け
に
な
る
な

ど
大
荒
れ
。
同
市
場
の
設
計
委
託
料
お
よ
び

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
費
の
審
査
を
付
託
さ
れ
た

建
設
委
員
会
は
異
例
の
日
曜
審
査
も
オ
ジ
ャ

ン
、
つ
い
に
同
議
案
の
審
査
を
放
棄
し
て
審

査
未
了
の
ま
ま
本
会
議
に
ゲ
タ
を
あ
ず
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

審
査
未
了
で
本
会
議
へ

　

こ
の
日
午
前
十
時
開
会
予
定
だ
っ
た
建
設
、

総
務
両
委
員
会
は
、
反
対
派
業
者
と
与
党
双

方
が
建
設
委
員
会
所
属
の
真
栄
城
嘉
園
議
員

（
無
所
属
）
の
抱
き
込
み
合
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ

て
開
会
が
遅
れ
た
。
真
栄
城
議
員
は
こ
の
朝
、

反
対
派
業
者
の
懇
願
に
会
い
、
表
決
の
時
に

退
場
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
れ
を
知
っ

た
与
党
側
は
「
真
栄
城
議
員
が
抜
け
る
と
賛

成
、
反
対
同
数
に
な
り
、
委
員
長
裁
断
で
し

か
採
決
で
き
な
い
」
と
し
て
、
同
議
員
を
副

議
長
室
に
約
二
時
間
半
に
わ
た
っ
て
カ
ン
詰

め
、
説
得
し
た
。

　

真
栄
城
議
員
は
「
表
決
に
加
わ
り
市
案
に

賛
成
す
る
」
と
の
意
向
を
固
め
、
同
午
後
一

時
十
五
分
、
副
議
長
室
を
出
た
が
廊
下
で
待

ち
か
ま
え
て
い
た
業
者
に
つ
か
ま
り
二
、
三

十
人
に
よ
っ
て
委
員
会
室
入
り
口
か
ら
約
四

十
㍍
離
れ
た
階
段
に
連
れ
去
ら
れ
た
。
こ
れ

を
目
撃
し
た
市
政
ク
ラ
ブ
の
金
城
重
正
、
喜

舎
場
盛
一
議
員
ら
は
「
議
員
を
軟
禁
す
る
と

は
何
ご
と
か
」
と
こ
ぜ
り
合
い
委
員
会
室
入

り
口
ま
で
同
議
員
を
引
き
戻
し
た
が
、
入
室

を
は
ば
ま
れ
た
。
委
員
会
室
に
い
た
比
嘉
佑

直
副
委
員
長
は
真
栄
城
議
員
を
か
か
え
入
れ

よ
う
と
し
て
、
真
栄
城
議
員
に
た
て
つ
い
て

い
た
我
那
覇
市
場
連
合
会
副
会
長
の
肩
を
突

き
放
し
た
た
め
「
お
れ
を
殺
せ
」
と
こ
ん
ど

は
比
嘉
副
委
員
長
に
突
っ
か
か
り
、
興
奮
し

た
約
二
百
人
の
業
者
が
ど
っ
と
委
員
会
室
に

乱
入
、
机
を
突
き
飛
ば
し
、
灰
皿
を
机
や
壁

に
た
た
き
つ
け
て
二
十
一
日
の
乱
入
騒
ぎ
を

上
回
る
大
混
乱
に
陥
っ
た
。

　

我
那
覇
副
会
長
は
開
会
を
宣
し
よ
う
と
す

る
比
嘉
副
委
員
長
の
机
に
か
け
上
が
り
あ
お

向
け
に
な
っ
て
「
お
れ
を
殺
せ
」
と
わ
め
い

た
。
か
ら
手
の
達
者
な
比
嘉
副
委
員
長
は
肩

を
ふ
る
わ
せ
、
こ
ぶ
し
を
握
り
し
め
て
ジ
ッ

と
こ
ら
え
て
い
た
。
騒
ぎ
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
り
、
泣
き
わ
め
い
て
抗
議
す
る
婦
人
も

出
て
つ
い
に
開
会
を
断
念
、
十
五
分
後
に
与

党
議
員
と
真
栄
城
議
員
ら
は
窓
越
し
に
ひ
さ

し
を
伝
っ
て
副
議
長
室
に
脱
出
し
た
。

　

こ
の
あ
と
各
派
は
副
議
長
室
で
事
態
の
収

拾
を
協
議
、
警
官
導
入
を
主
張
す
る
与
党
と

こ
れ
に
反
対
す
る
野
党
が
対
立
し
て
約
四
時

間
も
堂
々
め
ぐ
り
。
つ
い
に
「
委
員
会
で
の

審
査
は
困
難
で
あ
る
」
と
の
理
由
で
、
審
査

未
了
の
ま
ま
二
十
七
日
の
本
会
議
に
差
し
戻

す
こ
と
で
話
し
合
い
が
つ
き
、
午
後
五
時
す

ぎ
委
員
会
を
再
開
し
て
確
認
、
午
後
五
時
二

十
分
散
会
し
た
。

那
覇
市
会
／
も
の
も
の
し
い
議

場
／
午
前
は
増
俸
案
な
ど
可

決〔
沖
タ
・
夕　
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那
覇
市
議
会
は
二
十
七
日
午
前
十
時
か
ら

本
会
議
を
開
き
、
市
長
三
役
、
議
員
報
酬
の

引
き
上
げ
の
条
例
一
部
改
正
を
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
可
決
、
新
年
度
か
ら
市
長
の
俸

給
は
五
百
㌦
（
現
三
百
㌦
）
助
役
三
百
五
十

㌦
（
二
百
五
十
㌦
）
、
収
入
役
三
百
㌦
（
二
百

㌦
）
、
ま
た
議
員
は
百
㌦
か
ら
百
五
十
㌦
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
。

　

公
設
市
場
建
設
の
市
案
に
反
対
す
る
業
者

の
強
硬
な
態
度
で
市
会
は
二
十
一
日
か
ら
波

乱
を
つ
づ
け
、
二
十
六
日
も
か
つ
て
な
い
騒

ぎ
を
お
こ
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
は
最
悪

事
態
に
そ
な
え
て
三
階
議
会
事
務
局
入
り
口

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
堅
く
閉
め
議
員
団
、
当
局

関
係
者
は
議
会
図
書
室
か
ら
は
い
る
と
い
う

も
の
も
の
し
い
警
戒
ぶ
り
。
堅
く
閉
め
ら
れ

た
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
前
に
野
党
議
員
は
「
こ
れ

は
ま
た
ど
う
し
た
こ
と
か
…
」
と
複
雑
な
表

情
だ
っ
た
。

　

一
方
、
市
政
ク
ラ
ブ
は
開
会
十
分
前
ま
で

に
四
階
会
議
室
で
当
局
を
ま
じ
え
て
最
後
の

打
ち
合
わ
せ
。
き
の
う
の
こ
と
は
さ
っ
ぱ
り

忘
れ
た―

と
い
っ
た
表
情
で
そ
ろ
っ
て
議
場

へ
。

　

本
会
議
は
午
前
十
時
き
っ
か
り
に
開
か
れ

た
が
、
傍
聴
者
は
二
十
五
人
て
い
ど
で
空
席

が
目
立
ち
十
一
時
ご
ろ
に
に
な
っ
て
や
っ
と

う
ま
っ
た
。

　

本
会
議
は
ま
ず
、
安
見
福
寿
、
椿
秀
義

（
以
上
公
明
会
）
の
両
議
員
を
会
議
録
署
名
人

に
指
名
、
た
だ
ち
に
日
程
に
は
い
っ
た
。
機

構
改
革
に
伴
う
事
務
分
掌
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
仲
本
安
一
（
社
大
）
が
反
対
討

論
、
喜
舎
場
盛
一
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
が
賛
成

討
論
、
賛
成
多
数
で
可
決
。
ま
た
職
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
黒
潮
隆
議

員
（
人
民
）
が
反
対
、
喜
舎
場
盛
一
議
員
（
市

ク
）
が
賛
成
討
論
、
こ
れ
も
賛
成
多
数
で
可

決
し
た
あ
と
、
三
役
の
大
幅
増
俸
を
ふ
く
む

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
を

提
案
、
質
疑
の
あ
と
討
論
に
は
い
っ
た
。

　

仲
本
議
員
（
社
大
）
は
「
当
局
は
諸
物
価

の
上
昇
、
民
間
、
政
府
の
給
与
と
比
較
し
て

改
善
す
べ
き
だ
と
い
う
が
、
物
価
高
に
比
例

し
て
給
与
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。
下
に
薄
く

上
に
厚
く
な
っ
て
お
り
実
際
手
取
り
で
赤
字

を
出
す
の
が
四
百
余
人
も
い
る
」
と
し
て
反

対
、
ま
た
黒
潮
議
員
（
人
民
）
は
「
三
役
の

大
幅
引
き
上
げ
は
不
当
で
あ
る
。
市
の
財
政



四
四
三

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
六
月

か
ら
す
る
と
三
百
㌦
で
も
高
す
ぎ
る
。
当
局

が
出
し
た
本
土
類
似
都
市
の
資
料
か
ら
し
て

も
五
百
㌦
は
高
す
ぎ
る
」
と
反
対
討
論
を
行

な
っ
た
。
野
党
議
員
の
中
か
ら
拍
手
が
お
こ

る
と
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
傍
聴
席
か
ら
も
ど

っ
と
拍
手
が
わ
き
、
「
勝
手
に
は
で
き
ん
ぞ
」

と
の
ヤ
ジ
も
と
ん
だ
。

　

喜
舎
場
議
員
（
市
ク
）
は
「
那
覇
市
の
給

与
体
系
は
下
に
厚
く
上
に
薄
く
な
っ
て
お
り

早
急
に
是
正
の
必
要
が
あ
る
。
政
府
と
比
較

す
る
と
係
長
ま
で
は
市
役
所
が
高
い
が
、
課

長
以
上
は
低
い
。
三
役
の
俸
給
引
き
上
げ
は

む
し
ろ
お
そ
い
ウ
ラ
ミ
さ
え
あ
る
」
と
賛
成

討
論
、
可
決
し
た
。

　

ま
た
議
員
報
酬
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

瀬
長
フ
ミ
議
員
（
人
民
）
が
「
あ
と
五
十
㌦
ア

ッ
プ
で
年
間
一
万
八
千
㌦
に
な
る
の
で
、
こ

れ
で
保
育
所
を
つ
く
る
べ
き
だ
」
と
反

対
、
山
川
正
平
議
員
（
市
ク
）
は
「
議
員
報
酬

は
生
活
給
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
百
五
十

㌦
は
妥
当
な
額
と
思
う
。
生
活
給
と
し
て
百

五
十
㌦
に
引
き
上
げ
れ
ば
今
後
は
有
能
な
人

た
ち
が
議
会
に
も
進
出
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
賛
成
、
表
決
の
結
果
、
反
対
四
（
久
高
友

敏
、
儀
間
真
祥
、
瀬
長
フ
ミ
、
黒
潮
隆
）
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

な
お
公
設
市
場
の
反
対
業
者
の
姿
は
あ
ま

り
み
ら
れ
ず
賛
成
派
や
寄
宮
地
区
の
地
主
、

教
育
関
係
の
人
た
ち
が
目
立
っ
た
。

｜
社　

説
｜

那
覇
市
議
会
と
暴
力
行
為 

〔
琉
新
・
朝　
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会
期
末
を
迎
え
た
那
覇
市
議
会
は
、
牧
志

公
設
市
場
建
設
用
地
買
い
上
げ
の
起
債
案
強

行
採
決
で
大
荒
れ
し
た
。
報
道
に
よ
る
と
二

十
六
日
に
は
反
対
派
業
者
が
開
会
し
よ
う
と

し
た
建
設
委
員
会
室
に
乱
入
、
壁
、
机
を
た

た
き
、
灰
皿
を
投
げ
て
騒
ぎ
副
委
員
長
の
机

に
か
け
あ
が
っ
て
あ
お
向
け
に
な
る
連
中
が

出
る
な
ど
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
悪
態

を
み
せ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
民

主
社
会
で
は
許
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
暴
力
行
為
に
た
い
し
、
市
当
局

や
市
会
の
選
良
た
ち
が
断
固
と
し
た
態
度
を

と
る
よ
う
望
み
た
い
。
暴
力
行
為
が
ま
か
り

通
る
社
会
は
〝
暗
黒
世
界
〟
で
あ
る
。

　

那
覇
市
の
公
設
市
場
問
題
は
、
市
当
局
の

長
年
の
懸
案
で
あ
り
、
那
覇
市
民
だ
け
で
な

く
全
琉
住
民
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
那
覇
市
の
公
設
市
場
が
単
な
る
那
覇

市
だ
け
の
市
場
で
は
な
く
、
全
琉
の
市
場
の

形
態
を
お
び
て
い
る
か
ら
で
、
全
琉
の
人
び

と
は
那
覇
市
民
と
同
じ
よ
う
に
、
現
在
の
よ

う
な
非
衛
生
的
市
場
か
ら
、
衛
生
的
な
明
る

い
市
場
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
い
え

る
。
た
だ
問
題
は
、
新
し
い
市
場
の
建
設
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

那
覇
市
民
の
良
識
、
業
者
の
良
識
に
期
待
し
、

市
民
を
代
表
す
る
市
議
会
の
決
定
に
ゆ
だ
ね

る
以
外
に
道
は
な
い
。と
い
う
の
は
、
市
場
建

設
と
か
市
場
の
移
転
と
か
に
な
る
と
、
必
ず

利
害
が
相
反
す
る
人
た
ち
が
出
て
来
て
、
関

係
者
全
員
が
双
手
を
あ
げ
て
賛
成
と
い
う
望

ま
し
い
形
に
な
る
の
は
む
ず
か
し
い
か
ら
で

あ
る
。
少
数
の
反
対
者
が
い
て
も
多
数
市
民

の
福
祉
と
い
っ
た
立
場
か
ら
こ
れ
を
強
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
こ
れ
を
非
民
主
的
と
断
ず
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に

な
っ
た
場
合
、
当
局
は
反
対
す
る
人
た
ち
の

生
活
を
も
考
え
、
そ
の
人
た
ち
の
犠
牲
が
最

小
限
に
と
ど
ま
る
よ
う
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

救
済
措
置
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す

べ
て
の
関
係
者
が
平
等
に
利
害
を
分
担
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
そ
れ
は
望
む
べ
く
し
て
望
め
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

那
覇
市
の
市
場
建
設
案
は
、
利
害
相
反
す

る
業
者
が
、
対
立
し
、
市
当
局
、
市
議
会
は

双
方
の
間
に
立
っ
て
苦
慮
し
て
い
る
よ
う
だ
。

賛
成
者
、
反
対
業
者
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
言
い

ぶ
ん
が
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
一
応
の

理
は
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
賛
否
両
論

が
あ
る
間
は
、
市
場
建
設
は
し
な
い
で
よ
い

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な

問
題
は
関
係
者
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

賛
否
両
論
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
処
理
す
る
か―

そ
こ
に
民
主
主
義

が
登
場
す
る
。
公
益
の
た
め
に
は
個
人
が
犠

牲
を
強
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
そ
れ

は
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
絶
無

と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
仕
方
の
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

那
覇
市
の
公
設
市
場
問
題
に
か
ら
む
反
対

業
者
の
こ
ん
ど
の
態
度
は
、
そ
の
言
い
ぶ
ん

の
是
非
は
と
も
か
く
、
そ
の
行
動
は
け
っ
し

て
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
が
通
る
の
で
あ

れ
ば
、
市
当
局
や
市
議
会
は
不
要
で
あ
る
。
賛

否
を
調
整
し
、
最
後
の
判
断
を
市
民
の
選
良

た
ち
に
下
し
て
も
ら
い
、
市
当
局
は
そ
れ
を

執
行
す
る―

こ
れ
が
地
方
自
治
の
理
念
で
あ

る
。
た
と
え
不
満
は
あ
っ
て
も
、
議
会
で
決

ま
っ
た
ら
そ
れ
に
従
う
の
が
、
良
識
あ
る
市

民
の
態
度
と
い
え
る
。
自
分
た
ち
の
主
張
が

い
れ
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
悪
態
を
つ

き
、
器
物
を
破
損
す
る
が
如
き
暴
力
行
為
は

厳
に
つ
つ
し
む
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
ん
ど
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
の
は
業

者
だ
け
で
な
く
市
当
局
、
議
会
に
も
責
任
の

一
端
は
あ
る
。
委
員
会
や
議
会
が
市
条
例
に

よ
っ
て
正
し
く
運
営
さ
れ
て
お
れ
ば
、
あ
る

い
は
こ
ん
ど
の
よ
う
な
不
祥
事
は
避
け
ら
れ

た
か
も
し
れ
な
い
。
委
員
会
や
議
会
を
傍
聴

す
る
に
は
、
委
員
長
や
議
長
の
許
可
が
い

る
。
委
員
長
や
議
長
は
議
案
審
議
が
ス
ム
ー
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ズ
に
行
な
え
そ
う
に
な
い
場
合
や
、
傍
聴
人

が
傍
聴
規
則
に
違
反
し
た
場
合
は
退
場
を
命

ず
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
委

員
長
や
議
長
権
限
を
日
ご
ろ
か
ら
き
び
し
く

行
使
し
て
お
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
大
挙
押
し

か
け
て
自
分
た
ち
の
主
張
を
押
し
通
そ
う
と

は
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
は
暴
力
行
為
を
憎
む
。
暴
力
が

ま
か
り
通
り
、
市
民
の
意
思
が
ゆ
が
め
ら
れ

る
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
委
員
会
や
議
会

は
市
民
の
目
の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
で
開
か
れ

「
公
開
の
原
則
」
は
画
餅
と
な
ろ
う
。

那
覇
市
会
本
会
議
／
あ
っ
け
な

く
可
決
／
市
場
改
築
費
／
与

野
党
拍
子
抜
け 

〔
沖
タ
・
朝　
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注
目
の
二
十
七
日
の
那
覇
市
議
会
本
会
議

は
、
三
階
議
場
入
り
口
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
堅

く
閉
め
、
傍
聴
人
も
一
つ
の
ド
ア
ー
か
ら
ひ

と
り
、
ひ
と
り
傍
聴
券
を
発
行
し
て
入
れ
る

と
い
っ
た
か
つ
て
な
い
も
の
も
の
し
い
警
戒

態
勢
の
中
で
開
か
れ
た
。
問
題
の
市
場
用
地

購
入
起
債
、
公
設
市
場
建
設
費
の
計
上
さ
れ

て
い
る
新
年
度
予
算
案
は
継
続
審
議
の
動
議
、

修
正
案
が
出
さ
れ
た
が
否
決
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
委
員
会
審
議
の
段

階
で
市
業
者
の
反
対
で
大
混
乱
を
き
た
し
た

案
件
だ
け
に
、
反
対
業
者
の
傍
聴
も
な
く
、
静

か
な
中
で
簡
単
に
可
決
さ
れ
た
た
め
、
与
野

党
議
員
を
は
じ
め
、
市
当
局
者
も
拍
子
抜
け

し
た
か
っ
こ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も

与
党
、
当
局
側
は
〝
泰
山
鳴
動
ネ
ズ
ミ
一
匹

だ
よ
〟
と
さ
す
が
に
ホ
ッ
と
し
た
表
情
だ
っ

た
。

　

午
後
零
時
過
ぎ
業
者
約
五
十
人
が
高
良
議

長
と
西
銘
市
長
に
抗
議
、
我
那
覇
副
会
長
が

抗
議
文
を
手
渡
し
た
。
一
行
は
議
会
入
り
口

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
堅
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の

を
み
て
「
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
…
」
と

カ
ン
カ
ン
に
な
っ
て
い
た
。

　

本
会
議
は
午
後
一
時
開
会
、
問
題
の
牧
志

公
設
市
場
用
地
購
入
起
債
に
つ
い
て
は
、
質

疑
の
あ
と
大
浜
長
弘
議
員
（
公
明
会
）
が
「
じ

ゅ
う
ぶ
ん
審
議
を
つ
く
す
べ
き
だ
、
強
行
採

決
は
数
の
暴
力
だ
。
も
っ
と
話
し
合
う
た
め

に
継
続
審
議
し
て
ほ
し
い
」
と
動
議
を
出
し

た
が
、
賛
成
十
人
（
人
民
四
、
公
明
三
、
社

大
二
、
新
風
一
）
の
少
数
で
動
議
を
否
決
し

た
。
討
論
に
は
い
っ
て
仲
本
安
一
議
員
（
社

大
）
、
平
良
真
次
郎
議
員
（
新
風
会
）
が
反
対
、

金
城
重
正
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
又
吉
久
正

議
員
（
新
風
会
）
が
賛
成
討
論
を
行
な
い
公

明
会
退
場
の
あ
と
採
決
、
賛
成
多
数
で
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

　

そ
の
あ
と
六
七
年
度
一
般
予
算
案
の
審
議

に
は
い
っ
た
が
、
二
十
六
日
の
混
乱
で
建
設

委
員
会
で
審
議
が
で
き
ず
本
会
議
に
持
ち
込

ん
だ
公
設
市
場
建
設
費
に
つ
い
て
、
金
城
吾

郎
議
員
（
社
大
）
が
三
十
九
万
七
千
百
㌦
を

予
備
費
に
回
す
修
正
案
を
提
案
し
た
が
、
賛

成
十
人
（
人
民
四
、
公
明
三
、
社
大
二
、
新

風
一
）
で
否
決
さ
れ
た
。
四
条
橋―

神
里
原

橋
間
道
路
新
設
費
（
二
千
七
百
余
㌦
）
を
予

備
費
に
回
す
動
議
は
成
立
、
修
正
し
て
可
決

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
教
育
予
算
案
に
つ
い
て
は
瀬
長

フ
ミ
議
員
（
人
民
）
が
反
対
、
大
山
盛
幸
議

員
（
新
風
会
）
が
賛
成
討
論
を
の
べ
た
あ
と

採
決
、
賛
成
多
数
、
反
対
四
（
人
民
）
で
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

こ
の
日
の
本
会
議
で
は
、
五
十
四
件
を
原

案
ど
お
り
、
二
件
を
一
部
修
正
し
て
可
決
、
処

理
し
て
午
後
六
時
五
十
七
分
散
会
し
た
。

　

二
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、

陳
情
案
件
を
審
議
す
る
。

　

午
前
中
は
百
人
余
り
は
い
っ
て
い
た
傍
聴

席
も
市
場
用
地
購
入
起
債
を
審
議
す
る
四
時

半
ご
ろ
に
は
約
五
十
人
に
減
り
、
予
算
案
審

議
が
六
時
過
ぎ
に
は
た
っ
た
十
余
人
と
い
っ

た
さ
び
し
さ
で
与
野
党
議
員
団
も
拍
子
抜
け

の
表
情
だ
っ
た
。

陳
情
案
件
な
ど
処
理
／
那
覇
市

会
／
ぶ
じ
幕
閉
じ
る 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
６
・
６
・
28
〕

　

第
八
十
三
回
那
覇
市
議
会
は
二
十
八
日
午

前
十
一
時
四
十
五
分
、
二
十
三
日
間
の
会
期

を
閉
じ
た
。
二
十
八
日
は
午
前
十
時
か
ら
本

会
議
を
ひ
ら
き
、
会
議
録
署
名
人
に
大
浜
長

弘
議
員
（
公
明
）
喜
舎
場
盛
一
議
員
（
市
政

ク
ラ
ブ
）
を
指
名
、
い
っ
た
ん
休
憩
し
て
議

運
委
を
ひ
ら
き
、
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
調
整
、
同
十
時
五
十
分
本
会

議
を
再
開
し
て
請
願
、
陳
情
案
件
の
審
査
を

行
な
っ
た
。
識
名
小
又
原
地
内
道
路
、
排
水

溝
の
改
修
な
ど
七
件
を
採
択
、
私
立
保
育
所

に
た
い
す
る
補
助
金
交
付
に
つ
い
て
人
民
党

の
瀬
長
フ
ミ
議
員
は
「
保
育
所
の
施
設
充
実

を
図
る
た
め
に
も
保
護
育
成
は
必
要
で
あ
り
、

補
助
金
を
交
付
す
べ
き
で
あ
る
」
と
賛
成
討

論
を
行
な
っ
た
が
、
反
対
多
数
で
不
採
択
と

な
っ
た
。

　

牧
志
公
設
市
場
改
築
に
つ
い
て
の
陳
情
な

ど
三
十
七
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
、
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正
を
原
案
ど
お
り
可
決
し

た
。

　

こ
の
あ
と
二
十
八
日
に
出
さ
れ
た
建
設
委

員
長
平
良
亀
助
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
の
辞

表
（
健
康
上
の
理
由
）
を
さ
っ
そ
く
委
員
会

で
検
討
全
会
一
致
で
委
員
長
に
比
嘉
佑
直
議

員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
副
委
員
長
に
金
城
庄
瑞

議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
を
互
選
、
本
会
議
も

こ
れ
を
了
承
、
午
前
十
一
時
四
十
五
分
閉
会

し
た
。

　

閉
会
に
あ
た
っ
て
西
銘
市
長
は
「
議
決
案
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件
の
執
行
に
は
誠
意
を
も
っ
て
あ
た
り
、
明

る
い
町
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

那
覇
市
／
き
ょ
う
臨
時
議
会
／

寄
宮
区
の
区
画
整
理
／
打
開

策
を
話
し
合
う 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
７
・
５
〕

　

地
主
の
反
対
で
行
き
詰
っ
て
い
る
寄
宮
地

区
区
画
整
理
工
事
の
打
開
策
を
審
議
す
る
た

め
、
那
覇
市
臨
時
議
会
は
五
日
に
招
集
さ
れ
、

同
日
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
が
開
か
れ
る
が
、

当
局
は
四
日
各
議
員
に
た
い
し
関
係
議
案
を

送
付
し
た
。

　

同
議
案
の
内
容
は
寄
宮
地
区
工
事
妨
害
禁

止
な
ら
び
に
立
ち
入
り
禁
止
の
仮
処
分
執
行

申
請
、
同
工
事
特
別
会
計
歳
入
歳
出
更
正
予

算
案
の
二
件
で
那
覇
市
牧
志
町
〇
丁
目
〇
〇

〇
、
嘉
数
〇
〇
さ
ん
ら
百
六
十
三
人
を
工
事

妨
害
行
為
と
し
て
中
央
巡
裁
に
告
訴
、
仮
処

分
の
執
行
命
令
を
申
請
す
る
ほ
か
、
排
水
路

工
事
区
域
内
を
全
面
的
に
立
ち
入
り
禁
止
す

る
、
と
い
う
強
硬
措
置
で
あ
る
。

　

こ
の
当
局
側
も
強
硬
態
度
に
つ
い
て
市
政

ク
ラ
ブ
、
新
風
会
は
了
承
し
て
い
る
が
、
人

民
、
社
大
な
ど
野
党
側
で
は
「
個
人
の
所
有

権
を
無
視
し
た
暴
力
政
治
だ
」
と
し
て
、
ま

っ
こ
う
か
ら
対
決
す
る
か
ま
え
で
あ
り
、
五

日
の
本
会
議
は
紛
糾
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
四
日
午
後
四
時
か
ら
議
会
運
営
委

員
会
を
開
き
臨
時
議
会
の
会
期
に
つ
い
て
協

議
し
た
結
果
、
会
期
を
五
日
の
一
日
間
と
決

め
た
。
同
委
員
会
で
黒
潮
隆
氏
（
人
民
）
は

慎
重
審
議
を
理
由
に
同
案
件
の
委
員
会
付
託

を
提
案
し
た
が
否
決
さ
れ
た
。
本
会
議
で
即

決
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

仮
処
分
申
請
を
決
定
／
寄
宮
区

画
整
理
／
人
民
党
の
反
対
押

し
き
る

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
６
・
７
・
５
〕

　

那
覇
市
議
会
（
臨
時
）
は
五
日
午
前
十
時

す
ぎ
か
ら
本
会
議
を
ひ
ら
き
「
寄
宮
地
区
工

事
妨
害
禁
止
な
ら
び
に
立
ち
入
り
禁
止
の
仮

処
分
命
令
申
請
」
と
そ
れ
に
と
も
な
う
予
算

更
正
の
二
件
を
審
議
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多

数
、
反
対
四
（
人
民
）
で
可
決
し
た
。

　

仮
処
分
命
令
申
請
は
、
寄
宮
地
区
区
画
整

理
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
お
し
進
め
る
た
め
の

も
の
で
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
活
発
な
質
疑

が
か
わ
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
人
民
党
は
さ
か
ん
に
財
産
権
の

侵
害
で
あ
る
と
当
局
を
追
及
し
た
の
に
対
し

西
銘
市
長
は
「
財
産
権
の
侵
害
に
は
な
ら
な

い
。
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
は
あ
る
て
い
ど

制
限
さ
れ
る
。
人
民
党
が
先
頭
に
立
っ
て
反

対
し
て
お
り
明
ら
か
に
党
利
党
略
だ
」
と
堅

い
口
調
で
つ
っ
ぱ
ね
た
。

　

質
疑
の
あ
と
討
論
に
は
い
り
人
民
党
の
儀

間
真
祥
、
黒
潮
隆
両
議
員
が
「
明
ら
か
に
財

産
権
の
侵
害
で
あ
り
、
警
察
権
の
導
入
は
市

民
へ
の
挑
戦
で
あ
る
」
と
反
対
、
市
政
ク
ラ

ブ
の
比
嘉
朝
四
郎
議
員
が
「
区
画
整
理
事
業

は
都
市
計
画
の
母
体
で
あ
り
、
こ
れ
な
く
し

て
は
都
市
の
整
備
改
造
は
で
き
な
い
。
寄
宮

地
区
の
現
状
か
ら
し
て
早
急
に
推
進
す
べ
き

で
あ
る
」
と
賛
成
討
論
を
行
な
っ
た
。

　

社
大
党
の
仲
本
安
一
議
員
は
「
区
画
整
理

に
は
原
則
的
に
賛
成
だ
が
わ
り
き
れ
な
い
も

の
が
あ
り
、
表
決
に
は
加
わ
れ
な
い
」
と
退

場
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
二
十
一
（
市
政
ク

ラ
ブ
、
新
風
会
、
公
明
会
）
反
対
四
（
人
民
）

で
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

な
お
仮
処
分
申
請
に
伴
う
予
算
更
正
も
賛

成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

「
暴
力
追
放
都
市
宣
言
」
を
決
議

／
那
覇
市
議
会 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
７
・
６
〕

　

五
日
の
那
覇
市
臨
時
議
会
の
本
会
議
は
、

平
良
真
次
郎
氏
（
新
風
会
）
ら
十
一
議
員
の

共
同
提
案
に
よ
り
「
暴
力
追
放
都
市
宣
言
」

決
議
を
全
会
一
致
行
な
っ
た
。
提
案
理
由
の

説
明
に
立
っ
た
平
良
氏
は
「
組
織
暴
力
を
根

絶
す
る
た
め
に
二
十
七
万
市
民
が
一
丸
と

な
っ
て
立
ち
上
が
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
べ

た
。

　

暴
力
追
放
都
市
宣
言
（
全
文
）　

昨
今
、ひ

ん
発
す
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
暴
力
行
為
は
、

全
く
目
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
り
、
二
十
七
万

市
民
は
こ
れ
の
根
絶
に
立
ち
上
が
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
新
た

な
決
意
と
勇
気
を
も
っ
て
暴
力
組
織
の
壊
滅

を
期
す
と
と
も
に
、
い
か
な
る
小
さ
な
暴
力

行
為
と
い
え
ど
も
黙
過
す
る
こ
と
な
く
「
暴

力
追
放
」
の
旗
じ
る
し
の
も
と
に
明
る
く
住

み
よ
い
都
市
づ
く
り
の
た
め
、
こ
れ
ら
い
っ

さ
い
の
暴
力
行
為
を
徹
底
的
に
追
放
す
る
こ

と
を
宣
言
す
る
。

着
工
停
止
の
仮
処
分
決
定
／
中

央
巡
裁 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
７
・
７
〕

中
央
巡
裁
民
事
第
二
部
屋
宜
裁
判
長
、
宮

城
、
砂
川
両
判
事
は
六
日
午
後
寄
宮
区
画

整
理
地
区
の
地
主
か
ら
だ
さ
れ
て
い
た

「
行
政
処
分
執
行
停
止
」
の
仮
処
分
申
し

立
て
の
決
定
を
行
な
い
、
地
主
側
の
主
張

を
い
れ
て
琉
球
政
府
に
対
し
「
那
覇
都
市

計
画
事
業
寄
宮
地
区
区
画
整
理
事
業
の

変
更
に
つ
い
て
の
認
可
効
力
は
本
訴
の

判
決
あ
る
ま
で
停
止
す
る
」
と
い
い
わ
た

し
た
。
こ
れ
で
那
覇
市
が
琉
球
政
府
の
認

可
を
え
て
、
さ
る
三
十
日
か
ら
着
工
し
た

寄
宮
地
区
区
画
整
理
の
工
事
は
「
区
画
整

理
事
業
認
可
取
り
消
し
請
求
」
の
本
訴
判
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決
ま
で
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
、
問
題
は
新
し
い
段
階
に
は
い
っ
た
。

地
主
の
主
張
認
め
る
／
寄
宮
区
画
整
理

事
業
／
生
計
に
大
き
な
損
害

　

こ
れ
は
地
主
の
那
覇
市
字
国
場
〇
〇
〇
玉

城
〇
〇
ほ
か
六
人
（
申
し
立
て
代
理
人
古
堅

実
吉
、
芳
沢
好
明
両
弁
護
士
）
が
琉
球
政
府

（
指
定
代
理
人
前
蔵
正
七
弁
護
士
）を
相
手
ど

っ
て
さ
る
五
日
仮
処
分
を
申
請
、
①
西
銘
市

長
は
さ
る
六
月
三
十
日
申
し
立
て
人
所
有
の

土
地
の
形
状
、
形
質
を
大
幅
に
か
え
る
た
め

強
硬
に
重
機
と
警
官
を
出
動
さ
せ
土
地
を
し

き
な
ら
し
、
農
作
物
を
台
な
し
に
し
、
申
し

立
て
人
の
財
産
を
損
傷
し
た
②
申
し
立
て
人

は
整
理
地
域
内
で
そ
菜
園
芸
を
営
み
、
こ
れ

で
生
計
を
立
て
て
い
る
。
土
地
を
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
は
か
り
し
れ
な
い
財
産
、
精
神
上

の
損
害
を
受
け
る―

な
ど
が
主
な
申
し
立
て

理
由
。

　

同
巡
裁
の
決
定
理
由
は
「
認
可
の
効
力
の

維
持
に
よ
っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
る
と
申
し

立
て
人
ら
に
回
復
困
難
な
損
害
を
さ
け
る
た

め
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
ば
あ
い
に
該
当
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
し
、
本
案
に
つ
い
て

も
判
決
が
ど
う
で
る
か
わ
か
ら
な
い
と
思
料

さ
れ
る
」
と
し
て
工
事
ス
ト
ッ
プ
を
命
じ
て

い
る
。
こ
の
仮
処
分
申
請
と
同
時
に
だ
さ
れ

た
本
訴
の
第
一
回
口
頭
弁
論
の
期
日
は
き
ま

っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
日
地
主
お
よ
そ
百
人
は
朝
か
ら
中
央

巡
裁
民
事
部
の
ろ
う
下
に
す
わ
り
こ
ん
で
決

定
の
お
り
る
の
を
ま
っ
て
い
た
が
、
午
後
五

時
ご
ろ
、
申
し
立
て
代
理
人
に
芳
沢
弁
護
士

が
「
勝
っ
た
」
と
報
告
す
る
と
ワ
ッ
と
歓
声

を
あ
げ
手
を
た
た
い
て
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
。

　

そ
の
あ
と
地
主
約
六
十
人
は
、
六
日
午
後

五
時
十
五
分
か
ら
一
時
間
に
わ
た
っ
て
西
銘

市
長
、
新
垣
第
二
助
役
、
花
城
建
設
部
長
ら

に
会
い
、
仮
処
分
決
定
を
通
告
す
る
と
と
も

に
三
十
日
警
官
隊
導
入
で
強
行
に
乗
り
入
れ

た
ロ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ボ
ー
を
す
ぐ
撤
去
せ
よ
と

抗
議
し
た
。

　

玉
城
〇
〇
さ
ん
は
「
わ
れ
わ
れ
は
正
し
い

決
定
が
な
さ
れ
る
と
の
自
信
の
も
と
に
こ
れ

ま
で
戦
っ
て
き
た
。
五
日
の
臨
時
議
会
で
暴

力
追
放
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
の
で
こ
ん
ご

は
暴
力
行
為
を
や
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
仮
処

分
決
定
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
も
行
な
わ

な
い
よ
う
要
求
す
る
。
ロ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ボ
ー

を
す
ぐ
撤
去
せ
よ
」
と
鋭
く
抗
議
し
た
の
に

対
し
、
西
銘
市
長
は
「
本
訴
の
決
定
が
出
る

ま
で
仕
事
は
し
な
い
。
シ
ャ
ボ
ー
を
出
す
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
顧
問
弁
護
士
と
も
話
し

合
っ
て
決
定
し
た
い
」
と
こ
た
え
た
と
こ
ろ

地
主
は
「
い
つ
出
す
か
、
検
討
す
る
必
要
は
な

い
。
い
ま
す
ぐ
出
せ
」
と
騒
ぎ
出
し
て
混
乱

し
た
。
西
銘
市
長
が
こ
れ
以
上
話
し
合
う
必

要
も
な
い
と
席
を
立
つ
と
地
主
た
ち
は
「
全

市
民
に
訴
え
、
リ
コ
ー
ル
運
動
を
展
開
し
よ

う
」
と
気
勢
を
あ
げ
て
午
後
七
時
二
十
五
分

引
き
あ
げ
た
。

　

意
表
つ
か
れ
る
／
那
覇
市
／
既
定
通

り
仮
処
分
申
請

　

那
覇
市
当
局
で
は
、
地
主
側
か
ら
仮
処
分

申
請
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
予
期

し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
市
側
が
出
さ
な
い
前

に
決
定
が
な
さ
れ
た
た
め
、
い
さ
さ
か
意
表

を
つ
か
れ
た
か
っ
こ
う
だ
。
地
主
が
引
き
あ

げ
た
あ
と
市
長
室
で
牧
野
弁
護
士
も
交
え
て

こ
ん
ご
の
対
策
を
話
し
合
う
な
ど
あ
わ
た
だ

し
く
動
い
た
。

　

市
当
局
で
は
既
定
方
針
ど
お
り
、
七
日
中

に
仮
処
分
の
申
請
を
行
な
う
と
い
う
。
ま
た

ロ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ボ
ー
の
撤
去
に
つ
い
て
顧
問

弁
護
士
と
も
話
し
合
い
、
こ
ん
ご
の
方
針
を

出
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

本
訴
で
も
決
着
を
つ
け
る
構
え
だ
が
、
本

訴
の
決
定
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
こ
ん
ご
の

都
市
計
画
事
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
が
、
当
局
で
は
、
区
画
整
理
事
業

は
都
市
計
画
法
、
耕
地
整
理
法
の
関
係
法
規

に
従
っ
て
手
続
き
を
ふ
み
、
主
席
の
認
可
を

得
て
執
行
し
て
い
る
の
で
本
訴
で
は
勝
訴
す

る
と
の
判
断
に
立
っ
て
お
り
こ
ん
ご
の
な
り

ゆ
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

新
陣
容
で
ス
タ
ー
ト
／
那
覇
市

／
大
幅
人
事
異
動
を
発
表 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
７
・
29
〕

　

西
銘
那
覇
市
長
は
、
二
十
八
日
午
後
二
時

か
ら
古
堅
、
新
垣
両
助
役
立
ち
会
い
で
記
者

会
見
、
八
月
一
日
ス
タ
ー
ト
の
機
構
改
革
に

と
も
な
う
部
長
人
事
を
は
じ
め
、
課
長
、
係

長
ク
ラ
ス
の
大
幅
人
事
異
動
を
発
表
し
た
。

　

人
口
の
都
市
集
中
化
に
よ
り
、
事
務
量
も

ぼ
う
大
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
日
米

琉
政
府
援
助
の
増
額
で
事
務
、
事
業
量
が
増

大
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
に
対
処
し
て
内
部

体
制
を
整
理
統
合
、
専
門
分
化
し
て
合
理

的
、
能
率
的
に
推
進
す
る
た
め
の
機
構
改
革

で
、
従
来
の
六
部
門
（
総
務
、
企
画
、
経
民
、

建
設
、
水
道
、
消
防
）
か
ら
市
長
公
室
、
総

務
、
財
政
、
経
済
民
生
、
建
設
、
土
木
、
水

道
、
消
防
本
部
の
一
室
七
部
の
新
陣
容
で
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　

人
事
異
動
は
二
百
七
十
人
に
お
よ
ぶ
大
幅

な
も
の
で
、
配
置
替
え
は
部
長
二
、
課
長
十

八
、
係
長
五
十
一
、
昇
任
は
課
長
六
、
係
長

十
九
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

部
長
級
で
は
、
財
政
部
長
・
当
間
重
美

（
琉
球
電
気
Ｋ
Ｋ
常
務
）
土
木
部
長
・
金
城
秀

仁
（
農
林
局
総
務
課
長
）
の
両
氏
を
外
部
か

ら
起
用
、
ま
た
課
長
級
で
は
部
内
か
ら
昇
格

さ
せ
た
が
、
首
里
支
所
長
に
は
外
部
か
ら
大

城
朝
亮
氏
（
那
覇
区
教
育
委
員
）
を
起
用
し



四
四
七

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
七―

八
月

た
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　

辞
令
交
付
式
は
八
月
一
日
午
前
十
時
か
ら

市
長
室
で
行
な
う
。
な
お
金
城
秀
仁
氏
の
発

令
は
八
月
十
日
あ
と
に
な
る
。

　

【
部
長
級
】
▽
市
長
公
室
長―

城
田
清
才

（
総
務
部
長
）
▽
総
務
部
長―

新
里
博
一
（
企

画
部
長
）
▽
財
政
部
長―

当
間
重
美
（
新―

琉
球
電
気
Ｋ
Ｋ
常
務
）
▽
経
済
民
生
部
長―

慶
佐
次
盛
宏
（
留
）
▽
建
設
部
長―
花
城
直

政
（
留
）
▽
土
木
部
長―

金
城
秀
仁
（
新―

農
林
局
総
務
課
長
）
▽
水
道
部
長―

玉
城
定

仁
（
留
）
▽
消
防
本
部
長―

宮
平
栄
治
（
留
）

　
　

〔
後
略
〕

画
期
的
な
建
設
工
事
／
那
覇
市

／
下
水
道
浄
化
場
の
起
工
式 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
７
・
30
〕

　

那
覇
市
下
水
道
浄
化
場
（
終
末
処
理
場
）

建
設
工
事
の
起
工
式
が
、
二
十
九
日
午
後
四

時
か
ら
市
内
西
新
町
に
あ
る
運
転
免
許
試
験

場
裏
の
工
事
現
場
で
行
な
わ
れ
た
。

　

起
工
式
に
は
Ｄ
Ｅ
隊
長
オ
ー
ス
チ
ン
大
佐
、

政
府
公
益
事
業
局
コ
ク
ラ
ン
大
佐
（
民
政
官

代
理
）
西
銘
那
覇
市
長
、
前
田
建
設
局
長
、
大

城
組
社
長
大
城
鎌
吉
氏
ら
関
係
者
五
十
人
が

出
席
し
た
。

　

お
は
ら
い
、
玉
串
奉
典
の
あ
と
大
城
社
長
、

オ
ー
ス
チ
ン
大
佐
、
コ
ク
ラ
ン
公
益
事
業
局

長
の
三
氏
が
ク
ワ
入
れ
を
行
な
っ
た
。

　

コ
ク
ラ
ン
局
長
は
「
こ
の
処
理
場
の
建
設

は
、
沖
縄
住
民
の
よ
り
よ
い
健
康
へ
の
進
歩

を
象
徴
す
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
完
成

す
る
と
極
東
で
の
最
上
の
下
水
道
施
設
が
で

き
上
が
る
も
の
と
思
う
。
環
境
、
保
健
衛
生

を
改
善
す
る
た
め
の
施
設
だ
が
、
そ
れ
に
は

住
民
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
こ
ん
ご
も
全

面
的
に
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
西
銘
那
覇
市
長
は
「
那
覇
市
の
多
年
の

懸
案
で
あ
っ
た
処
理
場
が
着
工
さ
れ
感
謝
し

て
い
る
。
那
覇
市
で
は
米
国
援
助
で
六
五
年

度
か
ら
九
カ
年
計
画
で
下
水
道
工
事
に
着
手
、

現
在
配
管
工
事
中
で
あ
る
。
こ
れ
が
完
成
す

る
と
七
、
八
〇
㌫
の
市
民
が
利
用
で
き
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
前
田
建
設
局
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
祝
宴
に
移
り
午
後
五
時
ご
ろ
起

工
式
を
終
わ
っ
た
。

　

敷
き
地
は
埋
め
立
て
地
の
三
万
三
千
平
方

㍍
で
工
期
は
七
月
八
日
か
ら
四
百
五
十
日
間

と
な
っ
て
お
り
、
来
年
十
月
ま
で
に
は
完
成

の
予
定
で
あ
る
。

　

総
工
費
百
六
十
四
万
八
千
㌦
。
一
日
の
処

理
能
力
は
二
千
六
百
万
ガ
ロ
ン
で
各
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
汚
物
は
下
水
道
管
を
通
っ
て

浄
化
場
内
の
グ
リ
ッ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー
に
は
い

り
、
そ
こ
で
小
さ
な
石
か
砂
を
分
け
、
つ
ぎ

に
セ
ッ
ト
リ
ン
グ
タ
ン
ク
（
沈
で
ん
槽
）
で

ゴ
ミ
と
汚
物
を
分
け
、
つ
ぎ
に
ダ
イ
ゼ
ッ
シ

ョ
ン
（
発
酵
槽
）
に
流
れ
、
熱
を
加
え
メ
タ

ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
こ
れ
を
抜
き
と
っ
て

　
　

ド
ラ
イ
ン
グ
ヘ
ッ
ト
（
乾
そ
う
）
に
移

し
、　
　

カ
ル
キ
で
消
毒
し
て
海
に
流
す
仕

組
み
で
あ
る
。
海
に
流
す
と
き
に
は
に
お
い

も
な
く
完
全
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
メ

タ
ン
ガ
ス
は
動
力
に
使
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

那
覇
市
臨
時
議
会
開
く
／
コ
ン

ポ
ス
ト
工
場
用
地
な
ど
視
察 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
６
・
８
・
４
〕

　

第
八
十
五
回
那
覇
市
臨
時
議
会
は
四
日
午

前
十
時
開
会
し
た
。
日
程
に
は
い
る
ま
え
に

古
堅
第
一
助
役
か
ら
新
し
い
部
長
、
課
長
が

ひ
と
り
ひ
と
り
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
日

程
に
は
い
り
、
会
期
を
四
、
五
、
六
の
三
日
間

と
定
め
、
た
だ
ち
に
当
局
か
ら
議
案
の
説
明

を
受
け
た
。
臨
時
議
会
の
お
も
な
議
題
は
若

松
市
場
併
存
住
宅
建
設
の
工
事
契
約
と
、
ご

み
処
理
場
（
コ
ン
ポ
ス
ト
工
場
）
の
建
設
用

地
な
ら
び
に
牧
志
公
設
市
場
建
設
用
地
の
取

得
お
よ
び
売
買
契
約
に
つ
い
て
な
ど
九
件
。

　

市
場
づ
き
ア
パ
ー
ト
は
十
五
万
七
千
二
百

㌦
で
城
間
組
（
城
間
長
幸
代
表
）
が
落
札
、ち

か
く
着
工
す
る
。
コ
ン
ポ
ス
ト
工
場
は
南
風

原
村
字
新
川
伊
武
志
川
原
六
五
一
の
一
帯
に

五
万
一
千
四
百
三
平
方
㍍
を
九
万
九
千
六
百

三
㌦
六
十
㌣
で
購
入
、
ま
た
牧
志
公
設
市
場

建
設
用
地
は
二
千
三
百
五
十
六
平
方
㍍
で
三

十
五
万
七
千
七
十
五
㌦
で
購
入
す
る
よ
う
仮

契
約
を
す
ま
せ
た
。

　

議
会
は
午
前
十
時
半
、
い
っ
た
ん
休
け
い

に
は
い
り
、
慶
佐
次
経
民
部
長
、
花
城
建
設

部
長
ら
の
案
内
で
全
議
員
が
南
風
原
村
の
コ

ン
ポ
ス
ト
工
場
建
設
用
地
と
牧
志
公
設
市
場

建
設
用
地
を
そ
れ
ぞ
れ
現
場
視
察
し
た
。

　

午
後
は
一
時
か
ら
本
会
議
を
再
開
、
各
議

案
に
つ
い
て
市
当
局
と
質
疑
を
行
な
う
。

臨
時
議
会
／
「
牧
志
公
設
市
場

を
可
決
／
市
政
ク
が
即
決
動

議
／
人
民
、
社
大
討
論
要
求

し
大
荒
れ 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
８
・
５
〕

　

第
八
十
五
回
那
覇
市
臨
時
議
会
は
四
日
午

後
一
時
か
ら
本
会
議
を
再
開
、
市
当
局
提
案

の
九
議
案
に
つ
い
て
質
疑
を
行
な
い
、
関
係

委
員
会
に
付
託
し
た
が
、
今
議
会
最
大
の
争

点
と
み
ら
れ
て
い
た
「
牧
志
公
設
市
場
建
設

用
地
の
取
得
及
び
売
買
契
約
」
の
二
議
案
は

与
党
の
市
政
ク
ラ
ブ
が
い
き
な
り
即
決
の
緊

急
動
議
を
連
発
、
質
疑
、
討
論
を
省
略
し
て

表
決
に
持
ち
込
み
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

同
売
買
契
約
議
案
は
出
席
議
員
の
三
分
の
二

以
上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
重
要
案
件
だ
が
、

こ
れ
を
質
疑
、
討
論
省
略
で
表
決
す
る
の
は

那
覇
市
議
会
史
上
異
例
の
こ
と
と
あ
っ
て
、

慎
重
審
議
を
主
張
す
る
人
民
、
社
大
両
党
議

員
が
討
論
を
要
求
し
て
大
荒
れ
。
傍
聴
席
か



四
四
八

一
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六
六
年
（
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和
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ら
も
「
数
の
暴
力
は
や
め
よ
」
と
ヤ
ジ
が
飛

ん
だ
が
、
午
後
一
時
四
十
五
分
つ
い
に
同
議

案
を
強
行
採
決
し
て
こ
の
日
の
日
程
を
終
わ

っ
た
。　
　
　

　

牧
志
公
設
市
場
建
設
用
地
の
取
得
議
案
に

つ
い
て
黒
潮
隆
氏
（
人
民
）
は
、「
本
土
各
都

市
を
回
っ
て
も
地
下
を
売
り
場
に
し
た
公
設

市
場
は
見
当
た
ら
な
い
。
設
計
を
変
更
し
て

大
衆
的
な
市
場
を
作
る
考
え
は
な
い
か
」
と

質
問
、
新
垣
助
役
は
「
変
更
の
意
思
は
全
然

な
い
」
と
答
弁
し
た
。
そ
の
直
後
、
仲
宗
根

昌
弘
氏
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
が
「
市
場
建
設
問

題
に
つ
い
て
さ
る
六
月
議
会
で
審
議
が
つ
く

さ
れ
た
。
質
疑
の
要
な
し
」
と
即
決
の
動
議

を
提
出
、
賛
成
十
五
、
反
対
六
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
。

　

市
場
用
地
取
得
議
案
を
強
行
採
決
さ
れ
た

野
党
側
は
、
つ
ぎ
に
続
く
特
別
議
決
の
用
地

契
約
議
案
で
追
及
す
る
か
ま
え
を
み
せ
た
が
、

金
城
重
正
氏
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
が
、
い
き
な

り
先
手
を
う
っ
て
、
ま
た
も
質
疑
、
討
論
省

略
の
動
議
を
提
出
、
「
討
論
さ
せ
ろ
」
と
迫

る
野
党
側
を
押
し
切
っ
て
表
決
に
持
ち
込
み
、

賛
成
十
七
、
反
対
六
の
多
数
で
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。

　

こ
の
や
り
方
に
怒
っ
た
社
大
党
も
金
城
吾

郎
、
仲
本
安
一
両
氏
は
表
決
の
あ
と
残
り
の

議
案
審
議
を
放
棄
し
て
退
場
、
人
民
は
「
議

運
委
を
開
い
て
議
会
運
営
ル
ー
ル
を
無
視
し

た
与
党
の
責
任
を
追
及
す
る
」
と
い
き
ま
い

た
。

　

本
会
議
終
了
後
、
人
民
、
社
大
の
議
員
団

は
高
良
議
長
と
会
い
、
同
問
題
に
た
い
す
る

議
長
の
見
解
を
求
め
た
が
、
高
良
議
長
は

「
ど
ん
な
議
案
で
あ
ろ
う
が
、
質
疑
を
つ
く

し
、
討
論
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
で
あ
り
、
今

回
の
処
置
は
好
ま
し
く
な
い
。
し
か
し
議
長

と
し
て
は
多
数
の
意
見
に
基
づ
い
て
議
事
運

営
を
行
な
う
以
外
に
方
法
が
な
く
、
や
む
を

得
な
か
っ
た
」
と
の
べ
た
。

　

論
議
の
要
な
い

　

金
城
重
正
氏
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
の
話　

牧

志
公
設
市
場
問
題
に
つ
い
て
は
三
年
以
上
も

前
か
ら
審
議
が
な
さ
れ
、
さ
る
六
月
議
会
で

賛
成
、
反
対
業
者
の
意
見
も
聞
い
て
じ
ゅ
う

ぶ
ん
審
議
を
つ
く
し
て
い
る
。
六
月
議
会
で

市
案
ど
お
り
市
場
を
建
設
す
べ
き
だ―

と
い

う
基
本
線
が
多
数
の
意
見
で
決
ま
り
、
用
地

の
購
入
起
債
案
も
可
決
さ
れ
た
。
こ
ん
ど
の

用
地
契
約
議
案
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
提
案
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ま
さ
ら
論
議
を
す
る

必
要
は
な
い
。
現
在
の
公
設
市
場
は
那
覇
市

保
健
所
か
ら
も
不
衛
生
だ
と
警
告
を
受
け
て

お
り
、
一
刻
も
猶
予
は
で
き
な
い
。

　

ル
ー
ル
に
反
す

　

黒
潮
隆
（
人
民
）
の
話　

三
年
前
か
ら
審

議
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
用
地
の
変
更
そ

の
他
で
事
態
は
変
化
し
て
き
て
い
る
。
と
く

に
こ
ん
ど
提
案
さ
れ
た
用
地
契
約
議
案
は
地

主
の
相
続
問
題
な
ど
で
法
的
に
も
疑
義
が
あ

る
。わ
た
し
は
公
用
と
し
て
本
土
に
出
張
、
各

都
市
の
公
設
市
場
の
現
状
を
み
て
き
て
、
委

員
会
に
も
報
告
し
て
再
検
討
を
求
め
る
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
特
別
議
決
を
要
す
る
重
要
案

件
を
質
疑
、
討
論
も
さ
せ
な
い
で
、
即
決
す

る
と
は
議
会
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
反
す
る
。

こ
の
よ
う
な
暴
挙
は
那
覇
市
議
会
史
上
初
め

て
で
あ
り
、
議
事
録
は
沖
縄
各
市
町
村
は
じ

め
本
土
各
都
市
に
も
送
ら
れ
て
い
る
し
、
市

議
会
の
恥
と
な
ろ
う
。

　

数
の
暴
力
だ

　

金
城
吾
郎
氏
（
社
大
）
の
話　

議
会
は
市

長
の
出
す
議
案
を
全
部
認
め
る
た
め
に
あ
る

の
で
は
な
い
。
も
し
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や

る
の
な
ら
、
議
会
は
不
要
で
あ
る
。
今
回
の

与
党
・
市
政
ク
ラ
ブ
の
や
り
方
は
議
会
の
原

則
、
ル
ー
ル
を
完
全
に
無
視
し
た
も
の
で
あ

り
、
も
は
や
い
う
こ
と
も
な
い
。
三
日
に
開

か
れ
た
議
運
委
で
は
一
週
間
の
会
期
を
要
求

し
た
が
、
市
政
ク
ラ
ブ
か
ら
じ
ゅ
う
ぶ
ん
質

疑
さ
せ
る
か
ら
と
の
条
件
で
三
日
案
を
の
ん

だ
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
重
要
な
同
議
案
を

即
決
し
た
の
で
は
、
残
り
の
日
程
は
何
を
審

議
す
る
の
か
。
こ
ん
ご
那
覇
市
の
議
会
運
営

が
こ
れ
を
契
機
に
ま
す
ま
す
数
の
暴
力
に
な

っ
て
い
く
の
で
は―
と
憂
慮
に
耐
え
な
い
。

断
水
問
題
で
追
及
／
那
覇
市
議

会
／
若
松
市
場
工
事
契
約
な

ど
採
決

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
６
・
８
・
６
〕

　

那
覇
市
議
会
は
、
六
日
午
前
十
時
五
分
か

ら
本
会
議
を
開
き
、
市
当
局
提
案
の
六
議
案

に
つ
い
て
委
員
会
の
審
査
報
告
の
あ
と
、
採

決
し
た
。　

　

こ
の
日
、
日
程
に
さ
き
だ
ち
仲
本
安
一
氏

（
社
大
）
が
、
「
質
疑
、
討
論
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

つ
く
し
て
か
ら
採
決
す
べ
き
で
あ
る
」
と
動

議
を
提
出
、
全
議
員
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

続
い
て
喜
舎
場
盛
一
氏
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

が
、
水
道
問
題
に
つ
い
て
緊
急
質
問
に
た
ち
、

水
源
地
の
水
質
検
査
と
断
水
問
題
に
つ
い
て

市
当
局
の
方
針
な
ど
を
た
だ
し
た
。

　

喜
舎
場
氏
は
①
赤
痢
患
者
が
那
覇
市
の
水

源
所
在
地
で
あ
る
嘉
手
納
村
に
発
生
し
て
い

る
が
水
源
地
の
水
質
検
査
は
完
全
か
②
謝
名
、

繁
多
川
、
宇
栄
原
な
ど
市
内
各
地
に
あ
る
簡

易
水
道
の
衛
生
管
理
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
や

っ
て
い
る
か
③
「
断
水
の
心
配
は
全
く
な

い
」
と
市
当
局
が
さ
る
六
月
議
会
で
答
弁
し

た
の
と
は
う
ら
は
ら
に
断
水
さ
わ
ぎ
が
起
こ

っ
て
い
る
。
人
災
か
天
災
か
。
ま
た
給
水
対

策
に
打
つ
手
は
な
い
か―

な
ど
質
問
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
玉
城
水
道
部
長
は
①
嘉
手

納
は
じ
め
各
水
源
地
は
継
続
的
に
水
質
検
査

を
実
施
、
原
水
は
泊
浄
水
場
で
完
璧
に
消
毒
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九
月

し
て
い
る
②
簡
易
水
道
の
水
質
検
査
は
週
一

回
実
施
し
、
カ
ル
キ
な
ど
で
衛
生
を
維
持
し

て
い
る
③
断
水
の
原
因
は
各
水
源
地
か
ら
予

定
ど
お
り
の
原
水
が
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、

水
道
公
社
の
上
間
貯
水
タ
ン
ク
の
工
事
が
遅

れ
た
た
め
で
あ
る
。
同
タ
ン
ク
は
予
定
で
は

さ
る
五
月
三
十
日
の
完
工
と
な
っ
て
い
た
が

十
一
月
以
降
に
の
び
、
応
急
処
置
と
し
て
パ

イ
プ
を
連
結
し
て
給
水
す
る
方
針
だ
が
、
こ

れ
も
制
圧
機
の
入
荷
が
お
く
れ
九
月
に
し
か

連
結
で
き
な
い
。
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と

を
お
わ
び
す
る―

と
答
弁
し
た
。

　

若
松
公
設
市
場
の
工
事
契
約
を
結
ぶ
議
案

な
ど
六
議
案
は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

移
転
促
進
委
を
設
置
／
那
覇
市

議
会
／
沖
縄
刑
務
所
問
題
促

進
で

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
８
・
７
〕

　

那
覇
市
議
会
は
六
日
、
臨
時
議
会
を
閉
会

し
た
あ
と
午
後
一
時
す
ぎ
か
ら
議
員
協
議
会

を
開
き
、
沖
縄
刑
務
所
移
転
促
進
委
員
会
設

置
問
題
と
議
員
の
ホ
ノ
ル
ル
訪
問
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
そ
の
結
果
、
琉
球
政
府
の
刑

務
所
移
転
計
画
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
市
議

会
内
に
促
進
委
員
会
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る―

と
し
て
各
派
の
意
見
が
ま
と
ま
り
、
同

日
正
式
に
発
足
し
た
。

　

同
促
進
委
員
会
は
地
域
関
係
議
員
五
人
、

都
市
計
画
委
員
会
所
属
議
員
四
人
、
議
会
運

営
委
員
会
所
属
議
員
の
計
十
人
で
構
成
さ
れ
、

近
く
第
一
回
委
員
会
を
開
き
、
具
体
的
な
計

画
推
進
方
法
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　

ま
た
宮
良
永
昌
氏
（
市
政
ク
）
提
案
の
姉

妹
都
市
ホ
ノ
ル
ル
市
訪
問
に
つ
い
て
、
宮
良

氏
か
ら
そ
の
目
的
、
方
法
な
ど
が
説
明
さ
れ

た
が
、「
具
体
性
に
欠
け
る
の
で
、
議
会
運
営

委
員
会
で
慎
重
に
審
議
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
議
運
委
に
付
託
さ
れ
た
。

若
狭
町
人
工
ビ
ー
チ
造
成
／
市

は
条
件
付
き
で
許
可
／
那
覇

市
議
会
経
民
委
／
地
元
の
反

対
陳
情
審
議 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
８
・
20
〕

　

那
覇
市
若
狭
町
で
計
画
が
進
ん
で
い
る

「
人
工
ビ
ー
チ
」
の
造
成
に
つ
い
て
、
那
覇
市

議
会
経
民
委
員
会
（
安
見
福
寿
委
員
長
）
は
、

十
九
日
午
後
二
時
か
ら
委
員
会
を
開

き
、
那
覇
市
若
狭
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
登
川
正

太
郎
会
長
）
か
ら
の
反
対
陳
情
を
審
議
し

た
。

　

こ
の
人
工
ビ
ー
チ
計
画
は
、
那
覇
市
の
大

和
会
館
経
営
者
上
原
〇
〇
さ
ん
が
琉
球
政
府

の
認
可
を
得
て
、
さ
る
六
月
か
ら
若
狭
海
岸

に
砂
を
投
入
、
工
事
を
開
始
し
て
い
る
が
、
地

元
若
狭
小
校
の
学
校
当
局
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
付
近

の
人
び
と
が
「
子
ど
も
の
学
習
が
妨
害
さ
れ
、

風
紀
が
乱
れ
る
」
と
反
対
し
て
物
議
を
か
も

し
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
は
、
嘉
手
納
都
計
課
長
、

玉
城
民
生
課
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ

を
聞
い
た
。
と
く
に
市
当
局
は
、
さ
る
六
二

年
に
上
原
さ
ん
が
琉
球
政
府
に
公
有
水
面
の

使
用
許
可
願
い
を
出
し
た
さ
い
、
西
銘
市
長

名
で
「
す
み
や
か
に
認
可
し
て
ほ
し
い
」
と

の
副
申
請
を
添
え
て
い
る
の
で
各
委
員
は
そ

の
理
由
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
、
嘉
手
納
都
計
課
長
ら
は

①
那
覇
市
に
は
整
備
さ
れ
た
海
水
浴
場
が
な

く
、
健
全
な
海
水
浴
場
の
建
設
は
必
要
で
あ

る
②
海
水
浴
場
内
に
施
設
を
す
る
さ
い
に
は

那
覇
市
の
認
可
を
受
け
る―

の
二
点
を
勘
案

し
て
副
申
請
書
を
出
し
た
と
の
べ
た
。

　

な
お
、
上
原
さ
ん
は
那
覇
市
に
た
い
し
若

狭
海
岸
ぞ
い
の
市
道
の
借
用
を
申
請
し
て
い

た
が
、
市
は
こ
の
ほ
ど
正
式
に
こ
れ
を
断
わ

っ
て
お
り
、
結
局
、
公
有
水
面
だ
け
を
利
用

し
て
の
海
水
浴
場
を
承
認
す
る
方
針
と
み
ら

れ
て
い
る
。

　

同
委
員
会
で
は
、
こ
ん
ご
上
原
さ
ん
と
反

対
者
の
若
狭
小
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
地
域
代
表

ら
の
意
見
を
聞
い
て
結
論
を
出
す
こ
と
に
し

て
い
る
。

十
日
ま
で
に
土
地
選
定
／
那
覇

市
議
会
運
営
委
員
会
／
高
校

新
設
問
題
で
質
疑 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
９
・
３
〕

　

那
覇
市
議
会
の
議
会
運
営
委
員
会
（
平
良

真
次
郎
委
員
長
）
は
二
日
午
後
三
時
す
ぎ
か

ら
新
設
高
校
敷
き
地
問
題
を
と
り
上
げ
た
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
に
は
、
阿
波
根
那
覇
教

育
長
、
喜
久
山
同
次
長
、
西
平
那
覇
教
育
委

員
長
、
伊
良
波
同
総
務
、
政
府
側
か
ら
笠
井

文
教
局
管
理
部
長
、
そ
れ
に
市
当
局
か
ら
当

間
財
政
部
長
が
出
席
し
た
。

　

委
員
会
は
、
ま
ず
高
良
議
長
が
「
来
年
四

月
開
校
に
間
に
合
わ
せ
て
急
い
で
い
る
こ
と

は
よ
く
わ
か
る
が
議
会
側
に
な
ん
の
事
前
調

整
も
な
く
、
ま
た
予
算
措
置
の
メ
ド
も
な
い

こ
と
は
実
に
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
設
置

問
題
に
か
ら
む
い
き
さ
つ
を
述
べ
た
あ
と
関

係
当
局
側
か
ら
事
情
説
明
を
聞
い
た
だ
け
で

結
論
は
出
ず
午
後
四
時
す
ぎ
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
な
か
で
、
笠
井
部
長
は
、
一
九
六
二

年
の
高
校
卒
は
全
琉
で
一
万
三
千
人
、
六
六

年
に
は
最
も
多
く
、
二
万
八
千
人
と
ピ
ー
ク

を
み
て
い
る
。
沖
縄
の
場
合
、
中
学
卒
が
ふ

え
る
だ
け
で
な
く
、
志
願
率
も
ふ
え
る
一

方
、
そ
の
点
内
地
と
違
い
む
ず
か
し
い
急
増

対
策
だ
と
思
う
。
高
校
新
設
問
題
で
土
地
購

入
費
は
全
額
政
府
が
も
つ
こ
と
が
当
然
で
あ

る
が
財
源
が
貧
し
い
の
で
地
元
市
町
村
の
協



四
五
〇

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
九
月

力
が
あ
れ
ば
設
置
す
る
と
い
っ
た
方
針
を
と

っ
て
い
る
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
同
部
長
は
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
）

の
質
問
に
答
え
て
「
政
府
が
何
年
次
で
買
い

上
げ
を
し
て
い
く
か
は
決
め
て
い
な
い
し
、

豊
見
城
高
は
三
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
那
覇

の
場
合
、
い
つ
に
す
る
か
ま
だ
だ
」
。
ま

た
、
黒
潮
議
員
（
人
民
）
の
関
連
質
問―

地

元
が
財
政
の
弱
さ
か
ら
断
わ
っ
た
ら
他
へ
設

置
す
る
か―

に
、
「
過
去
に
例
が
な
い
し
協

力
を
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
進
め
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　

阿
波
根
教
育
長
も
、
高
校
急
増
対
策
は
中

学
の
延
長
だ
と
考
え
て
お
り
、
こ
ん
ど
の
場

合
、
新
設
第
一
次
計
画
の
な
か
に
も
は
い
っ

て
い
た
こ
と
だ
し
、
九
月
十
日
を
メ
ド
に
土

地
選
定
を
急
ぎ
た
い
、
と
説
明
し
た
。

焦
点
は
高
校
敷
き
地
購
入
／
あ

す
か
ら
定
例
議
会
／
し
尿
、

ゴ
ミ
料
金
値
上
げ
も 
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第
八
十
六
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
二
十
四

日
開
会
す
る
。
今
議
会
に
は
市
当
局
か
ら
六

七
年
度
歳
入
歳
出
追
加
予
算
案
、
市
清
掃
条

例
の
一
部
改
正
に
よ
る
ご
み
、
し
尿
処
理
料

金
の
値
上
げ
案
、
保
育
所
設
置
お
よ
び
管
理

条
例
の
一
部
改
正
に
よ
る
保
育
料
金
の
値
上

げ
案
、
久
場
川
公
営
住
宅
建
設
用
地
取
得
案

な
ど
十
八
議
案
と
公
有
水
面
埋
め
立
て
免
許

申
請
に
か
ん
す
る
諮
問
事
項
一
件
が
上
程
さ

れ
て
い
る
。

　

今
議
会
の
焦
点
は
、
追
加
予
算
案
に
政
府

立
高
校
新
設
用
地
購
入
費
と
し
て
二
万
三
千

七
百
余
㌦
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
と
、
新
牧

志
公
設
市
場
用
地
周
辺
の
道
路
拡
張
用
地
購

入
費
、
し
尿
、
ご
み
料
金
の
値
上
げ
案
な

ど
。

　

と
く
に
新
設
高
校
用
地
を
市
が
購
入
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
「
財
政
法
違
反
で
あ
り
、
無

条
件
で
政
府
に
応
ず
る
の
は
許
せ
な
い
」
と

野
党
各
派
が
い
っ
せ
い
に
市
の
態
度
を
追
及

す
る
構
え
を
み
せ
て
お
り
、
与
野
党
の
最
大

の
争
点
と
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
高
校
用
地
問
題
に
つ
い
て
、
市
当
局

は
「
財
政
法
う
ん
ぬ
ん
よ
り
、
ま
ず
用
地
を
確

保
し
て
来
年
四
月
開
校
に
間
に
合
わ
す
の
が

先
決
で
あ
る
」
と
の
基
本
態
度
を
と
り
、
那

覇
区
教
育
委
員
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
す
で

に
那
覇
市
識
名
に
用
地
を
指
定
、
関
係
地
主

と
の
折
衝
を
進
め
て
お
り
、
二
十
六
日
に
開

か
れ
る
中
教
委
に
は
文
教
局
か
ら
認
可
申
請

が
出
さ
れ
る
予
想
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
琉
球
政
府
、
市
当
局
の
態
度

に
た
い
し
、
野
党
各
派
は
「
市
議
会
を
無
視

し
た
独
走
で
あ
り
、
文
教
局
代
表
を
議
会
に

呼
ん
で
筋
を
通
さ
せ
る
」
と
の
強
い
態
度
で

あ
る
。　

　

な
お
、
市
当
局
提
案
の
歳
入
歳
出
追
加
予

算
案
で
四
十
二
万
九
千
二
百
七
十
六
㌦
の
予

算
追
加
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
那
覇
市
の
六

七
年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
こ
れ
ま
で
の
九

百
四
十
三
万
八
千
六
百
三
十
八
㌦
か
ら
九
百

八
十
六
万
七
千
九
百
十
四
㌦
に
ふ
く
れ
上
が

っ
た
。

〝
都
計
法
は
無
効
〟
／
寄
宮
区 

画
整
理
事
業
／
初
回
公
判
開

く〔
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・
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那
覇
市
寄
宮
区
画
整
理
地
区
の
地
主
七
人

が
琉
球
政
府
行
政
主
席
を
相
手
に
訴
え
た

「
区
画
整
理
事
業
認
可
取
り
消
し
請
求
」
事

件
の
第
一
回
口
頭
弁
論
が
、
二
十
六
日
午
前

十
時
す
ぎ
か
ら
中
央
巡
裁
民
事
第
三
部
仲
本

裁
判
長
、
吉
野
、
沢
村
判
事
係
り
、
原
告
側

代
理
人
芳
沢
、
村
山
、
古
堅
、
深
沢
四
弁
護

士
、
被
告
側
前
蔵
訟
務
官
、
渡
久
地
都
計
課

長
、
井
上
土
木
調
査
官
ら
立
ち
会
い
で
開
か

れ
た
。
法
廷
に
は
区
画
整
理
事
業
地
区
の
地

主
約
五
十
人
が
つ
め
か
け
審
理
の
も
よ
う
を

見
守
っ
た
。

　

こ
の
事
件
は
、
那
覇
市
当
局
が
同
市
字
寄

宮
洗
田
原
、
字
国
場
後
原
、
長
田
原
、
字
上

間
底
田
原
の
各
一
部
四
万
三
千
九
百
坪
を
対

象
に
区
画
整
理
事
業
を
施
行
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
に
対
し
、
地
主
が
反
対
し
て
い
る
も

の
で
、
市
当
局
は
さ
る
六
月
三
十
日
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
を
い
れ
て
強
行
着
工
し
よ
う
と
し
た

が
、
地
主
側
は
同
区
画
整
理
事
業
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
行
政
主
席
の
那
覇
市
に

対
す
る
区
画
整
理
事
業
認
可
（
設
計
変
更
の

認
可
）
の
効
力
停
止
を
求
め
る
仮
処
分
を
中

央
巡
裁
に
申
請
し
て
み
と
め
ら
れ
、
工
事
は

停
止
さ
れ
た
。
地
主
側
は
仮
処
分
申
請
に
つ

い
で
、
本
訴
に
よ
っ
て
行
政
主
席
の
区
画
整

理
事
業
認
可
の
効
力
を
争
お
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

請
求
原
因
と
し
て
地
主
側
は
①
大
多
数
の

地
主
は
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
農
耕
地
の
宅

地
転
用
に
反
対
し
て
お
り
、
こ
れ
を
無
視
し

て
市
当
局
が
宅
地
転
用
を
強
制
す
る
こ
と
は
、

大
統
領
行
政
命
令
十
二
節
に
よ
っ
て
沖
縄
で

の
適
用
あ
り
と
さ
れ
て
い
る
日
本
国
憲
法
二

十
九
条
の
財
産
権
保
障
の
規
定
に
反
し
、
財

産
権
の
重
大
な
侵
害
で
あ
る
②
こ
れ
ら
の
点

か
ら
考
え
て
都
計
法
も
地
主
の
権
利
保
障
に

欠
け
る
無
効
な
法
令
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
本
件
区
画
整
理
事
業
を
認
可
し
た
行
政
主

席
の
行
為
も
ま
た
違
法
で
あ
る―

と
主
張
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
被
告
琉
球
政
府
側
は
初
回

公
判
で
答
弁
書
を
提
出
「
都
計
事
業
の
目
的

は
公
共
の
福
祉
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
こ

れ
を
施
行
す
る
に
当
た
っ
て
住
民
の
権
利
を

あ
る
て
い
ど
制
限
す
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
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十
月

い
こ
と
で
、
憲
法
も
容
認
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
本
件
の
区
画
整
理
事
業
は
地
主

の
権
利
を
う
ば
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

耕
地
を
宅
地
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
土
地
の

価
値
は
高
ま
る
。
施
行
の
さ
い
地
主
に
損
失

が
生
ず
れ
ば
補
償
も
す
る
。
所
有
権
に
対
す

る
重
大
な
侵
害
と
は
い
え
な
い
」
と
の
べ

た
。

　

次
回
は
十
月
三
十
一
日
に
開
か
れ
る
が
、

事
件
は
都
計
法
そ
の
も
の
の
無
効
性
を
争
う

も
の
で
あ
り
、
こ
ん
ご
の
原
告
、
被
告
の
主

張
が
注
目
さ
れ
る
。

高
校
敷
地
／
買
い
上
げ
で
論
議

／
那
覇
市
会
本
会
議
／
当
局

を
追
及
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那
覇
市
議
会
（
定
例
は
二
十
六
日
、
二
日

目
を
む
か
え
、
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開

き
、
当
局
提
案
の
議
案
に
対
し
て
質
疑
応
答

が
行
な
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
本
会
議
は
、
新
設
高
校
敷
地
買

い
上
げ
問
題
が
論
争
の
中
心
と
予
想
さ
れ
た

が
、
そ
れ
も
な
く
、
全
般
に
低
調
に
終
わ
っ

た
。

　

新
設
高
校
問
題
で
は
、
赤
嶺
（
市
政
ク
）
、

儀
間
（
人
民
）
、
大
山
（
新
風
）
の
各
議
員
が

質
問
、
そ
の
な
か
で
「
手
続
き
上
ま
ず
い
の

で
は
な
い
か
」
＝
赤
嶺
議
員
、「
地
方
自
治
体

と
し
て
問
題
だ
」
＝
儀
間
議
員
、
「
市
に
は

な
ん
ら
利
益
も
な
く
、
単
に
後
払
い
方
法
で

は
な
い
か
」
＝
（
大
山
議
員
）
な
ど
の
質
問

が
出
さ
れ
た
。
主
な
や
り
と
り
は
次
の
と
お

り
。

　

黒
潮
議
員
（
人
民
）　

那
覇
市
職
員
退
職
手

当
支
給
条
例
の
一
部
改
正
で
は
こ
れ
ま
で
実

例
が
あ
る
の
か
、
市
長
の
退
職
金
増
額
を
ね

ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が―

。

　

城
田
公
室
長　

こ
れ
ま
で
実
例
は
な
い
。

一
般
職
、
特
別
職
も
計
算
方
法
は
同
じ
で
あ

り
、
と
く
に
特
別
職
を
対
象
に
し
た
も
の
で

は
な
い
。

　

黒
潮
議
員　

一
般
家
庭
の
ゴ
ミ
の
処
理
手

数
料
は
二
十
五
㌣―

三
十
㌣
に
す
る
こ
と
だ

が
、
先
の
行
政
視
察
で
大
阪
の
例
を
み
た
場

合
、
三
十
円
で
や
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
二

十
五
㌣
で
も
高
い
こ
と
に
な
る
。
値
上
げ
を

し
な
い
で
業
者
と
の
差
額
を
市
が
補
っ
て
行

く
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

赤
嶺
議
員
（
新
風
）　

予
算
の
歳
出
面
で
い

う
財
政
費
、
施
設
費
の
二
万
七
千
五
百
三
十

㌦
は
、
新
設
高
校
敷
地
用
地
の
買
収
と
思
う

が
間
違
い
な
い
か
。

　

当
間
財
政
部
長　

そ
の
と
お
り
。

　

新
里
総
務
部
長　

現
在
、
土
地
は
交
渉
中

で
あ
る
。
取
得
議
案
、
契
約
議
案
は
臨
時
議

会
を
開
い
て
提
出
す
る
が
、
土
地
は
市
が
取

得
し
て
中
央
教
育
委
員
会
に
無
償
で
貸
す
方

法
を
と
る
。

　

儀
間
議
員　

政
府
立
高
校
を
つ
く
る
の
に

市
が
土
地
を
購
入
し
、
中
央
教
育
委
員
会
に

無
料
で
貸
す
と
い
う
こ
と
は
な
ぜ
か
。
地
方

自
治
体
か
ら
も
問
題
で
は
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

ど
う
し
て
も
那
覇
市
に
高
校

を
誘
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
は
予

算
が
な
い
し
、
市
が
こ
れ
に
協
力
す
る
立
場

に
あ
る
。

　

大
山
議
員
（
新
風
会
）　

高
校
敷
地
問
題
で

用
地
を
市
が
買
収
し
て
政
府
に
無
償
で
貸
し

つ
け
る
と
い
う
が
、
地
方
財
政
法
で
は
ど
う

な
る
の
か
。
無
償
で
貸
し
つ
け
る
場
合
、
市

は
な
ん
ら
利
益
は
な
い
。

　

総
務
部
長　

今
年
は
無
償
で
、
来
年
か
ら

は
予
算
が
あ
れ
ば
買
い
上
げ
に
な
る
と
思
う
。

　

儀
間
議
員　

沖
縄
護
国
神
社
復
興
期
成
会

に
対
し
て
建
設
補
助
金
を
出
し
て
い
る
目
的

は
な
に
か
。

　

慶
佐
次
経
民
部
長　

こ
う
し
た
建
設
に
は

本
土
各
県
も
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
五
十

万
遺
族
の
念
願
と
社
会
福
祉
の
意
味
か
ら
も

関
係
方
面
か
ら
多
く
要
請
が
あ
っ
た
。

　

友
利
議
員
（
公
明
）　

護
国
神
社
建
設
の
交

付
は
負
担
金
か
補
助
金
か
。

　

経
民
部
長　

負
担
金
だ
。

　

友
利
議
員　

神
社
と
い
う
以
上
、
宗
教
団

体
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
市
町
村
自
治

法
に
も
そ
む
く
こ
と
に
な
り
（
市
町
村
自
治

法
百
六
十
二
条
＝
宗
教
上
の
組
織
、
団
体
の

便
益
、
公
の
支
配
に
属
し
、
慈
善
、
教
育
、
博

愛
、
事
業
に
対
し
て
公
金
を
支
出
し
て
は
な

ら
な
い
）
再
検
討
す
る
必
要
は
な
い
か
。

　

経
民
部
長　

検
討
し
た
結
果
だ
。

（
午
前
十
一
時
四
十
分
閉
会
）

　

な
お
、
同
議
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
審

査
の
た
め
、
二
十
七
日
か
ら
六
日
間
、
委
員

会
活
動
に
は
い
る
。

高
校
用
地
費
な
ど
可
決
／
那
覇

市
議
会
／
陳
情
案
件
16
件
も

処
理
／
67
年
度
歳
入
歳
出
追

加
予
算
案 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
10
・
４
〕

　

那
覇
市
議
会
は
三
日
午
前
十
時
か
ら
本
会

議
を
開
き
、
新
設
高
校
用
地
購
入
費
を
含
む

六
七
年
度
市
歳
入
歳
出
追
加
予
算
案
な
ど
市

当
局
提
案
の
議
案
十
八
件
、
諮
問
事
項
一
件

を
原
案
ど
お
り
決
定
、
陳
情
案
件
十
六
件
を

処
理
し
て
全
日
程
を
終
了
、
午
後
六
時
二
十

分
閉
会
し
た
。
こ
れ
で
自
治
法
と
の
関
連
で

物
議
を
か
も
し
た
新
設
高
校
用
地
購
入
問
題

も
解
決
、
計
四
万
一
千
四
百
七
十
五
㌦
の
市

予
算
で
用
地
面
積
の
約
半
分
に
当
た
る
約
二

万
平
方
㍍
を
市
が
購
入
し
た
り
、
借
地
し
て

政
府
に
貸
し
付
け
、
来
年
四
月
開
校
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
日
の
本
会
議
で
は
六
七
年
度
市
歳
入



四
五
二

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
十
月

歳
出
追
加
予
算
案
の
中
に
計
上
さ
れ
た
沖
縄

県
護
国
神
社
復
興
期
成
会
に
た
い
す
る
負
担

金
交
付
案
件
、
新
設
高
校
用
地
購
入
案
件
に

論
議
が
集
中
、
公
明
会
か
ら
修
正
案
が
出
さ

れ
る
な
ど
大
荒
れ
し
た
。

　

沖
縄
県
護
国
神
社
復
興
期
成
会
に
千
九
百

㌦
の
負
担
金
を
支
出
す
る
こ
と
に
た
い
し
、

椿
秀
義
氏
（
公
明
会
）
は
、「
一
宗
教
団
体
に

公
金
を
支
出
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
自
治
法

に
抵
触
し
、
信
教
の
自
由
の
否
定
で
あ
る
」と

し
て
、
同
負
担
金
を
道
路
補
修
費
に
繰
り
入

れ
る
修
正
案
を
提
出
、
友
利
栄
吉
氏
、
大
浜

長
弘
氏
（
公
明
会
）
黒
潮
隆
氏
（
人
民
）
が

そ
れ
ぞ
れ
賛
成
討
論
、
喜
久
山
朝
重
氏
、
金

城
重
正
氏
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
が
反
対
討
論
を

行
な
い
、
表
決
の
結
果
賛
成
九
、
反
対
十
六

で
同
修
正
案
を
否
決
、
六
七
年
追
加
予
算
案

は
賛
成
十
六
、
反
対
九
で
原
案
ど
お
り
決
定

し
た
。

区
域
の
変
更
認
め
る
／
奥
武
山

公
園
計
画
／
政
府
案
通
り
答

申
／
都
計
審 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
10
・
５
〕

　

四
日
午
後
二
時
か
ら
行
政
府
第
二
庁
舎
会

議
室
で
開
か
れ
た
、
都
市
計
画
審
議
会
（
石

垣
賢
忠
会
長
）
は
那
覇
市
都
市
計
画
奥
武
山

公
園
の
区
域
変
更
を
審
議
し
、
政
府
案
ど
お

り
答
申
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

奥
武
山
公
園
は
、
変
更
前
二
十
四
万
五
千

平
方
㍍
だ
っ
た
が
、
変
更
が
決
ま
り
、
二
十

五
万
六
千
八
百
五
十
平
方
㍍
と
な
る
。
変
更

決
定
の
公
園
内
の
一
部
に
那
覇
市
の
商
業
指

定
地
域
が
あ
り
、
同
地
域
は
那
覇
市
の
議
会

の
承
認
が
必
要
な
た
め
、
区
域
変
更
決
定
案

面
積
は
二
十
五
万
五
千
百
十
平
方
㍍
と
し
て

答
申
す
る
。

　

奥
武
山
公
園
用
地
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
一

部
私
有
地
は
、
買
収
に
膨
大
な
予
算
を
必
要

と
す
る
た
め
解
除
さ
れ
、
新
た
に
埋
め
立
て

地
を
確
保
し
て
拡
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
さ
き
の
審
議
会
で
も
問
題
に
な
り
継

続
審
議
事
項
と
さ
れ
て
い
た
が
、
採
決
に
も

ち
こ
み
結
局
学
識
経
験
者
だ
け
が
地
域
変
更

に
反
対
し
、
か
ろ
う
じ
て
多
数
決
で
決
定
し

た
。

　

こ
れ
で
奥
武
山
公
園
は
、
沖
縄
の
運
動
公

園
と
し
て
総
合
施
設
を
整
備
す
る
。
運
動
施

設
の
設
置
は
現
在
、
野
球
場
、
陸
上
競
技

場
、
庭
球
場
、
水
泳
プ
ー
ル
が
あ
る
。
そ
の

ほ
か
に
埋
め
立
て
地
に
補
助
グ
ラ
ウ
ン
ド
八

千
二
百
五
十
平
方
㍍
、
体
育
館
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
場
、
球
技
場
、
弓
道
場
、
飛
び
込
み
練

習
プ
ー
ル
な
ど
を
設
置
す
る
。

ゴ
ミ
処
理
場
の
起
工
式
／
南
風

原
村
字
新
川
で 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
10
・
６
〕

　

那
覇
市
が
建
設
計
画
し
て
い
る
ゴ
ミ
処
理

場
（
コ
ン
ポ
ス
ト
工
場
）
は
、
来
年
二
月
ま

で
に
完
成
を
予
定
し
て
い
る
が
、
四
日
午
後

四
時
す
ぎ
、
そ
の
土
地
造
成
の
た
め
の
起
工

式
が
南
風
原
村
字
新
川
伊
武
志
川
原
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
日
の
起
工
式
に
は
、
西
銘
市
長
、
古
堅

第
一
助
役
を
は
じ
め
各
部
長
、
市
議
員
ら
関

係
者
お
よ
そ
三
十
人
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ

た
。
市
は
、
ゴ
ミ
処
理
現
場
の
た
め
の
建
設

用
地
五
万
千
四
百
平
方
㍍
を
す
で
に
九
万
九

千
六
百
㌦
余
り
で
購
入
し
て
お
り
、
あ
と
は

着
工
を
ま
つ
ば
か
り
だ
が
、
そ
の
機
械
も
近

く
発
注
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
ゴ
ミ
処
理
場
が
で
き
あ
が
る
と
、
一
日
お

よ
そ
五
十
㌧
（
大
型
ト
ラ
ッ
ク
約
二
十
五
台

分
）
の
ゴ
ミ
処
理
の
能
力
を
も
つ
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。

異
議
制
度
を
明
確
に
／
寄
宮
区

画
整
理
問
題
／
那
覇
市
長
、

主
席
に
要
請 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
10
・
14
〕

　

那
覇
市
の
西
銘
順
治
市
長
は
、
松
岡
主
席

に
対
し
「
市
行
政
の
運
営
を
円
滑
に
す
る
た

め
、
法
律
の
改
正
と
制
定
」
の
た
め
の
立
法

要
請
書
を
十
三
日
、
提
出
し
た
。
行
政
執
行

関
係
法
の
な
か
で
、
法
的
根
拠
が
薄
い
も
の

が
あ
り
、
満
足
な
事
業
運
営
が
ゆ
か
な
い
た

め
こ
れ
ら
の
関
係
法
を
改
正
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
。
と
く
に
寄
宮
地
区
の
区
画
整

理
事
業
に
関
連
し
て
行
政
事
件
特
例
法
の
改

正
を
あ
げ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　

那
覇
市
は
、
寄
宮
地
区
の
区
画
整
理
事
業

に
着
手
し
た
際
、
地
主
の
反
対
を
う
け
、
裁

判
所
の
執
行
停
止
命
令
で
事
業
は
ス
ト
ッ
プ

し
た
。

　

こ
の
執
行
停
止
命
令
に
対
す
る
当
局
側
の

対
抗
手
段
と
し
て
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
第

十
条
は
「
裁
判
所
の
執
行
命
令
に
対
し
て
行

政
主
席
が
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
意
味
の
規
定
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
、
た
と
え
ば
執
行
停
止
後
の
異
議

が
認
め
ら
れ
る
ど
う
か
な
ど
の
解
釈
が
あ
い

ま
い
で
、
裁
判
所
の
決
定
に
対
す
る
主
席
異

議
を
認
め
る
制
度
上
の
趣
旨
が
生
か
さ
れ
な

い
の
で
、
こ
れ
を
改
正
し
、
本
土
の
行
政
訴

訟
法
と
同
じ
く
行
政
機
関
か
ら
の
異
議
の
制

度
を
明
確
に
し
、
裁
判
所
の
決
定
後
に
お
い

て
も
異
議
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
そ
の
効
果
を
強
力
に
す
べ
き
だ

と
い
う
も
の
。

　

こ
の
ほ
か
▽
墓
地
を
住
宅
地
と
の
混
在
を

現
状
よ
り
も
強
く
規
制
す
る
た
め
の
「
墓
地
・

埋
葬
に
関
す
る
立
法
」
改
正
▽
沖
縄
学
校
安



四
五
三

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
十
一
ー
十
二
月

全
会
法
の
改
正
の
ほ
か
、
新
し
く
立
法
制
定

す
べ
き
も
の
と
し
て
①
都
市
公
園
法
②
不
良

住
宅
街
改
正
法
③
集
団
宅
地
造
成
法
④
公
共

用
水
域
の
水
質
の
保
全
と
工
場
排
水
の
規
制

⑤
ば
い
煙
の
排
出
の
規
制
⑥
広
告
物
法
⑦
駐

車
場
法
⑧
住
居
表
示
⑨
下
水
道
法
⑩
工
業
標

準
化
法
⑪
河
川
法
⑫
観
光
基
本
法
⑬
中
小
企

業
団
体
の
組
織
⑭
中
小
企
業
近
代
化
資
金
助

成
法
⑮
中
小
企
業
金
融
公
庫
法
⑯
青
少
年
健

全
育
成
協
議
会
設
置
法
⑰
地
公
法
な
ど
を
要

請
し
て
い
る
。

高
校
敷
地
な
ど
視
察
／
那
覇
市

会
け
さ
開
会 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
６
・
11
・
10
〕

　

来
年
四
月
、
開
校
す
る
真
和
志
高
校
（
新
屋

敷
文
太
郎
校
長
）
敷
き
地
の
売
買
契
約
、
ま

た
ゴ
ミ
処
理
場
の
設
置
問
題
を
審
議
す
る
第

八
十
七
回
臨
時
那
覇
市
議
会
は
、
十
日
午
前

十
時
か
ら
開
会
し
た
。
西
銘
市
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
上
程
議
案
に
対
す
る
当
局

側
の
説
明
で
い
っ
た
ん
休
会
、
そ
の
間
、
わ

ず
か
十
五
分
間
。
そ
の
後
、
午
前
中
に
新
設

高
校
の
敷
き
地
と
な
る
真
地
上
原
二
三
六
先

と
南
風
原
村
字
新
川
伊
武
志
原
六
四
一
先
の

ゴ
ミ
処
理
場
を
二
十
人
の
議
員
が
現
場
視
察

し
た
。
小
雨
の
中
を
議
員
た
ち
は
原
野
を
見

な
が
ら
「
こ
こ
に
高
校
が
で
き
る
と
道
は
ど

こ
へ
出
る
の
か
」
な
ど
と
熱
心
に
質
問
を
し

て
い
た
。

　

議
会
は
午
後
一
時
か
ら
再
開
さ
れ
、
質
疑
、

討
論
、
表
決
に
移
っ
て
会
期
の
一
日
を
終
わ

る
。〝

職
員
の
質
が
低
下
〟
／
那
覇
市

議
会
／
野
党
、
西
銘
市
長
を

追
及

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
６
・
12
・
12
〕

　

那
覇
市
の
定
例
議
会
は
十
二
日
午
前
十
時

か
ら
本
会
議
を
開
き
、
一
般
質
問
に
は
い
っ

た
。
ま
ず
喜
舎
場
盛
一
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
儀

間
真
祥
（
人
民
）
瀬
長
フ
ミ
（
人
民
）
黒
潮

隆
（
人
民
）
の
各
氏
が
、
予
算
執
行
状
況
と
、

さ
き
に
那
覇
市
役
所
庁
舎
内
で
起
き
た
「
暴

力
職
員
事
件
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

と
く
に
黒
潮
議
員
が
職
員
暴
力
事
件
に
関

連
し
て
、
市
職
員
の
質
の
低
下
を
追
及
「
こ

れ
は
西
銘
市
政
の
不
正
な
暗
黒
人
事
が
原
因

で
あ
る
」
と
激
し
く
つ
め
よ
っ
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
西
銘
市
長
は
「
事
件
が
起

き
た
こ
と
は
遺
憾
に
思
う
、
懲
罰
委
員
会
を

開
き
事
件
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
て
事
件
を

起
し
た
職
員
の
処
置
を
決
め
た
い
。
し
か
し

今
後
こ
う
い
う
事
件
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
保

障
せ
よ
と
い
う
の
は
無
理
な
注
文
だ
」
と
答

え
た
。

　

さ
ら
に
黒
潮
議
員
は
「
無
責
任
な
発
言

だ
。
第
二
組
合
員
に
よ
る
第
一
組
合
員
へ
の

一
連
の
い
や
が
ら
せ
や
暴
力
ざ
た
は
西
銘
市

政
の
不
正
人
事
が
原
因
で
あ
り
、
こ
れ
を
改

善
す
る
こ
と
が
根
本
的
な
問
題
だ
。
こ
ん
ご

人
事
問
題
に
ど
う
対
処
す
る
か
」と
迫
り
、
西

銘
市
長
は
「
情
実
人
事
は
否
定
で
き
な
い
が
、

地
方
公
務
員
の
身
分
制
度
が
ま
だ
確
立
さ
れ

て
な
い
現
状
か
ら
い
た
し
か
た
な
い
ケ
ー
ス

も
た
ぶ
ん
に
あ
る
」
と
の
べ
た
。

那
覇
市
役
所
で
ま
た
汚
職
職
員

／
税
金
八
百
余
㌦
を
着
服
／

市
議
会
／
野
党
側
が
追
及
、

荒
れ
る

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
12
・
13
〕

　

那
覇
市
定
例
議
会
は
、
十
二
日
午
前
十
時

か
ら
本
会
議
を
開
き
一
般
質
問
に
は
い
り
、

野
党
側
が
「
暴
力
職
員
事
件
」
を
中
心
に
当

局
の
不
正
人
事
と
、
職
員
の
汚
職
事
件
を
と

り
あ
げ
て
西
銘
市
長
を
追
及
、
荒
れ
た
。

　

こ
の
日
、
最
後
に
質
問
に
立
っ
た
黒
潮
隆

議
員
（
人
民
）
は
、
徴
収
し
た
税
金
八
百
余

㌦
を
着
服
し
た
徴
税
課
職
員
の
汚
職
事
件
を

明
る
み
に
だ
し
、
そ
の
職
員
の
処
置
に
つ
い

て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
西
銘
市
長
は
「
汚
職

吏
員
に
つ
い
て
は
す
で
に
懲
罰
委
員
会
で
懲

戒
免
職
が
決
定
し
て
お
り
、
わ
た
し
も
懲
罰

を
認
め
る
」
と
答
え
た
。

　

那
覇
市
役
所
で
は
、
さ
る
四
月
に
も
消
防

隊
員
が
約
七
百
㌦
の
公
金
を
着
服
し
た
汚
職

事
件
が
あ
り
、
こ
れ
は
同
隊
員
の
父
が
弁
済
、

依
願
退
職
の
形
で
処
分
し
た
。

　

市
当
局
の
調
べ
に
よ
る
と
、
こ
ん
ど
の
汚

職
吏
員
は
那
覇
市
繁
多
川
、
徴
税
係
Ａ
（
四

八
）
で
、
さ
る
三
月
某
市
役
所
課
長
の
推
薦

で
就
職
、
七
月
ま
で
真
和
志
支
所
徴
税
課
滞

納
整
理
係
に
属
し
各
家
庭
を
巡
回
し
て
税
金

を
と
り
た
て
て
い
た
が
、
さ
る
八
月
一
日
に

市
役
所
機
構
改
革
で
滞
納
整
理
係
は
本
庁
に

移
管
さ
れ
た
。
さ
る
九
月
初
旬
、
徴
税
課
長

が
真
和
志
支
所
の
事
務
視
察
を
し
た
際
、
Ａ

が
事
務
引
き
継
ぎ
を
し
て
い
な
い
の
を
発
見

し
た
。

　

Ａ
は
病
欠
し
た
あ
と
同
月
二
十
一
日
か
ら

出
勤
し
た
が
、
毎
日
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
徴
税
日
報
を
提
出
せ
ず
、
十
月
三
十
日
同

課
長
が
強
制
的
に
徴
税
日
報
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で

の
間
に
、
八
件
に
わ
た
り
徴
収
し
た
税
金
三

十
九
㌦
七
㌣
を
着
服
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
真
和
志
支
所
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
同
支

所
で
も
約
八
百
㌦
を
着
服
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

税
金
を
徴
収
す
る
と
き
は
、
領
収
証
を
納

税
者
に
渡
し
、
徴
収
し
た
税
金
は
通
知
書
を

添
え
て
収
入
役
に
納
め
、
領
収
控
え
を
決
済

に
回
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
Ａ
は
領
収

証
を
納
税
者
に
渡
し
て
通
知
書
、
領
収
控
え

を
そ
の
ま
ま
に
ぎ
り
つ
ぶ
し
て
い
た
も
の
。



四
五
四

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
十
二
月

　

渡
久
地
同
市
人
事
課
長
の
話
に
よ
る
と
、

さ
る
七
、
八
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
開
か
れ

た
懲
罰
委
員
会
で
懲
戒
免
職
と
決
ま
っ
た
が
、

ま
だ
正
式
な
退
職
辞
令
は
出
て
い
な
い
と
い

う
。安

謝
に
舟
着
き
場
作
る
／
那
覇

市
議
会
／
水
面
埋
め
立
て
で

追
及

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
６
・
12
・
13
〕

　

那
覇
市
定
例
議
会
は
、
十
三
日
午
前
十
時

か
ら
本
会
議
を
開
き
当
局
提
出
の
議
案
に
た

い
す
る
質
疑
に
は
い
っ
た
。
当
局
は
さ
る
三

日
に
業
者
と
仮
契
約
を
す
ま
せ
た
第
三
次
泊

―

安
謝
間
公
有
水
面
埋
め
立
て
工
事
案
件
の

即
決
審
議
を
求
め
、
儀
間
真
祥
氏
（
人
民
）

が
、
同
埋
め
立
て
工
事
に
よ
っ
て
安
謝
区
漁

民
が
失
う
舟
溜
り
問
題
を
た
だ
し
、
当
局
は

「
安
謝
橋
南
岸
に
近
代
的
な
舟
着
き
場
を
作

る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
」
と
答
弁
、
こ
の

あ
と
可
決
。

　

第
三
次
埋
め
立
て
工
事
は
一
工
区
か
ら
四

工
区
に
わ
か
れ
、
面
積
十
万
五
千
五
百
三
十

五
平
方
㍍
、
総
工
費
九
十
三
万
八
千
六
百
七

十
㌦
。
計
画
で
は
一
日
平
均
延
べ
ト
ラ
ッ
ク

二
千
台
分
の
土
砂
を
投
入
す
る
突
貫
工
事
で

来
年
五
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
に
完
成
の
予
定
。

　

同
工
事
は
六
五
年
か
ら
始
ま
り
、
第
一
次
、

第
二
次
計
画
は
す
で
に
終
わ
っ
て
い
る
が
、

計
画
に
よ
る
と
工
事
は
七
次
に
わ
か
れ
、
総

面
積
百
十
六
万
四
千
二
百
四
十
八
平
方
㍍
を

埋
め
立
て
、
学
校
、
公
園
、
遊
園
地
、
工
場
、

商
業
地
帯
、
住
宅
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な

ど
を
含
め
た
近
代
港
湾
都
市
建
設
を
予
定
し

て
い
る
。

那
覇
市
／
久
茂
地
横
断
橋
は
失

敗
／
建
設
委
が
市
当
局
を
追

及〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
12
・
17
〕

　

那
覇
市
久
茂
地
町
沖
縄
タ
イ
ム
ス
前
一
号

線
に
架
設
さ
れ
た
歩
道
専
用
の
「
道
路
横
断

橋
」
は
設
計
の
ま
ず
さ
か
ら
、
市
民
の
う
け

が
悪
い
と
い
う
。
十
六
日
の
那
覇
市
議
会
建

設
委
員
会
（
比
嘉
佑
直
委
員
長
）
で
も
市
当

局
は
、
委
員
会
の
決
定
を
無
視
し
た
と
し
て

追
及
を
う
け
た
。

　

こ
の
日
の
建
設
委
員
会
は
来
年
二
月
、
泊

交
差
点
に
第
二
の
「
横
断
橋
」
を
つ
く
る
計

画
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
た
ま
た
ま
十
五
日

午
後
一
時
半
か
ら
開
か
れ
た
首
都
圏
整
備
委

員
会
（
松
岡
主
席
の
諮
問
機
関
）
に
、
平
良

真
次
郎
、
平
良
亀
助
、
金
城
吾
郎
の
三
市
議

が
出
席
、
こ
こ
で
「
久
茂
地
の
横
断
橋
は
失

敗
だ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
た
め
十
六

日
の
建
設
委
員
会
は
こ
の
問
題
に
集
中
し
た
。

　

久
茂
地
横
断
橋
を
つ
く
る
際
、
同
委
員
会

は
三
月
の
委
員
会
で
、
Ｈ
型
に
す
る
こ
と
を

決
め
、
市
当
局
も
了
承
し
た
。
し
か
し
、
で

き
上
が
り
は
、
委
員
会
が
承
認
し
た
設
計
と

全
く
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

平
良
亀
助
市
議
は
「
設
計
を
変
更
し
た
こ

と
は
単
に
予
算
面
の
こ
と
で
は
な
く
、
技
術

者
の
妙
な
根
性
か
ら
き
た
も
の
だ
。
そ
の
た

め
お
お
く
の
市
民
が
迷
惑
し
て
い
る
。
首
都

圏
整
備
委
員
会
で
も
恥
ず
か
し
く
て
言
い
わ

け
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
憤
慨
し
て
い
た
。

　

い
ま
で
き
上
が
っ
て
い
る
久
茂
地
の
横
断

橋
は
商
工
会
議
所
側
か
ら
は
便
利
だ
が
、
タ

イ
ム
ス
側
か
ら
は
道
路
を
横
切
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
市
民
の
苦
情
を
か
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
垣
同
市
助
役
は
「
橋
ゲ

タ
を
タ
イ
ム
ス
側
の
歩
道
に
も
っ
て
く
る

こ
と
は
検
討
し
て
い
る
が
、
い
ま
の
陸
橋
と

の
接
続
点
が
問
題
に
な
る―

」
と
答
え
て
い

る
。

　

一
方
、
泊
交
差
点
に
設
け
る
横
断
橋
は
、も

め
続
け
て
い
る
寄
宮
の
区
画
整
理
事
業
費
の

分
、
一
万
三
千
七
百
㌦
を
追
加
し
、
計
二
万

二
千
五
百
二
十
四
㌦
の
工
費
と
な
っ
て
い
る

が
、
委
員
会
は
、
設
計
に
な
い
泊
タ
ー
ミ
ナ

ル
寄
り
に
も
一
本
、
階
段
を
つ
く
る
よ
う
要

望
、
市
当
局
も
検
討
を
約
束
し
た
。
と
に
か

く
、
市
議
会
の
建
設
委
員
会
で
決
定
し
た
も

の
を
一
方
的
に
変
更
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

各
委
員
に
強
い
不
満
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
泊
交
差
点
の
場
合
は
、
最
終

設
計
図
面
を
各
委
員
に
配
り
、
「
ツ
ン
ボ
桟

敷
」
に
さ
れ
な
い
よ
う
、
対
策
を
講
ず
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

比
嘉
佑
直
建
設
委
員
長
の
話　

久
茂
地
の

横
断
橋
は
こ
の
委
員
会
で
決
め
た
設
計
と
は

全
く
異
な
っ
た
も
の
だ
。
い
ま
の
状
態
で
は

意
味
が
な
い
。
タ
イ
ム
ス
寄
り
に
橋
を
延
ば

す
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
て
す
す
め
た
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
委
員
会
を
無
視
し
た
の
は
遺

憾
な
こ
と
だ
。

政
府
庁
舎
を
市
が
建
設
／
那
覇

市
議
会
／
予
算
案
を
突
っ
返

す〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
６
・
12
・
18
〕

　

那
覇
市
が
同
市
天
妃
町
の
道
路
を
開
設
す

る
た
め
に
移
転
を
必
要
と
す
る
琉
球
政
府
に

那
覇
労
働
基
準
監
督
署
、
海
難
審
判
庁
の
新

庁
舎
を
市
予
算
で
建
設
し
よ
う
と
し
て
那
覇

市
議
会
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
同
地
域
一

帯
は
戦
後
米
民
政
府
が
管
理
し
て
い
る
国
県

有
地
。
都
市
計
画
上
、
道
路
開
設
を
迫
ら
れ

た
市
が
こ
れ
ら
庁
舎
の
建
設
費
二
万
三
千
㌦

を
追
加
予
算
に
組
ん
で
事
業
執
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
も
の
で
、
十
七
日
の
同
市
議
会
建

設
委
員
会
で
は
「
琉
球
政
府
の
庁
舎
を
市
が

建
て
て
や
る
の
は
筋
が
通
ら
な
い
。
政
府
と

再
折
衝
せ
よ
」
と
同
議
案
を
当
局
へ
突
っ
返

し
た
。
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那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
比
嘉
佑
直
委

員
長
）
は
十
七
日
午
前
十
時
か
ら
委
員
会
を

開
き
、
市
当
局
提
案
の
追
加
更
正
予
算
案
を

審
議
し
た
が
、
そ
の
中
で
こ
の
庁
舎
の
代
替

建
て
物
の
建
築
費
を
織
り
込
ん
だ
追
加
更
正

予
算
案
が
問
題
と
な
っ
た
。　

　

現
在
、
二
つ
の
機
関
が
は
い
っ
て
い
る
庁

舎
は
か
わ
ら
ぶ
き
一
階
建
て
。
道
路
開
設
の

た
め
に
撤
去
さ
れ
る
同
建
て
物
の
代
わ
り
に
、

市
で
は
そ
の
裏
側
に
の
べ
約
二
百
五
十
平
方

㍍
の
か
わ
ら
ぶ
き
二
階
建
て
一
棟
を
新
築
、

琉
球
政
府
に
与
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

同
委
員
会
で
議
案
の
説
明
に
あ
た
っ
た
花

城
建
設
部
長
、
当
間
区
画
整
理
課
長
は
「
同

道
路
開
設
は
十
年
以
上
も
前
か
ら
実
施
し
て

い
る
第
一
地
区
区
画
整
理
事
業
の
一
環
と
し

て
行
な
う
も
の
で
琉
球
政
府
に
庁
舎
の
改
築

を
断
わ
ら
れ
市
で
建
設
す
る
こ
と
に
し
た
」

と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
金
城
吾
郎
氏
（
社
大
）
儀

間
真
祥
氏
（
人
民
）
ら
は
「
区
画
整
理
事
業

に
は
政
府
も
協
力
す
べ
き
も
の
だ
が
、
第
一

地
区
に
は
琉
球
政
府
か
ら
何
の
援
助
も
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
上
、
政
府
の
庁
舎
ま
で
地

方
自
治
体
で
あ
る
那
覇
市
に
建
築
さ
せ
る
の

は
ひ
ど
い
。
さ
ら
に
こ
ん
ご
の
総
合
庁
舎
の

増
築
で
こ
れ
ら
の
機
関
は
一
カ
所
に
統
合
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
多
額
の
予
算
を
か
け
て

建
て
替
え
て
あ
げ
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
」

と
追
及
、
各
議
員
と
も
そ
の
不
合
理
性
を
認

め
て
市
に
琉
球
政
府
と
再
折
衝
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

大
弦
小
弦 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
12
・
21
〕

　

那
覇
の
市
街
地
を
見
下
ろ
す
識
名
台
地
の

上
間
部
落
に
、
と
て
つ
も
な
い
マ
ン
モ
ス
タ

ン
ク
が
、
ど
か
っ
と
腰
を
据
え
た
。
総
工
費

五
十
万
㌦
、
完
成
す
る
ま
で
に
一
カ
年
半
の

長
歳
月
、
容
量
一
千
万
ガ
ロ
ン―

こ
ん
な
説

明
を
受
け
て
も
、
し
ろ
う
と
に
は
ピ
ン
と
こ

な
い
。
バ
カ
で
っ
か
い
水
タ
ン
ク
が
で
き
そ

う
だ
、
と
感
心
す
る
く
ら
い
だ
▼
と
こ
ろ

が
、
こ
の
タ
ン
ク
の
完
成
に
よ
っ
て
、
那
覇

市
民
は
ど
ん
な
長
期
の
日
照
り
が
つ
づ
い
て

も
い
っ
さ
い
断
水
の
心
配
は
な
い
。
栓
を
ひ

ね
れ
ば
朝
か
ら
晩
ま
で
水
は
出
っ
放
し
、
使

い
放
題
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
も
ら
え
ば
、

タ
ン
ク
の
偉
大
さ
、
驚
異
に
値
す
る
そ
の
機

能
が
す
ぐ
う
な
ず
け
る
と
い
う
も
の
だ
。
夏

場
に
お
け
る
水
の
な
や
み
は
、
そ
れ
ほ
ど
市

民
を
苦
し
め
て
き
た
▼
こ
の
上
間
貯
水
タ
ン

ク
は
、
水
道
公
社
の
長
期
給
水
作
戦
の
い
ち

拠
点
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
嘉
手

納
、
大
山
、
牧
港
、
安
謝
の
水
源
地
と
泊
高

台
を
結
ぶ
西
海
岸
ラ
イ
ン
で
水
を
供
給
し
て

き
た
。
し
か
し
も
は
や
限
度
に
達
し
、
膨
張

す
る
都
市
用
水
を
ま
か
な
い
き
れ
な
く
な
っ

て
、
戦
線
拡
大
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
が
東
海
岸
沿
い
の
開
発
で
あ
る
▼
遠
く

金
武
、
宜
野
座
か
ら
石
川
、
具
志
川
村
あ
た

り
の
水
資
源
を
一
網
打
尽
に
し
て
、
え
ん
え

ん
数
十
㌔
㍍
の
パ
イ
プ
を
引
い
て
上
間
タ
ン

ク
に
結
ぶ
と
い
う
、
遠
大
な
計
画
の
よ
う
だ
。

さ
す
が
に
ア
メ
リ
カ
流
の
着
想
だ
け
に
、
そ

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
格
別
だ
。
金
の
う

ら
づ
け
が
あ
る
か
ら
チ
エ
も
回
る
だ
ろ
う

が
、
み
み
っ
ち
い
那
覇
市
の
首
都
計
画
な
ど

マ
マ
ご
と
に
も
に
て
わ
び
し
い
▼
こ
う
し
て

数
年
先
？
五
十
万
人
の
市
民
に
対
す
る
給
水

は
、
泊
と
上
間
の
東
西
両
面
作
戦
で
、
ご
安

心
を
願
う
と
い
う
し
だ
い
で
あ
る
。
こ
う
し

た
一
連
の
建
設
計
画
が
完
了
し
た
あ
か
つ
き

に
は
、
確
か
に
断
水
知
ら
ず
の
快
適
な
市
民

生
活
が
保
証
さ
れ
よ
う
が
、
タ
ン
ク
が
つ
く

ら
れ
た
段
階
で
は
、
ま
だ
ま
だ
そ
こ
ま
で
は

い
か
な
い
と
思
う
。〝
お
て
ん
と
う
さ
ま
〟し

だ
い
だ
▼
こ
と
し
の
夏
は
ツ
ユ
ど
き
か
ら
降

雨
に
恵
ま
れ
て
水
キ
キ
ン
を
知
ら
ず
に
送
れ

た
。
来
年
は
ど
う
な
る
か
が
気
に
な
る
け
れ

ど
も
、
泊
浄
水
場
の
五
倍
の
働
き
を
す
る
マ

ン
モ
ス
タ
ン
ク
が
バ
ル
ブ
・
オ
ー
プ
ン
し
た

わ
け
だ
か
ら
、
か
な
り
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

た
と
え
完
全
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
水

道
事
情
が
少
し
よ
く
な
る
だ
け
で
も
、
市
民

の
台
所
は
う
る
お
い
を
加
え
る
▼
水
道
公
社

で
は
多
分
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
意

を
含
め
て
通
水
式
を
と
り
行
な
っ
た
に
違
い

な
い
。
そ
う
い
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
あ
と

四
日
、
こ
れ
は
西
銘
市
長
に
と
っ
て
再
任
初

の
最
大
の
贈
り
も
の
で
あ
ろ
う
。
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
に
も
思
わ
ず
力
が
は
い
る
。

議
事
／
原
案
通
り
可
決
／
那
覇

定
例
議
会
お
わ
る 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
６
・
12
・
22
〕

　

第
八
十
八
回
定
例
那
覇
市
議
会
は
、
二
十

一
日
本
会
議
を
開
き
、
質
疑
、
討
論
の
と
、
上

程
議
案
の
採
決
に
は
い
っ
て
、
同
午
後
二
時

四
十
分
、
十
二
日
間
の
会
期
を
お
え
た
。

　

こ
の
日
午
前
十
時
か
ら
の
本
会
議
に
は
各

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
追
加
予
算
を
中
心
に

二
十
五
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

　

こ
ん
ど
の
議
会
で
は
、
と
く
に
こ
れ
と
い

っ
た
問
題
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
建
設
委

員
会
に
出
さ
れ
た
六
七
年
度
那
覇
市
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算
で
、
天
妃
町
先

の
道
路
を
つ
く
る
の
に
政
府
の
建
て
物
（
海

難
審
判
所
。
那
覇
労
働
基
準
監
督
署
）
を
市

が
建
て
る
た
め
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
た
た

め
に
、
問
題
を
は
ら
み
、
な
り
行
き
が
注
目

さ
れ
て
い
た
が
、
民
政
府
へ
の
交
渉
を
文
書

で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
案
は

一
応
撤
回
、
再
提
出
す
る
こ
と
で
ケ
リ
が
つ

い
た
が
、
あ
と
味
の
悪
い
も
の
を
残
し
た
こ



四
五
六

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
十
二
月

と
は
い
な
め
な
い
。
こ
う
し
た
肩
代
わ
り
事

業
は
、
前
の
真
和
志
高
校
敷
き
地
問
題
で
も

批
判
が
出
た
だ
け
に
、
こ
の
政
府
建
て
物
を

市
が
つ
く
っ
て
や
る
こ
と
は
、
全
く
不
当
な

こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
が
議
会
内
部
で
も
一

致
し
た
意
見
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
こ
の
日
の
本
会
議
に
儀
間
議
員

（
人
民
）は
公
共
料
金
値
上
げ
阻
止
の
要
請
動

議
を
出
し
、
成
立
し
た
が
、
議
案
と
し
て
の

取
り
扱
い
の
段
階
に
な
っ
て
、
保
守
議
員
か

ら
ソ
ッ
ポ
を
む
か
れ
、
結
局
、
こ
の
案
は
否

決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。



四
五
七

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
一
月

　
　

議
長
派
遣
を
決
め
る
／
ホ
ノ
ル 

ル
で
の
美
化
国
際
会
議
／
野 

党
〝
不
必
要
〟
と
反
対
／
市 

議
会
全
体
会
議 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
１
・
12
〕

那
覇
市
議
会
は
十
日
午
前
十
時
か
ら
全

体
協
議
会
を
開
き
、
二
十
四
日
か
ら
ホ
ノ
ル

ル
市
で
開
か
れ
る
「
美
化
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
会
議
」
に
招
待
さ
れ
て
い
た
議
員
派
遣

問
題
を
協
議
し
た
結
果
、
社
大
、
人
民
の
野

党
は
「
具
体
的
内
容
も
わ
か
ら
な
い
会
議
に

公
金
を
使
っ
て
出
張
す
る
必
要
は
な
い
」
と

反
対
し
た
。
結
局
、
賛
成
多
数
で
議
会
側
か

ら
は
高
良
議
長
ひ
と
り
を
派
遣
す
る
こ
と
に

決
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
午
後
二
時
か
ら
開
か
れ
た

総
務
委
員
会
（
赤
嶺
慎
英
委
員
長
）
は
、
先

に
陳
情
の
あ
っ
た
①
那
覇
市
職
員
の
生
命
と

身
体
の
安
全
保
障
（
那
職
労
）
②
講
和
前
補

償
に
対
す
る
課
税
阻
止
（
沖
縄
土
地
研
究

会
）
③
講
和
前
損
失
補
償
に
対
す
る
免
税
措

置
（
軍
用
地
主
会
）
を
審
査
し
た
。

　

講
和
前
補
償
に
つ
い
て
の
免
税
措
置
に
つ

い
て
は
継
続
審
査
す
る
こ
と
で
結
論
を
出
さ

な
か
っ
た
。
一
方
、
職
員
の
生
命
、
身
体
安

全
保
障
に
つ
い
て
は
那
市
労
の
組
合
員
を
呼

ん
で
事
情
を
聞
い
た
が
「
暴
力
行
為
は
こ
ん

ご
も
な
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
趣
旨
に
は
賛

成
だ
が
、
そ
の
た
め
に
両
組
合
の
統
一
を
は

か
る
よ
う
な
話
し
合
い
は
ご
め
ん
だ
」
と
い

い
、
ま
た
、「
こ
の
陳
情
は
一
方
的
な
宣
伝
に

使
わ
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
し
、
組
合
対

組
合
の
問
題
で
も
な
く
全
く
の
個
人
的
な
も

の
に
過
ぎ
な
い
の
で
取
り
下
げ
る
べ
き
だ
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　

委
員
会
の
態
度
も
採
択
す
べ
き
だ
と
す
る

野
党
側
と
、
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
の
与

党
側
の
意
見
に
分
か
れ
て
は
げ
し
く
対
立
し
、

結
局
赤
嶺
委
員
長
あ
っ
せ
ん
の
形
で
岸
本
職

労
委
員
長
に
こ
の
陳
情
を
取
り
下
げ
る
よ
う

勧
告
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
同
労
組
は

十
一
日
取
り
下
げ
に
つ
い
て
正
式
に
反
対
の

意
向
を
表
明
し
た
。

免
税
要
請
を
採
択
／
講
和
前
補

償
へ
の
課
税
問
題
／
市
議
会

総
務
委
員
会 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
１
・
19
〕

　

那
覇
市
議
会
の
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
慎
英

委
員
長
）
は
、
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
開
か

れ
、
先
に
南
部
地
区
土
地
事
務
研
究
会
（
当

間
林
徳
会
長
）
か
ら
陳
情
の
あ
っ
た
「
講
和

前
補
償
に
対
す
る
課
税
阻
止
」
を
審
査
し
た

結
果
、
こ
れ
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

こ
れ
は
さ
き
に
決
ま
っ
た
土
地
、
建
て
物

の
補
償
金
が
不
動
産
所
得
と
し
て
課
税
の
対

象
に
な
る
こ
と
に
関
係
地
主
が
反
対
し
て
い

る
も
の
。

く
さ
い
国
場
川
上
流
／
那
覇
市

が
し
尿
処
理
／
悲
鳴
あ
げ
る

付
近
の
住
民 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
１
・
24
〕

　

那
覇
市
の
し
尿
処
理
は
〝
す
て
場
〟を
め
ぐ

っ
て
問
題
を
呼
ん
で
い
る
。
都
市
集
中
化
で

毎
年
、
人
口
が
ふ
く
れ
あ
が
り
、
現
在
の
施

設
で
は
と
う
て
い
間
に
合
わ
ず
、
限
界
に
達

し
、
こ
の
た
め
、
那
覇
市
の
し
尿
処
理
を
請

け
負
っ
て
い
る
業
者
が
す
て
場
に
窮
し
、
那

覇
市
の
近
郊
の
畑
に
す
て
、
急
場
を
し
の
い

で
い
る
現
状
で
あ
り
、
ふ
き
ん
住
民
か
ら
怒

り
を
買
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
一
番
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
が
南
風
原
村
与
那
覇
部

落
の
畑
に
あ
る
す
て
場
。

　

同
す
て
場
は
国
場
川
上
流
の
川
ぞ
い
、
南

風
原
中
学
校
か
ら
与
那
原
方
面
へ
約
二
㌔
の

と
こ
ろ
。
す
て
場
が
粗
末
に
で
き
て
い
る
た

め
、〝
し
尿
〟
が
川
に
あ
ふ
れ
兼
城
部
落
ま
で

汚
物
が
流
れ
て
く
る
。
問
題
と
な
っ
て
い
る

す
て
場
は
昨
年
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
、

ふ
き
ん
の
人
た
ち
の
話
に
よ
る
と
、
一
日
に

衛
生
車
の
約
三
十
台
分
が
す
て
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
同
す
て
場
は
那
覇
市
の
し
尿
処
理

を
引
き
受
け
て
い
る
那
覇
清
掃
組
合
（
比
嘉

政
治
組
合
長
）
の
一
業
者
が
使
用
し
て
い
る

も
の
だ
が
、
那
覇
市
の
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
指
導

監
督
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
。

　

同
す
て
場
も
那
覇
市
の
施
設
が
限
界
に
達

し
た
こ
と
か
ら
で
た
も
の
で
、
約
百
四
十
二

平
方
㍍
（
約
四
十
坪
）
の
す
て
場
は
あ
ま
り

に
も
お
粗
末
。
と
く
に
、
雨
降
り
の
と
き
な

ど
は
汚
物
が
国
場
川
に
は
ん
ら
ん
し
、
約
二

㌔
下
流
の
兼
城
、
宮
城
部
落
ま
で
臭
気
が
た

ち
こ
め
る
。
大
雨
の
と
き
、
国
場
川
は
よ
く

川
が
は
ん
ら
ん
す
る
の
で
汚
物
は
人
家
の
軒

下
ま
で
侵
入
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ
り
、
ふ
き

ん
の
人
た
ち
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
い
ま

で
は
、
野
ら
仕
事
の
帰
り
、
国
場
川
で
手
足

も
洗
え
な
い
状
態
で
、
日
々
の
生
活
に
も
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。
と
く
に
部
落
の
人
た

ち
が
心
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
体
へ
の
影

響
だ
。
子
ど
も
た
ち
が
親
た
ち
の
目
を
盗
ん

で
水
遊
び
を
す
る
の
で
は
な
い
か
と
お
と
な

た
ち
は
ひ
や
汗
を
か
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
南
風
原
村
役
所
で
は
、
那
覇
市

役
所
に
再
度
、
抗
議
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ

に
な
ん
の
連
絡
も
な
い
と
い
う
。
こ
の
こ
と

に
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
る
同
村
で
は
、
同
す
て

場
を
改
善
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
ん
ご
使
用
さ

せ
な
い
方
針
だ
と
い
う
。

一
九
六
七
年



四
五
八

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
二
月

那
覇
市
臨
時
議
会
開
く
／
宇
栄

原
団
地
建
設
工
事
な
ど
討
議 

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
７
・
２
・
６
〕

　

六
日
開
会
し
た
第
八
十
九
回
那
覇
市
臨
時

議
会
は
、
同
日
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開

き
、
小
禄
宇
栄
原
団
地
の
建
設
工
期
延
長
に

伴
う
市
当
局
の
専
決
処
分
五
件
を
承
認
、
同

宇
栄
原
団
地
内
の
工
事
請
け
負
い
契
約
の
変

更
に
か
ん
し
市
当
局
を
被
告
と
し
て
中
央
巡

裁
に
訴
え
ら
れ
た
転
付
債
権
請
求
事
件
に
応

訴
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
困
窮
世
帯
保
護
施
設

「
愛
生
寮
」
建
築
請
け
負
い
契
約
の
件
を
建
設

委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

宇
栄
原
団
地
の
工
期
延
長
に
か
ん
す
る
専

決
処
分
に
た
い
し
野
党
側
は
「
専
決
処
分
を

す
る
前
に
ど
う
し
て
議
会
の
議
決
を
へ
な
か

っ
た
か
工
事
が
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
は
前
も

っ
て
予
想
で
き
た
は
ず
だ
」
と
追
及
、
市
当

局
は
「
全
力
を
あ
げ
て
工
期
内
に
工
事
を
終

わ
ら
す
よ
う
工
事
施
行
者
を
督
励
す
る
意
味

か
ら
な
る
べ
く
工
期
延
長
の
決
定
を
遅
ら
し

た
と
い
う
意
図
も
含
ま
れ
て
い
る
。
い
か
に

工
事
を
早
く
終
わ
ら
せ
る
か
で
あ
る
」
と
答

え
た
。

幕
切
れ
に
議
場
騒
然
／
教
公
二

法
早
期
立
法
促
進
決
議
／
野

党
の
反
対
無
視
／
那
覇
市
議

会

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
２
・
８
〕

　

那
覇
市
臨
時
議
会
は
七
日
、
二
日
間
の
日

程
を
終
え
た
が
、
こ
の
日
午
後
二
時
す
ぎ
、

上
程
議
案
採
択
が
す
み
、
高
良
議
長
の
ハ
ワ

イ
旅
行
報
告
が
終
わ
っ
た
と
た
ん
、
喜
舎
場

議
員
（
市
政
ク
）
か
ら
緊
急
動
議
が
出
さ
れ
、

「
教
公
二
法
早
期
立
法
要
請
決
議
」
の
取
り
扱

い
で
荒
れ
、
結
局
与
党
だ
け
の
賛
成
で
こ
の

決
議
を
採
択
し
た
。

　

社
大
党
側
が
ま
っ
先
に
反
対
、
市
政
ク
が

「
進
行
」
を
連
呼
し
て
議
場
は
騒
然
と
な
っ

た
。
仲
本
安
一
議
員
（
社
大
）
は
、「
市
議
会

が
あ
え
て
い
ま
、
教
公
二
法
の
立
法
推
進
を

や
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
「
こ
の
二
法
は
身

分
の
保
障
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
教
職
員
が
逆

に
反
対
す
る
法
律
で
、
教
育
の
中
立
性
が
な

ん
で
尊
重
さ
れ
る
か
」
「
議
会
正
常
化
を
唱

え
、
正
し
く
審
議
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

に
、
混
乱
の
も
と
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い

る
」
と
反
対
し
た
。
人
民
党
側
も
「
弾
圧
行

為
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
」
と
反
対
の
態

度
を
示
し
た
。
一
方
、
公
明
会
の
安
見
福
寿

議
員
は
「
本
心
か
ら
こ
の
問
題
で
審
議
に
は

参
加
し
た
く
な
い
。
中
立
と
い
う
教
育
の
座

が
い
ま
は
政
争
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
直
接

の
審
議
は
立
法
院
で
や
る
べ
き
だ
。
わ
れ
わ

れ
が
立
法
を
す
す
め
る
決
議
を
す
る
こ
と
は

な
い
。
議
会
の
幕
切
れ
に
な
っ
て
こ
の
よ
う

な
重
要
問
題
を
二
、
三
時
間
で
審
議
す
る
の

は
納
得
が
い
か
な
い
」
と
し
て
同
会
四
人
全

員
が
退
場
し
た
。
な
お
、
こ
の
日
採
択
さ
れ

た
議
案
は
愛
生
寮
の
設
計
一
部
変
更
な
ど
十

件
。　敷

地
内
に
と
殺
場
／
問
題
ふ
く

み
の
愛
生
寮
建
設 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
２
・
９
〕

　

い
ま
市
内
の
愛
生
寮
は
、
字
小
禄
五
八

二
、
壺
屋
町
一
五
四―

一
、
真
和
志
字
識
名

一
〇
〇
四
二
、
楚
辺
九
九
、
首
里
当
蔵
町
三

―

一
の
五
カ
所
で
、
九
五
世
帯
、
お
よ
そ
二

百
人
が
い
る
。

　

し
か
し
、
五
カ
所
と
も
個
人
有
地
で
前
か

ら
立
ち
の
き
の
要
求
が
出
て
お
り
、
総
工
費

の
七
五
㌫
に
当
た
る
約
六
万
㌦
の
本
土
援
助

が
出
た
の
で
、
新
し
い
愛
生
寮
の
建
設
と
な

っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
建
設
予
定
地
内
に
は
旧
首

里
市
時
代
か
ら
の
と
殺
場
が
あ
り
、
両
方
の

建
て
物
は
わ
ず
か
一
㍍
し
か
離
れ
な
い
こ
と

に
な
る
。
市
当
局
は
、
先
の
臨
時
議
会
で
、こ

の
と
殺
場
は
、
将
来
業
者
に
払
い
下
げ
る
と

い
っ
て
い
る
か
ら
、
業
者
は
業
者
で
代
わ
り

の
土
地
を
あ
っ
旋
し
て
く
れ
と
申
し
出
て
い

る
の
で
、
こ
の
問
題
は
す
ぐ
に
は
か
た
づ
き

そ
う
も
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
五
月
二
十
五

日
ご
ろ
ま
で
に
完
成
を
予
定
し
て
い
る
愛
生

寮
と
、
と
殺
場
は
当
分
は
軒
を
つ
ら
ね
て
生

活
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
場
所
に
行
っ
て
み
る
と
、
ム
ッ
と
す

る
悪
臭
、
道
に
は
血
の
ま
じ
っ
た
汚
水
が
流

れ
っ
ぱ
な
し
、
安
眠
妨
害
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
が
、
そ
の
保
証
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。

　

通
称
〝
汀
良
青
空
市
場
〟
を
過
ぎ
て
右
に

折
れ
る
と
す
ぐ
左
手
に
あ
る
平
屋
の
建
て
物

が
そ
れ
だ
が
、
近
く
の
住
家
か
ら
も
こ
れ
ま

で
に
何
回
と
な
く
衛
生
の
完
備
が
強
く
の
ぞ

ま
れ
て
い
る
環
境
で
あ
る
。

　

問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
新
し
い
愛

生
寮
は
、
八
十
一
世
帯
し
か
収
容
で
き
な

い
、
残
る
十
四
世
帯
は
ど
う
す
る
か
。
さ
ら

に
地
上
三
階
建
て
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

で
老
人
向
き
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
七
日
に
市
議
会

で
も
追
及
さ
れ
、
そ
の
と
き
市
当
局
は
「
九

十
五
世
帯
の
う
ち
残
り
十
四
世
帯
は
、
民
間

の
借
間
を
利
用
し
て
生
活
し
て
も
ら
う
。
五
、

六
㌦
程
度
の
補
助
を
市
が
負
担
す
る
。
年
よ

り
や
か
ら
だ
の
悪
い
人
た
ち
に
は
な
る
べ
く
、

一
、
二
階
に
住
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
す
る
」

と
答
え
て
い
る
が
、
こ
れ
が
市
当
局
の
い
う

「
住
み
よ
い
愛
生
寮
」
建
設
計
画
で
あ
る
。



四
五
九

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
二
月

ス
ム
ー
ズ
な
議
会
の
運
営
／
高

良
議
長
が
帰
任
報
告 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
２
・
９
〕

　

さ
き
に
ホ
ノ
ル
ル
市
で
開
か
れ
た
「
美
化

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
に
出
席
し
た

高
良
市
会
議
長
は
、
み
て
き
た
ハ
ワ
イ
を
七

日
の
臨
時
議
会
で
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

　

一
、
ハ
ワ
イ
の
議
会
運
営
を
聞
い
て
み
る

と
、
日
本
あ
た
り
に
み
ら
れ
る
派
閥
の
問
題

が
な
い
。
選
挙
の
場
合
と
な
る
と
党
派
と
い

っ
た
こ
と
は
起
き
て
い
る
が
、
市
の
建
設
の

た
め
に
は
党
派
を
越
え
て
や
っ
て
い
る
状
態

だ
。

　

一
、
沖
縄
で
は
遊
興
飲
食
税
を
市
町
村
に

も
っ
て
い
る
が
全
く
馬
鹿
げ
た
こ
と
だ
。
当

然
廃
止
す
べ
き
だ
。
営
業
所
得
と
し
て
と
る

べ
き
で
こ
れ
は
悪
法
と
い
え
る
。
将
来
、
観

光
地
を
め
ざ
す
沖
縄
で
は
遊
興
飲
食
税
は
必

要
な
い
。

　

一
、
十
年
後
の
広
域
都
市
を
目
標
に
し
た

那
覇
市
は
い
い
状
態
で
は
な
い
。
ハ
ワ
イ
と

い
う
典
型
的
な
い
い
観
光
地
の
利
点
を
取
り

入
れ
る
意
味
か
ら
も
市
議
全
員
が
ハ
ワ
イ
を

み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
実
現
は
ぜ
ひ
み
た

い
。

　

一
、
十
五
日
に
は
プ
レ
イ
ス
デ
ル
・
ホ
ノ

ル
ル
市
長
が
沖
縄
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
し
、
こ
の
問
題
は
み
ん
な
で
考
え
て
行

き
た
い
。

｜
社　

説
｜

沖
縄
特
別
委
へ
の
期
待 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
２
・
16
〕

　

国
会
に
沖
縄
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
き
の
う
の
各
派
協
議
会
は
、
意

見
が
一
致
し
た
と
い
わ
れ
る
。
施
政
権
の
返

還
と
関
連
し
て
、
特
別
委
の
設
置
は
、
国
政

参
加
の
問
題
と
と
も
に
、
沖
縄
が
要
望
す
る

柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
今
国
会
に
新
設
さ
れ
る
メ
ド
が
つ
い
た

こ
と
は
、
沖
縄
問
題
を
日
本
の
問
題
と
し
て
、

さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ

れ
を
歓
迎
し
た
い
。

　

沖
縄
問
題
の
核
心
を
な
す
も
の
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
施
政
権
の
回
復
に
あ
る
。
戦
後

二
十
二
年
、
平
和
条
約
発
効
か
ら
十
五
年―

い
ま
な
お
、
領
土
の
一
部
に
外
国
の
絶
対
排

他
的
な
施
政
権
が
行
使
さ
れ
て
い
る
の
は
、

他
に
例
が
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
首
相

は
「
沖
縄
問
題
が
解
決
し
な
い
か
ぎ
り
戦
後

は
終
わ
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
い

っ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ

れ
は
い
い
か
え
れ
ば
、
日
本
が
ま
だ
独
立
を

回
復
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
な
る
。
そ
う
い

う
立
ち
場
で
考
え
る
な
ら
ば
、
沖
縄
問
題

は
、
い
つ
ま
で
も
回
避
す
べ
き
性
質
の
も
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

複
雑
に
変
化
し
た
沖
縄

　

む
ろ
ん
、
国
会
に
沖
縄
対
策
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
問
題

が
直
ち
に
解
決
さ
れ
る
、
と
期
待
す
る
も
の

で
は
な
い
。
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
、
く
り
か

え
し
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
二
十
二
年
と

い
う
長
い
期
間
に
お
い
て
、
沖
縄
は
だ
い
ぶ

変
化
し
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
施
政

権
の
返
還
と
い
っ
て
も
、
基
地
の
問
題
を
処

理
し
な
い
か
ぎ
り
、
簡
単
に
、
き
ょ
う
あ
す

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ぬ
状
態
に
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
即
時
復
帰
論
を
否
定
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
事
態
の
推
移
を
拱
手

傍
観
す
る
こ
と
な
く
、
障
害
に
な
る
も
の
を

排
除
し
、
復
帰
の
メ
ド
を
つ
け
よ
、
と
い
う

意
味
に
、
私
た
ち
は
即
時
復
帰
論
を
解
釈
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
障
害
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が

問
題
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
米
国
の
問
題
で
も

あ
り
、
日
本
の
問
題
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
と
ら
え
方
、
見
方
、
考
え
か
た
に

よ
っ
て
は
、
全
く
相
反
す
る
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
お
そ
れ
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
あ
り
う
る
。

む
ろ
ん
、
相
反
す
る
考
え
方
が
で
て
く
る
こ

と
自
体
が
、
絶
対
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
と
ら
え
方
、
考
え

方
が
こ
り
か
た
ま
っ
た
も
の
に
な
れ
ば
、
い

た
ず
ら
に
国
会
で
の
対
立
抗
争
を
刺
激
し

促
進
す
る
よ
う
な
も
の
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で

は
、
せ
っ
か
く
国
家
に
、
沖
縄
特
別
委
を
設

置
し
た
意
義
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
私
た
ち
は
、
そ
う
い
う
方
向
を
望

ま
な
い
。

信
託
統
治
と
安
全
保
障

　

沖
縄
の
地
位
は
、
全
く
例
の
な
い
変
則
的

な
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
つ

に
は
、
ど
う
考
え
て
も
信
託
統
治
地
域
に
は

該
当
し
な
い
沖
縄
が
、
そ
の
対
象
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
提
案
が
、
無

限
に
延
期
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
変
則
的
地

位
を
決
定
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
信
託
統

治
と
は
お
か
し
い
。

な
ぜ
あ
ん
な
条
約
を
結
ん
だ
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
対
し
、
本
土
政
府
筋
は
「
そ
れ
は
何
に

よ
っ
て
、
あ
の
よ
う
に
規
定
し
た
の
か
の
精

神
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
精
神
と
は
米
国
に
よ
る
極
東
の
安
全
保
障

で
あ
る
」
と
い
う
見
解
の
よ
う
で
あ
る
。
現

時
点
で
は
お
そ
ら
く
、
そ
れ
よ
り
ほ
か
に
、
い

い
よ
う
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

平
和
条
約
が
調
印
さ
れ
る
前
に
、
沖
縄
は

多
数
住
民
の
署
名
で
、
日
本
へ
の
復
帰
を
陳

情
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は

何
ら
配
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
沖
縄
を
本
土
か

ら
分
離
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
米
国
に
も

認
識
不
足
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
簡
単

に
同
意
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
に
も
、
そ

れ
に
近
い
考
え
方
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
沖
縄
を
切
り
離
し
て
も
、
た
い
し

た
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
極



四
六
〇

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
三
月

東
の
安
全
保
障
の
考
え
方
と
と
も
に
、
そ
れ

は
沖
縄
放
棄
に
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
の
は

否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

沖
縄
は
放
棄
さ
れ
て
も
よ
い
地
域
で
あ
る

の
か
。
佐
藤
首
相
の
こ
れ
ま
で
の
発
言
に
、ウ

ソ
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
条
約
締
結
の
時
点

に
戻
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
時
点

が
重
点
で
は
な
し
に
、
現
在
の
施
政
権
の
根

拠
は
何
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
に
論
点
を

求
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

沖
縄
も
体
制
づ
く
り
を

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
二
十
二
年
間
で
は
、
沖

縄
は
だ
い
ぶ
変
化
し
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
た
ん
に
米
国
が
変
則
的
な
条
約
で
統

治
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
強

大
な
軍
事
基
地
が
あ
る
。
そ
れ
は
住
民
の
生

活
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
現
時
点
に
重
点
を
お
き
、
基

地
是
非
論
か
ら
返
還
問
題
を
論
じ
た
の
で
は
、

国
民
感
情
や
憲
法
と
の
関
連
で
、
対
立
抗
争

の
具
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
基
地
問
題
を

回
避
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
依
っ
て

き
た
背
景
を
論
じ
つ
つ
現
時
点
に
及
ぼ
す
の

が
適
切
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
軍
基
地
の
規

模
や
性
格
が
、
妥
当
な
形
で
論
議
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

私
た
ち
は
、
以
上
の
こ
と
を
沖
縄
特
別
委

に
望
む
の
で
あ
る
が
、
沖
縄
と
し
て
も
、
流

動
す
る
施
政
権
問
題
に
、
内
部
的
体
制
を
整

え
て
い
く
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ

は
外
部
に
動
き
に
対
応
し
て
い
く
だ
け
で
は

な
し
に
、
む
し
ろ
そ
れ
を
動
か
し
て
い
く
よ

う
な
意
欲
の
あ
る
も
の
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
復
帰
へ
の
体
制
づ
く
り
で
あ
る
。

七
〇
年
は
し
だ
い
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
。

一
号
線
の
交
通
難
を
緩
和
／
政

府
／
明
年
度
バ
イ
パ
ス
敷
設

／
安
里―

内
間―

大
謝
名
／

民
政
府
、
計
画
に
同
意 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
３
・
８
〕

　

行
政
府
は
、
一
号
線
の
交
通
量
を
緩
和
す

る
た
め
バ
イ
パ
ス
の
敷
設
計
画
を
立
て
、
米

民
政
府
と
調
整
し
て
い
た
が
七
日
午
後
一
時

半
、
松
岡
主
席
と
ワ
ー
ナ
ー
民
政
官
の
間
で

「
一
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
四
十
一
号

線
と
関
連
道
路
の
計
画
お
よ
び
建
設
に
関
す

る
同
意
書
」
が
署
名
さ
れ
、
明
年
度
予
算
で

着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

那
覇
市
内
の
道
路
も
整
備

　

四
十
一
号
線
は
、
那
覇
市
内
安
里
の
琉
銀

支
店
横
を
起
点
に
、
旧
鉄
道
線
に
そ
っ
て
浦

添
村
内
間
か
ら
大
謝
名
に
通
ず
る
延
長
八
・

五
㌔
の
道
路
。
幅
員
は
二
一
・
四
㍍
で
、
途

中
内
間
で
安
謝
に
通
ず
る
那
覇
市
道
と
、
浦

添
村
大
平
で
三
十
八
号
線
と
交
差
、
同
村
伊

祖
で
一
号
線
大
謝
名
と
五
号
線
真
栄
原
と
結

ぶ
線
に
分
岐
す
る
。

　

行
政
府
は
当
初
、
完
全
高
速
道
路
に
す
る

計
画
だ
っ
た
が
、
周
辺
の
住
民
か
ら
の
要
望

も
あ
っ
て
都
市
開
発
の
面
か
ら
再
検
討
、
街

路
的
な
性
格
も
も
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
つ

ま
り
、
高
速
性
を
も
た
す
た
め
に
原
則
と
し

て
平
面
交
差
は
さ
せ
ず
に
、
〝
入
出
ラ
ン

プ
〟
を
設
け
、
右
折
は
認
め
る
が
左
折
は
認

め
ず
、
左
折
の
た
め
に
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
設
け
る
が
、
道
路
周
辺
の
地
域
が
経
済

的
に
発
展
す
る
た
め
に
ス
ピ
ー
ド
は
そ
れ
ほ

ど
あ
げ
ず
、
将
来
は
舗
道
も
つ
け
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

こ
の
バ
イ
パ
ス
建
設
の
総
工
費
は
、
用
地

買
収
と
の
関
連
も
あ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
が
、
琉
球
政
府
創
設
以
来
の
大
工
事

に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
道
路
用
地
の
総
面
積

は
約
三
十
三
万
平
方
㍍
で
、
用
地
買
収
は
、
琉

球
政
府
が
負
担
、
工
事
費
は
米
民
政
府
が
援

助
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
米
民
政
府

は
明
年
度
援
助
の
中
に
設
計
料
と
し
て
五
万

五
千
㌦
を
計
上
す
る
。

　

松
岡
主
席
と
ワ
ー
ナ
ー
民
政
官
の
間
で
署

名
さ
れ
た
同
意
書
に
よ
る
と
、
建
設
契
約
は
、

明
会
計
年
度
の
一
・
四
半
期
に
行
な
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
行
政
府
は
全
工
事
が
完

了
す
る
の
に
四
、
五
年
は
か
か
る
と
み
て
お

り
、
十
一
月
に
は
着
工
す
る
よ
う
準
備
を
整

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
明
年
度
予
算

が
成
立
す
る
と
同
時
に
用
地
買
収
を
は
じ
め

る
が
、
こ
れ
ま
で
政
府
が
用
地
買
収
し
た
場

合
、
地
主
の
所
得
額
が
は
っ
き
り
し
て
一
〇

〇
㌫
課
税
さ
れ
る
こ
と
か
ら
用
地
買
収
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
府
と

し
て
は
課
税
に
当
た
っ
て
は
特
別
措
置
を

講
ず
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
本
土
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
さ
い
、
用
地
買
収
に
あ
た

っ
て
は
、
二
万
㌦
ま
で
は
免
税
に
し
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
準
じ
て
こ
ん
ど
の
用
地
買
収

は
二
万
㌦
ま
で
は
免
税
に
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

　

な
お
、
同
意
書
に
よ
る
と
、
バ
イ
パ
ス
の

建
設
と
関
連
し
て
①
一
号
線
の
那
覇
市
明
治

橋
か
ら
壺
川
、
姫
百
合
通
り
を
経
て
四
十
一

号
線
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
②
四
十
一
号
線
と

安
謝
間
の
道
路
の
整
備
③
壺
川
か
ら
ペ
リ
ー

に
通
ず
る
道
路
計
画
な
ど
、
那
覇
市
内
の
交

通
緩
和
策
に
つ
い
て
も
早
急
に
立
案
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
る
。

　

松
岡
主
席
の
話　

一
号
線
の
バ
イ
パ
ス
建

設
は
一
年
前
か
ら
構
想
を
練
り
、
計
画
を
た

て
て
米
民
政
府
と
調
整
し
て
き
た
が
、
意
見

が
一
致
し
た
こ
と
は
嬉
し
い
。
バ
イ
パ
ス
が

で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
号
線
の
交
通
緩

和
に
大
き
く
役
立
つ
し
、
周
辺
の
都
市
開
発

に
も
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
目
に
着
工
し
た
い
。　
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四
月

水
道
料
金
値
下
げ
に
努
力
／
那

覇
市
議
会
で
／
玉
城
部
長
が

答
え
る 
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那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
比
嘉
佑
直
委

員
長
）
は
九
日
午
前
十
時
か
ら
委
員
会
を
開

き
、
六
六
年
度
那
覇
市
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
書
に
つ
い
て
、
審
議
、
こ
れ

を
承
認
し
た
。
席
上
、
儀
間
真
祥
議
員
（
人

民
党
）
が
水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て
市

当
局
に
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
玉
城
定
仁
水
道

部
長
は
「
値
下
げ
は
こ
ん
ご
経
営
を
合
理
化

す
る
こ
と
に
よ
り
可
能
で
あ
り
、
こ
ん
ご
大

い
に
努
力
し
、
本
土
並
み
の
線
ま
で
持
っ
て

い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

水
道
料
金
は
琉
球
水
道
公
社
と
那
覇
市
間
に

分
水
協
定
が
結
ば
れ
、
那
覇
市
が
独
自
で
値

下
げ
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
の
見
方
も
あ
っ

た
が
、
儀
間
委
員
の
質
問
に
答
え
て
、
玉
城

水
道
部
長
は
「
水
道
公
社
か
ら
も
料
金
値
下

げ
に
つ
い
て
勧
告
を
受
け
て
お
り
、
分
水
協

定
に
は
何
ら
障
害
は
な
い
」と
前
置
き
し
、
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

こ
ん
ご
那
覇
市
内
の
配
管
工
事
を
水
道
公

社
に
依
頼
し
た
り
、
ろ
う
水
防
止
工
事
の
強

化
、
さ
ら
に
施
設
、
人
事
面
の
合
理
的
運
営

に
よ
り
値
下
げ
は
大
い
に
可
能
で
あ
り
、
こ

ん
ご
継
続
し
て
値
下
げ
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。
た
と
え
ば
こ
れ
ま
で
一
番
問
題
と
な
っ

て
い
た
ろ
う
水
は
十
年
ほ
ど
前
ま
で
配
水
管

に
流
し
た
水
の
四
三
％
ま
で
が
ろ
う
水
し
て

し
ま
っ
た
が
、
現
在
は
配
管
工
事
の
強
化
で

二
八
％
ま
で
下
げ
た
。
こ
ん
ご
さ
ら
に
ろ
う

水
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
水

道
公
社
の
進
出
に
よ
り
配
管
工
事
は
同
公
社

が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

消
防
車
出
動
を
追
及
／
那
覇
市

会
／
教
公
二
法
デ
モ
鎮
圧
で 
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十
六
日
の
定
例
那
覇
市
議
会
は
午
前
十
時

か
ら
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、
真
栄
城
（
無

所
属
）
、
金
城
吾
郎
（
社
大
）
、
儀
間
（
人
民
）

議
員
が
さ
る
二
月
二
十
四
日
の
教
公
二
法
阻

止
を
め
ぐ
っ
て
市
が
消
防
車
を
出
動
さ
せ
た

問
題
に
つ
い
て
当
局
を
追
及
し
た
。
ま
た
椿

（
公
明
）
、
平
良
（
新
風
）
、
仲
宗
根
（
市
ク
）

の
各
議
員
が
道
路
、
区
画
整
理
、
コ
ン
ポ
ス

ト
問
題
を
質
問
し
た
。

　

こ
の
日
、
質
問
第
一
陣
に
立
っ
た
真
栄
城

議
員
は
「
教
公
二
法
の
問
題
は
立
法
院
議
員

の
総
辞
職
な
ど
も
で
て
世
論
は
真
っ
二
つ
に

わ
か
れ
て
い
る
。
さ
る
二
月
二
十
四
日
の
激

突
は
別
と
し
て
、
市
の
消
防
車
が
デ
モ
鎮
圧

に
出
動
し
た
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
せ
よ
」

　

こ
れ
に
た
い
し
宮
平
消
防
長
は
、
消
防
組

織
法
二
十
二
条
は
警
察
の
要
請
が
あ
れ
ば
協

力
し
て
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
が

う
た
っ
て
あ
る
。
ポ
ン
プ
の
圧
力
を
お
と
す

と
か
、
ま
と
も
に
ぶ
っ
つ
け
な
い
で
散
ら
す

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
。
要
請
は
警
察

局
か
ら
あ
っ
た
二
十
四
日
午
前
八
時
ご
ろ
二

台
要
請
さ
れ
た
。

　

西
銘
市
長
は
「
警
察
当
局
か
ら
要
請
さ
れ

れ
ば
い
つ
で
も
出
す
用
意
が
あ
る
」
と
こ
た

え
た
。

反
対
陳
情
を
否
決
／
那
覇
市
議

会
／
若
狭
海
水
浴
場
の
設
置 
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第
九
十
回
定
例
那
覇
市
議
会
は
二
十
四
日

午
前
十
一
時
す
ぎ
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
質

疑
、
討
論
の
あ
と
、
上
程
議
案
の
採
決
に
は

い
っ
て
、
同
午
後
五
時
十
分
、
十
日
間
の
会

期
を
お
え
た
。

　

こ
の
日
の
本
会
議
に
は
各
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
追
加
予
算
案
を
中
心
に
十
八
議
案
が

出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
。
午
後
の
本
会

議
は
、
一
業
者
が
若
狭
海
岸
に
海
水
浴
場
を

つ
く
る
問
題
で
、
若
狭
小
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
、
付
近
住
民
か
ら
昨
年
夏
、
出
さ
れ
た
設

置
反
対
の
陳
情
を
と
り
上
げ
た
ほ
か
、
こ
れ

と
い
っ
た
論
議
は
出
な
か
っ
た
。

　

若
狭
海
岸
に
海
水
浴
場
を
つ
く
る
問
題
は
、

六
三
年
に
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
政
府

の
認
可
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
若

狭
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
登
川
正
太
郎
氏
ら

が
昨
年
七
月
十
八
日
、
市
に
海
水
浴
場
が
で

き
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
教
育
に
悪
い
影
響

を
与
え
る
と
し
て
、
設
置
反
対
を
訴
え
て
い

た
も
の
で
、
審
議
も
昨
年
八
月
か
ら
行
な
っ

て
い
た
。
こ
の
日
、
社
大
、
人
民
、
そ
れ
に

新
風
会
の
大
山
盛
幸
氏
が
海
水
浴
場
づ
く
り

に
反
対
し
た
が
結
局
否
決
さ
れ
た
。
反
対
に

立
っ
た
仲
本
議
員
は
「
こ
の
一
帯
の
海
岸
は

汚
染
が
ひ
ど
く
、
海
水
浴
場
に
は
適
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
二
十
㍍
し
か
離
れ
て
い
な
い

学
校
の
二
階
か
ら
は
丸
見
え
で
、
教
育
上
よ

く
な
い
し
、
ま
わ
り
の
住
宅
を
考
え
て
も
よ

く
な
い
。
や
め
る
べ
き
だ
」
と
反
対
し
た
。

全
会
一
致
で
復
帰
決
議
／
那
覇

市
議
会
／
全
議
員
カ
ン
パ
も

申
し
出
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二
十
八
日
の
「
沖
縄
返
還
デ
ー
」
に
あ
た

り
、
那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
十
七
日
午
前
十

時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
開
会
冒
頭
、「
沖
縄

の
祖
国
復
帰
に
関
す
る
要
請
決
議
案
」
を
仲

本
安
一
氏
（
社
大
）
が
提
案
理
由
の
説
明
に

た
ち
「
沖
縄
が
祖
国
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ

て
二
十
二
年
、
米
国
の
施
政
下
で
苦
し
み
続

け
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
は
沖
縄

県
民
の
真
の
福
祉
向
上
は
あ
り
得
ず
、
自
治

権
の
制
限
は
も
と
よ
り
経
済
も
不
安
定
で
あ

り
、
将
来
も
希
望
の
持
て
る
生
活
は
営
め
な
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五
月

い
」
と
の
べ
た
。

　

つ
い
で
簡
単
な
質
疑
の
あ
と
全
会
一
致
で

採
択
。

　

同
議
会
で
の
祖
国
復
帰
決
議
は
こ
れ
で
八

回
目
。
と
く
に
こ
ん
ど
は
全
議
員
が
四
・
二

八
海
上
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
沖
縄
県
祖

国
復
帰
協
議
会
（
喜
屋
武
真
栄
会
長
）
に
一

㌦
カ
ン
パ
を
申
し
出
、
ま
た
決
議
文
の
内
容

も
こ
れ
ま
で
に
な
い
調
子
の
高
い
表
現
で
祖

国
復
帰
を
訴
え
て
い
る
。

　

決
議
の
あ
と
黒
潮
隆
氏
（
人
民
）
か
ら
本

土
の
六
百
余
市
に
も
沖
縄
返
還
決
議
を
要
請

し
よ
う
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た

が
、
議
会
運
営
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

免
職
処
分
取
り
消
す
／
西
銘
那

覇
市
長
／
岸
本
委
員
長
ら
12

人
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西
銘
那
覇
市
長
は
二
十
八
日
午
前
十
時
か

ら
那
覇
市
役
所
市
長
室
で
記
者
会
見
し
、
さ

る
六
五
年
十
二
月
、
那
覇
市
長
選
挙
の
さ
い

の
も
つ
れ
か
ら
免
職
処
分
に
し
た
岸
本
忠
三

郎
自
治
労
委
員
長
ら
市
役
所
職
員
、
消
防
職

員
ら
十
二
人
に
つ
い
て
「
自
治
労
と
何
度
も

話
し
合
っ
た
結
果
、
全
員
に
つ
い
て
免
職
を

取
り
消
し
戒
告
処
分
に
と
ど
め
る
こ
と
に
し

た
」
と
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
治
労
も

中
央
巡
裁
に
提
訴
し
て
い
た
免
職
取
り
消
し

請
求
を
と
り
さ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

　

西
銘
市
長
は
、
処
分
さ
れ
た
十
二
人
の
う

ち
、
さ
き
に
岸
本
委
員
長
ら
七
人
に
つ
い
て

は
免
職
を
取
り
消
し
、
残
り
五
人
に
た
い
し

て
は
こ
れ
ま
で
「
収
わ
い
事
実
や
西
銘
市
長

を
ひ
ぼ
う
し
た
具
体
的
な
言
動
、
さ
ら
に
主

席
指
名
反
対
立
法
院
議
会
乱
入
事
件
で
刑
事

責
任
を
追
及
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
な
ど
で
処

分
に
固
執
し
て
い
た
。

　

こ
の
日
の
記
者
会
見
に
は
、
自
治
労
側
法

廷
代
理
人
宮
里
松
正
弁
護
士
、
日
本
自
治
団

体
労
働
組
合
の
河
野
隆
次
書
記
次
長
も
出
席
、

自
治
労
側
を
代
表
し
て
河
野
次
長
は
「
沖
縄

全
体
の
正
常
な
労
働
運
動
の
高
揚
の
た
め
に

提
訴
を
取
り
下
げ
る
こ
と
に
し
た
」
と
述
べ

た
。

　

な
お
、
市
条
例
に
よ
る
戒
告
処
分
は
「
二

年
以
内
の
昇
給
を
認
め
な
い
」
と
な
っ
て
い

る
。会

長
に
高
良
氏
を
選
出
／
沖
縄

市
議
会
議
長
会
開
く 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
５
・
11
〕

　

第
四
〇
回
全
沖
縄
市
議
会
議
長
会
（
高
良

一
会
長
）
は
九
日
午
後
二
時
す
ぎ
か
ら
、
那

覇
市
役
所
で
六
市
議
長
が
出
席
し
て
開
か
れ
、

正
・
副
会
長
の
選
任
、
六
七
年
度
の
同
会
の

歳
入
出
追
加
予
算
、
六
八
年
度
の
同
予
算
問

題
を
話
し
合
っ
た
。

会
長
に
高
良
那
覇
市
議
長
、
副
会
長
に
池
原

石
川
市
議
長
を
選
ん
だ
。

　

こ
の
日
、
宜
野
湾
市
か
ら
、
将
来
の
那
覇

の
広
域
都
市
構
想
と
し
て
「
政
治
セ
ン
タ
ー

の
指
定
」
で
、
政
府
を
宜
野
湾
に
移
す
問
題

が
出
た
。
要
請
文
を
主
席
、
立
法
院
議
長
に

出
す
こ
と
に
し
た
が
、
各
市
議
長
ら
は
こ
れ

に
反
対
、
結
局
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
各
議
長
ら
は
「
土
地
の
確
保
は
で
き
て

い
る
の
か
」
｢
宜
野
湾
に
も
っ
て
く
る
具
体

的
な
も
の
は
な
に
か
｣ 

｢
抽
象
的
な
要
請

で
は
意
味
が
な
い
」な
ど
の
意
見
が
で
た
。
提

案
者
側
の
宜
野
湾
市
か
ら
は
、
漠
然
と
し
た

構
想
し
か
示
さ
れ
ず
、
結
局
、
こ
の
政
府
移

転
問
題
は
改
め
て
練
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。

７
月
１
日
か
ら
日
の
丸
掲
揚
／

布
令
57
号
を
改
正
／
全
沖
縄

船
舶
に
実
施
／
民
政
府
、
世

界
各
国
に
通
告 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
７
・
５
・
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〕

ア
ン
ガ
ー
高
等
弁
務
官
は
、
二
十
三
日
午

前
新
し
い
琉
球
船
舶
旗
の
掲
揚
は
、
七

月
一
日
か
ら
実
施
す
る
と
発
表
す
る
と

と
も
に
、
新
船
舶
旗
を
規
定
す
る
布
令

五
十
七
号
（
琉
球
船
舶
規
則
）
を
改
正
し

た
。
新
し
い
船
舶
旗
は
、
さ
る
三
月
一
日

の
第
十
二
回
日
米
協
で
合
意
に
達
し
た

も
の
で
、
日
本
国
旗
の
上
に
白
地
に
赤
く

ロ
ー
マ
字
お
よ
び
漢
字
で
琉
球
と
か
い

た
三
角
の
小
旗
を
併
用
す
る
も
の
。

　

一
九
五
〇
年
以
来
琉
球
船
舶
旗
と
し
て
つ

か
わ
れ
て
き
た
変
形
デ
ル
タ
旗
に
代
わ
っ
て

七
月
一
日
か
ら
は
〝
日
の
丸
〟
が
か
か
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
米
民
政
府
は
、
現
在
こ
の
新
し
い

船
舶
旗
に
つ
い
て
世
界
各
国
に
通
告
し
て
い

る
。

　

布
令
五
十
七
号
の
第
二
条
A
項
の
改
正
は

次
の
と
お
り
。

　

琉
球
に
船
籍
を
有
す
る
す
べ
て
の
船
舶
は
、

上
下
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
特
別
旗
を
掲
揚
、

ま
た
は
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
旗
の

下
の
部
分
は
、
白
地
に
赤
い
マ
ル
の
つ
い
た

長
方
形
と
し
て
、
そ
の
縦
と
横
の
比
は
七
対

一
〇
。
赤
い
丸
の
直
径
は
、
縦
の
五
分
の
三

と
す
る
。
赤
い
丸
の
中
心
は
、
旗
の
面
の
中

心
よ
り
旗
の
長
さ
の
百
分
の
一
だ
け
左
よ
り

と
す
る
。
(
旗
ざ
お
の
側
に
よ
る
)

　

旗
の
上
の
部
分
は
次
の
要
項
に
も
と
づ
い

た
小
旗
と
す
る
。

（
Ａ
）
横
の
長
さ
を
下
部
の
旗
の
横
の
長
さ
と

同
一
と
し
、
基
底
部
に
お
け
る
縦
の
長
さ
を

下
部
の
旗
の
縦
の
長
さ
の
半
分
と
す
る
二
等

辺
三
角
形
と
す
る
。

（
Ｂ
）
上
部
の
旗
の
色
は
下
部
の
旗
の
色
と
同

じ
白
地
と
す
る
。



四
六
三

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
六
月

上
部
の
旗
に
は
英
字
と
漢
字
の
ブ
ロ
ッ
ク
字

体
（
横
書
体
）
で
ロ
ー
マ
字
の
〝
Ｒ
Ｙ
Ｕ
Ｋ

Ｙ
Ｕ
Ｓ
〟
と
漢
字
の
〝
琉
球
〟
と
白
字
に
赤

く
そ
め
ぬ
き
（
赤
い
色
は
下
部
の
旗
の
赤
い

丸
と
同
色
）
字
の
寸
法
は
縦
が
小
旗
の
基
底

部
の
三
分
の
一
と
す
る
英
字
は
〝
Ｒ
Ｙ
Ｕ
Ｋ

Ｙ
Ｕ
Ｓ
〟
と
普
通
、
左
か
ら
右
に
読
め
る
よ

う
基
底
部
（
旗
ざ
お
よ
り
）
か
ら
横
書
き
さ

れ
る
こ
と
。
漢
字
の
〝
琉
球
〟
は
基
底
部
と

英
字
の
中
間
に
縦
書
き
す
る
こ
と
。
上
下
の

旗
は
相
接
し
て
掲
揚
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

基
底
部
の
間
隔
は
一
イ
ン
チ
以
内
と
し
、
そ

の
間
に
他
の
い
か
な
る
も
の
を
は
さ
ん
で
も

い
か
な
い
。

安
全
性
一
段
と
強
化
／
保
護
、
日
米
両

国
に
要
請

　

松
岡
主
席
の
話　

琉
球
船
舶
に
日
の
丸

を
掲
揚
す
る
こ
と
は
、
な
が
い
間
の
懸
案

で
、
こ
れ
ま
で
日
米
両
政
府
に
強
く
要
請
し

て
き
た
。

　

さ
る
三
月
一
日
の
十
二
回
日
米
協
で
合
意

に
達
し
、
こ
の
た
び
、
関
係
布
令
の
改
正
を

は
じ
め
、
国
際
法
上
の
必
要
な
手
続
き
を
終

え
、
七
月
一
日
か
ら
正
式
に
掲
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
と
く
に
さ

い
き
ん
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
近
海
で
の
漁
船
の

相
つ
ぐ
だ
捕
事
件
で
、
住
民
が
不
安
を
い
だ

い
て
い
る
と
き
日
の
丸
掲
揚
が
実
現
す
る
こ

と
は
遠
洋
漁
業
の
安
全
が
い
ち
だ
ん
と
強
化

さ
れ
、
ま
た
、
日
本
国
民
と
し
て
一
体
感
を

つ
め
よ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
こ
ん
ど
は

船
員
の
保
護
に
つ
い
て
も
日
米
両
国
政
府
が
、

協
力
し
て
あ
た
る
よ
う
引
き
続
き
要
請
し
て

い
き
た
い
。

き
ょ
う
か
ら
本
格
審
議
／
市
議

会
／
施
政
方
針
、
給
与
改
正

な
ど

 
 
 

　
　

〔
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六
日
か
ら
開
会
し
た
第
九
十
三
回
那
覇
市

議
会
は
、
き
ょ
う
八
日
の
本
会
議
で
西
銘
市

長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑
を
皮
切
り
に

本
格
的
な
審
議
に
は
い
る
。
こ
の
日
は
、
椿

（
公
明
）
、
儀
間
、
黒
潮
（
人
民
）
、
仲
本
（
社

大
）
の
各
議
員
ら
九
人
が
こ
の
施
政
方
針
に

対
す
る
質
問
を
行
な
う
。
九
日
に
一
般
質
問

が
あ
っ
て
、
十
日
に
上
程
議
案
の
質
問
、
審

議
に
は
い
る
が
、
お
も
な
議
案
は
次
の
と
お

り
。　

　

那
覇
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改

正
▽
那
覇
市
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
の

改
正
▽
那
覇
市
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条

例
の
改
正
す
る
条
例
制
定
▽
市
有
財
産
の
取

得
管
理
お
よ
び
処
分
条
例
の
改
正
▽
工
事
そ

の
他
請
負
契
約
条
例
の
改
正
▽
那
覇
市
史
編

集
委
員
会
設
置
条
例
改
正
▽
公
設
市
場
条
例

改
正
▽
保
育
所
設
置
と
管
理
条
例
改
正
▽
ご

み
処
理
場
条
例
制
定
▽
市
営
住
宅
設
置
と
管

理
条
例
の
改
正
制
定
▽
市
公
営
企
業
組
織
条

例
制
定
▽
水
道
事
業
基
本
計
画
▽
国
場
川
の

水
面
埋
め
立
て
▽
漫
湖
風
致
区
整
備
事
業
の

起
債
▽
六
八
年
度
市
歳
入
歳
出
予
算
▽
区
画

整
理
事
業
特
別
予
算
▽
水
道
事
業
予
算
▽
下

水
道
特
別
予
算
▽
那
覇
教
育
区
教
育
委
員
会

職
員
定
数
制
の
改
正
▽
同
教
育
区
予
算
な
ど

四
十
四
件
。

　

な
か
で
も
職
員
の
給
与
の
改
正
と
市
議
の

報
酬
は
、
物
価
、
生
活
費
の
値
上
が
り
、
ま

た
政
府
、
民
間
ベ
ー
ス
を
理
由
に
、
市
長
が

月
給
六
百
㌦
（
こ
れ
ま
で
五
百
㌦
）
、
助
役
が

四
百
二
十
㌦
（
三
百
五
十
㌦
）
、
収
入
役
三
百

六
十
㌦
（
三
百
㌦
）
と
約
二
〇
㌫
と
は
ね
上

が
っ
て
七
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
。
市
長

の
六
百
㌦
サ
ラ
リ
ー
は
主
席
、
議
長
（
立
法

院
）
な
み
で
あ
る
。

　

一
方
、
市
議
会
議
員
の
お
手
盛
り
も
こ
れ

ま
で
の
百
五
十
㌦
か
ら
二
百
㌦
に
値
上
が
り

を
み
せ
た
。
一
般
職
員
も
平
均
九
・
六
㌫
の

昇
給
を
み
て
い
る
。

近
代
的
な
町
づ
く
り
へ
／
西
銘
市
長
の

施
政
方
針
演
説

　

那
覇
市
は
、
近
年
の
琉
球
経
済
の
高
度
成

長
と
、
日
米
琉
政
府
の
援
助
な
ら
び
に
市
民

の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
に
よ
り
順
調
な
発
展
を

と
げ
、
市
民
生
活
の
水
準
も
一
段
と
向
上
し

て
い
る
が
、
承
知
の
よ
う
に
、
市
街
地
は
都

市
へ
の
近
代
的
機
能
の
急
激
な
集
積
、
交
通

機
関
の
激
増
、
加
え
て
人
口
の
急
速
な
膨
張

に
対
し
そ
れ
に
伴
う
都
市
公
共
施
設
の
整
備

が
遅
れ
た
た
め
、
跂
行
状
態
が
顕
著
と
な

り
、
こ
の
こ
と
が
産
業
経
済
、
社
会
文
化
な

ど
、
各
面
に
多
大
の
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。

　

私
が
市
長
就
任
以
来
指
摘
し
、
今
後
に
お

い
て
、
都
市
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
公
共

投
資
を
重
点
的
か
つ
総
合
的
に
行
な
う
と
と

も
に
、
土
地
利
用
、
道
路
、
そ
の
他
交
通
施

設
、
住
宅
、
上
下
水
道
、
環
境
施
設
な
ど
に

つ
い
て
長
期
計
画
を
強
力
に
整
備
推
進
し
て

い
き
た
い
。

　

一
九
六
八
年
度
に
お
い
て
は
、
次
の
施
策

を
重
点
と
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

【
都
市
計
画
事
業
の
推
進
】

　

▽
都
市
の
整
備　

に
あ
た
っ
て
は
、
都
市

機
能
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
発
揮
で
き
る
よ
う
土
地

利
用
、
道
路
そ
の
他
都
市
交
通
施
設
、
住
宅
、

上
下
水
道
、
環
境
施
設
な
ど
に
つ
い
て
広
域

に
都
市
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
一
九
五
六

年
に
策
定
の
本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
、
目
下
都
市

計
画
委
員
会
に
諮
問
中
で
あ
り
ま
す
。

　

一
九
六
八
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
号

線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
旧
鉄
道
線
の
拡
張
整

備
計
画
が
政
府
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
に
対
し
唯
一
の
環
状
線
の
一

部
で
あ
る
安
謝
橋
か
ら
内
間
橋
間
の
延
長
一
、



四
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一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
六
月

八
〇
〇
㍍
を
バ
イ
パ
ス
計
画
と
並
行
し
て
実

施
し
、
交
通
緩
和
の
基
本
的
解
決
を
は
か

る
。
都
心
部
の
交
通
緩
和
策
と
し
て
は
実
施

中
の
開
南
交
番
前
か
ら
大
洋
琉
映
館
前
の
道

路
、
繁
多
川
売
店
前
か
ら
繁
多
川
公
民
館
前

の
道
路
お
よ
び
む
つ
み
橋
、
美
栄
橋
館
の
道

路
工
事
を
前
年
に
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と

も
に
、
美
栄
橋
か
ら
泉
崎
橋
間
の
久
茂
地
川

左
岸
、
牧
志
公
設
市
場
前
お
よ
び
小
禄
公
営

住
宅
入
り
口
道
路
の
整
備
を
図
る
計
画
で
あ

る
。
ま
た
、
一
九
五
六
年
三
月
都
市
計
画
幹

線
街
路
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
サ
イ
オ
ン

橋
か
ら
姫
百
合
市
場
前
の
間
お
よ
び
ラ
ジ
オ

沖
縄
前
か
ら
古
波
蔵
三
差
路
間
の
調
査
測
量

を
実
施
す
る
計
画
。

　

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
山
下
地
区

を
前
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
、
袋
廻
し
原

地
区
は
基
本
調
査
を
終
了
、
一
九
六
八
年
度

に
認
可
申
請
準
備
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
寄

宮
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
係
争
中
で
あ
る

が
、
判
決
が
あ
り
次
第
事
業
を
進
め
る
計
画

で
あ
る
。
真
嘉
比
、
古
島
、
壺
川
地
区
に
つ

い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
法
の
制
定
を
ま
っ

て
実
施
す
る
考
え
だ
。
な
お
、
一
九
六
八
年

度
に
お
い
て
は
組
合
施
行
に
よ
る
区
画
整
理

を
推
進
さ
せ
る
た
め
、
宇
栄
原
地
区
を
指
定

し
技
術
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

公
園
、
緑
地
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
都
市
施
設
で
あ
り
、

と
く
に
市
街
地
が
繁
華
に
な
る
に
つ
れ
防
災
、

美
観
、
教
化
、
環
境
の
改
善
、
児
童
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
に
必
要
な
施
設
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
健
康
で
明
る
く
衛
生
的
な
生
活

環
境
の
都
市
を
形
成
す
る
た
め
に
も
公
園
の

造
成
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
新

年
度
に
お
い
て
は
、
与
儀
公
園
、
希
望
が
丘

公
園
を
前
年
度
に
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、

識
名
霊
園
の
整
備
を
行
な
い
、
市
内
に
散
在

す
る
墳
墓
を
整
理
し
て
、
都
市
計
画
事
業
と

く
に
公
園
事
業
の
推
進
に
役
立
て
た
い
。

【
市
民
生
活
お
よ
び
社
会
福
祉
対
策
】

　

▽
水
道
事
業　

自
己
水
源
の
と
ぼ
し
い
那

覇
市
に
お
い
て
は
、
そ
の
大
半
を
琉
球
水
道

公
社
に
依
存
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
渇

水
期
に
お
い
て
必
要
と
す
る
水
量
が
得
ら
れ

ず
、
時
間
給
水
あ
る
い
は
隔
日
給
水
の
非
常

措
置
に
よ
り
市
民
需
要
者
に
多
大
の
ご
迷
惑

を
か
け
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
全
琉
の
需
要

を
満
た
す
に
は
目
下
琉
球
水
道
公
社
の
全
琉

統
合
水
道
計
画
に
基
づ
く
北
部
の
水
源
開
発

計
画
以
外
に
な
い
か
ら
、
市
と
し
て
は
自
己

水
源
開
発
に
つ
い
て
こ
ん
ご
も
努
力
を
続
け

る
。

　

▽
住
宅
対
策　

と
し
て
は
市
民
が
適
正
な

規
模
お
よ
び
質
的
水
準
を
有
す
る
住
宅
に
住

み
良
好
な
生
活
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
市
民
の
福
祉
向
上
を
は
か
る
う
え
か
ら

も
、
住
宅
の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

一
九
六
三
年
度
以
来
、
日
米
琉
政
府
の
財
政

援
助
に
よ
り
着
々
そ
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る

が
需
要
に
こ
た
え
る
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
が

あ
る
。
一
九
六
八
年
度
は
一
九
六
七
年
度
継

続
事
業
と
し
て
第
一
種
住
宅
一
六
八
戸
、
第

二
種
住
宅
一
〇
四
戸
、
一
九
六
八
年
度
分
、
第

一
種
住
宅
九
六
戸
、
第
二
種
住
宅
一
六
八
戸
、

第
三
種
住
宅
と
し
て
第
二
次
若
松
市
場
併
存

住
宅
の
四
四
戸
を
建
設
す
る
計
画
。

▽
社
会
福
祉
対
策　

は
、
住
民
の
最
低
限
度

の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
を
根
本
理
念
と
し

て
、
市
民
と
直
接
結
び
つ
く
事
業
と
し
て
従

来
か
ら
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
が
、
保
護
寸

前
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
階
層
も
な
お
少
な
く

な
い
現
状
で
あ
る
。
愛
生
寮
の
完
成
で
市
内

五
カ
所
に
散
在
し
た
入
居
者
を
一
カ
所
に
統

合
し
、
入
居
者
の
更
生
指
導
に
努
力
し
て
ゆ

く
方
針
だ
。

▽
老
人
福
祉
対
策　

「
老
齢
年
金
に
関
す
る

暫
定
措
置
法
」
に
基
づ
い
て
老
齢
年
金
の
業

務
を
新
年
度
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、

従
来
市
の
行
な
っ
て
き
た
見
舞
い
金
と
合
わ

せ
て
行
な
う
の
で
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、
児
童
福
祉
の
増
進
も
前
年
度
に
引
き
続

き
一
二
〇
人
収
容
の
大
型
保
育
所
を
建
設
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
五
十
人
収
容
を

六
十
人
収
容
の
施
設
に
改
め
、
保
育
に
欠
け

る
児
童
を
よ
り
多
く
収
容
す
る
計
画
で
あ
る
。

【
産
業
経
済
対
策
】

　

産
業
は
全
琉
の
中
核
を
な
し
、
年
々
向
上

し
て
い
る
が
、
産
業
別
、
規
模
別
、
組
織
別

に
み
る
と
、
商
工
企
業
の
大
部
分
が
中
小
企

業
で
占
め
て
い
る
の
で
、
側
面
か
ら
、
積
極

的
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
商
工
企

業
の
合
理
化
を
促
進
す
る
考
え
で
あ
る
。
観

光
に
つ
い
て
は
、
内
外
で
も
沖
縄
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
現
在
、
外
客
実
態

調
査
、
観
光
宣
伝
事
業
、
観
光
総
合
展
示

会
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
外
客
誘
致
策
と
し

て
、
関
係
団
体
と
の
連
係
の
も
と
に
「
沖

縄
祭
り
」
を
盛
り
上
げ
、
本
土
へ
の
宣
伝

活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
、
観
光
事
業

を
推
進
し
て
い
く
。

【
安
謝
港
の
建
設
】

　

那
覇
港
と
泊
港
は
、
そ
の
能
力
が
限
界
に

達
し
、
琉
球
経
済
の
こ
ん
ご
の
発
展
に
致
命

的
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
安
謝
港

の
築
港
に
つ
い
て
琉
球
政
府
お
よ
び
本
土
政

府
に
強
く
要
請
し
て
き
た
が
、
今
回
、
本
土

政
府
運
輸
省
港
湾
局
よ
り
係
り
官
が
来
島
し

再
調
査
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
修
正

す
る
必
要
が
生
じ
、
現
在
琉
球
政
府
に
お
い

て
検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
漁
港
に
つ
い
て
も

早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
両
港
と
も

本
土
政
府
補
助
に
よ
り
計
画
さ
れ
る
明
る
い

見
通
し
を
得
て
い
る
。
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六
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水
道
・
交
通
問
題
に
質
問
集
中 

／
横
断
歩
道
橋
ふ
や
す
／
水 

不
足
解
消
／
政
府
に
協
力
を 

要
請
／
定
例
市
議
会
／
市
長 

答
弁

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
７
・
６
・
９
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
八
日
午

前
十
時
か
ら
施
政
方
針
に
た
い
す
る
質
疑
を

行
な
っ
た
。
こ
の
日
は
各
派
か
ら
十
四
人
が

質
問
に
立
ち
、
施
政
全
般
に
つ
い
て
当
局
の

方
針
を
追
及
し
た
が
、
と
く
に
水
道
問
題
と

交
通
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
集
中
し
た
。
そ

の
中
で
西
銘
市
長
は
「
交
通
対
策
に
は
と
く

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
市
道
の
新
設
、
整
備
、

さ
ら
に
歩
行
者
の
安
全
を
守
る
た
め
に
横
断

歩
道
橋
を
ふ
や
す
計
画
だ
。
安
里
か
ら
浦
添

に
通
ず
る
幹
線
道
路
が
完
成
す
る
と
市
内
の

交
通
難
も
緩
和
さ
れ
る
と
思
う
。
水
不
足
の

解
決
は
市
だ
け
で
は
で
き
な
い
の
で
政
府
に

要
請
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。
質
問
は

全
般
的
に
低
調
で
傍
聴
人
も
二
、
三
人
し
か

い
な
か
っ
た
。

　

赤
嶺
（
保
）
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）　

小
禄

宇
栄
原
団
地
の
建
設
に
と
も
な
っ
て
人
口
が

急
増
し
、
各
学
校
で
は
定
員
を
は
る
か
に
オ

ー
バ
ー
し
て
い
る
。
こ
れ
は
学
力
低
下
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
る
が
対
策
は
あ
る
か
。

　

西
銘
市
長　

那
覇
教
育
委
員
会
や
政
府
と

は
か
り
学
校
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
策
を
講

じ
た
い
。

　

椿
議
員
（
公
明
会
）　

市
内
の
交
通
混
雑
を

緩
和
す
る
対
策
は
あ
る
か
。

　

市
長　

安
里
か
ら
浦
添
に
通
ず
る
幹
線
道

路
が
完
成
す
れ
ば
い
く
ぶ
ん
よ
く
な
る
と
思

う
。

　

赤
嶺
（
慎
）
議
員
（
新
風
会
）　

石
川
に
ダ

ム
が
で
き
、
上
間
タ
ン
ク
が
完
成
す
る
と
水

不
足
は
解
消
す
る
と
約
束
し
た
が
、
い
ま
も

っ
て
断
水
が
続
い
て
い
る
。
解
決
策
は
な
い

の
か
。

　

市
長　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
琉
球
政
府

も
政
策
不
在
で
す
べ
て
軍
に
依
存
し
て
い
る

状
態
だ
。
市
自
体
で
は
年
間
三
、
四
千
㌧
の

水
源
し
か
開
発
で
き
な
い
。
こ
れ
を
全
部
や

る
こ
と
は
市
の
財
政
で
は
で
き
な
い
の
で
政

府
に
強
く
要
請
し
て
い
き
た
い
。

　

玉
城
水
道
部
長　

水
道
公
社
の
開
発
計
画

が
完
成
す
れ
ば
心
配
な
い
。

　

平
良
議
員
（
新
風
会
）　

港
の
バ
ー
ス
壁
は

極
度
に
達
し
て
い
る
が
、
安
謝
港
の
建
設
は

い
つ
か
ら
や
る
の
か
。

　

市
長　

こ
れ
ま
で
の
計
画
を
大
幅
に
修
正

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
と
九
十
九
万
平

方
㍍
を
埋
め
立
て
な
け
れ
ば
築
港
で
き
な
い

の
で
、
長
期
計
画
を
立
て
財
政
的
メ
ド
も
つ

け
て
か
ら
い
っ
き
ょ
に
や
り
た
い
。
こ
れ
を

や
る
の
に
二
千
万
㌦
必
要
だ
。
政
府
は
埋
め

立
て
は
市
に
さ
せ
て
実
を
取
ろ
う
と
し
て
い

る
が
、
あ
く
ま
で
市
事
業
と
し
て
や
る
。

　

儀
間
議
員
（
人
民
党
）　

中
央
税
の
地
方
自

治
体
へ
の
移
管
は
実
現
す
る
見
通
し
が
あ
る

か
。

　

市
長　

こ
れ
ま
で
た
び
た
び
政
府
に
申
請

し
て
い
る
が
ま
だ
実
現
し
な
い
が
、
見
通
し

は
明
る
い
。

　

友
利
議
員
（
公
明
会
）　

中
央
税
の
移
管
に

よ
る
収
入
見
込
み
は
い
く
ら
か
。

　

市
長　

地
方
自
治
体
の
自
主
財
源
を
三
五

％
に
し
た
場
合
約
百
万
㌦
に
な
る
。

　

久
高
議
員
（
無
所
属
）　

市
の
広
域
都
市
構

想
に
は
軍
用
地
は
計
画
に
は
い
っ
て
い
な
い
。

軍
用
地
を
除
外
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
祖

国
復
帰
面
で
も
支
障
を
き
た
す
と
思
う
が
ど

う
か
。

　

市
長　

長
期
計
画
の
中
に
軍
用
地
が
は
い

っ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
間
違
い
で
、
一
部

は
は
い
っ
て
い
る
。
復
帰
は
ど
う
い
う
か
た

ち
で
実
現
す
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
基
地
撤

去
後
の
こ
と
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

仲
本
議
員
（
社
大
）　

六
八
年
度
の
施
政
方

針
は
、
現
年
度
の
方
針
と
く
ら
べ
、
変
わ
り

ば
え
し
な
い
。
な
ん
に
一
番
力
を
入
れ
、
ま

ず
、
何
を
や
ろ
う
と
い
う
の
か
。

　

市
長　

端
的
に
い
っ
て
も
な
に
も
変
わ
っ

た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
六
八
年
度
に
と
く
に

新
し
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
も
思
っ
て
い
な
い
。

従
来
ど
お
り
の
諸
計
画
に
基
づ
い
て
勇
敢
に

実
行
す
る
だ
け
だ
。

　

金
城
（
重
）
議
員
（
市
政
ク
）　

産
業
、
経

済
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
都
心
部
の
交

通
事
情
は
ど
う
解
決
し
て
い
く
か

　

西
銘
市
長　

一
号
線
の
バ
イ
パ
ス
計
画
の

実
現
が
先
決
。
そ
の
他
横
断
橋
の
増
設
を
は

か
り
、
政
府
と
も
協
力
し
て
緩
和
を
は
か
っ

て
い
く
。

〝
合
併
考
え
て
い
な
い
〟
／
西
銘

市
長
都
市
計
画
で
答
弁
／
那

覇
市
議
会 

 
 
 

　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
６
・
９
〕

　

八
日
午
後
の
那
覇
市
議
会
は
、
午
前
に
引

き
続
き
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
が

行
な
わ
れ
、
七
人
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
た

だ
し
た
。
答
申
の
中
で
西
銘
市
長
は
仲
本
議

員
（
社
大
）
の
質
問
に
対
し
「
わ
た
し
の
残

り
の
三
年
の
市
長
任
期
の
う
ち
で
、
近
隣
市

町
村
と
の
合
併
は
考
え
て
い
な
い
」
と
答
え

た
。

　

仲
本
議
員
は
「
那
覇
市
の
場
合
、
人
口

増
、
そ
れ
に
交
通
の
混
雑
は
年
々
ひ
ど
い
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
都
市
計
画
の
長

期
展
望
に
た
ち
単
に
那
覇
市
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
近
隣
市
町
村
の
合
併
は
考
え
て
い

な
い
か
」
と
質
問
、
西
銘
市
長
は
「
広
域
都

市
の
問
題
は
検
討
中
で
あ
る
が
、
都
市
構
想

は
必
ず
し
も
都
市
合
併
に
頼
る
も
の
で
は
な
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い
。
合
併
は
し
な
く
て
も
都
市
計
画
は
で
き

る
。
自
分
の
任
期
中
に
そ
れ
を
実
行
す
る
考

え
は
な
い
。
資
金
の
面
が
重
要
な
だ
け
に
、

財
政
的
な
裏
付
け
が
な
い
と
無
理
だ
」
と
答

え
、
那
覇
市
都
市
計
画
委
員
会
（
大
宜
味
朝

計
委
員
長
）
が
、
昨
年
十
一
月
に
「
将
来
の

那
覇
市
を
広
域
都
市
に
も
っ
て
ゆ
く
こ
と

は
近
隣
市
町
村
の
合
併
を
前
提
と
し
て
や

る
べ
き
だ
」
の
意
見
と
大
き
く
食
い
違
い
を

み
せ
た
。

　

な
お
、
き
ょ
う
九
日
午
前
十
時
か
ら
本
会

議
は
、
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、
大
山
盛
幸

氏
（
新
風
会
）
が
子
ど
も
の
国
の
施
設
場
所

を
は
じ
め
、
十
七
議
員
が
立
っ
て
道
路
行

政
、
不
良
住
宅
問
題
、
工
事
施
行
の
あ
り
方

な
ど
で
市
当
局
を
追
及
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

市
職
員
が
収
賄
行
為
／
那
覇
／

衛
生
業
者
の
不
正
も
み
消
す 
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那
覇
市
職
員
の
収
賄
行
為
が
九
日
開
か
れ

た
同
市
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
明
ら
か
に

さ
れ
、
問
題
化
し
て
い
る
。
こ
の
日
午
後
か

ら
質
問
に
立
っ
た
仲
本
（
社
大
）
、
黒
潮
（
人

民
）
両
議
員
は
「
職
権
を
利
用
し
て
業
者
か

ら
金
を
ま
き
上
げ
て
い
る
市
職
員
が
い
る
が
、

市
長
は
知
っ
て
い
る
か
」
と
事
実
を
あ
げ
て

当
局
を
追
及
し
た
。
こ
の
質
問
に
当
局
側
は

び
っ
く
り
、
西
銘
市
長
は
「
初
耳
だ
が
、
そ

れ
が
事
実
な
ら
重
大
な
問
題
だ
。
さ
っ
そ
く

調
査
し
て
処
置
を
検
討
す
る
」
と
答
え
た
。

　

仲
本
議
員
の
調
べ
に
よ
る
と
、
収
賄
を
受

け
た
の
は
し
尿
処
理
業
者
係
り
の
保
健
衛
生

課
職
員
。
業
者
が
し
尿
の
不
法
投
棄
な
ど
、
不

正
を
し
て
い
る
の
に
つ
け
込
み
、
暗
に
委
託

契
約
の
解
消
を
ほ
の
め
か
し
て
金
を
ま
き
あ

げ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
職
員
は
、
こ
と
し

一
月
か
ら
六
月
ま
で
に
三
社
か
ら
数
回
に
わ

た
っ
て
約
八
百
㌦
の
金
を
お
ど
し
取
っ
た
と

い
う
。

　

市
の
し
尿
処
理
は
現
在
、
七
業
者
に
委
託

契
約
し
て
い
る
が
、
貯
溜
槽
に
は
八
〇
％
以

上
い
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
、

そ
れ
を
オ
ー
バ
ー
す
る
と
与
那
原
町
や
大
里

村
な
ど
遠
方
に
あ
る
仮
貯
溜
槽
ま
で
運
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
業
者
は
と
き

ど
き
河
川
な
ど
に
不
法
投
棄
し
、
衛
生
課
職

員
が
そ
れ
を
取
り
締
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
、

こ
ん
ど
の
件
も
業
者
の
そ
う
い
う
弱
点
に
つ

け
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

市
長
給
与
六
百
㌦
に
／
那
覇
／

三
役
た
っ
ぷ
り
と
お
手
盛
り 
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那
覇
市
議
会
は
、
十
日
午
前
十
時
開
会
し
、

議
案
に
た
い
す
る
質
疑
を
行
な
っ
た
が
、
市

長
ら
三
役
の
給
与
を
大
幅
に
ア
ッ
プ
す
る
当

局
提
案
に
質
問
が
集
中
し
た
。

　

提
案
に
よ
る
と
、
市
長
六
百
㌦
（
現
行
五

百
㌦
）
、
助
役
四
百
二
十
㌦
（
同
三
百
六
十

㌦
）
、
収
入
役
三
百
六
十
㌦
（
同
二
百
㌦
）
と

そ
れ
ぞ
れ
二
〇
％
の
大
幅
ア
ッ
プ
に
な
っ
て

い
る
。
三
役
の
給
与
は
昨
年
、
市
長
が
百
五

十
㌦
、
助
役
と
収
入
役
が
そ
れ
ぞ
れ
百
㌦
ず

つ
上
げ
た
ば
か
り
。

　

こ
の
日
は
開
会
冒
頭
、
黒
潮
議
員
（
人
民
）

が
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
「
物
価
上
昇
も
提

案
理
由
に
な
っ
て
い
る
が
、
五
百
㌦
で
は
生

活
で
き
な
い
の
か
。
本
土
類
似
市
と
比
較
す

る
と
現
行
で
も
高
い
く
ら
い
で
、
百
万
の
人

口
を
有
す
る
北
九
州
の
市
長
で
さ
え
五
百
五

十
五
㌦
し
か
取
っ
て
い
な
い
。
増
俸
は
不
当

で
は
な
い
か
」
と
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
城
田
公
室
長
は
「
物
価
上

昇
は
引
き
上
げ
理
由
の
一
部
で
あ
る
。
主
席

や
政
府
の
局
長
も
値
上
げ
し
て
お
り
、
慣
例

と
し
て
那
覇
市
長
は
主
席
並
み
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
民
間
と
の
比
較
も
あ
り
、
市
長

の
体
面
を
保
つ
た
め
に
も
妥
当
で
あ
る
」
と

答
弁
。

　

西
銘
市
長
は
「
こ
れ
は
わ
た
し
個
人
の
問

題
で
は
な
く
、
市
長
の
問
題
だ
。
と
に
か
く

政
府
な
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考

え
で
二
〇
％
上
げ
た
。
」
と
答
え
た
。

　

そ
の
あ
と
儀
間
（
人
民
）
、
久
高
議
員
ら
が

昇
給
の
基
準
、
民
間
会
社
社
長
と
の
比
較
の

妥
当
性
な
ど
に
つ
い
て
追
及
し
た
。

〝
告
発
も
辞
さ
な
い
〟
／
那
覇
市

職
員
汚
職
問
題
／
野
党
側
が

強
い
態
度 
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那
覇
市
職
員
の
汚
職
を
追
及
し
て
い
る
同

市
議
、
野
党
側
（
社
大
、
人
民
）
は
「
こ
の
職

員
は
、
過
去
に
も
二
回
、
同
じ
よ
う
な
疑
惑

が
あ
る
し
、
こ
ん
ど
の
場
合
も
確
実
な
証
人

が
い
る
。
き
ょ
う
ま
で
な
ん
ら
手
を
打
た
な

い
の
は
、
市
当
局
が
モ
ミ
消
し
す
る
腹
で
は

な
い
か
」
と
、
十
二
日
午
後
四
時
す
ぎ
、
仲

本
安
一
、
金
城
吾
郎
（
社
大
）
、
黒
潮
隆

（
人
民
）
の
三
議
員
が
城
田
公
室
長
を
訪
れ
、

こ
れ
ま
で
の
同
職
員
に
関
す
る
事
件
を
あ
ら

た
め
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
断
固
た
る
処

置
を
と
る
よ
う
、
要
望
し
た
。

　

仲
本
議
員
ら
の
話
に
よ
る
と
、
同
職
員
の

贈
収
賄
事
件
は
、
上
司
で
あ
る
課
長
、
部
長

も
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、「
た
だ
、
金
を
取

っ
た
、
取
ら
な
い
」
の
水
か
け
論
に
終
わ
る

恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
日
の
要
望
と
な

っ
た
。

　

こ
の
な
か
で
同
議
員
は
「
こ
の
職
員
は
事

件
が
明
る
み
に
な
っ
て
あ
と
も
い
ぜ
ん
横
暴

な
態
度
は
か
え
な
い
。
一
週
間
内
に
当
局
側

で
こ
の
問
題
に
な
ん
ら
か
の
メ
ド
を
つ
け
な

け
れ
ば
、
こ
の
事
件
を
警
察
に
告
発
す
る
」



四
六
七

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
六
月

と
、
強
い
態
度
を
み
せ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
城
田
室
長
は
、「
早
速
、
経

民
部
の
調
査
を
急
が
せ
て
そ
の
結
果
で
当
方

の
態
度
を
決
め
た
い
」
と
答
え
た
。

　

こ
の
事
件
は
さ
る
九
日
の
那
覇
市
議
会
で
、

市
衛
生
課
の
職
員
が
市
委
託
作
業
を
さ
せ
て

い
る
衛
生
業
者
か
ら
数
回
金
（
お
よ
そ
七
百

㌦
）
を
受
け
と
っ
て
遊
興
費
に
つ
か
っ
て
い

た
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
を
仲
本
議
員
が
明

ら
か
に
し
た
。

市
の
税
外
収
入
／
大
所
は
港
の

24
万
㌦
／
市
営
住
宅
が
こ
れ

に
つ
ぐ 
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那
覇
市
の
六
八
年
度
予
算
は
現
在
委
員
会

に
付
託
さ
れ
て
い
る
が
、
予
算
規
模
も
初
め

て
一
千
万
㌦
を
越
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
年
間
、
市
の
収
入
と
な
る
も
の

は
水
道
料
金
、
租
税
収
入
以
外
に
な
に
が
い

く
ら
あ
る
だ
ろ
う
か
。
主
な
も
の
を
ひ
ろ
っ

て
み
よ
う
。

　

市
営
住
宅
の
家
賃
、
野
球
場
の
借
賃
そ
し

て
戸
籍
、
印
鑑
証
明
書
の
手
数
料
の
こ
ま
ご

ま
し
た
も
の
か
ら
、
民
間
会
社
の
株
配
当
金

ま
で
あ
る
。

　

◇
特
別
基
本
財
産
収
入
（
株
式
配
当
金
）

▽
琉
銀
、
出
資
額
四
千
三
十
四
㌦
、
配
当
率

十
㌫
、
配
当
見
込
み
額
四
百
三
㌦
四
十
㌣
▽

琉
海
、
三
千
二
百
五
十
㌦
の
出
資
に
百
九
十

五
㌦
の
配
当
▽
琉
石
、
千
八
百
四
十
八
㌦
に

二
百
三
十
一
㌦
▽
沖
配
、
六
万
五
千
三
百
に

七
千
五
百
十
㌦
十
五
㌣
▽
琉
肥
、
七
百
五
十

㌦
に
対
し
て
九
十
三
ド
ル
七
十
五
㌣
▽
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
六
千
二
百
五
十
㌦
に
六
百
二

十
五
㌦
▽
沖
銀
、
千
二
百
㌦
に
百
二
十
㌦
▽

琉
糖
、
二
千
二
百
ド
ル
に
二
百
二
十
㌦
▽
沖

縄
ガ
ス
、
七
千
㌦
に
七
百
㌦
▽
真
和
志
農

協
、 

七
百
十
三
㌦
に
七
十
一
㌦
三
十
㌣
の
計

一
万
七
百
九
十
九
㌦
で
あ
る
。
首
里
バ
ス
は

無
配
で
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

　

◇
土
地
売
払
い
代
金　

▽
天
久
、
安
謝
の

埋
め
立
て
地
一
帯
で
二
十
八
万
㌦
。

　

◇
市
場
使
用
料　

▽
牧
志
（
東
）
二
万
一
千

二
百
六
十
四
㌦
三
十
六
㌣
▽
同
西
市
場
、
二

万
一
千
六
百
六
十
四
㌦
二
十
㌣
▽
辻
町
、
二

千
四
百
九
十
六
㌦
▽
東
町
、
千
二
百
六
十
二

㌦
四
㌣
▽
田
原
、
二
千
五
百
十
六
㌦
四
㌣
▽

宇
栄
原
、
三
千
七
百
三
十
二
㌦
六
十
㌣
▽
若

松
、
一
万
二
千
四
十
三
㌦
二
十
㌣
、
計
六
万

四
千
九
百
七
十
八
㌦
。

　

◇
港
湾
施
設
使
用
料　

▽
け
い
船
料
、
一

万
九
千
五
百
四
十
六
㌦
▽
通
行
料
、
八
千
四

百
十
三
㌦
▽
通
過
料
、
十
一
万
四
千
三
百
六

十
三
㌦
▽
運
行
料
、
二
百
三
十
四
㌦
▽
荷
あ

げ
物
料
、
三
万
九
千
百
二
十
㌦
▽
野
積
み
場

料
、
三
万
千
七
百
二
十
三
㌦
▽
埠
頭
料
、
六

千
百
五
十
㌦
▽
タ
ー
ミ
ナ
ル
料
、
二
万
二
千

百
九
十
二
㌦
、
計
二
十
四
万
一
千
七
百
四
十

一
㌦
。

　

◇
畜
殺
場
使
用
料　

千
四
百
六
十
八
㌦
。

　

◇
市
営
住
宅
使
用
料　

▽
第
一
種
（
久
場

川
一
〇
八
室
、
宇
栄
原
四
九
〇
室
）
九
万
千

七
百
四
十
七
㌦
▽
第
二
種
、
識
名
（
九
〇
室
）
、

宇
栄
原
（
二
四
〇
室
）
、
宇
栄
原
（
二
四
八

室
）
、
五
万
五
千
九
百
十
七
㌦
▽
第
三
種
、
若

狭
（
一
五
四
む
ね
）
、
安
謝
（
九
六
室
）
、
東

（
三
六
室
）
、
辻
（
三
三
室
）
、
田
原
（
二
七

室
）
、
樋
川
（
四
五
室
）
、
若
松
（
四
八
室
）
、

七
万
五
千
二
百
八
十
㌦
、
計
二
十
二
万
二
千

九
百
四
十
四
㌦
。

　

◇
納
骨
堂
使
用
料　

二
千
三
百
六
十
二
㌦
。

　

◇
市
民
集
会
所
使
用
料　

三
百
㌦
▽
野
球

場
、
競
技
場
使
用
、
一
千
三
十
八
㌦
。

　

◇
保
育
所
使
用
料　

重
民
町
、
当
蔵
、
松

川
、
樋
川
、
宇
栄
原
、
久
場
川
、
与
儀
で
三

万
四
千
九
十
五
㌦
。

　

◇
手
数
料　

▽
建
築
確
認
、
九
千
四
百
七

十
四
㌦
▽
戸
籍
証
明
（
一
件
十
七
㌣
で
六
千

八
百
件
）
、
戸
籍
抄
本
（
九
万
二
百
枚
）
、
住

民
票
（
十
二
万
二
千
四
百
枚
）
、
納
税
証
明

（
七
百
件
）
、
印
鑑
証
明
（
一
件
八
㌣
で
十
二

万
八
千
件
）
な
ど
計
五
万
二
千
百
十
五
㌦
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

ゴ
ミ
処
理
場
が
完
成
／
南
風

原
村
字
新
川
に
／
工
費

三
十
五
万
㌦
で 
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那
覇
市
の
ゴ
ミ
処
理
場
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

は
、
南
風
原
村
字
新
川
先
に
完
成
、
す
で
に

試
運
転
を
続
け
て
い
る
が
、
七
月
一
日
午
後

一
時
半
か
ら
来
賓
や
関
係
者
を
招
い
て
落
成

式
を
行
な
う
。

　

こ
れ
は
総
工
費
三
十
五
万
三
百
五
十
㌦
で

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
た
衛
生
的
な
ゴ
ミ

処
理
場
施
設
。
落
成
式
に
は
、
ア
ン
ガ
ー
高

等
弁
務
官
、
松
岡
主
席
、
山
川
立
法
院
議
長

ら
多
数
が
出
席
、
安
全
操
業
の
祈
願
祭
を
行

な
い
、
施
工
者
で
あ
る
第
一
産
業
会
社
か
ら

那
覇
市
長
に
施
設
の
カ
ギ
が
手
渡
さ
れ
る
。

一
〇
〇
〇
万
㌦
の
超
大
型
予
算

／
三
役
、
議
員
が
お
手
盛
り

／
那
覇
市
予
算
議
会
お
わ
る 
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六
八
年
度
予
算
を
中
心
に
審
議
し
た
第
九

十
三
回
那
覇
市
議
会
は
二
十
七
日
、
二
十
二

日
間
の
会
期
を
終
わ
っ
た
。
こ
の
議
会
は
市

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
制

定
、
同
市
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
の
一

部
、
那
覇
教
育
区
教
育
委
員
会
報
酬
お
よ
び

費
用
規
則
の
一
部
改
正
、
水
道
関
係
の
公
営

企
業
組
織
条
例
制
定
、
六
八
年
度
同
市
歳
入



四
六
八

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
六
月

歳
出
予
算
、
教
育
区
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
上

程
さ
れ
た
六
十
一
議
案
の
一
部
を
修
正
し
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

さ
て
、こ
の
議
会
を
顧
み
て
の
焦
点
は
、な

ん
と
い
っ
て
も
初
の
一
千
万
㌦
台
に
の
ぼ
っ

た
新
年
度
予
算
で
、
市
長
、
助
役
、
収
入
役

そ
れ
に
市
議
の
お
手
盛
り
が
み
ら
れ
た
こ
と

と
、
教
育
委
の
報
酬
と
費
用
が
修
正
さ
れ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

　

市
長
の
サ
ラ
リ
ー
を
引
き
上
げ
る
案
が
こ

の
議
会
で
通
過
し
た
た
め
、
七
月
か
ら
市
長

が
六
百
㌦
に
、
助
役
が
四
百
二
十
㌦
、
収
入

役
が
三
百
六
十
㌦
の
約
二
〇
㌫
、
ま
た
市
議

が
百
五
十
㌦
か
ら
二
百
㌦
と
三
三
㌫
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
野
党
側
は
こ
の
値
上

げ
を
会
期
中
、
集
中
的
に
追
及
、
本
土
類
似

市
、
県
な
ど
の
例
を
あ
げ
、
市
民
の
た
め
に

な
ら
な
い
と
し
て
強
く
反
対
を
し
た
。
黒
潮

議
員
（
人
民
）
は
「
市
長
、
三
役
の
報
酬
引

き
上
げ
は
昨
年
三
百
㌦
か
ら
五
百
㌦
、
助
役

が
二
百
五
十
㌦
か
ら
三
百
五
十
㌦
に
し
た
ば

か
り
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
と
し
も
引
き
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
市
民
の
生
活
状
態
、
予
算
を
考
慮
に
い

れ
て
引
き
上
げ
を
す
べ
き
だ
」
と
、
は
げ
し

く
攻
撃
し
た
。

　

大
幅
引
き
上
げ
を
す
る
以
上
、
理
由
も
大

き
い
は
ず
な
の
に
市
当
局
は
物
価
上
昇
、
民

間
ペ
ー
ス
（
社
長
な
み
）
対
外
的
な
ど
を
理

由
に
し
て
お
茶
を
に
ご
し
市
民
を
じ
ゅ
う
ぶ

ん
納
得
さ
せ
る
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
ま

た
、
役
所
が
こ
の
給
与
改
定
に
一
流
民
間
会

社
（
社
長
な
み
）
の
ベ
ー
ス
に
固
執
し
た
の

も
妙
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
に
か
く
、

こ
の
値
上
げ
案
は
賛
成
多
数
で
通
っ
た
と
は

い
え
、
か
な
り
の
論
争
を
よ
び
市
民
の
関
心

を
呼
ん
だ
。

　

首
里
、
鳥
堀
町
に
建
造
中
の
愛
生
寮
の
壁

一
つ
が
畜
殺
場
に
な
っ
て
い
る
が
こ
れ
を
ど

う
す
る
か
問
題
に
な
っ
た
。
市
当
局
は
入
居

が
は
じ
ま
れ
ば
使
用
は
減
ら
し
て
い
き
た

い
と
方
針
を
の
べ
た
が
、
瀬
長
フ
ミ
議
員
は

「
愛
生
寮
に
は
い
る
人
た
ち
は
老
人
が
お
お

く
、
壁
を
へ
だ
て
て
豚
の
断
末
魔
の
声
を
き

く
こ
と
は
精
神
衛
生
面
か
ら
も
由
々
し
い

問
題
だ
。
こ
れ
で
は
ウ
バ
捨
て
山
の
感
が
す

る
」
と
追
及
し
た
。
ま
た
大
山
議
員
（
新

風
会
）
は
、
非
行
少
年
の
激
増
を
指
摘
し

て
、
中
学
校
に
特
殊
学
級
を
つ
く
る
考
え
は

な
い
か
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
面
か
ら
も

大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
強
調
し
た
。
一

方
、
市
議
会
は
水
道
対
策
と
し
て
北
部
の
水

源
開
発
の
早
期
実
現
と
軍
道
路
３
号
線
の

開
放
を
高
等
弁
務
官
、
主
席
ら
あ
て
に
要
請

決
議
し
た
。

　

教
育
委
の
報
酬
は
四
年
ぶ
り
に
現
行
の
七

十
㌦
か
ら
五
十
㌦
の
ア
ッ
プ
し
て
百
二
十
㌦

に
し
よ
う―

と
の
案
が
上
程
さ
れ
た
が
、
市

政
ク
ラ
ブ
（
与
党
）
で
修
正
さ
れ
て
月
額
百

㌦
に
決
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
報
酬
案
の
端

数
切
り
捨
て
で
（
二
十
㌦
）
市
議
会
の
舞
台

裏
も
久
し
ぶ
り
に
活
気
を
み
せ
た
。

　

経
民
委
員
会
は
二
十
三
日
、
各
派
交
渉
で

調
整
を
し
、
で
き
れ
ば
意
見
を
統
一
し
て
原

案
ど
お
り
に
も
っ
て
い
き
た
い
意
向
が
強

か
っ
た
。
結
局
、
各
派
の
話
し
合
い
が
つ
か

ず
、
市
政
ク
が
出
し
た
修
正
案
を
通
し
て
し

ま
っ
た
わ
け
だ
が
、
で
は
な
ぜ
市
政
ク
が
こ

の
修
正
案
を
出
し
た
か
「
市
議
も
三
三
㌫
あ

げ
た
。
教
育
委
も
そ
の
線
の
ア
ッ
プ
で
端
数

は
切
り
捨
て
、
市
議
の
半
分
の
仕
事
し
か
な

い
の
で
そ
の
半
額
で
よ
い
」
と
い
っ
た
妙
な

理
く
つ
で
あ
っ
た
。
野
党
側
は
百
㌦
へ
の
減

額
を
教
育
委
に
対
す
る
「
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
」
で

あ
る
と
し
て
受
け
と
っ
た
。

　

さ
る
三
月
十
九
日
の
教
育
委
の
改
選
で
、

革
新
が
伸
び
て
四
対
三
の
勢
力
分
野
に
な
っ

た
た
め
執
行
、
議
決
機
関
を
有
す
る
こ
の
委

員
会
の
構
成
が
当
然
、
目
の
上
の
コ
ブ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
。
こ
ん
ど
の
委
員

報
酬
問
題
は
、
そ
の
た
め
の
報
復
手
段
と
み

ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
教
育

委
員
長
、
副
委
員
長
に
こ
れ
ま
で
支
出
し
て

き
た
交
際
費
の
削
除
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

委
員
長
六
十
㌦
副
委
員
に
三
十
㌦
と
、
こ
れ

ま
で
慣
習
で
交
際
費
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
廃
止
し
て
委
員
会
（
七
人
構
成
）
に

配
分
す
る
と
い
う
の
だ
。
な
お
。
先
の
改
選

後
、
委
員
長
に
嵩
原
久
勝
氏
（
社
大
）
副
委

員
長
に
宮
里
政
秋
氏
（
人
民
）
が
な
っ
て
い

る
。
久
し
ぶ
り
の
活
発
な
市
議
会
に
反
し
て

あ
と
味
の
悪
い
面
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。

水
道
局
に
昇
格
／
真
和
志
の
庁

舎
へ
移
転

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
６
・
29
〕

　

那
覇
市
の
水
道
部
（
玉
城
定
仁
部
長
）
が

一
日
か
ら
市
町
村
公
営
企
業
法
に
も
と
づ
い

て
「
水
道
局
」
に
昇
格
す
る
。
水
道
局
設
置

は
、
公
営
企
業
の
組
織
条
例
で
先
の
議
会
で

可
決
さ
れ
た
。
将
来
は
真
和
志
支
所
あ
と
に

つ
く
る
合
同
庁
舎
に
消
防
な
ど
移
転
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

水
道
局
と
し
て
独
立
し
た
場
合
、
収
入
、
人

事
権
な
ど
の
権
限
が
市
長
か
ら
管
理
者
の
手

に
移
管
さ
れ
る
の
で
、
い
ま
そ
の
引
き
継
ぎ

を
急
い
で
い
る
。

本
土
援
助
を
直
接
に
／
高
良
議

長
、
全
国
市
議
長
会
へ 

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
６
・
29
〕

　

全
国
市
議
会
議
長
会
の
定
期
総
会
は
、
二

十
七
、
二
十
八
の
両
日
、
東
京
・
九
段
会
館

に
五
六
六
の
市
議
長
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

　

那
覇
か
ら
は
高
良
一
議
長
が
、
こ
れ
に
出

席
し
た
。
沖
縄
側
の
こ
ん
ど
の
要
請
事
項



四
六
九

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
六―

七
月

は
、
本
土
か
ら
の
援
助
金
を
、
本
土
市
町
村

の
交
付
税
に
に
か
よ
っ
た
制
度
で
直
接
流
れ

て
く
る
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

も
の
で
、
大
蔵
省
な
ど
関
係
各
省
に
陳
情
す

る
こ
と
に
し
た
。

水
道
事
情
、
今
夏
最
悪
に
／
市

議
会
／
水
源
開
発
を
要
請
決

議

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
６
・
30
〕

　

那
覇
市
の
水
道
事
情
は
、
こ
の
夏
最
悪
事

態
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い

る
。
市
議
会
で
も
こ
の
問
題
が
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
質
問
や
論
議
が
集
中
し
た
が
市

独
自
の
解
決
策
は
な
く
米
民
政
府
、
行
政

府
、
立
法
院
な
ど
に
水
源
開
発
の
要
請
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
要
請
決
議
は
、
本
会
議

最
終
日
の
二
十
七
日
、
全
会
一
致
で
採
決
さ

れ
た
。

　

【
決
議
要
旨
】　

那
覇
市
は
、
毎
年
時
間
給

水
、
断
水
を
繰
り
返
し
、
市
民
に
多
く
の
苦

難
を
与
え
て
き
た
。
生
活
水
準
の
向
上
、
人

口
の
都
市
集
中
化
は
水
不
足
に
拍
車
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
市
民
に
大
き
な
不
安
と
苦
痛

を
与
え
、
と
く
に
夏
季
の
最
需
要
期
を
迎
え

い
っ
そ
う
憂
慮
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
現
状
を
抜
本
的
に
打
開
す
る
に
は
北
部

の
豊
富
な
水
源
を
開
発
す
る
以
外
に
は
な
い
。

米
民
政
府
、
琉
球
政
府
、
立
法
院

は
、
そ
の
責
任
に
お
い
て
中
部
以
南
の
市
町

村
の
水
不
足
を
解
消
す
べ
く
、
北
部
水
源
開

発
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
、
強
く
要
請
す

る
。〝

土
地
買
収
に
反
対
〟
／
地
主

が
陳
情
／
上
間
発
電
所
建
設

で

 
 
 

　
　

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
７
・
７
・
15
〕

　

琉
球
電
力
公
社
（
屋
田
甚
助
総
裁
）
の
施

設
拡
張
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
那
覇
市
字
上
間

東
原
先
に
計
画
さ
れ
て
い
る
発
電
所
建
設
に

伴
う
土
地
買
収
に
反
対
す
る
同
市
上
間
、
識

名
、
繁
多
川
、
真
地
の
四
地
区
の
代
表
（
大
城

善
輔
さ
ん
ら
約
二
十
人
）
は
、
十
四
日
午
前
、

那
覇
市
役
所
に
古
堅
助
役
を
、
ま
た
、
市
議

会
に
辺
野
喜
副
議
長
を
訪
ね
、「
い
ま
あ
る
上

間
の
変
電
所
の
設
置
に
関
し
て
は
こ
ん
ご
発

電
所
の
拡
大
は
し
な
い
と
、
関
係
者
は
約
束

し
な
が
ら
ま
た
、
土
地
買
収
が
お
き
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
零
細
農
家
は
こ
れ
以
上
土
地
を
と

ら
れ
て
は
毎
日
の
生
活
に
も
困
る
」
と
反
対

を
訴
え
、
陳
情
文
を
手
渡
し
た
。
陳
情
団
は

こ
の
あ
と
電
力
会
社
に
も
同
様
の
陳
情
を
し

た
。

　

上
間
に
発
電
所
を
増
設
す
る
問
題
は
こ
と

し
の
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
出
て
い
る
が
、
具
体

的
な
動
き
が
な
く
、
市
の
土
地
課
に
も
い
ま

だ
に
正
式
な
連
絡
が
な
い
。
公
社
側
は
最
近

に
な
っ
て
独
自
に
地
主
と
交
渉
を
は
じ
め
、

一
部
地
主
と
は
売
買
契
約
を
と
り
か
わ
し
た
。

し
か
し
大
半
の
地
主
は
こ
れ
に
反
対
、
こ
の

日
の
陳
情
に
な
っ
た
。
こ
ん
ど
の
発
電
所
用

地
の
買
収
予
定
地
は
、
い
ま
あ
る
変
電
所

（
政
府
道
四
四
号
線
沿
い
）
か
ら
那
覇
寄
り

で
、
用
地
面
積
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

が
、
お
よ
そ
二
、
三
万
㌔
ワ
ッ
ト
の
発
電
所

を
置
く
も
の
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
発
電
所
か

ら
の
高
圧
線
は
農
事
試
験
場
、
南
風
原
村
に

あ
る
市
の
コ
ン
ポ
ス
ト
工
場
付
近
を
通
っ
て

牧
港
に
結
ぶ
と
い
う
。
発
電
所
設
置
に
住
民

側
が
反
対
し
て
い
る
の
は
、
買
収
地
が
農
耕

地
で
あ
る
こ
と
、
買
上
げ
さ
れ
る
と
農
家
と

し
て
は
生
活
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
こ
と
、

ま
た
公
害
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
を
あ
げ
て

い
る
。
い
ま
の
変
電
所
も
風
む
き
に
よ
っ
て

は
、
高
台
の
住
宅
地
は
そ
の
音
で
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
が
聞
こ
え
な
い
ほ
ど
。
ま
た
、
発
電
機

か
ら
の
ば
い
煙
で
ひ
ど
く
被
害
を
こ
う
む
っ

て
い
る
と
訴
え
て
い
る
。

市
営
畜
殺
場
を
廃
止
／
那
覇
市

臨
時
議
会
／
全
会
一
致
で
承

認

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
７
・
７
・
18
〕

　

那
覇
市
臨
時
議
会
が
十
八
日
午
前
十
時
か

ら
開
か
れ
、
市
営
畜
殺
場
の
廃
止
を
全
会
一

致
で
承
認
し
た
。
畜
殺
場
は
、
六
一
年
に
作

ら
れ
建
て
物
が
古
く
な
り
運
営
に
も
支
障
を

き
た
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
敷
き
地
内
に

愛
生
寮
が
設
置
さ
れ
、
環
境
衛
生
上
も
よ
く

な
い
と
し
て
八
月
一
日
か
ら
廃
止
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
畜
殺
場
を

使
用
し
て
い
た
業
者
は
市
の
あ
っ
せ
ん
で
安

謝
の
私
営
畜
殺
場
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
議
会
が
始
ま
る
前
に
、
さ
る
六
月

に
東
京
都
で
開
か
れ
た
第
四
十
三
回
全
国

市
議
長
会
総
会
で
表
彰
さ
れ
た
大
山
盛
幸

議
員
と
議
会
事
務
局
の
新
垣
襄
二
議
事
課

長
に
た
い
す
る
表
彰
状
の
伝
達
式
が
行
な

わ
れ
た
。
大
山
議
員
は
八
年
間
も
副
議
長
を

勤
め
、
ま
た
新
垣
課
長
は
十
五
年
間
も
事
務

局
に
勤
務
し
て
成
績
が
優
秀
だ
っ
た
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
。

広
域
都
市
を
考
え
る
／
座
談
会

／
迫
ら
れ
る
合
併
推
進
／
政

府
が
お
ん
ど
と
り 

 
 
 

　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
７
・
７
・
21
〕

　

那
覇
市
が
打
ち
出
し
た
近
隣
一
町
五
村

（
与
那
原
町
、
豊
見
城
、
浦
添
、
南
風
原
、
西

原
、
大
里
各
村
）
を
含
む
「
広
域
都
市
」
構

想
を
契
機
に
、
本
紙
で
は
こ
と
し
一
月
か
ら

約
半
カ
年
間
、
週
一
回
の
那
覇
市
内
に
企
画

「
広
域
都
市
を
考
え
る
」
を
掲
載
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
い
わ
ゆ
る
都
市
問
題
に
つ
い
て
メ

ス
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。「
人
口
密
度
全
国
第
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五
位
」
と
い
う
順
位
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

現
在
の
那
覇
市
は
狭
小
の
土
地
に
人
口
が
集

中
、
不
良
住
宅
群
、
公
害
を
か
か
え
、
道
路
、

公
園
の
不
備
な
ど
「
病
め
る
都
市
」
の
症
状

を
色
濃
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の
打
開
策
の
一

つ
の
手
が
か
り
と
し
て
広
域
化
構
想
も
出
て

き
た
と
思
い
ま
す
が
、
幾
度
か
機
運
が
高
ま

り
な
が
ら
立
ち
消
え
て
い
っ
た
那
覇
市
と
近

隣
町
村
と
の
合
併
問
題
と
も
か
ら
ん
で
、
こ

の
問
題
に
は
幾
多
の
問

題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
紙
で

は
世
論
の
動
き
を
追
っ
て
こ
ん
ご
も
都
市
問

題
を
追
及
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
が
、
一
応

企
画
を
終
わ
る
に
際
し
、
い
ろ
い
ろ
町
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 
 
―

ま
ず
、
行
き
詰
ま
っ
た
現
状
の
打
開
策

で
す
が
、
な
に
か
い
い
チ
エ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。合

併
以
外
に
道
は
な
い

　

高
良　

市
域
を
拡
大
す
る
こ
と
が
先
決
だ
。

合
併
以
外
に
問
題
解
決
の
方
法
は
な
い
。
狭

い
市
域
に
人
々
が
う
ず
め
き
、
し
か
も
毎
年

一
万
人
の
割
り
合
い
で
ふ
え
て
い
く
。
満
員

バ
ス
に
い
く
ら
詰
め
こ
も
う
た
っ
て
、
無
理

な
話
だ
。

　

宮
里　

い
ま
の
那
覇
市
は
狭
い
こ
と
は
間

違
い
な
い
し
、
広
け
れ
ば
広
い
だ
け
い
い
こ

と
は
確
か
だ
。
し
か
し
、
合
併
だ
け
が
す
べ

て
の
解
決
策
と
い
う
の
に
は
疑
問
が
残
る
。

い
ま
の
ま
ま
で
も
総
合
的
な
計
画
は
立
て
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
最
近
訪
問
し
た
パ
リ

な
ど
東
京
都
の
世
田
谷
ぐ
ら
い
だ
と
い
う
が
、

周
囲
に
衛
星
都
市
が
で
き
て
整
然
と
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
で
き
れ
ば
一
本
に
し
た
方

が
能
率
的
だ
と
は
思
う
が
、
い
ま
の
ま
ま
で

も
や
れ
な
い
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

　

政
府
の
責
任
で
推
進
を

　

嘉
手
納　

た
し
か
に
理
論
的
に
は
合
併
し

な
く
て
も
、
か
な
り
の
と
こ
ろ
ま
で
計
画
が

実
施
で
き
る
と
い
わ
れ
て
は
い
る
。
し
か

し
、
現
実
に
は
行
政
区
が
カ
ベ
に
な
っ
て
困

難
だ
。
琉
球
政
府
に
総
合
的
な
都
市
計
画
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
沿
っ

て
や
る
な
ら
い
い
が
、
そ
れ
も
な
い
。
パ
リ

の
場
合
、
ち
ゃ
ん
と
国
家
で
計
画
を
持
っ
て

い
る
。
沖
縄
で
は
那
覇
市
は
那
覇
市
で
、
浦
添

村
は
浦
添
村
で
と
い
う
ふ
う
に
ば
ら
ば
ら
に

計
画
し
て
お
り
、
チ
グ
ハ
グ
だ
ら
け
だ
。
ま

と
ま
っ
た
形
で
リ
ー
ド
す
べ
き
青
写
真
を
政

府
が
作
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

高
良　

こ
れ
は
大
き
な
政
治
的
課
題
だ
。

政
府
は
地
方
町
村
の
合
併
問
題
に
は
力
を
い

れ
て
い
る
が
、
一
番
困
っ
て
い
る
那
覇
市
と

そ
の
周
辺
に
た
い
し
て
は
な
ん
ら
呼
び
か
け

を
し
て
い
な
い
。
隣
接
町
村
の
首
脳
陣
に
合

う
た
び
に
今
後
の
話
が
持
ち
上
が
る
が
、
政

府
が
動
か
な
い
の
で
財
政
面
の
こ
と
な
ど
が

あ
っ
て
思
い
切
っ
て
腰
が
上
げ
ら
れ
な
い
の

が
現
状
だ
。
政
府
が
音
頭
を
取
り
、
財
政
面

の
裏
付
け
を
確
約
す
れ
ば
話
は
急
速
に
進
む
。

　

嶺
井　

政
府
と
し
て
は
六
〇
年
に
す
で
に

全
琉
の
合
併
基
本
構
想
を
打
ち
出
し
、
そ
の

実
現
に
努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
す

ぐ
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
し
、
高
良
さ
ん

が
い
わ
れ
る
よ
う
に
ま
ず
地
域
で
話
し
合
う

組
織
が
必
要
だ
。
な
に
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
自
治

体
だ
し
、
強
制
的
に
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。

　

大
城　

わ
た
し
は
那
覇
市
に
き
て
三
年
し

か
な
ら
な
い
が
、
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
た
町
に

う
ん
ざ
り
し
て
い
ま
す
。
道
路
と
住
宅
が
雑

然
と
し
て
う
ず
ま
き
、
家
の
中
ま
で
ほ
こ
り

に
包
ま
れ
、
ミ
ゾ
は
詰
ま
る
し
、
子
供
と
散

歩
し
よ
う
と
思
っ
て
も
公
園
は
な
い
、
と
い

っ
た
状
況
。
子
供
を
保
育
所
に
あ
ず
け
て
い

る
が
「
保
育
所
の
方
が
広
く
て
い
い
」
と
主

婦
の
間
か
ら
冗
談
も
飛
び
出
す
あ
り
さ
ま
で

す
。
合
併
問
題
は
理
論
的
に
は
よ
く
知
り
ま

せ
ん
が
、
と
に
か
く
こ
の
む
さ
く
る
し
い
現

実
だ
け
は
早
く
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
。
政

府
も
首
都
と
し
て
の
那
覇
市
に
も
っ
と
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
…
。

―

政
府
へ
の
風
当
た
り
が
強
く
な
っ
た
よ
う

で
す
が
。

　

現
実
に
即
し
た
政
府
施
策
を

　

高
良　

そ
う
な
ん
だ
、
理
屈
を
抜
き
に
し

て
、
那
覇
市
は
も
う
い
ま
の
ま
ま
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
政
府
の
政
策

は
も
っ
と
現
実
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
広
域
計
画
に
織
り
込
ま
れ
た
近

隣
町
村
は
、
経
済
的
、
社
会
的
に
す
で
に
那

覇
市
と
一
身
同
体
な
の
だ
。

　

嘉
手
納　

市
町
村
は
同
等
な
行
政
団
体
だ

し
、
政
府
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

も
ら
う
こ
と
は
是
非
必
要
で
す
ね
。

　

嶺
井　

そ
れ
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。
生
活

圏
、
経
済
圏
が
一
つ
の
地
域
に
ま
と
ま
る
の

は
理
想
的
だ
。
し
か
し
、
関
係
市
町
村
が
積
極

的
に
な
ら
ん
こ
と
に
は
動
き
に
く
い
。
そ
れ

で
も
那
覇
市
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
合
併

促
進
の
た
め
の
努
力
は
継
続
的
に
進
め
、
住

民
の
動
向
調
査
も
行
な
っ
て
い
る
。
い
ま
ま

で
の
調
査
の
結
果
で
は
、
政
府
が
乗
り
出
す

段
階
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　
　

出
席
者

嶺
井　

政
治　

（
琉
球
政
府
行
政
部
長
）

高
良　
　

一　

（
那
覇
市
議
会
議
長
）

宮
里　

辰
彦　

（
リ
ウ
ボ
ウ
社
長
）

嘉
手
納
是
敏　

（
那
覇
市
都
市
計
画
課
課

長
）

大
城
貴
代
子　

（
主
婦
）

 

司
会　

諸
見
里
喜
行

　
　
　
　
　
　

（
本
社
社
会
部
長
）
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高
良　

反
対
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

か
。

　

合
併
は
時
期
尚
早
の
意
見
も

　

嶺
井　

ま
っ
向
か
ら
反
対
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
な
い
。
た
だ
し
時
期
尚
早
と
い
う
意
見

は
あ
っ
た
。

　

宮
里　

人
口
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
積
極

論
と
慎
重
論
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
わ
た
し

に
は
ど
う
も
那
覇
市
に
集
中
す
る
と
い
う
心

理
が
よ
く
わ
か
ら
ん
で
す
ナ
。
車
も
は
い
ら

な
い
市
内
の
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
た
と
こ
ろ
よ

り
郊
外
の
方
が
暮
ら
し
い
い
と
思
う
の
だ
が
、

そ
れ
と
も
毎
年
一
万
人
の
割
り
で
ふ
え
る
と

い
う
の
は
、
ま
だ
余
地
が
あ
る
と
も
受
け
取

れ
る
。

　

大
城　

ど
う
い
う
具
合
に
人
口
が
ふ
え
て

い
ま
す
か
。

　

嘉
手
納　

自
然
増
が
四
〇
％
で
他
地
域
か

ら
流
入
し
て
く
る
社
会
増
は
六
〇
％
で
す
。

宮
里
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
た
し
か
に

ど
こ
に
住
ん
で
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
す
が
、

そ
れ
が
ど
う
も
那
覇
市
に
集
中
し
て
く
る
。

い
ろ
ん
な
悩
み
は
あ
っ
て
も
、
都
市
の
持
つ

魅
力
は
や
は
り
強
い
。
だ
か
ら
こ
そ
都
市
問

題
は
深
刻
で
重
要
な
の
で
す
。

　

―

広
域
都
市
問
題
に
関
し
、
ま
ず
現
市
域

内
の
福
祉
向
上
が
先
だ
と
い
う
意
見
と
、
市

域
拡
大
に
よ
る
開
発
が
先
だ
と
の
意
見
が
あ

る
よ
う
で
す
が
。

　

福
祉
は
福
祉
／
開
発
は
開
発

　

高
良　

な
に
も
福
祉
が
先
か
開
発
が
先
か

と
思
い
悩
む
こ
と
は
な
い
。
福
祉
は
福
祉

で
、
開
発
は
開
発
で
バ
リ
バ
リ
進
め
て
い
け

ば
い
い
の
だ
。
人
口
が
現
状
維
持
な
ら
差
し

つ
か
え
な
か
ろ
う
が
、
満
員
バ
ス
は
い
ま
爆

発
し
そ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
建
て

物
は
一
日
に
十
件
の
割
り
で
ふ
え
、
車
も
日

に
日
に
増
加
す
る
ば
か
り
、
観
光
客
も
七
〇

年
に
は
五
十
万
人
を
突
破
す
る
も
の
と
わ
れ

わ
れ
は
み
て
い
る
。
い
ま
の
せ
ま
苦
し
い
那

覇
市
で
果
た
し
て
こ
れ
に
対
処
し
て
い
け
る

か
。
問
題
は
将
来
は
合
併
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
必
然
だ
。
し
か
し
そ
の
と
き

に
は
す
で
に
手
遅
れ
だ
、
こ
こ
を
読
み
と
る

こ
と
が
肝
心
だ
。
合
併
を
先
に
し
て
計
画
を

進
め
れ
ば
ム
ダ
は
は
ぶ
け
る
が
、
思
い
思
い

に
工
場
を
建
て
、
道
を
開
け
た
ら
そ
れ
こ
そ

過
去
の
失
敗
の
二
の
舞
だ
。
五
号
線
道
路
や

十
三
号
線
道
路
を
み
て
ほ
し
い
。
工
場
や
倉

庫
が
無
計
画
に
立
ち
は
じ
め
て
い
る
。

　

嘉
手
納　

こ
れ
は
重
要
な
問
題
だ
。
都
市

は
動
い
て
い
る
。
活
動
し
て
い
る
も
の
に
ワ

ク
を
は
め
て
お
い
て
、
固
定
的
な
も
の
に
手

を
つ
け
て
い
く
。
そ
れ
で
は
本
格
的
な
町
づ

く
り
で
は
な
く
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
修
理

屋
だ
。
た
と
え
ば
人
口
を
分
散
す
る
と
い
う

こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
る
が
、
近
郊
に
住
宅
を

建
て
て
分
散
し
よ
う
と
い
う
も
の
が
、
逆
に

吸
引
力
と
な
っ
て
東
京
の
よ
う
に
大
世
帯
と

な
っ
て
し
ま
う
。
要
す
る
に
都
市
の
拡
大

は
、
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な
い
一
つ
の
宿

命
と
い
え
る
。
こ
の
動
く
都
市
に
人
間
が
遅

れ
を
と
ら
な
い
こ
と
だ
。

　

市
拡
大
化
は
一
つ
の
宿
命

　

嶺
井　

沖
縄
の
地
方
自
治
体
は
確
か
に
現

状
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
い
ま
の
市
町

村
域
は
ほ
と
ん
ど
間
切
り
時
代
か
ら
の
ま
ま

で
、
す
で
に
百
年
を
経
過
し
て
い
る
。
交
通

機
関
も
発
達
し
て
昔
の
一
里
は
い
ま
の
一
里

で
は
な
い
。
本
土
の
市
町
村
合
併
は
吉
田
内

閣
以
来
政
府
計
画
の
一
二
〇
％
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
住
民
の
意
識
の
目
覚
め
が
望
ま

れ
る
。

　

―

そ
れ
ほ
ど
望
ま
れ
て
い
る
合
併
問
題
が
、

う
ま
く
い
か
な
い
原
因
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

　

将
来
は
中
部
ま
で
一
つ
の
都
市

　

高
良　

住
民
や
市
民
に
国
際
都
市
「
那

覇
」
と
い
う
認
識
が
な
い
た
め
だ
よ
。
そ
れ

に
村
や
町
の
有
力
者
た
ち
が
自
分
の
地
位
が

お
び
や
か
さ
れ
る
と
、
い
ら
ぬ
心
配
を
す
る

か
ら
だ
。
政
治
家
は
も
っ
と
確
信
を
持
っ
て

大
胆
に
や
ら
ね
ば
だ
め
だ
。
将
来
中
部
ま
で

一
つ
の
都
市
に
な
る
の
で
、
宜
野
湾
市
に
政

府
庁
舎
を
移
し
て
一
大
都
市
に
す
る
構
想
を

立
て
て
い
る
ん
だ
。
そ
し
て
現
在
の
政
府
は

琉
大
の
付
属
病
院
に
使
用
す
る
。

　

宮
里　

そ
ら
出
た
、
高
良
さ
ん
の
大
構
想

が
。
デ
モ
か
ら
開
放
さ
れ
る
だ
け
で
も
大
助

か
り
だ
。
（
笑
い
）

　

高
良　

み
ん
な
リ
ウ
ボ
ウ
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
ん
だ
。
大
学
病
院
が
で
き
れ
ば
買
い

物
客
も
ふ
え
る
よ
。
（
笑
い
)

　

西
銘
市
長
の
本
心
は
？

　

―

西
銘
市
長
の
考
え
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

さ
る
本
会
議
で
「
広
域
都
市
す
な
わ
ち
合
併

で
は
な
い
」
と
答
弁
し
、
残
る
三
カ
年
の
任

期
中
は
合
併
は
し
な
い
と
断
言
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
。

　

高
良　

そ
の
こ
と
な
ら
心
配
な
い
。
実
は

十
九
日
に
市
長
と
約
二
時
間
に
わ
た
り
合
併

問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
が
、「
本
心
は
合

併
し
な
く
て
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
」
と
は
っ
き
り
い
っ
て
い
た
。
た

だ
、
政
府
の
弱
腰
を
気
に
し
て
い
る
の
だ
。
合

併
に
見
合
う
財
政
的
な
裏
付
け
が
あ
れ
ば
い

つ
で
も
動
く
と
い
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
嶺
井

さ
ん
、
相
談
だ
が
、
近
い
う
ち
に
関
係
市
町

村
の
代
表
を
集
め
て
、
交
渉
を
始
め
よ
う
じ

ゃ
な
い
か
。

　

嶺
井　

関
係
市
町
村
が
そ
の
気
な
ら
い
つ

で
も
出
か
け
る
用
意
は
あ
る
。
し
か
し
、
圧

力
を
か
け
る
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
は
…
。

　

大
城　

軽
い
気
持
ち
で
お
出
か
け
な
さ
い
。

（
笑
い
）

　

高
良　

あ
ん
た
、
地
方
の
合
併
劇
の
失
敗

で
お
じ
け
づ
い
て
は
い
け
な
い
。
那
覇
ブ
ロ
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ッ
ク
は
み
な
紳
士
だ
か
ら
。
（
笑
い
）
政
府
の

手
伝
い
を
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

嶺
井　

ハ
イ
、
勇
気
を
出
し
て
出
か
け
ま

す
。
（
笑
い
）
立
法
院
定
例
議
会
が
終
了
し
て

か
ら
手
が
け
ま
し
ょ
う
。

建
設
、
変
更
で
き
ぬ
／
上
間
発

電
所
／
屋
田
総
裁
が
説
明
／

那
覇
議
会
総
務
委 

 
 
 

　
　

〔
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那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
は
、
十
六
日
午

前
十
時
か
ら
上
間
発
電
所
設
置
反
対
の
陳
情

を
審
議
す
る
た
め
委
員
会
を
開
き
、
屋
田
電

力
公
社
総
裁
を
招
い
て
設
置
計
画
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
聞
い
た
。
こ
の
日
は
、
嵩
原
立

法
院
議
員
（
社
大
）
の
ほ
か
、
上
間
や
識
名

の
農
民
お
よ
そ
六
十
人
も
つ
め
か
け
傍
聴
し

た
。

席
上
、
屋
田
総
裁
は
設
置
計
画
に
つ
い
て
「
電

力
需
要
を
潤
す
た
め
、
上
間
に
一
万
五
千
㌔

㍗
の
能
力
を
も
つ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
二

基
を
設
置
す
る
。
敷
き
地
は
、
約
六
千
六
百

平
方
㍍
で
、
お
よ
そ
三
分
の
二
は
契
約
が
済

ん
で
い
る
。
農
民
が
心
配
す
る
よ
う
な
被
害

や
公
害
は
絶
対
に
な
い
」
と
説
明
し

た
。
そ
れ
に
対
し
黒
潮
議
員
（
人
民
）
が
「
将

来
都
市
合
併
を
し
て
与
那
原
町
ま
で
含
め
た

応
域
都
市
計
画
を
す
る
場
合
、
予
定
地
周
辺

は
最
適
の
住
宅
地
域
に
な
る
。
耕
地
と
し
て

も
一
等
地
で
あ
り
、
現
在
の
変
電
所
で
も
相

当
な
被
害
が
出
て
い
る
と
農
民
は
訴
え
て
い

る
。
郊
外
の
原
野
な
ど
に
敷
き
地
を
変
更
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
か
」
と
質
問
し
た
。
屋

田
総
裁
は
「
民
政
府
で
は
変
更
す
る
意
思
は

な
い
と
い
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
。

　

こ
の
あ
と
陳
情
者
を
代
表
し
て
大
城　
　

善
舗
上
間
自
治
会
長
か
ら
反
対
理
由
な
ど
に

つ
い
て
聞
い
た
。

総
務
委
が
現
地
検
分
／
上
間
の

発
電
所
設
置
反
対
陳
情
で 
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那
覇
市
議
会
の
総
務
委
員
会
（
赤
嶺
慎
英

委
員
長
）
は
、
二
十
日
午
前
十
時
開
会
、
上

間
の
発
電
所
設
置
に
反
対
す
る
地
主
か
ら
の

陳
情
を
討
議
し
、
さ
っ
そ
く
問
題
の
発
電
所

設
置
予
定
地
を
視
察
し
た
。
現
場
に
は
上

間
、
識
名
、
真
地
な
ど
七
地
域
の
区
民
代
表

お
よ
そ
二
百
人
が
議
員
団
を
待
ち
う
け
、「
こ

の
土
地
に
発
電
所
を
つ
く
っ
た
ら
、
一
帯
の

住
家
は
公
害
で
ひ
ど
く
迷
惑
す
る
。
な
ん
と

か
ほ
か
の
場
所
に
移
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

訴
え
て
い
た
。

　

電
力
公
社
が
設
置
予
定
し
て
い
る
場
所
は
、

四
四
号
線
わ
き
に
あ
る
変
電
所
か
ら
、
国
際

繊
維
会
社
寄
り
の
お
よ
そ
五
千
二
百
平
方
㍍

を
買
収
し
て
い
る
が
、
こ
の
土
地
の
中
心

部
、
約
二
百
三
十
一
平
方
㍍
は
地
主
の
反
対

を
う
け
て
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。

　

「
反
対
」
と
染
め
抜
い
た
は
ち
巻
き
に
、
プ

ラ
カ
ー
ド
を
も
っ
た
住
民
は
ほ
と
ん
ど
が
四
、

五
十
代
の
人
た
ち
。「
こ
の
土
地
以
外
に
も
約

九
百
九
十
二
平
方
㍍
の
土
地
を
買
い
取
っ
て

発
電
機
一
基
を
設
け
る
と
い
う
が
、
こ
れ
も

最
初
は
燃
料
タ
ン
ク
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ

う
し
た
話
の
食
い
違
い
は
再
三
で
、
困
っ
て

い
る
。
こ
の
調
子
で
ゆ
く
と
ど
の
よ
う
な
拡

張
工
事
も
だ
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
の
で
心
配
だ
」
と
、
不
満
を
も
ら
し
て

い
た
。

　

ま
た
、
嵩
原
立
法
院
議
員
も
「
反
対
の
た

め
の
反
対
で
は
な
い
。
発
電
所
を
つ
く
る
こ

と
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が
住
民
側
に
か
ぶ
さ

っ
て
く
る
か
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
て

い
た
。

住
宅
難
の
現
状
と
対
策
を
み
る

／
四
〇
％
が
仮
住
ま
い
／
行

政
区
域
の
壁
に
は
ば
ま
る 
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那
覇
市
の
住
宅
事
情
は
、
人
口
増
加
に
と

も
な
っ
て
、
ま
す
ま
す
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
バ
ラ
ッ
ク
な
が
ら
も
わ
が
家
を
持

っ
て
い
る
の
は
い
い
方
で
、
多
く
の
市
民
は

借
家
住
ま
い
を
し
い
ら
れ
て
い
る
。
狭
い
な

が
ら
も
わ
が
家
を
持
ち
た
い―

こ
れ
が
庶
民

の
切
実
な
願
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
公
営
、

市
営
住
宅
の
建
設
は
人
口
増
に
よ
る
需
要
を

よ
う
や
く
う
め
る
程
度
で
、
住
宅
難
緩
和
策

と
し
て
は
焼
け
石
に
水
と
い
う
の
が
実
情
だ
。

市
民
の
四
〇
％
が
住
宅
に
困
っ
て
い
る
の
だ
。

な
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
。
住
宅
難
の
現

状
と
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

―

。

　

東
京
よ
り
ひ
ど
い
住
宅
事
情

　

こ
と
し
の
七
月
、
若
松
市
営
ア
パ
ー
ト
が

完
成
し
た
。
四
十
五
世
帯
収
容
だ
が
そ
の
う

ち
元
か
ら
こ
の
敷
き
地
内
に
家
を
持
っ
て
い

た
が
ア
パ
ー
ト
を
造
る
た
め
に
立
ち
の
か
さ

れ
た
人
た
ち
や
、
都
計
事
業
で
強
制
立
ち
の

き
を
さ
せ
ら
れ
た
人
た
ち
を
優
先
的
に
入
居

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
、
残
っ
た
の
は

二
十
室
足
ら
ず
、
こ
れ
を
目
ざ
し
て
な
ん
と

六
百
人
余
り
も
応
募
者
が
集
ま
っ
た
。
あ
き

ら
め
て
応
募
し
な
か
っ
た
人
も
多
い
。
競
争

率
は
三
十
倍
だ
。
ま
さ
に
宝
く
じ
な
み
で
あ

る
。
那
覇
市
の
住
宅
事
情
が
い
か
に
深
刻
で

あ
る
か
が
わ
か
る
。

で
は
、
一
九
六
〇
年
に
行
な
わ
れ
た
国
勢
調

査
か
ら
市
の
住
宅
事
情
を
み
て
み
よ
う
、
全

市
の
住
宅
難
世
帯
は
、
全
世
帯
の
三
七
・
三

％
、
住
宅
不
足
数
は
二
万
戸
で
あ
る
。
こ
れ

を
本
土
の
場
合
は
一
二
・
五
％
、
最
も
悪
い

東
京
が
二
三
・
一
％
だ
か
ら
沖
縄
は
そ
れ
よ

り
も
ひ
ど
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

住
宅
の
規
模
を
み
る
と
、
一
戸
当
た
り
平
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均
室
数
が
那
覇
市
の
場
合
二
・
三
室
、
東
京

が
二
・
九
室
で
あ
る
。
一
人
当
た
り
平
均
畳

数
は
二
・
四
畳
で
、
東
京
の
三
・
三
一
％
よ

り
も
は
る
か
に
悪
い
。
し
か
も
、
二
・
五
畳

未
満
の
世
帯
が
全
世
帯
の
四
八
・
五
％
を
占

め
て
い
る
。
沖
縄
は
、
住
宅
の
絶
対
数
が
極

度
に
不
足
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
水
準
も
本
土
に
比
べ
て
は
る
か
に
低
い

の
だ
。
こ
れ
で
は
、
い
く
ら
う
ま
い
も
の
を

食
べ
、
高
価
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
身
に
つ
け

て
い
て
も
健
康
で
文
化
的
な
生
活
な
ど
と
は

い
え
な
い
だ
ろ
う
。
人
間
が
生
活
を
営
む
上

で
最
も
基
本
と
な
る
「
住
」
の
問
題
を
解
決

し
な
い
で
は
繁
栄
も
、
経
済
成
長
も
無
意
味

で
あ
ろ
う
。

　

年
々
上
が
る
工
事
単
価

　

勤
労
大
衆
に
と
っ
て
自
己
資
金
だ
け
で
住

宅
を
建
設
す
る
の
は
、
相
当
の
財
産
で
も
な

い
か
ぎ
り
ま
ず
不
可
能
に
近
い
。
住
宅
の
工

事
単
価
は
、
建
材
価
格
や
労
賃
の
上
昇
に
つ

れ
て
年
々
高
く
な
る
ば
か
り
。
現
在
で
は
三
・

三
平
方
㍍
（
坪
）
当
た
り
三
百
～
三
百
五
十

㌦
が
相
場
だ
。
四
五
・
五
平
方
の
家
を
建
て

る
の
に
三
百
㌦
の
単
価
と
し
て
も
四
千
五
百

㌦
、
諸
経
費
を
入
れ
る
と
五
千
㌦
ど
こ
ろ
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
百
㌦
の
給
与
で
毎
月
預
金

で
き
る
金
は
せ
い
ぜ
い
二
十
㌦
程
度
だ
。
こ

れ
で
は
建
設
費
の
上
昇
を
度
外
視
し
て
も
二

十
カ
年
待
た
な
け
れ
ば
家
一
つ
造
れ
な
い
こ

と
に
な
る
。

　

開
金
も
資
金
不
足
に
あ
え
ぐ

　

こ
う
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
ほ
と

ん
ど
唯
一
の
頼
み
の
綱
は
開
発
金
融
公
社
の

住
宅
融
資
金
で
あ
る
。
同
社
は
、
戦
後
の
住

宅
難
を
緩
和
す
る
た
め
に
住
宅
資
金
を
設
け
、

六
六
年
度
現
在
で
二
万
九
千
七
百
三
十
六
む

ね
、
三
千
七
百
二
万
一
千
㌦
を
住
宅
資
金
に

供
給
し
て
き
た
。
い
か
し
、
開
金
も
こ
れ
ま

で
年
間
平
均
四
百
万
㌦
の
資
金
が
昨
年
か
ら

は
半
分
の
二
百
万
㌦
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

頼
み
の
綱
の
開
金
も
資
金
不
足
に
あ
え
い

で
あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
現
状
で
は
、
大

衆
が
わ
が
家
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
〝
は
か

な
い
夢
〟
に
す
ぎ
な
い
。
同
居
や
借
家
生
活

か
ら
解
放
さ
れ
て
公
営
住
宅
に
は
い
る
た
め

に
は
、
狭
い
門
を
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

市
の
住
宅
十
カ
年
計
画

　

市
で
は
、〝
一
世
帯
一
住
宅
〟
を
目
標
に
六

四
年
か
ら
十
カ
年
で
公
営
、
市
営
住
宅
を
建

設
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
同
計
画
は
初
年

度
か
ら
つ
ま
づ
き
目
標
の
約
半
分
し
か
達
成

し
て
い
な
い
。

　

計
画
で
は
向
こ
う
十
年
間
に
人
口
増
に
伴

う
需
要
を
考
慮
し
た
住
宅
不
足
数
が
三
万
六

千
戸
、
そ
の
う
ち
民
間
自
力
建
設
が
二
万
二

千
戸
、
残
り
一
万
四
千
戸
の
四
〇
％
の
五
千

六
百
戸
を
公
営
と
市
営
で
建
て
る
考
え
で
あ

る
。
計
画
通
り
に
い
く
と
年
間
五
百
六
十
戸

建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
際
は
そ

の
半
分
し
か
建
設
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
み
る
と
、
六
四
年
三
百
七
戸
、
六

五
年
三
百
二
十
五
戸
、
六
六
年
二
百
九
十
六

戸
、
六
七
年
三
百
二
十
戸
、
六
八
年
、
六
九

年
は
建
設
計
画
の
も
の
を
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ

二
百
七
十
二
戸
、
三
百
八
戸
と
な
っ
て
い

る
。
六
九
年
度
以
降
の
計
画
も
ほ
ぼ
同
数
で

あ
る
。
花
城
建
設
部
長
も
「
市
の
都
市
計
画

事
業
も
ま
だ
一
三
％
し
か
達
成
し
て
い
な
い
。

住
宅
建
設
費
に
ま
わ
せ
る
市
の
予
算
は
限
ら

れ
て
お
り
、
現
状
で
は
十
年
計
画
を
二
十
年

に
延
ば
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
、
日
米
琉

政
府
の
大
幅
な
援
助
が
な
い
限
り
、〝
一
世
帯

一
住
宅
〟
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
机
上
の
プ
ラ
ン

に
終
わ
る
だ
ろ
う
」
と
ま
こ
と
に
心
細
い
こ

と
を
い
っ
て
い
る
。

　

本
土
で
は
、
政
府
の
住
宅
政
策
と
し
て
公

営
住
宅
、
住
宅
公
団
、
住
宅
金
融
公
庫
の
三

本
柱
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
低
所
得
層
、
中
間

所
得
層
、
高
所
得
層
に
住
宅
を
供
給
し
て
い

る
。
所
得
水
準
に
見
合
っ
た
住
宅
政
策
を
実

施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
沖
縄
で

は
、
昨
年
九
月
に
よ
う
や
く
発
足
し
た
琉
球

土
地
住
宅
公
社
と
公
営
住
宅
だ
け
で
あ
る
。

　

住
宅
公
社
の
事
業
は
①
行
政
区
域
に
と
ら

わ
れ
な
い
住
宅
供
給
②
所
得
階
層
に
見
合
う

住
宅
供
給
③
既
成
市
街
地
の
土
地
の
高
度
利

用
と
環
境
の
整
備―

住
宅
の
高
層
化
と
細
分

化
さ
れ
た
土
地
の
両
整
備
④
巨
大
な
団
地
を

郊
外
に
建
設
し
て
市
街
地
を
開
発
す
る
⑤
埋

め
立
て
事
業―

な
ど
で
、
す
で
に
団
地
の
建

設
に
着
手
し
て
い
る
。
第
一
号
は
、
首
里
に

九
階
建
て
（
六
十
三
戸
）
の
ア
パ
ー
ト
を
造

る
計
画
で
、
来
年
六
月
に
は
完
成
す
る
。
ま

た
、
豊
見
城
村
に
三
十
三
万
平
方
㍍
の
土
地

を
確
保
し
、
こ
こ
に
来
年
一
月
に
千
五
百
戸

の
団
地
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
会
社
は

〝
一
世
帯
一
住
宅
〟
を
目
標
に
六
六
年
度
か

ら
十
五
年
で
三
万
三
千
戸
の
団
地
と
分
譲
住

宅
を
造
る
計
画
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
社
の

目
標
で
あ
る
一
世
帯
一
住
宅
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
民
間
自
力
建
設
や
公
営
住
宅
の
建

設
が
予
定
通
り
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

す
で
に
見
て
来
た
通
り
、
公
営
住
宅
の
建
設

計
画
は
半
分
し
か
進
ん
で
い
な
い
。
と
す
る

と
公
社
の
目
標
も
ま
た
机
上
の
プ
ラ
ン
に
終

わ
り
そ
う
だ
。
健
康
で
文
化
的
な
生
活
、
本

土
並
み
住
宅
水
準
に
達
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ

先
に
な
り
そ
う
だ
。

　

お
粗
末
す
ぎ
る
対
策

　

住
宅
問
題
は
、
た
だ
単
に
建
て
れ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
琉
球
土
地
住
宅
公

社
の
金
城
計
画
課
長
は
「
現
在
の
都
市
計
画

は
行
政
区
域
の
壁
に
は
ば
ま
れ
て
い
る
。
住

宅
問
題
も
同
様
で
も
っ
と
市
外
の
地
を
開



四
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一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
九
月

発
し
、
人
口
の
分
散
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
行
政
区
域
を
越
え
た

広
い
視
野
で
政
策
を
立
案
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
」と
指
摘
し
て
い
る
。
人
口
の
推
移
を
み
る

と
、
六
〇
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の
五
年
間
で

全
琉
の
増
加
率
が
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
て

那
覇
市
は
一
五
・
三
％
増
加
し
て
い
る
。
一

番
激
し
い
浦
添
村
で
は
二
五
・
七
％
も
増
加

し
て
い
る
。
都
市
周
辺
の
二
十
六
市
町
村
で

増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
他
の
三
十
二
市

町
村
で
は
逆
に
減
少
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い

る
。
こ
の
現
象
は
、
今
後
も
激
化
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
都
市
地
区
の
住
宅
難
も
悪
化

の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

以
上
見
て
来
た
通
り
沖
縄
の
住
宅
政
策
は
、

ま
こ
と
に
お
粗
末
で
、
明
る
い
材
料
は
一
つ

も
な
い
。
市
民
の
約
四
〇
％
が
困
っ
て
い
る

住
宅
政
策
に
政
府
や
市
は
な
ぜ
も
っ
と
本
腰

を
入
れ
な
い
の
か
。
住
宅
建
設
は
選
挙
の
さ

い
の
票
に
は
結
び
つ
か
な
い
か
ら
だ
、
と
い

う
話
も
あ
る
が
、
と
ん
で
も
な
い
話
で
あ
ろ

う
。
こ
の
問
題
は
単
に
行
政
部
門
だ
け
に
ま

か
せ
ず
、
立
法
院
や
市
議
会
も
も
っ
と
真
剣

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

新
メ
ン
バ
ー
で
職
員
給
与
な
ど

審
議
開
始
／
那
覇
市
議
会
各

委
員
会 
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那
覇
市
議
会
は
、
二
十
三
日
午
前
十
時
か

ら
各
委
員
会
を
開
き
、
正
副
委
員
長
を
互
選

し
た
あ
と
、
付
託
案
件
を
審
議
し
た
。
議
案

は
、
総
務
委
が
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
経
民
委
が
教
育
委
員
職
員
の
給

与
に
関
す
る
規
則
の
改
正
で
審
議
、
建
設
委

は
牧
志
公
設
市
場
建
設
用
地
と
石
嶺
町
の
公

営
住
宅
建
設
用
地
を
視
察
し
た
。

　

委
員
会
は
、
二
カ
年
の
任
期
満
了
に
と
も

な
っ
て
メ
ン
バ
ー
が
次
の
通
り
変
わ
っ
た
。

　

【
総
務
】
平
良
真
次
郎
（
委
員
長
）
金
城
重

正
（
副
委
員
長
）
、
山
川
正
平
、
真
栄
城
嘉
園
、

金
城
吾
郎
、
喜
舎
場
盛
一
、
辺
野
喜
英
興
、
大

浜
長
弘
、
黒
潮
隆
、
高
良
一
【
建
設
】
比
嘉

佑
直
（
委
員
長
）
、
金
城
庄
瑞
（
副
委
員
長
）
、

赤
嶺
慎
英
、
吉
浜
朝
一
、
又
吉
久
正
、
比
嘉

朝
四
郎
、
赤
嶺
保
三
郎
、
仲
本
安
一
、
儀
間

真
祥
、
友
利
栄
吉
【
経
民
】
大
山
盛
幸
（
委

員
長
）
、
仲
宗
根
昌
弘
（
副
委
員
長
）
、
喜
久

山
朝
重
、
渡
口
麗
秀
、
平
良
亀
助
、
宮
良
永

昌
、
瀬
長
フ
ミ
、
椿
秀
義
、
安
見
福

寿
、
久
高
友
敏　

首
里
に
公
営
住
宅
建
設
／
那
覇

市
議
会
／
土
地
購
入
問
題
で

質
疑
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那
覇
市
議
会
は
二
十
六
日
午
前
十
時
か
ら

本
会
議
を
開
き
、
当
局
提
案
の
追
加
議
案

「
公
営
住
宅
建
設
用
地
の
取
得
｣
「
同
売
買
契

約
締
結
」
な
ど
五
件
に
つ
い
て
質
疑
を
し
た

あ
と
建
設
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

同
案
は
首
里
大
名
町
と
石
嶺
町
に
公
営
住

宅
を
建
設
す
る
た
め
土
地
を
購
入
し
よ
う
と

い
う
も
の
。
市
の
計
画
で
は
首
里
大
名
町
三

丁
目
に
第
一
種
、
二
種
の
公
営
住
宅
を
七
〇

年
に
三
百
四
戸
、
七
一
年
の
五
百
戸
、
七
二

年
に
百
八
十
八
戸
、
計
九
百
九
十
二
戸
を
建

設
す
る
。
ま
た
、
石
嶺
公
営
住
宅
は
六
八
年

に
二
百
六
十
四
戸
、
六
九
年
に
三
百
五
十
四

戸
、
七
〇
年
に
百
九
十
六
戸
計
八
百
十
六
戸

建
設
す
る
。

　

質
問
に
立
っ
た
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
）

は
「
現
在
、
計
画
用
地
わ
ず
か
一
七
％
し
か

取
得
し
て
い
な
い
。
公
営
住
宅
を
作
る
に
な

れ
ば
周
辺
の
地
価
は
高
騰
す
る
が
そ
れ
で
も

計
画
通
り
取
得
で
き
る
か
。
ま
た
、
琉
生
住

宅
公
社
に
依
頼
し
て
購
入
し
て
い
る
が
な
ぜ

か
。
土
地
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
地
主
を
脅
迫
し
て

い
る
事
実
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
知
っ
て

い
る
か
」
と
当
局
を
追
及
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
花
城
建
設
部
長
は
「
残
り
の

土
地
の
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
検
討
中
だ
が
、

計
画
通
り
で
き
る
と
思
う
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
に

よ
る
地
主
の
脅
迫
に
つ
い
て
は
地
主
か
ら
電

話
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、
強
制
土
地

収
用
法
の
適
用
は
考
え
て
い
な
い
と
返
事
し

た
」
と
答
え
た
。

　

こ
の
あ
と
人
民
党
の
瀬
長
、
黒
潮
両
議
員

が
「
こ
れ
か
ら
造
る
公
営
住
宅
も
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
の
共
同
配
管
を
す
る
の
か
、
す
る
と
す

れ
ば
強
制
す
る
の
か
、
入
居
者
の
生
活
権
侵

害
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
」
と
質
問
、
花

城
建
設
部
長
は
「
宇
栄
原
団
地
は
保
安
上
の

必
要
か
ら
共
同
配
管
し
て
い
る
。
使
用
に
つ

い
て
は
強
制
は
し
な
い
が
、
個
人
業
者
が
は

い
る
の
は
許
可
し
な
い
。
今
後
の
問
題
は
検

討
し
て
か
ら
決
め
た
い
」
と
答
え
た
。

市
議
会
だ
よ
り
／
議
員
さ
ん
の

名
札
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◯
…
開
会
中
の
那
覇
市
議
会
の
各
委
員
会

に
議
員
名
札
が
お
目
見
え
、「
オ
ラ
が
選
良
の

活
躍
ぶ
り
が
こ
れ
で
よ
く
わ
か
る
」
と
、
評

判
は
い
い
。
こ
れ
は
議
会
事
務
局
長
の
義
永

さ
ん
が
鹿
児
島
市
議
会
を
み
て
、
も
ち
帰
っ

た
ア
イ
デ
ア
。

　

◯
…
こ
の
議
会
か
ら
は
委
員
会
の
委
員
配

置
替
え
が
行
な
わ
れ
、
議
員
の
気
分
も
な
ん

と
な
く
一
新
さ
れ
た
感
じ
。
だ
が
、「
い
ま
さ
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十
月

ら
名
札
で
も
あ
る
ま
い
」
と
、
古
手
の
議
員

さ
ん
は
す
っ
か
り
照
れ
気
味
だ
が
、「
議
員
さ

ん
も
こ
れ
で
エ
リ
を
正
し
て
も
ら
え
る
」
と

事
務
当
局
側
は
満
悦
の
表
情
。

陳
情
団
百
人
が
見
守
る
／
市
議

会
総
務
委
員
会
／
「
発
電
所

設
置
」
を
審
議 
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那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
（
平
良
真
次
郎

委
員
長
）
は
二
十
八
日
午
後
三
時
す
ぎ
か
ら

委
員
会
を
開
き
、
大
城
上
間
自
治
会
長
ら
か

ら
出
さ
れ
た
上
間
発
電
所
設
置
反
対
の
陳
情

を
審
議
し
た
。

　

こ
の
日
は
大
城
自
治
会
長
ら
農
民
お
よ
そ

百
人
の
陳
情
団
が
つ
め
か
け
、
審
議
の
成
り

行
き
を
見
守
っ
た
。
市
当
局
か
ら
花
城
建
設

部
長
、
嘉
手
納
都
計
部
長
ら
を
招
い
て
建
設

予
定
地
と
都
市
計
画
と
の
関
係
な
ど
を
た
だ

し
た
。
席
上
、
嘉
手
納
都
計
課
長
は
、
同
設

置
予
定
地
は
将
来
準
工
業
地
帯
に
す
る
計
画

を
明
ら
か
に
し
、「
現
在
、
上
間
は
住
宅
地
に

指
定
し
て
あ
る
が
、
発
電
所
設
置
予
定
地
周

辺
は
六
四
年
に
準
工
業
地
域
に
す
る
計
画
で

現
在
、
都
市
計
画
委
員
会
で
審
議
し
て
い

る
。
準
工
業
地
帯
に
な
る
と
住
宅
の
建
築
も

あ
る
程
度
許
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
工
場
設

置
が
主
に
な
る
」
と
説
明
し
た
。

　

そ
の
あ
と
各
議
員
か
ら
①
準
工
業
地
帯
指

定
に
地
主
や
市
民
が
反
対
し
た
ら
ど
う
な
る

か
②
公
社
の
計
画
は
事
前
に
市
当
局
に
通
知

が
あ
っ
た
か
③
発
電
所
を
設
置
す
る
と
将
来
、

市
は
都
市
計
画
上
困
ら
な
い
か―

な
ど
質
問

が
出
た
。

　

こ
れ
に
対
し
花
城
部
長
は
「
市
が
指
定
し

都
計
委
で
決
定
し
て
も
議
会
の
議
決
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
政
府
の
都
市
計
画

審
議
委
員
会
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
間
に
市
民
や
地
主
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
機
会
は
十
分
あ
る
。
公
社
か
ら
事
前
の
連

絡
は
な
か
っ
た
。
発
電
所
を
設
置
す
る
と
将

来
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
は
重
要
な
問
題
で

あ
り
、
ま
だ
結
論
は
出
し
て
い
な
い
」
と
答

え
た
。

対
策
特
別
委
を
設
置
／
上
間
発

電
所
設
置
／
問
題
解
決
へ 
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二
十
九
日
の
那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会

（
平
良
真
次
郎
委
員
長
）
は
、も
め
て
い
る
上

間
発
電
所
設
置
問
題
を
午
前
の
公
社
側
と
の

話
し
合
い
の
あ
と
、
午
後
も
引
き
続
い
て
取

り
上
げ
た
が
、
採
決
ま
で
に
は
い
か
な
か
っ

た
。
結
局
、
長
時
間
に
わ
た
る
与
野
党
の
調

整
の
結
果
、
議
運
委
を
開
い
て
「
上
間
発
電

所
問
題
対
策
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
問

題
解
決
に
当
た
る
こ
と
で
話
し
合
い
が
つ
い

た
。

　

こ
の
特
別
委
員
会
を
設
け
る
に
つ
い
て
は

①
来
月
十
二
、
十
三
日
ご
ろ
、
招
集
す
る
臨

時
議
会
ま
で
に
議
会
と
し
て
の
結
論
を
出
す

②
当
局
が
議
会
を
引
き
の
ば
す
よ
う
な
と
き

は
議
員
の
署
名
で
開
会
さ
せ
る
③
特
別
委
員

会
は
常
任
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
に
各
派

代
表
、
副
議
長
の
計
十
三
人
で
構
成
す
る
な

ど
の
条
件
で
全
会
一
致
了
承
し
た
。

　

こ
の
問
題
の
取
り
扱
い
で
、
同
委
員
会
は

予
定
よ
り
お
く
れ
、
同
午
後
三
時
に
な
っ
て

よ
う
や
く
開
か
れ
た
が
、
与
党
側
は
採
決
を

す
る
前
に
「
特
別
委
員
会
」
を
つ
く
っ
て
前

向
き
で
問
題
を
解
決
す
べ
き
だ
と
し
た
の
に

た
い
し
、
野
党
側
は
議
会
の
意
思
決
定
必
要

と
委
員
会
の
採
決
を
迫
っ
て
対
立
、
そ
の

間
、
傍
聴
の
地
元
反
対
住
民
代
表
お
よ
そ

八
十
人
か
ら
は
「
阻
止
、
促
進
の
二
つ
の
陳

情
が
き
て
い
る
し
、
い
ず
れ
の
採
決
を
み
な

い
ま
ま
議
会
を
終
わ
る
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な

い
」
と
熱
っ
ぽ
い
空
気
の
な
か
で
反
対
を
訴

え
、
委
員
会
審
議
の
も
よ
う
を
見
守
っ
て
い

た
。

ど
う
な
る
上
間
発
電
所
設
置
問

題
／
立
法
院
で
決
着
の
噂
も

／
地
元
住
民
は
公
害
を
恐
れ

る
／
注
目
さ
れ
る
対
策
委
処

理
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地
元
、
上
間
な
ど
七
カ
隣
接
地
区
の
は
げ

し
い
反
対
を
う
け
て
い
る
上
間
発
電
所
設
置

問
題
は
、
那
覇
市
議
会
の
九
月
定
例
会
で
す

っ
た
も
ん
だ
し
た
あ
と
、「
特
別
委
員
会
」
を

設
け
る
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
結
論
を
せ
ま

ら
れ
て
い
る
予
定
の
十
二
日
ご
ろ
ま
で
に
ど

ん
な
結
果
を
出
す
か
で
ひ
と
つ
の
ヤ
マ
場
に

な
っ
て
き
た
。

　

九
月
市
議
会
は
、
上
程
議
案
二
十
五
件
と

と
も
に
、
琉
球
電
力
公
社
の
建
設
計
画
に
は

い
っ
て
い
る
上
間
東
原
先
の
発
電
所
づ
く
り

に
反
対
の
地
元
住
民
か
ら
の
陳
情
を
審
議
し

た
（
設
置
促
進
の
陳
情
は
沖
縄
工
連
会
、
商

工
会
議
所
な
ど
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
）

　

と
こ
ろ
で
与
党
側
と
市
当
局
の
こ
の
問
題

に
対
す
る
取
り
扱
い
は
慎
重
で
連
日
、
地
元

住
民
代
表
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
陳
情
に
取

り
巻
か
れ
て
審
議
も
す
っ
か
り
暗
礁
に
乗
り

上
げ
た
形
。
先
月
二
十
九
日
の
総
務
委
員
会

は
朝
十
時
か
ら
午
後
の
六
時
す
ぎ
ま
で
続
け

ら
れ
た
が
結
局
、
採
決
さ
れ
る
ま
で
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
委
員
の
席
を
ぐ
る
り
と
占
め

た
反
対
住
民
の
顔
色
を
み
る
と
、
と
う
て
い
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〝
決
〟
を
と
る
空
気
で
は
な
か
っ
た
。
結

局
、
与
党
側
の
要
望
で
あ
る
特
別
委
員
会
設

置
案
に
野
党
側
は
ナ
シ
く
ず
し
に
し
な
い
た

め
に
、
近
く
開
か
れ
る
予
定
の
臨
時
議
会
ま

で
に
結
論
を
出
す
、
議
会
引
き
の
ば
し
を
し

な
い
な
ど
の
条
件
を
つ
け
て
こ
れ
に
賛
成
し

て
、
こ
の
議
会
を
終
わ
っ
た
。

　

さ
て
、
市
議
会
は
上
間
発
電
所
問
題
対
策

委
員
会
を
設
け
た
が
、
こ
の
問
題
を
ど
う
処

理
す
る
か
が
関
心
ご
と
だ
。
恐
ら
く
明
確
な

態
度
を
出
す
ま
で
に
は
い
か
ず
ま
ま
、
立
法

院
へ
の
送
付
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

一
市
議
会
で
片
づ
け
る
問
題
で
は
な
い
と

の
意
見
も
出
て
い
る
し
、
あ
た
り
障
わ
り
の

な
い
よ
う
に
立
法
院
審
議
に
回
す
こ
と
が
賢

明
と
す
る
の
が
も
っ
ぱ
ら
の
ウ
ワ
サ
で
あ
る
。

こ
の
陳
情
は
、
二
つ
の
委
員
会
に
出
す
な
ど

不
手
際
も
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
審
議

へ
の
取
っ
く
む
姿
勢
の
弱
さ
は
否
め
な
か
っ

た
。
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
議
員
は
、「
わ
れ
わ
れ
は

た
だ
議
案
を
議
決
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
の
幸
福
を
考
え
る
政
治
を
す
る
こ
と
だ
」

と
い
っ
て
い
た
が
…
。

　

上
間
の
騒
ぎ
が
表
面
化
し
た
の
は
、
電
力

公
社
が
地
主
と
の
間
で
買
収
に
乗
り
出
し
た

こ
と
か
ら
で
、
実
際
の
動
き
や
、
設
置
の
ウ

ワ
サ
が
地
元
民
の
耳
に
は
い
っ
た
の
は
、
こ

と
し
の
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
だ
と
い
う
。
現
在
、

四
四
号
線
わ
き
に
あ
る
変
電
所
か
ら
国
際
繊

維
会
社
寄
り
に
お
よ
そ
五
千
二
百
平
方
㍍
の

用
地
を
公
社
は
買
収
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
左
手
に
も
発
電
機
一
基
（
一
万
五
千
㌔
㍗
）

を
置
く
た
め
に
約
二
百
三
十
一
平
方
㍍
の
土

地
を
買
収
し
た
と
い
う
。

　

住
民
の
設
置
反
対
理
由
は
、「
発
電
所
を
つ

く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
が
住
民
側

に
数
多
く
の
被
害
と
な
っ
て
お
お
い
か
ぶ
さ

っ
て
く
る
」
と
い
う
の
が
大
き
な
柱
の
よ
う

だ
。

　

将
来
、
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
、
同
地
域
が

こ
れ
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
る
し
、
ま
た
公
害

か
ら
く
る
被
害
が
い
ち
じ
る
く
予
想
さ
れ
る

こ
と
を
上
げ
て
い
る
。
農
耕
地
に
も
最
適
な

と
こ
ろ
と
い
う
。

　

土
地
を
奪
わ
れ
た
く
な
い
と
す
る
素
朴
な

気
持
ち
の
中
に
一
抹
の
不
安
を
か
き
た
て
て

い
る
の
は
、
最
近
、
産
業
公
害
の
な
か
で
も

と
く
に
被
害
が
注
目
さ
れ
る
亜
硫
酸
ガ
ス
で

あ
ろ
う
。

　

公
社
側
も
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
設
置

さ
れ
る
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
）
の
亜
硫
酸
ガ
ス
の
発
生
を
認
め
て
い

る
。
問
題
は
濃
度
の
差
で
あ
る
が
、
大
気
中

に
放
置
さ
れ
る
亜
硫
酸
ガ
ス
が
、
先
に
な
っ

て
生
活
に
適
し
な
く
な
る
こ
と
は
す
で
に

本
土
あ
た
り
の
公
害
対
策
で
も
警
告
さ
れ

て
い
る
。

　

恐
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
害
対
策
の
必

要
性
は
、
よ
う
や
く
沖
縄
に
お
い
て
も
起
き

つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
三
菱
重
工
業
の
技
術
員

は
「
本
土
で
使
わ
れ
て
い
る
重
油
は
亜
硫
酸

ガ
ス
の
発
生
源
に
な
っ
て
い
る
が
、
上
間
に

置
く
発
電
機
に
は
軽
油
を
使
用
す
る
」
と
説

明
し
て
い
る
が
、
亜
硫
酸
ガ
ス
が
完
全
に
放

出
さ
れ
な
い
と
は
い
え
な
い
。

　

上
間
の
発
電
所
設
置
と
か
ら
ん
で
公
害
へ

の
問
題
は
、
嘉
手
納
の
爆
音
と
い
い
ボ
ツ
ボ

ツ
住
民
の
中
に
浸
透
し
て
き
た
よ
う
だ
。

｜
社　

説
｜

公
害
対
策
を
急
げ 
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那
覇
市
は
政
府
に
た
い
し
、
ば
い
煙
規
制

の
立
法
を
要
望
し
て
い
る
。
人
口
や
産
業
が

都
市
に
集
中
し
て
く
る
に
つ
れ
、
工
場
か
ら

排
出
さ
れ
る
ば
い
煙
、
ガ
ス
等
の
大
気
汚
染

が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
処
理
を
適
切

に
し
て
生
活
環
境
を
守
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、

す
で
に
立
法
勧
告
は
さ
れ
て
い
る
が
、
ひ
ろ

く
公
害
の
問
題
に
た
い
し
て
真
剣
に
と
っ
組

ま
ね
ば
な
ら
ぬ
時
期
に
き
て
い
る
。

　

現
に
、
電
力
公
社
が
那
覇
市
上
間
に
発
電

所
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
敷
き
地
問
題
で
難
航

し
て
い
る
が
、
反
対
し
て
い
る
地
元
住
民

は
、
土
地
を
奪
わ
れ
た
く
な
い
と
い
う
心
情

の
ほ
か
に
、
公
害
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。
発
生
す
る
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ

っ
て
空
気
が
汚
れ
、
ふ
き
ん
住
民
の
健
康
が

そ
こ
な
わ
れ
な
い
か
ど
う
か
を
心
配
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
は

単
な
る
反
対
の
た
め
の
反
対
で
な
く
、
協
力

す
べ
き
と
こ
ろ
は
協
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ

が
、
は
た
し
て
公
害
が
ど
の
て
い
ど
の
も
の

か
、
科
学
的
な
説
明
と
、
そ
の
対
策
が
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
て
い
く
か
と
い
う
裏
づ
け
が

な
け
れ
ば
説
得
力
に
欠
け
て
く
る
。

　

ま
た
外
国
の
大
資
本
に
よ
る
石
油
事
業
も

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
予
想
さ
れ
る
海
水
油

濁
、
ガ
ス
等
の
公
害
へ
の
対
応
策
も
並
行
し

て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
ま
で
に
も

本
島
内
で
、
数
カ
所
の
工
場
に
よ
る
公
害
が

問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
っ
黒
い
ス

ス
が
ト
タ
ン
屋
根
や
洗
た
く
物
に
ふ
り
か
か

っ
て
い
る
写
真
を
見
て
、
そ
の
ひ
ど
さ
に
び

っ
く
り
し
た
も
の
だ
が
、
散
発
的
に
問
題
に

な
っ
て
は
有
効
な
解
決
策
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と

ら
れ
ぬ
ま
ま
過
ご
し
て
き
た
。
行
政
の
面
で

手
を
つ
け
ぬ
う
ち
に
、
公
害
の
事
実
や
そ
れ

を
う
む
要
因
は
す
で
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

　

大
気
の
汚
染
、
水
質
汚
染
、
騒
音
、
振
動
、

悪
臭
な
ど
が
公
害
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、

そ
の
被
害
は
交
通
事
故
の
よ
う
に
突
発
的
に

く
る
も
の
で
は
な
い
。
深
刻
な
も
の
で
は
あ

る
が
、
じ
わ
じ
わ
緩
慢
に
や
っ
て
く
る
も
の

だ
か
ら
、
そ
の
対
策
も
切
実
に
感
じ
な
い
う

ら
み
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
行
政
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面
で
も
企
業
も
、
社
会
一
般
に
も
つ
い
認
識

が
う
す
れ
、
打
つ
手
も
ま
た
緩
慢
に
な
り
が

ち
だ
。

　

本
土
で
は
〝
ば
い
煙
規
制
法
〟〝
水
質
保
全

法
〟〝
工
場
廃
水
規
制
法
〟
な
ど
あ
る
に
は
あ

る
が
、
実
効
面
で
は
な
か
な
か
ら
し
い
。
行

政
機
構
の
欠
か
ん
、
公
害
の
基
準
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
第
一
、
企
業
の
側
に
問
題
が
あ

ろ
う
。
先
進
国
で
は
、
企
業
が
設
備
投
資
の

中
で
公
害
に
ふ
り
向
け
る
度
合
い
は
二―
五

㌫
を
占
め
て
い
る
と
い
う
が
、
経
済
開
発
途

上
に
あ
っ
て
は
そ
こ
ま
で
の
〝
ゆ
と
り
〟
が

な
く
、
ど
う
し
て
も
企
業
の
伸
展
だ
け
を
考

え
る
こ
と
に
な
り
や
す
か
っ
た
。
公
害
に
つ

い
て
は
高
価
な
防
除
施
設
と
そ
う
と
う
額
の

補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
こ
ま
で

頭
に
入
れ
ず
に
や
っ
て
き
た
企
業
が
、
泥
縄

式
に
や
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
実
効

を
欠
く
一
因
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
沖
縄
の
企
業
を
み
た
場
合
、

ど
っ
ち
か
と
い
え
ば
政
策
的
な
総
合
開
発
計

画
に
よ
る
も
の
よ
り
自
然
発
生
的
な
も
の
が

多
い
。
だ
か
ら
公
害
対
策
と
い
っ
て
も
企
業

だ
け
の
責
任
で
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
は
た
せ
な
い
、

ま
た
そ
れ
に
耐
え
る
力
も
備
わ
っ
て
い
な
い

の
が
少
な
く
な
い
と
思
う
。
そ
こ
に
行
政
の

力
に
よ
る
公
害
対
策
の
法
的
、
政
策
的
、
機

構
的
な
も
の
の
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
わ
け

で
あ
る
。

　

経
済
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
産
業
が
つ
ぎ

つ
ぎ
起
こ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
一
方
で
は

人
口
が
都
市
に
集
中
し
て
く
る
。
そ
こ
か

ら
、
都
市
で
は
上
下
水
道
、
交
通
、
産
業
公

害
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。

人
口
が
多
く
な
れ
ば
そ
こ
か
ら
排
出
さ
れ
る

チ
リ
も
ぼ
う
大
な
も
の
に
な
る
。
安
謝
の
チ

リ
焼
き
場
が
風
向
き
し
だ
い
に
よ
っ
て
は
目

の
い
た
く
な
る
よ
う
な
煙
や
悪
臭
を
放
っ
て
、

た
び
た
び
問
題
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
そ
の
一

例
で
あ
ろ
う
。
さ
い
き
ん
の
那
覇
市
の
交
通

難
も
そ
う
だ
。
多
く
の
車
両
が
徐
行
や
発
進

な
ど
の
さ
い
に
燃
料
の
不
完
全
燃
焼
に
よ
っ

て
有
毒
な
排
気
ガ
ス
を
出
す
と
い
う
こ
と
だ
。

本
土
で
は
こ
れ
の
除
去
装
置
も
考
え
ら
れ
て

い
る
そ
う
だ
が
、
那
覇
の
交
通
難
を
み
る
と

決
し
て
よ
そ
ご
と
で
は
な
い
と
思
う
。

公
害
対
策
を
考
え
る
場
合
に
、
ま
ず
法
に
裏

打
ち
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
基

本
的
な
法
で
政
府
、
地
方
公
共
団
体
、
企
業

の
責
任
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。
そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
公
害
の

原
因
は
企
業
で
あ
る
し
、
企
業
の
社
会
的
な

責
任
と
い
う
意
味
か
ら
企
業
出
資
の
〝
公
害

基
金
〟
構
想
、
あ
る
い
は
金
融
機
関
に
よ
る

融
資
、
貸
し
つ
け
面
で
の
配
慮
も
せ
ね
ば
な

る
ま
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
開
発
途
上
の
産
業
第
一
主

義
の
名
の
も
と
に
基
本
的
な
生
活
権
が
お
か

さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
し
、
ま
た
保
健
を
含
め
て

住
民
福
祉
と
並
行
せ
ぬ
経
済
開
発
が
ま
か
り

通
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
認
識
す

べ
き
で
あ
る
。

〝
土
地
奪
わ
れ
た
く
な
い
〟
／
上

間
発
電
所
問
題
／
地
元
代
表

が
訴
え
る 

 
 
 

　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
10
・
７
〕

　

社
会
問
題
に
発
展
し
て
い
る
上
間
発
電
所

問
題
を
審
議
す
る
那
覇
市
議
会
の
同
対
策
特

別
委
員
会
（
辺
野
喜
英
興
委
員
長
）
は
、
六
日

午
前
十
時
か
ら
委
員
会
を
開
い
て
、
発
電
所

設
置
に
反
対
す
る
地
元
住
民
代
表
の
訴
え
を

お
よ
そ
四
時
間
に
わ
た
っ
て
聞
い
た
。
住
民

側
は
、
都
市
発
展
の
阻
害
に
な
る
発
電
所
設

置
に
は
反
対
で
、
生
活
権
を
守
る
上
か
ら
も

こ
れ
以
上
、
土
地
を
奪
わ
れ
た
く
な
い
、
と

切
実
に
訴
え
て
い
た
。

　

こ
の
日
は
、
と
く
に
電
力
公
社
が
す
で
に

買
収
し
て
い
る
五
千
二
百
平
方
㍍
（
千
六
百

坪
）
の
用
地
を
買
収
す
る
際
に
、
公
社
側
の

態
度
が
問
題
だ
っ
た
と
し
て
、
論
議
の
的
に

な
り
、
住
民
側
か
ら
は
脅
迫
の
形
で
「
仕
方

な
く
承
諾
し
た
も
の
だ
」
と
、
そ
の
事
情
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

説
明
に
よ
る
と
、
五
千
二
百
平
方
㍍
の
買

収
に
当
た
る
際
、
公
社
側
は
各
家
庭
を
訪
問

し
、
「
あ
な
た
の
ま
わ
り
は
す
で
に
売
ら
れ
、

残
っ
た
の
は
あ
な
た
の
方
だ
け
だ
。
最
後
に

は
〝
あ
る
機
関
〟
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
わ
り
を
金
網
を
張
っ
て
立
ち
入
り
禁
止
に

な
る
」
と
、
い
っ
た
暗
に
お
ど
し
を
か
け
た

も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
あ
る
中
年
の
婦
人
も

「
売
ら
れ
た
土
地
は
仕
方
な
く
売
っ
た
も
の

と
思
う
。
わ
た
し
も
土
地
を
持
っ
て
い
る

が
、
同
じ
よ
う
な
意
味
で
印
鑑
を
押
せ
と
い

わ
れ
た
」
と
訴
え
て
い
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
立
っ
た
青
年
は
「
電
力
の
必

要
性
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
知
っ
て
い
る
。
が
、
問

題
は
わ
れ
わ
れ
が
ど
う
し
て
生
き
て
ゆ
く

か
で
あ
る
。
騒
音
に
対
す
る
が
ま
ん
は
で
き

よ
う
と
も
、
汚
染
さ
れ
た
油
の
な
か
で
の
生

活
は
で
き
な
い
」
と
強
い
調
子
で
の
べ
て
い

た
。

　

な
お
、
九
日
午
前
十
時
か
ら
の
同
委
員
会

は
、
設
置
促
進
を
も
と
め
る
各
企
業
団
体
の

意
見
を
聞
く
。

声
／
那
覇
市
当
局
に
訴
え
る 

 
 
 
 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
７
・
10
・
10
〕

　

泊
港
北
側
海
岸
の
那
覇
市
の
チ
リ
焼
き
場

は
住
民
に
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
冬
に
か
け
て
北
風
と
も
な
れ
ば
泊
港

を
は
じ
め
と
し
、
同
港
南
側
に
住
む
住
民

は
、
そ
れ
こ
そ
イ
キ
も
で
き
な
い
有
様
で
チ

リ
を
焼
く
臭
気
に
悩
ま
さ
れ
、
悪
臭
を
放
つ

青
黒
い
煙
が
家
の
中
に
充
満
し
外
に
出
て
も



四
七
八

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
十
月

チ
ッ
息
し
そ
う
な
苦
し
み
で
あ
る
。

　

特
に
来
客
の
場
合
は
、
話
も
で
き
ず
恐
れ

を
な
し
て
早
々
に
立
ち
帰
る
始
末
で
気
分
の

悪
い
時
や
病
人
の
い
る
場
合
は
と
て
も
家
の

中
に
休
ん
で
い
ら
れ
な
い
。

　

特
に
船
舶
の
出
入
港
時
に
は
外
来
人
や
多

く
の
船
客
、
見
送
り
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
。
そ
の
上
、
港
近
く
は
お
ろ
か
遠
く
一
号

線
道
路
か
ら
若
松
通
り
一
帯
、
若
狭
町
、
松

山
町
、
辻
町
、
天
妃
町
の
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
い
る
。
市
当
局
は
こ
の
重
大
事
を
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

を
一
日
も
早
く
取
り
上
げ
て
解
決
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
那
覇
市
重
民
町
・
石

嶺
栄
一
）

上
間
発
電
所
問
題
で
騒
ぎ
／
特

別
委
も
お
流
れ
／
地
主
と
促

進
側
が
も
み
合
う 

 
 
 

　

 
 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
７
・
10
・
10
〕

　

那
覇
市
上
間
に
設
置
計
画
の
電
力
公
社
の

発
電
所
問
題
は
、
地
元
住
民
の
き
び
し
い
反

対
を
う
け
て
、
い
ま
那
覇
市
議
会
で
審
議
さ

れ
て
い
る
が
、
九
日
設
置
に
反
対
す
る
住
民

側
が
興
奮
し
て
騒
ぎ
、
そ
の
た
め
午
後
の
委

員
会
は
〝
流
会
〟
し
た
。

　

上
間
の
発
電
所
設
置
を
審
議
し
て
い
る
那

覇
市
議
会
の
特
別
委
員
会
（
辺
野
喜
英
興
委

員
長
）
は
、こ
の
日
午
前
十
時
か
ら
、
設
置
促

進
団
体
で
あ
る
沖
工
連
、
商
工
会
議
所
、
沖

配
、
製
氷
冷
凍
業
者
な
ど
の
代
表
者
を
よ
ん

で
意
見
を
聞
い
た
。
企
業
団
体
側
は
「
年

々
の
び
て
い
る
電
力
需
要
を
ま
か
な
っ
て
ゆ

く
に
は
、
公
社
が
い
う
発
電
所
設
置
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
促
進
の
主
旨
を
説

明
。こ
の
日
は
、
促
進
側
の
意
見
を
聞
く
日
で

あ
っ
た
が
、
反
対
す
る
地
主
側
お
よ
そ
八
十

人
も
委
員
会
室
に
入
っ
て
、
見
守
っ
た
。
と

こ
ろ
で
同
十
二
時
す
ぎ
、
委
員
会
を
終

え
、
業
者
団
体
が
帰
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を

地
主
と
い
う
女
性
が
国
場
沖
配
社
長
を
つ
か

ま
え
、
メ
モ
張
を
手
に
「
訴
え
を
聞
い
て
ほ

し
い
」
と
つ
め
よ
っ
た
。
同
氏
が
こ
れ
に
応

え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
へ
、
双
方
の
人
た
ち

が
モ
ミ
合
い
と
な
っ
た
。
結
局
、
同
社
長
は

そ
の
場
か
ら
脱
れ
た
も
の
の
、
興
奮
状
態
の

住
民
側
は
、
一
階
玄
関
前
で
同
沖
配
の
城
間

専
務
ら
を
と
り
か
こ
み
、
お
よ
そ
三
十
分
「
住

民
を
バ
カ
に
す
る
な
」
な
ど
の
罵
声
を
は
げ

し
く
あ
び
せ
た
。

　

同
対
策
特
別
委
員
会
は
同
午
後
一
時
か
ら

再
開
し
て
電
力
公
社
か
ら
事
情
説
明
を
聞
く

こ
と
に
し
て
い
た
が
、
「
こ
の
よ
う
な
騒
ぎ

の
な
か
で
は
委
員
会
審
議
は
で
き
な
い
」
と

し
て
委
員
会
を
開
か
な
か
っ
た
。
結
局
、
十

日
予
定
の
委
員
会
は
公
社
側
に
出
向
い
て
説

明
を
聞
く
か
、
傍
聴
規
制
し
て
続
行
す
る
な

ど
の
意
見
も
出
て
、
十
日
の
情
勢
を
み
た
上

で
委
員
会
の
態
度
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
反
対
す
る
住
民
側
は
こ
の
あ
と
那

覇
市
長
と
あ
い
、
高
圧
線
問
題
の
設
置
に
反

対
の
陳
情
を
合
わ
せ
て
行
な
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
西
銘
市
長
は
「
円
満
に
解
決
を
す
る

た
め
に
公
社
、
民
政
府
と
も
話
し
合
っ
て
い

る
し
、
場
所
の
問
題
（
変
更
す
る
こ
と
）
も

検
討
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。

難
航
す
る
上
間
発
電
所
問
題
／

地
元
住
民
は
強
気
／
市
議
会

特
別
委
／
継
続
審
議
に
持
ち

込
む

 
 
 

　

 
 

〔
琉
新
・
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１
９
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・
10
・
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〕

　

琉
球
電
力
公
社
の
「
上
間
発
電
所
」
増
設

計
画
は
地
主
や
近
隣
住
民
の
強
い
反
対
運
動

で
予
想
以
上
に
難
航
し
て
い
る
。
地
元
住
民

は
土
地
接
収
阻
止
委
員
会
を
結
成
し
発
電
所

増
設
予
定
地
に
見
張
り
小
屋
ま
で
作
っ
て
動

員
態
勢
を
整
え
、
ぬ
き
打
ち
接
収
に
備
え
て

い
る
。
一
方
、
琉
球
工
連
、
琉
球
商
工
会
議

所
、
沖
配
、
冷
凍
業
者
な
ど
大
口
需
要
者
は

電
力
不
足
は
産
業
、
経
済
の
発
展
を
阻
害
す

る
と
し
て
「
上
間
発
電
所
」
増
設
促
進
を
陳

情
し
て
い
る
。
市
議
会
で
は
特
別
委
員
会
を

設
け
て
審
議
し
て
い
た
が
、
十
二
日
継
続
審

議
に
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
、
十
八

日
開
会
予
定
の
臨
時
議
会
に
報
告
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
地
元
住
民
は
実
力
阻
止
の
強
硬

な
構
え
だ
が
、
電
力
公
社
は
強
制
収
用
も
ほ

の
め
か
し
て
お
り
、
大
き
な
政
治
問
題
に
発

展
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

沖
縄
の
電
力
需
要
は
毎
年
急
激
に
の
び
て

お
り
、
年
平
均
二
万
㌔
㍗
も
ふ
え
て
い
る
。
そ

の
う
ち
六
六
年
の
民
間
需
要
量
の
伸
び
は
対

前
年
比
で
二
〇
・
一
％
を
示
し
て
い
る
。
軍

民
の
一
日
の
消
費
量
は
二
十
二
万
二
千
六
百

五
十
㌔
㍗
だ
が
、
夏
場
の
ピ
ー
ク
時
に
は
そ

れ
を
三
千
㌔
㍗
も
オ
ー
バ
ー
、
現
在
の
施
設

は
か
な
り
無
理
を
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

た
め
公
社
で
は
上
間
の
ほ
か
に
七
〇
年
ま
で

に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
二
基
（
三
万
㌔
㍗
）
、
さ
ら

に
七
二
年
ま
で
に
浦
添
村
牧
港
に
二
千
五
百

万
㌦
を
投
じ
て
十
万
㌔
㍗
の
発
電
機
を
新
設

す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　

上
間
発
電
所
は
一
万
五
千
㌔
㍗
の
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
発
電
機
二
基
と
変
電
所
を
来
年
六
月

ま
で
に
設
置
し
、
六
九
年
ま
で
に
は
あ
と
一

基
（
一
万
五
千
㌔
㍗
）
を
増
設
す
る
計
画
で

あ
る
。
場
所
は
現
在
の
発
電
所
の
近
く
で
通

称
「
東
原
」
、
敷
き
地
は
六
千
六
百
平
方
㍍

（
二
千
坪
）と
な
っ
て
い
る
。
公
社
で
は
す
で

に
五
千
二
百
八
十
平
方
㍍
の
土
地
は
購
入
ず

み
で
、
残
り
一
千
三
百
二
十
平
方
㍍
の
土
地

は
地
主
と
の
売
買
契
約
も
す
ま
せ
て
い
た
が
、

地
代
を
支
払
う
段
階
に
な
っ
て
「
反
対
運
動

が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
待
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
わ
れ
、
地
代
は
ま
だ
支
払
っ
て
い
な
い
と



四
七
九

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
十
月

い
う
。
こ
れ
は
増
設
分
の
敷
き
地
に
な
っ
て

い
る
が
、
公
社
で
は
二
基
分
の
敷
き
地
は
す

で
に
購
入
し
た
五
千
二
百
八
十
平
方
㍍
で
十

分
で
あ
り
予
定
通
り
の
土
地
購
入
が
で
き
な

く
て
も
着
工
し
た
い
考
え
で
あ
る
。
工
期
は

来
年
六
月
い
っ
ぱ
い
だ
が
、
そ
れ
ま
で
に
完

成
し
な
い
と
来
年
夏
は
節
電
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。

　

電
力
公
社
の
こ
の
計
画
が
発
表
さ
れ
る
と

同
時
に
地
元
上
間
を
は
じ
め
識
名
、
真
地
、
繁

多
川
、
仲
井
真
、
国
場
な
ど
六
字
の
地
主
や

市
民
が
反
対
し
、
各
自
治
会
長
の
連
名
で
政

府
や
市
に
発
電
所
増
設
反
対
を
陳
情
し
た
。

反
対
の
主
な
理
由
と
し
て
①
設
置
予
定
地
付

近
は
将
来
の
都
市
計
画
上
重
要
な
位
置
に
あ

り
、
耕
作
地
と
し
て
も
肥
え
た
一
等
地
で
あ

る
②
農
地
が
減
少
し
、
地
代
を
取
っ
て
も
転

業
の
見
通
し
が
な
い
③
現
在
の
発
電
所
や
高

圧
線
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
増

設
す
る
と
公
害
は
さ
ら
に
増
大
し
近
隣
部
落

に
も
影
響
す
る―

な
ど
を
上
げ
て
い
る
。

　

市
議
会
で
は
公
害
の
有
無
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
地
元
住
民
と
屋
田
電
力
公
社
総
裁
を

招
い
て
説
明
を
聞
い
た
。
大
城
上
間
自
治
会

長
ら
は
現
在
の
発
電
所
で
も
騒
音
が
ひ
ど
く
、

お
よ
そ
百
五
十
㍍
離
れ
た
所
で
も
風
向
き
に

よ
っ
て
電
話
が
聞
き
取
れ
な
い
ほ
ど
、
ま
た

発
電
所
近
く
に
住
む
人
で
子
供
が
受
験
勉
強

も
で
き
な
い
と
い
っ
て
別
居
し
て
い
る
例
も

あ
る
。
発
電
所
の
周
辺
は
熱
風
で
野
菜
も
作

れ
な
い―

と
話
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
電
力
公
社
で
は
①
現
在
の
発

電
機
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
の
た
め
、
少
々
音

が
高
い
の
は
認
め
る
が
、
電
話
が
聞
き
取
れ

な
い
ほ
ど
で
は
な
い
。
近
く
消
音
装
置
を
取

り
付
け
る
②
新
設
さ
れ
る
発
電
機
は
、
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
で
音
は
六
十
五
㍍
の
位
置
で
五
十

ホ
ン
で
あ
り
、
こ
れ
は
本
土
の
法
定
許
容
量

以
下
で
あ
る
③
ば
い
煙
（
亜
硫
酸
ガ
ス
）
も

法
定
許
容
量
の
十
四
分
の
一
で
あ
る―

と
反

論
し
て
い
る
。

　

両
者
の
公
害
論
争
は
水
か
け
論
の
感
が
す

る
が
、
地
主
ら
の
真
の
反
対
理
由
は
公
害
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
発
電
所
を
増
設

す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
住
宅
地
と
し
て
発

展
す
る
の
を
阻
害
し
、
地
価
に
も
影
響
す
る

―

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
ん
ど
の
計
画

を
容
認
す
る
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
周
辺
の
土
地
も

接
収
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も

あ
る
と
い
う
。

　

公
社
が
増
設
場
所
を
上
間
に
固
執
す
る
の

は
地
理
的
に
み
て
送
電
線
の
接
続
が
容
易
で

経
費
も
安
く
な
る
た
め
で
屋
田
総
裁
も
「
場

所
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
」
と
言
明
し
て

い
る
。
ま
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

は
予
定
地
周
辺
は
準
工
業
地
帯
に
な
っ
て
お

り
、
市
当
局
は
十
一
日
の
委
員
会
で
発
電
所

増
設
に
賛
成
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
西
銘
市
長
は
大
城
自
治
会
長
ら
の
陳

情
に
対
し
て
「
場
所
の
変
更
も
検
討
し
て
み

る
」
と
答
え
て
い
る
。

　

地
元
の
設
置
阻
止
委
員
会
は
陳
情
や
議
会

の
委
員
会
が
あ
る
た
ん
び
に
百
人
前
後
の
農

民
を
動
員
し
て
現
場
に
は
闘
争
小
屋
を
設
け

て
ぬ
き
打
ち
接
収
に
備
え
て
動
員
態
勢
を
し

て
い
る
。
か
つ
て
上
間
貯
水
タ
ン
ク
設
置
反

対
闘
争
で
強
制
接
収
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
農

民
の
団
結
も
固
く
、
こ
ん
ど
は
是
が
非
で
も

阻
止
す
る
と
い
う
強
硬
な
構
え
を
示
し
て
い

る
。
一
方
、
沖
配
、
工
連
な
ど
経
済
団
体
は

設
置
促
進
を
働
き
か
け
、
立
法
院
軍
関
係
特

別
委
員
会
で
も
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
公
社
が
計
画
を
強
行
し

た
場
合
は
相
当
大
き
な
摩
擦
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

上
間
発
電
所
問
題
で
中
間
報
告

／
那
覇
市
臨
時
議
会
開
く
／

地
元
民
40
人
が
傍
聴
／
高
圧

線
反
対
陳
情
／
特
別
委
へ
付

託
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第
九
十
六
回
那
覇
市
議
会
（
臨
時
）
は
十

八
日
午
前
十
時
に
開
会
し
て
、
会
期
を
一
日

で
終
わ
っ
た
。
市
保
育
所
設
置
、
管
理
条
例

一
部
改
正
で
、
水
道
の
資
材
で
あ
る
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
、
同
鋳
型
の
購
入
契
約
の
三
議

案
を
上
程
し
た
。
保
育
所
設
置
の
条
例
改
正

内
容
は
、
七
月
一
日
か
ら
改
め
ら
れ
た
児
童

福
祉
法
に
よ
っ
て
保
育
所
の
新
基
準
が
決
ま

っ
た
の
で
個
人
の
負
担
も
そ
れ
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
水
道
資

材
の
購
入
費
は
お
よ
そ
十
三
万
千
㌦
で
、
三

議
案
は
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　

保
育
料
問
題
で
慶
佐
次
経
民
部
長
は
野
党

側
の
質
問
に
「
保
育
料
が
こ
れ
ま
で
よ
り
高

く
な
っ
た
人
は
全
体
の
四
五
㌫
で
、
新
基
準

か
ら
は
や
や
高
く
な
っ
た
感
じ
も
す
る
。
従

来
よ
り
新
料
金
で
高
く
な
っ
た
四
カ
月
分

（
七
月―

十
月
ま
で
）は
総
額
千
五
百
㌦
に
な

る
が
、
こ
れ
は
徴
収
は
し
な
い
。
五
百
二
十

世
帯
の
負
担
額
は
約
二
万
五
千
五
百
㌦
に
な

る
が
、
そ
の
う
ち
十
分
の
九
が
政
府
、
十
分

の
一
を
市
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て
ゆ
く
」
と

答
え
た
。

　

一
方
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
な
っ
て
い

る
上
間
発
電
所
設
置
に
つ
い
て
は
中
間
審
査

の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
、
喜
舎
場

議
員
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
で
は
意
味
が

な
い
。
設
置
場
所
が
変
更
に
な
る
可
能
性
が

で
て
い
る
な
ら
、
そ
の
方
向
に
努
力
す
べ
き

だ
と
思
う
、
と
要
望
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日

同
発
電
所
に
関
連
し
た
高
圧
線
架
設
反
対
な

ど
四
件
の
新
た
な
反
対
、
促
進
の
陳
情
は
同

特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
。

発
電
所
設
置
反
対
す
る
地
元
住
民
お
よ
そ
四



四
八
〇

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
十
ー
十
一
月

十
人
は
、
こ
の
日
の
議
会
を
傍
聴
し

た
。上

間
発
電
所
／
亜
硫
酸
ガ
ス
が

問
題
／
公
害
問
題
へ
／
市
会

腰
上
げ
る 
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上
間
発
電
所
の
設
置
問
題
は
そ
の
後
、
再

検
討
の
余
地
が
あ
る
と
の
判
断
で
、
棚
上
げ

の
格
好
に
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
発
電
所
設
置
を
き
っ
か
け
に
市

民
の
間
で
真
剣
に
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る

の
が
、
公
害
問
題
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の
場

合
、
発
電
機
か
ら
放
出
す
る
亜
硫
酸
ガ
ス
の

影
響
が
大
き
い
。
電
力
会
社
は
那
覇
市
上
間

先
に
、
三
万
㌔
㍗
（
発
電
機
二
基
、
将
来
は

さ
ら
に
一
基
一
万
五
千
㌔
㍗
増
）
を
設
置
し

て
、
の
び
る
電
力
需
要
を
お
ぎ
な
い
た
い
と

し
て
い
る
。

　

発
電
機
は
三
菱
重
工
業
製
の
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
）
と
よ
ば
れ
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
発
電
機
に
使
う
燃
料
が
問

題
で
あ
る
。
本
土
で
は
硫
黄
分
（
人
体
に
最

も
影
響
を
与
え
る
）
の
多
い
中
近
東
産
の
原

油
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
。
公
害
の
一
番

の
原
因
は
重
油
を
燃
や
し
た
と
き
に
出
る
亜

硫
酸
ガ
ス
で
あ
る
。
防
止
策
は
発
生
源
で
あ

る
硫
黄
を
除
く
こ
と
に
あ
る
が
、
企
業
自
体

が
ど
う
対
処
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
上
間
に
設
置
す
る
発
電
機
に
は
本
土

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
重
油
は
使
わ

な
い
。
比
較
的
、
ガ
ス
の
発
生
が
少
な
い
軽

油
（
石
油
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
使
う

灯
油
）
を
使
う
か
ら
、
市
民
が
心
配
す
る
ほ

ど
の
公
害
は
な
い
と
思
う
と
、
関
係
筋
は
説

明
し
た
。

　

公
害
追
放
へ
の
き
び
し
い
市
民
の
声
を
う

け
て
、
那
覇
市
議
会
も
よ
う
や
く
腰
を
上
げ

る
よ
う
に
な
り
、
議
員
の
公
害
調
査
活
動
も

は
じ
ま
っ
た
。

仲
宗
根
昌
弘
議
員
は
五
日
か
ら
約
一
週
間
、

名
古
屋
の
公
害
状
況
を
み
て
き
た
し
、
黒
潮
、

儀
間
の
両
議
員
も
調
査
に
出
か
け

る
。

仲
宗
根
議
員
は
、
名
古
屋
港
に
面
し
た
同
市

南
区
大
江
町
に
あ
る
中
部
電
力
の
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
を
み
て
き
た
。
被
害
に
つ
い
て
も
付
近

の
主
婦
、
学
校
関
係
者
か
ら
聞
き
、
録
音
に

収
め
て
持
ち
帰
っ
た
。

名
古
屋
の
場
合
、
発
電
機
が
地
上
と
離
れ
た

建
て
物
の
中
に
収
容
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
、

公
害
に
対
す
る
苦
情
は
出
て
い
な
い
。
学
校

の
先
生
た
ち
は
港
関
係
（
重
機
、
船
舶
の
騒

音
）
の
騒
音
で
肝
心
な
発
電
機
は
聞
け
な
い

と
い
っ
て
い
る
。
施
設
（
発
電
機
の
ま
わ
り

を
固
い
も
の
で
か
こ
む
）
の
充
実
を
し
て
ゆ

く
と
あ
る
程
度
の
騒
音
は
避
け
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
る
が
、
亜
硫
酸
ガ
ス
の
対
策
は
や
は

り
問
題
で
、
沖
縄
で
も
燃
料
の
規
制
は
考
え

て
ゆ
く
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
ぜ

ん
息
な
ど
、
慢
性
気
管
支
炎
の
原
因
を
つ
く

っ
て
い
る
亜
硫
酸
ガ
ス
対
策
が
急
務
だ
。

那
覇
市
議
会
が
復
帰
決
議
／
｢

一
日
も
早
く
」
を
主
張
／
首

相
訪
米
向
け
全
会
一
致 
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那
覇
市
議
会
は
、
即
時
無
条
件
返
還
要
求

県
民
大
会
が
開
か
れ
る
二
日
、
午
前
十
一
時

す
ぎ
か
ら
臨
時
議
会
を
開
き
「
沖
縄
の
祖
国

復
帰
に
関
し
強
力
な
対
米
折
衝
要
請
」
を
全

会
一
致
で
決
議
、
十
二
日
訪
米
し
て
ジ
ョ
ン

ソ
ン
大
統
領
と
会
談
す
る
佐
藤
首
相
に
送
る

こ
と
を
決
め
た
。
那
覇
市
議
会
は
こ
れ
ま
で

九
回
に
わ
た
っ
て
復
帰
決
議
を
し
て
い
る
が
、

こ
ん
ど
の
決
議
文
の
内
容
は
、
佐
藤
訪
米
に

向
け
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
強
い
調
子
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
決
議
は
、
佐
藤
訪
米
に
向
け
て
返
還

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
復
帰
協
か
ら
の
要

請
も
あ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
二
日
の
県

民
大
会
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
議
員
請
求
で

臨
時
大
会
が
招
集
さ
れ
決
議
さ
れ
た
。
本
会

議
に
先
だ
ち
同
日
午
前
十
時
か
ら
議
会
運
営

委
員
会
を
開
き
文
案
の
調
整
を
し
た
が
、
返

還
の
時
期
を
七
〇
年
ま
で
に
す
る
か
ど
う
か

で
各
派
の
意
見
が
調
整
で
き
ず
難
航
し
た
。

人
民
党
は
「
佐
藤
訪
米
は
沖
縄
の
現
状
固
定

化
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
基
本

的
に
は
こ
れ
に
反
対
す
る
態
度
を
と
っ
た
。

し
か
し
同
党
は
七
〇
年
返
還
の
字
句
は
入
れ

な
い
こ
と
を
主
張
、「
一
日
も
早
く
」
と
い
う

こ
と
で
妥
協
し
、
全
会
一
致
の
協
議
に
な
っ

た
。

　

決
議
文
の
内
容
は
、
沖
縄
の
現
状
を
は
っ

き
り
軍
事
的
植
民
地
統
治
と
規
定
し
、
こ
れ

は
不
法
不
当
な
も
の
で
こ
れ
以
上
が
ま
ん
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
す
る
な
ど
こ
れ
ま

で
の
決
議
文
よ
り
か
な
り
強
い
調
子
に
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
復
帰
協
で
は
佐
藤
訪
米
ま
で
に
各
市

町
村
が
復
帰
決
議
を
す
る
よ
う―

呼
び
か
け

て
い
る
。

　

沖
縄
の
祖
国
復
帰
に
関
し
、
強
力
な
対
米

折
衝
を
要
請
す
る
決
議
（
全
文
）　

沖
縄
が
祖

国
か
ら
分
離
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍

事
的
植
民
地
統
治
下
に
お
か
れ
て
か
ら
実
に

二
十
二
年
、
そ
の
間
、
沖
縄
県
民
は
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
祖
国
復
帰
を
訴
え
続
け
て
き
た
。

　

那
覇
市
議
会
も
市
民
の
総
意
を
体
し
、
過

去
九
回
に
わ
た
っ
て
沖
縄
の
祖
国
復
帰
に
関

す
る
要
請
決
議
を
行
な
い
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄

統
治
が
国
際
正
義
に
反
す
る
不
法
不
当
な
も

の
で
あ
り
、
国
連
憲
章
や
世
界
人
権
宣
言
な

ど
の
国
際
法
規
に
も
違
反
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
速
や
か
な
る
返
還
を



四
八
一

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
十
一―

十
二
月

要
求
し
て
き
た
。
日
本
国
憲
法
に
よ
る
自
由

と
恵
沢
の
な
い
長
期
に
わ
た
る
他
国
の
統
治

は
世
界
の
類
を
み
な
い
変
則
的
な
も
の
で
あ

り
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
教
育
そ
の
他
各

面
に
わ
た
っ
て
大
き
な
歪
み
を
生
じ
、
軍
事

基
地
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る
弊
害
も
ま
た

大
き
く
、
県
民
の
生
命
財
産
は
保
障
さ
れ
な

い
実
態
に
あ
る
。

　

祖
国
日
本
は
戦
後
、
驚
異
的
な
経
済
成
長

を
と
げ
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
経
済
援
助

を
な
す
と
こ
ろ
ま
で
き
て
お
り
、
国
際
連
合

の
中
に
あ
っ
て
は
指
導
的
立
ち
場
に
あ
る
今

日
、
自
国
の
国
民
と
国
土
を
他
国
の
統
治
に

ゆ
だ
ね
る
こ
と
は
、
我
々
の
理
解
に
苦
し
む

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
昨
年
八
月
、
佐
藤
総
理

は
沖
縄
訪
問
の
さ
い
、
「
沖
縄
の
返
還
な
く

し
て
日
本
の
戦
後
は
終
わ
ら
な
い
」
と
い
わ

れ
た
。
も
し
そ
の
こ
と
ば
が
、
真
意
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
日
本
の
戦
後
も
す
み
や
か
に
終

結
せ
し
め
、
沖
縄
県
民
の
自
由
と
権
利
回
復

の
た
め
強
力
な
施
策
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

は
ず
で
あ
る
。
独
立
国
日
本
の
政
治
的
重
要

課
題
は
失
わ
れ
た
国
土
と
国
民
を
す
み
や
か

に
回
復
す
る
こ
と
に
あ
る
と
信
ず
る
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
れ
以
上
、
ア
メ
リ
カ
の
統
治
に
服

す
る
こ
と
は
が
ま
ん
で
き
な
い
。
よ
っ
て
那

覇
市
議
会
は
こ
の
機
会
に
総
理
が
沖
縄
返
還

を
一
日
も
早
く
実
現
す
る
よ
う
時
期
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
返
還
に
当
た
っ
て
は

将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
基
本
線
を
堅
持
し
、

強
力
な
対
米
折
衝
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請

す
る
。

希
望
ヶ
丘
の
公
園
化
／
桜
坂
通

り
会
な
ど
が
陳
情 
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那
覇
市
内
の
国
際
、
平
和
、
桜
坂
の
各
通
り

会
の
代
表
、
お
よ
そ
三
十
人
は
、
二
十
八
日

午
後
、
那
覇
市
議
会
の
議
員
控
室
に
新
垣
助

役
ら
関
係
者
と
会
い
、
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
る
牧
志
町
内
の
希
望
ケ
丘
に
つ
い
て
「
希

望
ケ
丘
は
い
ま
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
、
子
ど

も
の
遊
び
場
に
は
危
険
だ
。
公
園
化
を
急
い

で
ほ
し
い
」
と
陳
情
し
た
。

　

同
希
望
ケ
丘
は
、
市
が
五
九
年
に
都
市
計

画
の
一
環
と
し
て
公
園
地
に
指
定
し
て
き
た

が
、
約
九
千
平
方
㍍
の
用
地
を
買
収
す
る
こ

と
も
で
き
ず
、
年
、
坪
当
た
り
（
三
・
三
平
方

㍍
）
二
㌦
四
十
㌣
で
借
り
て
い
る
状
態
。
そ

れ
に
事
業
も
一
向
に
す
す
ま
ず
、
市
は
公
園

化
に
あ
き
ら
め
、
民
間
側
で
だ
れ
か
公
園
に

す
る
人
が
あ
れ
ば
ゆ
ず
っ
て
も
よ
い
と
の
態

度
を
み
せ
は
じ
め
た
。

　

こ
の
日
の
話
し
合
い
で
は
結
局
、
墓
地
の

清
掃
を
し
て
、
各
通
り
会
と
市
が
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
用
地
買
収
を
地
主
に
働
き
か
け
る
こ

と
に
し
た
。

　

一
方
、
長
年
の
懸
案
で
あ
る
各
通
り
の
ア

ー
ケ
ー
ド
造
り
も
話
し
合
っ
た
が
、
関
係
当

局
側
は
、
通
り
会
が
そ
の
意
向
が
あ
れ
ば
い

つ
で
も
関
係
団
体
に
よ
る
話
し
合
い
を
も
つ

用
意
が
あ
る
と
伝
え
た
だ
け
で
、
積
極
的
な

も
の
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

市
議
に
も
30
割
の
ボ
ー
ナ
ス
／

議
会
で
の
可
決
必
至
／
夏
季

も
十
四
割
／
人
民
党
以
外
は

賛
成
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那
覇
市
議
会
議
員
に
も
こ
と
し
か
ら
職
員

並
み
に
期
末
手
当
て
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。
市
当
局
は
九
日
に
開
会
す
る

定
例
議
会
に
こ
の
議
案
を
上
程
し
て
い
る
が
、

四
人
の
人
民
党
議
員
以
外
は
同
案
に
賛
成
す

る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
当
局
の
提
案

で
は
年
末
三
十
割
、
夏
季
十
四
割
と
い
う
大

き
い
額
だ
け
に
「
貧
し
い
財
政
の
中
か
ら
二

百
㌦
の
給
与
も
も
ら
っ
て
い
な
が
ら
三
十
割

の
ボ
ー
ナ
ス
を
も
ら
う
と
は
…
」
と
批
判
の

声
が
強
い
。

　

一
人
六
百
㌦
で
一
万
八
千
㌦
も

　

同
案
が
議
会
を
通
る
と
、
こ
と
し
の
年
末

は
三
十
割
＝
六
百
㌦
が
支
給
さ
れ
る
。
三
十

人
の
議
員
で
は
年
末
だ
け
で
一
万
八
千
㌦
に

な
る
。
そ
れ
に
夏
季
の
十
四
割
（
昨
年
）
を

入
れ
る
と
、
一
人
年
間
約
九
百
㌦
の
期
末
手

当
て
が
出
る
こ
と
に
な
る
。

西
銘
市
長
は
同
案
の
提
案
理
由
を
七
日
午
後

の
記
者
会
見
で
「
自
治
法
の
改
正
で
議
員
に

も
期
末
手
当
て
を
支
給
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
説
明
し
た
。
こ
と
し
八

月
二
十
八
日
に
改
正
公
布
さ
れ
た
市
町
村
自

治
法
で
は
「
市
町
村
は
条
例
で
議
員
に
期
末

手
当
て
を
支
給
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
な

っ
て
い
る
。
城
田
公
報
室
長
は
「
同
法
は
支

給
す
る
こ
と
を
前
提
に
改
正
し
た
も
の
で
あ

り
、
立
法
院
で
も
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

本
土
で
は
職
員
を
上
回
っ
て
支
給
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
市
の
財
政
状
況
か
ら
し
て

出
す
の
が
当
然
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

同
案
に
た
い
し
て
反
対
の
態
度
を
表
明
し

て
い
る
の
は
い
ま
の
と
こ
ろ
、
人
民
党
の
三

議
員
と
無
所
属
の
久
高
議
員
の
四
人
だ
け
。

与
党
の
市
政
ク
ラ
ブ
、
新
風
会
、
公
明
会
は

賛
成
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
社
大
党

も
基
本
的
に
は
賛
成
で
仲
本
議
員
は
「
本
土

に
も
例
は
多
く
立
法
院
で
も
す
で
に
支
給
し

て
い
る
し
、
那
覇
市
で
も
出
す
べ
き
だ
と
思

う
。
自
治
法
も
支
給
を
前
提
に
改
正
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
現
在
の
那
覇
市
議
は
社
長
や
重

役
が
多
く
、
三
十
割
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
疑
問
が
あ
る
。
額
に
つ
い
て
は
党
で
検

討
し
て
か
ら
態
度
を
決
め
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　

一
方
、
人
民
党
は
同
案
に
真
っ
向
か
ら
反

対
、
黒
潮
議
員
は
「
自
治
法
の
条
文
は
必
ず
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支
給
せ
よ
と
い
う
義
務
規
定
で
は
な
い
。
本

土
の
類
似
市
に
比
べ
月
給
は
高
く
、
反
対
に

財
政
規
模
は
小
さ
い
。
年
末
手
当
て
だ
け
で

り
っ
ぱ
な
横
断
歩
道
橋
を
一
本
つ
く
れ
る
の

だ
。
夏
冬
の
手
当
て
だ
け
で
七
十
五
㌦
取
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
一
年
分
に
あ
た
る
。
三
十

割
の
手
当
て
支
給
は
税
金
を
私
物
化
す
る
も

の
だ
」
と
激
し
い
口
調
で
批
判
し
て
い
る
。

三
十
人
の
議
員
の
う
ち
職
を
持
っ
て
い
な
い

の
は
わ
ず
か
七
人
、
あ
と
は
会
社
の
社
長
、
重

役
な
ど
の
要
職
に
あ
る
議
員
が
多

い
。
ど
う
み
て
も
議
員
報
酬
は
生
活
給
と
は

い
え
な
い
議
員
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。

そ
れ
に
二
百
㌦
の
月
給
も
沖
縄
で
は
ケ
タ
は

ず
れ
に
大
き
く
、
本
土
の
類
似
市
に
比
べ
て

も
上
位
の
方
だ
。
市
民
の
間
に
は
、
さ
る
六
月

に
月
給
を
百
五
十
㌦
か
ら
二
百
㌦
に
ア
ッ
プ

し
た
ば
か
り
な
の
に
ま
た
い
き
な
り
三
十
割

の
ボ
ー
ナ
ス
を
出
す
と
は
ひ
ど
す
ぎ
る
、
と

の
批
判
の
声
が
強
い
。

バ
ス
路
線
な
ど
追
及
／
那
覇
市

議
会
の
一
般
質
問 
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十
一
日
の
那
覇
市
議
会
十
二
月
定
例
会
は
、

午
前
十
時
か
ら
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、
道

路
行
政
、
主
席
公
選
、
社
会
福
祉
な
ど
を
中

心
に
金
城
吾
郎
（
社
大
）
、
喜
舎
場
議
員
（
市

政
ク
）
ら
が
市
当
局
に
質
問
し
た
。

そ
の
な
か
で
黒
潮
議
員
（
人
民
）
は
、
市
外

バ
ス
路
線
と
市
の
施
設
を
暴
力
関
係
者
に
使

用
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。

同
議
員
は
「
市
外
バ
ス
を
市
内
中
心
道
路
か

ら
し
め
出
す
こ
と
で
、
結
果
的
に
緩
和
に
な

る
か
ど
う
か
、
む
し
ろ
道
路
の
整
備
が
先
決

で
は
な
い
か
」
、
「
先
の
プ
ロ
野
球
広
島―

阪

神
戦
に
市
の
施
設
で
あ
る
野
球
場
を
暴
力
団

那
覇
派
に
貸
し
た
こ
と
は
ま
ず
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
際
、
条
例
を
改
正
し
て
暴

力
団
対
策
を
考
え
る
意
向
は
な
い
か
」
と
質

問
し
た
。
ま
た
仲
本
議
員
は
（
社
大
）
は

「
佐
藤
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
は
沖
縄
に
と
っ
て

前
進
で
あ
る
と
市
長
は
い
う
が
、
こ
れ
か
ら

地
方
自
治
体
の
前
進
は
具
体
的
に
は
ど
う
受

け
と
れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
を
聞
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
西
銘
市
長
は
「
道
路
の
新
設
、

補
修
は
こ
ん
ご
の
課
題
で
、
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
。
暴
力
団
の
範
囲
を
条
例
で
決
め
る

こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
将
来
防
止
策
と
な

る
施
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
沖

縄
の
市
町
村
財
政
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

本
土
に
比
べ
か
な
り
立
ち
遅
れ
て
い

る
。
交
付
税
方
式
で
助
成
し
て
ゆ
く
と
い
っ

た
方
法
で
一
体
化
を
す
す
め
る
べ
き
だ
」
と

答
え
た
。

バ
ス
路
線
変
更
に
反
対
／
那
覇

／
通
り
会
が
対
策
を
協
議 
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さ
る
八
日
「
交
通
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
」
＝
委
員
長
・
石
垣
建
設
局
長
＝
は
那
覇
市

内
国
際
通
り
を
中
心
と
す
る
交
通
事
情
に
緩

和
を
検
討
し
、
と
り
あ
え
ず
①
市
外
バ
ス
の

市
内
乗
り
入
れ
制
限
②
市
内
バ
ス
停
留
所
の

整
理
統
合
な
ど
の
方
針
を
ま
と
め
た
が
、
市

外
バ
ス
の
国
際
通
り
乗
り
入
れ
制
限
は
客
足

の
減
少
を
招
く
も
の
と
し
て
十
二
日
午
後
二

時
か
ら
市
内
の
国
際
、
中
央
、
平
和
通
り
な

ど
各
通
り
会
の
正
副
会
長
三
十
人
が
ガ
ー
ブ

川
水
上
店
舗
組
合
事
務
所
に
集
ま
り
、
こ
の

方
針
へ
の
対
策
を
協
議
し
た
。

　

こ
の
日
の
話
し
合
い
で
は
あ
く
ま
で
も
通

り
会
の
利
害
を
中
心
に
し
て
乗
り
入
れ
制
限

反
対
を
強
く
主
張
す
る
意
見
と
制
限
反
対
を

と
な
え
る
だ
け
で
は
交
通
混
雑
は
も
と
よ
り
、

通
り
会
の
本
当
の
利
益
も
は
か
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
も
っ
と
根
本
的
に
交
通
混
雑
緩
和

を
考
え
る
な
か
で
通
り
会
商
店
街
の
利
益
を

考
え
て
い
こ
う
と
の
二
つ
の
意
見
に
分
か
れ
、

け
っ
き
ょ
く
後
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
、
今

後
会
の
名
称
を
「
那
覇
市
交
通
緩
和
促
進
協

議
会
」
と
定
め
、「
交
通
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
や
、
政
府
、
市
役
所
当
局
に
次
の
三
点
で
強

く
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
①
バ

ス
路
線
、
停
留
所
変
更
反
対
②
下
水
道
及
び

道
路
新
設
拡
張
工
事
の
促
進
③
横
断
橋
、
地

下
道
の
設
置
促
進
。

　

ま
た
協
議
会
会
長
に
む
つ
み
橋
商
店
会

長
・
真
栄
城
玄
明
氏
が
決
ま
っ
た
。

建
設
計
画
を
変
更
／
上
間
発
電

所
／
軍
用
地
内
に
移
す
／
送

電
線
路
貸
与
が
条
件
／
地
主

側
強
く
反
対
／
電
力
公
社 
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琉
球
電
力
公
社
（
屋
田
甚
助
総
裁
）
は
、

南
部
の
電
力
需
要
量
の
増
加
に
対
処
す
る
た

め
、
那
覇
市
上
間
に
三
万
㌔
の
発
電
所
を
建

設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
上
間
を
中

心
と
す
る
地
主
の
反
対
が
強
い
た
め
、
上
間

の
発
電
所
建
設
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
屋
田
総
裁
が
十
四
日
明
ら
か
に
し

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
公
社
は
さ
る
八
日

上
間
の
地
主
代
表
に
対
し
、「
送
電
線
路
（
高

圧
線
架
設
用
地
）
の
貸
与
を
条
件
に
、
発
電

所
の
建
設
予
定
地
を
他
に
移
す
」
と
の
譲
歩

を
提
示
、
地
主
の
回
答
を
ま
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。

　

電
力
公
社
は
、
南
部
へ
の
電
力
供
給
を
強

化
す
る
た
め
、
上
間
に
一
万
五
千
㌔
の
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
発
電
機
二
基
を
新
設
す
る
こ
と
に

な
り
、
さ
る
一
月
か
ら
用
地
買
収
に
の
り
出

し
た
。
こ
れ
に
対
し
地
元
住
民
か
ら
、
同
地

は
肥
沃
な
耕
地
で
、
こ
れ
を
失
う
こ
と
は
農
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民
の
死
活
に
か
か
わ
る
こ
と
、
発
電
所
か
ら

出
る
ば
い
煙
で
公
害
問
題
が
お
こ
る
こ
と

を
あ
げ
、
用
地
買
収
、
発
電
所
建
設
に
強
く

反
対
さ
れ
た
。
同
時
に
立
法
院
で
も
と
り
あ

げ
ら
れ
る
な
ど
、
政
治
問
題
に
ま
で
発
展
し

た
。

　

そ
の
た
め
公
社
は
、
五
千
二
百
八
十
平
方

㍍
（
千
六
百
坪
）
の
用
地
は
買
っ
た
が
、
残

り
の
用
地
買
収
が
で
き
ず
、
工
事
も
で
き
な

い
状
態
と
な
っ
た
。
増
大
す
る
那
覇
市
、
南

部
一
帯
へ
の
電
力
の
供
給
を
円
滑
に
す
る
た

め
に
は
、
来
年
六
月
ま
で
に
新
発
電
所
を
建

設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
公
社
は

予
定
を
変
更
し
、
軍
用
地
内
に
建
設
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
場
合
、
現
在
あ
る
上
間
の
変

電
所
を
改
良
し
て
南
部
に
電
力
を
供
給
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
公
社
と
し
て
は

そ
の
た
め
の
送
電
路
線
の
貸
与
を
上
間
区
民

が
認
め
る
こ
と
を
条
件
に
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
上
間
区
民
は
近
く
協
議
し
て
態
度
を

決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
円
満
解
決
す

れ
ば
、
一
年
近
く
に
わ
た
っ
て
も
め
抜
い
た

上
間
の
土
地
問
題
は
年
内
に
一
段
落
つ
く
こ

と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

地
主
代
表
の
大
城
正
吉
さ
ん
の
話　

上
間

に
発
電
所
、
変
電
所
を
つ
く
ら
な
い
と
い
う

こ
と
と
、
高
圧
線
の
復
線
を
も
っ
て
く
る
と

い
う
は
な
し
は
間
接
的
に
は
聞
い
て
い
る
が
、

わ
れ
わ
れ
地
主
に
正
式
な
回
答
で
は
な
い
の

で
な
ん
と
も
い
え
な
い
。
た
だ
、
変
更
と
い

う
こ
と
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
が

戦
っ
て
き
た
か
い
が
あ
っ
た
と
し
て
喜
ん
で

い
る
。
近
く
対
策
を
協
議
し
た
い
。

議
員
ボ
ー
ナ
ス
可
決
／
原
案
ど

お
り
三
十
割
／
人
民
党
だ
け

は
反
対
／
市
議
会
総
務
委 

 
 
 

　

 
 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
７
・
12
・
15
〕

　

那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
は
、
十
四
日
午

前
十
時
か
ら
「
市
議
に
期
末
手
当
て
を
支
給

す
る
条
例
の
一
部
改
正
案
」
を
審
議
し
、
賛

成
多
数
で
こ
れ
を
可
決
し
た
。

　

同
案
に
反
対
は
人
民
党
だ
け
で
与
党
市
政

ク
ラ
ブ
、
公
明
会
、
社
大
党
、
無
所
属
は
賛

成
し
た
。
席
上
黒
潮
議
員
は
「
職
員
と
議
員

の
給
与
の
性
格
は
ち
が
う
。
六
月
に
給
与
を

二
百
㌦
に
ア
ッ
プ
し
た
ば
か
り
な
の
に
ま
た

い
き
な
り
三
〇
割
の
期
末
手
当
て
を
出
す
の

は
ひ
ど
す
ぎ
る
。
二
百
㌦
で
は
十
分
生
活
で

き
る
は
ず
だ
。
ま
た
本
土
の
類
似
市
に
比
較

し
て
も
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
た
だ

し
た
。
そ
れ
に
た
い
し
城
田
公
室
長
は
「
職

員
の
仕
事
分
野
は
複
雑
多
岐
で
、
い
ち
が
い

に
職
員
と
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
せ

っ
か
く
法
改
正
も
さ
れ
、
そ
れ
を
生
か
す
意

味
か
ら
も
支
給
す
べ
き
だ
と
思
う
。
ま
た
、
類

似
市
と
比
べ
て
も
妥
当
な
額
で
あ
る
」
と
答

え
た
。
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
）
が
議
員
の

期
末
手
当
て
に
関
連
し
て
「
教
育
委
員
の
期

末
手
当
て
は
検
討
し
な
か
っ
た
か
」
と
た
だ

し
た
が
城
田
公
室
長
は
「
検
討
し
て
い
な
い
」

と
答
え
た
。
結
局
多
数
決
で
当
局
案
を
原
案

通
り
可
決
、
本
会
議
に
は
か
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
あ
と
那
覇
市
安
謝
二
四
四
、
儀
間

真
勝
氏
ら
八
十
六
人
か
ら
出
さ
れ
た
同
案
の

反
対
陳
情
を
審
議
し
た
が
、
す
で
に
当
局
案

を
可
決
し
た
こ
と
で
審
議
不
要
で
処
理
さ
れ

た
。議

員
ボ
ー
ナ
ス
可
決
／
主
席
公

選
の
要
求
も
決
議
／
那
覇
市

議
会

 
 
 

　

 
 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
７
・
12
・
18
〕

　

那
覇
市
十
二
月
定
例
議
会
最
終
日
の
本
会

議
は
、
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
、
問

題
の
議
員
に
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
す
る
条
例
制

定
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

本
会
議
冒
頭
に
喜
舎
場
議
員
か
ら
「
主
席

公
選
の
早
期
実
現
に
関
す
る
要
請
決
議
」
が

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
決
し
た
。
同
決

議
案
は
佐
藤
首
相
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統

領
、
ア
ン
ガ
ー
高
等
弁
務
官
に
そ
れ
ぞ
れ
送

付
さ
れ
る
。
つ
い
で
「
市
職
員
、
教
育
委
職

員
の
退
職
手
当
て
支
給
条
例
の
一
部
改
正
」

を
可
決
し
た
あ
と
、
「
那
覇
市
報
酬
お
よ
び

費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
」
を
審
議
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
人
民
党

三
議
員
と
久
高
議
員
は
「
二
百
㌦
の
報
酬
で

さ
え
ケ
タ
は
ず
れ
に
高
額
な
の
に
さ
ら
に
職

員
な
み
に
三
十
割
の
ボ
ー
ナ
ス
を
出
す
の
は

税
金
を
ム
ダ
使
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
議
員

の
報
酬
は
生
活
給
だ
と
い
う
が
、
賛
成
し
て

い
る
ほ
と
ん
ど
の
議
員
は
会
社
の
経
営
者
か

重
役
を
や
っ
て
い
る
。
道
路
改
修
も
金
が
な

い
と
い
う
理
由
で
や
っ
て
い
な
い
個
所
が
多

い
の
に
議
員
の
ボ
ー
ナ
ス
な
ら
出
せ
る
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
反
対
、
一
方

与
党
議
員
は
「
市
町
村
自
治
法
も
支
給
で
き

る
よ
う
改
正
さ
れ
、
立
法
院
議
員
も
す
で
に

支
給
さ
れ
て
い
る
。
議
員
報
酬
は
議
会
活
動

に
専
念
で
き
る
よ
う
な
生
活
給
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
て
賛
成
、
結
局
多
数
決
で

可
決
し
た
。
社
大
、
公
明
も
賛
成
し
た
。

ボ
ー
ナ
ス
を
寄
付
／
那
覇
市
の

人
民
党
議
員
ら 

 
 
 

　

 
 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
７
・
12
・
27
〕

　

那
覇
市
議
の
三
十
割
ボ
ー
ナ
ス
支
給
に
反

対
し
て
き
た
人
民
党
の
同
市
議
三
人
と
久
高

議
員
（
志
武
会
）
の
四
人
は
二
十
七
日
午
前

十
時
す
ぎ
、
一
人
平
均
手
取
り
四
百
㌦
を
受

け
と
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
同
党
議
員
ら
は
こ
の
ボ
ー
ナ
ス

に
反
対
し
、
さ
き
に
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に

寄
付
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
庁
議
員
控
え
室



四
八
四

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
十
二
月

で
那
覇
自
由
労
働
組
合
（
失
対
事
業
＝
玉
城

勘
徳
委
員
長
・
組
合
員
百
三
人
）
の
代
表
に

四
人
か
ら
出
し
あ
っ
た
二
百
八
㌦
を
お
く
っ

た
。
同
議
員
ら
は
残
り
を
人
民
党
の
資
金

に
、
久
高
議
員
は
首
里
鳥
堀
町
の
こ
ど
も
の

遊
び
場
づ
く
り
に
百
三
十
五
㌦
を
お
く
る
と

い
う
。

　

な
お
同
市
議
員
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
は
こ
の

日
の
人
民
党
議
員
を
最
後
に
全
議
員
が
受
け

と
っ
た
こ
と
に
な
る
。



四
八
五

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
二―

三
月

　
　

井
戸
水
枯
れ
る
／
安
謝
一
帯
／

那
覇
市
会
で
問
題
に

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
８
・
２
・
７
〕

　

第
九
十
九
回
那
覇
市
臨
時
議
会
（
高
良
一

議
長
）
が
七
日
午
前
十
時
四
十
五
分
か
ら
開

か
れ
、
市
提
案
の
公
営
住
宅
建
設
用
地
取
得

議
決
の
一
部
変
更
な
ど
七
議
案
に
つ
い
て
審

議
を
は
じ
め
た
が
、
儀
間
真
祥
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
「
市
の
下
水
道
工
事
の
た
め
安
謝

一
帯
の
井
戸
約
百
基
が
水
が
れ
し
、
飲
料
水

に
も
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
緊
急
質
問
を
受

け
る
か
ど
う
か
で
紛
糾
し
た
。

　

本
会
議
に
さ
き
だ
ち
議
会
運
営
委
員
会
が

開
か
れ
、
儀
間
議
員
提
案
の
質
問
を
認
め
る

か
ど
う
か
で
約
三
十
分
間
に
わ
た
っ
て
話
し

合
い
が
つ
づ
け
ら
れ
た
が
結
論
を
出
す
こ
と

が
で
き
ず
各
派
別
に
も
ち
帰
り
検
討
、
本
会

議
に
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。

本
会
議
は
開
会
日
時
を
七
日
一
日
だ
け
と
す

る
こ
と
を
決
め
た
あ
と
、
西
銘
市
長
ら
各
部

長
に
よ
る
議
案
の
説
明
が
あ
り
休
け
い
、
午

後
一
時
か
ら
再
開
し
て
質
疑
を
行
な
う
こ
と

に
な
っ
た
。

安
謝
の
井
戸
水
問
題
を
否
決
／

那
覇
市
臨
時
議
会

 

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
８
・
２
・
８
〕

　

七
日
午
後
一
時
半
か
ら
再
開
し
た
第
九
十

九
回
那
覇
市
臨
時
議
会
は
、
市
当
局
提
案
の

公
営
住
宅
建
設
用
地
取
得
議
決
の
一
部
変
更

な
ど
七
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
が
、

儀
間
真
祥
市
議
か
ら
提
案
さ
れ
た
安
謝
一
帯

の
井
戸
水
問
題
に
つ
い
て
は
表
決
の
結
果
十

四
対
十
一
で
否
決
さ
れ
、
質
問
は
で
き
な
か

っ
た
。

　

儀
間
議
員
は
、
市
が
行
な
っ
て
い
る
下
水

道
工
事
の
た
め
安
謝
一
帯
の
井
戸
水
が
な
く

な
り
住
民
が
困
っ
て
い
る
の
に
対
処
す
る
こ

と
は
市
議
会
に
課
さ
れ
た
責
務
で
あ
る
と
強

調
、
緊
急
質
問
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
と
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
、
近
く

安
謝
区
民
を
動
員
し
て
給
水
体
制
と
補
償
問

題
に
当
た
る
と
語
っ
て
い
た
。

〝
早
く
水
道
敷
設
を
〟
／
安
謝
区

民
／
西
銘
市
長
と
ヒ
ザ
詰
め

談
判

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
２
・
28
〕

　

下
水
道
工
事
の
た
め
井
戸
が
か
れ
飲
料
水

に
も
困
っ
て
い
る
那
覇
市
安
謝
区
の
主
婦
ら

お
よ
そ
百
二
十
人
は
二
十
七
日
午
後
二
時
、

再
び
市
役
所
に
押
し
か
け
西
銘
市
長
に
「
水

が
な
く
て
は
生
活
も
で
き
な
い
。
水
道
を
引

い
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

市
で
は
安
謝
区
民
の
陳
情
で
二
十
三
日
か

ら
消
防
車
を
配
置
し
て
給
水
し
て
い
る
が
婦

人
ら
は
給
水
車
は
一
日
お
き
に
し
か
こ
な
い
、

バ
ケ
ツ
で
水
を
運
ん
で
い
る
と
家
族
の
う
ち

ひ
と
り
は
そ
れ
に
か
か
り
っ
き
り
に
な
り
、

病
人
や
年
寄
り
だ
け
の
家
庭
、
共
か
せ
ぎ
夫

婦
の
家
庭
で
は
水
の
確
保
も
出
来
な
い
と
し

て
市
に
無
料
で
水
道
を
敷
設
す
る
よ
う
要
求

し
た
。
そ
れ
に
た
い
し
西
銘
市
長
は
「
そ
う

い
う
こ
と
は
法
的
に
も
不
可
能
な
の
で
、
要

所
要
所
に
大
型
タ
ン
ク
を
設
置
し
常
時
水
が

出
る
よ
う
に
し
た
い
。
下
水
道
施
工
者
で
あ

る
Ｄ
Ｅ
（
在
沖
陸
軍
工
兵
隊
）
に
も
そ
の
旨

申
し
入
れ
て
あ
る
の
で
近
く
実
現
す
る
と
思

う
」
と
答
え
た
。

　

し
か
し
区
民
ら
は
そ
れ
に
納
得
せ
ず
あ
く

ま
で
水
道
施
設
を
要
求
、
も
し
そ
れ
が
で
き

な
け
れ
ば
工
事
現
場
の
穴
を
埋
め
て
工
事
を

中
止
さ
せ
る
と
い
っ
て
激
し
く
市
長
に
つ
め

寄
っ
た
。

結
局
、
当
分
は
毎
日
給
水
車
を
配
置
す
る
と

と
も
に
早
急
に
タ
ン
ク
を
設
置
し
、
そ
の
間

に
具
体
的
に
調
査
、
検
討
し
て
必
要
が
あ
れ

ば
水
道
を
敷
設
す
る
、
損
害
賠
償
問
題
に
つ

い
て
も
善
処
す
る―

と
い
う
こ
と
で
一
応
話

し
合
い
が
つ
い
た
。

〝
戦
争
の
危
機
つ
の
る
〟
／
那
覇

市
議
会
／
Ｂ
52
撤
去
要
求
を

決
議

 
 
 
 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
８
・
３
・
９
〕

　

第
百
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
九
日
午
前
十

時
か
ら
開
か
れ
、
Ｂ
52
機
の
即
時
撤
去
を
要

求
す
る
決
議
を
超
党
派
で
決
議
し
た
。

　

ま
ず
西
銘
市
長
か
ら
首
里
石
嶺
町
、
同
大

名
町
に
市
営
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
の
「
公

営
住
宅
建
設
用
地
購
入
債
を
起
す
こ
と
に
つ

い
て
」
「
第
四
次
泊
、
安
謝
間
公
有
水
面
埋
め

立
て
事
業
債
を
起
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
」
な

ど
二
十
一
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
会
期
を

十
八
日
ま
で
の
十
日
間
と
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

　

続
い
て
議
会
運
営
委
員
会
の
全
委
員
（
十

人
）
か
ら
「
Ｂ
52
核
戦
略
爆
撃
機
の
基
地
化

に
反
対
し
、
そ
の
即
時
撤
去
と
い
っ
さ
い
の

戦
争
行
為
の
即
時
と
り
や
め
を
要
求
す
る
決

議
」
が
提
案
さ
れ
た
。
提
案
者
を
代
表
し
て

同
委
員
長
の
喜
舎
場
盛
一
議
員
が
「
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
激
化
に
伴
っ
て
Ｂ
52
戦
略
爆
撃
機

が
嘉
手
納
基
地
に
常
駐
し
、
県
民
に
不
安
と

恐
怖
を
与
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
市
民
は

も
と
よ
り
全
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
こ
の
決
議
を
上
程
し
ま
す
」と
説
明
。
質

疑
、
討
論
な
し
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

同
決
議
は
「
Ｂ
52
の
即
時
撤
去
を
要
求
す
る

と
と
も
に
出
撃
基
地
化
に
反
対
し
、
沖
縄
を

一
九
六
八
年



四
八
六

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
三
月

戦
争
に
巻
き
込
む
い
っ
さ
い
の
戦
争
行
為
を

即
時
と
り
や
め
る
よ
う
強
く
要
求
す
る
」
と

の
強
い
調
子
の
も
の
。
全
琉
の
三
分
の
一
近

く
の
人
口
を
占
め
る
那
覇
市
議
会
で
こ
の

よ
う
な
決
議
を
し
た
こ
と
は
内
外
に
か
な

り
の
反
響
が
出
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の

あ
と
市
当
局
か
ら
上
程
さ
れ
た
議
案
の
説

明
が
あ
っ
た
。
Ｂ
52
に
関
す
る
決
議
全
文
次

の
通
り
。

　

さ
る
二
月
五
日
米
軍
当
局
は
Ｂ
52
戦
略
爆

撃
機
を
嘉
手
納
基
地
に
移
駐
し
、
以
来
連
日

作
戦
行
動
を
展
開
し
、
基
地
周
辺
は
も
ち
ろ

ん
全
県
民
に
大
き
な
不
安
と
恐
怖
を
与
え
て

い
る
。
最
近
米
軍
当
局
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

激
化
と
北
朝
鮮
の
プ
エ
プ
ロ
号
事
件
等
緊
迫

化
し
た
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
西
太
平
洋
方

面
に
お
け
る
Ｂ
52
機
を
増
強
し
た
と
報
ぜ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
戦
争
の

危
機
感
を
ま
す
ま
す
つ
の
ら
せ
て
い
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
多
く
の
尊
い
人
命
と

財
産
を
失
い
、
悲
惨
な
戦
禍
を
身
を
も
っ
て

体
験
し
た
わ
れ
わ
れ
は
戦
争
に
つ
な
が
る
Ｂ

52
戦
略
爆
撃
機
の
出
撃
基
地
と
し
て
沖
縄
が

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
断
じ
て
許
せ
な
い
。
よ

っ
て
那
覇
市
議
会
は
市
民
の
総
意
を
体
し
、

全
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
戦
争
の
危

機
か
ら
解
放
す
る
た
め
Ｂ
52
戦
略
爆
撃
機
の

移
駐
に
抗
議
し
、
そ
の
即
時
撤
去
を
要
求
す

る
と
と
も
に
出
撃
基
地
化
に
反
対
し
、
沖
縄

を
戦
争
に
巻
き
込
む
い
っ
さ
い
の
戦
争
行
為

を
即
時
と
り
や
め
る
よ
う
強
く
要
求
す
る
。

（
あ
て
先
、
米
大
統
領
、
高
等
弁
務
官
、
第
三

一
二
空
軍
司
令
官
＝
以
上
要
求
、
佐
藤
首
相
、

衆
参
両
院
議
長
＝
以
上
要
請
）

二
千
㌦
ア
ッ
プ
／
市
交
際
費
を

追
加
計
上
／
今
年
度
予
算
／

選
挙
運
動
費
と
追
及
／
野
党

／
那
覇
市
議
会
／
西
銘
市
長

は
否
定
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開
会
中
の
第
百
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
十

一
日
午
前
十
時
か
ら
一
般
質
問
に
は
い
り
、

ト
ッ
プ
に
立
っ
た
仲
本
安
一
議
員
（
社
大
党
）

が
主
席
公
選
問
題
と
市
長
の
態
度
、
都
市
計

画
問
題
に
つ
い
て
市
当
局
の
説
明
を
求
め

た
。
さ
ら
に
仲
本
議
員
は
追
加
更
正
予
算
案

に
市
交
際
費
が
二
千
㌦
追
加
計
上
さ
れ
、
年

間
合
計
一
万
千
六
百
六
十
㌦
に
な
っ
て
い

る
の
を
指
摘
し
「
予
算
期
が
わ
ず
か
三
カ
月

し
か
残
っ
て
な
い
の
に
交
際
費
を
二
千
㌦
ふ

や
す
の
は
お
か
し
い
。
選
挙
運
動
に
使
う
の

で
は
な
い
か
」
と
激
し
く
西
銘
市
長
を
追
及

し
た
。

　

仲
本
議
員
は
ま
ず
「
西
銘
市
長
は
自
民
党

の
主
席
選
挙
候
補
者
に
内
定
し
て
い
る
が
、

出
馬
す
る
場
合
は
い
つ
市
長
を
や
め
る
つ
も

り
か
」と
質
問
。
西
銘
市
長
は
「
党
で
決
定
は

し
て
い
な
い
が
私
の
気
持
ち
と
し
て
は
主
席

立
候
補
の
始
ま
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
市
長
を
つ

と
め
る
つ
も
り
だ
」
と
答
え
た
。
こ
こ
で
仲

本
議
員
は
「
新
聞
報
道
で
は
市
長
は
〝
市
に

は
や
る
べ
き
も
の
が
な
い
〟
と
い
っ
て
い
る

が
、
ほ
ん
と
に
な
い
の
か
。
市
に
は
や
る
べ

き
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
は
ず
だ
が
…
…
」

と
た
だ
し
、
市
長
は
「
市
長
立
候
補
の
さ
い
、

私
が
公
約
し
た
の
は
大
体
、
は
た
し
た
と
い

う
意
味
だ
」
と
答
弁
し
た
。

　

仲
本
議
員
は
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
「
仕

事
が
な
い
な
ら
早
く
や
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
大
学
受
験
生
は
入
試
に
さ
い
し
、
国
立

一
期
校
を
受
け
た
あ
と
、
こ
れ
に
落
ち
た
場

合
に
備
え
て
あ
と
か
ら
実
施
さ
れ
る
国
立
二

期
校
も
受
験
し
〝
ふ
た
ま
た
が
け
〟
を
や
る
。

市
長
は
主
席
選
挙
に
落
ち
た
ら
ま
た
市
長
に

立
候
補
す
る
か
」と
聞
い
た
の
に
た
い
し
、
西

銘
市
長
は
「
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
市
長
を
や
る
つ

も
り
だ
。
す
ぐ
や
め
て
も
選
挙
運
動
が
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
い
ま
や
め
る
と
〝
事
前

運
動
〟
で
引
っ
か
け
よ
う
と
す
る
敵
の

〝
ワ
ナ
〟
に
お
ち
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
市
長

選
に
は
立
候
補
し
な
い
」
と
答
え
、
十
月
に

辞
任
す
る
こ
と
を
再
度
明
ら
か
に
し
た
。

　

さ
ら
に
仲
本
議
員
は
追
加
更
正
予
算
で
市

の
交
際
費
が
二
千
㌦
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る

が
、
予
算
期
は
あ
と
三
カ
月
し
か
な
い
の
に

ど
う
い
う
わ
け
か
、
市
長
が
公
私
混
同
し
て

市
民
の
税
金
で
選
挙
運
動
を
す
る
の
な
ら
わ

れ
わ
れ
は
厳
重
に
監
視
す
る
が
ど
う
か
と
追

及
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
西
銘
市
長
は
「
交

際
費
が
そ
れ
だ
け
必
要
だ
か
ら
計
上
し
て
あ

る
の
で
あ
っ
て
こ
れ
で
運
動
は
し
な
い
。
ま

た
こ
れ
だ
け
で
運
動
は
で
き
な
い
」
と
突
き

放
し
た
。

　

こ
の
あ
と
同
議
員
は
市
が
実
施
し
て
い
る

沖
映
前
の
歩
道
工
事
で
付
近
住
民
が
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
都
計

問
題
に
つ
い
て
市
当
局
を
追
及
し
た
。
こ
の

日
は
沖
映
前
通
り
の
人
た
ち
な
ど
約
百
人
の

市
民
が
傍
聴
席
に
つ
め
か
け
、
こ
の
や
り
と

り
を
見
守
っ
た
。

交
際
費
ア
ッ
プ
／
総
務
委
員
会

に
付
託
／
那
覇
市
議
会
／
野

党
、
追
及
続
け
る  
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那
覇
市
定
例
議
会
は
十
二
日
午
前
十
時
か

ら
議
案
に
た
い
す
る
質
疑
に
は
い
り
、
野
党

議
員
が
追
加
更
正
予
算
案
に
あ
る
市
交
際
費

の
二
千
㌦
ア
ッ
プ
（
年
間
合
計
一
万
千
六
百

六
十
㌦
）
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　

こ
の
日
黒
潮
隆
議
員
（
人
民
党
）
が
「
予

算
案
を
み
る
と
交
際
費
だ
け
が
ア
ッ
プ
に
な

っ
て
い
る
。
き
の
う
（
十
一
日
）
の
本
会
議

で
も
他
の
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
が
、
（
予
算

期
は
）
三
カ
月
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
に
交



四
八
七

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
三
月

際
費
を
あ
げ
る
の
は
選
挙
と
関
連
す
る
の
で

は
な
い
か
。
市
交
際
費
は
す
で
に
使
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
」と
質
問
。
城
田
・
市
長
公
室
長

は
「
三
月
十
一
日
現
在
で
八
千
三
百
九
十
六

㌦
八
十
九
㌣
（
三
役
千
八
百
四
十
五
㌦
、
市

八
千
五
百
五
十
一
㌦
八
十
九
㌣
）
使
わ

れ
、
あ
と
千
二
百
六
十
三
㌦
十
一
㌣
（
三
役

六
百
十
五
㌦
、
市
六
百
四
十
八
㌦
十
一
㌣
）

残
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
黒
潮
議
員
は
「
交
際
費
は

選
挙
の
あ
る
年
に
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
予
算
も
選
挙
の
年
、
あ
る
い
は
そ
の
前

年
に
多
く
組
ま
れ
て
い
る
。
交
際
費
は
当
初

予
算
を
使
う
べ
き
だ
。
み
だ
り
に
追
加
し
た

り
、
流
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
主
張
。
城

田
公
室
長
は
「
物
価
高
か
ら
く
る
接
待
費
の

増
加
や
本
土
と
の
一
体
化
推
進
の
た
め
に
本

土
か
ら
の
お
客
さ
ん
の
接
待
費
な
ど
予
想
以

上
に
か
さ
ん
で
い
る
」
と
弁
明
。
結
局
こ
の

問
題
は
総
務
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
こ
の
日
は
市
側
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
二
十
一
件
の
議
案
に
つ
い
て
の

質
疑
や
案
件
別
に
各
委
員
会
へ
付
託
す
る
こ

と
な
ど
を
決
め
た
。

〝
予
想
以
上
の
被
害
だ
〟
／
那
覇

市
議
会
／
工
事
中
の
沖
映
通

り
視
察 
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那
覇
市
議
会
・
建
設
委
員
会
の
比
嘉
佑
直

委
員
長
ら
委
員
六
人
は
花
城
市
建
設
部
長
、

金
城
同
土
木
部
長
ら
の
案
内
で
十
三
日
午
後

三
時
半
、
那
覇
市
の
下
水
道
、
歩
道
工
事
で

被
害
を
受
け
て
い
る
那
覇
市
牧
志
町
、
沖
映

通
り
商
店
街
を
視
察
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
昨
年
六
月
か
ら
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
歩
道
を
こ
れ
ま
で
よ
り
高
く
す

る
た
め
に
通
り
の
両
方
の
道
路
の
ヘ
リ
に
土

砂
く
ず
れ
を
防
止
す
る
ガ
ッ
タ
ー
（
壁
）
が

つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
ガ
ッ
タ
ー
は
一
㍍
前
後

か
ら
二
㍍
く
ら
い
の
も
あ
り
、
し
か
も
通
り

に
面
し
た
家
の
軒
下
に
接
し
て
つ
く
ら
れ
て

い
る
た
め
家
屋
の
出
入
り
口
が
閉
ざ
さ
れ
た

か
っ
こ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
通
り
は
食
堂
、
菓
子
屋
、
バ
ー
、
理
髪

店
な
ど
の
商
売
を
し
て
い
る
家
が
多
く
、
こ

の
日
、
建
設
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
現
場
に

到
着
す
る
と
付
近
の
人
た
ち
が
数
十
人
が
つ

め
か
け
「
店
の
出
入
り
口
が
ふ
さ
が
れ
た
た

め
に
客
足
が
バ
ッ
タ
リ
途
絶
え
〝
開
店
休
業

〟
を
続
け
て
い
る
」「
商
売
が
で
き
な
い
た
め

に
移
転
し
た
店
も
多
い
」「
自
分
の
家
に
出
入

り
す
る
の
に
ガ
ッ
タ
ー
に
か
け
た
は
し
ご
を

登
っ
た
り
降
り
た
り
し
、
ま
る
で
山
登
り
だ
」

と
し
て
①
当
面
の
生
活
費
の
保
障
②
家
屋
を

歩
道
の
高
さ
ま
で
上
げ
る
た
め
の
工
事
費―

の
補
償
を
訴
え
た
。
こ
れ
に
た
い
し
委
員
た

ち
は
「
予
想
以
上
の
大
き
な
被
害
だ
」
と
驚

い
た
表
情
。
委
員
た
ち
は
「
み
な
さ
ん
の
要

請
が
通
る
よ
う
全
力
を
つ
く
し
ま
す
」
と
語

っ
て
い
た
。
委
員
た
ち
は
同
通
り
の
視
察
に

先
立
っ
て
こ
の
日
午
後
二
時
か
ら
Ｄ
Ｅ
（
在

沖
米
陸
軍
工
兵
隊
）
の
下
水
道
工
事
で
井
戸

水
が
か
れ
て
い
る
安
謝
区
や
安
謝
の
埋
め
立

て
地
な
ど
を
視
察
し
た
。

条
例
一
部
改
正
で
紛
糾
／
那
覇

市
会
／
議
長
採
決
に
持
ち
込

む
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第
百
回
那
覇
市
議
会
（
高
良
一
議
長
）
の

会
期
最
終
日
、
十
八
日
は
午
前
十
時
か
ら
本

会
議
を
開
き
、
第
一
回
議
会
か
ら
第
百
回
ま

で
連
続
し
て
議
員
を
務
め
た
久
高
友
敏
議
員

ら
八
議
員
に
感
謝
状
を
お
く
っ
た
あ
と
、

「
職
員
分
限
お
よ
び
懲
戒
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
」
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
、
は
げ
し
い

論
戦
が
展
開
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
14
対
14

で
同
数
と
な
り
議
長
採
決
に
も
ち
こ
ま
れ
た

が
、
午
後
一
時
に
再
開
さ
れ
る
議
会
で
議
長

の
態
度
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
条
例
の
一
部
改
正
は
一
九
六
六
年
の
那

覇
市
長
選
挙
に
か
ら
ん
で
、
那
覇
市
職
労
の

幹
部
十
二
人
が
解
雇
さ
れ
た
の
に
対
し
、
西

銘
市
長
が
そ
の
後
の
話
し
合
い
で
解
雇
を
取

り
消
し
、
身
分
保
障
に
つ
い
て
の
問
題
が
残

さ
れ
て
い
た
。
西
銘
市
長
は
、
労
組
側
と
の

話
し
合
い
で
十
二
人
の
職
員
に
つ
い
て
は
不

利
益
を
与
え
な
い
と
確
約
、
労
組
側
は
裁
判

所
へ
の
提
訴
を
取
り
下
げ
た
。
そ
の
結
果
、
西

銘
市
長
は
条
例
で
う
た
わ
れ
て
い
る
懲
戒
処

分
の
効
果
の
範
囲
を
越
え
職
員
に
対
し
い
ち

じ
る
し
く
不
利
益
を
強
い
る
こ
と
を
避
け
る

と
い
う
理
由
で
条
例
の
一
部
改
正
を
議
会
に

提
案
し
た
。
総
務
委
員
会
で
は
、
十
二
人
の

職
員
が
条
例
に
よ
っ
て
六
六
年
以
降
、
現
在

ま
で
昇
給
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

不
当
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
、
市
長
提
案
の

一
部
改
正
に
賛
成
す
る
野
党
議
員
と
、
市
長

提
案
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
与
党
議
員
が
対

立
、
本
会
議
に
持
ち
込
ま
れ
た
。　

　

本
会
議
で
は
仲
本
安
一
、
久
高
友
敏
の
両

議
員
が
平
良
真
次
郎
総
務
委
員
長
の
報
告
に

対
し
、
「
当
局
と
与
党
は
な
れ
合
い
政
治
を

や
っ
て
い
る
」
と
す
る
ど
く
追
及
、
ま
た
黒

潮
隆
、
金
城
吾
郎
議
員
ら
は
「
汚
職
し
て
退

職
し
た
職
員
に
は
退
職
金
を
支
払
い
、
労
使

間
で
話
し
合
い
の
つ
い
た
職
員
の
給
与
に
つ

い
て
は
認
め
な
い
と
は
お
か
し
い
」
と
き
び

し
く
追
及
し
た
。
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一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
三
月

二
千
㌦
交
際
費
追
加
で
／
激
し

く
や
り
と
り
／
早
く
も
選
挙

の
前
衛
戦
／
那
覇
市
議
与
野

党
が

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
３
・
19
〕

十
八
日
開
か
れ
た
第
百
回
那
覇
市
議
会
は
、

市
長
選
挙
に
か
ら
ん
で
発
生
し
た
十
二
人
の

市
職
員
の
身
分
、
給
与
問
題
で
紛
糾
、
さ
ら

に
二
千
㌦
の
交
際
費
の
追
加
で
激
し
い
論
戦

を
呼
び
、
休
け
い
、
採
決
、
議
長
採
決
を
繰

り
返
し
混
乱
し
た
が
、
午
後
四
時
す
ぎ
幕
を

閉
じ
た
。
そ
の
間
〝
な
れ
合
い
政
治
を
や
め

ろ
〟
と
野
党
が
批
判
す
れ
ば
〝
質
疑
打
ち
切

り
〟
と
席
を
立
っ
て
議
長
に
つ
め
よ
る
場
面

も
あ
り
、
主
席
、
立
法
院
、
市
長
選
挙
の
前

衛
戦
さ
な
が
ら
に
与
野
党
が
激
突
し
た
。

　

一
九
六
五
年
の
市
長
選
挙
で
那
覇
市
職
員

労
働
組
合
の
幹
部
十
二
人
が
解
雇
を
言
い
渡

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
労
使
の
話
し
合
い
で

解
雇
は
取
り
消
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
カ

年
間
に
わ
た
っ
て
昇
給
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
労

使
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
「
不
利
益
は
与
え
な

い
」
と
い
う
約
束
を
し
た
市
長
は
、
身
分
保

障
に
関
す
る
条
例
の
改
正
を
提
出
し
た
。
こ

れ
に
対
し
野
党
側
は
市
長
の
提
案
に
賛
成
し

た
が
与
党
が
修
正
案
を
出
し
、
二
カ
年
間
に

生
じ
た
給
与
の
損
失
は
当
然
で
あ
る
と
主
張
、

混
乱
し
た
。
こ
の
た
め
、
又
吉
久
正
議
員
ら

新
風
会
所
属
の
議
員
か
ら
休
け
い
動
議
が
持

ち
だ
さ
れ
、
各
派
に
作
戦
を
練
り
開
会
、
採

決
に
持
ち
込
み
十
四
対
十
四
で
議
長
採
決
と

な
り
、
緊
迫
し
た
空
気
に
包
ま
れ
た
。
高
良

議
長
は
「
労
組
側
の
意
見
も
き
き
、
私
案
を

提
出
し
協
力
を
求
め
た
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

と
説
明
、
あ
っ
さ
り
与
党
の
修
正
案
に
賛
成

し
た
。
そ
の
間
〝
与
党
は
市
長
の
提
案
を
修

正
す
る
の
か
…
〟
と
野
党
議
員
が
追
及
す
れ

ば
〝
執
行
、
議
決
機
関
は
別
〟
と
与
党
議
員

が
切
り
か
え
し
、〝
選
挙
で
火
を
ふ
く
ぞ
〟
に

は
〝
与
党
大
勝
〟
と
負
け
ず
、
午
後
二
時
近

く
ま
で
同
問
題
で
紛
糾
し
た
。

　

つ
ぎ
に
社
大
党
の
金
城
吾
郎
議
員
が
、
市

長
交
際
費
の
二
千
㌦
追
加
問
題
を
と
ら
え

「
月
額
五
百
㌦
の
交
際
費
が
今
年
度
か
ら
六

百
㌦
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
不
足
だ
と
い
う

の
は
お
か
し
い
。
二
千
㌦
は
道
路
補
修
費
に

変
え
る
べ
き
だ
」と
修
正
案
を
提
出
し
た
。こ

れ
に
対
し
喜
舎
場
盛
一
議
員
が
「
本
土
の
一

体
化
を
進
め
援
助
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
二

千
㌦
追
加
は
や
む
を
得
な
い
。
残
り
六
百
㌦

の
交
際
費
で
は
六
月
ま
で
不
足
だ
」
と
反
対
。

さ
ら
に
黒
潮
隆
議
員
が
「
交
際
費
は
使
お
う

と
思
え
ば
い
く
ら
あ
っ
て
も
不
足
す
る
の
が

当
然
で
あ
る
。
選
挙
が
近
づ
く
と
施
設
め
ぐ

り
の
回
数
が
予
定
を
う
わ
ま
わ
っ
て
行
な
わ

れ
て
お
り
、
二
千
㌦
の
交
際
費
の
追
加
に
は

反
対
す
る
」
と
修
正
案
の
支
持
を
訴
え
た
が

反
対
多
数
で
し
り
ぞ
け
ら
れ
原
案
ど
お
り
二

千
㌦
の
追
加
を
決
定
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
首
里
石
嶺
、
大
名
の
市
営
住

宅
建
設
用
地
の
購
入
な
ど
十
六
案
件
に
つ
い

て
は
原
案
通
り
採
決
、
沖
映
通
り
、
安
謝
の

補
償
問
題
な
ど
陳
情
案
件
に
つ
い
て
は
継
続

審
議
と
し
、
臨
時
議
会
の
幕
を
と
じ
た
。

ふ
ろ
屋
が
補
償
訴
え
／
下
水
道

工
事
で
井
戸
水
枯
れ
る 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
３
・
19
〕

　

下
水
道
工
事
の
た
め
、
こ
ん
ど
は
那
覇
市

内
の
井
戸
水
が
枯
れ
、
市
内
四
カ
所
の
ふ
ろ

屋
が
「
こ
れ
で
は
営
業
で
き
な
い
」
と
水
道

に
切
り
か
え
た
が
、
そ
の
工
事
費
、
水
道
料

金
は
市
が
補
償
す
べ
き
だ
と
、
那
覇
地
区
公

衆
浴
場
業
組
合
長
の
具
志
栄
治
さ
ん
ら
代

表
四
人
が
、
十
八
日
あ
さ
那
覇
市
役
所
を
訪

れ
、
新
垣
第
二
助
役
に
補
償
問
題
を
強
く
訴

え
た
。

　

現
在
、
美
栄
橋
町
と
牧
志
町
の
〝
み
え
ば

し
湯
〟
〝
み
え
湯
〟
〝
こ
が
ね
湯
〟
〝
み
や

の
湯
〟
の
四
カ
所
は
、
専
用
の
井
戸
が
あ
る

が
、
こ
れ
が
十
六
日
か
ら
水
量
が
ど
ん
ど
ん

減
り
、
営
業
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

〝
み
え
ば
し
湯
〟 

と
〝
み
え
湯
〟
は
応
急

処
置
と
し
て
水
道
工
事
を
お
こ
な
い
急
場
を

切
り
ぬ
け
た
が
、
ほ
か
の
二
カ
所
は
ま
だ
水

道
工
事
を
し
て
な
く
、
井
戸
に
た
ま
っ
て
い

る
わ
ず
か
の
収
量
で
営
業
を
し
て
い
る
。
し

か
し
か
ぎ
ら
れ
た
水
量
で
あ
る
た
め
、
営
業

時
間
も
正
午
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
大
幅
に

短
縮
し
て
い
る
。
同
組
合
が
原
因
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
ガ
ー
ブ
川
ぞ
い
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
下
水
道
工
事
の
た
め
、
土
を
掘
り
お
こ

し
た
と
こ
ろ
に
水
が
ど
ん
ど
ん
わ
き
だ
し
、

こ
れ
を
市
で
は
ポ
ン
プ
で
く
み
出
し
て
、
久

茂
地
川
に
流
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
四
つ
ふ

ろ
屋
の
井
戸
水
は
ど
ん
ど
ん
減
り
は
じ
め
た

と
い
う
。

　

問
題
を
重
視
し
た
同
組
合
は
、
早
急
な
対

策
と
し
て
、
水
道
工
事
費
と
水
道
料
金
を
下

水
道
工
事
が
お
わ
る
ま
で
市
が
負
担
し
て
も

ら
い
た
い
と
訴
え
た
が
、
新
垣
第
二
助
役
は

「
係
り
に
原
因
を
調
べ
さ
せ
、
対
策
を
こ
う
じ

た
い
」
と
語
っ
た
。

三
十
七
万
㌦
を
要
求
／
下
水
道

工
事
の
損
害
賠
償
／
沖
映
通

り
会

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
８
・
３
・
19
〕

　

那
覇
市
の
道
路
工
事
と
Ｄ
Ｅ
の
下
水
道
工

事
の
た
め
道
路
が
軒
と
同
じ
高
さ
に
ま
で
に

な
り
〝
開
店
休
業
〟を
続
け
て
い
る
那
覇
市
牧

志
町
の
沖
映
通
り
会
損
害
賠
償
陳
情
団
（
代

表
新
里
邦
哲
氏
）
は
、
十
八
日
午
後
一
時
西

銘
市
長
に
対
し
総
額
三
十
七
万
七
千
㌦
を
補

償
す
る
よ
う
要
求
し
た
。

　

新
里
代
表
の
説
明
に
よ
る
と
、
工
事
の
た
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一
九
六
八
年
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昭
和
四
十
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年
）
四―

五
月

め
道
路
沿
い
の
店
舗
は
商
売
が
で
き
ず
、
五

―

六
軒
が
移
転
し
た
ほ
か
六
十
九
世
帯
が
借

金
を
背
負
い
苦
し
い
生
活
を
し
い
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
工
事
の
結
果
、
道
路

が
店
舗
の
軒
近
く
ま
で
高
く
な
り
出
は
い
り

さ
え
で
き
ず
、
は
し
ご
を
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
補
償
と
営
業

不
振
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
利
益
の
ほ
か
地
盤

を
道
路
の
高
さ
に
ま
で
あ
げ
る
工
事
費
を
ま

と
め
た
の
が
三
十
七
万
七
千
㌦
だ
と
い
う
。

　

同
補
償
問
題
は
、
市
議
会
で
も
取
り
あ
げ

ら
れ
、
西
銘
市
長
は
「
調
査
の
結
果
、
法
的

に
補
償
の
義
務
が
あ
れ
ば
六
月
定
例
議
会
で

補
償
を
予
算
化
す
る
」
と
那
覇
市
の
立
ち
場

を
説
明
し
て
お
り
、
同
補
償
問
題
は
さ
ら
に

混
乱
し
そ
う
。

〝
設
計
に
ミ
ス
が
あ
る
〟
／
沖
映

通
り
の
道
路
工
事
／
宮
城
氏

が
証
言
／
那
覇
市
議
会
建
設

委
員
会

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
４
・
10
〕

　

那
覇
市
議
会
・
建
設
委
員
会
（
比
嘉
佑
直

委
員
長
）
は
九
日
午
後
二
時
か
ら
同
委
員
会

室
で
開
か
れ
、
那
覇
市
の
道
路
工
事
で
大
き

な
被
害
を
受
け
て
い
る
沖
映
通
り
の
補
償
に

つ
い
て
の
審
議
を
し
た
が
、
参
考
人
と
し
て

出
席
し
た
宮
城
嗣
吉
同
通
り
会
長
が
「
同
工

事
に
は
設
計
ミ
ス
が
あ
る
」
と
注
目
す
べ
き

証
言
を
し
た
。

　

席
上
、
宮
城
氏
は
仲
本
安
一
（
社
大
党
）

吉
浜
朝
一
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）
又
吉
久
正

（
新
風
会
）
議
員
ら
の
質
問
に
答
え
て
「
工

事
着
工
前
に
市
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
が
、

専
門
的
な
こ
と
な
の
で
歩
道
が
ど
の
程
度
上

が
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
工
事
が
進
み
歩

道
の
ガ
ッ
タ
ー
（
土
砂
く
ず
れ
を
防
止
す
る

壁
）
が
一
、
二
㍍
に
お
よ
び
、
通
り
会
各
店

の
出
入
り
口
が
ふ
さ
が
れ
た
の
で
あ
わ
て
て

い
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
同
氏
は
「
先
年
、

私
の
経
営
し
て
い
る
沖
映
を
改
築
し
た
さ
い
、

市
当
局
に
た
い
し
都
計
工
事
に
伴
う
同
通
り

の
歩
道
の
高
さ
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
を

確
め
た
う
え
で
そ
の
高
さ
よ
り
十
数
㌢
高
く

し
て
沖
映
を
つ
く
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
ん

ど
の
歩
道
工
事
で
は
当
時
、
市
当
局
が
説
明

し
て
い
た
高
さ
よ
り
九
十
㌢
近
く
も
高
く
な

っ
て
お
り
、
都
計
の
一
貫
性
が
な
い
。
こ
の

歩
道
は
ガ
ー
ブ
川
の
カ
ル
バ
ー
ト
（
川
の
ふ

た
）
を
高
く
し
た
た
め
に
伴
っ
て
高
く
な
っ

て
い
る
も
の
だ
が
、
同
川
か
ら
の
水
の
は
ん

ら
ん
を
防
止
す
る
た
め
に
は
カ
ル
バ
ー
ト
を

こ
ん
な
に
高
く
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
は

明
ら
か
に
設
計
上
の
ミ
ス
で
あ
る
。
必
要
と

あ
ら
ば
本
土
か
ら
専
門
官
を
呼
ん
で
調
査

さ
せ
て
も
よ
い
」
と
注
目
す
べ
き
発
言
を
す

る
と
と
も
に
「
市
当
局
は
当
然
、
被
害
者
に

補
償
金
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し

た
。

　

こ
の
証
言
を
得
た
同
委
員
会
は
次
回
会
合

に
市
当
局
を
参
考
人
に
呼
ん
で
〝
設
計
上
の

ミ
ス
〟
に
つ
い
て
た
だ
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
補
償
費
支
払
い
の
是
非
に
つ
い

て
の
結
論
を
ま
と
め
る
方
針
。

全
会
一
致
で
復
帰
決
議
／
市
営

住
宅
の
家
賃
も
採
決
／
那
覇

市
議
会

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
４
・
19
〕

　

第
百
一
回
那
覇
市
臨
時
議
会
は
十
八
日
午

前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
四
・
二
八
沖

縄
返
還
デ
ー
に
向
け
て
日
米
両
政
府
あ
て
十

一
回
目
の
祖
国
復
帰
要
請
決
議
を
全
会
一
致

で
議
決
し
た
ほ
か
、
市
営
住
宅
設
置
、
管
理

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
提
出
の
四
議
案
を

原
案
通
り
議
決
し
た
。

祖
国
復
帰
要
請
決
議
に
つ
い
て
は
、
復
帰
運

動
が
ま
す
ま
す
活
発
化
し
て
い
る
現
在
、
こ

れ
よ
り
強
力
に
推
進
し
、
す
み
や
か
に
祖
国

復
帰
へ
の
悲
願
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
全
議
員

発
議
で
提
案
さ
れ
、
本
会
議
冒
頭
に
全
会
一

致
で
議
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
近
く
完
成
す
る
宇
栄
原
、
久
場
川

市
営
住
宅
の
家
賃
を
定
め
る
市
営
住
宅
設
置

お
よ
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
議
案
に
つ
い

て
は
賛
成
多
数
で
原
案
を
採
決
、
宇
栄
原
第

一
種
住
宅
（
二
十
四
室
）
は
月
額
十
五
㌦
八

十
八
㌣
、
同
第
二
種
住
宅
（
百
四
室
）
月
額

十
二
㌦
十
三
㌣
、
久
場
川
第
一
種
住
宅
（
百

四
十
四
室
）
月
額
十
六
ド
ル
九
十
六
㌣
と
決

ま
っ
た
。

　

沖
縄
の
祖
国
復
帰
に
関
す
る
要
請
決
議

（
要
旨
）
那
覇
市
議
会
は
市
民
の
総
意
を
体

し
、
過
去
十
回
に
わ
た
り
復
帰
要
請
決
議
を

行
な
っ
て
き
た
。
二
十
三
年
の
長
期
に
わ
た

る
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
な
植
民
地
統
治
が
い

か
に
不
法
、
不
当
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
県

民
の
生
命
に
脅
威
を
与
え
て
い
る
か
は
過
去

何
回
と
な
く
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い

ま
さ
ら
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は

沖
縄
分
断
の
日
「
十
六
度
目
の
四
・
二
八
沖

縄
返
還
デ
ー
」
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
沖
縄

県
民
の
し
烈
な
要
求
で
あ
る
祖
国
復
帰
に
関

し
、
日
米
両
国
政
府
が
す
み
や
か
に
そ
の
実

現
を
は
か
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
。

地
主
た
ち
が
座
り
込
み
／
送
電

線
増
設
に
反
対
／
公
社
の
要

請
で
警
官
出
動

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
８
・
５
・
13
〕

琉
球
電
力
公
社
（
屋
田
甚
助
総
裁
）
の
那

覇
市
内
上
間
発
電
所
か
ら
首
里
間
の
送

電
線
施
設
増
設
工
事
を
め
ぐ
っ
て
、
上
間

土
地
を
守
る
会
（
大
城
正
吉
代
表
ほ
か
地

主
八
十
人
）
と
公
社
側
が
対
立
を
つ
づ
け

て
い
る
が
、
十
三
日
午
前
十
一
時
す
ぎ
、
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〇

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
五
月

作
業
を
進
め
る
た
め
電
柱
を
積
ん
だ
電

力
公
社
の
ト
ラ
ッ
ク
を
土
地
を
守
る
会

の
人
た
ち
約
六
十
人
が
道
路
に
座
り
込

ん
で
阻
止
、
紛
糾
し
た
。
さ
ら
に
同
十
一

時
四
十
五
分
、
再
度
電
柱
を
運
び
込
も
う

と
し
た
ト
ラ
ッ
ク
を
土
地
を
守
る
会
員

が
阻
止
、
こ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
那

覇
署
員
十
人
、
電
力
公
社
ガ
ー
ド
十
人
そ

れ
に
電
力
公
社
労
組
員
三
十
数
人
と
小

ぜ
り
合
い
を
演
じ
た
。
こ
の
あ
と
警
察
機

動
隊
百
二
十
人
余
り
が
出
動
し
た
た
め

地
主
た
ち
は
座
り
込
み
を
解
き
、
警
官
隊

に
守
ら
れ
て
午
後
零
時
四
十
五
分
作
業

が
開
始
さ
れ
た
。

　

現
場
は
上
間
変
電
所
か
ら
首
里
に
向
け
て

架
設
さ
れ
て
あ
る
送
電
線
沿
い
の
千
㍍
で
、

公
社
側
の
説
明
に
よ
る
と
、
首
里
地
区
の
電

力
不
足
を
補
う
た
め
今
月
い
っ
ぱ
い
に
工
事

を
終
え
送
電
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
に
対
し
土
地
を
守
る
会
は
、
こ
れ
以

上
送
電
施
設
の
増
設
を
認
め
た
場
合
に
は
一

帯
の
発
展
を
阻
害
す
る
ほ
か
、
農
耕
に
も
危

険
が
生
じ
て
く
る
。
も
と
も
と
現
在
使
用
し

て
い
る
土
地
も
強
制
収
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
返
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
主
張
、
首
里

地
区
へ
の
送
電
は
牧
港
か
ら
直
接
す
べ
き
だ

と
主
張
し
て
い
る
。

　

電
力
公
社
で
は
、
こ
う
い
っ
た
摩
擦
を
さ

け
る
た
め
、
三
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
地
主
と

の
話
し
合
い
を
つ
づ
け
て
き
た
。
土
地
は
軍

用
地
で
あ
り
借
地
料
も
支
払
っ
て
い
る
。
工

事
を
延
期
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
真
っ

向
か
ら
対
立
し
て
お
り
、
激
突
は
さ
け
ら
れ

な
い
状
態
。

　

那
覇
署
は
十
一
時
四
十
五
分
に
「
電
力
公

社
の
業
務
を
妨
害
し
て
い
る
。
た
だ
ち
に
立

ち
退
い
て
ト
ラ
ッ
ク
を
入
れ
る
よ
う
」
と
警

告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
地
主
側
は
「
土
地
は

貸
し
た
覚
え
は
な
い
。
工
事
を
妨
害
す
る
の

で
は
な
く
生
活
権
を
守
っ
て
い
る
の
だ
」
と

叫
び
、
小
ぜ
り
合
い
が
あ
っ
た
。
警
察
側
は

威
力
業
務
妨
害
と
し
て
実
力
を
も
っ
て
排
除

す
る
と
警
告
、
午
後
零
時
四
十
五
分
、
機
動

隊
三
個
中
隊
百
二
十
人
余
が
出
動
、
電
柱
工

事
を
開
始
し
た
。
現
場
に
は
立
法
院
の
嵩
原

久
男
議
員
（
社
大
）
那
覇
市
会
の
金
城
吾
郎

議
員
（
社
大
）
瀬
長
フ
ミ
議
員
（
人
民
）
も

姿
を
見
せ
、
な
り
ゆ
き
を
見
守
っ
て
い
た
。

石
嶺
市
営
住
宅
敷
地
購
入
計
画

案
な
ど
可
決
／
市
議
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
５
・
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〕

　

那
覇
市
臨
時
議
会
（
議
長
高
良
一
氏
）
は

十
四
日
午
前
十
時
か
ら
開
会
、
当
局
提
案
の

第
二
次
若
松
市
場
併
存
住
宅
建
設
と
首
里
石

嶺
に
建
設
予
定
の
市
営
住
宅
用
地
購
入
に
つ

い
て
審
議
、
原
案
ど
お
り
採
決
し
た
。

　

若
松
の
市
場
併
存
住
宅
建
築
は
、
若
松
公

設
市
場
の
敷
地
を
高
率
的
に
利
用
し
て
住
宅

難
を
解
消
す
る
目
的
で
計
画
さ
れ
第
一
次
計

画
で
四
十
八
戸
が
入
居
し
て
い
る
。
第
二
次

工
事
は
総
工
費
十
五
万
六
千
五
百
㌦
で
城
間

組
（
代
表
城
間
長
幸
氏
）
が
請
け
負
い
一
九

六
九
年
四
月
は
じ
め
に
完
成
の
予
定
。
一
階

は
市
場
で
二
階
か
ら
四
階
ま
で
は
住
宅
と
し

て
利
用
四
十
五
世
帯
を
入
居
さ
せ
る
。

首
里
石
嶺
の
市
営
住
宅
建
設
用
地
の
購
入
に

関
す
る
案
件
は
、
追
加
購
入
に
よ
っ
て
上
程

さ
れ
た
も
の
で
、
合
計
六
千
二
百
四
十
一
平

方
㍍
（
千
八
百
八
十
八
坪
）
那
覇
市
で
は
、
那

覇
市
内
の
住
宅
不
足
を
お
ぎ
な
う
目
的
で
一

九
六
三
年
か
ら
十
年
間
で
五
千
六
百
戸
の
市

営
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
め
つ
ぎ
つ
ぎ

と
建
設
を
進
め
て
お
り
、
石
嶺
に
は
千
世
帯

を
収
容
す
る
マ
ン
モ
ス
団
地
を
つ
く
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

ま
た
警
官
隊
が
出
動
／
上
間
土

地
を
守
る
会
／
座
り
込
み
を

排
除

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
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・
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上
間
土
地
を
守
る
会
（
大
城
正
吉
会
長
）

の
反
対
に
あ
い
、
難
航
し
て
い
る
上
間―

真

地
間
高
圧
線
架
設
工
事
は
一
週
間
目
を
迎
え
、

十
六
日
午
後
、
琉
球
電
力
公
社
側
は
那
覇
署

に
警
官
隊
の
出
動
を
要
請
、
資
材
運
搬
用
の

ワ
イ
ヤ
ー
の
上
に
す
わ
り
込
ん
だ
〝
土
地
を

守
る
会
〟
の
人
た
ち
四
十
人
を
排
除
し
、
工

事
を
続
行
し
た
。

　

こ
の
争
議
は
、
上
間
変
電
所
か
ら
首
里
変

電
所
へ
の
送
電
線
架
設
工
事
を
め
ぐ
っ
て
六

七
年
末
か
ら
尾
を
ひ
い
て
い
る
上
間
発
電
所

問
題
と
も
か
ら
み
、
占
有
権
を
主
張
す
る

〝
土
地
を
守
る
会
〟と
使
用
権
を
強
調
す
る
公

社
側
と
の
意
見
が
対
立
し
て
い
る
。〝
土
地
を

守
る
会
〟
の
主
張
は
①
送
電
線
の
設
置
に
よ

っ
て
変
電
所
用
地
が
次
第
に
拡
張
さ
れ
、
結

果
的
に
は
農
民
か
ら
土
地
を
取
り
あ
げ
る
こ

と
に
な
る
②
変
電
所
の
拡
張
に
よ
っ
て
発
電

所
も
拡
張
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
発

電
所
に
よ
る
公
害
の
問
題
③
こ
の
送
電
強
化

那
覇
空
軍
基
地
へ
の
電
力
補
給
と
無
関
係
で

は
な
い
こ
と
な
ど
、
三
つ
の
項
目
に
渡
っ
て

反
対
の
意
思
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
の
日
は
午
後
一
時
ご
ろ
か
ら
〝
土
地
を
守

る
会
〟
の
人
た
ち
が
上
間
東
原
の
真
地
側
上

方
、
送
電
線
架
設
用
地
の
キ
ビ
畑
に
す
わ
り

込
ん
だ
た
め
電
力
公
社
側
は
、
午
後
二
時
那

覇
署
へ
出
動
を
要
請
し
た
。

　

午
後
二
時
半
、
約
八
十
人
の
那
覇
署
員
が

警
備
服
に
身
を
固
め
て
現
場
に
到
着
。〝
土
地

を
守
る
会
〟
の
人
た
ち
は
い
ざ
こ
ざ
を
さ
け

て
す
わ
り
込
み
を
解
き
、
送
電
線
架
設
用
地

か
ら
約
二
十
㍍
ほ
ど
下
方
に
し
り
ぞ
い
た
。

那
覇
署
員
が
ケ
ー
ブ
ル
用
ワ
イ
ヤ
ー
に
沿
っ

て
一
列
縦
隊
に
並
ん
だ
の
に
対
抗
し
て
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六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
五
月

〝
土
地
を
守
る
会
〟
の
人
た
ち
も
、
向
き
合
っ

て
立
ち
「
警
察
は
沖
縄
人
の
財
産
を
ア
メ
リ

カ
か
ら
守
れ
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、
気

勢
を
あ
げ
た
。

　

こ
の
間
に
工
事
は
続
行
さ
れ
、
真
地
側
道

路
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ー
ル
三
本
が
用
地

内
に
降
ろ
さ
れ
た
。
〝
土
地
を
守
る
会
〟
の
人

た
ち
は
午
後
五
時
半
ご
ろ
引
き
揚
げ
た
。

地
主
を
立
ち
入
り
禁
止
／
那
覇

地
裁
／
会
社
の
仮
処
分
認
め

る
／
送
電
線
工
事

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
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も
め
て
い
る
那
覇
市
上
間
の
送
電
線
増
設

問
題
は
、
さ
き
に
琉
球
電
力
公
社
（
屋
田
甚

助
総
裁
）
か
ら
立
ち
入
り
禁
止
の
仮
処
分
申

請
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
那
覇
地
方
裁
判
所

は
十
八
日
午
前
、
こ
の
申
請
を
認
め
た
。

　

こ
れ
で
、
同
地
域
の
送
電
線
工
事
は
公

社
側
の
計
画
通
り
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
地
主
側
は
、
こ
れ
に
た
い
し
占
有
権
を

主
張
し
、
新
た
な
法
廷
闘
争
も
考
え
て
い
る

が
、
同
地
裁
の
こ
の
仮
処
分
を
認
め
た
理
由

と
し
て
は
「
軍
用
地
」
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ

て
い
る
。

　

地
主
は
占
有
権
の
仮
処
分
申
請

　

地
方
裁
判
所
の
仮
処
分
は
①
現
場
へ
の
立

ち
入
り
禁
止
②
工
事
の
妨
害
を
し
て
は
い
け

な
い
③
農
道
に
座
り
込
ん
で
は
い
け
な
い
、

の
三
点
。
こ
の
仮
処
分
に
つ
い
て
〝
上
間
土

地
を
守
る
会
〟
の
大
城
会
長
は
「
弁
護
士
と

相
談
し
て
今
後
の
方
針
を
決
め
る
こ
と
に
す

る
。
し
か
し
、
十
七
日
わ
れ
わ
れ
が
座
り
込

み
を
し
た
識
名
東
原
〇
〇
〇
〇
の
〇
〇
番
高

圧
線
用
鉄
塔
ふ
き
ん
の
田
島
〇
〇
さ
ん
所
有

の
土
地
は
、
軍
側
と
契
約
さ
れ
て
い
な
い
の

で
仮
処
分
の
決
定
の
効
力
は
こ
の
土
地
に
は

お
よ
ば
な
い
も
の
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て

土
地
の
占
有
権
仮
処
分
の
申
請
を
採
決
弁
護

士
と
相
談
し
て
提
出
す
る
ま
で
、
わ
れ
わ
れ

は
こ
の
土
地
に
座
り
込
む
つ
も
り
だ
」
と
話

し
て
い
た
。

　

こ
の
仮
処
分
決
定
は
、
高
等
弁
務
官
布
令

第
二
十
号
の
土
地
賃
貸
権
の
時
効
と
も
か
ら

み
沖
縄
の
全
軍
用
地
問
題
と
も
深
く
か
か
わ

る
の
で
〝
上
間
土
地
を
守
る
会
〟
琉
球
電
力

公
社
双
方
の
今
後
の
出
方
お
よ
び
土
地
を
守

る
会
の
仮
処
分
申
請
に
つ
い
て
那
覇
地
方
裁

判
所
民
事
部
が
ど
の
よ
う
な
決
定
を
下
す
か

な
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
る
。

｜
社　

説
｜

激
突
し
た
二
つ
の
労
組

〔
沖
タ
・
朝　
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・
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県
労
協
と
第
三
波
実
力
行
使
は
、
労
働
者

と
労
働
者
が
激
突
す
る
形
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
き
の
う
の
第
三
波
に
は
琉
石
労
、
琉
石

ガ
ス
労
、
港
運
労
宮
古
、
八
重
山
支
部
も
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
琉
石
関
係

が
そ
の
朝
妥
結
し
た
た
め
、
県
労
協
の
支
援

は
自
治
労
、・
那
覇
市
職
労
に
集
中
、
強
力
な

ピ
ケ
を
市
役
所
周
辺
に
張
っ
た
。
こ
れ
を
第

二
組
合
と
い
わ
れ
て
い
る
那
覇
市
労
の
組
合

員
が
突
破
し
よ
う
と
し
て
、
労
働
者
と
労
働

者
が
激
し
く
ぶ
っ
つ
か
り
合
う
結
果
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
那
覇
市
職
労
は
自
治
労
に
加
盟
、
県

労
協
に
所
属
し
て
い
る
。
那
覇
市
労
（
第
二

組
合
）
は
、
自
治
連
を
結
成
し
、こ
の
二
つ
の

組
合
は
職
場
で
も
連
合
組
織
の
上
で
も
、
全

く
別
の
組
合
運
動
を
つ
づ
け
て
い
る
。
組
合

員
は
第
一
組
合
の
市
職
労
が
約
五
百
人
、
第

二
組
合
の
市
労
が
約
九
百
人
で
、
市
労
が
多

い
。
組
合
が
全
く
別
で
あ
る
の
で
、
市
当
局

と
の
賃
上
げ
団
交
も
別
々
。
第
二
の
市
労
は

一
三
㌫
で
妥
結
、
第
一
の
市
職
労
が
、
こ
れ

を
不
満
と
し
て
、
中
労
委
に
調
停
を
申
請
し

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、
要
求
と
回

答
に
は
、
か
な
り
の
ひ
ら
き
が
あ
っ
た
た
め
、

中
労
委
と
し
て
も
調
停
額
を
提
示
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
つ
い
に
第
一
の
市
職
労
が
ス
ト

に
突
入
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ふ
つ
う
、
労
働
組
合
運
動
で
の
激
突
と
い

え
ば
、
組
合
員
と
警
官
を
連
想
す
る
の
で
あ

る
が
、
こ
ん
ど
の
那
覇
市
役
所
の
ス
ト
の
よ

う
に
、
ピ
ケ
を
張
る
労
働
者
と
、
こ
れ
を
突

破
し
よ
う
と
す
る
労
働
者
が
「
入
れ
ろ
」「
帰

れ
」
で
、
お
互
い
に
の
の
し
り
合
い
、
激
突

す
る
の
は
、
全
く
奇
妙
な
こ
と
だ
と
、
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　

分
裂
と
統
一
の
い
き
さ
つ

　

那
覇
市
役
所
で
労
組
が
結
成
さ
れ
た
の
は

五
六
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
瀬
長

市
長
が
出
現
し
、
瀬
長
市
長
を
め
ぐ
っ
て
、労

組
内
で
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
役

所
の
管
理
職
が
だ
い
ぶ
退
職
し
た
こ
ろ
で
あ

る
。
市
政
の
是
非
論
が
一
つ
の
理
由
に
も
な

っ
て
、
労
組
は
二
つ
に
分
裂
す
る
が
、
二
年

後
の
五
九
年
に
は
統
一
さ
れ
た
。
し
か
し
西

銘
市
長
の
再
選
、
そ
の
後
の
労
組
幹
部
の
首

切
り
問
題
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
市
職
労

は
動
揺
し
、
第
二
組
合
の
市
労
が
結
成
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
分
裂
し
、
現
在
に

い
た
っ
て
い
る
。
右
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
か

ら
す
る
と
、
那
覇
市
役
所
の
労
組
は
、
政
治

的
に
だ
い
ぶ
影
響
さ
れ
、
極
端
な
言
い
方
を

す
れ
ば
、
政
治
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
き
た
と

い
う
感
じ
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
現
在

の
対
立
や
反
目
も
、
多
分
に
そ
の
よ
う
な
要

素
が
あ
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
革

命
的
な
地
下
組
織
と
か
、
あ
る
い
は
そ
の
逆

の
表
現
で
、
お
互
い
に
非
難
し
て
い
る
状
態

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
労
組
に
政

治
活
動
は
つ
き
も
の
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、

労
働
者
が
そ
の
政
治
的
見
解
の
対
立

で
、
お
互
い
に
敵
対
視
し
、
分
裂
し
て
い
る
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九
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一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
五
月

の
は
、
常
態
で
は
な
い
し
、
決
し
て
好
ま
し

い
あ
り
方
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
労
働
者

の
力
を
弱
め
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。

　

沖
縄
の
労
組
の
底
は
浅
い
。
労
組
が
結
成

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
十

三
、
四
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
。
こ
こ
数

年
の
間
に
、
労
組
の
基
盤
が
固
ま
っ
て
き

た
、
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
土
よ

り
は
十
年
以
上
も
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
う
い
う
歴
史
と
底
の
浅
さ
か
ら
い

え
ば
、
き
わ
め
て
部
分
的
に
は
と
も
か
く
と

し
て
も
、
沖
縄
の
労
働
者
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
面
に
お
い
て
、
深
刻
に
対
立
し
、
反
目

す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
き
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
労
働
者
と
い
う
立
ち
場
を
ど
う
認
識

す
る
か
、
全
国
的
に
い
え
ば
、
そ
う
い
う
段

階
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

　

団
結
と
社
会
の
民
主
化

　

労
組
の
基
本
は
団
結
で
あ
る
。
そ
れ
は
い

う
ま
で
も
な
い
し
、
労
働
者
の
団
結
に
応
じ

て
、
労
組
法
も
保
護
法
と
し
て
動
く
で
あ
ろ

う
。
そ
の
こ
と
は
労
働
者
自
身
が
、
よ
く
知

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
那
覇
市
役
所
と
い
う
同
じ
職
場

に
、
二
つ
の
対
立
す
る
労
組
が
存
在
し
て
い

る
の
は
、
ま
さ
に
奇
異
で
あ
り
、
異
常
で
あ

る
、
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　

労
働
者
の
団
結
権
や
団
結
行
動
権
は
、
い

わ
ゆ
る
生
存
権
が
そ
の
根
拠
に
も
な
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
労
組
の
役
割
り

は
、
た
ん
に
労
働
者
の
生
活
向
上
に
役
立
つ

と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
結
局
は
同
じ
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
社
会
の
民
主
化

促
進
に
果
た
す
役
割
り
も
大
き
い
、
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
民
主
主
義
と
は
、
市
長
や
議
員

を
選
挙
し
、
議
会
で
多
数
決
に
よ
っ
て
、
問

題
の
方
向
を
決
め
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
あ
る
ま
い
。
社
会
の
奥
底
ま
で
、
浸
透
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
は
生
き
生

き
と
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

そ
の
役
割
り
を
果
た
し
て
い
る
一
つ
の
力
が
、

労
組
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考

え
て
く
る
と
、
同
じ
職
場
の
労
働
者
が
、
分

裂
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
自
体
が
矛
盾
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
。

　

春
闘
に
は
闘
う
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
文
字
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
闘
う
と
い
っ
て
も
、
労
使
が
完
全
に
敵
対

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
団
結
し
、
労

働
者
の
地
位
を
高
め
、
対
等
の
立
ち
場

で
、
賃
上
げ
な
ど
交
渉
す
る
、
と
い
う
て
い

ど
に
、
現
時
点
で
は
解
釈
し
て
よ
い
と
思
う
。

闘
う
面
も
あ
れ
ば
、
協
調
す
る
面
も
あ
る
。
越

え
る
に
越
え
ら
れ
な
い
境
界
線
が
あ
る
、
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
な

お
い
っ
そ
う
の
こ
と
、
労
働
者
と
労
働
者
の

間
に
は
境
界
線
は
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ

う
。

　

こ
ん
ど
の
那
覇
市
職
労
の
ス
ト
で
、
以
上

の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

手
を
に
ぎ
る
べ
き
労
働
者
が
激
突
す
る
の
は
、

全
く
奇
妙
な
現
象
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
争
議
状
態
が
長
引
け
ば
、
影
響
も
大

き
く
な
ろ
う
。
市
当
局
が
ど
う
動
く
か
。
中

労
委
が
ど
う
機
能
す
る
か
。

ば
声
の
中
、
団
交
お
わ
る
／
那

覇
市
職
労
13
・
３
％
で
打
ち

切
り
／
あ
わ
や
乱
闘
寸
前
／

第
一
と
第
二
組
合
が
対
立

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
５
・
28
〕

　

紛
糾
を
続
け
て
き
た
那
覇
市
職
労
（
岸
本

忠
三
郎
委
員
長
）
の
春
闘
は
、
二
十
七
日
午

後
三
時
か
ら
は
じ
ま
っ
た
西
銘
那
覇
市
長
と

市
職
労
の
六
時
間
に
わ
た
る
団
交
の
す
え
午

後
九
時
す
ぎ
、
ガ
ラ
ス
が
飛
び
散
り
、
ば
声

の
渦
ま
く
な
か
で
「
一
三
・
三
㌫
」
で
幕
を

閉
じ
た
が
、
最
後
の
瞬
間
ま
で
緊
迫
し
た
。

ま
た
新
城
委
員
長
ら
那
覇
市
労
組
員
が
「
わ

れ
わ
れ
は
五
時
か
ら
団
交
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
」
と
団
交
の
場
に
押
し
入
り
、
あ
わ

や
第
一
組
合
員
と
第
二
組
合
員
が
乱
闘
寸
前

の
状
態
で
対
峙
し
た
が
、
岸
本
那
覇
市
職
労

委
員
長
が
「
春
闘
打
ち
切
り
」
を
宣
言
、
春

闘
は
流
血
の
不
祥
事
寸
前
で
や
っ
と
終
わ
っ

た
。

　

西
銘
那
覇
市
長
は
、
午
後
一
時
半
か
ら
那

覇
市
労
と
の
団
交
に
入
っ
た
。
新
城
委
員
長

は
賃
金
カ
ッ
ト
に
対
し
①
市
労
員
は
就
労
の

意
志
を
持
ち
ピ
ケ
を
突
破
し
よ
う
と
し
た
②

登
庁
し
た
組
合
員
の
名
簿
は
あ
る
と
主
張
、

賃
金
カ
ッ
ト
は
す
べ
き
で
な
い
と
説
明
し
た
。

こ
れ
に
対
し
西
銘
市
長
は
「
第
一
、
第
二
組

合
と
い
わ
ず
に
職
員
全
体
の
問
題
と
し
て
検

討
し
た
い
」
と
答
え
た
が
、
市
労
側
が
受
け

入
れ
ず
難
航
、
就
労
し
よ
う
と
し
た
意
志
は

認
め
る
が
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
処

理
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
つ
ぎ
に
新
城
委

員
長
は
「
中
労
委
の
あ
っ
せ
ん
案
は
表
面
化

し
た
問
題
だ
け
を
と
ら
え
た
も
の
で
春
闘
相

場
で
も
な
い
。
こ
れ
を
尊
重
す
る
必
要
は
な

い
」
と
市
長
の
態
度
を
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
西
銘
市
長
は
「
事
態
を
収
拾

す
る
た
め
に
は
尊
重
す
る
」
と
答
え
た
が
市

労
側
か
ら
「
ス
ト
す
れ
ば
ア
ッ
プ
を
認
め
る

の
か
。
財
政
上
一
三
㌫
以
上
は
出
せ
な
い
と

の
市
長
の
こ
と
ば
を
信
用
し
一
三
㌫
で
妥
結

し
た
。
ウ
ソ
を
い
っ
た
の
か
」
と
く
い
さ
が

っ
た
が
も
の
別
れ
に
終
わ
っ
た
。

　

ひ
き
つ
づ
き
午
後
三
時
十
五
分
か
ら
市
職

労
闘
争
委
約
七
十
人
と
の
団
交
が
行
な
わ
れ

た
。
岸
本
委
員
長
は
、
西
銘
市
長
が
提
示
し

た
最
終
回
答
「
一
三
・
三
㌫
」
に
対
し
、
①

中
労
委
あ
っ
せ
ん
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
②

財
政
上
も
問
題
は
な
い
と
激
し
く
追
及
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
西
銘
那
覇
市
長
は
「
ぎ
り
ぎ
り
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一
九
六
八
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昭
和
四
十
三
年
）
六
月

の
額
で
あ
り
、
あ
っ
せ
ん
案
を
尊
重
し
た
結

果
で
あ
る
」
と
堅
持
し
た
た
め
二
時
間
に
わ

た
っ
て
並
行
線
を
続
け
た
。
そ
の
間
、
西
銘

市
長
が
「
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
説
明
し
た
」
と
席

を
立
ち
帰
ろ
う
と
し
た
た
め
「
一
方
的
に
団

交
を
打
ち
切
る
の
か
」と
闘
争
委
が
怒
り
、
激

し
く
も
み
あ
っ
た
が
、
再
度
市
長
が
席
に
つ

き
団
交
は
再
開
さ
れ
た
。

　

闘
争
委
は
「
あ
っ
せ
ん
案
に
二
㌫
不
足
し

て
い
る
。
こ
れ
は
職
員
ひ
と
り
当
た
り
に
し

て
月
額
二
十
㌣
で
あ
る
。
財
政
が
な
い
と
い

う
が
、
地
目
変
更
に
よ
る
増
収
を
は
じ
め
電

子
計
算
機
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
市
民
税
課

の
合
理
化
で
超
勤
の
予
算
が
余
る
。
例
年
、
人

件
費
で
も
一
万
㌦
余
の
不
要
金
を
出
し
て
い

る
。
〇
・
五
㌫
あ
げ
て
も
総
額
四
千
六
百
㌦

に
し
か
な
ら
な
い
」
と
具
体
例
を
あ
げ
て
く

い
さ
が
っ
た
が
、
西
銘
市
長
は
「
一
三
・
三

㌫
以
上
は
出
せ
な
い
。
議
会
の
承
認
が
必
要

で
あ
り
、
残
り
二
㌫
に
つ
い
て
は
議
会
に
要

望
し
た
ら
…
」
と
受
け
付
け
ず
、
ま
っ
た
く

の
平
行
線
。〝
市
長
は
紳
士
協
定
に
よ
っ
て
出

て
き
た
あ
っ
せ
ん
案
を
尊
重
し
な
い
の
か
〟〝

あ
す
か
ら
楽
し
く
働
け
る
よ
う
に
要
求
を
受

け
入
れ
ろ
〟
と
迫
っ
た
。

　

午
後
八
時
半
ご
ろ
新
城
那
覇
市
労
委
員
長

ら
組
合
員
約
二
十
人
が
団
交
の
場
に
は
い
り

込
み
〝
わ
れ
わ
れ
も
団
交
し
た
い
〟
と
主
張

し
た
た
め
、
市
職
の
闘
争
委
と
対
峙
、
不
穏

な
空
気
に
包
ま
れ
た
。
市
職
労
の
闘
争
委
か

ら
〝
団
交
を
ぶ
ち
こ
わ
す
の
か
、
出
て
い

け
〟と
の
非
難
の
声
が
浴
び
せ
か
け
ら
れ
、
正

式
に
団
交
を
申
し
込
む
べ
き
で
あ
る
と
い
わ

れ
た
た
め
い
っ
た
ん
場
外
に
で
た
。
と
こ
ろ

が
、
西
銘
市
長
が
立
ち
あ
が
り
「
こ
れ
で
団

交
は
打
ち
切
る
」
と
宣
言
し
た
た
め
再
度
混

乱
し
た
。
新
城
那
覇
市
労
委
員
長
ら
も
団
交

の
場
に
姿
を
み
せ
「
団
交
は
終
わ
っ
た
。
こ

ん
ど
は
わ
れ
わ
れ
の
番
」
と
主
張
し
た
ほ
か

一
部
で
押
し
合
い
が
演
じ
ら
れ
ガ
ラ
ス
が
わ

れ
飛
び
散
り
、
集
団
乱
闘
の
気
配
に
包
ま
れ

た
。
そ
の
間
、
西
銘
市
長
は
立
っ
た
り
座
っ

た
り
を
繰
り
返
し
た
が
、
岸
本
市
職
労
委
員

長
の
申
し
入
れ
で
市
労
側
が
退
場
し
た
。
同

委
員
長
は
「
誠
意
を
も
っ
て
話
し
合
え
ば
市

長
に
も
通
じ
る
と
信
じ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

事
態
は
職
員
同
士
が
な
ぐ
り
合
う
寸
前
に
な

っ
て
い
る
。
過
去
六
年
間
の
団
交
を
へ

て
、
き
ょ
う
は
市
長
の
座
を
去
る
西
銘
市
長

と
円
満
に
妥
結
し
握
手
し
た
か
っ
た
が
残
念

で
あ
る
。
こ
れ
で
春
闘
を
打
ち
切
る
。
組
合

を
二
つ
に
割
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
ほ

し
い
」
と
要
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
西
銘

市
長
も
「
誠
意
を
持
っ
て
回
答
し
た
が
残
念

で
あ
る
。
財
政
上
の
問
題
で
あ
り
、
第
二
組

合
に
対
す
る
メ
ン
ツ
は
な
い
」
と
語
り
、
団

交
を
お
え
た
。

　

那
覇
市
長
の
話　

第
一
、
第
二
と
い
う
考

え
は
な
い
。
み
な
職
員
で
あ
る
。
双
方
が
統

一
し
て
ほ
し
い
。
わ
た
し
も
努
力
し
た
い
。

　

岸
本
市
職
労
委
員
長
の
話　

妥
結
で
は
な

く
打
ち
切
り
で
あ
る
。
紳
士
協
定
を
守
ら
な

い
市
長
と
は
話
し
合
え
な
い
。
第
二
に
足
を

ひ
っ
ぱ
ら
れ
た
。

｜
社　

説
｜

下
水
道
工
事
と
交
通
難

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
６
・
３
〕

　

那
覇
市
の
下
水
道
工
事
は
、
工
区
が
都
心

部
に
迫
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
す
ま
す
交
通

混
雑
に
輪
を
か
け
て
い
る
。
た
だ
で
さ
え
道

幅
が
せ
ま
く
、
車
両
ラ
ッ
シ
ュ
で
マ
ヒ
状
態

に
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
方
々
で
工
事
の
た
め
の

規
制
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

中
部
地
区
か
ら
那
覇
市
に
至
る
下
水
道
工

事
は
、
衛
生
都
市
へ
の
脱
皮
を
目
ざ
す
大
々

的
な
建
設
事
業
で
あ
り
、
膨
大
な
資
金
を
投

じ
て
数
年
が
か
り
で
完
工
す
る
。
那
覇
市
の

場
合
は
、
旧
市
街
か
ら
手
を
つ
け
て
前
島
、

泊
、
安
里
、
美
栄
橋
、
久
茂
地
一
帯
の
幹
線

工
事
が
進
ん
で
い
る
。
新
年
度
か
ら
は
、
さ

ら
に
国
際
通
り
を
は
じ
め
、
開
南
、
ひ
め
ゆ

り
橋
、
神
里
原
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
市
内
で
も

っ
と
も
通
行
量
の
多
い
繁
華
街
に
お
よ
ん
で

く
る
よ
う
で
、
一
段
と
交
通
事
情
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

下
水
道
の
工
事
は
、
道
路
沿
い
に
本
管
お

よ
び
支
管
を
埋
め
て
い
く
の
で
、
そ
の
期
間

中
、
車
両
の
通
行
を
規
制
す
る
の
は
や
む
を

え
な
い
。
ま
た
せ
っ
か
く
の
舗
装
道
路
を
掘

り
起
こ
し
。
デ
コ
ボ
コ
道
に
変
ず
る
の
も
、
建

設
の
た
め
に
は
、
い
ち
お
う
の
苦
痛
と
し
て

耐
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
り
く
つ
の
う

え
で
は
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
と
く
で
き
る
け

れ
ど
も
、
現
実
の
問
題
に
な
る
と
、
市
民
生

活
の
立
ち
場
か
ら
、
工
事
の
進
め
方
に
い
ろ

い
ろ
注
文
が
で
て
く
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
施
行
状
況
を
み
る
と
、
閑
散

な
住
宅
街
で
あ
ろ
う
と
、
往
来
の
は
げ
し
い

幹
線
道
で
あ
ろ
う
と
、
一
本
調
子
で
行
な
わ

れ
、
あ
ま
り
に
緩
慢
な
感
じ
を
う
け
る
。
つ

ま
り
、
市
民
の
便
利
と
か
、
ス
ム
ー
ズ
な
車

両
の
通
行
を
は
か
る
と
い
っ
た
配
慮
が
、
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
商

店
街
あ
た
り
か
ら
損
害
賠
償
の
要
求
が
で
る

の
を
み
て
も
、
こ
う
し
た
不
満
が
率
直
に
表

明
さ
れ
て
い
る
。

　

工
期
の
短
縮
に
努
め
よ

　

文
化
都
市
を
建
設
す
る
事
業
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
市
民
経
済
に
ム
ダ
な
犠
牲
を
し
て
い

る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
る
ま
い
。
交
通
が
規

制
さ
れ
た
た
め
に
、
住
宅
地
か
ら
学
校
周
辺

の
道
路
に
い
た
る
ま
で
、
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
の
大
型
車
両
が
長
い
列
を
つ
く
り
、
ひ

し
め
い
て
い
る
。
先
を
争
う
小
型
タ
ク
シ
ー

は
、
路
地
裏
を
走
り
回
る
な
ど
、
人
身
事
故



四
九
四

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
六
月

に
対
す
る
不
安
や
恐
怖
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
工
期
を
短
く
し
て
交
通
を
正
常

に
戻
す
こ
と
が
、
事
故
の
危
険
か
ら
市
民
を

ま
も
る
唯
一
の
方
法
だ
と
い
え
る
。

　

那
覇
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
要
望
に
応
じ

て
、
繁
華
街
の
工
事
を
昼
夜
兼
行
で
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
す
る
計
画
を
推
し
進
め
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
方
式
を
と
れ
ば
、
三
カ
月
要
す

る
工
区
は
半
分
か
、
三
分
の
一
に
短
縮
で
き

る
し
、
そ
れ
だ
け
早
く
混
雑
を
と
り
除
く
こ

と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
市
当
局
の
プ
ラ

ン
で
は
、
要
所
々
々
の
十
字
路
に
か
ぎ
っ
て

昼
夜
の
突
貫
工
事
を
進
め
た
い
意
向
の
よ
う

だ
が
、
商
店
街
な
ど
も
同
様
な
予
算
措
置
を

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

夜
間
作
業
に
な
れ
ば
、
請
け
負
い
の
工
費

が
高
く
つ
き
、
予
算
を
割
り
増
し
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
当
局
者
の
試
算
に
よ

る
と
、
な
ん
で
も
七
割
が
た
高
く
な
る
と
の

こ
と
だ
が
、
市
民
生
活
へ
の
悪
影
響
を
考
え

た
場
合
、
出
し
惜
し
み
す
る
だ
け
で
は
問
題

の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
や
は
り
場
所
が
ら

に
応
じ
て
工
事
費
を
増
額
し
、
一
般
の
不
利

不
便
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
対
策
も
、
建
設

行
政
の
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

マ
ヒ
す
る
都
市
の
機
能

　

下
水
道
の
建
設
事
業
が
完
了
す
る
の
は
一

九
七
三
年
の
予
定
だ
と
い
う
か
ら
、
ま
だ
ま

だ
先
は
長
い
わ
け
だ
。
全
体
の
建
設
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
か
ら
い
え
ば
、
ほ
ん
の
足
場
を
築
い

た
て
い
ど
の
進
展
状
態
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か

ら
網
の
目
の
よ
う
に
進
む
に
つ
れ
て
、
ま
す

ま
す
多
数
の
市
民
が
工
事
区
に
接
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
予
算
節
減
の
被
害
を
一
方
的
に

シ
ワ
寄
せ
さ
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
。
予
算
の

効
率
運
用
も
、
も
ち
ろ
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

に
違
い
な
い
が
、
都
市
の
機
能
保
持
に
つ
い

て
も
、
慎
重
に
考
慮
す
べ
き
問
題
だ
。

　

と
く
に
那
覇
市
の
人
口
増
と
、
さ
い
き
ん

の
車
両
の
増
加
ぶ
り
を
考
え
れ
ば
、
円
滑
な

交
通
対
策
を
な
お
ざ
り
に
し
て
は
、
本
来
の

機
能
を
停
滞
さ
す
ば
か
り
で
、
商
工
業
の
発

展
も
あ
り
え
な
い
。
こ
こ
二
、
三
年
う
ち
に

自
動
車
台
数
は
十
万
台
に
達
す
る
予
想
で
あ

り
、
バ
イ
パ
ス
が
完
工
す
れ
ば
市
内
に
出
入

り
す
る
車
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ふ
え
る
と

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
も
な
幹
線
道
路

が
現
在
の
状
態
で
は
、
か
え
っ
て
交
通
難
に

拍
車
を
か
け
る
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

下
水
道
工
事
の
実
施
計
画
は
、
こ
の
よ
う

な
交
通
事
情
を
抜
き
に
し
て
は
、
市
民
の
間

か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
か
ね
な
い
。
現
に

そ
う
い
う
声
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
わ
け
で
、

資
金
を
援
助
す
る
立
ち
場
に
あ
る
米
民
政
府

や
Ｄ
Ｅ
当
局
も
、
大
い
に
耳
を
傾
け
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
公
共
事
業
と
い
え
ど
も
、
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
と
の
利
害
の
調

整
に
努
め
な
が
ら
段
取
り
を
推
し
進
め
て
も

ら
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

同
時
に
敷
設
工
費
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
修

復
も
、
も
っ
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
処
理
し
て

も
ら
い
た
い
。
こ
う
し
た
復
元
工
事
が
遅
延

し
て
い
る
た
め
市
内
の
道
路
は
い
た
る
と
こ

ろ
傷
だ
ら
け
で
あ
り
、
さ
い
き
ん
の
雨
つ
づ

き
泥
田
と
化
し
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
夏
に
な

る
と
ホ
コ
リ
が
舞
い
上
が
り
、
目
も
開
け
ら

れ
な
い
あ
り
さ
ま
だ
。
い
つ
ま
で
も
こ
う
い

う
悪
循
環
を
繰
り
返
し
て
は
、
首
都
の
メ
ン

ツ
が
つ
ぶ
れ
る
。

明
る
い
都
市
つ
く
る
／
西
銘
那

覇
市
長
が
施
政
方
針
演
説
／

都
計
事
業
を
推
進
／
市
民
生

活
の
向
上
も

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
８
・
６
・
５
〕

　

第
百
三
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
五
日
午
前

十
時
か
ら
開
か
れ
、
西
銘
市
長
が
新
年
度
の

施
政
方
針
を
発
表
し
た
。
同
方
針
の
な
か
で

西
銘
市
長
は
「
内
外
の
情
勢
は
き
び
し
い
が
、

本
土
と
の
一
体
化
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
本

土
政
府
の
大
幅
な
援
助
の
も
と
に
地
方
財
政

が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
」

と
述
べ
、
新
年
度
は
①
都
市
計
画
事
業
の
推

進
②
市
民
生
活
の
向
上
③
産
業
の
振
興
④
那

覇
新
港
の
建
設―

に
全
力
を
あ
げ
て
明
る
い

都
市
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

ま
ず
高
良
一
議
長
の
開
会
宣
言
が
あ
り
、

つ
い
で
西
銘
市
長
が
「
六
九
年
度
予
算
案
を

は
じ
め
三
十
八
議
案
を
提
出
し
た
の
で
ご
審

議
を
お
願
い
し
た
い
。
今
議
会
は
私
の
最
後

の
〝
予
算
議
会
〟
に
な
る
の
で
議
員
各
位
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
こ
の
あ
と
会
期
を
二
十
一
日
ま
で
の
十

七
日
間
と
決
定
し
た
あ
と
西
銘
市
長
が
次
の

よ
う
な
施
政
方
針
を
発
表
し
た
。

　

都
計
事
業　

那
覇
市
の
交
通
量
は
年
々
増

加
し
て
い
る
が
、
交
通
施
設
が
立
ち
遅
れ
て

お
り
、
主
要
幹
線
の
交
通
停
滞
を
ま
ね

き
、
経
済
の
発
展
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
重
要
幹
線
道
路
の
整
備
拡
充

を
行
政
府
に
要
請
す
る
と
と
も
に
安
謝
橋
か

ら
内
間
橋
ま
で
の
千
八
百
㍍
を
都
計
街
路
と

し
て
継
続
実
施
す
る
。
ま
た
開
南
交
番
前
か

ら
大
洋
琉
映
館
前
の
道
路
新
設
、
美
栄
橋
か

ら
若
狭
間
の
道
路
工
事
、
泉
崎
橋
か
ら
旭
橋

間
の
道
路
整
備
を
す
る
。
埋
め
立
て
事
業
は

す
で
に
百
二
十
六
平
方
㍍
を
終
わ
っ
て
い
る

が
、
七
〇
年
度
ま
で
に
さ
ら
に
四
十
三
万
七

千
二
百
十
三
平
方
㍍
を
埋
め
立
て
る
。
こ
の

ほ
か
区
画
整
理
、
公
園
づ
く
り
、
不
良
住
宅

街
改
造
事
業
な
ど
も
推
進
す
る
。

　

市
民
生
活　

極
度
な
住
宅
難
を
緩
和
す
る

た
め
に
首
里
石
嶺
町
に
第
一
種
住
宅
百
四
戸
、

第
二
種
百
二
十
八
戸
を
建
設
す
る
。
水
道
事

業
は
、
琉
球
水
道
公
社
の
全
島
統
合
上
水
道



四
九
五

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
六
月

計
画
の
一
環
と
し
て
の
北
部
水
源
開
発
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
早
期
完
成
に
よ

っ
て
給
水
事
情
は
緩
和
さ
れ
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。
ま
た
未
配
管
地
域
や
給
水
不
良
地

域
に
た
い
し
て
は
、
改
良
拡
張
工
事
を
重
点

的
に
実
施
す
る
。
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

生
鮮
食
料
品
を
ス
ム
ー
ズ
に
供
給
す
る
た
め

に
牧
志
、
若
松
、
真
和
志
の
各
公
設
市
場
の

建
設
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。
さ
ら
に
教
養
、

娯
楽
の
殿
堂
と
し
て
の
公
会
堂
の
建
設
、
保

育
所
の
建
設
、
青
少
年
の
健
全
育
成
運
動
、
失

対
労
務
者
の
待
遇
改
善
な
ど
に
も
力
を
い
れ

る
。鋭

く
質
疑
応
答
／
故
ケ
ネ
デ
ィ

に
対
す
る
弔
意
／
一
分
間
の

黙
と
う
／
那
覇
市
議
会

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
８
・
６
・
７
〕

　

第
百
三
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
七
日
午
前

十
時
か
ら
西
銘
市
長
の
施
政
方
針
演
説
に
対

す
る
一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。
ま
ず
金
城
重

正
議
員
が
質
疑
に
先
だ
ち
、
故
ロ
バ
ー
ト
・

ケ
ネ
デ
イ
議
員
に
対
す
る
弔
意
を
あ
ら
わ
し

一
分
間
の
黙
と
う
を
緊
急
提
案
、
全
議
員
が

静
か
に
頭
を
た
れ
め
い
福
を
祈
っ
た
。

　

金
城
吾
郎
議
員
ら
各
議
員
の
「
施
政
方
針

は
辞
任
あ
い
さ
つ
と
同
じ
く
消
極
的
で
あ

る
」
「
電
力
、
水
道
公
社
の
民
移
管
を
ど
う

す
る
の
か
」
「
職
員
の
資
質
の
向
上
を
ど
う

は
か
っ
た
の
か
」
な
ど
質
問
し
た
が
、
西
銘

市
長
は
「
途
中
で
辞
任
は
す
る
が
事
業
そ
の

も
の
は
継
続
し
て
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。
水

道
公
社
を
民
に
移
管
す
べ
き
と
い
う
基
本
的

な
立
ち
場
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
市
職
員
の

資
質
は
政
府
職
員
に
比
べ
て
ま
だ
低
い
、
採

用
の
方
法
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
」
と
答
え

た
。
ほ
か
、
設
立
場
所
で
問
題
と
な
っ
て
い

る
海
員
学
校
は
石
川
市
に
す
べ
き
だ
と
注
目

す
べ
き
発
言
を
行
な
っ
た
。
午
前
中
の
お
も

な
質
疑
内
容
は
つ
ぎ
の
通
り
。

　

金
城
議
員　

水
産
業
の
発
展
に
は
船
員
の

養
成
が
急
務
で
あ
り
、
那
覇
は
立
地
条
件
か

ら
み
て
船
員
養
成
所
を
誘
致
す
べ
き
で
あ
る
。

　

西
銘
市
長　

一
度
も
そ
の
よ
う
に
考
え
た

こ
と
は
な
い
。
建
設
地
に
つ
い
て
は
、
糸
満
、

石
川
で
争
っ
て
い
る
が
、
当
初
の
案
ど
お
り

石
川
市
に
も
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

　

久
高
友
敏
議
員
（
志
武
会
）　

六
三
年
度

の
施
政
方
針
で
都
計
を
修
正
す
べ
き
だ
と
い

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
ん
ど
の
施
政
方
針

で
も
同
じ
く
修
正
す
べ
き
だ
と
い
っ
て
い
る
。

過
去
六
カ
年
か
か
っ
て
修
正
す
る
で
は
困
る
。

都
市
づ
く
り
の
基
本
は
都
計
で
あ
り
、
ど
う

す
る
の
か
。

　

西
銘
市
長　

都
計
は
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い

点
が
あ
り
修
正
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

久
高
議
員　

内
部
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

も
就
任
い
ら
い
の
施
政
方
針
に
で
て
い
る
。

と
く
に
市
民
本
位
の
施
政
を
は
か
る
た
め
職

員
の
資
質
の
向
上
に
当
た
る
と
説
明
し
て
き

て
い
る
が
、
現
在
も
政
府
職
員
よ
り
市
の
職

員
の
質
は
落
ち
て
い
る
の
か
。

　

西
銘
市
長　

就
任
当
時
市
職
員
の
質
が
落

ち
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
後
職
員
研
修

を
は
じ
め
機
構
改
革
な
ど
を
通
し
資
質
の
向

上
に
つ
と
め
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
現
在
も

政
府
職
員
に
比
べ
て
資
質
は
落
ち
て
い
る
。

　

久
高
議
員　

六
カ
年
間
努
力
し
な
が
ら
資

質
の
差
が
あ
る
の
は
採
用
方
法
に
問
題
が
あ

る
と
思
う
が
…
。

　

西
銘
市
長　

確
か
に
採
用
の
方
法
に
も
問

題
は
あ
る
と
思
う
。

都
計
事
業
な
ど
を
追
及
／
施
政

方
針
の
質
疑
始
ま
る
／
那
覇

市
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
６
・
８
〕

　

七
日
午
前
十
時
か
ら
は
じ
ま
っ
た
西
銘
市

長
の
施
政
方
針
に
た
い
す
る
那
覇
市
議
会
の

質
疑
は
、
金
城
吾
郎
議
員
を
ト
ッ
プ
に
午
後

四
時
半
ま
で
続
け
ら
れ
、
十
四
人
の
各
派
所

属
議
員
が
水
道
公
社
問
題
、
都
市
計
画
事
業

な
ど
を
中
心
に
質
疑
を
行
な
い
、と
く
に
、
主

席
選
挙
を
意
識
し
た
質
疑
が
め
だ
ち
「
主
席

に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
う
質
問

が
飛
び
出
し
た
ほ
か
部
長
ク
ラ
ス
の
出
勤
が

定
時
よ
り
遅
れ
十
時
ご
ろ
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
指
摘
ま
で
行
な
わ
れ
た
。

　

お
も
な
質
疑
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

椿
秀
義
議
員
（
公
明
会
）　

西
銘
市
長
は
主

席
選
挙
に
立
候
補
す
る
が
、
当
選
し
た
あ
と

だ
れ
が
市
長
に
な
っ
て
も
主
席
の
立
ち
場
か

ら
援
助
す
る
か
。

　

西
銘
市
長　

主
席
に
な
っ
た
つ
も
り
で
答

え
た
い
。
市
長
は
市
民
の
た
め
の
市
長
で
あ

り
、
当
然
主
席
の
立
ち
場
か
ら
援
助
す
る
。

　

黒
潮
隆
議
員
（
人
民
）　

施
政
方
針
は
教
育

問
題
に
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
ど
う
い

う
わ
け
か
。
大
幅
な
本
土
政
府
援
助
と
あ
る

が
満
足
し
て
い
る
の
か
。
大
過
な
く
六
カ
年

余
に
わ
た
っ
て
職
務
を
果
た
し
た
と
述
べ
て

い
る
が
、
前
島
の
交
番
所
問
題
を
は
じ
め
市

職
員
の
汚
職
、
久
場
川
の
土
地
問
題
な
ど
が

あ
る
。

　

西
銘
市
長　

本
土
政
府
援
助
に
つ
い
て
は

満
足
し
て
い
な
い
。
教
育
に
つ
い
て
は
教
育

委
員
会
制
度
が
あ
り
市
長
は
予
算
を
提
案
す

る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て

は
見
解
の
相
違
で
あ
る
。

　

大
浜
長
弘
議
員
（
公
明
会
）　

こ
れ
ま
で
西

銘
市
長
は
都
市
の
発
展
を
は
か
る
た
め
広
域

都
市
の
構
想
を
打
ち
出
し
た
。
わ
れ
わ
れ
も

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ

ん
ど
の
施
政
方
針
に
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い
。

ど
う
し
た
の
か
。

　

西
銘
市
長　

指
摘
の
と
お
り
広
域
都
市
化



四
九
六

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
六
月

の
問
題
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
残
り

三
カ
月
余
で
辞
任
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

大
浜
議
員　

第
一
、
第
二
組
合
が
春
闘
で

紛
糾
し
た
。
そ
の
結
果
市
民
が
最
大
の
被
害

を
受
け
た
。
行
政
能
力
の
向
上
を
は
か
り
市

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
は
か
る
に
は
機
構
、
組

織
を
変
え
て
も
み
の
ら
な
い
。
根
本
は
人
間

で
あ
り
、
具
体
的
に
ど
う
対
処
す
る
か
。

　

西
銘
市
長　

ス
ト
の
責
任
の
一
端
は
市
長

に
も
あ
る
。
二
つ
の
組
合
が
あ
る
こ
と
は
好

ま
し
い
状
態
と
は
考
え
て
い
な
い
。

那
覇
／
市
民
の
税
金
む
だ
使
い

／
団
地
用
地
買
収
め
ぐ
り
／

野
党
側
が
真
相
究
明
へ
／
市

議
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
６
・
９
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
、
八
日
午
前
十

時
か
ら
一
般
質
問
に
は
い
っ
た
が
儀
間
真
祥

議
員
（
人
民
）
が
首
里
石
嶺
に
建
設
さ
れ
る

市
営
住
宅
の
建
設
用
地
三
万
七
千
九
百
九
十

三
平
方
㍍
（
一
万
千
五
百
十
三
坪
）
の
購
入

に
Ａ
市
議
が
か
ら
み
、
二
日
間
で
膨
大
な
利

益
を
あ
げ
て
い
る
と
当
局
を
追
及
し
た
。
さ

ら
に
人
民
、
社
大
、
志
武
会
所
属
の
野
党
議

員
団
が
午
後
四
時
半
か
ら
共
同
記
者
会
見
を

行
な
い
市
民
の
血
税
十
万
㌦
余
が
ム
ダ
使
い

さ
れ
て
い
る
。
野
党
議
員
は
共
同
で
真
相
を

追
及
、
Ａ
市
議
と
市
当
局
と
の
関
係
を
明
ら

か
に
す
る
と
語
っ
た
。

　

問
題
に
な
っ
て
い
る
用
地
は
、
首
里
石
嶺

町
二
丁
目
一
帯
の
三
万
七
千
余
平
方
㍍
、
市

当
局
は
不
動
産
業
者
の
比
嘉
〇
〇
氏
か
ら
一

括
し
て
三
・
三
平
方
㍍
（
一
坪
）
当
た
り
三
十

三
㌦
で
購
入
、
登
記
を
す
ま
せ
て
い
る
。
儀

間
議
員
の
調
査
に
よ
る
と
、
比
嘉
氏
は
三
万

七
千
余
平
方
㍍
に
う
ち
二
万
六
千
九
百
九
十

七
平
方
㍍
を
座
波
〇
〇
氏
か
ら
三
・
三
平
方

㍍
当
た
り
二
十
五
㌦
で
買
い
入
れ
、
残
り
一

万
千
余
平
方
㍍
を
宮
城
〇
〇
氏
ほ
か
四
人
か

ら
三
・
三
平
方
㍍
当
た
り
十
六
㌦
か
ら
十
八

㌦
で
買
い
入
れ
て
い
る
。
疑
惑
を
持
た
れ
て

い
る
点
は
、
比
嘉
氏
が
こ
れ
ら
の
土
地
を
買

い
集
め
、
登
記
し
た
の
が
昨
年
の
九
月
二
十

日
と
な
っ
て
お
り
、
二
日
後
に
那
覇
市
に
売

却
、
そ
の
間
に
約
十
一
万
五
千
㌦
余
の
差
額

が
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
般
質
問
で
儀
間
議
員
は
「
市
の
財
産
を

購
入
す
る
と
き
は
事
前
調
査
を
必
要
と
す
る

こ
と
が
条
例
で
う
た
わ
れ
て
お
り
、
座
波
氏

の
農
地
を
小
作
し
て
い
た
首
里
石
嶺
町
の
砂

川
さ
ん
ら
四
人
の
補
償
問
題
が
解
決
し
て
い

な
い
」
と
説
明
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
西
銘
市
長
は
「
た
し
か
に
事

前
調
査
は
不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
あ
っ
た
」
と
認

め
た
が
、
儀
間
議
員
が
そ
の
土
地
の
売
却
に

Ａ
市
議
が
か
ら
ん
で
膨
大
な
利
益
を
あ
げ
て

い
る
と
追
い
討
ち
を
か
け
た
が
時
間
が
な
く

途
中
で
質
問
を
お
え
た
。

　

こ
の
あ
と
人
民
党
の
儀
間
真
祥
、
黒
潮
隆
、

瀬
長
フ
ミ
、
社
大
党
の
金
城
吾
郎
、
仲
本
安

一
、
志
武
会
の
久
高
友
敏
の
各
野
党
議
員
は
、

午
後
四
時
半
か
ら
市
議
員
控
え
室
で
共
同
記

者
会
見
を
行
な
っ
た
。
儀
間
、
金
城
の
両
議

員
は
、
関
係
地
主
や
登
記
所
を
調
査
し
た
結

果
と
し
て
Ａ
市
議
が
土
地
購
入
の
資
金
を
出

し
た
比
嘉
〇
〇
氏
の
名
義
で
買
い
集
め
、
市

当
局
に
売
却
し
た
と
み
て
い
る
。
わ
ず
か
二

日
間
で
十
一
万
五
千
㌦
余
の
差
額
が
出
て
お

り
、
市
当
局
が
事
前
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
調
査

を
行
な
っ
て
お
れ
ば
、
二
十
五
㌦
で
購
入
で

き
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
野
党
議
員

団
は
、
地
方
自
治
法
第
五
十
七
条
で
「
議
員

は
妻
、
子
ど
も
な
ど
親
族
が
関
係
し
利
益
を

受
け
る
議
事
に
つ
い
て
参
与
で
き
な
い
」
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
Ａ
議
員
は
参
与
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
議
員
が
事
前
に
市
営
住

宅
建
設
用
地
場
所
に
つ
い
て
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。
徹
底
的
に
調
査

し
真
相
を
究
明
す
る
と
語
っ
た
。

買
収
地
外
部
に
も
ら
し
て
な
い
／
新
垣

助
役
語
る

　

こ
れ
に
対
し
主
管
の
新
垣
義
徳
建
設
助
役

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
市
の
立
ち
場
を
明
ら
か
に

し
た
。

　

Ａ
議
員
と
比
嘉
〇
〇
氏
の
間
に
関
係
が
あ

る
か
ど
う
か
は
現
在
で
も
わ
か
ら
な
い
。
ま

た
比
嘉
氏
が
い
く
ら
で
土
地
を
買
い
集
め
た

か
も
知
ら
な
い
。
土
地
購
入
の
場
合
に
は
、
売

り
手
が
い
く
ら
で
買
っ
た
か
は
聞
く
必
要
が

な
い
。
妥
当
な
額
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題

で
あ
る
。
石
嶺
に
団
地
を
つ
く
る
こ
と
を
Ａ

市
議
に
も
ら
し
た
覚
え
も
い
な
い
。

　

ガ
ソ
リ
ン
パ
イ
プ
の
撤
去
を

　

一
般
質
問
で
金
城
吾
郎
市
議
が
「
市
内
与

儀
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
と
市
内
を
横
切
っ
て

い
る
同
パ
イ
プ
を
除
去
す
べ
き
で
あ
る
。
市

民
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
追
及
し

た
。
こ
れ
に
対
し
新
垣
建
設
助
役
は
「
民
政

府
に
要
請
し
た
が
実
現
し
て
い
な
い
。
こ
ん

ご
も
要
請
す
る
」
と
答
え
た
が
。
金
城
議
員

は
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
撤
去
運

動
を
行
な
う
と
語
っ
た
、
そ
の
ほ
か
市
長
ら

三
役
の
車
が
選
挙
運
動
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

市
の
マ
ー
ク
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
久
高
、
黒

潮
の
両
市
議
が
つ
め
よ
っ
た
が
、
西
銘
市
長

は
「
退
庁
後
は
使
用
し
て
い
な
い
。
マ
ー
ク

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
」
と
説
明
し
た
。

〝
汚
職
吏
員
が
昇
任
〟
／
人
民
党

黒
潮
議
員
が
追
及
／
那
覇
市

議
会

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
８
・
６
・
10
〕

　

第
一
〇
三
回
那
覇
市
議
会
は
十
日
午
前
十

時
か
ら
本
会
議
を
開
き
予
算
決
算
な
ど
当
局

提
案
の
議
案
に
つ
い
て
質
疑
を
行
な
っ
た
が
、



四
九
七

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
六
月

消
防
士
長
の
汚
職
を
め
ぐ
っ
て
大
荒
れ
し
た
。

　

黒
潮
隆
議
員
（
人
民
）
が
汚
職
を
し
た
職

員
が
昇
任
し
て
い
る
、
こ
れ
ま
で
に
も
た
び

た
び
、
職
員
に
よ
る
汚
職
が
発
生
し
て
お

り
、
当
局
の
責
任
を
明
ら
か
に
せ
よ―

と
迫

っ
た
。

 

こ
れ
に
対
し
西
銘
市
長
は
、
若
い
職
員
の
将

来
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
配
慮
し
て
き
た
。
処

置
に
つ
い
て
は
懲
戒
委
員
会
に
任
せ
る―
と

こ
た
え
、
宮
平
栄
治
消
防
長
は
「
責
任
を
と

れ
と
い
う
が
、
人
民
党
員
で
あ
る
署
員
が
署

内
に
酒
を
持
ち
込
み
飲
ん
だ
と
き
に
は
黒
潮
、

儀
間
の
両
人
民
議
員
が
私
に
圧
力
を
か
け

た
」
と
こ
た
え
た
た
め
紛
糾
、
議
事
は
一
時

中
断
さ
れ
た
が
、
宮
平
消
防
長
が
真
相
を
究

明
す
る
、
党
員
と
は
い
わ
ず
支
持
者
で
あ
る

―

と
訂
正
し
た
た
め
質
疑
は
続
行
さ
れ
た
。

　

主
な
質
疑
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

黒
潮
議
員
（
人
民
）　

市
職
員
の
昇
任
は
不

明
な
点
が
多
い
。
消
防
士
長
が
消
防
団
員
の

手
当
て
百
八
十
四
㌦
（
二
、
三
月
分
）
を
横

領
し
て
い
る
。
さ
ら
に
署
員
に
割
り
当
て
ら

れ
た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
経
費
も
横
領
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
た
び
た
び
、
職
員
に
よ
る
汚

職
が
あ
り
、
は
っ
き
り
し
た
処
置
を
と
る
べ

き
だ
。

　

宮
平
消
防
長　

消
防
士
か
ら
消
防
士
長
に

昇
任
し
た
の
は
、
昇
任
試
験
に
合
格
し
た
た

め
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
は
不
正
な
事
実
は

な
か
っ
た
。
さ
い
き
ん
に
な
っ
て
調
べ
た
と

こ
ろ
車
の
中
に
置
き
忘
れ
な
く
し
た
。
六
月

の
八
日
に
返
済
し
て
い
る
。

　

黒
潮
議
員　

消
防
長
が
知
ら
な
い
前
に
団

員
は
よ
く
知
っ
て
い
た
。
消
防
長
が
信
頼
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
六
月
ま
で
も
知
ら
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

宮
平
消
防
長　

消
防
次
長
が
直
接
、
団
員

と
の
ふ
れ
合
い
が
あ
り
、
事
実
を
知
っ
て
い

な
が
ら
私
に
一
言
も
知
ら
せ
て
こ
な
い
。
足

を
ひ
っ
ぱ
ろ
う
と
す
る
考
え
が
あ
る
。

　

西
銘
市
長　

汚
職
を
し
た
職
員
に
つ
い
て

は
将
来
の
こ
と
を
考
え
処
置
し
て
き
た
。
優

秀
で
あ
れ
ば
第
一
、
第
二
の
組
合
員
で
あ
る

と
の
区
別
は
し
て
い
な
い
。

　

黒
潮
議
員　

市
の
最
高
責
任
者
と
し
て
責

任
は
感
じ
な
い
の
か

　

西
銘
市
長　

懲
戒
委
員
会
に
任
せ
た
い
。

責
任
は
痛
感
し
て
い
る
。
職
員
同
士
が
お
互

い
に
足
を
ひ
っ
ぱ
り
合
う
状
態
に
も
汚
職
が

出
る
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
職
員
の
質
が
低
い

と
い
っ
た
。

　

黒
潮
議
員　

消
防
長
の
責
任
は
ど
う
す
る

の
か
。

　

宮
平
消
防
長　

真
相
を
き
わ
め
た
あ
と
に

身
の
ふ
り
方
を
決
め
た
い
。
と
こ
ろ
が
人
民

党
員
で
あ
る
署
員
が
署
内
に
酒
を
持
ち
込
み

飲
ん
だ
場
合
に
は
人
民
党
の
黒
潮
、
儀
間
両

議
員
が
〝
首
を
切
っ
た
ら
承
知
し
な
い
〟
と

圧
力
を
か
け
て
き
た
。
第
二
組
合
員
が
や
っ

た
ら
首
を
切
れ
と
い
い
、
人
民
党
系
な
ら
圧

力
を
か
け
る
の
か
。（
大
声
で
両
議
員
を
指
さ

す
）

黒
潮
議
員　

署
員
で
勤
務
中
に
魚
釣
り
に
行

っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
公
正
に
処
置
せ
よ
と

は
申
し
入
れ
た
。
消
防
長
は
党
員
だ
と
い
っ

た
が
、
ほ
ん
と
う
に
党
員
か
（
儀
間
議
員
も

立
ち
上
が
り
テ
ー
ブ
ル
を
た
た
く
）
こ
れ
は

党
に
対
す
る
侮
辱
で
あ
る
、
徹
底
的
に
責
任

を
追
及
す
る
。

　

宮
平
消
防
長　

人
民
党
員
だ
と
は
い
わ
な

か
っ
た
。
人
民
党
の
支
持
者
で
あ
る
と
い
っ

た
。
真
相
を
究
明
し
た
い
。

市
営
住
宅
建
設
用
地
め
ぐ
り
／

現
職
市
議
が
か
ら
む
？
／
〝

売
買
に
は
関
係
な
い
〟

／

八
万
㌦
は
貸
し
た
／
赤
嶺
議

員
が
釈
明
／
那
覇
市
議

〔
沖
タ
・
朝　
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首
里
石
嶺
町
の
那
覇
市
営
住
宅
建
設
用
地

の
購
入
を
め
ぐ
っ
て
現
職
の
市
議
が
か
ら
ん

で
い
る
と
野
党
議
員
団
が
追
及
、
問
題
化
し

て
い
る
が
、
赤
嶺
保
三
郎
市
議
（
市
政
ク
ラ
ブ

所
属
）
は
、
十
日
午
後
一
時
半
か
ら
那
覇
市

役
所
第
一
助
役
室
で
記
者
会
見
①
地
主
か
ら

土
地
を
買
い
集
め
那
覇
市
に
売
却
し
た
比
嘉

〇
〇
氏
に
八
万
㌦
を
貸
し
た
が
、
購
入
に
は

関
係
な
い
②
地
方
自
治
法
に
第
五
十
七
条
の

規
定
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
③
問
題
の

土
地
が
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
金

利
以
外
の
利
益
は
受
け
て
い
な
い
と
の
べ
た
。

こ
の
記
者
会
見
で
八
万
㌦
の
貸
借
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
て
い
る
間
に
問
題
の
用
地
を
那

覇
市
が
購
入
す
る
と
花
城
建
設
部
長
が
赤
嶺

議
員
に
も
ら
し
て
い
る
ほ
か
地
主
と
比
嘉
〇

〇
氏
と
の
間
で
土
地
代
金
の
受
け
渡
し
が
行

な
わ
れ
た
際
に
赤
嶺
議
員
が
立
ち
会
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

野
党
議
員
が
追
及

　

記
者
会
見
は
、
市
政
ク
ラ
ブ
を
代
表
し

て
、
比
嘉
佑
直
那
覇
市
議
も
同
席
し
て
行
な

わ
れ
た
。
比
嘉
市
議
は
「
市
政
ク
ラ
ブ
は
赤

嶺
市
議
を
招
き
事
情
を
聴
取
し
た
が
野
党
議

員
団
の
発
表
と
は
く
い
違
う
点
が
多
く
、
記

者
会
見
す
る
こ
と
を
決
め
た
」
と
説
明
、
赤

嶺
議
員
が
記
者
団
の
質
問
に
答
え
た
。

　

一
問
一
答
の
要
旨
つ
ぎ
の
と
お
り

　

―

比
嘉
〇
〇
氏
と
の
関
係
は
。　
　

　

赤
嶺
議
員　

こ
れ
ま
で
資
金
を
融
資
し
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
ん
ど
も
那
覇
市
営
住
宅
建

設
用
地
を
買
う
た
め
に
二
十
万
㌦
貸
し
て
く

れ
と
頼
ま
れ
た
。

　

―

土
地
の
売
買
に
は
関
係
な
い
の
か
。

　

赤
嶺
議
員　

土
地
を
買
う
資
金
八
万
㌦
を

貸
し
た
だ
け
で
あ
り
売
買
に
は
関
係
な
い
。



四
九
八

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
六
月

問
題
の
土
地
が
ど
こ
に
あ
る
か
も
知
ら
な
い
。

　

―
赤
嶺
市
議
は
建
設
委
に
属
し
て
お
り
知

ら
な
い
と
は
お
か
し
い
。
八
万
㌦
の
借
地
証

ま
た
は
受
け
取
り
証
は
残
っ
て
い
る
か
。

　

赤
嶺
議
員　

そ
れ
は
な
い
。
最
初
二
十
万

㌦
だ
と
い
わ
れ
、
他
の
不
動
産
業
者
に
も
相

談
し
た
が
断
わ
ら
れ
八
万
㌦
を
貸
し
た
。
単

な
る
融
資
で
あ
り
利
息
も
三
分
も
ら
っ
た
。

那
覇
市
が
買
う
と
い
う
こ
と
は
担
保
以
上
に

確
実
で
あ
り
、
借
用
証
も
受
け
と
ら
な
か
っ

た
。

　

―

八
万
㌦
は
大
金
で
あ
り
無
担
保
で
し
か

も
借
用
証
も
と
ら
な
か
っ
た
と
は
理
解
で
き

な
い
。

　

赤
嶺
議
員　

那
覇
市
が
買
う
か
ど
う
か
確

め
る
た
め
花
城
建
設
部
長
に
聞
い
た
ら
花
城

部
長
は
買
う
と
言
明
し
て
い
た
。
だ
か
ら
無

担
保
で
借
用
証
も
受
け
と
ら
ず
に
貸
し
た
。

ま
た
、
地
主
と
比
嘉
〇
〇
氏
と
の
間
で
売
買

契
約
が
成
立
し
、
代
金
の
受
け
渡
し
が
行
な

わ
れ
た
と
き
に
も
立
ち
会
っ
た
、
そ
の
と
き

に
比
嘉
氏
に
小
切
手
を
渡
し
た
。

　

―

貸
し
た
八
万
㌦
は
回
収
し
た
か
。

　

赤
嶺
議
員　

那
覇
市
か
ら
比
嘉
氏
に
土
地

代
金
が
支
払
わ
れ
る
と
き
に
わ
た
し
も
立
ち

会
い
、
全
額
返
し
て
も
ら
っ
た
。

　

―

用
地
購
入
問
題
が
建
設
委
で
審
議
さ
れ

た
と
き
、
ま
た
本
会
議
に
出
席
し
た
か
。

　

赤
嶺
議
員　

出
席
し
た
。
た
だ
、
売
買
の

問
題
に
つ
い
て
は
質
問
が
な
か
っ
た
の
で
土

地
代
金
を
貸
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
黙
っ
て

い
た
。

　

―

地
方
自
治
法
第
五
十
七
条
に
は
「
議
員

は
妻
、
子
ど
も
な
ど
親
族
の
利
益
、
不
利
益

に
関
す
る
議
事
に
参
与
で
き
な
い
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
出
席
し
、
議
決
に
加
わ

っ
た
の
か
。

　

赤
嶺
議
員　

そ
の
よ
う
な
法
が
あ
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
。

　
―

比
嘉
佑
直
議
員
は
建
設
委
員
長
で
あ
り
、

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　

比
嘉
議
員　

そ
の
時
点
で
赤
嶺
議
員
が
土

地
代
金
を
貸
し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
知
っ
て
い
た
ら
退
場
さ
せ
た
。
市
政

ク
ラ
ブ
で
も
赤
嶺
議
員
か
ら
事
情
を
聞
い
た

が
、
早
く
市
営
住
宅
を
建
て
た
い
と
い
う
善

意
か
ら
出
た
行
為
で
あ
る
と
み
て
い
る
。

　

―

こ
ん
ご
ど
う
す
る
か
。

　

赤
嶺
議
員　

建
設
委
、
本
会
議
で
自
分
の

と
っ
た
行
動
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

用
地
売
買
に
問
題
な
い

　

西
銘
市
長
は
、
石
嶺
に
建
設
さ
れ
る
用
地

売
買
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
十
日
つ
ぎ
の

よ
う
に
市
当
局
の
考
え
を
説
明
し
た
。

　

用
地
の
売
買
は
比
嘉
〇
〇
氏
と
行
な
っ
た

が
、
そ
こ
に
赤
嶺
市
議
が
関
係
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
比
嘉
氏
が
い

く
ら
で
買
い
集
め
た
か
も
問
題
で
は
な
い
。

土
地
評
価
委
員
会
で
適
正
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
た
の
で
三
・
三
平
方
㍍
（
一
坪
）
当
た
り

三
十
三
㌦
で
買
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
報
道
に

は
市
当
局
も
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
な
個
所

も
あ
る
が
、
当
局
は
関
係
な
い
。
花
城
建
設

部
長
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
用
地
を
「
那
覇

市
が
買
う
」
と
赤
嶺
議
員
が
言
明
し
た
と
い

う
が
、
そ
れ
は
赤
嶺
個
人
で
は
な
く
市
議
で

あ
る
赤
嶺
氏
に
答
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
議

員
の
協
力
は
必
要
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
と

思
う
。

石
嶺
町
の
団
地
用
地
／
〝
モ
グ

リ
業
者
か
ら
買
収
〟
／
赤
嶺

市
議
発
言
に
疑
問
／
野
党
議

員
／
徹
底
的
な
真
相
究
明
へ

〔
沖
タ
・
朝　
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首
里
石
嶺
町
の
市
営
住
宅
建
設
用
地
の
買

収
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
る
那
覇
市
議

会
の
社
大
、
人
民
、
市
議
会
所
属
野
党
議
員
団

は
、
十
二
日
午
後
四
時
半
か
ら
議
員
控
え
室

で
記
者
会
見
を
行
な
い
①
市
当
局
は
モ
グ
リ

の
不
動
産
業
者
比
嘉
〇
〇
氏
か
ら
約
三
万
三

千
平
方
㍍
の
土
地
を
二
十
九
万
九
千
㌦
余
で

購
入
し
て
い
る
②
土
地
の
売
買
は
、
比
嘉
氏

の
名
義
を
借
り
て
赤
嶺
保
三
郎
市
議
が
取
り

引
き
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
③
当
局
が
本
会

議
で
秘
密
事
項
だ
と
説
明
し
た
土
地
に
つ
い

て
与
党
議
員
は
知
っ
て
い
た
う
え
建
設
部
長

が
買
う
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
と
発
表
、
市

当
局
も
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
。
こ
ん
ご

も
各
議
員
が
分
担
し
調
査
を
行
な
い
徹
底
的

に
真
相
を
究
明
、
市
民
の
利
益
を
守
る
と
語

っ
た
。

　

野
党
議
員
団
は
こ
の
日
の
記
者
会
見
で
①

問
題
の
い
き
さ
つ
②
モ
グ
リ
業
者
か
ら
買
収

し
た
事
実
③
土
地
買
収
の
実
体
④
赤
嶺
市
議

の
発
言
⑤
土
地
価
格
に
つ
い
て
の
疑
問
⑥
こ

ん
ご
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
と
お
り

明
ら
か
に
し
た
。

　

昨
年
九
月
の
議
会
で
同
用
地
売
買
に
は
与

党
議
員
が
加
担
し
て
い
る
と
指
摘
、
慎
重
審

議
を
要
求
し
た
。
と
こ
ろ
が
会
期
終
了
四
日

前
に
当
局
が
提
案
し
て
お
り
、
比
嘉
〇
〇
氏

が
土
地
建
物
取
り
引
き
業
者
で
あ
る
か
質
問

し
た
が
、
花
城
建
設
部
長
は
「
免
許
を
持
っ

た
業
者
で
あ
る
」
と
答
弁
し
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
法
務
局
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
免
許
は
取

得
し
て
い
る
が
登
録
を
し
て
お
ら
ず
、
ま
た

業
者
会
に
も
入
会
し
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は

モ
グ
リ
業
者
と
同
じ
で
あ
り
、
当
局
が
三
十

万
㌦
近
い
土
地
を
同
業
者
か
ら
買
っ
た
こ
と

は
許
せ
な
い
。
地
方
自
治
法
に
反
し
利
益
を

受
け
た
赤
嶺
保
三
郎
議
員
が
議
案
の
審
議
に

出
席
、
採
決
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え

る
と
可
決
さ
れ
た
土
地
の
取
得
そ
の
も
の
が

有
効
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。

　

用
地
の
売
買
に
つ
い
て
み
る
と
、
比
嘉
〇



四
九
九

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
六
月

〇
氏
が
ま
と
め
て
市
に
売
却
し
た
約
三
万
三

千
平
方
㍍
（
一
万
坪
）
の
う
ち
三
万
二
千
平
方

㍍
は
昨
年
九
月
二
十
一
日
自
己
名
義
に
し
翌

日
は
那
覇
市
と
仮
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
残

り
千
平
方
㍍
に
つ
い
て
は
同
じ
日
に
登
記
し

仮
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
わ
ず
か
一
～
二
日

で
十
万
㌦
余
の
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。

　

赤
嶺
保
三
郎
議
員
は
、
十
日
の
記
者
会
見

で
比
嘉
〇
〇
氏
に
八
万
㌦
を
貸
し
た
と
説
明
、

比
嘉
か
ら
地
主
に
土
地
代
が
支
払
わ
れ
た
と

語
っ
て
い
る
が
事
実
に
反
す
る
。
Ａ
地
主
の

証
言
に
よ
る
と
、
契
約
保
証
金
と
し
て
五
千

㌦
を
赤
嶺
議
員
か
ら
受
け
取
り
、
残
り
七
万

㌦
余
も
同
じ
く
赤
嶺
議
員
か
ら
小
切
手
で
受

領
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
比
嘉
〇
〇
氏
も
同

席
し
て
い
た
と
い
う
。

　

購
入
し
た
土
地
の
価
格
に
つ
い
て
の
疑
問

は
、
昨
年
の
六
月
議
会
で
Ｂ
市
議
が
購
入
す

る
土
地
は
ど
こ
か
と
質
問
し
た
の
に
対
し
新

垣
助
役
、
花
城
建
設
部
長
は
「
発
表
で
き
な

い
。
土
地
業
者
が
中
間
に
は
い
り
値
上
が
り

す
る
」
と
答
え
て
い
な
が
ら
、
花
城
建
設
部

長
は
赤
嶺
議
員
に
「
那
覇
市
が
そ
の
用
地
を

買
う
」
と
言
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｂ
議
員

が
同
用
地
は
三
・
三
平
方
㍍
当
た
り
十
九
㌦

で
買
う
こ
と
が
で
き
る
と
当
局
に
あ
っ
せ
ん

し
た
が
、
こ
れ
を
断
わ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
比
嘉
〇
〇
氏
を
通
し
て
当
局
が
同
用
地
を

三
十
三
㌦
で
購
入
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た

と
き
、
Ｂ
議
員
は
「
十
九
㌦
で
買
い
な
さ
い

と
す
す
め
た
と
き
は
断
わ
り
、
現
在
三
十
三

㌦
で
買
う
の
か
」
と
抗
議
し
て
い
る
。

　

以
上
の
事
実
を
総
合
す
る
と
、
議
員
の
一

部
は
購
入
す
る
用
地
が
ど
こ
で
、
い
く
ら
で

買
う
か
を
事
前
に
知
っ
て
い
た
と
み
る
。
さ

ら
に
当
局
が
関
係
し
て
い
る
と
判
断
す
る
。

ま
た
当
局
は
赤
嶺
議
員
と
比
嘉
〇
〇
氏
と
の

関
係
は
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
も

事
実
に
反
す
る
。

　

さ
ら
に
、
小
作
料
の
補
償
問
題
で
四
人
の

小
作
人
が
比
嘉
〇
〇
氏
に
面
会
し
た
と
き
、

比
嘉
氏
は
「
わ
た
し
は
手
数
料
を
も
ら
い
名

義
を
貸
し
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
件
に
つ
い

て
は
赤
嶺
市
議
と
相
談
す
る
」
と
答
え
て
お

り
、
売
買
は
赤
嶺
市
議
が
比
嘉
名
義
を
借
り

て
行
な
っ
た
も
の
と
み
る
。

　

調
査
を
進
め
る
ほ
ど
疑
問
点
が
続
出
し
て

き
て
お
り
、
具
体
的
な
証
拠
を
そ
ろ
え
ず
さ

ん
な
土
地
購
入
に
つ
い
て
当
局
を
追
及
す
る

ほ
か
売
買
の
真
相
を
究
明
す
る
。

　

市
当
局
と
は
関
係
な
い

　

野
党
議
員
団
の
指
摘
し
た
事
項
に
つ
い
て

新
垣
建
設
助
役
、
花
城
建
設
部
長
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
語
っ
た
。

　

比
嘉
〇
〇
氏
が
モ
グ
リ
の
業
者
で
あ
る
か

ど
う
か
は
調
査
す
る
。
た
だ
免
許
を
持
っ
て

い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
登
録
し
て
い
る

か
ど
う
か
は
知
ら
な
か
っ
た
。
市
当
局
と
は

ま
っ
た
く
関
係
な
い
。
不
正
な
事
実
も
な

い
。〝

生
活
を
ど
う
し
て
く
れ
る
〟
／

沖
映
通
り
損
害
賠
償
陳
情
団

／
市
当
局
に
つ
め
寄
る
／
新

垣
助
役
／
八
万
三
千
㌦
は
妥

当〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
８
・
６
・
13
〕

　

三
十
八
万
㌦
余
の
物
件
、
生
活
補
償
を
要

求
し
て
い
る
沖
映
通
り
会
の
損
害
賠
償
要
求

陳
情
団
（
新
里
哲
男
代
表
）
の
会
員
約
五
十

人
は
、
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
那
覇
市
役
所

に
押
し
か
け
、
四
階
会
議
室
で
新
垣
建
設
助

役
、
花
城
建
設
部
長
と
会
い
〝
生
活
を
ど
う

し
て
く
れ
る
〟〝
だ
れ
が
見
て
も
被
害
は
大
き

い
〟
と
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
新
垣
助
役
は
、

生
活
補
償
に
つ
い
て
は
支
払
っ
た
ケ
ー
ス
が

な
く
、
現
在
予
算
化
し
て
あ
る
八
万
三
千
㌦

が
妥
当
な
補
償
額
で
あ
る
と
つ
っ
ぱ
ね
た
た

め
紛
糾
し
た
。

　

損
害
賠
償
要
求
陳
情
団
は
十
一
カ
月
間
に

わ
た
る
下
水
道
、
道
路
舗
装
工
事
の
た
め
商

売
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
さ
ら
に
家
主
は
家

賃
も
も
ら
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
浸

水
が
相
つ
ぎ
、
各
家
庭
が
大
き
な
被
害
を
受

け
、
な
か
に
は
店
を
や
め
て
他
に
移
っ
て
し

ま
っ
た
人
も
出
て
き
て
い
る
。
工
事
が
終
了

し
た
あ
と
は
軒
の
高
さ
ま
で
道
路
が
せ
り
上

が
り
、
家
へ
の
出
入
り
も
で
き
ず
、
は
し
ご

を
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
生
活
で
き
な
い
。
市
が
予
算
化
し
た

八
万
三
千
㌦
で
は
数
件
の
う
ち
の
工
事
費
し

か
な
い
。
工
事
の
期
間
中
の
生
活
補
償
は
ま

っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
被
害
の
状
態

に
つ
い
て
は
実
情
調
査
を
行
な
っ
た
立
法
院

の
与
野
党
の
議
員
も
「
こ
れ
で
は
生
活
で
き

な
い
。
被
害
が
大
き
す
ぎ
る
」
と
述
べ
て
お

り
、
当
然
那
覇
市
は
市
民
の
生
活
を
守
る
た

め
適
正
な
補
償
を
す
べ
き
で
あ
る
と
口
々
に

訴
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
新
垣
第
二
助
役
（
建
設
担

当
）
、
花
城
建
設
部
長
は
「
道
路
は
那
覇
市
の

発
展
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
工
事
着
工
前

に
地
元
関
係
者
と
話
し
合
い
工
事
を
行
な
っ

た
。
八
万
三
千
㌦
の
補
償
は
調
査
を
行
な

い
、
法
に
沿
っ
て
算
出
し
た
額
で
あ
り
妥
当

な
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

中
に
支
線
道
路
の
工
事
も
含
ま
れ
て
い
る
」

と
答
え
た
た
め
、
子
ど
も
づ
れ
の
主
婦
や
水

害
を
受
け
て
い
る
商
人
ら
が
口
々
に
〝
私
た

ち
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
も
い
い
の
か
〟
と

か
〝
工
事
の
た
め
に
生
活
が
破
壊
さ
れ
た
の

だ
か
ら
当
然
補
償
す
べ
き
だ
〟
と
声
を
は
り

あ
げ
当
局
の
態
度
を
非
難
し
た
が
、
け
っ
き

ょ
く
十
四
日
開
か
れ
る
建
設
委
員
会
で
の
審

議
に
も
ち
こ
ま
れ
た
。
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石
嶺
団
地
用
地
買
い
占
め
問
題
は
法
務
局

が
十
四
日
、
仲
介
人
の
那
覇
市
上
ノ
蔵
〇
ノ

〇
〇
、
比
嘉
〇
〇
氏
を
取
り
調
べ
た
結
果
、
同

氏
が
「
用
地
買
収
は
赤
嶺
保
三
郎
市
議

（
市
政
ク
ラ
ブ
）が
代
表
し
て
い
る
三
有
不
動

産
を
通
し
て
や
っ
た
」
と
述
べ
、
同
氏
と
赤

嶺
議
員
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
一
層
疑
惑
を
深
め
て
い
る
。

　

法
務
局
が
土
地
建
物
取
引
業
法
違
反
の

疑
い
で
取
り
調
べ
た
の
に
た
い
し
、
比
嘉
氏

は
「
自
分
は
三
有
不
動
産
（
赤
嶺
保
三
郎
代

表
）
の
あ
っ
せ
ん
で
同
用
地
を
地
主
た
ち
か

ら
買
い
集
め
た
も
の
で
法
に
は
違
反
し
な

い
と
思
っ
た
」
と
釈
明
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
同
氏
は
那
覇
市
が
団
地
を
建
て
る
こ
と

を
聞
い
て
二
、
三
カ
月
が
か
り
で
地
主
た
ち

を
説
得
し
、
土
地
を
買
収
し
た
。
そ
の
さ
い
、

赤
嶺
議
員
か
ら
契
約
金
を
三
万
㌦
借
り
、
さ

ら
に
あ
っ
せ
ん
人
と
し
て
三
有
不
動
産
を

立
て
た
。
同
不
動
産
に
は
あ
っ
せ
ん
料
も
支

払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
納
入
は

し
て
い
な
い
。
団
地
建
設
は
市
か
ら
聞
く
前

に
二
、
三
の
不
動
産
屋
か
ら
も
聞
い
た
と
い

う
。

　

こ
の
日
は
比
嘉
氏
の
い
い
分
だ
け
を
聞
い

た
が
、
同
局
は
日
を
改
め
て
同
氏
を
再
び
出

頭
さ
せ
て
疑
問
点
を
問
い
た
だ
す
こ
と
に
し

て
い
る
。
こ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
赤
嶺
議
員

か
ら
も
事
情
を
聞
く
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

三
有
不
動
産
の
立
ち
入
り
検
査
を
実
施
し
、

比
嘉
氏
が
は
た
し
て
同
不
動
産
を
通
し
て
買

い
占
め
た
の
か
ど
う
か
を
つ
き
と
め
る
考
え

で
あ
る
。

　

な
お
三
有
不
動
産
は
「
同
用
地
買
い
占
め

あ
っ
せ
ん
を
し
た
お
ぼ
え
は
な
い
」
と
否
定

し
て
い
る
。

会
期
、
28
日
ま
で
延
長
／
石
嶺

団
地
用
地
問
題
も
審
議
／
那

覇
市
議
会

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
８
・
６
・
21
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
二
十
一
日
午
前

十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
会
期
を
二
十
八
日

ま
で
の
七
日
間
、
延
長
す
る
こ
と
を
決
め
、
そ

の
後
、
市
当
局
提
案
の
各
議
案
に
つ
い
て
委

員
会
で
の
審
査
報
告
を
う
け
採
決
に
は
い
っ

た
。
定
例
議
会
の
会
期
は
二
十
一
日
ま
で
と

な
っ
て
い
た
が
、
立
法
院
で
の
市
町
村
税
法

の
一
部
改
正
案
の
審
議
が
終
わ
っ
て
い
な
い

た
め
、
そ
れ
に
と
も
な
う
一
部
議
案
の
審
議

が
で
き
ず
会
期
の
延
長
と
な
っ
た
。

　

な
お
会
期
延
長
の
審
議
中
、
仲
本
安
一
議

員
（
社
大
）
が
土
地
購
入
に
対
す
る
疑
惑
が

深
ま
っ
て
い
る
、
石
嶺
団
地
用
地
買
収
問
題

を
二
十
一
日
の
議
案
に
追
加
す
る
緊
急
動
議

を
出
し
た
。
仲
本
議
員
は
「
石
嶺
団
地
用
地

の
買
収
は
関
係
者
に
不
正
が
あ
っ
た
疑
い
で

法
務
局
、
那
覇
署
、
金
融
検
査
庁
、
那
覇
税

務
署
な
ど
が
取
り
調
べ
を
始
め
て
い
る
。
ま

た
市
民
の
間
か
ら
も
大
き
な
疑
惑
が
持
た
れ

て
お
り
、
こ
の
さ
い
市
議
会
で
も
問
題
を
徹

底
的
に
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
緊
急
質
問

を
し
た
い
の
で
日
程
の
な
か
に
議
案
と
し
て

追
加
し
て
ほ
し
い
」
と
提
案
、
全
会
一
致
で

こ
れ
を
承
認
し
た
。
午
後
か
ら
同
問
題
に
つ

い
て
の
審
議
が
行
な
わ
れ
る
予
定
。

　

引
き
続
き
、
議
案
の
審
議
に
移
り
、
午
前

中
で
「
那
覇
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
案
」
な
ど
六
議
案
に
つ
い
て
総

務
委
員
長
の
審
査
報
告
を
う
け
質
疑
討
論
の

あ
と
多
数
決
で
原
案
を
採
択
し
た
。

「
石
嶺
団
地
問
題
」
で
大
荒
れ
／

那
覇
市
議
会
／
当
局
も
疑
わ

し
い
／
仲
本
議
員
／
〝
贈
収

賄
、無
実
な
ら
責
任
と
れ
〟
／

市
長
カ
ン
カ
ン

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
６
・
22
〕

　

那
覇
市
議
会
は
二
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
、

午
前
中
に
引
き
続
き
本
会
議
を
続
開
、
野
党

が
緊
急
上
程
し
た
石
嶺
団
地
用
地
問
題
を
め

ぐ
っ
て
野
党
と
与
党
・
市
当
局
が
激
論
を
か

わ
し
た
。
野
党
側
は
、
赤
嶺
保
三
郎
議
員

（
自
民
）
お
よ
び
す
で
に
司
法
当
局
に
取
り
調

べ
ら
れ
て
い
る
比
嘉
〇
〇
（
那
覇
市
上
ノ
蔵

〇
ノ
〇
〇
）
と
市
当
局
の
関
係
に
焦
点
を
あ

て
「
秘
密
事
項
と
さ
れ
て
い
た
買
収
用
地
を
、

事
前
に
赤
嶺
議
員
に
も
ら
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

土
地
を
高
く
買
い
上
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て

市
民
の
税
金
を
十
万
㌦
む
だ
づ
か
い
し
た

こ
と
に
な
り
、
市
当
局
に
も
贈
収
賄
の
疑
惑

が
も
た
れ
て
い
る
」
と
き
び
し
く
追
及
。
こ

れ
に
対
し
、
当
局
は
「
事
前
に
赤
嶺
議
員
に

話
し
た
の
は
土
地
買
収
の
協
力
を
求
め
る

た
め
で
あ
り
、
野
党
議
員
で
も
聞
き
に
く
れ

ば
話
し
た
。
売
買
契
約
を
と
り
消
す
つ
も
り

は
な
い―

」
と
応
酬
し
て
、
大
荒
れ
と
な
っ

た
。

　

質
問
第
一
陣
に
立
っ
た
仲
本
議
員
（
社
大
）

は
「
赤
嶺
議
員
と
比
嘉
は
、
議
会
に
議
案
が

提
出
さ
れ
る
前
に
花
城
建
設
部
長
か
ら
用
地

の
話
を
聞
い
た
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
事

実
か
。
ま
た
六
月
議
会
で
は
秘
密
事
項
と
答

弁
し
て
い
た
の
に
両
人
に
だ
け
話
し

た
の
は
な
ぜ
だ
」
と
た
だ
し
た
。
こ
れ
に
対

し
花
城
部
長
は
「
八
月
末
ご
ろ
に
比
嘉
か
ら

〝
半
年
前
に
事
業
の
た
め
石
嶺
の
土
地
を
三

万
三
千
平
方
㍍
（
一
万
坪
）
買
っ
た
。
那
覇

市
が
必
要
と
い
う
こ
と
だ
が
、
事
実
な
ら
ゆ

ず
っ
て
も
よ
い
〟
と
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

の
で
比
嘉
か
ら
買
い
と
っ
た
」
と
買
収
の
経
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一
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六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
六
月

過
を
説
明
。

　

つ
い
で
仲
本
議
員
は
比
嘉
お
よ
び
赤
嶺
議

員
と
市
当
局
の
関
係
に
ふ
れ
「
用
地
買
収
の

話
が
出
た
時
、
数
人
の
議
員
か
ら
十
九
～
二

十
五
㌦
で
買
え
る
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た

の
を
拒
否
し
そ
の
あ
と
で
同
じ
場
所
を
比
嘉

か
ら
三
十
三
㌦
で
買
っ
た
。
こ
の
金
は
赤
嶺

議
員
か
ら
出
て
い
る
」
と
指
摘
、「
い
ず
れ
真

相
は
司
法
当
局
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
よ
う
が
、

市
民
に
十
万
㌦
の
損
害
を
か
け
た
こ
と
は
事

実
上
の
背
任
行
為
」
と
非
難
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
花
城
部
長
は
「
他
の
議
員
か

ら
話
が
あ
っ
た
時
は
ま
だ
石
嶺
と
決
め
て
い

な
か
っ
た
」
と
釈
明
し
た
が
、
仲
本
議
員
は

「
土
地
評
価
委
が
開
か
れ
た
の
は
九
月
十
三

日
で
、
比
嘉
に
土
地
の
こ
と
を
話
し
た
の
は

八
月
だ
。
こ
の
辺
に
赤
嶺
議
員
と
比
嘉
だ
け

の
関
係
で
は
な
く
、
市
当
局
と
贈
収
賄
の
関

係
が
あ
る
と
い
う
疑
惑
が
出
て
く
る
」
と
糾

弾
、
こ
の
発
言
を
め
ぐ
っ
て
与
野
党
間
に
激

し
い
や
じ
が
と
び
か
い
、
質
疑
は
一
時
中
断

し
た
。

　

仲
本
安
一
議
員
の
質
問
を
め
ぐ
っ
て
議
事

は
紛
糾
、
数
度
に
わ
た
っ
て
休
憩
を
く
り
か

え
し
、
仲
本
議
員
に
「
市
当
局
に
も
疑
惑
が

あ
る
」
と
追
及
さ
れ
た
西
銘
市
長
が
「
そ
う

い
う
事
実
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
。
責
任

を
と
っ
て
腹
を
切
る
か
」
と
激
怒
す
る
ひ
と

幕
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
久
高
友
敏
議
員
（
無
）
、
人
民

党
の
儀
間
真
祥
、
黒
潮
隆
両
議
員
も
同
じ
よ

う
な
観
点
か
ら
当
局
を
追
及
し
た
が
、
当
局

は
「
不
正
は
な
い
」
と
同
じ
答
弁
を
く
り
か

え
し
、
堂
々
め
ぐ
り
に
お
わ
っ
た
。
野
党
側

は
ひ
き
つ
づ
き
二
十
六
日
の
本
会
議
で
も
こ

の
問
題
を
と
り
あ
げ
追
及
す
る
予
定
で
あ
る
。

〝
市
と
は
関
係
な
い
〟
／
花
城
建

設
部
長
／
石
嶺
団
地
問
題
で

答
弁
／
那
覇
市
議
会
・
建
設

委〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
６
・
26
〕

　

那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
金
城
庄
瑞
委

員
長
代
理
）
は
二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
開

か
れ
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
審
議
、
野
党

側
か
ら
石
嶺
団
地
用
地
買
収
問
題
で
参
考
人

の
新
垣
第
二
助
役
、
花
城
建
設
部
長
を
追
及

し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
友
利
栄
吉
（
公
明
会
）
、

又
吉
久
正
（
新
風
会
）
、
儀
間
真
祥
（
人
民

党
）
、
仲
本
安
一
（
社
大
党
）
の
各
委
員
ら
が

団
地
な
ど
の
購
入
問
題
で
質
問
、
儀
間
真
祥

委
員
（
人
民
党
）
は
「
安
謝
の
ポ
ン
プ
場
用

地
は
だ
れ
か
ら
購
入
し
た
か
、
赤
嶺
保
三
郎

市
議
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
か
ら
で
は
な
い
か
」

と
追
及
、
新
垣
助
役
は
「
古
い
こ
と
な
の
で

よ
く
お
ぼ
え
て
い
な
い
が
、
係
り
に
調
べ
さ

せ
る
」
と
答
え
た
。
さ
ら
に
儀
間
委
員
は

「
石
嶺
団
地
用
地
に
い
た
小
作
人
が
立
ち
退

き
料
問
題
で
市
役
所
を
た
ず
ね
た
と
き
市
の

職
員
が
赤
嶺
議
員
に
電
話
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
同
議
員
が
か
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す

証
拠
で
は
な
い
か
」
と
た
だ
し
た
が
、
助
役

は
「
職
員
は
小
作
人
か
ら
頼
ま
れ
て
電
話
し

て
い
る
」
と
こ
れ
を
否
定
し
た
。

　

こ
の
あ
と
仲
本
安
一
委
員
（
社
大
党
）
は

「
議
員
が
市
役
所
の
関
係
す
る
事
業
、
土
地
売

買
で
利
益
を
得
る
こ
と
は
許
せ
な
い
。
仲
介

人
の
比
嘉
〇
〇
は
法
務
局
の
調
べ
に
た
い
し
、

赤
嶺
議
員
が
代
表
を
し
て
い
る
三
有
不
動
産

を
通
じ
て
買
い
占
め
を
や
っ
た―

と
い
っ
て

い
る
。
ま
た
地
主
も
同
議
員
か
ら
直
接
金
を

受
け
と
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
同
用
地
購
入

に
は
赤
嶺
議
員
が
関
係
し
て
い
る
と
判
断
す

る
」
と
迫
り
、
花
城
部
長
は
「
赤
嶺
議
員
と

比
嘉
が
関
係
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

と
も
か
く
市
当
局
と
は
関
係
な
い
」
と
突
っ

ぱ
ね
、
紛
糾
し
た
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
か
沖
映

通
り
の
損
害
補
償
要
求
陳
情
団
か
ら
陳
情
が

出
さ
れ
て
い
た
補
償
（
八
万
三
千
㌦
）
の
増

額
要
求
を
採
択
し
た
。

沖
映
通
り
の
補
償
／
原
案
通
り

採
択
／
那
覇
市
建
設
委

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
６
・
26
〕

　

那
覇
市
議
会
の
建
設
委
員
会
は
、
二
十
五

日
午
後
一
時
半
か
ら
新
垣
建
設
助
役
、
花
城

建
設
部
長
を
招
き
首
里
石
嶺
の
市
営
住
宅
建

設
用
地
問
題
を
は
じ
め
、
沖
映
通
り
会
の
損

害
賠
償
要
求
陳
情
団
か
ら
提
出
さ
れ
た
補
償

に
つ
い
て
当
局
の
考
え
を
聞
い
た
。

　

儀
間
真
祥
、
仲
本
安
一
の
両
議
員
は
石
嶺

用
地
問
題
で
①
比
嘉
〇
〇
、
市
議
の
赤
嶺
保

三
郎
氏
、
司
法
書
士
の
与
那
嶺
又
三
郎
氏
は

三
有
不
動
産
に
所
属
し
三
人
で
直
接
地
主
に

会
い
赤
嶺
市
議
が
土
地
代
金
を
支
払
っ
て
い

る
②
当
局
は
土
地
の
買
い
入
れ
価
格
は
土
地

評
価
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
と
い
う
が
与
那

嶺
氏
は
評
価
委
員
で
あ
る
と
指
摘
、
当
局
は

こ
の
関
係
を
ど
う
み
る
の
か
と
追
及
、
説
明

を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
垣
建
設
助
役
、
花
城
建

設
部
長
は
「
三
者
と
那
覇
市
は
関
係
な
い
」

と
答
え
た
。

　

沖
映
通
り
会
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
当
局

が
調
査
を
行
な
い
算
出
し
た
補
償
額
八
万
三

千
二
百
四
十
㌦
を
仲
本
、
儀
間
の
両
議
員
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
原
案
通
り
採
択
、
二
十

六
日
開
か
れ
る
本
会
議
に
上
程
す
る
こ
と
に

決
め
た
。

疑
惑
残
し
着
工
へ
／
石
嶺
団
地

／
那
覇
市
議
会
で
議
決

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
８
・
６
・
28
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
定
例
議
会
は
最
終
日
の



五
〇
二

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
六―

八
月

二
十
八
日
、
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開

き
、
用
地
買
収
に
疑
惑
を
持
た
れ
て
い
る
石

嶺
団
地
建
設
工
事
契
約
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
た
。　

　

同
工
事
契
約
に
つ
い
て
は
、
比
嘉
佑
直
建

設
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審
議
報
告
が
あ

り
、
黒
潮
議
員
（
人
民
党
）
が
「
同
用
地
は
、

比
嘉
〇
〇
か
ら
買
い
、
い
ろ
い
ろ
疑
惑
が
出

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
同
用
地
購
入
の
採
決
に

は
こ
れ
に
関
係
し
て
い
る
議
員
も
加
わ
っ
て

お
り
疑
惑
あ
る
議
決
と
い
え
る
。
再
議
に
し

て
否
決
さ
れ
た
ら
団
地
は
ど
う
な
る
の
か
」

と
た
だ
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
花
城
建
設
部

長
が
「
同
用
地
が
元
の
地
主
に
戻
る
こ
と
は

な
く
、
建
設
に
支
障
は
な
い
」
と
答

え
、
同
案
件
は
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
た
。こ

の
結
果
、
石
嶺
団
地
は
疑
惑
を
残
し
た
ま
ま
、

着
工
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
党
）

が
、
沖
映
通
り
の
補
償
問
題
な
ど
に
つ
い
て

市
当
局
の
考
え
方
を
た
だ
し
た
。

沖
映
通
り
の
補
償
可
決
／
那
覇

市
定
例
議
会
終
わ
る

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
６
・
29
〕

　

第
百
三
回
那
覇
市
定
例
議
会
最
終
日
の
二

十
八
日
は
午
前
中
に
引
き
続
き
、
午
後
一
時

か
ら
再
開
さ
れ
沖
映
通
り
の
補
償
な
ど
を
当

局
案
ど
お
り
可
決
し
、
二
十
四
日
間
に
わ
た

る
幕
を
閉
じ
た
。

　

沖
映
通
り
の
補
償
に
つ
い
て
は
金
城
吾
郎

（
社
大
党
）
、
黒
潮
隆
（
人
民
党
）
、
儀
間
真

祥
（
同
）
議
員
ら
が
「
市
当
局
案
の
補
償
費

八
万
三
千
㌦
に
は
工
事
期
間
中
の
営
業
補
償

が
は
い
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
補
償
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
一
軒
一
軒
の
補
償
費
も
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
」
と
追
及
し
た
。
こ

れ
に
た
い
し
当
局
側
は
「
こ
ん
ご
一
軒
一
軒

と
協
議
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
は

補
償
費
を
増
額
す
る
」
と
述
べ
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
（
反
対
六
）
で
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。

　

こ
ん
ど
の
議
会
は
西
銘
市
長
が
自
民
党
総

裁
に
就
任
し
、
同
党
の
主
席
候
補
に
決
定
し

た
あ
と
の
初
の
定
例
議
会
で
あ
り
、
ま
た
石

嶺
団
地
用
地
買
収
問
題
や
沖
映
通
り
の
補
償

問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
か
ら
市
長
の
政

治
姿
勢
や
事
業
計
画
、
土
地
取
得
な
ど
を
め

ぐ
っ
て
活
発
な
論
戦
が
展
開
さ
れ
る
と
み
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
二
十
一
日
の
本
会
議
で

石
嶺
団
地
用
地
買
収
問
題
で
荒
れ
た
ほ
か
は
、

こ
れ
と
い
っ
た
論
戦
も
さ
れ
ず
低
調
に
終
わ

っ
た
。
野
党
側
は
開
会
当
初
、
土
地
買
収
問

題
で
記
者
会
見
し
「
徹
底
的
に
究
明
す
る
」
構

え
を
み
せ
た
が
、
二
十
一
日
の
本
会
議
以
外

で
は
こ
の
問
題
に
は
あ
ま
り
ふ
れ
ず
〝
カ
ラ

ぶ
り
〟
に
終
わ
っ
た
感
じ
。
ま
た
、
沖
映
通

り
の
補
償
に
つ
い
て
も
反
対
は
し
た
が
、
結

局
は
〝
当
局
ペ
ー
ス
〟
で
押
し
切
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。

〝
背
後
関
係
も
追
及
せ
よ
〟
／
那

覇
市
野
党
議
員
団
／
那
覇
署

に
申
し
入
れ
／
団
地
買
収
問

題〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
６
・
29
〕

　

那
覇
市
議
会
の
仲
本
（
社
大
）
金
城
（
同
）

黒
潮
（
人
民
）
氏
ら
六
野
党
議
員
は
二
十
八

日
午
後
三
時
す
ぎ
、
那
覇
署
を
訪
れ
、
石
嶺

団
地
用
地
買
収
問
題
は
特
別
法
違
反
に
終
わ

ら
せ
る
こ
と
な
く
、
背
任
、
贈
収
賄
ま
で
徹

底
的
に
追
及
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。

　

那
覇
署
か
ら
は
太
田
次
長
、
伊
佐
捜
査
課

長
、
国
吉
第
二
捜
査
係
長
三
人
が
応
対
し
た

が
、
野
党
議
員
は
「
土
地
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
比

嘉
〇
〇
の
不
正
行
為
は
法
務
局
か
ら
の
告
発

で
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
比
嘉
は
特
別
法
違

反
ば
か
り
で
な
く
、
赤
嶺
保
三
郎
議
員
と
も

結
託
し
て
土
地
買
収
を
や
っ
て
お
り
、
背
任

横
領
の
疑
い
が
あ
る
。
こ
の
際
、
比
嘉
と
赤

嶺
議
員
と
の
関
係
、
さ
ら
に
市
当
局
と
の
背

後
関
係
を
徹
底
的
に
追
及
し
て
ほ
し
い
」
と

要
請
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
太
田
次
長
は
「
比
嘉
の
告

発
が
あ
っ
て
か
ら
、
数
人
の
地
主
を
呼
ん
で

土
地
売
買
の
事
情
を
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

比
嘉
に
も
任
意
出
頭
を
求
め
て
取
り
調
べ
て

い
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
土
地
建
て
物
取
り

引
き
業
務
違
反
の
線
で
捜
査
し
て
い
る
が
、

も
し
特
別
法
違
反
の
ほ
か
新
事
実
が
出
れ

ば
、
徹
底
的
に
捜
査
し
て
糾
明
し
た
い
」
と

答
え
た
。

特
別
損
失
補
償
班
を
編
成
／
市

建
設
部
／
沖
映
通
り
補
償
問

題
の
早
急
解
決
へ

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
８
・
１
〕

　

沖
縄
の
地
方
自
治
体
で
は
初
め
て
と
い
わ

れ
る
「
特
別
損
失
補
償
班
」
が
、
こ
の
ほ
ど

那
覇
市
建
設
部
に
誕
生
、
一
日
か
ら
活
動
を

は
じ
め
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
に
お
け
る
交
通
緩
和
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
市
当
局
は
、
駐
車
場
に
利
用

し
て
い
た
市
内
中
心
を
流
れ
る
ガ
ー
ブ
川
上

の
架
設
道
路
で
あ
る
牧
志
町
の
沖
映
通
り
、

む
つ
み
橋
か
ら
美
栄
橋
間
を
大
が
か
り
な
舗

装
改
修
工
事
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
工
事
に

と
も
な
い
沿
道
住
民
か
ら
損
害
賠
償
の
訴
え

が
生
じ
た
た
め
に
取
ら
れ
た
処
置
で
、
道
路

法
（
六
五
年
七
月
施
行
、
立
法
第
六
四
号
）

第
六
一
条
（
工
事
原
因
者
に
対
す
る
工
事
施

行
命
令
）
に
も
と
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
も

の
。

　

補
償
班
は
、
建
て
物
の
損
害
補
償
、
営
業

補
償
、
宅
地
移
転
に
と
も
な
う
補
償
や
工
事

で
生
じ
た
使
用
不
能
建
て
物
の
改
造
、
設
計
、



五
〇
三

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
八
月

入
札
、
施
工
か
ら
土
木
工
事
関
係
の
調
査
な

ど
広
い
範
囲
に
わ
た
る
業
務
を
受
け
も
つ
こ

と
に
な
り
、
メ
ン
バ
ー
は
建
設
部
建
築
課
の

金
城
幸
男
、
監
察
係
長
を
班
長
に
建
設
部
六

人
、
土
木
部
四
人
、
そ
れ
に
民
間
の
建
築
設

計
事
務
所
の
技
師
三
十
一
人
で
構
成
。

　

沖
映
通
り
の
舗
装
改
修
工
事
で
沿
道
の
住

民
は
、
道
路
が
カ
ル
バ
ー
ト
架
設
の
た
め
住

家
が
道
路
よ
り
低
く
な
り
、
浸
水
や
建
て
物

の
使
用
不
能
、
営
業
不
能
な
ど
が
起
こ
り
、

大
き
な
不
安
と
苦
情
を
与
え
て
い
た
。
そ
し

て
、
住
民
は
、
こ
の
工
事
で
う
け
た
損
害
を

補
償
し
て
ほ
し
い
、
と
連
日
、
市
当
局
に
陳

情
、
訴
え
て
い
た
。

　

市
建
設
部
で
は
、
こ
の
損
失
補
償
を
早
急

に
解
決
す
る
た
め
新
年
度
（
六
九
年
度
）
予
算

で
八
万
三
千
七
百
三
十
八
㌦
の
補
償
費
（
対

象
四
十
四
件
）
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、
特
償
班
を
編
成
し
て
集
中
的
に
こ
れ
に

あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

公
共
的
な
建
設
工
事
が
こ
れ
か
ら
ふ
え

る
に
し
た
が
っ
て
地
域
住
民
か
ら
の
苦
情

も
ふ
え
、
補
償
問
題
は
社
会
問
題
化
し
そ
う

だ
が
、
那
覇
市
の
特
償
班
は
初
の
ケ
ー
ス
と

し
て
そ
の
活
動
が
各
方
面
か
ら
期
待
さ
れ

て
い
る
。

｜
社　

説
｜

心
配
な
い
と
い
う
が
…
／
放
射

能
コ
バ
ル
ト
60
の
検
出

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
８
・
７
〕

　

さ
る
六
月
中
旬
、
那
覇
の
軍
港
を
は
じ

め
、
中
部
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
、
南
部
の

奥
武
島
海
岸
を
ふ
く
め
て
三
カ
所
か
ら
海
水

や
海
底
の
泥
を
採
取
、
米
国
ア
ラ
バ
マ
州
サ

ウ
ス
イ
ー
ス
タ
ン
放
射
能
研
究
所
で
米
琉
合

同
に
よ
る
放
射
能
調
査
を
行
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
結
果
が
調
査
に
立
ち
会
っ
た
厚
生
局
宮

国
調
査
官
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。

　

総
括
と
し
て
は
「
人
体
に
な
ん
ら
影
響
を

与
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、
公
表
さ
れ
た
資
料
の
中
に
那
覇
港
の

サ
ン
プ
ル
か
ら
コ
バ
ル
ト
60
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　

自
然
界
に
は
い
く
つ
か
の
放
射
能
物
質
が

あ
っ
て
、
た
え
ず
放
射
能
が
放
出
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
こ
の
コ
バ
ル
ト
60
は
自
然
放
射

能
と
は
区
別
さ
れ
、
原
子
力
潜
水
艦
の
も
た

ら
す
可
能
性
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
人
体
に
影
響
を
与
え
る
放
射
能
の

許
容
度
が
ど
の
く
ら
い
か
は
、
国
際
機
関
に

よ
っ
て
標
準
値
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ

に
く
ら
べ
る
と
、
那
覇
港
か
ら
検
出
さ
れ
た

コ
バ
ル
ト
60
は
お
よ
そ
五
十
分
の
一
に
も
足

ら
な
い
ご
く
微
量
の
も
の
だ
と
い
う
。

「
人
体
に
何
ら
影
響
は
な
い
」と
い
う
調
査
官

の
判
定
は
、
そ
の
時
点
の
量
の
こ
と
だ
け
を

い
っ
て
い
る
わ
け
だ
ろ
う
。

　

原
潜
に
よ
る
可
能
性

　

人
体
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
放
射
能
が

仮
に
検
出
さ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
も
ち
ろ

ん
お
お
ご
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ

が
不
安
に
思
う
の
は
放
射
能
の
量
の
問
題
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
原
子
力
潜
水
艦
に
よ
っ

て
、
海
水
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
か
、
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
そ
の
一
つ
で

あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
大
き
な
関
心
を
よ
せ

て
い
た
。
調
査
結
果
の
発
表
に
よ
る
と
、

「
可
能
性
が
あ
る
」―

と
い
う
答
え
が
は
っ
き

り
出
て
い
る
。

　

原
子
炉
の
冷
却
水
の
放
出
に
よ
る
も
の
か
、

あ
る
い
は
ま
た
ほ
か
の
何
か
の
は
ず
み
で
放

射
能
物
質
の
コ
バ
ル
ト
60
が
海
に
遺
棄
さ
れ

た
も
の
か
、
調
査
は
そ
こ
ま
で
は
究
明
さ
れ

て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
コ

バ
ル
ト
60
が
自
然
放
射
能
で
は
な
く
、
原
潜

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
疑
い
の
あ
る
こ
と

が
明
確
に
な
っ
た
以
上
、「
心
配
は
な
い
」
と

い
わ
れ
て
も
、
す
っ
か
り
安
心
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
沖
縄
に
は
、
米
原
潜
が
自
由
に

寄
港
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
あ
る
日

突
然
不
測
の
事
故
が
発
生
し
な
い
と
、
だ
れ

も
保
証
で
き
な
い
し
、
そ
れ
に
放
射
能
物
質

は
生
体
内
に
蓄
積
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
度
重
ね
れ
ば
当
初
の
〝
微
量
〟

は
不
安
を
解
消
さ
せ
る
絶
対
条
件
に
は
な
り

得
な
い
。
現
時
点
で
「
心
配
な
い
」
と
い
う

の
は
、
将
来
に
は
必
ず
し
も
通
用
し
な
い
こ

と
に
な
る
。

　

た
だ
、
放
射
能
に
つ
い
て
は
科
学
的
要
素

を
一
般
が
理
解
す
る
の
に
は
非
常
に
む
ず
か

し
い
面
が
あ
る
。
こ
ん
ど
の
米
琉
合
同
調
査

に
し
て
も
、
さ
き
に
米
民
政
府
が
中
間
発
表

を
し
た
さ
い
、
コ
バ
ル
ト
60
が
検
出
さ
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が

自
然
放
射
能
と
は
別
の
も
の
で
、
原
潜
に
よ

る
可
能
性
が
あ
る
点
は
、
す
く
な
く
と
も
一

般
の
人
々
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ

が
、
科
学
の
世
界
で
は
常
識
で
あ
る
は
ず
の

こ
と
が
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
大
衆
の
責
任
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
、〝
今
に
な
っ
て
騒
ぐ
の
は
お
か
し
い

〟
と
み
る
の
は
当
た
ら
な
い
。
問
題
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
よ

り
も
、
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

国
民
守
る
国
の
義
務

　

さ
る
五
月
、
佐
世
保
港
の
異
常
放
射
能
が

問
題
に
な
っ
た
と
き
、
本
土
の
原
子
力
委
は

「
異
常
値
は
、
原
子
力
潜
水
艦
か
ら
の
放
射
能

が
原
因
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
よ
う
だ
。
監
視

体
制
が
整
備
強
化
さ
れ
る
ま
で
、
原
子
力
軍

艦
の
寄
港
が
行
な
わ
れ
な
い
よ
う
善
処
す
べ



五
〇
四

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
八
月

き
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
い
う
見
解
を
発
表

し
た
。
原
潜
に
よ
る
汚
染
で
あ
る
と
は
断
定

し
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
寄
港
中
止
を
政
府
に
申

し
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
原
潜
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
げ

し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
原

因
を
科
学
的
に
究
明
す
る
に
は
、
本
質
的
な

障
害
が
伏
在
し
て
い
る
。
原
子
炉
を
積
ん
で

い
て
も
外
国
の
軍
艦
で
あ
る
か
ぎ
り
、
じ
か

に
調
べ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
、
科

学
的
究
明
の
決
め
手
を
欠
く
ら
し
い
。
現
在

の
監
視
体
制
と
い
う
の
は
、
周
辺
の
放
射
能

の
平
常
値
を
測
定
し
そ
れ
と
の
比
較
に
よ
っ

て
異
常
か
ど
う
か
を
調
べ
る
わ
け
だ
が
、
佐

世
保
事
件
以
前
に
お
い
て
は
、
そ
れ
さ
え
も

不
備
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

佐
藤
首
相
は
、
当
時
「
米
側
に
対
し
、
原

子
力
潜
水
艦
の
安
全
性
が
保
証
さ
れ
な
い
以

上
日
本
に
寄
港
し
て
も
ら
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
伝
え
た
」
と
閣
議
で
発
表
し
て
い

る
。
米
国
の
原
潜
が
寄
港
す
る
ひ
ん
度
は
本

土
と
沖
縄
を
く
ら
べ
る
と
、
話
に
な
ら
ぬ
ほ

ど
多
い
。
寄
港
の
自
由
さ
は
ま
っ
た
く
無
条

件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
危
険
の
可
能
性
が

あ
る
と
す
る
な
ら
、
ひ
ん
度
に
応
じ
て
多
い

リ
ク
ツ
で
あ
る
。

　

原
潜
寄
港
の
も
た
ら
す
問
題
を
処
理
す
る

に
あ
た
っ
て
、
本
土
政
府
は
「
沖
縄
」
を
忘

れ
て
は
な
る
ま
い
と
思
う
。
一
体
化
の
問
題

に
関
連
し
て
、
国
家
的
業
務
と
地
方
自
治
体

と
し
て
の
業
務
の
分
離
が
論
議
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
こ
れ
こ
そ
国
家
的
業
務
の
最
た
る

も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
沖
縄
に
お
け
る

放
射
能
監
視
体
制
の
整
備
を
は
じ
め
、
寄
港

問
題
が
ひ
き
お
こ
す
対
米
折
衝
に
至
る
ま
で
、

す
べ
て
を
ふ
く
め
国
民
の
安
全
を
守
る
国

家
・
政
府
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
、
声
を
大

に
し
て
訴
え
た
い
。

那
覇
市
建
設
五
カ
年
計
画
（
上
）

／
文
化
的
都
市
建
設
へ
／
産
業

基
盤
、
市
街
地
を
整
備

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
８
・
29
〕

　

那
覇
市
の
市
長
公
室
企
画
課
は
、
こ
の
ほ

ど
、
六
九
年
度
か
ら
七
三
年
度
ま
で
の
五
カ

年
間
の
「
那
覇
市
建
設
計
画
」
を
発
表
し
た
。

市
当
局
が
公
認
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
〝
建

設
計
画
〟は
、
一
年
単
位
の
比
較
的
短
い
建
設

計
画
だ
っ
た
が
、
こ
ん
ど
の
よ
う
に
五
カ
年

間
と
い
う
長
期
計
画
を
発
表
し
た
の
は
、
最

近
ま
れ
な
こ
と
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
建
設

計
画
に
は
、
秋
の
主
席
公
選
や
那
覇
市
長
選
、

来
年
七
月
の
市
議
選
を
意
識
し
た
も
の
だ
と

い
う
批
判
の
声
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
①
国
際
情
勢
は
、
急
激
な
変
化
は
な
い

②
社
会
、
経
済
的
情
勢
は
根
本
的
に
変
わ
ら

な
い
③
人
口
動
態
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い

④
地
方
行
・
財
政
制
度
に
根
本
的
な
変
革
は

な
い
⑤
市
内
に
大
災
害
は
発
生
し
な
い
⑥
日

米
琉
政
府
か
ら
の
経
済
援
助
は
大
幅
に
得
ら

れ
る
⑦
米
軍
基
地
か
ら
の
経
済
的
利
益
は
現

在
（
六
八
年
）
の
水
準
を
維
持
す
る
⑧
施
政

権
返
還
は
、
こ
の
時
点
で
は
基
本
的
に
変
わ

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
条
件
に
設
定
し
て

い
る
。

　

そ
し
て
、
建
設
計
画
の
方
針
を
、
産
業
基

盤
・
市
街
地
・
生
活
環
境
を
整
備
し
、
市
民

所
得
の
向
上
と
雇
用
の
増
大
を
は
か
る
と
と

も
に
行
政
組
織
お
よ
び
事
務
内
容
を
改
善
し

て
健
康
で
文
化
的
な
近
代
都
市
を
建
設
す
る
、

と
い
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
設
の
総
事
業
費
を
六
九
年
度
は

一
四
、
〇
三
二
、
三
〇
〇
㌦
、
七
〇
年
度
が

一
九
、
一
〇
三
、
一
三
〇
㌦
、
七
一
年
度
が

一
七
、
八
一
五
、
二
四
〇
㌦
、
七
二
年
度
が

一
七
、
二
〇
一
、
九
四
〇
㌦
、
七
三
年
度
が

一
〇
、 

五
六
〇
、 

五
九
〇
㌦ 

と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
八
割
は
政
府
援
助
を
予
定
し
て
い

る
。

　

五
カ
年
間
に
わ
た
る
長
期
計
画
は
、
区
画

整
理
な
ど
の
都
市
計
画
、
公
園
・
緑
地
帯
建

設
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
、
港
湾
建
設
な
ど

の
産
業
基
盤
整
備
、
町
界
町
名
整
理
な
ど
の

行
政
、
事
務
改
善
の
四
つ
に
大
別
し
て
い

る
。

　

都
市
計
画　

　

 

【
土
地
】　

将
来
の
市
街
化
予
想
区
域
は
、

人
口
配
分
計
画
に
よ
っ
て
一
応
の
メ
ド
を
た

て
て
、
産
業
人
口
の
構
造
を
想
定
し
、
地
域

的
事
情
を
考
慮
し
て
人
口
お
よ
び
施
設
の
配

分
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
は
か
る
。

　

▽
住
居
地
域
＝
住
居
地
域
は
、
既
定
の
住

居
地
域
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
土

地
利
用
状
況
を
勘
案
し
て
、
小
禄
、
真
和

志
、
首
里
の
三
地
区
の
郊
外
地
に
、
新
た
に

地
域
指
定
す
る
。
と
く
に
、
住
居
環
境
の
良

好
な
首
里
地
区
の
寒
川
、
金
城
、
山
川
の
三

町
一
帯
に
は
住
居
専
用
地
区
を
配
し
て
、
環

境
の
保
全
に
努
め
る
。

　

▽
商
業
地
域
＝
商
業
地
域
は
、
現
行
の
都

心
の
商
業
地
を
容
認
す
る
と
と
も
に
、
将
来

の
都
心
に
お
け
る
人
口
集
中
を
さ
け
る
た
め
、

首
里
、
真
和
志
、
小
禄
の
三
地
区
の
特
殊
化

を
す
す
め
る
。

　

▽
工
業
地
域
（
準
工
業
地
域
も
含
む
）
＝

将
来
の
就
業
人
口
の
推
定
に
よ
る
第
二
次
産

業
の
人
口
に
基
づ
い
て
地
域
面
積
を
確
保
す

る
。
従
来
指
定
し
て
い
る
壺
川
、
旭
町
、
西

新
町
、
安
謝
の
四
地
域
の
ほ
か
に
新
た
に
選

定
す
る
。

　

【
街
路
】　

慢
性
化
し
て
い
る
交
通
マ
ヒ
を

緩
和
さ
せ
る
た
め
、
国
際
通
り
、
１
号
線
（
米

軍
道
路
）
、
開
南
通
り
に
集
中
す
る
車
を
分
散
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さ
せ
る
目
的
で
、
街
路
網
と
し
て

「
環
状
線
」
と
「
幹
線
」
道
路
の
計
画
を
た
て

る
。

　

▽
環
状
線
計
画
＝
都
心
部
を
囲
む
環
状
１

号
線
は
、
都
心
部
と
副
都
心
部
を
結
ぶ
他
の

幹
線
道
路
か
ら
の
市
内
交
通
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
環
状
２
号
線
は
、
他

の
市
町
村
か
ら
都
心
部
へ
流
入
す
る
交
通
量

を
分
散
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

　

▽
幹
線
街
路
計
画
＝
１
号
線
、
39
号
線
、
40

号
線
、
44
号
線
、
３
号
線
、
７
号
線
を
骨
子

と
し
て
環
状
１
号
線
、
環
状
２
号
線
で
連
結

し
て
更
に
都
心
部
で
約
五
〇
〇
㍍
、
近
郊
部

で
約
一
、
〇
〇
〇
㍍
の
間
隔
を
置
い
て
幹
線

お
よ
び
補
助
幹
線
街
路
を
計
画
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
般
街
路
と
し
て
幅
員
四
㍍

以
上
の
道
路
を
対
象
に
改
修
し
て
行
く
計
画
。

　

【
交
通
広
場
】　

交
通
広
場
は
、
旭
橋
、
久

茂
地
、
泊
高
橋
、
安
里
十
字
路
、
古
波
蔵
、

与
儀
、
旭
町
、
泉
崎
橋
前
の
八
カ
所
が
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
旭
町
と
泉
崎
橋
前
の
二
カ

所
の
ほ
か
は
未
整
備
な
の
で
、
整
備
に
努
め

る
。

　

【
土
地
区
画
整
理
】　

区
画
整
理
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
地
域
は
、
美
栄
橋
地
区
、
第
一

地
区
、
寄
宮
地
区
、
壺
川
地
区
、
山
下
地
区
、

真
嘉
比
・
古
島
地
区
、
小
禄
袋
廻
原
地
区
、
小

禄
宇
栄
原
地
区
の
七
カ
所
だ
が
、
助
成
措
置

を
講
じ
て
年
次
計
画
で
実
施
す
る
。

　

【
不
良
住
宅
街
改
造
】　

都
心
部
は
、
ほ
と

ん
ど
不
良
住
宅
街
改
造
の
対
象
地
域
と
さ
れ

て
お
り
、
最
も
劣
悪
な
状
態
に
あ
る
地
区
を

特
別
に
指
定
し
て
実
施
す
る
。
六
六
年
一
月
、

樋
川
地
域
内
に
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
て
い
る

が
七
〇
年
ま
で
に
改
良
を
完
成
さ
せ
、
七
一

年
か
ら
第
二
次
計
画
地
域
の
改
良
事
業
に
着

手
す
る
。

　

【
河
川
・
排
水
路
】　

市
街
地
の
河
川
・
排
水

路
は
、
ほ
と
ん
ど
汚
水
放
水
路
に
な
っ
て
い

る
。
河
川
の
浄
化
は
、
下
水
道
施
設
の
完
備

以
外
に
は
抜
本
的
解
決
策
は
な
い
の
で
、
そ

の
面
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
護
岸
の
築
造

を
急
ぐ
。

　

【
埋
め
立
て
事
業
】　

長
期
埋
め
立
て
事
業

計
画
と
し
て
、
泊
～
安
謝
間
の
公
有
水
面
埋

め
立
て
を
第
一
次
か
ら
第
五
次
に
分
け
て
造

成
中
で
、
七
一
年
の
完
了
時
に
は
約
二
、
〇

〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方
㍍
に
な
り
、
宅
地
五
〇

八
、
一
六
一
平
方
㍍
、
緑
地
二
一
、
六
〇
二

平
方
㍍
が
確
保
さ
れ
る
。

　

環
境
整
備　

　

【
住
宅
】　

六
八
年
度
内
に
首
里
石
嶺
町
に

一
〇
二
、
七
六
一
平
方
㍍
の
用
地
を
確
保
、
七

一
年
度
ま
で
に
公
営
住
宅
一
一
八
戸
の
団
地

造
成
と
首
里
大
名
町
に
九
五
、
八
六
八
平
方

㍍
の
用
地
を
確
保
し
て
七
一
年
度
か
ら
七
四

年
ま
で
に
公
営
住
宅
一
、
一
六
〇
戸
の
団
地

造
成
を
計
画
。

　

【
公
園
・
緑
地
】　

七
三
年
度
ま
で
に
与
儀
、

奥
武
山
、
希
望
ガ
丘
、
城
岳
等
主
要
な
五
公

園
と
未
執
行
の
児
童
公
園
、
そ
れ
に
漫
湖
周

辺
に
緑
地
帯
を
造
成
し
て
公
園
化
す
る
よ
う

重
点
的
に
整
備
す
る
。

　

【
上
水
道
】　

六
五
二
、
五
〇
〇
㌦
の
工
費

を
投
じ
て
水
源
の
拡
張
、
改
良
工
事
等
を
計

画
、
七
三
年
ま
で
に
取
水
を
日
量
一
七
、
二

三
〇
立
方
㍍
を
目
標
に
計
画
を
す
す
め
る
。

　

【
下
水
道
】　

六
五
年
度
を
初
年
度
と
し
て

九
カ
年
計
画
で
七
三
年
度
完
了
を
メ
ド
に
一

〇
、
五
九
〇
、
〇
〇
〇
㌦
を
投
じ
て
下
水
道

の
延
長
三
六
三
、
五
五
五
㍍
の
汚
水
施
設
の

整
備
を
は
か
る
。

　

【
清
掃
】　

昨
年
建
設
し
た
高
速
堆
肥
処
理

装
置
コ
ン
ポ
ス
ト
50
㌧
工
場
の
ほ
か
に
、
ご

み
焼
却
炉
（
連
続
機
械
炉
）
の
30
㌧
型
を
二

基
建
設
、
二
直
制
に
し
て
一
日
一
二
〇
㌧
処

理
で
き
る
よ
う
に
計
画
。

　

【
し
尿
処
理
】　

五
千
人
か
ら
七
千
人
当

た
り
に
一
カ
所
の
公
衆
便
所
を
設
置
す
る

計
画
。

　

【
消
防
】　

六
九
年
度
を
初
年
度
と
す
る
消

防
施
設
整
備
五
カ
年
計
画
を
た
て
て
、
七
三

年
度
ま
で
に
、
職
員
百
三
十
三
人
、
水
槽
付

ポ
ン
プ
車
五
台
、
屈
折
梯
子
付
ポ
ン
プ
車
、
30

㍍
級
梯
子
付
ポ
ン
プ
車
、
工
作
車
な
ど
各
一

台
、
補
給
車
三
台
の
購
入
に
防
火
水
槽
一
〇

基
増
設
、
安
謝
と
首
里
出
張
所
の
新
築
な
ど

を
計
画
。

　

【
民
生
福
祉
】　

子
ど
も
の
遊
び
場
を
二
十

八
カ
所
を
新
設
す
る
計
画
。

　

【
公
会
堂
】　

与
儀
公
園
内
に
総
工
費
一
、

六
二
五
、
〇
八
〇
㌦
を
も
っ
て
千
八
百
人
収

容
の
公
会
堂
を
十
月
に
着
工
、
来
年
完
成
予

定
。那

覇
市
建
設
五
カ
年
計
画
（
下
）

／
〝
那
覇
新
港
〟
72
年
度
に
完

成
／
町
界
町
名
も
徐
々
に
整

理〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
９
・
５
〕

　

基
盤
整
備　

　

【
港
湾
】　

▽
那
覇
新
港
（
仮
称
）
＝
安
謝

埋
め
立
て
地
に
お
け
る
新
港
湾
建
設
は
、
那

覇
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
一
環

と
し
て
非
常
に
重
要
な
地
位
を
し
め
て
お
り
、

七
二
年
度
を
目
標
年
次
と
し
て
六
九
年
度
か

ら
四
カ
年
計
画
を
も
っ
て
事
業
資
金
一
八
、

一
一
八
、
〇
〇
〇
㌦
(
商
港
区
の
み
)
で
年

間
お
よ
そ
二
十
万
㌧
の
取
り
扱
い
貨
物
量
を

処
理
で
き
る
規
模
の
港
湾
を
築
港
す
る
。

　

一
年
次
の
六
九
年
度
は
、
岸
壁
、
荷
揚
げ

場
、
矢
板
護
岸
ら
の
工
事
に
よ
り
五
、
〇
〇

〇
㌧
級
の
船
舶
が
接
岸
で
き
る
三
バ
ー
ス

（
一
バ
ー
ス
の
延
長
一
三
〇
㍍
）
を
完
成
さ

せ
る
。

　

二
年
次
の
七
〇
年
度
も
同
じ
く
、
岸
壁
、
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防
波
堤
、
浚
渫
ら
の
工
事
に
よ
り
五
、
〇
〇

〇
㌧
級
の
船
舶
が
横
付
け
で
き
る
三
バ
ー
ス

（
一
バ
ー
ス
の
延
長
一
三
〇
㍍
）を
完
成
さ
せ

る
。

　

三
年
次
の
七
一
年
度
も
、
岸
壁
、
荷
揚
げ

場
、
防
波
堤
、
矢
板
護
岸
ら
の
工
事
に
よ
り

二
〇
、
〇
〇
〇
㌧
級
の
大
型
船
が
横
付
け
で

き
る
二
バ
ー
ス
（
一
バ
ー
ス
の
延
長
二
一
〇

㍍
）
を
建
設
す
る
。

　

最
終
年
次
の
七
二
年
度
に
は
、
こ
れ
も
同

じ
く
、
岸
壁
、
荷
揚
げ
場
、
防
波
堤
、
矢
板
護

岸
、
テ
ト
ラ
護
岸
ら
の
工
事
に
よ
り
五
、
〇

〇
〇
㌧
級
と
三
、
〇
〇
〇
㌧
級
の
船
舶
が
接

岸
で
き
る
岸
壁
を
そ
れ
ぞ
れ
二
バ
ー
ス
を
完

成
さ
せ
る
。
こ
れ
で
八
六
、
〇
〇
〇
㌧
の
船

舶
が
接
岸
で
き
る
大
規
模
の
港
湾
が
出
現
す

る
。

　

こ
の
ほ
か
五
六
、
〇
〇
〇
平
方
㍍
の
保
税

上
屋
と
三
、
三
〇
〇
平
方
㍍
の
ポ
ミ
ー
ト
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
す
る
。

　

▽
新
漁
港
(
泊
漁
港
)
＝
新
商
港
の
建
設

に
と
も
な
い
現
在
使
用
中
の
泊
港
は
、
漁
業

基
地
と
し
て
整
備
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
新

港
に
隣
接
し
て
新
た
に
、
総
面
積
一
一
六
、
五

六
〇
平
方
㍍
（
約
三
五
、
二
五
九
坪
）
の
漁

港
を
つ
く
る
。

　

【
商
工
】　

①
「
沖
縄
信
用
保
証
協
会
」
に

出
え
ん
＝
保
証
基
金
の
一
部
を
同
協
会
に
出

え
ん
し
、
設
備
資
金
、
運
転
資
金
ら
の
融
資

の
強
化
を
図
る
②
企
業
診
断
の
拡
充
強
化
＝

近
代
化
促
進
の
た
め
常
時
診
断
を
行
な
え
る

体
制
を
確
立
す
べ
く
企
業
診
断
員
の
養
成
を

は
か
る
こ
と
③
特
産
品
の
助
長
＝
経
営
の
合

理
化
を
推
進
す
る
意
味
か
ら
手
工
業
を
機
械

化
し
、
量
産
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
は
か
る
べ

く
機
械
設
備
、
共
同
作
業
ら
の
共
同
施
設
を

設
置
す
る
④
商
工
団
体
の
強
化
＝
未
組
織
の

商
工
業
者
を
中
心
に
団
体
を
つ
く
り
、
接
客

態
度
の
改
善
、
研
究
会
の
開
催
ら
の
共
同
事

業
を
推
進
す
る
⑤
産
業
展
示
会
の
開
催
拡
張

⑥
商
工
業
者
の
実
態
調
査
強
化
な
ど
。

　

【
観
光
】　

①
観
光
外
客
の
事
態
調
査
②
観

光
宣
伝
の
強
化
③
観
光
施
設
の
整
備
④
観
光

資
源
の
開
発
⑤
観
光
展
示
会
⑥
観
光
関
係
の

外
部
団
体
と
の
協
力
な
ど
。

　

【
農
業
】　

①
生
産
基
盤
と
し
て
の
土
地
整

備
②
畑
地
か
ん
が
い
用
打
ち
ぬ
き
井
戸
設
置

③
病
虫
害
対
策
④
耕
種
の
奨
励
⑤
畜
産
生
産

基
盤
の
整
備
な
ど
。

　

【
水
産
業
】　

①
新
漁
港
の
建
設
②
漁
船
装

備
の
機
械
、
科
学
化
奨
励
③
新
造
船
建
造
へ

の
補
助
な
ど
。

　

【
公
設
市
場
】　

▽
牧
志
公
設
市
場
の
改
築

＝
老
朽
化
し
た
牧
志
公
設
市
場
を
二
、
五
〇

六
平
方
㍍
の
用
地
に
地
下
二
階
、
地
上
二
階

の
の
べ
面
積
五
、
二
三
四
平
方
㍍
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
一
一
四
万
㌦
で
建
て
る
計
画

を
す
す
め
て
い
る
。

　

▽
真
和
志
公
設
市
場
の
新
設
＝
現
在
、
真

和
志
支
所
跡
に
建
設
中
の
水
道
局
庁
舎
の
地

下
一
階
に
面
積
七
五
六
平
方
㍍
の
公
設
市
場

を
設
け
る
。

そ
の
ほ
か
、
若
松
市
営
ア
パ
ー
ト
（
い
わ
ゆ

る
ゲ
タ
ば
き
ア
パ
ー
ト
）
の
地
下
一
階
に
工

事
費
七
五
、
五
七
七
㌦
で
六
八
年
度
か
ら
面

積
八
六
六
平
方
㍍
の
第
二
次
若
松
公
設
市
場

を
建
設
す
る
。

　

行
政
改
革　

　

【
行
政
能
率
】　

▽
基
本
方
針
＝
①
行
政
組

織
の
適
正
化
②
行
政
運
営
の
合
理
化
・
能
率

化
③
職
員
の
資
質
向
上
と
三
つ
の
計
画
基
本

方
針
を
定
め
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
改
善
し

て
い
く
。

　

▽
行
政
組
織
＝
ラ
イ
ン
機
能
（
執
行
・
現

業
部
門
）
と
ス
タ
ッ
フ
機
能
（
企
画
・
統
制

部
門
、
助
言
勧
告
機
関
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
な

ど
）
を
明
確
に
分
担
せ
し
め
、
職
務
分
類
性

を
確
立
し
、
各
職
位
の
職
責
と
権
限
を
明
ら

か
に
し
て
職
員
の
活
動
を
効
果
的
に
発
揮

せ
し
め
る
。
支
所
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
本

庁
・
支
所
間
の
管
轄
を
考
慮
し
て
連
絡
調
整

の
緊
密
化
・
能
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

▽
行
政
運
営
の
合
理
化
＝
①
事
務
改
善
委

員
会
の
設
置
②
提
案
制
度
の
採
用
③
窓
口
事

務
の
統
合
整
理
④
帳
票
の
一
括
管
理
の
採
用

⑤
文
書
事
務
の
調
査
⑥
ス
ナ
ッ
プ
・
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
（
時
点
式
執
務
状
況
調
査
）
の
採
用
⑦

権
限
委
認
制
の
採
用
な
ど
を
取
り
入
れ
、
市

民
の
サ
ー
ビ
ス
に
徹
す
る
方
針
。

　

▽
職
員
の
資
質
向
上
＝
研
修
計
画
禁
止
、

研
修
効
果
な
ど
を
科
学
的
に
分
析
、
適
切
な

職
員
研
修
体
制
を
大
幅
に
取
り
入
れ
、
適
材

適
所
の
育
成
を
は
か
る
。

　

【
町
界
町
名
の
整
理
】　

▽
町
界
町
名
の
整

理
方
針
＝
①
町
界
町
名
の
整
理
事
務
は
、
那

覇
市
永
遠
の
礎
石
を
定
め
る
も
の
と
解
し
、

局
部
的
、
一
時
的
な
社
会
現
象
は
す
べ
て
考

慮
外
と
す
る
②
全
市
域
を
対
象
と
し
、
混
乱

し
て
い
る
都
心
部
か
ら
漸
次
、
郊
外
地
に
お

よ
ぼ
す
③
通
学
、
選
挙
、
町
内
会
、
警
察
、
郵

便
局
ら
各
官
庁
公
署
の
所
管
区
域
に
つ
い
て

は
、
直
接
こ
の
事
業
に
よ
り
変
更
を
と
も
な

う
も
の
で
は
な
い
が
、
将
来
、
変
更
を
必
要

と
す
る
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
新
町
を

割
ら
な
い
よ
う
に
考
慮
す
る
。

　

▽
住
居
表
示
の
整
理
＝
本
土
で
施
行
さ
れ

て
い
る
「
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
」
（
昭

37
・
法
律
第
一
一
九
号
）
を
範
に
し
た
「
住

居
表
示
に
関
す
る
立
法
」
の
制
定
を
ま
っ
て

市
街
地
に
つ
い
て
実
施
す
る
計
画
。
▽
整
理

期
間
＝
町
界
町
名
や
住
居
表
示
の
整
理
は
諸

公
簿
の
整
理
事
務
な
ど
を
考
慮
し
て
十
年
間

で
行
な
う
よ
う
に
す
る
。

　

【
市
民
組
織
】
（
自
治
会
）　

六
〇
年
九
月

一
日
四
三
カ
所
の
自
治
会
で
発
足
し
た
那
覇

市
の
自
治
会
は
、
現
在
、
八
五
カ
所
に
ふ



五
〇
七

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
九
月

え
、
組
織
率
は
総
人
口
の
六
一
㌫
を
し
め
て

い
る
。
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
生
ま
れ
る
と

き
の
「
出
生
届
」
か
ら
天
寿
を
ま
っ
と
う
し

て
昇
天
す
る
「
死
亡
届
」
ま
で
、
文
字
通
り
、

〝
役
所
〟
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

そ
れ
で
、
市
政
全
般
を
円
滑
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
民
の
積
極
的
な
協
力
、
参

加
に
よ
る
「
理
解
」
が
必
要
で
あ
る
の

で
、
未
組
織
地
域
に
対
し
て
は
、
組
織
化
の

育
成
指
導
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。

　

【
広
報
・
公
聴
】　

那
覇
市
は
、
旧
那
覇
、
首

里
、
真
和
志
、
小
禄
と
四
地
域
が
合
併
し
て

で
き
た
都
市
で
あ
る
た
め
、
市
民
と
行
政
機

関
を
結
び
つ
け
る
手
段
と
し
て
広
報
・
公
聴

活
動
が
最
も
重
点
で
あ
る
の
で
、
単
に

知
ら
せ
る
〟〝
聞
か
せ
る
〟
と
い
っ
た
一
方
的

な
一
般
的
な
も
の
で
な
く
、
市
民
と
と
も
に

語
り
、
み
ん
な
で
問
題
を
解
決
し
て
い
く
態

勢
を
充
実
に
図
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

〝
対
話
で
明
る
い
町
づ
く
り
〟
／

那
覇
市
政
革
新
共
闘
／
25
日

に
結
成
大
会
／
準
備
会
が
基

本
方
針
発
表

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
９
・
17
〕

　

那
覇
市
政
革
新
共
闘
会
議
結
成
準
備
会
は
、

十
六
日
午
後
二
時
か
ら
立
法
院
内
社
大
党
控

え
室
で
ひ
ら
き
、
那
覇
市
政
に
対
す
る
野
党

統
一
候
補
の
基
本
要
領
を
ま
と
め
た
。
同
会

議
は
、
き
た
る
二
十
五
日
午
後
二
時
か
ら
那

覇
市
内
「
八
汐
荘
」
で
結
成
大
会
を
ひ
ら
き
、

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

革
新
共
闘
会
議
で
は
、
十
一
月
に
行
な
わ

れ
る
那
覇
市
長
選
挙
に
は
、
野
党
統
一
候
補

と
し
て
社
大
党
会
計
長
・
平
良
良
松
氏
を
す

で
に
決
定
、
選
挙
前
衛
戦
に
入
っ
て
い
る
。
那

覇
市
政
革
新
共
闘
会
議
の
結
成
に
よ
り
、
選

挙
前
衛
戦
は
、
さ
ら
に
強
化
、
具
体
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
日
の
準
備
会
に
は
、
三
党
代
表
の
ほ

か
、
教
職
員
会
か
ら
八
人
が
出
席
、
前
回
の

準
備
会
で
案
を
ま
と
め
た
「
那
覇
市
政
に
対

す
る
基
本
方
針
（
要
領
）
の
字
句
、
表
言
の

訂
正
、
役
員
人
事
、
結
成
大
会
の
日
取
り
な

ど
決
定
、
社
大
党
の
仲
本
教
宣
部
長
か
ら
発

表
さ
れ
た
。

　

那
覇
市
政
に
対
す
る
基
本
方
針
で
は
、
政

府
へ
の
従
属
を
し
い
ら
れ
て
い
る
那
覇
市

政
を
本
来
の
姿
で
あ
る
地
方
自
治
体
に
取

り
戻
し
、
市
政
の
自
主
性
を
確
立
し
①
権
力

政
治
、
官
僚
行
政
を
排
除
し
、
市
民
と
の
対

話
に
よ
る
明
る
く
清
潔
な
革
新
市
政
の
確

立
②
金
持
ち
に
奉
仕
す
る
、
弱
い
者
い
じ
め

の
行
政
を
排
除
し
、
庶
民
の
た
め
の
福
祉
行

政
の
推
進
③
都
市
公
害
、
交
通
混
雑
を
排

除
、
市
民
が
安
心
し
て
住
め
る
平
和
で
健
康

的
な
文
化
都
市
の
建
設―

で
「
市
民
と
の
対

話
に
よ
る
明
る
い
市
政
」
「
庶
民
中
心
の
行

政
」
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を
三
本
の
柱

と
し
て
い
る
。

　

基
本
方
針
で
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
は
、
自
主
自
立
的
に
運
営
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
軍
事
優
先
政
策
の
下
で
、
そ
の
下
請
け
機

関
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
の
主
人
公

が
住
民
一
人
一
人
で
あ
る
以
上
「
政
府
に
直

結
し
た
市
町
村
」
で
は
な
く
「
住
民
の
た

め
、
市
町
村
に
直
結
し
た
政
府
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
市
町
村
の
自
主
性

の
喪
失
で
あ
り
、「
住
民
奉
仕
」
か
ら
「
大
企

業
奉
仕
の
傾
向
」
を
強
め
て
い
る
。
政
府
の

タ
ク
シ
ー
汚
職
事
件
は
じ
め
、
那
覇
市
に
お

け
る
団
地
用
地
の
取
得
に
み
ら
れ
る
〝
黒
い

霧
〟
が
住
民
の
政
治
不
信
を
か
き
た
て
、
議

会
制
民
主
主
義
を
空
洞
化
さ
せ
て
い
る
。
市

民
の
た
め
の
市
政
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
是
正
し
、
真
の
住
民
福
祉
を
は
か
る

た
め
に
は
、
地
方
自
治
と
い
え
ど
も
、
す
べ

て
の
施
策
を
祖
国
復
帰
の
方
向
に
即
応
さ
せ
、

住
民
奉
仕
の
政
治
の
確
立
が
最
重
要
で
あ
る
。

自
民
が
い
う
核
基
地
化
を
是
認
す
る
よ
う
な

「
一
体
化
政
策
」
で
は
、
真
の
地
方
自
治
は
望

め
な
い
。
西
銘
自
民
党
市
政
は
、
コ
バ
ル
ト

60
を
ま
き
散
ら
す
原
潜
寄
港
や
、
Ｂ
52
の
常

駐
を
容
認
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
民
の
側

に
立
つ
市
政
で
は
な
く
、
権
力
追
従
の
市
政

で
あ
り
、
絶
対
に
排
除
す
べ
き
で
あ

る
。

　

役
員
つ
ぎ
の
通
り

　

▽
顧
問
＝
安
里
積
千
代
、
宮
良
寛
才
、
瀬

長
亀
次
郎
、
屋
良
朝
苗
、
平
良
辰
雄
、
金
城

和
信
、
平
川
先
次
郎
。

　

▽
議
長
＝
宮
里
栄
輝
、
副
議
長
＝
亀
甲
康

吉
▽
事
務
局
長
＝
仲
本
安
一
。

低
調
に
終
わ
る
最
後
の
議
会
／

西
銘
市
政
に
質
問
集
中
／
都

計
、
財
政
強
化
な
ど

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
９
・
19
〕

　

沖
縄
の
将
来
を
左
右
す
る
と
い
わ
れ
る
秋

の
三
大
選
挙
（
主
席
、
那
覇
市
長
、
立
法
院
議

員
）
に
与
党
の
沖
縄
自
民
党
か
ら
主
席
、
市

長
、
立
法
院
議
員
に
そ
れ
ぞ
れ
立
候
補
し
て

い
る
西
銘
順
治
・
市
長
（
同
党
総
裁
）
、
古
堅

宗
徳
・
第
一
助
役
（
同
党
那
覇
地
区
連
合
支

部
長
）
、
新
垣
義
徳
・
第
二
助
役
、
大
城
朝

亮
・
前
市
役
所
首
里
支
所
長
（
十
五
日
付
け

で
退
職
）
、
渡
口
麗
秀
・
市
議
会
議
員
ら
市
の

首
脳
陣
に
と
っ
て
最
後
の
定
例
議
会
で
あ
る

第
一
〇
五
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
十
七
日

午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
市
庁
舎
三
階
の
本
会
議

場
で
開
か
れ
、
同
日
午
後
三
時
五
分
、
閉
会

し
た
。
こ
ん
ど
の
定
例
議
会
は
、
七
年
間
に

わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
〝
西
銘
市
政
〟



五
〇
八

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
九
月

の
評
価
を
問
う
最
後
の
議
会
で
、
各
方
面
か

ら
関
心
が
も
た
れ
て
い
た
が
、
会
期
が
こ
の

日
一
日
だ
け
で
、
し
か
も
市
民
が
も
っ
と
も

興
味
を
も
っ
て
い
る
一
般
質
問
は
各
派
代
表

ひ
と
り
に
限
り
二
十
分
だ
け
と
い
う
制
約
つ

き
、
上
程
議
案
も
予
算
関
係
の
二
件
と
い
う

わ
び
し
さ
の
た
め
、
第
一
〇
五
回
定
例
議
会

は
、
那
覇
市
議
会
は
じ
ま
っ
て
い
ら
い
の
〝

最
も
上
程
議
案
の
少
な
い
最
短
議
会
〟
を
記

録
。
初
の
主
席
公
選
に
立
候
補
し
て
い
る
西

銘
市
長
の
〝
花
道
〟
と
も
い
う
べ
き
今
議
会

は
、
盛
り
あ
が
り
の
な
い
わ
び
し
い
も
の
だ

っ
た
。

　

市
営
住
宅
不
正
入
居
／
徹
底
的
に
措
置

　

会
議
は
、
高
良
一
議
長
が
都
合
で
欠
席
し

て
い
る
の
で
辺
野
喜
英
興
副
議
長
代
行
。
議

事
日
程
第
一
号
に
よ
り
、
ま
ず
、
会
議
録
署

名
議
員
の
指
名
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。
つ
い

で
、
会
期
の
決
定
に
う
つ
り
、
十
七
日
の
一

日
だ
け
を
会
期
と
す
る
旨
を
採
択
し
た
あ
と
、

一
般
質
問
に
は
い
っ
た
。

　

こ
の
一
般
質
問
は
、
さ
る
十
四
日
に
開
か

れ
た
議
会
運
営
委
員
会
で
の
取
り
き
め
に
よ

り
、
各
派
か
ら
代
表
ひ
と
り
に
か
ぎ
り
二
十

分
間
の
持
ち
時
間
で
行
な
わ
れ
た
が
、
質
問

は
、
市
三
役
の
立
候
補
辞
任
に
伴
い
、
辞
任

後
の
市
政
運
営
か
ら
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
、

西
銘
市
政
関
係
に
集
中
し
た
。

　

ト
ッ
プ
は
、
与
党
の
市
政
ク
ラ
ブ
（
十
五

議
席
）
代
表
で
、
喜
舎
場
盛
一
議
員
が
「
西

銘
市
政
」
「
財
政
強
化
」
「
都
市
計
画
」
の
三

点
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
市
長
は
「
わ
た
し
の
残
任
期

間
は
十
月
二
十
日
の
予
定
で
あ
り
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
対
し
て
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
に
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
安
謝
の
那
覇
新

港
湾
建
設
や
公
会
堂
建
設
は
、
本
土
政
府
と

琉
球
政
府
に
対
し
て
財
政
援
助
し
て
く
れ
る

よ
う
趣
旨
を
訴
え
て
い
る
。
施
政
権
返
還
時

期
の
メ
ド
は
、
さ
き
の
日
米
共
同
声
明
で
基

本
的
に
了
解
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
、
二

十
三
年
間
の
本
土
と
の
格
差
を
是
正
す
る
た

め
一
体
化
政
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。
こ
れ

は
、
行
財
政
だ
け
で
な
く
、
産
業
政
策
面
に

も
お
し
す
す
め
る
」
と
答
え
た
。

　

つ
い
で
、
公
明
会
（
三
議
席
）
の
大
浜
長

弘
議
員
が
代
表
質
問
に
立
ち
「
三
役
辞
任
後

の
市
政
運
営
」
「
ガ
ス
、
下
水
道
工
事
後
の

道
路
、
舗
装
復
元
問
題
」
な
ど
に
つ
い
て
き

い
た
。

　

西
銘
市
長
は
「
わ
た
し
が
公
約
し
た
な
か

で
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
一
部
を
の
ぞ
い

て
は
八
分
通
り
実
現
し
て
い
る
も
の
と
確
信

し
て
い
る
。
沖
映
通
り
の
補
償
問
題
は
現
在

解
決
の
方
向
に
話
を
す
す
め
て
い
る
」
と
答

え
、
ま
た
、
市
当
局
か
ら
ガ
ス
・
下
水
道
工

事
後
に
お
け
る
補
償
問
題
に
つ
い
て
、
こ
の

工
事
で
損
傷
を
与
え
た
場
合
は
、
市
と
の
契

約
に
し
た
が
っ
て
、
当
然
、
工
事
責
任
者
が

補
償
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
工
事

責
任
者
が
補
償
義
務
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
新
風
会
（
四
議
席
）
を
代
表

し
て
又
吉
久
正
議
員
が
「
市
長
代
行
権
」
と

「
第
四
次
安
謝
埋
め
立
て
地
」
に
つ
い
て
の
質

問
、
市
当
局
は
「
市
長
、
助
役
が
辞
任
し
た

場
合
は
、
市
町
村
自
治
法
（
53
年
１
月
立
法

第
一
号
）
第
九
十
一
条
に
基
づ
き
、
第
一
に

市
長
公
室
長
、
第
二
に
総
務
部
長
が
、
市
長
、

助
役
の
職
務
を
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
職
務
代
行
者
に
は
、
市
議
会

の
解
散
権
は
な
い
」
と
答
え
て
い
た
。

　

ま
た
、
事
業
資
金
の
融
資
の
メ
ド
が
た
た

ず
、
七
月
の
新
年
度
着
工
か
ら
大
幅
に
お
く

れ
て
い
る
泊―

安
謝
間
公
有
地
の
第
四
次
埋

め
立
て
事
業
に
つ
い
て
は
、「
さ
る
六
月
十
五

日
の
米
民
政
府
書
簡
で
埋
め
立
て
事
業
の
趣

旨
は
よ
く
理
解
し
て
い
る
が
、
一
度
に
五
〇

〇
万
㌦
を
融
資
す
る
と
い
う
こ
と
は
問
題
で

あ
る
と
の
返
事
が
あ
り
、
そ
の
た
め
琉
球
銀

行
か
ら
の
融
資
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
、

現
在
、
市
当
局
と
琉
銀
側
と
の
話
を
す
す
め

て
い
る
」
と
市
当
局
側
か
ら
、
延
期
理
由
が

の
べ
ら
れ
た
。

　

こ
の
第
四
次
埋
め
立
て
事
業
と
い
う
の

は
、
七
月
の
六
八
年
度
を
初
年
度
と
し
て
七

〇
年
度
ま
で
の
三
カ
年
間
に
事
業
費
総
額
五

〇
三
万
㌦
を
か
け
て
、
泊
か
ら
安
謝
の
公
有

地
（
海
岸
）
に
四
三
七
、
二
一
三
・
一
四
平

方
㍍
（
一
三
二
、
二
五
六
・
九
三
坪
）
を
埋

め
る
と
い
う
も
の
。

　

引
き
つ
づ
き
、
野
党
の
黒
潮
隆
議
員
が
人

民
党
（
三
議
席
）
を
代
表
し
て
「
市
政
の
民

主
化
」
に
つ
い
て
市
当
局
側
の
態
度
を
追
及

し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
黒
潮
議
員
は
、
一
般
市
民
に

対
し
て
〝
市
税
〟
や
〝
水
道
使
用
料
金
〟
の

徴
収
な
ど
で
き
び
し
い
態
度
を
取
っ
て
い
る

市
当
局
は
「
一
部
の
業
者
に
寛
大
な
処
置
を

講
じ
て
い
る
」
と
し
て
、
そ
の
一
例
に
「
六

八
年
度
（
昨
年
）
中
に
市
税
の
長
期
大
口
滞

納
者
（
一
、
〇
〇
〇
㌦
以
上
）
が
三
十
二
件

も
い
る
」
と
の
事
実
を
あ
げ
た
。

　

市
税
と
は
、
市
民
税
、
事
業
税
、
固
定
資

産
税
、
不
動
産
取
得
税
な
ど
で
あ
る
が
、
こ

の
日
、
黒
潮
議
員
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
大

口
滞
納
者
は
、
ほ
と
ん
ど
法
人
組
織
の
会
社

で
、
最
高
三
万
二
千
百
九
十
六
㌦
十
五
㌣
と

な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
市
当
局
の
職
員
監
督
の
不
徹
底
、
職

員
の
規
律
の
乱
れ
の
一
例
と
し
て
「
市
職
員

の
な
か
に
は
、
事
務
上
の
手
違
い
で
、
市
税

や
料
金
を
余
分
に
徴
収
し
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
市
民
に
払
い
戻
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

市
当
局
は
そ
の
管
理
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
お
こ
な

っ
て
お
ら
ず
、
余
分
に
徴
収
し
た
金
を
そ
の



五
〇
九

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
十
月

家
に
返
し
に
行
っ
た
際
、
不
在
の
場
合
は
そ

の
ま
ま
持
ち
か
え
り
、
自
分
で
多
額
の
金
を

使
い
込
ん
で
い
る
市
職
員
が
二
、
三
人
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る

市
営
・
公
営
ア
パ
ー
ト
の
不
正
入
居
問
題
も

取
り
あ
げ
、「
西
銘
市
政
は
、
市
民
の
も
の
で

あ
る
は
ず
の
市
営
・
公
営
住
宅
を
私
物
化
し

て
い
る
。
二
つ
の
貸
し
家
を
も
っ
た
人
や
高

額
所
得
者
の
入
居
を
許
し
て
い
る
の
は
ど
う

い
う
わ
け
か
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
市
営
・

公
営
住
宅
の
入
居
が
な
れ
合
い
で
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
実
例
を
あ
げ
て

追
及
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
市
当
局
は
「
税
金
の
大
口
滞

納
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
経
理
で
帳
簿
上
は

利
益
が
あ
が
っ
て
い
て
も
手
元
に
現
金
が
な

い
場
合
も
あ
る
の
で
、
新
年
度
に
く
り
越
し

て
極
力
徴
収
す
る
態
勢
を
取
っ
て
い
る
」

「
余
分
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
払
い
も

ど
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
手
違
い

が
あ
れ
ば
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
措
置
し

改
善
し
て
い
る
」
「
市
営
、
公
営
住
宅
の

入
居
者
に
対
し
て
は
、
半
年
ご
と
に
そ
の
収

入
を
調
査
し
て
い
る
。
入
居
時
よ
り
オ
ー
バ

ー
し
て
い
る
場
合
は
割
り
増
し
料
を
取
っ
て

い
る
が
、
具
体
的
に
名
前
が
あ
げ
ら
れ
た
以

上
は
、
徹
底
的
に
調
べ
て
そ
の
旨
の
措
置
を

講
じ
た
い
」
と
答
弁
。

　

最
後
に
、
仲
本
安
一
議
員
が
社
大
党
（
二

議
席
）
を
代
表
し
て
市
長
の
「
政
治
姿
勢
」

―

と
く
に
一
体
化
政
策
と
国
政
参
加
問
題
に

つ
い
て
問
い
た
だ
し
た
。

　

各
派
代
表
に
よ
る
一
般
質
問
は
午
前
中
で

お
わ
り
、
午
後
は
二
時
か
ら
議
案
審
議
に
入

り
、
こ
れ
ま
で
議
長
席
に
つ
い
て
い
た
辺
野

喜
副
議
長
に
か
わ
っ
て
、
午
後
出
席
し
た
高

良
議
長
が
議
事
進
行
に
あ
た
っ
た
。

　

今
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
十
一
月

の
立
法
院
総
選
挙
に
と
も
な
う
選
挙
関
係
の

「
六
九
年
度
那
覇
市
歳
入
歳
出
追
加
予
算
」

（
議
案
第
84
号
＝
歳
入
・
歳
出
と
も
二
、
二

六
九
㌦
）
と
教
育
関
係
費
の
「
六
九
年
度
那

覇
教
育
区
歳
入
歳
出
補
正
予
算
」
(
議
案
85

号
＝
歳
入
歳
出
と
も
八
、
一
四
〇
、
一
六
一

㌦
)
の
二
件
で
、
約
三
十
分
の
審
議
の
す
え
、

可
決
し
た
。

　

そ
の
あ
と
議
会
建
設
委
員
会
で
審
査
し
て

い
た
八
件
の
陳
情―

「
汀
良
市
場
よ
り
久
場

川
公
営
住
宅
東
入
り
口
間
の
西
側
溝
設
置
」

「
緑
ケ
丘
公
園
指
定
の
建
て
物
地
域
解
消
」

「
宇
栄
原
地
内
学
道
改
修
」
「
字
小
禄
地
内

道
路
開
設
」
「
大
原
地
内
排
水
溝
の
改
修
工

事
」
「
与
儀
地
内
排
水
溝
改
修
と
道
路
舗
装
」

「
寄
宮
地
区
排
水
溝
改
修
」
「
鳥
堀
町
内
旧

二
号
線
沿
い
の
側
溝
設
置
」―

の
審
査
報

告
を
き
い
た
あ
と
、
午
後
三
時
五
分
、
正
味

〝
四
時
間
議
会
〟
は
幕
を
閉
じ
た
。

西
銘
市
長
20
日
に
退
職
／
11
日

に
臨
議
会
を
招
集

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
10
・
３
〕

　

西
銘
市
長
は
、
九
月
十
七
日
に
開
か
れ
た

第
一
〇
五
回
定
例
会
で
、
二
十
日
に
退
職
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
現
在
、
市
当

局
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
、
市
議
会
事
務
局

の
三
者
で
話
し
合
っ
た
結
果
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
予
定
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

市
長
は
、
九
日
に
臨
時
議
会
の
招
集
を
告

示
す
る
と
と
も
に
、
高
良
議
長
に
対
し
て
、
辞

表
を
提
出
す
る
。
市
町
村
の
〝
憲
法
〟
と
も

い
う
べ
き
「
市
町
村
自
治
法
」（
53
年
一
月
制

定
、
立
法
第
一
号
）
で
は
、
市
町
村
長
が
退

職
す
る
場
合
、
議
長
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て

か
ら
二
十
日
た
て
ば
、
自
動
的
に
退
職
で
き

る
わ
け
だ
が
、
そ
の
期
間
内
で
や
め
る
際
は
、

議
会
の
同
意
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
（
第
85

条
）
。

　

西
銘
市
長
の
場
合
は
、
二
十
日
間
の
期
間

に
す
る
と
二
十
九
日
に
な
る
わ
け
で
、
そ
の

た
め
十
一
日
に
臨
時
議
会
（
第
一
〇
六
回
）を

開
き
、
退
職
の
同
意
を
求
め
、
二
十
日
付
け

で
や
め
、
翌
二
十
一
日
に
告
示
さ
れ
る
行
政

主
席
選
挙
に
向
か
っ
て
、
名
実
と
も
に
、
選

挙
運
動
に
乗
り
出
す
。

　

市
長
の
辞
表
を
受
け
取
っ
た
高
良
議
長
は
、

法
で
定
め
ら
れ
た
申
し
出
を
う
け
た
五
日
以

内
の
期
限
最
終
日
の
十
四
日
に
、
赤
嶺
市
選

管
委
員
長
に
対
し
市
長
退
職
申
し
立
て
を
通

知
す
る
。

　

西
銘
市
長
は
来
年
十
二
月
ま
で
ま
だ
任
期

が
残
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
市
町
村
長
が
任

期
途
中
で
や
め
た
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
布

令
「
米
軍
政
府
布
令
第
一
七
号
・
改
正
市
町

村
議
会
議
員
及
び
市
町
村
長
選
挙
法
」（
50
年

７
月
施
行
）
に
か
わ
っ
て
、
七
月
か
ら
実
施

さ
れ
た
民
立
法
の
「
市
町
村
議
会
議
員
及
び

市
町
村
長
選
挙
法
（
68
年
７
月
制
定
、
立
法

第
七
四
号
）
に
よ
る
と
、
議
長
か
ら
市
選
管

委
員
長
が
退
職
申
し
立
て
の
通
知
を
う
け
た

日
か
ら
五
十
日
以
内
に
後
任
の
一
般
選
挙
を

行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
市
長
選
挙
の
期
間
は
十
二
月

三
日
ま
で
で
、
選
挙
は
日
曜
日
に
あ
た
る
十

二
月
一
日
に
行
な
う
よ
う
に
申
し
合
わ
せ
て

い
る
。

　

市
長
の
職
務
代
理
者
で
あ
る
古
堅
第
一
助

役
は
十
一
月
十
三
日
に
辞
表
を
提
出
す
る
予

定
。
選
挙
公
示
は
こ
の
月
の
十
六
日
で
、
同

日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
十
日
間
、
立
候
補

受
け
付
け
期
間
と
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
自
民
党
内
部
で
は
、こ
の
よ
う
な
事

務
当
局
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対
し
て
、
こ
の

日
程
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
主
席
・
立
法
院
選
挙

の
情
勢
を
み
て
、
選
挙
日
を
き
め
た
い
、
と



五
一
〇

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
十
ー
十
一
月

微
妙
な
態
度
を
み
せ
て
い
る
。

西
銘
氏
の
辞
任
承
認
／
那
覇
市

議
会
／
市
長
選
は
十
二
月
一

日〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
８
・
10
・
11
〕

　

主
席
公
選
に
立
候
補
が
予
定
さ
れ
て
い
る

西
銘
順
治
那
覇
市
長
の
辞
任
を
承
認
す
る
那

覇
市
臨
時
議
会
は
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
本

会
議
を
開
き
、
会
期
を
一
日
と
決
め
た
あ
と

同
市
長
の
辞
任
を
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
高
良
議
長
は
十
四
日
に
赤
嶺
市

選
管
委
員
長
に
西
銘
市
長
の
辞
任
を
通
知
、

市
長
選
挙
は
こ
の
日
か
ら
五
十
日
以
内
の
最

終
日
の
日
曜
に
当
た
る
十
二
月
一
日
に
投
票

が
行
な
わ
れ
る
段
取
り
と
な
っ
た
。

　

こ
の
日
の
臨
時
議
会
は
西
銘
市
政
最
後
の

サ
ヨ
ナ
ラ
議
会
と
あ
っ
て
、
与
野
党
議
員
と

も
そ
れ
ぞ
れ
の
感
慨
を
表
情
に
に
じ
ま
せ
て

議
場
に
の
ぞ
ん
だ
。
古
堅
第
一
助
役
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
た
だ
ち
に
西
銘
市
長
辞

任
の
審
議
に
は
い
っ
た
が
、
辞
任
理
由
「
一

身
上
の
つ
ご
う
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
仲
本
安
一
氏
（
社
大
）
が
「
他
意
は
な
い

が
、
議
事
録
に
残
す
た
め
に
も
ち
ゃ
ん
と
辞

任
の
理
由
を
明
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

追
及
。
古
堅
助
役
が
「
事
務
手
続
き
上
、
一

身
上
の
つ
ご
う
と
し
か
、
言
え
な
い
」
と
答

弁
。
こ
れ
を
認
め
て
全
会
一
致
で
辞
任
を
承

認
し
た
。

　

そ
の
後
、
西
銘
市
長
が
「
私
が
退
職
願
い

を
出
し
た
こ
と
に
対
し
、
全
会
一
致
で
承
認

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

過
去
七
年
間
、
議
員
各
位
か
ら
暖
か
い
ご
支

援
、
ご
べ
ん
達
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
し

ま
す
」
と
簡
単
に
辞
任
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
。

　

引
き
続
き
議
会
を
代
表
し
て
高
良
議
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
、
こ
の
高
良
議
長
の
あ
い
さ

つ
に
与
党
席
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
あ
っ
た
が
、

野
党
議
員
団
は
し
ぶ
い
表
情
だ
っ
た
。
な
お
、

西
銘
市
長
の
辞
任
は
十
月
二
十
日
付
け
と
な

っ
て
お
り
、
市
当
局
で
は
十
九
日
午
前
十
時

か
ら
市
庁
舎
一
階
広
場
で
退
任
式
を
行
な
う

予
定
。

｜
社　

説
｜

公
選
主
席
と
新
し
い
沖
縄

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
11
・
12
〕

　

内
外
の
注
目
と
関
心
を
集
め
た
激
し
い
選

挙
は
終
わ
っ
た
。
沖
縄
初
の
公
選
主
席
に
革

新
共
闘
統
一
候
補
の
屋
良
朝
苗
氏
が
選
ば
れ
、

立
法
院
の
保
守
・
革
新
勢
力
分
野
は
十
八
対

十
四
の
現
状
維
持
に
な
っ
た
。
戦
い
す
ん
で
、

敗
北
の
西
銘
候
補
は
「
健
全
野
党
と
し
て
屋

良
主
席
へ
の
協
力
」
を
誓
い
、
勝
利
の
屋
良

候
補
は
「
戦
い
を
忘
れ
た
県
民
の
一
致
団
結
」

を
呼
び
か
け
た
。

　

こ
ん
ど
の
選
挙
戦
が
従
来
に
な
く
激
し
い

も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
初
の
主
席
公
選

の
意
義
は
、
ま
た
こ
の
両
候
補
の
勝
利
の

弁
、
敗
北
の
弁
に
、
新
し
い
時
代
と
と
も
に

〝
新
し
い
沖
縄
〟
の
誕
生
の
息
吹
き
を
感
じ

と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
も
発
見

で
き
て
う
れ
し
い
。
そ
れ
は
単
に
二
十
三
年

間
に
わ
た
る
異
民
族
支
配
に
対
す
る
沖
縄

県
民
の
批
判
の
声
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
超
越
し
た
普
遍
的
原
理
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

沖
縄
の
住
民
が
、
こ
ん
ど
初
め
て
、
み
ず

か
ら
の
手
に
よ
っ
て
首
長
を
選
ん
だ
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
〝
民
族
自
決
〟
の
原
理

が
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦

前
、
戦
後
を
通
じ
て―

と
い
う
よ
り
、
沖
縄

一
千
年
の
歴
史
の
な
か
で
初
め
て
の
大
事
件

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
主
席
公
選
の

真
の
意
義
を
見
い
だ
す
。
沖
縄
に
お
け
る
民

主
主
義
は
こ
ん
ど
の
投
票
の
日
か
ら
出
発
し

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
他
に
、
こ
ん
ど
の
選
挙
に
意
義
を
見

い
だ
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
前
述
の
異
民
族

統
治
下
に
お
い
て
、
民
主
的
に
自
由
投
票
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
自
由
な
民
族
の
精

神
の
発
露
に
よ
っ
て
、
沖
縄
が
求
め
て
い
る

人
の
選
択
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
い
か
な
る
権
力
や
金
力
や
干

渉
に
も
侵
さ
れ
ぬ
尊
い
自
主
独
立
に
富
ん
だ

た
く
ま
し
い
精
神
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
切

に
す
べ
き
「
た
ま
し
い
」
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。

　

主
席
選
挙
に
お
け
る
屋
良
候
補
の
勝
利
は

わ
れ
わ
れ
に
、
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
「
組
織

と
人
」
と
の
、
芸
術
に
も
た
と
え
る
べ
き
力

の
表
現
を
感
じ
さ
せ
た
。
人
を
得
て
、
そ
れ

に
強
力
な
組
織
を
も
っ
て
お
れ
ば
、
力
は
遺

憾
な
く
発
揮
さ
れ
る
。
こ
ん
ど
の
場
合
は
ま

さ
に
そ
う
で
あ
っ
た
。
沖
縄
の
政
党
は
真
の

政
権
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
政
党
自
体
も
組
織

か
ら
言
え
ば
ま
だ
軟
弱
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
革
新
政
党
が
党
派
を
越
え
て
屋
良

氏
を
推
し
、
加
え
る
に
政
党
以
上
の
強
力

な
、
侵
さ
れ
ぬ
組
織
で
あ
る
教
職
員
会
を
も

っ
て
お
れ
ば
、
力
学
的
に
も
一
党
だ
け
で
は

た
ち
打
ち
で
き
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ

ろ
う
。

　

こ
れ
は
屋
良
氏
の
人
と
な
り
と
と
も
に
、

県
民
の
政
権
交
代
を
期
待
す
る
心
理
に
も
つ

な
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
え
ず
新
し

い
時
代
の
波
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
は
人
間

の
自
然
の
欲
求
で
あ
り
、
こ
れ
を
と
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

一
党
に
よ
る
政
権
が
二
期
、
三
期
と
続
く

と
国
民
に
自
然
に
政
権
に
対
す
る
け
ん
怠
を

感
ぜ
し
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
ど
こ
の
国

で
も
同
じ
で
あ
る
。
大
衆
人
民
は
、
一
般
的

に
保
守
的
性
格
を
持
っ
て
お
り
社
会
の
急
激
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な
変
革
は
望
ま
な
い
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、

た
え
ず
ざ
ん
新
な
も
の
を
求
め
て
い
る
の
が

常
で
あ
れ
ば
、
外
国
に
よ
る
支
配
の
下
、
ほ

と
ん
ど
一
党
政
権
で
二
十
三
年
も
生
活
し
て

き
て
、
そ
れ
に
う
ま
な
い
と
い
う
の
が
お
か

し
い
。

　

屋
良
候
補
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
結
実
さ
せ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
組
織
を
持
っ
て
い

た
。
物
理
的
に
考
え
て
も
屋
良
候
補
は
当
選

す
べ
く
し
て
当
選
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

当
選
後
の
屋
良
氏
の
課
題
は
大
き
い
。
と

く
に
公
選
主
席
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ま
で
の

任
命
主
席
と
は
本
質
的
に
違
う
も
の
が
あ
る
。

責
任
の
主
体
は
県
民
に
あ
り
、
県
民
の
意
思

を
そ
の
意
思
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

公
選
主
席
と
し
て
の
立
ち
場
か
ら
当
然

立
法
院
で
の
答
弁
問
題
と
い
う
こ
と
も
出

て
来
よ
う
が
、
こ
れ
も
従
来
の
慣
例
に
従
う

こ
と
は
許
さ
れ
ま
い
。
立
法
院
の
勢
力
分
野

が
、
従
来
の
与
野
党
の
地
位
を
そ
の
ま
ま
置

き
か
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
今
後
の
議
会
運
営

の
困
難
を
予
測
す
る
む
き
も
あ
る
が
、
す
べ

て
が
「
県
民
本
位
の
政
治
」
と
い
う
屋
良
公

選
主
席
の
信
条
に
立
て
ば
、
議
会
も
反
対
の

た
め
の
反
対
と
い
う
立
ち
場
は
と
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

と
く
に
こ
ん
ど
の
選
挙
戦
を
通
じ
て
選
挙

民
は
、
何
も
の
を
も
恐
れ
ず
、
遠
慮
す
る
こ

と
も
気
が
ね
す
る
こ
と
も
な
く
み
ず
か
ら
の

意
思
を
表
現
す
る
こ
と
を
知
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
自
分
に
と
っ
て
何
が
一
番
利
益
に
な
る

と
判
断
し
、
そ
の
た
め
の
主
張
を
す
る
こ
と

を
覚
え
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
が
自
主
性
で

あ
り
、
人
間
と
し
て
の
主
体
性
の
確
立
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
主
体
性
に
目
ざ
め
た
と
き

わ
れ
わ
れ
は
沖
縄
県
民
と
し
て
何
を
な
す
べ

き
か
を
み
ず
か
ら
さ
と
る
よ
う
に
な
る
。

　

戦
い
に
敗
れ
た
西
銘
候
補
は
屋
良
候
補
へ

の
協
力
を
誓
い
、
屋
良
公
選
主
席
は
し
こ
り

の
な
い
大
同
団
結
を
呼
び
か
け
た
。
選
挙
民

が
選
択
を
迫
ら
れ
た
の
は
、
沖
縄
の
方
向
の

〝
路
線
〟
で
あ
り
、
違
う
目
標
の
選
択
そ
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
県
民
福

祉
の
方
法
論
の
ど
れ
を
と
る
か
で
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
福
祉
を
求
め
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
戦
い
す
ん
で
、
わ
れ
わ
れ
は
見
解
の

多
様
性
が
、
よ
り
大
き
な
団
結
を
結
実
す
る

こ
と
を
の
ぞ
む
も
の
で
あ
る
。

保
守
・
革
新
／
那
覇
市
長
選
も

対
決
／
主
席
選
と
は
違
う
、

古
堅
氏
／
楽
観
ム
ー
ド
警
戒
、

平
良
氏

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
11
・
14
〕

　

十
六
日
に
告
示
さ
れ
る
那
覇
市
長
選
挙
に

つ
い
て
、
那
覇
市
議
会
与
党
議
員
（
市
政
ク
ラ

ブ
、
新
風
会
、
無
所
属
）
二
十
人
は
、
十
三

日
正
午
か
ら
那
覇
市
内
某
所
で
会
合
を
開
き
、

那
覇
市
長
選
の
対
策
を
協
議
し
た
。
そ
の
結

果
、
市
長
選
候
補
者
は
「
予
定
通
り
古
堅
宗

徳
氏
（
那
覇
市
第
一
助
役
）
を
自
民
党
公
認

候
補
と
し
て
出
す
」
こ
と
を
確
認
、
十
四
日

開
か
れ
る
同
党
の
選
対
会
議
に
こ
の
こ
と
を

申
し
入
れ
る
よ
う
決
定
し
た
。
ま
た
、
革
新

側
は
平
良
良
松
氏
（
社
大
党
会
計
長
）
を
統

一
候
補
に
立
て
、
主
席
・
立
法
院
選
の
那
覇

地
区
で
の
大
勝
の
余
勢
を
か
っ
て
那
覇
市
長

の
イ
ス
も
手
中
に
収
め
る
構
え
で
あ
り
、
十

四
日
午
後
選
対
本
部
で
中
央
選
対
会
議
を
開

き
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
協
議
す
る
。

こ
れ
で
那
覇
市
長
選
挙
は
、
い
よ
い
よ
保
守
、

革
新
の
対
決
で
動
き
出
し
た
。

　

那
覇
市
議
会
議
員
の
会
合
に
は
保
守
系
議

員
二
十
人
（
市
政
ク
ラ
ブ
、
新
風
会
、
無
所

属
）
と
古
堅
助
役
、
市
の
各
部
長
ら
も
出
席

し
て
市
長
選
に
た
い
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
主
席
・
立
法
院

選
と
市
長
選
は
性
質
が
違
う
の
で
保
守
系
市

議
団
二
十
人
が
自
分
の
選
挙
と
同
じ
よ
う
に

取
り
組
み
、
二
十
人
の
支
持
票
を
古
堅
氏
に

結
び
つ
け
れ
ば
十
分
勝
て
る―

と
情
勢
を
分

析
し
た
。
ま
た
西
銘
前
市
長
が
行
な
っ
た
事

業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
〝
西
銘
市

政
〟
推
進
者
の
一
人
で
あ
っ
た
古
堅
氏
を
立

て
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

　

こ
の
た
め
「
古
堅
氏
を
立
て
て
革
新
側
に

決
戦
を
い
ど
む
」
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
こ

と
を
十
四
日
に
開
か
れ
る
同
党
選
対
に
強
く

申
し
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
四
日
の
選

対
に
は
党
三
役
、
新
議
員
、
党
総
務
ら
も
出

席
、
市
長
問
題
に
た
い
す
る
同
党
の
最
終
的

態
度
が
打
ち
出
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

る
だ
け
に
、
こ
れ
を
前
に
市
長
選
の
〝
中
核

部
隊
〟
と
な
る
那
覇
市
議
員
団
が
こ
の
よ
う

な
決
定
を
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　

一
方
、
革
新
側
は
十
三
日
午
後
三
時
か
ら

那
覇
市
松
尾
の
八
汐
荘
で
那
覇
市
政
革
新
共

闘
会
議
（
宮
里
栄
輝
議
長
）
拡
大
幹
事
会
を

開
き
、
市
長
選
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
そ
の
結
果
「
主
席
・
立
法
院
選
で

の
那
覇
地
区
で
の
圧
勝
か
ら
み
て
楽
観
ム
ー

ド
さ
え
い
ま
し
め
て
か
か
れ
ば
市
長
選
は
十

分
に
勝
て
る
」
と
判
断
し
て
い
る
。
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
主
席
・
立
法
院
選
の
中
央
選

対
と
那
覇
地
区
の
革
新
共
闘
を
存
続
さ
せ
て

こ
れ
を
中
心
に
し
て
市
長
選
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
市
政
共
闘
の
組
織
を
拡
大

し
、
新
た
に
労
対
、
婦
人
対
策
、
青
学
対

策
、
教
員
対
策
の
各
部
を
設
置
す
る
と
と
も

に
弁
護
団
を
置
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

さ
ら
に
告
示
と
同
時
に
革
新
の
那
覇
市
議

団
と
立
法
院
選
に
当
選
し
た
革
新
系
議
員
、

労
組
、
青
年
、
学
生
の
活
動
家
を
全
琉
か
ら

総
動
員
し
て
〝
人
海
戦
術
〟
を
展
開
し
、
市

長
選
に
圧
勝
を
収
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。



五
一
二

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
十
一
月

保
守
か
革
新
か
！
再
度
の
決
戦

／
那
覇
市
長
選
、
序
盤
の
形

　

勢
〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
11
・
17
〕

　

十
六
日
の
告
示
で
ス
タ
ー
ト
し
た
那
覇
市

長
選
挙
は
、
主
席
、
立
法
院
議
員
選
挙
に
つ

い
で
保
守
、
革
新
の
両
陣
営
が
再
び
は
げ
し

い
攻
防
を
展
開
し
て
い
る
。
自
民
党
公
認
候

補
古
堅
宗
徳
氏
（
五
二
＝
前
那
覇
市
助
役
）

と
社
大
党
公
認
・
那
覇
市
政
革
新
共
闘
会
議

推
せ
ん
候
補
平
良
良
松
氏
（
六
二
＝
社
大
党

会
計
長
）
と
の
一
騎
打
ち
だ
が
、
革
新
側
は

主
席
選
圧
勝
に
よ
る
余
勢
を
か
っ
て
早
く
も

楽
勝
ム
ー
ド
。
こ
れ
に
対
し
自
民
側
は
主
席

選
の
雪
辱
を
ね
ら
っ
て
必
死
の
反
撃
を
開
始

し
て
い
る
。
そ
こ
で
那
覇
市
長
選
の
序
盤
を

展
望
し
て
見
た
。

自
民
陣
営
／
必
死
の
反
撃
を
開
始
／
中

盤
戦
ま
で
に
態
勢
ば
ん
回

　

主
席
選
の
敗
北
に
よ
る
自
民
党
の
苦
悩
と

動
揺
は
大
き
く
、
同
党
の
一
部
に
は
こ
の
際

那
覇
市
長
選
挙
を
見
送
り
、
党
の
体
制
建
て

な
お
し
を
は
か
る
べ
き
だ
と
す
る
消
極
論
が

出
た
。
し
か
し
、
自
民
系
の
那
覇
市
議
団
が

❶
公
党
の
面
目
に
か
け
て
も
対
決
す
べ
き
で

あ
る
❷
来
年
七
月
の
市
議
選
に
向
け
る
強
力

な
地
固
め
に
な
る―

と
し
て
強
硬
な
態
度
を

示
し
結
局
十
四
日
の
自
民
党
総
務
会
で
古
堅

擁
立
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
告
示
直

前
ま
で
は
自
民
党
内
部
に
足
並
み
の
乱
れ
は

あ
っ
た
が
、
総
務
会
の
意
思
統
一
と
同
時
に

挙
党
体
制
で
取
り
組
む
構
え
を
見
せ
て
い
る
。

　

古
堅
候
補
側
は
那
覇
市
議
団
が
主
戦
力
と

な
っ
て
い
る
。
自
民
系
の
那
覇
市
議
で
構
成

さ
れ
て
い
る
那
覇
市
政
ク
ラ
ブ
(
会
長
・
平

良
、
亀
助
氏
＝
十
五
人
)
と
新
風
会
（
会
長
・

平
良
真
次
郎
氏
＝
四
人
）
の
計
十
九
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
勢
力
分
野
で
陣
頭
指
揮
を
と
り
活

発
な
市
政
報
告
会
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
革
新
側
の
主
力
メ
ン
バ
ー
は

今
回
の
立
法
院
選
挙
で
当
選
し
た
那
覇
地
区

の
革
新
議
員
団
、
そ
れ
に
社
大
、
人
民
の
六

市
議
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　

両
陣
営
の
攻
防
を
立
法
院
議
員
選
挙
の
選

挙
区
単
位
に
分
析
し
て
み
る
と
や
は
り
主
席
、

立
法
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
自
民
側
の
敗
北

は
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
那

覇
地
区
で
の
主
席
選
で
約
一
万
八
千
票
、
立

法
院
選
で
は
二
万
余
票
も
革
新
陣
営
に
差
を

つ
け
ら
れ
て
お
り
、
保
守
陣
営
の
巻
き
返
し

が
注
目
さ
れ
る
が
、
自
民
党
の
那
覇
市
長
選

挙
対
策
本
部
辺
野
喜
英
興
代
表
は
❶
主
席
，

立
法
院
選
で
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
よ
う
に

票
の
動
向
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
も
の
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
主
席
、
立
法
院
選
で
の
支

持
票
が
そ
の
ま
ま
那
覇
市
長
選
挙
に
結
び
つ

く
と
は
考
え
て
い
な
い
❷
し
か
し
、
革
新
側

が
主
席
選
に
勝
利
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
わ

ゆ
る
革
新
ム
ー
ド
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の

は
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
に

わ
れ
わ
れ
は
奮
起
一
番
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
❸
過
去
七
年
間
の
西
銘
市
政
の
実
績
は
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
生
活
に
直
結

し
た
水
道
、
道
路
、
下
水
道
な
ど
の
問
題
を

重
点
的
に
取
り
上
げ
そ
の
政
策
浸
透
に
馬
力

を
か
け
れ
ば
中
盤
戦
ま
で
に
は
五
分
の
体
勢

に
持
ち
込
め
る
自
信
が
あ
る―

と
強
調
し
て

い
る
。

　

革
新
陣
営
／
早
く
も
圧
勝
ム
ー
ド
／

組
織
、
地
盤
の
再
点
検
に
主
体

　

こ
れ
に
対
し
て
那
覇
市
政
革
新
共
闘
会
議

の
宮
里
栄
輝
代
表
は
❶
わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま

で
も
三
大
選
挙
の
一
環
と
し
て
全
県
民
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
水
道
、
道

路
、
住
宅
難
の
解
消
な
ど
市
民
生
活
に
結
び

つ
く
政
策
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

屋
良
政
府
を
支
え
る
主
力
と
な
る
の
は
那
覇

市
政
で
あ
り
、
是
が
非
で
も
圧
勝
し
行
政
府
、

那
覇
市
が
歩
調
を
そ
ろ
え
た
革
新
政
治
を
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
❷
那
覇
市
長
選
も

主
席
、
立
法
院
選
と
同
様
に
本
土
側
の
強
い

関
心
を
集
め
て
お
り
、
来
週
中
に
も
本
土
側

の
革
新
支
援
団
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る―
と
語
っ
て
い
る
。

　

立
法
院
選
の
那
覇
地
区
の
第
十
七
区
(
真

和
志
中
部
)
と
十
八
区
（
真
和
志
南
部
）
に

お
け
る
革
新
側
の
圧
勝
は
同
地
域
に
創
価
学

会
票
が
大
量
に
流
れ
込
ん
だ
こ
と
も
大
き
な

要
素
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
て

お
り
、
自
民
側
は
再
び
創
価
学
会
関
係
者
の

抱
き
込
み
工
作
に
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い

る
。
沖
縄
公
明
会
（
安
見
福
寿
幹
事
長
）
に

よ
る
と
、
那
覇
市
に
居
住
す
る
創
価
学
会
会

員
の
世
帯
数
は
約
一
万
一
千
で
、
有
権
者
は

二
万
人
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で

沖
縄
公
明
会
所
属
の
安
見
、
友
利
、
椿
、
大

浜
氏
ら
那
覇
市
議
が
、
西
銘
市
政
に
全
面
的

に
協
力
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
主
席
、
立
法

院
選
で
は
創
価
学
会
員
の
大
半
が
自
民
側
に

流
れ
る
も
の
と
観
測
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
選

挙
後
の
分
析
で
は
六
対
四
の
割
り
合
い
で
革

新
側
に
多
く
流
れ
込
ん
だ
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。そ
の
た
め
自
民
側
は
公
明
会
の
四
幹
部
を

通
じ
積
極
的
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
し
て

い
る
が
、
沖
縄
公
明
会
に
よ
る
と
、
市
長
選
で

も
同
公
明
会
で
は
厳
正
中
立
の
姿
勢
を
貫
く

と
言
っ
て
お
り
、
そ
の
去
就
は
も
っ
ぱ
ら
両

陣
営
の
戦
術
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

創
価
学
会
票
の
動
き
も
大
勢
を
左
右
す
る

ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
が
、
保

守
陣
営
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
問
題
は
今
回

の
主
席
、
立
法
院
選
で
旧
来
の
保
守
地
盤
と

い
わ
れ
て
い
た
旧
那
覇
市
、
旧
小
禄
の
両
地

区
が
革
新
側
に
大
き
く
切
り
く
ず
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
ま
た
強
固
な

革
新
地
盤
と
い
わ
れ
て
い
る
旧
真
和
志
、
旧



五
一
三

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
十
一
月

首
里
の
切
り
く
ず
し
に
ど
れ
だ
け
の
効
果
を

あ
げ
得
る
か
、
そ
の
結
果
が
当
落
の
カ
ギ
に

な
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

自
民
、
革
新
地
盤
の
切
り
崩
し
へ

　

第
十
六
区
の
旧
首
里
は
、
革
新
側
の
久
高

友
敏
氏
に
た
い
し
保
守
側
は
大
山
盛
幸
氏
が

有
力
な
参
謀
、
双
方
と
も
来
年
七
月
の
那
覇

市
議
選
へ
の
テ
コ
入
れ
も
あ
っ
て
着
々
と
地

固
め
を
し
て
い
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
革
新

側
が
優
勢
。
第
十
七
区
、
第
十
八
区
、
第
十

九
区
の
旧
真
和
志
地
区
で
は
、
革
新
側
が
組

織
の
再
点
検
を
し
な
が
ら
防
衛
体
制
を
固
め

つ
つ
あ
る
の
に
た
い
し
自
民
側
は
西
銘
総
裁

を
相
談
役
に
新
垣
義
徳
（
前
那
覇
市
助
役
）

喜
舎
場
盛
一
（
那
覇
市
議
）
金
城
重
正
（
那

覇
市
議
）
比
嘉
佑
直
（
那
覇
市
議
）
ら
が
中

心
と
な
っ
て
革
新
地
盤
の
切
り
く
ず
し
に
戦

術
の
転
換
を
練
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
い
ま
の

と
こ
ろ
市
政
報
告
会
が
主
体
と
な
っ
て
こ
れ

と
い
っ
た
ウ
ル
ト
ラ
戦
術
は
見
当
た
ら
な
い
。

旧
真
和
志
地
区
は
最
も
創
価
学
会
票
の
多
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
郷
党
票
の
多
い
地
域

で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
票
固
め
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。
現
時
点
で
は
革
新
側
が
圧
倒
的
な

強
味
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

第
二
十
区
、
第
二
十
一
区
、
二
十
二
区
の

旧
那
覇
地
区
に
お
け
る
自
民
側
の
主
役
は
伊

良
波
長
幸
氏
を
陣
頭
に
辺
野
喜
英
興
（
那
覇

市
議
）
渡
口
麗
秀
氏
、
喜
久
山
朝
重
（
那
覇

市
議
）
比
嘉
朝
四
郎
（
那
覇
市
議
）
ら
が
顔

を
そ
ろ
え
て
い
る
。
各
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

盤
を
基
礎
に
し
て
、
巻
き
返
し
を
は
か
っ
て

い
る
が
、
革
新
側
で
は
「
那
覇
市
議
団
を
陣

頭
に
し
た
切
り
く
ず
し
戦
術
は
最
も
効
果
が

あ
り
油
断
が
で
き
な
い
」
と
し
て
警
戒
し
て

い
る
。

　

革
新
、
自
民
の
危
機
感
戦
術
警
戒

　

旧
小
禄
は
強
固
な
保
守
地
盤
と
さ
れ
な
が

ら
も
主
席
選
で
は
野
党
統
一
の
屋
良
候
補
が

自
民
党
公
認
の
西
銘
候
補
を
上
ま
わ
る
得
票

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
赤
嶺
保
三
郎
、
平
良
亀

助
、
赤
嶺
慎
英
氏
ら
小
禄
出
身
の
那
覇
市
議

と
同
区
選
出
の
立
法
院
議
長
嶺
秋
夫
氏
ら
が

合
議
の
う
え
大
幅
な
戦
術
転
換
を
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
序
盤
戦
で
は
も
っ
ぱ
ら
保
守

側
が
革
新
攻
勢
の
反
撃
に
全
力
を
投
入
し
て

お
り
、こ
れ
に
対
す
る
革
新
陣
営
は
主
席
、
立

法
院
選
に
お
け
る
地
盤
の
再
点
検
に
主
体
を

お
い
て
い
る
。

総
合
的
に
見
て
革
新
側
が
圧
倒
的
に
リ
ー
ド

し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
し

か
し
、
自
民
側
は
那
覇
市
長
選
の
勝
利
は
屋

良
政
権
打
倒
の
強
力
な
布
石
に
な
る
と
し
て
、

危
機
感
戦
術
の
盛
り
上
げ
に
や
っ
き
に
な
っ

て
お
り
、
革
新
側
に
と
っ
て
も
楽
観
は
で
き

な
い
。
ま
た
自
民
党
西
銘
総
裁
は
十
七
日
上

京
し
て
本
土
政
府
与
党
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
中

盤
戦
か
ら
は
本
土
ぐ
る
み
の
対
決
に
発
展
す

る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

私
は
約
束
す
る
／
自
民
党
公
認
／
古
堅
宗

徳
候
補
／
市
民
に
直
結
し
た
政
治
を

　

【
基
本
姿
勢
】
健
康
で
文
化
的
近
代
都
市
の

建
設
を
目
的
と
し
、
西
銘
前
市
長
の
施
策
を

引
き
継
ぎ
、
対
外
的
に
は
日
米
両
政
府
と
密

接
な
連
係
を
と
り
な
が
ら
誠
意
と
英
断
を
も

っ
て
市
政
に
対
処
す
る
。
ま
た
、
県
民
の
悲

願
で
あ
る
祖
国
復
帰
実
現
に
最
大
の
努

力
を
払
う
。
市
民
に
対
し
て
は
〝
対
話
と
信

頼
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
市
民
生
活
に
直
結
す
る

政
治
を
行
な
う
と
と
も
に
復
帰
実
現
の
さ
い
、

那
覇
市
を
含
む
沖
縄
が
混
乱
に
お
ち
い
る
よ

う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
本
土
と
の
格
差
是

正
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、
本
土
と
の
一
体
化

路
線
を
踏
襲
す
る
。

　

【
重
点
施
策
】
広
域
都
市
計
画
を
推
進
さ
せ

る
。
近
年
、
那
覇
市
は
国
際
都
市
へ
と
発
展
移

行
し
つ
つ
あ
る
が
、
半
面
、
全
琉
か
ら
那
覇

市
へ
の
人
口
流
入
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
産
業

の
集
中
、
急
速
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
が
も
た
ら
し
た
過
密
現
象
に
よ
っ
て
、
都

市
の
機
能
は
マ
ヒ
状
態
に
お
ち
い
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
病
根
と
な
っ
て
、
交
通
問
題
、
住
宅

問
題
、
環
境
衛
生
、
都
市
公
害
が
も
ち
あ
が

っ
て
く
る
。
そ
こ
で
ま
ず
交
通
行
政
に
力
を

入
れ
、
と
く
に
道
路
網
の
整
備
と
建

設
、
市
民
の
生
活
環
境
の
整
備
に
あ
た
る
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
市
の
財
政
強
化
が
必
要
。

財
源
を
確
保
し
て
初
め
て
プ
ラ
ン
が
実
現
で

き
地
域
の
有
機
的
活
用
が
可
能
で
あ
る
。

　

【
財
政
】
財
政
の
強
化
策
と
し
て
①
日
米
政

府
か
ら
大
幅
な
財
源
を
獲
得
し
〝
三
割
財
政

〟
か
ら
脱
却
す
る
②
税
源
の
適
正
配
分
③
市

町
村
交
付
税
の
増
額
獲
得
④
資
金
運
用
部
資

金
ワ
ク
の
拡
大
を
は
か
る
。

　

【
都
市
計
画
】
国
家
的
事
業
と
し
て
日
米
両

政
府
か
ら
「
援
助
」
を
と
り
よ
せ
、
広
域
都

市
計
画
を
推
進
す
る
。
具
体
的
に
は
①
道
路

の
整
備
面
で
は
市
道
の
完
全
舗
装
、
幹
線
道

路
の
新
設
整
備
、
た
と
え
ば
、
浦
添―

小
禄

バ
イ
パ
ス
、
環
状
線
な
ど
②
潮
渡
川
そ
の
他

の
河
川
排
水
の
新
設
整
備
③
土
地
区
画
、
た

と
え
ば
住
宅
地
区
、
工
業
地
区
、
商
業
地
区
、

オ
フ
ィ
ス
セ
ン
タ
ー
等
、
地
域
区
分
事
業
の

推
進
④
ス
ラ
ム
街
、
不
良
住
宅
街
の
改
造
⑤

安
謝
地
先
埋
め
立
て
事
業
の
推
進
。
ま
た
都

市
計
画
を
推
進
す
る
上
で
米
軍
基
地
の
存

在
が
じ
ゃ
ま
に
な
る
場
合
は
、
双
方
が
話
し

合
い
理
解
と
協
力
の
も
と
に
解
決
し
て
ゆ

く
。

　

【
住
宅
・
生
活
環
境
】
〝
す
み
よ
い
都
市
づ

く
り
〟
の
第
一
は
環
境
整
備
で
あ
り
①
公
営
、

市
営
住
宅
の
増
設
②
漫
湖
の
公
園
化
や
野
外

音
楽
堂
の
建
設
③
子
ど
も
の
遊
び
場
作
り
交

通
戦
争
か
ら
守
る
④
上
下
水
道
の
整
備
拡
充
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⑤
市
民
の
集
会
の
場
と
し
て
公
会
堂
の
建
設

⑥
町
界
町
名
整
理
⑦
ゴ
ミ
処
理
の
推
進
と
週

二
回
定
日
ゴ
ミ
収
集
の
実
現
⑧
河
川
の
悪
臭

追
放
。

　

【
産
業
経
済
】
①
泊
、
那
覇
両
港
の
整
備
と

安
謝
新
港
の
建
設
②
中
小
商
工
業
お
よ
び
農

業
、
水
産
業
の
振
興
③
卸
売
市
場
、
公
設
市

場
の
新
設
④
観
光
事
業
の
振
興
。

　

【
社
会
福
祉
】
①
社
会
保
障
制
度
の
充
実
②

共
稼
ぎ
夫
婦
の
た
め
の
保
育
所
の
増
設
③
教

育
施
設
の
充
実
④
少
年
の
非
行
化
防
止
と
健

全
育
成
④
老
人
福
祉
の
向
上
⑤
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
。

市
職
員
は
、
市
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
サ
ー

ビ
ス
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
真
の
公
僕
と
し
て

市
民
に
奉
仕
さ
せ
る
。

私
は
約
束
す
る
／
革
新
統
一
／
平
良
良

松
候
補
／
庶
民
中
心
の
清
潔
な
行
政

　

【
基
本
的
姿
勢
】
「
地
方
自
治
と
い
え
ど
も

す
べ
て
の
施
策
を
祖
国
復
帰
の
方
向
に
即
応

せ
し
め
る
と
と
も
に
〝
住
民
奉
仕
〟
に
原
則

を
堅
持
し
、
清
潔
な
政
治
を
確
立
す
る
」
と

い
う
革
新
統
一
綱
領
に
の
っ
と
り
、
反
戦
平

和
、
祖
国
復
帰
、
自
治
権
拡
大
を
大
前
提
と

す
る
。
市
政
に
対
し
て
は
①
権
力
政
治
や
官

僚
行
政
を
排
除
し
、
市
民
と
の
対
話
に
よ
る

明
る
い
市
政
②
庶
民
中
心
の
清
潔
な
行
政
③

住
み
よ
い
平
和
な
町
づ
く
り
の
三
本
柱
が
基

本
的
方
針
。
さ
ら
に
屋
良
新
主
席
の
琉
球
政

府
と
緊
密
な
連
絡
を
と
り
、
沖
縄
の
首
都
「
那

覇
」
の
建
設
に
あ
た
る
。

　

【
重
点
施
策
】
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
那
覇
市
復
興
の
促
進
。
と
く
に

本
土
政
府
か
ら
戦
災
復
興
費
と
し
て
国
庫
支

出
を
要
求
、
戦
後
長
期
に
わ
た
っ
て
無
視
さ

れ
た
戦
災
復
興
問
題
に
つ
い
て
、
本
土
被
災

都
市
な
み
の
措
置
を
講
ず
る
。

　

【
財
政
】
対
米
追
従
の
市
政
を
排
除
し
、
民

主
的
な
行
財
政
を
確
立
す
る
た
め
に
①
市
町

村
交
付
税
の
増
額
要
求
②
日
本
政
府
の
国
庫

支
出
金
を
要
求
③
煙
草
消
費
税
等
の
市
町
村

移
管
を
要
求
④
那
覇
商
港
の
市
へ
の
移
管
要

求
⑤
市
町
村
義
務
外
の
超
過
負
担
の
解
消

⑥
こ
れ
ら
の
実
現
に
よ
っ
て
実
質
的
減
税
が

可
能
に
な
る
。

　

【
都
市
計
画
】
①
適
正
な
道
路
計
画
を
樹
立

し
、
幹
線
道
路
の
開
発
と
改
修
事
業
の
強
化

②
河
川
、
排
水
の
整
備
と
低
地
帯
の
水
害
対

策
を
講
ず
る
③
下
水
道
事
業
に
対
す
る
業
者

や
権
力
の
不
当
介
入
に
反
対
し
、
市
の
自
主

的
な
建
設
の
推
進
④
市
民
本
位
の
合
理
的
な

区
画
整
理
事
業
を
行
な
う
⑤
市
民
の
生
命
財

産
を
お
び
や
か
し
都
市
計
画
の
阻
害
に
な
る

与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
、
上
之
屋
の
軍
事
施

設
の
開
放
を
要
求
⑥
水
道
事
業
は
完
全
給
水

体
制
を
と
り
、
水
道
公
社
の
民
移
管
を
強
力

に
要
求
、
自
己
水
源
の
開
発
を
は
か
り
、
水

道
料
金
の
値
下
げ
を
は
か
る
。

　

【
住
宅
・
環
境
衛
生
】
①
公
営
住
宅
の
建
設
、

と
く
に
低
所
得
者
層
の
た
め
の
公
営
住
宅
入

居
条
件
の
改
善
②
住
宅
難
解
消
の
た
め
、
本

土
、
琉
球
両
政
府
の
財
政
支
出
を
要
求
③
ゴ

ミ
処
理
車
の
増
車
、
ゴ
ミ
焼
却
や
し
尿
処
理

の
科
学
的
処
理
方
法
の
拡
充
④
公
害
防
除
対

策
を
た
て
、
行
政
指
導
の
強
化
。

　

【
産
業
経
済
】
中
小
企
業
の
保
護
育
成
に
重

点
を
お
き
①
企
業
診
断
の
実
施
と
企
業
の
近

代
化
②
信
用
保
障
制
度
の
助
長
③
中
小
企
業

の
税
負
担
の
軽
減
④
中
小
企
業
基
本
法
の
制

定
に
つ
と
め
る
。
農
漁
民
の
生
活
を
守
る
た

め
に
①
生
産
費
と
所
得
を
保
障
す
る
生
産
物

の
価
格
を
要
求
②
農
具
、
漁
港
の
整
備
③
農

漁
協
の
育
成
、
体
質
改
善
に
の
り
出
す
。

　

【
社
会
福
祉
】
市
民
文
化
の
向
上
の
た
め
①

公
園
、
公
会
堂
、
体
育
館
、
遊
び
場
、
市
立

図
書
館
等
の
建
設
②
働
く
婦
人
の
た
め
の
保

育
所
の
増
設
③
母
子
家
庭
の
福
祉
対
策
の
強

化
④
婦
人
や
青
年
団
体
を
育
成
、
社
会
教
育

の
充
実
を
は
か
る
。
労
働
者
の
生
活
と
権
利

を
守
る
た
め
に
①
労
働
条
件
の
改
善
②
地
公

法
、
教
公
二
法
等
の
弾
圧
立
法
に
反
対
。
ま

た
市
職
員
の
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
市
民
奉

仕
さ
せ
る
た
め
、
権
利
義
務
を
明
確
に

し
、
人
事
、
職
員
研
修
等
の
改
善
充
実
を
は

か
る
。

那
覇
市
長
に
平
良
良
松
氏
〔
革

新
肱
／
古
堅
氏
に
三
万
票
差

／
平
良
良
七
万
二
千
、
古
堅

三
万
八
千
票
／
正
午
現
在 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
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〕

　

主
席
、
立
法
院
議
員
選
挙
の
あ
と
を
受
け

て
行
な
わ
れ
た
那
覇
市
長
選
挙
は
、
社
大
党

公
認
、
革
新
統
一
候
補
の
平
良
良
松
候
補
が

自
民
党
公
認
の
古
堅
宗
徳
候
補
を
三
万
四
千

二
百
五
十
三
票
引
き
離
し
圧
勝
し
た
。
那
覇

市
に
革
新
市
長
が
誕
生
し
た
の
は
兼
次
佐
一

氏
が
当
選
し
て
以
来
八
年
ぶ
り
で
あ
る
。
主

席
選
挙
に
引
き
続
い
て
自
民
党
が
大
き
く
敗

退
し
た
わ
け
で
、
屋
良
主
席―

平
良
那
覇
市

長
と
結
ぶ
革
新
コ
ン
ビ
が
誕
生
し
た
こ
と
で

今
後
の
沖
縄
の
政
治
に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
。
ま
た
自
民
党
は
立
法
院
議
員
選
挙
で
過

半
数
を
制
し
た
も
の
の
、
主
席
、
那
覇
市
長

選
の
敗
退
で
結
党
以
来
最
悪
の
状
態
を
迎
え

た
わ
け
で
あ
り
、
今
後
の
党
運
営
は
転
機
に

立
た
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
同
日
開
票
の
行

な
わ
れ
た
浦
添
村
長
選
挙
で
も
社
大
党
公
認

革
新
統
一
候
補
の
又
吉
盛
一
候
補
が
自
民
党

の
松
田
候
補
を
破
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
沖
縄

の
市
町
村
自
治
体
行
政
に
も
転
換
期
を
迎
え

た
こ
と
に
な
る
。

　

今
度
の
那
覇
市
長
選
挙
は
、
主
席
・
立
法

院
選
で
の
敗
退
を
自
民
党
が
ど
の
よ
う
に
雪

辱
す
る
か
が
注
目
さ
れ
た
が
革
新
共
闘
の
激
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し
い
攻
勢
に
あ
っ
て
つ
い
に
雪
辱
は
で
き
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
自
民
党
で
は
、
Ｂ
52

の
爆
発
や
コ
バ
ル
ト
60
の
那
覇
港
で
の
検
出

と
い
っ
た
基
地
を
取
り
巻
く
問
題
は
直
接
市

政
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
革
新
共
闘
側
で
は
、
Ｂ
52
の
爆
発

な
ど
「
生
命
あ
っ
て
の
政
治
」
と
い
う
こ
と

で
市
民
に
訴
え
て
来
た
が
、
こ
れ
に
市
民
が

強
く
反
応
し
た
こ
と
を
示
し
た
わ
け
で
、
今

後
の
那
覇
市
政
は
、
革
新
主
席
の
も
と
で
革

新
色
が
強
ま
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

　

社
大
、
人
民
、
社
会
の
三
党
で
は
、
革
新

主
席
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
異
民
族

支
配
か
ら
の
脱
却
」
を
図
る
姿
勢
を
強
め
て

き
た
だ
け
に
那
覇
市
長
選
挙
で
も
圧
勝
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
民
党
へ
の
攻
勢
を
強
め
よ

う
と
し
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
た
め
今

後
は
、
自
民
党
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
立

法
院
を
中
心
に
し
て
保
守
・
革
新
の
両
政
治

路
線
が
激
し
く
攻
防
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
る
自
民
党
の
シ
ョ
ッ
ク

は
、
主
席
選
挙
に
次
ぐ
大
き
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
は
い
な
め
な
い
。
同
党
と
し
て

は
、
主
席
の
座
を
明
け
渡
し
て
も
、
市
長
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
革
新
陣
営
へ
の
巻

き
返
し
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
自
民
党
と
し
て
は
、
結
党
以

来
最
大
の
党
運
営
の
危
機
を
迎
え
た
わ
け
で

あ
り
、
今
月
下
旬
の
党
大
会
で
ど
の
よ
う
に

建
て
直
し
を
図
る
か
注
目
さ
れ
る
、
ま
た
平

良
市
長
の
下
で
の
市
政
運
営
は
必
ず
し
も
安

泰
で
は
な
い
。
立
法
院
同
様
、
那
覇
市
議
会

も
自
民
党
が
過
半
数
を
制
し
て
お
り
、
来
年

四
月
に
行
な
わ
れ
る
市
議
選
挙
ま
で
ど
の
よ

う
に
議
会
乗
り
切
り
を
図
る
か
で
あ
る
。
平

良
良
松
氏
は
こ
の
点
に
つ
い
て
「
市
民
本
位

の
市
政
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
議
会
は
乗
り

切
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

平
良
良
松
氏
略
歴　

沖
縄
県
立
第
一
中
卒
。

ペ
ル
ー
国
リ
マ
日
本
人
小
学
校
教
員
。
真
和

志
村
農
業
組
合
長
。
真
和
志
村
会
議
員
。
立

法
院
議
員
（
四
期
）
現
沖
縄
社
会
大
衆
党
会

計
長
。
六
十
一
歳
。

｜
社　

説
｜

市
政
に
清
新
な
創
意
を
／
圧
勝

の
革
新
市
長
に
期
待
す
る
も

の

 
 

　
　

〔
沖
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・
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８
・
12
・
３
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き
の
う
の
那
覇
市
長
選
挙
の
開
票
結
果
は
、

革
新
候
補
の
圧
勝
に
帰
し
た
。

　

十
一
月
十
日
の
主
席
お
よ
び
立
法
院
議
員

選
挙
で
い
ず
れ
も
革
新
系
が
勝
っ
た
余
勢
も

あ
り
、
革
新
候
補
に
相
当
の
分
が
あ
る
こ
と

は
、
あ
ら
か
じ
め
予
想
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
総

投
票
数
約
十
一
万
の
う
ち
、
七
万
八
千
対
三

万
八
千
と
、
四
万
票
近
く
も
引
き
は
な
し
た

の
は
、
過
去
の
選
挙
で
か
つ
て
な
い
例
の
な

か
っ
た
驚
異
的
な
記
録
で
あ
る
。

　

さ
き
の
主
席
選
挙
、
立
法
院
議
員
選
挙
で

も
圧
勝
と
評
価
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
二

万
票
前
後
の
差
で
あ
っ
た
。
総
投
票
数
の
約

二
割
に
も
相
当
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
圧
勝

と
呼
ん
で
な
ん
ら
さ
し
つ
か
え
な
い
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
ん
ど
の
市
長
選
挙
で
は
、
二
倍

の
四
万
票
差
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
市

民
が
ほ
と
ん
ど
一
方
的
に
革
新
市
長
を
支
持

し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
だ
。

　

そ
れ
に
、
同
姓
の
候
補
と
共
通
の
表
記
を

し
た
も
の
、
つ
ま
り
姓
だ
け
記
入
し
て
両
平

良
氏
の
ど
ち
ら
と
も
判
別
し
が
た
い
票
が
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
な
か
っ
た
こ
と
も
、
特

筆
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
投
票
者
の
意
識
と

表
記
の
能
力
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
有
権
者
の
意

思
判
定
に
混
乱
を
生
ぜ
し
め
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

革
新
勝
利
の
背
景
に
は

　

沖
縄
の
首
都
に
位
す
る
那
覇
市
に
、
革
新

系
市
長
が
登
場
す
る
の
は
、
今
回
の
平
良
良

松
氏
を
ふ
く
め
て
三
度
目
で
あ
る
。
二
度
目

の
兼
次
佐
一
市
長
か
ら
数
え
て
七
年
ぶ
り
。

こ
の
保
守
・
革
新
首
長
交
代
の
裏
に
あ
る
も

の
は
、
も
と
よ
り
施
政
権
返
還
問
題
や
基
地

問
題
に
対
す
る
市
民
の
意
識
の
も
り
あ
が
り

と
見
る
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
三
大

選
挙
と
呼
ば
れ
る
主
席
、
立
法
院
選
挙
、
市

長
選
挙
を
通
じ
て
、
底
を
流
れ
る
一
連
の
動

き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
那
覇
市
長
選

挙
と
同
時
に
行
な
わ
れ
た
浦
添
村
選
挙
で
、

社
大
党
公
認
候
補
が
当
選
し
て
い
る
こ
と
も
、

そ
れ
を
も
の
語
っ
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

要
す
る
に
、
沖
縄
を
と
り
ま
く
回
り
の
情

勢
に
、
有
権
者
の
意
識
が
敏
感
に
反
応
し
て

い
る
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
あ
る
。

沖
縄
の
施
政
権
返
還
問
題
に
つ
い
て
、
あ
れ

ほ
ど
強
い
願
望
を
訴
え
な
が
ら
、
な
ぜ
二
十

余
年
間
も
、も
た
も
た
し
て
い
る
の
か
。
そ
し

て
、
本
土
の
自
民
党
政
府
が
対
米
折
衝
の
場

に
乗
せ
、
返
還
交
渉
を
具
体
的
に
す
す
め
つ

つ
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
基
地
の
と
り
あ
つ

か
い
の
問
題
で
、
沖
縄
の
主
張
す
る
方
向
と

は
る
か
に
外
れ
つ
つ
あ
る
現
状
な
ど
、
保
守

政
権
の
指
向
す
る
も
の
を
一
般
の
大
衆
は
直

感
的
に
よ
く
と
ら
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
ん
な
ら
、
こ
れ
に
対
し
明
確
な
意
思
表
示

を
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
手
っ

と
り
早
い
方
法
と
し
て
「
選
挙
」
に
お
け
る

投
票
が
も
っ
と
も
絶
好
の
機
会
で
あ
る
こ
と

を
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
知
り
つ
く
し
て
い

る
。
こ
う
い
う
事
情
を
背
景
に
し
て
行
な
わ

れ
た
「
選
挙
」
で
あ
る
か
ら
、
共
闘
会
議
の

結
成
も
必
然
的
な
現
象
で
あ
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
し
、
三
番
目
に
あ
た
る
那
覇
市
長

選
挙
に
き
て
、
さ
ら
に
大
き
な
票
差
が
ひ
ら
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い
た
こ
と
も
、
容
易
に
う
な
ず
け
る
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
沖
縄
の
意
思
表
示
を
「
沖

縄
問
題
」
を
政
治
的
に
と
り
あ
つ
か
う
に
当

た
っ
て
、
本
土
政
府
お
よ
び
与
党
は
、
し
っ

か
り
認
識
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
選
挙

運
動
の
巧
拙
や
、
候
補
者
自
身
の
評
価
な
ど

は
、
選
挙
の
結
果
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
は
い
え
ず
そ
れ
以
前
に
問
題
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。

　

直
接
ひ
び
く
首
長
の
手
腕

　

と
こ
ろ
で
、
一
方
わ
れ
わ
れ
は
那
覇
市
長

選
挙
の
意
義
を
、
地
方
自
治
の
側
面
か
ら
と

ら
え
る
こ
と
を
、
絶
対
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
市
町
村
は
選
挙
民
に
と
っ
て
、
も
っ
と

も
身
近
に
参
与
す
る
自
治
体
で
あ
る
。
民
主

政
治
の
も
と
で
は
、
国
民
自
身
が
政
治
に
関

心
を
も
ち
、
責
任
を
感
じ
、
そ
の
手
で
繁
栄

と
進
歩
の
道
を
ひ
ら
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
市
町
村
地
方
自
治
体
で
は
そ
れ
が
い

っ
そ
う
強
く
要
求
さ
れ
る
。

　

市
や
町
村
の
執
行
機
関
が
市
町
村
民
の
た

め
に
何
を
や
っ
て
く
れ
る
か
は
、
市
町
村
民

の
生
活
に
す
ぐ
ひ
び
く
。
県
あ
る
い
は
国
の

場
合
と
い
さ
さ
か
違
う
の
は
、
首
長
の
も
つ

政
治
手
腕
が
、
非
常
に
早
い
速
度
で
ま
た
濃

厚
に
市
民
生
活
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
市
町
村
行
政
に
は
首
長
の
人

物
そ
の
も
の
が
、
決
定
的
な
役
割
り
を
も
つ

の
で
あ
る
。

　

政
治
姿
勢
が
、
評
価
の
比
重
で
お
も
む
き

を
な
す
べ
き
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
し
か
し
問
題
は
そ
の
政
治
姿
勢
か

ら
ど
の
よ
う
な
政
治
的
創
意
が
生
ま
れ
る
か

で
あ
る
。

　

那
覇
市
は
、
今
日
人
口
の
膨
張
と
と
も

に
、
都
市
の
も
つ
悩
み
を
い
っ
ぱ
い
か
か
え

て
い
る
。
住
宅
問
題
を
は
じ
め
道
路
、
水

道
、
環
境
衛
生
を
総
合
し
た
都
市
計
画
、
そ

れ
に
財
政
対
策
な
ど
、
何
ひ
と
つ
と
ら
え
て

み
て
も
、
き
わ
め
て
困
難
な
問
題
が
山
積
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
に
は
、

す
ぐ
れ
た
創
意
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
に
ご
と
も
、
現
実
に
「
結
果
」
を
も
た
ら

す
こ
と
で
な
け
れ
ば
、
市
民
の
福
祉
に
は
な

ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
市
長
に
期
待
す

る
の
は
、
市
政
の
う
え
に
具
体
的
に
あ
ら
わ

れ
る
成
果
で
あ
り
、
四
万
票
の
大
差
と
い
う

の
も
そ
れ
を
強
烈
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

市
長
選
の
勝
因
と
敗
因
／
強
固

な
組
織
力
駆
使
、
平
良
／
古

堅
、
足
並
み
の
乱
れ
た
た
る 
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社
大
党
公
認
、
野
党
統
一
候
補
の
平
良
良

松
候
補
が
自
民
党
公
認
の
古
堅
宗
徳
候
補
に

約
四
万
票
の
大
差
を
つ
け
て
圧
勝
し
た
。
平

良
陣
営
で
は
「
勝
つ
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
四

万
票
の
差
を
つ
け
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

と
手
離
し
の
喜
び
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
古
堅

陣
営
で
は
「
完
敗
だ
。
こ
ん
な
に
大
差
が
つ

く
と
は
予
想
し
な
か
っ
た
」
と
大
き
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。
三
大
選
挙
の
締
め
く

く
り
と
し
て
争
わ
れ
た
那
覇
市
長
選
挙
の
結

果
は
、
主
席
、
立
法
院
選
挙
で
の
与
野
党
の

得
票
差
を
上
わ
ま
わ
り
、
革
新
共
闘
の
底
力

を
み
せ
つ
け
た
ほ
か
、
那
覇
市
が
強
固
な
野

党
地
盤
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ

こ
で
、
勝
因
、
敗
因
を
分
析
し
な
が
ら
平
良

市
政
に
課
さ
れ
た
課
題
を
展
望
し
て
み
た
。

　

主
席
、
立
法
院
選
で
自
信
深
め
る

　

平
良
良
松
候
補
の
勝
因
は
、
革
新
共
闘
会

議
に
結
集
さ
れ
た
組
織
力
と
Ｂ
52
墜
落
事
故
、

那
覇
港
の
放
射
能
汚
染
な
ど
平
良
候
補
に
有

利
な
情
勢
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
革
新

共
闘
の
組
織
力
を
分
析
す
る
と
、
社

大
、
社
会
、
人
民
の
野
党
三
党
を
中
心
に
教

職
員
会
、
県
労
協
、
全
沖
労
連
な
ど
百
三
団

体
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
最
後
ま
で
共
闘
体

制
を
維
持
し
た
こ
と
と
、
主
席
、
立
法
院
選

で
の
圧
勝
ム
ー
ド
に
乗
っ
て
自
信
を
深
め
た

こ
と
な
ど
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
組
織
の
上
に
立
っ
て
平
良
候
補
は
ス
タ

ー
ト
か
ら
古
堅
候
補
を
リ
ー
ド
し
て
圧
勝
し

た
。

　

組
織
力
の
強
さ
を
具
体
的
に
み
る
と
、
平

良
恵
光
氏
が
立
候
補
し
た
時
点
で
た
だ
ち
に

効
果
的
な
総
反
撃
が
と
れ
、
開
票
の
結
果
で

も
「
平
良
」
ま
た
は
「
タ
イ
ラ
」
票
が
少
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
十
六
日
午

後
四
時
二
十
五
分
に
平
良
恵
光
氏
が
立
候
補

届
け
出
を
行
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
て
同
時
に
対
策
会
議
が
開
か
れ
、
そ
の
日

の
よ
る
十
一
時
に
は
各
選
対
ご
と
に
総
反
撃

に
移
っ
た
。
例
え
ば
、
二
十
七
日
に
は
十
万

余
の
ビ
ラ
が
一
日
で
配
布
さ
れ
た
こ
と
を
み

る
と
、
革
新
共
闘
の
組
織
が
全
那
覇
市
を
網

の
目
の
よ
う
に
包
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
浮
動
票
の
ほ
と
ん
ど
が
、
Ｂ
52
の

墜
落
事
故
で
有
権
者
の
戦
争
へ
の
恐
怖
心
を

呼
び
さ
ま
し
、
自
民
党
の
主
張
し
た
「
基
地

撤
去
よ
り
一
体
化
策
」
を
と
い
っ
た
経
済
中

心
の
政
策
に
反
発
し
た
た
め
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。
平
良
候
補
が
「
ス
タ
ー
ト
か
ら
投
票

日
ま
で
自
信
を
持
っ
て
選
挙
戦
を
戦
っ
て
き

た
。
こ
ん
な
気
楽
な
選
挙
は
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
発
言
に
、
勝
利

し
た
原
因
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
体
制
づ
く
り

　

古
堅
宗
徳
候
補
の
敗
因
は
、
自
民
党
の
組

織
が
主
席
、
立
法
院
選
挙
の
大
敗
で
弱
体
化

し
、
さ
ら
に
市
長
選
挙
で
党
内
の
対
立
が
激

化
し
て
足
並
み
が
乱
れ
た
た
め
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
古
堅
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候
補
を
中
心
に
し
た
選
挙
に
の
ぞ
む
体
制
づ

く
り
が
不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
状
態
で
選
挙
戦
に

突
入
し
た
こ
と
な
ど
も
影
響
し
て
お
り
、
結

果
的
に
は
「
勝
敗
を
度
外
し
た
戦
い
」
と
い

う
印
象
を
運
動
員
や
支
持
者
に
与
え
た
こ
と

も
大
敗
の
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

政
策
面
で
の
敗
因
を
探
る
と
、
主
席
、
立

法
院
選
挙
で
審
判
が
下
さ
れ
た
復
帰
路
線
の

選
択
、
す
な
わ
ち
「
一
体
化
政
策
」
に
変
わ

る
も
の
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
革
新

共
闘
の
即
時
無
条
件
復
帰
と
基
地
撤
去
の
主

張
に
反
撃
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
市
長
選
挙
は
、
主
席
、
立
法
院
選
挙
と

は
違
う
と
訴
え
て
も
、
選
挙
期
間
中
に
Ｂ
52

が
墜
落
す
る
な
ど
悪
材
料
の
続
出
し
た
こ
と

や
平
良
恵
光
氏
の
立
候
補
が
「
自
民
党
の
謀

略
だ
」
と
指
摘
さ
れ
、
攻
撃
の
材
料
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
情
勢
も
不
利
に
作
用
し
た
。

　

古
堅
選
対
の
某
参
謀
が
「
ポ
ス
タ
ー
や
ビ

ラ
を
配
布
す
る
の
に
人
手
が
な
く
困
っ
た
。

効
果
的
な
戦
い
と
は
決
し
て
い
え
な
い
状
況

だ
っ
た
」
と
反
省
し
て
い
た
が
「
平
良
候
補

に
敗
れ
た
の
で
は
な
く
、
自
民
党
自
身
が
戦

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

理
想
と
現
実
の
調
和
が
カ
ギ
に

　

「
権
力
中
心
の
市
政
を
庶
民
中
心
の
市
政

に
」「
対
話
に
よ
る
民
主
的
な
市
政
」
な
ど
に

平
良
市
政
の
基
本
姿
勢
が
要
約
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
良
市
政
の
前
途
に
は
多
く
の

課
題
と
要
望
が
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
年
間
一
万
人
ず
つ
ふ
え
る
人
口
増
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
く
る
水
道
、
住
宅
、
道
路

ま
た
は
塵
介
処
理
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
平

良
市
長
が
就
任
し
て
も
短
期
間
に
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。と
く
に
、
基
本
施

設
の
ほ
と
ん
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
長

期
計
画
に
沿
っ
て
完
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多
い
だ
け
に
革
新
市
長
の
カ
ラ
ー

を
出
す
の
に
苦
労
し
そ
う
。
さ
ら
に
少
数
与

党
だ
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
・
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
民
党
に
籍
を
置

く
市
議
は
五
人
だ
が
、
市
政
ク
ラ
ブ
に
集
ま

っ
た
十
九
人
の
市
議
は
古
堅
候
補
を
擁
立
し

た
だ
け
に
、
平
良
市
長
も
柔
軟
な
議
会
対
策

を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
七

カ
年
間
も
続
い
た
自
民
党
市
政
の
中
で
生
ま

れ
育
っ
て
き
た
市
職
員
の
与
党
的
な
体
臭
も

根
強
く
残
っ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
市
政
運

営
を
す
る
た
め
に
は
、
人
事
問
題
で
も
軟
化

し
そ
う
。

　

最
大
の
難
関
は
、
Ｂ
52
の
撤
去
や
原
潜
寄

港
反
対
に
ど
う
対
処
す
る
か
に
あ
る
。
あ
く

ま
で
も
、
施
政
官
と
し
て
の
立
ち
場
を
固
守

し
て
政
府
、
立
法
院
で
の
撤
去
要
求
決
議
に

た
よ
っ
た
態
度
を
固
守
す
る
か
市
民
の
先
頭

に
立
っ
て
具
体
的
な
行
動
を
と
る
か
に
よ
っ

て
、
平
良
市
長
を
生
み
出
し
た
革
新
共
闘
の

組
織
に
ま
で
ヒ
ビ
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
理
想
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど

う
占
め
て
い
く
か
が
平
良
市
政
を
評
価
す
る

基
準
に
な
り
そ
う
。

案
分
票
は
影
響
せ
ず
／
投
票
率

は
七
八
・
五
四
㌫ 
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那
覇
市
長
選
挙
の
開
票
結
果
は
、
選
挙
当

日
の
有
権
者
総
数
が
十
五
万
二
百
九
十
七
人
、

投
票
者
数
は
十
一
万
八
千
五
十
五
人
で
投

票
率
七
八
・
五
四
㌫
を
示
し
た
。
こ
れ
は
前

回
、
六
五
年
市
長
選
挙
の
七
九
・
〇
八
㌫
に

次
ぐ
好
成
績
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
有
効
投

票
は
十
一
万
七
千
四
百
四
十
三
票
。
無
効
票

は
、
わ
ず
か
六
百
十
一
票
、
無
効
率
を
〇
・

五
㌫
ほ
ど
に
お
さ
え
て
い
る
。

　

各
候
補
の
得
票
は
平
良
良
松
氏
が
七
万
八

千
六
百
十
・
六
五
票
、
六
七
㌫
強
を
占
め
、

次
点
の
古
堅
氏
が
三
万
八
千
七
百
二
十
二
票
、

三
二
㌫
と
ふ
る
わ
ず
、
良
松
氏
に
三
万
九
千

八
百
八
十
八
・
六
五
票
の
大
差
を
つ
け
ら
れ

た
。

　

〝
第
三
の
男
〟
平
良
恵
光
氏
の
出
馬
で
、
混

乱
と
話
題
を
投
げ
た
〝
平
良
案
分
票
〟
は
、
有

効
票
の
一
㌫
も
満
た
ず
わ
ず
か
に
八
百
七
十

票
。
平
良
恵
光
候
補
の
得
票
数
が
百
九
票
で

あ
っ
た
た
め
恵
光
氏
の
案
分
票
は
一
・
三
五

票
。
残
り
の
八
百
六
十
八
・
六
五
票
は
良
松

氏
の
得
票
に
な
り
、
選
挙
の
一
つ
の
焦
点
と

い
わ
れ
た
案
分
票
も
、
な
ん
ら
大
勢
に
影
響

を
与
え
な
か
っ
た
。

｜
社　

説
｜

平
良
市
政
の
進
発
に
望
む

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
12
・
12
〕

　

第
二
十
代
目
の
那
覇
市
長
と
し
て
、
十
一

日
か
ら
平
良
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
革
新

市
長
と
し
て
気
迫
と
手
腕
に
よ
る
市
政
の
刷

新
と
い
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

西
銘
市
政
か
ら
平
良
市
政
へ
の
バ
ト
ン
引

き
継
ぎ
は
、
本
質
的
に
異
質
な
も
の
の
リ
レ

ー
で
あ
り
、
人
事
を
は
じ
め
、
市
政
の
方

向
づ
け
も
新
た
な
進
発
を
す
る
わ
け
で
あ

る
。
両
助
役
の
選
任
は
も
と
よ
り
、
部
、
課

長
の
更
迭
も
近
く
発
令
さ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
政
策
の
推
進
組
織
た
る
主
要
な

部
署
が
そ
の
ま
ま
い
す
わ
っ
た
の
で
は
、
庶

政
は
一
新
さ
れ
な
い
。
平
良
市
政
が
西
銘
市

政
の
踏
襲
で
な
い
以
上
、
新
市
長
に
、
十
分

に
、
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
長
い
間
、
お
役
目
ご
く
ろ
う
だ
っ
た
が
、

こ
の
際
、
い
さ
ぎ
よ
く
退
陣
し
て
も
ら
う
ほ

か
は
な
い
。

　

那
覇
市
民
が
ま
ず
第
一
に
平
良
市
政
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
は
、
選
挙
で
誓
っ
た
公
約
を

市
政
の
う
え
に
、
ど
う
実
現
し
反
映
し
て
い

く
か
で
あ
る
。
従
っ
て
今
後
の
焦
点
は
、
も



五
一
八

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
十
二
月

っ
ぱ
ら
公
約
の
実
践
と
い
う
こ
と
に
注
が
れ

て
い
る
が
、
那
覇
市
に
は
、
ま
だ
ま
だ
解
決

す
べ
き
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
問
題
の
一
つ

一
つ
の
隘
路
を
ど
う
き
り
ひ
ら
い
て
い
く
か

は
、
か
か
っ
て
平
良
市
長
の
清
新
な
気
迫
と

知
性
、
行
政
手
腕
に
あ
る
。

　

選
挙
に
際
し
て
、
平
良
市
長
が
市
民
に
誓

っ
た
公
約
に
は
、
ま
ず
明
る
く
て
清
潔
な
市

政
を
基
本
姿
勢
と
し
て
①
対
米
追
従
の
市
政

を
排
除
し
、
市
政
の
民
主
化
を
図
る
②
市
町

村
交
付
税
の
増
額
要
求
③
日
本
政
府
の
国
庫

支
出
金
要
求
④
都
計
事
業
の
推
進
⑤
水
道
事

業
の
拡
充
⑥
住
宅
難
解
消
に
低
所
得
者
層
の

た
め
の
公
営
住
宅
建
設
、
公
営
住
宅
の
入
居

条
件
の
改
善
そ
の
他
環
境
衛
生
の
整
備
、
市

民
文
化
向
上
の
た
め
の
施
設
の
拡
充
等
々
盛

り
だ
く
さ
ん
の
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

市
長
に
就
任
し
た
以
上
は
、
公
約
に
そ
む
か

ず
そ
の
早
急
な
実
現
に
力
を
傾
け
る
に
ち
が

い
な
い
が
、
市
民
も
ま
た
、
選
挙
が
終
わ
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
市
政
に
無
縁
に
な
る
こ

と
な
く
、
自
分
た
ち
を
代
表
し
、
自
分
た
ち

の
税
金
を
使
っ
て
市
政
を
運
営
す
る
市
長
が

ど
の
程
度
、
選
挙
で
誓
っ
た
公
約
実
現
に
努

力
し
、
公
僕
と
し
て
、
市
民
の
福
祉
向
上
に

努
め
る
か
を
監
視
す
る
義
務
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
良
市
政
の
今
後
の
施
策
遂

行
に
当
た
っ
て
、
ま
っ
さ
き
に
協
力
が
求
め

ら
れ
る
の
は
市
議
会
で
あ
る
が
、
現
市
議
会

の
勢
力
分
野
は
、
二
十
九
議
席
中
、
こ
れ
ま

で
与
党
で
あ
っ
た
市
政
ク
ラ
ブ
十
四
、
新
風

会
（
旧
兼
次
系
）
四
、
公
明
会
四
、
人
民
三
、

社
大
二
、
人
民
党
系
無
所
属
一
、
保
守
系
無

所
属
一
の
割
り
合
い
で
、
平
良
与
党
と
い
え

ば
、
目
下
の
と
こ
ろ
六
議
席
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
、
平
良
市
長
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

群
雄
割
拠
の
布
陣
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か

が
注
目
さ
れ
る
が
、
い
ま
の
勢
力
分
野
が
そ

の
ま
ま
固
定
化
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
主

席
・
立
法
院
議
員
選
挙
そ
し
て
今
回
の
市
長

選
挙
を
通
し
て
、
革
新
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て

い
る
情
勢
の
中
で
、
さ
ら
に
来
年
七
月
の
市

議
選
挙
を
控
え
て
市
議
会
の
現
分
野
も
流
動

的
に
変
容
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
う
み
て
く
る
と
、
平
良
市
長
も
議
会
対

策
で
、
そ
う
難
渋
す
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
と

思
わ
れ
る
が
、
市
町
村
行
政
に
お
け
る
戦
後

の
特
徴
は
政
党
の
介
入
と
い
う
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
選
挙
を
通
し
て
現
わ

れ
る
が
、
中
央
政
界
の
消
長
を
決
定
す
る
主

席
・
立
法
院
議
員
選
挙
が
投
票
を
土
台
に
し

て
い
る
以
上
、
地
盤
を
確
保
す
る
手
段
と
し

て
、
市
町
村
選
挙
に
ま
で
政
党
が
介
入
し
て

い
く
こ
と
は
必
定
。

　

し
か
し
、
も
と
も
と
市
町
村
自
治
と
い
う

も
の
は
、
高
度
の
政
治
問
題
と
い
う
面
よ
り

行
政
と
い
え
る
要
素
を
多
く
も
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
市
町
村
の
行
政
に
あ
た
っ
て
は
、
保

守
か
革
新
か
と
割
り
切
っ
て
論
ず
る
問
題
は

そ
う
な
い
は
ず
で
あ
る
。
市
町
村
行
政
は
も

っ
と
切
実
で
、
地
味
な
地
域
住
民
の
日
常
生

活
に
直
結
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
ま
り

政
争
に
明
け
暮
れ
て
は
、
か
ん
じ
ん
な
施
策

の
遂
行
も
は
ば
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

那
覇
市
の
現
況
は
、
都
市
的
整
備
と
い
う

点
か
ら
す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
序
の
口
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
お
よ
そ
都
市
と
い
う
も

の
は
生
き
も
の
で
あ
り
、
常
に
生
成
発
展
し

て
い
か
な
け
れ
ば
、
自
滅
す
る
外
は
な
い
。
古

い
も
の
、
新
し
い
も
の
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
が
雑
然
と
し
て
入
り
ま
じ
り
、
そ
れ

が
相
互
に
お
し
合
い
、
へ
し
合
い
し
な
が
ら
、

一
ま
い
一
ま
い
、
古
い
皮
を
は
い
で
成
長
し

て
い
く
の
が
都
市
で
あ
り
、
那
覇
市
も
現
に

ま
た
そ
の
過
程
を
歩
み
続
け
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
現
段
階
は
、
す
で
に
脱
皮
期
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

　

名
実
と
も
に
、
沖
縄
の
首
都
と
し
て
那
覇

市
の
躍
進
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
都
市

施
設
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
る
が
、
公
共
施

設
の
問
題
、
上
、
下
水
道
の
問
題
、
行
き
詰
ま

っ
た
都
市
交
通
の
打
開
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

面
で
デ
コ
ボ
コ
復
興
の
地
な
ら
し
な
ど
、
都

市
発
展
の
要
素
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
多
く
の
問
題
を
か
か
え
こ
ん

で
い
る
。
懸
案
の
解
決
と
い
っ
て
も
容
易
な

も
の
で
は
な
い
が
、
明
る
い
市
政
つ
く
り
に
、

ど
う
対
処
す
る
か
、
平
良
市
政
の
推
進
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
推
移
を
見
守
り

た
い
。

〝
市
政
の
正
常
化
に
努
力
〟
／
平

良
市
長
が
所
信
表
明
／
助
役

に
稲
嶺
、
前
田
氏
／
那
覇
市

議
会
全
会
一
致
で
承
認

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
８
・
12
・
18
〕

　

第
百
七
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
十
八
日
午

前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
。
さ
る
十
一
日
に
就

任
し
た
平
良
那
覇
市
長
を
迎
え
て
の
は
じ

め
て
の
議
会
で
同
市
長
は
開
会
冒
頭
に
「
前

任
者
が
選
挙
の
た
め
に
辞
任
し
、
部
長
全
員

が
辞
表
を
提
出
し
て
市
政
が
空
白
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
で
人
事
を
早
急
に
整
え
、
市

政
の
正
常
化
に
つ
と
め
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
、
市
政
の
空
白
を
と
り
戻
す
こ
と
を
強
調

し
た
。
ま
た
注
目
の
助
役
人
事
は
第
一
助
役

（
総
務
担
当
）
に
稲
嶺
成
珍
氏
（
琉
球
生
命

専
務
）
、
第
二
助
役
（
建
設
担
当
）
に
前
田

武
行
氏
（
弁
護
士
）
を
提
案
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

　

議
会
は
ま
ず
会
期
を
二
十
一
日
ま
で
の
四

日
間
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
平
良
市
長
が

「
私
は
さ
る
十
一
日
に
就
任
し
た
が
、
前
任
者

が
選
挙
で
辞
任
し
、
市
政
は
空
白
状
態
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
部
長
も
全
員
辞
表
を
提
出

し
て
い
る
の
で
早
急
に
人
事
を
整
え
、
市
政



五
一
九

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
十
二
月

の
確
立
を
は
か
る
つ
も
り
で
す
。
議
員
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

そ
の
あ
と
助
役
人
事
に
移
り
、
市
長
が

「
助
役
に
稲
嶺
成
珍
氏
と
前
田
武
行
氏
を
選

任
し
た
い
。
両
氏
と
も
市
政
の
民
主
的
発
展

を
図
る
の
に
適
し
た
人
で
あ
り
、
行
政
手

腕
、
人
格
と
も
申
し
分
な
い
」
と
提
案
し

た
。
こ
れ
に
た
い
し
野
党
の
金
城
重
正
議
員

（
市
政
ク
ラ
ブ
）
が
「
助
役
人
事
は
重
大
な
意

義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
慎
重
に
検
討
し
た

い
の
で
、
十
分
間
休
憩
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
、
認
め
ら
れ
た
。
休
憩
中
に
市
政
ク
ラ
ブ

所
属
議
員
（
十
三
人
）
が
別
室
で
協
議
し
た

あ
と
午
前
十
時
三
十
五
分
に
再
開
さ
れ
、
全

会
一
致
で
助
役
人
事
は
承
認
さ
れ
た
。
つ
い

で
「
議
決
内
容
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」
な

ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
あ
と
午
前
十
一
時

に
会
議
を
終
わ
っ
た
。
十
九
日
は
午
前
十
時

か
ら
開
か
れ
、
Ｂ
52
の
撤
去
要
求
決
議
な
ど

を
す
る
。

　

市
議
会
の
構
成
は
革
新
が
六
人
し
か
な
く
、

残
り
二
十
三
人
（
市
政
ク
ラ
ブ
、
新
風
会
、
公

明
会
、
無
所
属
）
は
、
こ
れ
ま
で
西
銘
前
市

長
の
保
守
市
政
に
協
力
し
て
き
て
お
り
、
平

良
革
新
市
政
に
と
っ
て
そ
の
乗
り
切
り
が
心

配
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
日
の
本
会

議
で
助
役
人
事
を
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た

こ
と
は
、
野
党
側
も
新
市
長
に
協
力
す
べ
き

は
協
力
す
る―

と
の
立
ち
場
を
と
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
と
受
け
と
ら
れ
、
革
新

市
長
の
議
会
乗
り
切
り
は
割
り
と
ス
ム
ー
ズ

に
い
く
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。

　

第
一
助
役
に
選
任
さ
れ
た
稲
嶺
成
珍
氏
は

県
立
一
中
卒
。
一
九
三
五
年
に
県
庁
入
り
し

た
あ
と
長
い
間
行
政
畑
を
歩
い
て
い
る
。
戦

後
は
琉
球
政
府
行
政
課
長
、
工
務
交
通
局
次

長
、
立
法
院
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任
、
那
覇

市
出
身
、
五
十
九
歳
。

　

ま
た
第
二
助
役
の
前
田
武
行
氏
は
法
政

大
学
法
学
部
卒
業
。
一
九
五
四
年
に
裁
判
所

入
り
し
た
あ
と
一
貫
し
て
司
法
生
活
を
送

っ
て
い
る
。
六
六
年
に
退
任
し
、
弁
護
士
を

開
業
、
現
在
に
至
る
。
大
宜
味
村
出
身
。
四

十
六
歳
。

Ｂ
52
撤
去
を
決
議
／
那
覇
市
議

会
／
区
画
整
理
な
ど
で
質
問

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
８
・
12
・
19
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
定
例
議
会
は
十
九
日
午

前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
Ｂ
52
機
、
核

基
地
の
即
時
撤
去
、
原
潜
寄
港
の
即
時
取
り

や
め
要
求
を
全
会
一
致
で
決
議
し
た
。
こ
の

あ
と
一
般
質
問
に
は
い
り
、
又
吉
久
正
議
員

（
新
風
会
）
か
ら
①
市
長
の
市
政
に
対
す
る
基

本
方
針
②
安
謝
地
先
第
四
次
埋
め
立
て
事
業

の
執
行
に
つ
い
て
③
区
画
整
理
事
業
の
推
進

に
つ
い
て―

な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
平
良
市
長
は
「
立
候
補
の
と

き
に
も
約
束
し
た
よ
う
に
権
力
政
治
を
排
除

し
明
る
い
民
政
に
努
力
し
、
住
民
福
祉
を
最

優
先
に
し
た
い
」
と
の
市
政
に
対
す
る
方
針

を
の
べ
た
。
ま
た
安
謝
港
の
建
設
問
題
に
つ

い
て
は
「
前
市
長
の
計
画
を
推
進
し
た
い
。
沖

縄
の
港
の
現
状
か
ら
早
急
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
だ
が
、
多
額
の
予
算
が
必

要
で
あ
る
。
具
体
的
処
置
に
つ
い
て
は
提
示

で
き
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
工
事
再
開

に
努
力
し
た
い
」
。
区
画
整
理
に
つ
い
て

は
「
大
き
な
誤
解
が
あ
り
、
平
良
は
区
画
整

理
に
反
対
し
て
い
る
と
い
わ
れ
た
が
、
都
市

計
画
を
す
す
め
る
う
え
で
、
区
画
整
理
は
絶

対
必
要
だ
と
思
う
。
寄
宮
問
題
は
関
係
者
が

あ
ま
り
に
工
事
を
急
ぎ
す
ぎ
地
主
の
感
情
を

阻
害
し
た
と
思
う
の
で
私
は
こ
れ
ら
関
係
地

主
と
話
し
合
い
を
か
さ
ね
、
大
き
な
都
市
づ

く
り
に
乗
り
出
し
た
い
。
十
分
解
決
で
き
る

と
思
う
」
と
答
弁
し
た
。

　

つ
づ
い
て
金
城
重
正
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
友

利
栄
吉
（
公
明
会
）
な
ど
十
六
議
員
か
ら
交

通
緩
和
、
下
水
道
工
事
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た
。

　

な
お
十
八
日
就
任
し
た
稲
嶺
成
珍
第
一
助

役
、
前
田
武
行
第
二
助
役
が
開
会
前
に
平
良

市
長
か
ら
紹
介
が
あ
り
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ

た
。

　

Ｂ
52
、
核
基
地
の
即
時
撤
去
、
原
潜
寄
港

反
対
の
決
議
要
旨
は
別
項
の
い
と
お
り
。

　

決
議
要
旨　

嘉
手
納
の
Ｂ
52
爆
発
事
故
は

全
県
民
に
戦
争
と
核
爆
発
の
恐
怖
を
与
え
た
。

Ｂ
52
機
は
従
来
基
地
被
害
、
爆
音
、
航
空
機

燃
料
流
出
事
件
に
拍
車
を
か
け
基
地
周
辺
の

住
民
生
活
を
破
壊
し
、
学
校
教
育
に
も
重
大

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
那
覇
港
で

は
原
潜
入
港
で
コ
バ
ル
ト
60
が
発
生
し
、
漁

民
の
生
活
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
。

ま
た
具
志
川
市
の
海
水
汚
染
な
ど
基
地
か
ら

派
生
す
る
問
題
で
沖
縄
県
民
の
生
存
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
。
那
覇
市
議
会
は
去
る
三
月
九

日
Ｂ
52
即
時
撤
去
と
一
切
の
戦
争
行
為
を

即
時
取
り
や
め
る
よ
う
要
求
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
米
軍
当
局
は
そ
れ
を
無
視
し
、
Ｂ

52
を
常
駐
出
撃
さ
せ
て
き
た
。
今
回
の
爆
発

事
故
は
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
も
の

で
、
基
地
が
あ
る
限
り
事
故
は
な
く
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
那
覇
市
議
会
は
今
回
の
爆
発
事

故
に
厳
重
に
抗
議
し
、
県
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
Ｂ
52
は
じ
め
核
基
地
の
即
時

撤
去
、
原
潜
寄
港
を
即
時
や
め
る
よ
う
強
く

要
求
す
る
。

｜
社　

説
｜

那
覇
市
政
今
後
の
課
題

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
12
・
20
〕

　

三
大
選
挙
の
締
め
く
く
り
と
い
わ
れ
た
那

覇
市
長
選
挙
も
終
わ
り
、
平
良
新
市
政
は
ま



五
二
〇

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
十
二
月

ず
は
好
調
な
す
べ
り
出
し
で
あ
る
。
注
目
さ

れ
た
助
役
人
事
も
第
一
助
役
に
稲
嶺
成
珍
氏
、

第
二
助
役
に
前
田
武
行
氏
が
十
八
日
の
定
例

議
会
で
承
認
さ
れ
、
正
式
に
発
令
さ
れ
た
。
稲

嶺
、
前
田
両
氏
の
助
役
就
任
は
、
か
な
り
以

前
か
ら
候
補
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
正
式
就
任

も
時
間
の
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

助
役
の
発
令
は
議
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る

の
で
、
少
数
与
党
の
平
良
市
政
で
は
ま
ず
助

役
人
事
が
難
航
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い

た
が
、
意
に
反
し
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
、
平
良
市
政
は
さ
い
先
よ
い
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

　

助
役
人
事
の
あ
と
は
収
入
役
、
各
部
長
人

事
に
着
手
す
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
が
、
平

良
市
長
は
、
選
挙
に
お
け
る
論
功
行
賞
を
排

除
し
あ
く
ま
で
適
材
適
所
の
人
事
を
配
置
し

た
い
と
所
信
を
表
明
し
て
い
る
だ
け
に
、
今

後
の
部
課
長
人
事
も
適
材
適
所
に
配
置
さ
れ

る
も
の
と
わ
れ
わ
れ
は
期
待
し
た
い
。
十
八

日
に
開
会
し
た
那
覇
市
定
例
議
会
は
平
良

市
長
の
初
の
議
会
と
な
っ
た
が
、
同
市
長
は

「
部
長
全
員
が
辞
表
を
提
出
し
て
い
る
の
で

市
政
が
空
白
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
早
急
に

人
事
を
整
え
、
市
政
の
正
常
化
に
つ
と
め
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
い
る
が
、
今
後
四
年

間
の
平
良
市
政
を
動
か
す
部
長
人
事
は
ま
ず

は
最
初
の
試
金
石
と
も
い
え
る
。

　

少
数
与
党
と
は
い
え
、
助
役
人
事
の
承
認

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
那
覇
市
議
会
と
し
て

も
新
市
長
に
協
力
す
べ
き
点
は
協
力
す
る
。

と
い
っ
た
態
度
が
み
ら
れ
る
だ
け
に
、
残
さ

れ
た
人
事
も
わ
り
と
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
、
し
ば
し
ば

み
う
け
ら
れ
た
与
野
党
が
対
立
感
情
を
む
き

出
し
に
し
た
議
会
運
営
も
な
く
、
あ
く
ま
で

も
市
民
優
先
の
行
政
が
施
行
さ
れ
る
よ
う
強

調
し
た
い
。

　

激
し
か
っ
た
選
挙
戦
も
終
え
、
そ
の
結
果

は
圧
倒
的
多
数
で
市
民
の
審
判
は
向
こ
う
四

カ
年
間
を
平
良
市
長
に
市
政
を
一
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
向
こ
う
四
カ
年

間
の
那
覇
市
政
は
平
良
市
長
を
中
心
と
し
て

運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
選
挙
で
公
約

し
た
こ
と
を
着
実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、

な
に
よ
り
市
民
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
な
明
る

く
て
清
潔
な
市
政
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
が

第
一
の
責
務
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

平
良
市
長
も
選
挙
に
さ
い
し
て
は
、
市
政

の
民
主
化
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
福
祉
を

最
優
先
に
し
た
公
約
を
か
か
げ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
い
ま
さ
ら
説
明
の
要
も
な
い
ほ
ど

市
民
全
体
が
知
り
つ
く
し
た
こ
と
で
あ
る
。

平
良
市
長
が
選
挙
民
に
訴
え
た
公
約
を
忘
れ
、

市
民
不
在
の
政
治
を
す
る
と
は
考
え
た
く
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
日
が
た
つ
に
つ
れ
、
選

挙
民
と
の
公
約
を
忘
れ
住
民
不
在
の
政
治
が

行
な
わ
れ
た
こ
と
は
本
土
、
沖
縄
を
問
わ
ず

世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　

平
良
市
長
を
誕
生
さ
せ
た
那
覇
市
民
も
、

自
分
ら
に
か
わ
っ
て
市
政
を
運
営
す
る
市
長

が
、
ど
こ
ま
で
公
約
を
尊
重
し
実
現
す
る
か

を
監
視
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
も
ち
ろ

ん
、
明
る
い
那
覇
市
を
建
設
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
い
い
や
す
く
し
て
、
実
際
は
困
難
な

問
題
が
と
も
な
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ざ
っ
と

見
渡
し
て
も
那
覇
市
に
は
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
多
く
の
問
題
が
山
積
み
さ
れ
て
い

る
。
都
市
計
画
を
頂
点
と
す
る
下
水
道
、
住

宅
問
題
、
公
共
施
設
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。
こ
れ
ら
の
難
問
題
を
は
じ
め
、
選
挙

で
公
約
し
た
諸
問
題
を
平
良
市
長
が
ど
の
よ

う
に
実
現
し
て
い
く
か
は
市
民
の
最
大
な
関

心
事
で
あ
る
。

　

だ
が
、
い
く
ら
平
良
市
長
に
力
量
、
手
腕
が

あ
る
と
は
い
え
、
市
民
の
協
力
な
く
し
て
は

那
覇
市
が
当
面
す
る
問
題
の
解
決
は
促
進
さ

れ
ま
い
。
市
議
会
の
協
力
は
も
と
よ
り
市
民

の
積
極
的
な
協
力
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
選

挙
に
お
け
る
対
立
意
識
は
き
れ
い
に
洗
い
流

し
、
市
民
福
祉
を
図
っ
て
い
く
に
は
与
野
党

を
問
わ
ず
み
ん
な
が
協
力
し
合
う
と
い
う
基

本
的
な
姿
勢
が
要
求
さ
れ
よ
う
。

　

同
時
に
平
良
市
長
も
、
与
野
党
を
問
わ

ず
、
是
は
是
、
非
は
非
と
し
て
の
政
策
を
推

進
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
さ
い

わ
い
な
こ
と
に
は
十
八
日
の
平
良
市
長
初
の

定
例
議
会
で
は
、
与
野
党
と
も
党
利
党
略
を

越
え
た
協
調
ム
ー
ド
が
見
ら
れ
た
。
今
後
と

も
執
行
機
関
で
あ
る
市
当
局
と
、
議
決
機
関

で
あ
る
議
会
が
、
市
民
福
祉
を
最
優
先
と
す

る
根
本
理
念
に
も
と
づ
い
て
の
行
動
を
す
る

な
ら
ば
、
議
会
混
乱
、
市
政
の
空
白
も
な
く
、

そ
れ
こ
そ
明
る
い
那
覇
市
の
建
設
が
約
束
さ

れ
よ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
内
外
の
注
目
を
あ
つ
め

た
那
覇
市
長
選
挙
は
終
わ
り
、
平
良
市
長
は

十
一
日
か
ら
就
任
し
た
。
助
役
人
事
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
順
調
な
す
べ
り
出
し
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
四
年
間
に
ど
の
よ
う
に
那
覇
市
が

発
展
す
る
か
各
界
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
ま
ず
は
な
ん
と
い
っ
て
も
平
良
市
長

の
手
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
市
民
は
平

良
市
長
に
期
待
し
、
向
こ
う
四
カ
年
間
の
市

政
を
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
る
。

　

平
良
市
長
も
当
分
は
前
市
長
の
施
策
を
ひ

き
つ
ぎ
、
実
質
的
な
平
良
施
政
は
新
年
度
予

算
か
ら
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
新
年

度
予
算
で
平
良
施
政
が
ど
の
よ
う
に
打
ち
出

さ
れ
る
か
注
目
し
た
い
。



五
二
一

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
十
二
月

政
治
は
市
民
本
位
で
／
日
・
米

に
折
衝
し
財
源
確
保
／
平
良

市
長
答
弁
／
当
面
、
較
差
是

正
に
全
力
／
一
般
質
問

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
８
・
12
・
20
〕

　

平
良
革
新
市
長
を
迎
え
て
の
第
一
〇
七
回

那
覇
市
定
例
議
会
二
日
目
の
十
九
日
は
初
め

て
の
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、
市
政
態
度
、

交
通
、
下
水
道
、
安
謝
港
建
設
、
衛
生
行
政
、

上
下
水
道
料
金
値
下
げ
、
減
税
な
ど
平
良
市

長
の
公
約
や
、
那
覇
市
の
当
面
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
質
疑
が
か
わ
さ
れ
た
。
そ
の
中
で

平
良
市
長
は
「
即
時
復
帰
と
い
っ
て
も
一
夜

の
内
に
実
現
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
当

面
較
差
是
正
を
図
っ
て
ゆ
き
、
財
源
確
保
に

は
日
米
両
政
府
に
強
力
に
当
た
る
。
明
る
い

市
政
を
め
ざ
し
市
民
本
位
の
政
治
を
し
汚
職

や
不
正
人
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
き
び
し
い

態
度
で
の
ぞ
む
」
な
ど
の
点
を
明
ら
か
に
し

た
が
、
就
任
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
具

体
的
な
対
策
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
か
っ

た
。
以
下
お
も
な
質
疑
応
答
内
容
次
の
と
お

り
。

　

金
城
重
正
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）　

市
長
は

即
時
無
条
件
全
面
返
還
を
公
約
に
あ
げ
ら
れ

た
が
、
そ
の
可
能
性
は
ど
う
か
、
ま
た
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

　

平
良
市
長　

い
ま
す
ぐ
実
現
す
る
と
は

い
え
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
意
思
し
だ
い
で

不
可
能
と
は
思
え
な
い
。
だ
が
要
求
は
常
に

即
時
復
帰
を
し
て
ゆ
く
。

　

金
城
議
員　

市
長
の
答
弁
は
理
解
し
か
ね

る
。
要
求
す
る
の
は
い
い
が
、
復
帰
す
る
ま

で
は
市
政
を
ど
う
い
う
方
針
で
す
る
の
か
。

　

平
良
市
長　

復
帰
の
さ
い
は
摩
擦
や
矛
盾

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
予
算
も
社
会
福
祉
制
度
も
全
国
並
み
に

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
ゆ
く
。
首
相
の
い
う

両
三
年
に
メ
ド
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
あ

き
た
ら
な
い
が
、
メ
ド
が
つ
か
な
い
と
何
を

ど
ん
な
ふ
う
に
と
い
う
青
写
真
は
だ
れ
も
作

れ
な
い
は
ず
だ
。

　

喜
舎
場
盛
一
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）　

平

良
市
長
は
革
新
統
一
候
補
か
ら
当
選
さ
れ
た

が
今
後
革
新
カ
ラ
ー
を
市
民
に
対
し
て
ど
う

現
わ
し
て
ゆ
く
か
。
市
職
員
に
対
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
革
新
政
治
を
通
す
た
め
に
予
算

の
更
正
を
す
る
か
、
市
長
の
対
米
姿
勢
は
？
。

さ
ら
に
市
長
は
那
覇
市
の
税
金
が
高
い
と
い

っ
た
が
具
体
的
な
減
税
策
は
？
。

　

平
良
市
長　

革
新
カ
ラ
ー
は
市
民
と
の
対

話
に
よ
る
民
主
的
な
政
治
で
、
ど
の
よ
う
に

実
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
今
後
の
私
の

行
動
を
み
て
も
ら
う
し
か
な
い
。
職
員
に
対

し
て
は
公
僕
と
し
て
あ
く
ま
で
も
市
民
優
先

で
窓
口
な
ど
サ
ー
ビ
ス
面
の
改
善
に
力
を
そ

そ
ぎ
た
い
。
予
算
問
題
で
は
年
度
途
中
で
前

任
者
の
事
業
を
打
ち
切
る
こ
と
は
市
民
に
迷

惑
を
か
け
る
の
で
更
正
は
し
な
い
。
下
水
道

工
事
も
当
初
の
状
況
で
は
反
対
し
た
が
、
現

在
の
よ
う
に
行
政
府
で
法
的
に
も
裏
付
け
さ

れ
て
進
行
し
て
い
る
事
業
な
の
で
、
い
つ
ま

で
も
反
対
は
し
て
い
な
い
。

　

喜
舎
場
議
員　

減
税
は
た
と
え
ば
市
民
税

を
ど
う
す
る
の
か
い
く
ら
安
く
す
る
の
か
具

体
的
な
回
答
を
。

　

平
良
市
長　

当
然
減
税
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
具
体
的
に
は
事
務
担
当
者
と
も

話
し
合
っ
て
実
現
し
た
い
。

　

黒
潮
隆
議
員
（
人
民
党
）　

前
任
者
の
汚
職

腐
敗
の
市
政
が
今
回
の
選
挙
の
結
果
と
し
て

あ
ら
わ
れ
た
と
思
う
が
、
市
長
は
こ
の
厳
し

ゅ
く
な
市
民
の
審
判
を
認
め
自
信
を
持
っ
て

の
ぞ
ん
で
ほ
し
い
。

　

平
良
市
長　

人
事
は
慎
重
に
ほ
う
ふ
く
的

な
こ
と
は
さ
け
、
不
必
要
な
温
情
主
義
は
さ

け
た
い
。
汚
職
や
不
正
に
つ
い
て
は
一
つ
一

つ
調
査
し
て
行
き
た
い
。

総
務
部
長
に
親
泊
氏
／
平
良
那

覇
市
長
／
五
人
の
部
長
人
事

発
表

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
８
・
12
・
24
〕

　

平
良
那
覇
市
長
は
二
十
三
日
午
後
一
時
す

ぎ
五
人
の
部
長
人
事
を
発
表
、
辞
令
を
交
付

し
た
。

　

部
長
の
顔
ぶ
れ
は
総
務
部
長
に
親
泊
康
晴

氏
（
四
二
）
、
経
済
民
生
部
長
に
平
良
浩
氏

(
四
九
）
、
建
設
部
長
に
水
間
平
氏
（
三
八
）
、

土
木
部
長
に
内
間
安
春
氏
（
四
六
）
、
水
道
局

長
に
佐
久
川
寛
貞
氏
（
五
五
）
。
市
長
公
室

長
、
財
務
部
長
、
消
防
隊
長
の
三
部
署
は
人

選
が
お
く
れ
た
が
、
今
週
い
っ
ぱ
い
に
は
決

ま
る
予
定
。
難
航
ぎ
み
の
部
長
ク
ラ
ス
人
事

だ
っ
た
が
八
人
の
う
ち
五
人
が
き
ま
っ
た
わ

け
で
平
良
市
長
も
さ
す
が
に
ほ
っ
と
し
た
表

情
。
総
務
部
長
に
就
任
し
た
親
泊
氏
は
さ
っ

そ
く
課
長
以
下
の
職
員
を
呼
び
、
資
料
を
と

り
よ
せ
、
に
じ
り
ハ
チ
マ
キ
で
に
わ
か
勉

強
。
抱
負
を
き
く
と
「
平
良
市
政
が
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
よ
う
部
と
部
、
各
支
所
と
の
連
絡

を
密
に
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。
事
務
の
合
理

化
も
は
か
っ
て
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

と
め
た
い
」
と
顔
を
紅
潮
さ
せ
て
い
た
。
一

方
、
政
府
建
設
局
工
事
部
工
事
課
長
だ
っ
た

内
間
安
春
土
木
部
長
は
二
十
三
日
夜
お
そ
く

ま
で
〝
古
巣
〟
で
事
務
引
き
つ
ぎ
に
て
ん
て

こ
ま
い
だ
っ
た
。

　
　

〔
後
略
〕

平
良
清
安
氏
／
市
長
公
室
長
に

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
８
・
12
・
27
〕

　

那
覇
市
の
部
長
人
事
は
二
十
三
日
総
務

部
長
ほ
か
五
部
長
を
決
定
、
残
る
市
長
公
室

長
、
財
政
部
長
、
消
防
本
部
長
の
三
部
長
の

う
ち
二
十
七
日
あ
さ
、
市
長
公
室
長
に
官
公



五
二
二

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
十
二
月

労
書
記
長
・
平
良
清
安
氏
（
三
八
）
が
決
定
、

正
午
辞
令
を
交
付
し
た
。
財
政
部
長
、
消
防

本
部
長
と
も
一
両
日
中
に
決
定
す
る
も
よ

う
。

　

難
航
し
て
い
る
財
政
部
長
に
は
部
外
起
用

の
線
が
強
く
、
消
防
本
部
長
に
は
内
部
か
ら

昇
格
さ
せ
た
い
意
向
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
具

志
清
一
消
防
指
令
長
が
有
力
と
見
ら
れ
て
い

る
。

　
　

〔
後
略
〕



五
二
三

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
一
月

　
　

市
長
室
は
〝
千
客
万
来
〟
／
テ

ン
テ
コ
舞
い
の
秘
書
課
職
員

／
ス
タ
ー
ト
し
た
市
民
と
の

対
話

 
 
 

　

 
 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
１
・
９
〕

市
民
と
の
対
話
に
よ
る
市
政
を
打
ち
出

し
た
平
良
那
覇
市
長
は
、
就
任
と
同
時
に

市
長
室
、
同
応
接
室
を
開
放
、
い
つ
で
も
、

だ
れ
で
も
気
軽
に
市
長
を
訪
問
、
話
し
合

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、

市
長
室
は
〝
千
客
万
来
〟
で
、
秘
書
課
職

員
は
対
応
に
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
。

　

平
良
那
覇
市
政
は
、
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に

〝
ガ
ラ
ス
張
り
の
市
政
〟
を
強
調
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
を
あ

げ
〝
青
空
市
民
相
談
〟
な
ど
市
民
と
の
接
触

を
深
め
る
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
第

一
歩
と
し
て
市
長
室
を
開
放
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
市
長
と
面
会
す
る
に
は
市
長
室
付
き
の

秘
書
課
で
面
談
を
申
し
入
れ
二
重
の
扉
を
通

過
し
て
面
会
す
る
と
い
う
手
順
を
踏
ん
で
い

た
。
そ
の
た
め
、
秘
書
室
に
は
、
面
会
す
る

た
め
に
待
ち
構
え
た
人
た
ち
が
順
番
を
取
っ

て
い
た
が
、
現
在
は
廊
下
か
ら
市
長
室
が
見

通
せ
る
た
め
面
会
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ

て
い
る
。

　

平
良
市
長
自
身
が
、
廊
下
か
ら
市
長
室
ま

で
を
〝
国
際
通
り
〟
と
呼
び
、
時
間
が
許
す

範
囲
で
、
だ
れ
と
も
面
会
す
る
と
い
う
態
度

を
取
っ
て
い
る
た
め
、
面
会
人
が
逆
に
ま
ご

つ
く
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
い
つ
で

も
市
長
室
に
は
二
、
三
人
の
面
会
人
が
顔
を

そ
ろ
え
共
同
面
会
と
い
っ
た
風
景
が
み
ら
れ

る
。

　

秘
書
課
職
員
は
、
そ
れ
こ
そ
来
客
に
追
っ

か
け
ら
れ
立
ち
ど
お
し
。
廊
下
か
ら
秘
書
室

を
飛
び
越
え
て
市
長
室
が
見
通
し
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
顔
が
あ
う
と
市
長
自
身
が
〝
ど

う
ぞ
こ
ち
ら
へ
〟
と
市
長
室
に
招
き
入
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
職
員
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
、
市
長
の
基
本
方
針
が
〝
市

民
と
の
対
話
〟
を
打
ち
出
し
て
い
る
だ
け
に

〝
千
客
万
来
〟は
当
然
と
ば
か
り
対
応
に
走
り

回
っ
て
い
る
。

夏
季
手
当
て
支
給
条
例
を
一
部

改
正
／
那
覇
市
議
会
総
務
委

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
１
・
23
〕

　

那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
（
平
良
真
次
郎

委
員
長
）
は
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
開
か

れ
「
那
覇
市
職
員
に
た
い
す
る
夏
季
手
当
て

支
給
条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
審
議
し

た
。

　

ま
ず
平
良
清
安
公
室
長
が
「
昨
年
末
の
一

時
金
は
三
十
割
が
予
算
化
さ
れ
て
い
た
が
、

政
府
や
他
の
市
町
村
に
一
時
金
な
ど
を
勘
案

し
て
三
十
一
割
プ
ラ
ス
十
五
㌦
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る

と
説
明
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
各
委
員
か
ら

「
那
覇
市
の
一
時
金
は
高
く
は
な
い
か
」
と

の
質
問
が
あ
り
、
公
室
長
は
「
那
覇
市
の
夏

季
、
年
末
の
一
時
金
は
四
十
六
割
プ
ラ
ス
十

五
㌦
に
な
る
が
、
宜
野
湾
、
具
志
川
両
市
が

五
十
割
プ
ラ
ス
十
五
㌦
、
石
垣
が
四
十
九
割

プ
ラ
ス
十
㌦
、
読
谷
五
十
㌦
プ
ラ
ス
十
五
㌦

な
ど
で
当
市
の
場
合
は
む
し
ろ
低
い
方
に
属

す
る
」
と
答
え
結
局
、
原
案
通
り
す
ま
さ
れ

本
会
議
に
上
程
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
千
㌦
減
額
を
承
認
／
石
嶺
団

　

地
建
設
費
／
地
盤
堅
く
少

額
で
済
む
／
那
覇
市
議
会
建

設
委
員
会

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
１
・
24
〕

　

那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
比
嘉
佑
直
委

員
長
）
は
二
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
開
か

れ
、
那
覇
市
建
設
部
が
昨
年
八
月
か
ら
建
築

を
進
め
て
い
る
石
嶺
団
地
の
設
計
変
更
に
と

も
な
う
七
千
㌦
の
予
算
減
に
つ
い
て
審
議
し

た
。

　

参
考
人
の
水
間
平
建
設
部
長
が
「
石
嶺
団

地
の
建
設
費
は
五
十
万
㌦
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
設
計
変
更
の
た
め
一
万
一
千
㌦
の
減
額

が
生
じ
た
。
こ
の
う
ち
四
千
㌦
は
議
会
の
承

認
を
得
な
く
て
も
専
決
処
分
で
で
き
る
の
で
、

そ
の
よ
う
に
措
置
し
、
残
り
七
千
㌦
の
減
に

つ
い
て
提
案
す
る
。
設
計
変
更
は
地
盤
が
当

初
の
予
想
よ
り
堅
く
て
、
パ
イ
ル
が
そ
の
分

だ
け
減
っ
た
た
め
で
あ
る
」と
説
明
し
た
。こ

れ
に
対
し
金
城
庄
瑞
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
が
「
ボ

ー
リ
ン
グ
で
地
盤
の
事
前
調
査
は
で
き
な
か

っ
た
の
か
」
と
の
質
問
が
あ
り
、
当
局
側
は

「
ボ
ー
リ
ン
グ
は
し
た
が
、
建
築
現
場
が
起

伏
の
激
し
い
所
な
の
で
十
分
に
は
つ
か
め
な

か
っ
た
」
と
答
え
た
。
ま
た
又
吉
久
正
議
員

（
新
風
会
）
は
「
工
事
の
追
加
計
上
は
よ
く
あ

る
が
減
額
は
こ
ん
ど
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ

れ
は
革
新
市
政
に
な
っ
た
か
ら
工
事
の
監
視

が
き
び
し
く
な
っ
て
出
て
き
た
も
の
か
」
と

た
だ
し
、
当
局
側
は
「
別
に
革
新
市
政
に
な

っ
た
か
ら
う
ん
ぬ
ん
で
は
な
く
、
地
盤
の
予

想
以
上
の
堅
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
答

え
た
。

　

し
か
し
、
赤
嶺
慎
英
（
新
風
会
）
、
仲
本
安

一
（
社
大
党
）
議
員
ら
か
ら
「
那
覇
市
の
あ

れ
だ
け
の
工
事
か
ら
は
こ
れ
ま
で
も
こ
う
い

う
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を

当
局
と
業
者
の
な
れ
あ
い
で
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
追
及
。
当
局

は
「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
と
答
え
、

結
局
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
本
会
議

一
九
六
九
年



五
二
四

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
一
月

へ
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

道
路
修
繕
費
／
半
年
で
九
割
執

行
／
那
覇
市
議
会
建
設
委
／

〝
選
挙
道
路
〟
が
問
題
に

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
１
・
25
〕

　

那
覇
市
議
会
建
設
委
員
会
（
比
嘉
佑
直
委

員
長
）
は
、
二
十
四
日
午
後
十
一
時
再
開
、

道
路
修
繕
費
の
追
加
に
つ
い
て
審
議
し
た
が
、

こ
れ
と
関
連
し
て
〝
選
挙
道
路
〟
が
問
題
に

な
っ
た
。

　

道
路
修
繕
費
は
、
現
年
度
予
算
に
四
十
一

万
四
千
㌦
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
る
十
日

ま
で
の
半
年
間
に
九
一
・
三
％
に
当
た
る
三

十
七
万
六
千
㌦
が
執
行
さ
れ
、
残
り
半
年
分

の
予
算
が
な
い
の
で
五
万
㌦
を
追
加
計
上
し

た
も
の
。
建
設
委
員
会
で
は
説
明
に
立
っ
た

内
間
安
春
市
土
木
部
長
ら
に
ま
ず
友
利
栄
吉

議
員
（
公
明
会
）
が
「
半
カ
年
間
で
予
算
の

九
〇
％
以
上
を
執
行
し
て
い
る
が
、
例
年
の

状
況
は
ど
う
か
」
と
質
問
。
市
当
局
は
「
例

年
な
ら
四
月
ご
ろ
ま
で
の
執
行
分
だ
。
こ
れ

が
半
年
で
使
わ
れ
た
こ
と
は
〝
政
策
的
〟
な

も
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
、
友
利

議
員
は
「
政
策
的
と
い
う
こ
と
は
選
挙
目
当

て
と
い
う
こ
と
か
」
と
重
ね
て
質
問
し
た

が
、
当
局
は
「
前
任
者
の
し
た
こ
と
で
よ
く

わ
か
ら
な
い
」
と
答
弁
し
た
。

　

続
い
て
吉
浜
朝
一
議
員
（
無
所
属
ク
ラ

ブ
）
儀
間
真
祥
議
員
（
人
民
党
）
ら
が
こ
の

問
題
で
質
問
、
儀
間
議
員
は
「
こ
ん
な
こ
と

は
六
五
年
に
も
あ
っ
た
。
同
年
も
や
は
り
選

挙
（
立
法
院
議
員
、
那
覇
市
長
選
）
が
あ
っ

た
が
、
今
年
度
の
よ
う
に
道
路
費
が
多
く
組

ま
れ
た
し
、
執
行
状
況
も
よ
く
似
て
い
る
」

こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
「
前
任
者
が
し

た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
前
例
は

残
さ
な
い
で
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
し
た
。

　

こ
の
道
路
修
繕
費
は
お
も
に
道
路
舗
装
に

使
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
現
年
度
は
前
半
に
仕

事
が
集
中
、
市
内
の
道
路
は
路
地
に
至
る
ま

で
タ
ー
ル
舗
装
さ
れ
、
三
大
選
挙
と
関
連
し

て
票
集
め
の
た
め
の
〝
選
挙
道
路
〟
だ
と
の

非
難
が
絶
え
な
か
っ
た
。

〝
こ
れ
は
ひ
ど
い
〟
／
那
覇
市
議

会
／
地
盤
沈
下
現
場
を
視
察

／
安
謝
埋
め
立
て
地

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
１
・
25
〕

　

那
覇
市
議
会
総
務
委
員
会
（
平
良
真
次
郎

委
員
長
）
は
二
十
五
日
午
前
十
一
時
、
地
盤

沈
下
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
那
覇
市
安
謝
の

第
三
次
埋
め
立
て
地
を
視
察
し
た
。

　

視
察
は
那
覇
市
の
親
泊
総
務
部
長
、
具
志

堅
土
木
課
長
ら
の
案
内
で
行
な
わ
れ
た
。
現

場
は
第
三
次
埋
め
立
て
の
う
ち
住
宅
用
地
に

指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
三
十
㌢
か
ら
ひ
ど
い

と
こ
ろ
で
は
九
十
㌢
も
沈
下
し
、
ま
た
隣
接

の
護
岸
も
数
十
㍍
に
わ
た
っ
て
傾
い
て
お
り
、

各
委
員
と
も
「
こ
れ
は
ひ
ど
い
」
と
顔
を
し

か
め
た
。
市
当
局
は
「
検
査
の
時
点
で
地
盤

沈
下
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
銀
行
と
の
関
係

が
あ
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
パ
ス
さ
せ
た
」
と

説
明
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
与
党
の
黒
潮
隆
委
員
（
人
民

党
）
は
「
西
銘
前
市
長
と
業
者
の
な
れ
あ
い

だ
。
そ
の
結
果
、
修
復
費
と
し
て
市
民
の
税

金
二
万
㌦
が
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
怒
り

を
お
ぼ
え
る
。
委
員
会
で
徹
底
的
に
追
及
し

た
い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
平
良
委
員
長
（
新

風
会
）
も
「
着
工
前
に
地
盤
調
査
を
し
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
工
事
の
問
題
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
審
議
の
な
か
で
原
因
を
究
明
し
た

い
」
と
い
い
、
委
員
会
で
市
当
局
か
ら
事
情

聴
取
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

水
道
局
総
合
庁
舎
が
完
成
／
那

覇
市

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
１
・
30
〕

　

那
覇
市
で
は
、
旧
真
和
志
支
所
跡
に
水
道

局
総
合
庁
舎
の
建
設
を
急
い
で
い
た
が
こ
の

ほ
ど
完
成
、
修
祓
式
を
行
な
っ
た
。

　

同
庁
舎
は
総
工
費
八
十
万
㌦
で
一
昨
年
の

六
月
に
着
工
さ
れ
た
も
の
で
、
地
下
二
階
、

地
上
四
階
の
ス
マ
ー
ト
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
て
。
延
面
積
は
五
千
七
百
十
六
平
方
㍍

で
、
一
階
に
は
水
道
局
の
窓
口
と
消
防
、
二

階
真
和
志
支
所
、
三
階
水
道
局
、
四
階
職

業
訓
練
所
が
入
居
、
地
下
一
階
に
は
公
設

市
場
と
食
堂
、
同
二
階
が
機
械
室
と
な
っ

て
い
る
。

　

水
道
事
業
は
年
間
一
万
人
余
の
人
口
増
と

生
活
様
式
の
近
代
化
、
産
業
の
発
達
な
ど
で

給
水
量
が
ふ
え
内
部
体
制
の
強
化
拡
充
が
強

く
要
望
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
受
水
申
し
込

み
や
水
道
料
金
の
支
払
い
な
ど
を
行
な
う
窓

口
や
ろ
う
水
防
止
な
ど
迅
速
な
処
置
が
必
要

で
あ
り
、
新
庁
舎
の
落
成
で
こ
の
よ
う
な
問

題
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
そ
う
。

ゼ
ネ
ス
ト
回
避
決
議
も
め
る
／

那
覇
市
議
会
／
県
民
共
闘
押

し
か
け
る

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
１
・
30
〕

　

第
百
八
回
那
覇
市
臨
時
議
会
最
終
日
の
三

十
日
は
午
前
十
一
時
半
か
ら
開
か
れ
た
が
保

守
系
議
員
か
ら
「
二
・
四
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
決

議
」
提
案
の
動
き
が
あ
っ
た
た
め
、
生
命
を

守
る
県
民
共
闘
会
議
の
人
た
ち
百
二
、
三
十

人
が
傍
聴
に
押
し
寄
せ
緊
迫
し
た
空
気
に
包

ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
那
覇
市
職
員
に
た
い
す
る
「
年

末
手
当
て
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
」
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
た
あ
と
「
総
合

労
働
布
令
撤
回
要
請
決
議
」
を
す
る
予
定
で

本
会
議
に
先
だ
ち
、
同
午
前
十
時
か
ら
議
会
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二
月

運
営
委
員
会
を
開
き
検
討
し
た
。
そ
の
結

果
、
同
決
議
の
内
容
や
案
文
に
つ
い
て
各
派

の
意
見
が
一
致
し
た
。
し
か
し
野
党
（
保
守
）

の
議
員
か
ら
「
二
・
四
ゼ
ネ
ス
ト
を
回
避
す

る
た
め
の
決
議
を
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の

提
案
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
た
い
し
（
革
新
）

が
反
対
し
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

各
派
に
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
た
あ
と
再
び
議

運
委
を
開
き
、
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
決
議
は
し
な

い
こ
と
に
な
り
、
本
会
議
に
は
い
っ
た
。

　

し
か
し
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
の
動
き
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
県
民
共
闘
会
議
の
宮
良
社
会
党

委
員
長
、
岸
本
自
治
労
委
員
長
、
仲
良
官
公

労
委
員
長
ら
労
組
員
や
学
生
、
一
般
市
民
な

ど
約
百
三
十
人
が
傍
聴
席
に
つ
め
か
け
、
審

議
を
見
守
っ
て
い
る
。
傍
聴
人
た
ち
は
ゼ
ネ

ス
ト
回
避
決
議
は
し
な
い
と
の
情
報
に
た
い

し
て
も
「
い
つ
緊
急
動
議
で
同
決
議
が
な
さ

れ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
し
て
お
り
、
最
後

ま
で
審
議
を
見
守
る
方
針
。

　

本
会
議
は
こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
空
気
の

な
か
で
進
め
ら
れ
、
年
末
手
当
て
の
支
給
に

関
す
る
条
例
改
正
な
ど
を
決
議
し
午
前
中
の

日
程
を
終
わ
っ
た
。
午
後
か
ら
労
働
布
令
撤

廃
決
議
な
ど
を
す
る
。

回
避
決
議
と
り
や
め
／
那
覇
市

議
会

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
１
・
31
〕

　

第
百
八
回
那
覇
市
臨
時
議
会
は
最
終
日
の

三
十
日
午
後
一
時
か
ら
再
開
、
「
総
合
労
働

布
令
の
撤
回
と
労
働
基
本
権
の
確
立
に
関
す

る
要
請
決
議
」を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
注

目
の
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
決
議
は
こ
の
日
午
前
の

議
運
委
の
決
定
に
し
た
が
っ
て
上
程
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

ゼ
ネ
ス
ト
回
避
は
こ
の
日
午
前
の
議
運
委

で
保
守
系
議
員
か
ら
上
程
の
動
き
が
あ
り
、

こ
れ
に
革
新
側
が
反
対
し
て
も
め
た
が
、
結

局
上
程
さ
れ
ず
、
本
会
議
で
高
良
一
議
長
が

「
ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
に
会
っ
て
Ｂ
52

の
撤
去
を
要
請
し
、
ゼ
ネ
ス
ト
が
回
避
で
き

る
よ
う
つ
と
め
る
。
弁
務
官
に
は
電
話
で
会

見
申
し
入
れ
を
し
て
あ
る
」
と
説
明
し

た
。
こ
の
た
め
約
三
百
人
の
県
民
共
闘
の
傍

聴
人
た
ち
も
納
得
、
引
き
揚
げ
た
。

　

こ
の
あ
と
喜
舎
場
盛
一
議
運
委
員
長
（
市

政
ク
ラ
ブ
）
が
「
軍
労
働
者
に
も
民
立
法
を

適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
方
的
な

米
軍
の
布
令
で
人
権
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
。

総
合
労
働
布
令
が
突
然
、
公
布
さ
れ
県
民
は

激
し
い
怒
り
を
持
っ
て
い
る
。
同
布
令
の
撤

回
と
民
立
法
へ
の
切
り
替
え
、
軍
労
働
者
の

間
接
雇
用
制
を
要
請
す
べ
き
で
あ
る
」
と
提

案
理
由
を
説
明
し
、
総
合
労
働
布
令
の
撤
回

と
労
働
基
本
権
の
確
立
に
関
す
る
要
請
決
議

（
米
大
統
領
、
上
下
両
院
議
長
、
高
等
弁
務
官
、

佐
藤
首
相
、
衆
参
両
院
議
長
あ
て
）
を
全
会

一
致
で
採
択
し
た
。

早
く
も
財
政
ピ
ン
チ
に
／
那
覇

市
／
政
府
の
税
収
落
ち
込
み

で〔
沖
タ
・
朝 

１
９
６
９
・
２
・
１
〕

　

政
府
の
千
四
百
万
㌦
に
の
ぼ
る
税
収
落
ち

込
み
で
市
町
村
へ
の
交
付
金
が
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
る
が
、
那
覇
市
で
は
早
く
も
苦
境
に
た

た
さ
れ
職
員
の
二
月
分
の
給
与
も
確
保
で
き

る
目
途
が
た
た
ず
ピ
ン
チ
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
。
三
十
一
日
午
後
一
時
半
か
ら
稲
嶺
第

一
助
役
が
記
者
会
見
❶
政
府
か
ら
の
交
付
金
、

補
助
金
が
昨
年
七
月
以
降
な
く
、
自
己
財
源

も
底
を
つ
い
て
き
た
❷
道
路
舗
装
費
四
十
一

万
㌦
の
う
ち
九
〇
㌫
が
上
半
期
で
消
化
さ
れ

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
事
業
が
で
き
な
い
❸
二

月
中
旬
ま
で
に
政
府
交
付
金
二
十
九
万
㌦
と

補
助
金
が
支
出
さ
れ
な
い
場
合
、
職
員
の
給

与
は
も
ち
ろ
ん
保
育
所
の
維
持
に
も
支
障
が

生
じ
て
く
る―

と
実
情
を
説
明
し
た
。

　

稲
嶺
第
一
助
役
に
よ
る
と
、
現
年
度
予
算

で
政
府
交
付
金
百
七
十
五
万
㌦
を
計
上
し
て

い
る
が
見
積
も
り
額
は
百
三
十
二
万
㌦
し
か

な
い
。
さ
ら
に
、
昨
年
十
二
月
に
支
出
さ
れ

る
予
定
の
交
付
金
二
十
九
万
㌦
が
政
府
の
税

収
落
ち
込
み
で
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
、
財
政
的
に

苦
し
い
立
ち
場
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
と

く
に
保
育
所
（
七
カ
所
）
の
維
持
管
理
費
の

九
〇
㌫
は
政
府
補
助
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
て
い
る
が
、
昨
年
七
月
以
降
一
㌣
も
な

く
、
自
己
財
源
で
補
充
し
て
い
る
が
、
そ
れ

も
底
を
つ
い
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
た
め
、
各
部
の
事
業
の
執
行
を
一
部

中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
追
い
込

ま
れ
て
お
り
、
建
設
費
な
ど
か
ら
出
る
不
要

額
を
積
み
立
て
、
穴
埋
め
に
当
て
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
財
政
的
に
苦
し
い
道
路
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
予
算
四
十
一
万

㌦
の
う
ち
三
十
八
万
㌦
が
選
挙
期
間
中
に
執

行
さ
れ
、
下
半
期
に
残
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か

三
万
ド
ル
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
五
万
㌦

を
追
加
す
る
な
ど
苦
し
い
や
り
く
り
を
し
て

い
る
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予
算
執
行
は

望
め
そ
う
も
な
い
。

〝
ガ
ラ
ス
張
り
の
入
札
〟
／
那
覇

市
／
ま
ず
公
会
堂
を
分
割
指

名
競
争
に
／
改
善
に
ま
だ
時

間
か
か
る

〔
沖
タ
・
朝 

１
９
６
９
・
２
・
11
〕

　

〝
ガ
ラ
ス
張
り
の
入
札
〟を
め
ざ
す
那
覇
市

で
は
、
三
月
は
じ
め
に
指
名
競
争
入
札
に
付

す
公
会
堂
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
一
括
入
札
方
式
を
改
め
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て
、
分
割
入
札
に
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
し

か
し
総
工
費
百
八
十
万
㌦
の
う
ち
冷
房
、
舞

台
関
係
施
設
の
機
材
な
ど
約
六
十
万
㌦
相
当

が
設
計
の
段
階
で
指
定
さ
れ
て
お
り
、
機
種

（
メ
ー
カ
ー
）
競
争
入
札
と
は
名
ば
か
り
の
状

態
。
業
者
の
指
名
、
入
札
の
方
法
な
ど
改
善

す
ベ
き
点
が
多
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
市
建

設
部
の
分
割
入
札
方
式
は
建
設
業
界
に
大
き

な
波
紋
を
ま
き
お
こ
し
そ
う
。

　

那
覇
市
が
発
注
す
る
工
事
の
入
札
に
つ
い

て
〝
談
合
入
札
〟〝
慣
れ
合
い
入
札
〟
が
行
な

わ
れ
て
い
る
と
の
批
判
が
多
く
、
平
良
市
長

は
抜
本
的
な
打
開
策
を
検
討
し
て
い
た
。
公

会
堂
問
題
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
初
の
予
算

百
六
十
万
㌦
が
設
計
変
更
で
二
十
万
㌦
の
増

と
な
り
、
百
八
十
万
㌦
と
な
っ
た
。
こ
の
う

ち
電
気
、
水
道
、
冷
房
、
照
明
、
音
響
ま
た

は
舞
台
関
係
の
機
材
だ
け
で
六
十
万
㌦
に
の

ぼ
り
、
各
業
者
は
入
札
に
の
ぞ
む
準
備
を
進

め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
設
計
の
段
階
で
設

計
者
の
野
原
康
輝
氏
（
現
代
設
計
社
）
と
那

覇
市
の
話
し
合
い
が
ま
と
ま
り
、
六
十
万
㌦

に
の
ぼ
る
機
材
機
種
の
指
定
が
行
な
わ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
冷
房
施
設
の
場
合
、
東

芝
、
日
立
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
十
社
に
の
ぼ

る
取
り
扱
い
業
者
が
い
る
が
、
入
札
せ
ず
特

定
の
業
者
の
製
品
を
指
定
す
る
と
い
っ
た
調

子
で
、
指
名
競
争
入
札
は
外
見
だ
け
と
な
っ

て
い
る
。

　

建
設
部
で
は
、
こ
の
よ
う
な
機
材
、
機
種

の
指
定
は
こ
れ
ま
で
の
指
定
を
取
り
消
し
て

競
争
入
札
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
だ
と
の
基

本
線
を
と
り
、
電
気
、
水
道
、
舞
台
関
係
施

設
な
ど
に
わ
け
分
割
入
札
に
付
す
こ
と
を
決

め
た
。

　

建
設
業
界
を
は
じ
め
関
係
業
者
の
間
で
は
、

こ
の
決
定
を
歓
迎
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
一

部
に
は
段
階
を
踏
ん
で
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

で
実
施
す
べ
き
だ
と
の
声
も
あ
り
、
入
札
方

法
の
改
善
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
。

　

水
間
建
設
部
長
の
話　

指
名
競
争
入
札
と

は
い
っ
て
も
、
機
材
、
機
種
が
決
定
さ
れ
て

い
て
は
意
味
が
な
い
。
安
い
価
格
で
良
い
製

品
を
採
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
分
割

入
札
を
決
め
た
。

〝
前
途
多
難
〟
な
平
良
市
政
／
人

事
で
早
く
も
つ
ま
ず
く
／
市

労
組
が
抗
議
／
11
人
の
懲
戒

を
保
留

〔
沖
タ
・
朝 
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革
新
市
政
の
執
行
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
平
良
那
覇
市
長
は
、
二
五
〇
人
前

後
の
大
幅
な
人
事
異
動
を
準
備
、
そ
の
う
ち

十
一
人
の
課
長
、
係
長
を
懲
戒
分
限
審
査
委

員
会
（
委
員
長
・
平
良
清
安
公
室
長
）
に
付

託
し
た
が
、
那
覇
市
役
所
労
働
組
合
（
新
城

哲
男
委
員
長
・
組
合
員
六
四
七
人
）
の
猛
烈

な
抗
議
に
合
い
撤
回
し
た
。「
六
カ
年
余
に
わ

た
る
保
守
政
権
の
中
で
腐
敗
し
た
う
み
を
出

す
」
と
着
手
し
た
当
局
だ
が
、
ス
タ
ー
ト
で

つ
ま
ず
い
た
か
っ
こ
う
と
な
り
、
二
五
〇
人

前
後
の
人
事
異
動
に
も
か
な
り
の
影
響
を
よ

ぼ
し
、
さ
ら
に
執
行
体
制
に
も
「
前
途
多
難
」

を
思
わ
せ
る
材
料
が
続
出
し
て
き
た
。　

市

役
所
労
組
は
、
十
一
人
の
課
長
、
係
長
が
懲

戒
分
限
審
査
委
員
会
に
か
け
ら
れ
た
こ
と
を

〝
選
挙
の
報
復
人
事
〟
と
受
け
取
り
、
一
週
間

に
わ
た
っ
て
激
し
い
攻
撃
を
繰
り
ひ
ろ
げ

た
。
攻
撃
の
理
由
を
ま
と
め
る
と
❶
十
一
人

は
市
職
労
（
第
一
組
合
員
）
以
外
の
職
員
で

あ
る
❷
選
挙
運
動
を
し
た
も
の
を
対
象
に

す
る
な
ら
第
一
組
合
員
も
対
象
に
す
べ
き

だ
❸
こ
れ
ま
で
（
西
銘
市
政
）
は
注
意
を
行

な
い
、
懲
戒
分
限
審
査
委
員
会
に
は
か
け
ず

依
願
退
職
の
方
法
を
採
用
し
て
い
た
❹
十

一
人
は
、
審
査
委
員
会
に
か
け
ら
れ
る
ほ
ど

の
事
は
し
て
い
な
い
と
主
張
、
全
面
撤
回
を

迫
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
稲
嶺
第
一
、
前
田
第
二
の
両

助
役
、
平
良
公
室
長
ら
は
❶
委
員
会
制
度

は
、
市
長
独
裁
を
な
く
し
、
本
人
の
弁
明
の

機
会
の
場
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
十
一
人
か

ら
事
情
を
聴
取
し
た
だ
け
で
あ
る
❷
当
局
の

調
査
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
ミ
ス
を
犯
し
、

こ
ん
ご
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
恐
れ
が
あ

る
者
に
限
っ
て
委
員
会
に
か
け
た
。
裁
判
に

だ
し
て
も
勝
つ
自
信
が
あ
る
と
真
っ
向
か
ら

対
決
す
る
姿
勢
を
み
せ
、
紛
糾
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
高
良
議
長
が
中
に
は
い
り
、
幹

部
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
市
当
局
が
❶
懲
戒

の
対
象
に
は
し
な
い
❷
懲
戒
分
限
審
査
委
員

会
か
ら
の
答
申
を
保
留
、
再
度
市
長
が
十
一

人
と
個
別
に
会
い
事
情
を
聴
取
し
て
対
処
す

る
こ
と
で
妥
結
し
た
。

　

一
週
間
に
わ
た
る
市
役
所
労
組
の
抗
議
に

耐
え
き
れ
ず
に
妥
協
し
た
結
果
に
終
わ
っ
た

が
、
革
新
市
政
の
執
行
体
制
づ
く
り
に
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
っ
た
状
態
。
と
く
に
、
十
一
人

の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
問
題
に
な
っ
た
市
営

住
宅
へ
の
不
正
入
居
に
か
ら
ん
で
い
る
▽
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務
が
で
た
ら
め
で
あ

る
▽
業
者
と
の
結
び
つ
き
が
深
く
金
品
の
受

け
渡
し
が
行
な
わ
れ
た
疑
い
が
あ
る―

な
ど

直
接
市
民
の
生
活
と
関
係
の
あ
る
ケ
ー
ス
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
ん
ご
厳
重
に
監

視
す
る
と
い
う
当
局
の
説
明
だ
け
で
は
、
す

っ
き
り
し
な
い
問
題
を
残
し
た
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
。

　

失
わ
れ
た
委
員
会
の
存
在
価
値

　

【
解
説
】
市
行
政
は
、
条
例
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
、
執
行
の
最
高
責
任
者
は
市
長
と
な
っ

て
い
る
。
十
一
人
の
課
長
か
係
長
が
懲
戒
分

限
審
査
委
員
会
に
か
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
市

の
条
例
に
沿
っ
た
処
置
で
あ
り
、
職
員
の
身

分
保
障
を
公
平
に
す
る
た
め
の
委
員
会
制
度
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を
利
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
。と
こ
ろ
が
、こ
れ

に
市
役
所
労
は
反
対
し
た
。す
な
わ
ち
「
こ
れ

ま
で
は
首
切
り
さ
れ
る
ほ
ど
悪
い
こ
と
を
し

た
職
員
以
外
は
委
員
会
に
か
け
ら
れ
ず
、
注

意
す
る
こ
と
で
処
理
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
、

い
き
な
り
委
員
会
に
か
け
る
こ
と
は
慣
例
を

破
る
こ
と
で
あ
る
」
と
の
理
由
づ
け
を
行
な

っ
た
。
西
銘
市
政
の
「
恩
情
市
政
」
を
破
る

も
の
と
し
て
撤
回
を
要
求
し
た
こ
と
に
な
る
。

市
当
局
は
、
組
合
の
主
張
を
受
け
入
れ
、
委

員
会
で
調
査
し
た
結
果
を
保
留
、
こ
れ
ま
で

通
り
市
長
が
直
接
会
っ
て
事
情
を
聴
取
、
対

処
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
そ
の
結
果
、
市
長

の
命
を
受
け
委
員
に
任
命
さ
れ
作
業
を
進
め

た
各
部
長
の
努
力
は
〝
水
の
泡
〟
と
な
り
〝

弁
明
の
機
会
〟〝
市
長
独
裁
を
排
除
す
る
第
三

の
機
関
〟
と
い
わ
れ
た
委
員
会
の
存
在
価
値

が
失
わ
れ
た
。
委
員
会
の
審
査
結
果
が
ど
う

出
る
か
別
と
し
て〝
裁
判
に
か
け
て
も
勝
つ
〟

ほ
ど
の
自
信
を
持
っ
た
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の

調
査
結
果
が
保
留
さ
れ
た
こ
と
は
「
市
民
不

在
の
市
政
」
に
結
び
つ
く
恐
れ
が
あ
る
と
批

判
す
る
声
も
出
て
き
て
い
る
。
と
く
に
、
紛

糾
の
中
に
乗
り
出
し
た
高
良
議
長
が
、「
市
民

の
利
益
を
守
り
、
公
平
な
市
政
を
執
行
す
る

た
め
に
は
十
一
人
の
う
ち
四
人
の
懲
戒
処
分

も
や
む
を
得
な
い
」
と
記
者
団
に
語
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
革
新
市
政
と
い
う
カ
ラ
ー

が
ぼ
け
て
く
る
。
す
で
に
、
市
職
労
の
一
部

で
は
「
平
良
市
長
を
厳
重
に
監
視
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
の
態
度
を
表
明
し
て
お
り
、
市

民
に
奉
仕
す
る
市
政
、
執
行
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

「
市
民
相
談
室
」
を
常
設
／
苦

情
、
要
望
の
早
期
解
決
へ

〔
沖
タ
・
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市
民
と
直
結
し
た
市
政
を
め
ざ
す
平
良
那

覇
市
長
は
「
市
民
相
談
」
の
組
織
、
活
動
体

制
を
切
り
替
え
、
再
出
発
さ
せ
た
。
市
民
の

要
望
、
苦
情
を
直
接
責
任
者
が
掌
握
し
て
予

算
化
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
解
決
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
一
階
に
相
談
室
が
常
設
さ
れ
る
。

　

道
路
の
補
修
、
下
水
溝
の
清
掃
、
浸
水
防

止
ま
た
は
ち
り
処
理
な
ど
市
民
の
当
局
に
対

す
る
要
望
、
苦
情
は
山
積
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
ま
で
は
週
一
回
開
か
れ
た
「
市

民
相
談
日
」
に
押
し
か
け
陳
情
し
て
も
「
予

算
が
な
い
」
「
善
処
し
ま
す
」
と
い
う
処
理

し
か
な
さ
れ
ず
、
責
任
の
所
在
が
不
明
確
と

な
っ
て
い
た
。

　

平
良
市
長
は
、
市
民
の
要
望
、
苦
情
を
ひ

と
つ
び
と
つ
取
り
あ
げ
、
こ
れ
を
市
政
に
反

映
す
る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
固
め
、
市
長
公

室
を
中
心
に
対
処
策
の
検
討
を
指
示
し
て
い

た
。

　

再
出
発
す
る
「
市
民
相
談
」
は
、
道
路
補

修
工
事
だ
け
で
な
く
民
事
関
係
の
問
題
な
ど

市
民
が
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
生
じ
た
諸

問
題
に
つ
い
て
対
処
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

各
部
長
、
課
長
の
ほ
か
顧
問
弁
護
士
が
ケ
ー

ス
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

直
接
、
市
役
所
を
た
ず
ね
て
き
た
市
民
に

つ
い
て
は
、
公
聴
係
が
受
け
付
け
、
関
係
部

課
長
に
連
絡
を
と
り
、
公
聴
係
が
記
録
す

る
。
苦
情
、
陳
情
、
要
望
に
つ
い
て
は
、「
で

き
る
」
「
で
き
な
い
」
と
責
任
あ
る
答
弁
を

行
な
い
、
時
期
も
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら

に
、
市
民
の
意
向
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め

公
聴
係
で
記
録
し
た
内
容
を
月
報
、
年
報
に

ま
と
め
企
画
調
整
部
門
の
会
議
で
検
討
を
加

え
予
算
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

〝
や
る
べ
き
こ
と
は
や
る
〟
／
団

交
決
裂
／
人
事
異
動
を
発
令

／
平
良
那
覇
市
長
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紛
糾
を
つ
づ
け
て
い
た
那
覇
市
の
人
事
問

題
は
、
十
七
日
午
前
九
時
半
か
ら
行
な
わ
れ

た
市
当
局
と
那
覇
市
労
働
組
合
（
新
城
哲
男

委
員
長
）
の
最
終
団
交
で
も
合
意
に
達
せ

ず
、
混
乱
を
重
ね
た
す
え
決
裂
し
た
。
三
時

間
に
わ
た
っ
て
市
労
に
カ
ン
ズ
メ
に
さ
れ
て

い
た
平
良
市
長
、
稲
嶺
第
一
助
役
は
、
市
職

員
労
働
組
合
、
官
公
労
の
組
合
員
ら
に
守
ら

れ
て
脱
出
、
正
午
す
ぎ
か
ら
課
長
を
含
め
た

一
般
職
員
二
百
四
人
の
辞
令
交
付
を
行
な
っ

た
。
革
新
市
政
の
体
制
づ
く
り
の
第
一
歩
と

し
て
行
な
っ
た
人
事
で
混
乱
を
招
い
た
平
良

市
長
は
「
や
る
べ
き
こ
と
は
、
ど
ん
な
妨
害

が
あ
っ
て
も
断
固
と
し
て
や
る
」
と
の
基
本

姿
勢
を
表
明
、
い
っ
ぽ
う
市
労
の
新
城
委
員

長
は
「
報
復
人
事
の
撤
回
を
要
求
し
て
ね
ば

り
強
く
戦
う
」
と
徹
底
抗
戦
の
構
え
を
み
せ

て
お
り
、
市
民
へ
の
文
書
合
戦
、
ス
ト
、
法

廷
闘
争
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
様
相
を
み

せ
て
き
た
。

　

な
お
今
回
の
人
事
の
内
訳
は
、
課
長
三
十

四
人
の
う
ち
留
任
十
七
人
、
配
置
替
え
十
人
、

昇
任
三
人
、
水
道
局
へ
二
人
、
降
任
二
人
。
係

長
九
十
九
人
の
う
ち
留
任
五
十
四
人
、
配
置

替
え
三
十
二
人
、
昇
任
八
人
、
水
道
局
へ
二

人
、
降
任
三
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
平
良
市
長
と

市
労
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

市
民
第
一
の
人
事

　

平
良
市
長　

庁
内
の
空
気
に
も
慣
れ
た
あ

と
で
人
事
に
着
手
す
る
考
え
だ
っ
た
が
、
選

挙
の
し
こ
り
で
職
場
の
ふ
ん
い
気
が
暗
く
手

を
つ
け
た
。
人
事
の
刷
新
を
は
か
り
、
一
新

し
た
気
持
ち
で
職
務
に
は
げ
む
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
の
人
事
で
あ

り
報
復
人
事
で
は
な
い
。
課
長
、
係
長
の
ほ

と
ん
ど
が
与
党
の
選
挙
運
動
を
し
て
い
る
が
、
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市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
第
一
に
考
え
た
人
事
で

あ
り
適
材
適
所
主
義
を
守
っ
た
。
た
だ
残
念

な
こ
と
は
、こ
れ
を
報
復
だ
と
受
け
取
り
、
意

図
的
に
平
良
市
政
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
よ
う

と
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
い
る
。
こ
ん
ご
も

能
力
に
応
じ
て
人
事
の
刷
新
を
は
か
り
、
市

民
の
良
識
に
訴
え
て
市
政
を
運
営
す
る
。

　

法
廷
闘
争
に
持
ち
込
む

　

新
城
市
労
委
員
長　

十
人
の
課
長
・
係
長

の
降
任
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
同
意
を

得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
無

視
、
さ
ら
に
一
般
職
員
の
配
置
替
え
も
適
材

適
所
で
は
な
い
。
政
党
の
人
事
へ
の
介
入
は

認
め
な
い
と
約
束
し
な
が
ら
ポ
ス
ト
を
あ
け

る
た
め
の
人
事
を
行
な
い
、
手
続
き
上
の
ミ

ス
も
多
い
。
現
在
十
三
人
に
つ
い
て
は
、
不

当
人
事
で
あ
る
の
で
法
廷
闘
争
に
持
ち
込
む
。

ま
た
、
革
新
市
政
の
実
態
が
〝
ウ
ソ
つ
き
市

政
〟
で
あ
り
、
こ
れ
を
市
民
に
訴
え
る
た
め

各
家
庭
に
パ
ン
フ
レ
を
配
布
、
さ
ら
に
ス
ト

も
決
行
し
て
最
後
ま
で
報
復
人
事
の
撤
回
を

要
求
し
て
戦
う
。
団
交
の
最
中
に
官
公
労
の

組
合
員
が
乱
入
し
た
こ
と
は
悪
い
慣
行
を
つ

く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

再
燃
す
る
人
事
異
動
問
題
／
徹

底
抗
戦
の
構
え
／
市
労
／
泥

沼
化
の
様
相
／
共
闘
も
対
決

へ〔
沖
タ
・
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終
止
符
が
打
た
れ
た
か
に
見
え
た
那
覇
市

の
人
事
問
題
は
、
那
覇
市
労
（
新
城
哲
男
委

員
長
）
が
徹
底
抗
戦
の
構
え
で
街
頭
に
進

出
、
「
不
当
人
事
を
訴
え
る
」
と
の
文
書
を

配
布
し
た
た
め
、
那
覇
市
政
革
新
共
闘
会
議

で
は
こ
れ
に
反
発
、
対
決
す
る
準
備
を
は
じ

め
て
お
り
、
再
度
泥
沼
化
す
る
様
相
を
見
せ

て
き
た
。

　

平
良
市
長
は
、
人
事
の
基
本
方
針
と
し
て

❶
適
材
適
所
主
義
を
貫
き
、
責
任
あ
る
市
政

運
営
を
は
か
る
❷
選
挙
の
し
こ
り
が
残
り
市

政
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
点
を
解
消
す
る

こ
と
を
打
ち
出
し
、
懲
戒
分
限
審
査
委
員
会

に
十
一
人
の
課
長
、
係
長
の
審
査
を
諮
問
す

る
と
同
時
に
、
一
般
職
員
の
人
事
異
動
に
着

手
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
那
覇
市
労
で
は
❶
選
挙
の
報

復
人
事
で
あ
る
❷
課
長
、
係
長
ら
は
審
査
委

員
会
に
か
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
悪
い
こ
と
は
し

て
い
な
い
と
反
論
、
撤
回
を
要
求
し
た
。
さ

ら
に
西
銘
市
長
は
審
査
委
員
会
に
か
け
ず
市

長
が
直
接
本
人
と
会
い
、
依
願
退
職
の
方
法

を
と
っ
て
き
て
お
り
慣
行
に
反
す
る
と
主
張

し
た
。
前
後
六
回
に
わ
た
る
団
交
で
平
良
市

長
が
譲
歩
「
委
員
会
の
答
申
は
う
け
ず
、
市

長
が
課
長
、
係
長
ら
と
会
い
、
事
情
を
聴
取

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
一
応
収
拾
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
平
良
市
長
は
、
十
一
人
の
課
長
、
係

長
の
う
ち
八
人
に
つ
い
て
降
任
し
た
の
を
含

め
二
百
余
人
に
人
事
異
動
を
発
令
し
た
。
そ

の
た
め
平
良
市
長
は
市
労
に
か
ん
詰
め
に
さ

れ
る
な
ど
紛
糾
、
混
乱
し
た
。
市
労
で
は
❶

団
交
を
継
続
、
人
事
異
動
の
撤
回
を
は
か
る

❷
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
ビ
ラ
を
配
布
す

る
❸
法
廷
闘
争
で
結
着
を
つ
け
る
❹
資
金
カ

ン
パ
を
す
る―

こ
と
を
決
め
、
徹
底
抗
戦
の

姿
勢
を
打
ち
出
し
、
二
十
五
日
か
ら
組
合
員

を
動
員
し
て
い
っ
せ
い
に
ビ
ラ
の
配
布
を
は

じ
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
那
覇
市
政
革
新
共
闘
会
議
で

は
、
平
良
市
長
を
守
り
明
る
い
市
政
を
実
現

す
る
と
い
う
立
ち
場
か
ら
緊
急
幹
事
会
を
開

き
、
立
法
院
選
挙
区
単
位
で
対
策
を
講
じ
、
真

相
を
市
民
に
訴
え
、
協
力
を
得
る
準
備
を
は

じ
め
た
。
こ
ん
ご
の
焦
点
は
市
当
局
対
市
労

と
い
う
関
係
か
ら
、
市
労
対
市
政
革
新
共
闘

会
議
の
対
決
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
、
か
つ
て

な
か
っ
た
市
民
同
士
の
対
決
に
発
展
す
る
か

ど
う
か
に
し
ぼ
ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
降
任

さ
れ
た
課
長
、
係
長
が
ミ
ス
を
お
こ
し
た
か

ど
う
か
と
い
う
事
実
関
係
が
市
民
の
前
に
明

ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

公
設
市
場
／
移
転
問
題
が
再
燃

／
西
市
場
組
合
員
／
新
施
設

へ
の
移
転
に
反
対

〔
沖
タ
・
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那
覇
市
の
公
設
市
場
移
転
問
題
が
再
燃
、

当
局
は
苦
し
い
立
ち
場
に
追
い
込
ま
れ
対
策

に
頭
を
痛
め
て
い
る
。
総
額
七
十
万
㌦
余
を

投
じ
て
建
設
中
の
新
公
設
市
場
は
九
十
㌫
完

成
し
て
い
る
が
、
西
公
設
市
場
の
組
合
員
四

百
六
十
四
人
は
移
転
に
反
対
、
現
在
の
市
場

敷
き
地
を
利
用
し
て
新
築
す
る
こ
と
を
希
望

し
て
お
り
、
建
設
中
の
市
場
は
あ
き
家
に
な

る
公
算
が
強
い
。
さ
ら
に
、
地
主
の
上
岡
〇

〇
〇
氏
と
の
賃
貸
借
契
約
も
か
ら
ん
で
き
て

お
り
、
市
民
の
台
所
〝
鮮
魚
・
精
肉
市
場
〟

を
め
ぐ
る
紛
争
は
白
熱
化
し
て
き
た
。

　

同
市
場
の
移
転
問
題
は
、
市
場
の
環
境
衛

生
を
向
上
さ
せ
、
市
民
に
新
鮮
で
清
浄
な
食

品
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
と
の
主
旨
で
検
討

が
加
え
ら
れ
、
前
市
長
の
西
銘
順
治
氏
が
、
新

市
場
の
建
設
を
発
表
し
た
。
地
下
、
地
上
二

階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
で
全
館

冷
房
付
き
と
い
う
、
か
つ
て
な
か
っ
た
施
設

内
容
を
持
ち
、
現
在
の
市
場
と
は
比
較
で
き

な
い
ス
マ
ー
ト
な
も
の
を
建
設
す
る
こ
と
を

打
ち
あ
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
四
百
六
十
四
人

の
組
合
員
の
う
ち
百
六
十
人
が
新
市
場
へ
の

移
転
に
賛
成
、
西
銘
派
、
反
西
銘
派
に
わ
か

れ
て
組
合
内
部
で
抗
争
、
つ
い
に
精
肉
、
鮮



五
二
九

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
三
月

魚
組
合
が
二
つ
に
分
裂
、
同
建
設
計
画
を
審

議
中
の
議
場
に
反
対
派
組
合
員
が
乱
入
す
る

と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
当
局
は
、
新
市
場
建
設
計

画
を
作
成
す
る
も
の
と
並
行
し
て
、
現
在
の

公
設
市
場
の
地
主
・
上
岡
〇
〇
〇
氏
と
の
土

地
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

「
新
市
場
が
完
成
す
る
と
同
時
に
全
員
が
移

転
、
土
地
を
地
主
に
返
す
」
と
い
う
契
約
解

除
の
確
約
を
行
な
っ
た
。
新
市
場
の
建
築

は
、
本
体
工
事
四
十
九
万
㌦
、
電
気
十
万
四

千
㌦
、
水
道
・
冷
房
工
事
十
五
万
三
千
㌦
で

着
工
さ
れ
、
近
く
完
成
す
る
が
、
移
転
に
賛

成
し
た
百
六
十
人
の
組
合
員
も
反
対
に
ま
わ

り
、
事
態
は
再
度
紛
糾
し
て
き
た
。
反
対
に

ま
わ
っ
た
組
合
員
の
意
向
は
❶
建
て
物
全
体

が
市
場
と
し
て
不
適
格
で
あ
り
、
売
り
場
も

狭
く
営
業
で
き
な
い
❷
買
い
物
客
の
利
便
が

悪
く
、
売
り
上
げ
が
半
減
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
み
て
お
り
、
当
初
対
立
し
て
い
た
組
合

員
が
一
本
に
ま
と
ま
り
移
転
反
対
の
強
力
な

運
動
を
展
開
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

事
態
を
重
視
し
た
那
覇
市
で
は
❶
前
市
長

が
地
主
と
の
賃
貸
借
契
約
を
解
除
す
る
と
の

確
約
を
取
り
か
わ
し
て
い
る
❷
新
公
設
市
場

を
ど
う
利
用
す
る
か
❸
現
公
設
市
場
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
具
体
的

な
打
開
策
が
な
く
苦
し
い
立
ち
場
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。
組
合
で
は
❶
市
と
地
主
と
の

契
約
解
除
の
確
約
に
は
と
ら
わ
れ
ず
、
借
家

権
、
生
活
権
を
主
張
す
る
❷
現
在
の
敷
き
地

を
利
用
し
て
新
し
い
市
場
を
建
設
す
る
こ
と

を
申
し
あ
わ
せ
て
お
り
、
組
合
、
那
覇
市
、
地

主
の
三
者
間
で
激
し
い
紛
争
を
ま
き
お
こ
し

そ
う
。

那
覇
新
港
き
の
う
着
工
／
四
年

計
画
で
完
成
へ
／
五
万
㌧
級

も
接
岸
可
能
／
安
謝

〔
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那
覇
、
泊
両
港
の
バ
ー
ス
難
を
一
挙
に
解

決
す
る
那
覇
市
宿
願
の
那
覇
新
港
（
安
謝
）

建
設
工
事
が
四
カ
年
計
画
で
十
七
日
か
ら
は

じ
ま
っ
た
。
こ
れ
が
完
成
す
る
と
二
万
㌧―

五
万
㌧
級
の
超
大
型
船
舶
が
同
時
に
二
隻
以

上
接
岸
可
能
と
な
り
、
沖
縄
の
産
業
経
済
の

発
展
に
役
立
つ
と
関
係
者
の
期
待
は
大
き
い
。

起
工
式
は
十
七
日
正
午
か
ら
安
謝
埋
め
立
て

地
で
屋
良
主
席
や
星
立
法
院
議
長
ら
来
賓
、

関
係
者
多
数
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
平
良
那

覇
市
長
と
比
嘉
南
洋
土
建
社
長
ら
が
ク
ワ
入

れ
着
工
の
儀
式
を
行
な
い
、
工
事
の
安
全
完

成
を
祈
願
し
た
。

　

那
覇
、
泊
両
商
港
で
の
貨
物
取
り
扱
い
量

は
毎
年
増
加
、
港
湾
施
設
が
五
四
年
に
米
国

か
ら
移
管
さ
れ
て
以
来
、
施
設
増
強
が
行
な

わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
港
湾
、
陸
上
施
設
が

狭
く
バ
ー
ス
待
ち
で
滞
船
が
慢
性
化
し
て
き

た
。
日
米
政
府
援
助
を
得
て
四
カ
年
計
画
で

建
設
す
る
も
の
。
工
費
は
一
千
八
百
十
一
万

一
千
㌦
。
南
洋
土
建
が
請
け
負
っ
た
。

　

那
覇
、
泊
両
港
で
取
り
扱
っ
た
貨
物
量

は
、
五
五
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の
十
カ
年
で

十
倍
に
ふ
え
た
。
現
在
す
で
に
飽
和
点
を
越

え
て
許
容
量
の
二
～
三
倍
に
達
す
る
貨
物
が

あ
る
た
め
荷
さ
ば
き
に
混
乱
を
き
た
す
一
方
、

港
湾
が
狭
く
バ
ー
ス
待
ち
の
た
め
の
滞
船
慢

性
化
す
る
な
ど
港
湾
機
能
は
マ
ヒ
状
態
に
陥

っ
て
い
る
。
那
覇
市
を
は
じ
め
政
府
、
港
湾

関
係
者
は
、
か
ね
て
か
ら
新
港
の
建
設
を
急

い
で
い
た
。
総
工
費
一
千
八
百
万
㌦
余
り
の

う
ち
本
土
政
府
七
五
㌫
、
琉
球
政
府
一
五
㌫
、

米
国
政
府
九
㌫
の
援
助
を
得
て
着
工
す
る
運

び
に
な
っ
た
。

　

安
謝
新
港
が
七
二
年
に
完
成
す
れ
ば
、
港

湾
、
陸
上
施
設
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
沖
縄

経
済
の
伸
長
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
関
係
者
の

期
待
は
大
き
い
。

　

那
覇
新
港
が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
❶

港
湾
関
係
業
者
の
す
べ
て
が
那
覇
市
に
存
在

し
て
い
る
た
め
新
施
設
の
即
刻
完
全
な
活
用

が
出
来
る
❷
質
の
高
い
生
産
年
齢
人
口
と
政

治
、
経
済
、
文
化
が
集
中
す
る
那
覇
市
に
新

企
業
の
誘
致
開
発
を
す
る
た
め
の
多
く
の
利

便
が
得
ら
れ
る
❸
消
費
水
準
の
高
い
住
民
や

短
期
長
期
滞
在
者
も
那
覇
市
周
辺
に
集
ま
っ

て
お
り
、
魅
力
あ
る
市
場
を
形
成
す
る―

な

ど
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

六
九
年
度
の
第
一
年
次
工
費
は
九
十
二
万

八
千
三
百
三
十
三
㌦
で
五
㌫
の
達
成
率
、
七

〇
年
度
六
百
十
一
万
三
千
㌦
、
七
一
年
度
五

百
五
十
一
万
九
千
六
百
六
十
七
㌦
、
七
二
年

度
五
百
五
十
五
万
六
千
㌦
で
毎
年
五
、
六
百

万
㌦
の
工
事
が
行
な
わ
れ
る
。
第
一
次
工
事

で
五
千
㌧
級
三
隻
が
接
岸
で
き
る
バ
ー
ス
を

完
成
、
七
〇
年
七
月
か
ら
新
港
の
一
部
が
使

用
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

送
迎
人
は
う
ろ
う
ろ
／
接
岸
場
所
の
明

示
は
な
く
／
那
覇
泊
港

　

船
舶
を
利
用
し
て
の
本
土
往
来
者
は
毎
年

ふ
え
、
昨
年
一
年
間
で
約
三
十
五
万
人
を
数

え
港
は
送
迎
人
で
ご
っ
た
が
え
し
て
い
る
が
、

船
の
接
岸
指
示
板
が
な
い
た
め
、
ど
こ
の
バ

ー
ス
に
接
岸
し
た
の
か
送
迎
人
は
と
ま
ど
っ

て
い
る
。

　

那
覇
、
泊
両
商
港
で
は
客
船
と
貨
物
の
バ

ー
ス
が
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
入
港
の
際
、

バ
ー
ス
が
あ
い
た
と
こ
ろ
に
接
岸
す
る
の

で
送
迎
人
に
は
ど
こ
の
バ
ー
ス
に
接
岸
し

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
出
港
ま
ぎ
わ
に

見
送
り
に
き
て
右
往
左
往
し
て
い
る
間
に

船
は
出
港
し
て
し
ま
っ
た
、
と
の
苦
情
が
た

え
な
い
。

　

那
覇
港
ふ
頭
の
バ
ー
ス
は
東
西
に
約
千
㍍

も
広
が
り
、
停
泊
し
て
い
る
船
を
い
ち
い
ち

捜
す
の
に
十
分
か
ら
十
五
分
も
か
か
る
。



五
三
〇

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
三―

四
月

　

仲
吉
良
二
那
覇
港
務
所
長
は
「
確
か
に
送

迎
人
の
便
宜
を
は
か
る
ひ
と
つ
と
し
て
バ
ー

ス
指
示
板
が
必
要
で
あ
る
。
ち
か
く
船
会
社

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
考
慮
し
た
い
」
と
語
っ

て
い
る
。
ま
た
、
客
船
は
な
る
べ
く
ゲ
ー
ト

に
近
い
と
こ
ろ
の
バ
ー
ス
を
選
ん
で
接
岸
す

る
よ
う
港
務
所
と
し
て
も
考
え
て
い
る
と
い

う
。那

覇
市
三
月
定
例
議
会
始
ま
る

〔
沖
タ
・
夕 

１
９
６
９
・
３
・
20
〕

　

那
覇
市
の
第
一
〇
九
回
市
議
会
定
例
会
は

二
十
日
開
会
、
午
前
十
時
本
会
議
を
開
き
平

良
市
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
「
那
覇
市
下
水

道
条
例
制
定
」
な
ど
十
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
市
当
局
が
議
案
の
説
明
を
し
た
。
そ
の

ほ
か
会
期
を
二
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
十
二
日
間
、
本
会
議
は
二
十
日
、
二
十
二

日
、
二
十
四
日
、
三
十
一
日
の
四
日
間
で
、

委
員
会
五
日
間
、
休
日
三
日
間
の
会
期
日
程

で
あ
る
。

　

市
場
の
移
転
中
止
を
／
那
覇
市
役
所

に
大
挙
陳
情
団

　

那
覇
市
牧
志
の
公
設
市
場
移
転
に
反
対
し

て
、
市
民
へ
の
よ
び
か
け
や
署
名
運
動
を
し

て
い
た
同
公
設
市
場
連
合
会
（
四
百
六
十
四

人
）
の
代
表
約
五
十
人
が
二
十
日
那
覇
市
役

所
に
つ
め
か
け
、
新
公
設
市
場
へ
の
移
転
中

止
を
平
良
市
長
に
陳
情
し
た
。
正
午
か
ら
市

役
所
四
階
応
接
室
で
平
良
市
長
ら
と
会
見
、

我
那
覇
生
吉
会
長
が
陳
情
書
を
手
渡
し
、「
西

銘
市
長
と
地
主
側
と
の
か
わ
さ
れ
た
市
場
を

移
転
す
る
と
い
う
覚
え
書
き
の
真
意
が
、
業

者
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
に
法

的
な
効
力
を
有
し
、
工
事
の
完
成
も
ち
か
い

が
、
新
し
い
市
場
に
移
る
と
な
る
と
、
地
理

的
に
も
水
利
の
面
な
ど
市
場
と
し
て
の
条
件

が
悪
く
、
商
売
の
で
き
る
見
通
し
も
た
た
な

い
。
こ
の
よ
う
な
新
市
場
で
あ
え
て
商
売
を

は
じ
め
る
と
な
る
と
、
市
民
に
も
い
ろ
い
ろ

の
面
で
大
き
な
不
利
益
を
与
え
る
」
と
市
長

の
善
処
を
要
望
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
平
良
市
長
は
「
こ
の
問
題
は

過
去
十
年
近
く
も
尾
を
ひ
い
て
い
る
が
、
西

銘
市
長
か
ら
私
が
引
き
継
い
だ
問
題
で
地
主

と
の
話
し
合
い
も
持
ち
納
得
い
く
よ
う
な
線

で
解
決
に
メ
ド
を
つ
け
た
い
」
と
語
っ
た
。

打
開
策
は
明
示
せ
ず
／
平
良
市

長
／
公
設
市
場
の
移
転
問
題

〔
沖
タ
・
朝 

１
９
６
９
・
３
・
27
〕

　

第
一
〇
九
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
二
十

二
日
午
前
十
時
か
ら
開
会
、
人
事
問
題
、
牧
志

公
設
市
場
問
題
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
を
た

だ
し
た
。
人
事
問
題
に
つ
い
て
選
挙
に
か
ら

む
報
復
人
事
だ
と
追
及
し
た
金
城
重
正
議
員

は
、
人
事
に
タ
ッ
チ
し
た
某
課
長
が
背
任
行

為
を
し
て
い
る
と
迫
り
、
平
良
市
長
が
「
事

実
で
あ
れ
ば
厳
重
に
処
置
す
る
」
と
答
弁
す

る
場
面
も
み
ら
れ
緊
迫
し
た
。

　

金
城
議
員
は
、
人
事
異
動
で
十
人
の
課
長
、

係
長
が
降
任
さ
れ
た
こ
と
を
取
り
あ
げ
、
条

例
に
違
反
し
た
報
復
人
事
で
あ
る
と
指
摘
し

た
。
こ
れ
に
対
し
平
良
市
長
、
平
良
公
室
長

は
「
条
例
に
は
反
し
て
い
な
い
。
適
否
は
法

廷
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
適
材
適
所
の
人
事

で
あ
る
」
と
反
論
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
金
城

議
員
が
「
第
二
助
役
の
片
腕
と
し
て
人
事
に

タ
ッ
チ
し
た
某
課
長
が
、
自
分
の
水
道
料
金

三
百
㌦
余
を
六
カ
年
余
も
支
払
わ
ず
、
職
権

で
公
文
書
を
隠
し
て
い
た
」
と
当
局
の
説
明

を
求
め
た
。
平
良
市
長
は
「
事
実
で
あ
れ
ば

厳
重
に
処
置
す
る
、
よ
く
調
査
し
た
い
」
と

苦
し
い
答
弁
。

　

つ
ぎ
に
瀬
長
フ
ミ
議
員
が
牧
志
公
設
市
場

の
移
転
問
題
を
取
り
あ
げ
平
良
市
長
の
考
え

を
た
だ
し
た
。
平
良
市
長
は
「
用
地
買
収
に

三
十
五
万
㌦
、
建
築
費
に
七
十
七
万
㌦
を
か

け
新
市
場
を
建
設
中
だ
が
、
こ
れ
は
三
代
の

市
長
が
取
り
組
ん
で
き
た
問
題
で
あ
る
。
業

者
は
、
新
市
場
に
移
転
し
な
い
と
主
張
、
地

主
は
前
市
長
の
西
銘
順
治
氏
と
の
約
束
通
り

土
地
を
明
け
渡
す
よ
う
陳
情
し
て
い
る
。
市

民
の
福
祉
向
上
を
は
か
る
と
い
う
立
場
か
ら

検
討
中
で
あ
る
」
と
具
体
的
な
打
開
策
を
明

示
せ
ず
に
終
わ
っ
た
。

十
六
対
六
で
可
決
／
不
当
人
事

撤
回
要
求
め
ぐ
り
紛
糾
／
那

覇
市
議
会

〔
沖
タ
・
朝 

１
９
６
９
・
４
・
３
〕

　

那
覇
市
議
会
最
終
日
の
三
月
三
十
一
日
は
、

那
覇
市
労
働
組
合
（
新
城
哲
男
委
員
長
）
か
ら

陳
情
の
あ
っ
た
「
不
当
人
事
撤
回
要
求
」
を

め
ぐ
っ
て
紛
糾
、
深
夜
の
審
議
を
重
ね
、
午

後
十
一
時
前
十
六
対
六
で
陳
情
案
件
を
可
決

し
た
。

　

陳
情
の
内
容
は
、
さ
き
に
平
良
市
長
が
行

な
っ
た
人
事
異
動
で
九
人
の
課
長
、
係
長
が

降
任
さ
れ
た
こ
と
に
た
い
し
市
労
側
が
「
選

挙
に
か
ら
む
不
当
人
事
」
と
し
て
対
立
、
抗

争
を
つ
づ
け
て
い
た
も
の
。
す
で
に
市
労
側

か
ら
裁
判
所
へ
異
議
の
申
し
立
て
が
行
な
わ

れ
て
お
り
、
開
会
中
の
市
議
会
、
総
務
委
員

会
に
陳
情
し
て
い
た
。　

本
会
議
で
は
金
城
重
正
議
員
が
同
問
題
の
説

明
を
行
な
い
、
与
党
の
人
民
、
社
大
と
は
げ

し
く
対
立
、
休
け
い
、
審
議
を
く
り
か
え
し
、

傍
聴
席
に
は
市
労
関
係
や
組
合
員
や
市
職
労

の
組
合
員
も
つ
め
か
け
な
り
ゆ
き
を
見
守
っ

た
が
、
午
後
十
時
す
ぎ
採
決
に
持
ち
込
ま
れ
、

人
民
三
、
人
民
系
無
所
属
一
、
社
大
二
が
同

陳
情
に
反
対
し
た
が
、
自
民
、
自
民
系
無
所

属
、
公
明
会
、
新
風
会
が
賛
成
し
た
た
め
十

六
対
六
で
同
陳
情
が
可
決
さ
れ
た
。
当
局
で

は
人
事
権
は
市
政
の
執
行
に
と
も
な
う
権
利



五
三
一

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
四
月

で
あ
り
、
市
長
に
属
す
る
専
有
権
で
あ
る
と

の
立
ち
場
か
ら
議
場
で
も
具
体
的
な
説
明
を

行
な
わ
ず
、
裁
判
に
す
べ
て
を
か
け
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
な
お
、
人
事
権
が
市
長
に
属

す
る
た
め
議
会
の
議
決
は
経
て
も
拘
束
力
は

な
い
。

下
水
道
条
例
を
承
認
／
七
月
か

ら
料
金
の
徴
収
へ
／
那
覇
市

議
会

〔
琉
新
・
朝 

１
９
６
９
・
４
・
６
〕

　

第
一
〇
九
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
同
市

の
下
水
道
条
例
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
こ
の

七
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

た
め
下
水
道
工
事
の
す
ん
だ
久
米
町
な
ど
旧

那
覇
市
の
一
部
に
条
例
を
適
用
し
て
下
水
道

料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
沖
縄

で
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
市
当
局
で

は
下
水
道
利
用
方
法
の
周
知
徹
底
を
は
か
る

た
め
、
各
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
指
導
に
万

全
を
期
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

同
条
例
に
よ
る
と
、
公
共
下
水
道
の
排
水

区
域
内
の
土
地
の
所
有
権
、
使
用
者
、
占
有

者
は
、
そ
の
土
地
の
下
水
を
公
共
下
水
道
に

流
入
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
排
水
管
、
排
水

こ
う
、
そ
の
他
の
排
水
施
設
を
公
共
下
水
道

の
使
用
開
始
の
日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い―

と
排
水
設
備
の
設

置
を
義
務
づ
け
、
下
水
道
の
使
用
料
は
上
水

道
の
使
用
料
を
基
準
と
し
て
、
一
カ
月
に
つ

き
一
般
用
は
八
立
方
㍍
ま
で
四
十
八
㌣
、
超

過
料
金
一
立
方
㍍
に
つ
き
七
㌣
。
浴
場
営
業

用
は
百
立
方
㍍
ま
で
四
㌦
、
超
過
料
金
五
㌣

と
な
っ
て
い
る
。

　

七
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
地
域
は
、
西
本
町
、

久
米
町
、
松
下
町
、
久
茂
地
町
、
西
新
町
、
重

民
町
、
美
栄
橋
町
、
崇
元
寺
、
上
泉
町
、
下

泉
町
、
泉
町
、
辻
町
、
若
狭
町
、
東
町
、
前

島
町
、
上
之
蔵
町
、
安
里
一
部
、
二
中
前
一

部
、
樋
川
一
部
、
松
尾
一
部
。

　

ま
た
、
新
年
度
予
算
で
下
水
道
工
事
の
見

込
ま
れ
て
い
る
地
域
は
、
牧
志
町
、
壺
川
町
、

栄
町
、
ガ
ー
ブ
川
か
ら
与
儀
一
帯
、
安
里
、
大

道
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

〝
三
角
同
盟
が
発
足
〟
／
那
覇
、

佐
世
保
、
横
須
賀
／
き
ょ
う

三
市
長
が
初
会
合 

〔
沖
タ
・
朝 

１
９
６
９
・
４
・
８
〕

　

【
東
京
】
米
原
潜
入
港
の
問
題
を
い
ろ
い
ろ

改
善
し
よ
う
と
佐
世
保
、
横
須
賀
、
那
覇
の

三
市
を
結
ぶ
〝
三
角
同
盟
〟
が
八
日
に
正
式

に
発
足
す
る
。
辻
佐
世
保
市
長
・
長
野
横
須

賀
市
長
・
平
良
那
覇
市
長
の
三
氏
が
同
日
午

後
二
時
か
ら
東
京
・
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
会

合
、
三
角
同
盟
の
協
定
を
結
ぶ
。
こ
ん
ご
は

三
市
長
が
協
力
し
あ
っ
て
米
原
潜
を
め
ぐ
る

あ
ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

こ
の
三
角
同
盟
は
昨
年
の
暮
れ
か
ら
話
が

持
ち
あ
が
り
三
市
長
を
は
じ
め
事
務
段
階
で

具
体
的
に
下
準
備
を
進
め
て
い
た
。
三
市
長

と
も
三
角
同
盟
に
は
意
欲
的
で
あ
り
、
平
良

市
長
が
ま
ず
辻
、
長
野
の
両
市
長
に
個
別
に

会
い
、
そ
の
ご
辻
佐
世
保
市
長
が
わ
ざ
わ
ざ

沖
縄
に
出
か
け
る
な
ど
、
急
ピ
ッ
チ
に
話
を

す
す
め
、
発
足
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
三
角

同
盟
は
原
潜
の
入
港
地
と
し
て
同
じ
悩
み
を

持
つ
三
市
が
協
力
し
、
今
ま
で
よ
り
効
果
的

な
対
策
、
解
決
策
を
見
出
そ
う
と
い
う
趣
旨

で
、
本
土
沖
縄
の
民
主
団
体
も
そ
の
実
現
に

ほ
ん
走
し
た
。

　

八
日
の
三
市
長
の
顔
あ
わ
せ
で
は
、
ま
ず

三
市
長
が
協
力
し
合
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
正
式

に
協
定
し
た
後
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

話
し
合
う
。
三
市
長
の
基
本
姿
勢
は
米
原
潜

の
入
港
反
対
だ
が
、
こ
れ
と
同
時
に
入
港
に

伴
っ
て
起
こ
る
諸
問
題
の
解
決
改
善
に
も
力

を
い
れ
る
。
た
と
え
ば
補
償
問
題
、
原
潜
の

監
視
体
制
、
汚
染
調
査
の
徹
底
な
ど
の
問
題

を
ど
う
す
る
か
な
ど
を
話
し
合
い
、
三
市
長

が
協
力
し
て
解
決
に
当
た
る
こ
と
に
し
て
い

る
。那

覇
市
議
会
が
返
還
決
議

〔
沖
タ
・
夕 
１
９
６
９
・
４
・
18
〕

那
覇
市
議
会
（
高
良
一
議
長
）
は
十
八
日
午

前
九
時
か
ら
臨
時
議
会
を
開
き
、
喜
舎
場
盛

一
、
大
山
盛
幸
、
金
城
吾
郎
の
三
議
員
提
案

に
よ
る
「
沖
縄
の
施
政
権
返
還
に
か
ん
す
る

要
請
決
議
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
こ

れ
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
植
民
地
統
治
下
に

置
か
れ
て
二
十
四
年
の
歳
月
が
流
れ
た
現
在
、

い
ま
な
お
施
政
権
の
返
還
が
実
現
さ
れ
て
な

い
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
と
し
て
「
市
民
の
総

意
を
く
み
」
提
案
さ
れ
た
も
の
。

要
請
決
議
要
旨
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

那
覇
市
議
会
は
市
民
の
総
意
に
よ
り
過

去
十
一
回
も
施
政
権
返
還
決
議
を
行
な
っ

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
だ
受
け
い
れ
ら
れ

ず
、
犠
牲
と
忍
従
を
し
い
ら
れ
て
い
る
。
沖

縄
が
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
と
し
て
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
前
進
作
戦
基
地
と
し
て
使
用

さ
れ
、
Ｂ
52
墜
落
事
故
、
原
潜
寄
港
に
よ
る

放
射
能
汚
染
な
ど
基
地
か
ら
派
生
す
る
事

件
は
県
民
の
人
権
と
生
命
を
お
び
や
か
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事

優
先
支
配
か
ら
お
こ
っ
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
四
分
の
一
世
紀
の
長
期
に
わ
た
り
他
国

の
領
土
を
支
配
す
る
こ
と
は
国
際
正
義
の

う
え
か
ら
も
許
さ
れ
な
い
。
当
市
議
会
は
日

米
両
政
府
が
沖
縄
の
施
政
権
返
還
に
つ
い

て
具
体
的
計
画
を
樹
立
し
、
す
み
や
か
に
そ

の
時
期
を
明
確
に
し
て
積
極
的
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。
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五
月

両
市
の
発
展
を
願
い
／
那
覇
市

日
南
市
／
姉
妹
都
市
の
契
り

結
ぶ

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
９
・
４
・
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〕

　

宮
崎
県
日
南
市
と
那
覇
市
の
「
姉
妹
都

市
」
提
携
の
盟
約
式
は
二
十
四
日
午
前
十
時

か
ら
那
覇
市
役
所
三
階
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ

た
。
日
南
市
か
ら
井
戸
川
一
市
長
、
森
岡
治

平
議
長
ら
市
当
局
、
議
会
議
員
、
商
工
関
係

者
三
十
二
人
が
出
席
、
那
覇
市
か
ら
平
良
市

長
、
稲
嶺
成
珍
第
一
助
役
、
前
田
武
行
第
二

助
役
、
高
良
議
長
を
は
じ
め
市
職
員
、
議
会

議
員
、
商
工
関
係
者
ら
が
出
席
、
姉
妹
都
市

盟
約
の
署
名
を
し
、
姉
妹
都
市
の
契
り
を
結

ん
だ
。

　

稲
嶺
第
一
助
役
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま

り
、
両
市
長
に
よ
る
市
旗
の
交
換
が
那
覇
市

職
員
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
両
市
歌
が

奏
で
ら
れ
る
な
か
で
行
わ
れ
た
。
ひ
き
つ
づ

き
井
戸
川
日
南
市
長
に
よ
る
盟
約
文
の
朗
読

が
あ
り
、
両
市
長
、
議
長
が
盟
約
書
に
署

名
、
姉
妹
都
市
の
締
結
を
終
え
た
。

　

井
戸
川
日
南
市
長
と
平
良
那
覇
市
長
は

「
那
覇
市
と
日
南
市
は
油
津
港
、
那
覇
港
を
経

由
し
て
古
く
か
ら
交
流
が
あ
り
、
産
業
、
文
化

の
発
展
は
も
ち
ろ
ん
人
的
な
結
び
つ
き
も
強

い
。
と
く
に
戦
争
中
は
多
く
の
疎
開
者
が
宮

崎
県
に
滞
在
、
戦
後
は
材
木
の
輸
出
入
で
結

び
つ
い
て
い
る
。
今
後
も
姉
妹
都
市
と
し
て

両
市
の
産
業
、
経
済
、
文
化
観
光
の
発
展
を

は
か
り
市
民
福
祉
の
向
上
に
当
た
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
両
市
長
に
よ
る
記
念
品
の
交

換
、
日
南
市
河
野
宗
郎
商
工
会
頭
や
知
念
副

主
席
ら
に
よ
る
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に

祝
電
を
披
露
し
て
盟
約
式
を
終
え
た
。

　

日
南
市
は
市
制
施
行
二
十
周
年
を
迎
え
た

宮
崎
県
の
観
光
都
市
で
人
口
五
万
六
千
五
百

八
十
九
人
。
油
津
港
の
整
備
に
よ
る
交
通
路

の
開
通
に
よ
り
田
園
都
市
か
ら
工
業
都
市
へ

と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
飫
肥
杉
は
全

国
的
に
有
名
で
造
船
材
と
し
て
利
用
さ
れ
、

沖
縄
へ
も
年
間
二
百
万
㌧
を
輸
出
し
て
い
る
。

市
場
の
人
た
ち
が
抗
議
デ
モ
／

新
市
場
へ
の
移
転
に
反
対

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
９
・
４
・
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〕

　

二
十
五
日
午
前
十
一
時
半
那
覇
牧
志
西
公

設
市
場
連
合
会
（
会
長
・
我
那
覇
生
吉
）
の

人
た
ち
約
百
人
あ
ま
り
が
、
新
市
場
へ
の
移

転
反
対
を
叫
ん
で
平
和
通
り
、
国
際
通
り
を

デ
モ
行
進
し
、
市
役
所
前
で
抗
議
集
会
を
開

い
た
。

　

集
会
後
、
平
良
市
長
と
高
良
議
長
に
❶
三

月
二
十
日
の
陳
情
の
回
答
を
せ
よ
❷
六
月
議

会
の
予
算
編
成
で
使
途
変
更
の
予
算
を
組
ん

で
も
ら
い
た
い
❸
西
市
場
の
登
記
を
早
急
に

し
て
も
ら
い
た
い
❹
西
市
場
の
火
災
保
険
を

予
算
に
組
ん
で
も
ら
い
た
い―

の
四
項
目
の

陳
情
書
を
手
渡
し
、
新
市
場
移
転
反
対
の
趣

旨
を
訴
え
た
。

〝
声
〟
を
市
政
に
反
映
／
那
覇

／
き
ょ
う
か
ら
青
空
対
話

〔
沖
タ
・
夕　
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市
長
就
任
い
ら
い
、
は
じ
め
て
の
予
算
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
平
良
那
覇
市
長
は
、

市
民
の
市
政
に
対
す
る
要
望
を
施
政
方
針
に

反
映
、
予
算
化
し
て
い
く
た
め
、
七
日
か
ら

「
青
空
市
政
」
を
実
施
す
る
。

　

青
空
市
政
は
、
市
民
と
の
対
話
を
通
し
て

市
民
の
声
を
ジ
カ
に
聞
こ
う
と
い
う
も
の
で
、

市
長
、
助
役
、
各
部
長
が
出
席
し
て
、「
一
日

市
役
所
」
を
開
設
す
る
。
午
前
中
は
、
要
望

を
受
け
つ
け
午
後
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
る

現
場
の
視
察
を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
要

望
に
つ
い
て
は
「
で
き
る
、
で
き
な
い
」
を

明
確
に
し
、
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
い

つ
ま
で
に
着
手
す
る
」
と
具
体
的
回
答
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

初
日
の
七
日
は
鳥
堀
公
民
館
を
会
場
に
、

首
里
地
区
の
市
民
か
ら
要
望
を
き
き
、
八
日

は
上
間
公
民
館
、
九
日
は
真
嘉
比
公
民
館
で

そ
れ
ぞ
れ
開
く
。
残
り
那
覇
、
小
禄
に
つ
い

て
は
、
三
会
場
で
集
め
た
資
料
を
検
討
、
そ

れ
ぞ
れ
会
場
を
選
定
し
て
実
施
す
る
計
画
。

　

一
日
市
役
所
で
集
め
た
声
を
地
域
別
、
種

類
別
に
分
類
、
次
年
度
予
算
に
反
映
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
る
。

政
治
問
題
化
し
そ
う
／
対
立
す

る
英
語
セ
ン
タ
ー
拡
張
工
事

問
題
／
都
計
法
、
建
築
基
準

法
に
違
反
／
民
政
府
に
反
省

求
め
る

〔
沖
タ
・
朝　
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那
覇
市
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
英
語
セ

ン
タ
ー
拡
張
工
事
に
対
し
都
市
計
画
法
、
建

築
基
準
法
に
違
反
し
た
建
物
で
あ
り
、
許
可

で
き
な
い
と
の
立
ち
場
か
ら
一
日
民
政
府
に

対
し
反
省
を
求
め
る
書
簡
を
送
っ
た
。
こ
れ

は
、
民
政
府
の
「
県
有
地
に
合
衆
国
の
資
金

で
建
築
す
る
建
物
に
つ
い
て
は
市
役
所
の
許

可
を
必
要
と
し
な
い
」
と
の
見
解
に
真
向
か

ら
対
立
、
民
政
府
の
高
圧
的
な
施
政
権
の
行

使
で
あ
る
と
の
解
釈
を
下
し
た
こ
と
に
な
り
、

自
治
権
の
拡
大
問
題
と
も
関
連
し
て
大
き
な

政
治
問
題
に
発
展
す
る
き
ざ
し
を
み
せ
て
き

た
。

　

問
題
と
な
っ
て
い
る
英
語
セ
ン
タ
ー
は
、

一
九
六
三
年
に
強
行
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
ん
ど
の
拡
張
工
事
で
再
度
市
役
所
の
抵
抗

に
会
っ
て
い
る
。
順
序
を
た
ど
っ
て
み
る

と
、
首
里
の
英
語
セ
ン
タ
ー
の
敷
き
地
は
、
一

九
五
六
年
三
月
に
那
覇
市
の
都
市
計
画
で
公

園
用
地
に
指
定
さ
れ
、
行
政
主
席
の
認
可
を
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受
け
た
と
こ
ろ
。
そ
の
た
め
、
同
地
域
内
へ

の
建
築
物
は
、
す
べ
て
行
政
主
席
の
許
可
が

必
要
で
あ
り
、
民
政
府
は
主
席
に
対
し
建
築

許
可
申
請
を
提
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
行
政

府
で
は
許
可
す
る
し
な
い
を
決
定
す
る
た
め

に
は
那
覇
市
の
副
申
が
必
要
で
あ
り
、
問
題

は
那
覇
市
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

　

那
覇
市
と
し
て
は
、
調
査
の
結
果
❶
建
築

基
準
法
と
都
市
計
画
法
に
違
反
し
て
い
る
❷

行
政
の
公
平
を
は
か
る
た
め
不
許
可
に
す
る

こ
と―

と
の
二
点
を
あ
げ
行
政
府
に
回
答
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
民
政
府
は
「
英
語
セ
ン
タ

ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
を
遂
行
す
る
た
め

の
建
物
で
あ
り
、
琉
球
の
法
令
に
は
拘
束
さ

れ
な
い
」
と
の
書
簡
を
送
り
、
建
築
を
強
行

し
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治

に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
れ

ば
、
琉
球
の
法
令
は
無
視
し
て
で
も
強
行
す

る
と
い
う
施
政
権
者
の
姿
が
あ
り
、
政
府
、
那

覇
市
と
も
押
し
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
の
三
月
に
同
英
語
セ
ン

タ
ー
の
拡
張
工
事
申
請
が
、
同
じ
く
民
政
府

か
ら
行
政
府
に
行
な
わ
れ
た
。
行
政
府
は
前

回
と
同
じ
く
那
覇
市
の
副
申
を
求
め
て
き
た

が
、
那
覇
市
で
は
不
許
可
に
す
る
よ
う
副
申

書
を
提
出
、
さ
ら
に
民
政
府
に
対
し
反
省
を

求
め
る
書
簡
を
送
っ
た
。

　

那
覇
市
の
見
解
に
よ
る
と
❶
建
物
自
体
が

違
法
建
築
物
で
あ
り
当
然
拡
張
工
事
は
認
め

ら
れ
な
い
❷
一
連
の
手
続
き
お
よ
び
処
置
は

す
べ
て
法
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
民
政
官
の
見
解
を
否
定
す
る
❸
米
民

政
府
ま
た
は
政
府
の
建
物
と
い
え
ど
も
所
用

の
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
無
視
す

る
こ
と
は
市
の
行
政
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
市
長
と
し
て
は
、
公

選
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
以
上
、
住
み
よ
い
都

市
づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
る
の
は
当
然
で
あ

り
、
那
覇
市
の
全
面
積
の
三
分
の
一
を
軍
用

地
と
し
て
接
収
、
さ
ら
に
民
政
府
が
「
県
有

地
に
ア
メ
リ
カ
の
資
金
で
建
物
を
つ
く
る
こ

と
が
な
ぜ
悪
い
。
ア
メ
リ
カ
の
政
策
遂
行
の

た
め
に
は
琉
球
の
法
令
に
は
従
う
必
要
が
な

い
」
と
い
う
立
ち
場
を
固
守
し
て
い
る
こ
と

に
強
く
反
発
し
て
い
る
。
平
良
市
長
は
、
住

宅
問
題
、
道
路
問
題
ま
た
は
学
校
用
地
、
子

ど
も
の
遊
び
場
、
保
育
所
用
地
を
確
保
す
る

に
は
、
三
分
の
一
を
占
め
る
軍
用
地
の
返
還

以
外
に
な
い
と
の
姿
勢
を
固
め
、
市
民
の
声

を
結
集
し
て
軍
用
地
の
返
還
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
だ
け
に
、
民
政
府
の
見
解
は
統

治
者
の
高
圧
的
な
態
度
だ
と
受
け
取
っ
て
お

り
、
異
例
の
書
簡
送
付
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
民
政
府
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る

か
注
目
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
下
水
道
処
理
場
／
あ
す
か

ら
運
転
開
始
／
一
日
十
六
万

立
方
㍍
を
処
理

〔
沖
タ
・
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那
覇
下
水
処
理
場
が
、
十
五
日
に
完
成
、
同

日
か
ら
運
転
を
開
始
す
る
。
同
処
理
場
は
完

成
と
同
時
に
米
民
政
府
か
ら
沖
縄
下
水
道
公

社
（
志
村
恵
総
裁
）
に
財
産
譲
渡
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
処
理
場
は
、
六
六
年
七
月
か
ら
米
側
に

よ
っ
て
着
工
さ
れ
、
完
成
す
れ
ば
沖
縄
下
水

道
公
社
が
財
産
を
譲
り
受
け
て
運
営
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
総
工
費
は
約
二
百
五
万

㌦
。
同
処
理
場
は
一
日
十
六
万
立
方
㍍
を
処

理
す
る
能
力
を
も
ち
、
四
十
万
人
口
を
対
象

に
し
て
い
る
。
お
も
に
那
覇
市
、
浦
添
村
が

処
理
対
象
に
な
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
那
覇

市
内
の
統
合
下
水
道
パ
イ
プ
が
公
共
下
水
道

パ
イ
プ
と
連
結
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
汚
水

物
処
理
は
差
し
当
た
っ
て
は
那
覇
市
の
ご
く

一
部
で
行
な
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
米

軍
は
、
一
般
よ
り
早
め
に
同
施
設
を
利
用
す

る
準
備
を
す
す
め
て
い
る
。

　

下
水
道
公
社
で
は
、運
転
操
業
に
伴
い
、
利

用
者
か
ら
は
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
一
立
方
㍍
当
た
り
、
公
社
に
対

す
る
料
金
が
二
・
八
㌣
、
各
関
係
市
町
村
に

支
払
う
料
金
が
三
～
四
㌣
に
な
る
も
の
と
み

ら
れ
、
処
理
料
金
は
五
人
家
族
で
月
当
た
り

ほ
ぼ
八
、
九
十
㌣
前
後
に
な
る
も
の
と
み
ら

れ
て
い
る
。

那
覇
を
優
良
議
会
に
／
返
還
、

国
政
参
加
を
決
議
／
市
町
村

議
会
議
長
会
総
会

〔
沖
タ
・
朝　
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沖
縄
市
町
村
議
会
議
長
会
の
第
二
十
一
回

定
期
総
会
が
、
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
那
覇

市
与
儀
の
南
部
会
館
で
開
か
れ
た
。
知
念
副

主
席
、
仲
村
総
務
局
長
、
岸
沖
縄
事
務
所
長

も
招
か
れ
、
ま
た
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長

の
山
田
宗
一
氏
、
同
事
務
局
長
の
吉
浦
浄
真

氏
も
来
賓
出
席
し
た
。

　

平
政
也
会
長
（
羽
地
村
議
会
議
長
）
の
「
今

年
で
十
八
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

住
民
福
祉
な
ど
の
地
方
自
治
の
問
題
に
、
議

長
会
の
は
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
今

後
も
地
方
自
治
進
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
す

よ
う
協
力
願
い
た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
自
治
功
労
者
、
優
良
議
会
の
表
彰
が
行
な

わ
れ
た
。
那
覇
市
議
会
が
優
良
議
会
に
選
ば

れ
、
四
十
八
人
の
議
会
議
員
、
議
長
が
表
彰

さ
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
主
席
祝
辞
を
知
念
副
主
席
が
代

読
、
山
田
全
国
町
村
議
会
議
長
は
「
即
時
復

帰
の
早
期
実
現
を
期
し
て
私
た
ち
も
協
力
を

惜
し
ま
な
い
」
と
延
べ
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

「
一
九
七
〇
年
度
本
会
運
営
基
本
方
針
な



五
三
四

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
五
月

ら
び
に
事
業
計
画
に
つ
い
て
」
な
ど
十
二
の

議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
事
業
計
画
に
は
❶
政

府
、
市
町
村
政
懇
談
会
の
開
催
❷
本
土
都
道

府
県
市
町
村
の
行
政
運
営
視
察
❸
本
土
講
師

を
招
聘
し
て
の
研
修
会
の
開
催
❹
制
度
金
融

及
び
補
助
金
交
付
金
等
の
実
態
調
査
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
施
政
権
返
還
、
国

政
参
加
、
医
療
皆
保
険
な
ど
に
関
し
て
の
決

議
文
も
採
択
し
た
。
午
後
四
時
す
ぎ
会
を
終

了
、
そ
の
あ
と
、
吉
浦
事
務
局
長
が
「
今
後

の
地
方
自
治
の
課
題
」
の
演
題
で
特
別
講
演

を
し
た
。

基
地
問
題
を
調
査
／
佐
世
保
市

か
ら
視
察
団
来
島

〔
沖
タ
・
朝　
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佐
世
保
市
議
会
の
沖
縄
視
察
団
（
小
川
清

団
長
ら
十
四
人
）
が
、
基
地
公
害
な
ど
沖
縄

現
地
調
査
の
た
め
二
十
日
午
後
六
時
那
覇
空

港
着
の
日
航
機
で
来
島
し
た
。
調
査
団
、
自

民
、
社
会
、
民
社
、
公
明
、
無
所
属
の
同
市

議
各
派
代
表
九
人
の
ほ
か
、
佐
世
保
市
当
局

か
ら
中
川
内
政
隆
公
室
長
ら
五
人
。
滞
在

中
、
那
覇
市
と
の
意
見
交
換
を
す
る
ほ
か
全

琉
各
地
を
回
り
、
基
地
問
題
の
実
態
を
調
べ

る
。

　

空
港
で
は
、
那
覇
市
の
稲
嶺
第
一
助
役
、

前
田
第
二
助
役
、
平
良
公
室
長
ら
が
出
迎
え
、

「
基
地
公
害
に
つ
い
て
は
共
通
の
悩
み
を
持

っ
て
お
り
、
連
帯
を
深
め
て
い
き
た
い
」と
稲

嶺
助
役
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
の
べ
た
。
こ

れ
に
対
し
視
察
団
を
代
表
し
て
小
川
団
長
は

「
今
年
の
は
じ
め
、
佐
世
保
市
長
が
こ
ち
ら
を

訪
れ
那
覇
、
佐
世
保
、
横
須
賀
の
三
市
間
に

放
射
能
問
題
対
策
協
議
会
が
で
き
た
が
、
わ

れ
わ
れ
議
会
側
と
し
て
も
親
近
感
を
持
っ
て

い
る
。
議
会
と
し
て
も
ぜ
ひ
現
地
の
事
情
を

認
識
し
て
お
き
た
い
と
し
て
各
派
代
表
に
よ

る
調
査
団
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

ち
ら
で
は
共
通
の
悩
み
と
し
て
の
基
地
の
現

状
を
調
べ
、
相
互
協
力
の
体
制
で
参
考
に
な

る
点
を
学
び
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

視
察
団
の
一
員
と
し
て
同
行
す
る
予
定
だ

っ
た
共
産
党
代
表
の
長
崎
善
次
市
議
は
米
民

政
府
か
ら
渡
航
拒
否
さ
れ
、
関
係
者
を
失
望

さ
せ
て
い
た
。

　

調
査
団
は
四
日
間
滞
在
す
る
。

那
覇
市
会
も
空
転
／
安
謝
埋
め

立
て
工
事
／
琉
銀
融
資
の
利

率
め
ぐ
り

〔
沖
タ
・
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那
覇
市
議
会
（
高
良
一
議
長
）
は
、
安
謝

公
有
水
面
の
埋
め
立
て
工
事
費
五
百
万
㌦
の

借
り
入
れ
利
率
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
、
二
週
間

余
も
空
転
状
態
を
続
け
て
い
る
。
琉
銀
の
融

資
引
き
延
ば
し
を
乗
り
切
っ
た
直
後
の
紛
糾

だ
け
に
、
当
局
は
苦
し
い
立
ち
場
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。

　

市
当
局
は
、
慢
性
的
な
バ
ー
ス
難
に
陥
っ

て
い
る
港
湾
事
情
を
打
開
す
る
た
め
、
本
土

政
府
援
助
千
六
百
万
㌦
を
受
け
入
れ
、
安
謝

に
那
覇
新
港
の
建
設
に
着
手
、
こ
れ
に
伴
う

公
有
水
面
の
埋
め
立
て
を
計
画
、
琉
銀
へ
五

百
万
㌦
の
融
資
を
申
し
入
れ
た
。
と
こ
ろ

が
、
米
民
政
府
の
引
き
延
ば
し
に
合
い
難
航
、

申
し
込
み
当
初
の
利
率
、
年
八
・
〇
三
㌫
を

〇
・
三
五
㌫
ア
ッ
プ
し
た
八
・
三
五
九
㌫
で

融
資
許
可
が
お
り
た
。

　

当
局
で
は
、
十
二
日
に
利
率
の
ア
ッ
プ
に

よ
る
事
業
計
画
の
変
更
を
議
会
に
提
出
し
た

が
、
総
務
委
員
会
（
平
良
真
次
郎
委
員
長
）

で
否
決
さ
れ
、
本
会
議
で
も
承
認
さ
れ
ず
当

局
は
、
他
の
金
融
機
関
と
も
折
衝
、
利
率
を

引
き
下
げ
る
よ
う
努
力
せ
よ
、
と
一
週
間
延

期
さ
れ
た
。

　

二
十
一
日
に
再
度
本
会
議
が
開
か
れ
た
が
、

野
党
議
員
か
ら
「
当
局
は
い
ま
一
度
折
衝
す

べ
き
だ
」
と
拒
否
さ
れ
、
結
論
は
二
十
八
日

に
持
ち
越
さ
れ
、
二
週
間
に
わ
た
っ
て
空
転

状
態
を
続
け
て
い
る
。

　

利
率
の
ア
ッ
プ
で
、
市
当
局
は
四
万
四
千

二
百
三
十
㌦
も
の
負
担
増
と
な
り
、
当
局
が

野
党
側
を
納
得
さ
せ
る
折
衝
結
果
が
得
ら
れ

る
か
注
目
さ
れ
て
い
る
。

安
謝
は
近
く
閉
鎖
／
那
覇
市
／

ゴ
ミ
焼
却
所
が
完
成

〔
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家
庭
の
主
婦
の
最
大
の
悩
み
ゴ
ミ
処
理―

こ
れ
を
科
学
的
に
迅
速
に
す
る
那
覇
市
の
ゴ

ミ
焼
却
所
＝
南
風
原
村
字
新
川
＝
が
、
こ
の

ほ
ど
完
成
、
二
十
三
日
午
後
三
時
か
ら
関
係

者
を
集
め
て
開
所
式
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の

ゴ
ミ
焼
却
所
の
完
成
で
、
悪
臭
と
煙
を
ま
き

散
ら
し
て
市
民
に
き
ら
わ
れ
て
い
る
安
謝
海

岸
の
露
天
焼
却
場
も
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

完
成
し
た
ゴ
ミ
焼
却
所
は
、
昨
年
四
月
に

総
工
費
六
十
一
万
六
千
㌦
で
着
工
さ
れ
た
。

市
民
生
部
の
説
明
に
よ
る
と
、
市
内
で
排
出

さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
は
、
一
日
当
た
り
百
八
十

㌧
に
の
ぼ
り
、
安
謝
海
岸
の
露
天
焼
却
場
と

コ
ン
ポ
ス
ト
工
場
で
処
理
し
て
い
る
が
、
ふ

え
る
一
方
の
ゴ
ミ
の
量
に
追
い
つ
け
ず
主
婦

の
苦
情
が
た
え
な
い
。

　

焼
却
所
の
完
成
で
一
日
当
た
り
九
十
㌧
の

ご
み
を
完
全
焼
却
す
る
焼
却
炉
二
基
が
フ
ル

操
業
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
コ
ン
ポ
ス

ト
が
一
日
当
た
り
四
十
㌧
を
焼
却
し
て
い
る

の
で
、
市
内
の
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
体
制
が
整

っ
た
。

　

那
覇
市
で
は
、
二
基
の
焼
却
炉
の
運
転
が

軌
道
に
乗
る
七
月
は
じ
め
に
安
謝
の
露
天
焼

却
場
を
閉
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。



五
三
五

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
五
月

職
員
採
用
に
試
験
制
／
市
役
所
、

七
月
一
日
か
ら
実
施
／
情
実

人
事
を
排
除
／
職
員
の
資
質

向
上
め
ざ
す

〔
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那
覇
市
は
、
全
琉
の
市
町
村
に
さ
き
が
け

て
職
員
の
資
質
の
向
上
を
は
か
り
、
情
実
人

事
を
排
除
す
る
た
め
七
月
一
日
か
ら
職
員
の

採
用
を
試
験
制
に
切
り
か
え
る
。
市
当
局
で

は
、
職
員
の
体
質
改
善
を
は
か
る
第
一
歩
に

し
た
い
と
説
明
し
て
い
る
。

　

市
職
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
市
長
が
か
わ
る

た
び
に
く
り
返
さ
れ
て
き
た
機
構
改
革
や
人

事
異
動
の
際
に
「
書
類
審
査
」
を
経
て
す
べ

り
込
ん
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
定
員
も
市
長

が
か
わ
る
た
び
に
修
正
さ
れ
て
ふ
く
れ
あ
が

り
、
今
年
四
月
末
で
千
四
百
七
十
四
人
と
い

う
マ
ン
モ
ス
世
帯
に
な
っ
て
い
る
。

　

書
類
審
査
の
実
情
は
、
保
守
党
の
市
長
が

誕
生
す
る
と
保
守
党
の
実
力
者
や
市
議
の
紹

介
と
い
う
ル
ー
ト
で
、
革
新
市
長
が
就
任
す

る
と
、
同
じ
く
革
新
支
持
の
職
員
が
採
用
さ

れ
る
と
い
っ
た
調
子
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
歴
代
の
市
長
と
も
「
職
員
の
資

質
が
低
い
」
と
苦
し
い
指
摘
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

市
人
事
課
が
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

年
間
の
有
給
休
暇
を
消
化
し
た
う
え
に
さ
ら

に
無
断
欠
勤
す
る
職
員
が
多
く
昨
年
は
百
時

間
以
上
の
欠
勤
者
が
四
十
四
人
も
い
る
こ
と

わ
か
っ
た
。
市
民
か
ら
は
「
職
員
の
サ
ー
ビ

ス
が
悪
い
」
と
い
う
非
難
が
た
え
な
い
。
こ

の
た
め
、
議
会
の
一
部
か
ら
「
職
員
を
半
分

に
減
ら
し
て
、
余
っ
た
給
与
を
市
民
に
還
元

せ
よ
」
と
の
声
さ
え
出
て
き
て
い
る
。

　

平
良
市
長
は
、
就
任
と
同
時
に
稲
嶺
第
一

助
役
を
迎
え
て
全
職
員
の
出
勤
状
況
の
調
査

を
行
な
う
一
方
、
職
員
の
資
質
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
革
新
市
政
の
方
針
を
具

体
化
し
て
市
民
生
活
の
向
上
に
役
立
た
せ
る

た
め
に
は
根
本
的
な
〝
治
療
〟
が
必
要
だ
と

の
見
解
を
打
ち
出
し
、
職
員
の
採
用
を
試
験

制
度
に
切
り
か
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
が

成
功
し
た
あ
と
、
係
長
ク
ラ
ス
の
昇
任
に
つ

い
て
も
試
験
制
を
採
用
、
実
力
本
位
の
体
制

を
築
き
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

平
良
公
室
長
の
話　

七
月
以
降
、
試
験
制

に
よ
る
職
員
の
採
用
を
行
な
う
。
政
府
の
人

事
委
員
会
に
お
願
い
す
る
か
、
市
独
自
で
試

験
す
る
か
を
決
め
、
能
力
の
あ
る
人
を
採
用

し
て
い
き
た
い
。
コ
ネ
に
よ
る
職
員
の
採
用

は
、
市
政
の
私
物
化
に
通
じ
る
こ
と
で
あ

り
、
昇
任
試
験
も
検
討
し
て
い
る
。

那
覇
市
議
会
本
会
議
／
ま
た
会

期
延
長
／
埋
め
立
て
工
事
の

琉
銀
融
資
め
ぐ
り
／
与
党
と

当
局
の
調
整
難
航

〔
沖
タ
・
朝　
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安
謝
公
有
水
面
の
埋
め
立
て
工
事
費
五
百

万
㌦
の
利
率
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
、
二
週
間
余

も
空
転
状
態
を
続
け
て
き
た
那
覇
市
議
会

（
辺
野
喜
英
興
副
議
長
）
は
、
二
十
八
日
午
前

十
時
か
ら
開
か
れ
た
本
会
議
で
も
混
乱
、
つ

い
に
三
度
目
の
会
期
延
長
と
い
う
事
態
に
な

っ
た
。

　

安
謝
の
埋
め
立
て
工
事
は
、
那
覇
港
、
泊

港
の
バ
ー
ス
難
を
解
消
す
る
目
的
で
着
工
さ

れ
た
那
覇
新
港
建
設
計
画
の
一
環
と
し
て
と

り
あ
げ
ら
れ
た
。
那
覇
市
で
は
、
工
費
五
百

万
㌦
を
琉
銀
か
ら
借
り
入
れ
る
た
め
折
衝
し

た
が
難
航
、
当
初
の
計
画
よ
り
五
カ
月
余
も

遅
れ
て
融
資
を
取
り
付
け
、
議
会
の
承
認
を

求
め
て
い
る
。

　

紛
糾
し
て
い
る
の
は
、
西
銘
市
長
の
在
任

中
に
社
大
、
人
民
の
市
議
が
「
埋
め
立
て
は

本
土
政
府
援
助
で
や
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し

た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
良
市
長
が
誕
生
す

る
と
琉
銀
か
ら
の
借
り
入
れ
に
賛
成
、
し
か

も
当
初
の
利
率
よ
り
〇
・
三
六
五
㌫
も
高
い

利
率
で
融
資
を
取
り
付
け
た
こ
と
に
野
党
の

自
民
党
が
反
発
し
た
の
が
発
端
。
二
回
に
わ

た
る
会
期
延
長
は
、
利
率
を
引
き
下
げ
る
よ

う
折
衝
す
べ
き
だ
と
い
う
野
党
議
員
に
つ
き

あ
げ
で
行
な
わ
れ
た
が
、
最
終
的
に
琉
銀
側

が
譲
歩
し
て
年
利
八
・
三
九
五
㌫
か
ら
八
・
二

五
㌫
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
利
息
負
担
額
が
七

万
四
千
三
百
二
十
三
㌦
か
ら
二
万
七
千
㌦
余

も
減
と
な
り
、
二
十
八
日
の
本
会
議
に
持
ち

込
ま
れ
た
。
野
党
側
も
全
会
一
致
で
当
局
案

を
承
認
す
る
態
度
を
み
せ
た
と
こ
ろ
が
今
度

は
人
民
、
社
大
の
与
党
議
員
団
の
間
で
、
琉

銀
融
資
を
受
け
る
問
題
に
つ
い
て
意
見
の
違

い
が
出
た
た
め
総
務
委
員
会
で
混
乱
、
与
党

議
員
団
と
当
局
側
の
調
整
が
不
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
再
度
野
党

議
員
が
反
発
し
た
。
こ
の
た
め
本
会
議
で
も

紛
糾
、
三
度
目
の
会
期
延
長
に
も
つ
れ
込
ん

だ
。

　

市
議
会
は
、
二
十
九
日
に
開
会
し
て
問
題

に
つ
い
て
態
度
決
定
を
す
る
が
、
与
党
と
当

局
の
調
整
が
難
航
し
た
場
合
に
は
流
会
す
る

恐
れ
も
あ
り
、
那
覇
新
港
問
題
と
か
ら
ん
で

政
治
問
題
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

当
局
案
や
っ
と
採
択
／
琉
銀
融

資
／
与
野
党
が
全
会
一
致
／

那
覇
市
会
本
会
議

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
５
・
30
〕

　

安
謝
公
有
水
面
の
埋
め
立
て
工
事
費
五
百

万
㌦
の
琉
銀
借
り
入
れ
利
率
を
め
ぐ
っ
て
紛

糾
し
て
い
た
那
覇
市
議
会
は
、
二
十
九
日
開
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か
れ
た
本
会
議
で
当
局
案
を
全
会
一
致
で
採

択
、
三
回
に
わ
た
る
会
期
延
長
で
混
乱
に
終

止
符
を
打
ち
閉
会
し
た
。

　

同
埋
め
立
て
工
事
は
、
那
覇
新
港
の
建
築

計
画
の
一
環
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、

工
費
五
百
万
㌦
の
融
資
を
め
ぐ
っ
て
難
航
、

さ
ら
に
市
議
会
で
も
利
率
を
め
ぐ
っ
て
与
野

党
が
対
立
し
て
紛
糾
し
た
。

　

琉
銀
側
の
融
資
条
件
が
、
当
初
の
利
率
よ

り
〇
・
三
六
五
㌫
も
高
く
な
り
、
利
息
負
担
額

が
七
万
㌦
余
も
多
く
な
っ
た
の
に
対
し
、
野

党
議
員
団
が
利
率
を
引
き
下
げ
る
よ
う
努
力

す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
当
局
で
は
琉

銀
と
折
衝
を
重
ね
た
結
果
、
年
利
八
・
三
九

五
㌫
か
ら
八
・
二
五
㌫
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
利
息
負
担
額
も
二
万
七
千
㌦
余
の
減
と

な
り
、
再
度
議
会
に
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
与
党
の
人
民
、
社
大
の
間
で
意
見
の
相

違
が
出
た
た
め
混
乱
、
三
度
目
の
会
期
延
長

に
も
つ
れ
込
み
二
十
九
日
本
会
議
が
開
か
れ

た
。
与
党
と
当
局
の
調
整
が
同
日
や
っ
と
成

功
、
全
会
一
致
で
当
局
案
を
採
択
し
た
。
市

当
局
で
は
、
さ
っ
そ
く
入
札
に
か
け
着
工
す

る
。

那
覇
市
／
定
例
議
会
始
ま
る
／

平
良
市
長
が
施
政
方
針
演
説

／
「
市
民
の
市
政
」
強
調

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
６
・
９
〕

　

那
覇
市
の
第
百
十
三
回
定
例
議
会
は
九
日

午
前
十
時
か
ら
開
会
、
平
良
市
長
が
就
任
初

の
施
政
方
針
演
説
を
行
な
う
と
と
も
に
、
七

〇
年
度
の
予
算
案
な
ど
三
十
八
件
の
議
案
を

上
程
し
た
。

　

今
議
会
は
、
議
員
た
ち
に
と
っ
て
は
最
後

の
議
会
で
も
あ
り
、
選
挙
も
目
前
に
迫
っ
て

い
る
た
め
、
議
場
に
は
緊
張
し
た
空
気
が
感

じ
ら
れ
た
。

　

平
良
市
長
は
ま
ず
、
市
政
の
基
本
姿
勢
は

「
市
民
の
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
市

政
」
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
理
だ
が
、
現
実

は
日
本
国
憲
法
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
、
主

権
者
と
し
て
の
立
場
を
無
視
さ
れ
て
不
当
に

軍
事
的
支
配
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
根
本
的

問
題
を
解
決
し
な
い
限
り
、
真
の
民
主
的
な

地
方
自
治
の
確
立
は
困
難
だ
。
し
た
が
っ
て
、

「
沖
縄
の
即
時
無
条
件
全
面
返
還
、
Ｂ
52　

の
撤
去
、
原
潜
寄
港
反
対
、
基
地
公
害
の
除

去
」
を
め
ざ
す
大
衆
運
動
の
側
に
立
つ
市
政

の
基
本
姿
勢
が
必
要
で
あ
る―

と
協
調
し
た
。

さ
ら
に
現
実
的
に
は
、
公
会
堂
の
建
設
や
安

謝
埋
め
立
て
事
業
の
融
資
問
題
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
な
市
政
に
対
す
る
米
軍
の
不
当
な
干

渉
を
排
除
し
な
が
ら
、
日
琉
政
府
の
援
助
な

ど
に
よ
っ
て
、
自
治
権
を
拡
大
し
て
い
き
た

い―

と
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
当
面
の
具
体
的
施
策
と
し
て
①
い
わ

ゆ
る
「
お
役
所
仕
事
」
を
改
善
し
、
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
い
っ
ぽ
う
、
職
員
の
資

質
向
上
を
め
ざ
し
、
新
年
度
か
ら
の
職
員
の

採
用
は
試
験
制
に
す
る
。
ま
た
市
民
相
談
室

を
常
設
し
、
青
空
市
政
も
継
続
し
て
い
く
②

明
る
い
町
づ
く
り
と
福
祉
向
上
の
た
め
、
公

園
の
新
設
整
備
、
保
育
所
の
建
設
、
全
市
給

水
の
実
現
と
メ
ー
タ
ー
検
針
の
直
営
化
、
首

里
石
嶺
と
久
場
川
に
五
百
二
十
二
戸
の
市
営

住
宅
の
完
成
、
週
二
回
の
ゴ
ミ
の
定
日
収

集
、
し
尿
の
海
上
投
棄
方
式
の
採
用
、
道
路
、

排
水
工
事
等
の
昼
夜
兼
行
実
施
③
教
育
と
文

化
の
発
展
の
た
め
小
学
校
三
、
中
学
校
一
を

新
設
し
図
書
館
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
の
新
設
、

整
備
④
近
代
都
市
づ
く
り
の
た
め
に
安
謝
新

港
と
第
四
次
埋
め
立
て
に
よ
る
海
浜
開
発
、

那
覇
市
の
都
市
計
画
の
障
害
に
な
っ
て
い
る

市
内
の
軍
事
施
設
や
ア
メ
リ
カ
民
間
の
住
宅

施
設
の
開
放
要
求―

な
ど
を
行
な
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

会
期
は
十
六
日
間
で
、
本
格
的
な
審
議
は

十
二
日
か
ら―

。

選
挙
が
臭
う
議
会
／
各
議
員
質

疑
に
ハ
ッ
ス
ル
／
那
覇
市

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
６
・
12
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
、
十
一
日
午
前

十
時
か
ら
平
良
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る

質
議
を
行
な
っ
た
が
、
目
前
に
迫
っ
た
市
議

選
挙
を
意
織
し
て
与
野
党
が
対
立
、
二
十
三

人
の
質
問
予
定
者
の
う
ち
わ
ず
か
七
人
し
か

質
問
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ず
混
乱
し
た
。
午

後
四
時
す
ぎ
日
程
延
長
を
決
め
、
や
っ
と
散

会
し
た
。

　

選
挙
告
示
（
七
月
一
日
）
ま
で
二
週
間
余

を
残
す
だ
け
と
あ
っ
て
各
議
員
は
最
後
の
〝

腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
〟
と
ば
か
り
ハ
ッ
ス
ル
、

質
問
の
先
陣
を
切
っ
た
久
高
友
敏
議
員
（
志

武
会
）
は
、
延
々
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
論

陣
を
展
開
し
た
。
こ
れ
に
答
え
る
平
良
市
長

も
「
市
議
の
み
な
さ
ま
の
協
力
を
得
た
い
」

と
前
置
き
、
同
じ
く
四
十
分
間
に
わ
た
っ
て

説
明
し
た
た
め
午
前
中
は
久
高
議
員
ひ
と
り

の
質
疑
に
終
始
し
た
。
腕
を
さ
す
り
、
順
番

が
ま
わ
っ
て
く
る
の
を
待
ち
か
ね
て
い
た
残

り
二
十
二
人
の
市
議
は
「
質
疑
は
簡
潔
に
す

べ
き
だ
」
と
怒
り
、
野
党
の
市
政
ク
ラ
ブ
で

は
異
例
の
日
程
延
長
を
申
し
合
わ
せ
議
運
委

に
持
ち
込
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
、
持
ち
時
間
が

決
め
ら
れ
て
い
た
の
を
今
議
会
か
ら
自
由
に

し
た
た
め
だ
が
、
傍
聴
人
の
間
か
ら
も
「
各

党
代
表
質
問
制
に
す
べ
き
だ
」
と
の
声
も
あ
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り
、
午
後
か
ら
は
ひ
と
り
平
均
三
十
分
前
後

の
質
疑
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
午
後

四
時
ま
で
に
や
っ
と
六
人
の
質
疑
が
終
わ
っ

た
だ
け
で
、
十
六
人
が
残
さ
れ
日
程
延
長
に

持
ち
込
ま
れ
た
。
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

は
、
こ
れ
ま
で
慣
例
と
し
て
一
日
間
と
な
っ

て
い
る
。

　

質
疑
の
内
容
も
、
得
票
に
結
び
つ
く
こ
と

に
し
ば
ら
れ
た
か
た
ち
と
な
り
、
予
算
議
会

に
み
ら
れ
る
緊
迫
感
も
な
く
低
調
に
終
わ
っ

た
。市

場
の
移
転
決
ま
る
／
業
者
の

〝
猛
反
対
〟
し
り
め
に
…
／
平

良
市
長
が
言
明
／
〝
予
定
ど

お
り
市
議
選
後
に
〟

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
６
・
14
〕

　

百
三
十
万
㌦
の
巨
費
を
投
じ
た
那
覇
市
牧

志
の
公
設
市
場
は
今
月
中
に
完
成
す
る
が
、

同
市
場
へ
の
移
転
を
め
ぐ
っ
て
、
移
転
さ
せ

ら
れ
る
業
者
お
よ
そ
四
百
人
が
猛
烈
な
反
対

運
動
を
続
け
、
市
当
局
の
出
方
が
注
目
さ
れ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
良
市
長
は
、
十
三

日
の
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
「
市
場
の
移

転
は
既
定
方
針
ど
お
り
行
な
い
開
設
す
る
。

用
途
の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
」
と
初
め
て

市
当
局
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
平
良
市

長
は
、
こ
れ
ま
で
、
業
者
の
移
転
反
対
の
陳

情
に
対
し
て
「
市
民
の
世
論
の
動
き
に
よ
っ

て
合
理
的
に
判
断
し
て
決
定
し
た
い
」
と
の

態
度
だ
っ
た
。
こ
れ
で
市
の
方
針
が
明
ら
か

に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
西
銘
市
長
時
代
か
ら

紛
糾
を
続
け
て
き
た
問
題
が
簡
単
に
決
着
つ

く
か
ど
う
か
、
移
転
を
間
近
に
ひ
か
え
、
市

議
選
も
近
い
だ
け
に
、
業
者
の
出
方
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

那
覇
市
の
定
例
議
会
は
十
三
日
、
七
〇
年

度
予
算
案
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
な
っ
た

が
、
比
嘉
佑
直
議
員
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
は
、

「
牧
志
公
設
市
場
は
完
成
間
近
い
が
、
市
長

は
業
者
の
反
対
の
た
め
現
市
場
を
改
築
し
て
、

新
市
場
は
用
途
変
更
も
あ
り
う
る
と
表
明
し

て
い
る
。
い
っ
た
い
新
市
場
を
開
設
す
る
意

思
が
あ
る
の
か
、
ど
う
か
」
と
き
び
し
く
追

及
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
平
良
市
長
は
「
用
途
の
変

更
は
考
え
て
い
な
い
。
予
定
ど
お
り
開
設
す

る
。
こ
の
た
め
予
算
も
そ
の
よ
う
に
組
ん
で

あ
る
」
と
答
弁
し
た
。

　

い
ま
移
転
が
予
定
さ
れ
て
い
る
西
市
場
は

千
三
百
平
方
㍍
に
お
よ
ぶ
規
模
で
、
勉
強
堂

（
上
岡
〇
〇
〇
氏
）
の
土
地
。
西
銘
前
市
長
は
、

新
市
場
が
六
月
に
完
成
す
る
の
で
、
そ
の
一

カ
月
後
に
市
場
敷
き
地
を
上
岡
氏
に
明
け
渡

す
と
の
協
約
を
結
ん
で
い
る
が
、
同
市
場
に

い
る
約
四
百
人
の
精
肉
、
鮮
魚
業
者
は
「
新

市
場
は
現
市
場
よ
り
交
通
の
不
便
な
ず
っ
と

奥
に
あ
っ
て
、
移
転
す
る
こ
と
は
廃
業
す
る

に
ひ
と
し
い
」
と
西
銘
市
長
の
こ
ろ
か
ら
新

市
場
反
対
の
運
動
を
続
け
て
き
た
。
さ
る
三

月
に
は
平
良
市
長
に
対
し
て
も
、
移
転
反
対

の
陳
情
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
キ
サ
ツ
か
ら
、
仮
に
平
良

市
長
が
、
そ
の
ま
ま
移
転
を
強
行
す
れ
ば
、
重

大
な
事
態
も
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
業
者

の
出
方
に
よ
っ
て
物
理
的
に
移
転
が
不
可
能

な
場
合
は
、
用
途
の
変
更
や
現
市
場
の
存
続

な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
実
質
的
な
移

転
が
七
月
二
十
日
の
市
議
選
以
後
に
行
な
わ

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
選
挙
の
結
果
が
大
き
く

影
響
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
み
ら

れ
て
い
る
。

　

市
場
事
務
所
の
話　

移
転
反
対
の
方
針
は

変
わ
ら
な
い
。
テ
コ
で
も
動
か
な
い
決
意

だ
。
機
動
隊
を
使
っ
て
も
強
硬
に
移
転
さ
せ

る
と
な
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
か

説
明
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
。
市
当
局
が

ど
ん
な
に
出
よ
う
と
も
お
そ
れ
は
し
な
い
。

わ
れ
わ
れ
も
市
民
の
支
持
を
バ
ッ
ク
に
反
対

運
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
市
長
も
市
の
世

論
は
無
視
で
き
な
い
。

ま
か
り
通
る
無
責
任
議
会
／
審

議
も
う
わ
の
空
／
票
集
め
に

退
場
者
続
出
／
那
覇
市
議
会

〔
沖
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・
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質
疑
回
数
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
を
繰
り
返
し

た
那
覇
市
議
会
は
、
一
人
の
持
ち
時
間
を
三

十
分
に
す
る
こ
と
を
決
め
軌
道
に
乗
っ
た
が
、

こ
ん
ど
は
〝
ち
ょ
っ
と
電
話
を
…
…
〟
と
退

場
す
る
議
員
が
続
出
、
午
後
二
時
四
十
五
分

す
ぎ
に
は
三
十
人
の
う
ち
十
六
人
が
姿
を
消

し
、
つ
い
に
休
け
い
。
約
二
十
分
後
に
議
会

成
立
ぎ
り
ぎ
り
の
十
六
人
を
集
め
再
開
に
こ

ぎ
つ
け
た
が
、
論
戦
の
低
調
を
き
わ
め
傍
聴

席
か
ら
〝
あ
き
れ
た
無
責
任
議
会
だ
〟
と
の

声
も
き
か
れ
た
。

　

二
週
間
後
に
迫
っ
た
市
議
選
挙
の
ス
タ
ー

ト
（
告
示
日
）
に
備
え
、
議
員
た
ち
は
落
ち

着
き
を
失
い
、
審
議
も
〝
う
わ
の
空
〟。
一
分

で
も
早
く
質
疑
を
終
わ
り
た
い
と
そ
わ
そ
わ
。

質
疑
時
間
を
め
ぐ
っ
て
与
野
党
が
対

立
、
紛
糾
を
重
ね
て
き
た
が
、
一
人
の
質
疑

時
間
を
三
十
分
に
す
る
こ
と
を
決
め
、
や
っ

と
質
疑
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
、〝
ち
ょ
っ

と
電
話
を
…
〟
と
席
を
は
ず
す
議
員
が
続
出
、

さ
ら
に
質
疑
が
終
わ
る
と
同
時
に
〝
さ
あ
帰

る
ぞ
〟
と
公
言
し
て
姿
を
消
す
議
員
も
出
て

き
て
午
後
二
時
四
十
五
分
に
は
〝
休
会
〟
と

い
う
最
悪
事
態
を
迎
え
た
。

　

定
数
三
十
人
（
う
ち
一
人
欠
）
の
う
ち
、
午

前
十
一
時
す
ぎ
に
は
議
会
成
立
の
た
め
の
過

半
数
ぎ
り
ぎ
り
の
十
七
人
に
減
り
、
午
後
二

時
四
十
五
分
に
は
過
半
数
を
割
る
十
三
人
に

減
り
、
審
議
も
ス
ト
ッ
プ
。
市
当
局
側
は
も

ち
ろ
ん
議
会
事
務
局
職
員
が
総
立
ち
に
な
っ
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た
状
態
で
〝
休
け
い
〟
が
宣
言
さ
れ
、
残
さ

れ
た
議
員
も
〝
さ
て
は
票
集
め
の
た
め
姿
を

消
し
た
か
〟
？
空
席
を
見
つ
め
て
退
場
し
た
。

休
け
い
時
間
を
も
〝
ふ
る
に
活
用
し
な
け
れ

ば
…
〟
と
ば
か
り
、
後
援
会
事
務
所
へ
電
話

を
い
れ
「
○
○
地
区
で
の
懇
談
会
を
用
意
せ

よ
」
「
○
○
分
後
に
は
帰
る
か
ら
、
車
を
用
意

し
て
欲
し
い
」
と
指
示
す
る
な
ど
、
あ
わ
た

だ
し
い
ふ
ん
い
き
。

　

そ
の
間
に
、
議
会
事
務
局
で
は
、
姿
を
消
し

た
議
員
を
求
め
て
走
り
回
り
、
や
っ
と
二
人

の
議
員
を
見
つ
け
出
し
、
二
十
分
後
に
十
六

人
が
出
席
し
て
再
開
し
た
。
そ
れ
で
も
、
途

中
で
〝
ち
ょ
っ
と
、
そ
こ
ま
で
…
〟
と
席
を

は
ず
す
議
員
が
で
て
〝
休
会
〟
寸
前
に
再
び

追
い
込
ま
れ
た
。

　

市
場
問
題
や
道
路
問
題
で
つ
め
か
け
た
傍

聴
人
は
「
こ
れ
で
は
、
ひ
ど
す
ぎ
る
。
欠
席

者
の
名
簿
を
つ
く
り
責
任
を
追
及
せ
よ
」
と

か
「
大
事
な
予
算
審
議
を
忘
れ
た
議
員
た
ち

に
は
、
あ
き
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
の
声
も
あ

り
、
市
議
会
に
対
す
る
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
て

い
た
。

70
年
度
予
算
案
／
福
祉
、
都
計

費
ふ
え
る
／
減
る
産
業
経
済

関
係
／
市
民
本
位
で
革
新
色

打
ち
出
す

〔
琉
新
・
朝　
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９
６
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那
覇
市
は
開
会
中
の
定
例
議
会
に
、
総
額

二
千
八
十
六
万
六
千
㌦
の
一
般
予
算
案
を
提

出
、
現
在
審
議
中
だ
が
、
革
新
市
長
と
し
て

初
め
て
の
公
約
実
現
の
予
算
で
も
あ
る
。
し

か
し
、
予
算
案
を
見
る
と
、
西
銘
前
市
長
時

代
か
ら
の
大
型
継
続
事
業
で
あ
る
那
覇
新
港
、

公
会
堂
の
建
設
を
か
か
え
て
い
る
た
め
、
思

い
切
っ
た
革
新
予
算
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

西
銘
市
政
に
く
ら
べ
た
特
色
は
、
市
民
の
福

祉
や
都
市
計
画
事
業
、
農
林
・
水
産
面
の
予

算
が
か
な
り
ふ
え
、
き
め
細
か
な
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
歳
入
予
算
で
は
、
自
己

財
源
が
約
五
二
％
を
占
め
、
政
府
援
助
な
ど

依
存
財
源
が
四
八
％
と
、
あ
い
か
わ
ら
ず
米

軍
施
政
下
の
地
方
自
治
体
の
重
税
、
苦
し
い

台
所
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
各
分
野
の

予
算
を
中
心
に
、
向
こ
う
一
年
間
の
市
政
を

見
る
こ
と
に
し
た
。

　

平
良
市
長
は
、
施
政
方
針
演
説
で
①
民
主

市
政
を
高
め
る
た
め
、
市
民
本
位
の
窓
口
改

善
、
職
員
の
試
験
採
用
、
市
民
相
談
室
の
常

設
、
青
空
市
政
の
開
催
②
明
る
い
町
づ

く
り
、
こ
ど
も
の
福
祉
と
市
民
生
活
の
向
上

を
は
か
る
た
め
、
公
園
の
増
設
、
整
備
、
完

全
給
水
と
メ
ー
タ
ー
検
針
の
直
営
化
、
チ
リ

取
り
の
週
二
回
定
日
収
集
制
、
道
路
、
排

水
、
下
水
道
工
事
の
昼
夜
兼
行
の
実
施
、
保

育
所
の
建
設
と
市
営
住
宅
の
増
築
、
放
射
能

汚
染
防
止
対
策
③
教
育
と
文
化
の
発
展
の
た

め
公
会
堂
の
建
設
、
学
校
の
新
設
、
完
全
給

食
の
実
施
、
学
校
施
設
の
強
化
④
近
代
都
市

づ
く
り
の
た
め
、
那
覇
新
港
と
安
謝
の
埋
め

立
て
事
業
お
よ
び
、
都
計
事
業
の
推
進―

な

ど
の
施
策
を
打
ち
出
し
た
。
以
下
予
算
の
裏

づ
け
で
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

【
都
市
計
画
事
業
】
昨
年
よ
り
六
十
三
万
八

千
㌦
ふ
え
て
百
八
十
八
万
七
千
㌦
。
お
も
な

事
業
は
、
安
謝
橋
～
政
府
道
四
十
一
号
線
間

道
路
十
四
万
二
千
㌦
。
平
和
橋
～
大
洋
琉
映

館
道
路
二
十
五
万
七
千
㌦
。
旧
繁
多
川
売
店

～
繁
多
川
公
民
館
道
路
十
三
万
㌦
。
水
産
高

校
～
安
謝
埋
め
立
て
地
間
道
路
十
六
万
七
千

㌦
。
泊
交
通
広
場
内
右
折
橋
架
設
五
万
三
千

㌦
。
小
禄
公
営
住
宅
入
り
口
道
路
四
万
六
千

㌦
、
ガ
ー
ブ
川
左
岸
排
水
工
事
六
万
五
千
㌦

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
水
産
高
校
前
か
ら
安
謝
埋
め
立

て
地
へ
の
道
路
工
事
で
問
題
と
な
る
の
は
、

ペ
ル
リ
提
督
上
陸
記
念
碑
の
立
っ
て
い
る
外

人
墓
地
の
移
転
で
あ
る
。
同
墓
地
は
約
三
十

平
方
㍍
の
広
さ
で
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、オ
ラ
ン

ダ
な
ど
十
カ
国
の
外
人
の
霊
が
眠
り
、
現
在

は
在
沖
在
郷
軍
人
会
が
管
理
し
て
い
る
。
市

当
局
は
、
同
墓
地
が
歴
史
的
に
ゆ
い
し
ょ
あ

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
国
際
親
善
の
立
場
も

考
慮
し
た
上
で
慎
重
に
検
討
し
、
識
名
霊
園

地
域
に
移
転
さ
せ
る
方
針
だ
が
、
か
な
り
も

め
そ
う
だ
、
ま
た
小
禄
公
営
団
地
入
り
口
は
、

悪
路
の
た
め
妊
婦
が
流
産
す
る
な
ど
問
題
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
早
急
に
工
事
を
始
め
た

い
と
し
て
い
る
。

　

【
社
会
福
祉
事
業
費
】
総
額
で
は
九
万
二
千

㌦
の
減
で
二
百
六
万
㌦
。
減
の
お
も
な
理
由

は
市
営
住
宅
建
設
費
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
が
、
逆
に
児
童
福
祉
費
の
九
万
一
千

㌦
、
公
園
建
設
費
の
九
万
七
千
㌦
の
増
が
め

だ
っ
て
い
る
。
児
童
福
祉
費
の
増
は
、
石
嶺

町
に
百
二
十
人
収
容
の
保
育
所
（
十
一
万
一

千
㌦
）
を
建
設
す
る
こ
と
や
児
童
保
護
措
置

費
（
保
護
者
の
就
労
ま
た
は
疾
病
の
た
め
保

育
の
で
き
な
い
乳
幼
児
を
私
立
保
育
所
に
入

所
、
保
育
さ
せ
る
た
め
の
経
費
）
が
昨
年
の

二
倍
に
ふ
え
て
五
万
九
十
㌦
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
。

　

公
園
費
の
総
額
は
十
八
万
七
千
㌦
で
、
希

望
ガ
丘
公
園
、
夫
婦
岩
公
園
、
牧
志
小
公
園
、

旭
ガ
丘
公
園
、
高
良
公
園
、
識
名
霊
園
、
漫

湖
風
致
地
区
整
備
な
ど
の
建
設
、
整
備
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
公
園
予
算
は
昨
年
も
八
万

四
千
㌦
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
管
理
費
な
ど

が
消
化
さ
れ
た
だ
け
で
、
建
設
費
は
ほ
と
ん

ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。
市
当
局
と
し
て
は
、
市
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民
福
祉
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
る

だ
け
あ
っ
て
、
公
園
設
計
は
早
急
に
手
を
つ

け
た
い
と
話
し
て
い
る
。

　

ま
た
住
宅
建
設
費
は
市
営
、
公
営
合
わ
せ

る
と
二
十
八
万
八
千
㌦
も
減
っ
て
い
る
が
、

こ
と
し
は
首
里
石
嶺
町
に
二
百
九
十
戸
、
久

場
川
町
に
二
百
三
十
二
戸
、
合
計
五
百
二
十

二
戸
を
計
画
し
て
い
る
。

　

現
在
、
那
覇
市
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
者

は
一
万
四
千
世
帯
も
あ
る
と
い
わ
れ
、
人
口

増
な
ど
も
考
え
る
と
十
年
間
で
四
万
戸
が
必

要
と
い
う
。
こ
の
た
め
市
当
局
で
は
、
二
万

三
千
戸
は
市
民
の
自
己
建
造
が
あ
る
と
み
て
、

残
り
の
一
万
七
千
戸
の
う
ち
、
市
が
四
千

戸
、
住
宅
公
社
が
一
万
三
千
戸
を
建
設
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

【
土
木
費
】
昨
年
よ
り
四
十
七
万
九
千
㌦
減

っ
て
二
百
八
十
八
万
一
千
㌦
。
お
も
な
理
由

は
埋
め
立
て
事
業
費
の
五
十
九
万
㌦
の
減
が

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
道
路
新
設
改
良
費
は
昨

年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
三
十
三
万
四
千
㌦
。
こ
と

し
は
舗
装
工
事
が
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
～
松
田

橋
間
、
寒
川
～
金
城
町
間
、
高
良
地
内
、
美

栄
橋
町
内
、
前
島
小
学
校
南
。
改
修
工
事
が

真
嘉
比
川
沿
道
み
ぞ
、
国
場
地
内
、
小
禄
高

良
地
内
、
壺
屋
地
内
、
琉
球
家
畜
試
験
場
裏
、

鏡
原
町
内
、
真
和
志
中
学
校
横
、
岡
野
区
内
、

真
嘉
比
古
島
地
内
古
島
～
儀
保
町
内
み
ぞ
、

識
名
公
営
住
宅
前
、
与
儀
地
内
、
小
禄
中
学

校
通
学
路
、
石
嶺
町
内
、
天
久
西
原
地
内
の

二
十
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
橋
梁
新
設
改
良
費
は
一
万
五
千
㌦

ふ
え
て
二
万
一
千
㌦
。
工
事
場
所
は
前
島
小

学
校
裏
、
那
覇
外
科
前
、
玉
城
食
品
店
横
、
若

松
市
営
住
宅
横
、
松
川
小
学
校
校
門
前
の
五

カ
所
。　

　

排
水
工
事
は
五
万
㌦
増
の
二
十
二
万
九
千

㌦
。
工
事
場
所
は
識
名
、
大
原
部
落
内
、
当

蔵
地
内
、
開
南
樋
川
部
落
内
、
小
禄
高
校
横
、

壺
川
ゴ
ル
フ
練
習
所
前
、
浮
島
通
り
～
ガ
ー

ブ
川
間
、
丸
十
商
会
前
、
安
里
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
前
な
ど
。

　

災
害
土
木
費
も
昨
年
よ
り
二
万
二
千
㌦
ふ

え
て
三
万
五
千
㌦
。
工
事
場
所
は
首
里
三
司

官
道
路
、
崇
元
寺
下
流
、
上
之
橋
下
流
、
山

善
組
裏
、
キ
ブ
ン
シ
ャ
川
、
安
里
川
、
豊
橋

下
流
、
第
二
大
石
橋
下
流
の
各
護
岸
と
な
っ

て
い
る
。

　

【
港
湾
建
設
】
昨
年
よ
り
二
百
三
十
六
万
二

千
㌦
ふ
え
て
三
百
三
十
三
万
二
千
㌦
。
お
も

な
工
事
は
、
岸
壁
、
防
波
堤
、
し
ゅ
ん
せ
つ

の
各
工
事
。

　

【
教
育
・
文
化
】
教
育
面
で
は
、
小
学
校
三
、

中
学
校
一
の
新
設
校
を
予
定
、
小
学
校
の
校

地
借
料
二
万
㌦
、
中
学
校
一
万
㌦
計

上
、
ま
た
政
府
の
割
り
当
て
教
室
増
加
分
の

予
算
か
ら
新
設
校
の
建
築
費
を
ね
ん
出
す
る

計
画
。
小
学
校
で
は
、
校
舎
、
プ
ー
ル
、
体

育
館
な
ど
の
学
校
建
設
費
が
昨
年
の
約
二
倍

に
ふ
え
て
六
十
四
万
一
千
㌦
、
中
学
校
で
は

十
四
万
八
千
㌦
ふ
え
て
四
十
二
万
三
千
㌦
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
新
設
校
地
域
は
、
小
学

校
が
小
禄
地
区
一
、
首
里
地
区
一
、
真
和
志

南
部
一
、
中
学
校
は
真
和
志
南
部
一
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
最
近
急
速
に
住

宅
地
域
化
し
て
い
る
郊
外
で
、
既
存
の
学
校

で
は
児
童
、
生
徒
が
収
容
で
き
な
い
と
こ
ろ
。

那
覇
区
教
育
委
員
会
で
は
、
と
り
あ
え
ず
児

童
、
生
徒
数
八
百―

千
人
の
学
校
を
目
標
に
、

政
府
の
認
可
の
あ
り
し
だ
い
着
工
し
た
い
と

し
て
い
る
。

　

【
保
健
衛
生
費
】
二
十
三
万
一
千
㌦
で
、
三

十
七
万
二
千
㌦
の
減
。
理
由
は
コ
ン
ポ
ス
ト

工
場
の
建
設
費
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。
伝
染
病
予
防
費
は
一
万
一
千
㌦
で

五
千
㌦
の
減
だ
が
、
ご
み
の
週
二
回
定
日
収

集
を
め
ざ
し
て
汚
物
掃
除
費
は
一
万
七
千

㌦
ふ
え
て
十
七
万
七
千
㌦
。
ま
た
、
最
近
は

農
家
も
化
学
肥
料
し
か
つ
か
わ
な
い
た
め
、

し
尿
貯
留
そ
う
か
ら
あ
ま
る
も
の
は
、
国
場

川
に
投
棄
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
海
洋
投
棄

に
改
め
る
た
め
三
万
四
千
㌦
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
バ
ス
の
乗
客
か
ら
要
望
さ
れ

て
い
た
開
南
の
公
衆
便
所
が
実
現
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

【
産
業
経
済
関
係
】
十
二
万
三
千
㌦
で
三
十

万
㌦
の
減
。
減
の
理
由
は
公
設
市
場
の
建
設

費
三
十
一
万
四
千
㌦
が
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、

商
工
関
係
の
補
助
金
が
減
っ
た
た
め
農
林
・

水
産
関
係
は
一
万
三
千
㌦
の
増
。
観
光
関
係

で
は
、
市
内
の
主
要
観
光
地
に
説
明
看
板
を

三
カ
所
新
設
し
た
り
、
三
万
部
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
国
に
配
布
宣
伝

す
る
た
め
六
千
五
百
㌦
計
上
。

　

農
道
は
、
石
嶺
町
一
丁
目
、
真
地
原
に
新

設
、
農
道
工
事
で
は
、
石
嶺
四
丁
目
、
字
国

場
旧
鉄
道
線
農
道
橋
の
ほ
か
四
件
で
六
万
九

千
㌦
。
ま
た
緑
地
造
成
の
た
め
五
千
㌦
な
ど

を
計
上
し
て
い
る
。

　

水
産
振
興
費
は
七
千
㌦
で
魚
群
探
知
機
設

置
補
助
な
ど
補
助
金
が
ほ
と
ん
ど
。

　

財
産
処
分 

 

那
覇
市
の
財
産
は
別
表
の
と

お
り
だ
が
、
新
た
に
起
債
償
還
お
よ
び
七
〇

年
度
各
種
都
計
事
業
の
対
応
費
に
充
当
す
る

た
め
三
万
四
千
六
百
平
方
㍍
（
約
一
万
五
百

坪
）
の
市
有
地
が
処
分
さ
れ
る
。
安
謝
埋
め

立
て
地
八
千
八
百
平
方
㍍
は
競
争
入
札
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
二
万
五
千
八
百
平

方
㍍
は
随
意
契
約
に
よ
り
現
借
地
人
へ
優
先

売
却
予
定
。
し
か
し
価
格
が
安
い
と
見
ら
れ

て
い
る
た
め
議
会
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

売
却
さ
れ
る
土
地
は
、
安
謝
の
埋
め
立
て

地
八
千
八
百
平
方
㍍
の
ほ
か
、
西
新
町
三
の

四
四
、
那
覇
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
向
か
い
、
千
七

百
平
方
㍍
（
三
・
三
平
方
㍍
＝
坪
単
価
四
百



五
四
〇

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
六
月

㌦
、
仲
村
兼
信
＝
第
一
食
糧
）
首
里
山
川
町

一
の
一
三
八
、
山
川
坂
下
、
五
千
百
平
方
㍍

（
三
・
三
平
方
㍍
＝
三
十
五
㌦
、
上
里
貞
夫

ほ
か
一
人
）
古
波
蔵
長
作
原
三
四
〇
の
一
六
、

三
千
百
平
方
㍍
（
三
・
三
平
方
㍍
＝
六
十
六

㌦
、
九
長
車
体
工
業
所
）
を
は
じ
め
古
波
蔵

長
作
原
一
万
九
千
平
方
㍍
（
水
道
局
の
四
十

八
平
方
㍍
の
ほ
か
は
三
・
三
平
方
㍍
＝
六
十

五
～
六
十
六
㌦
）

｜
社　

説
｜

革
新
市
政
と
新
予
算
／
や
は
り

財
源
の
拡
充
が
課
題

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
６
・
16
〕

　

那
覇
市
で
は
、
さ
る
九
日
に
招
集
さ
れ
た

定
例
議
会
で
、
七
〇
年
度
予
算
案
の
審
議
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

平
良
市
長
が
打
ち
だ
し
た
革
新
市
政
の
具

体
策
を
示
す
予
算
案
で
あ
る
だ
け
に
、
果
た

し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
か
、
多
数
の
市
民
が
大
き
な
関
心
を
も
っ

て
見
守
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

市
会
に
提
案
さ
れ
た
新
予
算
を
み
る
と
、

三
十
万
人
の
人
口
を
よ
う
し
、
政
治
、
交
通
、

文
化
の
中
心
を
な
す
大
那
覇
市
と
し
て
、
正

直
の
と
こ
ろ
、
財
政
の
貧
困
さ
を
嘆
き
た
い

気
持
ち
が
先
に
立
つ
。
一
般
会
計
の
予
算
規

模
は
、
現
年
度
よ
り
三
百
六
十
万
㌦
ふ
え
て

二
千
八
十
六
万
㌦
。こ
れ
に
上
下
水
道
、
教
育

費
、
区
画
整
理
の
特
別
会
計
を
含
め
て
三
千

五
百
六
十
四
万
㌦
と
い
う
骨
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
琉
球
政
府
の
予
算
に
比
べ
て
、
ざ

っ
と
二
〇
㌫
の
財
政
力
し
か
持
っ
て
い
な

い
。

　

全
琉
に
占
め
る
那
覇
市
の
地
位
と
役
割

り
、
お
よ
び
文
化
都
市
の
建
設
と
い
う
重
大

な
課
題
を
考
え
た
場
合
、
い
ま
の
財
政
状
態

は
あ
ま
り
に
貧
弱
す
ぎ
る
。
一
般
会
計
だ
け

で
、
せ
め
て
三
千
五
百
万
㌦
を
確
保
し
な
け

れ
ば
、
膨
張
す
る
都
市
の
建
設
需
要
に
応
じ

切
れ
な
い
と
思
う
。
市
の
予
算
は
、
こ
こ
数

年
の
間
に
か
な
り
拡
充
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
ハ
バ
広

く
要
求
さ
れ
て
く
る
都
市
の
機
能
を
満
た

す
に
は
、
ま
だ
ま
だ
前
途
は
遠
い
、
と
い
っ

た
感
じ
だ
。

　

ま
ず
、
第
一
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ

だ
け
の
都
市
に
し
て
は
、
い
か
に
も
自
己
財

源
に
乏
し
い
。
一
般
会
計
の
中
に
占
め
る
市

民
負
担
は
五
百
万
㌦
そ
こ
そ
こ
で
、
全
体
の

二
五
㌫
に
し
か
あ
た
ら
な
い
。

　

乏
し
い
自
己
歳
入

　

市
の
人
口
が
三
十
万
人
に
ふ
く
れ
上
が
り
、

ま
た
、
商
工
業
や
運
輸
、
通
信
、
サ
ー
ビ
ス

業
が
こ
れ
ほ
ど
発
展
し
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
政
の
寄
与
す
る
財
源
が
五
百
万
㌦

て
い
ど
で
は
少
な
す
ぎ
る
。
こ
れ
は
ど
こ
に

要
因
が
あ
る
か
、
市
当
局
も
議
会
も
自
治
体

の
立
ち
場
か
ら
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
検
討
す
べ
き

課
題
で
あ
ろ
う
。

　

本
土
あ
た
り
に
比
べ
て
市
民
税
が
安
い
の

も
一
因
だ
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
琉
球
政

府
と
自
治
体
と
の
税
源
の
配
分
に
も
、
問
題

が
あ
り
そ
う
な
気
が
す
る
。
収
入
に
な
る
税

目
は
、
お
お
か
た
政
府
が
握
っ
て
し
ま

い
、
市
町
村
は
落
ち
ぼ
拾
い
の
か
た
ち
に
な

っ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
現
在
の
政
府
税

の
一
部
を
市
町
村
に
移
管
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
那
覇
市
な
ど
の
税
収
を
ふ
や
す
方
策
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。
さ
ら
に
は
、
所
得
税
の

減
税
に
と
も
な
い
、
そ
の
い
く
ら
か
を
自
治

体
の
財
政
強
化
に
あ
て
る
な
ど
、
こ
れ
は
政

策
的
に
是
正
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。

自
主
財
政
の
確
立
と
い
っ
て
も
、
直
ち
に
市

民
の
負
担
を
重
く
す
る
増
税
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
政
府
と
市
町
村
を
通
ず
る
租

税
体
系
の
手
直
し
も
必
要
で
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
受
益
者
負
担
、
目
的
税
の
設
定
な

ど
、
財
政
を
う
る
お
す
あ
の
手
こ
の
手
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

那
覇
市
の
財
政
は
、
自
己
歳
入
の
不
足
に

加
え
て
、
琉
球
政
府
か
ら
の
投
資
も
微
々
た

る
額
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
硬
直
化
の
症
状

を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
土
地
造
成
な

ど
、
起
債
事
業
で
埋
め
合
わ
せ
て
き
た
が
、

元
利
の
償
還
を
考
え
た
場
合
、
せ
い
ぜ
い
六

百
万
㌦
が
負
担
の
限
界
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

財
源
不
足
を
市
債
に
求
め
て
建
設
事
業
を
推

進
す
る
こ
と
も
、
こ
ん
ご
は
大
き
な
期
待
は

持
て
な
く
な
る
。

　

最
小
限
の
「
福
祉
型
」

　

新
予
算
の
提
案
に
あ
た
り
、
平
良
市
長
は
、

「
明
る
い
町
を
つ
く
り
、こ
ど
も
の
福
祉
と
市

民
生
活
の
向
上
、
教
育
文
化
の
発
展
、
近
代

都
市
づ
く
り
」
な
ど
を
と
く
に
強
調
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
性
格
を
「
福
祉
型
予
算
」

と
定
義
づ
け
て
い
る
。　

　

し
か
し
、
予
算
の
配
分
を
大
ざ
っ
ぱ
に
み

た
場
合
、
果
た
し
て
「
福
祉
型
」
に
編
成
さ
れ

て
い
る
か
、
大
い
に
頭
を
か
し
げ
ざ
る
を
え

な
い
。
四
百
八
十
万
㌦
の
役
所
費
に
対
し
て
、

社
会
労
働
施
設
費
は
二
百
十
六
万
㌦
、
保
健

衛
生
費
が
二
十
三
万
㌦
、
道
路
の
新
設
改
良

三
十
三
万
㌦
な
ど
、
き
わ
め
て
不
満
足
な
答

え
し
か
で
て
こ
な
い
。
保
育
所
の
拡
充
や
公

園
施
政
の
整
備
、
小
中
校
の
新
設
な
ど
、
そ

れ
ら
し
い
取
っ
組
み
も
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

「
市
民
本
位
の
福
祉
予
算
」
と
い
う
に
は
、
ま

だ
ほ
ど
遠
い
感
じ
を
う
け
る
。

　

多
く
の
市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る
公
、
市

営
住
宅
に
建
設
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
現
年
度

に
引
き
つ
づ
き
、
首
里
に
五
百
戸
余
り
を
収

容
す
る
ア
パ
ー
ト
の
建
築
を
計
画
し
て
い
る

が
、
や
は
り
市
民
の
住
宅
難
を
緩
和
し
、
文

化
生
活
を
保
障
す
る
に
は
ほ
ど
遠
い
あ
り
さ

ま
だ
。
那
覇
市
の
市
民
に
と
っ
て
、
い
ち
ば



五
四
一

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
六
月

ん
切
実
な
問
題
は
、
安
い
家
賃
で
生
活
の
根

を
お
ろ
せ
る
住
居
の
確
保
で
あ
る
。
こ
れ
は

十
年
と
か
十
五
年
計
画
と
い
わ
ず
、
短
期
間

で
集
中
的
に
事
業
を
推
し
進
め
ね
ば
、
福
祉

の
向
上
は
望
め
な
い
わ
け
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
建
設
途
上
に
あ
る
那
覇
市
に

お
い
て
は
、
も
っ
と
予
算
を
ふ
や
し
、
各
面

の
需
要
に
こ
た
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

自
主
財
源
の
充
実
を
は
か
る
の
は
も
と
よ
り
、

琉
球
政
府
や
本
土
政
府
の
資
金
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
導
入
し
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
近

代
的
な
町
づ
く
り
に
い
っ
そ
う
励
ん
で
も
ら

い
た
い
。
た
ん
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
終
わ
ら

せ
な
い
た
め
に
は
、
財
政
的
な
う
ら
づ
け
が

必
要
で
あ
り
、
革
新
市
政
に
と
っ
て
成
否
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
市
当
局
と
と

も
に
議
会
に
負
わ
さ
れ
た
共
通
の
責
務
で
も

あ
る
。

那
覇
市
の
予
算
編
成
／
不
手
ぎ

わ
認
め
る
／
議
会
／
市
有
地

売
買
で
大
荒
れ

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
６
・
19
〕

　

自
由
民
主
党
議
員
で
構
成
す
る
那
覇
市
政

ク
ラ
ブ
の
金
城
重
正
議
員
ら
は
、
い
ま
市
当

局
が
議
会
に
提
出
し
て
い
る
歳
入
予
算
案
の

中
で
「
市
有
地
の
借
地
人
と
売
買
の
約
束
も

成
立
し
て
い
な
い
の
に
、
二
十
万
㌦
も
の
予

算
を
計
上
し
て
あ
る
の
は
問
題
だ
」
と
市
当

局
の
ず
さ
ん
な
予
算
編
成
を
追
及
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
予
算
案
の
否
決
も
あ
り
う
る
と

い
き
ま
い
て
い
た
が
、
市
当
局
は
予
算
編
成

の
不
手
ぎ
わ
を
認
め
な
が
ら
も
、
二
十
万
㌦

の
歳
入
予
算
の
メ
ド
は
別
に
つ
い
て
お
り
、

問
題
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
西
新
町
三
の
四

四
、
那
覇
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
向
か
い
の
第
一
食

糧
株
式
会
社
敷
き
地
一
、
七
〇
〇
平
方
㍍

（
五
二
四
坪
、
単
価
四
百
㌦
）
総
計
二
十
万
九

千
㌦
。
市
当
局
で
は
当
初
古
波
蔵
、
長
作
原

の
沖
縄
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
敷
き
地
一
四
、
〇
〇

〇
平
方
㍍
を
売
却
二
十
八
万
㌦
の
歳
入
予
算

を
予
定
し
て
い
た
が
、
同
社
が
米
国
人
の
会

社
で
あ
る
た
め
土
地
を
売
る
の
は
問
題
で
あ

る
と
い
う
与
党
議
員
の
申
し
入
れ
に
よ
っ
て
、

急
拠
第
一
食
糧
敷
き
地
を
売
却
す
る
こ
と
に

し
た
。
だ
が
第
一
食
糧
と
の
話
し
合
い
も
つ

か
な
い
ま
ま
歳
入
を
計
上
し
て
問
題
と
な
っ

た
も
の
。

　

こ
れ
に
対
し
て
市
当
局
は
新
た
に
首
里
大

名
町
の
沖
縄
実
務
学
園
の
敷
き
地
二
、
二
〇

四
平
方
㍍
を
政
府
に
売
却
す
る
こ
と
で
約
九

万
㌦
の
収
入
を
予
定
、
さ
ら
に
政
府
か
ら
特

別
地
方
交
付
税
を
十
万
㌦
増
額
し
て
も
ら
う

こ
と
で
話
し
合
い
が
つ
い
て
お
り
問
題
は
な

い
と
し
て
い
る
。
ま
た
市
側
は
予
算
編
成
の

不
慣
れ
で
確
か
に
不
手
ぎ
わ
の
あ
っ
た
こ
と

は
認
め
る
が
、
こ
の
よ
う
な
技
術
的
な
問
題

で
予
算
を
全
部
否
決
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

市
側
と
し
て
も
問
題
の
真
相
を
市
民
に
訴
え
、

野
党
と
徹
底
的
に
対
決
し
て
ゆ
く
と
し
て
い

る
。

　

金
城
議
員
ら
は
十
九
日
午
後
か
ら
議
員
総

会
を
開
き
、
最
終
的
な
態
度
を
協
議
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
会
議
員
選
挙
中
に

暫
定
予
算
編
成
の
た
め
、
議
会
招
集
が
行
な

わ
れ
た
ら
た
い
へ
ん
だ
と
し
て
お
り
、
予
算

の
全
面
的
な
否
決
は
で
き
な
い
も
の
だ
と
み

ら
れ
て
い
る
。

激
励
演
説
で
チ
ョ
ン
／
金
城
議

員
追
及
と
り
や
め
／
あ
す
本

会
議
／
那
覇
市
の
市
有
地
問

題〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
６
・
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〕

　

那
覇
市
の
定
例
議
会
は
各
委
員
会
で
予
算

審
議
中
だ
が
、
市
当
局
か
ら
下
水
道
事
業
予

算
案
の
一
部
訂
正
な
ど
五
件
の
議
案
訂
正
案

が
出
さ
れ
た
た
め
二
十
一
日
午
前
十
時
過
ぎ

か
ら
本
会
議
を
開
き
委
員
会
へ
の
付
託
を
決

め
た
。

　

そ
の
あ
と
、
保
守
系
議
員
も
市
政
ク
ラ
ブ

の
金
城
重
正
議
員
か
ら
「
市
有
地
の
処
分
問

題
」
に
つ
い
て
、
緊
急
質
問
が
あ
る
た
め
日

程
外
だ
が
議
題
に
採
択
す
る
動
議
が
出
さ
れ
、

圧
倒
的
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。
金
城
議
員
は

「
市
当
局
借
地
人
と
の
話
し
合
い
も
成
立
し

な
い
の
に
、
二
十
万
㌦
の
市
有
地
を
処
分
し

予
算
に
計
上
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
不
当

で
市
当
局
は
、
そ
の
否
を
認
め
る
か
」
と
激

し
く
迫
っ
た
が
、
平
良
市
長
は
あ
っ
さ
り

「
不
手
ぎ
わ
を
認
め
る
」と
述
べ
た
。
金
城
議

員
は
さ
ら
に
「
そ
れ
で
は
歳
入
欠
陥
を
ど
う

す
る
の
か
」
と
追
い
打
ち
を
か
け
た
が

「
第
一
食
糧
、
拓
南
製
鉄
な
ど
に
売
却
を
予
定

し
て
い
た
も
の
は
取
り
下
げ
る
。
か
わ
り
に

首
里
石
嶺
の
実
務
学
園
用
地
を
政
府
に
買
い

上
げ
て
も
ら
う
こ
と
で
話
し
合
い
が
つ
い
て

い
る
。
ま
た
特
別
地
方
交
付
税
な
の
で
歳
入

欠
陥
は
ま
か
な
え
る
」
と
答
え
て
追
及
を
や

め
た
。

　

金
城
議
員
は
「
水
道
料
金
の
値
下
げ
も
で

き
な
い
ほ
ど
水
道
事
業
は
赤
字
だ
。
一
般
会

計
か
ら
十
二
万
㌦
も
特
別
会
計
で
あ
る
水
道

事
業
予
算
の
肩
代
わ
り
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
ゆ
る
せ
な
い
」
と
こ
ん
ど
は
水
道
問
題

で
当
局
を
追
及
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市

当
局
は
「
水
道
事
業
は
十
万
㌦
の
黒
字
で
あ

る
。
こ
れ
を
市
民
に
還
元
す
る
の
は
当
然
だ

が
、
ま
だ
市
内
に
は
未
給
水
地
が
あ
り
、こ
れ

を
解
消
す
る
の
が
先
決
だ
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
で
は
十
分
で
な
い
の
で
一
般
会
計
予
算

か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
答
弁
し
た
。

こ
の
た
め
金
城
議
員
は
「
こ
れ
以
上
、
答
え

さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
こ
ん
ご
は
、
正
し
い

姿
勢
で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
「
予
算
案
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の
否
決
も
辞
さ
な
い
」
と
い
っ
て
い
た
の

と
は
ウ
ラ
ハ
ラ
に
市
長
を
激
励
し
て
チ
ョ

ン
。
こ
れ
に
対
し
、
与
党
議
員
団
は
「
選

挙
目
当
て
の
発
言
だ
っ
た
」
と
カ
ン
カ
ン

だ
っ
た
。

水
道
事
業
費
計
上
せ
ず
／
那
覇

市
議
、
会
期
延
長
は
必
至

〔
琉
新
・
朝　
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市
有
地
の
処
分
問
題
で
不
手
ぎ
わ
を
演
じ
、

予
算
審
議
で
問
題
と
な
っ
た
那
覇
市
当
局
は
、

今
度
は
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
で
一
般
会

計
予
算
に
支
出
す
べ
き
十
二
万
三
千
㌦
の
予

算
を
計
上
せ
ず
、
ま
た
ま
た
失
態
を
く
り
返

し
た
。
こ
の
た
め
総
務
委
員
会
の
予
算
審
議

は
進
ま
ず
会
期
延
長
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
状
態

だ
。

　

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
市
が
一
般
会

計
歳
入
予
算
で
、
水
道
局
の
倉
庫
用
地
と
し

て
国
場
の
埋
め
立
て
地
四
千
八
十
平
方
㍍
を

水
道
局
に
売
却
、
約
十
二
万
三
千
㌦
の
歳
入

を
計
上
し
た
が
、
水
道
局
で
は
土
地
購
入
予

算
は
四
万
一
千
㌦
し
か
組
ん
で
な
く
、
八
万

二
千
㌦
が
不
足
す
る
と
い
う
も
の
。

　

総
務
委
員
会
で
、
市
政
ク
ラ
ブ
の
金
城
重

正
議
員
か
ら
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
、
結
局
、
市

当
局
は
ど
ろ
縄
式
に
与
党
議
員
を
含
め
て
対

策
を
協
議
し
た
結
果
、
特
別
事
業
の
市
債
を

起
す
こ
と
に
決
め
、
二
十
一
日
に
改
め
て
修

正
議
案
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

ズ
サ
ン
な
予
算
編
成
／
那
覇
市

議
会
／
四
日
間
も
会
期
延
長

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
６
・
22
〕

　

那
覇
市
議
会
は
、
二
十
一
日
午
後
一
時
半

か
ら
本
会
議
を
開
き
、
市
当
局
か
ら
出
さ
れ

た
水
道
事
業
予
算
案
の
修
正
案
を
委
員
会
に

付
託
す
る
こ
と
を
決
め
た
ほ
か
、
当
初
二
十

四
日
ま
で
だ
っ
た
会
期
を
四
日
間
延
長
し
て
、

二
十
八
日
ま
で
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
延

長
の
理
由
は
、
市
当
局
の
予
算
編
成
が
ズ
サ

ン
な
た
め
、
審
議
が
は
か
ど
ら
ず
、
当
初
の

会
期
内
で
は
審
議
が
終
わ
ら
な
い
た
め
。

　

市
当
局
が
提
出
し
た
水
道
事
業
予
算
案
の

修
正
案
は
、
水
道
局
の
資
材
倉
庫
用
地
の
購

入
費
十
二
万
三
千
㌦
の
う
ち
歳
出
予
算
に
は

四
万
一
千
㌦
し
か
計
上
し
て
い
な
い
た
め
、

残
り
八
万
二
千
㌦
を
、
五
年
償
還
の
市
債
で

ま
か
な
お
う
と
い
う
も
の
。
本
会
議
で
は
異

議
も
な
く
採
択
さ
れ
、
総
務
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
。

　

各
委
員
会
で
の
予
算
審
議
は
、
建
設
、
経

済
民
生
の
両
委
員
会
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
る

が
、
総
務
委
員
会
は
二
十
二
、
三
の
両
休
日

も
返
上
し
て
審
議
し
て
も
な
お
終
わ
ら
な
い

た
め
、
四
日
間
の
会
期
延
長
と
な
っ
た
も

の
。

　

こ
の
日
午
後
の
経
済
民
生
委
員
会
で
は
、

新
牧
志
公
設
市
場
の
開
設
促
進
の
陳
情
と
、

現
市
場
の
継
続
使
用
陳
情
を
ど
う
取
り
扱
う

か
審
議
し
た
。
大
山
盛
幸
委
員
長
は
、
ま
ず
開

設
促
進
の
陳
情
を
と
り
あ
げ
「
入
所
希
望
者

か
ら
先
に
契
約
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。
現

業
者
が
移
転
反
対
す
る
な
ら
公
募
し
て
契
約

す
る
つ
も
り
は
な
い
か
」
と
市
当
局
の
態
度

を
聞
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
稲
嶺
第
一
助
役

は
「
希
望
者
と
反
対
者
が
い
る
の
で
、
部
分

的
な
契
約
は
市
場
の
機
能
を
そ
こ
な
う
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
全
体
の
動
き
を
見
て
か
ら

決
定
し
た
い
。
新
市
場
は
、
現
市
場
の
業
者

を
移
転
さ
せ
る
の
が
目
的
な
の
で
、
公
募
は

考
え
て
い
な
い
」
と
答
え
た
。
さ
ら
に
現
市

場
の
継
続
使
用
陳
情
に
対
し
て
は
「
既
定
方

針
ど
お
り
移
転
さ
せ
た
い
の
で
、
当
然
継
続

使
用
陳
情
は
受
け
ら
れ
な
い
」
と
の
べ
た
。

　

こ
の
た
め
、
同
委
員
会
は
、
継
続
使
用
の
陳

情
を
不
採
択
に
し
た
。
な
お
市
当
局
は
、
新

市
場
の
完
工
し
だ
い
、
業
者
に
対
し
て
早
急

に
使
用
契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
通
達
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

株
の
民
間
譲
渡
認
め
る
／
首
里

バ
ス
の
市
有
株
／
那
覇
市
議

会
が
採
択

〔
琉
新
・
朝　
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那
覇
市
議
会
の
総
務
委
員
会
（
平
良
真
次
郎

委
員
長
）
は
、
二
十
六
日
午
後
の
委
員
会
で
、

「
株
式
会
社
首
里
バ
ス
」
の
那
覇
市
所
有
三
万

株
（
三
万
㌦
）
を
民
間
へ
譲
渡
す
る
陳
情
に

つ
い
て
審
議
、
賛
成
多
数
で
採
択
し

た
。
だ
が
市
当
局
は
「
企
業
検
査
の
結
果
を

待
た
な
け
れ
ば
、
こ
の
株
の
民
間
譲
渡
は
で

き
な
い
」
と
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
だ
け
に

問
題
は
尾
を
引
き
そ
う
だ
。

　

株
式
会
社
首
里
バ
ス
（
上
間
長
和
・
代
表

取
締
役
社
長
）
は
、
市
の
持
ち
株
三
万
、
民

株
四
万
の
計
七
万
株
（
一
株
一
㌦
）
の
資
本

で
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
首
里
バ
ス
の
上
間

社
長
、
桑
江
良
雄
専
務
ら
八
人
の
社
幹
部

は
、
こ
の
ほ
ど
「
市
持
ち
株
の
三
万
株
を
民

間
に
譲
り
渡
し
て
ほ
し
い
」
と
議
会
へ
陳
情

し
た
。
陳
情
の
お
も
な
理
由
は
「
赤
字
が
累

積
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
有
株
が

あ
る
た
め
、
合
併
合
理
化
、
あ
る
い
は
民
営

企
業
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
た
て
ら

れ
な
い
」
と
い
う
も
の
。

二
十
六
日
の
総
務
委
員
会
で
の
審
議
の
結
果

は
、
四
（
野
党
）
対
三
で
陳
情
の
株
の
民
間

譲
渡
が
採
択
さ
れ
た
。
議
会
は
、
こ
の
採
択

結
果
を
市
当
局
へ
近
く
伝
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
株
の
譲
渡
の
問
題
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
自
民
党
市
政
と
の
関
連
、
あ
る

い
は
、
最
近
に
な
っ
て
、
株
の
譲
渡
陳
情
を
議

会
に
行
な
っ
た
首
里
バ
ス
社
の
幹
部
が
、
株

を
積
極
的
に
買
い
集
め
て
い
る
事
実
な
ど
が
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七
月

か
ら
ま
っ
て
い
る
た
め
、
議
会
の
決
定
ど
お

り
に
は
運
び
そ
う
に
な
い
問
題
が
あ
る
。
平

良
市
長
は
、こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
企
業
の
株

を
個
人
が
持
と
う
が
法
人
が
持
と
う
が
、
そ

の
所
有
の
形
に
は
問
題
が
な
い
は
ず
だ
。
市

が
大
株
主
（
四
三
％
）
だ
か
ら
赤
字
に
な
り
、

企
業
運
営
が
苦
し
く
な
る
と
は
思
え
な
い
。

企
業
検
査
役
が
定
め
ら
れ
、
い
ま
検
査
を
行

な
っ
て
い
る
段
階
な
の
で
、
結
論
が
出
な
け

れ
ば
、
株
を
譲
る
か
ど
う
か
決
め
ら
れ
な
い
。

市
は
大
株
主
と
し
て
責
任
を
も
っ

て
、
こ
の
赤
字
対
策
と
市
民
の
足
を
確
保
す

る
努
力
を
続
け
た
い
」
と
、
こ
の
問
題
処
理

の
態
度
を
語
っ
て
い
る
。

〝
公
設
市
場
、
移
転
し
な
い
〟
／

平
良
市
長
、
態
度
変
え
る
／

那
覇
市
会
／
業
者
押
し
か
け

大
荒
れ

〔
琉
新
・
朝　
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那
覇
市
定
例
議
会
は
二
十
八
日
午
前
十

時
か
ら
最
終
本
会
議
を
開
き
、
七
〇
年
度
予

算
案
を
市
政
ク
ラ
ブ
（
自
民
党
系
議
員
ク
ラ

ブ
）
の
修
正
案
で
可
決
、
二
十
日
間
の
全
日

程
を
終
え
た
が
、
牧
志
公
設
市
場
の
移
転
問

題
で
、
反
対
陳
情
に
つ
め
か
け
た
約
四
百
人

の
業
者
が
、
本
会
議
終
了
後
自
民
党
議
員
団

を
と
り
か
こ
み
、
激
し
く
抗
議
す
る
と
共

に
、
平
良
市
長
に
対
し
て
も
市
場
移
転
は
し

な
い
と
い
う
公
約
を
守
れ
と
詰
め
よ
る
な
ど
、

大
荒
れ
に
荒
れ
た
。
し
か
し
、
平
良
市
長

が
、
こ
れ
ま
で
に
議
会
で
明
ら
か
に
し
て
い

た
「
既
定
方
針
ど
お
り
移
転
を
行
な
う
」
と

の
態
度
を
変
え
「
移
転
は
さ
せ
な
い
。
用
途

変
更
を
検
討
す
る
」
と
回
答
し
た
た
め
、
業

者
は
午
後
六
時
半
ご
ろ
引
き
あ
げ
た
。

　

こ
の
日
、
公
設
市
場
の
業
者
は
、
午
後
か

ら
傍
聴
動
員
を
か
け
、
現
市
場
の
継
続
使
用

陳
情
が
経
済
民
生
委
員
会
で
不
採
択
に
な
っ

た
と
の
審
議
報
告
に
「
死
ん
で
も
移
転
し
な

い
ぞ
、
ま
い
た
種
は
自
分
で
か
り
と
れ
」
と

激
し
い
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
、
議
員
の
発
言
が
聞

き
と
れ
な
い
た
め
議
長
に
制
止
さ
れ
る
こ
と

が
再
三
。
本
会
議
終
了
と
共
に
、
議
員
控
え

室
に
な
だ
れ
こ
み
、
議
会
事
務
局
長
室
に
集

ま
っ
て
い
た
自
民
党
議
員
団
を
と
り
か
こ
ん

で
、
「
監
獄
市
場
に
は
君
ら
が
は
い
れ
！
」

「
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
か
ら
計
画
当
時
か
ら

反
対
し
て
き
た
の
だ
。
死
ん
で
も
移
転
し
な

い
が
ど
う
す
る
か
。
自
民
党
議
員
は
責
任
を

と
れ
」
と
激
し
く
つ
め
よ
っ
た
。
大
山
盛
幸

経
済
民
生
委
員
長
が
「
市
当
局
が
皆
さ
ん
の

陳
情
を
拒
否
し
、
既
定
方
針
ど
お
り
移
転
を

行
な
う
と
い
っ
た
の
で
、
陳
情
は
不
採
択
に

な
っ
た
。
抗
議
す
る
な
ら
市
当
局
に
し
て
ほ

し
い
」
と
と
り
な
し
た
が
、
業
者
は
「
わ
れ

わ
れ
の
反
対
を
押
し
て
建
設
を
決
め
た
君
ら

の
責
任
を
追
及
し
て
い
る
の
だ
」
と
三
十
分

ほ
ど
堂
々
め
ぐ
り
。

　

こ
の
あ
と
業
者
は
市
長
室
に
押
し
か
け

「
移
転
さ
せ
な
い
と
い
う
公
約
を
守
れ
」と
市

長
の
態
度
表
明
を
迫
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

平
良
市
長
は
「
議
会
対
策
上
、
継
続
事
業
は

既
定
方
針
ど
お
り
行
な
う
と
い
う
ほ
か
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
み
な
さ
ん
が
こ
れ
だ
け
反

対
し
て
い
る
の
で
移
転
は
さ
せ
な
い
。
用
途

変
更
を
検
討
す
る
。
み
な
さ
ん
も
現
市
場
を

今
後
ど
う
し
て
い
く
か
検
討
し
て
ほ
し
い
」

と
回
答
し
た
た
め
、
引
き
あ
げ
た
。

　

こ
の
市
場
問
題
は
、
西
銘
市
長
が
業
者
の

猛
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
建
設
を
強
行
し
た

も
の
だ
が
、
平
良
市
長
は
、
市
長
選
挙
中
に

市
場
の
移
転
は
行
な
わ
な
い
と
公
約
し
た
た

め
、
百
万
㌦
の
巨
費
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
て

し
ま
っ
た
市
場
を
ど
う
利
用
す
る
か
で
苦
慮

し
て
い
た
。
し
か
し
少
数
与
党
と
あ
っ
て
、
用

途
変
更
策
を
打
ち
出
し
た
場
合
、
予
算
審
議

が
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
す
る
可
能
性
も
あ
っ
て
、

強
気
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
い
き
さ
つ
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
市
場
問
題
は
市
議
選
の

大
き
な
争
点
に
な
り
そ
う
だ
。

午
前
中
に
66
人
が
名
乗
り
／
那

覇
市
議
員
選
挙
・
届
け
出
開

始
／
定
員
30
人
／
二
倍
以
上

の
競
争
率

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
１
〕

　

那
覇
市
議
選
挙
の
立
候
者
届
け
出
が
一
日

朝
か
ら
始
ま
り
、
同
日
午
前
中
で
噂
の
顔
ぶ

れ
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
。
那
覇
市
選
管
委
は

一
日
朝
市
議
選
挙
を
二
十
日
に
行
う
旨
告
示
、

同
時
に
立
候
補
の
受
け
付
け
を
開
始
、
正
午

ま
で
に
六
十
六
人
が
届
け
出
を
終
え
、
さ
っ

そ
く
事
務
所
開
き
街
頭
へ
。
昨
年
十
一
月
の

主
席
・
立
法
院
選
挙
と
那
覇
市
長
選
挙
か
ら

八
カ
月
ぶ
り
。
革
新
市
長
誕
生
の
も
と
で
行

な
わ
れ
る
市
議
選
挙
だ
け
に
革
新
陣
営
が
党

公
認
を
し
ぼ
っ
て
過
半
数
議
席
の
獲
得
を
ね

ら
っ
て
い
る
の
に
ひ
き
か
え
、
自
民
党
が
党

公
認
を
控
え
て
推
せ
ん
に
と
ど
め
た
こ
と
、

無
所
属
が
多
数
出
馬
し
た
の
が
特
徴
。
現
議

員
に
対
し
て
新
人
候
補
の
出
馬
が
目
立
っ
て

ふ
え
て
お
り
、
定
員
三
十
人
に
対
し
て
二
倍

以
上
の
競
争
率
と
な
っ
た
。
党
派
別
で
は
社

大
十
、
人
民
六
、
公
明
五
、
社
会
二
、
自
民

推
せ
ん
八
、
無
所
属
三
十
五
人
。
各
党
と
も

に
公
認
候
補
の
支
援
に
全
力
を
あ
げ
る
考
え

で
あ
り
、
と
く
に
社
大
党
は
平
良
市
政
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
第
一
党
を
ね
ら

い
、
革
新
共
闘
の
も
と
に
強
力
な
運
動
を
展

開
す
る
。
ま
た
婦
人
候
補
も
ふ
た
り
以
上
出
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四
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一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
七
月

る
予
想
。

革
新
統
一
候
補
は
18
人
／
自
民
は
無
所

属
で
ま
き
返
し
？

　

三
大
選
挙
で
圧
勝
し
た
那
覇
市
政
革
新
共

闘
会
議
は
革
新
市
政
を
擁
立
す
る
た
め
当
選

第
一
主
義
で
人
選
を
行
な
い
、
三
十
数
人
か

ら
十
八
人
を
選
び
だ
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、
党

組
織
の
再
建
と
過
半
数
維
持
を
目
標
に
し
た

自
民
党
で
は
、
地
方
自
治
体
へ
の
政
党
の
介

入
を
さ
け
、
公
認
を
せ
ず
推
薦
で
八
人
を
選

び
出
し
、
保
守
系
無
所
属
を
含
め
圧
勝
を
ね

ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
公
明
会
で
は
四

人
の
現
議
員
に
新
人
一
人
を
加
え
少
数
精
鋭

で
全
員
の
上
位
当
選
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
無

所
属
議
員
は
ほ
と
ん
ど
が
保
守
系
、
無
所
属

系
に
色
分
け
さ
れ
て
お
り
、
純
粋
無
所
属
は

わ
ず
か
。

　

各
陣
営
と
も
前
衛
戦
で
総
力
を
集
中
し
た

だ
け
に
、
選
挙
戦
は
組
織
防
衛
と
浮
動
票
獲

得
に
全
力
を
集
中
す
る
構
え
。
と
く
に
現
役

議
員
は
新
人
候
補
の
は
げ
し
い
地
盤
切
り
く

ず
し
に
備
え
万
全
の
体
制
を
整
え
て
お
り
、

選
挙
戦
の
焦
点
は
保
守
、
革
新
の
対
決
よ
り

現
役
と
新
人
の
対
決
に
移
っ
た
感
じ
。

　

届
け
出
を
済
ま
せ
た
各
候
補
者
は
運
動
員

を
最
大
動
員
し
て
選
挙
事
務
所
で
〝
必
勝
〟

の
誓
い
を
行
な
い
、
た
だ
ち
に
ポ
ス
タ
ー
の

は
り
出
し
や
宣
伝
カ
ー
の
と
り
つ
け
に
と
り

か
か
り
、
午
前
十
一
時
す
ぎ
有
権
者
へ
支
持

を
訴
え
る
街
頭
第
一
声
が
流
れ
た
。

　

な
お
市
選
管
委
で
は
た
だ
ち
に
不
在
投
票

の
受
け
付
け
を
開
始
、
午
前
十
一
時
、
第
一

号
が
投
票
し
た
。
有
権
者
総
数
は
五
日
ま
で

行
な
わ
れ
る
有
権
者
補
充
名
簿
の
縦
覧
が
終

わ
っ
た
時
点
で
確
定
す
る
が
、
約
十
五
万
人

余
と
な
っ
て
い
る
。

大
型
工
事
ラ
ッ
シ
ュ
／
活
気
取

り
戻
す
建
設
業
界

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
７
・
４
〕

　

七
月
の
年
度
明
け
で
政
府
、
市
町
村
の
大

型
工
事
が
つ
ぎ
つ
ぎ
着
工
さ
れ
、
不
振
が
伝

え
ら
れ
て
い
た
建
設
業
界
も
活
気
を
と
り
戻

し
た
か
っ
こ
う
。
政
府
関
係
で
は
那
覇
病
院

の
四
百
六
十
万
㌦
、
琉
大
保
健
学
部
七
十
万

㌦
が
三
日
起
工
式
を
終
わ
っ
た
の
を
は
じ

め
、
六
九
年
度
か
ら
く
り
こ
さ
れ
て
い
た
那

覇
空
港
拡
張
第
一
期
工
事
も
約
二
百
万
㌦

で
ち
か
く
着
工
の
見
通
し
。
那
覇
市
関
係
で

は
三
日
、〝
那
覇
新
港
〟
建
設
に
伴
う
泊
・
安

謝
間
の
第
四
次
埋
め
立
て
工
事
三
百
九
十

七
万
八
千
㌦
、
総
工
費
七
十
万
㌦
の
久
場
川

団
地
第
三
期
工
事
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
着
工

さ
れ
た
。

安
謝
埋
め
立
て
／
商
工
業
、
緑
地
帯
に

／
第
四
次
工
事
始
ま
る

　

那
覇
市
の
泊
・
安
謝
間
の
埋
め
立
て
工
事

は
、
六
三
年
か
ら
始
ま
り
、
第
三
次
埋
め
立

て
工
事
で
す
で
に
三
十
九
万
二
千
五
百
平
方

㍍
（
約
十
二
万
坪
）
が
〝
那
覇
新
港
〟
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
造
成
さ
れ
た
が
、
那

覇
市
で
は
引
き
続
き
第
四
次
埋
め
立
て
に
と

り
か
か
る
こ
と
に
な
り
、
三
日
午
後
四
時
か

ら
起
工
式
を
お
こ
な
っ
た
。

　

第
四
次
埋
め
立
て
は
総
工
費
三
百
九
十
七

万
八
千
㌦
で
第
三
次
埋
め
立
て
地
か
ら
沖
合

い
に
四
十
三
万
七
千
二
百
平
方
㍍
（
約
十
三

万
二
千
坪
）
を
埋
め
立
て
る
も
の
で
完
成
予

定
は
七
一
年
四
月
末
日
。
第
四
次
埋
め
立
て

の
分
は
、
商
工
業
地
域
、
倉
庫
地
域
、
護
岸
、

道
路
の
ほ
か
緑
地
帯
、
保
留
地
な
ど
に
当
て

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

起
工
式
に
は
平
良
那
覇
市
長
、
高
良
市
議

会
議
長
、
前
田
建
設
担
当
助
役
、
工
事
施
工

者
の
大
城
重
機
、
小
波
津
組
関
係
者
の
ほ
か

仲
村
総
務
局
長
（
行
政
主
席
代
理
）
ら
の
来

賓
多
数
が
列
席
、
初
ク
ワ
入
れ
を
お
こ
な
っ

た
。

　

泊
・
安
謝
間
の
埋
め
立
て
は
、
四
次
工
事

が
終
わ
り
次
第
、
さ
ら
に
安
謝
沖
伊
良
武
リ

ー
フ
に
向
け
て
五
十
三
万
五
千
平
方
㍍
（
約

十
六
万
二
千
坪
）
の
埋
め
立
て
を
計
画
し
て

お
り
こ
れ
が
終
わ
る
と
百
三
十
六
万
七
千
平

方
㍍
（
約
四
十
一
万
三
千
坪
）
の
新
開
地
が

〝
新
港
〟
を
ひ
か
え
て
誕
生
す
る
こ
と
に
な

り
、
人
口
の
過
密
状
態
の
緩
和
、
第
二
次
産

業
の
振
興
と
い
う
面
か
ら
関
係
者
は
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

起
工
式
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
平
良
市
長

は
「
那
覇
市
は
人
口
二
十
九
万
人
を
擁
す
る

都
市
に
発
展
し
た
が
、
こ
れ
と
と
も
に
土
地
、

住
宅
難
は
い
っ
そ
う
深
刻
化
し
、
都
市
の
健

全
な
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
。
そ
れ
に
沖
縄

で
は
第
二
次
産
業
が
少
な
く
消
費
等
サ
ー
ビ

ス
業
に
関
係
す
る
第
三
次
産
業
が
大
き
な
比

重
を
占
め
て
お
り
、
新
港
と
密
着
し
た
商
工

業
地
域
と
し
て
の
泊
・
安
謝
間
の
埋
め
立
て

は
第
二
次
産
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
人
口
過

密
の
解
消
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
思

う
」
と
述
べ
た
。

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市

議
選
候
補
に
聞
く
<１>

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
７
〕

　

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
那
覇
市
議
選
は
、

三
十
の
議
席
に
対
し
て
六
十
九
人
が
立
候
補
、

激
し
い
選
挙
戦
を
展
開
し
て
い
る
。
街
頭
に

は
宣
伝
カ
ー
が
ひ
し
め
い
て
い
る
が
、
選
挙

戦
の
主
体
は
相
変
わ
ら
ず
地
縁
、
血
縁
で
動

い
て
い
る
面
が
多
く
、
立
候
補
者
の
政
策
論

戦
は
低
調
で
あ
る
。
そ
こ
で
各
候
補
は
ど
の

よ
う
な
公
約
を
し
て
い
る
の
か
、「
議
員
に
な

っ
た
ら
最
小
限
こ
れ
だ
け
は
三
十
万
市
民
の

た
め
に
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
」
と
い
う
政
策
に

つ
い
て
、
全
立
候
補
者
に
聞
い
た
。
（
立
候
補

届
け
出
順
）
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通
学
路
の
整
備
を
図
る

　
　
　
　
　
　
　

高
良　

文
雄
（
無　

新
）

　

中
小
企
業
の
景
気
回
復
、
振
興
の
た
め
平

良
市
政
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
正
す
べ

き
と
こ
ろ
は
追
及
し
改
め
さ
せ
る
。
前
島
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
の
立
場
か
ら
も
市
道
の
全
面
舗

装
、
と
く
に
通
学
路
の
整
備
は
学
童
を
事
故

か
ら
守
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
急
を
要
す
る
。

ま
た
離
島
と
の
交
流
を
密
に
す
る
た
め
、
泊

港
に
離
島
連
絡
事
務
所
を
つ
く
る
。

　

明
る
い
民
主
市
政
を
確
立　

　
　
　
　
　
　

金
城　

吾
郎
（
社
大　

現
）

　

政
治
が
市
民
の
た
め
に
あ
る
こ
と
を
、
確

認
し
、
権
力
政
治
、
官
僚
行
政
を
排
除
し
て
市

民
と
の
対
話
に
よ
る
明
る
く
清
潔
な
民
主
市

政
を
確
立
す
る
。
ま
た
市
民
生
活
の
基
盤
づ

く
り
を
め
ざ
し
た
環
境
整
備
を
行
な
い
、
都

市
公
害
を
は
じ
め
交
通
混
雑
を
一
掃
し
、
市

民
が
安
心
し
て
住
め
る
平
和
で
健
康
的
な
沖

縄
県
の
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
都
市
の
実

現
に
私
の
最
善
の
努
力
を
払
う
こ
と
を
公
約

す
る
。

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市

　
　

議
選
候
補
の
公
約
<２>

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
８
〕

（
届
け
出
順
）

　

一
般
の
権
利
擁
護
の
市
政

　
　
　
　
　
　

国
吉　

辰
雄
（
人
民　

新
）

　

従
来
の
市
政
は
大
金
持
ち
を
保
護
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
改
め
一
般
市

民
の
権
利
を
擁
護
し
た
い
。
小
禄
は
ガ
ソ
リ

ン
タ
ン
ク
の
設
置
で
広
大
な
土
地
が
接
収
さ

れ
、
周
囲
の
農
民
は
苦
し
い
生
活
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
航
空
隊
内
の
ガ
ジ
ャ
ン
ビ
ラ
か

ら
第
二
ゲ
ー
ト
に
通
ず
る
旧
道
路
は
一
般
車

の
通
行
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を

開
放
し
、
交
通
の
緩
和
に
役
立
て
た
い
。

　

市
独
自
の
計
画
を
推
進

　
　
　
　

久
高　

友
敏
（
人
民
推
薦　

現
）

　

市
の
都
市
計
画
事
業
に
米
民
政
府
が
干
渉
、

運
営
に
支
障
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
の
で
、
自

治
体
と
し
て
実
態
を
市
民
に
も
知
ら
せ
、
市

独
自
の
計
画
を
推
進
す
る
よ
う
最
善
を
つ
く

す
。
ま
た
、
土
地
な
ど
市
有
財
産
を
一
部
の

業
者
に
低
料
金
で
貸
し
て
い
る
の
で
、
一
般

市
民
な
み
の
使
用
料
を
と
る
か
、
適
当
な
値

段
で
買
い
取
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
財
源
で
保

育
所
、
公
園
、
子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど
を
つ

く
る
。

　

児
童
、
出
産
手
当
て
の
立
法
促
進

　
　
　
　
　
　

友
利　

栄
吉
（
公
明　

現
）

　

貧
困
家
庭
を
救
う
た
め
、
社
会
福
祉
法
に

基
づ
い
て
児
童
手
当
て
、
出
産
手
当
て
の
立

法
化
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
る
。
本
土
で

は
、
首
相
も
公
約
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
沖

縄
も
同
時
に
実
現
で
き
る
よ
う
日
本
政
府
に

財
政
援
助
を
強
力
に
要
請
す
る
。
ま
た
、
交

通
戦
争
と
い
わ
れ
る
昨
今
な
の
で
、
交
通
災

害
共
済
制
度
を
早
急
に
つ
く
っ
て
支
払
い
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市

議
選
候
補
の
公
約
<３>

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
９
〕

（
届
け
出
順
）

　

市
民
の
不
満
を
市
政
に
反
映

　
　
　
　
　
　

安
見　

福
寿
（
公
明　

現
）

　

〝
民
主
市
政
〟の
恩
恵
を
市
民
の
一
人
び
と

り
に
お
よ
ぶ
よ
う
「
市
民
相
談
所
」
を
開
設

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
広
げ
、
一
般
市
民
の

不
平
、
不
満
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に

努
め
る
。
市
内
の
道
路
を
市
の
財
源
に
見
あ

う
範
囲
内
で
早
急
に
着
工
さ
せ
る
。
ま

ず
、
事
故
誘
発
の
原
因
に
な
る
「
デ
コ
ボ
コ

の
な
い
道
路
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
安

全
道
路
の
整
備
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
く
。

　

ま
ず
悪
路
の
追
放
め
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　

椿　

秀
義
（
公
明　

現
）

　

悪
道
の
追
放
を
ま
っ
先
に
手
が
け
た
い
。

市
内
の
全
道
路
を
ま
わ
っ
て
、
悪
道
を
チ
ェ

ッ
ク
し
補
修
、
修
理
す
る
。
そ
こ
で
財
源
が

問
題
だ
が
、
主
席
は
入
港
す
る
外
国
貿
易
船

の
ト
ン
数
に
応
じ
て
税
を
か
け
る
「
特
別
ト

ン
条
例
」
の
立
法
を
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が

立
法
さ
れ
る
と
年
間
十
数
万
㌦
の
財
源
が
浮

く
。
早
急
な
立
法
を
め
ざ
し
強
力
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
。

　

那
覇
市
を
国
際
都
市
に

　
　
　
　
　

喜
久
山　

朝
重
（
自
民　

現
）

　

祖
国
復
帰
に
備
え
て
那
覇
市
を
国
際
都
市

に
す
る
た
め
、
市
内
の
幹
線
道
路
と
上
下
水

道
の
完
全
整
備
に
最
善
を
つ
く
す
。
那
覇
新

港
と
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
新
道
路
を
つ
く
る
こ

と
で
、
市
内
の
交
通
緩
和
を
は
か
る
。
上
下

水
道
の
整
備
は
、
急
を
要
す
る
の
で
日
琉
両

政
府
に
援
助
を
要
請
す
る
。
ま
た
、
那
覇
市

は
町
名
が
明
確
で
な
い
た
め
区
画
整
理
で
は

っ
き
り
さ
せ
た
い
。

　

離
職
者
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　
　
　
　
　
　

国
吉　

辰
雄
（
社
大　

新
）

　

市
民
の
た
め
の
市
政
で
あ
る
か
ら
〝
革
新

統
一
綱
領
〟
を
守
っ
て
平
良
市
長
を
強
力
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
ま
た
全
軍
労
の
役
員

で
も
あ
る
の
で
、
い
ま
、
立
法
院
で
審
議
、
成

立
を
目
ざ
し
て
い
る
「
離
職
者
等
臨
時
措
置

法
」
に
つ
い
て
は
市
町
村
が
対
策
を
立
て
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
離
職
者
セ
ン

タ
ー
を
設
置
、
基
地
労
働
者
や
そ
の
家
族
の

生
活
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市

議
選
候
補
の
公
約
<４>

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
10
〕

（
届
け
出
順
）

　

住
み
よ
い
那
覇
市
つ
く
る



五
四
六

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
七
月

　
　
　
　
　
　

仲
本　

安
一
（
社
大　

現
）

　

い
く
ら
政
策
を
掲
げ
て
も
、
要
は
そ
れ
を

推
進
す
る
心
構
え
が
大
切
だ
。〝
声
な
き
市
民

〟
の
た
め
、
私
は
「
市
民
の
市
民
に
よ
る
市

民
の
た
め
の
市
政
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

る
。
地
方
自
治
と
い
っ
て
も
祖
国
復
帰
の
方

向
づ
け
に
努
め
、
従
来
の
、
な
ん
で
も
賛
成

す
る
議
員
に
は
な
り
た
く
な
い
。
平
良
市
政

の
、
よ
き
批
判
者
、
よ
き
協
力
者
と
し
て
住

み
よ
い
那
覇
市
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

　

「
児
童
手
当
」
実
現
に
尽
力

　
　
　
　
　
　

玉
城　

栄
一
（
公
明　

新
）

　

本
土
で
は
、
す
で
に
実
施
し
て
い
る
「
児

童
手
当
法
」
を
沖
縄
で
も
早
急
に
実
現
す
る

よ
う
最
善
を
つ
く
す
。
貧
困
の
た
め
、
義
務

教
育
も
満
足
に
受
け
ら
れ
な
い
家
庭
の
児
童
、

生
徒
を
救
済
す
る
こ
と
は
、
青
少
年
の
非
行

防
止
の
面
か
ら
も
重
要
だ
。
こ
れ
ら
の
財
源

確
保
の
た
め
、
不
用
な
市
有
地
を
整
理
し
、
足

り
な
い
ぶ
ん
は
日
琉
両
政
府
に
も
強
力
な
援

助
を
働
き
か
け
、
実
現
を
め
ざ
し
た
い
。

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市

議
選
候
補
の
公
約
<５>

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
11
〕

（
届
け
出
順
）

　

ス
シ
詰
め
教
育
の
解
消
め
ざ
す

　
　
　
　
　
　

瀬
長　

フ
ミ
（
人
民　

現
）

　

市
民
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
道
路
の
整
備
、
ゴ
ミ
取
り
車
を
ふ
や
し

市
に
責
任
を
持
っ
て
や
ら
せ
た
い
。
子
供
た

ち
が
〝
国
の
主
人
公
〟
と
し
て
大
切
に
さ
れ

る
よ
う
植
民
地
教
育
に
反
対
し
、
ス
シ
詰
め

教
育
の
解
消
を
め
ざ
し
て
国
庫
負
担
を
日
本

政
府
に
要
請
す
る
。
水
道
料
金
値
下
げ
の
た

め
水
道
事
業
を
民
に
移
管
さ
せ
る
ほ
か
、
関

連
す
る
諸
事
務
を
直
営
で
行
な
う
こ
と
で
実

現
さ
せ
る
。

　

軍
用
地
な
ど
を
撤
去
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　

儀
間　

真
祥
（
人
民　

現
）

　

明
る
い
民
主
的
な
市
民
生
活
を
守
っ
て
い

く
に
は
、
い
ま
ま
で
の
汚
職
と
負
債
の
市
政

を
改
め
、
市
民
の
納
得
の
い
く
都
市
計
画
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
宅
難
を
解

消
、
悪
路
の
整
備
、
保
育
所
の
増
設
な
ど
急

を
要
す
る
が
、
問
題
は
財
源
だ
。
そ
の
た
め

天
久
の
軍
用
地
、
与
儀
の
ガ
ソ
リ
ン
・
タ
ン

ク
な
ど
を
撤
去
さ
せ
、
換
地
、
売
却
す
る
こ

と
で
社
会
福
祉
事
業
の
資
金
に
当
て
る
よ
う

最
善
を
つ
く
す
。

　

日
米
琉
政
府
に
大
幅
な
援
助
要
請

　
　
　
　
　
　
　

上
原　

綱
正
（
無　

新
）

　

祖
国
復
帰
に
備
え
、
中
小
企
業
の
対
策
、
住

宅
難
の
解
消
、
道
路
の
整
備―

な
ど
と
対
処

す
べ
き
問
題
が
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、
財
源
の
確
保
が
先
決

だ
。
日
、
米
、
琉
政
府
に
訴
え
て
大
幅
な
援

助
を
要
請
す
る
。
ま
た
、
道
路
交
通
税
な
ど

は
、
目
的
外
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
ん
ど

ガ
ソ
リ
ン
消
費
税
に
名
称
変
え
し
た
の
を
機

会
に
、
道
路
の
新
設
、
補
修
に
使
う
よ
う
監

視
し
て
い
く
。

　

学
校
施
設
の
充
実
に
努
力

　
　
　
　
　
　

 

宮
里　

敏
慶
（
無　

新
）

　

学
校
の
増
設
、
施
設
の
充
実
に
努
力
す

る
。
十
三
カ
年
間
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
を
勤

め
、
あ
る
程
度
、
学
校
教
育
に
は
自
信
が
あ

る
。
学
童
の
増
加
で
各
学
校
が
ス
シ
詰
め
授

業
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
一
日
も
早
く
解
消

し
た
い
。
資
源
の
乏
し
い
沖
縄
で
は
青
少
年

の
健
全
育
成
〝
人
づ
く
り
〟
が
と
く
に
必
要

な
の
で
市
議
会
な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に
学
校

教
育
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
く
。

　

観
光
事
業
に
力
を
入
れ
る

　
　
　
　
　

辺
野
喜　

英
興
（
自
民　

現
）

　

復
帰
を
目
前
に
本
土
の
都
市
に
お
く
れ
を

と
ら
な
い
都
市
計
画
を
立
て
て
も
、
財
政
の

裏
づ
け
の
乏
し
い
貧
困
財
政
で
は
実
行
で
き

な
い
。
本
土
政
府
に
「
日
本
の
繁
栄
は
沖
縄

の
犠
牲
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
る
」
こ
と
を

知
ら
せ
、
援
助
を
要
請
す
る
。
道
路
、
住
宅

問
題
は
公
社
を
設
置
し
、
民
間
資
金
も
活
用

す
る
。
基
地
減
収
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
観

光
事
業
に
力
を
入
れ
、
積
極
的
に
外
資
を
導

入
す
る
。

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市

議
選
候
補
の
公
約
<６>

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
12
〕

（
届
け
出
順
）

　

那
覇
商
港
の
改
善
整
備

　
　
　
　
　
　

 

平
良　

玄
昌
（
無　

新
）

　

那
覇
商
港
の
改
善
整
備
を
し
た
い
。
那

覇
、
泊
の
両
港
は
輸
出
入
の
増
加
で
せ
ま
く

な
っ
た
。
そ
の
た
め
安
謝
に
新
港
を
建
設
中

だ
が
、
そ
れ
は
百
年
の
大
計
に
基
づ
い
て
、
近

代
的
な
経
済
に
あ
う
よ
う
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

す
べ
き
だ
。
「
那
覇
市
が
財
政
的
に
苦
し

い
か
ら
…
」
と
い
う
理
由
で
港
用
地
を
縮
小

せ
ず
、
観
光
客
を
誘
致
で
き
る
近
代
的
な
港

づ
く
り
を
す
る
よ
う
監
視
し
て
い
き
た
い
。

　

新
港
に
中
央
卸
し
市
場
を
設
置

　
　
　
　
　

 

金
城　

甚
松
（
社
大　

新
）

　

祖
国
復
帰
ま
で
に
中
小
企
業
が
本
土
な

み
に
資
力
を
充
実
す
る
よ
う
、
商
業
資
金
の

融
資
を
日
、
琉
政
府
に
訴
え
て
い
く
。
那
覇

市
の
都
市
計
画
は
、
那
覇
市
民
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
百
万
県
民
に
つ
な
が
る
だ
け

に
、
そ
の
観
点
か
ら
対
策
し
た
い
。
那
覇
新

港
の
埋
め
立
て
地
に
「
中
央
卸
し
市
場
」
を

設
置
し
、
新
鮮
で
安
い
青
果
物
を
供
給
す

る
。
そ
の
こ
と
は
諸
物
価
値
下
げ
の
誘
い
水

に
も
な
る
。

　

衛
生
的
な
都
市
に
す
る

　
　
　
　
　

 

真
栄
城　

嘉
園
（
無　

新
）



五
四
七

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
七
月　

　

那
覇
市
を
衛
生
的
な
都
市
に
し
た
い
。
ゴ

ミ
処
理
の
ほ
か
下
水
道
、
道
路
の
整
備
な
ど

課
題
は
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
実
施

に
移
す
に
は
、
市
財
政
の
強
化
拡
充
が
先
決

だ
。
財
政
の
確
保
を
す
る
に
は
「
政
府
税
」

に
な
っ
た
遊
興
飲
食
税
や
酒
、
タ
バ
コ
な
ど

の
消
費
税
を
市
町
村
に
移
管
す
る
。
そ
の
ほ

か
日
米
琉
政
府
か
ら
の
大
幅
な
財
源
獲
得
に

努
め
、
文
化
都
市
那
覇
の
実
現
を
め
ざ
し
た

い
。ぜ

ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市

議
選
候
補
の
公
約
<７>

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
14
〕

（
届
け
出
順
）

　

米
軍
基
地
撤
去
で
平
和
を
確
立

　
　
　
　
　
　
　

黒
潮　

隆
（
人
民　

現
）

　

那
覇
市
は
面
積
の
三
分
の
一
を
米
軍
に
接

収
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
真
の
平
和
は
米
軍

基
地
の
撤
去
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
那
覇

空
港
、
上
之
屋
、
天
久
の
土
地
を
解
放
す
る

ほ
か
地
域
住
民
に
不
安
を
与
え
て
い
る
与
儀

の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
移
転
さ
せ
て
公
園
や

子
供
の
遊
び
場
に
当
て
る
。
那
覇
市
に
は
前

市
政
の
汚
職
、
腐
敗
し
た
〝
残
り
カ
ス
〟
が

あ
る
の
で
そ
れ
を
取
り
除
い
て
住
み
よ
い
市

政
に
改
め
る
。

　

健
康
的
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　

仲
村　

正
治
（
無　

新
）

　

都
心
部
の
過
密
地
帯
と
郊
外
の
新
興
地
帯

の
計
画
的
な
都
市
改
造
を
図
る
な
ど
健
康
的

な
市
民
の
生
活
環
境
づ
く
り
を
目
ざ
し
た
い
。

軒
が
ひ
し
め
き
合
う
路
地
、
用
水
を
流
す
に

も
隣
近
所
に
気
を
配
る
過
密
さ
か
げ
ん
。
こ

う
し
た
都
市
計
画
の
日
か
げ
に
な
っ
て
い
る

部
分
に
目
を
向
け
る
。
こ
ん
ご
広
が
る
郊
外

住
宅
地
に
つ
い
て
も
注
意
し
て
市
全
体
の
環

境
整
備
を
図
る
。

　

教
育
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

　
　
　
　
　

 

平
良　

信
一
（
無　

新
）

　

敷
き
地
と
校
舎
不
足
は
ど
こ
の
学
校
も
共

通
の
悩
み
だ
。
四
カ
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
担

当
、
各
校
の
実
情
を
調
べ
た
結
果
「
間
仕
切
り

授
業
の
現
状
で
は
青
少
年
の
健
全
育
成
は
期

待
で
き
な
い
」
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
放
置
さ

れ
た
市
有
地
を
は
じ
め
水
面
埋
め
立
て
地
を

売
却
、
換
地
す
る
こ
と
で
学
校
敷
き
地
、
予

算
な
ど
を
確
保
し
、
教
育
の
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
。

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市

議
選
候
補
の
公
約
<８>

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
15
〕

（
届
け
出
順
）

　

児
童
手
当
の
実
現
図
る

　
　
　
　
　
　

大
浜　

長
弘
（
公
明　

現
）

　

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
本
土
で
は

今
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
児
童
手
当
て
を
沖
縄

で
も
実
現
さ
せ
た
い
。
そ
の
資
金
は
、
市
有

地
を
総
点
検
す
る
こ
と
で
、
賃
貸
地
代
を
徴

収
す
る
。
一
部
企
業
に
不
当
な
低
利
で
貸
与

し
て
い
る
の
を
改
め
る
。
入
港
す
る
外
国
船

に
「
特
別
ト
ン
税
」
を
か
け
る
な
ど
で
、
資

金
に
当
て
る
。
ま
た
、
出
産
手
当
て
、
保
育

所
の
増
設
な
ど
福
祉
面
の
向
上
に
努
め
る
。

　

一
体
化
で
援
助
拡
大
要
請

　
　
　
　

喜
舎
場　

盛
一
（
自
民　

現
）

　

復
帰
に
よ
る
不
景
気
対
策
と
し
て
財
政
の

一
体
化
を
本
土
政
府
に
訴
え
、
援
助
拡
大
を

要
請
す
る
。
と
く
に
保
育
所
の
増
設
を
重
点

的
に
行
な
う
。
各
区
に
公
営
の
保
育
所
を
設

置
す
る
こ
と
が
私
の
信
条
だ
、
水
道
料
金
の

値
下
げ
よ
り
も
市
内
の
未
給
水
地
域
や
簡
易

水
道
を
改
め
る
こ
と
が
先
決
。
簡
易
水
道
は

伝
染
病
の
発
生
源
に
も
な
る
。
予
算
は
一
カ

所
に
集
中
せ
ず
、
地
域
に
配
分
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。

　

平
良
市
長
の
政
策
実
現
に
協
調

　
　
　
　
　
　

中
村　

昌
信
（
社
大　

新
）

　

市
民
の
立
場
か
ら
民
主
市
政
を
推
進
す
る

た
め
、
平
良
市
長
の
政
策
実
現
に
協
力
し
て

い
く
。
市
役
所
の
窓
口
事
務
に
一
般
の
苦
情

が
絶
え
な
い
が
、
私
は
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
か
ら
手
が
け
る
。
諸
手
続
き
の
相
談
員
を

ふ
や
し
、
事
務
処
理
の
円
滑
化
を
図
る
ほ
か

昼
休
み
の
事
務
を
交
代
で
続
け
る
。
チ
リ
収

集
車
は
週
二
回
の
巡
回
で
は
間
に
合
わ
な
い

の
で
増
車
予
算
の
獲
得
に
努
め
る
。

那
覇
市
議
選
挙
／
届
け
出
締
め

切
る
／
結
局
69
人
が
立
つ
／

戦
後
二
番
目
の
競
争
率
に

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
７
・
16
〕

　

那
覇
市
議
選
の
立
候
補
届
け
出
は
、
十
五

日
午
後
五
時
で
締
め
切
ら
れ
た
が
、
新
た
な

立
候
補
者
も
辞
退
者
も
な
く
、
結
局
こ
れ
ま

で
届
け
出
た
六
十
九
人
で
三
十
の
議
席
を
争

う
こ
と
に
な
っ
た
。
党
派
別
の
内
訳
は
、
平

良
市
長
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
那
覇
市
政
革

新
共
闘
の
社
大
党
十
、
人
民
党
六
、
社
会
党

二
の
合
計
十
八
人
に
、
今
回
か
ら
野
党
に
ま

わ
っ
た
自
民
党
が
八
人
、
議
会
の
キ
ャ
ス
テ

ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
る
と
い
わ
れ
て
い
る
公

明
会
が
五
人
、
革
新
系
、
保
守
系
を
含
め
た

無
所
属
が
三
十
八
人
。
競
争
率
は
前
々
回
に

次
い
で
戦
後
二
番
目
。

　

各
候
補
／
浮
動
票
獲
得
に
懸
命

　

投
票
は
二
十
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
、
神
原
小
学
校
の
本
会
場
ほ
か
四
十
カ

所
で
行
な
わ
れ
、
翌
二
十
一
日
に
開
票
さ
れ

る
が
、
選
管
委
で
は
有
権
者
総
数
は
十
五
万

五
、
六
百
人
に
な
る
も
の
と
み
て
い
る
。
有

権
者
の
最
終
確
定
は
投
票
前
日
行
な
わ
れ
る
。

　

な
お
各
投
票
会
場
で
の
立
ち
会
い
人
は
五

人
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
選
管
委
で
は
、
十

八
日
に
全
候
補
者
の
立
ち
会
い
人
を
集
め
て



五
四
八

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
七
月

抽
選
を
行
な
い
、
各
会
場
五
人
ず
つ
の
立
ち

会
い
人
を
決
定
す
る
。

投
票
日
を
あ
と
五
日
に
ひ
か
え
、
各
候
補
と

も
最
後
の
追
い
込
み
に
必
死
だ
が
、
実
質
的

に
は
五
十
人
で
三
十
議
席
が
争
わ
れ
る
と
も

言
わ
れ
、
当
落
の
票
差
は
わ
ず
か
に
な
る
も

の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
有
権
者
の
約
三
割
ま

で
が
、
投
票
前
日
ま
で
立
候
補
の
選
択
を
決

め
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
各

候
補
と
も
、
こ
れ
ら
の
浮
動
票
の
獲
得
に
や

っ
き
に
な
っ
て
い
る
。

　

市
議
選
は
、
市
長
選
に
く
ら
べ
て
政
策
と

い
う
よ
り
も
地
縁
、
血
縁
な
ど
の
つ
な
が
り

で
投
票
す
る
者
が
多
い
た
め
、
投
票
の
結
果

が
直
ち
に
平
良
市
政
の
評
価
に
つ
な
が
る
も

の
と
は
必
ず
し
も
い
い
が
た
い
が
、
革
新
ム

ー
ド
に
乗
っ
て
一
気
に
議
会
の
過
半
数
を
ね

ら
っ
て
い
る
与
党
三
派
は
、
終
盤
に
な
っ
て

足
な
み
が
そ
ろ
わ
ず
、
革
新
共
闘
会
議
で
は

頭
を
か
か
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

か
な
り
の
伸
び
は
予
想
し
て
い
る
。

　

一
方
、
野
党
の
自
民
党
で
は
、
全
員
当
選

を
め
ざ
し
て
立
候
補
を
し
ぼ
っ
た
た
め
、
各

候
補
と
も
善
戦
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
、
同

党
で
は
、
保
守
系
無
所
属
を
入
れ
て
、
過
半

数
は
と
れ
な
い
に
し
て
も
十
三
議
席
は
堅
い

と
み
て
い
る
。
公
明
会
は
、
全
員
上
位
当
選

を
め
ざ
し
て
、
学
会
員
総
動
員
で
運
動
し
て

い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
全
員
当
選
は
ほ
ぼ

間
違
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
予
断
は
許

さ
れ
な
い
。

　

無
所
属
は
三
十
八
人
と
数
の
上
で
は
圧
倒

的
に
多
い
が
、
当
選
ラ
イ
ン
を
め
ざ
し
て
激

し
く
つ
ば
ぜ
り
合
い
を
演
じ
て
い
る
の
は
約

二
十
人
ぐ
ら
い
で
、
五
百
票
以
下
の
者
も
か

な
り
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

情
勢
で
は
、
す
で
に
二
十
五
、
六
人
が
当
選

ラ
イ
ン
に
は
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
票
差

が
あ
ま
り
開
か
な
い
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
一
夜
で
逆
転
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
有

力
候
補
は
票
を
守
る
の
に
必
死
だ
。

　

補
充
選
挙
人
名
簿
縦
覧
終
わ
る

　

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
十
五
日
午

後
五
時
で
こ
の
二
十
日
に
投
票
が
行
な
わ
れ

る
補
充
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
締
め
切
っ
た
。

な
お
、
同
選
管
で
は
十
五
日
か
ら
二
十
九
日

ま
で
の
十
五
日
間
、
次
の
選
挙
に
備
え
て
の

六
九
年
度
総
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
な
う
。

こ
の
選
挙
人
名
簿
は
八
月
三
十
一
日
に
確
定

し
、
向
こ
う
一
年
間
で
行
な
わ
れ
る
選
挙
で

使
用
さ
れ
る
。

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市

議
選
候
補
の
公
約
<９>

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
16
〕

（
届
け
出
順
）

　

都
市
計
画
事
業
の
推
進
に
努
力

　
　
　
　
　
　

金
城　

重
正
（
自
民　

現
）

　

祖
国
復
帰
に
備
え
て
都
市
計
画
事
業
の
推

進
に
努
め
た
い
。
広
域
な
都
市
づ
く
り
を
め

ざ
し
近
隣
の
市
町
村
を
合
併
す
る
。
衛
星
都

市
と
し
て
道
路
の
整
備
、
市
営
住
宅
の
増

設
、
市
民
公
園
、
子
ど
も
の
遊
び
場
を
つ
く

る
。
先
だ
つ
も
の
は
市
財
政
の
強
化
だ
が
、こ

れ
ま
で
政
府
税
と
な
っ
て
い
た
遊
興
飲
食
税
、

酒
、
タ
バ
コ
な
ど
の
消
費
税
を
市
に
移
管
さ

せ
、
そ
れ
を
事
業
財
源
に
す
る
。

　

市
営
住
宅
、
子
供
遊
び
場
作
る

　
　
　
　
　
　

 
 

又
吉　

久
正
（
無　

現
）

　

市
内
が
ス
ラ
ム
化
の
傾
向
だ
。
そ
こ
で
区

画
整
理
法
に
基
づ
い
て
、
す
み
や
か
に
撤
去

さ
せ
る
。
そ
の
跡
に
市
営
住
宅
、
子
ど
も
の

遊
び
場
を
つ
く
る
。
資
材
の
値
上
が
り
や
環

境
衛
生
の
面
か
ら
も
早
急
に
手
を
打
つ
べ
き

だ
。
母
子
家
庭
、
共
か
せ
ぎ
の
便
を
図
る
た

め
、
保
育
所
を
増
設
す
る
。
当
然
市
が
や
る

べ
き
だ
が
、
財
政
難
の
た
め
私
設
保
育
所
に

依
存
し
て
い
る
。
そ
こ
で
政
府
に
も
働
き
か

け
、
公
営
保
育
所
の
増
設
に
努
め
る
。

　

市
民
本
位
の
政
策
を
推
進

　
　
　
　
　
　

島
袋　

宗
康
（
社
大　

新
）

　

議
会
運
営
が
市
当
局
と〝
慣
れ
あ
い
〟に
な

っ
て
い
る
の
で
、
思
想
を
越
え
市
民
本
位
の

政
策
を
推
進
す
べ
き
だ
。
道
路
行
政
も
、
住

宅
が
で
き
て
か
ら
道
路
を
つ
く
る
始
末
、
こ

れ
で
は
経
費
の
ム
ダ
も
は
な
は
だ
し
い
。
戦

後
、
割
り
当
て
ら
れ
た
寄
宮
、
与
儀
、
二
中

前
な
ど
は
行
政
区
域
が
明
確
で
な
い
。
そ
こ

で
区
域
を
整
理
し
、
戦
災
復
興
資
金
を
適
用

し
て
、
長
期
的
な
都
計
を
考
え
る
。

　

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映　

　
　
　
　
　
　

 
 

宮
城　

武
（
自
民　

新
）

　

市
民
の
立
場
か
ら
民
主
市
政
を
推
進
す
る

た
め
「
宮
城
武
・
市
民
相
談
所
」
を
設
置
、

積
極
的
に
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
。

過
密
都
市
の
解
消
を
め
ざ
し
、
広
域
圏
構
想

で
隣
接
町
村
を
合
併
、
ベ
ッ
ド
・
タ
ウ
ン
に

し
た
い
。
区
画
整
理
は
人
口
増
に
追
っ
つ
け

な
い
た
め
長
期
計
画
に
よ
り
、
復
帰
の
時
点

で
本
土
一
都
市
と
し
て
の
那
覇
市
の
位
置
づ

け
に
努
力
す
る
。

ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
…
／
那
覇
市

議
選
候
補
の
公
約
<10>

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
17
〕

（
届
け
出
順
）

　

道
路
な
ど
建
設
面
に
打
ち
込
む

　
　
　
　
　
　
　

比
嘉　

佑
直
（
無　

新
）

　

こ
れ
ま
で
の
議
員
経
験
を
生
か
し
て
公
営

住
宅
、
上
下
水
道
、
道
路
な
ど
の
建
設
面
に

打
ち
込
む
。
水
の
問
題
は
最
も
深
刻
な
こ
と

な
の
で
水
源
地
の
開
発
と
並
行
し
て
溢
水
の

防
止
法
を
考
え
た
い
。
都
市
計
画
を
推
進
す

る
に
は
膨
大
な
予
算
が
い
る
の
で
市
長
に
政

治
折
衝
し
て
も
ら
う
。
那
覇
市
場
の
移
転
は

基
本
方
針
ど
お
り
火
の
粉
を
あ
び
る
覚
悟
で



五
四
九

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
七
月

私
の
政
治
姿
勢
を
貫
き
た
い
。

｜
社　

説
｜

那
覇
新
市
会
に
望
む
／
公
約
の

実
現
は
財
政
確
立
か
ら
…　
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激
し
い
逐
鹿
戦
を
展
開
し
た
那
覇
市
議
選

挙
は
、
き
ょ
う
八
会
場
で
開
票
が
行
な
わ
れ
、

市
民
の
選
良
と
し
て
三
十
人
の
新
議
員
が
誕

生
す
る
。

　

こ
ん
ど
の
市
議
選
挙
は
昨
年
三
大
選
挙

に
引
き
つ
づ
き
、
那
覇
市
政
に
対
す
る
市
民

の
要
求
や
意
識
が
ど
の
よ
う
に
表
明
さ
れ

る
か
、
全
琉
的
な
関
心
を
集
め
て
い
る
。
三

十
の
議
席
に
対
し
て
、
保
守
、
革
新
、
あ
る

い
は
無
所
属
を
標
ぼ
う
し
て
六
十
九
人
の

候
補
者
が
名
乗
り
を
あ
げ
、
激
烈
な
戦
い
を

演
じ
た
。

　

那
覇
市
民
は
、
さ
る
十
二
月
の
市
長
選
挙

で
、
革
新
共
闘
会
議
が
推
し
た
平
良
良
松
氏

を
新
市
長
に
選
ん
だ
。
今
回
は
、
議
決
機
関

で
あ
る
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う

改
選
が
行
な
わ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
ん
ご
の

那
覇
市
政
を
方
向
づ
け
る
市
民
の
審
判
が
大

い
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

も
っ
と
も
、
議
員
の
選
挙
戦
で
は
、
保
守

対
革
新
と
い
う
政
策
的
な
対
決
は
余
り
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
平
良
市
政
を
擁
護
す
る
立
場

に
あ
る
革
新
側
は
、
共
闘
会
議
の
も
と
に
十

八
人
の
候
補
者
を
出
馬
さ
せ
て
議
席
の
過
半

数
を
制
す
る
作
戦
に
で
た
。
い
っ
ぽ
う
、
市

会
で
野
党
の
立
場
を
と
る
自
民
党
は
、
自
治

体
へ
の
介
入
を
避
け
る
と
い
う
名
分
で
八
人

の
推
薦
候
補
を
だ
す
に
と
ど
ま
り
、
消
極
的

な
態
度
に
終
わ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
政
策

問
題
も
、
全
般
的
に
市
民
生
活
に
直
結
し
た

身
近
な
テ
ー
マ
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

住
宅
不
足
の
解
消
か
ら
水
の
完
全
確
保
、
ゴ

ミ
処
理
の
拡
充
、
あ
る
い
は
保
育
所
、
託
児
所

の
充
実
な
ど
、
市
民
が
切
実
に
要
求
し
て
い

る
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
、
ど
の
候
補
者
も

強
調
し
て
い
た
。
自
治
体
の
選
挙
で
は
、
ど

こ
の
市
町
村
で
も
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
な
り

が
ち
で
は
あ
る
が
、
保
守
対
革
新
と
い
う
政

策
上
の
争
点
は
ぼ
け
て
し
ま
っ
た
感
じ
だ
。

　

市
民
福
祉
で
強
調

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
有
権
者
の
信
任
を
え

て
選
出
さ
れ
た
新
議
員
は
、
向
こ
う
四
年

間
、
議
会
活
動
を
通
じ
て
市
民
福
祉
の
改
善

を
目
ざ
し
、
積
極
的
に
市
政
運
営
に
寄
与
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
十
万
人
の
人
口
を

よ
う
し
、
ま
た
政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化

の
中
心
を
な
す
首
都
の
選
良
と
し
て
自
治
の

発
展
向
上
に
指
導
性
を
発
揮
し
て
も
ら
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　

と
く
に
施
政
権
の
返
還
が
現
実
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
の
り
、
そ
の
復
帰
態
勢
づ
く
り
を

推
し
進
め
る
重
要
な
時
期
を
控
え
て
い
る
だ

け
に
、
市
当
局
と
と
も
に
市
会
の
職
責
も
き

わ
め
て
重
大
に
な
る
。
議
員
の
立
場
は
、
た

ん
に
定
期
ま
た
は
臨
時
に
招
集
さ
れ
る
議
会

に
出
席
し
て
、
議
案
の
審
議
に
あ
た
れ
ば
義

務
を
果
た
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
は
な
か
ろ

う
。
当
局
側
に
対
し
て
与
党
と
野
党
の
相
違

が
あ
る
が
、
市
民
の
利
益
を
守
り
、
市
政
の

水
準
を
引
き
上
げ
る
点
に
お
い
て
同
等
な
責

任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

選
挙
に
あ
た
っ
て
有
権
者
に
公
約
し
た
、

い
ろ
い
ろ
な
施
策
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
都
市
計
画
の
遂
行
、
行
政
権

の
拡
大
、
財
政
の
充
実
、
あ
る
い
は
基
地
公

害
の
排
除
、
祖
国
復
帰
の
促
進
な
ど
、
次
元

の
高
い
政
策
問
題
に
つ
い
て
も
市
民
の
意
思

を
体
し
て
政
治
的
な
リ
ー
ダ
ー
・
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。
自
治
体
に
対
す
る

政
党
の
介
入
は
、
各
面
か
ら
論
議
の
マ
ト
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
原
則
論
で
は
片
づ

け
ら
れ
な
い
と
思
う
。
政
党
を
バ
ッ
ク
と
し

た
政
治
活
動
に
よ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
懸
案
の

解
決
が
推
し
進
め
ら
れ
、
自
治
の
発
展
に
貢

献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
け
れ
ば
、
そ
れ
な
り

に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

広
域
行
政
の
検
討

　

新
市
会
の
出
発
に
あ
た
っ
て
私
た
ち
が
要

望
し
た
い
の
は
、
ま
ず
財
政
の
確
立
に
市
当

局
と
と
も
に
最
大
の
努
力
を
払
っ
て
ほ
し
い

こ
と
だ
。　

　

さ
る
六
月
の
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
た
那

覇
市
の
新
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
が
二
千

万
㌦
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
三
千
五
百
㌦

程
度
に
す
ぎ
な
い
。
本
土
の
同
水
準
の
財
政

規
模
に
比
べ
て
、
お
そ
ら
く
七
〇
㌫
足
ら
ず

の
貧
困
さ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
市
で
は
、
琉
球

政
府
や
本
土
政
府
の
財
政
援
助
を
う
け
て
都

計
の
促
進
に
力
コ
ブ
を
い
れ
て
い
る
が
、
計

画
に
見
合
う
財
源
の
確
保
が
と
も
な
っ
て
い

な
い
。
こ
ん
ご
と
も
道
路
の
整
備
か
ら
港
湾
、

公
共
的
な
文
化
施
設
な
ど
、
膨
大
な
需
要
が

予
測
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対
策
が
市
政

の
充
実
に
つ
な
が
る
わ
け
だ
。

　

各
候
補
者
の
公
約
を
み
る
と
、
す
べ
て
金

が
か
か
る
仕
事
ば
か
り
だ
。
保
育
所
を
ふ
や

す
に
も
、
公
園
や
子
ど
も
の
遊
び
場
、
あ
る

い
は
図
書
館
の
増
設
、
そ
の
ほ
か
ど
れ
を
と

っ
て
も
か
な
り
の
予
算
が
な
け
れ
ば
実
現
は

望
め
そ
う
も
な
い
。
け
っ
こ
う
ず
く
め
の
施

策
を
一
つ
一
つ
並
べ
た
て
約
束
す
る
の
は
だ

れ
で
も
で
き
る
。
だ
が
、
今
日
の
財
政
状
態

を
考
え
て
み
れ
ば
、
予
算
の
獲
得
は
非
常
に

窮
屈
で
あ
り
、
早
急
に
実
行
で
き
な
い
も
の

が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
市
当
局
に
予
算
の
配

分
を
要
求
す
る
の
で
は
な
く
、
議
会
と
し
て

も
財
源
拡
充
に
政
治
力
を
結
集
し
て
あ
た
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
公
約
は
し
た
け
れ
ど
も
予

算
が
な
く
て
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
弁
解



五
五
〇

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
七
月

は
決
し
て
通
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
復
帰
に
備
え
る
態
勢
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
周
辺
の
町
村
を
合
併
し
た
広
域

行
政
圏
の
確
立
に
つ
い
て
前
向
き
の
役
割
り

を
望
み
た
い
。
那
覇
市
は
急
激
な
人
口
の
膨

張
、
お
よ
び
産
業
、
交
通
の
発
展
に
よ
っ

て
、
都
市
と
し
て
の
機
能
は
半
ば
マ
ヒ
状
態

に
お
ち
い
っ
て
い
る
。
浦
添
村
か
ら
西
原
、
与

那
原
、
南
風
原
、
豊
見
城
な
ど
近
隣
町
村
を

含
め
た
産
業
都
市
の
計
画
化
が
重
要
な
問
題

に
な
っ
て
く
る
。
議
会
の
立
場
か
ら
も
、
じ

ゅ
う
ぶ
ん
検
討
し
て
促
進
す
べ
き
だ
ろ
う
。

社
大
、
第
一
党
に
進
出
／
那
覇

市
議
選
／
〝
カ
ギ
〟
握
る
公

明
会
／
保
守
革
新
と
も
に
過

半
数
取
れ
ず　
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那
覇
市
議
選
の
結
果
は
、
予
想
さ
れ
た
と

お
り
、
保
守
、
革
新
と
も
過
半
数
を
取
る
こ
と

が
で
き
ず
、
結
局
公
明
会
の
五
議
員
に
よ
っ

て
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
ボ
ー
ド
が
握
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
前
回
と
比
較
し
て
み
る
と
、
与

党
の
社
大
党
が
平
良
市
長
の
人
気
も
あ
っ
て

か
な
り
の
浮
動
票
を
獲
得
、
こ
れ
ま
で
の
二

議
席
か
ら
一
挙
に
三
倍
増
の
六
議
席
を
と
り
、

人
民
党
を
抜
い
て
第
一
党
と
な
っ
た
。

人
民
党
も
四
議
席
か
ら
一
議
席
を
ふ
や
し
た

が
、
市
議
会
の
初
の
議
席
を
と
張
り
切
っ
て

い
た
社
会
党
は
、
も
う
ひ
と
息
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
お
し
く
も
二
人
と
も
落
選
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
で
与
党
三
派
は
前
回
の
六
議
席

か
ら
十
一
議
席
に
ふ
え
は
し
た
が
、
過
半
数

に
は
は
る
か
に
及
ば
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
野
党
の
自
民
党
は
、
前
回
の
十
四
議

席
を
大
幅
に
割
っ
て
五
議
席
し
か
占
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
保
守
系
無
所
属
の

ほ
と
ん
ど
が
、
自
民
党
の
現
議
員
の
身
代
わ

り
候
補
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
無
所

属
議
員
を
加
え
る
と
十
三
議
席
と
な
り
、
こ

れ
ま
た
過
半
数
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
。
結
局
、
全
員
上
位
当
選
を
か
ち
と
っ
た

公
明
会
の
動
き
が
今
後
の
議
会
の
カ
ギ
を
握

る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
の
平
良
革
新
市
政
と
の
関
係
を
み
る

と
、
平
良
市
長
は
こ
れ
ま
で
よ
り
い
く
分
や

り
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
公
明
会
も
、
是
々

非
々
主
義
の
立
場
を
取
り
な
が
ら
も
、
市
民

福
祉
優
先
策
に
つ
い
て
は
平
良
市
長
と
一
致

す
る
と
こ
ろ
も
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
議
会
の

混
乱
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
。
那
覇
市
の
大

事
業
で
あ
る
那
覇
新
港
の
建
設
や
公
会
堂
の

建
設
な
ど
、
す
で
に
着
工
さ
れ
た
継
続
事
業

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
政
策
上
大
き
な
論
争

に
発
展
す
る
よ
う
な
も
の
は
か
な
り
少
な
い
。

　

た
だ
問
題
と
な
る
の
は
、
与
党
が
過
半
数

獲
得
す
れ
ば
牧
志
公
設
市
場
の
移
転
を
と
り

や
め
、
用
途
変
更
を
予
定
し
て
い
た
平
良
市

長
の
構
想
が
、
は
た
し
て
ど
う
な
る
の
か
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
ま
た
、
平
良
市
長
は

都
計
の
ガ
ン
と
な
っ
て
い
る
市
内
の
軍
用
地

を
開
放
し
、
水
道
公
社
の
民
移
管
を
ね
ら
っ

て
い
る
が
、
公
明
会
が
ど
れ
だ
け
協
調
す
る

か
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
。

　

清
潔
な
政
治
を
看
板
と
す
る
革
新
と
公
明

会
が
過
半
数
を
と
っ
た
こ
と
で
、
市
政
は
か

な
り
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
圧
倒
的
多
数
党
か
ら
少
数
野
党
と
な
っ

た
自
民
党
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
気
楽
さ

は
な
く
な
り
、
き
び
し
い
姿
勢
が
要
求
さ
れ
、

議
会
活
動
は
活
発
に
な
ろ
う
。

　

今
後
の
議
会
運
営
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
議
長
の
人
選
は
、
高
良
現
議
長
や
副
議
長

経
験
者
の
大
山
盛
幸
氏
ら
が
落
選
し
た
こ
と

や
与
野
党
と
も
過
半
数
を
取
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
議
長
人
事
は
か
な

り
難
航
す
る
だ
ろ
う
。
与
党
か
ら
出
す
な
ら
、

議
員
歴
最
古
参
の
久
高
友
敏
氏
か
、
社
大
党

議
員
団
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
仲
本
安
一
氏
、

少
数
野
党
と
は
い
え
、
保
守
系
無
所
属
議
員

を
含
め
る
と
十
三
議
席
も
あ
る
自
民
党
は
、

現
副
議
長
の
辺
野
喜
英
興
氏
ら
を
立
て
て
争

う
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
公
明
会
の
動
き
に

大
き
く
影
響
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
一
致
し
た
議

長
有
力
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
み
つ
か
ら
ず
調

整
は
難
航
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

市
議
選
結
果
に
た
い
す
る
各
党
の
反
響
は

次
の
と
お
り
。

　

大
田
自
民
党
幹
事
長　

予
想
ど
お
り
の
結

果
で
喜
ば
し
い
。
革
新
政
権
、
革
新
市
政
を

向
こ
う
に
ま
わ
し
て
党
が
無
所
属
候
補
も
含

め
て
こ
れ
だ
け
の
議
席
を
獲
得
で
き
た
こ
と

は
、
施
政
権
返
還
と
の
か
ね
合
い
で
住
民
が

安
定
し
た
考
え
方
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

今
後
は
、
立
法
院
を
中
核
に
し
て
市
政
を
通

じ
て
、
党
の
政
策
を
自
信
を
も
っ
て
推
進
し

て
い
け
る
も
の
と
思
う
。
公
明
会
の
進
出
は

沖
縄
の
政
治
が
新
し
い
局
面
に
き
た
現
わ
れ

と
思
う
。

　

安
里
社
大
党
委
員
長　

議
員
の
数
は
三
倍

に
な
っ
た
が
、
全
員
当
選
で
き
な
か
っ
た
の

は
残
念
で
あ
る
。
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い

て
い
え
ば
、
平
良
市
長
が
市
民
福
祉
の
た
め

の
市
政
を
行
な
っ
て
い
る
以
上
、
党
派
的
感

情
に
基
づ
く
対
立
は
考
え
ら
れ
な
い
。
公
明

会
の
全
員
当
選
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。
本

土
に
お
い
て
も
公
明
党
は
革
新
的
立
場
を
と

っ
て
お
り
、
市
政
刷
新
の
た
め
に
協
力
す
る

も
の
と
思
う
。

　

瀬
長
人
民
党
委
員
長　

革
新
勢
力
が
伸
び
、

自
民
党
が
後
退
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
革
新

統
一
綱
領
の
勝
利
だ
。
市
民
の
審
判
は
自
民

党
の
一
体
化
政
策
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
。
平
良
那
覇
市
長
は
自
信
と
勇
気
を

も
っ
て
、
平
和
条
約
第
三
条
撤
廃
に
よ
る
即

時
無
条
件
全
面
返
還
、
基
地
反
対
な
ど
の
統
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五
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一
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六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
七
月

一
綱
領
の
実
現
を
推
進
し
、
軍
事
都
市
で
な

く
平
和
の
町
づ
く
り
に
つ
く
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
人
民
党
は
そ
の
先
頭
に
立
つ
。

　

崎
浜
社
会
党
政
審
会
長　

惨
敗
だ
。
党
の

組
織
力
が
弱
か
っ
た
の
と
、
政
策
論
争
が
な

さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
こ
ん
ど
の
選
挙
の

意
義
を
十
分
市
民
に
訴
え
ら
れ
な
か
っ
た
の

が
敗
因
だ
。
こ
ん
ど
の
選
挙
は
与
野
党
の

対
決
、
保
守
対
革
新
の
対
決
で
は
な
く
、
候

補
者
同
士
の
争
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
を
機
に
党
の
組
織
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

大
弦
小
弦　

 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
７
・
22
〕

「
厳
粛
な
審
判
」
と
は
よ
く
い
っ
た
も
の
だ
。

那
覇
市
議
選
挙
が
終
わ
っ
て
、
三
十
人
の
当

選
者
の
顔
ぶ
れ
や
党
派
別
現
役
、
新
人
の
別

な
ど
を
見
て
み
る
と
、
選
挙
民
の
審
判
に
は

頭
（
こ
う
べ
）
を
た
れ
ざ
る
を
得
な
い
▼
そ

の
人
物
の
ふ
だ
ん
の
党
活
動
や
組
織
活
動
、

地
元
民
と
の
つ
な
が
り
、
政
見
、
抱
負
を
バ

ッ
ク
に
し
た
選
挙
運
動
へ
の
取
り
組
み
方
な

ど
が
審
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
個
々
の
票
に

は
地
縁
、
血
縁
や
浮
動
票
も
ま
じ
っ
て
い
る

が
、
総
合
的
な
結
果
を
み
る
と
、
選
挙
民
の

健
全
な
良
識
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
あ
ら
わ

れ
て
き
た
感
じ
が
す
る
▼
社
大
党
は
六
議
席

を
獲
得
。
革
新
市
長
の
与
党
第
一
党
に
し
て

は
さ
び
し
い
が
、
そ
れ
で
も
一
挙
に
三
倍
に

伸
ば
し
た
の
だ
か
ら
ま
ず
面
目
を
保
つ
こ
と

が
で
き
た
。
人
民
党
は
推
薦
を
含
め
て
六
人

か
ら
五
人
当
選
、
公
明
会
は
五
人
と
も
上
位

当
選
。
双
方
と
も
ふ
だ
ん
の
組
織
活
動
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
市
政
の
問
題
を
具
体
的
に

訴
え
、
路
地
ま
で
浸
透
す
る
よ
う
に
動
員
し

て
い
た
。
「
選
挙
上
手
」
と
い
わ
れ
る
ゆ
え

ん
だ
ろ
う
▼
保
守
系
無
所
属
を
含
め
て
自
民

党
は
現
議
席
を
五
つ
か
割
っ
て
い
る
。
主
席
、

立
法
院
選
挙
や
那
覇
市
長
選
挙
の
革
新
ム
ー

ド
が
残
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
選
挙
に

は
い
く
ら
か
新
風
を
期
待
す
る
ム
ー
ド
が
あ

る
も
の
だ
。
そ
れ
に
、
選
挙
前
に
批
判
さ
れ

た
ル
ー
ズ
な
市
会
運
営
に
た
い
す
る
市
民
の

目
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
▼
選
挙
に
は
よ

く
「
現
役
の
強
み
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ

る
い
ま
の
選
挙
の
し
く
み
は
、
組
織
も
な
く

余
り
名
も
知
ら
れ
な
い
新
人
が
実
際
に
票
数

を
集
め
る
の
は
か
ん
た
ん
で
は
な
い
。
そ
の

中
で
、
こ
ん
ど
は
十
二
人
の
新
人
が
で
た
の

は
あ
っ
ぱ
れ
。
選
挙
民
は
過
度
な
新
陳
代
謝

を
し
て
く
れ
た
も
の
だ
し
、
新
し
く
議
員
の

バ
ッ
ジ
を
つ
け
る
人
も
そ
の
意
義
を
か
み
し

め
る
べ
き
だ
▼
革
新
市
政
の
与
党
と
い
え
ば
、

議
会
で
は
社
大
、
人
民
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
が
、
過
半
数
を
制
す
る
に
い
た
っ
て
い
な

い
。
数
の
上
で
は
、
か
え
っ
て
保
守
系
無
所

属
と
自
民
が
い
っ
し
ょ
に
な
る
と

劣
勢
だ
。
そ
こ
で
、
公
明
会
が
キ
ャ
ス
チ
ン

グ
・
ボ
ー
ド
を
に
ぎ
る
か
っ
こ
う
に
な
ろ
う

が
、
公
明
も
議
会
の
か
け
ひ
き
に
臆
す
る
こ

と
な
く
、
市
民
本
位
の
責
任
を
自
覚
せ
ざ
る

を
得
ま
い
▼
市
当
局
に
と
っ
て
、
少
数
与
党

で
は
議
会
運
営
も
む
ず
か
し
か
ろ
う
。が
、
多

数
与
党
で
安
易
に
「
賛
成
」「
賛
成
」
で
過
ご

す
よ
り
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
論
議
を
つ
く
す
ふ
ん

い
き
を
つ
く
る
た
め
に
は
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
市
民
の
審
判
に
は
襟
を

正
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
三
十
人

の
選
良
が
そ
の
負
託
に
し
っ
か
り
こ
た
え
て

ほ
し
い
。

各
候
補
者
の
得
票
数
／
那
覇
市

議
選

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
７
・
22
〕

当
三
六
六
四　
　

玉
城
栄
一　

34
公
明
新

当
三
五
九
八　
　

安
見
福
寿　

54
公
明
現

当
三
五
一
五　
　

友
利
栄
吉　

47
公
明
現

当
三
四
九
一　
　

椿　

秀
義　

47
公
明
現

当
三
三
八
一　
　

大
浜
長
弘　

49
公
明
現

当
三
一
四
五　
　

中
村
昌
信　

39
社
大
新

当
二
七
五
八　
　

宮
城　

武　

36
自
推
新

当
二
七
五
六　
　

金
城
重
正　

38
自
推
現

当
二
六
六
七　
　

高
良
文
雄　

45　

無
新

当
二
六
三
九　
　

仲
村
正
治　

38　

無
新

当
二
五
七
〇　
　

瀬
長
フ
ミ　

60
人
民
現

当
二
五
六
六　
　

仲
本
安
一　

34
社
大
現

当
二
四
五
九　
　

上
原
綱
正　

47　

無
新

当
二
四
三
五　
　

平
良
信
一　

45　

無
新

当
二
三
八
八　
　

久
高
友
敏　

59
人
推
現

当
二
三
八
五　
　

金
城
吾
郎　

44
社
大
現

当
二
三
六
八　
　

黒
潮　

隆　

42
人
民
現

当
二
三
〇
八　
　

島
袋
宗
康　

43
社
大
新

当
二
二
九
五　
　

国
吉
辰
雄　

41
社
大
新

当
二
二
七
六　
　

国
吉
辰
雄　

43
人
民
新

当
二
二
九
二　
　

平
良
玄
昌　

51　

無
新

当
二
二
三
五　
　

儀
間
真
祥　

47
人
民
現

当
二
二
二
九　

喜
舎
場
盛
一　

38
自
推
現

当
二
〇
七
〇　

喜
久
山
朝
重　

53
自
推
現

当
二
〇
四
二　

辺
野
喜
英
興　

47
自
推
現

当
一
九
九
五　
　

金
城
甚
松　

45
社
大
新

当
一
九
七
四　
　

又
吉
久
正　

55　

無
現

当
一
九
二
七　
　

宮
里
敏
慶　

61　

無
元

当
一
九
〇
〇　
　

比
嘉
佑
直　

59　

無
現

当
一
八
九
二　

真
栄
城
嘉
園　

36　

無
現

　
　

〔
後
略
〕

与
野
党
と
も
過
半
数
割
る
／
新

旧
議
員
大
幅
な
入
替
え
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各
党
の
勢
力

　

公
明
会
と
社
大
が
順
調
に
支
持
票
を
の
ば

し
圧
勝
し
た
ほ
か
新
旧
の
大
幅
な
入
れ
替
わ

り
が
行
な
わ
れ
番
狂
わ
せ
が
続
出
し
た
。
公

明
会
の
五
人
の
候
補
者
が
全
員
三
千
票
台
を

獲
得
し
て
上
位
当
選
、
前
回
よ
り
得
票
の
総

合
計
で
三
千
票
も
支
持
票
を
伸
ば
し
た
。
日
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常
の
学
会
布
教
活
動
を
通
し
た
運
動
が
た
だ

ち
に
得
票
に
結
び
つ
い
た
こ
と
に
な
る
。
と

く
に
全
琉
の
会
員
が
選
挙
期
間
に
は
い
る
と

同
時
に
選
挙
運
動
に
投
入
さ
れ
、
意
欲
的
な

人
海
戦
術
を
展
開
し
た
こ
と
が
圧
勝
の
要
因
。

社
大
党
は
二
議
席
か
ら
一
挙
に
六
議
席
に
ふ

え
与
党
第
一
党
の
座
を
獲
得
し
た
。
平
良
市

長
を
中
心
に
し
た
選
挙
運
動
が
効
果
を
あ
げ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
半
面
公
認
候
補
者

が
落
選
、
公
認
も
れ
に
な
っ
て
無
所
属
で
出

馬
し
た
社
大
党
員
が
完
敗
す
る
な
ど
組
織
面

で
問
題
化
し
そ
う
。
平
良
市
政
を
擁
立
す
る

中
核
体
が
で
き
あ
が
っ
た
こ
と
に
な
る
が
人

民
の
五
議
席
を
加
え
て
も
過
半
数
に
は
達
せ

ず
「
晴
れ
の
ち
曇
り
」
と
い
っ
た
状

態
。
全
体
的
に
み
る
と
圧
勝
ム
ー
ド
の
中
村

昌
信
氏
が
順
調
に
支
持
票
を
伸
ば
し
た
の
に

対
し
、
ト
ッ
プ
を
う
わ
さ
さ
れ
て
い
た
仲
本

安
一
氏
が
伸
び
悩
み
、
逆
に
心
配
さ
れ
て
い

た
島
袋
宗
康
氏
が
圧
勝
す
る
な
ど
票
の
分
析

の
甘
さ
を
示
し
た
。
と
く
に
社
大
系
無
所
属

の
浦
崎
直
次
氏
は
前
衛
戦
か
ら
圧
勝
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
選
挙
戦
中
も
有
利
だ
と
言
わ
れ
て

い
た
が
落
選
し
た
ほ
か
、
公
認
候
補
の
当
山

方
宏
氏
（
県
労
協
）
が
惨
敗
す
る
な
ど
番
狂

わ
せ
が
生
じ
た
。

　

人
民
党
は
堅
実
な
選
挙
戦
を
反
映
、
真
喜

屋
武
氏
が
敗
れ
た
ほ
か
全
員
当
選
し
た
。
全

体
的
に
み
る
と
支
持
票
の
割
り
ふ
り
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
真
喜
屋
氏
の

惜
敗
に
結
び
つ
い
た
か
っ
こ
う
。
勝
因
は
市

民
生
活
に
密
着
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
、

三
大
選
挙
で
築
き
あ
げ
た
組
織
を
有
効
に
利

用
し
て
戦
っ
た
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、

小
禄
地
区
で
の
国
吉
辰
雄
氏
の
当
選
は
み
ご

と
な
失
地
挽
回
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

社
会
党
は
当
間
操
、
大
城
栄
徳
の
両
氏
と

も
惜
敗
し
た
。
議
席
の
獲
得
を
第
一
目
標
に

候
補
者
を
二
人
に
し
ぼ
り
有
利
な
選
挙
戦
を

展
開
し
た
が
、
中
盤
か
ら
終
盤
戦
に
か
け
て

革
新
候
補
者
と
票
の
く
い
合
い
を
演
じ
、
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
敗
れ
た
。

　

自
民
党
は
党
の
体
質
改
善
を
は
か
り
党
組

織
の
再
建
を
め
ざ
し
て
選
挙
戦
を
進
め
、
新

人
の
宮
城
武
候
補
が
当
選
す
る
な
ど
、
体
質

改
善
は
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
た
。
特
に
辺

野
喜
英
興
、
比
嘉
朝
四
郎
、
渡
口
麗
秀
の
〝

三
羽
烏
〟
の
全
盛
が
過
ぎ
こ
れ
か
ら
は
、
金

城
重
正
、
喜
舎
場
盛
一
、
宮
城
武
の
新
し
い

〝
三
羽
烏
〟
と
な
る
の
が
予
想
さ
れ
る
。

無
所
属
議
員
の
な
か
で
当
選
し
た
候
補
者
の

ほ
と
ん
ど
は
自
民
系
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、

総
計
す
る
と
過
半
数
に
は
満
た
な
い
が
十
四

議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な
り
、
議
席
の
う

え
で
は
前
回
に
比
べ
数
歩
後
退
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

無
所
属
で
は
革
新
系
は
一
議
席
も
獲
得
で

き
ず
完
敗
。
保
守
系
新
人
で
は
高
良
文
雄
、
仲

村
正
治
、
平
良
信
一
、
上
原
綱
正
の
各
候
補

が
当
選
し
た
が
、
現
役
で
議
長
（
当
選
六
回
）

の
高
良
一
、
大
山
盛
幸
、
宮
良
永
昌
、
山
川

正
平
、
仲
宗
根
昌
弘
の
各
候
補
が
姿
を
消
し

た
。
特
に
大
山
盛
幸
候
補
や
新
人
の
嘉
味
田

朝
盛
候
補
ら
有
力
視
さ
れ
て
い
た
候
補
者

が
落
選
す
る
な
ど
予
想
外
の
結
果
に
終
わ

っ
た
。

　

党
派
別
当
選
者
数

　

平
良
市
政
、
ま
だ
多
種
／
注
目
さ
れ
る

公
明
会
の
動
き　

　

展
望

　

少
数
与
党
の
平
良
市
政
に
と
っ
て
過
半
数

の
議
席
を
獲
得
で
き
る
か
ど
う
か
注
目
さ
れ

て
い
た
が
最
終
的
に
十
一
議
席
に
終
わ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
六
議
席
か
ら
約
二
倍
の
十
議
席

に
ふ
え
た
も
の
の
革
新
共
闘
だ
け
で
過
半
数

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
ん
ご
の
平

良
市
政
は
公
明
会
の
支
持
を
と
り
つ
け
う
る

か
ど
う
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
そ
う
。

　

平
良
市
政
に
と
っ
て
予
算
の
完
全
消
化
や

予
算
の
編
成
に
つ
い
て
野
党
（
自
民
）
の
は

げ
し
い
攻
撃
を
う
け
少
数
与
党
の
苦
し
み
を

味
わ
い
つ
づ
け
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
過
半

数
獲
得
に
全
力
を
あ
げ
た
が
、
こ
ん
ご
も
公

明
会
の
支
持
が
な
い
限
り
苦
し
む
こ
と
に
な

り
前
途
は
多
難
。
と
く
に
公
明
会
と
人
民
党

は
こ
れ
ま
で
の
議
会
活
動
か
ら
み
て
相
対
立

す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
だ
け
に
平
良
市
長

が
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
議
会
対

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
部
課
長
の
人
事

面
で
も
公
明
会
対
策
と
み
ら
れ
る
人
事
が
と

ら
れ
て
き
た
が
前
回
に
比
べ
公
明
、
人
民
と

も
そ
れ
ぞ
れ
一
議
席
ず
つ
ふ
や
し
躍
進
ム
ー

ド
に
ひ
た
っ
て
お
り
、
市
長
の
腕
の
ふ
る
い

方
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
公
明
、
人
民
の
反
発

を
買
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
当
面
の
焦
点

は
正
副
議
長
の
人
事
に
移
る
が
、
平
良
市
長

が
社
大
党
議
席
の
三
倍
増
を
バ
ッ
ク
に
ム
リ

党　 派 計 現 新 候補者 現議席

社　 大 ６ ２ ４ １０ 　２

人　 民 ５ ４ １ 　６ 　４

社　 会 ０ ０ ０ 　２ 　０

公　 明 ５ ４ １ 　５ 　４

自　 民 ５ ４ １ 　８ 　８

無 所 属 ９
元１現

３
５ ３８ １１

合　 計 ３０ １８ １２ ６９
２９

（欠１）
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三
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和
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年
）
七
月

押
し
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
公
明
会
と

の
結
び
つ
き
に
ヒ
ビ
が
は
い
る
お
そ
れ
も
あ

る
。
ま
た
、
政
策
面
で
は
二
議
席
か
ら
六
議

席
に
ふ
え
た
社
大
党
を
バ
ッ
ク
に
柔
軟
な
方

向
へ
変
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
人
民
党
の

突
き
上
げ
が
出
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て

い
る
半
面
、
公
明
会
の
支
持
を
取
り
付
け
る

必
要
も
あ
り
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
よ

る
平
良
市
長
の
政
治
手
腕
が
す
べ
て
の
面
で

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

〔
後
略
〕

市
政
へ
の
姿
勢
と
政
策
／
新
議

会
／
各
派
の
議
員
に
き
く　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
７
・
24
〕

　

革
新
市
政
下
初
の
市
議
選
は
新
与
党
の
勢

力
増
大
は
あ
っ
た
が
、
過
半
数
に
は
至
ら
ず
、

成
長
い
ち
じ
る
し
い
公
明
会
の
動
向
が
市
政

を
左
右
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
民
党
も
議

席
が
減
っ
た
と
は
い
え
無
所
属
議
員
を
含
め

る
と
ま
だ
ま
だ
第
一
党
の
座
に
あ
る
、
ぼ
う

大
化
す
る
都
市
那
覇
の
〝
運
営
〟
は
こ
れ
ら

諸
派
の
活
動
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
新

議
会
に
こ
れ
ら
の
各
派
は
何
を
織
り
込
も
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。
市
政
へ
の
基
本
的
姿

勢
と
重
点
政
策
を
各
派
代
表
に
語
っ
て
も
ら

っ
た
。

市
民
の
納
得
す
る
市
政
を

 

社
大
党
・
仲
本
議
員

　

基
本
姿
勢　

市
民
の
圧
倒
的
な
支
持
で
平

良
革
新
市
政
は
誕
生
し
た
。
市
民
の
期
待
に

応
え
る
た
め
に
も
平
良
市
政
を
守
り
、
強
力

に
推
し
進
め
る
よ
う
努
力
す
る
。
こ
の
こ
と

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
市
民
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
過
去
の
市
民

不
在
の
市
政
は
、
市
民
の
政
治
不
信
を
ま
ね

い
た
が
、
今
後
は
平
良
市
政
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
「
で
き
る
こ
と
は
で
き
る
。
で
き
な
い

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
あ
い
ま
い
さ
を
な
く

し
、
市
民
の
納
得
の
い
く
ガ
ラ
ス
張
り
の
市

議
活
動
を
通
し
て
真
に
市
民
の
利
益
を
考
え

る
。
信
頼
で
き
る
政
治
の
回
復
、
確
立
に
努

め
る
。

　

重
点
政
策　

道
路
行
政
や
水
道
、
下
水
道

の
完
備
か
ら
環
境
の
整
備
な
ど
日
常
生
活
に

密
着
し
た
問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
す
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
。
な
か
で
も
住
民
の
憩
い
の

場
、
と
く
に
こ
ど
も
の
遊
び
場
の
少
な
い
那

覇
市
で
は
、
こ
ど
も
の
道
路
上
で
の
遊
び
が

目
立
ち
交
通
事
故
の
犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
も

多
い
。
ま
た
、
不
健
全
な
た
ま
り
場
に
出
入

り
し
て
非
行
に
走
る
よ
う
な
こ
ど
も
た
ち
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
た
ち
が
健
全
に
安

心
し
て
遊
べ
る
よ
う
軍
用
地
を
解
放
す
る
な

ど
し
て
広
場
を
フ
ル
活
用
、
「
子
ど
も
の
広

場
」
建
設
を
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た
い
。

　

危
険
な
軍
施
設
を
取
り
の
ぞ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

人
民
党
・
黒
潮
議
員

　

基
本
姿
勢　

那
覇
市
は
そ
の
約
三
分
の
一

が
軍
用
地
に
と
ら
れ
、
市
内
を
軍
用
道
路
が

走
っ
て
い
た
り
、
一
瞬
に
し
て
市
民
を
惨
事

に
お
と
し
入
れ
る
よ
う
な
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
、

高
圧
線
な
ど
が
市
民
の
生
活
に
大
き
な
不
安

を
与
え
近
代
都
市
建
設
の
大
き
な
ガ
ン
に
な

っ
て
い
る
。
市
民
が
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
に
は
、
ま
ず
そ
れ
ら
の
障
害
物
を
一
日

も
早
く
と
り
の
ぞ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
も
革
新
市
政
を
よ
り
強

力
に
推
し
進
め
県
民
の
人
権
を
ふ
み
に
じ
る

米
軍
事
支
配
を
完
全
に
は
ね
の
け
県
民
の
悲

願
で
あ
る
即
時
・
無
条
件
・
全
面
返
還
を
か

ち
と
る
た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

重
点
政
策　

過
去
の
保
守
市
政
は
私
物
化

さ
れ
た
な
れ
合
い
の
腐
敗
政
治
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
〝
よ
ご
れ
〟
を
完
全
に
ぬ
ぐ
い
去

り
、
市
民
の
身
近
な
問
題
を
ひ
と
つ
ず
つ
解

決
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
那
覇
市
の

建
設
に
力
を
入
れ
た
い
。
と
く
に
市
民
福
祉

の
向
上
に
力
を
入
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
豊
か
な
市
財
政
の
強
化
・
確
立
が
急

務
。
日
本
国
民
と
し
て
の
諸
権
利
の
回
復
を

か
ち
と
り
臨
時
措
置
法
な
ど
を
完
全
に
実
施

し
て
も
ら
い
国
民
と
し
て
当
然
の
日
政
援
助

を
大
幅
に
獲
得
す
る
た
め
働
き
か
け
る
。

　

復
帰
に
備
え
て
格
差
是
正

　
　
　
　
　
　
　
　

自
民
党
・
宮
城
議
員

　

基
本
姿
勢　

施
政
権
の
返
還
を
目
前
に
ひ

か
え
、
二
十
有
余
年
の
間
に
生
じ
た
本
土
と

沖
縄
と
の
制
度
の
違
い
、
社
会
全
般
に
わ
た

る
ひ
ず
み
や
格
差
を
是
正
し
、
新
体
制
へ
の

移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
整
備
を
急
ぐ

と
同
時
に
新
し
い
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を

確
立
す
る
。
わ
が
党
は
自
由
と
民
主
主
義
を

基
調
す
る
人
間
尊
重
の
精
神
に
立
脚
し
、
特

定
の
階
級
、
階
層
の
み
の
利
益
擁
護
に
お
ち

い
ら
ず
、
信
義
と
同
胞
愛
に
立
っ
た
市
民
全

般
の
利
益
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

重
点
政
策　

は
❶
強
力
な
都
市
計
画
の
推

進
。
公
益
を
優
先
し
た
土
地
利
用
計
画
を
実

施
し
、
道
路
網
、
公
園
、
上
下
水
道
を
適
正
に

配
置
し
て
調
和
あ
る
都
市
の
発
展
に
尽
く
し

た
い
。
❷
地
域
社
会
の
発
展
に
伴
う
水
需
要

に
対
応
し
て
水
資
源
の
開
発
を
は
か
る
。
勤

労
者
の
い
こ
い
の
場
で
あ
る
家
庭
を
守
る
た

め
積
極
的
な
住
宅
政
策
を
推
進
す
る
。
す
べ

て
の
人
に
住
宅
を―

が
政
治
の
目
標
と
な
る

べ
き
だ
。
そ
の
他
の
社
会
福
祉
政
策
の
推
進
。

❸
生
活
環
境
の
整
備
は
市
民
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
た
め
の
基
礎
的
な
条
件
で

あ
り
、
下
水
道
、
清
掃
施
設
の
普
及
を
早
急

に
行
な
い
た
い
。
❹
那
覇
市
は
全
琉
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
よ
り
以
上
の

繁
栄
を
も
た
ら
す
た
め
に
国
際
観
光
都
市
の

確
立
を
は
か
る
。
❺
次
代
を
背
負
う
青
少
年

が
明
る
く
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
青
少

年
の
た
め
の
環
境
整
備
に
も
努
め
た
い
。



五
五
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八
月

　

市
民
と
密
着
し
た
行
政
を

公
明
会
・
大
浜
議
員　

　

基
本
姿
勢　

市
政
は
市
民
と
密
着
し
た
市

民
の
た
め
の
行
政
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
の
が
私
た
ち
の
基
本
的
姿
勢
だ
。
こ
の

基
本
点
に
立
っ
て
考
え
る
な
ら
当
然
市
民
福

祉
が
市
政
の
重
点
目
標
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
公
明
会
は
議
会
活
動
の
面
に
お
い

て
や
や
も
す
る
と
消
極
的
に
な
り
が
ち
だ
っ

た
が
、
こ
ん
ど
の
選
挙
の
結
果
で
私
た
ち
の

責
任
も
大
き
い
も
の
と
な
っ
た
。
主
導
権
が

あ
る
て
い
ど
与
え
ら
れ
た
し
、
こ
れ
か
ら
は

公
明
会
の
主
義
主
張
を
積
極
的
に
織
り
込
ん

だ
市
政
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
平
良
市
政
は

市
民
福
祉
を
標
榜
し
て
い
る
の
で
そ
の
点
か

ら
の
協
力
は
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
だ
。

　

重
点
政
策　

市
民
福
祉
で
も
と
く
に
児
童

手
当
て
、
出
産
手
当
て
な
ど
貧
困
家
庭
に
対

す
る
福
祉
が
ま
っ
さ
き
に
考
え
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
市
内
の
交
通
難
解
消
も

急
を
要
す
る
。
歩
道
と
車
道
を
区
別
す
る
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
や
歩
道
橋
な
ど
取
り
組

む
べ
き
問
題
は
多
い
。
こ
れ
ら
の
財
源
に
は

特
別
ト
ン
税
贈
与
法
（
案
）
に
よ
っ
て
入
る

年
間
十
万
㌦
の
予
算
や
、
市
有
地
を
正
当
な

地
価
で
貸
し
付
け
た
と
き
に
生
ず
る
増
収
分

十
万
㌦
を
ふ
り
当
て
れ
ば
よ
い
。
と
く
に
市

有
地
は
現
在
一
部
の
人
に
し
か
も
低
価
格
で

貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
市
有

地
の
総
点
検
を
行
な
い
た
い
。
こ
れ
ら
の
福

祉
問
題
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
市
政
を
明
る
い
も
の
に
し
た
い
。

新
議
員
に
当
選
証
書
交
付
／
那

覇
市

　
　

 

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
７
・
29
〕

　

那
覇
市
議
選
の
当
選
証
書
交
付
式
は
二
十

九
日
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
、
市
役
所
会
議
室

で
行
な
わ
れ
、
赤
嶺
選
管
委
員
長
か
ら
三
十

人
に
新
選
良
に
そ
れ
ぞ
れ
当
選
証
書
が
手
渡

さ
れ
た
。

　

こ
の
日
、
三
十
人
の
新
議
員
た
ち
は
黒
の

背
広
に
き
ち
ん
と
身
を
包
み
、
や
や
緊
張
気

味
な
が
ら
も
、
さ
す
が
に
う
れ
し
そ
う
。
前

回
の
雪
辱
を
と
げ
、
返
り
咲
い
た
宮
里
敏
慶

氏
が
「
難
問
の
山
積
す
る
那
覇
市
の
発
展
の

た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
努
力
し
た
い
」
と

新
議
員
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ん
ど
お
し
く
も
落
選
し
た
高
良

議
長
は
「
み
な
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
激
戦
の

あ
と
が
う
か
が
え
る
」
と
笑
わ
せ
た
あ
と

「
十
二
年
間
も
議
長
席
に
あ
っ
た
が
、
議
会
運

営
は
む
つ
か
し
い
。
み
な
さ
ん
の
初
仕
事
と

し
て
、
牧
志
公
設
市
場
の
移
転
と
い
う
難
問

が
あ
る
が
、
単
に
党
利
党
略
を
考
え
て
行
動

せ
ず
、
市
の
発
展
と
い
う
大
局
的
な
立
場
か

ら
考
え
、
お
互
い
に
協
力
す
べ
き
は
協
力
し

て
、
立
派
な
議
会
運
営
を
し
て
ほ
し
い
」
と

新
議
員
を
激
励
し
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
平
良
市
長
も
、

「
し
っ
か
り
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」と
新
議
員

た
ち
を
激
励
、
さ
ら
に
円
満
な
市
政
運
営
の

た
め
協
力
を
求
め
た
。

　

こ
ん
ど
の
選
挙
で
は
、
現
議
員
の
落
選
が

目
だ
ち
、
大
幅
な
新
旧
交
代
が
行
な
わ
れ
た

た
め
、
選
挙
な
れ
し
て
い
る
古
参
議
員
た
ち

も
、
改
め
て
当
選
の
喜
び
を
か
み
し
め
て
い

た
。
ま
た
、
初
め
て
の
当
選
証
書
を
手
に
し

た
一
年
生
議
員
た
ち
も
、
さ
す
が
に
喜
び
を

か
く
し
き
れ
ず
、
先
輩
議
員
た
ち
に
「
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
」
と
ニ
コ
ニ
コ
握
手
を
求
め
て

い
た
。
な
お
、
臨
時
議
会
は
八
日
に
招
集
さ

れ
、
新
議
長
、
各
委
員
長
の
選
出
が
行
な
わ

れ
る
。

14
人
で
「
新
政
会
」
結
成
／
自

民
党
と
無
所
属
／
議
長
候
補

に
辺
野
喜
氏
／
那
覇
市
議
会

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
８
・
２
〕

　

さ
る
二
十
日
行
な
わ
れ
た
那
覇
市
議
選
の

結
果
、
無
所
属
議
員
の
大
量
進
出
が
目
だ
ち
、

こ
れ
ら
の
議
員
が
与
野
党
ど
こ
に
つ
く
の
か

注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
自
民
党
議

員
と
全
無
所
属
議
員
十
四
人
で
新
た
に
政
治

会
派
「
新
政
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
過
半
数

を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
与
党
は
無
所

属
議
員
の
か
く
と
く
に
望
み
を
つ
な
い
で
い

た
が
、
こ
れ
で
平
良
市
政
の
今
後
は
か
な
り

困
難
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
、
キ
ャ
ス
チ
ン

グ
ボ
ー
ド
を
握
る
公
明
会
の
比
重
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
た
。

「
新
政
会
」
は
、
最
年
長
の
無
所
属
議
員
、
宮

里
敏
慶
氏
を
会
長
に
、
仲
村
正
治
、
平
良
玄

昌
、
上
原
綱
正
、
平
良
信
一
、
高
良
文
雄
、
又

吉
久
正
、
真
栄
城
嘉
園
、
比
嘉
佑
直
（
以
上

無
所
属
）
喜
舎
場
盛
一
、
金
城
重
正
、
喜
久

山
朝
重
、
宮
城
武
、
辺
野
喜
英
興
（
以
上
自

民
）
の
十
四
人
。

　

議
長
選
出
の
臨
時
議
会
は
、
七
日
に
招
集

さ
れ
る
が
、
新
政
会
で
は
、
辺
野
喜
英
興
氏

を
議
長
候
補
に
予
定
し
て
お
り
、
辺
野
喜
氏

の
議
長
就
任
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
平
良
市
政
の
今
後
は
か

な
り
き
び
し
い
も
の
に
な
り
そ
う
だ
が
、
西

銘
市
長
時
代
か
ら
も
め
て
い
る
牧
志
公
設
市

場
の
問
題
が
、
新
議
員
の
初
仕
事
と
な
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
波
乱
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

公
設
市
場
問
題
／
賛
否
両
派
の

対
立
激
化
／
用
途
変
更
提
案

か
／
平
良
市
／
カ
ギ
握
る
公

明
会
の
動
き

 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
８
・
３
〕

　

移
転
問
題
で
紛
糾
を
続
け
る
牧
志
公
設
市

場
問
題
は
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
、
賛
成
、
反
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対
両
派
の
対
立
も
ま
す
ま
す
激
化
し
て
い
る
。

平
良
市
長
も
、
選
挙
で
「
移
転
は
さ
せ
な
い
」

と
業
者
と
の
公
約
も
あ
っ
て
、
九
月
の
定
例

議
会
に
、
完
成
し
た
新
市
場
の
用
途
変
更
を

提
案
す
る
方
針
だ
が
、
新
市
場
建
設
に
賛
成

し
た
自
民
党
議
員
団
が
、
無
所
属
議
員
を
含

め
、
議
席
の
過
半
数
に
近
い
十
四
人
で
「
新

政
会
」を
結
成
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
市

場
問
題
の
解
決
は
全
く
予
断
を
許
さ
な
い
状

態
だ
。
結
局
、
公
明
会
の
動
き
が
決
定
的
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
が
、
最
悪
の
場

合
は
議
会
解
散
か
市
長
の
リ
コ
ー
ル
も
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
、
市
場
問
題
は
、
平
良
市

長
に
と
っ
て
抜
き
さ
し
な
ら
な
い
重
大
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
賛
成
、
反
対

両
者
の
言
い
分
と
市
当
局
の
態
度
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
て
み
た
。

　

建
設
当
時
か
ら
反
対
を
続
け
る
現
市
場
業

者
の
牧
志
公
設
市
場
連
合
会
（
我
那
覇
生
吉

会
長
、
四
百
六
十
人
）
は
、
新
市
場
の
問
題

点
と
し
て
①
場
所
が
悪
く
、
こ
れ
ま
で
市
民

に
親
し
ま
れ
た
現
市
場
に
く
ら
べ
不
便
で
あ

る
。
②
市
場
の
設
計
が
沖
縄
の
市
場
の
実
情

を
全
く
無
視
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
③
現
市

場
で
沖
縄
的
な
開
放
的
市
場
を
新
築
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
り
、
新
市
場
の
建
築
計
画
当

時
か
ら
そ
れ
を
主
張
し
続
け
て
き
た
。
新
市

場
の
完
成
と
い
う
既
成
事
実
で
、
市
民
や
業

者
の
権
利
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
は
許
せ
な
い

―

と
主
張
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
み
る
と
、
新
市
場
は
現
市
場
よ

り
約
百
㍍
も
奥
の
方
に
あ
り
、
東
市
場
、
ガ
ー

ブ
川
商
店
街
、
新
天
地
市
場
な
ど
と
の
関
連

を
み
た
場
合
、
か
な
り
不
便
で
あ
る
こ
と
は

移
転
賛
成
派
の
人
た
ち
も
認
め
て
い
る
。
ま

た
、
設
計
上
か
ら
見
る
と
、
ど
こ
か
ら
で
も

出
入
り
で
き
る
現
市
場
に
く
ら
べ
、
冷
房
の

関
係
で
全
く
閉
鎖
的
に
な
っ
て
お
り
、
と
く

に
地
下
に
収
容
さ
れ
る
精
肉
、
鮮
魚
、
野
菜

業
者
は
、
商
売
が
不
利
に
な
る
と
話
し
て
い

る
。
地
下
へ
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
一
基

あ
る
が
、
一
人
ず
つ
し
か
乗
り
お
り
で
き
ず
、

ま
た
商
品
の
搬
入
口
が
三
カ
所
と
少
な
く
て

狭
い
た
め
、
盆
や
正
月
な
ど
に
は
全
く
使
い

も
の
に
な
ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
商
品
だ
な

も
狭
く
、
沖
縄
独
特
の
豚
や
牛
の
骨
な
ど
処

理
で
き
な
い
う
え
に
、
喚
起
が
悪
い
た
め
悪

臭
が
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
話

し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
同
会
で
は
、
現
市
場
を
沖
縄
の

実
情
に
合
わ
せ
早
急
に
改
築
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
方
が
市
民
に
と
っ
て
も
業
者
に
と
っ
て

も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

賛
成
派
の
市
場
開
設
期
成
会
（
西
銘
真
栄

代
表
、
約
百
五
十
人
）
は
①
確
か
に
新
市
場

は
場
所
的
に
は
悪
い
が
設
備
は
現
市
場
よ
り

よ
く
、
衛
生
的
で
あ
る
。
②
市
民
の
血
税
で

で
き
た
市
場
で
あ
り
、
市
民
の
代
表
で
あ
る

議
会
で
決
議
さ
れ
た
う
え
建
設
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
移
転
は
当
然
で
あ
る
。
③
不
便
と

い
っ
て
も
、
全
業
者
が
移
れ
ば
商
売
は
十
分

な
り
立
つ
。
④
地
主
の
勉
強
堂
は
、
土
地
は

絶
対
に
貸
さ
な
い
と
い
っ
て
お
り
、
現
市
場

を
改
築
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
と

え
改
築
で
き
て
も
改
築
す
る
期
間
中
は
商
売

を
ど
う
す
る
か―

な
ど
を
主
張
し
て
い
る
。

市
当
局
の
立
場
は
①
建
て
物
が
で
き
て
も
、

現
業
者
が
移
転
に
激
し
く
反
対
し
て
い
る
の

で
、
強
制
移
転
は
で
き
な
い
。
②
希
望
業
者

だ
け
入
れ
て
も
競
合
し
た
場
合
、
両
方
の
業

者
が
な
り
立
た
ず
、
逆
に
百
十
二
万
㌦
の
建

設
費
の
償
還
が
で
き
な
い
。
③
用
途
変
更
を

し
て
も
償
還
は
な
ん
と
か
で
き
る
見
通
し
で

あ
り
、
双
方
の
業
者
や
地
主
と
も
っ
と
話
し

合
っ
て
、
な
ん
と
か
解
決
し
た
い―

と
話
し

て
い
る
。

　

結
局
、
九
月
議
会
で
決
着
が
つ
け
ら
れ
る

よ
う
だ
が
、
賛
成
派
を
支
持
す
る
自
民
党
議

員
は
、
無
所
属
議
員
も
含
め
十
四
人
で
「
新

政
会
」
を
結
成
し
、
平
良
市
長
と
徹
底
的
に

対
決
す
る
方
針
で
あ
り
、
な
り
ゆ
き
は
深
刻

だ
。

　

過
半
数
を
と
れ
な
か
っ
た
与
党
は
、
公
明

会
の
協
力
を
得
て
な
ん
と
か
解
決
し
た
い
と

し
て
い
る
が
、
用
途
変
更
決
議
が
否
決
さ
れ

た
場
合
は
、
平
良
市
長
の
不
信
任
と
な
り
、
逆

に
議
会
解
散
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平

良
市
長
に
と
っ
て
も
議
会
に
と
っ
て
も
抜
き

差
し
な
ら
ぬ
重
大
な
問
題
に
発
展
し
そ
う
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

議
長
に
辺
野
喜
氏
／
那
覇
市
議

会
、
副
議
長
で
は
紛
糾

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
９
・
８
・
７
〕

　

注
目
の
那
覇
市
議
会
正
副
議
長
選
挙
は
、

七
日
午
前
十
時
か
ら
招
集
さ
れ
た
臨
時
議
会

で
議
長
に
辺
野
喜
英
興
議
員
が
選
ば
れ
た
が
、

副
議
長
に
は
社
大
党
の
金
城
吾
郎
、
仲
本
安

一
の
両
議
員
を
め
ぐ
っ
て
難
航
、
午
後
に
持

ち
越
さ
れ
た
。

　

臨
時
議
会
は
最
年
長
者
の
宮
里
敏
慶
議
員

を
仮
議
長
に
開
会
、
市
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

正
副
議
長
の
選
挙
に
移
っ
た
。
一
番
議
員
の

国
吉
辰
雄
議
員
（
社
大
）
か
ら
順
序
よ
く
単

記
無
記
名
投
票
が
行
な
わ
れ
、
島
袋
宗
康
、

宮
城
武
の
両
議
員
を
立
ち
会
い
人
に
開
票
し

た
。
当
初
の
予
想
通
り
、
自
民
党
を
中
心
に

し
た
新
政
会
十
四
人
と
公
明
会
の
五
人
が
辺

野
喜
氏
を
支
持
し
、
社
大
、
人
民
の
十
一
人

が
久
高
友
敏
議
員
を
支
持
し
た
が
、
十
九
対

十
四
で
辺
野
喜
議
員
が
第
十
五
代
目
議
長
に

選
ば
れ
た
。
引
き
続
き
辺
野
喜
議
長
を
中
心

に
、
議
事
日
程
の
説
明
に
移
り
、
副
議
長
選

挙
に
は
い
っ
た
が
、
同
十
一
時
過
ぎ
休
け
い
、

各
派
ご
と
に
副
議
長
候
補
の
最
終
選
定
に
は

い
っ
た
。
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副
議
長
候
補
に
は
社
大
党
の
金
城
吾
郎
議

員
が
有
力
視
さ
れ
、
公
明
会
で
も
副
議
長
は

革
新
議
員
団
の
推
薦
す
る
候
補
者
を
支
持
す

る
こ
と
に
し
よ
う
と
明
ら
か
に
し
、
自
民
党

の
一
部
で
も
金
城
吾
郎
氏
を
擁
立
す
る
動
き

が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
社
大
党
内
部
で
の

話
し
合
い
で
、
金
城
吾
郎
議
員
の
ば
あ
い
、
日

本
青
年
会
館
で
の
火
事
に
か
ら
ん
で
謹
慎
中

で
あ
り
、
さ
ら
に
一
部
か
ら
私
生
活
に
問
題

が
あ
る
と
し
て
仲
本
安
一
議
員
を
推
す
こ
と

を
決
め
た
。
こ
れ
に
対
し
公
明
会
で
は
原
則

的
に
は
か
わ
り
な
い
が
、
仲
本
議
員
と
平
良

市
長
と
は
義
理
の
親
子
関
係
に
あ
り
、
公
平

な
議
会
運
営
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
新
政
会
が

金
城
吾
郎
議
員
を
擁
立
し
た
た
め
紛
糾
、
正

午
過
ぎ
ま
で
調
整
が
つ
か
ず
、
各
派
別
で
話

し
合
い
を
続
け
て
い
る
。

　

辺
野
喜
議
長
は
当
選
七
回
の
古
参
議
員
、

自
民
党
副
幹
事
長
で
、
前
副
議
長
、
那
覇
市

壺
屋
出
身
。
四
十
七
歳
。

　

辺
野
喜
議
長　

復
帰
を
目
前
に
多
く
の
仕

事
が
山
積
み
さ
れ
て
お
り
、
重
責
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
る
。
全
力
を
あ
げ
て
議
会
の

ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
あ
た
り
、
三
十
万
市
民

の
福
祉
向
上
を
は
か
り
た
い
。

毒
ガ
ス
の
即
時
撤
去
を
決
議
／

副
議
長
に
仲
本
氏
／
那
覇
市

臨
時
議
会
終
わ
る

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
８
・
８
〕

　

副
議
長
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
三
時
間
余
も
紛

糾
し
た
那
覇
市
議
会
は
、
七
日
午
後
二
時
半

に
再
開
、
十
六
対
十
四
で
社
大
党
の
仲
本
安

一
議
員
を
選
出
し
た
あ
と
都
市
計
画
審
議
委

員
、
各
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
を
選

任
、
最
後
に
「
毒
ガ
ス
、
細
菌
お
よ
び
放
射

能
兵
器
の
即
時
撤
去
」
を
要
求
決
議
、
臨
時

議
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

副
議
長
選
挙
は
、
社
大
の
金
城
吾
郎
議

員
、
仲
本
安
一
議
員
を
め
ぐ
っ
て
各
派
が
会

合
を
開
き
、
意
見
の
調
整
を
重
ね
た
が
失

敗
。
新
政
会
が
比
嘉
佑
直
議
員
を
た
て
決
選

投
票
に
持
ち
込
ん
だ
。
そ
の
間
、
社
大
、
人

民
の
革
新
議
員
団
は
仲
本
議
員
に
し
ぼ
り
公

明
会
の
協
力
を
求
め
た
。
公
明
会
で
は
第
一

党
の
新
政
会
か
ら
議
長
、
第
二
党
の
革
新
議

員
団
か
ら
副
議
長
を
出
す
べ
き
だ
と
の
基
本

線
を
堅
持
、
仲
本
議
員
の
支
持
に
回
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
政
会
で
は
経
歴
か
ら
み
て
金

城
吾
郎
議
員
が
適
任
で
あ
り
、
金
城
議
員
で

あ
れ
ば
全
会
一
致
で
推
す
と
の
姿
勢
を
み
せ
、

公
明
会
と
の
話
し
合
い
を
続
け
た
。
そ
の
た

め
公
明
会
は
保
守
、
革
新
の
議
員
団
の
間
を

い
っ
た
り
き
た
り
、
新
政
会
と
物
別
れ
に
お

わ
り
、
仲
本
副
議
長
が
誕
生
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
正
副
会
長
に
つ
ぎ
の

各
議
員
が
決
ま
っ
た
。

　

▽
総
務
常
任
委
員
長
・
黒
潮
隆
、
副
委
員

長
・
中
村
昌
信
▽
建
設
常
任
委
員
長
・
比
嘉

佑
直
、
副
委
員
長
・
儀
間
真
祥
▽
経
済
民
生

教
育
委
員
長
・
椿
秀
義
、
副
委
員
長
・
大
浜

長
弘
▽
議
会
運
営
委
員
長
・
金
城
吾
郎
、
副

委
員
長
・
島
袋
宗
康
。

　

仲
本
副
議
長
の
略
歴　

社
大
党
中
央
委
、

党
教
宣
部
長
。
当
選
二
期
、
日
大
法
学
部
卒
、

糸
満
町
兼
城
出
身
、
三
十
四
歳
。

国
・
県
有
地
の
返
還
運
動
へ
／

市
民
バ
ッ
ク
に
推
進
／
公
共

施
設
の
建
設
に
も
支
障

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
８
・
14
〕

　

公
共
用
地
の
不
足
に
悩
む
那
覇
市
は
、
総

合
的
な
用
地
獲
得
計
画
を
立
て
、
国
、
県
有
地

の
移
管
を
は
か
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
急

激
な
人
口
増
で
地
価
が
値
上
が
り
し
た
半
面
、

保
育
所
、
学
校
、
子
ど
も
の
遊
び
場
用
地
が

不
足
、
さ
ら
に
大
幅
な
本
土
政
府
援
助
で
市

営
住
宅
建
設
を
確
保
し
て
も
用
地
が
な
い
状

態
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
最
終
的

に
は
市
民
大
会
を
開
き
返
還
運
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
生
活
環
境
の
整
備
、
拡

充
に
よ
る
市
民
福
祉
の
向
上
を
掲
げ
た
平
良

市
政
は
、
市
営
住
宅
、
保
育
所
な
ど
公
共
施

設
の
大
幅
な
建
設
計
画
を
作
成
、
本
土
政
府

に
援
助
要
請
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
心
配
な

の
は
用
地
を
ど
う
確
保
す
る
か
。
年
間
に
一

万
人
前
後
も
人
口
が
増
え
続
け
て
い
る
た
め

一
部
の
小
学
校
在
籍
が
急
増
、
間
仕
切
り
教

室
が
増
え
、
新
設
校
の
早
期
開
設
を
要
望
す

る
声
が
強
い
。
同
じ
く
住
宅
事
情
も
悪
化
の

一
途
を
た
ど
り
、
市
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い

る
ほ
か
保
育
所
の
数
も
少
な
く
市
民
の
生
活

環
境
は
悪
く
な
る
ば
か
り
。
こ
の
よ
う
な
状

態
に
対
処
す
る
た
め
、
公
共
用
地
の
確
保
に

全
力
を
あ
げ
て
い
る
が
、
地
価
が
急
激
に
値

上
が
り
し
た
た
め
貧
困
財
政
の
中
か
ら
土
地

を
購
入
す
る
見
通
し
が
立
た
ず
、
国
県
有
地

の
返
還
を
打
ち
出
し
た
。

　

市
の
調
査
に
よ
る
と
、
市
内
の
全
面
積
の

う
ち
三
分
の
一
が
軍
用
地
で
、
ほ
と
ん
ど
が

国
県
有
地
。
国
有
地
が
約
百
八
十
万
平
方
㍍
、

県
有
地
が
六
十
九
万
平
方
㍍
も
あ
り
、
与
儀

の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
地
帯
、
上
之
屋
の
外
人

住
宅
地
域
、
商
業
高
校
裏
の
マ
ー
ニ
ン
グ
社

も
含
ま
れ
て
お
り
、
総
合
的
な
用
地
獲
得
計

画
に
沿
っ
て
返
還
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

建
設
部
の
説
明
だ
と
、
市
営
住
宅
、
保
育

所
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
し
た
公
共
建
て
物

に
対
す
る
本
土
政
府
援
助
は
、
年
々
ふ
え
て

き
て
い
る
が
、
現
状
の
用
地
不
足
が
続
く
と

援
助
金
の
消
化
も
で
き
な
い
状
態
に
追
い
込

ま
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
国
県
有
地
の
返
還
以



五
五
七

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
八
月

外
に
な
い
と
み
て
い
る
。

　

水
間
建
設
部
長
の
話　

本
土
政
府
援
助

は
、
年
々
ふ
え
て
き
て
い
る
が
、
用
地
が

な
く
困
っ
て
い
る
。
与
儀
の
ガ
ソ
リ
ン
タ

ン
ク
や
上
之
屋
な
ど
の
国
、
県
有
地
を
返

し
て
も
ら
い
、
公
共
用
地
と
し
て
利
用
す

る
計
画
だ
。

〝
三
つ
巴
〟
で
複
雑
化
／
西
市
場

地
主
は
敷
き
地
返
還
を
要
求

／
新
公
設
市
場
／
償
還
の
不

安
は
解
消

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
８
・
14
〕

　

移
転
問
題
で
紛
糾
し
て
い
る
牧
志
公
設
市

場
問
題
は
、
地
主
が
敷
き
地
を
返
す
よ
う
市

当
局
に
申
し
入
れ
た
た
め
市
、
業
者
、
地
主

の〝
三
つ
巴
〟と
な
り
複
雑
化
し
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
業
者
が
移
転
反
対
し
て
い
る
新
公
設

市
場
に
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
な
ど
多

く
の
入
居
希
望
者
が
出
て
き
て
お
り
、
当
初

心
配
さ
れ
て
い
る
工
事
費
、
土
地
購
入
費
の

補
償
問
題
は
解
決
さ
れ
そ
う
。

　

新
市
場
へ
の
移
転
賛
成
と
反
対
に
わ
か
れ

集
団
陳
情
が
く
り
か
え
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

ん
ど
は
、
西
公
設
市
場
の
地
主
、
上
岡
〇
〇

〇
、
上
原
〇
〇
、
照
屋
〇
〇
〇
の
三
氏
が
平

良
市
長
に
対
し
敷
き
地
の
返
還
を
強
力
に
申

し
入
れ
た
。
三
地
主
は
、
新
公
設
市
場
が
完

成
し
た
の
だ
か
ら
早
急
に
全
業
者
を
移
転
さ

せ
土
地
を
返
し
て
欲
し
い
と
要
求
し
た
が
、

那
覇
市
と
し
て
は
総
合
的
な
市
場
計
画
を
作

成
中
で
あ
り
、
関
係
者
と
の
話
し
合
い
を
深

め
た
う
え
で
結
論
を
出
す
こ
と
に
し
て
お
り
、

確
答
を
さ
け
た
。

　

一
方
、
移
転
反
対
の
声
が
強
く
な
る
に
つ

れ
て
、
新
市
場
を
貸
し
て
欲
し
い
と
い
う
業

者
が
連
日
の
よ
う
に
那
覇
市
を
た
ず
ね
、
琉

生
住
宅
で
は
全
建
て
物
を
一
括
し
て
借
り
た

い
と
申
し
入
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

申
し
込
ん
で
き
た
の
は
、
市
場
通
り
会
連
合

会
、
ク
ッ
キ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
、
衣
料
専
門

店
、
生
活
協
同
組
合
な
ど
。
こ
れ
に
、
当
初

か
ら
移
転
賛
成
し
て
い
た
花
屋
通
り
会
と
市

場
業
者
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
借
り
手
は
さ

ま
ざ
ま
。

　

全
館
冷
房
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
の
地
下

一
階
、
地
上
二
階
の
新
市
場
は
、
総
面
積
二

千
百
三
十
四
平
方
㍍
で
一
平
方
㍍
当
た
り
の

月
額
使
用
料
は
、
地
下
が
六
㌦
、
地
上
一
階

五
㌦
六
十
㌣
、
二
階
四
㌦
八
十
㌣
。
那
覇
市

で
は
、
土
地
購
入
費
三
十
五
万
三
千
二
百
七

十
㌦
、
建
設
費
七
十
五
万
㌦
の
銀
行
返
済
に

毎
月
一
万
千
三
百
十
七
㌦
必
要
で
あ
り
、
西

公
設
市
場
の
改
築
を
含
め
た
総
合
的
な
市
場

計
画
が
で
き
し
だ
い
、
入
居
者
を
選
定
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

稲
嶺
第
一
助
役
の
話　

新
公
設
市
場
を
借

り
た
い
と
い
う
人
が
多
く
、
早
急
に
開
設
し

た
い
。
た
だ
、
総
合
的
な
市
場
計
画
に
沿
っ

た
西
公
設
市
場
問
題
と
の
関
連
も
あ
り
、
す

ぐ
に
貸
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

鉄
筋
課
税
廃
止
を
／
那
覇
市
が

行
政
府
に
要
請
／
公
共
工
事

に
ひ
び
く
／
鉄
筋
不
足
、
市

民
に
不
利
益

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
８
・
27
〕

　

建
設
工
事
用
の
鉄
筋
が
不
足
し
て
今
年
に

入
っ
て
二
〇
㌫
も
値
上
が
り
建
設
業
界
は
四

苦
八
苦
し
て
い
る
が
、
二
十
六
日
午
後
五
時

半
か
ら
平
良
市
長
は
稲
嶺
第
一
、
前
田
第
二

の
両
助
役
ら
同
席
の
も
と
記
者
会
見
を
行
な

い
、
市
営
住
宅
な
ど
市
役
所
関
係
の
工
事
に

も
鉄
筋
不
足
が
響
い
て
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し

て
お
り
、
政
府
に
対
し
鉄
筋
の
輸
入
に
伴
う

課
税
を
廃
止
す
る
な
ど
対
策
を
要
請
し
た
と

発
表
し
た
。

　

市
営
住
宅
、
保
育
所
を
は
じ
め
本
土
政
府

援
助
に
よ
る
市
役
所
関
係
の
工
事
は
、
予
算

執
行
に
期
限
が
あ
り
、
工
期
の
延
長
は
市
民

生
活
に
不
利
益
を
お
よ
ぼ
す
。
市
役
所
関
係

の
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
建
設
業
者
の
間

か
ら
、
鉄
筋
不
足
で
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
し
て

お
り
、
工
期
を
延
長
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

で
て
い
る
。

　

平
良
市
長
の
話　

輸
入
さ
れ
る
鉄
筋
に
二

〇
㌫
も
課
税
し
て
島
内
の
業
者
を
保
護
し
て

い
る
の
は
、
島
内
の
需
要
に
答
え
る
と
い
う

条
件
が
あ
る
た
め
だ
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
不

足
し
て
お
り
、
市
の
工
事
も
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
る
。
早
急
に
打
開
策
を
と
る
よ
う
政
府
に

申
し
入
れ
た
。

解
説
／
建
設
業
界
も
強
く
反
発

　

と
こ
ろ
で
、
鉄
筋
の
不
足
は
世
界
的
な
原

料
（
イ
ン
ゴ
ッ
ト
）
不
足
現
象
が
沖
縄
に
も

影
響
し
、
現
地
二
大
メ
ー
カ
ー
で
は
原
料
値

上
げ
を
理
由
に
今
年
四
月
、
五
月
に
も
値
上

げ
を
実
施
し
、
八
月
十
五
日
に
は
異
形
、
丸

棒
を
含
め
ト
ン
当
た
り
平
均
十
五
㌦
の
値
上

げ
に
踏
み
切
り
、
建
設
業
界
か
ら
大
き
な
反

発
を
受
け
て
い
る
。

　

建
設
業
者
協
会
で
は
今
回
の
値
上
げ
を
重

視
し
、
二
十
一
日
に
は
政
府
通
産
局
、
建
設

局
、
鉄
筋
メ
ー
カ
ー
を
含
め
た
協
議
会
を
開

き
、
現
在
の
品
不
足
問
題
と
あ
わ
せ
て
値
上

が
り
に
つ
い
て
対
策
を
協
議
し
、
建
設
業
界

と
し
て
❶
今
後
三
カ
月
の
需
要
の
伸
び
か
ら
、

従
来
の
月
間
七
千
㌧
を
上
回
っ
た
九
千
㌧
生

産
目
標
が
必
要
で
あ
る
。
販
売
会
社
と
の
購

入
契
約
は
守
ら
れ
て
い
な
い
❸
五
月
十
二
日

以
前
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
価
格
を

適
用
す
る―

こ
と
を
要
望
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
メ
ー
カ
ー
側
は
、
原
料
値
上
げ
に
よ
る

鉄
筋
値
上
が
り
は
や
む
を
得
な
い
と
の
強
い

主
張
で
、
意
見
の
調
整
が
つ
か
な
い
ま
ま
協

議
は
決
裂
し
て
い
る
。
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五
八
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四
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九
月

建
設
業
界
と
し
て
は
、
政
府
の
物
品
税
、
輸

入
規
制
に
よ
る
企
業
過
保
護
の
悪
弊
を
撤
廃

し
な
い
か
ぎ
り
、
今
後
も
値
上
が
り
傾
向
は

続
け
ら
れ
、
住
宅
建
設
な
ど
に
大
き
な
影
響

を
お
よ
ぼ
し
、
社
会
問
題
に
も
発
展
す
る
も

の
と
し
て
、
政
府
に
対
し
、
物
品
税
、
輸
入

規
制
を
強
く
要
請
し
て
い
る
。

総
務
委
員
長
に
黒
潮
氏

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
８
・
28
〕

那
覇
市
議
会
は
、
つ
ぎ
の
通
り
各
委
員
会
の

委
員
を
選
出
し
た
。

　

▽
総
務
委
員
会　

委
員
長
黒
潮
隆
、
同
副

委
員
長
中
村
昌
信
、
委
員
金
城
重
正
、
宮
城

武
、
平
良
玄
昌
、
又
吉
久
正
、
真
栄
城
嘉

園
、
友
利
栄
吉
、
仲
本
安
一
、
国
吉
辰
雄
（
人

民
）
。

　

▽
建
設
委
員
会　

委
員
長
比
嘉
佑
直
、
同

副
委
員
長
儀
間
真
祥
、
委
員
上
原
綱
正
、
喜

久
山
朝
重
、
宮
里
敏
慶
、
辺
野
喜
英
興
、
安

見
福
寿
、
玉
城
栄
一
、
金
城
吾
郎
、
島
袋
宗

康
。

　

▽
経
済
民
生
教
育
委
員
会　

委
員
長
椿
秀

義
、
副
委
員
長
大
浜
長
弘
、
委
員
高
良
文
雄
、

仲
村
正
治
、
喜
舎
場
盛
一
、
平
良
信
一
、
金

城
甚
松
、
国
吉
辰
雄
（
社
大
）
、
瀬
長
フ
ミ
、

久
高
友
敏
。

　

▽
議
会
運
営
委
員
会　

委
員
長
金
城
吾
郎
、

同
副
委
員
長
島
袋
宗
康
。

　

▽
会
計
監
査
委
員　

大
浜
長
弘
、
中
村
昌

信
。新

し
く
保
育
課
設
置
／
計
画
的

な
整
備
拡
充
図
る
／
那
覇
市

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
８
・
31
〕

　

那
覇
市
は
、
新
し
く
保
育
課
を
設
置
、
一

校
区
一
保
育
所
を
目
標
に
し
た
保
育
所
建
設

計
画
を
作
成
し
た
ほ
か
乳
幼
児
の
偏
食
を
な

お
す
た
め
十
月
一
日
か
ら
完
全
給
食
を
実
施

す
る
。

　

市
内
の
保
育
所
数
は
、
市
立
十
一
、
私
立
六

の
合
計
十
七
カ
所
。
千
三
百
九
人
の
乳
幼
児

を
あ
ず
か
り
保
育
し
て
い
る
が
、
人
口
増
と

共
稼
ぎ
夫
婦
の
増
加
で
保
育
所
へ
の
入
所
希

望
者
は
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
ふ
え
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
保
育
所
の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い

る
た
め
約
千
人
の
乳
幼
児
が
入
所
で
き
ず
に

い
る
。
さ
ら
に
、
保
育
所
の
管
理
運
営
や
増

設
に
つ
い
て
も
、
民
生
課
の
保
育
係
に
ま
か

さ
れ
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
、
保
育
行
政
は
行
き

づ
ま
っ
て
い
る
。

　

乳
幼
児
の
福
祉
増
進
を
打
ち
出
し
た
平
良

市
長
は
、
保
育
係
を
課
に
引
き
あ
げ
、
計
画

的
に
保
育
所
を
整
備
拡
充
す
る
こ
と
を
あ
げ

「
一
校
区
一
保
育
所
」
の
建
設
計
画
を
作
成
、

こ
と
し
は
百
二
十
人
収
容
の
大
型
保
育
所
を

十
一
万
六
千
㌦
余
を
か
け
高
橋
町
に
建
設
す

る
。
次
年
度
か
ら
、
年
間
二
保
育
所
を
建

設
、
一
九
七
九
年
か
ら
三
カ
所
に
ふ
や
し
て

一
九
八
〇
年
ま
で
に
二
十
三
の
保
育
所
を
建

設
、
二
千
八
百
六
十
人
の
乳
幼
児
を
保
育
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
増
設
計
画
と
並
行
し
て
、
十

月
一
日
か
ら
保
育
乳
幼
児
の
完
全
給
食
を
行

な
う
。
こ
れ
は
、
乳
幼
児
に
多
い
偏
食
を
な

お
す
ほ
か
成
長
に
必
要
な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
与
え
て
健
全
保
育
を
は
か
ろ
う
と
い
う

も
の
。
各
保
育
所
の
給
食
場
建
設
費
の
ほ
か

給
食
費
な
ど
三
万
七
千
㌦
も
予
算
化
さ
れ
て

お
り
、
遅
れ
て
い
る
保
育
所
問
題
も
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

建
設
部
が
実
情
調
査
／
鉄
筋
不

足
／
住
宅
建
築
に
も
影
響
／

公
共
用
／
市
の
直
接
輸
入
検

討〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
９
・
４
〕

　

建
設
用
鉄
筋
の
不
足
で
那
覇
市
が
発
注
し

た
市
営
住
宅
、
公
会
堂
、
保
育
所
な
ど
の
公

共
建
て
物
の
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
、
問
題
化
し

て
い
る
が
、
民
間
の
建
築
に
も
影
響
し
て
工

費
の
値
上
が
り
を
招
き
つ
つ
あ
る
。

　

予
算
の
年
度
内
執
行
を
打
ち
出
し
た
那
覇

市
は
、
鉄
筋
不
足
で
公
共
建
て
物
の
工
事
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
を
重
視
、
最
悪
の
場
合

に
は
直
接
本
土
か
ら
鉄
筋
を
輸
入
し
て
建
設

業
者
に
現
物
支
給
す
る
こ
と
を
決
め
検
討
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
製
鉄
関
係
の
業
者
や

建
設
業
者
が
集
団
で
陳
情
合
戦
を
繰
り
ひ
ろ

げ
て
い
る
が
、
両
者
の
意
見
が
対
立
し
て
い

る
た
め
、
一
日
午
後
二
時
か
ら
水
間
建
設
部

長
を
中
心
に
実
情
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
製

鉄
業
者
が
「
鉄
筋
は
不
足
し
て
い
な
い
。
電

話
一
本
で
届
け
る
」
と
説
明
し
て
い
る
の
に

対
し
建
設
業
者
は
「
一
日
現
在
の
製
鉄
工

場
、
販
売
店
の
鉄
筋
量
は
百
㌧
足
ら
ず
で
あ

り
、
不
足
し
て
い
る
」
と
数
字
を
あ
げ
て
反

論
、
那
覇
市
に
よ
る
鉄
筋
の
現
物
支
給
を
強

く
要
望
し
て
い
る
。

　

一
方
、
民
間
の
建
築
を
請
け
負
っ
て
い
る

建
設
業
者
の
間
か
ら
「
鉄
筋
を
買
う
の
に
苦

労
す
る
。
工
期
は
遅
れ
る
し
、
計
画
的
な
作

業
も
で
き
ず
損
失
が
増
大
し
て
い
る
」
と
の

声
が
強
く
、
建
築
単
価
の
引
き
上
げ
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。

　

那
覇
市
は
、
本
土
政
府
援
助
が
拡
大
さ
れ

る
に
つ
れ
て
予
算
の
計
画
的
な
執
行
が
重
要

で
あ
り
、
工
事
が
遅
れ
ば
本
土
政
府
援
助
に

も
悪
い
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
沖
縄
で
は
年

間
、
約
八
万
㌧
の
鉄
筋
が
必
要
で
あ
り
、
毎

月
六
百
五
十
㌧
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
工
事
に

支
障
が
生
じ
る
。
現
在
の
在
庫
量
が
建
設
業

者
の
調
査
し
た
百
㌧
足
ら
ず
で
あ
れ
ば
公
共

工
事
が
ス
ト
ッ
プ
、
工
期
が
遅
れ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
み
て
お
り
、
水
間
建
設
部
長

の
調
査
を
基
礎
に
鉄
筋
の
直
接
輸
入
に
ふ
み
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切
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

水
間
建
設
部
長
の
話　

鉄
筋
、
建
設
業
者

の
主
張
が
違
う
の
で
調
査
す
る
。
公
共
建
て

物
の
完
成
が
遅
れ
る
と
、
そ
れ
だ
け
市
民
に

不
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
予
算
執
行

の
能
力
が
な
い
と
い
う
理
由
で
本
土
政
府
援

助
も
削
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
般
民
家
の
建
築

費
の
値
上
が
り
に
も
結
び
つ
く
の
で
、
直
接

輸
入
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

ゴ
ミ
毎
日200

㌧
／
間
に
合
わ

ぬ
焼
却
炉

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
９
・
18
〕

　

首
里
弁
ケ
岳
ふ
も
と
の
ゴ
ミ
焼
却
の
煙
が

ふ
き
ん
の
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
あ
っ
て
苦
情
が
絶
え
ず
、
対
策
に
頭
を

痛
め
て
い
る
。
ゴ
ミ
処
理
場
の
煤
煙
に
悩
ま

さ
れ
る
首
里
四
町
の
自
治
会
は
市
に
根
本
的

な
対
策
を
求
め
る
た
め
さ
っ
そ
く
署
名
運
動

を
展
開
し
て
い
る
が
、
ぼ
う
大
な
排
出
量
の

チ
リ
を
焼
却
す
る
に
は
施
設
が
狭
く
、
那
覇

市
に
と
っ
て
余
り
い
い
ち
え
は
な
さ
そ
う
。

露
天
焼
き
や
め
て
！
／
首
里
四
町
が
署

名
運
動

　

那
覇
市
の
ゴ
ミ
排
出
量
は
五
年
前
百
六
十

㌧
と
推
定
、
首
里
の
焼
却
炉
と
コ
ン
ポ
ス
ト

工
場
で
充
分
処
理
で
き
る
予
想
だ
っ
た
。
そ

し
て
安
謝
新
港
の
建
設
に
と
も
な
い
安
謝
の

露
天
焼
却
炉
を
閉
鎖
し
、
首
里
の
焼
却
炉
で

八
月
一
日
か
ら
焼
き
は
じ
め
た
。

　

現
在
一
日
の
ゴ
ミ
排
出
量
は
二
百
二
十
㌧

か
ら
二
百
四
十
㌧
、
コ
ン
ポ
ス
ト
が
八
時
間

の
二
交
代
で
百
二
十
㌧
し
か
処
理
で
き
ず
、

残
り
の
百
㌧
以
上
を
露
天
焼
き
と
焼
却
炉
で

処
理
し
て
お
り
、
施
設
で
の
処
理
は
全
く
お

手
上
げ
の
状
態
。

　

お
ま
け
に
鳥
堀
町
、
赤
田
町
、
崎
山
町
の

住
民
は
、
弁
ケ
岳
の
ゴ
ミ
処
理
場
の
煤
煙
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
煤
煙
の
被

害
と
臭
気
は
ひ
ど
く
な
り
、
周
辺
の
畑
で
は

農
作
業
が
で
き
な
い
と
か
、
喘
息
患
者
が
増

加
し
て
い
る
な
ど
市
民
の
苦
情
が
続
出
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
生
活
を
お
び
や
か
す
チ
リ

焼
き
煤
煙
を
し
め
出
せ
と
首
里
の
四
カ
自
治

会
は
、
鳥
堀
町
自
治
会
会
長
久
高
友
敏
氏
を

中
心
に
、
八
月
十
六
日
か
ら
露
天
焼
却
中
止

の
署
名
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
二
十
一
日

に
は
、
崎
山
公
民
館
に
平
良
市
長
を
招
き
実

情
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
自
治
会
員
の
連
署

で
も
っ
て
陳
情
文
を
提
出
す
る
予
定
。

　

平
良
市
長
は
「
焼
却
炉
を
建
設
し
た
当
時

の
ゴ
ミ
の
排
出
量
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
お

り
、
こ
の
分
で
は
ど
う
し
て
も
あ
と
一
基
の

焼
却
炉
が
必
要
と
な
る
。
し
か
も
現
在
使
用

中
の
炉
も
一
年
に
一
回
は
点
検
や
修
理
が
必

要
な
の
で
早
急
に
対
策
を
た
て
た
い
。
一
基

新
設
す
る
の
に
は
百
万
㌦
近
い
資
金
が
い
る

の
で
資
金
手
当
て
の
見
通
し
を
た
て
た
上
で

な
い
と
い
ま
の
と
こ
ろ
ど
う
と
も
い
え
な

い
」
と
チ
リ
問
題
に
は
頭
の
痛
い
表
情
。
ゴ

ミ
焼
却
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
九
月
定
例

議
会
に
、
重
機
購
入
費
と
し
て
一
万
㌦
、
二

十
人
の
職
員
増
の
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

久
高
鳥
堀
自
治
会
長
の
話　

市
内
で
排
出

さ
れ
る
ゴ
ミ
が
ぼ
う
大
な
も
の
で
、
こ
れ
を

焼
却
炉
と
か
で
化
学
処
理
を
す
る
と
い
う
基

本
的
な
考
え
方
に
反
対
で
は
な
い
。
し
か

し
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な
る
も
の
は
時
代
遅
れ
で
、

私
は
予
算
計
上
さ
れ
て
き
た
と
き
か
ら
反
対

し
て
き
た
。
肥
料
を
作
る
な
ど
と
い
っ
て
農

民
や
市
民
を
あ
ざ
む
く
た
め
の
も
の
に
す
ぎ

な
か
っ
た
の
だ
。
こ
う
問
題
が
多
く
て
は
お

そ
ら
く
他
市
町
村
へ
の
移
転
も
考
え
ら
れ
な

い
。
現
在
の
コ
ン
ポ
ス
ト
を
処
分
す
る
と
か

の
え
い
だ
ん
で
も
っ
て
将
来
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん

適
応
す
る
大
型
の
焼
却
炉
を
設
置
し
て
も
ら

い
た
い
。

那
覇
市
会
／
市
場
問
題
で
大
荒

れ
／
ヤ
ジ
、
怒
号
で
議
事
中

断
／
平
良
市
長
／
土
地
収
用

を
示
唆

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
９
・
20
〕

　

開
会
中
の
第
百
十
五
回
那
覇
市
定
例
議
会

の
一
般
質
問
は
、
二
十
日
午
前
十
時
か
ら
行

な
わ
れ
た
が
、
注
目
の
牧
志
公
設
市
場
移
転

問
題
で
、
市
当
局
と
野
党
間
で
激
し
い
や
り

と
り
が
行
な
わ
れ
、
傍
聴
に
押
し
か
け
た
移

転
反
対
者
が
騒
ぐ
な
ど
、
議
場
は
ヤ
ジ
と
怒

号
で
、
議
事
が
一
時
中
断
す
る
ほ
ど
大
荒
れ

に
荒
れ
た
。
平
良
市
長
は
、
野
党
議
員
の
質

問
に
答
え
て
「
移
転
の
で
き
な
い
原
因

は
、
前
市
長
時
代
に
業
者
や
野
党
の
声
を
無

視
し
て
、
当
時
の
与
党
が
強
硬
に
市
場
を
建

設
し
た
こ
と
に
あ
る
。
問
題
は
事
態
を
ど
う

収
拾
す
る
か
で
あ
り
、
過
去
の
い
き
が
か
り

を
捨
て
、
み
な
さ
ん
に
も
責
任
の
一
端
が
あ

る
こ
と
を
謙
虚
に
反
省
し
て
ほ
し
い
」
と
前

置
き
、
現
市
場
の
改
築
と
新
市
場
の
開
設
を

同
時
に
す
る
ほ
か
な
い
と
い
う
市
当
局
の
考

え
を
強
調
。
現
市
場
の
地
主
が
土
地
の
再
貸

借
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
に
た
い
し
て
は

「
地
主
説
得
の
確
信
が
あ
る
」
と
の
べ
た

が
、
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
場
合
は
土
地
収

用
法
の
適
用
も
あ
り
得
る
こ
と
を
暗
に
示
唆

し
注
目
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
質
問
第
一
陣
に
は
、
友
利
議
員

（
公
明
会
）
が
立
ち
「
最
近
社
大
党
が
〝
復
帰

優
先
論
〟
を
と
な
え
て
い
る
が
市
長
の
復
帰

の
姿
勢
は
ど
う
か
」
と
追
及
し
た
の
に
対
し
、

平
良
市
長
は
「
核
抜
き
、
本
土
並
み
が
原
則

だ
が
、
基
地
を
一
掃
し
な
い
限
り
復
帰
し
な

い
と
い
う
の
は
適
当
で
は
な
い
と
思
う
。

こ
れ
は
社
大
党
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
全

県
民
の
意
思
を
統
一
し
て
や
る
必
要
が
あ
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る
」
と
、
Ｂ
52
撤
去
や
原
潜
反
対
の
闘
争
を

同
時
に
す
す
め
る
必
要
性
を
強
調
し
な
が
ら

も
、
復
帰
を
優
先
さ
せ
る
姿
勢
を
ほ
の
め
か

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
友
利
議
員
は
「
核
抜
き
こ

そ
絶
対
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
安
保

や
基
地
撤
去
よ
り
復
帰
を
優
先
さ
せ
る
こ
と

は
誤
り
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
復
帰
す
る
の

は
平
和
憲
法
の
も
と
に
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
基
地
撤
去
は
そ
の
原
則
的
条
件
」
と
公

明
会
の
立
場
を
強
調
し
た
。

　

つ
い
で
新
政
会
の
金
城
重
正
議
員
が
平
良

市
長
の
政
治
姿
勢
を
「
八
方
美
人
の
野
良
犬

市
政
」
と
決
め
つ
け
、
市
場
問
題
を
激
し
く

追
及
し
た
が
、
新
市
場
移
転
に
反
対
す
る
業

者
約
三
百
人
が
傍
聴
席
か
ら
激
し
く
ヤ
ジ
と

怒
号
を
あ
び
せ
か
け
、
議
事
が
一
時
中
断
す

る
な
ど
騒
然
と
な
っ
た
。

　

金
城
議
員
は
「
六
月
議
会
で
の
約
束
を
ホ

ゴ
に
し
た
こ
と
は
議
会
軽
視
も
は
な
は
だ

し
く
許
せ
な
い
。
な
ぜ
移
転
で
き
な
い
の

か
。
一
万
六
千
㌦
も
の
改
築
予
算
を
組
ん
で

あ
る
が
、
地
主
と
の
話
し
合
い
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
二
十
日
の
新
聞
で
、
地
主
は
早

急
に
土
地
を
返
す
よ
う
声
明
を
出
し
て
い

る
。
裁
判
に
持
ち
こ
ま
れ
れ
ば
何
年
か
か
る

か
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
予
算
の
執
行

は
で
き
な
い
。
一
体
ど
う
す
る
か
」
と
、
市

当
局
を
追
及
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
平
良
市
長
は
「
移
転
で
き

な
い
原
因
は
前
市
長
時
代
に
業
者
や
野
党
の

反
対
意
見
を
無
視
し
て
新
市
場
建
築
を
強
行

し
た
こ
と
に
あ
る
。
前
市
長
の
ま
い
た
混
乱

の
タ
ネ
を
一
方
的
に
刈
り
取
れ
と
追
及
さ
れ

る
の
は
心
外
だ
。
み
な
さ
ん
に
も
同
時
に
責

任
の
あ
っ
た
こ
と
を
け
ん
き
ょ
に
反
省
し
こ

ん
ご
、
ど
の
よ
う
に
し
て
問
題
を
解
決
す
べ

き
か
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
地
主
の
説
得

に
確
信
を
持
っ
て
い
る
。
本
土
で
も
こ
う
い

う
場
所
の
土
地
が
公
益
上
大
き
な
制
限
を
受

け
て
い
る
場
合
が
多
い
」
と
の
べ
、
地
主
と

の
折
り
合
い
が
ど
う
し
て
も
つ
か
な
い
場
合

に
は
土
地
収
用
法
適
用
も
考
え
る
こ
と
を
示

唆
し
た
。

　

こ
の
間
傍
聴
席
の
反
対
業
者
は
金
城
議
員

の
発
言
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
激
し
い
ヤ
ジ
を
と

ば
し
、
ま
た
、
市
長
の
答
弁
に
は
激
し
い
拍
手

を
送
る
な
ど
議
場
内
は
大
荒
れ
に
荒
れ
、
野

党
議
員
の
中
か
ら
「
こ
れ
で
は
審
議
不
可
能

だ
。
議
長
職
権
で
議
場
を
整
理
せ
よ
」
と
の

怒
号
が
と
ぶ
な
ど
議
事
が
一
時
中
断
す
る
ほ

ど
だ
っ
た
。　

〝
議
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
〟
／
公

設
市
場
問
題
／
市
長
答
弁
に

野
党
怒
る

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
９
・
21
〕

　

牧
志
公
設
市
場
問
題
で
紛
糾
を
続
け
る
那

覇
市
議
会
は
、
二
十
日
の
午
後
も
野
党
新
政

会
の
市
当
局
追
及
質
問
が
行
な
わ
れ
た
。
だ

が
、
午
後
五
時
四
十
分
喜
舎
場
盛
一
議
員
が

「
な
ぜ
六
月
議
会
で
の
約
束
を
ホ
ゴ
に
し
新

市
場
を
開
設
で
き
な
い
の
か
。
も
っ
と
具
体

的
な
責
任
あ
る
回
答
を
せ
よ
」
と
迫
っ
た
の

に
対
し
、
平
良
市
長
が
「
業
者
が
反
対
し
強

制
的
な
移
転
は
不
可
能
だ
」
と
簡
単
に
答
え

た
た
め
「
回
答
が
お
ざ
な
り
で
議
会
軽
視
も

は
な
は
だ
し
い
」
と
野
党
新
政
会
が
怒
り
出

し
、
同
会
の
比
嘉
佑
直
議
員
を
残
し
、
十
二

人
の
議
員
全
員
が
退
場
し
た
。

　

傍
聴
席
か
ら
「
審
議
を
放
棄
す
る
の
か
」

「
責
任
を
と
れ
」な
ど
激
し
い
ヤ
ジ
を
あ
び
な

が
ら
退
場
し
た
新
政
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
議

長
室
に
集
ま
っ
て
今
後
の
対
策
を
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
業
者
の
誤
解
を
と
く
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
我
那
覇
生
吉
市
場
連
合
会
会
長
ら

業
者
代
表
を
委
員
会
室
に
招
き
、
新
政
会
の

立
場
を
説
明
し
た
。

　

席
上
、
金
城
重
正
同
会
幹
事
長
は
「
わ
れ
わ

れ
は
市
場
改
築
の
た
め
の
予
算
を
絶
対
に
通

さ
な
い
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま

た
現
業
者
を
強
制
的
に
で
も
移
転
さ
せ
よ
と

い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
問
題
は
、
市
長
が

六
月
議
会
で
は
っ
き
り
移
転
を
約
束
、
市
長

の
責
任
で
予
算
を
組
ん
で
い
な
が
ら
、
い
ま

に
な
っ
て
約
束
を
平
気
で
破
っ
て
い
る
。
こ

の
市
長
の
議
会
軽
視
の
態
度
が
問
題
で
あ
っ

て
、
市
場
の
移
転
が
問
題
で
は
な
い
」
と
は

じ
め
て
柔
軟
な
態
度
を
示
し
、
「
な
に
が

な
ん
で
も
新
市
場
だ
け
で
や
れ
と
い
う
態
度

で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
二
十
一
日
か

ら
は
議
案
審
議
に
応
ず
る
」
こ
と
を
表
明
し

た
。
だ
が
、
こ
の
日
は
と
う
と
う
最
後
ま
で

本
会
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
議
会
は
新
政
会
不

在
の
ま
ま
午
後
七
時
に
閉
会
し
た
。

　

一
方
、
反
対
派
の
お
ば
さ
ん
た
ち
業
者
百

二
十
余
人
は
「
こ
れ
で
ど
う
や
ら
市
側
の
議

会
乗
り
切
り
の
見
通
し
が
つ
い
た
。
し
か
し

問
題
は
地
主
だ
」
と
し
て
、
さ
っ
そ
く
「
市

場
移
転
反
対
」
「
市
場
敷
き
地
は
あ
く
ま
で

守
る
」
な
ど
を
書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に

手
に
地
主
の
一
人
那
覇
市
樋
川
〇
〇
の
上
岡

〇
〇
〇
氏
の
家
に
押
し
か
け
た
。
あ
い
に
く

上
岡
氏
宅
は
ヨ
ロ
イ
戸
が
降
り
応
対
に
で
な

い
た
め
、
玄
関
前
に
陣
ど
っ
た
一
行
は
、
我

那
覇
・
牧
志
公
設
市
場
連
合
会
長
が
ス
ピ
ー

カ
ー
で
「
生
活
権
の
か
か
っ
て
い
る
私
た
ち

の
要
求
は
よ
く
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
は
ず

の
上
岡
先
生
が
、
新
聞
紙
上
声
明
を
出
し
た

こ
と
を
疑
問
に
感
ず
る
。
き
っ
と
土
地
は
貸

し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。
そ
れ
が
受
け

入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
も
戦
う
」

と
お
ど
し
た
り
、
す
か
し
た
り
の
呼
び
か

け
、
さ
ら
に
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
を
三
唱
し
て

気
勢
を
あ
げ
た
。
現
場
は
開
南
大
通
り
に
面

し
て
い
る
だ
け
に
、
た
ち
ま
ち
ヤ
ジ
ウ
マ
が
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た
か
っ
て
と
お
り
が
か
り
の
人
を
び
っ
く
り

さ
せ
た
が
、
わ
ず
か
十
五
分
く
ら
い
で
引
き

上
げ
た
。

〝
西
市
場
改
築
は
推
進
〟
／
市
当

局
が
見
解
を
表
明
／
那
覇
市

議
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
９
・
22
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
三
日
目
の
二
十

一
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
が
開
か

れ
、
二
十
二
の
議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
行
な

わ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
罵
声
や
怒
号
の
二
十
日
の
一

般
質
問
と
は
う
っ
て
か
わ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に

審
議
が
行
な
わ
れ
た
。

総
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
発
、
西
市

場
改
築
の
た
め
の
調
査
設
計
費
な
ど
を
含
む

追
加
更
正
予
算
を
め
ぐ
る
質
疑
の
中
で
、
市

当
局
は
、
「
最
終
的
に
は
土
地
収
用
法
の

適
用
も
あ
り
う
る
」
と
答
え
、
西
市
場
改
築

に
つ
い
て
は
す
で
に
態
度
を
決
定
、
こ
れ
を

あ
く
ま
で
も
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

ま
た
、
新
政
会
の
金
城
重
正
、
又
吉
久
正
両

議
員
の
「
地
主
は
土
地
の
返
還
要
求
を
迫
っ

て
お
り
、
前
市
長
と
取
り
か
わ
し
た
い
覚
え

書
き
な
ど
を
た
て
に
裁
判
問
題
に
発
展
す
る

可
能
性
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え
ら
れ
る
が
、
市

は
勝
つ
自
信
が
あ
る
か
」
と
質
し
た
の
に
対

し
て
も
、「
覚
え
書
き
は
、
道
義
的
に
は
問
題

が
あ
ろ
う
が
、
法
律
的
に
は
何
ら
の
拘
束
を

も
う
け
る
も
の
で
は
な
い
し
、
法
律
的
に
土

地
賃
貸
借
続
行
中
で
あ
る
」
と
強
い
態
度
を

示
し
た
。
さ
ら
に
、
前
田
第
二
助
役
は
、「
公

共
の
た
め
必
要
で
あ
る
な
ら
、
土
地
収
用
の

適
用
が
考
え
ら
れ
る
し
、
市
場
は
行
政
法
上

そ
の
対
象
に
さ
れ
る
」
と
答
え
る
な
ど
、
市

当
局
の
見
解
を
明
確
に
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
二
十
二
議
案
中
、
二
件
が
即

決
さ
れ
残
り
の
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
午
後
二
時
本
会
議
を
終
え

た
。

　

な
お
、
次
の
本
会
議
は
二
十
六
日
行
な
わ

れ
る
。

西
市
場
設
計
費
を
採
択
／
市
当

局
〝
地
主
説
得
に
自
信
〟
／

議
会
三
委
員
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
９
・
25
〕

　

那
覇
市
議
会
は
二
十
四
日
、
総
務
、
建
設
、

経
済
民
生
教
育
の
三
委
員
会
を
開
き
、
総
務

委
員
会
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
総

合
開
発
調
査
費
、
西
市
場
調
査
設
計
費
な
ど

を
含
む
追
加
更
正
予
算
案
（
三
九
万
㌦
余
）

原
案
通
り
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

二
十
三
日
も
休
日
を
返
上
し
て
建
設
、
経

民
両
委
員
会
で
市
当
局
が
総
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
開
発
の
た
め
の
総
工
費
七
十
万

㌦
の
確
保
を
西
市
場
の
地
主
を
説
得
す
る
自

信
が
あ
る
と
の
答
弁
を
得
て
全
会
一
致
で
採

択
し
て
お
り
、
二
十
六
日
の
本
会
議
で
も
原

案
通
り
可
決
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

軍
用
地
、
国
県
有
地
の
開
放
要

請
を
決
議
／
那
覇
市
議
会
閉

幕〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
９
・
26
〕

　

さ
る
十
八
日
開
会
し
た
第
一
一
五
回
那
覇

市
議
会
は
、
二
十
六
日
予
定
の
本
会
議
を
台

風
接
近
の
た
め
二
十
五
日
午
後
二
時
に
く
り

あ
げ
て
開
き
、
議
案
二
十
一
、
諮
問
一
、
陳

情
五
、
決
議
案
二
つ
を
採
択
、
同
日
午
後
五

時
す
ぎ
八
日
間
に
わ
た
る
全
日
程
を
終
了
し

て
閉
会
し
た
。

　

今
議
会
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
る
公
設
市

場
の
改
築
の
た
め
の
調
査
設
計
費
が
計
上
さ

れ
た
予
算
案
の
提
出
で
開
会
第
一
日
目
は
、

市
場
連
合
会
の
人
た
ち
約
三
百
人
が
押
し
か

け
議
事
が
一
時
中
断
す
る
な
ど
緊
迫
し
た
が

各
委
員
会
、
二
十
五
日
の
本
会
議
と
全
議
案

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
る
と
い
う
あ
っ
け

な
い
幕
切
れ
で
あ
っ
た
。

　

と
く
に
市
場
問
題
に
関
し
て
は
、
野
党
側

は
、
平
良
市
長
の
構
想
は
〝
マ
マ
ゴ
ト
〟
に

す
ぎ
な
い
、
と
し
て
き
び
し
く
追
及
す
る
構

え
を
み
せ
て
い
た
が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
総
合
開
発
の
た
め
の
七
十
万
㌦
の
予
算

と
用
地
の
獲
得
に
自
信
が
あ
る
、
と
の
答
弁

を
得
た
だ
け
に
終
わ
っ
た
。
開
会
前
、
市
長

不
信
任
、
議
会
解
散
か
、
と
い
わ
れ
た
問
題

に
し
て
は
、
内
容
の
う
す
い
議
会
に
終
わ
っ

た
。

　

な
お
、「
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
用
地
等
軍

使
用
土
地
の
解
決
に
関
す
る
要
請
決
議
」「
那

覇
市
に
お
け
る
国
県
有
地
の
民
移
管
に
関
す

る
要
請
決
議
」
は
危
険
を
は
ら
む
ば
か
り
で

な
く
、
都
市
計
画
上
大
き
な
障
害
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
も
の
で
、
高
等
弁
務
官
、
行
政

主
席
、
立
法
院
議
長
あ
て
送
付
さ
れ

る
。
両
決
議
案
の
要
旨
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

【
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
用
地
等
軍
使
用
土

地
の
解
決
に
関
す
る
要
請
決
議
要
旨
】

　

那
覇
市
に
お
け
る
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク

を
は
じ
め
軍
使
用
土
地
は
市
全
面
積
の
三
分

の
一
に
達
し
、
都
市
計
画
上
大
き
な
障
害
と

な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
と
く
に
与
儀

ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
は
住
居
地
域
に
隣
接
し
て

い
る
た
め
危
険
を
伴
い
、
い
つ
い
か
な
る
事

態
が
発
生
す
る
か
予
測
で
き
な
い
も
の
が
あ

り
市
民
生
活
を
極
度
に
不
安
に
お
と
し
い
れ

て
い
る
。
よ
っ
て
、
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク

用
地
マ
ー
ニ
ン
グ
社
使
用
土
地
及
び
米
軍
住

宅
地
域
等
軍
使
用
土
地
の
す
み
や
か
な
る
解

放
を
強
く
要
請
す
る
。

【
那
覇
市
に
お
け
る
国
県
有
地
の
民
移

管
に
関
す
る
要
請
決
議
要
旨
】
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那
覇
市
に
は
八
十
三
万
余
坪
の
国
県
有
地

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
土
地
は
米
国
民
政
府

の
管
理
下
に
お
か
れ
、
都
市
建
設
計
画
の
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ

れ
は
こ
れ
ら
の
国
県
有
地
を
す
み
や
か
に
民

に
移
管
し
、
近
代
的
町
づ
く
り
に
使
用
で
き

る
よ
う
強
く
要
請
る
。

業
者
二
百
人
焼
け
出
さ
れ
る
／

35
む
ね
を
全
半
焼
／
移
転
問

題
か
ら
み
放
火
か
／
公
設
市

場
の
火
事

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
10
・
20
〕

　

牧
志
商
店
街
の
中
心
地
に
あ
る
牧
志
公
設

市
場
の
店
舗
は
火
災
で
が
れ
き
と
化
し
た
。

む
ね
続
き
で
木
造
建
て
の
た
め
、
火
の
回
り

が
早
く
、
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
が
全
焼
。
業
者

約
二
百
人
が
焼
け
出
さ
れ
た
。
第
三
日
曜
日

は
公
設
市
場
が
休
み
だ
っ
た
こ
と
と
、
市
内

の
小
、
中
学
校
で
運
動
会
が
催
さ
れ
た
た
め
、

ほ
と
ん
ど
の
業
者
が
店
じ
ま
い
を
し
、
内
部

に
置
い
て
あ
っ
た
衣
料
品
や
食
料
品
を
持
ち

出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
被
害
額
は
か

な
り
の
額
に
な
り
そ
う
。
同
公
設
市
場
は
移

転
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
い
ぜ
ん
移
転
賛
成
派

と
反
対
派
の
対
立
が
激
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

放
火
の
疑
い
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え
ら
れ
、
那

覇
署
が
関
係
者
を
呼
ん
で
事
情
を
聞
い
て
い

る
。
幸
い
ケ
ガ
人
は
い
な
か
っ
た
。

　

早
く
恒
久
市
場
作
る
／
那
覇
市

　

火
事
は
同
日
午
後
一
時
四
十
五
分
ご
ろ
発

生
し
た
。
こ
の
日
、
市
場
内
に
は
四
百
五
十

四
業
者
の
う
ち
、
三
十
業
者
が
店
開
き
し
て

い
た
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
の
店
は
雨
戸
を
降

ろ
し
て
い
た
。
火
が
北
側
衣
料
品
店
付
近
の

中
か
ら
出
た
た
め
発
見
が
遅
れ
、
通
報
と
同

時
に
那
覇
消
防
署
か
ら
消
防
車
十
二
台
と
軍

消
防
車
が
出
動
し
た
が
、
火
は
た
ち
ま
ち
ほ

か
の
む
ね
に
延
焼
し
た
。

　

ま
た
火
災
現
場
が
平
和
通
り
前
交
番
所
か

ら
少
し
奥
に
は
い
っ
た
商
店
街
で
あ
る
た
め

日
曜
日
の
買
い
物
各
や
ヤ
ジ
馬
で
ご
っ
た
返

し
、
消
防
車
も
思
う
よ
う
に
現
場
に
近
づ
く

こ
と
が
で
き
ず
に
立
ち
往
生
し
、
消
化
作
業

に
支
障
を
き
た
し
た
。
お
よ
そ
二
時
間
も
燃

え
続
け
同
午
後
三
時
半
ご
ろ
消
え
た
。

　

運
動
会
に
行
っ
て
い
た
人
た
ち
も
知
ら
せ

を
受
け
て
か
け
つ
け
て
き
た
が
、
焼
け
落
ち

て
見
る
か
げ
も
な
い
店
舗
に
た
だ
ぼ
う
然
と

立
ち
す
く
む
ば
か
り
。
わ
ず
か
に
市
場
の
一

番
外
側
で
店
舗
を
開
い
て
い
る
人
が
よ
う
や

く
品
物
を
も
ち
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

市
場
は
中
央
に
中
廊
下
が
通
り
、
北
側
が

お
米
、
カ
ツ
オ
、
野
菜
、
衣
料
品
を
取
り
扱

い
、
南
側
が
お
も
に
鮮
魚
、
肉
市
場
に
な
っ

て
い
た
。
火
は
北
側
の
五
む
ね
と
六
む
ね
の

仲
尾
次
〇
〇
さ
ん
（
五
八
）
の
衣
料
品
店
付

近
か
ら
出
た
よ
う
だ
。

　
　

〔
中
略
〕

　

牧
志
公
設
市
場
の
火
災
に
つ
い
て
、
那
覇

市
は
、
同
日
午
後
四
時
か
ら
緊
急
部
長
会
議

を
開
い
て
対
策
を
検
討
し
た
結
果
、
①
被
災

者
に
た
い
し
て
は
市
の
条
例
な
ど
に
照
ら
し

て
緊
急
に
救
済
措
置
を
す
る
②
焼
け
た
市
場

の
再
建
に
つ
い
て
は
緊
急
措
置
と
し
て
開
南

か
ら
大
洋
劇
場
前
に
抜
け
る
道
路
に
仮
市
場

を
つ
く
り
③
現
在
地
に
は
恒
久
市
場
の
建
設

を
進
め
る―

こ
と
を
決
め
た
。

　

火
災
発
生
後
間
も
な
く
、
平
良
那
覇
市

長
、
前
田
第
二
助
役
ら
市
当
局
幹
部
が
現
場

を
視
察
し
た
。
緊
急
会
議
の
あ
と
記
者
会
見

し
た
平
良
市
長
は
「
わ
ざ
わ
い
転
じ
て
福
と

な
す
と
い
う
意
気
込
み
で
、
現
市
場
に
改
善

工
事
を
進
め
た
い
」
と
の
方
針
を
明
ら
か
に

し
た
。

　

那
覇
市
と
し
て
は
開
南
か
ら
神
里
原
通
り

に
ぬ
け
る
道
路
が
現
在
遊
休
化
の
状
態
に
あ

る
の
で
、
そ
こ
に
仮
市
場
を
建
設
し
焼
け
た

現
市
場
は
、
こ
の
際
新
し
く
恒
久
施
設
に
つ

く
り
か
え
る
と
い
う
も
の
。
市
で
は
去
る
九

月
に
現
市
場
の
改
善
工
事
に
つ
い
て
議
会
の

承
認
を
得
て
、
調
査
費
二
万
㌦
と
設
計
費
一

万
六
千
㌦
を
計
上
し
て
い
た
。
そ
し
て
新
年

度
予
算
で
改
善
工
事
に
か
か
る
こ
と
に
し
、

来
年
六
月
ま
で
に
は
仮
市
場
を
つ
く
る
計
画

を
持
っ
て
い
た
。
平
良
市
長
は
「
こ
の
市
の

方
針
を
今
後
も
貫
く
」
と
い
う
も
の
で
、
た

だ
火
災
に
よ
り
仮
市
場
の
設
置
が
半
年
早
く

な
っ
た
だ
け
だ
と
説
明
し
て
い
る
。　

　

移
転
は
し
な
い
／
市
場
業
者

　

牧
志
公
設
市
場
の
火
災
で
被
害
に
あ
っ
た

市
場
業
者
お
よ
そ
三
百
余
人
は
鎮
火
後
、
市

場
横
の
通
り
で
、
す
ぐ
集
会
を
開
き
、
災
害

対
策
と
こ
の
火
事
で
新
た
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
て
き
た
「
西
公
設
市
場
」
へ
の
移
転
問

題
、
そ
し
て
紛
糾
す
る
と
思
わ
れ
る
地
主
や

市
当
局
と
の
既
得
の
営
業
権
を
め
ぐ
っ
て
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　

こ
の
集
会
で
、
公
設
市
場
連
合
会
会
長
、
我

那
覇
生
吉
氏
（
五
六
）
は
「
警
察
側
の
火
事

原
因
調
査
が
終
わ
り
し
だ
い
、
精
肉
、
鮮
魚
、

食
料
な
ど
全
組
合
員
が
一
致
団
結
し
て
復
旧

作
業
に
と
り
か
か
り
、
被
災
業
者
が
一
刻
も

早
く
営
業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ほ
し
い
」
と
強
調
、
西
公
設
市
場
へ

の
移
転
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
反
対
業
者

が
三
百
六
十
五
人
、
賛
成
派
（
衣
料
・
食
料

品
業
者
ら
）
八
十
九
人
だ
が
、
連
合
会
と
し

て
は
移
転
に
断
固
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い

る
。
な
お
、
被
災
業
者
た
ち
は
①
公
設
市
場

の
建
て
物
が
市
当
局
の
も
の
で
あ
る
こ
と
②

土
地
は
地
主
の
所
有
で
土
地
明
け
渡
し
を
要

請
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と―

な
ど
か
ら
、

生
活
を
守
る
た
め
に
、
一
致
団
結
し
て
既
得

の
営
業
権
を
守
り
、
移
転
や
土
地
明
け
渡
し

に
反
対
し
て
い
く
と
い
う
。
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一
方
、
公
設
市
場
の
三
人
の
地
主
の
う
ち

上
岡
〇
〇
〇
氏
（
勉
強
堂
土
地
事
務
所
経

営
）
は
、こ
の
火
災
に
つ
い
て
「
土
地
は
、
現

在
市
当
局
に
貸
し
て
あ
る
の
で
、
私
は
、
直

接
市
場
業
者
と
の
関
係
は
な
い
。
土
地
の
問

題
は
、
こ
の
火
事
が
放
火
で
あ
ろ
う
と
過
失

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
火
災
に
よ
っ
て

自
然
に
土
地
は
返
還
さ
れ
た
も
の
と
解
し
て

い
る
。
土
地
を
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
家
族
と
も
話
し
合
い
、
常
識
と
法

律
に
の
っ
と
っ
て
正
し
い
解
決
を
し
て
い
き

た
い
」
と
い
っ
て
い
る
。

開
南―

神
里
原
通
り
に
仮
市
場

／
那
覇
市
／
被
災
者
対
策
協

議〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
10
・
21
〕

　

那
覇
市
は
、
二
十
日
午
前
十
時
半
か
ら
市

議
会
与
党
議
員
、
那
覇
市
市
場
連
合
会
（
我

那
覇
生
吉
会
長
）
役
員
を
ま
じ
え
た
緊
急
部

長
会
議
を
開
き
、
十
九
日
の
大
火
で
四
百
五

十
七
業
者
中
二
百
二
十
五
人
が
焼
け
出
さ
れ

て
お
り
、
当
面
の
救
援
対
策
、
現
在
推
進
中

の
西
市
場
改
修
に
伴
う
工
事
計
画
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

　

そ
の
結
果
❶
被
災
者
に
対
す
る
法
律
上
、

条
例
上
の
損
害
賠
償
の
義
務
は
な
い
が
、
被

災
者
の
ほ
と
ん
ど
が
商
品
と
か
陳
列
棚
を
焼

失
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
再
起
の
た
め
の

市
中
銀
行
や
大
衆
金
庫
か
ら
の
借
り
入
れ
に

つ
い
て
は
市
も
あ
っ
せ
ん
す
る
❷
仮
市
場
は

今
年
中
に
開
設
を
予
定
し
て
い
た
が
、
開
南

か
ら
神
里
原
に
通
ず
る
新
設
の
道
路
に
一
週

間
内
に
着
工
、
完
成
ま
で
の
約
三
週
間
は
、
焼

け
残
っ
た
精
肉
、
鮮
魚
売
場
を
補
修
し
て
使

用
す
る
❸
西
市
場
の
改
修
工
事
は
来
年
六
月

の
予
算
議
会
を
目
標
に
調
査
設
計
費
を
計
上

し
て
い
た
が
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
着
工
で

き
る
よ
う
建
設
部
長
を
中
心
に
調
査
、
設
計

案
の
作
成
に
取
り
か
か
る
❹
火
災
の
原
因
究

明
を
徹
底
す
る
よ
う
関
係
当
局
に
申
し
入
れ

る
、
な
ど
を
決
定
し
た
。

　

連
合
会
側
は
、
当
初
火
災
現
場
の
西
市
場

内
に
自
力
で
も
仮
市
場
を
建
設
し
た
い
と
の

意
向
を
示
し
て
い
た
が
、
こ
の
会
議
の
結

果
、
水
間
建
設
部
長
の
陣
頭
指
揮
の
下
に
復

旧
作
業
、
仮
市
場
建
設
に
あ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。

仮
市
場
予
算
を
可
決
／
那
覇
市

臨
時
議
会

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
６
９
・
10
・
23
〕

　

那
覇
市
の
臨
時
議
会
は
二
十
三
日
午
前
十

時
か
ら
十
八
議
員
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

会
期
は
一
日
、
議
案
も
火
災
で
焼
け
出
さ
れ

た
牧
志
西
公
設
市
場
の
業
者
、
約
三
百
六
十

人
を
収
容
す
る
た
め
計
画
し
た
仮
市
場
建
設

に
関
す
る
追
加
更
正
予
算
（
四
万
二
千
八
百

三
十
七
㌦
）
だ
け
。
零
時
四
〇
分
新
政
会
の

反
対
を
押
し
切
り
十
対
六
で
原
案
可
決
し
た
。

　

午
前
中
の
質
疑
で
野
党
側
は
九
月
定
例
議

会
で
承
認
さ
れ
た
西
市
場
の
保
険
料
が
未
契

約
な
こ
と
と
仮
市
場
建
設
の
場
所
が
道
路
上

で
あ
る
こ
と
を
と
り
上
げ
て
市
を
追
及
し
た
。

　

又
吉
久
正
（
新
政
会
）
議
員
ら
は
①
九
月

定
例
議
会
か
ら
す
で
に
二
カ
月
に
も
な
ろ
う

と
い
う
の
に
火
災
保
険
が
未
契
約
な
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
、
契
約
高
の
四
千
㌦
は
市
民

負
担
に
な
ら
な
い
か
②
道
交
法―

都
計
法
に

照
ら
し
た
場
合
、
建
築
物
は
二
カ
月
以
内
に

道
路
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
建

築
で
き
な
い
。
す
で
に
完
成
し
て
い
る
道
路

に
仮
市
場
を
建
設
す
る
の
は
法
律
上
疑
義
が

あ
る
と
、
市
の
見
解
を
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
市
は
西
市
場
の
保
険
未
契
約

は
遺
憾
だ
。
九
月
二
十
六
日
に
議
会
事
務
局

か
ら
通
知
を
受
け
、
十
月
十
八
日
に
支
出
す

る
よ
う
に
し
て
い
た
。
行
政
事
務
の
遅
延
原

因
を
調
査
し
た
い
。
仮
市
場
建
設
予
定
地

は
、
す
で
に
道
路
が
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

道
理
の
占
有
使
用
に
な
る
。
建
築
基
準
法
に

は
か
か
ら
な
い
。
仮
市
場
が
あ
く
ま
で
仮
説

で
あ
る
と
説
明
。

　

な
お
那
覇
市
議
会
は
、
議
員
の
一
部
十
二

人
が
、
十
月
中
旬
に
本
土
視
察
旅
行
に
出
て

お
り
、
過
半
数
出
席
で
成
立
。

公
設
市
場
建
築
禁
止
の
仮
処
分

／
〝
覚
え
書
き
は
無
効
だ
〟

／
那
覇
市
／
地
裁
に
異
議
申

し
立
て

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
10
・
29
〕

　

那
覇
市
当
局
は
二
十
八
日
午
前
、
那
覇
地

裁
に
、
さ
き
に
同
地
裁
が
認
め
た
牧
志
公
設

市
場
火
災
跡
の
建
築
禁
止
仮
処
分
の
異
議
申

し
立
て
を
行
な
っ
た
。

　

地
主
の
上
岡
〇
〇
〇
が
申
請
し
た
仮
処
分

は
西
銘
前
市
長
と
上
岡
氏
の
間
で
か
わ
さ
れ

た
、
六
六
年
七
月
四
日
の
覚
え
書
き
に
基
づ

き
、
那
覇
市
の
公
設
市
場
借
地
権
は
さ
る
八

月
二
十
三
日
で
消
滅
し
て
い
る
の
で
、
火
災

跡
の
敷
き
地
に
い
っ
さ
い
の
建
て
物
の
増
改

築
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
。

　

こ
れ
に
対
し
市
側
（
本
永
寛
昭
弁
護
士
担

当
）
は
①
市
町
村
自
治
法
第
三
十
六
条
八
号

に
よ
る
と
、
市
の
権
利
の
放
棄
は
市
議
会
の

議
決
事
項
だ
が
、
西
銘
前
市
長
は
議
決
を
経

ず
し
て
借
地
権
を
放
棄
す
る
覚
え
書
き
を
交

付
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
覚
え
書
き
は
無

効
で
あ
る
②
公
設
市
場
の
設
置
ま
た
は
処
分

は
市
条
例
に
よ
り
議
会
の
議
決
が
必
要
だ
が

牧
志
公
設
市
場
の
廃
止
に
つ
い
て
は
ま
だ
議

決
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
西
銘

前
市
長
が
市
場
の
廃
止
を
必
然
的
に
伴
う
借

地
権
の
放
棄
ま
た
は
合
意
解
除
し
た
こ
と
は

条
例
違
反
で
無
効
で
あ
る
③
仮
処
分
は
火
災
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跡
に
仮
設
市
場
を
つ
く
る
緊
急
性
が
あ
る
と

認
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
市
は
焼
け
出
さ
れ

た
業
者
の
仮
設
市
場
計
画
は
別
の
と
こ
ろ
に

予
定
し
て
お
り
、
本
件
土
地
に
建
築
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
件
土

地
に
建
築
す
る
に
は
、
議
会
の
歳
入
歳
出
予

算
議
決
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
は
七
〇
年
六
月

の
予
算
議
会
で
し
か
提
案
し
な
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
火
災
跡
に
仮
設
市
場
を
つ
く
る

と
い
う
緊
急
性
や
必
然
性
は
全
く
な
い―
と

主
張
、
仮
処
分
を
直
ち
に
取
り
消
す
よ
う
要

求
し
て
い
る
。

第
二
公
設
市
場
、
入
居
者
決
ま

る〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
10
・
31
〕

　

移
転
賛
成
・
反
対
で
長
い
間
紛
糾
し
た
那

覇
市
第
二
公
設
市
場
（
牧
志
新
市
場
）
の
移

転
問
題
は
、
二
十
八
日
午
前
十
時
と
午
後
二

時
の
二
回
に
わ
た
る
抽
せ
ん
の
結
果
、
四
百

十
八
人
の
入
居
者
が
決
定
、
や
っ
と
け
り
が

つ
い
た
。

　

市
商
工
課
は
三
十
日
、
入
居
者
の
最
終
選

考
を
終
え
た
が
西
市
場
か
ら
の
入
居
希
望
者
、

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
の
と
き
の
立
ち
退
き
者
、

母
子
福
祉
家
庭
な
ど
二
百
四
十
業
者
を
優
先

入
居
さ
せ
、
残
り
の
百
八
十
四
の
小
間
数
に

対
し
、
七
百
七
十
人
が
応
募
す
る
と
い
う
四

倍
強
の
激
し
い
競
争
率
と
な
っ
た
。
各
階
の

業
種
は
▽
地
下
一
階
（
二
百
十
四
小
間
）―

精
肉
・
鮮
魚
な
ど
食
料
品
▽
地
上
一
階
（
百

七
十
一
小
間
）―

衣
料
、
家
具
類
な
ど
日
用

品
▽
地
上
二
階
（
三
十
三
小
間
）―

貴
金

属
、
民
芸
品
な
ど
大
手
業
種
と
な
っ
て
い

る
。

　

新
市
場
は
、
予
定
通
り
十
一
月
一
日
に
開

設
、
各
業
者
も
七
日
ま
で
に
は
開
店
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
が
、
七
日
に
は
開
設
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
る
。
市
商
工
課
で
も

各
業
者
が
早
め
に
開
店
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
。

地
主
側
の
仮
処
分
を
執
行
停
止

／
那
覇
地
裁
／
市
側
の
異
議

認
め
る
／
牧
志
公
設
市
場
問

題
／
覚
え
書
き
は
本
訴
訟
へ

〔
琉
新
・
朝　

１
９
６
９
・
11
・
２
〕

　

市
当
局
は
二
十
八
日
、
牧
志
公
設
市
場
・

地
主
側
の
仮
処
分
に
対
し
、
異
議
申
し
立
て

を
し
て
い
た
が
、
那
覇
地
裁
は
こ
の
ほ
ど

「
異
議
申
し
立
て
の
う
ち
、
一
週
間
内
（
三
十

一
日
期
限
）
に
火
災
跡
の
残
が
い
を
か
た
づ

け
よ
」
と
い
う
仮
処
分
の
執
行
停
止
を
決
め
、

市
側
の
異
議
申
し
立
て
を
認
め
た
。　

こ
れ

は
「
火
災
の
原
因
が
放
火
に
あ
る
と
み
ら
れ
、

捜
査
を
進
め
て
い
る
段
階
で
残
が
い
を
か
た

づ
け
る
こ
と
は
不
当
だ
」
と
い
う
市
側
の
主

張
を
認
め
た
も
の
だ
が
、
地
主
の
上
岡
〇
〇

〇
氏
が
西
銘
前
市
長
と
の
覚
え
書
き
を
も
と

に
「
市
側
の
借
地
権
は
す
で
に
八
月
三
十
日

で
消
滅
し
た
と
い
う
主
張
は
不
当
だ
」
と
異

議
申
し
立
て
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
却
下
さ

れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
市
側
は
、
来
年
六
月
の
予

算
議
会
ま
で
は
、
焼
失
し
た
市
場
跡
に
新
た

な
建
築
物
を
予
定
し
て
い
な
い
の
で
、
仮
処

分
の
効
果
は
な
く
「
却
下
さ
れ
て
も
、
ど
う

と
い
う
こ
と
は
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。
仮

処
分
の
争
点
は
「
西
銘
前
市
長
が
市
議
会
の

議
決
を
経
ず
し
て
、
市
場
の
廃
棄
、
借
地
権

の
消
滅
を
認
め
る
よ
う
な
覚
え
書
き
を
交
付

し
た
こ
と
は
有
効
か
無
効
か
」
と
い
う
〝
覚

え
書
き
〟
の
効
力
の
認
否
に
あ
る
が
、
そ
れ

は
そ
の
ま
ま
本
訴
訟
に
持
ち
込
ま
れ
る
。

　

だ
が
、
来
年
六
月
の
予
算
議
会
と
い
う
タ

イ
ム
・
リ
ミ
ッ
ト
を
か
か
え
て
本
訴
訟
に
持

ち
込
ま
れ
た
場
合
「
訴
訟
の
進
行
中
に
土
地

収
用
法
が
か
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
」
重
大
な

問
題
を
か
か
え
て
い
る
だ
け
に
、
場
合
に
よ

っ
て
は
市
当
局
が
窮
地
に
立
た
さ
れ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

市
当
局
は
、
依
然
と
し
て
地
主
と
の
話
し

合
い
に
よ
る
解
決
の
姿
勢
を
捨
て
て
い
な
い

が
、
地
主
の
上
岡
氏
は
「
あ
く
ま
で
裁
判
で

争
う
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
な
り
ゆ

き
が
注
目
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｜
社　

説
｜

ゴ
ミ
に
負
け
て
な
ら
ぬ
／
真
剣

に
取
っ
組
も
う
ゴ
ミ
処
理

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
11
・
４
〕

　

ゴ
ミ
の
処
理
が
、
い
よ
い
よ
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
き
た
。

　

一
日
ひ
る
す
ぎ
か
ら
、
数
時
間
も
燃
え
つ

づ
け
た
南
風
原
村
の
原
野
の
火
事
は
、
那
覇

市
の
ゴ
ミ
捨
て
場
が
出
火
の
原
因
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
キ
ビ
畑
を
焼
き
つ
く
さ
れ
た
農

家
も
お
り
、
被
害
は
た
だ
ご
と
で
は
す
ま
さ

れ
な
い
。
那
覇
市
は
ゴ
ミ
処
理
の
た
め
首
里

弁
ケ
岳
の
近
く
に
焼
却
炉
を
つ
く
っ
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
と
う
て
い
間
に
あ
わ
ず
、
始

末
に
困
っ
て
露
天
焼
き
を
し
た
。
そ
の
煙
が

付
近
の
住
民
を
悩
ま
し
、
露
天
焼
き
を
や
め

て
く
れ
と
激
し
い
抗
議
が
つ
づ
き
、
と
う
と

う
や
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
露
天
焼
き
を
中
止
は
し
た
と
い
う
も
の

の
、
山
と
積
ま
れ
た
大
量
の
ゴ
ミ
は
底
で
く

す
ぶ
り
つ
づ
け
、
そ
れ
が
出
火
の
原
因
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

発
火
の
お
そ
れ
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
あ
っ
た
。

監
視
の
責
任
は
、
こ
の
さ
い
強
く
追
及
さ
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
さ

せ
ら
れ
る
の
は
、
ゴ
ミ
が
い
か
に
こ
わ
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ゴ
ミ
の
処
理
が
不
完

全
で
あ
っ
た
た
め
に
、
火
事
が
起
こ
り
、
煙

で
市
民
を
悩
ま
し
、
ノ
ド
の
病
気
の
原
因
と
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も
な
る
。
な
ん
で
も
な
い
こ
と
の
よ
う
だ

が
、
市
民
生
活
に
及
ぼ
す
そ
の
被
害
は
、
は

か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。「
ゴ
ミ
や
チ
リ

は
ど
こ
か
へ
捨
て
て
お
け
ば
よ
い
で
は
な
い

か
」
と
す
ま
し
て
お
れ
た
時
代
は
と
う
に
過

ぎ
去
っ
た
。
経
済
の
繁
栄
で
消
費
生
活
が
向

上
す
る
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
の
量
は
う
ん
と
ふ

え
て
き
た
。
ゴ
ミ
は
い
わ
ば
都
市
の
排
出
物

で
あ
る
。
町
は
生
き
て
い
る
。
こ
の
排
出
物

の
始
末
に
都
市
と
い
う
都
市
が
重
大
な
関
心

を
払
い
つ
つ
あ
る
。

　

市
民
に
と
っ
て
、
ゴ
ミ
ほ
ど
身
近
な
行
政

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

追
い
つ
け
ぬ
行
政

　

那
覇
市
の
調
べ
に
よ
る
と
、
さ
い
き
ん
市

内
で
一
日
に
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
は
二
百

二
十
㌧
か
ら
二
百
四
十
㌧
、
そ
れ
は
人
口
増

の
比
例
よ
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
。
首
里

に
近
代
様
式
の
ゴ
ミ
焼
却
炉
を
つ
く
る
と
き

の
計
画
は
、
一
日
の
消
化
能
力
を
百
六
十
㌧

と
算
定
し
て
き
た
。
人
口
の
流
入
を
計
算
に

い
れ
て
も
、
当
分
は
間
に
合
う
と
考
え
た
わ

け
だ
ろ
う
が
、
建
設
を
終
わ
っ
て
今
年
八
月

始
動
す
る
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
フ
ル
操
作
を

し
て
も
な
お
一
日
八
十
㌧
く
ら
い
未
消
化
の

あ
り
さ
ま
。
行
政
能
力
が
、
ゴ
ミ
の
力
に
追

い
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
を
、
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
証
左
で
あ
る
。

　

思
案
に
あ
ま
っ
た
市
当
局
で
は
、
那
覇
港

沖
の
小
無
人
島
に
運
び
出
し
て
、
露
天
焼
却

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
も
海
に

対
す
る
公
害
を
懸
念
す
る
向
き
が
あ
っ
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
交
渉
が
す
す
ん
で
い
な
い
と

い
う
。
地
方
自
治
体
の
行
政
で
、
ゴ
ミ
こ
そ

は
い
ま
や
上
・
下
水
道
と
と
も
に
最
重
要
の

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
き
た
。
急
場
を
し
の

ぐ
暫
定
的
な
対
策
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
三

十
万
の
人
口
を
か
か
え
る
都
市
と
し
て
、
こ

こ
ら
あ
た
り
で
根
本
的
な
計
画
を
早
急
に

の
ぞ
み
た
い
。
経
済
的
な
成
長
を
よ
ろ
こ
ん

で
い
る
間
に
、
い
つ
の
間
に
か
都
市
は
交
通

マ
ヒ
か
ら
住
宅
不
足
、
学
校
の
過
剰
収
容
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
消
化
不
良
症
状
を
起
こ
し

て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
ゴ
ミ
の
処
理
は

地
方
自
治
体
と
し
て
の
市
当
局
が
、
ま
っ
さ

き
に
責
任
を
負
っ
て
と
り
組
む
べ
き
も
の

だ
と
思
う
。

　

近
ご
ろ
、
町
か
ど
か
ら
ゴ
ミ
箱
が
姿
を
消

し
た
の
は
、
一
種
の
向
上
と
い
っ
て
よ
い
。
時

間
を
定
め
て
、
ゴ
ミ
収
集
車
が
各
通
り
を
ま

わ
る
。
各
家
庭
で
は
容
器
に
た
め
た
ゴ
ミ
類

を
放
り
こ
め
ば
よ
い
。
お
か
げ
で
ゴ
ミ
箱
に

た
か
っ
て
い
た
ハ
エ
は
な
く
な
っ
た
。
だ
が
、

こ
れ
を
、
さ
ら
に
一
歩
す
す
め
て
大
通
り
だ

け
で
は
な
く
、
小
さ
な
路
地
に
も
入
れ
る
小

型
車
を
用
意
す
る
な
ど
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の

広
域
化
を
は
か
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
市
民
は

な
お
助
か
る
と
い
う
も
の
だ
。
通
り
に
面
し

て
整
然
と
家
が
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い

か
ら
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
運
搬
距
離
が
長
く

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
り
こ
ぼ
し
も
多
く

な
る
理
屈
で
あ
る
。
と
に
か
く
日
々
の
ゴ
ミ

の
処
理
に
は
、
行
政
の
こ
ま
か
い
配
慮
を
ぜ

ひ
し
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　

ゴ
ミ
の
減
量
と
運
動
を

　

ゴ
ミ
の
処
理
で
、
も
う
一
つ
の
面
か
ら

考
え
た
い
こ
と
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
運
動
で

あ
る
。

　

ゴ
ミ
の
発
生
源
は
家
庭
、
工
場
、
会
社
、

商
店
街
で
あ
る
。
ひ
と
く
ち
に
ゴ
ミ
と
い
っ

て
も
、
多
種
多
様
を
き
わ
め
、
そ
の
な
か
に

は
水
気
を
ふ
く
ん
だ
も
の
、
無
水
の
も
の
で

も
燃
え
る
も
の
、
燃
え
な
い
も
の
、
ま
た
は

再
生
原
料
に
使
え
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
を
い
っ
し
ょ
く
た
に
捨
て
て
い
る
こ
と

が
、
ゴ
ミ
処
理
作
業
を
な
お
一
層
困
難
に
し

て
い
る
の
は
た
し
か
だ
。
く
わ
し
い
分
析
は

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
商
店
街
や
工
場
あ

た
り
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
全
体
に
占

め
る
量
は
大
き
い
も
の
だ
ろ
う
。
ゴ
ミ
の
種

類
を
捨
て
る
前
に
分
類
し
、
再
使
用
の
道
の

あ
る
も
の
は
、
そ
の
方
法
で
処
理
す
れ
ば
、

ゴ
ミ
の
総
量
は
か
な
り
減
る
の
は
間
違
い

な
い
し
、
さ
ら
に
焼
却
処
理
も
便
利
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。

　

ゴ
ミ
は
こ
わ
い
。
ゴ
ミ
は
人
間
に
挑
戦
す

る
。
や
は
り
、
市
民
の
ひ
と
り
び
と
り
が
協

力
し
て
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ゴ
ミ
の
減
量
と
い
え
ば
、
戦
争
中
の
廃
品

回
収
を
思
い
出
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
は
ま

っ
た
く
意
味
が
違
う
。
い
ま
は
、
物
が
あ
り
あ

ま
る
ほ
ど
生
産
さ
れ
、
消
費
が
さ
か
ん
に
な

り
、
ゴ
ミ
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
な
ど
と

い
わ
れ
る
ご
時
世
で
あ
る
。
生
活
の
向
上
は

間
違
い
な
く
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
が
、
そ

の
た
め
に
ふ
え
る
一
方
の
ゴ
ミ
を
、
い
く
ら

か
で
も
減
ら
す
必
要
が
で
て
き
て
い
る
の
で

あ
る
。
ゴ
ミ
の
処
理
は
ば
く
だ
い
な
経
費
を

食
い
つ
ぶ
し
て
い
る
。

　

ゴ
ミ
の
分
類
に
つ
い
て
、
市
民
や
団
体
が

協
力
し
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
す
る
回
収
作
業

に
、
綿
密
な
る
計
画
が
ほ
し
い
。

　

ゴ
ミ
な
し
か―

と
バ
カ
に
で
き
な
い
時
代

で
あ
る
。

し
尿
処
理
に
ひ
と
い
き
つ
く
／

運
搬
量
も
二
倍
強
へ
／
近
く

新
し
い
し
尿
船
が
就
航

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
11
・
20
〕

　

那
覇
市
の
一
日
の
し
尿
排
出
量
は
約
三
八

〇
㌧
。
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
一
九
〇
台
分
に
当

た
る
。
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
・
し

尿
の
処
理
能
力
如
何
は
、
生
活
水
準
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
だ
と
い
わ
れ
る
だ
け
に
、
し
尿
処

理
も
、
首
里
の
ゴ
ミ
処
理
場
付
近
の
原
野
火

災
で
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ゴ
ミ
処
理



五
六
六

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
十
一
月

同
様
、
そ
の
収
集
、
運
搬
、
終
末
処
理
は
常

に
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
日
の
排
出
量
、
車
の
一
九
〇
台
分

　

市
当
局
で
は
、
そ
の
基
本
的
解
決
は
、
六

五
年
に
着
工
し
た
公
共
下
水
道
設
置
、
各
家

庭
の
水
洗
化
排
水
施
設
の
普
及
に
あ
る
と
し

て
、
下
水
道
工
事
を
急
い
で
い
る
が
、
竣
工

率
は
約
一
〇
㌫
で
完
成
は
ま
だ
ま
だ
先
の
話
。

当
分
は
現
在
の
海
洋
投
棄
に
よ
る
処
理
に
た

よ
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
大
型
船
の

就
航
が
望
ま
れ
て
い
た
が
、
十
一
月
二
十
四

日
か
ら
「
日
進
丸
」
（
船
主
・
船
長
・
崎
山
秀

通
さ
ん
）
が
運
航
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

那
覇
市
の
し
尿
、
農
村
へ
運
ば
れ
肥
料
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
は
ひ
と
昔
前
。
生

活
の
近
代
化
と
農
業
の
化
学
肥
料
へ
の
依
存

度
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
農
村
で
も
無
用

の
汚
物
と
化
し
川
に
流
し
た
り
、
貯
溜
槽
か

ら
あ
ふ
れ
出
た
ま
ま
放
置
さ
れ
た
り
で
公
害

問
題
へ
と
発
展
、
付
近
住
民
だ
け
で
な
く
下

流
の
川
沿
い
に
住
む
市
民
か
ら
苦
情
が
絶
え

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
年
の
七
月
五
日
か
ら

海
洋
投
棄
に
ふ
み
き
っ
た
が
、
受
託
業
者
の

船
が
六
〇
ト
ン
の
小
型
船
で
、
毎
日
三
八
〇

㌧
も
排
出
さ
れ
る
し
尿
を
処
理
す
る
に
は
ど

う
し
て
も
、
も
っ
と
大
型
の
船
が
必
要
だ
と

言
わ
れ
て
い
た
。

十
一
月
二
十
四
日
か
ら
運
航
す
る
「
日
進
丸
」

は
、
一
三
六
㌧
の
鋼
鉄
船
、
し
尿
積
載
量
は

二
四
〇
㌧
。
市
衛
生
課
で
は
「
日
進
丸
」
が

一
日
二
回
運
航
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
内
で

排
出
さ
れ
る
全
し
尿
を
海
洋
投
棄
処
理
で
き

る
と
語
っ
て
い
る
。
海
洋
投
棄
は
、
市
と
船

主
に
崎
浜
秀
通
さ
ん
と
の
委
託
契
約
で
行
な

わ
れ
る
。
委
託
料
は
「
月
額
二
千
八
百
六
十

㌦
。
投
棄
場
所
は
泊
港
北
方
十
五
㌔
の
海
上
。

海
洋
投
棄
に
つ
い
て
、
市
で
は
海
流
の
科
学

的
調
査
の
結
果
、
海
洋
資
源
、
観
光
、
船
舶

の
航
行
、
沿
岸
の
浄
化
な
ど
に
影
響
が
な
い

よ
う
に
処
理
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
「
近
海
が
汚
染
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
の
不
安
が
完
全
に
消
え
た
わ
け

で
は
な
い
。

　

大
嶺
保
健
衛
生
課
長
の
話　

日
進
丸
の
運

航
で
海
洋
投
棄
は
順
調
に
い
く
と
思
う
。
も

ち
ろ
ん
、
公
共
下
水
道
が
完
全
に
普
及
す
る

の
に
数
年
要
す
る
の
で
、
そ
の
間
の
処
理
方

法
と
し
て
で
あ
る
。
そ
の
点
、
市
の
土
木
部

で
も
、
地
域
懇
談
会
や
映
写
会
で
下
水
道
施

設
あ
る
い
は
費
用
の
貸
し
付
け
な
ど
に
つ
い

て
市
民
の
認
識
を
深
め
て
い
る
が
、
市
民
の

衛
生
思
想
の
向
上
と
水
洗
化
排
水
設
置
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

日
米
共
同
声
明
を
発
表
／
72
年

沖
縄
返
還
で
合
意
／
核
ぬ
き

表
現
に
微
妙
な
配
慮

〔
沖
タ
・
号
外　

１
９
６
９
・
11
・
22
〕

　

【
ワ
シ
ン
ト
ン
・
又
吉
稔
本
社
特
派
員
】
沖

縄
の
七
二
年
返
還
が
つ
い
に
決
ま
っ
た
。
一

九
四
五
年
四
月
の
米
軍
占
領
で
本
土
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
沖
縄
は
、
こ
ん
ご
二
年
余
の
準

備
期
間
を
お
い
て
実
に
二
十
七
年
ぶ
り
、
一

九
七
二
年
中
に
返
還
さ
れ
る
。
沖
縄
返
還
問

題
を
討
議
す
る
日
米
首
脳
会
談
は
、
二
十
一

日
午
前
十
時
す
ぎ
（
日
本
時
間
二
十
二
日
午

前
零
時
す
ぎ
）
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
た
第
三
回
会
談
で
終
わ

り
、
沖
縄
の
七
二
年
、
特
別
と
り
決
め
な
し
、

安
保
完
全
適
用
に
よ
る
返
還
が
決
定
し
た
。

会
談
終
了
後
、
同
日
午
前
十
一
時
（
日
本
時

間
、
二
十
二
日
午
後
一
時
）
日
米
両
政
府
か

ら
和
文
と
英
文
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
が
発
表

さ
れ
た
。
日
米
交
渉
の
大
き
な
焦
点
が
あ
っ

た
「
核
」
に
つ
い
て
は
「
日
本
国
民
の
特
殊
な

感
情
と
こ
れ
を
背
景
と
す
る
政
府
の
政
策
に

対
し
大
統
領
が
深
い
理
解
を
示
し
、
沖
縄
返

還
を
こ
れ
に
そ
む
か
な
い
よ
う
実
施
す
る
と

確
約
し
た
」
と
い
う
表
現
で
核
抜
き
を
示
唆

し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
「
事
前
協
議

制
度
に
関
す
る
米
政
府
の
立
場
を
害
す
る
こ

と
な
く
」
と
い
う
表
現
は
、
返
還
後
の
「
有

事
核
持
ち
込
み
」
に
含
み
を
残
し
た
と
み
ら

れ
、
こ
ん
ご
大
き
な
論
議
を
よ
ぶ
こ
と
に
な

ろ
う
。

〔
後
略
〕

〝
仮
設
市
場
移
転
待
っ
て
〟
／

牧
志
西
市
場
代
表
、
市
に
要

求〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
11
・
26
〕

　

那
覇
市
牧
志
西
公
設
市
場
連
合
会
（
我
那

覇
生
吉
会
長
）
と
革
新
共
闘
の
三
党
役
員
、

市
議
会
与
党
・
市
当
局
と
の
市
場
問
題
に
関

す
る
懇
談
会
は
、
二
十
五
日
午
後
五
時
五
十

分
か
ら
那
覇
市
役
所
四
階
会
議
室
で
開
か

れ
た
。

　

連
合
会
側
は
「
西
市
場
改
築
の
メ
ド
が
つ

く
ま
で
開
南
に
建
設
予
定
の
仮
市
場
へ
移
転

を
延
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
、
こ
れ
に
対

し
市
当
局
は
「
市
場
の
総
合
計
画
、
議
会
対

策
上
計
画
を
変
更
で
き
な
い
」
と
の
態
度
を

と
っ
た
た
め
最
初
か
ら
意
見
が
対
立
し
た
。

連
合
会
側
は
、
❶
西
市
場
の
改
築
工
事
は

建
設
資
金
、
地
主
と
の
折
衝
の
難
航
が
予
想

さ
れ
て
い
る
た
め
業
者
は
西
市
場
改
築
工
事

実
現
に
不
安
を
も
っ
て
い
る
❷
火
災
後
、
一

部
補
修
し
て
使
用
し
て
い
る
現
市
場
は
、
火

災
前
と
変
わ
ら
な
い
収
益
を
あ
げ
て
い
る
❸

仮
市
場
は
あ
く
ま
で
本
建
築
の
た
め
の
仮
設

で
あ
る
べ
き
、
な
ど
の
理
由
を
あ
げ
本
建
築

の
メ
ド
が
つ
く
ま
で
仮
市
場
へ
の
移
転
は
見
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十
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合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。

　

市
側
は
、
❶
西
市
場
の
改
築
は
九
月
定
例

議
会
で
明
ら
か
に
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
総
合
開
発
の
一
環
で
あ
り
、
十
月
の
火

災
の
さ
い
、
臨
時
議
会
で
の
野
党
新
政
会
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
仮
市
場
建
設
費
を
計
上

し
た
❷
業
者
が
心
配
し
て
い
る
資
金
面
、
地

主
と
の
折
衝
に
つ
い
て
は
、
市
は
法
律
的
に

も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
確
信
を
も
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
総
合
開
発
の
基
本
構
想
を
持

っ
て
い
る
「
こ
の
計
画
が
関
係
者
で
あ
る
連

合
会
側
の
意
見
も
聞
い
た
上
で
計
画
さ
れ
た

も
の
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

市
当
局
は
、
議
会
対
策
、
行
政
運
営
面
か

ら
こ
れ
ま
で
十
年
近
く
も
紛
糾
し
て
き
た
市

場
問
題
の
む
ず
か
し
さ
を
説
き
協
力
を
要
請

し
た
が
、
最
後
ま
で
平
行
線
を
た
ど
っ
た
た

め
、
後
日
連
合
会
側
と
市
当
局
と
で
改
め
て

討
議
す
る
こ
と
に
な
り
、
午
後
八
時
半
散
会

し
た
。

那
覇
市
議
会
／
一
般
質
問
始
ま

る
／
公
設
市
場
問
題
な
ど
で

論
戦

〔
琉
新
・
夕　

１
９
６
９
・
12
・
12
〕

　

那
覇
市
の
定
例
議
会
二
日
目
は
、
午
前
十

時
か
ら
各
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
開
始
さ

れ
た
。
午
前
中
は
、
又
吉
久
正
（
新
政
会
）
、

大
浜
長
弘
（
公
明
党
）
、
友
利
栄
吉
（
同
）
、
金

城
甚
松
（
社
大
党
）
、
喜
舎
場
盛
一
（
新
政

会
）
、
金
城
重
正
（
同
）
の
六
氏
が
日
米
共
同

声
明
の
評
価
、
公
設
市
場
問
題
、
市
有
地
の

賃
貸
料
等
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
当
局
は
①
復
帰
に
備
え

七
一
年
か
ら
計
五
カ
年
計
画
を
策
定
す
べ
く

検
討
を
始
め
て
い
る
②
開
南
か
ら
神
里
原
へ

通
ず
る
政
府
道
路
上
に
仮
設
市
場
の
建
設
が

遅
れ
て
い
る
が
、
建
設
す
る
③
牧
志
第
二
公

設
市
場
の
使
用
料
は
、
独
立
採
算
制
を
基
礎

に
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
し
い
市
場
と
い

う
こ
と
で
市
民
に
な
じ
み
が
う
す
い
点
な
ど

諸
問
題
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
点
も
考
慮

し
て
使
用
料
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
④
市

有
地
の
賃
貸
料
が
一
般
地
価
に
比
べ
低
い
が
、

賃
貸
者
を
企
業
と
個
人
に
分
け
、
ま
ず
企
業

に
対
し
て
は
借
地
安
定
法
に
よ
る
七
〇
％
程

度
ま
で
引
き
上
げ
た
い
と
準
備
を
進
め
て
い

る
⑤
那
覇
港
前
の
四
百
坪
余
の
市
有
地
が
放

置
さ
れ
た
ま
ま
、
二
十
四
年
間
も
一
㌣
の
収

入
に
も
な
っ
て
い
な
い
が
、
区
画
整
理
に
よ

り
駐
車
場
に
し
た
い
と
計
画
し
て
い
る―

な

ど
答
え
た
。

　

な
お
、
午
後
も
引
き
続
き
各
議
員
に
よ
る

質
問
が
行
な
わ
れ
る
。

那
覇
市
議
会
／
も
う
一
基
建
設

を
検
討
／
市
当
局
／
ゴ
ミ
焼

却
炉
問
題
で
答
弁

〔
沖
タ
・
朝 

 

１
９
６
９
・
12
・
13
〕

　

那
覇
市
の
十
二
月
定
例
議
会
二
日
目
の
十

二
日
は
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
た
。
日
米
共

同
声
明
に
対
す
る
評
価
、
首
里
の
ゴ
ミ
処
理

場
、
公
設
市
場
問
題
な
ど
に
集
中
し
た
が
市

当
局
の
❶
日
米
共
同
声
明
で
七
二
年
返
還
は

決
ま
っ
た
と
い
う
も
の
の
沖
縄
県
民
の
意
思

を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日
米
の
ア
ジ

ア
戦
略
体
制
に
占
め
る
沖
縄
の
地
位
を
強
調

し
た
に
過
ぎ
な
い
❷
仮
設
市
場
の
建
設
は
法

的
に
も
問
題
は
な
く
、
遅
れ
て
い
る
建
築
入

札
も
十
五
日
ま
で
に
は
終
え
、
二
月
二
十
日

に
は
完
成
し
た
い
❸
ゴ
ミ
処
理
場
問
題
の
抜

本
的
解
決
は
、
ゴ
ミ
焼
却
炉
を
も
う
一
基
つ

く
る
し
か
あ
り
え
な
い
。
そ
の
間
の
打
開
策

と
し
て
チ
ー
ビ
シ
で
露
天
焼
却
す
る
案
を
持

っ
て
お
り
、
経
費
を
検
討
中
で
あ
る
、
と
の

答
弁
が
く
り
か
え
さ
れ
た
。
野
党
側
の
追
及

も
後
ま
で
迫
力
を
欠
い
た
。
中
村
昌
信
議
員

（
社
大
）が
前
市
長
在
任
中
の
間
に
奥
武
山
球

場
の
使
用
料
か
ら
約
一
万
五
百
㌦
が
時
効
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
市
税
や
水
道
料
金
で

も
そ
れ
ぞ
れ
約
三
万
㌦
が
滞
納
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
、
市
当
局
の
現
状
を
聞
い
た

の
に
対
し
、
市
側
は
水
道
関
係
で
は
以
前
の

七
九
㌫
の
収
入
率
に
対
し
現
在
は
九
四
・
三

㌫
に
上
が
っ
て
お
り
、
改
善
が
は
か
ら
れ
て

い
る
、
と
答
弁
し
た
。

公
営
住
宅
用
地
め
ぐ
り
／
紛
糾

つ
づ
け
る
市
議
会
／
当
局
と

新
政
会
対
立
／
釈
明
求
め
話

し
合
い
平
行
線

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
12
・
18
〕

十
一
日
開
会
し
た
第
一
一
七
回
定
例
市

議
会
は
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
低
調
議
会
と
い

わ
れ
て
い
た
が
、
公
営
住
宅
用
地
買
収
契

約
の
質
疑
を
め
ぐ
り
、
十
六
日
午
後
か
ら

す
べ
て
の
委
員
会
も
ス
ト
ッ
プ
、
開
店
休

業
の
状
態
と
な
っ
た
。

　

紛
糾
の
発
端
は
、
十
三
日
の
本
会
議
に
市

当
局
が
提
出
し
て
い
る
公
営
住
宅
用
地
に
関

す
る
二
議
案
の
契
約
相
手
方
が
、
石
嶺
町
の

土
地
の
場
合
は
四
人
、
大
名
町
の
土
地
の
場

合
は
二
人
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
真
栄

城
議
員
（
新
政
会
）
の
調
査
で
は
石
嶺
の
土

地
の
所
有
者
は
一
人
で
、
大
名
町
の
土
地
の

所
有
者
の
う
ち
一
人
は
す
で
に
死
亡
し
て
い

る
が
、
事
実
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
と
の

質
問
。
こ
れ
に
対
し
、
市
当
局
は
「
仮
契
約

が
結
ば
れ
た
の
は
十
一
月
で
真
栄
城
議
員
が

調
査
し
た
十
三
日
の
午
前
ま
で
に
は
時
間
的

な
ズ
レ
が
あ
る
。
い
ま
一
度
調
査
し
た
い
」

と
答
弁
、
こ
れ
に
対
し
、
「
自
信
が
な
い
か

ら
議
案
を
撤
回
せ
よ
」
と
か
「
自
信
は
あ
る
。



五
六
八

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
十
二
月

も
う
一
度
調
査
し
て
み
た
い
と
い
っ
て
い
る

の
だ
」
と
か
の
応
酬
が
あ
っ
た
が
、
保
留
と

な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
市
当
局
の
再
調
査
の
結
果
、
真

栄
城
議
員
が
登
記
所
で
調
べ
た
事
実
は
な
く
、

市
の
提
案
に
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
が
判
明
。

十
五
日
に
本
会
議
で
真
栄
城
議
員
の
同
様
な

質
問
に
対
し
、
水
間
建
設
部
長
が

「
真
栄
城
議
員
の
主
張
は
事
実
に
基
づ
い
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
査
し
た
と
い

っ
て
追
及
す
る
の
は
そ
の
能
力
が
な
い
こ
と

だ
」
と
答
弁
し
た
た
め
議
会
は
騒
然
と
な
っ

た
。
「
議
員
を
無
能
呼
ば
わ
り
す
る
と
は
、

議
会
を
ぶ
じ
ょ
く
し
て
い
る
か
ら
だ
」
、
「
こ

の
議
案
に
つ
い
て
質
問
す
る
基
礎
的
能
力
が

な
い
と
い
っ
て
い
る
の
だ
」
、
「
議
会
に
挑
戦

す
る
の
か
」
と
か
の
ヤ
ジ
が
乱
れ
飛
ん
だ
。

つ
い
に
市
長
の
釈
明
を
要
求
す
る
な
ど
険
悪

な
空
気
に
包
ま
れ
た
が
、
市
長
の
「
事
実
が

判
明
し
た
か
ら
感
情
的
に
な
る
の
で
は
な
く
、

前
向
き
の
姿
勢
で
審
議
し
て
ほ
し
い
」
と
の

答
弁
で
質
疑
は
打
ち
切
ら
れ
、
公
営
住
宅
用

地
に
関
す
る
議
案
は
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

　

一
応
落
ち
着
い
た
か
に
見
え
た
が
、
十
六

日
午
後
再
燃
、
委
員
会
も
開
か
れ
な
い
状

態
。
各
派
交
渉
会
や
議
会
運
営
委
員
会
で
何

回
も
は
か
っ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
平
行

線
。
十
六
日
夜
の
各
派
交
渉
会
で
、
議
会
の

品
位
を
け
が
す
言
葉
は
削
除
し
よ
う
と
話
し

合
っ
た
が
、
新
政
会
議
員
は
あ
く
ま
で
も
釈

明
を
要
求
、
一
方
、
与
党
側
は
「
紛
糾
の
原

因
は
で
っ
ち
あ
げ
の
質
問
を
し
た
新
政
会
議

員
に
あ
る
」
と
主
張
し
て
お
り
、
歩
み
よ
り

の
姿
勢
は
全
く
な
い
。

　

十
七
日
午
前
十
一
時
す
ぎ
各
委
員
会
は
開

か
れ
て
い
る
。

市
場
使
用
料
の
値
下
げ
／
那
覇

市
会
、
業
者
の
陳
情
を
採
択

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
12
・
19
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
、
十
九
日
午
前

十
時
か
ら
は
じ
ま
っ
た
本
会
議
の
あ
と
引
き

続
き
総
務
、
建
設
、
経
済
民
生
教
育
委
員
会
を

開
き
、
五
件
の
陳
情
案
件
を
除
く
議
案
、
陳

情
を
採
択
し
た
。

　

総
務
、
建
設
委
員
会
で
は
、
市
の
提
出
し

た
案
件
は
問
題
な
く
採
択
さ
れ
た
が
、
経
済

民
生
教
育
委
員
会
で
は
、
真
和
志
公
設
市

場
、
牧
志
第
二
公
設
市
場
の
使
用
料
値
下
げ

に
関
す
る
陳
情
を
め
ぐ
っ
て
与
野
党
が
真
っ

向
か
ら
対
立
し
た
。
与
党
側
は
「
こ
れ
ら
の

市
場
の
建
設
費
、
地
理
的
条
件
が
使
用
料
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
な
ぜ

建
築
費
が
高
額
に
の
ぼ
っ
た
の
か
な
ど
基
礎

的
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
使
用
料
値
下

げ
に
反
対
で
は
な
い
が
、
ど
れ
だ
け
の
値
下

げ
が
可
能
な
の
か
な
ど
も
検
討
が
必
要
だ
」

と
継
続
審
議
を
主
張
。
こ
れ
に
対
し
野
党
の

新
政
会
側
は
「
公
設
市
場
を
現
状
に
追
い
こ

ん
だ
の
は
平
良
市
長
の
市
場
行
政
の
ま
ず
さ

に
原
因
が
あ
る
。
新
市
場
完
成
の
時
点
、
あ

る
い
は
西
市
場
の
火
災
の
時
点
で
新
市
場
へ

移
っ
て
お
れ
ば
、
四
万
㌦
余
り
を
か
け
て
仮

設
市
場
を
つ
く
る
な
ど
と
い
う
ム
ダ
使
い
を

し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
」
と
使
用
料
値
下
げ

を
主
張
し
た
。

　

真
和
志
・
牧
志
第
二
公
設
市
場
の
業
者
約

五
十
人
の
見
守
る
中
で
採
決
に
持
ち
込
ま
れ
、

新
政
会
四
人
、
公
明
一
人
、
の
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
陳
情
は
市
長
に

送
付
さ
れ
る
が
、
ど
の
て
い
ど
免
減
さ
れ
る

か
ま
だ
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
議
会
閉
幕
／
公
営
住
宅

用
地
契
約
を
否
決

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
６
９
・
12
・
21
〕

　

公
営
住
宅
用
地
買
収
契
約
を
め
ぐ
る
議
会

内
で
の
質
疑
、
答
弁
の
態
度
問
題
で
紛
糾
、
二

日
間
に
わ
た
っ
て
常
任
委
員
会
が
ス
ト
ッ
プ

す
る
な
ど
低
調
議
会
と
い
わ
れ
た
那
覇
市
の

十
二
月
定
例
議
会
は
、
二
十
日
午
後
四
時
ご

ろ
十
日
間
に
わ
た
る
会
期
を
閉
じ
た
。

　

こ
の
本
会
議
に
は
、
泊
港
湾
施
設
管
理
使

用
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
二
十
六
の
議
案
、

二
十
数
件
の
陳
情
、
沖
縄
在
住
本
土
出
身
者

の
権
利
回
復
要
請
決
議
案
な
ど
が
上
程
さ
れ

た
が
、
公
営
住
宅
用
地
の
買
収
契
約
に
関
す

る
議
案
が
野
党
の
反
対
で
否
決
さ
れ
た
。
市

当
局
は
、
公
営
住
宅
用
地
と
し
て
首
里
大
名

町
と
石
嶺
町
に
土
地
を
求
め
仮
契
約
を
結
ん

で
い
る
が
、
大
名
町
の
約
三
千
五
百
坪
の
土

地
の
二
人
の
所
有
者
の
う
ち
一
人
は
す
で
に

死
亡
し
て
い
る
と
し
て
、
十
三
日
と
十
五
日

の
本
会
議
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
市
当
局
の
登
記
上
の
所
有
者
は
死
亡
し

て
い
る
が
、
契
約
の
相
手
方
は
法
廷
相
続
人

で
あ
り
、
法
的
に
問
題
は
な
い
と
の
説
明
で

十
八
日
の
建
設
委
員
会
で
も
新
政
会
議
員
を

含
む
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
二
十
日
の
本
会
議
で
は
、
新
政
会
側
か

ら
所
有
者
で
な
い
人
と
仮
契
約
を
結
ぶ
の
は

問
題
だ
、
相
続
登
記
を
終
え
て
か
ら
で
も
遅

く
は
な
い
と
の
反
対
が
出
、
建
設
委
員
会
で

は
原
案
に
賛
成
し
た
新
政
会
議
員
も
反
対
に

ま
わ
っ
た
た
め
、
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以

上
の
賛
成
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
土
地
が
三
万
四
千
㌦
以
上
の
契
約

金
額
で
あ
る
た
め
特
別
議
決
を
要
し
た
も
の
。

　

真
和
志
、
牧
志
第
二
公
設
市
場
の
使
用
料

値
下
げ
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、
経
済
民
生
教

育
委
員
会
で
も
与
野
党
が
対
立
、
賛
成
多
数

（
新
政
会
四
、
公
明
党
一
）
で
採
択
さ
れ
て
い

た
が
、
本
会
議
で
も
傍
聴
席
に
つ
め
か
け
た

両
市
場
業
者
約
七
十
人
の
拍
手
や
ヤ
ジ
の
中

で
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。
市
場
の
業
者
の
言

い
分
は
、
使
用
料
が
周
囲
に
比
べ
二
、
三
倍



五
六
九

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
十
二
月

も
高
い
こ
と
、
開
店
す
る
ま
で
の
準
備
期
間

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に

値
下
げ
を
訴
え
、
値
下
げ
の
決
ま
る
ま
で
は

減
免
の
措
置
を
講
じ
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
。

こ
の
陳
情
の
採
択
に
賛
成
す
る
野
党
側　

は

「
新
市
場
を
現
在
の
窮
地
に
追
い
込
ん
だ
の

は
、
西
市
場
の
業
者
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ゴ
ミ
処
理
場
の
原
野

火
災
、
識
名
霊
園
の
工
事
中
止
に
伴
う
損
害

賠
償
な
ど
平
良
市
長
の
失
政
で
あ
る
」
と
激

し
く
当
局
を
非
難
、
こ
れ
に
対
し
与
党
側
は
、

「
市
場
は
地
理
的
条
件
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
が
、
建
設
さ
れ
た
以
上
、
そ
の
適
正
な
運

用
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
市
場
は
独
立

採
算
制
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
値
下
げ
に
つ

い
て
は
、
建
築
費
用
、
借
り
入
れ
金
の
償
還

期
間
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
三
月
議
会
ま
で
継
続
審
議
に
す
べ
き

で
あ
る
」
と
主
張
し
て
対
立
し
た
。
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
野
党
側
に
押
し
切
ら
れ

た
。
こ
の
日
は
、
傍
聴
席
か
ら
野
党
議
員
に

盛
ん
な
拍
手
や
声
援
、
与
党
側
に
は
ヤ
ジ
が

飛
ぶ
と
い
う
九
月
定
例
議
会
、
十
月
臨
時
議

会
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
た
議
会
風
景
で
あ
っ

た
。



五
七
〇

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
一
月

　
　

復
帰
対
策
協
を
設
置
／
総
合
的

に
調
査
・
研
究
／
対
応
し
て

〝
機
構
〟
改
革
も
…

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
１
・
15
〕

　

政
府
で
は
七
二
年
中
に
復
帰
が
実
現
す
る

と
の
想
定
で
各
局
に
「
復
帰
対
策
協
議
会
」

を
設
置
す
る
よ
う
通
達
、
復
帰
体
制
の
整
備

強
化
を
急
い
で
い
る
が
、
那
覇
市
で
も
十
三

日
の
部
長
会
議
で
「
那
覇
市
復
帰
対
策
協
議

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
、
来
週
の
部

長
会
議
で
再
び
検
討
、
に
つ
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
施
政
権
返
還
に
伴
い
行
政
機
構
を
は

じ
め
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
あ

ら
ゆ
る
面
で
大
幅
な
変
革
が
あ
る
も
の
と
し

て
、
本
土
復
帰
後
の
一
市
と
し
て
の
平
均
的

な
那
覇
市
の
姿
を
つ
か
み
、
で
き
る
だ
け
そ

れ
に
近
づ
け
る
よ
う
に
協
議
会
で
検
討
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
。

　

議
長
に
稲
嶺
第
一
助
役

　

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
那
覇
市
復
帰
対
策

協
議
会
、
各
部
局
に
復
帰
対
策
専
門
部
会
を

設
置
す
る
こ
と
と
構
成
委
員
を
決
定
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
協
議
会
議
長
に
は
稲
嶺
成

珍
第
一
助
役
、
副
議
長
に
前
田
武
行
第
二
助

役
が
当
た
る
。
協
議
会
は
➊
那
覇
市
の
復
帰

体
制
を
協
議
し
、
市
長
に
報
告
す
る
❷
本
土

政
府
、
琉
球
政
府
か
ら
復
帰
に
関
す
る
重
要

資
料
の
照
会
に
対
す
る
回
答
❸
専
門
部
会
へ

資
料
の
調
査
、
研
究
、
整
理
の
提
出
下
命
な

ど
が
主
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
復
帰
対
策
準
備
と
並
行

し
て
、
七
月
以
後
に
大
幅
な
機
構
改
革
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
主
な
点
は
、
窓
口
の
広
い

経
済
民
生
部
、
市
長
公
室
と
総
務
の
事
務
取

り
扱
い
の
再
編
成
、
市
町
村
機
関
事
務
、
国
か

ら
の
委
任
事
務
の
受
け
入
れ
態
勢
を
中
心
に

検
討
さ
れ
る
模
様
で
あ
る
。
と
く
に
、
経
済

民
生
を
二
分
す
る
か
、
あ
る
い
は
他
部
局
と

の
吸
収
合
併
、
さ
ら
に
事
業
推
進
で
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
用
地
買
収
の
た
め
の
専

門
部
の
設
置
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
注

目
さ
れ
る
。

　

親
泊
総
務
部
長
は
、
組
織
機
構
の
大
幅
改

革
に
備
え
、
本
土
各
市
町
村
の
行
政
視
察
の

た
め
、
十
二
日
出
発
し
て
お
り
、
那
覇
市
の

復
帰
対
策
は
二
月
か
ら
活
発
に
作
業
を
開
始

す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

稲
嶺
第
一
助
役
の
話　

復
帰
に
備
え
、
本

土
の
制
度
に
基
づ
く
那
覇
市
の
映
像
を
つ
か

む
こ
と
は
大
切
な
仕
事
だ
。
二
月
に
は
ま
と

ま
る
新
五
カ
年
計
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

那
覇
市
議
会
／
〝
撤
回
要
請
〟

を
可
決
／
全
軍
労
の
解
雇
／

自
治
体
で
は
初
め
て

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
１
・
22
〕

　

那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
十
一
日
、
市
営
住

宅
建
設
用
地
買
収
案
な
ど
五
議
案
を
可
決
し

た
ほ
か
軍
雇
用
者
大
量
解
雇
の
撤
回
に
関
す

る
要
請
決
議
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
自

治
体
組
織
で
こ
の
種
の
決
議
が
行
な
わ
れ
た

の
は
こ
れ
が
初
め
て
。

　

同
日
午
前
十
時
開
会
さ
れ
た
本
会
議
で
、

市
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
五
議
案
を
満
場
一

致
で
可
決
し
た
。
引
き
続
き
与
党
側
か
ら
緊

急
動
議
と
し
て
軍
雇
用
者
大
量
解
雇
の
撤
回

に
関
す
る
要
請
決
議
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、

野
党
新
政
会
が
反
対
し
た
た
め
、
一
時
休
会

し
公
明
党
が
野
党
と
の
調
整
を
行
な
っ
て
満

場
一
致
の
可
決
に
持
っ
て
い
く
努
力
が
続
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
野
党
新
政
会
は
、
解
雇

は
基
地
の
縮
小
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
撤
回

決
議
に
賛
成
は
で
き
な
い
と
し
て
拒
否
し
た

た
め
、
午
後
四
時
す
ぎ
か
ら
本
会
議
を
再
会
、

採
決
し
た
結
果
、
与
党
、
公
明
党
が
賛
成
、
十

五
対
十
で
可
決
さ
れ
た
。

　

反
対
討
論
に
立
っ
た
新
政
会
の
金
城
重
正

議
員
は
「
解
雇
は
基
地
縮
小
に
伴
う
も
の
で

あ
り
、
七
二
年
復
帰
を
控
え
当
然
予
想
さ
れ

た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
な
ん
の
対

策
も
持
た
な
い
屋
良
主
席
に
こ
そ
、
今
日
の

混
乱
事
態
の
責
任
が
あ
る
。
す
で
に
解
雇
さ

れ
た
者
の
撤
回
を
要
求
す
る
よ
り
離
職
者
対

策
を
も
っ
と
前
向
き
に
す
べ
き
で
あ
り
、
提

案
さ
れ
た
決
議
に
は
反
対
だ
」
と
与
党
案
を

つ
っ
ぱ
ね
た
。
こ
れ
に
対
し
、
賛
成
討
論
に

立
っ
た
国
吉
辰
雄
議
員
（
社
大
＝
全
軍
労
エ

ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
支
部
委
員
長
）
は
「
解
雇
は

基
地
の
縮
小
と
関
係
な
い
こ
と
は
米
軍
も
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
二
十
四
年
間
も
米
軍
に

よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
、
今
ま
た
国
防
予
算
の

節
減
と
い
う
こ
と
で
一
方
的
に
犠
牲
を
し
い

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
を
超
え
て
全
県
民
が
結
束
し
て
対
処
す
べ

き
苦
難
な
と
き
に
、
い
や
し
く
も
米
軍
と
結

託
し
た
よ
う
な
解
雇
容
認
の
態
度
は
、
や
が

て
県
民
の
総
反
撃
を
受
け
る
だ
ろ
う
」
と
激

し
く
野
党
を
批
判
し
た
。

　

決
議
文
の
要
旨
次
の
と
お
り
。

　

今
日
の
大
量
解
雇
は
、
米
軍
当
局
が
言
明

し
て
い
る
よ
う
に
、
国
防
予
算
の
節
減
に
よ

る
基
地
合
理
化
の
た
め
の
解
雇
で
あ
り
、
基

地
縮
小
と
は
全
く
関
係
な
い
。
仮
に
基
地
縮

小
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
十
分
な
予
告
期
間

や
解
雇
後
の
生
活
保
障
も
な
い
ま
ま
、
一
方

的
に
犠
牲
を
し
い
る
こ
と
は
、
無
責
任
き
わ

ま
る
非
人
道
的
な
措
置
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
よ
っ
て
那
覇
市
議
会
は
次
の
と

お
り
強
く
要
請
す
る
。
①
生
活
保
障
の
伴
わ

な
い
人
員
整
理
の
撤
回
②
退
職
金
の
本
土
な

一
九
七
〇
年
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七
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一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
二
月

み
増
額
③
六
カ
月
の
事
前
調
整
制
度
の
確
立

④
職
位
格
下
げ
の
撤
回
⑤
離
職
者
対
策
法
の

内
容
充
実
⑥
本
土
な
み
の
特
別
給
付
金
の
支

給
。
（
あ
て
先
・
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院

議
長
、
高
等
弁
務
官
、
行
政
主
席
、
立
法
院

議
長
）

沖
縄
を
正
会
員
に
／
九
州
市
議

長
会
が
推
せ
ん

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
２
・
５
〕

　

沖
縄
で
は
は
じ
め
て
の
九
州
市
議
会
議
長

会
理
事
会
（
会
長
・
坂
梨
日
露
熊
本
市
議
会

議
長
）
が
三
日
那
覇
市
役
所
三
階
臨
時
議
会

室
で
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
二
十
八
理

事
市
の
議
会
議
長
、
事
務
局
長
五
十
三
人
が

出
席
、
「
本
土
・
沖
縄
一
体
化
の
た
め
に
特
別

措
置
に
つ
い
て
」
の
要
請
文
な
ど
七
つ
の
議

案
を
採
択
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
だ
っ
て
熊
本
県
荒
尾
市
鴻

江
勇
議
長
は
、
「
現
在
沖
縄
は
準
会
員
で
あ

り
、
審
議
に
は
い
る
前
に
身
分
を
は
っ
き
り

し
て
い
た
方
が
訴
え
も
強
く
な
る
。
復
帰
も

ま
じ
か
で
あ
り
、
正
会
員
と
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
の
緊
急
動
議
が
出
さ
れ
、
沖
縄
側

か
ら
も
強
く
要
望
さ
れ
た
が
、
手
続
き
上
会

則
の
改
正
が
必
要
で
あ
り
、
二
月
十
八
日
開

か
れ
る
全
国
議
長
会
で
正
会
員
に
な
る
よ
う

九
州
市
議
会
議
長
会
で
事
務
手
続
き
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

「
本
土
・
沖
縄
一
体
化
の
た
め
の
特
別
措
置

に
つ
い
て
」
の
要
請
文
は
、
鹿
児
島
県
下
十

四
市
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
た
。
「
沖
縄
県

は
過
去
二
十
余
年
の
間
、
祖
国
と
隔
絶
さ
れ

た
体
制
化
に
あ
っ
た
た
め
、
政
治
、
経
済
、
社

会
の
諸
制
度
な
ら
び
に
運
営
の
面
に
お
い
て

本
土
と
の
格
差
が
大
き
い
。
復
帰
を
ス
ム
ー

ズ
に
実
現
す
る
た
め
に
、
行
財
政
制
度
、
経

済
基
盤
の
整
備
強
化
、
社
会
保
障
制
度
の
確

立
と
本
土
復
帰
記
念
事
業
と
し
て
公
共
施
設

の
建
設
な
ど
に
つ
い
て
国
会
で
特
別
の
措
置

を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
内
容
。

　

一
行
は
三
日
、
会
議
の
あ
と
中
部
の
嘉
手

納
基
地
、
ズ
ケ
ラ
ン
戦
争
博
物
館
な
ど
を
視

察
、
四
日
は
摩
文
仁
の
各
県
慰
霊
塔
を
視
察

し
た
。

〝
三
地
域
の
合
併
推
進
を
…
〟

／
那
覇
・
豊
見
城
・
南
風
原

市
村
長
招
き
／
行
政
府
が
要

請〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
２
・
17
〕

　

総
務
局
は
十
六
日
午
前
十
時
、
行
政
府
に

那
覇
市
・
南
風
原
町
・
豊
見
城
村
の
市
・
村

長
、
助
役
、
議
会
議
長
を
招
い
て
、
三
地
域

の
合
併
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。
政
府
は
昨
年

十
二
月
の
局
長
会
議
で
、
市
町
村
合
併
促
進

審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
全
琉
五
十
九
カ

村
を
十
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
統
合
す
る
基
本
方
針

を
決
定
し
て
お
り
、
十
六
日
の
会
合
は
こ
の

方
針
に
そ
っ
て
初
め
て
開
か
れ
た
。

　

席
上
、
仲
村
総
務
局
長
は
❶
市
町
村
の
行

財
政
強
化
な
ど
の
観
点
か
ら
復
帰
ま
で
に
合

併
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
❷
こ
れ
ま
で
の

合
併
で
は
財
政
措
置
が
な
く
、
そ
の
た
め
政

府
不
信
を
招
い
て
各
市
町
村
と
も
合
併
に
消

極
的
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
責
任
を
持

っ
て
や
る
の
で
前
向
き
に
合
併
を
進
め
て
ほ

し
い―

と
述
べ
、
協
力
を
要
請
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
那
覇
市
、
豊
見
城
村
、
南

風
原
村
と
も
合
併
に
乗
り
気
な
態
度
を
み
せ
、

次
回
に
具
体
的
な
計
画
を
話
し
合
う
こ
と
に

な
っ
た
。

前
途
多
難
な
市
場
改
築
／
仮
市

場
移
転
で
波
乱
含
み
／
市
民

も
計
画
性
の
な
さ
に
批
判

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
２
・
26
〕

　

那
覇
市
の
公
設
市
場
問
題
は
、
開
南
交
番

所
路
上
に
完
成
し
た
仮
設
市
場
の
移
転
を
目

前
に
ま
た
も
や
紛
糾
し
そ
う
な
雲
行
き
。
市

は
六
月
議
会
へ
の
予
算
計
上
、
八
月
着
工
、
そ

の
た
め
の
三
月
一
日
の
移
転
と
い
う
計
画
を

打
ち
出
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
業
者
の
中

に
は
「
土
地
を
確
保
す
る
な
ど
具
体
的
な
メ

ド
が
立
た
な
い
う
ち
の
移
転
に
は
大
き
な
不

安
が
あ
り
、
三
月
一
日
の
移
転
に
は
反
対
」

「
西
市
場
改
築
問
題
は
、
市
当
局
と
協
力
し
あ

っ
て
進
め
な
い
限
り
解
決
で
き
な
い
」
と
二

つ
の
主
張
が
あ
り
、
市
当
局
は
業
者
の
説
得

に
や
っ
き
。

　

「
移
転
そ
の
も
の
に
は
反
対
で
は
な
い
」と

し
な
が
ら
も
三
月
移
転
に
反
対
し
て
い
る
西

市
場
協
同
組
合
側
の
主
張
は
、
❶
市
は
土
地

を
強
制
収
用
に
訴
え
て
で
も
土
地
を
確
保
す

る
と
い
っ
て
い
る
が
、
仮
処
分
を
め
ぐ
る
裁

判
、
強
制
収
用
に
つ
い
て
の
法
律
専
門
家
の

意
見
は
ふ
た
つ
に
割
れ
て
い
る
❷
市
の
設
計

作
成
は
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
八
月
着
工
の
可

能
性
は
な
い
❸
市
当
局
は
こ
れ
ま
で
新
市
場

の
使
途
変
更
に
つ
い
て
の
業
者
と
の
約
束
な

ど
を
ホ
ゴ
に
し
て
き
た―

な
ど
の
理
由
で
、

売
れ
ゆ
き
の
い
い
現
在
の
場
所
か
ら
不
安
の

多
い
仮
市
場
へ
の
移
転
は
、
具
体
的
な
メ
ド

が
立
た
な
い
限
り
あ
く
ま
で
も
反
対
す
る
と

い
う
も
の
。

　

一
方
、
三
月
移
転
に
賛
成
す
る
有
志
会
側

は
、
「
三
月
移
転
に
も
、
現
在
の
場
所
に
と

ど
ま
る
こ
と
に
も
不
安
は
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
西
市
場
の
改
築
を
訴
え
て
き
た

し
、
業
者
自
身
の
手
で
改
築
す
る
こ
と
に
は

賛
成
で
き
な
い
。
改
築
す
る
と
い
っ
て
い
る

市
当
局
を
信
頼
す
る
し
か
な
い
」
と
主
張
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
業
者
の
動
き
に
対
し
、
市
当
局

は
、「
仮
市
場
へ
の
三
月
移
転
は
業
者
側
と
の

話
し
合
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
昨
年
の
九
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三
月

月
議
会
で
通
過
し
た
調
査
設
計
を
ス
ム
ー
ズ

に
お
こ
な
う
た
め
に
も
移
転
を
の
ば
す
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
強
腰
。

　

二
十
四
日
に
は
与
党
議
員
団
が
、
市
場
改

築
に
つ
い
て
の
市
の
真
意
が
業
者
に
じ
ゅ
う

ぶ
ん
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
西
市
場
内

で
移
転
協
力
を
訴
え
た
。こ
の
日
も
「
組
織
を

無
視
、
組
織
分
裂
を
は
か
る
も
の
だ
」
「
組
合

幹
部
が
一
般
業
者
を
説
得
す
る
自
信
が
な
い

と
い
う
の
で
説
得
に
き
た
ま
で
だ
」
と
業
者

側
が
マ
イ
ク
で
応
酬
す
る
場
面
も
あ
り
、
事

情
を
知
ら
な
い
買
い
物
客
は
め
ん
く
ら
っ
た

様
子
。
業
者
に
対
す
る
市
の
計
画
に
つ
い
て

の
業
種
別
説
明
会
が
二
十
五
日
か
ら
市
役
所

三
階
会
議
室
で
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
市
の

改
築
設
計
案
に
対
し
て
も
難
色
を
示
し
て
お

り
、
泣
き
っ
つ
ら
に
ハ
チ
と
い
う
格
好
。

最
も
強
硬
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
精
肉
関

係
業
者
に
対
す
る
説
明
会
は
二
十
六
日
に

予
定
さ
れ
て
お
り
、
業
者
の
出
方
が
注
目
さ

れ
る
。

　

一
方
、
市
民
の
間
で
も
「
市
当
局
の
計
画

性
の
な
さ
を
示
し
た
も
の
だ
」
「
三
十
万
市

民
に
と
っ
て
市
場
だ
け
が
市
政
で
は
な
い
は

ず
だ
」
と
の
不
満
の
声
も
出
は
じ
め
て
い
る
。

ま
た
、
厚
生
局
で
は
、
現
市
場
の
環
境
調
査

に
乗
り
出
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

市
当
局
、
議
会
与
野
党
間
、
業
者
や
地
主
と
、

関
係
者
だ
け
で
争
わ
れ
て
き
た
市
場
問
題
だ

が
、
今
後
は
市
民
の
動
き
が
活
発
に
な
り
そ

う
で
あ
る
。

「
新
五
カ
年
計
画
」
基
本
に
／

動
き
出
し
た
復
帰
対
策
協

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
３
・
12
〕

　

那
覇
市
の
復
帰
対
策
協
議
会
、
復
帰
対
策

専
門
部
会
は
九
日
発
足
し
た
。
復
帰
対
策
協

議
会
は
、
稲
嶺
成
珍
第
一
助
役
を
議
長
に
各

部
長
ら
十
一
人
の
委
員
で
、
復
帰
対
策
専
門

部
会
は
各
部
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
法
制

上
の
整
備
充
実
、
経
済
開
発
計
画
を
主
体
に

取
り
組
み
、
復
帰
の
さ
い
の
予
想
さ
れ
る
混

乱
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

こ
の
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
復
帰
対

策
協
議
会
の
初
会
合
で
稲
嶺
成
珍
議
長
は
、

「
現
在
、
復
帰
の
期
待
と
不
安
が
錯
綜
、
全

軍
労
問
題
、
企
業
界
の
統
合
吸
収
を
め
ぐ
る

利
害
対
立
、
若
手
労
働
者
の
本
土
へ
の
流
出

な
ど
、
私
た
ち
は
解
決
す
べ
き
多
く
の
問
題

に
直
面
し
て
い
る
。
沖
縄
県
の
政
治
、
経
済

の
中
心
で
あ
る
那
覇
市
が
こ
の
時
期
に
前
向

き
に
発
言
し
、
常
に
市
民
サ
イ
ド
か
ら
日
本

国
憲
法
体
制
下
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
こ

と
は
、
地
域
社
会
の
要
求
で
あ
り
義
務
で
あ

る
」
と
あ
い
さ
つ
、
こ
の
あ
と
協
議
会
の
基

本
的
な
作
業
方
針
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
現
在
作
成
中
の
公
園
の

増
設
整
備
、
保
育
所
な
ど
福
祉
施
設
の
拡
充

な
ど
が
中
心
と
な
る
「
新
五
カ
年
計
画
」
を

基
本
に
復
帰
施
策
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
市
町
村
合
併
の
促
進
、
地
方
自
治

制
度
、
地
方
公
務
員
制
度
、
消
防
行
政
制
度

の
整
備
、
財
政
、
社
会
福
祉
事
業
、
市
計
画

事
業
、
上
下
水
道
事
業
な
ど
が
中
心
と
な
り
、

各
専
門
部
会
で
調
査
、
研
究
し
た
こ
れ
ら
の

課
題
を
協
議
会
で
討
議
を
重
ね
結
論
を
導
き

出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

水
道
局
が
参
加
し
て
い
る
沖
縄
水
道
協
会

で
も
独
自
の
復
帰
対
策
協
議
会
を
設
け
て
お

り
、
水
道
協
会
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
問
題
点

を
発
足
し
た
ば
か
り
の
那
覇
市
の
協
議
会
で

ど
の
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は

総
花
的
に
な
り
が
ち
な
こ
う
し
た
計
画
を
ど

の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

〝
完
成
し
だ
い
移
転
〟
／
仮
設

市
場
／
三
者
の
話
し
合
い
つ

く

　

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
３
・
13
〕

　

那
覇
市
の
牧
志
西
公
設
市
場
改
築
工
事
の

た
め
の
仮
市
場
へ
の
移
転
問
題
は
、
十
二
日

午
後
四
時
か
ら
開
か
れ
た
。
市
当
局
、
与
党

議
員
、
業
者
の
三
者
連
絡
協
議
会
で
全
員
移

転
の
結
論
を
出
し
、
仮
設
市
場
が
完
成
し
だ

い
全
業
者
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

時
、
業
者
側
は
移
転
そ
の
も
の
に
は
反
対
で

な
い
と
し
な
が
ら
も
、
西
市
場
の
用
地
確
保

な
ど
具
体
的
な
メ
ド
が
な
い
か
ぎ
り
三
月
移

転
は
で
き
な
い
と
主
張
。
市
当
局
は
計
画
通

り
の
移
転
以
外
に
方
法
は
な
い
と
の
態
度
で

話
し
合
い
は
難
航
し
て
い
た
が
、「
八
月
着
工

を
メ
ド
に
準
備
を
進
め
、
今
後
起
こ
り
う
る

あ
ら
ゆ
る
障
害
を
の
り
き
る
た
め
に
も
、
地

主
の
折
衝
や
十
余
年
間
紛
糾
し
て
き
た
同
問

題
の
解
決
の
た
め
に
も
三
者
が
協
力
す
る
以

外
に
な
い
」
と
意
見
の
一
致
を
み
た
も

の
。

　

席
上
、
平
良
市
長
は
「
仮
市
場
へ
の
移
転

を
め
ぐ
り
計
画
以
外
の
副
産
物
が
出
た
り
し

た
が
都
心
部
の
開
発
整
備
を
さ
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
市
と
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
困
難
を

排
除
し
て
計
画
を
推
し
進
め
て
い
く
つ
も
り

だ
。
西
市
場
の
改
築
工
事
の
た
め
の
ボ
ー
リ

ン
グ
、
調
査
も
今
議
会
終
了
後
す
ぐ
開
始
す

る
。
西
市
場
改
築
を
で
き
る
だ
け
早
め
に
実

現
す
る
た
め
に
も
業
者
、
与
党
、
市
当
局
の

歩
調
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語

っ
た
。
ま
た
、
我
那
覇
生
吉
組
合
長
は
「
全
業

者
一
致
団
結
、
市
の
手
で
改
築
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
基
本
線
に
か
わ
り
は
な
い
。
ぜ
ひ

革
新
市
長
の
手
で
解
決
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
強
調
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
仮
市
場
の
た
っ
た
開
南
で
は

「
開
南
開
発
推
進
協
議
会
」
（
仲
井
真
元
楷
代

表
）
が
で
き
「
仮
市
場
が
建
設
さ
れ
た
た
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め
、
ふ
き
ん
に
不
良
が
た
む
ろ
、
ま
た
く
み

取
り
車
も
こ
の
地
域
を
敬
遠
す
る
よ
う
に
な

り
、
は
か
り
知
れ
な
い
不
利
益
を
う
け
て
い

る
」
と
仮
市
場
の
撤
去
を
強
く
主
張
し
て
い

る
。
開
会
中
の
三
月
定
例
議
会
で
は
、
野
党

新
政
会
が
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
市
当
局

を
追
及
す
る
構
え
を
み
せ
て
お
り
、
ま
だ
予

断
を
許
さ
な
い
状
態
。

〝
市
場
〟
で
論
議
／
那
覇
市
議

会〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
０
・
３
・
14
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
の
三
月
定
例
議
会
は
十

四
日
午
前
十
時
か
ら
一
般
質
問
に
は
い
り
、

午
前
中
は
新
政
会
の
又
吉
久
正
、
喜
舎
場
盛

一
議
員
が
仮
設
市
場
問
題
、
道
路
行
政
、
市

有
財
産
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
今
議
会

か
ら
こ
れ
ま
で
の
ひ
と
り
二
十
分
の
持
ち
時

間
制
を
廃
止
、
新
政
会
二
時
間
、
社
大
、
人

民
、
公
明
各
一
時
間
の
質
問
時
間
を
割
り
当

て
た
た
め
、
新
政
会
は
質
問
者
を
三
人
に
し

て
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
時
間
を
と
っ
た
が
、
市

場
問
題
に
つ
い
て
も
九
月
定
例
議
会
で
の
質

疑
応
答
が
繰
り
か
え
さ
れ
る
の
み
で
、
市
当

局
を
追
い
込
む
ま
で
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　

質
問
の
第
一
陣
に
立
っ
た
又
吉
久
正
議
員

は
「
新
政
会
議
員
は
西
市
場
の
火
災
の
さ
い
、

全
業
者
を
新
市
場
に
移
し
、
そ
の
間
、
市
場

敷
き
地
の
折
衝
を
進
め
、
西
市
場
が
完
成
し

た
時
点
で
希
望
者
を
収
容
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
て
き
た
が
、
市
当
局
は
賛
成
多
数
で

こ
れ
を
押
し
切
り
、
仮
設
市
場
建
設
に
四
万

㌦
以
上
の
税
金
の
ム
ダ
使
い
を
し
て
い
る
」

と
前
置
き
❶
当
局
は
警
察
の
許
可
を
得
て
い

な
い
の
に
道
路
上
に
仮
設
市
場
の
着
工
を
開

始
し
た
❷
仮
設
市
場
が
で
き
た
た
め
、
ふ
き

ん
住
民
が
大
き
な
犠
牲
を
こ
う
む
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
そ
の
時
点
で
ふ
き
ん
住
民
と
の
話

し
合
い
を
も
っ
て
い
な
い―

な
ど
の
点
に
つ

い
て
市
当
局
を
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
市
当
局
は
❶
仮
設
市
場
の
建

っ
て
い
る
道
路
が
都
計
法
上
の
道
路
か
道
路

法
上
の
道
路
か
に
つ
い
て
、
那
覇
署
と
の
話

し
合
い
で
は
、
道
路
法
上
で
の
道
路
で
は
な

い
と
の
結
論
を
み
て
お
り
、
交
通
規
制
を
す

る
必
要
が
な
い
と
の
確
認
を
得
て
い
る
❷
ふ

き
ん
住
民
と
の
話
し
合
い
を
経
て
い
な
い
の

は
落
ち
度
だ
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
直

営
の
衛
生
車
や
く
み
と
り
車
を
配
置
し
、
市

民
に
迷
惑
の
な
い
よ
う
な
処
置
を
と
る―
と

答
弁
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
に
貸
し
て
い
る
市
有
地
の
賃

貸
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て
市
当
局
は
、
借
地

人
と
の
話
し
合
い
を
経
て
い
な
い
が
、
他
の

借
地
人
よ
り
大
幅
な
保
護
を
受
け
て
い
る
と

み
て
、
二
月
一
日
か
ら
の
市
有
地
の
値
上
げ

に
ふ
み
き
っ
た
。

市
職
員
が
公
金
流
用
／
那
覇
市

議
会
、
当
局
を
追
及

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
３
・
15
〕

　

那
覇
市
建
設
部
職
員
が
工
事
請
け
負
い
契

約
補
償
金
を
二
回
に
わ
た
っ
て
一
時
使
用
し

て
い
た
こ
と
が
、
十
四
日
の
金
城
重
正
議
員

（
新
政
会
）
の
質
問
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
昨
年
十
一
月
、こ
の
職
員
は
、
業
者
か
ら

受
け
取
っ
た
補
償
金
を
一
回
目
二
百
㌦
、
二

回
目
に
百
九
十
㌦
を
会
計
課
に
納
入
せ
ず
、

自
分
の
机
に
入
れ
た
ま
ま
二
回
と
も
そ
の
一

部
を
流
用
し
た
と
い
う
も
の
。

　

金
城
議
員
は
、「
建
設
部
職
員
が
公
金
を
着

服
し
た
事
実
を
な
し
つ
ぶ
し
に
し
、
配
置
替

え
す
る
こ
と
だ
け
で
温
存
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
職
員
は
処
分
す
べ
き
で
あ
り
、
で
た
ら

め
な
市
政
だ
」
と
市
当
局
を
非
難
し
た
。
市

当
局
は
、
七
月
と
十
月
の
二
回
、
こ
の
職
員

が
合
計
三
百
九
十
六
㌦
の
一
部
を
流
用
し
た

こ
と
を
二
回
目
に
発
見
、
配
置
替
え
し
た
と

の
事
実
を
認
め
平
良
市
長
は
「
条
例
に
照
ら

し
て
処
分
す
る
」
と
説
明
し
た
。
那
覇
市
役

所
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
何
回
に
も
わ
た
っ
て

職
員
同
士
の
暴
力
事
件
が
あ
り
、
告
訴
す
る

ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
、
ま
た
勤
務
時
間
内
に
マ

ー
ジ
ャ
ン
荘
に
し
け
こ
む
職
員
も
少
な
く
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

平
良
市
長
は
、
議
会
で
市
役
所
に
は
第
一
、

第
二
組
合
の
感
情
的
な
対
立
に
よ
る
事
件
が

多
く
、
そ
れ
だ
け
に
懲
罰
は
慎
重
を
要
す
る

と
も
説
明
し
た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
が
議
会

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
以
上
、
市
民
の
批
判
は

さ
け
ら
れ
な
い
。
市
当
局
で
は
、
さ
っ
そ
く

懲
罰
審
議
委
員
会
に
申
告
、
そ
の
答
申
を
待

っ
て
長
期
欠
勤
者
、
暴
力
職
員
な
ど
を
処
分

す
る
と
語
っ
て
い
る
。

27
人
が
も
ぐ
り
業
／
那
覇
市
議

会
／
市
場
問
題
を
追
及

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
３
・
17
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
三
月
定
例
議
会
四
日
目

の
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
議
案
に
対
す
る
質

疑
が
行
な
わ
れ
た
。
野
党
新
政
会
議
員
は
、こ

の
日
も
関
連
質
問
で
市
場
問
題
を
取
り
上
げ

市
当
局
を
追
及
、
そ
の
中
で
市
当
局
は
、
西

市
場
の
火
災
の
後
、
市
と
契
約
を
結
ん
で
い

な
い
も
ぐ
り
業
者
が
二
十
七
人
も
い
る
事
実

を
認
め
た
。
ま
た
議
案
の
中
の
数
字
が
ま
ち

が
っ
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
新
政
会
議

員
が
「
こ
ん
な
で
た
ら
め
な
議
案
の
審
議
は

で
き
な
い
」
と
休
会
を
求
め
二
度
も
審
議
は

中
断
し
た
。

　

金
城
重
正
議
員
（
新
政
会
）
ら
は
「
西
市

場
火
災
の
後
、
西
市
場
か
ら
新
市
場
へ
移
転

し
た
業
者
が
で
た
た
め
西
市
場
に
は
あ
き
小

間
が
あ
る
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
西
市
場
に
は

市
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
業
者
が
少
な
く
な

い
と
い
う
。
ま
た
業
者
の
中
に
は
、
権
利
を
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四
月

売
っ
た
り
、
ま
た
貸
し
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

市
当
局
は
、
市
有
財
産
を
管
理
で
き
な
い
の

か
」
と
つ
め
よ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
市
当
局

は
、
「
業
者
間
で
権
利
金
を
取
っ
た
と
い
う

こ
と
は
知
ら
な
い
。
西
市
場
火
災
の
後
二
十

七
人
の
不
法
入
居
者
が
い
る
こ
と
が
そ
の
後

の
調
査
で
わ
か
っ
た
。
市
と
し
て
は
、
仮
市

場
へ
の
移
転
の
際
に
も
市
と
契
約
を
結
ん
で

い
な
い
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
は
対
象
に
し
な

い
」
と
答
え
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
西
市
場
に
は
、
市
と
直
接
契

約
を
結
ん
で
は
い
な
い
が
、
十
何
年
も
現
在

の
場
所
で
商
売
を
続
け
て
き
た
業
者
が
少
な

く
な
い
と
い
わ
れ
、
一
つ
の
小
間
を
時
間
差

を
設
け
て
二
人
の
業
者
が
使
用
し
て
い
た
り
、

分
け
あ
っ
て
使
っ
た
り
、
親
や
兄
弟
の
小
間

を
譲
り
受
け
て
い
た
り
で
多
種
多
様
。
市
当

局
で
は
、
西
市
場
火
災
の
と
き
に
こ
う
し
た

事
実
を
知
り
、「
徹
底
的
に
メ
ス
を
入
れ
る
た

め
取
り
か
か
っ
た
。
十
年
も
商
売
を
続
け
て

い
る
既
成
事
実
は
生
活
権
と
も
か
ら
み
、
ど

の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
検
討
中
」
と
の
こ

と
だ
が
今
後
も
尾
を
ひ
き
そ
う
で
あ
る
。
一

方
、
西
市
場
の
組
合
側
で
は
、
組
合
へ
の
加

入
金
の
支
払
い
は
あ
る
が
、
権
利
金
の
受
け

渡
し
は
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。

　

審
議
が
二
度
に
わ
た
っ
て
中
断
し
た
の
は
、

議
案
の
中
の
数
字
の
誤
り
が
原
因
。
坪
単
位

か
ら
平
方
㍍
へ
の
換
算
の
誤
り
と
ミ
ス
プ
リ

ン
ト
。
新
政
会
議
員
は
、
「
議
会
で
発
見
さ

れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
に
す
る
つ
も
り
か
。

市
民
に
大
き
な
損
害
を
与
え
る
可
能
性
も
あ

り
、
議
会
を
軽
視
し
て
い
る
」
と
つ
っ
ぱ
ね

た
が
当
局
が
訂
正
し
て
お
さ
ま
っ
た
。

参
考
意
見
を
き
く
／
那
覇
市
議
、

仮
市
場
問
題
で

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
３
・
20
〕

　

那
覇
市
議
会
の
総
務
委
員
会
は
十
九
日
、

開
南
に
つ
く
っ
た
仮
市
場
に
関
連
し
て
警
本

保
安
課
・
大
城
重
人
技
官
、
那
覇
署
山
城
長

府
保
安
課
長
の
出
席
を
求
め
て
参
考
意
見
を

き
い
た
。

　

「
仮
市
場
が
建
っ
た
た
め
に
ふ
き
ん
の
建

築
が
許
可
さ
れ
な
い
」
と
い
う
野
党
の
追
及

が
あ
っ
て
意
見
を
求
め
た
も
の
で
、
両
氏
は

「
付
近
市
民
の
建
築
（
確
認
）
が
許
可
さ
れ
な

い
の
は
、
仮
市
場
が
で
き
た
た
め
で
は
な
く

他
に
原
因
が
あ
る
」
と
市
当
局
と
同
じ
見
解

を
と
っ
た
。

　

同
問
題
を
め
ぐ
り
、
こ
の
日
本
会
議
で
も

又
吉
久
正
議
員
（
新
政
会
）
ら
は
、「
警
察
と

市
当
局
の
見
解
が
一
致
し
な
い
た
め
、
被
害

を
う
け
る
の
は
近
く
に
住
む
一
般
市
民
だ
」

と
当
局
を
追
及
し
た
。
こ
れ
に
対
し
市
当
局

は
❶
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
道
路
で
あ
る
❷

建
築
基
準
法
に
は
「
道
路
法
又
は
都
市
計
画

に
よ
る
新
設
ま
た
は
変
更
の
事
業
計
画
の
あ

る
道
路
で
、
二
年
以
内
に
事
業
が
執
行
さ
れ

る
も
の
と
し
て
特
定
行
政
庁
が
指
定
し
た
も

の
」
と
の
規
定
が
あ
り
、
仮
設
市
場
が
建
っ

て
も
建
築
確
認
に
必
要
な
道
路
と
し
て
認
め

ら
れ
る
、
な
ど
の
理
由
を
あ
げ
、「
仮
市
場
が

で
き
た
た
め
に
建
築
（
確
認
）
が
許
可
さ
れ

な
い
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
答
弁

し
て
い
た
。

新
町
名
は
継
続
審
議
に
／
那
覇

市
定
例
議
会
終
わ
る

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
０
・
３
・
23
〕

　

那
覇
市
の
三
月
定
例
議
会
最
終
日
の
本
会

議
は
二
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
、
市

公
園
条
例
の
制
定
な
ど
、
市
当
局
提
出
の
二

十
二
件
の
議
案
と
六
九
年
度
歳
出
歳
入
決
算

の
承
認
、
松
川
護
岸
整
備
工
事
に
つ
い
て
の

陳
情
な
ど
を
採
択
、
十
日
間
の
会
期
を
終
え

た
。
し
か
し
、
町
界
、
町
名
の
新
設
、
変
更

議
案
は
継
続
審
議
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

こ
の
日
は
ま
ず
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
安
謝
埋
め
立
て
地
の
売
却
議
案
な
ど
の
審

査
報
告
を
皮
切
り
に
、
次
々
に
各
委
員
会
の

付
託
議
案
の
審
査
報
告
が
行
な
わ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
〝
異
議
な
し
〟
で
採
択
さ
れ
、
退

屈
の
あ
ま
り
途
中
か
ら
議
場
外
の
控
え
室
に

出
る
議
員
の
姿
が
目
立
つ
ほ
ど
の
低
調
さ
だ

っ
た
。
や
っ
と
七
○
年
度
の
更
正
予
算
審
議

に
至
っ
て
、
野
党
の
新
政
会
が
市
当
局
案
に

反
対
、
採
決
の
結
果
与
党
、
公
明
党
が
賛
成

に
ま
わ
り
十
五
対
十
二
で
市
当
局
案
ど
お
り

採
択
さ
れ
た
。
反
対
討
論
に
立
っ
た
宮
城
武

議
員
（
新
政
会
）
は
「
政
府
の
税
収
落
ち
込

み
で
、
資
金
運
用
部
資
金
か
ら
借
り
入
れ
が

で
き
ず
九
十
四
万
㌦
の
歳
入
減
が
生
じ
た
の

は
革
新
政
府
と
革
新
市
長
の
手
腕
の
な
さ
で
、

承
服
で
き
な
い
。
ま
た
仮
市
場
の
ト
イ
を
つ

く
る
た
め
の
八
百
余
㌦
の
追
加
分
も
、
仮
市

場
に
反
対
し
て
い
る
新
政
会
の
立
場
か
ら
認

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
述
べ
、
更
正

予
算
案
に
反
対
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
賛
成

討
論
に
立
っ
た
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
）
は

「
政
府
の
財
政
減
の
結
果
、
九
十
四
万
㌦
の
歳

入
減
が
生
じ
た
の
は
や
む
を
得
な
い
。
仮
市

場
は
前
の
臨
時
議
会
で
建
設
す
る
こ
と
を
決

め
た
も
の
で
あ
り
、
更
正
予
算
の
承
認
は
当

然
だ
」
と
反
論
し
た
が
、
議
員
自
身
が
〝
低

調
議
会
〟
を
口
に
す
る
ほ
ど
の
低
調
議
会
に

終
始
し
た
。

那
覇
市
と
の
合
併
は
時
期
尚
早

／
消
極
的
な
浦
添
村

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
４
・
７
〕

　

【
浦
添
】
那
覇
市
は
広
域
都
市
を
め
ざ
し

て
、
豊
見
城
、
南
風
原
、
浦
添
の
合
併
を
計

画
し
て
い
る
が
、
浦
添
村
の
場
合
、
村
民
の

反
応
は
「
時
期
尚
早
」と
の
声
が
強
い
。
同
村



五
七
五

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
四
月

は
那
覇
市
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
那
覇
を

あ
ふ
れ
た
人
口
が
ど
し
ど
し
流
れ
込
み
、
六

九
年
末
の
人
口
は
四
万
一
千
五
百
人
に
達
し

た
。
過
去
五
カ
年
で
平
均
二
千
五
百
人
ふ
え
、

増
加
率
は
実
に
四
三
㌫
と
い
う
高
い
比
率
を

示
し
、
全
琉
一
の
増
加
率
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
都
市
計
画
事
業
を
は
じ
め
、

村
民
の
福
祉
向
上
対
策
な
ど
大
き
い
課
題
が

山
積
し
て
い
る
。
村
当
局
は
い
ま
七
月
一
日

の
市
昇
格
で
多
忙
を
き
わ
め
て
い
る
た
め
那

覇
市
と
の
合
併
は
身
近
な
問
題
と
し
て
は
と

ら
え
て
い
な
い
。
た
と
え
正
式
な
話
し
合
い

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
て
も
、
時
期
や
方
法
で
、

村
民
は
す
ぐ
Ｏ
Ｋ
と
い
う
ム
ー
ド
で
は
な
い

と
い
う
。
ま
ず
昇
格
を
実
現
し
て
、
基
本
施

設
な
ど
を
と
と
の
え
、
そ
の
あ
と
で
も
合
併

は
お
そ
く
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

村
民
が
警
戒
し
て
い
る
の
は
那
覇
市
の
吹

き
だ
ま
り
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。
那
覇
市
は
土
地
難
で
、
公
共
用
地
の
確

保
は
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
合
併

す
る
と
、
じ
ん
芥
、
し
尿
処
理
場
、
団
地
な

ど
、
村
民
へ
の
恩
恵
が
少
な
い
施
設
が
建
ち

は
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
か
り
に
合
併

す
る
に
し
て
も
村
民
の
納
得
の
い
く
青
写
真

が
必
要
と
い
い
、
合
併
方
式
も
対
等
合
併
で

な
い
と
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
の
空
気
が

強
い
。
当
面
は
市
昇
格
に
よ
る
内
部
充
実
に

全
力
を
あ
げ
る
考
え
で
あ
り
、
村
当
局
、
議

会
も
、
那
覇
市
と
の
合
併
は
ま
だ
ひ
と
ご
と

と
い
っ
た
感
じ
だ
。

　

村
当
局
は
「
合
併
は
必
要
と
思
う
、
し
か

し
是
が
非
で
も
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

浦
添
村
の
意
向
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
り
入
れ
て

も
ら
わ
な
い
と
実
現
は
む
ず
か
し
い
。
い
ま

の
と
こ
ろ
、
那
覇
市
か
ら
な
ん
の
申
し
入
れ

も
な
い
し
さ
し
せ
ま
っ
た
問
題
で
は
な
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

那
覇
市
と
の
合
併
推
進
／
与
那

原
町
ア
ン
ケ
ー
ト
で
統
一
見

解〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
４
・
10
〕

　

【
与
那
原
】
与
那
原
町
で
も
市
町
村
合
併
の

機
運
が
高
ま
り
、
再
選
さ
れ
た
山
内
俊
雄
町

長
も
こ
の
問
題
に
は
本
腰
を
入
れ
る
決
意
。

す
で
に
政
府
案
（
与
那
原
、
西
原
、
佐
敷
、
知

念
の
四
町
村
合
併
）
も
で
き
、
話
し
あ
い
も

持
た
れ
て
い
る
が
、
町
民
の
間
に
、
合
併
へ

の
意
見
が
百
出
、
町
当
局
も
明
確
な
態
度
を

打
ち
出
し
か
ね
て
い
た
。
そ
こ
で
同
町
で
は

さ
る
二
月
、
全
家
庭
を
対
象
に
世
論
調
査
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
の
で

四
日
、
市
町
村
合
併
促
進
特
別
委
員
会

（
全
議
員
で
構
成
、
委
員
長
・
粟
国
良
行
議

長
）
を
ひ
ら
き
、
統
一
見
解
を
ま
と
め
た
。

　

ま
ず
➊
那
覇
市
と
の
合
併
を
強
く
推
進
す

る
❷
那
覇
と
の
合
併
が
だ
め
な
ら
政
府
案
ま

た
は
大
里
村
を
含
む
政
府
案
で
合
併
に
努
力

す
る―

と
い
う
内
容
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
方
法
は
合
併
案
と
し

て
一―

政
府
案
、
二―

那
覇
市
と
の
合
併
案
、

三―

大
里
村
を
含
む
政
府
案
、
四―

合
併
反

対
、
五―

そ
の
他
。
回
収
件
数
一
千
二
十
六
、

回
収
率
四
九
・
〇
三
㌫
。
結
果
は
那
覇
市
と

の
合
併
希
望
四
七
・
〇
一
㌫
、
大
里
村
を
含

む
政
府
案
希
望
二
二
・
四
九
㌫
、
政
府
案
希

望
二
〇
・
八
五
㌫
、
そ
の
他
二
・
六
㌫
、
反

対
一
・
五
五
㌫
の
順
で
那
覇
市
と
の
合
併
が

約
半
数
を
占
め
て
い
る
。

　

あ
る
主
婦
は
「
那
覇
の
中
心
部
か
ら
は
遠

い
が
、
南
風
原
村
が
那
覇
に
合
併
が
き
ま
っ

て
い
る
の
で
、
つ
い
で
に
与
那
原
も
と
い
う

気
持
ち
が
強
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
。

こ
れ
が
一
般
的
な
考
え
方
ら
し
い
。だ
が
、
中

に
は
那
覇
市
に
吸
収
さ
れ
る
と
与
那
原
の
カ

ゲ
が
う
す
れ
、
開
発
が
お
く
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
そ
れ
よ
り
中
城
湾
開
発
を
も
と
に
し

て
組
ま
れ
た
政
府
案
、
ま
た
は
大
里
村
を
加

え
た
政
府
案
を
採
用
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も

根
強
い
。
と
に
か
く
、
な
に
が
な
ん
で
も
那

覇
と
合
併
す
べ
き
と
い
う
強
硬
論
は
あ
ま
り

き
か
れ
な
い
。
大
里
を
含
む
政
府
案
希
望
が

多
い
の
は
、
か
つ
て
与
那
原
は
大
里
村
の
一

部
だ
っ
た
た
め
、
同
村
に
親
し
み
を
寄
せ
て

い
る
か
ら
の
よ
う
だ
。

　

与
那
原
町
は
人
口
一
万
足
ら
ず
の
〝
ミ
ニ

都
市
〟。な
に
を
す
る
に
も
予
算
の
厚
い
カ
ベ

に
ぶ
つ
か
り
、
市
町
村
合
併
の
必
要
を
身
に

し
み
て
感
じ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
町
民

も
百
人
の
う
ち
九
十
八
人
が
合
併
に
賛
成
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
わ
け
で
、
合
併
へ

の
は
た
ら
き
か
け
も
、
い
よ
い
よ
具
体
化
し

そ
う
。

栄
町
自
治
会
／
長
い
工
事
で
大

損
害
／
各
種
税
金
の
減
免
訴

え
る

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
４
・
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〕

　

那
覇
市
の
栄
町
一
帯
で
は
、
昨
年
の
五
月

に
は
じ
ま
っ
た
政
府
の
バ
イ
パ
ス
工
事
と
、

市
の
下
水
道
工
事
が
交
錯
、
周
囲
の
業
者
は

「
商
売
あ
が
っ
た
り
だ
」と
生
活
苦
を
訴
え
て

い
た
が
、
知
念
秀
政
栄
町
自
治
会
長
ら
業
者

代
表
十
一
人
は
、
二
十
日
午
前
十
一
時

半
、
市
役
所
を
訪
れ
「
せ
め
て
各
種
税
金
を

減
免
し
て
ほ
し
い
」
と
陳
情
し
た
。

　

栄
町
全
域
に
お
よ
ん
で
い
る
下
水
道
工
事

は
、
当
初
計
画
で
は
二
月
上
旬
に
は
終
わ
る

は
ず
で
あ
っ
た
。
四
月
も
中
旬
に
入
っ
て
よ

う
や
く
す
べ
て
の
配
管
を
終
え
、
今
月
中
に

は
完
了
す
る
予
定
だ
が
、
付
近
住
民
の
う
け

た
被
害
は
大
き
い
。
さ
る
二
月
二
十
六
日
に

は
平
良
市
長
が
現
場
を
視
察
、「
道
路
工
事
期

間
中
の
補
償
に
か
え
て
事
業
税
、
所
得
税
の

減
免
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
答



五
七
六

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
五
月

え
て
い
た
。
こ
の
日
も
一
行
は
、
❶
事
業
税
、

市
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
減
免
措
置
を

講
じ
て
も
ら
い
た
い
❷
所
得
税
に
つ
い
て
は

主
税
局
長
に
と
り
は
か
ら
っ
て
も
ら
い
た
い

❸
遅
く
と
も
バ
イ
パ
ス
完
成
ま
で
に
は
全
面

的
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
道
路
に
し
て
も
ら

い
た
い―

と
訴
え
た
。
陳
情
に
立
ち
会
っ
た

前
田
第
二
助
役
は
、「
来
年
度
予
算
編
成
で
み

な
さ
ん
の
ご
希
望
に
添
え
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
」
と
答
え
た
。

組
合
が
移
転
を
拒
否
／
仮
市
場

完
成
／
市
は
移
転
完
了
通
達

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
５
・
１
〕

　

牧
志
公
設
市
場
の
仮
市
場
が
完
成
、
二
十

七
日
か
ら
現
市
場
か
ら
の
移
転
が
始
ま
っ
て

お
り
、
市
当
局
は
三
十
日
ま
で
に
移
転
完
了

す
る
よ
う
通
達
し
た
が
、
牧
志
公
設
市
場
共

同
組
合
（
我
那
覇
生
吉
組
合
長
）
の
大
部
分

は
「
移
転
は
不
安
」
だ
と
し
て
移
転
を
拒
否

し
て
い
る
。
し
か
し
現
公
設
市
場
は
仮
市
場

が
完
成
す
る
ま
で
の
間
だ
け
営
業
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
仮
市
場
が
完
成
し
た
現
在
、
移

転
を
拒
否
す
る
こ
と
は
法
的
に
不
可
能
で
あ

る
の
で
、
移
転
拒
否
問
題
の
成
り
行
き
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　

現
牧
志
公
設
市
場
は
昨
年
秋
に
火
事
を
起

こ
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
公
設
市
場
を
衛

生
的
な
市
場
に
新
築
す
る
こ
と
が
、
市
当
局

と
公
設
市
場
共
同
組
合
の
間
で
合
意
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
新
築
ま
で
の
間
仮
設
市
場
を
建
設

し
て
現
営
業
者
を
収
容
し
営
業
さ
せ
る
こ
と

に
し
て
、
公
設
市
場
隣
の
神
里
原
の
政
府
道

上
に
仮
設
市
場
を
完
成
し
た
。
完
成
に
伴

い
移
転
が
四
月
二
十
七
日
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
三
百
十
五
店
の
契
約
業
者
の
う
ち
百
十

店
が
移
転
し
た
だ
け
で
残
り
の
二
百
十
五
店

は
「
移
転
は
営
業
停
止
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
の
理
由
で
移
転
を
拒
否
し
て
い
る
。

市
当
局
と
し
て
は
、
仮
市
場
が
完
成
す
れ
ば

現
市
場
か
ら
移
転
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
食

品
衛
生
法
に
よ
る
営
業
期
限
を
四
月
三
十
日

ま
で
と
し
た
。
つ
ま
り
五
月
一
日
か
ら
は
現

市
場
で
は
「
営
業
で
き
な
い
」
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
共
同
組
合
は
①
現
公
設

市
場
が
建
っ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
土
地
所

有
者
と
市
当
局
が
ま
だ
賃
貸
契
約
で
も
め
て

お
り
、
こ
の
先
、
土
地
の
確
保
が
で
き
る
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
②
新
し
く
建
て
ら
れ
る

市
場
の
建
設
資
金
の
メ
ド
が
ま
だ
つ
い
て
い

な
い
③
し
た
が
っ
て
移
転
は
営
業
停
止
に
つ

な
が
る―

の
三
点
を
お
も
な
理
由
に
こ
ば
ん

で
お
り
「
実
力
で
も
移
転
を
拒
否
す
る
」
と

強
硬
だ
。

　

市
当
局
は
「
法
的
に
営
業
で
き
な
く
な
る

の
で
実
力
で
移
転
を
こ
ば
み
、
現
市
場
で
営

業
を
続
け
よ
う
と
し
て
も
無
理
で
あ
る
」
と

し
て
い
る
が
、
組
合
が
実
力
で
居
す
わ
っ
た

場
合
、
機
動
隊
の
導
入
な
ど
も
考
え
ら
れ
動

き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

仮
市
場
移
転
で
激
論
／
那
覇
市

革
新
共
闘
／
業
者
と
の
討
論

会
開
く

〔
沖
タ
・
朝　
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那
覇
市
の
革
新
共
闘
会
議
（
宮
里
栄
輝
議

長
）
は
、
二
日
午
前
と
午
後
に
わ
た
り
、
市

当
局
、
西
市
場
業
者
か
ら
、
難
航
し
て
い
る

仮
市
場
移
転
問
題
に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の

意
向
を
き
い
た
。
仮
市
場
移
転
問
題
は
、
市

当
局
の
西
市
場
閉
鎖
計
画
に
対
し
、
土
地
が

確
保
さ
れ
な
い
限
り
移
転
で
き
な
い
と
主
張

す
る
業
者
が
あ
く
ま
で
も
こ
れ
を
阻
止
す
る

と
強
硬
な
構
え
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
ど
た

ん
場
で
ま
た
ふ
り
出
し
に
も
ど
っ
た
か
っ
こ

う
だ
が
、
共
闘
会
議
は
こ
れ
を
重
視
、
両
者

の
意
見
の
く
い
ち
が
い
を
明
確
に
し
、
市
民

討
論
会
の
形
で
解
決
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も

の
。

　

こ
の
日
は
業
者
約
百
三
十
人
、
三
政
党
代

表
、
労
組
代
表
、
婦
人
団
体
代
表
ら
が
午
前

中
市
当
局
の
計
画
を
聞
い
た
あ
と
、
午
後
一

時
か
ら
市
場
業
者
と
話
し
あ
っ
た
。
話
し
合

い
は
、
終
始
緊
張
し
た
ふ
ん
囲
気
の
中
で
行

な
わ
れ
、
我
那
覇
組
合
長
、
高
良
青
年
部
長

は
①
市
当
局
の
政
府
運
用
部
か
ら
資
金
を
借

り
入
れ
る
と
の
計
画
は
政
府
の
財
政
状
態
か

ら
み
て
不
安
だ
②
地
主
は
、
土
地
の
賃
貸
を

拒
否
、
裁
判
で
も
引
き
延
ば
し
戦
術
を
と
っ

て
お
り
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
は
あ
り
え

な
い
③
だ
か
ら
と
い
っ
て
土
地
収
用
に
つ
い

て
も
審
査
委
員
の
構
成
上
疑
問
が
残
る―

と
、

市
当
局
の
計
画
に
は
大
き
な
危
険
が
伴
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
仲
本
、
島
袋
、
黒
潮
三
党

代
表
ら
は
①
業
者
は
本
当
に
市
と
市
場
を
つ

く
っ
て
も
ら
う
意
思
が
あ
る
の
か
②
さ
る
十

二
日
に
、
全
員
移
転
す
る
と
の
五
項
目
協
定

を
翌
日
は
ひ
る
が
え
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
態
で
は
、
責
任
者
と
の
話
し
合
い
を
持

っ
て
も
計
画
は
推
進
で
き
な
い
③
現
在
の
仮

市
場
も
業
者
側
か
ら
の
提
案
に
よ
る―

と
市

の
立
場
を
説
明
し
た
が
、
移
転
に
反
対
す
る

業
者
は
、
「
市
は
業
者
の
組
織
分
断
を
ね
ら

っ
て
い
る
」
「
約
束
し
た
仕
事
も
や
っ
て
な

い
し
、
何
度
も
裏
切
ら
れ
た
」
と
激
し
く
応

酬
し
た
。

　

市
と
業
者
の
間
に
大
き
な
意
見
の
く
い
ち

が
い
が
あ
る
た
め
、
代
表
者
と
の
約
束
は
全

業
者
に
守
っ
て
も
ら
う
、
と
の
取
り
決
め
を

し
て
三
日
午
前
十
時
か
ら
改
め
て
問
題
を
に

つ
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

三
日
は
、
土
地
収
用
を
中
心
に
話
が
進
め

ら
れ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
、
と
こ
ろ
が
、
市

場
を
使
用
し
て
い
る
業
者
が
名
義
人
と
実
際

の
使
用
者
が
異
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
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こ
と
か
ら
、
市
当
局
が
使
用
権
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
態
度
に
で
て
い
る
こ

と
、
業
者
間
に
移
転
賛
成
派
と
反
対
派
と
の

意
見
の
く
い
ち
が
い
が
表
面
化
し
た
こ
と
な

ど
、
仮
市
場
移
転
問
題
も
三
日
の
話
し
合
い

が
分
岐
点
に
な
り
そ
う
。

話
し
合
い
つ
い
に
決
裂
／
牧
志

第
一
公
設
市
場
の
移
転
問
題

／
市
側
、
立
ち
の
き
強
行
決

め
る

〔
琉
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那
覇
市
当
局
と
業
者
組
合
の
間
で
紛
糾
を

続
け
て
い
る
牧
志
第
一
公
設
市
場
の
移
転
問

題
は
、
革
新
市
政
共
闘
会
議
の〝
話
し
合
い
に

よ
る
解
決
〟
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ

い
に
決
裂
し
て
し
ま
い
、
市
当
局
と
業
者
の

激
突
は
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
と
な
っ
た
。

市
当
局
は
業
者
の
市
場
使
用
契
約
が
四
月
三

十
日
で
切
れ
た
こ
と
を
た
て
に
、
裁
判
所
に

対
し
て
占
有
権
排
除
の
手
続
き
を
と
っ
て
お

り
、
こ
こ
二
、
三
日
の
う
ち
に
執
達
吏
に
よ

る
立
ち
の
き
命
令
が
出
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
が
、
命
令
が
実
行
さ
れ
な
い
と
き
は
当
然

機
動
隊
の
出
動
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

な
り
ゆ
き
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
市
場
組
合
（
我
那
覇
生
吉

会
長
、
二
百
七
十
人
）
は
十
二
日
午
前
十
一

時
す
ぎ
か
ら
同
組
合
事
務
所
で
記
者
会
見
し
、

事
態
を
こ
れ
ほ
ど
悪
化
さ
せ
た
原
因
は
い
っ

さ
い
市
当
局
に
あ
る
と
し
て
、
改
築
に
必
要

な
予
算
と
土
地
の
確
保
が
実
現
し
な
い
限
り

移
転
に
は
応
じ
な
い
と
の
態
度
を
明
ら
か
に

し
、
市
当
局
が
力
で
押
し
切
る
な
ら
そ
れ
に

は
対
決
せ
ざ
る
を
得
な
い―

と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
き
て
や
む
を
え
な
い

　

前
田
第
二
助
役
の
話　

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ

ま
で
何
度
も
話
し
合
い
を
持
ち
、
円
満
解
決

に
努
力
し
て
き
た
が
、
業
者
の
態
度
は
二
転

三
転
し
、
時
間
を
引
き
延
ば
さ
れ
て
き
た
。こ

れ
以
上
時
間
を
と
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
や
む
な
く
法
的
手
続
き
を
と
り
司
直

の
手
を
か
り
る
以
外
に
な
い
と
判
断
し
た
。

計
画
図
も
十
五
日
に
完
了
す
る
の
で
、
六
月

議
会
に
は
予
定
ど
お
り
改
築
予
算
案
を
提

出
す
る
。
予
定
ど
お
り
改
築
は
で
き
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
現
在
移
転
に
反
対
し
て
い
る
業

者
は
す
で
に
市
場
使
用
契
約
が
な
い
の
で
、

改
築
が
す
ん
だ
場
合
で
も
そ
こ
に
入
れ
る

と
は
限
ら
な
い
。
公
募
す
る
こ
と
も
あ
り
う

る
。

　

あ
く
ま
で
抵
抗
す
る

　

我
那
覇
会
長
の
話　

わ
れ
わ
れ
は
改
築
の

た
め
全
力
を
あ
げ
て
努
力
し
て
き
た
が
、
市

当
局
は
何
ら
責
任
あ
る
行
政
を
や
っ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
二
百
七
十
余
人
の

業
者
の
生
活
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
市
当
局
に

ま
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

し
た
が
っ
て
改
築
に
必
要
な
予
算
と
土
地
の

確
保
が
実
現
し
な
い
限
り
移
転
せ
ず
現
市
場

で
営
業
を
続
け
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
全
力
を
あ

げ
る
。
第
二
公
設
市
場
（
新
市
場
）
の
用
途

変
更
問
題
や
市
が
示
し
た
改
築
計
画
予
定
が

大
幅
に
狂
い
、
相
互
間
に
不
信
を
生
み
出
し

た
。
ま
た
火
災
後
組
合
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
仮
市
場
を
建
築
、
移
転
を
強
要
し
て
き
た
。

こ
の
た
め
一
部
業
者
が
分
裂
、
移
転
に
応
じ

た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
予
算
と
土
地
の
確
保
が

で
き
な
い
限
り
移
転
に
は
応
じ
な
い
と
の
立

場
か
ら
今
日
ま
で
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
あ
く
ま
で
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
と

の
立
場
か
ら
市
政
共
闘
会
議
の
あ
っ
せ
ん
案

を
の
ん
だ
が
、
市
当
局
は
そ
れ
を
も
否
定
し

た
。
残
念
で
な
ら
な
い
。
こ
う
な
っ
た
ら
わ

れ
わ
れ
は
正
し
い
要
求
を
掲
げ
て
戦
う
以
外

に
な
い
。
し
か
し
、
市
当
局
が
対
等
の
立
場

で
話
し
合
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
そ
れ
に
は
応
じ
、
で
き
れ
ば
激
突
は
避
け

た
い
。

仮
市
場
へ
の
移
転
に
強
く
反
対

／
市
当
局
仮
処
分
申
請
／
業

者
法
廷
に
押
し
か
け

〔
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那
覇
市
の
西
公
設
市
場
改
築
計
画
は
一
部

業
者
が
仮
市
場
へ
の
移
転
に
反
対
、
紛
糾
し

て
い
る
が
、
那
覇
市
当
局
は
業
者
の
市
場
占

有
、
建
築
妨
害
排
除
の
仮
処
分
を
那
覇
地
裁

（
民
事
第
一
部
知
念
義
光
判
事
係
り
）
に
申

請
、
強
制
執
行
の
態
度
に
出
た
。
こ
の
た
め

十
八
日
午
前
十
一
時
か
ら
開
か
れ
た
第
一
回

審
尋
に
は
約
百
人
の
業
者
が
法
廷
に
押
し
か

け
て
移
転
反
対
を
訴
え
、
両
者
代
理
人
の
間

で
激
論
を
交
わ
し
た
。

　

市
当
局
か
ら
出
さ
れ
た
仮
処
分
申
請
の
内

容
は
❶
業
者
は
市
場
建
て
物
か
ら
退
去
し
、

土
地
を
明
け
渡
せ
❷
業
者
は
現
市
場
用
地
へ

の
立
ち
入
り
、
工
作
物
を
放
置
す
る
な
ど
市

場
に
対
す
る
市
の
占
有
権
を
妨
害
し
て
は
な

ら
な
い
❸
裁
判
所
は
立
ち
入
り
禁
止
、
妨
害

禁
止
の
強
制
執
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

―

と
い
う
も
の
。
市
当
局
は
仮
処
分
申
請
の

理
由
と
し
て
「
市
は
市
場
の
近
代
化
と
施
設

の
完
備
を
は
か
り
同
市
場
を
取
り
こ
わ
し
て

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
新
市
場
建
築
を

計
画
し
て
い
る
。
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

業
者
と
の
協
議
で
全
員
一
致
の
賛
同
を
得
、

市
内
樋
川
に
設
置
し
た
仮
市
場
へ
の
移
転
に

つ
い
て
も
合
意
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
と
業

者
と
の
間
に
は
家
屋
賃
貸
契
約
は
合
意
解
除

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
業
者
は
市
場
用
地
や

建
て
物
に
対
す
る
占
有
権
は
な
い
。
一
部
の

業
者
は
仮
市
場
へ
の
移
転
期
日
（
四
月
三
十

日
）
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
お
ら
ず
、
市

場
使
用
の
権
利
も
放
棄
し
た
も
の
で
、
市
場

の
占
有
権
は
な
い
」
と
の
べ
た
。
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市
当
局
側
は
宮
里
松
正
、
本
永
寛
昭
、
芳

沢
弘
明
三
弁
護
人
、
業
者
組
合
側
は
宮
良
寛

才
、
金
城
睦
両
弁
護
士
を
法
廷
代
理
人
に
立

て
た
。
当
局
側
が
❶
現
市
場
は
不
良
施
設
と

し
て
指
摘
さ
れ
、
改
善
命
令
が
出
て
い
た
❷

す
で
に
地
質
調
査
と
し
て
ボ
ー
リ
ン
グ
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
❸
七
〇
年
度
追
加
予
算
で
調

査
・
測
量
費
、
設
計
費
を
は
じ
め
仮
市
場
の

建
築
も
未
完
了
し
大
半
は
移
転
し
て
い
る―

な
ど
予
算
執
行
、
議
会
対
策
の
面
か
ら
行
政

責
任
を
強
調
し
た
。
こ
れ
に
対
し
業
者
側

は
、
生
活
権
を
主
張
、
基
本
的
に
は
市
当
局

に
協
力
し
た
い
と
し
な
が
ら
も
❶
仮
市
場
に

移
転
す
れ
ば
収
入
が
減
る
❷
移
転
の
期
間
を

最
小
限
に
と
め
、
生
存
権
を
守
っ
て
ほ
し
い

❸
予
算
、
土
地
の
確
保
な
ど
具
体
的
な
メ
ド

が
立
た
な
い
か
ぎ
り
移
転
で
き
な
い―

と
訴

え
、
平
行
線
を
た
ど
っ
た
。
次
回
は
二
十
日

午
後
四
時
。

当
局
案
ど
お
り
認
め
る
／
那
覇

市
議
会
総
務
委
員
会
／
新
町

界
町
名
を
全
会
一
致
で

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
５
・
24
〕

　

新
町
界
町
名
を
審
議
中
の
那
覇
市
議
会
総

務
委
員
会
（
黒
潮
隆
委
員
長
）
は
、
市
当
局

か
ら
提
出
さ
れ
た
原
案
ど
お
り
、
新
町
界
町

名
を
承
認
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
め
た
。

こ
れ
で
、
こ
れ
ま
で
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
て

き
た
西
新
町
、
西
本
町
、
天
妃
町
、
下
泉
町
、

美
栄
橋
町
、
重
民
町
、
高
橋
町
、
崇
元
寺
町
、

松
下
町
な
ど
の
町
名
が
な
く
な
る
こ
と
が
確

実
と
な
っ
た
。

　

那
覇
市
の
町
界
、
町
名
は
こ
れ
ま
で
複
雑

に
入
り
乱
れ
、
都
計
が
進
む
に
つ
れ
て
そ
の

変
更
が
市
民
生
活
の
う
え
か
ら
も
必
要
と
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
市
当
局
は
、
町
界
町

名
審
議
会
（
川
平
朝
甲
会
長
）
や
地
域
懇
談

会
な
ど
を
開
い
て
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、

消
失
す
る
前
記
町
名
を
新
町
名
に
再
編
す

る
こ
と
を
決
め
、
議
会
に
提
出
し
て
い
た
も

の
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
那
覇
市
の
文
化
を
守
る

会
（
名
渡
山
愛
順
代
表
）
か
ら
「
新
町
界
町
名

案
は
、
那
覇
市
の
歴
史
を
踏
み
に
じ
り
、
庶

民
の
伝
統
の
記
録
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
町
界
は
と
も
か
く
町
名
は
絶
対
に
残
す

べ
き
だ
」
と
の
強
い
要
請
が
出
さ
れ
、
総
務

委
員
会
で
も
、
そ
の
点
が
審
議
の
中
心
と
な

っ
た
。
結
局
、
市
当
局
案
ど
お
り
決
定
さ
れ

た
が
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
会
議
で
も
こ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
る
も
の
と

み
ら
れ
る
。

市
場
問
題
や
っ
と
解
決
／
全
業

者
が
仮
市
場
へ
移
転

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
５
・
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那
覇
市
開
南
交
番
所
横
に
建
設
さ
れ
た
仮

市
場
へ
の
移
転
を
め
ぐ
っ
て
市
当
局
と
西
市

場
業
者
が
対
立
、
裁
判
問
題
に
発
展
す
る
な

ど
紛
糾
を
続
け
て
き
た
が
、
二
十
六
日
、
那

覇
地
裁
の
和
解
勧
告
を
市
側
、
業
者
側
が
了

承
、
協
約
書
に
も
と
づ
い
て
二
十
八
日
ま
で

に
全
業
者
が
仮
市
場
に
移
転
す
る
こ
と
に
な

り
、
よ
う
や
く
解
決
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

協
約
書
の
内
容
は
➊
市
当
局
、
市
場
業
者

は
協
力
し
て
西
市
場
改
築
に
当
た
る
❷
西
市

場
の
全
業
者
は
、
二
十
八
日
ま
で
に
仮
市
場

に
移
転
、
移
転
が
終
わ
っ
た
と
き
に
市
当
局

は
仮
処
分
申
請
を
取
り
下
げ
る
❸
仮
市
場
に

移
転
し
な
い
業
者
が
四
月
三
十
日
に
失
っ
た

市
場
使
用
権
を
復
活
さ
せ
、
そ
の
と
き
に
有

し
て
い
た
権
利
を
消
滅
さ
せ
な
い
も
の
と
す

る
、
の
三
項
目
。
市
当
局
は
、
さ
き
に
「
四

月
三
十
日
ま
で
に
移
転
し
な
い
業
者
は
、
市

場
使
用
権
を
放
棄
し
た
も
の
と
す
る
」
と
警

告
、
そ
れ
が
紛
糾
の
ひ
と
つ
の
原
因
に
な
っ

て
い
た
。
こ
の
た
め
、
現
在
西
市
場
に
居
残

っ
て
い
る
業
者
は
、
仮
市
場
へ
の
移
転
の
と

き
改
め
て
契
約
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ

ろ
で
、
仮
市
場
の
小
間
数
が
三
百
二
十
二
し

か
な
い
の
に
対
し
、
す
で
に
移
転
し
て
い
る

業
者
が
百
十
人
、
現
在
西
市
場
で
営
業
し
て

い
る
業
者
は
二
百
五
十
二
人
と
、
業
者
数
は

小
間
数
よ
り
は
る
か
に
多
い
。
市
当
局
で
は
、

正
規
の
許
可
業
者
を
第
一
に
、
名
義
上
の
業

者
と
名
義
を
借
り
て
営
業
し
て
き
た
業
者
と

が
か
ち
あ
う
場
合
は
、
実
際
に
営
業
し
て
い

る
業
者
を
優
先
す
る
と
の
基
本
姿
勢
で
調
整

し
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
市
当
局
と
業
者

の
い
い
分
に
は
か
な
り
の
く
い
ち
が
い
が
で

そ
う
。

　

我
那
覇
生
吉
組
合
長
の
話　

わ
れ
わ
れ
と

し
て
は
①
敷
き
地
の
確
保
②
建
築
資
金
の
確

保
③
予
算
の
承
認
な
ど
三
つ
の
作
業
の
メ
ド

づ
け
を
訴
え
て
き
た
。
市
民
の
台
所
と
し
て

の
機
能
を
は
た
し
て
き
た
西
市
場
の
改
築
を

十
四
年
間
、
三
代
の
市
長
に
訴
え
て
き
て
お

り
今
後
も
平
良
市
長
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

市
内
の
軍
用
地
開
放
で
き
ぬ
／

〝
移
動
資
金
が
な
い
〟
／
民

政
府
／
那
覇
市
の
要
求
に
回

答〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
６
・
５
〕

　

米
民
政
府
は
四
日
、
那
覇
市
の
市
内
軍
用

地
開
放
の
要
求
に
対
し
「
軍
事
施
設
の
移
動

の
た
め
の
資
金
調
達
が
不
可
能
で
那
覇
市
内

の
米
軍
用
地
の
開
放
は
で
き
な
い
」
と
正
式

に
文
書
で
回
答
し
て
き
た
。

　

今
後
の
都
計
に
障
害

　

那
覇
市
は
、
市
総
面
積
の
三
分
の
一
を
占

め
る
軍
用
地
を
抱
え
て
お
り
市
民
の
財
産
と

生
命
に
危
険
を
与
え
、
都
市
開
発
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
と
、
さ
る
四
月
六
日
に
、
稲
嶺

第
一
助
役
が
ベ
ネ
ッ
ト
米
民
政
府
副
民
政
官



五
七
九

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
六
月

に
軍
用
地
の
早
期
撤
去
を
要
求
、
五
月
十
一

日
に
は
、
佐
世
保
、
横
須
賀
、
那
覇
の
三
市

放
射
能
対
策
等
連
絡
協
議
会
で
「
基
地
開
放

と
毒
ガ
ス
撤
去
」
の
要
求
決
議
を
採
択
、
日

米
両
政
府
に
そ
の
実
現
を
要
請
し
て
い
た
。

　

米
民
政
府
の
回
答
の
内
容
は
➊
牧
港
の
米

人
住
宅
地
域
お
よ
び
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク

の
よ
う
な
合
衆
国
の
主
要
軍
事
施
設
の
移
動

の
た
め
の
資
金
が
調
達
で
き
な
い
。
こ
れ
ら

の
施
設
が
建
設
さ
れ
た
と
き
は
、
人
口
は
少

な
か
っ
た
し
、
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
地
域

に
は
安
全
予
防
策
を
講
じ
て
あ
る
❷
マ
ー
ニ

ン
グ
社
貸
し
住
宅
地
域
に
つ
い
て
は
、
近
い

う
ち
に
沖
縄
教
職
員
の
代
表
と
話
し
合
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
❸
那
覇
航
空
隊
内
３
号
線

は
、
軍
事
行
政
上
一
般
交
通
へ
の
開
放
は
で

き
な
い―

な
ど
。

　

那
覇
市
の
都
市
計
画
で
は
上
の
屋
米
人
住

宅
地
域
に
、
市
立
病
院
、
交
通
広
場
、
市
民

の
森
な
ど
を
構
想
、
市
内
の
学
校
、
住
宅
、

保
育
所
な
ど
の
た
め
土
地
利
用
計
画
も
つ

く
ら
れ
、
軍
用
地
の
開
放
が
急
務
と
さ
れ
て

い
る
だ
け
に
、
今
後
も
大
き
な
課
題
と
な
り

そ
う
。

　

水
間
建
設
部
長
の
話　

か
っ
て
な
い
い
分

で
合
意
で
き
な
い
。
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク

地
域
に
安
全
予
防
策
を
し
て
あ
る
と
い
っ
て

い
る
が
毒
ガ
ス
同
様
決
し
て
安
全
だ
と
い
え

な
い
。
那
覇
航
空
隊
の
３
号
線
は
県
民
が
使

え
な
い
県
道
で
あ
る
。
天
久
の
米
人
住
宅
地

域
に
し
ろ
那
覇
市
民
区
域
の
人
に
超
密
度
を

考
え
れ
ば
主
人
公
が
ち
ぢ
こ
ま
り
、
よ
そ
も

の
が
大
き
な
顔
を
す
る
と
い
う
マ
ン
ガ
に
ひ

と
し
い
。
土
地
は
一
日
も
早
く
地
主
に
返
し
、

土
地
料
に
つ
い
て
は
市
に
任
す
べ
き
だ
。
米

軍
政
府
の
回
答
は
よ
く
い
わ
れ
る
七
二
年
返

還
が
た
ん
に
施
政
権
の
み
の
返
還
で
あ
り
軍

事
基
地
を
強
化
し
て
行
こ
う
と
す
る
態
度
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
今
後
那
覇
市
の
都
市
開

発
の
カ
ギ
は
軍
用
地
開
放
に
あ
る
。

軍
用
地
の
開
放
推
進
／
那
覇
市

定
例
議
会
／
平
良
市
長
が
施

政
方
針

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
０
・
６
・
９
〕

　

那
覇
市
の
定
例
議
会
は
九
日
午
前
十
時

か
ら
開
か
れ
、
会
期
、
日
程
を
決
め
た
あ
と

平
良
市
長
の
七
一
年
度
施
政
方
針
演
説
が

行
な
わ
れ
た
。
会
期
は
二
十
七
日
ま
で
十
九

日
間
。

　

平
良
市
長
は
、
新
年
度
施
政
方
針
と
し

て
、
七
二
年
に
メ
ド
づ
け
さ
れ
て
い
る
本
土

復
帰
は
、
毒
ガ
ス
の
撤
去
、
反
戦
平
和
、
基

本
的
人
権
の
確
立
、
住
民
自
治
の
拡
大
と
い

う
立
場
か
ら
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
基
本
姿
勢
に
立
ち
、
平
和
で
豊
か
な

沖
縄
県
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
那
覇
市
政

に
し
た
い
と
強
調
、
重
点
施
策
と
し
て
①
復

帰
体
制
づ
く
り
②
軍
用
地
の
開
放
と
都
計

事
業
の
推
進
③
沖
縄
県
の
中
核
都
市
圏
づ
く

り
と
し
て
の
市
町
村
合
併
④
市
制
五
十
周
年

記
念
事
業―

な
ど
を
あ
げ
た
。
次
は
施
政
方

針
の
要
旨
。

　

一
、
七
二
年
復
帰
を
ひ
か
え
、
市
制
五
十

周
年
を
迎
え
る
那
覇
市
の
市
政
を
担
当
す
る

者
と
し
て
、
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
一
層
重

大
な
責
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て

い
る
。
現
在
の
政
治
情
勢
は
、
復
帰
に
伴
う

生
活
不
安
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
毒
ガ
ス
、
続

発
す
る
外
人
事
件
な
ど
で
県
民
の
生
命
は
重

大
な
脅
威
を
受
け
て
い
る
。
戦
後
二
十
五
年

に
お
よ
ぶ
復
帰
運
動
が
反
戦
平
和
を
目
標
に
、

核
基
地
の
撤
廃
、
即
時
無
条
件
全
面
返
還
に

発
展
し
た
の
も
、
ま
さ
に
今
日
の
情
勢
を
予

測
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

一
、
こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
に
直
面
し
な

が
ら
も
、
本
土
政
府
は
沖
縄
・
北
方
対
策
庁
を

設
置
、
す
で
に
政
治
、
経
済
な
ど
各
部
門
の

調
整
も
進
め
、
七
二
年
返
還
協
定
づ
く
り
の

日
米
折
衝
を
開
始
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
動

き
と
対
応
し
つ
つ
、
核
基
地
や
毒
ガ
ス
撤
去
、

反
戦
平
和
に
つ
な
が
る
本
土
復
帰
と
、
自
主

的
に
し
て
豊
か
な
県
づ
く
り
の
体
制
を
早
急

に
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
、
私
は
こ
の
一
年
間
、
政
治
的
に
は
反

戦
平
和
を
め
ざ
す
市
民
大
衆
と
と
も
に
進
み
、

市
政
に
お
い
て
は
①
民
主
市
政
を
高
め
る
こ

と
②
こ
ど
も
の
福
祉
と
市
民
生
活
の
向
上
③

教
育
と
文
化
の
発
展
④
近
代
的
都
市
づ
く
り

な
ど
四
つ
の
柱
を
中
心
と
し
て
市
政
を
執
行

し
て
き
た
。
政
治
面
で
は
復
帰
運
動
へ
の
参

加
、
軍
労
働
者
の
解
雇
に
対
す
る
抗
議
、
Ｂ

52
、
毒
ガ
ス
撤
去
、
横
須
賀
・
佐
世
保
・
那
覇

の
三
市
協
議
会
の
設
置
と
原
潜
寄
港
、
軍
用

地
問
題
の
共
同
対
策―

な
ど
を
行
な
い
、
具

体
的
施
策
と
し
て
は
、
新
港
、
公
会
堂
建
設

は
じ
め
、
安
謝
第
四
次
埋
め
立
て
、
上
下
水

道
の
整
備
、
公
園
、
住
宅
、
保
育
所
の
増
設

な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。

　

一
、
那
覇
市
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
、
市

の
総
面
積
の
三
分
の
一
を
占
め
る
軍
用
地
を

開
放
さ
せ
都
計
を
促
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
都

計
法
の
整
備
強
化
と
財
政
の
確
立―

な
ど
で

あ
る
が
、
こ
の
問
題
解
決
に
は
、
本
土
政
府

の
責
任
に
お
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
面
が
多
く
、
琉
球
政
府
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
特
別
措
置
法
を
策
定
さ
せ
る
な
ど
、
ぜ

ひ
と
も
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

だ
。

　

一
、
さ
ら
に
、
復
帰
後
も
那
覇
市
を
沖
縄

の
県
都
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
民
主

的
な
市
町
村
合
併
を
促
進
、
琉
球
政
府
が
進

め
る
中
核
都
市
圏
づ
く
り
と
結
び
つ
け
、
計

画
的
な
市
づ
く
り
を
強
力
に
推
し
進
め
た
い
。

　

一
、
以
上
の
よ
う
な
基
本
方
針
が
新
年
度

に
す
ぐ
実
現
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ



五
八
〇

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
六
月

は
、
施
政
権
者
で
あ
る
米
国
が
財
政
援
助
を

大
幅
に
削
減
、
ま
た
本
土
政
府
の
財
政
援
助

に
多
額
の
対
応
費
が
必
要
と
さ
れ
自
己
財
源

が
圧
迫
、
こ
の
よ
う
に
予
算
が
使
え
な
い
と

い
う
事
情
が
あ
る
。
だ
が
い
か
に
き
び
し
い

財
政
環
境
に
あ
っ
て
も
市
政
を
前
進
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
財
源
ね

ん
出
に
努
め
一
般
会
計
二
千
百
八
十
万
㌦
、

特
別
会
計
、
合
わ
せ
て
総
額
二
千
七
百
二
十

九
万
㌦
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

に
基
づ
き
、
那
覇
新
港
の
新
設
な
ど
継
続
事

業
を
は
じ
め
牧
志
公
設
市
場
な
ど
新
規
事
業

な
ど
事
業
費
を
大
幅
に
増
し
て
予
算
を
組
ん

だ
。幕

あ
け
た
定
例
議
会
／
那
覇
市

会
／
中
身
な
い
施
政
方
針
／

新
政
、
公
明
／
本
会
議
で
追

及
の
構
え

〔
沖
タ
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那
覇
市
の
六
月
定
例
議
会
は
、
九
日
開
会
、

平
良
市
長
は
、「
軍
用
地
の
開
放
に
よ
る
都
市

開
発
を
進
め
、
復
帰
体
制
を
は
か
る
」
と
の

施
政
方
針
を
述
べ
、
七
一
年
度
一
般
予
算
案

な
ど
四
十
四
件
の
議
案
を
提
出
し
た
。
市
長

の
施
政
方
針
演
説
に
対
し
、
与
党
側
は
「
政

治
的
に
は
、
反
戦
平
和
の
立
場
に
立
ち
、
財

政
硬
直
化
の
中
で
土
木
費
な
ど
事
業
費
も
昨

年
以
上
に
組
め
た
」
と
べ
た
ぼ
め
。
こ
れ
に

対
し
野
党
の
新
政
会
、
公
明
党
は
、「
中
身
の

と
も
な
わ
な
い
作
文
に
す
ぎ
な
い
」
と
非
難

し
て
い
る
。

　

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
一
日
、
党
派
別
に
代
表
が
行
な
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
持
ち
時
間
は
、
新
政
会
二
時

間
、
社
大
、
人
民
、
公
明
が
各
一
時
間
。
新

政
会
幹
事
長
の
金
城
重
正
議
員
は
「
革
新
特

有
の
は
っ
た
り
だ
。
➊
都
市
計
画
事
業
の
主

体
者
で
あ
る
市
長
の
権
限
の
強
化
❷
財
政
の

確
立
強
化
❸
軍
用
地
の
開
放
の
七
一
年
度
の

市
政
の
三
つ
の
柱
を
打
ち
出
し
な
が
ら
〝
こ

の
方
針
が
た
だ
ち
に
具
現
す
る
と
は
限
ら
な

い
〟
と
後
段
で
打
ち
消
す
な
ど
つ
じ
つ
ま
が

あ
っ
て
い
な
い
。
予
算
案
を
み
て
も
、
前
市

長
の
敷
い
た
レ
ー
ル
に
手
な
お
し
を
加
え
た

も
の
に
す
ぎ
ず
、
目
新
し
い
も
の
は
少
な
い
。

牧
志
西
市
場
の
改
築
問
題
に
し
ろ
、
百
三
十

五
万
㌦
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
地
主

の
納
得
も
な
い
ま
ま
に
建
築
で
き
る
の
か
。

全
く
中
身
の
な
い
施
政
方
針
だ
」
と
手
き
び

し
い
。

　

ま
た
、
公
明
党
の
玉
城
栄
一
書
記
長
も

「
軍
用
地
の
開
放
な
ど
耳
ざ
わ
り
は
い
い
が
、

中
身
は
さ
び
し
い
。
観
念
的
に
す
ぎ
る
。
市

長
自
身
、
あ
ち
こ
ち
で
要
請
は
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
市
民
の
先
頭
に
立
っ
て
撤
去
運
動

を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
ま
た
児
童
手
当

て
の
新
設
に
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
公
明
党
が
推

進
し
て
き
た
も
の
だ
が
、
九
千
六
百
㌦
の
予

算
措
置
で
は
、
ご
ま
か
し
に
す
ぎ
な
い
」
と
、

本
会
議
で
は
き
び
し
く
追
及
し
て
い
く
構
え

を
と
っ
て
い
る
。

　

新
年
度
予
算
概
要

　

➊
新
都
市
計
画
事
業
の
推
進
、
住
宅
難
の

解
消
、
環
境
衛
生
の
強
化
、
牧
志
西
公
設
市

場
の
建
設
な
ど
近
代
的
都
市
づ
く
り
❷
市
民

福
祉
の
向
上
❸
教
育
の
充
実
❹
公
共
施
設
の

整
備―

を
重
点
施
策
と
す
る
七
一
年
度
総
予

算
案
は
、
二
千
百
八
十
八
万
六
千
五
十
七
㌦

で
前
年
度
よ
り
百
七
万
三
千
八
百
二
十
二
㌦

の
増
。
こ
の
う
ち
、
自
己
財
源
は
、
一
千
百
五

十
六
万
九
千
九
百
七
㌦
（
五
二
・
九
㌫
）
、
依

存
財
源
一
千
三
十
一
万
六
千
百
五
十
㌦
（
四

七
・
一
㌫
）
と
昨
年
に
比
べ
、
一
㌫
自
己
財

源
の
の
び
が
み
ら
れ
る
。

　

経
費
別
に
み
る
と
、
事
業
費
が
一
千
三
百

二
十
九
万
七
千
㌦
（
六
○
・
八
㌫
）
人
件
費

が
三
百
九
十
六
万
八
千
㌦
（
一
八
・
一
㌫
）

教
育
負
担
金
が
二
百
五
十
八
万
一
千
㌦
（
一

○
・
八
㌫
）
公
債
償
還
費
が
九
十
八
万
㌦

（
九
・
六
㌫
）
営
造
物
管
理
費
が
二
十
二
万

㌦
（
〇
・
五
㌫
）
物
件
費
そ
の
他
が
八
十
三

万
九
千
㌦
（
三
・
六
㌫
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
年
度
事
業
と
し
て
予
算
化
さ
れ
て
い
る

も
の
の
お
も
な
事
業
は
次
の
通
り
。

　

▽
土
木
関
係
事
業
（
一
千
三
百
二
十
九
万

七
千
㌦
）
真
嘉
比
・
古
島
地
区
な
ど
の
道
路
、

橋
梁
、
排
水
工
事
。
第
四
次
泊
・
安
謝
間
埋

め
立
て
事
業
。
▽
都
市
計
画
事
業
（
百
九
十

九
万
五
千
㌦
）
。
安
謝
橋
・
内
間
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
間
、
松
川
ポ
ン
プ
場
・
首
里
崎
山
の

農
業
試
験
場
間
、
開
南
の
平
和
橋
・
神
里
原

の
大
洋
琉
映
館
間
道
路
建
設
工
事
な
ど
。
▽

港
湾
建
設
事
業
は
、
日
琉
政
府
の
援
助
で
実

施
し
て
い
る
が
、
七
一
年
度
は
、
二
百
十
九

万
二
千
㌦
で
昨
年
よ
り
百
十
四
万
㌦
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

▽
社
会
関
係
事
業
（
二
千
三
百
四
十
五
万
㌦
）

児
童
手
当
て
制
度
の
新
設
が
目
立
つ
。
こ
の

制
度
は
、
児
童
の
養
育
費
が
家
族
生
計
に
占

め
る
比
重
が
大
き
い
家
庭
に
必
要
な
給
付
を

行
な
い
、
子
だ
く
さ
ん
に
よ
る
貧
困
を
防
ご

う
と
い
う
も
の
。
新
年
度
は
、
四
人
以
上
の

子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
四
人
を
こ
え
る
ご
と

に
、
月
額
二
㌦
五
十
㌣
を
支
給
す
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
予
算
化
さ
れ
た
の
は
九
千
六
百

㌦
で
六
百
二
十
八
人
の
六
カ
月
分
。

　

▽
保
健
衛
生
事
業
（
三
十
七
万
六
千
㌦
）

こ
れ
ま
で
ご
み
処
理
事
業
で
市
直
車
や
委
託

処
理
車
な
ど
に
市
民
ひ
と
り
び
と
り
が
積
み

込
ん
で
い
た
の
を
改
め
て
、
一
定
の
場
所
に

集
め
ら
れ
た
ご
み
を
直
接
収
集
す
る
た
め
、

ま
た
、ご
み
処
理
場
の
施
設
改
善
の
た
め
、と

し
て
前
年
度
よ
り
十
四
万
五
千
㌦
の
増
と
な

っ
て
い
る
。

　

▽
産
業
関
係
事
業
と
し
て
は
、
牧
志
公



五
八
一

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
六
月

設
市
場
の
改
築
が
あ
げ
ら
れ
る
。
牧
志
公
設

市
場
の
改
築
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

再
開
発
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
る
も
の
で
、

す
で
に
開
南
に
仮
市
場
を
建
設
、
七
一
年
度

に
は
建
築
事
業
に
着
手
す
る
計
画
。
設
計
画

と
し
て
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
地
下

一
階
、
地
上
二
階
で
延
べ
三
千
五
百
三
十
平

方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。
西
市
場
改
築
の
総
事

業
は
、
建
築
費
七
十
万
㌦
、
用
地
買
収
費
六

十
五
万
㌦
、
そ
の
他
諸
経
費
を
含
め
て
百
四

十
一
万
五
千
㌦
と
な
る
が
、
こ
の
う
ち
お
も

に
建
設
工
事
費
と
用
地
買
収
費
の
百
三
十
五

万
㌦
に
つ
い
て
は
起
債
で
充
当
す
る
予
定
。

都
市
開
発
で
論
議
／
那
覇
市
会

／
ガ
ス
撤
去
要
求
を
決
議

〔
沖
タ
・
夕　
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９
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０
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・
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
十
一
日
午
前
十

時
、
平
良
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一

般
質
問
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
社
大
党

の
金
城
吾
郎
、
島
袋
宗
康
両
議
員
が
毒
ガ
ス

兵
器
の
即
時
全
面
撤
去
を
要
求
す
る
決
議
案
、

米
軍
人
に
よ
る
女
子
高
校
生
刺
傷
事
件
に
対

す
る
抗
議
決
議
、
物
価
値
下
げ
に
関
す
る
要

請
決
議
案
を
提
案
、
全
会
一
致
で
採
択
、
会

期
中
に
全
議
員
が
関
係
筋
に
抗
議
し
決
議
文

を
手
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
般
質
問
の
第
一
陣
に
立
っ
た
宮
城
武

（
新
政
会
）
氏
は
市
長
の
施
政
方
針
は
各
派
の

要
求
を
ハ
サ
ミ
と
ノ
リ
で
つ
く
っ
た
も
の
で

あ
る―

と
き
め
つ
け
、
日
米
共
同
声
明
以
後

の
沖
縄
の
情
勢
判
断
を
被
害
妄
想
の
現
わ
れ

で
あ
る
と
非
難
し
た
。
さ
ら
に
➊
都
市
開
発

に
よ
る
復
帰
体
制
づ
く
り
を
強
調
、
そ
の
前

提
と
し
て
都
計
の
主
体
者
で
あ
る
市
長
権
限

の
確
立
、
財
政
の
確
立
、
軍
用
地
の
開
放
を

上
げ
て
い
る
が
、
都
市
開
発
が
お
く
れ
て
い

る
理
由
を
軍
事
基
地
の
せ
い
だ
と
す
る
の
は

政
策
の
な
さ
を
か
く
す
た
め
の
責
任
の
が
れ

で
あ
る
。
住
民
地
域
の
開
発
さ
え
で
き
な
い

の
に
ど
こ
を
開
発
す
る
つ
も
り
か
❷
都
市
開

発
を
国
の
責
任
で
や
る
と
い
う
が
復
帰
ま
で

何
も
し
な
い
つ
も
り
か―

と
追
及
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
平
良
市
長
は
市
内
の
軍
用
地

は
法
制
上
も
財
政
上
も
あ
ら
ゆ
る
面
で
都
市

開
発
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。
市
内
の
ス
ラ

ム
解
消
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
公
共
施
設
、
福

祉
施
設
を
建
設
し
よ
う
に
も
市
の
三
分
の
一

を
軍
用
地
に
と
ら
れ
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
。
市
長
の
権
限
が
市
内
の
三
分
の
一
に
及

ば
な
い
こ
と
に
も
な
る
❷
本
土
で
は
戦
災
都

市
復
興
法
な
ど
の
適
用
に
よ
り
国
の
責
任
で

復
興
し
て
き
た
。
復
帰
ま
で
何
も
し
な
い
と

い
う
の
で
は
な
く
国
の
責
任
で
も
っ
と
都
市

開
発
、
復
帰
体
制
づ
く
り
を
は
か
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
、
と
答
え
た
。

那
覇
市
議
会
／
不
審
あ
れ
ば
た

だ
す
／
当
局
／
首
里
バ
ス
経

営
で
答
弁　
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
、
十
二
日
の
一

般
質
問
で
十
人
の
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
市
長

の
政
治
姿
勢
、
福
祉
、
財
政
、
都
市
問
題
な

ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。

　

そ
の
中
で
久
高
友
敏
議
員
が
首
里
バ
ス
に

対
す
る
市
当
局
の
態
度
を
質
し
た
の
に
対
し

市
当
局
は
、「
企
業
を
育
成
す
る
意
味
で
直
接

会
社
運
営
に
干
渉
は
し
な
い
」
と
し
な
が
ら

も
、
❶
持
ち
株
の
譲
渡
は
当
分
の
間
あ
り
え

な
い
❷
会
社
の
役
員
に
不
審
な
点
が
あ
れ
ば

臨
時
株
主
総
会
の
開
催
を
呼
び
か
け
役
員
の

職
責
を
た
だ
し
て
い
く
用
意
が
あ
る―

と
注

目
さ
れ
る
発
言
を
行
な
っ
た
。

　

久
高
議
員
は
、❶
首
里
バ
ス
は
、
資
本
金
七

万
㌦
に
対
し
赤
字
が
八
万
㌦
も
あ
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
会
社
の
大
株
主
は
、
一
株

一
㌦
二
十
㌣
の
株
を
一
㌦
五
十
㌣
で
買
い
集

め
、
市
に
対
し
て
も
持
ち
株
の
譲
渡
を
要
請

し
て
い
る
。
市
は
株
を
売
り
渡
す
意
思
が
あ

る
か
❷
車
両
の
修
理
を
取
締
役
の
一
人
が
経

営
し
て
い
る
会
社
に
さ
せ
て
い
る
が
商
法
上

も
疑
わ
し
い
し
、
重
役
の
旅
費
に
つ
い
て
も

脱
税
行
為
だ
と
の
疑
惑
が
流
れ
て
い
る
。
一

台
当
た
り
の
一
日
の
水
あ
げ
が
二
十
㌦
の
銀

バ
ス
が
黒
字
で
三
十
㌦
の
首
里
バ
ス
が
赤
字

を
か
か
え
て
い
る
。
三
万
株
（
四
二
㌫
）
を

持
っ
て
い
る
市
は
、
意
思
の
反
映
さ
れ
な
い

小
株
主
の
意
見
を
反
映
さ
せ
こ
れ
ま
で
の
会

社
運
営
を
是
正
す
べ
き
だ
と
質
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
稲
嶺
第
一
助
役
は
、「
復
帰

を
前
に
企
業
統
合
の
機
運
が
あ
る
。
特
に
バ

ス
は
住
民
の
足
だ
と
い
え
る
し
、
市
民
サ
イ

ド
か
ら
の
発
言
権
を
持
つ
こ
と
は
必
要
な
の

で
、
株
の
譲
渡
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
会

社
運
営
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
も
意
見
を

述
べ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
と
く
に
赤
字
会
社

の
役
員
の
報
酬
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
臨

時
株
主
総
会
を
開
い
て
で
も
質
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
た
。

　

宮
城
武
議
員
（
新
政
会
）
は
、
市
営
住
宅

へ
の
入
居
方
法
を
と
り
あ
げ
、
「
市
有
地
を

か
り
て
家
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
市
営
住
宅

に
入
居
し
て
い
る
」
と
は
げ
し
く
追
及
し
た

が
、
水
間
建
設
部
長
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実

は
な
い
、
と
否
定
し
た
。

低
調
な
予
算
審
議
／
那
覇
市
６

月
議
会
／
政
策
論
争
み
ら
れ

ず〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
６
・
14
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
十
一
日
か
ら
新

年
度
予
算
案
に
対
す
る
一
般
質
問
が
行
な
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
政
策
論
争
も

な
く
、
抽
象
的
な
こ
と
ば
の
や
り
と
り
や
市
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六
月

当
局
へ
の
激
励
演
説
、
要
望
的
発
言
が
目
立

ち
、
な
か
に
は
質
問
を
棄
権
す
る
議
員
も
出

る
な
ど
例
年
の
予
算
議
会
に
み
ら
れ
な
い
低

調
さ
だ
。

　

十
三
日
は
喜
久
山
朝
重
議
員
（
新
政
会
）

に
続
い
て
中
村
昌
信
議
員
（
社
大
）
が
公
害

対
策
、
学
校
の
衛
生
管
理
問
題
な
ど
に
つ
い

て
た
だ
し
た
。
中
村
議
員
は
、
基
地
産
業
に

代
わ
る
も
の
と
し
て
石
油
や
ア
ル
ミ
な
ど
の

企
業
が
沖
縄
進
出
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

公
害
対
策
は
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
り
、
市

当
局
は
公
害
条
例
な
ど
を
制
定
し
て
対
処
す

る
用
意
は
な
い
か
。
ま
た
、
最
近
各
地
の
学

校
で
結
核
や
結
膜
炎
な
ど
児
童
の
集
団
的
な

病
気
の
発
生
や
食
中
毒
な
ど
が
続
発
し
て
い

る
が
、
那
覇
市
の
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
対

策
が
と
ら
れ
て
い
る
か
と
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
平
良
市
長
は
「
本
土
で
も

公
害
問
題
は
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

慎
重
に
検
討
し
て
対
処
し
た
い
」と
述
べ
、学

校
の
衛
生
管
理
問
題
に
つ
い
て
は
阿
波
根
教

育
長
が
「
全
児
童
生
徒
を
対
象
に
毎
年
一
回

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
に
よ
る
結
核
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
な
い
早
期
発
見
に
つ
と
め
て
い
る
の

で
完
ぺ
き
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
集
団
的
に

発
病
す
る
よ
う
な
心
配
は
な
い
。
ま
た
給
食

も
調
理
人
の
健
康
に
十
分
注
意
し
て
い
る
の

で
一
応
安
全
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
述
べ

た
。

市
場
問
題
な
ど
追
及
／
那
覇
市

議
会
、
全
議
員
が
出
席

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
６
・
16
〕

　

十
五
日
の
那
覇
市
議
会
は
、
今
議
会
は
じ

め
て
全
議
員
が
出
席
、
七
一
年
度
歳
入
歳
出

予
算
案
を
中
心
に
四
十
四
件
の
議
案
に
つ
い

て
質
疑
・
答
弁
を
か
わ
し
た
。
新
政
会
の
金

城
、
又
吉
、
仲
村
議
員
ら
は
、
市
場
問
題
を
、

ま
た
人
民
党
の
黒
潮
議
員
は
、
久
茂
地
川
水

上
の
駐
車
場
を
と
り
あ
げ
て
、「
当
局
は
ど
の

よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
」
と
質
問
し

た
。

　

金
城
議
員
は
、
仮
市
場
に
移
転
し
て
い
る

業
者
の
中
の
二
十
八
人
が
正
規
の
許
可
業
者

で
な
い
こ
と
を
取
り
あ
げ
、「
市
は
三
月
議
会

で
不
法
入
居
者
を
撤
去
す
る
と
約
束
し
た
の

で
は
な
い
か
」
と
は
げ
し
く
迫
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
前
田
第
二
助
役
は
、「
三
月
議
会
で
問

題
に
な
っ
た
の
は
、
西
市
場
の
火
災
の
ど
さ

く
さ
に
ま
ぎ
れ
て
は
い
っ
て
き
た
業
者
の
こ

と
で
あ
る
。
仮
市
場
に
収
容
さ
れ
た
二
十
八

人
の
業
者
は
、
十
年
以
上
な
い
し
四
年
以
上

に
わ
た
っ
て
許
可
業
者
か
ら
権
利
を
賃
貸
あ

る
い
は
譲
り
受
け
、
実
際
に
営
業
を
続
け
て

き
た
者
で
あ
る
。
名
義
だ
け
の
業
者
を
取
り

消
し
、
実
際
に
営
業
し
て
き
た
業
者
に
使
用

許
可
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
」
と
答
え
た
。

　

ま
た
、
又
吉
久
正
議
員
は
、「
市
は
、
西
市

場
地
主
と
の
交
渉
が
行
き
詰
ま
る
最
悪
の
事

態
に
備
え
て
、
六
月
四
日
に
強
制
収
用
の
申

請
を
手
続
き
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
準
備

を
進
め
て
い
る
か
。
和
解
の
可
能
性
は
あ
る

か
」
と
追
及
し
た
が
、
前
田
助
役
は
、
利
害

関
係
が
か
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
理
由
に
明
確

な
答
弁
を
さ
け
た
。

　

さ
ら
に
、
黒
潮
議
員
が
、
都
計
と
関
連
し

て
久
茂
地
川
水
上
に
設
置
さ
れ
た
国
場
組
の

駐
車
場
に
つ
い
て
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
市

当
局
は
「
市
の
管
理
で
あ
る
川
沿
い
の
グ
リ

ー
ン
地
帯
に
つ
い
て
は
、
撤
去
を
指
示
、
河

川
部
分
が
米
民
政
府
の
管
理
下
に
あ
る
た
め
、

目
的
外
使
用
と
し
て
撤
去
要
請
を
し
て
い

る
」
と
答
え
た
。

43
件
の
議
案
を
委
員
会
に
付
託

／
那
覇
市
定
例
議
会
／
一
般

質
問
は
終
わ
る

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
０
・
６
・
16
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
定
例
議
会
は
十
五
日
で

一
般
質
問
を
終
え
、
七
一
年
度
の
予
算
案
を

は
じ
め
児
童
手
当
て
条
例
案
な
ど
で
四
十
三

件
の
議
案
を
各
委
員
会
に
付
託
し
た
が
、
こ

の
日
の
質
疑
は
全
般
的
に
詳
し
い
数
字
を
も

と
に
し
た
き
め
細
か
な
も
の
が
目
立
っ
た
。

　

こ
の
日
、
ま
ず
金
城
重
正
議
員
（
新
政
会
）

が
「
平
良
市
長
は
福
祉
予
算
を
盛
ん
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
が
、
福
祉
予
算
の
占
め
る
比
率
は

西
銘
市
長
時
代
の
六
九
年
度
予
算
一
二
・
五

％
に
比
べ
、
新
予
算
は
一
○
・
七
％
に
す
ぎ

な
い
。
い
う
こ
と
と
予
算
の
裏
づ
け
が
合
わ

な
い
で
は
な
い
か
」と
追
及
し
た
。
稲
嶺
助
役

は
「
六
九
年
度
は
与
儀
公
園
や
若
狭
市
営
住

宅
な
ど
の
建
設
費
が
大
幅
に
出
た
た
め
、
比

率
に
お
い
て
は
高
い
が
、
内
容
的
に
は
新
予

算
の
方
が
い
い
」
と
答
弁
し
た
。

　

ま
た
仲
村
正
治
議
員
（
新
政
会
）
は
①
市

長
は
公
約
で
役
所
職
員
が
多
い
と
批
判
し
た

が
、
職
員
は
毎
年
ふ
え
て
人
件
費
も
ふ
え
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
市
の
予
算
は
人
件
費

に
食
わ
れ
て
し
ま
う
②
市
が
多
額
の
予
算
で

建
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
市
場
に
は
三
十
数

人
の
他
市
町
村
民
が
は
い
っ
て
い
る
が
、
市

民
の
予
算
で
つ
く
っ
て
他
人
に
使
用
さ
せ
る

と
は
納
得
が
い
か
な
い
③
市
長
は
軍
用
地
の

開
放
を
大
き
な
目
標
と
し
て
い
る
が
、
天
久

地
域
の
土
地
の
構
成
は
、
国
県
有
地
、
市
有

地
、
個
人
有
地
な
ど
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

土
地
の
七
五
％
を
軍
用
地
に
取
ら
れ
て
い
る

小
禄
地
区
は
開
放
要
求
し
な
い
か―

な
ど
き

め
細
か
な
質
問
を
行
な
い
、
市
当
局
を
立
ち

往
生
さ
せ
る
場
面
が
再
三
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
平
良
市
長
は
「
職
員
が
多
い

と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
公
僕
と
し
て
職
員
が

何
を
や
っ
て
い
る
か
が
問
題
で
、
そ
の
点
十

分
配
慮
し
て
い
る
。
軍
用
地
の
地
主
構
成
は

調
べ
て
報
告
し
た
い
が
、
軍
用
地
開
放
は
私

の
施
政
の
基
本
で
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
天



五
八
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一
九
七
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昭
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四
十
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六
月

久
、
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
地
域
が
都
計
上

早
急
に
必
要
な
た
め
、
両
地
域
名
を
あ
げ
て

い
る
だ
け
で
、
小
禄
地
区
も
ぜ
ひ
今
後
は
と

り
あ
げ
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

牧
志
市
場
問
題
や
っ
と
可
決
／

那
覇
市
議
会
／
ヤ
ジ
と
怒
号

の
中
で
／
用
地
の
買
収
が
焦

点〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
０
・
６
・
27
〕

　

も
み
に
も
ん
だ
那
覇
市
の
牧
志
公
設
市
場

問
題
は
、
那
覇
市
六
月
定
例
議
会
最
終
日
の

二
十
七
日
午
前
の
本
会
議
で
、
起
債
に
よ
っ

て
改
修
す
る
と
い
う
市
当
局
の
案
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
よ
う
や
く
一
段
落
つ
い
た
。

建
設
用
地
の
買
収
に
つ
い
て
は
六
十
五
万
㌦

の
予
算
を
組
ん
で
あ
る
が
、
地
主
側
は
用
地

の
返
還
を
要
求
し
て
裁
判
ざ
た
に
な
っ
て
お

り
、
那
覇
市
の
市
場
問
題
は
用
地
買
収
問
題

に
焦
点
が
移
り
そ
う
。

　

那
覇
市
定
例
議
会
最
終
日
は
、
午
前
十
時

す
ぎ
か
ら
本
会
議
を
開
い
た
が
、
牧
志
公
設

市
場
建
設
債
に
つ
い
て
は
、
前
日
の
総
務
委

員
会
で
野
党
の
新
政
会
委
員
が
、
牧
志
市
場

は
す
で
に
完
成
し
た
。
第
二
公
設
市
場
で
十

分
で
あ
る
。
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
も
地
主

の
反
対
が
あ
り
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
、

な
ど
の
理
由
を
あ
げ
て
反
対
、
四
対
三
で
市

当
局
案
が
否
決
さ
れ
た
た
め
、
本
会
議
で
の

成
り
行
き
を
見
よ
う
と
、
こ
の
日
約
三
百
人

の
市
場
関
係
者
が
傍
聴
席
を
埋
め
た
。
黒
潮

隆
総
務
委
員
長
か
ら
委
員
会
案
が
提
案
さ
れ

る
と
、
「
業
者
を
無
視
し
た
や
り
方
だ
。
市

当
局
案
を
通
せ
」
と
傍
聴
席
が
さ
わ
ぎ
出
し
、

さ
ら
に
討
論
に
は
い
っ
て
新
政
会
の
金
城
重

正
、
又
吉
久
正
両
議
員
が
委
員
会
案
を
支
持

し
当
局
案
に
反
対
す
る
討
論
を
行
な
っ
た
と

こ
ろ
、
ヤ
ジ
と
バ
声
が
乱
れ
と
び
議
事
は
再

三
中
断
し
た
。

　

市
当
局
案
を
支
持
す
る
討
論
に
立
っ
た
社

大
党
の
仲
本
安
一
、
人
民
党
の
黒
潮
隆
両
議

員
は
、
「
現
在
の
市
場
は
老
朽
化
し
環
境
衛

生
も
好
ま
し
く
な
い
、
早
急
に
改
修
す
る
必

要
が
あ
る
。
野
党
は
市
場
を
二
つ
つ
く
る
必

要
は
な
い
、
第
二
公
設
市
場
で
十
分
と
い
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
西
市
場
は
那
覇
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
核
と
な
っ
て
お
り
他

に
は
移
せ
な
い
。
も
し
他
に
移
せ
ば
公
共
性

を
無
視
し
た
個
人
の
手
で
市
場
が
つ
く
ら
れ
、

業
者
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
強
調
し

た
。
反
対
討
論
の
両
議
員
は
、
那
覇
の
市
場

問
題
は
第
二
公
設
市
場
が
完
成
し
た
時
点
で

解
決
さ
れ
て
い
た
は
ず
。
そ
の
時
点
で
解
決

で
き
ず
問
題
を
残
し
て
き
た
の
は
平
良
市
長

の
責
任
で
あ
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
核
と
い
う
こ
と
な
ら
第
二
公
設
市
場
に
も

っ
と
力
を
注
い
で
核
と
し
て
完
成
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
。
地
主
の
反
対
も
あ
り
、
こ
れ
を

無
視
し
た
市
の
計
画
が
実
を
結
ば
な
か
っ
た

場
合
、
路
頭
に
迷
う
の
は
第
二
公
設
市
場
に

は
い
ら
ず
仮
市
場
に
移
っ
た
業
者
た
ち
で
あ

ろ
う
。
そ
う
な
ら
な
い
う
ち
に
当
局
案
を
と

り
下
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
主
張
し
た
。

　

ひ
き
つ
づ
き
採
決
に
移
り
傍
聴
席
の
ヤ
ジ

と
怒
号
の
中
で
賛
成
十
四
、
反
対
十
で
市
当

局
案
が
可
決
さ
れ
た
。
公
明
会
は
市
当
局
案

支
持
に
回
っ
た
。
採
決
と
同
時
に
傍
聴
席
は

総
立
ち
に
な
り
「
バ
ン
ザ
イ
」
を
叫
び
、
口

笛
を
吹
い
て
大
喜
び
だ
っ
た
。

｜
社  

説
｜　

〝
市
民
の
声
〟
を
具
体
的
に
／

那
覇
市
が
訴
え
る
軍
用
地
の

開
放

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
６
・
30
〕

　

「
軍
用
地
が
、
都
市
計
画
の
大
き
な
邪
魔
に

な
っ
て
い
る
」
と
、
那
覇
市
は
さ
き
ほ
ど
か

ら
軍
用
地
の
開
放
を
訴
え
つ
づ
け
て
い
る
。

　

直
接
、
軍
事
基
地
と
し
て
使
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
那
覇
市
に
は
米
軍
関
係
に

占
有
さ
れ
て
い
る
土
地
が
か
な
り
あ
る
。
与

儀
の
ガ
ソ
リ
ン
・
タ
ン
ク
を
は
じ
め
天
久
の

住
宅
地
域
や
小
禄
の
施
設
、
松
山
町
に
あ
る

貸
住
宅
敷
き
地
な
ど
加
え
る
と
、
ゆ
う
に
三

百
十
三
万
坪
を
越
し
、
な
ん
と
那
覇
市
全
域

の
面
積
の
三
分
の
一
に
達
す
る
と
い
う
。

　

急
速
な
人
口
増
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体

と
し
て
の
那
覇
市
は
道
路
、
学
校
、
公
営
住

宅
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
の
敷
き
地
に
困

り
、
何
を
し
よ
う
に
も
土
地
が
な
く
て
、
お

手
上
げ
の
状
態
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
平
良
市

長
は
就
任
間
も
な
く
軍
用
地
の
開
放
を
呼

び
か
け
て
い
る
わ
け
だ
が
、
現
地
米
軍
の
当

局
者
は
、
否
定
的
な
回
答
を
く
り
返
す
ば
か

り
で
あ
る
。

　

那
覇
市
と
ま
っ
た
く
同
様
な
発
想
で
、
琉

球
政
府
は
さ
き
に
、
沖
縄
全
域
に
わ
た
っ
て

基
地
の
総
点
検
に
の
り
出
し
、
各
市
町
村
に

つ
い
て
経
済
開
発
の
た
め
に
開
放
を
要
求
し

た
い
軍
用
地
の
地
目
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
復
帰
準
備
委
員
会
に

持
ち
出
す
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
準
備
委
の
そ
の
後
の
経
過
が
、

公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
軍
用
地
開
放
の

交
渉
も
、ど
こ
で
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
皆

目
不
明
だ
。

　

二
つ
の
要
求
が
一
致

　

軍
用
地
を
整
理
縮
小
し
て
開
放
せ
よ―

と

は
、
は
じ
め
政
治
的
要
求
で
あ
っ
た
。
い
ま

で
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
「
基
地
撤
去
」
が
大

衆
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
さ
え
な
っ
て
い
る
。

昨
年
十
一
月
の
日
米
共
同
声
明
で
七
二
年
復

帰
の
メ
ド
が
つ
い
た
と
き
、
施
政
権
は
返
還

さ
れ
て
も
、
基
地
は
い
さ
さ
か
も
減
り
は
し

な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
一
般
の

人
々
の
率
直
な
不
満
で
あ
っ
た
。
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そ
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
防
衛

策
に
よ
り
、
基
地
は
動
か
な
い
が
、
基
地
収

入
は
次
第
に
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
対
す
る

不
安
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
来
軍
事
基
地

と
い
う
も
の
は
、
将
来
な
く
し
て
い
く
方
向

で
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
は
ず
だ
。

　

こ
の
政
治
的
要
求
に
、
経
済
的
要
求
が
重

な
っ
て
く
る
と
、
問
題
は
い
っ
そ
う
具
体
的

と
な
り
、
切
実
と
な
る
。

　

那
覇
市
の
場
合
が
ま
さ
に
そ
う
で
、
市
街

地
の
中
に
ガ
ソ
リ
ン
・
タ
ン
ク
の
よ
う
な
危

険
な
施
設
が
あ
っ
て
は
、
日
常
生
活
が
た
え

ず
不
安
で
あ
る
し
、
ま
た
ス
シ
詰
め
教
室
を

解
消
す
る
た
め
の
学
校
を
建
て
よ
う
に
も
敷

き
地
は
な
し
、
道
も
つ
く
れ
な
い
。
緑
地
に

至
っ
て
は
望
む
ほ
う
が
ム
リ
だ
と
い
っ
た
現

状
で
は
、
市
民
の
大
多
数
が
目
の
前
の
軍
用

地
を
一
日
も
早
く
返
せ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

事
実
、
那
覇
市
は
都
市
開
発
の
面
で
行
き

詰
ま
っ
て
い
る
。
安
謝
に
新
港
が
で
き
た
も

の
の
、
こ
れ
を
機
能
的
に
生
か
す
背
後
地
が

な
い
。
天
久
の
米
人
住
宅
地
域
の
開
放
を
も

と
め
て
、
首
里
と
結
ぶ
道
路
、
緑
地
帯
、
住

宅
街
そ
の
他
文
化
的
な
公
共
施
設
な
ど
計
画

し
て
お
り
、
整
然
と
し
た
町
づ
く
り
を
考
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
何
は
と
も
あ
れ
軍
用
地
の
開
放
が
先

決
で
あ
る
。

　

先
日
、
こ
の
地
を
視
察
し
た
山
中
総
務
長

官
も
、
「
市
街
地
の
中
に
軍
用
地
が
あ
る
の

は
七
二
年
復
帰
を
前
に
し
て
感
情
的
に
も
限

界
が
あ
る
…
」
と
語
っ
た
と
い
う
。

　

関
心
を
そ
ら
す
な

　

で
は
、
こ
の
交
渉
は
い
っ
た
い
だ
れ
が
や

る
べ
き
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
国
家

間
交
渉
に
よ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

　

復
帰
に
さ
い
し
、
対
米
交
渉
を
必
要
と
す

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
現
地
の
準
備

委
で
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
原
則

か
ら
い
う
と
い
ろ
い
ろ
疑
問
の
点
が
あ
る

が
、
そ
れ
に
は
行
政
主
席
が
顧
問
の
名
で
参

加
、
そ
し
て
ど
ん
な
問
題
で
も
持
ち
出
し
て
、

日
・
米
・
琉
三
者
の
間
で
討
議
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
準
備
委
と
は
そ
の
よ
う
な
機
関
だ

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
と
な
い
機
会
だ
と
し
て
、
わ
た
し
た

ち
は
準
備
委
に
沖
縄
側
か
ら
積
極
的
に
提

案
、
軍
用
地
の
開
放
を
迫
る
べ
き
だ
と
訴
え

た
。
国
政
参
加
に
よ
る
選
挙
で
、
沖
縄
は
新
し

い
政
治
的
季
節
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
騒
ぎ
の
た
め
に
市
民
の
関
心
が
、
そ
ら

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

こ
の
問
題
に
は
、
も
う
一
つ
同
時
に
並
行

し
て
す
す
め
ね
ば
な
ら
ぬ
作
業
が
あ
る
。
軍

用
地
に
は
個
人
有
地
が
多
い
。
そ
こ
で
、
地

主
の
理
解
協
力
が
当
然
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

開
放
運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、

地
主
対
策
の
問
題
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
足

を
引
っ
ぱ
ら
れ
る
こ
と
を
、
絶
対
に
避
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

対
米
交
渉
に
あ
た
っ
て
、
も
っ
と
も
肝
じ

ん
な
こ
と
は
、
間
接
的
な
市
民
の
も
り
あ
が

る
声
で
あ
る
。
な
に
か
に
つ
け
て
、
米
国
に

対
し
遠
慮
し
が
ち
な
日
本
外
交
筋
に
、
決
断

を
迫
る
た
め
に
も
、
強
力
な
市
民
運
動
に
結

集
さ
れ
る
「
市
民
の
主
張
」
が
、
具
体
的
に

示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
那
覇
市
の

例
は
、
他
の
市
町
村
に
も
影
響
を
与
え
る
に

違
い
な
い
の
で
あ
る
。

西
市
場
建
設
に
ま
た
疑
問
／
地

主
／
土
地
明
渡
し
請
求
／
那

覇〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
７
・
７
〕

　

那
覇
市
の
牧
志
公
設
市
場
問
題
は
、
六
月

定
例
議
会
で
市
場
建
築
債
な
ど
す
べ
て
の
市

場
関
係
予
算
が
通
過
、
今
後
は
市
場
敷
き
地

の
確
保
が
最
大
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
地
主
側
は
市
場
敷
き
地
の
返
還
を

要
求
、
す
で
に
地
主
の
一
人
上
岡
〇
〇
〇
氏

は
、
敷
き
地
返
還
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
継
続
中

だ
が
、
今
度
は
、
地
主
の
上
原
〇
〇
、
照
屋

〇
〇
〇
両
氏
も
土
地
明
け
渡
し
の
請
求
の
訴

訟
を
提
起
し
た
。

　

牧
志
公
設
市
場
敷
き
地
は
上
岡
氏
所
有
の

約
九
百
九
十
平
方
㍍
と
照
屋
、
上
原
氏
共
有

の
約
三
百
三
十
平
方
㍍
の
二
筆
。
上
岡
氏
は
、

去
年
十
月
、
牧
志
公
設
市
場
が
火
災
に
あ
っ

た
直
後
、
土
地
を
明
け
渡
す
よ
う
に
と
の
訴

訟
を
那
覇
地
裁
に
提
起
す
る
と
同
時
に
、
建

築
禁
止
、
転
貸
禁
止
の
仮
処
分
、
焼
け
跡
を

撤
去
せ
よ―

と
の
仮
処
分
を
申
請
し
て
い
た
。

①
地
主
三
氏
と
西
銘
前
市
長
と
の
間
で
六
七

年
、
新
市
場
完
成
後
西
市
場
を
明
け
渡
す
と

の
覚
え
書
き
を
交
わ
し
て
い
る
②
新
市
場
は

す
で
に
完
成
し
て
い
る―

と
い
う
の
が
上
岡

氏
の
訴
え
の
理
由
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
側
は
、
西
銘
前
市
長
の

覚
え
書
き
は
議
決
事
項
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
議
会
の
同
意
を
得
て
い
な
い
と
し
て
異

議
申
し
立
て
を
し
た
が
、
建
築
禁
止
、
転
貸

禁
止
に
つ
い
て
は
上
岡
氏
の
言
い
分
が
認
め

ら
れ
、
本
案
は
継
続
中
で
あ
る
。
上
原
、
照

屋
両
氏
の
土
地
明
け
渡
し
の
訴
え
の
理
由
も

上
岡
氏
と
同
様
、
西
銘
前
市
長
の
覚
え
書
き

を
根
拠
と
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
当
局
は
、
西
市
場
の
土
地

の
確
保
は
あ
く
ま
で
も
話
し
合
い
で
解
決
し

た
い
と
し
な
が
ら
も
、「
最
悪
の
事
態
に
備
え

て
」
す
で
に
さ
る
六
月
四
日
事
業
認
可
の
手

続
き
を
し
て
い
る
。
開
南
交
番
横
か
ら
神
里

原
に
ぬ
け
る
都
計
道
路
が
七
二
年
早
々
に
は

開
通
予
定
、
そ
れ
ま
で
に
は
、
現
在
の
仮
市

場
を
撤
去
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
遅
く
と

も
今
年
の
十
月
末
に
は
、
西
市
場
改
築
工
事
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に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
も
、
土
地
の
確
保
が
急
務
と
さ
れ
て
い
る

が
、
地
主
三
氏
は
、
あ
く
ま
で
も
土
地
の
明

け
渡
し
を
要
求
し
て
い
る
の
で
、
西
市
場
問

題
は
裁
判
、
土
地
収
用
の
両
面
で
成
り
行
き

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
の
新
収
入
役
に
呉
屋
氏

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
０
・
７
・
14
〕

　

那
覇
市
は
市
の
新
し
い
収
入
役
に
呉
屋
永

得
氏
（
五
四
）
を
決
め
、
十
四
日
議
会
の
承

認
を
得
た
。
渡
口
政
行
現
収
入
役
が
、
十
五

日
で
任
期
切
れ
と
な
る
た
め
、
そ
の
後
任
に

選
ば
れ
た
も
の
。
呉
屋
氏
は
、
昭
和
十
一

年
、
中
央
大
学
法
学
部
を
中
退
、
戦
後
は
米

民
政
府
を
経
て
、
立
法
院
に
勤
務
、
現
立
法

院
文
教
社
会
調
査
室
長
。
就
任
は
十
六
日
。

効
き
目
の
な
い
防
音
装
置
／
拓

南
製
鉄
／
市
が
改
善
勧
告

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
７
・
26
〕

　

工
場
の
騒
音
が
ひ
ど
く
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
那
覇
市
壺
川
に
あ
る
拓
南
製
鉄
の
騒
音

防
止
設
備
が
完
成
、
二
十
三
日
の
晩
か
ら
二

十
四
日
早
朝
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
調
査
結

果
が
ま
と
ま
っ
た
が
、
こ
ん
ど
の
防
音
装
置

機
も
期
待
し
た
ほ
ど
の
効
果
は
な
か
っ
た
。

　

那
覇
市
は
、
拓
南
製
鉄
に
対
し
同
社
の
騒

音
が
人
間
の
受
認
限
度
を
こ
え
て
い
る
と
し

て
、
防
音
装
置
の
改
善
を
要
求
し
た
。
会
社
側

は
、
市
の
勧
告
に
基
づ
き
、
騒
音
の
発
生
源

で
あ
る
ブ
ロ
ア
ー
と
集
じ
ん
ダ
ク
ト
を
吸

音
性
の
あ
る
ガ
ラ
ス
ウ
ー
ル
で
包
み
込
む

装
置
を
と
り
つ
け
、
二
十
一
日
工
事
は
完
成

し
て
い
た
。
こ
ん
ど
の
調
査
結
果
と
装
置
取

り
つ
け
前
（
六
月
三
日
～
四
日
）
の
調
査
を

比
較
す
る
と
、
夕
方
六
時
に
は
平
均
六
十
五

ホ
ン
で
前
よ
り
五
・
八
ホ
ン
低
く
な
り
、
晩

十
時
に
は
八
ホ
ン
低
め
の
六
十
二
・
四
ホ
ン
、

早
朝
六
時
に
は
六
十
四
・
四
ホ
ン
で
七
ホ
ン

低
く
な
っ
て
い
る
が
、
夜
昼
と
も
本
土
の
環

境
基
準
よ
り
は
十
ホ
ン
か
ら
二
十
ホ
ン
も
高

い
。

　

こ
ん
ど
の
調
査
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
し
ゃ
断

さ
れ
て
い
る
地
点
が
、
他
の
地
点
に
比
べ
て
、

か
な
り
防
音
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、
市
衛
生
課
で
は
、
今
後

も
調
査
を
続
け
つ
つ
、
他
の
個
所
も
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
設
置
す
る
よ
う
勧
告
し
た
い
と
語
っ

て
い
る
。

〝
市
民
の
台
所
〟
に
待
っ
た
／

公
設
市
場
改
築
工
事
認
定
／

地
主
が
地
裁
へ
提
訴

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
８
・
６
〕

　

那
覇
市
（
平
良
良
松
市
長
）
は
、
都
市
計

画
の
一
つ
と
し
て
第
一
牧
志
公
設
市
場
を

〝
市
民
の
台
所
〟
に
す
る
た
め
、
さ
る
七
月
四

日
土
地
収
用
法
に
基
づ
き
、
琉
球
政
府
に
対

し
同
市
場
の
改
築
工
事
を
認
定
す
る
よ
う
申

請
し
て
い
た
が
、
同
八
日
、
政
府
は
こ
の
事

業
の
申
請
を
認
め
て
公
告
し
た
。
と
こ
ろ
が

同
公
設
市
場
の
地
主
で
あ
る
上
岡
〇
〇
〇
氏

＝
那
覇
市
字
樋
川
〇
〇
＝
、
上
原
〇
〇
氏
＝

同
字
樋
川
〇
〇
＝
、
照
屋
〇
〇
〇
氏
＝
同
字

松
尾
〇
〇
の
〇
＝
ら
三
氏
は
、
三
日
「
政
府

の
な
し
た
処
分
は
違
法
だ
」
と
し
て
屋
良
行

政
主
席
を
相
手
ど
り
、
事
業
認
定
処
分
取
り

消
し
の
訴
え
を
那
覇
地
裁
へ
提
訴
し
た
。
那

覇
市
は
同
市
場
の
改
築
工
事
を
十
月
に
着
工

す
る
予
定
だ
が
、
裁
判
の
成
り
行
き
し
だ
い

で
は
工
事
に
影
響
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

請
求
理
由
は
、
政
府
が
な
し
た
認
定
は
土

地
収
用
法
に
定
め
る
事
業
認
定
の
要
件
を
備

え
て
お
ら
ず
、
違
法
な
処
分
で
あ
る
か
ら
取

り
消
せ
と
い
う
も
の
。

　

地
主
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
代
理
弁
護
人
を
立
て

「
事
業
認
定
に
は
①
土
地
を
収
用
し
、
ま
た

は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
こ
と
②

事
業
計
画
が
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利

用
に
寄
与
す
る
こ
と―

な
ど
の
要
件
を
備
え

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
那
覇

市
の
事
業
は
牧
志
公
設
市
場
で
あ
り
、
事
業

内
容
は
日
用
雑
貨
や
食
糧
品
の
小
売
り
を
業

と
す
る
商
人
に
対
し
、
家
屋
を
賃
貸
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
。
し
た
が
っ
て

「
同
事
業
は
土
地
収
用
法
を
適
用
す
る
要
件

を
備
え
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

上
岡
〇
〇
〇
氏
は
第
一
牧
志
公
設
市
場
内
、

牧
志
町
一
丁
目
八
一
○
の
三
、
同
一
七
、
同
一

八
の
土
地
一
五
二
六
・
五
八
平
方
㍍
の
所
有

者
。
上
原
〇
〇
氏
と
照
屋
〇
〇
〇
氏
は
、
同

一
丁
目
八
○
九
の
土
地
三
九
・
六
平
方
㍍
を

所
有
し
て
お
り
、
土
地
収
用
法
に
規
定
さ
れ

た
利
害
関
係
人
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

本
訴
に
お
よ
ん
だ
も
の
。

高
圧
線
撤
去
し
開
放
／
山
下
町

の
軍
用
地
／
米
民
政
府
が
回

答〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
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・
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那
覇
市
は
、
民
政
府
に
対
し
、
米
軍
用
地

の
開
放
と
国
県
有
地
を
都
市
開
発
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
た
が
、
山

下
町
の
区
画
整
理
地
域
内
の
軍
用
地
（
高
圧

線
架
設
用
地
）
に
つ
い
て
は
「
高
圧
線
を
撤

去
、
開
放
す
る
」
と
、
十
九
日
、
琉
球
電
力

公
社
総
裁
名
義
で
回
答
し
て
き
た
。

　

電
力
公
社
の
回
答
は
、
❶
山
下
町
の
区
画

整
理
地
域
内
の
高
圧
線
施
設
六
万
九
千
ボ
ル

ト
の
送
電
線
は
、
七
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

撤
去
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
撤
去
後
は
こ

の
地
域
を
開
放
す
る
❷
移
設
工
事
期
間
中
、

こ
の
送
電
線
用
地
内
で
の
建
設
行
為
は
施
設

の
維
持
管
理
上
支
障
を
き
た
す
の
で
認
め
る
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一
九
七
〇
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（
昭
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四
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五
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）
八
月

こ
と
は
で
き
な
い―

と
い
う
も
の
。
那
覇
市

は
、
市
の
総
面
積
の
三
分
の
一
を
占
め
る
軍

用
地
十
・
七
六
平
方
㌔
の
た
め
、
人
口
密
度
が

一
平
方
㌔
当
た
り
一
万
三
千
三
百
五
十
五
人

と
全
国
に
も
類
例
を
み
な
い
過
密
形
態
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
沖
縄
の
中
核
都
市
圏
構
想

の
中
心
部
と
し
て
の
都
市
再
開
発
に
も
大
き

な
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
❷
与
儀
の
ガ

ソ
リ
ン
タ
ン
ク
の
撤
去
❸
天
久
、
マ
ー
ニ
ン

グ
社
の
米
人
住
宅
地
域
の
開
放
❸
天
久
、
山

下
の
高
圧
線
移
設
す
る
こ
と
❹
奥
武
山
・

小
禄
か
ら
糸
満
に
至
る
３
号
線
道
路
の
開
放

を
再
三
訴
え
て
き
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
米
民
政
府
は
さ
る
五
月
、❶

天
久
の
米
人
住
宅
地
域
、
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ

ン
ク
の
撤
去
に
つ
い
て
は
資
金
調
達
が
で
き

な
い
、
マ
ー
ニ
ン
グ
社
は
琉
球
住
宅
公
社
と

契
約
中
で
あ
る
、
高
圧
線
は
那
覇
軍
港
地
域

の
地
下
に
移
す
糸
満
へ
の
道
路
は
軍
事
行
政

上
開
放
で
き
な
い
、
と
回
答
し
て
い
た
。

ま
だ
ま
だ
あ
る
簡
易
水
道
／
末

吉
町
な
ど
５
地
域
／
不
備
多

い
〝
私
設
井
戸
〟
／
市
水
道

局
／
赤
痢
騒
ぎ
で
切
り
替
え

急
ぐ

〔
沖
タ
・
朝　
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赤
痢
騒
ぎ
で
問
題
と
な
っ
た
那
覇
市
首
里

末
吉
町
で
は
、
都
市
地
区
に
あ
り
な
が
ら
、
半

数
以
上
の
家
庭
が
樋
川
（
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
）を
利

用
し
た
簡
易
水
道
を
利
用
し
て
い
る
が
、
こ

の
簡
易
水
道
が
赤
痢
の
感
染
源
だ
と
み
ら
れ
、

住
民
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
と
こ

ろ
が
、
那
覇
市
で
は
、
他
に
も
首
里
金
城
町
、

真
和
志
の
繁
多
川
、
上
間
、
真
地
、
識
名
で
も

ま
だ
簡
易
水
道
に
た
よ
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
の
う
ち
金
城
町
の
簡
易
水
道
は
、
末
吉
と

同
様
水
道
法
に
定
め
ら
れ
た
、
認
可
を
う
け

た
も
の
で
は
な
く
、
私
設
の
水
道
。
識
名
の

場
合
も
一
応
認
可
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の

管
理
は
き
わ
め
て
ず
さ
ん
。
こ
れ
ら
の
地
域

は
、
市
の
上
下
水
道
の
配
管
が
十
分
で
な
い

た
め
や
む
を
得
ず
簡
易
水
道
を
利
用
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

増
加
す
る
一
方
の
市
民
の
需
要
に
追
っ
つ

け
な
い
水
道
事
情
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一

部
に
は
「
上
水
道
よ
り
樋
川
（
地
下
水
）
が

お
い
し
い
」
と
い
う
地
域
住
民
の
衛
生
思
想

に
も
問
題
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

末
吉
町
で
、
約
百
六
十
世
帯
の
う
ち
市
の

上
水
道
を
使
用
し
て
い
る
戸
数
は
半
数
に
み

た
な
い
六
十
七
戸
。
昨
年
九
月
、
同
区
民
の

要
望
で
松
島
中
学
の
側
か
ら
儀
保
に
通
ず
る

三
百
㍉
の
本
管
か
ら
三
イ
ン
チ
の
代
用
鉄
管

を
町
内
に
引
き
、
一
応
二
つ
の
簡
易
水
道
の

タ
ン
ク
の
側
ま
で
は
配
管
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
二
つ
の
タ
ン
ク
の
上
に
も
民
家
が
立

ち
並
ん
で
お
り
、「
自
分
の
家
ま
で
上
水
道
を

引
こ
う
に
も
、
市
は
〝
予
算
が
な
い
〟
と
か

〝
圧
力
が
弱
い
〟
と
か
返
事
、
聞
い
て
く
れ
な

か
っ
た
」
「
要
望
さ
え
あ
れ
ば
、
引
け
る

よ
う
に
配
管
さ
れ
て
い
る
」
と
、
区
民
と
市

の
言
い
分
は
ち
ぐ
は
ぐ
。

　

区
民
が
飲
料
水
に
は
、
お
い
し
い
樋
川

（
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
水
を
、
上
水
道
は
洗
た
く

な
ど
に
利
用
し
て
い
た
の
は
事
実
だ
し
、
タ

ン
ク
は
よ
り
上
の
方
や
遠
く
離
れ
た
と
こ

ろ
な
ど
町
内
全
域
の
需
要
を
み
た
す
ほ
ど

に
は
、
配
管
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
事

実
。

　

し
か
も
、
末
吉
町
の
簡
易
水
道
の
場
合
、
週

に
一
回
の
水
質
検
査
や
消
毒
施
設
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
、
水
道
法
に
い
う
簡
易
水
道

で
は
な
く
、
い
わ
ば
共
同
井
戸
の
よ
う
な
性

格
。
こ
う
い
う
と
き
は
、
保
健
所
が
指
導
助

言
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
保
健
所
に
報
告
が

な
け
れ
ば
今
度
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
問
題
が

起
こ
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
と
い
う
た
よ
り
な

さ
。

　

首
里
金
城
町
の
〝
共
同
井
戸
〟
も
全
く
同

様
。
水
源
地
の
上
の
方
に
も
民
家
が
多
く
、

い
つ
汚
染
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
繁
多
川
、

上
間
、
識
名
の
簡
易
水
道
は
、
水
質
検
査
や

消
毒
施
設
面
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
簡
易
水

道
で
あ
る
。
し
か
し
、
識
名
で
は
、
す
で
に

タ
ン
ク
の
周
辺
に
も
民
家
が
立
ち
並
び
、
水

質
検
査
や
消
毒
施
設
も
不
十
分
で
私
設
の

共
同
井
戸
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
い
し

繁
多
川
、
上
間
で
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。

　

市
民
生
活
の
向
上
で
一
日
一
人
当
た
り
消

費
水
量
も
二
百
数
十
㍑
に
達
し
、
十
数
年
前

の
五
、
六
倍
の
消
費
量
だ
と
は
い
え
、
こ
の

よ
う
に
ま
だ
ま
だ
、
市
内
で
も
水
に
悩
む
と

こ
ろ
も
あ
る
。

　

市
水
道
局
で
は
、
十
二
月
ま
で
に
識
名
に

千
五
百
㌧
の
タ
ン
ク
を
増
設
、
繁
多
川
、
識

名
、
上
間
に
完
全
給
水
、
三
月
ご
ろ
ま
で
に

は
真
地
一
帯
に
44
号
線
の
石
川
浄
水
場
系
の

水
を
給
水
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
不

便
を
解
消
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
首
里
の

弁
が
岳
周
辺
に
も
す
で
に
民
家
が
ふ
え
つ
つ

あ
り
、
ま
た
牧
志
一
帯
で
も
現
在
の
パ
イ
プ

網
で
は
需
要
を
満
た
し
き
れ
な
い
状
態
に
あ

り
、
当
分
水
を
め
ぐ
る
問
題
は
消
え
そ
う
に

な
い
。

タ
ワ
ー
や
港
湾
ビ
ル
／
復
帰
対

策
事
業
盛
り
沢
山

〔
沖
タ
・
朝　
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市
長
公
室
・
復
帰
対
策
室
（
伊
礼
孝
室
長
）

で
は
、
七
二
年
復
帰
が
県
民
生
活
の
各
面
に

お
い
て
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
作
業
を

急
い
で
い
る
が
、
那
覇
市
の
復
帰
対
策
の
基

本
方
針
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。
基
本
方

針
案
で
は
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
は
、
主
権
在
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民
、
人
権
擁
護
、
戦
争
放
棄
、
地
方
自
治
を

保
障
し
た
日
本
国
憲
法
体
制
へ
の
帰
属
で
あ

り
、
復
帰
作
業
も
当
然
日
本
国
憲
法
に
も
と

づ
く
新
し
い
沖
縄
、
新
し
い
市
町
村
づ
く
り

を
め
ざ
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い―

と

規
定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
復
帰
の

さ
い
に
、
➊
沖
縄
県
民
が
米
国
統
治
の
下
で

自
治
権
の
拡
大
を
要
求
し
て
つ
み
あ
げ
て
き

た
諸
権
利
や
制
度
の
既
得
権
を
擁
護
、
発
展

さ
せ
る
こ
と
❷
戦
後
長
期
の
施
政
権
分
離
に

よ
っ
て
生
じ
た
格
差
を
早
急
に
是
正
し
、
本

土
並
み
水
準
を
達
成
す
る
た
め
の
大
幅
な
財

政
投
融
資
を
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
基
調
に
し
て
い
る
。

　

本
土
復
帰
の
準
備
作
業
と
し
て
は
、
本
土

法
の
民
生
的
な
適
用
、
大
幅
な
財
政
投
融
資
、

復
帰
記
念
事
業
の
三
点
か
ら
と
り
組
ま
れ
る

が
、
そ
の
中
で
復
帰
記
念
事
業
と
し
て
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

　

▽
天
久
米
人
住
宅
地
域
を
開
放
さ
せ
、
平

和
と
文
化
の
公
園
、
慶
良
間
島
や
中
南
部
を

展
望
で
き
る
〝
那
覇
タ
ワ
ー
〟
の
建
設
▽
与

儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
開
放
さ
せ
、
児
童
会

館
、〝
働
く
婦
人
の
家
〟
の
建
設
▽
識
名
高
台

に
図
書
館
、
展
望
台
、
各
種
催
し
の
で
き
る

施
設
を
と
も
な
う
市
民
ホ
ー
ル
の
建
設
▽
那

覇
新
港
の
開
港
に
と
も
な
い
新
し
い
港
湾
ビ

ル
を
建
設
、
現
在
の
泊
港
務
所
は
、
那
覇
市

中
央
流
通
セ
ン
タ
ー
と
し
て
改
築
、
セ
リ
市
、

青
果
物
の
中
央
集
積
、
販
売
所
な
ど
に
す
る

▽
那
覇
新
港
か
ら
安
謝
、
バ
イ
パ
ス
、
首
里
、

西
原
、
宜
野
湾
と
結
ぶ
幹
線
街
路
の
建
設
▽

刑
務
所
を
移
動
さ
せ
、
南
島
文
化
の
研
究
所
、

国
際
会
議
場
を
建
設
▽
都
市
近
郊
に
学
校
を

増
設
、
人
口
の
適
正
配
置
を
は
か
り
、
都
心

部
再
開
発
を
推
進
。

市
場
・
都
市
計
画
・
公
害
で
一

般
質
問
／
那
覇
市
議
会
／
市

当
局
は
強
い
自
信
／
市
場
問

題
は
今
年
中
に
決
着

〔
沖
タ
・
朝　
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開
会
中
の
那
覇
市
議
会
三
日
目
の
十
六
日

は
、
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
い
て
一
般

質
問
、
市
場
、
都
市
計
画
、
公
害
問
題
な
ど

に
質
問
が
集
中
し
た
。
そ
の
中
で
備
瀬
政

太
郎
経
民
部
長
は
、
西
市
場
改
築
は
、
十
月

上
旬
を
メ
ド
に
土
地
収
用
、
着
工
の
準
備

を
進
め
て
お
り
、
ま
た
第
二
公
設
市
場
の

使
途
変
更
も
あ
り
う
る
こ
と
を
示
唆
、
注

目
さ
れ
た
。

　

久
高
友
敏
議
員
は
、
市
が
株
を
持
っ
て
い

る
首
里
バ
ス
問
題
と
市
場
問
題
を
取
り
あ

げ
、
「
市
は
六
月
議
会
で
首
里
バ
ス
の
運
営

状
況
を
調
査
、
違
法
な
点
が
あ
れ
ば
、
株
主

総
会
を
招
集
、
追
及
し
て
い
く
と
答
え
て
い

た
が
、
そ
の
後
の
調
査
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
」
と
質
問
し
た
の
に
対
し
、
親
泊
総
務
部

長
は
、
「
首
里
バ
ス
の
一
役
員
の
経
営
す
る

修
理
工
場
と
首
里
バ
ス
が
取
り
引
き
し
て
い

る
こ
と
は
商
法
上
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
徹

底
的
に
調
査
、
慎
重
に
対
処
し
た
い
」
と
答

え
た
。
ま
た
、
市
場
問
題
に
つ
い
て
備
瀬
経

民
部
長
は
「
牧
志
西
市
場
改
築
は
す
で
に
事

業
認
可
を
得
て
お
り
、
十
月
上
旬
に
は
市
場

敷
き
地
を
確
保
、
着
工
で
き
る
よ
う
に
土
地

収
用
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
第
二
公
設

市
場
は
、
使
用
料
の
減
免
措
置
を
講
じ
る
な

ど
、
業
者
の
利
便
を
は
か
っ
て
い
る
が
、
使

用
料
の
支
払
い
が
悪
い
。
同
市
場
が
ふ
る
わ

な
い
原
因
は
立
地
条
件
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
ま
ま
市
場
と
し
て
継
続
使
用
す
る

か
、
使
途
変
更
す
る
か
は
、
学
識
経
験
を
招

へ
い
し
て
調
査
、
ま
た
市
場
業
者
の
意
見
も

参
考
に
し
て
十
二
月
ま
で
に
は
結
論
を
出
し

た
い
」
と
答
え
た
。

　

一
般
質
問
で
の
答
弁
要
旨
は
つ
ぎ
の
通
り
。

　

一
、（
中
央
市
場
問
題
）
市
と
し
て
は
、
家

畜
衛
生
研
究
所
を
近
く
に
移
転
拡
充
す
る
構

想
を
持
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
農
連
市
場
で

の
青
果
物
の
取
り
扱
い
量
が
七
対
三
の
割
り

合
い
で
輸
入
品
が
多
い
こ
と
、
将
来
は
海
産

物
を
も
一
し
ょ
に
し
た
中
央
食
品
市
場
を
目

標
に
、
那
覇
新
港
や
泊
港
の
背
後
地
へ
の
移

転
も
検
討
し
た
い
。

　

一
、（
都
市
計
画
問
題
）
基
本
的
に
は
、
琉

球
政
府
の
進
め
て
い
る
都
市
圏
構
想
と
も
照

ら
し
合
わ
せ
、
豊
見
城
、
南
風
原
、
与
那
原
、

西
原
、
浦
添
と
の
合
併
問
題
も
、
総
合
的
な

都
計
の
で
き
た
時
点
で
結
論
を
出
す
。
観
光

資
源
の
開
発
と
し
て
慶
良
間
列
島
の
合
併
も

検
討
し
て
お
り
、
渡
嘉
敷
、
座
間
味
の
村
当

局
と
も
話
し
合
っ
て
い
る
。

　

一
、（
公
害
問
題
）
市
と
し
て
は
、
立
法
院

で
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
公
害
対
策
基
本

法
の
制
定
を
ま
っ
て
、
大
気
汚
染
、
工
場
水
、

騒
音
防
止
な
ど
一
連
の
規
制
条
例
の
制
定
を

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
市
と
し
て
政
府
の
法

案
を
よ
く
検
討
、
不
十
分
な
点
が
あ
れ
ば
も

っ
と
民
主
的
な
立
法
に
な
る
よ
う
要
請
し
て

い
き
た
い
し
、
那
覇
市
が
企
業
を
誘
致
す
る

計
画
は
全
く
な
い
。

牧
志
第
一
公
設
市
場
／
来
月
メ

ド
に
着
工
へ
／
那
覇
市
議
会

開
く
／
平
良
市
長
が
答
弁

〔
琉
新
・
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第
一
二
三
回
那
覇
市
議
会
定
例
会
は
十
六

日
本
会
議
を
開
き
、
午
前
に
引
き
続
き
午
後

も
一
時
す
ぎ
か
ら
一
般
質
問
が
続
行
さ
れ
た
。

午
後
の
質
問
は
椿
秀
義
、
玉
城
栄
一
（
以
上

公
明
党
）
、
平
信
一
、
喜
舎
場
盛
一
、
高
良

文
雄
、
宮
里
敏
慶
、
金
城
重
正
（
以
上
新
政

会
）
、
中
村
昌
信
、
島
袋
宗
康
（
以
上
社
大

党
）
の
各
氏
が
公
設
市
場
、
都
計
事
業
、
水

道
行
政
、
復
帰
対
策
、
市
営
住
宅
の
家
賃
徴
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収
な
ど
に
つ
い
て
質
問
、
と
く
に
牧
志
公
設

市
場
問
題
に
対
す
る
市
当
局
の
姿
勢
を
鋭
く

追
及
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
平

良
市
長
、
前
田
第
二
助
役
、
各
担
当
局
部
長

は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
た
。

　

一
、
牧
志
第
一
公
設
市
場
は
十
月
を
メ
ド

に
着
工
す
る
。
強
制
土
地
収
用
の
案
も
出
て

い
る
が
、
市
と
し
て
は
地
主
と
意
見
の
食
い

違
い
を
解
消
し
て
、
条
件
を
出
す
な
り
和
解

に
も
応
じ
た
い
。
同
市
場
は
都
市
計
画
事
業

で
は
な
い
。
し
か
し
那
覇
市
の
都
計
を
考
慮

し
、
そ
れ
に
マ
ッ
チ
し
た
形
で
建
設
す
る
。
土

地
収
用
法
に
よ
る
事
業
認
可
は
政
府
か
ら
得

て
い
る
。

　

一
、
水
道
行
政
、
簡
易
水
道
管
に
つ
い
て

は
、
八
日
の
末
吉
町
の
赤
痢
発
生
な
ど
に
よ

り
、
早
急
に
未
給
水
地
域
を
解
消
.
し
て
い

く
。

末
吉
町
は
す
で
に
給
水
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

繁
多
川
、
識
名
、
上
間
な
ど
の
簡
易
水
道
地

域
は
来
年
一
月
ま
で
完
全
給
水
で
き
る
よ
う

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
末
吉
町
の
赤
痢

発
生
の
一
因
と
し
て
衛
生
思
想
の
低
下
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
水
の
衛
生
思
想
普
及

に
も
努
力
す
る
。
八
月
現
在
、
那
覇
市
の
水

道
普
及
率
は
八
十
八
％
。

　

一
、
七
二
年
復
帰
の
確
定
で
「
住
民
サ
イ

ド
の
復
帰
対
策
を
図
る
た
め
、
政
府
、
他
自

治
体
と
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
都
市
整
備

は
戦
後
処
理
と
い
う
意
味
で
他
府
県
並
み
の

都
市
を
目
ざ
す
た
め
に
も
本
土
政
府
へ
大
幅

な
財
政
融
資
を
訴
え
て
い
く
。
法
体
系
に
し

て
も
本
土
法
と
沖
縄
の
法
体
系
と
は
異
な
る

点
も
多
い
の
で
、
沖
縄
の
事
情
に
見
合
っ
た

暫
定
措
置
、
特
例
法
を
取
る
べ
き
に
つ
い
て

見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
復
帰
協
定
、
地

位
協
定
に
対
し
て
も
要
求
を
提
出
し
た
い
。

　

な
お
、
十
六
日
の
一
般
質
問
が
長
び
き
、
続

行
か
持
ち
越
し
か
い
っ
た
ん
休
憩
の
の
ち
議

運
委
で
話
し
合
っ
た
結
果
、
十
七
日
の
午
前

に
持
ち
越
す
こ
と
を
決
め
、
残
り
九
議
員
の

う
ち
、
新
政
会
か
ら
宮
城
武
、
真
栄
城
嘉
園
、

人
民
党
は
瀬
長
フ
ミ
の
各
氏
が
代
表
質
問
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
金
城
吾
郎
氏
（
社
大
）

は
質
問
を
取
り
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

那
覇
港
を
市
移
管
へ
／
平
良
市

長
、
議
会
で
答
え
る

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
９
・
18
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
定
例
議
会
は
十
七
日
午

前
中
は
前
日
に
引
き
続
き
仲
村
正
治
、
宮
城

武
（
以
上
新
政
会
）
、
瀬
長
フ
ミ
（
人
民
党
）

各
氏
の
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
た
。
午
後
か

ら
は
七
一
年
度
那
覇
市
歳
入
歳
出
追
加
予
算

な
ど
市
当
局
か
ら
上
程
さ
れ
た
二
十
六
件
の

議
案
の
質
疑
を
行
な
い
、
七
一
年
度
那
覇
市

教
育
区
歳
入
歳
出
補
正
予
算
ほ
か
一
件
、
七

○
年
度
那
覇
市
予
算
繰
越
計
画
書
ほ
か
四
件

の
報
告
を
本
会
議
即
決
、
承
認
し
十
九
件
の

議
案
を
各
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

こ
の
日
の
午
前
、
三
氏
の
住
宅
対
策
、
港

湾
計
画
な
ど
の
都
市
計
画
事
業
、
教
育
行

政
、
保
育
行
政
等
の
一
般
質
問
に
対
す
る
平

良
市
長
ほ
か
市
当
局
の
答
弁
要
旨
は
次
の

通
り
。

　

一
、
那
覇
市
は
毎
年
八
千
か
ら
一
万
人
の

自
然
増
、
人
口
流
入
が
あ
り
、こ
の
過
密
化
の

進
行
に
対
処
し
て
い
く
に
は
、
現
在
の
住
宅

事
情
で
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
毎
年
四
百
戸
確

保
し
て
い
け
ば
、
向
こ
う
十
年
間
で
は
、
一

世
帯
一
戸
を
達
成
で
き
る
が
、
現
在
は
毎
年

三
百
戸
し
か
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。
公
営
住

宅
敷
き
地
の
買
収
が
困
難
を
き
わ
め
て
い
る

が
、
毎
年
三
百
戸
は
維
持
し
て
い
く
。

　

一
、
那
覇
港
は
政
府
が
管
理
し
て
い
る
が
、

新
那
覇
港
の
開
港
に
伴
い
、
全
体
的
な
港
湾

行
政
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
い
く
た
め
に
両

港
の
市
へ
の
移
管
を
政
府
へ
訴
え
て
い
く
。

　

一
、
現
在
の
那
覇
市
の
小
、
中
学
校
の
規

模
は
他
県
と
比
べ
て
大
き
い
、
適
正
規
模
を

は
る
か
に
超
え
て
い
る
た
め
教
育
効
果
に
も

弊
害
が
出
て
い
る
。
小
、
中
学
校
合
わ
せ
て

二
百
十
九
の
間
仕
切
り
教
育
が
あ
り
、
少
な

く
と
も
小
学
校
六
、
中
学
校
五
校
の
新
設
が

必
要
で
あ
る
。
越
境
入
学
も
多
い
の
で
、
そ

の
是
正
を
図
っ
て
い
く
。

市
場
問
題
は
継
続
審
議
／
那
覇

市
議
会

〔
琉
新
・
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開
会
中
の
那
覇
市
定
例
議
会
五
日
目
の
十

九
日
は
、
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
総
務
、
建

設
、
経
民
の
各
委
員
会
が
開
か
れ
、
十
八
日

に
引
き
続
き
付
託
事
案
の
審
議
を
行
な
っ
た
。

総
務
委
員
会
は
、
七
○
年
度
公
営
住
宅
建
設

債
起
債
を
原
案
通
り
全
会
一
致
で
可
決
。
経

民
委
員
会
は
、
沖
縄
貿
易
振
興
会
か
ら
要
請

さ
れ
て
い
た
「
貿
易
振
興
補
助
金
交
付
」
に

つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
可
決
、
牧
志
公
設
市

場
問
題
な
ど
の
事
案
は
継
続
審
議
に
付
す
こ

と
を
決
め
た
。

　

七
○
年
度
公
営
住
宅
建
設
債
起
債
は
施
工

中
の
首
里
石
嶺
団
地
の
建
設
事
業
費
に
不
足

額
が
出
た
た
め
、
そ
の
追
加
支
出
額
の
一
部

を
市
債
で
充
当
す
る
と
い
う
も
の
。
起
債
金

額
は
七
万
七
百
㌦
以
内
で
、
琉
球
政
府
資
金

運
用
部
か
ら
借
り
入
れ
る
。
償
還
方
法
は
、
借

り
入
れ
の
日
か
ら
二
十
年
間
に
半
年
賦
元
利

均
等
償
還
。
償
還
財
源
は
住
宅
使
用
料
、
そ

の
他
と
な
っ
て
い
る
。

追
加
予
算
な
ど
採
択
／
那
覇
市

定
例
議
会
終
わ
る

〔
沖
タ
・
朝　
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那
覇
市
の
九
月
定
例
議
会
は
、
二
十
一
日

の
本
会
議
で
七
一
年
度
歳
入
歳
出
追
加
予
算



五
八
九

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
九
月

な
ど
十
九
件
の
議
案
を
可
決
、
四
件
の
陳
情

を
採
択
、
午
後
零
時
す
ぎ
八
日
間
の
全
日
程

を
終
わ
っ
た
。
今
議
会
は
、
七
万
七
百
㌦
の

公
営
住
宅
建
設
債
、
越
境
入
学
に
お
手
上
げ

状
態
の
教
育
を
め
ぐ
り
論
議
が
か
わ
さ
れ
た

だ
け
に
終
わ
り
、
盛
り
上
が
り
を
欠
い
た
。

　

今
議
会
最
終
日
の
本
会
議
で
金
城
重
正
議

員
は
、
ゴ
ミ
処
理
場
内
で
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
収

集
す
る
業
者
と
市
が
随
意
契
約
を
結
ん
で
い

る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
収

集
希
望
者
は
多
い
の
に
、
市
は
一
業
者
と
随

意
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
一
日
百

五
十
㌦
か
ら
二
百
㌦
の
売
り
上
げ
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
に
、
契
約
金
は
月
額
五
十
㌦
で

し
か
な
い
。
公
平
を
欠
い
て
い
る
」
と
追
及

し
た
。
こ
れ
に
対
し
市
当
局
は
、「
七
一
年
度

の
申
請
者
は
三
人
あ
っ
た
が
契
約
後
で
あ
る
。

ま
た
ゴ
ミ
処
理
場
の
運
営
は
あ
く
ま
で
も
清

掃
作
業
が
重
点
で
あ
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
回
収

に
よ
る
収
益
を
一
般
財
源
に
組
み
込
む
こ
と

は
ど
う
か
と
思
う
が
、
今
後
適
当
な
方
法
を

検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
月
額
五
十
㌦
の

契
約
金
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

一
般
質
問
の
中
で
明
ら
か
に
な
り
、
釈
明
を

求
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
職
員
の
旅
費
支
給
条

例
に
つ
い
て
さ
る
七
月
一
日
に
改
正
さ
れ
た

職
名
制
に
関
す
る
規
則
と
く
い
ち
が
い
が
あ

る
の
に
、
新
規
則
に
し
た
が
っ
て
事
務
運

用
し
て
い
た
た
め
、
「
条
例
を
無
視
し
て
い

る
」
と
野
党
側
か
ら
批
判
を
う
け
、
「
以
後

気
を
つ
け
ま
す
」
。
公
営
住
宅
建
設
債
に
つ

い
て
も
議
案
説
明
が
不
十
分
だ
」
と
指
摘
さ

れ
た
。

〝
都
市
開
発
の
ガ
ン
〟
／
軍
用

地
撤
去
に
市
民
運
動
／
那
覇

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
９
・
23
〕

　

「
市
内
の
軍
用
地
は
市
民
の
生
命
財
産
に

危
険
と
不
安
を
与
え
て
い
る
」
「
市
内
の
軍

用
地
は
都
市
開
発
の
ガ
ン
だ
」
だ
と
、
那
覇

市
と
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
地
域
住
民
代
表

と
の
「
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
用
地
開
放
懇

談
会
」
は
、
二
十
二
日
午
後
二
時
す
ぎ
か
ら

市
役
所
四
階
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
席
上
❶

軍
用
地
の
開
放
な
く
し
て
都
市
開
発
は
あ
り

え
な
い
❷
解
放
後
の
土
地
利
用
は
市
民
が
主

導
権
を
握
る
べ
き
で
あ
る
❸
そ
の
際
は
公
共

施
設
用
地
と
し
て
の
活
用
を
優
先
す
る―
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
、
市
民

運
動
の
盛
り
上
が
り
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

「
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
撤
去
促
進
市
民
協

議
会
（
平
良
良
松
議
長
）
」
を
結
成
、
強
く
市

民
運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
市
当
局
か
ら
平
良
市
長
、
前

田
第
二
助
役
、
建
設
部
部
課
長
、
地
域
代
表

と
し
て
親
泊
与
儀
小
学
校
長
、
宇
根
同
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
嵩
原
那
覇
区
教
育
委
員
長
、
当

間
与
儀
区
自
治
会
長
、
渡
慶
次
国
場
区
自
治

会
長
、
辺
土
名
上
国
場
区
自
治
会
長
、
与
儀

古
波
蔵
区
自
治
会
長
ら
が
出
席
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
平
良
市
長
は
「
就
任

当
初
か
ら
市
内
の
軍
用
地
開
放
を
訴
え
て
き

た
が
、
も
う
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
ラ
チ
が

あ
か
な
い
。
そ
の
壁
を
打
破
し
て
撤
去
運
動

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
盛
り
あ
が

り
が
必
要
で
あ
る
。
山
中
長
官
、
レ
ア
ー
ド

米
国
防
長
官
の
発
言
を
契
機
に
世
論
が
喚
起

さ
れ
て
お
り
、
市
民
自
身
の
積
極
的
な
立
ち

あ
が
り
が
必
要
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
ま
た

地
域
住
民
代
表
か
ら
は
、
生
命
を
守
る
と
い

う
立
場
か
ら
、
教
育
関
係
者
か
ら
は
ス
シ
づ

め
教
室
に
悩
ま
さ
れ
ど
お
し
の
当
面
の
問
題

解
決
に
は
現
在
軍
用
地
に
利
用
さ
れ
て
い
る

約
百
七
㌶
に
及
ぶ
広
大
な
地
域
の
利
用
以
外

に
な
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
開
放
後
は

地
主
と
の
調
整
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点

で
も
関
係
地
主
の
積
極
的
な
協
力
を
呼
び
か

け
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

　

な
お
、
同
促
進
協
議
会
は
、
二
、
三
日
中

に
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
の
撤
去
を
訴
え
る

決
議
要
請
文
を
米
民
政
府
、
行
政
府
、
立
法

院
あ
て
に
送
る
。

都
市
開
発
の
推
進
を
／
平
良
那

覇
市
長
／
復
帰
控
え
主
席
に

要
請

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
９
・
30
〕

　

平
良
那
覇
市
長
と
稲
嶺
第
一
助
役
ら
那
覇

市
の
幹
部
は
二
十
九
日
午
前
十
時
半
、
行
政

府
に
屋
良
主
席
を
た
ず
ね
那
覇
市
が
ま
と
め

た
「
沖
縄
の
本
土
復
帰
対
策
に
関
す
る
要
請

書
」
を
手
渡
し
、
行
政
府
と
し
て
も
検
討
す

る
よ
う
要
望
し
た
。

　

席
上
、
平
良
市
長
は
沖
縄
の
本
土
復
帰
に

関
す
る
措
置
と
し
て
と
く
に
復
帰
対
策
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
①
復
帰
は
戦
争
放
棄
な
ど

を
保
障
し
た
憲
法
体
制
へ
の
復
属
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
②
現
在
の
沖
縄
の
民
主
的
な
制

度
や
権
利
、
既
得
権
益
は
擁
護
発
展
さ
せ
る

こ
と
③
格
差
是
正
、
本
土
な
み
水
準
の
達
成

④
核
基
地
を
撤
去
し
、
平
和
産
業
の
振
興
と

都
市
開
発
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と―

な
ど

を
あ
げ
、
ま
た
、
返
還
協
定
に
対
す
る
要
望

事
項
と
し
て
①
平
和
条
約
三
条
に
も
と
づ
く

米
国
の
統
治
権
を
放
棄
し
、
米
軍
管
理
下
の

国
有
財
産
を
国
、
県
に
移
管
す
る
こ
と
②
那

覇
市
の
都
市
周
辺
に
お
け
る
米
軍
使
用
土
地
、

施
設
を
開
放
撤
去
し
、
都
市
開
発
に
供
す
る

こ
と
③
三
公
社
を
県
民
に
無
償
で
引
き
渡
す

こ
と
④
通
貨
切
り
替
え
に
当
た
っ
て
は
一
㌦

対
三
百
六
十
円
を
堅
持
す
る
こ
と
な
ど
を
あ

げ
て
い
る
。
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こ
の
ほ
か
平
良
市
長
は
日
琉
両
政
府
に
対

す
る
要
請
事
項
と
し
て
①
県
に
設
置
さ
れ
る

県
政
機
関
は
類
似
県
同
様
の
措
置
を
早
急
に

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
自
治
停
滞
を
引
き
起

こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
措
置
す
る
こ
と
②
国

の
機
関
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
③
公
務

員
の
身
分
、
権
利
の
確
保
、
住
民
負
担
を
増
大

さ
せ
な
い
よ
う
慎
重
に
対
処
す
る
こ
と
、
ま

た
、
沖
縄
の
経
済
、
社
会
の
開
発
、
発
展
を

図
る
た
め
の
施
策
に
対
す
る
要
請
事
項
と
し

て
①
施
政
権
分
離
に
よ
り
生
じ
た
各
面
の
格

差
を
是
正
し
、
県
民
福
祉
を
確
保
す
る
こ
と

②
公
害
企
業
を
排
除
し
、
平
和
産
業
と
観
光

事
業
を
中
心
と
す
る
長
期
経
済
開
発
計
画
を

策
定
す
る
こ
と―

な
ど
に
つ
い
て
も
要
望
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
屋
良
主
席
は
「
各
市
町
村
が

自
主
的
な
建
設
と
発
展
に
対
す
る
構
想
を
持

つ
べ
き
で
あ
り
、
行
政
府
は
こ
れ
を
総
合
的

に
検
討
し
て
県
づ
く
り
の
施
策
を
ま
と
め
た

い
」
と
答
え
た
。
ま
た
、
那
覇
市
内
に
あ
る

米
軍
基
地
の
開
放
に
つ
い
て
平
良
市
長
は

「
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
（
約
六
万
坪
）
、
上
ノ
屋

（
約
六
十
万
坪
）な
ど
の
跡
は
学
校
や
市
民
広

場
、
住
宅
地
域
に
し
た
い
。
そ
の
場
合
、
多

額
の
金
額
が
必
要
な
の
で
特
別
の
財
政
措
置

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
し
た
。
な

お
、
平
良
市
長
（
尖
閣
列
島
石
油
資
源
開
発

促
進
協
議
会
長
）
は
促
進
協
議
会
で
決
定
し

た
決
議
文
も
同
時
に
手
渡
し
た
。

市
内
の
軍
用
地
開
放
へ
／
マ
ー

ニ
ン
グ
社
占
有
地
開
放
促
進

市
民
協
を
結
成

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
０
・
10
・
８
〕

　

那
覇
市
の
軍
用
地
撤
去
運
動
は
、
さ
る
二

十
二
日
に
「
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
撤
去
促

進
市
民
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
次
第

に
市
民
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
が
、
那
覇
商
業

高
校
周
辺
で
も
「
マ
ー
ニ
ン
グ
社
の
占
領
地

を
開
放
さ
せ
、
公
共
用
地
と
し
て
活
用
し
よ

う
」と
、「
マ
ー
ニ
ン
グ
社
用
地
開
放
懇
談
会
」

が
七
日
午
後
二
時
か
ら
市
役
所
四
階
会
議
室

で
開
か
れ
た
。
同
懇
談
会
に
は
、
商
業
高
校

職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
生
徒
会
長
、
久
米
町

自
治
会
長
ら
関
係
者
十
二
人
が
出
席
、
と
く

に
商
業
高
校
職
員
、
生
徒
会
代
表
は
、
「
こ

れ
ま
で
の
独
自
の
運
動
で
は
カ
ベ
に
ぶ
つ
か

っ
た
感
じ
で
焦
り
を
感
じ
て
い
る
」
と
訴
え
、

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
高
良
一
氏
も
「
市
内
の

軍
用
地
の
開
放
は
、
全
県
民
的
問
題
と
も
い

え
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
性
格
の
市
民
運
動

に
は
地
主
の
積
極
的
な
立
ち
上
が
り
が
大
切

だ
」
と
強
調
し
た
。
こ
の
日
の
話
し
合
い
で
、

「
マ
ー
ニ
ン
グ
社
用
地
開
放
促
進
市
民
協
議

会
」
が
結
成
さ
れ
、
近
く
地
域
懇
談
会
を
持

つ
予
定
の
上
之
屋
地
域
や
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ

ン
ク
地
域
も
含
め
て
軍
用
地
開
放
を
訴
え
る

市
民
の
連
合
組
織
ま
で
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

〝
自
衛
隊
導
入
反
対
／
政
府
に

申
し
入
れ
た
〟
／
平
良
那
覇

市
長
本
土
出
張
か
ら
帰
る

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
10
・
29
〕

　

約
二
週
間
に
わ
た
っ
て
本
土
出
張
中
だ
っ

た
平
良
市
長
は
、
二
十
八
日
正
午
す
ぎ
空
路

帰
任
し
た
。
同
市
長
は
、
本
土
政
府
関
係
省

庁
に
復
帰
対
策
に
つ
い
て
訴
え
た
あ
と
、
九

州
市
長
会
、
全
国
水
道
協
会
総
会
、
三
市
放

射
能
対
策
等
協
議
会
、
全
国
革
新
市
長
会
に

出
席
し
た
。
本
土
折
衝
に
つ
い
て
要
旨
つ
ぎ

の
よ
う
に
語
っ
た
。

一
、
沖
縄
の
復
帰
対
策
に
つ
い
て
は
屋
良
主

席
も
強
力
な
折
衝
を
続
け
て
い
る
が
、
私
は
、

沖
縄
市
長
会
会
長
と
し
て
、
復
帰
対
策
作
業

に
は
県
民
、
市
町
村
の
意
見
を
十
分
反
映
さ

せ
、
将
来
に
悔
い
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う

訴
え
た
。
沖
縄
県
民
が
要
求
す
る
本
土
復
帰

は
平
和
憲
法
、
地
方
自
治
を
保
障
し
た

日
本
国
憲
法
へ
の
帰
属
で
あ
り
、
と
く
に
防

衛
庁
長
官
に
対
し
て
は
、
自
衛
隊
の
導
入
に

は
反
対
で
あ
る
こ
と
を
強
く
申
し
入
れ
、
総

理
府
な
ど
関
係
十
一
省
庁
に
要
請
を
提
出
し

た
。

　

一
、
札
幌
で
の
全
国
水
道
協
会
総
会
で
は
、

沖
縄
提
出
議
案
の
沖
縄
の
水
資
源
の
開
発
は

全
額
国
庫
負
担
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
決
議

が
採
択
さ
れ
た
。

　

一
、
佐
世
保
・
横
須
賀
・
那
覇
三
市
放
射
能

等
連
絡
協
議
会
は
、
佐
世
保
で
開
か
れ
た
が
、

放
射
能
対
策
だ
け
で
な
く
、
基
地
問
題
に
悩

ま
さ
れ
る
三
市
が
歩
調
を
合
わ
せ
て
基
地
問

題
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
同
協

議
会
を
「
三
市
基
地
障
害
対
策
等
連
絡
協
議

会
に
発
展
さ
せ
、
協
力
関
係
を
も
っ
と
強
力

に
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
十
日

に
は
、
佐
世
保
で
催
さ
れ
た
「
旧
軍
港
市
転

換
法
」
二
十
周
年
式
典
に
出
席
し
た
。
こ
の

法
律
は
旧
軍
港
敷
き
地
を
平
和
産
業
に
利
用

す
べ
き
で
あ
る
と
の
趣
旨
の
も
の
で
、
長
崎

で
は
軍
港
敷
き
地
の
一
部
に
「
名
切
谷
中
央

交
通
公
園
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
法
律
の
趣
旨
が
完
全
に
は
生
か
さ
れ
て

な
く
、
佐
世
保
、
横
須
賀
で
も
も
っ
と
強
力

な
運
動
を
展
開
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
那

覇
市
で
も
こ
の
法
律
が
準
用
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
。

　

一
、
山
形
市
で
の
全
国
革
新
市
長
会
で
は
、

那
覇
市
の
市
民
会
館
建
設
募
金
に
協
力
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
全
国
市
長
会
に
提
案
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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上
之
屋
の
軍
用
地
返
還
を
／
平

良
那
覇
市
長
／
民
政
府
に
要

請〔
琉
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・
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３
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那
覇
市
の
平
良
市
長
、
稲
嶺
第
一
助
役
は

二
日
午
後
、
米
民
政
府
に
フ
ィ
ア
リ
ー
民
政

官
を
た
ず
ね
「
復
帰
記
念
国
体
の
敷
き
地
と

し
て
那
覇
市
上
之
屋
の
軍
用
地
を
返
還
し
て

ほ
し
い
」
と
要
請
し
た
。
席
上
平
良
市
長
は

「
記
念
国
体
の
主
会
場
は
県
都
で
あ
る
那
覇

市
で
開
催
す
べ
き
だ
。
と
こ
ろ
が
那
覇
市
の

場
合
適
当
な
土
地
が
見
当
た
ら
ず
、
ぜ
ひ
上

之
屋
の
土
地
を
返
還
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く

要
請
、
協
力
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
フ
ィ
ア
リ
ー
民
政
官
は
、
現

在
上
之
屋
に
は
一
千
二
百
戸
の
住
宅
が
あ
る

が
、
米
国
は
六
千
四
百
戸
の
住
宅
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
と
住
宅
事
情
を
説
明
、
那
覇

市
の
要
請
に
対
し
て
明
確
な
回
答
を
避
け
た
。

　

那
覇
市
は
復
帰
記
念
国
体
の
主
会
場
を
同

市
に
誘
致
す
る
こ
と
を
決
め
、
具
体
的
な
敷

き
地
の
選
定
を
進
め
て
い
た
。
同
市
の
現
状

で
は
広
大
な
土
地
は
求
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、

上
之
屋
の
軍
用
地
を
返
還
さ
せ
、
そ
こ
に
主

会
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
同
市
で

は
上
之
屋
の
軍
用
地
百
九
十
八
万
平
方
㍍
の

う
ち
最
小
限
十
九
万
八
千
平
方
㍍
は
返
還
し

て
ほ
し
い
と
強
く
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
土

地
が
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
那
覇
市
に
国
体
の

主
会
場
は
誘
致
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ

の
た
め
屋
良
主
席
ら
を
通
し
て
米
国
に
強
力

な
折
衝
を
要
請
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

改
築
問
題
、
10
年
ぶ
り
一
段
落

／
地
主
へ
補
償
63
万
㌦
／
第

一
牧
志
公
設
市
場
／
収
用
期

日
は
10
日
ま
で

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
11
・
５
〕

　

那
覇
市
の
第
一
牧
志
公
設
市
場
建
設
用
地

問
題
を
審
査
中
の
収
用
審
査
会
（
宮
里
栄
一

会
長
）
は
、
四
日
正
午
か
ら
那
覇
市
旭
町
の

官
公
労
共
済
会
館
で
再
開
、
地
主
へ
の
損
失

補
償
は
総
額
六
十
三
万
六
千
四
百
二
十
六
㌦

四
十
九
㌣
、
今
月
十
日
を
収
用
期
日
と
す
る

―

な
ど
九
項
目
に
わ
た
る
裁
決
を
下
し
、
市

側
の
い
い
分
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
認
め
た
。

　

裁
決
に
よ
る
と
、
収
用
す
る
土
地
は
那
覇

市
牧
志
町
八
○
九
の
一
、
照
屋
〇
〇
〇
、
上

原
〇
〇
氏
所
有
の
三
九
九
・
三
平
方
㍍
、
同

八
○
九
の
一
七
と
八
一
○
、
上
岡
〇
〇
〇
氏

所
有
の
一
三
九
八
・
四
四
一
平
方
㍍
で
、
損

失
補
償
は
土
地
代
と
し
て
、
照
屋
、
上
原
氏

に
そ
れ
ぞ
れ
六
万
五
千
四
百
七
十
四
㌦
三
十

一
㌣
、
上
岡
氏
に
五
十
万
五
千
四
百
七
十
七

㌦
八
十
七
㌣
を
示
し
た
。
こ
れ
は
市
側
が
示

し
て
い
た
総
額
六
十
三
万
三
千
三
百
八
十
七

㌦
四
十
㌣
よ
り
、
三
千
三
十
九
㌦
九
㌣
多
く

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
営
業
補
償
を
要
求

し
て
い
た
高
良
〇
、
上
原
〇
〇
両
氏
に
つ
い

て
は
、「
仮
市
場
と
新
設
さ
れ
る
市
場
内
に
マ

ス
が
割
り
当
て
ら
れ
補
償
は
十
分
す
ぎ
る
ほ

ど
」
と
ゼ
ロ
算
定
を
し
た
。

　

こ
の
土
地
価
格
の
算
定
に
つ
い
て
は
地
主

側
か
ら
審
査
会
に
公
正
な
第
三
者
の
鑑
定
を

要
求
し
て
い
た
が
「
現
在
沖
縄
で
は
鑑
定
士

制
度
が
な
く
、
訴
訟
で
鑑
定
が
行
な
わ
れ
る

と
き
は
那
覇
市
に
依
頼
し
て
い
る
実
情
な
の

で
、
今
回
は
琉
球
政
府
の
用
地
関
係
職
員
を

召
喚
『
市
側
の
評
価
方
法
は
妥
当
』
と
の
意

見
を
得
た
の
で
、
さ
ら
に
較
定
の
必
要
は
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
裁
決
で
牧
志
第
一
公
設
市
場
の
改
築

問
題
は
一
応
解
決
さ
れ
た
。
現
在
地
主
側
は

訴
訟
に
持
ち
込
み
土
地
収
用
に
反
対
し
て
い

る
が
、
こ
れ
で
市
側
は
裁
判
の
決
定
を
待
つ

こ
と
な
く
市
場
建
設
に
手
が
つ
け
ら
れ
る
た

め
、
兼
次
市
長
以
来
、
十
年
余
に
わ
た
っ
て

も
め
続
け
て
き
た
同
市
場
問
題
は
、
一
段
落

つ
い
た
こ
と
に
な
る
。

裁
決
処
分
取
り
消
せ
／
牧
志
公

設
市
場
建
設
用
地
問
題
／
地

主
ら
が
訴
訟

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
０
・
11
・
11
〕

　

那
覇
市
が
事
業
計
画
中
の
第
一
牧
志
公
設

市
場
・
建
設
用
地
の
収
用
に
つ
い
て
、
さ
る

四
日
、
政
府
建
設
局
内
・
収
用
審
査
会
（
宮

里
栄
一
会
長
）
が
下
し
た
裁
決
を
不
服
と
し

て
地
主
の
上
岡
〇
〇
〇
、
上
原
〇
〇
、
照
屋

〇
〇
〇
の
三
氏
は
九
日
、
宮
里
会
長
を
相
手

ど
り
「
収
用
審
査
会
が
な
し
た
処
分
は
違
法

だ
」
と
那
覇
地
裁
に
〝
裁
決
処
分
取
り
消
し

〟
の
訴
え
を
起
こ
し
た
。
な
お
、
地
主
ら
は

こ
の
訴
訟
の
ほ
か
に
、
収
用
審
査
会
が
行
な

っ
た
裁
決
処
分
の
行
政
執
行
を
、
本
訴
の
判

決
が
で
る
ま
で
停
止
す
る
よ
う
、
同
地
裁
に

仮
処
分
の
申
請
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

訴
訟
の
争
点
は
「
那
覇
市
の
行
な
う
第
一

公
設
市
場
の
事
業
に
〝
公
共
性
〟
が
あ
る
か

ど
う
か
」
、
ま
た
「
那
覇
市
に
同
土
地
の
〝
賃

借
権
〟
が
あ
る
か
ど
う
か
」
に
な
り
そ
う
。

　

地
主
ら
は
本
訴
の
〝
取
り
消
し
〟
請
求
の

理
由
に
①
那
覇
市
の
行
な
う
第
一
公
設
市
場

の
事
業
は
貸
家
業
で
土
地
収
用
法
に
定
め
る

公
共
事
業
で
は
な
い
②
収
用
法
に
は
「
行
政

主
席
の
事
業
認
定
に
対
し
、
不
服
の
あ
る
者

は
巡
回
裁
判
所
に
出
訴
で
き
る
」
（
同
法
第

八
十
二
条
一
項
）
と
の
規
定
が
あ
る
。
こ
れ

は
事
業
認
定
に
つ
い
て
、
司
法
の
判
断
が
な

い
限
り
収
用
手
続
き
は
進
め
ら
れ
な
い
こ
と

を
定
め
た
も
の
③
収
用
審
査
会
が
那
覇
市
の

提
出
し
た
資
料
を
も
と
に
行
な
っ
た
土
地
価

格
の
算
定
（
損
失
補
償
）
は
、
市
場
価
値
よ

り
低
く
、
収
用
法
に
定
め
る
「
相
当
の
価
格
」

に
該
当
し
な
い
④
六
九
年
八
月
二
十
二
日
で

那
覇
市
と
地
主
ら
と
の
本
件
土
地
に
対
す
る



五
九
二

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
十
一
月

賃
貸
借
契
約
は
終
わ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

賃
借
権
が
存
続
す
る
も
の
と
し
て
、
裁
決
後

十
年
間
の
借
地
権
価
格
を
算
出
、
本
件
土
地

の
評
価
額
（
損
失
補
償
額
）
か
ら
こ
れ
を
差

し
引
い
た
の
は
違
法
で
あ
る
⑤
地
主
の
上
原

と
照
屋
が
共
有
す
る
牧
志
町
一
丁
目
八
一

○
の
木
造
ト
タ
ン
ぶ
き
平
屋
建
て
店
舗
一

む
ね
（
約
六
九
・
三
平
方
㍍
）
に
つ
い
て

「
同
建
て
物
は
那
覇
市
の
所
有
で
あ
る
か
ら

補
償
し
な
い
と
裁
決
。
こ
れ
は
所
有
権
の
存

否
に
つ
い
て
事
実
の
判
断
を
誤
り
、
地
主
ら

の
権
利
を
不
法
に
排
除
し
た
も
の―

な
ど

を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
収
用
審
査
会
の

処
分
は
違
法
だ
か
ら
取
り
消
せ
」
と
主
張
し

て
い
る
も
の
。

地
主
の
仮
処
分
申
請
却
下
／
那

覇
市
公
設
市
場

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
０
・
11
・
14
〕

　

那
覇
市
が
計
画
し
て
い
る
牧
志
第
一
公
設

市
場
の
建
設
に
伴
い
、
政
府
の
土
地
収
用
審

査
会
が
建
設
用
地
の
収
用
を
認
め
裁
決
し
た

こ
と
に
対
し
、
地
主
の
上
岡
〇
〇
〇
、
上
原
〇

〇
、
照
屋
〇
〇
〇
氏
ら
は
那
覇
地
裁
に
裁
決

処
分
取
り
消
し
の
行
政
訴
訟
を
起
こ
し
、
同

時
に
本
訴
が
決
ま
る
ま
で
執
行
停
止
命
令
の

仮
処
分
を
申
請
し
て
い
た
が
、
同
地
裁
民
事

第
三
部
（
能
山
宗
徳
裁
判
長
、
吉
野
、
比
嘉

陪
席
判
事
）
は
十
三
日
地
主
ら
の
申
し
立
て

を
却
下
し
た
。

　

上
岡
氏
ら
三
地
主
は
当
局
の
強
制
執
行
を

停
止
し
な
け
れ
ば
地
主
側
が
回
復
困
難
な
損

害
を
こ
う
む
る
の
で
そ
の
損
害
を
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
、
と
く
に
市
場
の
建

設
工
事
が
数
十
万
㌦
を
要
す
る
こ
と
か
ら
収

用
審
査
会
の
裁
決
取
り
消
し
の
本
案
訴
訟
に

お
い
て
勝
訴
し
た
時
の
損
害
は
明
白
で
あ
る

と
し
、
執
行
停
止
の
仮
処
分
を
申
し
立
て
て

い
た
。

　

民
事
第
三
部
は
「
本
件
申
し
立
て
事
件
に

つ
い
て
は
さ
る
十
一
月
十
一
日
付
け
を
も
っ

て
行
政
主
席
か
ら
適
法
な
異
議
の
陳
述
が
な

さ
れ
た
の
で
本
件
申
し
立
て
の
理
由
の
有
無

に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
行
政
訴
訟

事
件
特
例
法
に
よ
り
申
し
立
て
を
却
下
す

る
」
と
い
う
決
定
を
下
し
た
。

｜
社　

説
｜

支
持
さ
れ
た
反
戦
平
和
／
今
後

の
政
治
状
況
を
考
え
る

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
11
・
17
〕

　

戦
後
初
め
て
の
国
政
参
加
選
挙
で
、
衆
院

五
、
参
院
二
の
当
選
が
決
定
し
た
。
衆
院
当

選
者
五
人
の
う
ち
三
人
が
反
戦
平
和
を
主
張

す
る
革
新
系
、
参
院
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
議
席
の
上
か
ら
も
得

票
数
の
上
か
ら
も
、
国
政
参
加
選
挙
は
、
革

新
側
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ

の
沖
縄
住
民
の
意
思
表
明
は
、
本
土
の
政
界

に
、
か
な
り
の
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
日
米
共
同
声
明
に
よ
る

沖
縄
の
七
二
年
復
帰
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
必
然
の

方
向
と
し
て
、
本
土
政
党
と
の
強
い
系
列
化

傾
向
の
な
か
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
現
象
も

戦
後
の
沖
縄
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

沖
縄
の
七
二
年
復
帰
を
決
め
た
日
米
共
同
声

明
は
、
沖
縄
で
は
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
な
か
っ

た
。
と
い
う
よ
り
も
、
日
米
安
保
の
強
化
拡

大
を
意
図
す
る
も
の
と
し
て
、
む
し
ろ
強
い

反
発
さ
え
あ
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
の
国

政
参
加
選
挙
と
い
う
意
識
か
ら
、
今
回
の
選

挙
に
は
批
判
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
、
批
判
と
い
っ
て
も
必
ず
し
も
同

一
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
底
流
に
あ

る
批
判
が
、
投
票
に
ど
の
て
い
ど
作
用
す
る

か
、
そ
れ
が
投
票
率
を
低
下
さ
せ
る
の
で
は

な
い
か―

そ
う
い
う
懸
念
が
な
い
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
投
票
率
は
八
三
㌫
と
い
う

高
い
率
に
な
っ
た
。
た
ん
な
る
勝
ち
負
け
と

い
う
考
え
方
だ
け
で
な
し
に
、
沖
縄
を
含
め

て
日
本
の
政
治
状
況
に
、
ど
う
対
処
す
べ
き

か
、と
い
う
積
極
的
な
関
心
が
、
高
い
投
票
率

と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
ら
れ
る
。

　

戦
争
を
憎
む
と
い
う
意
識

　

こ
ん
ど
の
選
挙
の
最
大
の
争
点
は
、
安
保

か
反
戦
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
む
ろ

ん
、
各
党
各
候
補
者
の
政
策
が
、
そ
れ
に
集

中
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
経
済
問
題
、
軍

の
離
職
者
対
策
、
教
育
、
民
生
の
問
題
な
ど

か
か
げ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
豊
か
な
県
づ
く

り
と
い
う
こ
と
で
は
、
極
端
に
対
立
す
る
ほ

ど
大
き
な
差
異
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
や
は

り
争
点
は
安
保
か
反
戦
か
、
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

　

こ
の
争
点
は
、
い
い
か
え
れ
ば
昨
年
の
日

米
共
同
声
明
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
本
土

で
は
共
同
声
明
直
後
に
衆
院
選
挙
を
行
な
い
、

そ
の
結
果
は
自
民
党
が
圧
勝
し
た
。
選
挙
は

沖
縄
返
還
の
実
現
と
い
う
自
民
党
有
利
の
線

で
進
め
ら
れ
、
日
米
共
同
声
明
の
内
容
そ
の

も
の
は
、
争
点
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
自
民
党
政
府
の
そ
う
い
う
や
り
方
に

は
批
判
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
た
と
え
日
米

共
同
声
明
の
内
容
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

が
、
国
会
で
追
及
さ
れ
、
論
議
し
つ
く
さ
れ

た
後
の
選
挙
だ
っ
た
と
し
て
も
、
自
民
党
優

位
の
大
勢
に
は
変
化
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
本
土
で
は
す
で
に
安
保
や
自
衛
隊
の

憲
法
と
の
関
連
論
争
は
終
わ
り
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
信

仰
が
支
配
す
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

う
。
そ
う
い
う
社
会
の
状
況
で
は
、
安
保
や

自
衛
隊
論
争
、
あ
る
い
は
日
米
共
同
声
明
の



五
九
三

一
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〇
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昭
和
四
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年
）
十
一
月

内
容
そ
の
も
の
は
、
国
民
の
重
大
な
関
心
事

に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
労
組

の
動
き
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
う
か
が
え
る

よ
う
に
思
う
。

　

だ
が
、
基
地
と
米
軍
統
治
下
の
沖
縄
で
は
、

沖
縄
戦
の
悲
劇
が
強
く
記
憶
さ
れ
、
戦
後
世

代
に
語
り
継
が
れ
て
、
戦
争
を
憎
む
と
い
う

意
識
と
し
て
根
強
く
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
本
土
な
み
返
還
へ
の
疑
問
と
な

り
、
さ
ら
に
反
戦
平
和
、
基
地
撤
去
へ
と
高

ま
っ
た
。
こ
の
意
識
が
、
こ
の
考
え
方
が
、

革
新
系
候
補
を
支
持
し
、
そ
の
勝
利
に
結
び

つ
い
た
の
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
表
明
さ
れ
た
沖
縄
住
民
の
意
思
は
軽
視

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
後
は
ど
う
展
開
す
る
か

　

そ
こ
で
、
沖
縄
の
反
戦
平
和
の
主
張
が
、

持
続
さ
れ
拡
大
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う

こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
関
心
事
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
は
必
ず
し
も

楽
観
は
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
ん
ど
の
選
挙
で
自
民
党
は
自
ら

国
を
守
る
気
概
、
い
わ
ゆ
る
独
立
国
の
自
衛

権
を
基
調
に
し
て
、
国
民
感
情
に
訴
え
る
方

向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く

自
民
党
も
戦
争
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
自
衛
力
増
強
が
安
全
へ
の
道
で

あ
り
、
日
米
安
保
が
平
和
維
持
に
役
立
っ
て

い
る
と
の
確
信
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
っ

て
も
、
憲
法
（
第
九
条
）
を
真
っ
向
か
ら
否

定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
合
憲
を
装
っ

て
の
政
策
推
進
が
、
日
本
の
現
在
の
政
治
状

況
で
は
な
い
か
と
思
う
。
よ
く
い
え
ば
憲
法

変
せ
ん
で
あ
り
、
悪
く
い
え
ば
憲
法
破
壊
で

あ
る
。
つ
ぎ
は
日
米
安
保
が
合
憲
か
違
憲
か
、

本
土
の
裁
判
所
の
判
決
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
今
後
の
反
戦
平
和
運
動
と
関
連

し
て
、
考
え
て
み
る
意
味
で
要
旨
を
引
用
し

て
み
よ
う
。

　

「
駐
留
軍
隊
の
目
的
は
、も
っ
ぱ
ら
わ
が
国

を
含
め
た
極
東
の
平
和
と
安
全
を
維
持
し
、

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
に
存
し
、
わ
が
国
が
そ
の
駐
留
を
許

容
し
た
の
は
、
わ
が
国
の
防
衛
力
の
不
足
を

平
和
を
愛
好
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に

信
頼
し
て
補
お
う
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
な

い
。
米
軍
駐
留
は
憲
法
九
条
、
前
文
の
趣
旨

に
適
合
こ
そ
す
れ
、
違
憲
無
効
と
は
認
め
ら

れ
な
い
」
。

　

こ
れ
に
対
し
「
し
か
し
、
米
軍
駐
留
に
よ

っ
て
わ
が
国
が
自
国
と
直
接
関
係
の
な
い
武

力
紛
争
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
、
戦
争
の
惨

禍
が
わ
が
国
に
及
ぶ
お
そ
れ
は
絶
無
で
は
な

く
、
従
っ
て
日
米
安
保
条
約
に
よ
っ
て
、
か

か
る
危
険
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
包
蔵
す
る

米
軍
駐
留
を
許
容
し
た
政
府
の
行
為
は
、
政

府
の
行
為
で
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
き
な
い

よ
う
に
決
意
し
た
憲
法
に
も
と
る
疑
念
が
生

ず
る
」―

と
い
う
見
方
で
あ
る
。
真
の
平
和

へ
の
道
は
い
ず
れ
の
方
向
か
。
こ
ん
ど
の
国

政
参
加
選
挙
を
機
会
に
、
さ
ら
に
深
く
考
え

て
み
た
い
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
政
治
は
、

考
え
る
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

そ
の
制
度
上
の
方
法
は
選
挙
で
の
投
票
で
あ

る
。
そ
れ
は
あ
る
政
策
へ
の
賛
意
の
表
示
に

も
な
る
し
、
権
力
へ
の
抵
抗
に
も
な
る
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
投
票
の
重
大
な
意
義
が
あ

る
。

　

社
大
党
の
得
票
に
思
う

　

と
こ
ろ
で
、
選
挙
の
開
票
で
あ
る
が
、
一

部
に
、
予
想
と
は
か
な
り
狂
っ
た
結
果
が
み

ら
れ
た
。
そ
れ
は
社
大
党
の
安
里
候
補
の
意

外
な
得
票
で
あ
っ
た
。
ま
た
社
会
党
の
上
原

候
補
の
得
票
が
一
般
の
予
想
を
上
回
っ
た
こ

と
も
実
感
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
党

以
外
の
支
援
組
織
に
乗
っ
た
か
乗
ら
な
か
っ

た
か
、
と
い
う
こ
と
が
終
盤
で
、
票
を
大
き

く
流
動
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
想
像

さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
角
度
を
か
え
て
み
る
な
ら
、
社
大

党
が
こ
れ
ま
で
党
以
外
の
組
織
の
支
援
に
よ

り
か
か
り
、
自
ら
の
組
織
強
化
を
怠
っ
た
弱

さ
が
、
こ
ん
ど
の
選
挙
で
露
呈
さ
れ
た
と
は

い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
党
系
列
化
の
波
を
ま

と
も
に
受
け
た
こ
と
に
も
一
因
は
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
党
組
織
を
ど
う
建
て
直
す

か
、
社
大
党
に
と
っ
て
は
大
き
な
課
題
に
な

ろ
う
。
党
組
織
の
問
題
は
社
会
党
に
も
、
同

様
に
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

公
設
市
場
工
事
請
け
負
い
契
約

／
市
当
局
案
を
否
決
／
那
覇

市
議
会
／
自
民
党
議
員
が
反

対〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
11
・
17
〕

　

那
覇
市
の
第
一
牧
志
公
設
市
場
（
西
市
場
）

改
築
の
工
事
請
け
負
い
契
約
を
審
議
す
る
注

目
の
臨
時
議
会
が
、
十
六
日
午
前
十
時
す
ぎ

開
か
れ
た
。
市
当
局
の
提
案
に
対
し
て
喜
舎

場
盛
一
議
員
（
新
政
会
）
が
反
対
討
論
、
次

い
で
島
袋
宗
康
議
員
（
社
大
）
が
賛
成
討
論

し
た
あ
と
採
決
に
移
っ
た
が
、
賛
成
十
三
で

出
席
議
員
二
十
七
人
の
三
分
の
二
に
達
せ
ず

市
当
局
の
案
は
否
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

西
市
場
の
工
事
着
工
は
待
っ
た
が
か
け
ら
れ

た
。
那
覇
市
当
局
は
近
日
中
に
議
会
を
招
集

し
、
再
提
案
し
た
い
と
の
意
向
を
明
ら
か
に

し
た
が
、
自
民
党
議
員
は
市
場
改
築
に
は
反

対
す
る
と
の
態
度
を
固
め
て
お
り
、
成
り
行

き
が
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
日
の
臨
時
議
会
は
市
場
業
者
お
よ
そ

百
人
が
見
守
る
中
で
開
か
れ
た
。
反
対
討
論

に
立
っ
た
喜
舎
場
議
員
は
「
市
長
は
六
九
年

六
月
の
定
例
議
会
で
市
場
敷
き
地
は
地
主
に

返
還
す
る
と
言
明
し
た
。
こ
れ
を
く
つ
が
え
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し
て
市
場
を
作
る
こ
と
は
納
得
で
き
な
い
。

借
地
権
に
つ
い
て
地
主
と
話
し
合
い
を
や
っ

て
き
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
誠
意
を
つ
く
し

て
交
渉
し
て
い
な
い
。
第
二
市
場
は
あ
き
コ

マ
が
多
く
、
こ
の
う
え
巨
費
を
投
じ
て
市
場

を
作
っ
て
も
無
意
味
だ
。
土
地
収
用
法
で
強

制
収
用
す
る
と
し
て
い
る
が
復
帰
す
る
時
点

で
現
在
の
法
律
の
効
力
が
ど
う
な
る
か
疑
問

だ
。
主
席
の
事
業
認
定
、
借
地
権
を
め
ぐ
っ

て
裁
判
係
争
中
で
あ
り
、
裁
判
所
の
態
度
決

定
を
待
っ
て
建
築
す
べ
き
で
あ
る
」
と
意
見

を
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
島
袋
議
員
は
「
地
主
の
反

対
に
よ
っ
て
市
民
、
市
場
業
者
が
困
っ
て
い

る
。
市
場
の
性
格
、
市
民
の
声
を
考
え
て
革
新

市
政
と
し
て
は
市
場
改
築
を
続
行
す
べ
き
だ
。

地
主
と
は
数
回
に
わ
た
り
話
し
合
っ
て
い
る

が
、
地
主
が
話
し
合
い
を
拒
否
し
て
い
る
の

だ
。
七
二
年
ま
で
は
現
在
の
法
律
に
よ
っ
て

政
治
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
地

収
用
法
で
す
で
に
那
覇
市
の
土
地
所
有
権
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
南
洋
土
建
と
の
契
約
も

終
え
て
お
り
、
市
民
の
た
め
市
場
業
者
の
た

め
ぜ
ひ
市
場
改
築
を
認
め
て
ほ
し
い
」
と
賛

成
討
論
し
た
。

　

出
席
議
員
は
公
明
党
の
二
議
員
を
除
き
二

十
七
人
。
採
決
は
新
政
会
の
十
四
人
が
反
対
、

残
り
の
十
三
人
が
賛
成
し
た
が
、
結
局
三
分

の
二
に
達
せ
ず
市
場
改
築
工
事
は
否
決
さ
れ

た
。
否
決
が
決
ま
る
と
傍
聴
の
業
者
は
一
斉

に
立
ち
上
が
り
、
自
民
党
議
員
に
ヤ
ジ
、
怒

号
を
あ
び
せ
て
い
た
。

　

平
良
市
長
は
「
市
場
の
改
築
事
業
は
必
ず

実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
執

行
が
停
滞
す
る
こ
と
は
長
い
目
で
見
た
場
合
、

沖
縄
の
た
め
に
な
ら
な
い
。
議
員
の
方
々
が

冷
静
に
判
断
し
、
ぜ
ひ
協
力
を
得
た
い
」
と

語
り
、
近
日
中
に
再
提
案
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
市
当
局
と
し
て
は
議
会
の
契
約

議
決
を
と
り
つ
け
、
今
月
中
旬
に
も
着
工
し

た
い
と
の
意
向
だ
っ
た
が
、
当
初
の
方
針
は

く
つ
が
え
さ
れ
、
着
工
は
さ
ら
に
延
び
る
こ

と
に
な
っ
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
市
場
改
築

が
中
止
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
自
民
党
の

出
方
が
注
目
さ
れ
る
。

〝
芸
術
の
殿
堂
〟
完
成
／
与
儀

に
マ
ン
モ
ス
市
民
会
館

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
11
・
18
〕

　

〝
芸
術
の
殿
堂
〟に
と
那
覇
市
が
与
儀
公
園

地
域
に
建
設
を
す
す
め
て
い
た
那
覇
市
市
民

会
館
は
こ
の
ほ
ど
完
成
、
十
八
日
午
後
一
時

か
ら
落
成
記
念
式
典
が
協
力
団
体
代
表
な
ど

千
五
百
人
を
招
い
て
開
か
れ
る
。

　

同
市
民
会
館
は
バ
レ
エ
や
オ
ペ
ラ
、
演
劇
、

サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
に
と
ぼ
し
い
沖
縄
で
は

こ
れ
か
ら
伸
び
よ
う
と
す
る
文
化
や
福
祉
の

振
興
が
は
ば
ま
れ
る
と
し
て
文
化
団
体
や
市

民
の
間
か
ら
建
設
の
声
が
起
こ
り
、
こ
れ
に

こ
た
え
て
那
覇
市
が
百
八
十
万
㌦
の
経
費
を

か
け
て
六
九
年
度
か
ら
二
年
次
継
続
事
業
と

し
て
手
が
け
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
。
建
て

坪
八
千
五
百
五
十
平
方
㍍
、
延
べ
七
千
平
方

㍍
余
、
地
下
一
階
、
地
上
三
階
と
い
う
沖
縄

最
大
の
マ
ン
モ
ス
市
民
会
館
で
、
芸
術
の
か

お
り
高
い
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
、
伝
統
的
な
郷

土
芸
能
や
舞
踊
の
た
め
の
大
ホ
ー
ル
は
、
定

員
千
八
百
人
、
間
口
十
八
㍍
、
奥
行
き
十
四

㍍
の
舞
台
の
ほ
か
、
音
響
、
照
明
施
設
が
完

備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
集
会
や
展
示
会

場
用
の
定
員
八
百
人
収
容
の
中
ホ
ー
ル
、
そ

れ
に
洋
和
室
の
会
議
室
、
事
務
所
な
ど
か
ら

な
っ
て
い
る
。

　

十
八
日
の
落
成
記
念
式
典
は
屋
良
主
席
、

ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
、
日
本
政
府
代
表

な
ど
来
賓
の
ほ
か
、
建
設
協
力
団
体
代
表
ら

が
出
席
、
平
良
良
松
那
覇
市
長
の
あ
い
さ
つ
、

経
過
報
告
、
来
賓
祝
辞
の
あ
と
那
覇
少
年
少

女
合
唱
団
、
宮
城
稔
舞
踊
研
究
所
な
ど
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
フ
ェ
ス
チ
バ
ル
が
一
時
間
に
わ

た
っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。

　

市
民
会
館
の
落
成
を
祝
っ
て
那
覇
市
や
協

力
団
体
に
よ
る
多
彩
な
催
し
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
第
一
日
は
記
念
式
典
の
あ
と
、
午
後

七
時
半
か
ら
「
古
典
舞
踊
、
組
踊
の
夕
べ
」

を
一
般
に
公
開
、
十
二
月
十
三
日
ま
で
二
十

四
日
間
に
わ
た
る
記
念
行
事
の
幕
が
あ
が
る
。

地
主
側
が
抗
告
／
公
設
市
場
強

制
収
用
／
那
覇
地
裁
の
決
定

に
不
服

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
11
・
19
〕

　

那
覇
市
の
牧
志
第
一
公
設
市
場
建
設
に
伴

う
用
地
の
強
制
収
用
で
上
岡
〇
〇
〇
氏
ら
地

主
三
人
は
土
地
収
用
審
査
会
の
裁
決
取
り
消

し
の
行
政
訴
訟
が
す
む
ま
で
強
制
執
行
停
止

し
て
ほ
し
い
と
那
覇
地
裁
民
事
三
部
に
仮
処

分
を
申
請
、
却
下
さ
れ
た
が
地
主
の
上
岡
氏

は
十
八
日
同
決
定
を
不
服
と
し
て
琉
球
高
裁

に
那
覇
地
裁
決
定
の
取
り
消
し
と
執
行
停
止

命
令
を
求
め
る
よ
う
抗
告
を
申
し
立
て
た
。

　

上
岡
氏
ら
三
地
主
は
当
局
の
強
制
収
用
を

停
止
し
な
け
れ
ば
地
主
側
が
回
復
困
難
な
損

害
を
こ
う
む
る
の
で
そ
の
損
害
を
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
収
用
審
査
会
が
だ
し

た
裁
決
の
取
り
消
し
を
求
め
る
訴
訟
が
勝
訴

し
た
時
の
混
乱
、
地
主
側
の
損
害
を
理
由
に

執
行
停
止
の
仮
処
分
を
申
し
出
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
那
覇
地
裁
は
行
政
主
席
か
ら
裁
決

に
つ
い
て
の
適
法
な
異
議
の
陳
述
が
あ
っ
た

と
い
う
理
由
で
却
下
し
た
。

　

那
覇
市
の
市
場
建
設
計
画
は
こ
う
し
た
地

主
側
の
強
硬
な
反
対
に
あ
い
、
裁
判
で
は
政

府
の
認
可
取
り
消
し
、
土
地
収
用
審
査
会
の

土
地
収
用
裁
決
取
り
消
し
事
件
と
し
て
争
わ

れ
、
い
っ
ぽ
う
那
覇
市
議
会
で
は
建
築
契
約

議
案
が
否
決
さ
れ
る
な
ど
着
工
を
間
近
に
ひ
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か
え
て
暗
礁
に
の
り
あ
げ
て
い
る
。

｜
社　

説
｜

死
の
川
の
回
復
を
／
国
場
川
・

漫
湖
一
帯
の
公
害

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
11
・
22
〕

　

国
場
川
が
、
つ
い
に
死
の
川
と
化
し
た
。

豊
見
城
村
、
南
風
原
村
、
上
間
の
三
支
流
か

ら
合
し
、
漫
湖
に
注
ぎ
、
や
が
て
那
覇
港
へ

と
つ
ら
な
る
こ
の
川
は
、
昔
は
太
公
望
た
ち

が
釣
り
糸
を
た
れ
る
清
流
で
、
の
ど
か
な
漫

湖
と
と
も
に
那
覇
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
景
観
を
誇
る
存
在
だ
っ
た
。

　

そ
れ
が
、
い
ま
で
は
犬
や
ネ
コ
の
死
骸
が

浮
か
び
メ
タ
ン
ガ
ス
、
ヘ
ド
ロ
の
漂
う
ド
ス

黒
い
腐
臭
の
た
ち
こ
め
る
、
川
と
は
名
ば
か

り
の
川
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

二
十
日
、
国
場
川
下
流
一
帯
（
豊
見
城
高

校
）
に
、
大
量
の
死
魚
が
浮
か
び
腐
臭
を
放

ち
、
付
近
の
家
で
は
窓
も
あ
け
ら
れ
な
い
と

い
う
あ
り
さ
ま
に
、
豊
見
城
村
、
那
覇
市
、
行

政
府
当
局
が
重
い
腰
を
あ
げ
て
現
状
調
査
と

な
っ
た
。

　

死
魚
の
山
に
は
ガ
ソ
リ
ン
を
か
け
て
焼
き

腐
臭
の
原
因
だ
け
は
除
去
し
た
が
、
漫
湖
に

か
け
て
、
一
帯
の
汚
れ
は
ひ
ど
く
、
こ
の
ま

ま
で
は
放
置
で
き
な
い
状
況
を
か
こ
つ
に
至

っ
た
。

　

犯
人
は
だ
れ
か
と
い
う
点
で
は
明
確
な
答

え
は
出
な
い
が
、
上
流
か
ら
川
口
に
か
け

て
、
肥
料
工
場
、
火
葬
場
、
煙
草
工
場
、
豚

舎
、
製
糖
工
場
、
製
鉄
所
、
製
材
所
、
原
木

貯
蔵
水
域
な
ど
が
あ
り
、
こ
と
に
防
腐
剤
、

科
学
薬
品
や
工
場
廃
液
な
ど
が
い
っ
せ
い

に
国
場
川
を
汚
染
し
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。

　

公
害
は
、
那
覇
市
の
心
臓
部
を
流
れ
る
久

茂
地
川
と
、
同
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
称
さ

れ
る
小
禄
、
豊
見
城
一
帯
を
汚
し
つ
つ
あ
る
。

漫
湖
か
ら
国
場
川
沿
線
に
か
け
て
、
な
ぜ
工

場
が
集
ま
っ
た
の
か
、こ
れ
も
問
題
だ
が
、
第

一
に
言
え
る
こ
と
は
、
那
覇
港
か
ら
漫
湖
一

帯
は
、
い
わ
ば
沖
縄
の
玄
関
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
観
光
で
生
き
よ
う
と
す
る
沖

縄
に
と
っ
て
、
清
浄
を
保
つ
地
域
で
あ
る
は

ず
で
あ
る
。

　

河
川
の
監
視
に
抜
本
策
を

　

そ
れ
が
、
今
日
の
惨
状
を
呈
す
る
に
い
た

っ
た
真
因
は
、
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
え
ば
、

那
覇
市
や
行
政
府
に
都
市
計
画
に
伴
う
長
期

的
見
通
し
を
欠
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
れ
か
ら
の
都
市
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る

か
と
い
う
、
広
い
意
味
の
文
化
的
視
野
と
展

望
の
な
さ
か
ら
く
る
明
ら
か
に
錯
誤
で
、
開

発
（
経
済
発
展
）
に
名
を
か
り
た
放
縦
な
都

市
づ
く
り
の
も
た
ら
す
自
然
の
し
っ
ぺ
返
し

と
い
え
る
。

　

だ
が
、
都
市
は
無
心
に
機
械
的
に
ふ
く
れ

上
が
る
。
将
来
の
見
通
し
を
越
え
る
動
き
も

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
豊
見
城
に
あ
る
火
葬
場

を
例
に
と
れ
ば
、
当
時
人
里
離
れ
た
場
所
を

選
ん
だ
の
が
、
い
ま
で
は
住
家
に
囲
ま
れ
る

始
末
で
あ
る
。
そ
の
他
の
工
場
も
一
事
が
万

事
で
、
こ
れ
は
、
い
ず
れ
は
移
転
を
迫
ら
れ

る
運
命
に
あ
る
。

　

そ
れ
に
、
国
場
川
の
汚
染
を
公
害
問
題
と

し
て
と
ら
え
る
ば
あ
い
、
責
任
は
い
っ
た
い

だ
れ
が
と
る
か
と
い
う
疑
点
が
あ
る
。
河
川

を
守
る
法
の
運
用
と
と
も
に
、
川
の
管
理
が

あ
い
ま
い
で
あ
る
。
管
理
権
は
ア
メ
リ
カ
民

政
府
に
あ
っ
て
、
那
覇
市
は
ど
の
程
度
管
理

に
タ
ッ
チ
で
き
、
責
任
を
負
う
か
、
じ
つ
に

あ
い
ま
い
で
あ
る
。
歴
代
市
長
は
、こ
れ
に
ど

う
対
処
し
て
き
た
か
。
い
ま
と
な
っ
て
み
れ

ば
、
市
民
の
健
康
と
幸
福
を
守
る
上
で
、
自

治
体
が
こ
と
を
放
任
し
す
ぎ
た
と
み
ら
れ
て

も
仕
方
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

観
光
政
策
の
ガ
ン

　

一
方
、
都
市
づ
く
り
は
、
ひ
と
り
自
治
体

の
責
任
ば
か
り
で
は
な
く
、
市
民
の
深
い
理

解
と
協
力
に
支
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
立
派
な

町
を
つ
く
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
目
先
の

利
害
に
と
ら
わ
れ
た
り
、
他
を
か
え
り
み
な

い
態
度
を
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
も
つ
か

ぎ
り
、
よ
い
町
づ
く
り
は
で
き
な
い
。
そ
の

基
本
と
し
て
、
那
覇
市
当
局
は
、
ま
ず
、
河

川
の
責
任
体
制
を
確
立
す
る
、
言
い
か
え
れ

ば
、
あ
い
ま
い
な
河
川
法
の
運
営
と
、
こ
れ

ま
で
の
や
り
方
を
改
め
る
た
め
の
努
力
に
全

力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

公
害
問
題
は
、
い
っ
た
ん
起
き
て
み
る

と
、
そ
の
解
決
が
困
難
な
こ
と
は
、
ば
い
塵

被
害
の
団
体
交
渉
で
再
度
も
の
別
れ
と
な
っ

た
琉
球
セ
メ
ン
ト
の
例
を
も
ち
出
す
ま
で
も

な
く
、
い
ま
に
至
る
ま
で
会
社
と
被
害
者
双

方
の
間
に
意
見
が
並
行
、
こ
と
は
複
雑
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
那
覇
市
の
ば
あ
い
、
国
場
川

並
び
に
漫
湖
一
帯
の
汚
染
、
久
茂
地
川
の

汚
れ
な
ど
、
観
光
都
市
の
立
場
か
ら
、
こ

と
は
直
接
市
民
ば
か
り
で
は
な
く
、
外
来

客
と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
こ
と
は
一
層
複

雑
で
あ
る
。

　

先
に
の
べ
た
と
お
り
、
那
覇
市
民
に
と
っ

て
、
漫
湖
の
存
在
、
国
場
川
の
存
在
は
無
視

で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
思
い
切
っ
て
、
沿

線
一
帯
を
禁
工
業
地
帯
に
す
る
手
を
い
ま
の

う
ち
に
打
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
勝
手
に
工
場
建
設
が
す
す
み
、
後
は
身

動
き
の
と
れ
な
い
心
配
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

那
覇
市
の
都
心
は
人
口
の
集
中
で
、
こ
れ

以
上
過
密
は
避
け
ら
れ
ぬ
あ
り
さ
ま
で
あ
り
、

後
は
副
都
心
の
設
定
、
工
場
の
遠
隔
移
転
、
人

口
の
拡
散
を
図
る
以
外
に
方
法
は
な
い
と
考

え
る
。

　

だ
と
す
れ
ば
、
漫
湖
一
帯
の
水
の
浄
化
復
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元
と
と
も
に
、
沿
線
の
積
極
的
美
化
作
業
を

都
市
公
園
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
す
る
こ
と

は
喫
緊
の
問
題
と
い
え
る
。

　

自
然
破
壊
ゆ
る
さ
れ
ぬ

　

三
十
万
の
人
口
を
擁
し
中
都
市
と
し
て
、

ま
た
沖
縄
の
首
都
と
し
て
、
自
治
体
行
政
の

責
任
も
大
き
い
が
、
行
政
府
と
て
、
右
の
事

情
を
理
解
す
る
限
り
す
て
お
け
ぬ
こ
と
が
ら

で
あ
る
。

　

復
帰
シ
ョ
ッ
ク
と
み
な
さ
れ
る
経
済
の
落

ち
込
み
、
人
口
流
出
、
企
業
不
振
を
心
配
す

る
あ
ま
り
、
中
・
小
の
企
業
誘
致
が
脚
光
を

浴
び
て
い
る
。
し
か
し
、
企
業
に
つ
き
も
の

の
公
害
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
企
業

誘
致
に
先
立
つ
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

　

沖
縄
の
自
然
は
、
幸
い
に
大
企
業
が
な
い

た
め
に
、
自
然
の
破
壊
を
ま
ぬ
が
れ
て
い

る
。
大
気
は
清
く
、
海
は
き
れ
い
で
あ
る
。
自

然
は
保
た
れ
、
人
工
は
こ
れ
を
害
し
て
は
い

な
い
。
自
然
が
破
壊
さ
れ
、
昔
日
の
美
し
さ

を
奪
う
よ
う
な
、
人
工
的
開
発
は
、
百
万
住

民
の
幸
福
を
失
う
結
果
に
つ
な
が
る
。
国
場

川
の
魚
が
汚
染
の
た
め
大
量
に
死
ん
だ
と
い

う
こ
と
は
、
沖
縄
に
も
公
害
が
ひ
ろ
が
る
前

ぶ
れ
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

牧
志
公
設
市
場
／
改
築
工
事
を

否
決
／
新
政
会
が
反
対
／
市

側
分
離
発
注
で
着
工
へ
／
那

覇
市
臨
時
議
会

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
０
・
11
・
30
〕

　

那
覇
市
の
第
一
牧
志
公
設
市
場
改
築
の
工

事
請
け
負
い
契
約
を
審
議
す
る
注
目
の
臨
時

議
会
が
三
十
日
午
前
十
時
す
ぎ
開
会
、
採
決

の
結
果
、ふ
た
た
び
新
政
会
（
自
民
党
系
）
の

反
対
に
あ
い
市
当
局
案
が
否
決
さ
れ
た
。
そ

の
た
め
第
一
牧
志
公
設
市
場
の
改
築
工
事
は

ま
た
ス
ト
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
、
那
覇
市
当
局

は
最
悪
の
事
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。
市
当
局

は
あ
く
ま
で
も
改
築
工
事
は
着
手
す
る
と
の

方
針
を
変
え
て
お
ら
ず
、
議
会
の
承
認
を
必

要
と
し
な
い
分
離
発
注
の
形
で
改
築
工
事
を

進
め
る
意
向
だ
。
こ
の
日
は
市
場
業
者
お
よ

そ
百
人
が
傍
聴
に
つ
め
か
け
、
審
議
を
見
守

っ
た
が
、
市
当
局
案
が
否
決
さ
れ
る
と
「
業

者
を
見
殺
し
に
す
る
の
か
」
と
激
し
い
ヤ
ジ

を
自
民
党
議
員
に
た
た
き
つ
け
た
。

　

こ
の
日
の
臨
時
議
会
は
公
明
党
の
二
議
員

が
欠
席
、
二
十
七
人
の
議
員
が
出
席
し
て
行

な
わ
れ
た
。
討
論
の
な
か
で
新
政
会
の
宮
城

武
議
員
は
「
市
場
建
設
は
土
地
収
用
法
に
基

づ
い
て
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
は
な
い
。
市
場

建
設
は
公
共
性
も
な
い
。
い
ま
事
業
認
定
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
係
争
中
で
、
そ
の
結
果

を
見
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
市
が

敗
訴
に
で
も
な
れ
ば
、
市
民
に
大
き
な
損
害

を
与
え
る
か
ら
だ
。
第
二
公
設
市
場
に
つ
い

て
も
そ
の
運
用
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
第

一
公
設
市
場
と
の
関
係
な
ど
す
っ
き
り
し
な

い
問
題
が
あ
る
」
と
反
対
意
見
を
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
玉
城
栄
一
（
公
明
）
島
袋
宗

康
（
社
大
）
儀
間
真
祥
（
人
民
）
の
各
議
員

は
「
第
一
公
設
市
場
の
改
築
工
事
の
お
く
れ

は
、
市
民
、
業
者
に
大
き
な
不
利
益
を
与
え

て
い
る
。
三
十
万
市
民
の
食
生
活
に
直
接
関

係
す
る
も
の
だ
け
に
改
築
工
事
は
早
急
に
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
予
算
も

計
上
さ
れ
市
場
敷
き
地
も
確
保
す
る
な
ど
着

工
を
待
つ
だ
け
だ
。
こ
の
臨
時
議
会
は
単
な

る
請
け
負
い
契
約
を
審
議
す
る
も
の
で
、
契

約
に
異
議
が
あ
る
か
ど
う
か
を
話
し
合
う
べ

き
だ
。
そ
の
こ
と
は
な
さ
ず
、
工
事
着
工
に

反
対
す
る
の
は
自
民
党
が
反
対
の
た
め
の
反

対
を
し
て
い
る
証
拠
で
一
部
地
主
に
奉
仕
す

る
行
為
だ
」
と
新
政
会
を
批
判
、
市
当
局
案

に
賛
成
の
意
を
述
べ
た
。

　

討
論
の
あ
と
採
決
に
移
っ
た
。
賛
成
十
三

人
で
契
約
議
決
に
必
要
な
三
分
の
二
の
賛
成

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
市
当
局
案
が
否
決

さ
れ
た
。
第
一
牧
志
公
設
市
場
の
改
築
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
さ
る
六
月
の
定
例
議
会
で

予
算
も
承
認
さ
れ
、
着
工
を
待
つ
だ
け
と
な

っ
て
い
る
。
市
当
局
は
当
初
九
月
に
着
工
す

る
ハ
ラ
だ
っ
た
が
、
土
地
収
用
の
問
題
が
か

ら
み
着
工
が
延
び
た
。
さ
る
十
六
日
の
臨
時

議
会
で
契
約
議
決
を
得
る
た
め
請
け
負
い
契

約
議
案
を
提
案
し
た
が
、
新
政
会
の
反
対
に

あ
い
否
決
さ
れ
た
。
市
当
局
は
「
市
場
改
築

は
、
ぜ
が
ひ
で
も
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
だ
」
と
の
方
針
で
、
こ
の
日
の
臨
時

議
会
に
再
提
案
し
た
。

国
場
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
／

三
市
村
が
動
き
出
す
／
公
害

対
策
法
の
制
定
も
要
請

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
０
・
12
・
３
〕

　

き
れ
い
な
国
場
川
を
と
り
か
え
そ
う―

と

国
場
川
に
隣
接
す
る
那
覇
、
豊
見
城
、
南
風

原
三
市
村
の
市
村
長
会
議
が
三
日
午
前
十
時

す
ぎ
か
ら
市
役
所
四
階
会
議
室
で
行
な
わ
れ
、

「
さ
る
十
九
日
、
大
量
の
死
魚
が
漂
着
し
た
こ

と
は
自
然
の
人
間
社
会
に
対
す
る
警
鐘
で
あ

る
」
と
し
て
受
け
と
め
、
こ
ん
ご
も
三
市
村

が
協
力
し
て
公
害
問
題
に
と
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
日
の
会
議
に
は
平
良
那
覇
市
長
、
又
吉

一
郎
豊
見
城
村
長
、
野
原
広
仁
南
風
原
村
長

が
出
席
、
水
間
那
覇
市
役
所
建
設
部
長
の
司

会
で
す
す
め
ら
れ
た
。
ま
ず
三
首
長
か
ら
国

場
川
や
饒
波
川
の
汚
染
に
つ
い
て
❶
死
魚
の

山
で
国
場
川
汚
染
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
が
、
死
魚
が
漂
流
す
る
こ
と
は
毎
度
の
こ
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と
で
あ
り
、
企
業
か
ら
起
こ
る
公
害
の
尻
ぬ

ぐ
い
を
市
町
村
が
や
る
と
い
う
か
っ
こ
う

だ
❷
魚
が
泳
ぐ
国
場
川
本
来
の
姿
は
あ
と

か
た
も
な
く
、
ヘ
ド
ロ
や
動
物
の
死
骸
が
浮

き
、
沿
岸
に
は
人
間
が
住
め
な
い
ほ
ど
生
活

の
脅
威
を
う
け
て
い
る
❸
那
覇
軍
港
に
土

砂
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
川
に
置
か
れ

て
い
る
〝
捨
て
石
〟
は
川
の
流
れ
を
阻
害
し

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
浸
水
の
原
因
と
も

な
っ
て
い
る―

な
ど
公
害
問
題
の
実
情
が

報
告
さ
れ
た
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
は
住
民
の
健
康
、
生

命
を
大
切
に
す
る
民
主
的
な
公
害
対
策
基
本

法
を
制
定
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
当

面
の
国
場
川
汚
染
対
策
と
し
て
は
❶
公
害
対

策
基
本
法
の
立
法
を
み
る
ま
で
全
企
業
の
監

視
、
取
り
締
ま
り
、
補
償
に
か
ん
す
る
行
政

指
導
を
強
化
す
る
こ
と
❷
米
軍
に
対
し
て
捨

て
石
撤
去
の
折
衝
を
早
急
に
開
始
す
る
こ
と

❸
国
場
川
、
饒
波
川
の
整
備
を
す
る
こ
と
❹

下
流
周
辺
の
整
備
費
用
を
当
該
市
村
に
交
付

す
る
こ
と―

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

な
お
、
同
会
議
で
は
行
政
主
席
に
対
し
て

「
公
害
か
ら
住
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
た

め
の
要
請
書
」
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
三

市
村
で
地
域
内
の
企
業
群
に
対
し
「
国
場
川

浄
化
に
か
ん
す
る
協
力
方
に
つ
い
て
」
の
文

書
を
送
り
、
市
民
や
村
に
対
し
て
は
「
き
れ

い
な
国
場
川
を
と
り
か
え
す
た
め
に
」
の
ア

ピ
ー
ル
文
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

改
築
工
事
ス
タ
ー
ト
／
牧
志
公

設
市
場
／
業
者
、
小
踊
り
し

て
喜
ぶ

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
０
・
12
・
５
〕

　

十
年
来
紛
糾
を
続
け
て
き
た
那
覇
市
の
第

一
牧
志
公
設
市
場
の
改
築
工
事
が
や
っ
と
ス

タ
ー
ト
し
た
。
那
覇
市
は
五
日
午
前
十
時
か

ら
牧
志
の
同
市
場
敷
き
地
で
地
鎮
祭
を
し
た
。

こ
れ
に
は
市
場
業
者
お
よ
そ
百
五
十
人
が
詰

め
か
け
、
小
踊
り
し
て
工
事
の
着
工
を
喜
ん

で
い
た
。
一
方
市
当
局
の
市
場
改
築
に
一
貫

し
て
反
対
し
て
き
た
新
政
会
（
自
民
党
系
）

の
議
員
十
二
人
は
同
日
午
前
十
一
時
前
、
市

役
所
に
平
良
市
長
を
訪
れ
「
専
決
処
分
で
改

築
工
事
を
行
な
っ
た
こ
と
は
議
会
無
視
で
絶

対
許
せ
な
い
」
と
激
し
く
抗
議
し
た
。

　

問
題
の
牧
志
公
設
市
場
は
着
工
の
段
階
に

は
い
っ
て
議
会
で
二
度
も
工
事
請
け
負
い
議

案
が
新
政
会
の
反
対
に
あ
い
、
否
決
さ
れ
、
改

築
工
事
は
暗
礁
に
乗
り
あ
げ
て
い
た
。
こ
の

た
め
市
当
局
は
議
会
の
同
意
を
必
要
と
し
な

い
分
離
発
注
で
着
工
を
開
始
し
た
わ
け
。

　

同
市
場
は
延
べ
面
積
三
千
五
百
平
方
㍍
、

地
下
一
階
、
地
上
二
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
て
。
建
設
工
事
は
南
洋
土
建
、
水
道
工
事

は
沖
水
建
設
、
電
気
工
事
は
三
共
電
気
が
そ

れ
ぞ
れ
請
け
負
っ
て
い
る
。
完
成
は
七
一
年

十
二
月
初
め
。
待
望
の
市
場
が
着
工
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
市
場
業
者
は
朝
早
く
か
ら

建
設
地
に
集
ま
っ
て
「
こ
の
喜
び
は
こ
と
ば

で
は
い
い
現
わ
せ
な
い
。
市
当
局
を
信
頼
す

る
ほ
か
に
業
者
の
生
き
る
道
は
な
い―

と
し

て
平
良
市
長
を
信
じ
て
き
た
。
長
年
の
念
願

が
か
な
い
ほ
ん
と
う
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
た
。
地

鎮
祭
が
終
わ
る
と
業
者
た
ち
は
、
太
鼓
を
た

た
い
て
着
工
を
喜
び
あ
っ
て
い
た
。

裁
判
所
が
「
待
っ
た
」
／
第
一

牧
志
公
設
市
場
、
ま
た
暗
礁

に
／
新
政
会
／
市
長
不
信
任

決
議
の
構
え　
　

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
12
・
６
〕

　

第
一
牧
志
公
設
市
場
の
改
築
は
五
日
よ
う

や
く
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
こ
ん
ど
は
裁

判
所
か
ら
「
待
っ
た
」
が
か
け
ら
れ
、
ま
た

も
や
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。
ま
た
那
覇
市
当

局
の
分
離
発
注
に
よ
る
工
事
執
行
に
対
し
て

新
政
会
（
自
民
党
系
）
は
五
日
午
後
か
ら
記

者
会
見
「
議
会
の
議
決
を
得
な
い
事
業
執
行

は
議
会
無
視
だ
。
平
良
市
長
の
責
任
を
徹
底

的
に
追
及
す
る
た
め
臨
時
議
会
の
招
集
を
要

求
し
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
市
長
不
信
任
決

議
も
辞
さ
ぬ
」
と
強
気
の
構
え
で
市
当
局
と

対
決
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
一
方
、
那
覇

市
当
局
は
「
二
度
も
臨
時
議
会
を
招
集
す
る

な
ど
議
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
た
め
努
力
し

た
。
議
会
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
現
時
点
で

は
、
市
民
と
の
約
束
を
守
る
た
め
執
行
者
と

し
て
専
決
処
分
も
や
む
を
得
な
か
っ
た
」
と

し
「
あ
く
ま
で
も
市
場
改
築
は
進
め
る
」
と

の
ハ
ラ
だ
。

　

那
覇
市
当
局
は
「
さ
る
十
一
月
、
土
地
収

用
法
に
よ
っ
て
市
場
敷
き
地
の
所
有
権
を
取

得
し
た
」
と
し
て
同
敷
き
地
内
の
建
築
中
止

仮
処
分
の
停
止
申
し
立
て
を
那
覇
地
裁
に
提

訴
し
て
い
た
。
こ
の
申
し
立
て
に
対
し
那
覇

地
裁
は
「
地
主
の
上
岡
氏
ら
は
収
用
審
査
会

を
相
手
ど
っ
て
裁
判
係
争
中
で
、
土
地
所
有

権
が
那
覇
市
に
移
転
し
た
と
は
い
え
な
い
」

と
判
断
、
那
覇
市
の
申
し
立
て
を
却
下
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
場
敷
き
地
内
の
建
築
中
止

の
仮
処
分
は
、
生
き
る
わ
け
で
、
市
場
の
改

築
工
事
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
那
覇

市
当
局
は
、
こ
の
判
決
に
対
し
て
上
告
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
判

決
が
下
る
ま
で
着
工
は
延
び
る
。

　

ま
た
、
市
場
の
改
築
に
反
対
し
て
い
る
新

政
会
は
「
市
当
局
は
二
度
に
わ
た
っ
て
議
会

で
の
議
決
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
ん
ど
は
伝
家
の
宝
刀
を
抜
い
て
議
会
の
同

意
を
得
な
い
分
離
発
注
を
し
た
。
こ
れ
は
議

会
を
無
視
し
た
独
裁
的
な
行
政
執
行
だ
。
こ

れ
で
は
議
会
は
な
く
て
も
い
い
こ
と
に
な
る
。

市
当
局
の
横
暴
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。
こ
の
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責
任
を
追
及
す
る
た
め
き
ょ
う
（
五
日
）
臨

時
議
会
を
早
急
に
招
集
す
る
よ
う
要
求
し
た
。

場
合
に
よ
っ
て
は
市
長
不
信
任
も
突
き
つ
け

る
」
と
強
気
。

　

第
一
牧
志
公
設
市
場
改
築
は
地
鎮
祭
も
終

え
、
よ
う
や
く
解
決
し
た
か
に
見
え
た
が
、
大

詰
め
で
ま
た
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
格
好
。
新

政
会
が
市
当
局
と
徹
底
し
た
対
決
を
表
明
す

る
な
ど
、
問
題
は
再
び
大
き
な
政
治
問
題
に

発
展
す
る
様
相
。
議
会
解
散
で
選
挙
に
持
ち

込
ま
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

市
場
建
設
ま
た
も
ケ
チ
／
那
覇

市
定
例
議
会
荒
れ
る
／
特
別

委
設
置
を
提
案
、
新
政
会
／

与
党
、
引
き
延
ば
し
策
と
退

場〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
12
・
16
〕

　

那
覇
市
の
十
二
月
定
例
議
会
は
十
五
日
か

ら
一
般
質
問
に
は
い
っ
た
が
、
第
一
牧
志
公

設
市
場
の
改
築
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
、
初
っ
ぱ

な
か
ら
荒
れ
た
。
問
題
の
発
端
は
新
政
会
（
自

民
党
系
）
が
「
市
場
問
題
を
ス
ム
ー
ズ
に
解

決
す
る
た
め
に
市
場
問
題
等
特
別
委
員
会
を

設
置
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
緊
急
動
議
を

出
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
与

党
の
社
大
、
人
民
は
「
特
別
委
設
置
の
動
議

は
、
改
築
工
事
の
引
き
延
ば
し
戦
術
だ
」
と

し
て
全
員
が
席
を
け
り
退
場
し
た
。
こ
の
た

め
議
会
は
一
時
間
余
り
も
休
会
す
る
な
ど
混

乱
し
た
。
こ
の
あ
と
、
社
大
、
人
民
の
欠
席

の
ま
ま
午
後
七
時
か
ら
議
会
が
再
開
さ
れ
た

が
、
公
明
党
二
議
員
が
特
別
委
設
置
に
反
対

を
表
明
、
退
場
し
た
た
め
議
会
は
流
会
し
た
。

新
政
会
は
、
与
党
が
退
場
戦
術
を
と
る
な
ら

議
案
審
議
に
応
じ
な
い
と
の
態
度
を
表
明
し

て
お
り
、
市
場
問
題
を
め
ぐ
っ
て
議
会
空
転

も
予
想
さ
れ
る
。

　

新
政
会
は
七
人
の
議
員
が
市
場
問
題
に
つ

い
て
の
質
問
を
終
わ
っ
た
後
、
喜
舎
場
議
員

が
議
事
進
行
に
つ
い
て
緊
急
動
議
を
だ
し
、

市
場
問
題
の
抜
本
的
解
決
の
た
め
「
市
場
問

題
等
特
別
委
員
会
」
設
置
を
提
案
し
た
。こ
れ

に
対
し
て
は
社
大
、
人
民
直
ち
に
退
場
、
議

会
は
休
会
に
は
い
っ
た
。
こ
の
間
新
政
会
と

公
明
党
の
間
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
が
結

局
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
ま
ま
議
会
は
午
後

七
時
に
再
開
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
公
明
党
の

玉
城
栄
一
議
員
は
「
市
場
問
題
は
十
年
来
紛

糾
し
て
き
た
問
題
で
あ
り
、
い
き
な
り
議
会

で
新
政
会
が
特
別
委
設
置
を
提
案
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
抜
本
的
な
解
決
が
は
か
れ
る
と

は
思
え
な
い
。
こ
の
問
題
は
各
派
交
渉
会
で

煮
詰
め
る
べ
き
だ
。
社
大
、
人
民
の
退
場
し

た
中
で
動
議
に
つ
い
て
の
審
議
に
は
応
じ
ら

れ
な
い
」
と
し
て
退
場
し
た
た
め
議
会
は

流
会
し
た
。
与
党
は
、
こ
の
日
二
議
員
が
欠

席
し
た
た
め
、
採
決
に
持
ち
込
ま
れ
た
場

合
、
野
党
に
負
け
る
と
し
て
退
場
戦
術
を
と

り
、
流
会
に
持
ち
込
ん
だ
。
結
局
、
野
党
の

特
別
委
提
案
は
流
会
の
た
め
採
決
に
は
持
ち

込
め
な
か
っ
た
が
、
十
六
日
の
本
会
議
に
再

提
案
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

新
政
会
の
質
問
要
旨
は
①
市
長
の
専
決
処

分
で
市
場
改
革
を
行
な
う
の
は
議
会
無
視
で

あ
り
、
み
ず
か
ら
民
主
主
義
を
否
定
す
る
も

の
だ
②
市
場
敷
き
地
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
係
争

中
で
あ
り
、
仮
に
市
が
敗
訴
に
で
も
な
れ
ば

市
民
に
多
大
な
損
害
を
与
え
る
。
市
当
局
は

そ
の
責
任
を
ど
う
す
る
の
か
③
収
用
法
に
基

づ
き
土
地
を
強
制
収
用
す
る
の
は
地
主
の
権

利
を
は
く
奪
す
る
も
の
だ
④
現
時
点
で
市
場

問
題
を
抜
本
的
に
解
決
し
た
い
。
そ
こ
で
問

題
に
な
る
の
は
第
二
牧
志
市
場
を
ど
う
す
る

の
か
、
そ
こ
の
業
者
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か―

な
ど
。

　

こ
れ
に
対
し
て
市
当
局
は
「
議
会
に
二
度

も
提
案
し
た
が
否
決
さ
れ
た
。
市
民
、
業
者

の
た
め
西
市
場
は
ど
う
し
て
も
改
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
や
む
を
得
ず
分
離
発
注
で
執

行
し
た
。
専
決
処
分
は
市
長
の
権
限
で
あ
り

非
民
主
的
で
も
な
け
れ
ば
議
会
無
視
で
も
な

い
。
裁
判
に
つ
い
て
は
勝
訴
す
る
よ
う
全
力

を
つ
く
し
て
い
る
。
土
地
収
用
に
つ
い
て
は

公
共
事
業
の
観
点
か
ら
主
席
も
事
業
認
可
し
、

収
用
審
査
会
で
も
裁
決
さ
れ
た
。
市
当
局
と

し
て
は
ま
ず
第
一
牧
志
公
設
市
場
を
早
急
に

建
築
し
、
開
南
の
仮
市
場
の
業
者
を
全
部
収

容
す
る
。
第
二
市
場
に
つ
い
て
は
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
調
査
を
依
頼
し
、
運
営
な
ど
今
後

考
え
た
い
。
第
二
市
場
の
業
者
に
つ
い
て
ど

う
す
る
か
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
い
え
な

い
」
と
答
弁
、
延
々
七
時
間
に
わ
た
っ
て
論

議
が
く
り
返
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
本
会
議
に
は
、
市
場
業
者
百
人

近
く
が
傍
聴
に
詰
め
か
け
、
新
政
会
と
市
当

局
の
や
り
と
り
に
ヤ
ジ
、
拍
手
を
繰
り
返
し

て
い
た
。
業
者
は
新
政
会
の
市
当
局
追
及
に

対
し
、
激
し
い
ヤ
ジ
を
浴
び
せ
議
長
か
ら
数

回
に
わ
た
っ
て
注
意
さ
れ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

職
員
が
公
金
着
服
／
金
城
議
員
、

市
当
局
を
追
及
／
那
覇
市
議

会〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
12
・
17
〕

　

那
覇
市
職
員
が
公
設
市
場
使
用
料
を
着
服

し
て
い
る
事
実
が
十
六
日
の
市
議
会
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
着
服
し
た
徴
収
係
は
六
九
年

十
月
採
用
さ
れ
、
さ
る
四
月
に
懲
戒
解
雇
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
金
城
重
正
議
員
（
新

政
会
）
の
追
及
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
も

の
で
、
市
当
局
は
「
公
金
着
服
は
一
千
六
百

四
十
七
㌦
三
十
七
㌣
、
こ
の
う
ち
一
千
三
百

四
十
六
㌦
四
十
一
㌣
は
返
済
し
、
残
額
に
つ

い
て
は
今
月
中
に
返
済
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
」
と
答
弁
し
た
。
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金
城
議
員
は
「
公
金
横
領
は
少
な
く
と
も

三
千
㌦
以
上
と
聞
い
て
い
る
。
重
要
な
問
題

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
局
は
な
ぜ
刑
事

事
件
と
し
て
告
発
し
な
い
の
か
。
問
題
の
職

員
は
選
考
採
用
だ
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、
平

良
市
政
の
人
事
行
政
が
い
か
に
で
た
ら
め
な

も
の
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
市
当

局
を
激
し
く
追
及
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
、
市

当
局
は
「
横
領
金
額
は
一
千
六
百
四
十
七
㌦

三
十
七
㌣
に
間
違
い
な
い
。
本
人
も
反
省
し

て
い
る
し
、
責
任
を
も
っ
て
残
額
を
支
払
う

と
い
っ
て
い
る
の
で
今
の
と
こ
ろ
告
発
す
る

考
え
は
な
い
。
市
は
選
考
採
用
で
あ
れ
、
不

正
を
働
く
職
員
に
対
し
て
は
懲
戒
処
分
で
断

固
た
る
処
置
を
と
っ
て
い
る
。
従
来
は
内
々

に
し
て
い
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ

は
条
例
に
基
づ
き
き
ぜ
ん
た
る
態
度
で
臨
ん

で
い
る
」
と
答
え
た
。

　

さ
ら
に
、
金
城
議
員
は
「
監
査
委
員
は
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
会
計
報
告
は
間
違
い
な
い
と

し
て
し
か
報
告
さ
れ
て
な
い
。
問
題
の
職
員

に
解
雇
手
当
て
も
だ
し
て
い
る
が
納
得
で
き

な
い
」
と
食
い
さ
が
っ
た
。
監
査
委
員
は

「
市
場
使
用
料
の
領
収
書
は
一
連
番
号
が
打

っ
て
な
い
た
め
チ
ェ
ッ
ク
は
で
き
な
い
。
こ

の
こ
と
を
市
に
勧
告
し
、
現
在
で
は
改
め
ら

れ
て
い
る
」
と
答
え
た
。
ま
た
市
当
局
は

「
労
基
法
で
解
雇
手
当
て
は
だ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
し

た
。
結
局
、
金
城
議
員
は
「
横
領
金
額
に
つ

い
て
市
当
局
の
説
明
は
信
用
で
き
な
い
。
問

題
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
那
覇
署
に

告
発
す
る
」
と
結
ん
だ
。

与
野
党
も
っ
と
冷
静
に
／
荒
れ

る
議
会
に
非
難
の
声
／
那
覇

市
議
／
議
事
運
営
で
ま
た
紛

糾〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
０
・
12
・
17
〕

　

那
覇
市
の
十
二
月
定
例
議
会
は
冒
頭
か
ら

市
場
問
題
で
荒
れ
も
よ
う
だ
が
、
十
六
日
の

一
般
質
問
で
も
議
事
運
営
を
め
ぐ
り
紛
糾
、

与
野
党
の
泥
仕
合
い
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

議
会
は
一
般
質
問
は
そ
っ
ち
の
け
で
、
与
野

党
の
感
情
的
対
立
だ
け
前
面
に
出
て
、
市
民

の
間
か
ら
「
も
う
少
し
冷
静
に
な
れ
な
い
も

の
か
」
と
の
声
も
出
て
い
る
。

　

定
例
議
会
の
日
程
は
十
六
日
に
一
般
質
問

を
終
え
、
十
七
日
か
ら
議
案
に
つ
い
て
の
質

疑
に
は
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
議
事
運
営
が
も
た
つ
き
、
つ
い
に
一
般
質

問
を
十
七
日
に
持
ち
越
す
な
ど
、
日
程
変
更

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
メ
に
陥
っ
て
い

る
。
さ
る
十
四
日
の
議
会
は
こ
の
一
般
質
問

を
十
七
日
に
持
ち
越
す
か
ど
う
か
で
与
野
党

が
対
立
、
午
後
八
時
半
ま
で
延
々
と
ぶ
つ
か

り
合
っ
た
。

　

野
党
の
新
政
会
は
「
各
派
交
渉
会
で
各
派

が
一
般
質
問
を
制
限
し
、
十
七
日
に
持
ち
越

す
こ
と
で
合
意
を
み
た
」
と
主
張
、
与
党
の

社
大
、
人
民
は
「
本
会
議
で
決
定
さ
れ
た
日

程
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
将
来
に
悪
い
例
を

残
す
。
深
夜
ま
で
か
か
っ
て
も
十
六
日
中
に

一
般
質
問
を
終
え
る
べ
き
だ
」
と
反
論
、
両

者
の
意
見
は
平
行
線
を
た
ど
っ
た
。

　

こ
の
事
態
を
収
拾
す
る
た
め
辺
野
喜
議
長

は
「
議
会
運
営
委
で
問
題
を
解
決
し
て
ほ
し

い
」と
要
望
し
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
サ
ジ

を
投
げ
出
す
始
末
。
結
局
、
議
会
運
営
委
を

開
い
て
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
な
り
、
新

政
会
三
人
、
社
大
一
、
人
民
二
、
公
明
一
人

に
一
般
質
問
を
制
限
し
、
十
七
日
に
持
ち
越

す
こ
と
で
一
致
を
み
た
。

　

一
般
質
問
は
二
十
五
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
二
十
分
間
ず
つ
の
時
間
内
で
、
発
言
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
市
当
局
の
答

弁
も
加
わ
る
た
め
、
一
日
が
か
り
で
一
般
質

問
を
終
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
わ
か

り
き
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
十
六
日
の
一
般

質
問
は
午
前
十
時
か
ら
開
会
し
、
午
後
六
時

ま
で
た
っ
た
十
人
の
質
問
し
か
終
え
て
い
な

い
。

市
場
問
題
／
特
別
委
設
置
を
否

決
／
那
覇
市
議
会
／
与
野
党

が
激
し
く
対
立

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
０
・
12
・
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〕

　

那
覇
市
の
十
二
月
定
例
議
会
四
日
目
の
十

七
日
は
、
ま
た
も
や
市
場
問
題
を
め
ぐ
っ
て

議
会
が
二
時
間
も
中
断
、
も
め
た
。
こ
の
日

は
新
政
会
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
「
市
場
問

題
等
特
別
委
員
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
与
野

党
が
激
し
く
、
わ
た
り
あ
っ
た
が
、
結
局
採

決
の
結
果
、
十
五
対
十
二
で
特
別
委
設
置
は

否
決
さ
れ
た
。

　

市
場
問
題
に
つ
い
て
こ
の
日
も
新
政
会
か

ら
「
市
場
問
題
は
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
調

査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
別
委
設
置
に

つ
い
て
は
ぜ
ひ
与
野
党
の
意
思
一
致
を
は
か

り
た
い
」
と
し
て
議
運
委
を
開
き
調
整
し
て

ほ
し
い
旨
を
辺
野
喜
議
長
に
要
望
し
た
。
議

長
は
「
議
員
か
ら
の
要
望
で
い
つ
で
も
議
運

委
を
開
く
こ
と
に
な
れ
ば
今
後
の
議
事
運
営

に
支
障
を
き
た
す
」
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し

た
。
こ
の
た
め
議
会
は
午
後
四
時
半
か
ら
休

け
い
に
は
い
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
午
後
六
時
半
か
ら
議
会
は
再
開

さ
れ
、
特
別
委
設
置
に
つ
い
て
喜
舎
場
盛
一

議
員
か
ら
「
抜
本
的
に
市
場
問
題
を
解
決
す

る
た
め
特
別
委
を
設
置
し
議
員
が
調
査
、
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
。
委
員
会
は
十
人
で
構

成
す
る
」
と
の
提
案
理
由
が
あ
っ
た
。
こ
れ
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を
め
ぐ
り
新
政
会
の
仲
村
、
又
吉
、
真
栄

城
、
金
城
の
各
議
員
が
「
市
場
建
設
に
つ
い

て
平
良
市
長
は
、
議
会
の
審
議
権
を
無
視

し
、
市
場
建
設
に
つ
い
て
議
会
に
何
も
示
さ

ず
分
離
発
注
で
着
工
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

議
員
は
市
場
問
題
を
監
視
す
る
権
利
が
あ

る
」
と
賛
成
討
論
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
社

大
・
仲
村
、
人
民
・
黒
潮
、
公
明
・
玉
城
の

各
議
員
は
「
市
当
局
は
二
度
も
臨
時
議
会
を

招
集
し
議
会
の
意
思
を
尊
重
し
て
い
る
。
市

場
建
設
に
つ
い
て
は
建
設
委
員
会
で
計
画
な

ど
聞
け
ば
よ
い
。
あ
え
て
特
別
委
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
意
図
は
工
事
引
き
延
ば
し
で
あ

り
妨
害
だ
」
と
反
対
討
論
し
た
。

ガ
ス
・
ス
タ
ン
ド
に
〝
待
っ
た

〟
／
那
覇
市
長
／
建
設
中
止

を
勧
告　
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平
良
那
覇
市
長
は
、
十
八
日
、
西
本
町
に

建
設
中
の
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
十
八
日

付
け
設
置
中
止
を
勧
告
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
ま
た
、
議
会
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
公
金
横
領
事
実
に
つ
い
て
触
れ
、「
市
民
の

公
僕
で
あ
る
べ
き
市
役
所
職
員
の
不
祥
事
を

深
く
お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
い
。
私
と
し
て

は
、
事
実
を
発
見
し
た
と
き
、
公
明
正
大
に

公
務
員
と
し
て
最
高
の
罰
で
あ
る
懲
戒
免
職

に
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

沖
縄
タ
ク
シ
ー
事
業
協
同
組
合
（
島
袋
喜

之
組
合
長
）
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
計
画
に

対
し
て
は
、
業
者
が
政
府
に
正
式
に
申
請
し

な
い
前
か
ら
付
近
住
民
が
反
対
運
動
に
立
ち

上
が
り
、
那
覇
市
職
員
労
働
組
合
（
前
原
穂

積
委
員
長
）
で
も
「
西
本
町
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
設
置
反
対
共
闘
会
議
」
を
結
成
、
市
民

運
動
を
展
開
す
る
準
備
を
進
め
る
な
ど
な
り

行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

那
覇
市
の
勧
告
の
要
旨
は
、「
貴
組
合
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
設
置
計
画
は
、
大
阪
に
お

け
る
大
爆
発
事
故
や
上
之
蔵
に
お
け
る
爆
発

事
故
な
ど
の
例
か
ら
し
て
、
地
域
住
民
か
ら

強
い
設
置
反
対
要
求
が
で
て
い
る
。
人
命
尊

重
と
い
う
大
局
的
立
場
に
立
ち
、
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
を
同
地
域
内
に
設
置
し
な
い
よ
う
勧
告

す
る
」
と
い
う
も
の
。
法
的
に
は
問
題
は
な

い
、
が
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
を
含
め
市
内
に
十
四
カ
所
の
同
様
な
施

設
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
平

良
市
長
も
「
市
内
に
市
民
生
活
に
危
険
な
施

設
が
ど
ん
ど
ん
入
り
込
ん
で
く
る
と
あ
っ
て

は
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。
与
儀
ガ
ソ
リ

ン
タ
ン
ク
に
も
反
対
を
叫
ん
で
い
る
の
と
同

様
、
反
対
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
建

築
基
準
法
、
液
化
石
油
ガ
ス
取
り
締
ま
り
法

な
ど
法
の
不
備
は
市
民
の
世
論
で
し
か
補
う

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
業

者
が
市
の
確
認
申
請
を
う
け
た
同
タ
ン
ク
の

許
容
量
（
七
㌧
）
と
事
業
許
可
申
請
の
許
容

量
（
十
㌧
）
と
で
は
く
い
ち
が
い
が
あ
り
、
通

産
局
公
益
事
業
課
で
も
、
申
請
に
虚
偽
が
あ

れ
ば
許
可
の
取
り
消
し
、
撤
去
な
ど
も
あ
り

う
る
と
し
て
お
り
今
後
問
題
は
大
き
く
な
り

そ
う
。

毒
ガ
ス
即
時
完
全
撤
去
を
要
求

／
美
里
村
で
県
民
大
会
／
米

の
撤
去
計
画
に
／
強
い
不
安

と
怒
り

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
12
・
20
〕

　

復
帰
協
主
催
の
「
毒
ガ
ス
即
時
完
全
撤
去

を
要
求
す
る
県
民
大
会
」
は
十
九
日
午
後
二

時
五
十
分
か
ら
美
里
村
・
美
里
中
学
校
校
庭

で
開
か
れ
、
米
軍
の
〝
毒
ガ
ス
撤
去
計
画
〟

に
対
す
る
不
安
と
怒
り
を
内
外
に
表
明
し
た
。

大
会
に
は
復
帰
協
翼
下
の
各
団
体
ほ
か
、
ま

と
も
に
毒
ガ
ス
の
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

地
元
美
里
村
の
中
村
村
長
、
議
員
、
自
治
会

長
な
ど
村
民
が
あ
げ
て
参
加
、
い
ず
れ
も
米

軍
発
表
の
毒
ガ
ス
撤
去
計
画
は
「
事
実
上
の

撤
去
延
期
で
あ
る
」
と
し
て
そ
の
偽
ま
ん
性

を
追
及
し
「
住
民
の
安
全
を
無
視
し
た
移
送

計
画
」
に
強
い
不
安
と
怒
り
を
燃
し
た
。
各

代
表
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
毒
ガ
ス
は
じ
め

米
軍
人
の
凶
悪
犯
罪
な
ど
、
沖
縄
の
諸
問
題

は
す
べ
て
県
民
不
在
の
共
同
声
明
路
線
に
そ

の
根
源
が
あ
る
」
こ
と
を
の
べ
、
「
毒
ガ
ス

兵
器
の
即
時
完
全
撤
去
を
か
ち
と
る
た
め
の

戦
い
を
七
二
年
返
還
に
向
け
る
新
た
な
戦
い

の
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
」
こ
と
を
強

調
し
た
。
そ
の
あ
と
「
毒
ガ
ス
兵
器
の
即
時

完
全
撤
去
を
要
求
す
る
決
議
」
を
お
こ
な
い
、

大
会
宣
言
を
採
択
、
知
花
弾
薬
庫
前
ま
で
抗

議
デ
モ
を
お
こ
な
っ
た
。

　

同
日
の
県
民
大
会
に
は
行
政
府
か
ら
知
念

副
主
席
も
出
席
、
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
し

た
。
知
念
副
主
席
は
「
わ
れ
わ
れ
は
今
回
の

米
軍
の
毒
ガ
ス
撤
去
計
画
に
不
満
と
怒
り
を

感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
要
求
し

た
の
は
即
時
完
全
撤
去
で
あ
る
。
い
う
ま
で

も
な
く
毒
ガ
ス
の
撤
去
は
米
国
の
責
任
で
あ

り
、
住
民
に
い
さ
さ
か
の
被
害
も
与
え
る
こ

と
な
く
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
行
政
府
と
し
て
も
こ
れ
を
米
国
に
だ
け

ま
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
住
民
の
生
命
を

守
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
毒
ガ
ス
撤

去
対
策
本
部
を
設
置
し
、
安
全
対
策
を
講
ず

る
こ
と
に
し
た
。
完
全
撤
去
へ
全
力
を
つ
く

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
桃
原
復
帰
協
会
長
代
行
は
、
毒
ガ

ス
兵
器
の
恐
怖
を
述
べ
、「
県
民
は
知
ら
ぬ
ま

に
一
万
三
千
㌧
の
毒
ガ
ス
を
枕
に
寝
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
県
民
の
生
命
を
不
安
に
さ
ら

し
、
恐
怖
に
お
と
し
い
れ
る
根
源
は
共
同
声

明
路
線
に
あ
り
、
こ
れ
を
粉
砕
し
、
完
全
復

帰
を
か
ち
と
る
こ
と
、
日
本
が
平
和
の
方
向



六
〇
一

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
十
二
月

に
向
か
わ
な
い
限
り
平
和
な
沖
縄
は
と
り
戻

せ
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

そ
の
あ
と
の
意
見
発
表
で
は
、
地
元
の
中

村
美
里
村
長
、
中
根
北
美
小
学
校
教
頭
の
ほ

か
仲
吉
県
労
協
議
長
、
宮
里
婦
連
会
長
、
知

花
社
大
党
政
審
会
長
、
仲
松
人
民
党
教
宣
部

長
、
崎
浜
社
会
党
委
員
長
、
石
嶺
公
明
党
美

里
支
部
長
ら
が
登
壇
し
た
。
中
村
美
里
村
長

は
「
毒
ガ
ス
撤
去
は
一
刻
も
早
く
、
し
か
も

安
全
に
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
願
い
で
あ

る
」
と
し
て
○
完
全
か
つ
安
全
に
撤
去
を
実

現
す
る
こ
と
○
日
米
琉
三
政
府
が
責
任
を
も

っ
て
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
○
移
送
日
時
は

三
十
日
前
に
発
表
す
る
こ
と
○
13
号
線
道
路

の
知
花
、
登
川
の
部
落
は
さ
け
る
こ
と
○
撤

去
は
日
米
琉
の
専
門
家
が
立
ち
会
い
、
そ
の

監
視
の
も
と
に
お
こ
な
う
こ
と―

の
五
項
目

の
実
現
を
訴
え
た
。

　
　

〔
後
略
〕

ガ
ス
・
ス
タ
ン
ド
／
議
会
も
反

対
決
議
へ
／
付
近
に
保
育
所

や
民
家

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
０
・
12
・
20
〕

沖
縄
タ
ク
シ
ー
事
業
協
同
組
合
が
西
本
町
に

建
設
中
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
、

平
良
那
覇
市
長
は
設
置
中
止
を
勧
告
し
た
が
、

那
覇
市
議
会
で
も
「
ホ
テ
ル
や
保
育
所
、
民

家
の
あ
る
地
域
に
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
が
で
き
る

の
は
問
題
だ
」
と
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
出

さ
れ
た
陳
情
を
採
択
。
設
置
反
対
を
決
議
す

る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

那
覇
市
議
会
の
総
務
委
員
会
（
黒
潮
隆
委

員
長
）
は
、
十
九
日
午
後
三
時
す
ぎ
か
ら
市

当
局
、
設
置
反
対
運
動
を
進
め
て
い
る
地
域

住
民
代
表
を
参
考
人
と
し
て
招
き
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
を
聞
い
た
。
住
民
代
表
は
、
ガ
ス

ス
タ
ン
ド
の
危
険
性
を
訴
え
、「
通
産
局
公
益

事
業
課
は
、
住
民
の
反
対
が
あ
れ
ば
工
事
を

し
な
い
と
の
約
束
を
と
り
つ
け
て
あ
る
。
そ

の
た
め
現
在
は
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
が
、

法
的
に
有
効
な
の
か
…
」
と
不
安
を
訴
え

た
。
委
員
会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
施
設
を

十
分
規
制
す
る
法
が
立
法
さ
れ
、
安
全
基
準

が
確
立
さ
れ
る
ま
で
事
業
認
可
を
取
り
消
す

べ
き
で
あ
る
と
の
意
向
が
強
い
が
、
二
十
一

日
午
前
中
に
沖
縄
タ
ク
シ
ー
事
業
協
同
組
合
、

公
益
事
業
課
職
員
を
招
い
て
事
情
を
聞
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。



六
〇
二

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
一
月

　
　

新
那
覇
都
市
開
発
五
カ
年
計
画

／
環
状
２
号
線
も
着
工
／
軍

用
地
開
放
で
憩
い
の
場
所
／

夢
の
構
想
に
一
億
㌦  

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
１
・
７
〕

　

那
覇
市
の
開
発
五
カ
年
計
画
が
こ
の
ほ

ど
ま
と
ま
っ
た
。
こ
の
計
画
の
基
本
方
針

は
、
快
適
で
ゆ
た
か
な
市
民
生
活
が
で
き
る

都
市
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
市
街
地
の
整
備
や
再
開
発
を
す
す
め

て
い
く
と
と
も
に
住
宅
、
公
園
、
上
下
水
道
、

清
掃
な
ど
の
生
活
環
境
の
整
備
、
道
路
、
港

湾
な
ど
の
建
設
に
よ
る
経
済
、
産
業
基
盤
の

整
備
と
こ
れ
ら
の
事
業
に
対
応
で
き
る
行
政

組
織
、
事
務
能
率
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
七
一
年
度
を
初

年
度
と
す
る
こ
の
新
五
カ
年
計
画
の
予
算
総

額
は
、
一
億
六
百
十
八
万
七
千
五
百
三
十
㌦

に
も
の
ぼ
る
。
平
和
通
り
入
り
口
、
山
形
屋

向
か
い
、
開
南
入
り
口
、
壺
屋
の
た
か
し
ホ

テ
ル
を
結
ぶ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
発

と
い
う
、
テ
レ
ビ
の
未
来
映
画
に
で
も
で
て

き
そ
う
な
〝
夢
の
構
想
〟
も
あ
る
。
こ
の
五

カ
年
計
画
が
計
画
通
り
に
進
ん
だ
と
き
、
五

年
後
の
那
覇
市
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

る
か
。

　

軍
用
地
を
開
放
さ
せ
、
市
民
病
院
や
公
園

な
ど
を
建
設
す
る
と
い
う
計
画
も
あ
り
、
軍

用
地
開
放
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
計
画
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
事
業
計
画
の
中
か
ら
主

な
事
業
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と―

。

　

【
街
路
】　

（
約
一
千
三
百
万
㌦
）　

月
一
千

台
前
後
も
増
加
す
る
車
で
、
市
内
は
い
た
る

と
こ
ろ
で
交
通
渋
滞
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
歩

い
て
二
十
分
で
い
け
る
と
こ
ろ
を
四
十
分
以

上
も
か
か
る
始
末
。
も
ち
ろ
ん
道
路
整
備
事

業
の
立
ち
遅
れ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
都
市

計
画
街
路
と
し
て
決
定
さ
れ
た
道
路
で
も
そ

の
事
業
達
成
率
は
わ
ず
か
に
九
㌫
と
い
う
状

態
。

　

五
カ
年
計
画
に
含
ま
れ
る
街
路
事
業
は
、

都
計
道
路
の
環
状
２
号
線
な
ど
が
あ
る
。

 

▽
環
状
２
号
線　

都
計
街
路
の
安
謝
、
内

間
、
儀
保
、
鳥
堀
、
44
号
線
（
南
風
原
村
内
）

国
場
、
垣
花
、
山
下
１
号
線
を
結
ぶ
環
状
街

路
。
こ
の
街
路
は
、
幅
員
二
十
五
㍍
の
通
路

で
、
他
市
町
村―

都
心
部
を
流
出
入
す
る
交

通
量
を
分
散
さ
せ
る
役
目
を
に
な
う
も
の
で

あ
り
、
七
四
年
度
に
は
完
成
の
予
定
で
あ

る
。

　

▽
平
和
橋―

大
洋
琉
映
間
街
路
事
業
は
す

で
に
一
部
（
開
南―

平
和
橋
間
）
完
成
し
て

い
る
通
路
の
延
長
で
、
幅
員
十
八
㍍
の
通
路

が
七
二
年
度
に
は
完
成
す
る
。
▽
蔡
温
橋―

姫
百
合
市
場
間
街
路
事
業　

長
さ
四
百
六
十

㍍
、
幅
員
十
八
㍍
の
都
計
道
路
。
環
状
１
号

線
に
並
行
し
た
位
置
に
あ
り
、
安
里
三
差
路

や
同
十
字
路
の
交
通
混
雑
を
緩
和
す
る
重
要

な
副
線
と
し
て
計
画
さ
れ
、
七
四
年
度
に
は

完
成
す
る
。
▽
汀
良
市
場―

政
府
道
５
号
線

（
石
嶺
交
差
点
）
街
路
事
業　

石
嶺
、
久
場
川

の
公
営
住
宅
、
さ
ら
に
民
間
企
業
に
よ
る
宅

地
開
発
と
こ
の
地
域
の
無
秩
序
に
開
発
が
進

ん
で
い
る
が
、
通
路
の
一
本
も
整
備
さ
れ
て

い
な
い
、
典
型
的
な
後
手
行
政
が
こ
の
地
域

に
み
ら
れ
る
。
バ
ス
も
な
く
、
地
域
の
人

々
は
非
常
な
不
便
を
訴
え
て
お
り
、
七
四
、
七

五
継
続
事
業
と
し
て
約
百
三
十
一
万
㌦
を
計

上
、
延
長
二
千
㍍
の
道
路
を
整
備
し
よ
う
と

い
う
も
の
。

　

そ
の
ほ
か
、
環
状
２
号
線
（
古
島
）―

松

川
三
差
路
間
、
安
謝
埋
め
立
て
地―

水
産
高

校
間
、
松
川
ポ
ン
プ
場―

農
業
試
験
場
間
の

都
計
道
路
と
一
般
街
路
の
改
修
、
橋
梁
架
設

工
事
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

【
公
園
・
緑
地
、
霊
園
整
備
事
業
】　

（
五
百

十
五
万
四
千
四
百
㌦
）　

こ
の
事
業
も
本
土

類
似
都
市
に
比
べ
て
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い

る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
那
覇
市
の
場

合
、
➊
人
口
の
都
市
集
中
に
よ
り
公
園
緑
地

の
用
地
取
得
が
困
難
で
あ
る
こ
と
❷
公
園
予

定
地
の
大
半
が
私
有
地
で
あ
る
こ
と
❸
し
か

も
、
そ
れ
ら
の
地
上
物
権
が
墳
墓
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
、
公
園
事
業
を
困
難
に
し
て
い
る

原
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
。
那
覇
市
の
公
園

面
積
が
ど
ん
な
に
少
な
い
か
は
、
都
市
公
園

法
で
都
市
に
お
け
る
市
民
一
人
当
た
り
の
公

園
標
準
面
積
は
六
平
方
㍍
以
上
と
さ
れ
て
い

る
の
に
那
覇
市
で
は
○
・
六
平
方
㍍
し
か
な

い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
五
カ
年
計
画
で

は
、
奥
武
山
公
園
（
運
動
公
園
）
、
与
儀
公

園
（
普
通
公
園
）
、
城
岳
、
旭
が
丘
、
緑
が

丘
、
希
望
が
丘
公
園
（
近
隣
公
園
）
、
夫
婦
岩
、

汀
良
公
園
（
児
童
公
園
）
の
整
備
を
は
か
る

と
と
も
に
、
風
致
地
区
に
指
定
さ
れ
た
国
場

川
・
漫
湖
を
浚
渫
し
、
土
地
造
成
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
で
取
り
巻
く
市

民
の
憩
い
の
場
に
す
る
計
画
で
あ
り
、
約
三

百
六
十
六
万
㌦
が
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

　

都
心
部
に
散
在
し
て
い
る
墳
墓
も
土
地
利

用
、
環
境
衛
生
、
都
市
美
観
の
点
か
ら
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
墓
地

の
ほ
と
ん
ど
が
公
園
指
定
地
域
に
あ
り
、
公

園
整
備
事
業
の
障
害
と
も
な
っ
て
い
る
。
現

在
市
内
に
散
在
し
て
い
る
墳
墓
の
数
は
約
八

千
二
百
基
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
沖
縄
の
人

に
は
墳
墓
に
対
す
る
特
殊
な
感
情
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
計
画
で
は
、
二
千
二
百
四

十
柱
を
収
容
で
き
る
新
納
骨
堂
を
建
設
、
識

名
霊
園
を
整
備
す
る
ほ
か
、
十
万
八
千
平
方

㍍
の
霊
園
の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
。
新
霊

園
建
設
は
、
七
二
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
、
七

一
九
七
一
年



六
〇
三

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
一
月

五
年
ま
で
三
十
二
万
四
千
㌦
を
必
要
と
す
る
。

横
浜
や
神
戸
の
霊
園
が
目
標
で
、
公
園
施
設

と
し
て
の
性
格
を
強
く
し
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

　

【
那
覇
新
港
建
設
事
業
】　

（
二
千
六
百
九

十
四
万
五
千
五
百
㌦
）　

那
覇
、
泊
の
両
港
は

貨
物
、
旅
客
の
著
し
い
増
加
で
、
す
で
に
飽

和
状
態
。
両
港
と
も
貨
物
の
適
正
能
力

を
は
る
か
に
こ
え
る
貨
物
や
旅
客
で
ご
っ
た

が
え
し
、
早
く
か
ら
バ
ー
ス
難
が
叫
ば
れ
て

い
た
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
六
九
年
度
に

着
手
し
た
の
が
那
覇
新
港
で
あ
る
。
七
五
年

度
完
成
を
メ
ド
に
し
て
着
々
工
事
は
進
ん

で
い
る
が
、
こ
の
四
月
に
は
一
部
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
新
港
の
バ
ー
ス
は
、
三
千

㌧
級
の
船
舶
が
接
岸
で
き
る
の
が
三
バ
ー

ス
、
五
千
㌧
級
が
八
バ
ー
ス
、
二
万
㌧
級
二

バ
ー
ス
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
最
南
部
は
漁
港
区
、
南
部
は
商
港
区
、
北

部
は
工
業
港
区
と
し
て
活
用
、
完
成
後
は
年

間
二
百
七
万
㌧
の
処
理
能
力
の
商
港
と
な

る
。
さ
ら
に
、
将
来
の
貨
物
の
コ
ン
テ
ナ
ー

化
に
備
え
、
コ
ン
テ
ナ
ー
バ
ー
ス
と
し
て
約

十
万
平
方
㍍
が
計
画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
港

湾
背
後
地
は
、
住
宅
地
域
、
公
園
地
域
、
学

校
地
域
、
商
業
地
域
、
工
業
地
域
に
区
分
さ

れ
る
。

　

【
軍
用
地
開
放
後
の
開
発
】　

市
の
総
面
積

の
三
分
の
一
を
占
め
る
軍
用
地
に
つ
い
て
は
、

与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
地
域
の
青
写
真
が

あ
る
ほ
か
は
具
体
的
な
開
発
計
画
は
ま
だ

で
き
て
い
な
い
。
▽
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク

地
域　

都
市
部
の
危
険
な
施
設
は
、
市
民
生

活
の
安
全
を
お
び
や
か
す
も
の
と
し
て
開

放
要
求
中
で
あ
り
、
開
放
後
す
み
や
か
に
区

画
整
理
を
実
施
す
る
。
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を

中
心
と
す
る
区
画
整
理
区
域
面
積
は
四
十

一
㌶
。
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
地
域
の
約
三
・
八

㌶
の
国
県
有
地
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
（
約

三
万
三
千
平
方
㍍
）
近
隣
公
園
を
建
設
す

る
。
ま
た
、
区
画
街
路
は
、
地
区
内
の
中
央

部
か
ら
地
区
内
幹
線
（
幅
員
九
㍍
な
い
し
十

三
㍍
）
を
建
設
す
る
。
▽
上
之
屋
米
人
住
宅

地
域
は
、
主
に
特
殊
公
園
と
し
て
活
用
、
復

帰
記
念
公
園
な
ど
市
民
の
情
操
教
育
の
セ

ン
タ
ー
に
す
る
。
マ
ー
ニ
ン
グ
社
住
宅
地
域

は
、
学
校
用
地
と
住
宅
の
ほ
か
、
子
ど
も
の

遊
び
場
な
ど
を
建
設
す
る
。
さ
ら
に
、
小
禄

地
域
は
、
飛
行
場
以
外
の
地
域
で
３
号
線
以

東
の
十
一
㌶
を
住
宅
地
域
、
道
路
以
西
の
約

六
百
七
十
㌶
は
、
観
光
産
業
を
中
心
と
し
て

開
発
す
る
。

那
覇
新
港
整
備
促
進
協
を
結
成

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
１
・
12
〕

　

四
月
か
ら
供
用
を
開
始
す
る
那
覇
新
港
の

上
屋
倉
庫
な
ど
港
湾
諸
施
設
の
整
備
を
促
進

す
る
那
覇
新
港
整
備
促
進
協
議
会
の
結
成
大

会
が
、
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
琉
球
商
工
会

議
所
ホ
ー
ル
に
港
湾
、
船
舶
、
貿
易
、
輸
出

入
関
係
者
を
集
め
開
か
れ
た
。
そ
の
結
果
➊

三
千
三
百
平
方
㍍
の
上
屋
を
三
む
ね
建
設
す

る
❷
港
湾
管
理
者
、
関
係
官
庁
、
民
間
利
用

者
か
ら
な
る
港
湾
問
題
審
議
会
の
設
置
❸
本

土
の
外
貿
公
団
に
準
じ
た
ふ
頭
公
団
の
設
立

を
促
進
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
、
大
会
決
議

を
行
な
っ
た
。

　

那
覇
新
港
整
備
促
進
協
議
会
は
、
四
月
か

ら
供
用
が
開
始
さ
れ
る
那
覇
新
港
（
安
謝
港
）

の
施
設
の
整
備
を
促
進
し
て
い
く
目
的
で
結

成
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
琉
海
を
は
じ

め
各
船
舶
会
社
、
琉
球
倉
庫
な
ど
各
倉
庫
会

社
や
貿
易
関
係
の
各
業
者
が
参
加
、
那
覇
市

と
協
力
し
て
港
湾
施
設
の
整
備
を
促
進
し
て

い
く
が
、
方
法
と
し
て
ふ
頭
公
団
の
設
立
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

　

港
湾
施
設
の
建
設
計
画
に
よ
る
と
、
上
屋

だ
け
の
建
設
で
五
百
九
十
二
万
㌦
必
要
で
あ

り
、
港
湾
管
理
者
の
那
覇
市
の
財
政
事
情
か

ら
み
て
早
期
建
設
は
困
難
で
あ
る
。
打
開
策

と
し
て
、
四
月
か
ら
供
用
が
は
じ
ま
る
岸
壁

の
上
屋
建
設
費
百
二
十
万
㌦
は
、
産
業
開
発

特
別
会
計
か
ら
借
り
入
れ
、
残
り
の
資
金
は

本
土
の
外
貿
ふ
頭
公
団
に
準
じ
た
ふ
頭
公
団

を
設
立
し
て
調
達
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

な
お
初
代
会
長
に
真
栄
城
玄
明
、
副
会
長

親
川
光
繁
の
各
氏
を
選
出
し
た
。

｜
社　

説
｜

早
く
安
全
に
完
全
撤
去
を

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
１
・
14
〕

　

沖
縄
か
ら
の
毒
ガ
ス
撤
去
第
一
陣
、
マ
ス

タ
ー
ド
（
か
ら
し
）
ガ
ス
百
五
十
㌧
の
陸
上

輸
送
と
船
積
み
が
十
三
日
、
予
定
通
り
終
わ

っ
た
。
十
四
日
朝
、
こ
の
毒
ガ
ス
を
積
ん
だ

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
号
が
天
願
桟
橋

を
離
れ
移
送
先
の
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
島
へ
向
か

え
ば
、
沖
縄
に
お
け
る
毒
ガ
ス
移
送
「
レ
ッ

ド
・
ハ
ッ
ト
作
戦
」
第
一
次
分
は
終
了
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

今
回
移
送
さ
れ
る
毒
ガ
ス
は
、
沖
縄
に
貯

蔵
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
約
一
万
三
千

㌧
の
一
％
強
の
百
五
十
㌧
に
過
ぎ
ず
、
ま
た

残
っ
て
い
る
Ｖ
Ｘ
、
Ｇ
Ｂ
よ
り
毒
性
の
弱
い

マ
ス
タ
ー
ド
な
の
で
、
沖
縄
か
ら
の
毒
ガ
ス

完
全
撤
去
と
い
う
点
で
は
撤
去
の
予
行
演
習

程
度
の
も
の
で
し
か
な
い
。
し
か
し
ジ
ョ
ン

ス
ト
ン
島
へ
の
移
送
に
対
す
る
米
国
内
の
世

論
、
特
に
同
島
の
所
属
し
て
い
る
ハ
ワ
イ
州

内
で
の
強
い
反
対
に
先
制
攻
撃
を
か
け
る
と

い
う
政
治
的
効
果
を
あ
げ
た
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
第
一
次
移
送
が
曲
が
り
な
り
に
も

実
現
に
至
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的

な
背
景
に
対
す
る
沖
縄
側
の
配
慮
と
妥
協
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
日
米
両
政
府
は
よ

く
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
移
送
計
画

が
公
表
さ
れ
て
か
ら
実
施
に
至
る
ま
で
の
、



六
〇
四

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
一
月

移
送
経
路
に
当
た
る
美
里
村
民
は
じ
め
県
民

の
大
き
な
不
安
と
反
発
が
す
っ
か
り
解
消
さ

れ
た
う
え
で
第
一
次
移
送
が
実
施
に
移
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
そ
の
不
安
と
反
発
は
根
強

く
残
っ
た
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

第
一
次
移
送
が
終
了
し
て
も
、
沖
縄
か
ら

の
毒
ガ
ス
撤
去
は
、
そ
の
政
治
的
な
意
義
は

別
と
し
て
、
量
的
に
も
、
質
的
に
も
未
処
理

の
部
分
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
実
質
的
な
解

決
は
今
後
に
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
第

一
次
移
送
の
実
施
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
そ

れ
ら
の
基
本
的
な
問
題
は
出
そ
ろ
っ
て
い
る

の
で
、
今
回
の
よ
う
に
時
間
に
迫
ら
れ
て
屋

良
主
席
の
責
任
で
そ
の
イ
ス
を
か
け
る
と
い

っ
た
非
合
理
的
な
形
で
な
し
に
、
な
っ
と
く

の
い
く
撤
去
計
画
を
早
急
に
た
て
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

県
民
の
要
求
は
、
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も

な
く
、
非
人
道
的
な
化
学
兵
器
、
毒
ガ
ス
の

否
定
で
あ
り
、
当
面
、
県
民
の
生
命
に
危
険

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
沖
縄
か
ら
の
完
全

早
期
撤
去
で
あ
る
。
そ
し
て
撤
去
に
際
し
て

の
移
送
経
路
で
の
沿
道
住
民
に
対
す
る
、
な

っ
と
く
の
い
く
安
全
措
置
で
あ
る
。
こ
の
完

全
早
期
撤
去
と
安
全
措
置
の
ふ
た
つ
は
、
矛

盾
す
る
こ
と
な
く
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

沖
縄
に
あ
る
約
一
万
三
千
㌧
の
毒
ガ
ス
を

完
全
に
撤
去
す
る
に
は
、
米
軍
筋
に
よ
る
と
、

「
物
理
的
に
は
五
週
間
な
い
し
六
週
間
」を
要

す
る
と
い
う
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
沖
縄
で

の
陸
上
輸
送
お
よ
び
船
積
み
、
ジ
ョ
ン
ス
ト

ン
島
ま
で
の
海
上
輸
送
、
同
島
で
の
荷
お
ろ

し
な
ど
の
作
業
を
単
純
に
計
算
し
た
も
の
で
、

気
象
条
件
や
安
全
対
策
、
配
船
な
ど
他
の
条

件
を
加
味
す
る
と
、
こ
の
期
間
は
大
幅
に
の

び
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

移
送
計
画
の
総
指
揮
官
ヘ
イ
ズ
少
将
の
説
明

に
よ
る
と
、
第
二
次
の
移
送
は
、
移
送
先
の

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
島
の
施
設
が
完
了
す
る
来
年

初
め
に
な
る
と
い
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ

と
し
い
っ
ぱ
い
は
残
り
の
毒
ガ
ス

は
、
そ
の
ま
ま
沖
縄
に
貯
蔵
さ
れ
た
ま
ま
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
県
民
の
立
場
か
ら
す

れ
ば
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
島
に
限
る
こ
と
は
な

い
か
ら
、
ほ
か
に
適
当
な
移
送
先
が
あ
れ
ば

一
日
も
早
く
沖
縄
か
ら
撤
去
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
島
へ
移
送
す
る
よ
り
ほ
か

に
、
さ
し
当
た
っ
て
方
法
が
な
い
と
し
て
も

そ
の
貯
蔵
庫
の
建
設
を
一
九
七
二
年
初
め
と

い
わ
ず
、
一
日
も
早
く
完
成
さ
せ
る
よ
う
工

事
を
促
進
し
て
も
ら
い
た
い
。
な
お
、
こ
れ

と
並
行
し
て
、
米
軍
は
、
今
回
の
よ
う
な
一

回
だ
け
の
移
送
計
画
で
な
く
、
沖
縄
に
置
い

て
あ
る
毒
ガ
ス
の
全
量
に
つ
い
て
、
何
回
に

分
け
て
、ど
う
い
う
形
で
移
送
す
る
の
か
、
総

合
的
な
毒
ガ
ス
完
全
撤
去
計
画
を
県
民
に
提

示
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

と
く
に
第
二
次
以
降
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
県
民
の
な
っ
と
く
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
次
移
送
で
事
故
も
な

く
安
全
だ
っ
た
か
ら
、
レ
ッ
ド
・
ハ
ッ
ト
作

戦
の
安
全
性
は
裏
づ
け
ら
れ
た
と
し
て
、
な

ん
ら
の
修
正
も
な
し
に
第
二
次
以
降
の
移
送

を
強
行
す
る
よ
う
な
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
事

態
を
一
段
と
混
乱
さ
せ
る
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
美
里
村
毒
ガ
ス
問
題
対
策
委
員
会
が

提
示
し
た
移
送
コ
ー
ス
の
変
更
に
つ
い
て
米

民
政
府
、
琉
球
政
府
は
早
急
に
結
論
を
出
し

て
も
ら
い
た
い
。
提
案
に
一
部
技
術
的
な
修

正
が
必
要
な
ら
、
そ
れ
を
加
え
て
で
も
い

い
。
問
題
は
新
道
路
建
設
の
経
費
を
ど
う
す

る
か
に
か
か
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
や
む
を

得
な
け
れ
ば
本
土
政
府
の
沖
縄
復
帰
対
策
費

か
ら
充
当
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
山
中

総
務
長
官
も
来
沖
中
だ
し
、
そ
の
気
に
な
れ

ば
困
難
は
な
か
ろ
う
。
次
に
マ
ス
タ
ー
ド
よ

り
毒
性
の
強
い
Ｖ
Ｘ
、
Ｇ
Ｂ
の
移
送
に
も
専

門
家
の
立
ち
会
い
検
査
に
よ
る
安
全
性
の
確

認
が
欠
か
せ
ぬ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

〝
合
併
は
復
帰
後
に
〟
／
那
覇

市
・
与
那
原
町
合
併
問
題
／

与
那
原
町
議
会
議
長
に
語
る

／
平
良
那
覇
市
長

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
１
・
15
〕

　

与
那
原
町
の
粟
国
良
行
議
会
議
長
ら
十
四

議
員
は
、
十
四
日
午
後
二
時
那
覇
市
役
所
に

平
良
市
長
を
お
と
ず
れ
、
与
那
原
町
と
那
覇

市
の
合
併
に
つ
い
て
那
覇
市
当
局
の
見
解
を

聞
い
た
。
席
上
、
粟
国
議
長
は
「
町
民
の
約
半

数
が
那
覇
市
と
の
合
併
を
望
ん
で
い
る
。
那

覇
市
は
合
併
す
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
」

な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

平
良
市
長
は
「
将
来
与
那
原
町
と
は
合
併
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
復
帰
対
策
な
ど

那
覇
市
と
し
て
は
当
面
や
る
べ
き
仕
事
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
。
合
併
に
つ
い
て
は
復
帰
後
に

な
る
だ
ろ
う
」
と
答
え
た
。
那
覇
市
当
局
は
、

合
併
に
つ
い
て
議
員
と
も
話
し
あ
い
、
将
来

の
構
想
を
策
定
す
る
方
針
。

　

与
那
原
町
は
昨
年
七
月
、
市
町
村
合
併
に

つ
い
て
町
民
の
意
識
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
那
覇
市
と
の
合
併
を
望
む
も
の
が

四
九
％
、
西
原
、
佐
敷
、
知
念
と
の
合
併
が

二
四
％
、
こ
の
三
村
に
大
里
を
加
え
た
合
併

が
二
六
％
と
い
う
数
字
が
出
た
。
町
議
会
は

「
町
民
の
意
向
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
那
覇

市
と
の
合
併
に
つ
い
て
積
極
的
に
促
進
す
べ

き
だ
」
と
の
声
が
強
い
。
こ
の
日
の
那
覇
市
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と
の
懇
談
も
市
町
村
合
併
を
促
進
す
る
た
め

持
た
れ
た
。

　

懇
談
の
席
上
、
那
覇
市
当
局
は
「
復
帰
前

に
豊
見
城
、
南
風
原
と
の
合
併
を
ぜ
ひ
実
現

し
た
い
。
そ
の
後
、
与
那
原
、
西
原
と
の
合

併
を
推
進
し
た
い
」
と
の
意
向
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
の
た
め
与
那
原
町
議
会
は
「
復
帰

前
に
那
覇
市
と
の
合
併
は
無
理
だ
」
と
し

て
、
西
原
、
佐
敷
な
ど
と
の
合
併
を
促
進
協

議
会
の
な
か
で
検
討
し
て
い
く
方
針
。

公
害
防
止
に
本
腰
を
／
市
当
局

と
議
会
の
意
思
疎
通
図
る
／

平
和
都
市
づ
く
り
を
推
進

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
１
・
21
〕

　

那
覇
市
の
新
春
市
政
座
談
会
が
こ
の
ほ
ど

市
長
室
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
那
覇
市
の

か
か
え
て
い
る
諸
課
題
を
市
当
局
、
市
議
会

が
一
体
と
な
っ
て
実
現
し
て
い
こ
う
と
い
う

趣
旨
で
開
か
れ
た
。
出
席
者
は
市
当
局
か
ら

平
良
良
松
市
長
、
平
良
清
安
公
室
長
、
市
議

会
か
ら
宮
城
武
（
新
政
会
）
仲
本
安
一
（
社

大
）
黒
潮
隆
（
人
民
）
玉
城
栄
一
（
公
明
）

の
四
議
員
。
こ
の
中
で
①
那
覇
市
内
の
軍
用

地
返
還
を
超
党
派
で
推
進
す
る
②
都
市
美
化

運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
③
復
帰
に
向
け
市

民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
那
覇
市
と
し
て

も
復
帰
対
策
協
議
会
を
結
成
す
る
方
向
で
取

り
組
む―

な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

　

都
市
づ
く
り
、
公
害
対
策
、
軍
用
地
返
還

な
ど
に
関
す
る
発
言
（
要
旨
）
は
次
の
通
り
。

　

宮
城
武
議
員
（
新
政
会
）　

都
市
計
画
の
推

進
に
つ
い
て
は
市
民
が
身
近
な
問
題
と
し
て

受
け
と
め
て
い
な
い
。
こ
れ
は
市
当
局
に
も

責
任
の
一
端
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
都
市
づ

く
り
に
つ
い
て
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
平
良
市
政
は
こ
れ

ま
で
決
意
を
の
べ
て
き
た
が
、
七
二
年
に
向

け
て
決
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
都
市
の
再
開

発
と
も
関
係
し
、
た
と
え
ば
軍
用
地
返
還
後

の
敷
き
地
の
利
用
を
具
体
的
に
提
起
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
う
し
な
い
限
り
軍
用
地
返
還

運
動
は
市
民
運
動
と
し
て
も
盛
り
上
が
ら
な

い
し
、
前
進
も
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

那
覇
市
も
復
帰
を
目
前
に
ひ
か
え
き
び
し

い
情
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
る
、
具
体
的
な
提

案
と
し
て
復
帰
対
策
協
議
会
を
結
成
し
、
そ

の
中
で
復
帰
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
市
民
の
不
安
を
解
消
す
る
作
業
を
進
め

る
べ
き
だ
、
や
る
べ
き
こ
と
は
起
債
し
て
で

も
、
市
民
運
動
で
で
も
や
っ
て
い
く
と
い
う

思
い
切
っ
た
決
意
を
こ
の
際
市
長
は
と
っ
て

ほ
し
い
。
と
に
か
く
二
十
五
年
間
の
格
差
を
、

だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
短
期
間
で
進
め
る
か
に

つ
い
て
早
急
に
復
帰
対
策
協
議
会
を
結
成
し

て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
身
を
む
し
ば
む
公
害
に
は
反
対
だ
が
、

公
害
公
害
と
い
っ
て
企
業
誘
致
を
お
ろ
そ
か

に
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
か
ね
あ
い
を
市

長
が
先
頭
に
立
っ
て
解
決
し
て
ほ
し
い
。
マ

ー
ニ
ン
グ
社
の
占
有
地
に
つ
い
て
は
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
で
解
決
せ
よ
と
米
側
は
い
っ

て
い
る
が
け
し
か
ら
ん
、
国
県
有
地
を
一
社

の
営
利
の
た
め
に
使
用
し
、
公
共
の
た
め
に

使
え
な
い
と
い
う
の
は
言
語
道
断
だ
。
那
覇

商
高
周
辺
の
国
県
有
地
の
解
放
に
つ
い
て
は

こ
の
際
市
当
局
、
議
会
も
決
断
し
、
ぜ
ひ
開

放
を
か
ち
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
復
帰

を
前
に
重
大
な
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
セ
ク

ト
主
義
を
発
し
、
市
当
局
も
断
行
の
年
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

　

仲
本
安
一
議
員
（
社
大
）　

市
民
全
体
の

生
活
と
密
着
し
、
市
民
の
福
祉
向
上
を
め
ざ

す
政
治
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

意
味
で
道
路
網
の
整
備
、
隣
接
市
村
と
の
接

点
に
よ
る
都
市
開
発
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

特
に
住
み
よ
い
町
づ
く
り
広
域
都
市
を
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
市
町
村
合
併
を
お
し
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
合
併
に
つ

い
て
は
こ
と
し
中
に
メ
ド
づ
け
し
、
来
年
に

は
実
現
す
る
方
向
で
取
り
組
む
べ
き
だ
。
そ

の
際
、
計
画
的
に
農
業
、
工
場
、
住
宅
地
域

な
ど
場
所
を
指
定
し
、
行
政
指
導
す
る
措
置

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
市
町
村
合
併
は
慶

良
間
諸
島
も
含
め
て
考
え
て
ほ
し
い
。

　

軍
用
地
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
従
来
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
先
行
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
が
、

今
後
は
都
市
計
画
、
市
民
生
活
に
重
点
を
お

い
て
軍
用
地
解
放
運
動
を
強
力
に
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
市
当
局
は

軍
用
地
返
還
後
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
立

て
、
そ
れ
を
市
民
に
提
起
し
市
民
運
動
を
盛

り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
企
業
誘
致
に
は
問

題
が
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
都
市
形
態

は
サ
ル
ま
ね
で
は
だ
め
で
、
独
特
な
町
づ
く

り
が
望
ま
れ
る
。
企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
は

重
工
業
は
避
け
、
軽
工
業
、
観
光
に
力
を
入

れ
る
べ
き
だ
。
こ
の
方
針
で
い
け
ば
企
業
の

公
害
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

特
別
国
体
が
那
覇
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ

る
が
、
那
覇
市
と
し
て
は
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
市
の
都
計
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
こ
と

に
力
点
を
お
く
べ
き
だ
。
復
帰
に
向
け
て
重

要
な
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
が
、
那
覇

市
と
し
て
は
常
に
市
民
を
リ
ー
ド
す
る
先
行

型
の
市
政
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
従
来
の
議
会
は
保
守
、
革
新
と
い
う
立
場

の
違
い
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
か
け
ひ
き

が
先
行
し
、
こ
せ
こ
せ
し
す
ぎ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
市
と
議
会
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
七

一
年
は
難
問
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

　

黒
潮
隆
議
員
（
人
民
）　

軍
用
地
開
放
は
相

手
が
米
軍
で
あ
り
簡
単
に
は
い
か
な
い
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
超
党
派
で
対
処
す
べ
き

だ
。
公
害
防
止
に
つ
い
て
は
本
土
で
も
不
十
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分
で
あ
り
規
制
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
那
覇
市
で
も
条
例
を
制
定
す
る
と
か
公

害
防
止
の
委
員
会
を
つ
く
る
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ア
ル
ミ
、
石
油
な
ど
公
害
源

に
な
る
企
業
は
誘
致
す
べ
き
で
は
な
い
。
公

害
防
止
に
あ
た
っ
て
は
中
小
企
業
な
ど
に
対

し
資
金
面
か
ら
の
保
護
策
が
必
要
だ
。
七
○

年
代
は
安
保
と
公
害
の
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、

公
害
防
止
に
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
は
市
民
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
立
場
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
那
覇
市
は
自
然
発
生
的
に
で
き

た
都
市
で
、
本
土
の
各
都
市
と
は
違

う
。
特
に
市
内
に
あ
る
軍
用
地
は
都
市
計
画

の
ガ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
抜
き
に
し

て
は
都
市
開
発
は
考
え
ら
れ
な
い
。
那
覇
か

ら
糸
満
へ
通
じ
る
道
路
に
し
て
も
ガ
ジ
ャ
ン

ビ
ラ
を
通
れ
ば
時
間
的
、
経
済
的
に
大
き
な

利
益
に
な
る
。
養
豚
用
地
域
の
整
備
も
急
務

で
、
特
殊
衛
生
地
域
を
指
定
す
る
な
り
健
康

で
明
る
い
町
づ
く
り
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
広
域
都
市
の
問
題
な
ど
財
政

の
確
保
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
が
、
本
土
政
府

の
財
政
支
出
を
強
力
に
要
求
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

七
一
年
は
共
同
声
明
路
線
に
よ
る
復
帰
か
、

核
も
基
地
も
な
い
返
還
か
、
重
要
な
分
岐
点

に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
歴
史
の
流
れ

の
中
に
那
覇
市
政
を
位
置
づ
け
、
市
の
発
展

を
考
え
て
い
き
た
い
。
二
十
五
年
の
ひ
ず
み

を
是
正
す
る
に
は
膨
大
な
資
金
が
必
要
だ
が
、

ヒ
モ
の
つ
か
な
い
財
政
支
出
要
求
を
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
復
帰
記
念
事
業

に
目
を
奪
わ
れ
る
と
、
返
還
協
定
に
県
民
の

要
求
す
る
内
容
は
盛
り
込
め
な
い
だ
ろ
う
。

こ
と
し
は
返
還
協
定
に
焦
点
を
あ
て
市
政
の

発
展
に
全
力
を
あ
げ
た
い
。

　

玉
城
栄
一
議
員
（
公
明
）　

ま
ず
那
覇
市
を

平
和
都
市
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

そ
の
意
味
で
那
覇
市
の
性
格
が
は
っ
き
り
し

な
い
の
で
は
な
い
か
。
平
和
都
市
の
使
命
を

持
っ
た
都
市
づ
く
り
の
推
進
が
必
要
だ
。
現

在
で
き
る
都
市
づ
く
り
は
な
に
か―

に
つ
い

て
、
市
当
局
は
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民

に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
や

っ
て
初
め
て
市
民
運
動
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
…
…
。
美
し
い
町
づ
く
り

な
ど
市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
今
後
も
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

　

公
害
問
題
に
つ
い
て
は
今
の
段
階
で
市
が

組
織
を
上
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
大
変
な

問
題
に
な
る
。
公
害
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て

市
民
へ
の
啓
も
う
を
積
極
的
に
行
な
い
、
市

民
運
動
と
し
て
公
害
防
止
を
実
践
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
復
帰
を
前
に
本
土
政

府
と
の
接
触
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
る
が
、
那
覇

市
と
し
て
も
東
京
事
務
所
を
設
置
す
る
な
ど
、

本
土
政
府
と
の
折
衝
方
法
の
改
善
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
と
し
の
抱
負
と
し
て
は
市
民
と
一
体
と

な
っ
た
市
政
を
追
及
す
る
。
い
ろ
ん
な
問
題

を
市
民
に
知
ら
せ
、
そ
し
て
問
題
解
決
に
ま

い
進
し
た
い
。
市
民
を
中
心
に
市
民
と
一
体

と
な
っ
て
、
新
し
い
那
覇
市
づ
く
り
に
全
力

を
集
中
す
る
つ
も
り
だ
。

　

平
良
良
松
市
長　

那
覇
市
の
美
化
運
動
は
、

こ
と
し
の
課
題
と
し
て
積
極
的
に
推
進
し
た

い
。こ
の
た
め
政
府
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
美

化
運
動
の
た
め
の
推
進
母
体
を
つ
く
り
、
河

川
、
道
路
の
清
掃
、
美
化
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
を
お
し
進
め
た
い
。
市
民
へ
の
積
極
的

な
問
題
提
起
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
活
発
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
た
め
に
は

ま
ず
執
行
部
と
議
会
の
意
思
疎
通
を
は
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
は
お
互
い
が
休

戦
条
約
を
結
ん
で
市
政
に
あ
た
っ
た
方
が
い

い
の
で
は
…
…
（
笑
い
）

　

復
帰
対
策
協
議
会
の
結
成
に
つ
い
て
は
賛

成
だ
。
復
帰
に
向
け
て
や
る
べ
き
仕
事
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
補
助
金
は
も
ら
っ
た
が
対
応

費
が
な
い
と
い
う
状
態
で
、
市
の
財
政
を
圧

迫
し
な
い
方
法
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
の
転
換
期
を
迎
え

市
民
の
衆
知
を
集
め
復
帰
に
備
え
る
と
い
う

意
味
か
ら
も
、
協
議
会
は
結
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
抵
抗
運
動

一
本
ヤ
リ
だ
っ
た
が
、
今
後
は
そ
れ
に
加
え

建
設
事
業
も
同
時
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
那
覇
新
港
を
基
点
に
環
状
線
道
路
を

整
備
し
市
の
発
展
を
は
か
る
と
か
総
合
的
な

那
覇
市
の
再
診
断
も
必
要
で
、
国
の
予
算
で

実
現
し
た
い
。
戦
後
復
興
資
金
に
匹
敵
す
る

よ
う
な
開
発
資
金
を
獲
得
し
、
こ
と
し
か
ら

来
年
に
か
け
て
新
生
・
那
覇
市
の
い
し
ず
え

を
築
き
た
い
。

　

他
府
県
の
場
合
、
予
算
折
衝
な
ど
市
と
議

会
が
一
体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
る
。
那
覇
市

も
双
方
の
協
力
関
係
を
強
め
、
市
の
発
展
に

ま
い
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
公
害
」
に
問
題
集
中
／
復
帰
時

に
は
全
県
が
協
力
／
南
九
州

市
議
会
議
長
会
総
会

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
１
・
23
〕

　

第
四
回
南
九
州
市
議
会
議
長
会
総
会
が
二

十
二
日
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
沖
縄
の

四
県
四
十
市
の
議
会
議
長
、
事
務
局
長
ら
お

よ
そ
八
十
人
が
出
席
し
て
那
覇
市
民
会
館
中

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
沖
縄
は
昨
年
八
月
、

宮
崎
で
の
第
三
回
総
会
か
ら
加
盟
し
て
い
る
。

議
案
で
は
、
陸
、
海
、
空
の
交
通
整
備
強
化

と
公
害
防
止
に
対
す
る
問
題
が
目
を
引
い
た
。

　

午
後
三
時
す
ぎ
開
会
。
辺
野
喜
英
興
沖
縄

県
議
会
議
長
会
会
長
、
開
催
地
市
長
の
平
良

那
覇
市
長
の
「
沖
縄
県
民
の
期
待
す
る
よ
う

な
形
で
復
帰
が
で
き
る
よ
う
歴
史
的
に
も
地
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一―

二
月

理
的
に
も
一
番
身
近
な
南
九
州
各
県
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

各
県
の
市
議
会
議
長
会
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

各
会
長
は
、
沖
縄
の
戦
後
、
こ
の
間
の
苦
悩

を
理
解
す
る
と
し
、「
復
帰
に
際
し
て
は
協
力

を
惜
し
ま
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

こ
の
あ
と
議
長
に
鈴
木
荒
利
宮
崎
県
議
会

議
長
会
長
を
選
ん
だ
あ
と
、
七
○
年
度
の
活

動
経
過
報
告
を
行
な
い
議
案
審
議
に
は
い
っ

た
。

　

各
県
か
ら
合
わ
せ
て
七
議
案
が
提
出
さ
れ

原
案
通
り
可
決
し
た
。
決
議
事
項
は
➊
沖
縄

の
祖
国
復
帰
に
伴
う
諸
条
件
の
整
備
に
つ
い

て
❷
南
西
諸
島
地
域
の
国
立
公
園
化
に
つ
い

て
❸
沖
縄―

南
九
州
間
の
運
輸
体
制
の
整
備
、

確
立
に
つ
い
て
❹
平
良
港
湾
の
整
備
拡
張
に

つ
い
て
❺
農
業
基
盤
整
備
事
業
の
補
助
率
引

き
上
げ
と
貸
し
付
け
金
利
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
❻
公
害
防
止
施
設
設
置
資
金
の
融
資
わ

く
増
大
と
利
率
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
❼
自

然
保
護
法
の
制
定
に
つ
い
て
。

　

以
上
の
決
議
案
件
を
政
府
関
係
ル
ー
ト
に

陳
情
す
る
こ
と
を
確
認
、
七
二
年
度
の
総
会

を
鹿
児
島
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
て
、
午

後
四
時
半
す
ぎ
閉
会
し
た
。
二
十
三
日
は
南

部
戦
跡
と
中
部
嘉
手
納
基
地
を
視
察
す
る
予

定
。

　

用
途
別
大
幅
に
改
正
／
首
里
、

小
禄
住
宅
地
へ
／
国
場
川
沿

岸
の
工
業
地
域
を
廃
止
／
市

街
地
の
環
境
整
備
め
ざ
す

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
１
・
28
〕

　

那
覇
市
が
六
九
年
十
月
に
政
府
へ
申
請
し

て
い
た
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い

て
一
月
八
日
認
可
さ
れ
、
同
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
。
那
覇
市
の
地
域
制
は
、
五
六
年
に
そ

の
大
筋
が
決
定
さ
れ
、
住
居
、
商
業
、
準
工

業
の
三
つ
の
基
本
的
な
用
途
地
域
制
を
市
街

地
中
心
部
に
指
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
人

口
の
急
激
な
増
加
と
交
通
機
関
の
発
達
、
産

業
構
造
の
変
化
で
、
無
秩
序
に
市
街
化
が
進

み
、
生
活
環
境
の
整
備
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

住
宅
地
域
や
商
業
地
域
に
隣
接
す
る
各
種
中

小
工
場
群
に
よ
る
公
害
問
題
な
ど
も
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
こ
ん
ど
の
用
途
地

域
の
変
更
で
は
、
➊
現
実
に
用
途
地
域
の
指

定
が
な
い
と
こ
ろ
ま
で
宅
地
化
が
進
ん
で
い

る
❷
土
地
利
用
の
混
乱
を
防
ぐ
❸
工
場
群
の

進
出
で
都
市
環
境
が
悪
く
な
り
つ
つ
あ
る―

こ
と
な
ど
に
重
点
が
お
か
れ
た
。

　

こ
れ
で
都
市
計
画
用
途
地
域
は
、
二
千
三

百
七
十
八
㌶
で
、
住
居
地
域
（
八
一
・
一
㌫
）
、

商
業
地
域
（
一
六
・
四
㌫
）
、
準
工
業
地
域

（
一
・
七
㌫
）
、
工
業
地
域
（
○
・
八
㌫
）
に

分
か
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
ほ
と
ん

ど
指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
首
里
、
小
禄

の
大
部
分
が
住
居
地
域
に
指
定
さ
れ
、
公
害

問
題
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
国
場
川
沿

岸
の
壺
川
工
業
地
域
が
廃
止
さ
れ
、
準
工
業

地
域
と
住
居
地
域
、
そ
れ
に
一
部
商
業
地
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
。

　

首
里
で
は
、
石
嶺
、
大
名
、
久
場
川
な
ど

こ
れ
ま
で
指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
が
、

石
嶺
の
泡
盛
ま
さ
ひ
ろ
工
場
の
周
辺
と
儀
保
、

山
川
、
汀
良
町
の
一
部
が
商
業
地
域
の
ほ
か

は
ほ
と
ん
ど
が
住
居
地
域
。
小
禄
で
も
高
良
、

ペ
リ
ー
、
田
原
、
垣
花
の
一
部
の
商
業
地
域

以
外
、
残
り
は
住
居
地
域
に
指
定
さ
れ
た
。
中

之
橋
近
く
の
工
業
地
域
も
廃
止
さ
れ
商
業
と

住
居
地
域
に
、
安
謝
川
沿
い
の
工
業
地
域
が

準
工
業
地
域
に
変
わ
り
、
こ
れ
で
那
覇
市
の

都
市
区
域
内
の
工
業
地
域
は
三
重
城
の
埋
め

立
て
地
域
の
十
八
㌶
に
制
限
さ
れ
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
地
域
指
定
が
な
い
た
め
、
建
築
に

つ
い
て
の
制
限
の
な
か
っ
た
西
本
町
も
商
業

地
域
に
指
定
さ
れ
、
大
幅
な
制
限
が
加
わ
る

こ
と
に
な
る
。

　

用
途
地
域
に
指
定
さ
れ
た
と
き
と
さ
れ
な

い
と
き
と
で
は
制
限
の
点
で
大
き
な
差
が
あ

る
。
商
業
地
域
内
や
用
途
地
域
の
指
定
の
な

い
地
域
内
で
は
、
敷
き
地
面
積
の
十
分
の
七

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
建
築
で
き
た
の
に
、
住

居
地
域
、
準
工
業
地
域
、
工
業
地
域
で
は
、

敷
き
地
面
積
か
ら
三
十
平
方
㍍
を
引
い
た
も

の
の
十
分
の
六
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

用
途
や
地
域
内
の
建
築
物
の
制
限
は
建
築
基

準
法
で
数
多
く
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
住
居
地

域
内
に
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
建
築
物
と
し

て
の
劇
場
、
映
画
館
、
演
劇
場
、
待
合
、
キ

ャ
バ
レ
ー
、
倉
庫
業
を
営
む
倉
庫
な
ど
そ
の

一
例
で
、
厚
さ
○
・
五
㍉
以
上
の
金
属
板
の

つ
ち
打
ち
加
工
や
原
動
機
を
使
用
す
る
金
属

の
プ
レ
ス
、
切
断
を
す
る
工
場
な
ど
も
建
築

禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
石
嶺
あ
た
り
で
も
進
ん
で
い
る
ス

ラ
ム
化
、
市
内
に
散
在
す
る
製
材
所
な
ど
中

小
の
工
場
群
の
整
備
に
は
区
画
整
備
も
あ
わ

せ
て
進
行
す
べ
き
だ
が
狭
い
行
政
区
域
に
悩

む
那
覇
市
に
と
っ
て
は
、
用
途
地
域
の
指
定

は
、
生
活
環
境
整
備
の
た
め
の
最
小
限
の
線

だ
と
い
う
。
西
本
町
に
す
で
に
建
設
中
の
ガ

ス
ス
タ
ン
ド
も
問
題
化
、
一
月
八
日
を
前
後

し
て
住
宅
建
築
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
も
用

途
地
域
の
変
更
あ
る
い
は
指
定
に
よ
る
影
響

が
大
き
い
だ
け
に
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い

く
か
注
目
さ
れ
る
。

建
築
禁
止
取
り
消
す
／
第
一
牧

志
公
設
市
場
／
改
築
も
ス
ム

ー
ズ
に
／
那
覇
地
裁

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
２
・
３
〕

　

那
覇
市
の
第
一
牧
志
公
設
市
場
建
設
用
地

の
建
築
禁
止
仮
処
分
が
二
日
取
り
消
さ
れ
た
。

同
用
地
は
上
岡
〇
〇
〇
氏
か
ら
建
築
禁
止
の
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二
月

仮
処
分
が
出
さ
れ
、
昨
年
十
月
二
十
三
日
に

仮
処
分
が
決
定
さ
れ
た
。
那
覇
地
裁
民
事
第

一
部
は
二
日
「
建
築
禁
止
の
仮
処
分
は
行
政

処
分
の
執
行
を
停
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
行

政
事
件
訴
訟
特
例
法
の
規
定
に
反
す
る
」
と

し
て
、
建
築
禁
止
の
仮
処
分
を
取
り
消
し

た
。

　

こ
の
判
決
に
よ
り
那
覇
市
は
第
一
牧
志
公

設
市
場
の
改
築
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え
る
。

那
覇
市
は
「
行
政
処
分
、
事
業
執
行
が
取
り
消

さ
れ
な
い
限
り
、
民
事
で
争
わ
れ
て
い
る
問

題
を
タ
ナ
上
げ
し
て
事
業
執
行
は
で
き
る
」

と
し
て
、
先
月
中
旬
か
ら
改
築
工
事
を
進
め

て
い
た
。
二
日
の
判
決
は
こ
の
那
覇
市
の
判

断
を
支
持
す
る
も
の
で
、
こ
れ
で
工
事
は
順

調
に
進
む
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

平
良
市
長
は
「
こ
れ
で
一
点
の
疑
問
も
な

く
市
場
改
築
が
で
き
る
。
復
帰
前
年
で
こ
と

し
は
重
要
な
年
で
あ
り
、
市
場
問
題
に
ピ
リ

オ
ド
を
打
ち
、
市
民
福
祉
の
向
上
な
ど
三
十

万
市
民
の
た
め
の
市
政
に
全
力
を
上
げ
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

那
覇
市
議
会
開
く
／
人
権
擁
護

委
七
氏
を
認
め
る

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
１
・
２
・
８
〕

　

那
覇
市
の
第
一
二
七
回
臨
時
議
会
は
八
日

午
前
十
時
す
ぎ
開
幕
、
会
期
を
十
日
ま
で
の

三
日
間
と
決
め
、
石
嶺
公
営
住
宅
建
設
用
地

買
収
に
と
も
な
う
契
約
議
案
な
ど
八
件
の
要

件
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
と
し
一
月
一

日
施
行
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
会
に
基
づ
い

て
市
長
が
推
進
し
た
宮
里
初
子
さ
ん
ら
七
人

の
委
員
を
全
会
一
致
で
認
め
た
。

　

今
議
会
の
案
件
は
、
那
覇
新
港
の
岸
壁
工

事
に
関
す
る
議
案
が
六
件
、
石
嶺
公
営
住
宅

建
設
用
地
買
収
に
関
す
る
議
案
三
件
、
人
権

擁
護
委
の
推
せ
ん
諮
問
案
件
一
件
。

　

建
設
部
は
こ
と
し
四
月
着
工
、
来
年
三
月

完
成
予
定
で
石
嶺
に
八
む
ね
二
百
六
十
二
戸

の
公
営
住
宅
を
計
画
し
て
お
り
そ
の
建
設
用

地
と
し
て
二
十
三
万
千
平
方
㍍
（
約
七
千
坪
）

の
う
ち
ま
だ
買
収
さ
れ
て
い
な
い
七
千
百
八

十
七
平
方
㍍
（
七
万
一
千
七
百
㌦
）
を
買
収

す
る
計
画
。

　

承
認
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
は
つ
ぎ
の
七
氏
。

　

▽
川
平
朝
申
（
崎
山
町
・
結
核
予
防
会
事

務
局
長
）
▽
友
寄
喜
光
（
崎
山
町
・
琉
球
新

報
専
務
）
牧
港
篤
三
（
小
禄
・
沖
縄
タ
イ
ム

ス
常
務
）
仲
間
智
秀
（
真
和
志
町
・
那
覇
地

区
教
職
員
会
長
）
宮
里
初
子
（
二
中
前
・
那

覇
市
婦
人
会
長
）
桑
江
好
謙
（
上
之
蔵
町
・

弁
護
士
）
岸
本
忠
三
郎
（
若
狭
町
・
自
治
労

県
本
部
委
員
長
）
。

先
島
の
諸
問
題
審
議
／
市
議
会

議
長
会
／
那
覇
市
に
事
務
局

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
２
・
20
〕

【
石
垣
】
沖
縄
県
市
議
会
議
長
会
（
辺
野
喜

英
興
会
長
）
は
、
十
八
日
午
後
二
時
か
ら
第

五
十
二
回
定
期
総
会
を
石
垣
市
役
所
会
議
室

で
開
き
、
役
員
改
選
、
会
則
の
一
部
改
正
と

予
算
審
議
を
し
た
あ
と
、
石
垣
市
、
平
良
市

か
ら
出
さ
れ
た
提
出
案
件
を
議
決
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
沖
縄
県
市
町
村
議
会
か
ら
分
離
独

立
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
こ
れ
に
関
連
し

た
両
者
の
連
絡
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は

会
則
、
予
算
な
ど
各
自
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
態
度
を
保
留
し
た
。
総
会
に
は
九
市
の
議

長
、
事
務
局
か
ら
約
二
十
人
が
出
席
、
ま
ず
役

員
改
選
で
会
長
に
辺
野
喜
那
覇
市
議
長
（
留

任
）
、
副
会
長
・
与
座
浦
添
市
議
長
、
幹
事
崎

浜
名
護
市
議
長
を
選
出
、
全
国
九
州
市
議
会

議
長
会
の
役
員
割
り
当
て
を
行
な
っ
た
あ
と
、

会
則
の
一
部
改
正
で
事
務
局
を
那
覇
市
に
置

く
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
提
出
案
件
の
➊
テ

レ
ビ
の
沖
縄
本
島
と
の
同
時
放
送
お
よ
び
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
の
実
現
❷
石
垣
港
湾
の
拡

張
整
備
❸
大
浜
底
原―

富
野
間
の
道
路
開
さ

く
❹
石
垣
空
港
の
滑
走
路
拡
張
整
備
❺
琉
米

文
化
会
館
の
無
償
譲
渡
を
採
択
、
関
係
機
関

に
要
請
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
石
垣
市
か
ら
出
さ
れ
た
▽
政

府
道
路
の
国
道
編
入
▽
八
重
山
電
力
の
公
社

移
管
に
つ
い
て
は
、
政
府
道
の
国
道
編
入
は

全
県
的
な
立
場
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
電
気
事
業
の
移
管
問
題
は
反
対
の
態
度

を
み
せ
て
い
る
電
力
会
社
の
意
向
を
無
視
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
否
決
さ
れ
た
。

　

な
お
、
八
月
総
会
の
開
催
地
は
浦
添
市
と

決
ま
っ
た
。

　

市
長
に
手
紙
出
す
月
間
／
平
良

市
長
／
市
民
の
声
を
じ
か
に

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
２
・
25
〕

　

平
良
那
覇
市
長
は
、
二
十
四
日
午
前
十
時

半
か
ら
市
長
室
で
記
者
会
見
、
市
民
の
声
を

よ
り
多
く
市
政
に
反
映
さ
せ
、
市
民
生
活
と

結
び
つ
い
た
行
政
を
促
進
す
る
た
め
に
➊
三

月
を
市
長
に
手
紙
を
出
す
月
間
に
す
る
❷
本

庁
各
支
所
管
内
で
青
空
市
政
を
実
施
す
る
❸

市
政
に
対
す
る
市
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
た

め
世
論
調
査
を
実
施
す
る―

こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

「
市
民
の
苦
情
や
陳
情
は
、が
ま
ん
に
が
ま

ん
を
重
ね
て
つ
い
に
爆
発
、〝
ど
う
な
っ
て
い

る
ん
だ
〟
と
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
ど
な
り
こ
ん

で
く
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、

こ
れ
ま
で
の
、〝
市
役
所
〟
の
イ
メ
ー
ジ
が

抜
け
き
れ
な
い
た
め
だ
と
思
う
。
ま
だ
ま
だ
、

市
が
市
民
の
不
満
を
知
ら
な
い
点
も
多
い
が
、

市
民
も
市
政
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
多

い
と
思
う
。
市
と
市
民
の
意
思
の
疎
通
を
は
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か
る
た
め
に
は
あ
の
手
こ
の
手
で
呼
び
か
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
市
政
へ
の
市
民
参
加
が
期

待
で
き
る
」
。

　

▽
〝
市
長
に
手
紙
を
出
す
月
間
〟
は
、

「
人
口
の
増
加
で
社
会
、
行
政
機
構
が
複
雑

化
、
行
政
に
対
す
る
要
望
、
苦
情
な
ど
も
多

く
、
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
市
民
の
要
望
や
苦
情
が
十
分
掌
握
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
市
民
生
活
の
向

上
、
市
民
福
祉
を
優
先
す
る
施
策
を
推
進
す

る
た
め
に
も
、
市
長
に
意
見
や
要
望
、
苦
情

等
を
知
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
趣
旨
で
行
な

わ
れ
る
。
あ
て
先
は
、
那
覇
市
泉
町
二
丁
目

一
○
、
那
覇
市
役
所
内
「
市
長
に
手
紙
を
出

す
月
間
係
。

　

▽
青
空
市
政
の
日
程
は
つ
ぎ
の
通
り
。
▽

三
月
十
六
日
、
真
和
志
支
所
管
内
（
繁
多
川
公

民
館
）
▽
十
七
日
、
首
里
支
所
管
内
（
儀
保

公
民
館
）
▽
十
八
日
、
小
禄
支
所
管
内
（
田

原
公
民
館
）
▽
十
九
日
、
本
庁
管
内
（
市
民

集
会
所
）
。

簡
易
水
道
に
サ
ヨ
ナ
ラ
／
那
覇
・

　
　

識
名
給
水
タ
ン
ク
が
開
通

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
３
・
３
〕

　

那
覇
市
識
名
給
水
タ
ン
ク
の
開
通
式
が
一

日
午
前
十
一
時
か
ら
行
な
わ
れ
、
こ
れ
ま
で

簡
易
水
道
に
た
よ
っ
て
い
た
識
名
、
繁
多
川
、

上
間
な
ど
真
和
志
の
高
台
地
域
に
も
市
が
給

水
を
始
め
た
。
識
名
給
水
タ
ン
ク
は
、
総
工

費
約
二
十
二
万
㌦
で
昨
年
六
月
着
工
、
二
月

末
に
完
成
し
た
。

　

同
タ
ン
ク
の
貯
水
量
は
千
五
百
立
方
㍍
、

八
千
二
百
人
分
の
給
水
能
力
だ
が
、
当
分
は
、

簡
易
水
道
を
使
っ
て
い
た
七
百
五
十
戸
（
約

三
千
人
）
に
給
水
す
る
。
し
か
し
識
名
、
繁

多
川
、
上
間
、
真
地
の
高
台
地
域
で
は
、
ど

ん
ど
ん
住
宅
が
建
築
さ
れ
、
井
戸
を
掘
っ
た

り
、
車
で
水
を
買
い
に
行
く
と
い
う
と
こ
ろ

が
多
い
。
せ
っ
か
く
新
築
し
て
移
っ
て
き
た

の
に
水
が
な
く
、
仕
方
な
く
ひ
っ
越
し
て
い

く
例
も
あ
る
と
い
う
。
申
し
込
み
が
あ
り
次

第
す
ぐ
に
も
水
が
ひ
け
る
の
で
今
年
中
に
は

現
在
の
未
給
水
地
域
は
な
く
な
る
と
市
で
は

い
っ
て
い
る
。

　

さ
る
一
月
に
は
、
識
名
の
簡
易
水
道
か
ら

大
量
の
大
腸
菌
と
細
菌
類
が
検
出
さ
れ
る
な

ど
、
簡
易
水
道
の
管
理
が
問
題
に
な
っ
て
い

た
だ
け
に
、
玉
城
正
義
識
名
自
治
会
長
、
板

良
敷
朝
喜
繁
多
川
自
治
会
長
、
嘉
数
光
輝
上

間
自
治
会
長
は
、「
こ
れ
で
清
潔
で
何
の
心
配

も
な
く
飲
め
る
水
を
不
自
由
な
く
使
う
こ
と

が
で
き
る
。
年
々
数
百
戸
も
新
築
さ
れ
て
い

る
た
め
、
簡
易
水
道
で
は
ど
う
し
て
も
間
に

合
わ
な
か
っ
た
が
、
本
管
が
敷
設
さ
れ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
簡
単
に
水
を
ひ
く
こ
と
が

で
き
る
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
た
。

汚
れ
る
近
郊
水
源
地
／
基
地
公

害
が
主
要
因
／
宅
地
の
進
出

も
輪
を
か
け
る

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
３
・
18
〕

　

さ
る
二
月
二
十
四
日
、
泊
浄
水
場
系
の
水

道
が
油
で
汚
染
さ
れ
、
し
か
も
、
汚
染
源
が

米
軍
普
天
間
海
兵
隊
飛
行
場
と
あ
っ
て
、
４

Ｈ
鉛
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

市
民
を
不
安
に
お
と
し
い
れ
た
。
市
で
は
、

基
地
内
か
ら
廃
油
が
流
れ
込
む
青
小
堀
（
オ

オ
グ
ム
ヤ
ー
）
か
ら
の
取
水
を
や
め
、
同
基

地
司
令
官
に
対
し
、
水
源
地
保
護
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
青
小
堀
に
限
ら
ず
、
那
覇
市
の
水
源

地
は
、
年
々
汚
染
さ
れ
二
、
三
カ
年
内
に
は
、

給
水
す
る
水
は
す
べ
て
北
部
か
ら
の
送
水

に
た
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

　

消
費
量
ド
ラ
ム
缶
35
万
本

　

那
覇
市
で
の
一
月
の
水
の
消
費
量
は
、
約

六
万
五
千
㌧
。
夏
場
に
は
七
万
㌧
（
ド
ラ
ム

缶
三
十
五
万
本
分
）
を
こ
え
る
。
こ
の
給
水

量
の
ほ
と
ん
ど
を
公
社
か
ら
購
入
し
て
間
に

合
わ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
泊
浄
水
場

で
も
ま
だ
三
分
の
一
に
相
当
す
る
浄
水
を
生

産
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
青
小
堀
の
汚
染
で

取
水
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
い
ま
で
は
浄

水
能
力
は
一
万
七
千
㌧
に
落
ち
て
い
る
。

　

青
小
堀
は
、
以
前
は
、
泊
浄
水
場
の
水
源

地
の
中
で
最
も
水
質
の
い
い
所
で
あ
っ
た
と

い
う
。
数
年
前
か
ら
汚
濁
が
ひ
ど
く
な
り
は

じ
め
た
。
普
通
の
状
態
で
は
、
動
物
の
体
内

以
外
で
は
増
殖
せ
ず
、
自
然
水
中
で
は
む
し

ろ
死
滅
す
る
と
い
わ
れ
る
大
腸
菌
群
が
相
当

数
あ
る
こ
と
は
水
が
高
等
動
物
の
腸
排
せ
つ

物
で
汚
さ
れ
た
証
拠
で
あ
る
と
い
う
。
し
た

が
っ
て
大
腸
菌
群
は
、
一
㍉
㍑
中
五
千
を
超

え
て
は
な
ら
な
い
の
に
四
万
四
千
個
も
あ
り
、

ま
た
、
同
時
に
検
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
と
亜
硝
酸

性
窒
素
が
わ
ず
か
な
が
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
。

青
小
堀
が
ど
ん
ど
ん
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
消
毒
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
薬
品
の
消

費
量
で
も
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
。
塩
素
要
求

　

量
が
、
六
六
年
に
は
○
・
八
で
足
り
た
の

に
、
六
七
年
に
は
一
・
一
、
六
八
年
一
・
四
、

六
九
年
一
・
四
、
七
○
年
に
は
二
・
○
と
変

わ
っ
て
き
て
お
り
、
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ

ム
消
費
量
も
そ
れ
ぞ
れ
一
・
七
、
三
・
一
、

三
・
五
、
三
・
二
、
四
・
五
と
次
第
に
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

青
小
堀
だ
け
で
は
な
い
。
泊
浄
水
場
の
水

源
地
で
あ
る
牧
港
川
、
後
原
川
（
以
上
、
表

流
水
）
、
一
つ
川
、
ア
ラ
ナ
ギ
川
、
安
謝
川

（
以
上
、
地
下
水
）
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て

い
る
。
と
く
に
表
流
水
の
➊
牧
港
川
は
、
硬

度
硫
酸
イ
オ
ン
、
鉄
な
ど
の
溶
解
成
分
が
多

い
❷
後
原
水
源
地
付
近
に
は
住
宅
が
多
く
な
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っ
た
た
め
、
糞
尿
が
流
れ
込
ん
だ
例
も
あ
っ

て
環
境
衛
生
が
悪
い
❸
銘
苅
川
は
、
一
部
湧

水
を
除
い
て
は
、
大
部
分
が
真
嘉
比
、
古
島

部
落
か
ら
の
家
庭
排
水
で
、
そ
の
量
は
年
々

増
加
、
当
然
有
機
汚
染
が
著
し
く
な
り
、
洗

剤
の
主
成
分
で
あ
る
ア
ル
キ
ル
・
ベ
ン
ゼ
ン
・

ス
ル
フ
ォ
ン
サ
ン
が
目
立
っ
て
い
る
。
や
が

て
取
水
を
停
止
す
る
ほ
か
な
い―
な
ど
が
水

質
検
査
の
結
果
報
告
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
の

と
こ
ろ
は
消
毒
さ
え
す
れ
ば
使
用
で
き
る
と

い
う
。
し
か
し
、
青
小
堀
付
近
に
多
い
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
業
者
の
中
に
は
、「
あ
ま
り
水
が
汚

れ
て
い
る
の
で
使
え
な
い
」
と
取
水
を
以
前

か
ら
中
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

水
系
の
汚
濁
は
、
流
域
の
地
質
と
か
、
土

壌
の
性
質
に
も
左
右
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
水

源
地
の
あ
る
中
部
一
帯
は
、
隆
起
さ
ん
ご
礁
。

水
は
け
が
よ
す
ぎ
、
糞
尿
も
生
の
ま
ま
流
れ

込
み
か
ね
な
い
。
そ
れ
だ
け
汚
染
さ
れ
や
す

く
な
る
。
市
水
道
当
局
で
は
、
こ
う
し
た
水

源
地
が
使
え
な
く
な
る
と
北
部
か
ら
の
水
が

カ
バ
ー
で
き
る
と
話
し
て
い
る
が
、
唯
一
の

頼
り
で
あ
る
福
地
ダ
ム
、
送
水
管
の
建
設
の

遅
れ
が
心
配
さ
れ
て
い
る
し
、
早
い
時
期
に

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
な
ろ
う
。

総
合
的
な
改
革
が
必
要
／
牧
志

　

第
二
公
設
市
場
の
診
断
／

商
品
陳
列
に
工
夫
を
／
組
織

を
つ
く
り
／
共
同
で
仕
入
れ

販
売
も

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
３
・
19
〕

　

那
覇
市
は
営
業
不
振
に
悩
む
牧
志
第
二
公

設
市
場
の
改
善
を
図
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
調
査
を
依
頼
し
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
の
報
告
書
が
届
い
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
調
査
は
一
月
十
六
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
の
十
日
間
。
こ
の
間
、
宮
平
商
工

観
光
課
長
、
宮
里
同
係
長
ら
で
調
査
班
を
編

成
、
現
場
調
べ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
客
の
追
跡

な
ど
各
分
野
で
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
同

市
場
は
「
立
地
条
件
が
悪
い
う
え
に
出
入
り

口
や
周
囲
の
道
路
な
ど
建
て
物
の
欠
か
ん
が

あ
る
。
そ
の
ほ
か
市
場
内
で
店
を
出
し
て
い

る
販
売
人
側
に
運
営
組
織
が
な
い
の
が
問
題
。

牧
志
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
と
も
か

み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
改
革
が
必
要
だ
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

同
市
場
は
建
設
に
か
ら
ん
で
も
め
た
が
、

完
成
後
は
商
売
の
実
績
が
上
が
ら
な
い
た

め
二
階
な
ど
は
料
理
教
室
、
時
計
店
だ
け
で

あ
き
家
同
然
。「
こ
の
ま
ま
だ
と
第
一
市
場
の

完
成
後
は
完
全
に
営
業
不
振
に
な
る
」
と
し

て
、
こ
ん
ど
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
、

市
当
局
と
市
議
会
は
こ
の
報
告
を
も
と
に
対

策
を
検
討
中
。

　

お
客
の
調
査
で
は
主
婦
、
Ｏ
Ｌ
が
多
く
、
実

際
に
買
い
物
を
す
る
の
は
女
性
が
八
三
％
を

占
め
て
い
る
。
年
齢
は
三
十―

四
十
代
が
五

六
％
。
二
十
代
の
一
三
％
。
居
住
地
は
牧
志

町
内
の
一
五
％
を
ト
ッ
プ
に
松
尾
六
％
、
首

里
六
％
、
宜
野
湾
、
浦
添
が
続
き
半
径
六
百

㍍
ま
で
が
七
・
八
％
。
一
㌔
以
内
が
二
四

％
、
二
㌔
以
内
一
二
％
。
そ
の
四
八
％
は
徒

歩
客
、
つ
い
で
バ
ス
利
用
者
の
二
七
％
、
自

家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
で
く
る
の
が
二
○
％
、

七
五
％
が
二
十
分
以
内
の
地
域
に
住
ん
で
い

る
。
ま
た
七
二
％
が
買
い
物
に
満
足
し
て
い

る
も
の
の
、
毎
日
く
る
の
は
二
五
％
と
少
な

く
、
週
三
回
が
五
五
％
、
初
め
て
が
九
％
も

い
る
。

　

一
方
、
現
市
場
は
政
治
的
な
問
題
も
あ
っ

て
取
り
扱
い
商
品
が
第
一
市
場
と
変
わ
ら
ず

品
数
が
少
な
い
。
陳
列
に
も
工
夫
や
空
間
が

な
く
あ
た
た
か
味
に
乏
し
い
。
ま
た
商
店
経

営
者
に
運
営
組
織
が
な
く
、
売
れ
な
く
な
っ

た
い
ま
も
、
全
く
同
じ
商
売
を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
陳
列
の
近
代
化
や
商

品
の
組
み
合
わ
せ
の
工
夫
、
出
入
り
口
を
周

囲
の
道
路
も
ふ
く
め
早
急
に
改
善
し
、
物
を

売
る
感
覚
か
ら
人
間
的
な
感
覚
に
す
る
必
要
、

販
売
者
の
共
同
販
売
作
戦
と
し
て
共
同
仕
入

れ
、
労
働
力
の
相
互
扶
助
な
ど
も
考
え
る―

な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
報
告
書
は

「
沖
縄
の
市
場
は
、
お
客
に
ゆ
き
当
た
り
ば

っ
た
り
で
品
物
を
買
わ
せ
て
お
り
現
状
の
ま

ま
で
は
復
帰
後
、
本
土
の
近
代
化
さ
れ
た
大

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
は
い
っ
て
く
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま

う
」
と
警
告
、
牧
志
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
総
合
開
発
と
も
か
ら
ま
せ
、

同
市
場
の
改
革
を
述
べ
て
い
る
。

那
覇
市
会
荒
れ
模
様
／
一
般
質

問
／
若
狭
住
宅
問
題
ヤ
リ
玉

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
１
・
３
・
26
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
定
例
議
会
は
二
十
六
日

午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
一
般
質
問
に
は
い
っ
た

が
、
市
建
設
部
が
、
若
狭
海
岸
線
整
備
の
一

環
と
し
て
検
討
中
の
若
狭
市
営
住
宅
の
平
屋

部
分
を
撤
去
し
て
公
園
化
し
よ
う
と
い
う
計

画
を
め
ぐ
っ
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

午
前
中
質
問
に
立
っ
た
野
党
新
政
会
（
自

民
系
）
の
平
良
玄
昌
、
真
栄
城
嘉
園
議
員
は

「
市
営
住
宅
を
撤
去
し
て
公
園
に
す
る
と
の

市
の
案
は
居
住
者
を
不
安
に
お
と
し
い
れ
て

お
り
、
今
後
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。
で
た
ら

め
で
は
な
い
か
」
と
追
及
、
こ
れ
に
対
し
市

当
局
は
「
若
狭
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
市
民

の
間
か
ら
取
り
壊
し
て
高
層
化
す
べ
き
で
あ

る
と
か
、
公
園
に
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
り
、
建
設
部
と
し
て
も

こ
う
し
た
い
ろ
い
ろ
な
案
の
中
の
ひ
と
つ
と



六
一
一

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
三
月

し
て
建
設
部
都
計
課
、
住
宅
課
、
公
園
緑
地

帯
で
検
討
の
段
階
で
あ
る
」
と
答
え
た
。

　

こ
う
し
た
質
問
、
答
弁
の
途
中
で
「
で
た

ら
め
だ
」
、
「
で
た
ら
め
で
は
な
い
、
反
対
す

る
の
は
案
が
具
体
化
し
て
か
ら
す
べ
き
だ
」
、

「
反
対
し
て
も
ど
う
せ
や
る
じ
ゃ
な
い
か
」

と
、
ヤ
ジ
が
乱
れ
飛
び
、
新
政
会
議
員
は
市

長
の
自
席
か
ら
の
発
言
を
取
り
消
せ
と
要
求

す
る
な
ど
て
ん
や
わ
ん
や
、
議
事
は
中
断
し

て
い
る
。

市
場
問
題
む
し
返
す
／
那
覇
市

の
定
例
議
会
／
新
政
会
が
総

退
場

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
３
・
27
〕

　

一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
て
い
る
那
覇
市
の

定
例
議
会
は
、
二
十
六
日
は
午
前
か
ら
若
狭

市
営
住
宅
の
公
園
化
を
め
ぐ
り
、
雲
行
き
が

あ
や
し
く
な
っ
て
い
た
が
、
午
後
に
な
っ
て

市
場
問
題
の
論
議
で
、
野
党
新
政
会
議
員
は

全
員
退
場
、
市
場
問
題
特
別
委
員
会
設
置
の

提
案
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
議
会
の
審
議

に
は
一
切
応
じ
ら
れ
な
い
と
強
硬
な
態
度
を

示
し
て
い
る
。

　

今
議
会
の
一
般
質
問
は
、
各
派
の
勢
力
比

で
案
分
さ
れ
、
新
政
会
、
社
大
、
人
民
、
公

明
の
順
で
行
な
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
政

会
議
員
全
員
の
質
問
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

金
城
重
正
議
員
が
動
議
を
出
し
、
市
場
問
題

特
別
委
員
会
の
設
置
を
提
案
し
た
が
、
採
決

の
結
果
、
公
明
党
を
含
め
た
与
党
の
反
対
に

あ
い
、
賛
成
十
一
、
反
対
十
五
で
否
決
さ
れ

た
。
新
政
会
は
、
「
公
明
党
を
含
め
た
与
党
、

市
当
局
に
何
ら
の
誠
意
も
み
ら
れ
な
い
議
会

審
議
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
し
て
午
後
一

時
五
十
分
全
員
が
退
場
し
て
し
ま
っ
た
。
一

般
質
問
は
新
政
会
議
員
退
場
の
ま
ま
続
け
ら

れ
与
党
連
絡
会
議
み
た
い
に
な
っ
た
。

　

金
城
重
正
新
政
会
幹
事
長
の
話　

市
当
局

は
、
す
で
に
あ
る
第
二
市
場
の
繁
栄
策
を
考

え
よ
う
と
は
せ
ず
、
非
民
主
的
、
反
市
民
的

な
独
裁
的
な
分
離
発
注
と
い
う
方
法
を
取
り
、

党
利
党
略
だ
け
で
第
一
市
場
を
建
設
し
て
い

る
。
二
つ
の
市
場
は
必
ず
競
合
、
ど
ち
ら
か

を
閉
鎖
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
十
年

来
紛
糾
し
て
き
た
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に

も
特
別
委
員
会
を
設
置
、
総
合
的
に
研
究
し

よ
う
と
の
趣
旨
で
提
案
し
た
の
に
、
な
ぜ
反

対
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
議
会
を
無
視
し

た
や
り
方
に
対
し
て
は
、
今
後
の
審
議
を
ボ

イ
コ
ッ
ト
、
市
民
の
前
に
明
ら
か
に
し
て
い

く
ほ
か
な
い
。

　

仲
本
安
一
社
大
党
議
員
の
話　

議
会
に
は

議
会
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。
議
運
に
は
か
ら

ず
、
議
事
進
行
の
途
中
で
こ
う
し
た
態
度
に

で
る
の
は
、
単
に
衝
突
の
場
を
求
め
て
い
る

と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
ま
た
、
市
民
に

対
し
て
責
任
あ
る
代
表
者
の
行
為
で
は
な

い
。
し
か
も
、
こ
の
問
題
は
十
二
月
定
例
議

会
で
賛
成
、
反
対
の
討
論
も
十
分
な
さ
れ
、

否
決
さ
れ
た
も
の
だ
。
今
ご
ろ
市
場
の
調
査

云
々
を
い
う
の
は
、
引
き
延
ば
し
作
戦
で
し

か
な
い
。

那
覇
市
／
定
例
議
会
混
乱
続
く

／
新
政
会
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
で

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
３
・
28
〕

　

那
覇
の
三
月
定
例
議
会
は
、
二
十
七
日
か

ら
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
野
党

新
政
会
（
自
民
系
）
は
、
こ
の
日
も
、
二
十

六
日
の
本
会
議
に
続
い
て
審
議
を
ボ
イ
コ
ッ

ト
、
総
務
、
経
民
の
両
委
員
会
は
、
公
明
党
、

与
党
議
員
だ
け
で
審
議
を
続
け
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
建
設
委
員
会
は
、
四
対
五
の
勢
力

比
で
、
与
党
（
公
明
を
含
む
）
の
出
席
だ
け

で
は
定
足
数
に
も
足
り
な
い
た
め
流
会
、「
責

任
を
感
じ
た
」
委
員
長
（
比
嘉
佑
直
）
議
員

の
辞
任
騒
ぎ
に
発
展
し
た
。

　

こ
の
日
の
建
設
委
員
会
に
は
、
那
覇
新
港

は
帯
工
事
、
同
防
波
堤
、
浚
せ
つ
工
事
、
埋

め
立
て
工
事
と
港
湾
建
設
関
係
議
案
三
件
が

付
託
さ
れ
た
。
十
時
半
ご
ろ
総
務
、
経
民
委

員
会
同
様
に
開
会
は
し
た
が
、
比
嘉
委
員
長

が
新
政
会
に
所
属
、
勢
力
比
も
新
政
会
が
一

人
多
い
た
め
や
や
こ
し
く
な
る
。
委
員
長
と

し
て
は
「
委
員
会
を
招
集
し
開
会
し
た
手
前
、

ま
た
特
に
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
が
建

設
委
員
会
関
係
の
議
案
が
多
い
以
上
、
市
民

に
対
す
る
議
員
と
し
て
の
責
任
上
、
委
員
会

を
流
す
わ
け
に
は
い
か
ず
、
新
政
会
議
員
を

説
得
し
た
」が
だ
め
。
し
か
た
な
く
「
副
委
員

長
に
代
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
委
員
長
と
し

て
の
責
任
を
果
た
せ
な
い
以
上
、
辞
任
し
た

い
」
と
辞
表
を
提
出
し
た
が
、
辞
表
の
審
査

の
た
め
に
は
本
人
は
出
席
で
き
な
い
。
そ
れ

で
は
、
と
比
嘉
委
員
長
が
退
場
す
る
と
、
こ

ん
ど
は
与
党
と
公
明
の
議
員
だ
け
の
四
人
と

な
り
定
足
数
に
満
た
ず
、
委
員
会
は
開
け
な

い
と
い
う
お
か
し
な
格
好
と
な
り
、
結
局
流

会
。
委
員
長
は
午
後
ま
で
控
え
室
に
つ
め
て

い
る
新
政
会
議
員
を
説
得
し
た
が
効
果
は
な

か
っ
た
。

　

新
政
会
の
審
議
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
対
し
て

「
大
人
げ
な
い
。
も
う
少
し
話
し
合
い
で
問

題
を
処
理
す
る
と
い
う
態
度
を
持
つ
べ
き

だ
」
と
の
声
が
新
政
会
内
部
か
ら
も
出
て
い

る
が
、
市
場
問
題
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
第

一
市
場
建
設
後
の
第
二
市
場
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
市
当
局
の
具
体
案
も
は
っ
き
り

と
は
打
ち
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
野
党

と
与
党
、
市
当
局
の
意
見
に
大
き
な
相
違
が

あ
る
だ
け
に
、
新
政
会
の
動
き
が
注
目
さ
れ

る
。

　



六
一
二

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
三
月

き
ょ
う
本
会
議
で
収
拾
／
新
政

会
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
続
く
／
那

覇
市
議
会

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
３
・
30
〕

　

那
覇
市
三
月
定
例
議
会
は
二
十
九
日
も
野

党
・
新
政
会
の
審
議
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
続
き
、
混

乱
の
度
合
い
を
ま
す
ま
す
濃
く
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
建
設
委
員
会
は
ま
た
定
足
数
に
達

せ
ず
流
会
、
委
員
会
付
託
案
件
は
一
件
も
審

議
さ
れ
ず
じ
ま
い
。
事
態
収
拾
の
た
め
与
党

議
員
か
ら
本
会
議
の
開
会
請
求
が
出
さ
れ
、

三
十
日
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
く
こ
と

に
な
っ
た
。
本
会
議
で
は
、
建
設
委
の
審
査

期
限
を
決
め
、
そ
の
期
間
内
に
議
決
し
な
け

れ
ば
、
建
設
委
へ
付
託
さ
れ
た
案
件
は
本
会

議
で
審
議
す
る
こ
と
に
な
る
。
新
政
会
の
審

議
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
対
し
て
、
市
民
の
間
か
ら

は
「
議
員
の
責
務
を
忘
れ
た
行
為
で
あ
り
許

せ
な
い
。
党
利
党
略
に
走
ら
ず
三
十
万
市
民

の
立
場
に
立
っ
て
議
会
活
動
を
行
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
批
判
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
は
、
総
務
、
経
民
委
員

会
が
与
党
と
公
明
党
議
員
だ
け
の
出
席
で
開

会
、
問
題
の
建
設
委
員
会
は
、
新
政
会
の
五

議
員
が
欠
席
し
た
た
め
定
足
数
に
達
せ
ず
流

会
に
な
っ
た
。

　

新
政
会
所
属
の
全
議
員
は
控
え
室
に
と
じ

こ
も
り
、
委
員
会
に
は
姿
を
み
せ
な
か
っ
た
。

委
員
会
正
常
化
の
た
め
与
、
野
党
の
折
衝
は

続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
感
情
的
な
対
立
が
前

面
に
出
て
事
態
収
拾
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

結
局
、
事
態
を
収
拾
す
る
た
め
三
十
日
に
本

会
議
を
開
き
、
建
設
委
員
会
の
審
査
期
限
を

何
日
ま
で
に
す
る
と
決
め
、
そ
れ
で
も
審
議

が
進
ま
な
け
れ
ば
本
会
議
で
審
議
し
、
事
態

を
収
拾
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

建
設
委
の
事
態
収
拾
へ
／
那
覇

市
議
本
会
議
／
審
査
期
限
決

め
る

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
１
・
３
・
30
〕

　

那
覇
市
議
会
（
辺
野
喜
英
興
議
長
）は
三
十

日
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
流

会
が
続
い
て
い
る
建
設
委
員
会
の
事
態
収
拾

に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
建
設
委

に
付
託
さ
れ
た
議
案
陳
情
案
件
に
つ
い
て
四

月
二
日
午
前
十
時
ま
で
に
審
議
を
終
え
る
よ

う
建
設
委
に
要
求
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で

決
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
政
会
（
自
民
党

系
、
十
四
人
）
の
審
議
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
審
議

が
た
な
あ
げ
さ
れ
て
い
る
案
件
に
つ
い
て
審

査
期
限
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
最
悪

事
態
は
さ
け
ら
れ
る
見
通
し
が
つ
い
た
。

　

こ
の
日
の
本
会
議
は
新
政
会
所
属
の
全
議

員
が
欠
席
、
与
党
、
公
明
党
の
出
席
で
開
会

し
た
。
本
会
議
請
求
に
立
っ
た
金
城
吾
郎
議

員
（
社
大
）
は
「
建
設
委
に
付
託
さ
れ
た
諸

案
件
は
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
て

い
な
い
。
審
議
の
見
通
し
も
立
た
ず
市
民
に

奉
仕
す
る
選
良
た
る
立
場
か
ら
も
事
態
を
放

置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
事
態
収
拾
の
た

め
努
力
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
新
政
会
の
協

力
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
会
期
も

あ
と
わ
ず
か
で
建
設
委
の
審
査
期
限
を
四
月

二
日
午
前
十
時
ま
で
に
終
え
る
よ
う
提
案
す

る
」
と
意
見
を
述
べ
た
。
こ
の
提
案
に
つ
い

て
全
議
員
が
賛
成
、
本
会
議
を
終
え
た
。

　

委
員
会
の
審
査
期
限
を
限
定
す
る
の
は
那

覇
市
議
会
で
も
異
例
の
で
き
ご
と
。
建
設
委

流
会
の
責
任
は
市
民
か
ら
当
然
非
難
さ
れ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
新
政
会
は
「
市
場
問
題
な
ど

特
別
委
員
会
を
設
置
し
な
い
限
り
審
議
に
は

い
っ
さ
い
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
の
態
度
を
変

え
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
新
政
会
は

審
議
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
よ
っ
て
市
場
問
題
で
与

党
、
市
当
局
に
圧
力
を
か
け
る
戦
術
を
と
っ

て
い
る
が
、
こ
の
日
の
本
会
議
決
定
で
審
議

ボ
イ
コ
ッ
ト
は
事
実
上
な
ん
の
意
味
も
も
た

な
く
な
っ
た
。
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
続
け
れ
ば
市

民
か
ら
の
反
発
は
そ
れ
だ
け
強
く
な
る
一
方

で
、
今
後
の
新
政
会
の
出
方
が
注
目
さ
れ

る
。

審
議
さ
ら
に
拒
否
／
那
覇
市
会

／
新
政
会
き
ょ
う
か
ら
街
頭

に〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
３
・
31
〕

　

那
覇
市
三
月
定
例
議
会
は
、
新
政
会
（
自
民

党
系
）
の
審
議
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
混
乱
が
続
い

て
い
る
が
、
新
政
会
の
金
城
重
正
議
員
ら
は

三
十
日
午
後
記
者
会
見
し
「
牧
志
公
設
市
場

問
題
を
根
本
的
に
解
決
し
た
い
と
の
趣
旨
で

提
起
し
て
い
る
特
別
委
設
置
に
つ
い
て
市
当

局
、
与
党
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
今
の
状
態
だ

と
今
議
会
の
審
議
は
引
き
続
き
拒
否
す
る
」

と
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
新
政

会
は
三
十
一
日
か
ら
街
頭
に
繰
り
出
し
、
市

場
問
題
な
ど
に
つ
い
て
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
い
う
。
新
政
会
の
こ
の
日
の
態
度
表
明

で
与
、
野
党
の
対
立
は
一
段
と
激
化
し
、
事

態
は
さ
ら
に
紛
糾
す
る
雲
行
き
と
な
っ
て
き

た
。

　

新
政
会
は
こ
の
日
平
良
市
長
と
会
い
、
市

場
問
題
特
別
委
設
置
と
議
会
の
事
態
収
拾
に

つ
い
て
市
長
も
積
極
的
に
働
き
か
け
て
ほ
し

い―

と
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
平
良
市

長
は
「
特
別
委
設
置
は
市
場
問
題
を
さ
ら
に

紛
糾
さ
せ
る
。
議
会
の
混
乱
に
つ
い
て
は

与
、
野
党
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
答
え

た
。
新
政
会
は
与
党
、
市
当
局
の
態
度
か
ら

特
別
委
設
置
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
、
こ
の

た
め
既
定
方
針
通
り
審
議
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
続
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行
し
、
市
場
問
題
を
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

軍
用
地
返
還
を
決
議
／
那
覇
市

本
会
議
／
新
政
会
、
決
議
だ

け
出
席

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
４
・
３
〕

　

那
覇
市
三
月
定
例
議
会
最
終
日
の
二
日
午

前
十
時
す
ぎ
か
ら
本
会
議
が
開
か
れ
「
那
覇

市
の
都
市
建
設
事
業
推
進
に
関
す
る
要
請
決

議
」
を
与
野
党
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
こ

の
決
議
は
、
那
覇
市
内
に
あ
る
軍
用
地
の
早

期
返
還
と
、
那
覇
市
の
都
市
計
画
事
業
全
般

に
わ
た
る
長
期
財
政
投
資
を
継
続
し
て
実
施

す
る
よ
う
本
土
政
府
に
要
請
し
て
い
る
。
な

お
市
議
会
で
は
市
当
局
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

超
党
派
で
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
日
の
本
会
議
は
、
委
員
会
の
審
査
報

告
の
あ
と
議
案
を
原
案
通
り
全
会
一
致
で
採

決
し
た
。
野
党
の
新
政
会
（
自
民
党
系
）
は

決
議
の
あ
と
再
び
審
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
続

く
議
案
は
与
党
、
公
明
党
の
単
独
審
議
で
異

議
を
は
さ
む
の
も
な
く
順
調
。
建
設
委
に
付

託
さ
れ
た
案
件
は
、
結
局
同
委
員
会
が
流
会

続
き
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
日
の
本
会
議
で

審
議
、
採
決
さ
れ
た
。
建
設
委
に
付
託
さ
れ

た
陳
情
案
件
は
日
程
の
都
合
で
、
継
続
審
査

に
な
っ
た
。

　

新
政
会
は
午
前
中
の
議
案
審
議
ま
で
ボ
イ

コ
ッ
ト
し
た
が
、
午
後
か
ら
開
か
れ
た
本
会

議
に
は
全
員
が
出
席
、
都
市
建
設
事
業
推
進

に
関
す
る
要
請
決
議
は
与
野
党
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。
一
週
間
ぶ
り
に
姿
を
み
せ

た
新
政
会
所
属
議
員
に
与
党
席
か
ら
「
や

あ
！
し
ば
ら
く
」
と
の
声
が
か
か
り
、
新
政

会
が
複
雑
な
表
情
を
み
せ
る
ひ
と
コ
マ
も

あ
っ
た
。
軍
用
地
の
早
期
返
還
な
ど
に
関
す

る
要
請
は
市
当
局
、
市
議
会
が
一
体
と
な
っ

て
行
な
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
那
覇
市
始
ま
っ

て
以
来
の
で
き
ご
と
。
一
行
は
四
日
に
出

発
、
一
週
間
の
日
程
で
要
請
活
動
を
行
な

う
。
市
議
会
代
表
は
辺
野
喜
英
興
議
長
（
自

民
）
、
金
城
吾
郎
（
社
大
）
、
黒
潮
隆
（
人
民
）
、

喜
久
山
朝
重
（
新
政
会
）
、
玉
城
栄
一
（
公

明
）
の
五
議
員
。

　

声
／
公
害
へ
の
質
問

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
４
・
６
〕

　

わ
れ
わ
れ
壺
川
公
害
反
対
同
盟
は
、
以
下

八
項
目
の
質
問
中
、
拓
南
製
鉄
社
長
に
対
し

て
は
①
か
ら
④
ま
で
、
那
覇
市
長
・
議
会
議
長

に
対
し
て
は
⑤
か
ら
⑧
ま
で
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
本
欄
を
通
じ
て
誠
意
あ
る
具
体
的
な

回
答
を
求
め
ま
す
。

　

①
社
長
み
ず
か
ら
家
族
と
一
緒
に
社
屋
に

住
ま
い
、
積
極
的
に
公
害
対
策
に
取
り
組
む

決
意
が
あ
る
か
ど
う
か
。

　

②
午
後
十
時
以
後
の
電
気
炉
の
騒
音
は
ひ

ど
い
安
眠
妨
害
で
あ
る
。
夜
間
の
操
業
を
停

止
し
て
は
採
算
が
と
れ
な
い
と
い
う
が
、
今

後
も
市
民
の
健
康
を
害
し
て
ま
で
夜
間
操
業

を
続
け
る
つ
も
り
か
ど
う
か
。

　

③
昨
年
会
社
は
、
集
じ
ん
機
を
買
い
替
え

る
と
い
っ
て
い
た
が
す
ぐ
買
い
替
え
る
意
思

が
あ
る
か
ど
う
か
。

　

④
電
気
炉
、
工
場
の
密
閉
化
に
よ
り
、
ば

い
煙
、
騒
音
の
防
除
対
策
を
徹
底
的
に
や
る

意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
。

　

⑤
那
覇
市
議
会
は
、
昨
年
九
月
の
定
例
議

会
で
基
本
立
法
の
制
定
を
待
た
ず
に
人
命
の

尊
重
優
先
か
ら
地
域
的
特
殊
性
に
か
ん
が
み

独
自
の
条
例
を
制
定
す
る
方
針
だ
と
し
て
全

会
一
致
で
わ
れ
わ
れ
の
陳
情
を
採
択
し
た
。

人
命
尊
重
と
い
う
な
ら
ば
、
せ
め
て
さ
る
三

月
の
定
例
議
会
で
制
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と

思
う
が
、
な
ぜ
公
害
を
防
止
す
る
条
例
の
制

定
を
見
合
わ
せ
た
の
か
。

　

⑥
現
実
に
公
害
は
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
だ

け
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
健
康
生
活
は
は
な

は
だ
し
く
害
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
当
面
の
打
開

策
と
し
て
人
命
の
尊
重
優
先
の
立
場
か
ら
、

自
治
体
と
し
て
の
確
こ
た
る
行
政
力
に
よ
っ

て
夜
間
の
操
業
を
停
止
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

　

⑦
被
害
者
を
締
め
出
し
て
の
政
府
、
市
当

局
、
会
社
の
三
者
に
よ
る
協
議
会
は
主
客
を

転
倒
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
被
害
者
も

参
加
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

⑧
建
設
局
用
地
に
防
音
壁
と
し
て
の
建
て

物
を
建
て
た
と
こ
ろ
で
、
騒
音
、
ば
い
煙
の

根
本
的
防
除
対
策
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
重
大
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
公
聴
会
を

開
い
て
市
民
の
意
見
を
十
分
聞
く
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。
（
那
覇
市
壺
川
二
○
○
・
壺

川
公
害
反
対
同
盟
）

代
替
地
か
ら
み
微
妙
／
上
之
屋

外
人
住
宅
の
返
還

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
４
・
７
〕

　

【
東
京
】
那
覇
市
内
の
軍
用
地
開
放
、
復

帰
に
伴
う
都
計
事
業
の
協
力
な
推
進
で
本
土

政
府
に
要
請
の
た
め
上
京
中
の
平
良
那
覇
市

長
と
辺
野
喜
議
長
ら
同
市
議
会
派
遣
の
超
党

派
五
市
議
は
六
日
午
後
、
総
理
府
に
山
中
総

務
長
官
を
た
ず
ね
た
の
を
は
じ
め
、
岡
部
沖

縄
・
北
方
対
策
庁
長
官
、
内
海
防
衛
庁
事
務

次
官
を
そ
れ
ぞ
れ
た
ず
ね
要
請
書
を
手
渡
し

本
土
政
府
の
積
極
的
な
協
力
を
要
望
し
た
。

　

平
良
市
長
、
辺
野
喜
議
長
ら
は
「
七
二
年

本
土
復
帰
に
伴
い
、
那
覇
市
は
新
し
い
沖
縄

県
の
首
都
と
し
て
、
さ
ら
に
は
復
帰
後
に
お

け
る
沖
縄
開
発
の
拠
点
と
し
て
都
市
整
備

が
切
望
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
軍
用
地
開
放

に
つ
い
て
は
「
那
覇
市
総
面
積
の
三
分
の
一

に
当
た
る
十
二
万
平
方
㌔
の
米
軍
用
地
、
同

施
設
の
開
発
、
撤
収
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
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五
月

る
」
と
の
観
点
か
ら
、
那
覇
空
港
お
よ
び
商

港
の
一
部
と
ガ
ソ
リ
ン
貯
蔵
庫
の
返
還
は
確

実
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
那
覇
新
港
の

後
背
地
に
当
た
る
上
之
屋
の
米
住
宅
地
域
六

十
万
坪
の
返
還
見
通
し
が
つ
い
て
い
な
い
の

は
都
市
計
画
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と

し
日
米
返
還
協
定
交
渉
で
、
ぜ
ひ
と
も
返
還

実
現
の
目
鼻
を
つ
け
て
ほ
し
い
、
と
要
望
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
山
中
総
務
長
官
は
「
那
覇

市
の
実
情
か
ら
返
還
が
の
ぞ
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
が
代
替
地
提
供
の
接
渉
も
か
ら
む
の

で
、
そ
れ
と
の
か
ね
あ
い
で
要
望
に
そ
う
よ

う
努
力
す
る
」
と
し
、
明
確
に
し
な
か
っ

た
。

　

つ
い
で
、
市
長
ら
が
「
那
覇
市
は
都
市
の

基
本
施
設
と
公
共
施
設
の
建
設
を
復
帰
に
伴

う
最
重
点
施
策
と
し
て
い
る
」
と
し
➊
環
状

２
号
線
の
早
期
完
成
❷
緑
ケ
丘
公
園
の
整
備

と
墓
地
公
園
の
造
成
❸
先
行
投
資
特
別
会
計

に
対
す
る
財
政
援
助―

の
三
点
を
強
く
要
請

し
た
。

　

那
覇
市
の
都
心
部
と
副
都
心
部
を
結
ぶ
市

内
交
通
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
環
状
２
号
線

の
建
設
は
隣
接
市
町
村
と
の
合
併
、
産
業
、
住

宅
の
郊
外
へ
の
進
出
を
は
か
る
た
め
に
も
急

務
で
あ
る
と
し
、
総
延
長
一
万
七
千
㍍
（
幅

員
二
十
五
㍍
）
の
こ
の
環
状
２
号
線
は
七
三

年
沖
縄
特
別
国
体
関
連
道
路
と
し
て
、
そ
の

一
部
に
当
た
る
安
謝
橋
か
ら
首
里
儀
保
間
の

約
三
千
四
百
㍍
の
建
設
に
つ
い
て
は
建
設
の

メ
ド
が
つ
い
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て

は
十
五
、
六
億
円
の
予
算
が
必
要
な
の
で
引

き
続
き
国
の
施
策
と
し
て
早
期
完
成
す
る
よ

う
配
慮
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。
こ
れ
に

対
し
山
中
総
務
長
官
は
「
要
望
に
そ
う
よ
う

十
分
、
検
討
す
る
」
と
答
え
た
。
ま
た
山
中

総
務
長
官
は
緑
ケ
丘
公
園
の
整
備
と
墓
地
公

園
造
成
に
つ
い
て
の
要
請
に
対
し
て
は
「
昭

和
四
十
七
年
度
予
算
編
成
の
さ
い
に
は
、
こ

の
点
を
念
頭
に
他
の
諸
施
策
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
つ
つ
措
置
し
た
い
」
と
し
、
ま
た
那

覇
市
は
公
共
用
地
取
得
業
務
を
中
心
に
先
行

投
資
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
の
財
政
援
助
に
つ
い
て
は
復

帰
に
伴
う
特
別
措
置
法
、
復
帰
対
策
費
の
財

政
投
融
資
面
で
特
別
の
配
慮
を
し
て
ほ
し
い

と
要
請
し
た
の
に
対
し
て
は
「
琉
球
政
府
と

も
十
分
、
話
し
合
っ
た
う
え
で
具
体
的
な
案

を
示
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
と
の
意
向
を
示
し
た
。

　

平
良
市
長
ら
は
、
そ
の
ご
の
記
者
会
見
で

「
三
十
万
も
の
人
口
が
二
十
四
平
方
㌔
に
押

し
込
め
ら
れ
た
状
態
で
あ
り
日
本
で
最
高
の

超
過
密
地
帯
と
な
っ
て
お
り
米
軍
用
地
は
ぜ

ひ
と
も
全
面
的
に
撤
去
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
て
超
党
派
で
要
請
に
来
た

が
、
ど
う
し
て
も
確
約
を
取
り
つ
け
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
市
長
ら
は
七
日
は

秋
田
自
治
相
を
、
八
日
は
愛
知
外
相
と
福
田

蔵
相
を
そ
れ
ぞ
れ
た
ず
ね
同
じ
く
要
請
す
る
。

埋
め
立
て
地
に
移
転
／
西
本
町

の
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
建
設
／
一

年
ぶ
り
に
解
決

〔
琉
新
・
朝　
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通
産
局
工
業
課
は
二
十
六
日
午
後
、
通
産

局
会
議
室
に
沖
縄
タ
ク
シ
ー
事
業
協
同
組
合

の
代
表
と
西
本
町
の
住
民
代
表
を
集
め
て
ガ

ス
ス
タ
ン
ド
の
建
設
場
所
移
転
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
結
果
、
ク
ク
シ
ー
事
業
協
同
組
合

が
建
設
場
所
を
那
覇
市
西
本
町
四
丁
目
九
番

地
か
ら
波
上
海
岸
埋
め
立
て
地
の
西
新
町
三

丁
目
九
十
七
番
地
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、

通
産
局
も
西
本
町
住
民
代
表
も
移
転
に
同
意
、

オ
ー
ト
ガ
ス
・
ス
タ
ン
ド
建
設
を
め
ぐ
る
公

害
問
題
は
一
年
ぶ
り
に
解
決
し
た
。

　

同
日
の
話
し
合
い
に
は
、
通
産
局
か
ら
池

間
公
益
事
業
課
長
、
宮
城
ガ
ス
係
長
、
沖
縄
タ

ク
シ
ー
事
業
協
同
組
合
か
ら
島
袋
会
長
、
仲

程
専
務
理
事
、
西
本
町
住
民
代
表
と
し
て
渡

久
地
、
川
辺
両
氏
が
出
席
し
て
開
か
れ

た
。
住
民
代
表
は
、
大
阪
で
の
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
事
故
や
波
上
そ
の
他
で
起
き
た
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
に
よ
る
爆
発
事
故
の
例
を
あ
げ
、
西
本

町
の
住
民
地
域
で
の
ス
タ
ン
ド
建
設
を
取
り

や
め
る
よ
う
昨
年
六
月
か
ら
タ
ク
シ
ー
事
業

協
同
組
合
と
折
衝
を
続
け
て
い
た
も
の
だ
が
、

こ
の
ほ
ど
事
業
協
同
組
合
が
西
本
町
か
ら
西

新
町
の
埋
め
立
て
地
に
建
設
場
所
を
移
転
す

る
こ
と
で
双
方
の
同
意
が
成
立
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
事
業
協
同
組
合
は
、
西
新
町
で

二
千
六
百
八
十
六
平
方
㍍
（
八
百
十
四
坪
）

の
用
地
を
確
保
、
二
十
六
日
に
起
工
式
を
行

な
い
、
十
㌧
タ
ン
ク
の
埋
設
工
事
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。

那
覇
市
制
施
行
五
十
周
年
／
激

変
の
時
代
ふ
ま
え
／
住
み
よ

い
文
化
都
市
目
ざ
す

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
５
・
21
〕

　

那
覇
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
が
、

二
十
日
午
後
二
時
十
五
分
か
ら
那
覇
市
民
会

館
で
約
三
百
人
の
官
公
庁
代
表
、
市
民
が
出

席
し
て
開
か
れ
た
。
平
良
良
松
那
覇
市
長
は

あ
い
さ
つ
の
中
で
「
七
二
年
復
帰
を
ひ
か
え

住
民
自
治
の
確
立
と
生
産
基
盤
を
整
備
し
、

日
本
の
表
玄
関
と
し
て
住
み
よ
い
文
化
都
市

を
め
ざ
し
た
い
」
と
の
べ
た
。
東
京
沖
縄
県

人
会
長
神
山
政
良
氏
が
名
誉
市
民
の
顕
彰
を

受
け
た
ほ
か
市
政
功
労
者
十
四
人
、
永
年
勤

務
職
員
五
十
五
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

式
典
は
稲
嶺
第
一
助
役
の
開
会
宣
言
で
は

じ
ま
っ
た
。
平
良
市
長
、
辺
野
喜
英
興
市
議

会
議
長
が
あ
い
さ
つ
、
こ
の
あ
と
平
良
市
長

か
ら
神
山
政
良
氏
に
四
人
の
名
誉
市
民
の
顕
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彰
が
贈
ら
れ
、
代
理
と
し
て
出
席
し
た
神
山

政
弘
氏
に
手
渡
さ
れ
た
。
市
政
功
労
者
十
四

人
、
永
年
勤
務
職
員
五
十
五
人
が
表
彰
を
受

け
た
あ
と
、
屋
良
主
席
（
知
念
副
主
席
）
、
ラ

ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
（
代
理
ク
ラ
ー
ク
局

長
）
、
日
本
政
府
沖
縄
・
北
方
対
策
庁
加
藤
事

務
局
長
、
九
州
市
長
会
を
代
表
し
て
宮
崎
県

日
南
市
の
河
合
弘
美
市
長
ら
が
お
祝
い
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
く
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
祝
賀
会
に
移
り
、
お
そ
く
ま
で

懇
談
し
た
。

　

【
市
政
功
労
者
】
平
良
亀
助
（
元
市
議
）
、
辺

野
喜
英
興
（
現
議
長
）
、
喜
久
山
朝
重
（
現

議
員
）
、
比
嘉
朝
四
郎
（
元
議
員
）
、
又
吉
久

正
（
現
議
員
）
、
大
山
盛
幸
（
元
議
員
）
、
渡

口
麗
秀
（
元
議
員
）
、
高
良
一
（
元
議
員
）
、

比
嘉
佑
直
（
現
議
員
）
、
渡
口
政
行
（
元
収
入

役
）
、
嘉
手
納
並
水
（
元
助
役
）
、
武
村
朝
良

（
消
防
団
長
）
、
上
地
安
昭
（
元
監
査
委
員
）
、

中
山
興
忠
（
監
査
委
員
）
。

　

【
平
良
市
長
の
あ
い
さ
つ
要
旨
】

大
正
十
年
五
月
二
十
日
、
当
時
の
首
里
区
と

と
も
に
那
覇
市
に
一
般
市
制
が
施
行
さ
れ
て

い
ら
い
五
十
年
、
半
世
紀
が
こ
こ
に
経
過
し

た
。
沖
縄
に
お
け
る
こ
の
半
世
紀
は
日
本
の

近
代
化
の
歴
史
と
も
対
応
し
、
市
民
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
沖
縄
に
と
っ
て
も
激
変
の
時
代

で
、
那
覇
市
制
五
十
年
は
激
変
の
時
代
の
中

心
で
あ
り
、
す
べ
て
の
事
象
は
那
覇
市
に
反

映
し
た
。
都
市
五
十
年
の
歴
史
を
考
え
る
と
、

そ
の
前
半
は
沖
縄
の
県
都
と
し
て
貿

易
、
商
業
の
那
覇
、
歴
史
と
文
化
の
首
里
そ

し
て
全
県
民
の
誇
り
と
さ
れ
る
都
市
が
す
で

に
築
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
争
で
那
覇

市
は
廃
墟
に
な
り
、
戦
後
二
十
五
年
、
都
市

の
再
建
に
専
念
、
今
日
の
那
覇
を
築
い
て
き

た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
市
民
精
神
で

あ
り
、
市
民
の
英
知
で
あ
る
。
七
二
年
復
帰

は
沖
縄
県
民
の
自
治
の
回
復
は
も
ち
ろ
ん
戦

後
二
十
五
年
に
お
よ
ぶ
政
治
、
経
済
な
ど
各

面
に
お
け
る
格
差
が
解
消
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
那
覇
市
で
も
住
民
自
治
の
確
立
と
生

活
、
生
産
の
基
盤
を
整
備
し
、
日
本
の
南
玄

関
と
し
て
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
那
覇
新
港
の
建
設
、
都
市
幹

線
道
路
の
設
置
、
都
市
近
郊
の
開
発
な
ど
に

よ
り
、
す
で
に
那
覇
市
を
中
核
と
す
る
首
都

圏
の
整
備
、
広
域
都
市
化
を
め
ざ
す
段
階
に

は
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
五
十

年
の
歴
史
が
新
た
な
百
年
を
め
ざ
し
大
き
く

変
ぼ
う
し
て
い
く
も
の
と
信
ず
る
。

基
地
返
還
リ
ス
ト
ま
と
ま
る
／

北
部
訓
練
地
域
な
ど
31
カ
所

／
那
覇
空
港
は
交
渉
中
／
天

久
住
宅
、
十
年
内
は
困
難

〔
沖
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【
東
京
】
沖
縄
返
還
に
と
も
な
う
基
地
の

整
理
縮
小
に
つ
い
て
、
政
府
筋
が
二
十
七
日

明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
➊
復
帰
前

ま
た
は
復
帰
時
点
に
返
還
す
る
も
の
❷
復
帰

後
適
当
な
期
間
を
お
い
て
返
還
す
る
も
の
❸

復
帰
後
も
引
き
続
き
提
供
す
る
基
地
の
リ
ス

ト
が
日
米
間
で
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
。
リ
ス
ト
に

よ
る
と
、
復
帰
前
ま
た
は
復
帰
時
に
返
還
さ

れ
る
基
地
は
➊
那
覇
市
内
の
与
儀
ガ
ソ
リ
ン

タ
ン
ク
地
域
❷
石
川
ビ
ー
チ
❸
本
部
採
石
場

（
陸
軍
）
❹
国
頭
村
と
東
村
に
ま
た
が
る
北

部
訓
練
地
域
の
う
ち
約
九
千
エ
ー
カ
ー
❺
本

部
補
助
飛
行
場―

で
あ
る
。〝
準
目
玉
商
品
〟

と
み
ら
れ
て
い
た
那
覇
市
内
の
天
久
住
宅
は
、

当
初
、
復
帰
後
二
、
三
年
内
に
返
還
さ
れ
る

見
通
し
だ
っ
た
が
、
外
務
省
筋
に
よ
る
と
大

蔵
省
が
こ
れ
に
難
色
を
示
し
、「
こ
の
ぶ
ん
だ

と
復
帰
後
十
年
は
返
還
さ
れ
る
見
通
し
が
た

た
な
い
」
と
、
い
わ
れ
る
。

　

大
蔵
省
が
難
色
を
示
す
理
由
と
し
て
➊
い

ま
返
還
し
て
も
一
部
地
主
の
利
益
に
な
る
だ

け
で
あ
り
、
那
覇
市
が
新
た
に
買
収
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
❷
那
覇
市
の
同
住
宅
地

域
の
使
用
計
画
が
具
体
的
に
出
て
い
な
い―

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
那
覇
空
港
は
、
Ｐ

Ｓ
３
対
潜
し
ょ
う
戒
機
の
移
駐
問
題
で
な
お

交
渉
中
。

　

な
お
、
こ
の
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
復
帰
ま

で
に
返
還
な
い
し
縮
小
さ
れ
る
基
地
は
三
十

一
カ
所
。
い
っ
た
ん
提
供
さ
れ
た
あ
と
近
い

将
来
返
還
さ
れ
る
基
地
は
十
八
カ
所
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
自
衛
隊
引
き
継
ぎ
施
設
。
こ
れ

以
外
の
も
の
は
、
米
軍
が
長
期
間
使
用
す
る

も
の
で
そ
の
数
八
十
五
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

〝
発
展
策
考
え
よ
〟
／
牧
志
第
二

市
場
／
市
に
ね
じ
込
む

〔
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那
覇
市
牧
志
第
二
公
設
市
場
と
周
辺
商
店

街
の
業
者
約
三
百
五
十
人
が
、
二
十
七
日
午

後
一
時
か
ら
「
牧
志
第
二
公
設
市
場
発
展
促

進
期
成
会
」
結
成
大
会
を
開
き
、「
市
の
責
任

に
お
い
て
第
二
市
場
周
辺
の
発
展
策
を
立
て

る
べ
き
で
あ
る
」
と
決
議
、
大
城
竜
太
郎
さ

ん
ら
代
表
者
約
三
十
人
が
同
日
午
後
三
時
市

役
所
に
備
瀬
経
民
部
長
を
た
ず
ね
、
➊
第
二

市
場
が
十
分
機
能
で
き
る
よ
う
に
改
造
❷
市

場
周
辺
の
街
路
の
補
修
❸
路
上
駐
車
を
禁
止

し
、
市
場
専
用
の
駐
車
場
を
設
置
す
る
こ
と

❹
市
場
の
屋
上
の
利
用
❺
市
場
周
辺
公
園
地

域
の
整
備―

に
つ
い
て
訴
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
備
瀬
経
民
部
長
、
大
嶺
商
工

観
光
課
長
は
「
市
場
周
辺
の
道
路
補
修
、
路

上
駐
車
の
禁
止
な
ど
実
現
可
能
な
も
の
か
ら

着
手
、
で
き
る
だ
け
要
望
に
こ
た
え
た
い
」

と
答
え
た
。
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さ
き
に
壺
川
公
害
反
対
同
盟
か
ら
の
投
書

が
あ
り
ま
し
た
公
害
に
つ
い
て
の
質
問
⑤
か

ら
⑧
ま
で
を
那
覇
市
長
、
議
会
議
長
か
ら
お

答
え
い
た
し
ま
す
。

　

質
問
⑤
に
つ
い
て

　

騒
音
防
止
条
例
制
定
の
促
進
に
つ
い
て
は

一
九
七
○
年
の
九
月
議
会
に
お
い
て
「
早
期

に
条
例
を
制
定
し
、
市
民
か
ら
の
公
害
に
対

す
る
不
安
解
消
と
都
市
に
お
け
る
健
康
的
、

快
適
な
日
常
生
活
を
営
ま
す
こ
と
を
指
針
と

す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
に
立
っ
て
」
採
択

し
、
市
長
に
お
い
て
措
置
す
る
こ
と
を
適
当

と
認
め
市
町
村
自
治
法
の
規
定
に
よ
っ
て
市

長
に
こ
の
旨
を
送
付
し
、
市
と
し
て
は
公
害

基
本
法
の
立
法
制
定
を
ま
ち
必
要
が
あ
れ
ば

市
独
自
の
条
例
を
つ
く
る
よ
う
に
し
、
そ
れ

ま
で
は
行
政
指
導
に
よ
る
防
除
策
を
は
か
り

強
力
に
対
処
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

　

質
問
⑥
に
つ
い
て

　

夜
間
の
操
業
停
止
に
つ
い
て
は
現
段
階
で

は
法
的
に
規
制
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
と

同
社
の
経
営
上
の
問
題
と
工
場
の
性
質
か
ら

し
て
困
難
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
住
民
の
健

康
の
保
護
と
生
活
環
境
の
保
全
は
な
に
よ
り

も
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
に
立

ち
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
し
て

お
り
、
目
下
本
土
メ
ー
カ
ー
側
か
ら
集
じ
ん

装
置
の
専
門
家
を
招
く
べ
く
機
械
の
総
点
検

を
お
こ
な
い
、
騒
音
発
生
源
を
改
善
す
べ
き

個
所
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
調
査
資
料
に
も
と

づ
き
早
急
に
改
善
す
べ
く
準
備
に
と
り
か
か

っ
て
お
り
、
そ
れ
と
並
行
し
て
集
じ
ん
機
近

く
に
約
三
十
坪
の
政
府
用
地
を
確
保
し
て
防

音
壁
を
建
設
す
る
計
画
で
政
府
建
設
局
と
折

衝
中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
消
音
装
置
が
と
ら

れ
る
ま
で
集
じ
ん
機
の
稼
（
か
）
動
を
従
来

ど
お
り
午
後
十
時
か
ら
翌
朝
六
時
ま
で
停
止

す
る
。

　

質
問
⑦
に
つ
い
て

　

協
議
会
か
ら
被
害
者
を
締
め
出
し
た
わ
け

で
な
く
、
た
だ
会
議
の
運
営
上
と
ら
れ
た
処

置
で
あ
っ
た
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
な

お
、
今
後
必
要
が
あ
り
ま
し
た
ら
被
害
者
の

み
な
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
つ
も
り

で
あ
り
ま
す
。

質
問
⑧
に
つ
い
て

　

防
音
壁
を
建
設
す
る
こ
と
が
公
害
の
根
本

的
防
除
策
に
は
な
ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

本
土
に
お
け
る
事
例
か
ら
し
て
相
当
な
効
果

を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
方
向
で
対
策
を
推
進
し
て
い
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
協
議
会
で

決
め
る
に
あ
た
っ
て
は
那
覇
市
、
政
府
、
会

社
側
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
立
場

か
ら
慎
重
に
協
議
を
重
ね
た
結
果
決
め
ら
れ

た
当
面
の
解
決
策
で
あ
る
こ
と
を
申
し
そ
え

て
ご
了
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
那
覇
市
長
・
那
覇
市
議
会
議
長
）

那
覇
商
高
隣
の
米
人
住
宅
地
域

／
即
時
開
放
タ
ナ
上
げ
／
復

帰
後
改
め
て
協
議

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
６
・
３
〕

【
東
京
】
那
覇
市
は
、
過
密
化
の
現
状
を
や
わ

ら
げ
る
、
民
生
・
経
済
の
発
展
を
う
な
が
す

と
い
う
二
つ
の
目
的
か
ら
、
復
帰
後
、
同
市

周
辺
の
米
軍
基
地
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
が
、
天
久
米
軍
住
宅
は
当
分
の

間
、
返
還
の
見
通
し
が
つ
か
ず
、
開
放
が
確

定
し
て
い
る
の
は
与
儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
地

域
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
基
地
で
は
な
い
が
、

那
覇
市
が
同
様
に
開
放
を
強
く
求
め
て
い
る

那
覇
商
業
高
校
隣
の
マ
ー
ニ
ン
グ
社
米
人
住

宅
は
、
外
務
省
筋
に
よ
る
と
復
帰
後
一
年
間

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
存
続
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

同
住
宅
地
は
一
部
が
国
有
地
で
、
同
社
は

国
有
地
を
管
理
し
て
い
る
米
民
政
府
か
ら
土

地
を
ま
た
借
り
し
て
住
宅
企
業
を
営
ん
で
い

る
。

　

米
系
企
業
の
復
帰
後
の
権
益
を
保
証
す
る

愛
知
外
相
書
簡
で
、
国
有
地
の
賃
貸
借
関
係

も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
「
沖
縄
に
お
け
る
国
県
有
地
賃
貸
借
に
つ

い
て
は
復
帰
後
一
年
間
、
従
来
と
同
一
の
条

件
で
存
続
し
う
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
と
り
、

そ
の
後
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
は
右
の
期
間
中

に
関
係
当
局
者
間
で
取
り
決
め
る
こ
と
と
す

る
」―

と
の
規
定
。

　

こ
の
た
め
マ
ー
ニ
ン
グ
社
の
同
地
域
の
住

宅
は
復
帰
後
一
年
間
は
現
状
が
保
証
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
外
務
省
筋
は
「
那
覇
市

の
開
放
要
求
の
趣
旨
は
よ
く
わ
か
る
が
、
政

府
と
し
て
は
復
帰
時
の
住
宅
の
撤
去
を
個
別

企
業
に
た
い
し
て
呼
び
か
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

国
有
地
は
復
帰
後
、
大
蔵
省
の
管
理
下
に

お
か
れ
る
。
復
帰
後
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
は

「
当
事
者
間
で
取
り
決
め
る
」
と
の
〝
一

札
〟
が
は
い
っ
て
い
る
の
で
那
覇
市
と
し
て

は
、
大
蔵
省
を
は
じ
め
企
業
と
の
話
し
合
い

を
通
じ
て
し
か
解
決
の
道
は
な
い
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

外
務
省
は
の
む
べ
き
で
な
い

　

平
良
那
覇
市
長
の
話　

あ
き
れ
か
え
る
ば

か
り
だ
。
復
帰
ま
で
に
返
還
さ
れ
る
の
は
与

儀
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
だ
け
と
い
う
が
、
こ
の

地
域
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
月
ご
ろ
、
地
元

で
「
返
還
す
る
」
と
の
確
約
を
米
民
政
府
か

ら
得
て
お
り
、
一
歩
も
前
進
し
て
い
な
い
で

は
な
い
か
。
マ
ー
ニ
ン
グ
社
に
つ
い
て
も
米

民
政
府
は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
で
話
す
よ

う
に
と
の
回
答
を
し
て
き
た
が
、
住
民
の
権



六
一
七

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
六
月

利
や
所
有
権
を
不
法
に
無
視
、
接
収
し
て
い

な
が
ら
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
う
ん
ぬ
ん
す

る
の
は
不
合
理
だ
。
あ
く
ま
で
行
政
ベ
ー
ス

で
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
外
務
省
は
筋
の
通

ら
な
い
話
を
の
む
べ
き
で
は
な
い
。
ア
メ
リ

カ
の
無
法
の
主
張
を
受
け
入
れ
る
よ
う
で
は

日
本
の
外
務
省
と
は
い
え
な
い
で
は
な
い
か
。

返
還
協
定
は
一
事
が
万
事
ア
メ
リ
カ
ペ
ー
ス

で
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
残
念

で
な
ら
な
い
。

汚
染
で
死
の
川
に
／
国
場
川
／

汚
物
投
棄
に
政
府
無
策

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
１
・
６
・
３
〕

　

国
場
川
は
汚
れ
放
題
に
汚
れ
、
す
で
に
〝

川
〟
で
な
く
〝
汚
物
投
棄
場
〟
と
い
っ
た
現

状
。
だ
が
、
政
府
は
無
策
。〝
病
め
る
国
場
川

〟
は
ひ
ん
死
直
前―

。

　

国
場
川
周
辺
に
は
工
場
、
畜
舎
、
と
畜
場
、

民
家
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
ふ
え
、
水
は
汚
染
さ

れ
放
題
。
最
近
も
付
近
住
民
か
ら
「
一
週
間

ほ
ど
前
か
ら
国
場
川
の
水
が
赤
か
っ
色
に
な

っ
て
い
る
」
と
総
合
対
策
室
に
訴
え
て
い
る
。

那
覇
保
健
所
は
さ
っ
そ
く
一
日
に
水
を
採
取

し
て
公
害
衛
研
に
分
析
を
依
頼
し
て
い
る
が
、

ま
だ
原
因
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

厚
生
局
は
二
日
午
前
、
国
場
川
の
下
流

（
豊
見
城
高
校
前
）
か
ら
上
流
（
琉
糖
の
側
）

ま
で
調
査
し
た
が
「
確
か
に
水
が
赤
く
な
っ

て
い
る
。
原
因
は
何
だ
ろ
う
」―

と
首
を
か

し
げ
て
い
た
。
調
査
員
は
国
場
川
の
〝
汚
れ

ぶ
り
〟
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
表
情
。
下
流
で
は

と
畜
場
か
ら
の
赤
い
血
や
工
場
、
家
庭
か
ら

の
廃
水
が
流
れ
込
み
、
上
流
ま
で
の
川
沿
い

は
ま
る
で
チ
リ
捨
て
場
。
あ
き
か
ん
、
あ
き

び
ん
、
フ
ト
ン
の
切
れ
は
し
な
ど
種
々
雑
多

の
ゴ
ミ
が
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
上
流
の
川
沿
い
に
は
畜
舎
が
立
ち
並

び
、
汚
水
は
そ
の
ま
ま
国
場
川
に
流
れ
込
ん

で
い
る
。
そ
の
う
え
下
流
で
ド
ロ
が
沈
殿
、
水

を
せ
き
止
め
た
格
好
だ
け
に
上
流
ま
で
水
が

よ
ど
み
悪
臭
を
放
つ
。
付
近
住
民
の
話
で
は

「
ち
ょ
く
ち
ょ
く
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
が
来
て

し
尿
を
捨
て
て
い
る
。
二
、
三
日
前
も
そ
ん

な
こ
と
が
あ
っ
た
。
悪
臭
と
銀
バ
エ
が
た
か

っ
て
ひ
ど
く
困
っ
た
」
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
国
場
川
は
日
々
汚
染
が
ひ
ど

く
な
っ
て
い
る
が
、
政
府
や
市
の
対
策
は
皆

無
。
行
政
府
で
は
昨
年
テ
ラ
ピ
ア
が
大
量
に

死
ん
だ
あ
と
、
大
騒
ぎ
し
て
環
境
調
査
を
し

た
が
、
そ
の
結
果
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
た
の
か
、
音
さ
た
が

な
い
。

那
覇
市
／
定
例
議
会
き
ょ
う

か
ら
／
県
都
の
整
備
め
ざ

す
／
72

年
予
算
／
総
額

二
千
九
百
万
㌦

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
６
・
10
〕

　

平
良
市
長
記
者
会
見　

那
覇
市
の
六
月
定

例
議
会
（
予
算
議
会
）
は
、
十
日
午
前
十
時
開

会
（
会
期
十
九
日
間
）
す
る
が
、
平
良
市
長

は
九
日
午
前
十
一
時
か
ら
記
者
会
見
、「
今
年

度
は
米
軍
軍
事
優
先
統
治
下
の
最
後
の
予
算

編
成
と
な
る
。
新
し
く
日
本
国
憲
法
下
の
自

治
体
と
し
て
出
発
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
市

民
の
未
曽
有
の
戦
争
体
験
を
ふ
ま
え
、
市
民

の
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
破
壊
し
た
基
地
の
撤
去

と
自
衛
隊
の
配
備
反
対
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

民
主
的
な
地
方
自
治
の
確
立
、
都
市
計
画
の

推
進
、
市
民
福
祉
な
ど
市
民
の
要
求
に
応
え

う
る
諸
施
策
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
、

施
政
方
針
と
七
二
年
度
重
点
施
策
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

一
、
那
覇
市
が
復
帰
後
、
真
に
県
都
と
し

て
は
ず
か
し
く
な
い
都
市
を
め
ざ
し
て
整
備

が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
基
地
問
題
の

解
決
、
那
覇
新
港
、
環
状
２
号
線
、
そ
の
他

都
市
幹
線
道
路
の
整
備
に
着
手
す
る
。

　

一
、
政
治
の
中
央
集
権
化
が
進
む
、
き
び

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
本
土
法
へ
の
移
行
に

当
た
っ
て
は
、
教
育
委
員
の
公
選
制
度
、
公

務
員
労
働
者
の
諸
権
利
な
ど
市
民
運
動
の
中

で
勝
ち
取
っ
て
き
た
既
得
権
は
、
こ
れ
ま
で

許
認
事
項
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
住
民
の

利
益
を
も
合
わ
せ
て
擁
護
し
て
い
き
た
い
。

　

一
、
そ
の
ほ
か
、
本
来
な
ら
国
家
の
負
担

で
行
な
わ
れ
る
べ
き
事
業
や
事
務
が
、
市
民

に
肩
代
わ
り
さ
れ
て
き
た
た
め
、
市
民
福
祉

面
の
諸
制
度
で
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
市
民
の
生
活
・

権
利
を
守
る
諸
事
業
を
優
先
し
て
行
政
に
反

映
さ
せ
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
那
覇
市
の
七
二
年
度
予
算
総

額
（
案
）
は
、
二
千
九
百
十
四
万
七
千
七
百

二
十
四
㌦
。
七
一
年
度
当
初
予
算
（
二
千
百

八
十
万
㌦
）
に
比
べ
て
約
三
○
㌫
の
伸
び
と

な
っ
て
い
る
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
自
己
財

源
が
一
千
八
百
八
十
七
万
八
千
三
百
五
十
㌦

で
、
残
り
一
千
二
十
六
万
九
千
三
百
七
十
四

㌦
は
依
存
財
源
。
自
己
財
源
の
中
心
と
な
る

市
税
収
入
は
、
七
百
十
五
万
八
千
九
百
八
十

㌦
を
見
込
み
、
七
一
年
度
よ
り
七
十
七
万
六

千
㌦
の
増
。
政
府
支
出
金
は
前
年
度
よ
り
三

百
九
十
二
万
百
八
十
三
㌦
増
の
八
百
八
十
五

万
三
百
四
十
五
㌦
で
、
予
算
の
伸
び
率
は
、
ほ

と
ん
ど
政
府
支
出
金
に
負
っ
て
い
る
。

　

七
二
年
度
重
点
施
策
と
し
て
は
、
道
路
整

備
事
業
（
約
六
百
万
㌦
）
、
公
共
下
水
道
事

業
（
百
万
㌦
）
、
土
地
区
画
整
理
事
業
（
四
十

五
万
㌦
）
、
公
園
建
設
事
業
（
三
十
六
万
㌦
）
、

上
水
道
事
業
の
整
備
拡
充
（
四
百
五
十
万



六
一
八

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
六
月

㌦
）
、
清
掃
施
設
建
設
（
四
十
六
万
㌦
）
、
港

湾
建
設
（
三
百
五
十
万
㌦
）
な
ど
が
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

新
規
事
業
と
し
て
も
、
三
十
万
㌧
処
理
能

力
を
も
つ
焼
却
炉
の
建
設
（
四
十
万
㌦
）と
希

望
が
丘
公
園
の
整
備
な
ど
公
園
緑
地
費
（
二

十
四
万
㌦
）
が
目
立
つ
程
度
で
目
ぼ
し
い
事

業
は
な
く
、
福
祉
対
策
費
も
十
三
万
㌦
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
平
良
市
長
の
第
三
回
目
の

予
算
編
成
、
ま
だ
ま
だ
〝
革
新
市
政
〟

を
表
現
す
る
予
算
に
は
な
り
き
れ
な
い
よ
う

だ
。〝

自
治
の
拡
大
に
全
力
〟
／
平
良

市
長
が
施
政
方
針
／
那
覇
市

会
開
く

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
１
・
６
・
10
〕

　

那
覇
市
の
六
月
定
例
議
会
は
十
日
午
前
十

時
す
ぎ
開
会
し
た
。
冒
頭
、
さ
る
五
月
に
病

気
の
た
め
死
去
、
十
三
年
間
の
議
員
生
活
を

終
え
た
儀
間
真
祥
氏
（
人
民
）
の
冥
福
を
祈

っ
て
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
。
つ
い

で
二
十
八
日
ま
で
十
九
日
間
の
会
期
日
程
を

決
定
し
た
あ
と
、
平
良
市
長
が
施
政
方
針
を

述
べ
た
。
午
後
も
本
会
議
を
続
け
、
七
二
年

度
予
算
案
な
ど
四
十
六
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
た
。

　

議
会
勢
力
は
、
今
期
か
ら
与
党
（
公
明
含

む
）
十
四
に
対
し
、
野
党
（
新
政
会
）
も
十

四
と
伯
仲
し
て
お
り
、
石
嶺
市
営
住
宅
建
設

の
無
登
録
業
者
と
の
契
約
問
題
、
予
算
執
行

率
、
都
計
問
題
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
は
げ
し
い

攻
防
が
予
想
さ
れ
る
。

　

施
政
方
針
の
中
で
平
良
市
長
は
「
新
年
度

は
平
和
条
約
第
三
条
に
基
づ
く
米
軍
の
占
領

行
政
が
終
わ
る
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
沖

縄
住
民
の
側
か
ら
い
え
ば
司
法
、
行
政
、
立

法
の
基
本
権
が
制
限
さ
れ
、
地
方
自
治
が
真

の
意
味
で
保
障
さ
れ
て
い
な
い
軍
事
優
先
の

時
代
が
終
わ
り
、
復
帰
と
と
も
に
日
本
国
憲

法
に
基
づ
く
地
方
自
治
が
開
始
さ
れ
る
年
で

あ
る
。
私
は
那
覇
市
長
と
し
て
、
那
覇
市
民

の
未
曽
有
の
戦
争
体
験
お
よ
び
基
地
に
よ
る

都
市
建
設
の
障
害
、
原
潜
に
よ
る
放
射
能
汚

染
、
人
権
問
題
な
ど
、
市
民
の
戦
後
体
験
に

基
づ
き
、
軍
用
地
の
全
面
的
開
放
を
要
求

し
、
さ
ら
に
自
衛
隊
の
配
備
反
対
を
申
し
入

れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
す
で
に
明
ら
か
に

さ
れ
た
本
土
政
府
の
復
帰
対
策
要
綱
や
返
還

協
定
に
か
ん
す
る
報
道
を
み
る
と
、
七
二
年

返
還
は
沖
縄
住
民
に
と
っ
て
き
わ
め
て
き
び

し
い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
」
と
前
お

き
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

一
、
日
本
本
土
に
お
け
る
地
方
自
治
は
、
政

治
行
政
の
中
央
集
権
化
に
よ
り
三
割
自
治
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
教
育
委
員
の
公
選
制
、

公
務
員
労
働
者
の
既
得
権
、
さ
ら
に
市
民
生

活
に
お
け
る
許
認
可
事
項
な
ど
、
沖
縄
の
特

殊
事
情
や
施
政
権
分
離
と
い
う
状
況
の
中
で

沖
縄
県
民
が
独
自
に
築
き
あ
げ
て
き
た

制
度
を
復
帰
に
さ
い
し
す
べ
て
本
土
制
度
に

平
準
化
す
る
と
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
自
治
が
後
退
す
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。
い
や
し
く
も
自
治
の
低
下
を
き
た
す

こ
と
の
な
い
よ
う
行
財
政
の
問
題
も
含
め
市

民
の
立
場
か
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。

　

一
、
諸
事
業
の
効
率
的
執
行
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
七
二
年
度
予
算
編
成

の
方
針
と
し
て
は
「
那
覇
市
建
設
五
カ
年
計

画
」
の
内
容
を
十
分
検
討
の
う
え
➊
都
市
計

画
事
業
の
推
進
❷
生
活
環
境
の
整
備
振
興
❸

産
業
基
盤
の
整
備―

に
重
点
を
お
き
、
具
体

的
事
業
を
す
す
め
て
い
く
が
、
と
く
に
公
害

を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
を
立
て
る
と
と
も

に
、
相
つ
ぐ
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
を
守
る

た
め
の
救
急
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。
新
年

度
は
合
計
三
千
五
百
万
㌦
の
当
初
予
算
を
編

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
政
と
教
育
行
政
を

ひ
き
つ
づ
き
前
進
さ
せ
る
見
通
し
が
つ
い
た
。

市
の
取
り
組
み
が
弱
い
／
那
覇

市
の
軍
用
地
開
放
問
題

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
６
・
13
〕

 

【
東
京
】
七
二
年
復
帰
に
伴
い
那
覇
市
は
新

し
い
沖
縄
県
の
県
都
と
し
、
ま
た
復
帰
後
の

沖
縄
開
発
の
拠
点
と
し
て
の
都
市
整
備
の
必

要
性
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
那
覇
市

総
面
積
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
米
軍
用
地
、

軍
施
設
の
開
放
、
撤
収
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
。

那
覇
市
内
の
軍
用
地
開
放
に
つ
い
て
は
那
覇

市
議
会
も
、
こ
れ
ま
で
に
何
回
か
開
放
要
請

決
議
を
採
択
し
、
平
良
那
覇
市
長
や
辺
野
喜

市
議
会
議
長
ら
も
市
議
会
決
議
に
も
と
づ
き

日
米
両
政
府
に
市
内
の
基
地
撤
去
で
要
請
を

続
け
て
き
た
。

　

一
方
、
琉
球
政
府
お
よ
び
立
法
院
も
、
と

り
わ
け
那
覇
市
内
の
基
地
撤
去
を
求
め
続
け

て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
沖
縄
返
還
協
定
調
印
を
前
に

那
覇
空
港
の
完
全
返
還
や
民
間
使
用
の
那
覇

商
港
岸
壁
、
那
覇
市
与
儀
の
ガ
ソ
リ
ン
貯
蔵

庫
の
復
帰
時
点
で
の
返
還
が
ほ
ぼ
確
実
視
さ

れ
な
が
ら
那
覇
市
天
久
の
牧
港
住
宅
地
域

（
五
十
九
万
二
千
坪
）
が
、
い
ず
れ
返
還
さ
れ

る
基
地
返
還
Ｂ
リ
ス
ト
に
含
め
ら
れ
る
な
ど

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
牧
港
米
軍
住
宅
地
域
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
日
米
折
衝
で
米
側
は
日
本
政
府

が
代
替
え
住
宅
地
域
を
日
米
地
位
協
定
の
施

設
、
区
域
提
供
の
取
り
決
め
に
も
と
づ
い
て

提
供
す
れ
ば
返
還
要
求
に
応
ず
る
と
の
柔
軟

な
態
度
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
沖

縄
復
帰
時
の
返
還
が
持
ち
越
さ
れ
た
理
由
の

大
半
は
那
覇
市
を
は
じ
め
沖
縄
現
地
側
に
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
山
中
総
務
長
官
は
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「
返
還
実
現
の
脈
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
あ
る
が
、
那

覇
市
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
の
当
局
か
ら
返

還
要
求
の
強
い
要
請
は
受
け
て
い
る
が
、
返

還
後
の
具
体
的
な
利
用
計
画
を
含
む
都
市
計

画
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
必
要

経
費
を
め
ぐ
る
大
蔵
省
と
の
折
衝
の
し
よ
う

が
な
い
」と
述
べ
て
お
り
、
都
市
計
画
案
を
早

急
に
提
出
す
る
よ
う
催
促
し
て
い
る
が
、
ナ

シ
の
つ
ぶ
て
だ
と
い
う
。

　

平
良
那
覇
市
長
ら
は
さ
る
四
月
、
こ
の
牧

港
米
軍
住
宅
地
域
の
返
還
に
つ
い
て
山
中
総

務
長
官
や
愛
知
外
相
に
協
力
を
要
請
し
た
が
、

同
要
請
に
当
た
っ
て
平
良
市
長
は
同
地
域
が

①
政
府
援
助
で
築
造
中
の
那
覇
新
港
の
後
背

地
で
あ
る
こ
と
②
那
覇
市
と
近
い
将
来
、
合

併
が
予
想
さ
れ
る
浦
添
市
や
中
部
市
町
村
と

の
都
市
連
た
ん
地
域
で
あ
る
こ
と―

な
ど
か

ら
那
覇
市
の
県
都
と
し
て
の
都
市
計
画
上
も

っ
と
も
重
要
な
地
域
で
あ
る
と
指
摘
、
早
期

実
現
の
緊
急
性
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に
那
覇
市
で
は
、
公

共
用
地
取
得
業
務
を
中
心
と
す
る
先
行
投
資

特
別
会
計
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
そ

の
た
め
に
は
政
府
の
財
政
面
か
ら
の
特
別
の

配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
し
沖
縄
復
帰
に
際
し

て
の
特
別
措
置
法
で
こ
の
た
め
の
財
政
投
融

資
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。

　

山
中
総
務
長
官
ら
総
理
府
首
脳
は
那
覇
市

を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
現
地
の
牧
港
・
那
覇

ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
エ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
こ
の
米

軍
住
宅
地
域
移
転
要
請
の
趣
旨
は
よ
く
わ
か

る
し
「
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
」
と
し
な
が
ら

も
、
那
覇
市
当
局
か
ら
開
放
後
の
具
体
的
な

利
用
計
画
を
含
む
都
計
の
青
写
真
が
提
出
さ

れ
な
い
と
必
要
経
費
を
め
ぐ
っ
て
大
蔵
省
と

か
け
合
う
こ
と
す
ら
で
き
な
い
状
況
だ
と
述

べ
て
い
る
。

　

人
口
の
都
市
集
中
に
よ
る
那
覇
市
の
ス
プ

ロ
ー
ル
現
象
（
無
秩
序
な
状
態
）
を
解
消
す

る
た
め
に
も
約
六
十
万
坪
に
お
よ
ぶ
牧
港
米

軍
住
宅
地
域
の
早
期
開
放
は
那
覇
市
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
緊
要
な
問
題
で
あ

り
な
が
ら
、
那
覇
市
を
中
心
と
す
る
沖
縄
現

地
の
取
り
組
み
が
不
十
分
な
た
め
同
地
域
の

返
還
が
遅
延
し
て
い
る
よ
う
だ
。

那
覇
市
に
公
園
、
緑
地
／
都
計

審
が
政
府
案
を
了
承

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
６
・
15
〕

　

都
市
計
画
審
議
会
（
宮
里
栄
一
会
長
）
は

十
四
日
午
後
一
時
半
か
ら
主
席
公
舎
第
二
会

議
室
で
開
か
れ
、
主
席
か
ら
諮
問
さ
れ
た
▽

那
覇
都
市
計
画
公
園
▽
緑
地
の
追
加―

に
つ

い
て
審
議
、
政
府
原
案
通
り
答
申
す
る
こ
と

を
全
会
一
致
で
決
め
た
。

　

現
在
、
那
覇
市
の
都
市
計
画
の
中
に
指
定

さ
れ
た
公
園
お
よ
び
緑
地
は
、
公
園
二
十
六

カ
所
（
五
四
・
三
○
㌶
）
、
緑
地
一
カ
所
（
一
・

五
八
㌶
）
の
五
六
㌶
が
あ
り
、
市
民
一
人
当
た

り
の
公
園
面
積
は
約
二
平
方
㍍
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
都
市
公
園
法
施
行
規
則
に
定
め

ら
れ
た
「
住
民
一
人
当
た
り
の
公
園
標
準
面

積
六
平
方
㍍
」
に
ほ
ど
遠
い
。
し
か
も
、
那

覇
市
の
人
口
は
一
九
八
○
年
に
は
四
十
万
人

に
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
た
め

に
は
都
市
計
画
区
域
内
に
、
二
百
四
十
㌶
以

上
の
公
園
面
積
が
必
要
で
あ
る
。
現
状
の
ま

ま
だ
と
〝
公
園
不
足
〟
は
避
け
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
当
面
の
打
開
策
と
し
て
、
一
人
当

た
り
の
公
園
面
積
三
平
方
㍍
を
メ
ド
に
、
公

園
二
十
三
カ
所
（
面
積
八
十
五
㌶
）
緑
地
二

カ
所
（
九
㌶
）
を
新
た
に
追
加
し
た
。

　

追
加
し
た
公
園
は
、
前
島
東
、
泊
南
、
前
島

南
、
牧
志
北
、
末
吉
、
虎
瀬
（
と
ら
せ
）
、
松

川
、
繁
多
川
、
識
名
、
大
名
、
中
央
、
漫
湖
、

泉
、
森
口
、
東
町
南
、
泉
崎
、
東
町
北
、
三

文
珠
、
松
山
、
安
謝
、
新
屋
敷
、
若
狭
、
前

島
北
の
二
十
三
カ
所
で
、
緑
地
の
追
加
は
天

久
、
安
謝
の
二
カ
所
。
こ
れ
で
那
覇
市
都
市

計
画
に
決
定
し
た
公
園
は
四
十
九
、
緑
地
三

と
な
っ
た
。

水
利
権
め
ぐ
り
紛
糾
／
養
鰻
業

者
の
取
水
問
題
／
新
政
会
が

市
当
局
を
追
及
／
市
議
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
６
・
17
〕

　

那
覇
市
議
会
は
、
十
六
日
も
一
般
質
問
が

行
な
わ
れ
、
新
政
会
議
員
が
石
嶺
団
地
工
事

請
け
負
い
契
約
、
市
場
問
題
、
首
里
バ
ス
の

統
合
問
題
、
教
育
委
員
会
、
水
道
行
政
に
つ

い
て
質
問
し
た
。
そ
の
中
で
、
金
城
重
正
議

員
は
、「
市
の
水
源
地
の
一
つ
で
あ
る
青
小
堀

か
ら
、
養
鰻
し
て
い
る
業
者
が
日
に
四
百
㌧

以
上
も
取
水
し
て
い
る
」
と
は
げ
し
く
追
及
、

那
覇
市
と
宜
野
湾
市
の
水
利
権
の
解
釈
を
め

ぐ
っ
て
市
と
対
立
、
一
時
議
場
は
騒
然
と
な

っ
た
。

　

こ
の
日
、
新
政
会
議
員
の
五
番
目
に
質
問

に
立
っ
た
金
城
重
正
議
員
は
、
「
宜
野
湾
市

の
養
鰻
業
者
が
、
青
小
堀
水
源
地
に
四
イ

ン
チ
パ
イ
プ
を
直
結
、
毎
日
四
百
㌧
以
上
も

取
水
し
て
い
る
。
市
民
に
は
水
が
な
い
と
い

い
、
赤
い
水
を
飲
ま
せ
、
一
方
で
は
一
部
業

者
の
鰻
の
た
め
に
ふ
ん
だ
ん
に
水
を
与
え

て
い
る
。
し
か
も
、
当
局
は
こ
の
事
実
を
知

っ
て
い
な
が
ら
黙
認
し
て
い
る
。
こ
れ
で
水

源
地
を
確
保
し
て
い
る
と
い
え
る
か
」
と
つ

め
よ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
平
良
市
長
、
前
田
第
二
助

役
、
佐
々
川
水
道
局
長
は
、
「
青
小
堀
の
水

利
権
は
、
慣
習
法
上
下
流
の
農
民
に
属
す
る
。

市
の
水
道
が
敷
設
さ
れ
た
昭
和
初
年
に
、
当

時
宜
野
湾
村
と
裁
判
問
題
に
ま
で
発
展
、
那

覇
市
も
昭
和
六
年
か
ら
五
十
年
間
一
日
約
二

千
㌧
の
範
囲
内
で
水
を
取
っ
て
も
い
い
と
い

う
取
水
権
を
得
た
。
そ
の
後
は
、
宜
野
湾
市



六
二
〇

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
六
月

の
好
意
で
と
き
に
は
一
万
㌧
の
水
を
取
っ
た

こ
と
も
あ
る
が
養
鰻
場
へ
水
を
流
す
こ
と
に

つ
い
て
正
式
に
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
む
し

ろ
那
覇
市
が
宜
野
湾
市
か
ら
水
を
わ
け
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
那
覇
市
内
に
は
独

自
の
水
源
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
説
明
し

た
が
「
こ
れ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
市
民

に
平
等
に
安
い
水
を
給
水
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
」「
沖
縄
人
同
士
が
水
の
奪
い
合
い
を
し

て
も
何
に
も
な
ら
な
い
。
国
の
責
任
で
開
発

を
は
か
る
こ
と
こ
そ
大
切
だ
」
「
何
が
国

の
責
任
だ
。
理
屈
ば
か
り
こ
ね
ま
わ
す
な
。
那

覇
市
は
無
法
地
帯
」
と
答
弁
席
の
市
長
を
と

り
ま
い
て
、
水
利
権
を
め
ぐ
っ
て
は
げ
し
く

応
酬
。
議
長
の
声
も
聞
こ
え
な
い
ほ
ど
だ
っ

た
。

　

団
地
の
違
法
契
約
も
や
り
玉
に
ま
た
又
吉

久
正
議
員
は
「
建
設
業
法
違
反
」
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
石
嶺
団
地
の
無
登
録
業
者
と
の

契
約
問
題
を
取
り
あ
げ
「
建
設
業
法
に
よ
る

と
工
事
の
請
け
負
い
は
登
録
業
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
政
治

を
歌
い
文
句
に
し
て
い
る
平
良
革
新
市
政
の

実
態
は
こ
れ
だ
。
市
の
行
為
が
違
反
な
ら
ど

の
よ
う
に
措
置
す
る
か
」
と
質
問
、
水
間
建

設
部
長
は
あ
と
四
、
五
日
も
す
れ
ば
完
成
す

る
段
階
で
元
請
け
業
者
が
改
約
、
下
請
け
業

者
や
市
民
の
利
益
を
考
え
れ
ば
や
む
を
得
な

い
措
置
だ
っ
た
。
下
請
け
し
た
業
者
に
は
無

理
な
こ
と
を
お
願
い
し
申
し
わ
け
な
く
思
っ

て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
た
が
、
新
政
会
議

員
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
問
題
に
触
れ
委
員
会

で
も
さ
ら
に
当
局
の
姿
勢
を
追
及
し
て
い
く

と
し
て
お
り
、
今
後
も
尾
を
引
き
そ
う
。
そ

の
外
、
都
市
計
画
事
業
、
教
育
行
政
、
市
場

問
題
、
復
帰
記
念
事
業
な
ど
に
質
問
が
集
中

し
た
。

｜
社　

説
｜

返
還
協
定
は
調
印
し
た
が

〔
琉
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沖
縄
返
還
協
定
が
、
十
七
日
、
東
京
と
ワ

シ
ン
ト
ン
で
愛
知
外
相
と
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
米
国

務
長
官
に
よ
っ
て
同
時
調
印
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
一
九
六
九
年
十
一
月
の
日
米
共
同

声
明
に
よ
る
〝
一
九
七
二
年
返
還
〟
が
具
体

化
し
、
あ
と
日
米
両
国
の
議
会
に
よ
る
批
准

と
批
准
書
の
交
換
が
順
調
に
運
べ
ば
、
最
終

的
に
確
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

「
戦
争
で
失
っ
た
領
土
を
、
平
和
裏
に
、
話

し
合
い
で
取
り
戻
す
こ
と
は
、
世
界
に
も
例

が
な
い
」
と
佐
藤
首
相
は
誇
示
し
た
。
確
か

に
、
ソ
連
に
占
領
さ
れ
た
ま
ま
、
ま
だ
返
還

の
手
が
が
り
も
つ
か
め
な
い
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
北
方
領
土
と
く
ら
べ
る
と
、
「
沖
縄
が

帰
ら
な
い
限
り
、
日
本
の
戦
後
は
終
わ
ら
な

い
」
と
の
名
文
句
で
戦
後
歴
代
首
相
の
中
で

初
め
て
沖
縄
返
還
と
取
り
組
ん
だ
佐
藤
首
相

と
し
て
は
自
慢
も
し
た
い
気
持
ち
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
外
国
の
占
領
地
域

に
つ
い
て
領
土
的
な
野
心
の
な
い
こ
と
を
表

明
し
た
米
国
が
、
対
日
平
和
条
約
第
三
条
に

よ
る
と
は
い
え
、
今
日
ま
で
引
き
続
き
事
実

上
の
占
領
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
、
日
本
政

府
が
県
民
の
意
思
を
問
う
こ
と
な
く
、
一
方

的
に
沖
縄
を
米
国
の
統
治
に
ゆ
だ
ね
、
そ
の

間
に
各
種
の
人
権
問
題
や
本
土
と
の
格
差
が

生
じ
た
の
に
、
長
い
期
間
、
統
治
権
者
に
是
正

を
求
め
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
さ

て
置
く
と
し
て
…
…
。

　

返
還
協
定
が
調
印
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

四
分
の
一
世
紀
余
に
お
よ
ぶ
長
期
間
に
わ
た

る
異
民
族
支
配
か
ら
抜
け
出
せ
る
め
ど
が
つ

い
た
の
だ
か
ら
、
沖
縄
県
民
に
と
っ
て
は
、

長
い
間
の
祖
国
復
帰
の
願
望
が
、
よ
う
や
く

達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
返
還
は
決
ま
っ
て
も
協
定
の
内
容
に

い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
、
県
民
の
意
思
を
反

映
し
て
い
な
い
面
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、

返
還
調
印
を
単
純
率
直
に
喜
べ
な
い
も
の
に

し
て
い
る
。

　

一
九
六
九
年
の
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
会
談
に

お
け
る
沖
縄
返
還
に
つ
い
て
の
日
本
政
府
の

う
た
い
文
句
で
あ
る
〝
核
抜
き
、
本
土
並
み
、

七
二
年
返
還
〟
の
う
ち
、
返
還
協
定
調
印
に

よ
っ
て
〝
七
二
年
返
還
〟
は
確
定
し
た
こ
と

に
な
る
が
、〝
核
抜
き
〟〝
本
土
並
み
〟
に
つ

い
て
は
、
返
還
交
渉
の
経
過
に
お
い
て
沖
縄

県
民
の
い
だ
い
て
い
た
疑
問
や
不
満
を
解
消

し
、
納
得
の
い
く
条
文
と
な
っ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。

　

核
抜
き
に
つ
い
て
、
政
府
は
協
定
第
七
条

の
財
政
支
出
の
項
に
「
共
同
声
明
第
八
項
に

い
う
日
本
政
府
の
政
策
に
背
馳
（
ち
）
し
な

い
よ
う
（
返
還
を
）
実
施
す
る
こ
と
を
考
慮

し
て
」
米
国
政
府
に
三
億
二
千
万
㌦
を
支
払

う
こ
と
を
明
記
し
て
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し

て
い
る
。
米
国
が
勝
手
に
持
ち
込
ん
だ
核
の

撤
去
費
用
を
日
本
政
府
が
負
担
す
る
の
も
筋

が
通
ら
な
い
が
、
費
用
を
負
担
す
る
か
ら
核

が
撤
去
さ
れ
る
と
の
証
明
に
は
な
る
ま
い
。

　

核
の
存
在
と
、
そ
の
撤
去
の
確
認
を
す
る

取
り
決
め
が
な
い
上
に
、
協
定
第
七
項
に
引

用
さ
れ
た
共
同
声
明
第
八
項
は
、「
日
米
安
保

条
約
の
事
前
協
議
制
度
に
関
す
る
米
国
政
府

の
立
場
を
害
す
る
こ
と
な
く
」
日
本
政
府
の

核
兵
器
に
関
す
る
政
策
に
背
馳
し
な
い
よ
う

沖
縄
返
還
を
実
施
す
る
と
な
っ
て
い
て
、
た

と
え
復
帰
ま
で
に
い
っ
た
ん
核
を
撤
去
し
て

も
、
再
び
核
兵
器
を
持
ち
込
む
こ
と
も
あ
り

う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

〝
本
土
並
み
〟
に
つ
い
て
も
、
第
一
特
殊
部

隊
、
心
理
作
戦
部
隊
、
化
学
中
隊
、
戦
略
空

軍
、
Ｓ
Ｒ
71
型
戦
略
偵
察
機
な
ど
日
本
本
土

に
は
な
い
特
殊
な
米
軍
部
隊
が
復
帰
後
も
存

続
す
る
し
、
共
産
圏
が
謀
略
放
送
と
し
て
い
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放
送
が
協
定
第
八
条
で
五
年
の
存

続
を
認
め
ら
れ
、
し
か
も
法
律
を
改
正
し
て

ま
で
認
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

基
地
の
返
還
が
施
設
数
、
面
積
が
少
な
い
こ

と
と
相
ま
っ
て
、
と
て
も
〝
本
土
並
み
〟
基

地
と
は
い
え
な
い
。

　

さ
ら
に
協
定
第
四
条
に
よ
る
対
米
請
求
権

の
放
棄
は
、
軍
用
地
の
復
元
補
償
に
代
わ
る

米
国
の
見
舞
い
金
支
出
を
約
束
し
て
い
る
だ

け
で
、
講
和
前
の
人
身
傷
害
未
補
償
者
へ
の

補
償
を
は
じ
め
漁
業
、
入
り
会
い
権
の
損
失

補
償
、
つ
ぶ
れ
地
、
滅
失
地
に
対
す
る
補

償
、
基
地
公
害
に
対
す
る
補
償
な
ど
タ
ナ
上

げ
さ
れ
て
い
る
。
国
と
し
て
は
請
求
権
を
放

棄
し
て
も
、
関
係
者
に
は
当
然
の
権
利
で
あ

り
、
日
本
政
府
が
肩
代
わ
り
し
て
補
償
す
べ

き
で
あ
る
。

　

返
還
協
定
が
日
米
両
国
の
議
会
で
無
事
批

准
さ
れ
て
も
、
協
定
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
右

の
よ
う
に
米
軍
基
地
の
核
抜
き
、
本
土
並
み

や
米
統
治
下
に
受
け
た
諸
損
害
の
補
償
な
ど

問
題
を
残
し
て
い
る
。
復
帰
対
策
要
綱
第
三

次
分
の
決
定
を
前
に
「
沖
縄
は
過
保
護
」
の

根
本
発
言
が
出
て
、「
表
現
の
ま
ず
さ
」
で
片

づ
け
ら
れ
る
日
本
政
府
の
政
治
姿
勢
か
ら
す

る
と
「
こ
れ
で
沖
縄
問
題
は
終
わ
っ
た
」
と

さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
協
定
調
印
に
よ
る

復
帰
の
具
体
化
を
高
く
評
価
す
る
の
は
や
ぶ

さ
か
で
な
い
が
、
同
時
に
協
定
に
反
映
さ
れ

な
か
っ
た
県
民
意
思
を
、
こ
ん
ご
は
日
本
全

国
民
の
問
題
と
し
て
実
現
に
移
さ
せ
る
た
め

の
決
意
を
固
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

那
覇
市
／
大
幅
に
機
構
改
革
／

職
員
百
二
十
人
ふ
や
す
／
復

帰
の
業
務
に
備
え
／
新
た
に

企
画
、
保
健
衛
生
部

〔
沖
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市
は
七
月
一
日
か
ら
新
し
い
機
構
で
出
発

す
る
。
復
帰
に
と
も
な
っ
て
多
く
な
る
諸
作

業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
の
が
ね
ら
い
で
、

現
在
の
一
室
五
部
四
十
課
百
二
十
係
の
市
長

部
局
は
七
部
四
十
六
課
百
三
十
係
に
大
幅
改

革
さ
れ
る
。
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
職
員
も
約

百
二
十
人
増
員
さ
れ
る
予
定
。
現
在
、
総
務

委
員
会
で
審
議
中
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
二

十
八
日
の
本
会
議
で
の
決
定
を
ま
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
ほ
ぼ
原
案
通
り
可
決
さ
れ

る
見
込
み
。

改
革
の
理
由
と
し
て
親
泊
総
務
部
長
は
、
復

帰
に
と
も
な
い
琉
球
政
府
が
行
な
っ
て
い
る

業
務
の
う
ち
市
に
委
託
さ
れ
る
も
の
が
あ
る

こ
と
や
、
あ
ら
た
な
業
務
が
出
て
く
る
こ
と

か
ら
そ
の
受
け
入
れ
態
勢
を
強
化
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
、
同
時
に
本
土
の
類
似
都
市
と
同

機
構
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。

　

こ
ん
ど
の
改
革
で
目
を
ひ
く
の
は
、
市
長

公
室
を
解
消
し
て
企
画
部
を
設
置
し
た
こ
と

と
、
こ
れ
ま
で
経
済
民
生
部
の
一
課
で
あ
っ

た
保
健
衛
生
を
部
に
昇
格
さ
せ
た
こ
と
。
こ

れ
ま
で
市
長
公
室
の
業
務
は
総
務
部
の
そ
れ

と
明
確
な
違
い
が
み
ら
れ
ず
、
と
き
に
は
市

長
公
室
本
来
の
広
報
、
企
画
業
務
に
も
支
障

を
き
た
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
企
画
、

調
整
の
専
門
的
な
役
割
り
を
い
っ
そ
う
推
進

す
る
た
め
に
企
画
部
設
置
と
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
同
室
に
お
か
れ
て
い
た
秘
書
課
と
人
事

課
は
、
こ
の
た
め
総
務
部
に
移
さ
れ
る
。

　

保
健
衛
生
部
は
市
民
の
保
健
衛
生
環
境
を

さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
ね

ら
い
で
設
置
さ
れ
、
伝
染
病
予
防
法
な
ど
四

つ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
が
復
帰
後
あ
ら
た

に
生
じ
る
こ
と
も
設
置
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
保
健
衛
生
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
策
い

か
ん
が
直
接
市
民
の
健
康
に
結
び
つ
く
も
の

で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
か
ら
そ

の
充
実
化
が
望
ま
れ
て
い
た
。
部
と
な
っ
た

こ
と
で
、
市
内
の
衛
生
環
境
が
さ
ら
に
改
良

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

東
京
に
事
務
所
開
設

　

そ
の
他
、
東
京
事
務
所
が
企
画
部
の
中
に

新
し
く
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
復
帰
後

の
中
央
諸
機
関
と
の
連
絡
調
整
や
首
都
・
東

京
と
の
い
ろ
い
ろ
な
交
流
、
各
行
政
組
織
な

ど
か
ら
の
資
料
収
集
が
そ
の
任
務
。
沖
縄
の

市
町
村
で
東
京
に
事
務
所
を
置
く
の
は
那
覇

市
が
初
め
て
に
な
る
。
さ
ら
に
企
画
部
に
は

専
門
官
二
人
を
配
置
し
て
公
害
担
当
と
し
、

公
害
の
事
前
防
止
の
た
め
の
諸
企
画
を
行
な

わ
せ
る
。
経
民
部
に
は
国
民
健
康
保
険
準
備

室
、
福
祉
事
務
所
設
置
準
備
室
が
新
設
さ
れ

る
。
ま
た
建
設
部
に
は
あ
ら
た
に
用
地
課
を

置
き
、
こ
れ
ま
で
各
部
で
バ
ラ
バ
ラ
に
行
な

っ
て
い
た
用
地
買
収
を
土
木
部
部
門
の
買
収

を
除
き
一
手
に
引
き
受
け
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
親
泊
総
務
部
長
は
「
用
地
買
収
は
重
要
な

業
務
。
こ
れ
が
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
種

々
の
業
務
実
施
に
大
い
に
役
立
つ
」
と
評
価

し
て
い
る
。
将
来
の
〝
港
湾
部
〟
を
構
想
し

て
、
港
湾
建
設
事
務
所
を
港
湾
課
（
土
木
部
）

と
名
称
が
え
、
港
湾
関
係
業
務
の
い
っ
そ
う

の
推
進
も
は
か
る
予
定
だ
。

　

こ
の
原
案
は
、
現
在
、
総
務
委
員
会
で
審

議
中
の
た
め
ま
だ
可
決
さ
れ
て
い
な
く
、
野

党
新
政
会
の
一
部
か
ら
の
反
発
は
強
い
。
新

政
会
は
と
く
に
百
二
十
人
の
人
員
増
を
市
の

財
政
と
か
ら
め
あ
わ
せ
て
多
す
ぎ
る
と
批
判
、

最
終
決
定
ま
で
は
ま
だ
〝
紆
余
曲
折
〟
が
あ

り
そ
う
。

建
設
部
長
を
処
分
せ
よ
／
石
嶺

公
営
住
宅
問
題
／
新
政
会
が

市
長
に
抗
議

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
６
・
26
〕

　

那
覇
市
議
会
の
新
政
会
（
自
民
党
系
・
宮
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一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
六
月

里
敏
慶
会
長
）
議
員
十
人
は
二
十
五
日
午
後
、

平
良
那
覇
市
長
を
た
ず
ね
「
市
当
局
は
石
嶺

公
営
住
宅
の
工
事
請
け
負
い
を
め
ぐ
っ
て
建

設
業
法
を
無
視
し
、
市
の
条
例
、
規
則
を
も

犯
し
た
。
法
律
違
反
を
行
な
っ
た
建
設
部
長

を
懲
戒
分
限
審
査
委
員
会
に
か
け
て
処
分
す

べ
き
だ
」と
抗
議
し
た
。こ
れ
に
対
し
平
良
市

長
は
「
部
内
調
整
を
行
な
い
、
二
十
六
日
午

前
に
は
当
局
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
い
」

と
答
え
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
新
政
会
は
、

市
の
出
方
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
重
大
な
決
意

を
固
め
て
い
る―

と
し
て
、
二
十
八
日
の
本

会
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　

石
嶺
公
営
住
宅
の
工
事
請
け
負
い
を
め
ぐ

る
問
題
は
、
市
当
局
が
建
設
業
法
に
登
録
し

て
い
な
い
業
者
と
請
け
負
い
契
約
を
結
び
、

野
党
・
新
政
会
が
「
建
設
業
法
違
反
だ
」
と

し
て
一
般
質
問
の
中
で
市
当
局
を
激
し
く
追

及
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
市
当
局
は
、
法

律
違
反
を
認
め
な
が
ら
も
、
工
事
が
九
五
％

完
工
し
た
時
点
で
契
約
業
者
が
破
産
し
、
下

請
け
し
て
い
た
業
者
が
職
員
の
給
料
さ
え
支

払
え
な
い
実
情
を
み
か
ね
、
や
む
を
得
ず
こ

の
無
登
録
業
者
と
契
約
を
結
ん
だ
と
経
過
を

説
明
し
て
い
る
。

復
帰
協
補
助
金
や
め
よ
／
那
覇

市
議
会
／
新
政
会
が
当
局
を

追
及

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
６
・
27
〕

　

「
復
帰
協
は
政
治
団
体
な
の
で
補
助
金
交

付
は
す
べ
き
で
な
い―

」
と
の
新
政
会
の
主

張
を
め
ぐ
り
、
二
十
六
日
の
那
覇
市
議
会
総

務
委
員
会
は
活
発
な
論
議
が
か
わ
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
同
委
員
会
で
は
七
二
年
度
那
覇
市

一
般
会
計
予
算
の
審
議
が
行
な
わ
れ
た
。
こ

の
予
算
案
の
復
帰
協
へ
の
補
助
金
一
千
㌦
が

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
野
党
の
新
政
会

は
「
復
帰
協
は
行
政
法
上
補
助
金
を
や
れ
な

い
団
体
だ
」
と
の
意
見
を
だ
し
た
。
こ
れ
に

対
し
市
当
局
は
「
復
帰
協
は
大
衆
団
体
で
あ

り
、
今
後
も
復
帰
協
の
果
た
す
役
割
り
は
大

き
い
」
と
反
論
、
新
政
会
と
真
っ
向
か
ら
対

立
し
た
。

　

討
論
の
中
で
宮
城
武
、
金
城
重
正
両
議
員

（
新
政
会
）
は
「
七
二
年
復
帰
が
決
ま
っ
た

こ
と
に
よ
り
復
帰
協
運
動
の
目
的
は
終
わ
っ

た
。
復
帰
協
の
行
動
は
政
治
的
団
体
の
そ
れ

だ
。
復
帰
協
は
革
新
の
政
治
運
動
の
た
め
の

か
く
れ
み
の
で
あ
る
」
と
決
め
つ
け
、
補
助

金
交
付
は
や
め
る
べ
き
だ
と
激
し
く
当
局
を

追
及
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
平
良
市
長
公
室

長
は
「
復
帰
が
決
ま
っ
た
と
は
い
え
県
民
の

要
求
し
て
き
た
内
容
と
は
ほ
ど
遠
い
。
県
民

意
思
を
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
今
後
ま

す
ま
す
復
帰
協
の
役
割
り
は
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
県
民
、
市
民
サ
イ
ド
か
ら
運
動
を
起

こ
し
て
い
く
上
で
も
こ
れ
ま
で
通
り
補
助
金

は
交
付
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

新
政
会
は
、
市
が
特
定
の
政
治
団
体
に
補

助
金
交
付
す
る
の
は
違
法
で
あ
る
と
の
判
例

を
持
ち
だ
し
、
当
局
が
あ
く
ま
で
も
補
助
金

交
付
す
る
の
で
あ
れ
ば
法
廷
闘
争
も
辞
さ
な

い
と
の
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

問
題
は
二
十
八
日
の
本
会
議
で
も
論
議
の
中

心
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
、
成
り
行
き
が
注

目
さ
れ
る
。

〝
責
任
の
追
及
考
え
ぬ
〟
／
平

良
・
那
覇
市
長
／
新
政
会
に

態
度
表
明
／
公
営
住
宅
工
事

契
約
変
更
問
題

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
６
・
28
〕

　

石
嶺
公
営
住
宅
の
工
事
請
け
負
い
を
め
ぐ

る
建
設
業
法
違
反
問
題
に
つ
い
て
平
良
那
覇

市
長
は
二
十
六
日
午
後
「
工
事
が
九
五
％
完

成
し
た
時
点
で
契
約
業
者
が
倒
産
し
た
た
め
、

や
む
を
得
ず
登
録
業
者
で
な
い
者
と
契
約
し

た
。
よ
っ
ぽ
ど
の
悪
意
が
な
い
限
り
議
会
と

し
て
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
や
っ

た
。
し
た
が
っ
て
担
当
部
長
の
責
任
追
及
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
」
と
市
の
態
度
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
二
十
五
日
、
法
令
、

条
例
、
規
則
違
反
を
し
た
担
当
部
長
の
責
任

を
明
確
に
せ
よ―

と
の
新
政
会
の
追
及
に
対

し
答
え
た
も
の
。

　

市
当
局
は
、
三
月
中
に
工
事
を
終
え
な
け

れ
ば
、
本
土
政
府
援
助
で
繰
り
越
し
手
続
き

を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
契
約
業
者
が

倒
産
し
た
の
は
三
月
中
旬
で
、
工
事
は
急
を

要
し
て
い
た―

と
経
過
を
説
明
、
新
政
会
の

了
解
を
求
め
た
。こ
れ
に
対
し
新
政
会
は
、
部

下
職
員
に
は
法
を
守
れ
と
い
い
な
が
ら
、
上

級
幹
部
が
違
法
行
為
を
し
て
も
責
任
追
及
も

し
な
い
と
の
態
度
は
納
得
で
き
な
い
と
し
、

当
局
の
責
任
を
さ
ら
に
追
及
し
て
い
く
と
い

っ
て
い
る
。

那
覇
市
議
会
／
市
当
局
案
を
可

決
／
72
年
度
予
算
／
総
額
で

二
千
九
百
万
㌦

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
６
・
29
〕

　

那
覇
市
六
月
定
例
議
会
最
終
日
の
二
十
八

日
は
、
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
本
会
議
が
開
か

れ
、
市
当
局
提
案
の
七
二
年
度
一
般
会
計
予

算
、
機
構
改
革
、
定
員
増
な
ど
原
案
通
り
可

決
し
た
。
七
二
年
度
予
算
は
、
予
算
総
額
二

千
九
百
万
㌦
で
前
年
度
よ
り
七
百
万
㌦
の
増
。

機
構
改
革
は
、
保
健
衛
生
部
を
新
設
、
ま
た

市
長
公
室
を
廃
止
し
て
企
画
部
を
設
置
す
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
一
室
五
部
、
四
十
課
か

ら
七
部
、
四
十
六
課
に
ふ
え
た
。
定
員
増
は
、

行
政
需
要
、
機
構
改
革
に
伴
い
百
三
十
八
人



六
二
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九
七
一
年
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昭
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四
十
六
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七
月

が
増
員
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
本
会
議
で
は
、
市
当
局
提
案
の

定
員
増
、
七
二
年
度
予
算
に
つ
い
て
宮
城
武

議
員
（
新
政
会
）
か
ら
「
広
報
、
各
支
所
な

ど
い
ま
の
人
員
で
十
分
仕
事
を
や
っ
て
い
け

る
。
当
局
案
よ
り
十
二
人
人
員
を
削
減
す
べ

き
だ
。
復
帰
協
へ
の
補
助
金
一
千
㌦
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
復
帰
が
決
ま
っ
た
こ
と
に

よ
り
復
帰
協
の
使
命
は
終
わ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
復
帰
協
へ
の
補
助
金
は
削
る
べ
き
だ
」

と
の
修
正
案
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
修
正
案
を

め
ぐ
り
真
栄
城
嘉
園
、
金
城
重
正
（
以
上
新

政
会
）
両
議
員
賛
成
討
論
、
国
吉
辰
雄
（
人

民
）
、
中
村
昌
信
（
社
大
）
両
議
員
が
反
対
討

論
を
行
な
い
、
採
決
の
結
果
、
反
対
多
数
で

修
正
案
は
否
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
那
覇
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
案
を
め
ぐ
り
、
又
吉
久
正
議
員
（
新
政
会
）

か
ら
「
こ
の
条
例
改
正
に
よ
っ
て
市
民
税
が

上
が
る
の
で
、
こ
の
案
に
反
対
す
る
」
と
の

反
対
討
論
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
中
村
昌

信
議
員
（
社
大
）
は
「
条
例
改
正
に
よ
り
控

除
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
所
得
税
が
安

く
な
る
な
ど
相
対
的
に
市
民
の
税
負
担
は
軽

減
さ
れ
る
」
と
原
案
に
賛
成
討
論
、
採
決
の

結
果
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
、
こ
の
ほ
か

那
覇
教
育
委
員
の
報
酬
引
き
上
げ
（
百
㌦
か

ら
百
五
十
㌦
）
に
つ
い
て
、
仲
村
正
治
議
員

（
新
政
会
）
が
反
対
討
論
を
行
な
っ
た
が
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

那
覇
新
港
／
一
部
、
使
用
開
始

へ
／
五
千
㌧
級
も
接
岸
可
能

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
７
・
１
〕

　

六
八
年
二
月
に
着
手
さ
れ
た
那
覇
新
港
建

設
工
事
は
三
次
分
を
終
え
、
一
日
そ
の
一
部

が
開
港
、
供
用
開
始
さ
れ
る
。
増
大
の
一
途

を
た
ど
る
貨
物
量
と
大
型
化
す
る
船
舶
需
要

で
ピ
ン
チ
続
き
だ
っ
た
港
湾
業
務
は
、
こ
の

開
港
で
一
応
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
。

だ
が
、
上
屋
や
倉
庫
が
ま
だ
な
い
た
め
、
フ

ル
回
転
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
見
込
み
だ
。

　

一
日
供
用
開
始
と
な
る
の
は
、
泊
港
に
近

い
側
の
三
バ
ー
ス
と
そ
の
対
岸
の
三
バ
ー
ス
。

と
も
に
五
千
㌧
級
の
大
型
船
が
接
岸
で
き
る
。

対
岸
の
三
バ
ー
ス
は
ま
だ
接
岸
だ
け
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
泊
港
側
の

三
バ
ー
ス
で
は
さ
っ
そ
く
貨
物
の
荷
揚
げ
が

行
な
わ
れ
る
。
バ
ー
ス
の
全
長
は
こ
の
二
つ

の
部
分
で
八
百
四
十
㍍
。
そ
の
他
、
百
五
㍍

の
バ
ー
ス
が
二
つ
の
部
分
に
は
さ
ま
れ
て
完

成
、
百
三
十
㍍
の
上
揚
げ
場
バ
ー
ス
も
泊
港

側
に
完
成
し
て
い
る
が
、
と
も
に
水
深
が
浅

い
た
め
、
使
用
は
遅
れ
そ
う
。

　

現
在
、
那
覇
商
、
泊
両
港
と
も
基
準
処
理

量
を
大
幅
に
超
え
る
貨
物
を
扱
っ
て
い
て
、

バ
ー
ス
難
は
深
刻
。
こ
ん
ど
の
一
部
開
港
で

そ
の
悩
み
を
柔
ら
げ
る
こ
と
は
確
実
。
こ
の

両
港
で
年
間
三
百
五
十
万
㌧
の
貨
物
取
り

扱
い
量
だ
が
、
一
日
供
用
開
始
さ
れ
る
三
バ

ー
ス
だ
け
で
約
七
十
万
㌧
の
貨
物
が
さ
ば

け
る
予
想
で
、
那
覇
市
当
局
も
「
一
部
の
開

港
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る

沖
待
ち
な
ど
が
少
な
く
な
り
、
そ
の
意
義
は

大
き
い
」
と
喜
ん
で
い
る
。
と
く
に
、
沖
待

ち
が
荷
主
の
負
担
と
な
り
、
そ
れ
が
物
価
高

の
一
因
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
単
に
貨
物
取
り
扱
い
に
余
裕
が
生
じ
る

と
い
う
以
上
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
、
と
み

て
い
る
。

　

だ
が
問
題
も
残
っ
て
い
る
。
上
屋
や
倉
庫

が
一
む
ね
も
な
い
こ
と
。
市
は
七
二
年
度
予

算
に
上
屋
一
む
ね
の
建
設
費
を
計
上
、
さ
っ

そ
く
工
事
に
と
り
か
か
る
と
い
う
が
、
そ
れ

ま
で
の
間
は
揚
げ
ら
れ
た
貨
物
は
〝
野
ざ
ら

し
〟
の
格
好
に
な
る
。
原
木
や
鋼
材
、
穀
物

類
な
ど
腐
ら
な
い
貨
物
以
外
は
、
で
き
る
だ

け
そ
の
場
で
運
び
出
さ
せ
る
方
針
と
い
う
が
、

こ
の
〝
野
ざ
ら
し
〟
を
恐
れ
て
利
用
度
は
低

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
向
き
も

あ
る
。

　

那
覇
新
港
の
背
後
の
埋
め
立
て
は
三
月
に

第
四
次
工
事
を
完
了
し
た
が
、
こ
の
埋
め
立

て
工
事
も
含
め
て
那
覇
新
港
建
設
は
七
四
年

度
ま
で
続
く
予
定
。
最
終
的
に
は
九
十
一
万

八
千
㍍
の
埋
め
立
て
地
と
二
万
㌧
級
の
船

が
接
岸
で
き
る
バ
ー
ス
二
、
五
千
㌧
級
バ
ー

ス
八
、
三
千
㌧
級
バ
ー
ス
三
の
大
型
港
と
な

り
、
一
大
工
業
地
域
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

一
日
は
午
後
三
時
か
ら
同
新
港
で
開
港
式

が
開
か
れ
、
沖
縄
汽
船
の
「
ぼ
り
び
あ
丸
」

が
初
入
港
す
る
。

沖
縄
正
式
会
員
に
／
全
国
市
長

会
総
会
／
〝
格
差
是
正
実
現

〟
も
決
議

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
７
・
１
〕

　

【
東
京
】
全
国
市
長
会
の
第
四
十
回
定
期
総

会
が
、
三
十
日
午
前
十
時
か
ら
東
京
・
都
市

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
沖
縄
市
長
会
を
正
式

会
員
に
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
総
会
に
出
席

し
た
平
良
那
覇
市
長
は
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

正
式
参
加
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
お
礼
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
二
十
六
年
間
に
生
じ
た
い
ろ

い
ろ
な
格
差
是
正
に
つ
い
て
の
理
解
と
協
力

を
求
め
た
。
こ
の
あ
と
総
会
は
沖
縄
の
行
政

水
準
の
格
差
是
正
に
関
す
る
決
議
を
行
な
い
、

政
府
関
係
者
に
そ
の
実
現
を
訴
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
午
後
か
ら
は
、
島
田
防
衛
施
設
庁
長

官
、
岡
部
沖
縄
・
北
方
対
策
庁
長
官
、
橘
外

務
省
ア
メ
リ
カ
局
参
事
官
ら
に
会
い
、
那
覇

市
の
軍
用
地
開
放
問
題
な
ど
を
訴
え
た
。
外

務
省
で
は
「
軍
用
地
開
放
問
題
は
こ
れ
か
ら

が
出
発
点
で
あ
る
。
那
覇
市
の
要
求
に
そ
う

よ
う
努
力
し
た
い
」
と
答
え
た
。

　

島
田
防
衛
施
設
庁
長
官
、
岡
部
対
策
庁
長
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官
ら
に
は
、
と
く
に
那
覇
空
港
問
題
を
取
り

上
げ
「
う
わ
さ
に
よ
る
と
、
同
空
港
は
国
際

空
港
に
は
し
な
い
と
い
う
が
、
こ
れ
は
本
当

か
ど
う
か
」
と
問
い
た
だ
し
た
。
島
田
、
岡

部
両
長
官
と
も
「
国
際
空
港
に
し
な
い
と
い

う
話
は
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
」
と
答
え
、
現

在
、
運
輸
省
が
検
討
し
て
い
る
と
伝
え
た
。

市
有
地
の
再
契
約
拒
否
／
平
良

市
長
／
自
衛
隊
配
備
に
も
反

対〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
７
・
８
〕

　

平
良
那
覇
市
長
は
七
日
午
後
、
那
覇
市
内

の
軍
用
地
内
に
あ
る
市
有
地
に
つ
い
て
、
再

契
約
は
し
な
い
態
度
を
表
明
し
た
。
こ
れ

は
、
仲
宗
根
復
帰
協
事
務
局
長
ら
の
①
軍
用

地
の
再
契
約
を
拒
否
し
て
ほ
し
い
②
自
衛
隊

配
備
に
反
対
し
て
ほ
し
い
③
自
衛
隊
員
募
集

協
力
を
拒
否
し
て
も
ら
い
た
い―

と
の
要
請

に
こ
た
え
た
も
の
。

　

席
上
、
平
良
市
長
は
「
自
衛
隊
の
配
備
に

つ
い
て
は
機
会
あ
る
ご
と
に
反
対
を
表
明
し

て
き
た
。
県
民
の
戦
争
体
験
や
、
米
軍
事
支

配
下
で
の
人
権
無
視
な
ど
を
み
れ
ば
、
自
衛

隊
配
備
に
反
対
す
る
の
は
当
然
だ
。
先
に
防

衛
庁
か
ら
、
自
衛
隊
配
備
に
つ
い
て
の
協
力

要
請
が
あ
っ
た
が
、
軍
用
地
返
還
の
要
求
を

無
視
し
て
お
き
な
が
ら
、
自
衛
隊
配
備
を
押

し
つ
け
て
く
る
と
は
納
得
で
き
な
い
。
近
く

抗
議
の
返
書
を
送
る
つ
も
り
だ
。
ま
た
県
民

運
動
を
盛
り
あ
げ
反
対
す
る
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
仲
宗
根
事
務
局
長
の
軍
用
地
再
契

約
拒
否
の
要
請
に
対
し
平
良
市
長
は
「
市
有

地
は
貸
さ
な
い
。
地
主
も
説
得
し
て
拒
否
す

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

〝
給
水
意
見
書
〟
な
ど
採
択
／
し

尿
料
金
の
値
上
げ
も
可
決
／

那
覇
市
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
７
・
24
〕

　

那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
十
三
日
午
前
十
時

か
ら
開
か
れ
、「
時
間
給
水
解
消
の
た
め
の
緊

急
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」
を
採
択
し
、
し

尿
料
金
な
ど
汚
物
取
り
扱
い
料
金
の
値
上
げ

を
全
会
一
致
で
可
決
し
て
一
日
で
終
わ
っ
た
。

　

「
意
見
書
」
は
新
政
会
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
、
「
渇
水
期
に
対
す
る
具
体
的
対
処
策
が

確
立
さ
れ
て
な
い
こ
と
は
生
活
に
対
す
る
大

き
な
不
安
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
遺
憾
に
た
え

な
い
。
急
場
を
打
開
す
る
方
途
と
し
て
、
先

に
米
民
政
府
か
ら
発
表
さ
れ
た
石
川
浄
水
場

よ
り
瑞
慶
山
貯
水
場
間
の
仮
設
送
水
パ
イ
プ

敷
設
工
事
を
早
急
に
着
手
し
、
一
日
も
早
く

完
成
し
て
市
民
需
要
に
こ
た
え
ら
れ
る
措
置

を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
琉
球
政
府
、
水

道
公
社
な
ど
関
係
各
庁
に
対
策
を
要
望
し
て

い
る
。
こ
の
「
意
見
書
」
に
関
連
し
て
真
栄

城
嘉
園
議
員
（
新
政
会
）
が
市
当
局
に
対
し
、

渇
水
期
間
中
の
水
道
料
金
減
免
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
市
の
水
道

対
策
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
た
。

　

平
良
市
長
は
「
水
需
要
量
が
最
も
大
き
い

市
と
し
て
も
、
北
部
の
水
源
地
各
村
を
回
っ

て
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
水
道
公
社
に

対
し
て
も
市
民
の
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う

な
送
水
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
訴
え
た
」
と

延
べ
、
佐
久
川
水
道
局
長
は
「
断
水
に
な
っ

て
か
ら
一
部
の
地
域
で
は
水
が
ほ
と
ん
ど
出

な
い
な
ど
深
刻
な
面
も
あ
る
が
、
消
防
車
の

手
配
、
あ
ら
た
な
パ
イ
プ
敷
設
を
考
え
る
な

ど
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
水
道
料
金
減
免
に

つ
い
て
は
、
調
査
の
う
え
決
め
た
い
」
と
答

え
た
。

　

し
尿
取
り
扱
い
料
金
の
値
上
げ
を
め
ぐ
っ

て
、「
値
上
げ
幅
の
決
め
方
が
安
易
だ
。
も
っ

と
細
か
い
基
礎
資
料
を
準
備
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
」
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
に
欠
け
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
業
者
へ
の
行
政
指
導
に
怠
り

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
批
判
が
出
た

が
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
し
尿
取
り

扱
い
料
金
は
八
月
一
日
か
ら
百
八
十
㍑
以
上

が
三
十
六
㍑
に
つ
き
十
五
㌣
。
以
下
は
一
律

七
十
㌣
と
な
る
。
現
在
は
定
量
基
準
は
な

く
、
三
十
六
㍑
に
つ
き
十
㌣
。
ゴ
ミ
取
り
扱

い
料
金
も
月
ぎ
め
契
約
に
つ
い
て
の
料
金
が

値
上
が
り
し
、
一
カ
月
三
十
㌣
が
五
十
㌣
に

な
る
。

　

そ
の
他
、
安
謝
か
ら
41
号
線
ま
で
の
道
路

工
事
の
工
事
請
け
負
い
契
約
に
つ
い
て
の
議

案
が
可
決
さ
れ
た
。

｜
社　

説
｜

基
地
と
同
居
の
水
問
題
／
水
き

き
ん
に
根
本
対
策
を

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
７
・
27
〕

　

断
水
時
間
が
、
二
十
五
日
か
ら
ま
た
三
十

六
時
間
に
延
長
さ
れ
た
。
今
月
四
日
に
、
隔

日
十
二
時
間
断
水
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
四

度
目
の
断
水
延
長
で
あ
り
、
ひ
で
り
が
続
け

ば
、
水
道
事
情
は
こ
ん
ご
さ
ら
に
悪
化
す
る

か
も
知
れ
な
い
。
台
風
18
号
の
接
近
に
期

待
し
て
い
た
降
雨
も
、
け
っ
き
ょ
く
は
か
ら

頼
み
に
終
わ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
断
水
延
長
の
緊
急
通
知

だ
が
、
水
道
公
社
が
米
民
政
府
か
ら
連
絡
を

う
け
た
の
は
、
実
施
前
日
の
夕
だ
っ
た
と
い

う
。
那
覇
市
水
道
当
局
で
は
、
断
水
時
間
に

変
更
を
生
ず
る
場
合
、
事
前
に
連
絡
し
合

い
、
協
議
の
う
え
決
め
る
よ
う
、
強
硬
な
申

し
入
れ
を
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
直
後
、

ま
っ
た
く
抜
き
打
ち
に
、
六
時
間
の
断
水
時

間
延
長
を
一
方
的
に
通
告
し
て
き
た
わ
け
で

あ
る
。
し
か
も
、
当
日
は
土
曜
日
に
あ
た
っ

て
い
た
た
め
、
水
道
公
社
の
係
職
員
は
、
関

係
市
町
村
へ
の
緊
急
連
絡
に
、
た
い
へ
ん
な

騒
ぎ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
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事
前
協
議
の
申
し
入
れ
を
う
け
て
い
た
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
無
視
さ
れ
た
形
で
、
抜

き
打
ち
通
告
と
な
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
事

情
に
よ
る
も
の
か
。
上
水
道
管
理
の
し
く
み

に
つ
い
て
、
根
本
的
に
検
討
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

　

上
水
道
管
理
の
実
態
は
…

　

水
道
公
社
は
、
各
地
方
自
治
体
に
対
し
、

原
水
ま
た
は
浄
水
を
供
給
し
て
い
る
が
、
そ

れ
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
五
八
年
九
月
で
あ

る
。
高
等
弁
務
官
布
令
第
八
号
に
も
と
づ
い

て
、
米
民
政
府
の
補
助
機
関
と
し
て
生
ま

れ
、
沖
縄
の
住
民
に
、
生
活
用
水
と
産
業
開

発
に
必
要
な
、
安
全
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
水

を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
と
う
た

わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
社
の
管
理
権
は
、

民
政
官
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
五
人
の
理
事

（
う
ち
沖
縄
側
三
人
、
米
軍
側
二
人
）
で
構
成

さ
れ
る
理
事
会
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

水
道
公
社
総
裁
も
、
五
人
の
な
か
の
理
事

の
ひ
と
り
で
あ
り
、
水
道
の
管
理
権
が
、
す

べ
て
理
事
会
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

断
水
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
も
、
当
然
そ
の

方
針
決
定
に
参
加
し
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、

事
実
は
突
然
の
断
水
時
間
延
長
通
知
に
、
公

社
側
自
体
が
、
あ
わ
て
た
よ
う
す
で
あ
る
。

　

そ
の
点
が
、
一
般
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解

で
き
な
い
。

　

長
い
ひ
で
り
が
つ
づ
き
、
水
源
地
ダ
ム
の

貯
水
量
が
激
減
、
ま
た
河
川
や
地
下
水
の
く

み
あ
げ
量
も
減
っ
て
く
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
れ

て
、
末
端
の
水
道
事
情
が
悪
化
の
一
途
を
た

ど
る
の
は
、
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
給

水
時
間
が
減
ら
さ
れ
る
の
も
、
ま
た
止
む
な

き
こ
と
だ
と
、
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
が
、
し
か
し
、
異
常
渇
水
時
に
さ
い
し
て
、

こ
の
よ
う
な
給
水
対
策
の
基
本
方
針
決
定
が
、

水
道
公
社
を
越
え
て
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
機
関
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。
水
道
行

政
が
、
日
常
生
活
と
密
着
し
た
も
の
で
あ
る

だ
け
に
、
上
水
道
の
総
合
管
理
の
実
体
を
、こ

の
さ
い
も
っ
と
一
般
に
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　

沖
縄
の
上
水
道
の
基
本
施
設
が
、
米
民
政

府
の
援
助
に
よ
っ
て
、
で
き
た
の
は
た
し
か

で
あ
る
。
水
道
公
社
が
、
米
民
政
府
の
補
助

機
関
と
格
付
け
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め

だ
ろ
う
。
で
も
、
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
過
半
数
に
あ
た
る
三
人
の
理
事
を
、
沖

縄
側
か
ら
選
任
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
総
合

的
な
水
道
行
政
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
住
民

参
加
の
形
を
と
と
の
え
る
必
要
か
ら
、
出
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

復
帰
対
策
と
も
関
連
す
る

　

と
こ
ろ
が
、
今
日
の
よ
う
に
水
不
足
の
非

常
時
に
あ
た
っ
て
、
水
の
問
題
に
住
民
参
加

の
余
地
が
、
ま
っ
た
く
な
い
か
の
よ
う
な
印

象
を
与
え
る
の
が
、
二
十
四
日
の
一
方
的
断

水
時
間
の
延
長
通
告
で
あ
る
。

　

「
乏
し
き
を
憂
え
ず
、
等
し
か
ら
ざ
る
を
憂

う
」
と
は
水
き
き
ん
に
さ
い
し
、
つ
ね
に
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
今
回
の
異
常

渇
水
に
あ
た
っ
て
、
米
軍
側
も
か
な
り
き
び

し
い
調
子
で
、「
節
水
」
を
呼
び
か
け
て
い
る

よ
う
で
は
あ
る
が
、「
少
な
い
水
」
を
ど
の
よ

う
に
配
分
し
た
ら
よ
い
か
、
に
つ
い
て
協
議

参
加
の
機
会
を
、
当
然
民
側
に
も
与
え
て
し

か
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

水
の
問
題
の
根
本
的
解
決
は
、
も
ち
ろ
ん

水
源
開
発
に
ゆ
だ
ね
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
活

の
向
上
、
産
業
の
発
達
に
伴
う
水
需
要
の
増

加
に
、
現
有
の
施
設
は
と
う
て
い
間
に
合
っ

て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
水
道
に
関
す
る
基
本

施
設
の
整
備
は
、
急
務
中
の
急
務
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
当
面
の
問
題
は
、
そ
れ
と
は

別
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
み
ん
な
が
納
得
で
き

る
よ
う
な
「
少
な
い
水
の
配
分
」
の
し
か
た

を
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
。
そ
れ
が

目
下
の
重
要
な
緊
急
課
題
な
の
だ
。

　

一
般
住
民
の
声
は
、
そ
こ
に
集
約
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。

　

上
水
道
の
総
合
的
な
管
理
問
題
は
、
同
時

に
復
帰
後
の
水
対
策
と
も
、
重
大
な
関
連
が

あ
る
こ
と
だ
。
き
わ
め
て
大
き
な
政
治
問
題

で
あ
る
。
行
政
府
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
立

法
院
も
積
極
的
に
と
り
あ
げ
て
も
ら
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

ア
ル
ミ
工
場
増
築
／
住
民
か
ら

〝
待
っ
た
〟
／
廃
液
・
騒
音―

死
活
問
題
／
建
築
許
可
す
れ

ば
実
力
阻
止
／
石
嶺
町

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
８
・
５
〕

　

首
里
石
嶺
町
の
ア
ル
ミ
工
場
増
築
を
め
ぐ

っ
て
付
近
住
民
か
ら
反
対
の
声
が
起
こ
っ
て

い
る
。
付
近
住
民
は
、
騒
音
、
工
場
廃
液
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と

し
て
那
覇
市
当
局
、
市
議
会
に
対
し
て
工
場

増
築
を
許
可
し
な
い
よ
う
強
く
申
し
入
れ
て

い
る
。
他
方
工
場
側
は
、
工
場
廃
液
は
中
和

そ
う
を
作
っ
て
処
理
す
る
の
で
農
作
物
な
ど

へ
の
被
害
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
増
築
を

行
な
う
方
針
を
変
え
て
お
ら
ず
、
両
者
の
対

立
は
深
ま
っ
て
い
る
。
結
局
、
問
題
は
建
築

審
査
会
が
工
場
増
築
に
同
意
す
る
か
ど
う
か

に
焦
点
が
し
ぼ
ら
れ
て
き
た
。

　

問
題
に
な
っ
て
い
る
工
場
は
首
里
石
嶺
町

四
の
四
六
一
の
大
建
商
事
（
安
次
富
長
栄
社

長
）
。
同
社
は
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
組
み
立
て

作
業
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
工
場
（
八

百
三
十
八
平
方
㍍
）
が
狭
く
六
百
九
十
八
平

方
㍍
の
増
築
を
市
に
申
請
し
て
い
る
。
同
地

域
は
さ
る
一
月
に
住
居
地
域
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
工
場
を
増
築
す
る
場
合
、
既
存

の
工
場
の
半
分
の
面
積
ま
で
は
市
の
許
可
を

必
要
と
し
な
い
が
、
半
分
を
越
え
た
場
合
許

可
を
必
要
と
す
る
。
付
近
住
民
は
工
場
増
築
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に
よ
っ
て
公
害
問
題
が
発
生
す
る
と
し
て
建

築
許
可
を
却
下
す
る
よ
う
市
に
要
請
し
て
い

る
。

　

付
近
住
民
は
「
現
在
の
規
模
の
工
場
で
も

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
切
断
す
る
際
金
属
音
を
発

し
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ミ
メ
ッ

キ
に
よ
る
工
場
廃
液
が
か
ん
が
い
用
水
に
流

れ
込
み
農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
。
工
場
近

く
の
家
庭
は
ほ
と
ん
ど
が
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ

る
地
下
水
を
使
用
し
て
お
り
、
廃
液
で
地
下

水
が
汚
染
さ
れ
た
ら
死
活
問
題
だ
」
と
不
安

を
訴
え
、
増
築
反
対
に
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
西
原
村
呉
屋
に
あ
る
同
種
の
ア
ル

ミ
メ
ッ
キ
工
場
の
廃
液
を
農
業
試
験
場
で
検

査
し
た
結
果
、
農
業
用
か
ん
が
い
用
水
と
し

て
は
不
適
当
だ
と
の
結
論
を
持
ち
だ
し
、
反

対
理
由
に
し
て
い
る
。

　

市
議
会
総
務
委
員
会
で
も
こ
の
問
題
を
審

査
し
て
い
る
が
、こ
の
中
で
工
場
側
は
「
騒
音

に
つ
い
て
は
対
策
を
講
じ
た
い
、
工
場
廃
液

は
中
和
そ
う
を
作
っ
て
薬
品
で
消
毒
し
て
流

す
た
め
農
作
物
へ
の
被
害
は
防
止
で
き
る
」

と
主
張
し
て
い
る
。
同
委
員
会
で
は
、
現
状

で
は
工
場
排
水
が
有
害
か
否
か
に
つ
い
て
測

定
す
る
施
設
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
結
論
を

持
ち
越
し
て
い
る
、
結
局
、
建
築
審
査
会
の

結
論
待
ち
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
市
当
局

は
審
査
会
へ
の
諮
問
を
い
つ
行
な
う
か

に
つ
い
て
具
体
的
な
日
を
明
ら
か
に
し
て
な

い
し
、
審
査
会
の
開
催
日
も
決
ま
っ
て
な
い
。

だ
か
ら
結
論
ま
で
か
な
り
の
日
数
を
要
し
そ

う
だ
。
付
近
住
民
は
、
仮
に
建
築
許
可
が
お

り
た
に
せ
よ
実
力
で
阻
止
す
る
と
の
構
え
を

と
っ
て
お
り
、
今
後
問
題
は
大
き
く
な
り
そ

う
だ
。

大
弦
小
弦

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
８
・
７
〕

市
制
五
十
周
年
を
記
念
す
る
那
覇
大
綱
引
き

は
十
月
十
日
、
都
心
の
１
号
線
で
豪
華
な〝
本

番
〟
を
迎
え
る
が
、
八
月
に
は
い
っ
て
、
い

よ
い
よ
鉦
鼓
（
ソ
ー
グ
）
太
鼓
の
練
習
を
は

じ
め
た
。
三
十
六
年
前
の
昭
和
十
年
に
波
上

宮
三
百
年
祭
を
祝
っ
た
那
覇
四
町
大
綱
引
き

い
ら
い
の
盛
儀
で
あ
る
。
実
行
委
員
長
の
友

寄
英
彦
氏
を
中
心
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に

ま
で
応
援
を
た
の
ん
で
、
綱
引
き
行
事
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
▼
１
号
線
の
汐
渡

橋
か
ら
神
元
ビ
ル
ま
で
の
六
百
㍍
が
綱
引
き

現
場
に
な
る
が
、
す
で
に
旧
八
カ
字
の
旗
頭

の
製
作
も
終
わ
り
、
こ
ん
ど
は
鉦
鼓
、
太
鼓

の
打
ち
方
を
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
少
年
た
ち

に
伝
授
す
る
そ
う
だ
。
こ
の
ほ
か
ホ
ラ
貝
の

吹
き
方
、
旗
頭
の
持
ち
方
な
ど
に
も
、
コ
ツ

が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
一
す
じ
縄
で
は
い
か

ぬ
ら
し
い
。
鉦
鼓
の
位
置
は
、
目
の
前
の
高

さ
だ
っ
た
、
と
か
、
い
や
、
胸
の
前

だ
、と
古
老
た
ち
の
間
で
も
甲
論
乙
ば
く
、
昔

の
記
憶
を
た
よ
り
に
古
式
行
事
を
再
現
さ
せ

る
の
は
、
二
す
じ
縄
で
も
い
か
ぬ
よ
う
だ
▼

綱
引
き
の
起
源
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
記
録

は
な
い
。
伝
説
や
由
来
記
に
よ
る
と
、
東
風
平

村
字
富
盛
が
元
祖
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
稲

の
害
虫
が
は
び
こ
っ
て
、
毎
年
不
作
に
悩
ん

で
い
た
の
で
、
稲
を
刈
り
と
っ
た
あ
と
の
ワ

ラ
で
綱
を
つ
く
り
、
村
内
で
綱
を
引
い
た
と

こ
ろ
、
翌
年
か
ら
害
虫
も
絶
え
、
豊
作
が
つ

づ
い
た
の
で
、
恒
例
行
事
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
行
事
を
盛
り
上
げ
た
の
が
、
南
山
城
主

で
、
津
嘉
山
の
綱
引
き
に
旗
頭
ま
で
贈
っ
て

観
戦
し
た
▼
こ
う
し
た
農
村
行
事
が
都
市
化

し
て
、
那
覇
名
物
の
大
綱
に
発
展
し
た
わ
け

だ
が
古
く
は
首
里
に
も
綾
門
大
綱
、
今
に
残

る
与
那
原
、
糸
満
の
大
綱
引
き
と
、
民
俗
行

事
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
の
荒
廃
か

ら
出
発
し
た
那
覇
は
、
綱
を
引
く
に
も
ワ
ラ

が
な
く
、
羽
地
や
宮
崎
か
ら
買
い
あ
つ
め
る

ら
し
い
が
、
市
制
五
十
周
年
を
祝
う
ほ
か
に
、

十
・
十
空
襲
の
日
に
、
大
綱
引
き
を
再
現
す

る
の
は
、
復
帰
を
前
に
、
繁
栄
へ
の
踏
み
台

に
し
て
、
毎
年
の
行
事
に
組
み
入
れ
た
い―

と
の
願
い
も
あ
り
、
さ
ら
に
「
き
の
う
の
敵

は
き
ょ
う
の
友
」
と
い
う
わ
け
で
、
去
り
ゆ

く
ア
メ
リ
カ
世
へ
の
決
別
の
意
味
も
こ
め
て

い
る
ら
し
い
▼
め
す
綱
と
お
す
綱
を
結
合
さ

せ
る
カ
ニ
チ
口
は
、
前
記
の
六
百
㍍
の
ほ
ぼ

中
間
に
当
た
る
地
点
で
、
観
覧
用
の
桟
敷
ま

で
準
備
す
る
と
い
う
。
古
式
豊
か
に
観
光
資

源
と
な
る
ま
で
に
盛
り
上
げ
た
い
と
か
。
成

功
を
祈
る
。

貨
物
の
搬
出
阻
止
へ
／
安
謝
ク

リ
舟
漁
業
会
／
ゲ
ー
ト
封
鎖

続
け
る
／
那
覇
新
港

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
８
・
10
〕

　

那
覇
市
安
謝
ク
リ
舟
漁
業
会
（
大
城
満
助

会
長
）
の
会
員
お
よ
そ
百
二
十
人
は
、
九
日

午
後
六
時
か
ら
那
覇
新
港
ゲ
ー
ト
の
封
鎖
に

は
い
っ
た
。
漁
民
は
、
那
覇
市
が
生
活
権
を

補
償
し
な
い
限
り
無
期
限
で
も
ゲ
ー
ト
を
封

鎖
す
る
と
の
強
硬
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
那

覇
新
港
に
は
四
せ
き
の
船
が
入
港
し
て
い
る

が
、
ゲ
ー
ト
封
鎖
に
よ
っ
て
貨
物
の
搬
出
が

阻
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
船
舶
、
荷
主
は
大

き
な
損
害
を
受
け
そ
う
だ
。

　

安
謝
ク
リ
舟
漁
業
会
の
大
城
会
長
ら
は
九

日
正
午
す
ぎ
那
覇
市
役
所
で
市
当
局
と
話
し

合
っ
た
が
、
結
局
物
別
れ
に
終
わ
っ
た
。
こ

の
中
で
大
城
会
長
ら
は
「
那
覇
新
港
の
工
事

に
よ
っ
て
漁
場
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
生
活
権

を
奪
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
漁
業
を
や
め
て
出

か
せ
ぎ
に
い
く
者
や
、
転
職
す
る
者
が
多
数

出
て
い
る
。
埋
め
立
て
前
は
一
日
十
五
㌦
の

水
揚
げ
が
あ
っ
た
。
市
は
当
然
生
活
権
を
補

償
す
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
大
城
会

長
は
「
埋
め
立
て
の
際
、
漁
民
一
人
あ
た
り
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百
三
十
二
平
方
㍍
（
三
十
坪
）
の
土
地
を
埋

め
立
て
地
に
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
を
市
議

会
で
決
議
し
た
。
市
は
約
束
を
守
れ
」
と
迫

っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
前
田
第
二
助
役
は
「
生
活
権

の
問
題
に
つ
い
て
は
市
と
し
て
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土
地
の
無
償
提
供
に
つ

い
て
は
困
難
だ
。
漁
民
の
生
活
を
補
償
す
る

た
め
那
覇
新
港
の
一
部
に
船
た
ま
り
場
を
建

設
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
は
早
急
に
結
論
を
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
時
間
を
か
け
て
解
決
し
た

い
」
と
答
え
た
。
大
城
会
長
ら
は
市
の
回
答

に
不
満
を
表
明
、
話
し
合
い
は
決
裂
し
た
。

　

結
局
、
安
謝
の
漁
民
は
要
求
が
受
け
い
れ

ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
、
九
日
か
ら
実
力
行

使
に
は
い
る
こ
と
を
決
め
、
ゲ
ー
ト
封
鎖
に

は
い
っ
た
。
那
覇
新
港
に
は
同
日
、
パ
ナ
マ

船
籍
の
「
メ
イ
ジ
号
」
が
原
木
を
積
ん
で
入

港
し
た
が
、
漁
民
は
原
木
の
搬
出
を
阻
止
す

る
と
し
て
お
り
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。〝

不
当
に
低
い
〟
資
産
査
定
／
バ

ス
五
社
合
併
問
題
／
那
覇
市

が
企
業
側
に
不
満

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
８
・
12
〕

　

七
二
年
四
月
を
メ
ド
と
す
る
バ
ス
業
界
五

社
の
合
併
問
題
は
、
資
産
評
価
を
め
ぐ
っ
て

紛
糾
し
て
い
る
が
、
平
良
那
覇
市
長
、
稲
嶺

第
一
助
役
ら
は
十
一
日
➊
五
社
統
合
は
基
本

的
に
賛
成
で
あ
る
が
、
一
部
企
業
家
の
た
め

の
合
併
に
は
反
対
で
あ
る
❷
首
里
バ
ス
の
大

株
主
で
あ
る
那
覇
市
が
合
併
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
て
い
る
と
の
見
解
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

株
主
不
在
の
合
併
契
約
に
問
題
が
あ
る
❸
資

産
評
価
は
、
二
十
余
年
前
の
帳
簿
を
も
と
に

査
定
し
て
お
り
、
現
実
に
即
し
て
再
評
価
す

べ
き
だ―

な
ど
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

バ
ス
五
社
は
復
帰
対
策
の
一
環
と
し
て
一

社
統
合
で
基
本
的
に
合
意
、
そ
の
手
は
じ
め

と
し
て
首
里
バ
ス
（
上
間
長
和
社
長
、
資
本

金
七
万
㌦
）
と
琉
球
バ
ス
（
久
保
田
盛
広
社

長
、
資
本
金
五
十
二
万
五
千
㌦
）
が
合
併
し
、

一
社
統
合
へ
の
〝
礎
〟
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
合
併
仮
調
印
は
五
月
に
お
こ

な
わ
れ
、
あ
と
は
正
式
調
印
に
こ
ぎ
つ
け
る

ば
か
り
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
首
里
バ
ス

の
大
株
主
で
あ
る
那
覇
市
（
三
万
㌦
保
有
）

は
、
資
産
評
価
に
納
得
で
き
な
い
面
が
あ
る

と
し
て
、
調
印
に
ま
っ
た
を
か
け
た
。
こ
の

た
め
、
主
管
の
通
産
局
の
合
併
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
大
幅
な
狂
い
が
生
じ
た
ほ
か
、
五
社
合

併
そ
の
も
の
が
振
り
出
し
に
も
ど
る
様
相
を

帯
び
て
き
た
と
し
て
苦
慮
し
て
い
た
。

平
良
那
覇
市
長
ら
は
、「
那
覇
市
が
合
併
の
ブ

レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
る
と
受
け
と
め
ら
れ
る

の
は
、
心
外
」
と
前
置
き
し
、
一
部
企
業
家

が
合
併
に
名
を
か
り
て
、
私
腹
を
肥
し
つ
つ

あ
る
現
状
を
指
摘
、
会
社
資
産
を
不
当
に
評

価
し
た
合
併
契
約
に
は
あ
く
ま
で
反
対
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
問
題
の
資
産
査
定
額
は
、

首
里
バ
ス
の
場
合
、
二
万
㌦
と
な
っ
て
い
る
。

市
独
自
の
評
価
で
は
二
十
万
㌦
は
下
ら
な
い

と
見
て
お
り
、
会
社
側
の
査
定
と
十
倍
の
ひ

ら
き
が
あ
る
。

同
市
長
は
正
当
な
再
評
価
が
な
さ
れ
し
だ
い
、

市
当
局
も
合
併
を
側
面
か
ら
推
進
し
て
い
く

方
針
に
あ
る
と
い
う
が
、
合
併
後
の
市
の
保

有
株
に
つ
い
て
は
、
➊
市
民
の
立
場
か
ら
会

社
を
見
守
る
た
め
保
有
し
続
け
る
❷
一
般
に

開
放
、
譲
渡
す
る―

の
二
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

　

平
良
那
覇
市
長
の
話　

那
覇
市
の
所
有
株

は
市
民
の
財
産
だ
。
首
里
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
車
、
土
地
は
、
二
十
万
㌦
と
評
価
し
て

い
る
が
、
会
社
側
は
二
万
㌦
に
し
か
評
価
し

て
い
な
い
。
一
部
企
業
家
の
た
め
に
な
る
よ

う
な
合
併
調
印
に
は
反
対
で
あ
り
、
再
評
価

し
な
お
す
よ
う
申
し
入
れ
た
。も
と
も
と
、
同

社
は
旧
首
里
市
が
公
営
バ
ス
と
し
て
認
可
さ

れ
た
も
の
だ
。
当
時
、
米
民
政
府
は
、
民
間

経
営
で
な
い
と
許
可
し
な
か
っ
た
た
め
、
し

か
た
な
く
約
二
千
人
の
旧
市
民
か
ら
四
万
㌦

を
株
の
割
り
当
て
制
で
集
め
、
市
は
会
社
に

土
地
な
ど
を
無
償
で
提
供
、
現
物
出
資
の
形

を
と
っ
た
。
い
ま
で
は
、
そ
れ
ら
の
土
地
も

値
上
が
り
し
て
お
り
、
ど
う
み
て
も
二
万
㌦

と
査
定
す
る
の
は
お
か
し
い
。
査
定
の
資
料

は
、
二
十
余
年
前
の
会
社
発
足
当
時
の
数
字

を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
。
監
督
官
庁
が
ち

ゃ
ん
と
会
社
の
内
容
を
掌
握
し
て
い
な
い

た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の

だ
。
な
り
ゆ
き
ま
か
せ
の
合
併
に
は
零
細
な

市
民
株
主
の
立
場
か
ら
も
反
対
せ
ざ
る
を

え
な
い
。

補
償
問
題
に
あ
ゆ
み
寄
り
／
安

謝
ク
リ
舟
漁
業
会―

市
当
局

／
生
活
の
実
態
調
査
へ
／
漁

業
会
、
実
力
阻
止
を
解
く

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
８
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補
償
問
題
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
安

謝
ク
リ
舟
漁
業
会
と
市
当
局
は
、
十
一
日
午

後
話
し
合
い
を
も
ち
、「
調
査
委
員
会
を
発
足

さ
せ
て
生
活
の
実
態
調
査
を
行
な
い
、
前
向

き
の
姿
勢
で
補
償
を
考
え
て
い
く
」
（
市
当

局
）「
荷
揚
げ
作
業
阻
止
な
ど
の
実
力
行
動
を

解
く
」
（
漁
業
会
）
と
、
今
後
歩
み
寄
り
を

み
せ
問
題
解
決
に
あ
た
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

紛
糾
し
て
い
た
補
償
問
題
も
、
こ
れ
で
解
決

へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

が
、
補
償
対
象
者
、
補
償
方
法
も
具
体
化
さ

せ
る
段
階
で
あ
ら
た
な
〝
対
立
〟
を
生
み
だ

す
要
素
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
上
に
、

十
年
も
前
の
〝
問
題
〟
が
現
在
ま
で
未
解
決
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八
月

の
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
紛
糾
の
深

い
要
因
が
あ
り
、
市
当
局
に
対
す
る
漁
民
の

根
強
い
反
発
が
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
。
問
題

点
を
探
っ
て
み
る
と―

。

　

漁
業
会
（
大
城
満
助
会
長
）
に
集
ま
る
約
百

人
の
零
細
漁
民
は
、「
新
港
建
設
で
漁
場
が
な

く
な
り
、
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
補
償

を
し
て
ほ
し
い
」
と
主
張
し
た
。
港
が
で
き

る
以
前
は
、
安
謝
近
海
は
タ
コ
、
イ
カ
、
ノ

リ
、
モ
ズ
ク
な
ど
が
多
く
、
り
っ
ぱ
な
漁
場

だ
っ
た
が
、
ク
リ
舟
約
五
十
隻
を
フ
ル
回
転

さ
せ
て
、
条
件
の
い
い
時
に
は
一
日
一
隻
三

十
㌦
以
上
の
収
穫
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

が
、
い
ま
で
は
〝
死
の
海
〟
と
化
し
、
や
む

な
く
漁
民
は
北
谷
沖
、
慶
良
間
近
海
に
出
漁

し
て
い
る
が
、〝
侵
入
〟
と
み
ら
れ
気
持
ち
よ

く
漁
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。「
港
が
で
き
た
お
か

げ
だ
」
と
感
ず
る
の
は
、
無
理
の
な
い
こ

と
。

　

市
当
局
は
、
初
め
漁
業
権
を
タ
テ
に
と
っ

た
。「
一
帯
の
漁
業
権
を
持
っ
て
い
た
那
覇
地

区
漁
協
は
、
十
年
も
前
に
漁
業
権
を
放
棄
し

て
い
る
。
漁
業
権
に
対
す
る
補
償
は
、
法
律

上
で
き
な
い
」
と
。
漁
民
は
そ
れ
を
認
め
た
。

し
か
し
漁
業
権
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
六
○

年
、
市
は
す
で
に
一
帯
を
埋
め
立
て

て
、
新
港
を
建
設
す
る
計
画
を
す
す
め
て
い

た
。
同
年
三
月
十
五
日
、
埋
め
立
て
の
認
可

を
得
て
い
る
。
那
覇
地
区
漁
協
の
漁
業
権
が

認
め
ら
れ
た
の
は
そ
の
後
で
、
六
一
年
に
な

っ
て
か
ら
。
話
で
は
、
埋
め
立
て
認
可
以
前

に
申
請
を
や
っ
た
の
だ
が
、
民
政
府
の
圧
力

で
後
回
し
に
さ
れ
た
と
い
う
。
だ
か
ら
、
一

帯
の
漁
業
権
は
最
初
か
ら
だ
れ
に
も
な
か
っ

た
こ
と
に
な
る
。
漁
業
権
喪
失
に
対
す
る
補

償
が
行
な
わ
れ
な
い
の
も
、
こ
れ
で
は
当
然

と
い
え
る
。

　

し
か
も
漁
民
た
ち
は
、〝
出
資
金
〟
が
高

す
ぎ
る
た
め
に
那
覇
地
区
漁
協
に
加
入
で
き

ず
、
本
来
の
意
味
で
漁
業
権
が
あ
っ
た
に
せ

よ
、
そ
れ
を
主
張
す
る
立
場
に
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
西
銘
前
市
政
は
、
生

活
の
補
償
だ
け
で
も
何
と
か
や
る
、
と
口
約

束
し
た
が
、
以
後
、
港
の
建
設
が
進
ん
で
も

い
っ
こ
う
に
話
が
な
い
。
不
安
を
感
じ
た
漁

民
た
ち
は
市
議
会
に
、
埋
め
立
て
地
を
わ
れ

わ
れ
の
住
宅
地
と
し
て
優
先
的
に
割
り
当
て

て
ほ
し
い
、
と
陳
情
、
六
四
年
九
月
の
定
例

議
会
で
「
割
り
当
て
る
よ
う
」
決
議
ま
で
行

な
っ
た
。
そ
れ
で
も
い
っ
こ
う
に
具
体
策
が

示
さ
れ
ず
に
過
ぎ
た
。
平
良
市
政
に
な
っ
て

か
ら
、
舟
つ
き
場
を
設
置
す
る
な
ど
い
く
ら

か
進
展
が
見
ら
れ
た
が
、
か
ん
じ
ん
の
生
活

補
償
の
問
題
は
ゲ
タ
を
あ
ず
け
た
か
っ
こ
う

だ
っ
た
。

　

市
当
局
の
こ
の
よ
う
な
態
度
に
、
ゴ
ウ
を

煮
や
し
た
漁
民
は
決
起
し
、
実
力
行
動
に
訴

え
た
の
が
さ
る
九
日
。
そ
れ
で
も
市
当
局
は

「
生
活
補
償
と
な
る
と
ど
う
か
」と
難
色
を
示

し
た
が
、
「
と
に
か
く
港
の
建
設
で
生
活

が
破
壊
さ
れ
か
か
っ
て
い
る
。
法
律
上
の
問

題
で
は
な
く
、
生
活
に
か
か
わ
る
問
題
な
の

だ
」と
の
強
い
反
発
を
く
ら
っ
て
、や
っ
と
生

活
補
償
も
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
。
市

当
局
は
「
漁
業
権
は
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
生

活
の
実
態
が
漁
民
の
言
う
通
り
の
も
の
で
あ

れ
ば
大
き
な
問
題
で
あ
る
」
と
判
断
、
具
体

的
な
解
決
へ
一
歩
進
ん
だ
。
漁
民
は
「
建
設

計
画
当
時
そ
し
て
そ
れ
以
後
、
わ
れ
わ
れ
の

こ
と
も
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
な

ら
、
す
で
に
解
決
ず
み
だ
っ
た
の
に
…
」
と

こ
れ
ま
で
の
市
政
に
強
い
ふ
ん
満
を
ぶ
つ
け

て
い
る
が
、
一
応
解
決
へ
の
糸
口
が
見
い
出

さ
れ
た
と
し
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に

し
て
も
十
年
も
前
か
ら
当
然
取
り
組
ま
れ
て

い
る
べ
き
問
題
が
、
い
ま
に
な
っ
て
フ
ッ
ト

ウ
し
た
こ
と
は
、
市
当
局
の
細
か
い
配
慮
の

欠
如
を
反
省
さ
せ
る
材
料
と
な
っ
た
こ
と
は

確
か
。

　

備
瀬
経
民
部
長
を
長
と
す
る
「
安
謝
地
区

漁
業
補
償
調
査
委
員
会
」
は
十
六
日
か
ら
調

査
を
開
始
し
、
十
二
月
末
ま
で
に
生
活
実
態

を
全
部
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

工
場
の
ば
い
煙
に
悲
鳴
／
安
謝

岡
野
区
／
た
め
水
に
も
ス
ス

／
改
善
策
を
訴
え
る
区
民

〔
琉
新
・
朝　
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那
覇
市
安
謝
岡
野
区
の
区
民
は
工
場
か
ら

は
き
出
さ
れ
る
ば
い
煙
に
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

る
。
「
洗
た
く
物
は
ス
ス
で
真
っ
黒
に
な
る

し
、
断
水
時
の
た
め
水
に
も
ば
い
煙
が
は
い

る
な
ど
踏
ん
だ
り
け
っ
た
り
だ
」
と
怒
り
を

ぶ
ち
ま
け
て
い
る
。
同
区
の
区
民
は
市
役
所

に
改
善
策
を
訴
え
る
一
方
、
工
場
側
に
も

「
な
ん
と
か
し
て
く
れ
」と
強
く
申
し
入
れ
て

い
る
。
市
役
所
で
は
現
場
の
調
査
を
進
め
て

い
る
が
、
近
く
工
場
側
に
改
善
策
を
勧
告
す

る
方
針
。
問
題
の
工
場
も
、
ば
い
煙
を
防
止

す
る
吸
じ
ん
装
置
を
取
り
付
け
中
で
、「
近
く

ば
い
煙
問
題
は
解
消
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
話

し
て
い
る
。

　

工
場
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
区
民
は
「
ば

い
煙
は
工
場
が
で
き
て
か
ら
ず
っ
と
降
っ
て

い
る
。
今
月
な
か
ば
か
ら
と
く
に
ひ
ど
く
、も

う
ガ
マ
ン
で
き
な
い
。
黒
い
ス
ス
が
家
の
中

ま
で
は
い
り
こ
ん
で
く
る
し
、
駐
車
中
の
車

も
ス
ス
で
真
っ
黒
だ
。
ば
い
煙
は
午
前
八
時

ご
ろ
が
ひ
ど
い
。
断
水
で
手
洗
い
水
を
た
め

て
い
た
ら
、
そ
れ
も
ス
ス
だ
ら
け
。
夏
休
み

で
子
ど
も
た
ち
が
昼
寝
し
て
い
る
が
、
か
ら

だ
に
も
つ
く
し
、
健
康
に
も
悪
影
響
す
る
の

で
は
な
い
か
気
が
か
り
だ
」
と
話
し
て
い
る
。
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九
月

区
民
の
電
話
連
絡
で
現
場
を
調
査
し
た
市
の

職
員
も
ば
い
煙
の
ひ
ど
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。

　

問
題
の
工
場
は
琉
球
製
油
株
式
会
社
（
根

波
朝
造
社
長
）
＝
那
覇
市
安
謝
六
六
四
ノ
一

＝
。
同
社
の
二
つ
の
煙
突
の
う
ち
一
つ
が
ば

い
煙
を
ま
き
ち
ら
し
て
い
る
。
工
場
側
の
話

だ
と
「
ば
い
煙
は
ボ
イ
ラ
ー
に
原
因
が
あ
る

の
で
、
改
造
を
急
い
で
い
る
。
午
前
中
ば
い

煙
が
ひ
ど
い
の
は
、
ボ
イ
ラ
ー
に
点
火
す
る

際
、
爆
発
が
起
こ
る
た
め
。
ボ
イ
ラ
ー
だ
け

の
改
造
で
は
完
全
に
ば
い
煙
が
な
く
な
る
と

は
必
ず
し
も
い
え
な
い
の
で
、
吸
じ
ん
装
置

も
と
り
つ
け
た
い
。
工
事
は
今
週
中
に
は
完

了
す
る
の
で
、
付
近
住
民
へ
の
迷
惑
も
解
消

で
き
る
と
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

　

公
害
問
題
が
最
近
あ
い
つ
い
で
発
生
し
て

い
る
。
古
波
蔵
の
砂
ボ
コ
リ
、
石
嶺
の
ア
ル
ミ

工
場
な
ど―

。
那
覇
市
は
公
害
発
生
を
防
止

し
、
市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
、

こ
ん
ど
の
機
構
改
革
で
「
公
害
担
当
」
を
設

置
し
た
。
こ
れ
に
は
公
害
専
門
官
を
配
置
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
が
「
九
月
初
め
に
は
配

置
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
市
の
公
害
対
策
は
一
段
と
強
化
さ
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
我
慢
で
き
ぬ
／
那
覇
市
壺

川
／
ひ
ど
い
騒
音
・
ば
い
煙

／
怒
る
区
民
、
市
も
や
っ
と

本
腰

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
９
・
16
〕

　

安
ら
か
な
眠
り
を
破
る
大
き
な
音
、
洗
濯

物
に
付
着
し
て
な
か
な
か
落
ち
ず
異
臭
を
放

つ
バ
イ
煙
。
金
魚
も
死
ん
だ
、
子
ど
も
た
ち

の
発
育
も
悪
い
。
も
っ
と
が
ま
ん
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か―

。
以
前
か
ら
拓
南
製
鉄

Ｋ
Ｋ
（
小
波
津
清
昇
社
長
）
工
場
の
騒
音
と

煙
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
那
覇
市
壺
川
の
住
民

は
、こ
れ
以
上
の
公
害
は
ご
め
ん
だ
、と
不
満

を
あ
ら
わ
に
し
た
。
市
当
局
を
呼
び
出
し
て
、

十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
の
深
夜
、
再

度
の
公
害
実
態
調
査
に
踏
み
切
ら
せ
た
の
で

あ
る
。
一
週
間
前
に
調
査
を
行
な
っ
た
ば
か

り
の
市
職
員
も
、「
と
に
か
く
ひ
ど
い
。
工
場

側
は
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
真
剣
に
対
策

を
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」
と
よ
う
や
く

本
腰
。
市
民
は
、
市
民
運
動
を
展
開
し
て
こ

ん
ど
こ
そ
工
場
側
に
譲
歩
し
て
も
ら
う
、
と

怒
り
を
大
き
く
し
て
い
る
。

　

同
工
場
が
拡
張
さ
れ
た
の
が
昨
年
四
月
。

以
後
、
バ
イ
煙
は
少
々
減
っ
た
も
の
の
か
わ

り
に
騒
音
は
大
き
く
な
っ
た
。
地
域
住
民
は

「
壺
川
公
害
反
対
同
盟
」
（
知
花
清
代
表
）
を

結
成
し
て
工
場
側
に
何
回
か
対
策
を
呼
び
か

け
る
と
同
時
に
、
那
覇
市
や
琉
球
政
府
に
も

陳
情
を
行
な
っ
て
き
た
。
陳
情
に
こ
た
え
て

調
査
が
実
施
さ
れ
、
防
音
装
置
を
と
り
つ
け

る
よ
う
工
場
側
に
対
策
が
示
さ
れ
た
。
工
場

側
で
は
さ
る
十
日
、
騒
音
源
の
ひ
と
つ
で
あ

る
集
塵
機
の
ま
わ
り
を
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
か
こ

う
な
ど
、
一
応
の
対
策
を
と
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
騒
音
、
バ
イ
煙
は
や
ま
ず
、
「
反
対
同

盟
」
の
人
た
ち
は
市
当
局
に
再
度
の
調
査
を

依
頼
し
た
。

　

十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
の
深
夜
行

な
わ
れ
た
調
査
に
は
、
平
良
清
安
企
画
部

長
、
外
間
政
彰
企
画
課
長
ら
市
職
員
五
人
が

あ
た
っ
た
が
、
北
東
の
風
で
漫
湖
方
面
へ
の

流
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
対
側
の
住
宅
地

域
で
も
騒
音
は
測
定
器
で
六
十
ホ
ン
を
越
え

た
。
騒
音
の
大
き
さ
を
示
す
ホ
ン
は
、
音
源

か
ら
一
㍍
離
れ
た
地
点
で
の
音
の
高
さ
を
示

し
、
六
十
ホ
ン
は
商
店
街
の
騒
が
し
い
音
に

ひ
っ
て
き
す
る
。

　

市
職
員
も
、「
夜
中
は
七
十
ホ
ン
に
も
あ
が

る
。
こ
れ
は
一
㍍
離
れ
た
電
話
ベ
ル
と
同
じ

大
き
さ
だ
」
と
、
こ
の
地
域
の
騒
音
の
す
さ

ま
じ
い
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
。

　

市
の
調
査
団
が
来
る
と
い
う
の
で
集
ま
っ

た
婦
人
た
ち
は
、
「
夜
中
、
音
で
必
ず
起
こ

さ
れ
る
。
目
覚
め
て
か
ら
は
な
か
な
か
寝
つ

き
に
く
く
、
い
つ
も
睡
眠
不
足
で
す
」
と
訴

え
た
。
話
で
は
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
心
臓
な

ど
内
臓
を
悪
化
さ
せ
た
の
が
十
人
は
下
ら
ず
、

あ
る
婦
人
な
ど
音
が
高
ま
る
た
び
に
心
臓
発

作
。
通
院
し
て
い
る
医
者
か
ら
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
て
は
な
お
り
に
く
い
、
と
宣
告
さ
れ

た
も
の
も
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
も
睡
眠
不
足
に
な
り
が
ち
で
、
壺
川
一
帯

の
子
ど
も
の
体
格
が
小
さ
い
の
も
地
元
の
人

た
ち
は
騒
音
の
せ
い
に
し
て
い
る
。

　

バ
イ
煙
も
ひ
ど
い
。
洗
た
く
物
に
付
着
す

る
と
落
ち
に
く
く
、
畳
は
汚
れ
る
一
方
。
足

裏
も
バ
イ
煙
だ
ら
け
に
な
る
。
バ
イ
煙
に
は

異
臭
も
あ
る
と
い
わ
れ
、
ノ
ド
の
痛
み
を
訴

え
る
人
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。
最
近
、
あ
ち

こ
ち
の
家
庭
で
奇
妙
に
も
金
魚
が
あ
い
つ
い

で
死
ん
だ
と
い
う
が
、
住
民
は
バ
イ
煙
が
原

因
と
強
い
不
満
だ
。
騒
音
や
バ
イ
煙
で
貸
し

家
も
あ
が
っ
た
り
、
あ
き
家
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
深
刻
。

　

公
害
衛
研
で
は
い
ま
バ
イ
煙
を
分
析
中
だ

が
、
こ
の
晩
調
査
を
行
な
っ
た
平
良
企
画
部

長
は
「
そ
の
結
果
を
待
つ
こ
と
な
く
、
さ
っ
そ

く
対
策
を
練
る
。
公
害
条
例
を
制
定
し
法
的

に
も
強
い
措
置
が
と
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。
「
反
対
同
盟
」
の
住

民
た
ち
は
「
と
に
か
く
ひ
ど
い
。
こ
れ
以
上

が
ま
ん
す
る
こ
と
は
生
活
の
破
壊
だ
。
反
対

運
動
を
も
う
一
度
盛
り
あ
げ
て
、
工
場
側
と

対
決
す
る
」
と
一
歩
も
ひ
か
な
い
姿
勢
を
み

せ
て
い
る
。
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公
害
追
放
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を
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１
９
７
１
・
９
・
18
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公
害
対
策
は
本
土
で
も
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
さ
き
に
公
害
国
会
と
も
い
わ
れ

た
よ
う
に
国
会
で
も
白
熱
し
た
論
議
が
展
開

さ
れ
政
治
的
な
解
決
が
急
が
れ
て
い
る
の
も

少
な
く
な
い
。
沖
縄
で
も
数
年
前
か
ら
各
種

公
害
に
県
民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
が
、

政
策
的
な
立
ち
遅
れ
か
ら
未
解
決
の
ま
ま
各

面
で
問
題
が
提
起
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る

の
が
多
い
。

　

那
覇
市
で
は
十
四
日
夜
、
こ
れ
ま
で
市
民

か
ら
苦
情
の
絶
え
な
か
っ
た
壺
川
付
近
の
公

害
を
抜
き
打
ち
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
付
近

住
民
か
ら
「
井
戸
水
で
金
魚
が
死
ん
だ
」「
ゼ

ン
ソ
ク
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
騒
音
で
睡
眠
が

と
れ
な
い
」
な
ど
公
害
に
悩
む
訴
え
が
多
く
、

市
で
は
問
題
解
決
を
急
ぐ
た
め
公
害
衛
生
研

究
所
に
調
査
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
市
議
会

で
対
策
を
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
日

の
調
査
で
心
臓
発
作
、
じ
ん
臓
、
ゼ
ン
ソ
ク

な
ど
に
か
か
っ
て
い
る
の
が
十
人
も
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
騒
音
で
引
っ
越
す
も

の
、
子
ど
も
た
ち
の
発
育
に
も
支
障
を
き
た

し
て
い
る
疑
い
も
出
て
き
た
と
い
う
。

　

壺
川
一
帯
は
国
場
川
と
な
ら
ん
で
那
覇
市

で
公
害
の
も
っ
と
も
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
、
付

近
住
民
は
た
え
ず
公
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。

以
前
か
ら
早
急
な
る
解
決
が
迫
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
解
決
策
が
な
く
、
い

つ
の
間
に
か
ウ
ヤ
ム
ヤ
に
さ
れ
て
き
て
い

る
。
い
つ
ま
で
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て

い
る
が
、
い
っ
こ
う
に
前
進
し
た
改
善
策
が

み
ら
れ
な
い
。
公
害
を
ま
き
散
ら
す
無
責
任

な
企
業
で
住
民
の
生
活
環
境
が
破
壊
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
政

府
お
よ
び
各
関
係
当
局
に
早
急
な
る
解
決

策
を
訴
え
た
い
。

　

国
場
川
周
辺
の
公
害
も
ひ
ど
い
。
大
量
の

魚
が
死
ん
だ
り
、
大
雨
の
た
び
に
浸
水
さ
わ

ぎ
を
起
こ
す
。
付
近
住
民
は
悪
臭
が
ひ
ど
く

学
校
で
の
授
業
に
も
支
障
を
き
た
す
。
悪
臭

に
た
え
き
れ
ず
雨
戸
を
締
め
切
る
と
い
う
生

活
に
も
追
い
こ
ま
れ
た
。
住
民
か
ら
の
苦
情

も
壺
川
同
様
苦
情
が
絶
え
な
い
が
、
い
つ
ま

で
も
放
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
各
地
域

で
海
水
が
汚
染
さ
れ
海
産
物
の
採
取
や
海
水

浴
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
給
水

源
と
な
っ
て
い
る
河
川
が
汚
物
投
棄
、
工
場

廃
液
、
家
庭
か
ら
の
洗
剤
の
流
れ
っ
ぱ
な
し

で
汚
染
さ
れ
て
い
る
例
も
多
い
。

　

さ
ら
に
米
軍
基
地
か
ら
流
出
し
た
燃
料
で

燃
え
出
し
た
井
戸
水
。
米
軍
の
射
撃
訓
練
、
爆

音
な
ど
に
よ
る
騒
音
な
ど
公
害
問
題
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
中
に

は
生
産
第
一
主
義
の
企
業
誘
致
か
ら
発
生
し

た
公
害
も
あ
れ
ば
、
基
地
公
害
、
住
民
の

公
徳
心
の
欠
如
か
ら
発
生
し
た
公
害
な
ど
各

面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
公
害
の
恐
ろ
し
さ
を

み
ん
な
が
知
り
、
政
府
も
住
民
も
一
体
と
な

っ
て
公
害
追
放
に
立
ち
上
が
ら
ね
ば
な
る
ま

い
。

　

現
在
沖
縄
に
は
ま
だ
死
者
を
出
す
ほ
ど
の

深
刻
な
公
害
は
少
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
公
害
問
題
を
軽
視
す

る
な
ら
や
が
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
ろ
う
。

深
刻
な
事
態
を
出
し
て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と

対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
で
は
お

そ
す
ぎ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
き
に
公

害
防
止
対
策
協
議
会
で
は
公
害
白
書
を
発
表

し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
沖
縄
で
も
各

地
で
公
害
が
発
生
し
被
害
は
激
し
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
公
害
は
補
償
よ
り
も
予
防
に

重
点
を
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
も
警
告
し
て

い
る
。

　

公
害
対
策
と
し
て
は
、
沖
縄
に
公
害
を
規

制
す
る
法
が
な
い
の
で
早
急
に
条
例
を
つ
く

る
べ
き
で
あ
る
。
政
府
は
公
害
対
策
の
た
め

の
予
算
を
十
分
に
確
保
し
、
汚
染
地
区
に
住

ん
で
い
る
住
民
の
健
康
診
断
お
よ
び
医
療
保

障
を
公
費
で
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
公
害
を

と
も
な
う
企
業
進
出
を
き
び
し
く
チ
ェ
ッ
ク

し
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る―

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
政
府
も
こ
の

よ
う
な
警
告
に
は
十
分
に
耳
を
か
た
む
け
て

ほ
し
い
。

　

同
時
に
住
民
も
公
害
問
題
に
は
一
段
と
関

心
を
高
め
、
み
ん
な
で
公
害
を
防
止
す
る
と

い
う
姿
勢
が
強
く
望
ま
れ
よ
う
。
わ
た
し
た

ち
の
周
辺
を
な
が
め
た
場
合
、
あ
ま
り
に
も

汚
染
さ
れ
て
い
る
場
所
が
多
い
こ
と
に
驚
か

さ
れ
る
。
戦
前
は
小
魚
が
生
存
し
て
い
た
小

川
も
、
い
つ
の
間
に
か
悪
臭
を
放
つ
ド
ブ
川

と
化
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
緑
の
遊
び
場
も
切
り
く
ず
さ

れ
、
工
場
や
住
宅
に
変
じ
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
を
奪
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
子
ど

も
た
ち
か
ら
青
い
空
、
青
い
海
を
返
せ
と
い

う
悲
痛
な
訴
え
も
出
て
い
る
。

　

と
く
に
都
市
地
区
の
河
川
は
思
わ
ず
目
を

そ
む
け
る
ほ
ど
汚
染
さ
れ
て
い
る
の
が
多
い
。

チ
リ
、
ア
ク
タ
、
犬
、
ね
こ
の
死
体
が
た
だ

よ
い
、
ま
る
で
チ
リ
捨
て
場
で
あ
る
。
現
状

の
ま
ま
放
置
す
る
と
人
体
に
い
ち
じ
る
し
い

影
響
を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
み
ん
な
が

自
分
の
住
ん
で
い
る
周
辺
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
い
う
気
に
な
れ
ば
、
悪
臭
を
放
つ
ド
ブ

川
も
や
が
て
小
魚
が
住
む
清
流
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
公
害
対
策
は
な
に
も
一
般
住
民
の
手

に
負
え
な
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
身
近

に
あ
る
公
害
追
放
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
公
害
に
悩
む
住
民
の
声
を
無

視
し
て
は
な
る
ま
い
。
政
府
も
立
ち
遅
れ
て
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い
る
公
害
対
策
に
本
腰
を
入
れ
、
県
民
の
健

康
優
先
を
前
提
と
し
た
強
力
な
施
策
を
積
極

的
に
推
進
す
る
よ
う
、
か
さ
ね
て
要
望
し
た

い
。

　

お
手
盛
り
増
俸
〝
異
議
な
し
〟

／
市
三
役
・
議
員
の
報
酬
／

審
議
も
ス
イ
ス
イ
／
野
党
側

も
や
ん
わ
り
の
構
え
／
定
例

議
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
９
・
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〕

　

十
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
九
月
定
例
議
会
で
、

市
長
ら
三
役
の
給
与
と
市
議
会
議
員
の
報
酬

が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
市
当
局
か
ら

上
程
さ
れ
た
改
正
案
は
開
会
初
日
の
本
会
議

で
は
ほ
と
ん
ど
文
句
を
つ
け
ら
れ
ず
二
十
一

日
の
総
務
委
員
会
で
も
〝
異
議
ナ
シ
〟
が
ほ

と
ん
ど
。
「
本
土
と
く
ら
べ
る
と
安
す
ぎ
る
」

と
の
改
正
理
由
に
、
議
員
諸
公
も
た
だ
「
ウ

ー
ン
」
。
再
度
の
本
会
議
で
も
波
乱
な
く
可
決

さ
れ
る
勢
い
で
あ
る
。

　

ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
ど
こ
吹
く
風

　

市
当
局
の
改
正
案
は
、
市
長
の
給
与
六
百

㌦
を
六
百
八
十
㌦
へ
、
助
役
四
百
二
十
㌦
を

五
百
四
十
㌦
へ
、
収
入
役
三
百
六
十
㌦
を
四

百
六
十
㌦
へ
ア
ッ
プ
、
一
律
二
百
㌦
の
議
員

へ
の
報
酬
も
議
長
が
三
百
六
十
㌦
、
副
議
長

三
百
二
十
㌦
、
議
員
二
百
八
十
㌦
へ
と
そ
れ

ぞ
れ
増
額
、
七
二
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
し

よ
う
と
い
う
も
の
。
物
価
や
生
計
費
の
上
昇
、

琉
球
政
府
や
民
間
給
与
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
本

土
類
似
都
市
と
の
比
較
を
考
慮
し
て
提
案
さ

れ
た
。
そ
れ
に
四
年
間
も
す
え
置
か
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
市
特
別
報
酬
等
審

議
会
で
は
五
月
に
「
ア
ッ
プ
は
当
然
」
と
答

申
し
て
い
た
。

　

市
当
局
で
は
答
申
通
り
さ
る
六
月
の
議
会

に
上
程
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
財
源
の
メ
ド

が
な
い
、
と
見
送
っ
て
い
た
。
十
八
日
の
本

会
議
で
は
「
財
政
に
ゆ
と
り
が
生
じ
た
の

か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
だ
け
、
「
一
万

三
千
㌦
ほ
ど
で
ア
ッ
プ
分
は
ま
か
な
え
る
。

今
回
、
そ
の
メ
ド
は
つ
い
て
い
る
」
と
の
答

え
で
ケ
リ
。
総
務
委
員
会
で
も
「
類
似
都
市

の
場
合
、
ど
の
く
ら
い
か
」
「
審
議
会
の
答

申
は
全
会
一
致
か
」
「
十
二
月
に
な
る
と
職

員
へ
の
賞
与
な
ど
も
出
る
。
財
政
的
に
ゆ
と

り
が
あ
る
と
い
う
が
、
ほ
ん
と
に
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
か
」
と
あ
た
り
さ
わ
り
の
な
い
質
問
だ

け
、
心
は
早
や
ア
ッ
プ
に
踏
み
切
る
と
い
う

状
態
。
中
に
は
「
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
で
琉
球

政
府
は
四
十
五
万
㌦
も
財
政
落
ち
込
み
を

予
想
し
て
い
る
。
こ
れ
は
那
覇
市
に
も
影
響

す
る
の
で
は
な
い
か
。
ゆ
と
り
と
い
う
が
、

そ
の
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の

意
見
も
出
た
が
、
全
体
的
に
ド
ル
・
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
ど
こ
吹
く
風
、
と
い
っ
た
調
子
で
審

議
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
原
案
通
り
採
択
の

見
込
み
。

　

六
月
議
会
で
は
「
市
の
予
算
が
人
件
費
に

か
た
よ
り
す
ぎ
る
。
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
、

四
年
間
で
人
件
費
は
倍
に
ハ
ネ
あ
が
る
」
と

予
算
案
を
批
判
し
て
い
た
野
党
・
新
政
会
も
、

こ
ん
ど
の
場
合
は
や
ん
わ
り
。「
市
長
の
給
与

は
も
う
少
し
上
げ
て
も
…
」
と
じ
ょ
う
談
を

は
さ
む
〝
心
意
気
〟。
改
正
案
で
は
議
長
、
副

議
長
、
一
般
議
員
の
間
に
差
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
が
、「
常
任
委
員
長
も
一
般
議
員
よ
り
高

く
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見

も
飛
び
出
し
、
異
論
を
さ
し
は
さ
む
余
地
が

な
い
ほ
ど
の
和
気
あ
い
あ
い
ぶ
り
だ
。
市
当

局
は
委
員
会
、
本
会
議
通
過
は
ま
ち
が
い
な

し
」
と
ふ
ん
で
い
る
。

　

ち
な
み
に
現
在
、
主
席
六
百
六
十
㌦
、
副
主

席
五
百
六
十
㌦
、
局
長
四
百
八
十
㌦
、
コ
ザ

市
長
四
百
㌦
、
コ
ザ
市
議
長
百
四
十
㌦
、
コ

ザ
市
議
員
百
二
十
㌦
。

市
議
会
・
各
常
任
委
の
割
り
ふ

り
決
ま
る

〔
琉
新
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那
覇
市
議
会
（
辺
野
喜
英
興
議
長
）
は
こ

の
ほ
ど
、
市
議
会
議
員
の
各
常
任
委
員
会
の

割
り
ふ
り
を
決
め
た
。
常
任
委
員
会
の
構
成

は
二
カ
年
ご
し
に
改
選
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
さ
る
八
月
で
任
期
が
切
れ
て
い

た
。
委
員
会
の
割
り
ふ
り
に
つ
い
て
、
野
党

の
新
政
会
が
総
務
委
員
会
だ
け
に
希
望
を

殺
到
さ
せ
た
た
め
調
整
が
難
航
す
る
一
幕
も

あ
っ
た
。
各
常
任
委
員
会
の
所
属
議
員
は
次

の
通
り
。

　

▼
総
務
委
員
会　

黒
潮
隆
（
人
民
、
委
員

長
）
、
中
村
昌
信
（
社
大
、
副
委
員
長
）
、
仲
本

安
一
（
社
大
）
、
瀬
長
フ
ミ
（
人
民
）
、
玉
城

栄
一
（
公
明
）
、
仲
村
正
治
（
新
政
会
）
、
宮

里
敏
慶
（
同
）
、
又
吉
久
正
（
同
）
、
宮
城
武

（
同
）
。

　

▼
建
設
委
員
会　

比
嘉
佑
直
（
新
政
会
、
委

員
長
）
、
島
袋
宗
康
（
社
大
、
副
委
員
長
）
、
国

吉
辰
雄
（
人
民
）
、
金
城
吾
郎
（
社
大
）
、
安

見
福
寿
（
公
明
）
、
辺
野
喜
英
興
（
新
政
会
）
、

喜
久
山
朝
重
（
同
）
、
上
原
綱
正
（
同
）
、
真

栄
城
嘉
園
（
同
）
。

　

▼
経
済
民
生
教
育
委
員
会　

大
浜
長
弘

（
公
明
、
委
員
長
）
、
国
吉
辰
雄
（
社
大
、
副

委
員
長
）
、
金
城
甚
松
（
社
大
）
、
久
高
友
敏

（
志
武
会
）
、
椿
秀
義
（
公
明
）
、
喜
舎
場
盛

一
（
新
政
会
）
、
高
良
文
雄
（
同
）
、
平
良
信

一
（
同
）
、
金
城
重
正
（
同
）
。

　

▼
議
会
運
営
委
員
会　

金
城
吾
郎
（
委
員

長
）
、
国
吉
辰
雄
（
副
委
員
長
、
人
民
）
、
島

袋
宗
康
、
黒
潮
隆
、
玉
城
栄
一
、
大
浜
長
弘
、

喜
舎
場
盛
一
、
宮
城
武
、
仲
村
正
治
、
比
嘉

佑
直



六
三
二

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
九
月

騒
音
公
害
に
対
策
を
／
市
役
所

／
拓
南
製
鉄
に
勧
告

〔
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那
覇
市
は
二
十
二
日
市
役
所
に
拓
南
製
鉄

の
代
表
者
を
招
き
、
騒
音
公
害
に
つ
い
て
対

策
を
と
る
よ
う
勧
告
し
た
。
席
上
稲
嶺
第
一

助
役
は
「
拓
南
製
鉄
か
ら
発
す
る
騒
音
を
夜

間
は
五
十
ホ
ン
以
下
の
基
準
に
保
持
し
て
ほ

し
い
」
と
強
く
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
拓

南
製
鉄
側
は
「
二
十
日
か
ら
午
前
一
時
以
降

午
前
八
時
ま
で
操
業
を
中
止
し
、
午
後
十
時

あ
と
も
騒
音
を
だ
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て

い
る
。
騒
音
防
止
に
つ
い
て
は
目
下
検
討
中

で
あ
り
、
付
近
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
た
い
」
と
答
え
た
。

　

こ
の
日
、
拓
南
製
鉄
か
ら
は
屋
宜
宣
行
専

務
、
黒
島
善
茂
鉄
鋼
部
長
、
宇
栄
原
宗
健
営

業
部
次
長
が
参
加
、
市
の
勧
告
を
受
け
入

れ
、
早
急
に
対
策
を
た
て
た
い
と
話
し
て
い

た
。
稲
嶺
第
一
助
役
は
「
さ
る
十
日
の
騒
音

調
査
で
、
午
後
十
時
に
最
低
五
十
九
ホ
ン
、

最
高
八
十
二
ホ
ン
も
記
録
し
た
。
こ
の
時
刻

の
騒
音
基
準
は
本
土
で
は
五
十
ホ
ン
以
下
で

あ
り
、
付
近
住
民
か
ら
苦
情
が
で
る
の
は
当

然
だ
」
と
語
り
、
当
面
の
具
体
的
な
対
策
と

し
て
①
地
域
住
民
の
睡
眠
を
妨
げ
る
騒
音
を

引
き
起
こ
す
作
業
は
中
止
せ
よ
②
将
来
の
公

害
対
策
に
つ
い
て
地
域
住
民
に
十
分
説
明
し
、

そ
の
協
力
と
理
解
に
つ
と
め
る
こ
と―

を
勧

告
し
た
。

　

市
の
勧
告
以
前
に
拓
南
製
鉄
は
深
夜
の
操

業
中
止
を
決
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
圧
延
工

場
の
防
音
対
策
を
た
て
る
ま
で
の
暫
定
措
置
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
壺
川
公
害
反
対
同
盟
は

「
防
音
対
策
を
立
て
る
こ
と
は
結
構
だ
が
拓

南
製
鉄
か
ら
生
ず
る
公
害
問
題
は
騒
音
だ
け

で
は
な
い
。
粉
じ
ん
、
媒
煙
は
ど
う
す
る
の

か
。
騒
音
対
策
だ
け
で
は
根
本
的
な
解
決
に

は
な
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
公
害
反
対

同
盟
で
は
、
市
の
勧
告
に
つ
い
て
は
そ
れ
な

り
に
評
価
し
て
い
る
が
、
抜
本
的
な
対
策
に

つ
い
て
勧
告
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
会
社
は
勧
告
の
時
だ
け
騒
音
対
策
を

立
て
、
あ
と
は
ま
た
以
前
の
状
態
に
戻
る
の

で
は
な
い
か―
と
工
場
側
へ
の
不
信
を
強
く

い
だ
い
て
い
る
。

　

那
覇
市
の
勧
告
に
よ
っ
て
騒
音
問
題
は
い

く
ら
か
改
善
さ
れ
そ
う
だ
が
、
地
域
住
民
も

話
し
て
い
る
よ
う
に
、
粉
じ
ん
、
媒
煙
公
害

が
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
る
。
市
当
局
で

は
、
公
害
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
現
状

で
は
強
く
規
制
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
し

て
、
十
二
月
の
定
例
議
会
に
公
害
条
例
を
提

案
し
、
那
覇
市
に
お
け
る
公
害
問
題
を
解
決

し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　

市
長
、
議
員
報
酬
を
増
額
／
来

年
一
月
か
ら
／
那
覇
市
会
が

可
決

〔
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・
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那
覇
市
九
月
定
例
議
会
（
辺
野
喜
英
興
議

長
）
は
二
十
四
日
、
八
つ
の
議
案
と
二
つ
の

決
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
て
七
日
間
の
幕

を
閉
じ
た
。

　

本
会
議
の
ま
え
、
午
前
中
に
開
か
れ
た
総

務
委
員
会
（
黒
潮
隆
委
員
長
）
で
は
、
市
長

ら
三
役
、
議
員
報
酬
増
額
問
題
に
つ
い
て
討

議
が
交
わ
さ
れ
た
。
三
役
給
与
、
議
員
報
酬

は
本
土
類
似
都
市
と
比
べ
て
低
い
、
そ
れ
に

四
年
間
も
す
え
置
か
れ
て
い
る
間
に
物
価
生

計
は
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に

よ
り
市
当
局
の
増
額
提
案
に
対
し
て
瀬
長
フ

ミ
議
員
（
人
民
党
）
か
ら
「
ド
ル
問
題
な
ど

が
市
の
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。
こ

の
時
期
で
の
給
与
、
報
酬
の
ア
ッ
プ
は
見
送

る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
修
正
案
が
出
さ
れ
採

決
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
市
当
局
の

原
案
が
多
数
で
採
択
さ
れ
、
引
き
続
き
行
な

わ
れ
た
本
会
議
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　

こ
れ
で
七
二
年
一
月
一
日
か
ら
市
長
の
給

与
は
六
百
八
十
㌦
（
現
在
六
百
）
、
助
役
五
百

四
十
㌦
（
四
百
二
十
㌦
）
、
収
入
役
四
百
六
十

㌦
（
三
百
六
十
㌦
）
、
議
長
報
酬
三
百
六
十
㌦

（
二
百
㌦
）
、
副
議
長
三
百
二
十
㌦
（
二
百
㌦
）
、

議
員
二
百
八
十
㌦
（
二
百
㌦
）
と
な
る
。
そ

の
ほ
か
、
監
査
委
員
の
報
酬
、
職
業
訓
練
所

講
師
の
日
当
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

首
里
の
石
畳
／
〝
文
化
財
指
定

は
迷
惑
〟
／
水
道
も
な
い
／

金
城
町
区
民
が
陳
情

〔
沖
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水
道
、
排
水
溝
な
ど
の
施
設
を
し
た
い
の

で
文
化
財
の
指
定
地
域
を
解
除
し
て
ほ
し
い

と
、
首
里
金
城
町
自
治
会
（
仲
村
渠
寛
蔵
会

長
・
二
百
八
十
人
）
の
町
民
が
文
化
財
保
護

委
員
会
に
署
名
を
も
っ
て
陳
情
し
た
。

　

首
里
金
城
町
に
は
城
下
町
の
面
影
を
残
す

史
跡
指
定
の
石
畳
道
が
あ
る
。
石
畳
道
ふ
き

ん
は
住
民
が
密
集
し
て
い
る
が
、
か
っ
て
に

石
畳
を
掘
り
お
こ
し
て
水
道
工
事
が
で
き
な

い
た
め
、
ま
だ
水
道
施
設
が
で
き
な
い
世
帯

が
百
二
十
世
帯
あ
る
と
い
う
。
文
保
委
（
源

武
雄
委
員
長
）
は
二
十
二
日
、
仲
村
渠
自
治

会
長
を
招
き
、
陳
情
の
説
明
を
受
け
た
が
、
仲

村
渠
氏
は
金
城
町
公
民
館
下
の
坂
道
の
石
畳

約
二
百
㍍
を
指
定
地
域
か
ら
除
外
し
て
ほ
し

い
。
指
定
か
ら
は
ず
さ
れ
る
と
、
水
道
主
管

パ
イ
プ
が
敷
設
で
き
る
し
、
衛
生
上
も
よ
く

な
る
。
日
常
の
く
み
取
り
、
衛
生
車
な
ど
も

て
ま
を
か
け
ず
に
出
入
り
で
き
る
」
と
説
明

し
た
。
委
員
会
は
「
石
畳
道
は
と
り
こ
わ
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
保
護
し
た
い
が
、
こ

の
た
め
に
町
民
が
不
便
を
い
つ
ま
で
も
か
こ



六
三
三

一
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七
一
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昭
和
四
十
六
年
）
十
月

っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
琉
大
女
子
寮
入
り

口
か
ら
公
民
館
横
の
通
称
〝
東
門
道
＝
四
百

㍍
〟
に
か
け
て
水
道
施
設
、
自
動
車
の
出
入

り
で
き
る
よ
う
に
こ
の
道
幅
を
広
げ
る
方
法

を
講
じ
た
い
」
と
回
答
し
た
た
め
、
同
自
治

会
長
も
承
諾
し
た
。
こ
の
件
は
双
方
で
実
現

で
き
る
よ
う
那
覇
市
に
働
き
か
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
の
石
畳
道
は
復
帰
に
伴
い
国
の
指
定
を

受
け
る
候
補
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
地
域

住
民
の
な
か
に
は
保
護
も
わ
か
る
が
不
便
で

迷
惑
で
あ
る
と
の
声
も
強
い
。

声
／
那
覇
市
の
市
有
地
売
却
に

質
問

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
10
・
２
〕

　

わ
れ
わ
れ
は
、
昨
年
五
月
二
十
八
日
、
那

覇
市
長
、
那
覇
市
議
会
議
長
に
た
い
し
て
拓

南
製
鉄
の
公
害
に
つ
い
て
規
制
措
置
す
る
よ

う
陳
情
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、

公
害
は
悪
化
し
被
害
は
ま
す
ま
す
増
大
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
折
り
に
、
市
有

地
が
公
害
企
業
で
あ
る
拓
南
製
鉄
社
へ
売
却

さ
れ
た
の
は
納
得
が
い
か
な
い
の
で
、
左
記

項
目
に
つ
い
て
、
那
覇
市
長
と
那
覇
市
議
会

議
長
に
た
い
し
て
本
欄
を
通
じ
て
誠
意
あ
る

具
体
的
な
回
答
を
、
当
質
問
掲
載
後
五
日
以

内
に
求
め
ま
す
。

　

一
、
さ
る
四
月
二
十
一
日
、
市
有
地
一
八

二
八
坪
を
一
一
○
、
二
五
五
㌦
（
坪
当
た
り

六
○
㌦
な
い
し
六
五
㌦
）
と
い
う
低
廉
な
価

格
で
売
却
し
て
拓
南
製
鉄
社
に
利
得
せ
し
め

た
行
為
は
、
市
の
公
害
行
政
と
矛
盾
す
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

二
、
拓
南
製
鉄
社
に
被
害
地
域
周
辺
の
土

地
や
市
有
地
を
買
収
す
る
金
が
あ
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
金
は
公
害
防
除
費
用
に
充
当
す
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

三
、
拓
南
製
鉄
社
は
市
有
地
の
買
収
前
に

お
い
て
も
、
安
い
借
地
料
（
坪
当
た
り
八
㌣
か

ら
一
一
㌣
）
の
恩
恵
に
浴
し
、
さ
ら
に
、
当

該
地
の
買
収
に
よ
っ
て
ば
く
大
な
利
益
を
受

け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
被

害
者
は
、
市
か
ら
な
ん
ら
の
補
償
に
も
あ
ず

か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
人
命
尊
重
優
先

を
市
是
と
す
る
行
政
に
相
反
す
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

四
、
被
害
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
拓

南
製
鉄
社
の
公
害
は
死
活
の
問
題
で
あ
り
、

か
か
る
重
大
な
利
害
関
係
の
あ
る
問
題
に

つ
い
て
は
、
公
聴
会
を
開
い
て
市
民
の
意
見

を
十
分
に
聞
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

五
、
さ
る
四
月
六
日
付
け
本
欄
で
の
わ
れ

わ
れ
の
質
問
に
た
い
す
る
回
答
の
な
い
こ
と

を
み
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
拓
南
製
鉄
社
に

は
抜
本
的
公
害
防
除
対
策
を
す
る
意
欲
が
み

ら
れ
な
い
。
市
に
と
っ
て
も
、
工
業
立
地
計

画
、
都
市
計
画
を
再
検
討
す
る
段
階
に
き
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
公
害
絶
滅
の
最
善
の

方
法
は
、
拓
南
製
鉄
社
の
移
転
以
外
に
は
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。
（
壺
川
公
害
反
対
同

盟
・
知
花
清
）

都
市
化
へ
協
力
体
制
／
那
覇
隣

接
市
町
村
が
協
議
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
10
・
６
〕

　

那
覇
市
を
中
心
と
す
る
五
市
村
の
「
隣
接

市
町
村
行
政
協
議
会
」
の
初
会
合
が
五
日
午

後
、
那
覇
市
役
所
で
も
た
れ
「
協
議
会
」
の

要
綱
を
正
式
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
各
市
町

村
か
ら
提
起
さ
れ
た
三
つ
の
議
題
を
話
し
合

っ
た
。

　

「
協
議
会
」
の
構
成
は
那
覇
市
、
浦
添
市
、

西
原
村
、
南
風
原
村
、
豊
見
城
村
の
五
市
村

で
、
正
式
発
足
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
二
回
に

わ
た
る
打
ち
合
わ
せ
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
日
は
平
良
那
覇
市
長
、
前
田
同
第
二
助

役
、
又
吉
浦
添
市
長
、
宮
平
西
原
村
長
、
野

原
南
風
原
村
長
、
又
吉
豊
見
城
村
長
ら
が
出

席
、
要
綱
を
ま
と
め
た
。
要
綱
で
は
「
隣
接

市
町
村
の
自
治
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
都
市

化
へ
の
施
策
を
検
討
協
議
し
て
い
く
と
と
も

に
、
自
治
体
の
協
力
体
制
の
確
立
を
は
か
る
」

こ
と
を
う
た
っ
て
お
り
、
各
市
村
に
共
通
す

る
問
題
解
決
を
目
的
と
し
て
い
る
。

「
協
議
会
」
は
第
二
金
曜
日
に
開
か
れ
、
別
に

第
一
金
曜
日
に
事
務
担
当
者
会
議
を
開
く
こ

と
も
決
め
ら
れ
た
。
会
長
は
那
覇
市
長
が
あ

た
り
、
那
覇
市
企
画
部
に
事
務
局
が
設
置
さ

れ
る
。

　

要
綱
を
正
式
に
ま
と
め
た
後
、
那
覇
市
か

ら
提
案
さ
れ
た
「
復
帰
お
よ
び
特
別
国
体
を

ひ
か
え
て
環
境
美
化
と
保
全
運
動
に
つ
い

て
」
、
浦
添
市
提
案
の
「
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
」
豊
見
城
村
か
ら
の
「
自
衛
隊

の
沖
縄
配
備
に
反
対
す
る
決
議
」
を
そ
れ
ぞ

れ
話
し
合
っ
た
。
し
尿
、
ゴ
ミ
な
ど
を
広
域

的
に
処
理
し
施
設
の
管
理
を
一
元
化
す
る
た

め
に
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
、
と
の
浦
添
市
の
提
案
は
、
今
後
十
分
検

討
し
て
に
つ
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
自
衛
隊
の
沖
縄
配
備
反
対
決
議
」は
各
市
村

の
議
会
の
動
き
も
見
る
必
要
か
ら
、
見
送
ら

れ
た
。

　

次
回
の
開
催
は
十
一
月
十
二
日
、
浦
添
市

役
所
で
。

工
場
の
95
％
は
処
理
施
設
な
い

／
国
場
川
流
域
の
環
境
状
況

調
査
／
豚
舎
か
ら
も
汚
水
／

対
策
室
「
汚
濁
防
止
法
」
制

定
へ

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
10
・
６
〕

　

総
務
局
総
合
対
策
室
は
、
国
場
川
流
域
の

環
境
状
況
調
査
を
関
係
局
、
関
係
市
村
と
協
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力
し
て
実
施
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
そ

の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
①

同
流
域
に
は
百
三
十
四
件
の
工
場
、
事
業
所

が
あ
る
が
、
約
九
五
％
が
排
水
処
理
施
設
を

を
持
た
ず
タ
レ
流
し
に
し
て
い
る
②
同
水
域

に
は
四
千
六
百
五
十
八
頭
の
豚
が
飼
育
さ
れ

て
い
る
が
、
一
日
三
万
七
千
二
百
六
十
四
㍑

の
ふ
ん
尿
が
国
場
川
に
流
さ
れ
て
い
る
③
同

流
域
の
急
激
な
都
市
化
で
工
場
、
一
般
家
庭

か
ら
の
生
活
排
水
が
一
日
五
百
四
十
二
万
八

百
㍑
が
国
場
川
に
流
入
し
て
い
る―

と
し
、

こ
れ
ら
が
国
場
川
を
汚
染
し
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
総
合
対
策
室
で
は
、

現
在
、
放
任
さ
れ
て
い
る
排
水
、
汚
水
を
規

制
す
る
た
め
の
「
水
質
汚
濁
防
止
法
」
の
制

定
を
急
ぐ
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

国
場
川
は
数
年
前
か
ら
黒
く
よ
ど
み
、
悪

臭
を
放
つ
な
ど
、
そ
の
浄
化
が
叫
ば
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
政
府
、
関
係
市
村
は
打
つ
手

を
知
ら
ず
放
置
、
汚
染
は
進
む
一
方
だ
っ
た
。

昨
年
十
一
月
十
八
日
に
数
十
万
匹
の
魚
が
死

ん
で
浮
上
し
〝
死
の
川
〟
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
や
っ
と
腰
を
あ
げ
、
同
水
域

の
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
調
査
は
政
府
関
係

局
職
員
、
那
覇
市
、
豊
見
城
村
、
南
風
原
村

の
役
所
職
員
な
ど
九
十
八
人
を
動
員
、
昨
年

十
二
月
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
こ
の
ほ

ど
ま
と
ま
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
国
場
川
汚
染
の
元
凶
は
、

同
流
域
に
あ
る
百
三
十
四
の
工
場
や
事
業
所
、

養
豚
場
、
鶏
舎
、
一
般
家
庭
の
生
活
排
水
な

ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と
く
に
工
場
、

事
業
所
な
ど
は
九
四
・
八
％
が
排
水
処
理
施

設
を
持
た
ず
国
場
川
に
タ
レ
流
し
豚
舎
の
ふ

ん
尿
、
家
庭
排
水
も
同
様
で
「
ま
っ
た
く
お

手
上
げ
の
状
態
」
だ
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
米

軍
が
那
覇
軍
港
へ
の
土
砂
の
流
入
を
防
ぐ
砂

ど
め
を
川
底
に
し
て
い
る
た
め
、
国
場
川
に

土
砂
が
た
い
積
、
水
が
よ
ど
ん
で
汚
染
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

総
合
対
策
室
で
は
、
工
場
、
事
業
所
、
畜

舎
な
ど
の
排
水
処
理
施
設
の
設
置
、
一
般
家

庭
排
水
の
下
水
道
終
末
処
理
の
勧
告
、
指
導

を
強
化
し
て
い
る
が
、
取
り
締
ま
る
法
律
が

な
い
た
め
、
改
善
策
は
進
ん
で
な
い
の
が
実

情
。
そ
の
た
め
、
七
日
か
ら
は
国
場
川
下
流

か
ら
上
流
ま
で
の
二
十
七
カ
所
で
採
水
を
実

施
①
水
温
②
外
観
③
透
視
度
④
水
素
イ
オ
ン

濃
度
⑤
汚
染
度
⑥
浮
遊
物
質
⑦
大
腸
菌
群―

な
ど
化
学
的
な
水
質
検
査
と
分
析
を
行
な
う
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
が
す
み
し
だ
い
、
個
々
の

事
業
所
の
排
水
物
質
な
ど
を
調
べ
、
総
合
的

で
綿
密
な
具
体
的
汚
染
デ
ー
タ
を
つ
か
む
こ

と
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
水
質

汚
濁
防
止
法
」
を
立
法
化
し
、
現
在
タ
レ
流

し
の
汚
水
や
排
水
を
取
り
締
ま
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

声
／
「
那
覇
市
の
公
害
対
策
」

／
知
花
清
氏
へ
の
回
答

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
10
・
17
〕

　

拓
南
製
鉄
の
騒
音
、
ば
い
じ
ん
に
よ
る
公

害
を
含
め
て
、
漫
湖
、
壺
川
一
帯
の
公
害
問

題
に
つ
い
て
は
、
那
覇
市
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
地
域
住
民
福
祉
の
立
場
か
ら
、
徐
々
に

努
力
し
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は

地
域
市
民
が
納
得
の
い
く
よ
う
な
芳
し
い
も

の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
率
直
に
認
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
さ
る
八
月
の
機
構
改
革
の
結

果
、
那
覇
市
は
公
害
対
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
、
企
画
課
に
公
害
担
当

の
職
員
二
人
（
主
査
一
人
、
技
査
一
人
）
を

新
し
く
設
置
し
、
政
府
関
係
機
関
を
は
じ
め
、

地
域
市
民
と
も
協
力
し
て
積
極
的
に
公
害
対

策
に
の
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
あ
げ
た

い
。

　

一
、
さ
る
四
月
に
拓
南
製
鉄
社
に
対
し
市

有
地
を
売
却
し
た
が
、
売
却
す
る
ま
で
同
地

は
同
社
に
賃
貸
し
て
お
り
、
そ
の
賃
貸
料
は

借
賃
安
定
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

二
、
同
市
有
地
の
売
却
は
、「
市
有
財
産
を

効
率
的
に
運
用
す
る
う
え
か
ら
、
低
廉
な
賃

貸
料
で
賃
貸
関
係
を
継
続
す
る
よ
り
も
、
売

却
し
て
そ
の
代
価
を
他
の
都
市
計
画
事
業
関

係
の
事
業
費
に
あ
て
る
方
が
望
ま
し
い
」
と

の
観
点
に
た
っ
て
、
行
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
売
却
処
分
は
部
長
会
議
に

は
か
っ
た
上
で
決
定
し
、
し
か
も
市
議
会
で

可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
た

い
。

　

な
お
、
那
覇
市
で
は
当
面
の
公
害
対
策
と

し
て
、
次
の
点
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

（
イ
）
漫
湖
、
壺
川
一
帯
の
公
害
の
総
合
調

査
を
行
な
い
、
漫
湖
を
再
び
も
と
の
美
し
い

環
境
に
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

　

（
ロ
）
琉
球
政
府
の
公
害
対
策
基
本
法
の
公

布
に
伴
う
市
条
例
を
早
急
に
制
定
す
る
。

　

（
ハ
）
公
害
企
業
に
対
し
、
公
害
防
止
施
設

の
整
備
を
さ
せ
る
。
ま
た
、
悪
質
な
の
は
他

へ
の
移
転
を
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
を
と
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
那
覇
市
企
画
室
）

生
ま
れ
変
わ
る
「
希
望
ヵ
丘
公

園
」
／
五
ヵ
年
計
画
で
整
備

／
予
算
20
万
㌦
用
地
買
収
も

始
ま
る

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
10
・
21
〕

　

公
園
に
指
定
し
た
だ
け
で
荒
れ
る
に
ま
か

せ
て
い
た
牧
志
の
希
望
カ
丘
公
園
の
整
備
が

よ
う
や
く
こ
の
ほ
ど
始
ま
っ
た
。
公
園
の
総

面
積
は
九
、
三
三
九
平
方
㍍
（
二
、
八
八
○

坪
）
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
借
地
の
た
め
、

ま
ず
現
在
の
借
地
の
買
収
を
現
年
度
公
園
関

係
予
算
二
十
万
二
千
五
百
㌦
で
行
な
っ
て
い

る
。
公
園
完
成
は
七
六
年
ま
で
の
五
カ
年
計



六
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一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
十
ー
十
一
月

画
。
子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
市

民
の
い
こ
い
の
場
と
な
る
。

　

希
望
カ
丘
公
園
は
一
九
五
六
年
に
都
市
計

画
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。
指
定
か
ら
十
五
年

目
に
し
て
は
じ
め
て
具
体
的
な
整
備
に
取
り

か
か
る
。
公
園
整
備
が
大
幅
に
立
ち
遅
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
市
公
園
緑
地
課
で
は
人

口
の
都
市
集
中
に
よ
る
過
密
化
と
市
街
地
の

拡
大
に
よ
っ
て
、
公
園
緑
地
の
用
地
取
得
が

困
難
②
公
園
予
定
地
の
大
半
が
私
有
地
で
土

地
買
収
に
ば
く
大
な
費
用
が
か
か
る
③
予
定

地
に
墳
墓
が
あ
り
、
風
俗
習
慣
の
問
題
が
重

な
り
移
転
が
む
つ
か
し
い―

な
ど
の
理
由
を

上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
都
市
公
園
法
で
は
公
園
の
用
地
取

得
、
諸
施
設
に
つ
い
て
は
七
○
％
内
の
政
府

補
助
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
沖
縄
の
場

合
、
施
政
権
の
分
離
に
よ
っ
て
こ
の
補
助
金

が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
公
園
整
備
が
遅
れ
て

い
る
と
も
い
わ
れ
る
。
希
望
カ
丘
公
園
の
整

備
に
つ
い
て
は
今
年
か
ら
本
土
政
府
補
助
が

事
業
費
の
五
○
％
つ
い
て
い
る
。
市
当
局
で

は
、
本
土
政
府
補
助
が
大
幅
に
つ
か
な
い
と

公
園
整
備
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
希
望
カ
丘
の

整
備
に
つ
い
て
も
本
土
政
府
補
助
で
や
っ
と

ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
の
が
実
情
。
今
後
と

も
継
続
的
な
財
政
援
助
が
望
ま
れ
る
と
話
し

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
人
口
一
人
あ
た
り
の
都
市
公

園
の
公
園
標
準
面
積
は
六
平
方
㍍
。
那
覇
市

の
場
合
、わ
ず
か
○
・
五
七
平
方
㍍
と
い
っ
た

状
態
で
、
公
園
整
備
の
立
ち
遅
れ
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
現
在
、
都
市
計
画
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
の
は
四
十
九
カ
所
（
百
三
十
八

㌶
）
。
こ
の
内
訳
は
普
通
公
園
二
、
近
隣
十
五
、

児
童
三
十
一
、
運
動
公
園
一
と
な
っ
て
い
る
。

使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
十
七
カ
所
、
一
部
使

用
開
始
に
な
っ
て
い
る
の
が
五
カ
所
で
合
計

二
十
二
カ
所
に
す
ぎ
な
い
。
希
望
カ
丘
公
園

の
整
備
が
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
来

年
は
緑
カ
丘
公
園
の
整
備
を
す
す
め
、
当
面

市
民
一
人
あ
た
り
の
公
園
標
準
面
積
を
三
平

方
㍍
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
市
当
局
で
は
話

し
て
い
る
。
本
土
類
似
都
市
に
お
け
る
公
園

標
準
面
積
は
鹿
児
島
三
・
九
平
方
㍍
、
松
山

三
・
五
平
方
㍍
、
宇
都
宮
二
・
三
平
方
㍍
と

な
っ
て
い
る
。

　

公
園
は
快
適
で
健
全
な
市
民
生
活
を
お
く

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
施
設
。
緑
地
の
確
保
、

過
密
化
の
防
止
、
市
民
の
休
養
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
都
市
美
や

防
災
の
上
か
ら
も
公
園
の
果
た
す
役
割
り
は

大
き
い
。
希
望
カ
丘
公
園
は
市
の
中
心
部
に

位
置
し
て
お
り
、
市
民
の
い
こ
い
の
場
と
し

て
格
好
な
場
に
な
り
そ
う
。

　

返
還
協
定
に
不
満
表
明
／
県
民

意
思
反
映
せ
よ
／
那
覇
市
議

が
決
議

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
１
・
10
・
22
〕

　

那
覇
市
臨
時
議
会
が
二
十
二
日
午
前
開
か

れ
、
沖
縄
返
還
協
定
批
准
に
不
満
を
示
す
「
沖

縄
返
還
協
定
に
関
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致

で
採
択
し
た
。

　

提
案
者
は
、
社
大
、
人
民
、
公
明
、
新
政

会
か
ら
一
人
ず
つ
の
四
人
。
代
表
提
案
を
行

な
っ
た
金
城
吾
郎
議
員
（
社
大
）
は
「
こ
ん

ど
批
准
さ
れ
よ
う
と
す
る
返
還
協
定
は
、
軍

用
地
の
開
放
に
つ
い
て
何
ら
ふ
れ
て
い
な
い

な
ど
、
県
民
に
と
っ
て
き
わ
め
て
不
満
な
内

容
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
県
民
意
思
を
正

し
く
反
映
す
る
措
置
を
と
る
よ
う
決
議
が
必

要
だ
」と
述
べ
た
。
す
ぐ
採
決
に
は
い
り
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
佐
藤
首
相
、
衆
参

両
院
議
長
宛
。

　

返
還
協
定
批
准
に
向
け
る
意
思
表
明
と
し

て
の
決
議
は
、
立
法
院
、
市
町
村
議
会
で
は
ま

だ
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
同
市

議
会
の
こ
ん
ど
の
決
議
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

社
大
、
人
民
の
与
党
と
公
明
党
、
野
党
・
新

政
会
と
も
全
会
一
致
で
の
決
議
で
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
と
議
運
を
中
心
に
内
容
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
を
つ
づ
け
て
い
た
。
「
反
対
」

を
盛
り
込
み
た
い
与
党
側
と
、
不
満
点
は
あ

る
も
の
の
一
応
の
評
価
を
与
え
た
い
と
す
る

野
党
・
新
政
会
の
意
見
は
対
立
し
た
が
、
け

っ
き
ょ
く
〝
大
き
な
不
満
を
表
明
す
る
〟
こ

と
で
落
ち
着
い
た
。
与
党
側
は
自
衛
隊
配
備

反
対
の
決
議
も
行
な
う
予
定
だ
っ
た
が
、
議

運
で
拒
否
さ
れ
て
い
る
。

　

決
議
の
趣
旨
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

那
覇
市
議
会
は
施
政
権
返
還
に
か
ん
す
る

要
請
を
過
去
い
く
た
び
か
行
な
っ
て
き
た
が
、

今
国
会
に
お
い
て
批
准
お
よ
び
審
議
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
諸
法
案
に
つ
い
て
は
、
県
民

の
正
し
い
意
思
が
反
映
さ
れ
ず
、
大
き
な
不

満
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
那

覇
市
議
会
は
政
府
な
ら
び
に
国
会
が
完
全
復

帰
実
現
の
た
め
に
返
還
協
定
お
よ
び
関
連
諸

法
案
の
審
議
に
当
た
り
県
民
意
思
を
正
し
く

反
映
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
請
す

る
。「

那
覇
市
公
害
対
策
市
民
協
議

会
」
が
発
足

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
11
・
４
〕

　

壺
川
公
害
反
対
同
盟
、
県
労
協
、
革
新
三

政
党
そ
れ
に
那
覇
市
企
画
部
な
ど
十
一
団
体

は
こ
の
ほ
ど
「
那
覇
市
公
害
対
策
市
民
協
議

会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

　

〝
壺
川
公
害
〟を
初
め
と
し
て
那
覇
市
内
に

は
最
近
、
公
害
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
団
体
は
こ
の
「
協
議
会
」
を
中
心
に
し

て
公
害
反
対
の
市
民
運
動
を
盛
り
上
げ
る
考
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七
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昭
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十
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え
。
初
会
合
で
は
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
十

三
日
に
再
度
の
話
し
合
い
を
も
ち
個
々
の
公

害
に
対
す
る
対
策
を
練
っ
て
い
く
。

那
覇
市
会
開
け
ず
／
「
ゼ
ネ
ス

ト
へ
の
質
問
」
め
ぐ
り
紛
糾

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
１
・
11
・
16
〕

　

那
覇
市
臨
時
議
会
は
、
十
六
日
午
前
十
時

四
十
五
分
か
ら
開
会
さ
れ
た
が
、
開
会
冒
頭

に
出
さ
れ
た
新
政
会
・
又
吉
久
正
議
員
の

「
11
・
10
ゼ
ネ
ス
ト
で
の
警
察
官
殺
害
事
件
、

市
職
労
の
四
十
八
時
間
ス
ト
に
つ
い

て
、
市
長
の
態
度
を
問
い
た
だ
す
た
め
緊
急

質
問
を
さ
せ
る
よ
う
要
望
し
た
い
」
と
の
発

言
を
め
ぐ
っ
て
与
野
党
が
対
立
、
会
期
日
程

の
決
定
、
議
案
審
議
に
は
い
る
前
に
議
会
運

営
委
員
会
の
開
会
と
な
っ
た
。

　

こ
の
緊
急
質
問
を
め
ぐ
っ
て
の
議
運
案
は

十
五
日
に
も
開
か
れ
、
も
の
別
れ
に
終
わ
っ

て
い
た
が
、
こ
の
日
も
「
緊
急
な
議
案
が
付

議
さ
れ
て
い
る
臨
時
議
会
で
は
ゼ
ネ
ス
ト
に

対
す
る
市
長
自
身
の
態
度
を
問
う
質
問
は
必

要
な
い
」
と
主
張
す
る
与
党
と
、
「
市
職
労

の
ス
ト
な
ど
が
市
民
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大

き
い
。
市
政
を
問
う
意
味
で
も
緊
急
性
が
あ

る
」
と
い
う
野
党
・
新
政
会
は
最
初
か
ら
対

立
、
話
し
合
い
は
平
行
線
を
つ
づ
け
て
い

る
。

　

こ
の
対
立
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
を
ど
う
評
価
す

る
の
か
と
い
う
根
深
い
と
こ
ろ
に
根
ざ
し
て

い
る
だ
け
に
、
与
野
党
と
も
互
い
の
主
張
を

譲
ら
ず
、
ま
だ
混
乱
が
つ
づ
き
そ
う
。

消
え
た
な
じ
み
の
町
名
／
崇
元

寺
町
、
高
橋
町
、
美
栄
橋
町

／
那
覇
市
が
15
日
か
ら
地
番

変
更

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
１
・
11
・
16
〕

　

旧
那
覇
市
の
町
名
、
地
番
が
十
五
日
か
ら

変
更
に
な
っ
た
。
市
民
に
な
じ
み
の
深
い
崇

元
寺
町
、
高
橋
町
、
美
栄
橋
町
の
町
名
が
消

え
、
新
た
に
泊
、
泉
崎
、
西
と
い
う
町
名
が

加
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
の
土
地
区
画
整
理

第
一
地
区
、
美
栄
橋
地
区
の
「
換
地
処
分
」

が
十
五
日
に
確
定
し
た
た
め
。
「
換
地
処
分
」

の
告
示
に
よ
り
、
住
所
、
戸
籍
な
ど
の
表
示

変
更
も
な
さ
れ
、
ま
た
同
地
域
の
不
動
産
の

一
般
登
記
が
向
こ
う
四
十
五
日
間
に
わ
た
っ

て
停
止
さ
れ
た
。

　

町
名
変
更
で
、
崇
元
寺
が
泊
一
丁
目
、
高

橋
が
泊
二
丁
目
、
重
民
が
若
狭
三
丁
目
、
松

下
が
松
山
一
丁
目
、
美
栄
橋
が
久
茂
地
三
丁

目
、
下
泉
、
上
泉
が
泉
崎
一
丁
目
、
泉
町
が

泉
崎
二
丁
目
、
天
妃
が
久
米
一
丁
目
、
西
本

が
西
一
丁
目
、
西
新
が
西
二
丁
目
に
そ
れ
ぞ

れ
変
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
区
画
整
理
地
域
外
で
も
崇
元
寺
町

一
丁
目
の
一
部
が
字
安
里
に
編
入
さ
れ
、
美

栄
橋
町
二
丁
目
、
字
松
尾
、
久
茂
地
町
二
丁

目
、
前
島
町
一
丁
目
の
各
一
部
が
牧
志
町
二

丁
目
に
、
東
町
五
丁
目
の
一
部
が
旭
町
に
、
上

泉
町
三
丁
目
の
一
部
が
字
二
中
前
に
そ
れ
ぞ

れ
編
入
さ
れ
た
。

　

美
栄
橋
、
第
一
地
区
の
区
画
整
理
事
業
は

一
九
六
○
年
に
完
了
し
た
。と
こ
ろ
が
、
米
民

政
府
、
本
土
政
府
の
国
県
有
地
に
つ
い
て
の

換
地
承
認
が
得
ら
れ
ず
、
十
年
余
に
わ
た
っ

て
区
画
整
理
事
業
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
今
月
初
め
日
米
政
府
の
承

認
を
得
、
さ
ら
に
行
政
主
席
の
換
地
計
画
に

つ
い
て
の
認
可
が
さ
る
十
三
日
に
お
り
、
十

五
日
に
換
地
処
分
が
告
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
わ
ず
ら
わ
し

い
町
名
、
地
番
が
整
理
さ
れ
、
土
地
、
建
て

物
の
登
記
変
更
が
十
五
日
を
期
し
て
一
斉
に

行
な
わ
れ
た
。
ま
た
こ
の
日
か
ら
、
換
地
計

画
に
定
め
ら
れ
た
換
地
は
こ
れ
ま
で
の
土
地

と
み
な
さ
れ
、
所
有
権
、
抵
当
権
、
賃
借
権

な
ど
の
権
利
が
そ
の
ま
ま
換
地
に
つ
い
て
効

力
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
換
地
処
分
に

よ
る
登
記
が
完
了
す
る
ま
で
同
地
域
の
一
般

登
記
は
停
止
さ
れ
る
。
な
お
、
住
所
、
戸
籍

な
ど
の
表
示
変
更
は
市
が
行
な
う
。

　

町
名
、
地
番
の
変
更
に
よ
っ
て
同
地
域
の

戸
籍
、
住
民
票
謄
抄
本
の
交
付
、
印
鑑
証
明

書
の
交
付
は
、
台
帳
整
備
に
時
間
を
要
す
る

た
め
、
当
分
の
間
、
午
前
中
の
申
し
込
み
は

午
後
に
、
午
後
の
申
し
込
み
は
翌
日
の
午
前

中
に
交
付
さ
れ
る
。

〝
市
長
は
ゼ
ネ
ス
ト
を
せ
ん

動
〟
／
金
城
議
員
が
市
議
会

で
緊
急
質
問
／
平
良
市
長
／

「
さ
あ
復
帰
だ
」
精
神
に
反

論〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
11
・
17
〕

　

野
党
・
新
政
会
の
ゼ
ネ
ス
ト
に
対
す
る

緊
急
質
問
を
認
め
る
か
ど
う
か
で
紛
糾
し

て
い
た
那
覇
市
議
会
（
辺
野
喜
英
興
議
長
）

は
、
十
六
日
午
後
に
な
っ
て
与
野
党
の
話
し

合
い
が
つ
き
、
よ
う
や
く
議
会
が
開
会
し

た
。
結
局
、
新
政
会
議
員
一
人
、
三
十
分
の

緊
急
質
問
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
緊
急
質

問
に
立
っ
た
金
城
重
正
議
員
は
「
11
・
10
ゼ

ネ
ス
ト
は
沖
縄
の
歴
史
上
最
大
の
汚
点
を

残
し
た
。
平
良
市
長
は
ゼ
ネ
ス
ト
を
せ
ん
動

し
、
そ
の
責
任
は
免
れ
な
い
。
那
覇
市
職
労

の
四
十
八
時
間
ス
ト
で
市
民
は
多
大
な
迷

惑
を
こ
う
む
っ
た
。
行
政
責
任
者
と
し
て
こ

の
事
態
を
ど
う
考
え
る
か
」
と
平
良
市
長
の

見
解
を
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
平
良
市
長
は
「
ゼ
ネ
ス
ト

は
沖
縄
の
歴
史
上
立
派
な
功
績
を
果
た
し

た
。
核
基
地
を
存
続
さ
せ
、
自
衛
隊
を
沖
縄

に
配
備
す
る
復
帰
で
は
な
く
、
平
和
を
求
め



六
三
七

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
十
一―

十
二
月

る
県
民
の
要
求
を
正
し
く
反
映
さ
せ
る
た
め

に
十
万
人
の
県
民
が
立
ち
上
が
っ
た
。
い
た

ず
ら
に
ゼ
ネ
ス
ト
を
罪
悪
視
す
る
の
で
は
な

く
、
な
ぜ
ゼ
ネ
ス
ト
が
打
ち
抜
か
れ
た
か
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
返
還
協
定
は
県

民
の
意
思
を
無
視
し
て
批
准
さ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
、
こ
の
重
大
な
時
期
に
〝
サ
ア
ー
復

帰
だ
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
〟
と
は
い
え
な
い
」
と

反
論
、
金
城
議
員
と
平
良
市
長
の
対
決
は
一

時
間
以
上
に
わ
た
っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

　

緊
急
質
問
の
間
、
傍
聴
席
に
は
お
よ
そ
五

十
人
の
市
民
が
詰
め
か
け
、
金
城
議
員
の
質

問
に
「
ナ
ン
セ
ン
ス
」と
ヤ
ジ
を
と
ば
し
て
い

た
。
ま
た
議
員
同
士
も
ヤ
ジ
の
応
酬
を
行
な

う
な
ど
騒
然
と
し
た
光
景
が
み
ら
れ
た
。
金

城
議
員
の
質
問
時
間
が
三
分
過
ぎ
た
こ
と
で
、

仲
本
安
一
議
長
（
辺
野
喜
英
興
議
長
不
在
の

た
め
代
行
）
が
質
問
を
制
止
。
こ
れ
を
め
ぐ

っ
て
与
野
党
が
激
し
く
対
立
、
双
方
退
場
す

る
場
面
も
あ
っ
た
。
結
局
、
臨
時
議
会
の
会

期
は
五
日
と
決
定
、
ま
た
市
当
局
か
ら
提
案

さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
委
員
会
付
託
に
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

平
良
市
長
、
ハ
ワ
イ
に
出
発
／

都
市
問
題
国
際
会
議
に
出
席

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
11
・
26
〕

　

平
良
那
覇
市
長
は
、
ハ
ワ
イ
の
姉
妹
都
市
、

ホ
ノ
ル
ル
市
の
親
善
訪
問
と
同
市
で
開
催
さ

れ
る
第
四
八
回
太
平
洋
、
ア
ジ
ア
会
議
（
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
に
出
席
す
る
た
め
、
二
十
五
日

午
後
、
空
路
東
京
経
由
ホ
ノ
ル
ル
市
に
向
か

っ
た
。
同
会
議
を
終
え
た
あ
と
ペ
ル
ー
も
訪

問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
は
、
太
平
洋
沿
岸
の
都
市
の

代
表
者
が
年
一
回
集
ま
っ
て
都
市
問
題
、
公

害
対
策
、
観
光
事
業
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て

討
議
を
行
な
う
国
際
都
市
会
議
で
、
今
年
は

二
十
八
日
（
日
本
時
間
二
十
九
日
）
か
ら
六
日

間
、
ホ
ノ
ル
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
ホ
ノ
ル
ル

市
か
ら
の
連
絡
に
よ
れ
ば
、
今
回
は
ア
メ
リ

カ
、
日
本
か
ら
約
四
千
人
が
出
席
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
沖
縄
か
ら
は
同

会
議
に
参
加
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
那

覇
市
と
姉
妹
都
市
関
係
を
結
ん
で
い
る
ホ
ノ

ル
ル
市
が
、
平
良
市
長
の
出
席
を
積
極
的
に

要
請
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
沖
縄
か
ら
の
初
参

加
に
な
っ
た
。
同
市
長
は
、
フ
ラ
ン
ク
・
フ

ァ
ー
シ
ー
・
ホ
ノ
ル
ル
市
長
あ
て
の
屋
良
主

席
の
親
書
を
た
ず
さ
え
て
訪
問
す
る
。
ま
た
、

ハ
ワ
イ
沖
縄
県
人
会
へ
の
表
敬
訪
問
や
ハ
ワ

イ
島
の
ヒ
ロ
市
、
ク
イ
ク
ル
市
の
訪
問
も
予

定
し
て
い
る
。

　

平
良
市
長
は
、
そ
の
後
、
ペ
ル
ー
に
出
発
、

フ
ァ
ン
・
ベ
ラ
ス
コ
・
ア
ル
バ
ラ
ー
ド
同
国

大
統
領
に
屋
良
主
席
の
親
書
を
手
渡
す
な
ど

ペ
ル
ー
首
脳
と
会
見
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
同
時
に
同
国
に
移
住
し
た
沖
縄
関
係
者

と
も
意
見
交
換
を
行
な
う
。
十
二
月
十
三
日

に
帰
沖
の
予
定
。

　

平
良
市
長
の
話　

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
に
沖
縄
か

ら
参
加
す
る
の
は
私
が
初
め
て
だ
け
に
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
思
う
。
都
市
問
題
に
関
す

る
活
発
な
討
議
が
展
開
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
ペ
ル
ー
は
若
い
こ
ろ
に
九
年
間
も
住
ん

だ
こ
と
が
あ
る
だ
け
に
今
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
る
。

牧
志
公
設
市
場
問
題
が
解
決
／

那
覇
市
地
主
側
／
安
謝
に
代

替
地

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
12
・
４
〕

　

那
覇
市
第
一
牧
志
公
設
市
場
問
題
は
三
日

午
後
、
市
当
局
と
地
主
と
の
間
で
和
解
が
成

立
、
長
期
に
わ
た
る
紛
争
に
終
止
符
が
打
た

れ
た
。
和
解
の
条
件
は
安
謝
埋
め
立
て
地
の

土
地
数
百
坪
を
地
主
に
売
却
す
る
と
い
う
も

の
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
市
場
を
め
ぐ
っ
て
裁

判
係
争
中
の
①
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
認
定

取
り
消
し
の
訴
え
②
収
用
裁
決
に
対
す
る
異

議
申
し
立
て
③
物
権
の
所
有
権
確
認
の
訴
え

―
な
ど
九
つ
の
事
件
が
取
り
下
げ
と
な
っ
た
。

残
る
事
件
は
、
土
地
の
補
償
増
額
請
求
事
件

一
件
で
、
こ
れ
は
土
地
の
補
償
額
が
低
す
ぎ

る
と
し
て
地
主
か
ら
提
訴
さ
れ
て
い
る
。

　

「
市
場
問
題
」
を
め
ぐ
る
和
解
の
動
き
は

先
月
初
め
ご
ろ
か
ら
活
発
に
な
さ
れ
て
き
た
。

地
主
側
か
ら
数
項
目
の
和
解
条
件
が
提
示
さ

れ
た
が
、
市
当
局
は
和
解
の
条
件
は
安
謝
埋

め
立
て
地
に
代
替
地
を
与
え
る
以
外
に
な
い

と
し
て
交
渉
を
続
け
て
き
た
。
三
日
午
後
、
那

覇
市
か
ら
稲
嶺
、
前
田
両
助
役
、
地
主
側
は

上
原
〇
〇
、
照
屋
〇
〇
〇
両
地
主
、
そ
れ
に

西
平
守
儀
弁
護
士
が
加
わ
っ
て
市
役
所
で
最

後
の
詰
め
を
行
な
い
和
解
が
成
立
し
た
。

　

市
場
建
設
は
、
同
敷
き
地
内
に
あ
る
建
て

物
の
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
市
当
局
と
上
原
、

照
屋
両
氏
と
の
間
で
裁
判
係
争
中
で
、
こ
の

た
め
建
て
物
の
撤
去
作
業
が
で
き
ず
工
事
は

大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
市
場
に
対
す

る
主
席
の
事
業
認
定
は
違
法
で
あ
る
と
し
て

地
主
側
か
ら
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
和

解
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
場
建
設
を

め
ぐ
る
障
害
は
す
べ
て
な
く
な
り
、
工
事
は

当
初
の
計
画
ど
お
り
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

ま
た
、
上
原
〇
〇
氏
か
ら
店
舗
を
転
借
し

て
い
た
高
良
〇
、
上
原
〇
〇
両
氏
の
扱
い
に

つ
い
て
は
、
市
場
内
に
コ
マ
を
与
え
る
こ
と

で
話
し
合
い
が
つ
い
た
。

公
害
防
止
条
例
最
終
案
成
る
／

議
会
通
過
後
直
ち
に
公
布

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
12
・
９
〕

　

那
覇
市
は
七
日
の
部
長
会
議
で
「
那
覇
市

公
害
防
止
条
例
」
の
最
終
案
を
ま
と
め
、
八



六
三
八

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
十
二
月

日
発
表
し
た
。
こ
の
案
は
十
六
日
招
集
予
定

の
定
例
議
会
に
付
議
さ
れ
、
審
議
を
経
る
こ

と
に
な
る
が
、
可
決
さ
れ
れ
ば
沖
縄
の
市
町

村
で
は
初
め
て
の
「
公
害
防
止
条
例
」
と
な

る
。

　

条
例
案
は
十
九
条
か
ら
成
り
、
目
的
、
定

義
、
市
や
事
業
者
、
市
民
の
責
務
な
ど
を
明

記
し
た
後
、
公
害
を
防
止
し
、
ま
た
発
生
し

た
場
合
の
処
置
に
つ
い
て
つ
づ
っ
て
い
る
。

　

条
例
案
に
よ
る
と
、
公
害
を
防
止
す
る
た

め
に
市
長
は
事
業
者
と
公
害
防
止
に
関
し
て

の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
、
指
定
施

設
か
ら
発
生
す
る
〝
公
害
〟
が
別
に
定
め
る

規
制
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
は
、
特
別
な

措
置
を
命
ず
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
命
令

に
従
わ
な
い
と
き
は
施
設
の
使
用
を
一
時
停

止
す
る
命
令
を
発
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
れ

に
反
す
る
と
十
五
㌦
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
公
害
に
つ
い
て
の

対
策
の
検
討
、
実
施
調
査
を
行
な
う
た
め
の

市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、「
公
害
対
策
審
議

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
市
職
員
が
検
査
の
た
め
事
業
場

や
工
場
に
立
ち
入
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。

　

市
当
局
で
は
議
会
で
の
通
過
後
、
こ
の
条

例
案
を
た
だ
ち
に
公
布
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

ば
い
煙
、
騒
音
な
ど
の
基
準
濃
度
、
高
さ
、
量

な
ど
を
細
か
く
規
定
す
る
規
制
基
準
は
、
公

布
後
三
カ
月
以
内
に
施
行
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
規
制
基
準
に
つ
い
て
は
現
在
、
琉
球

政
府
の
「
公
害
対
策
基
本
法
」「
大
気
汚
染
防

止
法
」
に
基
づ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

最
終
的
に
は
こ
の
両
法
か
ら
の
準
用
と
な
り

そ
う
。

　

市
当
局
で
は
さ
っ
そ
く
、
一
酸
化
炭
素
ガ

ス
測
定
器
、
同
探
知
器
、
炭
酸
ガ
ス
測
定
器
、

Ｐ
Ｈ
メ
ー
タ
ー
な
ど
必
要
な
機
器
を
備
え
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
四
千
㌦
の
予
算
措
置
を

行
な
う
方
針
だ
。

　

「
公
害
防
止
条
例
（
案
）
」
の
主
な
条
文
。

　

２
条　

（
1
）
公
害　

事
業
活
動
、
そ
の

他
人
の
活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
大
気
の
汚
染
、

水
質
の
汚
濁
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
、
地
盤

の
沈
下
お
よ
び
土
壌
の
汚
染
に
よ
っ
て
人
の

健
康
ま
た
は
生
活
環
境
に
か
か
る
被
害
が
生

ず
る
こ
と
を
い
う
。

　

７
条　

市
長
は
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
ば
い
煙
等
を
発
生
す
る
施
設
を
設
置

し
て
い
る
者
、
ま
た
は
設
置
し
よ
う
と
す
る

者
と
の
間
に
公
害
の
防
止
に
関
し
、
協
定
等

を
締
結
し
、
当
該
協
定
に
従
い
特
別
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

８
条　

市
長
は
指
定
施
設
に
か
か
る
ば
い

煙
等
の
量
、
濃
度
ま
た
は
程
度
が
、
そ
の
指

定
施
設
に
か
か
る
規
制
基
準
に
適
合
し
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
ば
い
煙
等
排
出
者
に
対

し
期
限
を
定
め
て
ば
い
煙
等
の
処
理
方
法
の

改
善
、
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
2
）
市
長
は
前
項
の
規
定
に

よ
る
命
令
を
受
け
た
者
が
そ
の
命
令
に
従
わ

な
い
と
き
は
、
当
該
指
定
施
設
の
使
用
の
一

時
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

14
条　

市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
…
調
査
、
審

議
す
る
た
め
那
覇
市
公
害
対
策
審
議
会
を
設

置
す
る
。
（
2
）
審
議
会
は
委
員
十
五
人
以
内

で
組
織
し
、
委
員
は
知
識
経
験
者
の
う
ち
か

ら
市
長
が
任
命
ま
た
は
委
嘱
す
る
。

　

16
条　

第
８
条
第
一
項
ま
た
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
十
五

㌦
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

業
者
は
移
転
に
難
色
／
壺
屋
の

〝
カ
マ
公
害
〟

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
12
・
９
〕

　

那
覇
市
は
問
題
に
な
っ
て
い
る
市
内
壺
屋

の
〝
カ
マ
公
害
〟
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
業

者
と
話
し
合
っ
た
。
市
は
①
カ
マ
の
移
転
②

収
じ
ん
機
の
設
置
③
バ
ー
ナ
ー
の
使
用―

の

三
点
を
提
示
し
た
。
業
者
は
三
点
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
納
得
せ
ず
、
問
題
解
決
の
困
難
さ

を
み
せ
て
い
る
。

　

業
者
は
「
カ
マ
を
壺
屋
か
ら
移
転
す
る
と
、

陶
器
の
壺
屋
の
名
が
消
え
る
の
で
は
な
い

か
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
収
じ
ん
装
置
を

と
り
つ
け
て
も
カ
マ
の
構
造
か
ら
ば
い
煙
を

防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
、
さ
し
て
効
果
は
な
い
。

バ
ー
ナ
ー
を
使
用
し
た
ら
経
費
が
高
く
陶
器

製
造
は
経
営
困
難
に
お
ち
い
る
」
と
話
し
て

い
る
。
業
者
の
中
に
は
、
戦
後
壺
屋
に
転
入

し
て
き
た
人
が
移
転
す
べ
き
だ
と
か
、
カ
マ

の
ば
い
煙
は
公
害
と
は
い
え
な
い
な
ど
の
意

見
も
で
て
い
る
。

　

伝
統
と
公
害
の
板
ば
さ
み
に
あ
っ
て
壺
屋

の
陶
芸
業
者
は
苦
悩
を
深
め
て
い
る
が
、
業

者
は
な
ん
と
か
対
策
を
た
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
と
い
う
。

｜
社　

説
｜

通
貨
問
題
で
県
民
運
動
を

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
12
・
20
〕

注
目
さ
れ
て
い
た
円
の
切
り
上
げ
問
題
は
一

六
・
八
八
％
と
き
ま
り
、
一
米
ド
ル
に
対
し

三
百
八
円
の
レ
ー
ト
と
な
っ
た
。
予
想
を
は

る
か
に
上
ま
わ
る
切
り
上
げ
幅
で
あ
る
。
日

本
政
府
は
当
初
一
○
％
以
内
と
主
張
し
、
そ

の
後
一
五
％
は
死
守
な
ど
と
い
っ
て
い
た
が
、

結
局
は
ア
メ
リ
カ
に
押
し
切
ら
れ
一
七
％
近

く
の
切
り
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

　

本
土
で
も
こ
れ
に
よ
り
、
輸
出
に
影
響
し
、

中
小
企
業
に
か
な
り
の
打
撃
を
与
え
、
こ
こ

し
ば
ら
く
は
不
況
が
続
く
だ
ろ
う
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
本
土
で
は
輸
入
品
が
安

く
な
る
た
め
得
る
面
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
沖

縄
は
生
活
必
需
品
の
大
き
な
部
分
を
本
土
か

ら
の
輸
入
に
た
よ
っ
て
お
り
、
通
貨
は
ド
ル
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な
の
で
、こ
ん
ど
の
円
切
り
上
げ
に
よ
り
、
得

る
も
の
は
な
に
も
な
く
、
損
失
だ
け
を
も
ろ

に
か
ぶ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
損
害
額
が
ど

れ
ほ
ど
の
も
の
に
な
る
か
、
簡
単
に
計
算
で

き
な
い
だ
ろ
う
が
、
直
接
、
間
接
の
影
響
が

お
よ
そ
二
億
余
㌦
に
な
ろ
う
。
と
に
か
く
ば

く
大
な
も
の
で
沖
縄
経
済
を
危
機
に
追
い
込

む
だ
ろ
う
。
円
の
切
り
上
げ
に
と
も
な
う
日

本
政
府
の
声
明
に
は
、
沖
縄
の
こ
と
に
つ
い

て
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
い
か
に
も
お
ざ

な
り
で
、
わ
れ
わ
れ
沖
縄
住
民
を
安
心
さ
せ

得
る
も
の
で
は
な
い
。

　

沖
縄
の
通
貨
が
Ｂ
円
か
ら
ド
ル
に
替
わ
っ

た
の
は
、
一
九
五
八
年
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ

沖
縄
住
民
の
意
思
と
は
全
く
関
係
な
く
、
米

国
の
一
方
的
な
沖
縄
占
領
政
策
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
も
の
だ
。
当
時
は
ド
ル
の
地
位
も
そ

れ
ほ
ど
下
落
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
わ
れ

わ
れ
は
た
い
し
た
危
機
感
は
持
た
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
米
国
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

介
入
、ド
ル
の
乱
費
を
し
た
。
そ
の
た
め
ド
ル

の
価
値
は
漸
減
し
、
つ
い
に
こ
と
し
の
八
月

十
五
日
ニ
ク
ソ
ン
経
済
政
策
発
表
以
来
、
日

本
が
変
動
相
場
制
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
た
め
、
沖
縄
は
そ
の
影
響
を
ま
と
も
に

受
け
、
沖
縄
の
物
価
は
日
増
し
に
高
騰

し
、
わ
れ
わ
れ
は
日
常
生
活
に
大
き
な
損
失

を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
こ
ん
ど
の
一
六
・

八
八
％
と
い
う
大
幅
な
円
切
り
上
げ
に
よ
り
、

沖
縄
の
輸
入
物
価
の
値
段
は
ま
す
ま
す
上
が

り
住
民
生
活
は
圧
迫
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

沖
縄
は
太
平
洋
戦
争
で
最
後
の
戦
場
と
な

り
、
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
。
そ
し
て
戦
後

は
、
日
本
が
独
立
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
の
第
三
条
に
し
ば

ら
れ
、
二
十
六
年
間
も
異
民
族
の
支
配
下
に

お
か
れ
た
。
そ
し
て
や
っ
と
来
年
は
祖
国
に

復
帰
す
る
と
い
う
時
期
に
な
っ
て
、
こ
ん
ど

は
円
の
切
り
上
げ
に
よ
り
、
経
済
的
な
痛
棒

を
く
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
わ

れ
わ
れ
沖
縄
住
民
が
全
く
関
与
し
て
い
な
い

取
り
き
め
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
な
の
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
沖
縄
住
民
は
ど
う
し
て
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
い
じ
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
沖
縄
住
民
の

忍
耐
に
も
限
度
が
あ
る
。
も
う
こ
れ
以
上
の

犠
牲
は
が
ま
ん
で
き
な
い
。

　

本
土
政
府
は
輸
入
為
替
の
差
損
補
償
や
、

十
月
十
九
日
の
個
人
保
有
の
ド
ル
を
確
認
し
、

そ
れ
を
復
帰
時
に
一
㌦
対
三
百
六
十
円
で
交

換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄
の
損
失
を
カ
バ

ー
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

方
法
で
は
決
し
て
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
単
な
る
弥
縫
策
（
び
ほ
う
さ

く
）で
し
か
な
い
。
沖
縄
の
損
害
を
こ
れ
以
上

大
き
く
し
な
い
た
め
に
は
、
一
㌦
対
三
百
六

十
円
で
、
沖
縄
の
通
貨
を
即
時
切
り
か
え
る

以
外
に
方
法
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
沖
縄
住
民

は
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
を
日
米
両
国
政
府

に
強
く
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
通
貨
は
国
家

を
象
徴
す
る
も
の
な
の
で
、
復
帰
ま
で
は
沖

縄
の
通
貨
を
ド
ル
か
ら
円
に
切
り
か
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
本
土
政
府
の

態
度
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
、
わ
れ
わ
れ
は
絶
対
承
服
で
き
な
い
。
日

米
両
政
府
に
沖
縄
に
対
す
る
誠
意
さ
え
あ
れ

ば
、
話
し
合
い
に
よ
り
解
決
で
き
る
問
題
だ

と
、
わ
れ
わ
れ
は
思
う
。
こ
と
し
の
年
末
闘

争
で
、
沖
縄
の
労
働
組
合
の
ほ
と
ん
ど

が
、
復
帰
時
に
お
け
る
給
料
を
三
百
六
十
円

対
一
㌦
で
保
証
し
ろ
と
要
求
し
て
い
る
。
も

し
こ
の
保
証
が
な
け
れ
ば
、
復
帰
時
に
沖
縄

の
労
働
者
は
一
六
・
八
八
％
の
減
俸
に
な
る
。

物
価
は
上
昇
す
る
し
、
給
料
が
下
が
っ
た
の

で
は
、
沖
縄
の
労
働
者
は
泣
き
つ
ら
に
ハ
チ

で
あ
る
。
労
働
組
合
が
、
一
㌦
対
三
百
六
十

円
の
保
証
を
要
求
す
る
の
は
至
極
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
が
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
は
、
沖
縄
に
は
未
組
織
の

労
働
者
や
、
農
民
、
漁
民
が
数
多
く
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
強
力
な
組
織
を
持
つ
組

合
に
加
入
し
て
い
る
労
働
者
は
一
㌦
が
三
百

六
十
円
に
な
っ
て
も
、
こ
れ
ら
零
細
企
業
の

労
働
者
や
農
民
、
漁
民
の
生
活
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
経
営
者
も
労
働

者
も
打
っ
て
一
丸
と
な
り
、
全
県
民
的
な
運

動
と
し
て
一
対
三
百
六
十
の
通
貨
即
時
切
り

か
え
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ

わ
れ
沖
縄
県
民
は
か
つ
て
土
地
問
題
で
県
民

こ
ぞ
っ
て
運
動
し
成
果
を
あ
げ
た
経
験
を
持

っ
て
い
る
。
通
貨
の
問
題
で
も
も
う
一
度
あ

の
よ
う
な
運
動
を
起
こ
し
た
い
。

市
長
旅
費
ヤ
リ
玉
に
／
ペ
ル
ー

訪
問
で
千
㌦
余
分
に
予
算
／

金
城
議
員
追
及
／
当
局
、
お

ろ
お
ろ
削
減
／
那
覇
市
議
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
12
・
22
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
二
十
一
日
、
市

当
局
が
付
議
し
た
案
件
に
対
す
る
質
問
を
行

な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
野
党
新
政
会
の
金
城

重
正
議
員
が
平
良
市
長
の
ペ
ル
ー
訪
問
に
使

っ
た
旅
費
に
つ
い
て
市
当
局
を
厳
し
く
追
及
、

委
員
会
審
議
を
経
な
い
前
に
補
正
予
算
案
を

一
部
修
正
さ
せ
る
確
約
を
と
っ
た
。
千
㌦
の

修
正
額
だ
と
は
い
え
本
格
審
議
前
の
こ
と
で

あ
り
、
市
当
局
の
予
算
編
成
に
対
す
る
姿
勢

の
甘
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

平
良
市
長
は
ホ
ノ
ル
ル
市
で
の
ア
ジ
ア
太

平
洋
会
議
へ
の
出
席
を
兼
ね
て
、
夫
人
、
秘

書
を
伴
い
ハ
ワ
イ
、
ペ
ル
ー
を
約
半
月
に
わ

た
っ
て
訪
問
し
た
。
市
当
局
は
こ
の
訪
問
の

た
め
の
特
別
旅
費
と
し
て
、
七
千
三
百
㌦
余

り
を
補
正
予
算
に
組
ん
で
議
会
に
提
案
し
た
。

　

金
城
議
員
は
「
市
長
は
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
ペ

ル
ー
・
リ
マ
へ
行
く
の
に
遠
回
り
コ
ー
ス
を
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と
っ
た
。
市
当
局
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る

か
」
と
ま
ず
旅
程
か
ら
問
い
た
だ
し
、
「
な

ぜ
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
回
り
コ
ー
ス
を
と
っ
た
の

か
」
と
厳
し
く
追
及
、
当
局
側
は
あ
る
航
空

会
社
の
招
待
飛
行
で
も
あ
っ
た
た
め
そ
の
コ

ー
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
答

弁
。
招
待
飛
行
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
と
い
う
市
当
局
は
、
当
初
、
旅
費
七

千
三
百
㌦
余
り
の
う
ち
飛
行
機
運
賃
と
し
て

は
約
四
千
五
百
㌦
を
手
渡
し
た
と
答
え
た
が
、

金
城
議
員
の
追
及
に
「
実
際
に
使
っ
た
の
は

約
三
千
五
百
㌦
で
あ
る
」
こ
と
を
認
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
ん
ど
の
補
正
予
算
案
で
は

四
千
五
百
㌦
を
計
上
し
て
お
り
、「
実
際
に
使

用
し
た
分
を
計
上
し
な
い
で
、
千
㌦
も
余
計

に
予
算
と
し
て
組
む
と
は
何
ご
と
」
と
の
批

判
に
市
当
局
は
し
ど
ろ
も
ど
ろ
。「
予
算
を
組

ん
だ
の
は
市
長
が
帰
沖
す
る
前
の
こ
と
で
あ

り
、
招
待
飛
行
と
な
っ
た
の
も
市
長
が
帰
っ

て
か
ら
わ
か
っ
た
」「
市
長
ら
の
旅
費
の
清
算

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
し
、
清
算
の
と
き
に
ち

ゃ
ん
と
す
れ
ば
よ
い
」
と
弁
明
し
た
も
の
の
、

〝
わ
か
っ
た
〟段
階
で
修
正
し
よ
う
と
思
え
ば

で
き
な
い
こ
と
は
な
い
額
。「
実
際
に
使
用
し

た
額
に
修
正
す
る
意
思
が
あ
る
か
」
の
問
い

に
稲
嶺
第
一
助
役
は
、
と
う
と
う

「
修
正
し
ま
す
」と
千
㌦
余
り
の
減
額
修
正
す

る
こ
と
を
確
約
さ
せ
ら
れ
た
。

　

金
城
議
員
は
市
当
局
の
予
算
編
成
に
た
い

す
る
あ
い
ま
い
な
態
度
に
「
も
し
こ
れ
が
清

算
を
終
え
て
い
た
段
階
だ
っ
た
ら
、
市
長
の

進
退
に
も
か
か
わ
る
問
題
と
な
っ
た
」
と
強

い
反
省
を
求
め
た
。

〝
給
与
換
算
は
旧
レ
ー
ト
で
〟
／

那
覇
市
議
会
が
保
障
を
要
望

／
（
東
京
事
務
所
）
ま
ず
出

先
手
当
て
か
ら
／
与
・
野
党

一
致
で
条
例
制
定
へ

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
１
・
12
・
25
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
、
新
設
さ
れ
る

東
京
事
務
所
の
職
員
の
手
当
て
を
一
㌦
三
百

六
十
円
で
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
条
例

を
制
定
す
る
よ
う
市
当
局
に
要
望
す
る
。
こ

れ
は
、
円
切
り
上
げ
に
よ
っ
て
職
員
に
損
害

を
こ
う
む
ら
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
議
会

の
態
度
表
明
で
あ
り
、
当
然
全
職
員
の
給
与

も
通
貨
切
り
替
え
時
に
は
一
㌦
対
三
百
六
十

円
で
保
障
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
性
格
の
も

の
。
各
企
業
で
は
、
現
在
、
通
貨
切
り
替
え

時
の
〝
賃
金
保
障
問
題
〟
を
め
ぐ
っ
て
労
使

間
の
論
争
が
激
し
い
が
、
市
町
村
議
会
が
率

先
し
て
〝
一
㌦
対
三
百
六
十
円
〟
を
打
ち
出

し
た
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
方
向
づ
け
を
与
え

る
意
味
で
注
目
さ
れ
る
。
要
望
は
二
十
九
日

の
本
会
議
で
正
式
に
行
な
わ
れ
る
。

　

那
覇
市
議
会
は
い
ま
、
委
員
会
で
の
議
案

審
議
を
続
行
し
て
い
る
が
、
こ
の
要
望
は
二

十
三
日
の
総
務
委
員
会
（
黒
潮
隆
委
員
長
）

で
出
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
八
月
の
機
構

改
革
で
設
置
が
決
ま
っ
た
東
京
事
務
所
に
関

す
る
予
算
案
を
審
議
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
東
京
事
務
所
に
勤
務
す
る
職
員
の
手
当
て

が
問
題
と
な
っ
た
。
手
当
て
額
は
給
料
月
額

の
百
分
の
百
と
い
う
市
当
局
の
提
案
が
認
め

ら
れ
た
が
、
こ
れ
で
は
円
切
り
上
げ
が
行
な

わ
れ
た
現
在
、
実
質
的
な
減
額
に
な
る
と
し

て
、
一
㌦
対
三
百
六
十
円
で
支
給
で
き
る
よ

う
な
条
例
を
制
定
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
強

く
、
与
野
党
全
委
員
の
一
致
で
条
例
制
定
の

要
望
を
本
会
議
で
行
な
う
こ
と
を
決
め
た
。

　

制
定
す
べ
き
だ
と
の
意
見
は
野
党
新
政
会

の
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
だ
け
に
、
本
会
議
で

も
全
会
一
致
の
要
望
と
な
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
。
年
末
闘
争
の
団
交
で
「
保
障
問
題

は
前
向
き
に
考
え
て
い
く
」
こ
と
を
表
明
し

て
い
た
市
当
局
も
、
野
党
議
員
の
積
極
的
な

姿
勢
に
好
感
、「
議
会
が
Ｏ
Ｋ
す
れ
ば
問
題
は

な
い
。
那
覇
市
が
賃
金
保
障
の
問
題
で
突
破

口
を
つ
く
る
」
と
大
い
に
乗
り
気
。
一
㌦
対

三
百
六
十
円
保
障
を
強
く
主
張
し
た
あ
る
野

党
議
員
は
、
「
職
員
の
生
活
に
被
害
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
一
応
、
東
京
事
務
所
の
職

員
だ
け
に
関
係
し
て
い
る
が
、
当
然
、
通
貨

切
り
替
え
時
の
全
職
員
の
給
与
に
も
か
か
わ

っ
て
い
く
と
い
う
ふ
く
み
を
も
た
せ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
受
け
る
市
の
財
政
落
ち
込
み

は
、
本
土
政
府
を
つ
き
あ
げ
て
補
え
ば
よ

い
」
と
強
い
口
調
だ
。

　

条
例
制
定
と
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
出
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
議
会

の
正
式
な
要
望
と
な
れ
ば
市
当
局
も
や
り
や

す
く
な
り
、
年
明
け
早
々
に
も
臨
時
議
会
の

招
集
と
な
ろ
う
。
た
だ
、
東
京
事
務
所
が
復

帰
前
に
開
設
さ
れ
な
け
れ
ば
条
例
が
で
き
て

も
実
際
に
は
意
味
の
な
い
も
の
と
な
る
心
配

は
あ
る
が
、〝
賃
金
保
障
問
題
〟
に
対
す
る
地

方
自
治
体
の
初
の
態
度
表
明
と
し
て
沖
縄
の

企
業
だ
け
で
な
く
、
本
土
政
府
に
対
し
て
も

か
な
り
の
〝
波
及
効
果
〟
が
出
そ
う
。

那
覇
、
公
害
条
例
を
制
定
／
具

体
的
に
公
害
を
規
制

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
１
・
12
・
27
〕

　

那
覇
市
十
二
月
定
例
議
会
最
終
日
の
二
十

七
日
、
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
本
会
議
が
開
か

れ
注
目
の
「
那
覇
市
公
害
防
止
条
例
」を
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。
条
例
の
制
定
に
よ
っ
て

こ
れ
ま
で
問
題
に
な
っ
て
い
た
ば
い
煙
、
粉

じ
ん
、
騒
音
な
ど
各
種
公
害
に
つ
い
て
具
体

的
な
規
制
が
加
え
ら
れ
公
害
追
放
へ
前
進
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

那
覇
市
の
公
害
問
題
は
い
ま
の
と
こ
ろ
、

ば
い
煙
、
粉
じ
ん
、
騒
音
な
ど
に
限
ら
れ
て

い
る
が
、
と
く
に
壺
川
の
工
場
周
辺
で
は
ゼ

ン
ソ
ク
患
者
が
発
生
す
る
な
ど
深
刻
な
問
題
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を
う
ん
で
い
る
。
市
民
か
ら
の
苦
情
は
あ
と

を
た
た
ず
、
公
害
追
放
の
た
め
の
市
民
組
織

も
結
成
さ
れ
公
害
反
対
運
動
は
盛
り
上
が
り

を
み
せ
て
い
た
。

　

市
議
会
で
は
全
琉
の
市
町
村
に
先
が
け
て
、

那
覇
市
で
は
じ
め
て
公
害
防
止
条
例
を
制
定

し
た
意
義
を
強
調
し
た
。
と
り
わ
け
、
市
民

の
健
康
を
保
護
し
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る

た
め
に
同
条
例
の
制
定
は
必
要
だ
と
の
声
は

議
員
の
間
に
も
強
か
っ
た
。
同
条
例
は
近
く

公
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
公
布
の
日
か
ら

三
カ
月
以
内
に
ば
い
煙
な
ど
の
量
、
濃
度
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
規
制
基
準
に
つ
い
て
規
則
で

定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
三
百
六
十
円
」
で
賃
金
を
保
障

／
那
覇
市
議
会
で
可
決
／
東

京
駐
在
職
員
の
給
与

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
12
・
28
〕

　

那
覇
市
議
会
は
十
二
月
定
例
議
会
最
終
日

の
二
十
七
日
午
後
、
公
害
防
止
条
例
な
ど
十

九
の
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
幕
を
閉
じ

た
。
同
日
の
本
会
議
で
は
、
新
設
さ
れ
る
東
京

事
務
所
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
一
㌦
対

三
百
六
十
円
の
旧
レ
ー
ト
で
賃
金
換
算
を
保

障
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
、
確
認
し
た
。
ま

た
、
即
時
一
㌦
対
三
百
六
十
円
の
交
換
比
率

に
よ
る
円
通
貨
へ
の
切
り
替
え
、
お
よ
び
ド

ル
防
衛
政
策
発
表
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で

の
一
切
の
損
失
を
補
償
せ
よ―

と
の
要
求
を

盛
り
込
ん
だ
「
円
切
り
上
げ
に
関
す
る
要
請

決
議
」
も
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

那
覇
市
当
局
は
今
定
例
議
会
に
、
東
京
事

務
所
開
設
の
た
め
「
那
覇
市
職
員
の
旅
費
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
」
に

つ
い
て
の
議
案
を
提
案
し
た
。
同
案
件
は
、
市

の
復
帰
態
勢
づ
く
り
の
た
め
、
中
央
と
の
連

絡
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え
る
よ
う
東
京
事
務

所
を
新
設
す
る
と
い
う
も
の
で
、
職
員
二
人

を
配
置
す
る
。
こ
の
案
件
は
総
務
委
員
会
で

審
議
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
職
員
の
給
与
を

ど
う
す
る
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
一
㌦
対
三

百
八
円
の
新
レ
ー
ト
で
給
与
を
換
算
す
る
と
、

職
員
の
給
与
は
二
年
前
の
市
職
員
の
給
与
に

逆
戻
り
し
、
賃
金
の
大
幅
低
下
に
な

る
。
同
委
員
会
で
は
、
賃
金
の
低
下
を
も
た

ら
し
て
は
い
け
な
い
と
、
与
野
党
が
そ
ろ
っ

て
一
㌦
対
三
百
六
十
円
で
賃
金
換
算
す
べ
き

だ
と
の
こ
と
で
一
致
し
た
。
東
京
事
務
所
の

職
員
の
給
与
を
一
㌦
対
三
百
六
十
円
の
交
換

比
率
で
保
障
し
た
こ
と
は
他
の
市
職
員
の
給

与
に
つ
い
て
も
一
㌦
対
三
百
六
十
円
の
換
算

を
保
障
す
る
突
破
口
に
な
る
と
み
ら
れ
、
注

目
さ
れ
る
。
市
当
局
、
議
員
の
中
に
は
「
職

員
の
賃
金
保
障
は
当
然
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
市
の
予
算
規
模
が
円
切
り

上
げ
に
よ
っ
て
約
五
百
万
㌦
の
落
ち
込
み
が

予
想
さ
れ
る
。
本
土
政
府
が
差
損
を
補
償
す

る
か
ど
う
か
が
問
題
だ
」と
話
し
て
お
り
、
予

断
を
許
さ
な
い
情
勢
だ
。

　

ま
た
本
会
議
で
は
、
沖
縄
国
際
海
洋
博
調

査
特
別
委
員
会
の
設
置
も
決
め
、
委
員
長
に

宮
城
武
、
副
委
員
長
に
玉
城
栄
一
両
議
員
を

選
出
し
た
。
同
特
別
委
は
、
海
洋
博
を
成
功

さ
せ
る
た
め
、
政
府
の
施
策
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
海
洋
博
を
契
機
に
県
都
で
あ
る
那
覇

市
の
総
合
都
市
計
画
を
推
進
し
よ
う
と
の
ね

ら
い
で
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

沖
縄
公
用
地
法
案
／
来
年
一
月

か
ら
仮
契
約
へ
／
使
用
期
間

は
五
年
間
／
自
衛
隊
の
用
地

確
保
へ

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
１
・
12
・
31
〕

　

沖
縄
返
還
協
定
と
並
ん
で
さ
き
の
臨
時
国

会
、
さ
ら
に
今
通
常
国
会
冒
頭
の
最
大
の
焦

点
だ
っ
た
沖
縄
公
用
地
法
案
は
、
米
政
府
が

協
定
の
批
准
書
交
換
の
前
提
と
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
が
成
立
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
返
還
の
た
め
の
法

制
措
置
は
一
応
整
っ
た
。
佐
藤
首
相
は
返
還

協
定
承
認
と
関
連
国
内
法
成
立
を
踏
ま
え
て
、

来
年
一
月
六
、
七
の
両
日
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ

で
開
く
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
の
日
米
首
脳
会

談
に
臨
ん
で
「
返
還
期
日
」
を
確
定
、
こ
の

う
え
に
立
っ
て
日
米
両
国
政
府
は
沖
縄
返
還

の
た
め
の
最
終
的
な
準
備
作
業
に
は
い
る
段

取
り
で
あ
る
。
関
連
国
内
法
案
審
議
の
焦

点
と
な
っ
た
沖
縄
公
用
地
法
（
沖
縄
に
お
け

る
公
用
地
等
の
暫
定
使
用
に
関
す
る
法
律
）

は
、
現
在
の
米
軍
用
地
や
返
還
後
配
備
さ
れ

る
自
衛
隊
用
地
、
さ
ら
に
は
道
路
、
港
湾
、
空

港
、
電
気
、
水
道
施
設
な
ど
の
敷
き
地
の
地

主
が
政
府
と
の
賃
貸
契
約
を
拒
否
し
た
場
合
、

五
年
の
範
囲
内
で
政
府
に
〝
暫
定
使
用
権
〟

を
認
め
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

こ
の
〝
強
制
使
用
権
〟
設
定
に
対
し
琉
球

政
府
や
現
地
革
新
勢
力
は
強
い
反
発
を
示

し
、
本
土
で
も
野
党
各
党
や
全
国
革
新
市
長

会
、
文
化
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
民
主
団
体
が

反
対
の
態
度
を
打
ち
出
し
、
日
本
弁
護
士
連

合
会
も
慎
重
な
配
慮
を
政
府
に
要
請
し
て

い
た
。

　

特
に
本
土
野
党
は
今
国
会
で
①
使
用
期
間

五
年
間
は
私
権
の
侵
害
で
あ
り
違
憲
だ
②
暫

定
使
用
す
る
土
地
の
告
示
の
時
期
、
方
法
は

適
法
で
な
い
③
自
衛
隊
用
地
は
土
地
収
用
法

に
い
う
公
用
地
に
当
た
ら
な
い
④
沖
縄
だ
け

に
適
用
さ
れ
る
公
用
地
法
は
憲
法
九
五
条
に

基
づ
き
住
民
投
票
に
か
け
る
べ
き
だ―

な
ど

の
点
を
あ
げ
、
法
案
の
撤
回
を
迫
っ
た
が
、
政

府
は
野
党
の
主
張
を
全
面
的
に
退
け
論
戦
は

平
行
線
の
ま
ま
閉
幕
し
た
。

　

公
用
地
法
の
成
立
に
伴
っ
て
政
府
は
、
防

衛
施
設
庁
を
中
心
に
返
還
後
米
軍
に
再
提
供

す
る
施
設
・
区
域
八
十
八
カ
所
（
基
地
リ
ス
ト
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や
返
還
後
配
備
さ
れ
る
自
衛
隊
の
施

設
・
区
域
十
四
カ
所
の
用
地
確
保
に
着
手
す

る
。
同
庁
は
約
四
十
人
の
係
官
を
新
年
早
々

現
地
に
送
り
込
み
、
す
で
に
現
地
入
り
し
て

い
る
係
官
八
十
五
人
と
合
流
、
来
年
度
予
算

編
成
の
終
わ
る
の
を
待
っ
て
地
区
地
主
会

を
通
じ
約
三
万
七
千
人
に
の
ぼ
る
軍
用
地

主
と
賃
貸
契
約
の
仮
契
約
を
結
ぶ
作
業
に

は
い
る
。

　

い
ま
の
と
こ
ろ
土
地
賃
貸
料
財
源
二
百
十

五
億
円
は
、
現
地
地
主
連
合
会
の
要
求
通
り

来
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
る
見
通
し
だ
が
、

軍
用
地
主
の
な
か
の
約
三
千
人
程
度
は
〝
反

戦
地
主
〟
と
い
わ
れ
、
作
業
は
難
航
す
る
見

通
し
だ
。

　

同
庁
と
し
て
は
、
返
還
協
定
の
批
准
書
交

換
後
、
す
み
や
か
に
公
用
地
法
制
定
に
伴
う

政
令
で
、
各
施
設
・
区
域
の
使
用
期
間
な
ど

を
決
め
る
一
方
、
賃
貸
契
約
に
応
じ
な
い

〝
反
戦
地
主
〟や
海
外
移
住
地
主
ら
が
所
有
す

る
土
地
を
公
用
地
法
に
よ
る
〝
暫
定
使
用
権

〟
設
定
の
た
め
の
「
告
示
」
を
行
な
う
考
え

だ
。

　

政
令
内
容
は
十
一
月
十
六
日
同
庁
が
発
表

し
た
要
綱
案
と
大
筋
に
変
わ
り
は
な
く
、
大

半
の
施
設
・
区
域
の
使
用
期
間
は
「
五
年
間
」

と
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
「
告
示
」

手
続
き
は
、
本
土
で
は
官
報
で
行
な
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
現
地
で
は
本
土
政
府
の

出
先
機
関
や
琉
球
政
府
な
ど
数
カ
所
で
縦
覧

さ
せ
る
方
法
が
と
ら
れ
る
見
通
し
だ
。
し
か

し
こ
の
方
法
が
本
土
政
府
の
使
用
権
設
定
に

当
た
っ
て
適
法
か
ど
う
か
の
疑
義
が
出
さ
れ

て
お
り
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
を
め
ぐ
る
違
憲

訴
訟
の
〝
火
ダ
ネ
〟
と
も
な
り
そ
う
だ
。

　

ま
た
軍
用
地
問
題
で
は
、
返
還
後
米
軍
に

再
提
供
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
安
波
、

川
田
、
瀬
嵩
の
三
訓
練
場
が
、
六
月
三
十
日

で
地
元
側
と
の
賃
貸
契
約
が
切
れ
、
再
提
供

を
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
瀬
嵩
訓
練

場
の
あ
る
名
護
市
は
市
当
局
も
住
民
も
再
契

約
に
強
く
反
対
の
態
度
を
示
し
て
お
り
、
最

悪
の
場
合
に
は
日
米
了
解
覚
書
の
事
実
上
の

〝
不
履
行
〟
と
な
る
恐
れ
も
出
て
い
る
。

　

成
立
、
承
認
し
た
法
案
な
ど
の
内
容

　

三
十
日
成
立
し
た
沖
縄
返
還
協
定
関
連
国

内
法
な
ど
五
案
件
の
お
も
な
内
容
は
次
の
通

り
。

　

▽
復
帰
特
別
措
置
法　

本
土
と
の
一
体
化

の
柱
と
な
る
法
律
で
①
沖
縄
県
、
市
町
村
が

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
る
県
、
市
町
村
と

し
て
存
続
す
る
②
沖
縄
の
現
行
法
令
は
復
帰

後
三
カ
月
ま
で
有
効
で
あ
る
③
教
育
委
員
の

任
期
は
中
央
教
育
委
員
が
四
十
七
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
、
教
育
区
の
委
員
は
四
十
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で―

な
ど
を
規
定
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
裁
判
の
効
力
、
琉
球
政
府

の
債
権
、
債
務
な
ど
の
権
利
義
務
、
琉
球
政

府
職
員
の
引
き
継
ぎ
方
法
、
琉
球
水
道
公
社

の
沖
縄
県
引
き
継
ぎ
、
沖
縄
放
送
協
会
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
へ
の
引
き
継
ぎ
な
ど
法
人
の
権
利
義
務

の
継
承
を
規
定
し
て
い
る
。

　

▽
沖
縄
改
廃
法　

各
省
設
置
法
の
改
正
、

復
帰
に
よ
っ
て
必
要
の
な
く
な
る
法
律
の
廃

止
、
復
帰
に
よ
る
関
係
法
律
の
改
正
な
ど
手

続
き
に
関
係
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。

　

▽
沖
縄
振
興
法　

県
民
生
活
の
安
定
向
上

を
図
る
た
め
に
四
十
七
年
度
を
初
年
度
と
す

る
十
カ
年
振
興
開
発
計
画
を
決
定
、
国
庫
負

担
な
ど
特
別
措
置
で
沖
縄
の
振
興
開
発
を
行

な
う
も
の
。

　

▽
沖
縄
公
用
地
法　

沖
縄
返
還
協
定
に
関

連
し
て
提
出
さ
れ
た
七
法
案
の
中
で
与
野
党

最
大
の
対
決
法
案
だ
っ
た
。
沖
縄
の
施
政
権

が
わ
が
国
に
復
帰
し
て
も
、
米
軍
が
引
き
続

き
、
時
間
的
な
断
絶
な
し
に
基
地
を
使
用
で

き
る
よ
う
土
地
を
強
制
収
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
。
暫
定
使
用
期
間
は
五
年
と
な
っ

て
お
り
、
野
党
、
地
主
の
反
発
が
強
い
。

　

▽
人
事
院
沖
縄
事
務
所
設
置
案
件　

沖
縄

復
帰
に
さ
い
し
、
琉
球
政
府
職
員
が
一
般
職

の
国
家
公
務
員
に
身
分
を
切
り
替
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ら
職
員
の
人
事
行
政
、
利
益
保
護

を
す
み
や
か
に
行
な
う
た
め
那
覇
に
当
分
の

間
、
人
事
院
の
地
方
事
務
所
を
設
置
す
る
と

い
う
も
の
。　
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四
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五
月
十
五
日
返
還
決
定
／
二
十
六

年
の
米
統
治
に
終
止
符 

　

〔
琉
新
・
号
外　

１
９
７
２
・
１
・
８
〕

　

【
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
七
日
共
同
】
佐
藤
首
相

は
、
七
日
午
前
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
の
第

二
回
会
談
で
、
沖
縄
返
還
を
五
月
十
五
日
と

す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
首
相
は
ニ
ク
ソ
ン

大
統
領
と
共
同
発
表
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト
）
で
、
こ
の
む
ね
明
ら
か
に
し
、

戦
後
二
十
六
年
余
、
米
国
の
施
政
権
下
に
あ

っ
た
沖
縄
は
、「
沖
縄
県
」
と
し
て
日
本
に
復

帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
会
談
で
合
意

　

【
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
七
日
共
同
】
佐
藤
首

相
と
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
の
第
二
回
首
脳
会

談
は
、
七
日
午
前
九
時
半
（
日
本
時
間
八
日

午
前
二
時
半
）
か
ら
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
の
西

部
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
ひ
ら
か
れ
、
予
定
よ

り
一
時
間
遅
れ
て
午
後
零
時
五
分
（
日
本
時

間
の
八
日
午
前
五
時
五
分
）
に
終
わ
り
、
引

き
続
い
て
首
相
、
大
統
領
と
同
行
閣
僚
と
の

全
体
会
議
に
は
い
っ
た
。
第
二
回
首
脳
会
談

と
並
行
し
て
、
日
米
閣
僚
に
よ
る
個
別
会
談

も
行
な
わ
れ
た
。
首
脳
会
談
は
一
時
間
長
引

い
た
。
首
相
、
大
統
領
、
同
行
閣
僚
の
全
体

会
議
は
七
日
午
後
零
時
二
十
分
（
日
本
時
間

八
日
午
前
五
時
二
十
分
）
終
わ
っ
た
。
引
き

続
き
昼
食
会
が
ひ
ら
か
れ
、
終
わ
っ
て
首
相

と
大
統
領
が
あ
い
さ
つ
を
か
わ
し
た
。
首
相

は
こ
の
あ
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
記
者
会
見
場

で
あ
る
ニ
ュ
ー
ポ
ー
タ
ー
・
イ
ン
に
向
か
い
、

午
後
二
時
（
日
本
時
間
八
日
午
前
七
時
）
か

ら
約
一
時
間
、
記
者
会
見
し
た
。

首
相
、
国
民
に
協
力
求
む

　

【
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
七
日
共
同
】
佐
藤
首

相
は
七
日
午
後
二
時
（
日
本
時
間
八
日
午
前

七
時
）
か
ら
宿
舎
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
タ
ー
・
イ

ン
で
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
記
者
会
見
し
た
。

首
相
は
そ
の
な
か
で
、
二
回
に
わ
た
る
ニ
ク

ソ
ン
大
統
領
と
の
会
談
の
結
果
決
ま
っ
た
沖

縄
返
還
期
日
を
中
心
に
所
信
を
明
ら
か
に
し

国
民
に
真
意
を
訴
え
協
力
を
求
め
た
。

基
地
交
付
金
復
活
を
／
稲
嶺
那

覇
市
助
役
ら
が
陳
情　
　

 

 
 

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
１
・
８
〕

　

【
東
京
】
上
京
中
の
稲
嶺
那
覇
市
助
役
、
辺

野
喜
那
覇
市
議
会
議
長
は
七
日
、
総
理
府
、
防

衛
施
設
庁
、
自
治
省
な
ど
を
た
ず
ね
、
地
方

交
付
税
お
よ
び
地
方
債
の
増
額
を
は
じ
め
基

地
調
整
特
別
交
付
金
の
全
面
復
活
を
要
請
し

た
。

　

こ
の
中
で
稲
嶺
助
役
ら
は
那
覇
市
に
対
す

る
基
地
調
整
特
別
交
付
金
は
要
求
の
三
十
一

億
円
に
対
し
わ
ず
か
五
億
円
し
か
内
示
を
み

て
い
な
い
と
し
全
面
復
活
を
強
く
要
求
し
た
。

　

な
お
、
自
治
省
か
ら
要
求
し
て
い
る
沖
縄

に
対
す
る
地
方
交
付
金
に
つ
い
て
は
当
初
の

三
百
七
十
億
円
の
大
蔵
内
示
か
ら
五
百
二
十

五
億
円
に
増
額
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
が
、
地
方
債
と
し
て
要
求
の
百
五
十
七

億
円
に
つ
い
て
は
六
十
七
億
円
の
内
示
を
み

て
い
る
。
同
地
方
債
は
市
町
村
の
各
種
事
業

の
裏
負
担
分
と
な
る
の
で
、
こ
ん
ご
の
対
大

蔵
復
活
要
求
の
成
果
に
伴
い
自
動
的
に
増
額

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
上
京
中
の
市
町
村
代
表

は
、
事
業
費
の
全
面
復
活
が
地
方
債
増
額
の

前
提
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

｜
社　

説
｜

胸
を
張
っ
て
祖
国
復
帰
を

　

 
 
 
 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
２
・
１
・
９
〕

　

沖
縄
の
返
還
は
五
月
十
五
日
に
決
ま
っ
た
。

二
十
六
年
余
の
長
い
間
県
民
が
待
っ
て
い
た

祖
国
へ
復
帰
す
る
日
が
き
ょ
う
（
九
日
）
か

ら
数
え
て
百
二
十
七
日
目
に
は
、
わ
た
し
た

ち
は
日
本
国
憲
法
の
も
と
に
だ
れ
は
ば
か
る

こ
と
な
く
「
沖
縄
県
民
」
と
い
い
、
「
沖
縄

県
」
と
公
式
文
書
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
の

だ
が
、
沖
縄
県
消
滅
の
一
九
四
五
年
か
ら
二

十
七
カ
年
。
沖
縄
戦
の
終
結
、
米
軍
占
領
下

に
な
っ
て
二
十
六
カ
年
余
、
対
日
平
和
条
約

の
発
効
し
た
一
九
五
二
年
か
ら
二
十
カ
年
余
。

や
っ
と
祖
国
の
ふ
と
こ
ろ
へ
抱
か
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
沖
縄
の
労
苦
を
こ
れ
か
ら
は

本
土
政
府
に
よ
っ
て
十
分
に
報
い
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
一
口
に
二
十
六
カ
年

と
い
っ
て
も
そ
の
間
の
沖
縄
の
戦
中
、
戦

後
史
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ

り
、
い
ま
そ
の
回
顧
を
す
る
い
と
ま
は
な
い

が
、
二
十
六
年
の
苦
難
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て

「
沖
縄
県
民
」
に
戻
っ
た
わ
た
し
た
ち
を
、
祖

国
は
ど
の
よ
う
に
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
る
か
、

百
万
県
民
は
本
土
政
府
と
一
億
余
の
同
胞
の
、

沖
縄
県
民
を
迎
え
る
措
置
や
態
度
を
じ
っ
く

り
と
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

　

佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
会
談
の
沖
縄
返
還
に
関

す
る
合
意
事
項
に
は
「
核
抜
き
保
証
」
と
「
沖

縄
基
地
の
縮
小
」
そ
の
他
、
返
還
さ
れ
る
沖

縄
県
民
に
は
直
接
関
係
の
な
い
事
項
に
は
触

れ
ら
れ
て
い
る
が
、
沖
縄
県
民
が
切
実
に
要

望
し
、
ド
ル
を
通
貨
に
さ
せ
ら
れ
た
ば
か
り

に
受
け
て
い
る
損
害
を
一
日
も
早
く
円
に
切

り
替
え
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
て
い
る
通
貨
問

題
は
、
両
首
脳
会
談
で
は
一
言
半
句
も
触
れ

て
お
ら
ず
、
水
田
蔵
相
と
コ
ナ
リ
ー
財
務
長

官
と
の
日
米
閣
僚
会
談
で
水
田
蔵
相
の
通
貨

切
り
替
え
提
案
に
、
コ
ナ
リ
ー
長
官
が
復
帰

前
に
円
と
の
交
換
を
検
討
す
る
と
約
束
し
た

だ
け
で
あ
る
。

　

佐
藤
総
理
を
は
じ
め
沖
縄
に
関
係
の
あ
る

一
九
七
二
年
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閣
僚
は
「
沖
縄
県
民
に
損
は
さ
せ
な
い
」
と

た
び
た
び
の
談
話
で
い
っ
て
は
い
る
が
、
ド

ル
に
よ
る
実
害
は
百
万
沖
縄
県
民
の
一
人
ひ

と
り
に
お
よ
ん
で
い
る
実
情
を
、
屋
良
主
席

か
ら
何
回
も
総
理
や
蔵
相
、
関
係
閣
僚
に
訴

え
て
い
る
の
で
、
そ
の
事
情
が
全
く
わ
か
ら

な
い
は
ず
は
な
い
の
に
、
日
米
首
脳
会
談
の

ド
タ
ン
場
ま
で
き
て
も
な
お
一
言
も
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
、
県
民
は
絶
望
と
怒
り

を
感
じ
て
お
り
、
ほ
ん
と
う
に
沖
縄
は
復
帰

し
た
ら
豊
か
な
県
づ
く
り
の
方
向
へ
持
っ
て

い
け
る
か
と
の
不
安
も
隠
し
き
れ
な
い
。

　

復
帰
を
前
に
編
成
中
の
沖
縄
県
予
算
に
し

て
も
同
様
で
あ
る
。
四
十
七
年
度
予
算
の
沖

縄
関
係
費
は
二
千
二
十
六
億
円
と
、
四
十
六

年
度
の
四
百
三
十
六
億
円
に
比
べ
る
と
四
・

六
倍
も
ふ
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
、

そ
の
中
に
は
対
米
支
払
い
に
充
当
さ
れ
る
三

百
八
億
円
、
旧
三
百
六
十
円
レ
ー
ト
で
円
に

交
換
す
る
差
額
分
二
百
六
十
億
円
も
含
ま
れ

て
い
る
か
ら
、
実
質
的
に
四
十
六
年
度
予
算

の
三
倍
に
も
満
た
な
い
額
で
あ
り
、
見
か
け

だ
お
し
と
思
わ
れ
な
い
た
め
に
も
復
活
要
求

に
十
分
な
大
蔵
省
の
配
慮
が
ほ
し
い
。

　

こ
の
た
め
復
帰
後
一
日
も
早
く
政
府
の
口

ぐ
せ
で
あ
る
「
豊
か
な
県
づ
く
り
」
へ
ま
い
進

し
よ
う
と
す
る
県
民
の
意
欲
を
そ
ぐ
よ
う
な

結
果
に
な
り
、
い
た
ず
ら
に
県
民
の
不
信
と

不
安
を
か
り
た
て
る
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ

で
わ
れ
わ
れ
県
民
に
復
帰
後
の
バ
ラ
色
の
夢

を
描
け
と
い
う
の
は
無
理
な
話
。
ほ
ん
と
う

に
沖
縄
の
祖
国
復
帰
を
祝
福
し
、
暖
か
く
迎

え
入
れ
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
な
ら
、
復

帰
予
算
の
具
体
的
数
字
で
示
し
、
沖
縄
県
民

の
二
十
六
年
余
の
苦
難
に
報
ゆ
る
よ
う
き
つ

く
要
求
す
る
。

　

わ
た
し
た
ち
沖
縄
県
民
の
本
土
政
府
に
対

す
る
要
求
は
決
し
て
無
理
な
注
文
で
は
な
い
。

戦
争
で
日
本
の
タ
テ
と
な
り
、
戦
後
は
日
本

繁
栄
の
礎
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
の
国
土
が

安
泰
で
、
し
か
も
全
土
に
わ
た
っ
て
戦
場
に

な
る
の
を
免
れ
た
の
は
沖
縄
県
民
の
犠
牲
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
今
日
の
繁
栄
の

促
進
剤
の
役
目
を
果
た
し
た
の
は
、
日
本
の

国
土
内
唯
一
の
ド
ル
圏
と
し
て
十
年
も
貢
献

し
た
か
ら
こ
そ
世
界
の
大
経
済
国
と
し
て
発

展
し
た
要
素
も
考
え
れ
ば
沖
縄
県
民
救
済
の

た
め
に
は
ど
れ
だ
け
の
資
金
を
投
入
し
て
も

そ
れ
で
埋
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
五
月
十
五

日
ま
で
余
す
と
こ
ろ
百
二
十
七
日
。
事
実
上

の
秒
読
み
に
は
い
り
復
帰
作
業
は
準
備
か
ら

本
番
に
は
い
っ
た
。
政
府
は
九
十
三
年
前
も

二
十
六
年
前
も
二
十
年
前
も
沖
縄
県
民
を
ツ

ン
ボ
桟
敷
に
お
い
た
ま
ま
沖
縄
の
処
遇
を
決

め
て
き
た
。
こ
ん
ど
の
祖
国
復
帰
で
も
県
民

を
十
分
に
納
得
さ
せ
た
と
は
い
え
な
い
。
し

か
し
矢
は
す
で
に
弦
（
つ
る
）
を
離
れ
て
い

る
。こ
こ
で
過
去
の
泣
き
ご
と
は
い
わ
ぬ
。
復

帰
し
た
ら
県
民
を
三
度
も
四
度
も
嘆
か
せ
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

政
府
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
県
民
の
心
を
察
し

復
帰
す
る
県
民
を
十
分
な
理
解
と
い
た
わ
り

の
心
で
百
万
沖
縄
県
民
を
迎
え
て
も
ら
い
た

い
。わ
た
し
た
ち
は
復
帰
す
る
に
当
た
り
、
同

情
や
れ
ん
び
ん
を
こ
わ
ず
日
本
国
民
と
し
て

堂
々
と
祖
国
へ
帰
る
。
そ
の
こ
と
を
政
府
も

国
民
も
知
っ
て
も
ら
い
、
国
へ
尽
く
し
た
貢

献
度
を
誇
り
に
胸
を
張
っ
て
復
帰
し
よ
う
。

那
覇
新
港
を
封
鎖
／
安
謝
ク
リ

舟
漁
民
／
生
活
補
償
要
求
で

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
２
・
２
・
２
〕

　

新
港
建
設
に
よ
る
漁
民
の
生
活
補
償
を
要

求
し
て
い
る
安
謝
ク
リ
舟
漁
業
会
（
大
城
満

助
会
長
）
は
二
日
午
前
八
時
か
ら
那
覇
新
港

を
封
鎖
し
た
。
こ
の
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
が
港

内
に
は
い
れ
ず
に
立
ち
往
生
。
港
湾
業
務
は

マ
ヒ
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
、
漁
民
五
十
人
が
午
前
八
時
、
那
覇

新
港
の
ゲ
ー
ト
前
に
集
ま
り
「
市
の
見
舞
い

金
三
万
㌦
は
、
こ
れ
ま
で
に
破
壊
さ
れ
た
生

活
に
比
べ
る
と
、
涙
金
に
す
ぎ
な
い
。
市
が

納
得
の
い
く
額
を
提
示
す
る
ま
で
港
を
封
鎖

か
、
戦
う
」
と
強
い
姿
勢
。
漁
民
ら
は
、
ハ

チ
巻
き
を
し
め
、
意
気
け
ん
こ
う
。
港
に
は

い
る
ト
ラ
ッ
ク
を
足
止
め
に
し
て
い
る
。
午

前
中
こ
れ
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
て
い

な
い
。

　

一
方
、
市
当
局
は
、
漁
民
ら
の
ス
ト
を
違

法
行
為
だ
と
し
て
排
除
す
る
考
え
だ
が
、
現

在
港
内
に
接
岸
し
て
い
る
船
が
二
隻
し
か
な

く
、
業
務
に
大
き
な
混
乱
が
な
い
こ
と
か
ら

き
ょ
う
二
日
は
、
静
観
、
あ
す
の
時
点
で
改

め
て
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

三
十
一
日
の
話
し
合
い
で
市
は
➊
那
覇
地

区
漁
業
組
合
か
ら
独
立
し
て
新
し
い
漁
業
組

合
が
設
立
さ
れ
た
時
点
で
育
成
資
金
を
出
す

❷
船
だ
ま
り
場
を
つ
く
り
、
近
く
に
は
漁
具

倉
庫
も
建
設
、
管
理
が
十
分
で
き
る
よ
う
に

す
る
❸
六
五
年
二
月
に
さ
か
の
ぼ
り
そ
の
当

時
漁
業
に
専
業
し
て
い
た
人
た
ち
に
生
活
補

償
と
し
て
三
万
㌦
を
予
算
措
置
す
る―

三
点

を
提
示
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
漁
民
ら
は
全
く
取
り
合
わ
ず

「
三
万
㌦
な
ん
て
ス
ズ
メ
の
涙
で
し
か
な
い
。

こ
れ
で
は
生
活
の
メ
ド
は
た
た
な
い
」と
、
上

積
み
を
要
求
し
て
い
る
。

｜
社　

説
｜

市
民
に
い
こ
い
の
場
を
／
与
儀 

の
軍
用
地
開
放
を
機
に

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
２
・
５
〕

　

マ
ン
モ
ス
化
の
傾
向
を
た
ど
る
那
覇
市
は
、

ま
す
ま
す
住
み
に
く
い
環
境
を
重
ね
て
い
く
。

み
ど
り
の
な
い
商
店
街
だ
け
で
な
く
、
ま
る

で
迷
路
の
よ
う
な
細
い
道
を
お
し
つ
ぶ
す
よ
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う
な
住
宅
地
。
ひ
し
め
き
合
う
人
家
は
、
人

間
の
感
情
ま
で
い
び
つ
な
も
の
に
し
て
し
ま

う
。

　

こ
う
し
た
現
状
の
中
に
、
市
内
与
儀
に
あ

る
米
軍
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
敷
地
が
あ
る
。
那

覇
市
で
は
、
か
ね
て
そ
の
開
放
を
要
求
し
て

い
た
が
、こ
の
ほ
ど
、
よ
う
や
く
二
十
六
年
ぶ

り
に
住
民
の
手
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。
米

軍
の
こ
と
だ
か
ら
、
期
日
に
つ
い
て
は

「
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
解
体
作
業
終
了
後
」と
い

う
だ
け
で
判
然
と
し
な
い
が
、
と
に
か
く
住

民
の
要
求
に
応
じ
て
開
放
す
る
唯
一
の
場
所

で
あ
る
。
こ
こ
を
先
鞭
と
し
て
、
今
後
と
も
、

さ
ら
に
軍
用
地
の
開
放
を
強
力
に
推
進
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
、
市
の
全
面
積
の

約
三
割
が
軍
用
地
で
あ
る
。
人
口
過
密
の
大

都
市
で
、
こ
の
よ
う
な
例
は
本
土
に
も
あ
る

ま
い
。

　

う
ら
を
か
え
せ
ば
、
那
覇
市
の
雑
然
た
る

環
境
も
、
軍
用
地
の
せ
い
で
あ
る
。
環
境
を

無
視
し
た
都
市
は
、
人
間
の
心
を
荒
廃
さ
せ

る
。
ひ
い
て
は
そ
れ
が
青
少
年
の
生
活
ま
で

影
響
し
、
将
来
に
由
々
し
い
問
題
を
投
げ
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
那
覇
市
で
は
解
放
後
の
与
儀

タ
ン
ク
敷
地
に
、
学
校
や
市
民
い
こ
い
の
場

を
つ
く
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
約
三
・
八

㌶
の
国
・
県
有
地
に
、
小
学
校
と
公
園
を
建

設
す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
案
に
私
た
ち

も
同
調
し
た
い
。

　

「
文
化
不
在
」
の
市
政

　

現
在
、
那
覇
市
の
小
・
中
学
校
は
ど
こ
で
も

在
籍
が
収
容
能
力
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
し

か
も
過
密
傾
向
が
ひ
ど
く
、
授
業
に
も
支
障

を
き
た
す
ほ
ど
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
与
儀
小
学
校
が
二
千
五
百
六

十
七
人
、
真
和
志
小
学
校
も
二
千
百
五
十
三

人
を
数
え
て
い
る
。
学
校
の
形
態
か
ら
す
れ

ば
、
せ
い
ぜ
い
千
人
て
い
ど
が
限
度
と
い
わ

れ
る
の
に
、
二
倍
以
上
も
収
容
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
や
は
り
毎
年
増
加
す
る
人

口
の
せ
い
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
学
だ
っ

て
同
じ
過
密
現
象
を
反
映
し
て
、
首
里
中
学

が
二
千
四
十
三
人
、
那
覇
中
学
二
千
百
四
十

五
人
、
神
原
中
学
千
八
百
人
と
い
う
数
字
を

示
し
て
い
る
。

　

那
覇
区
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
窮
状
を

打
開
す
る
た
め
に
、
五
年
計
画
で
小
・
中
七
校

を
増
設
す
る
プ
ラ
ン
を
た
て
て
み
た
が
、
な

ん
と
し
て
も
敷
地
難
が
大
き
な
障
害
と
な
っ

て
い
る
。
市
内
の
仲
井
真
、
安
謝
埋
め
立
て

地
、
古
島
な
ど
に
、
か
ろ
う
じ
て
確
保
で
き

た
も
の
の
、
い
ま
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
の
名

案
は
浮
か
ば
な
か
っ
た
。

　

那
覇
市
の
場
合
、
都
計
の
ズ
サ
ン
さ
も
手

伝
っ
て
、
文
化
的
施
設
へ
の
配
慮
が
欠
け
て

い
た
よ
う
に
思
う
。
子
ど
も
た
ち
の
義
務
教

育
施
設
や
、
市
民
の
心
を
や
わ
ら
げ
る
広

場
、
公
園
な
ど
へ
の
心
づ
か
い
も
、
他
の
問

題
ほ
ど
に
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
美
術
館

ひ
と
つ
さ
え
考
え
な
い
市
政
が
、
よ
く
そ
れ

を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

公
的
施
設
は
、
も
は
や
猶
予
を
許
さ
ぬ
深
刻

な
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

急
速
な
都
市
過
密
化
の
し
わ
よ
せ
は
、
子

ど
も
た
ち
の
周
辺
に
ひ
た
ひ
た
と
押
し
寄
せ

て
き
て
、
休
み
時
間
に
運
動
も
や
ら
ず
、
文

化
的
素
養
も
求
め
切
れ
な
い
子
ど
も
が
育
ち

つ
つ
あ
る
の
だ
。

　

愛
さ
れ
る
那
覇
市
を

　

要
す
る
に
、
私
た
ち
が
求
め
る
那
覇
市
は
、

沖
縄
の
首
都
と
し
て
の
体
面
が
保
て
る
町
で

あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
都
計
に
よ
る
ビ
ル
街
、

人
道
と
歩
道
が
画
然
と
整
備
さ
れ
、
あ
く
ま

で
も
人
間
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
心
づ
か
い
、

み
ど
り
を
い
た
わ
り
、
花
の
美
し
さ
を
求
め

る
市
民
、
そ
し
て
自
然
の
美
を
と
り
い
れ
た

公
園
の
あ
る
町
…
。
仕
事
で
疲
れ
た
人
た
ち

は
、
休
み
の
ひ
と
と
き
を
、
こ
の
み
ど
り
の

あ
る
公
園
で
、
心
ゆ
く
ま
で
に

〝
人
間
性
〟を
と
り
戻
す
の
で
あ
る
。
一
方
で

は
、
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
を
満
た
し
て
く
れ

る
博
物
館
や
図
書
館
、
美
術
館
な
ど
が
あ
り
、

若
い
人
も
老
人
も
、
こ
こ
を
訪
れ
て
糧
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
町
…
。

　

だ
が
、
残
念
な
が
ら
人
口
二
十
八
万
を
誇

る
こ
の
都
市
に
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
満
足
で

き
る
も
の
が
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
与
儀
の
軍
用
地
開
放
だ
け
で
、

そ
の
よ
う
な
要
求
が
実
現
で
き
る
と
は
思
わ

な
い
が
、
た
と
え
一
部
分
で
は
あ
っ
て
も
、

政
治
の
心
づ
か
い
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
な
り

の
計
画
は
つ
く
れ
る
は
ず
だ
。
さ
き
に
、
与

儀
農
試
場
跡
の
空
地
が
で
き
た
と
き
、
公
共

施
設
や
公
園
を
つ
く
る
プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
も
し
だ
い
に
縮
小
さ
れ
て
、
い
ま
だ
に

公
園
ら
し
い
公
園
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の

ま
ま
で
い
く
と
、
悪
の
巣
窟
に
も
な
り
か
ね

な
い
現
状
で
あ
る
。
文
化
へ
の
理
解
が
と
ぼ

し
い
政
治
の
も
た
ら
せ
た
見
本
の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う
。
せ
っ
か
く
か
ち
と
っ
た
与
儀

軍
用
地
に
、
同
じ
ワ
ダ
チ
を
踏
ま
せ
て
は
な

ら
ぬ
。

　

い
ま
、
全
琉
の
人
口
の
約
三
分
の
一
は
那

覇
市
に
住
ん
で
い
る
。
政
治
が
真
に
市
民
の

理
解
と
協
力
を
求
め
る
な
ら
、
ま
た
市
民
の

福
祉
を
考
え
る
な
ら
、
市
を
愛
さ
れ
る
地
域

社
会
に
す
る
こ
と
が
先
決
だ
。
き
ら
わ
れ
る

都
市
か
ら
健
全
な
市
民
の
発
展
は
生
ま
れ
て

こ
な
い
。

封
鎖
解
き
話
し
合
い
へ
／
安
謝

の
漁
民
、
市
に
舟
着
き
場
要

求〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
２
・
２
・
５
〕

　

生
活
補
償
問
題
を
め
ぐ
る
安
謝
ク
リ
舟
漁
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業
会
と
那
覇
市
の
話
し
合
い
が
五
日
午
前
十

時
す
ぎ
か
ら
市
長
室
で
開
か
れ
た
。
席
上
、
漁

民
ら
は
三
万
㌦
の
見
舞
い
金
に
つ
い
て
は
不

満
な
が
ら
了
承
す
る
。
そ
の
か
わ
り
船
だ
ま

り
場
近
く
の
土
地
を
漁
民
に
貸
し
て
ほ
し
い

と
の
新
た
な
要
請
を
行
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
市
は
土
地
に
つ
い
て
は
前

む
き
に
検
討
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
紛
糾

を
つ
づ
け
て
き
た
安
謝
漁
民
の
生
活
補
償
問

題
は
双
方
と
も
話
し
合
い
で
解
決
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
、
こ
れ
に
よ
り
那
覇
新
港
の
封

鎖
戦
術
は
回
避
さ
れ
た
。

小
禄
／
３
号
線
の
早
期
開
放
／

地
域
開
発
で
住
民
大
会
開
く

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
２
・
３
・
６
〕

　

「
地
域
の
経
済
開
発
は
、
地
域
住
民
を
中
心

に
」
と
い
う
呼
び
か
け
で
、
小
禄
地
域
経
済

開
発
住
民
大
会
が
、
五
日
午
後
二
時
か
ら
那

覇
市
小
禄
中
学
校
で
地
域
住
民
約
三
百
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
。

　

小
禄
青
年
連
合
会
が
主
催
、
同
自
治
会
長

会
、
同
婦
人
会
の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、「
五

月
十
五
日
の
復
帰
が
迫
る
な
か
で
、
基
地
に

生
活
を
依
存
す
る
人
々
に
対
す
る
施
策
が
十

分
に
示
さ
れ
ず
、
経
済
不
安
が
高
ま
っ
て
い

る
。
小
禄
地
域
の
大
動
脈
で
あ
る
３
号
線
が

米
軍
基
地
に
よ
っ
て
し
ゃ
断
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
、
経
済
面
で
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

て
お
り
、
復
帰
を
契
機
に
小
禄
地
域
を
豊
か

な
明
る
い
町
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、
お
互

い
に
ヒ
ザ
を
交
え
て
語
り
合
う
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
の
が
呼
び
か
け
の
主
旨
。

　

住
民
大
会
は
、
こ
の
趣
旨
に
基
づ
い
て

「
小
禄
地
域
経
済
開
発
協
議
会
」
を
発
足
さ

せ
、
会
長
に
赤
嶺
一
男
、
副
会
長
に
赤
嶺
篤

一
、
新
垣
善
太
郎
氏
ら
を
選
び
、
米
軍
基
地

内
を
通
る
３
号
線
の
早
期
開
放
を
要
請
す
る

決
議
案
を
採
択
し
た
。

　

大
会
場
入
り
口
ふ
き
ん
で
、
小
禄
地
区
軍

用
地
開
放
推
進
有
志
会
の
名
前
で
「
３
号
線

の
開
放
だ
け
で
は
小
禄
地
区
の
開
放
は
図
れ

な
い
。
土
地
の
七
五
㌫
を
占
め
る
軍
用
地
の

開
放
闘
争
に
取
り
組
む
べ
き
だ
」
と
書
か
れ

た
ビ
ラ
が
配
ら
れ
、
住
民
大
会
で
も
執
行
部

の
原
案
に
対
し
て
「
地
域
の
経
済
開
発
は
け

っ
こ
う
だ
が
、
基
地
の
存
続
を
前
提
に
し
て

い
る
の
か
、
軍
用
地
の
開
放
を
要
求
し
て
い

く
の
か
」
と
か
「
基
地
経
済
か
ら
の
脱
皮
を

目
標
と
し
て
明
記
す
べ
き
だ
」
と
い
う
質
疑

や
提
案
が
続
出
す
る
な
ど
、〝
基
地
の
町
〟
の

抱
え
る
複
雑
な
一
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

｜
社　

説
｜

返
還
協
定
の
批
准
書
交
換　

 

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
２
・
３
・
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〕

沖
縄
返
還
協
定
の
批
准
書
が
十
五
日
東
京
に

お
い
て
日
米
両
政
府
で
交
換
さ
れ
た
。
同
協

定
第
九
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
批
准
書
交
換

か
ら
二
カ
月
後
の
五
月
十
五
日
に
協
定
が
発

効
、
沖
縄
返
還
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
、
法

的
に
最
終
確
定
し
た
。
返
還
協
定
の
三
本
柱

「
核
抜
き
」「
本
土
並
み
」「
七
二
年
返
還
」
の

う
ち
、「
七
二
年
返
還
」
は
こ
れ
で
再
確
認
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

復
帰
に
際
し
て
県
民
の
関
心
が
深
く
、
昨
年

末
の
沖
縄
国
会
で
も
最
大
の
論
議
を
呼
ん
だ

の
が
「
核
抜
き
」
で
あ
る
。
返
還
協
定
の
条

文
で
は
明
文
化
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
間
接

的
な
表
現
で
、
米
国
は
沖
縄
の
返
還
時
に
は

沖
縄
に
核
兵
器
が
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
を
約
束
し
て
い
る
。
米
国
は
沖
縄
に
核
兵

器
を
配
置
し
て
あ
る
こ
と
を
否
定
も
肯
定
も

し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
沖
縄
に
核
兵
器
が
あ

る
こ
と
は
、
す
で
に
公
然
の
秘
密
で
あ

る
。

さ
き
に
毒
ガ
ス
の
貯
蔵
と
そ
の
移
送
の
に
が

い
経
験
を
持
つ
沖
縄
県
民
に
と
っ
て
、
核
兵

器
の
撤
去
に
つ
い
て
神
経
を
と
が
ら
す
の
は
、

き
わ
め
て
当
然
で
あ
る
。
毒
ガ
ス
に
も
ま
し

て
米
国
が
そ
の
所
在
を
秘
密
に
し
て
い
る
核

兵
器
だ
け
に
、
そ
の
撤
去
も
極
秘
裏
に
進
め

る
可
能
性
が
強
い
。
あ
る
い
は
、
す
で
に
撤

去
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
復
帰
ま
で
の
二
カ
月
間
に
撤
去
を
行
な

う
と
す
れ
ば
県
民
の
安
全
対
策
を
公
表
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。

沖
縄
国
会
で
も
〝
核
抜
き
〟
に
つ
い
て
は
、も

っ
ぱ
ら
核
兵
器
の
撤
去
と
、
そ
の
確
認
、
そ

し
て
再
持
ち
込
み
の
三
点
に
論
議
が
集
中
し

た
。
本
土
政
府
は
、
核
の
撤
去
は
協
定
に
よ

っ
て
明
白
で
あ
り
、
再
持
ち
込
み
に
つ
い
て

は
、
は
っ
き
り
「
ノ
ー
」
で
あ
る
と
言
明
し

た
。
し
か
し
核
兵
器
が
、
ま
ち
が
い
な
く
撤

去
さ
れ
た
か
、
ど
う
か
の
確
認
に
つ
い
て
は
、

米
国
政
府
首
脳
に
声
明
し
て
も
ら
う
と
い
う

だ
け
で
、
米
軍
基
地
の
点
検
は
考
え
て
い
な

い
。

本
土
政
府
が
核
抜
き
の
点
検
を
考
え
て
い
な

い
の
は
、
国
際
法
上
、
他
国
の
軍
隊
を
点
検

す
る
の
は
困
難
だ
と
の
理
由
に
よ
る
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
去
年
の
毒
ガ
ス
撤
去
に
つ
い

て
は
、
屋
良
主
席
、
高
瀬
大
使
が
点
検
し
た

先
例
が
あ
る
。
ま
し
て
や
、
核
抜
き
の
点
検

は
、
毒
ガ
ス
撤
去
の
点
検
と
違
っ
て
、
他
国

の
軍
隊
と
は
い
っ
て
も
、
施
政
権
が
返
還
さ

れ
た
あ
と
の
日
本
の
国
土
内
の
基
地
で
あ
り
、

そ
れ
を
点
検
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
と
い
う

の
は
お
か
し
い
。

佐
藤
首
相
が
、
か
つ
て
「
沖
縄
が
復
帰
し
な

い
限
り
、
日
本
の
戦
後
は
終
わ
ら
な
い
」
と

語
っ
た
の
を
額
面
ど
お
り
受
け
取
る
な
ら
沖

縄
返
還
で
戦
後
に
終
止
符
を
打
つ
日
本
が
核

抜
き
の
点
検
で
米
国
に
対
し
及
び
腰
に
な
る

必
要
は
な
か
ろ
う
。
同
様
に
復
帰
後
の
米
軍

基
地
の
整
理
縮
小
に
つ
い
て
も
、
サ
ン
ク
レ
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メ
ン
テ
会
談
で
折
衝
の
糸
口
は
つ
い
た
と
は

い
え
、
日
本
の
側
、
沖
縄
県
民
の
立
場
に
立

っ
た
基
地
返
還
の
展
望
を
打
ち
出
し
て
い
な

い
の
は
残
念
で
あ
る
。

復
帰
後
も
継
続
使
用
さ
れ
る
米
軍
基
地
の
提

供
準
備
や
自
衛
隊
の
沖
縄
配
備
計
画
に
も
同

じ
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
ま
だ
施
政
権
が
回

復
さ
れ
て
い
な
い
沖
縄
に
、
特
に
復
帰
前
に

公
用
地
法
を
適
用
さ
せ
、
米
軍
基
地
提
供
の

た
め
の
土
地
の
契
約
事
務
を
復
帰
前
に

完
了
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
自
衛
隊
の
配

備
に
つ
い
て
も
、
四
次
防
の
先
取
り
と
同
様

に
国
防
会
議
に
か
け
る
前
に
自
衛
隊
物
資
を

ひ
そ
か
に
沖
縄
に
送
り
込
ん
で
い
る
。

　

憲
法
違
反
の
疑
い
を
持
た
れ
る
公
用
地
法

を
強
引
に
成
立
さ
せ
、
文
民
統
制
の
基
本
原

則
を
無
視
し
て
ま
で
沖
縄
へ
の
自
衛
隊
配
備

を
急
ご
う
と
す
る
の
は
、
国
内
問
題
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
久
保
・
カ
ー
チ
ス
交
換
文

書
で
「
一
九
七
三
年
七
月
一
日
ま
で
の
自
衛

隊
の
沖
縄
展
開
」
を
取
り
決
め
て
い
る
こ
と

か
ら
み
て
、
現
行
日
米
安
保
体
制
の
継
続
、
強

化
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

東
南
ア
ジ
ア
情
勢
と
の
関
連
で
沖
縄
の
米

軍
の
動
き
を
見
聞
し
、
米
国
の
世
界
戦
略
を

は
だ
で
感
じ
て
き
た
沖
縄
県
民
に
と
っ
て
、

沖
縄
返
還
後
も
、
日
本
政
府
が
米
国
の
指
揮

下
に
動
く
こ
と
は
承
服
で
き
な
い
。
日
米
安

保
体
制
が
直
ち
に
破
棄
で
き
な
い
に
し
て
も

少
な
く
と
も
復
帰
後
の
沖
縄
に
つ
い
て
も
、

本
土
と
同
様
に
日
米
対
等
の
立
場
に
立
っ
た

条
約
で
あ
り
、
そ
の
運
用
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

五
月
十
五
日
返
還
が
最
終
確
定
し
て
、
い

よ
い
よ
二
カ
月
間
に
復
帰
準
備
を
す
べ
て
完

了
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

沖
縄
国
会
か
ら
継
続
審
議
に
な
っ
た
沖
縄
振

興
開
発
公
庫
法
、
沖
縄
開
発
庁
法
、
防
衛
庁

関
係
法
適
用
特
別
措
置
法
の
三
法
案
も
今
国

会
で
成
立
の
運
び
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

本
土
政
府
の
中
に
「
本
土
並
み
」
を
、
実
質

で
は
な
く
形
式
の
本
土
並
み
と
解
す
る
姿
勢

が
あ
る
限
り
、
円
滑
な
復
帰
、「
平
和
で
豊
か

な
沖
縄
県
」
は
望
め
な
い
。
特
に
円
切
り
上

げ
に
よ
っ
て
沖
縄
県
民
の
被
る
損
害
に
対
し

抜
本
的
な
対
策
を
た
て
ず
に
復
帰
を
迎
え
る

と
な
る
と
、
他
の
復
帰
対
策
も
、
そ
の
効
果

を
い
ち
じ
る
し
く
減
ず
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

那
覇
市
会
、
深
夜
ま
で
空
転
／

安
謝
後
背
地
処
分
め
ぐ
り
／

新
政
会
が
退
場

〔
沖
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・
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二
十
四
日
に
開
会
し
た
那
覇
市
議
会
（
辺

野
喜
英
興
議
長
）
は
一
般
質
問
が
始
ま
っ
た

二
十
七
日
、
那
覇
新
港
後
背
地
の
処
分
を
め

ぐ
っ
て
野
党
・
新
政
会
と
市
当
局
が
対
立
、深

夜
お
そ
く
ま
で
紛
糾
し
た
後
、
新
政
会
が
退

場
す
る
と
い
う
大
荒
れ
の
事
態
に
な
っ
た
。

　

こ
の
日
、
午
前
十
時
四
十
分
ご
ろ
、
一
般

質
問
の
第
一
陣
に
立
っ
た
新
政
会
・
喜
舎
場

盛
一
議
員
は
、
那
覇
新
港
後
背
地
の
賃
借
契

約
に
つ
い
て
市
当
局
を
追
及
し
た
。
喜
舎
場

議
員
は
、
市
当
局
は
約
七
万
坪
あ
る
後
背
地

の
う
ち
千
五
百
七
十
坪
を
重
機
業
者
十
二
人

（
沖
縄
フ
ォ
ー
ク
業
組
合
）
に
貸
与
し
た

が
、
う
ち
三
百
坪
を
フ
ォ
ー
ク
な
ど
重
機
を

ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
二
人
に
貸
し
て
い
る
、

と
指
摘
、「
港
湾
と
関
係
あ
る
業
者
に
貸
す
べ

き
埋
め
立
て
地
を
、
こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ク

な
ど
持
た
な
い
業
者
に
貸
す
と
は
…
。
契
約

を
破
棄
す
べ
き
だ
」
と
詰
め
よ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
市
当
局
は
、
彼
ら
は
か
な
り

の
フ
ォ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
、
と
答
弁
し
た

も
の
の
、
後
で
台
数
を
訂
正
す
る
な
ど
答
弁

が
乱
れ
た
た
め
に
議
場
は
混
乱
、
十
数
回
も

休
憩
す
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。
喜
舎
場

議
員
は
、
二
人
の
う
ち
一
人
は
学
生
で
あ

り
、
絶
対
許
せ
な
い
契
約
行
為
だ
、
と
鋭
い

口
調
で
批
判
し
た
。

　

結
局
、
二
人
の
業
者
を
調
査
す
る
こ
と
に

な
っ
て
超
党
派
の
調
査
団
が
夕
方
か
ら
議
場

を
出
た
が
、
帰
っ
て
か
ら
調
査
報
告
で
も
与

野
党
は
対
立
、
新
政
会
の
「
契
約
を
破
棄
せ

よ
」
と
の
主
張
に
対
し
て
「
契
約
に
さ
い
し

て
の
調
査
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
は
認
め
る

が
、
破
棄
は
し
な
い
」
と
の
市
当
局
の
答
弁

で
再
び
混
乱
、
午
後
八
時
半
す
ぎ
に
「
市
当

局
に
は
誠
意
が
み
ら
れ
な
い
」
と
新
政
会
が

退
場
し
た
。

　

こ
の
た
め
仲
本
副
議
長
（
議
長
代
行
）
は

午
後
十
時
半
に
再
開
す
る
と
の
「
出
席
催
告

書
」
を
各
議
員
に
出
し
た
が
、
同
時
刻
に
な

っ
て
も
新
政
会
は
出
席
を
拒
否
、
結
局
、
出

席
催
告
書
に
基
づ
い
て
定
足
数
不
足
の
ま
ま

十
分
後
、
与
野
、
公
明
党
議
員
だ
け
で
〝
議

会
〟
を
閉
じ
た
。

　

新
政
会
は
二
十
八
日
も
審
議
拒
否
を
続
け

る
構
え
を
み
せ
て
お
り
、
波
乱
が
大
き
く
広

が
る
こ
と
は
必
至
。

　

出
席
催
告
書
は
一
種
の
議
長
職
権
で
、
こ

れ
に
よ
れ
ば
定
足
に
満
た
な
く
て
も
議
会
は

成
立
す
る
が
、
め
っ
た
に
行
使
さ
れ
な
い
。

那
覇
新
港
背
後
地
処
分
で
紛
糾

／
市
議
会
、
新
政
会
が
追
及

〔
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那
覇
新
港
背
後
地
の
処
分
を
め
ぐ
っ
て
二

十
七
日
の
本
会
議
を
退
場
し
た
那
覇
市
議
会

の
野
党
・
新
政
会
は
、
二
十
八
日
の
委
員
会

審
議
会
も
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
姿
勢
を
み
せ
て

い
た
が
、
同
日
午
前
十
一
時
半
ご
ろ
委
員
会

審
議
に
応
じ
、
波
乱
含
み
の
同
市
議
会
審
議

を
一
応
平
静
に
戻
し
た
。

　

し
か
し
、
新
政
会
は
、
背
後
地
処
分
問
題
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四
月

を
ひ
き
つ
づ
き
追
及
す
る
態
度
を
固
め
て
お

り
、
委
員
会
審
議
が
終
わ
っ
て
本
会
議
再
開

と
な
る
三
十
日
に
、
市
当
局
に
迫
っ
て
い
く

考
え
。

平
行
線
の
ま
ま
終
止
符
／
那
覇

市
議
会
／
背
後
地
の
処
分
で

〔
沖
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・
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荒
れ
模
様
だ
っ
た
那
覇
市
議
会
（
辺
野
喜

英
興
議
長
）
は
三
十
日
、
二
十
一
件
の
議
案
、

陳
情
な
ど
を
可
決
、
採
択
し
て
七
日
間
の
日

程
を
終
え
た
。
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い

た
那
覇
新
港
背
後
地
処
分
を
め
ぐ
る
市
当
局

と
野
党
・
新
政
会
（
自
民
党
系
）
の
対
立
は
、

平
行
線
の
ま
ま
終
止
符
が
打
た
れ

た
。

　

新
政
会
は
こ
の
日
も
二
十
七
日
の
一
般
質

問
を
引
き
継
い
だ
形
で
、
こ
ん
ど
は
金
城
重

正
議
員
が
午
前
十
一
時
前
の
開
会
初
っ
鼻
に

背
後
地
処
分
問
題
を
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た

が
、
日
程
通
り
議
案
審
議
が
先
に
回
さ
れ
、
議

案
を
可
決
採
択
し
た
。
午
後
三
時
四
十
分
か

ら
〝
対
決
〟
と
な
っ
た
。

　

金
城
議
員
は
、
市
と
背
後
地
の
譲
渡
契
約

を
か
わ
し
た
沖
縄
貸
フ
ォ
ー
ク
業
組
合
の
う

ち
問
題
と
な
っ
た
二
人
に
つ
い
て
、「
二
人
と

も
フ
ォ
ー
ク
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
適
格
な
重

機
業
者
と
い
え
な
い
」
「
う
ち
一
人
は
市

と
の
折
衝
役
を
引
き
受
け
、
他
の
組
合
員
に
、

契
約
で
き
た
ら
三
百
坪
を
も
ら
う
と
い
う
署

名
、
捺
印
を
さ
せ
て
い
る
」
「
そ
の
一
人
は
ま

た
、
他
の
組
合
員
か
ら
二
千
六
百
㌦
取
っ
て

い
る
が
、
そ
の
使
い
道
が
明
ら
か
で
な
い
」

こ
と
な
ど
を
あ
げ
、
二
人
を
不
適
格
者
と
認

め
る
か
ど
う
か
、
詰
め
寄
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
水
間
建
設
部
長
は
、
「
二
人

が
フ
ォ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別

の
問
題
。
将
来
、
貸
し
フ
ォ
ー
ク
業
を
や
る

と
い
う
ち
ゃ
ん
と
し
た
目
的
を
も
つ
業
者
で

あ
る
こ
と
が
契
約
の
対
象
と
な
る
」
「
三
百

坪
、
二
千
六
百
㌦
の
話
は
組
合
内
部
の
問
題

で
あ
っ
て
、
私
た
ち
に
は
関
係
な
い
」
と
反

論
、
前
田
第
二
助
役
も
「
不
適
格
者
と
い
う

の
は
現
在
ど
う
あ
る
か
で
決
め
る
べ
き
で
な

く
第
一
義
的
に
は
将
来
貸
し
フ
ォ
ー
ク
業
を

や
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
意

味
か
ら
、
い
ま
契
約
を
破
棄
す
る
こ
と
は
ム

リ
。
政
策
的
に
破
棄
は
可
能
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
の
場
合
、
損
害
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
不
適
格
者
で
も
な
く
、
契
約
を

破
棄
す
る
意
思
も
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
の
強
気
の
姿
勢
に
金
城
議
員
は
、「
も

は
や
平
行
線
で
あ
る
」
と
質
問
を
打
ち
切
り
、

紛
糾
の
タ
ネ
と
な
っ
た
背
後
地
処
分
問
題
は

市
当
局
と
野
党
・
新
政
会
の
対
立
を
表
面
化

し
た
だ
け
で
、
終
止
符
と
な
っ
た
。

公
害
対
策
協
を
設
置
／
市
当
局

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
２
・
４
・
６
〕

　

市
は
公
害
防
止
事
務
を
円
滑
に
推
進
す

る
た
め
庁
内
に
那
覇
市
公
害
対
策
協
議
会

を
設
置
し
た
。
市
の
公
害
防
止
事
務
は
内
部

の
横
の
連
絡
、
調
整
が
う
ま
く
い
か
な
い
面

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
協
議
会
が
設
置
さ

れ
た
。

　

協
議
会
の
協
議
事
項
は
➊
公
害
防
止
計
画

の
策
定
、
公
害
対
策
の
連
絡
調
整
に
関
す
る

こ
と
❷
公
害
対
策
に
関
す
る
資
料
の
収
集
お

よ
び
配
布
に
関
す
る
こ
と
❸
公
害
に
関
す
る

苦
情
の
処
理
、
紛
争
の
解
決―

と
な
っ
て
い

る
。
同
協
議
会
の
会
長
に
は
平
良
企
画
部
長
、

副
会
長
に
は
外
間
企
画
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選

任
さ
れ
た
。
協
議
会
は
必
要
に
応
じ
て
会
長

が
招
集
す
る
。

　

那
覇
市
で
は
公
害
防
止
条
例
が
制
定
さ
れ

て
以
来
、
公
害
に
関
す
る
市
民
の
関
心
が
高

く
な
っ
た
せ
い
か
、
苦
情
件
数
が
非
常
に
多

く
な
っ
て
い
る
。
ば
い
煙
、
悪
臭
、
ほ
こ
り

な
ど
公
害
に
関
す
る
苦
情
は
す
べ
て
公
害
担

当
が
処
理
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
悪
臭
な

ど
保
健
衛
生
部
で
解
決
で
き
る
問
題
も
あ
り
、

ま
た
、
ほ
こ
り
に
つ
い
て
は
土
木
部
で
処
理

で
き
る
も
の
も
あ
る
。
公
害
担
当
は
二
人
の

職
員
し
か
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
状
で
は

企
業
公
害
ま
で
は
と
て
も
手
が
回
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
内
部
の
連
絡
、
調
整
を
は
か
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
公
害
防
止
を
円
滑
に
推
進
し

よ
う
と
の
声
が
あ
っ
た
。
同
協
議
会
の
結
成

に
よ
り
、
公
害
防
止
事
務
の
ス
ピ
ー
ド
化
が

は
か
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

360
円
読
み
か
え
を
採
択
／
汚
物

取
り
扱
い
手
数
料
／
市
議
会

／
業
者
の
主
張
を
受
け
入
れ

る〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
２
・
４
・
６
〕

　

円
切
り
上
げ
に
伴
い
公
共
料
金
の
三
六
○

円
読
み
か
え
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
那

覇
市
議
会
は
先
の
三
月
定
例
議
会
で
、
汚
物

取
り
扱
い
手
数
料
の
一
㌦
＝
三
六
○
円
読
み

か
え
の
陳
情
を
採
択
し
た
。
市
当
局
で
は
、
水

道
料
金
に
つ
い
て
は
他
の
物
価
へ
の
は
ね
返

り
を
考
え
、
一
㌦
＝
三
○
八
円
の
換
算
を
決

め
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
手
数
料
、
使
用
料

に
つ
い
て
は
現
在
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て

い
る
。
汚
物
取
り
扱
い
手
数
料
の
三
六
○
円

読
み
か
え
に
つ
い
て
市
当
局
が
ど
う
対
処
す

る
か
注
目
さ
れ
る
。

　

汚
物
取
り
扱
い
業
者
は
、
さ
き
に
通
貨
切

り
替
え
に
際
し
市
当
局
の
公
共
料
金
改
正
と

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
一
㌦
＝
三
六
○
円
で

し
尿
く
み
取
り
料
、
じ
ん
か
い
処
理
料
を
設

置
し
て
ほ
し
い
と
陳
情
し
て
い
た
。
業
者
は
、

仮
に
三
○
八
円
レ
ー
ト
で
換
算
さ
れ
る
と
営

業
が
維
持
で
き
な
く
な
る
と
善
処
方
を
訴
え



六
四
九

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
四
月

て
い
た
。
市
議
会
で
は
、
業
者
の
主
張
を
全

面
的
に
受
け
入
れ
、
三
六
○
円
読
み
か
え
を

採
択
し
た
。

那
覇
市
が
構
想
打
ち
出
す
／
モ

ノ
レ
ー
ル
／
「
都
市
交
通
」
解

決
の
決
め
手
に
／
75
年
（
海

洋
博
）
メ
ド
に
完
成
／
経
済

界
も
推
進
協
力
へ

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
４
・
16
〕

　

那
覇
に
モ
ノ
レ
ー
ル
が
走
る
こ
と
に
な
っ

た
。
東
京
並
み
と
も
い
わ
れ
る
交
通
渋
滞
を

ど
う
解
消
す
る
か
で
悩
ん
で
い
た
那
覇
市
が
、

土
地
を
ほ
と
ん
ど
必
要
と
し
な
い
う
え
工
事

も
わ
り
あ
い
簡
単
と
い
う
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設

に
踏
み
切
る
こ
と
に
決
め
、
十
五
日
そ
の
建

設
構
想
を
発
表
し
た
。
七
五
年
の
海
洋
博
ま

で
に
は
完
成
さ
せ
る
計
画
で
あ
り
、
さ
っ
そ

く
「
モ
ノ
レ
ー
ル
計
画
協
議
会
」
を
発
足
さ

せ
、
具
体
的
な
作
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
の
都
市
交
通
の
重
要
機
関

に
モ
ノ
レ
ー
ル
を
あ
げ
て
い
る
本
土
政
府
が
、

現
在
、
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
を
促
進
す
る
た
め

の
法
律
案
を
国
会
に
上
程
中
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
那
覇
市
で
は
政
府
の
大
幅
援
助
も
期

待
で
き
る
と
実
現
に
積
極
的
。
区
間
は
那
覇

空
港
か
ら
石
嶺
団
地
ま
で
の
約
七
・
五
二
㌔

と
短
い
が
、
成
功
す
れ
ば
将
来
全
島
的
な
規

模
に
ま
で
延
長
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
も
注
目
さ
れ

る
。

　

全
長
5･7
㌔
、
総
工
費
80
億
で
建
設
構
想
の

発
表
は
平
良
市
長
が
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
に

よ
る
と
次
年
度
の
調
査
、
計
画
費
を
計
上
、

七
三
年
か
ら
建
設
を
開
始
し
七
五
年
に
は
完

成
の
運
び
。
総
工
費
は
八
十
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
現
在
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い

る
「
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
整
備
促
進
に
関
す

る
法
律
案
」
に
よ
る
と
三
八
㌫
は
国
庫
負
担
、

五
○
㌫
は
長
期
低
利
融
資
を
利
用
で
き
る
と

い
わ
れ
、
自
己
負
担
額
は
全
額
の
一
○
㌫
余

り
。「
八
十
億
円
と
い
う
と
確
か
に
膨
大
な
額

だ
が
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
に
積
極
姿
勢
を
見
せ

て
い
る
日
本
政
府
の
大
幅
援
助
が
期
待
で
き

る
の
で
、
資
金
面
は
そ
れ
ほ
ど
心
配
な
い
」

と
楽
観
的
。

　

区
間
は
那
覇
空
港
か
ら
石
嶺
団
地
ま
で
。

空
港
か
ら
奥
武
山
公
園
ま
で
は
単
線
、
公
園

か
ら
団
地
ま
で
は
複
線
に
す
る
。
公
園
か
ら

団
地
ま
で
の
間
に
は
旭
橋
、
美
栄
橋
、
前
島
、

国
際
通
り
、
松
川
、
首
里
山
川
、
儀
保
と
七

つ
の
駅
を
置
き
、
各
駅
に
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
を
備
え
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
公

園―

団
地
間
は
四
分
ご
と
に
十
五
分
で
突
っ

走
る
予
定
。
二
両
編
成
、
五
百
四
十
人
乗
り

で
、
一
日
に
三
万
九
千
人
を
運
ぶ
こ
と
に
な

る
。
市
で
は
す
で
に
運
賃
も
四
十
円
に
す
る

こ
と
を
ほ
ぼ
決
め
て
お
り
、
そ
の
構
想
は
か

な
り
具
体
的
だ
。

　

計
画
と
建
設
は
日
本
モ
ノ
レ
ー
ル
協
会
の

協
力
を
得
て
市
が
行
な
う
が
、
完
成
後
は
団

地―

公
園
間
は
公
団
経
営
に
す
る
な
り
、
何

ら
か
の
形
で
公
的
機
関
に
も
っ
て
い
き
た
い

考
え
。
公
園
か
ら
那
覇
空
港
ま
で
は
空
港
施

設
の
一
部
に
な
る
予
想
。

　

那
覇
市
で
は
こ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
を
都

市
計
画
中
に
組
み
入
れ
る
考
え
で
あ
り
、
ラ

ッ
シ
ュ
時
に
は
交
通
渋
滞
の
た
め
市
の
中
心

部
ま
で
出
か
け
る
の
に
一
時
間
以
上
も
か
か

っ
た
石
嶺
団
地
一
帯
を
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
化
す

る
こ
と
も
同
時
に
計
画
、
本
格
的
な
都
市
政

策
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
く

に
、
こ
れ
ま
で
国
際
通
り
に
集
中
し
た
車
の

流
れ
を
各
駅
に
分
散
で
き
る
の
で
、
那
覇
の

交
通
事
情
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
も
可
能
と

み
て
、
計
画
的
な
都
市
建
設
の
誘
導
手
段
の

役
目
も
果
た
す
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
る
。

　

モ
ノ
レ
ー
ル
の
建
設
は
地
下
鉄
建
設
や
普

通
の
道
路
整
備
と
異
な
っ
て
工
事
は
比
較
的

に
簡
単
、
土
地
も
ほ
と
ん
ど
必
要
な
し
、と
い

う
こ
と
で
、
土
地
買
収
な
ど
に
頭
を
痛
め
て

い
る
那
覇
市
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
。
す

で
に
日
本
モ
ノ
レ
ー
ル
協
会
で
は
プ
ラ
ン
を

た
て
て
準
備
を
進
め
て
い
た
と
い
う
。
今
回

の
市
の
プ
ラ
ン
は
日
本
モ
ノ
レ
ー
ル
協
会
の

プ
ラ
ン
を
ほ
ぼ
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
は
商
工
会
議
所
や
バ
ス
協
会
も
賛
意
を
示

し
、「
那
覇
モ
ノ
レ
ー
ル
推
進
協
議
会
」
を
結

成
し
て
側
面
か
ら
協
力
す
る
姿
勢
を
見
せ
て

い
る
か
ら
民
間
人
や
一
部
団
体
の
私
案
の
ま

ま
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
モ
ノ
レ
ー
ル

構
想
も
よ
う
や
く
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
そ

う
。
観
光
目
的
で
は
な
く
純
粋
に
交
通
機
関

と
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
例

は
全
国
で
も
珍
し
く
、
完
成
す
れ
ば
大
き
な

話
題
を
呼
び
そ
う
。

　

平
良
市
長
の
話　

い
ま
の
那
覇
に
は
も
っ

て
こ
い
の
構
想
だ
。
石
嶺
団
地
か
ら
奥
武
山

公
園
ま
で
十
五
分
で
行
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

市
民
生
活
に
も
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
る
。
同

時
に
都
市
計
画
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
し
観
光
に
も
役
立
つ
。
将
来
は
コ

ザ
、
名
護
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
が
、
そ
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。
本

土
で
は
超
党
派
で
法
律
案
を
成
立
さ
せ
よ
う

と
積
極
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
の
で
、
資

金
面
も
心
配
な
い
と
思
う
。

自
衛
隊
／
年
内
に
二
、
九
〇
〇

人
配
備
／
国
防
会
議
で
正
式

に
決
定
／
事
前
に
準
備
員
百

人
／
ナ
イ
キ
・
ホ
ー
ク
隊
も

配
置

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
２
・
４
・
17
〕

　

【
東
京
】
政
府
は
、
十
七
日
午
前
九
時
か
ら

国
防
会
議
を
開
き
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
復
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（
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四
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七
年
）
四
月

帰
後
の
沖
縄
へ
の
自
衛
隊
配
備
計
画
を
最
終

的
に
決
定
し
、
こ
れ
を
発
表
し
た
。
同
配
備

計
画
に
よ
る
と
、
五
月
十
五
日
の
復
帰
に
あ

た
っ
て
準
備
要
員
と
し
て
陸
、
海
、
空
自
衛

隊
員
約
百
人
を
あ
ら
か
じ
め
派
遣
し
、
復
帰

以
降
、
施
設
の
引
き
継
ぎ
お
よ
び
維
持
管
理

な
ど
に
あ
た
ら
せ
る
。
準
備
要
員
の
う
ち
三

十
人
は
二
十
六
日
沖
縄
入
り
す
る
。
続
い
て

七
月
十
五
日
を
起
点
に
今
年
十
二
月
末
ま
で

に
陸
上
自
衛
隊
約
千
人
、
海
上
自
衛
隊
五
百

人
、
航
空
自
衛
隊
約
千
四
百
人
、
合
計
約
二

千
九
百
人
を
配
備
す
る
。
こ
の
あ
と
来
年
六

月
末
を
メ
ド
に
陸
上
自
衛
隊
の
ホ
ー
ク
群
一
、

航
空
自
衛
隊
の
ナ
イ
キ
群
一
お
よ
び
航
空
警

戒
管
制
隊
（
レ
ー
ダ
ー
部
隊
）
を
追
加
、
最

終
的
に
は
同
時
点
で
約
五
千
三
百
人
の
配
備

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
衛
隊
の
沖
縄
配
備
計
画
は
、
沖
縄
返
還

協
定
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
久
保
・
カ

ー
チ
ス
取
り
決
め
に
基
づ
い
て
遂
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
昨
年
十
二
月
の
沖

縄
国
会
で
佐
藤
首
相
が
「
国
防
会
議
に
か
け

て
決
め
る
」
と
発
言
し
た
こ
と
か
ら
、
同
取

り
決
め
に
盛
ら
れ
た
配
備
人
員
、
時
期
の
練

り
直
し
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
日
の
国
防
会
議

決
定
で
本
決
ま
り
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

同
取
り
決
め
で
は
最
終
的
に
六
千
八
百
人

の
配
置
に
な
っ
て
い
た
の
が
約
五
千
三
百
人

に
ダ
ウ
ン
、
実
質
上
、
久
保
・
カ
ー
チ
ス
取

り
決
め
の
修
正
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
現

わ
れ
た
。
久
保
・
カ
ー
チ
ス
取
り
決
め
通
り

事
務
局
レ
ベ
ル
で
自
動
的
に
遂
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
自
衛
隊
の
沖
縄
配
備
が
、

国
防
会
議
の
議
を
へ
る
結
果
に
な
っ
た
の
は
、

沖
縄
県
民
の
反
自
衛
隊
運
動
が
高
ま
っ
て
き

た
こ
と
を
は
じ
め
国
会
に
お
け
る
野
党
攻
勢
、

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
に
よ
る
極
東
の
緊
張
緩
和
へ

の
動
き
な
ど
諸
般
の
情
勢
に
た
い
す
る
政
府

の
政
治
的
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
と

り
わ
け
復
帰
時
点
の
準
備
要
員
派
遣
が
当
初

計
画
の
四
百
人
か
ら
二
百
人
に
手
直
し
さ
れ
、

さ
ら
に
百
人
に
減
少
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
国
会
答
弁
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
佐

藤
首
相
ら
政
府
首
脳
の
県
民
感
情
に
た
い
す

る
配
慮
が
強
く
は
た
ら
い
て
い
る
。

　

今
年
末
ま
で
の
配
備
人
員
に
と
も
な
う
装

備
の
内
容
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
ば
あ
い
普
通

科
中
隊
二
、
施
設
中
隊
一
、
飛
行
隊
一
、
そ

の
他
の
部
隊
＝
合
計
約
千
人
に
た
い
し
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
バ
ー
ト
ル
六
機
、
Ｍ
Ｕ
２
二
機
、

Ｈ
Ｕ
１
二
機
、
一
○
六
㍉
無
反
動
砲
（
一
○

六
㍉
）
約
六
○
基
、
追
撃
砲
約
六
○
基
、
ト

ラ
ッ
ク
、
ジ
ー
プ
な
ど
二
百
三
十
両
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
、
グ
ー
レ
ー
ダ
ー
な
ど
十
五
両
な

ど
。

　

海
上
自
衛
隊
は
基
地
隊
一
、
そ
の
他
の
部

隊
＝
約
五
百
人
に
た
い
し
、
対
潜
し
ょ
う
戒

機
Ｐ
２
Ｊ
六
機
、
掃
海
艇
二
隻
（
三
百
四
十

㌧
型
（
輸
送
艇
三
隻
な
ど
）
。

　

航
空
自
衛
隊
は
要
撃
戦
闘
機
隊
一
、
基
地

隊
一
、
そ
の
他
の
部
隊
＝
千
四
百
人
に
た
い

し
Ｆ
一
○
４
Ｊ
十
八
機
、
練
習
機
Ｔ
３
３
六

機
、
複
座
練
習
機
二
機
な
ど
。

「
復
帰
議
会
」
始
ま
る
／
那
覇

市
、条
例
改
廃
の
審
議
へ
〔
沖

タ
・
朝　

１
９
７
２
・
４
・
19
〕

　

那
覇
市
の
〝
復
帰
議
会
〟
が
十
八
日
午

前
、
開
会
し
た
。
復
帰
に
伴
う
条
例
の
改

廃
、
五
月
十
五
日
か
ら
始
ま
る
次
年
度
（
七

三
年
度
）
予
算
の
審
議
を
行
な
う
重
要
な
議

会
で
、
復
帰
の
日
ま
で
の
二
十
八
日
間
続

く
。　

こ
の
日
は
平
良
市
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
市
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
火
災
予
防

条
例
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
二
十
七
件
の
議

案
を
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
に
付
託
し
て
終
わ

っ
た
。

　

二
十
七
件
の
議
案
の
中
に
は
、
公
設
市
場
、

市
民
集
会
所
、
市
民
会
館
、
公
園
の
使
用
料
、

ゴ
ミ
、
し
尿
の
処
理
料
金
、
児
童
手
当
て
、
敬

老
年
金
、
牧
志
相
撲
場
使
用
料
の
ド
ル
表
示

を
円
表
示
に
切
り
替
え
る
た
め
の
条
例
案
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
一
㌦
を
何
円
で
読
み
か

え
る
か
に
つ
い
て
の
〝
レ
ー
ト
〟
の
統
一
は

な
い
。
公
設
市
場
使
用
料
の
場
合
は
、
ほ
ぼ

三
百
八
円
、
児
童
手
当
て
、
敬
老
年
金
は
三

百
六
十
円
、
し
尿
、
ゴ
ミ
処
理
料
金
は
三
百

円
か
ら
三
百
八
円
の
読
み
替
え
と
な
っ
て
い

る
。
市
当
局
は
当
初
、
水
道
料
金
は
三
百
八

円
で
読
み
替
え
る
、
と
の
方
針
を
打
ち
出
し
、

ド
ル
・
円
表
示
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
市

民
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
と
の
積
極
姿
勢
を

打
ち
出
し
て
い
た
が
、
財
政
上
、
歳
入
に
響

く
よ
う
な
一
方
的
な
措
置
も
と
れ
な
い
と
判

断
、
個
々
の
事
例
で
異
な
っ
た
読
み
替
え
を

や
る
こ
と
に
決
め
た
も
の
。

　

こ
ん
ど
の
議
会
は
、
前
半
で
こ
れ
ら
議
案

の
審
議
を
行
な
い
、
五
月
三
日
以
後
の
後
半

は
七
三
年
度
予
算
案
の
審
議
に
集
中
す
る
予

定
だ
。
三
日
は
平
良
市
長
が
復
帰
と
い
う
転

換
期
を
迎
え
る
所
信
表
明
を
行
な
い
、〝
復
帰

予
算
〟
の
提
案
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。町

名
を
変
更
／
安
謝
埋
め
立
て

地
／
港
町
、
曙
町
一―

三
丁

目
誕
生

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
２
・
４
・
20
〕

　

那
覇
市
は
安
謝
の
第
四
次
埋
め
立
て
が
終

了
し
た
の
に
と
も
な
い
、
十
五
日
付
け
で
第

一
次
か
ら
第
四
次
埋
め
立
て
地
域
の
町
名
変

更
を
一
部
地
番
整
理
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
同
埋
め
立
て
地
九
七
・
二
㌶
（
二
十

九
万
一
千
坪
）
一
帯
は
曙
一
丁
目
か
ら
三
丁

目
ま
で
と
港
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
と
な
っ

た
。
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新
町
名
は
、
港
湾
区
域
を
港
町
一
丁
目
、
そ

の
北
側
で
商
業
地
域
を
港
町
二
丁
目
、
浦
添

側
に
一
番
近
い
北
岸
側
の
工
業
地
域
が
港
町

三
丁
目
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
十
三
～
二
十
の

地
番
が
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
曙
町
は
第
一

～
第
三
次
埋
め
立
て
部
分
で
、
こ
れ
ま
で
安

謝
、
天
久
に
編
入
さ
れ
て
い
た
地
域
。
こ
の

う
ち
字
上
之
屋
西
寺
原
と
字
天
久
樋
川
樋
原

の
各
一
部
が
曙
一
丁
目
、
字
天
久
川
原
、
字

安
謝
義
理
地
原
、
第
四
次
埋
め
立
て
地
の
各

一
部
が
曙
二
丁
目
、
字
安
謝
義
理
地
原
と
第

四
次
埋
め
立
て
地
各
一
部
の
安
謝
川
沿
い
が

曙
三
丁
目
に
な
る
。

　

市
当
局
で
は
埋
め
立
て
地
全
域
の
地
番
変

更
を
予
定
し
て
い
た
が
、
法
務
局
登
記
所
が

復
帰
前
で
混
雑
し
て
い
る
た
め
、
新
し
く
登

記
を
始
め
る
港
町
だ
け
に
新
地
番
を
適
用
、

曙
地
域
は
当
分
新
町
名
と
現
在
の
地
番
を
使

い
復
帰
後
、
改
め
て
地
番
変
更
も
実
施
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
両
町
は
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑

登
録
な
ど
は
自
動
的
に
役
所
側
で
書
き
変
え

す
る
が
、
疑
問
点
が
あ
れ
ば
都
計
課
に
問
い

合
わ
せ
し
て
ほ
し
い―

と
市
当
局
で
は
話
し

て
い
る
。

ば
い
煙
、
空
に
な
び
く
／
〝
け

し
か
ら
ん
〟
と
住
民
怒
る
／

ベ
ニ
ヤ
工
場

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
４
・
22
〕

　

二
十
一
日
、
那
覇
市
壺
川
の
国
場
ベ
ニ
ヤ

工
場
か
ら
ば
い
煙
が
降
り
、
付
近
住
民
を
怒

ら
せ
た
。
同
一
帯
で
は
、
製
鉄
会
社
か
ら
出

る
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
る
な
ど
公
害
問
題
が
大

き
く
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
し
て
い
る
だ
け
に
、

こ
の
ば
い
煙
に
非
難
の
声
は
強
い
。

　

同
工
場
か
ら
東
、
南
側
に
ひ
ど
く
、
セ
メ

ン
ト
敷
き
の
軒
下
で
は
ひ
と
目
で
そ
れ
と
わ

か
る
ほ
ど
。
家
の
中
に
も
か
な
り
の
量
が
は

い
り
込
み
、
子
供
の
目
に
は
い
っ
た
と
の
訴

え
も
あ
っ
た
。
外
に
干
し
て
あ
っ
た
洗
濯
物

を
軒
下
や
家
の
中
に
移
す
家
庭
も
多
く
、
住

民
は
同
工
場
の
煙
突
を
見
な
が
ら
顔
を
し
か

め
て
い
た
。

　

朝
が
と
く
に
多
く
、
正
午
前
の
小
雨
で
い

く
ら
か
お
さ
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ム
ク
ム

ク
と
漫
湖
方
面
に
な
び
く
煙
か
ら
か
な
り
の

量
が
降
っ
た
。
住
民
の
一
人
は
「
毎
日
降
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
降
る
と
き
は
き

ょ
う
の
よ
う
に
ひ
ど
い
。
タ
タ
ミ
な
ど
は
掃

い
て
も
掃
い
て
も
ゴ
ミ
だ
ら
け
で
手
の
打
ち

よ
う
が
な
い
。
工
場
は
も
っ
と
バ
イ
煙
対
策

に
取
り
組
む
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

　

国
場
ベ
ニ
ヤ
工
場
で
は
、
こ
の
日
は
集
塵

機
の
故
障
が
あ
っ
て
ば
い
煙
が
出
た
、
と
ば

い
煙
降
下
を
認
め
た
。
今
後
、
集
塵
機
の
故

障
を
な
お
す
と
と
も
に
と
く
に
ば
い
煙
の
も

と
と
な
る
マ
キ
類
の
燃
料
を
避
け
て
い
き
た

い
、
と
話
し
て
い
る
。

　

那
覇
市
で
は
す
で
に
公
害
防
止
条
例
を
制

定
、
公
害
発
生
の
予
防
、
発
生
後
の
措
置
対

策
を
具
体
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
規
制
基
準
の
制
定
、
公
害
対
策
審

議
会
の
発
足
な
ど
が
遅
れ
、
ま
だ
ス
タ
ー
ト

し
て
い
な
い
現
状
だ
。

自
衛
隊
、
第
一
陣
沖
縄
入
り
／

ま
ず
準
備
要
員
20
人
／
県
民

の
反
発
を
考
慮
／
〝
さ
み
だ

れ
〟
移
駐

〔
琉
新
・
夕　

１
９
７
２
・
４
・
22
〕

　

自
衛
隊
の
沖
縄
移
駐
部
隊
第
一
陣
が
二
十

二
日
午
前
八
時
二
十
分
航
空
自
衛
隊
入
間
基

地
（
埼
玉
県
）
か
ら
Ｙ
Ｓ
11
機
で
板
付
基
地

経
由
、
那
覇
空
港
に
向
け
出
発
し
た
。
現
地

に
は
午
後
三
時
半
到
着
し
た
。
こ
の
第
一
陣

は
航
空
自
衛
隊
十
五
人
、
海
上
自
衛
隊
四
人
、

陸
上
自
衛
隊
一
人
の
計
二
十
人
で
、
こ
れ
を

皮
切
り
に
沖
縄
が
本
土
に
復
帰
す
る
五
月
十

五
日
ま
で
に
四
回
に
わ
け
計
七
十
九
人
が
沖

縄
入
り
し
、
す
で
に
滞
在
中
の
十
七
人
と
と

も
に
実
質
的
な
沖
縄
配
備
部
隊
と
し
て
防
衛

庁
用
務
の
航
空
機
の
受
け
入
れ
、
自
衛
隊
施

設
の
整
備
、
米
軍
と
の
渉
外
業
務
な
ど
に
当

た
る
。

防
衛
庁
は
当
初
、
復
帰
直
後
に
約
四
百
人
の

部
隊
を
揚
陸
艦
（
Ｌ
Ｓ
Ｔ
）
な
ど
で
沖
縄
に

移
駐
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
反
戦
、
反
自

衛
隊
感
情
の
強
い
沖
縄
の
現
地
事
情
を
考
慮

し
て
、
佐
藤
首
相
が
当
初
兵
力
の
削
減
を
強

く
希
望
し
た
た
め
、
当
面
は
那
覇
空
港
の
整

備
要
員
を
中
心
と
す
る
程
度
に
計
画
を
縮
小

し
た
。

　

ま
た
配
備
部
隊
の
中
心
と
な
る
陸
上
自
衛

隊
で
も
駐
と
ん
地
の
那
覇
ホ
イ
ー
ル
地
区
を

当
分
、
西
部
方
面
隊
健
軍
駐
と
ん
地
（
熊
本
）

の
那
覇
分
と
ん
地
と
し
て
扱
う
意
向
で
あ
る
。

　

こ
の
朝
、
入
間
基
地
に
集
合
し
た
隊
員
た

ち
は
沖
縄
現
地
の
強
い
反
自
衛
隊
感
情
を
予

想
し
て
緊
張
し
た
表
情
。
第
一
陣
の
三
分
の

二
を
占
め
る
航
空
自
衛
隊
の
航
空
総
隊
（
東

京
・
府
中
）
司
令
官
、
高
橋
正
次
空
将
が
「
最

善
を
尽
く
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

隊
員
を
激
励
し
た
。

　

出
発
に
先
立
ち
、
先
遣
部
隊
を
代
表
し
て

山
口
東
二
・
一
等
空
佐
は
「
沖
縄
県
民
の
反

軍
、
反
自
衛
隊
感
情
は
よ
く
理
解
で
き
る
の

で
、
私
た
ち
は
黙
々
と
時
間
を
か
け
て
努
力

し
、
理
解
と
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
。
同
じ
人
間
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
に
県

民
と
接
す
る
つ
も
り
だ
」
と
話
し
た
。

自
衛
隊
沖
縄
配
備
計
画
を
了
承　

    

在
日
米
大
使
館
の
首
席
軍
事
代
表
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防
衛
庁
の
久
保
防
衛
局
長
は
、
二
十
一
日

午
後
、
在
日
米
大
使
館
の
首
席
軍
事
代
表
の

カ
ー
チ
ス
海
軍
中
将
か
ら
「
自
衛
隊
の
沖
縄

の
配
備
計
画
は
、
久
保
・
カ
ー
チ
ス
取
り
決

め
の
基
本
方
針
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
」
と
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
。

　

こ
れ
は
十
七
日
の
国
防
会
議
で
沖
縄
配
備

計
画
が
正
式
決
定
し
、
こ
の
計
画
が
昨
年
六

月
、
日
米
安
保
協
議
委
で
合
意
さ
れ
た
同
取

り
決
め
を
一
部
〝
修
正
〟
せ
ざ
る
を
え
な
い

情
勢
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
九
日
久
保
防

衛
局
長
が
同
中
将
に
書
簡
を
送
っ
た
の
に
対

し
、
こ
れ
を
了
承
す
る
返
書
が
届
い
た
も
の

で
あ
る
。

74
基
地
に
強
制
使
用
権
／
閣
議
、

沖
縄
軍
用
地
大
綱
と
公
地
法

施
行
令
を
決
定
／
期
間
は
大

半
が
五
年
／
防
衛
施
設
庁
／

土
地
リ
ス
ト
27
日
告
示

〔
沖
タ
・
夕　

１
９
７
２
・
４
・
25
〕

　

【
東
京
】
政
府
は
二
十
五
日
の
閣
議
で
「
沖

縄
に
お
け
る
公
用
地
等
の
暫
定
使
用
に
関
す

る
法
律
施
行
令
お
よ
び
沖
縄
関
係
政
令
三
○

件
」
と
「
復
帰
後
の
沖
縄
に
お
い
て
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
用
に
供
す
る
土
地
ま
た

は
工
作
物
の
大
綱
」
の
第
一
次
分
を
決
定
し

た
。
こ
の
政
令
に
よ
る
と
、
米
軍
ま
た
は
自

衛
隊
の
用
に
供
す
る
土
地
で
、
高
等
弁
務
官

布
令
第
二
○
号
に
も
と
づ
い
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
五
年
と
長
期
に
わ
た
り
、
米
軍
、
自

衛
隊
の
用
に
供
す
る
工
作
物
は
一
年
、
水
道
、

電
気
事
業
に
供
す
る
土
地
三
年
、
公
共
用
飛

行
場
の
敷
き
地
五
年
、
航
空
保
安
施
設
ま
た

は
航
空
通
信
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
設
備

の
用
に
供
す
る
土
地
一
年
、
航
路
標
識
の
用

に
供
す
る
土
地
一
年
、
道
路
用
の
土
地
三
年

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
米
軍
へ
提
供
す
る
土

地
、
工
作
物
は
、
第
一
次
分
で
は
〝
了
解
覚

書
〟
Ａ
表
八
十
八
カ
所
の
う
ち
七
十
四
カ
所

で
、
残
る
十
四
カ
所
に
つ
い
て
は
、
今
週
末

か
来
週
は
じ
め
ま
で
に
は
第
二
次
分
と
し
て

決
定
、
五
月
十
五
日
の
日
米
合
同
委
員
会
で

締
結
さ
れ
る
。
防
衛
施
設
庁
長
官
は
「
沖
縄

に
お
け
る
公
用
地
等
の
暫
定
使
用
に
関
す
る

法
律
」
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
ら
の
土
地
提
供

リ
ス
ト
を
二
十
七
日
告
示
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

「
沖
縄
に
お
け
る
公
用
地
等
の
暫
定
使
用
に

関
す
る
法
律
」
は
、
野
党
や
国
民
の
中
か
ら

五
年
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
強
制
的
に

土
地
を
収
用
す
る
の
は
本
土
に
も
例
が
な
く
、

ま
れ
に
み
る
悪
法
で
あ
り
、
憲
法
違
反
で
あ

る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
た
い
わ
く
つ
き
の
法

律
だ
が
、
政
令
で
も
米
軍
駐
留
軍
ま
た
は
自

衛
隊
の
基
地
使
用
の
主
要
な
部
分
を
な
す
土

地
に
つ
い
て
は
、
高
等
弁
務
官
布
令
二
○
号

と
同
じ
よ
う
に
強
権
で
収
用
、
さ
ら
に
土
地

契
約
が
一
部
で
難
航
し
て
い
る
こ
と
か
ら
適

用
期
間
（
強
制
収
用
）
も
五
年
間
の
長
期
間

に
な
っ
て
い
る
。
公
共
用
の
飛
行
場
（
那
覇

空
港
）
の
土
地
も
そ
の
重
要
性
に
て
ら
し
て

五
年
間
と
な
っ
て
い
る
。
米
軍
、
自
衛
隊
の

用
に
供
す
る
工
作
物
は
、
契
約
も
ス
ム
ー
ズ

で
、
あ
ま
り
重
要
で
な
い
の
で
一
年
間
で
十

分
だ
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
水
道
事
業
、
電
気
事
業
の
用
に
供
す

る
土
地
は
、
米
軍
、
自
衛
隊
の
用
に
供
す
る

土
地
と
異
な
り
、
公
共
用
の
目
的
で
あ
る
こ

と
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
地
主
が
好
意
的
で
、
三

年
も
あ
れ
ば
さ
し
て
混
乱
は
な
い
と
い
う
の

が
政
府
の
み
か
た
で
あ
る
。

　

ま
た
復
帰
後
の
沖
縄
の
ア
メ
リ
カ
の
軍
隊

の
用
に
供
す
る
土
地
ま
た
は
工
作
物
に
つ
い

て
、
日
本
政
府
は
安
保
条
約
と
そ
れ
に
も
と

づ
く
地
位
協
定
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
了
解
覚
書
は
米
軍
へ
継
続
し
て
提
供

す
る
施
設
・
区
域
と
し
て
八
十
八
カ
所
決
め

て
い
る
。
今
度
の
第
一
次
大
綱
で
は
地
主
と

の
契
約
で
な
さ
れ
て
な
い
と
こ
ろ
や
、
さ
し

て
重
要
で
な
い
も
の
を
除
い
て
七
十
四
カ
所

だ
が
、
Ａ
表
の
川
田
訓
練
場
、
瀬
嵩
訓
練
場
、

前
島
訓
練
場
に
つ
い
て
は
、
米
軍
が
村
長
か

ら
ま
だ
使
用
許
可
を
と
っ
て
な
い
と
い
う
こ

と
で
除
か
し
て
い
る
。
政
府
は
二
十
七
日
公

布
、
暫
定
使
用
法
の
第
二
条
第
二
項
に
従
っ

て
防
衛
施
設
庁
長
官
が
七
十
四
カ
所
に
つ
い

て
告
示
す
る
が
、
残
り
に
つ
い
て
は
二
十
八

日
か
五
月
二
日
の
閣
議
で
決
定
、
五
月
十
五

日
の
日
米
合
同
委
ま
で
に
は
全
部
終
了
す
る

方
針
で
あ
る
。

　

土
地
収
用
に
あ
た
っ
て
は
告
示
の
あ
と
、

土
地
ま
た
は
工
作
物
の
所
有
者
お
よ
び
関
係

人
に
対
し
て
通
知
す
る
手
順
に
な
っ
て
い
る
。

防
衛
施
設
庁
で
は
地
主
と
の
契
約
に
全
力
を

あ
げ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
難
航
し
て
い
る

と
こ
ろ
や
、
一
度
契
約
に
同
意
し
な
が
ら
撤

回
し
た
い
と
い
う
地
主
も
で
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
五
月
十
五
日
ま
で
に
全
地
主
と
契

約
を
か
わ
す
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
強
制
収
用
は
さ
け
ら
れ
な
い
が
、

沖
縄
に
お
け
る
「
公
用
地
等
の
暫
定
使
用
に

関
す
る
法
律
」
は
、
政
治
的
に
は
も
ち
ろ
ん
、

法
律
的
に
も
問
題
点
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
告
示
後
は
異
議
申
し
立
て
や
行
政
訴

訟
が
相
つ
ぐ
も
の
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
今

後
さ
ら
に
波
乱
は
ま
ぬ
か
れ
そ
う
に
な
い
。

一
般
国
道
指
定
な
ど
／
沖
縄
関
係
政
令

30
件
も
決
定

　

二
十
四
日
決
ま
っ
た
沖
縄
関
係
三
十
政
令

次
の
通
り
。

　

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
国
家
公
務
員
法
等
の

適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
▽
沖
縄

の
復
帰
に
伴
う
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正

取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
適
用
の
経
過

措
置
に
関
す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
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警
察
庁
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に

関
す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
警
察
庁

関
係
政
令
改
正
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
土

地
調
整
委
員
会
設
置
法
の
適
用
の
特
別
措
置

に
関
す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
行
政

管
理
庁
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に

関
す
る
政
令
▽
沖
縄
に
お
け
る
公
用
地
等
の

暫
定
使
用
に
関
す
る
法
律
施
行
令
▽
沖
縄
の

復
帰
に
伴
う
経
済
企
画
庁
関
係
法
令
の
適
用

の
特
別
措
置
に
関
す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰

に
伴
う
環
境
庁
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措

置
に
関
す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
元

南
西
諸
島
官
公
署
職
員
等
の
身
分
、
恩
給
等

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
改
正
令

　

▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
法
務
省
関
係
法
令

の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
▽
沖

縄
の
復
帰
に
伴
う
法
務
省
関
係
政
令
の
改
廃

政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
大
蔵
省
関
係
政

令
の
改
廃
政
令
▽
沖
縄
の
た
ば
こ
製
造
廃
止

業
者
等
に
対
す
る
特
別
の
交
付
金
の
交
付
に

関
す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
公
務
員

等
公
済
組
合
等
の
権
利
義
務
の
承
継
等
に
関

す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
文
部
省
関

係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政

令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
文
部
省
関
係
政
令

の
改
正
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
通
商
産
業

省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す

る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
通
商
産
業
省

関
係
政
令
の
改
廃
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴

う
運
輸
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等

に
関
す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
運
輸

省
関
係
政
令
の
改
正
令
▽
沖
縄
船
員
地
方

労
働
委
員
会
の
設
置
に
伴
う
経
過
措
置
を

定
め
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
郵
政

省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関

す
る
政
令

　

▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
郵
政
省
関
係
政

令
改
正
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
公
共
企
業

体
職
員
等
共
済
組
合
法
等
の
適
用
の
特
別
措

置
等
に
関
す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う

労
働
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に

関
す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
労
働
省

関
係
の
政
令
の
改
廃
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に

伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置

法
に
関
す
る
政
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
建

設
省
関
係
政
令
改
正
令
▽
沖
縄
の
復
帰
に
伴

う
自
治
省
関
係
政
令
改
正
令　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

八
年
ぶ
り
に
和
解
／
那
覇
市
と

寄
宮
住
民
／
区
画
整
理
事
業

再
開
へ

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
４
・
30
〕

　

区
画
整
理
事
業
を
め
ぐ
っ
て
八
年
間
も
対

立
を
続
け
て
い
た
那
覇
市
と
同
市
寄
宮
地
区

の
住
民
が
二
十
八
日
、
和
解
し
た
。
住
民
は
、

市
の
整
理
事
業
の
進
め
方
が
一
方
的
で
非
民

主
的
で
あ
り
、
住
民
の
事
業
費
負
担
が
あ
ま

り
に
大
き
い
、
と
計
画
当
初
か
ら
強
い
反
発

を
行
な
い
、
事
業
認
可
取
り
下
げ
の
訴
訟
も

起
こ
し
て
い
た
。
市
側
は
機
動
隊
を
導
入
し

て
強
行
に
事
業
を
進
め
よ
う
と
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
裁
判
問
題
に
発
展
し
た
た
め

事
業
は
実
質
的
に
停
止
し
、
宙
に
浮
い
た
形

だ
っ
た
。
し
か
し
長
い
交
渉
の
結
果
、
市
側

が
住
民
に
譲
歩
、
和
解
と
な
っ
た
。
市
は
さ

っ
そ
く
琉
球
政
府
に
事
業
変
更
の
認
可
申

請
を
し
、
事
業
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

「
覚
書
」
交
換
に
よ
る
和
解
は
二
十
八
日

午
後
、
主
席
室
で
行
な
わ
れ
、
平
良
那
覇
市

長
、
玉
城
正
治
寄
宮
土
地
区
画
整
理
地
域
組

合
長
、
そ
れ
に
屋
良
主
席
の
代
理
と
し
て
宮

里
副
主
席
が
出
席
し
た
。
主
席
が
事
業
認
可

を
し
て
い
る
の
で
、
認
可
を
め
ぐ
っ
て
の
訴

訟
事
件
を
取
り
下
げ
る
な
ど
を
明
記
し
た

「
覚
書
」
が
ま
ず
組
合
と
政
府
の
間
で
と
り

か
わ
さ
れ
、
続
い
て
事
業
変
更
を
行
な
う
旨

の
「
覚
書
」
が
組
合
と
市
の
間
で
と
り
か
わ

さ
れ
た
。

　

寄
宮
土
地
区
画
整
理
事
業
は
六
四
年
、
認

可
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
寄
宮
地
区
の
住
民
約

百
九
十
人
は
市
の
事
業
の
進
め
方
が
住
民
を

無
視
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
住
民
に
大
き

な
負
担
を
か
け
す
ぎ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、

反
対
運
動
を
展
開
し
た
。
と
く
に
総
事
業
費

の
う
ち
二
○
㌫
が
住
民
負
担
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
あ
げ
て
「
誰
の
た
め
の
区
画
整
理
か

わ
か
ら
な
い
」
と
強
い
反
発
を
示
し
た
。

　

市
は
こ
の
反
対
を
押
し
き
っ
て
、
六
六
年

ヘ
イ
を
こ
わ
す
強
行
手
段
に
出
た
が
、
住
民

側
も
座
り
込
み
な
ど
で
抵
抗
、
機
動
隊
も
導

入
さ
れ
た
。
市
の
強
い
姿
勢
に
住
民
た
ち
は

組
合
を
結
成
し
て
、
同
年
七
月
、
琉
球
政
府

を
相
手
ど
っ
て
事
業
認
可
取
り
下
げ
の
訴
訟

を
起
こ
し
た
。
裁
判
で
は
す
ぐ
事
業
の
執
行

停
止
が
決
定
さ
れ
、
以
後
、
事
業
は
実
質
的

に
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

　

昨
年
に
は
い
っ
て
か
ら
市
と
住
民
側
に
対

話
の
機
会
が
生
ま
れ
、
住
民
は
七
月
に
「
再

度
、
事
業
計
画
を
練
り
な
お
し
て
ほ
し
い
」
旨

の
陳
情
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
三
十

回
に
も
の
ぼ
る
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
、
さ

る
二
十
五
日
、
市
は
住
民
の
要
望
を
大
幅
に

受
け
入
れ
て
、
事
業
を
変
更
す
る
こ
と
を
確

約
し
た
。
当
初
、
公
共
道
路
や
公
園
に
あ
て

る
土
地
を
二
千
坪
余
り
も
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
た
住
民
は
、
変
更
後
は
百
坪
余
り
で
す

む
こ
と
に
な
り
、
大
き
な
前
進
と
喜
ん
で
い

る
。
住
民
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
費
も
、
以
前
と
比
べ
て
ず
っ
と
小
さ
く
な

っ
て
い
る
。

　

区
画
整
理
地
区
は
四
万
三
千
坪
で
、
総
事

業
費
は
百
六
十
五
万
㌦
。
八
年
前
は
二
十
六

万
五
千
㌦
だ
っ
た
が
、
八
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク

で
地
価
な
ど
が
あ
が
り
、
大
幅
に
増
大
し
た
。

市
が
住
民
側
に
譲
歩
で
き
た
ひ
と
つ
の
理
由



六
五
四

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
五
月

は
、
日
本
政
府
と
の
折
衝
で
財
源
に
メ
ド
が

つ
い
た
た
め
で
、
事
業
費
の
大
半
は
日
本
政

府
が
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
市
で
は
屋

良
主
席
に
事
業
変
更
の
認
可
申
請
を
し
、
事

業
を
再
開
す
る
予
定
。

　

玉
城
正
治
組
合
長
の
話　

長
い
交
渉
だ
っ

た
。
市
が
あ
ま
り
に
一
方
的
な
事
業
を
行
な

お
う
と
し
た
の
で
、
反
対
運
動
を
組
ん
だ
。や

っ
と
私
た
ち
の
要
求
が
か
な
え
ら
れ
た
。
事

業
に
は
協
力
し
て
い
く
。

運
輸
省
／
重
要
港
湾
を
指
定
／

政
令
で
那
覇
な
ど
四
港

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
４
〕

　

【
東
京
】
運
輸
省
は
さ
き
に
、
沖
縄
復
帰

に
伴
う
同
省
関
係
法
令
の
政
令
を
決
定
し

た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
復
帰
と
同
時
に
運

天
、
那
覇
、
平
良
、
石
垣
の
四
港
を
港
湾
法

に
基
づ
く
重
要
港
湾
、
金
武
、
中
城
、
那
覇
、

渡
久
地
、
運
天
、
平
良
、
石
垣
の
六
港
を
港

則
法
の
適
用
港
と
し
、
金
武
、
中
城
、
那
覇

を
港
則
法
に
よ
る
特
定
港
に
指
定
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
重
要
港
湾
と
は
、
国
の
利

害
に
重
大
な
関
係
を
有
す
る
港
湾
の
こ
と

で
政
令
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
一
県
で
四
つ
以
上
の
重
要
港
湾
を
持

つ
の
は
北
海
道
、
兵
庫
、
長
崎
な
ど
八
道
県
、

沖
縄
の
場
合
は
地
理
的
関
係
か
ら
港
湾
整
備

に
重
点
を
置
く
考
え
の
よ
う
だ
。
関
係
政
令

の
要
旨
は
次
の
通
り
。

運
輸
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置

等
に
関
す
る
政
令

　

一
、
海
上
運
送
法
関
係―

本
土
と
沖
縄
間

の
内
航
化
に
伴
い
、
新
た
に
免
許
ま
た
は
許

可
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
船
舶
運
航
事
業
に

相
当
す
る
も
の
を
営
ん
で
い
る
者
は
、
復
帰

後
六
カ
月
間
お
よ
び
申
請
期
間
中
、
本
土
の

海
上
運
送
法
に
よ
る
免
許
ま
た
は
許
可
を
受

け
な
い
で
事
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。
内

航
海
運
業
法
関
係
も
同
じ
。

　

一
、
船
舶
法
関
係―

総
ト
ン
数
二
十
㌧
以

上
の
沖
縄
の
船
舶
に
つ
い
て
沖
縄
の
船
舶
法

に
規
定
さ
れ
た
登
録
、
積
量
の
測
度
な
ど
は
、

本
土
の
船
舶
法
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な

す
。

　

一
、
小
型
船
造
船
業
法
関
係―

沖
縄
の
造

船
法
に
よ
る
造
船
施
設
の
新
設
な
ど
の
許
可

を
受
け
た
者
が
行
な
う
小
型
船
造
船
業
の
経

営
に
つ
い
て
は
、
復
帰
後
二
年
間
お
よ
び
申

請
期
間
中
、
本
土
の
小
型
船
造
船
業
法
に
よ

る
登
録
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

　

一
、
海
洋
汚
染
防
止
法
関
係―

➊
沖
縄
の

船
舶
に
つ
い
て
は
、
復
帰
後
一
年
間
本
土
の

海
洋
汚
染
防
止
法
の
油
の
排
出
禁
止
、
ビ
ル

ツ
排
出
防
止
措
置
お
よ
び
油
記
録
簿
の
備
え

付
け
に
関
す
る
規
定
を
適
用
せ
ず
、
こ
れ
ら

の
規
制
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
の
船
舶
の
油
に

よ
る
海
水
の
汚
濁
の
防
止
に
関
す
る
立
法
に

よ
る
❷
沖
縄
の
船
舶
お
よ
び
復
帰
時
に
沖
縄

に
住
所
を
有
す
る
も
の
が
本
土
の
海
域
以
外

の
海
域
に
設
置
し
て
い
る
海
洋
施
設
に
つ
い

て
は
復
帰
後
一
年
間
、
本
土
の
海
洋
汚
染
防

止
法
の
廃
棄
物
の
排
出
禁
止
の
規
定
は
適
用

し
な
い
。

　

一
、
道
路
運
送
法
関
係―

沖
縄
の
道
路
運

送
法
に
よ
る
自
動
車
運
送
事
業
の
免
許
は
、

本
土
の
道
路
運
送
法
の
相
当
事
業
に
つ
い
て

の
免
許
等
と
み
な
す
。

　

一
、
土
砂
等
を
運
搬
す
る
大
型
自
動
車
に

よ
る
交
通
事
故
の
防
止
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
関
係―

沖
縄
県
の
区
域
に
お
い
て
土
砂

な
ど
を
運
搬
す
る
大
型
自
動
車
を
使
用
し
て

い
る
者
は
、
復
帰
後
三
カ
月
間
（
積
載
重
量
の

自
重
計
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
は
一
年
間
）
、

使
用
の
届
け
出
、
積
載
重
量
の
自
重
計
の
取

り
付
け
な
ど
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

　

運
輸
省
関
係
政
令
の
改
正
に
関
す
る
政
令

　

一
、
港
湾
法
施
行
令
の
一
部
改
正―

運
天
、

那
覇
、
平
良
、
石
垣
を
本
土
の
港
湾
法
に
よ

る
重
要
港
湾
と
し
、
安
護
の
浦
お
よ
び
船
浮

を
同
法
に
よ
る
避
難
港
と
す
る
。

　

一
、
港
湾
運
送
事
業
法
施
行
令
の
一
部
改

正―
➊
運
天
、
那
覇
、
平
良
、
石
垣
を
本
土

の
港
湾
運
送
事
業
法
の
適
用
港
湾
と
す
る
❷

金
武
、
中
城
、
那
覇
、
渡
久
地
、
運
天
、
平

良
お
よ
び
石
垣
を
港
則
法
（
港
内
に
お
け
る

船
舶
交
通
の
安
全
お
よ
び
港
内
の
整
と
ん
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
）
の
適
用

港
と
し
、
金
武
、
中
城
お
よ
び
那
覇
を
同
法

に
よ
る
特
定
港
（
き
っ
水
の
深
い
船
舶
や
外

国
船
が
常
時
出
入
す
る
港
）
と
す
る
❸
こ
れ

ら
の
港
湾
に
お
い
て
現
に
行
な
わ
れ
て
い
る

工
事
な
ど
に
つ
い
て
は
、
復
帰
後
十
日
間
、
港

則
法
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
要
し
な
い
こ
と

と
す
る
。

　

一
、
空
港
整
備
法
施
行
令
を
一
部
改
正
し

那
覇
空
港
を
空
港
整
備
法
に
よ
る
第
二
種
空

港
と
す
る
。

　

一
、
航
空
法
施
行
令
の
一
部
改
正―

那
覇

空
港
を
延
長
進
入
表
面
な
ど
を
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
第
二
種
空
港
と
す
る
。
那
覇
空

港
か
ら
出
発
す
る
自
衛
隊
な
ど
の
航
空
機
に

か
か
る
有
視
界
飛
行
の
飛
行
計
画
の
通
報
の

受
理
な
ど
に
関
す
る
運
輸
大
臣
の
権
限
に
属

す
る
事
項
を
防
衛
庁
長
官
に
委
任
す
る
。

公
害
に
〝
目
付
け
役
〟
／
那
覇

市
に
「
対
策
審
」
発
足

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
４
〕

　

那
覇
市
は
二
日
、
公
害
対
策
審
議
会
を
発

足
さ
せ
た
。
学
識
経
験
者
、
市
会
議
員
、
民

間
団
体
代
表
、
業
界
代
表
、
市
職
員
な
ど
十

五
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
会
長
に
琉
大
教

授
の
兼
島
清
氏
、
副
会
長
に
沖
縄
公
害
衛
生

研
究
所
所
長
の
吉
田
朝
啓
氏
が
選
ば
れ
た
。

　

公
害
対
策
審
議
会
は
那
覇
市
公
害
防
止
条
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例
に
そ
の
設
置
が
う
た
わ
れ
て
い
て
、
市
長

の
諮
問
機
関
。
指
定
施
設
や
規
制
基
準
を
定

め
、
公
害
防
止
策
に
関
す
る
調
査
、
審
議
を

行
な
い
、
公
害
に
対
す
る
〝
お
目
付
け
役
〟

を
任
ず
る
。
審
議
会
で
は
さ
っ
そ
く
、
指
定

施
設
と
規
制
基
準
を
定
め
、
本
格
的
に
公
害

防
止
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

委
員
は
次
の
と
お
り
（
任
期
は
二
年
）
。

　

▽
学
識
経
験
者　

吉
田
朝
啓
（
公
害
衛
研

所
長
）
兼
島
清
（
琉
大
教
授
）
真
喜
志
康
二

（
琉
大
助
教
授
）
鎌
田
隆
（
国
際
大
講
師
）
▽

市
会
議
員　

黒
潮
隆
（
総
務
委
員
長
）
大
浜

長
弘
（
経
民
委
員
長
）
宮
城
武
（
海
洋
博
特

別
委
員
長
）
金
城
甚
松
（
経
民
委
員
）
▽
民

間
団
体　

新
垣
庸
一
郎
（
高
教
組
）
波
平
光

子
（
か
し
こ
い
消
費
者
の
会
事
務
局
長
）
金

城
睦
（
人
権
協
会
事
務
局
長
）
▽
業
界
代
表

　

森
根
武
信
（
琉
球
肥
料
Ｋ
Ｋ
社
長
）
渡
久

山
寛
三
（
琉
球
工
業
連
合
会
）
▽
市
職
員　

平
良
清
安
（
企
画
部
長
）
内
間
武
義
（
保
健

衛
生
部
長
）
。

加
熱
す
る
〝
軍
用
地
〟

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
９
〕

　

復
帰
を
目
前
に
、
防
衛
施
設
庁
は
軍
用
地

の
再
契
約
取
り
つ
け
に
奔
走
し
て
い
る
。
反

自
衛
隊
運
動
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
新
地
料

の
算
定
、
手
続
き
が
遅
れ
た
た
め
施
設
庁
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
全
般
的
に
大
き
く
狂
い
、

作
業
を
進
め
る
の
に
必
死
の
状
態
。
こ
れ
に

対
し
て
民
主
団
体
や
反
対
地
主
の
反
発
も
強

く
な
り
、
末
端
で
は
地
主
の
混
乱
も
深
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
伊
江
島
で
は
、
村
長
が
再

契
約
を
強
制
し
て
い
る
と
し
て
反
対
地
主
の

間
で
問
題
化
、
一
方
、
那
覇
市
で
は
平
良
市

長
が
先
頭
に
立
っ
て
契
約
拒
否
の
態
度
を
明

ら
か
に
し
た
。
５
・
15
の
タ
イ
ム
・
リ
ミ
ッ

ト
を
ひ
か
え
て
、
軍
用
地
問
題
は
い
よ
い
よ

加
熱
気
味
だ
。

　

〝
契
約
に
は
応
じ
な
い
〟
／
平
良
市
長

が
表
明
／
反
戦
、
都
計
阻
害
を
強
調

／
那
覇
市

　

平
良
那
覇
市
長
は
八
日
午
後
記
者
会
見
し
、

「
防
衛
施
設
庁
と
軍
用
地
地
主
と
の
間
で
軍

用
地
の
賃
貸
契
約
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、

那
覇
市
は
契
約
に
は
応
じ
な
い
」
と
発
表
す

る
と
と
も
に
、
軍
用
地
主
で
あ
る
市
民
に
対

し
て
も
「
契
約
に
応
じ
な
い
よ
う
」
呼
び
か

け
た
。

　

記
者
会
見
で
平
良
市
長
は
「
自
衛
隊
の
沖

縄
配
備
に
は
当
初
か
ら
強
く
反
対
し
て
い
る
。

反
戦
平
和
を
願
う
も
の
に
と
っ
て
、
こ
れ
は

当
然
の
こ
と
だ
。
都
市
計
画
の
面
か
ら
み
て

も
、
基
地
が
ど
れ
ほ
ど
健
全
な
都
市
発
展
を

阻
ん
で
い
る
か
、
だ
れ
で
も
わ
か
る
。
那
覇

市
は
軍
用
地
内
に
か
な
り
の
市
有
地
を
持
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
契
約
に
は

応
じ
ら
れ
な
い
」
と
都
市
計
画
上
か
ら
み
た

基
地
の
弊
害
を
あ
げ
て
、
契
約
拒
否
の
態
度

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

と
く
に
、
防
衛
施
設
庁
の
契
約
の
進
め
方

に
は
強
い
反
発
を
示
し
、
基
地
撤
去
の
要
求

を
完
全
に
無
視
し
た
や
り
方
、
と
批
判
し

た
。
防
衛
施
設
庁
の
契
約
業
務
は
、
原
則
と
し

て
市
町
村
を
通
じ
て
行
な
っ
て
い
る
が
、
軍

用
地
再
契
約
拒
否
、
自
衛
隊
の
沖
縄
配
備
反

対
の
声
が
大
き
い
中
で
、
革
新
色
の
強
い
市

町
村
の
場
合
は
そ
れ
を
通
り
越
し
て
直
接
に

軍
用
地
主
と
契
約
を
進
め
て
い
る
と
い
わ
れ
、

那
覇
市
は
一
度
も
防
衛
施
設
庁
か
ら
連
絡
を

受
け
て
い
な
い
。
平
良
市
長
は
「
連
絡
が
あ

っ
て
も
協
力
は
し
な
い
が
、
米
軍
で
も
こ
の

よ
う
な
方
法
は
と
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
辛
ら

つ
に
施
設
庁
の
や
り
方
を
非
難
し
た
。

　

防
衛
施
設
庁
は
那
覇
市
の
軍
用
地
主
に
対

し
て
は
軍
用
地
主
会
を
通
じ
て
契
約
を
行
な

っ
て
い
く
と
い
う
方
法
を
と
り
、
す
で
に
そ

の
た
め
の
新
聞
広
告
も
出
し
て
い
る
。
平
良

市
長
の
こ
の
日
の
記
者
会
見
は
、
こ
の
よ
う

な
広
告
に
よ
る
呼
び
か
け
に
危
惧
を
感
じ
て

行
な
わ
れ
た
も
の
で
、「
軍
用
地
主
で
あ
る
市

民
は
、
軍
用
地
の
契
約
の
意
味
を
も
っ
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
わ
て
て
契
約
に
応
ず

る
こ
と
は
な
い
。
契
約
し
な
く
て
も
損
害
補

償
は
要
求
で
き
る
の
だ
か
ら
、
で
き
る
だ
け

契
約
拒
否
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

な
お
、
軍
用
地
内
に
あ
る
市
有
地
は
、
軍

港
湾
、
那
覇
飛
行
場
、
上
ノ
屋
な
ど
六
軍
用

地
に
二
万
三
千
二
百
七
十
五
坪
。

民
間
、
自
衛
隊
、
米
軍
機
が
競

合
／
那
覇
空
港
／
ト
ラ
ブ
ル

発
生
の
危
険
性
も
…
／
民
間

機
エ
プ
ロ
ン
縮
小
／
〝
空
〟

の
管
理
権
は
米
空
軍
が

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
11
〕

　

運
輸
省
航
空
局
は
、
復
帰
時
に
米
軍
か
ら

返
還
さ
れ
る
那
覇
空
港
の
業
務
引
き
継
ぎ
準

備
を
急
い
で
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
準
備
作
業

を
す
べ
て
完
了
、
五
月
十
五
日
午
前
零
時
を

期
し
て
同
空
港
の
管
理
権
は
米
軍
か
ら
運
輸

省
の
大
阪
航
空
局
那
覇
空
港
事
務
所
に
移
管

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
那
覇

空
港
は
、
十
五
日
か
ら
第
二
種
民
間
空
港
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
が
民
間
空

港
と
は
い
え
一
部
は
自
衛
隊
が
使
用
、
ま
た

米
海
軍
Ｐ
３
対
潜
し
ょ
う
戒
機
も
い
ぜ
ん
居

す
わ
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
今
後
同
空

港
の
管
理
、
運
営
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
起
き

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　

那
覇
空
港
が
米
軍
か
ら
返
還
さ
れ
る
と
、

同
空
港
の
管
理
、
運
営
権
は
す
べ
て
運
輸
省

（
那
覇
空
港
事
務
所
）
に
移
管
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
同
空
港
面
積
約
百
万
坪

の
う
ち
、
南
側
の
半
分
は
自
衛
隊
、
海
面
寄
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一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
五
月

り
は
米
海
軍
が
Ｐ
３
対
潜
し
ょ
う
戒
機
の
専

用
と
し
て
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
民
間
側
の
使
用
で
き
る
地
域
は

北
側
半
分
と
、
当
初
計
画
よ
り
か
な
り
縮
小

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
の
民
間
空
港

の
中
で
自
衛
隊
、
米
軍
、
民
間
の
三
者
が
供

用
し
て
い
る
飛
行
場
は
全
く
な
い
と
い
わ
れ
、

那
覇
空
港
が
日
米
軍
民
併
用
の
第
一
号
と
な

る
。
そ
れ
だ
け
に
今
後
の
運
用
に
当
た
っ
て

は
軍
事
優
先
か
、
民
間
機
優
先
か―

で
混
乱

も
予
想
さ
れ
る
。
と
く
に
、
沖
縄
の
空
の
管

理
権
は
返
還
後
も
い
ぜ
ん
と
し
て
嘉
手
納
の

米
空
軍
が
握
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
那
覇

空
港
が
民
間
空
港
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
は
い

え
、
軍
事
優
先
で
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

那
覇
空
港
は
、
運
輸
省
大
阪
航
空
局
の
那

覇
空
港
事
務
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

陣
容
は
北
原
賢
二
郎
空
港
長
ら
職
員
百
九
十

五
人
。こ
の
う
ち
九
十
八
人
は
本
土
か
ら
、
残

る
約
百
人
は
、
琉
球
政
府
か
ら
十
三
人
、
那

覇
空
軍
基
地
の
従
業
員
十
一
人
、
同
空
港
内

の
エ
ア
リ
ン
ク
の
職
員
二
十
八
人
を
引
き
継

ぐ
ほ
か
現
地
採
用
す
る
予
定
。

　

運
輸
省
で
は
、
十
五
日
午
前
零
時
を
期
し

て
米
軍
か
ら
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
同
日
午
前

七
時
半
か
ら
那
覇
空
軍
基
地
司
令
部
前
で
返

還
式
、
同
八
時
半
か
ら
同
空
港
第
三
ゲ
ー
ト

前
で
空
港
引
き
継
ぎ
式
を
行
な
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

一
ド
ル
＝305

円
に
決
定
／
沖

縄
の
通
貨
交
換
レ
ー
ト
／
15

日
か
ら
交
換
開
始
／
給
付
金

支
給
／
22
日―

８
月
ま
で

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
13
〕

　

政
府
は
十
二
日
夜
の
持
ち
回
り
閣
議
で
、

沖
縄
の
通
貨
交
換
レ
ー
ト
を
一
ド
ル
＝
三
○

五
円
と
す
る
こ
と
を
決
め
水
田
蔵
相
は
直
ち

に
同
日
の
官
報
に
告
示
し
た
。
ま
た
政
府
は

同
日
、
昨
年
十
月
八
日
時
点
の
沖
縄
県
民
の

個
人
現
金
お
よ
び
預
金
に
限
り
三
百
五
円
と

三
百
六
十
円
の
差
額
を
支
給
す
る
「
通
貨
交

換
に
伴
う
特
別
給
付
金
支
給
要
綱
」
を
決

め
、
琉
球
政
府
に
通
知
し
た
。
通
貨
交
換
は
復

帰
日
の
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
六
日
間

に
沖
縄
本
島
お
よ
び
離
島
の
百
九
十
カ
所
の

金
融
機
関
や
市
町
村
役
場
で
行
な
わ
れ
、
ま

た
給
付
金
の
支
給
対
象
者
は
➊
現
金
に
つ
い

て
は
五
月
二
十
二
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま

で
❷
預
貯
金
に
つ
い
て
は
六
月
一
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま
で―

の
間
に
支
給
の
申
請
を

行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

政
府
が
一
㌦
＝
三
○
五
円
の
交
換
レ
ー
ト

に
し
た
の
は
➊
過
去
一
週
間
の
平
均
相
場

（
中
心
レ
ー
ト
）
三
百
四
円
五
十
三
銭
の
端

数
を
計
算
上
の
便
宜
か
ら
切
り
上
げ
た
❷
十

二
日
の
最
終
相
場
は
三
百
三
円
七
十
五
銭
だ

が
、
平
均
相
場
と
沖
縄
県
民
へ
の
配
慮
か
ら

〝
政
治
加
算
〟
し
た―

な
ど
の
理
由
か
ら
で

あ
る
。

　

特
別
給
付
金
の
対
象
に
な
る
の
は
、
昨
年

十
月
八
日
の
閣
議
で
決
定
し
た
「
沖
縄
の
通

貨
お
よ
び
通
貨
性
資
産
の
確
認
に
関
す
る
緊

急
臨
時
措
置
法
」
に
基
づ
く
沖
縄
県
民
の
現

金
お
よ
び
預
貯
金
で
、
同
レ
ー
ト
を
保
障
さ

れ
る
対
象
額
は
、
現
金
六
千
百
九
十
一
万
四

千
㌦
、
預
貯
金
四
億
九
千
五
百
二
十
五
万
三

千
㌦
、
合
計
五
億
五
千
七
百
十
六
万
七
千
㌦
。

政
府
は
こ
の
合
計
額
に
三
百
五
円
と
三
百
六

十
円
と
の
差
額
五
十
五
円
を
乗
じ
た
約
三
百

六
億
四
千
万
円
を
給
付
金
と
し
て
支
給
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

政
府
は
こ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
本
年
度

予
算
に
二
百
六
十
億
円
を
計
上
し
た
が
、
不

足
分
は
予
備
費
で
ま
か
な
う
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

通
貨
交
換
に
伴
う
特
別
給
付
金
支
給

要
綱
の
骨
子
は
次
の
通
り
。

　

一
、
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
範
囲 

 

沖

縄
の
「
通
貨
お
よ
び
通
貨
性
資
産
の
確
認
に

関
す
る
緊
急
臨
時
措
置
法
」
に
よ
り
確
認
の

対
象
者
と
さ
れ
た
琉
球
住
民
。

　

一
、
給
付
金
の
支
給
対
象
資
産
の
範
囲

➊
現
金
通
貨
、
琉
球
政
府
行
政
主
席
が
確
認

し
た
米
国
通
貨
❷
通
貨
性
純
資
産
、
送
金
為

替
、
別
段
預
貯
金
（
銀
行
振
り
出
し
小
切
手

口
お
よ
び
店
長
預
か
り
金
に
見
合
う
も
の
）

未
払
い
軍
用
地
料
か
ら
金
融
機
関
借
り
入
れ

金
を
控
除
し
て
算
定
し
た
純
資
産
。

　

一
、
給
付
金
の
額　

支
給
対
象
資
産
額
に

そ
れ
ぞ
れ
一
㌦
当
た
り
通
貨
交
換
に
適
用
さ

れ
る
交
換
比
率
（
対
ド
ル
円
表
示
額
）
と
三

百
六
十
円
と
の
差
額
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合

計
額
と
す
る
。

　

一
、
給
付
金
の
支
給
申
請
期
間　

給
付
金

の
支
給
対
象
者
で
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
次
の
期
間
内
に
支
給
の
申
請

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
➊
現
金
通

貨　

四
十
七
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
八

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
❷
通
貨
性
純
資
産
四

十
七
年
六
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日

ま
で
の
間
。

い
ま
祖
国
に
帰
る
／
変
わ
ら
ぬ

基
地
続
く
苦
悩
／
沖
縄
県
き

び
し
い
前
途
／
な
お
残
る

「
核
」
の
不
安

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
15
〕

　

沖
縄
の
復
帰
を
告
げ
る
サ
イ
レ
ン
と
汽
笛

が
十
五
日
午
前
零
時
を
期
し
て
い
っ
せ
い
に

鳴
り
響
い
た
。
四
十
七
番
目
「
沖
縄
県
」
発
足

の
一
瞬
で
あ
る
。
沖
縄
統
治
最
後
の
最
高
責

任
者
と
し
て
君
臨
し
て
き
た
高
等
弁
務
官
・

ラ
ン
パ
ー
ト
中
将
は
午
前
零
時
十
分
嘉
手
納

基
地
か
ら
東
京
経
由
で
帰
国
し
た
。
「
沖
縄
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の
核
を
抜
い
た
」
と
の
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
米
国
務

長
官
の
書
簡
も
発
表
さ
れ
た
。
政
府
は
「
国

家
の
慶
事
」
と
し
て
那
覇
と
東
京
で
復
帰
記

念
式
典
を
開
催
す
る
が
、
県
民
の
心
は
重
い
。

極
東
一
を
誇
る
嘉
手
納
米
軍
基
地
を
は
じ
め

と
し
た
基
地
は
存
続
さ
れ
「
太
平
洋
の
キ
ー
・

ス
ト
ン
」
に
な
ん
の
変
化
も
見
ら
れ
な
い
か

ら
だ
。
同
時
に
日
本
国
民
と
し
て
の
主
権
を

回
復
し
、
平
和
憲
法
が
適
用
さ
れ
た
と
は
い

い
な
が
ら
、
屋
良
初
代
県
知
事
が
い
う
よ
う

に
「
完
全
な
解
決
へ
の
第
一
歩
」
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
政
府
は
「
国
家
の
慶
事
」
と
し
て

い
る
が
、
新
生
・
沖
縄
県
づ
く
り
の
前
途
は

自
衛
隊
の
配
備
、
公
用
地
法
に
基
づ
く
土
地

の
強
制
収
用
、
本
土
の
大
資
本
に
よ
る
攻
撃

を
受
け
な
が
ら
他
県
と
の
較
差
を
埋
め
る
た

め
経
済
基
盤
づ
く
り
と
課
題
は
多
く
、
多
難

で
あ
る
。

　

二
十
七
年
間
に
及
ぶ
本
土
と
の
分
断
の
な

か
で
県
民
は
、
一
日
も
早
い
復
帰
を
熱
願
し
、

自
治
権
の
拡
大
、
本
土
と
の
渡
航
の
自
由
化
、

Ｂ
52
撤
去
を
は
じ
め
と
す
る
基
地
撤
去
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
苦
悩
を
経
て
求
め
続
け
た

復
帰
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
県
民
の
か
か
え
る

問
題
は
、
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
た
だ
け
に
、

県
民
の
心
は
複
雑
で
あ
る
。
十
四
日
に
は
、
経

営
協
が
中
心
に
「
復
帰
祝
賀
県
民
大
会
」
を

小
規
模
に
開
い
た
が
、
復
帰
協
が
「
抗
議
県

民
大
会
」
を
十
五
日
に
開
く
こ
と
に
し
て
い

る
の
も
、
そ
の
た
め
。
「
少
な
く
と
も
沖
縄

の
基
地
に
核
が
な
お
存
続
す
る
の
で
は
な
い

か
」
「
沖
縄
基
地
か
ら
依
然
と
し

て
ベ
ト
ナ
ム
戦
な
ど
に
米
軍
が
展
開
す
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
不
安
は
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ

書
簡
で
も
消
え
な
い
ま
ま
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
沖
縄
県
の
発
足
は
、

午
前
六
時
半
に
、
初
の
沖
縄
県
議
会
が
招
集

さ
れ
、
六
十
件
の
条
例
案
を
審
議
、
午
前
九

時
に
は
県
庁
の
開
庁
式
を
行
な
い
「
沖
縄
県
」

の
体
制
を
整
え
る
。

　

一
方
、
復
帰
の
受
け
と
め
か
た
を
め
ぐ
っ

て
現
地
の
保
守
、
革
新
両
陣
営
は
き
わ
だ
っ

た
対
照
を
み
せ
た
。
日
米
共
同
声
明
路
線
に

基
づ
く
復
帰
に
反
対
す
る
沖
縄
県
祖
国
復
帰

協
議
会
は
、
十
四
日
か
ら
那
覇
市
内
を
〝
網

の
目
行
進
〟
し
、
住
民
に
自
衛
隊
反
対
、
一

㌦
＝
三
○
五
円
交
換
な
ど
に
よ
る
〝
沖
縄
処

分
〟
を
強
く
訴
え
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
、
沖
縄
経
営
者
協
会
な
ど

で
組
織
す
る
復
帰
祝
賀
県
民
大
会
実
行
委
員

会
は
十
四
日
夕
、
那
覇
市
内
で
県
民
大
会
を

ひ
ら
き
復
帰
を
祝
っ
た
。

　

米
軍
基
地
、
平
常
通
り
動
く

　

【
嘉
手
納
】
「
復
帰
後
も
米
軍
基
地
機
能
は

不
変
」
と
米
軍
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う

に
復
帰
直
前
の
十
四
日
、
極
東
最
大
の
嘉
手

納
米
空
軍
基
地
は
Ｆ
４
フ
ァ
ン
ト
ム
戦
闘
爆

撃
機
や
空
中
給
油
機
、
偵
察
機
な
ど
相
変
わ

ら
ず
活
発
な
動
き
を
見
せ
た
。
同
日
午
前
に

は
ベ
ト
ナ
ム
向
け
高
性
能
爆
弾
を
空
輸
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
Ｃ
Ｆ
１
３
０
（
Ｃ
１
３
０

の
改
良
型
）
一
機
が
飛
来
、
基
地
の
奥
深
い

駐
機
場
で
駐
機
し
て
い
る
。
ま
た
中
国
や
北

朝
鮮
上
空
で
ス
パ
イ
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
Ｓ
Ｒ
71
高
高
度
戦
略
偵
察
機
も

午
後
一
時
ご
ろ
一
機
が
出
撃
さ
ら
に
午
後
四

時
過
ぎ
雨
の
中
を
一
機
が
南
方
上
空
向
け
飛

び
立
っ
た
。

　

グ
ア
ム
島
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
向
け
出
撃
し
て

い
る
Ｂ
52
戦
略
爆
撃
機
に
対
す
る
西
太
平
洋

上
空
で
の
宮
中
給
油
を
任
務
と
し
て
い
る
Ｋ

Ｃ1
3
5

、
そ
れ
に
輸
送
空
軍
（
Ｍ
Ａ
Ｃ
）
傘
下

の
Ｃ1

4
1

輸
送
機
な
ど
爆
音
を
と
ど
ろ
か
せ

て
連
日
ベ
ト
ナ
ム
向
け
出
撃
し
て
お
り
「
復

帰
後
は
い
く
ら
か
で
も
爆
音
が
緩
和
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
の
嘉
手
納
住
民
の
願
い

を
吹
き
と
ば
し
て
い
る
。

　

統
一
行
動
で
全
面
復
帰
を
要
求
／
総

評
・
中
立
労
連

　

沖
縄
復
帰
日
の
十
五
日
、
総
評
、
中
立
労

連
な
ど
の
労
組
、
社
共
両
党
、
民
主
団
体
な

ど
は
全
面
復
帰
を
求
め
る
行
動
を
繰
り
広
げ

る
。

　

総
評
、
中
立
労
連
な
ど
の
春
闘
共
闘
委
員

会
は
こ
の
日
を
春
闘
要
求
の
統
一
行
動
日
と

し
、
十
七
単
産
約
八
百
三
十
組
合
が
ス
ト
ラ

イ
キ
を
実
施
、
さ
ら
に
社
共
両
党
、
総
評
、
平

和
委
員
会
な
ど
十
二
団
体
が
午
後
一
時
半
か

ら
、
東
京
・
明
治
公
園
で
統
一
中
央
集
会
を

開
く
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
す
る
の
は
春
闘
共
闘

委
の
ま
と
め
で
は
全
自
交
、
全
港
湾
、
全
国

金
属
、
出
版
労
協
、
合
化
労
連
、
私
鉄
総
運
、

民
法
労
連
な
ど
の
十
六
万
八
千
九
百
人
に
の

ぼ
る
と
い
う
。

　

民
放
労
連
は
す
で
に
東
京
放
送
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）

労
組
が
十
三
日
正
午
か
ら
、
四
十
九
時
間
ス

ト
に
は
い
っ
て
い
る
。
国
鉄
動
力
車
労
組

も
全
国
で
始
発
か
ら
順
法
闘
争
を
展
開
す

る
。

　

明
治
公
園
の
統
一
集
会
で
は
社
会
党
の
石

橋
書
記
長
、
共
産
党
の
不
破
書
記
局
長
、
総

評
の
市
川
議
長
ら
が
決
意
表
明
。
宣
言
採
択

あ
と
デ
モ
行
進
す
る
。

　

確
約
は
完
全
に
履
行
／
核
抜
き
で
米

国
務
長
官
が
書
簡

　

米
国
政
府
は
十
五
日
の
沖
縄
の
本
土
復
帰

に
当
た
り
、
沖
縄
か
ら
の
核
兵
器
の
撤
去
が

終
了
し
た
こ
と
を
示
す
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
国
務
長

官
か
ら
福
田
外
相
あ
て
書
簡
を
日
本
側
に
送

る
が
、
十
五
日
付
け
で
日
米
両
国
政
府
か
ら

そ
の
内
容
が
発
表
さ
れ
た
。
同
書
簡
は
十
五

日
午
前
八
時
四
十
五
分
、
外
務
省
で
ス
ナ
イ

ダ
ー
駐
日
公
使
か
ら
吉
野
外
務
省
ア
メ
リ
カ

局
長
に
手
渡
さ
れ
る
。

　

同
長
官
は
こ
の
中
で
「
沖
縄
の
核
兵
器
に
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関
す
る
米
国
政
府
の
確
約
が
完
全
に
履
行
さ

れ
た
こ
と
を
大
統
領
の
指
示
と
許
可
の
下
に

通
報
す
る
」
と
、
沖
縄
の
核
撤
去
が
す
で
に

終
了
し
た
こ
と
を
公
式
に
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
「
米
国
政
府
は
日
本
政
府
の
意
思
に

反
し
て
行
動
す
る
意
図
の
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
」
と
述
べ
、
今
後
わ
が
国
の
非
核
三
原

則
に
反
し
て
日
本
国
内
に
核
兵
器
を
持
ち
込

む
考
え
の
な
い
こ
と
を
改
め
て
示
し
た
。
し

か
し
同
書
簡
の
内
容
は
当
初
の
日
本
側
の
希

望
に
比
べ
て
き
わ
め
て
抽
象
的
な
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
沖
縄
現
地
や
野
党
か
ら
は
強
い

不
満
が
出
そ
う
で
あ
る
。

　

沖
縄
か
ら
の
核
兵
器
の
撤
去
は
沖
縄
返
還

交
渉
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
昨
年

の
沖
縄
国
会
な
ど
で
も
、
そ
の
撤
去
を
証
明

す
る
方
法
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
論
議
が
か
わ

さ
れ
た
。

 

こ
の
間
野
党
か
ら
は
復
帰
後
の
沖
縄
米
軍

基
地
へ
の
立
ち
入
り
検
証
な
ど
の
要
求
も
出

さ
れ
た
が
、
結
局
佐
藤
首
相
、
福
田
外
相
ら

は
復
帰
当
日
に
米
政
府
当
局
か
ら
核
撤
去
を

証
明
す
る
公
式
書
簡
を
受
け
取
る
こ
と
で
沖

縄
現
地
や
国
民
を
納
得
さ
せ
る
方
針
を
決
め
、

一
月
の
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
で
の
日
米
首
脳
会

談
で
も
こ
の
旨
を
要
請
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領

ら
の
了
承
を
得
た
。

　

十
五
日
手
渡
さ
れ
る
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
書
簡
も

こ
の
要
望
を
入
れ
、
①
米
大
統
領
は
一
九
六

九
年
十
一
月
の
共
同
声
明
八
項
で
沖
縄
返
還

を
日
本
政
府
の
政
策
に
背
ち
（
馳
）
し
な
い

よ
う
実
施
す
る
と
確
約
し
た
②
同
確
約
は
返

還
協
定
第
七
条
中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
③
沖

縄
の
施
政
権
返
還
を
機
に
、
沖
縄
の
核
兵
器

に
関
す
る
米
政
府
の
確
約
が
完
全
に
履
行
さ

れ
た
こ
と
を
通
報
す
る―

と
一
応
沖
縄
か
ら

核
が
撤
去
さ
れ
た
こ
と
を
大
統
領
の
名
前
ま

で
使
っ
て
公
式
に
表
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
書
簡
の
内
容
は
、
当
初
日
本
側
が

要
求
し
た
文
面
に
比
べ
き
わ
め
て
抽
象
的
で

あ
り
、
こ
と
に
核
が
「
撤
去
さ
れ
た
」
と
い

っ
た
直
接
的
な
表
現
が
い
っ
さ
い
使
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
簡
だ
け
に
よ
っ

て
沖
縄
か
ら
の
核
撤
去
が
確
実
に
終
了
し
た

こ
と
を
沖
縄
県
民
や
野
党
に
納
得
さ
せ
る
こ

と
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
。　

　

外
務
省
筋
は
同
日
「
あ
く
ま
で
外
交
文
書

で
あ
り
、
し
か
も
米
国
に
核
兵
器
の
所
在
の

公
表
を
禁
じ
る
国
内
法
（
マ
ク
マ
ホ
ン
法
）

が
あ
る
以
上
、
こ
れ
が
最
大
限
の
も
の
」
と

述
べ
た
が
、
こ
れ
ま
で
佐
藤
首
相
や
福
田
外

相
ら
が
同
書
簡
を
沖
縄
か
ら
の
核
抜
き
証
明

の
最
後
の
〝
決
め
手
〟
と
し
て
き
た
だ
け
に
、

今
後
野
党
な
ど
か
ら
強
い
反
発
が
出
る
こ
と

が
十
分
予
想
さ
れ
る
。

　

解
決
へ
大
き
な
一
歩
／
屋
良
主
席
談
話

　

屋
良
主
席
は
十
四
日
、
復
帰
に
際
し
県
民

に
対
す
る
要
旨
次
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
し

た
。

　

私
ど
も
が
実
に
二
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て

ひ
た
す
ら
願
望
し
、
求
め
続
け
て
き
た
沖
縄

の
祖
国
復
帰
は
、
き
ょ
う
五
月
十
五
日
ま
さ

し
く
実
現
し
、
沖
縄
県
民
は
名
実
と
も
に
日

本
国
民
と
し
て
地
位
を
回
復
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
実
に
百
万
県
民
の
た
ゆ
ま
ざ

る
、
そ
し
て
真
剣
な
ご
努
力
と
ご
苦
労
が
結

実
し
た
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
至
る
ま
で

に
は
、
本
土
同
胞
の
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か

い
ご
支
援
、
な
ら
び
に
日
米
両
国
政
府
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
で
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

　

し
か
し
、
沖
縄
県
民
の
こ
れ
ま
で
の
強
い

要
望
と
心
情
に
照
ら
し
て
復
帰
の
内
容
を
見

る
と
き
、
そ
こ
に
は
軍
事
基
地
の
態
様
の
問

題
を
は
じ
め
、
実
際
に
は
多
く
の
問
題
が
未

解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
県
民
の
立
場

か
ら
す
る
と
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
も
残
念
な
が
ら
事
実
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
沖
縄
問
題
は
復
帰
の
時
期
が
到
来
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
が
解
決
し
た
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
完
全
な

解
決
へ
大
き
く
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
う

の
が
い
つ
わ
ら
ざ
る
実
感
だ
と
思
う
。
し
た

が
っ
て
、
私
ど
も
は
こ
れ
か
ら
も
な
お
新
し

い
問
題
や
困
難
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
復
帰
と
い
う
こ
と
は
私
ど
も
自
ら

の
運
命
を
開
拓
し
、
歴
史
を
創
造
す
る
重
大

な
事
業
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
国
も
そ
の

政
治
的
、
道
義
的
責
任
に
お
い
て
、
沖
縄
の

振
興
開
発
、
福
祉
の
安
定
の
た
め
、
い
ろ
い

ろ
施
策
を
展
開
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
私
ど
も

県
民
自
体
が
ま
ず
自
主
、
主
体
性
を
確
立
し

て
、
こ
の
世
紀
の
大
事
業
と
取
り
組
む
決
意

を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

平
和
で
豊
か
な
県
づ
く
り
を
／
政
府
声

明

　

政
府
は
十
五
日
、
沖
縄
復
帰
に
当
た
り
次

の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
た
。

　

国
民
の
皆
さ
ん
、
沖
縄
は
本
日
、
祖
国
に
復

帰
し
た
。
心
か
ら
こ
れ
を
喜
び
た
い
と
思
う
。

顧
み
れ
ば
戦
後
二
十
七
年
に
及
ぶ
沖
縄
の
祖

国
復
帰
へ
の
道
の
り
は
長
く
、
ま
こ
と
に
困

難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
苦
難
に
た

え
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
き
た
百
万
同

胞
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
よ
く

こ
の
こ
と
を
な
し
と
げ
た
国
民
各
位
に
対
し

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

　

沖
縄
を
平
和
の
島
と
し
、
わ
が
国
と
ア
ジ

ア
大
陸
、
東
南
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
広
く
太
平

洋
圏
諸
国
と
の
経
済
的
、
文
化
的
交
流
の
新

た
な
舞
台
と
す
る
こ
と
こ
そ
、
こ
の
地
に
尊

い
生
命
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
霊

を
慰
め
る
道
で
あ
り
、
沖
縄
の
祖
国
復
帰
を

祝
う
わ
れ
わ
れ
国
民
の
誓
い
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
信
ず
る
。
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政
府
は
、
沖
縄
の
自
然
と
文
化
を
生
か
し

は
ぐ
く
み
つ
つ
、
平
和
で
豊
か
な
県
づ
く
り

の
た
め
、
沖
縄
海
洋
博
覧
会
の
推
進
を
は
じ

め
、
沖
縄
の
開
発
発
展
を
国
民
的
課
題
と
し

て
、
今
後
と
も
積
極
的
に
取
り
組
む
決
意
で

あ
る
。
沖
縄
の
祖
国
復
帰
が
実
現
し
た
今

日
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
貢
献
し

う
る
よ
う
最
善
を
つ
く
す
こ
と
を
誓
う
。

き
ょ
う
か
ら
通
貨
交
換

　

沖
縄
県
が
発
足
し
た
十
五
日
と
同
時
に
十

四
年
間
使
わ
れ
て
き
た
ド
ル
（
一
九
五
八
年

以
前
は
Ｂ
円
）
か
ら
日
本
円
に
交
換
さ
れ

る
。
日
銀
那
覇
支
店
は
、
準
備
し
た
五
百
四

十
億
円
の
円
通
貨
を
、
す
で
に
一
部
を
除
い

て
全
琉
の
各
交
換
所
に
配
送
ず
み
で
、
あ
と

は
交
換
本
番
を
待
つ
だ
け
と
な
っ
た
。
交
換

は
全
琉
百
九
十
カ
所
の
銀
行
、
郵
便
局
、
役

所
な
ど
で
十
五
日
午
前
九
時
（
午
後
四
時
ま

で
、
一
時
か
ら
二
時
ま
で
は
休
止
）
か
ら
二

十
日
ま
で
の
六
日
間
行
わ
れ
る
。
交
換
レ
ー

ト
は
、
一
㌦
＝
三
○
五
円
で
銭
以
下
の
端
数

は
切
り
捨
て
ら
れ
る
。
沖
縄
県
警
本
部
は
本

土
か
ら
の
応
援
機
動
隊
（
約
四
百
人
）
を
含

む
千
三
百
人
で
警
戒
に
当
た
る
。

　

日
銀
当
局
は
沖
縄
の
通
貨
量
の
予
想
を
上

回
る
五
百
四
十
億
円
を
準
備
、
交
換
業
務
に

万
全
を
期
し
て
い
る
。
三
○
五
円
の
交
換
レ

ー
ト
、
三
○
八
円
の
基
準
レ
ー
ト
よ
り
三
円

安
で
、
一
㌦
＝
三
六
○
円
の
旧
レ
ー
ト
に
比

べ
る
と
一
七
・
八
五
％
減
価
す
る
こ
と
に
な

る
。

｜
社　

説
｜

新
生
沖
縄
県
民
の
誓
い
／
全
国

民
と
平
和
、
自
治
の
確
立
へ

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
15
〕

　

沖
縄
の
祖
国
復
帰
が
、
や
っ
と
実
現
し
た
。

一
九
四
五
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
米
軍
に

占
領
さ
れ
、
引
き
続
き
一
九
五
二
年
の
対
日

平
和
条
約
に
よ
っ
て
米
国
の
統
治
下
に
置
か

れ
て
二
十
七
年
、
四
分
の
一
世
紀
余
の
長
期

間
に
わ
た
る
米
国
の
実
質
的
な
軍
政
に
終
止

符
が
打
た
れ
た
。
長
い
間
、
沖
縄
県
民
が
要

望
し
続
け
て
き
た
復
帰
が
達
成
さ
れ
た
。

　

戦
争
で
失
っ
た
国
土
を
、
平
和
裏
に
、
外

交
交
渉
で
取
り
戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
は

政
府
の
努
力
と
全
国
民
の
協
力
に
負
う
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
推
進
力
と
な
っ
た

の
は
、
沖
縄
県
民
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
よ

い
。
米
国
の
統
治
下
に
お
け
る
矛
盾
、
不
合

理
の
根
本
的
解
決
は
復
帰
以
外
に
な
い
と
の

認
識
に
立
っ
て
、
し
か
も
現
実
的
に
主
席
公

選
、
国
政
参
加
を
か
ち
と
っ
て
き
て
、
復
帰

の
目
的
を
達
し
た
県
民
の
英
知
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。

　

県
民
の
願
望
だ
っ
た
復
帰
は
実
現
し
た
が

そ
の
内
容
は
、
県
民
が
望
ん
だ
も
の
と
は
、
ほ

ど
遠
い
。
そ
の
上
、
国
際
通
貨
の
混
乱
に
よ

る
も
の
で
、
政
府
が
求
め
た
も
の
で
は
な
い

と
は
い
え
、
円
切
り
上
げ
の
し
わ
寄
せ
に
よ

る
県
民
の
〝
い
わ
れ
な
き
被
害
〟
も
加
わ
っ

て
、
せ
っ
か
く
待
望
の
復
帰
を
、
県
民
が
単

純
素
直
に
喜
べ
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。

　

復
帰
が
実
現
し
た
き
ょ
う
現
在
、
沖
縄
に

は
米
軍
の
核
兵
器
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
返
還
協
定
で
も
核
撤
去
の
明

文
が
な
く
、
間
接
的
表
現
を
と
っ
て
お
り
、
核

の
存
在
と
撤
去
と
を
確
認
す
る
手
段
が
な
い

の
で
、
県
民
が
疑
惑
を
捨
て
切
れ
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
。
ま
た
完
全
に
撤
去
さ
れ
て
い

る
に
し
て
も
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、

核
兵
器
の
再
持
ち
込
み
が
な
さ
れ
る
懸
念
も

根
強
い
。
〝
核
の
な
い
沖
縄
〟を
明
確
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

米
軍
基
地
は
、
復
帰
後
も
、
そ
の
規
模
機

能
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
復
帰
前
の
自
由

使
用
が
安
保
条
約
の
ワ
ク
内
に
制
限
さ
れ
る

が
、
ラ
ン
パ
ー
ト
前
高
等
弁
務
官
は
「
広
範

か
つ
高
度
に
発
達
し
た
米
軍
基
地
網
は
今
後

も
米
国
の
防
衛
体
制
と
日
本
お
よ
び
そ
の
他

の
極
東
の
同
盟
国
の
安
全
を
保
障
し
た
米
国

の
約
束
を
遂
行
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要

な
役
割
り
を
果
た
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

最
近
の
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
と
も
関
連
し
て
、

沖
縄
基
地
と
か
か
わ
り
を
持
つ
米
軍
の
軍
事

行
動
が
、
安
保
条
約
の
事
前
協
議
の
解
釈
を

め
ぐ
っ
て
、
論
議
を
呼
び
つ
つ
あ
る
。
す
で

に
嘉
手
納
飛
行
場
か
ら
発
進
す
る
給
油
機
Ｋ

Ｃ
１
３
５
に
よ
る
北
爆
出
撃
の
Ｂ
52
爆
撃
機

へ
の
空
中
給
油
が
、
事
前
協
議
の
対
象
に
な

る
か
、
ど
う
か
で
与
野
党
の
論
争
を
ひ
き
起

こ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
沖
縄
の
復
帰
に

よ
っ
て
安
保
条
約
が
再
検
討
の
時
期
に
き
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
沖
縄
の
米
軍
基
地
が
、
特
に
沖
縄
本

島
で
、
島
の
主
要
地
域
を
広
範
囲
に
占
有
し

続
け
て
い
る
た
め
、
県
民
生
活
を
圧
迫
し
、

沖
縄
県
の
開
発
に
重
大
な
支
障
を
与
え
て
い

る
。
基
地
の
自
由
使
用
を
最
優
先
し
て
き
た

米
軍
統
治
下
で
は
不
可
能
だ
っ
た
基
地
依
存

の
不
健
全
な
経
済
か
ら
の
転
換
、
民
生
向
上

を
期
す
経
済
開
発
を
、
復
帰
に
よ
っ
て
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
米
軍
基
地
を
撤

去
、
ま
た
は
大
幅
に
縮
小
し
な
い
限
り
、
そ

の
成
果
は
期
し
が
た
い
。

　

復
帰
後
の
「
豊
か
で
平
和
な
沖
縄
県
」
づ

く
り
を
カ
ラ
念
仏
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に

は
、
沖
縄
県
の
米
軍
基
地
が
絶
対
に
現
状
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
、
平

和
を
希
求
す
る
日
本
国
民
、
と
く
に
第
二
次

世
界
大
戦
で
、
戦
争
の
悲
惨
を
身
を
も
っ
て

体
験
し
、
さ
ら
に
長
期
間
に
わ
た
る
米
軍
基

地
と
同
居
し
、
米
軍
政
下
に
あ
っ
て
、
戦
争

と
平
和
に
つ
い
て
確
固
た
る
信
念
を
持
つ
沖

縄
県
民
と
し
て
、
沖
縄
基
地
の
撤
去
、
縮
小

を
含
む
日
米
安
保
条
約
の
再
検
討
に
つ
い
て
、
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積
極
的
に
発
言
し
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
し
当
た

っ
て
米
軍
基
地
の
縮
小
に
つ
い
て
は
、
サ
ン

ク
レ
メ
ン
テ
会
談
で
日
米
首
脳
間
の
了
解
が

成
立
し
て
い
る
の
で
早
急
に
対
米
折
衝
の
開

始
を
求
め
た
い
。

　

沖
縄
県
民
が
、
き
ょ
う
か
ら
適
用
下
に
は

い
っ
た
日
本
国
憲
法
は
、
そ
の
制
定
に
県
民

は
参
加
し
て
い
な
い
。
し
か
し
一
九
六
五
年

い
ら
い
「
沖
縄
住
民
の
祝
祭
日
」
に
決
定
、〝

わ
れ
わ
れ
の
憲
法
〟
と
し
て
公
式
に
認
め
こ

れ
を
支
持
す
る
意
思
表
示
を
し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
本
土
で
は
防
衛
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の

改
憲
論
、
自
衛
隊
違
憲
論
な
ど
が
出
て
い
る
。

ま
た
憲
法
下
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本

土
で
は
官
僚
政
治
に
よ
っ
て
中
央
集
権
化
が

復
活
し
地
方
自
治
が
む
し
ば
ま
れ
て
き
て
い

る
。

　

沖
縄
県
民
は
憲
法
の
適
用
外
に
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
国
民
と
し
て
憲
法
を

目
標
に
、
米
軍
政
に
批
判
を
加
え
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
な
が
ら
も
、
着
実
に
自
治
の
幅
を

広
げ
て
き
た
。
軍
政
の
巨
大
な
壁
は
復
帰
に

よ
っ
て
取
り
払
わ
れ
た
が
、
な
か
に
は
本
土

よ
り
前
進
し
て
い
た
も
の
も
〝
本
土
並
み
〟〝

一
体
化
〟
の
名
の
も
と
に
後
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

　

本
土
と
の
格
差
を
一
日
も
早
く
縮
め
る
た

め
に
は
、
県
民
が
諸
制
度
の
暫
定
、
特
例
措

置
を
活
用
し
積
極
的
に
県
づ
く
り
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

だ
が
同
時
に
、
四
分
の
一
世
紀
に
わ
た
る
異

民
族
支
配
の
中
で
手
さ
ぐ
り
で
体
得
し
た
平

和
、
自
治
、
福
祉
の
尊
さ
を
、
再
び
沖
縄
県

民
は
も
ち
ろ
ん
本
土
の
国
民
に
同
じ
屈
辱
と

苦
し
み
を
味
わ
わ
せ
な
い
た
め
に
国
民
世
論

お
よ
び
国
の
政
治
に
反
映
さ
せ
る
の
が
、
沖

縄
県
民
の
責
務
だ
と
信
ず
る
。

三
○
八
円
読
み
替
え
／
那
覇
市

／
水
道
料
金
で
答
弁

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
18
〕

 
 

開
会
中
の
那
覇
市
臨
時
議
会
（
辺
野
喜
英

興
議
長
）
は
十
七
日
か
ら
一
般
質
問
に
は
い

り
、
新
政
会
（
自
民
系
）
、
人
民
党
、
公
明
党

の
八
議
員
が
市
当
局
に
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ

い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。

　

こ
の
中
で
大
浜
長
弘
議
員
（
公
明
党
）
は

「
水
道
料
金
、
市
場
使
用
料
、
市
営
住
宅
使
用

料
は
そ
れ
ぞ
れ
一
㌦
対
三
○
五
円
の
実
勢
レ

ー
ト
で
読
み
替
え
る
意
思
が
あ
る
か
」
と
問

い
た
だ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
市
当
局
は
、「
水

道
料
金
は
三
○
八
円
」
「
市
場
使
用
料

も
三
○
八
円
」「
市
営
住
宅
使
用
料
は
三
○
五

円
」
で
読
み
替
え
る
と
答
え
た
。

　

一
般
質
問
は
十
八
日
も
行
な
わ
れ
、
十
九

日
に
は
平
良
市
長
の
施
政
方
針
演
説
が
予
定

さ
れ
、
四
十
七
年
度
予
算
案
が
上
程
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

那
覇
市
福
祉
事
務
所
が
ス
タ
ー  

ト〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
19
〕

那
覇
市
福
祉
事
務
所
が
十
七
日
ス
タ
ー
ト
し

た
。
社
会
事
業
法
が
復
帰
に
よ
っ
て
沖
縄
に

も
適
用
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
琉
球
政
府

の
主
管
だ
っ
た
福
祉
行
政
を
那
覇
市
が
肩
代

わ
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
復
帰
初

年
の
今
年
度
は
コ
ザ
、
名
護
両
市
の
福
祉
事

務
所
も
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

那
覇
市
で
は
七
一
年
八
月
に
福
祉
事
務
所

設
置
準
備
室
を
置
き
、
発
足
に
向
け
て
諸
準

備
を
進
め
て
い
た
が
、
十
七
日
、
こ
れ
ま
で

業
務
を
行
な
っ
て
き
た
那
覇
福
祉
事
務
所
か

ら
正
式
に
仕
事
を
引
き
継
い
だ
。
那
覇
福
祉

事
務
所
は
南
部
福
祉
事
務
所
と
な
り
、
南
部

の
市
町
村
住
民
の
福
祉
行
政
を
担
当
す
る
。

　

那
覇
市
福
祉
事
務
所
に
は
庶
務
、
保
護
、
福

祉
の
三
課
が
置
か
れ
、
児
童
、
身
体
障
害
者
、

母
子
、
精
神
薄
弱
者
、
老
人
福
祉
と
生
活
保

護
世
帯
の
福
祉
を
行
な
う
。
総
勢
約
四
十
人

で
、
こ
れ
ま
で
民
生
課
を
通
じ
て
な
さ
れ
て

き
た
福
祉
行
政
は
か
な
り
強
化
さ
れ
る
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
福
祉
関
係
の
費
用
は
市

の
財
政
で
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

八
割
は
国
庫
負
担
、
残
り
の
二
割
も
交
付
税

の
形
を
と
っ
た
国
家
財
政
な
の
で
、
予
算
面

か
ら
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
。

〝
憲
法
都
市
を
目
標
に
〟
／
平
良

市
長
が
施
政
方
針
演
説
／
那

覇
市
臨
時
議
会

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
20
〕

 
 

開
会
中
の
那
覇
市
臨
時
議
会
（
辺
野
喜
英

興
議
長
）
は
十
九
日
、
平
良
市
長
の
施
政
方

針
演
説
と
昭
和
四
十
七
年
度
予
算
案
の
提
出

を
受
け
た
。

　

施
政
方
針
演
説
で
平
良
市
長
は
、
沖
縄
返

還
は
沖
縄
県
民
の
要
求
し
た
「
基
地
も
核
も

な
い
豊
か
な
平
和
な
沖
縄
」
を
実
現
す
る
た

め
の
復
帰
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
た
も
の
で

あ
る
、
と
復
帰
実
現
に
た
い
す
る
姿
勢
を
明

ら
か
に
し
た
後
、
新
し
く
憲
法
都
市
を
目
ざ

し
て
市
政
を
行
な
っ
て
い
く
と
の
決
意
を
述

べ
た
。
ま
た
、
基
本
施
策
と
し
て
都
市
計
画

の
再
検
討
と
総
合
計
画
の
策
定
、
軍
用
地
の

開
放
と
都
市
基
盤
の
整
備
、
交
通
体
系
の
再

編
確
立
、
那
覇
商
港
の
市
へ
の
移
管
と
大
那

覇
港
の
建
設
な
ど
を
あ
げ
、
強
力
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

施
政
方
針
演
説
の
後
、
昭
和
四
十
七
年
度

予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
。
予
算
案
に
よ
る
と
、
四
十
七
年
度
の
市

の
歳
入
歳
出
総
額
は
百
二
十
億
円
余
で
、
七

二
年
度
予
算
に
比
べ
、
二
十
七
㌫
の
増
。
土

木
費
、
教
育
費
、
民
生
費
な
ど
に
重
点
が
お



六
六
一

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
五
月

か
れ
て
い
る
。

　

平
良
市
長
の
演
説
要
旨
は
次
の
通
り
。

　

戦
後
二
十
七
年
に
お
よ
ぶ
米
国
の
沖
縄
占

領
と
統
治
は
こ
こ
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
事
実

を
全
市
民
と
と
も
に
厳
粛
に
受
け
止
め
、
日

本
国
憲
法
に
基
づ
く
地
方
自
治
が
県
都
那
覇

市
に
お
い
て
力
強
く
発
足
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
し
か
し
、
沖
縄
返
還
は
「
基
地

も
核
も
な
い
豊
か
な
平
和
な
沖
縄
」
を
実
現

す
る
た
め
の
復
帰
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て

い
る
。
米
軍
基
地
の
ほ
と
ん
ど
が
認
め
ら

れ
、
自
衛
隊
の
配
備
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

基
地
と
地
域
開
発
の
対
立
、
軍
事
優
先
と
市

民
福
祉
の
相
克
、
中
央
集
権
化
と
地
方
自
治

の
関
係
な
ど
多
く
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
お

り
、
復
帰
は
沖
縄
県
民
に
と
っ
て
、
新
た
な

歴
史
的
試
練
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
機
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
の
原
理
と

精
神
を
那
覇
市
民
と
と
も
に
考
え
た
い
。
今

後
の
市
政
の
基
本
を
、
反
戦
平
和
、
主
権
在

民
、
地
方
自
治
の
確
立
を
保
障
し
た
日
本
国

憲
法
に
求
め
、
そ
れ
を
砦
に
、
日
本
国
憲
法

が
市
民
生
活
に
生
か
さ
れ
る
憲
法
都
市
の
建

設
を
目
標
に
市
政
に
専
念
す
る
決
意
で
あ
る
。

那
覇
市
議
会
／
予
算
審
議
で
波

乱
／
野
党
の
新
政
会
議
員
が

退
場

〔
沖
タ
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
23
〕

　

開
会
中
の
那
覇
市
議
会
は
二
十
二
日
、
二

十
日
に
上
程
さ
れ
た
昭
和
四
十
七
年
度
予
算

案
に
た
い
す
る
質
疑
を
行
な
っ
た
が
、
重
機

具
使
用
料
の
費
目
存
置
の
訂
正
を
め
ぐ
っ
て

市
当
局
と
野
党
・
新
政
会
（
自
民
党
系
）
が

対
立
、
新
政
会
議
員
が
退
場
す
る
な
ど
波
乱

を
み
せ
た
。

　

質
疑
に
立
っ
た
新
政
会
の
真
栄
城
嘉
園
議

員
は
、
歳
入
の
部
の
「
土
木
管
理
使
用
料
」

が
重
機
具
使
用
料
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
批
判
、
訂
正
す
る
べ
き
だ
と
迫
っ

た
。
同
議
員
は
「
市
当
局
は
重
機
使
用
料
廃
止

条
例
を
議
会
に
提
案
し
、
全
会
一
致
で
認
め

ら
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
案
に
重

機
使
用
料
を
組
む
と
は
納
得
で
き
な
い
、
す

ぐ
訂
正
し
て
ほ
し
い
」
と
要
求
し
た
。

　

市
当
局
は
「
補
正
で
訂
正
し
た
い
」
と
し

な
が
ら
も
「
確
か
に
廃
止
条
例
を
提
出
、
認

め
て
も
ら
っ
た
が
、
し
か
し
市
の
業
務
に
支

障
の
な
い
限
り
、
重
機
類
を
貸
し
付
け
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
」
と
法
的
な
正
当
性
を
主

張
し
た
た
め
、
新
政
会
は
「
首
尾
一
貫
し
て

い
な
い
」
「
誠
意
が
な
い
」
と
退
場
、
議
会
は

三
十
分
間
も
空
転
し
た
。

　

し
か
し
、
与
野
党
の
話
し
合
い
で
、
費
目

存
置
で
あ
る
「
土
木
管
理
使
用
料
」
は
そ
の

ま
ま
に
し
て
、
重
機
具
使
用
料
と
い
う
説
明

文
を
削
除
す
る
こ
と
に
意
見
一
致
、
議
会
は

正
常
に
戻
っ
た
。

　

重
機
具
使
用
料
と
は
、
市
有
で
あ
る
重
機

類
を
業
者
に
貸
し
付
け
て
受
け
取
る
使
用
料
。

こ
れ
ま
で
条
例
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た

が
、
復
帰
と
と
も
に
重
機
類
は
「
物
品
」
と

な
り
、
原
則
と
し
て
貸
し
付
け
る
こ
と
は
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は

市
の
事
業
を
行
な
う
業
者
の
中
に
は
重
機
類

を
持
っ
て
い
な
い
の
も
多
い
と
い
わ
れ
、
市

当
局
で
は
業
者
の
便
宜
を
は
か
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
事
態
も
考
え
ら
れ
る
と
み
て
、「
費

目
存
置
」
と
し
て
予
算
化
し
た
よ
う

だ
。

　

こ
の
日
は
そ
の
他
に
、
金
城
重
正
議
員
が

「
基
地
周
辺
整
備
法
に
基
づ
く
本
土
政
府
か

ら
の
支
出
金
が
あ
る
が
、
今
後
も
同
法
に
基

づ
く
支
出
金
を
受
け
取
る
意
思
が
あ
る
か
」

と
質
問
、
平
良
市
長
は
「
基
地
や
自
衛
隊
の

配
備
に
は
も
ち
ろ
ん
反
対
で
あ
る
。
し
か

し
、
基
地
や
自
衛
隊
の
た
め
に
市
民
が
損
害

を
受
け
る
時
は
、
当
然
の
権
利
と
し
て
支
出

を
要
求
し
て
い
く
」
と
答
え
た
。

返
還
の
内
容
に
は
不
満
／
議
会

／
祖
国
復
帰
宣
言
を
採
択

〔
琉
新
・
朝　

１
９
７
２
・
５
・
25
〕

那
覇
市
議
会
(
辺
野
喜
英
興
議
長
)
は
さ
る

十
五
日
、
祖
国
復
帰
宣
言
を
全
会
一
致
で
採

択
し
た
。
同
宣
言
は
、
沖
縄
県
民
は
米
軍
支

配
下
に
あ
り
な
が
ら
も
平
和
を
希
求
し
、
祖

国
へ
の
道
を
求
め
て
多
く
の
戦
い
を
展
開
し

て
き
た
。
復
帰
を
迎
え
た
が
、
し
か
し
返
還

の
内
容
は
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
県
民
大
衆
の
中
に
多
く
の
不
満
を
か

も
し
だ
し
て
い
る
。
市
議
会
は
県
民
の
心
情

を
率
直
に
訴
え
、
日
本
国
憲
法
の
下
で
民
主

主
義
の
基
本
理
念
を
い
か
し
、
市
民
の
福
祉

増
進
を
図
る
こ
と
を
約
し
、
戦
争
の
な
い
平

和
な
文
化
都
市
づ
く
り
の
た
め
市
民
と
と
も

に
ま
い
進
す
る―

と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
宣
言
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊

反
対
も
盛
り
込
む
べ
き
だ
と
す
る
与
党
と
、

そ
れ
に
は
反
対
だ
と
す
る
野
党
が
対
立
し
た

が
、
結
局
野
党
の
主
張
を
と
り
入
れ
、
復
帰

宣
言
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。



六
六
二

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
一
月



六
六
三

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
一
月

那
覇
市
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
（
議
席
順
）

　

任
期　

平
成
十
九
年
八
月
十
日
～
平
成
二
十
一
年
八
月
三
日

　
　
　
　

委 
員 

長　

安
慶
田
光
男
（
議
長
）

　
　
　
　

副
委
員
長　

崎
山　

嗣
幸
（
副
議
長
）
（
～
平
成
二
十
年
五
月
三
十
日
）

　
　
　
　

副
委
員
長　

大
浜
美
早
江
（
副
議
長
）
（
平
成
二
十
年
六
月
三
日
～
）

　
　
　
　

委　
　

員　

桑
江　
　

豊
（
公
明
党
）

　
　
　
　

委　
　

員　

平
良　

識
子
（
社
社
連
合
）　

　
　
　
　

委　
　

員　

大
城　

朝
助
（
日
本
共
産
党
）

　
　
　
　

委　
　

員　

上
里　

直
司
（
民
主
ク
ラ
ブ
）
（
～
平
成
二
十
年
五
月
二
十
九
日
）

　
　
　
　

委　
　

員　

清
水　

磨
男
（
民
主
党
）
（
平
成
二
十
年
十
一
月
十
八
日
～
）

　
　
　
　

委　
　

員　

座
覇　

政
為
（
そ
う
ぞ
う
）

　
　
　
　

委　
　

員　

久
高　

将
光
（
自
民
・
無
所
属
連
合
）

　
　
　
　

委　
　

員　

唐
真　

弘
安
（
自
由
民
主
党
・
市
民
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
「
民
主
ク
ラ
ブ
」
会
派
、
平
成
二
十
年
五
月
二
十
九
日
自
然
消
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
「
民
主
党
」
会
派
、
平
成
二
十
年
十
一
月
十
八
日
結
成



六
六
四

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
一
月

那
覇
市
議
会
史
編
集
委
員
会

　
　

 
任
期　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
～
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

 

委 
員 
長　

金
城　
　

功
（
元
沖
縄
大
学
教
授
） 

 

副
委
員
長　

来
間　

泰
男
（
沖
縄
国
際
大
学
経
済
学
部
教
授
）

 

委　
　

員　

大
城　

将
保
（
沖
縄
国
際
大
学
非
常
勤
講
師
）

 

委　
　

員　

久
部
良
和
子
（
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
専
門
員
）

 

委　
　

員　

島
袋　
　

純
（
琉
球
大
学
教
育
学
部
教
授
） 

 

委　
　

員　

田
里　
　

修
（
沖
縄
大
学
法
経
学
部
教
授
）

 

委　
　

員　

田
名　

真
之
（
沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
教
授
）

 

委　
　

員　

徳
田　

博
人
（
琉
球
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
）

 

委　
　

員　

前
津　

榮
健
（
沖
縄
国
際
大
学
法
学
部
教
授
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

委　
　

員　

宮
城　

剛
助
（
元
沖
縄
県
公
文
書
館
副
参
事
）

 

委　
　

員　

本
村　
　

繁
（
那
覇
市
文
化
協
会
文
芸
部
会
長
）

 

委　
　

員　

由
井　

晶
子
（
元
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
編
集
局
長
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

第
四
巻
「
新
聞
に
み
る
議
会
」
小
委
員
会

委
員
長　

大
城　

将
保

委　

員　

久
部
良
和
子

委　

員　

島
袋　
　

純

委　

員　

田
里　
　

修

委　

員　

徳
田　

博
人

委　

員　

宮
城　

剛
助

委　

員　

本
村　
　

繁

委　

員　

由
井　

晶
子

那
覇
市
議
会
史
編
さ
ん
室

室　

長　

豊
平　

秀
幸
（
庶
務
課
長
）

主　

査　

善
平　

優
二
（
庶
務
課
）

室　

員　

山
城　

洋
子

室　

員　

眞
榮
田
聡
子　



�

	 1958 年	（昭和 33 年 )

�・�	 選挙戦／年明けとともに激化	〔沖タ・
朝〕	

�・�	 真和志の市議選／選挙名簿縦覧／１
月３日から �0 日間	〔沖タ・朝〕	

�・�	 市長告発合戦／起訴猶予と決る	〔沖
タ・朝〕	

�・�	 新しい那覇	（�）	／浮島から �9 万人
都市へ	〔沖タ・朝〕	

�・3	 那覇市　長選後半戦へ入る／む本格
的な票よみも／年明け早々〝作戦
会議〟	〔沖タ・朝〕	

�・3	 記者のメモ／死にもの狂いの選挙本
部	〔沖タ・朝〕	

�・3	 奥武山に総合グラウンド／那覇市、	
公有水面埋立て申請	〔沖タ・朝〕	

�・3	 新しい那覇	（2）	／学都に生れ変る首
里／前世紀と現代が雑居	〔沖タ･朝〕	

�・4	 ｜社説｜選挙法令の改正を民政当局
に要請す／選挙演説会のヤジ	〔沖
タ・朝〕	

�・4	 選挙で明けた那覇市／ピシピシ処罰
する／演説会場の悪質な妨害も	

〔琉新・朝〕	
�・4	 那覇市長選／舌戦たけなわ／地盤切

崩しに躍起／きょう文化講演会開
く	〔沖タ・朝〕	

�・4	 新しい那覇	（3）	／政治センター／
琉球の中心地／ひるがえる星条旗	

〔沖タ・朝〕	
�・4	 那覇市長選挙戦に思う／高嶺明達	

〔沖タ・夕〕	
�・4	 凍結解除の前ぶれ／琉銀から都計再

開の申入れ	〔沖タ・夕〕	
�・4	 那覇の告発合戦不起訴処分	〔沖タ･夕〕	
�・4	 私の意見／大那覇市の出発	（上）	／

将来の市のあり方について／友利
實造	〔琉新・夕〕	

�・5	 大弦小弦	〔那覇市の合併祝賀会〕	〔沖
タ・朝〕	

�・5	 那覇市長選最高潮へ／広場埋める５
万の聴衆／平良氏米の反省求め市
政収拾／きのう両派立会演説ハー
バービューで	〔沖タ・朝〕	

�・5	 記者のメモ／立会演説、	ヤマシシ問
答	〔沖タ・朝〕	

�・5	 三つの道路工事再開／那覇凍結資金
一部解かる	〔沖タ・朝〕	

�・5	 きょう合併お祝い／人口 �8 万の首都
／花やかに旗行列や提灯行列	〔沖
タ･朝〕	

�・5	 新しい那覇	（4）	／安謝付近／近海航
路の港に改修	〔沖タ･朝〕	

�・5	 那覇市民に訴える両陣営	〔沖タ・朝〕	
�・5	 金口木舌	〔那覇市長選〕	〔琉新・朝〕	
�・5	 数万の聴衆で埋まる／那覇市長選は最

高潮／立会演説	〔琉新・朝〕	
�・5	 那覇市民に訴える両陣営	〔琉新・朝〕	
�・5	 論叢／那覇市の上水道と水源／ �8 万市

民と４ヶ村長に代って陳情／横田英	
〔沖タ・夕〕	

�・5	 那覇市長選各地の情勢を打診する／旧
市内は勢力伯仲か／首里・小禄で攻
勢展開平良氏／兼次氏真和志に全力
傾ける	〔沖タ･夕〕	

�・5	 花やかに合併祝賀式典／ �8 万の新首
都祝い／旗行列や通り会のオン・パ
レード	〔沖タ・夕〕	

�・5	 私の意見／大那覇市の出発	（下）	／将
来の市のあり方について／友利實造	
〔琉新・夕〕	

�・6	 那覇市長選挙／投票あと６日／両陣営
街頭に進出	〔沖タ・朝〕	

�・6	 選挙情勢打診	（�）	／旧那覇／カギ握
る婦人層／相手の地盤を猛攻	〔沖タ
･朝〕	

�・6	 大那覇市〝万歳〟／合併記念の祝賀式
典幕を閉じる／光の波でお祭り気分
あおる	〔沖タ･朝〕	

�・6	 記者席／もう市長はきまったかい！	
〔琉新・朝〕	

�・6	 最高潮の那覇市長選／ここ２、	３日が
ヤマ／街頭演説隊も繰り出す	〔琉
新・朝〕	

�・6	 合併祝賀／ちょうちんの大行列／延々
と夜の街に流れる	〔琉新・朝〕	

�・6	 声／大那覇市を正道に歩ませ	〔琉新・
朝〕	

�・7	 ｜社説｜選挙戦の様相と市民の判断	
〔沖タ・朝〕	

�・7	 投票日あと５日／かけずり回る両候補	
〔沖タ･朝〕	

�・7	 新しい那覇	（5）	／美化を待つ龍潭池	
〔沖タ・朝〕	

�・7	 選挙法の一部を改正／開票場の増設認
める	〔琉新・朝〕	

�・7	 記者席／選挙事務所はプリプリ	〔琉
新・朝〕	

�・8	 那覇市長選大詰へ迫る／昼夜の別なく
猛運動／投票日まであと４日	〔沖
タ・朝〕	

�・8	 候補者はかく訴える／市民の冷静な判
断を／圧力には徹底的に抵抗	〔沖タ
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	 　・朝〕	
�・8	 総評からのポスター／大湾氏らが引渡

し要請	〔沖タ・朝〕	
�・8	 選挙情勢打診	（2）	／旧首里／票、	地

域的に動く／狙われる知識階層	〔沖
タ・朝〕	

�・8	 ゴール前で乱戦模様／那覇市長選挙／
ビラ剥ぎの新戦術も／泥試合防止に
取締り強化	〔沖タ・朝〕	

�・8	 那覇水道またピンチ／給水量半分以下
に落ちる	〔沖タ・朝〕	

�・8	 公聴／市長選挙に思う	〔沖タ・朝〕	
�・8	 新しい那覇	（6）	／泊港／陸化した６

万坪	〔沖タ・朝〕	
�・8	 私が市政を担当したら／両候補の重要

政策を聞く	〔琉新・朝〕	
�・9	 ｜社説｜選挙戦に泥ぬるな	〔沖タ･朝〕	
�・9	 大弦小弦	〔那覇市長選挙終盤戦〕	〔沖

タ・朝〕	
�・9	 選挙情勢打診	（3）	／真和志／勝敗を

決する〝関ヶ原〟の戦／両派の攻防
戦最高潮	〔沖タ･朝〕	

�・9	 いよいよ終盤戦／那覇市長選きょう立
候補届出締切り	〔沖タ･朝〕	

�・9	 米紙記者／続々来島	〔沖タ･朝〕		
�・9	 記者のメモ／ポスター戦アノ手コノ手	

〔沖タ・朝〕	
�・9	 ｜社説｜恐るべき演説、	 弁士の暴論	

〔琉新・朝〕	
�・9	 記者席／市長選挙は軍国調で	〔琉新・

朝〕	
�・9	 広告／声明書	〔琉新・朝〕		
�・9	 広告／声明書	〔沖タ・夕〕		
�・�0	 両候補の政見をきく／那覇市政をどう

する	〔沖タ･朝〕	
�・�0	 記者のメモ／選挙で母国との距離接近	

〔沖タ･朝〕	
�・�0	 広告／那覇市長選挙にあたり／兼次サ

　ー候補支持を訴える	〔沖タ・朝〕
�・�0	 ｜社説｜総評の選挙介入は妥当ではな

い	〔琉新・朝〕	
�・�0	 大詰めにきた那覇市長選／総力あげ追

込みへ	〔琉新・朝〕	
�・�0	 那覇市長選挙／両派とも自信満々／市

民の軍配何れに上る	〔琉新・夕〕	
�・��	 ｜社説｜大那覇市建設へ／あすは審判

の日	〔沖タ・朝〕	
�・��	 明日投票那覇市長選／浮動票の追い込

みに全力／両派絶対不敗を呼号	〔沖
タ・朝〕	

�・��	 記者のメモ／すさまじいゴール寸前…	
〔沖タ・朝〕	

�・��	 波之上住民大会開く／平良候補の推薦
決議	〔沖タ・朝〕	

�・��	 兼次氏を支持／浅沼社会党書記長談	
〔沖タ・朝〕	

�・��	 広告／那覇市長選挙にあたり／兼次

サー候補支持を訴える	〔沖タ・朝〕	
�・��	 選挙情勢打診	（4）	／小禄／両派、	先

ず互角の勝負／表面は全く音なしの
構え	〔沖タ・朝〕	

�・��	 那覇市長選挙／決戦あすに迫る／車を
動員、	街頭へ／激しい神経戦もとび
出す	〔沖タ・朝〕	

�・��	 いよいよ総仕上げへ／あす投票の那覇
市長選挙	〔琉新・朝〕	

�・��	 声／那覇市民の皆様に訴える	〔琉新・
朝〕	

�・��	 声／明朗な選挙を望む	〔琉新・朝〕	
�・��	 那覇市長選取材に／外人記者が大挙来

島	〔琉新・朝〕	
�・��	 外人記者の見た那覇市長選挙／誰が

勝っても米は損／結局は人物本位か	
〔沖タ・夕〕	

�・��	 〝日本社会党はノータッチ〟／那覇市長
選に安里社大委員長談	〔沖タ･夕〕	

�・��	 広告／市長候補に御願い	〔沖タ・夕〕	
�・��	 広告／那覇市長に／タイラ氏を推薦	

〔沖タ・夕〕	
�・��	 広告／那覇市長選挙にあたり／兼次

サー候補の必勝を訴える	〔沖タ・夕〕	
�・��	 広告／那覇市民の皆様に訴える	〔沖

タ・夕〕	
�・��	 自信満々の両陣営／那覇市長選への皮

算用／票差は４、	５千？／一般はつ
ば競り合いを予想	〔琉新・夕〕	

�・��	 広告／日本社会党は特定候補の兼次佐
一を支持せず	〔琉新・夕〕	

�・�2	 ｜社説｜那覇市長選挙の投票日を迎え
て	〔沖タ・朝〕	

�・�2	 大弦小弦	〔那覇市長選風影〕	〔沖タ・
朝〕	

�・�2	 有権者の審判どう下る／朝７時から晩
６時まで／きょう投票日／那覇市長
選	〔沖タ・朝〕	

�・�2	 〝４万票は確実〟／両派、	最後の追い込
み	〔沖タ・朝〕	

�・�2	 泣くも笑うもきょう限り／審判まつ両
候補／どっちも絶対勝つよ／くつろ
ぐ間もなく／ギリギリまで演説会	
〔沖タ・朝〕	

�・�2	 ｜社説｜悔いなき一票を投じよう	〔琉
新・朝〕	

�・�2	 金口木舌	〔那覇市長選挙〕	〔琉新･朝〕	
�・�2	 那覇市長選挙きょう投票／平良か兼次

か／静かに審判待つ両陣営	〔琉新・
朝〕	

�・�2	 快晴に恵まれた那覇市長選挙／出足す
こぶる好調／小禄は午前中で５割の
投票率		〔琉新・夕〕	

�・�3	 大弦小弦	〔那覇市長選投票雑感〕	〔沖
タ・朝〕	

�・�3	 那覇市長選・きょう開票／当選ひるす
ぎには判明／７万 500 人が投票	〔沖
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	 　タ・朝〕	
�・�3	 記者のメモ／戦い終って有頂天…	〔沖

タ・朝〕	
�・�3	 さて軍配はいずれに／戦い終えた両派

本部／にぎやかに前祝い／皮算用は
〝絶対優勢〟	〔沖タ・朝〕	

�・�3	 〝旧番地〟でまごつく／各会場で名簿洩
れ騒ぎ	〔沖タ・朝〕	

�・�3	 那覇市長選挙／けさ２ヵ所で同時開票
／兼次佐一氏が当確／約１千票の差	

〔沖タ・朝〕	
�・�3	 ｜社説｜投票場をもっと増設してもら

いたい	〔琉新・朝〕	
�・�3	 金口木舌	〔那覇市長選挙〕	〔琉新･朝〕	
�・�3	 〝投票場を増やして〟／１時間も待ちぼ

うけ／那覇市長選	〔琉新・朝〕	
�・�3	 あすから届出開始／真和志の那覇市議

補選	〔琉新・朝〕	
�・�3	 激戦の那覇市長選挙／兼次氏の当選確

定／票差はわずかに�,007票	〔琉新・
夕〕	

�・�4	 大弦小弦	〔選挙名簿もれと投票率〕		
〔沖タ・朝〕	

�・�4	 兼次氏 984 の差で勝つ／上げ潮に乗っ
た民連／各方面に大きな波紋	〔沖
タ・朝〕	

�・�4	 日本政府は静観／愛知官房長官談	〔沖
タ・朝〕	

�・�4	 圧迫に対する反発／福岡県大会	〔沖
タ・朝〕	

�・�4	 本土の反響／この機会に米国は反省を
／本土、	３政党	〔沖タ・朝〕	

�・�4	 民連の勝利と今後の問題／解説／注目
　される市議選／真和志／両派、	次
の対戦に準備急ぐ	〔沖タ・朝〕	

�・�4	 〝セナガ市政の再来〟／当間主席／勝利
を期待していたが…	〔沖タ・朝〕	

�・�4	 誕生する兼次市長／茶わん酒でカンパ
イ！／〝予想通りの勝利だ市民福祉
念頭に頑張る〟	〔沖タ・朝〕	

�・�4	 〝米国の反省を求める〟／敗戦に沈み
きった平良派	〔沖タ・朝〕	

�・�4	 真和志地区／市議補選、	 きょう届出	
〔沖タ・朝〕	

�・�4	 兼次候補らと国際電話／ラジオ東京　	
〔沖タ・朝〕	

�・�4	 明るい表情／兼次氏の出身部落	〔沖
タ・朝〕	

�・�4	 ｜社説｜那覇市長選挙の結果に想う	
〔琉新・朝〕	

�・�4	 兼次氏勝利の那覇市長選／政界に重大
影響／表面化する当間主席不信	〔琉
新・朝〕	

�・�4	 ワシントンの反響／那覇市長選／瀬長
派の勝利に失望／沖縄の基地は放棄
せず	〔沖タ・夕〕	

�・�4	 今晩のわだい／抵抗と民族主義	〔沖

タ・夕〕	
�・�4	 時評／那覇市長選の示すもの／市民の

意見を尊重せよ／中島俊作	〔沖タ・
タ〕	

�・�4	 反米勢力の増大ではない／今後の市政
に注目／外人記者の見た市長選	〔沖
タ・夕〕	

�・�4	 兼次新市長へ注文する／那覇市民の声
／公約通りの市政運営／道路整備な
ど、	都計遂行を	〔沖タ・夕〕	

�・�4	 那覇市長選挙、	東京ではこうみる／想
像より以上の抵抗／市政を建設的な
方向へ	〔沖タ・夕〕	

�・�4	 けさ９氏が届出／旧真和志の市議補充
選挙	〔沖タ・夕〕	

�・�4	 午前中に �0 名届出／またも始まった市
議補選	( 真和志 )	〔琉新・夕〕	

�・�5	 ｜社説｜新しい那覇市長にのぞむ	〔沖
タ・朝〕	

�・�5	 どう動く今後の政界／那覇市長選の波
紋を探る	〔沖タ・朝〕	

�・�5	 那覇市議選 �� 名届出	〔沖タ・朝〕		
�・�5	 民主的に責任政治を／兼次市長問題／

当間主席、	本土のラジオ記者と会見	
〔沖タ・朝〕	

�・�5	 開票でも異常な関心	〔沖タ・朝〕		
�・�5	 〝米政府深く失望〟／〝敗けたのは米側

だけ〟／米紙	〔沖タ・朝〕	
�・�5	 本土各紙の論調／那覇市長選挙／無視

できない〝民意〟／圧迫は当然反発
を生む	〔沖タ・朝〕	

�・�5	 岸内閣も反省を／鈴木社会党委員長	
〔沖タ・朝〕	

�・�5	 那覇市長選挙	（写真 )	〔沖タ・朝〕		
�・�5	 那覇の道路工事入札	〔沖タ・朝〕		
�・�5	 公聴／政界に望む	〔沖タ・朝〕		
�・�5	 ｜社説｜理性的でない政治活動は危険

である	〔琉新・朝〕	
�・�5	 兼次氏当選問題で主席記者会見／全島

に波及はせぬ／統治期間明示して欲
しい	〔琉新・朝〕	

�・�5	 〝責任はまず有権者に〟／都計は遅れる
だろう／兼次当選に琉銀総裁談	〔琉
新・朝〕	

�・�5	 兼次氏の当選は／米の敗北ではない／
国務省ホワイト氏談	〔沖タ・夕〕	

�・�5	 〝米国は敗北ではない〟／米国スポーク
スマン／那覇市長に兼次氏	〔琉新・
夕〕	

�・�6	 ｜社説｜米当局は那覇市政にどう出る
か	〔沖タ・朝〕	

�・�6	 市長選挙のうらおもて／本社記者座談
会	（�）	／社大緒戦で複雑な動き／
真和志を甘く見すぎた	〔沖タ・朝〕	

�・�6	 人物地帯／那覇市長に当選した／兼次
佐一	〔沖タ・朝〕	

�・�6	 ｜社説｜モーア声明の意味するもの
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	 　	〔琉新・朝〕	
�・�6	 沖縄政策変更を考えず／米当局者／兼

次氏当選で語る	〔琉新・朝〕	
�・�6	 岐路に立たされた政界	〔琉新・朝〕	
�・�6	 定員上回り �7 名／那覇市議補充選挙の

届出	〔沖タ・夕〕	
�・�6	 裏から見た那覇市長選／本社記者座談

会	〔琉新・夕〕	
�・�7	 市長選挙のうらおもて／本社記者座談

会	（2）	／後味悪かった〝党独自〟
／兼次発言で人民党の若手連怒る／
婦人層も組織的に動く	〔沖タ・朝〕	

�・�7	 那覇市議補選／ 20 名届出	〔沖タ・朝〕
�・�7	 普及員の存置／那覇市が要望	〔沖タ・

夕〕	
�・�7	 一部に辞表提出の動き／注目される那

覇市の人事	〔沖タ・夕〕	
�・�7	 市政運営で兼次氏と一問一答／〝軍の

協力を求める〟／人民党との関係は
議案本位、	政策本位で	〔沖タ・夕〕	

�・�7	 〝人事の異動はやる〟／那覇市役所で記
者会見／兼次氏	〔琉新・夕〕	

�・�8	 ｜社説｜市政収拾に注目される兼次動
向	〔沖タ・朝〕	

�・�8	 立候補届 26 名に／激戦になる那覇市議
補選	〔沖タ・朝〕	

�・�8	 土地収用告知／垣花一部と北谷村に	
〔琉新・朝〕	

�・�8	 きのう６氏が届出／立候補 30 名に落ち	
つくか／那覇市議補選	〔琉新・朝〕	

�・�8	 立候補 28 名に達す／真和志の市議補選	
〔琉新・夕〕	

�・�9	 兼次市長あす就任	〔沖タ・朝〕		
�・�9	 不当な解雇はやめよ／那覇市職員労組

が要望	〔沖タ・朝〕	
�・�9	 28 名届出／那覇市議補選	〔沖タ・朝〕
�・�9	 公聴／政治家のかけひき	〔沖タ・朝〕	
�・�9	 裏から見た那覇市長選／本社記者座談

会	(4)	〔琉新・夕〕	
�・20	 市長選挙のうらおもて／本社記者座談

会	（完）	／期待できるか軍の譲歩／
聞くにたえぬ〝売国奴〟の罵声／今
後は小党分立へ拍車？	〔沖タ・朝〕	

�・20	 新人が �5 名／真和志の市議選挙	〔琉
新・朝〕	

�・20	 補選でしのぎ削る／那覇市会どうなる
勢力分野	〔沖タ・夕〕	

�・20	 裏から見た那覇市長選／本社記者座談
会	(5)	〔琉新・夕〕	

�・20	 既に 29 名届出／あす選挙違反防止懇談
会	〔琉新・夕〕	

�・20	 兼次新市長の当選交付式と就任式	〔琉
新・夕〕	

�・2�	 兼次那覇市長／きのう就任／和やかに
〝よろしく〟／第一声〝市政は勢力
拡張の場に非ず〟	〔沖タ・朝〕	

�・2�	 市民の福祉重点に／都計／軍民政府援

助仰ぐ／記者会見	〔沖タ・朝〕	
�・2�	 那覇市議補選／有権者３万５千人	〔沖

タ・朝〕	
�・2�	 広告／推薦状	〔沖タ・朝〕		
�・2�	 ほとんどが出揃う／真和志の市議補選

候補	〔琉新・朝〕	
�・2�	 兼次氏／市長のイスに着く／〝区長制

度は復活したい〟	〔琉新・朝〕	
�・2�	 国場社会部長に抗議／職員の身分保証

問題で／那覇市職員労組幹部が	〔琉
新・朝〕	

�・2�	 論叢／弁務官政治に反発した市民／ア
ジアのキプロス島にするな	〔沖タ・
夕〕	

�・2�	 〝職員を圧迫するな〟／那覇市労組が申
し入れ	〔沖タ・夕〕	

�・2�	 兼次市長／事務引継ぎ	〔沖タ・夕〕	
�・2�	 裏から見た那覇市長選／本社記者座談

会	(6)	〔琉新・夕〕	
�・2�	 不当首切り反対など／労組が兼次市長

と団交／那覇市役所	〔琉新・夕〕	
�・22	 兼次市長／部長級を異動	〔沖タ・朝〕	
�・22	 噂の顔ぶれ出揃う／那覇市議補選に 30	

名届出	〔沖タ・朝〕	
�・22	 〝職員採用は試験で〟／労組がきょう団

交	〔沖タ・朝〕	
�・22	 ｜社説｜兼次市長への関心と期待	〔琉

新・朝〕	
�・22	 日米有力紙はこう見る／兼次氏当選の

那覇市長選／兼次氏の考え方支持／
米国軍政の修正を希望	〔琉新・朝〕	

�・22	 演説会も始まる／真和志の市議補選	
〔琉新・朝〕	

�・22	 総評からのセメント／荷傷みで売却	
〔沖タ・夕〕	

�・22	 話し合って善処／那覇市労組、	市長と
団交	〔沖タ・夕〕	

�・22	 裏から見た那覇市長選／本社記者座談
会	( 完 )	〔琉新・夕〕	

�・22	 けさ兼次市長と団交／那覇市の職員労
組／不当首切反対等で	〔琉新・夕〕	

�・23	 兼次市長／弁務官に会見申入れ	〔沖
タ・朝〕	

�・23	 〝市政には協力〟／兼次市長、	与儀立法
議長と会う	〔沖タ・夕〕	

�・23	 〝上下水道に補助金を〟／兼次市長与儀
議長に協力依頼	〔琉新・夕〕	

�・24	 兼次・富原水入らず会談／兼次市長ひ	
げ面では…と散髪／〝融資問題はあ
らためて〟	〔沖タ・朝〕	

�・24	 軍補助工事の続行／兼次市長冨原総裁
訪ねて要請	〔琉新・朝〕	

�・24	 近く組合を統一？／二つにわれた那覇
市職員労組	〔琉新・朝〕	

�・25	 もっぱらもぐり戦術／終盤戦に入った
市議補選／真和志	〔琉新・朝〕	

�・25	 私の意見／那覇市長選挙とその周辺の
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	 問題／在ハワイ・與世盛智郎	〔琉新・
夕〕	

�・26	 那覇市役所／課長人事	〔沖タ・朝〕	
�・26	 ｜社説｜施政権返還への心構え	〔琉

新・朝〕	
�・28	 那覇市の団交／組合統一まで回答保留	

〔沖タ・朝〕	
�・28	 ３氏辞職	〔沖タ・朝〕		
�・28	 買収・饗応の兆／那覇市議補戦、	終盤

で乱戦？	〔沖タ・朝〕	
�・28	 首切り反対など／労組が兼次市長と団

交	〔琉新・朝〕	
�・28	 真和志の選挙会場	〔琉新・朝〕		
�・28	 真和志の都市計画／あすから現地測量

始める	〔沖タ・夕〕	
�・29	 バージャー・兼次初会見／軍の補助を

要請／兼次市長〝民政官は立派な紳
士〟	〔沖タ・朝〕	

�・30	 ｜社説｜民連と兼次市長と人民党	〔琉
新・朝〕	

�・30	 兼次市長と共存政策／資金凍結／明る
い見通し／米政府当局、	態度決るか	
〔沖タ・夕〕	

�・30	 私は公約する／市議立候補者に聞く	
〔琉新・夕〕	

�・30	 〝互いに話し合いを／今後の動きを見
ねば…〟	〔沖タ・夕〕	

�・30	 米、	兼次市長と共存政策を検討／軍補
助、	融資も再開か	〔琉新・夕〕	

�・3�	 ｜社説｜いま一歩の歩みよりを	〔沖
タ・朝〕	

�・3�	 記者のメモ／選挙前哨戦の舞台裏	〔沖
タ・朝〕	

�・3�	 広告／推薦状	〔沖タ・朝〕		
�・3�	 〝軍補助宜しく口添えを〟／兼次市長、	

きのう当間主席と会談／主席／民連
との関係ただす	〔沖タ・朝〕	

�・3�	 嬉しいワシントン電／市長〝多くの援
助受けたい〟	〔沖タ・朝〕	

�・3�	 当間主席とも懇談／軍補助金のとりな
しを要請／兼次市長	〔琉新・朝〕	

�・3�	 3� 名に決まる／真和志の市議補選	〔琉
新・朝〕	

�・3�	 広告／推薦状	〔那覇市議補充選挙市議
候補〕	〔琉新・朝〕	

�・3�	 那覇市議補候補者一覧表	〔沖タ・夕〕	
�・3�	 〝共存〟は勝手な憶測／民政府ワシント

ン電を否定	〔沖タ・夕〕	
�・3�	 兼次那覇市長との共存政策／全くの憶

測記事／民政府が全面的に否定	〔琉
新・夕〕	

2・�	 那覇市議補選候補者一覧	〔沖タ・朝〕	
2・�	 〝弁務官とも協力／市民福祉のためな

ら〟／兼次市長、	 外人記者と会見	
〔沖タ・朝〕	

2・�	 あす投票／那覇市議補選	〔沖タ・朝〕	
2・�	 いよいよあす投票／真和志地域の市議

補選	〔琉新・朝〕	
2・�	 私は疑わない／凍結資金の解除／兼次

市長	〔琉新・朝〕	
2・�	 教委選挙出来る／文教局が回答／真和

志	〔琉新・夕〕	
2・2	 被選挙権の要件大幅に緩和／法制審議

会／他の地区で立候補立法院議員市
町村長／	「主席選挙」	は保留	〔沖
タ・朝〕	

2・2	 那覇市議補選／きょう投票日	〔沖タ・
朝〕	

2・2	 デコボコ給与直せ／採石場の労務者が
団交／那覇市	〔沖タ・朝〕	

2・2	 広告／推薦状	〔沖タ・朝〕		
2・3	 那覇市議補選／きょう開票／投票率は

６割４分	〔沖タ・朝〕	
2・2	 今晩のわだい／兼次市長と〝車中政談〟	

〔沖タ・夕〕	
2・2	 那覇市議補充選挙／けさ一斉に投票／

雨で出足低調／午前中に３割そこそ
こ	〔沖タ・夕〕	

2・3	 那覇市議補選／大勢わかる／ �� 氏が当
選確定／開票に一喜一憂	〔沖タ･夕〕	

2・2	 きょう投票日／真和志地域の市議補選	
〔琉新・朝〕	

2・2	 雨に祟られ出足低調／候補者は狩出し
に躍起／那覇市議補選	〔琉新・夕〕	

2・3	 きょう開票真和志地域の市議補選／投
票率は６割５分	〔琉新・朝〕	

2・3	 那覇市のデコボコ給与／西森の労務者
が団交	〔琉新・朝〕	

2・3	 開かれた玉手箱／真和志地域の那覇市
議補選／民連側、	圧倒的に優勢／午
前中に６名の当確者を出す	〔琉新・
夕〕	

2・4	 那覇市議補選の開票結果／兼次市長の
椅子安泰／民連…７名、	反民連…８
名	〔沖タ・朝〕	

2・4	 広告／当選御礼／那覇市議会議員補充
選挙	〔沖タ・朝〕	

2・5	 異議申立てする市議補選に又吉候補側	
〔沖タ・朝〕	

2・5	 広告／当選御礼／那覇市議会議員補充
選挙	〔沖タ・朝〕	

2・5	 左派の進出を憂慮／那覇市議補選ワシ
ントン反響	〔琉新・朝〕	

2・5	 又吉氏が異議申立	〔琉新・朝〕		
2・5	 議会は政策本位で／与野党の対立考え

られぬ／兼次市長記者会見	〔琉新・
朝〕	

2・5	 〝選管委決定は不当〟／市議補選／又吉
氏けさ異議申立	〔沖タ・夕〕	

2・6	 許可申請やり直し／奥武山漫湖の埋立
地	〔琉新・朝〕	

2・7	 被災者へ緊急貸付／那覇市が琉銀へ申
請か	〔沖タ・夕〕	

2・7	 泥水に襲われた都心部／深夜雨中で避
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	 　難騒ぎ／坪当り３石６斗／浸水家屋
�500	〔琉新・夕〕	

2・7	 横断工事を許可／牧港発電所前の	〔琉
新・夕〕	

2・8	 根本対策／１億円はかかる／ガーブ川
の幅員拡張排水路新設	〔沖タ・朝〕	

2・8	 まずい河川の管理／水上店舗撤去を民
　主党が政府に意見具申	〔沖タ・朝〕	

2・8	 軍補助再開を要望／兼次市長、	主席と
会見	〔沖タ・朝〕	

2・8	 損害ざっと１億／那覇市／対策に大童	
〔沖タ・朝〕	

2・8	 社会党今月中に結成／総選挙には民連
で臨む／兼次那覇市長記者団に言明	

〔琉新・朝〕	
2・8	 那覇市の水害１億円！／街頭で救援基

金カンパも／市場内に緊急対策本部
を設けて	〔琉新・朝〕	

2・8	 沖縄社会党／今月中にも結成／兼次市
長、	記者会見	〔沖タ・夕〕	

2・9	 市場使用料を減免／正副議長が政府へ
救援陳情／那覇市水害	〔琉新・朝〕	

2・9	 那覇市長選と沖縄問題／民の声の審判	
（�）	／中野好夫	（世界３月号より )	
〔沖タ・夕〕	

2・�0	 那覇市長選と沖縄問題／民の声の審判	
（2）	／中野好夫	（世界３月号より )	
〔沖タ・夕〕	

2・�0	 兼次市長の当選祝賀会／関西の県人が	
〔沖タ・夕〕	

2・�0	 私の意見／那覇市場の水害	( 上 ) ／市
長の猛省を促す／新垣元英	〔琉新・
夕〕	

2・�0	 ガーブ川〝河川法を準用して〟兼次市
長らが政府に陳情	〔琉新・夕〕	

2・�0	 〝水上店舗を撤去せよ〟／那覇市水害対
策委／市当局に陳情	〔琉新・夕〕	

2・��	 那覇市議当選証書／きょう交付	〔沖
タ・朝〕	

2・��	 ｜社説｜宣伝活動を怠っていた民主党
と社大党	〔琉新・朝〕	

2・��	 那覇市長選と沖縄問題／民の声の審判	
（3）	／中野好夫	（世界３月号より )	
〔沖タ・夕〕	

2・��	 那覇市政／特に心配はない／〝民連役
員は殆んど人民党＝共産党〟／…バ
民政官、	運輸業者の集りで挨拶	〔沖
タ・夕〕	

2・��	 私の意見／那覇市場の水害	（下）	／市
長の猛省を促す／新垣元英	〔琉新・
夕〕	

2・��	 水上店舗の撤去／那覇市水害対策委／
市長にも陳情	〔琉新・夕〕	

2・�2	 水上店舗の撤去等／水害対策委、	市長
に早急対策要望	〔沖タ・朝〕	

2・�2	 救援カンパ／７万円を目標	〔沖タ･朝〕
2・�2	 女課長さん誕生／那覇市の人事異動／

勤続 �6 年の平田さん	〔沖タ・朝〕	
2・�2	 那覇市議当選証書／きのう交付	〔沖

タ・朝〕	
2・�2	 那覇への軍補助望みなし／バ民政官／

民連の大半は共産党員	〔琉新・朝〕	
2・�2	 不法建物が多い／ガーブ川の建物に対

策	〔沖タ・夕〕	
2・�3	 ｜社説｜那覇市の水害と／市民の生活

態度	〔沖タ・朝〕	
2・�3	 河川工事再開を／那覇の浸水、	社大党

が陳情	〔沖タ・朝〕	
2・�3	 水害の原因／水上店舗ではない／山城

氏らが那覇市に	〔琉新・朝〕	
2・�3	 那覇市職組の統一問題などを協議／昨

夜全沖労連が	〔琉新・夕〕	
2・�4	 那覇の水ききん緩和／牧港送水管敷設

きのう入札	〔沖タ・朝〕	
2・�4	 やはり選挙は必要／真和志区の教育委

員	〔琉新・夕〕	
2・�5	 那覇の水道１億５千万円／日本政府に

も補助要請	〔沖タ・朝〕	
2・�5	 水上家屋の撤去／那覇市、	きょう中に

態度決定	〔沖タ・朝〕	
2・�6	 〝抵抗にも限度がある〟／本土豆記者団

／兼次市長と会見	〔沖タ・朝〕	
2・�6	 ｜社説｜公職選挙法立法化に期待	〔琉

新・朝〕	
2・�6	 兼次那覇市長、	本土豆記者と会見／ 33

億の復興特別補助金／日本政府へ建
設部長派遣して要請	〔琉新・朝〕	

2・�6	 論叢／ガーブ川について／近代都市的
性格な計画を／砂川博一	〔沖タ･夕〕	

2・�7	 何らの対策もなし／那覇市のガーブ川
の水害／水上店舗は建築中／梅雨期
近し住民は不安	〔琉新・夕〕	

2・�7	 反民連派を一掃？／	「市民の友」	編集
陣を異動／那覇市	〔琉新・夕〕	

2・�8	 まず浚渫工事／水上店舗撤去問題／那
　覇市の部課長会議	〔沖タ・朝〕	

2・�8	 ｜社説｜那覇市場の人たちはどうすれ
ばよいか	〔琉新・朝〕	

2・�8	 市長の回答求める／不当首切反対など
／那覇市労組	〔琉新・朝〕	

2・�8	 声／建ちつつある水上店舗	〔琉新･朝〕
2・�9	 ガーブ川浚渫工事直ちに着工	〔沖タ・・

朝〕	
2・�9	 24 日に臨時議会招集／那覇市水害対策

を協議	〔琉新・朝〕	
2・�9	 瀬長氏との契約について／山城氏が補

足説明	〔琉新・夕〕	
2・20	 ガーブー川の浚渫はじめる	〔琉新･朝〕
2・20	 私の意見／那覇市場水害への反省／市

政の再検討を望む／松本一雄	〔琉
新・夕〕	

2・2�	 〝水上店舗を取除け〟／公設市場小母さ
んが大挙陳情／那覇市	〔琉新･夕〕	

2・2�	 敷地の拡張を陳情／砂辺若狭小学校長
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	 　らが	〔琉新・夕〕	
2・22	 ３月１日に昇給／職員労組に兼次市長

　回答	〔沖タ・朝〕	
2・22	 水上店舗撤去を陳情／市場の婦人たち	

〔沖タ・朝〕	
2・22	 〝政治的首切りやらぬ〟／兼次市長、	市

職労に回答	〔琉新・朝〕	
2・23	 あす臨時議会開く／注目される与野党

勢力	〔琉新・朝〕	
2・24	 正、	副議長の改選保留／フタ開けた那

覇市臨時議会	〔琉新・夕〕	
2・25	 那覇市会／正副議長の辞表保留	〔沖

タ・朝〕	
2・25	 那覇市会／浸水対策で質疑／被災者の

免税は困難	〔沖タ・夕〕	
2・25	 ガーブー川の拡張が急務／那覇市会、	

水害対策協議	〔琉新・夕〕	
2・26	 〝すぐ撤去はしない〟／兼次市長／水上

店舗で答弁	〔沖タ・朝〕	
2・26	 民連の処分を先に／平良氏後援会も取

調べ	〔沖タ・朝〕	
2・27	 どう落ち着くか水上店舗／市会が現場

を調査／建設委…きょう関係者の意
見きく	〔沖タ・朝〕	

2・27	 ガーブー川を視察／那覇市会建設委が		
〔琉新・朝〕	

3・�	 	「軍から特別補助を」	／那覇市の治水
策に／那覇市会	〔琉新・朝〕	

3・2	 残された補償／水上店舗撤去決議／時
期や方法に問題	〔沖タ・朝〕	

3・3	 那覇市への戦災補助／日本社会党がと
り上げる	〔沖タ・夕〕	

3・4	 那覇市の定例議会／ 24 日に延ぶ…	〔沖
タ・朝〕	

3・4	 社会党が取上る／那覇市への補助問題	
〔琉新・朝〕	

3・5	 那覇市／農林水産課など独立	〔沖タ・
夕〕	

3・5	 那覇市が２課新設／農林水産と商工観
光課	〔琉新・夕〕	

3・6	 一票ごとに検票／真和志の選挙裁判	
〔沖タ・朝〕	

3・6	 那覇市の／人事異動	〔沖タ・朝〕		
3・7	 ガーブ川来週から浚渫／市民会館は美

栄橋に	〔沖タ・朝〕	
3・7	 市民会館の敷地決まる／那覇市	〔琉

新・朝〕	
3・8	 配管始める／那覇の新水源地	〔沖タ・

夕〕	
3・�2	 ガーブ川の浚渫／ �5 日から宇良組で工

事開始	〔琉新・夕〕	
3・�3	 〝水上店舗ではない〟／ガーブ川沿い屋

台業が存置陳情	〔琉新・夕〕	
3・�8	 結果は小党分立／政界は複雑化を予想

さる／社大党が第一党／絶対多数派
現われず	〔琉新・朝〕	

3・�8	 ｜社説｜立法院選挙の結果の教えるも

の	〔琉新・朝〕	
3・�9	 公聴／危険	（ガーブ川の洪水で濡れた

食料品をかわかして販売している商
人がいる）	〔沖タ・朝〕	

3・�9	 浸水被害者に減税／那覇市会 24 日から
／助役に仲原氏	〔沖タ・朝〕	

3・�9	 那覇市議補選の／当選無効裁判	〔沖
タ・夕〕	

3・20	 ガーブ川沿いの屋台／存置陳情を検討
／那覇市会建設委	〔沖タ・朝〕	

3・2�	 兼次市長、	選挙違反の疑／専用車を提
供？運転手を証人尋問	〔沖タ・朝〕	

3・2�	 那覇市会 24 日から／議案／助役選任・
事業税の軽減	〔沖タ・朝〕	

3・2�	 水上店舗の存置結論得ず	〔琉新・朝〕	
3・22	 ｜社説｜注目される〝民連〟今後の動

静	〔沖タ・朝〕	
3・22	 事業税を減額／那覇市の水害被災者	

〔琉新・朝〕	
3・23	 公用車で選挙演説／警本／兼次市長の

違反追及？	〔沖タ・朝〕	
3・23	 立退き補償出す／奥武山区	〔沖タ･朝〕
3・23	 注目の那覇市会開く／市長の選挙違反

追及か	〔琉新・朝〕	
3・24	 軍補助金交付を確信／けさ市長施政方

針発表／那覇市定例議会	〔琉新･夕〕	
3・25	 ２決議案を採択／那覇市会	〔琉新･朝〕	
3・26	 那覇市会／きょう一般質問	〔沖タ･朝〕
3・26	 那覇を国際平和都市に／再建計画を政

府に陳情	〔琉新・夕〕	
3・26	 50 億の補助要請／那覇市が建設相に	

〔琉新・夕〕	
3・26	 融資再開の道を開く／兼次市長施政方

針に一般質疑／那覇市本会議	〔琉
新・夕〕	

3・27	 〝共産主義と関係なし〟／兼次市長議会
答弁／私の立場は資本主義	〔琉新・
朝〕	

3・27	 経済部の独立を／…那覇市会に強い意
見	〔沖タ・夕〕	

3・28	 ｜社説｜犬になりたくない／兼次市長
の考え方	〔琉新・朝〕	

3・29	 市民税も軽くせよ／水害対策／野党側
が強く主張／那覇市会	〔沖タ・朝〕	

3・29	 沖縄市に賛成する	（上）	／市民投票で
決めよ／島袋盛敏	〔沖タ・朝〕	

3・29	 那覇市財政委で結論でず／水害被災者
の市税軽減	〔琉新・夕〕	

3・30	 兼次市長、	調べらる／公用車使って選
挙運動	〔沖タ・朝〕	

3・30	 那覇市会／減税問題で会期延長	〔沖
タ・朝〕	

3・30	 沖縄市に賛成する	（下）	／市民投票で
決めよ／島袋盛敏	〔沖タ・朝〕	

3・30	 3� 日まで会期延長／もみぬく減免税問
題／那覇市会	〔琉新・朝〕	

3・30	 市民税軽減認める／兼次市長野党側の
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	 　主張を入れる	〔琉新・朝〕	
3・3�	 市民税を軽く／那覇市会／浸水被害者

に救済処置	〔沖タ・朝〕	
3・3�	 本土視察の／議員団決まる／那覇市会	

〔沖タ・夕〕	
3・3�	 兼次市長の選挙違反送検	〔沖タ・夕〕	
3・3�	 野党側が難色／那覇市本会議／第一助

役選任議案ひっこめる	〔琉新・夕〕	
4・�	 資金凍結解除か／那覇市の一部土木費

／工事すみ次第出す	〔沖タ・朝〕	
4・�	 兼次市長送検／昨夜１件書類まとまる	

〔琉新・朝〕	
4・�	 三つの議案可決／きのうの那覇市議会	

〔琉新・朝〕	
4・2	 兼次市長喜納氏を送検	〔琉新・夕〕	
4・4	 那覇市内／不法建物が多い／実情に合

わぬ基準法／ 30 坪の敷地に �2 坪し
か建てられぬ／一度壊せば再建難し
い	〔沖タ・夕〕	

4・5	 自己財源を中心に／那覇市の予算編成
方針	〔沖タ・朝〕	

4・7	 真和志予算執行急ぐ	〔沖タ・朝〕		
4・7	 決議やり直し民営へ／那覇のバスター

ミナル／兼次市長が提案	〔沖タ･朝〕	
4・7	 兼次市長／選挙違反の疑い十分／現地

調査終え与那嶺検事語る	〔琉新･夕〕	
4・8	 〝通路開けろ〟でゴタゴタ／…ガーブ川

の水上店舗／経常費の圧縮で行政整
理	〔沖タ・朝〕	

4・9	 那覇市／やりくりの予算編成／自己財
源が１億余円	〔沖タ・朝〕	

4・9	 ほとんど調べ終る／兼次市長の選挙違
反容疑	〔沖タ・朝〕	

4・9	 １億１千５百万円が／那覇市の新年度
予算	〔琉新・朝〕	

4・�0	 結論出ず協議持ち越す／バス・ターミ
ナルの民営	〔沖タ・朝〕	

4・��	 記者のメモ／安里・兼次、	ニヤリ会談	
〔沖タ・朝〕	

4・�2	 夏期手当を５割／那覇市職員労組／兼
次市長と団交	〔沖タ・朝〕	

4・�2	 ｜社説｜モーア高等弁務官の善意に期
待する	〔琉新・朝〕	

4・�2	 停頓していた那覇の都市計画／実行す
る準備あり／モ弁務官が立法院で
メッセージ	〔琉新・朝〕	

4・�2	 首都建設へ協力体制／手ぐすねひく那
覇市	〔沖タ・夕〕	

4・�2	 法の解釈を検討／検察庁／兼次市長の
選挙違反	〔沖タ・夕〕	

4・�2	 那覇市会議員団ら出発	〔沖タ・夕〕	
4・�2	 賞与は年 �5 割／兼次市長が約束		〔琉

新・夕〕	
4・�4	 比嘉那覇市議上京	〔琉新・夕〕		
4・�5	 59 年度３億円事業実施／兼次那覇市長

が記者会見	〔琉新・朝〕	
4・�6	 １億円の政府補助申請／那覇市、	新年

度予算編成急ぐ	〔沖タ・夕〕	
4・27	 本土政府の援助／見通しは明るい／那

覇市松根建設部長、	 折衝終え帰る	
〔沖タ・朝〕	

5・�	 ７月から給水開始／那覇市牧港水源地
の工事進む	〔琉新・朝〕	

5・2	 もたつくバスターミナル問題／免許、	
直接工交局で民政府が書簡／〝法的
根拠に疑問〟局内に異論	〔沖タ･朝〕	

5・2	 心細い那覇の水道／牧港の新水源９月
から補給給水	〔沖タ・朝〕	

5・4	 那覇市議ら帰る	〔琉新・朝〕		
5・6	 ブ弁務官に会見申込み／兼次市長	〔沖

タ・夕〕	
5・7	 水道料値下げ／当分区長に代る担当官

おく／兼次市長、	記者団と一問一答	
〔沖タ・朝〕	

5・7	 市営は難しい／バスターミナル／兼次
市長記者会見	〔琉新・朝〕	

5・8	 業界アンテナ	〔バスターミナル建設〕		
〔沖タ・朝〕	

5・�0	 雨季来る！さてガーブ川は？／来月末
に浚渫終る／水上店舗撤去問題対策
委員会で検討	〔沖タ・朝〕	

5・�2	 臨時雇員を整理か／那覇市の予算／人
件費は１割減／融資のメドつかず事
業費難航	〔沖タ・朝〕	

5・�2	 那覇市琉銀融資は絶望的／ 59 年度予算
編成難航	〔琉新・夕〕	

5・�3	 �7 本を政府道に／那覇市が指定を申請	
〔琉新・朝〕	

5・�3	 琉銀融資交渉つづける／兼次那覇市長
記者会見	〔琉新・朝〕	

5・�3	 那覇市議会に微妙な動き／人民党系市
長の態度に不満／６月の市会がヤマ	
〔沖タ・夕〕	

5・�4	 那覇への琉銀融資／民政府は考慮中／
石垣港湾近く米専門家が調査／民政
官会見	〔琉新・朝〕	

5・�5	 潮渡橋の復旧／那覇市が政府に訴う	
〔琉新・朝〕	

5・�5	 立退き料など要求／奥武山私有地居住
者が	〔琉新・夕〕	

5・�6	 資料不十分で拒否／世持神社の敷地誤
記訂正	〔琉新・朝〕	

5・�6	 首里バスに横領事件か／専務が社長を
検察庁に告訴	〔琉新・夕〕	

5・�7	 担当官、	27 人おく／那覇市新年度から	
〔沖タ・朝〕	

5・�7	 首里バス／専務が社長を告訴／監査役
も二つに分かれお家騒動続く	〔沖
タ・朝〕	

5・�7	 首里バス社長の横領背任告訴事件／検
察庁が手入れ／急襲して証拠書類を
押収	〔琉新・朝〕	

5・�7	 首里バス総会大ゆれか	〔琉新・朝〕	
5・�7	 社長も専務を告発／首里バス泥試合の

1958 年	（昭和 33 年 )



9

	 　お家騒動	〔沖タ・夕〕	
5・�7	 公約実現は超党派で／首里バス役員改

選考えていない／兼次市長予算問題
などで記者会見	〔沖タ・夕〕	

5・�7	 人民党が反市長派に？／兼次市長６月
議会乗切りに苦慮	〔琉新・夕〕	

5・�7	 ぶ告罪で告訴／首里バス社長が専務を	
〔琉新・夕〕	

5・�7	 都計問題懇談会開く	〔琉新・夕〕		
5・�9	 お家騒動の首里バス／株主総会大荒れ

／正反対の監査報告二つで	〔沖タ・
朝〕	

5・�9	 首里バス〝全役員更迭し再建を〟／那
覇市会野党派／兼次市長に要請文	

〔琉新・夕〕	
5・20	 動き出した〝兼次市政〟／水道料金値

下げ来月から／吏員の退隠料など復
活	〔沖タ・朝〕	

5・2�	 那覇市会／総務財政委／本土政府に援
助要請／戦災復興、	定例会へ決議文	
〔沖タ・朝〕	

5・2�	 社長に共謀者も？／検察庁本格的に乗
出す／首里バス告訴事件	〔琉新･朝〕	

5・2�	 超党派でのぞむ／本土への援助要請／
那覇市会	〔琉新・朝〕	

5・22	 くさい川は那覇市を流れる／たたる浚
渫工事のストップ／水上店舗やゴミ
捨てもガン	〔沖タ・朝〕	

5・22	 背任の疑い濃厚／首里バスの久高社長	
〔沖タ・朝〕	

5・22	 くすぶる農研所移転問題／下地所長を
集団強迫／反対派が鎌など持って	

〔沖タ・朝〕	
5・23	 那覇市議会／ �0 日に延期	〔琉新・朝〕
5・23	 共犯の線を追及／屋嘉比会計課長を再

び招喚／首里バス告訴事件	〔琉新・
朝〕	

5・23	 論叢／二つの監査報告／首里バスの告
訴事件	（上）	／中島省吾	〔沖タ･夕〕	

5・24	 農研所用地問題で／兼次市長経済局と
懇談	〔沖タ・朝〕	

5・24	 農研所用地買収とりやめ／市の協力要
請	〔沖タ・朝〕	

5・24	 首里バス騒動／専務らも借りた／久高
社長、	新事実申立て	〔沖タ・朝〕	

5・24	 満場一致で採決／日本政府への補助金
要請／那覇市会総務財政委	〔琉新・
朝〕	

5・24	 首里バス事件複雑化／事件は前社長に
も飛火？	〔琉新・朝〕	

5・24	 論叢／二つの監査報告／首里バスの告
訴事件	（中）	／中島省吾	〔沖タ･夕〕	

5・25	 広がる首里バス騒動／捜査は 5� 年まで
遡る	〔沖タ・朝〕	

5・25	 那覇市会／来月 �0 日に延期	〔沖タ･朝〕
5・25	 こじれるお家騒動／設立当時から取調

べる／首里バス告訴事件	〔琉新･朝〕	

5・25	 論叢／二つの監査報告／首里バスの告
訴事件	（終）	／中島省吾	〔沖タ･夕〕	

5・25	 上間専務〝私は潔白だ〟／役員の了解
得て借りた／首里バス告訴事件	〔琉
新・夕〕	

5・26	 〝習慣〟とはイヤがらせ／首里バス騒動
／上間専務が反ばく	〔沖タ・朝〕	

5・26	 総会は無期延期	〔沖タ・朝〕		
5・27	 精神病者監置所ふやす／兼次市長定例

記者会見で語る	〔琉新・朝〕	
5・28	 那覇市／新予算、	編成二本立て／経常

費は自己財源／事業費は起債などで	
〔沖タ・朝〕	

5・28	 泊ターミナル／きのう落成式	〔沖タ・
夕〕	

5・29	 〝凍結資金一部は出る〟／都計は超党派
で／高良那覇市議長談	〔沖タ･朝〕	

5・29	 那覇市軍用補助金近く交付／高良議長
が内示会で発表	〔琉新・朝〕	

5・3�	 動かぬは背任容疑／首里バス事件の久
高社長	〔沖タ・朝〕		

5・3�	 首里バス捜査第二段階へ／今度は専務
らを取調べ	〔琉新・朝〕	

5・3�	 久茂地川の改修／台風復旧資金で行な
う	〔琉新・朝〕	

6・�	 ガーブ川浚渫工事／着工にはまだ時間
が／後に移転補償など難問	〔沖タ・
朝〕	

6・�	 農研所問題／那覇市会が検討	〔沖タ・
夕〕	

6・3	 本土の選挙事務を勉強／那覇選管委の
赤嶺さんら	〔沖タ・夕〕	

6・3	 予算案の修正を要求／臨時雇員の解雇
反対で／那覇市職労職場大会ひらき
団交	〔沖タ・夕〕	

6・8	 ６月議会は難航か／人民党、	反兼次派
にまわる／那覇市	〔琉新・朝〕	

6・9	 瀬長氏らが抗議／那覇市臨時雇用の首
切りに	〔琉新・夕〕	

6・9	 那覇港上屋近く完成	〔琉新・夕〕		
6・�0	 職員の福祉無視した予算／那覇市職労

が改編を要求	〔琉新・朝〕	
6・�0	 那覇市総務部長港務所長両氏が汚職？

／泊港売店の利権めぐり	〔琉新･朝〕	
6・�0	 不正事実はない／仲原氏ら釈明	〔沖タ	

・夕〕	
6・�0	 那覇市会／党派的人事廃す／兼次市長

施政方針を発表	〔琉新・夕〕	
6・�0	 上間氏の申し出はウソ／両氏けさ記者

会見／泊港売店問題	〔琉新・夕〕	
6・��	 人事、	区長制が焦点、	那覇市会／一般

質問通じ兼次市長の真意ただす／報
復人事の廃除、	超党派市政の試金石
／批判的な人民党、	月曜会静観	〔沖
タ・朝〕	

6・��	 共闘申入れ拒否／那覇市、	対立する二
つの労組	〔沖タ・朝〕	

1958 年	（昭和 33 年 )



�0

6・��	 記者席／那覇市会〝台風の目〟は？	
〔琉新・朝〕	

6・��	 ｜社説｜那覇市議の報酬増額は不当で
ある	〔琉新・朝〕	

6・�2	 社金借用者洗う／首里バス事件取調べ
再開	〔琉新・夕〕	

6・�2	 市議９千円に引上げ／波乱呼ぶお手盛
増給	〔琉新・夕〕	

6・�3	 奇妙な市長の座／那覇市会／与党につ
つかれ野党に守られる	〔沖タ・夕〕	

6・�3	 那覇市会きょう再開	〔琉新・朝〕		
6・�4	 〝難問〟狙う月曜会／人民党／市長を集

中攻撃／那覇市会	〔沖タ・朝〕	
6・�3	 那覇市第一組合／市長に９項目要求	

〔琉新・夕〕	
6・�4	 事業予算１億円余／那覇市／補助金、	

起債を主財源に	〔沖タ・朝〕	
6・�4	 大弦小弦	〔兼次市長の超党派問題〕		

〔沖タ・朝〕	
6・�4	 食いさがる人民党／お手盛増給依然追

及／那覇市会	〔琉新・朝〕	
6・�4	 静かな那覇市会	〔琉新・夕〕		
6・�5	 予算、	人事を追及／月曜会の攻撃に与

党は高見の見物／那覇市会質問日程
延ばす	〔沖タ・朝〕	

6・�5	 野党の攻勢低調／一般質疑 �6 日に持越
す	〔琉新・朝〕	

6・�6	 ｜社説｜ガーブ川水害対策をどうする
か	〔琉新・朝〕	

6・�6	 〝超党派〟論議に集中／ひるから各派代
表質問／那覇市会	〔沖タ・夕〕	

6・�6	 私の意見／那覇市議の増俸…慎重に検
討せよ／比嘉秀一	〔琉新・夕〕	

6・�6	 超党派の本質追及／那覇市会一般質問	
〔琉新・夕〕	

6・�7	 〝当間発言〟に抗議決議／きょう本
会議／派米代表激励とともに	〔琉
新・朝〕	

6・�7	 超党派はまず成功／不信任は甘んじて
受ける／兼次市長記者会見	〔琉新・
朝〕

6・�7	 最初の要求は１万２千円／人民党お手
盛増額つく／那覇市会	〔琉新・朝〕	

6・�7	 57 年度決算承認／那覇市会本会議	〔琉
新・夕〕	

6・�8	 農研所移転で集団脅迫／那覇署包丁な
ど証拠品握る	〔沖タ・朝〕	

6・�8	 公聴／衛生課からのお願い	〔沖タ･朝〕
6・�8	 全議案の上程終る／那覇市会	〔琉新・

朝〕	
6・�9	 農研所の早期移転／那覇建設委が協議	

〔沖タ・朝〕	
6・�9	 ハス池を琉大へ／那覇市会無償譲渡を

可決	〔琉新・朝〕	
6・�9	 そっぽ向かれる超党派政策／議員歳費

値上げ、	事業予算の財源が焦点／予
算不承認の動き／那覇市会	〔沖タ・

	 　夕〕	
6・20	 首里バスお家騒動／取調べ一段落／社

長の背任容疑動かず	〔琉新・朝〕	
6・20	 私の意見／都市交通とバスターミナル

／浜崎盛秀	〔琉新・夕〕	
6・2�	 首切り反対を決議／那覇市の臨時雇員

大会	〔沖タ・朝〕	
6・2�	 那覇市臨時雇員ら首切り反対決議	〔琉

新・夕〕	
6・22	 難問抱えた６月議会／お手盛増俸など

どう乗切る／那覇市	〔琉新・朝〕	
6・23	 那覇市議のお手盛増俸に賛否／〝その

の時期でない〟／〝市民のためなら
結構〟	〔沖タ・朝〕	

6・23	 那覇市会けさ両委員会	〔沖タ・夕〕	
6・24	 事業予算の撤回要求／架空な財源を激

しく追及／那覇市会総務財政委	〔沖
タ・朝〕	

6・24	 久高社長に起訴猶予／首里バスのお家
騒動にケリ	〔沖タ・朝〕	

6・24	 超党派で撤回要求／ 59 年度追加予算案
／那覇市総財委	〔琉新・朝〕	

6・24	 論叢／最近の那覇市会／市民福祉のた
めの市政を／石野朝忠	〔沖タ・夕〕	

6・24	 焼却炉をつくる／那覇／塵芥処理対策
を協議	〔沖タ・夕〕	

6・25	 お手盛増俸押切る／人民党は値上げ額
を返上／那覇市総財委	〔琉新・朝〕	

6・25	 声／那覇市議会に望む	〔琉新・朝〕	
6・25	 首里バス事件ケリ／久高社長起訴猶予

に	〔琉新・夕〕	
6・26	 〝財源〟根拠がある／兼次市長／撤回案

断わる／問題の事業予算さらに検討
／那覇市会	〔沖タ・朝〕	

6・26	 那覇市会各委員長ら／ 59 年度追加予算
撤回を要求	〔琉新・朝〕	

6・27	 やっと民営に落ちつく／那覇のバス・
ターミナル	〔沖タ・朝〕	

6・27	 追加予算は／審議保留か／那覇市会	
〔沖タ・朝〕	

6・27	 那覇市会／会期を延長	〔沖タ・夕〕	
6・28	 兼次市長の裁判／ 30 日に初の公判開く	

〔琉新・朝〕	
6・28	 会期２日間延長／商高体育館に 50 万円

補助／那覇市会	〔琉新・朝〕	
6・28	 論叢／那覇市会議員の増俸問題／山田

親度	〔沖タ・夕〕	
6・29	 担当員制度は廃止／那覇市会総務財政

委／予算案の最終審議	〔沖タ・朝〕	
6・29	 ひと荒れするかお手盛増俸？	〔琉新・

朝〕	
6・29	 声／市民の福祉か／議員の福祉か	〔琉

新・朝〕	
7・�	 兼次裁判／初っぱなからもめる／公訴

取下げ迫る弁護側／検察側があらた
めて公訴事実はっきりさせる	〔沖
タ・朝〕	
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7・�	 弁護側が食いさがる／〝起訴事実を具
体的に〟と／兼次市長の初公判	〔琉
新・朝〕	

7・�	 那覇市会／都計促進に／米国へ援助を
請願	〔沖タ・夕〕	

7・2	 出足前日より好調／那覇市会目がさめ
た９千円議員	〔琉新・夕〕	

7・2	 都計に対する米国の援助要請決議／那
覇市会	〔沖タ・夕〕	

7・3	 38 件をスピード審議／那覇市会	〔琉
新・朝〕	

7・3	 本土政府の援助要請／那覇市会／代表
５人を派遣	〔沖タ・朝〕	

7・5	 本土政府の援助要請／渡日代表決る／
那覇市会	〔沖タ・朝〕	

7・5	 本土へ補助要請に／高良議長らが折衝
行う／那覇市会	〔琉新・朝〕	

7・5	 地主の承諾書いらぬ／那覇市が建築確
認申請に／借地人の便宜をはかる	

〔沖タ・夕〕	
7・6	 首里に暴徒ふえる／那覇市会／警官増

員を陳情	〔琉新・朝〕	
7・8	 目標は 60 億日円／那覇市派日議員の準

備進める	〔琉新・朝〕	
7・9	 ｜社説｜土地問題折衝の結果に期待す

る	〔琉新・朝〕	
7・9	 派日議員団 �6 日出発／那覇市	〔琉新・

朝〕	
7・9	 私の意見／那覇市の事業費予算	（上）	

／超党派で財源獲得に当れ／宮良寛
才	〔琉新・夕〕	

7・�0	 収入役選任でもむ／那覇市会／日程ま
た持越す	〔沖タ・朝〕	

7・�0	 本土政府への援助要請／弁務官の協力
も依頼	〔沖タ・朝〕	

7・�0	 議長馬鹿野郎も飛ぶ／荒れたきのうの
那覇市会	〔琉新・朝〕	

7・�0	 私の意見／那覇市の事業費予算	（下）	
／超党派で財源獲得に当れ／宮良寛
才	〔琉新・夕〕	

7・��	 都計への援助要請／高良那覇市議長／
民政官、	弁務官と会見	〔沖タ・朝〕	

7・��	 記者のメモ／〝バカヤロー〟も議長次
第…	〔沖タ・朝〕	

7・��	 値上げの３千円／毎日市に寄付／民連
議員 �0 人	〔沖タ・朝〕	

7・��	 記者席／無事すんだバカヤロウー発言	
〔琉新・朝〕	

7・��	 兼次市政は当分安泰／ 2� 案件を処理し
て閉会／那覇市会	〔琉新・朝〕	

7・��	 増俸額返上申出る／民連議員 �0 氏が市
　　長に	〔琉新・朝〕	

7・�2	 近く大幅に人事異動／那覇市役所／批
判的部課長も／兼次市長記者会見で
言明	〔沖タ・朝〕	

7・�2	 兼次那覇市長が記者会見で爆弾発言／
〝批判的な職員は辞めよ〟／近く大

幅な人事異動行う	〔琉新・朝〕	
7・�2	 兼次市長爆弾発言を再確認／市職労が

市長の真意ただす	〔琉新・夕〕	
7・�3	 許せない〝市長打倒〟／人事異動／感

情や党派抜きにして／兼次市長、	労
組代表に答える	〔沖タ・朝〕	

7・�3	 大弦小弦	〔那覇市の人事異動〕	〔沖タ・
朝〕	

7・�3	 合同委 �4 日に再開	〔琉新・朝〕		
7・�3	 声／市会のお手盛増の権力！	〔琉新・

朝〕	
7・�3	 川崎と沖縄を結ぶ／市長囲む座談会	

〔琉新・夕〕	
7・�4	 社長解任を決定／首里バス取締役会	

〔沖タ・夕〕	
7・�5	 部下から訴えられる／消防隊長の不

正？／市会が審議	〔沖タ・朝〕	
7・�5	 那覇市職員労組／〝本人の意見きいて〟

／人事異動で要望	〔沖タ・朝〕	
7・�6	 職員の異動 70 人／兼次市長、	部課長会

に諮る	〔沖タ・朝〕	
7・�6	 消防隊長辞意を表明／不正事件で市会

が追及	〔沖タ・朝〕	
7・�6	 具志隊長が辞意表明／隊内不統一責任

とり／那覇市総財委	〔琉新・朝〕	
7・�6	 部課長の異動行わず／兼次市長部課長

会議で明言	〔琉新・朝〕	
7・�6	 兼次市長へ／予算の組替えを要求／民

連が決議文渡す	〔沖タ・夕〕	
7・�6	 市民大会代表ら／市長に決議文手交	

〔琉新・夕〕	
7・�7	 記者のメモ／戦災復興に魅せられた男	

〔沖タ・朝〕	
7・�7	 兼次市長らきょう渡日／貰えるか 96 億	

（日）	円／当局と市会一体になって
当る	〔沖タ・朝〕	

7・�7	 職員の異動きょう発表／那覇市／注目
される労組の動き	〔沖タ・朝〕	

7・�7	 那覇都計への補助金／首都建設審議会
が発足すれば出す	〔琉新・朝〕	

7・�7	 米国援助を再確認／兼次市長、	けさ民
政官と会見	〔沖タ・夕〕	

7・�7	 兼次市長空路上京	〔琉新・夕〕		
7・�8	 戦災復興資金要請／今月一杯政府に折

衝	〔琉新・夕〕	
7・�9	 民連派大幅に異動／那覇市人事第一組

合が抗議	〔沖タ・朝〕	
7・20	 積極的援助を約す／兼次市長らに自社

両党が	〔琉新・夕〕	
7・20	 瀬長が〝第二の瀬長〟を非難	〔琉新・

夕〕	
7・20	 那覇が道路整備に補助陳情	〔琉新･夕〕
7・2�	 〝辞令返上〟して団交／異動に不満の那

覇市職員労組	〔沖タ・夕〕	
7・22	 ピンチに追い込まれる那覇の水道／夜

間	（よる８時～あさ４時）	は当分断
水／消費に追いつかぬ水源地	〔沖タ
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	 　・朝〕	
7・22	 部課長も意見対立／揺れる那覇市の人

事	〔沖タ・朝〕	
7・22	 現段階では見込み薄？／建設省まず政

治的折衝から／本土の財政援助	〔琉
新・朝〕	

7・22	 民連裁判 23 日に初公判	〔琉新・朝〕	
7・23	 ｜社説｜現地折衝で受身に立たされる

な	〔沖タ・朝〕	
7・23	 大弦小弦	〔那覇市の水道問題〕	〔沖タ・

朝〕	
7・23	 板ばさみの兼次市長／人事異動で民

連・月曜会が掛合う	〔沖タ・朝〕	
7・23	 ｜社説｜政治家はハッタリ屋であって

はならない	〔琉新・朝〕	
7・23	 波乱予想の民連裁判／焦点は〝政治活

動〟の解釈に	〔琉新・朝〕	
7・23	 団交権めぐって意見対立／もつれる那

覇市の異動	〔沖タ・夕〕	
7・24	 大弦小弦	〔那覇市長と民連〕	〔沖タ・

朝〕	
7・24	 当局団交打切りを通告／那覇市人事／

どうなる〝辞令返上〟の結末	〔沖タ・
朝〕	

7・24	 瀬長夫人も乗込む／人事異動で市民が
膝詰談判	〔沖タ・朝〕	

7・24	 ｜社説｜市政を暗くするおどし戦術	
〔琉新・朝〕	

7・24	 殺してやるとすごむ／仲原市長代理に
異動保留迫る／那覇市	〔琉新・朝〕	

7・24	 民連裁判／法的に幾多の疑義／問題投
げる外人弁護人	〔琉新・朝〕	

7・24	 戦災都市復興援助／自民党に申入れ／
兼次那覇市長	〔沖タ・夕〕	

7・25	 市長帰任後に検討／那覇市の人事異動
／辞令一応うける	〔沖タ・朝〕	

7・25	 外務省を訪問／兼次市長／那覇市の復
興状況を説明	〔琉新・夕〕	

7・25	 今晩の話題／時の流れ	〔沖タ・夕〕	
7・26	 条件つきで納得／辞令返上騒ぎに終止

符／那覇市	〔琉新・夕〕	
7・27	 〝陳情に来てよかった〟／政府や政党が

関心寄せる／財政援助	〔琉新･夕〕	
7・28	 解説／兼次市政はどうなるか？	〔琉

新・朝〕	
7・29	 会議規則の一部改正を審議／那覇市会

総務財政委	〔沖タ・朝〕	
7・29	 建設省に協力申入れ／兼次市長ら	〔沖

タ・朝〕	
7・30	 ブ弁務官けさ重大声明／一括払い廃止

の用意／毎年払いを準備／近く軍民
会談	〔沖タ・夕〕	

7・30	 市民会館／やっと完成／集会所に広く
開放	〔沖タ・夕〕	

7・3�	 ｜社説｜問題解決のための審議たれ	
〔沖タ・朝〕	

7・3�	 都計のガン・不法建築物／空間のない

都心地／〝建築基準守ろう〟市が呼
びかけ／全体の 90 パーセントが不
法	〔沖タ・朝〕	

7・3�	 兼次市長と懇談／在京沖縄県人会	〔琉
新・朝〕	

8・�	 〝なんとかしたい〟岸首相／兼次市長ら
那覇市への援助訴える	〔沖タ･朝〕	

8・�	 那覇市上水道にピンチ／待たれる融資
再開／消費量に追いつかぬ浄水能力	
〔琉新・朝〕	

8・�	 前途が明るい感じ／那覇市戦災復興援
助申入れ	〔琉新・朝〕	

8・3	 沖縄社会党を／県連支部に／兼次那覇
市長／日本社会党に要望	〔沖タ･夕〕	

8・8	 補助金交付陳情／那覇市長代理民政府
へ	〔琉新・朝〕	

8・8	 都計審議会／都計課の新設要望／那覇
市の区画整理変更検討	〔沖タ・夕〕	

8・9	 記者のメモ／民連議員の寄付に戸惑う	
〔沖タ・朝〕	

8・�0	 消費に追いつかぬ水源／那覇水道節水
をよびかけ	〔沖タ・朝〕	

8・��	 学校敷地に赤信号／底ついた那覇市有
地	〔琉新・夕〕	

8・�2	 共同声明を発表／現地折衝／初日の会
談／問題解決に努力／三分科委で９
項協議	〔琉新・朝〕	

8・�2	 息をふき返すか／那覇都計／久米大通
りなど舗装？／マ工務課長が資料の
提出求む	〔琉新・朝〕	

8・�3	 娯楽センター埋立地／１万６千坪は登
記済み	〔琉新・朝〕	

8・�4	 那覇の起債認可／４議員が民政官に要
請	〔琉新・朝〕	

8・�4	 軍援助の再開を要望／那覇都計安里議
長、	民政官と会見	〔沖タ・夕〕	

8・�6	 〝民政府へ補助をどんどん要求すべき〟
／兼次市長 �8 日鹿児島を発つ	〔沖
タ・夕〕	

8・�7	 組合の統一に努力／那覇市職労組大会	
〔琉新・朝〕	

8・�7	 賃金引上げ要求／那覇市職労大会	〔沖
タ・夕〕	

8・�7	 那覇市政七不思議／川のない泉崎橋／
郵便屋もわからぬ旧地番	〔琉新･夕〕	

8・�8	 兼次氏の反動化批判／民連きのう総会	
〔沖タ・朝〕	

8・�8	 民連第４回総会開く／会則を改正、	役
員を改選	〔琉新・朝〕	

8・�8	 公約果さぬ兼次市長／瀬長氏／除名せ
ず見守る	〔琉新・朝〕	

8・�9	 真和志と合併決議／那覇市軍用土地特
別委	〔琉新・夕〕	

8・20	 夏期手当支給承認／那覇市臨時市会	
〔沖タ・朝〕	

8・20	 又吉氏の当選決る／那覇市議の補充選
挙	〔沖タ・朝〕	
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8・20	 きょうから地域給水／那覇市さらに悪
くなる水道事情	〔沖タ・朝〕	

8・20	 ボーナス議会開く／専決処分さけた兼
次市長／那覇市	〔琉新・朝〕	

8・23	 瀬長・兼次氏ら免訴／恩赦布告服役者
も即時釈放	〔沖タ・朝〕	

8・23	 地域給水やっと解く／那覇市時間給水
はまだ続く	〔沖タ・朝〕	

8・23	 ｜社説｜恩赦布告の意味するもの	〔琉
新・朝〕	

8・23	 〝祖国復帰に支援を〟／兼次市長／串木
野で訴える	〔沖タ・夕〕	

8・24	 ｜社説｜ドル切替えの方法と意義を周
知させよ	〔琉新・朝〕	

8・24	 松川の排水溝埋立て審議保留	〔沖タ・
夕〕	

8・25	 全国市長会へ／那覇市長の加入／宮崎・
鹿児島市長会が推せん	〔沖タ･朝〕

8・27	 〝超党派に自信得た〟／兼次市長 40 日
ぶりに帰る	〔琉新・朝〕	

8・28	 本土への補助要請／断続的に代表を派
遣／那覇市	〔琉新・朝〕	

8・30	 区長制また問題化／中央選管委が復活
陳情／那覇市	〔琉新・夕〕	

8・3�	 やっと小康状態／久高氏社長を解任さ
る／首里バス騒動	〔琉新・朝〕	

8・3�	 ハーバービュー／高級住宅街に／地
主、	自力で区画整理	〔沖タ・朝〕	

8・3�	 名簿もれが多い／中選委、	那覇市に区
長制復活要請	〔沖タ・朝〕	

9・�	 ｜社説｜大衆の繁栄が真の経済発展で
ある	〔沖タ・朝〕	

9・6	 公聴／ハーバービューの浄化について	
〔沖タ・朝〕	

9・6	 市民集会で兼次市長報告	〔琉新・朝〕	
9・9	 具志消防隊長に自発的退職を要求	〔琉

新・朝〕	
9・�0	 都計指導員招請の内容／駐日代表事務

所が那覇市へ照会	〔沖タ・朝〕	
9・�0	 半分が不法建築物／那覇／混同された

建築許可と建築確認	〔沖タ・朝〕	
9・�0	 那覇市／ドル切替えで／水道料金は安

くなる／超過料金の端数を切捨て／
１立方米ごとに 80 銭値下げ	〔沖タ・
朝〕	

9・�0	 水道料金値下げ／ドル切替えの端数切
捨で／那覇市	〔琉新・朝〕	

9・��	 専門委も設けて推進／那覇都計委、	き
のう初会合	〔沖タ・夕〕	

9・�2	 那覇市役所共済会総会あす／二つの労
組とからみ成行き注目	〔沖タ・夕〕	

9・�2	 人事問題でもめる／市長室に押しかけ
団交	〔琉新・夕〕	

9・�3	 人事権問題でもむ／那覇市労組、	市長
に食下る	〔沖タ・朝〕	

9・�3	 具志消防隊長の不信任を決議／那覇市	
〔琉新・朝〕	

9・�3	 争う二つの組合／きょう注目の那覇市
共済会総会	〔琉新・朝〕	

9・�3	 首里バス／久高社長の解任の判決	〔沖
タ・夕〕	

9・�4	 場内大いにゆれる／那覇市の共済会総
会	〔琉新・朝〕	

9・�6	 〝食えない臨時雇員〟／市徒労、	兼次市
長に訴う	〔琉新・朝〕	

9・�6	 市徒労組決議無効を声明	〔琉新・朝〕	
9・�7	 学校敷地拡張など検討／那覇市会文厚

労委	〔沖タ・朝〕	
9・�7	 ｜社説｜那覇市会と市民の福祉	〔琉

新・朝〕	
9・�7	 那覇市従労大会で決議／要求蹴ればス

トも辞せず	〔琉新・夕〕	
9・�8	 ｜社説｜米国の特恵措置にのぞむ	〔沖

タ・朝〕	
9・20	 工事の中止を指示／市が識名の火葬場

建設に	〔沖タ・朝〕	
9・20	 那覇市共済会／那職労に移管	〔沖タ・

夕〕	
9・20	 市営案内所設け／観光客にサービス／

那覇市	〔沖タ・夕〕	
9・22	 兼次市長を挟みうち／〝超党派政策〟

と臨時雇いの待遇問題で／民連と職
員の主婦たちが	〔沖タ・夕〕	

9・23	 兼次市長らの大名旅行／市会で問題化
の動き	〔琉新・朝〕	

9・23	 暴徒と化した群衆／兼次市長になだれ
込む／市民集会	〔琉新・朝〕	

9・23	 演説会騒動をどうみる／静かにきく訓
練を／批判は民主的手続を経て	〔沖
タ・夕〕	

9・23	 捕まったのは野次馬／扇動者はいち早
くどろン	〔沖タ・夕〕	

9・23	 これでよいのか！／踏み荒らされた学
園	〔琉新・夕〕	

9・24	 ｜社説｜〝大衆の怒り〟に名をかりた
暴動	〔沖タ・朝〕	

9・24	 日共の戦術と同じ／演説会妨害、	兼次
市長の見解／〝暴力には屈しない〟
／自信をもって市政運営	〔沖タ･朝〕	

9・24	 記者のメモ／暴徒に髪洗粉戦術…	〔沖
タ・朝〕	

9・24	 記者席／兼次那覇市長最悪の日	〔琉
新・朝〕	

9・24	 金口木舌	〔那覇市市民集会〕	〔琉新・
朝〕	

9・24	 ｜社説｜政党は反省すべきだ	〔琉新・
朝〕	

9・24	 〝人民党と断固闘う〟／兼次市長脅迫に
社会党が声明	〔琉新・朝〕	

9・25	 波紋描く演説会騒動／各党派、	今後の
対策へ動く／あす中執委で検討／こ
のままでは政治の破滅	〔沖タ・朝〕	

9・25	 人民党声明要旨／大胆に自己反省を	
〔沖タ・朝〕	
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9・25	 記者のメモ／兼次市長、	依然として強
気…	〔沖タ・朝〕	

9・25	 記者席／意気さかんな兼次市長	〔琉
新・朝〕	

9・25	 きのうの友はきょうの敵／張りあう社
会党と人民党	〔沖タ・夕〕	

9・25	 那覇市の部課長会	〔沖タ・夕〕		
9・25	 車中の市長と押問答／人民党今晩社会

党本部で話しあう	〔琉新・夕〕	
9・25	 那覇市の〝軍補助は見込みない〟／兼

次発言を月曜会が追及か	〔琉新･夕〕	
9・26	 三党紙上討論／わが党はこう主張する

(�)	〔沖タ・朝〕	
9・26	 記者のメモ／兼次市長の肩すかしに歯

ギシリ	〔沖タ・朝〕	
9・26	 計画的犯行の線も／検察庁証拠固めに

重点／市民集会騒動事件	〔琉新･朝〕	
9・26	 私とできなければ／辞めてほしい／兼

次市長職員に訓示	〔沖タ・夕〕	
9・27	 波乱含みの那覇市会／ 29 日から幕あけ	

〔沖タ・朝〕	
9・27	 三党紙上討論／わが党はこう主張する

(2)	〔沖タ・朝〕	
9・27	 大弦小弦	〔那覇市のゴミ問題〕	〔沖タ・

朝〕	
9・27	 市長きのう全職員に訓辞／〝非協力者

はやめてくれ〟と強調	〔琉新・朝〕	
9・28	 三党紙上討論／わが党はこう主張する

(3)	〔沖タ・朝〕	
9・29	 三党紙上討論／わが党はこう主張する

(4)	〔沖タ・朝〕	
9・29	 記者のメモ／微妙な那覇市の助役人事	

〔沖タ・朝〕	
9・29	 処分きょう決定／政党員？もまざる／

市民集会騒動事件	〔琉新・朝〕	
9・29	 波乱含みの那覇市会／きょうから定例

会議開く	〔琉新・朝〕	
9・30	 微妙な〝兼次不信任〟／人民党、	月曜

会の出方がカギ／会期後半がヤマ／
　那覇市会開会	〔沖タ・朝〕	

9・30	 記者席／那覇市はフンシがわるい	〔琉
新・朝〕	

9・30	 那覇市の全国市長会加入を／鹿児島、	
宮崎が要請	〔琉新・夕〕	

�0・2	 那覇市都計委	〔沖タ・朝〕		
�0・2	 具体的計画の作成に乗り出す／首都建

設委の活動を促進／事務局の設置急
ぐ／局長に新垣氏を内定、	 行政府	
〔沖タ・朝〕	

�0・2	 那覇への補助考慮／ブース弁務官書簡
／都市計画に曙光／復金の融資も再
開	〔琉新・朝〕	

�0・2	 確信していた都計を進める	〔琉新･朝〕
�0・2	 年々減る市民負担／那覇市の財政公表

／市税は ��3％集まる／特別補助が
歳入欠陥	〔沖タ・夕〕	

�0・2	 市民集会所など質疑／那覇市会本会議	

〔沖タ・夕〕	
�0・3	 ｜社説｜ ｢ 首都建設」	に本腰をいれて

ほしい	〔沖タ・朝〕	
�0・3	 道路補償で質疑／那覇市会各案件、	委

員会に付託	〔沖タ・朝〕	
�0・3	 那覇市会９日がやま／市長らの大名旅

行追及か	〔琉新・朝〕	
�0・4	 市民集会所／設置条例審議／那覇市会

総務財政委	〔沖タ・朝〕	
�0・6	 一波乱必至の議員報酬問題／月曜会不

信任反対に回るか／那覇市会	〔琉
新・朝〕	

�0・7	 那覇市の都計／現在の進捗 20％／総額
３千万ドルいる	〔沖タ・夕〕	

�0・8	 兼次市長の退陣迫る／民連中執委で決
議／市会の動きがカギ	〔沖タ・朝〕	

�0・8	 大弦小弦	〔放生池問題〕	〔沖タ・朝〕	
�0・8	 25 ドルの賃上げ要求／那覇市職労が兼

次市長に	〔琉新・朝〕	
�0・8	 けさ民連が／兼次市長はやめなさい／

決議文突きつける	〔沖タ・夕〕	
�0・8	 民連兼次市長に退陣を要求／あす人民

党不信任案提出か	〔琉新・夕〕	
�0・9	 ｜社説｜首都建設の推進に／努力せよ	

〔沖タ・朝〕	
�0・9	 那覇市会きょう一般質問／焦点は市長

不信任／月曜会、	人民党との同調さ
ける	〔沖タ・朝〕	

�0・9	 〝兼次を辞めさせろ〟／民連が昨夜演説
会	〔琉新・朝〕	

�0・9	 〝不信任に同調せず〟／月曜会の基本態
度決る	〔琉新・朝〕	

�0・9	 開会延期でガッカリ／那覇市会傍聴人
廊下に鈴なり	〔琉新・夕〕	

�0・9	 兼次市長ギーリス副民政官と懇談／近
く 570 万円の工事費支出	〔琉新・夕〕	

�0・�0	 那覇市会／荒れた一般質問、	野次で騒
然／再び信を問え／人民党が追及／
兼次市長公約は実施している	〔沖
タ・朝〕	

�0・�0	 大弦小弦	〔１号線の高圧線撤去〕	〔沖
タ・朝〕	

�0・�0	 大名旅行など追及／人民党、	兼次市長
に食下がる／那覇市会	〔琉新・朝〕	

�0・��	 兼次不信任、	きょう提出／月曜会同調
せず人民党、	 昨夜態度決める	〔沖
タ・朝〕	

�0・��	 那覇市会／臨時雇員の定数化一応見送
る／市民集会所の使用料でもむ	〔沖
タ・朝〕	

�0・��	 場外に溢れる傍聴人／不信任案午後に
持越す	〔琉新・夕〕	

�0・��	 ３件原案通り可決／静かだった那覇市
会	〔琉新・夕〕	

�0・�2	 市長不信任案を否決／人民党以外反対
で 28 －７／那覇市会	〔琉新・朝〕	

�0・�4	 記者のメモ／質問ナシ、	討議ナシ、	採
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	 　決もナシ	〔沖タ・朝〕	
�0・�4	 那覇市民集会所／低額の使用料で開放	

〔沖タ・朝〕	
�0・�4	 那覇市会きのう閉会／報酬引き下げ案

は蹴らる	〔琉新・朝〕	
�0・�5	 仲宗根議員ら月曜会から脱退／議員報

酬引下げのため	〔琉新・朝〕	
�0・�7	 条例８件を処理／那覇市定例議会	〔琉

新・朝〕	
�0・�7	 河川、	水道工事を優先／ �0 項目の諮問

を検討／都計審	〔琉新・朝〕	
�0・�7	 ガーブ川も浚渫／首都のお化粧に民政

府の援助	〔沖タ・夕〕	
�0・�7	 那覇都計／２ヶ月以内に着工／主な道

路と四つの川／民政府が発表	〔琉
新・夕〕	

�0・�8	 まず河川の施設工事で／世界一の汚名
を返上／兼次市長〝首都建設の基盤
ができる〟	〔琉新・朝〕	

�0・�8	 特別高圧線／那覇市が除去陳情	〔琉
新・夕〕	

�0・�9	 ｜社説｜首都建設の主体を明確にせよ	
〔沖タ・朝〕	

�0・�9	 きのう４名を起訴／市民集会暴動の首
謀者	〔琉新・朝〕	

�0・2�	 数名を解雇処分／市民集会騒乱事件参
加職員／那覇市	〔琉新・朝〕	

�0・2�	 今月末に臨時議会／通貨切替えの予算
措置／ドル留めで総額ふえる	〔琉
新・朝〕	

�0・22	 那覇に新しい区制／親しみやすい名で
町制も設ける	〔沖タ・朝〕	

�0・23	 ｜社説｜那覇市の水道拡張はぜひ実現
させよ	〔琉新・朝〕	

�0・24	 区制の具体的検討へ／那覇市／区画整
理調査委ひらく	〔沖タ・朝〕	

�0・24	 兼次市長と賃上げ団交	〔琉新・夕〕
�0・26	 誕生した	「五日会」	／那覇市会／尾を

ひく議員報酬問題	〔沖タ・夕〕	
�0・28	 物品税法改正に布令／高等弁務官が留

保権限を行使／奢し品、	現行据置／
立法院案は収益損う	〔琉新・朝〕	

�0・28	 水道事業の融資再開／那覇市が首都委
に陳情	〔琉新・朝〕	

�0・28	 臨時議会／定例に持越す？／補助金未
交付など原因	〔琉新・朝〕	

�0・28	 水道起債の実現を／那覇市／首都建設
委に要請	〔沖タ・夕〕	

�0・30	 取締役補充、	後回し／首里バス総会選
考委でもめる	〔沖タ・朝〕	

�0・30	 首里バス総会一荒れ／議長にどなりつ
ける株主	〔琉新・朝〕	

��・�	 市債の凍結解除要請／兼次那覇市長が
琉銀へ	〔沖タ・夕〕	

��・3	 那覇市	（�5）	／市長／主席なみの責任
／乗切れるか超党派政策	〔沖タ･夕〕	

��・5	 都計事業を軌道へ／まず工事の優先順

位決める／首都建設委計画案を総合
調整	〔沖タ・朝〕	

��・5	 那覇市の計画案／総額で５百万ドル／
奥武山にスポーツセンター	〔沖タ・
朝〕	

��・6	 ｜社説｜都計事業と打切工事の仕上げ	
〔沖タ・朝〕	

��・6	 首都建設事業、	積極的に推進／総合計
画の立案へ／〝工事の順位〟持越す
／本土から専門家招く／きのう首都
建設委	〔沖タ・朝〕	

��・6	 都計順位決定持越し／首都建設委あす
奥武山検分	〔琉新・朝〕	

��・7	 ｜社説｜〝首都建設〟について	〔沖タ・
朝〕	

��・7	 大串総長が見た那覇の都計／緑のない
街は初めて／全島に広げる大プラン
を	〔沖タ・夕〕	

��・7	 那覇市職労組も賃上げ要求／団交延期
で渡り合う	〔沖タ・夕〕	

��・9	 42 万ドルの新庁舎／部課長会で検討始
める／那覇市	〔琉新・夕〕	

��・�2	 元那覇市職員／平安名氏ら依願退職		
〔琉新・朝〕	

��・�3	 首都建設の青写真／石川構想を土台に
総合計画／範囲をさらにひろげる／
宜野湾、	 浦添、	 豊見城村も含めて	

〔沖タ・朝〕	
��・�3	 ひと足先にメートル法／那覇市、	混乱

さけるため	〔沖タ・朝〕	
��・�3	 職労組最低５ドル要求／賃上げ団交 �4

日に持越す／那覇市	〔琉新・朝〕	
��・�4	 都計促進で懇談／バ民政官と五日会議

員	〔沖タ・夕〕	
��・�4	 賃上げ要求で再び団交／那覇職労	〔沖

タ・夕〕	
��・�4	 首都建設事業の早期実現／けさ五日会

バ民政官に陳情	〔琉新・夕〕	
��・�5	 急を要する事業選ぶ／工事費５百万弗

／首都建設委	〔沖タ・朝〕	
��・�6	 ｜社説｜那覇都計は優先順位を決めて

推進せよ	〔琉新・朝〕	
��・�6	 １ドル 50 セント以上は無理／那覇市職	

労の賃上げ要求	〔琉新・朝〕	
��・�6	 那覇市水道工事／主幹線年内に完了／

壺川配水管工事で市内一巡	〔琉新・
夕〕	

��・�7	 １ドル 50 セント飲むか／決断迫られる
那覇市職労	〔琉新・朝〕	

��・�7	 労組めぐり	（�5）	／那職労／中道な歩
みを念頭に／市政の混乱反映して分
裂	〔沖タ・夕〕	

��・�9	 ストをしても要求貫徹／那職労の５ド
ル賃上げ	〔沖タ・朝〕	

��・�9	 那覇市職労／スト突入も辞せず／５ド
ル獲得に強腰	〔琉新・朝〕	

��・�9	 那覇市招へい建設技官来島	〔琉新･夕〕	
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��・�9	 那覇市財政委開く／泊北岸使用料を検
討	〔琉新・夕〕	

��・2�	 那覇市を沖縄市に改称／区制の実施も
併せて検討	〔沖タ・朝〕	

��・2�	 ２ドル引上げで妥結／那覇市職労の賃
上げ問題	〔琉新・朝〕	

��・2�	 那覇を沖縄市に改称／市当局が区画整
理委に諮問	〔琉新・夕〕	

��・26	 壺屋文教地域を決定／那覇市文教委開
く	〔琉新・朝〕	

��・28	 臨時雇員の給与引上げ／兼次那覇市
長、	記者会見で発表	〔沖タ・朝〕	

��・28	 一律２ドル引上げ／那覇市雇人も大幅	
に	〔琉新・朝〕	

��・28	 沖縄市是か非か／大半は改称賛成派／
きょう公聴会を前に各界に聞く	〔琉
新・朝〕	

��・28	 声／那覇市の名称変更	〔琉新・朝〕	
��・29	 記者のメモ／沖縄市
全員諸手をあげて賛成…	〔沖タ・朝〕	

��・29	 いよいよ生れるか沖縄市／出席の全員
が賛成／那覇市名前を変える公聴会	

〔沖タ・朝〕	
��・29	 きのう沖縄市改称公聴会／出席代表全

員賛成／区設置には慎重論も	〔琉
新・朝〕	

��・30	 人事問題で／また荒れもよう／那覇市
定例市会来月５日から	〔沖タ・朝〕	

��・30	 メートル法実施へ／那覇市ではあすか
ら	〔沖タ・朝〕	

��・30	 〝沖縄市〟市民にもアンケート	〔沖タ・
朝〕	

��・30	 追加予算審議／那覇市会 �2 月５日に定
例会	〔琉新・朝〕	

��・30	 今晩の話題／沖縄市	〔沖タ・夕〕		
��・30	 まずは〝一応の成功〟／那覇市賃上げ

組合の団結にも不手際	〔琉新・夕〕	
��・30	 那覇市会に提案／職員定数の増加に改

正	〔琉新・夕〕	
�2・2	 水道料金どうなる／公社設立で値上が

り懸念／那覇市卸値の再検討要望	
〔沖タ・朝〕	

�2・2	 排水工事に画期的改善／那覇市が柵渠
工法採用／移動も簡便工事も３割安	

〔琉新・朝〕	
�2・2	 沖縄市改称座談会	〔琉新・朝〕		
�2・3	 商工会を結成／那覇市、	 あす準備委	

〔沖タ・朝〕	
�2・3	 市勢要覧／ 58 年版発行	〔沖タ・朝〕	
�2・4	 水上店舗／喉元すぎれば…／対策委員

会も雨次第？	〔沖タ・夕〕	
�2・4	 �958 年をかえりみて④／〝昨日の友、	

今日の敵〟民連割れる／演説会暴動
の汚点／兼次市政のお手並が宿題	

〔琉新・夕〕	
�2・5	 高良議長、	 辞意もらす／那覇市会／

きょうひらく	〔沖タ・朝〕	

�2・5	 きょうから定例市会／追加予算は 23 万
７千余ドル／那覇市	〔琉新・朝〕	

�2・5	 那覇市定例市会始まる	〔琉新・夕〕	
�2・7	 58 年をかえりみる／那覇市政	（2）	／

汚点残す演説会騒動／沖縄市への改
称も・都計次第に本格化／資金凍結
徐々に解ける	〔沖タ・朝〕	

�2・7	 水道融資の再開／兼次市長が琉銀に要
請	〔琉新・朝〕	

�2・7	 声／那覇市でよい	〔琉新・朝〕		
�2・7	 私の意見／沖縄市と那覇市／沖縄市へ

の改称に賛成／保志門繁	〔琉新･夕〕	
�2・9	 水の悩みどうするか／那覇市会各議員

追及はげし	〔琉新・朝〕	
�2・�0	 給与条例改正など審議／那覇市総務委	

〔琉新・朝〕	
�2・�0	 職階制の採用／総務財政委で決める／

那覇市会	〔沖タ・夕〕	
�2・�0	 公有水面申請など審議／那覇市建設委	

〔琉新・夕〕	
�2・��	 地下水ヤーイ！／那覇市が水道問題対

策委	〔沖タ・朝〕	
�2・�2	 那覇市会建設委	〔琉新・朝〕		
�2・�2	 合同で水ききん対策／那覇市と立法院

が	〔沖タ・夕〕	
�2・�2	 施政権返還を要望／兼次市長米人記者

会見で	〔琉新・夕〕	
�2・�3	 今野技官にきく／那覇都計みたまま／

川沿いに緑地帯を／良かった墓地整
理／はずかしい河川の悪臭	〔沖タ・
夕〕	

�2・�4	 本社の世論調査から／兼次市政はこう
見られている	〔沖タ・朝〕	

�2・�4	 〝中部には豊かにある〟／那覇市会が専
門家の意見きく／水…間に合せ対策
ではダメ	〔沖タ・朝〕	

�2・�4	 軍用地内に水源豊富／〝調査と実行班
を早急に設置せよ〟	〔琉新・朝〕	

�2・�4	 水源開発の費用に／議員報酬引上げ費
を	〔琉新・朝〕	

�2・�5	 霊園建設など／都計審に諮問／那覇市	
〔沖タ・朝〕	

�2・�5	 ここに大きな忘れ物／牧港に豊かな水
源／桑江氏も太鼓判おす／全く知ら
なかった議員さん	〔沖タ・朝〕	

�2・�5	 兼次市長／水利視察	〔沖タ・朝〕		
�2・�6	 ボーナスを支給承認／那覇市総財委	

〔琉新・朝〕	
�2・�7	 ｜社説｜那覇市政と世論の動き	〔沖

タ・朝〕	
�2・�7	 定数条例など否決／総財委が付託案件

処理／那覇市会	〔琉新・夕〕	
�2・�9	 給水対策に補助要請／那覇市会更正予

算など可決	〔琉新・朝〕	
�2・20	 那覇市会／幕閉じる	〔沖タ・夕〕		
�2・2�	 市内に 20 万本／那覇市が緑化運動にの

りだす	〔沖タ・朝〕	
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�2・22	 那覇市の緑化推進／毎月管理日設け３
年計画	〔沖タ・夕〕	

�2・24	 社大党強硬態度貫く／那覇市会正副議
長の仲介を拒否	〔沖タ・朝〕	

�2・24	 那覇市議長らのあっ旋も無駄／電々公
社の発足急げ／感情で住民福祉阻害
するな	〔琉新・朝〕	

�2・24	 首都建設はどうあるべきか／建設省今
野技官にきく／独特の自然を生かせ
／那覇市は名都の条件具備	〔琉新・
夕〕	

�2・25	 ｜社説｜都計に那覇の持味を生かせ	
〔琉新・朝〕	

�2・26	 延１万５千人／那覇市の失対事業	〔沖
タ・朝〕	

�2・27	 〝大鯉のぼり〟の贈物／那覇市民へ坂出
市長から	〔沖タ・朝〕	

�2・27	 変貌するハーバービュー／すばらしい
住宅街に／区画整理、	第１期工事終
る	〔沖タ・夕〕	

�2・29	 那覇市設観光案内所／明年２月泊ター
ミナルで開設	〔琉新・夕〕	

	 			�959 年	（昭和 34 年）	

�・4	 兼次市長、	辞意もらす／都計や琉銀融
資再開に対する／弁務官の態度しだ
いで	〔沖タ・夕〕	

�・5	 坂出市へ紅型贈る／那覇市が鯉のぼり
のお礼に	〔琉新・朝〕	

�・6	 記者席／政界再編も今の所〝松の内〟	
〔琉新・朝〕	

�・7	 都計援助の再開を／兼次市長弁務官に
会見申入れ	〔沖タ・朝〕	

�・7	 病気休暇を制定／条例の運用方針決め
る／那覇市	〔沖タ・朝〕	

�・7	 構内食堂を直営に／那覇市職員労	〔沖
タ・朝〕	

�・7	 副民政官が那覇都計で言明／援助方針
に変りない／計画案検討の間、	忍耐
せよ	〔琉新・朝〕	

�・7	 都計／約束通り援助する／兼次市長よ
忍耐せよ／ギーリス副民政官が言明	

〔沖タ・夕〕	
�・8	 補助金出させるのが私の公約／兼次那

覇市長記者会見	〔沖タ・朝〕	
�・8	 水族館の設立計画進む／期成会つくり

具体案練る／場所は若狭町海岸の予
定／８万７千ドルで那覇市か政府が	

〔沖タ・朝〕	
�・8	 納得できぬギーリス談話／兼次市長弁

務官会見で態度決定	〔琉新・朝〕	
�・8	 兼次市長米人記者と会見／副民政官書

簡問題で	〔琉新・朝〕	
�・9	 近くブ弁務官が意志表示／注目の首都

建設事業	〔沖タ・朝〕	
�・9	 地料が安すぎる／那覇の軍用地主が訴

える	〔沖タ・朝〕	
�・9	 那覇都計優先事業近く弁務官回答／民

政府の援助資金も準備か	〔琉新･朝〕	
�・9	 那覇市／予備費出し干害対策／古井戸

の改修を始める	〔沖タ・夕〕	
�・9	 軍用地料が安い／那覇市に臨時議会要

請	〔琉新・夕〕	
�・�0	 ｜社説｜首都建設は画然としたプラン

で	〔沖タ・朝〕	
�・�0	 首都建設／急施事業への援助を承認	

〔沖タ・朝〕	
�・�0	 記者のメモ／緊迫した表情で発表…	

〔沖タ・朝〕	
�・�0	 きょう復金と話合う／兼次市長〝市会

と協力して〟	〔沖タ・朝〕	
�・�0	 都計飛躍的に発展／ 60 万ドルの融資再

開で	〔沖タ・朝〕	
�・�0	 市長室は正月気分／那覇市／融資再開

の報に歓声あがる	〔琉新・夕〕	
�・��	 来月からいよいよ着工／大那覇市の都

市計画／年度内完成目ざす／水道…
旧市内への配管も	〔沖タ・夕〕	

�・�2	 都計ブーム間近か／那覇市役所てんて
こ舞／早くも業者押寄せる／当局は
日曜返上で案練る	〔琉新・夕〕	

�・�3	 大弦小弦	〔那覇市の融資再開〕	〔沖タ・
朝〕	

�・�3	 安里川北岸の埋立地／那覇市の区域に	
〔沖タ･朝〕	

�・�3	 機構の改革も／那覇市建設部長人事と
関連して	〔沖タ･朝〕	

�・�3	 ｜社説｜那覇市の都計実施についての
市民の要求	〔琉新・朝〕	

�・�3	 那覇都計援助に感謝／五日会代表が民
政官に	〔沖タ・夕〕	

�・�3	 〝一括払い制度〟を廃止／軍用地関係３
法を公布けさ	〔沖タ・夕〕	

�・�3	 スネたカイがあった！／約束された首
都ナハの輝しき発展	〔琉新・夕〕	

�・�3	 新土地計画公布さる／土地合同諮問委
員会を任命／旧正までに地料 77 万
５千ドル	〔琉新・夕〕	

�・�4	 一括払い供託金は米国が回収／布令第
�8 号要旨	〔沖タ・朝〕	

�・�4	 兼次市長辞意表明か／近く高等弁務官
に意向打診／カギは都計への軍補助	
〔琉新・朝〕	

�・�5	 那覇都計おくれる？／追加予算まとま
らず	〔琉新・朝〕	

�・�6	 再開工事費予算化急ぐ／那覇市	〔沖
タ・朝〕	

�・�6	 黒田氏、	首都建設／計画の構想語る／
全琉発展の象徴に／まず住みよい街
を	〔沖タ・朝〕	

�・�9	 那覇市の機構改革案成る／総務・建設
２部に統合／民生事務事業を積極的
に	〔沖タ・夕〕	
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�・�9	 那覇市臨時議会開く	〔沖タ・夕〕		
�・�9	 那覇市議会開く	〔琉新・夕〕		
�・20	 那覇市会／議長とやりとり漫才／具志

頭氏の提訴問題討議	〔琉新・朝〕	
�・2�	 政府の都計補助、	全額那覇市へ／４万

ドル道路工事に／都計事業、	２月上
旬に再開	〔沖タ・朝〕	

�・2�	 適当な価格評価を／那覇市会地料の再
検討要望	〔琉新・朝〕	

�・2�	 那覇市へ４万ドルの都計補助／来月か
ら工事開始／久茂地川の沿道を完成	

〔琉新・朝〕	
�・2�	 〝合理的じゃない〟／那覇市の軍用地料	

〔琉新・夕〕	
�・22	 首都づくりはこうして／黒田氏が講演

／問題は人口増加の対策／都計の基
盤は産業の発展で	〔沖タ・朝〕	

�・22	 公聴／那覇都計の再開に思う	〔沖タ・
朝〕	

�・22	 住宅政策の貧困つく／黒田氏、	那覇市
の市民集会で／〝漫湖の埋立慎重に〟
／人口の増加圧に百年の計を	〔琉
新・朝〕	

�・22	 那覇市の都計事業／２月に着工、	６月
未完成	〔琉新・夕〕	

�・23	 ｜社説｜土地問題の円満処理のため	
〔沖タ・朝〕	

�・27	 ９万ドル追加更正／那覇市都計の再開
へ／ 29 日臨時市会	〔沖タ・朝〕	

�・27	 ９万ドル追加／那覇市が臨時議会	〔琉
新・朝〕	

�・27	 那覇を世界の名都に／首都圏委の黒田
氏帰京	〔琉新・朝〕	

�・28	 エマ資金で庶民アパート／公設市場も
３階建に／民政府に援助要請／兼次
市長記者会見	〔沖タ・朝〕	

�・28	 ３階建の公設市場／那覇市が �2 万ドル
で計画	〔琉新・朝〕	

�・28	 私の意見／明るくなった那覇市政／助
役選任と機構充実忘れるな／嘉味田
朝盛	〔琉新・夕〕	

�・29	 ｜社説｜公営アパートの敷地を確保せ
よ	〔沖タ・朝〕	

�・29	 高良議長が辞意表明／那覇市臨時議会
の初日に	〔沖タ・夕〕	

�・30	 むつみ橋－前島間／道路新設など／四
つの起債提案／那覇市臨時市会	〔沖
タ・朝〕	

�・30	 �5 軒が立退き／安里川改修で補償費は
市が負担	〔沖タ・朝〕	

�・30	 〝国場川埋立急ぐ〟／給水、	一応は水道
公社で／那覇市会	〔琉新・朝〕	

�・30	 三原市	（広島県）	に礼状／兼次市長が
おくる	〔琉新･夕〕	

�・3�	 都計工事で現地調査／那覇財政、	建設
委	〔琉新・朝〕	

�・3�	 史跡指定は遺憾？／琉大所有権無視訴

える／円覚寺跡	〔琉新・朝〕	
�・3�	 補助と融資再開に／兼次市長／ブ弁務

官に礼状	〔琉新・朝〕	
2・�	 那覇市の地料修正は土地諮問委へ	〔琉

新・朝〕	
2・2	 どうなる那覇市の水道起債／誠意がな

いと不満／市会総財委、	当局を追及	
〔沖タ・夕〕	

2・2	 土地料改正は諮問委員会で／土地連、	
那覇市会へ連絡	〔沖タ・夕〕	

2・4	 現使用者が優先／兼次市長市場改築問
題で語る	〔琉新・朝〕	

2・5	 混乱はさけたい／高良議長辞表を保留	
〔沖タ・朝〕	

2・5	 折衝委で琉大と交渉／放生池の埋立問
題／民有地購入を主張／文保委	〔沖
タ・朝〕	

2・5	 高良議長の辞任問題／五日会の反対で
引込める	〔琉新・朝〕	

2・6	 文化財指定の法的根拠がない？／放生
池問題に琉大強腰	〔沖タ・夕〕	

2・7	 正式加入はできない／那覇市／九州市
長会へ	〔沖タ・朝〕	

2・7	 兼次市長も賛成／那覇の大綱引の再現
に	〔琉新・夕〕	

2・8	 ｜社説｜〝水道公社〟にのぞみたいこ
と	〔沖タ・朝〕	

2・9	 那覇市の機構改革／総務・財政を統合
企画室を新設／３部２室３支所 �7
課	〔琉新・朝〕	

2・�0	 ｜社説｜〝放生池問題〟は感情に走る
な	〔沖タ・朝〕	

2・�2	 所属未定地／那覇市に編入／立法院本
会議	〔沖タ・夕〕	

2・�2	 出して引っこめた高良議長の辞表／割
れかかった〝五日会〟／那覇市会正
副議長両派の対立	〔琉新・夕〕	

2・�3	 那覇市役所労組統一の機運／全日本自
治労のあっせんで／両組合代表が渡
日	〔沖タ・朝〕	

2・�3	 那覇市、	汚職事件で／区画整理課の人
事を刷新	〔沖タ・夕〕	

2・�5	 布令 20 号を公布／新土地計画の実施へ	
〔沖タ・朝〕	

2・�6	 積極的援助要請へ／那覇市が都計促進
に	〔琉新・朝〕	

2・�6	 文保委、	事後承認で解決／問題になっ
た琉大の現状変更	〔沖タ・夕〕	

2・�7	 誕生する沖縄市／那覇市、	改称を決定
／４月中旬までに	〔沖タ・朝〕	

2・�7	 ｜社説｜那覇市会は市民のために有害
無益のものであってはならない	〔琉
新・朝〕	

2・�7	 那覇市を沖縄市へ／満場一致で決定／
那覇市行政区画整理委が	〔琉新･朝〕	

2・�8	 那覇市会が行政検査／区画整理課の汚
職を機に	〔沖タ・朝〕	
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2・�8	 金口木舌	〔那覇市会〕	〔琉新・朝〕		
2・�9	 農連中央市場を開放／近隣の野菜生産

者に	〔琉新・夕〕	
2・20	 部下の把握が足りぬ／那覇市の汚職	

〔琉新・朝〕	
2・22	 統一へ歩みよる／那覇市の二つの職員

労組	〔沖タ・朝〕	
2・22	 	「市民の苦情きく旬間」	／那覇市が新

しい試み	〔琉新・夕〕	
2・23	 那覇の大綱引／市当局も全面的に協力	

〔琉新・朝〕	
2・23	 話の卵／市政と市民の声	〔琉新・夕〕	
2・25	 予算は２万ドル／那覇の大綱、	若狭通

りで	〔琉新・朝〕	
2・25	 沖縄市の誕生を祝う／記念切手の発行

決まる	〔沖タ・夕〕	
2・26	 希望ヵ丘を公園化／那覇市が計画進め

る	〔琉新・朝〕	
2・27	 沖縄市歌募集	〔琉新・朝〕		
3・�	 金口木舌	〔那覇市の大綱引〕	〔琉新・

朝〕	
3・�	 	「沖縄市」	大半が賛成／アンケートの

結果纏まる	〔琉新・朝〕	
3・4	 沖縄市改称／３月市会に提案	〔琉新・

朝〕	
3・4	 放生池問題またこじれる？／重要文化

財指定の動きで	〔沖タ・夕〕	
3・5	 〝職階制は反対だ〟／職労、	従労が仲良

く共闘／那覇市	〔琉新・朝〕	
3・6	 那覇市の大綱引協議会／旗行列や提灯

行列／まず沖縄市	〔沖タ・朝〕	
3・8	 那覇市の改称問題に思う	（上）	／嘉陽

安男	〔沖タ・朝〕	
3・9	 那覇市の改称問題に思う	（下）	／嘉陽

安男	〔沖タ・朝〕	
3・�0	 那覇市の職階制度／今期は見合わす／

兼次市長が共闘労組に回答	〔琉新・
朝〕	

3・�0	 市長に市民の声を／ �0 日から市長に手
紙出す運動／那覇市	〔琉新・朝〕	

3・��	 市長に	「苦情第１号」	／	「市長に手紙
出す旬間」	始まる／那覇市	〔琉新・
夕〕	

3・�4	 坪 36 ドルで手打か／バスターミナルの
那覇市替費地譲渡	〔沖タ・朝〕	

3・�4	 �6 日から那覇市会／沖縄市への改称や
／機構改革など提案	〔沖タ・朝〕	

3・�5	 那覇市が機構改革／定例市会に提案	
〔琉新・夕〕	

3・�5	 注目の沖縄市改称／那覇市会満場一致
は不可能？	〔琉新・夕〕	

3・�6	 沖縄市改称／〝世論は熟している〟／
兼次市長提案理由を説明	〔琉新･朝〕	

3・�7	 ｜社説｜ ｢ 沖縄市」	 改称へ踏み切れ	
〔沖タ・朝〕	

3・�7	 見通しつかぬ〝沖縄市〟／五日会内部
にも反対意見	〔沖タ・朝〕	

3・�7	 記者席／綱引はファッショ、	非民主的	
〔琉新・朝〕	

3・�7	 分裂の危機に瀕す五日会／沖縄市問題
で表面化／きのうの総会もお流れ	
〔琉新・朝〕	

3・�7	 〝沖縄市〟がよい／東恩納教授が激励の
便り	〔沖タ・夕〕	

3・�8	 沖縄市改称は歴史的宿題／兼次那覇市
長の提案理由から	〔沖タ・朝〕	

3・�8	 ｜社説｜ ｢ 沖縄市」	の実現が望ましい	
〔琉新・朝〕	

3・�8	 沖縄市－賛成か反対か／市会議員の色
分け	〔沖タ・夕〕	

3・�8	 生まれる保健センター／那覇病院を中
心に	〔琉新・夕〕	

3・�9	 沖縄市改称、	大詰めへ／きょう賛否を
採決／那覇市会の両派活発な抱込み
工作	〔沖タ・朝〕	

3・�9	 五日会大あれ／沖縄市改称めぐり分裂
／反対派が総退場	〔沖タ・朝〕	

3・�9	 大弦小弦	〔沖縄市改称問題〕	〔沖タ・
朝〕	

3・�9	 沖縄市改称は歴史的宿題／兼次那覇市
長の提案理由から	(2)	〔沖タ・朝〕	

3・�9	 公聴／全会一致で／沖縄市の誕生を	
〔沖タ・朝〕	

3・�9	 沖縄市へ改称しよう／歴史的必然で世
論は熟している／兼次佐一	〔琉新・
夕〕	

3・20	 あっさり委員会付託／沖縄市改称、	自
信もてぬ賛否両派／さらに市民の声
きいて	〔沖タ・朝〕	

3・20	 沖縄市問題／ついに委員会付託波乱呼
ぶかあすの総務委	〔琉新・朝〕	

3・20	 27 日に審議／沖縄市改称議案	〔琉新・
夕〕	

3・2�	 記者のメモ／うちなー市と那覇市	〔沖
タ・朝〕	

3・2�	 融資再開の第一号／久茂地の橋きのう
起工式／那覇市	〔沖タ・朝〕	

3・2�	 那覇市議会は毎年４回	〔琉新・朝〕	
3・22	 ｜社説｜首都建設に軍の技術援助を…	

〔沖タ・朝〕	
3・23	 沖縄市改称問題／ 30 日の本会議に上

程？／那覇市議会	〔琉新・夕〕	
3・24	 まだ見通しつかぬ／沖縄市改称／賛成

派が新しい組織	〔沖タ・朝〕	
3・24	 部課設置条例もち越す／総務財政委	

〔沖タ・朝〕	
3・24	 地方の声／〝沖縄市〟に賛成する	〔沖

タ・朝〕	
3・24	 公聴／沖縄市に踏切れ	〔沖タ・朝〕	
3・24	 〝沖縄市改称劇〟／公演準備中／舞台裏

では寝技・足払いのリハーサル	〔琉
新・夕〕	

3・25	 賛否両派、	活発に動く／沖縄市改称、	
大詰へ／議会通過を期待…兼次市長
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	 　〔沖タ・夕〕	
3・25	 那覇市綱引委員会解散	〔沖タ・夕〕	
3・25	 那覇の大綱引お流れ	〔琉新・夕〕		
3・26	 激しくなる抱込み工作／市長の楽観論

ケシとぶ／まず渡口氏が反対のノロ
シ	〔沖タ・朝〕	

3・26	 �3 議員が反対／沖縄市改称は難航	〔琉
新・朝〕	

3・27	 ｜社説｜〝沖縄市改称〟感情に走るな	
〔沖タ・朝〕	

3・27	 補正予算質疑打ち切る／立法院予算委	
〔沖タ・朝〕	

3・27	 きょう委員会で採択／勢力伯仲の両派
／沖縄市人民党の動きがカギ	〔沖
タ・朝〕	

3・27	 追加予算案を審議／那覇市会総務財政
委	〔沖タ・朝〕	

3・27	 金口木舌	〔沖縄市改称問題〕	〔琉新・
朝〕	

3・27	 沖縄市改称大詰めへ	〔琉新・朝〕		
3・27	 〝沖縄市〟の議案撤回／人民党が市長に

申入れ	〔沖タ・夕〕	
3・27	 改称は時期尚早／沖縄市問題で民連態

度決定	〔琉新・夕〕	
3・28	 沖縄市改称議案撤回を要求／こんどは

見送り？／民連議員、	時期尚早で反
対	〔琉新・朝〕	

3・29	 公聴／沖縄市改称問題／当局にお尋ね	
〔沖タ・朝〕	

3・30	 沖縄市改称否決か／注目の那覇市会本
会議開く	〔沖タ・朝〕	

3・30	 沖縄市改称問題／波乱万丈の終幕へ／
注目される民連派の動き	〔琉新･朝〕	

3・30	 沖縄市改称議案／日程の最後に	〔琉
新・夕〕	

3・3�	 ｜社説｜首都建設プランにぜひ公園を
…	〔沖タ・朝〕	

3・3�	 沖縄市／蹴られるか通るか／きょう市
会で採決／暗い表情の兼次市長	〔沖
タ・朝〕	

3・3�	 どうなる沖縄市改称／賛成・反対、	各
派各様の作戦／那覇市会嵐の前の静
けさ	〔沖タ・夕〕	

3・3�	 沖縄市改称を支持／東京沖縄県人会が	
〔沖タ・夕〕	

4・�	 ｜社説｜沖縄市改称否決は遺憾	〔沖
タ・朝〕	

4・�	 騒然たる幕切れ／沖縄市ついに否決／
那覇市会賛成�8、	反対 20	〔沖タ･朝〕	

4・�	 沖縄市の賛否両論／もたついた昨夜の
那覇市会	〔沖タ・夕〕	

4・�	 広告／那覇市軍用地特別委員会	〔琉
新・夕〕	

4・2	 ｜社説｜純粋性のない那覇市会	〔琉
新・朝〕	

4・2	 タナ上げされた	「沖縄市 ｣	〔沖タ・夕〕
4・2	 話の卵／流産した沖縄市	〔琉新・夕〕		

4・5	 補正予算案各派で検討／沖縄市記念切
手の歳入欠陥対策に苦慮	〔琉新･朝〕	

4・7	 復興事業重点改める／那覇市の新年度
予算	〔琉新・朝〕	

4・8	 73 万ドル起債を要請／那覇都計の市
営住宅、	埋立など／首都建設委	〔琉
新・朝〕	

4・8	 行政視察に派遣	〔琉新・朝〕		
4・8	 窓／沖縄市のゆくえ	（上）	／コザ市が

もらおうか／新屋敷幸繁	〔沖タ･夕〕	
4・9	 窓／沖縄市のゆくえ	（下）	／コザ市が

もらおうか／新屋敷幸繁	〔沖タ･夕〕	
4・��	 起債５万７千ドル認可／ガーブ川沿線

に道路を新設／国場川埋立ても、	近
く着工／那覇市	〔沖タ・朝〕	

4・��	 那覇市 �5 か所に小公園／緑地帯計画に
本腰	〔沖タ・朝〕	

4・�4	 自治法の一部改正／地方公務員にも年
金制を／那覇市南部市町村会に提案	
〔沖タ・夕〕	

4・�4	 高圧線鉄塔の撤去／兼次市長が軍に申
入れ	〔琉新・夕〕	

4・�5	 ｜社説｜再開の都計を軌道にのせるに
は	〔沖タ・朝〕	

4・�9	 複雑な行政区画整理／研究委の案まと
まる／那覇市	〔琉新・朝〕	

4・2�	 那覇市の協力約す／マ大使、	兼次市長
と会見	〔沖タ・夕〕	

4・22	 塵芥焼却場設置で／那覇市が政府に再
陳情	〔琉新・夕〕	

4・23	 分譲水の単価是正を／那覇市資料集め
て検討／〝ふえる需要に採算とれぬ〟	
〔沖タ・夕〕	

4・23	 旅費交付遅れる／那覇市会人民・社会
党議員の本土視察	〔沖タ・夕〕	

4・25	 出発を延ばす／那覇市会本土視察議員	
〔沖タ・朝〕	

4・25	 けさ、	桜坂歓楽街で火事／ �5 棟 24 軒
焼ける／損害額�0万ドルをこす	〔沖
タ・夕〕	

4・25	 水道公社９月から２百万ガロン／那覇
市へ分譲／分譲水が現状の高価で困
りものだ	〔琉新・夕〕	

4・27	 ｜社説｜行政区画の準備を急げ	〔沖
タ・朝〕	

4・27	 25 ドルの賃上げ交渉／那覇市、	二つの
労組共闘申合わせ	〔沖タ・夕〕	

4・30	 那覇市議３氏／きょう沖縄丸で渡日	
〔琉新・朝〕	

5・2	 相談所を開設／那覇市、	専門的な指導
へ	〔沖タ・朝〕	

5・8	 いよいよ実現へ／奥武山グラウンド	
〔琉新・朝〕	

5・9	 〝渡航の自由与えよ〟／那覇市会が要請
決議	〔琉新・朝〕	

5・��	 軌道に乗る都計工事／民政府、	琉球政
府の特補 �4万ドル／道路、	河川、	橋
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	 　梁を重点に／那覇市	〔沖タ・朝〕	
5・�2	 機構改革案を審議／那覇市会あす総務

財政委	〔沖タ・朝〕	
5・�4	 あらぬ？ところへいった 65 万Ｂ円／名

乗りでた渡辺氏が訴える／補償をう
けるのは私だ／消えた倉庫、	早めに
支払いを	〔沖タ・朝〕	

5・�4	 関係者の意見きく／問題の家屋補償／
那覇市会総務財政委	〔沖タ・朝〕	

5・�5	 〝修繕費だった〟／問題の家屋補償、	難
航予想／那覇市会上地氏から事情き
く	〔沖タ・朝〕	

5・�5	 市当局に一任／那覇市の結核補助金	
〔琉新・朝〕	

5・�8	 予算をふやして／広報活動強化／那覇
市	〔沖タ・夕〕	

5・�9	 ｜社説｜新布令公布と出版の自由につ
いて	〔沖タ・朝〕	

5・�9	 集成刑法の改正／スパイ罪を新設／被
告の保護拡大・科料増額／布令 23
号公布さる	〔琉新・朝〕	

5・�9	 兼次市長福岡入り／九州市長会に出席
のため	〔琉新・夕〕	

5・20	 那覇市海岸地域を区画整理	〔琉新･朝〕	
5・22	 〝日本復帰に邁進〟／兼次市長、	九州市

長会で挨拶	〔沖タ・朝〕	
5・23	 那覇市の協力要請／運動場建設で琉大

学生会が	〔沖タ・朝〕	
5・23	 道路舗装陳情却下／那覇市会建設委	

〔沖タ・夕〕	
5・24	 沖縄の現状を認識／兼次市長／九州市

長会で説明	〔沖タ・朝〕	
5・27	 起債工事つぎつぎ／那覇市、	第１回入

札	〔沖タ・夕〕	
5・30	 〝緑化運動に協力得た〟／兼次市長昨夜

帰る	〔琉新・夕〕	
5・3�	 〝都市美は下水道から〟関心持て！と岩

井氏が強調	〔琉新・朝〕	
5・3�	 統一にふみ切る／ 29 日那覇市の２労組

が	〔琉新・夕〕	
6・3	 放生池問題を検討／那覇市会文厚労委	

〔沖タ・朝〕	
6・3	 集成刑法全文	(�)	〔沖タ・夕〕		
6・4	 起債見通しつく／崇元寺に市営住宅	

〔沖タ・朝〕	
6・4	 崇元寺に市営住宅／那覇市起債の見通

しつく	〔琉新・朝〕	
6・4	 集成刑法全文	(2)	〔沖タ・夕〕		
6・5	 集成刑法全文	(3)	〔沖タ・夕〕		
6・5	 近代的なチリ焼場／那覇市が政府に補

助申請	〔琉新・夕〕	
6・6	 仲原、	義永氏を助役に／那覇市、	�0 日

に提案	〔沖タ・朝〕	
6・6	 集成刑法全文	(4)	〔沖タ・夕〕		
6・6	 �0 日から那覇市議会／ 60 年度予算を

審議	〔琉新・夕〕	
6・7	 集成刑法全文	(5)	〔沖タ・夕〕		

6・7	 原案通り承認／那覇市の部課設置条例	
〔琉新・夕〕	

6・8	 集成刑法全文	(6)	〔沖タ・夕〕		
6・9	 集成刑法全文	(7)	〔沖タ・夕〕		
6・�0	 集成刑法全文	(8)	〔沖タ・夕〕		
6・�0	 きょう	「時の記念日」	／選良は遅刻も

平気／那覇市会 50 分おくれて開会	
〔琉新・夕〕	

6・��	 具体化する公園計画／市内５か所に緑
地帯／工事費、	�4 万ドル見込む	〔沖
タ・朝〕	

6・��	 金口木舌	〔那覇の開放性病院〕	〔琉新・
朝〕	

6・��	 集成刑法全文	(9)	〔沖タ・夕〕		
6・�2	 集成刑法全文	(�0)	〔沖タ・夕〕		
6・�2	 那覇市議会日程	〔琉新・夕〕		
6・�3	 答申は無視された／文化財専門委、	大

いに怒る／放生池の埋立は反対／全
委員が現地で研究調査	〔沖タ・朝〕	

6・�3	 集成刑法全文	(��)	〔沖タ・夕〕		
6・�4	 ｜社説｜ ｢ 下水工事」	 に深い関心を	

〔沖タ・朝〕	
6・�4	 記者のメモ／市会とヒージャー会と助

役	〔沖タ・朝〕	
6・�4	 高い水道料金／那覇市会が市長を追及	

〔琉新・朝〕	
6・�4	 幕開く那覇市会夏の陣／助役候補に仲

原、	義永の両氏／助役選任で一波乱
か／書き換えられるか勢力分布図	
〔琉新・夕〕	

6・�4	 集成刑法全文	(�2)	〔沖タ・夕〕		
6・�5	 新生那覇の	「誕生」	を祈る	〔琉新･朝〕
6・�5	 どうなった市民の陳情／那覇／土木関

係が多い／暮れから３月までに �3
件	〔沖タ・夕〕	

6・�5	 集成刑法全文	(�3)	〔沖タ・夕〕		
6・�5	 こんごも復興に協力／バ民政官／那覇

市が送別	〔沖タ・夕〕	
6・�6	 〝米国を信頼して〟／那覇市会にバ民政

官があいさつ	〔琉新・朝〕	
6・�6	 集成刑法全文	（終）	〔沖タ・夕〕		
6・�6	 那覇市議会／今後の都計事業／人口密

集地を重点に	〔沖タ・夕〕	
6・�7	 那覇市会／一般質問／都計の推進策つ

く／住宅・水道問題を中心に	〔沖タ・
朝〕	

6・�8	 １人あて３万円Ｂ円とる／問題視され
る旧真和志市議の退職金／〝行きす
ぎだと思う〟／兼次市長	〔沖タ･朝〕	

6・�8	 記者のメモ／〝わが意を得たり〟と消
防隊長	〔沖タ・朝〕	

6・�8	 前真和志市議に／支給された３万円／
那覇市会真栄田議員が追及	〔琉新・
朝〕	

6・�8	 〝適法〟〝違法〟が問題になる／旧真和
志市議の退職金／〝記憶薄れた〟当
時の関係者	〔沖タ・夕〕	
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6・�9	 記者のメモ／自治法違反で騒ぐ…	〔沖
タ・朝〕	

6・�9	 大弦小弦	〔旧真和志市会議員の退職金
問題〕	〔沖タ・朝〕	

6・20	 政府行政課の見解もち出す／違法では
ないが…適法ではない／結論出さず
審議打切り	〔沖タ・朝〕	

6・20	 適法ではないが違法ではない／結論次
回に持越し／旧真和志議員の補償金
問題	〔琉新・朝〕	

6・2�	 ｜社説｜ ｢ 功労金」	の違法か適法かは
問題外	〔沖タ・朝〕	

6・2�	 〝統一〟に二の足／那覇市、	二つの労働
組合	〔沖タ・夕〕	

6・23	 公園と市営住宅設置などを検討／那覇
市会文厚労委	〔琉新・朝〕	

6・24	 ６対５で否決／那覇市会総務財政委／
問題の報償金含む決算	〔沖タ・朝〕	

6・25	 水道予算を承認／大原方面の給水改善
／那覇市建設委	〔琉新・夕〕	

6・25	 那覇の福祉アパート／市議の中に反対
意向も	〔琉新・夕〕	

6・27	 都計再開で業者殺到／ 20 万ドルの工事
契約纏る／那覇市	〔琉新・朝〕	

6・28	 議案撤回を申入れ／那覇市文厚労委が
市長に	〔琉新・朝〕	

6・29	 どうなる那覇市の助役／たたる小党派
分立／前例のない２か年半の空白	

〔沖タ・朝〕	
6・29	 記者のメモ／動議採択よりまず映画…	

〔沖タ・朝〕	
6・29	 那覇市会／会期を延長か	〔沖タ・朝〕	
6・29	 庶民アパート建設議案の撤回／那覇市

会文厚労委が要求	〔沖タ・朝〕	
6・29	 那覇市は暫定予算編成？	〔琉新・朝〕	
6・29	 当局の不統一を衝く／那覇市議会が予

算編成の	〔琉新・夕〕	
6・30	 ｜社説｜助役選任と自治体のあり方	

〔沖タ・朝〕	
6・30	 集成刑法の撤回／要求決議保留／那覇

市会	〔沖タ・朝〕	
6・30	 市長さんこんにちは	（終）	／雪解けは

きたが／水道・住宅・河川／山ほど
ある残された仕事	〔沖タ・朝〕	

6・30	 配管資材購入／満場一致で可決／那覇
市会	〔琉新・夕〕	

6・30	 兼次市長は浮かぬ顔／後半戦に入った
那覇市会／助役選任は荒れ模様／延
長戦の成り行き如何に	〔琉新・夕〕	

7・�	 ｜社説｜Ｚ機墜落事故について	〔沖
タ・朝〕	

7・2	 市の直営で存続を／小禄屠場組合が陳
情	〔沖タ・朝〕	

7・�	 ｜社説｜宮森小学校の惨事をいたむ	
〔琉新・朝〕	

7・�	 那覇市議会をかえりみる／市営住宅継
続審議に／問題残す辻埋立地の工事

費	〔琉新・夕〕	
7・4	 二つの難問に悩む那覇市会	〔琉新･朝〕

7・5	市有地をくれ／旭ヵ丘の立退
家屋住人が陳情	〔琉新・夕〕	

7・6	 揺らぐ兼次市長の重要政策／庶民住宅
はお流れ／補償問題で公園計画も難
航	〔沖タ・朝〕	

7・7	 微妙な勢力分野／助役選任問題／賛否
ほとんど同数／しせい会の動きがカ
ギ／那覇市会きょう閉幕	〔沖タ･朝〕	

7・7	 那覇市助役の選任／可決の見通し強ま
る	〔沖タ・夕〕	

7・7	 注目される助役選任／各派工作で勢力
半々／那覇市会	〔琉新・夕〕	

7・8	 旧真和志市議報償／那覇市会原案通り
承認	〔琉新・朝〕	

7・8	 もめた助役選任問題／ 2� 対 �9 で可決／
那覇市２年半ぶりに実現	〔琉新･朝〕

7・8	 やっと生れた助役／那覇市会点描	〔沖
タ・夕〕	

7・8	 補償のないかぎり／旭ヵ丘公園立退き
はさせない	〔琉新・夕〕	

7・9	 那覇市会終わる	〔琉新・朝〕		
7・�0	 ｜社説｜波之上の不法建築と法の権威	

〔琉新・朝〕	
7・��	 水キキンどう切りぬける／兼次市長と

一問一答	〔沖タ・朝〕	
7・��	 那覇市の２助役を発令	〔琉新・朝〕	
7・�2	 那覇市会を顧みる／影で寄り添う油	

（渡口派）	と水	（人民党）	／勝負は
反対派の２目勝	〔沖タ・夕〕	

7・�2	 人物地帯／那覇市助役になった／義永
栄善	〔沖タ・夕〕	

7・�3	 ｜社説｜ ｢ 水道」	事情を絶えず市民に
知らせよ	〔沖タ・朝〕	

7・�5	 那覇市ゼロ番地	（�）	／新旧入りみだ
れ／不便をしいられた三巴の住民／
同じ区名に戸惑う	〔沖タ・朝〕	

7・�5	 本土の技術援助を要請／兼次市長 �8 日
に上京	〔沖タ・朝〕	

7・�5	 高良議長今夜帰る	〔琉新・夕〕		
7・�6	 那覇市ゼロ番地	（2）	／同名異地ザラ

に／これは不思議、	上泉町内に前島
町／全く配達人なかせ	〔沖タ・朝〕	

7・�7	 東恩納文庫に５千ドルを補助／那覇市	
〔琉新・夕〕	

7・�8	 那覇市ゼロ番地	（3）	／埋立地に住宅
街／知られていない泊南岸の重民町
／新町名の検討始める	〔沖タ・朝〕	

7・�9	 まずスラム街の一掃／那覇市の首都建
設計画	〔琉新・朝〕	

7・2�	 那覇市ゼロ番地	（4）	／すすむ街づく
り／旧市内に区画整理ほぼ終る／特
筆すべき墓地移転	〔沖タ・朝〕	

7・22	 那覇市ゼロ番地	（5）	／競争入札で処
分／坪当り 9� ドルから 25 ドル／替
費地４万８百坪	〔沖タ・朝〕	
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7・23	 那覇市ゼロ番地	（6）	／ド真中に軍用
地／開放遅れる旧市内松山町／無地
番地料が �0 万ドル	〔沖タ・朝〕	

7・25	 那覇市ゼロ番地	（7）	／まず新しい町
割／地番の整理が大仕事	〔沖タ･朝〕	

7・25	 ｜社説｜総合グラウンド建設と放生池
埋立問題	〔琉新・朝〕	

7・25	 私の意見／壺川区民は訴える／道路の
ないオキコ裏／平良真弘	〔琉新･夕〕	

7・27	 委員長に前原氏／那覇市従労組	〔沖
タ・朝〕	

7・27	 文化経済交流を話し合う／兼次市長と
平瀬市長	〔沖タ・朝〕	

7・27	 市民の歓待に感激／日南市訪問の兼次
市長	〔沖タ・夕〕	

7・30	 全国市議長会／沖縄で首脳部会開く	
〔琉新・朝〕	

8・2	 日南市長にお礼の油絵を贈る	〔琉新・
夕〕	

8・5	 技術援助を要請／兼次市長、	本土政府
関係者と都計問題話合う	〔沖タ･夕〕	

8・6	 助役二人制を研究／那覇市の島袋総務
係長大阪堺市などを視察	〔沖タ･夕〕	

8・6	 那覇市が小栗氏招く／町名、	地番整理
の権威者	〔琉新・夕〕	

8・8	 	「生誕」	現庁舎前に建立／兼次市長朝
倉翁と語り合う	〔琉新・夕〕	

8・7	 設計を早目に／那覇市新庁舎、	市会が
要望	〔沖タ・朝〕	

8・8	 那覇市役所に／無料法律相談所	〔琉
新・夕〕	

8・9	 施政権返還運動を続けて！／〝経済援
助をたのむ〟／兼次市長が東京で記
者会見	〔琉新・朝〕	

8・��	 ｜社説｜浸水騒ぎをくり返すな	〔沖
タ・朝〕	

8・��	 〝敷地は高くせよ〟／浸水対策語る大城
建設部長	〔琉新・朝〕	

8・��	 那覇市豪雨浸水の対策は／低地建築が
最大の因／対策はスーパー・ブロッ
クで／大城那覇市建設部長の私案	

〔沖タ・夕〕	
8・��	 〝姉妹都市を世話して〟／兼次市長、	マ

大使を訪問	〔琉新・夕〕	
8・�2	 那覇市議会総務財政委	〔琉新・朝〕	
8・�3	 私の意見／スラム街改造計画①／ガー

ブー一帯にスラム街／たたった無統
制建築／大城竜太郎	〔琉新・夕〕	

8・�4	 ガーブ川治水を協議／水上店舗委員会
開く／那覇市	〔沖タ・夕〕	

8・�4	 私の意見／スラム街改造計画②／立体
換地はぜひ必要／経済的な土地利用
図れ／大城竜太郎	〔琉新・夕〕	

8・�4	 那覇の氾濫対策を／山城議員が民府へ
要請	〔琉新・夕〕	

8・�7	 ガーブ川治水対策／浚渫を基本に計画
／兼次市長帰任後に具体案練る	〔沖

タ・朝〕	
8・�7	 好評の那覇市無料法律相談所	〔沖タ・

朝〕	
8・�7	 兼次市長／〝朝の訪問〟に登場／	「沖

縄の意見」	を全国放送	〔琉新・朝〕	
8・�7	 事務局は那覇に／沖縄市議会議長会	

〔琉新・朝〕	
8・�7	 那覇市の下水道計画／岩井博士が意見

書／市内を縦横に貫通、	総工費 307
万ドル	〔琉新・夕〕	

8・20	 大弦小弦	〔兼次市長就任以来の業績〕		
〔沖タ・朝〕	

8・20	 那覇市の庶民住宅／ �0 月の市会に再提
案／今月中に計画具体化	〔沖タ･朝〕	

8・20	 〝沖縄への関心は薄い〟／兼次市長きの
う帰任	〔琉新・朝〕	

8・2�	 愛知県から遺児６人来島／那覇市に贈
る観音像携え	〔沖タ・朝〕	

8・2�	 那覇市総務財政委／遊園地問題検討	
〔琉新・夕〕	

8・22	 朝倉氏の生誕届く／市職員みごと！み
ごとを連発	〔琉新・夕〕	

8・23	 那覇市／時間給水は解消か／軍給水の
増加が頼み／ �0 月からもらい受け
できる	〔沖タ・朝〕	

8・23	 長勇参謀長の書／兼次市長がもち帰る	
〔沖タ・朝〕	

8・24	 ｜社説｜市民の福祉と環境悪の是正	
〔沖タ・朝〕	

8・24	 定例議会対策／那覇市当局が	〔琉新・
朝〕	

8・25	 損害の賠償を／ガソリン流出事故／与
　儀区が要請	〔沖タ・朝〕	

8・25	 長参謀の筆跡贈る／串間市が兼次市長
に	〔琉新・朝〕	

8・25	 那覇市会建設委	〔琉新・朝〕		
8・25	 安謝と泊の海を埋立／那覇市９月の市

会に提案	〔琉新・夕〕	
8・25	 那覇市が上泉町に新庁舎／７階建で延

べ 3500 坪／近く政府をまじえて四
者会談	〔琉新・夕〕	

8・26	 新庁舎案ねり直す／那覇市会〝現実に
適した建物を〟	〔琉新・朝〕	

8・28	 ｜社説｜ターミナルとバス路線	〔琉
新・朝〕	

8・28	 外人墓地移す／費用は民政府で／那覇
市が陳情	〔琉新・朝〕	

8・29	 早速調べて善処／与儀区のガソリンタ
ンク／副民政官が回答	〔沖タ・朝〕	

8・29	 旭が丘立退者の／補償を再検討	〔沖
タ・朝〕	

8・29	 那覇市内し尿処理で対立／馬車汲取り
の要請めぐり	〔沖タ・夕〕	

8・30	 日田市から柳 50 本／那覇の緑化運動に
協力	〔琉新・朝〕	

9・�	 真和志郵便局前の道路舗装／住民の陳
情検討／那覇市会	〔沖タ・朝〕	
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�2・25	 那覇市会常任委／付託議案審議	〔琉
新・朝〕	

�2・28	 高良宣言など審議／ �2 月定例那覇市議
会再開	〔琉新・朝〕	

�2・28	 議員月給の復元／新年度で考慮／高良
議長出席して再開／那覇市会	〔琉
新・夕〕	

�2・29	 〝分水計画推進進める〟／兼次市長、	市
議会で答弁	〔琉新・朝〕	

	 　　�960 年	（昭和 35 年）		
	
�・4	 地下ケーブル変更／那覇市会が電力公

社へ／重ねて申し入れ高圧線	〔沖
タ・夕〕	

�・4	 98％の事業執行／兼次市長、	名刺交換
会で挨拶	〔沖タ・夕〕	

�・5	 国場川下流の埋立／那覇市が工交局に
申請	〔沖タ・夕〕	

�・6	 27 名が職員に昇格／那覇市役所の臨時
雇員	〔琉新・夕〕	

�・7	 衣類と食料を支給／那覇市の台風被災
者へ	〔沖タ・夕〕	

�・�3	 任期中はやめない／兼次市長就任３年
目の弁	〔琉新・朝〕	

�・�6	 今年も荒れるか那覇市会／解散説も乱
れとぶ／兼次市政、	石の上にも３年
／焦点はガーブ川治水	〔琉新・夕〕	

�・�7	 やまびこの鐘に感謝／那覇のシンボル
に／…兼次市長	〔琉新・夕〕	

�・�9	 ｜社説｜高圧線の移転を推進せよ…	
〔沖タ・朝〕	

�・20	 那覇市の中心部を通る／高圧線の撤去
／都計をはばむ／公社の計画に地主
は反対／近く移転に着手	〔沖タ･朝〕	

�・20	 兵庫県にお礼状／兼次那覇市長〝やま
びこの鐘〟で	〔琉新･夕〕	

�・2�	 高圧線の移転問題／兼次市長きょう民
政官と会見／測量通告に抗議／法的
根拠をただす	〔沖タ・朝〕	

�・2�	 神戸から国際電話／	「やまびこの鐘」	
で兼次市長	〔琉新・朝〕	

�・22	 那覇市／民政官に抗議／高圧線地域の
強制測量通告で	〔琉新・朝〕	

�・23	 兼次市長ギ副民政官と会見／高圧線移
転問題で／法的疑義は文書で回答	

〔琉新・夕〕	
�・29	 ウエルカムホーム／ハワイ議員団来島

／空港に未曾有の歓迎陣	〔琉新･朝〕	
�・30	 都市提携の申し入れ／那覇市がホノル

ル市へ	〔沖タ・朝〕	
�・30	 ｜社説｜那覇の市街美と今後の在り方	

〔琉新・朝〕	
�・3�	 高圧線移転問題／地下ケーブルの見積

りを／副民政官が要望／兼次市長と
会見	〔沖タ・夕〕	

2・2	 就労日数の引上げ／兼次那覇市長／失

対事業の運営改革要望	〔沖タ・朝〕	
2・3	 〝土地行政法〟の立法を要請／土地行政

の一元化を／混乱した戦後の町名地
番	〔沖タ・朝〕	

2・3	 区長制度の設置／那覇市、	３支所長会
で要望	〔沖タ･夕〕	

2・5	 那覇市／歩道工事に疑惑の目／工交局
助成金還付を命令か	〔琉新・朝〕	

2・6	 那覇市／余剰金の返還を要求／消防署
前の工事業者に	〔琉新・朝〕	

2・6	 那覇市が要望／追加工事で解決を／歩
道工事の余剰金問題	〔沖タ・夕〕	

2・8	 那覇市の処分は違法／〝火葬場設置〟
めぐり／中央巡裁が判決	〔沖タ･夕〕	

2・8	 市政報告会中止／那覇市予定変更	〔琉
新・夕〕	

2・9	 首都建設委、	市場整備に結論／衛生を
第一条件に／安謝港近くに鮮魚卸市
場	〔沖タ・朝〕	

2・9	 市政報告会を復活／兼次那覇市長	〔琉
新・朝〕	

2・��	 ガーブ上流の治水／宮城区に豊里さん
らが陳情	〔琉新・夕〕	

2・�3	 姉妹都市／助けられたり助けたり／都
市と都市との縁結び／那覇市はホノ
ルルに白羽の矢	〔琉新・夕〕	

2・�6	 那覇市、	浄水場を増設／人口増加に備
えて計画	〔沖タ・朝〕	

2・�6	 議員の報酬復元等／那覇市議会が当局
へ申入れ	〔琉新・夕〕	

2・�7	 市民集会中止／那覇市	〔沖タ・朝〕	
2・2�	 那覇市従労解散／職労一本にまとまる	

〔沖タ･朝〕	
2・23	 ハワイと姉妹都市縁組／那覇市の申入

れに関係筋も賛意	〔琉新・朝〕	
2・24	 那覇市新年度予算の編成方針／首都建

設基本計画を推進／水道料金の値下
げを実施	〔沖タ･夕〕	

2・24	 石垣で全沖縄市議会議長会	〔琉新･夕〕
2・29	 首里に１万トンの浄水場／那覇市／新

年度予算で計画／百万ドルを起債、	
料金は据置き	〔沖タ・夕〕	

3・�	 きょうから那覇市定例議会	〔琉新･朝〕
3・�	 治水対策委員の回答／ガーブ川の工事

問題／	「川幅を拡張し水上店舗を立
退せる ｣	〔琉新・夕〕	

3・2	 首都建設委員会／首都整備に米国の援
助を／那覇市へ百万ドルを要請	〔沖
タ・朝〕	

3・2	 那覇市会開く／会期 �5 日間	〔琉新･夕〕
3・4	 議案、	委員会に付託／那覇市会３日の

本会議	〔沖タ・朝〕	
3・5	 ヤナギを那覇市へ／東京銀座が友情の

贈り物	〔沖タ・朝〕	
3・9	 那覇市水道／夏枯れに心配ご無用／水

道公社・軍給水で／新浄水場の設置
などだんだん施設改善	〔沖タ・夕〕	

1959 年	（昭和 34 年）	・1960 年	（昭和 35 年）	
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9・�	 排水溝工事／那覇市建設委が協議	〔琉
新・朝〕	

9・2	 潰地補償で行き悩む／那覇市が積極対
策／安里川の河川工事	〔沖タ・朝〕	

9・3	 部課長の人事異動５日ごろ／那覇市	
〔沖タ・朝〕	

9・4	 ６課が移転／那覇市役所	〔琉新・朝〕	
9・4	 すばらしい眺め／末吉社壇を公園化／

兼次市長ら現地を視察	〔沖タ・夕〕	
9・5	 人事異動、	きょう発令／機構改革で能

率向上／那覇市	〔沖タ・朝〕	
9・5	 那覇市が人事異動／総務部長に崎濱氏	

〔琉新・朝〕	
9・6	 那覇市庁舎建築計画資料を承認／那覇

市会全体協議会	〔琉新・夕〕	
9・8	 ガーブ川など準用河川認定見送り	〔沖

タ・朝〕	
9・8	 市営屠殺場問題処理／那覇市会総務財

政委	〔沖タ・朝〕	
9・8	 建築物の観察を強化／那覇市、	３割は

建築法違反	〔沖タ・夕〕	
9・8	 沖縄も準会員として加盟／全国市会議

長会に	〔沖タ・夕〕	
9・�0	 市民の声を広くきく／那覇市が投書箱	

〔沖タ・朝〕	
9・�0	 用途地域指定していない／那覇市のミ

ス／与儀の映画館問題	〔沖タ・朝〕	
9・�0	 那覇市役所の４課が移転	〔琉新・朝〕	
9・��	 那覇市経済民生部／本町ビルに移転	

〔琉新・朝〕	
9・�2	 常任委の改廃を論議／那覇市会総務財

政委	〔沖タ・朝〕	
9・�2	 新機構で発足／那覇市、	衛生課など本

庁ビルへ	〔沖タ・夕〕	
9・�2	 尾を引く映画館建築問題／８団体が阻

止運動／与儀小ＰＴＡ評議員会で決
める	〔沖タ・夕〕	

9・�4	 那覇市／職業補導所を拡充／就職あっ
せんも積極的に	〔沖タ・夕〕	

9・�5	 市会でも問題重視／与儀小前の映画館
建築	〔琉新・朝〕	

9・�5	 波の上の埋立地／市編入を不承認	〔琉
新・朝〕	

9・�5	 野党派議員激しく追及／文教地区に指
定／市当局の方針／那覇市議会／文
厚労委きょう現場を視察	〔琉新･夕〕	

9・�6	 飲料水の補給を／那覇市樋川区民が陳
情	〔沖タ・朝〕	

9・�8	 劇場建築反対に片手落ち？／市文厚労
委、	与儀小校をとりあぐ	〔沖タ･朝〕	

9・�8	 与儀小前の映画館／那覇区教委も阻止
要請	〔琉新・夕〕	

9・�9	 文教地区の指定を検討／那覇市	〔沖
タ・朝〕	

9・�9	 旭が丘に小公園／今年いっぱいに着工
／民政府の補助７万５千ドルで	〔沖
タ・朝〕	

9・�9	 小禄支所長に上原氏／那覇市人事	〔沖
タ・朝〕	

9・20	 現場を視察してから結論／国場区の高
圧線架設反対	〔沖タ・朝〕	

9・2�	 与儀のタンク移転／那覇市が軍に陳情	
〔琉新・朝〕	

9・2�	 市と業者が話合い／那覇小禄に屠場新
設の動き	〔沖タ・夕〕	

9・22	 那覇都計／再開６ヶ月／８万ドルの特
補工事／近く区画整理第１次計画終
る／つぎつぎ進む架橋・河川工事	
〔沖タ・朝〕	

9・24	 29 日から那覇市議会／〝市営住宅問題
に合わぬ〟／兼次市長記者会見	〔琉
新・朝〕	

9・25	 市営屠場を株式組織に／小禄屠畜組合
が申合せ	〔沖タ・朝〕	

9・26	 大弦小弦	〔市営住宅計画は敷地問題で
行き悩み〕	〔沖タ・朝〕	

9・26	 補助金の増額を／安里川の改修などで
民政府に要請	〔沖タ・朝〕	

9・26	 議運委を削除、	那覇市総務財政委	〔琉
新・朝〕	

9・27	 文教地区の指定など／追加更正予算案
も 29 日から／那覇市会	〔沖タ・朝〕	

9・27	 与儀小前映画館／建築確認と違わない	
〔琉新・朝〕	

9・28	 那覇市会開会	〔琉新・夕〕		
9・29	 那覇市定例会／きょう開会	〔琉新･朝〕
9・29	 正副議長の改選／緊急動議／けさ那覇

市議会あれる	〔沖タ・夕〕	
9・29	 正副議長改選で大荒れ／那覇市会新垣

議員が緊急動議	〔琉新・夕〕	
9・30	 高良議長留任／もめた那覇市議会	〔沖

タ・朝〕	
9・30	 記者のメモ／副議長を射んと欲すれば

…	〔沖タ・朝〕	
9・30	 本格的な事業プランへ／放射型の補助

幹線も／ 6� 年度の資金計画はこれ
から／首都、	整備計画成る／道路・
上水道施設など	〔沖タ・朝〕	

�0・2	 那覇に大時計／鶴見県人会が贈る	〔琉
新・朝〕	

�0・2	 那覇市議会／委員長選任でもむ／建設
は新垣氏に決まる	〔沖タ・夕〕	

�0・3	 決戦投票で選任／各正副委員長／もめ
た那覇市会	〔沖タ・朝〕	

�0・3	 記者のメモ／決戦投票後さらにクジ引
き	〔沖タ・朝〕	

�0・3	 区民の反対陳情採択／繁多川の火葬場
／那覇市会文厚労委	〔沖タ・朝〕	

�0・3	 総務委副委員長の椅子をねらい／与野
党が決戦の投票／抽選で赤嶺議員に
決る／那覇市会	〔琉新・夕〕	

�0・9	 国場川下流の埋立を承認／那覇市会建
設委員会	〔琉新・夕〕	

�0・�0	 立退き補償費１万ドル／旭が丘公園／

1959 年	（昭和 34 年 )
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	 　那覇市会総務財政委で決定	〔沖タ・
朝〕	

�0・�0	 建設委 �� 対３で承認／旭ヵ丘不法建築
物の補償	〔琉新・朝〕	

�0・�0	 近く	「投書箱」	を置く／市民の声を市
政に反映／那覇市	〔琉新・朝〕	

�0・�0	 安謝・泊間埋立工事／那覇市会建設委
が継続審議	〔琉新・夕〕	

�0・��	 世にも不思議な物語／不法建築物に立
退補償／血税が２万４千ドル／一部
議員は悪例残すと怒る	〔琉新・朝〕	

�0・�3	 住宅政策などで質問／兼次市長の施政
方針追及／那覇市会	〔沖タ・朝〕	

�0・�4	 波乱含みの那覇市会／波の上埋立地編
入不承認	〔琉新・朝〕	

�0・�4	 行政区域編入を否決／波上の娯楽セン
ター埋立地／那覇市会	〔沖タ・夕〕	

�0・�4	 安謝、	泊間埋立修正で／那覇市会各派
交渉に入る	〔琉新・夕〕	

�0・�5	 否決や撤回が続出／那覇市会またも会
期延長	〔琉新・朝〕	

�0・�7	 台風・本島南部をかすめる／各地で水
害、	避難騒ぎ／降雨量戦後最高 600
ミリ突破／豪雨の中で決死の救出作
業	〔琉新・朝〕	

�0・�9	 水害対策などに脚光／きょう注目のう
ちに再開／那覇市議会	〔琉新・朝〕	

�0・�9	 特別委員会を組織／那覇市会水害対策
を練る	〔琉新・夕〕	

�0・20	 ｜社説｜那覇市は真剣に治水対策を講
ぜよ	〔沖タ・朝〕	

�0・20	 那覇の浸水どう打開する？／分流式で
自然放水／兼次市長、	今後の計画語
る	〔沖タ・朝〕	

�0・20	 ｜社説｜災害対策に万全を期せ	〔琉
新・朝〕	

�0・2�	 早急に塵介の処理を／災害対策委が市
に要望／那覇市	〔琉新・朝〕	

�0・2�	 高まる那覇市の治水対策／近代的なデ
パートの建設／上岡氏らが市当局へ
提案／議会筋でも真剣に検討始める	

〔沖タ・夕〕	
�0・24	 水上店舗の撤去など／那覇市会災害対

策委で論議	〔沖タ・朝〕	
�0・24	 高良議長九州へ	〔琉新・朝〕		
�0・25	 72 万ドルの被害／那覇市の調査まとま

る	〔沖タ・朝〕	
�0・25	 排水溝改修して／鏡水部落が陳情	〔琉

新・夕〕	
�0・27	 三たび会期延長／災害対策で那覇市会	

〔沖タ・朝〕	
�0・27	 山崩れ／水攻め	（6）	／那覇の治水／

年中行事の浸水／那覇の都心部／治
水は歴代市長の課題だが…／対策資
金がなくプラン倒れ	〔沖タ・朝〕	

�0・27	 那覇へ２百万ガロン／きのう比謝川水
源地給水式	〔沖タ・朝〕	

�0・28	 災害援助を要請／兼次市長、	ア民政官
と会う	〔沖タ・夕〕	

�0・30	 そっぽ向かれた子供博物館／道も悪く
設備も貧弱／小公園化を那覇市に陳
情	〔沖タ・朝〕	

��・�	 ｜社説｜ナイキ実験への不安	〔琉新・
朝〕	

��・�	 旭ヵ丘立退費バッサリ／たった１ドル
の費目存置／那覇市会の災害対策委	
〔琉新・朝〕	

��・2	 ガーブ川上下流改修／那覇市会災害対
策特別委で結論	〔沖タ・夕〕	

��・3	 那覇市の災害予算／議員の報酬ばっさ
り／市長も率先して削減／だが立退
き補償費	（旭ヵ丘）	は残置／議会へ
の挑戦だと意気まく	〔琉新・朝〕	

��・3	 市長・議員の報酬減額／台風災害緊急
対策費に／兼次市長補正予算案を提
出	〔沖タ・夕〕	

��・3	 那覇市会／議事日程を審議	〔沖タ･夕〕	
��・4	 俸給削減案／各派の反響／与党側も不

満の色／追加更正予算きょう上程／
那覇市	〔琉新・朝〕	

��・4	 月給引下げ市会／那覇市会爆弾提案で
騒ぐ／市長不信任の動きも…野党／
与党は板ばさみで苦慮	〔沖タ・夕〕	

��・5	 6� 年度の事業計画／首都建設委ガーブ
川改修など	〔沖タ・朝〕	

��・5	 災害対策と月給引下げ／爆弾かかえた
那覇市会	〔沖タ・朝〕	

��・5	 市営住宅の起債否決／那覇市会／また
も会期を延長／災害予算に市長不信
任も	〔琉新・朝〕	

��・5	 那覇市の災害対策予算／けさ市議会に
上程／〝最少の報酬で最大の奉仕〟
／兼次市長月給引下げを説明	〔沖
タ・夕〕	

��・6	 市長と激しい応酬／深夜に及んだ那覇
市会	〔沖タ・朝〕	

��・6	 自民党支部準則案なる／保守分裂の那
覇市会対策からも／きょう検討、	支
部づくり急ぐ	〔琉新・朝〕	

��・6	 〝市長の議会軽視だ〟／混乱した昨夜の
那覇市会	〔沖タ・夕〕	

��・7	 積極的に支部づくりへ／自民党議員総
会	〔沖タ・朝〕	

��・7	 深夜まで続いた委員会／那覇市会きょ
う注目の本会議開く	〔沖タ・朝〕	

��・7	 自民党、	支部づくりへ／ �2 月 20 日ご
ろ党大会／那覇支部は市会の保守合
同	〔琉新・朝〕	

��・7	 沖縄派遣市会議長団決まる／津村全国
市会議長会長ら �4 氏	〔沖タ・夕〕	

��・7	 当局案を大きく修正／那覇市議会本会
議開く	〔沖タ・夕〕	

��・7	 市長と議会宿命の対決／那覇市会きょ
う本会議／市長交際費でもむ／意見

�959 年	（昭和 34 年 )
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	 　調整で遅れ正午開会	〔琉新・夕〕	
��・7	 修正額３万８千百ドル／立退き補償費

削りガーブ川工事に	〔琉新・夕〕	
��・8	 40 日も続いた那覇市会／追加更正予算

を可決／議員報酬は月50ドルに	〔沖
タ・朝〕	

��・9	 那覇市会／どうなる災害予算／兼次市
長の立場は微妙	〔沖タ・朝〕	

��・�0	 台風市会をかえりみる／災害対策に終
始／とび出した議員報酬引下げ	〔沖
タ・朝〕	

��・�2	 ｜社説｜大田行政を盛立てよう	〔琉
新・朝〕	

��・�2	 声／市民運動会中止について	〔琉新・
朝〕	

��・�2	 那覇市会漫評①／副議長追い出しで幕
開け	〔琉新・夕〕	

��・�3	 地番の整理調査／那覇市、	小栗氏招き	
〔沖タ・朝〕	

��・�3	 那覇市会漫評②／世にも不思議な立退
補償	〔琉新・夕〕	

��・�3	 惨たり！エマの爪跡／ �3 日、	魔の金曜
日の惨事／瞬間最大 54 メートル雨
量 330 ミリ／各地で山崩れ、	浸水避
難騒ぎ	〔琉新・夕〕	

��・�4	 水害に苦悶する那覇市政／沼地に築く
街の悲劇／議員報酬も引下げたが…	

〔沖タ・朝〕	
��・�4	 那覇市会漫評③／ひーじゃー会で議会

工作	〔琉新・夕〕	
��・�5	 支部結成を申し入れ／しせい会	〔沖

タ・朝〕	
��・�5	 那覇市会漫評④／とび出す珍問迷答の

数々	〔琉新・夕〕	
��・�6	 ミサイルにおののく／基地周辺の住民

たち	〔琉新・夕〕	
��・�6	 ゆたか橋改築陳情／那覇市	〔琉新･夕〕	
��・�7	 那覇市会漫評⑤／会議中香をたく高良

議長	〔琉新・夕〕	
��・�8	 区画整理は都計の母／小栗氏囲み懇談

会／特別法制定を強調／市民は地番
に深い関心もて	〔沖タ・夕〕	

��・�8	 那覇市会漫評⑥／小党分立市会の人間
喜劇	〔琉新・夕〕	

��・�9	 那覇市会漫評⑦／結局は兼次市長の判
定勝	〔琉新・夕〕	

��・2�	 会長ら �2 人来島／全国市議会議長会	
〔沖タ・朝〕	

��・22	 義永那覇市助役帰る	〔琉新・朝〕		
��・25	 もう行政権返還の時期／津村全国市議

長会長ら沖縄の印象語る／日米相互
理解の上で	〔琉新・夕〕	

��・25	 総額 27 万ドル／那覇市の台風被害	〔琉
新・夕〕	

��・26	 治水対策委顔合せ／委員長に新垣氏／
那覇市	〔沖タ・朝〕	

�2・�	 ガーブ川／治水対策に市の名案／川の

両岸に高層ビル	〔沖タ・夕〕	
�2・�	 冒頭から大荒れの那覇市会／月給削減

で大むくれ／高良議長が退場宣言	
〔琉新・夕〕	

�2・2	 ｜社説｜那覇市の治水対策について…	
〔沖タ・朝〕	

�2・2	 市民生活を調査／那覇市が防貧対策に	
〔琉新・朝〕	

�2・7	 兼次佐一氏を除名／沖縄社会党が昨夜
決定	〔沖タ・朝〕	

�2・7	 〝むしろ除名を喜ぶ〟／兼次那覇市長
の話／除名した党の元気を買う	〔琉
新・夕〕	

�2・8	 〝相つぐ裏切り行為〟／社会党兼次氏の
除名処分理由	〔琉新・朝〕	

�2・8	 各所に投書箱／那覇市が市民の声を聞
く	〔琉新・夕〕	

�2・9	 〝熱意は軍に通じた〟／融資再開からす
でに１年／兼次市長記者会見で語る	
〔沖タ・朝〕	

�2・9	 兼次市長の１ヵ年のＰＲ／都計に１億
円注ぐ／来年も那覇市復興に努力	
〔琉新・朝〕	

�2・�0	 この１ヵ年⑦／那覇市政	( 上 )	〔琉新・
夕〕	

�2・��	 ニュース物語／のり切るか除名処分／
流転の政客兼次佐一／さてつぎはど
う出る？	〔沖タ・夕〕	

�2・��	 与儀小校前映画館／異議申立て却下／
建築審査会	〔沖タ・夕〕	

�2・��	 この１ヵ年⑧／那覇市政	( 下 )	〔琉新・
夕〕	

�2・�2	 ガーブ川の治水対策を推進／分水と改
修を同時に／那覇市基本方針きまる	
〔沖タ・朝〕	

�2・�2	 番地整理研究会／小栗忠七理事が指摘	
〔琉新・夕〕	

�2・�6	 速やかな沖縄救援を／全国市会議長
会、	首相に陳情	〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 那覇市／新しい町名を検討／旧市内の
区画整理地域	〔沖タ・朝〕	

�2・�8	 那覇の中心を二つに／区画整理の小栗
氏が主張	〔沖タ・夕〕	

�2・�8	 沖縄５市市議会議長会	〔琉新・夕〕	
�2・20	 那覇市／台風被災者の救援／減免税、	

貧困者には見舞金	〔沖タ・朝〕	
�2・20	 排水溝をつくって／那覇市８区９組が

陳情	〔琉新・夕〕	
�2・22	 大弦小弦	〔高良議長退場の裏に…〕		

〔沖タ・朝〕	
�2・22	 那覇市場改築案に反対／業者がワンサ

押しかける	〔沖タ・朝〕	
�2・23	 20 万ドル程度援助か／民政府那覇市庁

舎建設に	〔琉新・夕〕	
�2・24	 〝辞職は効果をねらった〟／兼次市長が

表明／那覇市議会一般質問	〔沖タ・
朝〕	
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3・�0	 ミサイル	「ホーク」	を配置／沖縄本島
８ヶ所／〝防衛近代化は米政策〟／
22 日に土地収用命令	〔琉新・夕〕	

3・��	 那覇市区長制度を復活／地域自治組織
育成のため	〔琉新・夕〕	

3・�2	 ｜社説｜ホークの配置と／軍用地の新
規接収	〔琉新・朝〕	

3・�5	 退職金条例改正など可決／那覇市議
会、	本会議開く	〔沖タ・朝〕	

3・�5	 〝この真心に届け〟／兵庫県の	「やまび
この鐘」	3� 日に贈呈式	〔琉新･朝〕	

3・�5	 ちぎり結ぶ姉妹都市／那覇市の要請ホ
ノルル市はＯＫ	〔琉新・朝〕	

3・�5	 区長制を復活せよ／那覇市に陳情書	
〔琉新・朝〕	

3・�6	 大弦小弦	〔那覇市を姉妹都市に、	ホノ
ルル市議会が議決〕	〔沖タ・朝〕	

3・�6	 那覇市議会終る／埋立地の貸借を可決	
〔琉新・朝〕	

3・�7	 東京から那覇市に／銀座の柳お嫁入り	
〔琉新・朝〕	

3・�9	 25 ドルの賃上げ／那覇市職労が要求	
〔沖タ・夕〕	

3・2�	 埋立てた公有水面／那覇市へ編入手続	
〔沖タ・朝〕	

3・22	 那覇市にできる	「横浜通り」	／友愛の
苗木白山丸で積出す	〔琉新・朝〕	

3・25	 那覇市を七つの町に／きょう委員会開
き協議	〔沖タ・朝〕	

3・25	 災害復旧特別会計布令 29 号を公布／総
資金 385 万ドル／４分の１は琉球政
府負担／１年以内に負担行為／復旧
完了３ヵ年をメド	〔琉新・朝〕	

3・25	 那覇７町に変る？／区画整理で町名の
改正案	〔琉新・朝〕	

3・25	 話の卵／那覇七町の町名改正	〔琉新・
夕〕	

3・26	 金口木舌	〔那覇市の七町名改正〕	〔琉
新・朝〕	

3・26	 那覇七町の改正案／一部を認め次回で
再検討	〔琉新・朝〕	

3・26	 那覇の新町名／決定持ち越す	〔沖タ・
夕〕	

3・27	 25 弗の賃あげ要求／ 29 日那覇市職労
組大会	〔琉新・朝〕	

3・29	 新予算の編成作業／那覇市長不在でも
支障はない	〔琉新・朝〕	

3・29	 兼次那覇市長兵庫へ／〝やまびこの鐘〟
贈呈式参列のため	〔琉新・朝〕	

3・29	 各部落で懇談会／那覇市の区長制度復
活	〔琉新・夕〕	

3・30	 金口木舌	〔那覇市に送られた	「銀座の
ヤナギ」〕	〔琉新・朝〕	

3・3�	 支部結成に動く／大田主席、	那覇市議
と懇談／自民党	〔沖タ・朝〕	

3・3�	 那覇市議８人／近く本土視察へ	〔沖
タ・朝〕	

4・�	 こだまする〝兵庫の真心〟／やまびこ
の鐘／那覇市に贈らる	〔琉新・夕〕	

4・6	 古島に市営住宅建設／那覇市８月着
工、	百所帯収容	〔琉新・朝〕	

4・6	 古島に市営住宅／土地提供の申し出も
／那覇市当局が調査検討中	〔沖タ・
夕〕	

4・9	 〝那覇市七町〟の改正慎重／公聴会に図
り最終決定	〔琉新・朝〕	

4・�2	 那覇七町の町名／泊、	高橋の分割に異
論	〔沖タ・朝〕	

4・�2	 緑化と精神的援助／兼次市長東京都知
事に要望	〔沖タ・朝〕	

4・�2	 那覇町名改正で公聴会／〝旧泊〟二分
するな／泊復興期成会から反対	〔琉
新・朝〕	

4・�2	 那覇市がもの言い／南連の庁舎新築に
／どうなる公園計画／都市計画とか
らみ問題に	〔沖タ・夕〕	

4・�3	 ｜社説｜首都圏造成と基本的問題	〔琉
新・朝〕	

4・�3	 那覇市庁舎を与儀に／首都建設委が那
覇市に申入れ	〔琉新・朝〕	

4・�3	 スポーツ興隆に協力／兼次那覇市長、	
東東京知事と懇談	〔琉新・朝〕	

4・�4	 区長制復活を審議／那覇市議会総務委
員会／市当局の見解をさらに検討	
〔沖タ・朝〕	

4・�6	 緑地帯３分の１に縮小／首都建設委事
務局案まとまる	〔沖タ・朝〕	

4・�7	 くずれた那覇都計／民では手の出ぬ管
理土地	〔沖タ・朝〕	

4・�9	 ｜社説｜那覇市の区長制問題について
…	〔沖タ・朝〕	

4・�9	 〝なぜ旅券出さないか〟／民連３那覇市
議ア民政官に要請	〔琉新・朝〕	

4・�9	 那覇市の区長制復活／総務委員で慎重
に協議	〔琉新･夕〕	

4・20	 住宅難の解消はかる／那覇市営住宅計
画案まとまる	〔琉新・朝〕	

4・2�	 海水の逆流セキを／那覇市議らガーブ
対策陳情	〔琉新・朝〕	

4・20	 那覇の貧困者実態／１万世帯が困窮／
社会福祉行政に大きな反省／奇跡の
１マイルの裏に	〔沖タ・夕〕	

4・22	 ｜社説｜那覇市の団地計画について…	
〔沖タ・朝〕	

4・22	 都計の推進を図る／那覇市内に内田洋
行から測量機贈る	〔琉新・朝〕	

4・22	 那覇市総務委／区長制は復活しない／
町内会などの自治組織で	〔琉新･夕〕	

4・23	 新年度予算の構想成る／那覇市／総額
�99 万余ドル／目立つ新規の起債事
業	〔沖タ・朝〕	

4・23	 東京都から〝淡水プール〟／兼次那覇
市長の本土みやげ	〔琉新・夕〕	

4・25	 記者席／兼次市長本土の友情に感謝

1960 年	（昭和 35 年 )
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	 　〔琉新・朝〕	
4・25	 区長制は復活させたい／兼次那覇市

長、	市政の抱負／自治育成に力入れ
る／市営住宅は崇元寺付近が適地	

〔琉新・朝〕	
4・25	 ホノルル那覇市の発展に協力／ブ弁務

官から那覇市長に書簡	〔琉新・朝〕	
4・26	 大弦小弦	〔那覇市の住宅難解決に高層

アパートを〕	〔沖タ・朝〕	
4・27	 那覇に市立高校／市会の一部が設立計

画	〔沖タ・夕〕	
4・27	 旧那覇市内の町名／きのう最終案まと

まる	〔沖タ・夕〕	
4・28	 那覇市を準会員に／九州市長総会で決

める	〔沖タ・朝〕	
4・28	 那覇市立の商工大学／ 62 年度目標に計

画すすむ	〔沖タ・朝〕	
4・29	 浄水場を建設／新年度予算で／那覇市

水キキンの解消はかる	〔沖タ・夕〕	
4・29	 那覇市／自治組織の育成を／区長制に

代る要網作る	〔沖タ・夕〕	
4・29	 ベースアップ団交／那覇市職員労組が	

〔沖タ・夕〕	
4・30	 那覇市臨時議会／当局の手落ちを追及

／映画館の損害賠償問題で	〔沖タ・
朝〕	

5・2	 ２ドルのベア回答／那覇市職労に当局
が	〔沖タ・夕〕	

5・3	 非公開で慎重に協議／どうなる与儀映
画館の賠償問題／頭の痛い那覇市総
務委員会	〔琉新・朝〕	

5・3	 職員給与政府並みに／兼次市長が団交
で回答	〔琉新・朝〕	

5・3	 兵庫の広瀬さん来島／	「やまびこの
鐘」	鳴り初め式参列のため	〔琉新･
朝〕	

5・3	 日本復帰を決議／けさ、	那覇市臨時議
会で	〔沖タ・夕〕	

5・4	 那覇市議会／映画館の建築中止問題応
訴か／顧問弁護士から意見きく	〔沖
タ・朝〕	

5・4	 那覇七町の改称／行政区画整理調査研
究会が兼次市長に答申	〔琉新・朝〕	

5・4	 与儀映画館の損害、	補償問題／那覇市
総務委、	応訴に決定	〔琉新・朝〕	

5・5	 期末手当 20 割を要求／那覇市職労が当
局に団交	〔沖タ・朝〕	

5・5	 校長任期の改正陳情／那覇区教委が中
教委に	〔琉新・朝〕	

5・5	 那覇市会／応訴の公算大／与儀映画館
の補償問題	〔琉新・朝〕	

5・5	 山びこの鐘／きのう鳴り初め式／拍手
のうちに第一声	〔沖タ・夕〕	

5・6	 高らかに友愛の鐘／〝やまびこの鐘〟
きのう鳴初め式／兵庫県代表も出席
／阪本知事のメッセージ読み上げる	

〔琉新・夕〕	

5・7	 那覇市臨時議会大荒れ／損害賠償問題
応訴を議決／定足数不足のまま押し
切る	〔沖タ・朝〕	

5・7	 台風災害救援に感謝／〝復興の意欲も
えあがりました〟／沖縄代表あいさ
つ九州市議会議長会で	〔沖タ・夕〕	

5・9	 広がる那覇市／３か所で埋立工事／７
月末から国場川・旭町・安謝で	〔沖
タ・朝〕	

5・9	 町名改正に物言い／泊復興期成会が代
案練る	〔沖タ・朝〕	

5・9	 商業地域への変更／沖映周辺の住民が
陳情	〔沖タ・朝〕	

5・9	 那覇市団交物別れ／労組が期末手当 20
割要求	〔琉新・夕〕	

5・�0	 メイス基地は必要／ア民政官記者会見
／ソ連との対抗上も／新規接収の必
要は殆どない	〔琉新・朝〕	

5・�0	 那覇市／法律相談所にみる世相／せち
がらさ反映／法に弱い女性、	多い貸
借問題	〔琉新・朝〕	

5・�0	 兵庫県民へ那覇市の感謝状／毎日放送
で／やまびこの鐘の母子代表帰る	
〔琉新・朝〕	

5・�0	 声／日曜の窓口事務を	〔琉新・朝〕	
5・��	 九州市会議長会に那覇市議長も出席	

〔琉新・朝〕	
5・��	 市議報酬 75 ドルに復活／那覇市新年度

予算に計上	〔琉新・朝〕	
5・��	 具体的構想まとまる／那覇市の市営住

宅計画	〔琉新・朝〕	
5・�2	 �0 年遅れた住宅政策／那覇市が法の制

定を強く要望／約２万所帯が住宅難
／改善に政府の援助が必要	〔琉新・
朝〕	

5・�2	 ハワイ訪問 �0 月ごろ／安里氏、	兼次那
覇市長と懇談	〔琉新・朝〕	

5・�2	 木材など輸出促進／日南市会議員一行
が来島	〔琉新・朝〕	

5・�3	 那覇市の予算案成る／市営住宅建築も
計画／ 50％膨張総額 223 万ドル	〔沖
タ・朝〕	

5・�5	 委員長に島袋氏再選、	那覇市職労	〔沖
タ・朝〕	

5・�5	 25 ドルの賃あげ要求／那覇市職労組 60
年度の運動方針	〔琉新・夕〕	

5・�6	 新年度の事業と夢／	「沖縄市」	への改
称／市制施行 40 周年戦後最大の祭
りも	〔沖タ・朝〕	

5・�6	 多い衛生面の苦情／投書に見る市民の
声	〔沖タ・朝〕	

5・�7	 住民基本法の制定まで／那覇市、	特別
補助金を要請	〔琉新・朝〕	

5・�7	 旧那覇の町名改正／泊復興期成会が代
案を要望	〔琉新・朝〕	

5・�9	 まだ研究の要あり／土地行政法那覇市
の立法要請に回答	〔沖タ・朝〕	
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5・22	 話の卵／栄町の今昔	〔琉新・夕〕		
5・22	 おまつり気分でわく／栄町の �0 周年記

念賑わう	〔琉新・夕〕	
5・23	 那覇市／あとを断たぬ不法建築／摘発

すでに 90 件も	〔沖タ・朝〕	
5・27	 那覇市に衛生パトロールカーを／社会

局が民政府に陳情	〔沖タ・朝〕	
5・28	 那覇と合併したい／与那原町が議会で

議決	〔沖タ・夕〕	
5・30	 泊港荷揚場の舗装／木材協会が陳情	

〔沖タ・朝〕	
5・30	 高圧線の撤去／弁務官に重ねて陳情	

〔沖タ・朝〕	
5・30	 し尿貯溜所／市が古島に設置	〔沖タ・・

朝〕	
5・3�	 ｜社説｜市民の福祉と市政執行者の立

場	〔沖タ・朝〕	
6・4	 納税出張所を設置／那覇市市民の自主

納税を試みる	〔沖タ・朝〕	
6・5	 推進期成会生まれる／奥武山総合グラ

ウンド建設／会長には当間重剛氏／
�0 万ドル目標／来月から募金	〔琉
新・朝〕	

6・6	 那覇市会／予算議会で波乱含み／議会
勢力分野保守勢力が結集／目だつ予
算流用に焦点／あす開会	〔沖タ･朝〕	

6・6	 市民の声を市政に反映／陳情処理に新
しい方法	〔沖タ・朝〕	

6・6	 荒れるか那覇市６月議会／微妙に動く
議員報酬／あす第38回議会開く	〔琉
新・朝〕	

6・7	 那覇市会、	けさ開く／埋立や市営住宅
建設／新年度の那覇施政	〔沖タ･夕〕	

6・8	 ｜社説｜市民福祉のための市政を推進
せよ	〔沖タ・朝〕	

6・�0	 激しいやりとり必至／那覇市議会きょ
うから一般質問	〔琉新・朝〕	

6・�0	 〝災害復旧が遅い〟／市当局の責任を追
及／那覇市会	〔沖タ・夕〕	

6・��	 軍用地問題に質疑集中／契約要請決議
を再確認／那覇市会	〔沖タ・朝〕	

6・��	 市営住宅に質疑集中／那覇市議会一般
質問	〔沖タ・夕〕	

6・�2	 水道、	治水対策つく／那覇市一般質問
続く	〔沖タ・朝〕	

6・�3	 ｜社説｜正直なところ水の不安は消え
ない…	〔沖タ・朝〕	

6・�3	 声／那覇市当局に一言	〔琉新・朝〕	
6・�4	 大弦小弦	〔ふえる一方の電気や水の消

費〕	〔沖タ・朝〕	
6・�4	 那覇市議会／高い水道料金つく／議員

報酬でわたりあう	〔沖タ・朝〕	
6・�5	 那覇市会／増税阻止要請を決議／水道

事業追加予算を承認	〔琉新・朝〕	
6・�6	 増税反対大会／那覇市職労も	〔沖タ・

朝〕	
6・�6	 那覇市代表団を歓迎／姉妹都市ホノル

ルから招請状	〔琉新・夕〕	
6・�7	 ｜社説｜増税反対運動の性格とその対

策	〔沖タ・朝〕	
6・�7	 那覇市代表の来布を歓迎／ブ・ホノル

ル市長から便り	〔沖タ・夕〕	
6・�8	 那覇市議会／市長不信任微妙な動き／

こんばん議員有志が会合	〔沖タ･朝〕	
6・�9	 ｜社説｜アイゼンハワー大統領を迎え

る沖縄人の期待	〔琉新・朝〕	
6・�9	 市長不信任に傾く？／きのう那覇市議

の懇談会	〔沖タ・朝〕	
6・20	 ｜社説｜アイゼンハワー大統領を迎え

て	〔琉新・朝〕	
6・2�	 注目される今後の成行き／那覇市議会

／兼次市長不信任不発か／軍用地料
契約にふみ切る	〔琉新・朝〕	

6・2�	 那覇市会／〝場合により不信任辞せず〟
／兼次市長議会に不満の意、	那覇七
町の改正／当局案、	 総務委で承認	
〔琉新・夕〕	

6・2�	 くすぶる那覇市政／軍用地問題を低流
に	〔沖タ・夕〕	

6・22	 市長不信任で波乱よぶ那覇市議会	〔沖
タ・朝〕	

6・22	 軍用地問題で説明／兼次那覇市長が記
者会見	〔沖タ・朝〕	

6・22	 那覇市会／議会の再決議を無視／高姿
勢に出た兼次市長	〔琉新・朝〕	

6・22	 那覇市議会／不信任阻止の動きも／市
長擁護派が態度表明	〔沖タ・夕〕	

6・23	 兼次市長の不信任問題／自民党の内部
で紛争／双方強気で調整ムリか	〔沖
タ・朝〕	

6・23	 記者席／解散風におびえた那覇市議	
〔琉新・朝〕	

6・23	 那覇市会／内部でいがみ合い／足並み
乱れる兼次市長不信任	〔琉新・朝〕	

6・23	 那覇市議会／市有地売却案に不満／自
民党那覇市議が昨夜会合	〔沖タ･夕〕	

6・24	 ｜社説｜那覇市長と市議会の対立につ
いて	〔沖タ・朝〕	

6・24	 記者席／民連議員もお上手になった	
〔琉新・朝〕	

6・24	 那覇市会問題に介入しない	〔琉新･朝〕
6・24	 ｜社説｜市町村行財政再検討の時期	

〔琉新・朝〕	
6・24	 私の意見／市民にいこいの場を／奥武

山漫湖を埋立から守れ	〔琉新・朝〕	
6・24	 那覇市／市民に信を問え！／兼次市長

きょう声明書出す／不信任は一部の
潜在意見／渡口議員市長に政治力な
し／それだけ市民に不利益だ	〔琉
新・朝〕	

6・24	 〝不信任〟反ばく／あわただしい動きに
兼次市長強気	〔沖タ・夕〕	

6・24	 那覇市会／兼次市長の立場、	微妙／態
度表明で決る信、	不信	〔琉新・夕〕	
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6・25	 高姿勢になった兼次市長／不信任派の
正副議長に質問状／具体的理由の公
開を迫る	〔沖タ・朝〕	

6・26	 那覇市の軍用土地／兼次市長契約にふ
み切るか／議会の多数意見に従い	

〔沖タ・朝〕	
6・26	 当局案を修正承認／市営住宅の建設問

題／那覇市会総務委	〔沖タ・朝〕	
6・27	 けさ本会議開く／那覇市議会	〔沖タ・

夕〕	
6・27	 那覇市へ測量器具／大阪の内田洋行が	

〔沖タ・夕〕	
6・27	 復興事業用の測量機材／内田洋行から

那覇市に贈る	〔琉新・夕〕	
6・27	 那覇市会／２ドルの昇給を認める／ア

イク歓迎の消防車繰出しを追及	〔琉
新・夕〕	

6・27	 那覇市営住宅原案を修正／多数で民連
議員を押切る	〔琉新・夕〕	

6・27	 那覇市議会条例を審議／選挙立会人な
どの報酬引上げ可決	〔琉新・夕〕	

6・28	 土地処分でやりとり／那覇市会議長交
際費減額でもめる	〔沖タ・朝〕	

6・28	 那覇市会／波乱含みの軍用地問題／兼
次市長30日に正式表明か	〔琉新･朝〕	

6・29	 公開質問状を取り下げよ／高良議長が
市長に応酬	〔沖タ・朝〕	

6・29	 話の卵／〝水難の都〟那覇市	〔琉新・
夕〕	

6・29	 住民登録事務怠る／法務局、	那覇市へ
補助金返還要求か	〔琉新・夕〕	

6・29	 今夏も水の悩み／那覇市／夕方から全
面ストップ／送水管の故障で打撃	

〔沖タ・夕〕	
6・29	 質問状黙認は遺憾／けさ兼次市長語る	

〔沖タ・夕〕	
6・30	 ｜社説｜水の出ない水道をどうする…	

〔沖タ・朝〕	
6・30	 今期延長の瀬戸ぎわ／那覇市会／土地

交換処分で当局と対立	〔沖タ・朝〕	
6・30	 ｜社説｜水かけ論よりまず台所に水を

送れ	〔琉新・朝〕	
6・30	 那覇市議会／市有地交換で大荒れ／法

解釈で結論もち越す	〔琉新・朝〕	
6・30	 那覇市の断水騒ぎ／けさ議会で当局を

追及	〔沖タ・夕〕	
7・�	 那覇市議会／会期を 30 日間延長／市当

局に暫定予算編成を指示	〔沖タ･朝〕	
7・�	 〝送水は十分にできる〟／那覇の受け入

れ施設が不足／水道公社が断水の立
場釈明	〔琉新・朝〕	

7・�	 那覇市会／市長不信任はお預け／深夜
審議で暫定予算可決	〔沖タ・夕〕	

7・2	 会期延長した那覇市会／どう切り抜け
る兼次市長／重要議案専決処分の動
き	〔沖タ・朝〕	

7・2	 那覇市へ浄水供給量ふやす／水道公社

臨時に送水管工事	〔沖タ・朝〕	
7・2	 軍が送水に協力約す／那覇の断水緩和

見通しつく	〔琉新・朝〕	
7・3	 ｜社説｜北部からの水の輸送を考えよ	

〔沖タ・朝〕	
7・3	 水キキンに応急対策／主席・ギ総裁会

談／牧港に送水ポンプ増設／那覇市
と水道公社が協力	〔沖タ・朝〕	

7・3	 農研所は移転する／さて緑地帯の計画
は／１万７千坪を公園化／市民の憩
いの場に確保	〔沖タ・夕〕	

7・4	 １週間で水キキン解消／軍給水増がつ
づけば…／市水道課はまだ心配顔	
〔沖タ・朝〕	

7・4	 那覇市／暫定予算でストップ／都計工
事などおくれる	〔沖タ・朝〕	

7・4	 高台には消防車／渇水に那覇市が対策	
〔琉新・朝〕	

7・4	 軍給水、	 当分は好転／那覇市の水道
ホッと一息	〔沖タ・夕〕	

7・4	 那覇市への軍給水／さて主席が重ねて
要請	〔沖タ・夕〕	

7・4	 昇圧ポンプの設置／那覇市当局と議会
が動く	〔沖タ・夕〕	

7・4	 給水問題を追及／那覇市、	議会が問題
に対処	〔琉新・夕〕	

7・5	 きょうから時間給水／水道公社からの
浄水増加で／市当局、	議会に現状を
説明	〔沖タ・朝〕	

7・5	 公聴／那覇市会に苦言	〔沖タ・朝〕	
7・5	 きょうから時間給水／三者会談で那覇

市の水道問題解決	〔琉新・朝〕	
7・5	 那覇市議会／注目の予算修正／消費面

の経費を圧縮か	〔琉新・朝〕	
7・5	 １週間後に完全給水／那覇の水道明る

い見通し	〔琉新・夕〕	
7・7	 浄水５千トンの確保／那覇市議会が水

道公社へ要請	〔沖タ・朝〕	
7・7	 中だるみの那覇市会／欠席議員が �6 名

も	〔琉新・夕〕	
7・8	 疲れ気味の那覇市会／定足数の出席も

やっと	〔沖タ・朝〕	
7・8	 ニュース物語／きのうの友はきょうの

敵／闘士兼次佐一と財閥高良一	〔沖
タ・夕〕	

7・9	 ｜社説｜商店街歩道にアーケードを	
〔琉新・朝〕	

7・9	 早く土地調査を／那覇市が大田主席に
要請	〔琉新・朝〕	

7・9	 普通議決でよい？／那覇市有地交換問
題／法務局見解	〔琉新・夕〕	

7・�0	 那覇市議会／波乱ふくむ重要案件／注
目される兼次市長不信任	〔琉新･朝〕	

7・�0	 どうなる市営住宅建設案／ �2 日、	那覇
市議会本会議	〔沖タ・夕〕	

7・��	 市民の陳情を処理／７日議会で９件を
採択	〔沖タ・朝〕	
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7・�2	 記者席／陳情書が救いの神にみえる	
〔琉新・朝〕	

7・�2	 埋立地処分否決か／注目される市長の
態度／那覇市議会	〔琉新・朝〕	

7・�2	 ハシゴ消防車着く／那覇の都心消火に
威力	〔琉新・夕〕	

7・�3	 公聴／那覇市会の会期延長について	
〔沖タ・朝〕	

7・�3	 記者席／那覇市会てんやわんやの巻	
〔琉新・朝〕	

7・�3	 ｜社説｜那覇市議会の泥沼抗争	〔琉
新・朝〕	

7・�3	 安里川埋立地の売却を否決／那覇市予
算覆える／首里バス問題ももむ	〔琉
新・朝〕	

7・�3	 市有地の交換普通議決でよい／法務局
那覇市の疑義に断	〔琉新・夕〕	

7・�4	 大弦小弦	〔与儀の農研所移転跡地問
題〕	〔沖タ・朝〕	

7・�4	 治水財源の市有地処分否決本予算に響
く／兼次那覇市長、	態度表明さける	
〔琉新・朝〕	

7・�4	 声／那覇市議へのお願い	〔琉新・朝〕	
7・�8	 ホネ抜きの新年度予算／どうする治水

対策／2�日注目の本会議	〔沖タ･朝〕	
7・�8	 市営住宅は安謝へ／地元側が誘致運動	

〔沖タ・朝〕	
7・�8	 水キキンを陳情／与儀通り会	〔沖タ・

朝〕	
7・�9	 〝普通議決でよい〟／市有地の交換処

分／内政局、	那覇市に回答	〔沖
タ・朝〕	

7・�9	 公聴／那覇市と市議会へお願い	〔沖
タ・朝〕	

7・�9	 軍用地を契約せよ／歳入欠陥も解消す
る／那覇市議会の渡口派が声明	〔琉
新・朝〕	

7・20	 歳入欠陥の行くえは／予想たたない予
算案／那覇市会	〔沖タ・朝〕	

7・20	 那覇市水道／浦添安謝間に昇圧ポンプ
／民政府の協力で設置へ	〔沖タ･朝〕	

7・20	 紛糾する那覇市会／今度は �8 議員が渡
口派に反撃	〔沖タ・夕〕	

7・2�	 那覇市会／きょう注目の本会議／予算
修正で一波乱予想	〔沖タ・朝〕	

7・2�	 声明合戦泥沼の那覇市会／市長派ら 2�		
議員が渡口派へ反論	〔琉新・朝〕	

7・2�	 サックス大佐給水地帯をいく	〔琉新・
朝〕	

7・2�	 市営住宅建設を可決／那覇市会けさの
本会議採決で	〔沖タ・夕〕	

7・22	 那覇市議会／あっけない幕切れ／兼次
市長軍用地料に契約	〔琉新・朝〕	

7・23	 前例のない変則予算／歳入面にぽっか
り穴／市当局、	９万７千ドルをどう
埋める	〔沖タ・朝〕	

7・24	 大弦小弦	〔軍用地の賃貸契約〕	〔沖タ・

朝〕	
7・25	 波乱に終始した第 38 回定例議会／感情

的な声明合戦／政治不信招くおそれ
も	〔沖タ・朝〕	

7・26	 検察庁きょうから取調べ／首里バス儀
武社長ら詐欺横領、	私文書偽造の疑
い	〔琉新・夕〕	

7・27	 那覇市営住宅／ �0 月までに着工／開金
借入れ内諾得る	〔琉新・朝〕	

7・28	 日の目みる市営住宅／水洗便所つきの
モダンなアパート／家賃・１等－ �3
ドル 77 セント、	 ２等－ �0 ドル 75
セント	〔沖タ・朝〕	

7・30	 首里バス告訴事件起訴は確定的／検察	
庁取調べ終る／儀武氏ら全面的に否
認	〔琉新・朝〕	

7・3�	 〝政治的ウソの告訴だ〟／首里バス問題
上間氏ら近く逆告訴	〔琉新・朝〕	

8・5	 道の真ん中に出店／那覇市与儀の農連
市場前／市役所と〝道路論争〟／市
道でないというので建築	〔琉新･夕〕	

8・6	 部下から罷免の陳情／那覇消防分団長
会議で問題に	〔沖タ・朝〕	

8・8	 新しい	「自治組織」	へ／市民の声を市
政に反映／９月１日から各町字単位
に実施	〔沖タ・朝〕	

8・8	 埋立地の借地／申し込みが殺到	〔沖
タ・朝〕	

8	 8	ガーブ川恒久改修工事／ 62 年度に
民政府が補助か	〔沖タ・朝〕	

8・8	 どうなる那覇／消防隊長問題／きょう
総務委員会	〔沖タ・朝〕	

8・9	 首里バス告訴事件／儀武社長を起訴猶
予／検察庁犯罪事実は認める	〔琉
新・朝〕	

8・9	 軍用地料支払い始まる／那覇市税務
署、	銀行員がとりまく	〔琉新・夕〕	

8・��	 那覇消防隊長問題／市議会総務委で審
議	〔沖タ・夕〕	

8・�5	 下水溝の整備を／与儀区民が陳情	〔沖
タ・朝〕	

8・�5	 あかるい起債事業／開金融資メドつく	
〔沖タ・朝〕	

8・24	 泊・那覇港整備を検討／弁務官資金の
支出を要請／きのう首都建設委員会
開く	〔沖タ・朝〕	

8・28	 ガーブ川改修に朗報／民政府が準備す
すめる	〔沖タ・朝〕	

8・3�	 重要産業の実態調査／那覇市企画室資
料集る	〔琉新・朝〕	

9・�0	 文化財専門委 �4 名が辞職／玉陵域内の
建設許可に反対	〔琉新・朝〕	

9・�0	 兼次那覇市長 �� 月にホノルルへ	〔琉
新・朝〕	

9・�2	 那覇に自治会誕生／きょう市民集会所
で発足式	〔沖タ・朝〕	

9・�3	 那覇市の自治会発足／ 59 町・字から代
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	 　表が参加	〔沖タ・朝〕	
9・�3	 市政の事務連絡を円滑に／那覇市自治

会きのう発足	〔琉新・朝〕	
9・�4	 那覇市に生まれた自治会／区長制に代

わるもの／〝すっきりしない〟と兼
次市長／自主性の尊重をうたう	〔沖
タ・朝〕	

9・�4	 いつ解消する水の悩み／遅れる西森浄
水場／那覇市来年中の完成も危ない	

〔琉新・朝〕	
9・�5	 ｜社説｜もらい水の悲哀から抜けだす

努力	〔沖タ・朝〕	
9・�6	 ｜社説｜第１次産業の振興	〔琉新･朝〕
9・�7	 那覇市／追加更正予算案を発表／兼次

市長、	定例議会に上程	〔沖タ・朝〕	
9・�7	 那覇市 �5 万ドルの予算追加／歳入欠陥

埋めた上７万ドル増	〔琉新・朝〕	
9・�9	 あすから那覇市定例議会／議題は追加

予算など９件／市有地売却では波乱
か	〔沖タ・朝〕	

9・�9	 国場川の砂防ダム／民政府に早急工事
を陳情	〔沖タ・朝〕	

9・�9	 金武町に水道を／同自治会が陳情	〔沖
タ・朝〕	

9・�9	 あす那覇市会開く／埋立地処分を再提
案	〔琉新・朝〕	

9・20	 国場川の水を浄水／砂防ダム計画を変
更／那覇市親善委で軍発表	〔琉新・
朝〕	

9・20	 那覇市／予算更正議会始まる／会期は
30 日まで �� 日間	〔沖タ・夕〕	

9・20	 会期 3� 日まで那覇市会開く	〔琉新･夕〕
9・22	 外人課税を追及／那覇市会、	質疑に入

る	〔沖タ・夕〕	
9・24	 兼次那覇市長 �� 月にホノルルへ	〔琉

新・朝〕	
9・24	 ｜社説｜旧慣を改廃するには	〔琉新・

朝〕	
9・24	 水の問題で質疑／那覇市会本会議	〔琉

新・朝〕	
9・26	 ｜社説｜国会議員のみる沖縄	〔琉新・

朝〕	
9・30	 苗圃地買収を可決／那覇市会建築審査

委承認	〔琉新・夕〕	
�0・�	 ホノルルへ親善使節／那覇市が派遣を

計画	〔琉新・朝〕	
�0・�	 玉陵の保護要請決議／那覇市定例議会

おわる	〔琉新・夕〕	
�0・2	 金口木舌	〔那覇市・ホノルル市と姉妹

都市〕	〔琉新・朝〕	
�0・3	 追加更正予算のおもな事業	〔沖タ･朝〕
�0・3	 やっさもっさの立ちのき騒動／市当局

も手をやく／農連前道路上の建物め
ぐり	〔沖タ・朝〕	

�0	 5	�8 万ドルが支出超／那覇市二・四半
期の実行予算	〔沖タ・朝〕	

�0・5	 那覇市が市有地提供／ペルリ会館建設

具体化へ	〔琉新・朝〕	
�0・6	 各事業年度内に執行／那覇市二・四半

期予算増額配賦	〔琉新・朝〕	
�0・6	 玉陵に学生センター設立反対／文化を

守る会が反対演説会	〔琉新・朝〕	
�0・6	 おそいチリの処理／那覇市対策に思案

投げ首	〔沖タ・夕〕	
�0・7	 納税も銀行の窓口で／那覇市近く出張

所をおく	〔沖タ・朝〕	
�0・7	 開金融資メドつく／那覇市営住宅と国

場川埋め立て	〔琉新・朝〕	
�0・8	 苦情問答／チリ捨て場の悪臭に悩む	

〔琉新・朝〕	
�0・9	 那覇市が今年度の財政公表／市税１人

年２ドル 63 セント／予算の 56％が
事業費	〔琉新・朝〕	

�0・��	 ｜社説｜総合グラウンド建設資金募集
を促進せよ	〔琉新・朝〕	

�0・�4	 予算 60％の執行率／兼次那覇市長が発
表	〔沖タ・朝〕	

�0・�4	 年内に土木事業６割／那覇市、	実行予
算を組む	〔琉新・朝〕	

�0・�7	 高良議長九州へ／市議長会出席のため	
〔沖タ・朝〕	

�0・�8	 市営住宅近く着工／那覇安謝に �7 万ド
ルで 96 世帯収容	〔琉新・朝〕	

�0・�8	 近くガーブ川を改修／民府補助１万５
千ドルで	〔琉新・朝〕	

�0・2�	 高良市議長が出席／九州市議会議長会
議	〔琉新・朝〕	

�0・22	 開金、	那覇市営住宅に融資／安謝に３
階建を建築	〔沖タ・朝〕	

�0・24	 開金 20 万ドルの融資／那覇市営住宅と
バケツ業	〔琉新・朝〕	

�0・26	 ガーブ川改修に弁務官資金	〔琉新･夕〕
�0・27	 大弦小弦	〔社会局の牛乳製造業者衛生

検査結果〕	〔沖タ・朝〕	
�0・30	 那覇市来年度 �48 万ドルを起債／新庁

舎、	市営住宅に／兼次市長記者会見
で発表	〔沖タ・朝〕	

�0・30	 市営住宅を 240 世帯／那覇市の来年度
事業案／庁舎新築、	 水源開発	〔琉
新・朝〕	

�0・3�	 ｜社説｜那覇市の新事業計画の達成に
ついて	〔沖タ・朝〕	

�0・3�	 来年１月那覇で／九州地区市議長会	
〔沖タ・朝〕	

��・�	 大弦小弦	〔西森浄水場建設計画〕	〔沖
タ・朝〕	

��・2	 首都建設に 290 万ドル／政府が 62 年度
予算検討	〔琉新・朝〕	

��・3	 ｜社説｜首都建設に身を入れよ…	〔沖
タ・朝〕	

��・3	 那覇へ 70 万ガロン給水／鉄管工事、	安
謝まで完工	〔琉新・朝〕	

��・3	 兼次市長／近くハワイへ	〔琉新・朝〕	
��・�2	 96 世帯を収容／那覇市営アパート近く
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	 　着工	〔琉新・朝〕	
��・�4	 泊浄水場の拡張不能／市当局西森の計

画を推進	〔沖タ・朝〕	
��・�4	 今月いっぱいに着工／安謝の新市営住

宅 96 所帯を収容	〔沖タ・朝〕	
��・�5	 ｜社説｜立法院選挙の結果についての

考察	〔琉新・朝〕	
��・�6	 兼次那覇市長ハワイへ／ホノルル市と

縁結び／きょう軍用機で出発	〔沖
タ・朝〕	

��・�6	 姉妹都市ハワイへ／兼次那覇市長きょ
う親善訪問へ出発	〔琉新・朝〕	

��・�6	 兼次市長ハワイへけさ出発	〔琉新･夕〕
��・24	 〝米琉の相互理解を〟／兼次那覇市長ハ

ワイで語る	〔琉新・朝〕	
��	 24	兼次市長らを大歓迎／那覇の姉妹都

市ホノルル	〔沖タ・夕〕	
��・26	 〝沖縄の復帰を推進〟／鹿児島から９市

議長ら来島	〔沖タ・朝〕	
��・28	 〝両市の親交を永遠に〟／ブレイズテル

ホノルル市長那覇市との提携で語る	
〔沖タ・夕〕	

��・30	 年末賞与を �7 割／那覇市職労が団体交
渉	〔沖タ・朝〕	

�2・3	 那覇市職労が／ボーナス団交	〔沖タ・
朝〕	

�2・3	 私の意見／姉妹都市のホノルル／那覇
市も楽園にしよう	〔琉新・朝〕	

�2・5	 地番物語り／やっかいな旧部落名／整
備には十数年も要す	〔沖タ・朝〕	

�2・5	 年末賞与 �7 割を要求／職員労組兼次市
長の帰任待つ	〔沖タ・朝〕	

�2・5	 ホノルル市長／１月に沖縄訪問	〔沖
タ・朝〕	

�2・5	 市有地を値下げ／若狭町の市営住宅周
辺	〔沖タ・朝〕	

�2・6	 庁舎建設にハワイが協力／兼次市長、	
けさ記者会見	〔沖タ・夕〕	

�2・6	 ハワイ訪問は大成功／兼次那覇市長記
者会見	〔琉新・夕〕	

�2・7	 きょう市長と団交／那覇市職労組が	
〔琉新・朝〕	

�2・8	 ボーナス �4 割要求／那覇職労職場放棄
も	〔沖タ・朝〕	

�2・9	 市職労／全職員が職場放棄／年末手当
�4 割を要求	〔沖タ・朝〕	

�2・9	 傷だらけの国際通り／目下 �0 ヵ所修理
中／激しい交通量当局お手あげ	〔琉
新・朝〕	

�2・9	 年末手当 �4 割を要求／那覇市職労／水
道消防除き職場放棄	〔琉新・朝〕	

�2・9	 市役所の機能ストップ／けさ那覇職員
労組が職場放棄	〔沖タ・夕〕	

�2・9	 一せいに休暇闘争／大会でスト権確立
／那覇市職労あくまで �4 割を要求	

〔琉新・夕〕	
�2・�0	 ｜社説｜那覇市職員労組の職場放棄	

〔沖タ・朝〕	
�2・�0	 きょう奥武山球場開き／両翼 �00 メー

トル中堅は �20 メートル／２万人の
観衆収容できる	〔琉新・朝〕	

�2・�0	 きょう全車両ストップ／那覇市職労最
悪の時は全面ストも	〔琉新・朝〕	

�2・�0	 話の卵／ボーナス闘争	〔琉新・夕〕	
�2・�0	 はなやかに球場開き／奥武山グラウン

ド／ギ副民政官が始球／スタンド埋
めた大観衆	〔琉新・夕〕	

�2・�0	 那覇市職労は強腰／ �4 割譲らず車両も
ストップ	〔琉新・夕〕	

�2・��	 ボーナス闘争の動き／那覇市歩み寄り
の気配も	〔沖タ・朝〕	

�2・��	 金口木舌	〔奥武山球場完成〕	〔琉新・
朝〕	

�2・��	 �2 日団交をもつ／那覇市と職労組合	
〔琉新・朝〕	

�2・�2	 年末闘争がヤマ場へ／那覇市職は �3 割
で妥結か	〔琉新・夕〕	

�2・�2	 不本意だが譲った／仲原助役の話	〔琉
新・夕〕	

�2・�3	 ｜社説｜開金・那覇市の計画調整をは
かれ	〔沖タ・朝〕	

�2・�3	 �3 割の線で解決／那覇市役所の年末闘
争	〔沖タ・朝〕	

�2・�3	 地方公務員のスト制限へ／立法化の声
高まる／那覇市職労の年末闘争で／
組合側は絶対反対	〔琉新・朝〕	

�2・�4	 〝ドル節約適用外に〟／議会議長が要望
決議	〔沖タ・朝〕	

�2・�4	 那覇市／市会、	ボ－ナス問題を追及か
／職労は強力折衝の態度	〔沖タ･夕〕	

�2・�4	 �3 割でひと荒れか／那覇市議会ボーナ
ス闘争とりあげる	〔琉新・夕〕	

�2・�5	 浄水場計画を却下西森／高地台の給水
は泊の拡張で／民政府書簡	〔琉新・
朝〕	

�2・�5	 議会対策に運動展開／那覇市職労組闘
争委が	〔琉新・夕〕	

�2・�6	 〝西森浄水場は最善だ〟／那覇市、	民政
府の見解に対立	〔琉新・朝〕	

�2・�7	 ガーブ川来年８月に改修／〝世界一〟
の汚名返上／ 32 万ドルで美しくお
化粧	〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 ガーブ川の改修ＯＫ／民政府、	那覇市
へ／ 23 万ドル支出	〔琉新・朝〕	

�2・�7	 きょうから那覇市議会／年末手当など
一荒れか	〔琉新・朝〕	

�2・�7	 ボーナス �3 割りで一もめか／那覇市定
例議会ひらく	〔沖タ・夕〕	

�2・�8	 ｜社説｜河川改修に市民の意思を反映
せよ	〔沖タ・朝〕	

�2・�9	 難航する浄水場計画／市西森案を強力
に推進／既施設拡張で十分／民政府	
〔沖タ・朝〕	

�2・�9	 暫定的な民政府案／市民の声／一日も

1960 年	（昭和 35 年）



35

	 　早く解決を	〔沖タ・朝〕	
�2・�9	 市議会／きょうから本会議／追加更正

予算など審議	〔沖タ・朝〕	
�2・�9	 大喜びの周辺の人たち／ガーブ川改修

の朗報に	〔沖タ・朝〕	
�2・�9	 ボーナス問題荒れる／那覇市会／市長

の責任を追及	〔沖タ・夕〕	
�2・20	 ｜社説｜泊浄水場計画案をめぐって…	

〔沖タ・朝〕	
�2・20	 私の意見／慎重な検討を望む／那覇市

の浄水場設置問題	〔琉新・朝〕	
�2・20	 低調の那覇市議会／諸案件を委員会に

付託	〔琉新・夕〕	
�2・2�	 〝認可した覚えはない〟／西森浄水場案

ローラ氏が釈明	〔沖タ・朝〕	
�2・2�	 那覇市役所のボーナス問題／闘争委が

懸命の説得／市議の家庭をまわり	
〔沖タ・朝〕	

�2・2�	 年末手当に三つの色／那覇市職組議会
に �3 割獲得運動	〔琉新・朝〕	

�2・2�	 浄水場の解決策／民政官と主席が話し
合う	〔沖タ・夕〕	

�2・23	 宙に浮く浄水場計画／那覇市と民政府
が意見対立／西森か、	泊の拡張か／
技術と資金問題がからむ	〔沖タ･朝〕	

�2・23	 話し合い進まず西森浄水場問題	〔琉
新・朝〕	

�2・23	 那覇市に協力呼びかけ／ 62 年度の事業
計画発表	〔琉新・朝〕	

�2・24	 きょうから本格的審議へ／那覇市職
員、	年末手当 �3 割／那覇市議総務
委	〔琉新・朝〕	

�2・25	 年末手当 �3 割を否決／職組側・中労
委に提訴し闘う腹／那覇市議総務委	

〔琉新・朝〕	
�2・26	 大弦小弦	〔那覇市のボーナス問題〕		

〔沖タ・朝〕	
�2・26	 ボーナス・浄水場問題／頭をおさえる

市当局／本会議で一波乱か／職労 �3
割要求を貫徹	〔沖タ・朝〕	

�2・26	 市庁舎建設に百ドル寄付／ハワイ副知
事	〔沖タ・朝〕	

�2・27	 大弦小弦	〔那覇市役所の投書箱〕	〔沖
タ・朝〕	

�2・27	 賞与問題で波乱か／那覇市議会の本会
議	〔沖タ・朝〕	

�2・28	 那覇市／もつれるボーナス問題／市会
30 対８で否決／労組ストで貫徹の構
え	〔沖タ・朝〕	

�2・29	 公共建物国旗掲揚許さず／国場川埋め
立ては検討／ア民政官が回答	〔琉
新・朝〕	

�2・29	 市長との団交物別れ／那覇市労組の
ボーナス闘争	〔沖タ・夕〕	

�2・29	 市長と団交もの別れ／那覇市職労年内
に実力行使か	〔琉新・夕〕	

�2・30	 ｜社説｜市場の衛生保持に怠慢は許さ

れない	〔沖タ・朝〕	
�2・30	 もつれる那覇市のボーナス問題／７月

選挙ともからむ／要求貫徹に強気な
労組	〔沖タ・朝〕	

�2・3�	 市長、	�3 割支給約す／那覇市職労年末
闘争臨時議会を招集	〔沖タ・朝〕	

	 　　�96� 年	（昭和 36 年）	

�・�	 那覇市／臨時議会 �5 日ごろ招集／ボー
ナス �3 割案再提出	〔沖タ・朝〕	

�・�	 �5 日ごろ臨時会議会／那覇市ボーナス
問題再提案	〔琉新・朝〕	

�・5	 年を越したボーナス闘争／ �3 割はどこ
へゆく／那覇市議会市長不信任問題
も再熱か	〔琉新・夕〕	

�・9	 １位はガーブ川の補助／那覇市政十大
ニュース	〔沖タ・朝〕	

�・9	 どうなるボーナス議会／那覇市当局は
情勢を楽観	〔沖タ・朝〕	

�・9	 投書箱	（�）	／水道／いつ果てる水の
悩み／一日も早く恒久施設を	〔沖
タ・朝〕	

�・9	 大平洋を結ぶ姉妹都市那覇とホノルル
／自然と人工の美でもつ／太平洋の
マイアミ／年間 20 億弗の観光収入	
〔琉新・朝〕	

�・9	 特産品の交換や／市民の交流など	〔琉
新・朝〕	

�・9	 ブレイズデル市長らけさ空路来島／
〝沖縄との親善深めたい〟／兼次市
長・副民政官らが出迎え	〔沖タ･夕〕	

�・9	 ホノルル市長けさ来島／姉妹都市提携
で繁栄／空港であいさつ兼次那覇市
長と握手	〔琉新・夕〕	

�・9	 根本的に理解しあう／ホノルル市長と
一問一答	〔琉新・夕〕	

�・�0	 終始なごやかに交歓／ブ市長、	那覇市
役所と政府を訪問	〔沖タ・朝〕	

�・�0	 軍用地と関連、	進行の停止を／〝民法
の時効〟に特例法／桑江議員、	定例
会に提案	〔琉新・朝〕	

�・�0	 きょう〝姉妹都市宣言〟／〝協力を惜
しまない〟／ホノルル市長那覇市役
所へ	〔琉新・朝〕	

�・��	 大弦小弦	〔ホノルル市と、	那覇市が姉
妹都市のエン結び〕	〔沖タ・朝〕	

�・��	 姉妹都市を宣言／ホノルル市と那覇市	
〔沖タ・朝〕	

�・��	 那覇の発展を称賛／ホノルル市長市内
を視察	〔琉新・夕〕	

�・�2	 観光事業は将来有望／文化の交流、	技
も援助／ホノルル市長記者会見	〔琉
新・朝〕	

�・�3	 大弦小弦	〔市制施行 40 周年の那覇市の
各種記念行事〕	〔沖タ・朝〕	

�・�3	 那覇市の熱意に満足／ホノルル市長一

1960 年	（昭和 35 年）	・1961 年 ( 昭和 36 年）	
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	 　行台湾へ	〔琉新・夕〕	
�・�4	 危機！文化財保護行政／勧告も無視さ

れる／委員会に決定的対策なし	〔琉
新・朝〕	

�・�6	 進展しない浄水場新設計画／いぜん西
森案に反対／市議は署名運動を準備
／民政府	〔沖タ・朝〕	

�・�6	 紛糾する竜潭池問題／市当局は工事を
続行	〔沖タ・朝〕	

�・�7	 竜潭池問題／文教委きょう緊急臨時会
／兼次市長が現場を検分	〔沖タ･朝〕	

�・�7	 どうなるか／奥武山野球場の管理／外
野の広告料話合いつかず／競技場資
金に計上政府／那覇市／収入のない
管理はできぬ	〔琉新・朝〕	

�・�7	 龍潭池・市と文保委の争い解決へ／石
垣の積み替え／那覇市	「現状変更」	
を届け出る	〔琉新・朝〕	

�・�7	 円満解決に努力／竜潭池畔の工事問題
／文保委さらに話し合う／	「現状変
更申請」	を準備／那覇市	〔沖タ･夕〕	

�・�7	 話の卵／奥武山球場の施設と管理責任	
〔琉新・夕〕	

�・�7	 龍潭池の公園化工事／文保委、	臨時委
員会で検討	〔琉新・夕〕	

�・�8	 どうなる竜たん池の工事／すでに８割
も進む／文保委行政訴訟で対決する
／那覇市よりよい工事で保護	〔沖
タ・朝〕	

�・�9	 署名運動で／市民に呼びかける／西森
浄水場の実現へ／首里・真和志の市
議たちが	〔沖タ・朝〕	

�・�9	 署名運動の声高まる／那覇市議会西森
浄水場新施設実現へ	〔琉新・夕〕	

�・�9	 現状変更届けでケリ／龍潭池の工事那
覇市、	文保委話し合う	〔琉新・夕〕	

�・2�	 建設部長が強気／龍潭池公園化工事ま
たごて続ける	〔琉新・朝〕	

�・23	 ボーナス �3 割を再提案／きょう那覇市
臨時議会	〔琉新・朝〕	

�・23	 那覇市／ボーナス議会／条例改正で �3
割支給確定／質疑打切り採決 24 対
�2	〔沖タ・夕〕	

�・23	 ボーナス �3 割を支給／那覇臨時市議会
で可決	〔琉新・夕〕	

�・24	 ボーナス市会／那覇市／ �3 割支給で
あっけない幕／市長不信任も…と野
党側は強い態度	〔沖タ・朝〕	

�・25	 竜潭池問題／那覇市現状変更を申請／
工事９分通り／〝いまさら…〟と文
保委シブイ顔	〔沖タ・朝〕	

�・25	 専門審議会に諮問／龍潭池公園化工事
現状変更問題	〔琉新・夕〕	

�・26	 ｜社説｜竜たん池の現状変更問題は／
冷静なる処理を	〔琉新・朝〕	

�・26	 犯された	「文保法」	／もつれる龍たん
現状変更／那覇市押しの一手で工事

続行	〔琉新・朝〕	
�・26	 声／竜たん池は史跡名勝の美を	〔琉

新・朝〕	
�・26	 高圧線移動／あわてる地元住民／兼次

市長も〝絶対反対〟と語る	〔沖タ・
夕〕	

�・27	 百人送り出し目標に／大阪の職業訓練
所へ兼次市長29日折衝へ	〔沖タ･夕〕	

�・28	 真和志小禄の土地接収／ギ副民政官が		
説明／南部への電力供給が目的／１
号線の高圧線撤去は／こんどのプラ
ンにはない	〔沖タ・朝〕	

�・28	 那覇市建設部長へ	( 上 )	〔琉新・朝〕	
�・29	 ｜社説｜高圧線用地接収に対する地主

の態度	〔沖タ・朝〕	
�・29	 那覇市建設部長へ	( 下 )	〔琉新・朝〕	
�・30	 ５月に市制施行 40 周年／大綱引きや多

彩な行事を計画／兼次市長沖縄市改
称を再提案	〔沖タ・朝〕	

�・30	 難問題抱える市当局／部落民が反対運
動／高圧線の架設／竜潭工事円満解
決のきざし	〔沖タ・朝〕	

�・3�	 竜たん工事解決／文教委・条件付きで
認可／陸橋、	都計道路の新設に	〔沖
タ・朝〕	

�・3�	 那覇市がプロ野球招く／市制 40 周年
飾る／兼次市長きょう上京、	折衝へ	
〔琉新・朝〕	

�・3�	 声／龍たん公園化工事について	〔琉
新・朝〕	

�・3�	 トピックインタビュー／ボーナス �3 割
闘争で奮闘した那覇市職組島袋勇委
員長	〔琉新・朝〕	

2・5	 那覇市は車と人の洪水／思い切った改
善が必要／納める �0 万ドル／地主
側は分割払いを訴える／増換地の清
算に苦情	〔沖タ・朝〕	

2・5	 那覇市の区画整理／てんやわんやの跡
始末／どうして	〔沖タ・朝〕	

2・6	 ｜社説｜現状維持に姿勢を改めよ…	
〔沖タ・朝〕	

2・6	 浄水場問題再検討へ／高良課長ら近く
上京／本土の関係者と話し合う	〔沖
タ・朝〕	

2・6	 消防を機構変え／内容の充実に重点を
おく	〔沖タ・朝〕	

2・6	 早くも活発な動き／市議選挙 70 人がう
わさに上る	〔沖タ・朝〕	

2・6	 投書箱⑤／高圧線の架設計画／一言の
相談もなく／いきなり強制収用通告	
〔沖タ・朝〕	

2・6	 長期の分割払いを／地主たちが署名運
動／那覇市の増換地清算	〔沖タ･朝〕	

2・6	 那覇で実行委ひらく／九州市会議長団
きのう来島	〔沖タ・朝〕	

2・7	 那覇市の道路計画	（上）	限界にきた交
通量／首都建設委員会が政府と市に

1961 年	（昭和 36 年）	
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	 　対策勧告	〔琉新・朝〕	
2・8	 プロ野球、	芸能大会／那覇市制 40 周年

多彩な記念行事を内定	〔琉新・朝〕	
2・9	 那覇市制 40 周年の記念切手を発行／切

手審議会	〔沖タ・朝〕	
2・9	 那覇市の道路計画	（下）	１号線交通量

を分散／交差点に横断地下道	〔琉
新・朝〕	

2・�0	 早くも那覇市長選挙の動き／うわさの
顔ぶれ６人／７月市議選が前衛戦？	

〔沖タ・朝〕	
2・��	 プロ野球の招請／兼次市長具体的な折

衝に入る	〔沖タ・朝〕	
2・��	 浄水場へ 65 万ドル融資／〝泊〟の拡

張案を条件に／開発金融公社が発表	
〔沖タ・朝〕	

2・��	 本土の観光地視察／那覇市会議員ら	
〔沖タ・朝〕	

2・��	 〝泊浄水場に不満〟／那覇市、	宝村発言
と対立	〔琉新・朝〕	

2・��	 ローマ字で琉球を表示／那覇市制記念
切手などを発行	〔琉新・夕〕	

2・�2	 那覇市、	土地調査費の補助を陳情	〔琉
新・朝〕	

2・�3	 海へのびる那覇市／住宅難の緩和はか
る／埋め立て地に工場も誘致	〔沖
タ・朝〕	

2・�3	 投書箱／区画整理の仮清算／とっぴな
通知に驚く／地主、	長期分納を訴え
る	〔沖タ・朝〕	

2・�3	 職員労組執行委／地公法の立法化阻止
／宿日直手当の増額も	〔沖タ・朝〕	

2・�4	 沖縄での自衛隊募集／民政官定例記者
会見／恒久化は施政権損ず／銀行布
令基本規定曲げぬ	〔琉新・朝〕	

2・�4	 毎年５月に公式戦か／今年の成果が試
金石／秋のオープン戦も計画	〔琉
新・朝〕	

2・�4	 猛打の中西、	エース土橋／西鉄、	東映
チームの横顔	〔琉新・朝〕	

2・�4	 ファンの喜び沖縄シリーズ／夢にみた
プロ野球／早くも団体見学申込み	

〔琉新・朝〕	
2・�4	 〝西森案が妥当〟／浄水場問題で兼次市

長、	見解表明	〔沖タ・夕〕	
2・�4	 全面的民移管を陳情／市議会議長会風

俗営業取り締まり	〔琉新・夕〕	
2・�4	 定期公式戦のいと口／プロ野球の沖縄

関係本土各紙大きく報道	〔琉新･夕〕	
2・�5	 浄水場問題ふり出しへ／白紙の立場で

再検討／歩みよる政府と那覇市	〔沖
タ・朝〕	

2・�5	 聖火の沖縄通過を／兼次市長が五輪委
に要請	〔琉新・朝〕	

2・�5	 ギャラ１万４千ドルか／兼次市長西鉄
と打合せ	〔琉新・朝〕	

2・�5	 きょうさらに検討／西森浄水場那覇

市、	水道部長と会談	〔琉新・朝〕	
2・�5	 電話度数制／お役所も大あわて那覇市

は５割増し／コザは９百ドルを追加
要求	〔琉新・夕〕	

2・�6	 ｜社説｜電話の度数制に早急な改善を
望む	〔琉新・朝〕	

2・�7	 両チームの特色とスター選手	〔琉新・
朝〕	

2・�7	 兼次市長、	構想を語る／プロ野球沖縄
シリーズ／外野席は１ドル前後／パ
レードとサイン会も	〔琉新・朝〕	

2・�7	 度数制またあらたなる波紋／５セント
通話が横行／ほったらかしの違法	
〔琉新・夕〕	

2・�8	 〝沖縄市〟への改称／見通しくらくなる
／那覇市提案、	見合わす？／議会の
情勢分析の結果	〔沖タ・朝〕	

2・�8	 まかり通る不法建築／那覇市営住宅／
勝手に模様替え／押入れつぶしフロ
場に	〔琉新・夕〕	

2・�9	 税金４割もとられる／プロ野球誘致は
できたが／〝入場料設定〟でお手上
げ／那覇市政府の協力訴える	〔沖
タ・朝〕	

2・�9	 あの町・この町／那覇市催物案内	〔琉
新・朝〕	

2・�9	 プロ野球入場料を無税に／那覇市、	近
く政府と折衝	〔琉新・朝〕	

2・�9	 大綱引きは取り止め／那覇市制 40 周年
記念予算面から困難視	〔琉新・夕〕	

2・�9	 那覇市で借地料値上げ／法の盲点をつ
く／市の	「土地等級設定」	遅れる	
〔琉新・夕〕	

2・20	 提灯行列や花火大会／市制 40 周年多彩
な祝賀行事を準備	〔沖タ・朝〕	

2・20	 高圧線架設／円満解決の動き／小禄、	
真和志が歩みよる	〔沖タ・朝〕	

2・20	 あの町・この町／那覇市催物案内	〔琉
新・朝〕	

2・20	 成功せば定期公式戦／兼次那覇市長西
鉄球団と仮契約	〔琉新・朝〕	

2・2�	 兼次市長平和台を訪問／西鉄の選手ら
と歓談	〔琉新・朝〕	

2・2�	 〝プロ野球は成功するよ〟／兼次〝ホー
ムラン〟市長帰る	〔琉新・朝〕	

2・2�	 那覇市新年度予算案の編成を準備／大
がかりな埋立計画泊－安謝 50 万坪
／起債で市営住宅などの事業	〔沖
タ・夕〕	

2・22	 那覇市、	受け入れ態勢整える／球場移
管、	料金問題など／近く関係者と話
し合い	〔沖タ・朝〕	

2・22	 プロ野球誘致よもやま／兼次那覇市長
に聞く	〔琉新・朝〕	

2・24	 今晩の話題／陳情の民	〔沖タ・夕〕	
2・24	 農連市場とり払い／敷地利用の考えで

／１階は市場に開放	〔沖タ・夕〕	
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2・24	 プロ野球の本契約／西鉄中島氏が４月
に来沖	〔琉新・夕〕	

2・25	 大弦小弦	〔市営アパート敷地の農連市
場に目をつける〕	〔沖タ・朝〕	

2・26	 那覇市に管理移す／奥武山球場政府と
話し合いつく	〔琉新・朝〕	

2・26	 〝明るい面の強調を〟／那覇市議本土の
観光視察から帰る	〔沖タ・夕〕	

2・27	 浄水場問題／西森案さらに折衝／兼次
市長１日ア民政官と会見	〔沖タ･朝〕	

2・27	 長期分納訴え署名運動／区画整理の仮
清算	〔沖タ・朝〕	

2・27	 〝ミス那覇〟など／市制 40 周年行事／
当局案まとまる	〔沖タ・朝〕	

2・28	 平和慰霊像奉賛会が主催／プロ野球純
益は建立資金に	〔琉新・朝〕	

3・�	 大綱引きはとりやめ／ 40 周年記念行事
那覇市が議会と協議	〔沖タ・朝〕	

3・2	 まず両案を再検討／浄水場問題、	歩み
寄りの兆	〔沖タ・朝〕	

3・2	 産業貿易館を急ぐ／商議所那覇市に敷
地譲渡陳情	〔琉新・朝〕	

3・2	 双方で技術的な検討／那覇市浄水道問
題／兼次市長弁務官と懇談	〔琉新・
朝〕	

3・3	 ｜社説｜浄水場問題の円満解決を	〔沖
タ・朝〕	

3・3	 那覇市制 40 周年記念切手	〔沖タ・朝〕
3・4	 那覇市へ委任と決定／奥武山球場の管

理問題	〔沖タ・朝〕	
3・4	 仮装行列は復活／那覇市制 40 周年記念

行事	〔琉新・朝〕	
3・5	 資料を集め調査／那覇市、	土地の等級

設定へ	〔琉新・夕〕	
3・6	 迫る那覇市議選／うわさの顔ぶれ 70 余

人／市長選挙の前衛戦／政党も介入
の動き	〔沖タ・朝〕	

3・6	 地番をわかりやすく／行政区画整理基
本計画決まる	〔沖タ・朝〕	

3・6	 どうなる西森浄水場案／経費を泊案と
同額に／那覇市が最後の切り札／両
案再検討、	問題は開金折衝	〔沖タ・
朝〕	

3・9	 漫湖にダム建設／海水から飲料水／軍
が 45 万ドルで計画	〔沖タ・朝〕	

3・9	 衣食住とも値上がり／ 60 年度の那覇
市消費者物価指数／前年度とくらべ
�.8％上昇	〔琉新・朝〕	

3・9	 住宅地に燃料タンク／那覇市古波蔵住
民が設置阻止を陳情	〔琉新・朝〕	

3・9	 高い物価の正体にメス／琉球商議所が
研究会／物品税を考えよ／輸入で経
費かさむ	〔琉新・朝〕	

3・9	 一律 �2 ドルのベ・ア／那覇市職労／春
闘方針決める	〔沖タ・夕〕	

3・�0	 ネット裏は３ドル／プロ野球入場料金
決まる	〔琉新・朝〕	

3・�0	 声／市長は見聞が必要	〔琉新・朝〕	
3・�2	 低調の教育委選挙／那覇市 27 ヵ所で投

票	〔琉新・夕〕	
3・�3	 �2 ドルのベ・ア要求／那覇市職労が近

く団交	〔沖タ・朝〕	
3・�3	 観光行政の改革を／那覇市議本土視察

報告	〔琉新・朝〕	
3・�4	 那覇市に正式譲渡／政府、	奥武山野球

場の管理	〔琉新・朝〕	
3・�4	 浄水場問題で話合う／兼次那覇市長民

政官と会見	〔琉新・夕〕	
3・�7	 水道改善など陳情／那覇市三原と松川	

〔琉新・朝〕	
3・�8	 旭町埋め立て �7 万ドル融資きまる／開

金が那覇市へ	〔沖タ・朝〕	
3・�8	 社大党も西森案推進へ／那覇市の水道

民政官に会見申入れ	〔琉新・朝〕	
3・�9	 那覇市議会あす開く／市制記念行事の

予算審議	〔琉新・朝〕	
3・�9	 今晩の話題／ガーブ川の改修	〔沖タ・

夕〕	
3・20	 近づく沖縄シリーズ／オープン戦もま

んざらじゃない！／プロ野球のがめ
ついソロバン	〔琉新・朝〕	

3・20	 那覇市議会始まる／ 6� 年、	追加更正予
算を審議	〔琉新・夕〕	

3・2�	 講和前補償の２決議を上程／那覇市議
会	〔琉新・朝〕	

3・2�	 結論えずもの別れ／那覇市の浄水場問
題／社大党、	 ア民政官と折衝	〔沖
タ・夕〕	

3・2�	 那覇市の浄水場問題／民政府泊案が決
定的／ア民政官と社大、	平良書記長
会談	〔琉新・夕〕	

3・22	 民政官発言、	那覇市に衝撃／泊浄水場
拡張案／直接会い確かめたい／兼次
市長資料出しあって	〔琉新・朝〕	

3・22	 最低 50 セントに値上げ／旧那覇地区の
理髪業者が近く陳情	〔琉新・夕〕	

3・23	 那覇市の浄水場問題大詰めへ／西森案
にも融資か／兼次市長民政官と再び
折衝	〔沖タ・朝〕	

3・23	 国場川の治水を追及／那覇市議会黒
潮、	仲松議員が質問	〔琉新・夕〕	

3・24	 きょう民政官と会見／高良那覇市議長
／浄水問題で	〔琉新・朝〕	

3・24	 市庁舎建設は資料送れ／ハワイの津山
氏兼次市長に協力約す	〔琉新・朝〕	

3・24	 那覇市会／工交局の責任ただす／決議
の握りつぶし〝市民の意見無視〟と
怒る	〔沖タ・夕〕	

3・25	 大弦小弦	〔西森浄水場建設促進と国場
川の〝捨て石撤去〟決議文、	行政府
で止め置き〕	〔沖タ・朝〕	

3・25	 泊拡張案が最善／民政官、	正副議長に
言明	〔琉新・朝〕	

3・25	 足並の乱れを重視／那覇市浄水場市議
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	 　会で責任追及へ	〔琉新・夕〕	
3・26	 市の内部不統一／浄水場問題議会側が

問題視	〔沖タ・朝〕	
3・26	 芝植え作業はじまる／奥武山球場プロ

野球沖縄戦にそなえ	〔琉新・夕〕	
3・26	 上水道施設を計画／石川市と議会が資

料集める	〔琉新・夕〕	
3・28	 〝浄水場、	泊案がよい〟／民政府が再

び言明／那覇市長や市会代表に	〔沖
タ・朝〕	

3・28	 西森浄水場にも融資／軍技術者が支持
せば民府が市長に回答	〔琉新・朝〕	

3・28	 市議会で最終結論／那覇市浄水場問題
民政府泊案を正式表明	〔琉新・夕〕	

3・29	 〝泊案は支持しない〟／那覇市議会建設
委国吉水道課長が答弁	〔琉新･朝〕	

3・29	 浄水場問題／市会二つに割れる	〔沖
タ・夕〕	

3・29	 浄水場問題で会期延長／那覇市議会／
きょう全体協議会で協議	〔琉新･夕〕	

3・29	 工交局が不法建築／計画道路内に交番
／那覇市が工事中止命ず	〔琉新･夕〕	

3・30	 那覇の浄水場問題／市当局窮地に追い
こまれる／大勢〝泊案〟採用に傾く
／高良第二課長、	 辞意もらす	〔沖
タ・朝〕	

3・30	 泊案に落ち着くか／那覇浄水場問題で
全体協議会	〔琉新・朝〕	

3・30	 ガソリンタンク撤去／けさ那覇市会緊
急決議	〔沖タ・夕〕	

3・30	 歩み寄りで解決を／那覇市の浄水場問
題／大田主席、	市会へ要望	〔沖タ・
夕〕	

3・30	 泊拡張案のむ？／兼次市長／あす民政
官と会見	〔沖タ・夕〕	

3・30	 那覇の浄水場問題解決へ／市当局、	泊
案に同意／水不足解消のため	〔琉
新・夕〕	

3・3�	 ｜社説｜浄水場問題、	意見の統一はか
れ	〔沖タ・朝〕	

3・3�	 決断迫られる兼次市長／きょう民政官
と会見／浄水場問題市会は荒れもよ
う	〔沖タ・朝〕	

3・3�	 泊拡張案に意見一致／那覇市浄水場問
題民政官、	市長会見でケリ	〔琉新・
夕〕	

4・�	 市長の提案権おかす／那覇市会舗装工
事で異例の議決	〔沖タ・朝〕	

4・�	 追加更正予算で荒れる／那覇市議会会
期を �2 日間延長	〔琉新・朝〕	

4・3	 大弦小弦	〔市長の提案権について〕		
〔沖タ・朝〕	

4・3	 市会の可決議案拝見／来月市政功労者
を表彰／奥武山球場…使用料決まる	

〔沖タ・朝〕	
4・3	 国場川埋め立て地に変更／油脂貯蔵タ

ンクの設置	〔沖タ・朝〕	

4・3	 休日返上で予算編成／各課の要求 370
万ドル	〔沖タ・朝〕	

4・5	 記念行事に８千ドル計上／那覇市 40 周
年準備いそぐ	〔沖タ・朝〕	

4・5	 ムダが多い那覇市の水道／漏水やメー
ターの故障／〝高い料金〟にはねか
える／恒久対策は水質改善	〔琉新・
朝〕	

4・6	 那覇市議会が重視／ムダの多い水道
きょう市当局を追及	〔琉新・朝〕	

4・7	 那覇市／修正追加予算のむ／問題の舗
装工事執行不能？	〔沖タ・朝〕	

4・7	 再議に付さない／那覇市の道路補修費
修正	〔琉新・朝〕	

4・8	 前人気上々の沖縄シリーズ／２千枚の
大口予約も／早くも前売券申込み	
〔琉新・朝〕	

4・8	 薬品で水質を改善／那覇市議会建設委
両水道課長が答弁	〔琉新・朝〕	

4・�0	 那覇市会／あす本会議再開／野党側当
局追及の構え／浄水場、	国際観光ホ
テル問題ヤリ玉に	〔沖タ・朝〕	

4・�0	 ガソリンタンクの撤去／兼次市長、	弁
務官に要請	〔沖タ・朝〕	

4・��	 泊拡張案可決は確定的／那覇市議会
きょう浄水場問題審議	〔琉新・朝〕	

4・�2	 メイス持ち込みに反対／那覇市議会、	
満場一致で決議	〔琉新・朝〕	

4・�3	 那覇市会会期を延長／浄水場問題、	検
討のため	〔沖タ・朝〕	

4・�3	 浄水場問題、	結論でず／那覇市議会期
さらに３日間延長	〔琉新・朝〕	

4・�5	 水源開発などに重点／那覇市新年度予
算編成方針／起債で市営住宅建設／
要求額すでに３百万ドルを起す／市
内郊外各施設にも公平に	〔沖タ･朝〕	

4・�5	 外人課税に万全／不必要な市有地は処
分	〔琉新・朝〕	

4・�6	 また �� 日間会期延長／那覇市議会浄水
場問題で荒れる	〔琉新・朝〕	

4・�7	 ｜社説｜政府は首都建設に本腰を入れ
よ	〔沖タ・朝〕	

4・�7	 農研所跡に来月着工／ 67 年度までの年
次計画	〔沖タ・朝〕	

4・�8	 税金問題で難航／プロ野球・沖縄シ
リーズ／法人、	外人税を課税／政府
との話合いつかず	〔琉新・朝〕	

4・�9	 プロ野球、	正式に調印／報道陣でごっ
た返す	〔琉新・朝〕	

4・�9	 準備に大わらわ／市制 40 周年ハワイ、	
川崎市からも慶祝使節	〔沖タ・夕〕	

4・20	 首里に市営住宅／高層アパートを計画
／那覇市50万ドル起債申入れる	〔沖
タ・朝〕	

4・20	 声／高すぎるプロ野球入場料	〔琉新・
朝〕	

4・20	 国場川の捨石撤去せず／民政府那覇市
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	 　議会に回答	〔琉新・夕〕	
4・2�	 パイプ購入に融資せず／民政府、	那覇

市に書簡	〔琉新・朝〕	
4・22	 問題の国場川／上流に貯水池／軍の予

算で建設／はんらん防止に／ワシン
トンに調査費要求	〔沖タ・朝〕	

4・24	 数々ござる市政への要望／市長へ送る
手紙より／道路工事は裏通りも／財
源拡大に競輪賛成論など	〔沖タ･朝〕	

4・24	 もう選挙準備／市議選ひかえ名簿整備
急ぐ	〔沖タ・朝〕	

4・25	 東映が４百席を予約／プロ野球西鉄
ファンに対抗	〔琉新・朝〕	

4・26	 もみつづける〝浄水場〟／那覇市会、	
きょう本会議	〔沖タ・朝〕	

4・26	 答弁食い違い結論でず／那覇市建設委
泊浄水場拡張案を審議	〔琉新・朝〕	

4・26	 会期５月２日に延期／那覇市議会水道
問題特別委で再検討	〔琉新・朝〕	

4・28	 浄水場問題／経費を詳しく検討／那覇
市会水道特別委員会で	〔沖タ・朝〕	

4・28	 浄水場施設費で／当面の説明を聞く／
那覇市水道特別委	〔琉新・朝〕	

4・30	 那覇市の係長級異動	〔琉新・朝〕		
4・30	 きょう結論出す／那覇市議会水道特別

委泊浄水場の拡張	〔琉新・朝〕	
5・�	 またも結論持ち越し／那覇市議会水道

特別委／泊浄水場の拡張案	〔琉新・
朝〕	

5・2	 泊浄水場案を可決／那覇市議会水道特
別委市当局、	 ５万ドルを削減	〔琉
新・朝〕	

5・2	 あぶなくなったら補修する／那覇市、	
桃原町に回答	〔沖タ・夕〕	

5・2	 初っ鼻から荒れる／那覇市会国場川の
〝捨て石〟問題で	〔沖タ・夕〕	

5・3	 ｜社説｜浄水場問題と水道料金の値下
げ	〔沖タ・朝〕	

5・3	 当局修正案を可決／浄水場問題２年ぶ
りに解決／那覇市議会本会議	〔琉
新・朝〕	

5・3	 旧市内はまわらない／市制 40 周年記念
パレード	〔琉新・夕〕	

5・4	 市内就職の女性は該当／那覇のミス・
コンテスト	〔琉新・朝〕	

5・4	 悩みのガーブ川／改修工事に暗い影／
まず適正な補償を／〝立退き〟で
ひっかかる	〔沖タ・夕〕	

5・4	 一律 �2 ドルのベ・ア／那覇市職労／団
交始める	〔沖タ・夕〕	

5・5	 那覇今昔／ 40 年の歩み	（�）	／人口６
万から 22 万へ／めざましい戦後の
復興	〔沖タ・朝〕	

5・7	 那覇今昔／ 40 年の歩み	（2）	／風俗習
慣／いまは昔の那覇四町／気質も時
代とともに変る	〔沖タ・朝〕	

5・7	 すべり出す那覇市議選／来月８日公示

／うわさの顔ぶれ 80 人／あの手こ
の手の事前運動	〔琉新・朝〕	

5・7	 那覇の生い立ち／市制 40 周年を迎えて
①／徳川安周	〔琉新・夕〕	

5・8	 那覇今昔／ 40 年の歩み	（3）	／みなと
／目をみはる発展ぶり／古くは山原
船のたまり場	〔沖タ・朝〕	

5・8	 那覇市の水道／〝料金高〟は当分は続
く	〔沖タ・朝〕	

5・8	 近づく那覇市制 40 周年／花やかに各種
の催し／本土、	ハワイから慶祝使節	
〔沖タ・朝〕	

5・8	 ラジオ沖縄が独占放送／西鉄－東映第
１戦／国際電話で全国中継／中沢
パ・リーグ会長が解説	〔琉新・朝〕	

5・8	 那覇市長／この人あのころ①／初代・
当間重慎氏	〔琉新・朝〕	

5・8	 早くガーブ川工事を／那覇市長に組合
代表が要望	〔琉新・夕〕	

5・9	 ｜社説｜那覇市民は幸福か…	〔沖タ・
朝〕	

5・9	 大弦小弦	〔那覇市の水問題〕	〔沖タ・
朝〕	

5・9	 那覇今昔／ 40 年の歩み	（4）	／のりも
の／まさに隔世の感／チンチン電車
に人力車／繁栄の一つの象徴	〔沖
タ・朝〕	

5・9	 〝那覇っ子〟の話題さらう／商工祭の記
念行事／趣向こらす 60 商社／市内
くまなくパレード	〔琉新・朝〕	

5・9	 30 名を内定／那覇市政の功労者	〔琉
新・朝〕	

5・9	 那覇市長／この人あのころ②／２代・
麓純義氏	〔琉新・朝〕	

5・9	 きょう前売券発売／プロ野球税金問題
は円満解決	〔琉新・朝〕	

5・�0	 那覇今昔／ 40 年の歩み	（5）	／空の玄
関／路線も四通八達／毎年３万余人
が出入り／東洋第三の国際港	〔沖
タ・朝〕	

5・�0	 ミス、	準ミスは �9 日に発表会	〔琉新・
朝〕	

5・�0	 那覇市長／この人あのころ③／３代・
岸本賀昌氏	〔琉新・朝〕	

5・�0	 那覇の生い立ち／市制 40 周年を迎えて
③徳田安周	〔琉新・夕〕	

5・�0	 ミス・那覇コンテスト／花やかに美女
の群れ／審査員は終始ニコニコ	〔琉
新・夕〕	

5・�0	 那覇市政功労者／職員 �� 氏を表彰	〔琉
新・夕〕	

5・��	 晴れの受賞者決まる／那覇市政功労者
28 人	〔沖タ・朝〕	

5・��	 プロ野球と沖縄の夕／日本短波放送・
琉球新報共催／仲宗根美樹も出演／
兼次那覇市長国際電話で飛び入り	
〔琉新・朝〕	
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5・��	 那覇市長／この人あのころ④／４代・
小嶺幸慶氏	〔琉新・朝〕	

5・��	 ベスト・�0 決まる／ミス・那覇コンテ
スト	〔琉新・朝〕	

5・��	 那覇の生い立ち／市制 40 周年を迎えて
④徳田安周	〔琉新・夕〕	

5・�2	 那覇今昔／ 40 年の歩み	（6）	／歓楽街
／辻…待合政治の根城／那覇っ子を
驚かせたトーキー	〔沖タ・朝〕	

5・�2	 那覇市制 40 周年記念／市役所は準備に
急ピッチ／早くもお祭り気分／各課
ともてんやわんや	〔琉新・朝〕	

5・�2	 声／ 40 周年記念に市民公園を	〔琉新・
朝〕	

5・�2	 表土の工事進む／ �5 日までに奥武山球
場を整備	〔琉新・朝〕	

5・�2	 那覇市長／この人あのころ⑤／５代・
照屋宏氏	〔琉新・朝〕	

5・�2	 那覇の生い立ち／市制 40 周年を迎えて
⑤徳田安周	〔琉新・夕〕	

5・�2	 ミス那覇ベストテンの横顔	〔琉新･夕〕	
5・�3	 那覇今昔／ 40 年のあゆみ	（7）	／街路

／おい茂った街路樹／交通事故の心
配もない	〔沖タ・朝〕	

5・�3	 受け入れに旅館も大わらわ／選手の部
屋割に万全／食事もカロリーを中心
に	〔琉新・朝〕	

5・�3	 祝賀行事明日から／花やかに幕開く１
週間	〔琉新・朝〕	

5・�3	 那覇市長／この人あのころ⑥／６代・
金城紀光氏	〔琉新・朝〕	

5・�3	 兼次市長も国際電話で参加／〝プロ野
球沖縄へ行く〟日本短波が座談会	

〔沖タ・夕〕	
5・�3	 那覇の生い立ち／市制 40 周年を迎えて

⑥徳田安周	〔琉新・夕〕	
5・�3	 きょう東京でプロ野球と沖縄の夕べ／

兼次市長も電話対談／空手や琉球舞
踊を披露	〔琉新・夕〕	

5・�4	 大弦小弦	〔那覇市制 40 周年祝いの市民
期待のプロ野球〕	〔沖タ・朝〕	

5・�4	 那覇今昔／ 40 年の歩み	（8）	／歴代市
長／当間父子で５期も／任期全うし
たのは２人	〔沖タ・朝〕	

5・�4	 幕ひらく祝賀行事／那覇市制 40 周年／
ハト放し花火で式典／きょう那覇高
校で自転車競走	〔沖タ・朝〕	

5・�4	 思い出の那覇・よもやま話	〔琉新･朝〕	
5・�4	 きょう花やかに開幕／那覇市制 40 周年

記念行事／自転車競走皮切りに／ 20
日から圧巻のプロ野球	〔琉新・朝〕	

5・�4	 那覇市、	準決勝へ／水道野球、	川棚に
大勝	〔琉新・朝〕	

5・�4	 那覇の生い立ち／市制 40 周年を迎えて
⑦徳田安周	〔琉新・夕〕	

5・�4	 那覇市制 40 周年記念行事／打ち上げ花
火で開幕／熱戦の自転車レース／積

荷競争や組立競争など	〔琉新・夕〕	
5・�5	 市政へ私の発言／保育所設置をぜひ／

積極的な商業育成を	〔沖タ・朝〕	
5・�5	 那覇今昔／ 40 年の歩み	（9）	／歴代市

長／当間又吉氏都計の基礎築く／
〝赤い市長〟の出現で激動期へ	〔沖
タ・朝〕	

5・�5	 那覇の昔と今／子供のページ	〔琉新・
朝〕	

5・�5	 交通警備に万全／市制 40 周年の記念行
事／那覇署	〔琉新・朝〕	

5・�5	 プロ野球沖縄へ行く／本社座談会／選
手団も大張り切り／西鉄、	東映の看
板ゲーム	〔琉新・朝〕	

5・�5	 那覇市長／この人あのころ⑧／８代・
崎山嗣朝氏	〔琉新・朝〕	

5・�5	 小雨の中で自転車競走／那覇市制 40 周
年にぎわう産業展示会	〔琉新・朝〕	

5・�5	 那覇の生い立ち／市制 40 周年を迎えて
⑧徳田安周	〔琉新・夕〕	

5・�6	 大弦小弦	〔那覇市の 40 周年記念事業〕		
〔沖タ・朝〕	

5・�6	 那覇今昔／ 40 年の歩み	（�0）	／ 40 年
後の夢物語／人口 50 万の大都市へ
市街走る空中ケーブル	〔沖タ・朝〕	

5・�6	 那覇市長／この人あのころ⑨／９代	・
富山徳潤氏	〔琉新・朝〕	

5・�6	 今晩ちょうちん行列／各通りが趣向こ
らす／ゆかたがけで７百人が参加	
〔琉新・夕〕	

5・�6	 那覇の生い立ち／市制 40 周年を迎えて
⑨徳田安周	〔琉新・夕〕	

5・�7	 大弦小弦	〔那覇市 40 周年記念プロ野
球〕	〔沖タ・朝〕	

5・�7	 40 年間の十大ニュース	〔沖タ・朝〕
5・�7	 雨に中を提灯行列／那覇市制 40 周年盛

上げるお祭り気分	〔琉新・朝〕	
5・�7	 那覇市長／この人あのころ⑩／ �� 代・

東恩納寛仁氏	〔琉新・朝〕	
5・�7	 那覇の生い立ち／市制 40 周年を迎えて

⑩徳田安周	〔琉新・夕〕	
5・�7	 プロ野球の税率 30 パーセント／立法

院内政委娯楽税法の一部を改正	〔琉
新・夕〕	

5・�8	 那覇市長／この人あのころ⑪／ �2 代・
仲本為美氏	〔琉新・朝〕	

5・�8	 渡航拒否抗議県民大会ひらく／ 28 団
体が参加／夜空の下	「団結」	を誓う	
〔琉新・朝〕	

5・�8	 町を練るパレード／那覇市制 40 周年お
祭り気分最高	〔琉新・夕〕	

5・�9	 市政功労者に／崎浜秀主氏追加	〔沖
タ・朝〕	

5・�9	 夢にみる �0 年後の那覇／地下鉄やモ
ノレール／牧港から与那原まで市内	
〔琉新・朝〕	

5・�9	 那覇市のつくした人びと／市政功労者
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	 　あす表彰	〔琉新・朝〕	
5・�9	 きょう空から花やかに来沖／西鉄、	東

映選手ら 74 人／午後５時から市内
パレード	〔琉新・朝〕	

5・�9	 学童４万人が旗行列／〝市民の夕べ〟
もにぎわう	〔琉新・朝〕	

5・�9	 選手団花やかに沖縄入り／歓迎にわく
空港／〝暑い暑い〟を連発	〔沖タ・
夕〕	

5・�9	 プロ野球選手団来沖／西鉄・東映空港
で歓迎式	〔琉新・夕〕	

5・�9	 晴れのミス・那覇きまる／浦添さんに
輝く栄冠／準ミスは山川、	前原さん	
〔琉新・夕〕	

5・20	 きょう那覇市制 40 周年／各都市から百
余の祝電	〔沖タ・朝〕	

5・20	 ｜社説｜那覇市制 40 周年をむかえて	
〔沖タ・朝〕	

5・20	 記者のメモ／那覇市議選各派とも人選
には慎重	〔沖タ・朝〕	

5・20	 紙ふぶき浴びパレード／西鉄、	 東映
チーム／沿道に観衆 �0 余万／まる
でがい旋将軍のよう	〔琉新・朝〕	

5・20	 きょう晴れの記念式典／那覇市制 40 周
年盛りたくさんな行事も	〔琉新･朝〕	

5・20	 那覇市制 40 周年／お祝い気分最高潮	
〔沖タ・夕〕	

5・20	 西鉄・東映、	 沖縄シリーズの幕開く	
〔琉新・夕〕	

5・20	 市長の始球で第１戦／数万の観衆でス
タンド埋める／西輝・東映戦	〔琉新・
夕〕	

5・20	 那覇上空に花吹雪／市制 40 周年を祝う
横山機	〔琉新・夕〕	

5・2�	 東映一方的に勝つ／西鉄の打線ふるわ
ず	〔琉新・朝〕	

5・2�	 米軍参加の仮装行列／那覇市制 40 周年
きょう記念行事終る	〔琉新・朝〕	

5・2�	 話の卵	〔那覇市制 40 周年あれこれ〕		
〔琉新・夕〕	

5・2�	 おみこしも繰り出す／那覇市制 40 周年
市民仮装行列	〔琉新・夕〕	

5・22	 〝沖縄公式戦は大成功〟／プロ野球関係
者は大喜び	〔琉新・朝〕	

5・22	 那覇市制 40 周年記念／最後を飾る大パ
レード	〔琉新・朝〕	

5・22	 那覇市長／この人あのころ⑫／ �3 代・
当間重民氏	〔琉新・朝〕	

5・22	 話の卵	〔損壊される波上宮神域〕	〔琉
新・夕〕	

5・23	 大弦小弦	〔那覇市の断水〕	〔沖タ･朝〕	
5・23	 ５千世帯が断水／悲鳴あげる高台地区

／那覇市	〔沖タ・朝〕	
5・23	 輸送部隊と泊が優勝／那覇市制 40 周年

仮装パレード	〔琉新・夕〕	
5・24	 〝プロ野球は黒字〟／義永運営事務局長

語る	〔琉新・夕〕	

5・25	 ガーブ川の改修を実現／民政府補助金
で／那覇市新年度予算案なる／総額
280 万ドル／事業費の８割は土木費	
〔沖タ・朝〕	

5・25	 那覇市の新年度予算案成る／総額は
279 万ドル／ガーブ川改修 39 万ドル	
〔琉新・朝〕	

5・25	 上流にダムづくり／国場川捨石問題に
民政府案	〔琉新・朝〕	

5・26	 公認候補を決定／人民党／那覇市議
選、	各派動き出す	〔沖タ・朝〕	

5・26	 那覇市長／この人あのころ⑬／ �6 代・
瀬長亀次郎氏	〔琉新・朝〕	

5・27	 動き出す那覇市長、	市議選／激しい三
つ巴戦か／すでに浮かび上がる 70
人／活発な兼次派	〔沖タ・朝〕	

5・27	 私の意見／黒田俊雄／表と裏の落差な
くせ／那覇市制50周年のために	〔琉
新・朝〕	

5・28	 川崎から使節団／那覇市制 40 周年を祝
う	〔琉新・夕〕	

5・29	 大弦小弦	〔那覇市議選〕	〔沖タ・朝〕	
5・29	 私の意見／荻堂盛進／プロ野球誘致に

思う	〔琉新・朝〕	
5・30	 〝国場川の捨て石撤去を〟／兼次市長弁

務官に重ねて要請	〔琉新・朝〕	
6・2	 選挙ひかえ浮き足だつ／那覇市、	近づ

く６月議会／〝再編制〟要求の動き
も／当局と野党側強気でにらみ合い	
〔沖タ・朝〕	

6・2	 那覇市議候補は政見発表を	〔琉新･朝〕
6・3	 大弦小弦	〔那覇市の予算審議と市議選

挙〕	〔沖タ・朝〕	
6・3	 那覇水道料金値下げ／来月１日から／

家庭用・基本 �5 セント下がる	〔沖
タ・朝〕	

6・3	 那覇市の水道料金値下げ／家庭用 �5
セント安い／来月１日から実施	〔琉
新・朝〕	

6・5	 ｜社説｜水道料金値下げのもつ意味	
〔沖タ・朝〕	

6・5	 大弦小弦	〔那覇市の予算執行〕	〔沖タ・
朝〕	

6・5	 あすから那覇市第 44 回議会／選挙対策
で浮き足／予想される低調議会	〔琉
新・朝〕	

6・5	 激戦の那覇市議選挙／投票は来月 23日、	
８日に告示／立候補者は 68 人前後／
議席は合併で 30に減る	〔琉新・朝〕

6・6	 話の卵	〔ガーブ川の水位と改修〕	〔琉
新・夕〕	

6・8	 那覇市議選きょう告示／すでに 72 人が
出馬表明／来月 23 日投票政党も積
極介入	〔沖タ・朝〕	

6・8	 那覇市議選挙きょう告示／７月 23 日投
票／各党介入の構え市長選挙の前衛
戦	〔琉新・朝〕	
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6・8	 二当一落の那覇市議選／もう中盤戦の
様相／公然と活発な事前運動	〔琉
新・朝〕	

6・8	 さあ、	市議選の構え／自民主席が現議
招き激励会	〔沖タ・夕〕	

6・8	 〝近代的マーケットに／政府も浚渫予
算ふやせ〟／ガーブ川商店街組合が
総会	〔沖タ・夕〕	

6・8	 てんてこまいの選管委／那覇市議総選
挙、	動き出す	〔琉新・夕〕	

6・8	 対策本部設けて応援／主席、	那覇市議
選で語る	〔琉新・夕〕	

6・9	 市長選挙への〝瀬踏み〟／那覇市議選
の特徴／焦点は３派の争い／稀にみ
る規模早くも混戦模様	〔沖タ・朝〕	

6・9	 ｜社説｜那覇市議選挙にのぞみたいこ
と	〔沖タ・朝〕	

6・9	 きょうから一般質問／那覇市議会市議
選ひかえ野党攻勢か	〔琉新・朝〕	

6・9	 那覇市会一般質問はじまる／初っぱな
から荒れる／ガーブ川改修工事めぐ
り	〔沖タ・夕〕	

6・�0	 政治のうず巻くガーブ川／〝改修工事
は政府が〟／副主席、	市会代表に言
明	〔沖タ・朝〕	

6・�0	 波紋呼ぶガーブ川工事／瀬長副主席と
一問一答／完成したら市移管／政治
的利用せず協力	〔沖タ・夕〕	

6・�0	 那覇市会ガーブ川問題に質疑集中／立
退き補償も政府で／市会代表がさら
に折衝へ	〔沖タ・夕〕	

6・��	 ｜社説｜ガーブ川改修工事をめぐる問
題	〔沖タ・朝〕	

6・��	 市議選ひかえ揺れ続ける那覇市会／
〝施政方針〟も訂正／ガーブ川の立
退き補償あす政府に再折衝	〔沖タ・
朝〕	

6・��	 ガーブ川の渦まき／氾濫する〝選挙の
雨〟／ミステイクでひと騒動	〔沖タ・
朝〕	

6・��	 那覇市議選をみる／本土記者座談会／
戸別訪問で投票依頼／事前運動は中
盤戦の様相	〔琉新・朝〕	

6・��	 兼次市長、	施政方針を訂正／〝市制 40
周年記念しガーブ川改修〟	〔琉新・
朝〕	

6・�2	 ｜社説｜那覇市政に冷静な判断をのぞ
む	〔沖タ・朝〕	

6・�2	 那覇市議選の裏街道／まかり通る〝事
前運動〟／本社記者座談会	〔沖タ・
朝〕	

6・�2	 ガーブ川で／二つの陳情団／〝立退き
補償は市で〟／政府が商店街代表に
説明	〔沖タ・夕〕	

6・�3	 那覇市会こんどは水道問題で荒れる／
〝任期なく抱負だけだ〟／市長の無
策答弁に議場騒然	〔沖タ・朝〕	

6・�3	 那覇市議選違反取り締まる／那覇署	
〔琉新・朝〕	

6・�4	 家庭にも軍給水車／那覇市水道課断水
さわぎに悲鳴	〔琉新・朝〕	

6・�5	 那覇市議選／ふれ太鼓	（�）	／国場川
の捨て石撤去／各派、	手がら争い／
対軍折衝にひと苦労	〔沖タ・夕〕	

6・�6	 記者席／〝ソレ突撃〟の那覇市議選	
〔琉新・朝〕	

6・�6	 市長候補に西銘氏／早くも乱戦の様
相、	那覇市	〔琉新・朝〕	

6・�6	 那覇市議選／ふれ太鼓	（2）	／ガーブ
川／とび出した予算法／いよいよに
ごる〝黒い川〟	〔沖タ・夕〕	

6・�7	 〝出馬の意思はない〟／那覇市長選西銘
氏、	東京で語る	〔琉新・朝〕	

6・�8	 那覇市議選／ふれ太鼓	（3）	／水道／
年中行事の水不足／陳情隊長つとめ
人気とり	〔沖タ・夕〕	

6・�9	 ｜社説｜選挙取り締まりの徹底を期せ	
〔沖タ・朝〕	

6・�9	 那覇市議選白地図	（�）	／首里地区／
那覇勢も虎視たんたん／〝赤いまち〟
の色うすれる	〔沖タ・朝〕	

6・�9	 那覇市議選の前奏曲①／胸を張る〝陳
情議員〟／選挙民は就職や借金も頼
む	〔琉新・朝〕	

6・�9	 那覇市議選／ふれ太鼓	（4）	／ドロン
コ道／〝改修〟エサに一票を／舗装
は全道路の５％	〔沖タ・夕〕	

6・20	 那覇市議選の前奏曲②／市内で郷友会
しきり／関係候補者は競って出席	
〔琉新・朝〕	

6・20	 那覇市議選／ふれ太鼓	（5）	／駐車場
／都心はかえって不便／密集建物の
中に車の洪水	〔沖タ・夕〕	

6・20	 ハワイからきょ金／那覇市庁舎建設資
金に	〔沖タ・夕〕	

6・20	 もめる水源地問題／宜野湾村、	那覇市
と折衝	〔沖タ・夕〕	

6・2�	 那覇市の変更案を承認／ガーブ川改修
の都計審議会	〔沖タ・朝〕	

6・2�	 那覇市議選の前奏曲③／記者席に向っ
て演説／浮き足立つ低調議会	〔琉
新・朝〕	

6・22	 〝西銘擁立の動き〟市長選／那覇市議選
／自民、	あす長老会議	〔琉新･朝〕	

6・22	 社大、	選対本部設ける／那覇市長選独
自の候補を出す	〔琉新・朝〕	

6・22	 那覇市議選の前奏曲④／見当つかない
当選圏／各候補出馬の顔ぶれに一喜
一憂	〔琉新・朝〕	

6・22	 那覇市議選／ふれ太鼓	（6）	／チリ捨
て場／追っつかぬ処理能力／政府補
助獲得にウデのみせどころ	〔沖タ・
夕〕	

6・23	 ｜社説｜那覇市議・市長選への社大党
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	 　の動き	〔沖タ・朝〕	
6・23	 西銘氏擁立の動き／自民那覇市長選対

策へ	〔沖タ・朝〕	
6・23	 那覇市会／きょう本会議	〔沖タ・朝〕	
6・23	 主席は白紙表明／市長候補／那覇市議

選挙自民きょう長老会議	〔琉新･朝〕	
6・23	 浮き足だつ那覇市会／議員の勤務評定

／守られぬ定刻開会／市議選ひかえ
目だつ〝欠席〟	〔沖タ・朝〕	

6・23	 那覇市議選／ふれ太鼓	（7）	／遊び場
／つくられぬ都心部／緑の木かげを	

〔沖タ・夕〕	
6・24	 選対本部を設置／自民党長老会議／那

覇市議選を協議	〔琉新・朝〕	
6・24	 那覇市議選の前奏曲⑥／議会は工事分

取り戦／ガーブ川工事も政争の具	
〔琉新・朝〕	

6・24	 那覇市議選／ふれ太鼓	（8）	／住宅問
題／入居あっせんで一票／安謝ア
パートも〝エサ〟に	〔沖タ・夕〕

6・25	 那覇市会／あすさよなら本会議／水道
料金／浴場、	共用栓にすえおき	〔沖
タ・朝〕	

6・25	 那覇市議選の前奏曲⑦／盛んな部落懇
談会／日焼けしてきた各候補者	〔琉
新・朝〕	

6・25	 那覇市議選／ふれ太鼓	（9）	／デマ情
報に一喜一憂／名簿写しに大あわて	

〔沖タ・夕〕	
6・26	 那覇市議選白地図	（2）	／旧那覇地区

／小禄地区／真和志地区	〔沖タ･朝〕	
6・26	 那覇市議選の前奏曲⑧／警戒〝当選間

違いなし〟／乱れとぶデマと謀略	
〔琉新・朝〕	

6・27	 那覇市会／〝ホタルの光〟で閉会／
ガーブ川補償費原案どおり可決	〔沖
タ・朝〕	

6・27	 政府直営工事／自治の後退／予算決算
委で再検討	〔沖タ・朝〕	

6・27	 〝さあ、	選挙だ〟／議員お別れのカンパ
イ	〔沖タ・朝〕	

6・27	 那覇市議選の前奏曲⑨／政争の具の
ガーブ川／議員〝立ち退き〟に近寄
らず	〔琉新・朝〕	

6・28	 那覇市の選挙／自民体制確立急ぐ／ま
ず情勢分析党首脳、	市議交え対策練
る	〔沖タ・朝〕	

6・28	 那覇市議選の前奏曲⑩／全議員、	本格
的に運動／市長の激励に与野党が拍
手	〔琉新・朝〕	

6・28	 話の卵／頭の痛い那覇市議選挙	〔琉
新・夕〕	

6・28	 ごった返す名簿縦覧／那覇市選管有権
者 �2 万突破	〔琉新・夕〕	

6・29	 那覇市議選の前奏曲⑪／２、	３日後に
狂騒曲／ポスターも無制限に自由	

〔琉新・朝〕	

6・29	 事前運動の内偵進む／那覇市議会の取
締り本部	〔琉新・朝〕	

7・�	 大弦小弦	〔４ヶ月間にわたり給水制
限〕	〔沖タ・朝〕	

7・3	 届け出あすから／那覇市議選挙／休日
返上で準備選管委／すでに 72 人手
続き用紙受領	〔沖タ・朝〕	

7・3	 まず市議選に重点／市長候補に西銘氏
推す／自民党支部長会	〔沖タ・朝〕	

7・3	 案外なポスター注文／かせぎにならず
印刷屋も気のり薄	〔沖タ・朝〕	

7・3	 取り締まり本部／違反の裏づけ捜査	
〔沖タ・朝〕	

7・3	 当面、	市議会に重点／自民、	市長候補
は調整続ける	〔琉新・朝〕	

7・3	 那覇市議選あすから届出／７、	80 人が
先陣争い／晴れて連呼とポスターは
り	〔琉新・朝〕	

7・3	 那覇市議選届け出／徹夜で一番乗り競
う／弁当もち座りこみ／けさ 23 人
つめかける	〔沖タ・夕〕	

7・3	 昨夜からつめかける／那覇市議選挙支
　持者が順番で待機	〔琉新・夕〕	

7・4	 那覇市議選きょうから届け出／早くも
混戦模様／ 30 議席ねらう 80 人	〔沖
タ・朝〕	

7・4	 ｜社説｜公明選挙と政党の自治体介入	
〔沖タ・朝〕	

7・4	 ただちに街頭へ／那覇市議選挙／動き
まわる運動員／汗だくでポスターは
り	〔沖タ・朝〕	

7・4	 那覇市議選立候補者	〔沖タ・朝〕		
7・4	 那覇市議総選挙／きょうから届け出／

出馬 80 人を予想	〔琉新・朝〕	
7・4	 〝那覇市議選〟きょうから本番／〝暑中

見舞〟を乱発／深く静かにもぐり戦
術	〔琉新・朝〕	

7・4	 那覇市議選／好調なすべりだ出し／届
出午前中に 70 人に突破／５派入り
乱れ激戦	〔沖タ・夕〕	

7・4	 那覇市議選立候補者	〔沖タ・夕〕		
7・4	 那覇市議選の顔ぶれ出そろう／午前中

に 77 人／前例のない選挙戦に突入	
〔琉新・夕〕	

7・5	 高まる選挙気分／深夜まで情報交換／
にぎわう各候補の事務所	〔沖タ･朝〕	

7・5	 立候補届け出／ 78 人	〔沖タ・朝〕		
7・5	 ｜社説｜那覇市議選開始に当って	〔琉

新・朝〕	
7・5	 兼次市長、	選挙に本腰／与党議員の当

選期す／選挙対策本部を設け	〔琉
新・朝〕	

7・5	 ポスター早くも乱戦／無断ではってい
ざこざも／那覇市議選取締り陣すで
に違反事実つかむ	〔沖タ・夕〕	

7・5	 選挙ポスターにもの言い／見苦しいベ
タばり／〝はいでよいか〟那覇署に
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	 　問い合せ	〔琉新・夕〕	
7・5	 那覇市議選／よーいどん／第１章縁起

をかつぐの巻	〔琉新・夕〕	
7・6	 ｜社説｜水道問題、	 抜本的解決策を	

〔沖タ・朝〕	
7・6	 〝水不足に対策を…〟／応急策に給水車

／各団体市長にきつい申し入れ	〔沖
タ・夕〕	

7・6	 選挙期間中でも摘発／警本違反取り締
まり指示	〔沖タ・夕〕	

7・6	 選挙中でも逮捕する／那覇署／違反に
強硬態度	〔琉新・夕〕	

7・6	 早く解決してほしい／那覇市長に訴え
る	〔琉新・夕〕	

7・6	 那覇市議選／よーいどん／第２章孤軍
奮闘の巻	〔琉新・夕〕	

7・7	 ５人が不在投票／那覇市議選あと１、	
２人出馬か	〔琉新・朝〕	

7・7	 那覇市議選挙に望む／水道－政治的解
決を／土地も水も私たちのもの	〔沖
タ・夕〕	

7・7	 那覇市議選／よーいどん／第３章選挙
は足でかせぐ	〔琉新・夕〕	

7・8	 那覇市役所／断水の苦情で悲鳴／〝�0
日間一滴も出ない〟／トラック数ふ
やして給水	〔沖タ・朝〕	

7・8	 広報車で公明選挙よびかけ／那覇市議
選挙きょう候補者に説明会	〔沖タ・
朝〕	

7・8	 那覇市に技術援助／ホノルル市受入れ
計画待ち	〔沖タ・夕〕	

7・9	 〝無断でポスターはるな〟／那覇市議選
管委候補者に自粛望む	〔琉新･朝〕	

7・�0	 市民は水に飢えている／軍の不手際が
原因／水道計画全面的なメスを	〔沖
タ・朝〕	

7・�0	 声／市道問題の根本的解決を	〔琉新・
朝〕	

7・�0	 断水、	�4 日から緩和か／民政府那覇市
へポンプ貸す	〔沖タ・夕〕	

7・�0	 選挙違反第一号あがる／〝よろしく〟
と名刺配	「戸別訪問」	で留置	〔沖
タ・夕〕	

7・�0	 ポスター撤去勧告崇元寺石門の	〔沖
タ・夕〕	

7・��	 ｜社説｜〝水不足〟当面の対策に全力
を集中せよ	〔沖タ・朝〕	

7・��	 ｜社説｜那覇市議選とポスター	〔沖
タ・朝〕	

7・��	 軍からの原水ふやす／きょうからブー
スター設置工事	〔沖タ・朝〕	

7・��	 那覇の水道、	政治問題化／社大が原因
の究明へ／解決に大衆運動も考慮	

〔琉新・朝〕	
7・��	 断水に悩む那覇市／安謝に加圧ポンプ

／全面給水に道は遠い	〔琉新・朝〕	
7・��	 給水特別班、	出動／ �0 台の車で配る／

本部設け苦情受け付けも	〔沖タ･夕〕	
7・��	 有権者 �3 万４百／那覇市議選挙すでに

27 人が不在投票	〔沖タ・夕〕	
7・��	 戸別訪問で捕わる／那覇署市議選の運

動員	〔琉新・夕〕	
7・�2	 ポンプ工事に着手／那覇市昼夜兼行、	

�4 日までに完工	〔琉新・朝〕	
7・�3	 弁務官命令で軍も節水／泊浄水場の改

修／自己水源の開発を指摘	〔沖タ・
朝〕	

7・�3	 民政府、	断水で記者会見／自力で水源
開発を／解決策泊浄水場の拡張も	
〔琉新・朝〕	

7・�4	 市役所へ連日〝水よこせ〟	〔琉新･朝〕	
7・�4	 見通し暗い那覇の水キキン／役立たぬ

加圧ポンプ／水量足りず送水できぬ	
〔琉新・夕〕	

7・�5	 ｜社説｜水の非常対策を立てよ	〔沖
タ・朝〕	

7・�5	 那覇市議選、	中盤戦へ／各党早くも強
気／選対本部情勢分析にやっき	〔沖
タ・朝〕	

7・�5	 水…非常事態へ／特別給水本部を強化
／隊長に兼次市長／役所をあげて対
策	〔沖タ・朝〕	

7・�6	 ｜社説｜選挙の意義を見失うな	〔沖
タ・朝〕	

7・�6	 那覇市議選／ゴール前	（�）	／取り締
まり本部／深夜まで目光らせる／選
挙後の摘発がみもの	〔沖タ・朝〕	

7・�6	 配水車に一言	〔琉新・朝〕		
7・�6	 水源１万トンを開発／那覇市が計画進

める	〔琉新・朝〕	
7・�6	 那覇市議選あと１週間／当選は �500 票

以上／ビリ組は少差で接戦予想	〔琉
新・朝〕	

7・�7	 終盤戦に入った市議選／５派入り乱れ
て激戦／すでに当確組の噂も	〔沖
タ・朝〕	

7・�7	 那覇市議選／ゴール前	（2）	／各党選
挙対策本部／〝われに勝算あり〟／
日曜返上で活発に動く	〔沖タ・朝〕	

7・�8	 投票まであと５日／那覇市議選／立候
補届け出 79 人／選管委きょうから
公明選挙呼びかけ	〔沖タ・朝〕	

7・�8	 那覇市議選／ゴール前	（3）	／臨時電
話／重宝なモシモシよろしく／戸別
訪問より隠密作戦	〔沖タ・朝〕	

7・�8	 地盤の切りくずし／那覇市議選ここ
２、	３日がヤマ場	〔琉新・朝〕	

7・�8	 諸見の補助パイプ完成／那覇市の水き
きん緩和へ	〔琉新・朝〕	

7・�9	 ｜社説｜終盤戦に入った那覇市議選	
〔沖タ・朝〕	

7・�9	 市民運動で〝水源確保〟／〝皆にひと
しく水を〟／きょう対策会議	〔沖タ・
朝〕	
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7・�9	 那覇市議選／ゴール前	（4）	／演説会
場／水問題に厳しいやじ／聞き手は
夕涼みがてら	〔沖タ・朝〕	

7・�9	 米軍〝高台地の水圧高める〟	〔沖タ・
朝〕	

7・20	 ｜社説｜ほんとうの治水を…	〔沖タ・
朝〕	

7・20	 那覇市議選／立候補届出／きょう締め
切り／ 30 議席追う 79 人	〔沖タ・朝〕	

7・20	 〝水よこせ〟あす市民大会／水源地の返
還折衝／断水協各党にも協力求める	

〔沖タ・朝〕	
7・20	 奥武山に公園つくる／琉米親善委軍が

工事ひきうけ	〔沖タ・朝〕	
7・20	 那覇市議選／ゴール前	（5）	／潜行運

動／セールスマンの気持ち…／堅い
ところは波状攻撃で	〔沖タ・朝〕	

7・20	 あす水よこせ市民大会／断水、	市当局
の責任を追及	〔琉新・朝〕	

7・20	 ねらわれる市営住宅／那覇市議選／頭
ペコペコ、	愛嬌ふりまく	〔琉新･朝〕	

7・20	 那覇にみどりの広場／奥武山に市民公
園／軍が工事と経費引き受ける	〔琉
新・朝〕	

7・20	 那覇市議選三ツの追い込み／票読みに
必死の候補／選管、	広報車で棄権防
止	〔琉新・夕〕	

7・2�	 那覇市議選／２日に迫った投票日／各
候補票固めへ／ 79 人、	きのう届け
出締め切る	〔沖タ・朝〕	

7・2�	 那覇市議選／ゴール前	（6）	／候補者
夫人／笑顔は忘れません／運動員を
終始リード	〔沖タ・朝〕	

7・2�	 追い込みの那覇市議選／本社記者座談
会	（中）	／禁句は絶対大丈夫／敵の
スパイが参謀格に	〔琉新・朝〕	

7・2�	 市職員はそわそわ／那覇市議選／花嫁
を迎える気持／年休とり選挙運動組
も	〔琉新・朝〕	

7・22	 ｜社説｜あすの投票日を控えて…	〔沖
タ・朝〕	

7・22	 那覇市議選あす投票／有権者は �2 万 8
千人	〔沖タ・朝〕	

7・22	 記者のメモ／早くも市議選の当落を予
想…	〔沖タ・朝〕	

7・22	 泣くも笑うもあと１日／本部はひっそ
り／ダメ押しに運動員総出	〔沖タ・
朝〕	

7・22	 那覇市議選／ゴール前	（7）	／あいさ
つ状／胸をそらして低姿勢／目が回
る多種多様な政策	〔沖タ・朝〕	

7・22	 追い込みの那覇市議選／本社記者座談
会	（下）	／力だめしで立候補／賃金
は最低２千ドル必要	〔琉新・朝〕	

7・22	 那覇市議選あす投票／雨の中を支持訴
う／選管委発表有権者は �2 万９千
人	〔琉新・朝〕	

7・23	 那覇市議選きょう投票／市長選への足
固め／各派組織あげて対決	〔沖タ・
朝〕	

7・23	 那覇市議選／あなたの一票を生かそう
／〝もういちど考えて〟／違反取り
締まりの目光る	〔沖タ・朝〕	

7・23	 投票場	〔沖タ・朝〕		
7・23	 那覇市議選立候補者一覧	〔沖タ・朝〕
7・23	 大弦小弦	〔那覇市議選挙〕	〔沖タ･朝〕	
7・23	 那覇市議選きょう投票／混戦のうちに

審判／あす午後３時ごろ大勢判明	
〔琉新・朝〕	

7・23	 ２時間おきに発表／那覇市議選開票９
時から４ケ所で	〔琉新・朝〕	

7・23	 35 会場で一斉に投票／那覇市議選／選
挙民の審判下る／当落判明はあすひ
る過ぎ	〔沖タ・夕〕	

7・23	 雨にたたられた投票日／午前中に２割
／那覇市議選雨の中を車乗りつけ	
〔沖タ・夕〕	

7・23	 那覇市議選、	投票始まる／大雨で出足
にぶる／投票率、	正午現在 25 パー
セント	〔琉新・夕〕	

7・23	 那覇市議選・雨でさっぱり／朝９時ま
では開店休業／小やみに長クツ、	カ
サの波	〔琉新・夕〕	

7・24	 記者のメモ／那覇市議選の投票率	〔沖
タ・朝〕	

7・24	 早くも那覇市長選へ動く／各党体制確
立急ぐ	〔沖タ・朝〕	

7・24	 戦い終えて／各派の皮算用／早くもお
祝い組／どちらも強気で定員超過	
〔沖タ・朝〕	

7・24	 那覇市議選きょうか開票／投票率６割
４分／当落、	正午すぎから判明	〔琉
新・朝〕	

7・24	 ｜社説｜那覇市議選挙の後始末	〔琉
新・朝〕	

7・24	 不手際めだつ選挙事務／５時間待たさ
れる／雨の中投票せず帰る人も	〔琉
新・朝〕	

7・24	 那覇市議選、	けさ９時から開票／一喜
一憂の 79 候補／政党は早くも市長
選の構え	〔沖タ・夕〕	

7・24	 つぎつぎ浮かぶ当確／那覇市議選／
さっそくお礼回り／得票速報板で懸
命の目算	〔沖タ・夕〕	

7・24	 那覇市議選一せいに開票／票の行くえ
を見守る／どう決まるか勢力分野	
〔琉新・夕〕	

7・24	 話の卵／不手ぎわの那覇市選管委	〔琉
新・夕〕	

7・24	 速報にわく那覇市民／楠見、	大山氏ら
当確／支持者の目が光る開票場	〔琉
新・夕〕	

7・25	 那覇市長選へ布陣急ぐ／各派、	まず情
勢分析から／市議選の〝票〟基礎に
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	 　／焦点、	無所属抱き込み	〔沖タ･朝〕	
7・25	 那覇市議選と今後の市政／本社記者座

談会	〔沖タ・朝〕	
7・25	 当落／各派の表情／勝ち組はのんびり

／話は市長選へ移る	〔沖タ・朝〕	
7・25	 浮かぶ顔、	しずむ顔／〝４、	５万の予

想だった〟／市政に仏法精神でのぞ
む	〔沖タ・朝〕	

7・25	 ｜社説｜市民の公僕は生れた	〔琉新・
朝〕	

7・25	 晴れの当選者	〔琉新・朝〕		
7・25	 那覇市議選を採点する／本社記者座談

会①／雨で投票率落ちる／演説会せ
ずもっぱらもぐり	〔琉新・朝〕	

7・25	 那覇市議選が描く明暗／ベテランが落
ちる／新人が最高得点	〔琉新・朝〕	

7・25	 今晩の話題／市議選結果に思う	〔沖
タ・夕〕	

7・25	 新市政に望む各界の声／感情政治を打
破／裏通りもきれいに〝水〟の根本
的解決を	〔沖タ・夕〕	

7・25	 午前４時やっと確定／那覇市議選疑問
票に手間どる	〔沖タ・夕〕	

7・25	 晴れの当選者那覇市議	〔琉新・夕〕	
7・26	 那覇市議選を採点する／本社記者座談

会②／不手際の選挙事務／名刺くば
り害あって益なし	〔琉新・朝〕	

7・26	 弁務官、	ガーブ川を視察／市場で浸水
のもようを聞く	〔琉新・朝〕	

7・26	 まだ残るポスター／市議選／きたない
那覇の町	〔琉新・朝〕	

7・26	 声／那覇市選管の責任／前選挙にあっ
た名簿がない	〔琉新・朝〕	

7・27	 ガーブ川の改修工事／完成、	来年５月
を目標／いよいよ �0 月に着工／政
府、	那覇市の調整進む	〔沖タ・朝〕	

7・27	 無所属抱きこみ活発／那覇市会／議長
ねらう自民／兼次派市長選前に過半
数へ	〔沖タ・朝〕	

7・27	 政局、	市長選に移る／各党／無所属の
動き重視	〔琉新・朝〕	

7・27	 記者席／いつの間にか中立議員に	〔琉
新・朝〕	

7・27	 話の卵／珍無類、	那覇市議候補の名前	
〔琉新・夕〕	

7・28	 那覇市議選を採点する／本社記者座談
会④／車で有権者を運ぶ／建設委の
議員は全員落選	〔琉新・朝〕	

7・28	 市議会後、	初の逮捕／事前運動と供述
の疑い	〔琉新・朝〕	

7・28	 選挙違反ひろがる／那覇署／供応で �0
人余取り調べ	〔琉新・夕〕	

7・29	 大弦小弦	〔那覇市議会の各党派勢力〕		
〔沖タ・朝〕	

7・29	 記者席／那覇市議選	〔琉新・朝〕		
7・29	 選挙違反の処理急ぐ／那覇署、	警本の

応援を得て	〔琉新・夕〕	

7・30	 兼次派も多数派工作／那覇市議会／無
所属議員らと会合	〔琉新・朝〕	

7・30	 那覇市議選を採点する／本社記者座談
会⑤／都合のよい是々非々／人民党
以外は党意識がない	〔琉新・朝〕	

7・30	 声／手ぬるい選挙違反の取り締まり	
〔琉新・朝〕	

7・30	 供応で送検／那覇市議選／洋食ふるま
い投票依頼	〔琉新・朝〕	

7・3�	 市民へのお知らせ／印鑑の登録と証明
の手続き／市民の財産、	権利を守る
ために改正	〔沖タ・朝〕	

7・3�	 〝撤去の可否検討中〟／与儀のガソ
リンタンク問題民政府が回答	〔沖
タ・朝〕	

7・3�	 回想 �5 年	（54）	当間重剛／泊港を商港
用に改修／浄水場、	軍が贈物として
譲渡	〔琉新・朝〕	

8・�	 回想 �5 年	（55）	当間重剛／軍補助金
で建設工事／若狭町には市営住宅も	
〔琉新・朝〕	

8・2	 回想 �5 年	（56）	当間重剛／まず首里、	
小禄と合併／真和志対等合併でごね
る	〔琉新・朝〕	

8・2	 兼次派、	大山氏を推す／那覇市会議長
候補渡口氏	（自民）	も自信満々	〔沖
タ・夕〕	

8・3	 兼次那覇市長とも懇談	〔琉新・夕〕	
8・4	 きのう当選証交付／那覇市議	〔沖タ・

朝〕	
8・4	 回想 �5 年	（57）	当間重剛／競輪誘致で

ひと騒動／研修生の本土派遣を実現	
〔琉新・朝〕	

8・4	 選挙違反ぞくぞく送検／すでに 20 人／
戸別訪問や供応、	買収／那覇市議選	
〔琉新・朝〕	

8・5	 回想 �5 年	（58）	当間重剛／ふえた那覇
の交通量／武徳殿近くに仮ターミナ
ル	〔琉新・朝〕	

8・6	 回想 �5 年	（59）	当間重剛／流れた夢
〝�2 間道路〟／市外バスの迂回業者、	
市町村長が反対	〔琉新・朝〕	

8・6	 入場券制を復活／那覇市選管委／市議
選の不手ぎわを反省	〔琉新・朝〕	

8・7	 大詰めにきた議長問題／那覇市会／高
良一氏が最有力／副議長大山、	渡口
両氏が争う	〔沖タ・朝〕	

8・7	 回想 �5 年	（60）	当間重剛／５百万ドル
で岸壁工事／那覇港南は民、	北は軍
が使用	〔琉新・朝〕	

8・8	 代替店舗あっせん／ガーブ川店舗主が
陳情	〔沖タ・朝〕	

8・8	 水道課を部に昇格／那覇市／増大する
水の需要対策	〔琉新・朝〕	

8・8	 さらに �2 人を送検／那覇署／市議選で
供応の疑い	〔琉新・朝〕	

8・8	 市会で統一行動／自民党所属那覇市議
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	 　と懇談	〔沖タ・夕〕	
8・8	 自民所属那覇市議／統一行動を誓約／

高良議長案薄れる	〔琉新・夕〕	
8・9	 自民大山氏推すか／兼次派高良支持に

回る／那覇市会議長工作	〔沖タ･朝〕	
8・9	 回想 �5 年	（62）	当間重剛／波紋よんだ

朝日報道／軍用地問題つむじまげた
オ副長官	〔琉新・朝〕	

8・9	 波乱含みの議長選出／いぜん大山・高
良の線	〔琉新・朝〕	

8・�0	 大弦小弦	〔那覇市会の正副議長選挙〕		
〔沖タ・朝〕	

8・�0	 回想 �5 年	（63）	当間重剛／軍の土地
収用令出る／地主立退き反対で結束	

〔琉新・朝〕	
8・�0	 那覇臨時会市会遅れる／複雑な自民系

兼次派	〔琉新・朝〕	
8・��	 回想 �5 年	（64）	当間重剛／地主〝四原

則〟打ちだす／軍用地しだいに政治
問題化	〔琉新・朝〕	

8・�2	 回想 �5 年	（65）	当間重剛／渡米折衝団
を決める／一括払い放言地主を刺激	

〔琉新・朝〕	
8・�2	 今月中に臨時議会／議長問題で自民分

裂も／那覇市議会	〔琉新・朝〕	
8・�3	 那覇市新議会 �7 日に招集／正副議長選

出が焦点／依然大山、	高良氏の線で
混迷	〔沖タ・朝〕	

8・�3	 回想 �5 年	（66）	当間重剛／県民大会で
市長糾弾／こそこそと抗議文渡す代
表	〔琉新・朝〕	

8・�3	 那覇市会 �7 日に招集／二転三転する議
長問題	〔琉新・朝〕	

8・�4	 回想 �5 年	（67）	当間重剛／島ぐるみ闘
争に発展／土地問題市会議員、	議会
で沈黙	〔琉新・朝〕	

8・�5	 那覇市臨時議会案決まる	〔沖タ・朝〕
8・�5	 回想 �5 年	（68）	当間重剛／プライス勧

告に驚く／比嘉主席米要路に再考要
要請	〔琉新・朝〕	

8・�5	 那覇市臨時議会 �7 日招集／議案は正副
議長選など４件	〔琉新・朝〕	

8・�6	 議長問題複雑な動き／那覇市あす臨時
議会／無所属の去就がカギ／３派、	
激しい裏面工作	〔沖タ・朝〕	

8・�6	 回想 �5 年	（69）	当間重剛／四者協総辞
職を決意／〝無抵抗の抵抗〟で闘争
方針	〔琉新・朝〕	

8・�6	 那覇市議会／統一行動は不可能／那覇
市議会議長自民内に見解の相違	〔琉
新・朝〕	

8・�6	 ｜社説｜那覇市議長選出に望む	〔琉
新・朝〕	

8・�6	 遅くとも �0 月に着工／ガーブ川改修工
事組合大会建運局が表明	〔琉新･朝〕	

8・�6	 議長に高良氏の線強まる／那覇市会／
渡口派が全面支持／副議長に渡口現

状維持で落ち着くか	〔沖タ・夕〕	
8・�7	 大弦小弦	〔那覇市会〕	〔沖タ・朝〕		
8・�7	 那覇きょう臨時議会／正副議長を選出

／高良、	大山の決戦投票か	〔琉新・
朝〕	

8・�7	 那覇市臨時議会ひらく／議長に高良氏
再選／副議長大山、	 渡口氏決戦へ	
〔琉新・夕〕	

8・�8	 那覇市長選動き出す／市内の勢力背景
に／各派、	本格的工作へ	〔沖タ･朝〕	

8・�8	 追いたてくらう役所／那覇市首里支所
移転先さがせず迷う	〔沖タ・朝〕	

8・�8	 回想 �5 年	（7�）	当間重剛／主席受諾を
迫られる／〝松岡君は私よりは不適
任〟	〔琉新・朝〕	

8・�8	 那覇市会副議長に大山氏／投票にもち
こむ／人民、	社大は独自の候補	〔沖
タ・夕〕	

8・�8	 首都建設に努力／日米両国へ援助要請
／高良新議長の話	〔琉新・夕〕	

8・�9	 	「全会一致」	の旗印で攻防戦／那覇市
初市会各派の表情／三転四転の舞台
裏／なおくすぶり続く対立	〔沖タ・
朝〕	

8・�9	 高良新那覇市議長、	 抱負を語る	〔琉
新・朝〕	

8・�9	 那覇市長選挙／西銘氏の出馬決定的／
那覇市長選挙自民、	首脳会議で対策
練る	〔琉新・朝〕	

8・�9	 常任委員長決まる／那覇市議会	〔琉
新・朝〕	

8・2�	 ４派の激しい争い／那覇市長選挙兼
次、	西銘氏の出馬決定的	〔沖タ・朝〕	

8・2�	 記者のメモ／那覇市会はドロ沼…？	
〔沖タ・朝〕	

8・2�	 那覇市議会／きょう本会議再開／監査
委の選出で波乱か	〔沖タ・朝〕	

8・2�	 那覇市会６議案を当局原案通り可決	
〔沖タ・夕〕	

8・2�	 監査委の増員を要望／那覇市議会けさ
本会議	〔琉新・夕〕	

8・23	 那覇市役所／庁舎を拡張	〔沖タ・夕〕	
8・24	 回想 �5 年	（77）	当間重剛／三つ巴の市

長選挙／那覇瀬長当選に軍あわてる	
〔琉新・朝〕	

8・25	 那覇市が機構改革案／水道課を局に、	
参事官制も	〔琉新・朝〕	

8・27	 注目の立退補償／ガーブ川、	�0 月から
改修工事	〔琉新・朝〕	

8・28	 那覇市／機構改革を検討／水道消防を
整備強化／来月の定例市会に提案	
〔沖タ・朝〕	

8・29	 那覇市長選 �2 月 �7 日／近く市選管委
で決定	〔琉新・朝〕	

8・29	 技術者協会に物言い／結成大会通知な
く那覇市役所技術者怒る	〔琉新･朝〕	

8・30	 水道課の昇格／９月の議会に提案／那
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	 　覇市	〔沖タ・朝〕	
9・�	 社大／安里氏推す／那覇市長選、	さっ

そく対策	〔沖タ・夕〕	
9・2	 那覇市長選、	４派の激しい争いへ／各

党、	きょう〝公認〟決定／選対本部
設け地固め	〔沖タ・朝〕	

9・2	 大弦小弦	〔那覇市長選挙〕	〔沖タ･朝〕		
9・2	 合併するなら那覇市と／南風原村合併

委近く協議会開く／首里、	真和志、	
小禄でも調査	〔沖タ・朝〕	

9・2	 那覇市役所が遠征／九州各市野球大会
に	〔琉新・朝〕	

9・3	 那覇市長選、	各派の体制固め進む／西
銘氏を公認／さっそく選対本部／自
民党	〔沖タ・朝〕	

9・3	 那覇市長候補出揃う／兼次、	西銘	（自
民 )、	安里	（社大）	の３氏／人民党
はきょうに持ち越す	〔琉新・朝〕	

9・3	 初のゲタばき住宅／１階は市場、	階上
に住宅／那覇市が辻、	 東町に計画	
〔琉新・朝〕	

9・4	 動き出した那覇市長選／本紙記者座談
会	〔沖タ・朝〕	

9・5	 ｜社説｜那覇市長選挙への動き	〔沖
タ・朝〕	

9・5	 法定額は５千６百ドル／那覇市長選費
用を算定	〔琉新・朝〕	

9・5	 汚される空港道路／砂取り、	チリ捨て
横行／那覇市が取り締まり	〔琉新・
朝〕	

9・6	 ｜社説｜那覇市長選挙とその基盤	〔琉
新・朝〕	

9・6	 定年廃止で／市長と団交／那覇市職労	
〔沖タ・夕〕	

9・7	 党勢のばん回ねらう／社大／那覇市長
選挙への態度	〔琉新・朝〕	

9・7	 那覇市議会 20 日ごろ開会／注目される
機構改革案	〔琉新・朝〕	

9・7	 西銘氏の出馬を確認／那覇市長選挙自
民党の長老会議	〔琉新・夕〕	

9・8	 那覇市への合併／南風原・与那原／積
極的に動き出すか	〔沖タ・朝〕	

9・8	 首都建設計画を検討／那覇市長選挙／
自民、	支部長会議で対策	〔琉新･朝〕	

9・8	 早くも前衛戦活発／那覇市長選挙／選
対本部を設置／人民社大との共闘へ
動く	〔沖タ・夕〕	

9・9	 市長選ひかえ陳情の秋／日に十数件も
直訴／市民室の前で列をなして順番
待ち	〔沖タ・朝〕	

9・9	 近く編集委おく／	「那覇市史」	つくる	
〔沖タ・夕〕	

9・�0	 機構改革案見送る／那覇市当局、	市長
選を控え	〔琉新・朝〕	

9・�0	 ガーブ川の改修／月末から立退折衝／
カギは補償問題／来月着工できるか	

〔琉新・朝〕	

9・��	 �6 日から定例議会／西森の砕石場問題
野党、	当局追及か／市の監査委員も
４人に	〔沖タ・朝〕	

9・��	 注目の社大・人民共闘／那覇市長選挙
自民・兼次派に打撃	〔琉新・朝〕	

9・�2	 ガーブ川改修／ �0 月一杯に入札／水上
店舗構想を検討／川幅市・政府間で
なお調整	〔沖タ・朝〕	

9・�2	 台湾へ視察団／那覇市会が派遣計画	
〔沖タ・朝〕	

9・�2	 監査役を４人に増員／那覇市議会議員
の台湾視察、	結論でず	〔琉新・朝〕	

9・�3	 〝立退き４年延期を〟／ガーブ川改修　
市場におばさんが陳情	〔琉新・夕〕	

9・�6	 ｜社説｜那覇市長選挙と政党の介入	
〔沖タ・朝〕	

9・�6	 地方自治の問題／市長選挙で主席見解	
〔琉新・朝〕	

9・�7	 那覇市議会 �8 日開く／追加予算などを
提案	〔琉新・朝〕	

9・�8	 やはり守られぬ定刻／那覇市会台風被
害都市に見舞電	〔沖タ・夕〕	

9・�8	 会期は 30 日まで／那覇市定例議会開く	
〔琉新・夕〕	

9・20	 ｜社説｜那覇市長選挙と復帰問題	〔琉
新・朝〕	

9・20	 水道問題など５項目／那覇市議会／一
般質問始まる	〔琉新・夕〕	

9・2�	 監査委員ふやす／那覇市会／休日議案
など可決	〔沖タ・夕〕	

9・22	 那覇市長選挙、	革新の動き／両党、	腹
の探り合い／社大中執委で結論出ず	
〔琉新・朝〕	

9・22	 記者席／那覇市会、	 珍しく定刻開会	
〔琉新・朝〕	

9・22	 大阪で那覇市長選／ひと足お先に激戦
展開／奇妙な双頭の後援会／檄文や
支援工作に懸命	〔沖タ・夕〕	

9・28	 那覇市役所が特別増俸／９月の定期昇
給に重ねて	〔琉新・朝〕	

9・28	 那覇市長選挙／ �2 月 �7 日に決まる	
〔沖タ・夕〕	

9・28	 那覇市長選は �2 月 �7 日／ �2 月２日に
公示する	〔琉新・夕〕	

9・29	 浄水場問題でお家騒動／那覇市／担当
部課長が対立／高良第二課長辞職／
設計図依頼めぐって	〔沖タ・朝〕	

9・29	 市営住宅建設決まる／那覇市議会／６
議案を可決	〔琉新・夕〕	

9・30	 核実験反対を決議／那覇市議会、	満場
一致で	〔琉新・夕〕	

�0・2	 回想 �5 年	（�06）	当間重剛／瀬長氏を
布令で追放／那覇市長東江氏が臨時
に就任	〔琉新・朝〕	

�0・5	 本土視察やめ災害救援へ／臨時議会の
招集勧告／那覇市会無所属がよびか
け	〔沖タ・朝〕	
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�0・5	 回想 �5 年	（�07）	当間重剛／社大、	民
主党が平良氏／那覇市長選挙人民、	
社会は兼次氏推す	〔琉新・朝〕	

�0・5	 私の意見／社大は独自の候補を／那覇
市長選の共闘問題	〔琉新・朝〕	

�0・6	 各派の署名求める／那覇市会無所属ク
災害対策議会招集を	〔沖タ・朝〕	

�0・7	 市当局も議会招集へ／那覇市の台風災
害対策	〔沖タ・朝〕	

�0・8	 ｜社説｜ガーブ川の改修工事をいそげ	
〔沖タ・朝〕	

�0・8	 再燃する〝玉陵〟問題／敷地内に学生
センター／文化を守る会が建設反対	

〔沖タ・朝〕	
�0・8	 回想 �5 年	（�08）	当間重剛／兼次氏が

市長に当選／軍はひそかに転向期待	
〔琉新・朝〕	

�0・9	 大弦小弦	〔那覇市長選挙〕	〔沖タ･朝〕		
�0・9	 台風災害者を救援／きょう臨時市会招

集を勧告	〔沖タ・朝〕	
�0・�0	 那覇市／市議研修費で災害復旧／那覇

市�6日の臨時議会で対策	〔琉新･朝〕	
�0・�0	 ガーブ川 �� 月に着工／那覇市／行政府

改修工事の意向表明	〔琉新・朝〕	
�0・��	 職員ふやし準備急ぐ／那覇市選管委、	

市長選控え	〔琉新・朝〕	
�0・�2	 玉陵問題円満解決か／那覇市会双方の

言い分きく	〔沖タ・朝〕	
�0・�3	 ｜社説｜玉陵問題と文化財指定のあり

方	〔沖タ・朝〕	
�0・�3	 那覇市 �6 日に臨時議会	〔沖タ・朝〕		
�0・�3	 神戸市から見舞い金	〔沖タ・朝〕		
�0・�3	 〝円満解決に努力〟／市会総務委が

文保委の意向きく／玉陵問題	〔沖
タ・夕〕	

�0・�6	 那覇市長選／各派挙党体制の確立急ぐ
／まず慎重な地固め／社大・人民共
闘大詰めへ	〔沖タ・朝〕	

�0・�6	 災害対策議会開く／どうなる市議の本
土出張／那覇	〔沖タ・夕〕	

�0・�6	 台風災害の救済対策／那覇市臨時議会
で審議	〔琉新・夕〕	

�0・�7	 ｜社説｜近づく那覇市長選挙	〔沖タ・
朝〕	

�0・�7	 社大／調査団と懇談を／那覇市長統一
候補話し合い続ける	〔琉新・朝〕	

�0・�7	 兼次市長、	 米調査団に会見申し入れ	
〔琉新・朝〕	

�0・�8	 20 日までに結論／那覇市長選／社大、	
人民の統一候補	〔沖タ・朝〕	

�0・2�	 どうなる市有地売却／那覇市の災害対
策議会きょう本会議で採決	〔沖タ・
朝〕	

�0・2�	 施政権返還など決議／那覇市会／米調
査団に要請	〔沖タ・夕〕	

�0・22	 賛否両論で持ち越す／社大党中央委／
那覇市長選の共闘	〔琉新・朝〕	

�0・23	 問題含みのガーブ川改修／ �� 月着工は
見込みうす	〔沖タ・朝〕	

�0・23	 学生センター建設に協力を／玉陵は忘
れられた死文化財／琉大中央役員協
が陳情書	〔沖タ・朝〕	

�0・25	 市議長会も阻止決議／全国市議長会通
じ訴える	〔沖タ・朝〕	

�0・26	 泊浄水場の拡張設計図完成／開金に融
資手続き／水不足解消へ市内配管工
事も並行	〔沖タ・朝〕	

�0・27	 都計にピッチ上げる／あす三者協議会
開く／ガーブ川改修 �� 月中に着工	
〔沖タ・朝〕	

�0・27	 統一候補に宮里氏／那覇市長選挙／社
大、	人民の了解成る	〔琉新・朝〕	

�0・28	 ｜社説｜ガーブ川改修を早く	〔沖タ・
朝〕	

�0・28	 基本測量終わる／寄宮、	壺川など �3 万
坪／第２次区画整理	〔沖タ・朝〕	

�0・28	 那覇市長選挙の顔ぶれ決まる／西銘	
（自民 )、	兼次	（無所属 )、	宮里	（社
大）	の３氏／自民兼次派と統一候補
の影響を警戒	〔琉新・朝〕	

�0・28	 地主との交渉で難航／ガーブ川改修立
ち退き問題で関係者が協議	〔沖タ・
夕〕	

�0・29	 ｜社説｜市長選挙と社大、	人民の共闘	
〔沖タ・朝〕	

�0・29	 危ぶまれる �� 月着工／ガーブ川改修立
ち退き問題で難航	〔沖タ・朝〕	

�0・29	 人事問題でお家騒動／那覇市の議会事
務局職員労組が阻止運動	〔沖タ･朝〕	

�0・29	 〝革新勢力の結集を〟／社大那覇連合支
部宮里氏を市長候補に	〔琉新･朝〕	

�0・3�	 ｜社説｜市長選挙と市民の判断	〔沖
タ・朝〕	

��・�	 声／市長選についておたずね	〔琉新・
朝〕	

��・2	 那覇市長選挙きょう告示／３派必勝の
布陣へ／選対本部、	早くも活気	〔沖
タ・朝〕	

��・2	 那覇市長選きょう告示／ 28 日に届け
出開始／三つどもえの激戦予想	〔琉
新・朝〕	

��・2	 記者席／〝兼次派の動きが派手だ〟	〔琉
新・朝〕	

��・3	 那覇市長選／野党３派の〝共闘〟成る	
〔沖タ・朝〕	

��・3	 統一候補に宮里氏／社大党中央委／基
本態度を宣言	〔沖タ・朝〕	

��・3	 民政府と折衝始める／ガーブ川改修工
事６日まで全設計完了	〔沖タ・朝〕	

��・5	 市政民主化共闘会議を設置／統一候補
の支援強化／那覇市長選３党が各団
体糾合	〔沖タ・朝〕	

��・5	 那覇市長選に新組織／革新３党〝市政
民主化共闘会議〟	〔琉新・朝〕	
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��・7	 具体的都計が争点／那覇市長選／各
派、	市政網領の作成へ	〔沖タ・朝〕	

��・7	 ガーブ川の改修工事／都計審議会、	原
案を承認	〔沖タ・朝〕	

��・8	 都計審議会／〝都計課〟設置を建議／
ガーブ川工事負担など決める	〔沖
タ・朝〕	

��・8	 〝民闘会議〟あす結成／革新３党／那覇
市長選に備え	〔琉新・朝〕	

��・9	 大弦小弦	〔那覇市長選挙〕	〔沖タ･朝〕		
��・9	 市長選挙で協力依頼／主席／自民党有

力者と会見	〔琉新・朝〕	
��・9	 声／市長選挙についてのお答え	〔琉

新・朝〕		
��・�0	 統一体制整う／革新３派昨夜、	共闘会

議結成大会	〔沖タ・朝〕	
��・�0	 講和前補償問題で／那覇市が見解表明	

〔沖タ・朝〕	
��・�2	 市長選挙／日曜返上で準備／那覇市選

挙管理委員会	〔琉新・夕〕	
��・�3	 那覇市長選／組織の再点検へ／各派、	

柔軟な対策で／週末から言論攻勢も	
〔沖タ・朝〕	

��・�4	 那覇市長選／関西で激戦／ �0 万県民、	
二つに割れ／後援会結成、	堂々と事
前運動	〔琉新・朝〕	

��・�6	 公聴／那覇市政に望む	〔沖タ・朝〕		
��・�6	 危ぶまれる �� 月着工／ガーブ川改修工

事	〔沖タ・夕〕	
��・�8	 届け出まであと �0 日／那覇市長選、	裏

で激戦	〔琉新・朝〕	
��・�9	 	「沖縄市」	の実現を／東京で期成同盟	

〔沖タ・朝〕	
��・�9	 那覇市長選挙／早くも言論戦／政府、	

兼次市政を批判／共闘会議が昨夜演
説会	〔沖タ・朝〕	

��・2�	 ガーブ川改修工事〝仮建築なら応ずる〟
／水上店舗で地主が条件	〔沖タ･朝〕	

��・2�	 自民、	反党分子一掃へ／きょう兼次派
２市議ただす	〔琉新・朝〕	

��・22	 またものわかれ／那覇市職労の賃上げ
団交	〔沖タ・夕〕	

��・22	 ガーブ川の着工急げ／民政官／遅れた
ら補助金出せぬ	〔琉新・夕〕	

��・24	 迫る那覇市長選挙／届け出まであと５
日／都計を中心に対決／４派本格的
な体制へ	〔沖タ・朝〕	

��・24	 準備工作を終える／各派帰すう票、	有
権者の２割／那覇市長選挙	〔琉新・
朝〕	

��・25	 きょう三者協議会／ガーブ川改修／水
上店舗問題を検討	〔沖タ・朝〕	

��・25	 当局案	（２ドル 50 セント）	を拒否／那
覇市役所労組の賃上げ団交	〔沖タ・
朝〕	

��・25	 〝静かに〟演説会場に警告文／那覇市長
選取り締まり本部	〔琉新・朝〕	

��・25	 民政府設計検討終る／ガーブ川改修／
　迫られる年度内執行	〔沖タ・夕〕	

��・26	 もたつくガーブ川改修／民政府承認は
得たが／地主の説得に手間どる	〔沖
タ・朝〕	

��・26	 小平長官来沖に抗議／人民党常任委　
那覇市長選の対策検討	〔琉新・朝〕	

��・26	 記者席／〝那覇市長選でいがみ合うな〟	
〔琉新・朝〕	

��・26	 民政府、	年度内執行促す／ガーブ川改
修／板ばさみの那覇市当局	〔琉新・
朝〕	

��・27	 ｜社説｜ガーブ川工事の完成に努めよ	
〔沖タ・朝〕	

��・28	 ｜社説｜那覇市長選挙の運動開始に際
して	〔沖タ・朝〕	

��・28	 さあ本番！／那覇市長選	（�）	／まず
エンギかつぎ／バイト学生かき入れ
どき	〔沖タ・朝〕	

��・28	 きょうから届け出／那覇市長選挙／四
つどもえで激戦へ／有権者は �2 万
１千人	〔琉新・朝〕	

��・28	 いよいよ公開戦開幕／届け出前夜の３
選対本部	〔琉新・朝〕	

��・28	 すべり出す〝那覇市長選〟／４派の激
しい争い／けさいっせいに届出	〔沖
タ・夕〕	

��・28	 早くも活発那覇市長選街頭へ／動きま
わる運動員／どうぞよろしく第一声	
〔沖タ・夕〕	

��・28	 特定候補を推さない／兵庫沖縄協会が
態度決定	〔沖タ・夕〕	

��・28	 那覇市長選スタート／初日、	４候補出
そろう／兼次	（無）	西銘	（自民）	宮
里	（社大）	大宜味	（国民）	氏	〔琉
新・夕〕	

��・28	 さっそく街頭で第一声／那覇市長選／
　低姿勢であいさつ／４候補地盤が
ためへ	〔琉新・夕〕	

��・29	 ｜社説｜選挙運動と法規の問題	〔沖
タ・朝〕	

��・29	 大弦小弦	〔那覇市の道路事情〕	〔沖タ・
朝〕	

��・29	 さっそく第一声／那覇市長選挙／花や
かに応援演説／いずこも〝勝利〟は
われに…	〔沖タ・朝〕	

��・29	 さあ本番！／那覇市長選	（2）	／激戦
の真和志地区／堂に入ったあいさつ
ぶり	〔沖タ・朝〕	

��・29	 下流だけでも早く／ガーブ川改修／沖
映通り会が訴える	〔沖タ・朝〕	

��・29	 激しい舌戦に入る／那覇市長選挙／必
勝の布陣固めへ／各派首脳も総出で
応援	〔琉新・朝〕	

��・30	 本格的な舌戦へ／那覇市長選挙各派、	
日程組んで重点的に	〔沖タ・朝〕	

��・30	 さあ本番！／那覇市長選	（3）	／微妙
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	 　な市議の動き／そろって上京組も	
〔沖タ・朝〕	

��・30	 市長宅に押しかける／ガーブ川改修／
　水上店舗と花屋組合	〔琉新・朝〕	

��・30	 話の卵／市長選と市街美	〔琉新・夕〕		
�2・�	 ｜社説｜公明選挙を望む…	〔沖タ･朝〕		
�2・�	 さあ本番！／那覇市長選	（4）	／スパ

イ戦も活発／名簿つきで取り引き	
〔沖タ・朝〕	

�2・�	 一票のうらおもて／那覇市長選挙	（3）	
／政党介入	〔琉新・朝〕	

�2・2	 復帰、	都計を争点に／那覇市長選挙３
候補きのうテレビ討論	〔沖タ・朝〕	

�2・2	 さあ本番！／那覇市長選	（5）	／もて
あます陳情攻勢／役所内も選挙の渦
中に	〔沖タ・朝〕	

�2・2	 一票のうらおもて／那覇市長選挙	（4）	
／島国根性	〔琉新・朝〕	

�2・2	 首里で第一声／那覇市長選挙／西銘候
補の演説会	〔琉新・朝〕	

�2・3	 私の政策と主張／那覇市長選挙／立候
補者紙上討論	〔沖タ・朝〕	

�2・3	 さあ本番！／那覇市長選	（6）	／目光
らせる取締陣／〝裏街道〟は深く静
かに	〔沖タ・朝〕	

�2・3	 きょう立ち合い演説会／那覇市長選挙
／４候補が政見発表／言論戦も白熱
化へ	〔琉新・朝〕	

�2・3	 一票のうらおもて／那覇市長選挙	（5）	
／祖国復帰論	〔琉新・朝〕	

�2・4	 ｜社説｜市長選挙にのぞむ候補者の公
約	〔沖タ・朝〕	

�2・4	 白熱化する那覇市長選／投票まであと
�3 日／早くも票読みの体制／相手地
盤切りくずしに躍起	〔沖タ・朝〕	

�2・4	 さあ本番！／那覇市長選	（7）	／花や
かに宣伝合戦／手前ミソのゴロ合わ
せも	〔沖タ・朝〕	

�2・4	 ４候補立ち会い演説会／那覇市長選／
３万人の聴衆前に／力をこめて政見
発表	〔琉新・朝〕	

�2・4	 那覇市長選／４候補の演説要旨	〔琉
新・朝〕	

�2・4	 聞かせた立ち会い演説／応援弁士も大
物ずらり／定刻２時間前に５千人	

〔琉新・朝〕	
�2・5	 さあ本番！／那覇市長選	（8）	／地方

からものりこみ／酒や罐づめじゃん
じゃん	〔沖タ・朝〕	

�2・5	 選挙まであと �2 日／各派激しい中盤戦
展開	〔琉新・朝〕	

�2・6	 さあ本番！／那覇市長選	（9）	／ズバ
リ切りこむヤジ／言論戦で浮動票獲
得へ	〔沖タ・朝〕	

�2・6	 一票のうらおもて／那覇市長選挙	（6）	
／都市計画	〔琉新・朝〕	

�2・7	 那覇市長選、	後半戦へ／情勢はまだ混

とん／各派追い込みに自信	〔沖タ・・
朝〕	

�2・7	 使用を不許可／国場川下流域の埋め立
て地	〔沖タ・朝〕	

�2・7	 メドつかぬ工事着手／ガーブ川改修／
難問題かかえ	〔沖タ・朝〕	

�2・7	 情勢各地でこんとん／那覇市長選挙／
激しい勢力の消長／旧那覇当落のカ
ギ握る	〔琉新・朝〕	

�2・7	 一票のうらおもて／那覇市長選挙	（7）	
まとめ	〔琉新・朝〕	

�2・7	 あと �0 日追い込みの４候補者	〔琉新・
朝〕	

�2・7	 市政と婦人	（�）	／陳情書／順序をつ
けて予算化／企画室を通じて主管課
に	〔沖タ・夕〕	

�2・8	 私の一票①／兼次候補へ／政党色のな
い政治	〔琉新・朝〕	

�2・8	 市政と婦人	（2）	／道路／石粉にくわ
れる予算／もっと上手な使い方を	
〔沖タ・夕〕	

�2・9	 開金、	那覇市に 85 万ドル融資／泊の浄
水場を拡張／明年中に完成水ききん
解消	〔沖タ・朝〕	

�2・9	 真和志でセリ合い／那覇市長選挙／組
織を再点検終盤へ	〔沖タ・朝〕	

�2・9	 さあ本番！／那覇市長選	（�0）	／〝よ
ろしく〟〝ヨロシク〟／雑踏ぬって
低姿勢運動	〔沖タ・朝〕	

�2・9	 那覇市長選終盤戦へ／各党とも票読み
に入る	〔琉新・朝〕	

�2・9	 記者席／〝市町村長を任命制に…〟	〔琉
新・朝〕	

�2・9	 私の一票②／西銘候補へ／日米琉新時
代に適任	〔琉新・朝〕	

�2・9	 市政と婦人	（3）	／水道／年中行事の
〝断水〟／のぞまれる浄水場拡張	〔沖
タ・夕〕	

�2・�0	 各地区にみる／那覇市長選挙	（�）	／
侵食・奪回くりかえす／兼次、	西銘、	
宮里氏らせり合う／首里地区	〔沖
タ・朝〕	

�2・�0	 大弦小弦	〔ガーブ川改修工事〕	〔沖タ・
朝〕	

�2・�0	 実力はまったく伯仲／那覇市長選挙／
　いよいよあと１週間	〔琉新・朝〕	

�2・�0	 私の一票③／宮崎候補へ／祖国復帰の
ために	〔琉新・朝〕	

�2・�0	 市政と婦人	（4）	／ゴミの処理／非能
率的な集め方／少なくとも週に２回
は	〔沖タ・夕〕	

�2・��	 ４万票めざして激突／那覇市長選挙／
〝絶対有利〟には遠い／各派、	早く
も胸算用	〔琉新・朝〕	

�2・��	 私の一票④／大宜味候補へ／復帰より
も郷土繁栄	〔琉新・朝〕	

�2・��	 市政と婦人	（5）	／公園／はかどらぬ
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	 　公園建設／道路にとられる都計費	
〔沖タ・夕〕	

�2・�2	 ｜社説｜有権者の心構えが大切である	
〔沖タ・朝〕	

�2・�2	 候補者の 24 時間／那覇市長選挙	〔沖
タ・朝〕	

�2・�2	 那覇市長選挙待ち／立法院の減税審議
　／一波乱予想される／与野党、	減
税額に大差	〔琉新・朝〕	

�2・�2	 市政と婦人	（6）	／税金／納税は年々
向上／市民への公平な還元を	〔沖
タ・夕〕	

�2・�3	 私の一票⑥／宮里候補へ／市長の実績
も十分	〔琉新・朝〕	

�2・�3	 市政と婦人	（7）	／予算／歳入の 33％
は市税 �� 人あたり３ドル３セント
の負坦	〔沖タ・夕〕	

�2・�4	 私の一票⑦／西銘候補へ／期待のもて
る手腕	〔琉新・朝〕	

�2・�4	 市政と婦人	（8）	／住宅／ 344 世帯が市
営住宅に／台風におびえる３万６千
世帯	〔沖タ・夕〕	

�2・�5	 情勢ほぼ固まる／那覇市長選挙／焦点
３割の浮動票／予断を許さぬあと２
日	〔琉新・朝〕	

�2・�5	 私の一票⑧／兼次候補へ／実行力と勇
気がある	〔琉新・朝〕	

�2・�5	 ２地主、	当局案に賛成／ガーブ川の改
修工事	〔琉新・朝〕	

�2・�5	 地主に再度の陳情／ガーブ川店舗組合
大挙プラカード掲げ	〔沖タ・夕〕	

�2・�5	 市政と婦人	（9）	／市場／早く衛生的
な環境に／浸水対策と改築を計画	

〔沖タ・夕〕	
�2・�6	 あす投票／那覇市長選、	審判迫る／全

運動員、	街頭へ進出	〔沖タ・朝〕	
�2・�6	 那覇市長選挙／４候補者の公約	〔沖

タ・朝〕	
�2・�6	 那覇市長選あす投票／復帰・政党介入

など争点／４候補に市民の審判	〔琉
新・朝〕	

�2・�6	 那覇市長選／勝算われに／各派とも自
信満々／票読みでは４人当選	〔琉
新・朝〕	

�2・�6	 市政と婦人	（終）	／福祉施設／野球場
やプールなど／市民の福祉につくす
／保安灯、	共同井戸も計画	〔沖タ・
夕〕	

�2・�6	 死にもの狂いの／市長選どたん場／殺
気だつ選挙事務所	〔琉新・夕〕	

�2・�7	 那覇市長選挙、	きょう投票／最後の一
票に必死／�2万の有権者が審判	〔沖
タ・朝〕	

�2・�7	 ｜社説｜市長選挙にもれなく投票しよ
う	〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 争点は都市計画／那覇市長選挙の意義	
〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 那覇市長選きょう投票／ 36 会場で一せ
いに／当落あす昼すぎ判明	〔琉新・
朝〕	

�2・�7	 あなたの一票はだれに／那覇市長選挙	
〔琉新・朝〕	

�2・�7	 那覇市長選、	投票始まる／出足、	雨で
にぶる／候補者最後の呼びかけ	〔琉
新・夕〕	

�2・�7	 一票に夢を託して／正午現在 36 パーセ
ント／土砂降りの中を投票	〔琉新・
夕〕	

�2・�8	 那覇市長選きょう開票／３万５千台で
当確／午前９時から開票	〔琉新･朝〕	

�2・�8	 〝市民の審判〟その日の表情	〔琉新・
朝〕	

�2・�8	 ホコをおさめた４候補／みんな	「ワシ
が市長サ」	／あとは開票まつばかり	
〔琉新・朝〕	

�2・�8	 西銘順治氏が当選／那覇市長選挙／宮
里氏に約千票の差	〔沖タ・夕〕	

�2・�8	 注目の開票急ピッチ／那覇市長選挙／
西銘候補が当選確実／午後１時半 96
パーセント終る	〔琉新・夕〕	

�2・�8	 那覇市長に西銘順治氏／６年ぶりに保
守勝つ／千票差で宮里候補破る	〔琉
新・夕〕	

�2・�8	 〝公約を実現したい〟／西銘氏、	当選の
第一声	〔琉新・夕〕	

�2・�9	 〝新那覇市長に西銘氏〟／保守の勝利、	
６年ぶり／票差わずかに７百票余	
〔沖タ・朝〕	

�2・�9	 焦点、	革新の〝共闘〟／こんごの政界
理論と組織に自信、	自民	〔沖タ･朝〕	

�2・�9	 １月 �2 日に就任／市会の �5 議席で安
定市政	〔沖タ・朝〕	

�2・�9	 那覇市長選、	戦い終えて／本社記者座
談会	〔沖タ・朝〕	

�2・�9	 住宅政策に重点／ " 人事、	長老と相談
して〟新市政の抱負語る	〔沖タ･朝〕	

�2・�9	 新那覇市長にこう望む／断水のない町
に／〝援助獲得〟で公約実現を	〔沖
タ・朝〕	

�2・�9	 那覇市長選挙を語る／本社記者座談会	
（�）	／大っぴらの事前運動／スター
トは兼次氏がトップ	〔琉新・朝〕	

�2・�9	 勝利に酔う西銘陣営／車を連ねてパ
レード／喜びにわく主席公舎	〔琉
新・朝〕	

�2・�9	 おどる速報板に一喜一憂／刻々変わる
情勢／本社前市民の表情は複雑	〔琉
新・朝〕	

�2・�9	 新市長に望む、	市民の声／まずガーブ
川の改修／水道問題の解決はかれ	
〔琉新・夕〕	

�2・�9	 話の卵／選挙のポスターを始末せよ	
〔琉新・夕〕	

�2・20	 那覇市長選挙を語る／本社記者座談会
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	 　（2）	／受けた立ち会い演説／焼きち
らした個人攻撃戦法	〔琉新・朝〕	

�2・20	 分会長、	封印を拒否／那覇市長選／民
闘きょう告訴を協議	〔琉新・朝〕	

�2・20	 地主に波状陳情／ガーブ川水上店舗組
合が	〔沖タ・夕〕	

�2・2�	 〝那覇市に最大の協力〟／民政官本土援
助、	報告ない	〔琉新・朝〕	

�2・2�	 数十人、	近く送検／那覇市長選の違反
ほとんどが供応	〔琉新・朝〕	

�2・2�	 〝援助は十分考慮〟／西銘氏、	民政官と
懇談	〔琉新・夕〕	

�2・22	 記者席／市長が代わってもやめぬ	〔琉
新・朝〕	

�2・22	 那覇市長選挙を語る／本社記者座談会	
（5）	／西銘勝因は組織と金／力を発
揮した革新の共闘	〔琉新・朝〕	

�2・24	 声／ガーブ川着工を早く	〔琉新・朝〕		
�2・25	 新市長と一問一答／行政府と人事交流

／スラム街解消にも努力	〔沖タ･朝〕	
�2・25	 市民の陳情／道路や橋など…	〔沖タ・

朝〕	
�2・25	 公聴／焼却炉は埋め立て地に	〔沖タ・

朝〕	
�2・26	 大弦小弦	〔西銘市長の構想〕	〔沖タ・

朝〕	
�2・26	 選挙後の明暗秘め／兼次施政最後の市

会開く	〔沖タ・夕〕	
�2・27	 ｜社説｜市長選挙は終ったけれども…	

〔沖タ・朝〕	
�2・27	 貧しい家庭に贈り物／那覇市と那覇社

協／ 900 世帯に年越し用品	〔琉新・
夕〕	

�2・29	 ４件、	47 人を検挙／那覇市長選挙違反
取り締まり一段落	〔琉新・朝〕	

�2・3�	 ガーブ川改修／ついに年を越す／地主	
（安村氏）	の了解得られず	〔沖タ・
朝〕	

	 　　�962 年	（昭和 37 年）	

�・�	 明るい都市建設／那覇市長／西銘順治	
〔琉新・朝〕	

�・5	 〝収用法〟発動の声も／ガーブ川土地問
題また物別れに終る	〔沖タ・朝〕	

�・6	 折り合いつくガーブ川工事／来月中旬
には着工／地主と店舗組合が妥結	

〔沖タ・朝〕	
�・6	 牧港－泊送水管工事急ぐ／臨時議会で

承認求める	〔沖タ・朝〕	
�・6	 ガーブ川問題が解決／地主、	政府、	組

合で話し合い	〔琉新・朝〕	
�・8	 ｜社説｜今年こそ水不足を解決したい	

〔沖タ・朝〕	
�・8	 西銘新人事の構想進む／大幅異動を予

想／全琉的立場で人選／那覇市	〔沖
タ・朝〕	

�・8	 ガーブ川改修／妥結までのいきさつ	
〔沖タ・朝〕	

�・9	 道路工事跡始末せよ／那覇署市役所と
施工者に警告	〔琉新・夕〕	

�・�0	 助役に新垣義徳氏か／西銘市長／新人
事決定急ぐ	〔沖タ・朝〕	

�・�0	 総務部長ら６人更迭／西銘新那覇市長
〝政府から３人を起用〟	〔琉新･朝〕	

�・�0	 異動にひやひや／那覇市役所／〝俺は
やめぬ〟強硬部長も	〔沖タ・夕〕	

�・��	 西銘人事は大詰め／当間氏待って最終
決定へ	〔琉新・朝〕	

�・��	 那覇市歴代市長の足跡／最年少の西銘
さん／戦後初めて全任期勤めた兼次
さん	〔琉新・朝〕	

�・�2	 新垣氏	（助役）	は確定？／那覇市の人
事、	20 日以降に	〔沖タ・朝〕	

�・�2	 ｜社説｜西銘市政に期待するもの	〔沖
タ・朝〕	

�・�2	 公聴／那覇市の人事に一言	〔沖タ･朝〕		
�・�2	 西銘那覇市長きょう就任／助役に久手

堅氏に決まる	〔琉新・朝〕	
�・�2	 西銘新市長に抱負聞く／きょう就任式

／まず住宅難を解消／週１回	「市民
の日」	を設ける	〔琉新・朝〕	

�・�2	 晴れやかに西銘市長就任／なごやかに
引継ぎ／人事異動話題にニコニコ	
〔沖タ・夕〕	

�・�2	 第 �8 代那覇市長／西銘さんけさ就任／
円満に事務引継ぎ／兼次前市長らと
握手	〔琉新・夕〕	

�・�3	 出発した西銘那覇市政／首脳人事もほ
ぼ固まる	〔琉新・朝〕	

�・�3	 西銘新市長就任式	〔琉新・朝〕		
�・�3	 話の卵／西銘那覇市長への期待	〔琉

新・夕〕	
�・�4	 水道で初しごと／西銘市長／市会建設

委送水管敷設工事審議	〔沖タ・朝〕	
�・�5	 都計の借金 �40 万ドル／ 80 年度に全

部完成／戦災都市復旧を本土に要請	
〔沖タ・朝〕	

�・�5	 那覇市、	あす臨時議会／泊浄水場の送
水敷設を審議	〔琉新・夕〕	

�・�6	 那覇きょう臨時議会／中選挙区制要請
を決議か	〔琉新・朝〕	

�・�7	 あすから着工／那覇市の送水管工事／
きのう市会で承認	〔沖タ・朝〕	

�・�7	 義永氏、	市会事務局長へ／那覇市役所
人事	〔沖タ・朝〕	

�・�7	 部長退職勧告を承諾／西銘那覇市長の
首脳人事	〔琉新・夕〕	

�・�8	 大型管にとりかえる／泊浄水場拡張工
事近く着工	〔琉新・夕〕	

�・�9	 ガーブ川改修工事／残るは〝建築協定
書〟だけ	〔沖タ・朝〕	

�・20	 公聴／自民党と那覇市の人事	〔沖タ・
朝〕	
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�・20	 大城建設部長は拒否／那覇市／きょう
首脳部の解任辞令	〔琉新・朝〕	

�・20	 部長に解雇辞令／西銘市長、	22 日に新
人事発表	〔沖タ・夕〕	

�・23	 那覇部長人事を発令／建設花城、	経済
民生慶佐次、	企画新里氏ら	〔沖タ・
朝〕	

�・24	 総務部長に城田氏／真和志支所長…玉
城氏／那覇市人事	〔沖タ・夕〕	

�・25	 西銘那覇市長の初巡視／支所職員にあ
いさつ	〔琉新・朝〕	

�・26	 ｜社説｜ガーブ川改修工事の促進	〔沖
タ・朝〕	

�・26	 来年２月までに完成／泊浄水場拡張／
着工遅れる	〔沖タ・朝〕	

�・26	 定年制廃止案を審議／市会総務委	〔沖
タ・朝〕	

�・26	 移転、	補償になお問題／ガーブ川現地
視察／政府、	役所、	業者が協議	〔沖
タ・夕〕	

�・26	 ガーブ川を視察／西銘市長、	建運局と
協議	〔琉新・夕〕	

�・3�	 立ちのきでもめるガーブ川／〝水上店
舗に入れろ〟／花屋通り会が居座り
陳情	〔沖タ・夕〕	

2・�	 那覇市議会きょう開会／首脳人事の承
認求む	〔琉新・朝〕	

2・2	 お手盛り退職金で荒れもよう／那覇市
会／議会をとりまき騒然／組合側が
きょう阻止大会	〔沖タ・朝〕	

2・2	 労使、	傍聴につめかけ／那覇市会総務
委退職金改正案審議	〔沖タ・夕〕	

2・3	 ４月早々には着工／ガーブ川改修工事
三者の話し合いつく	〔沖タ・朝〕	

2・3	 金曜を〝市民の日〟に／市長が直接陳
情受ける	〔沖タ・朝〕	

2・3	 千８百ドルに引き下げ／那覇市長の退
職金修正案で総務委承認	〔琉新･朝〕	

2・3	 	「市民の日」	は毎週金曜／那覇／みん
なの声を市政に	〔琉新・朝〕	

2・3	 〝交通止めやらないで〟／ガーブ川改修
工事建設局と那覇市が協議	〔琉新・
朝〕	

2・3	 那覇市議会／退職金修正案で可決／那
覇市議会／労組のヤジで議場騒然	

〔琉新・夕〕	
2・5	 退職金騒動の舞台裏／兼次派の抱きこ

み狙う／完全与党は５、	６人那覇市
会	〔沖タ・朝〕	

2・5	 〝市民の日〟に期待／きたる９日からは
じまる	〔沖タ・朝〕	

2・7	 不安個所は立ち退き／ガーブ川改修那
覇市と建運局が協議	〔琉新・夕〕	

2・8	 折り合いつかぬ立退き／ガーブ川水上
店舗、	花屋通り対立	〔沖タ・朝〕	

2・9	 きょう	「市民の日」	／那覇市／市長が
何でも聞く	〔琉新・朝〕	

2・9	 ガーブ川改修またこじれる／花屋は公
設市場へ／市の基本方針に絶対反対	
〔琉新・朝〕	

2・9	 那覇市部課長会議で協議／スラム解消
へ着手	〔琉新・朝〕	

2・9	 那覇市公設市場を改造／２年以内に実
現へ／コンクリートの３階建	〔琉
新・夕〕	

2・�0	 なごやかに	「市民の日」	／婦人、	学生
がどっと／就職依頼まで飛び出す／
那覇市	〔琉新・朝〕	

2・�0	 ガーブ川工事落札者なし	〔琉新・夕〕		
2・��	 海へ海へ伸びる〝那覇市〟／埋め立て

5� 万平方メートル／近く安謝に衛生
センター	〔沖タ・夕〕	

2・�3	 ゴタつく立ちのき問題／ガーブ川花屋
通り当局に再折衝	〔沖タ・朝〕	

2・�3	 花屋通り会押しかける／ガーブ川改修
市との話し合い物別れ	〔琉新・朝〕	

2・�3	 水道課を部に昇格／那覇市、	近く機構
改革	〔琉新・朝〕	

2・�5	 ｜社説｜おくれるガーブ川の改修工事	
〔沖タ・朝〕	

2・�5	 技術面では了解／ガーブ川改修／政
府、	土建業者が協議	〔琉新・夕〕	

2・�6	 再入札で意見一致／ガーブ川改修／民
政府と再調整へ	〔琉新・朝〕	

2・�7	 西銘市長／課長クラス７人に辞退勧告	
〔沖タ・夕〕	

2・�8	 電電公社へ賠償／支払い認める／那覇
市会建設委	〔沖タ・朝〕	

2・20	 民政府／業者の要望ＯＫ／ガーブ川改
修 26 日再入札へ	〔琉新・朝〕	

2・20	 ７課長の首切り反対／那覇市職労きょ
う団交	〔琉新・朝〕	

2・2�	 〝人事は私の思うまま〝／西銘市長、	市
職労に答う	〔琉新・朝〕	

2・22	 野村課長の留任願う／那覇市戸籍課職
員が陳情	〔琉新・朝〕	

2・23	 援助、	５百万ドルを要請／西銘那覇市
長／首都建設で本土政府へ	〔琉新・
朝〕	

2・23	 政府も解決に努力を／ガーブ川立ち退
き補償／花屋通り会が陳情	〔琉新・
夕〕	

2・26	 きょう再入札／注目されるガーブ川改
修	〔琉新・朝〕	

2・26	 二課長は辞職決意／那覇市	〔琉新･夕〕		
2・27	 ｜社説｜那覇市街地周辺に町づくり	

〔沖タ・朝〕	
2・27	 〝双方納得ずくで〟／陳情合戦続くガー

ブ川	〔沖タ・夕〕	
2・27	 焼却炉つくる／きれいになる安謝のゴ

ミ処理場	〔沖タ・夕〕	
2・28	 ｜社説｜再び流れたガーブ川の工事入

札	〔沖タ・朝〕	
2・28	 何が工事をはばんでいるか／ガーブ川
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	 　改修	〔沖タ・朝〕	
2・28	 水上店舗／青写真でき上がる／ガーブ

川改修きょう民政府と調整	〔琉新・
朝〕	

2・28	 那覇市議会、	 ６日に全体協議会	〔琉
新・朝〕	

2・28	 牧志の仮設市場落札／ガーブ川改修で
一時移る	〔琉新・夕〕	

3・�	 都計事業の推進に／技術者の協力を／
西銘市長が要望	〔沖タ・朝〕	

3・�	 西銘市長招き都計懇談会／技術協会と
建築士会	〔琉新・朝〕	

3・�	 新課長に辞令交付／那覇市、	西銘人事
かたまる	〔琉新・夕〕	

3・2	 大弦小弦	〔西銘市長、	大田主席あて浄
水価格引下げ陳情〕	〔沖タ・朝〕	

3・2	 水キキン緩和へ／泊浄水場の拡張工事
落札	〔沖タ・朝〕	

3・2	 那覇市が自治会強化	〔沖タ・朝〕		
3・4	 失対労働者を激励／那覇市が家族とも

に招待	〔琉新・夕〕	
3・5	 ｜社説｜魅力ある観光都市	〔沖タ･朝〕		
3・5	 西銘市長が施政演説／ �2 日から定例議

会開く	〔沖タ・朝〕	
3・5	 就労者と家族を慰安	〔琉新・朝〕		
3・6	 ガーブ川改修できょう全体協議会／那

覇市議会	〔琉新・朝〕	
3・7	 ガーブ川改修工事／施工条件緩和が焦

点／きょう弁務官府と交渉	〔沖タ・
朝〕	

3・7	 ガーブふり出しに戻る立ちのき問題／
当局が市会に説明／〝花屋通り会水
上店舗加入はむり〟	〔沖タ・朝〕	

3・7	 市当局の措置に抗議／ガーブ川花屋通
り会	〔沖タ・夕〕	

3・7	 民政府との調整決裂／ガーブ川改修入
札／政治問題化の形勢	〔琉新・夕〕	

3・8	 政治問題に発展／ガーブ川改修技術面
の調整つかず	〔琉新・朝〕	

3・8	 〝定年制撤回〟は撤回／西銘那覇市長が
団交で言明	〔琉新・朝〕	

3・8	 土地接収反対を採決／高圧線架設／那
覇市会総務会	〔琉新・夕〕	

3・�0	 住宅建設の援助要請／西銘那覇市長、	
ア民政官に	〔琉新・朝〕	

3・��	 那覇市議会あす開く／西銘市長初の演
説	〔琉新・夕〕	

3・�2	 校区ごとに市場新設／旧市内復興に市
の計画	〔沖タ・朝〕	

3・�2	 	「市民相談の日」	／設置要綱きまる	
〔沖タ・朝〕	

3・�3	 遅れる弁務官府回答／ガーブ川改修工
事関係者にあせりの色	〔沖タ・朝〕	

3・�4	 増俸ムードの那覇市／予算編成ひかえ
三役、	議員の待遇改善検討／労組も
強腰で賃上げ闘争	〔沖タ・朝〕	

3・�4	 那覇市会施政方針に質問攻め	〔沖タ・

夕〕	
3・�5	 再び技術面で調整へ／ガーブ川改修工

事／民政府と話し合いつかず	〔琉
新・朝〕	

3・�5	 ガーブ川改修で質疑／那覇市議会、	午
後の本会議	〔琉新・朝〕	

3・�5	 那覇市会ひと荒れ／水道公社との	「分
水協定案」	で	〔沖タ・夕〕	

3・�6	 比謝川の水源施設譲渡／ 26 日那覇市会
で要請決議	〔沖タ・朝〕	

3・�6	 鉢巻姿でしごと／春闘の那覇市職労	
〔沖タ・朝〕	

3・�7	 財源難打開へ／那覇市職労／市長と団
交	〔沖タ・夕〕	

3・23	 ガーブ川改修工事／解決されない施工
法／弁務官府工期延長だけ認める	
〔沖タ・朝〕	

3・24	 ガーブ川改修 30 日に第３回入札／民政
府、	技術面で譲歩／工事はむつみ橋
―平和橋間	〔琉新・朝〕	

3・24	 公有水面埋め立て事業否決／那覇市議
会総務委	〔琉新・朝〕	

3・25	 ｜社説｜首里バス労組の実力行使	〔沖
タ・朝〕	

3・26	 市政に協力求める／西銘市長、	ア民政
官と会見	〔沖タ・朝〕	

3・26	 那覇市会あすまで／分水協定など継続
審査に	〔沖タ・朝〕	

3・26	 市当局が善後策／首里バス争議／市会
で緊急質問	〔沖タ・夕〕	

3・27	 首里バスストに集中／労組側、	市会に
訴える	〔沖タ・夕〕	

3・27	 ガーブ川改修説明会	〔琉新・夕〕		
3・28	 首里バス団交延びる／市会労組側の陳

情採択	〔沖タ・朝〕	
3・28	 労組歩みよる／労組側、	市長の回答待

ち／あすにもスト解除か	〔沖タ･夕〕	
3・28	 市役所の団交／ものわかれ	〔沖タ･夕〕		
3・28	 市長に申し入れ／沖交労幹部ら	〔琉

新・夕〕	
3・30	 またも流れる／３回目の入札落札なし

／ガーブ川工事	〔沖タ・夕〕	
3・30	 動き出した首里バス／ほっとした那覇

市民／運転手、	車掌はハチマキ	〔琉
新・夕〕	

3・3�	 ガーブ川改修最悪な事態／危ぶまれる
予算執行／問題は弁務官府の出方	
〔沖タ・朝〕	

3・3�	 労使代表が計数調査／首里バス、	歩み
よりの動き	〔沖タ・夕〕	

3・3�	 民政府の干渉排す／ガーブ川水上店舗
組合大会／早期着工を要請	〔沖タ・
夕〕	

3・3�	 早期着工訴う／ガーブ川水上店舗	〔琉
新・夕〕	

4・�	 大弦小弦	〔ガーブ川改修工事〕	〔沖タ・
朝〕	
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4・3	 流れるガーブ川工事／不明確な査定基
準／施工の権限委譲が先決	〔沖タ・
朝〕	

4・4	 早期着工を集団陳情／ガーブ水上店舗
組合	〔沖タ・朝〕	

4・4	 民政府の再考促す／ガーブ川問題補助
額増額も申請／主席・弁務官定例記
者会見	〔琉新・朝〕	

4・5	 技術面からＤＥが検討／ガーブ川改修
再入札の準備進む	〔沖タ・朝〕	

4・5	 年度内着工／那覇市長が申し入れ	〔沖
タ・朝〕	

4・5	 記者席／よどむガーブ川、	減税、	給与	
〔琉新・朝〕	

4・5	 宙に浮く 3� 万ドル／建設局国際入札に
反対／ガーブ川問題	〔琉新・朝〕	

4・�0	 主席・弁務官会談続く／ガーブ川改修
一両日に査定	〔琉新・朝〕	

4・��	 ガーブ川改修で懇談／民政官、	主席と
定例会見	〔琉新・夕〕	

4・�0	 ２議員の渡航許可折衝／那覇市会宙に
浮く本土視察予算	〔沖タ・朝〕	

4・�2	 新里建運局長民政府と会談／ガーブ川
改修	〔琉新・朝〕	

4・�2	 那覇市、	市民法律相談を再開	〔琉新・
朝〕	

4・�3	 市長室にマイクもちこみ／那覇市役所
の団交もの別れ	〔沖タ・朝〕	

4・�3	 一律２ドル、	調整２ドル／西銘那覇市
長市職労に回答	〔琉新・朝〕	

4・�3	 泊浄水場拡張工事に着手／完成は来年
２月／給水能力２倍に増加	〔琉新・・
夕〕	

4・�6	 新委員長に岸本氏／那覇市職労役員を
改選	〔沖タ・朝〕	

4・�7	 大弦小弦	〔ガーブ川改修工事〕	〔沖タ・
朝〕	

4・�7	 市長、	議員らの俸給倍に／那覇市／市
長は 250 ドル／６月の定例議会に提
案	〔琉新・朝〕	

4・�9	 200 戸の市営住宅を建設／新年度予算
50 万ドル／那覇市スラム住居者を優
先的に	〔琉新・朝〕	

4・20	 ガーブ川工事国際入札へ／民政府の主
張に折れ／建運局不本意ながら同意	

〔沖タ・朝〕	
4・2�	 ｜社説｜ガーブ川工事と国際入札	〔沖

タ・朝〕	
4・22	 街頭に出た春闘／那覇市職労がＰＲ	

〔沖タ・朝〕	
4・23	 ｜社説｜国際入札の違法性をどうする

か	〔沖タ・朝〕	
4・24	 深夜の団交／那覇市役所労組	〔沖タ・

朝〕	
4・24	 那覇市役所／きょう時限スト／西銘市

長 �0 パーセントの妥協案出す	〔琉
新・朝〕	

4・24	 衛生車もストップ／那覇市職労／早朝
の時限スト	〔沖タ・夕〕	

4・24	 与野党が折衝／公選法の取り扱い／舞
台を特別委に移す／国対委員長会談
話し合いつかず	〔琉新・夕〕	

4・25	 きょうひる職場放棄／もつれる那覇市
役所の春闘	〔沖タ・朝〕	

4・25	 きょう、	 あすも時限スト／那覇市職
労、	超勤も拒否	〔琉新・朝〕	

4・26	 カラッポの市役所／那覇市職労／市民
に協力呼びかけ	〔琉新・朝〕	

4・27	 きょうから全日スト／那覇市職労団交
もの別れ	〔沖タ・朝〕	

4・27	 全面ストに突入／那覇市役所深夜の団
交／物別れ	〔琉新・朝〕	

4・27	 歌や囲碁、	将棋で…／那覇市役所の全
日スト	〔沖タ・夕〕	

4・27	 朝から労働歌で気勢／那覇市職労きょ
う全面スト	〔琉新・夕〕	

4・29	 中労委に調停申請／那覇市職労	〔沖
タ・夕〕	

4・30	 ガーブ川改修工事／どうなる国際入札
／楽観的だが内心は不安	〔沖タ･朝〕	

4・30	 職業補導所を拡充／２か年計画６万３
千５百ドルで／西銘市長本土の援助
を要請	〔沖タ・朝〕	

5・2	 五月晴れメーデー歌／延々４時間のデ
モ／合い言葉／官公労、	全逓の弾圧
反対	〔琉新・朝〕	

5・4	 ガーブ川工事／ついに落札者なし	〔沖
タ・夕〕	

5・5	 ｜社説｜４回も流れた工事入札	〔沖
タ・朝〕	

5・7	 ｜社説｜民政府の行政介入の教えるも
の	〔沖タ・朝〕	

5・7	 初の	「移動市民相談」	真和志支所で好
評	〔沖タ・朝〕	

5・8	 ガーブ川きょう随意契約へ／国場組、	
南洋土建、	善太郎組３業者から見積
り／改修工事、	工程を短縮	〔沖タ・
朝〕	

5・8	 教科書無償配布など訴える／九州市会
議長会に高良氏たつ	〔沖タ・朝〕	

5・9	 ガーブ川改修工事／南洋土建と随契／
工程を短縮 3� 万ドルで／立ちのき
後さっそく着工	〔沖タ・朝〕	

5・9	 さっそく補償折衝／ガーブ川改修工事
立ちのき準備進める	〔沖タ・夕〕	

5・9	 花屋通りと折衝開始／ガーブ川改修工
事／随意契約で解決	〔琉新・夕〕	

5・�0	 ガーブ川工事に明暗／水上店舗建築段
どりに奔走／立ちのきに不安な表情
花屋通り	〔沖タ・朝〕	

5・��	 大弦小弦	〔ガーブ川改修工事〕	〔沖タ・
朝〕	

5・��	 事業費ぐっとふえる／那覇市の新予算
案 33� 万８千９百ドル	〔沖タ・夕〕	
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5・�3	 那覇市が職員ふやす／機構改革でサー
ビス徹底	〔沖タ・朝〕	

5・�3	 団交もの別れ	〔沖タ・朝〕		
5・�6	 西銘市長がお礼／熊本で九州市長会総

会	〔琉新・夕〕	
5・�7	 〝防火地域指定 ?で対立／ガーブ川水上

店舗組合むくれる	〔沖タ・朝〕	
5・�7	 花城部長の発言に抗議／ガーブ川水上

店舗組合	〔琉新・夕〕	
5・�8	 ガーブ川来月中旬までに着工	〔沖タ・

朝〕	
5・�8	 立ちのき話し合いつく／ガーブ川改修

水上店舗組合の希望入れ	〔琉新･朝〕	
5・�9	 国場川埋め立て地処分／那覇市が住宅

地計画	〔琉新・朝〕	
5・20	 きょうあす時間給水／那覇市送水管切

り替えで	〔琉新・夕〕	
5・2�	 遅れる立ちのき補償／ガーブ川改修危

ぶまれる６月着工	〔沖タ・朝〕	
5・22	 〝盆の商売に影響〟水上店舗組合ガーブ

川早期着工を要望	〔琉新・朝〕	
5・23	 西銘市長、	譲歩示す／那覇市職労、	団

交を再開	〔琉新・朝〕	
5・24	 当局が ��％回答／那覇市の団交	〔沖

タ・夕〕	
5・25	 総額 324 万ドル／那覇市の明年度予算

案事業費が53パーセント	〔琉新･朝〕	
5・25	 春闘で一時おあずけ／那覇市の機構が

え／ひと月延ばし賃上げ／都計調査
費からもやりくり	〔沖タ・夕〕	

5・25	 労使歩みよりの気配／団交	〔沖タ･夕〕		
5・25	 �� パーセントの総額で妥結／那覇市職

労／配分方法で対立	〔琉新・夕〕	
5・26	 夜まで団交／那覇市職労、	市当局とも

譲らず	〔沖タ・朝〕	
5・26	 琉海に 90 万ドル融資／開金那覇市へ

58 万ドルも決定	〔琉新・朝〕	
5・26	 配分で折り合わず／那覇市職が深夜団

交	〔琉新・朝〕	
5・27	 泊－安謝埋め立て近く着工／新しい港

つくる／衛生センターや宅地造成	
〔沖タ・夕〕	

5・29	 那覇市役所が無期限スト／きょうから
管理職が窓口事務	〔沖タ・朝〕	

5・29	 遅い窓口事務にイライラ／那覇市役所
スト／管理職てんてこまい／切符と
りに夫人かり出し	〔沖タ・夕〕	

5・30	 ｜社説｜那覇市労組のストについて	
〔沖タ・朝〕	

5・30	 那覇市役所スト／混乱する窓口事務／
３時間も待たされ／あすの共進会開
催も？	〔沖タ・朝〕	

5・30	 予算議会控え深刻／那覇市役所の無期
限スト	〔琉新・朝〕	

5・30	 那覇市役所スト最悪事態／庁舎内で集
会を禁ず／ピケで非組合員の就労を
阻止	〔琉新・夕〕	

5・3�	 解決あっせんの動き／那覇市役所スト
に中労委、	市会が	〔沖タ・朝〕	

5・3�	 那覇市役所の争議の背景／春闘最後の
関が原／定額要求とパーセント案が
対決	〔琉新・朝〕	

5・3�	 きょう団交を再開／那覇市役所の争議
中労委もあっせんへ	〔琉新・朝〕	

6・�	 着工見通しつかない／ガーブ川改修立
ち退き補償が遅れ	〔沖タ・朝〕	

6・�	 那覇市役所スト／配分方法で依然対立	
〔沖タ・朝〕	

6・2	 ｜社説｜無策の批判うけるガーブ川工
事	〔沖タ・朝〕	

6・2	 那覇市役所団交物別れ	〔琉新・朝〕		
6・2	 那覇市の団交妥結／当局案をのむ	〔沖

タ・夕〕	
6・2	 那覇市役所の争議妥結／定額３ドル、	

基本給 5.7 パーセント／組合側、	市
の妥協案をのむ	〔琉新・夕〕	

6・6	 依然もたつくガーブ川工事／用途地域
指定で対立／政府・那覇市の協議難
航	〔沖タ・朝〕	

6・6	 声／どうなるガーブ川改修工事	〔琉
新・朝〕	

6・6	 新年度予算案議会に送る／那覇市	〔琉
新・朝〕	

6・7	 ｜社説｜行政事務のミスを軽視するな	
〔沖タ・朝〕	

6・7	 立ちのき問題で抗議／ガーブ川商店街
組合	〔沖タ・朝〕	

6・7	 立ちのき協力求める／ガーブ川花屋通
り会に	〔沖タ・夕〕	

6・8	 那覇市議会きょう開会	〔琉新・朝〕		
6・8	 西銘市長が初の施政方針演説／那覇市

議会	〔琉新・夕〕	
6・�0	 ガーブ川改修、	今月末着工へ／移転先

話し合いつく／ �0 ヶ月の紛争に終
止付	〔琉新・朝〕	

6・�0	 ガーブ川いよいよ着工へ／ 25 日までに
立ちのき／補償問題残しすべて解決	
〔沖タ・朝〕	

6・��	 ｜社説｜改修工事の早期完遂に尽力せ
よ	〔沖タ・朝〕	

6・��	 〝具体的援助額示せ〟／那覇市議会一般
質問で野党が追及	〔琉新・夕〕	

6・�3	 那覇市会、	相変わらず／定員にみたず
遅れて開会	〔沖タ・夕〕	

6・�4	 ５議案を可決／那覇市会	〔沖タ・朝〕		
6・�4	 移転先でまたごたごた／ガーブ川改修

の立ち退き	〔琉新・朝〕	
6・�6	 ガーブ川工事にまた暗影／新栄通り花

屋通りの受入れ拒む	〔沖タ・朝〕	
6・�7	 ひっこし始める／ガーブ川商店街組合	

〔沖タ・朝〕	
6・�7	 三役、	議員ら俸給倍増／那覇市会総務

委ほとんど反対なく可決	〔琉新･朝〕	
6・20	 どっさり２千万ドル／那覇市が調査団
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	 　に戦災復興援助要望	〔沖タ・朝〕	
6・20	 今度は警察が不許可／ガーブ川工事立

ちのき問題／新栄通りへの移転	〔沖
タ・朝〕	

6・20	 潰れ地補償を要請／西銘那覇市長ら小
平団長と懇談	〔琉新・朝〕	

6・2�	 横ヤリ続きのガーブ川／頭痛鉢巻の当
局／引っ越し準備もおじゃん	〔沖
タ・夕〕	

6・24	 ますます泥沼に／ガーブ川工事／地主
が協定前に新提案	〔沖タ・朝〕	

6・25	 大弦小弦	〔ガーブ川改修工事〕	〔沖タ・
朝〕	

6・26	 難産続きの中央卸市場法案／整備問題
も立ち往生／那覇市、	分担金で敬遠	
〔沖タ・朝〕	

6・26	 不許可を再確認／花屋通りの新栄通り
移転／警察	〔沖タ・夕〕	

6・26	 公営住宅設置を可決／那覇市議会市長
提案を審議	〔琉新・夕〕	

6・27	 ｜社説｜市民の福祉と町づくり	〔沖
タ・朝〕	

6・29	 〝やはり許可できぬ〟／新栄通りの使用
／警察、	那覇市に回答	〔沖タ･朝〕	

6・30	 引っ越し始まる／ガーブ川水上店舗／
関係者と徹夜協議／ガーブ川改修問
題解決	〔琉新・夕〕	

7・�	 ５日までに移転／ガーブ川改修本格的
な着工へ	〔沖タ・朝〕	

7・�	 大弦小弦	〔ガーブ川改修工事〕	〔沖タ・
朝〕	

7・�	 ガーブ川改修までの流れ／今後に多く
の問題／公共事業と個人利害からむ	

〔琉新・朝〕	
7・�	 水上店舗とりこわす／ガーブ川改修工

事始まる	〔琉新・夕〕	
7・9	 近く２千万ドルへ／ふくれる那覇市の

財産／生誕の像だけでも６万ドル／
株券や埋め立て地など	〔沖タ・朝〕	

7・�3	 ガーブ川改修工事／移転先店舗を早く
／水上店舗組合が要請	〔沖タ・朝〕	

7・�3	 公約は当分おあずけ／那覇市が主婦た
ちと市政懇談／水道問題に市長たじ
たじ	〔沖タ・朝〕	

7・�3	 西銘市長タジタジ／婦人会の質問ぜめ
に会い	〔琉新・朝〕	

7・�4	 那覇市政／婦人はこう批判する	〔琉
新・夕〕	

7・�6	 ｜社説｜那覇市を住みよい町にせよ	
〔沖タ・朝〕	

7・�8	 消える程順則の墓／文保委が許可／那
覇市が子供遊園地に	〔琉新・朝〕	

7・�9	 流れ流れて５度め／ガーブ川立ちのき
／旧盆かせいでから／商店街組合
ひっこし遅れる	〔沖タ・朝〕	

7・�9	 あすから引っ越し／ガーブ川水上店舗
話し合いまとまる	〔琉新・夕〕	

7・20	 玉陵問題にケリ／聖公会ついに折れる
／１週間内に回答求める	〔沖タ･朝〕	

7・20	 〝旧盆すむまで動かぬ〟／ガーブ川立ち
のき再びこじれる	〔琉新・朝〕	

7・20	 立ち退きは旧盆後に／ガーブ川水上店
舗／代表が副首席に陳情	〔琉新･夕〕	

7・2�	 市長室に〝水よこせ〟／那覇市の市民
の日当局もっぱら低姿勢	〔沖タ･朝〕	

7・2�	 盆市準備に活気づく／居座ったガーブ
川商店街	〔沖タ・朝〕	

7・23	 ｜社説｜ガーブ川早期着工に協力を促
す	〔沖タ・朝〕	

7・24	 強制立ちのき辞せず／ガーブ川改修苦
境の那覇市、	強い態度	〔琉新・朝〕	

8・�	 那覇市役所人事異動	〔琉新・朝〕		
8・3	 〝遊び場を整地して〟／那覇市長に９区

子ども会が陳情	〔琉新・夕〕	
8・5	 西銘体制動きだす／那覇市役所の大幅

な人事異動	〔琉新・朝〕	
8・6	 那覇のスラム街／ �20 世帯が危険な家

に／月５ドルの間借りが多い	〔沖
タ・朝〕	

8・8	 立退き補償で足ぶみ／那覇壺川線の排
水工事	〔沖タ・夕〕	

8・8	 けさ仮店工事を強行／新栄通りに市役
所職員２百人	〔沖タ・夕〕	

8・8	 那覇市が工事を強行／新栄通りの花屋
仮り店舗	〔琉新・夕〕	

8・9	 声／壺屋の悪道、	市の責任を問う	〔琉
新・朝〕	

8・�0	 �2 日から移転始める／ガーブ川改修、	
来月着工	〔琉新・夕〕	

8・�5	 大弦小弦	〔ガーブ川工事着工か〕	〔沖
タ・朝〕	

8・�5	 保育所設置訴える／教職員会婦人部の
要望／那覇市会委員会で検討	〔沖
タ・朝〕	

8・�8	 共闘またも足踏み／自民社会〝那覇市
長選方式〟を主張	〔琉新・朝〕	

8・20	 また立ちのき反対／ガーブ川工事／こ
んどは新天地市場の商人たち	〔沖
タ・朝〕	

8・20	 公有水面埋立法公布	〔沖タ・朝〕		
8・20	 耳の痛い那覇市当局／都計めぐり活発

な声	〔沖タ・朝〕	
8・20	 衛生業者に区割制／那覇市が近くきめ

る／市民の声をとりあげ／おわい屋
さんに公認の縄張り	〔沖タ・朝〕	

8・20	 店開きした仮設市場／ガーブ川水上店
舗取りこわし進む	〔琉新・朝〕	

8・22	 	「壺川の悪道」	市役所のお答え	〔琉
新・朝〕	

8・24	 地方報告／改正された自治法／どうな
る区長制度／ほとんどの村で存続か	
〔沖タ・朝〕	

8・26	 大弦小弦	〔公設市場改造計画〕	〔沖タ・
朝〕	
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8・27	 地下入りに反対／公設市場精肉、	鮮魚
組合が	〔沖タ・朝〕	

8・27	 水の流れをスピードアップ／那覇市水
道課配水管に排気弁つける	〔沖タ・・
朝〕	

8・27	 西銘市長が出席／全日本都市観光連絡
総会	〔琉新・朝〕	

8・27	 那覇市衛生課に一言	〔琉新・朝〕		
8・27	 悪臭放つ〝めおと岩〟／ちり捨て場に

なった〝川〟	〔琉新・朝〕	
8・27	 いよいよあす起工式／ガーブ川改修１

年余の工事	〔琉新・朝〕	
8・28	 大弦小弦	〔ガーブ川工事で立退〕	〔沖

タ・朝〕	
8・28	 福祉問題各面で討議／那覇市福祉大会

功労者 �0 人を表彰	〔琉新・夕〕	
9・�	 防水地域に指定／都市計画審議案／

ガーブ川水上店舗	〔琉新・朝〕	
9・2	 ガーブ川改修工事始まる	〔琉新・朝〕		
9・3	 那覇市会／〝接種問答〟で大荒れ／伝

染病予防法の立法要請	〔沖タ・朝〕	
9・6	 市会もお手上げ／鮮魚組合の補償訴え

に	〔沖タ・朝〕	
9・��	 真和志の給水を改良／那覇市に９月議

会23万ドルの起債案上程	〔沖タ･朝〕	
9・��	 那覇市職員チーム長崎へ／九州市役所

職員親善野球大会に出発	〔琉新･夕〕	
9・�3	 大弦小弦	〔那覇〝市民の日〟設ける〕		

〔沖タ・朝〕	
9・�6	 ｜社説｜水源開発に期待する	〔沖タ・

朝〕	
9・�6	 那覇市役所準決勝へ／九州市役所親善

野球	〔琉新・朝〕	
9・�7	 水道起債など 24 議案／ �9 日から定例

議会始まる	〔沖タ・朝〕	
9・�7	 国場川埋め立て地を競売／１万３千

坪、	１人に１筆を限度に	〔沖タ・朝〕	
9・�7	 議題は主に水道関係／ �9 日から那覇市

定例議会	〔琉新・朝〕	
9・�8	 情実選考に抗議／那覇市職労／職員採

用で市長追及	〔琉新・夕〕	
9・�9	 大弦小弦	〔那覇市の職員採用問題〕		

〔沖タ・朝〕	
9・�9	 29 件上程／市会開く	〔沖タ・夕〕		
9・2�	 援助費問題で決議／那覇市会／けさ緊

急動議	〔沖タ・夕〕	
9・22	 首都計画事業に支障／那覇市議会が復

活要求決議	〔琉新・朝〕	
9・23	 〝来年もがんばる〟／那覇市野球チーム

帰る	〔琉新・朝〕	
9・25	 話の卵／ガーブ川工事の安全作業	〔琉

新・夕〕	
9・26	 利用される	「市民の日」	／那覇市約 40

パーセントが解決	〔琉新・夕〕	
�0・�	 汚物処理計画足ふみ／那覇市／業者が

ソッポむく	〔沖タ・夕〕	
�0・3	 チリの山にお手上げ／那覇市／人手不

足で追いつけず	〔沖タ・夕〕	
�0・4	 〝一体どうしてくれる〟／不満訴える

ガーブ川商店街組合／腰をすえた立
ち売り／仮市場は客足さっぱり	〔沖
タ・夕〕	

�0・6	 大弦小弦	〔ガーブ川工事で移転した仮
市場〕	〔沖タ・朝〕	

�0・7	 那覇の都心に高架道路／与儀から１号
線へ／ガーブ川水上店舗の３階を利
用	〔琉新・朝〕	

�0・7	 話の卵／都市計画と高架道路	〔琉新・
夕〕	

�0・8	 ふえる旧道復活陳情／那覇戦後の混乱
尾をひく	〔沖タ・夕〕	

�0・�0	 ガーブ川工事足ぶみ／家屋にひっかか
る立ちのき補償の遅れ	〔沖タ・夕〕	

�0・20	 壺屋中の敷地確約／西銘那覇市長が答
える	〔琉新・朝〕	

�0・26	 ガーブ川、	またも事故／シートパイル
一部まがり市場傾く	〔琉新・夕〕	

�0・27	 久場川町の敷地購入きめる／那覇市会
経民委	〔沖タ・夕〕	

�0・27	 那覇市議会 29 日招集／公営住宅敷地の
契約審議	〔琉新・夕〕	

�0・28	 適正な借地料制定へ／那覇市あすから
実態調査	〔琉新・朝〕	

�0・3�	 公営住宅スタート／さっそく地ならし
／那覇市水道完備で �08 世帯収容	
〔沖タ・朝〕	

��・2	 市長室に座りこむ／那覇市の年末闘争
初っぱなから荒れる	〔沖タ・朝〕	

��・6	 通学道路など新設／那覇市建設部で工
事入札	〔琉新・朝〕	

��・8	 二重登録が４百人も／那覇市選管委／
有権者名簿の調整急ぐ	〔琉新・朝〕	

��・8	 都計の〝コブ〟になった刑務所／学校
と隣りあわせ／大きすぎてタメ息だ
け	〔沖タ・タ〕	

��・9	 事故防止申し合わせ／ガーブ川工事で
六者会談	〔琉新・朝〕	

��・�0	 ｜社説｜進まぬ首都の公園計画	〔沖
タ・朝〕	

��・�6	 市長の回答のびる／那覇市の年末闘争	
〔沖タ・朝〕	

��・�7	 五つの道路舗装／都市計画審議会／那
覇市案を答申	〔沖タ・朝〕	

��・�7	 宙に浮く旧道管理／主管課も決まらず
／検討迫られる道路行政	〔沖タ･朝〕	

��・�9	 墓地立ちのきモメる／公営住宅補償で
市と押し問答	〔沖タ・夕〕	

��・�9	 〝墓は移転しない〟／墓地所有主那覇市
長との交渉カベへ	〔琉新・夕〕	

��・2�	 那覇区教委／支払いに四苦八苦／那覇
市所有の学校用地代	〔沖タ・朝〕	

��・26	 �6 割プラス 27 ドル／那覇市役所の年
末闘争／市は金がないの一点ばり	
〔沖タ・朝〕	
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��・28	 墓地移転、	カベに／地主が那覇市長に
反対陳情	〔琉新・夕〕	

��・29	 坪当り 36 ドル高値／国場川埋め立て地
の競売	〔沖タ・朝〕	

��・29	 墓主 43 人が移転承諾／公営住宅用地補
償要求組は説得へ	〔沖タ・朝〕	

��・30	 お茶、	煙草いけません／那覇市／議会
規則あらためる	〔沖タ・朝〕	

�2・7	 市会へ適正補償を陳情／公営住宅用地
の墓主たち	〔沖タ・朝〕	

�2・�0	 那覇市	「市民の日」	の成果／水道 64％
執行ずみ／１日平均 �� 件土木関係
の陳情が多い	〔琉新・朝〕	

�2・�2	 �5 割プラス５ドルで／那覇市役所の
ボーナス妥結	〔沖タ・夕〕	

�2・�3	 きょう那覇市会招集／公園地変更など
で波乱か	〔琉新・朝〕	

�2・�4	 市立高校設立など質問／那覇市定例議
会の２日目	〔琉新・夕〕	

�2・�5	 	「基地補償」	で激論／那覇市議会の一
般質問	〔琉新・朝〕	

�2・�5	 消防関係３案を可決／那覇市議会	〔琉
新・夕〕	

�2・�6	 ゴミよけにタール舗装／那覇市岐阜か
ら専門家招く	〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 資金難がブレーキに／那覇市の都計事
業／政府、	首都建設委の強化を／財
政の裏づけを明確に	〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 議会こばなし／議員さんは一番槍がお
好き	〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 定例市議会一般質問から／目だつ議員
の無断退場	〔沖タ・朝〕	

�2・24	 継続審議に決まる／那覇市議会経済民
生委墓地補償に努力	〔琉新・朝〕	

�2・24	 この一年	（�0）	ガーブ川／すったもん
だの未着工／姿消した戦後の市場	

〔琉新・朝〕	
�2・26	 議員定数を 44 人に／那覇市議会が要請

決議	〔琉新・朝〕	
�2・27	 安謝の水源地開発へ／那覇市議会、	29

議案可決	〔琉新・朝〕	
�2・28	 来年３月ごろ着工／公営住宅／那覇市

の受け入れ遅れ	〔琉新・朝〕	
�2・30	 声／那覇市土木課に物申す	〔琉新･朝〕	
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�・4	 第 22 回臨時議会開く／会期５日間と決
まる／与野党の激突は必至	〔琉新・
朝〕	

�・5	 雑居する〝あの世〟と〝この世〟／無
届け墓地ふえる／都市づくりにブ
レーキ	〔沖タ・朝〕	

�・6	 大弦小弦	〔那覇市の都市計画〕	〔沖タ・
朝〕	

�・7	 ハナつまみの国際都市／都心にチリの
山／〝汚名返上〟いつのことやら	

〔沖タ・朝〕	
�・7	 アンテナ	〔那覇市新年名刺交換〕	〔沖

タ・朝〕	
�・8	 奥武山競技場／スタンド工事始まる／

７月未完成１万人収容の２階建て	
〔沖タ・朝〕	

�・9	 都計をきく／那覇市の一日婦人議員	
〔沖タ・朝〕	

�・9	 お母さんの一日議員／那覇市長に／都
計問題など聞く	〔琉新・朝〕	

�・�0	 公営住宅建設延びる／那覇市／墓の移
転はかどらず	〔沖タ・朝〕	

�・�0	 補償問題で再確認／ガーブ川工事の促
進協議	〔沖タ・朝〕	

�・��	 話の卵／那覇市政と主婦の声	〔琉新・
夕〕	

�・�2	 １周年迎えた西銘那覇市政／総合的な
都計策定／日米援助の拡大で	〔沖
タ・夕〕	

�・�3	 那覇市道路整備にピッチ／施行計画は
34 カ所／戦後最高の土木費を計上	
〔琉新・朝〕	

�・�3	 話の卵／〝戦後〟がいっぱいの那覇市	
〔琉新・夕〕	

�・�4	 〝悪道解消〟急ピッチ／壺川通りなど
続々舗装	〔沖タ・朝〕	

�・�6	 工事はばむ〝チリ捨て〟／ガーブ川改
修今月中に１工区終わる	〔琉新･朝〕	

�・�7	 那覇市の態度変わらず／公営住宅用地
の墓移転急ピッチで進める	〔琉新・
夕〕	

�・20	 もめ続ける墓地移転／那覇市、	公営住
宅用地／たたる根強い因習／市当局
〝違法だから補償せぬ〟	〔琉新･朝〕	

�・2�	 新年度の都計事業案まとまる／那覇市
／総事業費 420 万ドル／ 60％の補助
を政府に要請	〔沖タ・朝〕	

�・2�	 那覇市の一日議員になって／宮城文子	
〔沖タ・夕〕	

�・23	 マヒ状態のガーブ川工事／資材運搬ト
ラックも立ち往生／立ち売りに邪魔
され	〔沖タ・朝〕	

�・23	 お金は出来たが…／敷地の選定に悩む
／那覇市の保育所	〔沖タ・朝〕	

�・23	 ガーブ川にチリの山／那覇市衛生課管
理に悲鳴あげる	〔琉新・朝〕	

�・23	 立売り取締まるガーブ川	〔沖タ・夕〕		
�・23	 道路新設訴える	〔沖タ・夕〕		
�・24	 泊港に上屋倉庫を／沖貿協が要請	〔沖

タ・朝〕	
�・24	 大弦小弦	〔ガーブ川べりの立ち売り〕		

〔沖タ・朝〕	
�・28	 煙草消費税の移管／那覇市、	５問題を

政府に要望	〔沖タ・朝〕	
�・28	 むずかしい都市づくり／那覇市／人口

は 30 万人が限度／畑を食いつぶす
深刻な宅地問題	〔沖タ・朝〕	
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�・30	 商店街ビル設計なる／ガーブ川工事
進む／４ブロックに分け／第２街
区	（栄橋－千歳橋）	５月に完成予定	
〔沖タ・朝〕	

�・3�	 議事の円満な運営へ／那覇市議会議運
委を設置	〔琉新・朝〕	

2・�	 那覇市と体育姉妹都市に／前橋市が申
し入れ／高校男子排球チームに招待
状も	〔沖タ・朝〕	

2・�	 那覇市長らも一役／みどりの羽根募金
始まる	〔琉新・夕〕	

2・4	 消えゆく旧道に訴え／市の管理がまず
い／復旧要請が７件も	〔沖タ・朝〕	

2・4	 与儀・美栄橋に候補地／５階建て真和
志支所も収容／那覇市の新庁舎	〔沖
タ・朝〕	

2・4	 チリ処理にドラム缶を配って／栄町自
治会が要請	〔沖タ・朝〕	

2・6	 旧那覇都心に建築ブーム／月２百件も
建築確認／次第に大型化景気好転で
ふえる	〔沖タ・夕〕	

2・6	 那覇市会の定員増／内政委、	陳情説明
を聞く	〔沖タ・夕〕	

2・�8	 郊外に敷地確保／市有地を売って資金
案出／那覇市が本格的団地計画	〔沖
タ・朝〕	

2・�8	 〝ムダな抵抗はやめよ〟／高圧線架設で
市長にかけあう	〔沖タ・朝〕	

2・�9	 特例立法で処理／ガーブ川工事費新年
度繰り越し	〔沖タ・朝〕	

2・20	 ｜社説｜〝那覇都計〟の再検討を要請
する	〔沖タ・朝〕	

2・20	 大弦小弦	〔住宅難緩和のため市営団地
や民間アパートブーム〕	〔沖タ･朝〕	

2・2�	 うなぎのぼりの地価／那覇市内坪当た
り３千ドル／〝建築ブーム〟が影響
／積極的な土地造成が必要	〔沖タ・
朝〕	

2・2�	 ガーブ川工事で地盤沈下／床下、	道路
に割れ目／パイル引き抜きが影響	

〔琉新・夕〕	
2・22	 漫湖を水上遊覧地に／水上スキーなど

も計画	〔沖タ・夕〕	
2・22	 与那原町の那覇市合併／３年ぶりに表

面化／町議会近く本格的に検討	〔沖
タ・夕〕	

2・23	 ｜社説｜〝広域都計構想〟を盛り上げ
よ	〔沖タ・朝〕	

2・24	 〝アッベック闘争〟組む／那覇市職労の
春闘方針	〔沖タ・朝〕	

2・24	 明年度へ／ �0 万ドルを繰り越し／ガー
ブ川改修工事／政府、	特例立法案を
準備	〔琉新・朝〕	

2・25	 広域都市への動き活発／那覇市と隣接
市町村／旭橋－与那原 44 号線を中
心に構想／与那原、	南風原は合併に
積極的	〔沖タ・朝〕	

2・25	 次々に道路、	排水溝整備／那覇市あす
識名道路など入札	〔琉新・朝〕	

2・25	 崇元寺橋改修など／５日から市会	〔沖
タ・夕〕	

2・26	 ｜社説｜広域都市への構想について	
〔沖タ・朝〕	

2・26	 声／那覇市へお願い	〔琉新・朝〕		
3・�	 職場大会開く／那覇市職労	〔沖タ･夕〕		
3・2	 公聴／市長さん公平な政治をしいて	

〔沖タ・朝〕	
3・3	 公有地か私有地か所有権めぐりひと騒

動／追い出しくった墓主／〝墳墓発
掘罪だ〟裁判ざたに発展	〔沖タ･朝〕	

3・5	 ｜社説｜那覇市と愛市憲章…	〔沖タ・
朝〕	

3・8	 ほど遠い〝いこいの場〟／那覇市の公
園計画／荒れ果てる用地／金がなく
手がでない	〔沖タ・朝〕	

3・�0	 管理面をスムーズに／新しい公設市場
条例成案	〔沖タ・朝〕	

3・�5	 補償問題で荒れ模様／あすから那覇市
定例議会	〔沖タ・朝〕	

3・�6	 市長も〝現場の声〟聞く／補償問題で
堂々めぐり／久場川町公営住宅敷地	
〔沖タ・朝〕	

3・�6	 那覇市議会きょうから定例議会	〔琉
新・朝〕	

3・�6	 那覇市議会ひらく／国場君の輪死事件
も取り上げる	〔沖タ・夕〕	

3・�7	 市の予算 500 万ドル台へ／第 56 回定例
議会はじまる／墓地移転補償で荒れ
もよう／�0余万ドルを追加更正	〔沖
タ・朝〕	

3・�7	 塵・し尿処理の解決へ／市職労が清掃
改善闘争	〔沖タ・朝〕	

3・�7	 住宅建設に力こぶ／那覇市予算編成に
大わらわ	〔琉新・朝〕	

3・�9	 墓の補償問題に焦点／公営住宅敷地で
論議／那覇市定例議会	〔沖タ・朝〕	

3・�9	 都心の高圧線いよいよ撤去／電力公社
が発表／那覇の郊外通す／４月から
工事始める	〔沖タ・朝〕	

3・20	 高校急増対策で要望／那覇市が関係当
局に	〔沖タ・朝〕	

3・20	 大弦小弦	〔１号線の高圧線撤去〕	〔沖
タ・朝〕	

3・2�	 崇元寺橋を改築／那覇市会建設委／用
地買収を承認	〔琉新・朝〕	

3・23	 弁務官発言問題ひっさげ／市町村会同
議長会／大挙して政府、	 立法院へ	
〔沖タ・朝〕	

3・23	 補償陳情を不採択／那覇市議公住民委
／公営住宅用地の墓移転	〔琉新･夕〕	

3・26	 	「公営住宅」	で波乱か／きょう那覇市
議会本会議	〔琉新・朝〕	

3・26	 補正予算を可決／那覇市議会／市長の
ハワイ行き承認	〔沖タ・夕〕	
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3・27	 	「墓補償」	陳情を不採択／那覇市議会
３時間の激論のすえ	〔琉新・朝〕	

3・27	 西銘市長を告訴／久場川町の小作人／
農作物をひかれて	〔琉新・朝〕	

3・28	 ｜社説｜対立つづける公営住宅の補償
問題	〔沖タ・朝〕	

3・29	 自治体泣かせの〝対応費〟／負担、	法
で定めよ／那覇市議会が要請決議	

〔琉新・朝〕	
3・3�	 決着つかぬ区画整理／美栄橋地区／

〝都市づくり〟に支障／民政府の換
地承認遅れ	〔沖タ・朝〕	

3・3�	 西銘市長上京	〔琉新・朝〕		
4・2	 主張／那覇都計の進めかた	（上）	／大

城竜太郎	〔沖タ・夕〕	
4・3	 主張／那覇都計の進めかた	（下）	／大

城竜太郎	〔沖タ・夕〕	
4・3	 一律 �0 ドル賃上げ要求／全逓労３割年

休闘争に入いる	〔琉新・夕〕	
4・3	 市政の世論調査／那覇市企画部広報係

り	〔琉新・夕〕	
4・4	 つぎは久場川識名に／那覇市の公営住

宅計画	〔沖タ・朝〕	
4・5	 大弦小弦	〔70 年ぶりの異常干ばつ〕		

〔沖タ・朝〕	
4・7	 問題含みの区画整理／寄宮・壺川地区

／家屋新築ふえる一方／土地細分化
の反対陳情も	〔沖タ・朝〕	

4・7	 もたつく補償問題／首里の公営住宅工
事／双方強気	〔沖タ・朝〕	

4・7	 千世帯対象に／市政の世論調査	〔沖
タ・朝〕	

4・9	 〝人民党議員に旅券を〟／高良那覇市
議長ら／〝議会が責任持つ〟と陳情	

〔琉新・朝〕	
4・�2	 那覇の水道はピンチ／七つの節水心得

呼びかけ	〔琉新・朝〕	
4・�3	 進展せぬ交渉／那覇、	公営住宅地の補

償	〔沖タ・朝〕	
4・�3	 那覇市との合併を促進／与那原町議、	

本土視察から帰る	〔沖タ・朝〕	
4・�4	 �� 万７千ドルつかう／那覇市５か年間

の路面補修	〔沖タ・朝〕	
4・�4	 週２回定日配車を／塵介車に市民の要

望	〔沖タ・朝〕	
4・�5	 市議２人がおきざり／那覇市の視察団

パスポートおりず	〔沖タ・夕〕	
4・�8	 市民に節水呼びかけ／那覇市の水道も

ピンチ	〔琉新・夕〕	
4・20	 ２ドル 70 セントを回答／那覇市、	職労

の �8 ドル要求に	〔沖タ・朝〕	
4・20	 補償問題で依然対立／那覇市の公営住

宅立ちのき仮処分	〔沖タ・朝〕	
4・20	 当局側、	４％回答／大荒れの那覇市団

交	〔琉新・朝〕	
4・2�	 盛り上がる反対運動／ ? 陸地貸与でき

ず〟／施設申請に回答／若狭海水浴

場	〔沖タ・朝〕	
4・22	 ｜社説｜緊迫している水道事情	〔沖

タ・朝〕	
4・22	 那覇市公社の分水協定案検討	〔沖タ・

夕〕	
4・23	 市当局、	整地強行へ／久場川町事件／

きょう仮処分発効	〔琉新・朝〕	
4・25	 整地強行に大荒れ／那覇市久場川公営

住宅／当局職員につめよる	〔琉新・
夕〕	

4・26	 久場川町事件／きょう警官隊出動か／
墓主ら立法院に解決陳情	〔琉新･朝〕	

4・26	 数字を出して検討／団交…評価でくい
違い／市営住宅地補償問題	〔沖タ・
夕〕	

4・27	 また小ぜり合い／久場川町事件／墓の
補償で物別れ	〔琉新・朝〕	

5・�	 リボン闘争に入る／那覇市職労が	〔沖
タ・朝〕	

5・�	 近代的市場に／ガーブ川中央商店街起
工式	〔沖タ・夕〕	

5・2	 広告／要望書／首里久場川公営住宅
を、	一日も早く	〔沖タ・朝〕	

5・3	 警官監視のもとに／公営住宅敷地整地
作業はじめる	〔沖タ・朝〕	

5・3	 午後小ぜり合い／久場川町事件／墓を
こわし整地作業	〔琉新・朝〕	

5・3	 整地工事つづける／那覇市の公営住宅
地／警官隊の出動で	〔沖タ・夕〕	

5・3	 瀬長氏らを逮捕／那覇署／威力業務妨
害で／久場川町市営住宅	〔琉新･夕〕	

5・4	 警官隊、	ピケ隊を逮捕／瀬長氏ら �4 人
／激励演説中、	立法院議員らも／久
場川町事件	〔琉新・朝〕	

5・4	 順調に整地作業／市長との話し合い進
まず／久場川事件	〔琉新・朝〕	

5・5	 話し合い進む／久場川町事件／墓の補
償	〔琉新・朝〕	

5・7	 久場川町事件を支援／沖青協大会で決
める	〔琉新・朝〕	

5・8	 墓の評価を検討／公営住宅敷地で話し
あい	〔沖タ・朝〕	

5・8	 ６％支給回答／那覇市職労団交	〔沖
タ・朝〕	

5・�3	 漁船の科学装置に／那覇市が補助金を
交付	〔沖タ・朝〕	

5・�4	 墓の評価で激論／久場川町公営住宅問
題／市当局と期成会	〔沖タ・朝〕	

5・�4	 墓の査定額で平行線／久場川町公営住
宅事件／双方で要求額再検討	〔琉
新・朝〕	

5・�4	 工事は 80％完成／久場川町公営住宅敷
地／墓もとりこわす	〔沖タ・夕〕	

5・�7	 首里バスから切りくずしへ／西銘市長
に協力要請／政府争議打開に積極的	
〔琉新・朝〕	

5・�8	 墓の評価に違い／ ?当事者以外の話に
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	 　応ぜず〟市長がつっぱねる	〔沖タ・
朝〕	

5・�8	 高姿勢の西銘市長／久場川町墓地撤去
／最終回答で物別れ	〔琉新・朝〕	

5・�9	 大都市へ躍動つづく／ 42 年目迎えた那
覇市／あす市制施行記念日	〔沖タ・
朝〕	

5・20	 市民の協力が必要／那覇市長／市制 42
周年でメッセージ	〔琉新・夕〕	

5・2�	 話の卵／那覇市政への住民の関心	〔琉
新・夕〕	

5・22	 市当局、	期成会との話し合い断る／久
場川町公営住宅問題	〔沖タ・朝〕	

5・23	 生活の窮状訴える／失対事業就労者／
西銘市長に賃上げ要求	〔琉新・夕〕	

5・26	 市政世論調査まとまる／利用少ない市
民相談／市政は新聞を通して知る	

〔沖タ・朝〕	
5・26	 敷地の開放訴える／住宅公社財産公売

地主代表が要請	〔沖タ・朝〕	
5・28	 墓移転補償話し合い物別れ／久場川事

件	〔琉新・朝〕	
5・29	 公営住宅いよいよ着工へ／まず久場

川、	識名に／建設局３か年計画を立
案	〔沖タ・朝〕	

6・�	 きょうから那覇市議会	〔琉新・朝〕		
6・�	 泊一帯に給水第一号／ ? 救援の水〟那

覇市へ割当て	〔沖タ・夕〕	
6・�	 町づくり体制確立へ／那覇市定例議会

開会／市長が施政方針演説	〔琉新・
夕〕	

6・2	 今晩の話題／那覇市の水道政策	〔沖
タ・夕〕	

6・3	 土地の返還を要求／住宅公社関係地主
那覇地区地主会を結成	〔沖タ・朝〕	

6・3	 干害対策で緊急質問／那覇市議会、	一
般質問始まる	〔琉新・夕〕	

6・4	 西銘市長、	７日はハワイへ／全米市長
会議に招かれて	〔琉新・朝〕	

6・4	 都計などで追及／那覇市会	〔沖タ･夕〕		
6・5	 公聴／治水のできる市長を／那覇市長

へおねがい	〔沖タ・朝〕	
6・5	 名瀬市からも �50 トン／那覇市会〝友

情の水〟感謝決議	〔沖タ・朝〕	
6・5	 三役の 50 ドルアップ等／那覇市会／委

員会で検討へ	〔沖タ・夕〕	
6・6	 市庁舎建設へ／那覇市条例改正	〔琉

新・朝〕	
6・6	 カミング少佐に感謝状／西銘那覇市長

が	〔沖タ・夕〕	
6・8	 那覇市に贈呈／鹿児島貿易協会からの

救援水	〔沖タ・朝〕	
6・8	 西銘市長ハワイへ／全米市長会／オブ

ザーバーで出席	〔琉新・朝〕	
6・9	 児童の作品や手芸品／西銘市長／ハワ

イとの交換計画	〔沖タ・朝〕	
6・�2	 西銘市長、	ケ大統領と会見／全米市長

会／沖縄に関心示す	〔琉新・朝〕	
6・�4	 ｜社説｜道路工事に公衆への／モノ言

いつく那覇市の埋立地処分	〔沖タ・
朝〕	

6・�5	 公聴／親切がほしい／旭町埋立地処分
への配慮	〔沖タ・朝〕	

6・�5	 日程 26 日まで延長／那覇市会／７件の
議案追加で	〔沖タ・朝〕	

6・�5	 ケ大統領、	ハワイで人種問題演説／全
米市長会に西銘市長も出席	〔沖タ・
朝〕	

6・�6	 漁民住宅地へ割当を／安謝の埋立地／
那覇地区漁協が陳情	〔沖タ・朝〕	

6・�6	 これからも親密に／西銘市長コリンズ
大将訪問	〔琉新・夕〕	

6・�9	 沖縄みやげに漆器、	人形／ホノルル市
長へ西銘市長が贈る	〔沖タ・朝〕	

6・20	 当局案は警本横／那覇市新庁舎市会で
審議	〔沖タ・夕〕	

6・20	 話の卵／那覇市庁舎は都心に	〔琉新・
夕〕	

6・20	 第一候補地に下泉町／那覇市議会特別
委／庁舎新築を審議	〔琉新・夕〕	

6・2�	 公債発行で論議／那覇市会特別委／市
庁舎の建設費に	〔沖タ・夕〕	

6・2�	 工事再開を／ガーブ川改修工事／水上
店舗組合が陳情	〔琉新・夕〕	

6・2�	 庁舎新建築に公債発行／那覇市議会特
別委	〔琉新・夕〕	

6・22	 マイクロの先島延長／高良那覇市議長
徳安長官へ要請	〔沖タ・朝〕	

6・22	 敷地下泉町に決まる／那覇市役所庁舎
建築／特別委員会が議決	〔琉新･朝〕	

6・24	 鹿児島商議所から友情の水／けさ波之
上丸でつく	〔沖タ・夕〕	

6・25	 那覇市に 46 万ドル融資／水道公営住宅
建設に／年利４分、	20 年の長期	〔沖
タ・朝〕	

6・25	 分水協定でもめる／那覇市会、	三役増
俸を承認	〔琉新・朝〕	

6・26	 ｜社説｜分水協定をめぐる問題	〔沖
タ・朝〕	

6・26	 所得税法早期改正を／那覇市会／全会
一致で要請決議	〔琉新・朝〕	

6・27	 下水道計画を指導／岩井博士、	那覇市
の招きで来島	〔沖タ・朝〕	

7・�	 店舗建築中止の解除／ガーブ川商店代
表けさ政府へ陳情	〔沖タ・夕〕	

7・�	 隔日給水で上がる料金／那覇市水道課
に苦情が殺到	〔琉新・夕〕	

7・3	 民政府折衝足ぶみ／ガーブ川商店街建
設工事担当官の休暇で	〔沖タ・朝〕	

7・3	 大弦小弦	〔ガーブ川水上店舗工事〕		
〔沖タ・朝〕	

7・4	 民政府了解をしぶる／ガーブ川水上店
舗の工事再開	〔沖タ・朝〕	

7・4	 知らされてない干害／高良那覇市議長
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	 　ら全国議長会から帰る	〔沖タ・朝〕	
7・5	 予定通り営業開始／ガーブ川商店街組

合／役員会で決める	〔沖タ・朝〕	
7・5	 〝これ以上待てない〟／ガーブ川商店街

組合／府に工事再開を要請	〔沖タ・
朝〕	

7・5	 ついに川沿いで営業／ガーブ川商店街
組合／工事中止に怒る	〔沖タ・夕〕	

7・6	 ｜社説｜店舗工事めぐる組合員の反発	
〔沖タ・朝〕	

7・9	 いぜん回答なし／ガーブ川水上店舗の
工事再開	〔沖タ・朝〕	

7・��	 宜野湾と取水協定／那覇市／伊差川か
ら水をひく	〔沖タ・朝〕	

7・�4	 共同冷蔵庫の設置／泊－安謝間の埋立
地／鮮魚仲買人組合が陳情	〔沖タ・
朝〕	

7・�4	 〝竜潭の貯水池化〟など／あなたのアイ
デア買います／論文公聴 �� 件が応
募	〔沖タ・朝〕	

7・�4	 ひょっくり〝友情の水〟／那覇市〝痛
しかゆし〟の表情	〔沖タ・夕〕	

7・�7	 １等はむつみ橋通り／那覇市の土地等
級きまる	〔沖タ・夕〕	

7・20	 〝ガーブ川の汚物処理して〟／大平通り
会が市長に陳情	〔琉新・朝〕	

7・23	 ２日おき給水、	29 日から実施／竜潭か
らも水をとる／船舶の受水禁止呼び
かけ	〔沖タ・夕〕	

7・24	 ひっ迫する那覇市の水道／玉城水道部
長にきく／〝本土へ救援頼みたい〟
／竜潭、	 漫湖の水は飲めない	〔沖
タ・夕〕	

7・25	 ｜社説｜最悪自態の水事情	〔沖タ･朝〕		
7・30	 市民の悩みをよそに／流会寸前の那覇

市臨時議会／〝水対策〟にそっぽ向
く	〔沖タ・朝〕	

8・�	 問題化する建物／ガーブ川工事／１件
取り残される	〔沖タ・朝〕	

8・2	 土地収用法を発動か／建運局が検討／
調整難の安村氏に／ガーブ川改修	

〔沖タ・朝〕	
8・3	 土地収用法発動せず／ガーブ川改修工

事／建運局、	 市の説得を期待	〔沖
タ・朝〕	

8・4	 大弦小弦	〔ガーブ川水上店舗建築工
事〕	〔沖タ・朝〕	

8・9	 ｜社説｜もたつく水上店舗の建築問題	
〔沖タ・朝〕	

8・�0	 早く区画整理を／那覇市の都市づくり
／下平氏が指摘	〔沖タ・朝〕	

8・�0	 那覇市役所ボーナス支給／官公庁の
トップを切って	〔琉新・朝〕	

8・��	 那覇市の道路／本格的にタール舗装／
�5 日から着工／５ヵ年で完成の予定	

〔沖タ・朝〕	
8・��	 下水の基本構想成る／那覇市／ 75 年

完工予定／係官をきょう本土に派遣	
〔琉新・朝〕	

8・�6	 那覇市役所庁に研修生／糸満町がこと
しも派遣	〔琉新・朝〕	

8・�9	 ｜社説｜ガーブ川工事再開に努めよ	
〔沖タ・朝〕	

8・�9	 広告／ガーブ川改修工事立ち退き／反
対に対する疑問に答える／ガーブ川
改修工事関係地主、	安村善太郎	〔沖
タ・朝〕	

8・22	 土地収用法の発動／ガーブ川工事／那
覇市、	主席に再要請	〔沖タ・朝〕	

8・25	 ｜社説｜市民に対する行政の親切とい
うこと	〔沖タ・朝〕	

8・25	 もたつく国県有地承認／都計事業のガ
ン／借地料の二重払いも	〔沖タ･朝〕	

8・25	 悩まされる煙と悪臭／寄宮の製菓工場
付近住民が訴え	〔沖タ・朝〕	

8・27	 ｜社説｜〝ガーブ川特別委〟にのぞむ	
〔沖タ・朝〕	

8・27	 広告／ガーブ川水上店舗問題について
／キャラウエイ高等弁務官へ訴える
／ガーブ川改修工事関係地主／安村
善太郎	〔沖タ・朝〕	

8・28	 広告／ガーブ川商店街店舗工事／早期
再開を訴える／ガーブ川商店街組合
連絡協議会	〔沖タ・朝〕	

8・29	 マキューン民政官と会見／ガーブ川対
策特別委／〝周域都計〟で再検討／
工事の再開、	回答さける	〔沖タ･朝〕	

8・29	 記者のメモ／煙にまかれたガーブ川特
別委	〔沖タ・朝〕	

8・29	 都市美観を重点に／店舗はスーパー
マーケット式に	〔沖タ・朝〕	

8・30	 ｜社説｜土地収用法の発動をどう見る
か	〔沖タ・朝〕	

8・30	 大弦小弦	〔ガーブ川の水上店舗建築問
題〕	〔沖タ・朝〕	

8・3�	 記者のメモ／足ぶみ状態のガーブ川問
題	〔沖タ・朝〕	

8・3�	 話の卵／那覇のスラム街解消計画	〔琉
新・夕〕	

9・�	 ガーブ川に〝黒い渦〟／〝民政府は約
束破った〟／犠牲大きい商店街組合	
〔沖タ・朝〕	

9・3	 市民のアイデア募集／那覇市／町づく
り体制の強化案	〔琉新・朝〕	

9・3	 ガーブ川工事再開／条件づきで許可／
排水工事完工後に	〔沖タ・夕〕	

9・4	 ガーブ川水上店舗条件づきで許可／ま
ず工事遅延回復／総合的治水計画も	
〔沖タ・朝〕	

9・4	 ｜社説｜ガーブ川店舗工事の条件づき
再開	〔沖タ・朝〕	

9・4	 工期内完成が焦点／円満な立ちのきが
カギ	〔沖タ・朝〕	

9・4	 工事再開に喜びと怒りの声／ガーブ川

1963 年	（昭和 38 年）	
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	 　水上店舗／こんどは正月が心配／な
ぜ今ごろとげせない表情／あすから
でも着工を	〔沖タ・朝〕	

9・5	 改修工事とは別に／ガーブ川特別委早
めに工事再開を	〔沖タ・夕〕	

9・7	 大弦小弦	〔ガーブ川工事は条件つきで
再着工〕	〔沖タ・朝〕	

9・�7	 〝工事、	遅れていない〟／ガーブ川商店
街組合が再開要請	〔沖タ・夕〕	

9・2�	 建築資金の融資／ガーブ川水上店舗組
合員、	特別委に要請	〔沖タ・夕〕	

9・2�	 借地権を認めて／岡野区民／西銘市長
に訴える	〔沖タ・夕〕	

9・2�	 〝９月市会〟はじまる／那覇／ �0 日間
の日程きめる	〔沖タ・夕〕	

9・22	 時の問題／ガーブ川水上店舗建築資金
案出に悩む／損失補償も今後の課題	

〔沖タ・朝〕	
9・22	 大弦小弦	〔ガーブ川工事再開〕	〔沖タ・

朝〕	
9・23	 不法建築には補償せず／那覇市スラム

街／議会が問題を重視／対象者は５
万人以上	〔琉新・朝〕	

9・23	 スラム街改造に質疑／那覇市会／物件
補償など追及	〔沖タ・夕〕	

9・26	 やっと話し合いつく／ひめゆり橋通り
の排水工事／責任のなすり合いで／
２カ月も放ったらかし	〔沖タ・夕〕	

9・28	 大弦小弦	〔スラム街解消モデル地域〕		
〔沖タ・朝〕	

9・28	 モデル用地取得で審議／那覇市議会建
設委／助役、	建設部長招き	〔沖タ・
朝〕	

9・28	 なっとくいく補償を／スラム街解消／
樋川の居住者が訴え	〔沖タ・夕〕	

9・29	 スラム街解消の土地取得／受益者分坦
金の形で提供／協力得られない個所
は建築禁止で	〔沖タ・朝〕	

9・29	 問題かもす川のつく場所／ガーブ川に
久場川／こんどは樋川がスラム街で
焦点に	〔沖タ・朝〕	

9・30	 大弦小弦	〔スラム街解消補償問題〕		
〔沖タ・朝〕	

�0・�	 54 議案原案通り可決／那覇市議会／野
党の反対押し切る	〔琉新・朝〕	

�0・5	 ハダシで右往左往／洗面器でリレー消
火も	〔沖タ・夕〕	

�0・6	 焦点にたつ不良住宅街解消／計画とそ
の問題点／多数が計画を支持／生活
面シワ寄せで反対も	〔沖タ・朝〕	

�0・6	 被害５万ドルにのぼる／樋川の火事／
全焼 25、	半焼９むね	〔沖タ・朝〕	

�0・6	 焼け跡にぼう然／那覇市開南スラム街
／被災者 �77 人／運動会ひかえ暗い
表情	〔琉新・朝〕	

�0・6	 焼跡へ仮住宅／被災者へ各面から救援	
〔沖タ・夕〕	

�0・6	 広告／樋川火事被災者／救援金募集／
沖縄タイムス社・琉球放送	〔沖タ・
夕〕	

�0・6	 仮住宅建設認めない／那覇市が協議	
〔沖タ・夕〕	

�0・6	 仮小屋も立てさせず／那覇市が決定／
開南のスラム焼け跡	〔琉新・夕〕	

�0・7	 公聴／不良住宅街改造について	〔沖
タ・朝〕	

�0・7	 困窮者は施設へ／樋川の火事被災者の
調査はじまる	〔沖タ・朝〕	

�0・8	 松など８万本植え付け／那覇市をみど
りでいっぱいに	〔沖タ・夕〕	

�0・�6	 那覇市／排水建設おくれる／民政府の
基本計画待ち	〔沖タ・夕〕	

�0・26	 土地収用法の発動へ／ガーブ川／安村
氏、	協議書拒否	〔沖タ・朝〕	

�0・28	 安謝の埋めたて、	今月中で完成／早く
も申込み殺到／市が入札、	契約など
検討	〔沖タ・朝〕	

�0・28	 配水タンク設置に反対／国場、	上間の
地主が陳情	〔沖タ・朝〕	

�0・30	 埋め立て地を拡張／那覇市安謝／政府
認可おりしだい／工業港の新設も計
画	〔琉新・朝〕	

��・�	 首里、	小禄に公営住宅／那覇市 65 年度
に建設計画	〔沖タ・朝〕	

��・�	 那覇市に技術援助／姉妹都市／ホノル
ル市長が言明	〔琉新・朝〕	

��・2	 年末一時金の増額など要求／那覇市職
労、	市長と団交	〔沖タ・朝〕	

��・3	 モデル地区設け推進／那覇市新垣助役
不良住宅解消で語る	〔沖タ・朝〕	

��・6	 全国議長会／視察団が来沖	〔琉新・夕〕		
��・9	 那覇市の移動相談／道路整備など／小

禄で自治会長らが訴え	〔沖タ・朝〕	
��・9	 声／市会議員におたずねしたい	〔琉

新・朝〕	
��・9	 市民憲章案まとまる／那覇市〝明るく

住みよい町に〟	〔琉新・朝〕	
��・9	 ７件の陳情でる／那覇市小禄／移動市

民相談に	〔琉新・朝〕	
��・�4	 声／水道工事費についてお答え	〔琉

新・朝〕	
��・�4	 バス路線変更／那覇市がモノ言い／考

慮されてない都計／中の橋使用に反
対泊にもう一つの橋を	〔沖タ・夕〕	

��・�5	 市の改築計画に協力／那覇市場／周辺
の不良住宅	〔沖タ・朝〕	

��・�7	 市外バス路線の変更／那覇市の計画案
をみる／〝都計上〟を主眼に／路線
すでに許容量に達す	〔沖タ・朝〕	

��・�7	 那覇市の補助事業	（上）	／新幹線で交
通円滑化／河川改修美化はかり浸水
防ぐ	〔沖タ・朝〕	

��・�7	 共同市場の建設へ／那覇市場／スラム
街の解消に	〔沖タ・朝〕	

�963 年	（昭和 38 年）	
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��・�8	 今後の事業計画きく／不良住宅街解消
都市建設促進協議会	〔沖タ・夕〕	

��・�8	 設計図製作など要望／那覇市場周辺の
地主、	借地人が	〔琉新・夕〕	

��・�9	 話の卵／スラム街と市民の協力	〔琉
新・夕〕	

��・27	 基礎設計を完成／那覇市役所の新庁舎	
〔琉新・朝〕	

��・27	 今晩の話題／〝市民憲章〟の制定	〔沖
タ・夕〕	

��・28	 明るい都市作りの手引き／那覇市市民
憲章／きょう具体的に検討／市民の
公徳心を高揚	〔琉新・朝〕	

��・29	 〝市民憲章〟を制定／那覇市／明るく住
みよい町に／元日宣言を目標に推進	

〔沖タ・朝〕	
��・29	 水タンク設置に反対／国場などの地主

が那覇市におしかけ	〔沖タ・夕〕	
��・29	 軍用地接収に反対／西銘市長、	申し入

れ拒否／那覇南部６カ部落	〔琉新・
夕〕	

��・30	 ｜社説｜那覇市の市民憲章をめぐって	
〔沖タ・朝〕	

��・30	 那覇市、	団交もの別れ	〔沖タ・夕〕		
�2・�	 那覇市の補助事業	（下）	／急を要す焼

却炉建設／１日に〝ごみ〟�80 トン
排出	〔沖タ・朝〕	

�2・�	 移転補償の基準／予想以上にすすむ／
不良住宅街の改造	〔沖タ・朝〕	

�2・�	 どうするこの動脈硬化／那覇市の交通
／〝急がば歩け〟の状態 (国際通り )
／開南通り／救急車も通れない	〔琉
新・朝〕	

�2・4	 �0 日までに強制撤去／ガーブ川工事の
土地収用安村氏は提訴へ	〔沖タ･朝〕	

�2・6	 けさから年休闘争へ／市職労／深夜団
交も難航	〔沖タ・朝〕	

�2・8	 〝名誉市民制〟設ける／今議会に提出／
たたえる栄誉と功績	〔沖タ・朝〕	

�2・�0	 小禄に敷地を変更／ 64 年度那覇市の公
営住宅	〔沖タ・朝〕	

�2・�0	 結論また持ちこし／那覇市職労の団交
もむ	〔沖タ・朝〕	

�2・�0	 �8 割プラス／５ドルで妥結へ／那覇
市、	１割は来年回し	〔沖タ・夕〕	

�2・�0	 那覇市職、	スト権確立	〔琉新・夕〕		
�2・��	 都計との調整まだ／那覇市建設委／バ

ス路線変更を協議	〔沖タ・夕〕	
�2・�3	 記者のメモ／〝市民憲章〟制定にモノ

いい	〔沖タ・朝〕	
�2・�3	 〝市民憲章〟を承認／新春早々に市長が

宣言／那覇市会	〔沖タ・朝〕	
�2・�8	 大那覇市の建設へ／〝合併研究会〟設

け促進	〔沖タ・朝〕	
�2・�9	 名誉市民条例など可決／那覇市会	〔沖

タ・夕〕	
�2・20	 政府案を否決／バス路線変更／那覇市

議会／交通対策協を設置	〔琉新･朝〕	
�2・25	 総合的に港湾を整備／那覇市の計画な

る／泊、	 安謝間を埋め立て／費用
550 万、	５年がかりで	〔沖タ・朝〕	

�2・25	 78 軒に立ちのき命令／那覇市／波上周
辺の不法建築	〔琉新・夕〕	

�2・26	 ｜社説｜那覇市の雄大な埋め立て築港
計画	〔沖タ・朝〕	

�2・26	 ついに 25 万人を突破／那覇市の人口／
人口密度で全国４位／推計より２年
も早い	〔沖タ・朝〕	

�2・26	 95 件に立退き命令／来年早々／旭が丘
周辺の違反建物	〔沖タ・朝〕	

	 　　�964 年	（昭和 39 年）			

�・�	 きょう制定を宣言／那覇市市民憲章／
名刺交換会の席上で	〔琉新・朝〕	

�・3	 	「市民憲章」	制定を宣言／那覇市長が
名刺交換会で	〔琉新・朝〕	

�・7	 ｜社説｜不法建物の撤去について	〔沖
タ・朝〕	

�・�5	 住宅ブーム郊外へ／つぎつぎに宅地造
成／地価もうなぎのぼり／那覇市	
〔琉新・夕〕	

�・�6	 最高は４万１千ドル／那覇市の 64 年度
軍用地料	〔琉新・夕〕	

�・�8	 市民憲章／みんなの問題です	（�3)	
〔琉新・朝〕	

�・22	 大正の消防団員表彰／那覇市が神戸の
明珍さんを	〔琉新・朝〕	

�・22	 22 件の異議申し立て／那覇市の土地等
級設定に	〔沖タ・夕〕	

�・27	 近く那覇市で〝一日市長〟／市政の実
情を知ってもらう	〔琉新・夕〕	

2・�	 市外バスの路線変わる／国際、	開南通
りから姿消す／停留所は４カ所に／
市内乗り入れ券発行	〔沖タ・朝〕	

2・4	 どっちが悪い暗キョ騒動／水道工事め
ぐり対立／つまって、	あふれる／近
く又吉道路を掘って調査／建運局と
那覇市	〔琉新・朝〕	

2・4	 きたない川に苦情／那覇／当局、	検討
に乗り出す	〔琉新・夕〕	

2・7	 〝市民憲章〟の実践へ／那覇市／推進協
議会作り	〔沖タ・朝〕	

2・7	 路線変更に反対陳情／市外バス、	那覇
市通り会	〔沖タ・夕〕	

2・�4	 スローモーな役所仕事の見本／３年が
かりの回答／建運局／那覇市	「バス
路線変更」	の文書	〔沖タ・朝〕	

2・�2	 市職員が名札／那覇市役所、	来月から	
〔琉新・朝〕	

2・�8	 声／講和前補償費の未払い	〔琉新･朝〕		
2・�8	 きょう市町村合併などで懇談会／那覇

市議会	〔琉新・朝〕	
2・�9	 声／那覇市役所からお答え	〔琉新･朝〕	
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2・22	 26 日に設立総会／那覇市民憲章の推進
協議会	〔琉新・夕〕	

2・26	 開南と神里原を結ぶ／那覇市〝都市道
路〟を建設	〔沖タ・朝〕	

2・27	 市民憲章を推し進めよう／住みよい町
づくり／那覇市で協議会が発足	〔琉
新・朝〕	

3・�	 敬老年金制度の制定／那覇市老人クラ
ブが陳情	〔沖タ・朝〕	

3・�	 政府委譲に関する意見書／那覇市長西
銘順治／市町村財政に自律を／弾力
性に欠ける自主財源	〔沖タ・朝〕	

3・3	 新庁舎５月に着工／那覇市が債権を募
集	〔琉新・夕〕	

3・�0	 ３年計画で完成へ／泊－安謝間の大港
湾建設	〔沖タ・朝〕	

3・��	 那覇商港の移管を／西銘市長近く政府
へ意見書	〔沖タ・朝〕	

3・��	 〝市民憲章〟を記念／那覇署前に時計塔	
〔沖タ・朝〕	

3・�4	 那覇市の名誉市民称号／当間重剛氏、	
キャラウエイ弁務官へ	〔沖タ・朝〕	

3・�4	 定時開会できず／那覇市／ "市民憲章〟
宣言、	初の議会	〔沖タ・夕〕	

3・�4	 那覇市議会始まる／当局提案理由の説
明	〔琉新・夕〕	

3・�5	 大弦小弦	〔名誉市民称号〕	〔沖タ･朝〕		
3・�7	 当間氏とキャラウエー弁務官／那覇市

議会／名誉市民第一号決める	〔琉
新・朝〕	

3・�9	 みんなの社会科／那覇市の町づくり	
〔沖タ・朝〕	

3・20	 読者から／名誉市民について／那覇市
長に問う	〔沖タ・朝〕	

3・20	 読者から／不名誉市民と名誉市民選任	
〔沖タ・朝〕	

3・2�	 手術されるつまった川／１号線に暗
きょ通す／那覇市が民政府に折衝	

〔琉新・夕〕	
3・22	 那覇商港の管理委譲／那覇市長西銘順

治／バースの合理的利用／現在…連
係なくバラバラに運営／港湾独自の
政策樹立も	〔沖タ・朝〕	

3・22	 アダムス大佐へ名誉称号／教育団体が
訴え	〔沖タ・朝〕	

3・22	 弁務官への〝名誉市民称号〟／那覇市
職労が反対決議	〔沖タ・朝〕	

3・23	 ６件可決／那覇市議会	〔沖タ・夕〕		
3・24	 市会が低賃金訴う／総務委に付託決ま

る	〔琉新・朝〕	
3・3�	 声／市役所の戸籍課へ一言	〔琉新･朝〕		
4・�	 なっていない那覇市の衛生管理／市が

調査結果を発表／川空屋敷がゴミ捨
て場に／密集地帯に畜舎／清掃週間
資料もとに重点的に実施	〔沖タ･夕〕	

4・3	 ｜社説｜川のゴミは市民一人一人の恥	
〔沖タ・朝〕	

4・5	 真嘉比･古島の区画整理／新年度から、	
総工費 �30 万ドル／７カ年計画で／
広がる〝市街〟に備え	〔沖タ・朝〕	

4・9	 町を美しくする運動／那覇市民憲章／
65 年度の重点目標	〔琉新・朝〕	

4・��	 来月 �� 日から着工／那覇市の新庁舎債
券発行を承認	〔沖タ・朝〕	

4・�5	 那覇市の下水道工事に待った／全額コ
ザ市へ交付／民政府資金援助の削減
で半分に	〔沖タ・朝〕	

4・�6	 臨時議会で復帰決議／那覇市議会が方
針決める	〔沖タ・朝〕	

4・�6	 那覇市会でも復帰決議／議員協議会／
臨時議会を要求	〔琉新・朝〕	

4・22	 清掃状況を視察／那覇市長ら "くさい〟
川嘆く	〔沖タ・夕〕	

4・22	 清掃週間の成果視察／西銘市長ら河川
中心に	〔琉新・夕〕	

4・30	 ｜社説｜当面の水対策を講ぜよ	〔沖
タ・朝〕	

5・�	 白い羽根募金はじまる／西銘市長らも
街頭で呼びかけ	〔琉新・夕〕	

5・7	 臨時議会を延期／那覇市／ "公債発行〟
の承認おくれ	〔沖タ・朝〕	

5・��	 施設の現状を説明／那覇市／市民憲章
委員ら招き	〔琉新・夕〕	

5・�4	 足踏みする那覇市の都計／８年でわず
か �3.5％／土地が得られず再検討／
公園計画もおじゃん	〔沖タ・朝〕	

5・�9	 2� 日に臨時議会／那覇市／庁舎建設請
け負いなど審議	〔琉新・夕〕	

5・2�	 安謝埋立てなど議題に／那覇市会、	臨
時議会ひらく	〔沖タ・夕〕	

5・24	 当間氏への名誉市民称号／ 25 日に贈る	
〔沖タ・朝〕	

5・25	 ９件、	 原案通り承認／那覇市会	〔沖
タ・夕〕	

5・26	 深夜団交／進展なし／那覇市職労	〔沖
タ・夕〕	

5・27	 那覇市職ストの構え	〔沖タ・朝〕		
5・28	 総工費 99 万ドルで起工／那覇市の新庁

舎地鎮祭	〔沖タ・朝〕	
5・28	 那覇市役所の新庁舎起工式	〔琉新･朝〕		
5・28	 那覇市職労がスト／けさ賃上げ団交決

裂	〔沖タ・夕〕	
5・29	 ごみ処理車も止まる／那覇市のスト

きょうも続行	〔沖タ・朝〕	
5・29	 苦情ぶちまける市民／那覇市ストで混

雑する窓口	〔沖タ・夕〕	
5・30	 ｜社説｜無期限ストの収拾に努力せよ	

〔沖タ・朝〕	
5・30	 ｜社説｜ 23 人が組合を脱退／ゴミ処

理車発車でピケ／那覇市職労のスト	
〔沖タ・朝〕	

5・30	 那覇市職労／ストを解く	〔沖タ・夕〕		
6・3	 旧天妃小学校の開放／西平教育委員長

らが陳情	〔沖タ・朝〕	
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6・5	 施政方針を発表／西銘市長／那覇市議
会	〔沖タ・朝〕	

6・5	 名誉市民称号贈る／西銘那覇市長／
キャラウエー弁務官に	〔琉新・朝〕	

6・5	 都計修正、	町づくり／那覇市議会／西
銘市長が施政演説	〔沖タ・夕〕	

6・5	 施政方針	（要旨）	／市民の精神を高揚
／生活環境の整備を強化	〔沖タ･夕〕	

6・9	 下水計画など追及／那覇市議会／施政
演説の質疑続行	〔琉新・朝〕	

6・9	 約束通り交番設置を／前島町民ら／史
役所などに陳情	〔琉新・朝〕	

6・�0	 重複多く活気なし／那覇市会／各派代
表の一般質問	〔琉新・朝〕	

6・�0	 時の記念日〝話題二つ〟	〔琉新・夕〕		
6・�2	 那覇市職員給与の条例一部改正を審議	

〔琉新・朝〕	
6・�2	 スラム街の解消へ／那覇市樋川／移転

ほとんど終わる	〔琉新・夕〕	
6・�3	 市有地売却でもめる／那覇市議会／９

件を持ち越す	〔琉新・朝〕	
6・�4	 那覇市の８百万ドル予算をさぐる／都

計に明るい見通し／自己財源、	大幅
にふえる	〔沖タ・朝〕	

6・�5	 大口すでに 20 万ドル／那覇市債売れ行
き好調	〔沖タ・朝〕	

6・�5	 広告／本日締切！／那覇市債証券／受
付琉球銀行本支店	〔沖タ・朝〕	

6・�5	 むつみ橋１号線／ガーブ川下流を水上
道路に／交通緩和にひと役／ �8日ご
ろ入札／ 23万ドルで着工	〔琉新･朝〕	

6・�6	 きのうの那覇市議会	〔沖タ・朝〕		
6・�6	 市債しめきる／那覇市庁舎建設に 32 万

ドル	〔沖タ・朝〕	
6・�6	 那覇市議会で重大視／外国航空社の沖

縄進出	〔琉新・夕〕	
6・20	 改修工事入札流れる／ガーブ川下流工

期短縮で	〔沖タ・朝〕	
6・20	 安謝ポンプ場／用地買収決定	〔沖タ・

朝〕	
6・2�	 〝主席公選〟24 日の本会議へ上程／復

帰協の大会控え／日程をくりあげて
決議／市議会	〔沖タ・朝〕	

6・2�	 全部売り切れ／庁舎建設市債	〔沖タ・
朝〕	

6・2�	 契約の延長訴え／立ちのき迫られる花
屋街	〔沖タ・朝〕	

6・2�	 市職労の陳情却下／高等弁務官名誉市
民称号取り消し	〔沖タ・朝〕	

6・2�	 市が交番用地を処分／那覇市会が事情
聞く／前島町	〔沖タ・朝〕	

6・23	 ホ理事長に要請／西銘市長、	水道料値
下げで	〔沖タ・夕〕	

6・23	 市有地を随意契約／那覇市会／本会議
とおる	〔沖タ・夕〕	

6・23	 市有地売却を決議／那覇市議会／会期
を２日間延長	〔琉新・夕〕	

6・24	 きょう要請決議／那覇市議会が主席公
選で	〔琉新・朝〕	

6・25	 那覇市会／立法院の総辞職決議へ／混
迷政局の打開に／きょう議運委で再
び審議	〔沖タ・朝〕	

6・25	 きょう各委員会	〔沖タ・朝〕		
6・25	 盛り上がる主席公選要求／８市町村が

決議／県民大会ヤマ場に全琉へ	〔琉
新・朝〕	

6・25	 交番敷地問題を審議／那覇市会総務委	
〔沖タ・夕〕	

6・25	 町民から事情聞く／那覇市議会／前島
町の交番問題	〔琉新・夕〕	

6・26	 意見対立物別れ／那覇市会／〝立法院
の総辞職決議	〔沖タ・朝〕	

6・26	 解決の見通し暗い／前島町交番所敷地
問題／那覇市会で事情きく	〔琉新・
朝〕	

6・28	 那覇市議長に協力要請／切符販売で国
鉄の戸川氏ら	〔琉新・夕〕	

6・29	 混迷した政情を反映／閉会した那覇市
議会から	〔沖タ・朝〕	

6・29	 ガーブ川下流改修工事近く着工／総工
費約 23 万ドル	〔沖タ・朝〕	

6・30	 公園用地に不法建築／那覇市が強制手
段で撤去	〔琉新・朝〕	

7・5	 文書で出席要請／高良議長／名城、	金
城両議員に	〔沖タ・朝〕	

7・6	 ｜社説｜市民に密着した市政運用に努
めよ	〔沖タ・朝〕	

7・9	 移転補償のメドつく／解決しだい着工
崇元寺橋ぎわ	〔沖タ・朝〕	

7・9	 緑地帯に交番敷地／前島／地元では不
適当の声	〔沖タ・朝〕	

7・9	 那覇市が代替地提供／前島交番敷地問
題／町民側は反対の意向	〔琉新･朝〕	

7・�2	 強硬な新栄通り会／立ちのき迫られる
花屋街	〔沖タ・朝〕	

7・�3	 都市計画を練り直し／那覇／社会情勢
の変化で／修正案 �4 日に部長会に	
〔琉新・夕〕	

7・�4	 豊かな都市づくり／都計を大幅に修正
／那覇市１町５村合併を前提に	〔沖
タ・朝〕	

7・�4	 一市民が土地を提供／道路づくりに協
力／那覇市	「これでスムーズに行
く」	と大喜び	〔琉新・朝〕	

7・�4	 話の卵／那覇市の道路新設計画	〔琉
新・夕〕	

7・�5	 ｜社説｜具体化する那覇市の新都市計
画	〔沖タ・朝〕	

7・�5	 那覇市／都市形態大きく変化／〝広域
都市〟部長会議に提案	〔沖タ・夕〕	

7・�6	 営業制限、	あす切れる／不安な表情の
花屋街／市の斡旋に最後の望み	〔沖
タ・夕〕	

7・�7	 〝スラムをなくそう〟／不良建物追放
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	 　地主さんたちが計画	〔沖タ・夕〕	
7・�8	 地主も強力を約す／スラム街解消三者

協議会	〔沖タ・朝〕	
7・�8	 主席、	市当局も協力／スラム街解消／

設計図できしだい着工	〔琉新・朝〕	
7・�9	 生まれかわる那覇市／都計の修正案急

ぐ／隣接町村含め広域計画	〔沖タ・
朝〕	

7・�9	 地主が全面的に強力／開南－神里原の
新設道路	〔沖タ・朝〕	

7・�9	 対策に頭いためる／花屋通り会の立ち
のき	〔沖タ・朝〕	

7・29	 新栄通り会〝立ちのき〟を要請／花屋
通りと折り合いつかず	〔沖タ・夕〕	

7・30	 米陸軍輸送部隊が寄贈／那覇市へ清掃
車２台	〔沖タ・朝〕	

8・4	 とばっちりくう入居者／久場川団地／
陣地豪〝調査〟で対立／那覇市引き
とりを拒否	〔沖タ・朝〕	

8・8	 頭かかえる那覇市／与儀の新設商高敷
地／公園用地せばまる／民政府に再
検討を要請	〔琉新・夕〕	

8・�0	 ボーナスどっと �50 万ドル／官公庁が
支払い／高い税金にうんざり	〔琉
新・夕〕	

8・�3	 補償、	円満に解決／崇元寺、	美栄橋／
舗装は来年初め	〔沖タ・朝〕	

8・�3	 那覇市が１億ドルの都市計画／スラム
街解消など／５年次で推進／実現め
ざし慎重に検討	〔琉新・朝〕	

8・�5	 全沖労連脱退を否決／那覇市職労職場
投票	〔沖タ・朝〕	

8・�5	 市場通り会が市役所に陳情／〝地下を
駐車場にして〟	〔琉新・朝〕	

8・�8	 与儀公園計画通り／那覇市会／民政府
案に反対決議	〔沖タ・朝〕	

8・23	 頭かかえる〝世論拝聴〟／那覇市／陳
情たまる一方／解決みたのは４割弱	

〔琉新・朝〕	
8・28	 財政援助を要請／総務長官に那覇市	

〔沖タ・朝〕	
9・�4	 原案答申へ／都計審議会開く	〔琉新・

朝〕	
9・�7	 店舗配置に反対／牧志市場計画に組合

陳情	〔沖タ・朝〕	
9・�8	 私の十八番／渡名喜宗貞さん／那覇市

出納室物品係長／マンドリン手に 30
年／那覇市役所／音楽クラブを指導	

〔琉新・夕〕	
9・�9	 牧志市場改築お流れ／市の案に反対、	

議案を撤回	〔沖タ・朝〕	
9・�9	 青少年の健全育成／那覇市会／協議会

を設ける	〔沖タ・夕〕	
9・�9	 那覇市議会始まる／会期を 30 日までと

決定	〔琉新・夕〕	
9・20	 業者の既得権を無視／牧志公設市場改

築／市場連合会が声明発表	〔琉新・

朝〕	
9・22	 ｜社説｜市町村の合併促進	〔沖タ･朝〕		
9・24	 こんどは改築望む／牧志市場／食品業

者が市にすがる	〔沖タ・夕〕	
9・25	 広告／牧志公設市場連合会に対する衣

料品組合の脱退声明／牧志公設市場
衣料品組合	〔沖タ・夕〕	

9・28	 ライ予防協への土地売却承認／那覇市
議会総務委	〔琉新・夕〕	

�0・��	 市場改築反対は時代錯誤／〝振興策を
真剣に〟／中央企業診断の稲福氏批
判的な結論だす	〔沖タ・朝〕	

�0・��	 �9 むね撤去処分／真和志に多い不法建
築	〔沖タ・朝〕	

�0・�4	 合併問題で下調査／南風原村が準備委
つくる	〔沖タ・朝〕	

�0・2�	 〝くさい都市〟を返上／那覇市／ごみ、	
し尿処理場を建設	〔沖タ・夕〕	

��・2	 ゴミ焼却炉の建設／本土援助の見通し
つく／西銘那覇市長帰る	〔沖タ･夕〕	

��・5	 返せ返さぬでもめる／那覇市と小禄青
年会／ �0 年前の青年会事務所	〔琉
新・夕〕	

��・7	 那覇市／小禄で移動相談／道路補修な
ど �0 件要望	〔琉新・朝〕	

��・8	 来年は選挙の年／早くも裏面工作／年
明けを待って活発か／市議選立候補
は 60 人	〔沖タ・朝〕	

��・8	 青少年の健全育へ／各界から 40 人の委
員を選出／那覇市協議会 �0 日に発
足	〔沖タ・朝〕	

��・�2	 きょう現場を視察／牧志市場改築／那
覇市会の建設委	〔琉新・朝〕	

��・�4	 年末ボーナス要求／那覇市職労団交を
開始	〔沖タ・朝〕	

��・�5	 難航する市場改築計画／建設委も慎重
審議／業者、	全員１階収容を固執／
婦連も動き出す	〔沖タ・朝〕	

��・�8	 〝都市づくり〟にブレーキ／事業執行で
いざこざ／那覇市〝市民の関心と理
解を〟	〔琉新・朝〕	

��・�9	 広域都市計画へ／新委員初の会合ひら
く／那覇	〔沖タ・朝〕	

��・25	 ガーブ川など視察／ワ弁務官財政援助
に協力約す	〔沖タ・朝〕	

��・26	 荒れ放題の円鑑池／那覇市予算なくお
手上げ	〔沖タ・朝〕	

��・29	 総仕上げを急ぐ／新しい都計案／ 65 年
から実施へ／建設委本格的審議に入
る	〔沖タ・朝〕	

��・30	 ３日に市民大会／ガーブ川、	スラム街
解消促進で	〔沖タ・夕〕	

�2・2	 ガーブ川工事また難問題／土地収用権
発動か／最終工事に地主同意せず	
〔琉新・夕〕	

�2・5	 市案で工事進める／ガーブ川／沖映館
の地盤沈下	〔琉新・朝〕	
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�2・6	 遅れるガーブ川工事／那覇市／土地買
収の難航で	〔沖タ・夕〕	

�2・6	 議会提案見送りか／牧志市場改築問題
／業者と妥協点見出せず	〔琉新･夕〕	

�2・��	 新都市計画案審議／那覇市建設委	〔琉
新・朝〕	

�2・�4	 土地を強制接収／ガーブ川改修工事／
那覇市が来月から	〔琉新・朝〕	

�2・�4	 頭を強く打ち重傷／那覇市役所の建築
現場／４階から木材が落ち	〔琉新・
朝〕	

�2・�4	 午前中に４件議決／那覇市議会２日目	
〔琉新・夕〕	

�2・�5	 �5 人でやっと成立／低調な那覇市議会	
〔沖タ・朝〕	

�2・�9	 那覇市議会大もめ／〝不まじめ議員〟
の処遇で	〔琉新・夕〕	

�2・24	 読者から／那覇市会を監視しよう	〔沖
タ・朝〕	

�2・24	 声／那覇市議会に望む	〔琉新・朝〕		
�2・27	 64 年／那覇市政をかえりみて／大ヒッ

トの憲章制定／第１位は聖火の沖縄
リレー／今年の市政十大ニュース	

〔沖タ・朝〕	
�2・27	 来年は選挙の年／最低だった �2 月定

例議会／市会議員すでに下工作の噂	
〔沖タ・朝〕	

�2・3�	 那覇市へ苗木贈る／福岡の下地さんが	
〔琉新・朝〕	

	 　　�965 年	（昭和 40 年）	

�・�0	 西銘市政これからが〝本番〟／ことし
の抱負	〔沖タ・朝〕	

�・�0	 26 万を突破／那覇市の人口	〔沖タ･朝〕		
�・��	 海へ伸びる／ピッチあげる埋め立て／

都市過密化に対処／那覇市／工業用
地や宅地造成で	〔琉新・朝〕	

�・�7	 早くもはげしい前哨戦／７月の那覇市
議選／組織主体に動く／現議員はほ
とんど出馬	〔沖タ・朝〕	

�・26	 埋め立て地処分承認／那覇市議会／自
動車整備センターへ	〔琉新・朝〕	

�・27	 〝広域都市〟を打ち出す／那覇市都計委	
〔沖タ・朝〕	

�・28	 ｜社説｜市民に親切な市政	〔沖タ･朝〕		
�・29	 声／那覇市土木課へもの申す	〔琉新・

朝〕	
2・�	 苦情のトップ／那覇市／デコボコ道に

ミゾやゴミ／処理ずみは約半分／３
年目迎えた	「市民の日 ｣	〔琉新・朝〕	

2・8	 荒れ放題の公園予定地／那覇市／チリ
捨て場になる／不良児のたまり場に
も	〔琉新・朝〕	

2・�0	 那覇市民はこう考える／楽にならない
暮らし／非行防止にもっと力を	〔琉
新・夕〕	

2・�3	 那覇市の区画整理で／区切られる建設
用地／遺族の家／関係者あわてる	
〔琉新・朝〕	

2・�7	 連合会を脱退／市場改築で精肉組合役
員会	〔沖タ・朝〕	

2・�9	 長びく改築／那覇公設市場／分裂騒ぎ
で複雑化／市当局は強硬なかまえ	
〔沖タ・夕〕	

2・2�	 〝近代都市那覇〟の裏側／処理できぬチ
リ／当局は市民の協力要請	〔琉新・
朝〕	

2・24	 ３月議会に提案／牧志市場の改築問題	
〔沖タ・朝〕	

2・28	 ５カ月後に迫った市議選／事前運動？
始まる／立候補者減る傾向／政党、	
割り込みに苦慮	〔琉新・朝〕	

2・28	 早くも巨体のへんりん／那覇新庁舎工
事進む／完成祝いはハデに／国際通
りで大綱引きも	〔琉新・朝〕	

3・3	 もうこれ以上待てない／那覇市公設市
場の改築／３月議会に再上程／市当
局／注目される業者側の出方	〔琉
新・夕〕	

3・4	 〝臭い川〟に大手術／久茂地川しゅんせ
つ／米軍の協力で那覇市が	〔琉新・
朝〕	

3・4	 久茂地川しゅんせつ／６月までに完成
／軍輸送部隊が協力	〔沖タ・夕〕	

3・4	 話の卵／久茂地川のしゅんせつ	〔琉
新・夕〕	

3・5	 ぜひ私に経営させて／那覇市役所新庁
舎食堂／希望者が争奪戦／市職労、	
業者が入り乱れ	〔琉新・夕〕	

3・9	 那覇市場改築、	議会に出す／連合会や
はり渋い顔／選挙をひかえ微妙な動
き	〔沖タ・朝〕	

3・9	 区画整理地区に反対／地主代表	「時期
が早すぎる ｣	〔沖タ・夕〕	

3・�3	 声／やまびこの鐘を生かせ	〔琉新･朝〕		
3・�5	 月給倍増を見送り／那覇市会	〔琉新・

夕〕	
3・�7	 市の処理は正しい／汚職職員に退職金

／西銘市長が答う／那覇市議会	〔琉
新・夕〕	

3・�8	 ７議員が一般質問／那覇市議会	〔琉
新・朝〕	

3・�8	 監査、	建築審査両委員を承認／那覇市
議会	〔琉新・夕〕	

3・�9	 地階に道路や駐車場／牧志市場 94 万ド
ルで年内着工へ	〔沖タ・朝〕	

3・20	 樋川に市営住宅／スラム街解消へ第一
歩／那覇市	〔沖タ・朝〕	

3・20	 ヘ軍曹に感謝状／西銘那覇市長	〔沖
タ・朝〕	

3・26	 もめ続ける市場改築／那覇市議会建設
委／業者の意見聞く	〔沖タ・朝〕	

3・27	 業者の既得権はない／市場改築で市当

1964 年	（昭和 39 年）	・1965 年	（昭和 40 年）	
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	 　局が答弁	〔沖タ・朝〕	
3・28	 質疑むし返す／建設委員会あす再開	

〔沖タ・朝〕	
3・30	 牧志公設市場改築問題／重苦しい審議

続く／那覇市議会／業者 �20 人がニ
ラミ	〔琉新・夕〕	

4・�	 条件づきで解決／議員団がやっと調停
／市場改築	〔沖タ・朝〕	

4・2	 	（�）	ゴミ処理／カネを合図にわれ先
に／まるで戦場のよう／収集車にか
けつける主婦たち／同乗記	〔沖タ・
夕〕	

4・3	 那覇市／ゴミ	（2）	／日に �30 トンも／
文化都市には程遠い	〔沖タ・夕〕	

4・6	 花屋通り／〝�0 日までに立ちのけ〟／
新栄通り会市当局	〔沖タ・朝〕	

4・7	 スラム街解消に第一歩／樋川市営住宅
の起工式	〔琉新・朝〕	

4・��	 市役所は財政難／主因は人件費の上昇	
〔琉新・朝〕	

4・�7	 復帰協加盟きめる／那覇市議会、	全会
一致で	〔琉新・夕〕	

4・�8	 声／那覇市役所窓口に一言	〔琉新･朝〕		
4・25	 公設市場改築／方針まとまる／那覇市	

〔沖タ・朝〕	
4・27	 しゅんせつ始まる／久茂地川／那覇輸

送隊の協力で	〔沖タ・朝〕	
4・27	 声／	「那覇市役所窓口に一言」	にお答

え	〔琉新・朝〕	
4・29	 広域都市を承認／那覇市の都市建設委

員会	〔沖タ・夕〕	
5・9	 しぼられる顔ぶれ／告示まであと３週

間／立候補は 50 人以下	〔琉新・朝〕	
5・�3	 那覇市議選、	告示あと３週間／候補者

50 人前後／各党、	活発な裏面工作	
〔沖タ・朝〕	

5・�3	 今晩の話題／近づく市議選	〔沖タ･夕〕		
5・�3	 組織候補に砂川氏／那覇市議選、	沖交

労が	〔沖タ・夕〕	
5・�5	 那覇市／職員厚生会を設置／寮や保養

所など／手広く共済事業を計画	〔沖
タ・朝〕	

5・�6	 市民憲章を生活の中に／下部組織の確
立強化へ	〔琉新・朝〕	

5・�7	 広告／那覇市債証券償還抽せん会	〔沖
タ・朝〕	

5・�9	 アダムス大佐の／名誉市民不採択／那
覇市議会	〔沖タ・夕〕	

5・�9	 那覇市債券の／償還抽せん会	〔沖タ・
夕〕	

5・�9	 那覇市債券償還の抽選会	〔琉新・夕〕		
5・20	 40 万人の大那覇市に／都計委が当局案

認める	〔沖タ・朝〕	
5・2�	 難航する道路工事／タイムス前－建運

局間／収用法の発動へ／補償問題行
き詰まる	〔沖タ・朝〕	

5・2�	 広告／那覇市債証券／第１回抽せん発

表	〔沖タ・朝〕	
5・23	 団地市場計画、	順調に／次年度予算で

建設／完成は来年６月の予定	〔琉
新・朝〕	

5・24	 宙に浮く下水道工事／那覇市／政府の
方針決まらず	〔沖タ・夕〕	

5・26	 １次産業に力入れる／西銘市長あいさ
つ／盛大に那覇市共進会	〔琉新･朝〕	

5・29	 市営住宅も〝狭き門〟／那覇市宇栄原
／３種まで当選番号決定	〔琉新･夕〕	

5・30	 市当局はのめぬ／那覇／樋川－平和橋
幹線	〔沖タ・朝〕	

6・�	 市民意識の高揚へ／那覇市民憲章協が
総会	〔沖タ・朝〕	

6・2	 那覇市議選あす告示／早くも活発な動
き／ 50 人が立候補予想／各政党と
も力入れる	〔琉新・朝〕	

6・2	 今晩の話題／選挙を前に	〔沖タ・夕〕		
6・2	 公営住宅に重点／那覇市新予算／６百

万ドル余り	〔沖タ・夕〕	
6・2	 一般会計は６百万ドル／那覇市／本年

より �2 万ドル増	〔琉新・夕〕	
6・3	 立候補予定の人びと	〔沖タ・朝〕		
6・3	 すでに終盤の様相／那覇市議選きょう

告示／ 52 人、	顔ぶれ出揃う／激し
い争い当選圏は２千票以上／郷党組
織で浮動票固め	〔沖タ・朝〕	

6・3	 またふり出しへ／進展しない市場改築
計画	〔沖タ・朝〕	

6・3	 ７月 �8 日に選挙／那覇市議選、	けさ告
示	〔沖タ・夕〕	

6・4	 大弦小弦	〔那覇市議会議員選挙〕	〔沖
タ・朝〕	

6・4	 モグリ部隊も編成／那覇市議選／取り
締まり本部設置	〔琉新・朝〕	

6・5	 ｜社説｜財源難の那覇市予算／政治的
な意見と行動	〔沖タ・朝〕	

6・6	 １人当たり 374 ドル／那覇／市民所得
まとまる	〔沖タ・朝〕	

6・8	 財政援助などを質す／那覇市／８議員
が質問にたつ	〔沖タ・朝〕	

6・8	 交際費増も追及／那覇市議会／一般質
問を続行	〔琉新・夕〕	

6・�2	 那覇市議会	〔沖タ・朝〕		
6・�2	 当選圏は２千票／乱戦模様の那覇市議

選	〔沖タ・朝〕	
6・�2	 市民課を新設	〔沖タ・朝〕		
6・�3	 届け出まであと �7 日／市議選／当選ラ

インは２千票	〔琉新・朝〕	
6・�6	 明るい選挙めざす／那覇署／きょうか

ら取り締まり	〔琉新・夕〕	
6・�7	 国体の鹿児島誘致／那覇港しゅんせつ

工事で／那覇市議会が協力決める／
３カ月も水浸しの生活	〔沖タ・夕〕	

6・�8	 〝もうがまんできぬ〟／ペリー区住民政
府に対策訴える	〔沖タ・朝〕	

6・�8	 沖縄返還が２位に／毎日新聞世論調査

1965 年	（昭和 40 年）	
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	 　ベトナムより関心高い	〔沖タ・夕〕	
6・22	 季節風	〔第 73 回那覇市議会終了後、	分

散会〕	〔沖タ・朝〕	
6・24	 図にみる那覇市議選	（�）	／候補者／

変動はげしい議席／目立つ地区外出
身候補	〔沖タ・夕〕	

6・25	 図にみる那覇市議選	（2）	／投票率／
天候が大きく左右／これまでの最高
は 72 パーセント	〔沖タ・夕〕	

6・27	 届け出まであと２日／市議選／準備ほ
とんど終わる	〔琉新・朝〕	

6・28	 図にみる那覇市議選	（終）	／当選者／
保守派が圧倒的／つぎつぎ登場する
新人	〔沖タ・夕〕	

6・29	 すべり出す那覇市議選／立候補者 5� 人
か／選挙運動も広域化へ	〔沖タ･朝〕	

6・29	 ｜社説｜那覇市議選始まる	〔沖タ･朝〕		
6・29	 市長選の前衛戦／各党とも積極的に対

策	〔沖タ・朝〕	
6・29	 かつてない先陣争い／那覇市議選／２

日前から泊り込み／当選圏は２千票
か	〔沖タ・朝〕	

6・29	 きょう立候補届け出／那覇市議選／ 50
余人の立候補予想	〔琉新・朝〕	

6・29	 那覇市議選いよいよ本番／一番乗りで
泊まり込み／各候補者、	選挙七ツ道
具を点検	〔琉新・朝〕	

6・29	 火ぶた切る那覇市議選／ 49 人が届け出
／各派入り乱れて激戦	〔沖タ・夕〕	

6・29	 今晩の話題／異常心理	〔沖タ・夕〕		
6・29	 立候補者の顔ぶれ	〔沖タ・夕〕		
6・29	 立候補者の顔ぶれ	〔琉新・夕〕		
6・29	 各候補者街頭へ／ポスターも先陣争い

／那覇選管委／〝きれいな選挙〟訴
える	〔琉新・夕〕	

6・30	 私はこう公約する／那覇市議選候補者
アンケート	〔沖タ・朝〕	

6・30	 政党が積極的に介入／那覇市議選／初
日の届け出 49 人	〔琉新・朝〕	

6・30	 ｜社説｜火ぶた切った那覇市議選	〔琉
新・朝〕	

6・30	 声／金で売らない市議選を	〔琉新･朝〕		
6・30	 話の卵／急に騒がしくなった那覇	〔琉

新・夕〕	
7・�	 私は有権者	（�）	／公務員／革新系を

推す／県労協、	 積極的に介入	〔沖
タ・夕〕	

7・2	 デコボコ道路解消へ／那覇市／一両日
中に工事開始	〔琉新・朝〕	

7・2	 私は有権者	（2）	／主婦／〝台所にひび
く〟／ありきたりの公約に不満	〔沖
タ・夕〕	

7・3	 私は有権者	（3）	／会社員／半ばあき
らめ／党より人物本位の傾向	〔沖
タ・夕〕	

7・4	 各区とも乱戦／中盤迎えた那覇市議選	
〔沖タ・朝〕	

7・4	 ガナリたてる／〝選挙のマイク〟／中
断される授業／那覇高取り締まり訴
える	〔琉新・朝〕	

7・5	 声／市会議員選挙と公約	〔琉新・朝〕		
7・5	 那覇市議選届け出	〔沖タ・夕〕		
7・5	 婦人と選挙	〔琉新・夕〕		
7・5	 赤嶺繁雄氏が届け出／那覇市議立候補

者 5� 人に	〔琉新・夕〕	
7・6	 公約と現実を見る／那覇市議選	（2）	

／排水	〔琉新・夕〕	
7・7	 供応など近く摘発／那覇市議選／取り

締まりを強化	〔琉新・朝〕	
7・7	 広告／推薦状／高良一	〔沖タ・朝〕		
7・7	 私は有権者	（終）	／市場のおばさん／

一票を有効に／市場は那覇市民の台
所	〔沖タ・夕〕	

7・7	 公約と現実を見る／那覇市議選	（3）	
／住宅	〔琉新・夕〕	

7・7	 那覇市議選／違反取り締まり強化／外
勤職員を総動員／悪質者運動期間中
でも検挙／那覇署	〔琉新・夕〕	

7・8	 那覇市議選／一票の発言	〔琉新・朝〕		
7・8	 那覇市議選／早くも票読み／当票日ま

であと �0 日	〔沖タ・夕〕	
7・8	 公約と現実を見る／那覇市議選	（4）	

／道路	〔琉新・夕〕	
7・9	 那覇市議選／一票の発言	〔琉新・朝〕		
7・9	 公約と現実を見る／那覇市議選	（5）	

／公設市場	〔琉新・夕〕	
7・�0	 那覇市議選／一票の発言	〔琉新・朝〕		
7・�0	 公約と現実を見る／那覇市議選	（6）	

／公園	〔琉新・夕〕	
7・��	 いよいよ終盤戦／記者座談会／市長選

の前衛戦／各派入り乱れて激戦	〔沖
タ・朝〕	

7・��	 声／がなり立てるスピーカー	〔琉新・・
朝〕	

7・��	 炎天下、	かけ回る候補者	〔琉新・朝〕		
7・��	 那覇市議選／一票の発言	〔琉新・朝〕		
7・�2	 公約と実現を見る／那覇市議選	（7）	

／港	〔琉新・夕〕	
7・�3	 声／投票決めさせたポスター	〔琉新・

朝〕	
7・�3	 那覇市議選／一票の発言	〔琉新・朝〕		
7・�3	 公約と現実を見る／那覇市議選	（8）	

／水道	〔琉新・夕〕	
7・�3	 運動員が酒気運転／近づく市議選／那

覇署、	一夜で �� 人も	〔琉新・夕〕	
7・�4	 有権者は �3 万余人／那覇市議選あす締

め切る	〔沖タ・朝〕	
7・�4	 有権者は �3 万人／那覇市議選／あす立

候補締め切り	〔琉新・朝〕	
7・�4	 公約と現実を見る／那覇市議選	（9）	

／財政	〔琉新・夕〕	
7・�5	 ｜社説｜那覇市議選と婦人票	〔沖タ・

朝〕	
7・�5	 きょう届け出締め切り／那覇市議選挙
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	 　／うわさの顔出そろう	〔琉新・朝〕	
7・�6	 広告／那覇市民のみなさんに訴えます

当間操	〔沖タ・朝〕	
7・�7	 出たい人より出したい人を／あす一せ

いに投票／立法院、	市長選の前衛戦	
〔沖タ・朝〕	

7・�7	 候補者の顔ぶれ	〔沖タ・朝〕		
7・�8	 那覇市議選／自由な立ち場で一票を／

37 の会場準備ＯＫ／候補者はゴール
まで必死	〔沖タ・朝〕	

7・�8	 那覇市議選挙きょう投票日／大勢あす
午後２時	〔琉新・朝〕	

7・�8	 那覇市議選準備ＯＫ／投票場は 37 ／花
も生けて投票者待つ	〔琉新・朝〕	

7・�9	 那覇市議選／きょう開票／戦後最高投
票率 8�.6％	〔琉新・朝〕	

7・�9	 記者席／市議選、	 各派とも浮かぬ顔	
〔琉新・朝〕	

7・�9	 ｜社説｜那覇市議選を終えて	〔琉新・
朝〕	

7・�9	 戦い終わり審判待つ那覇市議選／早く
も当選気分／慰労酒くみ〝カンパイ〟	
〔琉新・朝〕	

7・�9	 波乱含みの〝西銘市政〟／多数派工作
を予想／立法院市長選／けわしい民
主の前途	〔琉新・朝〕	

7・�9	 ６会場でいっせいに開票／那覇市議選
／新分野ほぼ決まる／伸びた公明、	
人民党	〔沖タ・夕〕	

7・�9	 正午すぎ早くも当選御礼／各会場、	開
票は順調／候補者速報に一喜一憂	

〔沖タ・夕〕	
7・�9	 那覇市議選一せいに開票／安見、	 瀬

長、	大浜当確／強みをみせる組織票	
〔琉新・夕〕	

7・�9	 つぎつぎと勝ち名乗り／喜びの安見さ
ん／瀬長さん久々に婦人議員／那覇
市議選	〔琉新・夕〕	

7・20	 記者のメモ／市議選で議案審議もうわ
の空	〔沖タ・朝〕	

7・20	 目立つ新人の進出／つきづいた古顔／
〝組織票〟上位占める	〔沖タ・朝〕	

7・20	 市民の裁き新旧の顔／婦人のために／
最高得票の瀬長さん	〔沖タ・朝〕	

7・20	 新議員よ公約を守れ／〝広い視野の政
治を〟／那覇市民、	 団体は訴える	

〔琉新・朝〕	
7・20	 強まる政党の影響／新しい那覇市議会

／対立激化の方向へ／無所属の去就
がカギ	〔沖タ・夕〕	

7・20	 もむか議長選挙／那覇市会／来月上旬
に臨時議会	〔沖タ・夕〕	

7・2�	 	「議長」	の裏面工作活発／那覇市議／
野党は高良氏か	〔琉新・朝〕	

7・2�	 検挙は告訴待ち／那覇市議選違反／摘
発態勢固める	〔琉新・朝〕	

7・24	 声／初めての投票を終えて	〔琉新･朝〕		

7・25	 スムーズにまとまる公算／那覇市議会
議長／議長、	高良氏再選か／３氏の
線がでる副議長	〔琉新・朝〕	

7・27	 新庁舎にシーサー／那覇市役所／ロー
カル色そえる	〔琉新・夕〕	

7・30	 当選証書ににっこり／那覇市の選良 30
人市長が激励	〔沖タ・朝〕	

7・30	 議長に高良氏内定／那覇市議／来月４
日に臨時議会	〔琉新・朝〕	

7・3�	 読者から／真実豊かな市会に	〔沖タ・
朝〕	

8・�	 読者から／りっぱな正副議長を	〔沖
タ・朝〕	

8・�	 議長めぐって工作／高良、	大山両氏が
奪い合う	〔沖タ・朝〕	

8・3	 ５百万ドルの援助を／ 67 年度／那覇市
が政府に要請	〔沖タ・朝〕	

8・3	 〝議長〟で活発な動き／那覇市議／大山
氏が対決の構え	〔琉新・朝〕	

8・4	 議長は決戦投票か／那覇市議会、	あす
開く	〔琉新・朝〕	

8・4	 高良、	大山氏で決戦／議長選／あす臨
時那覇市議会	〔沖タ・夕〕	

8・5	 大弦小弦	〔那覇市議会議員〕	〔沖タ・
朝〕	

8・5	 きょう臨時議会／那覇市議	〔琉新･朝〕		
8・5	 議長に高良氏／副議長は辺野喜氏／那

覇市会、	けさ決戦投票	〔沖タ・夕〕	
8・6	 新しい那覇市議会、	高良議長と辺野喜

副議長に聞く／〝議会運営には自信〟
／まず道路の整備を	〔沖タ・朝〕	

8・6	 選挙後初の議会開く／常任委員長を選
任／注目される大山氏の去就	〔琉
新・朝〕	

8・7	 市営住宅ひどい雨もり／天じょうに割
れ目／バケツやタライを総動員／久
場川	〔琉新・朝〕	

8・�3	 新庁舎に組合事務所認める／強硬な那
覇市当局／労組、	 闘争の構え	〔琉
新・朝〕	

8・�4	 当選者含む６人送検／那覇市議選挙違
反／事前運動の疑い	〔琉新・朝〕	

8・�9	 ｜社説｜佐藤首相にのぞむ	〔沖タ･朝〕		
8・22	 ｜社説｜ ｢ 任重く道遠い」	というが…	

〔沖タ・朝〕	
8・23	 ひと足お先に引っ越し／那覇市の	「生

誕の像 ｣	〔琉新・朝〕	
8・25	 マンモス庁舎完成／百万ドルの那覇市

役所	〔沖タ・朝〕	
8・25	 きょう違反者を発表／那覇市議選挙	

〔琉新・朝〕	
8・26	 那覇市議選／選挙違反 �� 件で 50 人／

身柄拘束のまま送致	〔沖タ・朝〕	
8・26	 きょう市政クラブを結成／西銘派に最

低 �8 人か	〔琉新・朝〕	
8・26	 那覇市議選／取り締まり本部解散／当

選者ら 50 人検挙／違反者 49 人が保
守
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	 　系	〔琉新・朝〕	
8・27	 西銘市長、	 与党結成へ／	「市民クラ

ブ」	昨夜準備委	〔沖タ・朝〕	
9・4	 高校敷地の変更を／国場川埋め立て地

付近／埋め立て計画に反対／玉城会
長ら文教局に陳情	〔沖タ・朝〕	

9・7	 市議選違反取り調べ／当選議員もふく
め 45 人	〔沖タ・朝〕	

9・7	 庭、	五色の噴水も完成／那覇市新庁舎
にまた名物	〔琉新・朝〕	

9・8	 那覇市新庁舎記念切手／ �8 日から発売	
〔沖タ・朝〕	

9・9	 マンモス新庁舎／那覇市	〔沖タ・朝〕		
9・��	 声／那覇市は市民憲章を守ろう	〔琉

新・朝〕	
9・�6	 声／那覇市の飛地換地に思う	〔琉新・

朝〕	
9・�7	 偉容誇る那覇市の新庁舎	〔琉新・朝〕		
9・�7	 はと笛／那覇市新庁舎の工事現場	〔琉

新・朝〕	
9・�7	 話の卵／新しい那覇人かたぎを	〔琉

新・朝〕	
9・�8	 那覇市の庁舎落成記念切手発売	〔沖

タ・朝〕	
9・�8	 ｜社説｜市庁舎の落成にさいし	〔琉

新・朝〕	
9・�8	 きょうから記念式典／那覇市新庁舎落

成／内外３千人を招く／花火大会な
ど多彩な行事	〔琉新・朝〕	

9・�8	 祝賀芸能にぎわう／新庁舎落成／あす
まで続演	〔琉新・朝〕	

9・�8	 市内はお祭り気分／那覇市新庁舎落成
／祝賀行事始まる	〔琉新・夕〕	

9・�9	 時代の流れ秘める／那覇市／市庁舎の
移り変わり	〔沖タ・朝〕	

9・�9	 那覇市庁舎落成祝賀番組	〔沖タ・朝〕		
9・�9	 図表で見る那覇市勢	〔琉新・朝〕		
9・�9	 那覇の歴史飾る新庁舎	〔琉新・朝〕		
9・�9	 40 万都市の建設へ／那覇市／新庁舎落

成にぎわう	〔琉新・朝〕	
9・20	 小学生落ちて重体／那覇市新庁舎／６

階ゴミ捨て穴に	〔琉新・朝〕	
9・20	 展望台もすずなり／那覇市新庁舎／参

観者３万でにぎわう	〔琉新・朝〕	
9・20	 話の卵／市役所ビル屋上開放は危険	

〔琉新・夕〕	
9・20	 管理者に責任ない／那覇署／新庁舎の

転落現場検証	〔琉新・夕〕	
9・2�	 お祭り気分にわく／那覇でちょうちん

行列	〔琉新・朝〕	
9・2�	 話の卵／	「博多祇園山笠」	福岡の贈り

物	〔琉新・夕〕	
9・22	 大弦小弦	〔新庁舎落成〕	〔沖タ・朝〕		
9・22	 危ぶまれる天妃小学校の開校／〝せめ

て一部使用を〟／生徒急増の若狭小
校	〔沖タ・朝〕	

9・22	 夜空いっぱいに花火／那覇	〔琉新･朝〕		

9・24	 新庁舎へ移転終わる／那覇市役所／あ
とはサービス	〔琉新・夕〕	

9・26	 読者から／天妃校を開放すべし／那覇
市の政治理性疑う	〔沖タ・朝〕	

9・26	 わびしく鳴る	「やまびこの鐘」	／庁舎
移転で置き去り／ひっそり閑の屋上
／ひとりで時つげる	〔琉新・朝〕	

9・29	 冒頭に	「主席公選」	／那覇市議会／議
運委で決める	〔琉新・朝〕	

9・30	 那覇市、	きょう初議会	〔琉新・朝〕		
�0・2	 都市計画など追及／那覇市議会／きょ

うから一般質問	〔琉新・朝〕	
�0・2	 水道値下げなど追及／那覇市会／一般

質問に入る	〔沖タ・夕〕	
�0・2	 けさから強制収容／那覇／町をぶらつ

く精神異常者	〔琉新・夕〕	
�0・3	 公設市場変更しない／那覇市議会／一

般質問終わる	〔琉新・朝〕	
�0・5	 更正予算など委員会に付託／那覇市会	

〔沖タ・朝〕	
�0・5	 新庁舎に粗漏工事／那覇市定例議会で

追及	〔琉新・夕〕	
�0・7	 声／不思議な那覇市庁舎の切手	〔琉

新・朝〕	
�0・8	 �2 月までに終わる／久茂地川のしゅん

せつ／那覇市会建設委	〔沖タ・朝〕	
�0・8	 市場がない団地生活／主婦ら悲鳴上げ

る／行商も市当局が追い払う／宇栄
原	〔琉新・朝〕	

�0・8	 〝校舎に使用させて〟那覇市旧庁舎／若
狭小ＰＴＡが決議	〔琉新・夕〕	

�0・9	 委員会審査終わる／那覇市会／ �� 日に
本会議	〔沖タ・朝〕	

�0・�0	 半年ぶりに都計審議／広域計画打ち出
す／隣接町村との合併に備う	〔琉
新・朝〕	

�0・��	 きょう最終本会議／那覇市議会	〔琉
新・朝〕	

�0・��	 那覇市議会／超党派解決を強調／西銘
市長／主席公選野党が鋭く追及	〔沖
タ・夕〕	

�0・�3	 四つのモデル地区指定／那覇の市民憲
章推進協	〔沖タ・朝〕	

�0・22	 那覇市長選／来月４日に告示／ 30 日に
立候補届け／西銘・平良で一騎討ち
か	〔琉新・朝〕	

�0・27	 いよいよ核心へ／那覇都計委／都市計
画を審議／用途地指定に慎重期す	
〔沖タ・朝〕	

�0・27	 半年ぶりに審議／那覇市の都計	〔琉
新・朝〕	

�0・29	 行政法など研修／市職員／中堅クラス
3� 人	〔琉新・朝〕	

�0・30	 漫湖の埋め立て／那覇市建設委で審査	
〔沖タ・朝〕	

��・3	 来月 �9 日に投票／那覇市長選挙あす告
示	〔琉新・朝〕	
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��・4	 那覇市長選けさ告示／激戦！裏面工作
も活発	〔沖タ・夕〕	

��・6	 あす立ち会い演説会／那覇市の全選挙
区で開く	〔琉新・夕〕	

��・7	 総選挙１週間後に迫る／	「公選 ｣	「経
済」	で対決／各地で立ち会い演説会	

〔琉新・朝〕	
��・�2	 ９分どおり完成／樋川市営住宅／総工

費 �5 万ドルかけ／都市計画審議会
／区画整地域に指定	〔琉新・朝〕	

��・�3	 〝入場券の再発行は慎重に〟那覇市選委
／事務説明会を開く	〔琉新・朝〕	

��・�6	 〝次は那覇市長選だ〟／民主／こたえる
都市での敗退	〔琉新・朝〕	

��・�7	 那覇市長選の補充名簿縦覧	〔琉新･夕〕		
��・�8	 大弦小弦	〔那覇市長選〕	〔沖タ・朝〕		
��・�9	 那覇市長選／一騎打ちの公算／西銘、	

平良野党は統一候補か／真和志に主
力注ぐ与党	〔沖タ・朝〕	

��・�9	 市長選挙あと１カ月／主席公選からみ
微妙／立法院選の延長で激突必至／
西銘、	平良氏一騎討ちか	〔琉新･朝〕	

��・20	 	「自主性確立」	柱に／社大／市長選の
基本政策	〔沖タ・朝〕	

��・20	 西銘市政は復帰にブレーキ／社大／那
覇市長選で政策協議	〔琉新・朝〕	

��・2�	 市長選共闘で一致／野党体制をさらに
拡大	〔沖タ・朝〕	

��・2�	 初の全国市議長会／石村会長ら �� 人あ
す来島	〔沖タ・朝〕	

��・2�	 那覇市長選に平良氏決定／共闘連統一
候補／革新勢力盛り上げ／公選要求
県民大会で／与党追い込みへ	〔琉
新・朝〕	

��・23	 那覇市長選挙／政局の行くえ	（下）	／
保守・革新の大一番／真和志の票争
いが天王山	〔沖タ・朝〕	

��・24	 決議文ひっこめる／全国市議長会代表
弁務官あての復帰要請	〔沖タ・朝〕	

��・24	 那覇市長選／届け出まであと６日／西
銘、	平良氏で激突か	〔琉新・朝〕	

��・25	 那覇市長選挙を展望する／記者座談会
／届け出まであと５日／西銘・平良
の一騎打ちへ	〔沖タ・朝〕	

��・25	 民主党幹部、	弁務官と会見／	「公選」	
本国で検討中／具体的方法、	回答せ
ず	〔琉新・朝〕	

��・26	 〝決議文撤回〟は不服でない／全国市議
長会の �� 人帰る／軽率な行動／野
党側、	高良議長に抗議	〔沖タ・朝〕	

��・27	 ｜社説｜注目の那覇市長選挙	〔沖タ・
朝〕	

��・27	 本土与野党／那覇市長選で支援合戦／
首相が党に指示／社会党も動き出す	

〔琉新・朝〕	
��・28	 届け出まであと２日／那覇市長選挙	

〔琉新・朝〕	

��・29	 直接公選を再確認／那覇市長選挙対策
／４日に合同総会／民主合同役員会	
〔琉新・朝〕	

��・29	 那覇市長選あす届け出／激しい選挙戦
になりそう	〔沖タ・夕〕	

��・30	 ｜社説｜内外注目の那覇市長選	〔沖
タ・朝〕	

��・30	 那覇市長選／きょう立候補届け出／西
銘、	平良氏の争いか／与野党／組織
固めに全力	〔琉新・朝〕	

��・30	 那覇市長選／平良・西銘氏けさ届け出
／〝都計〟など争点に／対決する保
守、	革新両陣営	〔沖タ・夕〕	

��・30	 那覇市長選挙で公約する	〔琉新・夕〕		
��・30	 那覇市長選スタート	〔琉新・夕〕		
�2・�	 那覇市長選／師走の町は選挙ムード／

いずれも強気	〔沖タ・朝〕	
�2・�	 ｜社説｜那覇市長選挙に望む	〔琉新・

朝〕	
�2・�	 那覇市長選背景に展開／県労協／年末

闘争決起大会開く	〔琉新・朝〕	
�2・�	 那覇市長選／現実を考える	（�）	／那

覇市財政はピンチ／追いつかぬ予算
規模	〔琉新・朝〕	

�2・3	 那覇市長選／現実を考える	（3）	／約
１万４千戸が不足／おっつかぬ市営
住宅	〔琉新・朝〕	

�2・3	 市長選情勢こんとん／両陣営、	全力を
投入／真和志地区が天王山	〔琉新・
朝〕	

�2・3	 那覇市長選／両候補の 24 時間	〔琉新・
夕〕	

�2・3	 那覇市長選／立ち会い演説	〔琉新･夕〕		
�2・4	 那覇市長選中盤戦に入る／いよいよ言

論戦／地盤固め一応終わる	〔琉新・
朝〕	

�2・4	 那覇市長選／立ち会い演説会／きょう
新報ホールで／ＯＴＶ・ラジオ沖縄
が中継	〔琉新・朝〕	

�2・4	 那覇市長選／現実を考える	（4）	／道
路	〔琉新・朝〕	

�2・4	 �0 日に市町村大会開く	〔琉新・朝〕		
�2・4	 那覇市長選／２候補の 24 時間／３日午

後 �0 時	〔琉新・夕〕	
�2・5	 記者席／すっきりした論戦に満足そう	

〔琉新・朝〕	
�2・5	 ｜社説｜正しい那覇市長選挙を	〔琉

新・朝〕	
�2・5	 言論戦の火ブタ切る／那覇市長選立ち

会い演説会／両候補、	にっこり握手	
〔琉新・朝〕	

�2・6	 市政の問題点／那覇市長選挙	（�）	／
財政確立／自己財源に欠乏／年々需
要に追いつけず	〔沖タ・朝〕	

�2・6	 那覇市長選言論戦にはいる／浮動票抱
き込み／与野党、	 本格的テコ入れ	
〔琉新・朝〕	
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�2・6	 那覇市長選／現実を考える	（6）	／水
道／まだまだの給水状況／待たれる
自己水源開発	〔琉新・朝〕	

�2・6	 那覇市長選の布石	（�）	／争点／きび
しい詰めに／選挙の年の総決算	〔沖
タ・夕〕	

�2・6	 那覇市長選／２候補の 24 時間／６日午
前７時	〔琉新・夕〕	

�2・7	 言論戦で盛り上げ／那覇市長選／政策
浸透に躍起／与党－民主向上、	野党
―米施政の脱却	〔沖タ・朝〕	

�2・7	 市政の問題点／那覇市長選挙	（2）	／
道路／未整備のまま／市道の舗装は
わずか �7 パーセント	〔沖タ・朝〕	

�2・7	 那覇市長選／現実を考える	（7）	／港
湾／限界にきた那覇・泊／スミに追
われる漁船	〔琉新・朝〕	

�2・7	 那覇市長選の布石	（2）	／首里地区／
静かな浸透作戦／浮動票争いがカギ	

〔沖タ・夕〕	
�2・7	 那覇市長選／両候補の 24 時間／７日午

前９時	〔琉新・夕〕	
�2・8	 若人の森／奥武山陸上競技場近くに／

五輪を記念して／公園、	遊園地など
設置	〔沖タ・朝〕	

�2・8	 市政の問題点／那覇市長選挙	（3）	／
住宅／２万世帯が住宅難／まだ残る
規格家屋	〔沖タ・朝〕	

�2・8	 那覇市長選挙の見通し報告	〔琉新･朝〕		
�2・8	 声／	「那覇市長選に臨む」	に反論	〔琉

新・朝〕	
�2・8	 那覇市長選／現実を考える	（8）	／排

水／望まれる抜本的対策／７カ年計
画は問題含み	〔琉新・朝〕	

�2・8	 那覇市長選の布石	（3）	／真和志地区	
（�）	／勝敗の決戦場／社大地盤に民
主切り込む	〔沖タ・夕〕	

�2・9	 那覇市政へのビジョン／私は市民に約
束する	〔沖タ・朝〕	

�2・9	 市政の問題点／那覇市長選挙	（4）	／
環境衛生／追いつかない処理／文化
都市としての恥部	〔沖タ・朝〕	

�2・9	 那覇市長選／現実を考える	（9）	／市
場／見通しつかぬ公設市場／まさに
市政の七不思議	〔琉新・朝〕	

�2・9	 那覇市長選の布石	（4）	／真和志地区	
（2）	／複雑な票読み／人海戦術で攻
防	〔沖タ・夕〕	

�2・9	 那覇市長選／両候補の 24 時間／８日正
午	〔琉新・夕〕	

�2・�0	 市政の問題点／那覇市長選挙	（5）	／
公園／はかどらぬ敷地買収／ 30 カ
所を指定／整備したのは３カ所	〔沖
タ・朝〕	

�2・�0	 市長選／平良、	西銘両陣営の表情	〔琉
新・朝〕	

�2・�0	 那覇市長選／現実を考える	（�0）	／区

画整理／都計の基本的な問題点／課
題はいかに推進するか	〔琉新・朝〕	

�2・�0	 那覇市長選布石	（5）	／那覇地区	（�）	
／浮動票がカギ／立法院選の棄権票
ねらう	〔沖タ・夕〕	

�2・�0	 那覇市長選／両候補の 24 時間／９日午
後４時	〔琉新・夕〕	

�2・��	 市政の問題点／那覇市長選挙	（6）	／
上水道／急激にふえた需要／自己水
源開発にも限度	〔沖タ・朝〕	

�2・��	 主婦から候補者に聞く／那覇市長選＜
上＞／西銘候補／来年度に二つ保育
所建設／道路はタール舗装で	〔琉
新・朝〕	

�2・��	 那覇市長選の布石	（6）	／那覇地区	
（2）	／懇談会で票固め／ムードもり
あげに懸命	〔沖タ・夕〕	

�2・�2	 公約の中身は／両候補にきく／主婦の
インタービュー	〔沖タ・朝〕	

�2・�2	 市政の問題点／那覇市長選挙	（7）	／
下水道／直接河川に流す／基本施設
もこれから	〔沖タ・朝〕	

�2・�2	 主婦から候補者に聞く／那覇市長選＜
下＞／平良候補／ゴミ処理から着手
／援助は権利として要求	〔琉新・
朝〕	

�2・�3	 投票１週間後に迫る／激しくなる言論
戦／与党＝首里と小禄で有利／野党
＝真和志地区で圧倒	〔沖タ・朝〕	

�2・�3	 声／市長選の投書を読んで	〔琉新･朝〕		
�2・�3	 ６日後に迫る那覇市長選／浮動票獲得

に全力／両候補／言論戦で追い込み	
〔琉新・朝〕	

�2・�3	 那覇市長の布石	（7）	／小禄地区／攻
防のカナメ／はなやかなマイク合戦	
〔沖タ・夕〕	

�2・�4	 台風の目／那覇市長選＜ � ＞／市場改
築／業者が真っ二つに／やはり台所
市場－票	〔琉新・朝〕	

�2・�5	 西銘候補支持を決定／琉大新保守主義
研究会	〔琉新・朝〕	

�2・�5	 那覇市長選挙／舌戦たけなわ	〔琉新・
夕〕	

�2・�6	 ｜社説｜若人の森と市民公園	〔沖タ・
朝〕	

�2・�6	 ゴールへ直進／投票あと３日	〔沖タ・
朝〕	

�2・�6	 旧天妃校舎は貸与／無償で那覇教育委
に／西銘市長表明	〔沖タ・朝〕	

�2・�6	 民主党大会開く／新役員人事決まる／
市長選へ挙党体制／満場一致で了承	
〔琉新・朝〕	

�2・�6	 台風の目／那覇市長選＜ 3 ＞／ねらわ
れる郷党票／市町村長動かし抱き込
む	〔琉新・朝〕	

�2・�6	 旧市庁舎を校舎に／西銘市長が記者会
見	〔琉新・朝〕	
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�2・�7	 那覇市長選ゴール寸前／混とん、	票読
み困難／人海戦術で追い込み	〔沖
タ・朝〕	

�2・�7	 ｜社説｜ツバぜり合いの市長選	〔沖
タ・朝〕	

�2・�7	 那覇市長選立候補者締め切る／平良、	
西銘氏で激戦	〔琉新・朝〕	

�2・�7	 台風の目／那覇市長選＜ 4 ＞／公明会
／組織は中立を宣言／食い込みに手
焼く両候補	〔琉新・朝〕	

�2・�7	 しのぎ削る両候補／那覇市長選	〔琉
新・朝〕	

�2・�7	 話の卵／大詰めにきた那覇市長選挙	
〔琉新・夕〕	

�2・�8	 ラスト・スパートの市長選	〔琉新･朝〕		
�2・�8	 両候補最後の呼びかけ／那覇市長選あ

す投票	〔沖タ・夕〕	
�2・�9	 那覇市長選きょう投票／大勢あす午前

中に／両候補最後まで伯仲	〔沖タ・
朝〕	

�2・�9	 ｜社説｜自由な一票の行使を	〔沖タ・
朝〕	

�2・�9	 両候補、	最後の訴え	〔沖タ・朝〕		
�2・�9	 那覇市長選／投票はじまる／大勢、	あ

す昼判明／かなり高い投票率か	〔琉
新・夕〕	

�2・20	 当落判明正午ごろ／那覇市長選／内外
で強い関心／投票率は 79.8％	〔琉
新・朝〕	

�2・20	 記者席／両陣営とも当選ムード	〔琉
新・朝〕	

�2・20	 ｜社説｜那覇市長選を終えて	〔琉新・
朝〕	

�2・20	 那覇市長選／審判を待つ両候補	〔琉
新・朝〕	

�2・20	 運動員を袋だたき／市長選にからむ傷
害事件	〔琉新・朝〕	

�2・20	 西銘氏が連続当選／那覇市長選挙／２
千票引き離す／平良氏真和志崩れ誤
算	〔沖タ・夕〕	

�2・20	 拍手とバンザイの渦／西銘氏再び市長
の座へ	〔沖タ・夕〕	

�2・20	 西銘氏、	那覇市長に再選／息詰まる接
戦展開／平良氏、	地元で意外に伸び
ず／連続、	史上初めて	〔琉新・夕〕	

�2・20	 西銘さんジンクス破る／２期連続当選
に破顔／歓声にわく民主党本部	〔琉
新・夕〕	

�2・2�	 保守の地盤定着／野党、	完全共闘に意
義／那覇市長選挙／与・野党の評価	

〔沖タ・朝〕	
�2・2�	 ｜社説｜市長選挙を終わって	〔沖タ・

朝〕	
�2・2�	 那覇市長選挙を顧みて／本社担当記者

座談会	〔沖タ・朝〕	
�2・2�	 大弦小弦	〔那覇市長選挙〕	〔沖タ･朝〕		
�2・2�	 那覇市長選をこうみる／比嘉幹郎／結

論、	現状維持の線／沖縄の縮図を見
る感じ	〔沖タ・朝〕	

�2・2�	 市政はまかせて／公約は着実に実行／
西銘市長抱負語る	〔沖タ・朝〕	

�2・2�	 記者席／冷静な主席もはしゃぐ	〔琉
新・朝〕	

�2・2�	 那覇市長選、	本土各界の反響	〔琉新・
朝〕	

�2・2�	 写真ニュース	〔新那覇市長に西銘順治
氏〕	〔琉新・朝〕	

�2・2�	 今後の抱負を聞く／西銘市長囲んで／
日米琉政府に援助要請／給水問題、	
上間タンク完成で解決	〔琉新・朝〕	

�2・2�	 手がけたものは着実に／西銘市長と一
問一答／少数意見も尊重／〝しこり〟
さらりと捨てる	〔琉新・朝〕	

�2・2�	 話の卵／西銘新市長再選と期待	〔琉
新・夕〕	

�2・28	 24 件の上程案を配布／那覇市議会、	30
日に開く	〔琉新・朝〕	

�2・3�	 あくまで直接公選／那覇市議会が決議
／〝間接選〟世論に逆行	〔琉新･朝〕	

�2・3�	 記者席／あと始末がおおごとだ	〔琉
新・朝〕	

	 　　�966 年	（昭和 4� 年）	

�・�	 県並み／那覇市役所職員／毎月 �0 ドル
の赤字	〔琉新・朝〕	

�・3	 あすへのビジョン	（2）	／与儀公園／
住みよい町へ／〝太陽・みどり・空
間〟を柱に	〔沖タ・朝〕	

�・4	 名刺交換会に千人	〔琉新・朝〕		
�・4	 区教育委に無償貸与／那覇市議会で決

定／旧市庁舎の敷き地	〔琉新・夕〕	
�・5	 あすへのビジョン	（4）	／下水道／公

社の設立を検討／ �0 年後に先進国
並みへ	〔沖タ・朝〕	

�・6	 オリンピックの感激新たに／奥武山に
集う２千／〝若人の森〟建設沖縄大
会開く	〔沖タ・夕〕	

�・6	 区教委と話し合って再審査／旧那覇市
庁舎の貸し付け	〔沖タ・夕〕	

�・6	 家賃 �7 ドルに／樋川の市営住宅	〔沖
タ・夕〕	

�・6	 旧市庁舎の不要建て物は撤去して貸す
／那覇市議会総務委	〔琉新・夕〕	

�・7	 西銘市長今後の抱負／	「都市建設の年
に」	地方自治の発展促進へ	〔琉新・
朝〕	

�・7	 牧志公設市場必ず実現／３月定例議会
に上程	〔琉新・朝〕	

�・8	 �0 日に記念講演／那覇市民憲章制定を
記念	〔琉新・朝〕	

�・9	 記者席／選挙期間中のうっぷん爆発	
〔琉新・朝〕	

�・�0	 7� 万ドルの融資承認／開金／那覇市の
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	 　公営住宅ほか５件	〔沖タ・朝〕	
�・��	 声／市民憲章のあり方に疑問	〔琉新・

朝〕	
�・��	 あす西銘那覇市長の就任式	〔琉新･朝〕		
�・��	 〝理論でなく実行を〟／福本氏／市民憲

章制定２周年で講演	〔琉新・朝〕	
�・��	 那覇市議会／採決持ち越す／旧庁舎無

償貸し付け	〔沖タ・夕〕	
�・��	 �� 議案を承認／那覇市議会の最終本会

議	〔琉新・夕〕	
�・�2	 旧庁舎貸し付けなど可決／那覇市議会

幕閉ず	〔沖タ・朝〕	
�・�2	 きょう就任式／西銘那覇市長	〔沖タ・

朝〕	
�・�2	 勇気もって町づくり／西銘市長けさ就

任式	〔沖タ・夕〕	
�・�2	 新進気鋭で都市づくり／西銘那覇市長

の就任式	〔琉新・夕〕	
�・�3	 西銘市長記者会見／豊かな町づくりへ

／６月に機構改革／助役・部長は現
体制で	〔沖タ・朝〕	

�・�3	 最重点は区画整理／西銘那覇市長語る
／大幅機構改革も準備	〔琉新・朝〕	

�・�3	 那覇市役所、	同議会事務局の人事異動	
〔琉新・朝〕	

�・�3	 地域指導者を対象に懇談会／那覇市民
憲章推進協	〔琉新・朝〕	

�・�4	 ２周年迎えた市民憲章／ＰＲから実践
へ／本土から講師招き研修	〔琉新・
朝〕	

�・�4	 近く業者と調整開始／市当局／牧志公
設市場問題で	〔琉新・朝〕	

�・�4	 足でみる〝市政〟	（�）	／ゴミ取り車／
たちまち〝ゴミ戦争〟／作業員、	必
死の活動	〔琉新・朝〕	

�・�4	 那覇市にクビ切り旋風／市長選挙から
む／組合役員ら �� 人に解雇予告通
知	〔琉新・朝〕	

�・�4	 解雇撤回申し入れ／那覇市職労	〔沖
タ・夕〕	

�・�4	 さらに２人解雇か／那覇市	〔琉新･夕〕		
�・�5	 社大党／組織を拡大強化／党大会も３

カ月後に延長／那覇市長へ解雇を抗
議	〔沖タ・朝〕	

�・�5	 政治問題化のきざし／那覇市役所の首
切り／社大が厳重抗議へ／リコール
運動も辞せず	〔琉新・朝〕	

�・�5	 来週中にも辞職辞令／那覇市の解雇／
市長が団交で語る	〔琉新・朝〕	

�・�6	 解雇さらにふえそう／那覇市／許せな
い個人ひぼう／西銘市長強気の姿勢	

〔沖タ・朝〕	
�・�6	 那覇市の〝解雇〟と法的問題／政治活

動自由と解釈／労働三法では規制で
きぬ	〔琉新・朝〕	

�・�7	 野党議員団主席選挙・キビ問題で動く
／公正な議会運営を／那覇市の首切

り撤回も要求	〔沖タ・夕〕	
�・�8	 ｜社説｜那覇市役所の人事紛争	〔沖

タ・朝〕	
�・�8	 〝撤回の意思はない〟／ゆきすぎた言動

／西銘市長野党各派に回答	〔沖タ・
朝〕	

�・�8	 那覇市の解雇問題／支援体制固める／
自治労東京本部が代表派遣	〔沖タ・
夕〕	

�・�9	 那覇市の解雇問題／組合内部揺らぐ／
職員有志が西銘市長支持	〔沖タ･朝〕	

�・�9	 那覇市職労に分裂のきざし／西銘支持
派が非協力運動	〔琉新・朝〕	

�・�9	 教宣活動を強化／那覇市職労／非協力
運動に対処	〔琉新・夕〕	

�・2�	 足でみる〝市政〟	（2）	／牧志公設市場
／早く市場改築を／犬もわがもの顔
で巣食う	〔琉新・朝〕	

�・2�	 紛糾する解雇問題／双方いぜん強硬／
市当局きょうにも辞令郵送	〔琉新・
朝〕	

�・2�	 西銘市長ら屋我地村愛楽園を慰問	〔琉
新・朝〕	

�・2�	 �3 人に解雇通知／那覇市／組合側提訴
のかまえ	〔沖タ・夕〕	

�・22	 郵送で解雇通知／市職労、	理由明示を
要求／那覇市のクビ切り	〔琉新･朝〕	

�・22	 理由は明記せず／那覇市／〝解雇通知〟
本人に届く	〔沖タ・夕〕	

�・23	 解雇問題荒れそう／助役選任なども／
那覇市会 25 日	〔沖タ・朝〕	

�・23	 撤回闘争を支援／全自治労／代表派遣
決める	〔沖タ・朝〕	

�・24	 議会で追及の構え／那覇市のクビ切り	
〔琉新・朝〕	

�・24	 理由の明示でもむ／那覇市の解雇／団
交ものわかれ	〔琉新・夕〕	

�・24	 那覇市の解雇問題／団交もの別れ／組
合側理由明示せまる	〔沖タ・夕〕	

�・25	 街頭で協力呼びかけ／那覇市職労／解
雇の不当性訴える	〔琉新・朝〕	

�・25	 〝解雇撤回〟で大もめ／那覇市会請願、	
委員会付託でケリ／助役に古堅、	新
垣氏再任	〔沖タ・夕〕	

�・25	 話の卵／那覇市の人口の過密化を心配	
〔琉新・夕〕	

�・26	 不採択の公算／市職員解雇撤回請願混
乱の舞台裏	〔沖タ・朝〕	

�・26	 街頭教宣に重点／文書で内容明示求め
る／組合側	〔沖タ・朝〕	

�・26	 マンモス団地／３月に第２次入居／
280 世帯完成	〔沖タ・朝〕	

�・26	 那覇市の解雇問題／請願、	月末に審議	
〔沖タ・夕〕	

�・27	 職員有志会も動く／那覇市の解雇／
きょう幹部会	〔沖タ・朝〕	

�・27	 〝県民への弾圧だ〟／官公労／那覇市の
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解雇に抗議	〔琉新・夕〕	
�・28	 市役所のクビ切り／双方の言いぶん	

〔琉新・朝〕	
�・28	 不当解雇の撤回請願で審議／市議会総

務委会	〔琉新・朝〕	
�・28	 高良議長上京	〔琉新・朝〕		
�・28	 予算の年度内執行めざし／那覇／都計

画に本腰	〔琉新・朝〕	
�・28	 那覇市の解雇問題／組合正常化へ動く

／職員有志会も教宣活動	〔沖タ･夕〕	
�・29	 声／那覇市の解雇に思う	〔琉新・朝〕		
�・29	 道路と浴場の整備／宇栄原団地が訴え

る	〔沖タ・夕〕	
�・29	 補償など話し合う／宜野湾・那覇の水

源地問題	〔沖タ・夕〕	
�・3�	 ｜社説｜深刻な都市の住宅問題	〔沖

タ・朝〕	
�・3�	 自治労／那覇市職労を激励／解雇撤回

しなければ�0年でも戦う	〔琉新･夕〕	
2・�	 声／西銘那覇市長へ一言	〔琉新・朝〕		
2・�	 牧志市場を強行改築／那覇市当局／が

まんできぬ業者の反対	〔琉新・夕〕	
2・�	 〝さようなら〟黒潮丸／西銘市長が感謝

状	〔琉新・夕〕	
2・3	 読者から／〝公僕〟意識に一言	〔沖タ・

朝〕	
2・3	 那覇市の解雇問題／オルグ合戦に発展

／市職労、	有志会が対立	〔沖タ･朝〕	
2・3	 国会で沖縄問題追及／国連に提訴を／

多賀谷氏 ( 社会党 ) ／首相／基地、	
戦略的に必要	〔琉新・朝〕	

2・3	 復帰協への提案と那覇市の解雇協議／
県労協幹事会開く	〔琉新・朝〕	

2・3	 大衆運動に盛り上げ／那覇市役所の解
雇問題／５日に抗議集会開く	〔琉
新・朝〕	

2・3	 話の卵／那覇市役所前にバス停を	〔琉
新・夕〕	

2・4	 統一体制ゆらぐ／那覇市職労と有志会
が紛争	〔沖タ・夕〕	

2・4	 複雑な内情さらす／那覇市役所／職労
と職員有志会が	〔琉新・夕〕	

2・5	 	「解雇理由」	を郵送／那覇市	〔琉新・
夕〕	

2・5	 西銘市長、	ボーイスカウトを激励	〔琉
新・夕〕	

2・6	 那覇市の解雇は不当／自治労が抗議集
会開く	〔沖タ・朝〕	

2・7	 声／西銘市長へ一言	〔琉新・朝〕		
2・7	 全軍労委員長ら西銘市長に抗議	〔琉

新・夕〕	
2・8	 解雇の撤回を要求／自治労代表／両助

役に抗議	〔沖タ・朝〕	
2・8	 生井弁護士きょう訪沖／那覇市解雇拒

否闘争支援で	〔琉新・朝〕	
2・9	 違憲訴訟と那覇市の解雇を調査／生井

自治労顧問弁護士来沖	〔琉新・朝〕	

2・9	 生井氏、	撤回申し入れ／那覇市の解雇
問題／市長、	 拒否の意思表明	〔沖
タ・夕〕	

2・�0	 職員として不名誉／西銘市長解雇理由
を示す	〔沖タ・朝〕	

2・�0	 記者席／西銘市長にやんわり戦術	〔琉
新・朝〕	

2・�0	 選挙で市長をひぼう／那覇市、	首切り
理由を郵送	〔琉新・夕〕	

2・��	 声／那覇市の解雇は正しい	〔琉新･朝〕		
2・��	 那覇市職労／岸本氏らの退陣迫る／臨

時大会要求の動き	〔沖タ・夕〕	
2・�2	 市長譲らず物わかれ／那覇市公設市場

問題／連合会が新たな提案	〔琉新・・
朝〕	

2・�2	 はかどらぬ区画整理／那覇市の寄宮地
区／地主と折衝難航／政府補助も流
れそう	〔沖タ・夕〕	

2・�2	 アイヌ使節団／西銘市長を訪問	〔沖
タ・夕〕	

2・�3	 牧志公設市場改築／４条件で強行／当
局／大半の業者が契約ずみ	〔沖タ・
朝〕	

2・�4	 牧志市場／７月から改築工事／那覇市
業者に協力求める	〔沖タ・夕〕	

2・�5	 ４条件またもめる／牧志市場改築／業
者、	当局に抗議	〔沖タ・朝〕	

2・�5	 １階収容の確約迫り／公設市場改築／
業者、	市の協力要請請ける	〔琉新・
朝〕	

2・�5	 国際自由労連も要請／那覇市職員解雇
の撤回	〔琉新・朝〕	

2・�6	 声／	「那覇市の解雇は正しい」	に賛成	
〔琉新・朝〕	

2・�6	 寄宮区画整理／警官隊の出動要請か／
那覇市、	きょう強制収用	〔琉新･朝〕	

2・�6	 西銘市長に抗議文／職員解雇で安里社
大党委員長	〔琉新・朝〕	

2・�6	 警察の出動を要請／那覇市区画整理／
市と地主がにらみ合い	〔琉新・夕〕	

2・�7	 難航する区画整理／都計推進に赤信号
／地主が強い反対／寄宮負担率で調
整つかず	〔沖タ・朝〕	

2・�7	 寄宮区画整理／工事開始できず／市
側、	作戦練り直す	〔琉新・朝〕	

2・�7	 道路の整備を強調／高架電車など話題
集中／指定都市議長会	〔沖タ・夕〕	

2・�7	 再び着工失敗／地主側 30 人を非常招集
阻止／寄宮区画整理	〔琉新・夕〕	

2・�8	 飛ぶような売れ行き／安謝埋め立て地
の入札／総額 65 万ドルで／入札者、	
悲喜こもごも／笑いとまらぬ市当局	
〔沖タ・朝〕	

2・�8	 もめる寄宮区画整理／当局、	これ以上
譲れぬ／強行は所有権侵害、	 地主	
〔琉新・朝〕	

2・�8	 しばらく冷却期間？／寄宮区画整理、	
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また失敗	〔琉新・朝〕	
2・�9	 ｜社説｜円満な区画整理の促進	〔沖

タ・朝〕	
2・�9	 立法院文社委／〝組合弾圧ではない〟

／那覇市の解雇問題調べる	〔沖タ・
夕〕	

2・�9	 方針どおり強行着工／那覇市議会建設
委／市側	「寄宮整理」	で答弁	〔琉
新・夕〕	

2・2�	 免職停止の仮処分／那覇市の解雇／組
合側、	巡裁に提訴	〔沖タ・夕〕	

2・2�	 免職処分で提訴／那覇市／組合が市を
相手取って	〔琉新・夕〕	

2・22	 全組合あげて戦う／自治労／法廷闘争
になった解雇問題／市当局証拠かた
めて応訴	〔沖タ・朝〕	

2・23	 免職処分の効力を停止／中央巡裁／組
合の主張認める／解雇問題本格的な
法廷闘争へ	〔沖タ・朝〕	

2・23	 声／寄宮の区画整理	〔琉新・朝〕		
2・23	 声／市場改築問題を市民に訴える	〔琉

新・朝〕	
2・23	 ４人、	けさ職場復帰／那覇市職有志会

は窮地へ	〔沖タ・夕〕	
2・25	 双方の対立つづく／有志会臨時大会で

応酬へ／那覇市の解雇問題	〔沖タ・
朝〕	

2・25	 28 日に那覇市臨時議会	〔琉新・朝〕		
2・25	 重ねて撤回要求／川崎氏ら西銘市長と

会見／那覇市の解雇問題	〔沖タ･夕〕	
2・25	 川崎議員らが抗議／那覇市の解雇問題

物別れ	〔琉新・夕〕	
2・26	 〝不当解雇に抗議〟／那覇市職労／庁舎

前で集会	〔沖タ・朝〕	
2・27	 あすから臨時議会／那覇市の会期決ま

る	〔琉新・朝〕	
2・28	 那覇市臨時議会けさ開会	〔沖タ・夕〕		
2・28	 那覇市臨時議会開く	〔琉新・夕〕		
3・2	 那覇市が独自に補償額査定／寄宮区画

整理の農作物損害	〔琉新・朝〕	
3・2	 開南道路用地の取得を可決／那覇市議

会終わる	〔琉新・夕〕	
3・5	 声／	「那覇市の解雇」	を読んで	〔琉

新・朝〕	
3・5	 臨時大会開催を要求／那覇市職員有志

会が職労に	〔琉新・朝〕	
3・5	 税金、	家賃を着服？／那覇市役所の職

員２人／きょう野党が追及	〔琉新・
朝〕	

3・6	 徴税課職員が着服／那覇市野党が追及
／退職金も出す	〔沖タ・朝〕	

3・7	 議員報酬引き下げ／那覇市／ 20 － 30
パーセントの線で	〔沖タ・朝〕	

3・8	 ５万余ドルの課税もれ／那覇市会／当
局の手落ち追及	〔沖タ・朝〕	

3・8	 事業税など５万ドル／那覇市議会総務
委／合資会社の滞納あばく	〔琉新・

朝〕	
3・8	 市の見解聞く／汚職職員への退職金支

給	〔琉新・朝〕	
3・�0	 議員ら所得倍増／那覇市議会／お手盛

りベア検討	〔琉新・朝〕	
3・�0	 臨時大会を要求／那覇市職員有志会	

〔琉新・夕〕	
3・��	 再燃する刑務所移転／都計学校教育に

支障／行政府敷地の確保急ぐ	〔沖
タ・朝〕	

3・��	 問題含みの議員報酬／那覇市会／きょ
う引き上げ検討	〔沖タ・朝〕	

3・��	 大幅引き上げは問題／市民の反応はさ
まざま／市三役、	 議員増俸の動き	
〔琉新・朝〕	

3・��	 新庁舎に山びこの鐘／半年ぶり近く取
り付け	〔琉新・朝〕	

3・�2	 引き上げ難航しそう／那覇市会の議員
報酬	〔沖タ・朝〕	

3・�2	 増俸問題結論出ず／那覇市議会／人民
党反対で再検討	〔琉新・朝〕	

3・�3	 着工のほかはない／寄宮区画整理／新
垣助役、	議会で答弁	〔琉新・朝〕	

3・�5	 読者から／那覇市議のベア	〔沖タ･朝〕		
3・�5	 住宅地域に畜舎／早急に移転を訴える

／那覇	〔沖タ・夕〕	
3・�7	 地主代表から意見きく／寄宮の区画整

理	〔沖タ・夕〕	
3・�8	 定例議会 22 日に招集／与野党の対立必

至／焦点は都計、	解雇問題など	〔琉
新・朝〕	

3・�8	 職員有志会が執行部不信任案／市職労
に第二組合の動き／ 25 日、	臨時大
会で対決か	〔琉新・朝〕	

3・20	 大弦小弦	〔那覇市職労〕	〔沖タ・朝〕		
3・20	 22 日から �4 日間／那覇市の定例議会	

〔琉新・朝〕	
3・22	 〝新市場〟追及の構え／野党／きょうか

ら那覇市定例議会	〔沖タ・朝〕	
3・22	 刑務所移転を決議／きょう那覇市議会

開く	〔琉新・朝〕	
3・23	 あすから一般質問／那覇市議会	〔琉

新・朝〕	
3・24	 那覇市議会、	一般質問始まる／仮市場

が得策／当局答弁／解雇は撤回しな
い	〔琉新・夕〕	

3・25	 那覇市会／新市場建築に有利／当局の
説明に傍聴席騒ぐ	〔沖タ・朝〕	

3・25	 水道料金を値下げ／那覇／７月から実
施の方針	〔沖タ・朝〕	

3・25	 �79 人が職労脱退／那覇市職員有志会	
〔琉新・夕〕	

3・27	 地主反対しても強行／那覇市会／寄宮
区画整理で答弁	〔沖タ・朝〕	

3・27	 有志会が組合結成へ／那覇市職労、	分
裂は決定的	〔琉新・朝〕	

3・27	 市税一本化に論議集中／那覇市議会、	
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�7 議案を委員会へ	〔琉新・朝〕	
3・29	 那覇市会／税率引き上げでもむ／固定

資産、	採決もち越す	〔沖タ・朝〕	
3・29	 固定資産税を便乗増税／那覇市議会総

務委員会／野党が指摘、	問題化	〔琉
新・朝〕	

3・30	 ４対３で押し切る／那覇市会総務委員
会／固定資産税引き上げ	〔沖タ･朝〕	

3・30	 声／那覇市議久高友敏氏へ一言	〔琉
新・朝〕	

4・�	 寄宮区画整理、	再び紛糾か／当局、	近
く再開／地主側は夜間強行を警戒	

〔琉新・朝〕	
4・�	 市長、	都計援助要請で上京	〔琉新･朝〕		
4・�	 公休日を返上してハッスル／那覇市議

会	〔琉新・夕〕	
4・2	 突然、	人事異動を発令／那覇市役所／

職労、	組合弱体化を警戒	〔琉新･朝〕	
4・2	 人事配転の撤回／那覇市職労、	当局に

迫る	〔沖タ・夕〕	
4・2	 市長選の	「信賞必罰」	／西銘市長／人

事異動で回答	〔琉新・夕〕	
4・3	 〝市場〟で荒れもよう／那覇市会／委員

会日程終わる	〔沖タ・朝〕	
4・3	 既定方針通り着工／寄宮建設案／与党

側押し切る	〔沖タ・朝〕	
4・4	 税率原案どおり２倍／那覇市議会／固

定資産税で大荒れ	〔琉新・夕〕	
4・5	 那覇市議会／寄宮区画計画変更を可決

／地公法立法要請は強行採決	〔沖
タ・朝〕	

4・6	 安謝築港など援助要請／西銘市長きょ
う上京	〔沖タ・朝〕	

4・6	 西銘市長、	きょう上京	〔琉新・朝〕		
4・6	 不在中でも工事再開／寄宮整理で西銘

市長指示	〔琉新・朝〕	
4・8	 84％解決される／昨年中の市民陳情案

件／総件数 294 件	〔琉新・朝〕	
4・8	 お手盛りベア承認／那覇市議運委／議

員一律 �50 ドルに	〔琉新・朝〕	
4・9	 那覇市職労、	職場大会で気勢	〔沖タ・

朝〕	
4・�0	 経済闘争を中心に／那覇市職員／新し

い労組結成	〔沖タ・朝〕	
4・�3	 記者席／コトを構える必要ないヨ	〔琉

新・朝〕	
4・�4	 職員解雇処分の撤回を要求／自治労の

栗山委員長上京中の西銘市長に	〔琉
新・朝〕	

4・�4	 財政部を新設／那覇市役所／７月から
大幅機構改革	〔琉新・朝〕	

4・�6	 安謝港の築港費／来年度予算計上／西
銘市長、	本土折衝語る	〔沖タ・夕〕	

4・22	 	「融資」	明るい見通し／西銘市長本土
折衝の成果語る／財政強化に自信／
安謝築港、	ゴミ処理も	〔琉新・朝〕	

4・22	 し尿、	ゴミ処理料金／ �8 セント、	３セ

ント値上げ	〔琉新・朝〕	
4・24	 増俸を辞退／那覇教委〝ほかにやるべ

きことが〟	〔沖タ・朝〕	
4・26	 那覇市議会も復帰決議	〔琉新・夕〕		
4・27	 助成策講じて規制／那覇市都計委／防

火地域の建造物	〔沖タ・夕〕	
5・3	 区画整理に明るい見通し／国県有地の

払い下げ／安井長官那覇市に検討約
す	〔沖タ・朝〕	

5・3	 国県有地利用で陳情／西銘那覇市長、	
安井長官に	〔琉新・朝〕	

5・4	 積極的な区画整理／那覇市役所花城部
長名瀬視察から帰る	〔沖タ・朝〕	

5・7	 財政、	事業部門を強化／那覇市／機構
改革で新体制	〔沖タ・朝〕	

5・7	 官房部の強化はかる／市長公室を新
設、	１室７部 36 課に／那覇市役所
の機構改革案	〔琉新・朝〕	

5・�3	 �6 日から臨時議会／市場建設など議題	
〔琉新・朝〕	

5・�3	 ズバリもの申そう＜ 2 ＞／排水施設／
８年間、	浸水に悩む／安里課長、	今
年度整備を確約／若狭町埋め立て地	
〔琉新・朝〕	

5・�8	 共闘申し入れ／那覇市職労、	第二組合
に	〔琉新・夕〕	

5・20	 那覇市／きょう市制 45 周年／人口 27
万の国際都市に	〔沖タ・朝〕	

5・20	 きょう那覇市制施行記念日／人口 27 万
を突破	〔琉新・夕〕	

5・22	 那覇市長を５百ドルに／組合お手盛り
増俸案に反対	〔沖タ・朝〕	

5・25	 団交もの別れ／那覇市役所労	〔沖タ・
夕〕	

5・26	 先陣争いで鉢合わせ／那覇市の２組合
／団交はそっちのけ	〔沖タ・夕〕	

5・29	 市長俸給５百ドルに／那覇市／近くベ
ア案議会に提出	〔琉新・朝〕	

5・30	 難問かかえ波乱か／那覇市／定例議
会、	６日に招集	〔沖タ・朝〕	

5・3�	 新しい市場に賛成／精肉食料品／両組
合の意見聞く／那覇市会建設委	〔沖
タ・朝〕	

6・�	 〝三ない〟運動を推進／市民憲章協議会
／新方針決まる	〔沖タ・朝〕	

6・2	 〝商売はなりたたぬ〟／鮮魚など３組合
／新市場案に反対／那覇市会建設委	
〔沖タ・朝〕	

6・2	 区画整理に反対陳情／寄宮地区／地主
ら主席に抗議	〔沖タ・夕〕	

6・3	 区画整理事業変更を陳情／寄宮区住民
代表が政府に	〔沖タ・朝〕	

6・3	 46 議案決める／６日から定例議会	〔琉
新・朝〕	

6・4	 ４人の解雇理由明示／那覇市の免職取
り消し訴訟／市側、	７人は却下を要
求	〔沖タ・朝〕	
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6・4	 フライマス氏に感謝状／西銘市長／ 20
年間の功労たたえ	〔沖タ・朝〕	

6・4	 西銘市長／本人へ文書送る／１月 24 日
付けで	〔琉新・朝〕	

6・4	 ７人の解雇を撤回／那覇市	〔沖タ･夕〕		
6・5	 大弦小弦	〔那覇市職員解雇問題〕	〔沖

タ・朝〕	
6・5	 返還後は自分で使用／公設市場改築問

題／３地主が意見表明／那覇市議建
設委	〔沖タ・朝〕	

6・5	 地主の意見聞く／那覇市議会	「牧志公
設市場」	を審議	〔琉新・朝〕	

6・6	 〝水道料金〟値下げ／西銘市長けさ施政
方針	〔沖タ・夕〕	

6・8	 初の教育予算審議／那覇市議会／各派
とも慎重に構え	〔沖タ・朝〕	

6・8	 教育行政全般を研究／那覇市議会議員
協議会／教育長らを招く	〔琉新･夕〕	

6・�0	 論戦／いよいよ本格化／市議会／きょ
う �6 氏が質問／施政方針で追及の
構え	〔琉新・朝〕	

6・�0	 都計、	財政面に集中／那覇市会／市長
の施政方針質す	〔沖タ・夕〕	

6・��	 〝１号線ぜひ拡張〟／那覇市会／一般質
問つづく	〔沖タ・夕〕	

6・�2	 〝株の処分〟考えず／西銘市長、	首里
バスで答弁／那覇市会一般質問	〔沖
タ・朝〕	

6・�2	 経営難やむをえぬ／市長、	首里バスで
答弁	〔琉新・朝〕	

6・�3	 〝内部体制〟に質疑集中／那覇市議会、	
本会議開く	〔琉新・夕〕	

6・�4	 深まる業者の対立／牧志公設市場改築
問題	〔沖タ・朝〕	

6・�4	 47 議案を委員会に付託／那覇市議会本
会議	〔沖タ・朝〕	

6・�4	 教育予算で懇談／那覇市会／委員会活
動にはいる	〔沖タ・夕〕	

6・�5	 市長俸給ベアに反対／那覇市議会／採
決きょうに持ち越す	〔琉新・朝〕	

6・�6	 市長俸給ベアを採択／那覇市議総務委
／野党反対を押し切る	〔琉新・朝〕	

6・2�	 〝許せぬ〟軍事優先／裁判移送／那覇市
会が撤回要求	〔沖タ・夕〕	

6・22	 業者２百人が議場に乱入／新垣助役な
ぐらる／那覇市議会総務委／市場建
築案に反対	〔琉新・朝〕	

6・22	 警官隊の出動要請／那覇市議会／いぜ
ん不穏な空気	〔琉新・夕〕	

6・24	 市場建築いぜん難航／那覇市議市政ク
ラブ／会期内成立ねらう	〔琉新･朝〕	

6・25	 会期内成立めざす／６月定例議会あと
３日／那覇市	〔沖タ・朝〕	

6・25	 工事費を全額解除／神里原四条橋－神
原橋間の道路新設／那覇市建設委が
修正案	〔琉新・夕〕	

6・26	 原案どおり強行採決／那覇市議会／市

場建設費の起債	〔琉新・朝〕	
6・27	 那覇市会また大荒れ／審議は本会議で

／事態収拾に異例の措置	〔沖タ･朝〕	
6・27	 市長給与５百ドルに／那覇市議会、	増

俸を可決	〔琉新・夕〕	
6・28	 市場建設案を可決／那覇市本会議／野

党の反対押し切る	〔琉新・朝〕	
6・28	 那覇市議会全日程終わる	〔琉新・夕〕		
6・30	 寄宮区画整理／きょうから着工／阻止

には警官導入の構え	〔沖タ・朝〕	
6・30	 地主、	座り込み阻止／市は強行着工の

構え／寄宮区画整理	〔沖タ・夕〕	
7・�	 声／那覇市議会乱入事件に思う	〔琉

新・朝〕	
7・3	 こんごの打開策協議／寄宮区画整理／

那覇市、	５日に臨時議会	〔琉新･朝〕	
7・5	 仮処分申請へ／寄宮の区画整理／きょ

う臨時議会混乱しそう	〔沖タ・朝〕	
7・5	 工事妨害禁止を可決／那覇市議会／寄

宮区画整理を再開	〔琉新・夕〕	
7・6	 すぐにも着工／寄宮区画整理／仮処分

決定待ち	〔沖タ・朝〕	
7・6	 近く工事妨害で告訴／寄宮区画整理／

西銘市長ら対策協議	〔琉新・朝〕	
7・7	 暴力追放宣言／那覇	〔沖タ・朝〕		
7・7	 反対地主の仮処分認めらる／事業認可

の効力停止／シャボー撤去迫る／寄
宮区画整理	〔琉新・朝〕	

7・7	 主席につめ寄る／区画整理認可の取り
消し陳情／寄宮地主代表	〔沖タ･夕〕	

7・7	 極秘で対策をねる／寄宮区画整理／仮
処分で頭痛い市側	〔琉新・夕〕	

7・8	 区画整理事業停止の仮処分／寄宮／市
側、	難局に直面／区域内のシャボー
を撤去	〔琉新・朝〕	

7・�2	 地主が陳情合戦／山下町の区画整理／
賛否両派にわかれる	〔沖タ・夕〕	

7・�7	 日曜交差点／市役所のサービス／市民
のいきどおり／公僕とは名ばかり／
庁舎はごりっぱ、	中身はお粗末／横
柄で冷たい態度	〔沖タ・朝〕	

7・�7	 道路補修まかりならぬ／承認受けねば
違法だ／那覇市役所／市民の奉仕に
横ヤリ	〔琉新・朝〕	

7・�8	 ｜社説｜悪評かう役所の窓口	〔沖タ・
朝〕	

7・�8	 みんなに親切にしよう／市民の不満解
消へ／市役所のサービス改善／憲章
推進協が申入れ	〔沖タ・夕〕	

7・20	 声／わからない那覇市当局の態度	〔琉
新・朝〕	

7・2�	 窓口サービスの改善／那覇市労／当局
へ要請、	職員も自粛	〔沖タ・夕〕	

7・22	 大弦小弦	〔那覇市役所の窓口サービ
ス〕	〔沖タ・朝〕	

7・22	 沖縄刑務所の移転、	急速な進展みせる
／新敷き地選定急ぐ政府／市議会／
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促進特別委設置の方針	〔琉新・朝〕	
7・23	 地主が通せんぼ／道路にブロック塀／

那覇市当局陳情を敬遠、	たらい回し	
〔沖タ・朝〕	

7・24	 〝人が通れる道を〟／那覇市／地主に協
力申し入れ	〔沖タ・朝〕	

7・24	 那覇市役所労定期大会開く	〔沖タ･朝〕		
8・�	 部・課長に辞令／那覇市、	 新機構ス

タート	〔沖タ・夕〕	
8・�	 議会事務局も係長級を異動	〔沖タ･夕〕		
8・2	 ４日に臨時議会招集／那覇市公設市場

などの問題	〔琉新・朝〕	
8・4	 那覇市議会／きょう招集／市場問題で

波乱を予想	〔琉新・朝〕	
8・4	 那覇市臨時議会開く／９議案を上程	

〔琉新・夕〕	
8・5	 質疑、	討論抜きで可決／牧志の公設市

場／あっけない幕切れ／〝数の暴力〟
と野党怒る／那覇市会	〔沖タ・朝〕	

8・6	 豊富な水すぐそこに…／つなげぬパイ
プ／制圧機の入荷遅れ／完全給水は
来月／那覇市	〔琉新・朝〕	

8・7	 ｜社説｜水道のピンチ	〔沖タ・朝〕		
8・�6	 泊港上屋倉庫の移管を検討／那覇市議

会総務委	〔琉新・夕〕	
8・�8	 那覇市の高校新設／頭の痛い敷地購入

／三者それぞれに言い分	〔沖タ・朝〕	
8・23	 那覇市／市と教委が協力／高校新設に

明るい見通し	〔沖タ・朝〕	
8・26	 〝政府の重点施策に〟／新設高校敷地

買い上げ／那覇教委、	文教局に要請	
〔沖タ・朝〕	

9・2	 	「三ない運動」	スタート／〝美しい町
をつくろう〟	〔琉新・朝〕	

9・2	 ホノルル訪問実現の見通し／那覇市議
会議員	〔琉新・朝〕	

9・9	 	「高校敷き地」	が焦点／ 20 日ごろ 86
回定例議会	〔琉新・朝〕	

9・�0	 最高は坪２百２ドル／安謝埋め立て地
一般入札	〔沖タ・夕〕	

9・�2	 事業費補助で推進／那覇など６都市の
都計	〔沖タ・朝〕	

9・23	 これでは仕事にならない／寄宮地区区
画整理／工事の延期に困惑／請け負
い業者紛争に巻き込まれ悲鳴	〔琉
新・朝〕	

9・26	 那覇市会、	早くも荒れ模様／高校敷き
地問題に質問集中	〔琉新・夕〕	

�0・�	 護国神社の分担金交付可決／那覇市議
会経民教委	〔琉新・夕〕	

�0・5	 字真地にほぼ決まる／那覇市の新設高
校敷地／地主の約 60 パーセントと
仮契約	〔沖タ・朝〕	

�0・6	 大弦小弦	〔新設高校敷地〕	〔沖タ･朝〕		
�0・6	 低調だった市議会／高校敷地など予算

審議	〔沖タ・朝〕	
�0・6	 市議員が本土視察へ	〔沖タ・朝〕		

�0・�3	 わが那覇市／５年後の青写真	（�）	／
夢大きい未来像／近代都市めざす／
市街地の整備が先決	〔沖タ・朝〕	

�0・�3	 本土視察第２班 �8 日に出発	〔沖タ･朝〕		
�0・20	 わが那覇市／５年後の青写真	（2）	／

都市計画／住宅、	郊外地へ集中／市
街地周辺耕地を宅地化	〔沖タ・朝〕	

�0・22	 悩みはつきぬ高校新設／岩削り手間と
る本部／真和志代替地捜しに躍起	
〔沖タ・朝〕	

�0・27	 わが那覇市／５年後の青写真	（3）	／
都市計画／人道橋近く完成／ 70 年
までに泊など各地に計画	〔沖タ・朝〕	

�0・27	 人事異動で抗議／那覇市職員労	〔沖
タ・朝〕	

�0・29	 くみ取り料統一／那覇市／地域別責任
者決まる	〔沖タ・朝〕	

��・3	 わが那覇市／５年後の青写真	（4）	／
生活環境整備／抜本的な水利行政を
／解消できるか断水騒ぎ	〔沖タ･朝〕	

��・7	 地主と借地人の紛争ふえる／地価の高
騰に伴い／那覇市役所／法律相談相
次ぐ	〔琉新・朝〕	

��・�0	 わが那覇市／５年後の青写真	（5）	／
生活環境整備／文化都市が泣く／下
水道設備は僅か �0 パーセント	〔沖
タ・朝〕	

��・�0	 きょうから那覇市議会開く	〔琉新･朝〕		
��・�0	 那覇市臨時議会開く	〔琉新・夕〕		
��・�6	 １月着工めざす／那覇市公設市場／設

計図ほとんど完成	〔琉新・夕〕	
��・�7	 わが那覇市／５年後の青写真	（6）	／生

活環境整備／ 35カ所に公園指定／１
日のゴミが約 �60 トン	〔沖タ・朝〕	

��・�7	 町村合併を前提に／広域都市化で意見
交換／那覇都計委	〔沖タ・朝〕	

��・24	 わが那覇市／５年後の青写真	（7）	／
産業施設整備／いかされない資源／
旅行者はふえたが受け入れに不備が	
〔沖タ・朝〕	

�2・�	 市政この一年	（�）	／基礎づくりの年
／公設市場ようやく着工／衛生施設
整備に努力	〔沖タ・朝〕	

�2・2	 定例議会 �0 日ごろ	〔琉新・朝〕		
�2・2	 ごたごた続きの区画整理／真嘉比・古

島・寄宮地区	〔琉新・朝〕	
�2・6	 暴力事件、	波紋ひろがる那覇市役所／

市職労が強く抗議／露骨な対立生ん
だ分裂	〔沖タ・朝〕	

�2・6	 ３条件でケリつく／那覇市役所暴力事
件／市長、	具体措置約束	〔沖タ･夕〕	

�2・8	 那覇市議会 �0 日に開会／	「追加予算」	
が中心議案／陸橋新設、	ボーナスな
ど／会期は�5日間を予定	〔沖タ･朝〕	

�2・8	 市政この一年	（2）	／下水工事にムダ
が／安謝港湾の整備に着手	〔沖タ・
朝〕	
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�2・9	 会期は �2 日間／定例市議会あす開会	
〔琉新・朝〕	

�2・�0	 那覇市議会の定例議会開く	〔琉新･夕〕		
�2・�2	 暴力事件を追及／西銘市長〝処分、	い

まは言えぬ〟／那覇市議会	〔沖タ・
夕〕	

�2・�3	 移転あと公園に／那覇市議会／刑務所
移転問題で質問	〔沖タ・朝〕	

�2・�3	 安謝の築港工事／第３次契約／けさ可
決	〔沖タ・夕〕	

�2・�5	 委員会審議に入る／給与条例改正など
定例市議会	〔沖タ・朝〕	

�2・�5	 市政この一年	（3）	／給水危機になや
む／そろそろ恒久対策の時期	〔沖
タ・朝〕	

�2・�5	 声／西銘那覇市政に一言	〔琉新・朝〕		
�2・�7	 寄宮など試験給水／上間貯水タンクが

完成	〔沖タ・朝〕	
�2・�8	 日曜交差点／市民生活と公共事業／い

い加減にして／市民に犠牲しいるお
役所仕事／ノロノロ工事に非難の声	

〔沖タ・朝〕	
�2・20	 公共料金値上げを阻止／那覇市議会議

運委／決議文起草委置く	〔琉新･夕〕	
�2・22	 市政この一年	（4）	／年を越す〝寄宮問

題〟／具体策のない公園計画	〔沖タ・
朝〕	

�2・22	 キャバレー作りに反対／西武門会館改
装で陳情／松山住民	〔沖タ・朝〕	

�2・29	 市政この一年	（5）	／低調きわめた議
会／人事めぐり波紋呼ぶ	〔沖タ･朝〕	

	 　			�967 年	（昭和 42 年）	

�・�	 西銘市長ことしの抱負／市民憲章の徹
底図る／道路舗装、	 新設に力こぶ	

〔琉新・朝〕	
�・5	 市政ことしの抱負／西銘市長／〝都計〟

をさらに推進／自主財源の確保に努
力	〔沖タ・朝〕	

�・6	 心機一新、	文化都市建設へ／西銘市長
／ご用始めに語る	〔琉新・朝〕	

�・8	 旅費問題で難航／高良議長らのハワイ
派遣／那覇市議会	〔沖タ・朝〕	

�・�9	 建設委開く	〔沖タ・朝〕		
�・26	 陳情案件を検討／本土治療結核患者見

舞い金を承認／市議経民委	〔沖タ・
朝〕	

�・26	 市施設を見る／団地／魅力は格安の家
賃／９地域に�200余世帯	〔沖タ･朝〕	

�・26	 新設市場計画を諮問／那覇市都計委	
〔沖タ・朝〕	

2・3	 市長交際費を大幅増額か／〝千 5 百ド
ルは少ない〟助役、	各部課費も／新
年度予算で要求	〔琉新・朝〕	

2・3	 臨時議会／６日ごろ招集	〔琉新・朝〕		
2・7	 工事延期問題で追及／那覇市の臨時議

会／建設中の宇栄原団地	〔沖タ･朝〕	
2・8	 早期立法を決議／那覇市会／与野党は

げしく対立	〔沖タ・朝〕	
2・�4	 45 パーセントが借家生活／那覇市の住

宅事情	〔沖タ・朝〕	
2・�6	 那覇市労の加入問題／きょう労金理事

会で検討	〔沖タ・朝〕	
2・�6	 西銘市長らと懇談／ホノルル市長夫妻

来島	〔沖タ・朝〕	
3・3	 米大使、	市役所を訪問／西銘市長、	援

助を要請	〔琉新・朝〕	
3・9	 大弦小弦	〔安里－浦添間のバイパス建

設〕	〔沖タ・朝〕	
3・9	 市民の施設めぐり／市長選中に集中／

総務委員会でヤリ玉に	〔沖タ・朝〕	
3・�0	 社大党本部に放火／玄関の一部を焼く

／右翼のいやがらせ？	〔琉新・夕〕	
3・�5	 補正予算など審議／那覇市議会きょう

開会	〔琉新・朝〕	
3・�5	 追加予算など審議／那覇市議会ひらく	

〔沖タ・夕〕	
3・�6	 きょう一般質問／市議会追加予算など

上程	〔沖タ・朝〕	
3・20	 久場川団地の契約案を可決／那覇市議

会	〔沖タ・朝〕	
3・20	 つぎつぎ勝ち名乗り／那覇区教育委員	

〔沖タ・夕〕	
3・22	 深刻化する施設不足／那覇市内小中学

校／激しい人口集中度／校地が狭く
拡張できない	〔沖タ・朝〕	

3・29	 〝子どもの安全守る〟／オリオンビール
横断橋贈る	〔沖タ・夕〕	

4・�2	 深刻化する教室不足／父兄の批判高ま
る／シワ寄せされる児童・生徒／那
覇市内	〔沖タ・朝〕	

4・�3	 公会堂と安謝築港／日政援助実現へ／
西銘市長、	総務長官に要請	〔沖タ・
朝〕	

4・�8	 いつまで続く水不足	（�）	／マンモス
貯水タンクは完成したが	〔沖タ･朝〕	

4・�9	 いつまで続く水不足	（2）	／おもな水
源	〔沖タ・朝〕	

4・20	 転機に立つ沖縄返還問題小坂・松岡対
談／米、	日本の動向を見つめる	〔沖
タ・朝〕	

4・20	 25 日から臨時市議会／団地づくりなど
上程／立法院正常化も要請決議	〔沖
タ・朝〕	

4・20	 いつまで続く水不足	（3）	／水道公社
の見直し	〔沖タ・朝〕	

4・2�	 いつまで続く水不足	（4）	／西銘市長
にきく	〔沖タ・朝〕	

4・2�	 建設契約など審議／臨時議会／ 25 日に
開会	〔琉新・朝〕	

4・25	 那覇市臨時議会きょう開会	〔沖タ･朝〕		
4・25	 那覇市きょうから臨時議会	〔琉新･朝〕		
4・27	 那覇は 264 戸／政府の公営住宅割り当
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て	〔沖タ・朝〕	
4・27	 きょう臨時議会／	「復帰決議」	など上

程	〔沖タ・朝〕	
4・27	 復帰決議／全会一致で可決／那覇市議

会米大統領などあて送付	〔沖タ･夕〕	
4・28	 臨時議会終わる／議案９件を採択	〔琉

新・朝〕	
4・28	 解雇処分とり消し／名嘉氏ら５人／那

覇市労の首切り問題	〔沖タ・夕〕	
4・30	 石川市に内定／主席、	那覇市議会に表

明／刑務所移転地	〔沖タ・朝〕	
5・4	 標識をコンクリートで／文化財保護委

那覇市に要請	〔沖タ・朝〕	
5・��	 真嘉比・古島／水道工事は始まったが

／〝共同栓は都計反対への報復〟／
管理、	料金はどうする／両区民は市
当局に不満	〔沖タ・朝〕	

5・��	 市長記者会見／生活環境の充実へ／新
年度の予算編成方針	〔沖タ・朝〕	

5・�2	 ｜社説｜市民不在の水道行政	〔沖タ・
朝〕	

5・�6	 読者から／刑務所移転に思う	〔沖タ・
朝〕	

5・�6	 声／那覇市へのお願い	〔琉新・朝〕		
5・�7	 ｜社説｜首都の治水を真剣に	〔沖タ・

朝〕	
5・�9	 あす市制 46 周年／西銘市長がメッセー

ジ	〔琉新・朝〕	
5・�9	 公営住宅用地購入債を発行／ 25 日の臨

時議会に提案	〔琉新・朝〕	
5・20	 西銘那覇市長ら園遊会に出席	〔琉新・

朝〕	
5・25	 臨時市議会、	きょう開会／会期は２日

間 8 議案を上程／牧志公設市場建設
など	〔沖タ・朝〕	

5・25	 きょうから那覇市臨時議会	〔琉新･朝〕		
5・26	 １千万ドルを突破／那覇市 68 年度予算

を発表	〔沖タ・夕〕	
6・�	 道路の使用めぐりもめる／地主が道に

ブロックベイ／市当局…撤去を通告
／地主は…所有権を主張	〔沖タ･朝〕	

6・�	 市議会、	６日に開会／ 68 年度予算中心
に審議	〔沖タ・朝〕	

6・2	 ６日から定例市議会	〔琉新・朝〕		
6・5	 声／那覇市へのお願い	〔琉新・朝〕		
6・6	 都市整備に重点／西銘市長施政演説／

44 議案を上程／那覇市本会議開く	
〔沖タ・夕〕	

6・6	 公共投資で土地整備／那覇市定例議会
／西銘市長が施政演説	〔琉新・夕〕	

6・8	 市政に対する世論調査／交通対策望む
66 パーセント／約 40 パーセントが
住宅にこまる	〔沖タ・朝〕	

6・8	 訴えを取り下げ／岸本那覇市職労委員
長ら／	「免職処分取り消し」	請求	

〔沖タ・朝〕	
6・8	 区画整理早急に施行／水は政府一体で

解決へ／西銘市長／市会で答弁	〔沖
タ・夕〕	

6・�0	 市職員がまた汚職／那覇市議会で追及
／職権乱用し贈収賄	〔沖タ・朝〕	

6・�0	 場所選定は慎重に／〝子どもの国〟建
設計画／西銘市長が答弁	〔沖タ･朝〕	

6・20	 〝お手盛り〟を可決／那覇市議会総務委
員会	〔琉新・朝〕	

6・22	 波紋投げる学校の寄付集め／〝親の負
担を考えよ〟／市議会経民委が問題
に	〔沖タ・朝〕	

6・22	 50 ドルの線でもむ／区教委の報酬引き
上げ／経民委	〔沖タ・朝〕	

6・22	 市長らの昇給は可決／那覇市議会総務
委員会	〔沖タ・朝〕	

6・23	 月額百ドル可決／那覇区教育委員の報
酬	〔沖タ・朝〕	

6・23	 教委の給与百ドルへ／市議会経民委で
原案修正／本会議でももめそう	〔琉
新・朝〕	

6・25	 水源開発と交通緩和／那覇市／本会議
で要請決議へ	〔沖タ・朝〕	

6・26	 市長報酬引き上げ可決／那覇市議会	
〔沖タ・夕〕	

6・26	 お手盛りベアを可決／那覇市議会	〔琉
新・夕〕	

6・27	 教育報酬を可決／那覇市議会百ドルに
アップ	〔琉新・朝〕	

7・6	 ３件を審議／那覇市建築審査会	〔沖
タ・朝〕	

7・6	 ワーナー民政官に感謝状／西銘市長が
贈る	〔沖タ・朝〕	

7・8	 〝無断指定は困る〟／区画整理で地主が
要望	〔沖タ・朝〕	

7・�3	 畜殺場撤去を議題に／ �8 日に臨時議会
ひらく	〔沖タ・朝〕	

7・�3	 真嘉比、	古島地区の区画整理	（�）	／
花城直政	〔沖タ・朝〕	

7・�3	 〝指定解消は当らない〟／真嘉比一帯の
区画整理／花城建設部長が説明	〔沖
タ・朝〕	

7・20	 首里の畜殺場廃止／臨時市議会で決め
る	〔沖タ・朝〕	

7・20	 千葉から〝一輪のハス〟／大浦さんが
親善大使役／西銘那覇市長に手渡す	
〔沖タ・朝〕	

7・26	 除外案に難色示す／那覇市都計委	「都
計道路」	を再検討	〔沖タ・夕〕	

7・28	 リチャード前副民政官に感謝状／西銘
市長が贈る	〔琉新・夕〕	

7・3�	 平均 �4.7 パーセントの成長／那覇市の
過去３年間の市民所得推計／目だつ
勤労、	賃貸所得の伸び	〔沖タ・夕〕	

8・6	 民芸散歩	（�）	／壺屋／窯の煙にもの
言い／郊外へひっ越しの声も	〔沖
タ・朝〕	

8・29	 住民代表那覇市に反対陳情／電力公社
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の発電所建設	〔沖タ・夕〕	
9・2�	 牧志市場など議題に／第 95 回市議会あ

すから開く	〔沖タ・朝〕	
9・2�	 税の一部を市へ／那覇市財源確保で陳

情	〔沖タ・朝〕	
9・22	 発電所敷地の変更／那覇上間区民代表

ら政府に要請	〔沖タ・朝〕	
9・22	 那覇市臨時議会開く／案件、	職員給与

改正など �5 件	〔琉新・夕〕	
9・22	 �5 の議案を上程／那覇市定例議会はじ

まる	〔沖タ・夕〕	
9・23	 当局の態度に不満／那覇市会／コンポ

スト故障追及	〔沖タ・朝〕	
9・28	 公営住宅の建設用地取得など審議	〔沖

タ・朝〕	
9・28	 公害について聞く／市議会／上間発電

所問題を審議	〔沖タ・朝〕	
9・28	 首里プールのろ過装置を認める／市議

会経民委	〔沖タ・朝〕	
9・29	 ｜社説｜土木工事と市民生活	〔沖タ・

朝〕	
9・29	 準工業地域に指定／上間発電所建設を

審議／那覇市総務委	〔沖タ・朝〕	
9・29	 市が政府に立法促進要請／〝都市計画

を円滑に〟公害防止法など �5 件	〔琉
新・朝〕	

�0・3	 上間発電所の建設促進陳情／那覇商工
会議所が政府に	〔沖タ・朝〕	

�0・4	 上間発電所の建設を促進／大口需要者
が協議会	〔沖タ・朝〕	

�0・5	 町の公害追放へ／広告物、	ばい煙規制
など／政府に立法化を要請	〔沖タ・
朝〕	

�0・6	 審議日程を協議／上間発電所問題	〔沖
タ・朝〕	

�0・9	 発電所設置促進を／那覇市議会で工連
などが意見	〔琉新・夕〕	

�0・��	 発電所設置に反対陳情／那覇市上間部
落代表	〔沖タ・夕〕	

�0・�2	 土地闘争の様相見せる／上間発電所設
置問題／解決の見通しつかず	〔沖
タ・朝〕	

�0・�3	 結論を保留／那覇市議会／上間の発電
所設置問題	〔沖タ・朝〕	

�0・�8	 きょうから那覇市臨時議会	〔琉新･朝〕		
�0・�8	 保育所設置など３件可決／那覇市臨時

議会開く	〔琉新・夕〕	
�0・�9	 那覇新港、	来春から本格化／運輸省か

ら技術者招き事業をすすめる	〔沖
タ・朝〕	

�0・�9	 所得別徴収きめる／那覇市内の新保育
料金	〔沖タ・朝〕	

�0・�9	 西銘市長、	大阪港開港百年祝賀会に参
列	〔琉新・朝〕	

�0・26	 沈下しはじめた奥武山球場／早期全面
改修が必要／那覇市、	予算などを検

討	〔沖タ・朝〕	
�0・26	 混乱する住居表示／行政区研究委／早

期改善の方針	〔沖タ・朝〕	
�0・28	 声／那覇市当局に一言	〔琉新・朝〕		
�0・30	 ２日に復帰要請決議／那覇市議会／強

力な折衝を要求へ	〔琉新・夕〕	
��・2	 全会一致で可決／那覇市会／祖国復帰

要請決議	〔沖タ・夕〕	
��・9	 声／那覇市当局へおねがい	〔琉新･朝〕		
��・�6	 市建委／予算をまって敷設／安謝岡野

の下水溝	〔沖タ・朝〕	
��・23	 区画調査研／まず町界町名を整理／住

居表示に地番は不適当	〔沖タ・朝〕	
��・23	 松川の河川改修を採択／議会建設委	

〔沖タ・朝〕	
��・30	 市会議員にボーナス／那覇市が条例案

を提出／議員の中で賛否両論／報
酬、	本土の大都市並み	〔沖タ・朝〕	

��・30	 道路 �0 メートルが決壊／市水道庁舎の
工事現場	〔沖タ・朝〕	

��・30	 島産品を優先購入／那覇市が法制化検
討	〔沖タ・朝〕	

��・30	 区画整理裁判進展せず／寄宮地区	〔沖
タ・朝〕	

�2・�	 議員さんにも年末ボーナス／定例議会
でもめそう	〔琉新・朝〕	

�2・�	 30 割で妥結／那覇市労、	期末手当て	
〔沖タ・夕〕	

�2・6	 市議にも 30 割支給ボーナス／市当局が
議案提出	〔沖タ・朝〕	

�2・7	 お手盛りボーナスに批判／６百ドルの
大型化／市職員なみの 30 割／那覇
市議	〔沖タ・朝〕	

�2・9	 上程議案 �7 件／那覇市議会開会	〔沖
タ・夕〕	

�2・9	 那覇市定例議会開く／議員期末手当て
で波乱？	〔琉新・夕〕	

�2・��	 ｜社説｜機能マヒする都市交通	〔沖
タ・朝〕	

�2・��	 声／那覇市と市議にもの申す	〔琉新・
朝〕	

�2・��	 那覇市議会／条例改正を検討／暴力団
の奥武山競技場使用で／西銘市長が
答える	〔琉新・夕〕	

�2・�4	 那覇市議会一般質問から／日米会談は
前進／市長答弁／市の道路行政など
追及	〔沖タ・朝〕	

�2・�4	 声／那覇市議の猛省促す	〔琉新・朝〕		
�2・�5	 原案通り可決／期末手当てで総務委員

会／那覇市議	〔沖タ・朝〕	
�2・�8	 原案通り可決／那覇市議／ボーナス支

給条例案	〔沖タ・夕〕	
�2・23	 議員にボーナス／きのう那覇市議会	

〔沖タ・朝〕	
�2・3�	 政府案で答申／都市計画審議会	〔沖

タ・朝〕	
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�・�7	 読者から／西銘市長にきく	〔沖タ･朝〕		
�・20	 コザ市に決まる／〝こどもの国〟の敷

地	〔沖タ・朝〕	
2・�	 悪臭ぷんぷん／なんとかできないか／

市内の河川	〔沖タ・朝〕	
2・2	 ｜社説｜主席公選と住民の立場	〔沖

タ・朝〕	
2・2	 ６日から臨時議会	〔琉新・朝〕		
2・2	 町界、	町名をスッキリ／住居表示／混

乱をなくす／市長	「整理基準」	を諮
問	〔琉新・朝〕	

2・2	 主席公選／うわさの２人	〔琉新・朝〕		
2・3	 市長選へ動き活発／西銘那覇市長の主

席出馬のうわさで／ここでも保守、	
革新の対決	〔琉新・朝〕	

2・5	 ｜社説｜国政参加の強力な推進	〔沖
タ・朝〕	

2・�3	 古堅那覇市助役上京	〔琉新・朝〕		
2・2�	 主席候補、	今月中に決定／自民西銘氏

が最有力／立法院候補、	来月中旬に
人選／選挙対策進む	〔沖タ・朝〕	

3・2	 西銘氏の線で了解／自民党の主席候補	
〔沖タ・朝〕	

3・4	 主席公選／与野党候補者決定へ／西銘
氏の内定確実／あす、	自民党選対委	
〔琉新・朝〕	

3・4	 安謝港築港などの説明聞く／バース
氏、	西銘市長を訪問	〔琉新・夕〕	

3・5	 主席選挙／西銘氏が出馬表明／ �0 月に
市長を辞任か	〔琉新・朝〕	

3・6	 主席候補に西銘氏内定／次期総裁にも
推す／来月党大会で正式決定／自民
選対委	〔琉新・朝〕	

3・7	 市議会だより／Ｂ 52 撤去要請決議へ／
市営住宅石嶺、	大名に 2300 戸建設
計画	〔沖タ・朝〕	

3・7	 主席候補／野党、	屋良氏に固まる／安
里氏は出馬断念／共闘態勢の確立へ	

〔琉新・朝〕	
3・8	 古堅、	翁長氏ら有力、	自民／那覇市長

候補／野党共闘は平良氏か	〔沖タ・
朝〕	

3・8	 屋良氏の出馬／手ごわい相手／本土政
府筋／野党各派／勝利の可能性大き
い	〔琉新・朝〕	

3・8	 つぎの〝イス〟は〝だれ〟に…／動き
出した市長選	〔琉新・朝〕	

3・8	 あすから本会議／議運委、	Ｂ 52 撤去を
上程へ	〔琉新・朝〕	

3・9	 Ｂ 52 即時撤去を決議／那覇市議会定例
議会の冒頭で	〔沖タ・夕〕	

3・�5	 桑江に発電所建設／電力公社／那覇市
上間は取り止め	〔沖タ・朝〕	

3・�5	 波乱含みの定例議会／中間報告	〔琉

新・朝〕	
3・�6	 勤労福祉会館／年内に着工／那覇市議

会総務委安謝埋め立て地譲渡を可決
／保育所など完備／安い料金で利用
させる	〔琉新・夕〕	

3・�8	 	「米価値上げ告示撤回」	継続審議に／
那覇市議会経済民生委	〔琉新・朝〕	

3・�9	 継続審議へ／那覇市議／米価告示の撤
回要求	〔沖タ・夕〕	

3・24	 西銘那覇市長が上京／本土政府援助要
請で	〔琉新・朝〕	

3・25	 現地応援好ましくない／上京中の西銘
市長語る	〔琉新・朝〕	

3・26	 選挙の応援要請／西銘市長、	 自民に	
〔琉新・朝〕	

3・27	 西銘那覇市長ら田中長官を訪問	〔琉
新・朝〕	

3・28	 市民生活と密着した都市計画／最終目
標は 76 年度／事業費総額１億 2703
万ドル余／執行率わずか �8.3％	〔沖
タ・朝〕	

4・�	 平良氏が確定的／那覇市長選／野党の
統一候補	〔沖タ・朝〕	

4・4	 師弟の対決／屋良朝苗氏・西銘順治氏
／主席の座を争う	〔沖タ・朝〕	

4・4	 〝恩師〟と〝教え子〟の対決	〔琉新・
朝〕	

4・7	 那覇市長選／公認に平良良松氏／社大
中央委で決定	〔沖タ・朝〕	

4・7	 那覇市長選挙／平良良松氏を公認／社
大党中央委〝復帰は民族闘争〟	〔琉
新・朝〕	

4・7	 自民は瀬長氏の線／市長候補／きょう
選対委開き調整	〔琉新・朝〕	

4・�3	 自民は人選難航／那覇市長選挙をめ
ぐって／新たに新里氏の噂さも	〔沖
タ・夕〕	

4・�6	 〝劇場化はこまる〟／市公会堂建設
に物言い／琉球映画興業協会	〔沖
タ・朝〕	

4・�6	 �8 日から臨時議会／那覇市	〔琉新･夕〕		
4・�7	 自民、	人選に苦慮／那覇市長選候補／

野党は平良氏擁立へ	〔沖タ・朝〕	
4・�8	 市長選候補者／人選いぜん難航／自民

新里・知念氏らも辞退	〔沖タ・朝〕	
4・�8	 きょうから臨時議会／市営住宅家賃な

ど議題に	〔沖タ・朝〕	
4・�8	 広域都市づくり計画／市当局／機能マ

ヒの緩和へ	〔沖タ・朝〕	
4・�8	 声／那覇市長の感覚を疑う	〔琉新･朝〕		
4・�9	 大弦小弦	〔那覇市長選挙〕	〔沖タ･朝〕		
4・�9	 那覇市議会／市当局を鋭く追及／市営

住宅の入居問題で	〔沖タ・朝〕	
5・3	 市長選候補／人選に悩む自民党／新里

氏 ( 電電公社総裁 ) が有力／平良氏
は雪辱へ自信満々	〔琉新・朝〕	

5・8	 〝那覇市長選ではがんばってください〟
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／美濃部知事、	 平良氏を激励	〔琉
新・朝〕	

5・9	 〝基準違反者も入居〟／市営住宅に市民
から苦情	〔沖タ・朝〕	

5・�0	 沖映通り工事被害／市、	やっと実情納
得／新垣助役ら現場調査／〝補償は
急ぎ結論〟	〔琉新・朝〕	

5・�3	 ｜社説｜西銘体制下の自民党	〔琉新・
朝〕	

5・�4	 上間送電工事／反対をしりめに／機動
隊に守られて電柱６本立てる	〔沖
タ・朝〕	

5・�4	 業務命令に対し抗議声明／電力公社労
組	〔沖タ・夕〕	

5・�5	 22 日に全面スト／那覇市職労／団交進
展せず	〔沖タ・朝〕	

5・�5	 上間の送電線工事／公社が強行の構え
／地主排除の仮処分申請	〔沖タ･朝〕	

5・�5	 若狭ゲタばき住宅の増設を承認／那覇
市臨時議会	〔琉新・朝〕	

5・�6	 自民候補人選に四苦八苦／新里氏は辞
退古堅氏が最有力／野党連合平良氏
で雪辱へ	〔沖タ・朝〕	

5・�6	 上間土地問題を見る／地域の発展を阻
害／地主側／送電線増設故工事への
いいぶん／公社側電力需要でぜひ必
要	〔沖タ・朝〕	

5・�8	 〝私有地の侵害だ〟／上間電線架設工事
／座り込み続け阻止	〔沖タ・朝〕	

5・�9	 法廷闘争の構え／仮処分決定で新段階
へ／上間の土地紛争	〔沖タ・朝〕	

5・22	 那覇市職労 24 時間全面ストへ／きょう
第三波実力行使県労協	〔沖タ・朝〕	

5・22	 スト第三波／県労協／那覇市職労がス
ト突入／〝入れろ〟〝帰えれ〟／バ
声飛ぶ那覇市庁舎	〔沖タ・夕〕	

5・23	 第三波ストの構え／市当局も強い態度
／長期化の様相	〔沖タ・朝〕	

5・23	 労使とも強腰／調停案めぐり激論／那
覇市職労団交	〔沖タ・夕〕	

5・24	 解決へのきざし／中労委が職権あっせ
ん／那覇市職労	〔沖タ・朝〕	

5・25	 補償をめぐり紛糾か／沖映通り会が陳
情攻勢／那覇市会	〔沖タ・朝〕	

5・25	 あっせん案の提示へ／中労委、	双方か
ら事情聴取／那覇市争議	〔沖タ･夕〕	

5・25	 声／那覇市公務員に聞く	〔琉新・朝〕		
5・27	 〝スト破り〟と非難／市職労、	市労との

同席拒否	〔沖タ・朝〕	
5・29	 沖映通り道路工事損害補償／８万３千

ドルを計上／那覇市／来月の議会に
上程	〔琉新・朝〕	

5・30	 那覇市職労の春闘を顧みる／抜きさし
ならぬ対立／紛糾の原因は二つの組
合	〔沖タ・朝〕	

6・5	 低調な施政方針／西銘市長／市営住宅
建設は継続／那覇市議会	〔沖タ･夕〕	

6・6	 早急に地価対策を／市民生活を守るた
めに／高騰…うなぎ登り／深刻な住
宅難に拍車／都計の大きなカベに	
〔沖タ・朝〕	

6・6	 	「補償問題が焦点に／第 �03 回定例議
会開く／新予算など 39 議案を提出	
〔沖タ・朝〕	

6・7	 議会きょう再開	〔琉新・朝〕		
6・7	 市長候補／知念議員に的しぼる／自民

党首脳が働きかけ	〔琉新・朝〕	
6・7	 ウェツラー氏らに感謝状／西銘那覇市

長	〔琉新・朝〕	
6・7	 第一、	第二組合の乱闘に責任感じる／

那覇市議会、	市長が答弁	〔琉新･夕〕	
6・8	 部長クラスの出勤おそい／大山議員／

／綱紀のたるみを追及／那覇市議会	
〔琉新・朝〕	

6・�0	 消防署職員の汚職を追及／那覇市議会
／手当て �84 ドル横領／黒潮議員宮
平消防長と激論	〔琉新・夕〕	

6・��	 那覇市当局を追及／沖映通り会の人た
ち	〔沖タ・夕〕	

6・�2	 国政参加の実現要望／西銘自民総裁／
佐藤首相に就任あいさつ	〔沖タ･夕〕	

6・�4	 ｜社説｜厳正な公共事業の執行	〔沖
タ・朝〕	

6・�4	 大弦小弦	〔那覇市沖映通り会が補償要
求〕	〔沖タ・朝〕	

6・�4	 参院選と主席公選／本土の沖縄県人の
動き	〔琉新・朝〕	

6・�6	 議会閉会後に決断／知念氏、	出馬要請
に回答／自民擁立受諾を楽観／那覇
市長選	〔沖タ・朝〕	

6・�6	 沖映通りの補償問題、	結論持ち越す／
那覇市議会建設委員会	〔琉新・朝〕	

6・�7	 知念氏の那覇市長選出馬／ 20 日に当間
氏と話し合い／来月中旬までに態度
を決定	〔琉新・朝〕	

6・�7	 記者席／与野党を悩ます知念議員	〔琉
新・夕〕	

6・�8	 第二組合員 80 人が脱退／那覇市職労に
加入	〔沖タ・夕〕	

6・�9	 背任の疑いが濃い／那覇市の団地買収
問題／捜査班動き出す／近く参考人
呼び出し	〔沖タ・朝〕	

6・�9	 西銘氏が帰任／本土自民／参院選後に
支援態勢	〔琉新・夕〕	

6・20	 ｜社説｜国政参加の方式と意味	〔沖
タ・朝〕	

6・20	 声／那覇市長は何をしている	〔琉新・
朝〕	

6・2�	 給与条例など審議／那覇市議会／７日
間の会期延長	〔沖タ・夕〕	

6・22	 団地用地問題で大荒れ／那覇市議会／
業者との関係追及／西銘市長	「今後
は公団を利用」	〔沖タ・朝〕	

6・23	 沖縄返還来年メドは可能／友邦維持が
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前提／経済関係のもつれ／政策に影
響せず／米外交筋	〔琉新・朝〕	

6・23	 市が直接土地買う／役所内に土地取得
部おき／那覇市新垣助役が記者会見	

〔琉新・朝〕	
6・23	 土地専門の部新設へ／那覇市／土地取

得にからみ	〔沖タ・夕〕	
6・24	 �� 月選挙／来月から取り締まり／一

般に協力呼びかけ／違反をビシビシ	
〔琉新・夕〕	

6・26	 市長候補やぁい！／人選に頭かかえる
自民党／那覇市	〔沖タ・朝〕	

6・26	 知念氏、	不出馬を表明／那覇市長選／
腐敗政治が影響？／苦境に立つ自民
党	〔琉新・朝〕	

6・27	 兼次・古堅氏で工作／西銘総裁	「市長
選候補」	語る／場合によっては当間
氏も	〔琉新・朝〕	

6・28	 比嘉の取り調べ始まる／那覇署／市会
議員にも波紋か／石嶺団地問題	〔沖
タ・夕〕	

6・28	 団地問題などで質疑／那覇市議会本会
議開く	〔沖タ・夕〕	

6・29	 69 年度予算を可決／那覇市議会	〔沖
タ・夕〕	

7・3	 那覇市長選候補に／古堅助役を擁立／
自民那覇支部で決定	〔沖タ・朝〕	

7・3	 〝市民憲章が泣く〟／那覇市民憲章推進
協議会／欠席、	遅刻相次ぐ	〔琉新・
朝〕	

7・3	 古堅第一助役に決定／那覇市長候補西
銘自民総裁が発表	〔沖タ・夕〕	

7・3	 自民党公認で出馬／古堅那覇市長候補
／市政クラブが承認	〔琉新・夕〕	

7・4	 那覇市長選／早くも対決ムード／平良
氏体制は十分…と強気／古堅氏近く
推進母体づくり	〔沖タ・朝〕	

7・4	 窓口事務スピードアップ／戸籍、	印鑑
証明など／那覇市役所	〔沖タ・朝〕	

7・4	 対決へ〝いざ…〟／那覇市長選／闘志
燃やす両候補	〔琉新・朝〕	

7・4	 三大選挙／内偵捜査動く／県本取締り
本部設置へ	〔琉新・朝〕	

7・4	 三大選挙控える市役所／選挙ムードが
いっぱい／支持者の往来しきり／職
員もあちこちで選挙談義	〔琉新･朝〕	

7・7	 波紋投げる瀬長構想／那覇市長選で	
「民主連合市政」	を提起	〔沖タ･朝〕	

7・�0	 民家を襲う砂ぼこり／那覇銘苅ふきん
住民が対策訴え	〔沖タ・朝〕	

7・�0	 〝市職員の質は悪い〟／西銘那覇市長が
発言／職労、	取り消し要求	〔琉新・
朝〕	

7・�2	 平良氏支持を決定／社党／瀬長構想は
真意打診へ／那覇市長選	〔琉新･朝〕	

7・�4	 平良氏を統一候補に／那覇市長選で近
く野党役員会議／共闘体制の確立も

急ぐ	〔琉新・朝〕	
7・�6	 統一候補に平良氏／那覇市長選で野党

３派が決定	〔琉新・朝〕	
7・�9	 記者席／人事の追及にあわてる与党	

〔琉新・朝〕	
7・25	 �� 月選挙の始動	（4）	／〝真和志決戦〟

に必死／同時に三選挙戦の布陣	〔琉
新・朝〕	

7・27	 �� 月選挙胎動	（5）	／自民党の強い地
盤／焦点は〝魔の選挙区〟2� 区	〔琉
新・朝〕	

7・27	 選挙人名簿を縦覧／那覇市選管	〔琉
新・夕〕	

7・30	 声／那覇市当局に一言	〔琉新・朝〕		
8・�	 那覇市政世論調査から／住宅、	困窮率

ふえる／市政…慢性化した交通マヒ
に不満	〔沖タ・朝〕	

8・2	 ｜社説｜市政調査の語るもの…八方ふ
さがりの都市生活	〔沖タ・朝〕	

8・2	 大弦小弦	〔那覇市の市政調査の結果〕		
〔沖タ・朝〕	

8・2	 許すな事前運動＜ 7 ＞／取り締まり／
本土判例に基づく／運動する側／活
発な情報合戦	〔琉新・朝〕	

8・5	 声／革新共闘の意義	〔琉新・朝〕		
8・6	 汚染された那覇港／コバルト 60 を検出

／蓄積されると影響大／放射能調査
結果	〔沖タ・夕〕	

8・8	 積極的テコ入れへ／本土各党も万全の
構え／三大選挙	〔琉新・朝〕	

8・9	 結論時期に触れず／米側による主席選
挙法の再検討／焦点法令無効権への
対応	〔琉新・朝〕	

8・9	 ｜社説｜選挙違反を監視しよう	〔琉
新・朝〕	

8・9	 選挙人名簿を縦覧／秋の市長選挙にそ
なえ	〔琉新・朝〕	

8・9	 ずさんなお役所仕事／ムダ足に老女怒
る／老齢年金支給の通知出して知ら
ん顔／市役所保険庁／責任をなすり
合う	〔琉新・朝〕	

8・�0	 選挙をみんなのものに＜ 5 ＞／布令政
治下の悲劇／被選挙権をはく奪／血
みどろの権利闘争展開	〔琉新・朝〕	

8・��	 選挙をみんなのものに＜ 6 ＞／買収と
利益誘導／売るな〝自分の意思〟／
個人個人が排除に努力を	〔琉新･朝〕	

8・�2	 選挙をみんなのものに＜ 7 ＞／弁務官
資金／選挙の年に〝乱発〟／交付の
仕方に疑惑深まる	〔琉新・朝〕	

8・�2	 沖縄問題だけ表決権与える／国政参加、	
本土政府の意向／委員会発言認める
／自民の本土折衝の印象	〔琉新･朝〕	

8・�3	 三大選挙へ動く本土＜上＞／自民党／
常駐オルグを派遣／資金援助も惜し
まぬ構え	〔琉新・朝〕	

8・�4	 三大選挙へ動く本土＜中＞／野党／支
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援態勢も本格化／公明、	来月支持候
補決定へ	〔琉新・朝〕	

8・�6	 三大選挙へ動く本土＜下＞／各団体・
後援会／カンパで資金援助、	屋良支
援側／西銘後援会、	支援団の派遣を
計画	〔琉新・朝〕	

8・�9	 本土与野党の三大選挙支援／来月から
本格化／幹部送り追い込み、	自民／
党大会後テコ入れ、	社党	〔琉新･朝〕	

8・20	 近く対策部設置／自民党、	三大選挙に
向け態勢固め／教員の選挙運動／取
り締まり要請へ	〔琉新・朝〕	

8・27	 三大選挙／本格的取り締まり／那覇署
専従刑事をふやす	〔琉新・夕〕	

8・29	 三大選挙に４閣僚を派遣／福田自民党
幹事長語る／告示前後を中心に／沖
縄公明会の動向楽観	〔琉新・朝〕	

9・�	 推進母体、	別に組織／那覇市長選／３
野党が準備会	〔沖タ・朝〕	

9・6	 議長に宮里栄輝氏内定／那覇市政革新
共闘	〔沖タ・朝〕	

9・�3	 �7 日から定例会／西銘市政最後の議会	
〔琉新・朝〕	

9・�5	 	「綱領」	きょう結論か／那覇市政革新
共闘会議準備会	〔沖タ・朝〕	

9・�5	 伸びゆくわが郷土	〔琉新・朝〕		
9・�7	 きょうから那覇市定例議会	〔琉新･朝〕		
9・�7	 来月 20 日に辞任／西銘市長が最後の議

会答弁／野党、	不正入居を追及／那
覇市議会	〔琉新・夕〕	

9・�8	 一段と活発化へ／西銘市長の辞任日決
定で／那覇市長選	〔琉新・朝〕	

9・�8	 記者席／市営住宅入居問題で弁明せず	
〔琉新・朝〕	

9・�8	 〝一日議会〟幕閉じる／那覇／追加予算
など２件可決	〔琉新・朝〕	

9・�8	 西銘市政最後の議会／上程議案は２件
／会期１日で終わる	〔沖タ・夕〕	

9・�9	 那覇市の立法化要請事項／住居表示制
確立へ／駐車場整備地区も指定	〔沖
タ・朝〕	

9・20	 大弦小弦	〔西銘市長の市政〕	〔沖タ・
朝〕	

9・20	 那覇首里支所長に又吉氏	〔沖タ・夕〕		
9・22	 投票日は �2 月１日／那覇市長選	〔琉

新・朝〕	
9・27	 那覇市長選／早くも激戦の様相	〔琉

新・朝〕	
�0・�	 西銘市長５日に辞表提出	〔沖タ・朝〕		
�0・3	 各投票区の有権者総選挙人名簿まとま

る	〔沖タ・朝〕	
�0・3	 あわただしく動く市長選／双方、	組織

固めにヤッキ	〔沖タ・朝〕	
�0・5	 小禄の区画整理／原案どおり承認／都

計審	〔沖タ・朝〕	
�0・��	 きょう臨時議会／西銘市長の辞任承認	

〔琉新・朝〕	

�0・��	 西銘さん退職／立候補にはふれず	〔沖
タ・夕〕	

�0・��	 市長選挙 �2 月１日	〔沖タ・夕〕		
�0・�2	 本番待ち両陣営／主席・立法院選	〔琉

新・朝〕	
�0・�4	 近く事業主呼び事情聞く／那覇市議会

／魚粉工場撤去問題で	〔琉新・朝〕	
�0・�6	 那覇市選管／選挙人名簿の閲覧を拒否

／革新共闘／仮処分の申請へ	〔琉
新・朝〕	

�0・�7	 〝党派の別なく拒否〟那覇選管委の名
簿閲覧問題／赤嶺委員長が語る	〔琉
新・朝〕	

�0・�9	 西銘市長が退任／〝これからが大変？〟
感慨深げ	〔沖タ・夕〕	

�0・�9	 西銘さん、	ほおを紅潮／７年間の市長
とお別れ	〔琉新・夕〕	

�0・27	 複写、	謄写を許可／那覇市の選挙人名
簿	〔沖タ・朝〕	

�0・26	 有権者名簿を公開／那覇市選管委／
やっと閲覧始める／選挙戦、	文書合
戦さらに激化	〔琉新・朝〕	

��・��	 初の公選主席に屋良朝苗氏	（革新）	／
全域 57 カ所でいっせいに開票	〔琉
新・夕〕	

��・�2	 那覇市長選／西銘氏擁立に動く／自民
主席選の雪辱ねらう	〔沖タ・朝〕	

��・�2	 ｜社説｜初の革新主席実現／支持され
たその政治姿勢	〔沖タ・朝〕	

��・�2	 主席・立法院選の結果／日米関係に大
きく影響／対民政府姿勢が焦点／一
体化策への対処も課題	〔琉新・朝〕	

��・�3	 那覇市長選支援せず？／本土自民／沖
縄選対本部近く解散	〔琉新・朝〕	

��・�3	 近く取締本部設置／那覇署／市長選の
違反捜査へ	〔琉新・朝〕	

��・�3	 決戦か無投票か／那覇市長選／自民あ
わただしい動き	〔沖タ・夕〕	

��・�3	 市長選、	ダッシュへあと３日／選管、	
名簿もれに慎重／入場券を発送	〔琉
新・夕〕	

��・�4	 市長選盛り上げへ／革新共闘会議が幹
部会／那覇市	〔沖タ・朝〕	

��・�4	 那覇市長選／きょう態度決定／自民幹
部はいぜん消極論	〔沖タ・朝〕	

��・�4	 対決か、	無投票か／那覇市長選、	告示
まで２日	〔沖タ・朝〕	

��・�4	 告示と同時にカンパ活動／沖縄・小笠
原返還同盟／那覇市長選を支援	〔琉
新・夕〕	

��・�5	 平良	（革新）	古堅	（自民）	決戦へ／那
覇市長選挙自民擁立に踏み切る	〔沖
タ・朝〕	

��・�5	 組織をさらに強化／当面は那覇市長選
に全力／革新共闘	〔沖タ・朝〕	

��・�5	 那覇市長選／さあ戦うぞ ! ／自民党は
〝背水の陣〟／圧勝をねらう革新側
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〔沖タ・朝〕	
��・�5	 那覇市長選挙あす告示／共闘、	さらに

固める革新／古堅氏出馬、	雪辱へ自
民	〔琉新・朝〕	

��・�5	 ｜社説｜きれいな那覇市長選を	〔琉
新・朝〕	

��・�5	 26 日、	堀井総評議長が来沖／那覇市長
選の革新側支援	〔琉新・朝〕	

��・�5	 県労協／連日 500 人を繰り出す／那覇
市長選の支援決める	〔琉新・朝〕	

��・�5	 スタートラインの那覇市長選／秘策練
る両陣営／〝西銘市政〟で攻防	〔琉
新・朝〕	

��・�5	 選管委／入場券の問い合わせ殺到／あ
すから補充申請受け付け	〔琉新･朝〕	

��・�5	 那覇市長選挙／違反取締本部を設置／
不手ぎわ出さぬ／ビラ配布で事前警
告／警本	〔琉新・夕〕	

��・�5	 古堅助役が退任／３首脳欠けた那覇市
役所／市長選出馬へ	〔琉新・夕〕	

��・�6	 那覇市長選きょう告示／両陣営、	再び
激突	〔沖タ・朝〕	

��・�6	 〝逆転はお手のもの〟／自民／那覇市長
選きょうスタート／革新余勢かって
闘志燃やす	〔沖タ・朝〕	

��・�6	 那覇市長選／きょう告示	〔琉新・朝〕		
��・�6	 那覇市長選挙／さぁ、	決戦だ！／前回

の雪辱ねらう平良良松氏／〝捨て身〟
でぶつかる古堅宗徳氏	〔琉新・朝〕	

��・�6	 買収などに目光らす／那覇署／未然防
止に力入れる	〔琉新・朝〕	

��・�6	 那覇市長選すべり出す／古堅、	平良両
候補が届け出／再び保守、	革新対決
／両候補さっそく政策発表	〔沖タ・
夕〕	

��・�6	 那覇市長選静かな幕あけ	〔沖タ・夕〕		
��・�6	 那覇市長選火ぶた切る／古堅	（自民）	

平良	（社大）	氏届出／直ちに選挙戦
に突入	〔琉新・夕〕	

��・�6	 那覇市長選／両候補が第一声／平良良
松候補三大選挙で有終の美、	社大党
本部前で出陣式／古堅宗徳候補熱気
こもる選本部、	対話を通じ市政担当	
〔琉新・夕〕	

��・�7	 ｜社説｜火ぶた切る那覇市長選／身近
な町づくりで対決	〔沖タ・朝〕	

��・�7	 大弦小弦	〔那覇市長選挙〕	〔沖タ･朝〕		
��・�7	 那覇市長選／本格的言論戦へ／立ち会

い演説会開く／日米琉の強調を促進
古堅候補／市民本位の政治擁立、	平
良候補	〔琉新・朝〕	

��・�7	 ｜社説｜那覇市長に望む	〔琉新・朝〕		
��・�7	 那覇市長選／私の公約／古堅・平良両

候補立ち会い演説会	〔琉新・朝〕	
��・�7	 古堅候補への質問と回答／区画整理は

話合った／一体化政策、	強力に推進
／平良候補への質問と回答／国庫支

出金で市税改善／市民の要望なら市
長減俸	〔琉新・朝〕	

��・�7	 〝互いにがんばろう〟／両候補きれ
いな選挙誓う／那覇市長選挙	〔琉
新・朝〕	

��・�8	 〝名簿もれはごめん〟／那覇市選管／	
「補充登録」	受け付け開始／申請者
が殺到／２日間で６百人	〔琉新･朝〕	

��・�8	 選対本部、	大わらわ／労組も両派に分
かれ支援／那覇市長選	〔琉新・朝〕	

��・�8	 那覇市民の生活	（�）	／住宅問題／建
設用地不足がカベ／住宅難解消はい
つの日	〔沖タ・夕〕	

��・�9	 那覇市長選／選挙ムードさっぱり／両
陣営、	本格的言論戦へ	〔沖タ・朝〕	

��・20	 ｜社説｜Ｂ 52 墜落事故の意味／恐ろし
い基地公害の不安と人命尊重を求め
る主張	〔沖タ・朝〕	

��・20	 那覇市民の生活	（2）	／公害／明るい
生活脅かす／政府、	市の公害対策ゼ
ロ	〔沖タ・夕〕	

��・22	 市長になれば実行したい／古堅宗徳候
補／夜間保育所を設置、	ごみ取り車
ふやしたい／平良良松候補／軍用地
開放に全力、	水道料金値下げしたい	
〔琉新・朝〕	

��・22	 那覇市民の生活	（3）	／市民福祉／急
を要す公園整備／子どもの遊び場も
少ない	〔沖タ・夕〕	

��・23	 那覇市民の生活	（4）	／環境衛生／
年々悪くなる一方／〝抜本的対策〟
の声高まる	〔沖タ・夕〕	

��・24	 攻防戦に突入／那覇市長選挙	〔沖タ・
朝〕	

��・24	 那覇市長選／投票まであと７日／双
方、	政策浸透に全力	〔琉新・朝〕	

��・24	 盛り上がらぬ那覇市長選／両陣営やき
もき／連休を機に活発化へ	〔琉新・
朝〕	

��・25	 那覇市長選、	終盤へ／保守、	革新の攻
防激化	〔沖タ・朝〕	

��・25	 話の卵／局長人事と那覇市長選	〔琉
新・夕〕	

��・25	 那覇市民の生活	（5）	／都市計画／人
口は増加の一途／軍用地が最大の
〝ガン〟に	〔沖タ・夕〕	

��・26	 ｜社説｜那覇市の人口分散策を	〔沖
タ・朝〕	

��・26	 那覇市長選／ムード盛り上げへ／自
民・革新共闘／決起大会など開き	
〔琉新・朝〕	

��・26	 那覇市民の生活	（6）	／児童福祉／貧
弱な施設、	整備／全市的取り組みが
必要	〔沖タ・夕〕	

��・27	 平良恵氏立候補で緊迫化／那覇市長選
／〝謀略だ〟〝無関係だ〟／	「タイ
ラ」	票をめぐり、	開票事務混乱か	
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〔琉新・朝〕	
��・27	 終盤の攻防激化／那覇市長選／泥仕合

い心配の向きも	〔琉新・夕〕	
��・28	 那覇市長選／終盤の情勢	〔沖タ・朝〕		
��・28	 不在投票も案分／選管が決める／〝別

個に開票できぬ〟／那覇市長選のタ
イラ票問題	〔琉新・朝〕	

��・28	 那覇市民の生活	（7）	／水道問題／少
ない自己原水量／大半は米民政府が
握る	〔沖タ・夕〕	

��・28	 沖縄連、	沖実委／那覇市長選の革新候
補に支援カンパ	〔琉新・夕〕	

��・29	 市長選まであと２日／記者座談会	〔琉
新・朝〕	

��・29	 選管に撤回申し入れ／那覇市政革新共
闘／不在投票の案分問題で	〔琉新・
朝〕	

��・29	 那覇市民の生活	（8）	／財政／本土と
の格差増大／基本施設も市民が肩代
わり	〔沖タ・夕〕	

��・29	 	「タイラ」	票あくまで追及／市政革新
共闘ポスターもぎとられる	〔沖タ・
夕〕	

��・29	 不在投票／比例配分は奇弁／那覇市政
革新共闘／仲本事務局長語る	〔琉
新・夕〕	

��・30	 那覇市長選／いよいよあす投票／両陣
営必死の攻防展開	〔沖タ・朝〕	

��・30	 ｜社説｜あす投票の	「那覇市長選」	／
低調ムードをハネ返そう	〔沖タ･朝〕	

��・30	 那覇市長選／大詰めで盛り上がる／街
頭演説も興奮ぎみ／投票所も準備
オーケー	〔沖タ・朝〕	

��・30	 那覇市長選あす投票／泣くも笑うも
きょうまで	〔沖タ・朝〕	

��・30	 那覇市長選あす投票／両派、	創価学会
票獲得に懸命	〔琉新・朝〕	

��・30	 ｜社説｜悔いのない一票の行使	〔琉
新・朝〕	

��・30	 りっぱな代表選出を／那覇市長選挙／
替え玉投票するな／選管、	棄権防止
を呼びかけ	〔琉新・朝〕	

��・30	 出勤時ねらって…／市長選両候補／必
死の〝よろしく〟	〔琉新・夕〕	

�2・�	 市長選／審判を待つ／両候補日焼顔で
勝利の自信	〔沖タ・朝〕	

�2・�	 主席就任あいさつ／特別議会で受けぬ
／自民が革新３党と対立	〔琉新･朝〕	

�2・�	 那覇市長選きょう投票	〔琉新・朝〕		
�2・�	 那覇市長選挙／準備はＯＫ／〝勝利は

わが方に〟／両陣営、	強気の秒読み	
〔琉新・朝〕	

�2・2	 那覇市長選／当落、	午前中に判明／投
票率は 78.54％	〔沖タ・朝〕	

�2・2	 両候補ばったり顔合せ	〔沖タ・朝〕		
�2・2	 きょう午前当落判明／那覇市長選挙／

投票率は 78.5％	〔琉新・朝〕	

�2・2	 〝悔いはない〟と両候補／那覇市長選／
市民の審判はいずれ…	〔琉新･朝〕	

�2・2	 那覇市長に平良良松氏革新／地すべり
的な大差／革新市政が三たび誕生	
〔沖タ・夕〕	

�2・2	 革新に第二の拠点	〔沖タ・夕〕		
�2・2	 圧勝にわく革新陣営／〝あっけない勝

負〟／ �0 時まえ早くもお礼準備	〔沖
タ・夕〕	

�2・2	 議長に平良氏を／立法院役員人事／自
民が提案／各派交渉	〔琉新・夕〕	

�2・2	 〝バンザイ〟にわく革新／	「圧勝だ」	と
興奮共闘本部／沈みがちな自民党／
那覇市長選挙	〔琉新・夕〕	

�2・2	 静かな開票風景	〔琉新・夕〕		
�2・3	 人物地帯／那覇市長に当選した平良良

松	〔沖タ・朝〕	
�2・3	 相次ぐ敗北に不安、	自民／那覇市長選

の革新勝利、	本土側の反響／憲法の
適用を希望、	野党	〔琉新・朝〕	

�2・3	 〝革新王国〟の首都出現／平良氏の勝
因・今後の那覇市政	〔琉新・朝〕	

�2・3	 われら革新トリオ／意気あがる３首長
／新時代にファイト／屋良・平良・
大山	〔琉新・朝〕	

�2・3	 第一助役に前田氏？／那覇市人事問題
／部課長も大幅更迭	〔琉新・朝〕	

�2・3	 清潔、	市民本位で／革新市長へ市民の
声／那覇	〔琉新・夕〕	

�2・4	 人事工作に着手／平良次期那覇市長／
首脳陣総入れ替え	〔沖タ・朝〕	

�2・4	 那覇市政／足踏みして１カ月余／革新
市長を待…／まだ残る選挙の余震／
職員間は〝冷戦〟議長ソワソワ	〔琉
新・夕〕	

�2・5	 お手あげの商店街／那覇－与儀市場全
面交通止め	〔沖タ・朝〕	

�2・5	 	「公会堂」	の実現を…／現部長が望む
こんごの継続事業／下水道工事の完
工もぜひ	〔沖タ・朝〕	

�2・5	 市長選挙の舞台裏から	〔沖タ・朝〕		
�2・6	 那覇市／早くも市議選動く／ 70 人前後

の立候補予想	〔沖タ・朝〕	
�2・6	 平良市長を待ち受ける難問題	〔琉新・

朝〕	
�2・9	 那覇市議会／ �4 議席の増加へ／平良次

期市長が検討	〔沖タ・朝〕	
�2・9	 大詰めの市役所人事／那覇／第一助役

は稲嶺氏か／前田氏、	第二助役に確
定	〔琉新・朝〕	

�2・9	 あす当選証書交付／那覇市選管／平良
次期市長に	〔琉新・夕〕	

�2・��	 那覇新市政スタート／平良氏に当選証
書交付	〔琉新・朝〕	

�2・��	 平良市政スタート／明るいムードが
いっぱい	〔琉新・夕〕	

�2・�2	 読者から／議員増は時期尚早	〔沖タ・
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朝〕	
�2・�2	 市政、	党派抜きに／平良那覇市長きの

う初登庁	〔沖タ・朝〕	
�2・�2	 青空市政を打ち出す／平良那覇市長が

記者会見／市民との対話促進／放射
能問題にも努力	〔琉新・朝〕	

�2・�4	 平良市政／新年から軌道へ／大きい選
挙中の空白	〔沖タ・朝〕	

�2・�4	 助役に稲福	（第一）	前田	（第二）	氏／
那覇市／ �8 日、	議会の承認求める	

〔琉新・朝〕	
�2・�8	 那覇市人事固まる	〔琉新・朝〕		
�2・�8	 新市長が所信表明／那覇市／きょう定

例議会	〔琉新・朝〕	
�2・�8	 平良市長が視察／開南の道路工事を督

励／市民の不満聞く	〔琉新・朝〕	
�2・�8	 稲嶺・前田両助役を承認／那覇市会ひ

とまず協調	〔沖タ・夕〕	
�2・�9	 市民福祉向上に全力／助役に決まった

稲嶺・前田両氏／革新市政のよき女
房役誓う	〔沖タ・朝〕	

�2・�9	 〝那覇市議選〟早くも前衛戦／再選めざ
す 26 人／新人では労組関係者が圧
倒的	〔沖タ・朝〕	

�2・�9	 記者席／平良市政、	順調なすべり出し	
〔琉新・朝〕	

�2・�9	 〝市民全体の奉仕者に〟／那覇市の２助
役／稲嶺・前田氏に辞令交付	〔琉新・
朝〕	

�2・�9	 Ｂ 52 撤去を決議／那覇市会一般質問／
革新綱領貫く／市長	〔沖タ・夕〕	

�2・20	 公室長に内間武義氏／部長人事／７ポ
ストほぼ内定	〔琉新・朝〕	

�2・20	 両助役の横顔／第一助役、	稲嶺成珍／
第二助役、	前田武行	〔琉新・朝〕	

�2・20	 〝お歳暮受けとるな〟／平良那覇市長職
員に通達	〔琉新・夕〕	

�2・2�	 那覇市定例議会おわる	〔沖タ・夕〕		
�2・24	 総務部長に親泊氏／那覇市／５部長に

辞令を交付	〔琉新・朝〕	
�2・25	 公会堂、	２月に着工／那覇市／１月７

日に臨時議会	〔琉新・朝〕	
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�・6	 市民福祉を最優先／平良那覇市長／新
年の決意を語る	〔琉新・朝〕	

�・8	 原潜の入港中止を／平良那覇市長／弁
務官に要請	〔琉新・朝〕	

�・9	 軍用地・軍施設の撤去を／那覇市長、	
アンガー弁務官に要請／都計事業に
支障	〔沖タ・朝〕	

�・9	 駐車場ヤーイ／役所に来る市民から苦
情	〔沖タ・朝〕	

�・9	 すでに票固めの段階／活発化する那覇
市議前衛戦	〔沖タ・朝〕	

�・9	 底つく北部の水源地／那覇市水道局／

市民の節水呼びかけ	〔琉新・朝〕	
�・9	 平良那覇市長都知事を訪問／今後の協

力を要請	〔琉新・夕〕	
�・��	 ３市が協力体制確立／全国的な運動へ

原潜阻止／平良氏の上京で具体化	
〔沖タ・朝〕	

�・�2	 平良市長、	革新市政で意見交換／東京
都下の４市長と	〔琉新・夕〕	

�・�3	 東京で平良那覇市長の当選祝賀会	〔琉
新・朝〕	

�・�4	 お役所仕事を返上／那覇市	「市民相談
所」	設ける	〔沖タ・朝〕	

�・�4	 きょうから受け付け／若松市営住宅の
入居希望	〔沖タ・朝〕	

�・�6	 那覇市営住宅高所得者に移転を勧告	
〔沖タ・夕〕	

�・�8	 子どもの遊び場を占有国場ビル工事／
許可範囲を超え／那覇市が警告鉄棒
など諸施設も破損	〔沖タ・朝〕	

�・20	 会期は �� 日間／那覇市臨時議会開く	
〔琉新・夕〕	

�・22	 市民のための市政／那覇市役所機構改
革で改善へ	〔沖タ・朝〕	

�・22	 きょうから開通開南通り	〔沖タ・朝〕		
�・25	 地下に伸びる建築／市当局	「許可基準

｣ なく頭痛める／〝利用申請〟がぞ
くぞく	〔沖タ・朝〕	

�・28	 那覇市／見積りの甘さ暴露／工事入札
が半額で落札	〔沖タ・朝〕	

�・28	 狭苦しいターミナル／施設の増改築迫
られる	〔沖タ・夕〕	

�・29	 国場組ビル工事／〝生活ぶち壊しです〟
／市民、	損害補償訴える	〔沖タ･夕〕	

�・30	 またも〝税金のムダ使い〟／約５千ド
ルかけて整地／荒れ放題の埋め立て
地	〔沖タ・朝〕	

�・30	 工期内完成めざす／市当局執行体制の
強化へ	〔沖タ・朝〕	

�・30	 河川、	排水工事計画	〔沖タ・朝〕		
�・30	 情実審査をなくす／市営住宅／住宅課

の機構を改善	〔沖タ・朝〕	
�・30	 総合労働布令の撤廃決議へ／きょう那

覇市本会議	〔沖タ・朝〕	
�・30	 早くも 60 人が立候補準備／市議選／労

組・郷友会が中心／ 30 議席めざし
体制固め	〔沖タ・朝〕	

�・30	 圧倒的多数でゼネスト参加決定／市職
労の全員投票	〔沖タ・朝〕	

2・�	 閉店、	ゼネスト参加／ガーブ川商店街
組合大会で態度決定	〔沖タ・朝〕	

2・�	 給料支払い困難／政府の歳入欠陥が影
響／苦しい資金繰り／那覇市役所	
〔琉新・朝〕	

2・3	 ｜社説｜Ｂ 52 の早期撤去／いちおうゼ
ネストは回避したが…	〔沖タ・朝〕	

2・5	 ｜社説｜組織分裂克服の努力を／大衆
運動の底辺は揺るぎない	〔沖タ･朝〕	
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2・6	 ｜社説｜市町村財政のピンチ／政府減
額予算のシワ寄せ	〔沖タ・朝〕	

2・6	 人事審査に物いい／那覇職労／当局に
撤回要求	〔沖タ・朝〕	

2・6	 〝市民選挙戦の報復だ〟／那覇市役所労
組／課長らの処分撤回要求	〔琉新・
朝〕	

2・6	 〝市政刷新が理由〟／那覇市役所職員懲
戒問題／市長、	組合に回答	〔琉新・
夕〕	

2・8	 課長らの懲戒撤回／市長が直接聞く／
組合側が了承／那覇市	〔琉新・朝〕	

2・9	 国場ビル工事中止／市の真意聞きたい
／設計管理者が聴聞会開催を要求	

〔沖タ・朝〕	
2・��	 声／那覇市の懲戒処置は当然	〔琉新・

朝〕	
2・�3	 市三役が施設巡り／自分の目で実態掌

握へ	〔沖タ・朝〕	
2・�3	 工事関係者が謝罪／落ち度を全面的に

認める	〔沖タ・朝〕	
2・�3	 不安におののく住民／首里石嶺／巡査

派出所の設置訴え	〔沖タ・朝〕	
2・�3	 声／那覇市職員は節度を守れ	〔琉新・

朝〕	
2・�6	 人事異動、	難航か／那覇市／市職労、	

市労から物言い	〔沖タ・朝〕	
2・�7	 市長をカン詰めに／人事めぐる団交大

混乱／那覇市	〔沖タ・夕〕	
2・�7	 市長をかん詰め／那覇市の異動問題／

第一組合委員が救出	〔琉新・夕〕	
2・�8	 声／市民に奉仕する那覇市政を	〔琉

新・朝〕	
2・�8	 那覇市の人事異動問題／法廷闘争で対

決へ、	市労／市長、	最小限度で報復
ではない	〔琉新・朝〕	

2・�9	 格下げに不服／那覇市人事異動／２人
が辞令受領拒否	〔琉新・朝〕	

2・20	 那覇市議選、	早くも初盤戦／各地で後
援会づくり／各党／候補者の地域配
分調整急ぐ	〔沖タ・朝〕	

2・20	 危ない！このスラム街／基準法違反だ
らけの建て物	〔沖タ・朝〕	

2・20	 人事異動紛争の焦点	〔沖タ・朝〕		
2・23	 読者から／市政の改革を	〔沖タ・朝〕		
2・24	 動き出す両陣営／那覇市議選／共闘で

市政推進、	革新／保守、	郷友会中心
に地下工作	〔琉新・朝〕	

2・24	 道路パトロール隊／３月１日から出動
／那覇市／悪路、	障害物を摘発／迅
速な補修・除去で機能マヒを防ぐ	

〔沖タ・夕〕	
2・24	 水道料金下げ／那覇市／総合診断で改

善図る	〔沖タ・夕〕	
2・24	 話の卵／動き出した那覇市議選	〔琉

新・夕〕	
2・25	 ４月に正式発足／三市放射能対策協議

会	〔沖タ・朝〕	
2・25	 民政府が一括入札を指示／市当局、	対

策に苦慮	〔沖タ・朝〕	
2・27	 市予算案編成急ぐ／事業費に総額 2500

万ドル計上／〝革新色〟を鮮明に／
７項目に意欲的な計画	〔沖タ・朝〕	

2・27	 三市に担当幹事常置／平良那覇市公室
長記者会見／放射能対策協、	年１回
開く	〔琉新・朝〕	

2・28	 意図的な反対排除／平良那覇市長／人
事問題で記者会見	〔沖タ・朝〕	

2・28	 適材適所で実施／平良市長語る／不当
配転ありえぬ／那覇市の人事異動問
題	〔琉新・朝〕	

3・�	 声／那覇市役所労組の統一図れ	〔琉
新・朝〕	

3・2	 分割入札を要望／電気水道設備協会／
那覇市に陳情書を提出	〔沖タ・朝〕	

3・4	 〝新設市場に反対〟／西公設市場代表ら
／現在地での改築要望／那覇市	〔沖
タ・朝〕	

3・5	 読者から／組合	（那覇市役所）	の統一
を	〔沖タ・朝〕	

3・5	 平良市政／体制づくりに難渋／市政の
カギにぎる７月の市議選／思わぬ伏
兵〝人事異動問題〟	〔沖タ・朝〕	

3・5	 那覇安謝埋め立て地入札／午前中たっ
た５筆／不景気の風／地価にひび
く？	〔沖タ・夕〕	

3・6	 けわしい革新の道／屋良行政主席	「３
カ月の体験」	平良那覇市長	〔沖タ・
朝〕	

3・8	 出揃う各党の顔ぶれ／那覇市議選／総
勢 50 人前後か／革新連合 �8 人、	自
民は �5 人ていど	〔沖タ・朝〕	

3・8	 サービス向上、	責任の所在明確に／全
職員が名札つける	〔沖タ・朝〕	

3・8	 那覇の公会堂建設問題／建設業界に波
紋よぶ／一括入札か分割入札か	〔沖
タ・朝〕	

3・8	 日南市と〝盟友都市〟に／双方メッ
セージを交換	〔沖タ・朝〕	

3・8	 モデル地区設定／市民憲章推進に	〔沖
タ・朝〕	

3・8	 公会堂、	入札問題が焦点に／ 20 日から
那覇市議会	〔沖タ・朝〕	

3・9	 那覇公会堂は分離発注／宮里建設局長
／民政府が合意	〔沖タ・朝〕	

3・�3	 小話しあれこれ／まんざらでもない与
党の席	〔沖タ・朝〕	

3・�3	 職員採用は試験で／市職労組／当局に
申し入れ決定	〔沖タ・朝〕	

3・�3	 公会堂今月内に着工／〝分割入札〟で
話し合いつく	〔沖タ・朝〕	

3・�3	 27 日に分割入札／公会堂建設／那覇
市、	方針を決める	〔沖タ・朝〕	

3・�5	 声／那覇公設市場と市政	〔琉新・朝〕	
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3・�9	 円滑な予算獲得に／稲嶺那覇市助役帰
任／都計構想の提示必要	〔沖タ･夕〕	

3・20	 下水道条例案など審議／那覇市定例議
会開く	〔琉新・夕〕	

3・23	 人事は撤回しない／水道料金の値下げ
／未給水地解消後に／市議会で市側
答弁	〔琉新・朝〕	

3・24	 読者から／市当局に聞く	〔沖タ・朝〕		
3・24	 ４人中３人は革新／那覇区教委選開票

／二人目の婦人委員も	〔沖タ・夕〕	
3・25	 記者メモ／早くも市議選の皮算用／平

良那覇市長	〔沖タ・朝〕	
3・27	 余りにも多い賃借地トラブル／自衛す

る借地人／悪質値上げは裁判に訴え
る	〔沖タ・朝〕	

3・27	 小話しあれこれ／〝セイケツ〟平良市
長、	泥かぶる？	〔沖タ・朝〕	

3・27	 寄付求める／市公会堂建設資金	〔沖
タ・朝〕	

3・27	 街の素顔／借家人の怒りと嘆き／緊急
不足数は１万４千戸	〔沖タ・朝〕	

3・27	 英語センター／〝増築工事認めぬ〟／
那覇、	政府、	民政府が対立	〔沖タ・
朝〕	

4・3	 首都にふさわしい行政へ／道路・住宅・
港湾など／行政府に大幅にテコ入れ
要請	〔沖タ・朝〕	

4・3	 市民のためのよき働き手に／立ちあが
る市職労	〔沖タ・朝〕	

4・3	 姉妹都市の縁むすび／宮崎県日南市市
長ら近く来島	〔沖タ・朝〕	

4・3	 黙認耕作地へのパスを返す／赤嶺さん
ら９人に	〔沖タ・朝〕	

4・3	 小話しあれこれ／稲嶺株は上昇気味／
高良議長モノレールにファイト	〔沖
タ・朝〕	

4・3	 市民間運動も展開／放射能対策で那
覇・横須賀・佐世保／共同アピール
も予定	〔沖タ・朝〕	

4・4	 50 万ドル補助令達／市公会堂 24 日ま
でに着工	〔沖タ・朝〕	

4・�0	 こぼれ話／門前市なす市議候補	〔沖
タ・朝〕	

4・�0	 異民族下の市政／不法建設でＯＫ／市
公会堂着工は１カ月遅れ／施政権限
ふりまわす	〔沖タ・朝〕	

4・�0	 市職員無断欠勤は年間 973 時間／悪質
者は 44 人／市人事課体質改善にの
り出す	〔沖タ・朝〕	

4・��	 国県有地の返還へ／那覇市／建設用地
不足に対処	〔沖タ・朝〕	

4・�3	 ｜社説｜軍用地の返還要求／注目され
る那覇市の出方	〔沖タ・朝〕	

4・�4	 埋め立て工事遅れる／安謝公有水面／
新港建設に影響か／琉銀との折衝が
難航	〔沖タ・夕〕	

4・�5	 ３市密接な情報交換／平良那覇市長／

三角同盟結成式から帰任	〔沖タ･夕〕	
4・�7	 ゴミ焼却炉、	近く完成／１日の排出量

200 余トン／５月からフル運転で処
理	〔沖タ・朝〕	

4・�7	 早くも票固めの動き／総勢 50 人前後の
激戦へ	〔沖タ・朝〕	

4・�7	 小話しあれこれ／〝爆発寸前〟の市長
／融資断れば一大抗議運動	〔沖タ・
朝〕	

4・�7	 政治問題化のおそれ／革新市長へ〝い
やがらせ〟？	〔沖タ・朝〕	

4・�8	 海上集会／三重城沖を中止	〔沖タ･夕〕		
4・2�	 那覇公会堂／各部門工事の落札終わる

／ 24 日から着工	〔沖タ・夕〕	
4・22	 国県有地／関係資料を収集／那覇市、	

近く返還運動へ	〔沖タ・朝〕	
4・25	 読者から／小禄に新設校を	〔沖タ･朝〕		
4・25	 来年７月には完成／那覇市公会堂／き

のう与儀公園で起工式	〔沖タ・夕〕	
4・29	 平良那覇市長がアピール発表	〔沖タ・

朝〕	
5・8	 はやくも中盤戦の様相／那覇市議選／

しのぎをけずる 62 人／中旬までに
公認推せんを確定	〔沖タ・朝〕	

5・8	 町の素顔／まるでクモの巣／消費文化
の副産物	〔沖タ・朝〕	

5・8	 小話しあれこれ／政治をするのは馬鹿
だよ	〔沖タ・朝〕	

5・8	 難航する〝新公設市場〟／業者が波状
的に移転反対陳情／市議選ともから
み複雑化	〔沖タ・朝〕	

5・�0	 琉銀、	利率をアップ／安謝公有水面埋
め立て工事の融資／那覇市、	臨時議
会で審議へ	〔沖タ・朝〕	

5・��	 読者から／謹啓那覇市長殿	〔沖タ･朝〕		
5・�5	 那覇市議選／出そろう顔ぶれ／立候補

予定者／新旧の激しい地盤争いを展
開／現 24 人・元２人・新人が 40 人
前後	〔沖タ・朝〕	

5・�5	 下水道処理場が完成	〔沖タ・朝〕		
5・�5	 那覇市議会を表彰／市町村議会議長会

の総会で	〔琉新・夕〕	
5・�6	 那覇市／順調な建設工事／６月末まで

に 368 万ドル発注	〔沖タ・朝〕	
5・�6	 下水道処理場／琉球政府へ譲渡	〔沖

タ・朝〕	
5・�8	 読者から／歩道の行政処置を訴える	

〔沖タ・朝〕	
5・22	 読者から／団地への道は年度内着工	

〔沖タ・朝〕	
5・22	 値下げ計画もピンチ／那覇市の水道事

情／需要、	増加のいっぽう／頭の痛
い水量確保／〝購入水〟もふえる	
〔沖タ・朝〕	

5・22	 街の素顔／自然は報復する／破壊者に
は人間性の喪失	〔沖タ・朝〕	

5・22	 小話しあれこれ／革新都市の未来図
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は？	〔沖タ・朝〕	
5・22	 多い排水・道路の要望／平良市長が市

民の意見聞く	〔沖タ・朝〕	
5・22	 安心はできぬ現役／新旧、	保守、	革新

が入り乱れ／無所属も〝票田〟食い
荒す	〔沖タ・朝〕	

5・22	 違反者に厳しい態度／建設部が市営住
宅調査／高所得者や又貸し	〔沖タ・
朝〕	

5・22	 沖縄側はのけものに？／放射能調査団
那覇軍港などを視察	〔沖タ・朝〕	

5・23	 ｜社説｜対米折衝のよわさか／すっき
りしない放射能調査団	〔沖タ・朝〕	

5・29	 市議選挙／早くも乱戦もよう／革新共
闘公認候補 �8 人を決定	〔沖タ・朝〕	

5・29	 小話しあれこれ／公室長のお手並み拝
見	〔沖タ・朝〕	

5・29	 石嶺市営住宅が完成／来月４日から受
け付け	〔沖タ・朝〕	

5・29	 ７ドルプラス 4.25％を回答／市役所の
ベ・ア	〔沖タ・朝〕	

5・30	 �4 ドルで妥結／那覇市職、	市労	〔沖
タ・朝〕	

6・4	 市民福祉中心に／那覇市新年度予算／
革新カラー打ち出す	〔沖タ・朝〕	

6・6	 納骨堂も超満員？／那覇／〝売り場〟
建設を計画	〔沖タ・夕〕	

6・8	 市議選／実質的に終盤戦へ／立候補調
整ほぼ終わる／前回を大幅に上回る
激戦	〔琉新・朝〕	

6・�4	 質疑やっと軌道に／那覇市会／出席率
もまずまず	〔沖タ・朝〕	

6・�7	 大弦小弦	〔那覇市議会は無責任議会〕		
〔沖タ・朝〕	

6・�7	 新市場への移転に抗議／牧志西公設市
場連合	〔沖タ・朝〕	

6・�8	 〝事前運動許さぬ〟那覇署が取り締まり
強化／那覇市議選	〔琉新・夕〕	

6・�9	 市職員の質の向上へ／採用は試験制で
／水道メーター検針業務／委託制か
ら直営に	〔沖タ・朝〕	

6・�9	 小話あれこれ／まずは記者との対話	
〔沖タ・朝〕	

6・�9	 町の素顔／住宅政策これでいいか／
〝クジ引き的な展望〟の声も	〔沖タ・
朝〕	

6・20	 市有地／一部企業が独占／借地料も最
低額で使用／市当局／近く買い上げ
要求へ	〔沖タ・朝〕	

6・20	 本会議で決着か／市有地処分、	きょう
論戦／那覇市	〔沖タ・朝〕	

6・20	 手続きに不手ぎわ／市有地処分問題／
修正案で審議へ／那覇市議会	〔沖
タ・夕〕	

6・2�	 水道予算にもミス／平良市長ついに
がっくり／那覇市	〔沖タ・朝〕	

6・22	 選挙ひかえ浮き足／那覇市会／会期延

長にしぶい顔	〔沖タ・朝〕	
6・22	 市議選／告示まで１週間／ 65 人が立

候補予定／後援会結成など大わらわ	
〔琉新・朝〕	

6・23	 那覇市議選／うわさの顔ぶれ／ 30 人に
65 人が立候補予定	〔琉新・朝〕	

6・25	 声／平良那覇市長の英断に拍手	〔琉
新・朝〕	

6・26	 市有地の借料／引き上げ決める／那覇
市議総務委	〔沖タ・朝〕	

6・26	 那覇市議選／告示まで５日／早くも激
しい前衛戦展開／字単位に〝総かか
え作戦〟も	〔沖タ・朝〕	

6・26	 市議会／安すぎる市有地／賃貸料の適
正化で質疑	〔沖タ・朝〕	

6・26	 小話あれこれ／雨降れば地固まるよ	
〔沖タ・朝〕	

6・26	 焦点２題／不利益者が沈黙／市場移転
問題／すべては選挙待ち？	〔沖タ・
朝〕	

6・26	 沖縄から教員採用／大阪／琉大に現地
試験申し入れ	〔琉新・夕〕	

6・27	 首里バス株の民間譲渡陳情／総務委で
採択／那覇市議	〔沖タ・朝〕	

6・27	 ひと足先に取締り本部／市議選告示を
前に	〔沖タ・夕〕	

6・28	 増員要求に大ナタ／消防、	保育所職員
など／那覇市議会総務・建設委	〔沖
タ・朝〕	

6・28	 選挙違反にニラミ／那覇市議選／取締
本部を設置	〔琉新・夕〕	

6・29	 市長室に抗議団／牧志西市場組合／
〝移転させぬ〟でケリ	〔沖タ・朝〕	

6・29	 告示まであと２日／那覇市議選挙戦、	
本格化へ	〔琉新・朝〕	

6・30	 那覇市議選あす告示／ 67 人が立候補を
予定	〔琉新・朝〕	

6・30	 断水、	 このデタラメさ／市民忘れた
〝水行政〟に怒り	〔沖タ・夕〕	

6・30	 お手あげ水道局／〝あなた任せ〟の給
水計画	〔沖タ・夕〕	

6・30	 立候補者に警告／那覇署選挙取締本部
／２人に事前運動の疑い	〔琉新･夕〕	

7・�	 ｜社説｜予告なしの断水騒ぎ／やは
り、	等しからざるを憂う	〔沖タ・朝〕	

7・�	 那覇市議選きょう告示／ 2・2倍の競争
率／ 20 日間の激戦展開	〔琉新・朝〕	

7・�	 ｜社説｜人物を見きわめよう	〔琉新・
朝〕	

7・�	 声／那覇市議選のポスターに思う	〔琉
新・朝〕	

7・�	 立候補者の顔ぶれ	〔沖タ・夕〕		
7・�	 高台、	今晩から給水／那覇の断水／完

全復旧はまだ	〔沖タ・夕〕	
7・�	 〝さあ！本番だ〟／那覇市議選／つぎつ

ぎ街頭へ／20日間の戦いに緊張	〔沖
タ・夕〕	
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7・�	 那覇市議選スタート／ 68 人が届け出る
／さっそく第一声放つ	〔琉新・夕〕	

7・�	 届け出た候補者	〔琉新・夕〕		
7・2	 ｜社説｜那覇市議選にさいし／どうい

う問題が提起されるか	〔沖タ・朝〕	
7・2	 大弦小弦	〔那覇市議選〕	〔沖タ・朝〕		
7・2	 那覇市議選／激しい弁舌合戦／各候

補、	浸透作戦を開始	〔沖タ・朝〕	
7・2	 炎天下に連呼合戦／ハチ合わせで混戦

も／手はじめに団地攻略／那覇市議
選	〔琉新・朝〕	

7・2	 那覇市議選うらおもて	（�）	／早くも
当確４人？／前衛戦で平良市長フル
活用	〔沖タ・夕〕	

7・2	 柳に〝選挙たんざく〟／市議選、	本番
へ／色とりどりのポスター	〔琉新・
夕〕	

7・3	 市議候補に〝こう望む〟	〔沖タ・朝〕		
7・3	 今晩の話題／住みよい町づくり	〔沖

タ・夕〕	
7・3	 那覇市議選うらおもて	（2）	／〝選挙

上手〟が身上人海戦術はお手のもの	
〔沖タ・夕〕	

7・3	 久場川市営住宅の増設起工式／平良那
覇市長らが出席	〔琉新・夕〕	

7・4	 ｜社説｜水はみんなのもの／〝節水の
季節〟と市民の協力	〔沖タ・朝〕	

7・4	 大弦小弦	〔那覇市の水道事情〕	〔沖タ・
朝〕	

7・4	 〝選挙商売〟も活発化／ポスター、	名刺
など印刷業界混戦ぎみ	〔沖タ・朝〕	

7・4	 選挙ムードも浸透／街頭演説や懇談会
に全力／那覇市議選	〔沖タ・朝〕	

7・4	 ねらい撃ちされる団地／〝マイク公害〟
に悲鳴／連呼のアラシ浴びる／那覇
市議選	〔琉新・朝〕	

7・4	 那覇市議選うらおもて	（3）	／若さで
〝全力投球〟／足で稼ぐ遊説作戦	〔沖
タ・夕〕	

7・4	 早くも逮捕第一号／那覇市議選、	戸別
訪問の現行犯で／那覇署	〔琉新･夕〕	

7・5	 読者から／那覇市長へのお願い	〔沖
タ・朝〕	

7・5	 那覇市議選うらおもて	（4）	／ベテラ
ン組善戦／〝西銘作戦〟後半に威力
発揮か	〔沖タ・夕〕	

7・5	 話の卵／愚劣な連呼	〔琉新・夕〕		
7・5	 	「解雇手当て支払え」	／平良氏の解雇

事件／労基署が市に勧告	〔琉新･夕〕	
7・5	 	「年間６万ドルのムダ」	／那覇市／委

託業務の実態発表	〔琉新・夕〕	
7・6	 ｜社説｜マイク合戦を自粛せよ	〔琉

新・朝〕	
7・6	 シノギ削る市会議員選／自民当選第一

主義へ／過半数獲得ねらう革新	〔琉
新・朝〕	

7・6	 市会議員選挙／〝一票〟はこういう人

に	〔琉新・朝〕	
7・7	 大弦小弦	〔那覇市議選〕	〔沖タ・朝〕		
7・7	 票を求めて暗躍／那覇市議選混戦状態

へ突入	〔沖タ・朝〕	
7・7	 高良氏届ける／那覇市議選候補者 86 人

に	〔沖タ・朝〕	
7・7	 立候補者 69 人に／那覇市議選	〔琉新・

朝〕	
7・7	 那覇市議選うらおもて	（5）	／全員当

選めざす／整然とした行動、	組織誇
る	〔沖タ・夕〕	

7・7	 那覇市の断水と将来の水問題＜上＞／
本村恵三／不満、	怒りを結集し／み
んなで解決の道を	〔沖タ・夕〕	

7・7	 どうするこの病根／市議選と那覇市＜
�＞	〔琉新・夕〕	

7・8	 読者から／煙害について関係当局にお
願い	〔沖タ・朝〕	

7・8	 声／〝欠陥政治家〟の総点検を	〔琉新・
朝〕	

7・8	 那覇市議選うらおもて	（6）	／革新
ムードに乗る／是々非々主義の市民
党	〔沖タ・夕〕	

7・8	 那覇市の断水と将来の水問題＜下＞／
本村恵三／こんご更に需要増大／解
決は施政権者の責任で	〔沖タ・夕〕	

7・8	 どうするこの病根／議員選と那覇市＜
2＞	〔琉新・夕〕	

7・9	 那覇郊外校の過密問題／那覇連合区／
譜久山教育長と一問一答／市と協力
し問題解決へ／後手に回った教育行
政	〔沖タ・朝〕	

7・9	 投票まであと �� 日／那覇市議選	〔琉
新・朝〕	

7・9	 那覇市議選うらおもて	（7）	／無所属
旋風起るか／台所の事情はまちまち	
〔沖タ・夕〕	

7・9	 混戦乱戦熱い市議選＜ � ＞／団地攻略
に躍起／浮動票でも最大の〝票田〟	
〔沖タ・夕〕	

7・9	 どうするこの病根／議員選と那覇市＜
3＞	〔琉新・夕〕	

7・�0	 読者から／那覇市の新規採用にひと言	
〔沖タ・朝〕	

7・�0	 現役は潜行・新人は市街戦／人海戦術
も表面化／22人が当確ラインに	〔沖
タ・朝〕	

7・�0	 市議選のゆくえ／記者座談会／どの候
補も革新顔／乱立ぎみで関心うすい
市民	〔沖タ・朝〕	

7・�0	 違反行為に厳しい目／出したい人は明
るい選挙で／評判よい新方式ポス
ター	〔沖タ・朝〕	

7・�0	 声／真の市民代表とは	〔琉新・朝〕		
7・�0	 混戦乱戦熱い市議選＜ 2 ＞／地縁・血

縁／〝世代のカベ〟が続出／当落左
右する門中、	郷友会	〔沖タ・夕〕	
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7・��	 混戦乱戦熱い市議選＜ 3 ＞／外人部隊
／戦術的にもベテラン／多方面にめ
ざましい活躍	〔沖タ・夕〕	

7・��	 どうするこの病根／議員選と那覇市＜
4＞	〔琉新・夕〕	

7・�2	 読者から／安謝埋立地の公害	〔沖タ・
朝〕	

7・�2	 声／那覇市議選の意義	〔琉新・朝〕		
7・�2	 混戦乱戦熱い市議選＜ 4 ＞／選挙資金

／激しい物量作戦／あの手この手で
攻防展開	〔沖タ・夕〕	

7・�2	 どうするこの病根／議員選と那覇市＜
5＞	〔琉新・夕〕	

7・�3	 市議選／当票まであと７日／浮動票獲
得に懸命／各候補、	追い込みに必至
／終盤戦の情勢	〔琉新・朝〕	

7・�3	 どうするこの病根／議員選と那覇市＜
6＞	〔琉新・夕〕	

7・�3	 市会議員選挙／一票はこういう人に	
〔琉新・朝〕	

7・�3	 むずかしい違反確認／市議選の取り締
まり強化／那覇署	〔琉新・朝〕	

7・�4	 混戦乱戦熱い市議選＜ 5 ＞／料亭街／
告示前が勝負どころ／宴会もバッタ
リとだえる	〔沖タ・夕〕	

7・�4	 どうするこの病根／議員選と那覇市＜
7＞	〔琉新・夕〕	

7・�5	 戸別訪問で３人逮捕／那覇署市議選取
締本部／供応、	買収重点に摘発	〔琉
新・朝〕	

7・�5	 混戦乱戦熱い市議選＜ 6 ＞／炎天下／
しんどいけど…／ものみな票にみえ
て	〔沖タ・夕〕	

7・�5	 どうするこの病根／議員選と那覇市＜
8＞	〔琉新・夕〕	

7・�6	 読者から／革新主席や市長殿	〔沖タ・
朝〕	

7・�6	 ｜社説｜選挙にからむ悪習断て	〔琉
新・朝〕	

7・�6	 声／選挙用の笑顔にだまされない	〔琉
新・朝〕	

7・�6	 立候補者一覧表	〔琉新・朝〕		
7・�6	 一票はこういう人に	〔琉新・朝〕		
7・�6	 混戦乱戦熱い市議選＜ 7 ＞／参謀本部

／最後の票読みに苦悩／〝広域選挙
区〟に戸惑の色も	〔沖タ・夕〕	

7・�6	 どうするこの病根／議員選と那覇市＜
9＞	〔琉新・夕〕	

7・�6	 那覇市議選／違反が �4� 件も／那覇署
さらに取り締まり強化	〔琉新・夕〕	

7・�7	 那覇市議選／最後の追い込みへ	〔沖
タ・朝〕	

7・�7	 どうするこの病根／議員選と那覇市＜
�0 ＞	〔琉新・夕〕	

7・�8	 那覇署／違反ポスターを押収／国際通
りに掲示の 29 枚	〔琉新・朝〕	

7・�9	 那覇市議選あす投票／選挙の意義と情

勢分析／記者座談会／政策論争そっ
ちのけ／地縁・血縁で票集め	〔琉新・
朝〕	

7・�9	 那覇市に陳情殺到／立候補者を先頭に
立て	〔琉新・夕〕	

7・�9	 〝連呼〟もきょうまで／那覇市議選／激
しく追い込み戦／午後９時でピリオ
ド	〔琉新・夕〕	

7・�9	 那覇署、	取り締まり強化	〔琉新・夕〕		
7・20	 立候補者／那覇市議選	〔沖タ・朝〕		
7・20	 きょう那覇市議選／ 30 議席に 69 人が

立候補	〔琉新・朝〕	
7・20	 那覇市議選挙〝わが党に勝算あり〟／

各党、	強気の構え／注目される浮動
票の動き	〔琉新・朝〕	

7・20	 那覇市議選立候補者選挙責任者／絞め
殺される／浦添の原野で／１万５千
ドルが蒸発	〔琉新・朝〕	

7・20	 さぁ投票、	準備ＯＫ／那覇市議選	〔琉
新・朝〕	

7・2�	 読者から／安謝埋立地の石灰釜の煤煙
対策は	〔沖タ・朝〕	

7・2�	 投票率は 79％／上位当選、	正午まで判
明／那覇市議選	〔琉新・朝〕	

7・2�	 早くも当選の皮算用／那覇市議選／け
さ９時から開票	〔琉新・朝〕	

7・2�	 現行犯は４人／那覇署選挙取締本部解
散	〔琉新・朝〕	

7・2�	 新議員つぎつぎ誕生／那覇市／公明、	
人民がっちり／乱立で開票おくれ気
味	〔沖タ・夕〕	

7・2�	 那覇市議選開票進む／公明は全員当選
／現役組は苦戦／社大、	自民党も伸
び悩む	〔琉新・夕〕	

7・22	 那覇市政さらに推進／公明の協力にも
期待、	革新／自民、	第一党の地位ゆ
るがず	〔沖タ・朝〕	

7・22	 沖縄の新方向示す／本土野党／那覇市
議選で見解	〔沖タ・朝〕	

7・22	 広告／那覇市議会当選御礼	〔沖タ･朝〕		
7・22	 〝革新市政は安泰〟／ふえるバラに歓

声／市民の政治推進／平良市長	〔沖
タ・朝〕	

7・22	 当選者の顔ぶれ	〔琉新・朝〕		
7・22	 那覇市議会／多党化時代迎える／社大

倍増、	自民大幅に後退	〔琉新・朝〕	
7・22	 那覇市議選／明暗わけた新旧交代劇／

新人、	大幅に進出／目立つ古参組の
落選	〔琉新・朝〕	

7・22	 現議長も落選／高良一氏がっかり	〔琉
新・朝〕	

7・22	 話の卵／那覇市議会選挙の結果	〔琉
新・夕〕	

7・22	 微妙な公明会の動向／那覇市議会／与
野党が議長争奮戦	〔琉新・夕〕	

7・23	 ｜社説｜那覇市の新議会に望む	〔琉
新・朝〕	
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7・24	 新市場への移転／定例議会で問題化か	
〔沖タ・朝〕	

7・25	 声／新市会議員にのぞむ	〔琉新・朝〕		
7・26	 読者から／安謝の公害対策について答

える	〔沖タ・朝〕	
7・26	 読者から／革新主席や市長殿に投稿さ

れた方へ	〔沖タ・朝〕	
7・27	 まだ残る市議選挙ポスター／市内〝美

観そこなう〟と市民から苦情	〔琉新・
朝〕	

7・29	 旧那覇市内に 4 千基の墳墓／市街地発
展を阻害／非行少年の溜り場にも	

〔沖タ・朝〕	
7・29	 いがみ合う二つの組合／那覇市／選挙

で勢力逆転／平良市長も収拾に苦労	
〔琉新・夕〕	

7・30	 新公設市場を視察／牧志公設市場連合
が陳情／那覇市	〔沖タ・朝〕	

7・30	 新市場は用途変更を／牧志公設市場／
こんどは反対派が陳情	〔琉新・朝〕	

7・3�	 苦しい市民の生活／那覇市政世論調査
の結果／ 47％も住宅難／日曜祭日ほ
とんどが家で過ごす	〔琉新・朝〕	

7・3�	 下水道一部が開通／きのう若狭海岸で
式典	〔沖タ・朝〕	

7・3�	 こんどは移転促進派／公設市場問題／
業者同士の対立激化	〔琉新・夕〕	

8・�	 読者から／新那覇市会議員に期待	〔沖
タ・朝〕	

8・�	 第１期拡張工事に着工／新那覇空港／
大型時代に備え／４カ年計画／国際
級の空港に	〔沖タ・朝〕	

8・2	 読者から／安謝煤害に対する市回答に
ぎもん疑義	〔沖タ・朝〕	

8・2	 県有地の市移管を／市営住宅・保育所
用地に／那覇市、	民政府に強く要請	
〔沖タ・朝〕	

8・2	 バイパス工事に泣く／ガードレールが
通せんぼ／商売上がったり／	「生活
を守る会」	を結成	〔沖タ・夕〕	

8・3	 住居権タテに居座り／那覇市市営住宅
入居の高所得者／住宅公社アパート
への入居も拒否	〔沖タ・朝〕	

8・4	 ｜社説｜紛糾つづく公設市場／市民の
福祉を優先せよ	〔沖タ・朝〕	

8・5	 読者から／納得いかぬ安謝のばい煙に
対する答弁	〔沖タ・朝〕	

8・5	 那覇市牧志公設市場問題／ますます複
雑化／こんどは生協が申し入れ	〔琉
新・朝〕	

8・5	 那覇市議／議長、	副議長の〝イス〟か
けて／各党が候補立てて争い	〔琉
新・朝〕	

8・6	 読者から／泊港はし尿捨て場に変った
のか？	〔沖タ・朝〕	

8・7	 決戦投票になりそう／正副議長選出カ
ギにぎる公明会／那覇市議会	〔沖

タ・朝〕	
8・7	 紛糾続く公設市場問題／新市場の用途

変更／市当局、	専門委設け総合的に
検討／連合会の主張認め現市場の改
築へ	〔沖タ・朝〕	

8・7	 声／那覇公設市場移転に一言	〔琉新・
朝〕	

8・7	 しめて５万９千ドル也／那覇市議選、	
各候補の費用	〔琉新・朝〕	

8・7	 ＣＢ兵器の撤去を決議／初の那覇市議
会開く／議長に辺野喜氏／〝任期中
に復帰実現〟	〔琉新・夕〕	

8・8	 読者から／	「泊港先はし尿捨て場に
変ったか？」	にお答え	〔沖タ・朝〕	

8・8	 副議長に仲本氏選ぶ／那覇市議会／ 34
歳の最年少議員	〔琉新・朝〕	

8・�0	 ３責任者を告発／那覇市議選会計書類
の提出義務不履行で	〔沖タ・朝〕	

8・�4	 小話しあれこれ／〝水虫〟攻めに合う
平良市長／目下猛勉強の仲本副議長	
〔沖タ・朝〕	

8・�4	 ９月議会に備え体制固め／保守・革新
対決の構え	〔沖タ・朝〕	

8・�4	 ＣＢ兵器の撤去要請／那覇、	佐世保、	
横須賀三市連絡協／放射能分析体制
強化も	〔沖タ・朝〕	

8・�4	 声／牧志公設市場移転について	〔琉
新・朝〕	

8・�8	 声／那覇市役所にひと言	〔琉新・朝〕		
8・2�	 台風被害を視察／市長、	 革新議員ら	

〔沖タ・朝〕	
8・2�	 着々進む未給水地の解消／３万トンの

タンク新設／古島・真嘉比 �0 月か
ら送水	〔沖タ・朝〕	

8・2�	 焼却炉はできたが…／おっつかぬ収集
処理	〔沖タ・朝〕	

8・2�	 水対策もたもた／公社まかせの那覇市	
〔沖タ・夕〕	

8・27	 ｜社説｜新民政官と平良那覇市長の苦
言	〔沖タ・朝〕	

8・27	 焼却炉のフル回転を／那覇市／ごみ処
理で議会に提案	〔琉新・朝〕	

8・28	 那覇市、	プライウッドに復元要求／護
岸こわす原木／道路の不法占拠にも
警告／国場	〔沖タ・朝〕	

8・28	 〝危険〟と暮らす市民／与儀のガソリン
タンク	〔沖タ・朝〕	

8・28	 ペルー大統領令嬢のマリアさん／新婚
旅行で立寄る／平良那覇市長らが出
迎える	〔沖タ・朝〕	

8・29	 那覇市、	直接輸入か／鉄筋不足／予算
執行にブレーキ	〔沖タ・朝〕	

8・30	 那覇市／西公設市場を改築／総合市場
計画書を作成	〔沖タ・朝〕	

8・30	 地主、	住民を結集／那覇市／米軍ガソ
リンタンクの撤去要求へ	〔沖タ･朝〕	

9・3	 読者から／糞尿処理について	〔沖タ・
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朝〕	
9・4	 牧志新市場の入居問題／定例議会の焦

点に／紛糾必至／自民系がゆさぶり
へ	〔沖タ・朝〕	

9・4	 那覇市政アンケート結果／道路整備が
トップ／原潜寄港反対は 80％も	〔沖
タ・朝〕	

9・4	 市民運動を展開／与儀ガソリンタンク
の撤去／平良市長記者会見で見解／
那覇	〔沖タ・朝〕	

9・5	 進まぬ公会堂の建設募金／８月末現在
でわずか３千ドル／市民に協力呼び
かけ／那覇市	〔沖タ・朝〕	

9・5	 好評の	『ちびっ子公園』	／那覇市	〔沖
タ・夕〕	

9・6	 都心の空に横断道路／国際通り－牧志
公設市場－神原中学校結ぶ／那覇市
が構想／交通事情の緩和へ	〔沖タ・
朝〕	

9・7	 市場移転問題荒れそう／自民／当局追
及の構え／那覇	〔沖タ・朝〕	

9・�0	 那覇市議会、	一波乱か／野党、	市場改
築案に反対	〔琉新・朝〕	

9・��	 都計のガン軍用地／きゅうくつな町／
〝広場を返せ〟運動展開	〔沖タ･朝〕	

9・��	 明るい文化都市へ／水洗設備資金貸し
付ける	〔沖タ・朝〕	

9・��	 地番制度改め／家屋番号中心に／町名
整理	〔沖タ・朝〕	

9・�2	 那覇市の地位重視／床次長官／援助施
策で語る	〔沖タ・夕〕	

9・�3	 都計調査団を派遣／平良市長記者会見
／床次総務長官が約す	〔沖タ・朝〕	

9・�8	 那覇市議会開く	〔沖タ・夕〕		
9・�8	 市場問題で波乱含み／那覇市定例会／

会期を９日間と決定	〔琉新・夕〕	
9・20	 ヤジ罵声で騒然／那覇市議会／入居者

反対派が押しかけ	〔沖タ・夕〕	
9・23	 露天償却を中止／平良那覇市長／ゴミ

処理場を視察	〔沖タ・朝〕	
9・25	 年々活発化する／住宅の新増築／月

�26 件の割りで確認／違法建築も急
増	〔沖タ・朝〕	

9・25	 頭の痛い豚公との雑居／ハエ・悪臭・
不衛生－住民／先住者はわれわれ－
養豚業	〔沖タ・朝〕	

9・25	 こばなし／市長は夏ボケ？	〔沖タ･朝〕		
9・25	 解説／三者三様の主張で紛糾／牧志新

市場の入居問題／敷き地返還めぐり
新局面へ	〔沖タ・朝〕	

9・26	 牧志で白昼火事／ふとん工場から出火
民家７むねを全半焼	〔沖タ・朝〕	

9・26	 公設市場問題／新市場は別業種で／那
覇市議会／市当局案に全会一致	〔琉
新・朝〕	

9・26	 不法建物の一掃へ／防火災の面から問
題化／那覇市	〔沖タ・夕〕	

9・26	 市民に協力要請／ゴミ処理で那覇市長
が	〔沖タ・夕〕	　

�0・�	 読者から／	「ゴミ処理場からの煙害」	
へ回答	〔沖タ・朝〕	

�0・�	 ホノルル市長夫妻来島／那覇市を親善
訪問	〔沖タ・朝〕	

�0・3	 今月中旬に具体案／西市場改修協議会
を設立／那覇市	〔沖タ・朝〕	

�0・5	 国県有地の開放要求へ／文教局／商業
高敷き地問題／校内、	ちっ息状態／
米民政府へ返還申し入れ	〔沖タ･朝〕	

�0・7	 読者から／那覇市へお願い	〔沖タ･朝〕		
�0・8	 土地確保に苦肉の策／那覇市／〝開発

財団〟を設置／用地の取得、	造成譲
渡へ	〔沖タ・朝〕	

�0・��	 読者から／那覇市へのお願いに回答	
〔沖タ・朝〕	

�0・��	 牧志公設市場／家賃が高すぎる…	〔沖
タ・朝〕	

�0・20	 真昼間のミステリー／放火か、	失火か
疑惑うずまく／〝密室地帯〟から出
火／改築めぐり利害からむ	〔沖タ・
朝〕	

�0・20	 今晩の話題／火事と疑心	〔沖タ・夕〕		
�0・20	 放火か、	失火か／牧志公設市場の大火

／過去にも放火騒ぎ／那覇署／原因
捜査にやっき	〔琉新・夕〕	

�0・23	 ４万ドルで仮設市場／被災者に応急処
置／地主、	明け渡しを強く要求	〔沖
タ・朝〕	

�0・23	 集まらない寄付金／館長選任で本格的
運動へ／公会堂募金	〔沖タ・朝〕	

�0・23	 那覇市西市場火災放火の疑い強まる／
怪情報もひんぴん／過去十数日も不
審火が	〔沖タ・夕〕	

�0・24	 原因の究明強調／那覇市臨時議会／西
公設市場の火災で	〔沖タ・朝〕	

�0・24	 市当局、	保険の未契約で非認める／那
覇市臨時議会終わる	〔沖タ・朝〕	

�0・25	 750 人が応募／新市場への入居受け付
け締め切る	〔沖タ・朝〕	

�0・25	 仮処分に異議／市場敷地／那覇市が申
し立てへ	〔沖タ・朝〕	

�0・26	 仮処分を取り消せ／市当局が異議申し
立て／公設市場の増改築問題	〔琉
新・朝〕	

�0・28	 〝縄張り料〟よこせ／牧志公設市場周辺
／巣食う暴力団／イレズミちらつか
せ立ち売り人に強要	〔沖タ・夕〕	

�0・29	 大弦小弦	〔牧志西公設市場〕	〔沖タ・
朝〕	

�0・30	 こばなし／仲本副議長	「疲れた疲れ
た」	を連発	〔沖タ・朝〕	

�0・30	 多い原因不明の火事／大火ほど究明困
難／公設市場の〝捜査〟難航	〔沖タ・
朝〕	

�0・30	 仮処分に不満／市場敷地問題／市が異
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議申し立て	〔沖タ・朝〕	
�0・3�	 見違える旭が丘公園／那覇市波上／

着々進む環境整備計画	〔沖タ・朝〕	
��・6	 こばなし／宮里議員、	視察団の品行方

正を強調	〔沖タ・朝〕	
��・6	 神山島での焼却計画／市当局、	政府に

協力要請／ゴミ処理	〔沖タ・朝〕	
��・6	 市のいいぶん通る／牧志公設市場の敷

き地問題／那覇地裁／ �3 日改めて
書面審理	〔沖タ・朝〕	

��・7	 公会堂落成の記念行事打ち合わせ／那
覇市	〔沖タ・朝〕	

��・9	 崩れゆく首里の〝石畳道〟／階段もつ
ぶされる／地元住民／保護と生活の
板挟み	〔沖タ・朝〕	

��・�0	 那覇市の住宅事情／統計庁が調査結果
を発表／劣悪状態つづく／持家より
借家が増える	〔沖タ・夕〕	

��・�2	 読者から／那覇市にもほしい…／	「す
ぐやる課」	〔沖タ・朝〕	

��・�2	 混乱町界を整理／那覇／新議会が最終
答申	〔沖タ・朝〕	

��・�2	 平良那覇市長／復帰協の統一行動を支
持／訪米、	徹底的に反撃／市職労ス
トに干渉せず	〔琉新・朝〕	

��・�3	 今晩の話題／那覇市の町名	〔沖タ･夕〕		
��・�8	 読者から／那覇市議会議員の良識にお

もう	〔沖タ・朝〕	
��・�9	 復帰、	原潜で声明／佐世保・横須賀・

那覇 2� 日に三市連絡協	〔沖タ・朝〕	
��・20	 こばなし／確信もって革新路線をつっ

走る平良市長	〔沖タ・朝〕	
��・2�	 ｜社説｜ ｢ 核」	が焦点というが／問題

はやはり交渉の基本態度	〔沖タ･朝〕	
��・2�	 読者から／平良那覇市長へ	〔沖タ･朝〕		
��・22	 ｜社説｜沖縄の自由と主張／再び権力

の虜となるな	〔沖タ・朝〕	
��・22	 日米共同声明全文	〔沖タ・朝〕		
��・22	 Ｂ 52 撤去など要請／三市共同声明／強

力な運動確認／佐世保、	横須賀、	那
覇連絡協議会ひらく	〔沖タ・朝〕	

��・23	 ３市の重要性強調／長野、	辻両市長／
共同声明に批判的態度	〔沖タ・朝〕	

��・24	 要請決議を採択／南風原村議会／那覇
市のごみ処理場問題で	〔沖タ・朝〕	

�2・5	 家賃免除を訴える／新市場入居の火事
被災者	〔沖タ・朝〕	

�2・5	 声／平良那覇市長に一言	〔琉新・朝〕		
�2・7	 市政で活発な論議／初の市民討論会開

く／那覇市	〔沖タ・朝〕	
�2・�0	 建築、	落札者なし／那覇仮設市場／入

札方法検討	〔沖タ・朝〕	
�2・�0	 あすから那覇市定例議会	〔琉新・朝〕		
�2・��	 平良市政、	１周年／	「共闘」	主催で市

民集い／那覇	〔沖タ・朝〕	
�2・��	 那覇市議会を開会／会期は �0 日間／議

案 32 件を提出	〔沖タ・夕〕	

�2・��	 那覇市議会始まる／会期は �0 日間	〔琉
新・夕〕	

�2・�2	 読者から／高すぎた水道料金	〔沖タ・
朝〕	

�2・�2	 失火の疑い濃厚／牧志公設市場の火災	
〔沖タ・朝〕	

�2・�6	 議会一時騒然／公営住宅用地問題／那
覇市	〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 那覇市会の空転続く／水間発言の収拾
つかず	〔琉新・夕〕	

�2・2�	 大名町の市営住宅用地買収／野党の反
対で否決／那覇市定例議会幕閉じる	
〔琉新・朝〕	

�2・25	 大型工事つぎつぎ／十大ニュースにみ
る市政この一年／市場・ゴミくす
ぶって年越し	〔沖タ・朝〕	

�2・28	 市町村税の簡素化を／那覇市、	政府に
法改正要請	〔沖タ・朝〕	
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�・�5	 ふえる	「道」	への苦情／昨年１年間で
約百件／建築許可のさい配慮へ	〔沖
タ・朝〕	

�・�7	 表敬と援助折衝へ／平良那覇市長きょ
う上京	〔沖タ・夕〕	

�・�8	 住宅問題を考える＜ � ＞／地価上昇が
最大の悩み／ 72 年度までに 680 戸
を予定	〔沖タ・朝〕	

�・�8	 平良那覇市長ら愛楽園を慰問	〔琉新・
朝〕	

�・22	 	「解雇撤回要請決議」	を採択／那覇市
臨時議会／公営住宅用地買収契約な
ど５議案も	〔沖タ・朝〕	

�・22	 声／平良那覇市長に質問	〔琉新・朝〕		
2・24	 公会堂建設に協力を／平良那覇市長ら

街頭募金	〔琉新・朝〕	
�・25	 住宅問題を考える＜ 2 ＞／住宅事情	

〔沖タ・朝〕	
�・28	 平良市長、	表敬あいさつから帰任	〔沖

タ・朝〕	
�・29	 小・中学校／教室不足にお手あげ／大

半が間仕切り教室／ドーナツ現象で
郊外部はさらに悪化	〔沖タ・朝〕	

2・3	 市民の市政参加推進／行政監察課／	
「相談室」	の改善を指摘	〔沖タ･朝〕	

2・5	 首里崎山－松川ポンプ場間に新道路／
交通マヒの緩和へ／本土政府／物件
補償費など計上	〔沖タ・朝〕	

2・8	 那覇・泊港／近代化迫られる港湾産業	
〔沖タ・朝〕	

2・�2	 そっぽ向かれた下水道／加入者たった
３百件／もったいない施設ＰＲに躍
起	〔沖タ・朝〕	

2・�2	 申請用紙を無料に／市民サービスに近
く実施	〔沖タ・朝〕	

2・�3	 ｜社説｜下水道加入の徹底化／周知に
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もっと力コブを	〔沖タ・朝〕	
2・�9	 安謝臨港地帯の用途／審議会設け検討

／地域に適した運用へ／〝付帯施設〟
もなく無計画	〔沖タ・朝〕	

2・24	 読者から／牧志公設市場問題をこう考
える	〔沖タ・朝〕	

2・25	 手ぜまの那覇商港ビル	〔沖タ・朝〕		
2・27	 読者から／ずさんな水道検針	〔沖タ・

朝〕	
3・�	 初の青空市政／〝一日市役所〟に陳情

の山／那覇市	〔沖タ・朝〕	
3・6	 地主と交渉へ／仮市場移転問題	〔沖

タ・朝〕	
3・8	 ９日に招集／３月定例議会	〔琉新･朝〕		
3・9	 一致団結して阻止へ／スーパー攻勢に

備え組合結成／栄町商店街	〔沖タ・
朝〕	

3・�0	 仮市場、	撤去せよ／開南／付近住民が
強く抗議	〔沖タ・夕〕	

3・�2	 那覇新港／来月４月から一部が使用可
能／岸壁・浚渫工事など／ 70 年度
予算すべて執行／土木部	〔沖タ・朝〕	

3・�2	 那覇市定例議会始まる／市場問題など
で波乱含み	〔琉新・夕〕	

3・�4	 市場問題などで論戦／那覇市議会	〔琉
新・夕〕	

3・�6	 市職員さらに増加／那覇市議会／一般
質問で市当局答弁	〔琉新・朝〕	

3・�9	 西原村／与那原地区に拒絶反応／那覇
との合併望む	〔沖タ・朝〕	

3・2�	 狭くてせまくて…／那覇市の学校敷地	
〔沖タ・朝〕	

3・22	 ｜社説｜人口の都市集中化対策／狭い
学校の投げた問題	〔沖タ・朝〕	

3・22	 当分は存置の方針／那覇教委〝補習学
級〟で協議	〔沖タ・朝〕	

3・22	 追加更正予算など採決／那覇市議会終
わる	〔沖タ・朝〕	

3・24	 読者から／那覇市建設部へお願い	〔沖
タ・朝〕	

3・24	 さみだれ工事に物言い／栄町商店街／
客絶え、	ひっそり／損害はどうして
くれる	〔沖タ・朝〕	

3・26	 認識薄い国民年金／加入申請たった 53
パーセント／那覇市	〔沖タ・朝〕	

3・27	 生活を補償せよ／栄町通り会／市長に
訴える	〔沖タ・朝〕	

3・29	 軍用地の開放急げ／那覇・横須賀・佐
世保／都市開発の〝ガン〟／共通の
悩み／三市協が撤去運動	〔沖タ･朝〕	

4・4	 起債で大型事業／湖の整備や公営住宅
など／那覇市	〔沖タ・夕〕	

4・5	 琉生団地の水道を市直営に／住民、	那
覇市に要請	〔琉新・朝〕	

4・5	 72 年完成目ざし急ピッチ／ 4� 号線バ
イパス／予定より遅れる／用地買収
問題で難航	〔琉新・朝〕	

4・7	 ホコリまみれの生活に悲鳴／家の中ま
で舞い込む／市は善処約束したが…
／安謝埋立地－１号線	〔沖タ・夕〕	

4・9	 子どもお年寄り中心の町づくりへ／公
園建設強力に推進／市当局／担当課
の設置も検討	〔沖タ・朝〕	

4・9	 軍港・軍用地の開放推進へ／３市	（横
須賀、	佐世保、	那覇）	が共同で／近
く本土政府に働きかけ	〔琉新・朝〕	

4・�2	 那覇・佐世保・横須賀／三市放射能対
策連絡協／基地撤去三者三様の思わ
く／平和産業都市へ／	「旧軍港市転
換法」	根拠に	〔沖タ・朝〕	

4・�4	 30％減税を回答／１月から６月まで第
二公設市場使用料／那覇市	〔沖タ・
朝〕	

4・�5	 那覇市の軍用地／米側に開放要請／稲
嶺助役ら主席に陳情	〔琉新・朝〕	

4・�6	 早急に開放できぬ／那覇の軍用地／ベ
ネット副民政官語る	〔琉新・朝〕	

4・�9	 臨時議会 2� 日招集	〔琉新・朝〕		
4・22	 契約補償金を免除／工事請負いの中小

業者／那覇市	〔沖タ・朝〕	
5・�	 どたん場でまた難航／那覇市の市場問

題／移転組は３分の１	〔沖タ・朝〕	
5・3	 革新共闘があっせんへ／仮市場移転問

題／きょうにも結論	〔琉新・朝〕	
5・4	 市場移転／賛否両派が対立／２日間の

話し合い決裂	〔沖タ・朝〕	
5・4	 結論は持ち越す／仮市場移転問題／組

合、	きょう回答	〔琉新・朝〕	
5・5	 読者から／那覇市長と建設局長に問う	

〔沖タ・朝〕	
5・7	 着々進む霊域の整備／識名／整地、	９

分通り終わる／次年度で新たに納骨
堂も	〔沖タ・朝〕	

5・7	 〝人事権の乱用だ〟／市労／懲戒免職処
分に物言い	〔沖タ・朝〕	

5・9	 〝あっせんは不可能〟牧志市場の移転／
革新市政共闘がソッポ	〔琉新･朝〕	

5・��	 読者から／開南の仮市場への回答	〔沖
タ・朝〕	

5・��	 軍用地の返還要請／平良市長／放射能
対策連絡協で	〔沖タ・夕〕	

5・�2	 佐世保、	横須賀、	那覇３市長が訴える
／沖縄の毒ガス撤去／保利官房長官
に	〔沖タ・朝〕	

5・�2	 軍用地開放を要求／横須賀、	佐世保、	
那覇三市協議会／沖縄の毒ガス撤去
も決議	〔琉新・朝〕	

5・�2	 あっせん難航、	泥沼化／仮市場騒動最
悪事態へ	〔沖タ・夕〕	

5・�3	 原潜寄港抗議集会に参加／平良那覇市
長	〔琉新・朝〕	

5・�4	 読者から／市場は	「民」	に返せ	〔沖
タ・朝〕	

5・�4	 仮市場問題／いよいよ泥沼化の様相／
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当局－業者、	真向から対立／革新共
闘会議／調停あっせん打ち切る	〔沖
タ・朝〕	

5・�5	 〝基地開放〟も目標／平良市長語る／３
市の放射能対策協	〔琉新・朝〕	

5・�6	 〝監視の強化必要〟／平良那覇市長／放
射能対策で語る	〔沖タ・朝〕	

5・�7	 公設市場問題／市が〝断〟を下すべき
段階に／業者に政治不信？／改築を
急げと一般市民	〔琉新・朝〕	

5・�8	 〝道を早く開放して〟／開南の仮市場／
市民が立法院に陳情	〔沖タ・夕〕	

5・20	 市制 49 周年に声明発表／平良那覇市長	
〔琉新・朝〕	

5・2�	 ｜社説｜市民不在の市場騒動／相互不
信におちいる建設計画	〔沖タ・朝〕	

5・2�	 ３日間の和解期間／那覇市の市場問題
／当局が柔軟な態度	〔沖タ・朝〕	

5・2�	 那覇地裁／和解を勧告／公設市場の移
転問題	〔琉新・朝〕	

5・23	 公会堂のどん帳など／平良那覇市長／
折衝の成果あげ帰る	〔琉新・夕〕	

5・25	 市場訴訟、	和解へ／双方あっせん案を
了承	〔琉新・夕〕	

5・27	 あす中には移転／市当局業者／新市場
建設で協力	〔琉新・朝〕	

5・28	 仮市場／きょうにも移転／改築資金の
メドつく	〔沖タ・夕〕	

5・29	 まだ解決つかず／仮市場の移転／双方
のいい分くい違う	〔沖タ・朝〕	

5・29	 〝さあ！引っ越しだ〟／仮市場移転よう
やくケリ	〔沖タ・夕〕	

5・29	 徹夜の協議で合意／那覇市仮市場問題	
〔琉新・夕〕	

6・4	 急がれる道路の整備／宅地造成に追つ
かず／土地確保に頭痛める／市当局	

〔沖タ・朝〕	
6・7	 �0 日から予算議会始まる	〔琉新・朝〕		
6・9	 〝復帰準備に沖縄の意思を〟／革新

市長会議／政府へ要求決める	〔沖
タ・朝〕	

6・9	 那覇市議会きょう開幕／新予算案など
審議	〔沖タ・朝〕	

6・9	 那覇市定例議会きょう開会	〔琉新･朝〕		
6・9	 都計は軍用地開放で／新港づくり推進

／那覇市定例議会開く	〔沖タ・夕〕	
6・9	 �3 日にスト権確立／教職員会／６月闘

争で活発な討議	〔琉新・夕〕	
6・��	 毒ガスの全面撤去を／那覇市議会が要

求決議	〔琉新・夕〕	
6・�2	 那覇市議会／〝都市の開発〟で追及／

きのうから一般質問はじまる	〔沖
タ・朝〕	

6・�4	 悪口罵倒乱れ飛ぶ／議事忘れ？／低調
議会にぎやか／那覇市	〔沖タ・朝〕	

6・�7	 急増する郊外の園児／那覇市／幼児教
育に支障／間仕切りで急場しのぐ	

〔沖タ・朝〕	
6・�8	 またやってきた断水シーズン／年々

20％の消費増／市〝心配ないと太鼓
判〟／だが給水の権限は軍側に	〔沖
タ・朝〕	

6・�8	 小ばなし／ハプニング続出の予算議会	
〔沖タ・朝〕	

6・24	 〝当然返すべき〟／那覇市内の軍用地／
山中長官語る	〔沖タ・朝〕	

6・25	 〝公園予算化進める〟／天久の軍用地開
放も当然／那覇市／山中長官発言に
期待	〔沖タ・朝〕	

6・25	 論壇／公共性か党利党略性か／牧志公
設市場再建築について／宮城隆	〔沖
タ・夕〕	

6・27	 注目される	「市場関係予算」	／那覇市
議会きょう閉幕	〔沖タ・朝〕	

6・27	 市場問題で大荒れ／那覇市会／傍聴の
400 人がさわぐ	〔琉新・夕〕	

6・28	 新予算案など可決／那覇市議会おわる	
〔沖タ・朝〕	

6・28	 改築予算を可決／牧志公設市場／踊り
出す業者たち／那覇市議会	〔琉新・
朝〕	

6・30	 〝水道施設を早く〟／真和志高周辺住民
／当局に苦情	〔沖タ・朝〕	

6・30	 懲戒免職は不当／市長相手に訴訟起こ
す	〔沖タ・朝〕	

7・7	 牧志公設市場改築工事／土地の強制収
用へ／那覇市／行政府に事業認定申
請	〔琉新・朝〕	

7・��	 読者から／第二公設市場について	〔沖
タ・朝〕	

7・23	 教室不足は深刻化／小学校 �85、	中学
校 97 ／目立つ真和志、	小禄、	首里	
〔沖タ・朝〕	

7・29	 このほこりなんとかして…／埋め立て
工事車に悲鳴／安謝の自治会／市役
所に善処申し入れ	〔沖タ・朝〕	

7・29	 活躍する那覇市の老人家庭奉仕員たち
／〝老人の心に灯を〟／巡回で洗濯、	
掃除から話相手まで／親類も及ばぬ
世話ぶり	〔沖タ・夕〕	

8・8	 焼却炉建設資金を援助要請／平良那覇
市長、	山中長官に	〔沖タ・朝〕	

8・9	 ｜社説｜問題提起の季節／たとえば公
害防止など	〔沖タ・朝〕	

8・�3	 水道／配水系列を一部変更／断水地域
の解消をめざし	〔沖タ・朝〕	

8・�8	 読者から／市営アパート家賃の納入に
ついて	〔沖タ・朝〕	

8・20	 末吉の集団赤痢／感染源は水源地？／
簡易水道の使用禁止	〔沖タ・朝〕	

8・2�	 〝自治体の権限確立へ〟／平良那覇市長
きのう帰任	〔沖タ・朝〕	

8・2�	 �0 日間の使用禁止／首里末吉町の簡易
水道	〔沖タ・朝〕	
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8・22	 読者から／市営住宅の家賃納入につい
て	〔沖タ・朝〕	

8・26	 読者から／市営アパートの家賃納入の
変更に対する反論	〔沖タ・朝〕	

8・27	 	『大那覇圏整備基本計画』	を発表／市
街の再開発など／経済開発研が意欲
的構想	〔沖タ・朝〕	

8・27	 読者から／市営住宅家賃の支払方法に
ついて	〔沖タ・朝〕	

8・30	 市有地貸借料／各差級別に引き上げ／
個人借用地料も／那覇市／ �0 月か
ら 40 － 55％	〔沖タ・朝〕	

8・3�	 読者から／市営住宅入居者だけが市民
ではない	〔沖タ・朝〕	

9・8	 読者から／自治会批判への反論	〔沖
タ・朝〕	

9・�0	 校地への開放を／与儀ガソリンタンク
地域／那覇区教委、	窮余の訴え	〔沖
タ・朝〕	

9・�4	 那覇市定例議会始まる	〔琉新・夕〕	
9・�5	 長寿祝って敬老年金／那覇市／ 80 歳以

上に証書交付	〔沖タ・朝〕	
9・�8	 ｜社説｜那覇周辺の基地整理／要求を

もっと積極的に	〔沖タ・朝〕	
9・2�	 �9 議案と４陳情を採択／那覇市会閉会	

〔琉新・夕〕	
9・22	 公園、	校地に使用／開放後の軍用地跡

／事業計画急ぐ／那覇市	〔沖タ･夕〕	
9・28	 〝住民意思の反映を〟／那覇市復帰対策

協／あす行政府に要請	〔沖タ･朝〕	
9・29	 ｜社説｜軍用地開放への関心／那覇市

だけにまかせてよいか	〔沖タ・朝〕	
9・29	 一般からの寄付呼びかけ／那覇市長／

公会堂建設で	〔琉新・朝〕	
�0・�	 まだまだ〝狭き門〟保育所／共かせぎ

家族の悩み／赤平、	高橋／両施設、	
�0 月に完成／都心部は用地確保が障
害	〔沖タ・朝〕	

�0・�	 軍用地開放に 77％／多い〝暮らし向
きは苦しい〟／市民アンケート集計	

〔沖タ・朝〕	
�0・2	 那覇で市議長会／沖縄加え南九州４県

が	〔沖タ・夕〕	
�0・�2	 那覇牧志西公設市場の用地／強制収用

は確定的／審査会に裁決書出す／地
主、	土地返還を要求／来月までに着
工予定／市当局	〔沖タ・朝〕	

�0・�3	 国の機関は最小限度に／平良那覇市長
／山野長官に要請	〔琉新・朝〕	

�0・�5	 那覇市に新環状線／建設局１号、	２号
を計画	〔沖タ・朝〕	

�0・�5	 牧志公設市場建設が主体に／ 7� 年度主
要事業を決定／那覇市部長会議	〔沖
タ・朝〕	

�0・20	 基地問題解決に努力／三市放射能連絡
協議会	〔沖タ・夕〕	

�0・24	 読者から／早急に刑務所移転	〔沖タ・

朝〕	
�0・24	 軍用地開放に取り組む／那覇市職員労

／運動盛り上げへ	〔沖タ・夕〕	
�0・25	 那覇市の公設市場問題を協議／土地収

用審議会	〔沖タ・朝〕	
�0・25	 読者から／那覇大綱引を実現させよう	

〔沖タ・朝〕	
�0・25	 第一公設市場改築問題／今週中にケリ

／損失補償が焦点／土地収用／市の
手続きは適法／収用審査会	〔琉新・
朝〕	

�0・27	 地主と市の意見聞く／那覇第一公設市
場土地収用／裁決申請を審議	〔沖
タ・朝〕	

�0・27	 両者の主張食い違う／収用審査会／地
主と市から事情聴取／第一牧志公設
市場問題	〔琉新・朝〕	

�0・28	 市の補償基準聞く／那覇市第一公設市
場土地収用問題／近く結論へ／審査
会	〔沖タ・朝〕	

�0・28	 〝事業認定の取り消しを〟／３地主が訴
訟	〔沖タ・朝〕	

�0・29	 きょう現場調査／那覇市公設市場審査
会	〔沖タ・朝〕	

�0・30	 土地収用審／きょうにも最終結論／牧
志公設市場の土地収用	〔沖タ・朝〕	

�0・3�	 ４市で誘致合戦展開／復帰記念特別国
体	〔沖タ・朝〕	

�0・3�	 きょう結論出す／那覇第一公設市場土
地収用問題	〔沖タ・朝〕	

��・�	 読者から／文化財破壊委員に一言	〔沖
タ・朝〕	

��・�	 市の申請通り承認／土地収用審査会／
西市場の建設用地で	〔沖タ・朝〕	

��・3	 〝主競技場は那覇に〟／那覇市が国体計
画／軍用地の開放要請	〔沖タ･朝〕	

��・5	 契約議案を提出／西市場、	�2 日臨時議
会	〔沖タ・朝〕	

��・5	 強制収用を裁決／牧志公設市場用地／
補償費 57 万ドルで／地主側、	裁判
で対抗か	〔沖タ・朝〕	

��・5	 地主、	裁決に不服／牧志公設市場の収
用／行政訴訟の準備も	〔沖タ・夕〕	

��・6	 与儀の軍用地／〝開放要請慎重に検討〟
／民政府、	明るい回答	〔沖タ・朝〕	

��・8	 �3 日に着工／第一牧志公設市場	〔琉
新・朝〕	

��・9	 西公設市場着工へ／地主は補償額受領
を拒否	〔沖タ・夕〕	

��・�0	 那覇市／	「公害規制法」	／近く立法化
要請／	「全域特別清掃区」	も準備	
〔沖タ・朝〕	

��・��	 結論を持ち越す／那覇地裁／	「裁決処
分執行停止」	で／第一牧志公設市場
問題	〔琉新・朝〕	

��・�2	 きょうから臨時議会／那覇市	〔琉新・
朝〕	
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��・�2	 市場問題、	�6 日に採決／那覇市臨時議
会始まる	〔琉新・夕〕	

��・�3	 わずか７分で幕／国会議員選でソワソ
ワ／那覇市議会	〔沖タ・朝〕	

��・�6	 読者から／市民会館の会館に一言	〔沖
タ・朝〕	

��・�6	 声／選ばれた議員の行動見守ろう	〔琉
新・朝〕	

��・�7	 市場政策案を否決／那覇市議会、	新政
会が反対	〔沖タ・朝〕	

��・�9	 読者から／那覇西公設市場建設に反対	
〔沖タ・朝〕	

��・20	 国場川＜ � ＞／機能は停止／後手行政
の見本／悪臭、	ヘドロ、	メタンガス	
〔沖タ・朝〕	

��・20	 悪臭漂う魚の墓場／公害？沿岸工場の
調査へ／国場川	〔沖タ・朝〕	

��・2�	 国場川＜ 2 ＞／漁民は嘆く／〝海の宝
庫〟でした／対策、	頼んでも頼んで
も…	〔沖タ・朝〕	

��・2�	 政府に対策ただす／国場川の魚民代表
ら	〔沖タ・朝〕	

��・2�	 汚染原因を究明／国場川／公害対策で
緊急会議	〔沖タ・朝〕	

��・22	 国場川＜ 3 ＞／国場川の歴史／あの川
がこの姿／漁民〝徹底的な究明を〟	
〔沖タ・朝〕	

��・24	 国場川＜ 4 ＞／都計の〝核〟漫湖／自
らの手で破壊／重工業地域に変ぼう	

〔沖タ・朝〕	
��・25	 国場川＜ 5 ＞／死魚の岸辺／対策は常

に後手／原因は明らかだが！！	〔沖
タ・朝〕	

��・25	 広域化する〝公害〟に対処／那覇／隣
接村に呼びかけ対策設置へ／平良市
長が表明	〔沖タ・朝〕	

��・25	 声／牧志西市場の早期改築を	〔琉新・
朝〕	

��・26	 国場川＜ 6 ＞／法規制ゼロ／放任状態
の現状／公害に〝無感覚〟がガン	

〔沖タ・朝〕	
��・26	 与儀ガソリンタンク地域／〝開放の用

意あり〟／米民政官／那覇市に回答	
〔沖タ・朝〕	

��・26	 国場川汚染／来月、	広域調査へ／行政
府、	関係市村と協議	〔沖タ・朝〕	

��・27	 読者から／だれがための市民会館	〔沖
タ・朝〕	

��・27	 今月中に臨時議会／公設市場問題大詰
め／市議会	〔琉新・朝〕	

��・29	 復帰対策で那覇市が要望まとめ	〔沖
タ・朝〕	

��・30	 西公設市場問題／また暗礁に／那覇市
臨時議会／改築契約案を否決／与野
党激しく応酬	〔沖タ・夕〕	

�2・2	 汚れ放題の国場川／工場排水など調査
へ	〔沖タ・朝〕	

�2・3	 効果的な利用計画／那覇新港埋め立て
地／新港発展のカナメ／土地利用計
画協議会／来週中にも成案	〔沖タ・
朝〕	

�2・3	 分離発注で今月着工／西公設市場／
〝あとに引けない〟と当局	〔沖タ・
朝〕	

�2・3	 国場川汚染／生物は住めない／金魚、	
50 分で死ぬ／公害衛研／汚染、	薬物
が蓄積	〔沖タ・朝〕	

�2・3	 今月中旬にも着工／牧志公設市場／
やっと終止符へ／〝分離発注〟に踏
み切る	〔琉新・朝〕	

�2・4	 読者から／牧志ばかりが那覇市ではな
い	〔沖タ・朝〕	

�2・5	 歓声と抗議の中で／西公設市場けさ鍬
入れ／那覇	〔沖タ・夕〕	

�2・6	 読者から／那覇市役所の駐車場を一般
市民に開放せよ！	〔沖タ・朝〕	

�2・6	 〝その工事、	待った！〟／裁判所と野党
議員から物言い／公設市場	〔沖タ・
夕〕	

�2・7	 声／牧志ばかりが那覇市ではない	〔琉
新・朝〕	

�2・9	 読者から／身障者を拒否する市民会館	
〔沖タ・朝〕	

�2・�0	 道路封鎖で対抗／ガス・スタンド建設
強行に／那覇・西本町	〔沖タ・朝〕	

�2・�5	 読者から／	「市民には公平な政治を」	
に回答	〔沖タ・朝〕	

�2・�5	 焦点は市場問題／那覇市議会、	強腰の
野党	〔沖タ・朝〕	

�2・�6	 西市場問題堂々めぐり／那覇市議会で
一般質問	〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 大荒れ那覇市議会／市場、	公金横領つ
く／新政会／当局タジタジ、	議会流
会も	〔沖タ・朝〕	

�2・�8	 市職労も共闘会議／ＬＰガススタンド
／市民運動盛り上げへ	〔沖タ・朝〕	

�2・�8	 地主に	「和解」	勧告か／公設市場問題
で裁判所が	〔沖タ・朝〕	

�2・�9	 住宅地域はあぶない／西本町のガスス
タンド／建設中止の勧告へ／平良那
覇市長／政府にも注意うながす	〔琉
新・朝〕	

�2・20	 声／那覇市当局へお願い	〔琉新・朝〕		
�2・20	 毒ガスの即時撤去を要求／県民大会／

島ぐるみ闘争に／戦いの輪を世界へ	
〔琉新・朝〕	

�2・28	 記者メモ／革新政府に革新市長が陳情	
〔沖タ・朝〕	

	 　　�97� 年	（昭和 46 年）	

�・7	 	「那覇市建設５カ年計画」	まとまる／
市街地を再開発／ 7� 年が初年度／
豊かな市民生活めざす	〔琉新・朝〕	

1970 年	（昭和 45 年）	・1971 年	（昭和 46 年）	
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�・7	 密集地は避けて…／西本町ガススタン
ド設置／きょう再び話し合い／地元
住民・業者が懇談	〔琉新・朝〕	

�・8	 軍用地の返還推進へ／那覇市当局がこ
としの課題に／ねばり強く市民運動
を展開	〔琉新・朝〕	

�・9	 〝騒音で眠れない〟／壺川住民／拓南製
鉄に押しかける	〔琉新・朝〕	

�・��	 読者から／	「那覇市に訴える」	への回
答	〔沖タ・朝〕	

�・�2	 新港のふ頭整備を／那覇新港整備促進
協を結成	〔琉新・朝〕	

�・�3	 読者から／那覇市長へ三つのお願い	
〔沖タ・朝〕	

�・�3	 復帰施策推進など／那覇で初の九州議
長会	〔沖タ・朝〕	

�・�4	 ｜社説｜毒ガスの早期完全撤去／輸送
コースと安全対策	〔沖タ・朝〕	

�・�5	 与那原は積極的／那覇市と合併懇談会	
〔沖タ・朝〕	

�・�8	 ガス・スタンドの建設中止を／那覇市
が政府に要請	〔沖タ・夕〕	

�・�9	 那覇航空内の３号線／民間車両に開放
を／警本、	 米軍当局に要請へ	〔琉
新・夕〕	

�・20	 改築工事始まる／第一牧志公設市場／
今月末から本格化	〔琉新・夕〕	

�・2�	 専決規程の改正を準備／那覇市／市長
権限／大幅に部下へ委任／行政事務
の能率化をはかる	〔沖タ・朝〕	

�・2�	 事務専決規定を全面改正／能率向上は
かる／２月末か３月はじめ実施	〔琉
新・朝〕	

�・2�	 商い不振で経営診断／第二牧志公設市
場	〔琉新・朝〕	

�・22	 プロジェクト・チーム編成／新港の供
用準備で／那覇市	〔琉新・朝〕	

�・27	 那覇空港／返還後、	自衛隊が管理／防
衛庁筋が言明／日米で共同使用	〔琉
新・朝〕	

2・2	 〝４百万ドルを払え〟／安謝の漁民／那
覇市に漁業補償要求	〔琉新・朝〕	

2・2	 〝港湾建設で魚場を破壊〟／那覇漁民／
市当局に補償要求	〔沖タ・夕〕	

2・3	 地主の仮処分取り消し／那覇公設市場
／市の申請認める／那覇地裁	〔沖
タ・朝〕	

2・4	 	『希望が丘』	整備／初年度 20 万ドルで
／都市公園へ面目一新	〔沖タ・朝〕	

2・4	 土木法準用し公害規制／近く政府、	業
者と協議／那覇市当局／騒音対策に
も本腰	〔琉新・朝〕	

2・4	 取りこわしあすから本格化／仮処分取
り消しで／第一公設市場	〔琉新･朝〕	

2・4	 公害に本土法で／拓南製鉄問題で懇談
会	〔沖タ・夕〕	

2・7	 復帰時の軍用地返還は皆無／早くて 72

年末以降か／那覇空港／当分、	米軍
が管理／本土政府の見方	〔琉新･朝〕	

2・�4	 〝共有地に公民館を〟／垣花睦会が建設
申し出る	〔沖タ・朝〕	

2・�8	 復帰時の市町村移管事務／〝早急に明
示せよ〟／平良那覇市長／行政府に
申し入れ	〔沖タ・朝〕	

2・�8	 美しい町づくり運動展開／月例大清掃
を実施／市が推進協議会を設置	〔琉
新・朝〕	

2・�8	 牧志公設市場／今月中に本格工事／露
天市場に手焼く業者	〔琉新・朝〕	

2・�8	 市町村移管事務の明記を／平良市長ら
行政府に要請	〔琉新・朝〕	

2・�8	 ブロックべい撤去して！／与儀後原通
り会が陳情／建築で地主が道ふさぐ	
〔琉新・朝〕	

2・�9	 財政需要みて配分を／平良那覇市長／
特別交付税で要請	〔琉新・朝〕	

2・20	 民間譲渡を検討／那覇市の首里バス株
／通産局からの要請で	〔琉新・朝〕	

2・25	 苦情をスピーディに処理／ �6 課参加／
道路連絡協を設置	〔沖タ・朝〕	

2・25	 那覇の素顔／市民で点検＜ � ＞／真の
文化都市に／那覇市内の清掃、	美化
を	〔琉新・朝〕	

2・25	 生の声反映させる／１日から実施／市
長に手紙を出す月間	〔琉新・朝〕	

2・25	 道路整備等連絡協の設置を決定	〔琉
新・朝〕	

2・25	 青小堀水源地／基地から廃油流れる／
那覇市、	取水をとりやめ	〔琉新･朝〕	

2・25	 弱い者は食われろ？／火花散らす観光
客争奪戦／リベートで独占／引率と
一部業者結託／那覇市国際通り	〔琉
新・夕〕	

2・25	 消えぬ油のにおい／那覇市の水道汚染
／	「料金割り引け」	の声も	〔琉新・
夕〕	

2・27	 汚染水源地の周辺／立ち込める油の悪
臭／施設の改善を要求／那覇市が調
査／部隊内から廃水捨てる	〔沖タ・
夕〕	

3・2	 〝あっちだ〟…〝いやあっちだ〟／市民
の苦情タライ回し	〔沖タ・朝〕	

3・3	 大弦小弦	〔那覇市への苦情〕	〔沖タ・
朝〕	

3・3	 米人住宅地域の開放／すでに青写真も
／推進される都市づくり	〔沖タ･朝〕	

3・4	 総額２億３、	４千万ドル／那覇空港や
軍港も／資産買い取り	〔沖タ・朝〕	

3・4	 素顔の那覇／市民が点検／側溝整備早
く／市民会館前／平和通り交番横の
橋／すべらない工夫を	〔琉新・朝〕	

3・6	 声／清潔な那覇市を造ろう	〔琉新･朝〕		
3・9	 金口木舌	〔お役所仕事〕	〔琉新・朝〕		
3・9	 話の卵／那覇市への献辞	〔琉新・夕〕	

1971 年	（昭和 46 年）	



�08

3・�0	 那覇大綱引きの再現に期待	（上）	／友
寄英彦	〔琉新・夕〕	

3・��	 住宅課税／基準地価格の方法を／実情
に合わぬ通達／政府に変更を強く要
請	〔沖タ・朝〕	

3・��	 声／〝バス停〟で市役所にお願い	〔琉
新・朝〕	

3・��	 素顔の那覇／市民が点検＜ 3 ＞／急が
れる改善策 / 観光立県沖縄に備えて	

〔琉新・朝〕	
3・��	 政府通達に応じられぬ／宅地の基準価

格の適用／市当局が反発	〔琉新･朝〕	
3・��	 道路舗装が完了／美栄橋などの市街地	

〔琉新・朝〕	
3・��	 米軍に対策を要請／水道の廃液混入で	

〔琉新・朝〕	
3・��	 那覇大綱引き再現	（下）	／友寄英彦	

〔琉新・夕〕	
3・�2	 希望者少ない市営住宅／こんなはずで

はなかったが…／〝条件悪い〟と
そっぽ／安易な住宅行政に厚いカベ	

〔沖タ・朝〕	
3・�3	 汚れ放題の川や海／〝公害追放はいま

のうち〟／対策協が調査	〔沖タ･朝〕	
3・�4	 那覇を文化芸能都市に／まずは町を美

しく／清掃運動で条件づくり	〔沖
タ・朝〕	

3・�6	 ｜社説｜〝文化芸能都市〟宣言／革新
都市に期待するもの	〔沖タ・朝〕	

3・�6	 市営住宅を撤去、	公園に／那覇市、	一
石二鳥ねらう／毎年１万ドルの赤字
／修理費かさみ四苦八苦	〔沖タ･夕〕	

3・�6	 〝市民の声〟を市政に／那覇市の	「青空
市政相談」	始まる／多い苦情に市側
低姿勢	〔琉新・夕〕	

3・�7	 水道施設実現して／琉球地所団地／住
民が市に訴え	〔琉新・朝〕	

3・�7	 歌詞を募集／首里文化祭の音頭	〔琉
新・朝〕	

3・�8	 那覇の素顔／市民で点検＜ 4 ＞／与儀
公園を整備して／新報社前通り／並
み木を植えたら…	〔琉新・朝〕	

3・�8	 米人住宅地の開放を／平良市長／今月
末にも本土折衝	〔琉新・朝〕	

3・�9	 読者から／〝文化芸能都市〟宣言に思
う	〔沖タ・朝〕	

3・20	 軍用地開放で懇談／那覇市と法務局土
地課が	〔沖タ・朝〕	

3・2�	 ｜社説｜水源地を守れ／基地公害を除
く努力	〔沖タ・朝〕	

3・23	 7� 万ドルの予算／那覇市の３月定例議
会	〔沖タ・夕〕	

3・25	 早期の美化作業を実施／ポスターなど
を除去／各団体も積極的に協力	〔琉
新・朝〕	

3・25	 那覇の素顔／市民で点検＜ 5 ＞／車止
めの設置を／日琉館前通り／城岳小

校前／じゃまな標識撤去して	〔琉
新・朝〕	

3・28	 新政会が審議拒否／那覇市議会／建設
委流会、	変則議会に	〔琉新・朝〕	

3・30	 新政会の審議拒否続く／那覇市議会	
〔沖タ・朝〕	

3・3�	 読者から／若狭市営住宅地の公園化に
反対	〔沖タ・朝〕	

4・2	 ｜社説｜那覇市に美術館を／市民意識
の高揚と文化	〔沖タ・朝〕	

4・2	 読者から／若狭市営住宅地の公園化に
賛成	〔沖タ・朝〕	

4・3	 全議案を原案可決／那覇市定例議会終
わる	〔沖タ・朝〕	

4・6	 声／牧志の中に那覇市があるのか？	
〔琉新・朝〕	

4・7	 復帰後の軍用地／本土政府の肩代わり
でクローズ・アップ／つぎつぎ開放
要求／市町村、	地主も動きだす	〔沖
タ・朝〕	

4・8	 天久の米軍住宅地域／復帰後に返還か
／米軍は代替施設を要求	〔琉新･朝〕	

4・8	 発足はしたが教室足りない／首里石嶺
城東小学校／ふくれる団地人口／城
北、	城南小もスシ詰め学級	〔琉新・
朝〕	

4・8	 那覇の素顔／市民で点検＜ 6 ＞／軍道
路なので管轄外／小禄	「マタイ幼稚
園」	前／首里大名町／排水こう設置
で道広げて	〔琉新・朝〕	

4・9	 読者から／那覇市に問う	〔沖タ・朝〕		
4・9	 那覇市内の軍用地／撤去実現に努力／

愛知外相が市長に語る	〔琉新・朝〕	
4・�7	 都市周辺基地が焦点／返還交渉／与儀

ガスタンクは撤去	〔沖タ・朝〕	
4・�7	 米側、	有事即応体制を要求／那覇空港

など、	返還条件に／地位協定の焦点
へ／本土政府、	認める意見も／日米
安保に新ケース	〔沖タ・夕〕	

4・�8	 建物、	〝鳥居をかむ〟／奥武山総合体育
館／神社関係怒る	〔沖タ・朝〕	

4・�9	 声／那覇市美化運動の戦いを	〔琉新・
朝〕	

4・20	 那覇／学校、	住宅地にバイ煙と悪臭／
〝これまでも数度〟／政府調査でも
不明／軍船廃物が犯人？	〔沖タ･朝〕	

4・2�	 軍用地問題の解決は／地主の自主的判
断で	〔沖タ・朝〕	

4・2�	 見通しは明るい／那覇市の軍用地返還
／本土政府、	努力約する／平良市長
帰任	〔琉新・朝〕	

4・22	 希望者わずか半数／あてはずれの石嶺
公営住宅／入居基準の改正で追加公
募	〔沖タ・朝〕	

4・22	 低い下水施設の利用／市の完全水洗／
78 年を目標に進める	〔沖タ・朝〕	

4・22	 利用されない下水道／１万２千世帯の

1971 年	（昭和 46 年）	
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施設に利用者たった２千／水洗？う
ちではどうもね…／市民の理解まだ
まだ	〔琉新・朝〕	

4・22	 収入基準を改定／公営住宅の入居条件	
〔琉新・朝〕	

4・23	 大弦小弦	〔石嶺市営住宅〕	〔沖タ･朝〕		
4・29	 デイゴ並み木があぶない！／那覇市若

狭中央自治会／移植に〝待った〟	〔琉
新・朝〕	

5・�	 態様決定後に結論／那覇空港／新ター
ミナル建設問題	〔沖タ・朝〕	

5・�	 割増家賃を検討／高額所得者を対象に
／那覇市の公営住宅	〔沖タ・朝〕	

5・�	 ７月から家賃値上げ／那覇市営住宅／
高所得者が対象／２－８割りの〝割
り増し率〟	〔琉新・朝〕	

5・5	 保育所も〝狭き門〟／那覇	〔沖タ･朝〕		
5・�2	 琉球、	首里バスが合併仮調印／８月に

新会社設立／通産局／残る３社も統
合へ	〔琉新・朝〕	

5・�3	 〝高い市税〟が 70％／市政世論調査集
計から／市の機関、	施設利用度悪い	
〔沖タ・朝〕	

5・�3	 首里バスの株開放を／久保田氏／合併
で通産局に要請	〔琉新・朝〕	

5・�3	 声／那覇市のチリ収集について	〔琉
新・朝〕	

5・�5	 ５・�9 動き活発化／各単組、	戦う姿勢
固める	〔沖タ・朝〕	

5・�5	 スト突入を指令／那覇市労／ �7 日午前
零時から	〔沖タ・朝〕	

5・�5	 	『港町』	と	『あけぼの町』	／７月から
二つの町が誕生／那覇	〔沖タ・朝〕	

5・�5	 那覇市職は 48 時間	〔琉新・朝〕		
5・�6	 声／身近な公害をなくそう	〔琉新･朝〕		
5・�6	 	「曙町 ｣	「港町」	に決まる／安謝港周

辺などの新町名	〔琉新・朝〕	
5・�7	 声／那覇市の新しい町名	〔琉新・朝〕		
5・�8	 あす全員参加／市職労、	春闘ストは回

避	〔沖タ・朝〕	
5・�9	 ゼネストに共感／那覇市長が態度表明	

〔琉新・朝〕	
5・�9	 日思会が殴り込み／那覇市役所前／労

組員９人が重軽傷	〔琉新・夕〕	
5・20	 市制 50 周年を／住宅難解消に力こぶ／

健康で明るい市建設へ	〔琉新・朝〕	
5・2�	 豊かな都市建設を／市制 50 周年記念式

典開く／功労者 �4 人も表彰	〔琉新・
朝〕	

5・22	 汚れ放題の沼地／泥水や死魚を採集、	
分析／那覇空軍基地	〔沖タ・朝〕	

5・22	 与党は �0 議席／那覇市議会、	儀間氏死
去で	〔沖タ・夕〕	

5・25	 九州市長会、	きょう開幕／ 76 市から
�66 人が来沖	〔沖タ・朝〕	

5・25	 ７月から一部使用／那覇新港／埋め立
て工事完了	〔沖タ・夕〕	

5・25	 過疎対策を審議／けさから九州市長会
総会	〔沖タ・夕〕	

5・25	 都市問題の解決を／九州市長会総会／
那覇市長があいさつ	〔琉新・夕〕	

5・26	 後手続きの公害行政／国場川にもＰＣ
Ｐ／厚生局、	 知りながら放置	〔沖
タ・朝〕	

5・27	 市内の交通渋滞解消へ／市外線乗り入
れ禁止／安里、	安謝に新ターミナル	
〔沖タ・朝〕	

5・27	 那覇市制 50 年を顧みる／大正 �0 年一
般市制に／戦後・人口も５倍に飛躍	
〔沖タ・朝〕	

5・27	 基地対策を協議／放射能基地協議会開
く／佐世保・横須賀・那覇の３市	
〔沖タ・朝〕	

5・27	 労組無視の合併計画／琉球・首里バス
／私鉄沖縄が見解発表	〔琉新・朝〕	

5・27	 軍用地の返還などが議題／きょう放射
能等基地渉外連絡協開く／３市で解
決方を要請	〔琉新・朝〕	

5・27	 那覇の素顔／市民で点検／試験場入り
口／停留所をずらして／野犬を取り
締まって／公設市場	〔琉新・朝〕	

5・27	 返還ないし縮小基地	〔沖タ・夕〕		
5・27	 放射能三角同盟／相互の連帯強化	〔沖

タ・夕〕	
5・27	 軍用地返還は調整を／３市が基地問題

など協議	〔琉新・夕〕	
5・28	 〝自衛隊肩代わり許さぬ〟／佐世保、	横

須賀、	那覇の３市会議／基地に一段
と強い姿勢／政府への要望も抗議調
で	〔沖タ・朝〕	

5・29	 〝天久住宅地域の返還を〟／那覇市が首
相に電報	〔琉新・朝〕	

5・29	 ガラあきの外人向け貸し住宅／米軍引
き揚げで／復帰控え不安強まる業者
／那覇市小禄	〔琉新・朝〕	

5・30	 読者から／那覇市制 50 周年をむかえて	
〔沖タ・朝〕	

5・30	 合併を〝白紙撤回〟／琉球・首里バス
定期株主総会／株主側、	承認せず／
資産評価、	人事など不満	〔琉新･朝〕	

6・�	 読者から／ＰＣＰ汚染と沖縄／公害企
業の進出に反対	〔沖タ・朝〕	

6・�	 那覇市当局の説得へ／通産局／〝白紙
撤回ではない〟／バス合併／行政指
導で実現に努力	〔琉新・朝〕	

6・2	 那覇に基地施設部隊／米空軍／復帰後
も居すわりか	〔琉新・朝〕	

6・2	 無気味な暗かっ色／国場川の水／住民
不安高まる	〔沖タ・夕〕	

6・5	 読者から／天久住宅地域を返還せよ	
〔沖タ・朝〕	

6・8	 ｜社説｜那覇港の全面返還	〔琉新･朝〕		
6・9	 これは珍しや／三役議員／昇給をご遠

慮／那覇市、	67 年からすえ置き	〔沖
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タ・朝〕	
6・9	 お手盛り増俸見送り／那覇市	〔琉新・

朝〕	
6・�0	 児童公園など整備／２千９百万ドルの

一般会計予算案／公営住宅３百戸も
／安謝－儀保間など道路建設	〔琉
新・朝〕	

6・�0	 デイゴの植えかえ／〝大きくてやっか
い物扱い〟	〔琉新・朝〕	

6・�0	 復帰に備え体制整備／平良市長演説／
那覇市議会始まる	〔琉新・夕〕	

6・�2	 声／道路行政に一言	〔琉新・朝〕		
6・�2	 高圧線に感電、	重体／ハトを巣に戻そ

と…／那覇	〔琉新・朝〕	
6・�4	 〝アルミ工場増設待った〟／首里石嶺住

民から物言い	〔沖タ・朝〕	
6・�4	 迫力欠く一般質問／那覇市会	〔沖タ・

夕〕	
6・�5	 年内に工場を着工へ／沖縄アルミ／９

月中に立地選定／沢西沖縄事務所長
が表明	〔沖タ・朝〕	

6・�5	 市有地売却を追及／野党、	市長をこき
おろす／那覇市議会	〔沖タ・朝〕	

6・�6	 独自の条例作成検討／那覇市６月定例
議会／市当局／公害対策で答える	

〔琉新・朝〕	
6・�7	 米人宅地の開放で／平良市長が上京	

〔沖タ・朝〕	
6・�7	 水道事業などで紛糾／新政会／〝取水

許可〟を追及／那覇市議会	〔琉新・
朝〕	

6・�7	 軍用地全面返還を／那覇市長再折衝で
上京	〔琉新・朝〕	

6・�8	 ｜社説｜依然消えぬ疑問と不安／返還
協定の調印はすんだが	〔沖タ・朝〕	

6・�9	 開放で協力を約束／総務長官／平良市
長上之屋問題で折衝	〔沖タ・朝〕	

6・�9	 声／幹線モノレールの建設を	〔琉新・
朝〕	

6・�9	 シ尿業者、	スト態勢／料金値上げ要求
／那覇市役所に押しかける	〔沖タ・
夕〕	

6・20	 県民的な運動へ／那覇市長／軍用地開
放で語る	〔沖タ・朝〕	

6・20	 不景気知らずの建築ブーム／毎月３百
件の申請／過密と復帰への思惑が拍
車／那覇	〔沖タ・朝〕	

6・2�	 読者から／平良那覇市長の英断に賛成	
〔沖タ・朝〕	

6・24	 琉銀を指定機関に／公金取扱い窓口を
開設／那覇市	〔沖タ・夕〕	

6・28	 建設部長の処分は当然／新政会石嶺団
地工事で抗議	〔沖タ・夕〕	

6・29	 人員増など追及／野党／ 72 年度予算案
を可決／那覇市議会	〔沖タ・朝〕	

7・�	 那覇新港／きょうから一部使用／５千
トン級の接岸ＯＫ／バース難解消に

も一役	〔琉新・朝〕	
7・�	 素顔の那覇／市民で点検／美観そこね

るポスター／市も対策検討する	〔琉
新・朝〕	

7・�	 大道保育所／建設工事ストップ／工事
請け負い業者が倒産	〔琉新・夕〕	

7・�	 軍用地返還に不満／平良那覇市長／外
務省を訪問	〔琉新・夕〕	

7・2	 飽和状態、	滞貨の山／那覇港／夏場を
迎え急増	〔沖タ・朝〕	

7・2	 ｜社説｜那覇空港は民間空港に	〔琉
新・朝〕	

7・2	 開港式行う／ぼるねお丸も初入港／那
覇新港	〔琉新・朝〕	

7・3	 自衛隊配備阻止へ／那覇市長も抗議の
姿勢	〔沖タ・朝〕	

7・4	 ｜社説｜自衛隊の配備／沖縄住民の立
場から訴える	〔沖タ・朝〕	

7・8	 市民税率を大幅改定／税収は落ち込み
現象／高所得者との不公平是正	〔沖
タ・朝〕	

7・8	 自衛隊配備に反対を／復帰協が平良市
長に要請	〔沖タ・朝〕	

7・8	 声／新政会の追及はあげ足取り	〔琉
新・朝〕	

7・8	 市町村税法改正／市民税あがる／独身
者の税負担増加／課税最低限額も引
き上げ	〔琉新・朝〕	

7・8	 貸し付け金３百ドル／くみ取り便所の
水洗化	〔琉新・朝〕	

7・8	 市役所、	もう狭くなる／職員の増加／
庁舎増築の声も	〔琉新・朝〕	

7・�0	 那覇市は �4 議席増／立候補、	まるで対
抗意識	〔沖タ・朝〕	

7・�0	 那覇で砂ぼこり公害／〝洗たく物も干
せぬ〟／板金工事がはき出す／付近
住民が不満	〔琉新・朝〕	

7・�4	 油送管から燃料もれ／真嘉比	〔沖タ・
朝〕	

7・�5	 安謝に自由貿易地域／設置費３千５百
万ドル／国の財政投資で推進	〔琉
新・朝〕	

7・�5	 入居辞退者が続出／石嶺公営住宅／交
通の便が悪い／学校心配する父兄も	
〔琉新・朝〕	

7・�5	 素顔の那覇／市民で点検／はた迷惑な
建築工事／まるでくぐり抜けるよう
に通行	〔琉新・朝〕	

7・�5	 解決のメドつかず／工場側／再び建築
確認を申請／砂ぼこり公害	〔琉新・
朝〕	

7・�6	 平良那覇市長／沖縄配備許さぬ／自衛
隊反対の返事送る	〔琉新・朝〕	

7・�7	 たれ流し、	打つ手なし／死の国場川／
恐ろしい汚染度	〔沖タ・朝〕	

7・�7	 〝高台、	水が出ない〟／那覇、	苦情が相
次ぐ	〔沖タ・夕〕	
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7・20	 騒音緩和の見通し／夜間は集じん機止
める／拓南製鉄	〔琉新・朝〕	

7・2�	 綱引きの起源／那覇大綱引き再現を喜
ぶ＜上＞／友寄英彦	〔琉新・夕〕	

7・22	 基本料金を 50％引き上げ／業者委託の
し尿処理／８月１日から実施／あす
議会に案件を提出	〔琉新・朝〕	

7・22	 本部に協力を要請／那覇市長、	水の確
保で	〔琉新・朝〕	

7・23	 し尿料金、	50％値上げ／那覇市内、	来
月から実施	〔沖タ・朝〕	

7・23	 綱引きの起源／那覇大綱引き再現を喜
ぶ＜下＞／友寄英彦	〔琉新・夕〕	

7・25	 断水、	また時間延長／米軍の〝ひと声〟
で／きょうから36時間に	〔沖タ･朝〕	

7・26	 水、	平等配分に苦労／〝元栓〟握る米
軍に不満足／那覇市	〔沖タ・夕〕	

7・26	 委員長に久部良氏／那覇市職労	〔沖
タ・夕〕	

7・27	 地公法紛砕に焦点／那覇市職労／定期
大会で運動方針	〔琉新・朝〕	

7・28	 識名の水源地活用／渇水対策協／雑用
水に利用価値	〔沖タ・朝〕	

7・29	 臨港道路を整備／那覇へ安謝間／３港
の機能拡大へ／市土木部が検討始め
る	〔沖タ・朝〕	

8・3	 ｜社説｜上水道の管理権問題／自主的
施策を確立すべき	〔沖タ・朝〕	

8・3	 復帰に備え人事異動／那覇市が大幅機
構改革	〔沖タ・朝〕	

8・3	 機構改革を実施／那覇市	〔琉新・朝〕		
8・5	 これではあんまりです！／市当局、	

〝ここは指定公園地〟／新築中の家
に待った	〔沖タ・朝〕	

8・5	 目立つ人口琉出／	「住みにくい町」	と
敬遠？	〔琉新・朝〕	

8・5	 異議申し立てを却下／那覇地裁／牧志
公設市場工事で	〔琉新・朝〕	

8・5	 新委員長に新城氏／那覇市労	〔琉新・
朝〕	

8・�0	 ｜社説｜水道運営の自主管理／ふたた
び政治的努力を促す	〔沖タ・朝〕	

8・�0	 安謝新港／一部荷役も阻止／百人の魚
民座り込み続く	〔沖タ・夕〕	

8・�0	 荷役作業ストップ／安謝漁民／すわり
込みを続行	〔琉新・夕〕	

8・��	 〝生活補償考えたい〟／那覇市、	きょう
漁民と対話集会／安謝新港問題	〔琉
新・朝〕	

8・��	 〝生活の補償は当然〟／市当局／安謝漁
民の要求のむ	〔沖タ・夕〕	

8・�2	 きょう両助役上京／	「新港」	計画など
で要請へ	〔沖タ・朝〕	

8・�2	 清潔な町づくりに本腰／保健衛生部ス
タート／那覇市、	部長に内間氏	〔沖
タ・夕〕	

8・�9	 学校・公園もある新住宅街に／与儀ガ

ソリンタンクあとの利用計画	〔琉
新・朝〕	

8・�7	 米軍機の離発着ひんぱん／〝軍事優先〟
に不安／激化する民間機との競合／
那覇空港	〔沖タ・朝〕	

8・�8	 那覇市の要求を理解／稲嶺助役／本土
折衝終え帰途へ	〔沖タ・朝〕	

8・�9	 撤去後の都計進む／与儀・ガソリンタ
ンク／公園など計画／都市にふさわ
しい住宅街に	〔沖タ・朝〕	

8・�9	 那覇新港拡大計画に運輸省が了承	〔沖
タ・朝〕	

8・�9	 那覇新港さらに拡張／本土政府が援助
確約	〔琉新・朝〕	

8・24	 読者から／那覇大綱引きへの資料提供	
〔沖タ・朝〕	

8・26	 水不足だというのに…／上山中プール
に水が満々／〝節水協力〟どこ吹く
風／学校側〝地下水だから問題ない〟	
〔琉新・朝〕	

8・29	 ｜社説｜沖縄を犠牲にするな／円・変
動相場制実施について	〔沖タ・朝〕	

8・29	 声／公徳心のない那覇市民	〔琉新･朝〕		
8・3�	 都市づくりで協力／那覇・浦添・豊見

城合同会議	〔沖タ・朝〕	
9・�	 通貨不安対策要請へ／平良市長があす

上京	〔琉新・朝〕	
9・2	 ｜社説｜盛り上がる県民の要求／円切

り上げの補償対策	〔沖タ・朝〕	
9・2	 那覇新港／背後地購入希望者ワンサ／

市当局、	処分に慎重／計画に沿った
業種を選択	〔沖タ・朝〕	

9・2	 声／那覇新港の名称について	〔琉新・
朝〕	

9・2	 那覇商港の市移管要求／将来、	特定重
要港湾に／政府反対／近くトップ交
渉へ	〔琉新・朝〕	

9・2	 市民で点検／〝職員のための駐車場だ〟
／市役所／市民からの苦情が多い	
〔琉新・朝〕	

9・3	 那覇商港、	市に移管／安謝含め３港を
一元化へ／行政府、	那覇市首脳が合
意	〔沖タ・朝〕	

9・7	 大那覇港建設に／本土政府積極的／平
良那覇市長帰任	〔沖タ・朝〕	

9・7	 	「大那覇港」	を本格的に検討／平良市
長／本土折衝から帰任	〔琉新・朝〕	

9・9	 三つを結び大港湾へ／那覇・泊・安謝
／沖合いに大防波堤／運輸省も計画
に乗り気	〔沖タ・朝〕	

9・9	 〝都市問題〟で協力体制強化／那覇・
浦添・豊見城・南風原／近く四者協
議会設置／〝広域自治〟で問題解決	
〔琉新・朝〕	

9・9	 	「首里音頭」	できる／作詞は東京の岡
本さん	〔琉新・朝〕	

9・9	 柱が立たない公設市場／２店舗が立ち
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のき拒否	〔琉新・朝〕	
9・�0	 金口木舌	〔牧志公設市場〕	〔琉新･朝〕		
9・�0	 ｜社説｜核兵器も早急に撤去を	〔琉

新・朝〕	
9・��	 一体どうなっているの／水道卸し料値

上げ問題／食い違う水道公社と民政
府／怒る市町村、	消費者／値上げ阻
止運動広がる	〔沖タ・夕〕	

9・��	 軍事優先のあらわれ／那覇市職労／水
卸し料金値上げに反対	〔琉新・夕〕	

9・�3	 声／市民税の源泉徴収に疑問	〔琉新・
朝〕	

9・�4	 ｜社説｜〝もらい水〟からの脱却／水
道公社の中身を解明せよ	〔沖タ･朝〕	

9・�6	 西村建設相に要請／都市計画の変更協
力で	〔琉新・朝〕	

9・�6	 ひどい公害／壺川のばい煙・騒音／ぜ
ん息悪化、	金魚が死んだ、	木も枯れ
る／騒音も基準以上	〔琉新・朝〕	

9・�8	 〝お手盛り増俸〟／那覇市議会開く／市
三役、	議員報酬大幅に	〔琉新･夕〕	

9・2�	 ひどい〝騒音・ばい煙〟／公害対策協
／製鉄工場を視察	〔沖タ・朝〕	

9・2�	 異常訴える人が続出／公害対策協／壺
川住民に実情聞く	〔琉新・朝〕	

9・23	 読者から／高くなった那覇市民税	〔沖
タ・朝〕	

9・23	 夜間の操業やめよ／市が拓南製鉄に再
勧告	〔沖タ・朝〕	

9・23	 どうしてこんなに高いの／市民税の源
泉徴収／市民から問い合わせ殺到	

〔沖タ・朝〕	
9・23	 	「市民憲章」	が泣く…／目立つ議員諸

公の遅刻	〔琉新・朝〕	
9・26	 読者から／那覇市の三役と議員に物申

す	〔沖タ・朝〕	
9・26	 声／壺川の公害	〔琉新・朝〕		
9・28	 読者から／公園指定地域について	〔沖

タ・朝〕	
9・28	 金口木舌	〔金城町の石畳道〕	〔琉新・

朝〕	
9・29	 声／残したい石畳道	〔琉新・朝〕		
9・30	 大綱引き／超大型の爬竜船も完成／安

次富さんが仕上げる	〔沖タ・朝〕	
9・30	 沖縄開催に積極的／那覇市が全国革新

市長会	〔沖タ・朝〕	
9・30	 都市問題に共同作戦／那覇中心に５市

村が協力	〔沖タ・朝〕	
9・30	 公害工場が移転へ／古波蔵の丸長車体

工業所／市有地の売却求める／絶え
なかった市民の苦情	〔琉新・朝〕	

9・30	 水道料値上げ、	反対／自治会長連絡協
議会が総会	〔琉新・朝〕	

9・30	 来月５日に発足／隣接市町村行政協議
会／都市問題解決で協力	〔琉新･朝〕	

�0・�	 声／壺川の公害を見のがすな	〔琉新・
朝〕	

�0・�	 那覇市を特別清掃地域に指定／厚生局	
〔琉新・朝〕	

�0・2	 大那覇港の建設援助を要請／平良市
長、	建設省に	〔沖タ・朝〕	

�0・3	 読者から／納得できぬ市民税	〔沖タ・
朝〕	

�0・3	 沖縄の基地返還協定を点検する＜ 3 ＞
／那覇市・豊見城村／戦略防空の拠
点／那覇空港／不明確な開放軍用地
域	〔沖タ・朝〕	

�0・3	 〝これは危険な所だ〟／那覇市が現場
調査／安全さく設置要請へ／由美子
ちゃん水死事故	〔琉新・朝〕	

�0・6	 大弦小弦	〔那覇大綱引き〕	〔沖タ･朝〕		
�0・6	 ５市村協議会を結成／那覇市に隣接す

る自治体	〔琉新・朝〕	
�0・6	 壺川	（那覇）	一帯の〝公害〟にメス／

琉球公害・衛研／きょう採じん器の
１回目回収	〔琉新・夕〕	

�0・7	 金口木舌	〔那覇市内の河川汚染〕	〔琉
新・朝〕	

�0・7	 	「市民税の源泉徴収に疑問」	に回答	
〔琉新・朝〕	

�0・7	 大綱引きにかける男／友寄英彦／復活
に寝食忘れる／１号線の交通規制／
民政府局長も説得	〔琉新・朝〕	

�0・7	 降下ばいじんを分析／衛研、	壺川採じ
ん装置回収	〔琉新・朝〕	

�0・7	 あすから花やかに那覇祭り	〔琉新･朝〕		
�0・7	 市〝再建の日〟を記念／綱引き実施の

日取り／苦い思い出の �0・�0 空襲	
〔沖タ・夕〕	

�0・8	 １ドル＝ 360 円交換を保証／８日現在
高基準で給付金	〔琉新・号外〕	

�0・9	 金口木舌	〔那覇市制 50 周年〕	〔琉新・
朝〕	

�0・9	 声／国際通りの歩行者天国を	〔琉新・
朝〕	

�0・9	 声／高い那覇市特別職の給料	〔琉新・
朝〕	

�0・��	 大綱引きに 20 万人余／市民興奮のる
つぼ／残暑のもと揺るがす歓声	〔沖
タ・朝〕	

�0・��	 ｜社説｜那覇市制 50 周年に思う	〔琉
新・朝〕	

�0・��	 話の卵／にぎわった那覇祭り	〔琉新・
夕〕	

�0・�2	 沖縄で日・中・朝三国会議／全国革新
市長会議／開催よびかける／〝非軍
事化〟で平和のカナメに	〔琉新･朝〕	

�0・�2	 ｜社説｜革新派首長の役割り	〔琉新・
朝〕	

�0・�4	 保育所不足に悩む那覇市／待機児が千
６百人／未認可保育所も黙認状態	
〔沖タ・朝〕	

�0・�4	 換地処分、	主席に申請／区画事業を推
進	〔沖タ・朝〕	

1971 年	（昭和 46 年）	
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�0・�4	 那覇祭り／年中行事にしたい…／世界
に誇れる名物／	「沖縄の祭り」	にす
べきだ	〔琉新・朝〕	

�0・�5	 県民無視の	「返還」	に怒り／那覇市職
労時限スト／ゼネストの突破口に／
緊張した中にも整然	〔琉新・夕〕	

�0・�6	 場所確保できず空中分解／那覇市の東
京事務所／復帰体制に支障	〔琉新・
朝〕	

�0・�7	 読者から／那覇市の公害対策／知花清
氏への回答	〔沖タ・朝〕	

�0・20	 声／壺川の公害工場に思う	〔琉新･朝〕		
�0・2�	 はかどらぬ市場工事／第一牧志公設市

場／２軒が居すわり／市、	話し合い
解決を悲観	〔沖タ・朝〕	

�0・2�	 宙に浮く東京事務所／設置場所なくス
タート遅れる	〔沖タ・朝〕	

�0・2�	 政界に大きな足跡／当間重剛氏を悼む
／司法、	 スポーツ界にも貢献	〔沖
タ・朝〕	

�0・2�	 協定批准で声明決議／あす臨時議会／
与野党の紛糾必至？	〔沖タ・朝〕	

�0・2�	 �2 月に	「57 局」	を新設／旧小禄全域、	
豊見城をカバー	〔琉新・朝〕	

�0・2�	 第一牧志公設市場／工事は予定の半分
／２店舗の立ちのき拒否で	〔琉新・
朝〕	

�0・2�	 近く道路拡張と舗装工事／石嶺団地	
〔琉新・朝〕	

�0・2�	 近く復元工事着工／首里末吉宮／文化
庁の指導で	〔琉新・朝〕	

�0・2�	 あすから臨時議会／議案は補正予算な
ど４件／返還協定での決議も予定	

〔琉新・朝〕	
�0・22	 那覇市長と市民に訴える	〔琉新・朝〕		
�0・24	 金口木舌	〔モノレール建設〕	〔琉新・

朝〕	
�0・26	 読者から／一般市民の福祉を優先すべ

き	〔沖タ・朝〕	
�0・26	 金口木舌	〔石嶺団地へのバス路線開

設〕	〔琉新・朝〕	
�0・26	 声／	「公害」	の責任追及	〔琉新・朝〕		
�0・27	 那覇市内の軍用地の開放を／三市連絡

会議／政府に訴える	〔琉新・夕〕	
�0・28	 もうがまんできぬ／ハーバービューク

ラブ冷房装置から騒音／ふきん住民
が怒る／那覇市が騒音防止策勧告	

〔沖タ・朝〕	
�0・28	 〝再寄港を見合せよ〟／米原子力空母／

三市連絡協議が政府に要請／佐世保	
〔沖タ・朝〕	

�0・28	 壺川の公害／市民共闘結成へ／幅広い
運動を展開／市は公害条例制定の方
針	〔琉新・朝〕	

�0・30	 国連加盟の実現喜ぶ／那覇市長が親
書、	中国へ	〔沖タ・夕〕	

�0・3�	 毛主席の勝利に敬意／那覇市長が北京

に親書	〔琉新・朝〕	
��・4	 石嶺団地に〝主婦の店〟誕生／婦人会

が〝生協組織〟／最近の物価高に自
衛手段	〔沖タ・朝〕	

��・4	 市、	きょう代執行／第一牧志公設市場
建設問題／立ち退き拒否の照屋さん
に	〔沖タ・朝〕	

��・4	 区画整理に終止符／ �5 日頃処分告示／
換地計画を承認／日・米両政府／消
えるゆかしい町名	〔沖タ・朝〕	

��・4	 旧市街地土地区画整理／換地処分を確
定／ �5 日をメドに／新しい町名地
番に変更	〔琉新・朝〕	

��・4	 住みよい町づくり／公害対策協議会を
結成へ	〔琉新・朝〕	

��・4	 きょう強制代執行／第一牧志公設市場
／立ちのき拒否の住民に	〔琉新･朝〕	

��・4	 居残り店舗を壊す／那覇公設市場建築
現場／市が強制代執行	〔沖タ・夕〕	

��・4	 残りの店舗も取りこわす／牧志第一公
設市場／業者任意に立ちのく／代執
行は中止／市場完成は来年３月	〔琉
新・夕〕	

��・5	 〝財源対策など合意〟／那覇市長帰任／
市長会後に予算折衝	〔琉新・朝〕	

��・5	 地主が和解望む／市当局／きょう部長
会議で態度／那覇公設市場問題	〔琉
新・朝〕	

��・6	 平良那覇市長帰任	〔沖タ・朝〕		
��・6	 	「和解」	で話し合い／那覇公設市場建

築現場／居残り店舗問題	〔沖タ･朝〕	
��・8	 立ち退き執行か／公設市場の居残り店

舗	〔沖タ・夕〕	
��・9	 48 時間ストに突入／自治労・那覇市職

労／市の業務、	完全にマヒ	〔琉新・
朝〕	

��・�0	 平良那覇市長が声明を発表／ ��・�0 ゼ
ネストで	〔沖タ・朝〕	

��・�6	 〝自己主張失うな〟／平良市長会長が声
明	〔沖タ・朝〕	

��・�6	 変わる那覇の町名／きのう告示／いっ
せいに換地処分	〔沖タ・朝〕	

��・�6	 荒れ模様の臨時市議会／野党がゼネス
ト追及の構え	〔沖タ・朝〕	

��・�6	 那覇市議会紛糾／新政会、	ゼネスト問
題で追及	〔琉新・夕〕	

��・�7	 市長の責任を追及／ゼネストめぐって
紛糾／那覇市議会	〔沖タ・朝〕	

��・�7	 金口木舌	〔那覇市の沿革〕	〔琉新･朝〕		
��・�7	 〝署名拒否に勇断を〟／革新市町村長会

が主席に要望	〔沖タ・夕〕	
��・�7	 健保法案、	署名拒否を／革新市町村長

会、	主席に要請	〔琉新・夕〕	
��・�8	 読者から／婦人による市民運動のケー

ス	〔沖タ・朝〕	
��・�8	 安謝に港、	曙町誕生／天久・上之屋を

含め	〔沖タ・朝〕	

1971 年	（昭和 46 年）	
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��・�8	 ドル・ショック／市の街路事業にも影
響／用地の買収進まず／地主ら差損
補償要求へ	〔琉新・朝〕	

��・�8	 宅地造成が問題化／大雨、	各地で土砂
くずれ	〔琉新・朝〕	

��・20	 那覇市議会終わる	〔琉新・夕〕		
��・22	 声／市民税について	〔琉新・朝〕		
��・25	 町名変更／市民の問い合わせ殺到／住

所、	本籍は？／てんてこ舞いの市民
課	〔琉新・朝〕	

��・29	 読者から／浄水器について／市水道局
へ質問	〔沖タ・朝〕	

�2・2	 条件で〝企業〟ににらみ／公害防止／
強い姿勢で対処／広範にわたって
チェック	〔沖タ・朝〕	

�2・2	 あす、	強制代執行／牧志公設市場の居
残り店舗	〔沖タ・朝〕	

�2・3	 ３店舗立ち退く／牧志市場工事急進展
か	〔沖タ・夕〕	

�2・3	 公害問題など協議／平良那覇市長らも
参加／太平洋アジア自治体会議	〔沖
タ・夕〕	

�2・3	 業者が自主立ちのき／第一牧志公設市
場／建設工事、	急ピッチか	〔琉新・
夕〕	

�2・4	 話し合いで和解／地主、	土地収用を認
める／公設市場	〔沖タ・朝〕	

�2・4	 防衛庁が公民館建設約束／那覇市山下
町垣花区／自衛隊配備の中、	市は当
惑／区民当局に業にやす	〔琉新･朝〕	

�2・6	 声／市民税についてお答え	〔琉新･朝〕		
�2・9	 市・地主歩み寄る／牧志第一公設市場

問題／代替地で大幅譲歩／工事延長
でまた悩み	〔沖タ・朝〕	

�2・9	 那覇大綱引き促進協力者会が発足	〔沖
タ・朝〕	

�2・9	 復帰に向け態勢づくりへ／事業所、	職
員をふやす／ 70 万ドルの補正予算
を提案	〔琉新・朝〕	

�2・9	 完成は来年５月に／牧志第一公設市場
の建築工事／コマ割りなどで問題山
積	〔琉新・朝〕	

�2・�0	 話の卵／都市ゴミの処理	〔琉新・夕〕		
�2・�6	 あすから定例議会／復帰予算に 70 万ド

ル／だが中身は人ふやしの傾向強い
／庁舎増築、	公害防止など	〔沖タ・
朝〕	

�2・�6	 平良那覇市長、	親善旅行から帰る	〔沖
タ・朝〕	

�2・�6	 公害防止条例が焦点／那覇市、	あすか
ら定例議会	〔琉新・朝〕	

�2・�6	 復帰に最大関心／那覇市長、	ペルーか
ら帰任	〔琉新・朝〕	

�2・�7	 読者から／第二公設市場の繁栄のため
に	〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 共同のゴミ・し尿処理場を／隣接５市
村協が構想／衛生センターの建設へ

／と殺場や火葬場も／まず用地の確
保に動く	〔沖タ・朝〕	

�2・�7	 声／第二公設市場の繁栄を	〔琉新･朝〕		
�2・�7	 共同衛生センターを設置／那覇隣接５

市村／ゴミ追放に乗り出す	〔琉新・
朝〕	

�2・�8	 公害防止条例も／那覇市定例議会開く	
〔沖タ・夕〕	

�2・�9	 新レート、	１ドル＝ 308 円／ �0 カ国
蔵相会議で歴史的決定／切り上げ幅
は �6.8％／あすから直ちに実施	〔沖
タ・号外〕	

�2・20	 ｜社説｜大幅円上げと経済危機	〔沖
タ・朝〕	

�2・22	 那覇市長旅費が問題に／ペルー出張／
余分に予算を計上	〔琉新・夕〕	

�2・23	 国体局の設置へ／市役所／特別国体に
備える／実行委も年明けに発足	〔琉
新・朝〕	

�2・23	 飛鳥田、	美濃部知事が桜のプレゼント
／さくら丸の就航記念して	〔琉新・
朝〕	

�2・23	 都計事業にもあおり／円切り上げ／
〝思惑〟で用地買収難航	〔琉新･朝〕	

�2・27	 公害防止条例を可決／那覇市議会／市
町村で初めて	〔沖タ・夕〕	

�2・28	 円切替え要請決議を採択／補正予算案
など可決／那覇市議会	〔沖タ・朝〕	

�2・29	 １ドル＝ 360 円を保障／那覇市、	念書
で確約／民間企業〝給与〟にも影響	
〔沖タ・朝〕	

�2・29	 那覇市職員の給与／弗１＝￥360 保障
／組合と念書かわす／生活保護費に
も適用	〔琉新・朝〕	

�2・30	 金口木舌	〔那覇市１ドル対 360 円保障〕		
〔琉新・朝〕	

	 　　�972 年	（昭和 47 年）	

�・4	 〝新兵器〟が登場／那覇市役所窓口に／
事務能率は抜群	〔沖タ・夕〕	

�・4	 復帰を記念、	公園づくり／首里儀保自
治会／住民パワーで暗い世相吹き飛
ばす／西森を桜の園に／日曜ごとに
総出で作業	〔琉新・夕〕	

�・6	 〝ゴミ戦争〟すぐそこ／捨て場あと半年
分／地価高騰で拡張不可能	〔沖タ・
朝〕	

�・6	 年頭メッセージ	〔沖タ・朝〕		
�・6	 声／儀保町のみなさんがんばれ	〔琉

新・朝〕	
�・6	 声／儀保町の公園づくりに感動	〔琉

新・朝〕	
�・6	 琉米文化会館／市が維持管理引き継ぐ

／社会教育施設に活用／民政府の要
請で検討	〔琉新・朝〕	

�・6	 72 年市政の抱負を語る	〔琉新・朝〕	

1971 年	（昭和 46 年）	・1972 年	（昭和 47 年）	
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�・6	 窓口業務をスピード化／シグボード	
（番号掲示板）	がお目見え	〔琉新・
朝〕	

�・6	 消えるか琉米文化会館／那覇市／〝条
件つき〟に難色	〔沖タ・夕〕	

�・9	 ｜社説｜５月 �5 日その周辺／矛盾を内
包する平和への展望	〔沖タ・朝〕	

�・9	 那覇市長選／平良市長の再出馬決定／
社大、	来月中旬に党大会	〔琉新･朝〕	

�・��	 ｜社説｜基地縮小への取組み／新しい
要求運動の形態を	〔沖タ・朝〕	

�・��	 米軍輸送パイプからガソリン漏れる／
道路や民家に流れ込む	〔沖タ・朝〕	

�・�2	 〝騒音などいけません〟／公害防止条例
スタート／那覇市	〔琉新・朝〕	

�・�3	 知事候補、	党大会で／県議・那覇市長
も２月中には選定／自民選対委で方
針	〔沖タ・朝〕	

�・�3	 準備体制本格化／市当局／５月 �5 日め
ざし／予算、	教委制、	本土法適用な
ど／問題点の総点検へ	〔沖タ・朝〕	

�・�3	 公売入札はじまる／安謝の第４次埋め
立て地	〔沖タ・朝〕	

�・�3	 公害防止条例を公布／〝事前防止〟に
大きな期待	〔沖タ・朝〕	

�・�3	 声／いつまで続く悪道／なっていない
道路行政	〔琉新・朝〕	

�・�3	 声／那覇市民会館の使用料は高い	〔琉
新・朝〕	

�・�3	 公害／市民の苦情殺到／条例公布／
〝悪臭がひどいぞ〟／企業は自粛、	
騒音もピタリ	〔琉新・朝〕	

�・�5	 声／街路樹を育てよう／革新市政に活
を入れよ	〔琉新・朝〕	

�・�5	 声／市民会館の使用料高くない	〔琉
新・朝〕	

�・�6	 ５市村が	「自衛隊反対決議」	／高圧線
の地下への埋設も	〔琉新・朝〕	

�・�8	 読者から／市民憲章を守ろう	〔沖タ・
朝〕	

�・�8	 自衛隊の最高幹部、	雲がくれ／まるで
忍者の行動／〝戦争は真っ平ごめん〟
／県民から総スカン	〔沖タ・夕〕	

�・�9	 那覇市が身受け運営／那覇琉米文化会
館	〔沖タ・朝〕	

�・�9	 声／市役所は誠意ある回答せよ	〔琉
新・朝〕	

�・20	 使用料プラスアルファ／市民会館活用
はまだまだ／建て物構造にも問題／
最新式の整備も生かせず	〔琉新･朝〕	

�・20	 消防車通れません／再開発を迫られる
市街地	〔琉新・朝〕	

�・22	 当面、	那覇－首里間に／モノレール協
が調査／地元の意思表示急げ	〔琉
新・朝〕	

�・25	 那覇空港／自衛隊と共同使用／内原航
空局長が記者会見／復帰と同時に施

設引継ぐ	〔沖タ・朝〕	
�・26	 生活を補償せよ！／クリ舟漁民がネジ

込む	〔沖タ・朝〕	
�・26	 漁民の生活補償せよ／安謝のクリ舟魚

民／市役所に押しかける	〔琉新･朝〕	
�・27	 読者から／那覇市長の決断一つ	〔沖

タ・朝〕	
�・27	 ただいま工事中／市内道路は穴だらけ

／交通渋滞に拍車／〝あがったり〟
商店は不満顔	〔沖タ・朝〕	

�・27	 〝高圧線の地下埋設〟／市長らが電力公
社に要請	〔沖タ・朝〕	

�・27	 漁港整備、	拡充に全力／漁港協会設立
／本土予算に��億円計上	〔琉新･朝〕	

�・27	 高圧線の地下架設を／那覇など５市村
／電力公社に要請	〔琉新・朝〕	

�・27	 都計にもドル・ショック／用地買収が
難航／〝今売るのは損だ〟／地主ら
ドル払いに反発／那覇	〔沖タ・夕〕	

�・28	 声／波上を美化しよう／那覇市の財政
援助を求む	〔琉新・朝〕	

2・2	 漁民、	那覇新港にバリケード／漁業補
償交渉もつれ／いきまく老人たち	
〔琉新・夕〕	

2・3	 読者から／那覇市三役の／給料袋につ
いて	〔沖タ・朝〕	

2・3	 みはなされた公衆便所／〝文化都市〟
が泣いています／管理に頭痛める市
／予算、	 用地なく新設はゼロ	〔沖
タ・朝〕	

2・3	 市道つぶしアパートに／安謝／地主が
実力行使／付近住民は通れず、	迷惑	
〔琉新・朝〕	

2・3	 港湾管理を一元化／港湾管理準備委が
発足	〔琉新・朝〕	

2・3	 市側／機動隊出動を要請／安謝新港紛
争／漁民は	「クリ舟スト」	も	〔琉
新・夕〕	

2・4	 学校や憩の場に／与儀のガソリンタン
ク敷地	〔沖タ・朝〕	

2・4	 那覇新港／漁民、	ピケを解く／きょう
市と話し合い再開	〔沖タ・朝〕	

2・4	 〝見舞金〟で食い違い／再びゲート封鎖
の構え／クリ舟漁民	〔沖タ・夕〕	

2・5	 360 円の換算措置を／港湾労、	那覇市
長に訴え	〔沖タ・朝〕	

2・5	 用地要求にかわる／安謝漁業会の紛争
市長検討を要求	〔沖タ・夕〕	

2・5	 〝反戦平和で連帯を〟／クエーカー教徒
のウイルソンさん／那覇市長らと懇
談	〔琉新・夕〕	

2・6	 読者から／平良那覇市長へ一言	〔沖
タ・朝〕	

2・6	 声／自然をこわすな／末吉の森の公園
化に注意する	〔琉新・朝〕	

2・6	 声／市政が	「死政」	になることも	〔琉
新・朝〕	
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2・9	 金口木舌	〔沖縄モノレール〕	〔琉新・
朝〕	

2・9	 隔離病舎を確保せよ／那覇市／伝染病
の移管で要請	〔琉新・朝〕	

2・�0	 伊奈武瀬、	来年から埋め立て／浦添市
との合意つく	〔琉新・朝〕	

2・�0	 姿を変える〝奥武山〟／若夏国体に向
け急ピッチ	〔琉新・朝〕	

2・�0	 安謝の市道路問題物わかれ／法廷闘争
はさけられる	〔琉新・朝〕	

2・�2	 360 円保証は地域ぐるみで／革新市町
村長会で確認／地公法には反対運動	

〔琉新・朝〕	
2・�5	 老朽化で解体／那覇市・若狭の市営住

宅／入居者は存続望む	〔琉新・朝〕	
2・�7	 復帰選挙はなさそう／那覇市議選／残

念がる人たちも／自治省が回答／ ｢
一般選挙まて待つべき ｣	〔沖タ･朝〕	

2・�7	 金びょうぶ一双贈る／市民会館をより
美しく／横浜市の斎藤由蔵さんが	

〔沖タ・朝〕	
2・�7	 問われる保育行政／収容率たった３割

／毎月百人が入所申請／保育所不足
／〝共働き〟に深刻な悩み	〔琉新・
朝〕	

2・�7	 消防本部に救急センター／警察からの
業務移管で	〔琉新・朝〕	

2・�7	 市の東京事務所長に石野氏	〔琉新･朝〕		
2・20	 撤去作業始まる／与儀ガソリンタンク

／〝わぁー広い〟喜ぶ市民／子供た
ち早速遊び回る	〔沖タ・朝〕	

2・20	 開放後はモデル居住区に／与儀のガソ
リンタンク撤去始まる／学校、	公園
など設置／那覇市地主との折衝進む	

〔琉新・朝〕	
2・2�	 自衛隊／大挙沖縄入り／機動隊に守ら

れ／阻止団の抗議よそに／那覇商港	
〔琉新・夕〕	

2・22	 那覇港、	移管作業進む／琉球政府から
那覇市へ／三大港運営一本化に／財
産の引き継ぎが問題	〔沖タ・夕〕	

2・24	 ｜社説｜県営に移る水道事業／自治行
政の強化に役立てよ	〔沖タ・朝〕	

2・24	 〝雨が降れば浸水〟／与儀の低地帯地域
／住民から強い苦情	〔沖タ・朝〕	

2・24	 全国市長会館に／東京事務所設置	〔沖
タ・朝〕	

2・24	 小ばなし／へたすれば自分の身にも火
の粉が /…	〔沖タ・朝〕	

2・24	 復帰後の水道料金／ 308 円で換算／那
覇市が決める	〔沖タ・朝〕	

2・24	 農家も〝通勤〟／宅地に食われる／近
隣町村へ耕地を移す	〔琉新・朝〕	

2・24	 水道料金 308 円で換算／港湾関係など
さらに検討へ	〔琉新・朝〕	

2・24	 地公法適用／	「反対」	貫く／那覇市復
帰対策委／労使慣行を守る／政令・

規則・運用	〔琉新・朝〕	
2・25	 沖縄を憲法擁護の原点に／憲法普及協

結成へ／関係団体が準備会発足	〔沖
タ・朝〕	

2・25	 自衛隊、	強行上陸でもむ／装甲車に守
られ／阻止団〝上陸させるな〟と怒
号／那覇商港	〔琉新・夕〕	

3・2	 観光連絡協を結成／鹿児島、	名瀬、	那
覇の３市が	〔沖タ・朝〕	

3・2	 希望者少ない石嶺団地／〝交通の便も
悪い〟／問われる市の住宅政策	〔琉
朝〕	

3・2	 市民で点検／雨降るたびに浸水騒ぎ／
〝商売あがったり〟／与儀公園付近
／陳情もナシのつぶて	〔琉新・朝〕	

3・4	 話の卵／生命を守る環境づくりを	〔琉
新・夕〕	

3・7	 三つどもえの争奮戦／那覇琉米文化会
館／行政府、	那覇市、	民間団体／福
祉施設に活用か	〔琉新・朝〕	

3・9	 安全サクがない川／子供の転落事故相
次ぐ	〔琉新・朝〕	

3・9	 	「大那覇港」	の総仕上げへ／新港６月
に完成／安謝、	泊、	那覇港結ぶ道路	

〔琉新・朝〕	
3・9	 大型化時代の到来で／バース難は深刻

化／那覇商港／｢早く軍港開放を…」	
／新港も〝焼け石〟高まる対策の声	
〔沖タ・夕〕	

3・��	 航空自衛隊／沖縄配備への物資陸揚げ
／防衛庁が発表／車両や寝具類など
／国防会議待たず独走	〔沖タ・朝〕	

3・��	 軍用地は市街開発の〝ガン〟／高圧線
埋設は公社資金で／行政協議会／都
市健全化で要請	〔沖タ・朝〕	

3・��	 自衛隊配備、	絶対許せぬ／那覇市隣接
市町村行政協議会が政府に要請／土
地、	即時返還を／都市発展にも大き
く阻害	〔琉新・朝〕	

3・��	 公害防止対策に本腰／那覇など５市村
／復帰までに条例制定	〔琉新・朝〕	

3・��	 〝公害追放〟で一致／那覇５市協／全面
的な協力を約す	〔沖タ・夕〕	

3・�2	 那覇市長が要請／県民の損害は政府の
責任	〔琉新・朝〕	

3・�4	 石川ビーチを返還／与儀ガソリンタン
ク地域も／米民政府が通告	〔琉新・
夕〕	

3・�5	 ｜社説｜自衛隊の物資搬入／はからず
も見えた〝軍国主義〟	〔沖タ・朝〕	

3・�5	 ｜社説｜町を美しくするこころ	〔琉
新・朝〕	

3・�6	 ｜社説｜受け流しの通貨折衝／復帰措
置へ深刻な不安	〔沖タ・朝〕	

3・�6	 急ピッチ環状２号線／安謝線は来月完
工／地方と結合し交通緩和へ	〔琉
新・朝〕	
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3・�6	 復帰前の返還不可能／松下の米住宅地
域／米側が拒否の回答	〔琉新・朝〕	

3・�7	 読者から／開南バス停留所付近の整備
を／那覇市長に提言	〔沖タ・朝〕	

3・�7	 職員に不安、	動揺／那覇商港の市移管
／身分引き継ぎ要求へ	〔琉新・朝〕	

3・22	 〝３号線を開放せよ〟／小禄開発協／大
会決議を提出、	要請	〔沖タ・朝〕	

3・22	 空軍道路の開放要請／小禄地域経済開
発協議会／産業開発を阻害	〔琉新・
朝〕	

3・23	 消え去る美術村／首里西森／灰塵から
文化再興めざし建設	〔沖タ・朝〕	

3・23	 〝多目的利用〟きめる／譲渡される琉米
文化会館	〔沖タ・朝〕	

3・23	 声／川のパトロールを／チリを川に投
げすてるな	〔琉新・朝〕	

3・23	 那覇琉米文化会館／市の文化センター
として活用／教育事業の場に／部長
会議／使用目的で協議	〔琉新・朝〕	

3・23	 間仕切り教室で授業／与儀小学親泊校
長／校地確保で陳情	〔琉新・朝〕	

3・23	 ごみ焼却場を建設／ふえるごみ処理に
対処	〔琉新・朝〕	

3・25	 声／間仕切り教室を避けろ	〔琉新･朝〕		
3・28	 那覇新港の背後地処分で紛糾	〔琉新・

夕〕	
3・30	 那覇新港／背後地利用計画に批判の声

も／本会議で紛糾必至／市当局の調
査に甘さが	〔沖タ・朝〕	

3・30	 １ドル 360 円で読替え／汚物の取り扱
い手数料	〔沖タ・朝〕	

3・30	 買収は民主的に／国体道路建設用地／
市民が陳情	〔沖タ・朝〕	

3・30	 関心薄い公害防止／届け出たった �� 件
／無許可操業には処罰も	〔琉新･朝〕	

3・30	 市議会／一波乱起こりそう／野党、	爆
弾質問を準備	〔琉新・朝〕	

3・30	 市民で点検／ガードレール設置を／牧
志からなかよし橋に至る道路／父
兄、	学校、	地域の協力で	〔琉新・朝〕	

3・3�	 那覇、	２倍規模に／都計審／広域都市
計画を答申	〔沖タ・朝〕	

3・3�	 	「新政会」	が緊急会議／那覇新港／背
後地処分で波乱／那覇市議会	〔琉
新・朝〕	

4・4	 読者から／市道工事の一部中止を問う	
〔沖タ・朝〕	

4・6	 米軍基地縮小など協議／横須賀、	佐世
保、	那覇／三市基地連絡協議会	〔琉
新・朝〕	

4・6	 地主が道路閉鎖を通告／天久／〝補償
もないので…〟／天久／解決策示さ
ぬ当局に不満	〔琉新・朝〕	

4・6	 ふえるゴミに対処／ 40 万ドルで焼却場
建設へ	〔琉新・朝〕	

4・�3	 特別清掃班が出動を開始／美しい町づ

くりへ／道路、	 川などゴミを一掃	
〔沖タ・朝〕	

4・�3	 那覇を平和産業港湾都市へ／三市放射
能等基地渉外連絡協議会／特別法の
制定要請／市町村への財政援助も	
〔琉新・朝〕	

4・�3	 租税特別法案の成立に協力を／平良市
長会長ら自民に要請	〔琉新・朝〕	

4・�3	 9�％が個人営業／那覇市の事業所実態
調査／ 8�％は従業員４人以下／急増
する不動産業	〔琉新・朝〕	

4・�3	 難航する市の用地買収／街路事業にも
影響／復帰の先行き不安が原因	〔琉
新・朝〕	

4・�3	 那覇商港の市移管で覚え書き／現定員
を引き継ぐ	〔琉新・朝〕	

4・�3	 送油パイプが破裂／大量オイル流れる
／米軍、	 警察に連絡せず／那覇市	
〔琉新・朝〕	

4・�4	 移管正式に同意／那覇商港／行政府と	
「覚書」	かわす	〔沖タ・朝〕	

4・�5	 地主不在の緑ケ丘墓地／公園計画にひ
びく／打つ手なし、	当局大弱り	〔沖
タ・夕〕	

4・�6	 都市モノレール建設を推進／奥武山公
園から首里石嶺間／ 75 年に運行始
める／那覇市	〔琉新・朝〕	

4・�7	 年内目標に 2900 人／国防会議、	自衛隊
配備を正式決定	〔琉新・夕〕	

4・�8	 ｜社説｜沖縄配備に反対する	〔琉新・
朝〕	

4・�8	 やってきたゴミ戦争１／〝大型化〟目
立つ／東京に迫る排出量	〔沖タ･夕〕	

4・�8	 24 日に憲法普及協議会結成／那覇市長
らが呼びかけ／自衛隊では対立	〔琉
新・夕〕	

4・�9	 煤煙しきり／国場ベニア工場が発注源
か／市民が苦痛訴え	〔沖タ・朝〕	

4・�9	 やってきたゴミ戦争２／無理に積み込
む／ゴミに追われ通し	〔沖タ・夕〕	

4・20	 読者から／モノレールより主要道路を	
〔沖タ・朝〕	

4・20	 〝火の車〟の復帰予算／来年度４千万
ドル／規模は大型だが…／深刻な財
政悪化と対応費増／単独事業もゼロ	
〔琉新・朝〕	

4・20	 不便どこ吹く風／地主が道路を閉鎖／
運転手立ち往生／市の無策に怒り集
中	〔琉新・朝〕	

4・20	 何とかしろ／ばい煙公害／壺川一帯	
〔琉新・朝〕	

4・20	 やってきたゴミ戦争３／〝都市化〟に
追われる／市当局／埋立て地捜しに
懸命	〔沖タ・夕〕	

4・2�	 やってきたゴミ戦争４／市は排出押え
る／〝なんとか無料収集を〟業者	
〔沖タ・夕〕	
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4・22	 自衛隊移駐第一陣沖縄入り／埼玉から
20 人／今後の受け入れに従事	〔沖
タ・夕〕	

4・22	 やってきたゴミ戦争５／〝再利用〟を
考えよ／焼却、	 埋め立てには限界	

〔沖タ・夕〕	
4・24	 きょう 24 時間スト／那覇市職労賃上げ

団交決裂	〔琉新・朝〕	
4・24	 市役所労がスト／業務は完全ストップ	

〔沖タ・夕〕	
4・24	 那覇市役所がスト／ピケ張り業務はス

トップ	〔琉新・夕〕	
4・25	 進展なければ二波／那覇市職労、	きょ

う団交再開	〔琉新・朝〕	
4・25	 74 基地に〝強制使用権〟／米軍に提供

する土地・工作物大綱決定／政府、	
27 日に告示／自衛隊施設も含む	〔琉
新・夕〕	

4・27	 金口木舌	〔モノレール建設〕	〔琉新・
朝〕	

5・�	 都市開発で討議／九州開発都市会議／
人口集中、	基地議題に	〔沖タ・朝〕	

5・9	 スラム街を解消／力を合わせてビル建
設	〔沖タ・夕〕	

5・9	 議長に平良氏／革新共闘那覇連合支部	
〔沖タ・夕〕	

5・9	 那覇市長／市有地の契約拒否／	「軍用
地」	で地主にも訴え	〔琉新・夕〕	

5・9	 スラム街こわし近代ピル／８年ぶり市
民の夢	〔琉新・夕〕	

5・�0	 与儀－寄宮、	幅員 25 メートルに／都計
審／コザ広域都市計画も	〔沖タ･朝〕	

5・�5	 ｜社説｜現在の歴史の時点で…	〔沖
タ・朝〕	

5・�6	 ｜社説｜新生沖縄の創造とは／平和も
豊かさも基地の対策から	〔沖タ･朝〕	

5・�9	 那覇商港を	「那覇ふ頭」	に名称がえ／
那覇市	〔沖タ・朝〕	

5・20	 	「憲法都市」	建設目指す／平良那覇市
長が施政方針／反戦平和・自治の確
立に専念	〔琉新・朝〕	

5・22	 ドル差損支払う／１ドルにつき 55 円也
／銀行窓口はのんびり	〔沖タ・夕〕	

5・24	 語学教育研究所に／来月からスタート
／旧英語センター	〔琉新・朝〕	

5・25	 実勢レートで落ち着く／手数料、	使用
料など／市民負担最小限に／だが予
算に大きく響く	〔沖タ・朝〕	

5・25	 モノレールの実現／近く政府に正式に
要請	〔沖タ・朝〕	

5・25	 モノレール建設具体化へ／来月、	市長
が上京／正式に政府に協力を要請	

〔琉新・朝〕	
5・25	 手数料使用料／市民の負担を軽減／通

貨切り替えで円表示	〔琉新・朝〕	
5・29	 またも幼児が安里川に転落死／ぞうり

取ろうとして／安全サクなく危険な

場所	〔琉新・朝〕	
5・29	 救急業務が軌道へ／那覇市／隊員 �3 人

に辞令交付	〔琉新・夕〕	
5・30	 金口木舌	〔安里川の転落死亡事故〕		

〔琉新・朝〕	
5・30	 ずさんな河川管理／安里川／俊ちゃん

の転落死	〔琉新・朝〕	

1972 年	（昭和 47 年）	
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※本巻収録記事見出しを要約し、「政治」

「経済」「米軍・基地」「まちづくり」

「市民生活」「教育・文化」の六分野に、

各項目で分類した。

政　　　　　治

【議会】	
	 正副議長選挙	･･････････････････････	214,216,
	 																					217,218,219,382,555,556
	 正副議長が辞任	･･････････････････････	16,107
	 市長不信任案	････････････････････	58,158,159
	 那覇市議会会議規則	･････････････････････	265
	 那覇市議会傍聴規則	･････････････････････	272
	 権限の一部委譲要請（専決処分）･･････････	301
	 議会・委員会の空転 .流会	･･･････････	325,362,
	 																								437,438,439,441,474,
	 																								534,535,559,560,598,
	 																								599,611,612,636,661
	 議会の小党分裂	･･･････････････････････	82,83
	 会期延長	･･･････････････････	191,325,535,542
	 市会の市政責任	･･････････････････････････	38
	 無責任議会	･････････････････････････････	538
	 故ケネディー大統領に黙祷	･･･････････	314,495
	 議会議事堂	･････････････････････････････	375
	 復帰議会	･･･････････････････････････････	650
	 議会運営委員会設置	･････････････････････	279
	
	 常任委員会委員選任･･････	16,106,108,217,299,
	 																	373,382,444,474,556,558,631
	 選挙管理委員会委員選挙	･････････････	132,235
	 監査委員選任	･･･････････････････	222,360,382
	 議会事務局長人事	･･･････････････････････	238
	 常任委員会条例改正	･････････････････････	106
	 全国市議会議長会	････	93,184,296,298,402,468
	 全国市町村会議長会	･････････････････････	152
	 九州市議会議長会	･･････････････････････	116,
	 																					150,185,296,298,320,571
	 南九州市議会議長会	･････････････････････	606
	 沖縄市町村議会議長会	･･･････････････	283,533
	 沖縄 (県 )市議会議長会････････	99,283,462,608
	
【議員選挙】	
	 1958 年補欠選挙	･･････････････････････	7,9,50
	 1961 年選挙	････････････････････････	203,205,
	 																					207,208,209,210,211,213
	 1965 年選挙	･････････	375,376,377,378,379,380
	 1969 年選挙	････････････････････････････	536,
	 																				537,543,544,545,546,547,
	 																				548,549,550,551,553,554
	
【議員】	
	 五日会会派結成	･･････････････････････････	61
	 しせい会会派結成	････････････････････････	62
	 新政会会派結成	･････････････････････････	554
	 月曜会会派	･･････････････････････････････	61

	 その他会派構成	･･････････････････	98,279,384
	 議員定数改正	･･･････････････････････	269,285
	 議員報酬	････････････････	35,36,37,46,58,60,
	 																						62,68,117,119,120,123,
	 																				125,130,132,156,160,162,
	 																				255,256,289,358,359,429,
	 																				436,442,481,483,631,632
	 真和志市議員退職金問題	･･････････････････	92
	 民連（人民）議員、増棒寄付	･･･････	46,70,483
	 議員の遅刻 .欠席 .ボイコット････	38,323,353,
	 																						54,355,373,560,611,612
	 行政視察	･･･････････････････････････････	26,
	 																					88,137,144,152,174,186,
	 																					190,223,247,248,279,297
	 現場視察	････････････････････････････	48,55,
	 																					61,114,298,372,383,433,
	 																					434,447,453,472,487,524
	 現場調査	････････････････････	69,103,208,268
	 議員派遣旅券問題	･･･････････	144,247,248,279
	 旅券交付方要請決議	･･････････････････････	88
	 沖縄市町村議会議員大会参
	 		加拒否	･･･････････････････････	311,312,313
	 議場での議員の服装	･････････････････････	393
	 議員の名札	･････････････････････････････	474
	 議員表彰	･････････････	3,195,298,385,435,615
	 議員対抗野球大会	･･･････････････････････	258
	

【市長選挙】	
	 1958年選挙	･････････････････････	1,2,4,5,6,7
	 1961年選挙	･････････････････････	229,230,232
	 1965年選挙	････････････････	336,399,400,401,
	 　　　　　　　　　　	403,404,405,406,407,408
	 1968年選挙	････････････････････････････	507,
	 																					511,512,514,515,516,517
	 那覇市政革新共闘会議結成	･･･････････	401,507
	

【市政】	
	 兼次市長市政
	 						施政方針	･･････	21,31,32,90,91,153,202
	 						超党派政策	･･････	22,24,32,33,38,58,72
	 						沖縄市改称問題	･･････････	65,66,67,79,
	 																								80,81,82,83,84,85,86
	 						区長制復活問題	･････････	21,38,135,143
	 　　　市有地の軍用地契約問題	･･････････	118,
	 																				122,125,126,136,138,152,
	 																				154,156,158,159,160,167
	 						正副議長に公開質問	･･･････	160,161,162
	 						法律相談所開設	････････････････････	65
	 　　　人民党兼次打倒市民大会	････････････	41

索　　　　　　　引
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	 						市政報告演説会	･･････････････	53,55,57
	 西銘市長市政
	 　　		施政方針	････････････････････････	243,
	 																					252,283,330,433,463,494
	 						スラム街解消	････････････	237,243,244,
	 																				276,300,303,304,305,306,
	 　　　　　　　　　　309,310,350,352,353,357
	 　　　議会権限の一部委譲	･･･････････････	301
	 						第 2 期西銘市長スタート	････････････	413
	 						西銘市政の谷間	･･･････････････････	408
	 					「那覇市民の日」開設	･･････････	240,259
	 平良市長市政	
	 　　		施政方針	･････････	536,579,617,618,660
	 						平良市政スタート	･････	517,518,519,523
	 						市有地の軍用地契約拒否	･･･････	624,654
	 						自衛官配備反対	･･･････････････	590,624
	 						市民相談室常設	･･･････････････････	527
	 						「青空市政」実施	･････････････････	532
	 						職員採用試験実施	･････････････････	535	
	 						市長に手紙を出す月刊	･････････････	608
	 						那覇市新春市政座談会	･････････････	605
	
【予算】	
	 1958 年度予算	･･････････････････････	92,93,96
	 1959 年度予算	･･････････････････	29,31,34,164
	 1960 年度予算	･････････････････	91,96,98,106,
	 																				107,110,118,119,120,123,
	 																				125,136,152,157,160,163
	 1961 年度予算	･･････････････････････････	150,
	 																					166,167,169,170,174,180
	 1962 年度予算	･･･････････････････････････	201
	 1963 年度予算	･･･････････････････････････	250
	 1964 年度予算	･･･････････････････････････	290
	 1965 年度予算	･･･････････････････	309,331,333	
	 1966 年度予算	･･･････････････････････	368,373
	 1967 年度予算	･･･････････	431,450,451,454,455
	 1968 年度予算	･･･････････････････	467,486,488
	 1969 年度予算	･･･････････････････	499,502,524
	 1970 年度予算	･･･････････････	538,540,541,542
	 1971 年度予算	･･･････････････	580,581,582,588
	 1972 年度予算	･･･････････････････	617,622,661
	
【機構改革】	
	 部課設置	････････････････････････	23,99,257,
	 																					293,296,446,558,621,622
	 水道局設置	･････････････････････････････	468
	 東京事務所開設	･････････････････････････	621
	
【三役】	
	 市長	･･･････････････････････････	507,509,510
	 助役	････････････････････････････････	22,23,
	 																					　	96,97,98,236,238,415
	 収入役	･･････････････････････････	40,256,585
	 お手盛り退職金	･････････････････････	238,239
	 給与	･･････････････････････････････････	119,
	 																				120,123,238,255,256,286,
	 																				294,436,442,466,631,632
	

【市長会・国際会議】	
	 全国市長会正式加入	･････････････････････	623
	 全米市長会議	･･･････････････････････	277,288
	 ホノルル美化国際会議	･･･････････････	457,459
	 太平洋・アジア会議	･････････････････	637,639
	

【職員】	
	 労働組合	･･･････････････････････	134,429,491
	 市職労スト	････････････････････	178,179,181,
	 																					182,314,491,524,525,636
	 11・10 ゼネスト	･････････････････････････	636
	 部長・公室長人事	･･･････	236,237,446,521,621
	 消防	･････････････････････････････････	51,64
	 職員人事	･･････････････････	13,43,44,45,241,
	 																					242,446,526,527,528,530
	 職員解雇問題	･･････････････	414,415,416,417,
	 																					419,420,426,431,432,462
	 給与 .期末手当	･･･････	53,91,178,179,181,182,
	 																					201,294,463,523,640,641
	 臨時 .職員の定数	･････････････････････	39,398
	 職員採用試験制実施	･････････････････････	535
	 職員停年制改正	･････････････････････････	163
	 職員の暴力事件	･････････････････････････	453
	 戦前の市吏員に退隠料支給	･･･････････････	249
	 職員厚生会	･････････････････････････････	372
	 ゼネスト回避決議	･･･････････････････	524,525
	 期末手当支給条例	････････････････････	91,201
	

【汚職】	
	 首里バス	･･････････････････････････	1,40,164
	 消防	････････････････････････････	51,361,496
	 区画整理課	･････････････････････････････	110
	 徴税課	･････････････････････	422,453,598,600
	 保健衛生課	･････････････････････････････	466
	 建設部	･････････････････････････	573,621,622
	 兼次市長選挙違反	･････････････････････	27,49
	

【知事選挙】	
	 主席公選	･･････････････････････	337,348,391,
	 																					392,397,404,410,483,510
	 主席公選決議	･･･････････････････	391,410,483
	 主席公選要求県民大会	･･･････････････	348,404
	

【国会議員選挙】	
	 国政参加	･･･････････････････････････	326,592
	 国政参加決議	･･･････････････････････････	326
	

【政党】	
	 沖縄社会党結成	･･････････････････････････	14
	 沖縄社会党那覇支部結成	･･････････････････	46	
	 自民党那覇支部結成計画	･････････････････	126
	 民連が政治結社から民主団体へ変更	･･･････	139
	 民連が兼次市長を除名	････････････････････	58
	 沖縄社会党が兼次市長を除名	･････････････	128
	 西銘市長が自民党を脱党	･････････････････	336
	 政治弾圧（民連手入れ）････････････････	15,23
	 政犯恩赦	････････････････････････････････	49
	



121

【祖国復帰】	
	 復帰協加盟	･････････････････････････････	365
	 佐藤首相沖縄訪問	･･･････････････････････	383
	 日米共同声明	･･･････････････････････････	566
	 復帰対策基本方針	･･･････････････････････	586
	 復帰対策	･･･････････････････････････････	586
	 祖国復帰	･･･････････････････	559,643,656,659
	 沖縄返還協定	･･･････････････	620,635,643,646
	 沖縄県発足	･････････････････････････	656,659
	 祖国復帰宣言	･･･････････････････････････	661
	 沖縄県祖国復帰協議会結成	･･･････････････	147
	 沖縄対策特別委員会設置	･････････････････	459
	 復帰対策協議会設置	･････････････････	570,572
	 人事院沖縄事務所設置	･･･････････････････	642
	 沖縄の本土復帰対策に関する要請書	･･･････	589
	 祖国復帰決議	･･････････････････････	148,327,
	 																					365,402,430,461,480,489
	 施政権返還要請決議	･････････････････	287,531
	 奄美出身者に永住権要請決議	･････････････	382
	 沖縄返還協定決議	･･･････････････････････	635

【法令】	
	 市町村選挙法改正	･････････････････････････	3
	 政犯恩赦布告	････････････････････････････	49
	 布令第 18 号暫定貸借の取得	････････････････	74
	 市町村税法改正	･････････････････････････	107
	 法規立法要請	･･･････････････････････	347,452
	 教公二法立法	･･･････････････････････	458,461
	 全沖縄船舶に日の丸掲揚	･････････････････	462	
	 沖縄公用地法	･･･････････････････････	641,652
	 復帰特別措置法	･････････････････････････	642
	 沖縄改廃法	･････････････････････････････	642
	 沖縄振興法	･････････････････････････････	642
	 沖縄軍用地大綱と公地法施行令	･･･････････	652
	 運輸省関係法令	･････････････････････････	654
	 社会事業法	･････････････････････････････	660
	 中選挙区制採用要請決議	･････････････････	240
	 布令 51 号の廃止決議	･････････････････････	327
	 公務員法立法要請決議	･･･････････････････	428
	 裁判移送撤回決議	･･･････････････････････	436
	 総合労働布令撤回決議	･･･････････････････	525

【復帰】	
	 ドル通貨切り替え	･･･････････････	638,656,659
	 重要港湾指定	･･･････････････････････････	654
	

【通貨・経済】	
	 Ｂ円通貨交換	････････････････････････････	49
	 ドル通貨切り替え	･･･････････	638,656,659,660
	 円切り上げ要請決議	･････････････････････	641
	

【財政】	
	 財政難	･････････････････････････	343,359,525
	 市民所得	･･･････････････････････････････	369
	 市町村交付金停滞	･･･････････････････････	525
	 市の税外収入	･･･････････････････････････	467
	 市町村税法改正	･････････････････････････	107
	 固定資産税	･････････････････････････	427,428
	 公設市場使用料	･････････････････	567,568,660
	 水道料	･････････････････････････････････	660
	 重機具使用料	･･･････････････････････････	661
	 職員の賃金換算	･････････････････････	640,641
	 公共料金の 360 円読みかえ採択	････････････	648
	 鉄筋課税廃止要請	･･･････････････････････	557
	 基地交付金復活要請	･････････････････････	643
	 増税阻止決議	･･･････････････････････	157,158
	 所得税減税要請決議	･････････････････	294,295
	 講和前補償への課税阻止決議	･････････････	457
	 政府税の市町村委譲要請	･････････････	296,333
	

【物価】	
	 シャモジ運動	････････････････････････････	56
	 物価値下げ要請決議	･････････････････	412,581
	 鉄筋課税廃止要請	･･･････････････････････	557
	
	

【市有財産】	
	 那覇市有財産	････････････････････････	56,368
	 株購入	･････････････････････････････････	268
	 安里川埋立地売却	･･････････････････	162,163,
	 																					164,166,167,169,174,180
	 旭町埋立地売却	･････････	287,289,292,294,336
	 安謝埋立地売却	･････････････････････････	366
	 国場川埋立地売却	･･･････････････････････	206
	 那覇新港背後地処分	･････････････････	647,648
	 その他の市有地処分	･････	160,162,225,541,633
	 市有地交換	･････････････････････････････	168
	 賃貸契約（沖縄プライウッド）････････	136,138
	

【管理移管】	
	 奥武山球場管理委任	･････････････････････	185
	 那覇港、市に移管	･･･････････････････････	588
	 那覇商港管理委譲要請決議	･･･････････････	326
	

【財産譲渡】	
	 安里川埋立地市に移管	････････････････････	68
	 泊北岸埋立地譲渡	･･･････････････････････	171
	

【公営事業】	
	 首里バス	･････････････	1,40,164,246,247,303,
	 																					421,542,581,587,627,627
	 市営屠殺場廃止	･････････････････････････	469
	 初の市営保育所	･････････････････････････	341
	

【港湾】	
	 港湾整備計画	･･･････････････････	172,320,322
	 重要港湾指定	･･･････････････････････････	654
	 那覇新港	･･････････････････････････	529,603,
	 																					623,626,627,644,645,647
	 那覇新港整備促進協議会結成	･････････････	603

 経　　　　　済
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【産業】	
	 エア .アメリカ外資導入	･･････････････	336,338
	
【援助・補助】	
	 首都建設費	･･････････････	63,175,226,233,350

	 戦災復興費	･･･････	35,39,40,42,45,47,152,249
	 都市計画事業費	･････････････････････	73,233,
	 																					257,271,278,321,341,325
	 米国の沖縄援助費	･･･････････････	255,260,262
	 弁務官資金交付	･････････････････････････	171

 米　軍　・　基　地

【復帰】	
	 那覇市建設事業推進要請決議	･････････････	613
	 基地返還リスト	･････････････････････････	615
	 自衛隊配備	･････････････････	590,624,649,651		
	 74 基地に強制使用権	･････････････････････	652
	 毒ガス撤去決議	･････････････････	556,581,603
	 毒ガス即時完全撤去県民大会	･････････････	600
	
【軍用地】	
	 共同声明	････････････････････････････････	47
	 一括払い全面廃止	････････････････････････	75
	 軍用地料･････････････････････････	77,103,112
	 市有地の軍用地契約	････	118,122,125,126,131,
	 　　　　　　　　　　138,152,154,156,158,159,
	 　　　　　　　　　　160,167,169,170,624,655
	 与儀ガソリンタンク	･････	101,190,496,561,644
	 又吉道路開放	･･･････････････････････････	312
	 垣花 .山下 .安里開放	･････････････････	367,585
	 マーニング社米人住宅返還	･･･････････	590,616
	 軍用地開放に対する政府回答	･････････	578,585
	 軍用地特別委員会委員選任	････････････････	76
	 小禄地域経済開発協議会発足	･････････････	646
	 軍用地返還要請	･････････････････････	583,618
	 上之屋軍用地返還要請	･･･････････････	591,613
	 国道 331 号線 (旧 3号線 )開放要請････････	646
	 軍用地料修正要請決議	････････････････････	77
	 与儀ガソリンタンク撤去決議	･････････	190,561
	 国･県有地の民移管要請決議	･･････････････	561
	 那覇市建設事業推進要請決議	･････････････	613
	 マーニング社用地開放促進市民
	 		協議会結成	･･･････････････････････････	590
	 軍用地撤去に市民運動	･･･････････････････	589

	 小禄地域開発住民大会	･･･････････････････	646
	
【立退】	
	 高圧線架設で強制土地収用	･･･････	183,184,185
	 高圧線架設反対の対策協議会結成	･････････	184
	
【基地・自衛隊】	
	 消防出動援助協定（米軍）････････････････	422
	 放射能コバルト 60 検出	･･･････････････････	503
	 水源地汚染	･････････････････････････････	609
	 三角同盟発足	･･･････････････････････････	531
	 佐世保市議会視察団来沖	･････････････････	532
	 自衛隊配備	･････････････････	590,624,649,651
	 基地返還リスト	･････････････････････････	615
	 沖縄公用地法	･･･････････････････････	641,652
	 74 基地に強制使用権	･････････････････････	652
	 那覇空港返還	･･･････････････････････････	655
	 基地交付金復活要請	･････････････････････	643
	 核実験に抗議決議	･･･････････････････････	224
	 米調査団へ 10 項目の要請決議	･････････････	225
	 B52 撤去要求決議	････････････････････	485,519
	 毒ガス撤去決議	･････････････････	556,581,603
	 軍雇用者解雇撤回要請決議	･･･････････････	570
	 米軍人の女子高校生死傷事件抗議決議	･････	581
	 毒ガス即時完全撤去県民大会	･････････････	600
	
【事故・事件】	
	 壺川パイプガソリン漏れで抗議	･･･････････	273
	 上山中生徒会が事故対策決議要請	･････････	275
	 宮森 Z機墜落事故要請決議	･････････････････	95
	 米軍機墜落事故要請決議	･････････････････	269
	 上山中校生事故抗議決議	･････････････････	278

ま　ち　づ　く　り

【人口・面積】	
	 人口	･･･････････････････････････････････	415
	
【新町名】	
	 港町．曙町誕生	･････････････････････････	650
	
【合併】	
	 那覇 .南風原合併	････････････	135,272,274,346
	 那覇 .与那原合併	････	152,272,274,298,575,604
	 隣接市村合併	･･････････････････････	272,274,
	 　　　　　　　　　　	298,339,434,465,571,574
	 大那覇市構想	･･･････････････････････	339,340
	 合併研究委員会設置	･････････････････	315,317

	 広域都市を考える（座談会）･･････････････	469
	
【都市計画】	
	 首都建設基本計画	････････････････････････	93
	 首都建設事業計画	････････	63,175,226,233,350
	 那覇市建設五ヵ年計画	･･･････････････	504,505
	 那覇都市開発五ヵ年計画	･････････････････	602
	 戦災復興費	･････････････････	35,39,40,42,43,	
	 																				45,46,47,152,180,249,271
	 都市計画事業	･････････････	63,64,73,233,253,
	 																				257,269,271,275,278,286,
	 																				321,325,332,341,370,495
	 資金凍結解除	････････････････････････	22,24,
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	 																					26,64,72,73,75,78,81,83
	 都計工事再開	････････････････････････････	81
	 米国の沖縄援助費削減	･･･････････	255,260,262
	 那覇市都計の現況	･･･････････････････････	343
	 スラム街解消	･･････････････	142,237,243,244,
	 																				276,300,303,304,305,306,
	 																				309,310,350,352,353,357
	 市外バス路線変更	･･･････	288,315,317,319,482
	 交通緩和対策	･･･････････････････････････	465
	 国．県有地返還	･････････････････････	556,561
	 都市計画用途地域変更	･･･････････････････	607
	 与儀ガソリンタンク跡地利用計画	･････････	664
	 那覇市都市計画委員会委員選任	････････	51,249
	 首都建設委員会発足	･･･････････････････	42,59
	 隣接市町村行政協議会発足	･･･････････････	633
	 那覇市復興期成会結成	････････････････････	51
	 那覇米琉親善委員会発足	･････････････････	133
	 スラム街解消都市建設促進協議会結成	･････	310
	 政府道路認定要請	････････････････････････	28
	 戦災復興援助要請	･････････････････	35,39,40,
	 																						42,43,45,47,52,180,249
	 市町村の建築主事廃止反対要請	････････････	41
	 「特別市」制移行陳情	･･･････････････････	271
	 都市計画協力要請	･･･････････････････････	320
	 戦災都市復興法適用要請	･････････････････	249
	 戦災復興援助決議	････････････････････････	28
	 都計事業補助金要請決議	･･････････････････	38
	 復金融資再開感謝決議	････････････････････	79
	 那覇市都市建設事業推進に関す
	 		る要請決議	･･･････････････････････････	613
	 ワツソン高等弁務官が視察	･･･････････････	352
	 那覇市の都計診断（下平伊那造氏）････････	299
	 那覇市の町づくり（座談会 )	･･････････････	387
	

【区画整理】	
	 行政区画整理	････････････････････････････	22
	 区画整理事業	･････････････････････	33,38,409
	 行政区域編入	････････････････････････	76,111
	 町名改称	･･････････････････････････	146,151,
	 　　　　　　　　　　	163,352,574,578,636,650
	 ハーバービュー地区区画整理	･･････････････	26
	 寄宮地区区画整理	･･	292,294,319,322,415,418,
	 																				422,428,445,450,452,653
	 壺川地区区画整理	･･･････････････････････	322
	 真嘉比地区区画整理	･････････････････････	357
	 風致地区変更	･･･････････････････････････	136
	 行政区画整理調査研究委員会	･･･････････	22,61
	 行政検査特別委員会	･････････････････････	110
	 区画整理事業の刷新強化決議	･･････････････	38
	

【工事・建設】	
	 市庁舎建設	･･････････････････	88,91,102,141,
	 																				143,256,276,587,291,292,
	 																				293,295,329,385,387,430
	 首里支所建設	･･･････････････････････････	398
	 水道局総合庁舎建設	･････････････････････	524
	 市民会館（公会堂）建設	･････････････	525,594
	 泊港ターミナル建設	･･････････････････	25,422

	 バスターミナル建設	･･･････････････････	25,37
	 ゴミ焼却炉建設	････････････････････	102,103,
	 																					257,447,452,467,534,567
	 モノレール建設	･････････････････････	364,649
	 久茂地横断橋建設	･･･････････････････････	454
	 安里川工事	･･････････････････････････････	65
	 久茂地川浚渫工事	･･･････････････････････	366
	 ガーブ川改修工事	･･	134,195,201,203,204,205,
	 																				206,207,208,221,227,228,
	 																				229,231,242,244,250,251,
	 																				252,253,257,258,290,302
	 下水道工事	････････････････････････････	113,
	 																				300,327,355,374,398,427,
	 																				447,485,487,488,489,493,
	 																				499,501,502,531,533,575
	 バイバス道路建設工事	･･･････････････	425,460
	 その他道路工事	･･････････	26,175,268,421,524
	 政府道認定申請	･･････････････････････････	28
	 公園建設	････････････････････	96,395,602,619
	 公園敷地縮小	･･･････････････	170,267,268,328
	 公園指定地	･････････････････････	301,303,306
	 公園緑地指定	･･･････････････････････････	619
	 旭が丘公園	･･･････････	93,96,108,120,123,318
	 奥武山公園	･････････････････････････	328,452
	 希望が丘公園	･･･････････････	367,369,481,634
	 漫湖の美化	･････････････････････････････	371
	 与儀公園用地	･･･････････････････････	170,341
	 若狭海水浴場計画	･･･････････････	435,449,461
	 分割指名入札	･･･････････････････････････	525
	 鉄筋不足で建築工事停止	･････････････	557,558
	 下水道条例	･････････････････････････････	531
	 準用河川認定要請	････････････････････	13,124
	 準用河川認定要請決議	････････････････	19,208
	 ガーブ川完全改修施行要請決議	･･･････････	208
	 弁務官への感謝決議	･････････････････	180,187
	 松川排水溝工事現場視察	･･････････････････	48
	 松川緑地帯小公園設置陳情現場視察	････････	48
	 末吉公園用地 .工事現場視察･･････････････	372
	 コンポスト工場建設用地現場視察	･････	447,453
	 沖映通り商店街工事現場視察	･････････････	487
	 市庁舎落成座談会	･･･････････････････････	385
	
【移転】	
	 高圧線移転	････････････････････	28,50,59,89,
	 																					133,225,248,257,309,311
	 高圧線架設	･････････････････	164,183,184,185
	 農研所移転	･･････････････････････････	30,136
	 刑務所移転	･････････････	412,419,423,425,449
	 高圧線架設反対陳情	･････････････････････	164
	 高圧線架設反対の対策協議会結成	･････････	184
	
【建築違反】	
	 水上店舗	･･･････････････････	11,13,14,16,17,
	 																					18,19,20,31,100,101,116
	 火葬場建設	････････	53,55,79,106,133,251,254
	 与儀映画館建築問題	････････････････････	103,
	 																					104,119,129,147,149,251
	 英語センター建設	･･･････････････････	306,532
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【埋立】	
	 放生池	･････････････････････････	28,35,78,89
	 波之上（娯楽センター）････････････	46,48,111
	 辻町公有水面	････････････････････････････	51
	 旭町	･･･････････････････････････････････	111
	 漫湖	･･･････････････････････････････	136,138
	 国場川	･････････････	138,173,176,192,326,385
	 奥武山	･････････････････････････････････	410

	 泊 . 安謝間	･･････････	254,266,298,329,454,544
	 若狭	･･･････････････････････････････	435,449
	 安謝	･･･････････････････････････	524,534,535
	 プライウッド社不法埋立	･････････････････	326
	 安謝クリ舟漁業那覇新港封鎖	････････････	626,
	 																																	627,644,645
	 公有水面埋立免許申請	････････････････････	22
	 泊 . 安謝間埋立地視察	････････････････････	298
	 安謝埋立地議員視察	･････････････････････	524

市　民　生　活

【台風・水害】	
	 浸水	･･･････････････	10,12,13,28,100,112,433
	 水害対策	･･･････････････････････	11,19,20,30
	 水上店舗問題	･････････････････････	11,13,14,
	 																						16,17,18,19,20,31,100,
	 																					101,116,134,291,297,302
	 ガーブ川沿店舗存置問題	･･････････････････	21
	 治水対策	･･････････	113,128,131,134,142,155,
	 																				164,166,186,191,192,385
	 国場川捨石問題	･････････････････････	191,192
	 一号線に架橋申請	････････････････････････	28
	 水害被害者救済措置	･･･････････････････	13,23
	 ガーブ川治水対策補助金	･････････････････	131
	 台風災害対策費	････････････････････････	117,
	 																					119,120,123,125,223,225
	 台風被害額調査結果	･････････････	115,117,120
	 浸水対策委員	･･･････････････････････････	249
	 那覇市水害対策連合委員会組織	･････････	13,17
	 水上店舗対策委員会	･･････････････････････	20
	 水上家屋撤去対策委員会	･･････････････････	31
	 水害対策特別委員会設置	･････････････････	113
	 治水対策委員会設置	･････････････････････	127
	 台風被害援助要請	･･･････････････････････	116
	 台風災害対策工事要請	･･･････････････････	117
	 水害救済陳情	････････････････････････････	13
	 ガーブ川治水対策陳情	･･･････････････････	142
	 水上店舗撤去決議	････････････････････････	19
	 台風被害地議員視察	･････････････････････	114
	 浸水現場議員視察	･･･････････････････	383,433
	
【水道】	
	 水道五か年計画	･････････････････････････	265
	 水飢饉．断水	････････････････････････	69,70,
	 																					211,281,288,448,624,285
	 給水	･･･････････････････	69,109,155,174,212,
	 																					220,237,260,284,345,465
	 水源地	･････････････････････	44,63,68,69,78,
	 																				157,212,225,268,283,285,
	 																				287,298,396,417,609,619
	 分水協定	･･･････････････････	245,255,256,290
	 水道事業費	･････････････････････････････	542
	 浄水場建設	････････････････････････	177,180,
	 																				188,189,190,191,193,220,
	 																				222,236,237,247,265,310
	 水道敷設工事	･･･････････････････････	272,586

	 安謝ポンプ場用地買収	･･･････････････････	335
	 貯水タンク完成（上間 .識名）･････････	455,609
	 給水対策本部拡大	･･･････････････････････	212
	 安謝の井戸水問題	･･･････････････････････	485
	 水道公社	･･･････････････････････････････	625
	 水道使用料	･････････････････････････････	91,
	 																					156,220,267,392,426,461
	 米軍土地測量調査	･･･････････････	298,307,314
	 鹿児島から〝友情の水〟･･････････････････	284
	 水飢饉特別対策委員会設置	･･･････････････	163
	 水道特別委員会設置	･････････････････････	191
	 水道給水条例	･･･････････････････････････	206
	 軍給水増配陳情	･･････････････････････････	68
	 時間給水解消の意見書	･･･････････････････	624
	 水飢饉緊急要請決議	･･････････････････････	70
	 水道浄水確保要請決議	･･･････････････････	164
	 西森浄水場設置促進決議	･････････････	180,187
	 干害対策要請決議	･･･････････････････････	283
	 水源地開発要請決議	･････････････････････	469
	
【住宅問題】	
	 市営住宅３か年計画	･････････････････････	151
	 公営住宅建設	････････	95,142,176,222,474,567
	 崇元寺	･･････････････････････････････	95,622
	 安謝市営住宅建設	･･･････････････････	146,168
	 石嶺市営住宅建･････････････	474,490,496,497,
	 																				498,500,501,502,523,567,
	 																				568,588,608,619,621,622
	 宇栄原市営住宅建設	･････････････････････	458
	 久場川市営住宅建設	････････････････････	261,
	 																				263,264,265,266,267,274,
	 																				276,277,280,281,282,314
	 若狭市営住宅建設	･･･････････････････････	610
	 那覇市住宅調査	･････････････････････	145,472
	 住宅建設補助金要請決議	･･････････････････	97
	 日本公営住宅を沖縄に適用し、日本
	 　政府に援助要請決議	･･･････････････････	180
	
【公設市場・大型店舗】	
	 牧志公設市場改築	･･････････････	112,130,131,
	 　( 第二 )　　　　　　262,308,339,340,342,344,
	 　　　　　　　　　　345,346,351,353,357,359,
	 　　　　　　　　　　360,361,362,363,364,371,
	 																				373,383,424,425,432,436,
	 　　　　　　　　　　437,438,439,440,441,442,



125

	 																				443,444,447,610,611,612
	 牧志公設市場移転問題	･･	528,530,532,537,543,
	 　　　　　　								554,559,560,562,564,577
	 牧志西公設市場改築	････････････	561,563,566,
	 		( 第一 )												567,571,572,573,574,576,
	 																				577,578,582,583,584,585,
	 																				587,588,591,592,593,594,
	 																				596,597,598,599,615,637
	 若松市場建設	･･･････････････････････････	448
	 牧志西市場敷地返還要求	･････････････	557,563
	 牧志第二公設市場調査	･･･････････････････	610
	 西市場改築促進特別委員会設置	･･･････････	364
	 市場問題特別委員会設置問題	･････	599,611,612
	 牧志第二公設市場発展促進期成会結成	･････	615
	 牧志公設市場建設用地議員視察	･･･････････	447
	 新市場移転に抗議デモ	･･･････････････････	532
	
【環境・衛生】	
	 コレラ・赤痢対策	･･･････････････････	258,586
	 し尿処理	･･････････････････････････････	276,
	 																					286,332,394,457,565,624
	 ゴミ問題	･･･････････････	286,332,534,559,564
	 公害対策	･･･････････････	476,605,630,634,654
	 煤煙公害	･･･････････････	477,559,628,629,651
	 拓南製鉄騒音 .煤煙	･･	585,613,616,629,632,634
	 壺屋のぼり釜煤煙	･･･････････････････････	638
	 河川汚染	･･･････････････････	595,596,617,633
	 水源地汚染	･････････････････････････････	609

	 放射能コバルト 60 検出	･･･････････････････	503
	 壺屋国場ベニヤ工場	･････････････････････	651
	 上間発電所建設問題	････	469,472,475,477,478,
	 																					479,480,482,489,490,491
	 ＬＰガススタンド建設問題	･･･････	600,601,614
	 アルミ工場建築問題	･････････････････････	625
	 上間発電所問題対策特別委員会設置	･･･････	475
	 西本町ＬＰガススタンド設置反対
	 		共闘会議結成	･････････････････････････	600
	 壺川公害反対同盟結成	･･･････････････････	629
	 那覇市公害対策市民協議会発足	･･･････････	635
	 那覇市公害対策協議会設置	･･･････････････	648
	 公害対策審議会発足	･････････････････････	654
	 ( 投稿）公害への質問 .回答	･･･････････	613,616
	 公害防止条例	･･･････････････････	637,640,641
	 暴力追放都市宣言	･･･････････････････････	445
	 上間発電所予定地議員視察	･･･････････････	472
	

【福祉・医療】	
	 老人クラブ助成	･････････････････････････	186
	 愛生寮建設	･････････････････････････････	458
	 那覇市福祉事務所発足	･･･････････････････	660
	 敬老年金条例	･･･････････････････････	333,398
	 老齢年金制度早期制定要請決議	･･･････････	398
	

【事故・火災】	
	 樋川火災	･･･････････････････････	307,308,316
	 牧志西市場火災	･････････････････････	562,563

 教　育　・　文　化

【教育】	
	 教育行政	･･･････････････････････････････	266
	 教育委員会予算	･････････････････････････	434
	 教公二法デモ鎮圧	･･･････････････････････	461
	 学校敷地	･････････････････････････	51,61,52,
	 																					156,434,449,450,451,645
	 天妃校返還	･････････	390,392,393,394,396,412
	 与儀映画館建築問題	････････････････････	103,
	 																					104,119,129,147,149,251
	 奥武山総合グラウンド	･････････････	90,92,482
	 天妃校返還陳情	･････････････････････････	394
	 青少年健全育成条例	･････････････････	346,347
	 教公二法立法要請決議	･･･････････････････	458
	 学校建設用地議員視察	････････････	61,434,453
	
【市民憲章】	
	 市民憲章制定	･･･････････････････････	314,318
	
【姉妹都市】	
	 那覇 .ホノルル姉妹都市提携	･･････････････	53,
	 																													137,137,176,182
	 那覇 .日南市姉妹都市提携	････････････････	532
	
【文化施設】	
	 那覇市民会館落成	･･･････････････････････	594

【文化財保護】	
	 円覚寺跡保存問題（琉大グラ
	 		ウンド建設）･･････････････････	28,35,78,89
	 玉陵保護	･･････････････････････････････	174,
	 　　　　　　　　　　	223,227,248,250,255,261
	 首里金城町石畳	･････････････････････････	632
	

【神社】	
	 世持神社敷地譲渡	････････････････････	39,110
	 護国神社敷地復元陳情	･･･････････････････	255
	

【伝統行事】	
	 那覇大綱挽復活	･････････････････････････	626
	

【記念事業】	
	 市制 40 周年	･････････････････････････	193,195
	 市制 50 周年	･････････････････････････	614,626
	

【寄贈】	
	 「生誕の像」除幕	･･･････････････････････	139
	 山びこの鐘	･････････････････････････	140,148
	

【表彰】	
	 市政功労者	･･･････････････････････････	3,195
	 名誉市民	･･･････	234,236,324,330,332,337,614
	 名誉市民条例	･･･････････････････････････	316
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